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＜比較表フォーマットの説明＞ 

※：以下の項目について、「差異の説明」と「該当差異」の関連性を明確にするため

（審査資料の見やすさの観点から、）大飯・玄海との差異がある場合でも、下線は

省略する。 

 

・条文番号（図表番号含む） 

・条文の主語 

・設備名称 

・サーベランス等設定値 

・申請号炉数に依存する記載等（例：「３号炉または４号炉」or「３号炉および４

号炉」）及び（「３号炉」） 

 

項  目 説 明 内 容 

大飯発電所原子炉施設保安規定 

（2019.6.25認可） ○「黒下線」は、大飯・玄海と美浜の差異の箇所を示

す※。 

○「灰マーカー」は、美浜発電所原子炉施設保安規定

の当該条文での変更がないことを示す。 

玄海発電所原子炉施設保安規定 

（2019.7.5認可） 

美浜発電所原子炉施設保安規定 

変更認可申請書 

差異の説明 ○ 大飯・玄海と美浜の差異について、差異の理由を

記載する。 

○ 差異の説明は、以下のとおり分類して記載する。 

①：従前からの発電所固有の差異 

②：上流文書の差異 

③：運用の差異 

④：記載の適正化 

⑤：記載方針の差異 

○ 差異の説明欄の（ ）は補足説明を示す。 

参考①-2



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

第
１
章

 
総
 
則
 

第
１
章

 
総
 
 
則
 

第
１
章
 
総
 
則
 

 

（
目
 
的
）

 

第
 
１
 
条

 
こ
の
規
定
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原

子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い

う
。
）
第
４
３
条
の
３
の
２
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
飯
発

電
所
原
子
炉
施
設
（
以
下
、「
原
子
炉
施
設
」
と
い
う
。）
の
保
安

の
た
め
に
必
要
な
措
置
（
以
下
、「
保
安
活
動
」
と
い
う
。）
を
定

め
、
核
燃
料
物
質
若
し
く
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た

物
（
以
下
、「
核
燃
料
物
質
等
」
と
い
う
。）
ま
た
は
発
電
用
原
子

炉
（
以
下
、「
原
子
炉
」
と
い
う
。）
に
よ
る
災
害
の
防
止
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

（
目

 
 
的
）
 

第
１
条

 
こ
の
規
定
第
１
編
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び

原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と

い
う
。）
第

4
3
条
の
３
の

24
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
運
転

段
階
の
玄
海
原
子
力
発
電
所
３
号
炉
及
び
４
号
炉
原
子
炉
施
設

（
１
号
炉
及
び
２
号
炉
と
の
共
用
施
設
を
含
む
。
本
編
に
お
い

て
、
以
下
「
原
子
炉
施
設
」
と
い
う
。）
の
保
安
の
た
め
に
必
要
な

措
置
（
本
編
に
お
い
て
、
以
下
「
保
安
活
動
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、

核
燃
料
物
質
若
し
く
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物

（
以
下
「
核
燃
料
物
質
等
」
と
い
う
。
）
又
は
発
電
用
原
子
炉
（
以

下
「
原
子
炉
」
と
い
う
。）
に
よ
る
災
害
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

 

 

（
目
 
的
）
 

第
 
１
 
条

 
こ
の
規
定
第
１
編
（
第
１
編
に
お
い
て
、
以
下
、「
本

編
」
と
い
う
。）
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の

規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。）

第
４
３
条
の
３
の
２
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
運
転
段
階
の

美
浜
発
電
所
３
号
炉
原
子
炉
施
設
（
本
編
に
お
い
て
、
以
下
、「
原

子
炉
施
設
」
と
い
う
。）
の
保
安
の
た
め
に
必
要
な
措
置
（
本
編
に

お
い
て
、
以
下
、「
保
安
活
動
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
核
燃
料
物

質
若
し
く
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
（
以
下
、「
核

燃
料
物
質
等
」
と
い
う
。
）
ま
た
は
発
電
用
原
子
炉
（
以
下
、「
原

子
炉
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
災
害
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
 

  

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
第
１
編
が
運
転

段
階
（
３
号
炉
）、
第
２
編
が

廃
止
措
置
段
階
（
１
、
２
号

炉
）
に
分
編
化
さ
れ
て
い

る
。
）
 

（
基
本
方
針
）
 

第
 
２
 
条

 
大
飯
発
電
所
（
以
下
、「
発
電
所
」
と
い
う
。
）
に
お

け
る
保
安
活
動
は
、
安
全
文
化
を
基
礎
と
し
、
放
射
線
お
よ
び
放

射
性
物
質
の
放
出
に
よ
る
従
業
員
お
よ
び
公
衆
の
被
ば
く
を
、
定

め
ら
れ
た
限
度
以
下
で
あ
っ
て
か
つ
合
理
的
に
達
成
可
能
な
限

り
の
低
い
水
準
に
保
つ
と
と
も
に
、
災
害
の
防
止
の
た
め
に
、
適

切
な
品
質
保
証
活
動
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

 

（
基
本
方
針
）
 

第
２
条
 
玄
海
原
子
力
発
電
所
（
以
下
「
発
電
所
」
と
い
う
。
）
に
お

け
る
保
安
活
動
は
、
安
全
文
化
を
基
礎
と
し
、
放
射
線
及
び
放
射

性
物
質
の
放
出
に
よ
る
従
業
員
及
び
公
衆
の
被
ば
く
を
、
定
め
ら

れ
た
限
度
以
下
で
あ
っ
て
か
つ
合
理
的
に
達
成
可
能
な
限
り
の

低
い
水
準
に
保
つ
と
と
も
に
、
災
害
の
防
止
の
た
め
に
、
適
切
な

品
質
保
証
活
動
に
基
づ
き
実
施
す
る
。

 

 

（
基
本
方
針
）
 

第
 
２
 
条

 
美
浜
発
電
所
（
以
下
、「
発
電
所
」
と
い
う
。
）
に
お

け
る
保
安
活
動
は
、
安
全
文
化
を
基
礎
と
し
、
放
射
線
お
よ
び
放

射
性
物
質
の
放
出
に
よ
る
従
業
員
お
よ
び
公
衆
の
被
ば
く
を
、
定

め
ら
れ
た
限
度
以
下
で
あ
っ
て
か
つ
合
理
的
に
達
成
可
能
な
限

り
の
低
い
水
準
に
保
つ
と
と
も
に
、
災
害
の
防
止
の
た
め
に
、
適

切
な
品
質
保
証
活
動
に
基
づ
き
実
施
す
る
。

 

 

 

 

（
安
全
文
化
の
醸
成
）
 

第
２
条
の
２

 
第
２
条
に
係
る
保
安
活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

安
全
を
第
一
と
し
た
原
子
力
事
業
運
営
の
実
現
の
た
め
、
安
全
文

化
の
醸
成
の
た
め
の
活
動
を
以
下
の
と
お
り
実
施
す
る
。
 

（
安
全
文
化
の
醸
成
）
 

第
２
条
の
３

 
第
２
条
（
基
本
方
針
）
に
係
る
保
安
活
動
を
実
施
す

る
に
当
た
り
、
原
子
力
安
全
を
最
優
先
と
し
た
保
安
活
動
を
確
実

な
も
の
と
す
る
た
め
に
、「
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
要
則
）」
に
基
づ

き
、
以
下
の
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
活
動
（
以
下
「
安
全
文
化
醸

成
活
動
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
。
 

（
安
全
文
化
の
醸
成
）
 

第
２
条
の
２

 
第
２
条
に
係
る
保
安
活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

安
全
を
第
一
と
し
た
原
子
力
事
業
運
営
の
実
現
の
た
め
、
安
全
文

化
の
醸
成
の
た
め
の
活
動
を
以
下
の
と
お
り
実
施
す
る
。
 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
安
全
文
化
の
醸

成
の
活
動
計
画
、
評
価
を
審

議
す
る
会
議
体
の
設
定
等

を
定
め
て
い
る
。）

 

２
．
社
長
は
、
以
下
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 安
全
を
第
一
と
し
た
原
子
力
事
業
運
営
の
実
現
の
た
め
、
安

全
文
化
醸
成
の
方
針
を
定
め
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の

見
直
し
を
行
う
。
 

(
2)
 
原
子
力
事
業
本
部
長
を
指
揮
し
、
次
項

(2
)の
評
価
結
果
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
、
必
要
な
指
示
を
行
う
。

 

 

２
 
社
長
は
、
原
子
力
安
全
を
最
優
先
と
す
る
価
値
観
を
浸
透
さ
せ

る
た
め
の
安
全
文
化
醸
成
の
方
針
を
定
め
、
保
安
に
関
す
る
組
織

全
体
に
示
す
。
 

ま
た
、
安
全
文
化
醸
成
活
動
が
確
実
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
、
安
全
文
化
醸
成
活
動
に
係
る
年
度
ご
と
の
計
画
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
原
子
力
発
電
本
部
長
及
び
原
子
力
監
査
室
長

よ
り
報
告
を
受
け
、
必
要
な
指
示
を
行
う
。
安
全
文
化
醸
成
の
方

針
は
、
必
要
に
応
じ
見
直
し
を
行
う
。
 

 

２
．
社
長
は
、
以
下
の
事
項
を
実
施
す
る
。

 

(1
) 
安
全
を
第
一
と
し
た
原
子
力
事
業
運
営
の
実
現
の
た
め
、
安

全
文
化
醸
成
の
方
針
を
定
め
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の

見
直
し
を
行
う
。
 

(2
) 
原
子
力
事
業
本
部
長
を
指
揮
し
、
次
項

(
2)
の
評
価
結
果
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
、
必
要
な
指
示
を
行
う
。
 

 

３
．
原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
前
項

(1
)の
方
針
に
基
づ
き
、
次
の
各

号
に
従
い
、
安
全
文
化
の
醸
成
の
た
め
の
活
動
を
統
括
す
る
。
ま

た
、
次
の
各
号
に
係
る
審
議
の
た
め
の
会
議
体
を
設
置
し
、
安
全

文
化
の
醸
成
の
た
め
の
活
動
を
実
施
さ
せ
る
。
 

(1
) 
安
全
文
化
の
醸
成
の
た
め
の
活
動
の
計
画
を
毎
年
度
策
定
し
、

必
要
に
応
じ
て
そ
の
見
直
し
を
行
う
。
ま
た
、
第
４
条
（
保
安
に

関
す
る
組
織
）
の
組
織
に
そ
の
活
動
を
実
施
さ
せ
る
。
 

３
 
本
店
組
織
は
、「
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
要
則
）」
に
基
づ
き
定
め

る
「
原
子
力
安
全
文
化
醸
成
活
動
管
理
基
準
」
に
従
っ
て
、
第
２

項
の
社
長
が
示
す
方
針
に
基
づ
き
次
の
活
動
を
行
う
。
 

(
1)

 
原
子
力
発
電
本
部
長
は
、
本
店
組
織
及
び
発
電
所
組
織
が

実
施
す
る
安
全
文
化
醸
成
活
動
を
統
括
す
る
。

 

ま
た
、
原
子
力
発
電
本
部
長
は
、
本
店
組
織
及
び
発
電
所
組

織
の
評
価
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
総
合
的
な
評
価
を
実
施
し
、

３
．
原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
前
項
(
1
)の
方
針
に
基
づ
き
、
次
の
各

号
に
従
い
、
安
全
文
化
の
醸
成
の
た
め
の
活
動
を
統
括
す
る
。
ま

た
、
次
の
各
号
に
係
る
審
議
の
た
め
の
会
議
体
を
設
置
し
、
安
全

文
化
の
醸
成
の
た
め
の
活
動
を
実
施
さ
せ
る
。
 

(1
) 
安
全
文
化
の
醸
成
の
た
め
の
活
動
の
計
画
を
毎
年
度
策
定

し
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
見
直
し
を
行
う
。
ま
た
、
第
４
条
（
保

安
に
関
す
る
組
織
）
の
組
織
に
そ
の
活
動
を
実
施
さ
せ
る
。
 

 

参考①-3



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
2)
 
(
1)
に
定
め
た
計
画
の
実
施
状
況
お
よ
び
安
全
文
化
醸
成
の

状
況
を
評
価
す
る
。
 

(
3)
 (
1)
に
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
、
(2

)
の
評
価
結
果
を
社
長
に

報
告
し
、
社
長
か
ら
の
指
示
を
受
け
る
。
 

(
4)
 
(
2)
の
評
価
結
果
と

(
3)
の
社
長
か
ら
の
指
示
を
計
画
に
反

映
す
る
。
 

そ
の
評
価
結
果
及
び
第
２
項
の
社
長
の
指
示
を
も
と
に
継
続

的
な
改
善
を
実
施
す
る
。

 

(
2)
 
 
安
全
・
品
質
保
証
部
長
は
、
本
店
組
織
の
安
全
文
化
醸
成

活
動
に
係
る
年
度
ご
と
の
計
画
を
策
定
し
、
実
施
す
る
。
ま
た
、

安
全
文
化
醸
成
活
動
の
実
施
状
況
を
評
価
し
、
そ
の
評
価
結
果

及
び
第
２
項
の
社
長
の
指
示
を
も
と
に
継
続
的
な
改
善
を
実

施
す
る
。
 

(
3)
 
本
店
組
織
は
、
(2
)の
計
画
に
基
づ
き
、
安
全
文
化
醸
成
活

動
を
実
施
す
る
。

 

 

(2
) 

(1
)
に
定
め
た
計
画
の
実
施
状
況
お
よ
び
安
全
文
化
醸
成
の

状
況
を
評
価
す
る
。
 

(3
) 
(1
)
に
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
、
(
2)
の
評
価
結
果
を
社
長
に

報
告
し
、
社
長
か
ら
の
指
示
を
受
け
る
。
 

(4
) 

(2
)
の
評
価
結
果
と

(3
)
の
社
長
か
ら
の
指
示
を
計
画
に
反

映
す
る
。

 

 

４
．
第
４
条
(
保
安
に
関
す
る
組
織

)
の
組
織
は
、
第
３
項
の
計
画
に

基
づ
き
、
安
全
文
化
の
醸
成
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
。

 

 

４
 
発
電
所
組
織
は
、「
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
要
則
）」
に
基
づ
き
定

め
る
発
電
所
の
「
原
子
力
安
全
文
化
醸
成
活
動
管
理
基
準
」
に
従

っ
て
、
第
２
項
の
社
長
が
示
す
方
針
に
基
づ
き
次
の
活
動
を
行

う
。
 

(
1)

 
原
子
力
発
電
所
長
は
、
発
電
所
組
織
の
安
全
文
化
醸
成
活

動
に
係
る
年
度
ご
と
の
計
画
を
策
定
し
、
実
施
す
る
。
ま
た
、

安
全
文
化
醸
成
活
動
の
実
施
状
況
を
評
価
し
、
そ
の
評
価
結
果

及
び
第
２
項
の
社
長
の
指
示
を
も
と
に
継
続
的
な
改
善
を
実

施
す
る
。
 

(
2)
 
発
電
所
組
織
は
、
(1
)の
計
画
に
基
づ
き
、
安
全
文
化
醸
成

活
動
を
実
施
す
る
。
 

 

４
．
第
４
条
(保
安
に
関
す
る
組
織
)の
組
織
は
、
第
３
項
の
計
画
に

基
づ
き
、
安
全
文
化
の
醸
成
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
。

 

 

 

 
５
 
監
査
部
門
は
、「
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
要
則
）」
に
基
づ
き
定
め

る
「
原
子
力
内
部
監
査
要
則
」
に
従
っ
て
、
第
２
項
の
社
長
が
示

す
方
針
に
基
づ
き
次
の
活
動
を
行
う
。
 

(
1)

 
原
子
力
監
査
室
長
は
、
監
査
部
門
の
安
全
文
化
醸
成
活
動

に
係
る
年
度
ご
と
の
計
画
を
策
定
し
、
実
施
す
る
。
ま
た
、
安

全
文
化
醸
成
活
動
の
実
施
状
況
を
評
価
し
、
そ
の
評
価
結
果
及

び
第
２
項
の
社
長
の
指
示
を
も
と
に
継
続
的
な
改
善
を
実
施

す
る
。
さ
ら
に
、
本
店
組
織
及
び
発
電
所
組
織
に
お
け
る
安
全

文
化
を
効
果
的
に
醸
成
す
る
観
点
か
ら
、
第
３
項
及
び
第
４
項

の
活
動
状
況
を
監
査
す
る
。

 

(
2)
 
監
査
部
門
は
、
(1
)の
計
画
に
基
づ
き
、
安
全
文
化
醸
成
活

動
を
実
施
す
る
。

 

 

 
 

（
関
係
法
令
お
よ
び
本
規
定
の
遵
守
）
 

第
２
条
の
３

 
第
３
条
に
基
づ
く
保
安
活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
関
係
法
令
お
よ
び
本
規
定
を
遵
守
す
る
こ
と
（
以
下
、
本
条

に
お
い
て
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
い
う
。
）
を
確
実
に
す
る
た

め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
の
た
め
の
活
動
を
以
下
の

と
お
り
実
施
す
る
。
 

（
関
係
法
令
及
び
保
安
規
定
の
遵
守
）
 

第
２
条
の
２

 
第
２
条
（
基
本
方
針
）
に
係
る
保
安
活
動
を
実
施
す

る
に
当
た
り
、
関
係
法
令
及
び
保
安
規
定
の
遵
守
を
確
実
な
も
の

と
す
る
た
め
に
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
管
理
規
程
」
、「
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
委
員
会
設
置
規
程
」
及
び
「
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
要
則
）
」

に
基
づ
き
、
以
下
の
関
係
法
令
及
び
保
安
規
定
の
遵
守
に
対
す
る

意
識
の
浸
透
を
図
る
た
め
の
活
動
（
以
下
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

活
動
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
。

 

（
関
係
法
令
お
よ
び
本
規
定
の
遵
守
）
 

第
２
条
の
３

 
第
３
条
に
基
づ
く
保
安
活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
関
係
法
令
お
よ
び
本
規
定
を
遵
守
す
る
こ
と
（
以
下
、
本
条

に
お
い
て
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
い
う
。
）
を
確
実
に
す
る
た

め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
の
た
め
の
活
動
を
以
下
の

と
お
り
実
施
す
る
。
 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
意
識
向
上
の
活
動
計

画
、
評
価
を
審
議
す
る
会
議

体
の
設
定
等
を
定
め
て
い

る
。
）
 

２
．
社
長
は
、
以
下
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

(1
) 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
確
実
に
す
る
た
め
の
方
針
を
定
め

(
1)

 
社
長
は
、
関
係
法
令
及
び
保
安
規
定
の
遵
守
を
確
実
に
す

る
た
め
の
方
針
を
保
安
に
関
す
る
組
織
（
第
４
条
に
定
め
る
組

２
．
社
長
は
、
以
下
の
事
項
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
確
実
に
す
る
た
め
の
方
針
を
定
め

参考①-4



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
見
直
し
を
行
う
。
 

織
全
体
を
い
う
。
以
下
、
同
じ
。）
全
体
に
示
す
。

 

ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
が
確
実
に
行
わ
れ
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
、
年
度
ご
と
の
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
、
必
要
な
指
示
を
行
う
。
関
係
法
令
及
び
保
安
規

定
の
遵
守
に
係
る
方
針
は
、
必
要
に
応
じ
見
直
し
を
行
う
。
 

る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
見
直
し
を
行
う
。
 

(2
) 
原
子
力
事
業
本
部
長
を
指
揮
し
、
次
項

(2
)
の
評
価
結
果
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
、
必
要
な
指
示
を
行
う
。

 

(
2)
 
原
子
力
発
電
本
部
長
は
、
(1
)の
社
長
が
示
す
方
針
に
基
づ

き
、
(3
)か
ら

(7
)に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
の
実
施

を
確
実
に
す
る
。

 

(
2)
 
原
子
力
事
業
本
部
長
を
指
揮
し
、
次
項
(2

)の
評
価
結
果
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
、
必
要
な
指
示
を
行
う
。
 

 

３
．
原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
前
項

(1
)の
方
針
に
基
づ
き
、
次
の
各

号
に
従
い
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
の
た
め
の
活
動
を

統
括
す
る
。
ま
た
、
原
子
力
部
門
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
の
た
め
の
活
動
を
実
施
さ
せ

る
。
 

(
3)
 

 
原
子
力
総
括
部
門
（
第
４
条
に
定
め
る
組
織
の
う
ち
原
子

力
総
括
部
長
及
び
そ
の
所
掌
す
る
組
織
を
い
う
。
以
下
、
同

じ
。）
、
安
全
・
品
質
保
証
部
門
（
第
４
条
に
定
め
る
組
織
の
う

ち
安
全
・
品
質
保
証
部
長
及
び
そ
の
所
掌
す
る
組
織
を
い
う
。

以
下
、
同
じ
。
）、
原
子
力
管
理
部
門
（
第
４
条
に
定
め
る
組
織

の
う
ち
原
子
力
管
理
部
長
及
び
そ
の
所
掌
す
る
組
織
を
い
う
。

以
下
、
同
じ
。
）、
原
子
力
建
設
部
門
（
第
４
条
に
定
め
る
組
織

の
う
ち
原
子
力
建
設
部
長
及
び
そ
の
所
掌
す
る
組
織
を
い
う
。

以
下
、
同
じ
。
）、
原
子
力
技
術
部
門
（
第
４
条
に
定
め
る
組
織

の
う
ち
原
子
力
技
術
部
長
及
び
そ
の
所
掌
す
る
組
織
を
い
う
。

以
下
、
同
じ
。
）、
廃
止
措
置
統
括
部
門
（
第
４
条
に
定
め
る
組

織
の
う
ち
廃
止
措
置
統
括
室
長
及
び
そ
の
所
掌
す
る
組
織
を

い
う
。
以
下
、
同
じ
。
）
原
子
力
土
木
建
築
部
門
（
第
４
条
に
定

め
る
組
織
の
う
ち
原
子
力
土
木
建
築
部
長
及
び
そ
の
所
掌
す

る
組
織
を
い
う
。
以
下
、
同
じ
。
）、
資
材
調
達
部
門
（
第
４
条

に
定
め
る
組
織
の
う
ち
資
材
調
達
部
長
及
び
そ
の
所
掌
す
る

組
織
を
い
う
。
以
下
、
同
じ
。
）、
原
子
燃
料
部
門
（
第
４
条
に

定
め
る
組
織
の
う
ち
原
子
燃
料
部
長
及
び
そ
の
所
掌
す
る
組

織
を
い
う
。
以
下
、
同
じ
。）
及
び
発
電
所
組
織
（
第
４
条
に
定

め
る
組
織
の
う
ち
発
電
所
の
組
織
を
い
う
。
以
下
、
同
じ
。）
は
、

「
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
要
則
）
」
に
基
づ
き
定
め
る
「
保
安
活
動

に
関
す
る
関
係
法
令
等
遵
守
活
動
基
準
」
に
従
っ
て
、
(
4)
か
ら

(7
)の
活
動
を
実
施
す
る
。

 

３
．
原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
前
項
(
1
)の
方
針
に
基
づ
き
、
次
の
各

号
に
従
い
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
の
た
め
の
活
動
を

統
括
す
る
。
ま
た
、
原
子
力
部
門
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
の
た
め
の
活
動
を
実
施
さ
せ

る
。
 

 

(
1)
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
の
た
め
の
活
動
の
計
画

を
毎
年
度
策
定
し
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
見
直
し
を
行
う
。
ま

た
、
第
４
条
（
保
安
に
関
す
る
組
織
）
の
組
織
に
そ
の
活
動
を

実
施
さ
せ
る
。
 

(
2)
 (

1
)に
定
め
た
計
画
の
実
施
状
況
を
評
価
す
る
。
 

(
3)
 (
1)
に
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
、

(2
)
の
評
価
結
果
を
社
長
に

報
告
し
、
社
長
か
ら
の
指
示
を
受
け
る
。
 

(
4)
 (
2)
の
評
価
結
果
と
(
3)
の
社
長
か
ら
の
指
示
を
計
画
に
反
映

す
る
。
 

(
4)
 

 
原
子
力
総
括
部
門
、
安
全
・
品
質
保
証
部
門
、
原
子
力
管

理
部
門
、
原
子
力
建
設
部
門
、
原
子
力
技
術
部
門
、
廃
止
措
置

統
括
部
門
及
び
発
電
所
組
織
は
、

(
1)
の
社
長
が
示
す
方
針
に

基
づ
き
、
次
の
活
動
を
行
う
。

 

ア
 
原
子
力
総
括
部
長
は
、
原
子
力
総
括
部
門
、
安
全
・
品
質

保
証
部
門
、
原
子
力
管
理
部
門
、
原
子
力
建
設
部
門
、
原
子

力
技
術
部
門
、
廃
止
措
置
統
括
部
門
及
び
発
電
所
組
織
に
お

け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
に
係
る
年
度
ご
と
の
計
画

（
教
育
に
関
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
を
策
定
し
、
実
施
す
る
。

ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
の
実
施
状
況
を
評
価
し
、

そ
の
評
価
結
果
及
び

(1
)
の
社
長
の
指
示
を
も
と
に
継
続
的

な
改
善
を
実
施
す
る
。
 

イ
 
原
子
力
総
括
部
門
、
安
全
・
品
質
保
証
部
門
、
原
子
力
管

理
部
門
、
原
子
力
建
設
部
門
、
原
子
力
技
術
部
門
、
廃
止
措

(1
)
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
の
た
め
の
活
動
の
計
画

を
毎
年
度
策
定
し
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
見
直
し
を
行
う
。
ま

た
、
第
４
条
（
保
安
に
関
す
る
組
織
）
の
組
織
に
そ
の
活
動
を

実
施
さ
せ
る
。
 

(2
)
 (

1)
に
定
め
た
計
画
の
実
施
状
況
を
評
価
す
る
。

 

(3
)
 (
1)
に
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
、
(2

)の
評
価
結
果
を
社
長
に

報
告
し
、
社
長
か
ら
の
指
示
を
受
け
る
。
 

(4
)
 (
2)
の
評
価
結
果
と
(3

)の
社
長
か
ら
の
指
示
を
計
画
に
反
映

す
る
。
 

 

 

参考①-5



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

置
統
括
部
門
及
び
発
電
所
組
織
は
、
ア
の
計
画
に
基
づ
き
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
を
実
施
す
る
。
 

(
5)
 
原
子
力
土
木
建
築
部
門
は
、
(1
)の
社
長
が
示
す
方
針
に
基

づ
き
、
次
の
活
動
を
行
う
。
 

ア
 
原
子
力
土
木
建
築
部
長
は
、
原
子
力
土
木
建
築
部
門
に
お

け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
に
係
る
年
度
ご
と
の
計
画

（
教
育
に
関
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
を
策
定
し
、
実
施
す
る
。

ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
の
実
施
状
況
を
評
価
し
、

そ
の
評
価
結
果
及
び

(1
)
の
社
長
の
指
示
を
も
と
に
継
続
的

な
改
善
を
実
施
す
る
。
 

イ
 
原
子
力
土
木
建
築
部
門
は
、
ア
の
計
画
に
基
づ
き
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
を
実
施
す
る
。
 

(
6)
 
資
材
調
達
部
門
は
、
(1
)の
社
長
が
示
す
方
針
に
基
づ
き
、

次
の
活
動
を
行
う
。
 

ア
 
資
材
調
達
部
長
は
、
資
材
調
達
部
門
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
活
動
に
係
る
年
度
ご
と
の
計
画
（
教
育
に
関
す
る

こ
と
を
含
む
。）
を
策
定
し
、
実
施
す
る
。
ま
た
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
活
動
の
実
施
状
況
を
評
価
し
、
そ
の
評
価
結
果
及

び
(
1)
の
社
長
の
指
示
を
も
と
に
継
続
的
な
改
善
を
実
施
す

る
。
 

イ
 
資
材
調
達
部
門
は
、
ア
の
計
画
に
基
づ
き
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
活
動
を
実
施
す
る
。
 

(
7)
 
原
子
燃
料
部
門
は
、
(1
)の
社
長
が
示
す
方
針
に
基
づ
き
、

次
の
活
動
を
行
う
。
 

ア
 
原
子
燃
料
部
長
は
、
原
子
燃
料
部
門
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
活
動
に
係
る
年
度
ご
と
の
計
画
（
教
育
に
関
す
る

こ
と
を
含
む
。）
を
策
定
し
、
実
施
す
る
。
ま
た
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
活
動
の
実
施
状
況
を
評
価
し
、
そ
の
評
価
結
果
及

び
(
1)
の
社
長
の
指
示
を
も
と
に
継
続
的
な
改
善
を
実
施
す

る
。
 

イ
 
原
子
燃
料
部
門
は
、
ア
の
計
画
に
基
づ
き
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
活
動
を
実
施
す
る
。
 

(
8)

 
監
査
部
門
（
第
４
条
に
定
め
る
組
織
の
う
ち
原
子
力
監
査

室
長
及
び
そ
の
所
掌
す
る
組
織
を
い
う
。
以
下
、
同
じ
。）
は
、

(1
)の
社
長
が
示
す
方
針
に
基
づ
き
、
次
の
活
動
を
行
う
。

 

ア
 
原
子
力
監
査
室
長
は
、
監
査
部
門
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
活
動
に
係
る
年
度
ご
と
の
計
画
（
教
育
に
関
す
る
こ

と
を
含
む
。）
を
策
定
し
、
実
施
す
る
。
ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
活
動
の
実
施
状
況
を
評
価
し
、
そ
の
評
価
結
果
及
び

(1
)
の
社
長
の
指
示
を
も
と
に
継
続
的
な
改
善
を
実
施
す

る
。
 

イ
 
監
査
部
門
は
、
ア
の
計
画
に
基
づ
き
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
活
動
を
実
施
す
る
。
 

４
．
第
４
条
(
保
安
に
関
す
る
組
織

)
の
組
織
は
、
第
３
項
の
計
画
に

基
づ
き
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
の
た
め
の
活
動
を
実

２
 
原
子
力
監
査
室
長
は
、
本
店
組
織
（
原
子
力
発
電
本
部
長
、
原

子
力
総
括
部
門
、
安
全
・
品
質
保
証
部
門
、
原
子
力
管
理
部
門
、

４
．
第
４
条
(保
安
に
関
す
る
組
織
)の
組
織
は
、
第
３
項
の
計
画
に

基
づ
き
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
の
た
め
の
活
動
を
実
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

施
す
る
。
 

 

 

原
子
力
建
設
部
門
、
原
子
力
技
術
部
門
、
廃
止
措
置
統
括
部
門
、

原
子
力
土
木
建
築
部
門
、
資
材
調
達
部
門
及
び
原
子
燃
料
部
門
を

い
う
。
以
下
、
同
じ
。
）
及
び
発
電
所
組
織
に
お
け
る
関
係
法
令
及

び
保
安
規
定
の
遵
守
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
「
品
質
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
要
則
）
」
に
基
づ
き
定
め
る
「
原
子
力
内
部
監
査
要
則
」

に
従
っ
て
、
第
１
項
(
2)
か
ら

(
7)
の
活
動
状
況
を
監
査
す
る
。
 

 

施
す
る
。
 

 

 

第
２
章
 
品
質
保
証
 

第
２
章

 
品
質
保
証
 

第
２
章
 
品
質
保
証
 

 

（
品
質
保
証
計
画
）
 

第
 
３

 
条

 
第
２
条
に
係
る
保
安
活
動
の
た
め
の
品
質
保
証
活

動
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
と
お
り
品
質
保
証
計
画
を
定

め
る
。
 

 

（
品
質
保
証
計
画
）

 

第
３
条

 
第
２
条
に
係
る
保
安
活
動
の
た
め
の
品
質
保
証
活
動
を

実
施
す
る
に
当
た
り
、
以
下
の
と
お
り
品
質
保
証
計
画
を
定
め

る
。

 

 

（
品
質
保
証
計
画
）
 

第
 
３

 
条

 
第
２
条
に
係
る
保
安
活
動
の
た
め
の
品
質
保
証
活

動
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
と
お
り
品
質
保
証
計
画
を
定

め
る
。
 

 

 
【
品
質
保
証
計
画
】
 

 
 

１
．
目
的
 

本
品
質
保
証
計
画
は
、
発
電
所
の
安
全
を
達
成
・
維
持
・
向
上
さ

せ
る
た
め
、
｢原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
品
質
保
証

規
程
（

J
EA

C4
1
11

-2
00
9
）
｣（
以
下
、「

J
EA

C4
1
11
」
と
い
う
。
）
お

よ
び
関
係
法
令
に
基
づ
く
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
安
全

文
化
を
醸
成
す
る
活
動
を
行
う
し
く
み
を
含
む
。
以
下
、「
品
質
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。
）
を
確
立
し
、
実
施
し
、
評
価

確
認
し
、
継
続
的
に
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

１
 
目
的
 

本
「
品
質
保
証
計
画
」
は
、
発
電
所
の
安
全
を
達
成
・
維
持
・

向
上
さ
せ
る
た
め
、
「
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の

品
質
保
証
規
程
（
JE
AC
41
11
-
20
0
9）
」（
以
下
「
J
EA
C4
11
1」
と
い

う
。
）
及
び
関
係
法
令
に
従
い
、
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活

動
を
行
う
仕
組
み
を
含
め
た
発
電
所
に
お
け
る
保
安
活
動
に
係

る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。）
を
確
立
し
、
実
施
し
、
評
価
確
認
し
、
継

続
的
に
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

１
．
目
的
 

本
品
質
保
証
計
画
は
、
発
電
所
の
安
全
を
達
成
・
維
持
・
向
上

さ
せ
る
た
め
、
｢
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
の
た
め
の
品
質

保
証
規
程
（
JE
A
C4

11
1-
2
00
9
）
｣（
以
下
、「

JE
AC

41
1
1」
と
い
う
。）

お
よ
び
関
係
法
令
に
基
づ
く
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
安

全
文
化
を
醸
成
す
る
活
動
を
行
う
し
く
み
を
含
む
。
以
下
、「
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。
）
を
確
立
し
、
実
施
し
、
評

価
確
認
し
、
継
続
的
に
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
品
質
保
証
規
定

お
よ
び
関
係
法
令
に
基
づ

く
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
確
立
に
安
全
文

化
活
動
の
し
く
み
を
含
む

こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
）
 

２
．
適
用
範
囲
 

本
品
質
保
証
計
画
は
、
発
電
所
の
保
安
活
動
に
適
用
す
る
。

 

３
．
定
義
 

本
品
質
保
証
計
画
に
お
け
る
用
語
の
定
義
は
、
下
記
に
定
め
る

も
の
の
他

JE
AC

4
11
1
に
従
う
。

 

２
 
適
用
範
囲
 

本
「
品
質
保
証
計
画
」
は
、
発
電
所
の
保
安
活
動
に
適
用
す
る
。 

３
 
定
義
 

本
「
品
質
保
証
計
画
」
に
お
け
る
用
語
の
定
義
は
、
以
下
を
除

き
JE
AC
41
1
1
に
従
う
。
 

２
．
適
用
範
囲

 

本
品
質
保
証
計
画
は
、
発
電
所
の
保
安
活
動
に
適
用
す
る
。
 

３
．
定
義
 

本
品
質
保
証
計
画
に
お
け
る
用
語
の
定
義
は
、
下
記
に
定
め
る

も
の
の
他

JE
AC

41
1
1
に
従
う
。
 

 

(
1
) 
発
電
用
原
子
炉
施
設
 

原
子
力
発
電
所
を
構
成
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
等

の
総
称
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
原
子
炉
施
設
」
と
い

う
）
。
 

 
(
1)
 発
電
用
原
子
炉
施
設

 

原
子
力
発
電
所
を
構
成
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
等

の
総
称
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
原
子
炉
施
設
」
と

い
う
）
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
発
電
用
原
子
炉

施
設
の
定
義
に
つ
い
て
、

「
実
用
発
電
用
原
子
炉
の

設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規

則
」
を
包
含
す
る
記
載
と
し

て
い
る
。
）
 

 
(1
)
 
保
安
に
関
す
る
組
織
 

：
第
４
条
に
定
め
る
組
織
全
体
を
い
う
。
 

(
2)
 
原
子
力
総
括
部
門
 

：
第
４
条
に
定
め
る
組
織
の
う
ち
原
子
力
総
括
部
長
及
び
そ
の

所
掌
す
る
組
織
を
い
う
。

 

(
3)
 
安
全
・
品
質
保
証
部
門

 

：
第
４
条
に
定
め
る
組
織
の
う
ち
安
全
・
品
質
保
証
部
長
及
び

そ
の
所
掌
す
る
組
織
を
い
う
。
 

(
4)
 
原
子
力
管
理
部
門
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
組
織
に
つ
い
て

定
義
し
て
い
る
。）

 

参考①-7



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

：
第
４
条
に
定
め
る
組
織
の
う
ち
原
子
力
管
理
部
長
及
び
そ
の

所
掌
す
る
組
織
を
い
う
。

 

(
5)
 
原
子
力
建
設
部
門
 

：
第
４
条
に
定
め
る
組
織
の
う
ち
原
子
力
建
設
部
長
及
び
そ
の

所
掌
す
る
組
織
を
い
う
。

 

(
6)
 
原
子
力
技
術
部
門
 

：
第
４
条
に
定
め
る
組
織
の
う
ち
原
子
力
技
術
部
長
及
び
そ
の

所
掌
す
る
組
織
を
い
う
。

 

(
7)
 
廃
止
措
置
統
括
部
門
 

：
第
４
条
に
定
め
る
組
織
の
う
ち
廃
止
措
置
統
括
室
長
及
び
そ

の
所
掌
す
る
組
織
を
い
う
。
 

(
8)
 
原
子
力
土
木
建
築
部
門

 

：
第
４
条
に
定
め
る
組
織
の
う
ち
原
子
力
土
木
建
築
部
長
及
び

そ
の
所
掌
す
る
組
織
を
い
う
。
 

(
9)
 
資
材
調
達
部
門
 

：
第
４
条
に
定
め
る
組
織
の
う
ち
資
材
調
達
部
長
及
び
そ
の
所

掌
す
る
組
織
を
い
う
。
 

(
10
) 
原
子
燃
料
部
門

 

：
第
４
条
に
定
め
る
組
織
の
う
ち
原
子
燃
料
部
長
及
び
そ
の
所

掌
す
る
組
織
を
い
う
。
 

(
11
) 
監
査
部
門

 

：
第
４
条
に
定
め
る
組
織
の
う
ち
原
子
力
監
査
室
長
及
び
そ
の

所
掌
す
る
組
織
を
い
う
。

 

(
12
) 
本
店
組
織

 

：
第
４
条
に
定
め
る
組
織
の
う
ち
原
子
力
発
電
本
部
長
並
び
に

原
子
力
総
括
部
門
、
安
全
・
品
質
保
証
部
門
、
原
子
力
管
理

部
門
、
原
子
力
建
設
部
門
、
原
子
力
技
術
部
門
、
廃
止
措
置

統
括
部
門
、
原
子
力
土
木
建
築
部
門
、
資
材
調
達
部
門
及
び

原
子
燃
料
部
門
を
い
う
。

 

(
13
) 
発
電
所
組
織
 

：
第
４
条
に
定
め
る
組
織
の
う
ち
発
電
所
の
組
織
を
い
う
。
 

(
14
) 
原
子
力
部
門
 

：
原
子
力
発
電
本
部
長
並
び
に
原
子
力
総
括
部
門
、
安
全
・
品

質
保
証
部
門
、
原
子
力
管
理
部
門
、
原
子
力
建
設
部
門
、
原

子
力
技
術
部
門
、
廃
止
措
置
統
括
部
門
、
原
子
力
土
木
建
築

部
門
及
び
発
電
所
組
織
を
い
う
。

 

(
2
) 
原
子
力
施
設
情
報
公
開
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

 

原
子
力
施
設
の
事
故
も
し
く
は
故
障
等
の
情
報
ま
た
は
信
頼

性
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
故
お

よ
び
故
障
等
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
般

社
団
法
人

 
原
子
力
安
全
推
進
協
会
が
運
営
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
こ
と
を
い
う
（
以
下
、「
ニ
ュ
ー
シ
ア
」
と
い
う
）。

 

(
15
) 
原
子
力
施
設
情
報
公
開
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
 

：
原
子
力
施
設
の
事
故
又
は
故
障
等
の
情
報
並
び
に
信
頼
性
に

関
す
る
情
報
を
共
有
し
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
故
及
び

故
障
等
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
般
社

団
法
人

 
原
子
力
安
全
推
進
協
会
が
運
営
す
る
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
こ
と
を
い
う
。
（
以
下
「
ニ
ュ
ー
シ
ア
」
と
い
う
。
）
 

(
2)
 原
子
力
施
設
情
報
公
開
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
 

原
子
力
施
設
の
事
故
も
し
く
は
故
障
等
の
情
報
ま
た
は
信
頼

性
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
故
お

よ
び
故
障
等
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
般

社
団
法
人

 
原
子
力
安
全
推
進
協
会
が
運
営
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
こ
と
を
い
う
（
以
下
、「
ニ
ュ
ー
シ
ア
」
と
い
う
）。

 

 

(
3)

 Ｐ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
連
絡
会
 

国
内
Ｐ
Ｗ
Ｒ
（
加
圧
水
型
軽
水
炉
）
プ
ラ
ン
ト
の
安
全
安
定
運

転
の
た
め
に
、
Ｐ
Ｗ
Ｒ
プ
ラ
ン
ト
を
所
有
す
る
国
内
電
力
会
社
と

 
(3

) 
Ｐ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
連
絡
会
 

国
内
Ｐ
Ｗ
Ｒ
（
加
圧
水
型
軽
水
炉
）
プ
ラ
ン
ト
の
安
全
安
定
運

転
の
た
め
に
、
Ｐ
Ｗ
Ｒ
プ
ラ
ン
ト
を
所
有
す
る
国
内
電
力
会
社
と

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
Ｐ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

国
内
Ｐ
Ｗ
Ｒ
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
の
間
で
必
要
な
技
術
検
討
の
実

施
お
よ
び
技
術
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
連
絡
会
の
こ
と
を
い

う
（
以
下
、
本
条
お
よ
び
第
１
２
５
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

国
内
Ｐ
Ｗ
Ｒ
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
の
間
で
必
要
な
技
術
検
討
の
実

施
お
よ
び
技
術
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
連
絡
会
の
こ
と
を
い

う
（
以
下
、
本
条
お
よ
び
第
１
２
０
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

連
絡
会
に
つ
い
て
定
義
し
て

い
る
。
）
 

４
．
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
 

４
．
１
 
一
般
要
求
事
項
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
（
第
４
条

 
図
４
に
示
す
組
織
す
べ
て
を
い

う
。
以
下
、
本
規
定
に
お
い
て
同
じ
。）
は
、
本
品
質
保
証
計
画

に
従
っ
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
文
書

化
し
、
実
施
し
、
維
持
す
る
。
ま
た
、
そ
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
す
る
。
 

４
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

 

4
.1
一
般
要
求
事
項
 

(
1)
 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
本
「
品
質
保
証
計
画
」
に
従
っ

て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
文
書
化
し
、

実
施
し
、
維
持
す
る
。
ま
た
、
そ
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
す
る
。
 

４
．
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
 

４
．
１
 一
般
要
求
事
項
 

(
1)
 原
子
力
部
門
（
第
４
条
 
図
４
に
示
す
組
織
す
べ
て
を
い
う
。

以
下
、
本
規
定
に
お
い
て
同
じ
。）
は
、
本
品
質
保
証
計
画
に
従

っ
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
文
書
化
し
、

実
施
し
、
維
持
す
る
。
ま
た
、
そ
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
す
る
。
 

 

(
2)

 
原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

a)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
お
よ

び
そ
れ
ら
の
原
子
力
部
門
へ
の
適
用
を

4
.2

.1
 b
)
､c

)､
d)

お
よ
び

e）
に
示
す
文
書
で
明
確
に
す
る
。
 

(
2)
 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。

 

ａ
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
及

び
そ
れ
ら
の
保
安
に
関
す
る
組
織
へ
の
適
用
を
別
図
１
「
保

安
規
定
品
質
保
証
計
画
に
係
る
規
定
文
書
体
系
図
」
に
示
す

文
書
で
明
確
に
す
る
。
 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。

 

a
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
お
よ

び
そ
れ
ら
の
原
子
力
部
門
へ
の
適
用
を

4
.2

.1
 
b
)､
c)
､
d)

お
よ
び

e）
に
示
す
文
書
で
明
確
に
す
る
。
 

 

b)
 こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
の
順
序
お
よ
び
相
互
関
係
を
図
３
－

１
に
示
す
。
 

ｂ
 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
の
順
序
及
び
相
互
関
係
を
別
図
２

「
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
セ
ス
間
の
相
互

関
係
」
に
明
確
に
す
る
。

 

b
) 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
の
順
序
お
よ
び
相
互
関
係
を
図
３
－

１
に
示
す
。
 

 

c)
 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
お
よ
び
管
理
の
い
ず
れ
も
が

効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
必
要
な
判
断

基
準
お
よ
び
方
法
を
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文

書
に
て
明
確
に
す
る
。
 

ｃ
 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
及
び
管
理
の
い
ず
れ
も
が

効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
必
要
な
判
断

基
準
及
び
方
法
を
明
確
に
す
る
。
 

c
) 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
お
よ
び
管
理
の
い
ず
れ
も
が

効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
必
要
な
判
断

基
準
お
よ
び
方
法
を
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文

書
に
て
明
確
に
す
る
。
 

 

d)
 こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
お
よ
び
監
視
を
支
援
す
る
た

め
に
必
要
な
資
源
お
よ
び
情
報
を
利
用
で
き
る
こ
と
を
確

実
に
す
る
。
（
６
．
参
照
）
 

e)
 こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
監
視
し
、
適
用
可
能
な
場
合
に
は

測
定
し
、
分
析
す
る
。
 

f)
 こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
計
画
ど
お
り
の
結
果
を

得
る
た
め
、
か
つ
、
継
続
的
改
善
を
達
成
す
る
た
め
に
必

要
な
処
置
を
と
る
。
 

ｄ
 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
及
び
監
視
を
支
援
す
る
た

め
に
必
要
な
資
源
及
び
情
報
を
利
用
で
き
る
こ
と
を
確
実

に
す
る
。

 

ｅ
 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
監
視
し
、
適
用
可
能
な
場
合
に
は

測
定
し
、
分
析
す
る
。
 

ｆ
 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
計
画
ど
お
り
の
結
果
を

得
る
た
め
、
か
つ
、
継
続
的
改
善
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要

な
処
置
を
と
る
。
 

d
) 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
の
運
用
お
よ
び
監
視
を
支
援
す
る
た

め
に
必
要
な
資
源
お
よ
び
情
報
を
利
用
で
き
る
こ
と
を
確

実
に
す
る
。
（
６
．
参
照
）
 

e
) 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
監
視
し
、
適
用
可
能
な
場
合
に
は

測
定
し
、
分
析
す
る
。
 

f
) 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
計
画
ど
お
り
の
結
果
を

得
る
た
め
、
か
つ
、
継
続
的
改
善
を
達
成
す
る
た
め
に
必

要
な
処
置
を
と
る
。

 

 

g)
 こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
原
子
力
部
門
の
体
制
を
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
の
整
合
が
と
れ
た
も
の
に
す

る
。
 

ｇ
 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
組
織
を
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
と
の
整
合
を
と
れ
た
も
の
に
す
る
。
 

g
) 
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
原
子
力
部
門
の
体
制
を
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
の
整
合
が
と
れ
た
も
の
に
す

る
。
 

 

h)
 社
会
科
学
お
よ
び
行
動
科
学
の
知
見
を
踏
ま
え
て
、
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
促
進
す
る
。
 

ｈ
 
社
会
科
学
及
び
行
動
科
学
の
知
見
を
踏
ま
え
て
、
品
質
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
促
進
す
る
。
 

h
) 
社
会
科
学
お
よ
び
行
動
科
学
の
知
見
を
踏
ま
え
て
、
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
促
進
す
る
。
 

 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に

お
い
て
、「
発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
の
重
要
度

分
類
に
関
す
る
審
査
指
針
」（
以
下
、「
重
要
度
分
類
指
針
」
と
い

う
。）
に
基
づ
く
重
要
性
に
応
じ
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
要
求
事
項
の
適
用
の
程
度
に
つ
い
て
、
表
３
－
２
の
４
．
１

項
に
係
る
社
内
標
準
に
規
定
し
、
グ
レ
ー
ド
分
け
を
行
う
。
ま

た
、
こ
れ
に
基
づ
き
資
源
の
適
切
な
配
分
を
行
う
。
な
お
、
グ
レ

ー
ド
分
け
の
決
定
に
際
し
て
は
、
重
要
度
分
類
指
針
に
基
づ
く

重
要
性
に
加
え
て
以
下
の
事
項
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
3)

 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
運
用
に
お
い
て
、
発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
の
安
全
機

能
の
重
要
度
分
類
に
関
す
る
審
査
指
針
（
以
下
「
重
要
度
分
類

指
針
」
と
い
う
。）
に
基
づ
き
「
保
修
基
準
」
及
び
「
土
木
建

築
基
準
」
に
定
め
る
設
備
の
品
質
重
要
度
分
類
等
に
従
い
、
品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
の
適
用
の
程
度
に
つ

い
て
グ
レ
ー
ド
分
け
を
行
う
。
ま
た
、
こ
れ
に
基
づ
き
資
源
の

適
切
な
配
分
を
行
う
。
な
お
、
グ
レ
ー
ド
分
け
の
決
定
に
際
し

て
は
、
原
子
力
安
全
に
対
す
る
重
要
性
に
加
え
て
以
下
の
事

項
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に

お
い
て
、
「
発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
の
重
要

度
分
類
に
関
す
る
審
査
指
針
」
（
以
下
、「
重
要
度
分
類
指
針
」

と
い
う
。
）
に
基
づ
く
重
要
性
に
応
じ
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
の
適
用
の
程
度
に
つ
い
て
、
表
３
－
２
の

４
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
規
定
し
、
グ
レ
ー
ド
分
け
を
行

う
。
ま
た
、
こ
れ
に
基
づ
き
資
源
の
適
切
な
配
分
を
行
う
。
な

お
、
グ
レ
ー
ド
分
け
の
決
定
に
際
し
て
は
、
重
要
度
分
類
指
針

に
基
づ
く
重
要
性
に
加
え
て
以
下
の
事
項
を
考
慮
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

a)
 プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
原
子
炉
施
設
の
複
雑
性
、
独
自
性
ま
た

は
斬
新
性
の
程
度

 

b)
 プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
原
子
炉
施
設
の
標
準
化
の
程
度
や
記
録

の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
程
度

 

c)
 検
査
ま
た
は
試
験
に
よ
る
原
子
力
安
全
に
対
す
る
要
求
事

項
へ
の
適
合
性
の
検
証
可
能
性
の
程
度
 

d)
 作
業
ま
た
は
製
造
プ
ロ
セ
ス
、
要
員
、
要
領
お
よ
び
装
置

等
に
対
す
る
特
別
な
管
理
や
検
査
の
必
要
性
の
程
度
 

e)
 運
転
開
始
後
の
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
保
守
、
供
用
期
間

中
検
査
お
よ
び
取
替
え
の
難
易
度

 

(
4)
 
原
子
力
部
門
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
本
品
質
保
証
計

画
に
従
っ
て
運
営
管
理
す
る
。

 

(
5)
 
原
子
力
安
全
の
達
成
に
影
響
を
与
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
ア
ウ
ト

ソ
ー
ス
す
る
こ
と
を
原
子
力
部
門
が
決
め
た
場
合
に
は
、
原
子

力
部
門
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
管
理
を

確
実
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
適

用
さ
れ
る
管
理
の
方
式
お
よ
び
程
度
は
、
原
子
力
部
門
の
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文
書
に
定
め
る
。
 

ａ
 
プ
ロ
セ
ス
及
び
原
子
炉
施
設
の
複
雑
性
、
独
自
性
、
又
は

斬
新
性
の
程
度
 

ｂ
 
プ
ロ
セ
ス
及
び
原
子
炉
施
設
の
標
準
化
の
程
度
や
記
録

の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
程
度

 

ｃ
 
検
査
又
は
試
験
に
よ
る
原
子
力
安
全
に
対
す
る
要
求
事

項
へ
の
適
合
性
の
検
証
可
能
性
の
程
度

 

ｄ
 
作
業
又
は
製
造
プ
ロ
セ
ス
、
要
員
、
要
領
、
及
び
装
置
等

に
対
す
る
特
別
な
管
理
や
検
査
の
必
要
性
の
程
度
 

ｅ
 
運
転
開
始
後
の
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
保
守
、
供
用
期
間

中
検
査
及
び
取
替
え
の
難
易
度

 

(4
) 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
本
「
品

質
保
証
計
画
」
に
従
っ
て
運
営
管
理
す
る
。

 

(5
)
 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
原
子
力
安
全
の
達
成
に
影
響
を

与
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
す
る
こ
と
を
決
め
た
場

合
に
は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
管
理
の

方
式
及
び
程
度
を
「
7.
4
調
達
」
に
従
っ
て
定
め
、
こ
れ
に
基

づ
き
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
管
理
を
確
実

に
す
る
。
 

a
) 
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
原
子
炉
施
設
の
複
雑
性
、
独
自
性
ま
た

は
斬
新
性
の
程
度
 

b
) 
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
原
子
炉
施
設
の
標
準
化
の
程
度
や
記
録

の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
程
度
 

c
) 
検
査
ま
た
は
試
験
に
よ
る
原
子
力
安
全
に
対
す
る
要
求
事

項
へ
の
適
合
性
の
検
証
可
能
性
の
程
度
 

d
) 
作
業
ま
た
は
製
造
プ
ロ
セ
ス
、
要
員
、
要
領
お
よ
び
装
置

等
に
対
す
る
特
別
な
管
理
や
検
査
の
必
要
性
の
程
度
 

e
) 
運
転
開
始
後
の
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
保
守
、
供
用
期
間

中
検
査
お
よ
び
取
替
え
の
難
易
度
 

(4
) 
原
子
力
部
門
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
本
品
質
保
証
計

画
に
従
っ
て
運
営
管
理
す
る
。
 

(5
) 
原
子
力
安
全
の
達
成
に
影
響
を
与
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
ア
ウ
ト

ソ
ー
ス
す
る
こ
と
を
原
子
力
部
門
が
決
め
た
場
合
に
は
、
原
子

力
部
門
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
管
理
を

確
実
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
適

用
さ
れ
る
管
理
の
方
式
お
よ
び
程
度
は
、
原
子
力
部
門
の
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文
書
に
定
め
る
。
 

 

４
．
２
 
文
書
化
に
関
す
る
要
求
事
項

 

４
．
２
．
１

 一
般

 

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文
書
に
は
、
次
の
事
項
を
含

め
る
。
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
文
書
体
系
図
を
図
３
－
２

に
示
す
。
 

a)
 文
書
化
し
た
、
品
質
方
針
お
よ
び
品
質
目
標
の
表
明
 

b)
 「
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
」

 

4
.2
文
書
化
に
関
す
る
要
求
事
項
 

4
.2
.1
一
般
 

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文
書
に
は
、
次
の
事
項
を
含

め
る
。
ま
た
、
記
録
は
適
正
※
に
作
成
す
る
。

 

 

ａ
 
文
書
化
し
た
、
品
質
方
針
及
び
品
質
目
標
の
表
明
 

ｂ
 
「
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
要
則
）
」
及
び
「
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
基
準
）
」
 

４
．
２
 文
書
化
に
関
す
る
要
求
事
項
 

４
．
２
．
１

 
一
般
 

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
文
書
に
は
、
次
の
事
項
を
含

め
る
。
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
文
書
体
系
図
を
図
３
－
２

に
示
す
。
 

a
) 
文
書
化
し
た
、
品
質
方
針
お
よ
び
品
質
目
標
の
表
明
 

b
) 
「
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
」
 

  

c)
 J

EA
C4

11
1
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
表
３
－
１
に

示
す
社
内
標
準
お
よ
び
こ
れ
ら
の
社
内
標
準
の
中
で
明
確

に
し
た
記
録
 

ｃ
 
第

13
1条
表
13
1
-３
に
示
す
、
JE
AC
4
11
1が
要
求
す
る
“
文
書

化
さ
れ
た
手
順
”
で
あ
る
文
書
及
び
記
録
 

c
) 

JE
A
C4

11
1
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
表
３
－
１
に

示
す
社
内
標
準
お
よ
び
こ
れ
ら
の
社
内
標
準
の
中
で
明
確

に
し
た
記
録
 

 

d)
 原
子
力
部
門
内
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
的
な
計
画
、
運
用
お

よ
び
管
理
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
、
原
子
力
部
門
が

必
要
と
決
定
し
た
表
３
－
２
に
示
す
社
内
標
準
お
よ
び
こ

れ
ら
の
社
内
標
準
の
中
で
明
確
に
し
た
記
録
 

e)
 
原
子
力
部
門
内
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
的
な
計
画
、
運
用
お

よ
び
管
理
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
、
原
子
力
部
門
が

必
要
と
決
定
し
た
文
書
（

 
c）
お
よ
び

d
)の
社
内
標
準
を

除
く
。）
お
よ
び
こ
れ
ら
の
文
書
の
中
で
明
確
に
し
た
記
録

 

ｄ
 
保
安
に
関
す
る
組
織
内
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
的
な
計
画
、
運

用
及
び
管
理
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
、
保
安
に
関
す
る
組

織
が
必
要
と
決
定
し
た
記
録
を
含
む
文
書
（
規
定
文
書
、
業
務

要
領
、
各
種
手
順
書
類
、
調
達
文
書
、
法
令
等
）
 

d
) 
原
子
力
部
門
内
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
的
な
計
画
、
運
用
お

よ
び
管
理
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
、
原
子
力
部
門
が

必
要
と
決
定
し
た
表
３
－
２
に
示
す
社
内
標
準
お
よ
び
こ

れ
ら
の
社
内
標
準
の
中
で
明
確
に
し
た
記
録
 

e
) 
原
子
力
部
門
内
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
的
な
計
画
、
運
用
お

よ
び
管
理
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
、
原
子
力
部
門
が

必
要
と
決
定
し
た
文
書
（
 
c）
お
よ
び

d)
の
社
内
標
準
を

除
く
。
）
お
よ
び
こ
れ
ら
の
文
書
の
中
で
明
確
に
し
た
記
録

 

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
社
内
標
準
と
そ

れ
以
外
の
文
書
を
分
け
て
記

載
し
て
い
る
。）

 

な
お
、

b)
、
c
)お
よ
び

d)
に
示
す
社
内
標
準
以
外
の
品
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
必
要
と
さ
れ
る
文
書
は
、
表
３
－
１
、
表

３
－
２
で
示
す
社
内
標
準
の
中
で
、
文
書
名
ま
た
は
作
成
し
管
理

す
る
こ
と
を
記
載
す
る
。
 

ま
た
、

c)
、
d
) 
お
よ
び

e)
の
記
録
は
、
適
正
に
作
成
す
る
。

 

 

こ
れ
ら
の
文
書
の
う
ち
、
規
定
文
書
に
つ
い
て
文
書
名
と
担
当

箇
所
を
別
図
１
「
保
安
規
定
品
質
保
証
計
画
に
係
る
規
定
文
書
体

系
図
」
に
示
す
と
と
も
に
、
別
表
１
「
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
要
求
事
項
と
規
定
文
書
と
の
対
応
表
」
に
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
要
求
事
項
と
規
定
文
書
の
対
応
を
示
す
。
ま

た
、
規
定
文
書
と
保
安
規
定
と
の
関
連
を
別
表
２
「
規
定
文
書
と

保
安
規
定
の
関
連
表
」
に
示
す
。

 

な
お
、
別
図
１
以
外
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
必
要

な
お
、
b
)、

c)
お
よ
び

d)
に
示
す
社
内
標
準
以
外
の
品
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
必
要
と
さ
れ
る
文
書
は
、
表
３
－
１
、
表

３
－
２
で
示
す
社
内
標
準
の
中
で
、
文
書
名
ま
た
は
作
成
し
管
理

す
る
こ
と
を
記
載
す
る
。
 

ま
た
、

c)
、
d
) 
お
よ
び

e)
の
記
録
は
、
適
正
に
作
成
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

と
さ
れ
る
文
書
は
、
こ
れ
ら
を
遵
守
す
る
た
め
に
、「
保
安
活
動
に

関
す
る
文
書
及
び
記
録
の
管
理
基
準
」
及
び
「
原
子
力
内
部
監
査

要
則
」
で
、
保
安
規
定
と
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
。
 

※
：
適
正
と
は
、
不
正
行
為
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
。
 

４
．
２
．
２

 品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
を
含
む
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し

て
、
「
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
」
（
本
品
質

保
証
計
画
を
含
む
。
）
を
作
成
し
、
維
持
す
る
。
 

4
.2
.2
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

(1
)
 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
次
を

作
成
し
、
維
持
す
る
。
 

４
．
２
．
２

 
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
を
含
む
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し

て
、「
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
」（
本
品
質
保

証
計
画
を
含
む
。）
を
作
成
し
、
維
持
す
る
。
 

 

a
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
組
織
に
関
す
る
事
項

 
ｂ
 
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
基
準
）
 

「
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
要
則
）
」
に
基
づ
き
、
安
全
・
品

質
保
証
部
長
が
本
店
組
織
を
対
象
に
、
原
子
力
発
電
所
長
が

発
電
所
組
織
を
対
象
に
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
。
 

a
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
組
織
に
関
す
る
事
項
 

 

 

b
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
に
関
す
る
事
項

 
ａ

 
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
要
則
）
 

本
「
品
質
保
証
計
画
」
を
含
む
も
の
と
し
て
、
社
長
が
定

め
る
。

 

b
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
に
関
す
る
事
項
 

 

 

c
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
施
に
関
す
る
事
項

 
 

c
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
施
に
関
す
る
事
項
 

 

d
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
評
価
に
関
す
る
事
項

 
 

d
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
評
価
に
関
す
る
事
項
 

 

 
(2
) 
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
。

 
 

 

e
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
関
す
る
事
項

 
ｂ
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
、
実
施
、
評
価
、

改
善
に
関
す
る
事
項
 

e
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
関
す
る
事
項
 

 

f)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
用
範
囲
（
２
．
参

照
）
 

ａ
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
用
範
囲
 

f
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
用
範
囲
（
２
．
参
照
） 

 

g)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
確
立
さ
れ
た
社

内
標
準
（
４
．
２
．
１
参
照
）

 

ｃ
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
確
立
さ
れ
た

規
定
文
書
又
は
そ
れ
ら
を
参
照
で
き
る
情
報
 

g
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
確
立
さ
れ
た
社

内
標
準
（
４
．
２
．
１
参
照
）
 

 

h)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
セ
ス
間
の
相
互
関

係
に
関
す
る
記
述
（
図
３
－
１
参
照
）
 

ｄ
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
セ
ス
間
の
相
互

関
係
 

h
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
セ
ス
間
の
相
互
関

係
に
関
す
る
記
述
（
図
３
－
１
参
照
）
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
セ

ス
間
の
相
互
関
係
、
文
書
体

系
図
等
は
、
図
３
－
１
・
２
、

表
３
－
１
・
２
に
記
載
し
て

い
る
。
）
 

４
．
２
．
３

 文
書
管
理
 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
品
質
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
必
要
と
さ
れ
る
文
書
を
管
理
す
る
。

た
だ
し
、
記
録
は
文
書
の
一
種
で
は
あ
る
が
、
４
．
２
．
４
に
規

定
す
る
要
求
事
項
に
従
っ
て
管
理
す
る
。
 

4
.2
.3
文
書
管
理
 

(
1)

 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

で
必
要
と
さ
れ
る
文
書
を
遵
守
す
る
た
め
に
、「
保
安
活
動
に

関
す
る
文
書
及
び
記
録
の
管
理
基
準
」
及
び
「
原
子
力
内
部
監

査
要
則
」
に
基
づ
き
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
管
理
す

る
。
た
だ
し
、
記
録
は
文
書
の
一
種
で
は
あ
る
が
、
「

4.
2
.4

 

記
録
の
管
理
」
に
規
定
す
る
要
求
事
項
に
従
っ
て
管
理
す
る
。
 

４
．
２
．
３

 
文
書
管
理
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
安
活
動
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
品
質
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
必
要
と
さ
れ
る
文
書
を
管
理
す
る
。

た
だ
し
、
記
録
は
文
書
の
一
種
で
は
あ
る
が
、
４
．
２
．
４
に

規
定
す
る
要
求
事
項
に
従
っ
て
管
理
す
る
。
 

 

(
2)

 
次
の
活
動
に
必
要
な
管
理
を
規
定
す
る
た
め
に
、
表
３
－
１

の
４
．
２
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
す
る
。
 

(
2)

 
次
の
活
動
に
必
要
な
管
理
を
「
保
安
活
動
に
関
す
る
文
書

及
び
記
録
の
管
理
基
準
」
及
び
「
原
子
力
内
部
監
査
要
則
」
に

規
定
す
る
。
 

(2
) 
次
の
活
動
に
必
要
な
管
理
を
規
定
す
る
た
め
に
、
表
３
－
１

の
４
．
２
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
す
る
。
 

 

a)
 発
行
前
に
、
適
切
か
ど
う
か
の
観
点
か
ら
文
書
を
レ
ビ
ュ

ー
し
、
承
認
す
る
。
 

ａ
 
発
行
前
に
、
適
切
か
ど
う
か
の
観
点
か
ら
文
書
を
レ
ビ
ュ

ー
し
、
承
認
す
る
。
 

a
) 
発
行
前
に
、
適
切
か
ど
う
か
の
観
点
か
ら
文
書
を
レ
ビ
ュ

ー
し
、
承
認
す
る
。

 

 

参考①-11



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

b)
 文
書
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
更
新

し
、
再
承
認
す
る
。
 

c)
 文
書
の
変
更
の
識
別
お
よ
び
現
在
有
効
な
版
の
識
別
を
確

実
に
す
る
。
 

d)
 該
当
す
る
文
書
の
適
切
な
版
が
、
必
要
な
と
き
に
、
必
要

な
と
こ
ろ
で
使
用
可
能
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す

る
。
 

ｂ
 
文
書
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
更
新
し
、

再
承
認
す
る
。
 

ｃ
 
文
書
の
変
更
の
識
別
及
び
現
在
有
効
な
版
の
識
別
を
確

実
に
す
る
。
 

ｄ
 
該
当
す
る
文
書
の
適
切
な
版
が
、
必
要
な
と
き
に
、
必
要

な
と
こ
ろ
で
使
用
可
能
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す

る
。
 

b
) 
文
書
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
更
新
し
、

再
承
認
す
る
。
 

c
) 
文
書
の
変
更
の
識
別
お
よ
び
現
在
有
効
な
版
の
識
別
を
確

実
に
す
る
。
 

d
) 
該
当
す
る
文
書
の
適
切
な
版
が
、
必
要
な
と
き
に
、
必
要
な

と
こ
ろ
で
使
用
可
能
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

e)
 文
書
は
、
読
み
や
す
く
か
つ
容
易
に
識
別
可
能
な
状
態
で

あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

f)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
お
よ
び
運
用
の
た

め
に
原
子
力
部
門
が
必
要
と
決
定
し
た
外
部
か
ら
の
文
書

を
明
確
に
し
、
そ
の
配
付
が
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

実
に
す
る
。
 

g)
 廃
止
文
書
が
誤
っ
て
使
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
を
何
ら
か
の
目
的
で
保
持
す
る
場
合
に
は
、
適
切

な
識
別
を
す
る
。
 

ｅ
 
文
書
は
、
読
み
や
す
く
か
つ
容
易
に
識
別
可
能
な
状
態
で

あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

ｆ
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
及
び
運
用
の
た

め
に
保
安
に
関
す
る
組
織
が
必
要
と
決
定
し
た
外
部
か
ら

の
文
書
を
明
確
に
し
、
そ
の
配
付
が
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
実
に
す
る
。
 

ｇ
 
廃
止
文
書
が
誤
っ
て
使
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
ま

た
、
こ
れ
ら
を
何
ら
か
の
目
的
で
保
持
す
る
場
合
に
は
、
適

切
な
識
別
を
す
る
。
 

e
) 
文
書
は
、
読
み
や
す
く
か
つ
容
易
に
識
別
可
能
な
状
態
で

あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

f
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
お
よ
び
運
用
の
た

め
に
原
子
力
部
門
が
必
要
と
決
定
し
た
外
部
か
ら
の
文
書

を
明
確
に
し
、
そ
の
配
付
が
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実

に
す
る
。
 

g
) 
廃
止
文
書
が
誤
っ
て
使
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
を
何
ら
か
の
目
的
で
保
持
す
る
場
合
に
は
、
適
切
な

識
別
を
す
る
。
 

 

４
．
２
．
４

 記
録
の
管
理
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
要
求
事
項
へ
の
適
合
お
よ
び
品
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的
運
用
の
証
拠
を
示
す
た
め

に
作
成
す
る
記
録
の
対
象
を
明
確
に
し
、
管
理
す
る
。
 

4
.2
.4
記
録
の
管
理
 

(
1)
 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、「
保
安
活
動
に
関
す
る
文
書
及
び

記
録
の
管
理
基
準
」
及
び
「
原
子
力
内
部
監
査
要
則
」
に
基
づ

き
、
要
求
事
項
へ
の
適
合
及
び
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
効
果
的
運
用
の
証
拠
を
示
す
た
め
に
作
成
す
る
記
録
の

対
象
を
明
確
に
し
、
管
理
す
る
。

 

４
．
２
．
４

 
記
録
の
管
理
 

(
1)

 原
子
力
部
門
は
、
要
求
事
項
へ
の
適
合
お
よ
び
品
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的
運
用
の
証
拠
を
示
す
た
め

に
作
成
す
る
記
録
の
対
象
を
明
確
に
し
、
管
理
す
る
。
 

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
､
記
録
の
識
別
､
保
管
､
保
護
､検
索
､保
管

期
間
お
よ
び
廃
棄
に
関
し
て
必
要
な
管
理
を
規
定
す
る
た

め
に
、
表
３
－
１
の
４
．
２
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確

立
す
る
｡ 

(
2)
 
記
録
の
識
別
、
保
管
、
保
護
、
検
索
、
保
管
期
間
及
び
廃
棄

に
関
し
て
必
要
な
管
理
を
「
保
安
活
動
に
関
す
る
文
書
及
び

記
録
の
管
理
基
準
」
及
び
「
原
子
力
内
部
監
査
要
則
」
に
規
定

す
る
。

 

(
2)

 
原
子
力
部
門
は
､
記
録
の
識
別
､保
管
､
保
護
､
検
索
､保
管

期
間
お
よ
び
廃
棄
に
関
し
て
必
要
な
管
理
を
規
定
す
る
た

め
に
、
表
３
－
１
の
４
．
２
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確

立
す
る
｡ 

 

(3
) 
記
録
は
､
読
み
や
す
く
､
容
易
に
識
別
可
能
か
つ
検
索
可

能
と
す
る
｡ 

(
3)
 
記
録
は
、
読
み
や
す
く
、
容
易
に
識
別
可
能
か
つ
検
索
可
能

と
す
る
。

 

(
3)

 
記
録
は
､
読
み
や
す
く
､
容
易
に
識
別
可
能
か
つ
検
索
可

能
と
す
る
｡ 

 

５
．
経
営
者
の
責
任
 

５
．
１
 
経
営
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

 

社
長
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
お
よ
び
実
施

な
ら
び
に
そ
の
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
す
る
こ
と
に
対
す
る
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
証
拠
を
、
次
の
事
項
に
よ
っ
て
示
す
。
 

a)
 
法
令
・
規
制
要
求
事
項
を
満
た
す
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と

し
て
、
原
子
力
安
全
の
重
要
性
を
原
子
力
部
門
内
に
周
知

す
る
。
 

b)
 品
質
方
針
を
設
定
す
る
。（
５
．
３
参
照
）

 

５
 
経
営
者
の
責
任

 

5
.1
経
営
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
 

 
社
長
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
及
び
実
施
、
並

び
に
そ
の
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
す
る
こ
と
に
対
す
る
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
の
証
拠
を
、
次
の
事
項
に
よ
っ
て
示
す
。

 

ａ
 
法
令
・
規
制
要
求
事
項
を
満
た
す
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と

し
て
、
原
子
力
安
全
の
重
要
性
を
保
安
に
関
す
る
組
織
内
に

周
知
す
る
。
 

ｂ
 
品
質
方
針
を
設
定
す
る
。

 

５
．
経
営
者
の
責
任
 

５
．
１
 経
営
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
 

社
長
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
お
よ
び
実
施

な
ら
び
に
そ
の
有
効
性
を
継
続
的
に
改
善
す
る
こ
と
に
対
す
る

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
証
拠
を
、
次
の
事
項
に
よ
っ
て
示
す
。
 

a
) 
法
令
・
規
制
要
求
事
項
を
満
た
す
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と

し
て
、
原
子
力
安
全
の
重
要
性
を
原
子
力
部
門
内
に
周
知
す

る
。
 

b
) 
品
質
方
針
を
設
定
す
る
。（
５
．
３
参
照
）
 

 

c)
 管
理
責
任
者
を
指
揮
し
、
品
質
目
標
が
設
定
さ
れ
る
こ
と

を
確
実
に
す
る
。
（
５
．
４
．
１
参
照
）
 

ｃ
 
品
質
目
標
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

c
) 
管
理
責
任
者
を
指
揮
し
、
品
質
目
標
が
設
定
さ
れ
る
こ
と

を
確
実
に
す
る
。
（
５
．
４
．
１
参
照
）
 

 

d)
 マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
。（
５
．
６
参
照
）
 

ｄ
 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
。
 

d
) 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
。
（
５
．
６
参
照
）
 
 

e)
 
管
理
責
任
者
を
指
揮
し
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
確
立
と
維
持
に
必
要
な
資
源
が
使
用
で
き
る
こ
と
を
確

実
に
す
る
。
（
６
．
参
照
）
 

ｅ
 
資
源
が
使
用
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

e
) 
管
理
責
任
者
を
指
揮
し
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
確
立
と
維
持
に
必
要
な
資
源
が
使
用
で
き
る
こ
と
を
確

実
に
す
る
。（
６
．
参
照
）
 

 

f)
 安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
を
促
進
す
る
。
 

ｆ
 
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
を
促
進
す
る
。

 
f
) 
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
を
促
進
す
る
。
 

 

５
．
２
 
原
子
力
安
全
の
重
視

 
5
.2
原
子
力
安
全
の
重
視
 

５
．
２
 原
子
力
安
全
の
重
視
 

 

参考①-12



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

原
子
力
安
全
を
最
優
先
に
位
置
付
け
、
社
長
は
、
業
務
・
原
子
炉

施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
決
定
さ
れ
、
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
実
に
す
る
。
（
７
．
２
．
１
お
よ
び
８
．
２
．
１
参
照
）
 

 
原
子
力
安
全
を
最
優
先
に
位
置
付
け
、
社
長
は
、
業
務
・
原
子
炉

施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
決
定
さ
れ
、
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
実
に
す
る

(7
.2
.1
及
び

8.
2.
1
参
照
)。

 

原
子
力
安
全
を
最
優
先
に
位
置
付
け
、
社
長
は
、
業
務
・
原
子

炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
決
定
さ
れ
、
満
た
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
実
に
す
る
。（
７
．
２
．
１
お
よ
び
８
．
２
．
１
参
照
）
 

５
．
３
 
品
質
方
針

 

社
長
は
、
品
質
方
針
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
確
実
に
す
る
。
 

a)
 原
子
力
部
門
の
目
的
に
対
し
て
適
切
で
あ
る
。
 

b)
 要
求
事
項
へ
の
適
合
お
よ
び
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
有
効
性
の
継
続
的
な
改
善
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
を
含
む
。
 

c)
 品
質
目
標
の
設
定
お
よ
び
レ
ビ
ュ
ー
の
た
め
の
枠
組
み
を

与
え
る
。
 

d)
 原
子
力
部
門
全
体
に
伝
達
さ
れ
、
理
解
さ
れ
る
。

 

e)
 適
切
性
の
持
続
の
た
め
に
レ
ビ
ュ
ー
さ
れ
る
。

 

f)
 組
織
運
営
に
関
す
る
方
針
と
整
合
が
と
れ
て
い
る
。
 

5
.3
品
質
方
針
 

 
社
長
は
、
品
質
方
針
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
確
実
に
す
る
。

 

ａ
 
保
安
に
関
す
る
組
織
の
目
的
に
対
し
て
適
切
で
あ
る
。

 

ｂ
 
要
求
事
項
へ
の
適
合
及
び
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
有
効
性
の
継
続
的
な
改
善
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
を
含
む
。
 

ｃ
 
品
質
目
標
の
設
定
及
び
レ
ビ
ュ
ー
の
た
め
の
枠
組
み
を

与
え
る
。

 

ｄ
 
保
安
に
関
す
る
組
織
全
体
に
伝
達
さ
れ
、
理
解
さ
れ
る
。
 

ｅ
 
適
切
性
の
持
続
の
た
め
に
レ
ビ
ュ
ー
さ
れ
る
。
 

ｆ
 
組
織
運
営
に
関
す
る
方
針
と
整
合
が
と
れ
て
い
る
。
 

 

５
．
３
 品
質
方
針
 

社
長
は
、
品
質
方
針
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
確
実
に
す
る
。
 

a
) 
原
子
力
部
門
の
目
的
に
対
し
て
適
切
で
あ
る
。
 

b
) 
要
求
事
項
へ
の
適
合
お
よ
び
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
有
効
性
の
継
続
的
な
改
善
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
を
含
む
。
 

c
) 
品
質
目
標
の
設
定
お
よ
び
レ
ビ
ュ
ー
の
た
め
の
枠
組
み
を

与
え
る
。
 

d
) 
原
子
力
部
門
全
体
に
伝
達
さ
れ
、
理
解
さ
れ
る
。
 

e
) 
適
切
性
の
持
続
の
た
め
に
レ
ビ
ュ
ー
さ
れ
る
。
 

f
) 
組
織
運
営
に
関
す
る
方
針
と
整
合
が
と
れ
て
い
る
。
 

 

５
．
４
 
計
画
 

５
．
４
．
１

 品
質
目
標
 

(
1)
 
社
長
は
、
原
子
力
部
門
内
の
し
か
る
べ
き
部
門
お
よ
び
階
層

で
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
を
満
た
す
た
め

に
必
要
な
も
の
を
含
む
品
質
目
標
（
７
．
１
（
３
）
ａ
）
参
照
）

が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

(
2)
 
品
質
目
標
は
、
そ
の
達
成
度
が
判
定
可
能
で
、
品
質
方
針
と

の
整
合
を
と
る
。
 

5
.4
計
画
 

5
.4
.1
品
質
目
標
 

(
1)

 
社
長
は
、
保
安
に
関
す
る
組
織
内
の
し
か
る
べ
き
部
門
及

び
階
層
で
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
を
満
た

す
た
め
に
必
要
な
も
の
を
含
む
品
質
目
標

(
7.
1(
3
) 
ａ
参

照
)
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

(
2)
 
品
質
目
標
は
、
そ
の
達
成
度
が
判
定
可
能
で
、
品
質
方
針
と

の
整
合
を
と
る
。
 

５
．
４
 計
画
 

５
．
４
．
１

 
品
質
目
標
 

(1
) 
社
長
は
、
原
子
力
部
門
内
の
し
か
る
べ
き
部
門
お
よ
び
階
層

で
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
を
満
た
す
た
め

に
必
要
な
も
の
を
含
む
品
質
目
標
（
７
．
１
（
３
）
ａ
）
参
照
）

が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

(2
) 
品
質
目
標
は
、
そ
の
達
成
度
が
判
定
可
能
で
、
品
質
方
針
と

の
整
合
を
と
る
。
 

  

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
目
標
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
表
３

－
２
の
５
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
す
る
。
 

 
(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
目
標
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
表
３

－
２
の
５
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
品
質
目
標
に
係

る
事
項
を
社
内
標
準
に
確
立

す
る
と
し
て
い
る
。）

 

５
．
４
．
２

 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
 

社
長
は
、
次
の
事
項
を
確
実
に
す
る
。
 

a)
 品
質
目
標
に
加
え
て
４
．
１
に
規
定
す
る
要
求
事
項
を
満

た
す
た
め
に
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と

維
持
に
つ
い
て
の
計
画
を
策
定
す
る
。
 

b)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
計
画
し
、
実
施

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
変
更
が
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
全
体
の
体
系
に
対
し
て
矛
盾
な
く
、
整
合
性
が
取

れ
て
い
る
。
 

5
.4
.2
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
 

 
社
長
は
、
次
の
事
項
を
確
実
に
す
る
。
 

ａ
 
品
質
目
標
に
加
え
て
「
4.
1
一
般
要
求
事
項
」
に
規
定
す

る
要
求
事
項
を
満
た
す
た
め
に
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
構
築
と
維
持
に
つ
い
て
の
計
画
を
策
定
す
る
。

 

ｂ
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
計
画
し
、
実
施

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
変
更
が
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
全
体
の
体
系
に
対
し
て
矛
盾
な
く
、
整
合
性
が
取
れ
て

い
る
。
 

５
．
４
．
２

 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
 

社
長
は
、
次
の
事
項
を
確
実
に
す
る
。
 

a
) 
品
質
目
標
に
加
え
て
４
．
１
に
規
定
す
る
要
求
事
項
を
満

た
す
た
め
に
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
維

持
に
つ
い
て
の
計
画
を
策
定
す
る
。
 

b
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
計
画
し
、
実
施

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
変
更
が
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
全
体
の
体
系
に
対
し
て
矛
盾
な
く
、
整
合
性
が
取
れ
て

い
る
。
 

 

５
．
５
 
責
任
、
権
限
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

５
．
５
．
１

 責
任
お
よ
び
権
限
 

社
長
は
、
第
５
条
、
第
１
０
条
お
よ
び
第
１
０
条
の
２
に
定
め
る

責
任
（
保
安
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
責
任
を
含
む
。）
と

権
限
が
、
原
子
力
部
門
全
体
に
周
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に

す
る
。
 

5
.5
責
任
、
権
限
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

5
.5
.1
責
任
及
び
権
限
 

社
長
は
、
責
任
及
び
権
限
が
第
５
条
、
第
９
条
及
び
第
９
条
の
２

に
定
め
ら
れ
、
保
安
に
関
す
る
組
織
全
体
に
周
知
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
実
に
す
る
。
な
お
、
保
安
に
関
す
る
組
織
の
要
員
は
、
自
ら
の

職
務
の
範
囲
に
お
い
て
、
そ
の
保
安
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す

る
責
任
を
有
す
る
。

 

５
．
５
 責
任
、
権
限
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

５
．
５
．
１

 
責
任
お
よ
び
権
限
 

社
長
は
、
第
５
条
、
第
１
０
条
お
よ
び
第
１
０
条
の
２
に
定
め

る
責
任
（
保
安
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
責
任
を
含
む
。）

と
権
限
が
、
原
子
力
部
門
全
体
に
周
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実

に
す
る
。

 

 

５
．
５
．
２

 管
理
責
任
者
 

5
.5
.2
管
理
責
任
者
 

５
．
５
．
２

 
管
理
責
任
者
 

 

参考①-13



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(1
) 
社
長
は
、
原
子
力
事
業
本
部
長
を
原
子
力
部
門
（
経
営
監
査

室
を
除
く
。
）
の
管
理
責
任
者
と
し
、
経
営
監
査
室
長
を
経
営
監

査
室
の
管
理
責
任
者
と
し
て
任
命
す
る
。
 

(
1)

 
社
長
は
、
原
子
力
発
電
本
部
長
を
本
店
組
織
及
び
発
電
所

組
織
の
管
理
責
任
者
、
原
子
力
監
査
室
長
を
監
査
部
門
の
管

理
責
任
者
と
し
て
任
命
す
る
。

 

(1
) 
社
長
は
、
原
子
力
事
業
本
部
長
を
原
子
力
部
門
（
経
営
監
査

室
を
除
く
。）
の
管
理
責
任
者
と
し
、
経
営
監
査
室
長
を
経
営
監

査
室
の
管
理
責
任
者
と
し
て
任
命
す
る
。
 

(
2)

 
管
理
責
任
者
（
原
子
力
事
業
本
部
長
）
は
、
与
え
ら
れ
て
い
る

他
の
責
任
と
か
か
わ
り
な
く
、
次
に
示
す
責
任
お
よ
び
権
限
を

も
つ
。
 

(
2)

 
管
理
責
任
者
は
、
与
え
ら
れ
て
い
る
他
の
責
任
と
か
か
わ

り
な
く
、
次
に
示
す
責
任
及
び
権
限
を
も
つ
。

 

(2
) 
管
理
責
任
者
（
原
子
力
事
業
本
部
長
）
は
、
与
え
ら
れ
て
い

る
他
の
責
任
と
か
か
わ
り
な
く
、
次
に
示
す
責
任
お
よ
び
権
限

を
も
つ
。
 

 

a)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
の
確

立
、
実
施
お
よ
び
維
持
を
確
実
に
す
る
。
 

b)
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況

お
よ
び
改
善
の
必
要
性
の
有
無
に
つ
い
て
、
社
長
に
報
告

す
る
。
 

c)
 
原
子
力
部
門
（
経
営
監
査
室
を
除
く
。
）
全
体
に
わ
た
っ
て
、

関
係
法
令
の
遵
守
お
よ
び
原
子
力
安
全
に
つ
い
て
の
認
識

を
高
め
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

ａ
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
の

確
立
、
実
施
及
び
維
持
を
確
実
に
す
る
。
 

ｂ
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果
を
含
む
実
施
状

況
及
び
改
善
の
必
要
性
の
有
無
に
つ
い
て
、
社
長
に
報
告
す

る
。
 

ｃ
 
所
管
し
て
い
る
組
織
全
体
に
わ
た
っ
て
、
関
係
法
令
の
遵

守
及
び
原
子
力
安
全
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
る
こ
と
を

確
実
に
す
る
。
 

a
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
の
確

立
、
実
施
お
よ
び
維
持
を
確
実
に
す
る
。
 

b
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況

お
よ
び
改
善
の
必
要
性
の
有
無
に
つ
い
て
、
社
長
に
報
告
す

る
。
 

c
) 
原
子
力
部
門
（
経
営
監
査
室
を
除
く
。）
全
体
に
わ
た
っ
て
、

関
係
法
令
の
遵
守
お
よ
び
原
子
力
安
全
に
つ
い
て
の
認
識

を
高
め
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

 

 

(
3)

 
経
営
監
査
室
長
は
、
与
え
ら
れ
て
い
る
他
の
責
任
と
か
か
わ

り
な
く
、
次
に
示
す
責
任
お
よ
び
権
限
を
も
つ
。
 

a)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
の
確

立
、
実
施
お
よ
び
維
持
を
確
実
に
す
る
。
 

b)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況

お
よ
び
改
善
の
必
要
性
の
有
無
に
つ
い
て
、
社
長
に
報
告

す
る
。
 

c)
 
経
営
監
査
室
全
体
に
わ
た
っ
て
、
関
係
法
令
の
遵
守
お
よ

び
原
子
力
安
全
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
る
こ
と
を
確
実

に
す
る
。
 

 
(3
) 
管
理
責
任
者
（
経
営
監
査
室
長
）
は
、
与
え
ら
れ
て
い
る
他

の
責
任
と
か
か
わ
り
な
く
、
次
に
示
す
責
任
お
よ
び
権
限
を
も

つ
。
 

a
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
の
確

立
、
実
施
お
よ
び
維
持
を
確
実
に
す
る
。
 

b
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況

お
よ
び
改
善
の
必
要
性
の
有
無
に
つ
い
て
、
社
長
に
報
告
す

る
。
 

c
) 
経
営
監
査
室
全
体
に
わ
た
っ
て
、
関
係
法
令
の
遵
守
お
よ

び
原
子
力
安
全
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
る
こ
と
を
確
実

に
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
内
部
監
査
管
理

責
任
者
の
責
任
お
よ
び
権
限

を
記
載
し
て
い
る
。）

 

５
．
５
．
３

 
プ
ロ
セ
ス
責
任
者
 

社
長
は
、
プ
ロ
セ
ス
責
任
者
に
対
し
、
所
掌
す
る
業
務
に
関
し

て
、
次
に
示
す
責
任
お
よ
び
権
限
を
与
え
る
。
 

a)
 プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
有
効
性

を
継
続
的
に
改
善
す
る
。

 

b)
 業
務
に
従
事
す
る
要
員
の
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る

要
求
事
項
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
る
。
 

c)
 
業
務
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
に
つ
い
て
評
価
す
る
。

（
５
．
４
．
１
お
よ
び
８
．
２
．
３
参
照
）。

 

d)
 安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
を
促
進
す
る
。
 

5
.5
.3
プ
ロ
セ
ス
責
任
者
 

 
社
長
は
、
プ
ロ
セ
ス
責
任
者
に
対
し
、
所
掌
す
る
業
務
に
関
し
て
、

次
に
示
す
責
任
及
び
権
限
を
与
え
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

 

ａ
 
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
有
効

性
を
継
続
的
に
改
善
す
る
。
 

ｂ
 
業
務
に
従
事
す
る
要
員
の
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す

る
要
求
事
項
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
る
。
 

ｃ
 
成
果
を
含
む
実
施
状
況
に
つ
い
て
評
価
す
る

(5
.4
.
1
及

び
8
.2
.3
参
照
)。

 

ｄ
 
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
を
促
進
す
る
。
 

５
．
５
．
３

 
プ
ロ
セ
ス
責
任
者
 

社
長
は
、
プ
ロ
セ
ス
責
任
者
に
対
し
、
所
掌
す
る
業
務
に
関
し

て
、
次
に
示
す
責
任
お
よ
び
権
限
を
与
え
る
。
 

a
) 
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
有
効
性

を
継
続
的
に
改
善
す
る
。
 

b
) 
業
務
に
従
事
す
る
要
員
の
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る

要
求
事
項
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
る
。
 

c
) 
業
務
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
に
つ
い
て
評
価
す
る
。

（
５
．
４
．
１
お
よ
び
８
．
２
．
３
参
照
）
。
 

d
) 
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
を
促
進
す
る
。
 

 

５
．
５
．
４

 
内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

(
1)

 
社
長
は
、
原
子
力
部
門
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め

の
適
切
な
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
ま

た
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
に
関
し
て
の
情

報
交
換
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

5
.5
.4
内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

社
長
は
、
次
の
委
員
会
の
設
置
を
含
め
、
保
安
に
関
す
る
組
織
内

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
適
切
な
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ

れ
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
に
関
し
て
の
情
報
交

換
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

 

ａ
 
原
子
力
発
電
安
全
委
員
会
 

ｂ
 
玄
海
原
子
力
発
電
所
安
全
運
営
委
員
会
 

ｃ
 
原
子
力
品
質
保
証
委
員
会
 

ｄ
 
玄
海
原
子
力
発
電
所
品
質
保
証
委
員
会
 

５
．
５
．
４

 
内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

(1
) 
社
長
は
、
原
子
力
部
門
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め

の
適
切
な
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
ま

た
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
に
関
し
て
の
情

報
交
換
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

 

(
2)

 
原
子
力
部
門
は
、
内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
事
項

 
(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
事
項
【
玄
海
－
美
浜
】
 

参考①-14



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

に
つ
い
て
、
表
３
－
２
の
５
．
５
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確

立
す
る
。
 

に
つ
い
て
、
表
３
－
２
の
５
．
５
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を

確
立
す
る
。
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
内
部
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
社
内

標
準
を
確
立
す
る
こ
と
を

記
載
し
て
い
る
。）

 

５
．
６
 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー

 

５
．
６
．
１

 一
般

 

(
1)

 
社
長
は
、
原
子
力
部
門
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
、

引
き
続
き
、
適
切
、
妥
当
か
つ
有
効
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る

た
め
に
、
年
１
回
（
原
則
と
し
て
年
度
末
）
以
上
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
 

5
.6
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー

 

5
.6
.1
一
般
 

(
1)

 
社
長
は
、
保
安
に
関
す
る
組
織
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
が
、
引
き
続
き
、
適
切
、
妥
当
か
つ
有
効
で
あ
る
こ
と

を
確
実
に
す
る
た
め
に
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
管
理
基

準
」
及
び
「
原
子
力
内
部
監
査
要
則
」
に
基
づ
き
、
年
１
回
以

上
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。

 

５
．
６
 マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
 

５
．
６
．
１

 
一
般
 

(1
) 
社
長
は
、
原
子
力
部
門
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

が
、
引
き
続
き
、
適
切
、
妥
当
か
つ
有
効
で
あ
る
こ
と
を
確
実

に
す
る
た
め
に
、
年
１
回
（
原
則
と
し
て
年
度
末
）
以
上
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
 

 

(
2)
 発
電
所
長
は
、
発
電
所
に
お
け
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
を
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
表
３
－
２
の
５
．
５
．
４
項
に

係
る
社
内
標
準
に
基
づ
き
管
理
責
任
者
（
原
子
力
事
業
本
部

長
）
へ
報
告
す
る
。
管
理
責
任
者
（
原
子
力
事
業
本
部
長
お
よ

び
経
営
監
査
室
長
）
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
含
む
自
ら
が
所
管

す
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
係
る
活
動
を
評
価
し
、

そ
の
結
果
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と

す
る
。
 

 
(2
) 
発
電
所
長
は
、
発
電
所
に
お
け
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
を
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
表
３
－
２
の
５
．
５
．
４
項
に

係
る
社
内
標
準
に
基
づ
き
管
理
責
任
者
（
原
子
力
事
業
本
部

長
）
へ
報
告
す
る
。
管
理
責
任
者
（
原
子
力
事
業
本
部
長
お
よ

び
経
営
監
査
室
長
）
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
含
む
自
ら
が
所
管

す
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
係
る
活
動
を
評
価
し
、

そ
の
結
果
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と

す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
発
電
所
長
が
発

電
所
の

QM
S
評
価
を
行
い
、

管
理
責
任
者
に
イ
ン
プ
ッ
ト

す
る
こ
と
し
て
い
る
。
）
 

(
3)

 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
改
善
の
機
会
の
評
価
、
な
ら
び
に
品
質
方
針
お
よ
び
品

質
目
標
を
含
む
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
の
必
要

性
の
評
価
も
行
う
。
な
お
、
第
５
条
第
１
項
(1

8)
に
定
め
る
関
係

す
る
部
門
に
つ
い
て
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
に
基

づ
い
て
社
長
が
必
要
な
業
務
の
指
示
を
行
う
。

 

(
2)

 
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

改
善
の
機
会
の
評
価
、
並
び
に
品
質
方
針
及
び
品
質
目
標
を

含
む
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
の
必
要
性
の
評

価
も
行
う
。
 

 

(3
) 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
改
善
の
機
会
の
評
価
、
な
ら
び
に
品
質
方
針
お
よ
び
品

質
目
標
を
含
む
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
変
更
の
必

要
性
の
評
価
も
行
う
。
な
お
、
第
５
条
第
１
項

(1
8
)に
定
め
る

関
係
す
る
部
門
に
つ
い
て
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結

果
に
基
づ
い
て
社
長
が
必
要
な
業
務
の
指
示
を
行
う
。

 

 

(
4)

 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
は
、
維
持
す
る
。

（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

(
3)

 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
は
、
維
持
す
る

(
4.
2.
4
参
照

)
。
 

(4
) 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
は
、
維
持
す
る
。

（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

 

５
．
６
．
２

 マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト

 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
に
は
、
次
の
情
報

を
含
め
る
。
 

a)
 監
査
の
結
果
 

b)
 原
子
力
安
全
の
達
成
に
関
す
る
外
部
の
受
け
と
め
方

（
８
．
２
．
１
参
照
）
 

5
.6
.2
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
 

 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
に
は
、
次
の
情
報
を

含
め
る
。
 

ａ
 
監
査
の
結
果
 

ｂ
 
原
子
力
安
全
の
達
成
に
関
す
る
外
部
の
受
け
と
め
方
 

５
．
６
．
２

 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
に
は
、
次
の
情
報

を
含
め
る
。
 

a
) 
監
査
の
結
果
 

b
) 
原
子
力
安
全
の
達
成
に
関
す
る
外
部
の
受
け
と
め
方
（
８
．

２
．
１
参
照
）
 

 

c)
 プ
ロ
セ
ス
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
（
品
質
目
標
の
達
成

状
況
を
含
む
。
）
な
ら
び
に
検
査
お
よ
び
試
験
の
結
果

（
８
．
２
．
３
お
よ
び
８
．
２
．
４
参
照
）
 

ｃ
 
プ
ロ
セ
ス
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
（
品
質
目
標
の
達
成

状
況
を
含
む
。
）
並
び
に
検
査
及
び
試
験
の
結
果
 

c
) 
プ
ロ
セ
ス
の
成
果
を
含
む
実
施
状
況
（
品
質
目
標
の
達
成

状
況
を
含
む
。
）
な
ら
び
に
検
査
お
よ
び
試
験
の
結
果
（
８
．

２
．
３
お
よ
び
８
．
２
．
４
参
照
）
 

 

d)
 予
防
処
置
お
よ
び
是
正
処
置
の
状
況
（
８
．
５
．
２
お
よ

び
８
．
５
．
３
参
照
）
 

ｄ
 
予
防
処
置
及
び
是
正
処
置
の
状
況
 

d
) 
予
防
処
置
お
よ
び
是
正
処
置
の
状
況
（
８
．
５
．
２
お
よ
び

８
．
５
．
３
参
照
）
 

 

e)
 安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
の
実
施
状
況

 

f)
 関
係
法
令
の
遵
守
状
況
 

g)
 前
回
ま
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
に
対
す
る

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
５
．
６
．
３
参
照
）
 

h)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

ｅ
 
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
の
実
施
状
況

 

ｆ
 
関
係
法
令
の
遵
守
状
況
 

ｇ
 
前
回
ま
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
に
対
す

る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

ｈ
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

e
) 
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
の
実
施
状
況
 

f
) 
関
係
法
令
の
遵
守
状
況
 

g
) 
前
回
ま
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
に
対
す
る

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
５
．
６
．
３
参
照
）
 

h
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

 

参考①-15



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

の
あ
る
変
更
 

i)
 改
善
の
た
め
の
提
案
 

性
の
あ
る
変
更
 

ｉ
 
改
善
の
た
め
の
提
案
 

 

の
あ
る
変
更
 

i
) 
改
善
の
た
め
の
提
案
 

５
．
６
．
３

 マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
は
、
次
の

事
項
に
関
す
る
決
定
お
よ
び
処
置
す
べ
て
を
含
め
る
。
 

a)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の

有
効
性
の
改
善

 

b)
 業
務
の
計
画
お
よ
び
実
施
に
か
か
わ
る
改
善
 

c)
 資
源
の
必
要
性
 

６
．
資
源
の
運
用
管
理
 

６
．
１
 
資
源
の
提
供
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
安
全
に
必
要
な
資
源
を
表
３
－
２
の

６
．
１
項
、
６
．
２
項
お
よ
び
７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い

て
明
確
に
し
、
提
供
す
る
。
 

5
.6
.3
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
 

 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
は
、
次
の
事

項
に
関
す
る
決
定
及
び
処
置
す
べ
て
を
含
め
る
。

 

ａ
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
及
び
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の

有
効
性
の
改
善
 

ｂ
 
業
務
の
計
画
及
び
実
施
に
か
か
わ
る
改
善
 

ｃ
 
資
源
の
必
要
性
 

６
 
資
源
の
運
用
管
理
 

6
.1
資
源
の
提
供
 

 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
原
子
力
安
全
に
必
要
な
資
源
を
明
確
に

し
、
提
供
す
る
。
 

 

５
．
６
．
３

 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
は
、
次
の

事
項
に
関
す
る
決
定
お
よ
び
処
置
す
べ
て
を
含
め
る
。
 

a
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の

有
効
性
の
改
善
 

b
) 
業
務
の
計
画
お
よ
び
実
施
に
か
か
わ
る
改
善
 

c
) 
資
源
の
必
要
性
 

６
．
資
源
の
運
用
管
理
 

６
．
１
 資
源
の
提
供

 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
安
全
に
必
要
な
資
源
を
表
３
－
２
の

６
．
１
項
、
６
．
２
項
お
よ
び
７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お

い
て
明
確
に
し
、
提
供
す
る
。
 

 

６
．
２
 
人
的
資
源

 

６
．
２
．
１

 一
般

 

原
子
力
安
全
の
達
成
に
影
響
が
あ
る
業
務
に
従
事
す
る
要
員

は
、
適
切
な
教
育
、
訓
練
、
技
能
お
よ
び
経
験
を
判
断
の
根
拠
と

し
て
力
量
を
有
す
る
。
 

６
．
２
．
２

 力
量
、
教
育
・
訓
練
お
よ
び
認
識

 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
２
の
５
．
４
項
お
よ
び
６
．
２
項
に

係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

a)
 原
子
力
安
全
の
達
成
に
影
響
が
あ
る
業
務
に
従
事
す
る
要

員
に
必
要
な
力
量
を
明
確
に
す
る
。
 

b)
 必
要
な
力
量
が
不
足
し
て
い
る
場
合
に
は
､そ
の
必
要
な

力
量
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
教
育
・
訓
練
を

行
う
か
、
ま
た
は
他
の
処
置
を
と
る
。
 

6
.2
人
的
資
源
 

6
.2
.1
一
般
 

 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
原
子
力
安
全
の
達
成
に
影
響
が
あ
る
業

務
に
従
事
す
る
要
員
に
は
、
適
切
な
教
育
、
訓
練
、
技
能
及
び
経
験

を
判
断
の
根
拠
と
し
て
力
量
を
有
す
る
者
を
充
て
る
。

 

6
.2
.2
力
量
、
教
育
・
訓
練
及
び
認
識
 

 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
次
の
事
項
を
「
教
育
訓
練
基
準
」
及
び

「
原
子
力
内
部
監
査
要
則
」
に
基
づ
き
実
施
す
る
。

 

ａ
 
原
子
力
安
全
の
達
成
に
影
響
が
あ
る
業
務
に
従
事
す
る

要
員
に
必
要
な
力
量
を
明
確
に
す
る
。
 

ｂ
 
該
当
す
る
場
合
に
は
（
必
要
な
力
量
が
不
足
し
て
い
る
場

合
に
は
）
、
そ
の
必
要
な
力
量
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
教
育
・
訓
練
を
行
う
か
、
又
は
他
の
処
置
を
と

る
。

 

６
．
２
 人
的
資
源
 

６
．
２
．
１

 
一
般
 

原
子
力
安
全
の
達
成
に
影
響
が
あ
る
業
務
に
従
事
す
る
要
員

は
、
適
切
な
教
育
、
訓
練
、
技
能
お
よ
び
経
験
を
判
断
の
根
拠
と

し
て
力
量
を
有
す
る
。

 

６
．
２
．
２

 
力
量
、
教
育
・
訓
練
お
よ
び
認
識
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
２
の
５
．
４
項
お
よ
び
６
．
２
項
に

係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

a
) 
原
子
力
安
全
の
達
成
に
影
響
が
あ
る
業
務
に
従
事
す
る
要

員
に
必
要
な
力
量
を
明
確
に
す
る
。
 

b
) 
必
要
な
力
量
が
不
足
し
て
い
る
場
合
に
は
､
そ
の
必
要
な

力
量
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
教
育
・
訓
練
を
行

う
か
、
ま
た
は
他
の
処
置
を
と
る
。
 

 

c)
 教
育
・
訓
練
ま
た
は
他
の
処
置
の
有
効
性
を
評
価
す
る
。
 

d)
 原
子
力
部
門
の
要
員
が
、
自
ら
の
活
動
の
も
つ
意
味
お
よ

び
重
要
性
を
認
識
し
、
品
質
目
標
の
達
成
に
向
け
て
自
ら

が
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
を
認
識
す
る
こ
と
を
確
実

に
す
る
。
 

e)
 教
育
、
訓
練
、
技
能
お
よ
び
経
験
に
つ
い
て
該
当
す
る
記

録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

ｃ
 
教
育
・
訓
練
又
は
他
の
処
置
の
有
効
性
を
評
価
す
る
。

 

ｄ
 
保
安
に
関
す
る
組
織
の
要
員
が
、
自
ら
の
活
動
の
も
つ
意

味
及
び
重
要
性
を
認
識
し
、
品
質
目
標
の
達
成
に
向
け
て

自
ら
が
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
を
認
識
す
る
こ
と

を
確
実
に
す
る
。
 

ｅ
 
教
育
、
訓
練
、
技
能
及
び
経
験
に
つ
い
て
該
当
す
る
記
録

を
維
持
す
る
(
4.
2.
4
参
照
)。

 

c
) 
教
育
・
訓
練
ま
た
は
他
の
処
置
の
有
効
性
を
評
価
す
る
。
 

d
) 
原
子
力
部
門
の
要
員
が
、
自
ら
の
活
動
の
も
つ
意
味
お
よ

び
重
要
性
を
認
識
し
、
品
質
目
標
の
達
成
に
向
け
て
自
ら
が

ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
を
認
識
す
る
こ
と
を
確
実
に

す
る
。
 

e
) 
教
育
、
訓
練
、
技
能
お
よ
び
経
験
に
つ
い
て
該
当
す
る
記
録

を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

 

６
．
３
 
原
子
炉
施
設
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
原
子

炉
施
設
を
表
３
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明

確
に
し
、
維
持
管
理
す
る
。
 

ま
た
、
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
を
表
３
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い

て
明
確
に
し
、
維
持
す
る
。
 

6
.3
原
子
炉
施
設
及
び
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
 

 
発
電
所
組
織
は
、
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
原
子
炉

施
設
を
「
保
修
基
準
」
及
び
「
土
木
建
築
基
準
」
に
明
確
に
し
、
維

持
管
理
す
る
。
ま
た
、
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
原
子
力
安
全
の
達

成
の
た
め
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
「

7.
1
業
務
の

計
画
」
で
明
確
に
す
る
。
な
お
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
は
、

利
用
で
き
る
よ
う
維
持
す
る
。

 

６
．
３
 原
子
炉
施
設
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
原
子

炉
施
設
を
表
３
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明

確
に
し
、
維
持
管
理
す
る
。
 

ま
た
、
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
を
表
３
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い

て
明
確
に
し
、
維
持
す
る
。
 

 

６
．
４
 
作
業
環
境

 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
作
業

6
.4
作
業
環
境
 

 
発
電
所
組
織
は
、
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
作
業
環

６
．
４
 作
業
環
境
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
安
全
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
作
業

 

参考①-16



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

環
境
を
表
３
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確

に
し
、
運
営
管
理
す
る
。
 

境
を
「
放
射
線
管
理
基
準
」
、
「
保
修
基
準
」
、
「
土
木
建
築
基
準
」

及
び
「
火
災
防
護
計
画
（
基
準
）
」
に
明
確
に
し
、
運
営
管
理
す
る
。 

 

環
境
を
表
３
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確

に
し
、
運
営
管
理
す
る
。

 

７
．
業
務
の
計
画
お
よ
び
実
施

 

７
．
１
 
業
務
の
計
画
 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
１
の
４
．
２
．
３
項
に
係
る
社
内
標

準
お
よ
び
表
３
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
基
づ
き
、

保
安
活
動
に
関
す
る
業
務
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
を
計
画
し
、
構

築
す
る
。
 

７
 
業
務
の
計
画
及
び
実
施
 

7
.1
業
務
の
計
画
 

(
1)
 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
業
務
の
計
画
（
規
定
文
書
に
基
づ

き
作
成
さ
れ
る
各
種
手
順
書
類
を
含
む
。
）
と
し
て
保
安
活
動

に
関
す
る
業
務
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
を
計
画
し
、
構
築
す
る
。
 

７
．
業
務
の
計
画
お
よ
び
実
施
 

７
．
１
 業
務
の
計
画

 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
１
の
４
．
２
．
３
項
に
係
る
社
内

標
準
お
よ
び
表
３
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
基
づ

き
、
保
安
活
動
に
関
す
る
業
務
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
を
計
画

し
、
構
築
す
る
。
 

  

(
2)

 
業
務
の
計
画
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
そ
の
他

の
プ
ロ
セ
ス
の
要
求
事
項
と
整
合
を
と
る
。
（
４
．
１
参
照
）
 

(
3)

 
原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
に
当
た
っ
て
、
次
の
各
事
項

に
つ
い
て
適
切
に
明
確
化
す
る
。
 

な
お
、
d
)に
つ
い
て
は
表
３
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準

に
お
い
て
明
確
に
す
る
。
 

(2
)
 
業
務
の
計
画
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
そ
の

他
の
プ
ロ
セ
ス
の
要
求
事
項
と
整
合
を
と
る

(
4.
1
参
照
)。

 

(3
) 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
業
務
の
計
画
に
当
た
っ
て
、
次
の

各
事
項
に
つ
い
て
適
切
に
明
確
化
す
る
。
 

(2
) 
業
務
の
計
画
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
そ
の
他

の
プ
ロ
セ
ス
の
要
求
事
項
と
整
合
を
と
る
。（
４
．
１
参
照
）

 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
に
当
た
っ
て
、
次
の
各
事
項

に
つ
い
て
適
切
に
明
確
化
す
る
。
 

な
お
、
d
)
に
つ
い
て
は
表
３
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る
社
内

標
準
に
お
い
て
明
確
に
す
る
。
 

 

a)
 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
品
質
目
標
お
よ
び
要
求
事

項
 

ａ
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
品
質
目
標
及
び
要
求
事
項
 

a
) 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
品
質
目
標
お
よ
び
要
求
事

項
 

 

b)
 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
特
有
な
、
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
文
書

の
確
立
の
必
要
性
、
な
ら
び
に
資
源
の
提
供
の
必
要
性
 

c)
 そ
の
業
務
・
原
子
炉
施
設
の
た
め
の
検
証
、
妥
当
性
確

認
、
監
視
、
測
定
、
検
査
お
よ
び
試
験
活
動
な
ら
び
に
こ

れ
ら
の
合
否
判
定
基
準
 

d)
 業
務
・
原
子
炉
施
設
の
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
そ
の
結
果
が
、

要
求
事
項
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
に
必

要
な
記
録
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

(
4)

 
こ
の
計
画
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
原
子
力
部
門
の
運
営
方
法

に
適
し
た
形
式
に
す
る
。
 

ｂ
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
特
有
な
、
プ
ロ
セ
ス
及
び
文
書
の

確
立
の
必
要
性
、
並
び
に
資
源
の
提
供
の
必
要
性
 

ｃ
 
そ
の
業
務
・
原
子
炉
施
設
の
た
め
の
検
証
、
妥
当
性
確
認
、

監
視
、
測
定
、
検
査
及
び
試
験
活
動
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
合

否
判
定
基
準
 

ｄ
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
そ
の
結
果
が
、
要

求
事
項
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
に
必

要
な
記
録
(4
.
2.
4
参
照
) 

(4
)
 
業
務
の
計
画
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
保
安
に
関
す
る
組
織

の
運
営
方
法
に
適
し
た
形
式
に
す
る
。

 

b
) 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
特
有
な
、
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
文
書
の

確
立
の
必
要
性
、
な
ら
び
に
資
源
の
提
供
の
必
要
性
 

c
) 
そ
の
業
務
・
原
子
炉
施
設
の
た
め
の
検
証
、
妥
当
性
確
認
、

監
視
、
測
定
、
検
査
お
よ
び
試
験
活
動
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の

合
否
判
定
基
準
 

d
) 
業
務
・
原
子
炉
施
設
の
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
そ
の
結
果
が
、
要

求
事
項
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
に
必
要

な
記
録
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

(4
) 
こ
の
計
画
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
原
子
力
部
門
の
運
営
方
法

に
適
し
た
形
式
に
す
る
。

 

 

７
．
２

 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
に
関
す
る
プ
ロ
セ

ス
 

7
.2
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス
 
７
．
２
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
に
関
す
る
プ
ロ
セ

ス
 

 

７
．
２
．
１

 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の
明
確
化
 

原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
を
業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）

で
明
確
に
す
る
。
 

7
.2
.1
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の
明
確
化

 

 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
次
の
事
項
を
明
確
に
す
る
。
 

７
．
２
．
１

 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の
明
確
化
 

原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
を
業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）

で
明
確
に
す
る
。
 

 

a)
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
適
用
さ
れ
る
法
令
・
規
制
要
求
事

項
 

ａ
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
適
用
さ
れ
る
法
令
・
規
制
要
求
事

項
 

a
)業
務
・
原
子
炉
施
設
に
適
用
さ
れ
る
法
令
・
規
制
要
求
事
項

 
 

b)
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
不
可

欠
な
要
求
事
項

 

c)
原
子
力
部
門
が
必
要
と
判
断
す
る
追
加
要
求
事
項
す
べ
て

 

ｂ
 
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
不
可

欠
な
要
求
事
項
 

ｃ
 
保
安
に
関
す
る
組
織
が
必
要
と
判
断
す
る
追
加
要
求
事

項
す
べ
て
 

b
)明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
不
可
欠

な
要
求
事
項
 

c
)原
子
力
部
門
が
必
要
と
判
断
す
る
追
加
要
求
事
項
す
べ
て
 

 

７
．
２
．
２
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の
レ
ビ
ュ
ー
 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項

を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
は
、
そ
の
要
求
事
項
を
適
用

す
る
前
に
実
施
す
る
。
 

(
2)

 
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
次
の
事
項
を
確
実
に
す
る
。
 

a)
 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
 

7
.2
.2
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の
レ
ビ
ュ
ー
 

(
1)
 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要

求
事
項
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
は
、
そ
の
要
求
事

項
を
適
用
す
る
前
に
実
施
す
る
。
 

(
2)
 
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
次
の
事
項
を
確
実
に
す
る
。
 

ａ
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
 

７
．
２
．
２
 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の
レ
ビ
ュ
ー
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項

を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
は
、
そ
の
要
求
事
項
を
適

用
す
る
前
に
実
施
す
る
。

 

(2
) 
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
次
の
事
項
を
確
実
に
す
る
。
 

a
) 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
 

 

参考①-17



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

b)
 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
以
前
に
提
示

さ
れ
た
も
の
と
異
な
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
解
決

さ
れ
て
い
る
。

 

c)
 原
子
力
部
門
が
、
定
め
ら
れ
た
要
求
事
項
を
満
た
す
能
力

を
も
っ
て
い
る
。
 

(
3)

 
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
そ
の
レ
ビ
ュ
ー
を

受
け
て
と
ら
れ
た
処
置
の
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参

照
）
 

ｂ
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
以
前
に
提
示

さ
れ
た
も
の
と
異
な
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
解
決

さ
れ
て
い
る
。
 

ｃ
 
保
安
に
関
す
る
組
織
が
、
定
め
ら
れ
た
要
求
事
項
を
満
た

す
能
力
を
も
っ
て
い
る
。
 

(
3)

 
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
、
及
び
そ
の
レ
ビ
ュ
ー
を

受
け
て
と
ら
れ
た
処
置
の
記
録
を
維
持
す
る

(4
.2
.
4
参
照
)
。
 

b
) 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
以
前
に
提
示

さ
れ
た
も
の
と
異
な
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
解
決
さ

れ
て
い
る
。
 

c
) 
原
子
力
部
門
が
、
定
め
ら
れ
た
要
求
事
項
を
満
た
す
能
力

を
も
っ
て
い
る
。
 

(3
) 
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
そ
の
レ
ビ
ュ
ー
を

受
け
て
と
ら
れ
た
処
置
の
記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．
２
．
４
参

照
）
 

(
4)

 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
書
面
で
示
さ
れ

な
い
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
そ
の
要
求
事
項
を
適
用
す
る

前
に
確
認
す
る
。
 

(
5)

 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
変
更
さ
れ
た
場

合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
、
関
連
す
る
文
書
と
し
て
業
務
の
計
画

を
修
正
す
る
。
ま
た
、
変
更
後
の
要
求
事
項
が
、
関
連
す
る
要
員

に
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

(
4)

 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
書
面
で
示
さ

れ
な
い
場
合
に
は
、
保
安
に
関
す
る
組
織
は
そ
の
要
求
事
項

を
適
用
す
る
前
に
確
認
す
る
。

 

(
5)

 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
変
更
さ
れ
た

場
合
に
は
、
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
関
連
す
る
文
書
を
修
正

す
る
。
ま
た
、
変
更
後
の
要
求
事
項
が
、
関
連
す
る
要
員
に
理

解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

 

(4
) 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
書
面
で
示
さ
れ

な
い
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
そ
の
要
求
事
項
を
適
用
す
る

前
に
確
認
す
る
。
 

(5
) 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
が
変
更
さ
れ
た
場

合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
、
関
連
す
る
文
書
と
し
て
業
務
の
計

画
を
修
正
す
る
。
ま
た
、
変
更
後
の
要
求
事
項
が
、
関
連
す
る

要
員
に
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

 

７
．
２
．
３

 外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
安
全
に
関
し
て
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
効
果
的
な
方
法
を
表
３
－
２
の
７
．

２
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
で
明
確
に
し
、
実
施
す
る
。
 

7
.2
.3
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
原
子
力
安
全
に
関
し
て
外
部
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
効
果
的
な
方
法
を
明
確
に
し
、
実

施
す
る
。

 

７
．
２
．
３

 
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
安
全
に
関
し
て
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
効
果
的
な
方
法
を
表
３
－
２
の
７
．

２
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
で
明
確
に
し
、
実
施
す
る
。
 

 

７
．
３
 
設
計
・
開
発
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
２
の
７
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確

立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

7
.3
設
計
・
開
発
 

７
．
３
 設
計
・
開
発

 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
２
の
７
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
を

確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。

 

 

７
．
３
．
１

 設
計
・
開
発
の
計
画
 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
設
計
・
開
発
の
計
画
を
策

定
し
、
管
理
す
る
。
 

(
2)

 
設
計
・
開
発
の
計
画
に
お
い
て
、
原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項

を
明
確
に
す
る
。
 

a)
 設
計
・
開
発
の
段
階
 

b)
 設
計
・
開
発
の
各
段
階
に
適
し
た
レ
ビ
ュ
ー
、
検
証
お
よ

び
妥
当
性
確
認
 

7
.3
.1
設
計
・
開
発
の
計
画
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
設
計
・
開
発
の
計
画
を
策

定
し
、
管
理
す
る
。

 

(
2)
 
原
子
力
部
門
は
、
設
計
・
開
発
の
計
画
に
お
い
て
、
次
の
事

項
を
明
確
に
す
る
。

 

ａ
 
設
計
・
開
発
の
段
階
 

ｂ
 
設
計
・
開
発
の
各
段
階
に
適
し
た
レ
ビ
ュ
ー
、
検
証
及
び

妥
当
性
確
認
 

７
．
３
．
１

 
設
計
・
開
発
の
計
画
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
設
計
・
開
発
の
計
画
を
策

定
し
、
管
理
す
る
。
 

(2
) 
設
計
・
開
発
の
計
画
に
お
い
て
、
原
子
力
部
門
は
、
次
の
事

項
を
明
確
に
す
る
。

 

a
) 
設
計
・
開
発
の
段
階
 

b
) 
設
計
・
開
発
の
各
段
階
に
適
し
た
レ
ビ
ュ
ー
、
検
証
お
よ
び

妥
当
性
確
認
 

 

c)
 設
計
・
開
発
に
関
す
る
責
任
（
保
安
活
動
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
す
る
責
任
を
含
む
。
）
お
よ
び
権
限
 

(
3)

 
原
子
力
部
門
は
、
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ら
び

に
責
任
お
よ
び
権
限
の
明
確
な
割
当
て
を
確
実
に
す
る
た
め

に
、
設
計
・
開
発
に
関
与
す
る
グ
ル
ー
プ
間
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

を
運
営
管
理
す
る
。
 

(
4)

 
設
計
・
開
発
の
進
行
に
応
じ
て
、
策
定
し
た
計
画
を
適
切
に

更
新
す
る
。
 

ｃ
 
設
計
・
開
発
に
関
す
る
責
任
（
保
安
活
動
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
す
る
責
任
を
含
む
。
）
及
び
権
限
 

(
3)

 
原
子
力
部
門
は
、
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
並
び

に
責
任
及
び
権
限
の
明
確
な
割
当
て
を
確
実
に
す
る
た
め

に
、
設
計
・
開
発
に
関
与
す
る
グ
ル
ー
プ
間
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー

ス
を
運
営
管
理
す
る
。

 

(
4)
 
設
計
・
開
発
の
進
行
に
応
じ
て
、
策
定
し
た
計
画
を
適
切
に

更
新
す
る
。
 

c
) 
設
計
・
開
発
に
関
す
る
責
任
（
保
安
活
動
の
内
容
に
つ
い
て

説
明
す
る
責
任
を
含
む
。）
お
よ
び
権
限
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ら
び

に
責
任
お
よ
び
権
限
の
明
確
な
割
当
て
を
確
実
に
す
る
た
め

に
、
設
計
・
開
発
に
関
与
す
る
グ
ル
ー
プ
間
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー

ス
を
運
営
管
理
す
る
。
 

(
4)

 設
計
・
開
発
の
進
行
に
応
じ
て
、
策
定
し
た
計
画
を
適
切

に
更
新
す
る
。
 

 

７
．
３
．
２

 設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
 

(
1)

 
原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
に
関
連
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
を
明
確

に
し
、
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
イ
ン
プ
ッ
ト

に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
。
 

a)
 機
能
お
よ
び
性
能
に
関
す
る
要
求
事
項
 

b)
 適
用
さ
れ
る
法
令
・
規
制
要
求
事
項

 

c)
 適
用
可
能
な
場
合
に
は
、
以
前
の
類
似
し
た
設
計
か
ら
得

7
.3
.2
設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
 

(
1)

 
原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
に
関
連
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
を
明

確
に
し
、
記
録
を
維
持
す
る
(
4.
2.
4
参
照
)
。
イ
ン
プ
ッ
ト
に

は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
。
 

ａ
 
機
能
及
び
性
能
に
関
す
る
要
求
事
項

 

ｂ
 
適
用
さ
れ
る
法
令
・
規
制
要
求
事
項

 

ｃ
 
適
用
可
能
な
場
合
に
は
、
以
前
の
類
似
し
た
設
計
か
ら
得

７
．
３
．
２

 
設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
 

(1
) 
原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
に
関
連
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
を
明

確
に
し
、
記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．
２
．
４
参
照
）
イ
ン
プ
ッ

ト
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
。
 

a
) 
機
能
お
よ
び
性
能
に
関
す
る
要
求
事
項
 

b
) 
適
用
さ
れ
る
法
令
・
規
制
要
求
事
項
 

c
) 
適
用
可
能
な
場
合
に
は
、
以
前
の
類
似
し
た
設
計
か
ら
得

 

参考①-18



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ら
れ
た
情
報

 

d)
 設
計
・
開
発
に
不
可
欠
な
そ
の
他
の
要
求
事
項
 

(
2)
 
原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
に
関
連
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
そ
の
適
切
性
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
承
認
す
る
。
要
求
事
項
は
、

漏
れ
が
な
く
、
あ
い
ま
い
で
な
く
、
相
反
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
す
る
。
 

７
．
３
．
３

 設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

 

(
1)

 
設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
設
計
・
開
発
へ
の
イ

ン
プ
ッ
ト
と
対
比
し
た
検
証
を
行
う
の
に
適
し
た
形
式
と
す

る
。
ま
た
、
リ
リ
ー
ス
の
前
に
、
承
認
を
受
け
る
。
 

(
2)

 
設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
次
の
状
態
と
す
る
。 

ら
れ
た
情
報
 

ｄ
 
設
計
・
開
発
に
不
可
欠
な
そ
の
他
の
要
求
事
項
 

(
2)

 
原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
に
関
連
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
そ
の
適
切
性
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
承
認
す
る
。
要
求
事

項
は
、
漏
れ
が
な
く
、
あ
い
ま
い
（
曖
昧
）
で
な
く
、
相
反
す

る
こ
と
が
な
い
も
の
と
す
る
。

 

7
.3
.3
設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

 

(
1)
 
設
計
・
開
発
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン

プ
ッ
ト
と
対
比
し
た
検
証
を
行
う
の
に
適
し
た
形
式
と
す

る
。
ま
た
、
リ
リ
ー
ス
の
前
に
、
承
認
を
受
け
る
。
 

(
2)

 
設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
次
の
状
態
と
す

る
。
 

ら
れ
た
情
報
 

d
) 
設
計
・
開
発
に
不
可
欠
な
そ
の
他
の
要
求
事
項
 

(2
) 
原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
に
関
連
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
そ
の
適
切
性
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
承
認
す
る
。
要
求
事

項
は
、
漏
れ
が
な
く
、
あ
い
ま
い
で
な
く
、
相
反
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
す
る
。

 

７
．
３
．
３

 
設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
 

(1
) 
設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
設
計
・
開
発
へ
の

イ
ン
プ
ッ
ト
と
対
比
し
た
検
証
を
行
う
の
に
適
し
た
形
式
と

す
る
。
ま
た
、
リ
リ
ー
ス
の
前
に
、
承
認
を
受
け
る
。

 

(2
) 
設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
次
の
状
態
と
す
る
。 

a)
 設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
で
与
え
ら
れ
た
要
求
事
項

を
満
た
す
。

 

b)
 調
達
、
業
務
の
実
施
（
原
子
炉
施
設
の
使
用
を
含
む
。）

に
対
し
て
適
切
な
情
報
を
提
供
す
る
。
 

c)
 関
係
す
る
検
査
お
よ
び
試
験
の
合
否
判
定
基
準
を
含
む

か
、
ま
た
は
そ
れ
を
参
照
し
て
い
る
。
 

d)
 
安
全
な
使
用
お
よ
び
適
正
な
使
用
に
不
可
欠
な
原
子
炉
施

設
の
特
性
を
明
確
に
す
る
。
 

７
．
３
．
４

 設
計
・
開
発
の
レ
ビ
ュ
ー
 

(
1)

 
設
計
・
開
発
の
適
切
な
段
階
に
お
い
て
、
次
の
事
項
を
目
的

と
し
て
、
計
画
さ
れ
た
と
お
り
に
（
７
．
３
．
１
参
照
）
体
系

的
な
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。
 

a)
 設
計
・
開
発
の
結
果
が
、
要
求
事
項
を
満
た
せ
る
か
ど
う

か
を
評
価
す
る
。

 

b)
 問
題
を
明
確
に
し
、
必
要
な
処
置
を
提
案
す
る
。

 

(
2)
 
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
参
加
者
に
は
、
レ
ビ
ュ
ー
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
設
計
・
開
発
段
階
に
関
連
す
る
部
門
を
代
表
す
る
者
お
よ

び
当
該
設
計
・
開
発
に
係
る
専
門
家
を
含
め
る
。
こ
の
レ
ビ
ュ
ー

の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
を

維
持
す
る
。（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

７
．
３
．
５

 設
計
・
開
発
の
検
証

 

(
1)

 
設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
、
設
計
・
開
発
へ
の
イ

ン
プ
ッ
ト
で
与
え
ら
れ
て
い
る
要
求
事
項
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
計
画
さ
れ
た
と
お
り
に
（
７
．
３
．

１
参
照
）
検
証
を
実
施
す
る
。
 

こ
の
検
証
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば

そ
の
記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

(
2)
 設
計
・
開
発
の
検
証
は
、
原
設
計
者
以
外
の
者
ま
た
は
グ
ル
ー

プ
が
実
施
す
る
。
 

ａ
 
設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
で
与
え
ら
れ
た
要
求
事
項

を
満
た
す
。
 

ｂ
 
調
達
、
業
務
の
実
施
（
原
子
炉
施
設
の
使
用
を
含
む
。
）

に
対
し
て
適
切
な
情
報
を
提
供
す
る
。
 

ｃ
 
関
係
す
る
検
査
及
び
試
験
の
合
否
判
定
基
準
を
含
む
か
、

又
は
そ
れ
を
参
照
し
て
い
る
。

 

ｄ
 
安
全
な
使
用
及
び
適
正
な
使
用
に
不
可
欠
な
原
子
炉
施

設
の
特
性
を
明
確
に
す
る
。
 

7
.3
.4
設
計
・
開
発
の
レ
ビ
ュ
ー
 

(
1)
 
設
計
・
開
発
の
適
切
な
段
階
に
お
い
て
、
次
の
事
項
を
目
的

と
し
て
、
計
画
さ
れ
た
と
お
り
に
(
7.
3.
1
参
照
)
体
系
的
な
レ

ビ
ュ
ー
を
行
う
。
 

ａ
 
設
計
・
開
発
の
結
果
が
、
要
求
事
項
を
満
た
せ
る
か
ど
う

か
を
評
価
す
る
。
 

ｂ
 
問
題
を
明
確
に
し
、
必
要
な
処
置
を
提
案
す
る
。

 

(
2)

 
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
参
加
者
に
は
、
レ
ビ
ュ
ー
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
設
計
・
開
発
段
階
に
関
連
す
る
部
門
を
代
表
す
る
者

及
び
当
該
設
計
・
開
発
に
係
る
専
門
家
を
含
め
る
。
こ
の
レ
ビ

ュ
ー
の
結
果
の
記
録
、
及
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記

録
を
維
持
す
る
(4
.2
.
4
参
照

)
。
 

7
.3
.5
設
計
・
開
発
の
検
証
 

(
1)
 
設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
、
設
計
・
開
発
へ
の

イ
ン
プ
ッ
ト
で
与
え
ら
れ
て
い
る
要
求
事
項
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
計
画
さ
れ
た
と
お
り
に

(
7.
3.
1
参
照

)
検
証
を
実
施
す
る
。
こ
の
検
証
の
結
果
の
記

録
、
及
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
を
維
持
す
る

(
4.
2.
4
参
照
)
。
 

(
2)
 
設
計
・
開
発
の
検
証
は
、
原
設
計
者
以
外
の
者
又
は
グ
ル
ー

プ
が
実
施
す
る
。
 

a
) 
設
計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
で
与
え
ら
れ
た
要
求
事
項

を
満
た
す
。
 

b
) 
調
達
、
業
務
の
実
施
（
原
子
炉
施
設
の
使
用
を
含
む
。）
に

対
し
て
適
切
な
情
報
を
提
供
す
る
。
 

c
) 
関
係
す
る
検
査
お
よ
び
試
験
の
合
否
判
定
基
準
を
含
む

か
、
ま
た
は
そ
れ
を
参
照
し
て
い
る
。
 

d
) 
安
全
な
使
用
お
よ
び
適
正
な
使
用
に
不
可
欠
な
原
子
炉
施

設
の
特
性
を
明
確
に
す
る
。
 

７
．
３
．
４

 
設
計
・
開
発
の
レ
ビ
ュ
ー
 

(1
) 
設
計
・
開
発
の
適
切
な
段
階
に
お
い
て
、
次
の
事
項
を
目
的

と
し
て
、
計
画
さ
れ
た
と
お
り
に
（
７
．
３
．
１
参
照
）
体
系

的
な
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。

 

a
) 
設
計
・
開
発
の
結
果
が
、
要
求
事
項
を
満
た
せ
る
か
ど
う
か

を
評
価
す
る
。
 

b
) 
問
題
を
明
確
に
し
、
必
要
な
処
置
を
提
案
す
る
。
 

(2
) 
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
参
加
者
に
は
、
レ
ビ
ュ
ー
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
設
計
・
開
発
段
階
に
関
連
す
る
部
門
を
代
表
す
る
者
お
よ

び
当
該
設
計
・
開
発
に
係
る
専
門
家
を
含
め
る
。
こ
の
レ
ビ
ュ

ー
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録

を
維
持
す
る
。（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

７
．
３
．
５

 
設
計
・
開
発
の
検
証
 

(1
) 
設
計
・
開
発
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
、
設
計
・
開
発
へ
の

イ
ン
プ
ッ
ト
で
与
え
ら
れ
て
い
る
要
求
事
項
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
計
画
さ
れ
た
と
お
り
に
（
７
．

３
．
１
参
照
）
検
証
を
実
施
す
る
。
 

こ
の
検
証
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば

そ
の
記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

(2
) 
設
計
・
開
発
の
検
証
は
、
原
設
計
者
以
外
の
者
ま
た
は
グ
ル

ー
プ
が
実
施
す
る
。

 

 

７
．
３
．
６

 設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
 

(
1)

 
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
原
子
炉
施
設
が
、
指
定
さ
れ
た
用
途

ま
た
は
意
図
さ
れ
た
用
途
に
応
じ
た
要
求
事
項
を
満
た
し
得
る

こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
計
画
し
た
方
法
（
７
．
３
．
１

7
.3
.6
設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
 

(
1)

 
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
原
子
炉
施
設
が
、
指
定
さ
れ
た
用

途
又
は
意
図
さ
れ
た
用
途
に
応
じ
た
要
求
事
項
を
満
た
し
得

る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
計
画
し
た
方
法

(
7.
3.
1
参

７
．
３
．
６

 
設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
 

(1
) 
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
原
子
炉
施
設
が
、
指
定
さ
れ
た
用
途

ま
た
は
意
図
さ
れ
た
用
途
に
応
じ
た
要
求
事
項
を
満
た
し
得

る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
計
画
し
た
方
法
（
７
．
３
．

 

参考①-19



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

参
照
）
に
従
っ
て
、
設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
を
実
施
す

る
。
 

照
)
に
従
っ
て
、
設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
を
実
施
す
る
。
 

１
参
照
）
に
従
っ
て
、
設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
を
実
施
す

る
。
 

(
2)

 
実
行
可
能
な
場
合
に
は
い
つ
で
も
、
原
子
炉
施
設
の
使
用
前

に
、
妥
当
性
確
認
を
完
了
す
る
。
 

(
3)
 
妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ

ば
そ
の
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

７
．
３
．
７

 設
計
・
開
発
の
変
更
管
理
 

(
1)

 
設
計
・
開
発
の
変
更
を
明
確
に
し
、
記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．

２
．
４
参
照
）

 

(
2)

 
変
更
に
対
し
て
、
レ
ビ
ュ
ー
、
検
証
お
よ
び
妥
当
性
確
認
を

適
切
に
行
い
、
そ
の
変
更
を
実
施
す
る
前
に
承
認
す
る
。
 

(
3)

 
設
計
・
開
発
の
変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
に
は
、
そ
の
変
更
が
、
当
該

の
原
子
炉
施
設
を
構
成
す
る
要
素
お
よ
び
関
連
す
る
原
子
炉
施

設
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
（
当
該
原
子
炉
施
設
を
構
成
す
る
材

料
ま
た
は
部
品
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
を
含
む
。
）
を
含
め
る
。 

(
2)

 
実
行
可
能
な
場
合
に
は
い
つ
で
も
、
原
子
炉
施
設
の
使
用

前
に
、
妥
当
性
確
認
を
完
了
す
る
。
 

(
3)

 
妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記
録
、
及
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ

ば
そ
の
記
録
を
維
持
す
る

(4
.2
.4
参
照
)。

 

7
.3
.7
設
計
・
開
発
の
変
更
管
理
 

(
1)

 
設
計
・
開
発
の
変
更
を
明
確
に
し
、
記
録
を
維
持
す
る

(
4.
2.
4
参
照
)
。
 

(
2)
 
変
更
に
対
し
て
、
レ
ビ
ュ
ー
、
検
証
及
び
妥
当
性
確
認
を
適

切
に
行
い
、
そ
の
変
更
を
実
施
す
る
前
に
承
認
す
る
。
 

(
3)
 
設
計
・
開
発
の
変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
に
は
、
そ
の
変
更
が
、
当

該
の
原
子
炉
施
設
を
構
成
す
る
要
素
及
び
関
連
す
る
原
子
炉

施
設
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
（
当
該
原
子
炉
施
設
を
構
成
す

る
材
料
又
は
部
品
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
を
含
む
。
）
を
含
め

る
。
 

(2
) 
実
行
可
能
な
場
合
に
は
い
つ
で
も
、
原
子
炉
施
設
の
使
用
前

に
、
妥
当
性
確
認
を
完
了
す
る
。
 

(3
) 
妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ

ば
そ
の
記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

７
．
３
．
７

 
設
計
・
開
発
の
変
更
管
理
 

(1
) 
設
計
・
開
発
の
変
更
を
明
確
に
し
、
記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．

２
．
４
参
照
）
 

(2
) 
変
更
に
対
し
て
、
レ
ビ
ュ
ー
、
検
証
お
よ
び
妥
当
性
確
認
を

適
切
に
行
い
、
そ
の
変
更
を
実
施
す
る
前
に
承
認
す
る
。
 

(3
) 
設
計
・
開
発
の
変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
に
は
、
そ
の
変
更
が
、
当

該
の
原
子
炉
施
設
を
構
成
す
る
要
素
お
よ
び
関
連
す
る
原
子

炉
施
設
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
（
当
該
原
子
炉
施
設
を
構
成
す

る
材
料
ま
た
は
部
品
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
を
含
む
。
）
を
含

め
る
。
 

 

(
4)
 
変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
必
要
な
処
置
が

あ
れ
ば
そ
の
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

(
4)

 
変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
、
及
び
必
要
な
処
置
が

あ
れ
ば
そ
の
記
録
を
維
持
す
る
(
4.
2.
4
参
照

)。
 

(4
) 
変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
必
要
な
処
置
が

あ
れ
ば
そ
の
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

 

７
．
４
 
調
達
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
２
の
７
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確

立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

7
.4
調
達
 

７
．
４
 調
達
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
２
の
７
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
を

確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。

 

 

７
．
４
．
１
 
調
達
プ
ロ
セ
ス

 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
規
定
さ
れ
た
調
達
要
求
事
項
に
、
調
達
製

品
が
適
合
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

(
2)

 
供
給
者
お
よ
び
調
達
製
品
に
対
す
る
管
理
の
方
式
お
よ
び
程

度
は
、
調
達
製
品
が
、
原
子
力
安
全
に
及
ぼ
す
影
響
に
応
じ
て
定

め
る
。
 

(
3)

 
原
子
力
部
門
は
、
供
給
者
が
原
子
力
部
門
の
要
求
事
項
に
従

っ
て
調
達
製
品
を
供
給
す
る
能
力
を
判
断
の
根
拠
と
し
て
、
供

給
者
を
評
価
し
、
選
定
す
る
。
選
定
、
評
価
お
よ
び
再
評
価
の
基

準
を
定
め
る
。

 

(
4)

 
評
価
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
評
価
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ

た
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．
２
．
４
参
照
） 

(5
) 
原
子
力
部
門
は
､調
達
製
品
の
調
達
後
に
お
け
る
､維
持
ま
た

は
運
用
に
必
要
な
保
安
に
係
る
技
術
情
報
の
取
得
お
よ
び
そ
れ

ら
を
他
の
原
子
炉
設
置
者
と
共
有
す
る
場
合
に
必
要
な
措
置
に

関
す
る
管
理
方
法
を
定
め
る
｡
 

7
.4
.1
調
達
プ
ロ
セ
ス
 

(
1)
 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
規
定
さ
れ
た
調
達
要
求
事
項
に
、

調
達
製
品
が
適
合
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

 

(
2)

 
供
給
者
及
び
調
達
製
品
に
対
す
る
管
理
の
方
式
及
び
程
度

は
、
調
達
製
品
が
原
子
力
安
全
に
及
ぼ
す
影
響
に
応
じ
て
定

め
る
。
 

(
3)

 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
供
給
者
が
保
安
に
関
す
る
組
織

の
要
求
事
項
に
従
っ
て
調
達
製
品
を
供
給
す
る
能
力
を
判
断

の
根
拠
と
し
て
、
供
給
者
を
評
価
し
、
選
定
す
る
。
選
定
、
評

価
及
び
再
評
価
の
基
準
を
定
め
る
。
 

(4
)
 
評
価
の
結
果
の
記
録
、
及
び
評
価
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ

た
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
を
維
持
す
る
(4
.2
.4
参
照
)。

 

(5
) 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
調
達
製
品
の
調
達
後
に
お
け
る
、

維
持
又
は
運
用
に
必
要
な
保
安
に
係
る
技
術
情
報
を
取
得
す

る
た
め
の
方
法
及
び
そ
れ
ら
を
他
の
原
子
炉
設
置
者
と
共
有

す
る
場
合
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
方
法
を
定
め
る
。

 

７
．
４
．
１

 
調
達
プ
ロ
セ
ス
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
規
定
さ
れ
た
調
達
要
求
事
項
に
、
調
達
製

品
が
適
合
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

 

(2
) 
供
給
者
お
よ
び
調
達
製
品
に
対
す
る
管
理
の
方
式
お
よ
び

程
度
は
、
調
達
製
品
が
、
原
子
力
安
全
に
及
ぼ
す
影
響
に
応
じ

て
定
め
る
。
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
供
給
者
が
原
子
力
部
門
の
要
求
事
項
に
従

っ
て
調
達
製
品
を
供
給
す
る
能
力
を
判
断
の
根
拠
と
し
て
、
供

給
者
を
評
価
し
、
選
定
す
る
。
選
定
、
評
価
お
よ
び
再
評
価
の

基
準
を
定
め
る
。
 

(4
) 
評
価
の
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
評
価
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ

た
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．
２
．
４
参
照
） 

(5
) 
原
子
力
部
門
は
､
調
達
製
品
の
調
達
後
に
お
け
る
､
維
持
ま

た
は
運
用
に
必
要
な
保
安
に
係
る
技
術
情
報
の
取
得
お
よ
び

そ
れ
ら
を
他
の
原
子
炉
設
置
者
と
共
有
す
る
場
合
に
必
要
な

措
置
に
関
す
る
管
理
方
法
を
定
め
る
｡ 

 

７
．
４
．
２

 調
達
要
求
事
項

 

(
1)

 
調
達
要
求
事
項
で
は
、
調
達
製
品
に
関
す
る
要
求
事
項
を
明

確
に
し
、
次
の
事
項
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
を
含
め
る
。
 

a)
 製
品
、
手
順
、
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
設
備
の
承
認
に
関
す
る

要
求
事
項

 

b)
 要
員
の
適
格
性
確
認
に
関
す
る
要
求
事
項
 

c)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
要
求
事
項
 

d)
 不
適
合
の
報
告
お
よ
び
処
理
に
関
す
る
要
求
事
項

 

7
.4
.2
調
達
要
求
事
項
 

(
1)

 
調
達
要
求
事
項
で
は
調
達
製
品
に
関
す
る
要
求
事
項
を
明

確
に
し
、
次
の
事
項
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
を
含
め
る
。
 

ａ
 
製
品
、
手
順
、
プ
ロ
セ
ス
及
び
設
備
の
承
認
に
関
す
る
要

求
事
項
 

ｂ
 
要
員
の
適
格
性
確
認
に
関
す
る
要
求
事
項
 

ｃ
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
要
求
事
項
 

ｄ
 
不
適
合
の
報
告
及
び
処
理
に
関
す
る
要
求
事
項
 

７
．
４
．
２

 
調
達
要
求
事
項
 

(1
) 
調
達
要
求
事
項
で
は
、
調
達
製
品
に
関
す
る
要
求
事
項
を
明

確
に
し
、
次
の
事
項
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
を
含
め
る
。
 

a
) 
製
品
、
手
順
、
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
設
備
の
承
認
に
関
す
る
要

求
事
項
 

b
) 
要
員
の
適
格
性
確
認
に
関
す
る
要
求
事
項
 

c
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
要
求
事
項
 

d
) 
不
適
合
の
報
告
お
よ
び
処
理
に
関
す
る
要
求
事
項
 

  

参考①-20



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

e)
 安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
に
関
す
る
必
要
な
要

求
事
項

 

(
2)

 
原
子
力
部
門
は
、
供
給
者
に
伝
達
す
る
前
に
、
規
定
し
た
調

達
要
求
事
項
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

(
3)

 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
製
品
を
受
領
す
る
場
合
に
は
、
調
達

製
品
の
供
給
者
に
対
し
、
調
達
要
求
事
項
へ
の
適
合
状
況
を
記

録
し
た
文
書
を
提
出
さ
せ
る
。
 

７
．
４
．
３

 調
達
製
品
の
検
証
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
製
品
が
、
規
定
し
た
調
達
要
求
事
項

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
必
要
な
検
査

ま
た
は
そ
の
他
の
活
動
を
定
め
て
、
実
施
す
る
。
 

(
2)
 原
子
力
部
門
が
、
供
給
者
先
で
検
証
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
、
そ
の
検
証
の
要
領
お
よ
び
調

達
製
品
の
リ
リ
ー
ス
の
方
法
を
調
達
要
求
事
項
の
中
で
明
確

に
す
る
。
 

ｅ
 
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
に
関
す
る
必
要
な

要
求
事
項
 

(
2)
 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
供
給
者
に
伝
達
す
る
前
に
、
規
定

し
た
調
達
要
求
事
項
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

 

(
3)

 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
調
達
製
品
を
受
領
す
る
場
合
に

は
、
調
達
製
品
の
供
給
者
に
対
し
、
調
達
要
求
事
項
へ
の
適
合

状
況
を
記
録
し
た
文
書
を
提
出
さ
せ
る
。
 

7
.4
.3
調
達
製
品
の
検
証
 

(
1)
 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
調
達
製
品
が
、
規
定
し
た
調
達
要

求
事
項
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
必

要
な
検
査
又
は
そ
の
他
の
活
動
を
定
め
て
、
実
施
す
る
。
 

(
2)

 
保
安
に
関
す
る
組
織
が
、
供
給
者
先
で
検
証
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
た
場
合
に
は
、
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
そ
の
検
証

の
要
領
及
び
調
達
製
品
の
リ
リ
ー
ス
の
方
法
を
調
達
要
求
事

項
の
中
で
明
確
に
す
る
。

 

e
) 
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
に
関
す
る
必
要
な
要

求
事
項
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
供
給
者
に
伝
達
す
る
前
に
、
規
定
し
た
調

達
要
求
事
項
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
製
品
を
受
領
す
る
場
合
に
は
、
調
達

製
品
の
供
給
者
に
対
し
、
調
達
要
求
事
項
へ
の
適
合
状
況
を
記

録
し
た
文
書
を
提
出
さ
せ
る
。
 

７
．
４
．
３

 
調
達
製
品
の
検
証
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
製
品
が
、
規
定
し
た
調
達
要
求
事
項

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
必
要
な
検
査

ま
た
は
そ
の
他
の
活
動
を
定
め
て
、
実
施
す
る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
が
、
供
給
者
先
で
検
証
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
、
そ
の
検
証
の
要
領
お
よ
び
調

達
製
品
の
リ
リ
ー
ス
の
方
法
を
調
達
要
求
事
項
の
中
で
明
確

に
す
る
。
 

７
．
５
 
業
務
の
実
施
 

原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
（
７
．
１
 
参
照
）
に
基
づ
き
、

次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

7
.5
業
務
の
実
施
 

７
．
５
 業
務
の
実
施

 

原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
（
７
．
１
 参
照
）
に
基
づ
き
、

次
の
事
項
を
実
施
す
る
。

 

 

７
．
５
．
１

 業
務
の
管
理
 

原
子
力
部
門
は
、
業
務
を
管
理
さ
れ
た
状
態
で
実
施
す
る
。
管

理
さ
れ
た
状
態
に
は
、
次
の
事
項
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
を
含
め

る
。
 

a)
 原
子
力
安
全
と
の
係
わ
り
を
述
べ
た
情
報
が
利
用
で
き

る
。
 

b)
 必
要
に
応
じ
て
、
作
業
手
順
が
利
用
で
き
る
。
 

c)
 適
切
な
設
備
を
使
用
し
て
い
る
。
 

d)
 監
視
機
器
お
よ
び
測
定
機
器
が
利
用
で
き
、
使
用
し
て
い

る
。
 

e)
 監
視
お
よ
び
測
定
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

f)
 業
務
の
リ
リ
ー
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

７
．
５
．
２

 業
務
の
実
施
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認

 

(
1)

 
業
務
の
実
施
の
過
程
で
結
果
と
し
て
生
じ
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

が
、
そ
れ
以
降
の
監
視
ま
た
は
測
定
で
検
証
す
る
こ
と
が
不
可

能
で
、
そ
の
結
果
､業
務
が
実
施
さ
れ
た
後
で
し
か
不
具
合
が
顕

在
化
し
な
い
場
合
に
は
､原
子
力
部
門
は
、
そ
の
業
務
の
該
当
す

る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
を
行
う
。
 

(
2)

 
妥
当
性
確
認
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
が
計
画
ど
お

り
の
結
果
を
出
せ
る
こ
と
を
実
証
す
る
。
 

(
3)

 
原
子
力
部
門
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
次
の
事

項
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
を
含
ん
だ
手
続
き
を
確
立
す
る
。

 

7
.5
.1
業
務
の
管
理
 

 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
業
務
を
管
理
さ
れ
た
状
態
で
実
施
す

る
。
管
理
さ
れ
た
状
態
に
は
、
次
の
事
項
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
を

含
め
る
。
 

ａ
 
原
子
力
安
全
と
の
係
わ
り
を
述
べ
た
情
報
が
利
用
で
き

る
。

 

ｂ
 
必
要
に
応
じ
て
、
作
業
手
順
が
利
用
で
き
る
。
 

ｃ
 
適
切
な
設
備
を
使
用
し
て
い
る
。
 

ｄ
 
監
視
機
器
及
び
測
定
機
器
が
利
用
で
き
、
使
用
し
て
い

る
。

 

ｅ
 
監
視
及
び
測
定
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

ｆ
 
業
務
の
リ
リ
ー
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

7
.5
.2
業
務
の
実
施
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
 

(
1)

 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
業
務
の
実
施
の
過
程
で
結
果
と

し
て
生
じ
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
、
そ
れ
以
降
の
監
視
又
は
測

定
で
検
証
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
、
そ
の
結
果
、
業
務
が
実
施

さ
れ
た
後
で
し
か
不
具
合
が
顕
在
化
し
な
い
場
合
に
は
、
そ

の
業
務
の
該
当
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
を
行
う
。
 

(
2)

 
妥
当
性
確
認
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
が
計
画
ど

お
り
の
結
果
を
出
せ
る
こ
と
を
実
証
す
る
。

 

(
3)
 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、

次
の
事
項
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
を
含
ん
だ
手
続
き
を
確
立

す
る
。
 

７
．
５
．
１

 
業
務
の
管
理
 

原
子
力
部
門
は
、
業
務
を
管
理
さ
れ
た
状
態
で
実
施
す
る
。
管

理
さ
れ
た
状
態
に
は
、
次
の
事
項
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
を
含
め

る
。
 

a
) 
原
子
力
安
全
と
の
係
わ
り
を
述
べ
た
情
報
が
利
用
で
き

る
。
 

b
) 
必
要
に
応
じ
て
、
作
業
手
順
が
利
用
で
き
る
。
 

c
) 
適
切
な
設
備
を
使
用
し
て
い
る
。
 

d
) 
監
視
機
器
お
よ
び
測
定
機
器
が
利
用
で
き
、
使
用
し
て
い

る
。
 

e
) 
監
視
お
よ
び
測
定
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

f
) 
業
務
の
リ
リ
ー
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

７
．
５
．
２

 
業
務
の
実
施
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
 

(1
) 
業
務
の
実
施
の
過
程
で
結
果
と
し
て
生
じ
る
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
が
、
そ
れ
以
降
の
監
視
ま
た
は
測
定
で
検
証
す
る
こ
と
が
不

可
能
で
、
そ
の
結
果
､
業
務
が
実
施
さ
れ
た
後
で
し
か
不
具
合

が
顕
在
化
し
な
い
場
合
に
は
､
原
子
力
部
門
は
、
そ
の
業
務
の

該
当
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
を
行
う
。
 

(2
) 
妥
当
性
確
認
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
が
計
画
ど
お

り
の
結
果
を
出
せ
る
こ
と
を
実
証
す
る
。
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
次
の
事

項
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
を
含
ん
だ
手
続
き
を
確
立
す
る
。

 

 

a)
 プ
ロ
セ
ス
の
レ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
承
認
の
た
め
の
明
確
な
基

準
 

b)
 設
備
の
承
認
お
よ
び
要
員
の
適
格
性
確
認
 

c)
 所
定
の
方
法
お
よ
び
手
順
の
適
用
 

ａ
 
プ
ロ
セ
ス
の
レ
ビ
ュ
ー
及
び
承
認
の
た
め
の
明
確
な
基

準
 

ｂ
 
設
備
の
承
認
及
び
要
員
の
適
格
性
確
認
 

ｃ
 
所
定
の
方
法
及
び
手
順
の
適
用
 

a
) 
プ
ロ
セ
ス
の
レ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
承
認
の
た
め
の
明
確
な
基

準
 

b
) 
設
備
の
承
認
お
よ
び
要
員
の
適
格
性
確
認
 

c
) 
所
定
の
方
法
お
よ
び
手
順
の
適
用
 

 

参考①-21



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

d)
 記
録
に
関
す
る
要
求
事
項
（
４
．
２
．
４
参
照
）

 

e)
 妥
当
性
の
再
確
認
 

７
．
５
．
３

 識
別
お
よ
び
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

 

(
1)

 
必
要
な
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
お
よ
び

実
施
の
全
過
程
に
お
い
て
、
適
切
な
手
段
に
よ
り
、
業
務
・
原
子

炉
施
設
を
識
別
す
る
。
 

(
2)

 
原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
お
よ
び
実
施
の
全
過
程
に
お

い
て
､監
視
お
よ
び
測
定
の
要
求
事
項
に
関
連
し
て
、
業
務
・
原

子
炉
施
設
の
状
態
を
識
別
す
る
。
 

(
3)
 
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
が
要
求
事
項
と
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
原
子
力
部
門
は
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
一
意
の
識
別

を
管
理
し
、
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

７
．
５
．
４

 原
子
力
部
門
外
の
所
有
物
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
部
門
外
の
所
有
物
に
つ
い
て
、
そ
れ
が

原
子
力
部
門
の
管
理
下
に
あ
る
間
、
注
意
を
払
い
、
必
要
に
応
じ
て

記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．
２
．
４

 
参
照
）

 

７
．
５
．
５

 調
達
製
品
の
保
存
 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
製
品
の
検
証
後
、
受
入
か
ら
据
付
（
使

用
）
ま
で
の
間
、
要
求
事
項
へ
の
適
合
を
維
持
す
る
よ
う
に
調
達

製
品
を
保
存
す
る
。
こ
の
保
存
に
は
、
該
当
す
る
場
合
、
識
別
、

取
扱
い
、
包
装
、
保
管
お
よ
び
保
護
を
含
め
る
。
保
存
は
、
取
替

品
、
予
備
品
に
も
適
用
す
る
。
 

(
2)
 原
子
力
部
門
は
、
調
達
製
品
の
保
存
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、

表
３
－
２
の
７
．
５
．
５
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
す
る
。
 

 

ｄ
 
記
録
に
関
す
る
要
求
事
項
(4
.2
.4
参
照

) 

ｅ
 
妥
当
性
の
再
確
認
 

7
.5
.3
識
別
及
び
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
 

(
1)
 
必
要
な
場
合
に
は
、
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
業
務
の
計
画

及
び
実
施
の
全
過
程
に
お
い
て
適
切
な
手
段
で
業
務
・
原
子

炉
施
設
を
識
別
す
る
。

 

(
2)

 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
業
務
の
計
画
及
び
実
施
の
全
過

程
に
お
い
て
、
監
視
及
び
測
定
の
要
求
事
項
に
関
連
し
て
、
業

務
・
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
識
別
す
る
。
 

(
3)

 
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
が
要
求
事
項
と
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て

一
意
の
識
別
を
管
理
し
、
記
録
を
維
持
す
る

(
4
.2
.4
参
照

)。
 

7
.5
.4
組
織
外
の
所
有
物
 

 
発
電
所
組
織
は
、
組
織
外
の
所
有
物
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
発
電
所

組
織
の
管
理
下
に
あ
る
間
、
注
意
を
払
い
、
必
要
に
応
じ
て
記
録
を

維
持
す
る
(4
.2
.4
参
照
)。

 

7
.5
.5
調
達
製
品
の
保
存
 

 
発
電
所
組
織
は
、
調
達
製
品
の
検
証
後
、
受
入
か
ら
据
付

(
使
用

)

ま
で
の
間
、
要
求
事
項
へ
の
適
合
を
維
持
す
る
よ
う
に
調
達
製
品
を

保
存
す
る
。
こ
の
保
存
に
は
、
該
当
す
る
場
合
、
識
別
、
取
扱
い
、

包
装
、
保
管
及
び
保
護
を
含
め
る
。
保
存
は
、
取
替
品
、
予
備
品
に

も
適
用
す
る
。
 

 

d
) 
記
録
に
関
す
る
要
求
事
項
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

e
) 
妥
当
性
の
再
確
認
 

７
．
５
．
３

 
識
別
お
よ
び
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
 

(1
) 
必
要
な
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
お
よ
び

実
施
の
全
過
程
に
お
い
て
、
適
切
な
手
段
に
よ
り
、
業
務
・
原

子
炉
施
設
を
識
別
す
る
。

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
お
よ
び
実
施
の
全
過
程
に
お

い
て
､
監
視
お
よ
び
測
定
の
要
求
事
項
に
関
連
し
て
、
業
務
・
原

子
炉
施
設
の
状
態
を
識
別
す
る
。
 

(3
) 
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
が
要
求
事
項
と
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
原
子
力
部
門
は
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
一
意
の
識

別
を
管
理
し
、
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

７
．
５
．
４

 
原
子
力
部
門
外
の
所
有
物
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
部
門
外
の
所
有
物
に
つ
い
て
、
そ
れ

が
原
子
力
部
門
の
管
理
下
に
あ
る
間
、
注
意
を
払
い
、
必
要
に
応

じ
て
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４

 
参
照
）
 

７
．
５
．
５

 
調
達
製
品
の
保
存
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
製
品
の
検
証
後
、
受
入
か
ら
据
付
（
使

用
）
ま
で
の
間
、
要
求
事
項
へ
の
適
合
を
維
持
す
る
よ
う
に
調

達
製
品
を
保
存
す
る
。
こ
の
保
存
に
は
、
該
当
す
る
場
合
、
識

別
、
取
扱
い
、
包
装
、
保
管
お
よ
び
保
護
を
含
め
る
。
保
存
は
、

取
替
品
、
予
備
品
に
も
適
用
す
る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
調
達
製
品
の
保
存
に
係
る
事
項
に
つ
い

て
、
表
３
－
２
の
７
．
５
．
５
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
す

る
。
 

７
．
６
 
監
視
機
器
お
よ
び
測
定
機
器
の
管
理
 

原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）
に
基
づ
き
、

次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

7
.6
監
視
機
器
及
び
測
定
機
器
の
管
理
 

７
．
６
 監
視
機
器
お
よ
び
測
定
機
器
の
管
理
 

原
子
力
部
門
は
、
業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）
に
基
づ
き
、

次
の
事
項
を
実
施
す
る
。

 

 

(
1)

 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を
実

証
す
る
た
め
に
、
原
子
力
部
門
は
、
実
施
す
べ
き
監
視
お
よ
び
測

定
を
表
３
－
２
の
７
．
１
項
お
よ
び
８
．
２
．
４
項
に
係
る
社
内

標
準
に
お
い
て
明
確
に
す
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
監
視

機
器
お
よ
び
測
定
機
器
を
表
３
－
２
の
７
．
６
項
に
係
る
社
内

標
準
に
お
い
て
明
確
に
す
る
。
 

(
1)

 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を

実
証
す
る
た
め
に
、
発
電
所
組
織
は
、
実
施
す
べ
き
監
視
及
び

測
定
を
明
確
に
す
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
監
視
機
器

及
び
測
定
機
器
を
明
確
に
す
る
。

 

(1
) 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
を
実

証
す
る
た
め
に
、
原
子
力
部
門
は
、
実
施
す
べ
き
監
視
お
よ
び

測
定
を
表
３
－
２
の
７
．
１
項
お
よ
び
８
．
２
．
４
項
に
係
る

社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
す
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
必
要

な
監
視
機
器
お
よ
び
測
定
機
器
を
表
３
－
２
の
７
．
６
項
に
係

る
社
内
標
準
に
お
い
て
明
確
に
す
る
。

 

 

(
2)

 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
お
よ
び
測
定
の
要
求
事
項
と
の
整
合

性
を
確
保
で
き
る
方
法
で
監
視
お
よ
び
測
定
が
実
施
で
き
る
こ

と
を
確
実
に
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
、
表
３
－
２
の
７
．
１
項
に
係
る

社
内
標
準
に
お
い
て
確
立
す
る
。
 

(
2)

 
発
電
所
組
織
は
、
監
視
及
び
測
定
の
要
求
事
項
と
の
整
合

性
を
確
保
で
き
る
方
法
で
監
視
及
び
測
定
が
実
施
で
き
る
こ

と
を
確
実
に
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
確
立
す
る
。
 

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
お
よ
び
測
定
の
要
求
事
項
と
の
整
合

性
を
確
保
で
き
る
方
法
で
監
視
お
よ
び
測
定
が
実
施
で
き
る

こ
と
を
確
実
に
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
、
表
３
－
２
の
７
．
１
項
に

係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
確
立
す
る
。

 

 

(
3)

 
測
定
値
の
正
当
性
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に

は
、
測
定
機
器
に
関
し
、
次
の
事
項
を
満
た
す
。
 

a)
 
定
め
ら
れ
た
間
隔
ま
た
は
使
用
前
に
、
国
際
ま
た
は
国
家

計
量
標
準
に
ト
レ
ー
サ
ブ
ル
な
計
量
標
準
に
照
ら
し
て
校

正
も
し
く
は
検
証
、
ま
た
は
そ
の
両
方
を
行
う
。
そ
の
よ
う

な
標
準
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
校
正
ま
た
は
検
証
に

用
い
た
基
準
を
記
録
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

(
3)

 
測
定
値
の
正
当
性
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

に
は
、
測
定
機
器
に
関
し
、
次
の
事
項
を
満
た
す
。
 

ａ
 
定
め
ら
れ
た
間
隔
又
は
使
用
前
に
、
国
際
又
は
国
家
計
量

標
準
に
ト
レ
ー
サ
ブ
ル
な
計
量
標
準
に
照
ら
し
て
校
正

若
し
く
は
検
証
、
又
は
そ
の
両
方
を
行
う
。
そ
の
よ
う
な

標
準
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
校
正
又
は
検
証
に
用
い

た
基
準
を
記
録
す
る

(4
.2
.4
参
照

)
。
 

(3
) 
測
定
値
の
正
当
性
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

に
は
、
測
定
機
器
に
関
し
、
次
の
事
項
を
満
た
す
。
 

a
) 
定
め
ら
れ
た
間
隔
ま
た
は
使
用
前
に
、
国
際
ま
た
は
国
家

計
量
標
準
に
ト
レ
ー
サ
ブ
ル
な
計
量
標
準
に
照
ら
し
て
校

正
も
し
く
は
検
証
、
ま
た
は
そ
の
両
方
を
行
う
。
そ
の
よ
う

な
標
準
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
校
正
ま
た
は
検
証
に
用

い
た
基
準
を
記
録
す
る
。（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

 

参考①-22



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

b)
 機
器
の
調
整
を
す
る
、
ま
た
は
必
要
に
応
じ
て
再
調
整
す

る
。
 

c)
 校
正
の
状
態
を
明
確
に
す
る
た
め
に
識
別
を
行
う
。
 

d)
 測
定
し
た
結
果
が
無
効
に
な
る
よ
う
な
操
作
が
で
き
な
い

よ
う
に
す
る
。

 

e)
 取
扱
い
、
保
守
お
よ
び
保
管
に
お
い
て
、
損
傷
お
よ
び
劣
化

し
な
い
よ
う
に
保
護
す
る
。

 

さ
ら
に
、
測
定
機
器
が
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
な
い
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
、
そ
の
測
定
機

器
で
そ
れ
ま
で
に
測
定
し
た
結
果
の
妥
当
性
を
評
価
し
、
記

録
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

原
子
力
部
門
は
、
そ
の
機
器
、
お
よ
び
影
響
を
受
け
た
業

務
・
原
子
炉
施
設
す
べ
て
に
対
し
て
、
適
切
な
処
置
を
と
る
。

校
正
お
よ
び
検
証
の
結
果
の
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．

４
参
照
）
 

(
4)
 
規
定
要
求
事
項
に
か
か
わ
る
監
視
お
よ
び
測
定
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
う
場
合
に
は
、
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
っ
て
意
図
し
た
監
視
お
よ
び
測
定
が
で

き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

こ
の
確
認
は
、
最
初
に
使
用
す
る
の
に
先
立
っ
て
実
施
す

る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
再
確
認
す
る
。
 

ｂ
 
機
器
の
調
整
を
す
る
、
又
は
必
要
に
応
じ
て
再
調
整
す

る
。

 

ｃ
 
校
正
の
状
態
を
明
確
に
す
る
た
め
に
識
別
を
行
う
。
 

ｄ
 
測
定
し
た
結
果
が
無
効
に
な
る
よ
う
な
操
作
が
で
き
な

い
よ
う
に
す
る
。
 

ｅ
 
取
扱
い
、
保
守
及
び
保
管
に
お
い
て
、
損
傷
及
び
劣
化
し

な
い
よ
う
に
保
護
す
る
。
 

さ
ら
に
、
測
定
機
器
が
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
な
い
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
発
電
所
組
織
は
、
そ
の
測
定
機

器
で
そ
れ
ま
で
に
測
定
し
た
結
果
の
妥
当
性
を
評
価
し
、
記

録
す
る

(
4.
2
.4
参
照
)
。
発
電
所
組
織
は
、
そ
の
機
器
、
及

び
影
響
を
受
け
た
業
務
・
原
子
炉
施
設
す
べ
て
に
対
し
て
、

適
切
な
処
置
を
と
る
。
校
正
及
び
検
証
の
結
果
の
記
録
を
維

持
す
る

(
4.
2
.4
参
照
)。

 

 

(
4)

 
規
定
要
求
事
項
に
か
か
わ
る
監
視
及
び
測
定
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
う
場
合
に
は
、
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
っ
て
意
図
し
た
監
視
及
び
測
定
が
で

き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
の
確
認
は
、
最
初
に
使
用
す
る
の

に
先
立
っ
て
実
施
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
再
確
認
す

る
。
 

b
) 
機
器
の
調
整
を
す
る
、
ま
た
は
必
要
に
応
じ
て
再
調
整
す

る
。
 

c
) 
校
正
の
状
態
を
明
確
に
す
る
た
め
に
識
別
を
行
う
。
 

d
) 
測
定
し
た
結
果
が
無
効
に
な
る
よ
う
な
操
作
が
で
き
な
い

よ
う
に
す
る
。
 

e
) 
取
扱
い
、
保
守
お
よ
び
保
管
に
お
い
て
、
損
傷
お
よ
び
劣
化

し
な
い
よ
う
に
保
護
す
る
。
 

さ
ら
に
、
測
定
機
器
が
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
な
い
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
、
そ
の
測
定
機

器
で
そ
れ
ま
で
に
測
定
し
た
結
果
の
妥
当
性
を
評
価
し
、
記

録
す
る
。（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

原
子
力
部
門
は
、
そ
の
機
器
、
お
よ
び
影
響
を
受
け
た
業

務
・
原
子
炉
施
設
す
べ
て
に
対
し
て
、
適
切
な
処
置
を
と
る
。

校
正
お
よ
び
検
証
の
結
果
の
記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．
２
．

４
参
照
）
 

(4
) 
規
定
要
求
事
項
に
か
か
わ
る
監
視
お
よ
び
測
定
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
う
場
合
に
は
、
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
っ
て
意
図
し
た
監
視
お
よ
び
測
定
が

で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

こ
の
確
認
は
、
最
初
に
使
用
す
る
の
に
先
立
っ
て
実
施
す

る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
再
確
認
す
る
。
 

８
．
評
価
お
よ
び
改
善
 

８
．
１
 
一
般
 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
の
た
め
に
必
要
と
な
る
監
視
、

測
定
、
分
析
お
よ
び
改
善
の
プ
ロ
セ
ス
を
計
画
し
、
実
施
す
る
。 

８
 
評
価
及
び
改
善

 

8
.1
一
般
 

(
1)

 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
次
の
事
項
の
た
め
に
必
要
と
な

る
監
視
、
測
定
、
分
析
及
び
改
善
の
プ
ロ
セ
ス
を
計
画
し
、
実

施
す
る
。
 

８
．
評
価
お
よ
び
改
善
 

８
．
１
 一
般
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
次
の
事
項
の
た
め
に
必
要
と
な
る
監
視
、

測
定
、
分
析
お
よ
び
改
善
の
プ
ロ
セ
ス
を
計
画
し
、
実
施
す
る
。 

 

a)
 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
を
実

証
す
る
。
 

b)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
合
性
を
確
実
に
す

る
。
 

c)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
継
続
的
に
改

善
す
る
。
 

(
2)
 こ
れ
に
は
、
統
計
的
手
法
を
含
め
、
適
用
可
能
な
方
法
、
お
よ

び
そ
の
使
用
の
程
度
を
決
定
す
る
こ
と
を
含
め
る
。
 

８
．
２
 
監
視
お
よ
び
測
定
 

８
．
２
．
１

 原
子
力
安
全
の
達
成
 

原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果
を
含

む
実
施
状
況
の
測
定
の
一
つ
と
し
て
、
原
子
力
安
全
を
達
成
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
関
し
て
外
部
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る

か
に
つ
い
て
の
情
報
を
監
視
す
る
。
こ
の
情
報
の
入
手
お
よ
び
使

用
の
方
法
を
表
３
－
２
の
８
．
２
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に
定
め

る
。
 

ａ
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
を
実

証
す
る
。
 

ｂ
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
合
性
を
確
実
に
す

る
。

 

ｃ
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
継
続
的
に

改
善
す
る
。
 

(
2)
 
こ
れ
に
は
、
統
計
的
手
法
を
含
め
、
適
用
可
能
な
方
法
、
及

び
そ
の
使
用
の
程
度
を
決
定
す
る
こ
と
を
含
め
る
。
 

8
.2
監
視
及
び
測
定
 

8
.2
.1
原
子
力
安
全
の
達
成
 

保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果

を
含
む
実
施
状
況
の
測
定
の
一
つ
と
し
て
、
原
子
力
安
全
を
達
成
し

て
い
る
か
ど
う
か
に
関
し
て
外
部
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い

る
か
に
つ
い
て
の
情
報
を
監
視
す
る
。
こ
の
情
報
の
入
手
及
び
使
用

の
方
法
を
「
評
価
改
善
活
動
管
理
基
準
」
及
び
「
原
子
力
内
部
監
査

要
則
」
に
定
め
る
。

 

a
) 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
を
実

証
す
る
。
 

b
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
合
性
を
確
実
に
す

る
。
 

c
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
継
続
的
に
改

善
す
る
。
 

(2
) 
こ
れ
に
は
、
統
計
的
手
法
を
含
め
、
適
用
可
能
な
方
法
、
お

よ
び
そ
の
使
用
の
程
度
を
決
定
す
る
こ
と
を
含
め
る
。

 

８
．
２
 監
視
お
よ
び
測
定
 

８
．
２
．
１

 
原
子
力
安
全
の
達
成
 

原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果
を
含

む
実
施
状
況
の
測
定
の
一
つ
と
し
て
、
原
子
力
安
全
を
達
成
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
関
し
て
外
部
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い

る
か
に
つ
い
て
の
情
報
を
監
視
す
る
。
こ
の
情
報
の
入
手
お
よ
び

使
用
の
方
法
を
表
３
－
２
の
８
．
２
．
１
項
に
係
る
社
内
標
準
に

定
め
る
。

 

 

８
．
２
．
２

 内
部
監
査
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
１
の
８
．
２
．
２
項
に
係
る
社
内
標

準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

8
.2
.2
内
部
監
査
 

８
．
２
．
２

 
内
部
監
査
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
１
の
８
．
２
．
２
項
に
係
る
社
内
標

準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

 

参考①-23



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 
 

(
1)

 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
次
の
事
項
が
満
た
さ
れ
て

い
る
か
否
か
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ

た
間
隔
で
、
客
観
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
組
織
が
内

部
監
査
を
実
施
す
る
。
 

a)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
、
業
務
の
計
画
（
７
．

１
参
照
）
に
適
合
し
て
い
る
か
、

J
E
AC

41
1
1
の
要
求
事
項

に
適
合
し
て
い
る
か
、
お
よ
び
原
子
力
部
門
が
決
め
た
品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る

か
。
 

(
1)
 
監
査
部
門
は
、
客
観
的
な
評
価
を
行
う
組
織
と
し
て
、
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
次
の
事
項
が
満
た
さ
れ
て
い
る

か
否
か
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た

間
隔
で
内
部
監
査
を
実
施
す
る
。

 

ａ
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
、
業
務
の
計
画
(7
.
1
参

照
)
に
適
合
し
て
い
る
か
、
JE
A
C
41
11
の
要
求
事
項
に
適
合

し
て
い
る
か
、
及
び
保
安
に
関
す
る
組
織
が
決
め
た
品
質
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
か
。
 

(1
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
次
の
事
項
が
満
た
さ
れ

て
い
る
か
否
か
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら

れ
た
間
隔
で
、
客
観
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
組
織
が

内
部
監
査
を
実
施
す
る
。

 

a
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
、
業
務
の
計
画
（
７
．
１

参
照
）
に
適
合
し
て
い
る
か
、
JE

AC
4
11

1
の
要
求
事
項
に
適

合
し
て
い
る
か
、
お
よ
び
原
子
力
部
門
が
決
め
た
品
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
か
。
 

 

b)
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
、

維
持
さ
れ
て
い
る
か
。
 

(
2)

 
監
査
の
対
象
と
な
る
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
領
域
の
状
態
お
よ
び

重
要
性
、
な
ら
び
に
こ
れ
ま
で
の
監
査
結
果
を
考
慮
し
て
、
監
査

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。
監
査
の
基
準
、
範
囲
、
頻
度
お
よ
び

方
法
を
規
定
す
る
。
監
査
員
の
選
定
お
よ
び
監
査
の
実
施
に
お

い
て
は
、
監
査
プ
ロ
セ
ス
の
客
観
性
お
よ
び
公
平
性
を
確
保
す

る
。
た
だ
し
、
監
査
員
は
、
自
ら
の
業
務
を
監
査
し
な
い
。

 

ｂ
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
、

維
持
さ
れ
て
い
る
か
。
 

(
2)

 
監
査
部
門
は
、
監
査
の
対
象
と
な
る
プ
ロ
セ
ス
及
び
領
域

の
状
態
及
び
重
要
性
、
並
び
に
こ
れ
ま
で
の
監
査
結
果
を
考

慮
し
て
、
監
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。
監
査
の
基
準
、
範

囲
、
頻
度
及
び
方
法
を
規
定
す
る
。
監
査
員
の
選
定
及
び
監
査

の
実
施
に
お
い
て
は
、
監
査
プ
ロ
セ
ス
の
客
観
性
及
び
公
平

性
を
確
保
す
る
。
監
査
員
は
、
自
ら
の
業
務
を
監
査
し
な
い
。 

b
) 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
、

維
持
さ
れ
て
い
る
か
。
 

(2
) 
監
査
の
対
象
と
な
る
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
領
域
の
状
態
お
よ

び
重
要
性
、
な
ら
び
に
こ
れ
ま
で
の
監
査
結
果
を
考
慮
し
て
、

監
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。
監
査
の
基
準
、
範
囲
、
頻
度

お
よ
び
方
法
を
規
定
す
る
。
監
査
員
の
選
定
お
よ
び
監
査
の
実

施
に
お
い
て
は
、
監
査
プ
ロ
セ
ス
の
客
観
性
お
よ
び
公
平
性
を

確
保
す
る
。
た
だ
し
、
監
査
員
は
、
自
ら
の
業
務
を
監
査
し
な

い
。
 

 

(
3)

 
監
査
の
計
画
お
よ
び
実
施
、
記
録
の
作
成
お
よ
び
結
果
の
報

告
に
関
す
る
責
任
お
よ
び
権
限
、
な
ら
び
に
要
求
事
項
を
規
定

す
る
。
 

(4
) 
監
査
お
よ
び
そ
の
結
果
の
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．
４

参
照
）
 

(
5)
 
監
査
さ
れ
た
領
域
に
責
任
を
も
つ
管
理
者
は
、
検
出
さ
れ
た

不
適
合
お
よ
び
そ
の
原
因
を
除
去
す
る
た
め
に
遅
滞
な
く
、
必

要
な
修
正
お
よ
び
是
正
処
置
す
べ
て
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
確
実

に
す
る
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
は
、
と
ら
れ
た
処
置
の
検
証
お
よ

び
検
証
結
果
の
報
告
を
含
め
る
。
（
８
．
５
．
２
参
照
）
 

(
3)

 
監
査
の
計
画
及
び
実
施
、
記
録
の
作
成
及
び
結
果
の
報
告

に
関
す
る
責
任
及
び
権
限
、
並
び
に
要
求
事
項
を
「
原
子
力
内

部
監
査
要
則
」
に
規
定
す
る
。

 

(
4)

 
監
査
及
び
そ
の
結
果
の
記
録
は
、
維
持
す
る

(
4.
2.
4
参

照
)
。
 

(
5)

 
監
査
さ
れ
た
領
域
に
責
任
を
も
つ
管
理
者
は
、
検
出
さ
れ

た
不
適
合
及
び
そ
の
原
因
を
除
去
す
る
た
め
に
遅
滞
な
く
、

必
要
な
修
正
及
び
是
正
処
置
す
べ
て
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
確

実
に
す
る
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
は
、
と
ら
れ
た
処
置
の
検
証

及
び
検
証
結
果
の
報
告
を
含
め
る
(
8.
5
.2
参
照

)。
 

(3
) 
監
査
の
計
画
お
よ
び
実
施
、
記
録
の
作
成
お
よ
び
結
果
の
報

告
に
関
す
る
責
任
お
よ
び
権
限
、
な
ら
び
に
要
求
事
項
を
規
定

す
る
。
 

(4
) 
監
査
お
よ
び
そ
の
結
果
の
記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．
２
．
４

参
照
）
 

(5
) 
監
査
さ
れ
た
領
域
に
責
任
を
も
つ
管
理
者
は
、
検
出
さ
れ
た

不
適
合
お
よ
び
そ
の
原
因
を
除
去
す
る
た
め
に
遅
滞
な
く
、
必

要
な
修
正
お
よ
び
是
正
処
置
す
べ
て
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
確

実
に
す
る
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
は
、
と
ら
れ
た
処
置
の
検
証

お
よ
び
検
証
結
果
の
報
告
を
含
め
る
。
（
８
．
５
．
２
参
照
）

 

 

(
6)
 
監
査
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
結
果
に
つ
い
て
、
管
理
責
任
者

に
報
告
す
る
。
 

(
7)
 
経
営
監
査
室
は
、
原
子
力
事
業
本
部
お
よ
び
発
電
所
が
実
施

し
た
内
部
監
査
を
評
価
す
る
。
そ
の
結
果
、
経
営
監
査
室
長
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
原
子
力
事
業
本
部
、
発
電
所
に
内
部

監
査
の
実
施
を
指
示
す
る
。
 

(
8)
 
原
子
力
事
業
本
部
お
よ
び
発
電
所
は
、
経
営
監
査
室
長
か
ら

内
部
監
査
の
実
施
に
つ
い
て
指
示
が
あ
る
場
合
は
内
部
監
査
を

実
施
す
る
。
 

 
(6
) 
監
査
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
結
果
に
つ
い
て
、
管
理
責
任
者

に
報
告
す
る
。
 

(7
) 
経
営
監
査
室
は
、
原
子
力
事
業
本
部
お
よ
び
発
電
所
が
実
施

し
た
内
部
監
査
を
評
価
す
る
。
そ
の
結
果
、
経
営
監
査
室
長
が

必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
原
子
力
事
業
本
部
、
発
電
所
に

内
部
監
査
の
実
施
を
指
示
す
る
。

 

(8
) 
原
子
力
事
業
本
部
お
よ
び
発
電
所
は
、
経
営
監
査
室
長
か
ら

内
部
監
査
の
実
施
に
つ
い
て
指
示
が
あ
る
場
合
は
内
部
監
査

を
実
施
す
る
。
 

【
玄
海
―
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
１
次
文
書
で
あ

る
品
証
規
程
の
記
載
事
項

を
反
映
。
）
 

８
．
２
．
３

 プ
ロ
セ
ス
の
監
視
お
よ
び
測
定
 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
セ

ス
の
監
視
、
お
よ
び
適
用
可
能
な
場
合
に
行
う
測
定
に
は
、
適
切

な
方
法
を
適
用
す
る
。
 

(
2)

 
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
プ
ロ
セ
ス
が
計
画
ど
お
り
の
結
果
を
達

成
す
る
能
力
が
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る
も
の
と
す
る
。
 

(
3)

 
計
画
ど
お
り
の
結
果
が
達
成
で
き
な
い
場
合
に
は
、
適
切
に
、

8
.2
.3
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
及
び
測
定
 

(
1)

 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
、
及
び
適
用
可
能
な
場
合
に
行
う
測
定

に
は
、
適
切
な
方
法
を
適
用
す
る
。

 

(
2)

 
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
プ
ロ
セ
ス
が
計
画
ど
お
り
の
結
果
を

達
成
す
る
能
力
が
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る
も
の
と
す
る
。
 

(
3)

 
計
画
ど
お
り
の
結
果
が
達
成
で
き
な
い
場
合
に
は
、
適
切

８
．
２
．
３

 
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
お
よ
び
測
定
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
セ

ス
の
監
視
、
お
よ
び
適
用
可
能
な
場
合
に
行
う
測
定
に
は
、
適

切
な
方
法
を
適
用
す
る
。

 

(2
) 
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
プ
ロ
セ
ス
が
計
画
ど
お
り
の
結
果
を
達

成
す
る
能
力
が
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る
も
の
と
す
る
。

 

(3
) 
計
画
ど
お
り
の
結
果
が
達
成
で
き
な
い
場
合
に
は
、
適
切

 

参考①-24



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

修
正
な
ら
び
に
是
正
処
置
を
と
る
。
 

に
、
修
正
及
び
是
正
処
置
を
と
る
。

 
に
、
修
正
な
ら
び
に
是
正
処
置
を
と
る
。
 

８
．
２
．
４

 検
査
お
よ
び
試
験
 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
が
満
た
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
に
、
表
３
－
２
の
８
．
２
．
４
項
に

係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
原
子
炉
施
設
を
検
査
お
よ
び
試
験

す
る
。
検
査
お
よ
び
試
験
は
、
業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）
に

従
っ
て
、
適
切
な
段
階
で
実
施
す
る
。
検
査
お
よ
び
試
験
の
合
否

判
定
基
準
へ
の
適
合
の
証
拠
を
維
持
す
る
。（
４
．
２
．
４
参
照
) 

8
.2
.4
検
査
及
び
試
験
 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
が
満
た
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
に
、
「
試
験
・
検
査
基
準
」
に

基
づ
き
、
原
子
炉
施
設
を
検
査
及
び
試
験
す
る
。
検
査
及
び
試

験
は
、
業
務
の
計
画
(7
.1
参
照
)に
従
っ
て
、
適
切
な
段
階
で

実
施
す
る
。
検
査
及
び
試
験
の
合
否
判
定
基
準
へ
の
適
合
の

証
拠
を
維
持
す
る

(4
.
2.
4
参
照

)
。
 

８
．
２
．
４

 
検
査
お
よ
び
試
験
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
が
満
た
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
に
、
表
３
－
２
の
８
．
２
．
４
項

に
係
る
社
内
標
準
を
確
立
し
、
原
子
炉
施
設
を
検
査
お
よ
び
試

験
す
る
。
検
査
お
よ
び
試
験
は
、
業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）

に
従
っ
て
、
適
切
な
段
階
で
実
施
す
る
。
検
査
お
よ
び
試
験
の

合
否
判
定
基
準
へ
の
適
合
の
証
拠
を
維
持
す
る
。（
４
．
２
．
４

参
照
) 

 

(
2)

 
検
査
お
よ
び
試
験
要
員
の
独
立
の
程
度
を
定
め
る
。
 

(
3)

 
リ
リ
ー
ス
（
次
工
程
へ
の
引
渡
し
）
を
正
式
に
許
可
し
た
人

を
、
記
録
す
る
。
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

(
4)
 業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）
で
決
め
た
検
査
お
よ
び
試
験
が

完
了
す
る
ま
で
は
、
当
該
原
子
炉
施
設
を
据
え
付
け
た
り
、
運
転

し
た
り
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
の
権
限
を
も
つ
者
が
承
認
し
た

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

 

(
2)
 
検
査
及
び
試
験
要
員
の
独
立
の
程
度
を
定
め
る
。

 

(
3)

 
リ
リ
ー
ス

(
次
工
程
へ
の
引
渡
し

)
を
正
式
に
許
可
し
た
人

を
、
記
録
す
る
(4
.2
.
4
参
照

)
。
 

(
4)

 
業
務
の
計
画

(
7
.1
参
照

)
で
決
め
た
検
査
及
び
試
験
が
完

了
す
る
ま
で
は
、
当
該
原
子
炉
施
設
を
据
え
付
け
た
り
、
運
転

し
た
り
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
の
権
限
を
も
つ
者
が
承
認
し

た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

(2
) 
検
査
お
よ
び
試
験
要
員
の
独
立
の
程
度
を
定
め
る
。
 

(3
) 
リ
リ
ー
ス
（
次
工
程
へ
の
引
渡
し
）
を
正
式
に
許
可
し
た
人

を
、
記
録
す
る
。（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

(4
) 
業
務
の
計
画
（
７
．
１
参
照
）
で
決
め
た
検
査
お
よ
び
試
験

が
完
了
す
る
ま
で
は
、
当
該
原
子
炉
施
設
を
据
え
付
け
た
り
、

運
転
し
た
り
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
の
権
限
を
も
つ
者
が
承

認
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

 

８
．
３
 
不
適
合
管
理
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
１
の
８
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
を

確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

8
.3
不
適
合
管
理
 

 

８
．
３
 不
適
合
管
理

 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
１
の
８
．
３
項
に
係
る
社
内
標
準
を
確

立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。

 

 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項

に
適
合
し
な
い
状
況
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
そ

れ
ら
を
識
別
し
、
管
理
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

(
2)

 
不
適
合
の
処
理
に
関
す
る
管
理
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
責

任
お
よ
び
権
限
を
規
定
す
る
。
 

(
1)
 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要

求
事
項
に
適
合
し
な
い
状
況
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
に
、
そ
れ
ら
を
識
別
し
、
管
理
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

(
2)

 
不
適
合
の
処
理
に
関
す
る
管
理
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
責

任
及
び
権
限
を
「
不
適
合
管
理
基
準
」
及
び
「
原
子
力
内
部
監

査
要
則
」
に
規
定
す
る
。

 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項

に
適
合
し
な
い
状
況
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
そ

れ
ら
を
識
別
し
、
管
理
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。
 

(2
) 
不
適
合
の
処
理
に
関
す
る
管
理
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る

責
任
お
よ
び
権
限
を
規
定
す
る
。

 

 

(
3)

 
該
当
す
る
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
、
次
の
一
つ
ま
た
は

そ
れ
以
上
の
方
法
で
、
不
適
合
を
処
理
す
る
。

 

a)
 検
出
さ
れ
た
不
適
合
を
除
去
す
る
た
め
の
処
置
を
と
る
。
 

b)
 当
該
の
権
限
を
も
つ
者
が
、
特
別
採
用
に
よ
っ
て
、
そ
の

使
用
、
リ
リ
ー
ス
、
ま
た
は
合
格
と
判
定
す
る
こ
と
を
正

式
に
許
可
す
る
。
 

c)
 本
来
の
意
図
さ
れ
た
使
用
ま
た
は
適
用
が
で
き
な
い
よ
う

な
処
置
を
と
る
。

 

d)
 外
部
へ
の
引
渡
し
後
ま
た
は
業
務
の
実
施
後
に
不
適
合
が

検
出
さ
れ
た
場
合
に
は
､そ
の
不
適
合
に
よ
る
影
響
ま
た

は
起
こ
り
得
る
影
響
に
対
し
て
適
切
な
処
置
を
と
る
｡ 

(
4)
 不
適
合
に
修
正
を
施
し
た
場
合
に
は
、
要
求
事
項
へ
の
適
合

を
実
証
す
る
た
め
の
再
検
証
を
行
う
。

 

(
5)
 不
適
合
の
性
質
の
記
録
、
お
よ
び
不
適
合
に
対
し
て
と
ら
れ

た
特
別
採
用
を
含
む
処
置
の
記
録
を
維
持
す
る
。
（
４
．
２
．

４
参
照
）
 

(
6)

 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
の
向
上
に
役
立
た
せ

る
観
点
か
ら
、
公
開
基
準
に
従
い
、
不
適
合
の
内
容
を
ニ
ュ
ー
シ

ア
へ
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
の
公
開
を
行
う
。
 

(
3)
 
該
当
す
る
場
合
に
は
、
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
次
の
一
つ

又
は
そ
れ
以
上
の
方
法
で
、
不
適
合
を
処
理
す
る
。

 

ａ
 
検
出
さ
れ
た
不
適
合
を
除
去
す
る
た
め
の
処
置
を
と
る
。
 

ｂ
 
当
該
の
権
限
を
も
つ
者
が
、
特
別
採
用
に
よ
っ
て
、
そ
の

使
用
、
リ
リ
ー
ス
、
又
は
合
格
と
判
定
す
る
こ
と
を
正
式
に

許
可
す
る
。
 

ｃ
 
本
来
の
意
図
さ
れ
た
使
用
又
は
適
用
が
で
き
な
い
よ
う

な
処
置
を
と
る
。
 

ｄ
 
外
部
へ
の
引
渡
し
後
又
は
業
務
の
実
施
後
に
不
適
合
が

検
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
不
適
合
に
よ
る
影
響
又
は
起

こ
り
得
る
影
響
に
対
し
て
適
切
な
処
置
を
と
る
。
 

(
4)

 
不
適
合
に
修
正
を
施
し
た
場
合
に
は
、
要
求
事
項
へ
の
適

合
を
実
証
す
る
た
め
の
再
検
証
を
行
う
。
 

(
5)

 
不
適
合
の
性
質
の
記
録
、
及
び
不
適
合
に
対
し
て
と
ら
れ

た
特
別
採
用
を
含
む
処
置
の
記
録
を
維
持
す
る

(4
.2
.4
参

照
)
。
 

(
6)

 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
の
向
上
を
図
る
観

点
か
ら
不
適
合
に
つ
い
て
「
技
術
基
準
」
に
定
め
る
公
開
基
準

に
従
い
、
ニ
ュ
ー
シ
ア
へ
登
録
・
公
開
す
る
。
 

(3
) 
該
当
す
る
場
合
に
は
、
原
子
力
部
門
は
、
次
の
一
つ
ま
た
は

そ
れ
以
上
の
方
法
で
、
不
適
合
を
処
理
す
る
。
 

a
) 
検
出
さ
れ
た
不
適
合
を
除
去
す
る
た
め
の
処
置
を
と
る
。
 

b
) 
当
該
の
権
限
を
も
つ
者
が
、
特
別
採
用
に
よ
っ
て
、
そ
の
使

用
、
リ
リ
ー
ス
、
ま
た
は
合
格
と
判
定
す
る
こ
と
を
正
式
に

許
可
す
る
。
 

c
) 
本
来
の
意
図
さ
れ
た
使
用
ま
た
は
適
用
が
で
き
な
い
よ
う

な
処
置
を
と
る
。
 

d
) 
外
部
へ
の
引
渡
し
後
ま
た
は
業
務
の
実
施
後
に
不
適
合
が

検
出
さ
れ
た
場
合
に
は
､
そ
の
不
適
合
に
よ
る
影
響
ま
た
は

起
こ
り
得
る
影
響
に
対
し
て
適
切
な
処
置
を
と
る
｡ 

(4
) 
不
適
合
に
修
正
を
施
し
た
場
合
に
は
、
要
求
事
項
へ
の
適
合

を
実
証
す
る
た
め
の
再
検
証
を
行
う
。

 

(5
) 
不
適
合
の
性
質
の
記
録
、
お
よ
び
不
適
合
に
対
し
て
と
ら
れ

た
特
別
採
用
を
含
む
処
置
の
記
録
を
維
持
す
る
。（
４
．
２
．
４

参
照
）
 

(6
) 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
の
向
上
に
役
立
た
せ

る
観
点
か
ら
、
公
開
基
準
に
従
い
、
不
適
合
の
内
容
を
ニ
ュ
ー

シ
ア
へ
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
の
公
開
を
行
う
。
 

 

８
．
４
 
デ
ー
タ
の
分
析
 

8
.4
デ
ー
タ
の
分
析
 

８
．
４
 デ
ー
タ
の
分
析
 

 

参考①-25



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
切
性

お
よ
び
有
効
性
を
実
証
す
る
た
め
、
ま
た
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
の
継
続
的
な
改
善
の
可
能
性
を
評
価
す
る

た
め
に
、
表
３
－
２
の
８
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お
い
て
適

切
な
デ
ー
タ
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
分
析

す
る
。
こ
の
中
に
は
、
監
視
お
よ
び
測
定
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
な
ら
び
に
そ
れ
以
外
の
該
当
す
る
情
報
源
か
ら
の
デ
ー

タ
を
含
め
る
。

 

(
1)

 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
適
切
性
及
び
有
効
性
を
実
証
す
る
た
め
、
ま
た
、
品
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
の
継
続
的
な
改
善
の
可
能
性

を
評
価
す
る
た
め
に
適
切
な
デ
ー
タ
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ら

の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
分
析
す
る
。
こ
の
中
に
は
、
監
視
及
び

測
定
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
並
び
に
そ
れ
以
外
の
該

当
す
る
情
報
源
か
ら
の
デ
ー
タ
を
含
め
る
。
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
適
切
性

お
よ
び
有
効
性
を
実
証
す
る
た
め
、
ま
た
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
の
継
続
的
な
改
善
の
可
能
性
を
評
価

す
る
た
め
に
、
表
３
－
２
の
８
．
４
項
に
係
る
社
内
標
準
に
お

い
て
適
切
な
デ
ー
タ
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
分
析
す
る
。
こ
の
中
に
は
、
監
視
お
よ
び
測
定
の
結
果
か

ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
な
ら
び
に
そ
れ
以
外
の
該
当
す
る
情
報

源
か
ら
の
デ
ー
タ
を
含
め
る
。
 

(
2)

 
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
次
の
事
項
に
関
連
す
る
情
報
を

提
供
す
る
。
 

a)
 原
子
力
安
全
の
達
成
に
関
す
る
外
部
の
受
け
と
め
方

（
８
．
２
．
１
参
照
）
 

b)
 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合

（
８
．
２
．
３
お
よ
び
８
．
２
．
４
参
照
）
 

c)
 予
防
処
置
の
機
会
を
得
る
こ
と
を
含
む
、
プ
ロ
セ
ス
お
よ

び
原
子
炉
施
設
の
、
特
性
お
よ
び
傾
向
（
８
．
２
．
３
お

よ
び
８
．
２
．
４
参
照
）
 

d)
 供
給
者
の
能
力
（
７
．
４
参
照
）

 

(
2)

 
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
次
の
事
項
に
関
連
す
る
情
報

を
提
供
す
る
。
 

ａ
 
原
子
力
安
全
の
達
成
に
関
す
る
外
部
の
受
け
と
め
方

(
8.
2.
1
参
照

) 

ｂ
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合

(
8.
2.
3
及
び

8
.2
.4
参
照
) 

ｃ
 
予
防
処
置
の
機
会
を
得
る
こ
と
を
含
む
、
プ
ロ
セ
ス
及
び

原
子
炉
施
設
の
、
特
性
及
び
傾
向
(
8.
2.
3
及
び

8.
2
.4
参

照
)
 

ｄ
 
供
給
者
の
能
力

(
7.
4
参
照

) 

(2
) 
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
次
の
事
項
に
関
連
す
る
情
報
を

提
供
す
る
。
 

a
) 
原
子
力
安
全
の
達
成
に
関
す
る
外
部
の
受
け
と
め
方
（
８
．

２
．
１
参
照
）
 

b
) 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
へ
の
適
合
（
８
．

２
．
３
お
よ
び
８
．
２
．
４
参
照
）
 

c
) 
予
防
処
置
の
機
会
を
得
る
こ
と
を
含
む
、
プ
ロ
セ
ス
お
よ

び
原
子
炉
施
設
の
、
特
性
お
よ
び
傾
向
（
８
．
２
．
３
お
よ

び
８
．
２
．
４
参
照
）
 

d
) 
供
給
者
の
能
力
（
７
．
４
参
照
）
 

 

８
．
５
 
改
善
 

８
．
５
．
１

 継
続
的
改
善
 

原
子
力
部
門
は
、
品
質
方
針
、
品
質
目
標
、
監
査
結
果
、
デ
ー
タ

の
分
析
、
是
正
処
置
、
予
防
処
置
お
よ
び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー

を
通
じ
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
継
続
的

に
改
善
す
る
。
 

８
．
５
．
２

 是
正
処
置
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
１
の
８
．
５
．
２
項
に
係
る
社
内
標

準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
再
発
防
止
の
た
め
、
不
適
合
の
原
因
を
除

去
す
る
処
置
を
と
る
。
 

(
2)
 
是
正
処
置
は
､検
出
さ
れ
た
不
適
合
の
も
つ
影
響
に
応
じ
た

も
の
と
す
る
。
 

(
3)
 次
の
事
項
に
関
す
る
要
求
事
項
（

J
E
AC

41
11
附
属
書
「
根
本

原
因
分
析
に
関
す
る
要
求
事
項
」
を
含
む
。
）
を
規
定
す
る
。
 

  

a)
 不
適
合
の
レ
ビ
ュ
ー

 

b)
 不
適
合
の
原
因
の
特
定
 

c)
 不
適
合
の
再
発
防
止
を
確
実
に
す
る
た
め
の
処
置
の
必
要

性
の
評
価
 

d)
 必
要
な
処
置
の
決
定
お
よ
び
実
施
 

e)
 と
っ
た
処
置
の
結
果
の
記
録
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

f)
 と
っ
た
是
正
処
置
の
有
効
性
の
レ
ビ
ュ
ー
 

8
.5
改
善
 

8
.5
.1
継
続
的
改
善
 

 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
品
質
方
針
、
品
質
目
標
、
監
査
結
果
、

デ
ー
タ
の
分
析
、
是
正
処
置
、
予
防
処
置
及
び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ

ュ
ー
を
通
じ
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
継
続

的
に
改
善
す
る
。
 

8
.5
.2
是
正
処
置
 

  

(
1)
 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
再
発
防
止
の
た
め
、
不
適
合
の
原

因
を
除
去
す
る
処
置
を
と
る
。

 

(
2)

 
是
正
処
置
は
、
検
出
さ
れ
た
不
適
合
の
も
つ
影
響
に
応
じ

た
も
の
と
す
る
。
 

(
3)
 
次
の
事
項
に
関
す
る
要
求
事
項
（

J
EA
C4
1
11
附
属
書
「
根

本
原
因
分
析
に
関
す
る
要
求
事
項
」
を
含
む
。）
を
「
不
適
合

管
理
基
準
」
、
「
根
本
原
因
分
析
実
施
基
準
」
及
び
「
原
子
力

内
部
監
査
要
則
」
に
規
定
す
る
。

 

ａ
 
不
適
合
の
レ
ビ
ュ
ー
 

ｂ
 
不
適
合
の
原
因
の
特
定
 

ｃ
 
不
適
合
の
再
発
防
止
を
確
実
に
す
る
た
め
の
処
置
の
必

要
性
の
評
価
 

ｄ
 
必
要
な
処
置
の
決
定
及
び
実
施
 

ｅ
 
と
っ
た
処
置
の
結
果
の
記
録

(
4.
2.
4
参
照
) 

ｆ
 
と
っ
た
是
正
処
置
の
有
効
性
の
レ
ビ
ュ
ー
 

８
．
５
 改
善
 

８
．
５
．
１

 
継
続
的
改
善
 

原
子
力
部
門
は
、
品
質
方
針
、
品
質
目
標
、
監
査
結
果
、
デ
ー

タ
の
分
析
、
是
正
処
置
、
予
防
処
置
お
よ
び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ

ュ
ー
を
通
じ
て
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
継

続
的
に
改
善
す
る
。

 

８
．
５
．
２

 
是
正
処
置
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
１
の
８
．
５
．
２
項
に
係
る
社
内
標

準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
再
発
防
止
の
た
め
、
不
適
合
の
原
因
を
除

去
す
る
処
置
を
と
る
。
 

(2
) 
是
正
処
置
は
､
検
出
さ
れ
た
不
適
合
の
も
つ
影
響
に
応
じ
た

も
の
と
す
る
。
 

(3
) 
次
の
事
項
に
関
す
る
要
求
事
項
（
J
EA

C4
1
11
附
属
書
「
根
本

原
因
分
析
に
関
す
る
要
求
事
項
」
を
含
む
。）
を
規
定
す
る
。

 

  

a
) 
不
適
合
の
レ
ビ
ュ
ー
 

b
) 
不
適
合
の
原
因
の
特
定
 

c
) 
不
適
合
の
再
発
防
止
を
確
実
に
す
る
た
め
の
処
置
の
必
要

性
の
評
価
 

d
) 
必
要
な
処
置
の
決
定
お
よ
び
実
施
 

e
) 
と
っ
た
処
置
の
結
果
の
記
録
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

f
) 
と
っ
た
是
正
処
置
の
有
効
性
の
レ
ビ
ュ
ー
 

 

８
．
５
．
３

 予
防
処
置
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
１
の
８
．
５
．
３
項
に
係
る
社
内
標

準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

8
.5
.3
予
防
処
置
 

８
．
５
．
３

 
予
防
処
置
 

原
子
力
部
門
は
、
表
３
－
１
の
８
．
５
．
３
項
に
係
る
社
内
標

準
を
確
立
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

 

参考①-26



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
1)

 
原
子
力
部
門
は
、
起
こ
り
得
る
不
適
合
が
発
生
す
る
こ
と
を

防
止
す
る
た
め
に
、
保
安
活
動
の
実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知

見
（
良
好
事
例
を
含
む
。
）
お
よ
び
他
の
施
設
か
ら
得
ら
れ
た
知

見
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
連
絡
会
で
取
り
扱
う
技
術
情
報
お
よ
び
ニ

ュ
ー
シ
ア
登
録
情
報
を
含
む
。
）
の
活
用
を
含
め
、
そ
の
原
因
を

除
去
す
る
処
置
を
決
め
る
。
こ
の
活
用
に
は
、
原
子
力
安
全
に
係

る
業
務
の
実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
他
の
原
子
炉
設
置

者
と
共
有
す
る
こ
と
も
含
む
。
 

(
1)

 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
起
こ
り
得
る
不
適
合
が
発
生
す

る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
保
安
活
動
の
実
施
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
知
見
（
良
好
事
例
を
含
む
。
）
及
び
他
の
施
設
か
ら

得
ら
れ
た
知
見
（
ニ
ュ
ー
シ
ア
登
録
情
報
を
含
む
。
）
の
活
用

を
含
め
、
そ
の
原
因
を
除
去
す
る
処
置
を
決
め
る
。
こ
の
活
用

に
は
、
保
安
活
動
の
実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
他
の

原
子
炉
設
置
者
と
共
有
す
る
こ
と
も
含
む
。
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
起
こ
り
得
る
不
適
合
が
発
生
す
る
こ
と
を

防
止
す
る
た
め
に
、
保
安
活
動
の
実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知

見
（
良
好
事
例
を
含
む
。）
お
よ
び
他
の
施
設
か
ら
得
ら
れ
た
知

見
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
事
業
者
連
絡
会
で
取
り
扱
う
技
術
情
報
お
よ
び
ニ

ュ
ー
シ
ア
登
録
情
報
を
含
む
。
）
の
活
用
を
含
め
、
そ
の
原
因
を

除
去
す
る
処
置
を
決
め
る
。
こ
の
活
用
に
は
、
原
子
力
安
全
に

係
る
業
務
の
実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
他
の
原
子
炉

設
置
者
と
共
有
す
る
こ
と
も
含
む
。
 

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
品
証
規
則
と
の

整
合
（
明
確
化
）
さ
せ
て
い

る
。
）
 

(
2)

 
予
防
処
置
は
、
起
こ
り
得
る
問
題
の
影
響
に
応
じ
た
も
の
と

す
る
。
 

(
3)

 
次
の
事
項
に
関
す
る
要
求
事
項
（

JE
AC

41
11
附
属
書
「
根
本

原
因
分
析
に
関
す
る
要
求
事
項
」
を
含
む
。
）
を
規
定
す
る
。
 

(
2)

 
予
防
処
置
は
、
起
こ
り
得
る
問
題
の
影
響
に
応
じ
た
も
の

と
す
る
。

 

(
3)
 
次
の
事
項
に
関
す
る
要
求
事
項
（

J
EA
C4
1
11
附
属
書
「
根

本
原
因
分
析
に
関
す
る
要
求
事
項
」
を
含
む
。）
を
「
予
防
処

置
基
準
」
、
「
根
本
原
因
分
析
実
施
基
準
」
及
び
「
原
子
力
内

部
監
査
要
則
」
に
規
定
す
る
。

 

(2
) 
予
防
処
置
は
、
起
こ
り
得
る
問
題
の
影
響
に
応
じ
た
も
の
と

す
る
。
 

(3
) 
次
の
事
項
に
関
す
る
要
求
事
項
（
J
EA

C4
1
11
附
属
書
「
根
本

原
因
分
析
に
関
す
る
要
求
事
項
」
を
含
む
。）
を
規
定
す
る
。

 

 

a)
 起
こ
り
得
る
不
適
合
お
よ
び
そ
の
原
因
の
特
定
 

b)
 不
適
合
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
の
処
置
の
必
要
性
の
評

価
 

c)
 必
要
な
処
置
の
決
定
お
よ
び
実
施
 

d)
 と
っ
た
処
置
の
結
果
の
記
録
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

e)
 と
っ
た
予
防
処
置
の
有
効
性
の
レ
ビ
ュ
ー
 

ａ
 
起
こ
り
得
る
不
適
合
及
び
そ
の
原
因
の
特
定
 

ｂ
 
不
適
合
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
の
処
置
の
必
要
性
の

評
価

 

ｃ
 
必
要
な
処
置
の
決
定
及
び
実
施
 

ｄ
 
と
っ
た
処
置
の
結
果
の
記
録

(
4.
2.
4
参
照
) 

ｅ
 
と
っ
た
予
防
処
置
の
有
効
性
の
レ
ビ
ュ
ー
 

a
) 
起
こ
り
得
る
不
適
合
お
よ
び
そ
の
原
因
の
特
定
 

b
) 
不
適
合
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
の
処
置
の
必
要
性
の
評

価
 

c
) 
必
要
な
処
置
の
決
定
お
よ
び
実
施
 

d
) 
と
っ
た
処
置
の
結
果
の
記
録
（
４
．
２
．
４
参
照
）
 

e
) 
と
っ
た
予
防
処
置
の
有
効
性
の
レ
ビ
ュ
ー
 

 

参考①-27



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 
別
図
１
 保
安
規
定
品
質
保
証
計
画
に
係
る
規
定
文
書
体
系
図
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所

固
有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ

セ
ス
間
の
相
互
関
係
、
文

書
体
系
図
等
を
、
図
３
－

１
・
２
、
表
３
－
１
・
２

に
記
載
し
て
い
る
。）

 

 

参考①-28



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

2
0
19

.0
7.

31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

2
0
19

.1
2.

09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 

図
３
－
１
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
体
系
図
 

 

別
図
２

 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
セ
ス
間
の
相
互
関
係
 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

 
 【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有

の
差
異
 

（
美
浜
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
セ
ス
間
の

相
互
関
係
、
文
書
体
系
図
等

を
、
図
３
－
１
・
２
、
表
３
－

１
・
２
に
記
載
し
て
い
る
。）

 

 

  

5
.
 
経
営
者
の
責
任
 

Pl
a
n 

5
.
3
 
品
質
方
針
 

5
.
4
 計
画
 

5
.
4
.
1
 品
質
目
標
 

5
.
4
.
2
 品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画

 

5.
6
 マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー

 

4
.
2
 文
書
化
に
関
す
る
要
求
事
項
 

6
.
 資
源
の
運
用
管
理
 

6
.
2
 
人
的
資
源
 

6.
3 
原
子
炉
施
設
及
び

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
 

6
.
4
 
作
業
環
境
 

C
he
ck
，
A
c
t 

 
 
 
 
 

 
 
 
8
.
 評
価
及
び
改
善
（
8
.
1
一
般
）

 

8.
2
監
視
及
び
測
定
 

8
.2
.
1 
原
子
力
安
全
の
達
成
 

8.
5.
1
 継
続
的
改
善
 

8
.
3
 
 
不
適
合
管
理
 

8.
2
.
2
 内
部
監
査
 

8
.
2
.
3 
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
及
び
測
定
 

8
.
5
.2
 是
正
処
置
 

J
E
A
C
4
1
1
1
附
属
書
 

「
根
本
原
因
分
析
に

関
す
る
要
求
事
項
」
 

8
.
5
.
3 
予
防
処
置
 

D
o
 
 
 
 
 
7.
 
業
務
の
計
画
及
び
実
施
 

7
.
1
 
業
務
の
計
画
 

関
係
法
令
の
遵
守
、
安
全
文
化
の
醸
成
活
動
、
運
転
管

理
、
燃
料
管
理
、
放
射
性
廃
棄
物
管
理
、
放
射
線
管
理
、

保
守
管
理
、
非
常
時
の
措
置
 

7
.
3 
設
計
・
開
発
 

7
.
4 
調
達
 

7
.
5
 
業
務
の
実
施
 

7
.
6
 監
視
機
器
及
び
測
定
機
器
の
管

5
.
1
 
経
営
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
 

5
.
2
 
原
子
力
安
全
の
重
視

 
5
.
5
 
責
任
、
権
限
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

8
.
2.
4
 検
査
及
び
試
験

 

基
本
プ
ロ
セ
ス

 
中
プ
ロ
セ
ス

 
小
プ
ロ
セ
ス

 
：
明
確
な
関
連

 
：
理
解
上
重
要
な
関
連

 

6
.
1
 
資
源
の
提
供

 

4
. 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（

4
.1

 
一
般
要
求
事

8
.4
 デ
ー
タ
の
分
析
 

（
原
子
炉
施
設
の
定
期
的

な
評
価
を
含
む
）

 

7
.2
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
に
関

す
る
プ
ロ
セ
ス
 

                               
（
注
１
）
本
図
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
関
連
を
規
格
要
求
事
項
に
着
目
し
、
整
理
し
た
上
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
分
類
し
て
示
し
て
い
る
。
業
務
の
詳
細
は
各
社
内
標
準
に
て
定
め
る
。

 

（
注
２
）
原
子
力
事
業
本
部
各
部
門
統
括
と
は
、
原
子
力
企
画
部
門
統
括
、
原
子
力
安
全
部
門
統
括
、
原
子
力
発
電
部
門
統
括
、
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）、
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）、

 

原
子
燃
料
部
門
統
括
の
い
ず
れ
か
を
指
す
。

 

原
子
力

 
安
全
 

・
規
制
要
求
等
 

・
申
請
に
関
す

る
説
明
 

・
規
定
事
項
の

処
理

 
・
そ
の
他
説
明
 

官
庁
検
査
 

 
施
設
定
期
検
査
 

使
用
前
検
査
 

保
安
検
査
 

報
告
 

異
常
事
象

 
情
報
提
供

 

保
安
検
査
官
 

規
程
レ
ベ
ル
 

承
認
 

通
達
レ
ベ
ル
 

承
認
 

要
綱
レ
ベ
ル
 

承
認
 

 
４

.２
文
書
化

 
 
（
文
書
の
承
認
）
 

５
.１

 
経
営
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
 

５
.２

 
原
子
力
安
全
の
重
視
 

５
.３

 
品
質
方
針

 

５
.４

 
計
画
 

５
.５

 
責
任
・
権
限
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

６
.
２
 
人
的
資
源

 
６

.
３
 
原
子
炉
施
設
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
 

６
.
４
 
作
業
環
境

 

（
総
務
室
）

 

７
.１

 業
務
の
計
画
 

７
.２
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
 

対
す
る
要
求
事
項
に
 

関
す
る
プ
ロ
セ
ス
 

７
.３

 設
計
・
開
発

 

７
.４

 調
 
達
 

７
.５

 
業
務
の
実
施

 
（
発
電
所
）
 

・
運
転
管
理

 
・
燃
料
管
理

 
・
放
射
性
廃
棄
物
管
理

 
・
放
射
線
管
理

 
・
保
守
管
理

 
・
非
常
時
の
措
置
 

７
.６

 監
視
機
器
お
よ
び
 

測
定
機
器
の
管
理
 

（
調
達
本
部
）
 

（
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
室
）
 

（
総
務
室
）
 

（
土
木
建
築
室
）
 

８
.２

 
監
視
お
よ
び
測
定
（
部
門
の
内
部
監
査
含
む
）

 

８
.
３

  
不
適
合
管
理
 

８
.
５

.２
 
是
正
処
置

 
（
重
要
度
に
応
じ
て
上
位
者
が
責
任
者
）
＊

 
８
.
５

.３
 
予
防
処
置

 

８
.４

 
デ
ー
タ
の
分
析

 

５
.
６

 マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
 

承
認
(重
要
度
に
応
じ
て
)＊

 

・
・

・
＊
:承
認
レ
ベ
ル
は
各
業
務
の
社
内
標
準
に
て
定
め
る
 

顧
客
 

社
長

 

（
不
適
合
の
重
要
度
に
応
じ
て
）

 

計
画
段
階

 
（
Ｐ

l
an
）

 

評
価
段
階

 
（
Ｃ

he
ck
）

 

 

改
善
段
階
 

（
Ａ

c
t）

 

７
.１

 業
務
の
計
画
 

７
.２

 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
 

対
す
る
要
求
事
項
に
 

関
す
る
プ
ロ
セ
ス
 

７
.３

 設
計
・
開
発

 

７
.４

 調
 
達
 

７
.５

 
業
務
の
実
施

 
（
原
子
力
事
業
本
部
）

 
・
運
転
管
理

 
・
燃
料
管
理

 
・
放
射
性
廃
棄
物
管
理
 

・
放
射
線
管
理
 

・
保
守
管
理

 
・
非
常
時
の
措
置
 

７
.６

 監
視
機
器
お
よ
び
 

測
定
機
器
の
管
理
 

・
 

・
 

・
 

原
子
力
事
業
本
部
長
、
 

経
営
監
査
室
長
 

（
管
理
責
任
者
）
 

原
子
力
事
業
本
部

 

各
部
門
統
括

 
原
子
力
事
業
本
部

 
発
電
所

 

調
達
本
部
、

 
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
室
、

 
総
務
室
、
土
木
建
築
室

 

実
施
段
階

 

（
Ｄ

o
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

2
0
19

.0
7.

31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

2
0
19

.1
2.

09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
.6

.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

           
 

図
３
－
２
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
文
書
体
系
図
 

 
 

 

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所

固
有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ

セ
ス
間
の
相
互
関
係
、
文

書
体
系
図
等
を
、
図
３
－

１
・
２
、
表
３
－
１
・
２

に
記
載
し
て
い
る
。）

 

 
 

 
 

表
３
－
１
：
本
品
質
保
証
計
画
関
連
条
項
と

J
EA

C4
11

1
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
社
内
標
準
と
の
関
係

 

本
品
質
保
証

 

計
画
関
連
条
項

 
項

 
目

 

社
内
標
準
名

 

所
管
箇
所

 
文
書
番
号

 
１
次

文
書

 
２
次
文
書

 

４
．
２
．
３

 

４
．
２
．
４

 

文
書
管
理

 

記
録
の
管
理

 
原 子 力 発 電 の 安 全 に 係 る 品 質 保 証 規 程 ※ １ 

原
子
力
部
門
に
お
け
る

文
書
・
記
録
管
理
通
達

 

 

原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
企
画
部
門

 

平
成
１
８

 

原
総
通
達

 

第
３
号

 

８
．
２
．
２

 
内
部
監
査

 
原
子
力
部
門
に
お
け
る

内
部
監
査
通
達

 

 

経
営
監
査
室

 

 

平
成
１
８

 

経
営
原
通
達

 

第
１
号

 

８
．
３

 

８
．
５
．
２

 

不
適
合
管
理

 

是
正
処
置

 

不
適
合
管
理
お
よ
び
是

正
処
置
通
達

 

原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
発
電
部
門

 

平
成
１
８

 

原
品
証
通
達

 

第
１
号

 

８
．
５
．
３

 
予
防
処
置

 
予
防
処
置
通
達

 
原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
発
電
部
門

 

平
成
１
８

 

原
発
電
通
達

 

第
２
号

 

※
１
：
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
の
所
管
箇
所
は
、
原
子
力
事
業
本
部
、
総
務
室
お
よ

 

び
経
営
監
査
室
で
あ
り
、
文
書
番
号
は
平
成
１
５
規
程
第
５
号
と
す
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て

 

同
じ
）。

 

表
３
－
１
：
本
品
質
保
証
計
画
関
連
条
項
と

JE
AC

41
11
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
社
内
標
準
と
の
関
係

 

本
品
質
保
証

 

計
画
関
連
条
項

 
項

 
目

 

社
内
標
準
名

 

所
管
箇
所

 
文
書
番
号

 
１
次

文
書

 
２
次
文
書

 

４
．
２
．
３

 

４
．
２
．
４

 

文
書
管
理

 

記
録
の
管
理

 
原 子 力 発 電 の 安 全 に 係 る 品 質 保 証 規 程 ※ １ 

原
子
力
部
門
に
お
け
る

文
書
・
記
録
管
理
通
達

 

 

原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
企
画
部
門

 

平
成
１
８

 
原

総
通
達

 第
３

号
 

８
．
２
．
２

 
内
部
監
査

 
原
子
力
部
門
に
お
け
る

内
部
監
査
通
達

 

 

経
営
監
査
室

 

 

平
成
１
８
経

営
原
通
達

 
第

１
号

 

８
．
３

 

８
．
５
．
２

 

不
適
合
管
理

 

是
正
処
置

 

不
適
合
管
理
お
よ
び
是

正
処
置
通
達

 

原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
発
電
部
門

 

平
成
１
８

 
原

品
証
通
達

 
第

１
号

 

８
．
５
．
３

 
予
防
処
置

 
予
防
処
置
通
達

 
原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
発
電
部
門

 

平
成
１
８

 
原

発
電
通
達

 
第

２
号

 

※
１
：
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
の
所
管
箇
所
は
、
原
子
力
事
業
本
部
、
総
務
室
お
よ

 

び
経
営
監
査
室
で
あ
り
、
文
書
番
号
は
平
成
１
５
規
程
第
５
号
と
す
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て

 

同
じ
）。

 

参考①-30



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
.6

.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

  

 別
表
１
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
要
求
事
項
と
規
定
文
書
と
の
対
応
表
 

 

要
求
事
項
 

文
書
名
 

１
次
文
書
 

２
次
文
書
 

4.
1
 
一
般
要
求
事
項
 

品 質 マ ニ ュ ア ル （ 要 則 ） ・ 品 質 マ ニ ュ ア ル （ 基 準） ※
１  

－
 

4.
2
.
1 
一
般
 

保
安
活
動
に
関
す
る
文
書
及
び
記
録
の
管
理
基
準
 

4.
2
.
2 
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

－
 

4.
2
.
3 
文
書
管
理
 

保
安
活
動
に
関
す
る
文
書
及
び
記
録
の
管
理
基
準
 

4.
2
.
4 
記
録
の
管
理
 

保
安
活
動
に
関
す
る
文
書
及
び
記
録
の
管
理
基
準
 

5.
1
 
経
営
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
 

－
 

5.
2
 
原
子
力
安
全
の
重
視
 

－
 

5.
3
 
品
質
方
針
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
管
理
基
準
 

5.
4
.
1 
品
質
目
標
 

評
価
改
善
活
動
管
理
基
準
 

5.
4
.
2 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
計
画
 

別
表
１
の
文
書
全
て
 

5.
5
.
1 
責
任
及
び
権
限
 

発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
保
安
監
督
に
関
す
る
基
準
、
 

ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
及
び
電
気
主
任
技
術
者
の
保
安
監
督
に
関
す
る
基
準
 

5.
5
.
2 
管
理
責
任
者
 

－
 

5.
5
.
3 
プ
ロ
セ
ス
責
任
者
 

－
 

5.
5
.
4 
内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

安
全
委
員
会
運
営
基
準
、
安
全
運
営
委
員
会
運
営
基
準
、
品
質
保
証
委
員
会
運
営

基
準
 

5.
6
.
1 
一
般
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
管
理
基
準
 

5.
6
.
2 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
イ
ン
プ
ッ

ト
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
管
理
基
準
、
評
価
改
善
活
動
管
理
基
準
 

5.
6
.
3 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
管
理
基
準
 

6.
1
 
資
源
の
提
供
 

－
 

6.
2
.
1 
一
般
 

教
育
訓
練
基
準
 

6.
2
.
2 
力
量
、
教
育
・
訓
練
及
び
認
識
 

教
育
訓
練
基
準
 

6.
3
 
原
子
炉
施
設
及
び
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
ー
 

保
修
基
準
、
土
木
建
築
基
準
 

6.
4
 
作
業
環
境
 

放
射
線
管
理
基
準
、
保
修
基
準
、
土
木
建
築
基
準
、
火
災
防
護
計
画
（
基
準
）
 

7.
1
 
業
務
の
計
画
 

保
安
活
動
に
関
す
る
関
係
法
令
等
遵
守
活
動
基
準
、
原
子
力
安
全
文
化
醸
成
活
動

管
理
基
準
、
 

運
転
基
準
、
放
射
線
管
理
基
準
、
化
学
管
理
基
準
、
保
修
基
準
、
土
木
建
築
基
準
、

燃
料
管
理
基
準
、
 

技
術
基
準
、
停
止
時
保
安
管
理
基
準
、
非
常
事
態
対
策
基
準
、
異
常
時
通
報
連
絡

処
置
基
準
、
 

防
護
基
準
、
火
災
防
護
計
画
（
基
準
）
、
溶
接
事
業
者
検
査
実
施
基
準
、
定
期
事

業
者
検
査
実
施
基
準
、
 

保
守
管
理
基
準
、
燃
料
技
術
基
準
、
原
子
炉
施
設
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的

な
評
価
実
施
基
準
、
 

カ
ル
デ
ラ
火
山
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対
応
基
準
、
カ
ル
デ
ラ
火
山
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
伴
う
原

子
炉
停
止
対
応
基
準
、

 

カ
ル
デ
ラ
火
山
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
伴
う
燃
料
体
等
の
搬
出
等
対
応
基
準
、
 

原
子
力
発
電
所
土
木
建
築
設
備
保
守
基
準
 

7.
2
.
1 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の

明
確
化
 

保
安
活
動
に
関
す
る
文
書
及
び
記
録
の
管
理
基
準
 

7.
2
.
2 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の

レ
ビ
ュ
ー
 

保
安
活
動
に
関
す
る
文
書
及
び
記
録
の
管
理
基
準
 

7.
2
.
3 
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

評
価
改
善
活
動
管
理
基
準
 

7.
3
 
設
計
・
開
発
 

設
計
・
調
達
管
理
基
準
 

7.
4
 
調
達
 

設
計
・
調
達
管
理
基
準
 

7.
5
.
1 
業
務
の
管
理
 

保
安
活
動
に
関
す
る
関
係
法
令
等
遵
守
活
動
基
準
、
原
子
力
安
全
文
化
醸
成
活
動

管
理
基
準
、
 

運
転
基
準
、
放
射
線
管
理
基
準
、
化
学
管
理
基
準
、
保
修
基
準
、
土
木
建
築
基
準
、

燃
料
管
理
基
準
、
 

技
術
基
準
、
停
止
時
保
安
管
理
基
準
、
非
常
事
態
対
策
基
準
、
異
常
時
通
報
連
絡

処
置
基
準
、
 

防
護
基
準
、
火
災
防
護
計
画
（
基
準
）
、
溶
接
事
業
者
検
査
実
施
基
準
、
定
期
事

業
者
検
査
実
施
基
準
、
 

保
守
管
理
基
準
、
燃
料
技
術
基
準
、
原
子
炉
施
設
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的

な
評
価
実
施
基
準
、
 

カ
ル
デ
ラ
火
山
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対
応
基
準
、
カ
ル
デ
ラ
火
山
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
伴
う
原

子
炉
停
止
対
応
基
準
、

 

カ
ル
デ
ラ
火
山
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
伴
う
燃
料
体
等
の
搬
出
等
対
応
基
準
、
 

原
子
力
発
電
所
土
木
建
築
設
備
保
守
基
準
 

7.
5
.
2 
業
務
の
実
施
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当

性
確
認
 

保
安
活
動
に
関
す
る
関
係
法
令
等
遵
守
活
動
基
準
、
原
子
力
安
全
文
化
醸
成
活
動

管
理
基
準
、
 

運
転
基
準
、
放
射
線
管
理
基
準
、
化
学
管
理
基
準
、
保
修
基
準
、
土
木
建
築
基
準
、

燃
料
管
理
基
準
、
 

技
術
基
準
、
非
常
事
態
対
策
基
準
、
火
災
防
護
計
画
（
基
準
）
、
溶
接
事
業
者
検

査
実
施
基
準
、
 

定
期
事
業
者
検
査
実
施
基
準
、
原
子
炉
施
設
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評

価
実
施
基
準
、
 

カ
ル
デ
ラ
火
山
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
伴
う
原
子
炉
停
止
対
応
基
準
、
 

カ
ル
デ
ラ
火
山
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
伴
う
燃
料
体
等
の
搬
出
等
対
応
基
準
 

7.
5
.
3 
識
別
及
び
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
 

保
安
活
動
に
関
す
る
関
係
法
令
等
遵
守
活
動
基
準
、
原
子
力
安
全
文
化
醸
成
活
動

管
理
基
準
、
 

運
転
基
準
、
放
射
線
管
理
基
準
、
化
学
管
理
基
準
、
保
修
基
準
、
土
木
建
築
基
準
、

燃
料
管
理
基
準
、
 

技
術
基
準
、
非
常
事
態
対
策
基
準
、
異
常
時
通
報
連
絡
処
置
基
準
、
防
護
基
準
、
 

火
災
防
護
計
画
（
基
準
）
、
溶
接
事
業
者
検
査
実
施
基
準
、
定
期
事
業
者
検
査
実

施
基
準
、
 

保
守
管
理
基
準
、
燃
料
技
術
基
準
、
原
子
炉
施
設
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的

な
評
価
実
施
基
準
、
 

カ
ル
デ
ラ
火
山
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対
応
基
準
、
カ
ル
デ
ラ
火
山
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
伴
う
原

子
炉
停
止
対
応
基
準
、

 

カ
ル
デ
ラ
火
山
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
伴
う
燃
料
体
等
の
搬
出
等
対
応
基
準
、
 

原
子
力
発
電
所
土
木
建
築
設
備
保
守
基
準
 

7.
5
.
4 
組
織
外
の
所
有
物
 

－
 

7.
5
.
5 
調
達
製
品
の
保
存
 

保
修
基
準
 

7.
6
 
監
視
機
器
及
び
測
定
機
器
の
管
理
 

運
転
基
準
、
放
射
線
管
理
基
準
、
化
学
管
理
基
準
、
保
修
基
準
、
土
木
建
築
基
準
、

燃
料
管
理
基
準
、
 

技
術
基
準
、
非
常
事
態
対
策
基
準
、
防
護
基
準
、
火
災
防
護
計
画
（
基
準
）
、
溶

接
事
業
者
検
査
実
施
基
準
、
定
期
事
業
者
検
査
実
施
基
準
 

8.
1
 
一
般
 

－
 

8.
2
.
1 
原
子
力
安
全
の
達
成
 

評
価
改
善
活
動
管
理
基
準
 

 
 
 

   【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所

固
有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ

セ
ス
間
の
相
互
関
係
、
文

書
体
系
図
等
を
、
図
３
－

１
・
２
、
表
３
－
１
・
２

に
記
載
し
て
い
る
。）

 

                                 

表
３
－
２
：
本
品
質
保
証
計
画
関
連
条
項
お
よ
び
本
規
定
関
連
条
項
と
原
子
力
部
門
が
必
要
と
決
定
し
た
社
内
標
準
と
の
関
係
 

本
品
質
保
証

 

計
画
関
連
条
項
 
項
 
目
 

社
内
標
準
名

 

所
管
箇
所
 

文
書
番
号
 

本
規
定
関
連
条
項

 
１
次

文
書
 

２
次
文
書
 

４
．
１
 

重
要
度
分

類
 

原 子 力 発 電 の 安 全 に 係 る 品 質 保 証 規 程  

グ
レ
ー
ド
分
け
通

達
 

原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
発
電
部
門

 

平
成
１
８

 
原
品
証

通
達
 
第
２
号

 

 

４
．
１
 

安
全
文
化

 
安
全
文
化
通
達
 

原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
発
電
部
門

 

平
成
２
５

 
原
品
証

通
達
 
第
１
号

 

第
２
条
の
２
、
第
２
条
の
３
、
第
３
条

 

５
．
４
 

５
．
５
．
３
 

６
．
２
．
２
 

品
質
目
標

 
品
質
目
標
通
達
 

原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
発
電
部
門

 

平
成
１
８

 
原
品
証

通
達
 
第
３
号

 

 

５
．
５
．
３
 

 

プ
ロ
セ
ス

責
任
者
 

原
子
力
部
門
に
お

け
る
文
書
・
記
録

管
理
通
達
 

原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
企
画
部
門

 

平
成
１
８

 
原
総
通

達
 第
３
号
 

 

５
．
５
．
４
 

５
．
６
 

内
部
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
 

内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
通
達
 

原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
発
電
部
門

 

平
成
１
８

 
原
品
証

通
達
 
第
４
号

 

第
６
条
、
第
８
条
（
第
３
章
保
安
管
理
体
制
お
よ
び

評
価
）
 

６
．
１
 

資
源
の
提

供
 

要
員
・
組
織
計
画

通
達
 

原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
企
画
部
門

 

平
成
１
８

 
原
原
企

通
達
 
第
１
号

 

 

６
．
１
 

６
．
２
 

力
量
、
教

育
・
訓
練
お

よ
び
認
識

 

教
育
・
訓
練
通
達
 
原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
企
画
部
門

 

平
成
１
８

 
原
原
企

通
達
 
第
２
号

 

第
１
３
６
条
、
第
１
３
７
条
（
第
１
０
章
保
安
教
育
）
 

 

表
３
－
２
（
続
き
）

 

本
品
質
保
証
 

計
画
関
連
条
項

 
項
 
目
 

社
内
標
準
名
 

所
管
箇
所
 

文
書
番
号

 
本
規
定
関
連
条
項
 

１
次

文
書
 

２
次
文
書
 

６
．
１
 

６
．
３
 

６
．
４
 

７
．
１
 

７
．
２
 

７
．
５
 

７
．
６
 

８
．
２
．
４
 

 

運
転
管
理
 

原 子 力 発 電 の 安 全 に 係 る 品 質 保 証 規 程  

運
転
管
理
通
達
 

原
子
力
事
業
本
部
 

原
子
力
発
電
部
門
 

平
成
１
８

 
原
発
電

通
達
 第
１
号
 

第
９
条
の
２
、
第
１
０
条
の
２
、
第
１
２
条
の
２
か
ら
第

９
８
条
（
第
４
章
運
転
管
理
）
、
 

第
１
２
５
条
、
第
１
２
５
条
の
３
、
第
１
２
５
条
の
４

（
第
８
章
保
守
管
理
）
、

 

第
１
３
９
条
（
第
１
１
章
記
録
お
よ
び
報
告
）
 

燃
料
管
理
 

原
子
燃
料
管
理
通

達
 

原
子
力
事
業
本
部
 

原
子
力
発
電
部
門
 

平
成
１
８

 
原
燃
保

通
達
 第
１
号
 

第
９
９
条
か
ら
第
１
０
４
条
（
第
５
章
燃
料
管
理
）
、

 

第
１
３
９
条
（
第
１
１
章
記
録
お
よ
び
報
告
）
 

放
射
性
廃

棄
物
管
理
 

放
射
性
廃
棄
物
管

理
通
達

 

原
子
力
事
業
本
部
 

原
子
力
発
電
部
門
 

平
成
１
８

 
原
放
管

通
達
 第
１
号
 

第
１
０
５
条
か
ら
第
１
０
９
条
（
第
６
章
放
射
性
廃
棄

物
管
理
）
、
第
１
３
９
条
（
第
１
１
章
記
録
お
よ
び
報
告
） 

放
射
線
管

理
 

放
射
線
管
理
通
達
 
原
子
力
事
業
本
部
 

原
子
力
発
電
部
門
 

平
成
１
８

 
原
放
管

通
達
 第
２
号

 

第
１
１
０
条
か
ら
第
１
２
４
条
（
第
７
章
放
射
線
管

理
）
、
第
１
２
７
条
の
２
、
第
１
３
４
条
の
２
(第
９
章

非
常
時
の
措
置

)、
第
１
３
９
条
（
第
１
１
章
記
録
お
よ

び
報
告
）
 

保
守
管
理
 

保
守
管
理
通
達
 

原
子
力
事
業
本
部
 

原
子
力
発
電
部
門
 

平
成
１
８

 
原
保
修

通
達
 第
１
号
 

第
１
２
条
の
２
（
第
４
章
運
転
管
理
）
、
第
１
２
５
条
（
第

８
章
保
守
管
理
）
 

非
常
時
の

措
置

 

非
常
時
の
措
置
通

達
 

原
子
力
事
業
本
部
 

原
子
力
安
全
部
門
 

平
成
２
６

 
原
危
管

通
達
 第
１
号
 

第
１
８
条
の
５
、
第
１
８
条
の
６
（
第
４
章
運
転
管
理
）

第
１
２
６
条
、
第
１
２
７
条
、
第
１
２
８
条
か
ら
第
１
３

４
条
、
第
１
３
５
条

(第
９
章
非
常
時
の
措
置
) 

そ
の
他

 
安
全
管
理
通
達
 

原
子
力
事
業
本
部
 

原
子
力
安
全
部
門
 

平
成
２
６

 
原
安
管

通
達
 第
１
号
 

第
９
条
か
ら
第
１
１
条
（
第
３
章
保
安
管
理
体
制
お
よ

び
評
価
）
、
第
１
２
条
の
２
（
第
４
章
運
転
管
理
）
、
第

１
２
５
条
の
２
（
第
８
章
保
守
管
理
）
 

原
子
燃
料
サ
イ
ク

ル
通
達

 

原
子
力
事
業
本
部
 

原
子
燃
料
部
門
 

平
成
１
８

 
原
燃
品

通
達
 第
１
号
 

第
９
９
条
か
ら
第
１
０
４
条
（
第
５
章
燃
料
管
理
）
 

火
災
防
護
通
達
 

原
子
力
事
業
本
部
 

原
子
力
発
電
部
門
 

平
成
２
７

 
原
発
電

通
達
 第
１
号
 

第
１
８
条
（
第
４
章
運
転
管
理
）
 

 表
３
－
２
（
続
き
）
 

本
品
質
保
証
 

計
画
関
連
条
項
 
項
 
目
 

社
内
標
準
名
 

所
管
箇
所

 
文
書
番
号
 

本
規
定
関
連
条
項
 

１
次

文
書
 

２
次
文
書
 

６
．
１
 

６
．
３
 

６
．
４
 

７
．
１
 

７
．
２
 

７
．
５
 

７
．
６
 

８
．
２
．
４

 

 

そ
の
他
 

原 子 力 発 電 の 安 全 に 係 る 品 質 保 証 規 程  

原
子
力
技
術
業
務

要
綱

 

原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
技
術
部
門
 

平
成
１
７

 
原
プ
技

要
綱
 
第
２
号
 

 

７
．
２
．
２

 

７
．
２
．
３

 

８
．
２
．
１

 

外
部
と
の

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
 

原
子
力
安

全
の
達
成
 

外
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
通
達
 

原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
発
電
部
門

 

平
成
１
８

 
原
発
電

通
達
 
第
３
号
 

 

７
．
３
 

設
計
・
開

発
 

設
計
・
開
発
通
達

 
原
子
力
事
業
本
部
 

原
子
力
発
電
部
門

 

平
成
１
８

 
原
保
修

通
達
 
第
２
号
 

第
１
２
５
条
（
第
８
章
保
守
管
理
）
 

７
．
４
 

７
．
５
．
５
 

調
達
 

調
達
製
品

の
保
存
 

原
子
力
部
門
に
お

け
る
調
達
管
理
通

達
 

調
達
本
部
 

平
成
２
７

 
調
原
通

達
 
第
１
号
 

 

７
．
６
 

監
視
機
器

お
よ
び
測

定
機
器
の

管
理
 

監
視
機
器
・
測
定
機

器
管
理
通
達
 

原
子
力
事
業
本
部

 

原
子
力
発
電
部
門

 

平
成
１
８

 
原
保
修

通
達
 
第
３
号
 

 

 表
３
－
２
（
続
き
）

 

本
品
質
保
証
 

計
画
関
連
条
項

 
項
 
目
 

社
内
標
準
名
 

所
管
箇
所
 

文
書
番
号

 
本
規
定
関
連
条
項
 

１
次

文
書
 

２
次
文
書
 

８
．
２
．
３

 
プ
ロ
セ
ス

の
監
視
お

よ
び
測
定
 

原 子 力 発 電 の 安 全 に 係 る 品 質 保 証 規 程  

品
質
目
標
通
達

 
原
子
力
事
業
本
部
 

原
子
力
発
電
部
門
 

 

平
成
１
８

 
原
品
証

通
達

 
第
３
号

 

 

原
子
力
部
門
に
お

け
る
内
部
監
査
通

達
 

 

経
営
監
査
室
 

 

平
成
１
８
経
営
原

通
達

 
第
１
号

 

 

７
．
６

 

８
．
２
．
４

 

検
査
お
よ

び
試
験
 

検
査
・
試
験
通
達
 
原
子
力
事
業
本
部
 

原
子
力
発
電
部
門
 

 

平
成
１
８

 
原
保
修

通
達

 
第
４
号

 

 

８
．
４

 
デ
ー
タ
の

分
析
 

デ
ー
タ
分
析
通
達
 
原
子
力
事
業
本
部
 

原
子
力
発
電
部
門
 

  

平
成
１
８

 
原
品
証

通
達

 
第
５
号

 

 

 

参考①-31



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
.6

.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

8.
2
.
2 
内
部
監
査
 

原
子
力
内
部
監
査
要
則
、
評
価
改
善
活
動
管
理
基
準
 

8.
2
.
3 
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
及
び
測
定
 

評
価
改
善
活
動
管
理
基
準
 

8.
2
.
4 
検
査
及
び
試
験
 

試
験
・
検
査
基
準
 

8.
3
 
不
適
合
管
理
 

不
適
合
管
理
基
準
 

8.
4
 
デ
ー
タ
の
分
析
 

評
価
改
善
活
動
管
理
基
準
、
原
子
炉
施
設
の
定
期
的
な
評
価
実
施
基
準
 

8.
5
.
1 
継
続
的
改
善
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
管
理
基
準
、
評
価
改
善
活
動
管
理
基
準
 

8.
5
.
2 
是
正
処
置
 

不
適
合
管
理
基
準
、
根
本
原
因
分
析
実
施
基
準
 

8.
5
.
3 
予
防
処
置
 

予
防
処
置
基
準
、
根
本
原
因
分
析
実
施
基
準
 

な
お
、
「

8
.2
.
2
内
部
監
査
」
以
外
の
要
求
事
項
に
対
す
る
原
子
力
監
査
室
の
実
施
事
項
に
関

し
て
は
、
「
原
子
力
内
部
監
査
要
則
」
で
規
定
す
る
。
 

※
１
：
別
図
１
「
保
安
規
定
品
質
保
証
計
画
に
係
る
規
定
文
書
体
系
図
」
に
示
す
と
お
り
、
２

次
文
書
の
う
ち
「
発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
保
安
監
督
に
関
す
る
基
準
」
、「
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
管
理
基
準
」
及
び
「
原
子
力
内
部
監
査
要
則
」
の
上
位
と
な
る
１

次
文
書
は
「
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
要
則
）
」
で
あ
る
。
 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
セ
ス

間
の
相
互
関
係
、
文
書
体
系

図
等
を
、
図
３
－
１
・
２
、

表
３
－
１
・
２
に
記
載
し
て

い
る
。）

 

 
別
表
２

 
規
定
文
書
と
保
安
規
定
の
関
連
表
 

規
定
文
書
 

保
安
規
定
 

保
安
活
動
に
関
す
る
関
係
法
令
等
遵

守
活
動
基
準
 

第
２
条
の
２
、
第
３
条
 

原
子
力
安
全
文
化
醸
成
活
動
管
理
基

準
 

第
２
条
の
３
、
第
３
条
 

品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
要
則
）
、
 

品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
基
準
）
 

第
２
条
の
２
、
第
２
条
の
３
、
第
３
条
、
第

1
7
条
の
６
 

保
安
活
動
に
関
す
る
文
書
及
び
記
録

の
管
理
基
準
 

第
３
条
、
第

13
1
条
 

発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
保
安

監
督
に
関
す
る
基
準
 

第
３
条
、
第
８
条
、
第
９
条
、
第

1
7
条
の
６
 

ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
及
び
電
気
主

任
技
術
者
の
保
安
監
督
に
関
す
る
基

準
 

第
３
条
、
第
８
条
の
２
、
第
９
条
の
２
 

安
全
委
員
会
運
営
基
準
、
安
全
運
営

委
員
会
運
営
基
準
 

第
３
条
、
第
６
条
、
第
７
条
 

品
質
保
証
委
員
会
運
営
基
準
 

第
３
条
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
管
理
基

準
、
 

評
価
改
善
活
動
管
理
基
準
 

第
３
条
 

教
育
訓
練
基
準
 

第
３
条
、
第

1
7
条
、
第

1
7
条
の
２
、
第

1
7
条
の
３
、
第

1
7
条
の
４
、
第

1
7
条
の
６
、
第

1
7
条
の
７
、

第
11
8
条
の
３
、
第

11
8
条
の
４
、
第

12
0
条
の
２
、
第

1
2
3
条
、
第

1
2
9
条
、
第

13
0
条
 

運
転
基
準
 

第
３
条
、
第

12
条
～
第

1
7
条
、
第

1
7
条
の
２
、
第

1
7
条
の
３
、
第

1
7
条
の
４
、
第

1
7
条
の
５
、
第

1
7
条
の
６
、
第

17
条
の
７
、
第

18
条
の
２
、
第

1
9
条
～
第

9
1
条
、
第

98
条
～
第

1
0
0
条
、
第

10
5

条
、
第

11
1
条
、
第

1
14
条
～
第

1
16
条
、
第

1
18
条
、
第

1
21
条
、
第

1
2
4
条
、
第

1
29
条
～
第

13
2

条
 

放
射
線
管
理
基
準
 

第
３
条
、
第

13
条
、
第

1
4
条
、
第

1
7
条
、
第

1
7
条
の
２
、
第

1
7
条
の
３
、
第

1
7
条
の
６
、
第

17
条

の
７
、
第

8
3
条
、
第

8
5
条
～
第

8
6
条
、
第

9
8
条
～
第

1
0
1
条
、
第

1
0
3
条
～
第

10
7
条
、
第

1
10
条

～
第

1
1
5
条
、
第

1
1
6
条
、
第

1
1
8
条
、
第

11
8
条
の
４
、
第

1
2
1
条
、
第

1
2
4
条
、
第

12
7
条
の
２
、

第
12
9
条
～
第

1
3
2
条
 

化
学
管
理
基
準
 

第
３
条
、
第

13
条
、
第

1
4
条
、
第

1
7
条
の
６
、
第

1
7
条
の
７
、
第

1
8
条
～
第

2
0
条
、
第

27
条
、

第
47
条
、
第

4
9
条
、
第

5
0
条
、
第

5
3
条
、
第

57
条
、
第

79
条
、
第

8
3
条
、
第

8
5
条
～
第

8
7
条
、

第
94
条
、
第

9
9
条
、
第

1
0
5
条
、
第

1
1
1
条
、
第

1
1
4
条
～
第

1
16
条
、
第

1
1
8
条
、
第

1
2
4
条
、
第

1
29
条
～
第

13
2
条
 

保
修
基
準
 

第
３
条
、
第

11
条
の
２
、
第

1
3
条
、
第

14
条
、
第

1
7
条
、
第

1
7
条
の
２
、
第

1
7
条
の
３
、
第

17
条

の
４
、
第

1
7
条
の
５
、
第

1
7
条
の
６
、
第

1
7
条
の
７
、
第

22
条
、
第

2
4
条
、
第

2
9
条
、
第

3
0
条
、

第
32
条
、
第

3
3
条
、
第

4
0
条
、
第

4
3
条
～
第

4
8
条
、
第

51
条
、
第

5
5
条
、
第

5
7
条
、
第

5
8
条
、

第
6
0
条
～
第

64
条
、
第

6
6
条
、
第

6
7
条
、
第

6
9
条
～
第

73
条
、
第

7
5
条
、
第

7
6
条
、
第

7
8
条

～
第

8
3
条
、
第

8
5
条
～
第

8
7
条
、
第

8
9
条
、
第

9
2
条
～
第

9
8
条
の
２
、
第

1
0
0
条
、
第

10
1
条
、

第
10
5
条
、
第

11
1
条
、
第

1
13
条
～
第

1
1
6
条
、
第

1
1
8
条
、
第

1
1
8
条
の
２
、
第

11
8
条
の
３
、
第

1
18
条
の
４
、
第

12
1
条
、
第

1
2
4
条
、
第

1
2
9
条
～
第

13
2
条

 

土
木
建
築
基
準
 

第
３
条
、
第

13
条
、
第

1
4
条
、
第

1
7
条
、
第

17
条
の
２
、
第

17
条
の
３
、
第

5
5
条
、
第

85
条
、

第
8
6
条
、
第

89
条
、
第

9
8
条
、
第

1
05
条
、
第

1
1
1
条
、
第

1
1
4
条
～
第

1
1
6
条
、
第

11
8
条
、
第

1
18
条
の
２
、
第

12
4
条
、
第

1
2
9
条
～
第

1
3
2
条
 

燃
料
管
理
基
準
 

第
３
条
、
第

14
条
、
第

1
7
条
、
第

1
7
条
の
３
、
第

1
7
条
の
４
、
第

2
0
条
～
第

2
4
条
、
第

26
条
、

第
29
条
～
第

3
3
条
、
第

4
9
条
、
第

9
2
条
～
第

9
8
条
 

技
術
基
準
 

第
３
条
、
第

11
条
の
２
、
第

1
3
条
、
第

14
条
、
第

1
7
条
、
第

1
7
条
の
２
、
第

1
7
条
の
３
、
第

17
条

の
４
、
第

17
条
の
５
、
第

1
7
条
の
６
、
第

17
条
の
７
、
第

28
条
、
第

35
条
、
第

8
3
条
、
第

8
5
条

～
第

8
7
条
、
第

8
9
条
、
第

10
5
条
、
第

1
1
1
条
、
第

1
1
4
条
～
第

11
6
条
、
第

1
1
8
条
、
第

12
1
条
、

第
12
4
条
、
第

1
2
9
条
～
第

13
2
条
 

停
止
時
保
安
管
理
基
準
 

第
３
条
、
第

3
3
条
、
第

36
条
～
第

41
条
、
第

4
5
条
、
第

5
0
条
～
第

5
3
条
、
第

5
5
条
、
第

5
7
条
、

第
58
条
、
第

6
3
条
～
第

6
8
条
、
第

7
0
条
～
第

7
3
条
、
第

75
条
～
第

7
8
条
、
第

8
0
条
、
第

8
1
条
、

第
83
条

 

非
常
事
態
対
策
基
準
 

第
３
条
、
第

12
条
、
第

1
3
条
、
第

1
4
条
、
第

17
条
、
第

17
条
の
２
、
第

1
7
条
の
３
、
第

1
7
条
の

５
、
第

17
条
の
６
、
第

1
7
条
の
７
、
第

83
条
、
第

8
5
条
～
第

87
条
、
第

1
19
条
～
第

12
8
条
、
第

1
29
条
～
第

13
2
条
 

異
常
時
通
報
連
絡
処
置
基
準
 

第
３
条
、
第

8
9
条
、
第

1
32
条
 

防
護
基
準
 

第
３
条
、
第

1
08
条
、
第

10
9
条
 

設
計
・
調
達
管
理
基
準
 

第
３
条
、
第

1
7
条
の
３
 

原
子
力
内
部
監
査
要
則
 

第
２
条
の
２
、
第
２
条
の
３
、
第
３
条
 

試
験
・
検
査
基
準
 

第
３
条
 

不
適
合
管
理
基
準
 

第
３
条
 

予
防
処
置
基
準
 

第
３
条
 

原
子
炉
施
設
の
定
期
的
な
評
価
実
施

基
準
 

第
３
条
、
第

1
0
条
 

根
本
原
因
分
析
実
施
基
準
 

第
３
条
 

火
災
防
護
計
画
（
基
準
）
 

第
３
条
、
第

1
4
条
、
第

1
7
条
、
第

17
条
の
２
 

保
守
管
理
基
準
 

第
３
条
、
第

1
1
条
の
２
、
第

1
7
条
の
３
、
第

1
1
8
条
、
第

11
8
条
の
２
 

原
子
炉
施
設
の
経
年
劣
化
に
関
す
る

技
術
的
な
評
価
実
施
基
準
 

第
３
条
、
第

11
8
条
の
２
 

燃
料
技
術
基
準
 

第
３
条
、
第

1
1
条
の
２
、
第

9
5
条
 

溶
接
事
業
者
検
査
実
施
基
準
 

第
３
条
、
第

1
18
条
の
３
 

定
期
事
業
者
検
査
実
施
基
準
 

第
３
条
、
第

1
18
条
の
４
 

 
 

参考①-32



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
.6

.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

カ
ル
デ
ラ
火
山
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対
応

基
準
 

第
３
条
、
第

1
7
条
の
４
 

カ
ル
デ
ラ
火
山
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
伴

う
原
子
炉
停
止
対
応
基
準
 

第
３
条
、
第

1
7
条
の
４
 

カ
ル
デ
ラ
火
山
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
伴

う
燃
料
体
等
の
搬
出
等
対
応
基
準
 
第
３
条
、
第

1
7
条
の
４
 

原
子
力
発
電
所
土
木
建
築
設
備
保
守

基
準
 

第
３
条
、
第

1
7
条
の
３
 

 
 

 
 

参考①-33



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

2
0
19

.0
7.

31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

2
0
19

.1
2.

09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

第
３
章

 
保
安
管
理
体
制
お
よ
び
評
価

 

第
１
節

 
組
織
お
よ
び
職
務
 

第
３
章
 
保
安
管
理
体
制
及
び
評
価

 

第
１
節
 
組
織
及
び
職
務
 

第
３
章
 
保
安
管
理
体
制
お
よ
び
評
価
 

第
１
節

 
組
織
お
よ
び
職
務
 

 

（
保
安
に
関
す
る
組
織
）
 

第
 
４
 
条

 
発
電
所
の
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
図
４
の
と
お
り

と
す
る
。
 

 図
４
 

 

（
保
安
に
関
す
る
組
織
）

 

第
４
条
 
運
転
段
階
の
発
電
所
の
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
図
４
－

１
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 図
４
－
１
 

 

（
保
安
に
関
す
る
組
織
）
 

第
 
４
 
条

 
発
電
所
の
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
図
４
の
と
お
り

と
す
る
。
 

 図
４
 

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な

し
。）

 

図
４
（
続
き
）
 

 

 
図
４
（
続
き
）
 

 

 

 

【
本

 
店
】
 

 
管
理
責
任
者
（
経
営
監
査
室
長
）
 

 
 

 
 

 
社
長

 
 

 
 

経
営
監
査
室
長

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
（
※
１
）

 
 

 
 
管
理
責
任
者
（
原
子
力
事
業
本
部
長
）
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

原
子
力
事
業
本
部
長

 
 

 
 

 
原
子
力
企
画
部
門
統
括
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

品
質
保
証
会
議
 

 
 

 

 
 

 
調
達
本
部
長

 
 
 原
子
力
安
全
部
門
統
括
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
室
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
総
務
室
長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
原
子
力
発
電
安
全
委
員
会

 

 
 
土
木
建
築
室
長

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
原
子
力
発
電
部
門
統
括
 
 
環
境
ﾓ
ﾆﾀ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ 

ｾﾝ
ﾀｰ
所
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
原
子
燃
料
部
門
統
括
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
※
２
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

（
保
安
に
関
す
る
職
務
）
 

第
 
５

 
条

 
本
店
に
お
け
る
保
安
に
関
す
る
職
務
は
次
の
と
お

り
。
 

（
保
安
に
関
す
る
職
務
）

 

第
５
条

 
保
安
に
関
す
る
主
な
職
務
及
び
実
施
者
は
以
下
の
と
お

り
と
す
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
保
安
に
関
し
必
要
と
な
る
職
務
に

関
し
て
は
、「
組
織
・
権
限
規
程
」
に
従
っ
て
行
う
。
 

（
保
安
に
関
す
る
職
務
）
 

第
 
５

 
条

 
本
店
に
お
け
る
保
安
に
関
す
る
職
務
は
次
の
と
お

り
。
 

 

(
1)
 社
長
は
、
本
規
定
に
定
め
る
保
安
活
動
を
統
括
す
る
。
 

(
1)

 
社
長
は
、
原
子
力
安
全
を
最
優
先
と
し
た
保
安
活
動
を
確

実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
ま
た
、
関
係
法
令
及
び
保
安
規
定
の

遵
守
が
確
実
に
行
わ
れ
る
た
め
に
、
発
電
所
に
お
け
る
保
安

活
動
に
係
る
次
の
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
し
、
そ

の
活
動
を
統
括
す
る
。

 

ア
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動

 

イ
 
安
全
文
化
の
醸
成
に
関
す
る
活
動
 

ウ
 
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
及
び
実
施
並
び

に
そ
の
有
効
性
の
継
続
的
な
改
善
に
関
す
る
活
動
 

 
 
 
ま
た
、
保
安
活
動
に
従
事
す
る
要
員
は
、
(2
)以
降
に
示
す

役
割
に
応
じ
て
、
原
子
力
安
全
を
最
優
先
と
し
、
か
つ
、
関
係

法
令
及
び
保
安
規
定
の
遵
守
を
確
実
に
す
る
た
め
の
ア
、
イ

及
び
ウ
の
活
動
に
取
組
み
、
保
安
活
動
を
確
実
に
実
施
す
る
。
 

(1
) 
社
長
は
、
本
規
定
に
定
め
る
保
安
活
動
を
統
括
す
る
。
 

 

(
2)
 経
営
監
査
室
長
は
、
原
子
力
部
門
の
経
営
監
査
に
係
る
、
年

度
計
画
お
よ
び
要
員
の
教
育
な
ら
び
に
経
営
監
査
の
実
施
に

関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
2)
 
原
子
力
発
電
本
部
長
は
、
品
質
保
証
活
動
（
独
立
し
た
監
査

部
門
の
業
務
を
除
く
。
）
の
実
施
に
係
る
管
理
責
任
者
と
し
て

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
具
体
的
活
動
及
び

(4
)
か

ら
(
9)
、
(1
3)
か
ら

(
29
)
が
実
施
す
る
発
電
所
の
保
安
に
関
す

る
活
動
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
(
4)
、
(1
3
)に
お
け
る
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
並
び
に
本
店
組
織
及
び
発
電
所
組
織
の
安

全
文
化
醸
成
活
動
を
統
括
す
る
。

 

(2
) 
経
営
監
査
室
長
は
、
原
子
力
部
門
の
経
営
監
査
に
係
る
、
年

度
計
画
お
よ
び
要
員
の
教
育
な
ら
び
に
経
営
監
査
の
実
施
に

関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

 

(
3)
 
原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
第
１
項

(5
)
か
ら

(1
0)
に
定
め
る

各
部
門
統
括
を
指
導
監
督
し
、
原
子
力
業
務
を
統
括
す
る
。
ま

た
、
第
２
条
の
２
第
３
項
お
よ
び
第
２
条
の
３
第
３
項
の
職
務

を
行
う
。
 

(
3)

 
原
子
力
監
査
室
長
は
、
本
店
組
織
及
び
発
電
所
組
織
か
ら

独
立
し
た
監
査
に
係
る
管
理
責
任
者
と
し
て
、
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
独
立
監
査
業
務
を
統
括
す
る
。

ま
た
、
監
査
部
門
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
及
び

安
全
文
化
醸
成
活
動
を
統
括
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
活
動
及
び
安
全
文
化
醸
成
活
動
に
係
る
監
査
業
務
を

統
括
す
る
。
 

(3
) 
原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
第
１
項

(5
)
か
ら
(
1
0)
に
定
め
る

各
部
門
統
括
を
指
導
監
督
し
、
原
子
力
業
務
を
統
括
す
る
。
ま

た
、
第
２
条
の
２
第
３
項
お
よ
び
第
２
条
の
３
第
３
項
の
職
務

を
行
う
。
 

 

(
4)
 
原
子
力
事
業
本
部
長
代
理
お
よ
び
第
１
項

(5
)
か
ら

(1
0)
に

定
め
る
各
部
門
統
括
は
、
原
子
力
事
業
本
部
長
を
補
佐
す
る
。
 

(
4)

 
原
子
力
総
括
部
長
は
、
原
子
力
総
括
部
門
が
実
施
す
る
発

電
所
の
保
安
に
関
す
る
活
動
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
原
子
力
総

括
部
門
、
安
全
・
品
質
保
証
部
門
、
原
子
力
管
理
部
門
、
原
子

力
建
設
部
門
、
原
子
力
技
術
部
門
及
び
廃
止
措
置
統
括
部
門

に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
並
び
に
原
子
力
総
括
部

門
に
お
け
る
安
全
文
化
醸
成
活
動
を
統
括
す
る
。
 

(4
) 
原
子
力
事
業
本
部
長
代
理
お
よ
び
第
１
項

(5
)
か
ら
(
1
0)
に

定
め
る
各
部
門
統
括
は
、
原
子
力
事
業
本
部
長
を
補
佐
す
る
。
 

 

(
5)
 原
子
力
企
画
部
門
統
括
は
、
要
員
・
組
織
計
画
お
よ
び
要
員

教
育
（
原
子
力
部
門
の
経
営
監
査
に
係
る
要
員
の
教
育
お
よ
び

運
転
員
の
教
育
・
訓
練
を
除
く
。
）
な
ら
び
に
文
書
管
理
に
関
す

る
業
務
を
統
括
す
る
。
 

(
5)
 
安
全
・
品
質
保
証
部
長
は
、
安
全
・
品
質
保
証
部
門
が
実
施

す
る
発
電
所
の
保
安
に
関
す
る
活
動
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
安

全
・
品
質
保
証
部
門
に
お
け
る
安
全
文
化
醸
成
活
動
を
統
括

す
る
と
と
も
に
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
に
係
る
そ
の
他
自
然

災
害
発
生
時
等
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(5
) 
原
子
力
企
画
部
門
統
括
は
、
要
員
・
組
織
計
画
お
よ
び
要
員

教
育
（
原
子
力
部
門
の
経
営
監
査
に
係
る
要
員
の
教
育
お
よ
び

運
転
員
の
教
育
・
訓
練
を
除
く
。
）
な
ら
び
に
文
書
管
理
に
関
す

る
業
務
を
統
括
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
各
部
門
統
括
の
業
務
の

明
確
化
。
美
浜
は
、
既
存
の

記
載
に
当
該
記
載
を
含
め

る
こ
と
を
意
図
し
て
記
載

し
て
い
る
。
）
（
以
下
、
同

様
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
6)
 原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
管
理
お

よ
び
原
子
力
発
電
施
設
の
安
全
評
価
に
関
す
る
業
務
を
統
括

す
る
（
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
、
重
大
事
故
等
発
生
時
お

よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
を

含
む
）。

 

(
6)

 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
原
子
力
管
理
部
門
が
実
施
す
る
発

電
所
の
保
安
に
関
す
る
活
動
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
原
子
力
管

理
部
門
に
お
け
る
安
全
文
化
醸
成
活
動
を
統
括
す
る
と
と
も

に
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
に
係
る
火
山
影
響
等
、
そ
の
他
自
然

災
害
、
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
、
重
大
事
故
等
及
び
大

規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(6
) 
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
管
理
お

よ
び
原
子
力
発
電
施
設
の
安
全
評
価
に
関
す
る
業
務
を
統
括

す
る
（
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
、
重
大
事
故
等
発
生
時
お

よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
を

含
む
）
。
 

 

(
7)
 原
子
力
発
電
部
門
統
括
は
、
原
子
力
発
電
の
品
質
保
証
活
動

お
よ
び
原
子
力
発
電
所
の
運
転
保
守
（
運
転
員
の
教
育
・
訓
練

を
含
む
。）
、
放
射
線
管
理
、
放
射
性
廃
棄
物
管
理
な
ら
び
に
原

子
力
発
電
施
設
の
設
計
・
保
全
に
関
す
る
業
務
を
統
括
す
る
。
 

(
7)

 
原
子
力
建
設
部
長
は
、
原
子
力
建
設
部
門
が
実
施
す
る
発

電
所
の
保
安
に
関
す
る
活
動
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
原
子
力
建

設
部
門
に
お
け
る
安
全
文
化
醸
成
活
動
を
統
括
す
る
と
と
も

に
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
に
係
る
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時

等
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(7
) 
原
子
力
発
電
部
門
統
括
は
、
原
子
力
発
電
の
品
質
保
証
活
動

お
よ
び
原
子
力
発
電
所
の
運
転
保
守
（
運
転
員
の
教
育
・
訓
練

を
含
む
。
）、
放
射
線
管
理
、
放
射
性
廃
棄
物
管
理
な
ら
び
に
原

子
力
発
電
施
設
の
設
計
・
保
全
に
関
す
る
業
務
を
統
括
す
る
。
 

 

(
8)
 原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
原
子
力
発
電

施
設
の
設
計
・
保
全
（
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）

お
よ
び
原
子
力
発
電
部
門
統
括
が
所
管
す
る
業
務
を
除
く
。
）

お
よ
び
高
経
年
対
策
に
関
す
る
技
術
的
業
務
を
統
括
す
る
（
火

山
影
響
等
発
生
時
お
よ
び
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
の
体

制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
を
含
む
）。

 

(
8)

 
原
子
力
技
術
部
長
は
、
原
子
力
技
術
部
門
が
実
施
す
る
発

電
所
の
保
安
に
関
す
る
活
動
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
原
子
力
技

術
部
門
に
お
け
る
安
全
文
化
醸
成
活
動
を
統
括
す
る
と
と
も

に
、
燃
料
の
取
替
等
に
関
す
る
業
務
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
に

係
る
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
体
制
の
整
備
に
関
す

る
業
務
を
行
う
。

 

(8
) 
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
原
子
力
発
電

施
設
の
設
計
・
保
全
（
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）

お
よ
び
原
子
力
発
電
部
門
統
括
が
所
管
す
る
業
務
を
除
く
。
）

お
よ
び
高
経
年
対
策
に
関
す
る
技
術
的
業
務
を
統
括
す
る
（
火

山
影
響
等
発
生
時
お
よ
び
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
の
体

制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
を
含
む
）
。
 

 

 
(
9)

 
廃
止
措
置
統
括
室
長
は
、
廃
止
措
置
統
括
部
門
が
実
施
す

る
発
電
所
の
保
安
に
関
す
る
活
動
を
統
括
す
る
。
 

ま
た
、
廃
止
措
置
統
括
部
門
に
お
け
る
安
全
文
化
醸
成
活
動

を
統
括
す
る
。
 

 
 

(
9)
 原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、
原
子
力
発
電
施

設
の
土
木
設
備
、
建
築
物
に
係
る
設
計
・
保
全
（
原
子
力
発
電

部
門
統
括
が
所
管
す
る
業
務
を
除
く
。
）
に
関
す
る
技
術
的
業

務
を
統
括
す
る
（
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
の
体
制
の
整
備

に
関
す
る
業
務
を
含
む
）。

 

(
10
) 
原
子
力
土
木
建
築
部
長
は
、
原
子
力
土
木
建
築
部
門
が
実

施
す
る
発
電
所
の
保
安
に
関
す
る
活
動
を
統
括
す
る
。
ま
た
、

原
子
力
土
木
建
築
部
門
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動

及
び
安
全
文
化
醸
成
活
動
を
統
括
す
る
と
と
も
に
、
３
号
炉

及
び
４
号
炉
に
係
る
そ
の
他
自
然
災
害
及
び
火
山
活
動
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(9
) 
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、
原
子
力
発
電
施

設
の
土
木
設
備
、
建
築
物
に
係
る
設
計
・
保
全
（
原
子
力
発
電

部
門
統
括
が
所
管
す
る
業
務
を
除
く
。
）
に
関
す
る
技
術
的
業

務
を
統
括
す
る
（
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
の
体
制
の
整
備

に
関
す
る
業
務
を
含
む
）
。
 

 

(
10
) 
原
子
燃
料
部
門
統
括
は
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
（
原
子
燃
料

サ
イ
ク
ル
室
長
所
管
業
務
を
除
く
。
）
お
よ
び
そ
の
品
質
保
証

活
動
に
関
す
る
業
務
を
統
括
す
る
。
 

(
11
) 
資
材
調
達
部
長
は
、
資
材
調
達
部
門
が
実
施
す
る
調
達
先

の
評
価
・
選
定
等
に
関
す
る
業
務
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
資
材

調
達
部
門
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
及
び
安
全
文

化
醸
成
活
動
を
統
括
す
る
。

 

(1
0)

 原
子
燃
料
部
門
統
括
は
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
（
原
子
燃
料

サ
イ
ク
ル
室
長
所
管
業
務
を
除
く
。
）
お
よ
び
そ
の
品
質
保
証

活
動
に
関
す
る
業
務
を
統
括
す
る
。
 

 

(
11
) 
調
達
本
部
長
は
、
契
約
お
よ
び
貯
蔵
品
管
理
に
関
す
る
業

務
を
行
う
。
 

(
12
) 
原
子
燃
料
部
長
は
、
原
子
燃
料
部
門
が
実
施
す
る
調
達
先

の
評
価
・
選
定
等
に
関
す
る
業
務
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
原
子

燃
料
部
門
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
及
び
安
全
文

化
醸
成
活
動
を
統
括
す
る
。
 

(1
1)

 
調
達
本
部
長
は
、
契
約
お
よ
び
貯
蔵
品
管
理
に
関
す
る
業

務
を
行
う
。
 

 

(
12
) 
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
室
長
は
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
契

約
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。

 

 
(1
2)

 
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
室
長
は
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
契

約
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

 

(
13
) 
総
務
室
長
は
、「
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規

程
」
の
制
定
・
改
廃
を
所
管
す
る
と
と
も
に
、
社
印
の
管
理
に

関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

 
(1
3)

 総
務
室
長
は
、「
原
子
力
発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規

程
」
の
制
定
・
改
廃
を
所
管
す
る
と
と
も
に
、
社
印
の
管
理
に

関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

 

(
14
) 
土
木
建
築
室
長
は
、
原
子
力
部
門
に
係
る
土
木
設
備
、
建
築

物
の
改
良
お
よ
び
修
繕
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

 
(1
4)

 土
木
建
築
室
長
は
、
原
子
力
部
門
に
係
る
土
木
設
備
、
建
築

物
の
改
良
お
よ
び
修
繕
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

 

(
15
) 
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
環
境
放
射
能
に

係
る
デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析
お
よ
び
評
価
に
関
す
る
業
務
を
行

う
。
 

 
(1
5)

 
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
環
境
放
射
能
に

係
る
デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析
お
よ
び
評
価
に
関
す
る
業
務
を
行

う
。
 

 

参考①-36



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
16
) 
第
１
項

(
6)
か
ら

(
10
)、

(
14

)に
定
め
る
各
職
位
の
職
務
に

は
、
そ
の
職
務
の
範
囲
に
お
け
る
設
計
お
よ
び
工
事
に
関
す
る

業
務
を
含
む
。
 

 
(1
6)

 第
１
項
(6

)か
ら
(
10
)、

(1
4)
に
定
め
る
各
職
位
の
職
務
に

は
、
そ
の
職
務
の
範
囲
に
お
け
る
設
計
お
よ
び
工
事
に
関
す
る

業
務
を
含
む
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
美
浜
は
、
各
職
位
の
共
通

職
務
を
明
確
に
記
載
し

た
。）

 

(
17
) 
第
１
項

(
5)
か
ら

(
15
)に
定
め
る
各
職
位
は
、
所
属
員
を
指

示
・
指
導
し
、
所
管
業
務
を
遂
行
す
る
。
ま
た
、
各
所
属
員
は
、

そ
の
指
示
・
指
導
に
従
い
業
務
を
実
施
す
る
。

 

 
(1
7)

 第
１
項
(5

)か
ら
(
15
)に
定
め
る
各
職
位
は
、
所
属
員
を
指

示
・
指
導
し
、
所
管
業
務
を
遂
行
す
る
。
ま
た
、
各
所
属
員
は
、

そ
の
指
示
・
指
導
に
従
い
業
務
を
実
施
す
る
。
 

 

(
18
) 
そ
の
他
関
係
す
る
部
門
は
、
別
途
定
め
ら
れ
た
「
職
制
規

程
」
に
基
づ
き
所
管
業
務
を
遂
行
す
る
。
 

 
(1
8)

 
そ
の
他
関
係
す
る
部
門
は
、
別
途
定
め
ら
れ
た
「
職
制
規

程
」
に
基
づ
き
所
管
業
務
を
遂
行
す
る
。
 

 

 
 
 

 
 

２
．
発
電
所
に
お
け
る
保
安
に
関
す
る
職
務
は
次
の
と
お
り
。
 

 
２
．
発
電
所
に
お
け
る
保
安
に
関
す
る
職
務
は
次
の
と
お
り
。
 

 

(
1)
 発
電
所
長
（
以
下
、「
所
長
」
と
い
う
。）
は
、
発
電
所
の
課

（
室
）
長
等
を
指
導
監
督
し
、
発
電
所
に
お
け
る
保
安
活
動
を

統
括
す
る
。
 

(
13
) 
玄
海
原
子
力
発
電
所
長
（
以
下
「
所
長
」
と
い
う
。
）
は
、

発
電
所
に
お
け
る
保
安
に
関
す
る
業
務
を
統
括
す
る
。
ま
た
、

発
電
所
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
及
び
安
全
文
化

醸
成
活
動
を
統
括
す
る
。

 

(1
) 
発
電
所
長
（
以
下
、「
所
長
」
と
い
う
。
）
は
、
発
電
所
の
課

（
室
）
長
等
を
指
導
監
督
し
、
発
電
所
に
お
け
る
保
安
活
動
を

統
括
す
る
。
 

 

(
2)
 原
子
力
安
全
統
括
、
副
所
長
お
よ
び
運
営
統
括
長
は
、
所
長

を
補
佐
す
る
。
 

(
14
) 
第
一
所
長
は
、
所
長
を
補
佐
し
、
技
術
第
一
課
長
、
安
全

管
理
第
一
課
長
、
発
電
第
一
課
長
及
び
保
修
第
一
課
長
の
所

管
す
る
保
安
に
関
す
る
業
務
並
び
に
土
木
建
築
課
長
の
う
ち

１
号
炉
及
び
２
号
炉
の
保
安
に
関
す
る
業
務
を
総
括
管
理
す

る
。

 

(
15
) 
第
二
所
長
は
、
所
長
を
補
佐
し
、
技
術
第
二
課
長
、
安
全

管
理
第
二
課
長
、
発
電
第
二
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
の
所

管
す
る
保
安
に
関
す
る
業
務
並
び
に
土
木
建
築
課
長
の
う
ち

３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
保
安
に
関
す
る
業
務
を
総
括
管
理
す

る
。

 

(2
) 
原
子
力
安
全
統
括
、
副
所
長
お
よ
び
運
営
統
括
長
は
、
所
長

を
補
佐
す
る
。
 

 

(
3)
 品
質
保
証
室
長
は
、
原
子
力
発
電
に
関
す
る
品
質
保
証
活
動

の
統
括
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
16
) 
安
全
品
質
保
証
第
一
統
括
室
長
は
、
所
長
を
補
佐
し
、
１

号
炉
及
び
２
号
炉
の
発
電
所
に
お
け
る
保
安
、
品
質
保
証
活

動
の
統
括
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。

 

(3
) 
品
質
保
証
室
長
は
、
原
子
力
発
電
に
関
す
る
品
質
保
証
活
動

の
統
括
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

 

(
4)
 品
質
保
証
室
課
長
は
、
品
質
保
証
室
長
を
補
佐
す
る
。
 

(
17
) 
安
全
品
質
保
証
第
一
統
括
室
副
室
長
は
、
安
全
品
質
保
証

第
一
統
括
室
長
を
補
佐
す
る
。

 

(
18
) 
安
全
品
質
保
証
第
二
統
括
室
長
は
、
所
長
を
補
佐
し
、
３

号
炉
及
び
４
号
炉
の
発
電
所
に
お
け
る
保
安
、
品
質
保
証
活

動
の
統
括
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。

 

(
19
) 
安
全
品
質
保
証
第
二
統
括
室
副
室
長
は
、
安
全
品
質
保
証

第
二
統
括
室
長
を
補
佐
す
る
。

 

(4
) 
品
質
保
証
室
課
長
は
、
品
質
保
証
室
長
を
補
佐
す
る
。
 

 

 
(
20
) 
総
務
課
長
は
、
調
達
先
の
評
価
・
選
定
等
に
関
す
る
業
務

を
行
う
。

 

 
 

(
5)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
管
理
運
用
に
関
す
る

安
全
評
価
、
そ
の
他
技
術
安
全
の
総
括
、
原
子
力
防
災
対
策
お

よ
び
原
子
炉
施
設
の
出
入
管
理
に
関
す
る
業
務
な
ら
び
に
火

災
発
生
時
、
内
部
溢
水
発
生
時
、
火
山
影
響
等
発
生
時
、
そ
の

他
自
然
災
害
発
生
時
等
、
重
大
事
故
等
発
生
時
お
よ
び
大
規
模

損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
の
総
括
に
関
す

る
業
務
を
行
う
。

 

(
21
)
 

 
防
災
課
長
は
、
原
子
力
防
災
及
び
初
期
消
火
活
動
の
た

め
の
体
制
の
整
備
等
に
関
す
る
業
務
を
行
う
と
と
も
に
、
３

号
炉
及
び
４
号
炉
に
係
る
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
、

そ
の
他
自
然
災
害
、
重
大
事
故
等
及
び
大
規
模
損
壊
発
生
時

の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(5
) 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
管
理
運
用
に
関
す
る

安
全
評
価
、
そ
の
他
技
術
安
全
の
総
括
、
原
子
力
防
災
対
策
お

よ
び
原
子
炉
施
設
の
出
入
管
理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

  【
大
飯
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異

 

（
大
飯
は
、
Ｓ
Ａ
・
Ｄ
Ｂ
等

職
務
の
分
担
見
直
し
に
伴

い
、
組
織
改
正
を
実
施
。）

 

参考①-37



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
6)
 安
全
・
防
災
室
課
長
は
、
安
全
・
防
災
室
長
を
補
佐
す
る
。
 

(
22
) 
防
護
管
理
課
長
は
、
出
入
管
理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(6
) 
安
全
・
防
災
室
課
長
は
、
安
全
・
防
災
室
長
を
補
佐
す
る
。
 

（
以
下
、
同
様
。
）
 

(
7)
 所
長
室
長
は
、
発
電
所
の
運
営
に
関
す
る
総
括
、
文
書
管
理

と
記
録
管
理
の
総
括
、
教
育
・
訓
練
の
総
括
、
調
達
先
管
理
、

契
約
お
よ
び
貯
蔵
品
管
理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

 
(7
) 
所
長
室
長
は
、
発
電
所
の
運
営
に
関
す
る
総
括
、
初
期
消
火

活
動
の
た
め
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
、
文
書
管
理
と
記

録
管
理
の
総
括
、
教
育
・
訓
練
の
総
括
、
調
達
先
管
理
、
契
約

お
よ
び
貯
蔵
品
管
理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
8)
 所
長
室
課
長
（
総
務
）
は
、
所
長
室
長
を
補
佐
す
る
。
 

 
(8
) 
所
長
室
課
長
（
総
務
）
は
、
所
長
室
長
を
補
佐
す
る
。
 

 

(
9)
 技
術
課
長
は
、
発
電
所
の
技
術
関
係
事
項
の
総
括
に
関
す
る

業
務
を
行
う
。

 

(
23
) 
技
術
第
一
課
長
は
１
号
炉
及
び
２
号
炉
、
技
術
第
二
課
長

は
３
号
炉
及
び
４
号
炉
に
係
る
発
電
所
の
技
術
関
係
事
項
の

総
括
及
び
燃
料
管
理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。（
以
下
、
技
術

第
一
課
長
及
び
技
術
第
二
課
長
を
総
称
す
る
場
合
は
「
技
術

課
長
」
と
い
う
。）

 

(9
) 
技
術
課
長
は
、
発
電
所
の
技
術
関
係
事
項
の
総
括
に
関
す
る

業
務
を
行
う
。
 

 

(
10
) 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
燃
料
管
理
お
よ
び
炉
心
管
理
に

関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(1
0)

 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
燃
料
管
理
お
よ
び
炉
心
管
理
に

関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

 

(
11
) 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
放
射
性
廃
棄
物
管
理
、
放
射
線
管
理

（
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
所
管
業
務
を
除
く
。）
、

被
ば
く
管
理
お
よ
び
化
学
管
理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。

 

(
24
) 
安
全
管
理
第
一
課
長
は
１
号
炉
及
び
２
号
炉
、
安
全
管
理

第
二
課
長
は
３
号
炉
及
び
４
号
炉
に
係
る
放
射
線
管
理
、
放

射
性
廃
棄
物
管
理
及
び
化
学
管
理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。

（
以
下
、
安
全
管
理
第
一
課
長
及
び
安
全
管
理
第
二
課
長
を

総
称
す
る
場
合
は
「
安
全
管
理
課
長
」
と
い
う
。）

 

(1
1)

 放
射
線
管
理
課
長
は
、
放
射
性
廃
棄
物
管
理
、
放
射
線
管
理

（
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
所
管
業
務
を
除
く
。
）、

被
ば
く
管
理
お
よ
び
化
学
管
理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

 

(
12
) 
第
一
発
電
室
長
は
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
、
第
二
発
電
室

長
は
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
係
る
原
子
炉
施
設
の
運
転
に

関
す
る
業
務
を
行
う
（
以
下
、
第
一
発
電
室
長
と
第
二
発
電
室

長
を
総
称
し
て
「
発
電
室
長
」
と
い
う
。）
。

 

(
25
) 
発
電
第
一
課
長
は
１
号
炉
及
び
２
号
炉
、
発
電
第
二
課
長

は
３
号
炉
及
び
４
号
炉
に
係
る
原
子
炉
施
設
の
運
転
管
理
に

関
す
る
業
務
を
行
う
。（
以
下
、
発
電
第
一
課
長
及
び
発
電
第

二
課
長
を
総
称
す
る
場
合
は
「
発
電
課
長
」
と
い
う
。
）
 

(1
2)

 
発
電
室
長
は
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
す
る
業
務
を
行

う
。
 

 

(
13
) 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
す
る
当
直
業
務

を
行
う
。
 

 

(
26
) 
発
電
第
一
課
当
直
課
長
は
１
号
炉
及
び
２
号
炉
、
発
電
第

二
課
当
直
課
長
は
３
号
炉
及
び
４
号
炉
に
係
る
原
子
炉
施
設

の
運
転
管
理
に
関
す
る
当
直
業
務
を
行
う
。（
以
下
、
発
電
第

一
課
当
直
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
総
称
す
る
場

合
は
「
当
直
課
長
」
と
い
う
。
）

 

(1
3)

 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
す
る
当
直
業
務

を
行
う
。
な
お
、
本
編
に
お
い
て
「
当
直
課
長
」
と
は
、
特
に

定
め
の
無
い
限
り
３
号
炉
を
担
当
す
る
当
直
課
長
を
い
う
。
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
第
１
編
が
運
転

段
階
（
３
号
炉
）
、
第
２
編
が

廃
止
措
置
段
階
（
１
、
２
号

炉
）
に
分
編
化
さ
れ
て
い

る
。）

 

(
14
) 
定
検
課
長
は
、
発
電
室
長
の
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
す

る
業
務
の
う
ち
、
施
設
定
期
検
査
（
以
下
、「
定
期
検
査
」
と
い

う
。）
に
関
す
る
業
務
の
補
佐
を
行
う
。

 

 
(1
4)

 
定
検
課
長
は
、
発
電
室
長
の
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
す

る
業
務
の
う
ち
、
施
設
定
期
検
査
（
以
下
、「
定
期
検
査
」
と
い

う
。
）
に
関
す
る
業
務
の
補
佐
を
行
う
。
 

 

(
15
) 
保
全
計
画
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
保
守
、
修
理
の
総
括
に

関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
27
) 
保
修
第
一
課
長
は
１
号
炉
及
び
２
号
炉
、
保
修
第
二
課
長

は
３
号
炉
及
び
４
号
炉
に
係
る
原
子
炉
施
設
（
土
木
建
築
設

備
を
除
く
。
）
の
保
修
及
び
燃
料
の
取
扱
い
に
関
す
る
業
務
を

行
う
。（
以
下
、
保
修
第
一
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
を
総
称

す
る
場
合
は
「
保
修
課
長
」
と
い
う
。
）
 

(1
5)

 保
全
計
画
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
保
守
、
修
理
の
総
括
に

関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

 

(
16
) 
電
気
保
修
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
電
気
設
備
に
係
る
保

守
、
修
理
（
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
所
管
業
務
を
除
く
。
）
に

関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
17
) 
計
装
保
修
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
計
装
設
備
に
係
る
保

守
、
修
理
（
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
所
管
業
務
を
除
く
。
）
に

関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
18
) 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
機
械
設
備
（
タ
ー
ビ

ン
設
備
を
除
く
。）
に
係
る
保
守
、
修
理
（
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ

課
長
所
管
業
務
を
除
く
。）
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

 
(1
6)

 
電
気
保
修
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
電
気
設
備
に
係
る
保

守
、
修
理
（
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
所
管
業
務
を
除
く
。
）
に

関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(1
7)

 
計
装
保
修
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
計
装
設
備
に
係
る
保

守
、
修
理
（
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
所
管
業
務
を
除
く
。
）
に

関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(1
8)

 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
機
械
設
備
（
タ
ー
ビ

ン
設
備
を
除
く
。）
に
係
る
保
守
、
修
理
（
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ

課
長
所
管
業
務
を
除
く
。
）
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

 

参考①-38



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
19
) 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
機
械
設
備
（
タ
ー

ビ
ン
設
備
）
に
係
る
保
守
、
修
理
（
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長

所
管
業
務
を
除
く
。）
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。
 

(1
9)

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
機
械
設
備
（
タ
ー

ビ
ン
設
備
）
に
係
る
保
守
、
修
理
（
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長

所
管
業
務
を
除
く
。）
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。

 

(
20
) 
土
木
建
築
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
土
木
設
備
お
よ
び
建

築
物
に
係
る
保
守
、
修
理
（
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び

土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
の
所
管
業
務
を
除
く
。
）
に
関

す
る
業
務
を
行
う
。
 

(
28
) 
土
木
建
築
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
う
ち
、
土
木
建
築
設

備
の
保
修
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。

 

(2
0)

 
土
木
建
築
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
土
木
設
備
お
よ
び
建

築
物
に
係
る
保
守
、
修
理
（
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び

土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
の
所
管
業
務
を
除
く
。
）
に
関

す
る
業
務
を
行
う
。
 

 

(
21
) 
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
電
気
設
備

お
よ
び
計
装
設
備
に
係
る
保
守
、
修
理
お
よ
び
高
経
年
対
策
の

推
進
の
う
ち
、
所
長
が
指
定
し
た
も
の
に
関
す
る
業
務
を
行

う
。
 

(
22
) 
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
機
械
設
備
、

土
木
設
備
お
よ
び
建
築
物
に
係
る
保
守
、
修
理
お
よ
び
高
経
年

対
策
の
推
進
の
う
ち
、
所
長
が
指
定
し
た
も
の
に
関
す
る
業
務

を
行
う
。
 

(
23
) 
土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
土
木

設
備
お
よ
び
建
築
物
に
係
る
保
守
、
修
理
お
よ
び
高
経
年
化
対

策
の
推
進
の
う
ち
、
所
長
が
指
定
し
た
も
の
に
関
す
る
業
務
を

行
う
。
 

 
(2
1)

 
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
電
気
設
備

お
よ
び
計
装
設
備
に
係
る
保
守
、
修
理
お
よ
び
高
経
年
対
策
の

推
進
の
う
ち
、
所
長
が
指
定
し
た
も
の
に
関
す
る
業
務
を
行

う
。
 

(2
2)

 機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
機
械
設
備
、

土
木
設
備
お
よ
び
建
築
物
に
係
る
保
守
、
修
理
お
よ
び
高
経
年

対
策
の
推
進
の
う
ち
、
所
長
が
指
定
し
た
も
の
に
関
す
る
業
務

を
行
う
。
 

(2
3)

 
土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
土
木

設
備
お
よ
び
建
築
物
に
係
る
保
守
、
修
理
お
よ
び
高
経
年
化
対

策
の
推
進
の
う
ち
、
所
長
が
指
定
し
た
も
の
に
関
す
る
業
務
を

行
う
。
 

 

(
24
) 
発
電
所
課
長
は
、
所
長
の
指
示
す
る
範
囲
の
業
務
を
行
う
。 

 

(
29
) 
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
保
安
教
育
等
の
統
括
に

関
す
る
業
務
を
行
う
。

 

(2
4)
 発
電
所
課
長
は
、
所
長
の
指
示
す
る
範
囲
の
業
務
を
行
う
。 

 

 

(
25
) 
第
２
項

(
3)
か
ら

(
24
)
に
定
め
る
各
職
位
（
以
下
、「
各
課

（
室
）
長
」
と
い
う
。）
は
、
所
管
業
務
に
基
づ
き
非
常
時
の
措

置
、
保
安
教
育
な
ら
び
に
記
録
お
よ
び
報
告
を
行
う
（
火
災
発

生
時
、
内
部
溢
水
発
生
時
、
火
山
影
響
等
発
生
時
、
そ
の
他
自

然
災
害
発
生
時
等
、
重
大
事
故
等
発
生
時
お
よ
び
大
規
模
損
壊

発
生
時
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
を
含
む
）。

 

(
30
) 

 
(2
1
)及
び

(2
3)
か
ら

(
2
8)
に
定
め
る
課
長
（
以
下
「
各
課

長
」
と
い
う
。）
並
び
に
(
16
)、

(
18
)、

(2
0)
、
(
22
)
及
び
(2
9
)

に
定
め
る
安
全
品
質
保
証
第
一
統
括
室
長
、
安
全
品
質
保
証

第
二
統
括
室
長
、
総
務
課
長
、
防
護
管
理
課
長
及
び
原
子
力
訓

練
セ
ン
タ
ー
所
長
（
以
下
、
総
称
し
て
「
各
課
（
室
、
セ
ン
タ

ー
）
長
」
と
い
う
。）
は
、
所
掌
業
務
に
基
づ
き
非
常
時
の
措

置
、
保
安
教
育
並
び
に
記
録
及
び
報
告
を
行
う
。
 

 
以
下
、
各
課
長
の
う
ち
、
(2
1
)及
び

(2
8
)で
定
め
る
防
災
課

長
及
び
土
木
建
築
課
長
を
含
め
た
第
二
課
を
い
う
場
合
は

「
各
第
二
課
長
」
と
い
う
。
 

 
ま
ま
た
、
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
の
う
ち
、
(
18
)
、
(
20
)
、

(
21
)、

(2
2)
、
(
28
)及
び

(2
9)
に
定
め
る
安
全
品
質
保
証
第
二

統
括
室
長
、
総
務
課
長
、
防
災
課
長
、
防
護
管
理
課
長
、
土
木

建
築
課
長
及
び
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
を
含
め
た
第
二

課
を
い
う
場
合
に
は
、
「
各
第
二
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
」

と
い
う
。

 

(2
5)

 
第
２
項

(3
)
か
ら

(
24
)
に
定
め
る
各
職
位
（
以
下
、
「
各
課

（
室
）
長
」
と
い
う
。）
は
、
所
管
業
務
に
基
づ
き
非
常
時
の
措

置
、
保
安
教
育
な
ら
び
に
記
録
お
よ
び
報
告
を
行
う
（
火
災
発

生
時
、
内
部
溢
水
発
生
時
、
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
、
重

大
事
故
等
発
生
時
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整

備
に
関
す
る
業
務
を
含
む
）。

 

 

(
26
) 
第

2
項

(5
)、

(6
)、

(1
0
)か
ら
(
13
)
お
よ
び
 
(
15
) 
か
ら

(
2
3)
に
定
め
る
各
職
位
の
職
務
に
は
、
そ
の
職
務
の
範
囲
に
お

け
る
運
転
お
よ
び
保
守
、
設
計
お
よ
び
工
事
に
関
す
る
業
務
を

含
む
。
 

 
(2
6)

 
第
２
項

(
5
)、

(
6
)、

(1
0)
か
ら
(
13
)お
よ
び
 
(
15
) 
か
ら

(
23

)に
定
め
る
各
職
位
の
職
務
に
は
、
そ
の
職
務
の
範
囲
に
お

け
る
運
転
お
よ
び
保
守
、
設
計
お
よ
び
工
事
に
関
す
る
業
務
を

含
む
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
美
浜
は
、
各
職
位
の
共
通

職
務
を
明
確
に
記
載
し

た
。）

 

(
27
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
課
（
室
）
員
を
指
示
・
指
導
し
、
所
管

業
務
を
遂
行
す
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
員
は
、
そ
の
指
示
・

指
導
に
従
い
業
務
を
実
施
す
る
。
 

(
31
) 
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）

員
等
を
指
示
、
指
導
し
、
所
管
す
る
業
務
を
遂
行
す
る
。
ま
た
、

各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
員
等
は
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長

(2
7)

 各
課
（
室
）
長
は
、
課
（
室
）
員
を
指
示
・
指
導
し
、
所
管

業
務
を
遂
行
す
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
員
は
、
そ
の
指
示
・

指
導
に
従
い
業
務
を
実
施
す
る
。

 

 

参考①-39



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

の
指
示
、
指
導
に
従
い
業
務
を
実
施
す
る
。
 

(
28
) 
発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
（
以
下
、「
原
子
炉
主
任
技
術

者
」
と
い
う
。）
を
兼
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
品
質
保
証
室
長
、

品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、

技
術
課
長
ま
た
は
保
全
計
画
課
長
は
、
兼
任
し
た
場
合
、
担
当

す
る
原
子
炉
に
つ
い
て
兼
任
す
る
職
位
の
職
務
を
遂
行
し
な

い
こ
と
と
し
、
兼
任
す
る
職
位
の
職
務
は
そ
の
上
位
職
が
行

う
。
 

 
(2
8)

 発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
（
以
下
、「
原
子
炉
主
任
技
術

者
」
と
い
う
。
）
を
兼
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
品
質
保
証
室
長
、

品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、

技
術
課
長
ま
た
は
保
全
計
画
課
長
は
、
兼
任
し
た
場
合
、
担
当

す
る
原
子
炉
に
つ
い
て
兼
任
す
る
職
位
の
職
務
を
遂
行
し
な

い
こ
と
と
し
、
兼
任
す
る
職
位
の
職
務
は
そ
の
上
位
職
が
行

う
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
炉
主
任
を
兼
任

し
て
い
る
場
合
は
、
担
当
す

る
原
子
炉
に
つ
い
て
兼
任

す
る
職
位
の
職
務
を
遂
行

し
な
い
こ
と
を
規
定
し
て

い
る
。）

 

第
２
節

 
原
子
力
発
電
安
全
委
員
会
お
よ
び
 

原
子
力
発
電
安
全
運
営
委
員
会
 

第
２
節
 
原
子
力
発
電
安
全
委
員
会
及
び
 

玄
海
原
子
力
発
電
所
安
全
運
営
委
員
会
 

第
２
節
 
原
子
力
発
電
安
全
委
員
会
お
よ
び

 

原
子
力
発
電
安
全
運
営
委
員
会
 

 

（
原
子
力
発
電
安
全
委
員
会
）

 

第
 
６

 
条

 
本
店
に
原
子
力
発
電
安
全
委
員
会
（
以
下
、
「
委
員

会
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
。
 

２
．
委
員
会
は
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
関
す
る
次
の
事
項
を
審
議

し
、
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
委
員
会
に
お
い
て
定
め

た
軽
微
な
事
項
は
、
審
議
事
項
に
該
当
し
な
い
。

 

(
1)
 原
子
炉
設
置
（
変
更
）
許
可
申
請
書
本
文
に
記
載
の
構
築
物
、

系
統
お
よ
び
機
器
の
変
更
 

(
2)
 原
子
炉
施
設
保
安
規
定
の
変
更
 

(
3)
 原
子
炉
施
設
の
定
期
的
な
評
価
の
結
果
（
第
１
１
条
関
連
）
 

(
4)
 本
店
所
管
の
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正

 

(
5)
 そ
の
他
委
員
会
で
定
め
た
事
項

 

（
原
子
力
発
電
安
全
委
員
会
）
 

第
６
条

 
本
店
に
原
子
力
発
電
安
全
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」

と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。
 

２
 
委
員
会
は
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
関
す
る
次
の
事
項
を
審
議

し
、
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
委
員
会
に
お
い
て
定
め

た
軽
微
な
事
項
は
、
審
議
事
項
に
該
当
し
な
い
。
 

(1
)
 
原
子
炉
設
置
（
変
更
）
許
可
申
請
書
本
文
に
記
載
の
構
築

物
、
系
統
及
び
機
器
の
変
更

 

(2
) 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
の
変
更
 

(3
) 
原
子
炉
施
設
の
定
期
的
な
評
価
の
結
果
（
第

1
0
条
関
連
）
 

(4
) 
本
店
所
管
の
社
内
規
定
の
制
定
及
び
改
正
 

(5
) 
そ
の
他
委
員
会
で
定
め
た
事
項
 

（
原
子
力
発
電
安
全
委
員
会
）
 

第
 
６

 
条
 
本
店
に
原
子
力
発
電
安
全
委
員
会
（
以
下
、
「
委
員

会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。
 

２
．
委
員
会
は
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
関
す
る
次
の
事
項
を
審
議

し
、
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
委
員
会
に
お
い
て
定
め

た
軽
微
な
事
項
は
、
審
議
事
項
に
該
当
し
な
い
。
 

(1
) 
原
子
炉
設
置
（
変
更
）
許
可
申
請
書
本
文
に
記
載
の
構
築
物
、

系
統
お
よ
び
機
器
の
変
更

 

(2
) 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
の
変
更
 

(3
) 
原
子
炉
施
設
の
定
期
的
な
評
価
の
結
果
（
第
１
１
条
関
連
）
 

(4
) 
本
店
所
管
の
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(5
) 
そ
の
他
委
員
会
で
定
め
た
事
項
 

 

３
．
原
子
力
安
全
部
門
統
括
を
委
員
長
と
す
る
。
委
員
長
は
、
委
員

会
の
審
議
を
主
宰
す
る
。
 

３
 
原
子
力
管
理
部
長
を
委
員
長
と
す
る
。
 

３
．
原
子
力
安
全
部
門
統
括
を
委
員
長
と
す
る
。
委
員
長
は
、
委
員

会
の
審
議
を
主
宰
す
る
。
 

 

４
．
委
員
会
は
、
委
員
長
、
各
所
長
、
各
発
電
所
の
原
子
炉
主
任
技

術
者
に
加
え
、
委
員
長
が
指
名
し
た
者
で
構
成
す
る
。

 

 

４
 
委
員
会
は
、
委
員
長
、
所
長
、
発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
（
以

下
「
原
子
炉
主
任
技
術
者
」
と
い
う
。
）
に
加
え
、
原
子
力
総
括
部

門
、
安
全
・
品
質
保
証
部
門
、
原
子
力
管
理
部
門
、
原
子
力
建
設

部
門
、
原
子
力
技
術
部
門
、
廃
止
措
置
統
括
部
門
、
原
子
力
土
木

建
築
部
門
、
資
材
調
達
部
門
及
び
原
子
燃
料
部
門
の
課
長
職
以
上

の
者
か
ら
、
委
員
長
が
指
名
し
た
者
で
構
成
す
る
。
 

 

４
．
委
員
会
は
、
委
員
長
、
各
所
長
、
各
発
電
所
の
原
子
炉
主
任
技

術
者
に
加
え
、
委
員
長
が
指
名
し
た
者
で
構
成
す
る
。
 

 

 

第
 
７
 
条

 
削
除
 

 

 
第

 
７
 
条

 
削
除
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
原
子
力
発
電
安
全
運
営
委
員
会
）
 

第
 
８
 
条

 
発
電
所
に
原
子
力
発
電
安
全
運
営
委
員
会
（
以
下
、

「
運
営
委
員
会
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
。
 

２
．
運
営
委
員
会
は
、
発
電
所
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
安
運
営

に
関
す
る
次
の
事
項
を
審
議
し
、
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
委
員
会

で
審
議
し
た
事
項
も
し
く
は
あ
ら
か
じ
め
運
営
委
員
会
に
お
い

て
定
め
た
軽
微
な
事
項
は
、
審
議
事
項
に
該
当
し
な
い
。
 

(
1)
 運
転
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(a
) 
運
転
員
の
構
成
人
員
に
関
す
る
事
項
 

(b
) 
当
直
の
引
継
方
法
に
関
す
る
事
項
 

（
玄
海
原
子
力
発
電
所
安
全
運
営
委
員
会
）
 

第
７
条

 
発
電
所
に
玄
海
原
子
力
発
電
所
安
全
運
営
委
員
会

（
以
下
「
運
営
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。
 

２
 
運
営
委
員
会
は
、
発
電
所
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
安
運
営

に
関
す
る
次
の
事
項
を
審
議
し
、
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
委
員
会

で
審
議
し
た
事
項
又
は
あ
ら
か
じ
め
運
営
委
員
会
に
お
い
て
定

め
た
軽
微
な
事
項
は
、
審
議
事
項
に
該
当
し
な
い
。

 

(1
) 
運
転
管
理
に
関
す
る
社
内
基
準
の
制
定
及
び
改
正
 

ア
 
運
転
員
の
構
成
人
員
に
関
す
る
事
項
 

イ
 
当
直
の
引
継
方
法
に
関
す
る
事
項
 

（
原
子
力
発
電
安
全
運
営
委
員
会
）
 

第
 
８
 
条

 
発
電
所
に
原
子
力
発
電
安
全
運
営
委
員
会
（
以
下
、

「
運
営
委
員
会
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
。
 

２
．
運
営
委
員
会
は
、
発
電
所
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
安
運
営

に
関
す
る
次
の
事
項
を
審
議
し
、
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
委
員
会

で
審
議
し
た
事
項
も
し
く
は
あ
ら
か
じ
め
運
営
委
員
会
に
お
い

て
定
め
た
軽
微
な
事
項
は
、
審
議
事
項
に
該
当
し
な
い
。
 

(1
) 
運
転
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正

 

(
a)

 運
転
員
の
構
成
人
員
に
関
す
る
事
項
 

(
b)

 当
直
の
引
継
方
法
に
関
す
る
事
項

 

     【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
（
以
下
、
同
様
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(c
) 
原
子
炉
の
起
動
お
よ
び
停
止
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(d
) 
巡
視
点
検
に
関
す
る
事
項
 

(e
) 
異
常
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(f
) 
警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(g
) 
原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(h
) 
定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
事
項
 

(i
) 
誤
操
作
の
防
止
に
関
す
る
事
項
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号

炉
）
 

ウ
 
原
子
炉
の
起
動
及
び
停
止
操
作
に
関
す
る
事
項

 

エ
 
巡
視
点
検
に
関
す
る
事
項

 

オ
 
異
常
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項

 

カ
 
警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

キ
 
原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

ク
 
定
期
的
に
実
施
す
る
試
験
に
関
す
る
事
項
 

ケ
 
誤
操
作
の
防
止
に
関
す
る
事
項

 

(
c)

 原
子
炉
の
起
動
お
よ
び
停
止
操
作
に
関
す
る
事
項

 

(
d)

 巡
視
点
検
に
関
す
る
事
項
 

(
e)

 異
常
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(
f)

 警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(
g)

 原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(
h)

 定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
事
項
 

(
i)

 誤
操
作
の
防
止
に
関
す
る
事
項
 

(j
) 
火
災
、
内
部
溢
水
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）、
火
山
影
響

等
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
お
よ
び
そ
の
他
自
然
災
害
発

生
時
等
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
 

コ
 
火
災
、
内
部
溢
水
発
生
時
及
び
そ
の
他
自
然
災
害
発
生

時
等
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
 

(
j)

 火
災
、
内
部
溢
水
発
生
時
お
よ
び
そ
の
他
自
然
災
害
発
生

時
等
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
 

 

(k
) 
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整

備
に
関
す
る
事
項
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

サ
 
重
大
事
故
等
及
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備

に
関
す
る
事
項
 

(
k)

 
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整

備
に
関
す
る
事
項
 

 

(
2)
 燃
料
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(a
) 
新
燃
料
お
よ
び
使
用
済
燃
料
の
運
搬
に
関
す
る
事
項
 

(b
) 
新
燃
料
お
よ
び
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
に
関
す
る
事
項
 

(c
) 
燃
料
の
検
査
お
よ
び
取
替
に
関
す
る
事
項

 

(
3)
 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び

改
正
 

(a
) 
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
保
管
お
よ
び
運
搬
に
関
す
る
事

項
 

(2
) 
燃
料
管
理
に
関
す
る
社
内
基
準
の
制
定
及
び
改
正
 

ア
 
新
燃
料
及
び
使
用
済
燃
料
の
運
搬
に
関
す
る
事
項
 

イ
 
新
燃
料
及
び
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
に
関
す
る
事
項
 

ウ
 
燃
料
の
検
査
及
び
取
替
に
関
す
る
事
項
 

(3
)
 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
に
関
す
る
社
内
基
準
の
制
定
及
び
改

正
 

ア
 
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
保
管
及
び
運
搬
に
関
す
る
事
項

 

(2
) 
燃
料
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正

 

(
a)

 新
燃
料
お
よ
び
使
用
済
燃
料
の
運
搬
に
関
す
る
事
項
 

(
b)

 新
燃
料
お
よ
び
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
に
関
す
る
事
項
 

(
c)

 燃
料
の
検
査
お
よ
び
取
替
に
関
す
る
事
項
 

(3
) 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び

改
正
 

(
a)

 
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
保
管
お
よ
び
運
搬
に
関
す
る
事

項
 

 

(b
) 
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(c
) 
放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る
事
項
 

(d
) 
放
出
管
理
用
計
測
器
の
点
検
・
校
正
に
関
す
る
事
項
 

(
4)
 放
射
線
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正

 

(a
) 
管
理
区
域
の
設
定
、
区
域
区
分
お
よ
び
特
別
措
置
を
要
す

る
区
域
に
関
す
る
事
項
 

イ
 
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る
事
項
 

ウ
 
放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る
事
項
 

エ
 
放
出
管
理
用
計
測
器
の
点
検
・
校
正
に
関
す
る
事
項
 

(4
) 
放
射
線
管
理
に
関
す
る
社
内
基
準
の
制
定
及
び
改
正
 

ア
 
管
理
区
域
の
設
定
、
区
域
区
分
及
び
特
別
措
置
を
要
す

る
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(
b)

 放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る
事
項

 

(
c)

 放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
放
出
管
理
に
関
す
る
事
項

 

(
d)

 放
出
管
理
用
計
測
器
の
点
検
・
校
正
に
関
す
る
事
項
 

(4
) 
放
射
線
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(
a)

 管
理
区
域
の
設
定
、
区
域
区
分
お
よ
び
特
別
措
置
を
要
す

る
区
域
に
関
す
る
事
項
 

 

(b
) 
管
理
区
域
の
出
入
管
理
お
よ
び
遵
守
事
項
に
関
す
る
事

項
 

イ
 
管
理
区
域
の
出
入
管
理
及
び
遵
守
事
項
に
関
す
る
事
項

 
(
b)

 
管
理
区
域
の
出
入
管
理
お
よ
び
遵
守
事
項
に
関
す
る
事

項
 

 

(c
) 
保
全
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(d
) 
周
辺
監
視
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(e
) 
線
量
の
評
価
に
関
す
る
事
項
 

(f
) 
除
染
に
関
す
る
事
項
 

(g
) 
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
測
定
に
関
す
る

事
項
 

(h
) 
放
射
線
計
測
器
類
の
点
検
・
校
正
に
関
す
る
事
項
 

(i
) 
管
理
区
域
内
で
使
用
し
た
物
品
の
搬
出
お
よ
び
運
搬
に

関
す
る
事
項

 

(
5)
 保
守
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正
 

(
6)
 改
造
の
実
施
に
関
す
る
事
項
 

ウ
 
保
全
区
域
に
関
す
る
事
項

 

エ
 
周
辺
監
視
区
域
に
関
す
る
事
項

 

オ
 
線
量
の
評
価
に
関
す
る
事
項
 

カ
 
除
染
に
関
す
る
事
項
 

キ
 
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
測
定
に
関
す
る

事
項
 

ク
 
放
射
線
計
測
器
類
の
点
検
・
校
正
に
関
す
る
事
項
 

ケ
 
管
理
区
域
内
で
使
用
し
た
物
品
の
搬
出
及
び
運
搬
に
関

す
る
事
項
 

(5
) 
保
守
管
理
に
関
す
る
社
内
基
準
の
制
定
及
び
改
正
 

(6
)
 
改
造
の
実
施
に
関
す
る
事
項
（
２
号
炉
の
改
造
の
実
施
に

関
す
る
事
項
及
び
第
３
編
第

19
条
第
２
項
に
関
す
る
事
項
を

含
む
）

 

(
c)

 保
全
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(
d)

 周
辺
監
視
区
域
に
関
す
る
事
項
 

(
e)

 線
量
の
評
価
に
関
す
る
事
項
 

(
f)

 除
染
に
関
す
る
事
項

 

(
g)

 
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
測
定
に
関
す
る

事
項
 

(
h)

 放
射
線
計
測
器
類
の
点
検
・
校
正
に
関
す
る
事
項

 

(
i)

 
管
理
区
域
内
で
使
用
し
た
物
品
の
搬
出
お
よ
び
運
搬
に

関
す
る
事
項
 

(5
) 
保
守
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制
定
お
よ
び
改
正

 

(6
) 
改
造
の
実
施
に
関
す
る
事
項
 

 

(
7)
 
非
常
事
態
に
お
け
る
運
転
操
作
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制

定
お
よ
び
改
正
（
第
１
２
８
条
）
 

(
8)
 保
安
教
育
実
施
計
画
の
策
定
（
第
１
３
６
条
）
に
関
す
る
事

(7
)
 
緊
急
事
態
に
お
け
る
運
転
操
作
に
関
す
る
社
内
基
準
の
制

定
及
び
改
正
（
第

12
1
条
）
 

(8
) 
保
安
教
育
実
施
計
画
の
策
定
（
第

12
9
条
）
に
関
す
る
事

(7
) 
非
常
事
態
に
お
け
る
運
転
操
作
に
関
す
る
社
内
標
準
の
制

定
お
よ
び
改
正
（
第
１
２
３
条
）
 

(8
) 
保
安
教
育
実
施
計
画
の
策
定
（
第
１
３
１
条
）
に
関
す
る
事

 

参考①-41



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

項
 

(
9)
 事
故
・
故
障
の
水
平
展
開
の
実
施
状
況
に
関
す
る
事
項

 

項
 

(9
) 
事
故
・
故
障
の
水
平
展
開
の
実
施
状
況
に
関
す
る
事
項
 

項
 

(9
) 
事
故
・
故
障
の
水
平
展
開
の
実
施
状
況
に
関
す
る
事
項
 

３
．
所
長
を
委
員
長
と
す
る
。
委
員
長
は
、
運
営
委
員
会
の
審
議
を

主
宰
す
る
。
 

３
 
所
長
を
委
員
長
と
す
る
。

 
３
．
所
長
を
委
員
長
と
す
る
。
委
員
長
は
、
運
営
委
員
会
の
審
議
を

主
宰
す
る
。

 

 

４
．
運
営
委
員
会
は
、
委
員
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
、
電
気
主
任

技
術
者
、
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
、
第
５
条
第
２
項

(
3)
、
(
5)
、
(
7)
、
同
項

(9
)か
ら
(
12

)お
よ
び
(1
5
)か
ら

(2
3)
に

定
め
る
職
位
に
加
え
、
委
員
長
が
指
名
し
た
者
で
構
成
す
る
。

 

 

４
 
運
営
委
員
会
は
、
委
員
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
、
電
気
主
任

技
術
者
、
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
、
第
５
条
(
14
)か

ら
(
16
)、

(1
8)
、
(
20
)か
ら
(2
5
)及
び
(2
7)
か
ら

(
29
)に
定
め
る

職
位
の
者
に
加
え
、
委
員
長
が
指
名
し
た
者
で
構
成
す
る
。

 

 

４
．
運
営
委
員
会
は
、
委
員
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
、
電
気
主
任

技
術
者
、
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
、
第
５
条
第
２
項

(3
)、

(5
)、

(7
)、
同
項
(
9
)か
ら

(1
2)
お
よ
び
(1

5)
か
ら
(
23

)
に

定
め
る
職
位
に
加
え
、
委
員
長
が
指
名
し
た
者
で
構
成
す
る
。
 

 

 

第
３
節

 
主
任
技
術
者
 

第
３
節
 
主
任
技
術
者

 
第
３
節
 
主
任
技
術
者
 

 

（
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
選
任
）
 

第
 
９
 
条

 
原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ

び
代
行
者
を
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
免
状
を
有
す
る
者
で
あ
っ

て
、
次
の
各
号
の
業
務
に
通
算
し
て
３
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を

有
す
る
者
の
中
か
ら
選
任
す
る
。
 

(
1)
 原
子
炉
施
設
の
工
事
ま
た
は
保
守
管
理
に
関
す
る
業
務

 

(
2)
 原
子
炉
の
運
転
に
関
す
る
業
務

 

(
3)
 
原
子
炉
施
設
の
設
計
に
係
る
安
全
性
の
解
析
お
よ
び
評
価

に
関
す
る
業
務

 

(
4)
 
原
子
炉
に
使
用
す
る
燃
料
体
の
設
計
ま
た
は
管
理
に
関
す

る
業
務
 

２
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
原
子
炉
毎
に
選
任
す
る
。

 

３
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
本
店
の
保
安
に
関
す
る
役
職
者
と
す

る
。
な
お
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保

証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
技
術
課

長
お
よ
び
保
全
計
画
課
長
の
い
ず
れ
か
の
職
位
を
兼
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

（
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
選
任
）

 

第
８
条
 
社
長
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
及
び
代
行
者
を
、
原
子
炉

主
任
技
術
者
免
状
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
業
務
に

通
算
し
て
３
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
選

任
す
る
。
 

(1
) 
原
子
炉
施
設
の
工
事
又
は
保
守
管
理
に
関
す
る
業
務
 

(2
) 
原
子
炉
の
運
転
に
関
す
る
業
務
 

(3
)
 
原
子
炉
施
設
の
設
計
に
係
る
安
全
性
の
解
析
及
び
評
価
に

関
す
る
業
務
 

(4
)
 
原
子
炉
に
使
用
す
る
燃
料
体
の
設
計
又
は
管
理
に
関
す
る

業
務
 

２
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
原
子
炉
ご
と
に
選
任
す
る
。

 

３
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
位
は
、
原
子
炉
保
安
監
理
担
当
と
す

る
。
な
お
、
原
子
炉
保
安
監
理
担
当
は
、
安
全
品
質
保
証
第
二
統

括
室
長
、
安
全
品
質
保
証
第
二
統
括
室
副
室
長
及
び
原
子
力
訓
練

セ
ン
タ
ー
所
長
と
兼
務
で
き
る
。
 

（
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
選
任
）
 

第
 
９
 
条

 
原
子
力
事
業
本
部
長
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ

び
代
行
者
を
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
免
状
を
有
す
る
者
で
あ
っ

て
、
次
の
各
号
の
業
務
に
通
算
し
て
３
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を

有
す
る
者
の
中
か
ら
選
任
す
る
。
 

(1
) 
原
子
炉
施
設
の
工
事
ま
た
は
保
守
管
理
に
関
す
る
業
務
 

(2
) 
原
子
炉
の
運
転
に
関
す
る
業
務
 

(3
) 
原
子
炉
施
設
の
設
計
に
係
る
安
全
性
の
解
析
お
よ
び
評
価

に
関
す
る
業
務
 

(4
) 
原
子
炉
に
使
用
す
る
燃
料
体
の
設
計
ま
た
は
管
理
に
関
す

る
業
務
 

２
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
原
子
炉
毎
に
選
任
す
る
。
 

３
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
本
店
の
保
安
に
関
す
る
役
職
者
と
す

る
。
な
お
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保

証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
技
術
課

長
お
よ
び
保
全
計
画
課
長
の
い
ず
れ
か
の
職
位
を
兼
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

              【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な

し
。）

 

４
．
代
行
者
の
職
位
は
、
課
（
室
）
長
以
上
の
役
職
者
と
す
る
。
 
４
 
代
行
者
の
職
位
は
、
課
長
以
上
と
す
る
。
 

４
．
代
行
者
の
職
位
は
、
課
（
室
）
長
以
上
の
役
職
者
と
す
る
。
 

 

 

５
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
が
い
ず
れ
か
の
職
位
を
兼
任
す
る
場
合
、

担
当
す
る
原
子
炉
に
つ
い
て
兼
任
す
る
職
位
の
職
務
は
遂
行
せ

ず
、
兼
任
す
る
職
位
の
職
務
は
そ
の
上
位
職
が
行
う
こ
と
と
す

る
。
ま
た
、
代
行
者
が
原
子
炉
主
任
技
術
者
と
交
代
し
た
場
合
に

お
い
て
も
同
様
と
す
る
。

 

 
５
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
が
い
ず
れ
か
の
職
位
を
兼
任
す
る
場
合
、

担
当
す
る
原
子
炉
に
つ
い
て
兼
任
す
る
職
位
の
職
務
は
遂
行
せ

ず
、
兼
任
す
る
職
位
の
職
務
は
そ
の
上
位
職
が
行
う
こ
と
と
す

る
。
ま
た
、
代
行
者
が
原
子
炉
主
任
技
術
者
と
交
代
し
た
場
合
に

お
い
て
も
同
様
と
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
炉
主
任
を
兼
任

し
て
い
る
場
合
は
、
担
当
す

る
原
子
炉
に
つ
い
て
兼
任

す
る
職
位
の
職
務
を
遂
行

し
な
い
こ
と
を
規
定
し
て

い
る
。）

 

６
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
が
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
場
合
（
３
号
炉

お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
つ
い
て
は
、
非
常
召
集

可
能
圏
外
に
離
れ
る
場
合
を
含
む
）
は
、
代
行
者
と
交
代
す
る
。

た
だ
し
、
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
場
合

は
、
第
１
項
か
ら
第
３
項
に
基
づ
き
、
あ
ら
た
め
て
原
子
炉
主
任

技
術
者
を
選
任
す
る
。

 

 

５
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
が
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
場
合
は
、
代
行

者
と
交
代
す
る
。
た
だ
し
、
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
期
間
が
長
期

に
わ
た
る
場
合
は
、
第
１
項
か
ら
第
３
項
に
基
づ
き
、
あ
ら
た
め

て
原
子
炉
主
任
技
術
者
を
選
任
す
る
。
 

６
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
が
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
場
合
（
非
常
召

集
可
能
圏
外
に
離
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
は
、
代
行
者
と
交
代
す

る
。
た
だ
し
、
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
場

合
は
、
第
１
項
か
ら
第
３
項
に
基
づ
き
、
あ
ら
た
め
て
原
子
炉
主

任
技
術
者
を
選
任
す
る
。
 

 

参考①-42



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

（
電
気
主
任
技
術
者
お
よ
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
の

選
任
）
 

第
９
条
の
２

 
所
長
は
、
電
気
主
任
技
術
者
お
よ
び
代
行
者
を
、
第

一
種
電
気
主
任
技
術
者
免
状
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
、
ボ
イ
ラ

ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
お
よ
び
代
行
者
を
、
第
一
種
ボ
イ

ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
免
状
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
選

任
す
る
。
 

 ２
．
電
気
主
任
技
術
者
お
よ
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者

の
職
位
は
、
課
（
室
）
長
以
上
と
す
る
。
 

３
．
電
気
主
任
技
術
者
お
よ
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者

の
代
行
者
の
職
位
は
、
課
（
室
）
長
以
上
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

も
の
と
す
る
。
 

４
．
電
気
主
任
技
術
者
ま
た
は
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者

が
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
行
者
と
交
代

す
る
。
た
だ
し
、
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
期
間
が
長
期
に
わ
た
る

場
合
は
、
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
に
基
づ
き
、
あ
ら
た
め
て
電
気

主
任
技
術
者
ま
た
は
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
を
選
任

す
る
。
 

（
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
の
選

任
）
 

第
８
条
の
２

 
所
長
は
、
電
気
主
任
技
術
者
を
、
第
一
種
電
気
主
任

技
術
者
免
状
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
、
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主

任
技
術
者
を
、
第
一
種
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
免
状

を
有
す
る
者
の
中
か
ら
選
任
す
る
。
 

ま
た
、
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技

術
者
の
代
行
者
を
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
。
 

２
 
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
の

職
位
は
、
課
長
以
上
と
す
る
。

 

３
 
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
の

代
行
者
の
職
位
は
、
課
長
以
上
又
は
こ
れ
に
準
じ
る
も
の
と
す

る
。
 

４
 
電
気
主
任
技
術
者
又
は
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
が

職
務
を
遂
行
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
行
者
と
交
代
す

る
。
た
だ
し
、
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
場

合
は
、
第
１
項
及
び
第
２
項
に
基
づ
き
、
あ
ら
た
め
て
電
気
主
任

技
術
者
又
は
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
を
選
任
す
る
。
 

（
電
気
主
任
技
術
者
お
よ
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
の

選
任
）
 

第
９
条
の
２

 
所
長
は
、
電
気
主
任
技
術
者
お
よ
び
代
行
者
を
、
第

一
種
電
気
主
任
技
術
者
免
状
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
、
ボ
イ
ラ

ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
お
よ
び
代
行
者
を
、
第
一
種
ボ
イ

ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
免
状
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
選

任
す
る
。

 

 ２
．
 
電
気
主
任
技
術
者
お
よ
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者

の
職
位
は
、
課
（
室
）
長
以
上
と
す
る
。
 

３
．
 
電
気
主
任
技
術
者
お
よ
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者

の
代
行
者
の
職
位
は
、
課
（
室
）
長
以
上
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

も
の
と
す
る
。
 

４
．
 
電
気
主
任
技
術
者
ま
た
は
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者

が
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
行
者
と
交
代

す
る
。
た
だ
し
、
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
期
間
が
長
期
に
わ
た
る

場
合
は
、
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
に
基
づ
き
、
あ
ら
た
め
て
電
気

主
任
技
術
者
ま
た
は
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
を
選
任

す
る
。

 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異

 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

（
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
等
）
 

第
 １
０

 条
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関

し
保
安
の
監
督
を
誠
実
に
、
か
つ
、
最
優
先
に
行
う
こ
と
を
任
務

と
し
、
次
の
職
務
を
遂
行
す
る
。
 

（
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
等
）
 

第
９
条
 
 原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
し

保
安
の
監
督
を
誠
実
か
つ
、
最
優
先
に
行
う
こ
と
を
任
務
と

し
、
次
の
各
号
に
定
め
る
職
務
を
「
発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
保
安
監
督
に
関
す
る
基
準
」
に
従
い
、
十
全
に
遂
行
す

る
。

 

（
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
等
）
 

第
 １
０

 条
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関

し
保
安
の
監
督
を
誠
実
に
、
か
つ
、
最
優
先
に
行
う
こ
と
を
任
務
と

し
、
次
の
職
務
を
遂
行
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な

し
。）

 

(
1)
 原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
し
保
安
上
必
要
な
場
合
は
、
運
転

に
従
事
す
る
者
（
所
長
を
含
む
。
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

へ
指
示
す
る
。
 

(
2)
 表
１
０
－
１
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
所
長
の
承
認
に
先

立
ち
確
認
す
る
。

 

(
3)
 表
１
０
－
２
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
各
課
（
室
）
長
か

ら
の
報
告
内
容
等
を
確
認
す
る
。
 

(
1
)
 
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
し
保
安
上
必
要
な
場
合
は
、
運

転
に
従
事
す
る
者
（
所
長
を
含
む
。
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
へ
指
示
す
る
。

 

(
2
)
 
表
９
－
１
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
所
長
の
承
認
に
先

立
ち
確
認
す
る
。

 

(
3
)
 
表
９
－
２
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
各
第
二
課
長
及
び

原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
の
報
告
内
容
等
を
確
認
す

る
。
 

(1
) 
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
し
保
安
上
必
要
な
場
合
は
、
運
転

に
従
事
す
る
者
（
所
長
を
含
む
。
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
。）

へ
指
示
す
る
。

 

(2
) 
表
１
０
－
１
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
所
長
の
承
認
に
先

立
ち
確
認
す
る
。
 

(3
) 
表
１
０
－
２
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
各
課
（
室
）
長
か

ら
の
報
告
内
容
等
を
確
認
す
る
。
 

 

(
4)
 表
１
０
－
３
に
示
す
記
録
の
内
容
を
確
認
す
る
。
 

(
4
)
 
表
９
－
３
に
示
す
記
録
の
内
容
を
確
認
す
る
。

 

(
5
)
 
第

1
3
2
条
第
１
項
の
報
告
を
受
け
た
場
合
、
原
子
力
管
理

部
長
へ
報
告
す
る
。
 

(4
) 
表
１
０
－
３
に
示
す
記
録
の
内
容
を
確
認
す
る
。
 

 

(
5)
 
そ
の
他
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
し
保
安
の
監
督
に
必
要

な
職
務
を
行
う
。

 

(
6
)
 
そ
の
他
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
し
保
安
の
監
督
に
必

要
な
職
務
を
行
う
。
 

(5
) 
そ
の
他
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
し
保
安
の
監
督
に
必
要

な
職
務
を
行
う
。
 

 

２
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
次
の
場
合
に
お
い
て
原
子
力
事
業
本
部

長
に
報
告
を
行
う
。
 

(
1)
 前
項

(1
)の
職
務
を
遂
行
す
べ
き
状
況
が
生
じ
た
場
合

 

(
2)
 第
１
３
９
条
第
１
項
(1
)
か
ら

(5
)の
報
告
を
受
け
た
場
合
 

 
２
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
次
の
場
合
に
お
い
て
原
子
力
事
業
本
部

長
に
報
告
を
行
う
。

 

 
(1
) 
前
項

(
1)
の
職
務
を
遂
行
す
べ
き
状
況
が
生
じ
た
場
合
 

 
(2
) 
第
１
３
４
条
第
１
項

(1
)か
ら

(
5)
の
報
告
を
受
け
た
場
合
 

 

３
．
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
従
事
す
る
者
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

が
そ
の
保
安
の
た
め
に
す
る
指
示
に
従
う
。
 

２
 
 
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
従
事
す
る
者
は
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
が
そ
の
保
安
の
た
め
に
す
る
指
示
に
従
う
。

 

３
．
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
従
事
す
る
者
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

が
そ
の
保
安
の
た
め
に
す
る
指
示
に
従
う
。
 

 

参考①-43



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

４
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
、
電
気
主
任
技
術
者
お
よ
び
ボ
イ
ラ
ー
・

タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
は
、
相
互
の
職
務
に
つ
い
て
情
報
共
有
を

行
い
、
意
思
疎
通
を
図
る
。
 

 

３
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
、
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ

ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
は
、
相
互
の
職
務
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
行

い
、
意
思
疎
通
を
図
る
。
 

 

４
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
、
電
気
主
任
技
術
者
お
よ
び
ボ
イ
ラ
ー
・

タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
は
、
相
互
の
職
務
に
つ
い
て
情
報
共
有
を

行
い
、
意
思
疎
通
を
図
る
。
 

 

 

表
１
０
－
１

 条
 
 
文
 

内
 

 
容
 

第
１
３
条
（
運
転
員
等
の
確
保
）
 

第
５
項
お
よ
び
第
７
項
に
定
め
る
体
制
の

構
築

 

第
１
８
条
の
５
（
重
大
事
故
等
発
生
時
の

体
制
の
整
備
）
 

第
４
項
に
定
め
る
成
立
性
の
確
認
訓
練
の

実
施
計
画
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）

 

第
１
８
条
の
６
（
大
規
模
損
壊
発
生
時
の

体
制
の
整
備
）
 

第
１
項
に
定
め
る
技
術
的
能
力
の
確
認
訓

練
の
実
施
計
画
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号

炉
）

 

第
２
４
条
（
制
御
棒
の
挿
入
限
界
）
 

制
御
棒
の
挿
入
限
界
 

第
３
２
条
（
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
） 
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
目
標
範
囲

お
よ
び
許
容
運
転
制
限
範
囲
 

第
３
６
条
（
１
次
冷
却
材
の
温
度
・
圧
力

お
よ
び
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
）
 

１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
の
制
限
範
囲
 

第
９
８
条
（
異
常
収
束
後
の
措
置
）
 

原
子
炉
の
再
起
動
 

第
１
０
０
条
（
新
燃
料
の
貯
蔵
）
 

 

第
２
項
に
定
め
る
燃
料
移
動
の
実
施
計
画

 

第
１
０
２
条
（
燃
料
の
取
替
等
）
 

第
１
項
に
定
め
る
燃
料
装
荷
実
施
計
画

 

第
３
項
に
定
め
る
取
替
炉
心
の
安
全
性
評

価
の
結
果
 

第
５
項
に
定
め
る
燃
料
移
動
の
実
施
計
画

 

第
１
０
３
条
（
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
）
 

 

第
２
項
に
定
め
る
燃
料
移
動
の
実
施
計
画

 

第
１
１
０
条
（
管
理
区
域
の
設
定
・
解
除
） 
第
５
項
に
定
め
る
一
時
的
な
管
理
区
域
の

設
定
・
解
除
 

第
７
項
に
定
め
る
管
理
区
域
の
設
定
・
解

除
 

第
１
３
６
条
（
所
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

 

所
員
へ
の
保
安
教
育
実
施
計
画
 

第
１
３
７
条
（
請
負
会
社
従
業
員
へ
の
保

安
教
育
）
 

請
負
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教
育
実
施
計

画
 

 

表
９
－
１

 
条

 
 
文

 
内

 
 
容

 

第
12
条
（
運
転
員
等
の
確
保
）

 
第
５
項
及
び
第
７
項
に
定
め
る
体
制
の

構
築

 

第
1
7
条
の
６
（
重
大
事
故
等
発
生
時
の
体

制
の
整
備
）

 

第
４
項
に
定
め
る
成
立
性
の
確
認
訓
練

の
実
施
計
画

 

第
1
7
条
の
７
（
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体

制
の
整
備
）

 

第
１
項
に
定
め
る
技
術
的
能
力
の
確
認
訓

練
の
実
施
計
画

 

第
2
3
条
（
制
御
棒
の
挿
入
限
界
）

 
第
２
項
に
定
め
る
制
御
棒
の
挿
入
限
界

 

第
3
1
条
（
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
）
 
第
２
項
に
定
め
る
軸
方
向
中
性
子
束
出

力
偏
差
の
目
標
範
囲
及
び
許
容
運
転
制

限
範
囲

 

第
3
5
条
（
１
次
冷
却
材
の
温
度
・
圧
力

及
び
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
）

 

第
２
項
に
定
め
る
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧

力
の
制
限
範
囲

 

第
9
1
条
（
異
常
収
束
後
の
措
置
）

 
第
２
項
に
定
め
る
原
子
炉
の
再
起
動

 

第
9
3
条
（
新
燃
料
の
貯
蔵
）

 
第
２
項
に
定
め
る
燃
料
移
動
に
関
す
る

実
施
計
画
（
３
号
炉
の
み
）

 

第
9
5
条
（
燃
料
の
取
替
等
）

 
第
１
項
に
定
め
る
燃
料
取
替
実
施
計
画

（
燃
料
装
荷
）

 

第
５
項
に
定
め
る
燃
料
移
動
に
関
す
る

実
施
計
画
（
３
号
炉
の
み
）

 

第
9
6
条
（
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
）

 
第
２
項
に
定
め
る
燃
料
移
動
に
関
す
る

実
施
計
画
（
３
号
炉
の
み
）

 

第
1
0
3
条
（
管
理
区
域
の
設
定
・
解
除
）
 
第
５
項
に
定
め
る
一
時
的
な
管
理
区
域

の
設
定
・
解
除

 

第
７
項
に
定
め
る
管
理
区
域
の
設
定
・
解

除
 

第
1
2
9
条
（
所
員
へ
の
保
安
教
育
）

 
第
１
項
に
定
め
る
所
員
へ
の
保
安
教
育

実
施
計
画

 

第
1
3
0
条
（
請
負
会
社
従
業
員
へ
の
保
安

教
育
）

 

第
１
項
に
定
め
る
請
負
会
社
従
業
員
へ

の
保
安
教
育
実
施
計
画

 
 

表
１
０
－
１
 条

 
 
文

 
内

 
 
容

 

第
１
３
条
（
運
転
員
等
の
確
保
）

 
第
５
項
お
よ
び
第
７
項
に
定
め
る
体
制
の

構
築

 

第
１
８
条
の
５
（
重
大
事
故
等
発
生
時
の

体
制
の
整
備
）

 

第
４
項
に
定
め
る
成
立
性
の
確
認
訓
練
の

実
施
計
画

 

第
１
８
条
の
６
（
大
規
模
損
壊
発
生
時
の

体
制
の
整
備
）

 

第
１
項
に
定
め
る
技
術
的
能
力
の
確
認
訓

練
の
実
施
計
画

 

第
２
４
条
（
制
御
棒
の
挿
入
限
界
）

 
制
御
棒
の
挿
入
限
界

 

第
３
２
条
（
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏

差
）

 

 

軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
目
標
範
囲

お
よ
び
許
容
運
転
制
限
範
囲

 

第
３
６
条
（
１
次
冷
却
材
の
温
度
・
圧
力

お
よ
び
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
）

 

１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
の
制
限
範
囲

 

第
９
３
条
（
異
常
収
束
後
の
措
置
）

 

  

原
子
炉
の
再
起
動

 

第
９
７
条
（
燃
料
の
取
替
等
）

 

     

第
１
項
に
定
め
る
燃
料
装
荷
実
施
計
画

 

第
３
項
に
定
め
る
取
替
炉
心
の
安
全
性
評

価
の
結
果

 

第
１
０
５
条
（
管
理
区
域
の
設
定
・
解

除
）

 

第
５
項
に
定
め
る
一
時
的
な
管
理
区
域
の

設
定
・
解
除

 

第
７
項
に
定
め
る
管
理
区
域
の
設
定
・
解

除
 

第
１
３
１
条
（
所
員
へ
の
保
安
教
育
）

 

 

所
員
へ
の
保
安
教
育
実
施
計
画

 

第
１
３
２
条
（
請
負
会
社
従
業
員
へ
の
保

安
教
育
）

 

請
負
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教
育
実
施
計

画
 

  

         【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。

表
１
０
－
２
、
第
１
０
－
３

も
同
様
。）

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
ボ
ロ
ン
添
加
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
ラ
ッ
ク
の
た

め
燃
料
が
臨
界
に
達
す
る

お
そ
れ
が
な
い
こ
と
か
ら
、

燃
料
移
動
計
画
の
原
子
炉

主
任
技
術
者
の
確
認
は
不

要
。）

 

表
１
０
－
２

 
条

 
 
文
 

内
 
 
容
 

第
１
８
条
（
火
災
発
生
時
の
体
制
の
整

備
）
 

火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
講
じ
た
措
置
の

結
果
 

第
１
８
条
の
２
（
内
部
溢
水
発
生
時
の

体
制
の
整
備
）
 

内
部
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
に
講
じ
た
措

置
の
結
果
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

第
１
８
条
の
２
の
２
（
火
山
影
響
等
発

生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
講
じ
た
措
置
の
結

果
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

第
１
８
条
の
３
（
そ
の
他
自
然
災
害
発

生
時
等
の
体
制
の
整
備
）
 

地
震
、
津
波
お
よ
び
竜
巻
等
が
発
生
し
た
場

合
に
講
じ
た
措
置
の
結
果
 

第
１
８
条
の
５
（
重
大
事
故
等
発
生
時

の
体
制
の
整
備
）
 

第
４
項
に
定
め
る
成
立
性
の
確
認
訓
練
の

結
果
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

第
１
８
条
の
６
（
大
規
模
損
壊
発
生
時

の
体
制
の
整
備
）
 

 

第
１
項
に
定
め
る
技
術
的
能
力
の
確
認
訓

練
の
結
果
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

第
９
０
条
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
 
要
求
さ
れ
る
代
替
措
置
の
確
認
（
３
号
炉
お

表
９
－
２
 

条
 

 
文
 

内
 

 
容

 

第
17
条
（
火
災
発
生
時
の
体
制
の
整

備
）
 

第
４
項
に
定
め
る
火
災
が
発
生
し
た
場

合
に
講
じ
た
措
置
の
結
果
 

第
17
条
の
２
（
内
部
溢
水
発
生
時
の
体

制
の
整
備
）

 

第
４
項
に
定
め
る
内
部
溢
水
が
発
生
し

た
場
合
に
講
じ
た
措
置
の
結
果
 

第
17
条
の
２
の
２
（
火
山
影
響
等
発
生

時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
５
項
に
定
め
る
火
山
影
響
等
発
生
時

に
講
じ
た
措
置
の
結
果
 

第
17
条
の
３
（
そ
の
他
自
然
災
害
発
生

時
等
の
体
制
の
整
備
）
 

第
４
項
に
定
め
る
地
震
、
津
波
及
び
竜
巻

等
が
発
生
し
た
場
合
に
講
じ
た
措
置
の
結

果
 

第
1
7
条
の
６
（
重
大
事
故
等
発
生
時
の

体
制
の
整
備
）

 

第
４
項
に
定
め
る
成
立
性
の
確
認
訓
練

の
結
果

 

第
1
7
条
の
７
（
大
規
模
損
壊
発
生
時
の

体
制
の
整
備
）

 

 

第
１
項
に
定
め
る
技
術
的
能
力
の
確
認
訓

練
の
結
果

 

表
１
０
－
２
 条
 

 
文

 
内

 
 
容

 

第
１
８
条
（
火
災
発
生
時
の
体
制
の
整

備
）
 

火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
講
じ
た
措
置
の
結

果
 

第
１
８
条
の
２
（
内
部
溢
水
発
生
時
の

体
制
の
整
備
）
 

内
部
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
に
講
じ
た
措
置

の
結
果
 

第
１
８
条
の
２
の
２
（
火
山
影
響
等
発

生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
講
じ
た
措
置
の
結
果

 

第
１
８
条
の
３
（
そ
の
他
自
然
災
害
発

生
時
等
の
体
制
の
整
備
）

 

地
震
、
津
波
お
よ
び
竜
巻
等
が
発
生
し
た
場

合
に
講
じ
た
措
置
の
結
果
 

 

第
１
８
条
の
５
（
重
大
事
故
等
発
生
時

の
体
制
の
整
備
）

 

第
４
項
に
定
め
る
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
結

果
 

第
１
８
条
の
６
（
大
規
模
損
壊
発
生
時

の
体
制
の
整
備
）

 

 

第
１
項
に
定
め
る
技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練

の
結
果
 

 

参考①-44



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

よ
び
４
号
炉
）

 

第
９
３
条
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

な
い
場
合
）

 

第
１
１
項
に
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
 

第
１
１
項
に
定
め
る
原
子
炉
熱
出
力
の
上

昇
ま
た
は
原
子
炉
起
動
状
態
へ
近
づ
く
モ

ー
ド
へ
の
移
行
 

第
９
４
条
（
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た

点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
）
 

第
２
項
に
定
め
る
必
要
な
安
全
措
置
 

第
１
１
項
に
定
め
る
運
転
上
の
制
限
外
か

ら
復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
 

第
９
６
条
（
異
常
時
の
基
本
的
な
対
応
） 
異
常
が
発
生
し
た
場
合
の
原
因
調
査
お
よ

び
対
応
措
置
 

 

第
９
７
条
（
異
常
時
の
措
置
）
 

  

異
常
の
収
束
 

第
１
３
９
条
（
報
告
）
 

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判

断
し
た
場
合
（
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設

置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
、「
実
用

炉
規
則
」
と
い
う
。）
第
８
７
条
第
９
号
に
定

め
る
事
象
が
生
じ
た
場
合
）
 

第
９
６
条
に
定
め
る
異
常
が
発
生
し
た
場

合
 

放
射
性
液
体
廃
棄
物
ま
た
は
放
射
性
気
体

廃
棄
物
に
つ
い
て
放
出
管
理
目
標
値
を
超

え
て
放
出
し
た
場
合
 

外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
に
異

常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
 

 実
用
炉
規
則
第
１
３
４
条
第
２
号
か
ら
第

１
４
号
に
定
め
る
報
告
事
象
が
生
じ
た
場

合
 

 
 

第
83
条
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
 

第
３
項
に
定
め
る
要
求
さ
れ
る
代
替
措

置
の
確
認
 

第
86
条
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な

い
場
合
）
 

第
1
1
項
に
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合

 

第
1
1
項
に
定
め
る
原
子
炉
熱
出
力
の
上

昇
又
は
原
子
炉
起
動
状
態
へ
近
づ
く
モ
ー

ド
へ
の
移
行

 

第
87
条
（
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た
点

検
・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
）
 

第
２
項
に
定
め
る
必
要
な
安
全
措
置

 

第
1
1
項
に
定
め
る
運
転
上
の
制
限
外
か

ら
復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合

 

第
89
条
（
異
常
時
の
基
本
的
な
対
応
）
 
第
２
項
及
び
第
４
項
に
定
め
る
異
常
が

発
生
し
た
場
合
の
原
因
調
査
及
び
対
応
措

置
 

第
90
条
（
異
常
時
の
措
置
）

 
第
４
項
に
定
め
る
異
常
の
収
束
 

第
95
条
（
燃
料
の
取
替
等
）

 
第
３
項
に
定
め
る
取
替
炉
心
の
安
全
性
の

評
価
結
果
 

第
13

2
条
（
報
告
）

 
第
１
項
に
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
 

   第
１
項
に
定
め
る
第

89
条
第
１
項
に
定

め
る
異
常
が
発
生
し
た
場
合
 

第
１
項
に
定
め
る
放
射
性
液
体
廃
棄
物

又
は
放
射
性
気
体
廃
棄
物
に
つ
い
て
放
出

管
理
目
標
値
を
超
え
て
放
出
し
た
場
合
 

第
１
項
に
定
め
る
外
部
放
射
線
に
係
る

線
量
当
量
率
等
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場

合
 

第
１
項
に
定
め
る
実
用
発
電
用
原
子
炉

の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下

「
実
用
炉
規
則
」
と
い
う
。）
第

13
4
条
第

２
号
か
ら
第

14
号
に
定
め
る
報
告
事
象

が
生
じ
た
場
合
 

 
 

第
８
５
条
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

 
要
求
さ
れ
る
代
替
措
置
の
確
認
 

 

第
８
８
条
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な

い
場
合
）

 

第
１
１
項
に
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
 

第
１
１
項
に
定
め
る
原
子
炉
熱
出
力
の
上
昇

ま
た
は
原
子
炉
起
動
状
態
へ
近
づ
く
モ
ー
ド

へ
の
移
行
 

第
８
９
条
（
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た
点

検
・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
）
 

第
２
項
に
定
め
る
必
要
な
安
全
措
置

 

第
１
１
項
に
定
め
る
運
転
上
の
制
限
外
か
ら

復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合

 

第
９
１
条
（
異
常
時
の
基
本
的
な
対
応
）
 
異
常
が
発
生
し
た
場
合
の
原
因
調
査
お
よ
び

対
応
措
置
 

 

第
９
２
条
（
異
常
時
の
措
置
）
 

  

異
常
の
収
束

 

第
１
３
４
条
（
報
告
）

 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断

し
た
場
合
（
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運

転
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
、「
実
用
炉
規
則
」

と
い
う
。
）
第
８
７
条
第
９
号
に
定
め
る
事
象

が
生
じ
た
場
合
）
 

第
９
１
条
に
定
め
る
異
常
が
発
生
し
た
場
合

 

 放
射
性
液
体
廃
棄
物
ま
た
は
放
射
性
気
体
廃

棄
物
に
つ
い
て
放
出
管
理
目
標
値
を
超
え
て

放
出
し
た
場
合
 

外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
に
異
常

が
認
め
ら
れ
た
場
合

 

 実
用
炉
規
則
第
１
３
４
条
第
２
号
か
ら
第
１

４
号
に
定
め
る
報
告
事
象
が
生
じ
た
場
合

 

  

表
１
０
－
３

 
記
 
録
 
項
 
目
 

１
．
運
転
日
誌
等
 

(
1
) 
熱
出
力
 

(
2
) 
炉
心
の
中
性
子
束
密
度
 

(
3
) 
炉
心
の
温
度
 

(
4
) 
冷
却
材
入
口
温
度
 

(
5
) 
冷
却
材
出
口
温
度
 

(
6
) 
冷
却
材
圧
力
 

(
7
) 
冷
却
材
流
量
 

(
8
) 
制
御
棒
位
置
 

(
9
) 
再
結
合
装
置
内
の
温
度
 

(
1
0)
原
子
炉
に
使
用
し
て
い
る
冷
却
材
の
純
度
お
よ
び
毎
日
の
補
給
量
 

２
．
燃
料
に
係
る
記
録
 

(
1
) 
原
子
炉
内
に
お
け
る
燃
料
体
の
配
置
 

(
2
) 
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
内
に
お
け
る
燃
料
体
の
配
置
 

(
3
) 
使
用
済
燃
料
の
払
出
し
時
に
お
け
る
放
射
能
の
量
 

３
．
点
検
報
告
書
 

(
1
) 
運
転
開
始
前
の
点
検
結
果
 

(
2
) 
運
転
停
止
後
の
点
検
結
果
 

表
９
－
３

 
記

 
 
録

 
 
項

 
 
目

 

１
．
運
転
日
誌
等
 

(
1
)
熱
出
力

 

(
2
)
炉
心
の
中
性
子
束
密
度

 

(
3
)
炉
心
の
温
度

 

(
4
)
冷
却
材
入
口
温
度

 

(
5
)
冷
却
材
出
口
温
度

 

(
6
)
冷
却
材
圧
力

 

(
7
)
冷
却
材
流
量

 

(
8
)
制
御
棒
位
置

 

(
9
)
再
結
合
装
置
内
の
温
度

 

(
10
)
原
子
炉
に
使
用
し
て
い
る
冷
却
材
の
純
度
及
び
毎
日
の
補
給
量
 

２
．
燃
料
に
係
る
記
録

 

(
1
)
原
子
炉
内
に
お
け
る
燃
料
体
の
配
置

 

(
2
)
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
内
に
お
け
る
燃
料
体
の
配
置

 

(
3
)
使
用
済
燃
料
の
払
出
し
時
に
お
け
る
放
射
能
の
量

 

３
．
点
検
報
告
書

 

(
1
)
運
転
開
始
前
の
点
検
結
果

 

(
2
)
運
転
停
止
後
の
点
検
結
果

 

表
１
０
－
３
 

記
 
録

 
項

 
目

 

１
．
運
転
日
誌
等

 

(
1)

 熱
出
力

 

(
2)

 炉
心
の
中
性
子
束
密
度
 

(
3)

 炉
心
の
温
度
 

(
4)

 冷
却
材
入
口
温
度
 

(
5)

 冷
却
材
出
口
温
度
 

(
6)

 冷
却
材
圧
力
 

(
7)

 冷
却
材
流
量
 

(
8)

 制
御
棒
位
置
 

(
9)

 再
結
合
装
置
内
の
温
度
 

(
10

)原
子
炉
に
使
用
し
て
い
る
冷
却
材
の
純
度
お
よ
び
毎
日
の
補
給
量
 

２
．
燃
料
に
係
る
記
録

 

(
1)

 原
子
炉
内
に
お
け
る
燃
料
体
の
配
置

 

(
2)

 使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
内
に
お
け
る
燃
料
体
の
配
置
 

(
3)

 使
用
済
燃
料
の
払
出
し
時
に
お
け
る
放
射
能
の
量
 

３
．
点
検
報
告
書

 

(
1)

 運
転
開
始
前
の
点
検
結
果
 

(
2)

 運
転
停
止
後
の
点
検
結
果
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

４
．
引
継
日
誌
 

５
．
放
射
線
管
理
に
係
る
記
録
 

(
1
) 
原
子
炉
本
体
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
等
の

放
射
線
し
ゃ
へ
い
物
の
側
壁
に
お
け
る
線
量
当
量
率
 

(
2
) 
管
理
区
域
に
お
け
る
外
部
放
射
線
に
係
る
１
週
間
の
線
量
当
量
、
空
気
中
の
放

射
性
物
質
の
１
週
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
お
よ
び
放
射
性
物
質
に
よ
っ
て
汚
染

さ
れ
た
物
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度

 

(
3
) 
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
広
が
り
の
防
止
お
よ
び
除
去
を
行
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
状
況
 

６
．
放
射
性
廃
棄
物
管
理
に
係
る
記
録
 

(
1
) 
放
射
性
廃
棄
物
の
排
気
口
ま
た
は
排
気
監
視
設
備
お
よ
び
排
水
口
ま
た
は
排
水

監
視
設
備
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
１
日
間
お
よ
び
３
月
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃

度
 

(
2
) 
廃
棄
施
設
に
廃
棄
し
た
放
射
性
廃
棄
物
の
種
類
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
に
含
ま

れ
る
放
射
性
物
質
の
数
量
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
、
ま
た
は
容

器
と
一
体
的
に
固
型
化
し
た
場
合
に
は
当
該
容
器
の
数
量
お
よ
び
比
重
な
ら
び
に

そ
の
廃
棄
の
場
所
お
よ
び
方
法

 

(
3
) 
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
、
ま
た
は
容
器
に
固
型
化
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
方
法
 

(
4
) 
発
電
所
の
外
に
お
い
て
運
搬
し
た
核
燃
料
物
質
等
の
種
類
別
の
数
量
、
そ
の
運

搬
に
使
用
し
た
容
器
の
種
類
な
ら
び
に
そ
の
運
搬
の
経
路
 

７
．
原
子
炉
施
設
の
巡
視
ま
た
は
点
検
の
結
果
 

８
．
保
安
教
育
の
実
施
報
告
書
 

 

４
．
当
直
課
長
引
継
簿

 

５
．
放
射
線
管
理
に
係
る
記
録

 

(
1)
原
子
炉
本
体
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
等
の
放

射
線
遮
蔽
物
の
側
壁
に
お
け
る
線
量
当
量
率
 

(
2)
管
理
区
域
に
お
け
る
外
部
放
射
線
に
係
る
１
週
間
の
線
量
当
量
、
空
気
中
の
放
射

性
物
質
の
１
週
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
及
び
放
射
性
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ

た
物
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
 

(
3)
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
広
が
り
の
防
止
及
び
除
去
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ

の
状
況
 

６
．
放
射
性
廃
棄
物
管
理
に
係
る
記
録
 

(
1)
放
射
性
廃
棄
物
の
排
気
口
又
は
排
気
監
視
設
備
及
び
排
水
口
又
は
排
水
監
視
設

備
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
１
日
間
及
び
３
月
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
 

(
2)
廃
棄
施
設
に
廃
棄
し
た
放
射
性
廃
棄
物
の
種
類
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
に
含
ま

れ
る
放
射
性
物
質
の
数
量
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
、
又
は
容
器

と
一
体
的
に
固
型
化
し
た
場
合
に
は
当
該
容
器
の
数
量
及
び
比
重
並
び
に
そ
の

廃
棄
の
場
所
及
び
方
法

 

(
3
)
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
、
又
は
容
器
に
固
型
化
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
方
法

 

(
4
)
発
電
所
の
外
に
お
い
て
運
搬
し
た
核
燃
料
物
質
等
の
種
類
別
の
数
量
、
そ
の
運

搬
に
使
用
し
た
容
器
の
種
類
並
び
に
そ
の
運
搬
の
経
路

 

７
．
原
子
炉
施
設
の
巡
視
又
は
点
検
の
結
果
 

８
．
保
安
教
育
の
実
施
報
告
書

 

 
 

４
．
引
継
日
誌

 

５
．
放
射
線
管
理
に
係
る
記
録

 

(
1
)
 
原
子
炉
本
体
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
等
の

放
射
線
し
ゃ
へ
い
物
の
側
壁
に
お
け
る
線
量
当
量
率

 

(
2)

 
管
理
区
域
に
お
け
る
外
部
放
射
線
に
係
る
１
週
間
の
線
量
当
量
、
空
気
中
の
放
射

性
物
質
の
１
週
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
お
よ
び
放
射
性
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ

た
物
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
 

(
3)

 
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
広
が
り
の
防
止
お
よ
び
除
去
を
行
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
状
況

 

６
．
放
射
性
廃
棄
物
管
理
に
係
る
記
録

 

(
1)

 
放
射
性
廃
棄
物
の
排
気
口
ま
た
は
排
気
監
視
設
備
お
よ
び
排
水
口
ま
た
は
排
水
監

視
設
備
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
１
日
間
お
よ
び
３
月
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度

 

(
2)

 
廃
棄
施
設
に
廃
棄
し
た
放
射
性
廃
棄
物
の
種
類
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
に
含
ま
れ

る
放
射
性
物
質
の
数
量
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
、
ま
た
は
容
器
と

一
体
的
に
固
型
化
し
た
場
合
に
は
当
該
容
器
の
数
量
お
よ
び
比
重
な
ら
び
に
そ
の
廃

棄
の
場
所
お
よ
び
方
法
 

(
3)

 
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
、
ま
た
は
容
器
に
固
型
化
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
方
法

 

(
4)

 
発
電
所
の
外
に
お
い
て
運
搬
し
た
核
燃
料
物
質
等
の
種
類
別
の
数
量
、
そ
の
運
搬

に
使
用
し
た
容
器
の
種
類
な
ら
び
に
そ
の
運
搬
の
経
路

 

７
．
原
子
炉
施
設
の
巡
視
ま
た
は
点
検
の
結
果

 

８
．
保
安
教
育
の
実
施
報
告
書

 

  

（
電
気
主
任
技
術
者
お
よ
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者

の
職
務
等
）

 

第
１
０
条
の
２

 
電
気
主
任
技
術
者
お
よ
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ

ン
主
任
技
術
者
は
、
原
子
力
発
電
工
作
物
※
１
の
工
事
、
維
持
お

よ
び
運
用
に
関
す
る
保
安
の
監
督
を
誠
実
に
、
か
つ
、
最
優
先

に
行
う
こ
と
を
任
務
と
し
、
次
の
職
務
を
遂
行
す
る
。

 

（
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
の
職

務
等
）
 

第
９
条
の
２

 
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任

技
術
者
は
、
原
子
力
発
電
工
作
物
※
１
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用
に

関
す
る
保
安
の
監
督
を
誠
実
に
行
う
こ
と
を
任
務
と
し
、
次
の
各

号
に
定
め
る
職
務
を
「
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
及
び
電
気
主
任
技

術
者
の
保
安
監
督
に
関
す
る
基
準
」
に
従
い
、
十
全
に
遂
行
す
る
。 

（
電
気
主
任
技
術
者
お
よ
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
の

職
務
等
）
 

第
１
０
条
の
２
 
電
気
主
任
技
術
者
お
よ
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン

主
任
技
術
者
は
、
原
子
力
発
電
工
作
物
※
１
の
工
事
、
維
持
お
よ
び

運
用
に
関
す
る
保
安
の
監
督
を
誠
実
に
、
か
つ
、
最
優
先
に
行
う

こ
と
を
任
務
と
し
、
次
の
職
務
を
遂
行
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な

し
。）

 

(
1
)
 
原
子
力
発
電
工
作
物
の
工
事
、
維
持
お
よ
び
運
用
に
関
す

る
保
安
の
た
め
の
諸
計
画
の
立
案
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
工
事
、
維
持
お
よ
び
運
用
に
従
事
す
る
者
（
所
長
を

含
む
。
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
。）
へ
指
示
、
指
導
・
助

言
す
る
。

 

(
1)
 原
子
力
発
電
工
作
物
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用
に
関
す
る
保

安
の
た
め
の
諸
計
画
の
立
案
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
て

関
係
各
第
二
課
長
に
対
し
指
示
、
指
導
・
助
言
を
行
う
。
 

(1
) 
原
子
力
発
電
工
作
物
の
工
事
、
維
持
お
よ
び
運
用
に
関
す
る

保
安
の
た
め
の
諸
計
画
の
立
案
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ

て
工
事
、
維
持
お
よ
び
運
用
に
従
事
す
る
者
（
所
長
を
含
む
。

以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
へ
指
示
、
指
導
・
助
言
す
る
。
 

 

(
2
)
 
原
子
力
発
電
工
作
物
の
工
事
、
維
持
お
よ
び
運
用
に
関
し
、

保
安
上
必
要
な
場
合
に
は
、
工
事
、
維
持
お
よ
び
運
用
に
従

事
す
る
者
に
対
し
指
示
、
指
導
・
助
言
を
行
う
。

 

(
2)
 原
子
力
発
電
工
作
物
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用
に
関
し
、
保

安
上
必
要
な
場
合
に
は
、
工
事
、
維
持
及
び
運
用
に
従
事
す
る

者
（
所
長
を
含
む
。
）
に
対
し
指
示
、
指
導
・
助
言
を
行
う
。
 

(2
) 
原
子
力
発
電
工
作
物
の
工
事
、
維
持
お
よ
び
運
用
に
関
し
、

保
安
上
必
要
な
場
合
に
は
、
工
事
、
維
持
お
よ
び
運
用
に
従
事

す
る
者
に
対
し
指
示
、
指
導
・
助
言
を
行
う
。
 

 

 
(
3)
 原
子
力
発
電
工
作
物
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用
に
関
す
る
保

安
の
記
録
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
確
認
を
行
う
。

 

 
 

(
3
)
 
そ
の
他
原
子
力
発
電
工
作
物
の
工
事
、
維
持
お
よ
び
運
用

に
関
し
保
安
の
監
督
に
必
要
な
職
務
を
行
う
。

 

(
4)
 そ
の
他
保
安
の
監
督
に
必
要
な
職
務
を
行
う
。
 

(3
) 
そ
の
他
原
子
力
発
電
工
作
物
の
工
事
、
維
持
お
よ
び
運
用
に

関
し
保
安
の
監
督
に
必
要
な
職
務
を
行
う
。
 

 

２
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
、
電
気
主
任
技
術
者
お
よ
び
ボ
イ
ラ
ー
・

タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
は
、
相
互
の
職
務
に
つ
い
て
情
報
共
有
を

行
い
、
意
思
疎
通
を
図
る
。
 

 ※
１
：
原
子
力
発
電
工
作
物
と
は
、
電
気
事
業
法
第
３
８
条
に
定
め

る
事
業
用
電
気
工
作
物
の
う
ち
、
電
気
事
業
法
第
１
０
６
条

２
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
、
電
気
主
任
技
術
者
及
び
ボ
イ
ラ
ー
・
タ

ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
は
、
相
互
の
職
務
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
行

い
、
意
思
疎
通
を
図
る
。

 

 ※
１
：
原
子
力
発
電
工
作
物
と
は
、
電
気
事
業
法
第

38
条
に
定
め

る
事
業
用
電
気
工
作
物
の
う
ち
、
電
気
事
業
法
第

1
06
条
に

２
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
、
電
気
主
任
技
術
者
お
よ
び
ボ
イ
ラ
ー
・

タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
は
、
相
互
の
職
務
に
つ
い
て
情
報
共
有
を

行
い
、
意
思
疎
通
を
図
る
。
 

 ※
１
：
原
子
力
発
電
工
作
物
と
は
、
電
気
事
業
法
第
３
８
条
に
定
め

る
事
業
用
電
気
工
作
物
の
う
ち
、
電
気
事
業
法
第
１
０
６
条

 

参考①-46



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
2
0
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
2
0
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

に
定
め
る
原
子
力
を
原
動
力
と
す
る
発
電
用
の
電
気
工
作

物
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

定
め
る
原
子
力
を
原
動
力
と
す
る
発
電
用
の
電
気
工
作
物

を
い
う

(以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ

)。
 

 

に
定
め
る
原
子
力
を
原
動
力
と
す
る
発
電
用
の
電
気
工
作
物

を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

第
４
節

 
原
子
炉
施
設
の
定
期
的
な
評
価
 

第
４
節
 
原
子
炉
施
設
の
定
期
的
な
評
価

 
第
４
節
 
原
子
炉
施
設
の
定
期
的
な
評
価
 

 

（
原
子
炉
施
設
の
定
期
的
な
評
価
）
 

第
 １
１

 条
 
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
各
号
炉
毎
お
よ
び
１
０

年
を
超
え
な
い
期
間
毎
に
、
実
施
手
順
お
よ
び
実
施
体
制
を
定

め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
以
下
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 保
安
活
動
の
実
施
の
状
況
の
評
価

 

(
2)
 保
安
活
動
へ
の
最
新
の
技
術
的
知
見
の
反
映
状
況
の
評
価
 

（
原
子
炉
施
設
の
定
期
的
な
評
価
）
 

第
1
0
条
 
所
長
は
、
各
号
炉
ご
と
及
び

1
0
年
を
超
え
な
い
期
間
ご

と
に
、
実
施
手
順
及
び
実
施
体
制
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
以

下
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
保
安
活
動
の
実
施
の
状
況
の
評
価

 

(
2
)
 
保
安
活
動
へ
の
最
新
の
技
術
的
知
見
の
反
映
状
況
の
評

価
 

（
原
子
炉
施
設
の
定
期
的
な
評
価
）
 

第
 １
１

 条
 
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
１
０
年
を
超
え
な
い
期

間
毎
に
、
実
施
手
順
お
よ
び
実
施
体
制
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、

以
下
の
事
項
を
実
施
す
る
。
 

(1
) 
保
安
活
動
の
実
施
の
状
況
の
評
価
 

(2
) 
保
安
活
動
へ
の
最
新
の
技
術
的
知
見
の
反
映
状
況
の
評
価
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有

の
差
異
 

（
美
浜
は
、
３
号
炉
の
み
の
評

価
。
）
 

２
．
原
子
力
部
門
は
、
第

1
項
の
評
価
の
結
果
、
原
子
炉
施
設
の
保

安
の
た
め
に
有
効
な
追
加
措
置
が
抽
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
、
保
安
活
動
の
計
画
、
実
施
、
評
価
お
よ
び
改

善
な
ら
び
に
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
継
続
し

て
行
う
。

 

 

２
 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
第
１
項
の
評
価
の
結
果
、
原
子
炉
施

設
の
保
安
の
た
め
に
有
効
な
追
加
措
置
が
抽
出
さ
れ
た
場
合
に

は
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
保
安
活
動
の
計
画
、
実
施
、
評
価

及
び
改
善
並
び
に
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
継

続
し
て
行
う
。
 

 

２
．
原
子
力
部
門
は
、
第
１
項
の
評
価
の
結
果
、
原
子
炉
施
設
の
保

安
の
た
め
に
有
効
な
追
加
措
置
が
抽
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
、
保
安
活
動
の
計
画
、
実
施
、
評
価
お
よ
び
改
善

な
ら
び
に
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
継
続
し
て
行

う
。
 

 

 

 

参考①-47



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

第
４
章

 
運
転
管
理
 

第
１
節

 
通
 
則

 

第
４
章

 
運
転
管
理
 

第
１
節
 
通

 
則

 

第
４
章

 
運
転
管
理
 

第
１
節

 
通

 
則

 

 

（
構
成
お
よ
び
定
義
）

 

第
 
１
２

 条
 
こ
の
規
定
に
お
い
て
、
原
子
炉
の
運
転
モ
ー
ド
（
以

下
、「
モ
ー
ド
」
と
い
う
。
）
は
、
表
１
２
－
１
の
と
お
り
と
す
る
。
 

２
．
第
３
節
（
第
９
２
条
か
ら
第
９
５
条
を
除
く
）
に
お
け
る
条
文

の
基
本
的
な
構
成
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(
1
)
 
第
１
項
：
運
転
上
の
制
限
 

(
2
)
 
第
２
項
：
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
行
う
事
項
 

(
3
)
 
第
３
項
：
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た

場
合
※
１
に
要
求
さ
れ
る
措
置

 

３
．
こ
の
規
定
に
お
い
て
、
主
要
な
用
語
の
定
義
は
、
各
条
文
に
定

め
が
な
い
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(
1
)
 「
燃
料
取
替
」
と
は
、
炉
内
の
燃
料
配
置
を
変
え
る
こ
と
を

い
う
。
 

(
2
)
 
第
３
節
に
お
い
て
「
速
や
か
に
」
と
は
、
可
能
な
限
り
短
時

間
で
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
義
的
に
時
間
を
決
め
ら
れ

な
い
も
の
で
あ
り
、
意
図
的
に
遅
延
さ
せ
る
こ
と
な
く
行
う
こ

と
を
意
味
す
る
。
な
お
、
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
場
合

に
は
、
上
記
の
主
旨
を
踏
ま
え
た
上
で
、
組
織
的
に
実
施
す
る

準
備
※
２
が
整
い
次
第
行
う
活
動
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
複
数
の

「
速
や
か
に
」
実
施
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
措
置
に
規
定
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か
一
つ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を

「
速
や
か
に
」
実
施
し
、
引
き
続
き
遅
滞
な
く
、
残
り
の
要
求

さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
。
 

（
構
成
及
び
定
義
）
 

第
1
1
条

 
本
編
に
お
い
て
、
原
子
炉
の
運
転
モ
ー
ド
（
以
下
「
モ
ー

ド
」
と
い
う
。
）
は
、
表

1
1－
１
の
と
お
り
と
す
る
。
 

２
 
第
３
節
（
第

8
5
条
か
ら
第

8
8
条
を
除
く
。
）
に
お
け
る
条
文

の
基
本
的
な
構
成
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(
1
)
 
第
１
項
：
運
転
上
の
制
限
 

(
2
)
 
第
２
項
：
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
行
う
事
項
 

(
3
)
 
第
３
項
：
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た

場
合
※
１
に
要
求
さ
れ
る
措
置

 

３
 
本
編
に
お
い
て
、
主
要
な
用
語
の
定
義
は
、
各
条
文
に
定
め
が

な
い
場
合
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

(
1
)
 
「
燃
料
取
替
」
と
は
、
炉
内
の
燃
料
配
置
を
変
え
る
こ
と
を

い
う
。

 

(
2
)
 
第
３
節
に
お
い
て
「
速
や
か
に
」
と
は
、
可
能
な
限
り
短
時

間
で
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
義
的
に
時
間
を
決
め
ら
れ

な
い
も
の
で
あ
り
、
意
図
的
に
遅
延
さ
せ
る
こ
と
な
く
行
う
こ

と
を
意
味
す
る
。
な
お
、
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
場
合

に
は
、
上
記
の
主
旨
を
踏
ま
え
た
上
で
、
組
織
的
に
実
施
す
る

準
備
※
２
が
整
い
次
第
行
う
活
動
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
複
数
の

「
速
や
か
に
」
実
施
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
措
置
に
規
定
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か
１
つ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を

「
速
や
か
に
」
実
施
し
、
引
き
続
き
遅
滞
な
く
、
残
り
の
要
求

さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
。
 

（
構
成
お
よ
び
定
義
）

 

第
 
１
２

 条
 
本
編
に
お
い
て
、
原
子
炉
の
運
転
モ
ー
ド
（
以
下
、

「
モ
ー
ド
」
と
い
う
。
）
は
、
表
１
２
－
１
の
と
お
り
と
す
る
。
 

２
．
第
３
節
（
第
８
７
条
か
ら
第
９
０
条
を
除
く
）
に
お
け
る
条
文

の
基
本
的
な
構
成
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(
1
)
 
第
１
項
：
運
転
上
の
制
限

 

(
2
)
 
第
２
項
：
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
行
う
事
項
 

(
3
)
 
第
３
項
：
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た

場
合
※
１
に
要
求
さ
れ
る
措
置

 

３
．
本
編
に
お
い
て
、
主
要
な
用
語
の
定
義
は
、
各
条
文
に
定
め
が

な
い
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

(
1
)
 「
燃
料
取
替
」
と
は
、
炉
内
の
燃
料
配
置
を
変
え
る
こ
と
を

い
う
。

 

(
2
)
 
第
３
節
に
お
い
て
「
速
や
か
に
」
と
は
、
可
能
な
限
り
短
時

間
で
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
義
的
に
時
間
を
決
め
ら
れ

な
い
も
の
で
あ
り
、
意
図
的
に
遅
延
さ
せ
る
こ
と
な
く
行
う
こ

と
を
意
味
す
る
。
な
お
、
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
場
合

に
は
、
上
記
の
主
旨
を
踏
ま
え
た
上
で
、
組
織
的
に
実
施
す
る

準
備
※
２
が
整
い
次
第
行
う
活
動
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
複
数
の

「
速
や
か
に
」
実
施
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
措
置
に
規
定
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か
一
つ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を

「
速
や
か
に
」
実
施
し
、
引
き
続
き
遅
滞
な
く
、
残
り
の
要
求

さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
。
 

 【
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
第
１
編
が
運
転

段
階
（
３
号
炉
）、
第
２
編
が

廃
止
措
置
段
階
（
１
、
２
号

炉
）
に
分
編
化
さ
れ
て
い

る
。
）
 

(
3
)
 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、「
重
大
事
故
」
と
は
、
実

用
炉
規
則
第
４
条
に
て
掲
げ
る
「
炉
心
の
著
し
い
損
傷
」
お
よ

び
「
核
燃
料
物
質
貯
蔵
設
備
に
貯
蔵
す
る
燃
料
体
又
は
使
用
済

燃
料
の
著
し
い
損
傷
」
を
い
う
。

 

 

(
3
)
 「
重
大
事
故
」
と
は
、
実
用
炉
規
則
第
４
条
に
て
掲
げ
る
「
炉

心
の
著
し
い
損
傷
及
び
核
燃
料
物
質
貯
蔵
設
備
に
貯
蔵
す
る

燃
料
体
又
は
使
用
済
燃
料
の
著
し
い
損
傷
」
を
い
う
。
 

 

(
3
)
 「
重
大
事
故
」
と
は
、
実
用
炉
規
則
第
４
条
に
て
掲
げ
る
「
炉

心
の
著
し
い
損
傷
」
お
よ
び
「
核
燃
料
物
質
貯
蔵
設
備
に
貯
蔵

す
る
燃
料
体
又
は
使
用
済
燃
料
の
著
し
い
損
傷
」
を
い
う
。

 

   

 

※
１
：
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
と

は
、
次
の
い
ず
れ
か
を
い
う
。

 

(
1
)
 
第
２
項
の
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な
い
と
各
課
（
室
）
長
が
判
断
し
た
場
合

 

(
2
)
 
第
２
項
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

 

(
3
)
 
第
２
項
に
か
か
わ
ら
ず
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

な
い
と
各
課
（
室
）
長
が
判
断
し
た
場
合
 

※
２
：
関
係
者
へ
の
連
絡
、
各
運
転
員
へ
の
指
示
、
手
順
の
準
備
・

確
認
等
を
行
う
こ
と
。
 

 

※
１
：
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
と

は
、
次
の
い
ず
れ
か
を
い
う
。
 

ア
 
第
２
項
の
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な
い
と
各
第
二
課
長
が
判
断
し
た
場
合
 

イ
 
第
２
項
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
 

ウ
 
第
２
項
に
か
か
わ
ら
ず
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
と
各
第
二
課
長
が
判
断
し
た
場
合

 

※
２
：
関
係
者
へ
の
連
絡
、
各
運
転
員
へ
の
指
示
、
手
順
の
準
備
・

確
認
等
を
行
う
こ
と
。
 

 

※
１
：
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
と

は
、
次
の
い
ず
れ
か
を
い
う
。

 

(
1
)
 
第
２
項
の
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
と
各
課
（
室
）
長
が
判
断
し
た
場
合

 

(
2
)
 
第
２
項
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

 

(
3
)
 
第
２
項
に
か
か
わ
ら
ず
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な

い
と
各
課
（
室
）
長
が
判
断
し
た
場
合
 

※
２
：
関
係
者
へ
の
連
絡
、
各
運
転
員
へ
の
指
示
、
手
順
の
準
備
・

確
認
等
を
行
う
こ
と
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

表
１
２
－
１
 

モ
ー
ド
 

原
子
炉
の
運
転
状
態
 

原
子
炉
容
器
ス
タ
ッ
ド

ボ
ル
ト
の
状
態
 

１
 

出
力
運
転
（
出
力
領
域
中
性
子
束
指
示
値

 

5
 
% 
超
）

 

全
ボ
ル
ト
締
付
 

２
（
停
止
時
）

 

出
力
運
転
（
出
力
領
域
中
性
子
束
指
示
値

 

5
 
% 
以
下
）

 

～
 

制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
全
挿
入
※
３
に
よ

る
原
子
炉
停
止

 

全
ボ
ル
ト
締
付
 

２
（
起
動
時
）

 

臨
界
操
作
の
た
め
の
制
御
グ
ル
ー
プ
バ

ン
ク
引
抜
操
作
開
始
 

～
 

出
力
運
転
（
出
力
領
域
中
性
子
束
指
示
値

 

5
 
% 
以
下
）

 

全
ボ
ル
ト
締
付
 

３
 

１
次
冷
却
材
温
度
 
 

17
7
 ℃

 
以
上
 

全
ボ
ル
ト
締
付
 

４
 

１
次
冷
却
材
温
度

 
 

9
3 
℃

 
超

 

1
7
7 
℃

 未
満

 

全
ボ
ル
ト
締
付
 

５
 

１
次
冷
却
材
温
度
 
 

93
 
℃
 以
下
 

全
ボ
ル
ト
締
付
 

６
※
４
 

１
本
以
上
が
緩
め
ら
れ

て
い
る

 

※
３
：
挿
入
不
能
な
制
御
棒
を
除
く
。
 

※
４
：
全
て
の
燃
料
が
原
子
炉
格
納
容
器
の
外
に
あ
る
場
合
を
除

く
。
 

 

表
1
1
－
１
 

モ
ー
ド
 

原
子
炉
の
運
転
状
態
 

原
子
炉
容
器
ス
タ
ッ
ド
 

ボ
ル
ト
の
状
態
 

１
 

出
力
運
転
（
出
力
領
域
中
性
子
束
指
示
値

５
 
％
超
）

 

全
ボ
ル
ト
締
付

 

２
（
停
止
時
）
 
出
力
運
転
（
出
力
領
域
中
性
子
束
指
示
値

５
 
％
以
下
）

 

～
 

制
御
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾊ
ﾞ
ﾝ
ｸ
全
挿
入
※
３
に
よ
る
原

子
炉
停
止
 

全
ボ
ル
ト
締
付

 

２
（
起
動
時
）
 
臨
界
操
作
の
た
め
の
制
御
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾊ
ﾞ
ﾝ
ｸ

引
抜
き
操
作
開
始
 ～

 

出
力
運
転
（
出
力
領
域
中
性
子
束
指
示
値

５
 
％
以
下
）

 

全
ボ
ル
ト
締
付

 

３
 

１
次
冷
却
材
温
度
 
 
1
77
 
℃
以
上
 

全
ボ
ル
ト
締
付

 

４
 

１
次
冷
却
材
温
度

 
 

9
3 
℃
超

1
77

 ℃
未
満
 

全
ボ
ル
ト
締
付

 

５
 

１
次
冷
却
材
温
度
 
 
9
3 
℃
以
下
 

全
ボ
ル
ト
締
付

 

６
※
４
 

１
本
以
上
が
緩
め
ら
れ

て
い
る
 

※
３
：
挿
入
不
能
な
制
御
棒
を
除
く
。
 

※
４
：
全
て
の
燃
料
が
原
子
炉
格
納
容
器
の
外
に
あ
る
場
合
を
除

く
。
 

 

表
１
２
－
１

 

モ
ー
ド
 

原
子
炉
の
運
転
状
態
 

原
子
炉
容
器
ス
タ
ッ
ド

ボ
ル
ト
の
状
態
 

１
 

出
力
運
転
（
出
力
領
域
中
性
子
束
指
示

値
 
5
 %
 超
）

 

全
ボ
ル
ト
締
付

 

２
（
停
止
時
）

 
出
力
運
転
（
出
力
領
域
中
性
子
束
指
示

値
 
5
 %
 以
下
）
 

～
 

制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
全
挿
入
※
３
に
よ

る
原
子
炉
停
止
 

全
ボ
ル
ト
締
付

 

２
（
起
動
時
）

 
臨
界
操
作
の
た
め
の
制
御
グ
ル
ー
プ
バ

ン
ク
引
抜
操
作
開
始
 

～
 

出
力
運
転
（
出
力
領
域
中
性
子
束
指
示

値
 
5
 %
 以
下
）
 

全
ボ
ル
ト
締
付

 

３
 

１
次
冷
却
材
温
度

 
 

1
77
 ℃

 以
上

 
全
ボ
ル
ト
締
付

 

４
 

１
次
冷
却
材
温
度

 
 

93
 
℃

 
超
 

1
7
7 
℃
 
未
満
 

全
ボ
ル
ト
締
付

 

５
 

１
次
冷
却
材
温
度

 
 

9
3 
℃
 
以
下
 

全
ボ
ル
ト
締
付

 

６
※
４
 

１
本
以
上
が
緩
め
ら
れ

て
い
る
 

※
３
：
挿
入
不
能
な
制
御
棒
を
除
く
。
 

※
４
：
全
て
の
燃
料
が
原
子
炉
格
納
容
器
の
外
に
あ
る
場
合
を
除

く
。

 
 

 

（
原
子
炉
の
運
転
期
間
）

 

第
１
２
条
の
２
 
所
長
は
、
表
１
２
の
２
に
定
め
る
原
子
炉
の
運
転

期
間
※
１
の
範
囲
内
で
運
転
を
行
う
。
な
お
、
実
用
炉
規
則
第
４
９

条
第
１
項
第
２
号
に
基
づ
き
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
期
検
査

を
受
け
る
べ
き
時
期
を
定
め
て
承
認
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
承

認
を
受
け
た
時
期
の
範
囲
内
で
運
転
を
行
う
。
 

 

（
原
子
炉
の
運
転
期
間
）
 

第
1
1
条
の
２

 
所
長
は
、
表

1
1
の
２
－
１
に
定
め
る
原
子
炉
の
運

転
期
間
※
１
の
範
囲
内
で
運
転
を
行
う
。
な
お
、
実
用
炉
規
則
第

4
9

条
第
１
項
第
２
号
に
基
づ
き
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
施
設
定
期

検
査
（
以
下
「
定
期
検
査
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
べ
き
時
期
を
定

め
て
承
認
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
承
認
を
受
け
た
時
期
の
範
囲

内
で
運
転
を
行
う
。
 

 

（
原
子
炉
の
運
転
期
間
）

 

第
１
２
条
の
２

 
所
長
は
、
表
１
２
の
２
に
定
め
る
原
子
炉
の
運
転

期
間
※
１
の
範
囲
内
で
運
転
を
行
う
。
な
お
、
実
用
炉
規
則
第
４
９

条
第
１
項
第
２
号
に
基
づ
き
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
期
検
査

を
受
け
る
べ
き
時
期
を
定
め
て
承
認
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
承

認
を
受
け
た
時
期
の
範
囲
内
で
運
転
を
行
う
。
 

 

 【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

※
１
：
原
子
炉
の
運
転
期
間
と
は
、
定
期
検
査
が
終
了
し
た
日
か
ら
、

次
回
定
期
検
査
を
開
始
す
る
た
め
に
原
子
炉
を
停
止
す
る

ま
で
の
期
間
を
い
う
。
な
お
、「
原
子
炉
を
停
止
す
る
」
と
は
、

当
該
原
子
炉
の
主
発
電
機
の
解
列
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に

お
い
て
同
じ
）
。

 

 

※
１
：
原
子
炉
の
運
転
期
間
と
は
、
定
期
検
査
が
終
了
し
た
日
か
ら
、

次
回
定
期
検
査
を
開
始
す
る
た
め
に
原
子
炉
を
停
止
す
る

ま
で
の
期
間
を
い
う
。
な
お
、「
原
子
炉
を
停
止
す
る
」
と
は
、

当
該
原
子
炉
の
主
発
電
機
の
解
列
を
い
う
。
以
下
、
本
条
に

お
い
て
同
じ
。
 

 

※
１
：
原
子
炉
の
運
転
期
間
と
は
、
定
期
検
査
が
終
了
し
た
日
か
ら
、

次
回
定
期
検
査
を
開
始
す
る
た
め
に
原
子
炉
を
停
止
す
る
ま

で
の
期
間
を
い
う
。
な
お
、「
原
子
炉
を
停
止
す
る
」
と
は
、

当
該
原
子
炉
の
主
発
電
機
の
解
列
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に

お
い
て
同
じ
）
。
 

 

 

表
１
２
の
２
 

 
１
号
炉
 

２
号
炉
 

３
号
炉
 

４
号
炉
 

原
子
炉
の
運
転
期
間
 

13
ヶ
月
 

1
3
ヶ
月
 

1
3
ヶ
月
 

13
ヶ
月

 
 

表
1
1
の
２
－
１

 
 

３
号
炉
 

４
号
炉

 

原
子
炉
の
運
転
期
間
 

13
か
月
 

13
か
月
 

 

表
１
２
の
２

 
原
子
炉
の
運
転
期
間

 
13
ヶ
月

 

  

 

（
運
転
員
等
の
確
保
）

 

第
 
１
３

 条
 
発
電
室
長
は
、
原
子
炉
の
運
転
に
必
要
な
知
識
を
有

す
る
者
を
確
保
す
る
。
な
お
、
原
子
炉
の
運
転
に
必
要
な
知
識
を

有
す
る
者
と
は
、
原
子
炉
の
運
転
に
関
す
る
実
務
の
研
修
を
受
け

た
者
を
い
う
。

 

（
運
転
員
等
の
確
保
）
 

第
1
2
条

 
発
電
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
の
運
転
に
必
要
な
知
識
を

有
す
る
者
を
確
保
す
る
。
な
お
、
原
子
炉
の
運
転
に
必
要
な
知
識

を
有
す
る
者
と
は
、
原
子
炉
の
運
転
に
関
す
る
実
務
の
研
修
を
受

け
た
者
を
い
う
。
 

（
運
転
員
等
の
確
保
）

 

第
 
１
３

 条
 
発
電
室
長
は
、
原
子
炉
の
運
転
に
必
要
な
知
識
を
有

す
る
者
を
確
保
す
る
※
１
。
な
お
、
原
子
炉
の
運
転
に
必
要
な
知
識

を
有
す
る
者
と
は
、
原
子
炉
の
運
転
に
関
す
る
実
務
の
研
修
を
受

け
た
者
を
い
う
。
 

     

参考①-49



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

２
．
発
電
室
長
は
、
原
子
炉
の
運
転
に
当
た
っ
て
第
１
項
で
定
め
る

者
の
中
か
ら
、
１
直
あ
た
り
表
１
３
－
１
に
定
め
る
人
数
の
者
を

そ
ろ
え
、
中
央
制
御
室
あ
た
り
５
直
以
上
を
編
成
し
た
上
で
３
交

代
勤
務
を
行
わ
せ
る
。
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
連
続

し
て
２
４
時
間
を
超
え
る
勤
務
を
行
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
ま

た
、
表
１
３
－
１
に
定
め
る
人
数
の
う
ち
、
１
名
は
当
直
課
長
と

し
、
運
転
責
任
者
と
し
て
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
基
準
に

適
合
し
た
者
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
者
と
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
第
２
項
で
定
め
る
者
の
う
ち
、
表
１
３
－
２
に

定
め
る
人
数
の
者
を
主
機
運
転
員
以
上
の
者
の
中
か
ら
常
時
中

央
制
御
室
に
確
保
す
る
。

 

４
．
各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
の
対
応
の
た
め
の
力
量
を
有

す
る
者
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
安
全
・
防
災
室
長
は
、
重
大
事
故

等
の
対
応
を
行
う
要
員
と
し
て
、
表
１
３
－
３
に
定
め
る
人
数
を

常
時
確
保
す
る
。
 

２
 
発
電
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
の
運
転
に
当
た
っ
て
第
１
項
で
定

め
る
者
の
中
か
ら
、
１
直
当
た
り
表

1
2－
１
に
定
め
る
人
数
の
者

を
そ
ろ
え
、
中
央
制
御
室
当
た
り
５
直
以
上
を
編
成
し
た
上
で
３

交
替
勤
務
を
行
わ
せ
る
。
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
連

続
し
て

2
4
時
間
を
超
え
る
勤
務
を
行
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
ま

た
、
表

1
2－
１
に
定
め
る
人
数
の
う
ち
、
１
名
は
当
直
課
長
と
し
、

運
転
責
任
者
と
し
て
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
基
準
に
適

合
し
た
者
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
者
と
す
る
。

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
第
２
項
で
定
め
る
者
の
う
ち
、
表

1
2
－
２
に
定
め
る
人
数
の
者
を
中
央
操
作
員
以
上
の
者
の
中
か

ら
常
時
中
央
制
御
室
に
確
保
す
る
。
 

４
 
防
災
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
対
応
の
た
め
の
力
量
を
有
す
る

者
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
重
大
事
故
等
の
対
策
を
行
う
要
員
と
し

て
、
表

1
2
－
３
に
定
め
る
人
数
を
常
時
確
保
す
る
。
 

 

２
．
発
電
室
長
は
、
原
子
炉
の
運
転
に
当
た
っ
て
第
１
項
で
定
め
る

者
の
中
か
ら
、
１
直
あ
た
り
表
１
３
－
１
に
定
め
る
人
数
の
者
を

そ
ろ
え
、
中
央
制
御
室
あ
た
り
５
直
以
上
を
編
成
し
た
上
で
３
交

代
勤
務
を
行
わ
せ
る
。
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
連
続

し
て
２
４
時
間
を
超
え
る
勤
務
を
行
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
ま

た
、
表
１
３
－
１
に
定
め
る
人
数
の
う
ち
、
１
名
は
当
直
課
長
と

し
、
運
転
責
任
者
と
し
て
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
基
準
に

適
合
し
た
者
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
者
と
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
第
２
項
で
定
め
る
者
の
う
ち
、
表
１
３
－
２
に

定
め
る
人
数
の
者
を
主
機
運
転
員
以
上
の
者
の
中
か
ら
常
時
中

央
制
御
室
に
確
保
す
る
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
の
対
応
の
た
め
の
力
量
を
有

す
る
者
を
確
保
す
る
※
１
。
ま
た
、
技
術
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の

対
応
を
行
う
要
員
と
し
て
、
表
１
３
－
３
に
定
め
る
人
数
を
常
時

確
保
す
る
。

 

         【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

５
．
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
第
１
８
条
の
５
第
４

項
(
2
)
の
成
立
性
確
認
に
お
い
て
、
そ
の
訓
練
に
係
る
者
が
、
役
割

に
応
じ
た
必
要
な
力
量
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
力
量
」
と
い

う
。
）
を
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
、

表
１
３
－
１
お
よ
び
表
１
３
－
３
に
定
め
る
人
数
の
者
を
確
保

す
る
体
制
か
ら
、
力
量
が
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
者

を
除
外
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
、
所
長
の
承
認
を
得
て

体
制
を
構
築
す
る
。
 

５
 
発
電
第
二
課
長
及
び
防
災
課
長
は
、
第

1
7
条
の
６
第
４
項

(
2
)

の
成
立
性
の
確
認
訓
練
に
お
い
て
、
そ
の
訓
練
に
係
る
者
が
、
役

割
に
応
じ
た
必
要
な
力
量
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
力
量
」
と

い
う
。
）
を
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
速
や
か

に
、
表

1
2
－
１
及
び
表

1
2
－
３
に
定
め
る
人
数
の
者
を
確
保
す

る
体
制
か
ら
、
力
量
が
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
者
を

除
外
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
、
所
長
の
承
認
を
得
て
、

体
制
を
構
築
す
る
。

 

５
．
技
術
課
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
第
１
８
条
の
５
第
４
項
(
2
)
の

成
立
性
確
認
に
お
い
て
、
そ
の
訓
練
に
係
る
者
が
、
役
割
に
応
じ

た
必
要
な
力
量
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
力
量
」
と
い
う
。
）
を

確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
、
表
１
３

－
１
お
よ
び
表
１
３
－
３
に
定
め
る
人
数
の
者
を
確
保
す
る
体

制
か
ら
、
力
量
が
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
者
を
除
外

し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
、
所
長
の
承
認
を
得
て
体
制
を

構
築
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

 

６
．
所
長
は
、
第
５
項
の
訓
練
の
う
ち
、
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性

評
価
の
成
立
性
確
認
に
お
い
て
、
除
外
さ
れ
た
者
と
同
じ
役
割
の

者
に
対
し
て
、
役
割
に
応
じ
た
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
、
力
量
を
確
保
で
き
る
見
込
み
が
立
た
な
い
と
判
断
し

た
場
合
は
、
第
９
項
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

６
 
所
長
は
、
第
５
項
の
訓
練
の
う
ち
、
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性

評
価
の
成
立
性
確
認
に
お
い
て
、
除
外
さ
れ
た
者
と
同
じ
役
割
の

者
に
対
し
て
、
役
割
に
応
じ
た
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
、
力
量
を
確
保
で
き
る
見
込
み
が
立
た
な
い
と
判
断
し

た
場
合
は
、
第
９
項
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

６
．
所
長
は
、
第
５
項
の
訓
練
の
う
ち
、
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性

評
価
の
成
立
性
確
認
に
お
い
て
、
除
外
さ
れ
た
者
と
同
じ
役
割
の

者
に
対
し
て
、
役
割
に
応
じ
た
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
、
力
量
を
確
保
で
き
る
見
込
み
が
立
た
な
い
と
判
断
し

た
場
合
は
、
第
９
項
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

７
．
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
力
量
が
確
保
で
き
て

い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
教
育
訓
練
等
に
よ
り
、

力
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
、
所
長
の
承
認
を
得
て
、
表
１
３
－
１
お
よ
び
表
１

３
－
３
に
定
め
る
人
数
の
者
を
確
保
す
る
体
制
に
復
帰
さ
せ
る
。
 

７
 
発
電
第
二
課
長
及
び
防
災
課
長
は
、
第
５
項
を
受
け
、
力
量
が

確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
教
育
訓
練

等
に
よ
り
、
力
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
、
所
長
の
承
認
を
得
て
、
表

1
2－
１
及

び
表

1
2
－
３
に
定
め
る
人
数
の
者
を
確
保
す
る
体
制
に
復
帰
さ

せ
る
。
 

７
．
技
術
課
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
力
量
が
確
保
で
き
て
い
な
い

と
判
断
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
教
育
訓
練
等
に
よ
り
、
力
量
が

確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の

確
認
、
所
長
の
承
認
を
得
て
、
表
１
３
－
１
お
よ
び
表
１
３
－
３

に
定
め
る
人
数
の
者
を
確
保
す
る
体
制
に
復
帰
さ
せ
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

 

８
．
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
第
２
項
お
よ
び
第
４

項
に
定
め
る
人
数
の
者
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
は
、
休
日
、
時
間

外
（
夜
間
）
を
含
め
補
充
を
行
う
。
ま
た
、
所
長
は
、
第
２
項
お

よ
び
第
４
項
に
定
め
る
人
数
の
者
の
補
充
の
見
込
み
が
立
た
な

い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
第
９
項
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

８
 
発
電
第
二
課
長
及
び
防
災
課
長
は
、
第
５
項
以
外
の
事
態
が
生

じ
、
表

1
2
－
１
及
び
表

1
2
－
３
に
定
め
る
人
数
の
者
に
欠
員
が

生
じ
た
場
合
は
、
休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
を
含
め
補
充
を
行
う
。

ま
た
、
所
長
は
、
表

1
2
－
１
及
び
表

1
2－
３
に
定
め
る
人
数
の
者

の
補
充
の
見
込
み
が
立
た
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
第
９
項
の

措
置
を
講
じ
る
。
 

８
．
技
術
課
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
第
２
項
お
よ
び
第
４
項
に
定

め
る
人
数
の
者
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
は
、
休
日
、
時
間
外
（
夜

間
）
を
含
め
補
充
を
行
う
。
ま
た
、
所
長
は
、
第
２
項
お
よ
び
第

４
項
に
定
め
る
人
数
の
者
の
補
充
の
見
込
み
が
立
た
な
い
と
判

断
し
た
場
合
は
、
第
９
項
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差

 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

９
．
所
長
は
、
第
６
項
、
第
８
項
の
判
断
を
行
っ
た
場
合
の
措
置
と

し
て
、
原
子
炉
の
運
転
中
は
、
原
子
炉
停
止
の
措
置
を
実
施
し
、

原
子
炉
の
停
止
中
は
、
原
子
炉
の
停
止
状
態
を
維
持
し
、
原
子
炉

の
安
全
を
確
保
す
る
。
な
お
、
原
子
炉
停
止
の
措
置
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、
速
や
か
に
、
実
施

９
 
所
長
は
、
第
６
項
、
第
８
項
の
措
置
を
受
け
、
原
子
炉
の
運
転

中
は
、
原
子
炉
停
止
の
措
置
を
実
施
し
、
原
子
炉
の
停
止
中
は
、

原
子
炉
の
停
止
状
態
を
維
持
し
、
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
す
る
。

な
お
、
原
子
炉
停
止
の
措
置
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
原
子
炉
の

安
全
を
確
保
し
つ
つ
、
速
や
か
に
、
実
施
す
る
。
 

９
．
所
長
は
、
第
６
項
、
第
８
項
の
判
断
を
行
っ
た
場
合
の
措
置
と

し
て
、
原
子
炉
の
運
転
中
は
、
原
子
炉
停
止
の
措
置
を
実
施
し
、

原
子
炉
の
停
止
中
は
、
原
子
炉
の
停
止
状
態
を
維
持
し
、
原
子
炉

の
安
全
を
確
保
す
る
。
な
お
、
原
子
炉
停
止
の
措
置
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
原
子
炉
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、
速
や
か
に
、
実
施

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
第
９
項
は
、
所
長
が
第
６

項
ま
た
は
第
８
項
に
記
載
の

判
断
を
行
っ
た
場
合
に
、
所

参考①-50



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

す
る
。
 

 
す
る
。
 

 ※
１
：
重
大
事
故
等
対
処
施
設
等
の
使
用
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
力
量
の
付
与
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
実
施

す
る
。

 

 

長
が
講
じ
る
措
置
を
規
定
し

た
記
載
で
あ
る
こ
と
か
ら
記

載
を
適
正
化
す
る
。

) 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
教
育
訓
練
に
つ
い
て
記
載

の
充
実
）
 

表
１
３
－
１
  中
央
制
御
室
名

 

 ３
号
炉
お
よ
び

 

４
号
炉
の
運
転
モ
ー
ド

 

Ａ
中
央
制
御
室
※
１
 

（
１
号
炉
お
よ
び
２
号

炉
）

 

Ｂ
中
央
制
御
室
 

（
３
号
炉
お
よ
び
４
号

炉
）

 

原
子
炉
２
基
が
と
も
に
モ
ー
ド

１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

の
場
合
※
２

 

１
０
名
以
上
※
４
※
５
 

１
２
名
以
上
※
４
 

原
子
炉
１
基
が
モ
ー
ド
１
、
２
、

３
、
４
、
５
お
よ
び
６
の
場
合
※

２
 

８
名
以
上
※
４
※
６
 

１
０
名
以
上
※
４
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体

を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
の
場
合

※
２
※
３
 

６
名
以
上
※
４
 

８
名
以
上
※
４
 

 

表
1
2－
１
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６
及
び

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵

し
て
い
る
期
間
 

12
名
以
上
【
当
直
課
長
を
含
む
】
 

 

表
１
３
－
１

 
 

中
央
制
御
室
名
 

 

Ｂ
中
央
制
御
室
 

（
３
号
炉
）

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
の
場
合
 

８
名
以
上
※
２
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期

間
の
場
合
※
３
 

６
名
以
上
※
２
 

 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
分
編
化
に
よ
り

１
･
２
号
炉
分
を
削
除
。
）
 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
炉
心
燃
料
有
無

の
状
態
に
応
じ
て
要
員
数
が

変
更
さ
れ
る
。
）
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
上
流
文
書

(
設
置
変
更
許

可
)
の
差
異
に
基
づ
く
要
員

数
の
差
異
。
）
 

※
１
：
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
へ
の
燃
料
装

荷
を
行
わ
な
い
。

 

※
２
：
複
数
の
運
転
モ
ー
ド
に
該
当
す
る
場
合
、
要
求
さ
れ
る
運
転

員
数
の
多
い
方
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
３
：
照
射
済
燃
料
移
動
中
も
含
む
（
以
下
、
同
じ
）
。
 

※
４
：
当
直
課
長
を
含
む
。
 

※
５
：
内
４
名
が
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
現
場
作
業
応
援
。
 

※
６
：
内
２
名
が
３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
現
場
作
業
応
援
。
 

 

 
※
２
：
当
直
課
長
を
含
む
。
 

※
３
：
照
射
済
燃
料
移
動
中
も
含
む
（
以
下
、
同
じ
）
。
 

 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
性
化

 

（
美
浜
は
、
大
飯
の
※
１
、

２
、
５
、
６
、
は
該
当
せ

ず
。
）
 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
性
化

 

（
玄
海
は
※
１
を
表
内
に
記

載
、
美
浜
は
※
２
で
運
用
を

明
確
化
。
）

 

表
１
３
－
２
 

 

中
央
制
御
室
名

  

３
号
炉
お
よ
び

 

４
号
炉
の
運
転
モ
ー
ド

 

Ａ
中
央
制
御
室
※
１
 

（
１
号
炉
お
よ
び
２
号

炉
）

 

Ｂ
中
央
制
御
室
 

（
３
号
炉
お
よ
び
４
号

炉
）

 

原
子
炉
１
基
以
上
が
モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、
４
、
５
、
６
お
よ
び
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を

貯
蔵
し
て
い
る
期
間
の
場
合
※
３
 

３
名
以
上
※
７
 

３
名
以
上
※
７
 

 

表
1
2－
２
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６
及
び

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵

し
て
い
る
期
間
 

３
名
以
上
 

【
当
直
課
長
又
は
当
直
副
長
を
含
む
中
央

操
作
員
以
上
】
 

 

表
１
３
－
２

 
 

中
央
制
御
室
名
 

 

Ｂ
中
央
制
御
室
 

（
３
号
炉
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６
お
よ
び

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し

て
い
る
期
間
の
場
合
※
３
 

２
名
以
上
※
４
 

※
４
：
当
直
課
長
ま
た
は
当
直
主
任
を
含
む
主
機
運
転
員
以
上
。

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異

 

（
中
央
に
確
保
す
る
要
員
数

の
差
異
。
）

 

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
※
３
を
表
内
に

記
載
。
）
 

※
７
：
当
直
課
長
ま
た
は
当
直
主
任
を
含
む
主
機
運
転
員
以
上
。
 

 

 
 

 

表
１
３
－
３
 

要
員
名
 

３
号
炉
お
よ
び

 

緊
急
時
対
策

本
部
要
員

 

緊
急
安
全
対
策

要
員

 

表
1
2－
３
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６
及
び

緊
急
時
対
策
本
部
要
員
 

４
名
以
上
 

表
１
３
－
３

 

 
運
転
モ
ー
ド

 
緊
急
時
対
策

本
部
要
員
 

緊
急
安
全
対
策

要
員
 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

参考①-51



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

４
号
炉
の
運
転
モ
ー
ド
※
１
 

常 駐
 

原
子
炉
２
基
が
と
も
に
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
、
５
お
よ
び
６
の
場
合
※
２

 

６
名
以
上
 

３
６
名
以
上
 

原
子
炉
１
基
が
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６
の
場
合
※
２
 

３
３
名
以
上
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て

い
る
期
間
の
場
合
※
２
※
３
 

３
０
名
以
上
 

召 集
 

原
子
炉
１
基
以
上
が
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体

を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
の
場
合
※
３
 

１
０
名
以
上
 

－
 

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵

し
て
い
る
期
間
 

重
大
事
故
等
対
策
要
員
 

3
6
名
以
上
 

 

常
駐
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
の
場

合
 

４
名
以
上

 

３
３
名
以
上

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て

い
る
期
間
の
場
合
※
３
 

２
７
名
以
上

 

召
集
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６
お
よ
び
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い

る
期
間
の
場
合
※
３
 

５
名
以
上

 
－

 

 

（
美
浜
は
、
常

駐
、
召
集
を

分
け
て
必
要
要
員
数
を
記
載

し
て
い
る
。
）
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
上
流
文
書

(
設
置
変
更
許

可
)
の
差
異
に
基
づ
く
要
員

数
の
差
異
。
）
 

※
１
：
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
へ
の
燃
料
装

荷
を
行
わ
な
い
。

 

※
２
：
複
数
の
運
転
モ
ー
ド
に
該
当
す
る
場
合
、
要
求
さ
れ
る
要
員

数
の
多
い
方
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
３
：
照
射
済
燃
料
移
動
中
も
含
む
（
以
下
、
同
じ
）
。
 

 

 
 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
性
化

 

（
美
浜
は
、
※
１

･２
は
該

当
せ
ず
。
※
３
は
、
表
１
３

－
１
の
※
２
で
規
定
す

る
。
）
 

（
巡
視
点
検
）
 

第
 
１
４

 条
 
当
直
課
長
は
、
毎
日
１
回
以
上
、
原
子
炉
施
設
（
原

子
炉
格
納
容
器
内
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
、

第
１
１
２
条
第
１
項
で
定
め
る
区
域
な
ら
び
に
系
統
よ
り
切
離

さ
れ
て
い
る
施
設
※
１
を
除
く
）
を
巡
視
し
、
次
の
施
設
お
よ
び
設

備
に
つ
い
て
点
検
を
行
う
。
 

（
巡
視
点
検
）

 

第
1
3
条

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
毎
日
１
回
以
上
、
原
子
炉

施
設
（
原
子
炉
格
納
容
器
内
、
第

1
0
5
条
第
１
項
で
定
め
る
区
域

及
び
系
統
よ
り
切
離
さ
れ
て
い
る
施
設
※
１
を
除
く
。
）
を
「
運
転

基
準
」
に
基
づ
き
巡
視
し
、
次
の
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て
点
検

を
行
う
。
 

（
巡
視
点
検
）

 

第
 
１
４

 条
 
当
直
課
長
（
１
、
２
号
炉
担
当
を
含
む
。
）
は
、
毎
日

１
回
以
上
、
原
子
炉
施
設
（
原
子
炉
格
納
容
器
内
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス

内
、
第
１
０
７
条
第
１
項
で
定
め
る
区
域
お
よ
び
系
統
よ
り
切
離

さ
れ
て
い
る
施
設
※
１
を
除
く
。
）
を
巡
視
し
、
次
の
施
設
お
よ
び

設
備
に
つ
い
て
点
検
を
行
う
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
巡
視
点
検

の
運
用
の
差
異
。
）
 

(
1
)
 
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設

 

(
2
)
 
制
御
材

駆
動
設
備
 

(
3
)
 
電
源
、
給
排
水
お
よ
び
排
気
施
設

 

(
1
)
 
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設

 

(
2
)
 
制
御
材

駆
動
設
備
 

(
3
)
 
電
源
、
給
排
水
及
び
排
気
施
設

 

(
1
)
 
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設

 

(
2
)
 
制
御
材

駆
動
設
備

 

(
3
)
 
電
源
、
給
排
水
お
よ
び
排
気
施
設

 

 

２
．
発
電
室
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
お
よ

び
第
１
１
２
条
第
１
項
で
定
め
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
第
１
１
２

条
第
１
項
で
定
め
る
措
置
に
伴
う
立
ち
入
り
制
限
を
考
慮
し
て
、

巡
視
点
検
を
行
う
区
域
お
よ
び
方
法
を
定
め
る
。
当
直
課
長
は
、

そ
の
定
め
に
従
い
、
巡
視
点
検
を
実
施
す
る
。
 

２
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
「
運
転
基
準
」
に
基
づ
き
原
子
炉

格
納
容
器
内
及
び
第

1
0
5
条
第
１
項
で
定
め
る
区
域
を
、
関
連
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
間
接
的
な
監
視
に
よ
り
、
点
検
を
行
う
。

な
お
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
及
び
第

1
05
条
第
１
項
で
定
め
る
区

域
（
特
に
立
入
り
が
制
限
さ
れ
た
区
域
を
除
く
。）
は
一
定
期
間
※

２
ご
と
に
巡
視
し
、
点
検
を
行
う
。
 

２
．
発
電
室
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
お
よ
び

第
１
０
７
条
第
１
項
で
定
め
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
第
１
０
７
条

第
１
項
で
定
め
る
措
置
に
伴
う
立
ち
入
り
制
限
を
考
慮
し
て
、
巡

視
点
検
を
行
う
区
域
お
よ
び
方
法
を
定
め
る
。
当
直
課
長
は
、
そ

の
定
め
に
従
い
、
巡
視
点
検
を
実
施
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
第
１
項
で
除
外
し
た
範
囲

の
巡
視
点
検
の
運
用
の
差

異
。
）
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
系
統
よ
り
切
離
さ
れ
て
い
る
施
設
に
つ
い

て
一
定
期
間
※
２
毎
に
巡
視
し
、
点
検
を
行
う
。

 

３
 
防
災
課
長
、
技
術
第
二
課
長
、
安
全
管
理
第
二
課
長
、
保
修
第

二
課
長
、
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、「
非
常

事
態
対
策
基
準
」
、「
技
術
基
準
」
、「
放
射
線
管
理
基
準
」
、「
化
学

管
理
基
準
」、
「
保
修
基
準
」
、「
土
木
建
築
基
準
」
及
び
「
運
転
基

準
」
に
基
づ
き
、
系
統
よ
り
切
離
さ
れ
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
一

定
期
間
※
２
ご
と
に
巡
視
し
、
点
検
を
行
う
。

 

 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
系
統
よ
り
切
離
さ
れ
て
い
る
施
設
に
つ
い

て
一
定
期
間
※
２
毎
に
巡
視
し
、
点
検
を
行
う
。
 

 

※
１
：
系
統
よ
り
切
離
さ
れ
て
い
る
施
設
と
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４

号
炉
の
可
搬
設
備
、
緊
急
時
対
策
所
設
備
お
よ
び
通
信
連
絡

を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
等
を
い
う
。
 

※
１
：
系
統
よ
り
切
離
さ
れ
て
い
る
施
設
と
は
、
可
搬
設
備
、
代

替
緊
急
時
対
策
所
設
備
及
び
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に

必
要
な
設
備
等
を
い
う
。

 

※
１
：
系
統
よ
り
切
離
さ
れ
て
い
る
施
設
と
は
、
可
搬
設
備
、
緊
急

時
対
策
所
設
備
お
よ
び
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な

設
備
等
を
い
う
。

 

 

※
２
：
一
定
期
間
と
は
、
１
ヶ
月
を
超
え
な
い
期
間
を
い
い
、
そ
の

確
認
の
間
隔
は
７
日
間
を
上
限
と
し
て
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
実
施
回
数
の
低

減
を
目
的
と
し
て
、
恒
常
的

に
延
長
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
定
め
る
頻
度
以
上
で
実

施
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

ま
た
、
点
検
可
能
な
時
期
が
定
期
検
査
時
と
な
る
施
設
に
つ

※
２
：
一
定
期
間
と
は
、
１
か
月
を
超
え
な
い
期
間
を
い
い
、
そ

の
確
認
の
間
隔
は
７
日
間
を
上
限
と
し
て
延
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
確
認
回
数
の
低

減
を
目
的
と
し

て
、
恒
常
的
に
延
長
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
定
め
る

頻
度
以
上
で
実
施
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

ま
た
、
点
検
可
能
な
時
期
が
定
期
検
査
時
と
な
る
施
設
に

※
２
：
一
定
期
間
と
は
、
１
ヶ
月
を
超
え
な
い
期
間
を
い
い
、
そ
の

確
認
の
間
隔
は
７
日
間
を
上
限
と
し
て
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
実
施
回
数
の
低

減
を
目
的
と
し
て
、
恒

常
的
に
延
長
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
定
め
る
頻
度
以
上

で
実
施
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

ま
た
、
点
検
可
能
な
時
期
が
定
期
検
査
時
と
な
る
施
設
に
つ

【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

 

参考①-52



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

い
て
は
、
定
期
検
査
毎
と
す
る
。
 

  

つ
い
て
は
、
定
期
検
査
ご
と
と
す
る
。

 

 

い
て
は
、
定
期
検
査
毎
と
す
る
。

 

 

（
運
転
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
作
成
）
 

第
 
１
５

 条
 
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
原
子
炉
施
設
の
運
転
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
を

作
成
し
、
制
定
・
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
第
８
条
第
２
項
に
基
づ

き
運
営
委
員
会
の
確
認
を
得
る
。
 

（
運
転
管
理
に
関
す
る
社
内
基
準
の
作
成
）

 

第
1
4
条

 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。
）
及
び

原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
原
子
炉
施

設
の
運
転
管
理
に
関
す
る
社
内
基
準
を
作
成
し
、
制
定
及
び
改
正

に
当
た
っ
て
は
、
第
７
条
第
２
項
に
基
づ
き
運
営
委
員
会
の
確
認

を
得
る
。
 

（
運
転
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準
の
作
成
）
 

第
 
１
５

 条
 
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
原
子
炉
施
設
の
運
転
管
理
に
関
す
る
社
内
標
準

を
作
成
し
、
制
定
・
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
第
８
条
第
２
項
に
基

づ
き
運
営
委
員
会
の
確
認
を
得
る
。
 

 

(
1
)
 
原
子
炉
の
起
動
お
よ
び
停
止
操
作
に
関
す
る
事
項

 

(
2
)
 
巡
視
点
検
に
関
す
る
事
項
 

(
1
)
 
原
子
炉
の
起
動
及
び
停
止
操
作
に
関
す
る
事
項

 

(
2
)
 
巡
視
点
検
に
関
す
る
事
項
 

(
1
)
 
原
子
炉
の
起
動
お
よ
び
停
止
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(
2
)
 
巡
視
点
検
に
関
す
る
事
項

 

 

(
3
)
 
異
常
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項

 
(
3
)
 
異
常
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項

 
(
3
)
 
異
常
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項

 
 

(
4
)
 
警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(
5
)
 
原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(
6
)
 
定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
事
項
 

(
7
)
 
誤
操
作
の
防
止
に
関
す
る
事
項
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

(
4
)
 
警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(
5
)
 
原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項

 

(
6
)
 
定
期
的
に
実
施
す
る
試
験
に
関
す
る
事
項
 

(
7
)
 
 
誤
操
作
の
防
止
に
関
す
る
事
項

 

(
4
)
 
警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
事
項
 

(
5
)
 
原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

(
6
)
 
定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
事
項
 

(
7
)
 
誤
操
作
の
防
止
に
関
す
る
事
項

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。
）

（
以
下
、
同
様
。
）
 

(
8
)
 
火
災
、
内
部
溢
水
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）、
火
山
影
響
等

（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
お
よ
び
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時

等
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項

 

(
9
)
 
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備

に
関
す
る
事
項
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）

 

(
8
)
 
 
火
災
、
内
部
溢
水
発
生
時
及
び
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時

等
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項

 

 (
9
)
 
 
重
大
事
故
等
及
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に

関
す
る
事
項
 

(
8
)
 
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
そ
の
他
自
然
災
害

発
生
時
等
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
 

(
9
)
 
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備

に
関
す
る
事
項

 

 

（
引

 
継
）
 

第
 
１
６

 条
 
当
直
課
長
は
、
そ
の
業
務
を
次
直
の
当
直
課
長
に
引

き
継
ぐ
際
に
は
、
運
転
日
誌
お
よ
び
引
継
日
誌
を
引
き
渡
す
と
と

も
に
、
運
転
状
況
を
申
し

送
る
。
 

 

（
引

 
継
）
 

第
1
5
条

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
そ
の
業
務
を
次
直
の
当
直

課
長
に
引
き
継
ぐ
際
に
は
、
運
転
日
誌
及
び
当
直
課
長
引
継
簿
を

引
き
渡
す
と
と
も
に
、
運
転
状
況
を
申
し

送
る
。
 

 

（
引

 
継
）

 

第
 
１
６

 条
 
当
直
課
長
（
１
、
２
号
炉
担
当
を
含
む
。
）
は
、
そ
の

業
務
を
次
直
の
当
直
課
長
（
１
、
２
号
炉
担
当
を
含
む
。
）
に
引
き

継
ぐ
際
に
は
、
運
転
日
誌
お
よ
び
引
継
日
誌
を
引
き
渡
す
と
と
も

に
、
運
転
状
況
を
申
し

送
る
。

 

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

 

（
原
子
炉
起
動
前
の
確
認
事
項
）

 

第
 
１
７

 条
 
各
課

(
室

)
長
は
、
原
子
炉
の
起
動
開
始
ま
で
に
、
次

の
施
設
お
よ
び
設
備
を
点
検
し
、
異
常
の
有
無
を
確
認
し
、
発
電

室
長
に
通
知
す
る
。
発
電
室
長
は
、
こ
の
通
知
が
完
了
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
当
直
課
長
に
通
知
す

る
。

 

（
原
子
炉
起
動
前
の
確
認
事
項
）

 

第
1
6
条

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
の
起
動
開
始
ま
で

に
、
次
の
施
設
及
び
設
備
を
点
検
し
、
異
常
の
有
無
を
確
認
す
る
。
 

（
原
子
炉
起
動
前
の
確
認
事
項
）
 

第
 
１
７

 条
 
各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
の
起
動
開
始
ま
で
に
、

次
の
施
設
お
よ
び
設
備
を
点
検
し
、
異
常
の
有
無
を
確
認
し
、
発

電
室
長
に
通
知
す
る
。
発
電
室
長
は
、
こ
の
通
知
が
完
了
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
当
直
課
長
に
通
知
す

る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
各
課

(室
)
長
の

点
検
結
果
を
、
原
子
炉
起
動

開
始
ま
で
に
発
電
室
長
に
通

知
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
て

い
る
。
）
 

(
1
)
 
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設

 

(
2
)
 
制
御
材

駆
動
設
備
 

(
3
)
 
電
源
、
給
排
水
お
よ
び
排
気
施
設

 

(
1
)
 
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設

 

(
2
)
 
制
御
材

駆
動
設
備

 

(
3
)
 
電
源
、
給
排
水
及
び
排
気
施
設
 

(
1
)
 
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設

 

(
2
)
 
制
御
材

駆
動
設
備
 

(
3
)
 
電
源
、
給
排
水
お
よ
び
排
気
施
設

 

 

２
．
発
電
室
長
は
、
最
終

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
始
※
１
ま
で
に
、
第
３
節

の
条
文
中
で
定
期
検
査
時
に
関
係
課
長
か
ら
発
電
室
長
に
通
知

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
確
認
項
目
※
２
※
３
に
つ
い
て
、
通
知

が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
当
直

課
長
に
通
知
す
る
。

 

 

２
 
発
電
第
二
課
長
は
、
最
終

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
始
※
１
ま
で
に
、
第

３
節
の
条
文
中
で
定
期
検
査
時
に
関
係
課
長
か
ら
発
電
第
二
課

長
に
通
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
確
認
項
目
※
２
に
つ
い
て
、

通
知
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
３
と
と
も
に
、
そ
の
旨

を
発
電
第
二
課
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

 

２
．
発
電
室
長
は
、
最
終

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
始
※
１
ま
で
に
、
第
３
節

の
条
文
中
で
定
期
検
査
時
に
関
係
課
長
か
ら
発
電
室
長
に
通
知

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
確
認
項
目
※
２
※
３
に
つ
い
て
、
通
知

が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
当
直

課
長
に
通
知
す
る
。

 

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な

し
。
）
 

※
１
：
定
期
検
査
の
最
終
段
階
に
お
い
て
、
原
子
炉
を
臨
界
に
す
る

※
１
：
定
期
検
査
の
最
終
段
階
に
お
い
て
、
原
子
炉
を
臨
界
に
す
※
１
：
定
期
検
査
の
最
終
段
階
に
お
い
て
、
原
子
炉
を
臨
界
に
す
る

 

参考①-53



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

た
め
に
モ
ー
ド
５
か
ら
モ
ー
ド
４
へ
の
移
行
操
作
を
開
始

す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
最
終
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
始
以
降
に
実
施
さ
れ
る
確
認
項
目
を

除
く
。
 

る
た
め
に
モ
ー
ド
５
か
ら
モ
ー
ド
４
へ
の
移
行
操
作
を
開

始
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：
最
終

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
始
以
降
に
実
施
さ
れ
る
確
認
項
目

を
除
く
。
 

た
め
に
モ
ー
ド
５
か
ら
モ
ー
ド
４
へ
の
移
行
操
作
を
開
始

す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
最
終

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
始
以
降
に
実
施
さ
れ
る
確
認
項
目
を

除
く
。

 

※
３
：
定
期
検
査
に
お
け
る
最
終
の
確
認
結
果
を
確
認
す
る
。
な
お
、

動
作
確
認
を
伴
う
確
認
項
目
お
よ
び
系
統
構
成
に
係
る
確

認
項
目
に
つ
い
て
は
、
最
終
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
始
前
の
１
年

以
内
の
確
認
結
果
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 

※
３
：
定
期
検
査
に
お
け
る
最
終
の
確
認
結
果
を
確
認
す
る
。
な

お
、
動
作
確
認
を
伴
う
確
認
項
目
及
び
系
統
構
成
に
係
る

確
認
項
目
に
つ
い
て
は
、
最
終

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
始
前
の

１
年
以
内
の
確
認
結
果
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 

※
３
：
定
期
検
査
に
お
け
る
最
終
の
確
認
結
果
を
確
認
す
る
。
な
お
、

動
作
確
認
を
伴
う
確
認
項
目
お
よ
び
系
統
構
成
に
係
る
確

認
項
目
に
つ
い
て
は
、
最
終
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
始
前
の
１
年

以
内
の
確
認
結
果
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 

（
火
災
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）

 

第
 
１
８

 条
 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
（
以

下
、「
火
災
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
を
含

む
計
画
※
２
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、

添
付
２
に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
自
然

災
害
発
生
時
の
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

（
火
災
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）

 

第
1
7
条

 
防
災
課
長
は
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
「
火
災
発

生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
を
含
む
火
災
防
護
計

画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
火
災
防
護
計
画
は
、

添
付
２
に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
現
象
、
自
然
災
害
対

応
及
び
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従

い
策
定
す
る
。

 

（
火
災
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
 
１
８
条
 
保
全
計
画
課
長
は
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
、

「
火
災
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
を
含
む
計

画
※
２
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付

２
に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
自
然
災
害

発
生
時
の
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。

 

    【
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
火
山
活
動
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
記
載
な

し
。
）
 

(
1
)
 
中
央
制
御
室
か
ら
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
た
め
の
専
用
回

線
を
使
用
し
た
通
報
設
備
の
設
置
※
３
 

(
2
)
 
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
 

(
3
)
 
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
 

(
4
)
 
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備

 

(
5
)
 
発
電
所
に
お
け
る
可
燃
物
の
適
切
な
管
理

 

(
1
)
 
中
央
制
御
室
か
ら
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
た
め
の
専
用
回

線
を
使
用
し
た
通
報
設
備
の
設
置
※
２
 

(
2
)
 
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
 

(
3
)
 
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
 

(
4
)
 
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備

 

(
5
)
 
発
電
所
に
お
け
る
可
燃
物
の
適
切
な
管
理
 

(
1
)
 
中
央
制
御
室
か
ら
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
た
め
の
専
用
回

線
を
使
用
し
た
通
報
設
備
の
設
置
※
３

 

(
2
)
 
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
 

(
3
)
 
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
 

(
4
)
 
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備

 

(
5
)
 
発
電
所
に
お
け
る
可
燃
物
の
適
切
な
管
理

 

 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基

づ
き
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す

る
。
 

２
 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。
）
、
保
修
第
一

課
長
及
び
発
電
第
一
課
長
は
、
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
火
災
発

生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
体
制
及
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基

づ
き
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す

る
。

 

 

３
．
安
全
・
防
災
室
長
は
、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま

と
め
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う

と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

３
 
防
災
課
長
は
、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、

第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

３
．
保
全
計
画
課
長
は
、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と

め
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と

と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

４
．
各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保

安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連

絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ

い
て
協
議
す
る
。

 

 

４
 
各
第
二
課
長
は
、
火
災
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、

所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
及
び
関
係
課
長
に
連
絡
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す

る
。

 

 

４
．
各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保

安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連

絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ

い
て
協
議
す
る
。
 

 

 

※
１
：
消
防
機
関
へ
の
通
報
、
消
火
ま
た
は
延

焼
の
防
止
、
そ
の
他

公
設
消
防

隊
が
火
災
の
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
行
う
活

動
を
含
む
。
ま
た
、
火
災
の
発
生
防
止
、
火
災
の

早
期

感
知

お
よ
び
消
火
な
ら
び
に
火
災
に
よ
る
影
響
の
軽

減
に
係
る

措
置
を
含
む
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
１
：
消
防
機
関
へ
の
通
報
、
消
火
又
は
延

焼
の
防
止
、
そ
の
他

公
設
消
防

隊
が
火
災
の
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
行
う
活

動
を
含
む
。
ま
た
、
火
災
の
発
生
防
止
、
火
災
の

早
期

感

知
及
び
消
火
並
び
に
火
災
に
よ
る
影
響
の
軽

減
に
係
る
措

置
を
含
む
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
１
：
消
防
機
関
へ
の
通
報
、
消
火
ま
た
は
延

焼
の
防
止
、
そ
の
他

公
設
消
防

隊
が
火
災
の
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
行
う
活

動
を
含
む
。
ま
た
、
火
災
の
発
生
防
止
、
火
災
の

早
期

感
知

お
よ
び
消
火
な
ら
び
に
火
災
に
よ
る
影
響
の
軽

減
に
係
る

措
置
を
含
む
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

参考①-54



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

※
２
：
計
画
と
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
お
い
て
は
、
火
災
防

護
計
画
を
示
す
。

 

 
※
２
：
計
画
と
は
、
火
災
防
護
計
画
を
示
す
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。
）
 

※
３
：
一
般
回
線
の
代
替
設
備
で
あ
る
専
用
回
線
、
通
報
設
備
が
点

検
ま
た
は
故
障
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
を
除
く
。

た
だ
し
、
点
検
後
ま
た
は
修
復
後
は
遅
滞
な
く
復

旧
さ
せ

る
。
 

※
２
：
一
般
回
線
の
代
替
設
備
で
あ
る
専
用
回
線
、
通
報
設
備
が

点
検
又
は
故
障
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
を
除

く
。
た
だ
し
、
点
検
後
又
は
修
復
後
は
遅
滞
な
く
復

旧
さ

せ
る
。
 

※
３
：
一
般
回
線
の
代
替
設
備
で
あ
る
専
用
回
線
、
通
報
設
備
が
点

検
ま
た
は
故
障
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
を
除
く
。

た
だ
し
、
点
検
後
ま
た
は
修
復
後
は
遅
滞
な
く
復

旧
さ
せ

る
。

 

 

（
内
部
溢
水
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
８
条
の
２
 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
安
全
・
防
災

室
長
は
、
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
（
以

下
、「
内
部
溢
水
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
を

含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、

添
付
２
に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
自
然

災
害
発
生
時
の
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

(
1
)
 
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置

 

(
2
)
 
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
 

（
内
部
溢
水
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
1
7
条
の
２

 
防
災
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て
溢
水
が

発
生
し
た
場
合
（
以
下
「
内
部
溢
水
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け

る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と

し
て
、
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

ま
た
、
計
画
は
、
添
付
２
に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
現

象
、
自
然
災
害
対
応
及
び
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
係
る

実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。

 

(
1
)
 
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置

 

(
2
)
 
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練

 

（
内
部
溢
水
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
８
条
の
２

 
技
術
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て
溢
水
が

発
生
し
た
場
合
（
以
下
、「
内
部
溢
水
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お

け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備

と
し
て
、
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得

る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
２
に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火

山
影
響
等
お
よ
び
自
然
災
害
発
生
時
の
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」

に
従
い
策
定
す
る
。
 

(
1
)
 
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置

 

(
2
)
 
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
 

     【
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
火
山
活
動
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
記
載
な

し
。
）
 

 

(
3
)
 
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
 

(
3
)
 
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
 

(
3
)
 
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備

 

 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基

づ
き
、
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実

施
す
る
。
 

２
 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の

計
画
に
基
づ
き
、
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
及
び
手
順
の
整

備
を
実
施
す
る
。

 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基

づ
き
、
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実

施
す
る
。
 

 

 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と

め
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と

と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
安
全
・

防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
安
全
・
防
災
室
長
は
、
第
１
項
に
定
め

る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結

果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

３
 
防
災
課
長
は
、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、

第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と

め
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と

と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
技
術
課

長
に
報
告
す
る
。
技
術
課
長
は
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い

て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
玄
海

P
/
S
よ
り

詳
細
に
記
載
し
て
い
る
。
）
 

 

４
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
各
課
（
室
）
長
は
、
内
部

溢
水
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

４
 
各
第
二
課
長
は
、
内
部
溢
水
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の

保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
及
び
関
係
課
長
に
連
絡
す
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協

議
す
る
。

 

 

４
．
各
課
（
室
）
長
は
、
内
部
溢
水
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設

の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長

に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置

に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

 

（
火
山
影
響
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）

 

第
１
８
条
の
２
の
２

 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
安
全
・

防
災
室
長
は
、
火
山
現
象
に
よ
る
影
響
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
（
以
下
、「
火
山
影
響
等
発
生
時
」

と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
※
１
を

行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、

所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
２
に
示
す
「
火
災
、

内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
自
然
災
害
発
生
時
の
対
応
に
係

（
火
山
影
響
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）

 

第
1
7
条
の
２
の
２
 
防
災
課
長
は
、
火
山
現
象
に
よ
る
影
響
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
発
生
し
た
場
合
（
以
下
「
火
山

影
響
等
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
を
含
む
計

画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
２

に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
現
象
、
自
然
災
害
対
応
及
び

火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定

（
火
山
影
響
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）

 

第
１
８
条
の
２
の
２

 
技
術
課
長
は
、
火
山
現
象
に
よ
る
影
響
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
（
以
下
、「
火

山
影
響
等
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
を

含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、

添
付
２
に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
自
然

災
害
発
生
時
の
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
第

1
8
条
の

2

の
2
に
火
山
影
響
等
発
生
時

の
体
制
の
整
備
を
規
定
。
玄

海
は
、
第

1
7
条
の

4
に
火

山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等

の
体
制
の
整
備
を
規
定
。
）
 

参考①-55



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

(
1
)
 
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
 

(
2
)
 
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
 

(
3
)
 
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
フ
ィ
ル
タ
そ
の
他
の
資
機
材
の

配
備

 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基

づ
き
、
次
の
各
号
を
含
む
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ

び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
非
常
用
交
流
動
力
電
源
設
備

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

(
2
)
 
(
1
)
に
掲
げ
る
も
の
の
他
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
代

替
電
源
設
備
そ
の
他
の
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

(
3
)
 
(
2
)
に
掲
げ
る
も
の
の
他
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
交

流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷

を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
火
山
影
響
等

発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
第
１
項

(
1
)
の
要
員
に
第
２
項
の
手
順
を
遵
守

さ
せ
る
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
３
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と

め
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と

と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
安
全
・

防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
安
全
・
防
災
室
長
は
、
第
１
項
に
定
め

る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結

果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

５
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
各
課
（
室
）
長
は
、
火
山

現
象
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

６
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原

子
力
技
術
）
は
、
火
山
現
象
に
係
る
新
た
な
知
見
等
の
収
集
、
反

映
等
を
実
施
す
る
。

 

 ※
１
：
火
山
影
響
等
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
、
本
条
に

お
い
て
同
じ
）
。

 

す
る
。

 

(
1
)
 
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
 

(
2
)
 
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練

 

(
3
)
 
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
フ
ィ
ル
タ
そ
の
他
の
資
機
材
の

配
備

 

２
 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の

計
画
に
基
づ
き
、
次
の
各
号
を
含
む
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け

る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な

体
制
及
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
非
常
用
交
流
動
力
電
源
設
備

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と

 

(
2
)
 
(
1
)
に
掲
げ
る
も
の
の

ほ
か
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る

代
替
電
源
設
備
そ
の
他
の
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設

備
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

(
3
)
 
(
2
)
に
掲
げ
る
も
の
の

ほ
か
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
交
流
動

力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防

止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

３
 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
第
１
項

(
1
)
の
要
員
に
第
２
項
の
手
順
を
遵
守
さ
せ
る
。
 

４
 
防
災
課
長
は
、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、

第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

５
 
各
第
二
課
長
は
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
、
原
子
炉
施

設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
及
び
関
係
課
長
に
連
絡

す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い

て
協
議
す
る
。

 

６
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
火
山
現
象
に
係
る
新
た
な
知
見
等
の
収

集
、
反
映
等
を
実
施
す
る
。
 

 ※
１
：
火
山
影
響
等
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
、
本
条
に

お
い
て
同
じ
）
。

 

(
1
)
 
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
 

(
2
)
 
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練

 

(
3
)
 
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
フ
ィ
ル
タ
そ
の
他
の
資
機
材
の

配
備

 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基

づ
き
、
次
の
各
号
を
含
む
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ

び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
非
常
用
交
流
動
力
電
源
設
備

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
(
1
)
に
掲
げ
る
も
の
の
他
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
代

替
電
源
設
備
そ
の
他
の
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
(
2
)
に
掲
げ
る
も
の
の
他
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
交

流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷

を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
火
山
影
響
等

発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
第
１
項

(
1
)
の
要
員
に
第
２
項
の
手
順
を
遵
守

さ
せ
る
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
３
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と

め
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と

と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
技
術
課

長
に
報
告
す
る
。
技
術
課
長
は
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い

て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

５
．
各
課
（
室
）
長
は
、
火
山
現
象
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設

の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長

に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置

に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

６
．
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
火
山
現
象
に
係

る
新
た
な
知
見
等
の
収
集
、
反
映
等
を
実
施
す
る
。
 

 ※
１
：
火
山
影
響
等
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
、
本
条
に

お
い
て
同
じ
）
。

 

（
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
８
条
の
３
 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て

そ
の
他
自
然
災
害
（
「
地
震
、
津
波
お
よ
び
竜
巻
等
」
を
い
う
。
以

下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
原
子
炉

（
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
の
体
制
の
整
備
）

 

第
1
7
条
の
３

 
防
災
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て
そ
の
他

自
然
災
害
（
「
地
震
、
津
波
及
び
竜
巻
等
」
を
い
う
。
以
下
、
本
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

（
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
の
体
制
の
整
備
）

 

第
１
８
条
の
３

 
技
術
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て
そ
の
他

自
然
災
害
（
「
地
震
、
津
波
お
よ
び
竜
巻
等
」
を
い
う
。
以
下
、

本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
原
子
炉
施

    

参考①-56



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次

の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、

計
画
は
、
添
付
２
に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お

よ
び
自
然
災
害
発
生
時
の
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定

す
る
。

 

保
全
の
た
め
の
活
動
※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号

を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、

添
付
２
に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
現
象
、
自
然
災
害
対

応
及
び
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従

い
策
定
す
る
。

 

設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次

の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、

計
画
は
、
添
付
２
に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お

よ
び
自
然
災
害
発
生
時
の
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定

す
る
。

 

 【
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
記
載
な
し
。
）
 

(
1
)
 
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置

 

(
2
)
 
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
 

(
3
)
 
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
 

(
1
)
 
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置

 

(
2
)
 
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練

 

(
3
)
 
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
 

(
1
)
 
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置

 

(
2
)
 
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練

 

(
3
)
 
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
 

 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基

づ
き
、
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

２
 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。
）
、
技
術
第
一

課
長
、
安
全
管
理
第
一
課
長
及
び
保
修
第
一
課
長
は
、
前
項
の
計

画
に
基
づ
き
、
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
に
必
要
な
体
制
及
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
前
項
の
計
画
に
基

づ
き
、
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と

め
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と

と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
安
全
・

防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
安
全
・
防
災
室
長
は
、
第
１
項
に
定
め

る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結

果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

３
 
防
災
課
長
は
、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、

第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と

め
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と

と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
技
術
課

長
に
報
告
す
る
。
技
術
課
長
は
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い

て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
玄
海

P
/S
よ
り
詳
細
に
記

載
し
て
い
る
。
）
 

 

４
．
各
課
（
室
）
長
は
、
そ
の
他
自
然
災
害
の
影
響
に
よ
り
、
原
子

炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課

（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止

等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

５
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原

子
力
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、

そ
の
他
自
然
災
害
に
係
る
新
た
な
知
見
等
の
収
集
、
反
映
等
を
実

施
す
る
。
 

４
 
各
第
二
課
長
は
、
そ
の
他
自
然
災
害
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉

施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
及
び
関
係
課
長
に
連

絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ

い
て
協
議
す
る
。

 

５
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
そ
の
他
自
然
災
害
に
係
る
新
た
な
知
見

等
の
収
集
、
反
映
等
を
実
施
す
る
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
は
、
そ
の
他
自
然
災
害
の
影
響
に
よ
り
、
原
子

炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課

（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止

等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

５
．
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
技
術

部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、
そ
の
他
自
然
災
害
に
係
る
新
た
な

知
見
等
の
収
集
、
反
映
等
を
実
施
す
る
。

 

      

６
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原

子
力
技
術
）
は
、
そ
の
他
自
然
災
害
の
う
ち
地
震
に
関
し
て
、
新

た
な
波
及
的
影
響
の
観
点
の
抽
出
を
実
施
す
る
。
 

７
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原

子
力
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、

地
震
観
測
お
よ
び
影
響
確
認
に
関
す
る
活
動
を
実
施
す
る
。

 

６
 
原
子
力
建
設
部
長
は
、
そ
の
他
自
然
災
害
の
う
ち
地
震
に
関
し

て
、
新
た
な
波
及
的
影
響
の
観
点
の
抽
出
を
実
施
す
る
。
 

 ７
 
原
子
力
土
木
建
築
部
長
は
、
地
震
観
測
及
び
影
響
確
認
に
関
す

る
活
動
を
実
施
す
る
。
 

６
．
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
そ
の
他
自
然
災

害
の
う
ち
地
震
に
関
し
て
、
新
た
な
波
及
的
影
響
の
観
点
の
抽
出

を
実
施
す
る
。

 

７
．
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
技
術

部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、
地
震
観
測
お
よ
び
影
響
確
認
に
関

す
る
活
動
を
実
施
す
る
。
 

 

 

８
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、

定
期
的
に
発
電
所
周
辺
の

航
空
路
を
含
め
た

航
空
機

落
下
確
率

評
価
に
用
い
る
デ
ー
タ
の
変
更
状
況
を
確
認
し
、
確
認
結
果
に
基

づ
き
防
護
措
置
の
要
否
を
判
断
す
る
。
防
護
措
置
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
関
係
箇
所
へ
防
護
措
置
の
検
討

依
頼
を
行
う
。

ま
た
、
関
係
箇
所
の
対
応
が
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

８
 
安
全
・
品
質
保
証
部
長
は
、
定
期
的
に
発
電
所
周
辺
の

航
空
路

の
変
更
状
況
を
確
認
し
、
確
認
結
果
に
基
づ
き
防
護
措
置
の
要
否

を
判
断
す
る
。
防
護
措
置
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
関
係

箇
所
へ
防
護
措
置
の
検
討
依
頼
を
行
う
。
ま
た
、
関
係
箇
所
の
対

応
が
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

８
．
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
定
期
的
に
発
電
所
周
辺
の

航
空
路

を
含
め
た

航
空
機

落
下
確
率
評
価
に
用
い
る
デ
ー
タ
の
変
更
状

況
を
確
認
し
、
確
認
結
果
に
基
づ
き
防
護
措
置
の
要
否
を
判
断
す

る
。
防
護
措
置
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
関
係
箇
所
へ
防

護
措
置
の
検
討

依
頼
を
行
う
。
ま
た
、
関
係
箇
所
の
対
応
が
完
了

し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
玄
海
は
、
定
期
的
な
確
認

対
象
を

航
空
路
の
状
況
の
み

と
し
て
い
る
。
）
 

※
１
：
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
、
本

条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

※
１
：
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
、
本

条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
１
：
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
、
本

条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

参考①-57



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

 
 

 
（
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
体
制
の
整
備
）

 

第
1
7
条
の
４

 
原
子
力
土
木
建
築
部
長
は
、
破

局
的
噴
火
の
可
能

性
が
十
分

小
さ
い
こ
と
を
継
続
的
に
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
に

火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の

(
1
)
及
び

(
2)
を
含
む
計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
原
子
力
管
理
部

長
及
び
原
子
力
技
術
部
長
は
、
破

局
的

噴
火
へ
の
発
展
の
可
能
性

に
つ
な
が
る
結
果
が
観
測
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
必
要
な
対
応

を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
(
3
)及
び

(
4
)を
含
む
計
画
を

策
定
す
る
。
な
お
、
計
画
は
、
添
付
２
に
示
す
「
火
災
、
内
部
溢

水
、
火
山
現
象
、
自
然
災
害
対
応
及
び
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
等
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

(
1
)
 
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め

に
必
要
な
要
員
の
配
置
 

(
2
)
 
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員

に
対
す
る
教
育
訓
練
 

(
3
)
 
原
子
炉
停
止
の
計
画
策
定

 

(
4
)
 
燃
料
体
等
の
搬
出
等
の
計
画
策
定

 

２
 
原
子
力
土
木
建
築
部
長
は
、
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
火
山
活

動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体

制
の
整
備
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
原
子
力
管
理
部
長
及
び
原
子
力

技
術
部
長
は
、
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
破

局
的

噴
火
へ
の
発
展

の
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
原
子
炉
停
止
、
燃
料
体
等
の
搬

出
等
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
実

施
す
る
。

 

３
 
原
子
力
管
理
部
長
、
原
子
力
技
術
部
長
及
び
原
子
力
土
木
建
築

部
長
は
、
第
２
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行

う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

４
 
原
子
力
土
木
建
築
部
長
は
、
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結

果
、
破

局
的

噴
火
へ
の
発
展
の
可
能
性
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
場

合
、
そ
の
結
果
を
社
長
へ
報
告
す
る
。
 

５
 
原
子
力
管
理
部
長
及
び
原
子
力
技
術
部
長
は
、
破

局
的

噴
火
へ

の
発
展
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
社
長
か
ら
の
指
示
を
受
け
、

所
長
及
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
原
子
炉

停
止
、
燃
料
体
等
の
搬
出
等
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
、
所
長
に

指
示
す
る
。

 

６
 
技
術
第
二
課
長
、
保
修
第
二
課
長
、
発
電
第
二
課
長
及
び
発
電

第
二
課
当
直
課
長
は
、
所
長
の
指
示
に
基
づ
き
原
子
炉
停
止
、
燃

料
体
等
の
搬
出
等
を
実
施
す
る
。

 

 

 
 

（
資
機
材
等
の
整
備
）

 

第
１
８
条
の
４
 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
各
課
（
室
）

長
は
、
次
の
各
号
の
資
機
材
等
を
整
備
す
る
。
 

（
資
機
材
等
の
整
備
）
 

第
1
7
 
条
の
５

 
防
災
課
長
、
技
術
第
二
課
長
、
安
全
管
理
第
二
課

長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、
次
の
各
号
の
資
機

材
等
を
配
置
又
は
整
備
し
、
維
持
管
理
す
る
。
 

（
資
機
材
等
の
整
備
）

 

第
１
８
条
の
４

 
各
課
（
室
）
長
は
、
次
の
各
号
の
資
機
材
等
を
整

備
す
る
。
 

 

(
1
)
 
所
長
室
長
お
よ
び
電
気
保
修
課
長
は
、
設
計
基
準
事
故
が
発
生

(
1
)
 
防
災
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
設
計
基
準
事
故
が
発
生
し

(
1
)
 
所
長
室
長
お
よ
び
電
気
保
修
課
長
は
、
設
計
基
準
事
故
が
発
生

 

参考①-58



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

し
た
場
合
に
用
い
る
標
識
を
設
置
し
た
安
全

避
難
通
路
な
ら
び

に
避
難
用
お
よ
び
事
故
対
策
用
照
明
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
作

業
用
照
明
設
置
箇
所
以
外
で
現
場
作
業
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

等
に
使
用
す
る
可
搬
型
照
明
を
配
備
す
る
。
 

た
場
合
に
用
い
る
標
識
を
設
置
し
た
安
全

避
難
通
路
、
避
難
用
及

び
事
故
対
策
用
照
明
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
作
業
用
照
明
設
置

箇
所
以
外
で
現
場
作
業
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
等
に
使
用
す
る

可
搬
型
照
明
を
配
備
す
る
。
 

し
た
場
合
に
用
い
る
標
識
を
設
置
し
た
安
全

避
難
通
路
な
ら
び

に
避
難
用
お
よ
び
事
故
対
策
用
照
明
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
作

業
用
照
明
設
置
箇
所
以
外
で
現
場
作
業
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

等
に
使
用
す
る
可
搬
型
照
明
を
配
備
す
る
。
 

 
(
2
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
設
計
基
準
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
用

い
る
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
７
日
間
連
続
運
転
さ
せ
る
た
め

に
、
必
要
な
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
を
常
時
２
台
以
上
整
備
し
、
位
置

的
分
散
を
考
慮
し
て
配
置
す
る
と
と
も
に
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
に

よ
る
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
か
ら
燃
料

油
貯

油
そ
う
間
の

輸
送

に
関
す
る
手
順
を
定
め
る
。
 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
設
計
基
準
事
故

が
発
生
し
た
場
合
に
用
い
る

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
７
日

間
連
続
運
転
さ
せ
る
た
め
燃

料
は
、
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
の

油
量
で
ま
か
な
え
る
た
め
燃

料
輸

送
の
記
載
は
不
要
。
）

（
以
下
、
同
様
。
）
 

(
2
)
 
所
長
室
長
、
発
電
室
長
、
電
気
保
修
課
長
、
計
装
保
修
課
長

お
よ
び
放
射
線
管
理
課
長
は
、
設
計
基
準
事
故
が
発
生
し
た
場

合
に
用
い
る
警
報
装
置
お
よ
び
通
信
連
絡
設
備
を
整
備
し
、
警

報
装
置
お
よ
び
通
信
連
絡
設
備
の
操
作
に
関
す
る
手
順
な
ら

び
に
専
用
通
信
回
線
お
よ
び
デ
ー
タ
伝

送
設
備
の
異
常
時
の

対
応
に
関
す
る
手
順
を
定
め
る
。

 

(
3
)
 
技
術
第
二
課
長
、
安
全
管
理
第
二
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及

び
発
電
第
二
課
長
は
、
設
計
基
準
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
用

い
る
警
報
装
置
及
び
通
信
連
絡
設
備
を
整
備
し
、
警
報
装
置
及

び
通
信
連
絡
設
備
の
操
作
に
関
す
る
手
順
並
び
に
専
用
通
信

回
線
及
び
デ
ー
タ
伝

送
設
備
の
異
常
時
の
対
応
に
関
す
る
手

順
を
定
め
る
。

 

(
2
)
 
所
長
室
長
、
放
射
線
管
理
課
長
、
発
電
室
長
、
電
気
保
修
課

長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
設
計
基
準
事
故
が
発
生
し
た
場

合
に
用
い
る
警
報
装
置
お
よ
び
通
信
連
絡
設
備
を
整
備
し
、
警

報
装
置
お
よ
び
通
信
連
絡
設
備
の
操
作
に
関
す
る
手
順
な
ら

び
に
専
用
通
信
回
線
お
よ
び
デ
ー
タ
伝

送
設
備
の
異
常
時
の

対
応
に
関
す
る
手
順
を
定
め
る
。
 

(
3
)
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
設
計
基
準
事
故
が
発
生
し
た
場
合

に
用
い
る
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
７
日
間
連
続
運
転
さ
せ
る

た
め
に
、
位
置
的
分

散
を
考
慮
し
て
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
４

台

以
上
を
配
備
す
る
。
ま
た
、
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室

長
は
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に
よ
る
燃
料
の
輸

送
に
関
す
る
以
下

の
手
順
を
定
め
る
。
 

(
a
)
 
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
燃
料
輸

送
に
関
す
る
手
順

 

(
b
)
 
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
輸

送
ル
ー
ト
確
保
に
関
す
る
手
順

 
 

(
c
)
 
竜
巻
の

襲
来
が
予

想
さ
れ
る
場
合
に
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

４
台
を

鯨
谷
ト
ン
ネ
ル
に
退
避
す
る
た
め
の
手
順

 
 

(
d
)
 
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の

退
避
ル
ー
ト
の
確
保
に
関
す
る
手

順
 

 

 
 

 

（
重
大
事
故
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）

 

第
１
８
条
の
５
 
社
長
は
、
重
大
事
故
に

至
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故

ま
た
は
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
、「
重
大
事
故
等
発
生

時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を

行
う
体
制
の
整
備
に
当
た
っ
て
、
財

産
（
設
備
等
）
保
護
よ
り
も

安
全
を
優
先
す
る
こ
と
を
方
針
と
し
て
定
め
る
。
 

（
重
大
事
故
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）

 

第
1
7
条
の
６

 
社
長
は
、
重
大
事
故
に

至
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故

又
は
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
「
重
大
事
故
等
発
生
時
」

と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行

う
体
制
の
整
備
に
当
た
っ
て
、
財

産
（
設
備
等
）
保
護
よ
り
も
安

全
を
優
先
す
る
こ
と
を
方
針
と
し
て
定
め
る
。
 

（
重
大
事
故
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）

 

第
１
８
条
の
５

 
社
長
は
、
重
大
事
故
に

至
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故

ま
た
は
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
、「
重
大
事
故
等
発
生

時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を

行
う
体
制
の
整
備
に
あ
た
っ
て
、
財

産
（
設
備
等
）
保
護
よ
り
も

安
全
を
優
先
す
る
こ
と
を
方
針
と
し
て
定
め
る
。
 

 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、

添
付
３
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基

準
」
に
示
す
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
職
務
等
に
つ
い
て
計
画
を
定
め
る
。

 

２
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
添
付
３
「
重
大
事
故
等
及
び
大
規
模
損

壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
示
す
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け

る
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
等
に
つ
い
て
、「
発
電
用
原
子
炉

主
任
技
術
者
の
保
安
監
督
に
関
す
る
基
準
」
に
定
め
、
社
長
の
承

認
を
得
る
。

 

２
．
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
添
付
３
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大

規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
示
す
重
大
事
故
等
発
生
時

に
お
け
る
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
等
に
つ
い
て
計
画
を
定

め
る
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
添
付
３
に
重
大

事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
等

を
定
め
て
い
る
。
）
 

３
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
第
２
項
に
定
め
る
計
画
に
従
い
、
重

大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
職
務
を
誠
実
か
つ
、
最
優
先
に
行
う
こ

３
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
第
２
項
に
定
め
る
「
発
電
用
原
子
炉

主
任
技
術
者
の
保
安
監
督
に
関
す
る
基
準
」
に
従
い
、
重
大
事
故

等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行

３
．
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
第
２
項
に
定
め
る
計
画
に
従
い
、
重

大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
職
務
を
誠
実
か
つ
、
最
優
先
に
行
う
こ
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

と
を
任
務
と
す
る
。

 
う
た
め
に
必
要
な
職
務
を
誠
実
か
つ
、
最
優
先
に
行
う
こ
と
を
任

務
と
す
る
。

 

と
を
任
務
と
す
る
。

 

４
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
安
全
・
防
災
室
長
は
、
第

１
項
の
方
針
に
基
づ
き
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の

各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
計

画
は
、
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応

に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

４
 
防
災
課
長
は
、
第
１
項
の
方
針
に
基
づ
き
、
重
大
事
故
等
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制

の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承

認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
及

び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

４
．
安
全
・
防
災
室
長
は
、
第
１
項
の
方
針
に
基
づ
き
、
重
大
事
故

等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行

う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所

長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事

故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定

す
る
。
 

 

(
1
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る
次

の
事
項
 

(
a
)
 
要
員
の
役
割
分
担
お
よ
び
責
任
者
の
配
置
に
関
す
る
こ

と
 

(
b
)
 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
同
時
被
災
に
お
け
る
要
員
の

配
置
に
関
す
る
こ
と
 

(
1
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る
次

の
事
項

 

ア
 
要
員
の
役
割
分
担
及
び
責
任
者
の
配
置
に
関
す
る
こ
と

 

 イ
 
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
同
時
被
災
に
お
け
る
要
員
の
配

置
に
関
す
る
こ
と

 

(
1
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る
次

の
事
項

 

(
a
)
 
要
員
の
役
割
分
担
お
よ
び
責
任
者
の
配
置
に
関
す
る
こ

と
。
 

 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
３
号
炉
の
み
適

用
で
あ
り
、
同
時
被
災
は
考

慮
し
て
い
な
い
。
）
 

(
2
)
 
(
1
)
の
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
次
の
事
項

 

   

(
a
)
 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上

実
施
す
る
こ
と
 

(
b
)
 
重
大
事
故
の
発
生
お
よ
び

拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置

を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能
力
を
満
足
す
る
こ

と
お
よ
び
有
効
性
評
価
の
前
提
条

件
を
満
足
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
の
成
立
性
の
確
認
訓
練
（
以
下
、「
成
立
性
の

確
認
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
 

(
c
)
 
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
こ
と

 

(
2
)
 
(
1
)
の
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
次
の
事
項

 

   

ア
 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上

実
施
す
る
こ
と
 

イ
 
重
大
事
故
の
発
生
及
び

拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
を

実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能
力
を
満
足
す
る
こ
と

及
び
有
効
性
評
価
の
前
提
条

件
を
満
足
す
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
の
成
立
性
の
確
認
訓
練
（
以
下
「
成
立
性
の
確
認

訓
練
」
と
い
う
。
）
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と

 

ウ
 
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
こ
と
 

(
2
)
 
(
1
)
の
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
次
の
事
項

 

(
a
)
 
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
使
用
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ

て
、
あ
ら
か
じ
め
力
量
の
付
与
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
実
施

す
る
※
１
こ
と
。

 

(
b
)
 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実

施
す
る
こ
と
。

 

(
c
)
 
重
大
事
故
の
発
生
お
よ
び

拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
を

実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能
力
を
満
足
す
る
こ
と

お
よ
び
有
効
性
評
価
の
前
提
条

件
を
満
足
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
の
成
立
性
の
確
認
訓
練
（
以
下
、「
成
立
性
の
確

認
訓
練
」
と
い
う
。）
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
。

 

(
d
)
 
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
こ
と
。

 

 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
教
育
訓
練
に
つ
い
て
記
載
の

充
実
）
 

(
d
)
 
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
結
果
を
記
録
し
、
所
長
お
よ
び
原

子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
こ
と

 

エ
 
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
結
果
を
記
録
し
、
所
長
及
び
原
子

炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
こ
と
 

(
e
)
 
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
結
果
を
記
録
し
、
所
長
お
よ
び
原

子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
こ
と
。

 

 

(
3
)
 
重
大
事
故
の
発
生
お
よ
び
拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
、
ア

ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
、
復
旧
作
業
お
よ
び
支
援
等
の
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
、
な
ら
び
に
必
要
な
資
機
材
の
配

備
に
関
す
る
こ
と

 

(
3
)
 
重
大
事
故
の
発
生
及
び

拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
、
ア
ク

セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
、
復

旧
作
業
及
び
支
援
等
の
原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
、
並
び
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
に
関

す
る
こ
と
 

(
3
)
 
重
大
事
故
の
発
生
お
よ
び

拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
、
ア

ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
、
復
旧
作
業
お
よ
び
支
援
等
の
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
、
な
ら
び
に
必
要
な
資
機
材
の
配

備
に
関
す
る
こ
と
。
 

 

５
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課

長
を
除
く
。）
は
、
第
１
項
の
方
針
に
基
づ
き
、
重
大
事
故
等
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制

の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
の
手
順
を
定
め
る
。
ま
た
、
手
順
書

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ

び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
う
と
と
も
に
、
重

大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
す
る
際
の
切
替
え
の
容
易
性
を
配

慮
し
、
第
４
項

(
1
) 
(
a
)
の
役
割
に
応
じ
た
内
容
と
す
る
。

 

５
 
各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を

除
く
。
）
は
、
第
１
項
の
方
針
に
基
づ
き
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に

お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整

備
と
し
て
、
次
の
各
号
の
手
順
を
定
め
る
。
ま
た
、
手
順
書
を
定

め
る
に
当
た
っ
て
は
、
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
及
び
大
規

模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
う
と
と
も
に
、
重
大
事
故

等
対
処
設
備
を
使
用
す
る
際
の
切
替
え
の
容
易
性
を
配
慮
し
、
第

４
項

(
1
)
ア
の
役
割
に
応
じ
た
内
容
と
す
る
。

 

５
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
第
１
項
の
方
針
に

基
づ
き
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の

た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
の
手
順
を

定
め
る
。
ま
た
、
手
順
書
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
添
付
３
に

示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基

準
」
に
従
う
と
と
も
に
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
す
る
際

の
切
替
え
の
容
易
性
を
配
慮
し
、
第
４
項

(
1
)
 
(
a
)
の
役
割
に
応

じ
た
内
容
と
す
る
。

 

 

(
1
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防

止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損

(
1
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防

止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

(
2
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損

(
1
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防

止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯

蔵
す
る
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に

関
す
る
こ
と
。
 

(
4
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
停
止
時
に
お
け
る

燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る

こ
と
。
 

を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

(
3
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯

蔵
す
る
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に

関
す
る
こ
と
 

(
4
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
停
止
時
に
お
け
る

燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る

こ
と
 

を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯

蔵
す
る
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に

関
す
る
こ
と
。

 

(
4
)
 
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
停
止
時
に
お
け
る

燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る

こ
と
。

 

６
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
４
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
重
大
事
故
等

発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
第
４
項
（
１
）
の
要
員
に
第
５
項
の
手
順
を
遵

守
さ
せ
る
。
 

６
 
各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を

除
く
。
）
及
び
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
第
４
項
の
計
画
に

基
づ
き
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の

た
め
の
活
動
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

７
 
各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を

除
く
。
）
は
、
第
４
項

(
1
)
の
要
員
に
第
５
項
の
手
順
を
遵
守
さ
せ

る
。

 

６
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
４
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
重
大
事
故
等

発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
第
４
項
(
１

)
の
要
員
に
第
５
項
の
手
順
を
遵
守

さ
せ
る
。
 

 【
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
重
大
事
故
発
生

時
の
活
動
の
実
施
お
よ
び
要

員
の
手
順
遵
守
を
ま
と
め
て

記
載
し
て
い
る
。
）
 

７
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
６
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と

め
、
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き

必
要
な
措
置
を
講
じ
、
安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
安
全
・

防
災
室
長
は
、
第
４
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価

を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

８
 
防
災
課
長
は
、
第
６
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、

第
４
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

７
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
６
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と

め
、
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き

必
要
な
措
置
を
講
じ
、
安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
安
全
・

防
災
室
長
は
、
第
４
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価

を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
各
課
（
室
）
長

が
活
動
の
実
施
結
果
を
と
り

ま
と
め
、
安
全
・
防
災
室
長

に
報
告
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
）
 

８
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、

第
１
項
の
方
針
に
基
づ
き
、
本
店
が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を

行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
す

る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大

規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

(
1
)
 
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
の
役
割
分
担
お
よ
び
責

任
者
の
配
置
に
関
す
る
こ
と
 

(
2
)
 
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
の
資
機
材
の
配
備
に
関

す
る
こ
と
 

９
．
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
第
８
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
本
店

が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整

備
を
実
施
す
る
。

 

９
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
第
１
項
の
方
針
に
基
づ
き
、
本
店
が
行

う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号

を
含
む
計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
３
に
示
す
「
重

大
事
故
等
及
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策

定
す
る
。

 

(
1
)
 
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
の
役
割
分
担
及
び
責
任

者
の
配
置
に
関
す
る
こ
と

 

(
2
)
 
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
の
資
機
材
の
配
備
に
関

す
る
こ
と
 

1
0
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
第
９
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
本
店
が
行

う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を

実
施
す
る
。

 

８
．
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
第
１
項
の
方
針
に
基
づ
き
、
本
店

が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の

各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
３
に
示

す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」

に
従
い
策
定
す
る
。

 

(
1
)
 
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
の
役
割
分
担
お
よ
び
責

任
者
の
配
置
に
関
す
る
こ
と
。

 

(
2
)
 
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
の
資
機
材
の
配
備
に
関

す
る
こ
と
。

 

９
．
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
第
８
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
本
店

が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整

備
を
実
施
す
る
。
 

 

1
0
．
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
第
８
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て

定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

1
1
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
第

1
0
項
の
実
施
結
果
を
踏
ま
え
、
第

９
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も

に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

1
0
．
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
第
９
項
の
実
施
結
果
を
踏
ま
え
、

第
８
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

 ※
１
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置
も
し
く
は
改
造
す
る
場

合
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
係
る
運
転
上
の
制
限
が
適

用
開
始
さ
れ
る
ま
で
に
、
ま
た
は
運
転
員
（
当
直
員
）
、
緊

急
時
対
策
本
部
要
員
も
し
く
は
緊
急
安
全
対
策
要
員
を
新

た
に
認
定
す
る
場
合
は
、
第
１
３
条
第
２
項
お
よ
び
第
４

項
の
体
制
に
入
る
ま
で
に
実
施
す
る
。
 

 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基

本
方
針
に
従
い
追
記
。
）
 

（
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）

 
（
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）

 
（
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）

 
 

参考①-61



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

第
１
８
条
の
６
 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
安
全
・
防
災

室
長
は
、
大
規
模
な
自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機

の
衝

突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
に
よ
り
原
子
炉
施
設
に
大
規
模

な
損
壊
が
生
じ
た
場
合
（
以
下
、
「
大
規
模
損
壊
発
生
時
」
と
い

う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体

制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の

承
認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等

お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す

る
。

 

第
1
7
条
の
７

 
防
災
課
長
は
、
大
規
模
な
自
然
災
害
又
は
故
意
に

よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
に
よ
り
原
子

炉
施
設
に
大
規
模
な
損
壊
が
生
じ
た
場
合
（
以
下
「
大
規
模
損
壊

発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定

し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
３
に
示
す
「
重

大
事
故
等
及
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策

定
す
る
。

 

第
１
８
条
の
６

 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
大
規
模
な
自
然
災
害
ま
た

は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
に

よ
り
原
子
炉
施
設
に
大
規
模
な
損
壊
が
生
じ
た
場
合
（
以
下
、「
大

規
模
損
壊
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の

た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
を
含
む
計

画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
３

に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基

準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

 

(
1
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る
こ

と
。

 

(
1
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る
こ

と
 

(
1
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る
こ

と
。
 

 

(
2
)
 
(
1
)
の
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
次
の
事
項

 

(
a
)
 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上

実
施
す
る
こ
と
。
 

(
b
)
 
重
大
事
故
の
発
生
お
よ
び

拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置

を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能
力
を
満
足
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
の
訓
練
（
以
下
、「
技
術
的
能
力
の
確
認

訓
練
」
と
い
う
。
）
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
(
1
)
の
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
次
の
事
項

 

   

ア
 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上

実
施
す
る
こ
と
 

イ
 
重
大
事
故
の
発
生
及
び

拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
を

実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能
力
を
満
足
す
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
の
訓
練
（
以
下
「
技
術
的
能
力
の
確
認
訓

練
」
と
い
う
。
）
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と

 

(
2
)
 
(
1
)
の
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
次
の
事
項

 

(
a
)
 
重
大
事
故
等
対
処
施
設
等
の
使
用
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ

て
、
あ
ら
か
じ
め
力
量
の
付
与
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
実
施

す
る
※
１
こ
と
。

 

(
b
)
 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実

施
す
る
こ
と
。
 

(
c
)
 
重
大
事
故
の
発
生
お
よ
び

拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
を

実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能
力
を
満
足
す
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
の
訓
練
（
以
下
、「
技
術
的
能
力
の
確
認
訓

練
」
と
い
う
。
）
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
。
 

 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
教
育
訓
練
に
つ
い
て
記
載

の
充
実
）
 

(
c
)
 
(
b
)
項
の
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
し
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
こ
と
。
 

ウ
 
イ
項
の
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
こ
と

 

(
d
)
 (
c
)
項
の
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
こ
と
。
 

 

(
d
)
 
(
b
)
項
の
訓
練
の
結
果
を
記
録
し
、
所
長
お
よ
び
原
子
炉

主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る

こ
と
。
 

エ
 
イ
項
の
訓
練
の
結
果
を
記
録
し
、
所
長
及
び
原
子
炉
主
任

技
術
者
に
報
告
す
る
こ
と
 

(
3
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る

こ
と
 

(
e
)
 
(
c
)
項
の
訓
練
の
結
果
を
記
録
し
、
所
長
お
よ
び
原
子
炉

主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る

こ
と
。

 

 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課

長
を
除
く
。）
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
の

手
順
を
定
め
る
。
ま
た
、
手
順
書
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
添

付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実

施
基
準
」
に
従
う
。

 

２
 
各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を

除
く
。
）
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
の
手
順

を
定
め
る
。
ま
た
、
手
順
書
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
添
付
３

に
示
す
「
重
大
事
故
等
及
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基

準
」
に
従
う
。

 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
大
規
模
損
壊
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体

制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
各
号
の
手
順
を
定
め
る
。
ま
た
、
手

順
書
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故

等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
う
。

 

 

(
1
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し

た
場
合
に
お
け
る
消
火
活
動
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損

を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
4
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水

位
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
お
よ
び
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷

を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
5
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
放
出
を
低

(
1
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し

た
場
合
に
お
け
る
消
火
活
動
に
関
す
る
こ
と

 

(
2
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

(
3
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損

を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

(
4
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水

位
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
及
び
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を

緩
和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

(
5
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
放
出
を
低

(
1
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し

た
場
合
に
お
け
る
消
火
活
動
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損

を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
4
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水

位
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
お
よ
び
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷

を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
5
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
放
出
を
低
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

減
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

減
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

減
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
大
規
模
損
壊

発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
第
１
項
（
１
）
の
要
員
に
第
２
項
の
手
順
を
遵

守
さ
せ
る
。
 

３
 
各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を

除
く
。
）
及
び
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
第
１
項
の
計
画
に

基
づ
き
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の

た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

４
 
各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を

除
く
。
）
は
、
第
１
項

(
1
)
の
要
員
に
第
２
項
の
手
順
を
遵
守
さ
せ

る
。

 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
大
規
模
損
壊

発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
第
１
項

(
１

)
の
要
員
に
第
２
項
の
手
順
を
遵
守

さ
せ
る
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
重
大
事
故
発
生

時
の
活
動
の
実
施
お
よ
び
要

員
の
手
順
遵
守
を
ま
と
め
て

記
載
し
て
い
る
。
）
 

４
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
３
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と

め
、
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き

必
要
な
措
置
を
講
じ
、
安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
安
全
・

防
災
室
長
は
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価

を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

５
 
防
災
課
長
は
、
第
３
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、

第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
３
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と

め
、
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き

必
要
な
措
置
を
講
じ
、
安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
安
全
・

防
災
室
長
は
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価

を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
各
課
（
室
）
長

が
活
動
の
実
施
結
果
を
と
り

ま
と
め
、
安
全
・
防
災
室
長

に
報
告
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
）
 

５
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
本
店
が
行
う
支
援
に
関
す
る
活

動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
計

画
は
、
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応

に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

６
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
本
店
が

行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
計
画

を
策
定
す
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等

及
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

５
．
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
本

店
が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
計
画
は
、
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事

故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定

す
る
。

 

 

６
．
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
第
５
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
本
店

が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整

備
を
実
施
す
る
。

 

７
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
第
６
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
本
店
が
行

う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を

実
施
す
る
。

 

６
．
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
第
５
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
本
店

が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整

備
を
実
施
す
る
。
 

 

７
．
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
第
６
項
の
実
施
内
容
を
踏
ま
え
、

第
５
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

８
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
第
７
項
の
実
施
内
容
を
踏
ま
え
、
第
６

項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、

評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

７
．
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
第
６
項
の
実
施
内
容
を
踏
ま
え
、

第
５
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

 ※
１
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置
も
し
く
は
改
造
す
る
場
合
、

重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
係
る
運
転
上
の
制
限
が
適
用
開

始
さ
れ
る
ま
で
に
、
大
規
模
損
壊
対
応
で
用
い
る
化
学
消
防

自
動

車
の
設
置
も
し
く
は
改
造
す
る
場
合
、
当
該
設
備
の
使

用
を
開
始
す
る
ま
で
に
、
ま
た
は
運
転
員
（
当
直
員
）
、
緊
急

時
対
策
本
部
要
員
も
し
く
は
緊
急
安
全
対
策
要
員
を
新
た

に
認
定
す
る
場
合
は
、
第
１
３
条
第
２
項
お
よ
び
第
４
項
の

体
制
に
入
る
ま
で
に
実
施
す
る
。

 

 

 

（
電
源
機
能
喪
失
時
等
の
体
制
の
整
備
）

 

第
１
８
条
の
７
 
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
、
安
全
・
防
災

室
長
は
、
津
波
に
よ
っ
て
交
流
電
源
を
供
給
す
る
全
て
の
設
備
、

海
水
を
使
用
し
て
原
子
炉
施
設
を
冷
却
す
る
全
て
の
設
備
お
よ

び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
を
冷
却
す
る
全
て
の
設
備
の
機
能
が

喪

失
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
水
の
維
持

が
困
難
な
場
合
（
以
下
、「
電
源
機
能
喪

失
時
等
」
と
い
う
。
）
に

お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整

備
と
し
て
、
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を

   

～
規
定
な
し
～

 

   

～
規
定
な
し
～

 

 【
大
飯
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
第
２
編
（
１
，

２
号
炉
）
第
１
５
３
条
で
規

定
。
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

得
る
。

 

(
1
)
 
電
源
機
能

喪
失
時
等
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
 

(
2
)
 
電
源
機
能

喪
失
時
等
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
訓
練
 

(
3
)
 
電
源
機
能

喪
失
時
等
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
電
源
車
、
消
防

ポ
ン
プ
（
消

防
車
に
装
備
さ
れ
て
い
る

ポ
ン
プ
を
含
む
）
、
消
火
ホ
ー
ス
お

よ
び
そ
の
他
資
機
材
の
配
備
 

 
 

 

２
 
各
課
（
室
）
長
は
、
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
電
源
機
能

喪
失

時
等
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す

る
。

 

 
 

 

３
 
各
課
（
室
）
長
は
、
第
２
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的

に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置

を
講
じ
、
安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
安
全
・
防
災
室
長
は
、

第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 
 

 

第
２
節

 
運
転
上
の
留
意
事
項

 
第
２
節

 
運
転
上
の

留
意
事
項

 
第
２
節
 
運
転
上
の

留
意
事
項

 
 

（
水
質
管
理
）
 

第
 
１
９

 条
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
１
ヶ

月
に
１
回
、
表
１
９
－
１
に
定
め
る
１
次
冷
却
材
お
よ
び

蒸
気
発

生
器
器
内
水
の
水
質
が
基
準
値
の
範
囲
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

（
水
質
管
理
）

 

第
1
8
条

 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
１
か

月
に
１
回
、
表

1
8－
１
に
定
め
る
１
次
冷
却
材
及
び

蒸
気
発
生
器

器
内
水
の
水
質
が
基
準
値
の
範
囲
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

（
水
質
管
理
）

 

第
 
１
９

 条
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
１
ヶ

月
に
１
回
、
表
１
９
－
１
に
定
め
る
１
次
冷
却
材
お
よ
び
蒸
気
発

生
器
器
内
水
の
水
質
が
基
準
値
の
範
囲
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
器
内

水
の
水
質
が
基
準
値
の
範
囲
に
な
い
場
合
は
、
基
準
値
の
範
囲
内

に
回
復
さ
せ
る
よ
う

努
め
る
。

 

 

２
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
又
は

蒸
気
発
生
器
器
内

水
の
水
質
が
基
準
値
の
範
囲
に
な
い
場
合
は
、
基
準
値
の
範
囲
内

に
回
復
さ
せ
る
よ
う

努
め
る
。
 

 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
器
内

水
の
水
質
が
基
準
値
の
範
囲
に
な
い
場
合
は
、
基
準
値
の
範
囲
内

に
回
復
さ
せ
る
よ
う

努
め
る
。

 

 

表
１
９
－
１
 
項
 
目
 

基
 
準

 
値
 

１
次
冷
却
材
 

電
気
伝
導
率
 

ｐ
Ｈ
 

塩
素
イ
オ
ン
 

溶
存
酸
素

 

溶
存
水
素

 

1
～
4
0 

μ
S/
c
m（
温
度

 2
5 
℃
）

 

4
～
1
1 
 
 
 
（
温
度

 2
5
 ℃
）

 

0
.
15
 p
p
m 
以
下
 

0
.
1 
pp
m
 以
下
 

1
5
～

50
 
cm

3
 
-S
TP
/
k
g･

H
2
O 

蒸
気
発
生
器
器
内
水
 
カ
チ
オ
ン
電
気
伝
導
率

 

ｐ
Ｈ
 

3
0
 μ

S
/
cm
 以
下
（
温
度
 2
5 
℃
）
 

8
 
以
上
 
 
 
 
（
温
度
 2
5 
℃
）
 

 
 

表
1
8
－
１
 

項
 
目
 

基
 
準
 
値
 

１
次
冷
却
材
 

電
気
伝
導
率
 

ｐ
Ｈ

 

塩
素
イ
オ
ン
 

溶
存

酸
素
 

溶
存
水
素
 

1～
4
0 
μ
Ｓ

／
c
m（
温
度

25
℃
）
 

4～
1
1 
 
  

 
  
 
 
（
温
度

2
5℃
）
 

0
.1

5
 p
pm
以
下
 

0
.1

 
 p
pm
以
下
 

1
5～

50
 
cm
３
－
S
TP
／

k
g・

H
２
O 

蒸
気
発
生
器
器
内
水
 
カ
チ
オ
ン
電
気
伝
導
率
 

ｐ
Ｈ

 

3
0 
μ
Ｓ
／
c
m
以
下
（
温
度

25
℃
）
 

8
 以
上
  
 
 
  
 
 
  
（
温
度

25
℃
）
 

 
 

表
１
９
－
１

 
項

 
目

 
基

 
準

 
値
 

１
次
冷
却
材
 

電
気
伝
導
率
 

ｐ
Ｈ
 

塩
素
イ
オ
ン
 

溶
存

酸
素
 

溶
存
水
素
 

1～
4
0 

μ
S/

c
m（
温
度

 2
5
 ℃
）

 

4～
1
1 

 
 

 
（
温
度

 2
5
 ℃
）

 

0
.1
5
 p

p
m 
以
下
 

0
.1
 
pp

m
 以
下

 

1
5～

50
 
cm

3
 
-S

TP
/
kg
･
H
2
O 

蒸
気
発
生
器
器
内
水

 
カ
チ
オ
ン
電
気
伝
導
率
 

ｐ
Ｈ
 

3
0 
μ

S
/
cm
 
以
下
（
温
度
 2

5 
℃
）

8
 以
上

 
 

 
 
（
温
度
 2

5 
℃
）

 

 

（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
隔
離

弁
管
理
）

 

第
１
９
条
の
２

 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
発
電
室
長

は
、
定
期
検
査
時
に
、
通
常
時

閉
、
事
故
時
閉
と
な
る
手
動

弁
の

う
ち
、
開
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
施
錠
管
理
を
行
う
原
子

炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
隔
離

弁
（
原
子
炉
側
か
ら
み
た
第
１

弁
）
に
つ
い
て
、
閉
止
施
錠
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
隔
離

弁
管
理
）

 

第
1
8
条
の
２

 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
通
常
時

閉
、

事
故
時

閉
と
な
る
手
動

弁
の
う
ち
、
開
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
よ

う
に
施

錠
管
理
を
行
う
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
隔
離

弁
（
原
子
炉
側
か
ら
み
た
第
１

弁
）
に
つ
い
て
、
閉
止
施

錠
状
態

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
隔
離

弁
管
理
）
 

第
１
９
条
の
２

 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
通
常
時

閉
、
事

故
時

閉
と
な
る
手
動

弁
の
う
ち
、
開
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う

に
施

錠
管
理
を
行
う
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
隔
離

弁

（
原
子
炉
側
か
ら
み
た
第
１

弁
）
に
つ
い
て
、
閉
止
施

錠
状
態
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

 

第
３
節

 
運
転
上
の
制
限
 

第
３
節

 
運
転
上
の
制
限
 

第
３
節

 
運
転
上
の
制
限
 

 

（
停
止

余
裕
）
 

（
停
止

余
裕
）

 
（
停
止

余
裕
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

第
 
２
０

 条
 
モ
ー
ド
２
（
未
臨
界
状
態
）
、
３
、
４
お
よ
び
５
に
お

い
て
、
停
止

余
裕
は
、
表
２
０
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の

制
限
と
す
る
。

 

２
．
停
止

余
裕
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
（
未
臨
界
状
態
）
、
３
、
４
お
よ
び

５
に
お
い
て
、
３
日
に
１
回
、
停
止

余
裕
を
確
認
す
る
。

 

第
1
9
条

 
モ
ー
ド
２
（
未
臨
界
状
態
）、
３
、
４
及
び
５
に
お
い
て
、

停
止

余
裕
は
、
表

1
9
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

２
 
停
止

余
裕
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
（
未
臨
界
状
態
）
、

３
、
４
及
び
５
に
お
い
て
、
３
日
に
１
回
、
停
止

余
裕
を
確
認

す
る
。
 

第
 
２
０

 条
 
モ
ー
ド
２
（
未
臨
界
状
態
）
、
３
、
４
お
よ
び
５
に
お

い
て
、
停
止

余
裕
は
、
表
２
０
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の

制
限
と
す
る
。

 

２
．
停
止

余
裕
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
（
未
臨
界
状
態
）
、
３
、
４
お
よ
び

５
に
お
い
て
、
３
日
に
１
回
、
停
止

余
裕
を
確
認
す
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２
０
－
２
の
措
置
を

講
じ
る
。
 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
停
止
余

裕
が
第
１
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

1
9
－
２

の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
停
止
余

裕
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２
０
－
２
の
措
置
を

講
じ
る
。
 

 

 

表
２
０
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

停
止

余
裕
 

(
1)
 モ
ー
ド
２
（
未
臨
界
状
態
）
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
 
1.
6
 %

Δ
k/
k 
以
上
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
 モ
ー
ド
５
に
お
い
て
、

 1
.
0
 %
Δ

k
/k
 
以
上
で
あ
る
こ
と
 

 
 

表
1
9
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

停
止
余
裕

 

(
1)
モ
ー
ド
２
（
未
臨
界
状
態
）、
３
及
び
４
に
お
い
て
、
1.

6％
Δ

k
/k
以
上
で
あ
る
こ
と

 

(
2)
モ
ー
ド
５
に
お
い
て
、
1.

0％
Δ

k/
k
以
上
で
あ
る
こ
と

 
 

表
２
０
－
１

 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

停
止
余
裕

 

(
1)
 
モ
ー
ド
２
（
未
臨
界
状
態
）
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

 

1
.
77

 %
Δ
k/

k
 以
上
で
あ
る
こ
と
 

(
2
) 
モ
ー
ド
５
に
お
い
て
、

 1
.
0 
%Δ

k
/k
 
以
上
で
あ
る
こ
と
 

 

 

表
２
０
－
２
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
停
止
余

裕
が
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
停
止
余
裕
が
運
転
上

の
制
限
を
満
足
す
る
よ
う
に
、

ほ
う

酸
に
よ
る
濃

縮
操
作
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

 
 

表
1
9
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
停
止

余
裕
が
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
場
合
 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
停
止
余

裕
が
運
転
上
の
制
限
を
満
足
す
る

よ
う
に
、
ほ
う
酸
に
よ
る
濃
縮
操
作

を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

表
２
０
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
停
止
余

裕
が
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
場
合
 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が
運
転
上

の
制
限
を
満
足
す
る
よ
う
に
、
ほ
う

酸
に
よ
る
濃

縮
操
作
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

 

 

（
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
）

 

第
 
２
１

 条
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度

の
測
定
値
と
予
測
値
の
差
は
、
表
２
１
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運

転
上
の
制
限
と
す
る
。
た
だ
し
、
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
予
測
値
は
、

燃
料
取
替
後
、
実
効
最
大
出
力
運
転
日
数
が
６
０
日
を
超
え
る
ま

で
に
、
測
定
値
に
応
じ
た
調
整
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
．
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
測
定
値
と
予
測
値
の
差
が
前
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の

各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
取
替
後
、
モ
ー
ド
１
に
な
る
ま
で

に
１
回
、
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
測
定
値
と
予
測
値
の
差
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
実
効

最
大
出
力
運
転
日
数
が
６
０
日
に
達
し
て
以
降
、
１
ヶ
月
に
１

回
、
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
測
定
値
と
予
測
値
の
差
を
確
認
す

る
。

 

（
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
）
 

第
2
0
条

 
モ
ー
ド
１
及
び
２
に
お
い
て
、
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
測

定
値
と
予
測
値
の
差
は
、
表

2
0
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の

制
限
と
す
る
。
た
だ
し
、
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
予
測
値
は
、
燃
料

取
替
後
、
実
効
最
大
出
力
運
転
日
数
が

6
0
日
を
超
え
る
ま
で
に
、

測
定
値
に
応
じ
た
調
整
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
測
定
値
と
予
測
値
の
差
が
前
項
で
定
め

る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次

の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
燃
料
取
替
後
、
モ
ー
ド
１
に
な
る
ま
で

に
１
回
、
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
測
定
値
と
予
測
値
の
差
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2
)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
及
び
２
に
お
い
て
、
実
効
最

大
出
力
運
転
日
数
が

6
0
日
に
達
し
て
以
降
、
１
か
月
に
１
回
、

臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
測
定
値
と
予
測
値
の
差
を
確
認
す
る
。

 

（
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
）

 

第
 
２
１

 条
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度

の
測
定
値
と
予
測
値
の
差
は
、
表
２
１
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運

転
上
の
制
限
と
す
る
。
た
だ
し
、
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
予
測
値
は
、

燃
料
取
替
後
、
実
効
最
大
出
力
運
転
日
数
が
６
０
日
を
超
え
る
ま

で
に
、
測
定
値
に
応
じ
た
調
整
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
．
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
測
定
値
と
予
測
値
の
差
が
前
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の

各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
取
替
後
、
モ
ー
ド
１
に
な
る
ま
で

に
１
回
、
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
測
定
値
と
予
測
値
の
差
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
実
効

最
大
出
力
運
転
日
数
が
６
０
日
に
達
し
て
以
降
、
１
ヶ
月
に
１

回
、
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
測
定
値
と
予
測
値
の
差
を
確
認
す

る
。
 

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
測
定
値
と
予
測
値
の

差
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と

判
断
し
た
場
合
、
表
２
１
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
当

直
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
当
直
課
長
は
、
同
表
の
措

置
を
講
じ
る
。

 

３
 
技
術
第
二
課
長
は
、
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
測
定
値
と
予
測
値
の

差
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と

判
断
し
た
場
合
、
表

2
0
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
発
電

第
二
課
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
発
電
第
二
課
当

直
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
測
定
値
と
予
測
値
の

差
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と

判
断
し
た
場
合
、
表
２
１
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
当

直
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
当
直
課
長
は
、
同
表
の
措

置
を
講
じ
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

 
 

 

表
２
１
－
１
 
項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
測
定
値
と
予
測
値
の
差

 
±

10
0 
p
pm
以
内
で
あ
る
こ
と
 

 
 

表
2
0
－
１
 
項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
測
定
値
と
予
測
値
の
差

 
±
1
0
0 
p
p
m
以
内
で
あ
る
こ
と
 

 

表
２
１
－
１

 
項

 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
測
定
値
と
予
測
値
の
差
 

±
10

0 
p
p
m 
以
内
で
あ
る
こ
と
 

 

 

表
２
１
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の
測

定
値
と
予
測
値
の
差
が

運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合
 

A
.1
 原
子
燃
料
課
長
は
、
炉
心
設
計
お

よ
び
安
全
解
析
の
再
評
価
を
行

い
、
原
子
炉
の
継
続
運
転
が
許
容

で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結

果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

お
よ
び

 

７
２
時
間
 

A
.2
 原
子
燃
料
課
長
は
、
必
要
に
応
じ

て
適
切
な
運
転
上
の
制
限
な
ら

び
に
確
認
項
目
お
よ
び
そ
の
頻

度
を
定
め
、
そ
の
結
果
を
当
直
課

長
に
通
知
す
る
。
 

７
２
時
間
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

 
 

表
2
0
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の

測
定
値
と
予
測
値
の

差
が
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い

場
合
 

A
.1

 
術
第
二
課
長
は
、
炉
心
設
計
及
び
安

全
解
析
の
再
評
価
を
行
い
、
原
子
炉

の
継
続
運
転
が
許
容
で
き
る
こ
と

を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二

課
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

及
び
 

A
.2

 
技
術
第
二
課
長
は
、
必
要
に
応
じ
て

適
切
な
運
転
上
の
制
限
並
び
に
確

認
項
目
及
び
そ
の
頻
度
を
定
め
、
そ

の
結
果
を
発
電
第
二
課
当
直
課
長

に
通
知
す
る
。
 

72
時
間

 

     72
時
間

 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

12
時
間

 

 
 

表
２
１
－
２

 
条

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
の

測
定
値
と
予
測
値
の

差
が
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い

場
合
 

A
.1
 原
子
燃
料
課
長
は
、
炉
心
設
計
お

よ
び
安
全
解
析
の
再
評
価
を
行

い
、
原
子
炉
の
継
続
運
転
が
許
容

で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結

果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

お
よ
び
 

７
２
時
間
 

A
.2
 原
子
燃
料
課
長
は
、
必
要
に
応
じ

て
適
切
な
運
転
上
の
制
限
な
ら

び
に
確
認
項
目
お
よ
び
そ
の
頻

度
を
定
め
、
そ
の
結
果
を
当
直
課

長
に
通
知
す
る
。
 

７
２
時
間
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

 

 

（
減
速
材
温
度
係
数
）

 

第
 
２
２

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
減
速
材
温
度

係
数
は
、
表
２
２
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

（
減
速
材
温
度
係
数
）
 

第
2
1
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、

減
速
材
温
度
係
数

は
、
表

2
1－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

（
減
速
材
温
度
係
数
）

 

第
 
２
２

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
減
速
材
温
度

係
数
は
、
表
２
２
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

 

２
．
減
速
材
温
度
係
数
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
取
替
に
伴
う
燃
料
装
荷
開
始
ま
で

に
、

減
速
材
温
度
係
数
を
解
析
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

(
2
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
取
替
後
、
モ
ー
ド
１
に
な
る
ま
で

に
１
回
、
減
速
材
温
度
係
数
が
負
で
あ
る
こ
と
を
測
定
に
よ
り

確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
減
速
材
温
度
係
数
が
第
１
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２
２
－

２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知

を
受
け
た
当
直
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

２
 

減
速
材
温
度
係
数
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
燃
料
取
替
に
伴
う
燃
料
装
荷
開
始
ま
で

に
、

減
速
材
温
度
係
数
を
解
析
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
燃
料
取
替
後
、
モ
ー
ド
１
に
な
る
ま
で

に
１
回
、
減
速
材
温
度
係
数
が
負
で
あ
る
こ
と
を
測
定
に
よ
り

確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

 

３
 
技
術
第
二
課
長
は
、
減
速
材
温
度
係
数
が
第
１
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

2
1
－
２

の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
に
通
知
す

る
。
通
知
を
受
け
た
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を

講
じ
る
。
 

 

２
．
減
速
材
温
度
係
数
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
取
替
に
伴
う
燃
料
装
荷
開
始
ま
で

に
、
減
速
材
温
度
係
数
を
解
析
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
取
替
後
、
モ
ー
ド
１
に
な
る
ま
で

に
１
回
、
減
速
材
温
度
係
数
が
負
で
あ
る
こ
と
を
測
定
に
よ
り

確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
減
速
材
温
度
係
数
が
第
１
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２
２
－

２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知

を
受
け
た
当
直
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 

表
２
２
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

減
速
材
温
度
係
数
 

(
1
) 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
負
で
あ
る

こ
と

 

(
2
) 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
 
-
94
×
1
0
-
5  
Δ

k/
k
/℃

 

以
上
で
あ
る
こ
と

 

 
 

表
2
1
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

減
速
材
温
度
係
数
 

(
1)
モ
ー
ド
１
及
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
負
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、
-
94
×

10
-
5
 
Δ
k/

k
/℃
以
上

で
あ
る
こ
と

 

 
 

表
２
２
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

減
速
材
温
度
係
数
 

(
1)
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
負
で
あ
る
こ

と
 

(
2)
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
 -
8
1×

10
-
5
 Δ

k/
k/
℃

 

以
上
で
あ
る
こ
と
 

 

 

表
２
２
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
減
速
材
温
度
係
数
が

負
で
な
い
場
合
 

A
.1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
減
速
材
温
度
係

数
が
負
と
な
る
よ
う
に
制
御
グ
ル
ー

２
４
時
間
 

表
2
1
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．

減
速
材
温
度
係
数
が

A
.1

 
技
術
第
二
課
長
は
、
減
速
材
温
度
係

24
時
間

 

表
２
２
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
. 

減
速
材
温
度
係
数
が

負
で
な
い
場
合

 

A
.1

 
原
子
燃
料
課
長
は
、

減
速
材
温
度
係

数
が
負
と
な
る
よ
う
に
制
御
グ
ル
ー

２
４
時
間
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

プ
バ
ン
ク
引
抜
制
限
値
を
決
定
し
、

そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す

る
。
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
未
臨
界
状
態
の
モ
ー

ド
２
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

 
 

負
で
な
い
場
合
 

数
が
負
と
な
る
よ
う
に
制
御
グ
ル

ー
プ
バ
ン
ク
引
抜
制
限
値
を
決
定

し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
当
直

課
長
に
通
知
す
る
。
 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
未
臨
界

状
態
の
モ
ー
ド
２
に
す
る
。

 

12
時
間

 

 
 

プ
バ
ン
ク
引
抜
制
限
値
を
決
定
し
、

そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す

る
。
 

B
. 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
未
臨
界
状
態
の
モ
ー

ド
２
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

 

（
制
御
棒
動
作
機
能
）

 

第
 
２
３

 条
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
制

御
棒
動
作
機
能
は
、
表
２
３
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制

限
と
す
る
。
 

２
．
制
御
棒
動
作
機
能
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
電
気
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
制
御
棒
の
全
引
抜
位

置
か
ら
の
落
下
時
間
（
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
信
号
発
信
か
ら
全
ス

ト
ロ
ー
ク
の
８
５
％
に

至
る
ま
で
の
時
間
）
が
２
．
５

秒
以
下

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す

る
。

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い

て
、
３
ヶ
月
に
１
回
、
全
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
制
御
棒
を
バ
ン

ク
毎
に
動
か
し
て
、
各
制
御
棒
位
置
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
制
御
棒
が
固
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い

て
、
１
２
時
間
に
１
回
、
制
御
棒
毎
に
各
制
御
棒
位
置
が
ス
テ

ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
値
の

 
±

1
2
 
ス
テ
ッ
プ
以
内
に
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）

に
お
い
て
、
制
御
棒
位
置
偏
差
大
を
検
知
す
る
警
報
が
動
作
不

能
と
な
っ
た
場
合
、
４
時
間
に
１
回
、
制
御
棒
毎
に
各
制
御
棒

位
置
が
、
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
値
の

 
±
1
2
 
ス
テ
ッ
プ

以
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
動
作
機
能
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
※
１
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２
３

－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
制
御
棒
１
本
が
不
整
合
で

あ
る
場
合
は
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
原

子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

（
制
御
棒
動
作
機
能
）
 

第
2
2
条

 
モ
ー
ド
１
及
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
制
御
棒
動

作
機
能
は
、
表

22
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

２
 
制
御
棒
動
作
機
能
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
制
御
棒
の
全
引
抜
位

置
か
ら
の

落
下
時
間
（
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
信
号
発
信
か
ら
全
ス

ト
ロ
ー
ク
の

8
5
％
に
至
る
ま
で
の
時
間
）
が

2
.
5
秒
以
下
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す

る
。
 

(
2
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
及
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お

い
て
、
３
か
月
に
１
回
、
全
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
制
御
棒
を
バ

ン
ク
ご
と
に
動
か
し
て
、
各
制
御
棒
位
置
が
変
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
制
御
棒
が
固
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
及
び
２
（
臨
界
状
態
）

に
お
い
て
、
1
2
時
間
に
１
回
、
制
御
棒
ご
と
に
各
制
御
棒
位
置

が
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
値
の

±
1
2
ス
テ
ッ
プ
以
内
に

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
及
び
２
（
臨

界
状
態
）
に
お
い
て
、
制
御
棒
位
置
偏
差
大
を
検
知
す
る
警
報

が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
、
４
時
間
に
１
回
、
制
御
棒
ご
と

に
各
制
御
棒
位
置
が
、
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
値
の
±

1
2

ス
テ
ッ
プ
以
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
動
作
機
能
が
第
１
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
※
１
と
判
断
し
た
場
合
、

表
2
2
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
制
御
棒
１
本
が
不
整
合

で
あ
る
場
合
は
技
術
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
技

術
第
二
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

（
制
御
棒
動
作
機
能
）

 

第
 
２
３

 条
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
制

御
棒
動
作
機
能
は
、
表
２
３
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制

限
と
す
る
。

 

２
．
制
御
棒
動
作
機
能
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
電
気
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
制
御
棒
の
全
引
抜
位

置
か
ら
の
落
下
時
間
（
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
信
号
発
信
か
ら
全
ス

ト
ロ
ー
ク
の
８
５
％
に

至
る
ま
で
の
時
間
）
が
２
．
１

秒
以
下

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す

る
。
 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い

て
、
３
ヶ
月
に
１
回
、
全
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
制
御
棒
を
バ
ン

ク
毎
に
動
か
し
て
、
各
制
御
棒
位
置
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
制
御
棒
が
固
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い

て
、
１
２
時
間
に
１
回
、
制
御
棒
毎
に
各
制
御
棒
位
置
が
ス
テ

ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
値
の

 
±

1
2
 
ス
テ
ッ
プ
以
内
に
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）

に
お
い
て
、
制
御
棒
位
置
偏
差
大
を
検
知
す
る
警
報
が
動
作
不

能
と
な
っ
た
場
合
、
４
時
間
に
１
回
、
制
御
棒
毎
に
各
制
御
棒

位
置
が
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
値
の

 
±

1
2
 
ス
テ
ッ
プ

以
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
動
作
機
能
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
※
１
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２
３
－
２

の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
制
御
棒
１
本
が
不
整
合
で
あ
る
場

合
は
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
原
子
燃
料
課

長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 

※
１
：
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
ま
た
は
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
動
作

不
良
に
よ
り
、
制
御
棒
位
置
が
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示

値
の
 
±
1
2
 
ス
テ
ッ
プ
以
内
に
な
い
場
合
は
、
制
御
棒
の
不

整
合
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 

※
１
：
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
又
は
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
動
作
不

良
に
よ
り
、
制
御
棒
位
置
が
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
値

の
±

1
2
ス
テ
ッ
プ
以
内
に
な
い
場
合
は
、
制
御
棒
の
不
整
合

と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 

※
１
：
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
ま
た
は
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
動
作

不
良
に
よ
り
、
制
御
棒
位
置
が
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示

値
の

 
±

1
2 
ス
テ
ッ
プ
以
内
に
な
い
場
合
は
、
制
御
棒
の
不

整
合
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 

 

表
２
３
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

制
御
棒
動
作
機
能
※
２
 

(
1
) 
全
て
の
制
御
棒
が
挿
入
不
能
※
３
で
な
い
こ
と
 

(
2
) 
全
て
の
制
御
棒
が
不
整
合
※
４
で
な
い
こ
と
 

 

表
2
2
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

制
御
棒
動
作
機
能

※
２
 

(
1
)全
て
の
制
御
棒
が
挿
入
不
能
※
３
で
な
い
こ
と
 

(
2
)全
て
の
制
御
棒
が
不
整
合
※
４
で
な
い
こ
と

 
 

表
２
３
－
１

 
項

 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

制
御
棒
動
作
機
能
※
２
 

(
1)
 
全
て
の
制
御
棒
が
挿
入
不
能
※
３
で
な
い
こ
と
 

(
2)
 
全
て
の
制
御
棒
が
不
整
合
※
４
で
な
い
こ
と
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

※
２
：
制
御
棒
動
作
機
能
の
う
ち
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
制
御

棒
ク
ラ
ス
タ
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。

 

※
３
：
挿
入
不
能
と
は
、
機
械
的
固
着
の
た
め
、
制
御
棒
が
挿
入
で

き
な
い
こ
と
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
４
：
不
整
合
と
は
、
制
御
棒
位
置
が
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示

値
の
 
±
1
2
 
ス
テ
ッ
プ
以
内
に
な
い
場
合
を
い
う
（
以
下
、

本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
２
：
制
御
棒
動
作
機
能
の
う
ち
制
御
棒
ク
ラ
ス
タ
は
、
重
大
事
故

等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

※
３
：
挿
入
不
能
と
は
、
機
械
的
固
着
の
た
め
、
制
御
棒
が
挿
入
で

き
な
い
こ
と
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

※
４
：
不
整
合
と
は
、
制
御
棒
位
置
が
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示

値
の

±
1
2
ス
テ
ッ
プ
以
内
に
な
い
場
合
を
い
う
 
（
以
下
、

本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
２
：
制
御
棒
動
作
機
能
の
う
ち
、
制
御
棒
ク
ラ
ス
タ
は
、
重
大
事

故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

※
３
：
挿
入
不
能
と
は
、
機
械
的
固
着
の
た
め
、
制
御
棒
が
挿
入
で

き
な
い
こ
と
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
４
：
不
整
合
と
は
、
制
御
棒
位
置
が
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示

値
の

 
±

1
2 
ス
テ
ッ
プ
以
内
に
な
い
場
合
を
い
う
（
以
下
、

本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

 

 

表
２
３
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
制
御
棒
１
本
以
上

が
挿
入
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.
1.
1 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

 
1.
6 

%

Δ
k/
k 
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

 
ま
た
は
 

１
時
間
 

A
.
1.
2 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

 
1.
6 

%

Δ
k/
k 
以
上
に
な
る
よ
う
に
、
ほ
う

酸
に
よ
る
濃

縮
操
作
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

１
時
間
 

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

B
.
 
制
御
棒
１
本
が
不

整
合
で
あ
る
場
合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
の
不
整
合
を
復

旧
す
る
。

 

ま
た
は
 

１
時
間
 

B
.
2.
1.
1
 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

 

1
.
6 

%
Δ

k/
k 
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
は
 

１
時
間
 

B
.
2.
1.
2
 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

 

1
.
6 
%Δ

k/
k
 以
上
に
な
る
よ
う
に
、

ほ
う

酸
に
よ
る
濃
縮
操
作
を
開
始
す

る
。
 

 
お
よ
び

 

１
時
間
 

B
.
2.
2 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
を

7
5
 ％
以
下
に
下
げ
る
。
 

 
お
よ
び

 

２
時
間
 

B
.
2.
3 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

 
1.
6 

%

Δ
k
/
k
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

  
お
よ
び

 

２
４
時
間
 

そ
の
後
の
 

１
日
に

1
回

 

B
.
2.
4 
原
子
燃
料
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
に
お

い
て
、

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
お
よ
び
Ｆ

Ｑ
(
Z)
が
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長

に
通
知
す
る
。

 

 
お
よ
び

 

７
２
時
間
 

B
.
2.
5 
原
子
燃
料
課
長
は
、
本
条
件
で
安
全

解
析
の
再
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果

が
運
転
期
間
を
通
じ
て
有
効
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直

課
長
に
通
知
す
る
。

 

５
日
 

C
.
 
条

件
Ｂ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

表
２
３
－
２
（
続
き
）

 

表
2
2
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
制
御
棒
１
本
以
上

が
挿
入
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.1

.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
停
止
余

裕
が

1.
6
％
Δ
k
/k
以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

 
又
は
 

A
.1

.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
停
止
余

裕
が

1.
6
％
Δ
k
/k
以
上
に
な
る
よ

う
に
、
ほ
う
酸
に
よ
る
濃
縮
操
作
を

開
始
す
る
。

 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。

 

１
時
間

 

   １
時
間

 

    12
時
間
 

Ｂ
．
制
御
棒
１
本
が
不

整
合
で
あ
る
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
の

不
整
合
を
復
旧
す
る
。

 

又
は
 

B
.2

.
1.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、停
止

余
裕
が

1
.6
％
Δ

k/
k
以
上
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 
 
又
は
 

B
.2

.
1.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、停
止

余
裕
が

1
.6
％
Δ

k/
k
以
上
に
な

る
よ
う
に
、
ほ
う
酸
に
よ
る
濃
縮

操
作
を
開
始
す
る
。
 

 
及
び
 

B
.2

.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉

熱
出
力
を

75
％
以
下
に
下
げ
る
。
 

 
及
び
 

B
.2

.
3 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
停
止
余

裕
が

1.
6
％
Δ
k
/k
以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

 
及
び
 

B
.2

.
4 
技
術
第
二
課
長
は
、モ
ー
ド
１
に
お

い
て
 

 
FN

Δ
H
及
び

F
Q
(Z

)が
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二

課
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

 
及
び
 

B
.2

.
5 
技
術
第
二
課
長
は
、本
条
件
で
安
全

解
析
の
再
評
価
を
行
い
、そ
の
結
果

が
運
転
期
間
を
通
じ
て
有
効
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発

電
第
二
課
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

１
時
間

 

  １
時
間

 

   １
時
間

 

    ２
時
間

 

  24
時
間
 

そ
の
後
の

１
日
に
１

回
 

72
時
間
 

     ５
日
 

Ｃ
．
条

件
Ｂ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。

 

12
時
間
 

表
２
３
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
制
御
棒
１
本
以
上

が
挿
入
不
能
で
あ

る
場
合
 

 

A
.1
.1

 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

 

1
.7
7
%
Δ

k/
k 
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

１
時
間
 

A
.1
.2

 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

 

1
.7
7
 %
Δ
k/

k
 以
上
に
な
る
よ
う
に
、

ほ
う

酸
に
よ
る
濃

縮
操
作
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
時
間
 

 

 A
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

 １
２
時
間

 

B
.
 
制
御
棒
１
本
が
不

整
合
で
あ
る
場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
の
不
整
合
を
復

旧
す
る
。
 

ま
た
は

 

１
時
間
 

B
.2
.
1.

1 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

 

1
.7
7
 
%Δ

k
/
k
 
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

１
時
間
 

B
.2
.
1.

2 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

 

1
.7
7
 %
Δ
k/

k
 以
上
に
な
る
よ
う
に
、

ほ
う

酸
に
よ
る
濃

縮
操
作
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
時
間
 

B
.2
.
2 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
を

7
5 
％
以
下
に
下
げ
る
。
 

お
よ
び
 

２
時
間
 

 
B
.2
.3

 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

 

1
.7
7
 
%Δ

k
/k
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

２
４
時
間

 

そ
の
後
の

 

１
日
に

1
回
 

B
.2
.
4 
原
子
燃
料
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
に
お

い
て
、

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
お
よ
び

Ｆ
Ｑ
(
Z
)
が
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長

に
通
知
す
る
。
 

お
よ
び
 

７
２
時
間

 

B
.2
.
5 
原
子
燃
料
課
長
は
、
本
条

件
で
安
全

解
析
の
再
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果

が
運
転
期
間
を
通
じ
て
有
効
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直

課
長
に
通
知
す
る
。
 

５
日
 

C
.
 
条

件
Ｂ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

C
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

表
２
３
－
２
（
続
き
）

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

D
.
 
２
本
以
上
の
制
御

棒
が
不
整
合
で
あ

D
.
1.

1 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

 

1
.
77

%Δ
k/
k
 
以
上
で
あ
る
こ
と
を

１
時
間
 

 

参考①-68



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

D
.
 
２
本
以
上
の
制
御

棒
が
不
整
合
で
あ

る
場
合
 

D
.
1.
1 
当
直
課
長
は
、
停
止
余
裕
が

 
1.
6
 
%

Δ
k/
k 
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

 
ま
た
は
 

１
時
間

 

D
.
1.
2 
当
直
課
長
は
、
停
止
余
裕
が

 
1.
6
 
%

Δ
k/
k 
以
上
に
な
る
よ
う
に
、

ほ
う

酸
に
よ
る
濃

縮
操
作
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

１
時
間

 

D
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

 
 

Ｄ
．
２
本
以
上
の
制
御

棒
が
不
整
合
で
あ

る
場
合
 

D
.1

.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
停
止
余

裕
が

1.
6
％
Δ
k
/k
以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

 
又
は
 

D
.1

.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
停
止
余

裕
が

1.
6
％
Δ
k
/k
以
上
に
な
る
よ

う
に
、
ほ
う
酸
に
よ
る
濃
縮
操
作
を

開
始
す
る
。

 

及
び
 

D
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。

 

１
時
間

 

   １
時
間

 

    12
時
間
 

 

る
場
合
 

確
認
す
る
。
 

ま
た
は

 

D
.
1.

2 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

 

1
.
77

 %
Δ
k/

k 
以
上
に
な
る
よ
う
に
、

ほ
う

酸
に
よ
る
濃

縮
操
作
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
時
間
 

D
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間

 
 

（
制
御
棒
の
挿
入
限
界
）

 

第
 
２
４

 条
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
制
御
棒
の
挿
入
限

界
は
、
表
２
４
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
制
御
棒
の
挿
入
限
界
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
お
よ
び
停
止
グ

ル
ー
プ
バ
ン
ク
の
挿
入
限
界
を
定
め
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の

確
認
を
得
た
上
で
、
所
長
の
承
認
を
得
て
、
発
電
室
長
に
通
知

す
る
。
 

（
制
御
棒
の
挿
入
限
界
）
 

第
2
3
条

 
モ
ー
ド
１
及
び
２
に
お
い
て
、
制
御
棒
の
挿
入
限
界
は
、

表
2
3
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 
制
御
棒
の
挿
入
限
界
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
及
び
停
止
グ
ル

ー
プ
バ
ン
ク
の
挿
入
限
界
を
定
め
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確

認
を
得
た
上
で
、
所
長
の
承
認
を
得
て
、
発
電
第
二
課
長
に
通

知
す
る
。

 

（
制
御
棒
の
挿
入
限
界
）

 

第
 
２
４

 条
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
制
御
棒
の
挿
入
限

界
は
、
表
２
４
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
制
御
棒
の
挿
入
限
界
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
お
よ
び
停
止
グ

ル
ー
プ
バ
ン
ク
の
挿
入
限
界
を
定
め
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の

確
認
を
得
た
上
で
、
所
長
の
承
認
を
得
て
、
発
電
室
長
に
通
知

す
る
。

 

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
臨
界
操
作
開
始
前
の
４
時
間
以
内
に
、
臨
界

時
の
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
お
よ
び
停
止
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク

の
推
定
位
置
が
挿
入
限
界
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

(
2
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
臨
界
操
作
開
始
前
の
４
時
間
以

内
に
、
臨
界
時
の
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
及
び
停
止
グ
ル
ー
プ
バ

ン
ク
の
推
定
位
置
が
挿
入
限
界
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
臨
界
操
作
開
始
前
の
４
時
間
以
内
に
、
臨
界
時

の
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
お
よ
び
停
止
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
の
推
定

位
置
が
挿
入
限
界
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
２
時
間

に
１
回
、
各
停
止
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
が
挿
入
限
界
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い

て
、
１
２
時
間
に
１
回
、
各
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
が
挿
入
限

界
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
制
御
グ
ル
ー
プ

制
御
棒
挿
入
限
界
異
常
低
を
検
知
す
る
警
報
が
動
作
不
能
な

場
合
、
４
時
間
に
１
回
、
各
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
が
挿
入
限

界
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
及
び
２
に
お
い
て
、

1
2
時
間
に
１
回
、
各
停
止
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
が
挿
入
限
界
以

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
4
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
及
び
２
（
臨
界
状
態
）

に
お
い
て
、
1
2
時
間
に
１
回
、
各
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
が
挿

入
限
界
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

ま
た
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
及
び
２
（
臨
界
状
態
）

に
お
い
て
、
制
御
グ
ル
ー
プ
制
御
棒
挿
入
限
界
異
常
低
を
検
知
す

る
警
報
が
動
作
不
能
な
場
合
、
４
時
間
に
１
回
、
各
制
御
グ
ル
ー

プ
バ
ン
ク
が
挿
入
限
界
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
２
時
間

に
１
回
、
各
停
止
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
が
挿
入
限
界
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、

１
２
時
間
に
１
回
、
各
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
が
挿
入
限
界
以
上
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び

２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
制
御
グ
ル
ー
プ
制
御
棒
挿
入
限
界
異

常
低
を
検
知
す
る
警
報
が
動
作
不
能
な
場
合
、
４
時
間
に
１
回
、
各

制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
が
挿
入
限
界
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

 

(
5
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い

て
、
１
２
時
間
に
１
回
、
炉
心
か
ら
全
引
抜
が
な
さ
れ
て
い
な

い
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
が
オ
ー
バ
ラ
ッ
プ
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
5
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
及
び
２
（
臨
界
状
態
）

に
お
い
て
、
1
2
時
間
に
１
回
、
炉
心
か
ら
全
引
抜
が
な
さ
れ
て

い
な
い
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
が
オ
ー
バ
ラ
ッ
プ
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
5
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い

て
、
１
２
時
間
に
１
回
、
炉
心
か
ら
全
引
抜
が
な
さ
れ
て
い
な

い
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
が
オ
ー
バ
ラ
ッ
プ
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
の
挿
入
限
界
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
※
１
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２
４
－

２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
の
挿
入
限
界
が
第
１
項
で

定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
※
１
と
判
断
し
た
場

合
、
表

2
3
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
の
挿
入
限
界
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
※
１
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２

４
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

※
１
：
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
ま
た
は
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
動
作

不
良
に
よ
り
、
制
御
棒
位
置
が
定
め
ら
れ
た
挿
入
限
界
を
下

回
っ
て
い
る
場
合
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い

と
は
み
な
さ
な
い
。
 

 

※
１
：
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
又
は
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
動
作
不

良
に
よ
り
、
制
御
棒
位
置
が
定
め
ら
れ
た
挿
入
限
界
を
下
回

っ
て
い
る
場
合
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と

は
み
な
さ
な
い
。
 

 

※
１
：
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
ま
た
は
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
動
作

不
良
に
よ
り
、
制
御
棒
位
置
が
定
め
ら
れ
た
挿
入
限
界
を
下

回
っ
て
い
る
場
合
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い

と
は
み
な
さ
な
い
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

表
２
４
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

制
御
棒
の
挿
入
限
界
 

(
1
) 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
停
止
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク

が
挿
入
限
界
以
上
で
あ
る
こ
と

 

(
2
) 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
制
御
グ

ル
ー
プ
バ
ン
ク
が
挿
入
限
界
以
上
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
オ

ー
バ
ラ
ッ
プ
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
 

 
 

表
2
3
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

制
御
棒
の
挿
入
限
界
 

(
1
)
モ
ー
ド
１
及
び
２
に
お
い
て
、
停
止
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
が

挿
入
限
界
以
上
で
あ
る
こ
と
 

(
2
)モ
ー
ド
１
及
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
制
御
グ
ル
ー

プ
バ
ン
ク
が
挿
入
限
界
以
上
で
あ
る
こ
と
及
び
オ
ー
バ
ラ

ッ
プ
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
 

 

表
２
４
－
１

 
項

 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

制
御
棒
の
挿
入
限
界

 

(
1)
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
停
止
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク

が
挿
入
限
界
以
上
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
（
臨
界
状
態
）
に
お
い
て
、
制
御
グ

ル
ー
プ
バ
ン
ク
が
挿
入
限
界
以
上
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
オ

ー
バ
ラ
ッ
プ
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
 

 

 

表
２
４
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
停
止
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク

ま
た
は
制
御
グ
ル
ー
プ

バ
ン
ク
が
挿
入
限
界
を

下
回
っ
て
い
る
場
合

 

A
.1
.
1 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が
 

1
.
6 

%Δ
k
/k
 
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

 
ま
た
は
 

１
時
間
 

A
.1
.
2 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が
 

1
.
6 

%Δ
k
/k
 
以
上
に
な
る
よ
う

に
、
ほ
う
酸
に
よ
る
濃

縮
操
作
を

開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
時
間
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
停
止
グ
ル
ー
プ
バ
ン

ク
お
よ
び
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク

を
挿
入
限
界
以
上
に
復

旧
す
る
。

 

２
時
間
 

B
.
 
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク

が
オ
ー
バ
ラ
ッ
プ
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合

 

B
.1
.
1 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が
 

1
.
6
 
%
Δ

k/
k
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

 
ま
た
は
 

１
時
間
 

B
.1
.
2 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が
 

1
.
6
 
%
Δ

k/
k
以
上
に
な
る
よ
う

に
、
ほ
う
酸
に
よ
る
濃

縮
操
作
を

開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
時
間
 

B
.2
 当
直
課
長
は
、
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン

ク
の
オ
ー
バ
ラ
ッ
プ
を
正
常
な
状

態
に
復
旧
す
る
。

 

２
時
間
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

C
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 
１
２
時
間
 

 
 

表
2
3
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
停
止
グ
ル
ー
プ
バ
ン

ク
又
は
制
御
グ
ル
ー

プ
バ
ン
ク
が
挿
入
限

界
を
下
回
っ
て
い
る

場
合
 

A
.1
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

1
.6
％

Δ
k
/k
以
上
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
又
は
 

A
.1
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

1
.6
％

Δ
k
/k
以
上
に
な

る
よ
う
に
、
ほ
う
酸
に
よ
る
濃
縮

操
作
を
開
始
す
る
。

 

及
び
 

A
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
停
止
グ

ル
ー
プ
バ
ン
ク
及
び
制
御
グ
ル
ー

プ
バ
ン
ク
を
挿
入
限
界
以
上
に
復

旧
す
る
。
 

１
時
間
 

   １
時
間
 

    ２
時
間
 

Ｂ
．
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン

ク
が
オ
ー
バ
ラ
ッ
プ

を
満
足
し
て
い
な
い

場
合
 

B
.1
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

1
.6
％

Δ
k
/k
以
上
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
又
は
 

B
.1
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

1
.6
％

Δ
k
/k
以
上
に
な

る
よ
う
に
、
ほ
う
酸
に
よ
る
濃
縮

操
作
を
開
始
す
る
。

 

及
び
 

B
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
制
御
グ

ル
ー
プ
バ
ン
ク
の
オ
ー
バ
ラ
ッ
プ

を
正
常
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

１
時
間
 

   １
時
間
 

    ２
時
間
 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

C
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。

 

12
時
間

 

 
 

表
２
４
－
２

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
停
止
グ
ル
ー
プ

バ
ン
ク
ま
た
は

制
御
グ
ル
ー
プ

バ
ン
ク
が
挿
入

限
界
を
下
回
っ

て
い
る
場
合
 

A
.
1.

1 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

 

1
.7
7 

%Δ
k
/k
 
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

ま
た
は
 

１
時
間
 

A
.
1.

2 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

 

1
.7
7 

%Δ
k
/k
 
以
上
に
な
る
よ
う
に
、
ほ

う
酸
に
よ
る
濃

縮
操
作
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
時
間
 

A
.
2
 
当
直
課
長
は
、
停
止
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
お
よ

び
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
を
挿
入
限
界
以
上

に
復
旧
す
る
。
 

２
時
間
 

B
.
 
制
御
グ
ル
ー
プ

バ
ン
ク
が
オ
ー

バ
ラ
ッ
プ
を
満

足
し
て
い
な
い

場
合
 

B
.
1.

1 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

 

1
.7
7 

%Δ
k/
k
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

ま
た
は
 

１
時
間
 

B
.
1.

2 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が

 

1
.7
7 

%Δ
k/
k
以
上
に
な
る
よ
う
に
、
ほ

う
酸
に
よ
る
濃

縮
操
作
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
時
間
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
制
御
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
の
オ

ー
バ
ラ
ッ
プ
を
正
常
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

２
時
間
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場

合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時

間
 

 

 

（
制
御
棒
位
置
指
示
）

 

第
 
２
５

 条
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
制
御
棒
位
置
指
示

は
、
表
２
５
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
制
御
棒
位
置
指
示
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
制
御
棒
の
移
動
範
囲

に
お
い
て
、
各
制
御
棒
位
置
が
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
値

の
 
±
1
2
 ス
テ
ッ
プ
以
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果

を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
位
置
指
示
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２
５
－
２
の

措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
は
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
原

（
制
御
棒
位
置
指
示
）
 

第
2
4
条

 
モ
ー
ド
１
及
び
２
に
お
い
て
、
制
御
棒
位
置
指
示
は
、

表
2
4
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 
制
御
棒
位
置
指
示
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
制
御
棒
の
移
動
範
囲

に
お
い
て
、
各
制
御
棒
位
置
が
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
値

の
±

1
2
ス
テ
ッ
プ
以
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果

を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
位
置
指
示
が
第
１
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

2
4
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合
は
技
術
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を

（
制
御
棒
位
置
指
示
）

 

第
 
２
５

 条
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
制
御
棒
位
置
指
示

は
、
表
２
５
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
制
御
棒
位
置
指
示
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
制
御
棒
の
移
動
範
囲

に
お
い
て
、
各
制
御
棒
位
置
が
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
値

の
 
±

1
2
 ス
テ
ッ
プ
以
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果

を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
位
置
指
示
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２
５
－
２
の

措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
は
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
原
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
措
置

は
、
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
は
制
御
棒
毎
お
よ
び
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ

ン
タ
は
バ
ン
ク
毎
に
、

個
別
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

受
け
た
技
術
第
二
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
措
置
は
、
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
は
制
御
棒
ご
と
及
び
ス
テ

ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
は
バ
ン
ク
ご
と
に
、

個
別
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

 

 

子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
措
置

は
、
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
は
制
御
棒
毎
お
よ
び
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ

ン
タ
は
バ
ン
ク
毎
に
、

個
別
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

表
２
５
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

制
御
棒
位
置
指
示
 
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
お
よ
び
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

 

表
2
4
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

制
御
棒
位
置
指
示
 
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
及
び
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
※
１
 

 

表
２
５
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

制
御
棒
位
置
指
示

 
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
お
よ
び
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

 

 

※
１
：
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
お
よ
び
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
と
は
、
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
の
表
示
器

ま
た
は
プ
ロ
セ
ス
計
算
機
に
よ
り
制
御
棒
の
位
置
が
確
認

で
き
る
こ
と
、
お
よ
び
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
器
ま
た

は
プ
ロ
セ
ス
計
算
機
に
よ
り
制
御
棒
の
位
置
が
確
認
で
き

る
こ
と
を
い
う
。

 

ま
た
、
以
下
の
場
合
は
、
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
お
よ
び
ス

テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
が
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

(
1
)
 
電
源
故
障
時
に
お
け
る
予
備
電
源
へ
の
切
替
操
作
お
よ

び
予
備
電
源
か
ら
の
復

旧
操
作
に
伴
う
一
時
的
な
表
示
機

能
の

喪
失
 

(
2
)
 
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
の
表
示
部
取
替
作
業
に
伴
う
一

時
的
な
表
示
機
能
の

喪
失
 

 

※
１
：
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
及
び
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
と
は
、
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
の
表
示
器
又

は
プ
ラ
ン
ト
計
算
機
に
よ
り
制
御
棒
の
位
置
が
確
認
で
き

る
こ
と
、
及
び
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表
示
器
又
は
プ
ラ
ン

ト
計
算
機
に
よ
り
制
御
棒
の
位
置
が
確
認
で
き
る
こ
と
を

い
う
。
た
だ
し
、
以
下
の
場
合
は
、
制
御
棒
位
置
指
示
装
置

及
び
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
が
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

ア
 
電
源
故
障
時
に
お
け
る
予
備
電
源
へ
の
切
替
操
作
及

び
予
備
電
源
か
ら
の
復

旧
操
作
に
伴
う
一
時
的
な
表
示

機
能
の

喪
失
 

イ
 
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
の
表
示
部
取
替
作
業
に
伴
う

一
時
的
な
表
示
機
能
の

喪
失

 

 

※
１
：
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
お
よ
び
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
と
は
、
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
の
表
示
器

ま
た
は

ユ
ニ
ッ
ト
総
合
管
理
計
算
機
に
よ
り
制
御
棒
の
位

置
が
確
認
で
き
る
こ
と
、
お
よ
び
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
の
表

示
器
ま
た
は

ユ
ニ
ッ
ト
総
合
管
理
計
算
機
に
よ
り
制
御
棒

の
位
置
が
確
認
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

ま
た
、
以
下
の
場
合
は
、
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
お
よ
び

ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
が
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

(
1
)
 
電
源
故
障
時
に
お
け
る
予
備
電
源
へ
の
切
替
操
作
お
よ

び
予
備
電
源
か
ら
の
復

旧
操
作
に
伴
う
一
時
的
な
表
示
機

能
の

喪
失
 

(
2
)
 
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
の
表
示
部
取
替
作
業
に
伴
う
一

時
的
な
表
示
機
能
の

喪
失

 

 

 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｒ
に
伴
い

ユ
ニ
ッ
ト
総
合
管
理
計
算
機

に
て
制
御
棒
の
位
置
を
確
認

す
る
。
）

 

表
２
５
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
制
御
棒
位
置
指
示

装
置
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

A
.1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
制
御
棒
位

置
指
示
装
置
の
動
作
不
能
に
よ

り
位
置
表
示
が
さ
れ
な
く
な
っ

た
制
御
棒
の
位
置
を
、
炉
内
核

計
装
装
置
を
用
い
て
確
認
し
、

そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知

す
る
。
 

ま
た
は
 

８
時
間
 

そ
の
後
の

 

８
時
間
に
１
回
 

た
だ
し
、
制
御
棒
の

移
動
が
な
い
場
合

は
、
１
日
に
１
回
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力

を
 
5
0 
%
 
以
下
に
下
げ
る
。

 

８
時
間
 

B
.
 
制
御
棒
位
置
指
示

装
置
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
制
御

棒
が
最
終
確
認
位

置
か
ら
一
方
向
に

 

2
4 
ス
テ
ッ
プ
を

超
え
る
移
動
が
あ

る
場
合
 

B
.1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
制
御
棒
位

置
指
示
装
置
の
動
作
不
能
に
よ

り
位
置
表
示
が
さ
れ
な
く
な
っ

た
制
御
棒
の
位
置
を
、
炉
内
核

計
装
装
置
を
用
い
て
確
認
し
、

そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知

す
る
。
 

ま
た
は
 

４
時
間
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力

を
 
5
0 
%
 
以
下
に
下
げ
る
。

 

８
時
間
 

C
.
 
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン

タ
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

C
.1
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
バ
ン
ク

に
お
け
る
制
御
棒
位
置
指
示

装
置
の
全
て
が
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
お
よ
び

 

８
時
間
 

そ
の
後
の

 

８
時
間
に
１
回
 

C
.1
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
バ
ン
ク

８
時
間
 

表
2
4
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
制
御
棒
位
置
指
示
装

置
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.1
 
技
術
第
二
課
長
は
、
制
御
棒
位
置
指

示
装
置
の
動
作
不
能
に
よ
り
位
置
表

示
が
さ
れ
な
く
な
っ
た
制
御
棒
の
位

置
を
、
炉
内
核
計
装
を
用
い
て
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
当
直

課
長
に
通
知
す
る
。
 

  又
は
 

A
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉

熱
出
力
を

50
％
以
下
に
下
げ
る
。
 

８
時
間
 

そ
の
後
の

８
時
間
に

１
回
 

た
だ
し
、

制
御
棒
の

移
動
が
な

い
場
合

は
、
１
日

に
１
回
 

８
時
間
 

Ｂ
．
制
御
棒
位
置
指
示
装

置
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
制
御
棒
が

最
終
確
認
位
置
か

ら
一
方
向
に

24
ス

テ
ッ
プ
を
超
え
る

移
動
が
あ
る
場
合
 

B
.1
 
技
術
第
二
課
長
は
、
制
御
棒
位
置
指

示
装
置
の
動
作
不
能
に
よ
り
位
置
表

示
が
さ
れ
な
く
な
っ
た
制
御
棒
の
位

置
を
、
炉
内
核
計
装
を
用
い
て
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
当
直

課
長
に
通
知
す
る
。
 

又
は
 

B
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉

熱
出
力
を

50
％
以
下
に
下
げ
る
。
 

４
時
間
 

      ８
時
間
 

Ｃ
．
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン
タ

が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

C
.1
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

バ
ン
ク
に
お
け
る
制
御
棒
位
置
指

示
装
置
の
全
て
が
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 
及
び
 

C
.1
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

８
時
間
 

そ
の
後
の

８
時
間
に

１
回
 

 ８
時
間
 

表
２
５
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
制
御
棒
位
置
指

示
装
置
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.1

 
原
子
燃
料
課
長
は
、
制
御
棒
位
置
指

示
装
置
の
動
作
不
能
に
よ
り
位
置
表

示
が
さ
れ
な
く
な
っ
た
制
御
棒
の
位

置
を
、
炉
内
核
計
装
装
置
を
用
い
て

確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に

通
知
す
る
。
 

ま
た
は
 

８
時
間
 

そ
の
後
の
８
時

間
に
１
回
 

た
だ
し
、
制
御
棒

の
移
動
が
な
い

場
合
は
、
１
日
に

１
回

 

A
.2

 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
を

 

5
0 

%
 以
下
に
下
げ
る
。

 

 

８
時
間
 

B
.
 
制
御
棒
位
置
指

示
装
置
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
に
お
い
て
、

そ
の
制
御
棒
が

最
終
確
認
位
置

か
ら
一
方
向
に

 

2
4 
ス
テ
ッ
プ

を
超
え
る
移
動

が
あ
る
場
合
 

B
.1

 
原
子
燃
料
課
長
は
、
制
御
棒
位
置
指

示
装
置
の
動
作
不
能
に
よ
り
位
置
表

示
が
さ
れ
な
く
な
っ
た
制
御
棒
の
位

置
を
、
炉
内
核
計
装
装
置
を
用
い
て

確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に

通
知
す
る
。
 

ま
た
は
 

４
時
間
 

B
.2

 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
を

 

5
0 

%
 以
下
に
下
げ
る
。

 

８
時
間
 

C
.
 
ス
テ
ッ
プ
カ
ウ

ン
タ
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

C
.1

.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
バ
ン
ク
に
お

け
る
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
の
全

て
が
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

８
時
間
 

そ
の
後
の
８
時

間
に
１
回
 

C
.1

.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
バ
ン
ク
に
お

８
時
間
 

    【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
（
以
下
、
同

様
。
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

に
お
け
る
各
制
御
棒
位
置
の

差
が
 
12
 
ス
テ
ッ
プ
以
下
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

そ
の
後
の

 

８
時
間
に
１
回
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力

を
 
5
0 
%
 
以
下
に
下
げ
る
。

 

８
時
間
 

 表
２
５
－
２
（
続
き
）

 
条

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

D
.
 
条

件
Ａ
、
Ｂ
ま
た

は
Ｃ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

ま
た
は

 

１
つ
の
制
御
棒

に
対
し
て
制
御

棒
位
置
指
示
装

置
お
よ
び
ス
テ

ッ
プ
カ
ウ
ン
タ

の
両
方
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
 

D
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。

 

１
２
時
間

 

 
 

バ
ン
ク
に
お
け
る
各
制
御
棒
位
置

の
差
が

12
ス
テ
ッ
プ
以
下
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

又
は
 

C
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉

熱
出
力
を

50
％
以
下
に
下
げ
る
。
 

そ
の
後
の

８
時
間
に

１
回
 

 ８
時
間
 

Ｄ
．
条
件
Ａ
、
Ｂ
又
は
Ｃ
の

措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

又
は
 

１
つ
の
制
御
棒
に

対
し
て
制
御
棒
位

置
指
示
装
置
及
び

ス
テ
ッ
プ
カ
ウ
ン

タ
の
両
方
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

D
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

 

け
る
各
制
御
棒
位
置
の
差
が

 
12

 

ス
テ
ッ
プ
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

ま
た
は
 

そ
の
後
の
８
時

間
に
１
回
 

C
.2

 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
を

5
0 

%
 以
下
に
下
げ
る
。

 

８
時
間
 

 表
２
５
－
２
（
続
き
）

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

D
.
 
条

件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の

措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

ま
た
は
 

１
つ
の
制
御
棒
に
対
し

て
制
御
棒
位
置
指
示
装

置
お
よ
び
ス
テ
ッ
プ
カ

ウ
ン
タ
の
両
方
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

D
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

 

（
炉
物
理
検
査
 
－
モ
ー
ド
１
－
）
 

第
 
２
６

 条
 
モ
ー
ド
１
で
の
炉
物
理
検
査
時
※
１
に
お
い
て
、
第
３

２
条
（
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
）
お
よ
び
第
３
３
条
（

1
/
4
炉

心
出
力
偏
差
）
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、

原
子
炉
熱
出
力
は
、
表
２
６
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制

限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
熱
出
力
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
で
の
炉
物
理
検
査
時
に
お
い
て
、

１
時
間
に
１
回
、
原
子
炉
熱
出
力
を
確
認
す
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２
６
－
２
の
措

置
を
講
じ
る
。

 

 

（
炉
物
理
検
査

 
－
モ
ー
ド
１
－
）

 

第
2
5
条

 
モ
ー
ド
１
で
の
炉
物
理
検
査
時
※
１
に
お
い
て
、
第

3
1
条

（
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
）
及
び
第

3
2
条
（

1
/
4
炉
心
出
力

偏
差
）
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
原
子

炉
熱
出
力
は
、
表

2
5
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

２
 
原
子
炉
熱
出
力
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
で
の
炉
物
理
検
査
時

に
お
い
て
、
１
時
間
に
１
回
、
原
子
炉
熱
出
力
を
確
認
す
る
。
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
が
第
１
項
で
定
め

る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

2
5

－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

（
炉
物
理
検
査

 
－
モ
ー
ド
１
－
）
 

第
 
２
６

 条
 
モ
ー
ド
１
で
の
炉
物
理
検
査
時
※
１
に
お
い
て
、
第
３

２
条
（
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
）
お
よ
び
第
３
３
条
（

1
/
4
炉

心
出
力
偏
差
）
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、

原
子
炉
熱
出
力
は
、
表
２
６
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制

限
と
す
る
。

 

２
．
原
子
炉
熱
出
力
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
で
の
炉
物
理
検
査
時
に
お
い
て
、

１
時
間
に
１
回
、
原
子
炉
熱
出
力
を
確
認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２
６
－
２
の
措

置
を
講
じ
る
。

 

 

※
１
：
モ
ー
ド
１
で
の
炉
物
理
検
査
時
と
は
、
燃
料
取
替
後
の
モ
ー

ド
１
の
開
始
か
ら
炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正
を
終
了
す
る

ま
で
の
期
間
を
い
い
、
炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正
検
査
、
出

力
時
出
力
分

布
測
定
検
査
お
よ
び
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
確
認

検
査
の
う
ち
必
要
事
項
を
実
施
す
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い

て
同
じ
）
。

 

 

※
１
：
モ
ー
ド
１
で
の
炉
物
理
検
査
時
と
は
、
燃
料
取
替
後
の
モ
ー

ド
１
の
開
始
か
ら
炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正
を
終
了
す
る
ま

で
の
期
間
を
い
い
、
炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正
検
査
、
出
力

時
出
力
分

布
測
定
検
査
及
び
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
確
認
検
査
の

う
ち
必
要
事
項
を
実
施
す
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
１
：
モ
ー
ド
１
で
の
炉
物
理
検
査
時
と
は
、
燃
料
取
替
後
の
モ
ー

ド
１
の
開
始
か
ら
炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正
を
終
了
す
る

ま
で
の
期
間
を
い
い
、
炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正
検
査
、
出

力
時
出
力
分

布
測
定
検
査
お
よ
び
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
確
認

検
査
の
う
ち
必
要
事
項
を
実
施
す
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い

て
同
じ
）
。

 

 

表
２
６
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
熱
出
力
 

8
5
 %
 以
下
で
あ
る
こ
と
 

 
 

表
2
5
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
熱
出
力
 

8
5％
以
下
で
あ
る
こ
と
 

 
 

表
２
６
－
１

 
項

 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

原
子
炉
熱
出
力
 

8
5 
%
 以
下
で
あ
る
こ
と
 

 

 

表
２
６
－
２
 

表
2
5
－
２
 

表
２
６
－
２
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
原
子
炉
熱
出
力
が
運

転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満

足
す
る
よ
う
に
、
原
子
炉
熱
出
力
を

下
げ
る
。

 

ま
た
は
 

１
時
間
 

A
.2
 
第
３
２
条
（
軸
方
向
中
性
子
束
出
力

偏
差
）
お
よ
び
第
３
３
条
（

1/
4
炉

心
出
力
偏
差
）
の
適
用
を
開
始
す

る
。
 

１
時
間
 

 
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
原
子
炉
熱
出
力
が
運

転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
上

の
制
限
を
満
足
す
る
よ
う
に
、
原
子

炉
熱
出
力
を
下
げ
る
。

 

又
は
 

A
.2

 
第

31
条
（
軸
方
向
中
性
子
束
出
力

偏
差
）
及
び
第

3
2
条
（
1/

4
炉
心
出

力
偏
差
）
の
適
用
を
開
始
す
る
。
 

１
時
間
 

   １
時
間
 

 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
原
子
炉
熱
出
力
が

運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な
い

場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
す

る
よ
う
に
、
原
子
炉
熱
出
力
を
下
げ
る
。
 

ま
た
は

 

１
時
間
 

A
.
2 
第
３
２
条
（
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏

差
）
お
よ
び
第
３
３
条
（
1
/4
炉
心
出
力

偏
差
）
の
適
用
を
開
始
す
る
。
 

１
時
間
 

 

（
炉
物
理
検
査
 
－
モ
ー
ド
２
－
）
 

第
 
２
７

 条
 
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
※
１
に
お
い
て
、
第
２

２
条
（

減
速
材
温
度
係
数
）
、
第
２
３
条
（
制
御
棒
動
作
機
能
）
お

よ
び
第
２
４
条
（
制
御
棒
の
挿
入
限
界
）
の
適
用
を
除
外
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
停
止

余
裕
は
、
表
２
７
－
１
で
定
め

る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

（
炉
物
理
検
査

 
－
モ
ー
ド
２
－
）

 

第
2
6
条

 
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
※
１
に
お
い
て
、
第

2
1
条

（
減
速
材
温
度
係
数
）
、
第

2
2
条
（
制
御
棒
動
作
機
能
）
及
び
第

2
3
条
（
制
御
棒
の
挿
入
限
界
）
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
、
停
止

余
裕
は
、
表

2
6－
１
で
定
め
る
事
項
を
運

転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

（
炉
物
理
検
査

 
－
モ
ー
ド
２
－
）
 

第
 
２
７

 条
 
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
※
１
に
お
い
て
、
第
２

２
条
（

減
速
材
温
度
係
数
）
、
第
２
３
条
（
制
御
棒
動
作
機
能
）

お
よ
び
第
２
４
条
（
制
御
棒
の
挿
入
限
界
）
の
適
用
を
除
外
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
停
止

余
裕
は
、
表
２
７
－
１
で
定

め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

 

２
．
停
止

余
裕
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

２
 
停
止

余
裕
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

２
．
停
止

余
裕
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
開
始
ま
で

に
、
第
３
４
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
規
定
に
基
づ
く

出
力
領
域
お
よ
び
中
間
領
域
中
性
子
束
計
装
に
関
す
る
設
定

値
確
認
お
よ
び
機
能
検
査
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

(
1
)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
開
始
ま
で

に
、
第

3
3
条
（
計
測
及
び
制
御
設
備
）
の
規
定
に
基
づ
く
出

力
領
域
及
び
中
間
領
域
中
性
子
束
計
装
に
関
す
る
設
定
値
確

認
及
び
機
能
検
査
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
開
始
ま
で

に
、
第
３
４
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
規
定
に
基
づ
く

出
力
領
域
お
よ
び
中
間
領
域
中
性
子
束
計
装
に
関
す
る
設
定

値
確
認
お
よ
び
機
能
検
査
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

 

(
2
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
開
始
ま
で

に
、
炉
物
理
検
査
時
の
停
止
余

裕
を
解
析
に
よ
り
確
認
す
る
と

と
も
に
、
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
（
臨
界
に
な
る
ま
で

の
期
間
を
除
く
）
の
う
ち
最
も
制
御
棒
を
挿
入
し
た
状
態
に
お

い
て
、
１
回
、
停
止

余
裕
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
に
お
い
て
、

１
時
間
に
１
回
、
モ
ー
ド
２
の
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

(
2
)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
開
始
ま
で

に
、
炉
物
理
検
査
時
の
停
止
余

裕
を
解
析
に
よ
り
確
認
す
る
と

と
も
に
、
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
（
臨
界
に
な
る
ま
で

の
期
間
を
除
く
。
）
の
う
ち
最
も
制
御
棒
を
挿
入
し
た
状
態
に

お
い
て
、
１
回
、
停
止

余
裕
を
確
認
す
る
。

 

(
3
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時

に
お
い
て
、
１
時
間
に
１
回
、
モ
ー
ド
２
の
状
態
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
開
始
ま
で

に
、
炉
物
理
検
査
時
の
停
止
余

裕
を
解
析
に
よ
り
確
認
す
る
と

と
も
に
、
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
（
臨
界
に
な
る
ま
で

の
期
間
を
除
く
）
の
う
ち
最
も
制
御
棒
を
挿
入
し
た
状
態
に
お

い
て
、
１
回
、
停
止

余
裕
を
確
認
す
る
。

 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
に
お
い
て
、

１
時
間
に
１
回
、
モ
ー
ド
２
の
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
停
止

余
裕
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
当
直
課
長
に
通
知

す
る
。
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
の
通
知
を
受
け
た
場
合
、
ま
た
は
モ

ー
ド
１
の
状
態
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２
７
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

３
 
技
術
第
二
課
長
は
、
停
止

余
裕
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
発
電
第
二
課
当
直

課
長
に
通
知
す
る
。
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が
第

１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
の
通
知

を
受
け
た
場
合
、
又
は
モ
ー
ド
１
の
状
態
で
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
、
表

2
6
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
停
止

余
裕
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
当
直
課
長
に
通
知

す
る
。
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
の
通
知
を
受
け
た
場
合
、
ま
た
は
モ

ー
ド
１
の
状
態
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２
７
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。

 

 

 

※
１
：
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
と
は
、
燃
料
取
替
後
の
モ
ー

ド
２
（
起
動
時
）
の
開
始
か
ら
所
要
の
炉
物
理
検
査
を
終
了

す
る
ま
で
の
期
間
を
い
い
、
臨
界
検
査
、
減
速
材
温
度
係
数

測
定
検
査
、
零
出
力
時
出
力
分
布
測
定
検
査
、
制
御
棒
価
値

測
定
検
査
、
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
測
定
検
査
、
原
子
炉
停
止
余

裕
検
査
お
よ
び
最

小
停
止

余
裕
ボ
ロ
ン
濃
度
測
定
検
査
の

う
ち
必
要
事
項
を
実
施
す
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同

じ
）
。

 

 

※
１
：
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
と
は
、
燃
料
取
替
後
の
モ
ー

ド
２
（
起
動
時
）
の
開
始
か
ら
所
要
の
炉
物
理
検
査
を
終
了

す
る
ま
で
の
期
間
を
い
い
、
臨
界
検
査
、

減
速
材
温
度
係
数

測
定
検
査
、

零
出
力
時
出
力
分
布
測
定
検
査
、
制
御
棒
価
値

測
定
検
査
、
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
測
定
検
査
、
原
子
炉
停
止

余

裕
検
査
及
び
最

小
停
止

余
裕
ボ
ロ
ン
濃
度
測
定
検
査
の
う
ち

必
要
事
項
を
実
施
す
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
１
：
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
と
は
、
燃
料
取
替
後
の
モ
ー

ド
２
（
起
動
時
）
の
開
始
か
ら
所
要
の
炉
物
理
検
査
を
終
了

す
る
ま
で
の
期
間
を
い
い
、
臨
界
検
査
、
減
速
材
温
度
係
数

測
定
検
査
、
零
出
力
時
出
力
分

布
測
定
検
査
、
制
御
棒
価
値

測
定
検
査
、
臨
界
ボ
ロ
ン
濃
度
測
定
検
査
、
原
子
炉
停
止
余

裕
検
査
お
よ
び
最

小
停
止

余
裕
ボ
ロ
ン
濃
度
測
定
検
査
の

う
ち
必
要
事
項
を
実
施
す
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同

じ
）
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

表
２
７
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

停
止
余

裕
 

1
.6
 
%Δ

k/
k
 
以
上
で
あ
る
こ
と

 

 
 

表
2
6
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

停
止

余
裕

 
1
.6
％
Δ
k
/k
以
上
で
あ
る
こ
と
 

 

表
２
７
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

停
止
余

裕
 

1
.7

7
 %
Δ

k/
k
 以
上
で
あ
る
こ
と
 

 

 

表
２
７
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 停
止

余
裕
が
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
停
止
余

裕
が
運

転
上
の
制
限
を
満
足
す
る
よ
う

に
、

ほ
う

酸
に
よ
る
濃

縮
操
作

を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.
2 
第
２
２
条
（

減
速
材
温
度
係

数
）
、
第
２
３
条
（
制
御
棒
動
作

機
能
）
お
よ
び
第
２
４
条
（
制
御

棒
の
挿
入
限
界
）
の
適
用
を
開

始
す
る
。

 

１
時
間
 

B
.
 モ
ー
ド
１
の
状
態
で
あ

る
場
合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ

プ
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

速
や
か
に
 

 
 

表
2
6
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
停
止

余
裕
が
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
場
合
 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
停
止
余

裕
が
運
転
上
の
制
限
を
満
足
す
る

よ
う
に
、
ほ
う
酸
に
よ
る
濃
縮
操
作

を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2
 
第

2
1
条
(
減
速
材
温
度
係
数
）
、
第

22
条
（
制
御
棒
動
作
機
能
）
及
び
第

23
条
（
制
御
棒
の
挿
入
限
界
）
の
適

用
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    １
時
間
 

Ｂ
．
モ
ー
ド
１
の
状
態
で

あ
る
場
合
 

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉

ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

速
や
か
に
 

 
 

表
２
７
－
２

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
停
止

余
裕
が
運
転

上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合

 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
停
止
余

裕
が
運
転
上
の

制
限
を
満
足
す
る
よ
う
に
、
ほ
う
酸
に

よ
る
濃

縮
操
作
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

A
.2

 
第
２
２
条
（

減
速
材
温
度
係
数
）、
第

２
３
条
（
制
御
棒
動
作
機
能
）
お
よ
び

第
２
４
条
（
制
御
棒
の
挿
入
限
界
）
の

適
用
を
開
始
す
る
。
 

１
時
間
 

B
.
 
モ
ー
ド
１
の
状
態

で
あ
る
場
合
 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ

断
器
を
開
く
。
 

速
や
か
に

 

 

 

（
化
学
体

積
制
御
系
（

ほ
う
酸
濃

縮
機
能
）
）
 

第
 
２
８

 条
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
化
学
体

積
制
御
系

は
、
表
２
８
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
化
学
体
積
制
御
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

（
化
学
体

積
制
御
系
（

ほ
う
酸
濃

縮
機
能
）
）

 

第
2
7
条

 
モ
ー
ド
１
及
び
２
に
お
い
て
、
化
学
体

積
制
御
系
は
、

表
2
7
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 
化
学
体

積
制
御
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

（
化
学
体
積
制
御
系
（

ほ
う
酸
濃

縮
機
能
）
）
 

第
 
２
８

 条
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
化
学
体

積
制
御
系

は
、
表
２
８
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
化
学
体

積
制
御
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に

１
回
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
１
台
以
上
の
充
て

ん
／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
ま
た
は
充
て
ん
ポ
ン
プ
、
３
号
炉
お
よ

び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
１

台
以
上
の
充
て
ん

ポ
ン
プ
に
つ
い

て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
１
。

 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
及
び
２
に
お
い
て
、
１
か
月
に

１
回
、
１
台
以
上
の
充
て
ん
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１

回
、
１

台
以
上
の
充
て
ん

／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ

を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。

 

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に

１
回
、
１

台
以
上
の

ほ
う

酸
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
及
び
２
に
お
い
て
、
１
か
月

に
１
回
、
１

台
以
上
の
ほ
う

酸
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を

起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に

１
回
、
１

台
以
上
の

ほ
う

酸
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
ほ
う

酸
タ

ン
ク
の
ほ
う
素
濃
度
、
ほ
う
酸
水
量
お
よ
び

ほ
う

酸
水
温
度
を

表
２
８
－
２
で
定
め
る
頻
度
で
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
及
び
２
に
お
い
て
、

ほ
う

酸
タ
ン
ク
の
ほ
う
素
濃
度
、
ほ
う

酸
水
量
及
び

ほ
う
酸
水

温
度
を
表

2
7
－
２
で
定
め
る
頻
度
で
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
ほ
う

酸
タ

ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
、
ほ
う
酸
水
量
お
よ
び

ほ
う

酸
水
温
度
を

表
２
８
－
２
で
定
め
る
頻
度
で
確
認
す
る
。
 

 

(
4
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

緊
急

ほ
う

酸
注
入
ラ
イ
ン
補
給

弁
が
開

弁
で
き
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

(
4
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
緊
急

ほ
う
酸
注
入

弁

が
開
弁
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
緊
急

ほ
う

酸
注
入

弁
が
開

弁
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
化
学
体
積
制
御
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２
８
－
３
の

措
置
を
講
じ
る
。
こ
の
規
定
の
他
の
条
文
の
定
め
に
か
か
わ
ら

ず
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ

ン
プ
も
し
く
は
充
て
ん

ポ
ン
プ
お
よ
び
ほ
う

酸
ポ
ン
プ
１
系
統
、

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
充
て
ん

ポ
ン
プ
お
よ
び

ほ

う
酸

ポ
ン
プ
１
系
統
が
復

旧
す
る
ま
で
は
、
モ
ー
ド
３
か
ら
モ
ー

ド
４
へ
の
移
行
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
化
学
体

積
制
御
系
が
第
１
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

2
7
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
本
編
の
他
の
条
文
の
定
め
に
か
か
わ

ら
ず
、
充
て
ん

ポ
ン
プ
及
び

ほ
う

酸
ポ
ン
プ
１
系
統
が
復

旧
す
る

ま
で
は
、
モ
ー
ド
３
か
ら
モ
ー
ド
４
へ
の
移
行
を
行
っ
て
は
な
ら

な
い
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
化
学
体

積
制
御
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２
８
－
３
の

措
置
を
講
じ
る
。
こ
の
本
編
の
他
の
条
文
の
定
め
に
か
か
わ
ら

ず
、
充
て
ん

／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
お
よ
び

ほ
う

酸
ポ
ン
プ
１
系
統

が
復

旧
す
る
ま
で
は
、
モ
ー
ド
３
か
ら
モ
ー
ド
４
へ
の
移
行
を
行

っ
て
は
な
ら
な
い
。

 

 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
第
１
編
が
運
転

段
階
（
３
号
炉
）、
第
２
編
が

廃
止
措
置
段
階
（
１
、
２
号

炉
）
に
分
編
化
さ
れ
て
い

る
。
）
 

参考①-74



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

※
１
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
１
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

 

※
１
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

 

表
２
８
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

化
学
体

積
制
御
系
※
２
 

(
1
) 
ほ
う

酸
濃

縮
に
必
要
な
系
統
の
う
ち
、
１
系
統
以
上
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

(
2
) 
ほ
う

酸
タ
ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
、
ほ
う

酸
水
量
お
よ
び
ほ

う
酸
水
温
度
が
表
２
８
－
２
で
定
め
る
制
限
値
内
に
あ

る
こ
と

 
 

表
2
7
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

化
学
体

積
制
御
系
※
２
 

(
1)
ほ
う
酸
濃

縮
に
必
要
な
系
統
の
う
ち
、
１
系
統
以
上
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
ほ
う
酸
タ
ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
、
ほ
う

酸
水
量
及
び

ほ
う

酸
水
温
度
が
表

27
－
２
で
定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と
 

 

表
２
８
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

化
学
体

積
制
御
系
※
２
 

(
1)

 
ほ
う

酸
濃

縮
に
必
要
な
系
統
の
う
ち
、
１
系
統
以

上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
2)

 
ほ
う

酸
タ
ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
、

ほ
う

酸
水
量
お

よ
び

ほ
う

酸
水
温
度
が
表
２
８
－
２
で
定
め
る
制

限
値
内
に
あ
る
こ
と
 

 

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

ほ
う
酸

ポ
ン
プ
、
ほ
う
酸
タ
ン
ク

お
よ
び
充
て
ん
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
に
よ
る
充
て

ん
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
９
０
条
（
表
９
０
－
４
）
の
運

転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

※
２
：
充
て
ん

ポ
ン
プ
、
ほ
う

酸
ポ
ン
プ
、
ほ
う

酸
タ
ン
ク
及
び
緊

急
ほ
う

酸
注
入

弁
は
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

※
２
：
ほ
う

酸
ポ
ン
プ
、
ほ
う

酸
タ
ン
ク
、
緊
急
ほ
う

酸
注
入

弁
お

よ
び
充
て
ん
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
Ｃ
充

て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
充
て
ん
系
が
動
作
不
能
時

は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す

る
。

 

 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
緊
急
ほ
う

酸
注

入
弁
は
Ｓ
Ａ
設
備
。）

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
第
８
５
条
で
確

認
す
べ
き
充
て
ん
系
で
あ

る
、
Ｃ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
を
明

示
し
た
。
）

 

 表
２
８
－
２
 

項
 
目
 

制
 
限

 
値
 

確
認
頻
度
 

１
号
炉

 
２
号
炉
 

３
号
炉
お
よ
び
 

４
号
炉
 

ほ
う
素
濃
度

 
7
,0
00
 p
pm
  

以
上
 

7
,0
0
0
 p
pm
 
 

以
上

 

8
,3
0
0
 p
pm
  

以
上

 

１
ヶ
月
に
 

１
回
 

ほ
う

酸
水
量

 

（
有
効
水
量
）
 

7
5.
2
 m

3
 以
上

 
7
5.
8 
m
3  
以
上
 

6
2.
7
 m

3  
以
上

※
３
 

１
週
間
に
 

１
回
 

ほ
う

酸
水
温
度
 

1
8.
3
 ℃

 
以
上
 

1
8.
3
 
℃

 以
上
 

2
3.
5 
℃

 以
上
 

 

 表
2
7
－
２
 

項
 
目
 

制
 
限
 
値
 

確
認
頻
度
 

ほ
う
素
濃
度

 
7
,0

0
0p
p
m
以
上

 
１
か
月
に
１
回
 

ほ
う

酸
水
量

※
３
 

（
有
効
水
量
）
 

7
5
.2
ｍ
３
以
上
 

１
週
間
に
１
回
 

ほ
う

酸
水
温
度
 

1
8℃
以
上
 

 

 表
２
８
－
２

 

項
 
目

 
制

 
限
 
値
 

確
認
頻
度
 

ほ
う
素
濃
度
 

2
1
,0

00
 
p
pm

 以
上
 

１
ヶ
月
に
１
回

 

ほ
う
酸
水
量
 

（
有
効
水
量
）
 

1
7.
6
 
m
3  
以
上
※
３
 

１
週
間
に
１
回

 

ほ
う

酸
水
温
度
 

6
5℃

 
以
上
 

※
３
：
全
ほ
う

酸
タ
ン
ク
の
合
計
水
量
を
い
う
。

 

 

 

※
３
：
全

ほ
う
酸
タ
ン
ク
の
合
計
水
量
を
い
う
。

 

 

※
３
：
全

ほ
う

酸
タ
ン
ク
の
合
計
水
量
を
い
う
。

 

 

  

 

表
２
８
－
３
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉

に
つ
い
て
は
充
て
ん

／

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
お
よ

び
充
て
ん

ポ
ン
プ
全

台
、
３
号
炉
お
よ
び
４

号
炉
に
つ
い
て
は
充
て

ん
ポ
ン
プ
全

台
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
号
炉
お
よ
び
２

号
炉
に
つ
い
て
は
充
て
ん

／
高
圧

注
入
ポ
ン
プ
ま
た
は
充
て
ん

ポ
ン

プ
１
台
以
上
、
３
号
炉
お
よ
び
４

号
炉
に
つ
い
て
は
充
て
ん

ポ
ン
プ

１
台
以
上
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

B
.
 
ほ
う

酸
タ
ン
ク
の
ほ
う

酸
水
量
が
制
限
値
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、

ほ
う
酸
タ
ン
ク
の

ほ
う
酸
水
量
を
制
限
値
内
に
回
復

さ
せ
る
。

 

１
０
日

 

C
.
 
ほ
う

酸
タ
ン
ク
の
ほ
う

素
濃
度
が
制
限
値
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合

 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、

ほ
う
酸
タ
ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
を
制
限
値
内
に
回
復

さ
せ
る
。

 

１
０
日

 

D
.
 
ほ
う

酸
タ
ン
ク
の
ほ
う

D
.1
 
当
直
課
長
は
、

ほ
う
酸
タ
ン
ク
の

１
０
日

 

表
2
7
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
充
て
ん

ポ
ン
プ
全

台

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。

 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
充

て
ん

ポ
ン
プ
１

台
以
上
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

12
時
間

 

  速
や
か
に
 

Ｂ
．

ほ
う

酸
タ
ン
ク
の

ほ

う
酸
水
量
が
制
限
値

を
満
足
し
て
い
な
い

場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

ほ

う
酸
タ
ン
ク
の

ほ
う

酸
水
量
を

制
限
値
内
に
回
復
さ
せ
る
。
 

10
日

 

Ｃ
．

ほ
う

酸
タ
ン
ク
の

ほ

う
素
濃
度
が
制
限
値

を
満
足
し
て
い
な
い

場
合
 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

ほ

う
酸
タ
ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
を

制
限
値
内
に
回
復
さ
せ
る
。
 

10
日

 

Ｄ
．

ほ
う

酸
タ
ン
ク
の

ほ
D
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

ほ
10
日

 

表
２
８
－
３

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
全

台
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。

 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

A
.2

 当
直
課
長
は
、
充
て
ん
／
高
圧

注
入

ポ
ン
プ
１

台
以
上
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

B
.
 
ほ
う

酸
タ
ン
ク
の

ほ

う
酸
水
量
が
制
限
値

を
満
足
し
て
い
な
い

場
合
 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
ほ
う

酸
タ
ン
ク

の
ほ
う

酸
水
量
を
制
限
値
内

に
回
復
さ
せ
る
。

 

１
０
日
 

C
.
 
ほ
う

酸
タ
ン
ク
の

ほ

う
素
濃
度
が
制
限
値

を
満
足
し
て
い
な
い

場
合
 

C
.1

 当
直
課
長
は
、
ほ
う

酸
タ
ン
ク

の
ほ
う
素
濃
度
を
制
限
値
内

に
回
復
さ
せ
る
。

 

１
０
日
 

（
ほ
う

酸
注
入
タ

ン
ク
と

ほ
う

酸
水

を
循
環
し
て
い
る

タ
ン
ク
に
つ
い
て

           【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
来
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
ほ
う

酸
注
入
タ
ン
ク
の
有

参考①-75



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

酸
水
温
度
が
制
限
値
を

満
足
し
て
い
な
い
場
合
 

ほ
う
酸
水
温
度
を
制
限
値
内
に
回

復
さ
せ
る
。
 

E
.
 
条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ま
た

は
Ｄ
以
外
の
理

由
に
よ

り
化
学
体

積
制
御
系
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合
 

E
.1
 
当
直
課
長
は
、
化
学
体

積
制
御
系

１
系
統
以
上
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
。
 

１
０
日

 

F
.
 
条

件
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
ま
た

は
Ｅ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い

場
合

 

F.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

F
.2
 
当
直
課
長
は
、
化
学
体

積
制
御
系

１
系
統
以
上
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

 

う
酸
水
温
度
が
制
限

値
を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

う
酸
タ
ン
ク
の

ほ
う

酸
水
温
度

を
制
限
値
内
に
回
復
さ
せ
る
。
 

Ｅ
．
条
件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
又
は

Ｄ
以
外
の
理

由
に
よ

り
化
学
体

積
制
御
系

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

E
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
化

学
体

積
制
御
系
１
系
統
以
上
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

10
日

 

Ｆ
．
条
件
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
又
は

Ｅ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

F
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。

 

及
び
 

F
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
化

学
体

積
制
御
系
１
系
統
以
上
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

12
時
間

 

  速
や
か
に
 

  

 

は
、
第
５
５
条

（
ほ
う

酸
注
入
タ

ン
ク
）
を
参
照
の

こ
と
）
 

D
.
 
ほ
う

酸
タ
ン
ク
の

ほ

う
酸
水
温
度
が
制
限

値
を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

D
.1

 当
直
課
長
は
、
ほ
う

酸
タ
ン
ク

の
ほ
う

酸
水
温
度
を
制
限
値

内
に
回
復
さ
せ
る
。
 

１
０
日
 

E
.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ま
た

は
Ｄ
以
外
の
理

由
に

よ
り
化
学
体

積
制
御

系
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

E
.1

 当
直
課
長
は
、
化
学
体
積
制
御

系
１
系
統
以
上
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

１
０
日
 

F
.
 条

件
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
ま
た

は
Ｅ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

F
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。

 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

F
.2

 当
直
課
長
は
、
化
学
体
積
制
御

系
１
系
統
以
上
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

 

無
。
）
 

（
原
子
炉
熱
出
力
）
 

第
 
２
９

 条
 
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
原
子
炉
熱
出
力
※
１
は
、
表
２

９
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
熱
出
力
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
技
術
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
に
つ
い
て
運
転
管
理
目
標
を

定
め
、
発
電
室
長
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
１
に
お
い
て
、
１
時
間
に
１
回
、
原
子
炉
熱
出
力
の
瞬
時

値
※
２
お
よ
び
１
時
間
平
均
値
※
３
を
確
認
す
る
。
 

（
原
子
炉
熱
出
力
）
 

第
2
8
条

 
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
原
子
炉
熱
出
力
※
１
は
、
表

2
8
－

１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
 
原
子
炉
熱
出
力
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
 
技
術
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
に
つ
い
て
運
転
管
理

目
標
を
定
め
、
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
発
電

第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
１
時
間
に
１
回
、

原
子
炉
熱
出
力
の

瞬
時
値
※
２
及
び
１
時
間
平
均
値
※
３
を
確
認

す
る
。
 

（
原
子
炉
熱
出
力
）
 

第
 
２
９

 条
 
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
原
子
炉
熱
出
力
※
１
は
、
表
２

９
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
熱
出
力
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
技
術
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
に
つ
い
て
運
転
管
理
目
標
を

定
め
、
発
電
室
長
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
１
に
お
い
て
、
１
時
間
に
１
回
、
原
子
炉
熱
出
力
の
瞬
時

値
※
２
お
よ
び
１
時
間
平
均
値
※
３
を
確
認
す
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
※
４
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２
９
－
２
の

措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
が
第
１
項
で
定
め

る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
※
４
と
判
断
し
た
場
合
、
表

2
8
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
※
４
と
判
断
し
た
場
合
、
表
２
９
－

２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

 

※
１
：
本
条
に
お
け
る
原
子
炉
熱
出
力
と
は
、
蒸
気
発
生
器
熱
出
力

を
い
う
。

 

※
２
：
瞬
時
値
は
、
プ
ロ
セ
ス
計
算
機
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
１
分
値

を
い
う
。
た
だ
し
、
プ
ロ
セ
ス
計
算
機
の
故
障
等
に
よ
り
値

の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
出
力
領
域
中
性
子

束
計
装
の
指
示
計
ま
た
は
記
録
計
の
読
み
値
か
ら
換
算
し

た
値
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
３
：
１
時
間
平
均
値
は
、
プ
ロ
セ
ス
計
算
機
に
よ
り
算
出
さ
れ
る

当
該
１
時
間
の

瞬
時
値
の
平
均
値
を
い
う
。
た
だ
し
、
プ
ロ

セ
ス
計
算
機
の
故
障
等
に
よ
り
値
の
確
認
が
で
き
な
い
場

合
に
あ
っ
て
は
、
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
の
記
録
計
の
読

み
値
か
ら
換
算
し
た
値
を
い
う
。

 

※
４
：
定
期
的
な
機
器
の
切
替
や
原
子
炉
熱
出
力
の

ゆ
ら

ぎ
等
に
伴

い
発
生
す
る

瞬
時
値
の
逸

脱
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
１
：
本
条
に
お
け
る
原
子
炉
熱
出
力
と
は
、
蒸
気
発
生
器
熱
出
力

を
い
う
。

 

※
２
：
瞬
時
値
は
、
プ
ラ
ン
ト
計
算
機
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
１
分
値

を
い
う
。
た
だ
し
、
プ
ラ
ン
ト
計
算
機
の
故
障
等
に
よ
り
値

の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
出
力
領
域
中
性
子

束
計
装
の
指
示
計
又
は
記
録
計
の
読
み
値
か
ら
換
算
し
た
値

を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

※
３
：
１
時
間
平
均
値
は
、
プ
ラ
ン
ト
計
算
機
に
よ
り
算
出
さ
れ
る

当
該
１
時
間
の

瞬
時
値
の
平
均
値
を
い
う
。
た
だ
し
、
プ
ラ

ン
ト
計
算
機
の
故
障
等
に
よ
り
値
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合

に
あ
っ
て
は
、
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
の
記
録
計
の
読
み

値
か
ら
換
算
し
た
値
を
い
う
。

 

※
４
：
定
期
的
な
機
器
の
切
替
や
原
子
炉
熱
出
力
の

ゆ
ら

ぎ
等
に
伴

い
発
生
す
る

瞬
時
値
の

逸
脱
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
１
：
本
条
に
お
け
る
原
子
炉
熱
出
力
と
は
、
蒸
気
発
生
器
熱
出
力

を
い
う
。

 

※
２
：
瞬
時
値
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
総
合
管
理
計
算
機
に
よ
り
算
出
さ
れ

る
１
分
値
を
い
う
。
た
だ
し
、
ユ
ニ
ッ
ト
総
合
管
理
計
算
機

の
故
障
等
に
よ
り
値
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て

は
、
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
の
指
示
計
ま
た
は
記
録
計
の

読
み
値
か
ら
換
算
し
た
値
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て

同
じ
）
。

 

※
３
：
１
時
間
平
均
値
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
総
合
管
理
計
算
機
に
よ
り
算

出
さ
れ
る
当
該
１
時
間
の

瞬
時
値
の
平
均
値
を
い
う
。
た
だ

し
、

 ユ
ニ
ッ
ト
総
合
管
理
計
算
機
の
故
障
等
に
よ
り
値
の
確

認
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
出
力
領
域
中
性
子
束
計

装
の
記
録
計
の
読
み
値
か
ら
換
算
し
た
値
を
い
う
。

 

※
４
：
定
期
的
な
機
器
の
切
替
や
原
子
炉
熱
出
力
の

ゆ
ら

ぎ
等
に
伴

い
発
生
す
る

瞬
時
値
の

逸
脱
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

④
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｒ
に
伴
い

蒸
気
発
生
器
熱
出
力
の
算
出

は
、

ユ
ニ
ッ
ト
総
合
管
理
計

算
機
に
よ
り
行
う
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

 
 

て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 

表
２
９
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

原
子
炉
熱
出
力

 
3
,4
2
3 
M
W
t 
以
下
で
あ
る
こ
と

 

 
 

表
2
8
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
熱
出
力
 

3
,4
2
3
MW
t
以
下
で
あ
る
こ
と

 
 

表
２
９
－
１

 
項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

原
子
炉
熱
出
力
 

2
,4

4
0 
M
Wt

 以
下
で
あ
る
こ
と
 

 

 

表
２
９
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
原
子
炉
熱
出

力
が
運
転
上

の
制
限
を
満

足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
す

る
よ
う
に
原
子
炉
熱
出
力
を
下
げ
る
措
置

を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

 
 

表
2
8
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
原
子
炉
熱
出
力
が
運

転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合
 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
上

の
制
限
を
満
足
す
る
よ
う
に
原
子

炉
熱
出
力
を
下
げ
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

速
や
か
に
 

 

 
 

表
２
９
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
原
子
炉
熱
出

力
が
運
転
上

の
制
限
を
満

足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
す
る

よ
う
に
原
子
炉
熱
出
力
を
下
げ
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

 

 

（
熱
流
束
熱
水
路
係
数
（

Ｆ
Ｑ
(
Z
)
）
）

 

第
 
３
０

 条
 
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
Ｆ

Ｑ
(
Z
)
は
、
表
３
０
－
１
で

定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
Ｆ

Ｑ
(
Z
)
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
取
替
後
、
原
子
炉
熱
出
力
が

 
7
5
 %
 

を
超
え
る
前
ま
で
に
１
回
、
炉
内
出
力
分

布
測
定
を
行
い
、
Ｆ

Ｑ
(
Z
)
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
そ
の

後
、
原
子
燃
料
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１

回
、
炉
内
出
力
分

布
測
定
を
行
い
、

Ｆ
Ｑ
(
Z)
を
確
認
す
る
。

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
Ｆ

Ｑ
(
Z
)
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
３
０
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
当
直
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
に
通
知

す
る
。
通
知
を
受
け
た
当
直
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
同

表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

（
熱
流
束
熱
水
路
係
数
（
F
Q(
Z
)
）
）

 

第
2
9
条

 
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
F
Q
(
Z)
は
、
表

2
9
－
１
で
定
め
る

事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 

F
Q(
Z
)
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
燃
料
取
替
後
、
原
子
炉
熱
出
力
が

7
5
％

を
超
え
る
前
ま
で
に
１
回
、
炉
内
出
力
分

布
測
定
を
行
い
、

 

F
Q(
Z
)
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

そ
の
後
、
技
術
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
１
か
月

に
１
回
、
炉
内
出
力
分
布
測
定
を
行
い
、
F
Q(
Z
)を
確
認
す
る
。
 

３
 
技
術
第
二
課
長
は
、
F
Q(
Z
)
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

2
9
－
２
の
措
置
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
に

通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
発
電
第
二
課
当
直
課
長
及
び
保
修
第

二
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

（
熱
流
束
熱
水
路
係
数
（

Ｆ
Ｑ
(
Z
)
）
）

 

第
 
３
０

 条
 
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
Ｆ

Ｑ
(
Z
)
は
、
表
３
０
－
１
で

定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．

Ｆ
Ｑ
(
Z
)
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
取
替
後
、
原
子
炉
熱
出
力
が

 
7
5
 %
 

を
超
え
る
前
ま
で
に
１
回
、
炉
内
出
力
分

布
測
定
を
行
い
、
Ｆ

Ｑ

(
Z
)
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
そ
の
後
、

原
子
燃
料
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
炉

内
出
力
分
布
測
定
を
行
い
、

Ｆ
Ｑ
(
Z
)
を
確
認
す
る
。

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
Ｆ

Ｑ
(
Z
)
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
３
０
－
２
の
措

置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
当
直
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
に

通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
当
直
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長

は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

表
３
０
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

Ｆ
Ｑ
(
Z)
 

原
子
炉
熱
出
力
が

 
5
0 

%
 
を
超
え
る
場
合
、
 
2.
32
/
P※
１
×
K
(
Z)

 
※
２
 

以
下
で
あ
る
こ
と

 

原
子
炉
熱
出
力
が

 
50
 
%
 
以
下
の
場
合
、

 
4
.6
4
×
K
(Z
)
 
以
下
で
あ
る

こ
と
 

 
 

表
2
9
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

F
Q
(
Z)
 

(
1)
原
子
炉
熱
出
力
が

50
％
を
超
え
る
場
合
、
2.
3
2／

P
※
１
×

K(
Z
)

※
２
以
下
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
原
子
炉
熱
出
力
が

5
0
％
以
下
の
場
合
、

4
.6

4×
K(

Z
)
※
２
以
下

で
あ
る
こ
と

 

 
 

表
３
０
－
１

 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

Ｆ
Ｑ
(
Z
) 

原
子
炉
熱
出
力
が

 
5
0
 
%
 
を
超
え
る
場
合
、
 

2
.
2
5
/
P
※
１
×

K
(
Z
)
 ※
２
 
以
下
で
あ
る
こ
と
 

原
子
炉
熱
出
力
が

 
5
0
 
%
 
以
下
の
場
合
、
 

4
.
5
0
×

K
(
Z)
 
以
下
で
あ
る
こ
と

 
 

  

※
１
：

P
は
、
原
子
炉
熱
出
力
の
定
格
に
対
す
る
割
合
。
 

※
２
：
K
(
Z)
は
、
図
３
０
－
１
に
示
す
炉
心
高
さ

Z
に
依
存
す
る

Ｆ

Ｑ
制
限
係
数
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
１
：

P
は
、
原
子
炉
熱
出
力
の
定
格
に
対
す
る
割
合
 

※
２
：

K
(
Z
)
は
、
図

2
9
－
１
に
示
す
炉
心
高
さ

Z
に

依
存
す
る

F
Q

制
限
係
数

 

 

※
１
：

P
は
、
原
子
炉
熱
出
力
の
定
格
に
対
す
る
割
合
。
 

※
２
：

K
(
Z)
 
は
、
図
３
０
－
１
に
示
す
炉
心
高
さ

Z
に

依
存
す
る

Ｆ
Ｑ
制
限
係
数
。
 

 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
性
化

 

表
３
０
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
Ｆ

Ｑ
(
Z)
が

運
転
上
の
制

限
を
満
足
し

て
い
な
い
場

合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、

Ｆ
Ｑ
(Z
)
の
運
転
上
の
制
限
の

超
過
分
 
1
 
% 
あ
た
り
原
子
炉
熱
出
力
を
 
1 

% 

以
上
下
げ
る
。

 

お
よ
び

 

１
５
分
 

A
.2
 原
子
燃
料
課
長
は
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏

差
の
許
容
運
転
制
限
範
囲
を

Ｆ
Ｑ
(
Z
)
の
運
転

４
時
間
 

表
2
9
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．

F
Q
(Z

)
が
運
転
上

の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
場

合
 

A
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
F Q
(Z
)
の
運

転
上
の
制
限
の
超
過
分
１
％
当
た
り

原
子
炉
熱
出
力
を
１
％
以
上
下
げ
る
。
 

及
び
 

A
.
2 
保
修
第
二
課
長
は
、
軸
方
向
中
性
子
束

出
力
偏
差
の
許
容
運
転
制
限
範
囲
を

15
分

 

   ４
時
間
 

 

表
３
０
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
Ｆ

Ｑ
(
Z)
が

運
転
上
の

制
限
を
満

足
し
て
い

な
い
場
合

 

A
.1

 当
直
課
長
は
、

Ｆ
Ｑ
(Z

)の
運
転
上
の
制
限
の

超
過
分

 
1 

% 
あ
た
り
原
子
炉
熱
出
力
を
 

1
 %
 
以
上
下
げ
る
。
 

お
よ
び
 

１
５
分

 

A
.2

 
原
子
燃
料
課
長
は
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力

偏
差
の
許
容
運
転
制
限
範
囲
を
Ｆ

Ｑ
(
Z
)の
運

４
時
間

 

 

参考①-77



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19

.0
7.

31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19

.1
2.

09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

上
の
制
限
の
超
過
分
(%
)
だ
け
下
げ
、
そ
の
結

果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.3
 
計
装
保
修
課
長
は
、

Ｆ
Ｑ
(
Z)
の
運
転
上
の
制

限
の
超
過
分
 
1
 
%
 
あ
た
り
出
力
領
域
中
性
子

束
高
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
を

 
1 

% 
以
上
下
げ
、

そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

お
よ
び

 

８
時
間
 

A
.4
 
計
装
保
修
課
長
は
、

Ｆ
Ｑ
(
Z)
の
運
転
上
の
制

限
の
超
過
分
 
1
 
%
 
あ
た
り
過
大
出
力
Δ
Ｔ
高

ト
リ
ッ
プ
設
定
値
を

 1
 
%
 
以
上
下
げ
、
そ
の

結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

お
よ
び

 

７
２
時
間
 

A
.5
 原
子
燃
料
課
長
は
、
炉
内
出
力
分
布
測
定
を
行

い
、
Ｆ

Ｑ
(
Z)
お
よ
び

Ｆ
Ｎ
Δ

Ｈ
が
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果

を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

原
子
炉
熱
出

力
が
措
置

A
.
1
の
制
限

値
を
超
え
て

増
加
す
る
前
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

 
 

F
Q
(
Z
)
の
運
転
上
の
制
限
の
超
過
分

（
％
）
だ
け
下
げ
、
そ
の
結
果
を
発
電

第
二
課
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

及
び
 

A
.
3 
保
修
第
二
課
長
は
、
F Q
(
Z)
の
運
転
上
の

制
限
の
超
過
分
１
％
当
た
り
出
力
領

域
中
性
子
束
高

ﾄ
ﾘ
ｯ
ﾌ
ﾟ
設
定
値
を
１
％

以
上
下
げ
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課

当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

及
び
 

A
.
4 
保
修
第
二
課
長
は
、
F Q
(
Z)
の
運
転
上
の

制
限
の
超
過
分
１
％
当
た
り
過
大
出

力
Δ

Ｔ
高

ﾄ
ﾘ
ｯ
ﾌ
ﾟ
設
定
値
を
１
％
以
上

下
げ
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
当
直

課
長
に
通
知
す
る
。
 

及
び
 

A
.
5 
技
術
第
二
課
長
は
、
炉
内
出
力
分
布
測

定
を
行
い
、

F
Q
(Z

)及
び

FN
Δ
H
が
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
当

直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

    ８
時
間
 

     72
時
間
 

     原
子
炉
熱
出

力
が
措
置

A
.1
の
制
限

値
を
超
え
て

増
加
す
る
前
 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い

場
合
 

B
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
２

に
す
る
。

 

12
時
間
 

 

転
上
の
制
限
の
超
過
分

(%
)だ
け
下
げ
、
そ
の

結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3

 計
装
保
修
課
長
は
、
Ｆ

Ｑ
(
Z
)の
運
転
上
の
制

限
の
超
過
分

 
1
 
%
 
あ
た
り
出
力
領
域
中
性

子
束
高
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
を
 
1
 
%
 
以
上
下

げ
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

お
よ
び
 

８
時
間

 

A
.4

 計
装
保
修
課
長
は
、
Ｆ

Ｑ
(
Z
)の
運
転
上
の
制

限
の
超
過
分

 
1 

% 
あ
た
り
過
大
出
力

Δ
Ｔ

高
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
を

 1
 %
 以
上
下
げ
、
そ

の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

お
よ
び
 

７
２
時
間
 

A
.5

 
原
子
燃
料
課
長
は
、
炉
内
出
力
分
布
測
定
を

行
い
、
Ｆ

Ｑ
(
Z)
お
よ
び

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
が
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ

の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

原
子
炉
熱

出
力
が
措

置
A
.1
の
制

限
値
を
超

え
て

増
加

す
る
前

 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

 

図
３
０
－
１
 

  

図
2
9
－
１
 

 

   

図
３
０
－
１
 

              

 

（
核
的
エ
ン
タ
ル
ピ
上
昇
熱
水
路
係
数
（

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
）
）
 

第
 
３
１

 
条

 
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
は
、
表
３
１
－
１
で

定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

（
核
的
エ
ン
タ
ル
ピ
上
昇
熱
水
路
係
数
（

F
N
Δ

H）
）
 

第
3
0
条
 
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、

F
N Δ

H
は
、
表

30
－
１
で
定
め
る

事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

（
核
的
エ
ン
タ
ル
ピ
上
昇
熱
水
路
係
数
（

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
）
）

 

第
 
３
１

 
条
 
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
は
、
表
３
１
－
１
で

定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

 

２
．

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
取
替
後
、
原
子
炉
熱
出
力
が

 
7
5
 %
 

を
超
え
る
前
ま
で
に

1
回
、
炉
内
出
力
分

布
測
定
を
行
い
、
Ｆ

Ｎ
Δ

Ｈ
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
そ
の

後
、
原
子
燃
料
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１

回
、
炉
内
出
力
分

布
測
定
を
行
い
、

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
を
確
認
す
る
。
 

２
 

F
N Δ

H
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
燃
料
取
替
後
、
原
子
炉
熱
出
力
が

7
5
％

を
超
え
る
前
ま
で
に
１
回
、
炉
内
出
力
分

布
測
定
を
行
い
、
F
N

Δ
H
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
そ

の
後
、
技
術
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
１
か
月
に

１
回
、
炉
内
出
力
分
布
測
定
を
行
い
、

F
N Δ

H
を
確
認
す
る
。
 

２
．

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
取
替
後
、
原
子
炉
熱
出
力
が

 
7
5 

%
 

を
超
え
る
前
ま
で
に

1
回
、
炉
内
出
力
分

布
測
定
を
行
い
、
Ｆ

Ｎ
Δ

Ｈ
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
そ
の
後
、
原

子
燃
料
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
炉
内

出
力
分

布
測
定
を
行
い
、
Ｆ

Ｎ
Δ

Ｈ
を
確
認
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
３
１
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
当
直
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
に
通
知

す
る
。
通
知
を
受
け
た
当
直
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
同

表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
 
技
術
第
二
課
長
は
、

 
F
N Δ

H
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

3
0
－
２
の
措
置
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長

に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
発
電
第
二
課
当
直
課
長
及
び
保
修

第
二
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
３
１
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
当
直
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
に
通
知

す
る
。
通
知
を
受
け
た
当
直
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
同

表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

 

表
３
１
－
１
 

項
 

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
 

1
.6
4
(1

＋
0.
3
(1
－

P
※
１
))
 以
下
で
あ
る
こ
と
 

 

表
3
0
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

F
N
Δ
H
 

1
.6
0
(
1＋

0.
2
(1
－

P
※
１
))
以
下
で
あ
る
こ
と

 
 

表
３
１
－
１

 
項

 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
 

1
.6
0
(
1＋

0
.3

(1
－

P
※
１
))

 以
下
で
あ
る
こ
と
 

 

 

※
１
：

P
は
、
原
子
炉
熱
出
力
の
定
格
に
対
す
る
割
合
。
 

 

※
１
：

P
は
、
原
子
炉
熱
出
力
の
定
格
に
対
す
る
割
合
 

 

※
１
：

P
は
、
原
子
炉
熱
出
力
の
定
格
に
対
す
る
割
合
 

 

 

表
３
１
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
Ｆ

Ｎ
Δ

Ｈ
が
運

転
上
の
制
限

を
満
足
し
て

い
な
い
場
合

※
２
 

A
.1
.
1 
当
直
課
長
は
、
Ｆ

Ｎ
Δ
Ｈ
の
運
転
上
の
制

限
を
満
足
さ
せ
る
。
 

 
ま
た
は

 

４
時
間
 

当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
を
 5
0
 %
 以
下
に

下
げ
る
。

 

 
 
お
よ
び
 

４
時
間
 

計
装
保
修
課
長
は
、
出
力
領
域
中
性
子
束
高
ト
リ

ッ
プ
設
定
値
を
 
55
 %
 以
下
に
下
げ
、
そ
の
結

果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

８
時
間
 

A
.2
 原
子
燃
料
課
長
は
、
炉
内
出
力
分
布
測
定

を
行
い
、
Ｆ

Ｎ
Δ

Ｈ
お
よ
び
Ｆ

Ｑ
(
Z
)が
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す

る
。

 

お
よ
び
 

２
４
時
間
 

A
.3
 原
子
燃
料
課
長
は
、
所
定
の
出
力
以
上
に

上
昇
す
る
前
に
炉
内
出
力
分

布
測
定
を

行
い
、

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
お
よ
び

Ｆ
Ｑ
(Z
)
 
が
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す

る
※
３
。

 

原
子
炉
熱
出
力

が
 
50
 
% 
を
超

え
る
前
 

お
よ
び
 

原
子
炉
熱
出
力

が
 
75
 
% 
を
超

え
る
前
 

お
よ
び
 

原
子
炉
熱
出
力

が
 
95
 
% 
以
上

と
な
っ
た
後
の

２
４
時
間
以
内
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

 

表
3
0
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
F
N
Δ

H
が
運
転
上
の
制
限

を
満

 
足
し
て
い
な

い
場
合
※
２
 

 

A
.1
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

F
N

Δ
H
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足

さ
せ
る
。

 

 
又
は
 

A
.1
.
2
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

原
子
炉
熱
出
力
を

5
0
％
以

下
に
下
げ
る
。
 

 
 
及
び
 

A
.1
.
2
.2
 
保
修
第
二
課
長
は
、
出
力
領

域
中
性
子
束
高
ト
リ
ッ
プ

設
定
値
を

5
5
％
以
下
に
下

げ
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二

課
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

及
び
 

A
.2
 
技
術
第
二
課
長
は
、
炉
内
出
力
分

布
測
定
を
行
い
、
F
N
Δ
H
及
び

F
Q(
Z)

が
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果

を
発
電
第
二
課
当
直
課
長
に
通

知
す
る
。
 

及
び
 

A
.3
 
技
術
第
二
課
長
は
、
所
定
の
出
力

以
上
に
上
昇
す
る
前
に
炉
内
出

力
分
布
測
定
を
行
い
、
FN

Δ
H
及
び

F
Q
(Z

)
が
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の

結
果
を
発
電
第
二
課
当
直
課
長

に
通
知
す
る
※
３
。
 

４
時
間
 

   ４
時
間
 

   ８
時
間
 

     24
時
間

 

      原
子
炉
熱
出

力
が

5
0％
を

超
え
る
前
 

及
び
 

原
子
炉
熱
出

力
が

7
5％
を

超
え
る
前
 

及
び
 

原
子
炉
熱
出

力
が

9
5％
以

上
と
な
っ
た

後
の

24
時
間

以
内
 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
２
に
す
る
。

 

12
時
間

 

 

表
３
１
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
Ｆ

Ｎ
Δ

Ｈ
が
運

転
上
の
制
限

を
満
足
し
て

い
な
い
場
合

※
２
 

A
.1
.
1 
当
直
課
長
は
、

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
の
運
転
上
の
制

限
を
満
足
さ
せ
る
。
 

ま
た
は

 

４
時
間
 

A
.1

.2
.1

 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
を

 

5
0 
%
 
以
下
に
下
げ
る
。

 

お
よ
び
 

４
時
間
 

A
.1

.2
.2

 
計
装
保
修
課
長
は
、
出
力
領
域
中
性

子
束
高
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
を
 
55

 
% 

以
下
に
下
げ
、
そ
の
結
果
を
当
直
課

長
に
通
知
す
る
。
 

お
よ
び
 

８
時
間
 

A
.2

 
原
子
燃
料
課
長
は
、
炉
内
出
力
分
布
測
定

を
行
い
、

Ｆ
Ｎ
Δ

Ｈ
お
よ
び

Ｆ
Ｑ
(Z
)
が
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。 

お
よ
び
 

２
４
時
間
 

A
.3

 
原
子
燃
料
課
長
は
、
所
定
の
出
力
以
上
に

上
昇
す
る
前
に
炉
内
出
力
分
布
測
定
を
行

い
、
Ｆ

Ｎ
Δ
Ｈ
お
よ
び
Ｆ

Ｑ
(Z

)
 が
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
※
３
。
 

原
子
炉
熱
出

力
が

 5
0
 %

 

を
超
え
る
前
 

お
よ
び
 

原
子
炉
熱
出

力
が

 
7
5
 
%
 

を
超
え
る
前
 

お
よ
び
 

原
子
炉
熱
出

力
が

 
9
5
 
%
 

以
上
と
な
っ

た
後
の
２
４

時
間
以
内
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
２
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

 

 

※
２
：
条

件
Ａ
に

至
っ
た
場
合
は
、

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
が
制
限
値
内
に
回
復
し

て
も
、
A
.
3
の
措
置
を
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

※
３
：
本
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
、
原
子
炉
熱
出
力
を
下
げ
る
必

※
２
：
条

件
Ａ
に

至
っ
た
場
合
は
、

F
N Δ

H
が
制
限
値
内
に
回
復
し
て

も
、

A
.
3
の
措
置
を
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

※
３
：
本
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
、
原
子
炉
熱
出
力
を
下
げ
る
必

※
２
：
条

件
Ａ
に

至
っ
た
場
合
は
、

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
が
制
限
値
内
に
回
復
し

て
も
、

A
.3
の
措
置
を
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

※
３
：
本
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
、
原
子
炉
熱
出
力
を
下
げ
る
必
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

要
は
な
い
。
 

 

要
は
な
い
。

 

 

要
は
な
い
。
 

 

（
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
）

 

第
 
３
２

 条
 
モ
ー
ド
１
（
原
子
炉
熱
出
力
が

 1
5
 
%
 を
超
え
る
）

に
お
い
て
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
は
、
表
３
２
－
１
で
定

め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す

る
。

 

（
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
）

 

第
3
1
条

 
モ
ー
ド
１
（
原
子
炉
熱
出
力
が

1
5％
を
超
え
る
）
に
お

い
て
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
は
表

3
1
－
１
で
定
め
る
事
項

を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施

す
る
。
 

（
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
）
 

第
 
３
２

 条
 
モ
ー
ド
１
（
原
子
炉
熱
出
力
が

 1
5
 
%
 を
超
え
る
）

に
お
い
て
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
は
、
表
３
２
－
１
で
定

め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す

る
。

 

 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
目
標
範

囲
お
よ
び
許
容
運
転
制
限
範
囲
を
定
め
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
た
上
で
、
所
長
の
承
認
を
得
て
、
発
電
室
長
に
通

知
す
る
。
 

(
1
)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
目
標
範

囲
及
び
許
容
運
転
制
限
範
囲
を
定
め
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の

確
認
を
得
た
上
で
、
所
長
の
承
認
を
得
て
、
発
電
第
二
課
長
に

通
知
す
る
。
 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
目
標
範

囲
お
よ
び
許
容
運
転
制
限
範
囲
を
定
め
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
た
上
で
、
所
長
の
承
認
を
得
て
、
発
電
室
長
に
通

知
す
る
。
 

 

(
2
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
（
原
子
炉
熱
出
力
が
 
1
5
 
%
 

を
超
え
る
）
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
実
測
に
よ
る
出
力

領
域
の
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
目
標
値
の
評
価
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
た
だ
し
、
燃
料
取
替
終

了
後
、
実
測
に
よ
る
評
価
を
行
う
ま
で
は
、
解
析
に
よ
る
目
標

値
の
評
価
で
代
替
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
2
)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
（
原
子
炉
熱
出
力
が

1
5
％

を
超
え
る
）
に
お
い
て
、
１
か
月
に
１
回
、
実
測
に
よ
る
出
力

領
域
の
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
目
標
値
の
評
価
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
た
だ
し
、
燃
料
取

替
終
了
後
、
実
測
に
よ
る
評
価
を
行
う
ま
で
は
、
解
析
に
よ
る

目
標
値
の
評
価
で
代
替
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(
2
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
（
原
子
炉
熱
出
力
が
 
1
5
 
%
 

を
超
え
る
）
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
実
測
に
よ
る
出
力

領
域
の
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
目
標
値
の
評
価
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
た
だ
し
、
燃
料
取
替
終

了
後
、
実
測
に
よ
る
評
価
を
行
う
ま
で
は
、
解
析
に
よ
る
目
標

値
の
評
価
で
代
替
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
（
原
子
炉
熱
出
力
が
 
1
5
 %
 
を
超

え
る
）
に
お
い
て
、

1
週
間
に
１
回
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力

偏
差
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
制

限
値
超
過
を
検
知
す
る
警
報
ま
た
は
軸
方
向
中
性
子
束
出
力

偏
差
の
異
常
を
検
知
す
る
警
報
が
動
作
不
能
な
場
合
、
原
子
炉

熱
出
力
が

 9
0
 %
 
以
上
の
時
は
１
５
分
に
１
回
、

 
9
0
 %
 未
満

の
時
は

1
時
間
に
１
回
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
を
確
認

す
る
。
 

(
3
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
（
原
子
炉
熱
出
力
が

1
5
％
を
超
え
る
）
に
お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、
軸
方
向
中
性

子
束
出
力
偏
差
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
軸
方
向
中
性
子
束
出

力
偏
差
制
限
値
超
過
を
検
知
す
る
警
報
又
は
軸
方
向
中
性
子

束
出
力
偏
差
の
異
常
を
検
知
す
る
警
報
が
動
作
不
能
な
場
合
、

原
子
炉
熱
出
力
が

9
0
％
以
上
の
時
は

1
5
分
に
１
回
、
90
％
未

満
の
時
は
１
時
間
に
１
回
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
を
確

認
す
る
。

 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
（
原
子
炉
熱
出
力
が

 
1
5
 %
 
を
超

え
る
）
に
お
い
て
、

1
週
間
に
１
回
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力

偏
差
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
制

限
値
超
過
を
検
知
す
る
警
報
ま
た
は
軸
方
向
中
性
子
束
出
力

偏
差
の
異
常
を
検
知
す
る
警
報
が
動
作
不
能
な
場
合
、
原
子
炉

熱
出
力
が

 9
0
 %
 
以
上
の
時
は
１
５
分
に
１
回
、

 
9
0
 %
 未
満

の
時
は

1
時
間
に
１
回
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
を
確
認

す
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
第
１
項
で
定
め

る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
３

２
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
第

１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し

た
場
合
、
表

3
1
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
第
１
項
で
定
め

る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
３

２
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

 

表
３
２
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
 

(
1
) 
原
子
炉
熱
出
力
が

 
50
 %
 以
上
の
場
合
、
目
標
範

囲
内
に
あ
る
こ
と
※
１
※
２
※
３
 

(
2
) 
原
子
炉
熱
出
力
が

 
15
 %
 を
超
え
 
50
 %
 未
満
の

場
合
、
許
容
運
転
制
限
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
 

 

表
3
1
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
 

(
1)
原
子
炉
熱
出
力
が

5
0％
以
上
の
場
合
、
目
標
範
囲

内
に
あ
る
こ
と
※
１
※
２
※
３
 

(
2)
原
子
炉
熱
出
力
が

1
5
％
を
超
え

50
％
未
満
の
場

合
、
許
容
運
転
制
限
範
囲
内
に
あ
る
こ
と

 
 

表
３
２
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
 

(
1
)
 
原
子
炉
熱
出
力
が
 
50

 
%
 
以
上
の
場
合
、
目
標
範

囲
内
に
あ
る
こ
と
※
１
※
２
※
３
 

(
2
) 
原
子
炉
熱
出
力
が
 
1
5 

% 
を
超
え
 
50

 
%
 
未
満
の

場
合
、
許
容
運
転
制
限
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
 

 

 

※
１
：
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
許
容
運
転
制
限
範
囲
内
に
あ

り
、
過
去
２
４
時
間
の

累
積
ペ
ナ
ル
テ
ィ

逸
脱
時
間
（
原
子

炉
熱
出
力

 
5
0
 
%
 
以
上

 
9
0
 
%
 
未
満
に
お
け
る
許
容
運
転

制
限
範
囲
内
で
の
目
標
範
囲
逸

脱
の
実
時
間
と
、
 
5
0
 %
 
未

満
に
お
け
る
目
標
範
囲
逸

脱
の
実
時
間
を

1
/
2
と
し
て
合
計

し
た
時
間
）
が
１
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
、
原
子
炉
熱
出
力

 

9
0
 
%
 
未
満
に
お
け
る
目
標
範
囲

逸
脱
は
許
容
さ
れ
る
。
 

※
２
：
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
許
容
運
転
制
限
範
囲
内
に
あ

る
限
り
、
炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正
期
間
中
に
お
け
る
延
べ

※
１
：
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
許
容
運
転
制
限
範
囲
内
に
あ

り
、
過
去

2
4
時
間
の

累
積
ペ
ナ
ル
テ
ィ

逸
脱
時
間
（
原
子
炉

熱
出
力

5
0
％
以
上

9
0
％
未
満
に
お
け
る
許
容
運
転
制
限
範

囲
内
で
の
目
標
範
囲

逸
脱
の
実
時
間
と
、

5
0
％
未
満
に
お
け

る
目
標
範
囲

逸
脱
の
実
時
間
を

1
/
2
と
し
て
合
計
し
た
時

間
）
が
１
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
、
原
子
炉
熱
出
力

9
0
％
未
満

に
お
け
る
目
標
範
囲

逸
脱
は
許
容
さ
れ
る
。

 

※
２
：
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
許
容
運
転
制
限
範
囲
内
に
あ

る
限
り
、
炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正
期
間
中
に
お
け
る
延
べ

※
１
：
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
許
容
運
転
制
限
範
囲
内
に
あ

り
、
過
去
２
４
時
間
の

累
積
ペ
ナ
ル
テ
ィ

逸
脱
時
間
（
原
子

炉
熱
出
力

 
5
0
 
%
 
以
上

 
9
0 

%
 
未
満
に
お
け
る
許
容
運
転

制
限
範
囲
内
で
の
目
標
範
囲
逸

脱
の
実
時
間
と
、
 
5
0
 %
 
未

満
に
お
け
る
目
標
範
囲

逸
脱
の
実
時
間
を

1
/
2
と
し
て
合
計

し
た
時
間
）
が
１
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
、
原
子
炉
熱
出
力

 

9
0
 
%
 
未
満
に
お
け
る
目
標
範
囲
逸

脱
は
許
容
さ
れ
る
。
 

※
２
：
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
許
容
運
転
制
限
範
囲
内
に
あ

る
限
り
、
炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正
期
間
中
に
お
け
る
延
べ

 

参考①-80



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

１
６
時
間
ま
で
の
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
目
標
範

囲
逸

脱
は
許
容
さ
れ
る
。
 

※
３
：
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
許
容
運
転
制
限
範
囲
内
に
あ

る
限
り
、
原
子
炉
熱
出
力
を

 
1
5
 %
 以
下
に
下
げ
る
た
め
の

操
作
中
に
お
け
る
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
目
標
範

囲
逸

脱
は
許
容
さ
れ
る
。
 

 

1
6
時
間
ま
で
の
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
目
標
範
囲

逸
脱
は
許
容
さ
れ
る
。
 

※
３
：
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
許
容
運
転
制
限
範
囲
内
に
あ

る
限
り
、
原
子
炉
熱
出
力
を

1
5
％
以
下
に
下
げ
る
た
め
の
操

作
中
に
お
け
る
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
目
標
範
囲

逸

脱
は
許
容
さ
れ
る
。

 

 

１
６
時
間
ま
で
の
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
目
標
範

囲
逸

脱
は
許
容
さ
れ
る
。

 

※
３
：
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
許
容
運
転
制
限
範
囲
内
に
あ

る
限
り
、
原
子
炉
熱
出
力
を

 
1
5
 %
 以
下
に
下
げ
る
た
め
の

操
作
中
に
お
け
る
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
目
標
範

囲
逸

脱
は
許
容
さ
れ
る
。

 

表
３
２
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
原
子
炉
熱
出
力
 
9
0 

% 
以

上
に
お
い
て
、
軸
方
向
中
性

子
束
出
力
偏
差
が
目
標
範

囲
内
に
な
い
場
合
※
４
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
軸
方
向
中
性
子

束
出
力
偏
差
を
目
標
範
囲
内

に
回
復
さ
せ
る
。
 

１
５
分
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力

を
 9
0
 %
 未
満
に
下
げ
る
。
 

１
５
分
 

C
.
 原
子
炉
熱
出
力
が

 5
0 
% 
以

上
 9

0
 %

 未
満
に
お
い
て
、

過
去
２
４
時
間
の

累
積
ペ

ナ
ル
テ
ィ

逸
脱
時
間
が
１

時
間
を
超
え
る
場
合
、
ま
た

は
軸
方
向
中
性
子
束
出
力

偏
差
が
許
容
運
転
制
限
範

囲
内
に
な
い
場
合
※
５
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力

を
 
5
0
 
%
 
未
満
に
下
げ
る
※

６
。

 

３
０
分
 

D
.
 
原
子
炉
熱
出
力
 
5
0 

% 
未

満
に
お
い
て
、
軸
方
向
中
性

子
束
出
力
偏
差
が
許
容
運

転
制
限
範
囲
内
に
な
い
場

合
 

D
.1
 
当
直
課
長
は
、
軸
方
向
中
性
子

束
出
力
偏
差
を
許
容
運
転
制

限
範
囲
内
に
回
復
さ
せ
る
。
 

３
０
分
 

E
.
 
条

件
Ｃ
ま
た
は
Ｄ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

E
.1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力

を
 
1
5
 
%
 
以
下
に
下
げ
る
※

６
。

 

９
時
間
 

 

表
3
1
－
２
 条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
原
子
炉
熱
出
力

90
％
以
上
に

お
い
て
、
軸
方
向
中
性
子
束
出

力
偏
差
が
目
標
範
囲
内
に
な

い
場
合
※
４
 

A
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏

差
を
目
標
範
囲
内
に
回
復

さ
せ
る
。

 

15
分
 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

原
子
炉
熱
出
力
を

9
0
％
未

満
に
下
げ
る
。
 

15
分
 

Ｃ
．
原
子
炉
熱
出
力
が

5
0％
以
上

9
0％
未
満
に
お
い
て
、過
去

24

時
間
の

累
積
ペ
ナ
ル
テ
ィ

逸

脱
時
間
が
１
時
間
を
超
え
る

場
合
又
は
軸
方
向
中
性
子
束

出
力
偏
差
が
許
容
運
転
制
限

範
囲
内
に
な
い
場
合
※
５
 

C
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

原
子
炉
熱
出
力
を

5
0
％
未

満
に
下
げ
る
※
６
。
 

30
分
 

Ｄ
．
原
子
炉
熱
出
力

50
％
未
満
に

お
い
て
、
軸
方
向
中
性
子
束
出

力
偏
差
が
許
容
運
転
制
限
範

囲
に
な
い
場
合

 

D
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏

差
を
許
容
運
転
制
限
範
囲

内
に
回
復
さ
せ
る
。
 

30
分
 

Ｅ
．
条

件
Ｃ
又
は
Ｄ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
い

場
合
 

E
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

原
子
炉
熱
出
力
を

1
5
％
以

下
に
下
げ
る
※
６
。
 

９
時
間

 

 

表
３
２
－
２

 
条

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
原
子
炉
熱
出
力
 
90

 
%
 
以
上

に
お
い
て
、
軸
方
向
中
性
子

束
出
力
偏
差
が
目
標
範
囲
内

に
な
い
場
合
※
４
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
軸
方
向
中
性
子

束
出
力
偏
差
を
目
標
範
囲
内

に
回
復
さ
せ
る
。

 

１
５
分

 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力

を
 9

0
 %

 未
満
に
下
げ
る
。
 

１
５
分

 

C
.
 
原
子
炉
熱
出
力
が

 
5
0
 
%
 
以

上
 
9
0
 
%
 
未
満
に
お
い
て
、

過
去
２
４
時
間
の

累
積
ペ
ナ

ル
テ
ィ

逸
脱
時
間
が
１
時
間

を
超
え
る
場
合
、
ま
た
は
軸

方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が

許
容
運
転
制
限
範
囲
内
に
な

い
場
合
※
５
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力

を
 5

0
 %

 未
満
に
下
げ
る
※
６
。
 

３
０
分

 

D
.
 
原
子
炉
熱
出
力
 
50

 
%
 
未
満

に
お
い
て
、
軸
方
向
中
性
子

束
出
力
偏
差
が
許
容
運
転
制

限
範
囲
内
に
な
い
場
合

 

D
.1
 
当
直
課
長
は
、
軸
方
向
中
性
子

束
出
力
偏
差
を
許
容
運
転
制

限
範
囲
内
に
回
復
さ
せ
る
。
 

３
０
分

 

E
.
 
条

件
Ｃ
ま
た
は
Ｄ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

E
.1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力

を
 1

5
 %

 以
下
に
下
げ
る
※
６
。
 

９
時
間

 

 

 

※
４
：
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
目
標
範
囲
内
に
な
い
場
合
と

は
、
動
作
可
能
な
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
２
チ
ャ
ン
ネ
ル

以
上
が
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
目
標
範
囲
内
に
な

い
場
合
を
い
う
。

 

※
５
：
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
許
容
運
転
制
限
範
囲
内
に
な

い
場
合
と
は
、
動
作
可
能
な
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
２
チ

ャ
ン
ネ
ル
以
上
が
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
許
容
運

転
制
限
範
囲
内
に
な
い
場
合
を
い
う
。
 

※
６
：
条

件
Ｃ
ま
た
は

Ｅ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
出
力
降
下
中
に
お

い
て
、
当
該
条

件
に
あ
て
は
ま
ら
な
く
な
っ
た
場
合
に
お
い

て
も
、
そ
の
出
力
降
下
を
完
了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

※
４
：
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
目
標
範
囲
内
に
な
い
場
合
と

は
、
動
作
可
能
な
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
２
チ
ャ
ン
ネ
ル

以
上
が
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
目
標
範
囲
内
に
な
い

場
合
を
い
う
。
 

※
５
：
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
許
容
運
転
制
限
範
囲
内
に
な

い
場
合
と
は
、
動
作
可
能
な
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
２
チ

ャ
ン
ネ
ル
以
上
が
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
許
容
運
転

制
限
範
囲
内
に
な
い
場
合
を
い
う
。

 

※
６
：
条

件
Ｃ
又
は
Ｅ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
出
力
降
下
中
に
お
い

て
、
当
該
条

件
に
あ
て
は
ま
ら
な
く
な
っ
た
場
合
に
お
い
て

も
、
そ
の
出
力
降
下
を
完
了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

※
４
：
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
目
標
範
囲
内
に
な
い
場
合
と

は
、
動
作
可
能
な
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
２
チ
ャ
ン
ネ
ル

以
上
が
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
目
標
範
囲
内
に
な

い
場
合
を
い
う
。

 

※
５
：
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
が
許
容
運
転
制
限
範
囲
内
に
な

い
場
合
と
は
、
動
作
可
能
な
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
２
チ

ャ
ン
ネ
ル
以
上
が
軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差
の
許
容
運

転
制
限
範
囲
内
に
な
い
場
合
を
い
う
。
 

※
６
：
条

件
Ｃ
ま
た
は

Ｅ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
出
力
降
下
中
に
お

い
て
、
当
該
条

件
に
あ
て
は
ま
ら
な
く
な
っ
た
場
合
に
お
い

て
も
、
そ
の
出
力
降
下
を
完
了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

 

（
1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
）
 

第
 
３
３

 条
 
モ
ー
ド
１
（
原
子
炉
熱
出
力
が

 5
0
 
%
 を
超
え
る
）

に
お
い
て
、
1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
は
、
表
３
３
－
１
で
定
め
る
事

項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

（
1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
）
 

第
3
2
条

 
モ
ー
ド
１
（
原
子
炉
熱
出
力
が

5
0％
を
超
え
る
）
に
お

い
て
、
1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
は
、
表

3
2
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運

転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

（
1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
）
 

第
 
３
３

 条
 
モ
ー
ド
１
（
原
子
炉
熱
出
力
が

 5
0
 
%
 を
超
え
る
）

に
お
い
て
、

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
は
、
表
３
３
－
１
で
定
め
る
事

項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

 

参考①-81



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
（
原
子
炉
熱
出
力
が
 
5
0
 %
 
を
超

え
る
）
に
お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、

1/
4
炉
心
出
力
偏
差
を

確
認
す
る
。
 

た
だ
し
、
出
力
領
域
上
部
中
性
子
束
偏
差
大
を
検
知
す
る
警

報
ま
た
は
出
力
領
域
下
部
中
性
子
束
偏
差
大
を
検
知
す
る
警

報
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
、
１
２
時
間
に
１
回
、

1
/
4
炉
心

出
力
偏
差
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
か

ら
の

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
へ
の
入
力
が
動
作
不
能
な
場
合
、
以

下
に
よ
り

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
を
確
認
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
（
原
子
炉
熱
出
力
が

5
0
％
を
超
え
る
）
に
お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、
1
/4
炉
心
出

力
偏
差
を
確
認
す
る
。
 

た
だ
し
、
出
力
領
域
上
部
中
性
子
束
偏
差
大
を
検
知
す
る
警

報
又
は
出
力
領
域
下
部
中
性
子
束
偏
差
大
を
検
知
す
る
警
報

が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
、
1
2
時
間
に
１
回
、
1
/
4
炉
心
出
力

偏
差
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
か
ら
の

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
へ
の
入
力
が
動
作
不
能
な
場
合
、
以
下
に

よ
り

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
を
確
認
す
る
。

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
（
原
子
炉
熱
出
力
が

 
5
0
 %
 
を
超

え
る
）
に
お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
を

確
認
す
る
。

 

た
だ
し
、
出
力
領
域
上
部
中
性
子
束
偏
差
大
を
検
知
す
る
警

報
ま
た
は
出
力
領
域
下
部
中
性
子
束
偏
差
大
を
検
知
す
る
警

報
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
、
１
２
時
間
に
１
回
、

1
/
4
炉
心

出
力
偏
差
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
か

ら
の

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
へ
の
入
力
が
動
作
不
能
な
場
合
、
以

下
に
よ
り

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
を
確
認
す
る
。

 

 

(
a
)
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
が

 
7
5
 %
 
未
満
で
、
出
力

領
域
中
性
子
束
計
装
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
の

1
/
4
炉
心
出
力

偏
差
へ
の
入
力
が
動
作
不
能
な
場
合
、
１
週
間
に
１
回
、
残

り
の
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
計
算
結
果
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

ア
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
が

7
5
％
未

満
で
、
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
の

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
へ
の
入
力
が
動
作
不
能
な
場
合
、
１
週

間
に
１
回
、
残
り
の
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
計
算
結
果
に
よ

り
確
認
す
る
。
 

(
a
)
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
が
 
7
5
 %
 
未
満
で
、
出
力

領
域
中
性
子
束
計
装
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
の

1
/
4
炉
心
出
力

偏
差
へ
の
入
力
が
動
作
不
能
な
場
合
、
１
週
間
に
１
回
、
残

り
の
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
計
算
結
果
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

(
b
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
が
 
7
5
 
%
 
未
満
で
、

出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
か
ら
の

1
/
4

炉
心
出
力
偏
差
へ
の
入
力
が
動
作
不
能
な
場
合
、
１
週
間
に

１
回
、
炉
内
出
力
分
布
測
定
結
果
に
よ
り
確
認
し
、
そ
の
結

果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

イ
 
技
術
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
が

7
5％
未
満
で
、
出

力
領
域
中
性
子
束
計
装
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
か
ら
の

1
/
4

炉
心
出
力
偏
差
へ
の
入
力
が
動
作
不
能
な
場
合
、
１
週
間
に

１
回
、
炉
内
出
力
分
布
測
定
結
果
に
よ
り
確
認
し
、
そ
の
結

果
を
発
電
第
二
課
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

(
b
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
が

 
7
5
 
%
 
未
満
で
、

出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
か
ら
の

1
/
4

炉
心
出
力
偏
差
へ
の
入
力
が
動
作
不
能
な
場
合
、
１
週
間
に

１
回
、
炉
内
出
力
分

布
測
定
結
果
に
よ
り
確
認
し
、
そ
の
結

果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

 

(
c
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
が
 
7
5
 
%
 
以
上
で
、

出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
か
ら
の

1
/
4

炉
心
出
力
偏
差
へ
の
入
力
が
動
作
不
能
な
場
合
、
１
２
時
間

に
１
回
、
炉
内
出
力
分

布
測
定
結
果
に
よ
り
確
認
し
、
そ
の

結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

ウ
 
技
術
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
が

7
5％
以
上
で
、
出

力
領
域
中
性
子
束
計
装
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
か
ら
の

1
/
4

炉
心
出
力
偏
差
へ
の
入
力
が
動
作
不
能
な
場
合
、

12
時
間

に
１
回
、
炉
内
出
力
分
布
測
定
結
果
に
よ
り
確
認
し
、
そ
の

結
果
を
発
電
第
二
課
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

(
c
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
が

 
7
5
 
%
 
以
上
で
、

出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
か
ら
の

1
/
4

炉
心
出
力
偏
差
へ
の
入
力
が
動
作
不
能
な
場
合
、
１
２
時
間

に
１
回
、
炉
内
出
力
分

布
測
定
結
果
に
よ
り
確
認
し
、
そ
の

結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
３
３
－
２

の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
計
装
保
修

課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
計
装

保
修
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
が
第
１
項
で

定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、

表
3
2
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
技
術
第
二
課
長
及
び
保

修
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
技
術
第
二
課
長
及
び

保
修
第
二
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
３
３
－
２

の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
計
装
保
修

課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
計
装

保
修
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 

表
３
３
－
１
 項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

1
/4
炉
心
出
力
偏
差
 

1
.0
2
 以
下
で
あ
る
こ
と
 

 
 

表
3
2
―
１
 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
 

1
.0

2
以
下
で
あ
る
こ
と
 

 
 

表
３
３
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

1
/4
炉
心
出
力
偏
差
 

1
.
02

 以
下
で
あ
る
こ
と
 

 

 

表
３
３
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 1
/4
炉
心
出

力
偏
差
が

運
転
上
の

制
限
を
満

足
し
て
い

な
い
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、

1
/4
炉
心
出
力
偏
差
の

 

1
.
00
 
か
ら
の
超
過
分
 
1 

% 
あ
た
り
、
原

子
炉
熱
出
力
を
 
10
0 

%
 
か
ら
 
3 

% 
以
上

下
げ
る
。
 

お
よ
び
 

２
時
間
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
1/
4
炉
心
出
力
偏
差
を
確
認

し
、
A.
1
措
置
後
の
状
態
か
ら
さ
ら
に

増
加

す
る
傾
向
に
あ
る
場
合
は
、
再
度

A.
1
の

措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

そ
の
後
の
１
２

時
間
に

1
回
 

A
.
3 
原
子
燃
料
課
長
は
、
炉
内
出
力
分
布
測
定

を
行
い
、
Ｆ

Ｑ
(
Z)
お
よ
び

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
が
運
転

２
４
時
間
 

そ
の
後
の
１
週

表
3
2
－
２
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
1/

4
炉
心
出

力
偏

 
差
が

運
転
上
の
制

限
を
満
足
し

て
い
な
い
場

合
 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
1
/4
炉
心
出

力
偏
差
の

1.
00
か
ら
の
超
過
分
１
％

当
た
り
、
原
子
炉
熱
出
力
を

10
0
％
か
ら

３
％
以
上
下
げ
る
。

 

及
び
 

A
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
1
/4
炉
心
出

力
偏
差
を
確
認
し
、
A.

1
措
置
後
の
状
態

か
ら
更
に

増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
場
合

は
、
再
度

A
.1
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

及
び
 

A
.3

 
技
術
第
二
課
長
は
、
炉
内
出
力
分

布
測

定
を
行
い
、
F Q
(
Z)
及
び

F
N
Δ

H
が
運
転
上

２
時
間
 

    12
時
間
 

そ
の
後
の

12
時

間
に
１
回
 

  24
時
間
 

そ
の
後
の
１
週

表
３
３
－
２

 
条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 1
/4
炉
心
出

力
偏
差
が

運
転
上
の

制
限
を
満

足
し
て
い

な
い
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、

1
/4
炉
心
出
力
偏
差
の

 

1
.0
0
 
か
ら
の
超
過
分

 
1
 
% 
あ
た
り
、
原

子
炉
熱
出
力
を

 
10

0 
% 
か
ら
 
3
 
% 
以
上

下
げ
る
。
 

お
よ
び
 

２
時
間
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、

1/
4
炉
心
出
力
偏
差
を
確

認
し
、
A.

1
措
置
後
の
状
態
か
ら
さ
ら
に

増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
場
合
は
、再
度

A.
1
の

措
置
を
講
じ
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

そ
の
後
の
１
２

時
間
に

1
回

 

A
.3
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
炉
内
出
力
分
布
測
定

を
行
い
、
Ｆ

Ｑ
(
Z)
お
よ
び
Ｆ

Ｎ
Δ

Ｈ
が
運
転

２
４
時
間
 

そ
の
後
の
１
週
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す

る
。
 

お
よ
び
 

間
に
１
回
 

A
.
4 
原
子
燃
料
課
長
は
、
安
全
解
析
の
再
評
価

を
行
い
、
そ
の
結
果
が
運
転
期
間
を
通
じ

て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結

果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

お
よ
び
 

原
子
炉
熱
出
力

が
A
.
1
の
措
置

で
制
限
さ
れ
る

値
を
超
え
る
前
 

A
.
5 
計
装
保
修
課
長
は
、
1/
4
炉
心
出
力
偏
差
を

な
く
す
よ
う
に
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装

を
調
整
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通

知
す
る
※
１
。
 

 お
よ
び
 

原
子
炉
熱
出
力

が
A
.
1
の
措
置

で
制
限
さ
れ
る

値
を
超
え
る
前
 

A
.
6 
原
子
燃
料
課
長
は
、
炉
内
出
力
分

布
測
定

を
行
い
、

Ｆ
Ｑ
(Z
)
お
よ
び

Ｆ
Ｎ

Δ
Ｈ
が
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
※

２
。

 

原
子
炉
熱
出
力

 

1
00
 
% 
到
達
後

の
 

２
４
時
間
以
内
 

ま
た
は
 

原
子
炉
熱
出
力

が
A
.
1
の
措
置

で
制
限
さ
れ
る

値
を
超
え
た
後

の
４
８
時
間
以

内
の
い
ず
れ
か

早
い
方
 

表
３
３
－
２
（
続
き
）

 
条

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

B
.
 
条

件
A
の

措
置
を
完

了
時
間
内

に
達
成
で

き
な
い
場

合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
を

 
5
0 

%
 

以
下
に
下
げ
る
。
 

４
時
間

 

 

の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
当
直
課

長
に
通
知
す
る
。

 

及
び
 

A
.4

 
技
術
第
二
課
長
は
、
安
全
解
析
の
再
評

価
を
行
い
、
そ
の
結
果
が
運
転
期
間
を

通
じ
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
当
直
課
長
に

通
知
す
る
。
 

及
び
 

A
.5
 
保
修
第
二
課
長
は
、
1/

4
炉
心
出
力
偏
差

を
な
く
す
よ
う
に
出
力
領
域
中
性
子
束

計
装
を
調
整
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第

二
課
当
直
課
長
に
通
知
す
る
※
１
。
 

及
び
 

A
.6

 
技
術
第
二
課
長
は
、
炉
内
出
力
分

布
測

定
を
行
い
、
F Q
(
Z)
及
び

F
N
Δ

H
が
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
当
直
課

長
に
通
知
す
る
※
２
。

 

間
に
１
回
 

   原
子
炉
熱
出
力

が
A.

1
の
措
置
で

制
限
さ
れ
る
値

を
超
え
る
前
 

  原
子
炉
熱
出
力

が
A.

1
の
措
置
で

制
限
さ
れ
る
値

を
超
え
る
前
 

 原
子
炉
熱
出
力

1
00
％
到
達
後
の

24
時
間
以
内
 

又
は
 

原
子
炉
熱
出
力

が
A.

1
の
措
置
で

制
限
さ
れ
る
値

を
超
え
た
後
の

4
8
時
間
以
内
の

い
ず
れ
か

早
い

方
 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱

出
力
を

50
％
以
下
に
下
げ
る
。

 

４
時
間
 

 

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す

る
。
 

お
よ
び
 

間
に
１
回
 

A
.4
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
安
全
解
析
の
再
評
価

を
行
い
、
そ
の
結
果
が
運
転
期
間
を
通
じ

て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結

果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

お
よ
び
 

原
子
炉
熱
出
力

が
A.
1
の
措
置

で
制
限
さ
れ
る

値
を
超
え
る
前
 

A
.5
 
計
装
保
修
課
長
は
、
1/

4
炉
心
出
力
偏
差

を
な
く
す
よ
う
に
出
力
領
域
中
性
子
束
計

装
を
調
整
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に

通
知
す
る
※
１
。

 

 お
よ
び
 

原
子
炉
熱
出
力

が
A.
1
の
措
置

で
制
限
さ
れ
る

値
を
超
え
る
前
 

A
.6
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
炉
内
出
力
分
布
測
定

を
行
い
、

Ｆ
Ｑ
(Z

)
お
よ
び

Ｆ
Ｎ
Δ

Ｈ
が
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
※

２
。

 

原
子
炉
熱
出
力

 

1
00

 %
 到
達
後

の
 

２
４
時
間
以
内
 

ま
た
は
 

原
子
炉
熱
出
力

が
A.
1
の
措
置

で
制
限
さ
れ
る

値
を
超
え
た
後

の
４
８
時
間
以

内
の
い
ず
れ
か

早
い
方
 

表
３
３
－
２
（
続
き
）

 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

B
.
 条

件
A
の
措

置
を
完
了

時
間
内
に

達
成
で
き

な
い
場
合
 

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
を
 
5
0
 
%
 

以
下
に
下
げ
る
。

 

４
時
間
 

 

※
１
：
A
.
5
の
措
置
は
、
A
.
4
の
措
置
が
完
了
後
に
実
施
す
る
こ
と
。
 

※
２
：
条

件
A
に

至
っ
た
場
合
は
、

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
が
制
限
値

内
に
回
復
し
て
も
、

A
.
6
の
措
置
を
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

 

※
１
：
A
.
5
の
措
置
は
、
A
.
4
の
措
置
が
完
了
後
に
実
施
す
る
こ
と
。
 

※
２
：
条

件
Ａ
に

至
っ
た
場
合
は
、

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
が
制
限
値

内
に
回
復
し
て
も
、

A
.
6
の
措
置
を
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

 

※
１
：
A
.
5
の
措
置
は
、
A
.4
の
措
置
が
完
了
後
に
実
施
す
る
こ
と
。 

※
２
：
条
件

A
に

至
っ
た
場
合
は
、

1
/
4
炉
心
出
力
偏
差
が
制
限
値

内
に
回
復
し
て
も
、

A
.
6
の
措
置
を
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

 

 

（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
 

第
 
３
４

 条
 
次
の
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
は
、
表
３
４
－
１
で
定

め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

(
1
)
 
原
子
炉
保
護
系
計
装
 

(
2
)
 
工
学
的
安
全
施
設
等
作
動
計
装

 

(
3
)
 
事
故
時
監
視
計
装
 

(
4
)
 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
起
動
計
装

 

(
5
)
 
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
計
装

 

(
6
)
 
中
央
制
御
室
外
原
子
炉
停
止
装
置

 

（
計
測
及
び
制
御
設
備
）
 

第
3
3
条

 
次
の
計
測
及
び
制
御
設
備
は
、
表

33
－
１
で
定
め
る
事

項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

(
1
)
 
原
子
炉
保
護
系
計
装

 

(
2
)
 
工
学
的
安
全
施
設
等
作
動
計
装

 

(
3
)
 
事
故
時
監
視
計
装
 

(
4
)
 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
起
動
計
装

 

(
5
)
 
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系
計
装
 

(
6
)
 
中
央
制
御
室
外
原
子
炉
停
止
装
置
 

（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
 

第
 
３
４

 条
 
次
の
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
は
、
表
３
４
－
１
で
定

め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

(
1
)
 
原
子
炉
保
護
系
計
装
 

(
2
)
 
工
学
的
安
全
施
設
等
作
動
計
装

 

(
3
)
 
事
故
時
監
視
計
装
 

(
4
)
 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
起
動
計
装

 

(
5
)
 
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
計
装

 

(
6
)
 
中
央
制
御
室
外
原
子
炉
停
止
装
置

 

 

２
．
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
、
発
電
室
長
、
当
直
課
長
、
電
気
保
修
課
長

２
 
計
測
及
び
制
御
設
備
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
技
術
第
二
課
長
、
発
電
第
二
課
長
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長

２
．
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
、
発
電
室
長
、
当
直
課
長
、
電
気
保
修
課
長

 

参考①-83



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
表
３
４
－
２
か
ら
表
３
４
－
７
に

定
め
る
確
認
事
項
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
原
子
燃
料
課
長
、
電

気
保
修
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
そ
の
結
果
を
発
電
室

長
ま
た
は
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
計
測
お
よ
び
制
御
設
備

が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判

断
し
た
場
合
、
表
３
４
－
２
か
ら
表
３
４
－
７
の
措
置
を
講
じ
る

と
と
も
に
必
要
に
応
じ
関
係
各
課
（
室
）
長
へ
通
知
す
る
。
通
知

を
受
け
た
関
係
各
課
（
室
）
長
は
、
同
表
に
定
め
る
措
置
を
講
じ

る
。

 

 

及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
表

3
3
－
２
か
ら
表

33
－
７
に
定
め

る
確
認
事
項
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
技
術
第
二
課
長
及
び
保
修

第
二
課
長
は
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
又
は
発
電
第
二
課

当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
計
測
及
び
制

御
設
備
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な

い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

3
3
－
２
か
ら
表

3
3
－
７
の
措
置
を
講

じ
る
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
関
係
各
第
二
課
長
へ
通
知
す
る
。
通

知
を
受
け
た
関
係
各
第
二
課
長
は
、
同
表
に
定
め
る
措
置
を
講
じ

る
。

 

 

お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
表
３
４
－
２
か
ら
表
３
４
－
７
に

定
め
る
確
認
事
項
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
原
子
燃
料
課
長
、
電

気
保
修
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
そ
の
結
果
を
発
電
室

長
ま
た
は
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
計
測
お
よ
び
制
御
設
備

が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判

断
し
た
場
合
、
表
３
４
－
２
か
ら
表
３
４
－
７
の
措
置
を
講
じ
る

と
と
も
に
必
要
に
応
じ
関
係
各
課
（
室
）
長
へ
通
知
す
る
。
通
知

を
受
け
た
関
係
各
課
（
室
）
長
は
、
同
表
に
定
め
る
措
置
を
講
じ

る
。

 

 

表
３
４
―
１
 
項

 
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

第
１
項
で
定
め
る
計
測
お
よ
び
制
御
設
備

 

表
３
４
－
２
か
ら
表
３
４
－
７
に
定
め

る
所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
、
系
統
数
お
よ
び

機
能
が
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
モ
ー
ド
に
お

い
て
動
作
可
能
※
１
で
あ
る
こ
と

 
 

表
3
3
－
１
 項

 
 

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

第
１
項
で
定
め
る
計
測
及
び
制
御
設
備

 
表

33
－
２
か
ら
表

33
－
７
に
定
め
る
所
要

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
、
系
統
数
及
び
機
能
が
そ
れ

ぞ
れ
の
適
用
モ
ー
ド
に
お
い
て
動
作
可
能
※

１
で
あ
る
こ
と

 
 

表
３
４
―
１

 
項
 

 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

第
１
項
で
定
め
る
計
測

 

お
よ
び
制
御
設
備
 

表
３
４
－
２
か
ら
表
３
４
－
７
に
定
め
る
所
要
チ
ャ
ン

ネ
ル
数
、
系
統
数
お
よ
び
機
能
が
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
モ

ー
ド
に
お
い
て
動
作
可
能
※
１
で
あ
る
こ
と
 

 

 

※
１
：
本
条
に
お
け
る
動
作
可
能
と
は
、
当
該
計
測
お
よ
び
制
御
設

備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
が
達
成
さ
れ
て
い
る
場
合
を

い
う
。
ま
た
、
本
条
に
お
け
る
動
作
不
能
と
は
、
特
に
定
め

の
あ
る
場
合
を
除
き
、
点
検
・
修
理
の
た
め
に
当
該
チ
ャ
ン

ネ
ル
も
し
く
は
論
理
回
路
を
バ
イ

パ
ス
す
る
場
合
ま
た
は

不
動
作
の
場
合
を
い
う
。
動
作
信
号
を
出
力
さ
せ
て
い
る
状

態
ま
た
は
誤
動
作
に
よ
り
動
作
信
号
を
出
力
し
て
い
る
状

態
は
動
作
可
能
と
み
な
す
。
 

 

※
１
：
本
条
に
お
け
る
動
作
可
能
と
は
、
当
該
計
測
及
び
制
御
設
備

に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
が
達
成
さ
れ
て
い
る
状
態
を
い

う
。
ま
た
、
本
条
に
お
け
る
動
作
不
能
と
は
、
特
に
定
め
の

あ
る
場
合
を
除
き
、
点
検
・
修
理
の
た
め
に
当
該
チ
ャ
ン
ネ

ル
若
し
く
は
論
理
回
路
を
バ
イ

パ
ス
す
る
場
合
又
は
不
動

作
の
場
合
を
い
う
。
動
作
信
号
を
出
力
さ
せ
て
い
る
状
態
又

は
誤
動
作
に
よ
り
動
作
信
号
を
出
力
し
て
い
る
状
態
は
動

作
可
能
と
み
な
す
。
 

 

※
１
：
本
条
に
お
け
る
動
作
可
能
と
は
、
当
該
計
測
お
よ
び
制
御
設

備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
が
達
成
さ
れ
て
い
る
場
合
を

い
う
。
ま
た
、
本
条
に
お
け
る
動
作
不
能
と
は
、
特
に
定
め

の
あ
る
場
合
を
除
き
、
点
検
・
修
理
の
た
め
に
当
該
チ
ャ
ン

ネ
ル
も
し
く
は
論
理
回
路
を
バ
イ

パ
ス
す
る
場
合
ま
た
は

不
動
作
の
場
合
を
い
う
。
動
作
信
号
を
出
力
さ
せ
て
い
る
状

態
ま
た
は
誤
動
作
に
よ
り
動
作
信
号
を
出
力
し
て
い
る
状

態
は
動
作
可
能
と
み
な
す
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
表
３
４
－
２

 
原
子
炉
保
護
系
計
装

 
【
凡

 
例
】
 

(
a
)
 
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
が

閉
じ
、
制
御
棒
の
引
き
抜
き
が
行
え
る
場
合

 
 

(
b
)
 
Ｐ
－
１
０
（
出
力
領
域
中
性
子
束
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
未
満

 
 
(
c
) 
Ｐ
－
６
（
中
間
領
域
中
性
子
束
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
以
上

 
 

(
d
)
 
Ｐ
－
６
（
中
間
領
域
中
性
子
束
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
未
満

 
 

(
e
)
 原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
が
開
放
さ
れ
て
い
る
場
合

 
 

(
f
) 
Ｐ
－
７
（
低
出
力
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ブ
ロ
ッ
ク
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
以
上

 
 

(
g
)
 
Ｐ
－
８
（
出
力
領
域
中
性
子
束
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
以
上

 
 
(
h
)
 Ｐ
－
７
（
低

出
力
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ブ
ロ
ッ
ク
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
以
上
と
Ｐ
－
８
（
出
力
領
域
中
性
子
束
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
未
満

 
 

(
i
)
 
Ｐ
－
１
３
（
タ
ー
ビ
ン
低
出
力
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ブ
ロ
ッ
ク
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
以
上
 

 
(
j
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
移
動

中
で
な
い
場
合

 
 

(
k
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
移
動
中
の
場
合

 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

機
 
能

 
設
定
値
 

適
 
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．

 
原
子
炉
保
護
系
論
理
回
路
※
１

６
 

－
 

モ
ー
ド
１

 

お
よ
び
２

 

４
系
統

 
A
.
 
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系

統
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の

う
え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ
イ

パ

ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

６
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す

る
。
 

残
り
の
系
統
が
動
作
可

能
な
状
態
に
お
い
て

は
、
検
査
の
た
め
の
バ

イ
パ
ス
を
２
時
間
に
限

り
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回

（
交
互
に
２
系

統
ず
つ
）
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し

ゃ
断
器
１
系
統
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

１
時
間
 

C
.
 
条

件
A
ま
た
は

B
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合

 

C
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す

る
。
 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長
 

 

－
 

モ
ー
ド
 

３
(
a
)
、
４

(
a
)

お
よ
び
５

(a
)
 

４
系
統

 
A
.
 
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系

統
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の

う
え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ
イ

パ

ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

４
８
時
間
 

B
.
 
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し

ゃ
断
器
１
系
統
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

４
８
時
間
 

C
.
 
条

件
A
ま
た
は

B
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合

 

C
.
1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断

器
を
開
く
。

 

１
時
間
 

２
．

 
手
動
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
※
１
７
 

－
 

モ
ー
ド
１

 

お
よ
び
２

 

２
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

４
８
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す

る
。
 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長
 

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

お
よ
び
 

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断

器
を
開
く
。

 

１
３
時
間
 

モ
ー
ド
 

３
(
a
)
、
４

(
a
)

お
よ
び
５

(a
)
 

２
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

４
８
時
間
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断

器
を
開
く
。

 

１
時
間
 

※
１
６
：
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
け
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。

 

※
１
７
：
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
け
る
手
動
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
に
必
要
な
設
備
（
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
）
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

表
3
3
－
２
 
原
子
炉
保
護
系
計
装

 

【
凡
例
】
 

(
a
)
 
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
が
閉
じ
、
制
御
棒
の
引
抜
き
が
行
え
る
場
合

 
 

(
b
)
 
Ｐ
－

1
0（
出
力
領
域
中
性
子
束
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
未
満

 
 

(c
)
 
Ｐ
－
６
（
中
間
領
域
中
性
子
束
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
以
上

 
 
(
d
)
 
Ｐ
－
６
（
中
間
領
域
中
性
子
束
）
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
ク
未
満

 
 

(
e
) 
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
が
開
放
さ
れ
て
い
る
場
合

 
 
(f
)
 
Ｐ
－
７
（
低
出
力
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ブ
ロ
ッ
ク
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
以
上

 
 
(
g
)
 
Ｐ
－
８
（
出
力
領
域
中
性
子
束
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
以
上
 

 
(
h
)
 
Ｐ
－
７
（
低
出
力

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ブ
ロ
ッ
ク
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
以
上
と
Ｐ
－
８
（
出
力
領
域
中
性
子
束
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
未
満
 

 
(
i
)
 
Ｐ
－
1
3（
タ
ー
ビ
ン
低
出
力
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ブ
ロ
ッ
ク
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
以
上
 
 

(j
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
移
動
中
で
な

い
場
合

 
 

(
k
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
移
動
中
の
場
合

 

機
 

 
 
能
 

設
 
定
 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 
所
要
チ
ャ
ン
ネ
 

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２

 
確
認
事
項
 

３
号
炉
 
４
号
炉

 
条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
原
子
炉
保
護
系
論
理
回
路
※
３
 

－
 

モ
ー
ド
１
及
び

２
 

４
系
統
 

A
.
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系
統

が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
※
４
の

う
え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ
イ

パ

ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
｡ 

６
時
間

 

 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 

残
り
の
系
統
が
動
作
可
能

な
状
態
に
お
い
て
は
、
検
査

の
た
め
の
バ
イ

パ
ス
を
２

時
間
に
限
り
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

 

 

１
か
月
に
１
回

 

（
交
互
に
２
系

統
ず
つ
）
 

保
修
第
二
課
長
 

B
.
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し

ゃ
断
器
１
系
統
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

１
時
間

 

  
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

C
.
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

C
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

1
2
時
間
 

  

モ
ー
ド
３

(
a
)
、

４
(
a
)
及
び
 

５
(
a
)
 

４
系
統
 

A
.
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系
統

が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う

え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ
イ

パ
ス

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
｡ 

4
8
時
間
 

 

B
.
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し

ゃ
断
器
１
系
統
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

4
8
時
間
 

C
.
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

C
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ

ッ
プ
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

１
時
間

 

   

※
２
：
特
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
３
：
モ
ー
ド
１
及
び
２
に
お
け
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。

 

※
４
：
「
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
」
と
は
、
定
期
検
査
時
の
記
録
確
認
及
び
運
転
中
に
作
業
を
実
施
し
た
場
合
は
、
そ
の
復

旧
状
態
の
確
認
を
行
う
こ
と
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
３
４
－
２

 
原
子
炉
保
護
系
計
装
 

【
凡
 
例
】

 

(
a
)
 
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
が

閉
じ
、
制
御
棒
の
引
き
抜
き
が
行
え
る
場
合

 

(
b
)
 
Ｐ
－
１
０
（
出
力
領
域
中
性
子
束
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
未
満

 

(
c
)
 
Ｐ
－
６
（
中
間
領
域
中
性
子
束
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
以
上
 

(
d
)
 
Ｐ
－
６
（
中
間
領
域
中
性
子
束
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
未
満
 

(
e
)
 
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
が
開
放
さ
れ
て
い
る
場
合

 

(
f
)
 
Ｐ
－
７
（
低
出
力
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ブ
ロ
ッ
ク
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
以
上
 

(
g
)
 
Ｐ
－
８
（
出
力
領
域
中
性
子
束
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
以
上
 

(
h
)
 
Ｐ
－
７
（
低
出
力
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ブ
ロ
ッ
ク
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
以
上
と
Ｐ
－
８
（
出
力
領
域
中
性
子
束
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
未
満

 

(
i
)
 
Ｐ
－
１
３
（
タ
ー
ビ
ン
低
出
力
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ブ
ロ
ッ
ク
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
以
上

 

(
j
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
移
動
中
で
な
い
場
合

 

(
k
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
移
動
中
の
場
合
 

機
 
能

 
設
定
値

 
適
用
モ
ー
ド
 
所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度

 
担
 
当
 

１
．
原
子
炉
保
護
系
論
理
回
路
※
３
 

－
 

  

モ
ー
ド
１
 

お
よ
び
２
 

２
系
統
 

A
.
 
１
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系

統
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
※

４
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ

イ
パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

残
り
の
系
統
が
動
作
可
能

な
状
態
に
お
い
て
は
、
検

査
の
た
め
の
バ
イ

パ
ス
を

２
時
間
に
限
り
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

 

 

１
ヶ
月
に
１
回
（
交

互
に
１
系
統
ず
つ
）
 

計
装
保
修
課
長

 

B
.
 
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ

し
ゃ
断
器
１
系
統

が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

B
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系

統
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認

の
う
え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ
イ

パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

１
時
間
 

C
.
 
条
件

A
ま
た
は

B

の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

C
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

－
 

  

モ
ー
ド

 

３
(
a
)
、
４
(
a
) 

お
よ
び
５

(a
) 

２
系
統
 

A
.
 
１
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系

統
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認

の
う
え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ
イ

パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

４
８
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

B
.
 
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ

し
ゃ
断
器
１
系
統

が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

B
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系

統
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認

の
う
え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ
イ

パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

４
８
時
間
 

C
.
 
条
件

A
ま
た
は

B

の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

C
.
1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断

器
を
開
く
。
 

１
時
間
 

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
の
差

異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
の
差

異
 

（
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
が
、

大
飯
・
玄
海
：
２

台
/
１
系
統

／
美

浜
：
１

台
/
１
系
統
で
あ
る
た
め
、

ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
１
系
統
動
作

不
能
時
の
措
置
に
た
だ
し
書
き
を

記
載
す
る
。）

 

 

参考①-85



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
7
.5
認
可
）

 

   

～
ペ
ー
ジ
調
整
～

 

 

機
 

 
 
能
 

設
 
定
 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 
所
要
チ
ャ
ン
ネ

 

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

３
号
炉
 
４
号
炉
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

２
．
手
動
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
※
５
 

－
 

 
モ
ー
ド
１
及
び

２
 

２
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

4
8
時
間
 

 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ

ッ
プ
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

1
2
時
間
 

  

1
3
時
間
 

モ
ー
ド
３

(
a
)
、

４
(
a
)
及
び
 

５
(
a
) 

２
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

4
8
時
間
 

 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ

ッ
プ
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

１
時
間
 

  

※
５
：
モ
ー
ド
１
及
び
２
に
お
け
る
手
動
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

機
 
能

 
設
定
値

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項

 

条
 
件

 
措

 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
目
 

頻
 
度

 
担
 
当
 

２
．
手
動
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
※
５
 

－
 

  

モ
ー
ド
１

 

お
よ
び
２

 

２
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

４
８
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

お
よ
び
 

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断

器
を
開
く
。

 

１
３
時
間
 

モ
ー
ド

 

３
(
a
)
、
４

(
a
) 

お
よ
び
５

(a
)
 

２
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

４
８
時
間
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断

器
を
開
く
。

 

１
時
間

 

※
２
：
特
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
毎
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 
※
３
：
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
け
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。

 
※
４
：
「
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
」
と
は
、
定
期
検
査
時
の
記
録
確
認
お
よ
び
運
転
中
に
作
業
を
実
施
し
た
場
合
は
そ
の
復

旧
状
態
の
確
認
を
行
う
こ
と
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 
※
５
：
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
け
る
手
動
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
に
必
要
な
設
備
（
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
）
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る

「
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
」

を
「
手
動
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
」
を

達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
と

し
て
明
確
に
す
る
。）

 

 

 

参考①-86



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
7
.5
認
可
）

 
２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
（
続
き
）
 

機
 
能

 
設
定
値

 
適

 
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン

ネ
ル
・
系
統

数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間

 
項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

３
．

 
出
力
領
域

中
性
子
束

高
 

高
設
定

 
定
格
出
力
の

 
 

1
1
1
 
%
 
以
下

 

モ
ー
ド
１
 

お
よ
び
２
 

４
※
４
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し

た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
５
。

 

６
時
間
 

原
子
炉
熱
出
力
と
出
力

領
域
中
性
子
束
計
装
の

指
示
値
と
の
差
が

 ±

2
 
%
 
を
超
え
る
場
合

は
、
出
力
領
域
中
性
子

束
計
装
の
指
示
値
を
校

正
す
る
。

 

原
子
炉
熱
出
力

が
 
1
5
 
%
 以
上

と
な
っ
て
か
ら

２
４
時
間
以
内
 

そ
の
後
の
１
日

に
１
回

 

当
直
課
長

 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機

能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

  
計
装
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と

を
指
示
値
に
よ
り
確
認

※
６
す
る
。

 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長

 

低
設
定

 
定
格
出
力
の

 
 

2
7
 
%
 
以
下
 

モ
ー
ド
１

(
b
) 

お
よ
び
２
 

４
※
４
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し

た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
５
。

 

６
時
間
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

４
．

 
出
力
領
域

中
性
子
束

変
化
率
高

 

増
加
率
高

 
1
1
 
%
 
定
格
出

力
ス
テ
ッ
プ
以

下
 

モ
ー
ド
１
 

お
よ
び
２
 

４
※
４
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し

た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
５
。

 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機

能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

  
計
装
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
 

１
２
時
間

 

減
少
率
高

 
8
 
%
 
定
格
出
力

ス
テ
ッ
プ
以
下

 

モ
ー
ド
１
 

お
よ
び
２
 

４
※
４
 

５
．

 
中
間
領
域
中
性
子
束
高

 
定
格
出
力
の

 
 

3
0
 
%
 
以
下
 

 

モ
ー
ド
１

(
b
) 

お
よ
び
２

(
c
) 

２
※
７
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
P
-
6
未
満
に
す
る
。

 
２
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機

能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

ま
た
は
 

 

A
.
2
 
当
直
課
長
は
、
P
-
1
0
以
上
に
す
る
。
 

２
時
間
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と

を
指
示
値
に
よ
り
確
認

す
る
。
 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長

 

B
.
 
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素

濃
度
が
低
下
す
る
操
作
お
よ
び
制
御
棒
の

引
抜
き
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

速
や
か
に

 

お
よ
び
 

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
P
-
6
未
満
に
す
る
。

 
２
時
間
 

モ
ー
ド
２

(
d
) 

２
 

A
.
 
１
ま
た
は
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

P
-
6
を
 

超
え
る
ま
で
に

 

※
４
：
検
出
器
特
性
検
査
時
、
炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正
時
、
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
の
指
示
校
正
時
ま
た
は
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
に
お
い
て
は
残
り
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ
パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
、
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

※
５
：
検
出
器
特
性
検
査
時
、
炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正
時
、
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
の
指
示
校
正
時
ま
た
は
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
に
お
い
て
は
残
り
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ
パ
ス
す
る
措
置
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

※
６
：
「
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
値
に
よ
り
確
認
」
と
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
指
示
値
に
異
常
な
変
動
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
、
ま
た
可
能
で
あ
れ
ば
他
の
計
器
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
値
と
差
異
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。

な
お
、
ト
リ
ッ
プ
状
態
に
あ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
指
示
値
の
確
認
を
行
う
必
要
は
な
い
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
７
：
制
御
棒
引
抜
き
阻
止
の
設
定
ま
た
は
中
間
領
域
中
性
子
束
高
ト
リ
ッ
プ
設
定
点
の
設
定
時
に
お
い
て
は
、
残
り
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
、
２
時
間
に
限
り
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ
パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
バ
イ

パ

ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ

 

 

機
 

 
 
能
 

設
 
定
 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 
所
要
チ
ャ
ン
ネ

 

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

３
号
炉
 
４
号
炉
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

３
．
中
性
子
束
高
 

 
 
（
出
力
領
域
）

 

高
設
定

 
定
格
出

力
の

 

1
1
1
 
％

以
下

 

モ
ー
ド
１
及
び

２
 

４
※
７
 

 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
８
。

 

 

６
時
間
 

 

原
子
炉
熱
出
力
と
出
力
領

域
中
性
子
束
計
装
の
指
示

値
と
の
差
が

±
２
％
を
超

え
る
場
合
は
、
出
力
領
域
中

性
子
束
計
装
の
指
示
値
を

校
正
す
る
。

 

原
子
炉
熱
出
力

が
1
5
％
以
上
と

な
っ
て
か
ら

2
4

時
間
以
内
 

そ
の
後
の
１
日

に
１
回
 

保
修
第
二
課
長
 

技
術
第
二
課
長
 

及
び
 

発
電
第
二
課
当
直

課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

1
2
時
間
 

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
※
６
す

る
。

 

１
日
に
１
回
 

発
電
第
二
課
当
直

課
長
 

低
設
定

 
定
格
出

力
の

 

2
7
 
％

以
下

 

モ
ー
ド
１

(
b
)
及

び
２
 

４
※
７
 

 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
８
。

 

 

６
時
間
 

  

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

1
2
時
間
 

 

※
６
：
「
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
値
に
よ
り
確
認
」
と
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
指
示
値
に
異
常
な
変
動
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
、
ま
た
可
能
で
あ
れ
ば
他
の
計
器
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
値
と
差
異
が
な
い
こ
と
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
な

お
、
ト
リ
ッ
プ
状
態
に
あ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
指
示
値
の
確
認
を
行
う
必
要
は
な
い
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

※
７
：
検
出
器
特
性
検
査
時
、
炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正
時
、
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
の
指
示
校
正
時
又
は
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
に
お
い
て
は
、
残
り
の
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ

パ
ス
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
は
、
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

※
８
：
検
出
器
特
性
検
査
時
、
炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正
時
、
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
の
指
示
校
正
時
又
は
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
に
お
い
て
は
、
残
り
の
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ

パ
ス
す
る
措
置
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

機
 
能
 

設
定
値

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

３
．
出
力
領
域
中
性
子
束
高
 

高
設
定

 
定
格
出
力
の

 

1
1
1
%
以
下
 

モ
ー
ド
１
 

お
よ
び
２
 

４
※
６
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ

イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能

な
状
態
に
す
る
※
７
。

 

６
時
間

 
原
子
炉
熱
出
力
と
出
力
領
域

中
性
子
束
計
装
の
指
示
値
と

の
差
が
±

2%
を
超
え
る
場
合

は
、
出
力
領
域
中
性
子
束
計

装
の
指
示
値
を
校
正
す
る
。

 

原
子
炉
熱
出
力
が

1
5
％

以
上
と
な
っ
て
か
ら
２

４
時
間
以
内

 

そ
の
後
の
１
日
に
１
回
 

当
直
課
長
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

低
設
定

 
定
格
出
力
の

 

2
7
%
以
下
 

モ
ー
ド
１
(
b
)
お
よ
び

２
 

４
※
６
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ

イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
※
７
。
 

６
時
間

 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
※
８
す
る
。
 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

４
．
出
力
領
域
中
性
子
束
変
化
率
高

 
増
加
率
高

 
定
格
出
力
の

1
1
%

ス
テ
ッ
プ
以
下

 

モ
ー
ド
１
 

お
よ
び
２
 

４
※
６
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ

イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
※
７
。
 

６
時
間

 
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

減
少
率
高

 
定
格
出
力
の

 

8
%
ス
テ
ッ
プ
以
下

 

モ
ー
ド
１
 

お
よ
び
２
 

４
※
６
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

５
．
中
間
領
域
中
性
子
束
高
 

定
格
出
力
の

 

3
0
%
以
下
 

モ
ー
ド
１
(
b
) 

お
よ
び
２

(
c
) 

２
※
９
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
‐

6
未
満
に
す
る
。

 

ま
た
は
 

A
.
2
 
当
直
課
長
は
、

P
-
1
0
以
上
に
す
る
。

 

２
時
間

 

 

２
時
間

 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

B
.
 
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が

低
下
す
る
操
作
お
よ
び
制
御
棒
の
引
抜
き
操
作
を

全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、

P
-
6未
満
に
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   

２
時
間

 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長
 

モ
ー
ド
２
(
d
) 

２
 

A
.
 
１
ま
た
は
２
チ
ャ
ン

ネ
ル
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

P
-
6
を
超
え
る
ま
で
に

 

※
６
：
検
出
器
特
性
検
査
時
、
炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正
時
、
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
の
指
示
校
正
時
ま
た
は
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
に
お
い
て
は
残
り
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ
パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
バ
イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
不

 

能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 
※
７
：
検
出
器
特
性
検
査
時
、
炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正
時
、
出
力
領
域
中
性
子
束
計
装
の
指
示
校
正
時
ま
た
は
モ
ー
ド
２
で
の
炉
物
理
検
査
時
に
お
い
て
は
残
り
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ
パ
ス
す
る
措
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
８
：
「
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
値
に
よ
り
確
認
」
と
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
指
示
値
に
異
常
な
変
動
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
、
ま
た
可
能
で
あ
れ
ば
他
の
計
器
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
値
と
差
異
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
、
ト
リ
ッ
プ
状
態
に
あ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て

 
は
指
示
値
の
確
認
を
行
う
必
要
は
な
い
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
９
：
制
御
棒
引
抜
き
阻
止
の
設
定
ま
た
は
中
間
領
域
中
性
子
束
高
ト
リ
ッ
プ
設
定
点
の
設
定
時
に
お
い
て
は
、
残
り
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
、
２
時
間
に
限
り
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ

パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
性
化
 

（
不
要
な
記
載
“
（
以
下
、
本
条
に

お
い
て
同
じ
）
”
を
削
除
。
）

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
性
化
 

（
読
点
の
有
無
。）

 

参考①-87



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
7
.5
認
可
）

 

   

～
ペ
ー
ジ
調
整
～

 

 

機
 

 
 
能
 

設
 
定
 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 
所
要
チ
ャ
ン
ネ

 

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

３
号
炉
 
４
号
炉
 

条
 
件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

４
．
出
力
領
域
中
性
子
束
 

 
変
化
率
高
 

増
加
率

高
 

定
格
出

力
の

 

1
1
 
％

ス
テ
ッ

プ
以
下
 

モ
ー
ド
１
及
び

２
 

４
※
７
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
８
。

 

 

６
時
間
 

  

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

   

1
2
時
間

 

  

減
少
率

高
 

定
格
出

力
の

 

８
％
ス

テ
ッ
プ

以
下

 

モ
ー
ド
１
及
び

２
 

４
※
７
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
８
。

 

６
時
間
 

 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

1
2
時
間

 

５
．
中
性
子
束
高
 

 
 
 

(
中
間

領
域

)
 

定
格
出

力
の

 

3
0
 
％

以
下

 

モ
ー
ド
１

(b
)
及

び
２
(
c
) 

２
※
９
 

 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
Ｐ
－
６
未
満

に
す
る
。

 

又
は
 

A
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
Ｐ
－
1
0
以
上

に
す
る
。

 

２
時
間
 

  

２
時
間
 

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

発
電
第
二
課
当
直

課
長
 

B
.
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
及
び

制
御
棒
の
引
抜
き
操
作
を
全
て
中
止
す

る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
Ｐ
－
６
未
満

に
す
る
。

 

速
や
か
に
 

    

２
時
間
 

モ
ー
ド
２
(
d
) 

２
 

A
.
１
又
は
２
チ
ャ
ン
ネ

ル
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

Ｐ
－
６
を

超
え
る
ま

で
に
 

※
９
：
制
御
棒
引
抜
き
阻
止
の
設
定
又
は
中
間
領
域
中
性
子
束
高
ト
リ
ッ
プ
設
定
点
の
設
定
時
に
お
い
て
は
、
残
り
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
、
２
時
間
に
限
り
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ

パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

こ
の
場
合
、
バ
イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

   

～
ペ
ー
ジ
調
整
～
 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
性
化
 

（
機
能

4
.
に
つ
い
て
、

増
加
率
高

も
減
少
率
高
も
同
一
の
措
置
で
あ

る
た
め
、
一
つ
に
ま
と
め
る
。）

 

 

参考①-88



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
7
.5
認
可
）

 
２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
（
続
き
）
 

機
 
能
 

設
定
値

 
適

 
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

６
．

 
中
性
子
源
領
域
中

性
子
束
高

 

2
×

1
0
5
 c
p
s
 
以
下

 
モ
ー
ド
２

(d
)
 

２
※
８
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る

操
作
お
よ
び
制
御
棒
の
引
抜
き
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に
 
設
定
値
確
認
お
よ

び
機
能
検
査
を
実

施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

速
や
か
に
 

動
作
不
能
で
な
い

こ
と
を
指
示
値
に

よ
り
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回

 

た
だ
し
適
用

モ
ー
ド
が
６

(
k
)
の
場
合

は
１
２
時
間

に
１
回

 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド

 

３
(
a
)
、
４
(
a
) 

お
よ
び
５

(a
)
 

２
※
８
※
９
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態

に
す
る
。

 

４
８
時
間
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

１
時
間
 

C
.
 
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

C
.
1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

速
や
か
に
 

モ
ー
ド

 

３
(
e
)
、
４
(
e
) 

お
よ
び
５

(e
)
 

１
 

（
監
視
機
能
の

み
）

 

A
.
 
全
て
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る

操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に
 

お
よ
び
 

 

A
.
2
 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が
第
２
０
条
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

２
時
間
 

そ
の
後
の
１
２

時
間
に
１
回
 

モ
ー
ド
６

(j
)
 

１
 

（
監
視
機
能
の

み
）

 

A
.
 
全
て
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る

操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に
 

お
よ
び
 

 

A
.
2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が
第
８
６
条

で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

４
時
間
 

そ
の
後
の
１
２

時
間
に
１
回
 

モ
ー
ド
６

(k
)
 

２
 

（
監
視
機
能
の

み
）

 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
の
移
動

を
中
止
す
る
※
１
０
※
１
１
。
 

速
や
か
に
 

お
よ
び
 

 

A
.
2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る

操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に
 

B
.
 
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

B
.
1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
の
移
動

を
中
止
す
る
※
１
０
※
１
２
。
 

速
や
か
に
 

お
よ
び
 

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

お
よ
び
 

 

B
.
3
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る

操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に
 

お
よ
び
 

 

B
.
4
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が
第
８
６
条

で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

４
時
間
 

そ
の
後
の
１
２

時
間
に
１
回
 

 
 

 

機
 

 
 
能
 

設
 
定
 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 
所
要
チ
ャ
ン
ネ

 

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

３
号
炉
 
４
号
炉
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

６
．
中
性
子
束
高
 

 
 
 
 
 
(
中
性
子
源
領
域

) 

２
×

1
0

５
 
c
p
s

以
下

 

 
モ
ー
ド
２

(
d
)
 

２
※
10
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
及
び

制
御
棒
の
引
抜
き
操
作
を
全
て
中
止
す

る
。
 

 

速
や
か
に

 
設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

  

発
電
第
二
課
当
直

課
長
 

B
.
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ

ッ
プ
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

速
や
か
に

 

モ
ー
ド
３

(
a
)
、

４
(
a
)
及
び
 

５
(
a
) 

２
※

10
※
1
1  

 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

 

4
8
時
間
 

  

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ

ッ
プ
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

１
時
間
 

C
.
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

C
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ

ッ
プ
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

速
や
か
に

 

モ
ー
ド
３

(
e
)
、

４
(
e
)
及
び
 

５
(
e
) 

１
 

（
監
視
機
能

 

の
み
）
 

A
.
全
て
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全

て
中
止
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
停
止
余

裕
が

第
1
9
条
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   

２
時
間
 

そ
の
後
の

1
2
時
間
に

１
回
 

※
1
0
：
「
中
間
領
域
中
性
子
束
高
」
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
、
Ｐ
－
６
リ
セ
ッ
ト
時
に
お
い
て
は
、
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ
パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

こ
の
場
合
、
バ
イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
1
1
：
「
中
性
子
源
領
域
炉
停
止
時
中
性
子
束
高
」
の
警
報
を
設
定
す
る
場
合
は
、
残
り
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
、
２
時
間
に
限
り
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ
パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

こ
の
場
合
、
バ
イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

機
 
能

 
設
定
値
 

適
用
モ
ー
ド

 
所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間

 
項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

６
．
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
高
 

2
×

1
0
5
cp
s
以
下

 
モ
ー
ド
２

(
d
)
 

２
※
１
０
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が

低
下
す
る
操
作
お
よ
び
制
御
棒
の
引
抜
き
操
作

を
全
て
中
止
す
る
。
 

速
や
か
に

 
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
を
開

く
。
 

速
や
か
に

 

モ
ー
ド
 

３
(
a
)
、
４

(
a
)
 

お
よ
び
５

(
a
)
 

２
※
１
０
※
１
１
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

４
８
時
間

 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
を
開

く
。
 

 

１
時
間

 

C
.
 
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

C
.
1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
を
開

く
。
 

速
や
か
に

 

モ
ー
ド
 

３
(
e
)
、
４

(
e
)
 

お
よ
び
５

(
e
)
 

１
 

（
監
視
機
能
の

み
）

 

A
.
 
全
て
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が

低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2
 
当
直
課
長
は
、
停
止

余
裕
が
第
２
０
条
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

速
や
か
に

 

  ２
時
間
 

そ
の
後
の
１
２
時
間

に
１
回
 

モ
ー
ド
６

(
j
)
 

１
 

（
監
視
機
能
の

み
）

 

A
.
 
全
て
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が

低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が

第
８
１
条
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  ４
時
間
 

そ
の
後
の
１
２
時
間

に
１
回
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回
 

た
だ
し
、
適
用
モ
ー

ド
が
モ
ー
ド
６

(
k
)

の
場
合
は
１
２
時
間

に
１
回
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
６

(
k
)
 

２
 

（
監
視
機
能
の

み
）

 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃

料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
１
２
※
１
３
。

 

お
よ
び

 

A
.
2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が

低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  

速
や
か
に

 

B
.
 
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.
1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃

料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
１
２
※
１
４
。

 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状

態
に
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.
3
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が

低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.
4
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が

第
８
１
条
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  

速
や
か
に

 

  

速
や
か
に

 

  

４
時
間
 

そ
の
後
の
１
２
時
間

に
１
回
 

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
性
化
 

（
“
モ
ー
ド
が
”
を
記
載
。
）
 

 

参考①-89



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
7
.5
認
可
）

 

            
※
８
：
「
中
間
領
域
中
性
子
束
高
」
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
、
Ｐ
－
６
リ
セ
ッ
ト
時
に
お
い
て
は
、
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ

パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
（
以
下
、

本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

※
９
：
「
中
性
子
源
領
域
炉
停
止
時
中
性
子
束
高
」
の
警
報
を
設
定
す
る
場
合
は
、
残
り
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
２
時
間
に
限
り
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ

パ
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動

作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

※
１
０
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
１
１
：
A
.
2
の
措
置
を
完
了
し
、
か
つ
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が
第
８
６
条
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
１
日
に
１
回
確
認
す
る
こ
と
で
、
燃
料
の
取
出
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

※
１
２
：

B
.
3
の
措
置
を
完
了
し
、
か
つ
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が
第
８
６
条
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
１
２
時
間
に
１
回
確
認
す
る
こ
と
で
、
燃
料
の
取
出
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

機
 

 
 
能
 

設
 
定
 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 
所
要
チ
ャ
ン
ネ
 

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

３
号
炉
 
４
号
炉
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

６
．
中
性
子
束
高
 

 
 
 
 
 
(
中
性
子
源
領
域

) 

２
×

1
0

５
 
c
p
s

以
下

 

 
モ
ー
ド
６
（

j
）
 

１
 

（
監
視
機
能
 

の
み
）
 

A
.
全
て
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全

て
中
止
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

中
の

ほ
う
素
濃
度
が
第

7
9
条
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   

４
時
間
 

そ
の
後
の

1
2
時
間
に

１
回
 

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

た
だ
し
、
適
用
モ

ー
ド
６

(
k
)
の
場

合
は
、
1
2
時
間
に

１
回
 

発
電
第
二
課
当
直

課
長
 

モ
ー
ド
６
（

k
）
 

 

２
 

（
監
視
機
能
 

の
み
）
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内

で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※

12
※

13
。
 

及
び
 

A
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全

て
中
止
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  

速
や
か
に

 

 
 

 

B
.
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内

で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※

12
※

14
。
 

及
び
 

B
.
2
 
保
修
第
二
課
長
は
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動

作
可
能
な
状
態
に
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

及
び
 

B
.
3
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全

て
中
止
す
る
。
 

及
び
 

B
.
4
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

中
の

ほ
う
素
濃
度
が
第

7
9
条
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  

速
や
か
に

 

   

速
や
か
に

 

   

４
時
間
 

そ
の
後
の

1
2
時
間
に

１
回
 

 
 

     ※
1
2
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

※
1
3
：
A
.
2
の
措
置
を
完
了
し
、
か
つ
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
第

7
9
条
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
１
日
に
１
回
確
認
す
る
こ
と
で
、
燃
料
の
取
出
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

※
1
4
：
B
.
3
の
措
置
を
完
了
し
、
か
つ
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
第

7
9
条
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を

1
2
時
間
に
１
回
確
認
す
る
こ
と
で
、
燃
料
の
取
出
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 
※
１
０
：
「
中
間
領
域
中
性
子
束
高
」
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
、
Ｐ
－
６
リ
セ
ッ
ト
時
に
お
い
て
は
、
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ

パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
バ
イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
１
１
：
「
炉
停
止
時
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
高
」
の
警
報
を
設
定
す
る
場
合
は
、
残
り
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
、
２
時
間
に
限
り
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ
パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
１
２
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 
※
１
３
：

A
.
2
の
措
置
を
完
了
し
、
か
つ
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が
第
８
１
条
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
１
日
に
１
回
確
認
す
る
こ
と
で
、
燃
料
の
取
出
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 
※
１
４
：

B
.
3
の
措
置
を
完
了
し
、
か
つ
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
が
第
８
１
条
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
１
２
時
間
に
１
回
確
認
す
る
こ
と
で
、
燃
料
の
取
出
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

 【
大
飯
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
性
化
 

（
不
要
な
記
載
“
（
以
下
、
本
条
に

お
い
て
同
じ
）
”
を
削
除
。
）

 

 

 

参考①-90



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
7
.5
認
可
）

 
２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
（
続
き
）
 

機
 
能

 
設
定
値
 

適
 
用
 

モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

７
．

 
過
大
温
度
Δ

Ｔ
高

 
第
３
５
条
の
設
定

範
囲
内
 

モ
ー
ド
１

 

お
よ
び
２

 

４
※
１
３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ

イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
１
４
。
 

６
時
間
 

炉
内
外
核
計
装
照
合
校

正
を
実
施
す
る
。

 

燃
料
取
替
後
、

原
子
炉
熱
出
力

が
 
7
0
 
%
 
以
上

と
な
っ
て
４
８

時
間
以
内
に
１

回
 

原
子
燃
料
課
長
 

お
よ
び
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

炉
内
出
力
分
布
測
定
結

果
と
軸
方
向
中
性
子
束

出
力
偏
差
の
差
を
比
較

す
る
。
比
較
差
が

 
±

3
 
%
 
を
超
え
る
場
合

は
、
炉
内
外
核
計
装
照

合
校
正
を
実
施
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
 
原
子
燃
料
課
長
 

お
よ
び
 

計
装
保
修
課
長
 

８
．

 
過
大
出
力
Δ

Ｔ
高

 
第
３
５
条
の
設
定

範
囲
内
 

モ
ー
ド
１

 

お
よ
び
２

 

４
※
１
３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ

イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
１
４
。
 

６
時
間
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機

能
検
査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と

を
指
示
値
に
よ
り
確
認

す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

当
直
課
長
 

９
．

 
原
子
炉
圧
力
低
 

1
2
.
7
3
 
M
P
a
 

[
g
a
g
e
]
 
以
上

 

モ
ー
ド
１

(
f
) 

４
※
１
３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ

イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
１
４
。
 

 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機

能
検
査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
7
未
満
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と

を
指
示
値
に
よ
り
確
認

す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

当
直
課
長
 

1
0
．

 
原
子
炉
圧
力
高
 

1
6
.
6
1
 
M
P
a
 

[
g
a
g
e
]
 
以
下

 

モ
ー
ド
１

 

お
よ
び
２

 

４
※
１
３
 

 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ

イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
１
４
。
 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機

能
検
査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と

を
指
示
値
に
よ
り
確
認

す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

当
直
課
長
 

1
1
．

 
加
圧
器
水
位
高
 

計
器
ス

パ
ン
の

9
4
 
%
 
以
下

 

モ
ー
ド
１

(
f
) 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機

能
検
査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
7
未
満
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と

を
指
示
値
に
よ
り
確
認

す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

当
直
課
長
 

※
１
３
：
残
り
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ

パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
１
４
：
残
り
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ

パ
ス
す
る
措
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

 

 

機
 

 
 
能
 

設
 
定
 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 
所
要
チ
ャ
ン
ネ

 

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

３
号
炉
 
４
号
炉
 

条
 
件
 

措
 
置
 

完
了
時
間

 
項
 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

７
．
１
次
冷
却
材
可
変
温
度
高

 

 
 
過
大
温
度
△
Ｔ
高
 

第
3
4
条
の
設
定

範
囲
内

 

モ
ー
ド
１
及
び

２
 

４
※
15
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
1
6 。

 

６
時
間
 

  

炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正

を
実
施
す
る
。

 

燃
料
取
替
後
、
原

子
炉
熱
出
力
が

7
0
％
以
上
と
な

っ
て

4
8
時
間
以

内
に
１
回
 

保
修
第
二
課
長
 

及
び
 

技
術
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

1
2
時
間
 

炉
内
出
力
分

布
測
定
結
果

と
軸
方
向
中
性
子
束
出
力

偏
差
の
差
を
比
較
す
る
。
比

較
差
が

±
３
％
を
超
え
る

場
合
は
、
 
炉
内
外
核
計
装

照
合
校
正
を
実
施
す
る
。

 

１
か
月
に
１
回

 
保
修
第
二
課
長
 

及
び
 

技
術
第
二
課
長
 

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

発
電
第
二
課
当
直

課
長
 

８
．
１
次
冷
却
材
可
変
温
度
高

 

 
 
過
大
出
力
△
Ｔ
高
 

第
3
4
条
の
設
定

範
囲
内

 

モ
ー
ド
１
及
び

２
 

４
※
15
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
1
6 。

 

６
時
間
 

  

炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正

を
実
施
す
る
。

 

燃
料
取
替
後
、
原

子
炉
熱
出
力
が

7
0
％
以
上
と
な

っ
て

4
8
時
間
以

内
に
１
回
 

保
修
第
二
課
長
 

及
び
 

技
術
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

1
2
時
間
 

炉
内
出
力
分

布
測
定
結
果

と
軸
方
向
中
性
子
束
出
力

偏
差
の
差
を
比
較
す
る
。
比

較
差
が

±
３
％
を
超
え
る

場
合
は
、
 
炉
内
外
核
計
装

照
合
校
正
を
実
施
す
る
。

 

１
か
月
に
１
回

 
保
修
第
二
課
長
 

及
び
 

技
術
第
二
課
長
 

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

発
電
第
二
課
当
直

課
長
 

９
．
原
子
炉
圧
力
低

 
1
2
.
7
3
 

M
P
a
[
g
a
g
e
]以
上
 

モ
ー
ド
１

(
f
)
 

４
※
15
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
1
6 。

 

６
時
間
 

  

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

 
 

 
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

発
電
第
二
課
当
直

課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
Ｐ
－
７
未
満

に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

 
 

 

※
1
5
：
残
り
の
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ

パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
バ
イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
1
6
：
残
り
の
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ

パ
ス
す
る
措
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

機
 
能

 
設
定
値
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

７
．
過
大
温
度

Δ
Ｔ
高

 
第
３
５
条
の
設

定
範
囲
内

 

モ
ー
ド
１

 

お
よ
び
２

 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間

 
炉
内
外
核
計
装
照
合
校
正
を

実
施
す
る
。

 

 

燃
料
取
替
後
、
原
子

炉
熱
出
力
が

70
%
以

上
と
な
っ
て
４
８
時

間
以
内
に
１
回
 

原
子
燃
料
課
長

 

お
よ
び
 

計
装
保
修
課
長

 
B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

炉
内
出
力
分

布
測
定
結
果
と

軸
方
向
中
性
子
束
出
力
偏
差

の
差
を
比
較
す
る
。

 

比
較
差
が

±
3
 
%
 
を
超
え
る

場
合
は
、
炉
内
外
核
計
装
照

合
校
正
を
実
施
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

原
子
燃
料
課
長

 

お
よ
び
 

計
装
保
修
課
長

 
８
．
過
大
出
力

Δ
Ｔ
高

 
第
３
５
条
の
設

定
範
囲
内

 

モ
ー
ド
１

 

お
よ
び
２

 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間

 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長

 

９
．
原
子
炉
圧
力
低

 
1
2
.
8
3
 

M
P
a
[
g
a
g
e
]
以
上

 

モ
ー
ド
１

(
f
)
 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間

 
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

B
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
7
未
満
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長

 

1
0
．
原
子
炉
圧
力
高

 
1
6
.
6
1
 

M
P
a
[
g
a
g
e
]
以
下

 

モ
ー
ド
１

 

お
よ
び
２

 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間

 
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間

 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長

 

1
1
．
加
圧
器
水
位
高

 
計
器
ス

パ
ン
の

9
4
%
以
下
 

モ
ー
ド
１

(
f
)
 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間

 
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
7
未
満
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長

 

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
性
化
 

（
機
能

7
.
と

8
.
は
同
一
の
確
認
事

項
で
あ
る
た
め
、
一
つ
に
ま
と
め

る
。）

 

 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
の
差

異
 

（
美
浜
は
、
原
子
炉
保
護
系
は
不
要

な
Ｌ
Ｃ
Ｏ
を
出
さ
な
い
た
め
所
要

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
は
３
（

Ｎ
Ｉ
Ｓ
等
以

外
）
と
す
る
。
）
（
以
下
、
同
様
。
）
 

 

参考①-91



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
7
.5
認
可
）

 
 ２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
（
続
き
）
 

機
 
能
 

設
定
値

 
適

 
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目

 
頻

 
度

 
担
 
当
 

1
2
．

 
１
次
冷
却
材
流

量
低

 

１
ル
ー
プ

 
定
格
流
量
の

 

8
7
 
%
 
以
上
 

モ
ー
ド
１

(
g
) 
１
ル
ー
プ
あ
た

り
４
※
１
３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ

イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
１
４
。
 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機

能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 
計
装
保
修
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と

を
指
示
値
に
よ
り
確
認

す
る
。
 

１
日
に
１
回
 
当
直
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
8
未
満
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

２
ル
ー
プ

 
定
格
流
量
の

 

8
7
 
%
 
以
上
 

モ
ー
ド
１

(
h
) 
１
ル
ー
プ
あ
た

り
４
※
１
３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ

イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
１
４
。
 

６
時
間
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
7
未
満
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

1
3
．

 
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
回
転
数

低
 

定
格
回
転
数
の

 

9
2
.
6
 
%
 
以
上
 

モ
ー
ド
１

(
f
) 

４
※
１
３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ

イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
１
４
。
 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機

能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 
計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
7
未
満
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

 

 

機
 

 
 
能
 

設
 
定
 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 
所
要
チ
ャ
ン
ネ

 

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

３
号
炉

 
４
号
炉

 
条

 
件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

1
0
．
原
子
炉
圧
力
高

 
1
6
.
6
1
 

M
P
a
[
g
a
g
e
]以
下
 

モ
ー
ド
１
及
び

２
 

４
※
15
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
1
6 。

 

 

６
時
間
 

  

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

発
電
第
二
課
当
直

課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

1
2
時
間

 

1
1
．
加
圧
器
水
位
高

 
計
器
ス
パ
ン
の

 

9
4
 
％
以
下
 

モ
ー
ド
１

(
f
)
 

４
※
15
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
1
6 。

 

 

６
時
間
 

  

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

発
電
第
二
課
当
直

課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
Ｐ
－
７
未
満

に
す
る
。

 

1
2
時
間

 

1
2
．
１
次
冷
却
材
流
量
喪
失

 

 
 
１
次
冷
却
材
流
量
低
 

１
ル
ー

プ
 

定
格
流
量
の
 

8
7
 
％
以
上
 

モ
ー
ド
１

(
g
)
 

１
ル
ー
プ
 

当
た
り
 

４
※
15
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
1
6 。

 

 

６
時
間
 

  

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

発
電
第
二
課
当
直

課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
Ｐ
－
８
未
満

に
す
る
。

 

1
2
時
間

 

２
ル
ー

プ
 

定
格
流
量
の
 

8
7
 
％
以
上
 

モ
ー
ド
１

(
h
)
 

１
ル
ー
プ
 

当
た
り
 

４
※
15
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
1
6 。

 

 

６
時
間
 

 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
Ｐ
－
７
未
満

に
す
る
。

 

1
2
時
間

 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

機
 
能

 
設
定
値

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
チ
ャ
ン

 

ネ
ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項

 

条
 
件

 
措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

1
2
．
１
次
冷
却
材
流
量
低

 
１
ル
ー
プ

 
定
格
流
量
の
 

8
7
%
以
上
 

モ
ー
ド
１

(g
) 

 

１
ル
ー
プ
あ
た

り
３

 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
Aの
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
8
未
満
に
す
る
。

 
１
２
時
間

 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

当
直
課
長
 

２
ル
ー
プ

 
定
格
流
量
の
 

8
7
%
以
上
 

モ
ー
ド
１

(h
) 

 

１
ル
ー
プ
あ
た

り
３

 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

B
.
 
条

件
Aの
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
7
未
満
に
す
る
。

 
１
２
時
間

 

1
3
．
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
電
源
電
圧
低

 
定
格
電
圧
の
 

6
5
%
以
上
 

モ
ー
ド
１

(f
) 

１
母
線
あ
た
り

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

電
気
保
修
課
長
 

お
よ
び

 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
Aの
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
7
未
満
に
す
る
。

 
１
２
時
間

 

1
4
．
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
電
源
周
波
数
低

 
5
7
H
z
以
上

 
モ
ー
ド
１

(f
) 

１
母
線
あ
た
り

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

電
気
保
修
課
長
 

お
よ
び

 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
Aの
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
7
未
満
に
す
る
。

 
１
２
時
間

 

1
5
．
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
し
ゃ
断

器
開

 

１
台

 
開

 
―

 
モ
ー
ド
１

(g
) 

１
次
冷
却
材

ポ

ン
プ
１

台
あ
た

り
１

 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
Aの
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
8
未
満
に
す
る
。

 
１
２
時
間

 

２
台

 
開

 
―

 
モ
ー
ド
１

(h
) 

１
次
冷
却
材

ポ

ン
プ
１

台
あ
た

り
１

 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

B
.
 
条

件
Aの
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
7
未
満
に
す
る
。

 
１
２
時
間

 

 

 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
の
差

異
 

（
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
関
係

 

●
「
電
源
電
圧
低
」：
大
飯
な
し

 

●
「
電
源
周
波
数
低
」：
大
飯
は
「
回

転
数
低
」

 

●
「
し
ゃ
断
器
開
」
：
大
飯
・
玄
海

と
も
機
能
な
し
。）

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
の
差

異
 

（
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
関
係
「
電
源

電
圧
低
」
お
び
「
電
源
周
波
数
低
」

に
つ
い
て
、
所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
の

相
違
。
）
 

 

参考①-92



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
（
続
き
）
 

機
 
能
 

設
定
値

 
適

 
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間
 

項
 
目

 
頻
 
度
 

担
 
当

 

1
4
．

 
蒸
気
発
生
器
水
位
低

 
計
器
ス

パ
ン
の

 

1
1
 
%
 
以
上
 

モ
ー
ド
１

 

お
よ
び
２

 

１
基
あ
た
り
 

４
※
１
３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ

イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
１
４
。
 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機

能
検
査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と

を
指
示
値
に
よ
り
確
認

す
る
。
 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

1
5
．

 
タ
ー
ビ
ン
ト
リ

ッ
プ

 

非
常
し
ゃ
断

油
圧
低

 

6
.
4
 
M
P
a
[
ga
g
e
]
 
 

以
上
 

モ
ー
ド
１

(
f
) 

４
※
１
３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ

イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
１
４
。
 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機

能
検
査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
P
-
7
未
満
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

主
蒸
気
止
め

弁
閉

 

－
 

モ
ー
ド
１

(
f
) 

４
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
ま
た
は
電
気
保
修
課
長

は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状

態
に
す
る
。

 

６
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す

る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
P
-
7
未
満
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

1
6
．

 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動

 
表
３
４
－
３

 
機

能
１
．
非
常
用
炉

心
冷
却
ｚ
系
を
参

照
。
 

モ
ー
ド
１

 

お
よ
び
２

 

２
系
統
 

A
.
 
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
ま
た
は
電
気
保
修
課
長

は
、
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す

る
。
 

６
時
間
 

 

機
能
検
査
を
実
施
す

る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

お
よ
び

 

電
気
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

1
7
．

 
地
震
加
速
度
高

 
水
平
方
向

 
原
子
炉
周
辺
建
屋

 

地
下
１
階
床

 

(
E
L
 
3
.
5
 
m)
 
 

1
6
0
 
G
a
l
 以
下

 

モ
ー
ド
１

 

お
よ
び
２

 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機

能
検
査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

原
子
炉
周
辺
建
屋

 

3
階
床

 

(
E
L
 
2
6
.
0
 m
)
  

4
4
0
 
G
a
l
 以
下

 

３
 

鉛
直
方
向

 
原
子
炉
周
辺
建
屋

 

地
下
１
階
床

 

(
E
L
 
3
.
5
 
m)
 
 

8
0
 
G
a
l
以
下

 

３
 

 

 

機
 
 

 
能

 
設

 
定

 
値
 

適
用
モ
ー
ド

 
所
要
チ
ャ
ン
ネ
 

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

３
号
炉
 
４
号
炉
 

条
 
件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

1
3．
１
次
冷
却
材
流
量
喪
失
 

 
 
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
電
源
電
圧

低
 

定
格
電
圧
の
 

6
5
 
％
以
上
 

モ
ー
ド

1
(
f)
 

４
※
1
5  

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
16
。
 

 

６
時
間
 

  

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
Ｐ
－
７
未
満

に
す
る
。
 

1
2
時
間
 

1
4．
１
次
冷
却
材
流
量
喪
失
 

 
 
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
電
源
周
波

数
低
 

5
7
 
H
z
以
上
 
モ
ー
ド

1
(
f)
 

４
※
1
5  

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
16
。
 

６
時
間
 

 

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
Ｐ
－
７
未
満

に
す
る
。
 

1
2
時
間
 

1
5．

蒸
気
発
生
器
水
位
低
 

計
器
ス

パ
ン
の
 

1
1
 
％
以
上
 

モ
ー
ド
１
及
び
２
 
１
基
当
た
り
 

４
※
1
5  

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※
16
。
 

６
時
間
 

 

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

発
電
第
二
課
当
直

課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

1
2
時
間
 

1
6
．
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ

 
タ
ー
ビ

ン
非
常

遮
断

油

圧
低
 

6
.
4
 
M
P
a
[
g
a
g
e
]

以
上
 

モ
ー
ド
１

(f
)
 

４
※
1
5  

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※

1
6 。

 

 

６
時
間
 

  

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
Ｐ
－
７
未
満

に
す
る
。
 

1
2
時
間
 

主
蒸
気

止
め

弁

全
閉
 

－
 

モ
ー
ド
１

(f
)
 

４
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

 

 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 
定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
Ｐ
－
７
未
満

に
す
る
。
 

1
2
時
間
 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

機
 
能

 
設
定
値
 

適
用
モ
ー
ド

 
所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

1
6
．
主

蒸
気
－
給
水
流
量
差
大
と

蒸

気
発
生
器
水
位
低
の
一
致

 

主
蒸
気
－
給

水
流
量
差
大

 

定
格
流
量
の

3
0
%

以
下
 

モ
ー
ド
１
 

お
よ
び
２
 

１
ル
ー
プ
あ
た

り
２
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

当
直
課
長
 

蒸
気
発
生
器

水
位
低

 

計
器
ス

パ
ン
の

2
3
%
以
上

 

モ
ー
ド
１
 

お
よ
び
２
 

１
基
あ
た
り

 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

６
時
間
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

1
7
．

蒸
気
発
生
器
水
位
異
常
低

 
計
器
ス

パ
ン
の

1
1
%
以
上

 

モ
ー
ド
１
 

お
よ
び
２
 

１
基
あ
た
り

 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

当
直
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

1
8
．
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ

 
非
常
し
ゃ
断

油
圧
低

 

6
.
4
M
P
a
[
g
ag
e
]
 

以
上
 

モ
ー
ド
１

(f
) 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
7
未
満
に
す
る
。

 
１
２
時
間

 

主
蒸
気
止
め

弁
閉

 

―
 

モ
ー
ド
１

(f
) 

４
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

６
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
7
未
満
に
す
る
。

 
１
２
時
間

 

 

 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
の
差

異
 

（
「
主

蒸
気
－
給
水
流
量
差
大

 
と

蒸
気
発
生
器
水
位
低
の
一
致
：
大

飯
・
玄
海
と
も
機
能
な
し
。
）

 

 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
の
差

異
 

（
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
の
う
ち
、

「
非
常
し
ゃ
断

油
圧
低
」
所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数
の
相
違
。
）
 

 

参考①-93



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
    

～
ペ
ー
ジ
調
整
～
 

 

 

機
 
 

 
能
 

設
 
定
 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 
所
要
チ
ャ
ン
ネ
 

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

３
号
炉
 

４
号
炉
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
 
目

 
頻
 
度

 
担
 
当
 

1
7
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動

 
表

3
3
－
３

 
機
能
１
．
非
常
用
炉
心
冷

却
系
を
参
照

 

モ
ー
ド
１
及
び

２
 

４
系
統
 

A
.
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間

 
機
能
検
査
を
実
施

す
る
。
 

定
期
検
査
時
 
保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

1
8
．
地
震
加
速
度
高

 
水
平
方
向
 
原
子
炉
補
助
建
屋

地
下
１
階
床
 

(
E
L
.3
.7
 
m)
 

3
1
0
 
G
a
l
以
下
 

原
子
炉
周
辺
建
屋

地
下
１
階
床
 

(
EL
.3
.
7 
m)
 

2
20
 
Ga
l
以
下
 

モ
ー
ド
１
及
び

２
 

４
※
1
5  

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※

16
。
 

６
時
間

 

  

設
定
値
確
認
及
び

機
能
検
査
を
実
施

す
る
。
 

定
期
検
査
時
 
保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

1
2
時
間
 

原
子
炉
補
助
建
屋

地
下
４
階
床
 

(
E
L
.-
18
.
0m
) 

1
7
0
 
G
a
l
以
下
 

原
子
炉
周
辺
建
屋

地
下
４
階
床
 

(
EL
.-
1
8.
0m
)
 

1
70
 
Ga
l
以
下
 

モ
ー
ド
１
及
び

２
 

４
※
1
5  

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※

16
。
 

 

６
時
間

 

  

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

1
2
時
間
 

鉛
直
方
向
 
原
子
炉
補
助
建
屋

地
下
４
階
床
 

(
E
L
.-
18
.
0m
) 

8
0
 
G
a
l
以
下
 

原
子
炉
周
辺
建
屋

地
下
４
階
床
 

(
EL
.-
1
8.
0m
)
 

8
0
 
G
al
以
下
 

モ
ー
ド
１
及
び

２
 

４
※
1
5  

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し
た
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
除
く
）
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※

16
。
 

６
時
間

 

 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

1
2
時
間
 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

 

機
 
能

 
設
定
値

 
適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

1
9
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動

 
表
３
４
－
３

 

機
能
１
．
非
常
用

炉
心
冷
却
系
を

参
照
 

モ
ー
ド
１

 

お
よ
び
２

 

２
系
統

 
A
.
 
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
ま
た
は
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

６
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

お
よ
び

 

電
気
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

2
0
．
地
震
加
速
度
高

 
水
平
方
向
 

原
子
炉
補
助
建

屋
地
下

1
階
床

（
E
L
-
1
.
6
m
）

1
6
0
G
a
l
以
下
 

モ
ー
ド
１

 

お
よ
び
２

 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

鉛
直
方
向
 

原
子
炉
補
助
建

屋
地
下

1
階
床

（
E
L
-
1
.
6
m
）

8
0
G
a
l
以
下

 

３
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
の

差
異
 

（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
の

系
統
数
の
相
違
。
）

 

 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
の

差
異
 

（
地
震
加
速
度
高
の
検
出
箇
所
数

お
よ
び
所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
の
相

違
。）

 

 

参考①-94



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
（
続
き
）
 

機
 
能
 

設
定
値
 

適
 
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

1
8
．

 
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
 

ａ
．

 
Ｐ
－
６

 
中
間
領
域
中
性
子

束
 

7
.
5
×

1
0
-
11
 
～

 

1
.
3
×

1
0
-
10
 
Ａ
 

モ
ー
ド
２

(d
) 

２
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
※
１
５
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク
を
運
転
状
態
に
適
合
さ
せ
る
措

置
を
講
じ
る
。
 

１
時
間

 
設
定
値
確
認
お

よ
び
機
能
検
査

を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

ｂ
．

 
Ｐ
－
７

 
ｄ
項
お
よ
び
ｅ
項

参
照
 

モ
ー
ド
１

(f
) 

２
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
※
１
５
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク
を
運
転
状
態
に
適
合
さ
せ
る
措

置
を
講
じ
る
。
 

１
時
間

 
機
能
検
査
を
実

施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
P
-
7
未
満
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

ｃ
．

 
Ｐ
－
８

 
出
力
領
域
中
性
子

束
定
格
出
力
の
 

3
5
±

1
.
8
 
% 

モ
ー
ド
１

(g
) 

４
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
※
１
５
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク
を
運
転
状
態
に
適
合
さ
せ
る
措

置
を
講
じ
る
。
 

１
時
間

 
設
定
値
確
認
お

よ
び
機
能
検
査

を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
P
-
8
未
満
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

ｄ
．

 
Ｐ
－
１
０

 
出
力
領
域
中
性
子

束
定
格
出
力
の
 

1
0
±

1
.
8
 
% 

モ
ー
ド
１

(b
) 

お
よ
び
２
 

４
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
※
１
５
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク
を
運
転
状
態
に
適
合
さ
せ
る
措

置
を
講
じ
る
。
 

１
時
間

 
設
定
値
確
認
お

よ
び
機
能
検
査

を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

ｅ
．

 
Ｐ
－
１
３

 
タ
ー
ビ
ン
第
１
段

圧
力
定
格
出
力
の
 

1
0
 
% 

モ
ー
ド
１

(i
) 

４
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
※
１
５
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク
を
運
転
状
態
に
適
合
さ
せ
る
措

置
を
講
じ
る
。
 

１
時
間

 
設
定
値
確
認
お

よ
び
機
能
検
査

を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
P
-
1
3
未
満
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

 ※
１
５
：
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
「
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
」
と
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
故
障
あ
る
い
は
出
力
側
の
故
障
に
よ
り
関
連
す
る
ト
リ
ッ
プ
機
能
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
（
手
動
ブ
ロ
ッ
ク
許
可
信
号
が
誤
発
信
し
た
場
合
を
含
む
）
を
い
う
（
以
下
、
本
条

 

に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

機
 
 
 
能

 
設
 
定

 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
 

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

３
号
炉

 
４
号
炉
 

条
 
件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

1
9
．
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
 

a
.
Ｐ
－
６
 

中
間
領
域
中
性
子
束

 

7
.
5
×
1
0
-
11
～
 

1
.
3
×

1
0-

10
 
Ａ
 

モ
ー
ド
２

(d
) 

２
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以

上
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
※
1
7  

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
ク
を
運
転
状
態
に
適
合
さ
せ

る
措
置
を
講
じ
る
。

 

１
時
間
 

 

設
定
値
確
認
及
び
機
能

検
査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

1
2
時
間
 

b
.
Ｐ
－
７
 

d
.
項
及
び

e
.
項
参
照

 

 

モ
ー
ド
１

(f
) 

２
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以

上
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
※
1
7  

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
ク
を
運
転
状
態
に
適
合
さ
せ

る
措
置
を
講
じ
る
。

 

１
時
間
 

 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 
定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
Ｐ
－
７

未
満
に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

c
.
Ｐ
－
８
 

出
力
領
域
中
性
子
束

 

定
格
出
力
の
 

3
5
±

1
.
8
 
％
 

モ
ー
ド
１

(g
) 

４
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以

上
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
※
1
7  

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
ク
を
運
転
状
態
に
適
合
さ
せ

る
措
置
を
講
じ
る
。

 

１
時
間
 

 

設
定
値
確
認
及
び
機
能

検
査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
Ｐ
－
８

未
満
に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

d
.
Ｐ
－

1
0 

出
力
領
域
中
性
子
束

 

定
格
出
力
の
 

1
0
±

1
.
8
 
％
 

モ
ー
ド
１

(b
)
及
び
２
 

４
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以

上
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
※
1
7  

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
ク
を
運
転
状
態
に
適
合
さ
せ

る
措
置
を
講
じ
る
。

 

１
時
間
 

 

設
定
値
確
認
及
び
機
能

検
査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

1
2
時
間
 

e
.
Ｐ
－

1
3 

タ
ー
ビ
ン
第
１
段

 

出
口
圧
力
 

定
格
出
力
の
 

1
0
±

0
.
6
 
％
 

モ
ー
ド
１

(i
) 

４
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以

上
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
※
1
7  

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
ク
を
運
転
状
態
に
適
合
さ
せ

る
措
置
を
講
じ
る
。

 

１
時
間
 

 

 

設
定
値
確
認
及
び
機
能

検
査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
Ｐ
－

1
3

未
満
に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

※
1
7
：
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
「
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
」
と
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
故
障
あ
る
い
は
出
力
側
の
故
障
に
よ
り
関
連
す
る
ト
リ
ッ
プ
機
能
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
（
手
動
ブ
ロ
ッ
ク
許
可
信
号
が
誤
発
信
し
た
場
合
を
含
む
）
を
い
う
。
 

表
3
3
－
３

 
工
学
的
安
全
施
設
等
作
動
計
装
 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

 

機
 
能

 
設
定
値

 
適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

2
1
．
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
 

a
.
 
Ｐ
－
６

 
中
間
領
域
中
性

子
束
 

7
.
5
×

1
0-

11
～

1
.
3
×

1
0
-
10
A 

モ
ー
ド
２

(
d
) 

２
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合
※
１
５
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
運

転
状
態
に
適
合
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
る
。

 

１
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

b
.
 
Ｐ
－
７

 
d
項
お
よ
び

e
項

参
照
 

モ
ー
ド
１

(
f
) 

２
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合
※
１
５
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
運

転
状
態
に
適
合
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
る
。

 

１
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
7
未
満
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

c
.
 
Ｐ
－
８

 
出
力
領
域
中
性

子
束
定
格
出
力

の
4
0
±

1
.
8
% 

モ
ー
ド
１

(
g
) 

４
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

※
１
５
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
運

転
状
態
に
適
合
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
る
。

 

１
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
8
未
満
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

d
.
 
Ｐ
－
１
０

 
出
力
領
域
中
性

子
束
定
格
出
力

の
1
0
±

1
.
8
% 

モ
ー
ド
１

(
b
) 

お
よ
び
２

 

４
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

※
１
５
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
運

転
状
態
に
適
合
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
る
。

 

１
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

e
.
 
Ｐ
－
１
３

 
タ
ー
ビ
ン
第
１

段
後
圧
力
定
格

出
力
の

1
0
% 

モ
ー
ド
１

(
i
) 

２
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合
※
１
５
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
運

転
状
態
に
適
合
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
る
。

 

１
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、

P
-
1
3
未
満
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

※
１
５
：
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
「
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
」
と
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
故
障
あ
る
い
は
出
力
側
の
故
障
に
よ
り
関
連
す
る
ト
リ
ッ
プ
機
能
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
（
手
動
ブ
ロ
ッ
ク
許
可
信
号
が
誤
発
信
し
た
場
合
を
含
む
）
を
い
う
。
 

  
 

 【
大
飯
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
性
化

 

（
不
要
な
記
載
“
（
以
下
、
本
条
に

お
い
て
同
じ
）
”
を
削
除
。
）
 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
の
差

異
 

（
Ｐ
－
１
３
所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数

の
相
違
。
）

 

 

 

参考①-95



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
7
.5
認
可
）

 
表
３
４
－
３

 
工
学
的
安
全
施
設
等
作
動
計
装

 
【
凡

 
例
】

 

(
a
)
 
Ｐ
－
１
１
（
加
圧
器
圧
力
）
イ
ン
タ
－
ロ
ッ
ク
以
上
 

(
b
)
 
全
主
蒸
気
隔
離

弁
が
閉
じ
て
い
る
場
合
は
除
く

 

(
c
)
 
Ｐ
－
１
２
（
１
次
冷
却
材
平
均
温
度
）
イ
ン
タ
－
ロ
ッ
ク
を
超
え
る
場
合
 

(
d
)
 
主
給
水
隔
離

弁
、
主
給
水
制
御

弁
お
よ
び
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御

弁
が

閉
止
ま
た
は
隔
離
さ
れ
て
い
る
場
合
は
除
く
 

(
e
)
 
Ｐ
－
１
１
（
加
圧
器
圧
力
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
未
満
 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

機
 
能

 
設
定
値
 

適
 
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
・

系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１

．

非
常
用
炉
心
冷
却
系

 

ａ ．
 

非
常
用
炉
心
冷

却
系
作
動
論
理

回
路

 

－
 

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
お
よ
び

４
 

２
系
統
※
１

８
 

A
.
 
１
系
統
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
ま
た
は
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な

状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統

の
バ
イ

パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

６
時
間
 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 
定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

お
よ
び

 
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

５
６
時
間
 

ｂ ．
 

手
動
起
動

 
－

 
モ
ー
ド
１
、

２
、
３
お
よ
び

４
 

２
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態

に
す
る
。

 

４
８
時
間
 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 
定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

お
よ
び

 
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

５
６
時
間
 

ｃ ．
 

原
子
炉
格
納
容

器
圧
力
高

 

4
8
 

k
P
a
[
g
a
g
e
]
  

以
下
 

モ
ー
ド
１
、
２

 

お
よ
び
３

 

４
※
１
３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し

た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態

に
す
る
※
１
４
。
 

６
時
間
 
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能

検
査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

お
よ
び

 

電
気
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

お
よ
び

 
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す

る
。
 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長

 

ｄ
 
原
子
炉
圧
力
低

 
1
2
.
0
4
 

M
P
a
[
g
a
g
e
]
  

以
上
 

 

モ
ー
ド
１
、
２

 

お
よ
び
３

(a
)
 

４
※
１
３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し

た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態

に
す
る
※
１
４
。
 

６
時
間
 
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能

検
査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

お
よ
び

 

電
気
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

お
よ
び

 
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す

る
。
 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長

 

ｅ ．
 

主
蒸
気
ラ
イ
ン

圧
力
低
 

3
.
3
5
 

M
P
a
[
g
a
g
e
]
 
 

以
上
 

モ
ー
ド
１
、
２

 

お
よ
び
３

(a
)
 

各
主

蒸
気

ラ
イ
ン
毎

に
４
※
１
３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し

た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態

に
す
る
※
１
４
。
 

６
時
間
 
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能

検
査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

お
よ
び

 

電
気
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

お
よ
び

 
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す

る
。
 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長

 

※
１
８
：
原
子
炉
保
護
系
論
理
回
路
の
機
能
検
査
時
に
お
い
て
は
、
残
り
１
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
、
２
時
間
に
限
り
、
１
系
統
を
バ
イ

パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
は
、
バ
イ

パ
ス
し
た
系
統
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
（
以
下
、

本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

表
3
3
－
３

 
工
学
的
安
全
施
設
等
作
動
計
装
 

【
凡
例
】
 

(
a
)
 
Ｐ
－
1
1
（
加
圧
器
圧
力
）
イ
ン
タ
－
ロ
ッ
ク
以
上
 

(
b
)
 
全
主
蒸
気
隔
離

弁
が
閉
じ
て
い
る
場
合
は
除
く
。
 

(
c
)
 
Ｐ
－
1
1
（
加
圧
器
圧
力
）
イ
ン
タ
－
ロ
ッ
ク
未
満
 

(
d
)
 
主
給
水
隔
離
弁
、
主
給
水
制
御

弁
及
び
主
給
水
バ
イ
パ
ス
制
御

弁
が
閉
止
又
は
隔
離
さ
れ
て
い
る
場
合
は
除
く
 

機
 

 
 
能
 

設
 
定
 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
 

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項

 

３
号
炉
 

４
号
炉
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
 
目
 

頻
 
度

 
担

 
当
 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
 

a
.
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
論
理
回
路
 

－
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
及
び
４
 

２
系
統
※

18
 

A
.
１
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ

し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状
態

で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
作

業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ
イ

パ
ス

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
｡ 

６
時
間

 

    

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時

 
保
修
第
二
課
長

 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

  

5
6
時
間
 

b
.
手
動
起
動
 

－
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
及
び
４
 

２
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.
1
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す

る
。

 

4
8
時
間
 

 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時

 
保
修
第
二
課
長

 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

  

5
6
時
間
 

c
.
格
納
容
器
圧
力
高

 
4
8
 
k
P
a
[
g
ag
e
]
以
下

 
モ
ー
ド
１
、
２
及

び
３
 

４
※
1
5  

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ

イ
パ
ス
し
た
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
除
く
）

が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る

※
16
。
 

６
時
間

 

 

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

 

定
期
検
査
時

 
保
修
第
二
課
長

 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
す
る
。

 

１
日
に
１
回

 
発
電
第
二
課
当
直

課
長

 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
４
に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

  

3
6
時
間
 

※
1
8
：
原
子
炉
保
護
系
論
理
回
路
の
機
能
検
査
時
に
お
い
て
は
、
残
り
の
１
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
、
２
時
間
に
限
り
、
１
系
統
を
バ
イ
パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
は
、
バ
イ
パ
ス
し
た
系
統
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い

 

（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 表
３
４
－
３

 
工
学
的
安
全
施
設
等
作
動
計
装
 

【
凡

 
例
】

 

(
a
)
 
Ｐ
－
１
１
（
加
圧
器
圧
力
）
イ
ン
タ
－
ロ
ッ
ク
以
上

 

(
b
)
 
Ｐ
－
６
（
中
間
領
域
中
性
子
束
）
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
以
上

 

(
c
)
 
全
主

蒸
気
止

弁
が

閉
じ
て
い
る
場
合
は
除
く

 

(
d
)
 
Ｐ
－
１
２
（
１
次
冷
却
材
平
均
温
度
）
イ
ン
タ
－
ロ
ッ
ク
を
超
え
る
場
合

 

(
e
)
 
主
給
水
隔
離

弁
、
主
給
水
制
御

弁
お
よ
び
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御

弁
が

閉
止
ま
た
は
隔
離
さ
れ
て
い
る
場
合
は
除
く

  

機
 
能
 

設
定
値

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
チ
ャ
ン

 

ネ
ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目

 
頻

 
度
 

担
 
当
 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系

 

a
.
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
論
理
回
路

 
―

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
 

３
お
よ
び
４

 

２
系
統

 
A
.
 
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状

態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当

該
系
統
の
バ
イ
パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時
 

電
気
保
修
課
長
 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 

５
６
時
間
 

b
.
手
動
起
動

 
―

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
 

３
お
よ
び
４

 

２
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

４
８
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時
 

電
気
保
修
課
長
 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 

５
６
時
間
 

c
.
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
高

 
3
2
k
P
a
[
g
a
ge

] 

以
下
 

モ
ー
ド
１
、

 

２
お
よ
び
３

 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

お
よ
び

 

電
気
保
修
課
長
 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完

了
時
間
に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 

３
６
時
間
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回
 

当
直
課
長
 

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
の
差
異

 

(
●
原
子
炉
圧
力

S
I
作
動
条

件
の
相
違

 

 
大
飯
・
玄
海
：
原
子
炉
圧
力
低

(
P-
1
1
と
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

)
 

 
美
浜
：
・
原
子
炉
圧
力
異
常
低

(
P-
6
と
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

) 

 
 
 
 
・
原
子
炉
圧
力
低
と
加
圧
器
水
位
低
の
一
致

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

(
P-
1
1
と
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

)
 

 
●
主

蒸
気
ラ
イ
ン

S
I
作
動
条

件
の
相
違
 

 
 
大
飯
・
玄
海
：
主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
低
(
P
-
1
1
と
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

)
 

美
浜
：
・
主

蒸
気
ラ
イ
ン
差
圧
高

 

・
主

蒸
気
ラ
イ
ン
流
量
高
と
主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
低

 
ま
た
は
１

次
冷
却
材
平
均
温
度
異
常
低
の
一
致
 

 
 
 

 
 
 

 
(
P-
1
2
と
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

)
) 

●
※

1
8
記
載
の
相
違

 

 
 
（
大
飯
・
玄
海
：
※
1
8
記
載
あ
り
、
美
浜
：
記
載
な
し
。）

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
 
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
工
学
的
安
全
施
設
等
作
動
系
は
不
要
な
Ｌ
Ｃ
Ｏ
を
出
さ
な
い
た
め

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
は
３
と
す
る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

 

参考①-96



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
7
.5
認
可
）

 

   
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
～
ペ
ー
ジ
調
整
～

 

  
 

機
 
 

 
能
 

設
 
定

 
値

 
適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
 

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

３
号
炉

 
４
号
炉
 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間
 

項
 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

d
.
原
子
炉
圧
力
低

 
1
2
.
0
4
 
M
P
a[
g
a
g
e
]
以
上
 
モ
ー
ド
１
、
２
及
び

３
(
a
)
 

４
※

1
5  

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し

た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※

16
。
 

６
時
間
 

 

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

 

定
期
検
査
時
 
保
修
第
二
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す

る
。
 

１
日
に
１
回
 
発
電
第
二
課
当

直
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

４
に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

  

3
6
時
間
 

e
.
主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
低
 

3
.
3
5
 
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以
上
 
モ
ー
ド
１
、
２
及
び

３
(
a
)
 

各
主

蒸
気
 

ラ
イ
ン
ご
と
に
 

４
※

1
5  

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ

パ
ス
し

た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除
く
）
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※

16
。
 

 

６
時
間
 

  

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

 

定
期
検
査
時
 
保
修
第
二
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す

る
。
 

１
日
に
１
回
 
発
電
第
二
課
当

直
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

４
に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

  

3
6
時
間
 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

機
 
能

 
設
定
値

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
チ
ャ
ン

 

ネ
ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

d
.
原
子
炉
圧
力
異
常
低

 
1
0
.
9
7 

M
P
a
[
g
a
g
e
] 

以
上

 

モ
ー
ド
１
 

お
よ
び
２

(b
) 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長

 

お
よ
び
 

電
気
保
修
課
長

 
B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 

３
６
時
間
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回
 

当
直
課
長
 

e
.
原
子
炉
圧
力
低
と
加
圧
器

水
位
低
の
一
致

 

原
子
炉
圧
力
低

 
1
1
.
6
6 

M
P
a
[
g
a
g
e
] 

以
上

 

モ
ー
ド
１
、
 

２
お
よ
び
３

(
a
)
 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

 

定
期
検
査
時
 

 

計
装
保
修
課
長

 

お
よ
び
 

電
気
保
修
課
長

 

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 

３
６
時
間
 

加
圧
器
水
位
低

 
計
器
ス

パ
ン
の

3
％
以
上

 

モ
ー
ド
１
、
 

２
お
よ
び
３

(
a
)
 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回
 

当
直
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 

３
６
時
間
 

f
.
主

蒸
気
ラ
イ
ン
差
圧
高

 
ル
ー
プ
間
差
圧

0
.
9
4
M
P
a
 

以
下

 

モ
ー
ド
１
、
 

２
お
よ
び
３

 

各
主

蒸
気
ラ
イ
ン
毎

に
３

 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長

 

お
よ
び
 

電
気
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 

３
６
時
間
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回
 

当
直
課
長
 

    

 

 

参考①-97



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
7
.5
認
可
）

 
 

  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
～
ぺ
ー
ジ
調
整
～

 

        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
～
ペ
ー
ジ
調
整
～

 
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 
 

機
 
能
 

設
定
値

 
適
用
モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン

 

ネ
ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項

 

条
 
件

 
措
 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

g
.
主

蒸
気
ラ
イ
ン
流
量
高
と
主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
低

 
ま
た

は
１
次
冷
却
材
平
均
温
度
異

常
低
の
一
致

 

主
蒸
気
ラ
イ
ン

流
量
高

 

定
格
流
量
の

5
0
％
以
下
（

2
0
%

出
力
以
下
時
）

 

定
格
流
量
の

1
2
0
％
以
下
（
定

格
出
力
時
）

 

モ
ー
ド
１
、

 

２
お
よ
び
３

(
d
) 

各
主

蒸
気
ラ
イ
ン
毎

に
２

 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長

 

お
よ
び

 

電
気
保
修
課
長

 
B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 ３
６
時
間
 

主
蒸
気
ラ
イ
ン

圧
力
低

 

3
.
3
5 

M
P
a
［

g
a
g
e］

 

以
上
 

各
主

蒸
気
ラ
イ
ン
毎

に
３

 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回
 

当
直
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 ３
６
時
間
 

１
次
冷
却
材
平

均
温
度
異
常
低

 

2
8
1
.
9
℃
以
上

 
３

 
A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 ３
６
時
間
 

 

 

参考①-98



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
7
.5
認
可
）

 
２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
（
続
き
）
 

機
 
能

 
設
定
値

 
適

 
用
 

モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン

ネ
ル
・
系
統

数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

２
．

 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
 

ａ
．

 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
系
作
動
論
理
回
路

 

－
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
お
よ
び
４
 

２
系
統
※
１
６
 

A
.
 
１
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
ま
た
は
電
気
保
修
課
長
は
、
当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ

し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と

を
確
認
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ

イ
パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

６
時
間

 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 
定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

お
よ
び
 

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 
５
６
時
間
 

ｂ
．

 
手
動
起
動
 

－
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
お
よ
び
４
 

４
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

４
８
時
間
 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 
定
期
検
査
時

 
発
電
室
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

お
よ
び
 

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 
５
６
時
間
 

ｃ
．

 
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力

異
常
高

 

2
0
5
 
k
P
a
[
g
a
g
e
]
 

以
下

 

モ
ー
ド
１
、
２

 

お
よ
び
３

 

４
※
１
３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
バ
イ

パ
ス
し
た

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除

く
）
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
※
１
４
。
 

６
時
間

 
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長
 

お
よ
び
 

電
気
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長
 

お
よ
び
 

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 
３
６
時
間
 

 

 
 

機
 

 
 
能
 

設
 
定
 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
 

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

３
号
炉
 

４
号
炉
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
 
目

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

２
．
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
 

a
.
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
論
理
回
路
 

－
 

モ
ー
ド
１
、

 

２
、
３
及
び
４
 

２
系
統
※

18
 

A
.
１
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ

し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状
態

で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
作

業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ
イ
パ
ス

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

６
時
間
 

    

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時
 
保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

  

5
6
時
間
 

b
.
手
動
起
動
 

－
 

モ
ー
ド
１
、

 

２
、
３
及
び
４
 

４
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す

る
。
 

4
8
時
間
 

 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時
 
保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

  

5
6
時
間
 

c
.
格
納
容
器
圧
力
異
常
高
 

2
0
5
 
k
P
a
[
g
a
g
e
]
以
下
 
モ
ー
ド
１
、

 
２

及
び
３
 

４
※
1
5  

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
バ
イ
パ
ス
し
た

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除

く
）
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る

※
16
。
 

６
時
間
 
設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

 

定
期
検
査
時
 
保
修
第
二
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す

る
。

 

１
日
に
１
回
 
発
電
第
二
課
当

直
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
４
に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

  

3
6
時
間
 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

機
 
能
 

設
定
値

 
適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
 

ネ
ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※

2
 

確
認
事
項
 

条
 
件

 
措

 
置

 
完
了
時
間
 

項
 
目

 
頻
 
度
 

担
 
当

 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系

 

a
.
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
論
理
回

路
 

―
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

 

３
お
よ
び
４

 

２
系
統

 
A
.
 
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な

状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
作
業
の
た

め
当
該
系
統
の
バ
イ

パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

 

６
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

電
気
保
修
課
長
 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 

５
６
時
間
 

b
.
手
動
起
動

 
―

 
モ
ー
ド
１
、
２
、

 

３
お
よ
び
４

 

４
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

４
８
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時
 

電
気
保
修
課
長
 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 

５
６
時
間
 

c
.
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
異
常
高
 

1
4
0
k
P
a
[
g
a
g
e
]
 

以
下

 

モ
ー
ド
１
、
 

２
お
よ
び
３

 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

お
よ
び
 

電
気
保
修
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回
 

当
直
課
長
 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 

３
６
時
間
 

 

 

参考①-99



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
7
.5
認
可
）

 
２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
（
続
き
）
 

機
 
能

 
設
定
値

 
適

 
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン

ネ
ル
・
系
統

数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

３
．

 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

 

ａ
．

 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
Ａ

 

(
1
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
Ａ

作
動
論
理
回
路

 

－
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
お
よ
び
４

 

２
系
統
※
１
６
 

A .
 

１
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
ま
た
は
電
気
保
修
課
長
は
、
当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ

し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と

を
確
認
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ

イ
パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
時
間
 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 
定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長
 

B .
 

条
件

A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

お
よ
び

 
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

５
６
時
間
 

(
2
)
 
手
動
起
動
 

－
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
お
よ
び
４

 

２
 

A .
 

１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

４
８
時
間
 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 
定
期
検
査
時

 
発
電
室
長
 

B .
 

条
件

A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

お
よ
び

 
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

５
６
時
間
 

(
3
)
 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 
機
能
１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
を
参
照
。
 

ｂ
．

 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
Ｂ

 

(
1
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
Ｂ

作
動
論
理
回
路

 

－
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
お
よ
び
４

 

２
系
統
※
１
６
 

A .
 

１
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
ま
た
は
電
気
保
修
課
長
は
、
当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ

し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と

を
確
認
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ

イ
パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
時
間
 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 
定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長
 

B .
 

条
件

A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

お
よ
び

 
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

５
６
時
間
 

(
2
)
 
手
動
起
動
 

機
能
２
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系

 
ｂ
．
手
動
起
動
を
参
照
。

 

(
3
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
異

常
高

 

機
能
２
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
 
ｃ
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
異
常
高
を
参
照
。

 

 

機
 

 
 
能
 

設
 
定
 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ

 

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

３
号
炉
 

４
号
炉
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

３
．
格
納
容
器
隔
離

 

a
.
格
納
容
器
隔
離
Ａ

 

(
1
)
格
納
容
器
隔
離
Ａ
作
動
論
理
回
路

 
－

 
モ
ー
ド
１
、

 

２
、
３
及
び
４
 

２
系
統
※
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A
.
１
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ

し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状
態

で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
作

業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ
イ

パ
ス

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
時
間

 

    

機
能
検
査
を
実
施
す

る
。

 

定
期
検
査
時

 
保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。
 

及
び

 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。
 

1
2
時
間
 

  

5
6
時
間
 

(
2
)
手
動
起
動
 

－
 

モ
ー
ド
１
、

 

２
、
３
及
び
４
 

２
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す

る
。
 

4
8
時
間
 
機
能
検
査
を
実
施
す

る
。

 

定
期
検
査
時

 
保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。
 

及
び

 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。
 

1
2
時
間
 

  

5
6
時
間
 

(
3
)
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

機
能
１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
を
参
照

 

b
.
格
納
容
器
隔
離
Ｂ

 

(
1
)
格
納
容
器
隔
離
Ｂ
作
動
論
理
回
路

 
－

 
モ
ー
ド
１
、

 

２
、
３
及
び
４
 

２
系
統
※
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A
.
１
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ

し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状
態

で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
作

業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ
イ

パ
ス

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
時
間

 

   

機
能
検
査
を
実
施
す

る
。

 

定
期
検
査
時

 
保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。
 

及
び

 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。
 

1
2
時
間
 

  

5
6
時
間
 

(
2
)
手
動
起
動
 

機
能
２
．
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
 
b
.
手
動
起
動
を
参
照
 

(
3
)
格
納
容
器
圧
力
異
常
高
 

機
能
２
．
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
 
c
.
格
納
容
器
圧
力
異
常
高
を
参
照
 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

機
 
能
 

設
定
値

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
チ
ャ
ン

 

ネ
ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※

2  
確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間
 

項
 
目

 
頻

 
度
 

担
 
当

 

３
．
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
 

a
.
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
Ａ
 

(
1
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
Ａ
作
動
論
理
回
路

 
―

 
モ
ー
ド
１
、
２
、

 

３
お
よ
び
４

 

２
系
統

 
A
.
 
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状

態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当

該
系
統
の
バ
イ
パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

６
時
間

 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長

 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 

５
６
時
間
 

(
2
)
 
手
動
起
動

 
―

 
モ
ー
ド
１
、
２
、

 

３
お
よ
び
４

 

２
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

４
８
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長

 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 

５
６
時
間
 

(
3
)
 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動

 
機
能
１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
を
参
照
。

 

b
.
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
Ｂ
 

(
1
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
Ｂ
作
動
論
理
回
路

 
―

 
モ
ー
ド
１
、
２
、

 

３
お
よ
び
４

 

２
系
統

 
A
.
 
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状

態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当

該
系
統
の
バ
イ
パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

６
時
間

 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長

 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 

５
６
時
間
 

(
2
)
 
手
動
起
動

 
機
能
２
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系

b
.
 手
動
起
動
を
参
照
。
 

(
3
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
異
常
高

 
機
能
２
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系

c
.
 原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
異
常
高
を
参
照
。
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査
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２
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能

 
設
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値
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モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン

ネ
ル
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系
統
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所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
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系
統
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満
足
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き
な
い
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合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

ｃ
．

 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
Ａ
と
非
常
用
高
圧
母
線
低
電
圧
信
号
に
よ
る
隔
離

 

(
1
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原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

Ａ
と
非
常
用
高
圧
母
線

低
電
圧
信
号
に
よ
る
隔

離
作
動
論
理
回
路
 

－
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
お
よ
び
４

 

２
系
統
※
１
６
 

A .
 

１
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
ま
た
は
電
気
保
修
課
長
は
、
当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ

し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と

を
確
認
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ

イ
パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
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６
時
間
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能
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査
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す
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定
期
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査
時

 
発
電
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条
件

A
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措
置
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了
時
間
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成
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き
な
い
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合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
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、
モ
ー
ド
３
に
す
る
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１
２
時
間
 

お
よ
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B
.
2
 
当
直
課
長
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、
モ
ー
ド
５
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す
る
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５
６
時
間
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2
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子
炉
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納
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器
隔
離
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機
能
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．
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炉
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器
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離
 
ａ
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。
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0
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以
上
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４

 

１
母
線
あ
た

り
３

 

A .
 

１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
ま
た
は
電
気
保
修
課
長
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、
当

該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
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６
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設
定
値
確
認
お
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び
機
能
検

査
を
実
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す
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。

 

定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
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条
件

A
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措
置
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完
了
時
間
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1
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直
課
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ド
３
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２
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５
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．
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統
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不

能
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あ
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合
 

A
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1
 
計
装
保
修
課
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ま
た
は
電
気
保
修
課
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当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ
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残
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系
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。
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３
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２
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お
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び
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５
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起
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起
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。
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で
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合
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第
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課
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当
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を
動
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な
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す
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し
、
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の
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る
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と
を
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、
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き
る
。

 

６
時
間
 

  

機
能
検
査
を
実

施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
発
電
第
二
課
長
 

 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

1
2
時
間

 

 

5
6
時
間

 

(
2
)
格
納
容
器
隔
離
Ａ

 
機
能
３
．
格
納
容
器
隔
離

 a
.
格
納
容
器
隔
離
Ａ
を
参
照

 

(
3
)
6
.
6
k
V
非
常
用
母
線
電
圧
低
 

定
格
電
圧
の
 

6
9
 
％
以
上
 

モ
ー
ド
１
、

 
２
、

３
及
び
４
 

１
母
線
当
た
り

３
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

 

設
定
値
確
認
及

び
機
能
検
査
を

実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
発
電
第
二
課
長
 

及
び
 

保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

1
2
時
間

 

 

5
6
時
間

 

d
.
格
納
容
器
換
気
系
隔
離
 

(
1
)
格
納
容
器
換
気
系
隔
離
作
動
論
理
回
路
 

－
 

モ
ー
ド
１
、

 
２
、

３
及
び
４
 

２
系
統
※

18
 

A
.
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状

態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当

該
系
統
の
バ
イ

パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

６
時
間
 

   

機
能
検
査
を
実

施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

1
2
時
間

 

 

5
6
時
間

 

(
2
)
手
動
起
動
 

 

格
納
容
器

ス
プ
レ
イ

 
機
能
２
．
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系

 
b
.
手
動
起
動
を
参
照

 

格
納
容
器

隔
離
Ａ
 
機
能
３
．
格
納
容
器
隔
離

 a
.
格
納
容
器
隔
離
Ａ
 
(
2
)
手
動
起
動
を
参
照
 

(
3
)
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

機
能
１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
を
参
照
 

 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 
 

機
 
能

 
設
定
値

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
チ
ャ
ン

 

ネ
ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
2
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

c
.
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
Ａ
と
非
常
用
高
圧
母
線
低
電
圧
信
号
に
よ
る
隔
離
 

(
1
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
Ａ
と
非
常
用
高
圧
母

線
低
電
圧
信
号
に
よ
る
隔
離
作
動
論
理
回
路
 

―
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

 

３
お
よ
び
４
 

２
系
統
 

A
.
 
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状

態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当

該
系
統
の
バ
イ
パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
発
電
室
長
 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

 

５
６
時
間

 

(
2
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
Ａ

 
機
能
３
．
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

 a
.
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
Ａ
を
参
照
。

 

(
3
)
 
非
常
用
高
圧
母
線
低
電
圧

 
定
格
電
圧
の

7
3
.
4
%
以
上

 

モ
ー
ド
１
、
２
、

 

３
お
よ
び
４
 

１
母
線
あ
た
り
３

 
A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長
 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

 

５
６
時
間

 

d
.
原
子
炉
格
納
容
器
換
気
空
調
隔
離

 

(
1
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
換
気
空
調
隔
離
作
動
論
理

回
路

 

―
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

 

３
お
よ
び
４
 

２
系
統
 

A
.
 
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状

態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当

該
系
統
の
バ
イ
パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長
 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

 

５
６
時
間

 

(
2
)
 
手
動
起
動

 
原
子
炉
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
手
動
起

動
 

機
能
２
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系

 
b
.
手
動
起
動
を
参
照
。

 

原
子
炉
格
納
容
器

隔
離
Ａ
手
動
起
動

 
機
能
３
．
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

 a
.
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
Ａ

 
(
2
)
手
動
起
動
を
参
照
。

 

(
3
)
 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動

 
機
能
１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
を
参
照
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
（
続
き
）
 

機
 
能

 
設
定
値

 
適

 
用
 

モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

４
．

 
主

蒸
気
ラ
イ
ン
隔
離

 

ａ
．

 
主

蒸
気
ラ
イ
ン
隔
離
作

動
論
理
回
路

 

－
 

モ
ー
ド
１
、
２

(
b
)
お
よ
び
３

(
b
)
 

２
系
統
※
１
６
 

A .
 

１
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
ま
た
は
電
気
保
修
課
長
は
、
当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ

し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と

を
確
認
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ

イ
パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
時
間
 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 
定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長
 

B .
 

条
件

A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

お
よ
び

 
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 

ｂ
．

 
手
動
起
動

 
－

 
モ
ー
ド
１
、
２

(
b
)
お
よ
び
３

(
b
)
 

２
 

A .
 

１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

４
８
時
間
 

 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 
定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長
 

B .
 

条
件

A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

お
よ
び

 
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 

ｃ
．

 
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力

異
常
高

 

1
3
8
 
k
P
a
[
ga

g
e
]
 

以
下
 

 

モ
ー
ド
１
、
２

(
b
)
お
よ
び
３

(
b
)
 

４
※
１
３
 

A .
 

１
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
バ
イ

パ
ス
し
た

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除

く
）
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
※
１
４
。
 

６
時
間
 
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長
 

お
よ
び

 

電
気
保
修
課
長
 

B .
 

条
件

A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

お
よ
び

 
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長
 

ｄ
．

 
主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
低
 

3
.
3
5
 

M
P
a
[
g
a
g
e
] 
 

以
上
 

 

モ
ー
ド
１
、
２

(
b
)
お
よ
び
３

(
a
)
(
b
)
 

各
主

蒸
気
ラ
イ

ン
毎
に
４
※
１
３
 

A .
 

１
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
バ
イ

パ
ス
し
た

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除

く
）
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
※
１
４
。
 

６
時
間
 
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長
 

お
よ
び

 

電
気
保
修
課
長
 

B .
 

条
件

A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

お
よ
び

 
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長
 

ｅ
．

 
主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力

減

少
率
高

 

0
.
8
7
 
M
P
a
  

ス
テ
ッ
プ
以
下
 

モ
ー
ド
３

(
b
)
(
e
)
 
各
主

蒸
気
ラ
イ

ン
毎
に
４
※
１
３
 

A .
 

１
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
バ
イ

パ
ス
し
た

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除

く
）
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
※
１
４
。
 

６
時
間
 
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長
 

お
よ
び

 

電
気
保
修
課
長
 

B .
 

条
件

A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

お
よ
び

 
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 

 

 

 

機
 

 
 
能
 

設
 
定

 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 
所
要
チ
ャ
ン
ネ
 

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

３
号
炉

 
４
号
炉

 
条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時

間
 

項
  
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

４
．
主

蒸
気
ラ
イ
ン
隔
離
 

a.
主

蒸
気
ラ
イ
ン
隔
離
作

動
論
理
回
路
 

－
 

モ
ー
ド
１
、
２

(
b
)
及
び
３

(
b
) 

２
系
統
※
1
8
 

A
.
１
系
統
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合

 

A
.1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り

の
系
統
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を

確
認
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統

の
バ
イ
パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

６
時
間
 

   

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 
定
期
検
査
時
 
保
修
第
二

課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

及
び
 

B
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４

に
す
る
。
 

1
2
時
間

 

  

3
6
時
間

 

b.
手
動
起
動
 

－
 

モ
ー
ド
１
、
２

(
b
)
及
び
３

(
b
) 

２
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

4
8
時
間

 

 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 
定
期
検
査
時
 
保
修
第
二

課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

及
び
 

B
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４

に
す
る
。
 

1
2
時
間

 

  

3
6
時
間

 

c.
格
納
容
器
圧
力
異
常
高
 
13

8 
kP

a[
ga

g
e]
以
下
 
モ
ー
ド
１
、
２

(
b
)
及
び
３

(
b
) 

４
※
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A
.１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ
パ
ス

し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除
く
）

が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※

1
6 。

 

 

６
時
間
 

 

設
定
値
確
認
及
び
機
能

検
査
を
実
施
す
る
。
 

 

定
期
検
査
時
 
保
修
第
二

課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と

を
指
示
値
に
よ
り
確
認

す
る
。

 

１
日
に
１
回
 
発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

及
び
 

B
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４

に
す
る
。
 

1
2
時
間

 

  

3
6
時
間

 

d.
主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
低
 
機
能
１

.非
常
用
炉
心

冷
却
系

 e
.主

蒸
気
ラ

イ
ン
圧
力
低
を
参
照

 

モ
ー
ド
１
、
２

(
b
)
及
び
３

(
a
) 

(
b)
 

機
能
１
.
非
常
用
炉
心
冷
却
系
 e
.主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
低
を
参
照

 

e.
主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力

減

少
率
高

 

0.
87

 M
Pa

[g
a
ge

] 

ス
テ
ッ
プ
以
下
 

モ
ー
ド
３
 

(
b
)(
c)
 

各
主

蒸
気

 

ラ
イ
ン
ご
と
に

 

４
※
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A
.１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ
イ
パ
ス

し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除
く
）

が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※

1
6 。

 

 

６
時
間
 

 

設
定
値
確
認
及
び
機
能

検
査
を
実
施
す
る
。
 

 

定
期
検
査
時
 
保
修
第
二

課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

及
び
 

B
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４

に
す
る
。
 

1
2
時
間

 

  

3
6
時
間

 

 
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

機
 
能

 
設
定
値

 
適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン

 

ネ
ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※

2  
確
認
事
項

 

条
 
件

 
措

 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度

 
担

 
当

 

４
．
主

蒸
気
ラ
イ
ン
隔
離

 

a
.
主

蒸
気
ラ
イ
ン
隔
離
作
動
論
理
回
路
 

―
 

モ
ー
ド
１
、
 

２
(
c
)
お
よ
び
３

(
c)
 

２
系
統

 
A
.
 
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状

態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当

該
系
統
の
バ
イ

パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 

３
６
時
間
 

b
.
手
動
起
動
 

―
 

モ
ー
ド
１
、
 

２
(
c
)
お
よ
び
３

(
c)
 

２
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

４
８
時
間
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 

３
６
時
間
 

c
.
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
異
常
高

 
8
7
k
P
a
[
g
a
ge
]
 

以
下

 

モ
ー
ド
１
、
 

２
(
c
)
お
よ
び
３

(
c)
 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長

 

お
よ
び
 

電
気
保
修
課
長

 
B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 

３
６
時
間
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回
 

当
直
課
長

 

d
.
主

蒸
気
ラ
イ
ン
流
量

高
と
主

蒸
気
ラ
イ
ン

圧
力
低
ま
た
は
１
次

冷
却
材
平
均
温
度
異

常
低
の
一
致

 

主
蒸
気
ラ
イ
ン
流

量
高

 

機
能
１

.
 
非
常
用
炉

心
冷
却
系

 
g
.
主

蒸

気
ラ
イ
ン
流
量
高
と

主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力

低
ま
た
は
１
次
冷
却

材
平
均
温
度
異
常
低

の
一
致
を
参
照
。
 

モ
ー
ド
１
、
 

２
(
c
)
お
よ
び
３

(
c)
 

機
能
１

.
 非
常
用
炉
心
冷
却
系

 
g
.
主

蒸
気
ラ
イ
ン
流
量
高
と
主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
低
ま
た
は
１
次
冷
却
材
平
均
温
度
異
常
低
の
一
致
を
参
照
。
 

主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧

力
低

 

１
次
冷
却
材
平
均

温
度
異
常
低

 

 
 

 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
の
差
異

 

 
(
主

蒸
気
ラ
イ
ン
隔
離
作
動
条

件
の
相
違
 

 
 
大
飯
・
玄
海
：
・
主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
低
(
P
-
1
1
と
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
)
 

 
 
 
 
 

 
 
 
・
主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
減
少
率
高
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

(
P
-
1
1
と
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

)
 

 
 
美
浜
：
主

蒸
気
ラ
イ
ン
流
量
高
と
主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
低
ま
た
は
 

 
 
 
 
 
１
次
冷
却
材
平
均
温
度
異
常
低
の
一
致
。
)
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
（
続
き
）
 

機
 
能

 
設
定
値

 
適

 
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

５
．

 
給
水
隔
離
 

ａ
．

 
給
水
隔
離
作
動
論
理
回

路
 

－
 

モ
ー
ド
１
、
２

(
d
)
お
よ
び
３

(
d
) 

２
系
統
※
１
６
 

A .
 

１
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
ま
た
は
電
気
保
修
課
長
は
、
当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ

し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と

を
確
認
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ

イ
パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
時
間
 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長
 

B .
 

条
件

A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

お
よ
び
 

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 

ｂ
．

 
蒸
気
発
生
器
水
位
異
常

高
 

計
器
ス

パ
ン
の

 

7
7
 
%
 
以
下
 

モ
ー
ド
１
、
２

(
d
)
お
よ
び
３

(
d
) 

１
基
あ
た
り

 

４
※
１
３
 

A .
 

１
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
バ
イ

パ
ス
し
た

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除

く
）
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
※
１
４
。
 

６
時
間
 
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長
 

お
よ
び

 

電
気
保
修
課
長
 

B .
 

条
件

A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

お
よ
び
 

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長
 

ｃ
．

 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作

動
 

機
能
１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
を
参
照
。
 

ｄ
．

 
１
次
冷
却

材
平
均
温

度
低
と
原

子
炉
ト
リ

ッ
プ
の
一

致
 

１
次
冷
却

材
平
均
温

度
低

 

2
9
3
.
6
 
℃
 

以
上

 

モ
ー
ド
１
、
２

(
d
)
お
よ
び
３

(
d
) 

４
※
１
３
 

A .
 

１
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
バ
イ

パ
ス
し
た

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除

く
）
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
※
１
４
。
 

６
時
間
 
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長
 

お
よ
び

 

電
気
保
修
課
長
 

B .
 

条
件

A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

お
よ
び
 

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長
 

原
子
炉

 

ト
リ
ッ
プ
 
表
３
４
－
２

 
原
子
炉
保
護
系
計
装
を
参
照
。

 

 

 

機
 
 

 
能
 

設
 
定

 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
 

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

３
号
炉
 

４
号
炉

 
条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
 
目

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

５
．
給
水
隔
離

 

a
.
給
水
隔
離
作
動
論
理
回
路
 

－
 

モ
ー
ド
１
、
２

(
d)

及
び
３

(
d
)
 

２
系
統
※

18
 

A
.
１
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ
し
、

残
り
の
系
統
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ

と
を
確
認
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当
該
系

統
の
バ
イ
パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
時
間
 

    

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 
定
期
検
査
時

 
保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
４
に
す
る
。
 

1
2
時
間
 

  

3
6
時
間
 

b
.
蒸
気
発
生
器
水
位
異
常
高
 

計
器
ス

パ
ン
の
 

8
0
 
％
以
下
 

モ
ー
ド
１
、
２

(
d)

及
び
３

(
d
)
 

１
基
当
た
り

 

４
※
1
5  

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ

イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
除
く
）
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※

1
6
。
 

６
時
間
 

  

設
定
値
確
認
及
び
機
能

検
査
を
実
施
す
る
。

 

 

定
期
検
査
時

 
保
修
第
二
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と

を
指
示
値
に
よ
り
確
認

す
る
。

 

１
日
に
１
回

 
発
電
第
二
課
当
直

課
長

 
B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
４
に
す
る
。
 

1
2
時
間
 

  

3
6
時
間
 

c
.
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

機
能
１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
を
参
照
 

d
.
１
次
冷
却
材
平
均
温
度
低

と
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
一
致
 

１
次
冷
却

材
平
均
温

度
低
 

2
9
1
.
7
 
℃
以
上
 

モ
ー
ド
１
、
２

(
d)

及
び
３

(
d
)
 

４
※
1
5  

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
バ

イ
パ
ス
し
た
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
除
く
）
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
※

1
6
。
 

６
時
間
 

 

設
定
値
確
認
及
び
機
能

検
査
を
実
施
す
る
。

 

 

定
期
検
査
時

 
保
修
第
二
課
長
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と

を
指
示
値
に
よ
り
確
認

す
る
。

 

１
日
に
１
回

 
発
電
第
二
課
当
直

課
長

 
B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
４
に
す
る
。
 

1
2
時
間
 

  

3
6
時
間
 

原
子
炉
ト

リ
ッ
プ

 
表

3
3
－
２

 
原
子
炉
保
護
系
計
装
を
参
照

 

 
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

機
 
能

 
設
定
値

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
チ
ャ
ン

 

ネ
ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※

2  
確
認
事
項
 

条
 
件

 
措

 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

５
．
給
水
隔
離

 

a
.
給
水
隔
離
作
動
論
理
回
路
 

 

―
 

モ
ー
ド
１
、

 

２
(
e
)
お
よ
び
３

(
e
) 

２
系
統
 

A
.
 
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系
統
が
正
常
な
状

態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
作
業
の
た
め
当

該
系
統
の
バ
イ

パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

６
時
間

 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時
 

電
気
保
修
課
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

 

３
６
時
間

 

b
.
蒸
気
発
生
器
水
位
異
常
高
 

 

計
器
ス

パ
ン
の

7
7
 
%
 
以
下
 

モ
ー
ド
１
、

 

２
(
e
)
お
よ
び
３

(
e
) 

１
基
あ
た
り
３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

６
時
間

 
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長

 

お
よ
び
 

電
気
保
修
課
長

 
B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

 

３
６
時
間

 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回
 

当
直
課
長

 

c
.
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

機
能
１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
を
参
照
。

 

d
.
１
次
冷
却
材
平
均
温
度

低
と
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ

の
一
致

 

１
次
冷
却
材
平
均

温
度
低
 

2
8
8
 
℃

 
以
上

 
モ
ー
ド
１
、

 

２
(
e
)
お
よ
び
３

(
e
) 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

６
時
間

 
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長

 

お
よ
び
 

電
気
保
修
課
長

 
B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

 

３
６
時
間

 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回
 

当
直
課
長

 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ

 
表
３
４
－
２

 
原
子
炉
保
護
系
計
装
を
参
照
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
（
続
き
）
 

機
 
能

 
設
定
値

 
適

 
用
 

モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間

 
項
 
目
 

頻
 
度

 
担

 
当
 

６
．

 
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
 

ａ
．

 
Ｐ
－
１
１
 

加
圧
器
圧
力

  

1
3
.
2
4
 

M
P
a
[
g
a
g
e
] 

 

モ
ー
ド
１
、
２
 

お
よ
び
３

(
a
) 

４
 

A .
 

１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以

上
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
※
１
９
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を

運
転
状
態
に
適
合
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
る
。
 

１
時
間

 
設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B .
 

条
件

A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間

 

お
よ
び

 
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 
３
６
時
間

 

※
１
９
：
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
「
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
」
と
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
故
障
あ
る
い
は
出
力
側
の
故
障
に
よ
り
関
連
す
る
動
作
機
能
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
（
手
動
ブ
ロ
ッ
ク
許
可
信
号
が
誤
発
信
し
た
場
合
を
含
む
）
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い

て
同
じ
）
。
 

 

 

機
 
 

 
能
 

設
 
定
 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
 

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

３
号
炉
 
４
号
炉
 

条
 
件

 
措
 
置

 
完
了
時
間
 

項
 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

６
.
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

 

a
.
Ｐ
－

1
1 

加
圧
器
圧
力
 

1
3
.
2
3
9
±
0
.
0
3
2
5
 

M
P
a
[
g
a
g
e
]
 

モ
ー
ド
１
、
２
及

び
３

(
a
) 

４
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
※
1
9  

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
ク
を
運
転
状
態
に
適
合
さ
せ

る
措
置
を
講
じ
る
。
 

１
時
間
 

 

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。
 

  

定
期
検
査
時

 
保
修
第
二
課
長
 

B
.
条
件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

４
に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

  

3
6
時
間
 

※
1
9
：
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
「
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
」
と
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
故
障
あ
る
い
は
出
力
側
の
故
障
に
よ
り
関
連
す
る
作
動
機
能
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
（
手
動
ブ
ロ
ッ
ク
許
可
信
号
が
誤
発
信
し
た
場
合
を
含
む
）
を
い
う
。
 

 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

機
 
能

 
設
定
値

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・

系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※

2  
確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

６
．
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
 

a
.
Ｐ
‐
６

 
中
間
領
域
中
性
子

束
 

7
.
5
×

1
0-

11
～

1
.
3

×
1
0
-1

0
A 

モ
ー
ド
１

 

お
よ
び
２

(
b
)
 

２
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合
※
１
６
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
運

転
状
態
に
適
合
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
る
。
 

１
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

b
.
Ｐ
－
１
１
 

加
圧
器
圧
力

 

1
3
.
7
3 

M
P
a
[
g
a
g
e
] 

モ
ー
ド
１
、
 

２
お
よ
び
３

(
a
) 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合
※
１
６
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
運

転
状
態
に
適
合
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
る
。
 

１
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

 

３
６
時
間
 

c
.
Ｐ
－
１
２
 

１
次
冷
却
材
平
均

温
度

 

2
8
3
.
9
℃

 

モ
ー
ド
１
、
 

２
お
よ
び
３

(
d
) 

３
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合
※
１
６
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
運

転
状
態
に
適
合
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
る
。
 

１
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

 

３
６
時
間
 

※
１
６
：
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
「
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
」
と
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
故
障
あ
る
い
は
出
力
側
の
故
障
に
よ
り
関
連
す
る
動
作
機
能
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
（
手
動
ブ
ロ
ッ
ク
許
可
信
号
が
誤
発
信
し
た
場
合
を
含
む
）
を
い
う
。
 

 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
の
差

異
 

（
美
浜
：
P
-
6
、
P
-
1
2
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク
あ
り
。
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
表
３
４
－
４

 
事
故
時
監
視
計
装

 

項
 

 
 

 
 
目
 

機
 

 
 

 
 
能

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
チ
ャ
ン

ネ
ル
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
０
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間

 
項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
次
冷
却
系
計
装
※
２
１
 

１
次
冷
却
材
圧
力
（
広
域
）

 
モ
ー
ド
１
、
２

 

お
よ
び
３

 

２
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
計
器
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能

な
状
態
に
す
る
。

 

３
０
日

 
機
能
検
査
を

実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修

課
長

 
１
次
冷
却
材
温
度
（
広
域
）
（
高
温
側
）

 
４

 

１
次
冷
却
材
温
度
（
広
域
）
（
低
温
側
）

 
４

 

加
圧
器
水
位

 
２

 

化
学
体

積
制
御
系
計
装
※
２
１
 

ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位

 
２

 

主
蒸
気
お
よ
び
給
水
、
補
助
給
水
系
計

装
※
２
１
 

主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力

 
各
ラ
イ
ン
２
 
B
.
 
条

件
A
の
措
置

を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

B
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該

計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る

こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に

分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講

じ
る
。
 

速
や
か
に

 

補
助
復
水
タ
ン
ク
水
位
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）

 
１

 

復
水
ピ
ッ
ト
水
位
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）

 
２

 

蒸
気
発
生
器
水
位
（
広
域
）

 
４

 

蒸
気
発
生
器
水
位
（
狭
域
）

 
各
Ｓ
Ｇ
２

 

補
助
給
水
流
量

 
４

 
動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ

り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
当
直
課
長

 

燃
料
取
替
用
水
系
計
装
※
２
１
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）

 
２

 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）

 
２

 
C
.
 
１
つ
の
機
能
が

動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

C
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該

機
能
の

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す

る
。
ま
た
は
、
代
替
の
監

視
手
段
を
確
保
す
る
。

 

１
０
日

 

原
子
炉
格
納
容
器
関
連
計
装
※
２
１
 

格
納
容
器
サ
ン
プ
Ｂ
水
位
（
広
域
）
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

２
 

格
納
容
器
サ
ン
プ
Ｂ
水
位
（
狭
域
）
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

２
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号

炉
）

 

２
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
（
狭
域
）
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号

炉
）

 

２
 

格
納
容
器
内
圧
力
 

２
 

格
納
容
器
内
温
度
 

２
 

D
.
 
条

件
C
の
措
置

を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

D
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

格
納
容
器
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
低
レ
ン
ジ
）

 
２

 

格
納
容
器
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）

 
２

 
お
よ
び

 
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
計
装
※
２
１
 

放
射
性
機
器
冷
却
水
タ
ン
ク
水
位
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）

 
２

 
D
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４

に
す
る
。

 

３
６
時
間

 

非
放
射
性
機
器
冷
却
水
タ
ン
ク
水
位
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

１
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
水
位
（
３
号
炉
お
よ
び
４

号
炉
）

 

２
 

制
御
用
空
気
系
計
装

 
計
器
用
空
気
圧
力
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）

 
２

 

制
御
用
空
気
圧
力
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）

 
２

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
計
装
※
２
１
 

高
圧
安
全
注
入
流
量

 
２

 

低
圧
安
全
注
入
流
量

 
２

 

※
２
０
：
チ
ャ
ン
ネ
ル
毎
、
機
能
毎
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

※
２
１
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
各
計
装
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る

 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
各
計
装
が
動
作
不
能
時
は
、
第
９
０
条
（
表
９
０
－
１
６
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

表
3
3
－
４

 
事
故
時
監
視
計
装
 

項
 

 
 
目
 

機
 
 
 
 
能
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※

20
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
次
冷
却
系
計
装
※

2
1  

１
次
冷
却
材
圧
力
（
広
域
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
 

２
 

A
.
１
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
計
器

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、

当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

3
0
日

 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 

 

定
期
検
査
時
 

 

保
修
第
二
課
長
 

 
加
圧
器
水
位
 

２
 

１
次
冷
却
材
温
度
（
広
域
）
（
高
温
側
）
 

４
 

１
次
冷
却
材
温
度
（
広
域
）
（
低
温
側
）
 

４
 

化
学
体

積
制
御
系
計
装
※

21
 

ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位
 

２
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す

る
。
 

１
か
月
に
１
回
 
発
電
第
二
課
当

直
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の

措
置
を
完
了

時
間
内
に
達

成
で
き
な
い

場
合
 

B
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、

当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ

る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に

分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
。
 

速
や
か
に
 

主
蒸
気
及
び
給
水
、
補
助
給
水
系
計
装

※
21
 

主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
 

各
ﾗ
ｲ
ﾝ
２

 

復
水
タ
ン
ク
水
位
（
３
号
炉
）

 

復
水
ピ
ッ
ト
水
位
（
４
号
炉
）

 
２

 

蒸
気
発
生
器
水
位
（
広
域
）
 

４
 

蒸
気
発
生
器
水
位
（
狭
域
）
 

各
S
G
２
 

補
助
給
水
流
量

 
４

 

燃
料
取
替
用
水
系
計
装
※

21
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
（
３
号
炉
）

 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
（
４
号
炉
）

 
２

 
C
.
１
つ
の
機

能
が
動
作
不

能
で
あ
る
場

合
 

C
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、

当
該
機
能
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
動
作
可
能
な
状
態
に
す

る
。
又
は
、
代
替
の
監
視
手
段

を
確
保
す
る
。

 

1
0
日

 

    
原
子
炉
格
納
容
器
関
連
計
装
※

21
 

格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
 

２
 

格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
狭
域
）
 

２
 

格
納
容
器
圧
力

 
２

 

格
納
容
器
内
温
度
 

１
 

格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

(
低
レ
ン
ジ
)
 

２
 

D
.
条

件
Ｃ
の

措
置
を
完
了

時
間
内
に
達

成
で
き
な
い

場
合
 

D
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直

課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

D
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直

課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

1
2
時
間
 

   

3
6
時
間
 

格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

(
高
レ
ン
ジ
)
 

２
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
計
装
※
2
1  

原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
水
位
 

２
 

制
御
用
空
気
系
計
装

 
制
御
用
空
気
圧
力

 
２

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
計
装
※
2
1  

高
圧
注
入
流
量

 
２

 

低
圧
注
入
流
量

 
２

 

※
2
0
：
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
、
機
能
ご
と
に
個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

※
2
1
：
各
計
装
が
動
作
不
能
時
は
、
第

8
3
条
（
表

8
3－

1
6
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
３
４
－
４

 
事
故
時
監
視
計
装

 

項
 

 
 
目
 

機
 

 
 
能
 

適
用
モ
ー
ド

 
所
要
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
１
７
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度
 

担
 
当
 

1
次
冷
却
系
計
装
※
１
８
 

１
次
冷
却
材
圧
力
（
広
域
）

 
モ
ー
ド
１
、

 

２
お
よ
び
３

 

２
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

計
器
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

３
０
日
 

機
能
検
査
を
実
施
す

る
。
 

定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長
 

加
圧
器
水
位
 

２
 

１
次
冷
却
材
温
度
（
広
域
）
（
高
温
側
）
 

３
 

１
次
冷
却
材
温
度
（
広
域
）
（
低
温
側
）
 

３
 

化
学
体

積
制
御
系
計
装
※
１
８
 

ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位

 
２

 

主
蒸
気
お
よ
び
給
水
、
補
助
給
水
系
計

装
※
１
８
 

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力

 
各
ラ
イ
ン
２
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故

障
状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明

確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
。
 

速
や
か
に

 

復
水
タ
ン
ク
水
位

 
２

 

蒸
気
発
生
器
水
位
（
広
域
）

 
３

 

蒸
気
発
生
器
水
位
（
狭
域
）

 
各
Ｓ
Ｇ
２

 

補
助
給
水
流
量
 

３
 

燃
料
取
替
用
水
系
計
装
※
１
８
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 
２

 
動
作
不
能
で
な
い
こ
と

を
指
示
値
に
よ
り
確
認

す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
課
長

 

C
.
 
１
つ
の
機
能
が
動

作
不
能
で
あ
る
場

合
 

C
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
１

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に

す
る
。
ま
た
は
、
代
替
の
監
視
手
段
を

確
保
す
る
。

 

１
０
日
 

 

原
子
炉
格
納
容
器
関
連
計
装
 

※
１
８
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
 

２
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
（
狭
域
）
 

２
 

格
納
容
器
内
圧
力

 
２

 

格
納
容
器
内
温
度

 
２

 

格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
低
レ
ン
ジ
）

 
２

 
D
.
 
条

件
C
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

D
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

D
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

 

３
６
時
間

 

格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）

 
２

 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
計
装
※
１
８
 

1
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
水
位
 

２
 

制
御
用
空
気
系
計
装

 
制
御
用
空
気
圧
力

 
２

 

安
全
注
入
系
計
装
※
１
８
 

高
圧
安
全
注
入
流
量

 
２

 

低
圧
安
全
注
入
流
量

 
２

 

※
１
７
：
チ
ャ
ン
ネ
ル
毎
、
機
能
毎
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 
※
１
８
：
各
計
装
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

各
計
装
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
１
６
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 
 

 

 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
の
差

異
 

（
所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
の
相
違
。
）
 

 

参考①-105



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
表
３
４
－
５

 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
起
動
計
装

 

機
 

 
 

 
能

 
設

 
定

 
値
 

適
用
モ
ー
ド

 
所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

1
号
炉
お
よ
び

2
号
炉

 
3
号
炉
お
よ
び

4
号
炉

 
条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度
 

担
 
当

 

１
．

 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
起
動
論
理

回
路

 

－
 

－
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３

 

お
よ
び
４

 

２
系
統

 
A
.
 
１
系
統
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

た
だ
し
、
残
り
の
系
統
が
正
常

な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の

う
え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統

の
バ
イ

パ
ス
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
 

６
時
間
 
機
能
検
査
を

実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 
発
電
室
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置

を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。

 

１
２
時
間

 

お
よ
び

 
 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。

 

５
６
時
間

 

モ
ー
ド
５
、
６
お
よ

び
照
射
済
燃
料
移
動

中
 

１
系
統

 
A
.
 
１
系
統
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
当
該
デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電
機
を
動
作
不
能
と
み
な

す
。

 

速
や
か
に

 

２
．

 
非
常
用
高
圧
母
線
低
電
圧
 

定
格
電
圧
の
 

7
0
.
8
 
%
 
以
上

 

定
格
電
圧
の

 

6
9
.
0
 
%
 
以
上

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
、
５
、
６
お
よ
び
照

射
済
燃
料
移
動
中
 

所
要
の
母
線
あ

た
り
３

 

A
.
 
１
母
線
あ
た
り

1
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に

す
る
。

 

６
時
間
 
設
定
値
確
認

お
よ
び
機
能

検
査
を
実
施

す
る
。
 

定
期
検
査
時
 
電
気
保
修
課
長
 

B
.
 
１
母
線
あ
た
り

２
チ
ャ
ン
ネ
ル

以
上
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

B
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
１
母
線
あ

た
り
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

２
時
間
 

C
.
 
条

件
A
ま
た
は

B

の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

C
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
デ
ィ
ー

ゼ

ル
発
電
機
を
動
作
不
能
と
み
な

す
。

 

速
や
か
に

 

３
．

 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

表
３
４
－
３

 
機
能
１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
を
参
照
。

 

  

表
3
3
－
５
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
起
動
計
装
 

機
 
 

 
能

 
設

 
定
 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

３
号
炉

 
４
号
炉
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間

 
項
 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
起
動
論
理
回
路
 

－
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３

及
び
４
 

２
系
統
 

A
.
１
系
統
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系
統

が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う

え
、
作
業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ
イ

パ
ス

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

６
時
間
 

    

機
能
検
査
を
実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査
時
 
保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。

 

 

1
2
時
間
 

  

5
6
時
間
 

モ
ー
ド
５
、
６
及
び

照
射
済
燃
料
移
動

中
 

１
系
統
 

A
.
１
系
統
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
動
作
不
能
と
み
な
す
。
 

速
や
か
に

 

２
．

6
.
6
k
V
非
常
用
母
線
電
圧
低
 

定
格
電
圧
の
 

6
9
％
以
上
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
、
５
、
６
及
び
照

射
済
燃
料
移
動
中
 

所
要
の
母
線
 

当
た
り
３
 

 

A
.
１
母
線
当
た
り

１
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

６
時
間
 
設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時
 
保
修
第
二
課
長
 

B
.
１
母
線
当
た
り

２
チ
ャ
ン
ネ
ル

以
上
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

B
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
１
母
線
当
た
り
２
チ

ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

２
時
間
 

C
.
条

件
Ａ
又
は
Ｂ

の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

C
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
動
作
不
能
と
み
な
す
。
 

速
や
か
に

 

３
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動

 
表

3
3
－
３
 
機
能
１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
を
参
照
 

  

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 表
３
４
－
５

 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
起
動
計
装

 

機
 
能

 
設
定
値

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
チ
ャ
ン

 

ネ
ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間

 
項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
起
動
論
理
回
路

 
―

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
 

３
お
よ
び
４

 

２
系
統

 
A
.
 
１
系
統
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可
能

な
状
態
に
す
る
。
た
だ
し
、
残
り
の
系
統
が

正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、

作
業
の
た
め
当
該
系
統
の
バ
イ

パ
ス
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
時
間
 

 

機
能
検
査
を
実
施
す
る

 
定
期
検
査
時

 
発
電
室
長

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い

場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

 

５
６
時
間

 

モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
照

射
済
燃
料
移
動
中
 

１
系
統

 
A
.
 
１
系
統
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を

動
作
不
能
と
み
な
す
。

 

速
や
か
に

 

２
．
非
常
用
高
圧
母
線
低
電
圧

 
定
格
電
圧
の

7
3
.
4
%
以
上
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
お
よ
び
照
射
済
燃

料
移
動
中

 

所
要
の
母
線
あ
た
り
３
 

A
.
 
１
母
線
あ
た
り
１
チ
ャ

ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動

作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

６
時
間
 

設
定
値
確
認
お
よ
び
機

能
検
査
を
実
施
す
る
 

定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長

 

B
.
 
１
母
線
あ
た
り
２
チ
ャ

ン
ネ
ル
以
上
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

B
.
1
 
電
気
保
修
課
長
は
、
１
母
線
あ
た
り
２
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

２
時
間
 

C
.
 
条

件
A
ま
た
は

B
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

C
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を

動
作
不
能
と
み
な
す
。

 

速
や
か
に

 

３
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動

 
表
３
４
－
３

 
機
能
１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
を
参
照
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
表
３
４
－
６

 
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
計
装

 

機
 

 
 

 
能

 
設

 
定

 
値

 
適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

１
号
炉
お
よ
び

2
号
炉

 
3
号
炉
お
よ
び

4
号
炉

 
条

 
件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目

 
頻

 
度

 
担
 
当
 

１
．
 
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系
作
動
論
理
回

路
 

－
 

－
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
お
よ
び
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
で
の
照
射

済
燃
料
移
動
中
※
２
２
 

所
要
の
中
央
制

御
室
非
常
用

循

環
系
に
つ
き
２

系
統

 

A
.
 
１
系
統
ま
た

は
１
チ
ャ
ン

ネ
ル
が
動
作

不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系

統
ま
た
は
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
動
作
可
能
な
状

態
に
す
る
。
 

３
０
日
 
機
能
検
査
を

実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長
 

B
.
 
２
系
統
ま
た

は
２
チ
ャ
ン

ネ
ル
が
動
作

不
能
で
あ
る

場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系

統
ま
た
は
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
動
作
可
能
な
状

態
に
す
る
。
 

１
０
日
 

２
．
 
手
動
起
動
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）

 
－

 
－

 
所
要
の
中
央
制

御
室
非
常
用

循

環
系
に
つ
き
２

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長
 

C
.
 
モ
ー
ド
１
、

２
、
３
お
よ

び
４
に
お
い

て
、
条

件
A
ま

た
は

B
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

C
.
1
 
当
直
課
長
は
、
中
央
制

御
室
非
常
用

循
環
フ

ァ
ン
を
起
動
さ
せ
る
。
 

速
や
か
に
 

D
.
 
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
で
の

照
射
済
燃
料

移
動
中
に
お

い
て
、
条
件

A

ま
た
は

B
の

措
置
を
完
了

時
間
内
に
達

成
で
き
な
い

場
合

 

D
.
1
 
当
直
課
長
は
、
中
央
制

御
室
非
常
用

循
環
フ

ァ
ン
を
起
動
さ
せ
る
。
 

速
や
か
に
 

ま
た
は
 

 

D
.
2
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
照

射
済
燃
料
の
移
動
を

中
止
す
る
※
１
０
。

 

速
や
か
に
 

３
．
 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

表
３
４
－
３
機
能
１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
を
参
照
。
 

※
２
２
：
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
、
「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
で
の
照
射
済
燃
料
移
動
中
」
は
適
用
さ
れ
な
い
。
 

  

表
3
3
－
６

 
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系
計
装
 

機
 

 
 
能
 

設
 
定

 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
系
統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項

 

３
号
炉
 
４
号
炉
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
中
央
制
御
室
非
常
用

循

環
系
作
動
論
理
回
路

 

 

－
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４

及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
で
の
照
射
済
燃
料
移

動
中
 

所
要
の
中
央
制
御

室
非
常
用

循
環
系

に
つ
き
２
系
統
 

 

A
.
１
系
統
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 
A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

3
0
日
 

機
能
検
査
を
実

施
す
る
。

 

 

定
期
検
査
時

 

 

保
修
第
二
課
長
 

 

B
.
２
系
統
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 
B
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

1
0
日
 

C
.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い

て
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

C
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
中
央
制

御
室
非
常
用

循
環
フ
ァ
ン
を
起
動

さ
せ
る
。
 

速
や
か
に
 

D
.
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
で
の
照
射
済

燃
料
移
動
中
に
お
い
て
条

件
Ａ
又

は
Ｂ
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

D
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
中
央
制

御
室
非
常
用

循
環
フ
ァ
ン
を
起
動

さ
せ
る
。
 

又
は
 

D
.
2
 
保
修
第
二
課
長
は
、
照
射
済
燃
料
の

移
動
を
中
止
す
る
※
1
2 。

 

速
や
か
に
 

    

速
や
か
に
 

 

２
．
手
動
起
動

 
－
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４

及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
で
の
照
射
済
燃
料
移

動
中
 

所
要
の
中
央
制
御

室
非
常
用

循
環
系

に
つ
き
２

 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

3
0
日
 

機
能
検
査
を
実

施
す
る
。

 

 

定
期
検
査
時

 

 

保
修
第
二
課
長
 

 

B
.
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

B
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

1
0
日
 

C
.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い

て
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

C
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
中
央
制

御
室
非
常
用

循
環
フ
ァ
ン
を
起
動

さ
せ
る
。
 

  

速
や
か
に
 

D
.
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
で
の
照
射
済

燃
料
移
動
中
に
お
い
て
条

件
Ａ
又

は
Ｂ
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

D
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
中
央
制

御
室
非
常
用

循
環
フ
ァ
ン
を
起
動

さ
せ
る
。
 

又
は
 

D
.
2
 
保
修
第
二
課
長
は
、
照
射
済
燃
料
の

移
動
を
中
止
す
る
※
1
2 。

 

速
や
か
に
 

    

速
や
か
に
 

 

３
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作

動
 

 
 
 

 
 
表

3
3
－
３

 
機
能
１
.
非
常
用
炉
心
冷
却
系
を
参
照
 

 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 
表
３
４
－
６

 
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
計
装
 

機
 
能

 
設
定
値

 
適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン

 

ネ
ル
・
系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系
作
動
論
理
回
路
 

―
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
 

３
お
よ
び
４

 

所
要
の
中
央
制
御
室

非
常
用

循
環
系
に
つ

き
２
系
統
 

A
.
 
１
系
統
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
す
る
。

 

３
０
日
 

機
能
検
査
を
実
施
す

る
。

 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長

 

B
.
 
２
系
統
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
す
る
。

 

１
０
日
 

C
.
 
条
件

A
ま
た
は

B
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

C
.
1
 
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環

フ
ァ
ン
を
起
動
さ
せ
る
。
 

速
や
か
に
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動

 
表
３
４
－
３

 
機
能
１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
を
参
照

 
 

 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
の
差
異

 

（
手
動
に
よ
る
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
起
動
信
号
の
有
無
 

大
飯
・
玄
海
：
手
動
起
動
信
号
あ
り

 

美
浜
：
手
動
起
動
信
号
な
し
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
で
の
照
射
済
燃
料
移
動
中
に
お
い
て
は
、
前
述

 

の
手
動
起
動
信
号
が
要
求
さ
れ
る
が
、
美
浜
に
は
こ
の
信
号
が
な
い

 

た
め
 
適
用
外
と
な
っ
て
い
る
。

 

（
必
要
時
は
個
別
の
操
作
ス
イ
ッ
チ
で
起
動
す
る
。
）
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
7
.5
認
可
）

 
表
３
４
－
７

 
中
央
制
御
室
外
原
子
炉
停
止
装
置

 

機
 

 
 

 
能

 
適
用
モ
ー
ド

 
機
能
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
３
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

ほ
う

酸
ポ
ン
プ

 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３

 
A
.
 
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

３
０
日
 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 

  

定
期
検
査
時
 

  

電
気
保
修
課
長
 

  
B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

お
よ
び
 

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 
３
６
時
間
 

充
て
ん

ポ
ン
プ

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４

 
A
.
 
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

３
０
日
 

加
圧
器
後
備

ヒ
ー
タ

 

抽
出
オ
リ
フ
ィ
ス
隔
離

弁
 

海
水

ポ
ン
プ
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
 

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

 
お
よ
び
 

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 
５
６
時
間
 

余
熱
除
去
ポ
ン
プ

 
モ
ー
ド
４

 
A
.
 
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

３
０
日
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 
５
６
時
間
 

 
 

 
 

 

加
圧
器
圧
力
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３

 
A
.
 
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

３
０
日
 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 

 

定
期
検
査
時
 

 

計
装
保
修
課
長
 

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

お
よ
び
 

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。

 
３
６
時
間
 

加
圧
器
水
位
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４

 
A
.
 
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

３
０
日
 

蒸
気
発
生
器
水
位
（
広
域
）
 

主
蒸
気
圧
力
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

お
よ
び
 

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 
５
６
時
間
 
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
値

に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に

 

１
回

 

当
直
課
長
 

中
性
子
束
（
中
性
子
源
領
域
）

 
モ
ー
ド
２
（
Ｐ
－
６
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

ク
未
満
）
、
３
お
よ
び
４

 

A
.
 
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

３
０
日
 

 
 

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間
 

お
よ
び
 

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 
５
６
時
間
 

 

表
3
3
－
７
 
中
央
制
御
室
外
原
子
炉
停
止
装
置
 

 

機
 
 

 
能
 

適
用
モ
ー
ド

 
機
能
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
22
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
 
目
 

頻
 
度

 
担

 
当

 

ほ
う

酸
ポ
ン
プ
 

モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
 

A
.
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

3
0
日
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時
 
保
修
第
二
課
長

 

B
.
条
件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に

す
る
。

 

1
2
時
間
 

  

3
6
時
間
 

充
て
ん

ポ
ン
プ
 

抽
出
オ
リ
フ
ィ
ス
出
口
内
隔
離

弁
 

海
水

ポ
ン
プ

 

原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ

 

加
圧
器
後
備

ヒ
ー
タ

 

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４

 
A
.
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

3
0
日
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時
 
保
修
第
二
課
長

 

B
.
条
件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。

 

1
2
時
間
 

  

5
6
時
間
 

余
熱
除
去
ポ
ン
プ

 
モ
ー
ド
４
 

A
.
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

3
0
日
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時
 
保
修
第
二
課
長

 

B
.
条
件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。

 

5
6
時
間
 

※
2
2
：
機
能
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
３
４
－
７

 
中
央
制
御
室
外
原
子
炉
停
止
装
置

 

機
 

 
 
 
能

 
適
用
モ
ー
ド

 

機
能
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
１
９
 

確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

ほ
う

酸
ポ
ン
プ

 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
 

A
.
 
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 
A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可
能
な
状
態
に

す
る
。

 
３
０
日

 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時

 
電
気
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 
B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 
B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 
 

３
６
時
間

 

充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４

 
A
.
 
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 
A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可
能
な
状
態
に

す
る
。

 
３
０
日

 

加
圧
器
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ

 

抽
出
水
オ
リ
フ
ィ
ス
隔
離

弁
 

海
水

ポ
ン
プ

 
B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 
B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 
B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 
 

５
６
時
間

 
１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
 

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
 

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
 

モ
ー
ド
４
 

A
.
 
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 
A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可
能
な
状
態
に

す
る
。

 
３
０
日

 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 
B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

５
６
時
間

 

加
圧
器
圧
力

 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
 

A
.
 
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 
A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可
能
な
状
態
に

す
る
。

 
３
０
日

 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 
B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 
B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 
 

３
６
時
間

 

加
圧
器
水
位

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４

 
A
.
 
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 
A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可
能
な
状
態
に

す
る
。

 
３
０
日

 

蒸
気
発
生
器
水
位
（
広
域
）

 
B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 
B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 
B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 
 

５
６
時
間

 
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力

 

中
性
子
束
（
中
性
子
源
領
域
）

 
モ
ー
ド
２
（
Ｐ
－
６
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク
未
満
）
、
３
お
よ
び
４

 
A
.
 
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 
A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可
能
な
状
態
に

す
る
。

 
３
０
日

 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示

値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 
１
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
課
長
 

B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 
B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 
B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 
 

５
６
時
間

 

１
次
冷
却
材
圧
力
（
広
域
）

 
モ
ー
ド
３
お
よ
び
４
 

A
.
 
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 
A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可
能
な
状
態
に

す
る
。

 
３
０
日

 

１
次
冷
却
材
温
度
（
広
域
）
（
低
温
側
）

 
B
.
 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 
B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

５
６
時
間

 

※
１
９
：
機
能
毎
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

 

機
 

 
 

 
能
 

適
用
モ
ー
ド

 
機
能
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
３
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当
 

１
次
冷
却
材
圧
力
（
広
域
）
 

モ
ー
ド
３
お
よ
び
４
 

A
. 
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動

作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

３
０
日

 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

 

定
期
検
査
時
 

 

計
装
保
修
課
長

 

 
１
次
冷
却
材
温
度
（
広
域
）
（
低

温
側
）

 
B
. 
条

件
A
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。

 

５
６
時
間

 
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
 

１
回

 

当
直
課
長
 

 
 

 
 

 

  
 

 
機

 
 

 
能

 
適
用
モ
ー
ド
 

機
能
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※

22
 

確
認
事
項
 

条
 
件

 
措

 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
 
目
 

頻
 
度

 
担
 
当

 

加
圧
器
圧
力
 

モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３

 
A
.
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

3
0
日

 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に

す
る
。

 

1
2
時
間
 

  

3
6
時
間
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示

値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に
１
回
 
発
電
第
二
課
当

直
課
長

 

蒸
気
発
生
器
広
域
水
位
 

主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力

 

加
圧
器
水
位
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
 

A
.
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

3
0
日

 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。

 

1
2
時
間
 

  

5
6
時
間
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示

値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に
１
回
 
発
電
第
二
課
当

直
課
長

 

中
性
子
束
（
中
性
子
源
領
域
）

 
モ
ー
ド
２
（
Ｐ
－
６
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾛｯ
ｸ
未

満
）
、
３
及
び
４
 

A
.
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

3
0
日

 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。

 

1
2
時
間
 

  

5
6
時
間
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示

値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に
１
回
 
発
電
第
二
課
当

直
課
長

 

１
次
冷
却
材
圧
力
（
広
域
）
 

１
次
冷
却
材
温
度
（
広
域
）
（
低
温

側
）

 

モ
ー
ド
３
及
び
４
 

A
.
１
つ
の
機
能
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
機
能
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。
 

3
0
日

 
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 
定
期
検
査
時
 

保
修
第
二
課
長
 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。

 

5
6
時
間
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示

値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に
１
回
 
発
電
第
二
課
当

直
課
長

 
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
～
ペ
ー
ジ
調
整
～
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

（
Ｄ
Ｎ
Ｂ
比
）

 

第
 
３
５

 条
 
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
Ｄ

Ｎ
Ｂ
比
は
、
表
３
５
－
１

で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
Ｄ

Ｎ
Ｂ
比
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
１
２
時
間
に
１
回
、

１
次
冷
却
材
温
度
差
、
１
次
冷
却
材
平
均
温
度
お
よ
び
１
次
冷

却
材
圧
力
が
、
図
３
５
に
示
す
過
大
温
度

Δ
Ｔ
高
お
よ
び
過
大

出
力

Δ
Ｔ
高
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
制
限
図
の
範
囲
内
に
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

（
Ｄ

Ｎ
Ｂ
比
）

 

第
3
4
条

 
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
Ｄ

Ｎ
Ｂ
比
は
、
表

34
－
１
で
定

め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 
Ｄ

Ｎ
Ｂ
比
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、

1
2
時

間
に
１
回
、
１
次
冷
却
材
温
度
差
、
１
次
冷
却
材
平
均
温
度
及

び
１
次
冷
却
材
圧
力
が
、
図

3
4
－
１
に
示
す
過
大
温
度

Δ
Ｔ

高
及
び
過
大
出
力

Δ
Ｔ
高
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
制
限
図
の
範
囲

内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

（
Ｄ
Ｎ
Ｂ
比
）
 

第
 
３
５

 条
 
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
Ｄ

Ｎ
Ｂ
比
は
、
表
３
５
－
１

で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
Ｄ

Ｎ
Ｂ
比
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
に
お
い
て
、
１
２
時
間
に
１
回
、
１

次
冷
却
材
温
度
差
、
１
次
冷
却
材
平
均
温
度
お
よ
び
１
次
冷
却
材

圧
力
が
、
図
３
５
－
１
に
示
す
過
大
温
度
Δ
Ｔ
高
お
よ
び
過
大
出

力
Δ
Ｔ
高
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
制
限
図
の
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

 

       

表
３
５
－
１
 

１
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

Ｄ
Ｎ
Ｂ
比

 
1
.4
5
 
以
上
で
あ
る
こ
と

 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

Ｄ
Ｎ
Ｂ
比

 
1
.4
2
 
以
上
で
あ
る
こ
と
※
１
 

1
.3
0
 
以
上
で
あ
る
こ
と
※
２
 

 

表
3
4
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

Ｄ
Ｎ
Ｂ
比
 

1
.1
7
以
上
で
あ
る
こ
と
※
１
 

1
.3
0
以
上
で
あ
る
こ
と
※
２
 

 

表
３
５
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

Ｄ
Ｎ
Ｂ
比
 

1
.3
5
 
以
上
で
あ
る
こ
と
 

 

 

※
１
：
※
２
以
外
の
場
合
に
適
用
す
る
。

 

※
２
：
炉
心
圧
力
が

 
9
.8
1
 
M
P
a
[
a
bs
]
 
未
満
に
低
下
す
る
運
転
時

の
異
常
な
過
渡
変
化
事
象
の
場
合
に
適
用
す
る
。

 

  

※
１
：
※
２
以
外
の
場
合
に
適
用
す
る
。

 

※
２
：
炉
心
圧
力
が

9
.
8
1
M
Pa
[
a
b
s
]
未
満
に
低
下
す
る
運
転
時
の
異

常
な
過
渡
変
化
事
象
の
場
合
に
適
用
す
る
。

 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有

の
差
異
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19

.0
7.

31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19

.1
2.

09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

図
3
5
 

 
 
過
大
温
度
△

T
高
お
よ
び
過
大
出
力
△
T
高
ト
リ
ッ
プ

設
定
値
制
限
図
 

 

図
3
4
－
１
 
過
大
温
度

Δ
Ｔ
高
及
び
過
大
出
力

Δ
Ｔ
高
ト
リ
ッ
プ

設
定
値
制
限
図

 

 

図
３
５
－
１

 
過
大
温
度
△

T
高
お
よ
び
過
大
出
力
△

T
高
ト
リ
ッ

プ
設
定
値
制
限
図

 

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

④
記
載
の
適
正
化

 

（
１
次
冷
却
材
の
温
度
・
圧
力
お
よ
び
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
）
 

第
 
３
６

 
条

 
通
常
の
１
次
冷
却
系
の
加
熱
・
冷
却
時
※
１
に
お
い

て
、
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
お
よ
び
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率

※
２
は
、
表
３
６
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
お
よ
び
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
が

前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
炉
容
器
鋼
材
監
視
試
験
片
の
評

価
結
果
等
に
よ
り
原
子
炉
容
器
の
Ｒ

Ｔ
Ｎ
Ｄ

Ｔ
の
推
移
を
評
価

し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
原
子
炉
容
器
の
非
延
性

破
壊
防
止
の

た
め
の
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
の
制
限
範
囲
を
定
め
、
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
た
上
で
、
所
長
の
承
認
を
得
て
、

発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
通
常
の
１
次
冷
却
系
の
加
熱
・
冷
却
時
に
お

い
て
、
１
時
間
に
１
回
、
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
を
確
認
す

る
。

 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
通
常
の
１
次
冷
却
系
の
加
熱
・
冷
却
時
に
お

い
て
、
１
時
間
に
１
回
、
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
を
確
認
す

る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
ま
た
は
１
次
冷
却
材

温
度
変
化
率
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
３
６
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

（
１
次
冷
却
材
の
温
度
・
圧
力
及
び
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
）
 

第
3
5
条

 
通
常
の
１
次
冷
却
系
の
加
熱
・
冷
却
時
※
１
に
お
い
て
、

１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
及
び
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
※
２
は
、

表
3
5
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
及
び
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
が
前

項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
容
器
鋼
材
監
視
試
験
片
の
評
価

結
果
等
に
よ
り
原
子
炉
容
器
の

R
T
ND

T
の
推
移
を
評
価
し
、
そ

の
結
果
に
基
づ
き
原
子
炉
容
器
の
非
延
性

破
壊
防
止
の
た
め

の
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
の
制
限
範
囲
を
定
め
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
た
上
で
、
所
長
の
承
認
を
得
て
、
発
電

第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
通
常
の
１
次
冷
却
系
の
加
熱
・

冷
却
時
に
お
い
て
、
１
時
間
に
１
回
、
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧

力
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
通
常
の
１
次
冷
却
系
の
加
熱
・

冷
却
時
に
お
い
て
、
１
時
間
に
１
回
、
１
次
冷
却
材
温
度
変
化

率
を
確
認
す
る
。
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
又
は
１

次
冷
却
材
温
度
変
化
率
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

3
5
－
３
の
措
置
を
講
じ

（
１
次
冷
却
材
の
温
度
・
圧
力
お
よ
び
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
）
 

第
 
３
６

 
条

 
通
常
の
１
次
冷
却
系
の
加
熱
・
冷
却
時
※
１
に
お
い

て
、
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
お
よ
び
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率

※
２
は
、
表
３
６
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
お
よ
び
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
が

前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
炉
容
器
鋼
材
監
視
試
験
片
の
評

価
結
果
等
に
よ
り
原
子
炉
容
器
の
Ｒ

Ｔ
Ｎ
Ｄ

Ｔ
の
推
移
を
評
価

し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
原
子
炉
容
器
の
非
延
性

破
壊
防
止
の

た
め
の
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
の
制
限
範
囲
を
定
め
、
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
た
上
で
、
所
長
の
承
認
を
得
て
、

発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
通
常
の
１
次
冷
却
系
の
加
熱
・
冷
却
時
に
お

い
て
、
１
時
間
に
１
回
、
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
を
確
認
す

る
。
 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
通
常
の
１
次
冷
却
系
の
加
熱
・
冷
却
時
に
お

い
て
、
１
時
間
に
１
回
、
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
を
確
認
す

る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
ま
た
は
１
次
冷
却
材

温
度
変
化
率
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
３
６
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

る
。

 

 

※
１
：
通
常
の
１
次
冷
却
系
の
加
熱
・
冷
却
時
と
は
、
原
子
炉
起
動
、

原
子
炉
停
止
（
異
常
時
を
除
く
）
、
１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・
漏

え
い
検
査
お
よ
び
安
全
注
入
系
逆
止

弁
漏
え
い
検
査
の
た

め
の
昇
温
、
降
温
操
作
開
始
か
ら
終
了
ま
で
を
い
う
（
以
下
、

本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
２
：
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
と
は
、
１
時
間
毎
の
差
分
の
こ
と

を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

※
１
：
通
常
の
１
次
冷
却
系
の
加
熱
・
冷
却
時
と
は
、
原
子
炉
起
動
、

原
子
炉
停
止
（
異
常
時
を
除
く
。
）
、
１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・

漏
え
い
検
査
及
び
安
全
注
入
系
逆
止

弁
漏
え
い
検
査
の
た
め

の
昇
温
、
降
温
操
作
開
始
か
ら
終
了
ま
で
を
い
う
（
以
下
、

本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
２
：
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
と
は
、
１
時
間
ご
と
の
差
分
の
こ

と
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

 

※
１
：
通
常
の
１
次
冷
却
系
の
加
熱
・
冷
却
時
と
は
、
原
子
炉
起
動
、

原
子
炉
停
止
（
異
常
時
を
除
く
）
、
１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・
漏

え
い
検
査
お
よ
び
安
全
注
入
系
逆
止

弁
漏
え
い
検
査
の
た

め
の
昇
温
、
降
温
操
作
開
始
か
ら
終
了
ま
で
を
い
う
（
以
下
、

本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

※
２
：
１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
と
は
、
１
時
間
毎
の
差
分
の
こ
と

を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

表
３
６
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
 

第
２
項

(1
)
号
で
定
め
る
原
子
炉
容
器
の
非
延
性

破
壊
防

止
の
た
め
の
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
の
制
限
範
囲
内
に

あ
る
こ
と
 

１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
 
表
３
６
－
２
で
定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と
※
３
 

 

表
3
5
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
 

第
２
項

(
1)
号
で
定
め
る
原
子
炉
容
器
の
非
延
性

破
壊
防

止
の
た
め
の
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
の
制
限
範
囲
内
に

あ
る
こ
と

 

１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
 
表

3
5－
２
で
定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と
※
３
 

 

表
３
６
－
１

 
項
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
 

第
２
項

(
1)
号
で
定
め
る
原
子
炉
容
器
の
非
延
性

破
壊
防

止
の
た
め
の
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧
力
の
制
限
範
囲
内
に

あ
る
こ
と
 

１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
 
表
３
６
－
２
で
定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と
※
３
 

 

 

※
３
：
瞬
時
の
制
限
値
の

逸
脱
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 

※
３
：
瞬
時
の
制
限
値
の

逸
脱
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

 

※
３
：
瞬
時
の
制
限
値
の

逸
脱
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 

表
３
６
－
２
 
項

 
目

 
制
限
値
 

１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
 

原
子
炉
容
器
 

5
5 
℃

/h
 
以
下
 

加
圧
器
 

加
熱
率
：
 
55
 ℃

/
h
 以
下

 

冷
却
率
：
 
11
0
 ℃

/
h
 以
下

 

 
 

表
3
5
－
２
 

項
 
目
 

制
 
限
 
値
 

１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率

 

原
子
炉
容
器
 

5
5℃

／
ｈ
以
下
 

加
 
圧
 
器
 

加
熱
率
：

 5
5℃

／
ｈ
以
下
 

冷
却
率
：

11
0℃

／
ｈ
以
下
 

 
 

表
３
６
－
２

 
項

 
目

 
制
限
値
 

１
次
冷
却
材
温
度
変
化
率
 

原
子
炉
容
器
 

5
5 
℃
/h

 
以
下
 

加
圧
器
 

加
熱
率
：

 
55

 ℃
/
h 
以
下

 

冷
却
率
：

 
11
0
 ℃

/
h 
以
下

 
 

 

表
３
６
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

A
.
 １
次
冷
却
材
温
度
・
圧

力
が
制
限
範
囲
内
に

な
い
場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
制
限
範
囲
内

に
回
復
さ
せ
る
措
置
を
開

始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

B
.
 
１
次
冷
却
材
温
度
変

化
率
が
制
限
値
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
制
限
値
内
に

回
復
さ
せ
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

速
や
か
に
 

 
 

表
3
5
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧

力
が
制
限
範
囲
内
に

な
い
場
合
 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
制
限
範

囲
内
に
回
復
さ
せ
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

速
や
か
に
 

Ｂ
．
１
次
冷
却
材
温
度
変

化
率
が
制
限
値
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合
 

B
.1
 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
制
限
値
内

に
回
復
さ
せ
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

 
 

表
３
６
－
３

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
１
次
冷
却
材
温
度
・
圧

力
が
制
限
範
囲
内
に
な

い
場
合
 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
制
限
範
囲
内
に
回

復
さ
せ
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

B
.
 
１
次
冷
却
材
温
度
変
化

率
が
制
限
値
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合
 

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
制
限
値
内
に
回
復

さ
せ
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

 

 

（
１
次
冷
却
系
 
－
モ
ー
ド
３
－
）
 

第
 
３
７

 条
 
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
系
は
、
表
３
７
－

１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

（
１
次
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
３
－
）

 

第
3
6
条

 
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
系
は
、
表

3
6
－
１
で

定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

（
１
次
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
３
－
）
 

第
 
３
７

 条
 
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
系
は
、
表
３
７
－

１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
、
制
御
棒
の
引
抜
き
操

作
が
行
え
る
状
態
※
１
で
あ
る
場
合
は
、
１
日
に
１
回
、
２

台
以

上
の
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
ま
た
、
そ
れ
に
対
応
す
る
蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）

が
計
器
ス
パ
ン
の

 
5
 
%
 
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
、
制
御
棒

の
引
抜
き
操
作
が
行
え
る
状
態
※
１
で
あ
る
場
合
は
、
１
日
に

１
回
、
２

台
以
上
の
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
が
運
転
中
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
対
応
す
る

蒸
気
発
生
器
の
水

位
（
狭
域
）
が
計
器
ス
パ
ン
の
５
％
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
、
制
御
棒
の
引
抜
き
操

作
が
行
え
る
状
態
※
１
で
あ
る
場
合
は
、
１
日
に
１
回
、
２

台
以

上
の
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
ま
た
、
そ
れ
に
対
応
す
る

蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）

が
計
器
ス
パ
ン
の

 5
 
%
 
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
、
制
御
棒
の
引
抜
き
操

作
が
行
え
る
状
態
で
な
い
場
合
は
、
１
日
に
１
回
、
以
下
の
事

(
2
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
、
制
御
棒

の
引
抜
き
操
作
が
行
え
る
状
態
で
な
い
場
合
は
、
１
日
に
１

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
、
制
御
棒
の
引
抜
き
操

作
が
行
え
る
状
態
で
な
い
場
合
は
、
１
日
に
１
回
、
以
下
の
事
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

項
を
確
認
す
る
。

 

(
a
)
 
１

台
の
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
が
運
転
中
で
あ
り
、
そ
れ
に

対
応
す
る
蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス
パ
ン
の

 

5
 
%
 
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

(
b
)
 
他
の
１

台
以
上
の
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
に
電
源
が
供
給

さ
れ
て
い
る
か
運
転
中
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
蒸
気
発

生
器
の
う
ち
１
基
以
上
の

 水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス

パ
ン
の

 

5
 
%
 
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
３
７
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

回
、
以
下
の
事
項
を
確
認
す
る
。

 

ア
 
１

台
の
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
が
運
転
中
で
あ
り
、
そ
れ
に

対
応
す
る

蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス

パ
ン
の

５
％
以
上
で
あ
る
こ
と
。

 

イ
 
他
の
１

台
以
上
の
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
に
電
源
が
供
給
さ

れ
て
い
る
か
運
転
中
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る

蒸
気
発
生

器
の
う
ち
１
基
以
上
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス

パ
ン
の
５
％

以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

3
6
－

２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

項
を
確
認
す
る
。

 

(
a
)
 
１

台
の
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
が
運
転
中
で
あ
り
、
そ
れ
に

対
応
す
る
蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス
パ
ン
の

 

5
 
%
 
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

(
b
)
 
他
の
１

台
以
上
の
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
に
電
源
が
供
給

さ
れ
て
い
る
か
運
転
中
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
蒸
気
発

生
器
の
う
ち
１
基
以
上
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス
パ
ン
の

 

5
 
%
 
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
３
７
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

※
１
：
制
御
棒
の
引
抜
き
操
作
が
行
え
る
状
態
と
は
、
原
子
炉
ト
リ

ッ
プ
し
ゃ
断
器
が
投
入
さ
れ
、
制
御
棒
ク
ラ
ス
タ

駆
動
用
電

源
装
置
（
Ｍ
Ｇ
セ
ッ
ト
）
に
よ
る
電
源
が
制
御
棒

駆
動
装
置

に
供
給
さ
れ
て
い
る
状
態
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て

同
じ
）
。

 

 

※
１
：
制
御
棒
の
引
抜
き
操
作
が
行
え
る
状
態
と
は
、
原
子
炉
ト
リ

ッ
プ
し
ゃ
断
器
が
投
入
さ
れ
、
制
御
棒
ク
ラ
ス
タ

駆
動
用
電

源
装
置
（
Ｍ
Ｇ
セ
ッ
ト
）
に
よ
る
電
源
が
制
御
棒

駆
動
装
置

に
供
給
さ
れ
て
い
る
状
態
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て

同
じ
）
。

 

 

※
１
：
制
御
棒
の
引
抜
き
操
作
が
行
え
る
状
態
と
は
、
原
子
炉
ト
リ

ッ
プ
し
ゃ
断
器
が
投
入
さ
れ
、
制
御
棒
ク
ラ
ス
タ

駆
動
用
電

源
装
置
（
Ｍ
Ｇ
セ
ッ
ト
）
に
よ
る
電
源
が
制
御
棒

駆
動
装
置

に
供
給
さ
れ
て
い
る
状
態
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て

同
じ
）
。

 

 

表
３
７
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系
※
２

 

(
1)
 
制
御
棒
の
引
抜
き
操
作
が
行
え
る
状
態
で
あ
る
場

合
は
、
蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系
２
系
統
以
上

が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
 
制
御
棒
の
引
抜
き
操
作
が
行
え
る
状
態
で
な
い
場

合
は
、
蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系
２
系
統
以
上

が
動
作
可
能
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
系
統
以
上
が
運

転
中
で
あ
る
こ
と
 

 

表
3
6
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系
 

(
1)
制
御
棒
の
引
抜
き
操
作
が
行
え
る
状
態
で
あ
る
場
合
は
、
蒸
気
発

生
器
に
よ
る
熱
除
去
系
２
系
統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
 

 (
2)
制
御
棒
の
引
抜
き
操
作
が
行
え
る
状
態
で
な
い
場
合
は
、
蒸
気
発

生
器
に
よ
る
熱
除
去
系
２
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
１
系
統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と

 

 
 

表
３
７
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

１
次
冷
却
系
※
２
 

(
1
) 
制
御
棒
の
引
抜
き
操
作
が
行
え
る
状
態
で
あ
る
場
合
は
、

蒸

気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系
２
系
統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る

こ
と
 

(
2
) 
制
御
棒
の
引
抜
き
操
作
が
行
え
る
状
態
で
な
い
場
合
は
、

蒸

気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系
２
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
１
系
統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
 

 

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系

は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系
が

動
作
不
能
時
は
、
第
９
０
条
（
表
９
０
－
８
）
の
運
転
上
の
制

限
も
確
認
す
る
。
 

 

 
※
２
：
蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備

を
兼

ね
る
。
 

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５

条
（
表
８
５
－
８
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
第
８
５
条
で
確

認
す
べ
き
こ
と
を
明
示
し

た
。
）
 

表
３
７
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
制
御
棒
の
引
抜
き
操

作
が
行
え
る
状
態
で

あ
る
場
合
に
、
運
転

中
の

蒸
気
発
生
器
に

よ
る
熱
除
去
系
が
１

系
統
で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
他
の

蒸
気
発
生
器

に
よ
る
熱
除
去
系
１
系
統
を
復

旧

し
、
運
転
状
態
と
す
る
。

 

ま
た
は
 

１
時
間
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ

し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

ま
た
は
 

１
時
間
 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
ク
ラ
ス
タ

駆
動
用
電
源
装
置
（
Ｍ
Ｇ
セ
ッ
ト
）

の
し
ゃ
断
器
を
開
く
。

 

１
時
間
 

表
3
6
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
制
御
棒
の
引
抜
き
操

作
が
行
え
る
状
態
で

あ
る
場
合
に
、
運
転

中
の

蒸
気
発
生
器
に

よ
る
熱
除
去
系
が
１

系
統
で
あ
る
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
他
の
蒸

気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系
１
系

統
を
復
旧
し
、
運
転
状
態
と
す
る
。
 

又
は
 

A
.2

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト

リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

又
は
 

A
.3

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
ク

ラ
ス
タ
駆
動
用
電
源
装
置
（
Ｍ
Ｇ
セ

ッ
ト
）
の
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

１
時
間
 

   

１
時
間
 

  

１
時
間
 

Ｂ
．
制
御
棒
の
引
抜
き
操

作
が
行
え
る
状
態
で

な
い
場
合
に
、
動
作

可
能
な

蒸
気
発
生
器

に
よ
る
熱
除
去
系
が

B
.1

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
他
の
蒸
気

発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系
１
系
統

を
復

旧
す
る
。
 

72
時
間

 

表
３
７
－
２

 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
制
御
棒
の
引
抜
き
操
作

が
行
え
る
状
態
で
あ
る

場
合
に
、
運
転
中
の
蒸
気

発
生
器
に
よ
る
熱
除
去

系
が
１
系
統
で
あ
る
場

合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
他
の

蒸
気
発
生
器

に
よ
る
熱
除
去
系
１
系
統
を
復

旧

し
、
運
転
状
態
と
す
る
。
 

ま
た
は

 

１
時
間
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ

し
ゃ
断
器
を
開
く
。

 

ま
た
は

 

１
時
間
 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
ク
ラ
ス
タ

駆
動
用
電
源
装
置
（
Ｍ
Ｇ
セ
ッ
ト
）

の
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

１
時
間
 

B
.
 
制
御
棒
の
引
抜
き
操
作

が
行
え
る
状
態
で
な
い

場
合
に
、
動
作
可
能
な
蒸

気
発
生
器
に
よ
る
熱
除

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
他
の

蒸
気
発
生
器

に
よ
る
熱
除
去
系
１
系
統
を
復

旧

す
る
。
 

７
２
時
間
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

B
.
 
制
御
棒
の
引
抜
き
操

作
が
行
え
る
状
態
で

な
い
場
合
に
、
動
作

可
能
な

蒸
気
発
生
器

に
よ
る
熱
除
去
系
が

１
系
統
で
あ
る
場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
他
の

蒸
気
発
生
器

に
よ
る
熱
除
去
系
１
系
統
を
復

旧

す
る
。
 

７
２
時
間
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の

措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 
２
４
時
間
 

D
.
 
蒸
気
発
生
器
に
よ
る

熱
除
去
系
が
全
て
運

転
中
で
な
い
場
合
 

D
.
1.
1 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ

プ
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

 
ま
た
は
 

速
や
か
に
 

D
.
1.
2 
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
ク
ラ
ス

タ
駆
動
用
電
源
装
置
（
Ｍ
Ｇ
セ

ッ
ト
）
の
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

D
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を

全
て
中
止
す
る
。

 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

D
.
3 
当
直
課
長
は
、

蒸
気
発
生
器
に
よ

る
熱
除
去
系
１
系
統
を
復

旧
し
、

運
転
状
態
と
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

速
や
か
に
 

 
 

１
系
統
で
あ
る
場
合
 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

C
.1

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４

に
す
る
。

 

24
時
間

 

Ｄ
．

蒸
気
発
生
器
に
よ
る

熱
除
去
系
が
全
て
運

転
中
で
な
い
場
合
 

D
.1

.
1 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉

ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

又
は
 

D
.1

.
2 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
制
御
棒

ク
ラ
ス
タ
駆
動
用
電
源
装
置
（
Ｍ

Ｇ
セ
ッ
ト
）
の
し
ゃ
断
器
を
開

く
。
 

及
び
 

D
.2

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却

材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る

操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

及
び
 

D
.3

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
蒸
気
発

生
器
に
よ
る
熱
除
去
系
１
系
統
を

復
旧
し
、
運
転
状
態
と
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

    

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

 

 
 

 

去
系
が
１
系
統
で
あ
る

場
合
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。 
２
４
時
間

 

D
.
 
蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱

除
去
系
が
全
て
運
転
中

で
な
い
場
合
 

D
.
1.

1 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
ト
リ
ッ

プ
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

ま
た
は
 

速
や
か
に

 

D
.
1.

2 
当
直
課
長
は
、
制
御
棒
ク
ラ
ス

タ
駆
動
用
電
源
装
置
（
Ｍ
Ｇ
セ

ッ
ト
）
の
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

D
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を

全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

D
.
3 
当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
に
よ

る
熱
除
去
系
１
系
統
を
復

旧
し
、

運
転
状
態
と
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

速
や
か
に

 

 

（
１
次
冷
却
系
 
－
モ
ー
ド
４
－
）
 

第
 
３
８

 条
 
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
系
は
、
表
３
８
－

１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

（
１
次
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
４
－
）

 

第
3
7
条

 
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
系
は
、
表

3
7
－
１
で

定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

（
１
次
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
４
－
）
 

第
 
３
８

 条
 
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
系
は
、
表
３
８
－

１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
余
熱

除
去

ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
の
う
ち
１

台
が
運

転
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
１
次
冷
却
材

ポ
ン

プ
が
運
転
中
で
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る

蒸
気
発
生
器

の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス
パ
ン
の

 
5
 
%
 
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
前
号

で
確
認
し
た
以
外
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
の
う
ち
、
１
台
以
上
に
電
源
が
供
給
さ
れ
て
い
る
か
運

転
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
１
次
冷
却
材

ポ
ン

プ
に
電
源
が
供
給
さ
れ
て
い
る
か
運
転
中
で
あ
る
場
合
は
、
そ

れ
に
対
応
す
る

蒸
気
発
生
器
の
う
ち
１
基
以
上
の
水
位
（
狭

域
）
が
計
器
ス

パ
ン
の

 
5
 %
 
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
１
日
に

１
回
、
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
又
は
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
の
う
ち
１

台
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
１
次
冷
却

材
ポ
ン
プ
が
運
転
中
で
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
蒸
気

発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス

パ
ン
の
５
％
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
１
日
に

１
回
、
前
号
で
確
認
し
た
以
外
の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
又
は
１
次

冷
却
材

ポ
ン
プ
の
う
ち
、
１
台
以
上
に
電
源
が
供
給
さ
れ
て
い

る
か
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
１
次
冷
却

材
ポ
ン
プ
に
電
源
が
供
給
さ
れ
て
い
る
か
運
転
中
で
あ
る
場

合
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る

蒸
気
発
生
器
の
う
ち
１
基
以
上
の
水

位
（
狭
域
）
が
計
器
ス
パ
ン
の
５
％
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
余
熱

除
去

ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
の
う
ち
１

台
が
運

転
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
１
次
冷
却
材

ポ
ン

プ
が
運
転
中
で
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る

蒸
気
発
生
器

の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス
パ
ン
の

 
5
 
%
 
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
前
号

で
確
認
し
た
以
外
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
の
う
ち
、
１
台
以
上
に
電
源
が
供
給
さ
れ
て
い
る
か
運

転
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
１
次
冷
却
材

ポ
ン

プ
に
電
源
が
供
給
さ
れ
て
い
る
か
運
転
中
で
あ
る
場
合
は
、
そ

れ
に
対
応
す
る

蒸
気
発
生
器
の
う
ち
１
基
以
上
の
水
位
（
狭

域
）
が
計
器
ス

パ
ン
の

 
5
 %
 
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
３
８
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

3
7
－

２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
３
８
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

 

表
３
８
－
１
 

表
3
7
－
１
 

表
３
８
－
１
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

１
次
冷
却
系
 

余
熱
除
去
系
※
１
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系

※
２
の
う
ち
、
２
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
１
系
統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
 

 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

１
次
冷
却
系
 

余
熱
除
去
系
※
１
又
は
蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系
の
う
ち
、
２

系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
系
統
以
上
が
運
転

中
で
あ
る
こ
と
 

 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系

 

余
熱
除
去
系
※
１
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系
※
２
の
う

ち
、
２
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
系
統
以
上

が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
 

 

※
１
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

余
熱
除
去
系
は
、
重
大
事
故
等
対

処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の

余
熱
除
去
系
が
動
作
不
能
時
は
、

第
９
０
条
（
表
９
０
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
１
：

余
熱
除
去
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

 

※
１
：

余
熱
除
去
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

余
熱
除
去
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
４
）

の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
第
８
５
条
で
確

認
す
べ
き
こ
と
を
明
示
し

た
。
）
 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系

は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系
が

動
作
不
能
時
は
、
第
９
０
条
（
表
９
０
－
８
）
の
運
転
上
の
制

限
も
確
認
す
る
。

 

 

 
※
２
：
蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備

を
兼

ね
る
。

 

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５

条
（
表
８
５
－
８
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

 

 

表
３
８
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

A
.
 
余
熱
除
去
系
１
系
統
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

お
よ
び
 

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱

除
去
系
が
全
て
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

２
０
時
間
 

B
.
 
余
熱
除
去
系
が
全
て
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

お
よ
び
 

動
作
可
能
な

蒸
気
発
生

器
に
よ
る
熱
除
去
系
が

１
系
統
で
あ
る
場
合
 

B
.1
.当
直
課
長
は
、
余
熱
除
去
系
１

系
統
を
復

旧
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。

 

ま
た
は
 

速
や
か
に
 

B
.2
 当
直
課
長
は
、
他
の
蒸
気
発
生

器
に
よ
る
熱
除
去
系
１
系
統

を
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

速
や
か
に
 

C
.
 
余
熱
除
去
系
が
全
て
運
転

中
で
な
い
場
合
 

お
よ
び
 

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱

除
去
系
が
全
て
運
転
中

で
な
い
場
合

 

C
.1
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中

の
ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る

操
作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

C
.2
.
1 
当
直
課
長
は
、
余
熱
除
去
系

１
系
統
を
復

旧
し
、
運
転
状

態
に
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。

 

 
ま
た
は
 

速
や
か
に
 

C
.2
.
2 
当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器

に
よ
る
熱
除
去
系
１
系
統

を
復

旧
し
、
運
転
状
態
に
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

 
 

表
3
7
－
２
 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
余
熱
除
去
系
１
系
統
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

及
び
 

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱

除
去
系
が
全
て
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

A
.1

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。
 

20
時
間

 

Ｂ
．
余
熱
除
去
系
が
全
て
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

及
び
 

動
作
可
能
な

蒸
気
発
生

器
に
よ
る
熱
除
去
系
が

１
系
統
で
あ
る
場
合
 

B
.1

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

余
熱

除
去
系
１
系
統
を
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

又
は
 

B
.2

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
他
の

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系

１
系
統
を
復

旧
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

Ｃ
．
余
熱
除
去
系
が
全
て
運
転

中
で
な
い
場
合
 

及
び
 

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱

除
去
系
が
全
て
運
転

中
で
な
い
場
合
 

C
.1

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次

冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低

下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す

る
。
 

及
び
 

C
.2
.
1
 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

余

熱
除
去
系
１
系
統
を
復

旧

し
、
運
転
状
態
に
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。

 

 
又
は

 

C
.2
.
2
 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

蒸

気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系

１
系
統
を
復

旧
し
、
運
転
状

態
に
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

 
 

表
３
８
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
余
熱
除
去
系
１
系
統
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

お
よ
び

 

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱

除
去
系
が
全
て
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。 
２
０
時
間

 

B
.
 
余
熱
除
去
系
が
全
て
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

お
よ
び

 

動
作
可
能
な

蒸
気
発
生

器
に
よ
る
熱
除
去
系
が

１
系
統
で
あ
る
場
合
 

B
.
1
.当
直
課
長
は
、

余
熱
除
去
系
１
系

統
を
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

ま
た
は

 

速
や
か
に

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
他
の

蒸
気
発
生
器

に
よ
る
熱
除
去
系
１
系
統
を
復

旧

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

C
.
 
余
熱
除
去
系
が
全
て
運

転
中
で
な
い
場
合

 

お
よ
び

 

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱

除
去
系
が
全
て
運
転
中

で
な
い
場
合
 

C
.
1
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を

全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

C
.
2.

1 
当
直
課
長
は
、
余
熱
除
去
系
１

系
統
を
復

旧
し
、
運
転
状
態
に

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

ま
た
は
 

速
や
か
に

 

C
.
2.

2 
当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
に

よ
る
熱
除
去
系
１
系
統
を
復
旧

し
、
運
転
状
態
に
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

 

 

（
１
次
冷
却
系
 
－
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
満
水
）
－
）
 

第
 
３
９

 条
 
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
満
水
）
に
お
い
て
、
１
次

冷
却
系
は
、
表
３
９
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

（
１
次
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
満
水
）
－
）

 

第
3
8
条

 
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
満
水
）
に
お
い
て
、
１
次
冷
却

系
は
、
表

3
8
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

（
１
次
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
満
水
）
－
）

 

第
 
３
９

 条
 
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
満
水
）
に
お
い
て
、
１
次

冷
却
系
は
、
表
３
９
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

 

２
．
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
２

 
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
２
．
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
満
水
）
に
お
い
て
、

１
日
に
１
回
、
１

台
の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
が
運
転
中
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
満
水
）
に
お
い
て
、

１
日
に
１
回
、
以
下
の
い
ず
れ
か
の
事
項
を
確
認
す
る
。

 

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
満
水
）

に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
１

台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
が
運
転

中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
2
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
満
水
）

に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
以
下
の
い
ず
れ
か
の
事
項
を
確
認

す
る
。
 

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
満
水
）
に
お
い
て
、

１
日
に
１
回
、
１

台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
が
運
転
中
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
満
水
）
に
お
い
て
、

１
日
に
１
回
、
以
下
の
い
ず
れ
か
の
事
項
を
確
認
す
る
。

 

 

(
a
)
 
前
号
で
確
認
し
た
以
外
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
１

台
に
電

源
が
供
給
さ
れ
て
い
る
か
運
転
中
で
あ
る
こ
と
。
 

(
b
)
 
２
基
以
上
の
蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス

パ

ン
の

 
5
 
%
 
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
３
９
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

ア
 
前
号
で
確
認
し
た
以
外
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
１

台
に
電
源

が
供
給
さ
れ
て
い
る
か
運
転
中
で
あ
る
こ
と
 

イ
 
２
基
以
上
の

蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス

パ

ン
の
５
％
以
上
で
あ
る
こ
と
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

3
8
－

２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

(
a
)
 
前
号
で
確
認
し
た
以
外
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
１

台
に
電

源
が
供
給
さ
れ
て
い
る
か
運
転
中
で
あ
る
こ
と
。
 

(
b
)
 
２
基
以
上
の
蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス

パ

ン
の

 
5
 
%
 
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
３
９
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

表
３
９
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系

 

(
1
) 
余
熱
除
去
系
※
１
１
系
統
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
※
２
 

(
2
) 
他
の
余
熱
除
去
系
が
動
作
可
能
ま
た
は
運
転
中
で
あ

る
か
、
２
基
以
上
の

蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が

計
器
ス
パ
ン
の

 
5 
%
 
以
上
で
あ
る
こ
と
※
２
 

 

表
3
8
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

１
次
冷
却
系
 

(
1)
余
熱
除
去
系
※
１
１
系
統
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
※
２
 

(
2)
他
の
余
熱
除
去
系
が
動
作
可
能
又
は
運
転
中
で
あ
る
か
、
２
基

以
上
の
蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス
パ
ン
の
５
％

以
上
で
あ
る
こ
と
※
２
 

 

表
３
９
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系

 

(
1
) 
余
熱
除
去
系
※
１
１
系
統
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
※
２
 

(
2
) 
他
の

余
熱
除
去
系
が
動
作
可
能
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る
か
、

２
基
以
上
の

蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス
パ
ン

の
 5

 %
 以
上
で
あ
る
こ
と
※
２
 

 

 

※
１
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

余
熱
除
去
系
は
、
重
大
事
故
等
対

処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
余
熱
除
去
系
が
動
作
不
能
時
は
、

第
９
０
条
（
表
９
０
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
１
：

余
熱
除
去
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

※
１
：

余
熱
除
去
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

余
熱
除
去
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
４
）

の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
第
８
５
条
で
確

認
す
べ
き
こ
と
を
明
示
し

た
。
）
 

※
２
：
計
画
的
に
モ
ー
ド
４
に
加
熱
す
る
場
合
は
、
蒸
気
発
生
器
１

基
以
上
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス

パ
ン
の

 
5
 
% 
以
上
で

あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
全
て
の

余
熱
除
去
系
を
隔
離
す
る
こ

と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 

※
２
：
計
画
的
に
モ
ー
ド
４
に
加
熱
す
る
場
合
は
、
蒸
気
発
生
器
１

基
以
上
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス

パ
ン
の
５
％
以
上
で
あ

る
こ
と
を
条

件
に
、
全
て
の

余
熱
除
去
系
を
隔
離
す
る
こ
と

が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 

※
２
：
計
画
的
に
モ
ー
ド
４
に
加
熱
す
る
場
合
は
、
蒸
気
発
生
器
１

基
以
上
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス

パ
ン
の

 
5
 
%
 
以
上
で

あ
る
こ
と
を
条

件
に
、
全
て
の

余
熱
除
去
系
を
隔
離
す
る
こ

と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 

 

表
３
９
－
２
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
余
熱
除
去
系
１
系
統
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合
 

お
よ
び
 

計
器
ス

パ
ン
の

 
5 

% 

以
上
の
水
位
（
狭
域
）

を
有
す
る

蒸
気
発
生

器
が
１
基
以
下
で
あ

る
場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該

余
熱
除
去
系

統
を
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。

 

ま
た
は
 

速
や
か
に
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
２
基
以
上
の
蒸
気

発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器

ス
パ
ン
の

 
5 

% 
以
上
で
あ
る
状

態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。

 

速
や
か
に
 

B
.
 
余
熱
除
去
系
が
全
て
運

転
中
で
な
い
場
合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作

を
全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

表
3
8
－
２
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

Ａ
．
余
熱
除
去
系
１
系
統
が

動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

及
び
 

計
器
ス

パ
ン
の
５
％

以
上
の
水
位
（
狭
域
）

を
有
す
る

蒸
気
発
生

器
が
１
基
以
下
で
あ

る
場
合
 

A
.1

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

余

熱
除
去
系
統
を
復

旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。

 

又
は
 

A
.2

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
２
基
以

上
の
蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）

が
計
器
ス

パ
ン
の
５
％
以
上
で
あ

る
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

Ｂ
．
余
熱
除
去
系
が
全
て
運

転
中
で
な
い
場
合
 

B
.1

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷

却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す

る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

及
び
 

B
.2

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

余
熱
除

去
系
１
系
統
を
復

旧
し
、
運
転
状

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

表
３
９
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
余
熱
除
去
系
１
系
統
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

お
よ
び

 

計
器
ス

パ
ン
の

 
5
 
% 

以
上
の
水
位
（
狭
域
）
を

有
す
る
蒸
気
発
生
器
が

１
基
以
下
で
あ
る
場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該

余
熱
除
去
系

統
を
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

ま
た
は

 

速
や
か
に

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
２
基
以
上
の

蒸
気

発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス

パ
ン
の
 5

 %
 以
上
で
あ
る
状
態
に

復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

B
.
 
余
熱
除
去
系
が
全
て
運

転
中
で
な
い
場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を

全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
余
熱
除
去
系
１
系

統
を
復

旧
し
、
運
転
状
態
と
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19

.0
7.

31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19

.1
2.

09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
余
熱
除
去
系
１
系

統
を
復

旧
し
、
運
転
状
態
と
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

 
 

態
と
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

 

（
１
次
冷
却
系
 
－
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
－
）
 

第
 
４
０

 条
 
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
※
１
）
に
お
い
て
、

１
次
冷
却
系
は
、
表
４
０
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限

と
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
に
お
い

て
、
１
日
に
１
回
、
１
台
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
運
転
中
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
に
お
い

て
、
１
日
に
１
回
、
残
り
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
に
電
源
が
供
給

さ
れ
て
い
る
か
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

（
１
次
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
－
）
 

第
3
9
条

 
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
※
１
）
に
お
い
て
、
１

次
冷
却
系
は
、
表

3
9
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

２
 
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満

水
）
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
１

台
の

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
が

運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
2
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満

水
）
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
残
り
の

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
に

電
源
が
供
給
さ
れ
て
い
る
か
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

（
１
次
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
－
）
 

第
 
４
０

 条
 
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
※
１
）
に
お
い
て
、

１
次
冷
却
系
は
、
表
４
０
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限

と
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
に
お
い

て
、
１
日
に
１
回
、
１

台
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
運
転
中
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
に
お
い

て
、
１
日
に
１
回
、
残
り
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
に
電
源
が
供
給

さ
れ
て
い
る
か
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
４
０
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

3
9
－

２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
４
０
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

※
１
：
１
次
冷
却
系
非
満
水
と
は
、
１
次
冷
却
系
水
抜
き
開
始
か
ら

モ
ー
ド
６
と
な
る
ま
で
、
お
よ
び
モ
ー
ド
５
と
な
っ
て
か
ら

１
次
冷
却
系
水
張
り
終
了
ま
で
の
期
間
を
い
う
（
以
下
、
本

条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
１
：
１
次
冷
却
系
非
満
水
と
は
、
１
次
冷
却
系
水
抜
き
開
始
か
ら

モ
ー
ド
６
と
な
る
ま
で
、
及
び
モ
ー
ド
５
と
な
っ
て
か
ら
１

次
冷
却
系
水
張
り
終
了
ま
で
の
期
間
を
い
う
（
以
下
、
本
条

に
お
い
て
同
じ
）
。

 

 

※
１
：
１
次
冷
却
系
非
満
水
と
は
、
１
次
冷
却
系
水
抜
き
開
始
か
ら

モ
ー
ド
６
と
な
る
ま
で
、
お
よ
び
モ
ー
ド
５
と
な
っ
て
か
ら

１
次
冷
却
系
水
張
り
終
了
ま
で
の
期
間
を
い
う
（
以
下
、
本

条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

表
４
０
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系

 
余
熱
除
去
系
※
２
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

１
系
統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
※
３
※
４
※
５
 

 

表
3
9
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系
 

余
熱
除
去
系
※
２
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
系

統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
※
３
※
４
※
５
 

 

表
４
０
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

１
次
冷
却
系

 
余
熱
除
去
系
※
２
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
系
統

以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
※
３
※
４
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

余
熱
除
去
系
は
、
重
大
事
故
等
対

処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の

余
熱
除
去
系
が
動
作
不
能
時
は
、

第
９
０
条
（
表
９
０
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
３
：
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
に
よ
る
１
次
冷
却
系
空
気
抜
き
を
行
う

場
合
は
、
２
時
間
に
限
り
全
て
の

余
熱
除
去
系
を
隔
離
す
る

こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
４
：
ポ
ン
プ
の
切
替
を
行
う
場
合
は
、
以
下
の
全
て
を
満
足
さ
せ

る
こ
と
を
条
件
に
、
１
５
分
に
限
り
、
全
て
の

余
熱
除
去
ポ

ン
プ
を
停
止
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

(
a
)
 
炉
心
出
口
温
度
が
飽
和
温
度
よ
り

 
5
.
6
 
℃

 
以
上
下

回
る
よ
う
に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(
b
)
 
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
が

行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
 

(
c
)
 
１
次
冷
却
系
水
量
低
下
に
つ
な
が
る
操
作
が
行
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
。

 

※
２
：

余
熱
除
去
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

   ※
３
：
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
に
よ
る
１
次
冷
却
系
空
気
抜
き
を
行
う

場
合
は
、
２
時
間
に
限
り
全
て
の

余
熱
除
去
系
を
隔
離
す
る

こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
４
：
ポ
ン
プ
の
切
替
を
行
う
場
合
は
、
以
下
の
全
て
を
満
足
さ
せ

る
こ
と
を
条

件
に
、
1
5
分
に
限
り
、
全
て
の

余
熱
除
去

ポ
ン

プ
を
停
止
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

ア
 
炉
心
出
口
温
度
が
飽

和
温
度
よ
り

5.
6
℃
以
上
下
回
る
よ

う
に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

イ
 
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
が
行
わ

れ
て
い
な
い
こ
と

 

ウ
 
１
次
冷
却
系
水
量
低
下
に
つ
な
が
る
操
作
が
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
 

※
２
：

余
熱
除
去
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

余
熱
除
去
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
４
）

の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 ※
３
：
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
に
よ
る
１
次
冷
却
系
空
気
抜
き
を
行
う

場
合
は
、
２
時
間
に
限
り
全
て
の

余
熱
除
去
系
を
隔
離
す
る

こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
４
：
ポ
ン
プ
の
切
替
を
行
う
場
合
は
、
以
下
の
全
て
を
満
足
さ
せ

る
こ
と
を
条

件
に
、
１
５
分
に
限
り
、
全
て
の

余
熱
除
去
ポ

ン
プ
を
停
止
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

(
a
)
 
炉
心
出
口
温
度
が
飽

和
温
度
よ
り

 
5
.
6
 
℃

 
以
上
下

回
る
よ
う
に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

(
b
)
 
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
が

行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
 

(
c
)
 
１
次
冷
却
系
水
量
低
下
に
つ
な
が
る
操
作
が
行
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
第
８
５
条
で
確

認
す
べ
き
こ
と
を
明
示
し

た
。
）
 

※
５
：
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
を
用
い
て
１
次
冷
却
系
の
水
張
り
を
行
っ

て
い
る
場
合
は
、
余
熱
除
去
系
へ
の
切
替
操
作
が
可
能
で
あ

る
こ
と
、
お
よ
び
他
の
１
系
統
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
１
系
統
を
隔
離
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場

合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な

い
。
 

 

※
５
：
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
用
い
て
１
次
冷
却
系
の
真
空

脱
気
運
転

を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、

余
熱
除
去
系
へ
の
切
替
操
作
が
可

能
で
あ
る
こ
と
及
び
他
の
１
系
統
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を

条
件
に
１
系
統
を
隔
離
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場

合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

 

表
４
０
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
余
熱
除
去
系
１
系
統
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
復
旧

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

B
.
 
余
熱
除
去
系
が
全
て
運

転
中
で
な
い
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を

全
て
中
止
す
る
。

 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、

余
熱
除
去
系
１
系

統
を
復

旧
し
、
運
転
状
態
と
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

 
 

表
3
9
－
２
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

Ａ
．

余
熱
除
去
系
１
系
統

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.1

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

を
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

Ｂ
．

余
熱
除
去
系
が
全
て

運
転
中
で
な
い
場
合
 

B
.1

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却

材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操

作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

及
び

 

B
.2

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
余
熱
除
去

系
１
系
統
を
復
旧
し
、
運
転
状
態
と

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

 
 

表
４
０
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
余
熱
除
去
系
１
系
統
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

B
.
 
余
熱
除
去
系
が
全
て
運

転
中
で
な
い
場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を

全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
余
熱
除
去
系
１
系

統
を
復

旧
し
、
運
転
状
態
と
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

 

 

（
１
次
冷
却
系
 
－
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位
）
－
）
 

第
 
４
１

 条
 
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位
※
１
）
に
お
い
て
、

１
次
冷
却
系
は
、
表
４
１
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限

と
す
る
。
 

（
１
次
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位
）
－
）
 

第
4
0
条

 
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位
※
１
）
に
お
い
て
、
１

次
冷
却
系
は
、
表

4
0
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

（
１
次
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位
）
－
）
 

第
 
４
１

 条
 
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位
※
１
）
に
お
い
て
、

１
次
冷
却
系
は
、
表
４
１
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限

と
す
る
。
 

 

２
．
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位
）
に
お
い

て
、
１
日
に
１
回
、
１
台
以
上
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
が
運
転
中

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

２
 
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水

位
）
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
１

台
以
上
の

余
熱
除
去
ポ
ン

プ
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

２
．
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位
）
に
お
い

て
、
１
日
に
１
回
、
１

台
以
上
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
が
運
転
中

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位
）
に
お
い

て
、
１
日
に
１
回
、
１
次
冷
却
材
温
度
が
 
6
5
 
℃

 
以
下
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
４
１
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受

け
た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

(
2
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水

位
）
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
１
次
冷
却
材
温
度
が

6
5℃
以

下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

4
0
－

２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
保
修
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

通
知
を
受
け
た
保
修
第
二
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位
）
に
お
い

て
、
１
日
に
１
回
、
１
次
冷
却
材
温
度
が

 
6
5
 
℃

 
以
下
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
４
１
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受

け
た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

※
１
：
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位
と
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が
１

号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は

E
L
 2
8
.
1
 m
 以
上
、
３
号

炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は

E
L
 
3
2
.
2
 
m
 
以
上
で
あ
る

場
合
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
１
：
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位
と
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が

E
L

＋
1
0
.
7
5
ｍ
以
上
で
あ
る
場
合
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い

て
同
じ
）
。

 

 

※
１
：
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位
と
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が

E
L 

3
1
.
0
 
m
 
以
上
で
あ
る
場
合
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い

て
同
じ
）

 

 

表
４
１
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

１
次
冷
却
系

 
(
1
) 
余
熱
除
去
系
※
２
１
系
統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
※
３
 

(
2
) 
１
次
冷
却
材
温
度
が
 6
5 
℃

 以
下
で
あ
る
こ
と

 
 

表
4
0
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系
 

(
1)
余
熱
除
去
系
※
２
１
系
統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
※
３
 

(
2)
１
次
冷
却
材
温
度
が

65
℃
以
下
で
あ
る
こ
と

 
 

表
４
１
－
１

 
項
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

１
次
冷
却
系
 

(
1)
 余
熱
除
去
系
※
２
１
系
統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
※
３
 

(
2)
 １
次
冷
却
材
温
度
が
 6

5 
℃

 以
下
で
あ
る
こ
と
 

 

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

余
熱
除
去
系
は
、
重
大
事
故
等
対

処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
余
熱
除
去
系
が
動
作
不
能
時
は
、

第
９
０
条
（
表
９
０
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
２
：

余
熱
除
去
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。

 
※
２
：

余
熱
除
去
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

余
熱
除
去
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
４
）

の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
第
８
５
条
で
確

認
す
べ
き
こ
と
を
明
示
し

た
。
）
 

※
３
：
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
操
作
を
行
わ

な
い
こ
と
を
条

件
に
、
８
時
間
あ
た
り
１
時
間
に
限
り
、
余

熱
除
去
ポ
ン
プ
を
停
止
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場

合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な

い
。
 

 

※
３
：
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
操
作
を
行
わ

な
い
こ
と
を
条

件
に
、
８
時
間
当
た
り
１
時
間
に
限
り
、

余

熱
除
去

ポ
ン
プ
を
停
止
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場

合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
３
：
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
操
作
を
行
わ

 

 
 

 
な
い
こ
と
を
条

件
に
、
８
時
間
あ
た
り
１
時
間
に
限
り
、
余
 

熱
除
去

ポ
ン
プ
を
停
止
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場

 

合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な

 

い
。

 

 

 

表
４
１
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
余
熱
除
去
系

が
全
て
運
転

中
で
な
い
場

合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃

度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.
2 
原
子
燃
料
課
長
は
、
炉
心
へ
の
照
射
済
燃
料

の
移
動
を
中
止
す
る
※
４
。

 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
余
熱
除
去
系
１
系
統
を
復

旧

し
、
運
転
状
態
と
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

B
.
 
１
次
冷
却
材

温
度

が
 

6
5 
℃

 
を
超

え
た
場
合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃

度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

B
.
2 
原
子
燃
料
課
長
は
、
炉
心
へ
の
照
射
済
燃
料

の
移
動
を
中
止
す
る
。

 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

B
.
3 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
温
度
を
 6
5 
℃
 

以
下
に
回
復
さ
せ
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

B
.
4 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
か
ら
屋

外
大
気
ま
で
直
通
の
原
子
炉
格
納
容
器
貫

通
部
を
全
て

閉
止
す
る
。

 

４
時
間

 

表
4
0
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．

余
熱
除
去
系

が
全
て
運

転
中
で
な

い
場
合
 

A
.
1 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中

止
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2 
修
第
二
課
長
は
、
炉
心
へ
の
照
射
済
燃
料
及

び
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
新

燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
４
。

 

及
び
 

A
.
3 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
余
熱
除
去
系
１
系

統
を
復
旧
し
、
運
転
状
態
と
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

Ｂ
．
１
次
冷
却
材

温
度
が

65
℃
を
超

え
た
場
合
 

B
.
1 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中

止
す
る
。
 

及
び
 

B
.
2 
修
第
二
課
長
は
、
炉
心
へ
の
照
射
済
燃
料
及

び
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
新

燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
。

 

及
び
 

B
.
3 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
温
度

を
6
5
℃
以
下
に
回
復
さ
せ
る
措
置
を
開
始

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

 

表
４
１
－
２

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
余
熱
除
去
系
が
全
て
運

転
中
で
な
い
場
合

 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ

う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全

て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.2

 原
子
燃
料
課
長
は
、
炉
心
へ
の
照
射

済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
４
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.3

 当
直
課
長
は
、
余
熱
除
去
系
１
系
統

を
復

旧
し
、
運
転
状
態
と
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

B
. 
１
次
冷
却
材
温
度
が

 

6
5 
℃
 を
超
え
た
場
合

 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ

う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全

て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

     【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

  

す
る
。
 

及
び
 

B
.
4 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

内
か
ら
屋
外
大
気
ま
で
直
通
の
原
子
炉
格

納
容
器
貫
通
部
を
全
て
閉
止
す
る
。
 

  ４
時
間
 

 

B
.2

 原
子
燃
料
課
長
は
、
炉
心
へ
の
照
射

済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.3

 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
温
度
を
 

6
5 
℃
 
以
下
に
回
復
さ
せ
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.4

 当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内

か
ら
屋
外
大
気
ま
で
直
通
の
原
子

炉
格
納
容
器
貫
通
部
を
全
て

閉
止

す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   ４
時
間

 

 

※
４
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

※
４
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
４
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

 

（
１
次
冷
却
系
 
－
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
－
）
 

第
 
４
２

 条
 
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
※
１
）
に
お
い
て
、

１
次
冷
却
系
は
、
表
４
２
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限

と
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
に
お
い

て
、
１
日
に
１
回
、
１
台
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
運
転
中
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
に
お
い

て
、
１
日
に
１
回
、
残
り
の
１
台
の

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
に
電
源

が
供
給
さ
れ
て
い
る
か
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

（
１
次
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
－
）
 

第
4
1
条

 
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
※
１
）
に
お
い
て
、
１

次
冷
却
系
は
、
表

4
1
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

２
 
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水

位
）
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
１

台
の

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
が

運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
2
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水

位
）
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
残
り
の
１
台
の

余
熱
除
去

ポ

ン
プ
に
電
源
が
供
給
さ
れ
て
い
る
か
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

（
１
次
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
－
）
 

第
 
４
２

 条
 
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
※
１
）
に
お
い
て
、

１
次
冷
却
系
は
、
表
４
２
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限

と
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
に
お
い

て
、
１
日
に
１
回
、
１

台
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
運
転
中
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
に
お
い

て
、
１
日
に
１
回
、
残
り
の
１

台
の

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
に
電
源

が
供
給
さ
れ
て
い
る
か
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
に
お
い

て
、
１
日
に
１
回
、
１
次
冷
却
材
温
度

 
6
5
 
℃

 
以
下
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水

位
）
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
１
次
冷
却
材
温
度
が

6
5℃
以

下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
に
お
い

て
、
１
日
に
１
回
、
１
次
冷
却
材
温
度
が

 
6
5
 
℃

 
以
下
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
４
２
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

4
1
－

２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
４
２
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

 

※
１
：
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
と
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が
１

号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は

E
L
 2
8
.
1
 m
 未
満
、
３
号

炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は

E
L
 
3
2
.
2
 
m
 
未
満
で
あ
る

場
合
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
１
：
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
と
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が

E
L

＋
1
0
.
7
5
ｍ
未
満
で
あ
る
場
合
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い

て
同
じ
）
。

 

 

※
１
：
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
と
は
、

E
L
 3
1
.
0
 m
 未
満
で
あ
る
場
合

を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

 

表
４
２
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系
 

(
1)
 
余
熱
除
去
系
※
２
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
１
系
統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
※
３
 

(
2)
 １
次
冷
却
材
温
度
が

 6
5
 ℃

 
以
下
で
あ
る
こ
と
 

 

表
4
1
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

１
次
冷
却
系
 

(
1
)余
熱
除
去
系
※
２
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
系

統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
※
３
 

(
2
)１
次
冷
却
材
温
度
が

6
5℃
以
下
で
あ
る
こ
と
 

 

表
４
２
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

１
次
冷
却
系
 

(
1)
 余
熱
除
去
系
※
２
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
系

統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
※
３
 

(
2)
 １
次
冷
却
材
温
度
が
 6

5 
℃

 以
下
で
あ
る
こ
と
 

 

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

余
熱
除
去
系
は
、
重
大
事
故
等
対

処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
余
熱
除
去
系
が
動
作
不
能
時
は
、

第
９
０
条
（
表
９
０
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
２
：

余
熱
除
去
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

 

※
２
：

余
熱
除
去
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

余
熱
除
去
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
４
）

の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
第
８
５
条
で
確

認
す
べ
き
こ
と
を
明
示
し
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

た
。
）
 

※
３
：
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
張
り
お
よ
び
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
余
熱
除
去
系
へ
の
切
替
操
作
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
お

よ
び
他
の
１
系
統
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
１
系

統
を
隔
離
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 

※
３
：
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
張
り
及
び
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、

余
熱
除
去
系
へ
の
切
替
操
作
が
可
能
で
あ
る
こ
と
及
び
他
の

１
系
統
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
１
系
統
を
隔
離
す

る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

 

※
３
：
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
張
り
お
よ
び
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、

余
熱
除
去
系
へ
の
切
替
操
作
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
他

の
１
系
統
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
１
系
統
を
隔
離
す

る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

 

表
４
２
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
余
熱
除
去
系
１

系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
復
旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

ま
た
は

 

速
や
か
に
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位

を
高
水
位
に
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

B
.
 
余
熱
除
去
系
が

全
て
運
転
中
で

な
い
場
合
 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素

濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す

る
。
 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

B
.2
 当
直
課
長
は
、
余
熱
除
去
系
１
系
統
を
復

旧
し
、
運
転
状
態
と
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

速
や
か
に
 

C
.
 
１
次
冷
却
材
温

度
が

 
65

 
℃

 を

超
え
た
場
合

 

C
.1
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素

濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す

る
。
 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

C.
2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
温
度
を

 

6
5
 
℃

 
以
下
に
回
復
さ
せ
る
措
置
を
開

始
す
る
。

 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

C
.3
 当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
か
ら

屋
外
大
気
ま
で
直
通
の
原
子
炉
格
納
容

器
貫
通
部
を
全
て
閉
止
す
る
。
 

４
時
間

 

 
 

表
4
1
－
２
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
余
熱
除
去
系
１
系
統

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.1

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

を
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

又
は
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉

キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
を
高
水
位
に
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

Ｂ
．
余
熱
除
去
系
が
全
て

運
転
中
で
な
い
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷

却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す

る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

及
び
 

B
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
余
熱
除

去
系
１
系
統
を
復

旧
し
、
運
転
状
態

と
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

 

Ｃ
．
１
次
冷
却
材
温
度
が

6
5℃
を
超
え
た
場
合
 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷

却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す

る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

及
び
 

C
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷

却
材
温
度
を

65
℃
以
下
に
回
復
さ

せ
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

C
.3

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉

格
納
容
器
内
か
ら
屋
外
大
気
ま
で

直
通
の
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部

を
全
て

閉
止
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   ４
時
間
 

 
 

表
４
２
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
余
熱
除
去
系
１
系
統
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
復

旧

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

ま
た
は

 

速
や
か
に

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ

ィ
水
位
を
高
水
位
に
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

B
.
 
余
熱
除
去
系
が
全
て
運

転
中
で
な
い
場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を

全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
余
熱
除
去
系
１
系

統
を
復

旧
し
、
運
転
状
態
と
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

C
. 
１
次
冷
却
材
温
度
が

 

6
5 
℃
 を
超
え
た
場
合

 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を

全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
温
度

を
 
65

 
℃

 
以
下
に
回
復
さ
せ
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

C
.
3 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

内
か
ら
屋
外
大
気
ま
で
直
通
の
原

子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
を
全
て

閉

止
す
る
。
 

４
時
間
 

 

 

（
加
圧
器
）
 

第
 
４
３

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
加
圧
器
は
、

表
４
３
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
加
圧
器
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
１
２

時
間
に
１
回
、
加
圧
器
の
水
位
を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
１
週
間

に
１
回
、
加
圧
器

ヒ
ー
タ
２
系
統
が
所
内
非
常
用
母
線
か
ら
受
電

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
加
圧
器
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
４
３
－
２
の
措
置
を
講

じ
る
。

 

（
加
圧
器
）
 

第
4
2
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、
加
圧
器
は
、
表

4
2

－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
 
加
圧
器
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い

て
、

1
2
時
間
に
１
回
、
加
圧
器
の
水
位
を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い

て
、
１
週
間
に
１
回
、
加
圧
器

ヒ
ー
タ
２
系
統
が
所
内
非
常
用

母
線
か
ら
受
電
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
加
圧
器
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

4
2－
２
の

措
置
を
講
じ
る
。

 

（
加
圧
器
）

 

第
 
４
３

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
加
圧
器
は
、

表
４
３
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
加
圧
器
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
１
２

時
間
に
１
回
、
加
圧
器
の
水
位
を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
１
週

間
に
１
回
、
加
圧
器
ヒ
ー
タ
２
系
統
が
所
内
非
常
用
母
線
か
ら

受
電
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
加
圧
器
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
４
３
－
２
の
措
置
を
講

じ
る
。
 

 

表
４
３
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

表
4
2
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

表
４
３
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

加
 
圧

 
器

 

(
1
) 
加
圧
器
の
水
位
が
計
器
ス

パ
ン
の

9
4 
%
 
以
下
で
あ
る
こ
と

 

(
2
)
 
所
内
非
常
用
母
線
か
ら
受
電
し
て
い
る
加
圧
器

ヒ
ー
タ
２
系

統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 
 

加
 
圧

 
器
 

(
1
)加
圧
器
の
水
位
が
計
器
ス
パ
ン
の

94
％
以
下
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(
2
)
所
内
非
常
用
母
線
か
ら
受
電
し
て
い
る
加
圧
器

ヒ
ー
タ
２
系
統
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

加
 
圧

 
器

 

(
1
) 
加
圧
器
の
水
位
が
計
器
ス

パ
ン
の

9
4 
%
 
以
下
で
あ
る
こ
と
 

(
2
) 
所
内
非
常
用
母
線
か
ら
受
電
し
て
い
る
加
圧
器
ヒ
ー
タ
２
系

統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

 
※
１
：
加
圧
器
気
相
部
消
滅
操
作
開
始
か
ら
モ
ー
ド
４
と
な
る
ま

で
、
及
び
モ
ー
ド
３
と
な
っ
て
か
ら
加
圧
器
気
相
部
生
成
操

作
完
了
ま
で
を
除
く
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
除
外
条

件
不

要
。
）
 

表
４
３
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
加
圧
器
水
位
が
計
器
ス

パ
ン
の

94
 
%を
超
え
た

場
合

 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
し
、
原

子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
を
開
く
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 
３
６
時
間
 

B
.
 
所
内
非
常
用
母
線
か
ら

受
電
し
て
い
る
加
圧
器

ヒ
ー
タ
１
系
統
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
加
圧
器

ヒ
ー
タ

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

７
２
時
間
 

C
.
 
条

件
Ｂ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

C
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

C
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 
３
６
時
間
 

 
 

表
4
2
－
２
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

Ａ
．
加
圧
器
水
位
が
計
器
ス

パ
ン
の

94
％
を
超
え
た

場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
し
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し

ゃ
断
器
を
開
く
。
 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
４
に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

   3
6
時
間
 

Ｂ
．
所
内
非
常
用
母
線
か
ら

受
電
し
て
い
る
加
圧
器

ヒ
ー
タ
１
系
統
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

加
圧
器

ヒ
ー
タ
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
。
 

7
2
時
間
 

Ｃ
．
条
件
Ｂ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。

 

及
び
 

C
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
４
に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

  3
6
時
間
 

 

表
４
３
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
加
圧
器
水
位
が
計
器
ス

パ
ン
の

94
 
%
を
超
え
た

場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
し
、
原

子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
を
開

く
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。 
３
６
時
間
 

B
.
 
所
内
非
常
用
母
線
か
ら

受
電
し
て
い
る
加
圧
器

ヒ
ー
タ
１
系
統
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
加
圧
器

ヒ
ー

タ
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

７
２
時
間
 

C
.
 
条

件
Ｂ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。 
３
６
時
間
 

 

 

（
加
圧
器
安
全
弁
）
 

第
 
４
４

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
１
次
冷
却
材
温
度

が
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は

 
1
4
0
 
℃
 
を
超
え
る
、
３

号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は

 
1
3
0
 
℃

 
を
超
え
る
）
に
お
い

て
、
加
圧
器
安
全

弁
は
、
表
４
４
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上

の
制
限
と
す
る
。

 

（
加
圧
器
安
全

弁
）
 

第
4
3
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
（
１
次
冷
却
材
温
度
が

1
3
0℃

を
超
え
る
）
に
お
い
て
、
加
圧
器
安
全
弁
は
、
表

4
3
－
１
で
定
め

る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

（
加
圧
器
安
全

弁
）
 

第
 
４
４

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
１
次
冷
却
材
温
度

が
 
1
4
0
 
℃
 
を
超
え
る
）
に
お
い
て
、
加
圧
器
安
全

弁
は
、
表
４

４
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

 

２
．
加
圧
器
安
全
弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
加
圧
器
安
全

弁
の

吹
出
し
圧
力
が
表
４
４
－
２
で
定
め
る
設
定
値
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
加
圧
器
安
全
弁
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
４
４
－
３
の
措

置
を
講
じ
る
。

 

 

２
 
加
圧
器
安
全

弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
加
圧
器
安
全

弁
の
吹

出
し
圧
力
が
表

4
3
－
２
で
定
め
る
設
定
値
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
加
圧
器
安
全

弁
が
第
１
項
で
定
め

る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

4
3

－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

２
．
加
圧
器
安
全

弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
加
圧
器
安
全

弁
の

吹
出
し
圧
力
が
表
４
４
－
２
で
定
め
る
設
定
値
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
加
圧
器
安
全

弁
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
４
４
－
３
の
措

置
を
講
じ
る
。

 

 

表
４
４
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

加
圧
器
安
全

弁
※
１
 

全
て
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 
 

表
4
3
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

加
圧
器
安
全
弁
※
１
 

全
て
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 
 

表
４
４
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

加
圧
器
安
全

弁
※
１
 

全
て
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

 

※
１
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
加
圧
器
安
全
弁
は
、
重
大
事
故
等

対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

 

※
１
：
加
圧
器
安
全

弁
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

 

※
１
：
加
圧
器
安
全

弁
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。

 

 

 

表
４
４
－
２
 

項
 
目

 
設
 
定

 
値
 

１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

表
4
3
－
２

 
項

 
目
 

設
  

 定
 
  
値

 

加
圧
器
安
全

弁
吹
出
し
圧
力
 

 
  
 
 
M
P
a[
g
ag

e
]以
下
 

 

表
４
４
－
２

 
項

 
目
 

設
 
定

 
値

 

加
圧
器
安
全
弁
吹
出
し
圧
力
 

 
  
 
 
 
M
Pa
[
g
ag

e]
 以
下

 
 

 

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

参考①-122



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

加
圧
器
安
全
弁
吹
出
し
圧

力
 

３
個
の
う
ち
１

個
は
 

 
MP
a
[g
a
g
e]
 以
下
 

他
は
 

 
MP
a
[
ga
ge
]
 以
下

 

 
MP
a[
ga
ge
]
 以
下
 

 
 

表
４
４
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
加
圧
器
安
全

弁
１

台
以
上
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
し
、
１

次
冷
却
材
温
度
を
１
号
炉
お
よ
び
２

号
炉
に
つ
い
て
は
 
14
0
 
℃

 
以
下
、

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
 

1
30
 ℃

 以
下
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 

 
 

表
4
3
－
３

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
加
圧
器
安
全

弁
１

台

以
上
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。

 

及
び
 

A
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

４
に
し
、
１
次
冷
却
材
温
度
を

1
30
℃
以
下
に
す
る
。

 

12
時
間

 

  36
時
間

 

 

表
４
４
－
３

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
. 
加
圧
器
安
全

弁
１

台
以
上

が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

A
.2

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
し
、
１

次
冷
却
材
温
度
を
 1

40
 ℃

 以
下
に

す
る
。
 

３
６
時
間
 

 

 

（
加
圧
器
逃
が
し

弁
）

 

第
 
４
５

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が

し
弁
お
よ
び
加
圧
器
逃
が
し
弁
元

弁
は
、
表
４
５
－
１
で
定
め
る

事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
加
圧
器
逃
が
し
弁
お
よ
び
加
圧
器
逃
が
し
弁
元

弁
が
前
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
吹

出
し
圧
力
お
よ
び
吹
止
ま
り
圧
力
が
表
４
５
－
２
で
定
め
る
設

定
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す

る
。

 

(
2
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
が
全

開
お
よ
び
全
閉
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に

通
知
す
る
。
 

(
3
)
 
電
気
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
元

弁

が
全
開
お
よ
び
全

閉
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室

長
に
通
知
す
る
。

 

加
圧
器
逃
が
し

弁
）
 

第
4
4
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し

弁

及
び
加
圧
器
逃
が
し

弁
元
弁
は
、
表

4
4－
１
で
定
め
る
事
項
を
運

転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
 
加
圧
器
逃
が
し

弁
及
び
加
圧
器
逃
が
し

弁
元

弁
が
前
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の

吹
出
し
圧
力
及
び
吹
止
ま
り
圧
力
が
表

4
4
－
２
で
定
め
る
設

定
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に

通
知
す
る
。
 

(
2
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
が

全
開
及
び
全

閉
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二

課
長
に
通
知
す
る
。
 

(
3
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
元
弁

が
全
開
及
び
全

閉
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

（
加
圧
器
逃
が
し

弁
）

 

第
 
４
５

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が

し
弁
お
よ
び
加
圧
器
逃
が
し

弁
元

弁
は
、
表
４
５
－
１
で
定
め
る

事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
加
圧
器
逃
が
し

弁
お
よ
び
加
圧
器
逃
が
し

弁
元

弁
が
前
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の

吹
出
し
圧
力
お
よ
び
吹
止
ま
り
圧
力
が
表
４
５
－
２
で
定
め

る
設
定
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に

通
知
す
る
。

 

(
2
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
が

全
開
お
よ
び
全

閉
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室

長
に
通
知
す
る
。

 

(
3
)
 
電
気
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
元

弁
が
全
開
お
よ
び
全

閉
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発

電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
ま
た
は
加
圧
器
逃
が
し

弁
元

弁
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と

判
断
し
た
場
合
、
表
４
５
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
又
は
加
圧
器
逃

が
し

弁
元

弁
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

4
4
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
ま
た
は
加
圧
器
逃
が
し

弁
元

弁
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と

判
断
し
た
場
合
、
表
４
５
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 

表
４
５
－
１
 項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

加
圧
器
逃
が
し

弁
※
１
 

お
よ
び

 

加
圧
器
逃
が
し

弁
元

弁
 

全
て
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 
 

表
4
4
－
１
 
項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

加
圧
器
逃
が
し

弁
※
１
 

及
び
 

加
圧
器
逃
が
し

弁
元
弁
 

全
て
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

 

表
４
５
－
１

 
項

 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

加
圧
器
逃
が
し
弁
※
１
 

お
よ
び
 

加
圧
器
逃
が
し
弁
元

弁
 

全
て
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

  

※
１
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
加
圧
器
逃
が
し

弁
は
、
重
大
事
故

等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
加
圧
器
逃
が
し

弁
が
動
作
不
能

時
は
、
第
９
０
条
（
表
９
０
－
３
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確

認
す
る
。

 

 

※
１
：
加
圧
器
逃
が
し

弁
が
動
作
不
能
時
は
、
第

8
3
条
（
表

8
3
－

３
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

※
１
：
加
圧
器
逃
が
し

弁
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

加
圧
器
逃
が
し

弁
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８

５
－
３
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ａ
設
備
を
兼

ね
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
）
 

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

表
４
５
－
２
 項
 
目
 

設
 
定
 
値
 

加
圧
器
逃
が
し

弁
 

吹
出
し
圧
力
 

 
 
  
 
 M
P
a[
ga
g
e
] 
以
下

 

吹
止
ま
り
圧
力

 
 
 
  
 
 M
P
a[
ga
g
e
] 
以
上

 

 
 

表
4
4
－
２
 

項
 
目

 
設
 
 
 定

 
  
値
 

加
圧
器
逃
が
し

弁
 

吹
出
し
圧
力

 
  

  
 
MP

a
[g

ag
e
]以
下

 

吹
止
ま
り
圧
力
 

 
 
  

 
MP

a
[g

ag
e
]以
上

 

 
 

表
４
５
－
２

 
項

 
目
 

設
 
定
 
値
 

加
圧
器
逃
が
し

弁
 

吹
出
し
圧
力

 
  

  
 
 M

P
a[

ga
g
e]
 
以
下

 

吹
止
ま
り
圧
力

 
  

  
 
 M

P
a[

ga
g
e]
 
以
上

 
 

 

表
４
５
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
加
圧
器
逃
が
し

弁
１
台
の

自
動
制
御
が
で
き
な
い

が
、
手
動
で
の
全
開
お
よ

び
全

閉
操
作
は
可
能
で
あ

る
場
合
※
２
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
加
圧
器
逃
が

し
弁
の
あ
る
ラ
イ
ン
の
加
圧
器

逃
が
し
弁
元
弁
を
閉
止
す
る
。

 

１
時
間
 

B
.
 
加
圧
器
逃
が
し

弁
１

台

が
、
手
動
で
も
全
開
ま
た

は
全

閉
が
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
加
圧
器
逃
が

し
弁
の
あ
る
ラ
イ
ン
の
加
圧
器

逃
が
し
弁
元
弁
を
閉
止
す
る
。

 

お
よ
び

 

１
時
間
 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
加
圧
器
逃
が

し
弁
を
手
動
で
の
全
開
お
よ
び

全
閉
操
作
が
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

７
２
時
間
 

C
.
 
加
圧
器
逃
が
し

弁
元
弁
１

台
の
全

閉
操
作
が
で
き
な

い
場
合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
加
圧
器
逃
が

し
弁
元

弁
の
あ
る
ラ
イ
ン
の
加

圧
器
逃
が
し

弁
を
開

弁
で
き
な

い
よ
う
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

１
時
間
 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
加
圧
器
逃
が

し
弁
元

弁
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。

 

７
２
時
間
 

D
.
 
条
件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の

措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

D
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

D
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す

る
。
 

３
６
時
間
 

 
 

表
4
4
－
３
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

Ａ
．
加
圧
器
逃
が
し
弁
１
台

の
自
動
制
御
が
で
き

な
い
が
、
手
動
で
の
全

開
及
び
全

閉
操
作
は

可
能
で
あ
る
場
合
※
２
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

加
圧
器
逃
が
し

弁
の
あ
る
ラ
イ
ン

の
加
圧
器
逃
が
し

弁
元

弁
を

閉
止

す
る
。
 

１
時
間
 

Ｂ
．
加
圧
器
逃
が
し
弁
１
台

が
、
手
動
で
も
全
開
又

は
全

閉
が
で
き
な
い

場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

加
圧
器
逃
が
し

弁
の
あ
る
ラ
イ
ン

の
加
圧
器
逃
が
し

弁
元

弁
を

閉
止

す
る
。
 

及
び
 

B
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

加
圧
器
逃
が
し

弁
を
手
動
で
の
全

開
及
び
全

閉
操
作
が
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

１
時
間
 

    7
2
時
間
 

Ｃ
．
加
圧
器
逃
が
し
弁
元
弁

１
台
の
全

閉
操
作
が

で
き
な
い
場
合
 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

加
圧
器
逃
が
し

弁
元

弁
の
あ
る
ラ

イ
ン
の
加
圧
器
逃
が
し

弁
を
開

弁

で
き
な
い
よ
う
に
す
る
。

 

及
び
 

C
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

加
圧
器
逃
が
し

弁
元

弁
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

１
時
間
 

    7
2
時
間
 

Ｄ
．
条
件
Ａ
、
Ｂ
又
は
Ｃ
の

措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

D
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。

 

及
び
 

D
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
４
に
す
る
。

 

1
2
時
間
 

  3
6
時
間
 

 
 

表
４
５
－
３

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

A
.
 
加
圧
器
逃
が
し

弁
１

台

の
自
動
制
御
が
で
き
な

い
が
、
手
動
で
の
全
開
お

よ
び
全

閉
操
作
は
可
能

で
あ
る
場
合
※
２
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
加
圧
器
逃

が
し
弁
の
あ
る
ラ
イ
ン
の
加
圧

器
逃
が
し

弁
元

弁
を

閉
止
す

る
。
 

１
時
間

 

B
.
 
加
圧
器
逃
が
し

弁
１

台

が
、
手
動
で
も
全
開
ま
た

は
全

閉
が
で
き
な
い
場

合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
加
圧
器
逃

が
し
弁
の
あ
る
ラ
イ
ン
の
加
圧

器
逃
が
し

弁
元

弁
を

閉
止
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
時
間

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
加
圧
器
逃

が
し
弁
を
手
動
で
の
全
開
お
よ

び
全
閉
操
作
が
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

７
２
時
間
 

C
.
 
加
圧
器
逃
が
し

弁
元

弁

１
台
の
全

閉
操
作
が
で

き
な
い
場
合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
加
圧
器
逃

が
し
弁
元
弁
の
あ
る
ラ
イ
ン
の

加
圧
器
逃
が
し

弁
を
開

弁
で
き

な
い
よ
う
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
時
間

 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
加
圧
器
逃

が
し
弁
元
弁
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
。
 

７
２
時
間
 

D
.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の

措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

D
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

D
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す

る
。
 

３
６
時
間
 

 

 

※
２
：
加
圧
器
逃
が
し

弁
毎
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

 

※
２
：
加
圧
器
逃
が
し

弁
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

 

※
２
：
加
圧
器
逃
が
し

弁
毎
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

 

 

（
低
温
過
加
圧
防
護
）

 

第
 
４
６

 条
 
モ
ー
ド
４
※
１
、
５
お
よ
び
６
※
２
に
お
い
て
、
低
温
過

加
圧
に
係
る
機
器
は
、
表
４
６
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の

制
限
と
す
る
。

 

２
．
低
温
過
加
圧
に
係
る
機
器
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す

る
。

 

(
1
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
２

台
の
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
つ
い
て
、
低
温
過
加
圧
防
護
の
た
め
の
校
正
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
１
２
時

間
に
１
回
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
高
圧
注
入

ポ
ン

プ
お
よ
び
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
の
う
ち
３

台
以
上
が
自

動
起
動
し
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ

（
低
温
過
加
圧
防
護
）
 

第
4
5
条

 
モ
ー
ド
４
※
１
、
５
及
び
６
※
２
に
お
い
て
、
低
温
過
加
圧

に
係
る
機
器
は
、
表

4
5
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と

す
る
。

 

２
 
低
温
過
加
圧
に
係
る
機
器
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す

る
。

 

(
1
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
２

台
の
加
圧
器
逃
が

し
弁
に
つ
い
て
、
低
温
過
加
圧
防
護
の
た
め
の
校
正
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
、
５
及
び
６
に
お
い

て
、

1
2
時
間
に
１
回
、
１

台
以
上
の
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
の
操

作
ス
イ
ッ
チ
が
切
ロ
ッ
ク
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

（
低
温
過
加
圧
防
護
）

 

第
 
４
６

 条
 
モ
ー
ド
４
※
１
、
５
お
よ
び
６
※
２
に
お
い
て
、
低
温
過

加
圧
に
係
る
機
器
は
、
表
４
６
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の

制
限
と
す
る
。

 

２
．
低
温
過
加
圧
に
係
る
機
器
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す

る
。

 

(
1
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
２

台
の
加
圧
器
逃
が

し
弁
に
つ
い
て
、
低
温
過
加
圧
防
護
の
た
め
の
校
正
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
１
２

時
間
に
１
回
、
２

台
以
上
の
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
の
操

作
器
が
停
止
ロ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

         【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
章
の
差
異

 

（
中
央
制
御
盤
取
替
に
伴
う

操
作
部
位
お
よ
び
ポ
ジ
シ
ョ

ン
の
呼
称
。
）
（
以
下
、
同

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

参考①-124



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

い
て
は
１

台
以
上
の
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
の
操
作
ス
イ
ッ
チ
が
プ

ル
ア
ウ
ト
状
態
（
引
断
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

様
。
）
 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
１
２

時
間
に
１
回
、
蓄
圧
タ
ン
ク
全
基
が
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

(
4
)
 
モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
以
下
の
事
項
を
実
施

す
る
。
 

(
a
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
加
圧
器
安
全

弁
１
台
以
上
を
取
り

外
し
、
ま
た
は
取
り
付
け
た
場
合
は
、
そ
の
結
果
を
当
直
課

長
に
通
知
す
る
。
 

(
b
)
 
当
直
課
長
は
、
１
台
以
上
の
加
圧
器
安
全
弁
が
取
り
外
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
３
日
に
１
回
、
２
台
の
加
圧
器
逃
が

し
弁
元

弁
が
開
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
、
５
及
び
６
に
お
い

て
、

1
2
時
間
に
１
回
、
蓄
圧
タ
ン
ク
全
基
が
隔
離
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4
)
 
モ
ー
ド
４
、
５
及
び
６
に
お
い
て
、
以
下
の
事
項
を
実
施
す

る
。
 

ア
 
保
修
第
二
課
長
は
、
加
圧
器
安
全

弁
１

台
以
上
を
取
り
外

し
、
又
は
取
り
付
け
た
場
合
は
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課

当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

イ
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

台
以
上
の
加
圧
器
安
全

弁

が
取
り
外
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
３
日
に
１
回
、
２

台
の

加
圧
器
逃
が
し

弁
元

弁
が
開
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
１
２

時
間
に
１
回
、
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
全
基
が
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

(
4
)
 
モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
以
下
の
事
項
を
実
施

す
る
。

 

(
a
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
加
圧
器
安
全

弁
１
台
以
上
を
取
り

外
し
、
ま
た
は
取
り
付
け
た
場
合
は
、
そ
の
結
果
を
当
直
課

長
に
通
知
す
る
。
 

(
b
)
 
当
直
課
長
は
、
１
台
以
上
の
加
圧
器
安
全
弁
が
取
り
外
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
３
日
に
１
回
、
２

台
の
加
圧
器
逃
が

し
弁
元

弁
が
開
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
低
温
過
加
圧
に
係
る
機
器
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
４
６

－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
加
圧
器
安
全
弁
を
取
り
外
す

必
要
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
炉
保
修
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を

受
け
た
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
低
温
過
加
圧
に
係
る
機
器
が
第
１

項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た

場
合
、
表

4
5
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
加
圧
器
安
全

弁

を
取
り
外
す
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
保
修
第
二
課
長
に
通
知
す

る
。
通
知
を
受
け
た
保
修
第
二
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
低
温
過
加
圧
に
係
る
機
器
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
４
６

－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
加
圧
器
安
全
弁
を
取
り
外
す

必
要
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
炉
保
修
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を

受
け
た
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

 

※
１
：
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は

 

1
4
0
 
℃

 
以
下
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は

 

1
3
0
 
℃

 
以
下
の
場
合
を
い
う
。
た
だ
し
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
が
低
圧
設
定
に
な
る
ま
で
の
間
を
除
く
。（
以
下
、
本
条
に

お
い
て
同
じ
）

 

※
１
：
１
次
冷
却
材
温
度
が

1
3
0
℃
以
下
の
場
合
を
い
う
。
た
だ
し
、

加
圧
器
逃
が
し

弁
が
低
圧
設
定
に
な
る
ま
で
の
間
を
除
く

（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

※
１
：
１
次
冷
却
材
温
度
が
 
1
4
0
 
℃

 以
下
の
場
合
を
い
う
。
た
だ

し
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
が
低
圧
設
定
に
な
る
ま
で
の
間
を
除

く
。
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）

 

 

※
２
：
原
子
炉
容
器
の
ふ
た
が

閉
め
ら
れ
て
い
る
場
合
（
以
下
、
本

条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
２
：
原
子
炉
容
器
の
ふ
た
が

閉
め
ら
れ
て
い
る
場
合
（
以
下
、
本

条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
２
：
原
子
炉
容
器
の
ふ
た
が

閉
め
ら
れ
て
い
る
場
合
（
以
下
、
本

条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

 

表
４
６
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

低
温
過
加
圧
に
係
る
機
器

 

(
1
)-
1 
２

台
の
加
圧
器
逃
が
し

弁
が
低
圧
設
定
で
動
作

可
能
で
あ
り
、
２

台
の
加
圧
器
逃
が
し
弁
元
弁

が
開
状
態
で
あ
る
こ
と
 

 
ま
た
は

 

(
1
)-
2 
１

台
以
上
の
加
圧
器
安
全

弁
が
取
り
外
さ
れ
て

い
る
こ
と
 

お
よ
び
 

(
2
) 
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
高
圧
注
入

ポ

ン
プ
お
よ
び
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
の
う
ち

動
作
可
能
な

ポ
ン
プ
が
１

台
以
下
※
３
※
４
、
３
号
炉

お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
動
作
可
能
な
高
圧
注

入
ポ
ン
プ
が
１
台
以
下
で
あ
る
こ
と
 

お
よ
び
 

(
3
) 
蓄
圧
タ
ン
ク
全
基
が
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
※
５
 

 
 

表
4
5
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

低
温
過
加
圧
に
係
る
機
器
 

(
1)

-
1
 
２

台
の
加
圧
器
逃
が
し

弁
が
低
圧
設
定
で
動
作

可
能
で
あ
り
、
２

台
の
加
 
圧
器
逃
が
し

弁
元
弁

が
開
状
態
で
あ
る
こ
と
 

 
又
は
 

(
1)

-
2
 
１

台
以
上
の
加
圧
器
安
全

弁
が
取
り
外
さ
れ
て

い
る
こ
と

 

及
び
 

(
2)

 
 
動
作
可
能
な
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
が
１

台
以
下
で

あ
る
こ
と

 

及
び
 

(
3)

 
 
蓄
圧
タ
ン
ク
全
基
が
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
※
３
 

 
 

表
４
６
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

低
温
過
加
圧
に
係
る
機
器
 

(
1
)-

1 
２

台
の
加
圧
器
逃
が
し
弁
が
低
圧
設
定
で
動
作

可
能
で
あ
り
、
２

台
の
加
圧
器
逃
が
し
弁
元
弁

が
開
状
態
で
あ
る
こ
と
 

ま
た
は
 

(
1
)-

2 
１

台
以
上
の
加
圧
器
安
全

弁
が
取
り
外
さ
れ
て

い
る
こ
と
 

お
よ
び
 

(
2
) 
動
作
可
能
な
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
が
１
台

以
下
※
３
で
あ
る
こ
と
 

お
よ
び
 

(
3
) 
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
全
基
が
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と

※
４
 

 

 

※
３
：
ポ
ン
プ
の
切
替
を
行
う
場
合
、
１
５
分
に
限
り
、
充
て
ん

／

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
を
２
台
運
転
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。

こ
の
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な

 
※
３
：
ポ
ン
プ
の
切
替
を
行
う
場
合
、
１
５
分
に
限
り
、
充
て
ん

／

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
を
２

台
運
転
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。

こ
の
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
（
以
下
、
同
様
。
）
 

参考①-125



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

さ
な
い
。

 
さ
な
い
。

 

※
４
：
１
次
冷
却
系
ま
た
は
蓄
圧
タ
ン
ク
に
水
張
り
を
行
う
場
合
、

充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
１

台
お
よ
び
高
圧
注
入

ポ
ン

プ
１
台
を
運
転
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 
 

 

※
５
：
１
次
冷
却
系
の
水
張
り
を
行
う
場
合
、
１
基
毎
に
隔
離
を
解

除
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
ま
た
、
蓄
圧
タ
ン
ク
出
口

弁

の
開
閉
確
認
を
行
う
場
合
、
蓄
圧
タ
ン
ク
圧
力
が
１
次
冷
却

材
圧
力
以
下
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
１
基
毎
に
隔
離
を
解

除
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

 

※
３
：
１
次
冷
却
系
の
水
張
り
を
行
う
場
合
、
１
基
ご
と
に
隔
離
を

解
除
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
ま
た
、
蓄
圧
タ
ン
ク
出
口

弁
の
開

閉
確
認
を
行
う
場
合
、
蓄
圧
タ
ン
ク
圧
力
が
１
次
冷

却
材
圧
力
以
下
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
１
基
ご
と
に
隔
離

を
解
除
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 

※
４
：
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
出
口

弁
の
開
閉
確
認
を
行
う
場
合
、
ア
キ

ュ
ム
レ
ー
タ
圧
力
が
１
次
冷
却
材
圧
力
以
下
で
あ
る
こ
と

を
条

件
に
、
１
基
毎
に
隔
離
を
解
除
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い

と
は
み
な
さ
な
い
。
 

 

 

表
４
６
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に

つ
い
て
は
、
自
動
起
動
し

な
い
状
態
に
な
い
高
圧
注

入
ポ
ン
プ
お
よ
び
充
て
ん

／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
が
２

台
以
上
あ
る
場
合
 

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉

に
つ
い
て
は
、
操
作
ス
イ

ッ
チ
が
プ
ル
ア
ウ
ト
（
引

断
）
状
態
に
な
い
高
圧
注

入
ポ
ン
プ
が
２

台
あ
る

場
合

 

A
.
1 
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い

て
は
、
当
直
課
長
は
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
お
よ
び
充
て
ん

／
高
圧

注
入

ポ
ン
プ
の
う
ち
３

台
以
上

を
自
動
起
動
し
な
い
状
態
に
す

る
。
 

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ

い
て
は
、
当
直
課
長
は
、
１

台

以
上
の
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
の

操
作
ス
イ
ッ
チ
を
プ
ル
ア
ウ

ト
（
引
断
）
状
態
に
す
る
。
 

１
時
間
 

表
４
６
－
２
（
続
き
）

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

B
.
 
蓄
圧
タ
ン
ク
１
基
以
上
が

隔
離
さ
れ
て
い
な
い
場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
蓄
圧
タ
ン

ク
を
隔
離
す
る
。

 

１
時
間
 

C
.
 
条

件
Ｂ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
温

度
を
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に

つ
い
て
は
 
14
0 
℃
 超
、
３
号

炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
 

1
3
0 
℃
 
超
に
す
る
。

 

ま
た
は
 

１
２
時
間
 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
蓄
圧
タ
ン

ク
の
圧
力
を
そ
の
時
点
の
１
次

冷
却
材
圧
力
ま
で
減
圧
す
る
。

 

１
２
時
間
 

D
.
 
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
加

圧
器
逃
が
し
弁
１

台
が
低

圧
設
定
で
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

D
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
加
圧
器
逃

が
し

弁
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

７
日

 

E
.
 
モ
ー
ド
５
ま
た
は
６
に
お

い
て
加
圧
器
逃
が
し
弁
１

台
が
低
圧
設
定
で
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

お
よ
び
 

モ
ー
ド
５
ま
た
は
６
に

お
い
て
加
圧
器
安
全

弁

が
全
て
取
り
付
け
ら
れ

て
い
る
場
合

 

E
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
加
圧
器
逃

が
し

弁
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

２
４
時
間
 

F
.
 
加
圧
器
逃
が
し

弁
２

台
が

F
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

２
０
時
間
 

表
4
5
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
操
作
ス
イ
ッ
チ
が
切

ロ
ッ
ク
状
態
に
な
い

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
が

２
台
あ
る
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
台
以

上
の
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
の
操
作
ス

イ
ッ
チ
を
切
ロ
ッ
ク
状
態
に
す
る
。
 

１
時
間
 

Ｂ
．
蓄
圧
タ
ン
ク
１
基
以

上
が
隔
離
さ
れ
て
い

な
い
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
蓄

圧
タ
ン
ク
を
隔
離
す
る
。

 

１
時
間
 

Ｃ
．
条

件
Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内

 
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷

却
材
温
度
を

1
30
℃
超
に
す
る
。

 

又
は
 

C
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
蓄

圧
タ
ン
ク
の
圧
力
を
そ
の
時
点
の

１
次
冷
却
材
圧
力
ま
で

減
圧
す
る
。
 

12
時
間

 

  12
時
間

 

Ｄ
．
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、

加
圧
器
逃
が
し

弁
１

台
が
低
圧
設
定
で
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

D
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
加

圧
器
逃
が
し

弁
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

７
日

 

Ｅ
．
モ
ー
ド
５
又
は
６
に

お
い
て
、
加
圧
器
逃

が
し

弁
１

台
が
低
圧

設
定
で
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

及
び
 

モ
ー
ド
５
又
は
６
に
お
い

て
、
加
圧
器
安
全

弁

が
全
て
取
り
付
け
ら

れ
て
い
る
場
合
 

E
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
加

圧
器
逃
が
し

弁
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

24
時
間

 

Ｆ
．
加
圧
器
逃
が
し

弁
２

台
が
低
圧
設
定
で
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

 
及
び
 

加
圧
器
安
全

弁
が
全
て
取

り
付
け
ら
れ
て
い
る

場
合
 

又
は
 

条
件
Ａ
、
Ｃ
、
Ｄ
又
は

Ｅ
の

措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

F
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

５
に
す
る
。
 

及
び
 

F
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
加
圧
器
安
全
弁

１
台
以
上
を
取
り
外
す
※
４
。
 

20
時
間

 

 28
時
間

 

 

表
４
６
－
２

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
操
作
器
が
停
止
ロ
ッ
ク
状

態
に
な
い
充
て
ん

／
高
圧

注
入

ポ
ン
プ
が
２

台
以
上

あ
る
場
合

 

A
.1
当
直
課
長
は
、
２
台
以
上
の
充
て
ん

／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
の
操
作
器
を
停

止
ロ
ッ
ク
状
態
に
す
る
。
 

１
時
間
 

B
. 
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
１
基
以

上
が
隔
離
さ
れ
て
い
な
い

場
合
 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
ア
キ
ュ
ム
レ
－

タ
を
隔
離
す
る
。
 

１
時
間
 

C
. 
条
件
Ｂ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

C
.1

 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
温
度
を
 

1
40
 
℃

 超
に
す
る
。
 

ま
た
は
 

１
２
時
間

 

C
.2

 当
直
課
長
は
、
当
該
ア
キ
ュ
ム
レ
ー

タ
の
圧
力
を
そ
の
時
点
の
１
次
冷
却

材
圧
力
ま
で

減
圧
す
る
。
 

１
２
時
間

 

D
. 
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
加

圧
器
逃
が
し

弁
１

台
が
低

圧
設
定
で
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

D
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
加
圧
器
逃
が
し

弁
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

７
日
 

E
. 
モ
ー
ド
５
ま
た
は
６
に
お

い
て
加
圧
器
逃
が
し

弁
１

台
が
低
圧
設
定
で
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

お
よ
び

 

モ
ー
ド
５
ま
た
は
６
に

お
い
て
加
圧
器
安
全

弁

が
全
て
取
り
付
け
ら
れ

て
い
る
場
合

 

E
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
加
圧
器
逃
が
し

弁
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

２
４
時
間

 

F
. 
加
圧
器
逃
が
し
弁
２
台
が

低
圧
設
定
で
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

お
よ
び

 

加
圧
器
安
全

弁
が
全
て

取
り
付
け
ら
れ
て
い
る

場
合
 

ま
た
は

 

条
件
Ａ
、
Ｃ
、
Ｄ
ま
た
は

Ｅ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

F
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

２
０
時
間

 

F
.2

 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
加
圧
器
安
全

弁
１

台
以
上
を
取
り
外
す
※
５
。

 

２
８
時
間
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

低
圧
設
定
で
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

お
よ
び
 

加
圧
器
安
全

弁
が
全
て

取
り
付
け
ら
れ
て
い
る

場
合

 

ま
た
は
 

条
件
Ａ
、
Ｃ
、
Ｄ
ま
た
は

Ｅ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

る
。
 

お
よ
び

 

F
.
2 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
加
圧
器

安
全

弁
１

台
以
上
を
取
り
外
す

※
６
。

 

２
８
時
間
 

 
 

※
６
：
モ
ー
ド
５
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
取
り
外
す
こ

と
。
 

 

※
４
：
モ
ー
ド
５
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
取
り
外
す
こ

と
。

 

※
５
：
モ
ー
ド
５
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
取
り
外
す
こ

と
。

 

 

 

（
１
次
冷
却
材
漏
え
い
率
）
 

第
 
４
７

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉

格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
内
漏
え

い
監
視
装
置
は
、
表
４
７
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限

と
す
る
。
 

（
１
次
冷
却
材
漏
え
い
率
）
 

第
4
6
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容

器
内
へ
の
漏
え
い
率
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
内
漏
え
い
監
視
装

置
は
、
表

4
6
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

（
１
次
冷
却
材
漏
え
い
率
）
 

第
 
４
７

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉

格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
内
漏
え
い

監
視
装
置
は
、
表
４
７
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器

内
漏
え
い
監
視
装
置
が
、
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ

ン
プ
水
位
計
お
よ
び
凝

縮
液
量
測
定
装
置
の
機
能
の
健
全
性

を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

２
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
及
び
原
子
炉
格
納
容
器

内
漏
え
い
監
視
装
置
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ

ン
プ
水
位
計
、
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
漏
え
い
検
出
装

置
及
び
凝

縮
液
量
測
定
装
置
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
し
、
そ

の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器

内
漏
え
い
監
視
装
置
が
、
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ

ン
プ
水
位
計
お
よ
び
凝

縮
液
量
測
定
装
置
の
機
能
の
健
全
性

を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

 

(
2
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号

炉
の
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い

検
出
装
置
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室

長
に
通
知
す
る
。

 

 
(
2
)
 
電
気
保
修
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時

に
、
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検

出
装
置
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長

に
通
知
す
る

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異

 

（
設
備
所
管
の
相
違
。
美
浜

は
検
出
器
→
電
気
、
信
号
処

理
を
含
め
た
伝

送
系
→
計

装
。
）
 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
日
に
１
回
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
サ

ン
プ
水
位
計
お
よ
び
凝

縮
液
量
測
定
装
置
を
用
い
て
、
原
子
炉

格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
を
確
認
す
る
※
１
。
 

 

な
お
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ

水
位
計
ま
た
は
凝

縮
液
量
測
定
装
置
の
ど
ち
ら
か
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
、
当
直
課
長
は
、
８
時
間
に
１
回
、
動
作
可
能

な
計
器
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
を
確
認

す
る
。
 

 
 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
（
以
下
、
同
様
。
）
 

(
4
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
日
に
１
回
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
サ

ン
プ
水
位
計
お
よ
び
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン

ピ
ッ
ト
漏
え
い
検
出
装
置
を
用
い
て
、
ま
た
、
モ
ー
ド
１
お
よ

(
2
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
及
び
２
に
お
い
て
、

１
日
に
１
回
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
、
炉
内
計
装

用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
漏
え
い
検
出
装
置
及
び
凝

縮
液
量
測
定

装
置
を
用
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
を
確
認

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
日
に
１
回
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
お
よ
び
炉
内

計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検
出
装
置

を
用
い
て
、
ま
た
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
日
に
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

び
２
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
凝

縮
液
量
測
定
装
置
を
用
い

て
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
を
確
認
す
る
※
１
。

 

な
お
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ

水
位
計
、
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え

い
検
出
装
置
ま
た
は
凝

縮
液
量
測
定
装
置
の
い
ず
れ
か
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
、
当
直
課
長
は
、
８
時
間
に
１
回
、
動
作

可
能
な
計
器
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
を

確
認
す
る
。
 

す
る
※
１
※
２
。

 

な
お
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
若
し
く
は
炉
内
計

装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
漏
え
い
検
出
装
置
又
は
凝

縮
液
量
測

定
装
置
の
い
ず
れ
か
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
、
発
電
第
二
課

当
直
課
長
は
、
８
時
間
に

1
回
、
動
作
可
能
な
計
器
に
よ
り
原

子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
発
電
第
二
課
は
、
モ
ー
ド
３
及
び
４
に
お
い
て
、
１
日
に
１

回
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
及
び
炉
内
計
装
用
シ
ン

ブ
ル
室
配
管
漏
え
い
検
出
装
置
を
用
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器

内
へ
の
漏
え
い
率
を
確
認
す
る
※
１
※

2。
 

１
回
、
凝

縮
液
量
測
定
装
置
を
用
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
内

へ
の
漏
え
い
率
を
確
認
す
る
※
１
。

 

な
お
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
、
炉
内
計
装
用
シ

ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検
出
装
置
ま
た
は
凝

縮
液
量
測
定
装
置
の
い
ず
れ
か
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
、
当

直
課
長
は
、
８
時
間
に
１
回
、
動
作
可
能
な
計
器
に
よ
り
原
子

炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
を
確
認
す
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
ま
た
は
原

子
炉
格
納
容
器
内
漏
え
い
監
視
装
置
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
４
７
－
２

の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い

率
又
は
原
子
炉
格
納
容
器
内
漏
え
い
監
視
装
置
が
第
１
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

4
6
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ

水
位
計
及
び
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
漏
え
い
検
出
装
置

又
は
凝

縮
液
量
測
定
装
置
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
保
修
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け

た
保
修
第
二
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
ま
た
は
原

子
炉
格
納
容
器
内
漏
え
い
監
視
装
置
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
４
７
－
２

の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

※
１
：
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
ま
た
は
凝

縮
液
量
測
定
装

置
に
よ
り
測
定
さ
れ
る
漏
え
い
率
が

 
0
.
2
3
 
m
3 /
h 
を
上
回

っ
て
い
る
状
態
で
運
転
を
継
続
す
る
場
合
は
、
１
日
に
１

回
、
１
次
冷
却
材
の
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
収
支
、
格
納
容
器
ガ
ス

モ
ニ
タ
、
格
納
容
器
じ
ん
あ
い
モ
ニ
タ
等
に
よ
り
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

※
１
：
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
又
は
凝

縮
液
量
測
定
装
置

に
よ
り
測
定
さ
れ
る
漏
え
い
率
が

0
.
2
3
m
3 /
h
を
上
回
っ
て

い
る
状
態
で
運
転
を
継
続
す
る
場
合
は
、
１
日
に
１
回
、
１

次
冷
却
材
の
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
収
支
、
原
子
炉
格
納
容
器
ガ
ス

モ
ニ
タ
、
原
子
炉
格
納
容
器
じ
ん
あ
い
モ
ニ
タ
等
に
よ
り
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

※
１
：
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
ま
た
は
凝

縮
液
量
測
定

装
置
に
よ
り
測
定
さ
れ
る
漏
え
い
率
が

 0
.
2
3
 
m
3 /
h
 
を
上

回
っ
て
い
る
状
態
で
運
転
を
継
続
す
る
場
合
は
、
１
日
に

１
回
、
１
次
冷
却
材
の
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
収
支
、
格
納
容
器

ガ
ス
モ
ニ
タ
、
格
納
容
器
じ
ん
あ
い
モ
ニ
タ
等
に
よ
り
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
 

 

 
※
２
：
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
漏
え
い
検
出
装
置
を
用
い
た

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
漏
え
い
率
の
確
認
は
、
装
置
の
動

作
状
況
に
よ
り
行
う
。
 

 

 
【
玄
海
・
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

表
４
７
－
１
 

１
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
内

へ
の
漏
え
い
率

 

(
1
) 
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
ま
た
は
凝
縮
液
量
測
定

装
置
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
漏
え
い
率
の
う
ち
、
原
子
炉

冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
か
ら
の
漏
え
い
で
な
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
な
い
漏
え
い
率
（
以
下
、「
未
確
認
の
漏
え

い
率
」
と
い
う
。
）
が
 0
.2
3
 
m
3 /
h 
以
下
で
あ
る
こ
と
 

(
2
) 
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
ま
た
は
凝
縮
液
量
測
定

装
置
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
漏
え
い
率
の
う
ち
、
原
子
炉

冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
か
ら
の
漏
え
い
で
な
い
こ
と
は

確
認
さ
れ
て
い
る
が
１
次
冷
却
系
か
ら
の
漏
え
い
で
な
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
漏
え
い
率
（
以
下
、「
原
子
炉

冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
以
外
か
ら
の
漏
え
い
率
」
と
い

う
。
）
が

 
2.
3 
m
3
/h
 
以
下
で
あ
る
こ
と
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
 

漏
え
い
監
視
装
置

 

原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
ま
た
は
凝

縮
液
量
測
定
装
置

※
２
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

表
4
6
－
１
 

              
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

表
４
７
－
１

 

             
項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
 

(
1
) 
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
お
よ
び
炉
内
計

 

参考①-128



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

原
子
炉
格
納
容
器
内

へ
の
漏
え
い
率

 

(
1
) 
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
お
よ
び
炉
内
計
装
用
シ

ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検
出
装
置
 

ま
た
は
 

凝
縮
液
量
測
定
装
置
 

に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
未
確
認
の
漏
え
い
率
が

 
0.
2
3 

m
3
/h
 以
下
で
あ
る
こ
と
※
３
 

(
2
) 
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
ま
た
は
凝
縮
液
量
測
定

装
置
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
以
外
か
ら
の
漏
え
い
率
が

 
2
.
3 

m3
/
h 
以
下
で
あ
る

こ
と

 

原
子
炉
格
納
容
器
内
 

漏
え
い
監
視
装
置

 

(
1
) 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
 

原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
お
よ
び
炉
内
計
装
用
シ

ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検
出
装
置
 

ま
た
は
 

凝
縮
液
量
測
定
装
置
※
２

 

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

(
2
) 
モ
ー
ド
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン

プ
水
位
計
お
よ
び
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン

ピ
ッ
ト
漏
え
い
検
出
装
置
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

原
子
炉
格
納
容
器
内
 

へ
の
漏
え
い
率
 

(
1
)
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
若
し
く
は
炉
内
計
装
用

シ
ン
ブ
ル
配
管
室
漏
え
い
検
出
装
置
、
又
は
凝
縮
液
量
測
定

装
置
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
漏
え
い
率
の
う
ち
、
原
子
炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
か
ら
の
漏
え
い
で
な
い
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
な
い
漏
え
い
率
（
以
下
「
未
確
認
の
漏
え
い
率
」

と
い
う
。
）
が

0
.2

3m
3
/h
以
下
で
あ
る
こ
と
※
３
 

(
2
)
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
又
は
凝

縮
液
量
測
定
装

置
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
漏
え
い
率
の
う
ち
、
原
子
炉
冷
却

材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
か
ら
の
漏
え
い
で
な
い
こ
と
は
確
認

さ
れ
て
い
る
が
１
次
冷
却
系
か
ら
の
漏
え
い
で
な
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
漏
え
い
率
（
以
下
「
原
子
炉
冷
却
材

圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
以
外
か
ら
の
漏
え
い
率
」
と
い
う
。
）
が

2
.3
m
3
/h
以
下
で
あ
る
こ
と

 

原
子
炉
格
納
容
器
内

漏
え
い
監
視
装
置
 

(
1
)モ
ー
ド
１
及
び
２
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水

位
計
及
び
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
漏
え
い
検
出
装

置
※
４
、
又
は
凝
縮
液
量
測
定
装
置
※
５
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と

 

(
2
)モ
ー
ド
３
及
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水

位
計
及
び
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
漏
え
い
検
出
装

置
※
４
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 
 

漏
え
い
率
 

装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検

出
装
置
ま
た
は
凝

縮
液
量
測
定
装
置
に
よ
っ
て
測

定
さ
れ
る
漏
え
い
率
の
う
ち
、
原
子
炉
冷
却
材
圧
力

バ
ウ
ン

ダ
リ
か
ら
の
漏
え
い
で
な
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
な
い
漏
え
い
率
（
以
下
、「
未
確
認
の
漏
え

い
率
」
と
い
う
。
）
が

 
0.
23

 m
3
/h

 以
下
で
あ
る
こ

と
※
２
 

(
2
) 
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
ま
た
は
凝

縮
液

量
測
定
装
置
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
漏
え
い
率
の

う
ち
、
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
か
ら
の
漏

え
い
で
な
い
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
る
が
１
次
冷

却
系
か
ら
の
漏
え
い
で
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
な
い
漏
え
い
率
（
以
下
、「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ

ウ
ン

ダ
リ
以
外
か
ら
の
漏
え
い
率
」
と
い
う
。
）
が

 

2
.
3 

m
3 /
h
 以
下
で
あ
る
こ
と
 

原
子
炉
格
納
容
器
内

 

漏
え
い
監
視
装
置

 

(
1
) 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器

サ
ン
プ
水
位
計
お
よ
び
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配

管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検
出
装
置
ま
た
は
凝

縮
液
量
測
定
装
置
※
３
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
2
) 
モ
ー
ド
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器

サ
ン
プ
水
位
計
お
よ
び
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配

管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検
出
装
置
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
 

 

※
３
：
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検
出

装
置
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
漏
え
い
率
は
全
て
未
確
認
の

漏
え
い
率
と
み
な
す
も
の
と
す
る
。
 

※
３
：
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
漏
え
い
検
出
装
置
が
動
作
し

た
場
合
は
、
未
確
認
の
漏
え
い
率
が

0
.
2
3
m
3 /
h
を
超
え
た
と

み
な
す
。

 

※
２
：
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検

出
装
置
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
漏
え
い
率
は
全
て
未
確
認

の
漏
え
い
率
と
み
な
す
も
の
と
す
る
。
 

 

※
２
：
凝

縮
液
量
測
定
装
置
の
健
全
性
を
確
認
す
る
た
め
の
点
検
ま

た
は
洗
浄
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
ま
た

は
凝

縮
液
量
測
定
装
置
の
指
示
値
が
変
動
す
る
場
合
を
除

く
。
 

※
５
：
凝

縮
液
量
測
定
装
置
の
健
全
性
を
確
認
す
る
た
め
の
点
検
又

は
洗
浄
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
又
は
凝

縮
液
量
測
定
装
置
の
指
示
値
が
変
動
す
る
場
合
を
除
く
。
 

※
３
：
凝
縮
液
量
測
定
装
置
の
健
全
性
を
確
認
す
る
た
め
の
点
検

ま
た
は
洗
浄
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計

ま
た
は
凝

縮
液
量
測
定
装
置
の
指
示
値
が
変
動
す
る
場
合

を
除
く
。

 

 

 
※
４
：
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
漏
え
い
検
出
装
置
の
健
全
性

を
確
認
す
る
た
め
の
点
検
時
を
除
く
。
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異

 

表
４
７
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
. 
未
確
認
の
漏
え
い
率
が

 

0
.2
3
 
m
3 /
h
 
を
超
え
た

場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
制
限
値
以
下

に
回
復
さ
せ
る
。
 

ま
た
は
 

４
時
間
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
冷
却

材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
か
ら
の

漏
え
い
で
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

４
時
間
 

B
.
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ

ウ
ン

ダ
リ
以
外
か
ら
の

漏
え
い
率
が

 
2
.3
 
m3
/h
 

を
超
え
た
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
制
限
値
以
下

に
回
復
さ
せ
る
。
 

ま
た
は
 

４
時
間
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系

か
ら
の
漏
え
い
で
な
い
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

４
時
間
 

C
.
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に

お
い
て
、
 

（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ

水
位
計
お
よ
び
凝

縮
液
量

測
定
装
置
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

C
.1
 
 

 （
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

サ
ン
プ
水
位
計
ま
た
は
凝

縮
液
量

測
定
装
置
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

３
０
日
 

表
4
6
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
未
確
認
の
漏
え
い
率

が
0.

23
 
m
3 /
h
を
超

え
た
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
制
限
値

以
下
に
回
復
さ
せ
る
。

 

又
は
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉

冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
か
ら
の

漏
え
い
で
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

４
時
間
 

  ４
時
間
 

 

Ｂ
．
原
子
炉
冷
却
材
圧
力

バ
ウ
ン

ダ
リ
以
外
か

ら
の
漏
え
い
率
が

2
.3

m
3
/h
を
超
え
た

場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
制
限
値

以
下
に
回
復
さ
せ
る
。

 

又
は
 

B
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷

却
系
か
ら
の
漏
え
い
で
な
い
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

４
時
間
 

  ４
時
間
 

 

Ｃ
．
モ
ー
ド
１
及
び
２
に

お
い
て
、
原
子
炉
格

納
容
器
サ
ン
プ
水
位

計
又
は
炉
内
計
装
用

シ
ン
ブ
ル
配
管
室
漏

え
い
検
出
装
置
 

及
び
 

凝
縮
液
量
測
定
装

C
.1

 
保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容

器
サ
ン
プ
水
位
計
及
び
炉
内
計
装

用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
漏
え
い
検
出

装
置
、
又
は
凝
縮
液
量
測
定
装
置
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

及
び
 

C
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
代
替
手

段
に
よ
る
監
視
※
６
を
行
う
。
 

30
日
 

     速
や
か
に
 

そ
の
後
の

表
４
７
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A.
 
未
確
認
の
漏
え
い
率
が

 

0
.
23

 
m
3
/h

 
を
超
え
た
場

合
 

A
.
1
 当
直
課
長
は
、
制
限
値
以
下
に
回
復

さ
せ
る
。
 

ま
た
は
 

４
時
間
 

A
.
2
 当
直
課
長
は
、
原
子
炉
冷
却
材
圧
力

バ
ウ
ン
ダ
リ
か
ら
の
漏
え
い
で
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

４
時
間
 

B
. 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ

ウ
ン

ダ
リ
以
外
か
ら
の

漏
え
い
率
が

 
2.

3 
m
3
/h

 

を
超
え
た
場
合

 

B
.
1
 当
直
課
長
は
、
制
限
値
以
下
に
回
復

さ
せ
る
。
 

ま
た
は
 

４
時
間
 

B
.
2
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
か
ら
の

漏
え
い
で
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

４
時
間
 

 

 

参考①-129



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

 （
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ

水
位
計
ま
た
は
炉
内
計
装

用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ

ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検
出
装

置
 

お
よ
び
 

凝
縮
液
量
測
定
装
置

 

が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
 

 （
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

当
直
課
長
は
、

 

原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計

お
よ
び
炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配

管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検
出

装
置
 

ま
た
は
 

凝
縮
液
量
測
定
装
置
 

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

お
よ
び

 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
代
替
手
段
※
４

に
よ
る
監
視
を
行
う
。
 

速
や
か
に
 

そ
の
後
の
１
日

に
１
回
 

 

置
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

１
日
に
１

回
 

Ｄ
．
モ
ー
ド
３
及
び
４
に

お
い
て
、
原
子
炉
格

納
容
器
サ
ン
プ
水
位

計
又
は
炉
内
計
装
用

シ
ン
ブ
ル
配
管
室
漏

え
い
検
出
装
置
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

D
.1

 
保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容

器
サ
ン
プ
水
位
計
及
び
炉
内
計
装

用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
漏
え
い
検
出

装
置
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
。
 

及
び
 

D
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
代
替
手

段
に
よ
る
監
視
※
６
を
行
う
。
 

30
日
 

     速
や
か
に
 

そ
の
後
の

１
日
に
１

回
 

Ｅ
．
条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
又
は

Ｄ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

又
は
 

条
件
Ｃ
又
は
Ｄ
で

要
求
さ
れ
る
措
置

を
実
施
中
に
、
原
子

炉
冷
却
材
圧
力
バ

ウ
ン

ダ
リ
か
ら
の

漏
え
い
を
示
す
有

意
な
変
化
が
あ
っ

た
場
合
 

E
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

及
び
 

E
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

５
に
す
る
。
 

12
時
間

 

  56
時
間

 

 
 

表
４
７
－
２
（
続
き
）

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

D
.
モ
ー
ド
３
お
よ
び
４
に
お

い
て
、
 

（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水

位
計
お
よ
び
凝

縮
液
量
測
定

装
置
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

 （
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水

位
計
ま
た
は
炉
内
計
装
用
シ

ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ

ト
漏
え
い
検
出
装
置
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

D
.
1 
 

 （
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

サ
ン
プ
水
位
計
ま
た
は
凝

縮
液
量

測
定
装
置
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

 （
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

サ
ン
プ
水
位
計
お
よ
び
炉
内
計
装

用
シ
ン
ブ
ル
配
管
室
ド
レ
ン
ピ
ッ

ト
漏
え
い
検
出
装
置
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

 お
よ
び
 

D
.
2 
当
直
課
長
は
、
代
替
手
段
※
４

に
よ
る
監
視
を
行
う
。
 

３
０
日
 

               速
や
か
に
 

そ
の
後
の
１
日

に
１
回
 

E
.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ま
た
は

Ｄ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

ま
た
は
 

条
件
Ｃ
ま
た
は
Ｄ
で
要
求

さ
れ
る
措
置
を
実
施
中

に
、
原
子
炉
冷
却
材
圧
力

バ
ウ
ン

ダ
リ
か
ら
の
漏
え

E
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

E
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。
 

５
６
時
間
 

 
表
４
７
－
２
（
続
き
）

 
条

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

C
.
 モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お

い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器

サ
ン
プ
水
位
計
ま
た
は
炉

内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管

室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い

検
出
装
置
お
よ
び
凝

縮
液

量
測
定
装
置
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納

容
器
サ
ン
プ
水
位
計
お
よ
び

炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管

室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検

出
装
置
 

ま
た
は
 凝
縮
液
量
測
定
装
置
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

お
よ
び
 

３
０
日

 

 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
代
替
手
段
※

４
に
よ
る
監
視
を
行
う
。
 

速
や
か
に

 

そ
の
後
の
１
日

に
１
回

 

D
.
 モ
ー
ド
３
お
よ
び
４
に
お

い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器

サ
ン
プ
水
位
計
ま
た
は
炉

内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管

室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い

検
出
装
置
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

D
.
1 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納

容
器
サ
ン
プ
水
位
計
お
よ
び

炉
内
計
装
用
シ
ン
ブ
ル
配
管

室
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
漏
え
い
検

出
装
置
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
。
 

お
よ
び
 

D
.
2 
当
直
課
長
は
、
代
替
手
段
※

４
に
よ
る
監
視
を
行
う
。
 

３
０
日

 

     速
や
か
に

 

そ
の
後
の
１
日

に
１
回

 

E
.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ま
た
は

Ｄ
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

ま
た
は
 

条
件
Ｃ
ま
た
は
Ｄ
で
要

E
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間

 

E
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。
 

５
６
時
間
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

い
を
示
す
有
意
な
変
化
が

あ
っ
た
場
合

 

 
 

求
さ
れ
る
措
置
を
実
施

中
に
、
原
子
炉
冷
却
材

圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
か
ら

の
漏
え
い
を
示
す
有
意

な
変
化
が
あ
っ
た
場
合
 

 
 

※
４
：
代
替
手
段
に
よ
る
監
視
と
は
、
１
次
冷
却
材
の
イ
ン
ベ
ン
ト

リ
収
支
、
格
納
容
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
お
よ
び
格
納
容
器
じ
ん
あ

い
モ
ニ
タ
に
よ
る
監
視
を
い
う
。

 

 

※
６
：
代
替
手
段
に
よ
る
監
視
と
は
、
１
次
冷
却
材
の
イ
ン
ベ
ン
ト

リ
収
支
、
原
子
炉
格
納
容
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
及
び
原
子
炉
格
納

容
器
じ
ん
あ
い
モ
ニ
タ
に
よ
る
監
視
を
い
う
。
 

 

※
４
：
代
替
手
段
に
よ
る
監
視
と
は
、
１
次
冷
却
材
の
イ
ン
ベ
ン

ト
リ
収
支
、
格
納
容
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
お
よ
び
格
納
容
器
じ

ん
あ
い
モ
ニ
タ
に
よ
る
監
視
を
い
う
。
 

 

 

（
蒸
気
発
生
器
細
管
漏
え
い
監
視
）
 

第
 
４
８

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
蒸
気
発

生
器
細
管
お
よ
び

蒸
気
発
生
器
細
管
漏
え
い
監
視
装
置
は
、
表
４

８
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
蒸
気
発
生
器
細
管
お
よ
び

蒸
気
発
生
器
細
管
漏
え
い
監
視
装
置

が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ

ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
お
よ
び
高

感

度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
検
出
器
の
校
正
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
発

電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
2
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
渦
流
探
傷
検
査
に
よ

り
蒸
気
発
生
器
細
管
の
健
全
性
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室

長
に
通
知
す
る
。

 

(
3
)
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い

て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
２
次
系
試
料
採
取
測
定
に
よ
り
蒸
気
発
生

器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、

復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン

水
モ
ニ
タ
お
よ
び
高

感
度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
の
う
ち
２
種
類

以
上
※
１
の
モ
ニ
タ
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
5
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器
細

管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
プ
ラ
ン
ト
状
態

に
よ
り
監
視
が
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
は
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ

ウ
ン
水
モ
ニ
タ
洗
浄
中
は
、
放
射
線
管
理
課
長
が
、
１
日
に
１
回
、

２
次
系
試
料
採
取
測
定
に
よ
り

蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏
え
い
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
こ
と

を
も
っ
て
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
に
よ
る
確
認

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
蒸
気
発
生
器
細
管
漏
え
い
監
視
）

 

第
4
7
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
細

管
及
び

蒸
気
発
生
器
細
管
漏
え
い
監
視
装
置
は
、
表

4
7
－
１
で
定

め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 

蒸
気
発
生
器
細
管
及
び

蒸
気
発
生
器
細
管
漏
え
い
監
視
装
置

が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
復
水
器
排
気
ガ
ス
モ

ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
及
び
高

感
度
型

主
蒸
気
管
モ
ニ
タ
検
出
器
の
校
正
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
発
電

第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
渦
流
探
傷
検
査
に
よ

り
蒸
気
発
生
器
細
管
の
健
全
性
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電

第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
 

(
3
)
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お

い
て
、
１
か
月
に
１
回
、
２
次
系
試
料
採
取
測
定
に
よ
り
蒸
気

発
生
器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
及
び
２
に
お
い
て
、

１
日
に
１
回
、
復
水
器
排
気
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ

ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
及
び
高

感
度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
の
う

ち
２
種
類
以
上
※
１
の
モ
ニ
タ
に
よ
り
、

蒸
気
発
生
器
細
管
に

漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
5
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
及
び
４
に
お
い
て
、

１
日
に
１
回
、

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
に
よ

り
、

蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

な
お
、
プ
ラ
ン
ト
状
態
に
よ
り
監
視
が
で
き
な
い
場
合
又
は

蒸

気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
洗
浄
中
は
、
安
全
管
理
第

二
課
長
が
、
１
日
に
１
回
、
２
次
系
試
料
採
取
測
定
に
よ
り

蒸

気
発
生
器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果

を
発
電
第
二
課
当
直
課
長
に
通
知
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
蒸
気

発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
に
よ
る
確
認
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

（
蒸
気
発
生
器
細
管
漏
え
い
監
視
）
 

第
 
４
８

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
蒸
気
発

生
器
細
管
お
よ
び
蒸
気
発
生
器
細
管
漏
え
い
監
視
装
置
は
、
表
４

８
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
蒸
気
発
生
器
細
管
お
よ
び
蒸
気
発
生
器
細
管
漏
え
い
監
視
装
置

が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
復
水
器
空
気
抽
出
器

ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
お
よ
び

高
感
度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
検
出
器
の
校
正
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
2
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
渦
流
探
傷
検
査
に

よ
り
蒸
気
発
生
器
細
管
の
健
全
性
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発

電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
3
)
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お

い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
２
次
系
試
料
採
取
測
定
に
よ
り

蒸
気

発
生
器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
日
に
１

回
、
復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
お
よ
び
高

感
度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
の
う

ち
２
種
類
以
上
※
１
の
モ
ニ
タ
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏

え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
5
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
日
に
１

回
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
に
よ
り
、
蒸
気
発

生
器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
プ
ラ

ン
ト
状
態
に
よ
り
監
視
が
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
は

蒸
気
発
生

器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
洗
浄
中
は
、
放
射
線
管
理
課
長

が
、
１
日
に
１
回
、
２
次
系
試
料
採
取
測
定
に
よ
り

蒸
気
発
生

器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直

課
長
に
通
知
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ

ン
水
モ
ニ
タ
に
よ
る
確
認
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

(
6
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ

ン
水
モ
ニ
タ
ま
た
は
高

感
度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
の
指
示
値

に
有
意
な
上
昇
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
放
射
線
管
理
課
長
に

(
6
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に

お
い
て
、
復
水
器
排
気
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ

ウ
ン
水
モ
ニ
タ
又
は
高

感
度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
の
指
示
値

に
有
意
な
上
昇
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
安
全
管
理
第
二
課
長

(
6
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ

ン
水
モ
ニ
タ
ま
た
は
高

感
度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
の
指
示
値

に
有
意
な
上
昇
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
放
射
線
管
理
課
長
に
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
放
射
線
管
理
課
長
は
、
そ
の
後
の

８
時
間
以
内
に
２
次
系
試
料
採
取
測
定
に
よ
り

蒸
気
発
生
器

細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課

長
に
通
知
す
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
細
管
ま
た
は
蒸
気
発
生
器
細
管
漏

え
い
監
視
装
置
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
第
２
項

(
6
)
号
で
定
め
る
確
認
の

結
果
を
待
つ
こ
と
な
く
、
表
４
８
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
２
次
系
試
料
採
取
測
定
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
放

射
線
管
理
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
放
射
線
管
理
課
長

は
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
放
射
線
管
理
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器

細
管
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い

と
判
断
し
た
場
合
※
２
、
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た

当
直
課
長
は
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
そ
の

後
の
８
時
間
以
内
に
２
次
系
試
料
採
取
測
定
に
よ
り

蒸
気
発

生
器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発

電
第
二
課
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
細
管
又
は

蒸
気
発
生

器
細
管
漏
え
い
監
視
装
置
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
第
２
項

(
6
)
号
で
定
め

る
確
認
の
結
果
を
待
つ
こ
と
な
く
、
表

47
－
２
の
措
置
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
同
表
の
条

件
Ａ
、
Ｂ
又
は
Ｃ
に
該
当
す
る
場
合
は
、

保
修
第
二
課
長
及
び
安
全
管
理
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を

受
け
た
保
修
第
二
課
長
及
び
安
全
管
理
第
二
課
長
は
同
表
の
措

置
を
講
じ
る
。
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
細
管
が
第

１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し

た
場
合
※
２
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け

た
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
放
射
線
管
理
課
長
は
、
そ
の
後
の

８
時
間
以
内
に
２
次
系
試
料
採
取
測
定
に
よ
り

蒸
気
発
生
器

細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課

長
に
通
知
す
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
細
管
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
細
管
漏

え
い
監
視
装
置
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
第
２
項

(
6
)
号
で
定
め
る
確
認
の

結
果
を
待
つ
こ
と
な
く
、
表
４
８
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
２
次
系
試
料
採
取
測
定
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
放

射
線
管
理
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
放
射
線
管
理
課
長

は
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
放
射
線
管
理
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器

細
管
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い

と
判
断
し
た
場
合
※
２
、
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た

当
直
課
長
は
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

       【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な

し
。
）
 

※
１
：
高
感
度
型
主
蒸
気
管
モ
ニ
タ
に
つ
い
て
は
、
４
つ
の
高

感
度

型
主
蒸
気
管
モ
ニ
タ
で
１
種
類
と
み
な
す
（
以
下
、
本
条
に

お
い
て
同
じ
）
。

 

※
２
：
第
２
項

(
6
)
号
で
定
め
る
確
認
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
蒸
気
発
生
器
細
管
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い
と
み
な
す
。

 

 

※
１
：
高
感
度
型
主
蒸
気
管
モ
ニ
タ
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
高

感
度

型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
で
１
種
類
と
み
な
す
（
以
下
、
本
条
に

お
い
て
同
じ
）
。
 

※
２
：
第
２
項

(
6
)
号
で
定
め
る
確
認
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、

蒸
気
発
生
器
細
管
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い
と
み
な
す
。

 

 

※
１
：
高
感
度
型
主
蒸
気
管
モ
ニ
タ
に
つ
い
て
は
、
３
つ
の
高

感
度

型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
で
１
種
類
と
み
な
す
（
以
下
、
本
条
に

お
い
て
同
じ
）
。

 

※
２
：
第
２
項

(
6
)
号
で
定
め
る
確
認
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
蒸
気
発
生
器
細
管
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い
と
み
な
す
。

 

 

 

表
４
８
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

蒸
気
発
生
器
細
管

 
漏
え
い
が
な
い
こ
と
 

蒸
気
発
生
器
細
管
漏
え
い
監
視

装
置

 

(
1
) 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
復
水
器
空
気

抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ

ウ
ン
水
モ
ニ
タ
お
よ
び
高

感
度
型
主

蒸
気
管

モ
ニ
タ
の
う
ち
、
２
種
類
以
上
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と

 

(
2
) 
モ
ー
ド
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器

ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
※
３
 

 

表
4
7
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

蒸
気
発
生
器
細
管
 
漏
え
い
が
な
い
こ
と
 

蒸
気
発
生
器
細
管
 

漏
え
い
監
視
装
置
 

(
1
)モ
ー
ド
１
及
び
２
に
お
い
て
、
復
水
器
排
気
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸

気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
及
び
高

感
度
型
主

蒸
気

管
モ
ニ
タ
の
う
ち
、
２
種
類
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
2
)
モ
ー
ド
３
及
び
４
に
お
い
て
、

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン

水
モ
ニ
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
３
 

 

表
４
８
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

蒸
気
発
生
器
細
管
 

漏
え
い
が
な
い
こ
と
 

蒸
気
発
生
器
細
管
 

漏
え
い
監
視
装
置
 

(
1)

 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
復
水
器
空
気
抽

出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン

水
モ
ニ
タ
お
よ
び
高

感
度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
の

う
ち
、
２
種
類
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
2)

 
モ
ー
ド
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
ブ

ロ
ー

ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
３
 

 

 

※
３
：
プ
ラ
ン
ト
状
態
に
よ
り
監
視
が
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
は
洗

浄
中
は
除
く
。

 

 

※
３
：
プ
ラ
ン
ト
状
態
に
よ
り
監
視
が
で
き
な
い
場
合
又
は
洗
浄
中

は
除
く
。

 

 

※
３
：
プ
ラ
ン
ト
状
態
に
よ
り
監
視
が
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
は

洗
浄
中
は
除
く
。

 

 

表
４
８
－
２
 

条
 

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に

お
い
て
、
復
水
器
空
気

抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ

ウ
ン
水
モ
ニ
タ
お
よ
び

高
感
度
型
主

蒸
気
管
モ

ニ
タ
の
う
ち
、
い
ず
れ

か
２
種
類
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
動
作
不
能
な
モ
ニ
タ

の
う
ち
、
い
ず
れ
か
１
種
類
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
動
作
可
能
な

モ
ニ
タ
で
、

蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏

え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び
 

１
時
間
 

そ
の
後
の

１
日
に
１

回
 

A
.3
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
２
次
系
試
料

２
４
時
間
 

表
4
7
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
モ
ー
ド
１
及
び
２
に

お
い
て
、
復
水
器
排

気
ガ
ス
モ
ニ
タ
、

蒸

気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ

ウ
ン
水
モ
ニ
タ
及
び

高
感
度
型
主

蒸
気
管

モ
ニ
タ
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
２
種
類
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.1

 
保
修
第
二
課
長
は
、
動
作
不
能
な
モ

ニ
タ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
１
種
類
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
残
り
の

動
作
可
能
な
モ
ニ
タ
で
、
蒸
気
発
生

器
細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

及
び
 

速
や
か
に
 

    １
時
間
 

そ
の
後
の

１
日
に
１

回
 

 

表
４
８
－
２

 
条

 
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
. 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に

お
い
て
、
復
水
器
空
気
抽

出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気

発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン

水
モ
ニ
タ
お
よ
び
高

感

度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ

の
う
ち
、
い
ず
れ
か
２
種

類
が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.
1
 当
直
課
長
は
、
動
作
不
能
な
モ
ニ
タ

の
う
ち
、
い
ず
れ
か
１
種
類
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.
2
 当
直
課
長
は
、
残
り
の
動
作
可
能
な

モ
ニ
タ
で
、

蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏

え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
時
間
 

そ
の
後
の
１

日
に
１
回
 

A
.
3
 放
射
線
管
理
課
長
は
、
２
次
系
試
料
２
４
時
間
 

 

参考①-132



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

採
取
測
定
に
よ
り
、

蒸
気
発
生
器
細

管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

そ
の
後
の

１
日
に
１

回
 

B
.
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に

お
い
て
、
復
水
器
空
気

抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ

ウ
ン
水
モ
ニ
タ
お
よ
び

高
感
度
型
主

蒸
気
管
モ

ニ
タ
の
全
て
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
い
ず
れ
か
１
種
類
の

モ
ニ
タ
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

B
.2
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
２
次
系
試
料

採
取
測
定
に
よ
り
、

蒸
気
発
生
器
細

管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

８
時
間
 

そ
の
後
の

８
時
間
に

１
回

 

表
４
８
－
２
（
続
き
）

 
条

 
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

C
.
 
モ
ー
ド
３
お
よ
び
４
に

お
い
て
、

蒸
気
発
生
器

ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
水
モ
ニ

タ
が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

C
.2
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
２
次
系
試
料

採
取
測
定
に
よ
り
、

蒸
気
発
生
器
細

管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

８
時
間

 

そ
の
後
の

８
時
間
に

１
回
 

D
.
 
蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏

え
い
が
発
生
し
た
と
判

断
し
た
場
合

 

ま
た
は
 

条
件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ

の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い

場
合

 

D
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

D
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 
５
６
時
間
 

 
 

 

 
 

A
.3

 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
２
次
系
試

料
採
取
測
定
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器

細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

24
時
間

 

そ
の
後
の

１
日
に
１

回
 

Ｂ
．
モ
ー
ド
１
及
び
２
に

お
い
て
、
復
水
器
排

気
ガ
ス
モ
ニ
タ
、

蒸

気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ

ウ
ン
水
モ
ニ
タ
及
び

高
感
度
型
主

蒸
気
管

モ
ニ
タ
の
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.1

 
保
修
第
二
課
長
は
、
い
ず
れ
か
１
種

類
の
モ
ニ
タ
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

B
.2

 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
２
次
系
試

料
採
取
測
定
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器

細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

速
や
か
に
 

   ８
時
間
 

そ
の
後
の

８
時
間
に

１
回

 

Ｃ
．
モ
ー
ド
３
及
び
４
に

お
い
て
、

蒸
気
発
生

器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
水

モ
ニ
タ
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

C
.1

 
保
修
第
二
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
ブ

ロ
ー

ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。

 

及
び
 

C
.2

 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
２
次
系
試

料
採
取
測
定
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器

細
管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

速
や
か
に
 

    ８
時
間
 

そ
の
後
の

８
時
間
に

１
回

 

Ｄ
．

蒸
気
発
生
器
細
管
に

漏
え
い
が
発
生
し
た

と
判
断
し
た
場
合
 

又
は
 

条
件
Ａ
、
Ｂ
又
は
Ｃ

の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

D
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

及
び
 

D
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

５
に
す
る
。
 

12
時
間

 

  56
時
間

 

 
 

採
取
測
定
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器
細

管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

そ
の
後
の
１

日
に
１
回
 

B
. 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に

お
い
て
、
復
水
器
空
気
抽

出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気

発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン

水
モ
ニ
タ
お
よ
び
高

感

度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ

の
全
て
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

B
.
1
 当
直
課
長
は
、
い
ず
れ
か
１
種
類
の

モ
ニ
タ
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

B
.
2
 放
射
線
管
理
課
長
は
、
２
次
系
試
料

採
取
測
定
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器
細

管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

８
時
間
 

そ
の
後
の
８

時
間
に
１
回
 

表
４
８
－
２
（
続
き
）

 
条

 
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

C
. 
モ
ー
ド
３
お
よ
び
４
に

お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
ブ

ロ
ー

ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ

が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

C
.
1
 当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

C
.
2
 放
射
線
管
理
課
長
は
、
２
次
系
試
料

採
取
測
定
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器
細

管
に
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

８
時
間
 

そ
の
後
の
８

時
間
に
１
回
 

D
. 

蒸
気
発
生
器
細
管
に
漏

え
い
が
発
生
し
た
と
判

断
し
た
場
合
 

ま
た
は

 

条
件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ

の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

D
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

D
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 
５
６
時
間
 

 
 

 
 

（
余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
監
視
）
 

第
 
４
９

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（

余
熱
除
去
系
隔
離

弁
が

閉
止
し
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
系
か
ら

余
熱

除
去
系
へ
の
漏
え
い
は
、
表
４
９
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上

の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
１
次
冷
却
系
か
ら

余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
が
前
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号

を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
次
冷
却
系
か
ら

余

熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発

電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
か
ら

余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
が

第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断

し
た
場
合
、
表
４
９
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

（
余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
監
視
）

 

第
4
8
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
（

余
熱
除
去
系
隔
離

弁
が

閉

止
し
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
系
か
ら
余
熱
除
去
系

へ
の
漏
え
い
は
、
表

4
8
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と

す
る
。

 

２
 
１
次
冷
却
系
か
ら

余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
が
前
項
で
定
め

る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次

号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
次
冷
却
系
か
ら

余

熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を

発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
か
ら

余
熱
除
去
系
へ

の
漏
え
い
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

4
8
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

（
余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
監
視
）
 

第
 
４
９

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（

余
熱
除
去
系
隔
離

弁
が

閉
止
し
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
系
か
ら

余
熱

除
去
系
へ
の
漏
え
い
は
、
表
４
９
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上

の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
系
か
ら

余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
が
前
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号

を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
次
冷
却
系
か
ら

余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果

を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
か
ら

余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
が

第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断

し
た
場
合
、
表
４
９
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

 

表
４
９
－
１
 
項

 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系
か
ら
余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
 
漏
え
い
が
な
い
こ
と
※
１
 

 

表
4
8
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系
か
ら
余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
 

漏
え
い
が
な
い
こ
と
※
１
 

 

表
４
９
－
１

 
項

 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系
か
ら

余
熱
除
去
系

へ
の
漏
え
い

 
漏
え
い
が
な
い
こ
と
※
１
 

 

 

※
１
：
漏
え
い
が
な
い
こ
と
と
は
、
余
熱
除
去
系
の
逃
が
し

弁
が
作
※
１
：
漏
え
い
が
な
い
こ
と
と
は
、
余
熱
除
去
系
の
逃
が
し

弁
が
作
※
１
：
漏
え
い
が
な
い
こ
と
と
は
、

余
熱
除
去
系
の
逃
が
し

弁
が
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

動
し
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同

じ
）
。

 

 

動
し
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同

じ
）
。
 

 

作
動
し
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て

同
じ
）
。

 

表
４
９
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
余
熱
除
去
系
の
逃

が
し

弁
が
作
動
し

た
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
余
熱
除
去
系
の
当
該
ラ
イ

ン
を
隔
離
し
、
１
次
冷
却
系
か
ら

余
熱
除

去
系
へ
の
漏
え
い
を
止
め
る
※
２
。
 

４
時
間

 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 
５
６
時
間
 

 
 

表
4
8
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．

余
熱
除
去
系
の
逃
が

し
弁
が
作
動
し
た
場

合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
余
熱
除

去
系
の
当
該
ラ
イ
ン
を
隔
離
し
、
１
次
冷

却
系
か
ら

余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
を
止

め
る
※
２
。
 

４
時
間
 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

５
に
す
る
。
 

12
時
間

 

  56
時
間

 

 

表
４
９
－
２

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
. 

余
熱
除
去
系
の
逃
が
し
弁

が
作
動
し
た
場
合
 

A
.1

 当
直
課
長
は
、

余
熱
除
去
系
の
当
該

ラ
イ
ン
を
隔
離
し
、
１
次
冷
却
系
か

ら
余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
を
止
め

る
※
２
。

 

４
時
間
 

B
. 
条
件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間

 

B
.2

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
５
６
時
間

 
 

 

※
２
：
隔
離
に
よ
り
低
圧
注
入
系
の
機
能
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場

合
は
、
当
該
低
圧
注
入
系
を
動
作
不
能
と
み
な
す
。
 

※
２
：
隔
離
に
よ
り
低
圧
注
入
系
の
機
能
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場

合
は
、
当
該
低
圧
注
入
系
を
動
作
不
能
と
み
な
す
。

 

※
２
：
隔
離
に
よ
り
低
圧
注
入
系
の
機
能
が
動
作
不
能
と
な
っ
た

場
合
は
、
当
該
低
圧
注
入
系
を
動
作
不
能
と
み
な
す
。
 

 

（
１
次
冷
却
材
中
の
よ
う
素
１
３
１
濃
度
）
 

第
 
５
０

 
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
（
１
次
冷
却
材
温
度
が

 

2
6
0
 
℃

 
以
上
）
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
材
中
の
よ
う
素
１
３
１
濃

度
は
、
表
５
０
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

（
１
次
冷
却
材
中
の
よ
う
素

1
3
1
濃
度
）
 

第
4
9
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
（
１
次
冷
却
材
温
度
が

2
6
0
℃
以

上
）
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
材
中
の
よ
う
素

1
3
1
濃
度
は
、
表

4
9

－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

 

（
１
次
冷
却
材
中
の
よ
う
素
１
３
１
濃
度
）
 

第
 
５
０

 
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
（
１
次
冷
却
材
温
度
が
 

2
6
0
 
℃

 
以
上
）
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
材
中
の
よ
う
素
１
３
１
濃

度
は
、
表
５
０
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

 

２
．
１
次
冷
却
材
中
の
よ
う
素
１
３
１
濃
度
が
前
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実

施
す
る
。
 

(
1
)
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
（
１
次
冷

却
材
温
度
が

 
2
6
0
 
℃

 
以
上
）
に
お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、

１
次
冷
却
材
中
の
よ
う
素
１
３
１
濃
度
を
確
認
す
る
。
 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
よ
う
素
１
３
１
濃
度

が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判

断
し
た
場
合
、
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
当
直
課

長
は
、
表
５
０
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

２
 
１
次
冷
却
材
中
の
よ
う
素

1
3
1
濃
度
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

 
め
、
次
号
を
実

施
す
る
。
 

(
1
)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
（
１
次
冷
却
材

温
度
が

2
60
℃
以
上
）
に
お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、
１
次
冷

却
材
中
の
よ
う
素

1
3
1
濃
度
を
確
認
す
る
。

 

３
 
技
術
第
二
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
よ
う
素

1
3
1
濃
度
が
第

１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し

た
場
合
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
表

4
9
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

２
．
１
次
冷
却
材
中
の
よ
う
素
１
３
１
濃
度
が
前
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実

施
す
る
。
 

(
1
)
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
（
１
次
冷

却
材
温
度
が

 
2
6
0
 ℃

 
以
上
）
に
お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、

１
次
冷
却
材
中
の
よ
う
素
１
３
１
濃
度
を
確
認
す
る
。
 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
よ
う
素
１
３
１
濃
度

が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判

断
し
た
場
合
、
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
当
直
課

長
は
、
表
５
０
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 

表
５
０
－
１
 

１
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
材
中
の
 

よ
う
素
１
３
１
濃
度
 

6
.3
×

10
4
 
Bq
/c
m
3
 以
下
で
あ
る
こ
と

 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
材
中
の
 

よ
う
素
１
３
１
濃
度
 

4
.0

×
10

4
 B
q
/c
m
3  
以
下
で
あ
る
こ
と
 

 

表
4
9
－
１
 項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
材
中
の
よ
う
素

13
1
濃
度
 

6
.3
×
10

4
B
q/

cm
3
以
下
で
あ
る
こ
と
 

 

表
５
０
－
１

 
項

 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
材
中
の

 

よ
う
素
１
３
１
濃
度

 
5
.
7×

1
0
4
 B
q
/
cm

3  
以
下
で
あ
る
こ
と
 

 

 

表
５
０
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
. 
１
次
冷
却
材
中
の
よ
う

素
１
３
１
濃
度
が
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

よ
う
素
１
３
１
濃
度
の
運
転
上

の
制
限
を
満
足
さ
せ
る
。
 

４
８
時
間
 

B
. 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
し
、

１
次
冷
却
材
温
度
を

 
26
0 
℃
 

１
２
時
間
 

表
4
9
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
１
次
冷
却
材
中
の
よ

う
素

1
31
濃
度
が
運

転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷

却
材
中
の
よ
う
素

13
1
濃
度
の
運

転
上
の
制
限
を
満
足
さ
せ
る
。
 

48
時
間

 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
し
、
１
次
冷
却
材
温
度
を

12
時
間

 

表
５
０
－
２

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
. 
１
次
冷
却
材
中
の
よ
う
素

１
３
１
濃
度
が
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い

場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
よ

う
素
１
３
１
濃
度
の
運
転
上
の
制
限

を
満
足
さ
せ
る
。
 

４
８
時
間

 

B
. 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
し
、
１

次
冷
却
材
温
度
を

 
26
0
 
℃

 未
満
に

１
２
時
間

 

 

参考①-134



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

い
場
合
 

未
満
に
す
る
。

 

 
 

き
な
い
場
合
 

2
60
℃
未
満
に
す
る
。
 

 
 

合
 

す
る
。
 

 

（
蓄
圧
タ
ン
ク
）

 

第
 
５
１

 
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が

 

6
.
8
9
 
M
Pa
[
g
a
g
e]
 
を
超
え
る
場
合
）
※
１
に
お
い
て
、
蓄
圧
タ
ン

ク
は
、
表
５
１
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
蓄
圧
タ
ン
ク
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
（
１
次
冷
却
材
圧

力
が

 
6
.
8
9
 M
P
a
[
g
a
ge
]
 
を
超
え
る
場
合
）
に
お
い
て
、
蓄
圧

タ
ン
ク
の
ほ
う
素
濃
度
、
ほ
う

酸
水
量
お
よ
び
圧
力
を
表
５
１

－
２
で
定
め
る
頻
度
で
確
認
す
る
。
 

な
お
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
燃
料
取
替
用
水

ピ
ッ
ト
か
ら
の
補
給
ま
た
は
１
次
冷
却
系
の
加
熱
以
外
の
理

由
に
よ
り
、
蓄
圧
タ
ン
ク
水
位
計
で
、
計
器
ス
パ
ン
の

 
3 
%
 
以

上
の
水
位
増
加
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
６
時
間
以
内
に
当
該

タ
ン
ク
の
ほ
う
素
濃
度
を
確
認
す
る
。

 

（
蓄
圧
タ
ン
ク
）

 

第
5
0
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が

6
.
8
9
M
P
a
[
ga
g
e
]
を
超
え
る
場
合
）
※
１
に
お
い
て
、
蓄
圧
タ
ン
ク

は
、
表

5
0－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 
蓄
圧
タ
ン
ク
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
（
１
次

冷
却
材
圧
力
が

6
.
8
9
M
Pa

[
g
ag
e
]
を
超
え
る
場
合
）
に
お
い
て
、

蓄
圧
タ
ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
、
ほ
う

酸
水
量
及
び
圧
力
を
表

5
0

－
２
で
定
め
る
頻
度
で
確
認
す
る
。

 

な
お
、
３
号
炉
に
つ
い
て
は
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
、
４
号

炉
に
つ
い
て
は
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
か
ら
の
補
給
又
は
１

次
冷
却
系
の
加
熱
以
外
の
理

由
に
よ
り
、
蓄
圧
タ
ン
ク
水
位
計

で
、
計
器
ス

パ
ン
の
３
％
以
上
の
水
位
増
加
が
確
認
さ
れ
た
場

合
は
、
６
時
間
以
内
に
当
該
タ
ン
ク
の
ほ
う
素
濃
度
を
確
認
す

る
。
 

（
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
）

 

第
 
５
１

 
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が
 

6
.
8
9
 
M
P
a
[
g
a
g
e]

 
を
超
え
る
場
合
）
※
１
に
お
い
て
、
ア
キ
ュ
ム

レ
ー
タ
は
、
表
５
１
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

２
．
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
（
１
次
冷
却
材
圧

力
が
 
6
.
8
9
 M
P
a
[
g
a
ge

]
 
を
超
え
る
場
合
）
に
お
い
て
、
ア
キ

ュ
ム
レ
ー
タ
の

ほ
う
素
濃
度
、
ほ
う

酸
水
量
お
よ
び
圧
力
を
表

５
１
－
２
で
定
め
る
頻
度
で
確
認
す
る
。

 

な
お
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら
の
補
給
ま
た
は
１
次
冷

却
系
の
加
熱
以
外
の
理

由
に
よ
り
、
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
水
位
計

で
、

3
c
m
以
上
の
水
位

増
加
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
６
時
間

以
内
に
当
該
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
の

ほ
う
素
濃
度
を
確
認
す
る
。
 

          【
玄
海
・
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異

 

 
（
水
位
計
の
最

小
目
盛
を
考

慮
し
て
監
視
可
能
な
値
。
）

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
（
１
次
冷
却
材
圧

力
が

 
6
.
8
9
 M
P
a
[
g
a
ge
]
 
を
超
え
る
場
合
）
に
お
い
て
、
１
日

に
１
回
、
蓄
圧
タ
ン
ク
の
全
て
の
出
口
弁
が
全
開
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
（
１
次

冷
却
材
圧
力
が

6
.
8
9
M
P
a
[
g
ag
e
]
を
超
え
る
場
合
）
に
お
い
て
、

１
日
に
１
回
、
蓄
圧
タ
ン
ク
の
全
て
の
出
口
隔
離

弁
が
全
開
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
（
１
次
冷
却
材
圧

力
が
 
6
.
8
9
 M
P
a
[
g
a
ge

]
 
を
超
え
る
場
合
）
に
お
い
て
、
１
日

に
１
回
、
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
の
全
て
の
出
口
電
動

弁
が
全
開
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

 
(
3
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
蓄
圧
タ
ン
ク
出
口
隔

離
弁
が

閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

３
．
当
直
課
長
は
、
蓄
圧
タ
ン
ク
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
５
１
－
３
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
蓄
圧
タ
ン
ク
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

5
0
－

３
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
５
１
－
３
の

措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 

※
１
：
原
子
炉
起
動
時
の
モ
ー
ド
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が

 
6
.
8
9
 

M
P
a
[
g
a
g
e
]
 
を
超
え
た
時
点
）
か
ら
、
全
て
の
出
口

弁
が
全

開
と
な
る
ま
で
の
間
は
除
く
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同

じ
）
。

 

 

※
１
：
原
子
炉
起
動
時
の
モ
ー
ド
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が

6
.
8
9
M
P
a
[
g
a
g
e
]
を
超
え
た
時
点
）
か
ら
、
全
て
の
出
口
隔
離

弁
が
全
開
と
な
る
ま
で
の
間
は
除
く
（
以
下
、
本
条
に
お
い

て
同
じ
）
。

 

 

※
１
：
原
子
炉
起
動
時
の
モ
ー
ド
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が

 
6
.
8
9 

M
P
a
[
g
a
g
e
] 
を
超
え
た
時
点
）
か
ら
、
全
て
の
出
口
電
動

弁

が
全
開
と
な
る
ま
で
の
間
は
除
く
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て

同
じ
）
。

 

 

表
５
１
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

蓄
圧
タ
ン
ク
※
２
 

(
1)
 
ほ
う
素
濃
度
、
ほ
う

酸
水
量
お
よ
び
圧
力
が
表
５
１
－

２
で
定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と

 

(
2)
 出
口
弁
が
全
開
で
あ
る
こ
と

 
 

表
5
0
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

蓄
圧
タ
ン
ク
※
２
 

(
1)
ほ
う
素
濃
度
、

ほ
う

酸
水
量
及
び
圧
力
が
表

50
－
２
で
定
め
る

制
限
値
内
に
あ
る
こ
と
 

(
2)
出
口
隔
離
弁
が
全
開
で
あ
る
こ
と

 

(
3)
出
口
隔
離
弁
が

閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と

 
 

表
５
１
－
１

 
項
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
※
２
 

(
1)

 ほ
う
素
濃
度
、
ほ
う

酸
水
量
お
よ
び
圧
力
が
表
５
１

－
２
で
定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と
 

(
2)

 出
口
電
動
弁
が
全
開
で
あ
る
こ
と
 

 

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
蓄
圧
タ
ン
ク
は
、
重
大
事
故
等
対

処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
蓄
圧
タ
ン
ク
が
運
転
上
の
制
限

を
逸

脱
し
た
場
合
は
、
第
９
０
条
（
表
９
０
－
４
）
の
運
転

上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

※
２
：
蓄
圧
タ
ン
ク
及
び
蓄
圧
タ
ン
ク
出
口
隔
離

弁
は
、
重
大
事
故

等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

 

※
２
：
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
が
運
転
上
の
制
限
を

逸
脱
し
た
場
合
は
、

第
８
５
条
（
表
８
５
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
第
８
５
条
で
確

認
す
べ
き
こ
と
を
明
示
し

た
。
）
 

参考①-135



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

表
５
１
－
２
 

項
 
目

 
制
 
限

 
値

 
確
認
頻
度
 

ほ
う
素
濃
度

 
2
,
80
0 
p
pm
 以
上
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

ほ
う

酸
水
量

 

（
有
効
水
量
）
 

2
7
.0
 m

3
 以
上
 

１
日
に
１
回
 

圧
力
 

4
.
04
 M
P
a
[g
ag
e
] 
以
上
 

１
日
に
１
回
 

 
 

表
5
0
－
２
 

項
 
目

 
制

  
 限

  
 
値
 

確
認
頻
度
 

３
号
炉
 

４
号
炉

 

ほ
う
素
濃
度
 

3
,1

0
0p
p
m以
上
 

2
,5
0
0
pp

m以
上
 

３
か
月
に
１
回
 

ほ
う
酸
水
量

（
有
効
水
量
）
 

2
6.
9
m
3
以
上
 

１
日
に
１
回

 

圧
力
 

4
.0
4
M
Pa

[g
a
g
e]
以
上
 

１
日
に
１
回

 

 
 

表
５
１
－
２

 

項
 
目
 

制
 
限

 
値

 
確
認
頻
度

 

ほ
う
素
濃
度
 

2
,
60

0 
p
pm
 
以
上
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

ほ
う

酸
水
量
 

（
有
効
水
量
）

 
2
9.
0
 m

3
 以
上

 
１
日
に
１
回

 

圧
力

 
4
.
04

 M
P
a[
g
ag

e
] 
以
上
 

１
日
に
１
回

 

 
 

 

表
５
１
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
蓄
圧
タ
ン
ク
１
基
の

ほ

う
素
濃
度
が
制
限
値
を

満
足
し
て
い
な
い
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
蓄
圧
タ
ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
を
制
限
値
内
に
回
復

さ
せ
る
。
 

７
２
時
間
 

B
.
 
蓄
圧
タ
ン
ク
１
基
が
条

件
Ａ
以
外
の
理

由
に
よ

り
、
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
蓄
圧
タ
ン
ク
の

運
転
上
の
制
限
を
満
足
さ
せ
る
。
 

１
時
間

 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
圧
力
を

 

6
.8
9
 
M
Pa
 
[
ga
ge
]
 
以
下
に
下
げ

る
。

 

１
８
時
間
 

D
.
 
蓄
圧
タ
ン
ク
２
基
以
上

が
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合

 

D
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

D
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

３
６
時
間
 

D
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
５
６
時
間
 

 
 

表
5
0
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
蓄
圧
タ
ン
ク
１
基
の

ほ
う
素
濃
度
が
制
限

値
を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
蓄

圧
タ
ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
を
制
限

値
内
に
回
復
さ
せ
る
。

 

7
2時
間
 

Ｂ
．
蓄
圧
タ
ン
ク
１
基
が

条
件
Ａ
以
外
の
理

由

に
よ
り
、
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い

な
い
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
蓄

圧
タ
ン
ク
の
運
転
上
の
制
限
を
満

足
さ
せ
る
。
 

１
時
間
 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

及
び
 

C
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷

却
材
圧
力
を

6.
8
9M

P
a[

ga
g
e]
以
下

に
下
げ
る
。
 

1
2時
間
 

  1
8時
間
 

Ｄ
．
蓄
圧
タ
ン
ク
２
基
以

上
が
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い

場
合
 

D
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

及
び
 

D
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

４
に
す
る
。
 

及
び
 

D
.3

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

５
に
す
る
。
 

1
2時
間
 

  3
6時
間
 

  5
6時
間
 

 
 

表
５
１
－
３

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
. 
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
１
基
の

ほ
う
素
濃
度
が
制
限
値
を

満
足
し
て
い
な
い
場
合

 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
ア
キ
ュ
ム
レ
ー

タ
の

ほ
う
素
濃
度
を
制
限
値
内
に
回

復
さ
せ
る
。
 

７
２
時
間
 

B
. 
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
１
基
が

条
件
Ａ
以
外
の
理

由
に
よ

り
、
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合
 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
ア
キ
ュ
ム
レ
ー

タ
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
さ
せ

る
。
 

１
時
間
 

C
. 
条
件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

C
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

C
.2

 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
圧
力
を
 

6
.8
9
 
MP
a 

[
ga
g
e]

 
以
下
に
下
げ

る
。
 

１
８
時
間
 

D
. 
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
２
基
以

上
が
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合
 

D
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

D
.2

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

３
６
時
間
 

D
.3

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
５
６
時
間
 

 
 

 

（
非
常
用
炉
心
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
－
）
 

第
 
５
２

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
非
常
用
炉
心

冷
却
系
は
、
表
５
２
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

（
非
常
用
炉
心
冷
却
系

 
―
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
－
）
 

第
5
1
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、
非
常
用
炉
心
冷
却

系
は
、
表

5
1
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

（
非
常
用
炉
心
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
－
）

 

第
 
５
２

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
非
常
用
炉
心

冷
却
系
は
、
表
５
２
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

２
 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

 

(
1
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
、
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
お
よ
び

余
熱

除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏

え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
表

５
２
－
２
で
定
め
る
事
項
を
確
認
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
及

び
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異

臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
及
び
表

5
1－
２
で
定
め
る
事
項
を

確
認
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン

プ
お
よ
び
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異

音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び

余
熱
除
去
ポ
ン
プ

に
つ
い
て
は
表
５
２
－
２
で
定
め
る
事
項
を
確
認
す
る
。

 

 

(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
お
よ
び

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異

常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
表

５
２
－
２
で
定
め
る
事
項
を
確
認
す
る
。
 

 
 

 

(
3
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の

 
(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
高
圧
注
入
系
の
自
動
作
動

 

参考①-136



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

充
て
ん
／
高
圧
注
入
系
の
自
動
作
動

弁
が
、
模
擬
信
号
に
よ
り

正
し
い
位
置
へ
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

弁
が
、
模
擬
信
号
に
よ
り
正
し
い
位
置
へ
作
動
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

(
4
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に

つ
い
て
は
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
、
充
て
ん

/
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
お

よ
び

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
お
よ
び

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
が
、
模
擬
信
号
に

よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
及

び
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
が
、
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を

確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

 

(
3
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン

プ
お
よ
び
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
が
、
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異
 

(
5
)
 
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施

錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ

て
い
な
い
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
流
路
中
の

弁
が
正
し
い
位

置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ

り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
流
路
中
の

弁

が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
4
)
 
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ

て
い
な
い
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
流
路
中
の

弁
が
正
し
い
位

置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

(
6
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器

再
循
環
サ
ン
プ
が
異
物
等
に
よ
り
塞
が
れ
て
い
な
い
こ
と
を

確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
4
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
が
異
物
等
に
よ
り
塞
が
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
 

(
5
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器

再
循
環
サ
ン
プ
が
異
物
等
に
よ
り
塞
が
れ
て
い
な
い
こ
と
を

確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

 

(
7
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
定

期
検
査
時
に
、
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
入
口

弁
が
、
閉
止
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
5
)
 
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
入

口
弁
が
、

閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
6
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
余
熱
除
去

ポ
ン
プ

入
口

弁
が
、
閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を

発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異
 

(
8
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
１
ヶ

月
に
１
回
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
２

台
の
高
圧

注
入

ポ
ン
プ
、
２

台
の
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
お
よ
び
２

台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は

２
台
の
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
お
よ
び
２

台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ

に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
※
１
。
ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た

弁
に
つ
い
て
は
、

正
し
い
位
置
に
復

旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
6
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、
１

か
月
に
１
回
、
２

台
の
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
及
び
２

台
の

余
熱
除

去
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た

弁
に
つ

い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復

旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

(
7
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
１
ヶ

月
に
１
回
、
２

台
以
上
の
充
て
ん

／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
お
よ
び

２
台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。
ま
た
、
確
認
す
る
際
に

操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

３
．
当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
５
２
－
３

の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
第
１
項
で

定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、

表
5
1
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
５
２
－
３

の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

 

※
１
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

 
※
１
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認

す
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

表
５
２
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

非
常
用
炉
心
冷
却

系
※
２
※
３
 

(
1)
 
高
圧
注
入
系
の
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
４
※
５
 

(
2)
 
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の
充
て
ん

／
高
圧
注
入
系
の
２
系

統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
４
 

(
3)
 
低
圧
注
入
系
の
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
４
 

 

表
5
1
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系

※
１
※
２
 

(
1
)高
圧
注
入
系
の
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
３
※
４
 

(
2
)低
圧
注
入
系
の
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
３
 

 

表
５
２
－
１

 
項

 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
※
２
※
３
 

(
1
) 
高
圧
注
入
系
の
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
※
４
 

(
2
) 
低
圧
注
入
系
の
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
※
４
 

 

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
高
圧
注
入
系
は
、
重
大
事
故
等
対

処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
高
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、

第
９
０
条
（
表
９
０
－
３
お
よ
び
表
９
０
－
４
）
の
運
転
上

の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
１
：
高
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第

8
3
条
（
表

8
3
－
３
及

び
表

8
3
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

※
２
：
高
圧
注
入
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

高
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－

３
お
よ
び
表
８
５
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す

る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ａ
設
備
を
兼

ね
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
）

 

※
３
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
低
圧
注
入
系
は
、
重
大
事
故
等
対

処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
低
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、

第
９
０
条
（
表
９
０
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
２
：
低
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第

8
3
条
（
表

8
3
－
４
）

の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
３
：
低
圧
注
入
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

低
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－

４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

※
４
：
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の

弁
開

閉
点
検
を
行
う
場
合
、
２
時
間

に
限
り
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
５
：
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
を
用
い
て
蓄
圧
タ
ン
ク
の
水
張
り
を
行
っ

て
い
る
場
合
は
、
高
圧
注
入
系
へ
の
切
替
操
作
が
可
能
な
状

態
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

 

※
３
：
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の

弁
開

閉
点
検
を
行
う
場
合
、
２
時
間

に
限
り
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
４
：
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
を
用
い
て
蓄
圧
タ
ン
ク
の
水
張
り
を
行
っ

て
い
る
場
合
は
、
高
圧
注
入
系
へ
の
切
替
操
作
が
可
能
な
状

態
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

 

※
４
：
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の

弁
開

閉
点
検
を
行
う
場
合
、
２
時

間
に
限
り
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
ア
キ
ュ
ム
レ
ー

タ
水
張
り

ポ
ン
プ
を
使
用
し

て
水
張
り
実
施
。
）
 

表
５
２
－
２
 

１
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

 
  
 
 
m
 以
上
、
容
量
 

が
 
 
 
 
 
m
3 /
h
 以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
 

テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

 
  
 
 
m
 以
上
、
容
量
 

が
 
 
 
 
 
m
3 /
h
 以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

 

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

 
  
 
 
m
 以
上
、
容
量
 

が
 
 
 
 
 
m
3 /
h
 以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

 

 
 

表
5
1
－
２
 

    
項

 
目
 

確
 
認
 事

 項
 

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
 
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

  
 
ｍ
以
上
、
容
量

 

が
 
 
 
m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
 
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

  
 
ｍ
以
上
、
容
量

 

が
 
 
 
m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 
 

表
５
２
－
２

 

    
項

 
目

 
確
認
事
項

 

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が
 
 
 
 
 
 
m 
以
上
、

容
量
が
 
 
  

 m
3 /
h
 以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
 

 

 

表
５
２
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

A
.
 
高
圧
注
入
系
１

系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

お
よ
び

 

１
０
日
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
残
り
の
系
統
の

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

４
時
間
 

そ
の
後
の
８
時
間
に
１

回
 

B
.
 
充
て
ん

／
高
圧

注
入
系
１
系
統

が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

お
よ
び

 

１
０
日
 

B
.2
 当
直
課
長
は
、
残
り
の
系
統
の

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

４
時
間
 

そ
の
後
の
８
時
間
に
１

回
 

C
.
 
低
圧
注
入
系
１

系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

C
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

お
よ
び

 

１
０
日
 

C
.2
 当
直
課
長
は
、
残
り
の
系
統
の

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

４
時
間
 

そ
の
後
の
８
時
間
に
１

回
 

D
.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
ま
た

は
Ｃ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い

場
合

 

D
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び

 

１
２
時
間

 

D
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す

る
。
 

３
６
時
間

 

 
 

表
5
1
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
高
圧
注
入
系
１
系

統
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

及
び
 

A
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系

統
の
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

1
0日

 

  ４
時
間
 

そ
の
後
の

８
時
間
に

１
回

 

Ｂ
．
低
圧
注
入
系
１
系

統
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

及
び
 

B
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系

統
の
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

1
0日

 

  ４
時
間
 

そ
の
後
の

８
時
間
に

１
回

 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の

措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

C
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

及
び
 

C
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４

に
す
る
。
 

1
2時
間
 

  3
6時
間
 

 
 

表
５
２
－
３

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
高
圧
注
入
系
１
系
統
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
０
日

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系
統
の

ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

４
時
間

 

そ
の
後
の

８
時
間
に

１
回

 

B
.
 
低
圧
注
入
系
１
系
統
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
０
日

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系
統
の

ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

４
時
間

 

そ
の
後
の

８
時
間
に

１
回

 

C
.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。 
３
６
時
間
 

 

 

（
非
常
用
炉
心
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
４
－
）
 

第
 
５
３

 条
 
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
は
、
表

５
３
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

（
非
常
用
炉
心
冷
却
系

 
―
モ
ー
ド
４
－
）

 

第
5
2
条

 
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
は
、
表

5
2
－

１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

（
非
常
用
炉
心
冷
却
系

 
－
モ
ー
ド
４
－
）
 

第
 
５
３

 条
 
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
は
、
表

５
３
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
１

号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
１

台
以
上
の
高
圧
注
入

ポ

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
１
か
月

に
１
回
、
１
台
以
上
の
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
又
は
１

台
以
上
の
充

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
１

台
以
上
の
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
お
よ
び
１

台
以
上
の

 

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

ン
プ
、
１

台
以
上
の
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
も
し
く
は
１

台
の
充
て
ん

ポ
ン
プ
お
よ
び
１

台
以
上
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
、

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
１

台
以
上
の
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
も
し
く
は
１

台
以
上
の
充
て
ん

ポ
ン
プ
お
よ
び
１

台

以
上
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

て
ん

ポ
ン
プ
、
及
び
１
台
以
上
の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
が
手
動
起

動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
５
３
－
２

の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
第
１
項
で

定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、

表
5
2
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
５
３
－
２

の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

 

表
５
３
－
１
 

１
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

非
常
用
炉
心
 

冷
却
系
 

(
1
) 
高
圧
注
入
系
、
充
て
ん
／
高
圧
注
入
系
ま
た
は
充
て
ん
系
１

系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(
2
) 
低
圧
注
入
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
※
２
 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

非
常
用
炉
心
 

冷
却
系
※
３
※
４
※
５
 

(
1
)
 
高
圧
注
入
系
ま
た
は
充
て
ん
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
※
１
 

(
2
) 
低
圧
注
入
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
※
２
 

 

表
5
2
－
１
 

     
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
※

１
※
２
※
３
 

(
1
)
高
圧
注
入
系
又
は
充
て
ん
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
※
４
 

(
2
)
低
圧
注
入
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
４

※
５
 

 

表
５
３
－
１

 

     
項
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

非
常
用
炉
心
 

冷
却
系
※
１
※
２
※
３
 

(
1)

 
高
圧
注
入
系
ま
た
は
充
て
ん
系
１
系
統
以
上
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
４
 

(
2)

 
低
圧
注
入
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
※
４
※
５
 

 

 

※
３
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
高
圧
注
入
系
は
、
重
大
事
故
等
対

処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
高
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、

第
９
０
条
（
表
９
０
－
３
お
よ
び
表
９
０
－
４
）
の
運
転
上

の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

  ※
１
：
高
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第

8
3
条
（
表

8
3
－
３
及

び
表

8
3
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
１
：
高
圧
注
入
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

 高
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
３

お
よ
び
表
８
５
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ａ
設
備
を
兼

ね
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
）

 

※
４
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
充
て
ん
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処

設
備
を
兼

ね
る
。

 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
充
て
ん
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第

９
０
条
（
表
９
０
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

  ※
２
：
充
て
ん
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第

8
3
条
（
表

8
3
－
４
）
の

運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
２
：
充
て
ん
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。

 

 充
て
ん
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
４
）

の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

 

※
５
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
低
圧
注
入
系
は
、
重
大
事
故
等
対

処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
低
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、

第
９
０
条
（
表
９
０
－
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

  ※
３
：
低
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第

8
3
条
（
表

8
3
－
４
）

の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
３
：
低
圧
注
入
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

 低
圧
注
入
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
４
）

の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

 

※
１
：
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の

弁
開

閉
点
検
を
行
う
場
合
、
２
時
間

に
限
り
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
４
：
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の

弁
開

閉
点
検
を
行
う
場
合
、
２
時
間

に
限
り
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
４
：
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の

弁
開

閉
点
検
を
行
う
場
合
、
２
時
間

に
限
り
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

 

 

※
２
：
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
を
用
い
て

余
熱
除
去
運
転
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
、
低
圧
注
入
系
へ
の
切
替
操
作
が
可
能
な
状
態
で
あ

る
こ
と
を
条
件
に
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
５
：
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
用
い
て

余
熱
除
去
運
転
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
、
低
圧
注
入
系
へ
の
切
替
操
作
が
可
能
な
状
態
で
あ

る
こ
と
を
条

件
に
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
５
：
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
用
い
て

余
熱
除
去
運
転
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
、
低
圧
注
入
系
へ
の
切
替
操
作
が
可
能
な
状
態
で
あ

る
こ
と
を
条

件
に
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 

 

表
５
３
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
低
圧
注
入
系
の
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
低
圧
注
入
系
１
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
た
め
の
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

表
5
2
－
２

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
低
圧
注
入
系
の
全
て

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
低
圧
注

入
系
１
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
た
め
の
措
置
を
開
始

速
や
か
に
 

表
５
３
－
２

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
. 
低
圧
注
入
系
の
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
低
圧
注
入
系
１
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
た

め
の
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

 

参考①-139



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

B
.
 
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に

つ
い
て
は
高
圧
注
入
系
、
充

て
ん

／
高
圧
注
入
系
お
よ

び
充
て
ん
系
、
３
号
炉
お
よ

び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
高

圧
注
入
系
お
よ
び
充
て
ん

系
の
全
て
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
１
号
炉
お
よ
び
２

号
炉
に
つ
い
て
は
高
圧
注
入
系
、

充
て
ん

／
高
圧
注
入
系
ま
た
は

充
て
ん
系
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号

炉
に
つ
い
て
は
高
圧
注
入
系
ま

た
は
充
て
ん
系
の
１
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

１
時
間

 

C
.
 
条

件
Ｂ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

２
０
時
間
 

 
 

す
る
。
 

Ｂ
．
高
圧
注
入
系
及
び
充

て
ん
系
の
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
高
圧
注

入
系
又
は
充
て
ん
系
の
１
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

１
時
間
 

Ｃ
．
条

件
Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

５
に
す
る
。
 

2
0時
間
 

 
 

B
. 
高
圧
注
入
系
お
よ
び
充
て

ん
系
の
全
て
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
高
圧
注
入
系
ま
た
は

充
て
ん
系
の
１
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

１
時
間
 

C
. 
条
件
Ｂ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

C
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
２
０
時
間
 

 

（
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
）
 

第
 
５
４

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
※
１
は
、
表
５
４
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の

制
限
と
す
る
。

 

２
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

（
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
）
 

第
5
3
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
※
１
は
、
表

5
3
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

２
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

（
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
）
 

第
 
５
４

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
燃
料

取
替
用
水
タ
ン
ク
は
、
表
５
４
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上

の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ

ン
ト
の
た
め
、
本
文
中
の
注

釈
不
要
。
）

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
お
よ
び

ほ
う

酸
水
量

を
表
５
４
－
２
で
定
め
る
頻
度
で
確
認
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に

お
い
て
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
及
び

ほ
う

酸

水
量
を
表

5
3
－
２
で
定
め
る
頻
度
で
確
認
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
お
よ
び

ほ
う

酸
水
量

を
表
５
４
－
２
で
定
め
る
頻
度
で
確
認
す
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
第
１
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
５
４
－

３
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
第
１
項

で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場

合
、
表

5
3
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
５

４
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

※
１
：
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
燃
料
取
替
用
水
タ
ン

ク
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
燃
料
取
替
用
水
ピ

ッ
ト
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
１
：
３
号
炉
に
つ
い
て
は
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
、
４
号
炉
に
つ

い
て
は
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お

い
て
同
じ
）
。
 

 

 
 

表
５
４
－
１
 
項

 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
※
２
 

ほ
う
素
濃
度
お
よ
び

ほ
う

酸
水
量
が
表
５
４
－

２
で
定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と

 
 

表
5
3
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
 

ほ
う
素
濃
度
及
び
ほ
う
酸
水
量
が
表

5
3－
２
で
定
め
る

制
限
値
内
に
あ
る
こ
と

 
 

表
５
４
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
※
１
 

ほ
う
素
濃
度
お
よ
び

ほ
う

酸
水
量
が
表
５
４
－

２
で
定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と
 

 

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
は
、
重
大

事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
運
転

上
の
制
限
を

逸
脱
し
た
場
合
は
、
第
９
０
条
（
表
９
０
－
１

４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

 
※
１
：
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。

 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
運
転
上
の
制
限
を

逸
脱
し
た
場

合
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
１
４
）
の
運
転
上
の
制
限

も
確
認
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ａ
設
備
を
兼

ね
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
）
 

表
５
４
－
２
 

項
 
目
 

制
 
限
 
値
 

確
認
頻
度
 

１
号
炉
お
よ
び
２

号
炉
 

３
号
炉
お
よ
び
４

号
炉
 

ほ
う
素
濃
度

 
2
,
80
0 
p
pm
 
以
上
 

2
,8
0
0 
p
pm
 
以
上
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

ほ
う

酸
水
量

 

（
有
効
水
量
）

 
1
,2
9
0 
m
3
 
以
上
 

1
,8
6
0 
m
3
 
以
上
 

１
週
間
に
１
回
 

 
 

表
5
3
－
２
 

項
 
目

 
制

  
 限

 
  
値

 
確
認
頻
度
 

３
号
炉
 

４
号
炉
 

ほ
う
素
濃
度
 

3
,1
0
0p

p
m以
上

 
2
,5

0
0p
p
m以
上
 

１
か
月
に
１
回

 

ほ
う
酸
水
量

（
有
効
水
量
）

※
２
 

1
,
86

0ｍ
3 以
上

 
１
週
間
に
１
回

 

 

表
５
４
－
２

 

項
 
目

 
制

 
限
 
値
 

確
認
頻
度

 

ほ
う
素
濃
度
 

2
,6

0
0 
p
p
m 
以
上

 
１
ヶ
月
に
１
回

 

ほ
う
酸
水
量
 

（
有
効
水
量
）
 

1
,3
2
5 

m
3
 以
上
 

１
週
間
に
１
回

 
 

 

 
※
２
：
ほ
う

酸
水
量
（
有
効
水
量
）
を
確
認
す
る
場
合
は
、
第
8
3条

（
表

8
3
－

1
4
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

表
５
４
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
が
制
限
値
を

満
足
し
て
い
な
い
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、

ほ
う
素
濃
度
を
制

限
値
内
に
回
復
さ
せ
る
。

 

８
時
間

 

B
.
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の

ほ
う

酸
水
量
が
制
限
値
を

満
足
し
て
い
な
い
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、

ほ
う
酸
水
量
を
制

限
値
内
に
回
復
さ
せ
る
。

 

１
時
間

 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
５
６
時
間
 

 
 

表
5
3
－
３

 条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

Ａ
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
が
制
限
値
を

満
足
し
て
い
な
い
場
合
 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
ほ

う
素
濃
度
を
制
限
値
内
に
回

復
さ
せ
る
。
 

８
時
間

  

Ｂ
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の

ほ
う

酸
水
量
が
制
限
値
を

満
足
し
て
い
な
い
場
合
 

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
ほ

う
酸
水
量
を
制
限
値
内
に
回

復
さ
せ
る
。
 

１
時
間
 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

C
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

C
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
に
す
る
。
 

1
2時
間
 

  5
6時
間
 

 
 

表
５
４
－
３

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
が
制
限
値
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
ほ
う
素
濃
度

を
制
限
値
内
に
回
復
さ
せ
る
。
 

８
時
間

 

B
.
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の

ほ
う

酸
水
量
が
制
限
値
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
ほ
う

酸
水
量

を
制
限
値
内
に
回
復
さ
せ
る
。
 

１
時
間

 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。
 

５
６
時
間
 

 

 

（
ほ
う

酸
注
入
タ
ン
ク
）

 

第
 
５
５

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
１
号
炉
お
よ

び
２
号
炉
の
ほ
う

酸
注
入
タ
ン
ク
は
、
表
５
５
－
１
で
定
め
る
事

項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

   

～
規
定
な
し
～

 

（
ほ
う

酸
注
入
タ
ン
ク
）

 

第
 
５
５

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ほ
う

酸
注

入
タ
ン
ク
は
、
表
５
５
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限

と
す
る
。
 

  

２
．
ほ
う

酸
注
入
タ
ン
ク
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

 
２
．

ほ
う
酸
注
入
タ
ン
ク
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ほ
う

酸
注
入
タ
ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
、
ほ
う
酸
水
量
お
よ
び

ほ
う

酸

水
温
度
を
表
５
５
－
２
で
定
め
る
頻
度
で
確
認
す
る
。
 

 
(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ほ
う

酸
注
入
タ
ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
、
ほ
う

酸
水
量
お
よ
び

ほ
う

酸

水
温
度
を
表
５
５
－
２
で
定
め
る
頻
度
で
確
認
す
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
ほ
う

酸
注
入
タ
ン
ク
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
５
５
－
３

の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 
３
．
当
直
課
長
は
、

ほ
う

酸
注
入
タ
ン
ク
が
第
１
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
５
５

－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 

表
５
５
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

ほ
う

酸
注
入
タ
ン

ク
 

ほ
う
素
濃
度
、

ほ
う
酸
水
量
お
よ
び

ほ
う

酸
水
温
度
が
表
５
５

－
２
で
定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と

 

 
 

 
表
５
５
－
１

 
項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

ほ
う
酸
注
入
タ
ン
ク
※

１
 

ほ
う
素
濃
度
、

ほ
う

酸
水
量
お
よ
び

ほ
う

酸
水
温
度
が
表
５

５
－
２
で
定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と
 

※
１
：

ほ
う

酸
注
入
タ
ン
ク
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね

る
。

 

  【
大
飯
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ａ
設
備
を
兼

ね
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
）
 

表
５
５
－
２
 

項
 
目
 

制
 
限
 
値
 

確
認
頻
度
 

ほ
う
素
濃
度

 
2
0,
0
0
0 
pp
m
 以
上

 
１
ヶ
月
に
１
回
 

ほ
う

酸
水
量

 

(有
効
水
量

) 
3
.4
 
m
3  
以
上
 

１
週
間
に
１
回
 

ほ
う

酸
水
温
度
 

6
5 
℃

 
以
上
 

１
日
に
１
回
 

 
 

 
表
５
５
－
２

 
項

 
目
 

制
 
限
 
値
 

確
認
頻
度

 

ほ
う
素
濃
度

 
2
0,
0
00

 
pp
m
 
以
上

 
１
ヶ
月
に
１
回
 

ほ
う
酸
水
量

 

(有
効
水
量

) 
3
.4

 m
3
 以
上
 

１
週
間
に
１
回
 

ほ
う
酸
水
温
度
 

6
5
 ℃

 
以
上
 

１
日
に
１
回

 
 

 

表
５
５
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
ほ
う

酸
注
入
タ
ン
ク
の

ほ
う

素
濃
度
、

ほ
う

酸
水
量
ま
た

は
ほ
う

酸
水
温
度
が
制
限
値

を
満
足
し
て
い
な
い
場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
制
限
値
内
に
回

復
さ
せ
る
。

 

１
時
間

 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。

 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
ほ

１
２
時
間
 

 
表
５
５
－
３

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
ほ
う

酸
注
入
タ
ン
ク
の

ほ
う

素
濃
度
、

ほ
う

酸
水
量
ま
た

は
ほ
う

酸
水
温
度
が
制
限
値

を
満
足
し
て
い
な
い
場
合

 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
制
限
値
内
に

回
復
さ
せ
る
。
 

１
時
間

 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

う
素
濃
度
を
、
 9
3
 
℃
 に
お
け

る
停
止

余
裕

 
1
.
0 

%
Δ
k/
k
 
に

相
当
す
る

ほ
う
素
濃
度
ま
で
、

濃
縮
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.3
 
当
直
課
長
は
、
制
限
値
内
に
回

復
さ
せ
る
。

 

７
日
 

C
.
 
条

件
Ｂ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す

る
。

 

２
４
時
間
 

 
 

B
.2

 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系

ほ
う
素
濃
度
を
、
 9
3
 ℃

 に

お
け
る
停
止

余
裕

 

1
.0

 
%Δ

k
/k

 
に
相
当
す
る

ほ
う
素
濃
度
ま
で
、
濃

縮
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

B
.3

 当
直
課
長
は
、
制
限
値
内
に

回
復
さ
せ
る
。
 

７
日
 

C
.
 
条

件
Ｂ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

C
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に

す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

（
原
子
炉
格
納
容
器
）

 

第
 
５
６

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉

格
納
容
器
は
、
表
５
６
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と

す
る
。

 

（
原
子
炉
格
納
容
器
）
 

第
5
5
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容

器
は
、
表

5
5
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

（
原
子
炉
格
納
容
器
）

 

第
 
５
６

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子

炉
格
納
容
器
は
、
表
５
６
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制

限
と
す
る
。

 

 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器

漏
え
い
率
が
表
５
６
－
３
で
定
め
る
い
ず
れ
か
の
漏
え
い
率

内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す

る
。

 

(
2
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器

エ
ア
ロ
ッ
ク
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
機
構
の
健
全
性
を
確
認
し
、
そ

の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

２
 
原
子
炉
格
納
容
器
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
漏

え
い
率
が
表

55
－
３
で
定
め
る
い
ず
れ
か
の
漏
え
い
率
内
に

あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す

る
。
 

(
2
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
エ

ア
ロ
ッ
ク
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
機
構
の
健
全
性
を
確
認
し
、
そ

の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器

漏
え
い
率
が
表
５
６
－
３
で
定
め
る
い
ず
れ
か
の
漏
え
い
率

内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す

る
。
 

(
2
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器

エ
ア
ロ
ッ
ク
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
機
構
の
健
全
性
を
確
認
し
、
そ

の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

 

(
3
)
 
土
木
建
築
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号

炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
の
構
造
上
の
健
全
性
を
緊
張
材
の
緊

張
力
確
認
検
査
等
に
よ
り
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に

通
知
す
る
。
 

(
3
)
 
土
木
建
築
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、

原
子
炉
格
納
容
器
の
構
造
上
の
健
全
性
を
緊
張
材
の
緊
張
力

確
認
検
査
等
に
よ
り
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に

通
知
す
る
。
 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
設
備
の
相
違
。
）
 

(
4
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
表
５
６
－
６
で
定
め
る
系

統
の
原
子
炉
格
納
容
器
自
動
隔
離

弁
が
模
擬
信
号
に
よ
り
隔

離
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
表

5
5
－
６
で
定
め

る
系
統
の
原
子
炉
格
納
容
器
自
動
隔
離

弁
が
模
擬
信
号
に
よ

り
隔
離
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
表
５
６
－
６
で
定
め
る
系

統
の
原
子
炉
格
納
容
器
自
動
隔
離

弁
が
模
擬
信
号
に
よ
り
隔

離
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

(
5
)
 
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
事
故
条
件
下
に
お
い
て

閉

止
し
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁

で
、
閉
操
作
ま
た
は
閉
動
作
が
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
開
状
態
と
し
て
い
る
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
（
前
号
で

隔
離
動
作
を
確
認
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
自
動
隔
離

弁
を
含

む
）
を
除
き
、
閉
止
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、

原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
の
う
ち
、
手
動
隔
離

弁
お
よ
び

閉
止

フ
ラ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、

至
近
の
記
録
、
施

錠
管
理
の
実
施
、

区
域
管
理
の
実
施
等
に
よ
り
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

(
5
)
 
発
電
第
二
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、

事
故
条

件
下
に
お
い
て

閉
止
し
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る

原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
で
、
閉
操
作
又
は

閉
動
作
が
可
能
な

状
態
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
開
状
態
と
し
て
い
る
原
子
炉
格

納
容
器
隔
離

弁
（
前
号
で
隔
離
動
作
を
確
認
し
た
原
子
炉
格
納

容
器
自
動
隔
離

弁
を
含
む
。
）
を
除
き
、

閉
止
状
態
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
の
う
ち
、

発
電
第
二
課
長
は
手
動
隔
離

弁
、
保
修
第
二
課
長
は

閉
止
フ
ラ

ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
、
施

錠
管
理
の
実
施
、
区
域

管
理
の
実
施
等
に
よ
り
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

(
4
)
 
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
事
故
条

件
下
に
お
い
て

閉

止
し
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁

で
、
閉
操
作
ま
た
は
閉
動
作
が
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
開
状
態
と
し
て
い
る
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
（
前
号
で

隔
離
動
作
を
確
認
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
自
動
隔
離

弁
を
含

む
）
を
除
き
、
閉
止
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、

原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
の
う
ち
、
手
動
隔
離

弁
お
よ
び

閉
止

フ
ラ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、

至
近
の
記
録
、
施

錠
管
理
の
実
施
、

区
域
管
理
の
実
施
等
に
よ
り
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

(
6
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
２
時
間
に
１
回
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
を
確
認
す
る
。

 

(
6
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に

お
い
て
、
1
2
時
間
に
１
回
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
を
確
認
す

る
。
 

(
5
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
２
時
間
に
１
回
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
を
確
認
す
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
以
下
の
措
置
を

講
じ
る
。
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
が
第
１
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
以

下
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
以
下
の
措

置
を
講
じ
る
。

 

   

参考①-142



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

(
1
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
以
外
の
理

由
に
よ
り
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
表
５
６
－
４

の
措
置
を
講
じ
る
。

 

(
2
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
表
５
６
－
５
の
措
置
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
同
表
の
条

件
Ｄ
に
該
当
す
る
場
合
は
原
子
炉
保
修
課

長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
同
表
の

措
置
を
講
じ
る
。

 

(
1
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
以
外
の
理

由
に
よ
り
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合

 
は
、表

5
5

－
４
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

(
2
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
表

5
5
－
５
の
措
置
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
同
表
の
条
件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
又
は
Ｄ
に
該
当
す

る
場
合
は
、
保
修
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
保

修
第
二
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

(
1
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
以
外
の
理
由
に
よ
り
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
表
５
６
－

４
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

(
2
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
表
５
６
－
５
の
措
置
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
同
表
の
条
件
Ｄ
に
該
当
す
る
場
合
は
原
子
炉
保

修
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
原
子
炉
保
修
課
長
は
、

同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

     【
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異

 

表
５
６
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器

※
１
 

(
1)
 原
子
炉
格
納
容
器
の
機
能
が
健
全
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
 
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
表
５
６
－
２
で
定
め
る
制
限
値

内
に
あ
る
こ
と
 

(
3)
 
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※

２
※
３
 

(
4)
 原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
４
 

 

表
5
5
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器

※
１
 

(
1
)原
子
炉
格
納
容
器
の
機
能
が
健
全
で
あ
る
こ
と

 

(
2
)原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
表

55
－
２
で
定
め
る
制
限
値
内
に

あ
る
こ
と
 

(
3
)原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２

※
３
 

(
4
)原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
４
 

 

表
５
６
－
１

 
項

 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
※
１
 

(
1)
 
原
子
炉
格
納
容
器
の
機
能
が
健
全
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
 
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
表
５
６
－
２
で
定
め
る
制
限

値
内
に
あ
る
こ
と
 

(
3)
 
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
※
２
※
３
 

(
4)
 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
４
 

 

 

※
１
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
は
、
重
大
事
故

等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

※
１
：
原
子
炉
格
納
容
器
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 
※
１
：
原
子
炉
格
納
容
器
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね

る
。

 

 

※
２
：
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
と
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ

ク
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
機
構
が
健
全
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び

原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が

閉
止
可
能
（

閉
止
状
態
で

あ
る
こ
と
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
３
：
モ
ー
ド
４
の
原
子
炉
格
納
容
器
パ
ー
ジ
後
、
直
ち
に

閉
止
で

き
る
こ
と
を
条

件
に
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
両

方
の
ド
ア
を
開
放
す
る
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な

い
。
 

※
２
：
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
と
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ

ク
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
機
構
が
健
全
で
あ
る
こ
と
及
び
原
子

炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が

閉
止
可
能
（

閉
止
状
態
で
あ
る

こ
と
を
含
む
。
）
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
３
：
モ
ー
ド
４
の
原
子
炉
格
納
容
器
パ
ー
ジ
後
、
直
ち
に

閉
止
で

き
る
こ
と
を
条

件
に
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
両
方

の
ド
ア
を
開
放
す
る
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

※
２
：
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
と
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ

ッ
ク
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
機
構
が
健
全
で
あ
る
こ
と
、
お

よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
閉
止
可
能
（

閉
止

状
態
で
あ
る
こ
と
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
３
：
モ
ー
ド
４
の
原
子
炉
格
納
容
器
パ
ー
ジ
後
、
直
ち
に

閉
止

で
き
る
こ
と
を
条

件
に
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の

両
方
の
ド
ア
を
開
放
す
る
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用

し
な
い
。

 

 

※
４
：
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
と
は
、
閉
止
可
能
（

閉
止
状
態
で
あ

る
こ
と
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

 

※
４
：
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
と
は
、
閉
止
可
能
（

閉
止
状
態
で
あ

る
こ
と
を
含
む
。
）
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

 

※
４
：
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
と
は
、
閉
止
可
能
（

閉
止
状
態
で

あ
る
こ
と
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

 

 

表
５
６
－
２
 

項
 
目
 

制
 
限

 
値
 

１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉

 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
 

4
.9
 
kP
a
[
ga
ge
]
 
以
下
 

9
.
8 
kP
a
[g
a
ge
]
 以
下
 

 
 

表
5
5
－
２
 

項
 
目
 

制
  

 限
 
  
値

 

原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
 

9
.8
k
P
a[

ga
g
e
]以
下
 

 
 

表
５
６
－
２

 
項

 
目
 

制
 
限

 
値

 

原
子
炉
格
納
容
器
圧
力

 
1
2 
k
P
a[

ga
g
e]
 以
下

 
 

 

表
５
６
－
３
 

項
 
目

 
漏
え
い
率
 

１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉

 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

Ａ
種
 

検
査
 

設
計
圧
力
検
査

 
0
.
4 
%/
日

 以
下

 
0
.0
8
 %
/日

 
以
下
 

低
圧
検
査
 

0
.
2 
%/
日

 以
下

 
0
.0
4
 %
/日

 
以
下
 

Ｂ
・
Ｃ
種
検
査

 
0
.
2 
%/
日

 以
下

 
0
.0
4
 %
/日

 
以
下
 

 

表
5
5
－
３
 項

 
目
 

漏
 え

 い
 
率
 

Ａ
種
検
査
 

設
計
圧
力
検
査
 

0
.0

8％
／
日
以
下
 

低
圧
検
査
 

0
.0

4％
／
日
以
下
 

Ｂ
・
Ｃ
種
検
査
 

0
.0

4％
／
日
以
下
 

 
 

表
５
６
－
３

 

項
 
目

 
漏
え
い
率
 

Ａ
種
 

検
査
 

設
計
圧
力
検
査
 

0
.0

8
 %
/
日
 以
下

 

低
圧
検
査
 

0
.0

4
 %
/
日
 以
下

 

Ｂ
・
Ｃ
種
検
査

 
0
.0

4
 %
/
日
 以
下

 
 

 

表
５
６
－
４
※
５
※
６
※
７
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
原
子
炉
格
納
容
器
隔

離
弁
２

個
を
有
す
る

ラ
イ
ン
で
、
１
個
の
原

子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
が

閉
止
不
能
な
場

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
ラ
イ
ン
を

隔
離
す
る
。

 

お
よ
び

 

４
時
間
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
当
該
ラ
イ
ン
が

隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

隔
離
後
の
１
ヶ

月
に
１
回
 

表
5
5
－
４
※
５
※
６
※
７
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
原
子
炉
格
納
容
器
隔

離
弁
２

個
を
有
す
る

ラ
イ
ン
で
、
１

個
の

原
子
炉
格
納
容
器
隔

離
弁
が

閉
止
不
能
な

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
ラ

イ
ン
を
隔
離
す
る
。
 

及
び
 

A
.2
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
ラ
イ

ン
が
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

４
時
間
 

  隔
離
後
の

１
か
月
に

表
５
６
－
４
※
５
※
６
※
７
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
原
子
炉
格
納
容
器
隔

離
弁
２

個
を
有
す
る

ラ
イ
ン
で
、
１

個
の
原

子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
が

閉
止
不
能
な
場

A
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
ラ
イ
ン
を

隔
離
す
る
。
 

お
よ
び
 

４
時
間
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
当
該
ラ
イ
ン
が

隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

隔
離
後
の
１

ヶ
月
に
１
回
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

合
 

す
る
。
※
８
 

B
.
 
原
子
炉
格
納
容
器
隔

離
弁
２

個
を
有
す
る

ラ
イ
ン
で
、
２
個
の
原

子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
が

閉
止
不
能
な
場

合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
ラ
イ
ン
を

隔
離
す
る
。

 

お
よ
び

 

１
時
間
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
当
該
ラ
イ
ン
が

隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
※
８
 

隔
離
後
の
１
ヶ

月
に
１
回
 

C
.
 
閉
鎖
系
で
原
子
炉
格

納
容
器
隔
離

弁
１

個

を
有
す
る
ラ
イ
ン
で
、

１
個
の
原
子
炉
格
納

容
器
隔
離

弁
が

閉
止

不
能
な
場
合

 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
ラ
イ
ン
を

隔
離
す
る
。

 

お
よ
び

 

４
時
間
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
当
該
ラ
イ
ン
が

隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
※
８
 

隔
離
後
の
１
ヶ

月
に
１
回
 

D
.
 
原
子
炉
格
納
容
器
圧

力
が
表
５
６
－
２
で

定
め
る
制
限
値
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合

 

D
.1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容

器
圧
力
を
制
限
値
内
に
回
復
さ

せ
る
。

 

１
時
間
 

E
.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ま
た

は
Ｄ
以
外
の
理
由
で
、

原
子
炉
格
納
容
器
の

機
能
が
確
保
さ
れ
な

い
場
合
 

E
.1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容

器
の
機
能
を
復
旧
す
る
。
 

１
時
間
 

F
.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ

ま
た
は

Ｅ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

F
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

F
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

５
６
時
間
 

 

場
合
 

認
す
る
※
８
。

 
１
回

 

Ｂ
．
原
子
炉
格
納
容
器
隔

離
弁
２

個
を
有
す
る

ラ
イ
ン
で
、
２

個
の

原
子
炉
格
納
容
器
隔

離
弁
が

閉
止
不
能
な

場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
ラ

イ
ン
を
隔
離
す
る
。
 

及
び
 

B
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
ラ

イ
ン
が
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
８
。
 

１
時
間
 

  隔
離
後
の

１
か
月
に

１
回

 

Ｃ
．

閉
鎖
系
で
原
子
炉
格

納
容
器
隔
離

弁
１

個

を
有
す
る
ラ
イ
ン

で
、
１

個
の
原
子
炉

格
納
容
器
隔
離

弁
が

閉
止
不
能
な
場
合
 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
ラ

イ
ン
を
隔
離
す
る
。
 

及
び
 

C
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
ラ

イ
ン
が
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
８
。
 

４
時
間
 

  隔
離
後
の

１
か
月
に

１
回

 

Ｄ
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧

力
が
表

55
－
２
で
定

め
る
制
限
値
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合
 

D
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉

格
納
容
器
圧
力
を
制
限
値
内
に
回

復
さ
せ
る
。
 

１
時
間
 

Ｅ
．
条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
又
は

Ｄ
以
外
の
理

由
で
、

原
子
炉
格
納
容
器
の

機
能
が
確
保
さ
れ
な

い
場
合
 

E
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉

格
納
容
器
の
機
能
を
復

旧
す
る
。
 

１
時
間
 

Ｆ
．
条
件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ

又
は

Ｅ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

F
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

及
び
 

F
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

５
に
す
る
。
 

1
2時
間
 

  5
6時
間
 

 

合
 

認
す
る
※
８
。

 

B
.
 
原
子
炉
格
納
容
器
隔

離
弁
２

個
を
有
す
る

ラ
イ
ン
で
、
２

個
の
原

子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
が

閉
止
不
能
な
場

合
 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
ラ
イ
ン
を

隔
離
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
時
間
 

B
.2
 当
直
課
長
は
、
当
該
ラ
イ
ン
が

隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
※
８
。

 

隔
離
後
の
１

ヶ
月
に
１
回
 

C
.
 
閉
鎖
系
で
原
子
炉
格

納
容
器
隔
離

弁
１

個

を
有
す
る
ラ
イ
ン
で
、

１
個
の
原
子
炉
格
納

容
器
隔
離

弁
が

閉
止

不
能
な
場
合
 

C
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
ラ
イ
ン
を

隔
離
す
る
。
 

お
よ
び
 

４
時
間
 

C
.2
 当
直
課
長
は
、
当
該
ラ
イ
ン
が

隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
※
８
。

 

隔
離
後
の
１

ヶ
月
に
１
回
 

D
.
 
原
子
炉
格
納
容
器
圧

力
が
表
５
６
－
２
で

定
め
る
制
限
値
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合
 

D
.1
 当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容

器
圧
力
を
制
限
値
内
に
回
復

さ
せ
る
。

 

１
時
間
 

E
.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ま
た

は
Ｄ
以
外
の
理
由
で
、

原
子
炉
格
納
容
器
の

機
能
が
確
保
さ
れ
な

い
場
合
 

E
.1
 当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容

器
の
機
能
を
復

旧
す
る
。
 

１
時
間
 

F
.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ

ま
た
は

Ｅ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

F
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

F
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

５
６
時
間
 

 

※
５
：
各
隔
離
ラ
イ
ン
は
、
直
ち
に

閉
止
で
き
る
こ
と
を
条

件
に
隔

離
解
除
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

※
６
：
ラ
イ
ン
毎
に
、
条
件
お
よ
び
要
求
さ
れ
る
措
置
が
適
用
さ
れ

る
。
 

※
７
：
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
の

閉
止
不
能
に
よ
り
、
当
該
ラ
イ

ン
の
各
機
器
が
動
作
不
能
と
な
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機

器
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

※
８
：
原
子
炉
格
納
容
器
外
部
に
お
け
る
隔
離
の
み
に
適
用
さ
れ

る
。
 

 

※
５
：
各
隔
離
ラ
イ
ン
は
、
直
ち
に

閉
止
で
き
る
こ
と
を
条

件
に
隔

離
解
除
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

※
６
：
ラ
イ
ン
ご
と
に
、
条
件
及
び
要
求
さ
れ
る
措
置
が
適
用
さ
れ

る
。
 

※
７
：
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
の

閉
止
不
能
に
よ
り
、
当
該
ラ
イ

ン
の
各
機
器
が
動
作
不
能
と
な
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機

器
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

※
８
：
原
子
炉
格
納
容
器
外
部
に
お
け
る
隔
離
の
み
に
適
用
さ
れ

る
。
 

 

※
５
：
各
隔
離
ラ
イ
ン
は
、
直
ち
に

閉
止
で
き
る
こ
と
を
条

件
に

隔
離
解
除
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
６
：
ラ
イ
ン
毎
に
、
条

件
お
よ
び
要
求
さ
れ
る
措
置
が
適
用
さ

れ
る
。

 

※
７
：
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
の

閉
止
不
能
に
よ
り
、
当
該
ラ

イ
ン
の
各
機
器
が
動
作
不
能
と
な
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
機
器
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

※
８
：
原
子
炉
格
納
容
器
外
部
に
お
け
る
隔
離
の
み
に
適
用
さ
れ

る
。

 

 

表
５
６
－
５
※
９
※
１
０
※
１
１
 

条
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
閉
止
不
能
な

原
子
炉
格
納

容
器
エ
ア
ロ

ッ
ク
ド
ア
１

つ
を
有
す
る

原
子
炉
格
納

容
器
エ
ア
ロ

ッ
ク
が
１
基

以
上
あ
る
場

合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
原
子
炉
格
納
容
器

エ
ア
ロ
ッ
ク
の

閉
止
可
能
な
ド
ア
が

閉
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び

 

１
時
間
 

A
.
2
 
当
直
課
長
は
、

A
.1
で

閉
止
を
確
認
し

た
ド
ア
を
施

錠
す
る
。

 

お
よ
び

 

２
４
時
間
 

A
.
3
 
当
直
課
長
は
、

A
.1
で

閉
止
を
確
認
し

た
ド
ア
が
施
錠
・
閉
止
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

施
錠
後
の
１
ヶ
月

に
１
回
 

B
.
 
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク
機
構
が

動
作
不
能
な

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
原
子
炉
格
納
容
器

エ
ア
ロ
ッ
ク
の

閉
止
可
能
な
ド
ア
の

う
ち
１
つ
が

閉
止
さ
れ
て
い
る
こ
と

１
時
間
 

表
5
5
－
５
※
９
※

10
※

11
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

Ａ
．
閉
止
不
能
な
原
子
炉

格
納
容
器
エ
ア
ロ

ッ
ク
ド
ア
１
つ
を

有
す
る
原
子
炉
格

納
容
器
エ
ア
ロ
ッ

ク
が
１
基
以
上
あ

る
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
原

子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の

閉
止
可

能
な
ド
ア
が

閉
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

及
び
 

A
.2
 
保
修
第
二
課
長
は
、
A.
1
で

閉
止
を
確

認
し
た
ド
ア
を
施
錠
す
る
。

 

及
び
 

A
.3
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
A.

1で
閉

止
を
確
認
し
た
ド
ア
が
施

錠
・

閉
止
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
時
間
 

    24
時
間

 

  施
錠
後
の

１
か
月
に

１
回

 

Ｂ
．
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
機

構
が
動
作
不
能
な

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
原

子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の

閉
止
可

１
時
間
 

 

表
５
６
－
５
※
９
※
１
０
※
１
１
 

条
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
閉
止
不
能
な
原
子
炉

格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ

ク
ド
ア
１
つ
を
有
す

る
原
子
炉
格
納
容
器

エ
ア
ロ
ッ
ク
が
１
基

以
上
あ
る
場
合
 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
原
子
炉
格
納
容

器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の

閉
止
可
能
な
ド
ア

が
閉
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
時
間

 

A
.2

 当
直
課
長
は
、
A
.1
で

閉
止
を
確
認

し
た
ド
ア
を
施

錠
す
る
。
 

お
よ
び
 

２
４
時
間
 

A
.3

 当
直
課
長
は
、
A
.1
で

閉
止
を
確
認

し
た
ド
ア
が
施
錠
・

閉
止
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

施
錠
後
の

１
ヶ
月
に

１
回
 

B
.
 
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
機

構
が
動
作
不
能
な
原

B
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
原
子
炉
格
納
容

器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の

閉
止
可
能
な
ド
ア

１
時
間

 

 

参考①-144



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

原
子
炉
格
納

容
器
エ
ア
ロ

ッ
ク
が
１
基

以
上
あ
る
場

合
 

を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、

B
.1
で

閉
止
を
確
認
し

た
ド
ア
を
施

錠
す
る
。

 

お
よ
び

 

２
４
時
間
 

B
.
3
 
当
直
課
長
は
、

B
.1
で

閉
止
を
確
認
し

た
ド
ア
が
施
錠
・
閉
止
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

施
錠
後
の
１
ヶ
月

に
１
回
 

C
.
 
閉
止
不
能
な

原
子
炉
格
納

容
器
エ
ア
ロ

ッ
ク
ド
ア
２

つ
を
有
す
る

原
子
炉
格
納

容
器
エ
ア
ロ

ッ
ク
が
１
基

以
上
あ
る
場

合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
原
子
炉
格
納
容
器

エ
ア
ロ
ッ
ク
の
１
つ
の
ド
ア
を

閉
止

す
る
。
 

お
よ
び

 

１
時
間
 

C
.
2
 
当
直
課
長
は
、

C
.1
で

閉
止
し
た
ド
ア

を
施
錠
す
る
。

 

お
よ
び

 

２
４
時
間
 

C
.
3
 
当
直
課
長
は
、

C
.1
で

閉
止
し
た
ド
ア

が
閉
止
・
施

錠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

施
錠
後
の
１
ヶ
月

に
１
回
 

 
 

原
子
炉
格
納
容
器

エ
ア
ロ
ッ
ク
が
１

基
以
上
あ
る
場
合
 

能
な
ド
ア
の
う
ち
１
つ
が

閉
止
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

B
.2
 
保
修
第
二
課
長
は
、
B.
1
で

閉
止
を
確

認
し
た
ド
ア
を
施
錠
す
る
。

 

及
び
 

B
.3
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
B.

1で
閉

止
を
確
認
し
た
ド
ア
が
施

錠
・

閉
止
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

   24
時
間

 

  施
錠
後
の

１
か
月
に

１
回

 

Ｃ
．
閉
止
不
能
な
原
子
炉

格
納
容
器
エ
ア
ロ

ッ
ク
ド
ア
２
つ
を

有
す
る
原
子
炉
格

納
容
器
エ
ア
ロ
ッ

ク
が
１
基
以
上
あ

る
場
合
 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
原

子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
１
つ
の

ド
ア
を
閉
止
す
る
。
 

及
び
 

C
.2
 
保
修
第
二
課
長
は
、
C.
1
で

閉
止
し
た

ド
ア
を
施
錠
す
る
。
 

及
び
 

C
.3
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
C.

1で
閉

止
し
た
ド
ア
が
施

錠
・

閉
止
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
時
間
 

   24
時
間

 

  施
錠
後
の

１
か
月
に

１
回

 

Ｄ
．
条
件
Ａ
、
Ｂ
又
は
Ｃ

以
外
の
理

由
に
よ

り
原
子
炉
格
納
容

器
エ
ア
ロ
ッ
ク
１

基
以
上
の
機
能
が

確
保
で
き
な
い
場

合
 

D
.1

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
原
子
炉
格

納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
漏
え
い
率
の
評

価
に
向
け
た
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

D
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
原

子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
１
つ
の

ド
ア
を

閉
止
す
る
。
又
は

閉
止
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

D
.3

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
原
子
炉
格

納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
機
能
を
復

旧

し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
当
直
課

長
に
通
知
す
る
。

 

速
や
か
に
 

   １
時
間
 

    24
時
間

 

Ｅ
．
条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
又

は
Ｄ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

E
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

及
び
 

E
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

５
に
す
る
。
 

12
時
間

 

  56
時
間

 

 

子
炉
格
納
容
器
エ
ア

ロ
ッ
ク
が
１
基
以
上

あ
る
場
合
 

の
う
ち
１
つ
が
閉
止
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.2

 当
直
課
長
は
、
B
.1
で

閉
止
を
確
認

し
た
ド
ア
を
施

錠
す
る
。
 

お
よ
び
 

２
４
時
間
 

B
.3

 当
直
課
長
は
、
B
.1
で

閉
止
を
確
認

し
た
ド
ア
が
施
錠
・

閉
止
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

施
錠
後
の

１
ヶ
月
に

１
回
 

C
.
 
閉
止
不
能
な
原
子
炉

格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ

ク
ド
ア
２
つ
を
有
す

る
原
子
炉
格
納
容
器

エ
ア
ロ
ッ
ク
が
１
基

以
上
あ
る
場
合
 

C
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
原
子
炉
格
納
容

器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
１
つ
の
ド
ア
を

閉

止
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
時
間

 

C
.2

 当
直
課
長
は
、
C
.1
で

閉
止
し
た
ド

ア
を
施

錠
す
る
。
 

お
よ
び
 

２
４
時
間
 

C
.3

 当
直
課
長
は
、
C
.1
で

閉
止
し
た
ド

ア
が

閉
止
・
施
錠
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

施
錠
後
の

１
ヶ
月
に

１
回
 

※
９
：
当
該
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
修
理
を
行
う
た
め
の

出
入
り
は
許
容
さ
れ
る
。

 

※
1
0：
常
用
お
よ
び
非
常
用
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
片
方

の
ド
ア
が

閉
止
不
能
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
直
ち
に

閉

止
で
き
る
こ
と
を
条

件
に
、
一
時
的
に
当
該
原
子
炉
格
納
容

器
エ
ア
ロ
ッ
ク
を
使
用
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。

 

※
1
1：
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
機
構
が
動
作
不
能
な
場
合
、
同
時
に
両
方

の
ド
ア
が
開
放
さ
れ
な
い
こ
と
を
条

件
に
出
入
り
が
許
容

さ
れ
る
。

 

 

表
５
６
－
５
（
続
き
）
※
９
※
１
０
※
１
１
 

条
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

D
.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
ま

た
は
Ｃ
以
外

の
理

由
に
よ

り
原
子
炉
格

納
容
器
エ
ア

ロ
ッ
ク
１
基

以
上
の
機
能

が
確
保
で
き

な
い
場
合
 

D
.
1 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
当
該
原
子
炉
格

納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
漏
え
い
率
の

評
価
に
向
け
た
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

D
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
原
子
炉
格
納
容
器

エ
ア
ロ
ッ
ク
の
１
つ
の
ド
ア
を

閉
止

す
る
。
ま
た
は
閉
止
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

１
時
間
 

D
.
3 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
当
該
原
子
炉
格

納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
機
能
を
復

旧

し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す

る
。
 

２
４
時
間
 

E
.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
ま
た
は
Ｄ

E
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

 
表
５
６
－
５
（
続
き
）
※
９
※
１
０
※
１
１
 

条
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

D
.
 
条
件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は

Ｃ
以
外
の
理

由
に
よ

り
原
子
炉
格
納
容
器

エ
ア
ロ
ッ
ク
１
基
以

上
の
機
能
が
確
保
で

き
な
い
場
合
 

D
.1

 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
当
該
原
子
炉

格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
漏
え
い

率
の
評
価
に
向
け
た
措
置
を
開
始

す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

D
.2

 当
直
課
長
は
、
当
該
原
子
炉
格
納
容

器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
１
つ
の
ド
ア
を

閉
止
す
る
。
ま
た
は

閉
止
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
時
間

 

D
.3

 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
当
該
原
子
炉

格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
機
能
を

復
旧
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に

通
知
す
る
。
 

２
４
時
間
 

E
.
 
条
件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ま

た
は
Ｄ
の
措
置
を
完

E
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

 

参考①-145



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

の
措
置
を
完

了
時
間
内
に

達
成
で
き
な

い
場
合
 

E
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 
５
６
時
間
 

 

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

E
.2

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
５
６
時
間
 

 

※
９
：
当
該
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
修
理
を
行
う
た
め
の

出
入
り
は
許
容
さ
れ
る
。
 

※
1
0：
常
用
お
よ
び
非
常
用
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
片
方

の
ド
ア
が

閉
止
不
能
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
直
ち
に

閉

止
で
き
る
こ
と
を
条

件
に
、
一
時
的
に
当
該
原
子
炉
格
納
容

器
エ
ア
ロ
ッ
ク
を
使
用
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
 

※
1
1：
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
機
構
が
動
作
不
能
な
場
合
、
同
時
に
両
方

の
ド
ア
が
開
放
さ
れ
な
い
こ
と
を
条

件
に
出
入
り
が
許
容

さ
れ
る
。

 

 

※
９
：
当
該
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
修
理
を
行
う
た
め
の

出
入
り
は
許
容
さ
れ
る
。
 

※
1
0：
常
用
及
び
非
常
用
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
片
方
の

ド
ア
が

閉
止
不
能
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
直

 
ち
に

閉
止

で
き
る
こ
と
を
条

件
に
、
一
時
的
に
当
該
原
子
炉
格
納
容
器

エ
ア
ロ
ッ
ク
を
使
用
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
 

※
1
1：
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
機
構
が
動
作
不
能
な
場
合
、
同
時
に
両
方

の
ド
ア
が
開
放
さ
れ
な
い
こ
と
を
条
件
に
出
入
り
が
許
容
さ

れ
る
。
 

 

 
 

表
５
６
－
６
 

１
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

化
学
体
積
制
御
系
統
 

抽
出
ラ
イ
ン
 

封
水
戻
り
ラ
イ
ン
 

安
全
注
入
系
統

 
安
全
注
入
系
テ
ス
ト
ラ
イ
ン

 

蓄
圧
タ
ン
ク
 N

2
 供
給
ラ
イ
ン
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
 

余
剰
抽
出
水
ク
ー
ラ
入
口
・
出
口
ラ
イ
ン

 

冷
却
材
ド
レ
ン
ク
ー
ラ
出
口
ラ
イ
ン

 

1
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
冷
却
ラ
イ
ン

 

非
放
射
性
機
器
冷
却
水
ラ
イ
ン
 

放
射
性
廃
棄
物
処
理
系
統
 

加
圧
器
逃
が
し
タ
ン
ク
純
水
供
給
ラ
イ
ン

 

加
圧
器
逃
が
し
タ
ン
ク

 
N
2 
供
給
ラ
イ
ン
 

冷
却
材
ド
レ
ン
タ
ン
ク
ガ
ス
入
口
・
出
口
ラ
イ
ン
 

冷
却
材
ド
レ
ン

ポ
ン
プ
出
口
ラ
イ
ン

 

原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ

ポ
ン
プ
出
口
ラ
イ
ン
 

試
料
採
取
系
統

 
加
圧
器
気
相
部
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン
 

加
圧
器
液
相
部
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン
 

Ａ
、
Ｃ
主
冷
却
材
管
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン
 

蓄
圧
タ
ン
ク
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン
 

放
射
線
監
視
系
統

 
放
射
線
監
視
装
置
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン

 

ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
冷
却
系
統

 
グ
リ
コ
ー
ル
供
給
ラ
イ
ン
 

グ
リ
コ
ー
ル
戻
り
ラ
イ
ン
 

補
給
水
系
統
 

原
子
炉
格
納
容
器
洗
浄
水
ラ
イ
ン
 

原
子
炉
格
納
施
設

 
原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
ラ
イ
ン
 

換
気
系
統

 
原
子
炉
格
納
容
器
上
・
下
部
送
気
供
給
・
出
口
ラ

イ
ン

 

原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
ラ
イ
ン
 

炉
内
核
計
装
計
器
室
送
気
出
・
入
口
ラ
イ
ン
 

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
系
統
 

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
ラ
イ
ン

 

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン
 

１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
消
火
系
統

 
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
 C
O
2
 消
火
装
置
ラ
イ
ン
 

計
器
用
空
気
圧

縮
系
統

 
計
器
用
空
気
圧

縮
機
出
口
ラ
イ
ン
 

 
 

表
5
5
－
６
 

 化
学
体
積
制
御
系
統
 

抽
出
ラ
イ
ン
 

１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
封
水
戻
り
ラ
イ
ン
 

安
全
注
入
系
統
 

蓄
圧
タ
ン
ク
Ｎ
２
供
給
ラ
イ
ン
 

安
全
注
入
系
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
 

補
機
冷
却
水
系
統
 

制
御
棒

駆
動
装
置
冷
却
水
出
入
口
ラ
イ
ン

 

原
子
炉
格
納
容
器
空
調
装
置
冷
却
水
出
入
口
ラ
イ
ン
 

１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
・
モ
ー
タ
及
び
余
剰
抽
出
冷
却
器
冷

却
水
入
口
ラ
イ
ン
 

１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
・
モ
ー
タ
及
び
余
剰
抽
出
冷
却
器
冷

却
水
出
口
ラ
イ
ン
 

廃
棄
物
処
理
系
統
 

冷
却
材
ド
レ
ン
タ
ン
ク
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
 

冷
却
材
ド
レ
ン
タ
ン
ク

Ｎ
２
供
給
ラ
イ
ン

 

冷
却
材
ド
レ
ン
タ
ン
ク
ガ
ス
分
析
器
ラ
イ
ン
 

冷
却
材
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
出
口
ラ
イ
ン
 

原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
ポ
ン
プ
出
口
ラ
イ
ン
 

加
圧
器
逃
が
し
タ
ン
ク

Ｎ
２
供
給
ラ
イ
ン

 

加
圧
器
逃
が
し
タ
ン
ク
１
次
系
補
給
水
供
給
ラ
イ
ン
 

加
圧
器
逃
が
し
タ
ン
ク
ガ
ス
分
析
器
ラ
イ
ン
 

試
料
採
取
系
統
 

加
圧
器

蒸
気
部
サ
ン
プ
リ
ン
グ
ラ
イ
ン
 

加
圧
器
液
相
部
サ
ン
プ
リ
ン
グ
ラ
イ
ン
 

ル
ー
プ
Ａ
高
温
側
サ
ン
プ
リ
ン
グ
ラ
イ
ン

 

ル
ー
プ
Ｂ
高
温
側
サ
ン
プ
リ
ン
グ
ラ
イ
ン

 

原
子
炉
格
納
容
器
空
気
サ
ン
プ
リ
ン
グ
ラ
イ
ン
 

蓄
圧
タ
ン
ク
サ
ン
プ
リ
ン
グ
ラ
イ
ン
 

蒸
気
発
生
器
 

ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
系
統
 

蒸
気
発
生
器
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン
 

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
ラ
イ
ン
 

消
火
用
水
系
統
 

消
火
用
水
系
原
子
炉
格
納
容
器
入
口
ラ
イ
ン
 

炉
内
計
装
用
ガ
ス

パ
ー
ジ

系
統
 

炉
内
計
装
用
ガ
ス
パ
ー
ジ
ラ
イ
ン
 

空
調
用
冷
水
系
統
 

制
御
棒
位
置
指
示
装
置
冷
却
用
冷
却
水
出
入
口
ラ
イ
ン
 

制
御
用
空
気
系
統
 

原
子
炉
格
納
容
器
行
き
制
御
用
空
気
ラ
イ
ン
 

換
気
空
調
系
統
 

原
子
炉
格
納
容
器
給
気
ラ
イ
ン
 

原
子
炉
格
納
容
器
排
気
ラ
イ
ン
 

原
子
炉
格
納
容
器
減
圧
ラ
イ
ン
 

 
 

表
５
６
－
６

 

 化
学
体
積
制
御
系
統

 
抽
出
ラ
イ
ン
 

封
水
戻
り
ラ
イ
ン

 

安
全
注
入
系
統

 
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

N
2
 供
給
ラ
イ
ン
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
 

余
剰
抽
出
水
ク
ー
ラ
冷
却
水
ラ
イ
ン

 

原
子
炉
格
納
容
器

循
環
空
調
装
置
冷
却
ラ
イ
ン
 

1
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
冷
却
ラ
イ
ン
 

放
射
性
廃
棄
物
処
理
系
統
 
加
圧
器
逃
が
し
タ
ン
ク
純
水
供
給
ラ
イ
ン
 

加
圧
器
逃
が
し
タ
ン
ク

 
N
2 
供
給
ラ
イ
ン

 

加
圧
器
逃
が
し
タ
ン
ク
ガ
ス
分
析
ラ
イ
ン
 

冷
却
材
ド
レ
ン
タ
ン
ク

N ２
供
給
ラ
イ
ン

 

冷
却
材
ド
レ
ン
タ
ン
ク
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン

 

冷
却
材
ド
レ
ン
タ
ン
ク
ガ
ス
分
析
ラ
イ
ン
 

冷
却
材
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
出
口
ラ
イ
ン

 

原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ

ポ
ン
プ
出
口
ラ
イ
ン
 

試
料
採
取
系
統

 
加
圧
器
気
相
部
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン
 

加
圧
器
液
相
部
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン
 

ル
ー
プ
高
温
側
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン
 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン

 

原
子
炉
格
納
施
設
 

原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
ラ
イ
ン

 

換
気
系
統
 

原
子
炉
格
納
容
器

送
気
・
排
気
ラ
イ
ン

 

原
子
炉
格
納
容
器

減
圧
ラ
イ
ン

 

放
射
線
監
視
装
置
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン

 

原
子
炉
格
納
容
器
空
気
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン
 

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ

ン
系
統
 

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ン

 

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン
 

計
器
用
空
気
圧

縮
系
統
 

原
子
炉
格
納
容
器
計
器
用
空
気
ラ
イ
ン

 

消
火
水
系
統
 

原
子
炉
格
納
容
器
浄
化

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
ラ
イ
ン
 

 

 

表
５
６
－
６
（
続
き
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

化
学
体
積
制
御
系
統
 

抽
出
ラ
イ
ン
 

封
水
戻
り
ラ
イ
ン
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
 

格
納
容
器
再
循
環
装
置
冷
却
ラ
イ
ン

 

制
御
棒
駆
動
装
置
・

余
剰
抽
出
冷
却
器
冷
却
ラ
イ

ン
 

1
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
冷
却
ラ
イ
ン

 

放
射
性
廃
棄
物
処
理
系
統
 

加
圧
器
逃
が
し
タ
ン
ク
純
水
供
給
ラ
イ
ン

 

加
圧
器
逃
が
し
タ
ン
ク

 
N
2 
供
給
ラ
イ
ン
 

加
圧
器
逃
が
し
タ
ン
ク
ガ
ス
分
析
ラ
イ
ン

 

冷
却
材
ド
レ
ン
タ
ン
ク

 
N
2 
供
給
ラ
イ
ン
 

冷
却
材
ド
レ
ン
タ
ン
ク
ガ
ス
分
析
ラ
イ
ン

 

冷
却
材
ド
レ
ン

ポ
ン
プ
出
口
ラ
イ
ン

 

原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ

ポ
ン
プ
出
口
ラ
イ
ン
 

試
料
採
取
系
統

 
加
圧
器
気
相
部
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン
 

加
圧
器
液
相
部
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン
 

ル
ー
プ
高
温
側
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン
 

蓄
圧
タ
ン
ク
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン
 

換
気
系
統

 
原
子
炉
格
納
容
器
空
気
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン

 

原
子
炉
格
納
容
器
給
気
・
排
気
ラ
イ
ン
 

原
子
炉
格
納
容
器
減
圧
装
置
排
気
ラ
イ
ン

 

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
系
統
 

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
ラ
イ
ン

 

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
サ
ン
プ
ル
ラ
イ
ン
 

消
火
用
水
系
統

 
消
火
用
水
系
格
納
容
器
入
口
ラ
イ
ン

 

炉
内
計
装
用
ガ
ス

パ
ー
ジ
系
統

 
炉
内
計
装
用
ガ
ス
パ
ー
ジ
ラ
イ
ン
 

空
調
用
冷
水
系
統

 
制
御
棒
位
置
指
示
装
置
盤
室
冷
却
用
冷
却
水
出
入

口
ラ
イ
ン

 

制
御
用
空
気
系
統

 
制
御
用
空
気
供
給
ラ
イ
ン
 

 
 

 

（
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
再
結
合
装
置
）

 

第
 
５
７

 条
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
、
１
号
炉
お
よ
び
２

号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
再
結
合
装
置
は
、
表
５
７
－
１
で

定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
再
結
合
装
置
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施

す
る
。

 

(
1
)
 
電
気
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
水

素
再
結
合
装
置
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結

果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
再
結
合
装
置
が
第
１
項

で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場

合
、
表
５
７
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 

～
規
定
な
し
～

 

 

～
規
定
な
し
～

 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所

固
有
の
差
異
 

（
大
飯
は

1
,
2
号
炉
の
固
有

設
備
の
条
文
。
）

  

表
５
７
－
１
 項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
水
素
再
結
合
装
置
 
２
基
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

 
 

 
 

 

表
５
７
－
２
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

A
.
 
原
子
炉
格
納
容
器
水
素

再
結
合
装
置
１
基
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容

器
水
素
再
結
合
装
置
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

お
よ
び

 

３
０
日
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
他
の
１
基
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

至
近

の
記
録
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

速
や
か
に
 

B
.
 
原
子
炉
格
納
容
器
水
素

再
結
合
装
置
２
基
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容

器
水
素
再
結
合
装
置
１
基
以

上
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

１
０
日
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

C
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

 
 

（
原
子
炉
格
納
容
器
空
気

循
環
系
）
 

第
 
５
８

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
号
炉

お
よ
び
２
号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
空
気

循
環
系
は
、
表
５
８
－

１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
空
気
循
環
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施

す
る
。

 

(
1
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
エ
ア
リ
タ
ン
フ
ァ
ン
を
起

動
さ
せ
、
表
５
８
－
２
に
定
め
る
流
量
を
確
認
す
る
。

 

(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
エ
ア
リ
タ
ン
フ
ァ
ン
が
模

擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
自
動
作
動

弁
お
よ

び
自
動
作
動

ダ
ン

パ
が
正
し
い
位
置
へ
作
動
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
空
気

循
環
系
が
第
１
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

５
８
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。

  

 

～
規
定
な
し
～

 

 

～
規
定
な
し
～

 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所

固
有
の
差
異
 

（
大
飯
は

1
,
2
号
炉
の
固
有

設
備
の
条
文
。
）
 

表
５
８
－
１
 項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
空
気
循
環
系
 

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

 

 
 

 

※
１
：
非
放
射
性
機
器
冷
却
水
系
の

弁
開

閉
点
検
を
行
う
場
合
、
２

時
間
に
限
り
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

 

 
 

 

表
５
８
－
２
 
項

 
目

 
確
認
事
項

 

流
 
量

 
1
,
18
4 
m
3
/m
i
n
/ 
台
以
上
 

 

 
 

 

表
５
８
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
原
子
炉
格
納
容
器
空

気
循
環
系
１
系
統
が

動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

空
気

循
環
系
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
。

 

７
２
時
間
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。 
５
６
時
間
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

 
 

（
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
）

 

第
 
５
９

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
号
炉

お
よ
び
２
号
炉
の
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
は
、
表
５
９
－
１
で
定
め

る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

 

～
規
定
な
し
～

 

 

～
規
定
な
し
～

 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所

固
有
の
差
異
 

（
大
飯
は

1
,
2
号
炉
の
固
有

設
備
の
条
文
。
）
 

(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
氷
の
総
重
量
を
確

認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
氷
の

ほ
う
素
濃
度
を
確
認

す
る
。
 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
日
に
１
回
、
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
平
均
温
度
を
確
認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
が
第
１
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
５
９

－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 
 

 

表
５
９
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ

 
氷
の
総
重
量
、
氷
の

ほ
う
素
濃
度
お
よ
び
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ

平
均
温
度
が
表
５
９
－
２
の
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と

 
 

 
 

 

表
５
９
－
２
 

項
 

 
 
 
目
 

制
限
値

 

氷
の
総
重
量
 

1
,
00
0 
ｔ

 以
上

 

氷
の
ほ
う
素
濃
度
 

2
,8
0
0
 p
pm
 以
上
 

ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
平
均
温
度

 
-
6.
7
 
℃
 以
下
 

 
 

 
 

 

表
５
９
－
３
 

条
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ

の
氷
の
総
重
量
、
氷

の
ほ
う
素
濃
度
ま
た

は
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン

サ
平
均
温
度
が
制
限

値
を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
制
限
値
内
に
回
復
さ

せ
る
。
 

４
８
時
間
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
５
６
時
間
 

 
 

 
 

 

（
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
ド
ア
）

 

第
 
６
０

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
号
炉

お
よ
び
２
号
炉
の
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
ド
ア
は
、
表
６
０
－
１
で

定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
ド
ア
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す

る
。

 

(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
上
部
デ
ッ
キ
ド
ア

が
固
着
す
る
こ
と
な
く
開
動
作
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
下
部
入

 

～
規
定
な
し
～

 

 

～
規
定
な
し
～

 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所

固
有
の
差
異
 

（
大
飯
は

1
,
2
号
炉
の
固
有

設
備
の
条
文
。
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

口
ド
ア
お
よ
び
中
間
デ
ッ
キ
ド
ア
に
つ
い
て
は
表
６
０
－
２

に
定
め
る
事
項
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知

す
る
。

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
日
に
１
回
、
下
部
入
口
ド
ア
が

閉
止
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
ド
ア
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
６
０

－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 表
６
０
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
ド
ア

 

ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
の
下
部
入
口
ド
ア
、
中
間
デ
ッ
キ

ド
ア
お
よ
び
上
部
デ
ッ
キ
ド
ア
が
動
作
可
能
で
あ
り

閉
止
さ
れ
て
い
る
こ
と

 

 
 

 
 

 

表
６
０
－
２
 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ

下
部
入
口
ド
ア

 

開
ト
ル
ク
が
 
76
.1
 N
・
m
 以
下
、
摩
擦
ト
ル
ク
が
 4
.
5
 N
・
m
 

以
下
 

ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ

中
間
デ
ッ
キ
ド
ア

 

ド
ア

A
お
よ
び
ド
ア

B
の
引
き
上
げ
力
が

 1
61
.
8 
N
 
以
下
、
 

ド
ア

C
お
よ
び
ド
ア

D
の
引
き
上
げ
力
が

 1
50
.
0 
N
 
以
下
、
 

ド
ア

E
お
よ
び
ド
ア

F
の
引
き
上
げ
力
が

 1
38
.
2 
N
 
以
下
、
 

ド
ア

G
お
よ
び
ド
ア

H
の
引
き
上
げ
力
が

 1
41
.
2 
N
 
以
下
 

 
 

 
 

 

表
６
０
－
２
 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ

下
部
入
口
ド
ア

 

開
ト
ル
ク
が
 
76
.1
 N
・
m
 以
下
、
摩
擦
ト
ル
ク
が
 4
.
5
 N
・
m
 

以
下
 

ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ

中
間
デ
ッ
キ
ド
ア

 

ド
ア

A
お
よ
び
ド
ア

B
の
引
き
上
げ
力
が

 1
61
.
8 
N
 
以
下
、
 

ド
ア

C
お
よ
び
ド
ア

D
の
引
き
上
げ
力
が

 1
50
.
0 
N
 
以
下
、
 

ド
ア

E
お
よ
び
ド
ア

F
の
引
き
上
げ
力
が

 1
38
.
2 
N
 
以
下
、
 

ド
ア

G
お
よ
び
ド
ア

H
の
引
き
上
げ
力
が

 1
41
.
2 
N
 
以
下
 

 
 

 
 

 

表
６
０
－
３
※
１
 

条
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
物
理
的
な

妨
げ
に
よ

り
、
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン

サ
下
部
入
口
ド
ア
１

個

以
上
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
下
部
入
口
ド
ア
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

１
時
間
 

B
.
 
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
ド

ア
の
１
つ
以
上
が
条

件

Ａ
以
外
の
理

由
に
よ

り
、
動
作
不
能
ま
た
は

閉
止
さ
れ
て
い
な
い
場

合
 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ

平
均
温
度
が

 
-6
.
7
 
℃
 
以
下
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

４
時
間
 

そ
の
後
の
 

４
時
間
に

１
回

 

B
.2
 当
直
課
長
は
、
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ

ド
ア
を
動
作
可
能
な
状
態
か
つ

閉

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

１
４
日
 

C
.
 
条

件
Ｂ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

C
.1
 当
直
課
長
は
、
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ

ド
ア
を
動
作
可
能
な
状
態
か
つ

閉

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

４
８
時
間
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

D
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｃ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

D
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

D
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
５
６
時
間
 

※
１
：
ド
ア
毎
に

個
別
の
条
件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

 （
原
子
炉
格
納
容
器
内
区
分
隔
壁
）
 

第
 
６
１

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
号
炉

お
よ
び
２
号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
区
分
隔
壁
は
、
表
６
１
－

１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
区
分
隔
壁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す

る
。

 

(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
上
部
コ
ン

パ
ー
ト

メ
ン
ト
と
下
部
コ
ン

パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
境
界
を
構
成
す
る
人

用
ド
ア
、
機
器
搬
入
用
ハ
ッ
チ
、
ミ
サ
イ
ル
シ
ー
ル
ド
、
キ
ャ

ビ
テ
ィ
ゲ
ー
ト
の
シ
ー
ル
部
お
よ
び
隔
壁
シ
ー
ル
に
亀
裂
等

の
欠
陥
が
な
く
、
全
て
が

閉
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
目
視
に
よ

り
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
区
分
隔
壁
が
第
１
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

６
１
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。

  

 

～
規
定
な
し
～

 

 

～
規
定
な
し
～

 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所

固
有
の
差
異
 

（
大
飯
は

1
,
2
号
炉
の
固
有

設
備
の
条
文
。
）
 

表
６
１
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
区
分
隔
壁

 
原
子
炉
格
納
容
器
内
区
分
隔
壁
の
機
能
が
健
全
で

あ
る
こ
と
※
１
 

 

 
 

 

※
１
：
加
圧
器
逃
が
し
弁
漏
え
い
検
査
、
第
１
種
機
器
供
用
期
間
中

検
査
（
ホ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
点
検
）
、
原
子
炉
起
動
前
系
統
健
全

性
確
認
検
査
な
ら
び
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
点
検
時
に
、
必
要
な

箇
所
の
区
分
隔
壁
を
開
放
す
る
こ
と
、
お
よ
び
作
業
員
等
が

出
入
り
の
た
め
に
人
用
ド
ア
ま
た
は
機
器
搬
入
用
ハ
ッ
チ

を
開
放
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

 
 

 

表
６
１
－
２
※
２
 

条
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
作
業
員
等
の
出
入
り
以
外

の
理

由
で
、
人
用
ド
ア
ま

た
は
機
器
搬
入
用
ハ
ッ
チ

の
１
つ
以
上
が
開
放
状
態

ま
た
は

閉
止
不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
の
人
用
ド
ア

ま
た
は
機
器
搬
入
用
ハ
ッ
チ
を

閉

止
す
る
。
 

１
時
間

 

B
.
 
ミ
サ
イ
ル
シ
ー
ル
ド
、
キ

ャ
ビ
テ
ィ
ゲ
ー
ト
ま
た
は

隔
壁
シ
ー
ル
の
機
能
が
確

保
さ
れ
な
い
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
の
ミ
サ
イ
ル

シ
ー
ル
ド
、
キ
ャ
ビ
テ
ィ
ゲ
ー
ト

ま
た
は
隔
壁
シ
ー
ル
の
機
能
を
復

旧
す
る
。
 

１
時
間

 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
５
６
時
間
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

※
２
：
人
用
ド
ア
、
機
器
搬
入
用
ハ
ッ
チ
、
ミ
サ
イ
ル
シ
ー
ル
ド
、

キ
ャ
ビ
テ
ィ
ゲ
ー
ト
お
よ
び
隔
壁
シ
ー
ル
毎
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

 

 
 

 

（
原
子
炉
格
納
容
器
再

循
環
ド
レ
ン
）
 

第
 
６
２

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
号
炉

お
よ
び
２
号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
再
循
環
ド
レ
ン
は
、
表
６
２

－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
再

循
環
ド
レ
ン
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実

施
す
る
。
 

(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン

サ
床
ド
レ
ン

弁
に
つ
い
て
、
表
６
２
－
２
に
定
め
る

弁
開
力
を

確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
2
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
部
の
水
張
り
を

実
施
し
た
場
合
は
、
水
抜
き
後
モ
ー
ド
４
に
な
る
ま
で
に
、
原

子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
ド
レ
ン
の

閉
止
フ
ラ
ン
ジ
が
取
り
外
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長

に
通
知
す
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
再

循
環
ド
レ
ン
が
第
１
項

で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た

場
合
、
表
６
２
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 

～
規
定
な
し
～

 

 

～
規
定
な
し
～

 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所

固
有
の
差
異
 

（
大
飯
は

1
,
2
号
炉
の
固
有

設
備
の
条
文
。
）
 

表
６
２
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

原
子
炉
格
納
容
器
再
循
環
ド
レ
ン
 
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
床
ド
レ
ン
お
よ
び
原
子
炉

キ
ャ
ビ
テ
ィ
ド
レ
ン
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 
 

 
 

 

表
６
２
－
２
 項
 
目
 

確
認
事
項
 

弁
開
力
 

4
4
4.
2 
N
 以
下

 
 

 
 

 

表
６
２
－
３
 

条
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
床

ド
レ
ン
１
つ
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
の
ア
イ
ス
コ
ン

デ
ン
サ
床
ド
レ
ン
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

１
時
間
 

B
.
 
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
ド

レ
ン
１
つ
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
の
原
子
炉
キ
ャ

ビ
テ
ィ
ド
レ
ン
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
。
 

１
時
間
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
５
６
時
間
 

 

 
 

 

（
原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
系
）
 

第
 
６
３

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
１
号
炉

お
よ
び
２
号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
系
は
、
表
６
３

－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

 

～
規
定
な
し
～

 

（
原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
系
）
 

第
 
５
７

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子

炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
系
は
、
表
５
７
－
１
で
定
め
る
事
項

を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す

 
２
．
原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

る
。

 
施
す
る
。
 

(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
真

空
逃
が
し
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を

発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

 
(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容

器
真
空
逃
が
し

弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ

の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
系
が
第
１
項
で

定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、

表
６
３
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 
３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
系
が
第
１
項

で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場

合
、
表
５
７
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

 

表
６
３
－
１
 
項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
系
 
２
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

 

 
表
５
７
－
１

 項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

原
子
炉
格
納
容
器
真
空
逃
が
し
系
 

４
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

 

 

※
１
：
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
と
は
、
真
空
逃
が
し
機
能
が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

 
※
１
：
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
と
は
、
真
空
逃
が
し
機
能
が
確
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同

じ
）
。

 

 

表
６
３
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
原
子
炉
格
納
容
器
真

空
逃
が
し
系
１
系
統

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

１
０
日
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間

 

B
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
５
６
時
間

 

 
 

 
表
５
７
－
２

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
原
子
炉
格
納
容
器
真
空

逃
が
し
系
１
系
統
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

１
０
日

 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
５
６
時
間
 

        

 

（
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
）
 

第
 
６
４

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
は
、
表
６
４
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転

上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施

す
る
。

 

(
1
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異

音
、
異
臭
お
よ
び
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異

音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
表
６
４
－
３
に
定

め
る
事
項
を
確
認
す
る
。

 

（
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
）

 

第
5
7
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
系
は
、
表

5
7－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限

と
す
る
。

 

２
 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実

施
す
る
。

 

   (
1
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え
い

が
な
い
こ
と
、
及
び
表

5
7－
３
で
定
め
る
事
項
を
確
認
す
る
。
 

（
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
）
 

第
 
５
８

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子

炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
は
、
表
５
８
－
１
で
定
め
る
事
項
を

運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を

実
施
す
る
。

 

   

(
1
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
を

起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
お
よ
び
漏
え
い
が

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

(
3
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン

プ
が
、
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
2
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
が
、
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ

(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ

が
、
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 【
玄
海
－
美
浜
】
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

 
③
：
運
用
の
差
異
 

(
4
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
系
の
自
動
作
動

弁
が
、
模
擬
信
号
に
よ
り
正
し
い
位
置
へ
作

動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
の
自
動
作
動

弁
が
、
模
擬
信
号
に
よ
り
正
し
い
位
置
へ
作
動

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
系
の
自
動
作
動

弁
が
、
模
擬
信
号
に
よ
り
正
し
い
位
置

へ
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

(
5
)
 
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施

錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ

て
い
な
い
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
流
路
中
の

弁
が

正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ

り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
流

路
中
の

弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4
)
 
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施

錠
等
に
よ
り
固
定
さ

れ
て
い
な
い
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
流
路
中
の

弁

が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

(
6
)
 
当
直
課
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
よ
う
素
除
去
薬
品

タ
ン
ク
の

ヒ
ド
ラ
ジ
ン
濃
度
お
よ
び

ヒ
ド
ラ
ジ
ン
溶
液
量
を

表
６
４
－
２
に
定
め
る
頻
度
で
確
認
す
る
。
 

(
5
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
よ
う
素
除
去
薬
品
タ
ン
ク
の
苛
性
ソ
ー

ダ
濃
度
及
び
苛
性
ソ
ー

ダ
溶
液
量
を
表

5
7
－
２
に
定
め
る
頻

度
で
確
認
す
る
。
 

(
5
)
 
当
直
課
長
は
、
よ
う
素
除
去
薬
品
タ
ン
ク
の
苛
性
ソ
ー

ダ

濃
度
お
よ
び
苛
性
ソ
ー

ダ
溶
液
量
を
表
５
８
－
２
に
定
め
る

頻
度
で
確
認
す
る
。
 

 

(
7
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
ヶ
月
に
１
回
、
２
台
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
に
つ
い

て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た

弁
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
位

置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
6
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、

１
か
月
に
１
回
、
２

台
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
に
つ
い

て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た

弁
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
位

置
に
復

旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
6
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い

て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
４

台
の
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
に
つ
い

て
、

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、
正

し
い
位
置
に
復

旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
第
１
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

６
４
－
４
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が

第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断

し
た
場
合
、
表

5
7－
４
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
第
１
項
で

定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場

合
、
表
５
８
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

 

表
６
４
－
１
 

１
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系

 
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
※

２
 

(
1
) 
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(
2
) 
よ
う
素
除
去
薬
品
タ
ン
ク
の
ヒ
ド
ラ
ジ
ン
濃

度
お
よ
び

ヒ
ド
ラ
ジ
ン
溶
液
量
が
表
６
４
－

２
に
定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と

 
 

表
5
7
－
１
 

    
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

原
子
炉
格
納
容
器
 

ス
プ
レ
イ
系
※
１
 

(
1
)２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

(
2
)
よ
う
素
除
去
薬
品
タ
ン
ク
の
苛
性
ソ
ー

ダ
濃
度
及
び
苛
性

ソ
ー

ダ
溶
液
量
が
表

57
－
２
で
定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る

こ
と

 
 

表
５
８
－
１

 

    
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
※
１
 

(
1
) 
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

(
2
) 
よ
う
素
除
去
薬
品
タ
ン
ク
の
苛
性
ソ
ー

ダ
濃
度
お
よ
び
苛
性
ソ
ー

ダ
溶
液
量
が

表
５
８
－
２
に
定
め
る
制
限
値
内
に
あ

る
こ
と
 

 

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系

は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が

動
作
不
能
時
は
、
第
９
０
条
（
表
９
０
－
４
お
よ
び
表
９
０
－

６
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

  ※
１
：
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第

8
3
条

（
表

8
3
－
４
及
び
表

8
3
－
６
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認

す
る
。
 

※
１
：
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設

備
を
兼

ね
る
。

 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８

５
条
（
表
８
５
－
４
お
よ
び
表
８
５
－
６
）
の
運
転
上
の

制
限
も
確
認
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ａ
設
備
を
兼

ね
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
）
 

 

※
１
：
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の

弁
開

閉
点
検
を
行
う
場

合
、
２
時
間
に
限
り
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

※
２
：
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の

弁
開

閉
点
検
を
行
う
場

合
、
２
時
間
に
限
り
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

※
２
：
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の

弁
開
閉
点
検
を
行
う
場

合
、
２
時
間
に
限
り
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

 

表
６
４
－
２
 

項
 
目
 

制
限
値

 
確
認
頻
度
 

ヒ
ド
ラ
ジ
ン
濃
度

 
3
5 
w
t%
 
以
上

 
定
期
検
査
時
 

ヒ
ド
ラ
ジ
ン
溶
液
量

 

（
有
効
水
量
）
 

2
.0
 
m
3
 以
上
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
 

お
よ
び
４
に
お
い
て
 

６
ヶ
月
に
１
回
 

 
 

表
5
7
－
２
 

項
 
目
 

制
  

 限
  
 
値
 

確
認
頻
度

 
３
号
炉
 

４
号
炉
 

苛
性
ソ
ー
ダ
濃
度
 

3
0w
t
％
以
上
 

定
期
検
査
時
 

苛
性
ソ
ー
ダ
溶
液
量
 

（
有
効
水
量
）
 

1
4.
8
m
3
以
上
 

1
3.

4m
3
以
上
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び

４
に
お
い
て
６
か
月
に

１
回
 

 
 

表
５
８
－
２

 
項
 
目

 
制
限
値
 

確
認
頻
度
 

苛
性
ソ
ー
ダ
濃
度

 
3
0
 w

t%
 以
上

 
定
期
検
査
時
 

苛
性
ソ
ー
ダ
溶
液
量
 

（
有
効
水
量
）
 

1
1.
2
 
m
3
 以
上
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
 

お
よ
び
４
に
お
い
て
 

６
ヶ
月
に
１
回

 
 

 

表
６
４
－
３
 

表
5
7
－
３
 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

参考①-154



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

項
 
目

 
確
認
事
項

 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
 

テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が
 
 
 
 
 
m 
以

上
、
容
量
が

 
 
  
  

 
m
3
/h
 
以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
 

 
 

項
 
目
 

確
 認

 事
 
項
 

格
納
容
器
 

ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ

 

テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

  
 
ｍ
以
上
、
容
量

 

が
  

 
  

m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
フ
ル
フ
ロ
ー
が

確
認
で
き
る
テ
ス
ト
ラ
イ
ン

な
し
。
）
 

 

表
６
４
－
４
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
系
１
系
統
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
０
日
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系

統
の

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

４
時
間
 

そ
の
後
の
８
時
間

に
１
回
 

B
.
 
よ
う
素
除
去
薬
品
タ
ン

ク
の

ヒ
ド
ラ
ジ
ン
濃
度

ま
た
は

ヒ
ド
ラ
ジ
ン
溶

液
量
が
制
限
値
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
制
限
値
内

に
回
復
さ
せ
る
。

 

７
２
時
間
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

に
す
る
。
 

５
６
時
間
 

 
 

表
5
7
－
４
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
原
子
炉
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
系
１
系

統
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

及
び
 

A
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系

統
の
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

10
日
 

  ４
時
間
 

そ
の
後
の

８
時
間
に

１
回

 

Ｂ
．
よ
う
素
除
去
薬
品

タ
ン
ク
の
苛
性
ソ

ー
ダ
濃
度
又
は
苛

性
ソ
ー

ダ
溶
液
量

が
制
限
値
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合
 

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
制
限
値
内

に
回
復
さ
せ
る
。
 

72
時
間

 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の

措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

C
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

及
び
 

C
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

に
す
る
。
 

12
時
間

 

  56
時
間

 

 

表
５
８
－
３

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
系
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
０
日
 

A
.2

 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系

統
の

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

４
時
間
 

そ
の
後
の
８
時
間
に

１
回

 

B
.
 
よ
う
素
除
去
薬
品
タ
ン

ク
の
苛
性
ソ
－
ダ
濃
度
ま
た

は
苛
性
ソ
ー

ダ
溶
液
量
が
制

限
値
を
満
足
し
て
い
な
い
場

合
 

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
制
限
値
内

に
回
復
さ
せ
る
。
 

７
２
時
間
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

C
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

C
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

に
す
る
。
 

５
６
時
間
 

 

 

（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
）

 

第
 
６
５

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
ア
ニ
ュ

ラ
ス
空
気
浄
化
系
は
、
表
６
５
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の

制
限
と
す
る
。

 

２
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す

る
。

 

(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
号
炉
お
よ
び
２

号
炉
に
つ
い
て
は
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
再

循
環
フ
ァ
ン
フ
ィ
ル

タ
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄

化
フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
が
表
６

５
－
２
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発

電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
）

 

第
5
8
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空

気
浄
化
系
は
、
表

5
8
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

２
 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す

る
。

 

(
1
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄

化
系
フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
が
表

5
8
－
２
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発

電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

 

 

（
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系
）

 

第
 
６
０

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
ア
ニ

ュ
ラ
ス

循
環
系
は
、
表
６
０
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の

制
限
と
す
る
。

 

２
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す

る
。

 

(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循

環
フ
ァ
ン
フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効

率
）
が
表
６
０
－
２
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

 

(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に

つ
い
て
は
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
再

循
環
フ
ァ
ン
、
３
号
炉
お
よ
び

４
号
炉
に
つ
い
て
は
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
が
模
擬

信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄

化
フ
ァ
ン
が
、
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

 

(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
フ
ァ

ン
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異
 

(
3
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に

つ
い
て
は
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
再

循
環
フ
ァ
ン
、
３
号
炉
お
よ
び

４
号
炉
に
つ
い
て
は
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
の
起
動

に
よ
り
、
自
動
作
動
ダ
ン

パ
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と

(
3
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄

化
フ
ァ
ン
の
起
動
に
よ
り
、
自
動
作
動
ダ
ン

パ
が
正
し
い
位
置

に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
3
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
フ
ァ

ン
の
起
動
に
よ
り
、
自
動
作
動

ダ
ン

パ
が
正
し
い
位
置
に
作

動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

を
確
認
す
る
。
 

(
4
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
ヶ
月
に
１
回
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
２

台
の

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
再

循
環
フ
ァ
ン
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に

つ
い
て
は
２

台
の
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
、

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。
 

(
4
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、

１
か
月
に
１
回
、
２

台
の
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
に
つ

い
て
、
フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
※
１
。

 

(
4
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い

て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
２

台
の
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
フ
ァ
ン
を

起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
６
５

－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
が
第
１

項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た

場
合
、
表

5
8
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
６
０

－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

※
１
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
１
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

 

※
１
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認

す
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

 

表
６
５
－
１
 項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
※
２
 

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

表
5
8
－
１
 項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
※
２
 

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 
 

表
６
０
－
１

 項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系
※
２
 
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
 

 

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
は
、
重

大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。

 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
が
動

作
不
能
時
は
、
第
９
０
条
（
表
９
０
－
１
１
）
の
運
転
上
の

制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

※
２
：
Ａ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を

兼
ね
る
。
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第

8
3
条

（
表

8
3
－
1
1
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
２
：
Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。

 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条

（
表
８
５
－
１
１
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

表
６
５
－
２
 
項
 
目
 

よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
再
循
環
フ
ァ
ン
フ
ィ
ル
タ

 

（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）

 
9
5 
%
 以
上

 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ
 

（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）

 
9
5 
%
 以
上

 

 
 

表
5
8
－
２
 項

 
目

 
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
フ
ィ
ル
タ
 

9
5％
以
上
 

 
 

表
６
０
－
２

 
項

 
目
 

よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ァ
ン
フ
ィ
ル
タ

 
9
5 

%
 以
上
 

 

 

表
６
５
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化

系
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
０
日
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系

統
の
フ
ァ
ン
を
起
動
し
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

４
時
間
 

そ
の
後
の
８
時
間

に
１
回
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

に
す
る
。
 

５
６
時
間
 

 
 

表
5
8
－
３
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化

系
１
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
残
り

の
系
統
の
フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

10
日
 

  ４
時
間
 

そ
の
後
の

８
時
間
に

１
回

 

Ｂ
．
条
件
Ａ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。

 

及
び
 

B
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。

 

12
時
間

 

  56
時
間

 

 
 

表
６
０
－
３

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系
１

系
統
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
０
日
 

A
.2

 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系

統
の
フ
ァ
ン
を
起
動
し
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

４
時
間
 

そ
の
後
の
８
時
間
に

１
回

 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

B
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

に
す
る
。
 

５
６
時
間
 

 

 

（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
）

 

第
 
６
６

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
ア
ニ
ュ

（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
）

 

第
5
9
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス

（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
）

 

第
 
６
１

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
ア
ニ
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

ラ
ス
は
、
表
６
６
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

 

は
、
表

5
9－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

 

ュ
ラ
ス
は
、
表
６
１
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と

す
る
。
 

２
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ

い
て
は
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
再
循
環
フ
ァ
ン
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号

炉
に
つ
い
て
は
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
の
起
動
に
よ
り
、

ア
ニ
ュ
ラ
ス
が
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
５
分
以
内
、

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
１
．
５
分
以
内
に
負
圧
に
な

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

２
 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄

化
フ
ァ
ン
の
起
動
に
よ
り
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
が
２
分
以
内
に
負
圧

に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

２
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
フ
ァ

ン
の
起
動
に
よ
り
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
が
２
５
分
以
内
に
負
圧
に

な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
６
６
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

5
9
－

２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
６
１
－
２
の

措
置
を
講
じ
る
。
 

 

表
６
６
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
の
機
能
が
健
全
で
あ
る
こ
と
※
１
 

 

表
5
9
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
の
機
能
が
健
全
で
あ
る
こ
と
※
１
 

 

表
６
１
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
の
機
能
が
健
全
で
あ
る
こ
と
※
１
 

 

 

※
１
：
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
点
検
、

原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
点
検
を
行
う
場
合
、
３
号
炉

お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
お
よ
び

ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
の
機
器
の
操
作
、
点
検
等
の
た
め
扉
を
開

閉

す
る
間
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

 

※
１
：
原
子
炉
格
納
容
器
内
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
機
器
の
操
作
、
点

検
等
の
た
め
扉
を
開

閉
す
る
間
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し

な
い
。
 

 

※
１
：
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
点
検
、
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
点

検
を
行
う
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

 

【
玄
海
・
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

表
６
６
－
２
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
. 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
の
負
圧
確

立
が
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
を
負
圧

確
立
が
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

B
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
５
６
時
間
 

 
 

表
5
9
－
２

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
の
負
圧

確
立
が
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
ア
ニ
ュ

ラ
ス
を
負
圧
確
立
が
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
。
 

2
4時
間
 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

５
に
す
る
。
 

1
2時
間
 

 5
6時
間
 

 
 

表
６
１
－
２

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
の
負

圧
確
立
が
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
を
負
圧

確
立
が
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

２
４
時
間
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

B
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
５
６
時
間
 

 

 

（
主

蒸
気
安
全
弁
）
 

第
 
６
７

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
※
１
、
主

蒸
気
安

全
弁
は
、
表
６
７
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

（
主

蒸
気
安
全

弁
）
 

第
6
0
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
※
１
、
主
蒸
気
安
全

弁

は
、
表

6
0－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

（
主

蒸
気
安
全

弁
）
 

第
 
６
２

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
※
１
、
主
蒸
気

安
全

弁
は
、
表
６
２
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と

す
る
。
 

 

２
．
主

蒸
気
安
全
弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主

蒸
気
安
全

弁

設
定
値
が
表
６
７
－
３
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
主

蒸
気
安
全
弁
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
６
７
－
４
の
措

置
を
講
じ
る
。

 

２
 
主

蒸
気
安
全

弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主

蒸
気
安
全

弁
設
定

値
が
表

6
0
－
３
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の

結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
主

蒸
気
安
全

弁
が
第
１
項
で
定
め

る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

6
0

－
４
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

２
．
主

蒸
気
安
全

弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主

蒸
気
安
全

弁
設
定
値
が
表
６
２
－
３
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
主

蒸
気
安
全

弁
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
６
２
－
４

の
措
置
を
講
じ
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

 
 

 

※
１
：
原
子
炉
起
動
時
の
モ
ー
ド
３
か
ら
、
主

蒸
気
安
全
弁
機
能
検

査
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
を
除
く
。
 

 

※
１
：
原
子
炉
起
動
時
の
モ
ー
ド
３
か
ら
、
主

蒸
気
安
全
弁
機
能
検

査
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
を
除
く
。

 

 

※
１
：
原
子
炉
起
動
時
の
モ
ー
ド
３
か
ら
、
主
蒸
気
安
全

弁
機
能

検
査
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
を
除
く
。
 

 

表
６
７
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

主
蒸
気
安
全

弁
※
２
 

蒸
気
発
生
器
毎
に
表
６
７
－
２
で
定
め
る

個
数
以
上
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
 

 

表
6
0
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

主
蒸
気
安
全
弁
※
２
 

蒸
気
発
生
器
ご
と
に
表

60
－
２
で
定
め
る

個
数
以
上
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
 

 

表
６
２
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

主
蒸
気
安
全

弁
※
２
 

蒸
気
発
生
器
毎
に
表
６
２
－
２
で
定
め
る

個
数

以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
主

蒸
気
安
全
弁
は
、
重
大
事
故
等

対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

 

※
２
：
主

蒸
気
安
全

弁
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

 

※
２
：
主
蒸
気
安
全

弁
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。

 
 

表
６
７
－
２
 

１
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

原
子
炉
熱
出
力
 

個
 
数
 

8
0 
%
 超

 

7
0 
%
 
超
で
、
か
つ

 
80
 
%
 以
下
 

5
5 
%
 
超
で
、
か
つ

 
70
 
%
 以
下
 

4
0 
%
 
超
で
、
か
つ

 
55
 
%
 以
下
 

2
5 
%
 
超
で
、
か
つ

 
40
 
%
 以
下
 

2
5 
%
 以
下
 

７
個
 

６
個
 

５
個
 

４
個
 

３
個
 

２
個
 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

原
子
炉
熱
出
力
 

個
 
数
 

8
0 
%
 超

 

6
0 
%
 
超
で
、
か
つ

 
80
 
%
 以
下
 

4
0 
%
 
超
で
、
か
つ

 
60
 
%
 以
下
 

4
0 
%
 以
下
 

５
個
 

４
個
 

３
個
 

２
個
 

 
 

表
6
0
－
２
 

        
原
子
炉
熱
出
力
 

個
数
 

8
0％
超

 

6
0％
超
で
、
か
つ

8
0％
以
下
 

4
0％
超
で
、
か
つ

6
0％
以
下
 

4
0％
以
下
 

５
個
 

４
個
 

３
個
 

２
個
 

 
 

表
６
２
－
２

 
原
子
炉
熱
出
力
 

個
 
数
 

8
0
 %

 超
 

7
0 
%
 超
で
、
か
つ
 
80
 
% 
以
下

 

5
5 
%
 超
で
、
か
つ
 
70
 
% 
以
下

 

4
0 
%
 超
で
、
か
つ
 
55
 
% 
以
下

 

2
5 
%
 超
で
、
か
つ
 
40
 
% 
以
下

 

2
5
 %

 以
下
 

７
個
 

６
個
 

５
個
 

４
個
 

３
個
 

２
個
 

 

 

表
６
７
－
３
 

項
 
目
 

設
 
定
 
値

 

１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

主
蒸
気
安
全

弁
 

吹
出
し
圧
力

 

各
蒸
気
発
生
器
に
お
い
て

 

７
個
の
う
ち
１
個
は
 

8
.1
7 
MP
a[
g
ag
e
]
 以
下
 

他
の
１

個
は
 

8
.3
7 
MP
a[
g
ag
e
]
 以
下
 

残
り
５

個
は
 

8
.5
7 
MP
a[
g
ag
e
]
 以
下
 

各
蒸
気
発
生
器
に
お
い
て

 

５
個
の
う
ち
１
個
は
 

8
.1
7
 M
P
a
[g
ag
e
] 
以
下
 

他
の
１
個
は
 

8
.3
7
 M
P
a
[g
ag
e
] 
以
下
 

残
り
３
個
は
 

8
.5
7
 M
P
a
[g
ag
e
] 
以
下
 

 
 

表
6
0
－
３
 

項
 
目

 
設
  

 
定
  
 
値
 

主
蒸
気
安
全
弁
 

吹
出
し
圧
力
 

各
蒸
気
発
生
器
に
お
い
て
５

個
の
う
ち
１

個
は
、

8
.1

7M
Pa

[g
a
ge
]
以
下
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
他
の
１

個
は
、

8
.3

7M
Pa

[g
a
ge
]
以
下
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
残
り
３

個
は
、

8
.5

8M
Pa

[g
a
ge
]
以
下
 

 
 

表
６
２
－
３

 
項
 
目
 

設
 
定

 
値
 

主
蒸
気
安
全
弁

 

吹
出
し
圧
力

 

各
蒸
気
発
生
器
に
お
い
て
７

個
の
う
ち
１

個
は
 

 
 
  

  
 
 
  

7.
4
8M
P
a
[g

ag
e
]
 以
下

 

他
の
１
個
は

7.
65

 
MP

a[
g
ag
e
]
 以
下

 

残
り
５
個
は

7.
85

 
MP

a[
g
ag
e
]
 以
下

 
 

 

表
６
７
－
４
 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
所
要
の
主

蒸
気
安
全

弁
の
う
ち

１
個
以
上
が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
表
６
７
－

２
に
定
め
る

個
数
を
満
足

す
る
原
子
炉
熱
出
力
以
下

に
下
げ
る
。
 

６
時
間

 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

ま
た
は
 

蒸
気
発
生
器
毎
の
動
作
可
能

な
主

蒸
気
安
全

弁
が
１

個
以

下
で
あ
る
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４

に
す
る
。
 

３
６
時
間
 

 
 

表
6
0
－
４
 条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

Ａ
．
所
要
の
主

蒸
気
安
全
弁
の
う
ち

１
個
以
上
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長

は
、
表

6
0
－
２
で
定
め
る

個
数
を
満
足
す
る
原
子
炉

熱
出
力
以
下
に
下
げ
る
。

 

６
時
間
 

 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

又
は
 

蒸
気
発
生
器
ご
と
の
動
作
可
能
な

主
蒸
気
安
全

弁
が
１

個
以
下

で
あ
る
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長

は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長

は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

12
時
間

 

 36
時
間

 

 
 

表
６
２
－
４

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
. 
所
要
の
主

蒸
気
安
全

弁
の

う
ち
１

個
以
上
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
表
６
２
－
２
に
定
め

る
個
数
を
満
足
す
る
原
子
炉
熱
出
力
以

下
に
下
げ
る
。
 

６
時
間

 

B
. 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

ま
た
は

 

蒸
気
発
生
器
毎
の
動
作
可

能
な
主

蒸
気
安
全

弁
が
１

個
以
下
で
あ
る
場
合

 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

B
.2

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 
３
６
時
間
 

 

 

参考①-158



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

（
主

蒸
気
隔
離
弁
）
 

第
 
６
８

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
主
蒸
気
隔
離

弁
は
、
表
６
８
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

（
主

蒸
気
隔
離

弁
）
 

第
6
1
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、
主

蒸
気
隔
離

弁
は
、

表
6
1
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

（
主

蒸
気
止

弁
）

 

第
 
６
３

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
主

蒸
気
止

弁

は
、
表
６
３
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

  

２
．
主

蒸
気
隔
離
弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
電
気
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主
蒸
気
隔
離

弁
が
模

擬
信
号
で
５

秒
以
内
に

閉
止
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果

を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
主

蒸
気
隔
離
弁
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
６
８
－
２
の
措

置
を
講
じ
る
。

 

２
 
主

蒸
気
隔
離

弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主

蒸
気
隔
離

弁
が
模

擬
信
号
で
５

秒
以
内
に

閉
止
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果

を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
主

蒸
気
隔
離

弁
が
第
１
項
で
定
め

る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

6
1

－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

２
．
主

蒸
気
止

弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
電
気
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主

蒸
気
止

弁
が
模
擬

信
号
で
５
秒
以
内
に

閉
止
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を

発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
主

蒸
気
止

弁
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
６
３
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

表
６
８
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

主
蒸
気
隔
離

弁
※
１
 

閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

 

表
6
1
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

主
蒸
気
隔
離
弁
※
１
 

閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

 

表
６
３
－
１

 
項

 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

主
蒸
気
止
弁
※
１
 

閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

 

 

※
１
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
主

蒸
気
隔
離
弁
は
、
重
大
事
故
等

対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

※
１
：
主

蒸
気
隔
離

弁
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 
※
１
：
主
蒸
気
止

弁
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

 

※
２
：
閉
止
状
態
に
あ
る
主
蒸
気
隔
離
弁
に
つ
い
て
は
、
運
転
上
の

制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

※
２
：
閉
止
状
態
に
あ
る
主
蒸
気
隔
離
弁
に
つ
い
て
は
、
運
転
上
の

制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

※
２
：

閉
止
状
態
に
あ
る
主
蒸
気
止

弁
に
つ
い
て
は
、
運
転
上
の

制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

 

 

表
６
８
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お

い
て
主

蒸
気
隔
離
弁

1
個

が
閉
止
不
能
で
あ
る
場
合

  

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
主

蒸

気
隔
離

弁
を

閉
止
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

８
時
間
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

C
.
 
モ
ー
ド
３
で
主

蒸
気
隔
離

弁
１

個
以
上
が

閉
止
不
能

で
あ
る
場
合

 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
主

蒸

気
隔
離
弁
を

閉
止
す
る
。

 

お
よ
び
 

８
時
間
 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
主

蒸

気
隔
離

弁
閉
止
を
確
認
す

る
。

 

閉
止
後
の
１
週
間

に
１
回
 

D
.
 
条

件
Ｃ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

D
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４

に
す
る
。

 

２
４
時
間

 

 
 

表
6
1
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
モ
ー
ド
１
及
び
２
に

お
い
て
主

蒸
気
隔
離

弁
１

個
が

閉
止
不
能

で
あ
る
場
合

  

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
主

蒸
気
隔
離

弁
を

閉
止
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
。
 

８
時
間
 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

12
時
間

 

Ｃ
．
モ
ー
ド
３
で
主

蒸
気

隔
離

弁
１

個
以
上
が

閉
止
不
能
で
あ
る
場

合
 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
主

蒸
気
隔
離

弁
を
閉
止
す
る
。

 

及
び
 

C
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
主

蒸
気
隔
離

弁
閉
止
を
確
認
す
る
。
 

８
時
間
 

  閉
止
後
の

１
週
間
に

１
回

 

Ｄ
．
条

件
Ｃ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

D
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

４
に
す
る
。
 

24
時
間

 

 
 

表
６
３
－
２

 
条

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お

い
て
主
蒸
気
止
弁

1
個
が

閉
止
不
能
で
あ
る
場
合

  

A
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
主

蒸
気
止

弁

を
閉
止
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。

 

８
時
間

 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。

 

１
２
時
間
 

C
.
 
モ
ー
ド
３
で
主

蒸
気
止

弁

１
個
以
上
が

閉
止
不
能
で

あ
る
場
合
 

C
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
主

蒸
気
止

弁

を
閉
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

８
時
間

 

C
.2

 当
直
課
長
は
、
当
該
主

蒸
気
止

弁

閉
止
を
確
認
す
る
。
 

閉
止
後
の

１
週
間
に

１
回

 

D
.
 
条

件
Ｃ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

D
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す

る
。

 

２
４
時
間
 

 

 

（
主
給
水
隔
離
弁
、
主
給
水
制
御
弁
お
よ
び
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御

弁
）

 

第
 
６
９

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
主
給
水
隔
離

弁
、
主
給
水
制
御

弁
お
よ
び
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御

弁
は
、
表
６

９
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

（
主
給
水
隔
離

弁
、
主
給
水
制
御

弁
及
び
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御

弁
）
 

第
6
2
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、
主
給
水
隔
離

弁
、
主

給
水
制
御

弁
及
び
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御

弁
は
、
表

6
2
－
１
で
定

め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

（
主
給
水
隔
離

弁
、
主
給
水
制
御

弁
お
よ
び
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制

御
弁
）
 

第
 
６
４

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
主
給
水
隔

離
弁
、
主
給
水
制
御

弁
お
よ
び
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御
弁
は
、

表
６
４
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

 

２
．
主
給
水
隔
離

弁
、
主
給
水
制
御

弁
お
よ
び
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制

御
弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号

炉
の
主
給
水
隔
離

弁
が

閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ

の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

２
 
主
給
水
隔
離

弁
、
主
給
水
制
御

弁
及
び
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御

弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主
給
水
隔
離

弁
が

閉

止
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

２
．
主
給
水
隔
離

弁
、
主
給
水
制
御

弁
お
よ
び
主
給
水
バ
イ

パ
ス

制
御

弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

 

参考①-159



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

(
2
)
 
電
気
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号

炉
の
主
給
水
隔
離

弁
が

閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ

の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

 
(
1
)
 
電
気
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主
給
水
隔
離
弁
が

閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長

に
通
知
す
る
。

 

 

(
3
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主
給
水
制
御

弁
お
よ

び
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御

弁
が

閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主
給
水
制
御

弁
及
び

主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御
弁
が
閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

 

(
2
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主
給
水
制
御
弁
お

よ
び
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御
弁
が

閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
主
給
水
隔
離

弁
、
主
給
水
制
御

弁
ま
た
は
主
給

水
バ
イ

パ
ス
制
御

弁
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
６
９
－
２
の
措
置
を
講
じ

る
。

 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
主
給
水
隔
離

弁
、
主
給
水
制
御

弁

又
は
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御

弁
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

6
2
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
主
給
水
隔
離

弁
、
主
給
水
制
御

弁
ま
た
は
主

給
水
バ
イ
パ
ス
制
御

弁
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
６
４
－
２
の
措
置
を

講
じ
る
。
 

 

 

表
６
９
－
１
 項

 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

主
給
水
隔
離

弁
、
主
給
水
制
御

弁
お
よ
び

主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御
弁
 

閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

 

表
6
2
－
１
 

項
 

 
 
 

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

主
給
水
隔
離

弁
、
主
給
水
制
御
弁
及
び
主
給
水
バ
イ
パ
ス

制
御

弁
 

閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

 

表
６
４
－
１

 項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

主
給
水
隔
離

弁
、
主
給
水
制
御

弁
お
よ
び

主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御

弁
 

閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

 

  

※
１
：
閉
止
ま
た
は
手
動

弁
で
隔
離
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
主
給
水
隔

離
弁
、
主
給
水
制
御
弁
ま
た
は
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御
弁
に

つ
い
て
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

※
１
：
閉
止
又
は
手
動

弁
で
隔
離
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
主
給
水
隔
離

弁
、
主
給
水
制
御

弁
又
は
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御

弁
に
つ
い

て
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

※
１
：

閉
止
ま
た
は
手
動

弁
で
隔
離
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
主
給
水

隔
離

弁
、
主
給
水
制
御

弁
ま
た
は
主
給
水
バ
イ
パ
ス
制
御

弁
に
つ
い
て
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

 

 

表
６
９
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
主
給
水
隔
離
弁

1

個
以
上
が

閉
止
不

能
で
あ
る
場
合
※

２
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
主
給
水
隔
離

弁
を

閉
止
す
る
か
ま
た
は
当
該

ラ
イ
ン
を
隔
離
す
る
。

 

お
よ
び

 

７
２
時
間

 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
当
該
主
給
水
隔
離

弁
が

閉
止
さ
れ
て
い
る
か
ま
た

は
当
該
ラ
イ
ン
が
隔
離
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

閉
止
ま
た
は
隔
離

後
の
１
週
間
に
１

回
 

B
.
 
主
給
水
制
御
弁

1

個
以
上
が

閉
止
不

能
で
あ
る
場
合
※

２
 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
主
給
水
制
御

弁
を

閉
止
す
る
か
ま
た
は
当
該

ラ
イ
ン
を
隔
離
す
る
。

 

お
よ
び

 

７
２
時
間

 

B
.2
 当
直
課
長
は
、
当
該
主
給
水
制
御

弁
が

閉
止
さ
れ
て
い
る
か
ま
た

は
当
該
ラ
イ
ン
が
隔
離
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

閉
止
ま
た
は
隔
離

後
の
１
週
間
に
１

回
 

C
.
 
主
給
水
バ
イ

パ
ス

制
御

弁
1
個
以
上

が
閉
止
不
能
で
あ

る
場
合
※
２
 

C
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御

弁
を

閉
止
す
る
か
ま

た
は
当
該
ラ
イ
ン
を
隔
離
す
る
。
 

お
よ
び

 

７
２
時
間

 

C
.2
 当
直
課
長
は
、
当
該
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御

弁
が

閉
止
さ
れ
て
い

る
か
ま
た
は
当
該
ラ
イ
ン
が
隔

離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

閉
止
ま
た
は
隔
離

後
の
１
週
間
に
１

回
 

D
.
 
同
じ
ラ
イ
ン
の
２

個
の

弁
が

閉
止
不

能
で
あ
る
場
合
 

D
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
ラ
イ
ン
を
隔

離
す
る
。

 

８
時
間
 

E
.
 
条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

ま
た
は
Ｄ
の
措
置

E
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

１
２
時
間

 

表
6
2
－
２
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
主
給
水
隔
離
弁
１

個

以
上
が

閉
止
不
能
で

あ
る
場
合
※
２
 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
主

給
水
隔
離

弁
を
閉
止
す
る
か
又
は
当

該
ラ
イ
ン
を
隔
離
す
る
。
 

及
び
 

A
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
主

給
水
隔
離

弁
が
閉
止
さ
れ
て
い
る
か

又
は
当
該
ラ
イ
ン
が
隔
離
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

72
時
間

 

   閉
止
又
は

隔
離
後
の

１
週
間
に

１
回

 

Ｂ
．
主
給
水
制
御
弁
１

個

以
上
が

閉
止
不
能
で

あ
る
場
合
※
２
 

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
主

給
水
制
御

弁
を
閉
止
す
る
か
又
は
当

該
ラ
イ
ン
を
隔
離
す
る
。
 

及
び
 

B
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
主

給
水
制
御

弁
が
閉
止
さ
れ
て
い
る
か

又
は
当
該
ラ
イ
ン
が
隔
離
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

72
時
間

 

   閉
止
又
は

隔
離
後
の

１
週
間
に

１
回

 

Ｃ
．
主
給
水
バ
イ
パ
ス
制

御
弁
１

個
以
上
が
閉

止
不
能
で
あ
る
場
合

※
２
 

C
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
主

給
水
バ
イ

パ
ス
制
御
弁
を

閉
止
す
る

か
又
は
当
該
ラ
イ
ン
を
隔
離
す
る
。
 

及
び
 

C
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
主

給
水
バ
イ

パ
ス
制
御
弁
が

閉
止
さ
れ

て
い
る
か
又
は
当
該
ラ
イ
ン
が
隔
離

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

72
時
間

 

   閉
止
又
は

隔
離
後
の

１
週
間
に

１
回

 

Ｄ
．
同
じ
ラ
イ
ン
の
２

個

の
弁
が

閉
止
不
能
で

あ
る
場
合
 

D
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
ラ

イ
ン
を
隔
離
す
る
。
 

８
時
間
 

Ｅ
．
条
件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
又

は
Ｄ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き

E
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。

 

及
び
 

12
時
間

 

  

表
６
４
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
主
給
水
隔
離

弁
１

個
以
上
が

閉
止
不

能
で
あ
る
場
合
※
２
 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
主
給
水
隔
離

弁
を

閉
止
す
る
か
ま
た
は
当
該

ラ
イ
ン
を
隔
離
す
る
。
 

お
よ
び
 

７
２
時
間
 

A
.2

 当
直
課
長
は
、
当
該
主
給
水
隔
離

弁
が

閉
止
さ
れ
て
い
る
か
ま
た

は
当
該
ラ
イ
ン
が
隔
離
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

閉
止
ま
た
は
隔

離
後
の
１
週
間

に
１
回

 

B
.
 
主
給
水
制
御

弁
１

個
以
上
が

閉
止
不

能
で
あ
る
場
合
※
２
 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
主
給
水
制
御

弁
を

閉
止
す
る
か
ま
た
は
当
該

ラ
イ
ン
を
隔
離
す
る
。
 

お
よ
び
 

７
２
時
間
 

B
.2

 当
直
課
長
は
、
当
該
主
給
水
制
御

弁
が

閉
止
さ
れ
て
い
る
か
ま
た

は
当
該
ラ
イ
ン
が
隔
離
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

閉
止
ま
た
は
隔

離
後
の
１
週
間

に
１
回

 

C
.
 
主
給
水
バ
イ

パ
ス

制
御

弁
１

個
以
上

が
閉
止
不
能
で
あ

る
場
合
※
２
 

C
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御

弁
を

閉
止
す
る
か
ま

た
は
当
該
ラ
イ
ン
を
隔
離
す
る
。
 

お
よ
び
 

７
２
時
間
 

C
.2

 当
直
課
長
は
、
当
該
主
給
水
バ
イ

パ
ス
制
御

弁
が

閉
止
さ
れ
て
い

る
か
ま
た
は
当
該
ラ
イ
ン
が
隔

離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

閉
止
ま
た
は
隔

離
後
の
１
週
間

に
１
回

 

D
.
 
同
じ
ラ
イ
ン
の
２

個
の

弁
が

閉
止
不

能
で
あ
る
場
合
 

D
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
ラ
イ
ン
を
隔

離
す
る
。
 

８
時
間

 

E
.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ま

た
は
Ｄ
の
措
置
を

E
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

 

参考①-160



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場

合
 

お
よ
び

 

E
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す

る
。
 

３
６
時
間

 

 

な
い
場
合
 

E
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

４
に
す
る
。

 

36
時
間

 

 
 

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

お
よ
び
 

E
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す

る
。
 

３
６
時
間
 

 

※
２
：

弁
毎
に
個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

 

※
２
：

弁
ご
と
に

個
別
の
条
件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

 

※
２
：

弁
毎
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

 

 

（
主

蒸
気
逃
が
し

弁
）

 

第
 
７
０

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（

蒸
気
発
生
器
が
熱

除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
主

蒸
気
逃

が
し

弁
は
、
表
７
０
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

（
主

蒸
気
逃
が
し

弁
）
 

第
6
3
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
（

蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の

た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁

は
、
表

6
3－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

（
主

蒸
気
逃
が
し

弁
）

 

第
 
６
５

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（

蒸
気
発
生
器
が

熱
除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
主

蒸

気
逃
が
し
弁
は
、
表
６
５
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制

限
と
す
る
。

 

 

２
．
主

蒸
気
逃
が
し
弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
が
手

動
で
開

弁
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
室
長
に
通

知
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
主

蒸
気
逃
が
し
弁
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
０
－
２
の

措
置
を
講
じ
る
。

 

 

２
 
主

蒸
気
逃
が
し

弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
が

手
動
で
開
弁
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二

課
長
に
通
知
す
る
。

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
が
第
１
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

6
3
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

２
．
主

蒸
気
逃
が
し

弁
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
計
装
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁

が
手
動
で
開

弁
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電

室
長
に
通
知
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
６
５
－

２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

 

表
７
０
－
１
 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
※
１
 

手
動
で
の
開
弁
が
で
き
る
こ
と

 
 

表
6
3
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
※
１
 

手
動
で
の
開

弁
が
で
き
る
こ
と

 
 

表
６
５
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
※
１
 

手
動
で
の
開
弁
が
で
き
る
こ
と
 

 

 

※
１
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
主

蒸
気
逃
が
し

弁
は
、
重
大
事
故

等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
主

蒸
気
逃
が
し

弁
が
動
作
不
能

時
は
、
第
９
０
条
（
表
９
０
－
９
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確

認
す
る
。

 

  ※
１
：
主

蒸
気
逃
が
し

弁
が
動
作
不
能
時
は
、
第

8
3
条
（
表

8
3
－

９
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

 

※
１
：
主
蒸
気
逃
が
し

弁
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね

る
。

 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８

５
－
９
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ａ
設
備
を
兼

ね
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
）
 

表
７
０
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
主

蒸
気
逃
が
し

弁
1
個
が

開
弁
で
き
な
い
場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
主

蒸
気
逃
が

し
弁
を
開

弁
で
き
る
状
態
に
復

旧

す
る
。

 

７
日
 

B
.
 
主

蒸
気
逃
が
し

弁
２

個
以

上
が
開

弁
で
き
な
い
場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
開
弁
で
き
な
い
主

蒸
気
逃
が
し
弁
が
１

個
以
下
に
な

る
よ
う
に
復

旧
す
る
。
 

２
４
時
間
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
（

蒸
気

発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用

さ
れ
て
い
な
い
場
合
）
に
す
る
。

 

３
６
時
間
 

 
 

表
6
3
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
主

蒸
気
逃
が
し

弁

１
個
が
開

弁
で
き

な
い
場
合
 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
主
蒸

気
逃
が
し

弁
を
開

弁
で
き
る
状
態
に

復
旧
す
る
。

 

７
日

 

Ｂ
．
主

蒸
気
逃
が
し

弁

２
個
以
上
が
開

弁

で
き
な
い
場
合
 

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
開
弁
で
き

な
い
主

蒸
気
逃
が
し

弁
が
１

個
以
下

に
な
る
よ
う
に
復
旧
す
る
。
 

24
時
間

 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の

措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

C
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

及
び
 

C
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４

（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に

使
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
）
に
す
る
。
 

12
時
間

 

  36
時
間

 

 
 

表
６
５
－
２

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
. 
主
蒸
気
逃
が
し
弁

1
個
が

開
弁
で
き
な
い
場
合
 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
主
蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
弁
で
き
る
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

７
日
 

B
. 
主
蒸
気
逃
が
し
弁
２
個
以

上
が
開
弁
で
き
な
い
場
合

 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
開
弁
で
き
な
い
主

蒸

気
逃
が
し
弁
が
１

個
以
下
に
な
る
よ
う

に
復

旧
す
る
。
 

２
４
時
間
 

C
. 
条
件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

C
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

C
.2

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
（

蒸
気
発

生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て

い
な
い
場
合
）
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 

 

 

（
補
助
給
水
系
）

 

第
 
７
１

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（

蒸
気
発
生
器
が
熱

除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
補
助
給
水

系
は
、
表
７
１
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
補
助
給
水
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

（
補
助
給
水
系
）

 

第
6
4
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
（

蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の

た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
補
助
給
水
系
は
、

表
6
4
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
 
補
助
給
水
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

（
補
助
給
水
系
）

 

第
 
６
６

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（

蒸
気
発
生
器
が
熱

除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
補
助
給
水

系
は
、
表
６
６
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
補
助
給
水
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施

錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ

て
い
な
い
補
助
給
水
系
の
流
路
中
の

弁
が
正
し
い
位
置
に
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、

異
音
、
異
臭
お
よ
び
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ

り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
補
助
給
水
系
の
流
路
中
の

弁
が
正
し

い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ

て
い
な
い
補
助
給
水
系
の
流
路
中
の

弁
が
正
し
い
位
置
に
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

(
3
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、

異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
表
７
１
－
２
に

定
め
る
事
項
を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給

水
ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え

い
が
な
い
こ
と
、
及
び
表

6
4
－
２
で
定
め
る
事
項
を
確
認
す

る
。

 

(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

(
4
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
模
擬

信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
タ
ー
ビ

ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
起
動

弁
が
動
作
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

(
3
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン

プ
が
、
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結

果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

 

(
3
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
模
擬

信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
タ
ー
ビ

ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
起
動

弁
が
動
作
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異

 

 
(
4
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給

水
ポ
ン
プ
の
起
動
弁
が
、
模
擬
信
号
に
よ
り
動
作
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

 
 

(
5
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
お
よ
び
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
6
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
表
７
１
－
３
に
定
め
る

事
項
を
確
認
す
る
。
 

   (
5
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン

プ
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
及
び
漏
え
い
が

な
い
こ
と
、
及
び
表

6
4
－
３
で
定
め
る
事
項
を
確
認
す
る
。
 

   (
4
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を

起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
お
よ
び
漏
え
い
が
な

い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

(
7
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
１
ヶ

月
に
１
回
、
２

台
の
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
な
ら
び
に
１
号
炉

お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
２

台
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に

つ
い
て
は
１

台
の
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た

弁
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
位

置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
6
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、
１

か
月
に
１
回
、
２

台
の
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
及
び
１

台
の
タ

ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。
ま
た
、
確
認
す
る

際
に
操
作
し
た

弁
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復

旧
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
5
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
１
ヶ
 

月
に
１
回
、
２

台
の
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
お
よ
び
１

台
の

 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、

ポ
ン
プ
を
起
動

 

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。
ま
た
、
確
認
す

る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

(
8
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
（

蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め

に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
１

台
以
上
の
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
手
動
で
起
動
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
7
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱

除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
１
か
月

に
１
回
、
１
台
以
上
の
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
手
動
で
起
動

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
6
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
（

蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め

に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
１

台
以
上
の
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
手
動
で
起
動
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
補
助
給
水
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
１
－
４
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
補
助
給
水
系
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

6
4
－

４
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
補
助
給
水
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
６
６
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

※
１
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
。
な
お
、
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
の
確
認
は
、
起
動

弁
の
開

閉
確
認
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。（
以
下
、
本
条
に

お
い
て
同
じ
）

 

※
１
：
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
の
確
認
は
、
起
動

弁
の
開

閉
確
認
を
も

っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
１
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
。
な
お
、
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
の
確
認
は
、
起
動

弁
の
開

閉
確
認
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
以
下
、
本
条
に

お
い
て
同
じ
）
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

 表
７
１
－
１
 

１
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

補
助
給
水
系
 

(
1)
 モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

に
よ
る
２
系
統
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ

る
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

(
2)
 モ
ー
ド
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い

る
場
合
）
に
お
い
て
、
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
１
系
統

以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

補
助
給
水
系
※
３
 

(
1)
 モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

に
よ
る
２
系
統
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ

る
１
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

(
2)
 モ
ー
ド
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い

る
場
合
）
に
お
い
て
、
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
１
系
統

以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 
 

表
6
4
－
１
 

        
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

 

補
助
給
水
系
※
２
 

 

(
1)
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に

よ
る
２
系
統
及
び
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
１

系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
３
※
４
 

(
2)
モ
ー
ド
４
（

蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い

る
場
合
）
に
お
い
て
、
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
１
系
統

以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

表
６
６
－
１

 

        
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

補
助
給
水
系
※
２
 

(
1)
 モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
電
動
補
助
給

水
ポ
ン
プ
に
よ
る
２
系
統
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
動
補

助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
１
系
統
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
※
３
 

(
2)
 モ
ー
ド
４
（

蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用

さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
電
動
補
助
給
水
ポ

ン
プ
に
よ
る
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
 

 

 

※
３
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
補
助
給
水
系
は
、
重
大
事
故
等
対

処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
補
助
給
水
系
が
動
作
不
能
時
は
、

第
９
０
条
（
表
９
０
－
８
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

  ※
２
：
補
助
給
水
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第

8
3
条
（
表

8
3
－
８
）

の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

※
２
：
補
助
給
水
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

 

補
助
給
水
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表
８
５
－
８
）

の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ａ
設
備
を
兼

ね
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
）
 

※
２
：
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
起
動

時
の
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
試
運
転
に
係
る
調
整
を
行
っ
て
い

る
場
合
、
運
転
上
の
制
限
は
適
用
し
な
い
。

 

※
３
：
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
起
動

時
の
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
試
運
転
に
係
る
調
整
を
行
っ
て
い

る
場
合
、
運
転
上
の
制
限
は
適
用
し
な
い
。

 

※
３
：
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
起
動

時
の
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
試
運
転
に
係
る
調
整
を
行
っ
て

い
る
場
合
、
運
転
上
の
制
限
は
適
用
し
な
い
。
 

 

 

 
※
４
：
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
吐
出
弁
検
査
を
行
う
場
合
、
２
時
間
に

限
り
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

表
７
１
－
２
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
 

テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

 
 
 
 
 
m 
以
上
、

容
量
が

 
 
 
 
 
m
3 /
h 
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
 

 
 

表
6
4
－
２
 項
 
目
 

確
 認

 事
 項

 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
 
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

  
 
ｍ
以
上
、
容

量
が

  
 
m
3
/h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 

 
 

表
７
１
－
３
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

 
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

 
  
 
 
m 
以
上
、
容

量
が

 
  
 
 m

3
/h
 以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
 

 
 

表
6
4
－
３
 

項
 
目
 

確
 
認
 事

 
項
 

電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
 
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

  
 
ｍ
以
上
、
容
量
が
 

 
  

 
m
3
/h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 
 

 
 

表
７
１
－
４
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３

に
お
い
て
、
補
助
給
水
系

１
系
統
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
。

 

お
よ
び

 

１
０
日
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
号
炉

４
時
間
 

表
6
4
－
４
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３

に
お
い
て
、
補
助
給

水
系
１
系
統
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
残
り
の

10
日
 

   ４
時
間
 

表
６
６
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３

に
お
い
て
、
補
助
給
水
系

１
系
統
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
０
日
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
残
り
の

４
時
間
 

 

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い

て
は
残
り
の
３
系
統
、

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉

に
つ
い
て
は
残
り
の
２

系
統
の

ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

そ
の
後
の
８
時
間
に

１
回
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な
い

場
合

 

ま
た
は
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３

に
お
い
て
補
助
給
水
系
２

系
統
以
上
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

１
２
時
間

 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

４
に
す
る
。
 

３
６
時
間

 

C
.
 モ
ー
ド
４
（
蒸
気
発
生
器

が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用

さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お

い
て
電
動
補
助
給
水

ポ
ン

プ
に
よ
る
補
助
給
水
系
の

全
て
が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
電
動
補

助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

補
助
給
水
系
１
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。

 

ま
た
は

 

速
や
か
に

 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
余
熱
除

去
系
１
系
統
以
上
に
よ

る
熱
除
去
の
た
め
の
操

作
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に

 

 
 

２
系
統
の

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

そ
の
後
の

８
時
間
に

１
回

 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

又
は
 

モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に

お
い
て
補
助
給
水
系

２
系
統
以
上
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

４
に
す
る
。
 

12
時
間

 

  36
時
間

 

Ｃ
．
モ
ー
ド
４
（
蒸
気
発
生

器
が
熱
除
去
の
た
め

に
使
用
さ
れ
て
い
る

場
合
）
に
お
い
て
電

動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

に
よ
る
補
助
給
水
系

の
全
て
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
電
動
補

助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
補
助
給
水

系
１
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

又
は
 

C
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
余
熱
除

去
系
１
系
統
以
上
に
よ
る
熱
除
去

の
た
め
の
操
作
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

  

２
系
統
の

ポ
ン
プ

を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

そ
の
後
の
８

時
間
に
１
回
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

ま
た
は
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び

３
に
お
い
て
補
助
給
水

系
２
系
統
以
上
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

４
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 

C
.
 モ
ー
ド
４
（
蒸
気
発
生
器

が
熱
除
去
の
た
め
に
使

用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に

お
い
て
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
補
助
給

水
系
の
全
て
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
電
動
補

助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

補
助
給
水
系
１
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

ま
た
は

 

速
や
か
に
 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
余
熱
除

去
系
１
系
統
以
上
に
よ

る
熱
除
去
の
た
め
の
操

作
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

（
復
水
タ
ン
ク
）

 

第
 
７
２

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（

蒸
気
発
生
器
が
熱

除
去
の
た
め
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
復
水
タ
ン
ク

※
１
は
、
表
７
２
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
復
水
タ
ン
ク
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（

蒸
気
発
生

器
が
熱
除
去
の
た
め
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
１

日
に
１
回
、
復
水
タ
ン
ク
水
量
を
確
認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
復
水
タ
ン
ク
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
２
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

（
復
水
タ
ン
ク
）

 

第
6
5
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
（

蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の

た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
復
水
タ
ン
ク
※
１
は
、

表
6
5
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
 
復
水
タ
ン
ク
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
（

蒸

気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お

い
て
、
１
日
に
１
回
、
復
水
タ
ン
ク
水
量
を
確
認
す
る
。
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
復
水
タ
ン
ク
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

6
5
－

２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

（
復
水
タ
ン
ク
）

 

第
 
６
７

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（

蒸
気
発
生
器
が
熱

除
去
の
た
め
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
復
水
タ
ン
ク

は
、
表
６
７
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
復
水
タ
ン
ク
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（

蒸
気
発
生

器
が
熱
除
去
の
た
め
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
１

日
に
１
回
、
復
水
タ
ン
ク
水
量
を
確
認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
復
水
タ
ン
ク
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
６
７
－
２
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

※
１
：
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
補
助
復
水
タ
ン
ク
、
３

号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
復
水
ピ
ッ
ト
を
い
う
（
以

下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

 

※
１
：
３
号
炉
に
つ
い
て
は
復
水
タ
ン
ク
、
４
号
炉
に
つ
い
て
は
復

水
ピ
ッ
ト
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ

ン
ト
の
た
め
、
復
水
タ
ン
ク

の
呼
称
に
対
す
る
注
記
不

要
。
）
 

表
７
２
－
１
 

１
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

表
6
5
－
１
 

  

表
６
７
－
１
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

復
水
タ
ン
ク
水
量
（
有
効
水
量
）
 

7
35
 
m
3
 以
上
で
あ
る
こ
と

 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

復
水
タ
ン
ク
水
量
（
有
効
水
量
）
※
２
 

7
30
 
m
3
 以
上
で
あ
る
こ
と

 

  
項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

復
水
タ
ン
ク
水
量
（
有
効
水
量
）
※
２
 

6
90
m
3
以
上
で
あ
る
こ
と
 

 

  
項

 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

復
水
タ
ン
ク
水
量
（
有
効
水
量
）
※
１
 

4
80

 m
3
 以
上
で
あ
る
こ
と
 

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
復
水
ピ
ッ
ト
は
、
重
大
事
故
等
対

処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
復
水
ピ
ッ
ト
水
量
（
有
効
水
量
）

を
確
認
す
る
場
合
は
、
第
９
０
条
（
表
９
０
－
１
４
）
の
運

転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

  ※
２
：
復
水
タ
ン
ク
水
量
（
有
効
水
量
）
を
確
認
す
る
場
合
は
、
第

8
3
条
（
表

8
3
－

1
4
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

※
１
：
復
水
タ
ン
ク
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

復
水
タ
ン
ク
水
量
（
有
効
水
量
）
を
確
認
す
る
場
合
は
、
第

８
５
条
（
表
８
５
－
１
４
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ａ
設
備
を
兼

ね
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
）
 

表
７
２
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
復
水
タ
ン
ク
の
水
量

が
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な
い
場

合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
代
替
水
源
で
あ
る

２
次
系
純
水
タ
ン
ク
等
の
水
量

が
復
水
タ
ン
ク
の
水
量
と
合
わ

せ
て
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

４
時
間

 

そ
の
後
の
 

１
２
時
間
に
１

回
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
復
水
タ
ン
ク
水
量

の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
さ
せ

る
。
 

７
日
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
（

蒸
気

発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使

用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
）
に
す

る
。
 

３
６
時
間
 

 
 

表
6
5
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
復
水
タ
ン
ク
の
水
量

が
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な
い
場

合
 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
代
替
水

源
で
あ
る
２
次
系
純
水
タ
ン
ク
等

の
水
量
が
復
水
タ
ン
ク
の
水
量
と

合
わ
せ
て
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

A
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
復
水
タ

ン
ク
水
量
の
運
転
上
の
制
限
を
満

足
さ
せ
る
。
 

４
時
間
 

そ
の
後
の

1
2
時
間
に

１
回
 

  ７
日
 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。

 

及
び
 

B
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

４
（

蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め

に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
）
に
す

る
。
 

12
時
間

 

  36
時
間

 

 
 

表
６
７
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
復
水
タ
ン
ク
の
水
量

が
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な
い
場

合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
代
替
水
源
で
あ
る
２

次
系
純
水
タ
ン
ク
等
の
水
量
が
復

水
タ
ン
ク
の
水
量
と
合
わ
せ
て
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

４
時
間
 

そ
の
後
の

 

１
２
時
間
に

１
回
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
復
水
タ
ン
ク
水
量
の

運
転
上
の
制
限
を
満
足
さ
せ
る
。
 

７
日
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間

 

B
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
（

蒸
気
発

生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用
さ

れ
て
い
な
い
場
合
）
に
す
る
。
 

３
６
時
間

 

 

 

（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
）
 

第
 
７
３

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉

補
機
冷
却
水
系
は
、
表
７
３
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制

限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

 

（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
）
 

第
6
6
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
補
機
冷

却
水
系
は
、
表

6
6
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

２
 
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

 

（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
）
 

第
 
６
８

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉

補
機
冷
却
水
系
は
、
表
６
８
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制

限
と
す
る
。

 

２
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

 

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施

錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ

て
い
な
い
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
流
路
中
の

弁
が
正
し
い

位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ

り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
流
路
中
の

弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ

て
い
な
い
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
流
路
中
の

弁
が
正
し
い

位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に

つ
い
て
は
放
射
性
機
器
冷
却
水

ポ
ン
プ
お
よ
び
非
放
射
性
機

器
冷
却
水
ポ
ン
プ
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
原
子

炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
、

お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
自
動
作
動

弁
が
正
し
い
位
置

に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の

結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
が

模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
、
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却

水
系
自
動
作
動

弁
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異

 

 
(
3
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水

系
自
動
作
動

弁
が
模
擬
信
号
に
よ
り
正
し
い
位
置
に
作
動
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
放
射
性
機
器
冷
却
水

ポ

ン
プ
、
非
放
射
性
機
器
冷
却
水

ポ
ン
プ
、
放
射
性
機
器
冷
却
水

冷
却
器
ま
た
は
非
放
射
性
機
器
冷
却
水
冷
却
器
、
３
号
炉
お
よ

び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
ま
た
は

原
子
炉
補
機
冷
却
水
冷
却
器
の
切
替
を
行
っ
た
場
合
、
切
替
の

際
に
操
作
し
た

弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
4
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に

お
い
て
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却

水
冷
却
器
の
切
替
を
行
っ
た
場
合
は
、
切
替
の
際
に
操
作
し
た

弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
の
切

替
を
行
っ
た
場
合
、
切
替
の
際
に
操
作
し
た

弁
が
正
し
い
位
置

に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
３
－

２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
が
第
１
項

で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場

合
、
表

6
6－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
６
８
－

２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

 

表
７
３
－
１
 

１
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
 

(
1
) 
放
射
性
機
器
冷
却
水
系
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
 

(
2
) 
非
放
射
性
機
器
冷
却
水
系
２
系
統
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
※
１
 
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

表
6
6
－
１
 

      
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
※
１
 

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

 
 

表
６
８
－
１

 

      
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
※
１
 

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

 

※
１
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
は
、
重
大

事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
が
動
作

不
能
時
は
、
第
９
０
条
（
表
９
０
－
７
）
の
運
転
上
の
制
限

も
確
認
す
る
。
 

 

※
１
：
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
Ａ
及
び
Ｂ
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ

ン
プ
）
が
動
作
不
能
時
は
、
第

8
3
条
（
表

8
3
－
７
）
の
運

転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

  

※
１
：
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね

る
。

 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表

８
５
－
７
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ａ
設
備
を
兼

ね
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
）
 

表
７
３
－
２
 

１
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
放
射
性
機
器
冷
却

水
系
１
系
統
が
動

作
不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

お
よ
び

 

１
０
日
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系
統
の
ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
※
２
。
 

４
時
間
 

そ
の
後
の
８
時
間

に
１
回

 

B
.
 
非
放
射
性
機
器
冷

却
水
系

1
系
統
が

動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

お
よ
び

 

１
０
日
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系
統
の
ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

４
時
間
 

そ
の
後
の
８
時
間

に
１
回

 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ

の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。 
５
６
時
間
 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
原
子
炉
補
機
冷
却

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

１
０
日
 

表
6
6
－
２
 

                
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
系

10
日
 

表
６
８
－
２

 

                
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
原
子
炉
補
機
冷
却

A
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

１
０
日
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

水
系
１
系
統
が
動

作
不
能
で
あ
る
場

合
 

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2
 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系
統
の

ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

４
時
間
 

そ
の
後
の
８
時
間

に
１
回
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。 

お
よ
び

 

１
２
時
間

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。 
５
６
時
間

 

 
 

系
１
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
残
り
の

系
統
の
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
２
。
 

   ４
時
間
 

そ
の
後
の

８
時
間
に

１
回

 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

５
に
す
る
。
 

12
時
間

 

  56
時
間

 

 

水
系
１
系
統
が
動

作
不
能
で
あ
る
場

合
 

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 当
直
課
長
は
、
残
り
の
系
統
の
ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
２
。

 

４
時
間

 

そ
の
後
の
８
時
間

に
１
回

 

B
.
 
条
件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

B
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

５
６
時
間
 

 

※
２
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
２
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
。
 

 

※
２
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
。

 

 

（
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
）

 

第
 
７
４

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉

補
機
冷
却
海
水
系
は
、
表
７
４
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の

制
限
と
す
る
。

 

２
．
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す

る
。

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施

錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ

て
い
な
い
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
の
流
路
中
の

弁
が
正
し

い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

（
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
）

 

第
6
7
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉
補
機
冷

却
海
水
系
は
、
表

6
7
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

２
 
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す

る
。

 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ

り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
の
流
路
中

の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

（
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
）

 

第
 
６
９

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
原
子
炉

補
機
冷
却
海
水
系
は
、
表
６
９
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の

制
限
と
す
る
。

 

２
．
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す

る
。

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ

て
い
な
い
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
の
流
路
中
の

弁
が
正
し

い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

          【
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異

 

 

 
(
2
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
海
水
ポ
ン
プ
が
模
擬

信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第

二
課
長
に
通
知
す
る
。
 

 

(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
海
水

ポ
ン
プ
が
模
擬
信
号

に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
、
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
自

動
作
動
弁
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
3
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
原
子
炉
補
機
冷
却
海

水
系
自
動
作
動

弁
が
模
擬
信
号
に
よ
り
正
し
い
位
置
に
作
動

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
海
水

ポ
ン
プ
が
模
擬
信
号

に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
、
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
自

動
作
動

弁
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

  

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

海
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
冷
却
器
の
切

替
を
行
っ
た
場
合
、
切
替
の
際
に
操
作
し
た

弁
が
正
し
い
位
置

に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
4
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に

お
い
て
、
海
水
ポ
ン
プ
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
水
冷
却
器
の
切

替
を
行
っ
た
場
合
は
、
切
替
の
際
に
操
作
し
た

弁
が
正
し
い
位

置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

海
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
の
切
替
を
行
っ

た
場
合
、
切
替
の
際
に
操
作
し
た

弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
４

－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
が
第
１

項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場

合
、
表

6
7－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
６
９

－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

表
７
４
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
※
１
 
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

表
6
7
－
１
 項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
※
１
 

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 
 

表
６
９
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
※
１
 
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

   【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

※
１
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
Ａ
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
は
、

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

※
１
：
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
（
Ａ
及
び
Ｂ
海
水

ポ
ン
プ
）
が
動

作
不
能
時
は
、
第

83
条
（
表

8
3
－
７
）
の
運
転
上
の
制
限

※
１
：
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
Ａ
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
が

動
作
不
能
時
は
、
第
９
０
条
（
表
９
０
－
７
）
の
運
転
上
の

制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

も
確
認
す
る
。
 

 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条
（
表

８
５
－
７
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ａ
設
備
を
兼

ね
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
）
 

表
７
４
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系

１
系
統
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
０
日
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系

統
の

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
２
。

 

４
時
間
 

そ
の
後
の
８
時
間

に
１
回
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

に
す
る
。
 

５
６
時
間

 

 

表
6
7
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
原
子
炉
補
機
冷
却

海
水
系
１
系
統
が

動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

及
び
 

A
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系

統
の
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
２
。

 

10
日
 

  ４
時
間
 

そ
の
後
の

８
時
間
に

１
回
 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

 

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

及
び
 

B
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

に
す
る
。
 

12
時
間

 

  56
時
間

 

 

表
６
９
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
. 
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水

系
１
系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
０
日
 

A
.2

 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系

統
の

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
２
。

 

４
時
間
 

そ
の
後
の
８
時
間
に

１
回

 

B
. 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

B
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

に
す
る
。
 

５
６
時
間
 

 

 

※
２
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
。
 

 

※
２
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
。
 

 

※
２
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
。

 

 

 

（
制
御
用
空
気
系
）
 

第
 
７
５

 条
 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
モ
ー
ド
１
、
２
、

３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
制
御
用
空
気
系
は
、
表
７
５
－
１
で
定

め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

（
制
御
用
空
気
系
）
 

第
6
8
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、
制
御
用
空
気
系

は
、
表

6
8－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

（
制
御
用
空
気
系
）
 

 

第
 
７
０

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
制
御
用

空
気
系
は
、
表
７
０
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

 

２
．
制
御
用
空
気
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
日
に
１
回
、
制
御
用
空
気
圧
力
を
確
認
す
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
制
御
用
空
気
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
５
－
３
の
措

置
を
講
じ
る
。

 

２
 
制
御
用
空
気
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に

お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
制
御
用
空
気
圧
力
を
確
認
す
る
。

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
制
御
用
空
気
系
が
第
１
項
で
定
め

る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

6
8

－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

２
．
制
御
用
空
気
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
日
に
１
回
、
制
御
用
空
気
圧
力
を
確
認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
制
御
用
空
気
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
０
－
３
の
措

置
を
講
じ
る
。

 

 

表
７
５
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

制
御
用
空
気
系
 

制
御
用
空
気
圧
力
が
表
７
５
－
２
で
定
め
る
制
限

値
内
に
あ
る
こ
と

 

 
 

表
6
8
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

制
御
用
空
気
系
 

制
御
用
空
気
圧
力
が
表

6
8－
２
で
定
め
る
制
限
値
内

に
あ
る
こ
と

 

 
 

表
７
０
－
１

 
項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

制
御
用
空
気
系

 
制
御
用
空
気
圧
力
が
表
７
０
－
２
で
定
め
る
制
限

値
内
に
あ
る
こ
と
 

 

 

表
７
５
－
２
 

項
 
目
 

制
 
限

 
値

 

制
御
用
空
気
圧
力
 

（
母
管
圧
力
）
 

0
.6
0 
MP
a[
g
ag
e
]
以
上
 

 
 

表
6
8
－
２
 

項
 
目
 

制
 
限
 
値
 

制
御
用
空
気
圧
力
 

0
.5

3
MP
a
[
ga

ge
]
以
上
 

 
 

表
７
０
－
２

 
項
 
目
 

制
 
限

 
値

 

制
御
用
空
気
圧
力
 

（
母
管
圧
力
）

 
0
.5
9
 
MP

a[
ga

ge
]以
上
 

 

 

表
７
５
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
制
御
用
空
気
圧
力
が
表
７
５

－
２
で
定
め
る
制
限
値
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

の
制
御
用
空
気
圧
力
を
制

限
値
内
に
回
復
さ
せ
る
。
 

１
時
間

 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

１
２
時
間
 

表
6
8
－
３
 条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
 制
御
用
空
気
圧
力
が
表

68

－
２
で
定
め
る
制
限
値
を

満
足
し
て
い
な
い
場
合
 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当

該
系
統
の
制
御
用
空
気
圧
力

を
制
限
値
内
に
回
復
さ
せ
る
｡
 

１
時
間
 

Ｂ
．

 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

1
2
時
間
 

表
７
０
－
３

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
. 
制
御
用
空
気
圧
力
が
表

７
０
－
２
で
定
め
る
制

限
値
を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
の
制
御
用

空
気
圧
力
を
制
限
値
内
に
回
復
さ
せ

る
。

 

１
時
間
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 
に
す
る
。

 

お
よ
び
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

に
す
る
。

 

５
６
時
間
 

 
 

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
に
す
る
。
 

  5
6
時
間
 

 
 

B
. 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

B
.2

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
５
６
時
間
 

 

（
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系
）
 

第
 
７
６

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
で
の
照
射
済
燃
料
移
動
中
に
お
い
て
、
中
央
制
御
室
非
常
用

循

環
系
は
、
表
７
６
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

（
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系
）

 

第
6
9
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
で
の

照
射
済
燃
料
移
動
中
に
お
い
て
、
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系
は
、

表
6
9
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

 

（
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系
）
 

第
 
７
１

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
で
の
照
射
済
燃
料
移
動
中
に
お
い
て
、
中
央
制
御
室
非
常
用

循

環
系
は
、
表
７
１
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

 

２
．
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す

る
。

 

(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
中
央
制
御
室
非
常

用
循
環
フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
が

表
７
６
－
２
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果

を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。
 

(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環

フ
ァ
ン
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
、
お
よ
び
自
動
作

動
ダ
ン
パ
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
お
よ
び
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
で
の
照
射
済
燃
料
移
動
中
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１

回
、
中
央
制
御
室
あ
た
り
２
台
以
上
の
中
央
制
御
室
非
常
用

循

環
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系
が
第
１
項
で
定
め

る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７

６
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
で
の

照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
燃

料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表

の
措
置
を
講
じ
る
。

 

２
 
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施

す
る
。

 

(
1
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
が
表

6
9
－
２
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発

電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

 

(
2
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ァ
ン
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
、
及
び
自
動

作
動

ダ
ン

パ
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
及
び
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
で
の
照
射
済
燃
料
移
動
中
に
お
い
て
、
１
か
月
に

１
回
、
中
央
制
御
室
当
た
り
２

台
以
上
の
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系
が
第

１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た

場
合
、
表

6
9
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
で
の
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

は
、
保
修
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
保
修
第
二
課

長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

２
．
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す

る
。

 

(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
中
央
制
御
室
非
常

用
循
環
フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
が

表
７
１
－
２
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果

を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環

フ
ァ
ン
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
、
お
よ
び
自
動
作

動
ダ
ン

パ
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
お
よ
び
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
で
の
照
射
済
燃
料
移
動
中
に
お
い
て
、
１
ヶ
月
に
１

回
、
２

台
の
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
、
フ

ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。

 

 ３
．
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系
が
第
１
項
で
定
め

る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７

１
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
で
の

照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
燃

料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表

の
措
置
を
講
じ
る
。

 

            【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
:
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ

ン
ト
の
た
め
、
中
央
制
御
室

あ
た
り
の

台
数
記
載
は
不

要
。
）
 

※
１
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
。
 

 

※
１
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
。
 

 

※
１
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
。

 

 

 

表
７
６
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系

※
２
 

中
央
制
御
室
あ
た
り
２
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と

 
 

表
6
9
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系

※
２
 

中
央
制
御
室
当
た
り
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
 

 

表
７
１
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系

※
２
 

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
は
、

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系
が

動
作
不
能
時
は
、
第
９
０
条
（
表
９
０
－
１
７
）
の
運
転
上

の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

※
２
：
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第

8
3
条

（
表

8
3
-
17
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

 

※
２
：
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を

兼
ね
る
。

 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条

（
表
８
５
－
１
７
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ａ
設
備
を
兼

ね
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
）
 

表
７
６
－
２
 

項
 
目
 

よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）

 

表
6
9
－
２
 項

 
目
 

よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）

 

表
７
１
－
２

 
項

 
目

 
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
 

フ
ィ
ル
タ

 
9
5
 %
 以
上

 

 
 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ィ
ル
タ
 

9
5
％
以
上
 

 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
 

フ
ィ
ル
タ
 

9
5 
%
 
以
上

 
 

表
７
６
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
動
作
可
能
な
中
央
制
御

室
非
常
用

循
環
系
が
１

系
統
で
あ
る
場
合

 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
動
作
不
能
と
な
っ

て
い
る
中
央
制
御
室
非
常
用

循

環
系
の
少
な
く
と
も
１
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

３
０
日
 

B
.
 
中
央
制
御
室
非
常
用

循

環
系
の
全
て
の
系
統
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
少
な
く
と
も
１
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
。
 

１
０
日
 

C
.
 モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ

び
４
に
お
い
て
、
条

件

Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

５
６
時
間
 

D
.
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
で

の
照
射
済
燃
料
移
動
中

に
お
い
て
、
条

件
Ａ
ま

た
は
Ｂ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

D
.1
 原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
で
の
照
射
済
燃
料
の
移

動
を
中
止
す
る
※
３
。

 

速
や
か
に
 

 

表
6
9
－
３
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

Ａ
．
動
作
可
能
な
中
央
制

御
室
非
常
用

循
環
系

が
１
系
統
で
あ
る
場

合
 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
動

作
不
能
と
な
っ
て
い
る
中
央

制
御
室
非
常
用
循
環
系
の
１

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

30
日
 

Ｂ
．
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系
の
全
て
の
系

統
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
少

な
く
と
も
１
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

10
日
 

Ｃ
．
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及

び
４
に
お
い
て
、
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

C
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

C
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間

 

  56
時
間

 

Ｄ
．
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

で
の
照
射
済
燃
料
移

動
中
に
お
い
て
、
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

D
.1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
で
の
照
射
済
燃
料

の
移
動
を
中
止
す
る
※
３
。
 

速
や
か
に
 

 

表
７
１
－
３

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

A
.
 
動
作
可
能
な
中
央
制
御

室
非
常
用

循
環
系
が
１
系

統
で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
動
作
不
能
と
な

っ
て
い
る
中
央
制
御
室
非
常
用

循

環
系
の
少
な
く
と
も
１
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

３
０
日
 

B
.
 
中
央
制
御
室
非
常
用

循

環
系
の
全
て
の
系
統
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
少
な
く
と
も
１

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
。
 

１
０
日
 

C
.
 モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ

び
４
に
お
い
て
、
条

件
Ａ

ま
た
は
Ｂ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な
い

場
合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。

 

お
よ
び
 

１
２
時
間

 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。

 

５
６
時
間

 

D
.
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
で

の
照
射
済
燃
料
移
動
中
に

お
い
て
、
条
件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

D
.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
で
の
照
射
済
燃
料
の
移

動
を
中
止
す
る
※
３
。

 

速
や
か
に

 

 

 

※
３
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

 

 

※
３
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。
 

 

※
３
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

 

 

 

（
安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
）

 

第
 
７
７

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
安
全
補

機
室
空
気
浄
化
系
は
、
表
７
７
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の

制
限
と
す
る
。

 

２
．
安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す

る
。

 

(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
号
炉
お
よ
び
２

号
炉
の
補
助
建
屋

E
L
 
4
.
9
 
m
 
お
よ
び
 
1
1.
3
 
m
 
よ
う
素
除
去

排
気
フ
ィ
ル
タ
お
よ
び
補
助
建
屋

E
L
 
2
3
.
8 

m
 
よ
う
素
除
去

排
気
フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
が
表

７
７
－
２
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を

発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

（
安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
）

 

第
7
0
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、
安
全
補
機
室
空

気
浄
化
系
は
、
表

7
0
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

２
 
安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号

を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
安
全
補
機
室
空
気
浄

化
系
フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
が
表

7
0
－
２
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発

電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

 

（
安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
）

 

第
 
７
２

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
安
全
補

機
室
空
気
浄
化
系
は
、
表
７
２
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の

制
限
と
す
る
。

 

２
．
安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す

る
。

 

(
1
)
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
補
助
建
屋
 
よ
う
素

除
去
排
気
フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）

が
表
７
２
－
２
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結

果
を
発
電
室
長
に
通
知
す
る
。

 

 

(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の

補
助
建
屋

E
L
 
4
.
9
 
m
 
お
よ
び

 
1
1
.
3
 
m
 
よ
う
素
除
去
排
気
フ

ァ
ン
お
よ
び
補
助
建
屋

E
L 

2
3
.
8
 
m
 
よ
う
素
除
去
排
気
フ
ァ

ン
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
、
お

よ
び
自
動
作
動

ダ
ン

パ
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
安
全
補
機
室
空
気
浄

化
フ
ァ
ン
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ

の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

 

(
3
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
安
全
補
機
室
空
気
浄

化
系
自
動
作
動

ダ
ン

パ
が
模
擬
信
号
に
よ
り
正
し
い
位
置
に

作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
2
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
補
助
建
屋
よ
う
素
除
去
排

気
フ
ァ
ン
が
模
擬
信
号
に
よ
り
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る

こ
と
、
お
よ
び
自
動
作
動

ダ
ン

パ
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 【
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異

 

(
3
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の

補
助
建
屋

E
L
 
4
.
9
 
m
 
お
よ
び

 
1
1
.
3
 
m
 
よ
う
素
除
去
排
気
フ

 
(
3
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
補
助
建
屋
よ
う
素
除
去
排

気
フ
ァ
ン
を
起
動
さ
せ
、
異
音
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

参考①-170



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

ァ
ン
お
よ
び
補
助
建
屋

E
L 

2
3
.
8
 
m
 
よ
う
素
除
去
排
気
フ
ァ

ン
を
起
動
さ
せ
、
異
音
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

(
4
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に

つ
い
て
は
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
を
起
動
さ
せ
、
安
全

補
機
室
内
の
圧
力
が
１
０
分
以
内
に
負
圧
に
な
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

(
4
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
安
全
補
機
室
空
気
浄

化
フ
ァ
ン
を
起
動
さ
せ
、
異
常
な
振
動
、
異
音
が
な
い
こ
と
、

及
び
安
全
補
機
室
内
の
圧
力
が

1
0
分
以
内
に
負
圧
に
な
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

(
5
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
ヶ
月
に
１
回
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
２

台
の

補
助
建
屋

E
L
 
4
.
9
 
m
 
お
よ
び

1
1
.
3
 
m
 
よ
う
素
除
去
排
気
フ

ァ
ン
お
よ
び
２
台
の
補
助
建
屋

E
L
 
2
3.
8
 
m
 
よ
う
素
除
去
排

気
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
１
。

 

(
5
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、

１
か
月
に
１
回
、
２

台
の
安
全
補
機
室
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
に
つ

い
て
、
フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
※
１
。

 

(
4
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
ヶ
月
に
１
回
、
２
台
の
補
助
建
屋
よ
う
素
除
去
排
気
フ
ァ
ン

に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
※
１
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
７

－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
が
第
１

項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た

場
合
、
表

7
0
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
２

－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

※
１
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
１
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

 

※
１
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

 

表
７
７
－
１
 

１
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
 

(
1
) 
補
助
建
屋

EL
 4
.9
 m
 お
よ
び
 1
1.
3 
m 
よ
う
素
除

去
排
気
系
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

(
2
)
 
補
助
建
屋

EL
 
23
.
8
 
m
 
よ
う
素
除
去
排
気
系
２
系

統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
 
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 
 

表
7
0
－
１
 

      
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
 

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 
 

表
７
２
－
１

 

      
項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
 

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

 

表
７
７
－
２
 

項
 
目
 

よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
 

補
助
建
屋

E
L 

4.
9 

m
 
お
よ
び
 

1
1
.3
 
m
 
よ
う
素
除
去
排
気
フ

ィ
ル
タ
 

9
5 
%
 以
上
 

補
助
建
屋

E
L 
23

.
8 
m
 よ
う
素

除
去
排
気
フ
ィ
ル
タ
 

9
5 
%
 以
上
 

 
 

表
7
0
－
２
 
項

 
目
 

よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
 

安
全
補
機
室
空
気
浄
化
系
フ
ィ
ル
タ
 

9
5％
以
上
 

 
 

表
７
２
－
２

 項
 
目
 

よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
 

補
助
建
屋
よ
う
素
除
去
排
気
フ
ィ
ル
タ
 

9
5 

%
 以
上

 
 

 

表
７
７
－
３
 

１
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
補
助
建
屋

EL
 
4.
9
 
m 

お
よ
び

1
1.
3
 
m
 
よ
う

素
除
去
排
気
系

1
系
統

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

お
よ
び

 

１
０
日
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系
統

 
の

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

４
時
間
 

そ
の
後
の
８
時

間
に
１
回
 

B
.
 
補
助
建
屋

E
L 

23
.
8 

m 

よ
う
素
除
去
排
気
系

1

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

１
０
日
 

表
7
0
－
３
 

        

表
７
２
－
３
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

系
統
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

お
よ
び

 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系
統

 
の

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

４
時
間
 

そ
の
後
の
８
時

間
に
１
回
 

C
.
 
補
助
建
屋

EL
 
4.
9
 
m 

お
よ
び

 1
1.

3
 m
 
よ
う

素
除
去
排
気
系
の
全

て
の
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

お
よ
び

 

７
２
時
間
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
安
全
補
機
室
に

設
置
さ
れ
て
い
る
機
器
に
異
常

な
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

２
４
時
間
 

そ
の
後
の
１
日

に
１
回
 

D
.
 
補
助
建
屋

E
L 

23
.
8 

m 

よ
う
素
除
去
排
気
系

の
全
て
の
系
統
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

D
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

お
よ
び

 

７
２
時
間
 

D
.2
 
当
直
課
長
は
、
安
全
補
機
室
に

設
置
さ
れ
て
い
る
機
器
に
異
常

な
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

２
４
時
間
 

そ
の
後
の
１
日

に
１
回
 

E
.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ま
た

は
Ｄ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

E
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

E
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。

 

５
６
時
間
 

表
７
７
－
３
（
続
き
）

 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
安
全
補
機
室
空
気
浄

化
系

1
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

お
よ
び

 

１
０
日
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系
統
の

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

４
時
間
 

そ
の
後
の
８
時

間
に
１
回
 

B
.
 
安
全
補
機
室
空
気
浄

化
系
の
全
て
の
系
統

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

お
よ
び

 

７
２
時
間
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
安
全
補
機
室
に

設
置
さ
れ
て
い
る
機
器
に
異
常

な
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

２
４
時
間
 

そ
の
後
の
１
日

に
１
回
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の

措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

５
６
時
間
 

 
 

                     
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
安
全
補
機
室
空
気

浄
化
系
１
系
統
が

動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

及
び
 

A
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
残
り
の
系

統
の
フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

10
日
 

  ４
時
間
 

そ
の
後
の

８
時
間
に

１
回

 

Ｂ
．
安
全
補
機
室
空
気

浄
化
系
の
全
て
の

系
統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

及
び
 

B
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
安
全
補
機

室
に
設
置
さ
れ
て
い
る
機
器
に
異
常

な
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

72
時
間

 

  24
時
間

 

そ
の
後
の

１
日
に
１

回
 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の

措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

 

C
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。

 

及
び
 

C
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

に
す
る
。

 

12
時
間

 

 56
時
間

 

 
 

                     
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
安
全
補
機
室
空
気
浄

化
系

1
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
０
日
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
残
り
の
系
統
の

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

４
時
間
 

そ
の
後
の
８
時

間
に
１
回
 

B
.
 
安
全
補
機
室
空
気
浄

化
系
の
全
て
の
系
統
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

お
よ
び
 

７
２
時
間
 

B
.2
 当
直
課
長
は
、
安
全
補
機
室
に

設
置
さ
れ
て
い
る
機
器
に
異
常

な
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

２
４
時
間
 

そ
の
後
の
１
日

に
１
回
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の

措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

C
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

C
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

５
６
時
間
 

 

（
外
部
電
源
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３

お
よ
び
４
－
）
 

第
 
７
８

 条
 
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
、
モ
ー
ド
１
、
２
、

３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
外
部
電
源
※
１
は
、
表
７
８
－
１
で
定
め

る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

 

 

～
規
定
な
し
～

 

 

～
規
定
な
し
～

 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
章
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
第
１
編
で
３
号

炉
の
み
で
あ
り
、
第
７
３
条

に
外
部
電
源
を
規
定
し
て
い

る
。
）
 

２
．
外
部
電
源
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
週
間
に
１
回
、
非
常
用
高
圧
母
線
に
電
力
供
給
可
能
な
外
部

電
源
２
系
列
以
上
の
電
圧
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

 ３
．
当
直
課
長
は
、
外
部
電
源
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
８
－
２
の
措
置
を

講
じ
る
。
 

 

 
 

 

※
１
：
外
部
電
源
と
は
、
電
力
系
統
ま
た
は
主
発
電
機
（
当
該
原
子

炉
の
主
発
電
機
を
除
く
）
か
ら
の
電
力
を
第
８
４
条
お
よ
び

第
８
５
条
で
要
求
さ
れ
る
非
常
用
高
圧
母
線
に
供
給
す
る

設
備
を
い
う
（
以
下
、
各
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

 
 

 

表
７
８
－
１
 

項
 

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

外
部
電
源
 

２
系
列
※
２
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
３
 

 

 
 

 

※
２
：
外
部
電
源
の
系
列
数
は
、
当
該
原
子
炉
に
対
す
る
個
々
の
非

常
用
高
圧
母
線
全
て
に
対
し
て
電
力
供
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
発
電
所
外
か
ら
の

送
電
線
の
回
線
数
と
主
発
電
機
数

の
合
計
数
と
す
る
（
以
下
、
各
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

※
３
：
送
電
線
事
故
の

瞬
停
時
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

 
 

 

表
７
８
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
動
作
可
能
な
外

部
電
源
が
１
系

列
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
動
作
可
能
な
外
部
電

源
に
つ
い
て
、
電
圧
が
確
立
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

４
時
間

 

そ
の
後
の
１
日

に
１
回

 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
動
作
不
能
と
な
っ
て

い
る
外
部
電
源
の
少
な
く
と
も
１
系

列
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

１
０
日

 

B
.
 
動
作
可
能
な
外

部
電
源
が
１
系

列
で
あ
る
場
合
 

お
よ
び
 

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

１
基
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
動
作
不
能
と
な
っ
て

い
る
外
部
電
源
１
系
列
ま
た
は
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
１
基
を
復
旧
す
る
。

 

１
２
時
間
 

C
.
 
全
て
の
外
部
電

源
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
動
作
不
能
と
な
っ
て

い
る
外
部
電
源
の
少
な
く
と
も
１
系

列
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

２
４
時
間
 

D
.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
ま
た

は
Ｃ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い

場
合

 

D
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

D
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 
５
６
時
間
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

 
 

 
 

（
外
部
電
源
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 
－
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ

び
照
射
済
燃
料
移
動
中
－
）
 

第
 
７
８

 
条
の
２

 
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
、
モ
ー
ド

５
、
６
お
よ
び
照
射
済
燃
料
移
動
中
に
お
い
て
、
外
部
電
源
は
、

表
７
８
の
２
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
外
部
電
源
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
照
射
済
燃
料
移
動
中

に
お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、
所
要
の
非
常
用
高
圧
母
線
に
電

力
供
給
が
可
能
な
外
部
電
源
１
系
列
以
上
の
電
圧
が
確
立
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
外
部
電
源
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
８
の
２
－
２
の
措

置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
は
、
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た

原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 

～
規
定
な
し
～

 

 

～
規
定
な
し
～

 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
章
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
第
１
編
で
３

号
炉
の
み
で
あ
り
、
第
７

３
条
に
外
部
電
源
を
規
定

し
て
い
る
。）

 

表
７
８
の
２
－
１

 
項

 
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

外
部
電
源

 
所
要
の
非
常
用
高
圧
母
線
に
電
力
供
給
が
可
能
な
外
部
電

源
１
系
列
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

 

 
 

 

※
１
：
送
電
線
事
故
の

瞬
停
時
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

 
 

 

表
７
８
の
２
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
全
て
の
外
部
電
源

が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
照
射
済
燃
料
の
移

動
を
中
止
す
る
※
２
。

 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う

素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中

止
す
る
。

 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
動
作
不
能
と
な
っ
て
い

る
外
部
電
源
の
少
な
く
と
も
１
系
列

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

 

 
 

 

※
２
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

 

 
 

 

（
外
部
電
源
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
））

 

第
７
８
条
の
３
 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、
４
、
５
、
６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を

貯
蔵
し
て
い
る
期
間
に
お
い
て
、
外
部
電
源
※
１
は
、
表
７
８
の
３

－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

 

（
外
部
電
源
）

 

第
7
1
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６
及
び
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
に
お
い
て
、
外
部
電
源
※
１

は
、
表

7
1
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

 

（
外
部
電
源
）

 

第
 
７
３

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６
お
よ
び
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
に
お
い
て
、
外
部

電
源
※
１
は
、
表
７
３
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

 

２
．
外
部
電
源
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

２
 
外
部
電
源
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

２
．
外
部
電
源
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

③
運
用
の
差
異
 

参考①-174



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６
お
よ
び

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
に
お

い
て
、
１
週
間
に
１
回
、
所
要
の
非
常
用
高
圧
母
線
に
電
力
供

給
可
能
な
外
部
電
源
３
回
線
以
上
の
電
圧
が
確
立
し
て
い
る

こ
と
、
お
よ
び
１
回
線
以
上
は
他
の
回
線
に
対
し
て
独
立
性
を

有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期

間
に
お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、
所
要
の
非
常
用
高
圧
母
線
に

電
力
供
給
可
能
な
外
部
電
源
３
回
線
以
上
の
電
圧
が
確
立
し

て
い
る
こ
と
、
及
び
１
回
線
以
上
は
他
の
回
線
に
対
し
て
独
立

性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６
お
よ
び

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
に
お

い
て
、
１
週
間
に
１
回
、
所
要
の
非
常
用
高
圧
母
線
に
電
力
供

給
可
能
な
外
部
電
源
２
回
線
以
上
の
電
圧
が
確
立
し
て
い
る

こ
と
、
お
よ
び
１
回
線
以
上
は
他
の
回
線
に
対
し
て
独
立
性
を

有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

（
美
浜
３
号
炉
は
、
単
独
プ

ラ
ン
ト
で
あ
る
た
め
、
複
合

プ
ラ
ン
ト
要
求
で
あ
る
３
回

線
以
上
に
は
該
当
し
な
い
た

め
、
独
立
性
を
確
保
す
る
２

回
線
以
上
と
す
る
。）
（
以
下
、

同
様
。
）
 

変
圧
器
１
次
側
に
お
い
て
１
相
開
放
を
検
知
し
た
場
合
、
故

障
箇
所
の
隔
離
ま
た
は
非
常
用
母
線
を
健
全
な
電
源
か
ら
受

電
で
き
る
よ
う
切
替
を
実
施
す
る
。
 

ま
た
、

N
o
.
1
予
備
変
圧
器
か
ら
所
内
負
荷
へ
給
電
時
は
、

7
7
k
V
送
電
線
の
電
流
値
を
確
認
す
る
。
 

 

   

な
お
、
予
備
変
圧
器
か
ら
所
内
負
荷
へ
給
電
時
は
、
2
2
0
k
V

予
備
電
源
線
の
電
流
値
を
確
認
す
る
。
 

 

変
圧
器
１
次
側
に
お
い
て
１
相
開
放
を
検
知
し
た
場
合
、
故
障

箇
所
の
隔
離
ま
た
は
非
常
用
母
線
を
健
全
な
電
源
か
ら
受
電
で

き
る
よ
う
切
替
を
実
施
す
る
。

 

ま
た
、
予
備
変
圧
器
か
ら
所
内
負
荷
へ
給
電
時
は
、
77

k
V
送
電

線
の
電
流
値
を
確
認
す
る
。

 

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
大
飯
の
審
査
時
に
お
け
る

Ｎ
Ｒ
Ａ
コ
メ
ン
ト
反
映
。
）
 

３
．
当
直
課
長
は
、
外
部
電
源
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
８
の
３
－
２
の
措

置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
は
、
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た

原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
外
部
電
源
が
第
１
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

7
1
－
２

の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
は
、
保
修
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受

け
た
保
修
第
二
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
外
部
電
源
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
３
－
２
の
措
置
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
必
要
が
あ

る
場
合
は
、
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
原
子

燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

※
１
：
外
部
電
源
と
は
、
電
力
系
統
か
ら
の
電
力
を
第
８
４
条
お
よ

び
第
８
５
条
で
要
求
さ
れ
る
非
常
用
高
圧
母
線
に
供
給
す

る
設
備
を
い
う
（
以
下
、
各
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

※
１
：
外
部
電
源
と
は
、
電
力
系
統
か
ら
の
電
力
を
第

77
条
及
び
第

7
8
条
で
要
求
さ
れ
る
非
常
用
高
圧
母
線
に
供
給
す
る
設
備

を
い
う
（
以
下
、
各
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

※
１
：
外
部
電
源
と
は
、
電
力
系
統
か
ら
の
電
力
を
第
７
９
条
お
よ

び
第
８
０
条
で
要
求
さ
れ
る
非
常
用
高
圧
母
線
に
供
給
す
る
設

備
を
い
う
（
以
下
、
各
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

 

表
７
８
の
３
－
１

 
項

 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

外
部
電
源

 

(
1)
 ３
回
線
※
２
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
３
 

(
2)
 (
1)
の
外
部
電
源
の
う
ち
、
１
回
線
以
上
は
他
の
回
線

に
対
し
て
独
立
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
※
４
※
５
 

 

表
7
1
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

外
部
電
源
 

(
1
)３
回
線
※
２
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
３
 

(
2
)(

1)
の
外
部
電
源
の
う
ち
、
１
回
線
以
上
は
他
の
回
線
に
対

し
て
独
立
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
※
４
※
５
 

 

表
７
３
－
１

 
項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

外
部
電
源

 

(
1)
 
２
回
線
※
２
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
３
 

(
2)
 
(
1
)の
外
部
電
源
の
う
ち
、
１
回
線
以
上
は
他
の
回
線

に
対
し
て
独
立
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
※
４
 

 

  

※
２
：
外
部
電
源
の
回
線
数
は
、
当
該
原
子
炉
に
対
す
る
個
々
の
非

常
用
高
圧
母
線
全
て
に
対
し
て
電
力
供
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
発
電
所
外
か
ら
の
送
電
線
の
回
線
数
と
す
る
（
以
下
、

各
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
３
：
送
電
線
事
故
の

瞬
停
時
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

※
２
：
外
部
電
源
の
回
線
数
は
、
当
該
原
子
炉
に
対
す
る

個
々
の
非

常
用
高
圧
母
線
全
て
に
対
し
て
電
力
供
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
発
電
所
外
か
ら
の

送
電
線
の
回
線
数
と
す
る
（
以
下
、
各

条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

※
３
：
送
電
線
事
故
の

瞬
停
時
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

※
２
：
外
部
電
源
の
回
線
数
は
、
当
該
原
子
炉
に
対
す
る

個
々
の

非
常
用
高
圧
母
線
全
て
に
対
し
て
電
力
供
給
す
る
こ
と
が

で
き
る
発
電
所
外
か
ら
の

送
電
線
の
回
線
数
と
す
る
（
以

下
、
各
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

※
３
：
送
電
線
事
故
の

瞬
停
時
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。 

 

※
４
：
独
立
性
を
有
す
る
と
は
、「

送
電
線
の
上
流
に
お
い
て
１
つ
の

変
電
所
ま
た
は
開

閉
所
の
み
に
連
系
し
な
い
こ
と
」
を
い

う
。
 

※
４
：
独
立
性
を
有
す
る
と
は
、「

送
電
線
の
上
流
に
お
い
て
１
つ
の

変
電
所
又
は
開

閉
所
の
み
に
連
系
し
な
い
こ
と
」
を
い
う
。
 

※
４
：
独
立
性
を
有
す
る
と
は
、
「

送
電
線
の
上
流
に
お
い
て
１
つ

の
変
電
所
ま
た
は
開

閉
所
の
み
に
連
系
し
な
い
こ
と
」
を

い
う
。

 

 

※
５
：
１
つ
の
変
電
所
ま
た
は
開
閉
所
の
ル
ー
ト
に
よ
り
供
給
ま
た

は
受
電
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
設
備
構
成
と
し
て
、

別
ル
ー
ト
で
連
系
が
可
能
な
状
態
で
あ
れ
ば
、
独
立
性
を
有

し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

※
５
：
１
つ
の
変
電
所
又
は
開

閉
所
の
ル
ー
ト
に
よ
り
供
給
し
て
い

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
設
備
構
成
と
し
て
、
別
ル
ー
ト
で
の

連
系
が
可
能
な
状
態
で
あ
れ
ば
、
独
立
性
を
有
し
て
い
る
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
１
回
線
が
北
陸

電
力
か
ら
の
受
電
あ
る
た

め
、
※
５
は
該
当
し
な
い
。
）
 

表
７
８
の
３
－
２

 
条

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
全
て
の
外
部
電
源
が

他
の
回
線
に
対
し
独

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
動
作
可
能
な
外
部

電
源
に
つ
い
て
、
電
圧
が
確
立
し
て

４
時
間
 

そ
の
後
の
１

表
7
1
－
２
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
全
て
の
外
部
電
源
が

他
の
回
線
に
対
し

A
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
動
作
可

能
な
外
部
電
源
に
つ
い
て
、
電
圧
が

４
時
間
 

そ
の
後
の

表
７
３
－
２

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

立
性
を
有
し
て
い
な

い
場
合
 

い
る
こ
と
お
よ
び
電
流
値
※
６
を
確

認
す
る
。

 

お
よ
び

 

日
に
１
回
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
動
作
可
能
な
外
部

電
源
の
少
な
く
と
も

1
回
線
以
上

を
他
の
回
線
に
対
し
て
独
立
性
を

有
し
て
い
る
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

３
０
日
 

B
.
 
動
作
可
能
な
外
部
電

源
が
２
回
線
で
あ
る

場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
動
作
可
能
な
外
部

電
源
に
つ
い
て
、
電
圧
が
確
立
し
て

い
る
こ
と
お
よ
び
電
流
値
※
６
を
確

認
す
る
。

 

お
よ
び

 

４
時
間
 

そ
の
後
の
１

日
に
１
回
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
動
作
不
能
と
な
っ

て
い
る
外
部
電
源
の
少
な
く
と
も

１
回
線
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

３
０
日
 

C
.
 
動
作
可
能
な
外
部
電

源
が
２
回
線
で
あ
る

場
合

 

お
よ
び
 

全
て
の
外
部
電
源
が
他
の

回
線
に
対
し
て
独
立
性
を

有
し
て
い
な
い
場
合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
動
作
可
能
な
外
部

電
源
に
つ
い
て
、
電
圧
が
確
立
し
て

い
る
こ
と
お
よ
び
電
流
値
※
６
を
確

認
す
る
。

 

お
よ
び

 

４
時
間
 

そ
の
後
の
１

日
に
１
回
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
動
作
可
能
な
外
部

電
源
の
少
な
く
と
も
１
回
線
以
上

を
他
の
回
線
に
対
し
独
立
性
を
有

し
て
い
る
状
態
に
復

旧
す
る
。
ま
た

は
、
動
作
不
能
と
な
っ
て
い
る
外
部

電
源
の
少
な
く
と
も
１
回
線
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

２
０
日
 

D
.
 
動
作
可
能
な
外
部
電

源
が
１
回
線
で
あ
る

場
合

 

D
.1
 
当
直
課
長
は
、
動
作
可
能
な
外
部

電
源
に
つ
い
て
、
電
圧
が
確
立
し
て

い
る
こ
と
を
お
よ
び
電
流
値
※
６
確

認
す
る
。

 

お
よ
び

 

４
時
間
 

そ
の
後
の
１

日
に
１
回
 

D
.2
 
当
直
課
長
は
、
動
作
不
能
と
な
っ

て
い
る
外
部
電
源
の
少
な
く
と
も

１
回
線
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

１
０
日
 

表
７
８
の
３
－
２
（
続
き
）
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

E
.
 
動
作
可
能
な
外
部
電

源
が
１
回
線
で
あ
る

場
合

 

お
よ
び
 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１
基

が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

※
７
 

E
.1
 
当
直
課
長
は
、
動
作
不
能
と
な
っ

て
い
る
外
部
電
源
１
回
線
ま
た
は

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
を
復

旧

す
る
。
※
７
 

１
２
時
間
 

F
.
 
全
て
の
外
部
電
源
が

動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

F
.1
 
当
直
課
長
は
、
動
作
不
能
と
な
っ

て
い
る
外
部
電
源
の
少
な
く
と
も

１
回
線
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

２
４
時
間
 

G
.
 モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お

よ
び
４
に
お
い
て
、
条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、

Ｅ
ま
た
は

Ｆ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

G
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

G
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。 
５
６
時
間
 

独
立
性
を
有
し
て

い
な
い
場
合
 

確
立
し
て
い
る
こ
と
及
び
電
流
値

※
６
を
確
認
す
る
。

 

及
び
 

A
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
動
作
可

能
な
外
部
電
源
の
少
な
く
と
も
１

回
線
以
上
を
他
の
回
線
に
対
し
て

独
立
性
を
有
し
て
い
る
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

１
日

 

に
１
回
 

 30
日
 

Ｂ
．
動
作
可
能
な
外
部
電

源
が
２
回
線
で
あ

る
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
動
作
可

能
な
外
部
電
源
に
つ
い
て
、
電
圧
が

確
立
し
て
い
る
こ
と
及
び
電
流
値

※
６
を
確
認
す
る
。

 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
動
作
不

能
と
な
っ
て
い
る
外
部
電
源
の
少

な
く
と
も
１
回
線
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

そ
の
後
の

１
日
に
１

回
 

 30
日
 

Ｃ
．
動
作
可
能
な
外
部
電

源
が
２
回
線
で
あ

る
場
合
 

及
び
 全
て
の
外
部
電
源

が
他
の
回
線
に
対

し
独
立
性
を
有
し

て
い
な
い
場
合
 

 

C
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
動
作
可

能
な
外
部
電
源
に
つ
い
て
、
電
圧
が

確
立
し
て
い
る
こ
と
及
び
電
流
値

※
６
を
確
認
す
る
。

 

及
び
 

C
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
動
作
可

能
な
外
部
電
源
の
少
な
く
と
も
１

回
線
以
上
を
他
の
回
線
に
対
し
独

立
性
を
有
し
て
い
る
状
態
に
復

旧

す
る
。
又
は
、
動
作
不
能
と
な
っ
て

い
る
外
部
電
源
の
少
な
く
と
も
１

回
線
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
。

 

４
時
間
 

そ
の
後
の

１
日
に
１

回
 

 20
日
 

Ｄ
．
動
作
可
能
な
外
部
電

源
が
１
回
線
で
あ

る
場
合
 

D
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
動
作
可

能
な
外
部
電
源
に
つ
い
て
、
電
圧
が

確
立
し
て
い
る
こ
と
及
び
電
流
値

※
６
を
確
認
す
る
。

 

及
び
 

D
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
動
作
不

能
と
な
っ
て
い
る
外
部
電
源
の
少

な
く
と
も
１
回
線
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

そ
の
後
の

１
日
に
１

回
 

 10
日
 

Ｅ
．
動
作
可
能
な
外
部
電

源
が
１
回
線
で
あ

る
場
合
 

及
び
 デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電

機
１
基
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
※
７
 

E
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
動
作
不

能
と
な
っ
て
い
る
外
部
電
源
１
回

線
又
は
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基

を
復
旧
す
る
。

 

12
時
間

 

Ｆ
．
全
て
の
外
部
電
源
が

動
作
不
能
で
あ
る

場
合
 

F
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
動
作
不

能
と
な
っ
て
い
る
外
部
電
源
の
少

な
く
と
も
１
回
線
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

24
時
間

 

表
7
1
－
２
（
続
き
）

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ｇ
．
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及

び
４
に
お
い
て
、
条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、

Ｅ
又
は

Ｆ
の
措
置
を

G
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

及
び
 

G
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

12
時
間

 

 56
時
間

 

A
. 
全
て
の
外
部
電
源
が
他
の

回
線
に
対
し
独
立
性
を
有

し
て
い
な
い
場
合

 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
動
作
可
能
な
外

部
電
源
に
つ
い
て
、
電
圧
が
確
立

し
て
い
る
こ
と
お
よ
び
電
流
値
※

５
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

４
時
間
 

そ
の
後
の
１
日

に
１
回
 

A
.2

 
当
直
課
長
は
、
動
作
可
能
な
外

部
電
源
の
少
な
く
と
も

1
回
線
以

上
を
他
の
回
線
に
対
し
て
独
立
性

を
有
し
て
い
る
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

３
０
日
 

B
. 
動
作
可
能
な
外
部
電
源
が

１
回
線
で
あ
る
場
合
 

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
動
作
可
能
な
外

部
電
源
に
つ
い
て
、
電
圧
が
確
立

し
て
い
る
こ
と
お
よ
び
電
流
値
※

５
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

４
時
間
 

そ
の
後
の
１
日

に
１
回
 

B
.2

 
当
直
課
長
は
、
動
作
不
能
と
な

っ
て
い
る
外
部
電
源
の
少
な
く
と

も
１
回
線
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

１
０
日
 

C
. 
動
作
可
能
な
外
部
電
源
が

１
回
線
で
あ
る
場
合
 

お
よ
び

 

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基

が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

※
６
 

C
.1

 
当
直
課
長
は
、
動
作
不
能
と
な

っ
て
い
る
外
部
電
源
１
回
線
ま
た

は
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
を
復

旧
す
る
※
６
。

 

１
２
時
間

 

D
. 
全
て
の
外
部
電
源
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

D
.1

 
当
直
課
長
は
、
動
作
不
能
と
な

っ
て
い
る
外
部
電
源
の
少
な
く
と

も
１
回
線
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

２
４
時
間

 

E
. 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ

び
４
に
お
い
て
、
条
件
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
ま
た
は
Ｄ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

E
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間

 

E
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

５
６
時
間

 

F
. 
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料

体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間

に
お
い
て
、
条
件
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
ま
た
は
Ｄ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

F
.1

 
原
子
燃
料
課
長
は
、
照
射
済
燃

料
移
動
中
の
場
合
は
、
照
射
済
燃

料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
７
。

 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

F
.2

 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中

の
ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作

を
全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

F
.3

 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
水

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

速
や
か
に
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

H
.
 モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体
を
貯
蔵
し

て
い
る
期
間
に
お
い

て
、
条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、

Ｄ
、
Ｅ
ま
た
は
Ｆ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

H
.1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
照
射
済
燃
料

移
動
中
の
場
合
は
、
照
射
済
燃
料
の

移
動
を
中
止
す
る
。
※
８
 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

H
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を

全
て
中
止
す
る
。

 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

H
.3
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
水
抜

き
を
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に
 

 

完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

５
に
す
る
。
 

Ｈ
．
モ
ー
ド
５
、
６
及
び
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に

燃
料
体
を
貯
蔵
し
て

い
る
期
間
に
お
い

て
、
条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、

Ｄ
、

Ｅ
又
は

Ｆ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

H
.1

 
保
修
第
二
課
長
は
、
照
射
済
燃
料
移

動
中
の
場
合
は
、
照
射
済
燃
料
の

移
動
を
中
止
す
る
※
８
。
 

及
び
 

H
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷

却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す

る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

及
び
 

H
.3

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷

却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

 

※
６
：
電
流
値
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
7
7
k
V
送
電
線
の
電
流
値
を
確

認
す
る
。
（

N
o
.
1
予
備
変
圧
器
か
ら
所
内
負
荷
へ
給
電
時
）

 

※
７
：
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
以
外
に
お
い
て
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
は
、
非
常
用
発
電
機
１
基
を
含
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
非
常
用
発
電
機
と
は
、
所
要
の
電
力
供
給
が
可
能

な
も
の
を
い
う
。
 

※
８
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。
 

 

※
６
：
電
流
値
の
確
認
に
つ
い
て
は
、

22
0
k
V
予
備
電
源
線
の
電
流

値
を
確
認
す
る
。（
予
備
変
圧
器
か
ら
所
内
負
荷
へ
給
電
時
）
 

※
７
：
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
以
外
に
お
い
て
は
、
デ
ィ
ー

ゼ

ル
発
電
機
に
は
、
非
常
用
発
電
機
１
基
を
含
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
非
常
用
発
電
機
と
は
、
所
要
の
電
力
供
給
が
可
能
な

も
の
を
い
う
。
 

※
８
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。
 

 

※
５
：
電
流
値
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
7
7
k
V
送
電
線
の
電
流
値
を
確

認
す
る
。
（
予
備
変
圧
器
か
ら
所
内
負
荷
へ
給
電
時
）

 

※
６
：
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
以
外
に
お
い
て
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
は
、
非
常
用
発
電
機
１
基
を
含
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
非
常
用
発
電
機
と
は
、
所
要
の
電
力
供
給
が
可
能

な
も
の
を
い
う
。

 

※
７
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

 

 

（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
－
）
 

第
 
７
９

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
は
、
表
７
９
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限

と
す
る
。
 

（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
－
）
 

第
7
2
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発

電
機
は
、
表

7
2
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
－
）

 

第
 
７
４

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
は
、
表
７
４
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限

と
す
る
。
 

 

２
．
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
次
の
事
項
を
確
認
す
る
。
 

２
 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
次
の
事
項
を
確
認
し
、

そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

 

２
．
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
次
の
事
項
を
確
認
す
る
。
 

  【
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異

 

(
a
)
 
模
擬
信
号
に
よ
り
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
起
動
し
、
１
号

炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
１
０

秒
以
内
、
３
号
炉
お
よ

び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
１
２

秒
以
内
に
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電

機
の
電
圧
が
確
立
す
る
こ
と
。
 

ア
 
模
擬
信
号
に
よ
り
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
起
動
し
、
1
2
秒

以
内
に
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
電
圧
が
確
立
す
る
こ
と
。
 

(
a
)
 
模
擬
信
号
に
よ
り
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
起
動
し
、
１
０

秒
以
内
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
電
圧
が
確
立
す
る
こ
と
。
 

 

(
b
)
 
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
電
源
を
求
め
る
機
器
が
、
母
線
電

圧
確
立
か
ら
所
定
の
時
間
内
に
所
定
の
シ
ー
ケ
ン
ス
に
従

っ
て
順
次
負
荷
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
 

イ
 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
電
源
を
求
め
る
機
器
が
、
母
線
電

圧
確
立
か
ら
所
定
の
時
間
内
に
所
定
の
シ
ー
ケ
ン
ス
に
従
っ

て
順
次
負
荷
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

(
b
)
 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
電
源
を
求
め
る
機
器
が
、
母
線
電

圧
確
立
か
ら
所
定
の
時
間
内
に
所
定
の
シ
ー
ケ
ン
ス
に
従

っ
て
順
次
負
荷
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 

(
c
)
 
(
b
)
に
お
け
る
所
定
負
荷
の
も
と
に
お
い
て
、
デ
ィ
ー

ゼ

ル
発
電
機
が
電
圧

 
6
,
9
0
0
±
3
4
5
 
V
 
お
よ
び
周
波
数

 
6
0±

3
 
H
z
 
で
運
転
可
能
で
あ
る
こ
と
。
 

ウ
 
イ
に
お
け
る
所
定
負
荷
の
も
と
に
お
い
て
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電
機
が
電
圧

6
,9
0
0
±

34
5
 
V
及
び
周
波
数

6
0
±
3 

Hz
で

運
転
可
能
で
あ
る
こ
と
。

 

(
c
)
 
(
b
)
に
お
け
る
所
定
負
荷
の
も
と
に
お
い
て
、
デ
ィ
ー

ゼ

ル
発
電
機
が
電
圧

 6
,
9
0
0±

3
4
5
 V
 お
よ
び
周
波
数
 
6
0
±

3
 

H
z
 
で
運
転
可
能
で
あ
る
こ
と
。
 

 

 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
ヶ
月
に
１
回
、
２
基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
つ
い
て
、
待

機
状
態
か
ら
起
動
し
、
無
負
荷
運
転
時
の
電
圧
が

 

6
,
9
0
0
±

3
45
 
V
 
お
よ
び
周
波
数
が

 
6
0±

3
 
H
z
 
で
あ
る
こ
と

な
ら
び
に
引
き
続
き
非
常
用
高
圧
母
線
に
並
列
し
て
定
格
出

力
で
運
転
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

(
2
)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、

１
か
月
に
１
回
、
２
基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
つ
い
て
、
待

機
状
態
か
ら
起
動
し
、
無
負
荷
運
転
時
の
電
圧
が

6
,9
0
0±

3
4
5
 

V
及
び
周
波
数
が

6
0
±
3 

Hz
で
あ
る
こ
と
並
び
に
引
き
続
き

非
常
用
高
圧
母
線
に
並
列
し
て
定
格
出
力
で
運
転
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
ヶ
月
に
１
回
、
２
基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
つ
い
て
、
待

機
状
態
か
ら
起
動
し
、
無
負
荷
運
転
時
の
電
圧
が
 

6
,
9
0
0
±

3
45
 
V
 
お
よ
び
周
波
数
が

 
6
0±

3
 
H
z
 
で
あ
る
こ
と

な
ら
び
に
引
き
続
き
非
常
用
高
圧
母
線
に
並
列
し
て
定
格
出

力
で
運
転
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

１
ヶ
月
に
１
回
、
燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
※
１
の
貯

油
量
を
確

認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
９
－
３

の
措
置
を
講
じ
る
。

 

お
い
て
、
１
か
月
に
１
回
、
燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
貯
油
量

を
確
認
す
る
。
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
第
１
項
で

定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、

表
7
2
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
、
燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
の
貯

油
量
を
確
認

す
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
９
－
３

の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

※
１
：
燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
と
は
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に

つ
い
て
は
燃
料
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉

に
つ
い
て
は
燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
を
い
う
（
以
下
、
本

条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

 
 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ

ン
ト
で
あ
る
た
め
注
記
不

要
。
）
 

表
７
９
－
１
 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
※
２
 

(
1)
 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
２
基
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
※
３
 

(
2)
 
燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
の
貯
油
量
が
表
７
９
－

２
に
定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と
※
４
 

 

表
7
2
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

※
１
※
２
 

(
1)
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
基
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
３
 

(
2)
燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
の
貯

油
量
が
表

72
－
２
に
定
め

る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と
※
４
 

 

表
７
４
－
１

 
項

 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
※
１
 

(
1)

 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
２
基
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
※
２
 

(
2)

 
燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
の
貯

油
量
が
表
７
４

－
２
に
定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と
※
３
 

 

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
は
、
重
大
事

故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
動
作
不

能
時
は
、
第
９
０
条
（
表
９
０
－
１
５
）
の
運
転
上
の
制
限

も
確
認
す
る
。
 

 

※
１
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

 ※
２
：
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
動
作
不
能
時
は
、
第

83
条
（
表

8
3
-

1
5
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

 

※
１
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
上
流
文
章
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ

ン
ト
の
た
め
、
他
号
機
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
か
ら
の
号
機

間
融
通
は
Ｓ
Ａ
手
段
と
し
て

い
な
い
。
）

 

※
３
：
予
備
潤
滑
運
転
（
タ
ー
ニ
ン
グ
、
エ
ア
ラ
ン
）
を
行
う
場
合
、

運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
３
：
予
備
潤
滑
運
転
（
タ
ー
ニ
ン
グ
、
エ
ア
ラ
ン
）
を
行
う
場
合
、

運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
２
：
予
備
潤
滑
運
転
（
タ
ー
ニ
ン
グ
、
エ
ア
ラ
ン
）
を
行
う
場
合
、

運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

 

※
４
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
運
転
中
お
よ
び
運
転
終
了
後
の
２
４

時
間
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

 

※
４
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
運
転
中
及
び
運
転
終
了
後
の

2
4
時

間
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

※
３
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
運
転
中
お
よ
び
運
転
終
了
後
の
２

４
時
間
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

表
７
９
－
２
 

項
 
目

 
制
 
限

 
値
 

１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
貯

油
量
（
保
有

油
量
）

 
0
.
88
 m

3
 以
上

 
0
.9
5
 
m
3  
以
上
 

 
 

表
7
2
－
２
 項

 
目
 

制
  

 
限
  

 値
 

燃
料
油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
貯
油
量
 

（
保
有

油
量
）
 

9
50

  
以
上

 

 
 

表
７
４
－
２

 
項

 
目
 

制
 
限

 
値
 

燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
貯
油
量
（
保
有
油
量
）
 

0
.6

6
 m

3  
以
上
 

 

 

表
７
９
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１

基
が
動
作
不
能
※
５
で
あ

る
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
デ
ィ
ー

ゼ

ル
発
電
機
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
。

 

お
よ
び
 

１
０
日
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起
動
（
無
負
荷

運
転
）
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

４
時
間
 

そ
の
後
の
１

日
に
１
回

 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
運
転
状
態
（
負

荷
運
転
）
に
す
る
。

 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

表
7
2
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

 

１
基
が
動
作
不
能
※
５
で
あ

る
場
合
 

A
.1

 
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
残
り
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
起
動
（
無
負

荷
運
転
）
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

10
日
 

   ４
時
間
 

そ
の
後
の

１
日
に
１

回
 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
残
り
の

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
運
転
状
態

（
負
荷
運
転
）
に
す
る
。

 

及
び
 

速
や
か
に
 

   

表
７
４
－
３

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電

機
１
基
が
動
作
不
能

※
４
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
０
日
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
を
起
動
（
無
負
荷
運
転
）

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

４
時
間
 

そ
の
後
の
１
日

に
１
回
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
を
運
転
状
態
（
負
荷
運

転
）
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
当
該
デ
ィ
ー

ゼ

ル
発
電
機
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
。

 

３
０
日
 

C
.
 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１

基
が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

お
よ
び
 

動
作
可
能
な
外
部
電
源
が
１

系
列
で
あ
る
場
合

 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
動
作
不
能
と
な

っ
て
い
る
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

１
基
ま
た
は
外
部
電
源
１
系
列

を
復

旧
す
る
。

 

１
２
時
間

 

D
.
 
条

件
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

D
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間

 

D
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

５
６
時
間

 

 

B
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
デ

ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復

旧
す
る
。
 

30
日
 

Ｃ
．
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

１
基
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

及
び
 

動
作
可
能
な
外
部
電
源
が

１
回
線
で
あ
る
場
合
 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
動
作
不

能
と
な
っ
て
い
る
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発

電
機
１
基
又
は
外
部
電
源
１
回
線

を
復

旧
す
る
。
 

12
時
間

 

Ｄ
．
条

件
Ｂ
又
は
Ｃ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

D
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

及
び
 

D
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

５
に
す
る
。
 

12
時
間

 

  56
時
間

 

 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
当
該
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

３
０
日
 

C
.
 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電

機
１
基
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

お
よ
び

 

動
作
可
能
な
外
部
電

源
が
１
回
線
で
あ
る

場
合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
動
作
不
能
と
な
っ

て
い
る
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基

ま
た
は
外
部
電
源
１
回
線
を
復

旧

す
る
。
 

１
２
時
間
 

D
.
 
条

件
Ｂ
ま
た
は
Ｃ

の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い

場
合
 

D
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

D
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

５
６
時
間
 

 

    【
大
飯
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

※
５
：
燃
料
油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
の
貯

油
量
（
保
有

油
量
）
が
制
限

値
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
を
含
む
（
以
下
、
本
条
に
お
い

て
同
じ
）
。

 

 

※
５
：
燃
料
油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
の
貯
油
量
（
保
有

油
量
）
が
制
限

値
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
を
含
む
（
以
下
、
本
条
に
お
い

て
同
じ
）
。

 

 

※
４
：
燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
の
貯

油
量
（
保
有

油
量
）
が
制
限

値
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
を
含
む
（
以
下
、
本
条
に
お
い

て
同
じ
）
。
 

 

（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
以
外
－
）
 

第
 
８
０

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
以
外
に
お
い
て
、
デ

ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
は
、
表
８
０
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の

制
限
と
す
る
。

 

２
．
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
以
外
に
お
い

て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
つ
い
て
以
下
の

事
項
を
実
施
す
る
。
 

(
a
)
 
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
待
機
状
態
か
ら
起
動
し
、
無
負
荷

運
転
時
の
電
圧
が

 
6
,
9
0
0
±
3
4
5
 
V
 
お
よ
び
周
波
数
が

 
6
0

±
3
 
H
z
 
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
b
)
 
燃
料
油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
※
１
の
貯

油
量
を
確
認
す
る
。

 

（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
以
外
－
）
 

第
7
3
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
以
外
に
お
い
て
、
デ
ィ
ー

ゼ

ル
発
電
機
は
、
表

7
3
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

２
 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
以
外
に
お
い
て
、
１
か
月
に
１

回
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
つ
い
て
以
下
の
事
項
を
実
施
す

る
。
 

ア
 
発
電
第
二
課
長
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
待
機
状
態
か

ら
起
動
し
、
無
負
荷
運
転
時
の
電
圧
が

6
,
9
0
0
±

3
4
5 
V
及
び

周
波
数
が

6
0
±

3
 H
z
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

イ
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
貯

油
量
を
確
認
す
る
。
 

（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
以
外
－
） 

第
 
７
５

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
以
外
に
お
い
て
、
デ

ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
は
、
表
７
５
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の

制
限
と
す
る
。

 

２
．
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
以
外
に
お
い

て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
つ
い
て
以
下
の

事
項
を
実
施
す
る
。
 

(
a
)
 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
待
機
状
態
か
ら
起
動
し
、
無
負
荷

運
転
時
の
電
圧
が

 
6,
9
0
0±

3
4
5
 
V
 
お
よ
び
周
波
数
が

 

6
0
±

3
 
H
z
 
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
b
)
 
燃
料
油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
の
貯

油
量
を
確
認
す
る
。

 

          

３
．
当
直
課
長
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
０
－
３

の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受

け
た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
第
１
項
で

定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、

表
7
3
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
照
射
済
燃
料
の
移
動
を

中
止
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
保
修
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

通
知
を
受
け
た
保
修
第
二
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
５
－
３

の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受

け
た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

※
１
：
燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
と
は
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に

つ
い
て
は
燃
料
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉

に
つ
い
て
は
燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
を
い
う
（
以
下
、
本

条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

 
 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ

ン
ト
で
あ
る
た
め
注
記
不

要
。
）
 

表
８
０
－
１
 

項
 

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
※

２
 

(
1)
 
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
基
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
３

※
４
 

(
2)
 
(1
)
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
対
応
す
る
燃
料

油
サ
ー

表
7
3
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
※

１
※
２
 

(
1)
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
２
基
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
３

※
４
 

(
2)

(
1)
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
対
応
す
る
燃
料

油
サ
ー
ビ

表
７
５
－
１

 
項

 
 
目

 
運
転
上
の
制
限
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

ビ
ス
タ
ン
ク
の
貯

油
量
が
表
８
０
－
２
に
定
め
る
制
限

値
内
に
あ
る
こ
と
※
５
 

 

ス
タ
ン
ク
の
貯
油
量
が
表

7
3－
２
に
定
め
る
制
限
値
内

に
あ
る
こ
と
※
５
 

 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
※
１
 

(
1)

 
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
基
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
※
２
※
３
 

(
2)

 
(
1
)
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
対
応
す
る
燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
の
貯
油
量
が
表
７
５
－
２
に

定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と
※
４
 

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
は
、
重
大
事

故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
動
作
不

能
時
は
、
第
９
０
条
（
表
９
０
－
１
５
）
の
運
転
上
の
制
限

も
確
認
す
る
。
 

※
１
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

 ※
２
：
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
動
作
不
能
時
は
、
第

83
条
（
表

8
3
-

1
5
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
１
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
上
流
文
章
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ

ン
ト
の
た
め
、
他
号
機
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
か
ら
の
号
機

間
融
通
は
Ｓ
Ａ
手
段
と
し
て

い
な
い
。
）

 

※
３
：
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
予
備
潤
滑
運
転
（
タ
ー
ニ
ン
グ
、
エ

ア
ラ
ン
）
を
行
う
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

※
４
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
は
、
非
常
用
発
電
機
１
基
を
含
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
非
常
用
発
電
機
と
は
、
所
要
の
電
力
供
給

が
可
能
な
も
の
を
い
う
。
な
お
、
非
常
用
発
電
機
は
複
数
の

号
炉
で
共
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
５
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
運
転
中
お
よ
び
運
転
終
了
後
の
２
４

時
間
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

※
３
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
予
備
潤
滑
運
転
（
タ
ー
ニ
ン
グ
、
エ

ア
ラ
ン
）
を
行
う
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
４
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
は
、
非
常
用
発
電
機
１
基
を
含
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
非
常
用
発
電
機
と
は
、
所
要
の
電
力
供
給

が
可
能
な
も
の
を
い
う
。
な
お
、
非
常
用
発
電
機
は
複
数
の

号
炉
で
共
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

※
５
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
運
転
中
及
び
運
転
終
了
後
の

2
4
時

間
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

※
２
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
予
備
潤
滑
運
転
（
タ
ー
ニ
ン
グ
、
エ

ア
ラ
ン
）
を
行
う
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

※
３
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
は
、
非
常
用
発
電
機
１
基
を
含
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
非
常
用
発
電
機
と
は
、
所
要
の
電
力
供
給

が
可
能
な
も
の
を
い
う
。
な
お
、
非
常
用
発
電
機
は
複
数
の

号
炉
で
共
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
４
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
運
転
中
お
よ
び
運
転
終
了
後
の
２
４

時
間
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

 

 

表
８
０
－
２
 

項
 
目
 

制
 
限

 
値
 

１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
貯

油
量
（
保
有
油
量
）

 
0
.
88
 m

3
 以
上

 
0
.9
5
 m

3  
以
上
 

 
 

表
7
3
－
２
 項
 
目
 

制
  

 限
  
 値

 

燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
貯

油
量
 

（
保
有

油
量
）
 

9
50
ℓ
 以
上
 

 
 

７
５
－
２
 項

 
目
 

制
 
限

 
値
 

燃
料
油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
貯

油
量

（
保
有

油
量
）

 
0
.6

6
 m

3  
以
上
 

 

 

表
８
０
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

２
基
お
よ
び
非
常
用

発
電
機
１
基
の
う

ち
、
２
基
以
上
が
動

作
不
能
※
６
で
あ
る

場
合

 

A
.1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
照
射
済
燃
料
の

移
動
を
中
止
す
る
※
７
。

 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ

う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て

中
止
す
る
。

 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.3
当
直
課
長
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
２

基
お
よ
び
非
常
用
発
電
機
１
基
の
う

ち
、
少
な
く
と
も
２
基
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

速
や
か
に
 

 

表
7
3
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

２
基
及
び
非
常
用
発

電
機
１
基
の
う
ち
、

２
基
以
上
が
動
作
不

能
※
６
で
あ
る
場
合
 

 

A
.1

 
保
修
第
二
課
長
は
、
照
射
済
燃
料
の

移
動
を
中
止
す
る
※
７
。
 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷

却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す

る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

及
び
 

A
.3

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
２
基
及
び
非
常
用
発

電
機
１
基
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
２

基
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

 

表
７
５
－
３

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

２
基
お
よ
び
非
常
用
発

電
機
１
基
の
う
ち
、
２

基
以
上
が
動
作
不
能
※
５

で
あ
る
場
合

 

A
.1
 原
子
燃
料
課
長
は
、
照
射
済
燃
料

の
移
動
を
中
止
す
る
※
６
。

 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を

全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

A
.3
当
直
課
長
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
２
基
お
よ
び
非
常
用
発
電
機
１

基
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
２
基
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

 

 

※
６
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
の
貯

油
量

（
保
有

油
量
）
が
制
限
値
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
を
含

む
。
 

※
６
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
の
貯

油
量

（
保
有

油
量
）
が
制
限
値
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
 

※
５
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料

油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
の
貯

油
量

（
保
有

油
量
）
が
制
限
値
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
を
含

む
。

 

 

※
７
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

 

 

※
７
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。
 

 

※
６
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

 

 

 

（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
油
、
潤
滑

油
お
よ
び
始
動
用
空
気
）
 

第
 
８
１

 条
 
所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料

油
、
潤
滑

油
お

（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
油
、
潤
滑

油
及
び
始
動
用
空
気
）
 

第
7
4
条

 
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
油
、
潤
滑

油
及
び

（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料

油
、
潤
滑

油
お
よ
び
始
動
用
空
気
）
 

第
 
７
６

 条
 
所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料

油
、
潤
滑

油
お
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

よ
び
始
動
用
空
気
は
、
表
８
１
―
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の

制
限
と
す
る
。

 

２
．
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
油
、
潤
滑
油
お
よ
び
始
動

用
空
気
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に

つ
い
て
は
所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
※

１
の

油
量
、
潤
滑

油
タ
ン
ク
の

油
量
お
よ
び
起
動
空
気
だ
め
※
２

圧
力
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ

ル
発
電
機
の
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
※
１
の

油
量
、
重

油
タ
ン
ク
の

油

量
、
潤
滑

油
タ
ン
ク
の

油
量
お
よ
び
起
動
空
気
だ
め
※
２
圧
力
を

確
認
す
る
。
 

始
動
用
空
気
は
、
表

7
4
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と

す
る
。

 

２
 
所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料

油
、
潤
滑

油
及
び
始
動
用

空
気
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
か
月
に
１
回
、
所
要
の
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料

油
貯

油
そ
う
等
※
１
の

油
量
、
潤
滑

油

タ
ン
ク
の

油
量
及
び
始
動
用
空
気
だ
め
圧
力
を
確
認
す
る
。

 

よ
び
始
動
用
空
気
は
、
表
７
６
―
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制

限
と
す
る
。

 

２
．
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料

油
、
潤
滑

油
お
よ
び
始
動

用
空
気
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電

機
の
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
の
油
量
、
潤
滑

油
タ
ン
ク
の

油
量
お

よ
び
始
動
用
空
気
だ
め
圧
力
を
確
認
す
る
。
 

      【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ

ン
ト
の
た
め
、
燃
料

油
貯
蔵

タ
ン
ク
等
の
呼
称
に
対
す
る

注
記
不
要
）
（
以
下
、
同

様
。
）
 

３
．
当
直
課
長
は
、
所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料

油
、
潤
滑

油
ま
た
は
始
動
用
空
気
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
１
－
３
の
措
置
を
講

じ
る
。

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
燃

料
油
、
潤
滑

油
又
は
始
動
用
空
気
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

7
4
－
３
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料

油
、
潤
滑

油
ま
た
は
始
動
用
空
気
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
６
－
３
の
措
置
を
講

じ
る
。
 

※
１
：
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
燃
料
タ
ン
ク
、
３
号
炉

お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
を
い
う

（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
２
：
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
始
動
用
空
気
レ
シ
ー

バ
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
起
動
空
気
だ
め
を

い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
１
：
燃
料

油
貯

油
そ
う
及
び
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
を
い
う
（
以
下
、

本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

 

表
８
１
－
１
 

項
 

 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

の
燃
料

油
、
潤
滑
油
お
よ
び

始
動
用
空
気
 

所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
の

油

量
※
３
、
重
油
タ
ン
ク
の
油
量
※
３
、
潤
滑
油
タ
ン
ク
の
油

量
お
よ
び
起
動
空
気
だ
め
圧
力
が
表
８
１
－
２
に
定
め

る
制
限
値
内
に
あ
る
こ
と
※
４
※
５
 

 

表
7
4
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電

機
の
燃
料
油
、
潤
滑
油
及
び

始
動
用
空
気
 

所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料

油
貯

油
そ
う
等
※
２

の
油
量
※
３
、
潤
滑

油
タ
ン
ク
の

油
量
及
び
始
動
用
空
気

だ
め
圧
力
が
表

7
4－
２
で
定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る
こ

と
※
４
※
５
 

 

表
７
６
－
１

 
項

 
 

 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

の
燃
料

油
、
潤
滑
油
お
よ
び
始

動
用
空
気
 

所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
の

油
量
※
１
、
潤
滑
油
タ
ン
ク
の
油
量
お
よ
び
始
動
用
空
気

だ
め
圧
力
が
表
７
６
－
２
に
定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る

こ
と
※
２
※
３
 

 

 

※
３
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
お
よ
び
重

油
タ

ン
ク
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
お
よ
び
重

油

タ
ン
ク
の

油
量
を
確
認
す
る
場
合
は
、
第
９
０
条
（
表
９
０

－
１
５
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
２
：
燃
料

油
貯

油
そ
う
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。
 

 ※
３
：
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
の

油
量
を
確
認
す
る
場
合
は
、
第

8
3
条

（
表

8
3
－
1
5
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
１
：
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
の
油
量
を
確
認
す
る
場
合
は
、
第
８
５

条
（
表
８
５
－
１
５
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

 

 

※
４
：
予
備
潤
滑
運
転
（
タ
ー
ニ
ン
グ
、
エ
ア
ラ
ン
）
を
行
う
場
合
、

運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
５
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
運
転
中
お
よ
び
運
転
終
了
後
の
２
４

時
間
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
４
：
予
備
潤
滑
運
転
（
タ
ー
ニ
ン
グ
、
エ
ア
ラ
ン
）
を
行
う
場
合
、

運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
５
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
運
転
中
及
び
運
転
終
了
後
の

2
4
時

間
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

※
２
：
予
備
潤
滑
運
転
（
タ
ー
ニ
ン
グ
、
エ
ア
ラ
ン
）
を
行
う
場
合
、

運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
３
：
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
運
転
中
お
よ
び
運
転
終
了
後
の
２
４

時
間
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

 

 

表
８
１
－
２
 

項
 

 
 
 
 
目
 

制
 
限
 
値

 

１
号
炉
お
よ
び
２
号

炉
 

３
号
炉
お
よ
び
４
号

炉
 

燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
の
油
量
（
保
有

油

量
）
 

3
6 
m
3
 以
上
 

2
97
 
m
3  
以
上
※
６
 

重
油
タ
ン
ク
の

油
量
（
保
有
油
量
）
 

―
 

潤
滑

油
タ
ン
ク
の

油
量
（
保
有

油
4
.
8 
m
3
 以
上

 
5.
5 
m
3
 以
上
 

表
7
4
－
２
 項

 
目

 
制
  

 
限
  

 値
 

燃
料

油
貯
油
そ
う
等
の
 

油
量
（
保
有
油
量
）
 

3
1
0k
ℓ 
以
上
※
６
 

潤
滑

油
タ
ン
ク
の
油
量
 

（
保
有
油
量
）
 

5
,2
0
0
ℓ 
以
上

 

始
動
用
空
気
だ
め
圧
力
 

2
.4
5
M
Pa

[g
a
g
e]
以
上
 

 

表
７
６
－
２

 

項
 
 

 
 

 
目

 
制

 
限
 
値
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
の

油
量

（
保
有
油
量
）

 
1
64
 
m
3
 以
上

 

潤
滑

油
タ
ン
ク
の
油
量
（
保
有

油
量
）
 

3
.6
 
m
3
 以
上

 

始
動
用
空
気
だ
め
圧
力
 

2
.4

5
 M
P
a
[g

ag
e
]
 以
上
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

量
）
 

起
動
空
気
だ
め
の
圧
力

 
2
.4
5
 
MP
a[
g
ag
e
] 
以

上
 

2
.5
0
 
MP
a[
g
ag
e
]
 以

上
 

 ※
６
：
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
お
よ
び
重

油
タ
ン
ク
の
合
計
油
量
（
燃
料

貯
蔵
タ
ン
ク
の

油
量
（
保
有
油
量
）
1
28
 m

3  
以
上
を
含
む
。
）
 

 

※
６
：
燃
料

油
貯

油
そ
う

1
3
2
k
ℓ
 
以
上
及
び
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク

1
7
8
k
ℓ
 
以
上
を
い
う
。
 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
設
備
の
相
違
）（
以
下
、
同

様
。
）
 

表
８
１
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
の

油
量
、
重

油
タ
ン
ク
の

油
量
、
潤
滑

油
タ

ン
ク
の

油
量
ま
た
は
起
動
空

気
だ
め
圧
力
が
制
限
値
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合
※
７
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
燃
料
貯
蔵
タ
ン

ク
の
油
量
、
重
油
タ
ン
ク
の
油

量
、
潤
滑

油
タ
ン
ク
の
油
量
ま

た
は
起
動
空
気
だ
め
圧
力
を

制
限
値
内
に
回
復
さ
せ
る
。
 

４
８
時
間
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
を
動
作
不
能
と
み

な
す
。

 

速
や
か
に
 

 

表
7
4
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
燃
料

油
貯

油
そ
う
等

の
油
量
、
潤
滑

油
タ

ン
ク
の

油
量
又
は
始

動
用
空
気
だ
め
圧
力

が
制
限
値
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合
※
７
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
燃
料
油

貯
油
そ
う
等
の
油
量
、
潤
滑

油
タ
ン

ク
の

油
量
又
は
始
動
用
空
気
だ
め

圧
力
を
制
限
値
内
に
回
復
さ
せ
る
。
 

48
時
間

 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
デ

ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
動
作
不
能
と

み
な
す
。

 

速
や
か
に
 

 

表
７
６
－
３

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
の

油

量
、
潤
滑

油
タ
ン
ク
の

油

量
ま
た
は
始
動
用
空
気
だ

め
圧
力
が
制
限
値
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合
※
４
 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン

ク
の
油
量
、
潤
滑

油
タ
ン
ク
の

油

量
ま
た
は
始
動
用
空
気
だ
め
圧

力
を
制
限
値
内
に
回
復
さ
せ
る
。
 

４
８
時
間

 

B
.
 
条
件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電
機
を
動
作
不
能
と
み
な
す
。
 

速
や
か
に

 

 

 

※
７
：
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
の

油
量
、
重

油
タ
ン
ク
の

油
量
、
潤
滑

油

タ
ン
ク
の

油
量
お
よ
び
起
動
空
気
だ
め
圧
力
の
制
限
値
は

個
別
に
適
用
さ
れ
る
。
 

 

※
７
：
燃
料
油
貯

油
そ
う
等
の

油
量
、
潤
滑

油
タ
ン
ク
の
油
量
及
び

始
動
用
空
気
だ
め
圧
力
の
制
限
値
は

個
別
に
適
用
さ
れ
る
。
 

 

※
４
：
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
の

油
量
、
潤
滑

油
タ
ン
ク
の

油
量
お
よ

び
始
動
用
空
気
だ
め
圧
力
の
制
限
値
は

個
別
に
適
用
さ
れ

る
。

 

 

 

（
非
常
用
直
流
電
源

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
－
）
 

第
 
８
２

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
非
常
用

直
流
電
源
（
蓄
電
池
※
１
お
よ
び
充
電
器
）
は
、
表
８
２
－
１
で
定

め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
非
常
用
直
流
電
源
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
非
常
用
直
流
電
源
の
健
全

性
を
確
認
す
る
。

 

（
非
常
用
直
流
電
源

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
－
）

 

第
7
5
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、
非
常
用
直
流
電

源
（
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
及
び
充
電
器
）
は
、
表

7
5
－
１

で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 
非
常
用
直
流
電
源
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
非
常
用
直
流
電
源
の

健
全
性
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
に
通
知
す

る
。
 

（
非
常
用
直
流
電
源

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
－
）
 

第
 
７
７

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
非
常
用

直
流
電
源
（
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
お
よ
び
充
電
器
）
は
、

表
７
７
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
非
常
用
直
流
電
源
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
発
電
室
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
非
常
用
直
流
電
源
の
健
全

性
を
確
認
す
る
。

 

 【
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ

ン
ト
の
た
め
、
蓄
電
池
の
用

途
を
条
文
中
に
追
記
）
（
以

下
、
同
様
。
）
 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
週
間
に
１
回
、
浮
動
充
電
時
の
蓄
電
池
端
子
電
圧
が

 1
2
7
.
1
 

V
 
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
非
常
用
直
流
電
源
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
２
－
２
の

措
置
を
講
じ
る
。

 

(
2
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に

お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、
浮
動
充
電
時
の
蓄
電
池
端
子
電
圧

が
1
2
6
.
4Ｖ
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
非
常
用
直
流
電
源
が
第
１
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

7
5
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

(
2
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
週
間
に
１
回
、
浮
動
充
電
時
の
蓄
電
池
端
子
電
圧
が

 1
2
6
.
5
 

V
 
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
非
常
用
直
流
電
源
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
７
－
２
の

措
置
を
講
じ
る
。
 

 

※
１
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
お
い
て
は
、
蓄
電
池
（
安
全
防
護

系
用
）
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

 
 

 

表
８
２
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

非
常
用
直
流
電
源

 
２
系
統
（
蓄
電
池
※
２
お
よ
び
充
電
器
※
３
）
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
 

 

表
7
5
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

非
常
用
直
流
電
源
 
２
系
統
（
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
※
１
及
び
充
電
器
※
２
）
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 
 

表
７
７
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

非
常
用
直
流
電
源
 

２
系
統
（
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
※
１
お
よ
び
充
電

器
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
蓄
電
池
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設

備
を
兼
ね
る
。

 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
蓄
電
池
が
動
作
不
能
時
は
、
第
９

※
１
：
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
が
動
作
不
能
時
は
、
第

8
3
条

（
表

8
3
-
15
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
１
：
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を

兼
ね
る
。

 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条

【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ａ
設
備
を
兼
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

０
条
（
表
９
０
－
１
５
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 
（
表
８
５
－
１
５
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 
ね
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
）
 

※
３
：
充
電
器
と
は
、
充
電
器
ま
た
は
予
備
充
電
器
の
い
ず
れ
か
を

い
い
、
両
方
が
機
能

喪
失
と
な
っ
て
動
作
不
能
と
み
な
す

（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
２
：
充
電
器
と
は
、
充
電
器
又
は
後
備
充
電
器
の
い
ず
れ
か
を
い

い
、
両
方
が
機
能

喪
失
と
な
っ
て
動
作
不
能
と
み
な
す
（
以

下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
章
の
差
異

 

（
美
浜
に
は
、
予
備
充
電
器

な
し
。
）
 

表
８
２
－
２
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

A
.
 
非
常
用
直
流
電
源
１
系
統

の
蓄
電
池
ま
た
は
充
電
器

が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
機
器
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

お
よ
び

 

１
０
日
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
残
り
の
非
常
用
直

流
電
源
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

速
や
か
に
 

B
.
 
非
常
用
直
流
電
源
１
系
統

の
蓄
電
池
お
よ
び
充
電
器

が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
当
該
機
器
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

２
時
間
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。

 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。

 

５
６
時
間
 

 
 

表
7
5
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
非
常
用
直
流
電
源
１

系
統
の
蓄
電
池
（
安

全
防
護
系
用
）
又
は

充
電
器
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
機

器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
残
り
の

非
常
用
直
流
電
源
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

10
日
 

   速
や
か
に
 

Ｂ
．
非
常
用
直
流
電
源
１

系
統
の
蓄
電
池
（
安

全
防
護
系
用
）
及
び

充
電
器
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
機

器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

２
時
間
 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

及
び
 

C
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

５
に
す
る
。
 

12
時
間

 

  56
時
間

 

 

表
７
７
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
.
 
非
常
用
直
流
電
源
１
系

統
の
蓄
電
池
（
安
全
防
護

系
用
）
ま
た
は
充
電
器
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
機
器
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
０
日
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
残
り
の
非
常
用
直

流
電
源
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に

 

B
.
 
非
常
用
直
流
電
源
１
系

統
の
蓄
電
池
（
安
全
防
護

系
用
）
お
よ
び
充
電
器
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
当
該
機
器
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

２
時
間
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

C
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間

 

C
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

 

５
６
時
間

 

 

 

（
非
常
用
直
流
電
源

 
－
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
照
射
済
燃
料
移
動

中
－
）

 

第
 
８
３

 条
 
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
照
射
済
燃
料
移
動
中
に
お
い

て
、
非
常
用
直
流
電
源
（
蓄
電
池
※
１
お
よ
び
充
電
器
）
は
、
表
８

３
―
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

 ２
．
非
常
用
直
流
電
源
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
照
射
済
燃
料
移
動
中

に
お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、
浮
動
充
電
時
の
蓄
電
池
端
子
電

圧
が

 
1
2
7
.1
 
V
 
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

（
非
常
用
直
流
電
源

 
－
モ
ー
ド
５
、
６
及
び
照
射
済
燃
料
移
動
中

－
）
 

第
7
6
条

 
モ
ー
ド
５
、
６
及
び
照
射
済
燃
料
移
動
中
に
お
い
て
、

非
常
用
直
流
電
源
（
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
及
び
充
電
器
）

は
、
表

7
6－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

 ２
 
非
常
用
直
流
電
源
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
、
６
及
び
照
射
済
燃

料
移
動
中
に
お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、
浮
動
充
電
時
の
蓄
電

池
端
子
電
圧
が

1
26
.
4
Ｖ
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

（
非
常
用
直
流
電
源

 
－
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
照
射
済
燃
料
移
動

中
－
）
 

第
 
７
８

 条
 
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
照
射
済
燃
料
移
動
中
に
お
い

て
、
非
常
用
直
流
電
源
（
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
お
よ
び
充

電
器
）
は
、
表
７
８
―
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

２
．
非
常
用
直
流
電
源
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
照
射
済
燃
料
移
動
中

に
お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、
浮
動
充
電
時
の
蓄
電
池
端
子
電

圧
が

 
1
2
6
.5
 
V
 
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

   【
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ

ン
ト
の
た
め
、
蓄
電
池
の
用

途
を
条
文
中
に
追
記
）
（
以

下
、
同
様
。
）
 

３
．
当
直
課
長
は
、
非
常
用
直
流
電
源
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
３
－
２
の

措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け

た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
非
常
用
直
流
電
源
が
第
１
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

7
6
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中

止
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
保
修
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
通

知
を
受
け
た
保
修
第
二
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
非
常
用
直
流
電
源
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
８
－
２
の

措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け

た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

※
１
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
お
い
て
は
、
蓄
電
池
（
安
全
防
護

系
用
）
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

 
 

 

表
８
３
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

非
常
用
直
流
電
源
 

所
要
の
設
備
の
維
持
に
必
要
な
非
常
用
直
流
母
線
に

接
続
す
る
系
統
（
蓄
電
池
※
２
お
よ
び
充
電
器
※
３
）
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

表
7
6
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

非
常
用
直
流
電
源
 

所
要
の
設
備
の
維
持
に
必
要
な
非
常
用
直
流
母
線
に
接
続
す
る

系
統
（
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
※
１
及
び
充
電
器
※
２
）
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と

 
 

表
７
８
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

非
常
用
直
流
電
源

 

所
要
の
設
備
の
維
持
に
必
要
な
非
常
用
直
流
母
線
に
接

続
す
る
系
統
（
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
※
１
お
よ
び
充

電
器
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
蓄
電
池
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
※
１
：
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
が
動
作
不
能
時
は
、
第

8
3
条
※
１
：
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備

【
玄
海
－
美
浜
】
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

備
を
兼
ね
る
。

 

３
号
炉
ま
た
は
４
号
炉
の
蓄
電
池
が
動
作
不
能
時
は
、
第
９

０
条
（
表
９
０
－
１
５
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

（
表

8
3
-
15
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 
を
兼

ね
る
。
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
が
動
作
不
能
時
は
、
第
８
５
条

（
表
８
５
－
１
５
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

①
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ａ
設
備
を
兼

ね
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
）
 

※
３
：
充
電
器
と
は
、
充
電
器
ま
た
は
予
備
充
電
器
の
い
ず
れ
か
を

い
い
、
両
方
が
機
能

喪
失
と
な
っ
て
動
作
不
能
と
み
な
す

（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
２
：
充
電
器
と
は
、
充
電
器
又
は
後
備
充
電
器
の
い
ず
れ
か
を
い

い
、
両
方
が
機
能

喪
失
と
な
っ
て
動
作
不
能
と
み
な
す
（
以

下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
章
の
差
異

 

（
美
浜
に
は
、
予
備
充
電
器

な
し
。
）
 

表
８
３
－
２
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

A
.
 
所
要
の
非
常
用
直
流
電

源
の
蓄
電
池
ま
た
は
充

電
器
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.1
 原
子
燃
料
課
長
は
、
照
射
済
燃
料

の
移
動
を
中
止
す
る
※
４
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を

全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

A
.3
 当
直
課
長
は
、
当
該
機
器
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。

 

速
や
か
に

 

 

表
7
6
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
所
要
の
非
常
用
直
流

電
源
の
蓄
電
池
（
安

全
防
護
系
用
）
又
は

充
電
器
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.1

 
保
修
第
二
課
長
は
、
照
射
済
燃
料
の

移
動
を
中
止
す
る
※
３
。
 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷

却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す

る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

及
び
 

A
.3

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
機

器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

 

表
７
８
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
所
要
の
非
常
用
直
流

電
源
の
蓄
電
池
（
安
全

防
護
系
用
）
ま
た
は
充

電
器
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
照
射
済
燃
料

の
移
動
を
中
止
す
る
※
２
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を

全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.3
 当
直
課
長
は
、
当
該
機
器
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

 

 

※
４
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を
妨
げ

る
も
の
で
は
な
い
。
 

 

※
３
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ

る
も
の
で
は
な
い
。
 

 

※
２
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ

る
も
の
で
は
な
い
。
 

 

（
所
内
非
常
用
母
線

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
－
）
 

第
 
８
４

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
所
内
非

常
用
母
線
は
、
表
８
４
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と

す
る
。

 

（
所
内
非
常
用
母
線

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
－
）

 

第
7
7
条

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、
所
内
非
常
用
母

線
は
、
表

7
7
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

（
所
内
非
常
用
母
線

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
－
）
 

第
 
７
９

 条
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、
所
内

非
常
用
母
線
は
、
表
７
９
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制

限
と
す
る
。

 

 

２
．
所
内
非
常
用
母
線
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
週
間
に
１
回
、
表
８
４
－
１
に
定
め
る
所
内
非
常
用
母
線
が

受
電
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
所
内
非
常
用
母
線
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
４
－
２
の

措
置
を
講
じ
る
。

 

 

２
 
所
内
非
常
用
母
線
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に

お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、
表

7
7
－
１
に
定
め
る
所
内
非
常
用

母
線
が
受
電
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
所
内
非
常
用
母
線
が
第
１
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

7
7
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

２
．
所
内
非
常
用
母
線
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い

て
、
１
週
間
に
１
回
、
表
７
９
－
１
に
定
め
る
所
内
非
常
用

母
線
が
受
電
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
所
内
非
常
用
母
線
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
７
９
－

２
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

表
８
４
－
１
 

１
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

項
 

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

所
内
非
常
用
母
線
 

次
の
所
内
非
常
用
母
線
が
受
電
し
て
い
る
こ
と
※
１
 

(
1)
 
２
つ
の
非
常
用
高
圧
母
線
 

(
2)
 
２
つ
の
非
常
用
低
圧
母
線
 

(
3)
 
２
つ
の
非
常
用
直
流
母
線
 

(
4)
 
４
つ
の
非
常
用
計
器
用
母
線

 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

項
 

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

所
内
非
常
用
母
線
 

次
の
所
内
非
常
用
母
線
が
受
電
し
て
い
る
こ
と
※
１
 

(
1)
 
２
つ
の
非
常
用
高
圧
母
線
 

(
2)
 
４
つ
の
非
常
用
低
圧
母
線
 

(
3)
 
２
つ
の
非
常
用
直
流
母
線
 

表
7
7
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

所
内
非
常
用
母
線
 

次
の
所
内
非
常
用
母
線
が
受
電
し
て
い
る
こ
と
※
１

 

(
1
)２
つ
の
非
常
用
高
圧
母
線
 

(
2
)４
つ
の
非
常
用
低
圧
母
線
 

(
3
)２
つ
の
非
常
用
直
流
母
線
 

(
4
)４
つ
の
非
常
用
計
装
用
母
線
 

 

表
７
９
－
１

 
項
 

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

所
内
非
常
用
母
線

 

次
の
所
内
非
常
用
母
線
が
受
電
し
て
い
る
こ
と
※
１
 

(
1)
 ２
つ
の
非
常
用
高
圧
母
線
 

(
2)
 ２
つ
の
非
常
用
低
圧
母
線
 

(
3)
 ２
つ
の
非
常
用
直
流
母
線
 

(
4)
 ４
つ
の
非
常
用
計
器
用
母
線
※
２
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

(
4)
 
４
つ
の
非
常
用
計
器
用
母
線

 
 ※
１
：
所
内
非
常
用
母
線
の
電
源
の
自
動
切
替
の
間
は
、
運
転
上
の

制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

※
１
：
所
内
非
常
用
母
線
の
電
源
の
自
動
切
替
の
間
は
、
運
転
上
の

制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

※
１
：
所
内
非
常
用
母
線
の
電
源
の
自
動
切
替
の
間
は
、
運
転
上
の

制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
２
：
非
常
用
計
器
用
母
線
に
電
源
供
給
す
る
計
器
用
電
源
（
無
停

電
電
源
装
置
）
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。

 

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ａ
設
備
を
兼

ね
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
）
 

表
８
４
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
非
常
用
高
圧
母
線
ま
た
は

非
常
用
低
圧
母
線
の
１
つ

が
受
電
不
能
の
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
母
線

を
復
旧
す
る
。

 

８
時
間
 

B
.
 
非
常
用
直
流
母
線
の
１
つ

が
受
電
不
能
の
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
母
線

を
復
旧
す
る
。

 

２
時
間
 

C
.
 
非
常
用
計
器
用
母
線
の
１

つ
が
受
電
不
能
の
場
合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
母
線

を
復
旧
す
る
。

 

２
時
間
 

D
.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

D
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。

 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

D
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

に
す
る
。

 

５
６
時
間
 

 
 

 

表
7
7
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
非
常
用
高
圧
母
線
又

は
非
常
用
低
圧
母
線

の
１
つ
が
受
電
不
能

の
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
母

線
を
復
旧
す
る
。
 

 

８
時
間
 

Ｂ
．
非
常
用
直
流
母
線
の

１
つ
が
受
電
不
能
の

場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
母

線
を
復
旧
す
る
。
 

２
時
間
 

Ｃ
．
非
常
用
計
装
用
母
線

の
１
つ
が
受
電
不
能

の
場
合
 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
母

線
を
復
旧
す
る
。
 

２
時
間
 

Ｄ
．
条

件
Ａ
、
Ｂ
又
は
Ｃ
の

措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

D
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

３
に
す
る
。
 

及
び
 

D
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

５
に
す
る
。
 

12
時
間

 

  56
時
間

 

 
 

表
７
９
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
. 
非
常
用
高
圧
母
線
ま
た
は

非
常
用
低
圧
母
線
の
１
つ

が
受
電
不
能
の
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
母
線
を
復

旧
す
る
。
 

８
時
間
 

B
. 
非
常
用
直
流
母
線
の
１
つ

が
受
電
不
能
の
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
母
線
を
復

旧
す
る
。
 

２
時
間
 

C
. 
非
常
用
計
器
用
母
線
の
１

つ
が
受
電
不
能
の
場
合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
母
線
を
復

旧
す
る
。
 

２
時
間
 

D
. 
条

件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の

措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

D
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間

 

D
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

５
６
時
間

 

 

             

（
所
内
非
常
用
母
線

 
－
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
照
射
済
燃
料
移
動

中
－
）

 

第
 
８
５

 条
 
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
照
射
済
燃
料
移
動
中
に
お
い

て
、
所
内
非
常
用
母
線
は
、
表
８
５
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転

上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
所
内
非
常
用
母
線
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
照
射
済
燃
料
移
動
中

に
お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、
所
要
の
設
備
の
維
持
に
必
要
な

非
常
用
高
圧
母
線
、
非
常
用
低
圧
母
線
、
非
常
用
直
流
母
線
お

よ
び
非
常
用
計
器
用
母
線
が
受
電
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
所
内
非
常
用
母
線
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
５
－
２
の

措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け

た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

（
所
内
非
常
用
母
線

 
－
モ
ー
ド
５
、
６
及
び
照
射
済
燃
料
移
動
中

－
）
 

第
7
8
条

 
モ
ー
ド
５
、
６
及
び
照
射
済
燃
料
移
動
中
に
お
い
て
、

所
内
非
常
用
母
線
は
、
表

7
8
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制

限
と
す
る
。

 

２
 
所
内
非
常
用
母
線
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
、
６
及
び
照
射
済
燃

料
移
動
中
に
お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、
所
要
の
設
備
の
維
持

に
必
要
な
非
常
用
高
圧
母
線
、
非
常
用
低
圧
母
線
、
非
常
用
直

流
母
線
及
び
非
常
用
計
装
用
母
線
が
受
電
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
所
内
非
常
用
母
線
が
第
１
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

7
8
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中

止
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
保
修
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。
通

知
を
受
け
た
保
修
第
二
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

（
所
内
非
常
用
母
線

 
－
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
照
射
済
燃
料
移
動

中
－
）
 

第
 
８
０

 条
 
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
照
射
済
燃
料
移
動
中
に
お
い

て
、
所
内
非
常
用
母
線
は
、
表
８
０
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転

上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
所
内
非
常
用
母
線
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
照
射
済
燃
料
移
動
中

に
お
い
て
、
１
週
間
に
１
回
、
所
要
の
設
備
の
維
持
に
必
要
な

非
常
用
高
圧
母
線
、
非
常
用
低
圧
母
線
、
非
常
用
直
流
母
線
お

よ
び
非
常
用
計
器
用
母
線
が
受
電
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

 ３
．
当
直
課
長
は
、
所
内
非
常
用
母
線
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
０
－
２
の

措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け

た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 

表
８
５
－
１
 

項
 

 
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

所
内
非
常
用
母
線

 

所
要
の
設
備
の
維
持
に
必
要
な
次
の
所
内
非
常
用
母
線
が
受
電

し
て
い
る
こ
と
※
１
 

(
1)
 非
常
用
高
圧
母
線

 

(
2)
 非
常
用
低
圧
母
線

 

表
7
8
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

所
内
非
常
用
母
線
 

所
要
の
設
備
の
維
持
に
必
要
な
次
の
所
内
非
常
用
母
線
が
受

電
し
て
い
る
こ
と
※
１
 

(
1)
非
常
用
高
圧
母
線
 

(
2)
非
常
用
低
圧
母
線
 

表
８
０
－
１

 
項

 
 

 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

所
内
非
常
用
母
線
 

所
要
の
設
備
の
維
持
に
必
要
な
次
の
所
内
非
常
用
母

線
が
受
電
し
て
い
る
こ
と
※
１
 

(
1
) 
非
常
用
高
圧
母
線
 

(
2
) 
非
常
用
低
圧
母
線
 

 

参考①-185



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

(
3)
 非
常
用
直
流
母
線

 

(
4)
 非
常
用
計
器
用
母
線
 

 

(
3)
非
常
用
直
流
母
線
 

(
4)
非
常
用
計
装
用
母
線
 

 

(
3
) 
非
常
用
直
流
母
線
 

(
4
) 
非
常
用
計
器
用
母
線
※
２
 

 

※
１
：
所
内
非
常
用
母
線
の
電
源
の
自
動
切
替
の
間
は
、
運
転
上
の

制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

※
１
：
所
内
非
常
用
母
線
の
電
源
の
自
動
切
替
の
間
は
、
運
転
上
の

制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

※
１
：
所
内
非
常
用
母
線
の
電
源
の
自
動
切
替
の
間
は
、
運
転
上
の

制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
２
：
非
常
用
計
器
用
母
線
に
電
源
供
給
す
る
計
器
用
電
源
（
無
停

電
電
源
装
置
）
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼

ね
る
。

 

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ａ
設
備
を
兼

ね
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
）
 

表
８
５
－
２
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
所
要
の
非
常
用

高
圧
母
線
、
非
常

用
低
圧
母
線
、
非

常
用
直
流
母
線
ま

た
は
非
常
用
計
器

用
母
線
の
う
ち
１

つ
以
上
が
受
電
不

能
の
場
合

 

A
.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
照
射
済
燃
料
の

移
動
を
中
止
す
る
※
２
。
 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ

う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て

中
止
す
る
。

 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
当
該
母
線
を
復
旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.
4 
当
直
課
長
は
、
当
該
母
線
か
ら
電
源

が
供
給
さ
れ
て
い
る

余
熱
除
去
系
を

動
作
不
能
と
み
な
す
。

 

速
や
か
に
 

 

表
7
8
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
所
要
の
非
常
用
高
圧

母
線
、
非
常
用
低
圧

母
線
、
非
常
用
直
流

母
線
又
は
非
常
用
計

装
用
母
線
の
う
ち
１

つ
以
上
が
受
電
不
能

の
場
合
 

A
.1

 
保
修
第
二
課
長
は
、
照
射
済
燃
料
の

移
動
を
中
止
す
る
※
２
。
 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷

却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す

る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

及
び
 

A
.3

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
母

線
を
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.4

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
母

線
か
ら
電
源
が
供
給
さ
れ
て
い
る

余
熱
除
去
系
を
動
作
不
能
と
み
な

す
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

 

表
８
０
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
所
要
の
非
常
用
高
圧
母

線
、
非
常
用
低
圧
母
線
、
非

常
用
直
流
母
線
ま
た
は
非

常
用
計
器
用
母
線
の
う
ち

１
つ
以
上
が
受
電
不
能
の

場
合
 

A
.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
照
射
済
燃

料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
３
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中

の
ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操

作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
当
該
母
線
を
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.
4 
当
直
課
長
は
、
当
該
母
線
か
ら

電
源
が
供
給
さ
れ
て
い
る

余
熱

除
去
系
を
動
作
不
能
と
み
な

す
。
 

速
や
か
に
 

 

 

※
２
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

 

 

※
２
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。
 

 

※
３
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

 

 

（
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度

 
－
モ
ー
ド
６
－
）
 

第
 
８
６

 条
 
モ
ー
ド
６
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃

度
は
、
表
８
６
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施

す
る
。

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
に
お
い
て
、
３
日
に
１
回
、
１
次

冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
を
確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
装
荷
お

よ
び
燃
料
取
出
作
業
前
に
お
い
て
、
ほ
う
素
希
釈
ラ
イ
ン
が
隔

離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

（
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度

 
－
モ
ー
ド
６
－
）
 

第
7
9
条

 
モ
ー
ド
６
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度

は
、
表

7
9－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
 
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実

施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
に
お
い
て
、
３
日
に

１
回
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
を
確
認
す
る
。

 

(
2
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
装
荷
及

び
燃
料
取
出
作
業
前
に
お
い
て
、
ほ
う
素
希
釈
ラ
イ
ン
が
隔
離

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

（
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度

 
－
モ
ー
ド
６
－
）
 

第
 
８
１

 条
 
モ
ー
ド
６
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃

度
は
、
表
８
１
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
各
号
を
実
施

す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
に
お
い
て
、
３
日
に
１
回
、
１
次

冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
を
確
認
す
る
。

 

(
2
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
装
荷
お

よ
び
燃
料
取
出
作
業
前
に
お
い
て
、
ほ
う
素
希
釈
ラ
イ
ン
が
隔

離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
第
１
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

８
６
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
燃
料
の
移
動
を
中
止
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を

受
け
た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が

第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し

た
場
合
、
表

7
9
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
燃
料
の
移
動

を
中
止
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
保
修
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

通
知
を
受
け
た
保
修
第
二
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
第
１
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

８
１
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
燃
料
の
移
動
を
中
止
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を

受
け
た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 

表
８
６
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
 

2
,
80
0 
p
p
m 
以
上
で
あ
る
こ
と

 

 
 

表
7
9
－
１
 

１
．
３
号
炉
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
 

3
,1

0
0p
p
m
以
上
で
あ
る
こ
と

 

２
．
４
号
炉
 

表
８
１
－
１

 項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
 

2
,6
0
0 

p
pm
 
以
上
で
あ
る
こ
と
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度
 

2
,5

0
0p
p
m
以
上
で
あ
る
こ
と

 

 
 

表
８
６
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
運

転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い
場

合
 

A
.1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

内
で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
１
。
 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う

素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中

止
す
る
。

 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う

素
濃
度
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
さ

せ
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

 

表
7
9
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
運

転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い
場

合
 

A
.1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

内
で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
１
。
 

及
び
 

A
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却

材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作

を
全
て
中
止
す
る
。
 

及
び
 

A
.3
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却

材
中
の

ほ
う
素
濃
度
の
運
転
上
の
制
限

を
満
足
さ
せ
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

 

表
８
１
－
２

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
１
次
冷
却
材
中

の
ほ
う
素
濃
度

が
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て

い
な
い
場
合
 

A
.1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

内
で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
１
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う

素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中

止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う

素
濃
度
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
さ

せ
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

 

 

※
１
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

 

 

※
１
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。
 

 

※
１
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

 

 

 

（
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
）

 

第
 
８
７

 条
 
モ
ー
ド
６

(
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位
)
※
１
に
お
い
て
、
原

子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
は
、
表
８
７
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転

上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６

(
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位

)
※
１
に
お
い

て
、
１
日
に
１
回
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
を
確
認
す
る
。
 

（
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
）

 

第
8
0
条

 
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位
）
に
お
い
て
、
原
子
炉

キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
は
、
表

8
0
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制

限
と
す
る
。

 

２
 
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水

位
）
に
お
い
て
、
１
日
に
１
回
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
を
確

認
す
る
。

 

（
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
）

 

第
 
８
２

 条
 
モ
ー
ド
６

(
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位

)
に
お
い
て
、
原
子

炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
は
、
表
８
２
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上

の
制
限
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
６

(
キ
ャ
ビ
テ
ィ
高
水
位

)に
お
い
て
、

１
日
に
１
回
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
を
確
認
す
る
。

 

     【
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ

ン
ト
の
た
め
、
注
記
不
要
。
）
 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
７

－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け

た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が
第
１

項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た

場
合
、
表

8
0
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
燃
料
の
移
動
を

中
止
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
保
修
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

通
知
を
受
け
た
保
修
第
二
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
２

－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け

た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

※
１
：
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内

で
の
燃
料
移
動
中
以
外
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
運
転
上
の
制

限
を
適
用
し
な
い
。

 

 

 
 

 

表
８
７
－
１
 

１
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位

 
E
L 
2
8
.1
 m
 
以
上
で
あ
る
こ
と
 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位

 
E
L 
3
2
.2
 m
 
以
上
で
あ
る
こ
と
※
２
 

 

表
8
0
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
 

E
L＋

10
.
7
5m
以
上
で
あ
る
こ
と
※
１
 

 

表
８
２
－
１

 
項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位

 
E
L 

3
1.
0
 
m 
以
上
で
あ
る
こ
と
※
１
 

 

 

※
２
：
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
移
動
中
以
外
の
期
間
に
お
い

て
、
計
画
的
な
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
抜
き
に
よ
り
モ
ー
ド

６
（
低
水
位
）
に
移
行
す
る
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用

し
な
い
。

 

※
１
：
計
画
的
な
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
抜
き
に
よ
り
モ
ー
ド
６

（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
に
移
行
す
る
場
合
、
運
転
上
の
制

限
を
適
用
し
な
い
。

 

 

※
１
：
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
移
動
中
以
外
の
期
間
に
お
い

て
、
計
画
的
な
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
抜
き
に
よ
り
モ
ー
ド

６
（
低
水
位
）
に
移
行
す
る
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用

し
な
い
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

 
 

表
８
７
－
２
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
原
子
炉
キ
ャ
ビ

テ
ィ
水
位
が
運

転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

内
で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
３
。
 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水

位
の
運
転
上
の
制
限
を
回
復
さ
せ
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

 

表
8
0
－
２
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
原
子
炉
キ
ャ
ビ

テ
ィ
水
位
が
運

転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.
1 
保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内

で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
２
。
 

及
び
 

A
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
キ
ャ

ビ
テ
ィ
水
位
の
運
転
上
の
制
限
を
回
復
さ

せ
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

 

 

表
８
２
－
２

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位

が
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合

 

A
.1

 原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納

容
器
内
で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止

す
る
※
２
。

 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

A
.2

 当
直
課
長
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ

ィ
水
位
の
運
転
上
の
制
限
を
回
復

さ
せ
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

 

 

※
３
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

 

 

※
２
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。
 

 

※
２
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ

る
も
の
で
は
な
い
。
 

 

 

（
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 
－
燃
料

移
動
中
－
）
 

第
 
８
８

 条
 
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
、
原
子
炉
格
納
容

器
内
で
の
燃
料
移
動
中
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部

は
、
表
８
８
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

 

～
規
定
な
し
～

 

 

～
規
定
な
し
～

 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

②
上
流
文
章
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
第
１
編
で
３
号

炉
の
み
で
あ
り
、
第
８
３
条

に
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部

を
規
定
し
て
い
る
。）

 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
装
荷
お

よ
び
燃
料
取
出
作
業
前
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
の
状
態

を
確
認
す
る
。

 

 
 

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
が
第
１
項
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

８
８
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
当
直
課
長
に
通
知
す

る
。

 

  

 
 

 

表
８
８
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器

 

貫
通
部
 

(
1)
 
機
器
ハ
ッ
チ
が
４
つ
以
上
の
ボ
ル
ト
で

閉
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
 

(
2)
 
各
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
１
つ
以
上
の
ド
ア
で
閉
止
可
能
で
あ
る

こ
と
※
１
 

(
3)
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
か
ら
屋
外
大
気
ま
で
直
通
の
原
子
炉

格
納
容
器
貫
通
部
の
う
ち
、
原
子
炉
格
納
容
器
給
排
気
系

に
つ
い
て
は
隔
離
弁
で

閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
。
そ
の

他
に
つ
い
て
は
隔
離

弁
、

閉
止
フ
ラ
ン
ジ
ま
た
は
同
等
な

も
の
に
よ
っ
て

閉
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
 

 

 
 

 

 
 

 
 

※
１
：
閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
と
は
、
閉
止
状
態
で
あ
る
こ
と
を
含

む
。
 

 
 

 

 
 

 
 

表
８
８
－
２
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
原
子
炉
格
納
容
器

貫
通
部
が
運
転
上

A
.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容

器
内
で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る

速
や
か
に
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

の
制
限
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合
 

※
２
。

 

 ※
２
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い

 

 

 
 

 

（
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
））

 

第
８
８
条
の
２
 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
モ
ー
ド
５
お

よ
び
６
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
は
、
表
８
８
の
２

－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

（
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
）

 

第
8
1
条

 
モ
ー
ド
５
及
び
６
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通

部
は
、
表

8
1
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

（
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
）

 

第
８
３
条
 
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
貫

通
部
は
、
表
８
３
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

           【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

 

有
の
差
異
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
装
荷
お

よ
び
燃
料
取
出
作
業
前
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
の
状
態

を
確
認
す
る
。
 

３
．
原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

貫
通
部
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な

い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
８
の
２
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

 

２
 
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料

装
荷
及
び
燃
料
取
出
作
業
前
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
の

状
態
を
確
認
す
る
。
 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
が
第
１

項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た

場
合
、
表

8
1
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
保
修
第
二
課
長

に
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
保
修
第
二
課
長
は
、
同
表
の
措
置

を
講
じ
る
。

 

 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
装
荷
お

よ
び
燃
料
取
出
作
業
前
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
の
状
態

を
確
認
す
る
。

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

貫
通
部
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な

い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
３
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

 

表
８
８
の
２
－
１

 
項

 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

貫
通
部

 

(
1)
 機
器
ハ
ッ
チ
が
全
ボ
ル
ト
で

閉
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
※
１
 

(
2)
 
各
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
１
つ
以
上
の
ド
ア
で

閉
止
可
能
で
あ
る
こ

と
※
２
 

(
3)
 
そ
の
他
の
貫
通
部
の
う
ち
、
隔
離

弁
に
つ
い
て
は
閉
止
可
能

で
あ
る
こ
と
※
２
、
隔
離
弁
以
外
に
つ
い
て
は
閉
止
フ
ラ
ン
ジ

ま
た
は
同
等
な
も
の
に
よ
っ
て
閉
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
※
３
 

 

表
8
1
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
 

(
1
)
機
器
ハ
ッ
チ
が
全
ボ
ル
ト
で

閉
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

※
１
 

(
2
)
各
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
１
つ
以
上
の
ド

ア
で
閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

(
3
)
そ
の
他
の
貫
通
部
の
う
ち
、
隔
離

弁
に
つ
い
て
は

閉

止
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
、
隔
離
弁
以
外
に
つ
い
て
は

閉
止
フ
ラ
ン
ジ
又
は
同
等
な
も
の
に
よ
っ
て

閉
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
※
３
 

 

表
８
３
－
１

 
項

 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部
 

(
1)

 機
器
ハ
ッ
チ
が
全
ボ
ル
ト
で

閉
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
※
１
 

(
2)

 各
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
１
つ
以
上
の
ド
ア
で

閉
止
可
能

で
あ
る
こ
と
※
２
 

(
3)

 そ
の
他
の
貫
通
部
の
う
ち
、
隔
離

弁
に
つ
い
て
は

閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
、
隔
離

弁
以
外
に
つ
い
て

は
閉
止
フ
ラ
ン
ジ
ま
た
は
同
等
な
も
の
に
よ
っ
て
閉

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
※
３
 

 

 

※
１
：
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
燃
料
移
動
を
行
っ
て
い
な
い
場
合

は
、
速
や
か
に

閉
止
で
き
る
こ
と
を
条
件
に
以
下
の
い
ず
れ

か
を
満
足
す
る
場
合
に
開
放
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ

の
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ

な
い
。
 

・
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
停
止
中
で

余
熱
除
去
系
統
に
よ
る

冷
却
時
、
加
圧
器
安
全

弁
が
健
全
で
あ
る
こ
と
お
よ
び

加
圧
器
水
位
が
１
０
％
か
ら
３
０
％
の
範
囲
内
に
あ
る

場
合
。
 

※
１
：
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
燃
料
移
動
を
行
っ
て
い
な
い
場
合

は
、
速
や
か
に

閉
止
で
き
る
こ
と
を
条
件
に
以
下
の
い
ず
れ

か
を
満
足
す
る
場
合
に
開
放
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ

の
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ

な
い
。
 

ア
 
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
停
止
中
で

余
熱
除
去
系
統
に
よ

る
冷
却
時
、
加
圧
器
安
全

弁
が
健
全
で
あ
る
こ
と
及
び
加

圧
器
水
位
が

1
0
％
か
ら

3
0％
で
あ
る
場
合

 

※
１
：
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
燃
料
移
動
を
行
っ
て
い
な
い
場
合

は
、
速
や
か
に

閉
止
で
き
る
こ
と
を
条

件
に
以
下
の
い
ず
れ

か
を
満
足
す
る
場
合
に
開
放
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
。
こ

の
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ

な
い
。

 

・
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
停
止
中
で

余
熱
除
去
系
統
に
よ
る
冷
却

時
、
加
圧
器
安
全
弁
が
健
全
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
加
圧
器
水

位
が

1
0
%か
ら

3
0
%の
範
囲
内
に
あ
る
場
合
。
 

     【
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
大
飯
保
安
規
定
審
査
時
の

コ
メ
ン
ト
反
映
に
よ
る
。
）
 

・
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が

E
L
3
2
.
2
m
以
上
で
あ
る
場

合
。
 

イ
 
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が

E
L
＋

1
0
.
7
5
m
以
上
で
あ

る
場
合

 

・
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が

E
L
 
3
1
.
0 

m
以
上
で
あ
る
場

合
。
 

 

※
２
：
閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
と
は
、
閉
止
状
態
で
あ
る
こ
と
を
含

む
。
 

※
２
：
閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
と
は
、
閉
止
状
態
で
あ
る
こ
と
を
含

む
。
 

※
２
：
閉
止
可
能
で
あ
る
こ
と
と
は
、
閉
止
状
態
で
あ
る
こ
と
を
含

む
。

 

 

※
３
：
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
燃
料
移
動
を
行
っ
て
い
な
い
場
合

は
、
速
や
か
に

閉
止
で
き
る
こ
と
を
条
件
に
開
放
す
る
こ
と

が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
３
：
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
燃
料
移
動
を
行
っ
て
い
な
い
場
合

は
、
速
や
か
に

閉
止
で
き
る
こ
と
を
条
件
に
開
放
す
る
こ
と

が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
３
：
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
燃
料
移
動
を
行
っ
て
い
な
い
場
合

は
、
速
や
か
に

閉
止
で
き
る
こ
と
を
条

件
に
開
放
す
る
こ
と

が
許
容
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

 
 

表
８
８
の
２
－
２

 
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
原
子
炉
格
納

容
器
貫
通
部

が
運
転
上
の

制
限
を
満
足

し
て
い
な
い

場
合

 

A
.1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内

で
の
燃
料
移
動
中
の
場
合
は
移
動
を
中

止
す
る
※
４
。
 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.2
各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
貫

通
部
の
運
転
上
の
制
限
復

旧
の
た
め
の

措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
１

台
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ

を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
※
５
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

表
8
1
－
２
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
原
子
炉
格
納
容
器
貫

通
部
が
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

内
で
の
燃
料
移
動
中
の
場
合
は
移
動

を
中
止
す
る
※
４
。

 

及
び
 

A
.2
 
保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

貫
通
部
の
運
転
上
の
制
限
復

旧
の
た

め
の
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.3
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

台
の

余

熱
除
去
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
※
５
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

 

表
８
３
－
２

 
条

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
原
子
炉
格
納
容
器
貫

通
部
が
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容

器
内
で
の
燃
料
移
動
中
の
場
合
は
移

動
を
中
止
す
る
※
４
。

 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.2
各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

貫
通
部
の
運
転
上
の
制
限
復

旧
の
た

め
の
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
１
台
の

余
熱
除
去

ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
※
５
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

 

 

※
４
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

 

※
５
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
。

 

※
４
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。
 

※
５
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
。
 

※
４
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

 

※
５
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す

る
。

 

 

（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
お
よ
び
水
温
）
 

第
 
８
９

 条
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
は
、
表
８
９
－
１
で
定
め
る
事

項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
１
週
間
に
１
回
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水

位
お
よ
び
水
温
を
確
認
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
９
－
３

の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受

け
た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
及
び
水
温
）

 

第
8
2
条

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
は
、
表

8
2
－
１
で
定
め
る
事
項
を

運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
週
間
に
１
回
、
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
の
水
位
及
び
水
温
を
確
認
す
る
。

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
が
第
１
項
で

定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、

表
8
2
―
３
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
照
射
済
燃
料
の
移
動
を

中
止
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
保
修
第
二
課
長
に
通
知
す
る
。

通
知
を
受
け
た
保
修
第
二
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
お
よ
び
水
温
）
 

第
 
８
４

 条
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
は
、
表
８
４
－
１
で
定
め
る
事

項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

２
．
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1
)
 
当
直
課
長
は
、
１
週
間
に
１
回
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水

位
お
よ
び
水
温
を
確
認
す
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
４
－
３

の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
燃
料
課
長
に
通
知
す
る
。
通
知
を
受

け
た
原
子
燃
料
課
長
は
、
同
表
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 

表
８
９
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
 
水
位
※
１
お
よ
び
水
温
が
表
８
９
－
２
で
定
め
る
制
限
値
内

に
あ
る
こ
と

 
 

表
8
2
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
 
水
位
※
１
及
び
水
温
が
表

8
2－
２
で
定
め
る
制
限
値
内
に
あ
る

こ
と
 

 

表
８
４
－
１

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
 

水
位
※
１
お
よ
び
水
温
が
表
８
４
－
２
で
定
め
る
制
限
値

内
に
あ
る
こ
と
 

 

 

※
１
：
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
運
転
上
の

制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

※
１
：
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
運
転
上
の

制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 

※
１
：
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
運
転
上
の

制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

 

表
８
９
－
２
 

１
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

項
 
目
 

制
 
限

 
値
 

水
 
位
 

E
L 
28
.1
 m
 以
上

 

水
 
温
 

6
5
 ℃

 以
下
 

２
．
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

項
 
目
 

制
 
限

 
値
 

水
 
位
 

E
L 
32
.2
 m
 以
上

 

水
 
温
 

6
5
 ℃

 以
下
 

 
 

表
8
2
－
２
 

項
 
目
 

制
 
限
 
値
 

水
位
 

E
L＋

1
0.

75
m
以
上
 

水
温
 

6
5℃
以
下
 

 

表
８
４
－
２

 
項

 
目
 

制
 
限

 
値

 

水
 
位
 

E
L
 3

1.
0
 m
 
以
上
 

水
 
温
 

6
5 
℃

 以
下
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：
20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（
20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）
 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
1
9
.
7
.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

表
８
９
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

A
.
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
の
水
位
が
制
限

値
を
満
足
し
て
い

な
い
場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の

水
位
を
制
限
値
内
に
回
復
さ
せ
る
た

め
の
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.2
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
内
で
の
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中

止
す
る
※
２
。

 

速
や
か
に
 

B
.
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
の
水
温
が
制
限

値
を
満
足
し
て
い

な
い
場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の

水
温
を
制
限
値
内
に
回
復
さ
せ
る
た

め
の
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

 

表
8
2
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

の
水
位
が
制
限
値
を

満
足
し
て
い
な
い
場

合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
を
制
限
値
内

に
回
復
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
開

始
す
る
。

 

及
び
 

A
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
内
で
の
照
射
済
燃
料
の
移
動

を
中
止
す
る
※
２
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

Ｂ
．
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

の
水
温
が
制
限
値
を

満
足
し
て
い
な
い
場

合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
温
を
制
限
値
内

に
回
復
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
開

始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

 

表
８
４
－
３

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
.
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

の
水
位
が
制
限
値
を

満
足
し
て
い
な
い
場

合
 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

の
水
位
を
制
限
値
内
に
回
復
さ
せ
る

た
め
の
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

A
.2

 
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
内
で
の
照
射
済
燃
料
の
移
動
を

中
止
す
る
※
２
。

 

速
や
か
に

 

B
.
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

の
水
温
が
制
限
値
を

満
足
し
て
い
な
い
場

合
 

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

の
水
温
を
制
限
値
内
に
回
復
さ
せ
る

た
め
の
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

 

 

※
２
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

 

※
２
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。
 

※
２
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。

 

 

 

参考①-191



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
 

第
 ９
０

 条
 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
重

大
事
故
等
対
処
設
備
は
、
表
９
０
－
１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上

の
制
限
と
す
る
。
 

（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
 

第
83
条

 
次
の
各
号
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
、
表

8
3－
１
で

定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

 

第
 ８
５

 条
 
次
の
各
号
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
、
表
８
５
－

１
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

 

(
1)
 
緊
急
停
止

失
敗
時
に
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設

備
 

(
2)
 
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
す
る
た
め

の
設
備
 

(
3)
 炉
心
注
水
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
4)
 １
次
冷
却
系
の

減
圧
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
5)
 原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
等
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
6)
 原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
す
る
た
め
の
設
備

 

(
7)
 蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
を
す
る
た

め
の
設
備
 

(
8)
 蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）
を
す

る
た
め
の
設
備
 

(
9)
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る

た
め
の
設
備
 

(
10
) 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
等

の
た
め
の
設
備
 

(
11
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
 

(
12
) 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡

散
を
抑
制
す
る
た
め
の

設
備
 

(
13
) 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備

 

(
14
) 
電
源
設
備

 

(
15
) 
計
装
設
備

 

(
16
) 
中
央
制
御
室
 

(
17
) 
監
視
測
定
設
備
 

(
18
) 
緊
急
時
対
策
所
 

(
19
) 
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
 

(1
)
 
緊
急
停
止

失
敗
時
に
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設

備
 

(2
)
 
１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
す
る
た
め
の
設

備
 

(3
) 
炉
心
注
入
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(4
) 
１
次
冷
却
系
統
の
減
圧
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(5
) 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
す
る
た
め
の
設
備

 

(6
) 
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(7
) 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
を
す
る
た

め
の
設
備
 

(8
) 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）
を
す

る
た
め
の
設
備

 

(9
)
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る

た
め
の
設
備

 

(1
0)
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す

る
等
の
た
め
の
設
備
 

(1
1)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
 

(1
2)
 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡

散
を
抑
制
す
る
た
め
の

設
備
 

(1
3)
 重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備

 

(1
4)
 電
源
設
備
 

(1
5)
 計
装
設
備
 

(1
6)
 中
央
制
御
室
 

(1
7)
 監
視
測
定
設
備

 

(1
8)
 緊
急
時
対
策
所

 

(1
9)
 通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
 

(
1)
 
緊
急
停
止

失
敗
時
に
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設

備
 

(
2)
 
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
す
る
た
め

の
設
備
 

(
3)
 炉
心
注
水
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
4)
 １
次
冷
却
系
の
減
圧
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
5)
 原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
等
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(
6)
 原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
す
る
た
め
の
設
備

 

(
7)
 蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
を
す
る
た

め
の
設
備
 

(
8)
 蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）
を
す

る
た
め
の
設
備
 

(
9)
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る

た
め
の
設
備
 

(
10
) 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
等

の
た
め
の
設
備
 

(
11
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
 

(
12
) 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の

設
備
 

(
13
) 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備
 

(
14
) 
電
源
設
備
 

(
15
) 
計
装
設
備
 

(
16
) 
中
央
制
御
室
 

(
17
) 
監
視
測
定
設
備
 

(
18
) 
緊
急
時
対
策
所
 

(
19
) 
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
 

      【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ

ビ
テ
ィ
水
張
り
を
含
む
こ
と
か

ら
「
等
」
記
載
し
て
い
る
。）

（
以
下
、
同
様
。）

 

(
20
) 
そ
の
他
の
設
備
 

(2
0)
 そ
の
他
の
設
備

 
(
20
) 
そ
の
他
の
設
備
 

 

 

２
．
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

２
 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

２
．
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安

全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
所
長
室
長
、
所
長
室

課
長
（
総
務
）、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
土
木
建
築
課
長
、

電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
、
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び

土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、「
品
質
保
証
室
長
等
」

と
い
う
。
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。）
は
、
表
９
０
－

２
か
ら
表
９
０
－
２
１
に
定
め
る
確
認
事
項
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
そ
の

結
果
を
発
電
室
長
ま
た
は
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

 

(1
) 
各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
を
除
く
。
）
は
、
表

8
3－
２

か
ら
表

83
－

2
1
に
定
め
る
確
認
事
項
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

防
災
課
長
、
技
術
第
二
課
長
、
安
全
管
理
第
二
課
長
及
び
保
修

第
二
課
長
は
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
又
は
発
電
第
二
課

当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安

全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
所
長
室
長
、
所
長
室

課
長
（
総
務
）、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
土
木
建
築
課
長
、

電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
、
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び

土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、「
品
質
保
証
室
長
等
」

と
い
う
。
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。）
は
、
表
８
５
－

２
か
ら
表
８
５
－
２
１
に
定
め
る
確
認
事
項
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
そ
の

結
果
を
発
電
室
長
ま
た
は
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
重
大
事
故

等
対
処
設
備
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
９
０
－
２
か
ら
表
９
０
－
２
１
の

措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
関
係
各
課
（
室
）
長
へ
通

知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
関
係
各
課
（
室
）
長
は
、
同
表
に
定
め

る
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
長
及
び
土
木
建
築
課
長
を
除

く
。
）
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

83
－
２

か
ら
表
83
－
2
1の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
関
係

各
第
二
課
長
へ
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
関
係
各
第
二
課
長

は
、
同
表
に
定
め
る
措
置
を
講
じ
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
重
大
事
故

等
対
処
設
備
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
５
－
２
か
ら
表
８
５
－
２
１
の

措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
関
係
各
課
（
室
）
長
へ
通

知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
関
係
各
課
（
室
）
長
は
、
同
表
に
定
め

る
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 

表
９
０
－
１

 
項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

第
１
項
で
定
め
る
重
大
事

故
等
対
処
設
備
 

(
1)
 表
９
０
－
２
、
表
９
０
－
１
２
※
１
、
表
９
０
－
１
６
、

表
９
０
－
１
８
お
よ
び
表
９
０
－
２
０
に
定
め
る
機

能
、
系
統
数
お
よ
び
所
要
数
が
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
モ
ー

ド
に
お
い
て
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
 表
９
０
－
３
か
ら
表
９
０
－
１
５
※
２
、
表
９
０
－
１

７
、
表
９
０
－
１
９
お
よ
び
表
９
０
－
２
１
に
つ
い
て

は
、
各
表
内
に
定
め
る
※
３
 

※
１
：
９
０
－
１
２
－
３
が
該
当
 

※
２
：
表
９
０
－
３
か
ら
表
９
０
－
１
５
の
う
ち
、
表
９
０
－
１
２

に
つ
い
て
は
、
９
０
－
１
２
－
１
、
９
０
－
１
２
－
２
お
よ

び
９
０
－
１
２
－
４
が
該
当
 

※
３
：
可
搬
型
設
備
の
系
統
に
は
、
資
機
材
等
を
含
む
。
 

 

表
8
3
－
１
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

第
１
項
で
定
め
る
重
大
事

故
等
対
処
設
備

 

(
1
)表

83
－
２
、
表

83
－
1
2
※
１
、
表

83
－

1
6、
表

83
－
18

及
び
表

8
3－

2
0
に
定
め
る
機
能
、
系
統
数
及
び
所
要
数

が
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
モ
ー
ド
に
お
い
て
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
 

(
2
)表

83
－
３
か
ら
表

8
3－

15
※
２
、
表

83
－

1
7、
表

8
3－

1
9
及
び
表

8
3－

2
1
に
つ
い
て
は
、
各
表
内
に
定
め
る
※

３
 

※
１
：
83
－

1
2－
３
が
該
当
 

※
２
：
表

8
3－
３
か
ら
表

83
－
1
5
の
う
ち
、
表

8
3－

12
に
つ
い
て

は
8
3－

1
2－
１
、
8
3－

1
2－
２
が
該
当
 

※
３
：
可
搬
型
設
備
の
系
統
に
は
、
資
機
材
等
を
含
む
。
 

 

表
８
５
－
１

 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

第
１
項
で
定
め
る
重
大
事

故
等
対
処
設
備

 

(
1)

 表
８
５
－
２
、
表
８
５
－
１
２
※
１
、
表
８
５
－
１
６
、

表
８
５
－
１
８
お
よ
び
表
８
５
－
２
０
に
定
め
る
機

能
、
系
統
数
お
よ
び
所
要
数
が
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
モ
ー

ド
に
お
い
て
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
2)

 
表
８
５
－
３
か
ら
表
８
５
－
１
５
※
２
、
表
８
５
－
１

７
、
表
８
５
－
１
９
お
よ
び
表
８
５
－
２
１
に
つ
い
て

は
、
各
表
内
に
定
め
る
※
３
 

※
１
：
８
５
－
１
２
－
３
が
該
当
 

※
２
：
表
８
５
－
３
か
ら
表
８
５
－
１
５
の
う
ち
、
表
８
５
－
１
２

に
つ
い
て
は
、
８
５
－
１
２
－
１
、
８
５
－
１
２
－
２
お
よ

び
８
５
－
１
２
－
４
が
該
当
 

※
３
：
可
搬
型
設
備
の
系
統
に
は
、
資
機
材
等
を
含
む
。

 

 

 

参考①-193



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 

表
９
０
－
２
 
緊
急
停
止
失
敗
時
に
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
 

 ９
０
－
２
－
１

 
原
子
炉
出
力
抑
制
（
自
動
）
※
１
 

機
 
能

 

設
定
値

 
適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
・

系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項

 

３
号
炉
お
よ
び

４
号
炉

 
条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻
 
度

 
担

 
当

 

１
．
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備

 

ａ
．
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩

和

設
備
論
理
回
路

 

－
 

モ
ー
ド
１
お

よ
び
２

 

１
系
統

 
A
.
 
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩

和
設

備
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を

持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
※
３
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
。

 

お
よ
び
 

６
時
間

 
機
能
検
査
を
実
施

す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課

長
 

A
.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

３
０
日

 

B
.
 条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

ｂ
．
蒸
気
発
生
器
水

位
低

 

計
器
ス
パ
ン
の

７
％
以
上
 

モ
ー
ド
１
お

よ
び
２

 

４
※
５
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

A.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を

持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
※
３
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
。

 

お
よ
び

 

６
時
間

 
設
定
値
確
認
お
よ

び
機
能
検
査
を
実

施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課

長
 

A.
2
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

３
０
日

 

B
.
 条

件
A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 
動
作
不
能
で
な
い

こ
と
を
指
示
値
に

よ
り
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長

 

※
１
：
本
表
に
お
け
る
動
作
可
能
と
は
、
当
該
計
装
お
よ
び
制
御
設
備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
が
達
成
さ
れ
て
い
る
状
態
を
い
う
。
ま
た
、
動
作
不
能
と
は
、
点
検
・
修
理
の
た
め
に
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
し
く
は
論
理

回
路
を
バ
イ

パ
ス
す
る
場
合
ま
た
は
不
動
作
の
場
合
を
い
う
。
動
作
信
号
を
出
力
さ
せ
て
い
る
状
態
ま
た
は
誤
動
作
に
よ
り
動
作
信
号
を
出
力
し
て
い
る
状
態
は
動
作
可
能
と
み
な
す
。

 

※
２
：
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
ご
と
に
個
別
の
条
件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
３
：
原
子
炉
出
力
抑
制
（
手
動
）
機
能
に
必
要
な
設
備
（
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
、
主
蒸
気
隔
離

弁
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
）
を
い
う
。
 

※
４
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

※
５
：
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩

和
設
備
に
使
用
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
限
る
。

 

 

表
83
－
２
 
緊
急
停
止

失
敗
時
に
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
 

 8
3
－
２
－
１

 
原
子
炉
出
力
抑
制
（
自
動
）
※
１
 

機
 

 
 
能

 

設
 
定

 
値
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
・

系
統
数

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項

 

３
号
炉
及
び
４

号
炉

 
条

 
件

 
措

 
置

 
完
了
時
間

 
項

  
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

１
.
多
様
化
自
動
作
動
設
備

 

a.
 
多
様
化
自
動
作
動
設
備

論
理
回
路

 

－
 

モ
ー
ド
１
及
び
２
 
１
系
統

 
A
.
多
様
化
自
動
作

動
設
備
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
 

A.
1
 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と

同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
３
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
※
４
。

 

及
び

 

A.
2
 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

６
時
間

 

    

30
日

 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 
定
期
検
査
時

 

 

保
修
第
二
課
長

 

 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

B.
1
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

1
2
時
間

 

ｂ
.
蒸
気
発
生
器
水
位
低
 

計
器
ス

パ
ン
の

 

７
％
以
上

 

モ
ー
ド
１
及
び
２
 

４
※
５
 

A
.
１
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A.
1
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と

同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
３
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
※
４
。

 

及
び

 

A.
2
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

６
時
間

 

    

30
日

 

設
定
値
確
認
及
び
機
能
検

査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 

 

保
修
第
二
課
長

 

B
.
条

件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

B.
1
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

1
2
時
間

 
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す

る
。

 

１
日
に
１
回

 
発
電
第
二
課
当

直
課
長

 

※
１
：
本
表
に
お
け
る
動
作
可
能
と
は
、
当
該
計
装
及
び
制
御
設
備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
が
達
成
さ
れ
て
い
る
状
態
を
い
う
。
ま
た
、
動
作
不
能
と
は
、
点
検
・
修
理
の
た
め
に
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
若
し
く
は
論
理
回
路
を

バ
イ
パ
ス
す
る
場
合
又
は
不
動
作
の
場
合
を
い
う
。
動
作
信
号
を
出
力
さ
せ
て
い
る
状
態
又
は
誤
動
作
に
よ
り
動
作
信
号
を
出
力
し
て
い
る
状
態
は
動
作
可
能
と
み
な
す
。

 

※
２
：
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
３
：
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
２
台
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
及
び
主
蒸
気
隔
離

弁
４

個
を
い
う
。

 

※
４
：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

 

※
５
：

多
様
化
自
動
作
動
設
備
に
使
用
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
限
る
。

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
８
５
－
２

 
緊
急
停
止
失
敗
時
に
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
２
－
１
 
原
子
炉
出
力
抑
制
（
自
動
）
※
１
 

機
 
能

 
設
定
値

 
適
用
 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
・
系

統
数
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項

 

条
 
件

 
措
 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻
 
度

 
担
 
当

 

１
．
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備

 

ａ
．
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩

和

設
備
論
理
回
路

 

－
 

モ
ー
ド
１

お
よ
び
２

 

１
系
統

 
A
.
 
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩

和
設

備
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合

 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重

大
事
故
等
対
処
設
備
※
３
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
４
。
 

お
よ
び

 

６
時
間

 
機
能
検
査
を
実
施
す

る
。
 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課

長
 

A
.
2
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。

 

３
０
日

 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間

 

ｂ
．

蒸
気
発
生
器
水

位
異
常
低

 

計
器
ス

パ
ン

の
７
％
以
上

 

モ
ー
ド
１

お
よ
び
２

 

３
※
５
 

A
.
 
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重

大
事
故
等
対
処
設
備
※
３
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
４
。
 

お
よ
び

 

６
時
間

 
設
定
値
確
認
お
よ
び

機
能
検
査
を
実
施
す

る
。
 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課

長
 

A
.
2
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。

 

３
０
日

 

B
.
 
条
件

A
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間

 
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
値
に
よ
り

確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回

 
当
直
課
長

 

※
１
：
本
表
に
お
け
る
動
作
可
能
と
は
、
当
該
計
装
お
よ
び
制
御
設
備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
が
達
成
さ
れ
て
い
る
状
態
を
い
う
。
ま
た
、
動
作
不
能
と
は
、
点
検
・
修
理
の
た
め
に
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
し
く
は
論
理
回
路
を
バ
イ

パ
ス
す
る
場
合
ま
た
は
不
動
作
の
場
合
を
い
う
。

 

動
作
信
号
を
出
力
さ
せ
て
い
る
状
態
ま
た
は
誤
動
作
に
よ
り
動
作
信
号
を
出
力
し
て
い
る
状
態
は
動
作
可
能
と
み
な
す
。

 

※
２
：
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
系
統
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

※
３
：
原
子
炉
出
力
抑
制
（
手
動
）
機
能
に
必
要
な
設
備
（
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
、
主

蒸
気
止

弁
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
）
を
い
う
。
 

※
４
：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

 

※
５
：
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
に
使
用
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
限
る
。

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
蒸
気
発
生
器
水
位

異
常
低
の
所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数

を
３
と
す
る
。
）
 

 

 
 

参考①-194



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
９
０
－
３
 
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ９
０
－
３
－
１

 
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド

ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
る

炉
心
冷
却
系
※
１
 

(
1)
 
高
圧
注
入
系
の
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※

２
 

(
2)
 
加
圧
器
逃
が
し

弁
２

台
に
よ
る
１
次
冷
却
系
統
の

減
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び

４
（

蒸
気
発
生
器
が
熱
除

去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て

い
る
場
合
）
 

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
 

２
台
 

加
圧
器
逃
が
し

弁
 

２
台
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
 

※
３
 

※
１
：
高
圧
注
入
系
お
よ
び
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

減
圧
系
を
い
う
。
 

※
２
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
３
：「
９
０
－
１
４
－
２

 
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

 

表
83
－
３

 
１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 8
3
－
３
－
１

 
１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア

ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
る

炉
心
冷
却
系
※
１
 

(
1)
高
圧
注
入
系
の
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

(
2)
加
圧
器
逃
が
し

弁
２

台
に
よ
る
１
次
冷
却
系
統
の
減
圧
系

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
 

 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及

び
４
（
蒸
気
発
生
器
が

熱
除
去
の
た
め
に
使

用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
 

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
 

２
台

 

加
圧
器
逃
が
し

弁
 

２
台

 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
※
３
 

※
４

 

※
１
：
高
圧
注
入
系
及
び
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ
る
１
次
冷
却
系
統
の

減
圧
系
を
い
う
。

 

※
２
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
３
：
３
号
炉
に
つ
い
て
は
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
、
４
号
炉
に
つ
い
て
は
燃
料
取
替
用
水

ピ
ッ
ト
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

※
４
：
「

83
－

14
－
３

 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

表
８
５
－
３
 
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
３
－
１
 
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド

 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド

ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
る

炉
心
冷
却
系
※
１
 

(
1)

 
高
圧
注
入
系
の
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※

２
 

(
2)

 
加
圧
器
逃
が
し

弁
２

台
に
よ
る
１
次
冷
却
系
統
の

減
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び

４
（

蒸
気
発
生
器
が
熱
除

去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て

い
る
場
合
）
 

充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
 

２
台
 

加
圧
器
逃
が
し

弁
 

２
台
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
 

※
３
 

※
１
：
高
圧
注
入
系
お
よ
び
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

減
圧
系
を
い
う
。
 

※
２
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運

転
中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
３
：「
８
５
－
１
４
－
２
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。 

 

               【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
美
浜
は
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
対
象
は
充
て

ん
／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
で
あ
る

た
め
、
モ
ー
ド
１
～
４
で
は
連

続
運
転
の

ポ
ン
プ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
「
ま
た
は
運
転
中
で
あ

る
こ
と
」
を
記
載
す
る
。）

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有

の
差
異
 

（
美
浜
は
、
ミ
ニ
マ
ム
フ
ロ
ー

で
の
確
認
の
た
め
第

5
2条
の
記

載
に
合
わ
せ
る
。）

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有

の
差
異
 

（
美
浜
は
、
充
て
ん

／
高
圧
注

入
ポ
ン
プ
は
３

台
あ
る
た

め
。）

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
美
浜
は
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
対
象
は
充
て

ん
／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
で
あ
る

た
め
、
「
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に

つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り

確
認
す
る
。」
を
記
載
す
る
。）

 

 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
テ

ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

 
 
 
m
以

上
、
容
量
が

 
 
 
m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非

常
用
炉
心
冷
却
系
の
流
路
中
の

弁
が
正

し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
２

台
の
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た

弁
に
つ

い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た

め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い

て
、
２
台
の

ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

加
圧
器
逃

が
し

弁
 

加
圧
器
逃
が
し

弁
が
全
開
お
よ
び
全

閉

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

計
装
保
修

課
長
 

  

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

高
圧
注
入

ポ

ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異

音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
及
び

テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程

 
 
 
 
ｍ

以
上
、
容
量
が

 
 
 
m
3 /
h
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
長

 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非

常
用
炉
心
冷
却
系
の
流
路
中
の
弁
が
正

し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、
２
台
の

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に

つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た

め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い

て
、
２
台
の
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

加
圧
器
逃
が

し
弁
 

加
圧
器
逃
が
し

弁
が
全
開
及
び
全
閉
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

保
修
第
二

課
長

 

  

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

充
て
ん

／

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非

常
用
炉
心
冷
却
系
の
流
路
中
の

弁
が
正

し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
４
。

 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ

い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た

め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い

て
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
※
４
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

加
圧
器
逃

が
し
弁

 

加
圧
器
逃
が
し

弁
が
全
開
お
よ
び
全

閉

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

計
装
保
修

課
長
 

※
４
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
お

よ
び
３
 

A
. 
高
圧
注
入
系

１
系
統
が
動

作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
１

台
の
電
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
４
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

表
５
２
－

３
 
A.
2
の

初
回
確
認

完
了
後
４

時
間
 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
及

び
３
 

Ａ
．
高
圧
注
入
系

１
系
統
が
動

作
不
能
で
あ

る
場
合

 

A
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

台

の
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
５
。

 

 

表
5
1－
３

A
.2
の
初

回
確
認
完

了
後

 

４
時
間
 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
お

よ
び
３
 

A
. 
高
圧
注
入
系

１
系
統
が
動

作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
台
の
電
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
５
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

表
５
２
－

３
 
A
.
2
の

初
回
確
認

完
了
後
４

時
間
 

       

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

参考①-195



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

１
０
日
 

B
. 
加
圧
器
逃
が

し
弁
１

台
が

動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
１

台
の
電
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
４
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

表
４
５
－

３
 
B.
1
の

確
認
完
了

後
４
時
間
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

７
２
時
間
 

C
. 
条
件
Ａ
ま
た

は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

C
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

C
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。 
３
６
時
間
 

モ
ー
ド

４
（

蒸
気

発
生
器

が
熱
除

去
の
た

め
に
使

用
さ
れ

て
い
る

場
合
）
 

A
. 
高
圧
注
入
系

１
系
統
が
動

作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
１

台
の
電
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
５
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

４
時
間
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

１
０
日
 

B
. 
加
圧
器
逃
が

し
弁
１

台
が

動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
１

台
の
電
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
５
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

４
時
間
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

７
２
時
間
 

C
. 
条
件
Ａ
ま
た

は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

C
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。 
２
０
時
間
 

※
４
：
残
り
の
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
１

台
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
お
よ
び
主
蒸

気
逃
が
し
弁
４
台
を
い
い
、

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

※
５
：
残
り
の
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
１

台
お
よ
び
主

蒸
気
逃
が
し
弁
４

台
を
い
い
、

至
近

の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

及
び
 

A
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

 10
日

 

Ｂ
．
加
圧
器
逃
が

し
弁
１

台
が

動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

B
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

台

の
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
５
。

 

及
び
 

B
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

表
4
4－
３

B
.1
の
措

置
完
了
後

 

４
時
間
 

 72
時
間
 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又
は

Ｂ
の
措
置
を

完
了
時
間
内

に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

C
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

C
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
４
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  36
時
間
 

モ
ー
ド

４
(
蒸
気

発
生
器

が
熱
除

去
の
た

め
に
使

用
さ
れ

て
い
る

場
合
)
 

Ａ
．
高
圧
注
入
系

１
系
統
が
動

作
不
能
で
あ

る
場
合

 

A
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

台

の
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
６
。

 

及
び
 

A
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

    10
日

 

Ｂ
．
加
圧
器
逃
が

し
弁
１

台
が

動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

B
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

台

の
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
６
。

 

及
び
 

B
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

    72
時
間
 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又
は

Ｂ
の
措
置
を

完
了
時
間
内

に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

C
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。
 

20
時
間
 

※
５
：
残
り
の
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
１

台
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
及
び
主
蒸
気
逃

が
し

弁
４

個
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

※
６
：
残
り
の
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
１

台
及
び
主

蒸
気
逃
が
し
弁
４

個
に
つ
い
て
は
、
至
近

の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

お
よ
び
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

１
０
日

 

B
. 
加
圧
器
逃
が

し
弁
１

台
が

動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
台
の
電
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
５
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

表
４
５
－

３
 
B
.
1
の

確
認
完
了

後
４
時
間
 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

７
２
時
間
 

C
. 
条

件
Ａ
ま
た

は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す
る
。 
３
６
時
間
 

モ
ー
ド

４
（

蒸
気

発
生
器

が
熱
除

去
の
た

め
に
使

用
さ
れ

て
い
る

場
合
）
 

A
. 
高
圧
注
入
系

１
系
統
が
動

作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
台
の
電
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
６
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

４
時
間

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

１
０
日

 

B
. 
加
圧
器
逃
が

し
弁
１

台
が

動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
台
の
電
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
６
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

４
時
間

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

７
２
時
間
 

C
. 
条

件
Ａ
ま
た

は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。 
２
０
時
間
 

※
５
：
残
り
の
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
１
台
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
お
よ
び
主
蒸
気

逃
が
し

弁
３

台
を
い
い
、

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

※
６
：
残
り
の
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
１
台
お
よ
び
主

蒸
気
逃
が
し

弁
３
台
を
い
い
、
至
近
の

記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

                                   【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有

の
差
異
 

（
ル
ー
プ
数
の
違
い
。
）
 

 

表
９
０
－
４
 
炉
心
注
水
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ９
０
－
４
－
１

 
炉
心
注
水
 
－
非
常
用
炉
心
冷
却
系
－
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
 

(
1)
 
高
圧
注
入
系
の
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
※
１
 

(
2)
 
低
圧
注
入
系
の
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
 

１
台
 

表
83
－
４

 
炉
心
注
入
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 8
3
－
４
－
１

 
炉
心
注
入
及
び
再

循
環
運
転
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系

 

(
1
)
高
圧
注
入
系
の
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
※
１
 

(
2
)
低
圧
注
入
系
の
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
 
備

 
所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
 

１
台
 

表
８
５
－
４
 
炉
心
注
水
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
４
－
１
 
炉
心
注
水

 
－
非
常
用
炉
心
冷
却
系
－

 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系

 

(
1)

 
高
圧
注
入
系
の
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
※
１
 

(
2)

 
低
圧
注
入
系
の
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備

 
所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
 

１
台

 

           

参考①-196



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

５
お
よ
び
６
 

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

１
台
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
 

※
２
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は

運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
「
９
０
－
１
４
－
２
 
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

 

５
及
び
６
 

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

１
台
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
 

１
基
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー
ン

 
１
基
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
 

※
２

 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
又
は
運
転

中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：「

83
－
14
－
３

 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

５
お
よ
び
６
 

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
 

１
台

 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
 

※
２

 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は

運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：
「
８
５
－
１
４
－
２

 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限

を
定
め
る
。

 

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
再

循
環
は

85
-
4-
6

で
記
載
し
て
い
る
。）

 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
テ

ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

 
 
 
m
以

上
、
容
量
が

 
 
 
m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非

常
用
炉
心
冷
却
系
の
流
路
中
の

弁
が
正

し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
１

台
以
上
の
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た

弁
に
つ

い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
１

台
以
上
の

ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

(
2)
 確
認
事
項
（
続
き
）
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
テ

ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

 
 
 
m
以

上
、
容
量
が

 
 
 
m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非

常
用
炉
心
冷
却
系
の
流
路
中
の

弁
が
正

し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
１

台
以
上
の
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た

弁
に
つ

い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
１

台
以
上
の

ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

 

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

高
圧
注
入

ポ

ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非

常
用
炉
心
冷
却
系
の
流
路
中
の

弁
が
正

し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
及
び
テ
ス

ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

 
 
 
ｍ
以

上
、
容
量
が

  
 
m
3
/h
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、
１
台
以
上

の
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い

て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
４
、
５
及
び
６
に
お
い
て
、
１
台
以
上

の
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

余
熱
除
去

ポ

ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非

常
用
炉
心
冷
却
系
の
流
路
中
の

弁
が
正

し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
及
び
テ
ス

ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

 
 
 
ｍ
以

上
、
容
量
が

  
 
m
3
/h
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、
１
台
以
上

の
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
 
る
※
３
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い

て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
４
、
５
及
び
６
に
お
い
て
、
１
台
以
上

の
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ

 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ

ス
ク
リ
ー
ン

 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
が
異
物
等
に

よ
り
塞
が
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

定
期
検
査

時
 

保
修
第
二

課
長

 

※
３
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

充
て
ん

／

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非

常
用
炉
心
冷
却
系
の
流
路
中
の

弁
が
正

し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
３
。

 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ

い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
３
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
テ

ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

 
 
 
 
m
以

上
、
容
量
が

 
 
 
m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非

常
用
炉
心
冷
却
系
の
流
路
中
の

弁
が
正

し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ

い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
３
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

※
３
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

   【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有

の
差
異
 

（
美
浜
は
、
ミ
ニ
マ
ム
フ
ロ
ー

で
の
確
認
の
た
め
第

5
2条
の
記

載
に
合
わ
せ
る
。）

 

               【
大
飯
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
対
象
は
充
て

ん
／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
で
あ
る

た
め
、
「
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に

つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り

確
認
す
る
。」
を
記
載
す
る
。）

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
再

循
環
は

85
-
4-
6

で
記
載
し
て
い
る
。）

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
お
よ
び

A
. 
高
圧
注
入

系
の
全
て

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

速
や
か
に
 

 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド
１
、
Ａ
．
高
圧
注
入

A
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
速
や
か
に
 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
お
よ
び

A
.
 高
圧
注
入

系
の
全
て

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

速
や
か
に
 

 

    

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

参考①-197



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

４
 

が
動
作
不

能
で
あ
る

場
合
 

ま
た
は

 

低
圧
注
入

系
の
全
て

が
動
作
不

能
で
あ
る

場
合
 

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。
 

  １
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド
５
お

よ
び
６
 

A
. 
高
圧
注
入

系
の
全
て

が
動
作
不

能
で
あ
る

場
合
 

ま
た
は

 

低
圧
注
入

系
の
全
て

が
動
作
不

能
で
あ
る

場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系

の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す

る
。

 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

（
１
次
冷
却
系
非
満
水
※

３
）
ま
た
は
モ
ー
ド
６
（
キ

ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
※
４
）
の

場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回

復
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.4
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と

同
等
の
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
５
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

※
３
：
１
次
冷
却
系
非
満
水
と
は
、
１
次
冷
却
系
水
抜
き
開
始
か
ら
モ
ー
ド
６
と
な
る
ま

で
、
お
よ
び
モ
ー
ド
５
と
な
っ
て
か
ら
１
次
冷
却
系
水
張
り
終
了
ま
で
の
期
間
を
い

う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
４
：
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
と
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が

EL
3
2.
2
m未
満
で
あ
る
場
合

を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

※
５
：
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る

代
替
炉
心
注
水
系
を
い
う
。
 

 

２
、
３
及
び

４
 

系
の
全
て

が
動
作
不

能
で
あ
る

場
合
 

又
は
 低
圧
注
入

系
の
全
て

が
動
作
不

能
で
あ
る

場
合

 

当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

A
.
3 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

    12
時
間

 

  56
時
間

 

モ
ー
ド
５

及
び
６

 

Ａ
．
高
圧
注
入

系
の
全
て

が
動
作
不

能
で
あ
る

場
合
 

又
は
 低
圧
注
入

系
の
全
て

が
動
作
不

能
で
あ
る

場
合

 

A
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

１
次
冷
却
系
の
水
抜
き
を

行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水
抜

き
を
中
止
す
る
。
 

及
び
 

A
.
3 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非

満
水
※
４
）
又
は
モ
ー
ド
６

（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
※

５
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有

水
を
回
復
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

 

※
４
：
１
次
冷
却
系
非
満
水
と
は
、
１
次
冷
却
系
水
抜
き
開
始
か
ら
モ
ー
ド
６
と
な
る
ま
で
、

及
び
モ
ー
ド
５
と
な
っ
て
か
ら
１
次
冷
却
系
水
張
り
終
了
ま
で
の
期
間
を
い
う
（
以

下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
５
：
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
と
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が

EL
＋

10
.7

5m
未
満
で
あ
る

場
合
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

４
 

が
動
作
不

能
で
あ
る

場
合

 

ま
た
は

 

低
圧
注
入

系
の
全
て

が
動
作
不

能
で
あ
る

場
合
 

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。

 

  １
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド
５
お

よ
び
６

 

A
.
 
高
圧
注
入

系
の
全
て

が
動
作
不

能
で
あ
る

場
合

 

ま
た
は

 

低
圧
注
入

系
の
全
て

が
動
作
不

能
で
あ
る

場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系

の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１

次
冷
却
系
非
満
水
※
４
）
ま
た

は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低

水
位
※
５
）
の
場
合
、
１
次
系
保

有
水
を
回
復
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。

 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.4
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と

同
等
の
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
６
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

※
４
：
１
次
冷
却
系
非
満
水
と
は
、
１
次
冷
却
系
水
抜
き
開
始
か
ら
モ
ー
ド
６
と
な
る
ま

で
、
お
よ
び
モ
ー
ド
５
と
な
っ
て
か
ら
１
次
冷
却
系
水
張
り
終
了
ま
で
の
期
間
を
い

う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
５
：
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
と
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が

EL
3
1.

0m
未
満
で
あ
る
場
合

を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

※
６
：
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代

替
炉
心
注
水
系
を
い
う
。

 

 

                          【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
同
等
な
機
能
を
持

つ
Ｓ
Ａ
設
備
な
し
。
美
浜
は
、

同
等
な
機
能
を
持
つ
Ｓ
Ａ
設
備

を
設
定
し
て
い
る
。）

 

９
０
－
４
－
２

 
炉
心
注
水
 
－
蓄
圧
注
入
系
－

 

(
1)
 運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

蓄
圧
タ
ン
ク
 

(
1
) 
ほ
う
素
濃
度
が

2
,8
0
0
 p
pm
 以
上
で
あ
る
こ
と
 

(
2
) 
ほ
う
酸
水
量
（
有
効
水
量
）
が

2
7.
0m

3
以
上
（
１
基

あ
た
り
）
で
あ
る
こ
と

 

(
3
)
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が

6
.
89
M
Pa
[g
a
ge
]
を
超
え
る
場
合
）
に
お
い
て
、
圧
力

が
4.
0
4M
P
a
[g
ag
e
]以
上
で
あ
る
こ
と
 

(
4
) 
モ
ー
ド
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が

6
.
89
MP
a
[g
a
g
e]

以
下
の
場
合
）、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
圧
力

が
1.
0
MP
a
[
ga
ge
]以
上
で
あ
る
こ
と
 

(
5
) 
蓄
圧
タ
ン
ク
出
口

弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

蓄
圧
タ
ン
ク
 

４
基
※
２
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
手
動
で
の
開
弁
お
よ
び

閉
弁
が
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

～
記
載
な
し
～
 

８
５
－
４
－
２

 
炉
心
注
水

 
－
蓄
圧
注
入
系
－

 

(
1)

 運
転
上
の
制
限

 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
 

(
1
) 
ほ
う
素
濃
度
が

2,
60

0
 p

pm
 以
上
で
あ
る
こ
と
 

(
2
) 
ほ
う
酸
水
量
（
有
効
水
量
）
が

29
.
0m

3
以
上
（
１
基

あ
た
り
）
で
あ
る
こ
と
 

(
3
)
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が

6
.
89

MP
a
[g
a
ge
]
を
超
え
る
場
合
）
に
お
い
て
、
圧
力

が
4.
0
4
MP

a
[g

ag
e
]以
上
で
あ
る
こ
と
 

(
4
)
 モ
ー
ド
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が

6
.8
9
MP
a
[
ga

ge
]

以
下
の
場
合
）
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
圧
力

が
1.
0
M
Pa

[
ga

ge
]以
上
で
あ
る
こ
と
 

(
5
)
 
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
出
口
電
動

弁
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
 

３
基
※
２
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
手
動
で
の
開

弁
お
よ
び
閉

弁
が
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
停
止
中
に
お
け
る

炉
心
注
水
手
段
と
し
て
ア
キ
ュ

ム
レ
ー
タ
に
期
待
し
て
い

る
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

※
２
：
モ
ー
ド
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が

6.
8
9
MP
a[
g
ag
e
]以
下
の
場
合
）
、
４
、
５

お
よ
び
６
に
お
い
て
、
所
要
数
は
３
基
。

 

 

※
２
：
モ
ー
ド
３
（
１
次
冷
却
材
圧
力
が

6.
8
9
MP

a[
g
ag
e
]
以
下
の
場
合
）
、
４
、
５

お
よ
び
６
に
お
い
て
、
所
要
数
は
２
基
。
 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

蓄
圧
タ
ン
ク
 

蓄
圧
タ
ン
ク
出
口

弁
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
ほ
う
酸
水
量
（
有
効
水
量
）
お

よ
び
圧
力
を
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１

回
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
ほ
う
素
濃
度
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

 

 
(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻
 
度
 

担
 
当

 

ア
キ
ュ
ム
レ

ー
タ
 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
出
口
電
動

弁
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
ほ
う
酸
水
量
（
有
効
水
量
）
お

よ
び
圧
力
を
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１

回
 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
ほ
う
素
濃
度
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

  
(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
モ
ー
ド

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド
１
、
２

お
よ
び
３
（
１

次
冷
却
材
圧

力
が

6
.8
9
MP
a
[
ga
g

e
]
を
超
え
る

場
合
）
 

A
. 
蓄
圧
タ
ン
ク

１
基
の

ほ
う

素
濃
度
が
制

限
値
を
満
足

し
て
い
な
い

場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
蓄
圧
タ

ン
ク
の

ほ
う
素
濃
度
を
制
限

値
内
に
回
復
さ
せ
る
。
 

７
２
時
間
 

B
. 
蓄
圧
タ
ン
ク

１
基
が
条
件

Ａ
以
外
の
理

由
に
よ
り
、

運
転
上
の
制

限
を
満
足
し

て
い
な
い
場

合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
蓄
圧
タ

ン
ク
の
運
転
上
の
制
限
を
満

足
さ
せ
る
。
 

１
時
間
 

  

C．
運
転
上
の
制

限
を
満
足
す

る
蓄
圧
タ
ン

ク
が
３
基
未

満
で
あ
る
場

合
 

ま
た
は
 

条
件
Ａ
ま

た
は
Ｂ
の

措
置
を
完

了
時
間
内

に
達
成
で

き
な
い
場

合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
蓄
圧
タ

ン
ク
の
運
転
上
の
制
限
を
満

足
さ
せ
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び

 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び

 

C
.3
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

圧
力
を

6.
8
9
MP
a
[g
a
g
e]
以

下
に
下
げ
る
。
 

速
や
か
に
 

    １
２
時
間
 

  １
８
時
間
 

モ
ー
ド
３
（
１

次
冷
却
材
圧

力
が

6
.8
9
MP
a
[
ga
g

e
]
以
下
の
場

合
）
、
４
、
５

お
よ
び
６
 

A
. 
運
転
上
の
制

限
を
満
足
す

る
蓄
圧
タ
ン

ク
が
３
基
未

満
で
あ
る
場

合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
蓄
圧
タ

ン
ク
の
運
転
上
の
制
限
を
満

足
さ
せ
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系

の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す

る
。
 

お
よ
び

 

速
や
か
に
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

速
や
か
に
 

 
(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
モ
ー
ド

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド
１
、
２

お
よ
び
３
（
１

次
冷
却
材
圧

力
が

6
.8
9
M
Pa
[
ga

g

e
]
を
超
え
る

場
合
）
 

A
.
 ア
キ
ュ
ム
レ

ー
タ
１
基
の

ほ
う
素
濃
度

が
制
限
値
を

満
足
し
て
い

な
い
場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
ア
キ
ュ

ム
レ
ー
タ
の

ほ
う
素
濃
度
を

制
限
値
内
に
回
復
さ
せ
る
。
 

７
２
時
間

 

B
.
 ア
キ
ュ
ム
レ

ー
タ
１
基
が

条
件
Ａ
以
外

の
理

由
に
よ

り
、
運
転
上

の
制
限
を
満

足
し
て
い
な

い
場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
ア
キ
ュ

ム
レ
ー
タ
の
運
転
上
の
制
限

を
満
足
さ
せ
る
。
 

１
時
間
 

  

C
．
運
転
上
の
制

限
を
満
足
す

る
ア
キ
ュ
ム

レ
ー
タ
が
２

基
未
満
で
あ

る
場
合

 

ま
た
は
 

条
件
Ａ
ま

た
は
Ｂ
の

措
置
を
完

了
時
間
内

に
達
成
で

き
な
い
場

合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
ア
キ
ュ

ム
レ
ー
タ
の
運
転
上
の
制
限

を
満
足
さ
せ
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

お
よ
び

 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び

 

C
.
3 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

圧
力
を

6.
8
9
MP
a
[
ga

g
e]
以

下
に
下
げ
る
。
 

速
や
か
に

 

    １
２
時
間

 

  １
８
時
間

 

モ
ー
ド
３
（
１

次
冷
却
材
圧

力
が

6
.8
9
M
Pa
[
ga

g

e
]
以
下
の
場

合
）
、
４
、
５

お
よ
び
６

 

A
.
 運
転
上
の
制

限
を
満
足
す

る
ア
キ
ュ
ム

レ
ー
タ
が
２

基
未
満
で
あ

る
場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
ア
キ
ュ

ム
レ
ー
タ
の
運
転
上
の
制
限

を
満
足
さ
せ
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

お
よ
び

 

速
や
か
に

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系

の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す

る
。

 

お
よ
び

 

速
や
か
に

 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

速
や
か
に

 

参考①-199



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
ま

た
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ

ィ
低
水
位
）
の
場
合
、
１
次

系
保
有
水
を
回
復
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.4
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と

同
等
の
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
３
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

※
３
：
Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
る
充
て
ん
系
を
い
う
。
 

 

（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
ま

た
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ

ィ
低
水
位
）
の
場
合
、
１
次

系
保
有
水
を
回
復
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
4 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と

同
等
の
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
３
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

※
３
：
Ｃ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
充
て
ん
系
を
い
う
。

 

 

９
０
－
４
－
３

 
代
替
炉
心
注
水
 
－
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心

注
水
－

 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

充
て
ん
系
 

Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ

(自
己
冷
却
)
に
よ
る
充
て
ん
系
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
※
1 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
 

１
台
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
 

※
２
 

復
水
ピ
ッ
ト
 

※
３
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
４
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
５
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
５
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
５
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は

運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
「
９
０
－
１
４
－
２

 
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
３
：
「
９
０
－
１
４
－
３
 
復
水
ピ
ッ
ト
（
Ｒ
Ｗ
Ｓ
Ｐ
補
給
系
を
含
む
）
」
に
お
い
て
運

転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
４
：
「
９
０
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
５
：
「
９
０
－
１
５
－
７
 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

8
3
－
４
－
２

 
代
替
炉
心
注
入
 
－
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入

－
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

充
て
ん
注
入
系

 
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
充
て
ん
注
入
系

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
及
び
６
 

Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）

 
１
台
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

 
※
２

 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
又
は
運
転

中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：「

83
－
14
－
３

 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

８
５
－
４
－
３

 
代
替
炉
心
注
水

 
－
Ｃ
充
て
ん

／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ

る
代
替
炉
心
注
水
－

 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

充
て
ん
系

 
Ｃ
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ

(
自

己
冷
却

)に
よ
る
充
て

ん
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備

 
所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

Ｃ
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
自

己

冷
却
）
 

１
台
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
 

※
２

 

復
水
タ
ン
ク
 

※
３
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 
※
４
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
５
 

可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
 

※
５
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
５
 

燃
料

油
移
送

ポ
ン
プ
 

※
５
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は

運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：
「
８
５
－
１
４
－
２

 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。

 

※
３
：
「
８
５
－
１
４
－
３

 
復
水
タ
ン
ク
（
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
補
給
系
を
含
む
）
」

に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
４
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
５
：
「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
お
よ
び
燃
料

油
移
送

ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。
 

 

      【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
関
連
す
る
水
源
、
電

源
等
も
含
め
記
載
し
て
い
る
）
 

（
以
下
、
同
様
。）

 
  【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
空
冷
式
非
常
用
発

電
装
置
の
給

油
は
可
搬
式
オ
イ

ル
ポ
ン
プ
に
よ
る
給

油
手
順
を

用
意
す
る
。
）（
以
下
、
同

様
。）

 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
充

て
ん
系
の
流
路
中
の

弁
が
正
し
い
位
置

に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
テ

ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

 
 
 
 
 
m

以
上
、
容
量
が

  
m
3
/
h以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
６
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
  

当
直
課
長
 

(
2
) 
確
認
事
項
 

 

項
 

 
 
目
 

確
 
認
 
事
 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

Ｂ
充
て
ん

ポ
ン

プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な

い
充
て
ん
注
入
系
の
流
路
中
の

弁

が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、

異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ

と
、
及
び
揚
程
が

 
  
 
 
ｍ
以
上
、

容
量
が

 
 
 
 
m
3
/h
以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
長
 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

Ｃ
充
て
ん

／
高
圧
注

入
ポ
ン
プ

 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
充

て
ん
系
の
流
路
中
の

弁
が
正
し
い
位
置

に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
６
。

 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ

い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る

１
ヶ
月
に

１
回

  

当
直
課
長

 

   【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
ミ
ニ
マ
ム
フ
ロ
ー
で

の
確
認
の
た
め

52
条
の
記
載
に

合
わ
せ
る
。）

 

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

参考①-200



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た

弁
に
つ

い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
６
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

※
６
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

と
を
確
認
す
る
※
３
。
 

モ
ー
ド
４
、
５
及
び
６
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

※
３
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
 

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
６
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

※
６
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、
お

よ
び
４
 

A
. 
Ｂ
充
て
ん
ポ

ン
プ
（
自
己

冷
却
）
に
よ

る
充
て
ん
系

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
台
の

余
熱

除
去
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
※
７
と
と
も
に
そ
の
他
の

設
備
※
８
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当

該
系
統
と
同
等
の
機
能
を
持

つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
※
９

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
１
０
。
 

お
よ
び
 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

４
時
間
 

      ７
２
時
間

 

     ３
０
日
 

B
. 
条
件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

お
よ
び
 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。

 

１
２
時
間

 

  ５
６
時
間

 

モ
ー
ド
５
お

よ
び
６
 

A
. 
Ｂ
充
て
ん
ポ

ン
プ
（
自
己

冷
却
）
に
よ

る
充
て
ん
系

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系

の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
ま

た
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ

ィ
低
水
位
）
の
場
合
、
１
次

系
保
有
水
を
回
復
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
4 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当

該
系
統
と
同
等
の
機
能
を
持

つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
※
９

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
１
０
措
置
を
開
始
す

る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

      速
や
か
に

 

 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
Ｂ
充
て
ん

ポ

ン
プ
（
自

己

冷
却
）
に
よ

る
充
て
ん
注

入
系
統
が
動

作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

台

の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
※
４
。

 

及
び
 

A
.
2
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
と

同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等

対
処
設
備
※
５
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。
 

及
び
 

A
.
3
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
。
 

４
時
間
 

    72
時
間
 

    30
日

 

Ｂ
．
条
件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
及
び

６
 

Ａ
．
Ｂ
充
て
ん

ポ

ン
プ
（
自

己

冷
却
）
に
よ

る
充
て
ん
注

入
系
統
が
動

作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次

冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

及
び
 

A
.
3
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
又
は

モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）

の
場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
4
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
と

同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等

対
処
設
備
※
５
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド

 
条

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、
お

よ
び
４
 

A
. 
Ｃ
充
て
ん
／

高
圧
注
入
ポ

ン
プ
（
自
己

冷
却
）
に
よ

る
充
て
ん
系

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
台
の

余
熱

除
去
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
※
７
と
と
も
に
そ
の
他
の

設
備
※
８
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当

該
系
統
と
同
等
の
機
能
を
持

つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
※
９

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
１
０
。
 

お
よ
び

 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

４
時
間
 

      ７
２
時
間
 

     ３
０
日
 

B
. 
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド
５
お

よ
び
６

 

A
. 
Ｃ
充
て
ん
／

高
圧
注
入
ポ

ン
プ
（
自
己

冷
却
）
に
よ

る
充
て
ん
系

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系

の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す

る
。
 

お
よ
び

 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
ま

た
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ

ィ
低
水
位
）
の
場
合
、
１
次

系
保
有
水
を
回
復
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
4 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当

該
系
統
と
同
等
の
機
能
を
持

つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
※
９

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
１
０
措
置
を
開
始
す

る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

      速
や
か
に
 

 

     【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
そ
の
他
の
設
備
の

確
認
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し

た
。）

 
                           【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
Ａ
Ｏ

Ｔ
が
速
や
か
に

対
し
、
措
置
を
開
始
す
る
こ
と
を

追
加
。
）（
以
下
、
同
様
。）

 
※
７
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
４
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
残
り
の
余
熱
除
去
ポ

ン
プ
１
台
、
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
２

台
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
２
基
及
び
原
子
炉
補
機
冷

却
水

ポ
ン
プ
４

台
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

※
７
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有

の
差
異
 

参考①-201



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

※
８
：
残
り
の

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
１

台
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
２
台
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２

基
、
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
２
系
統
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
９
：
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
系
を
い
う
。
 

※
１
０
：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行

う
。
ま
た
、
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時

間
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設

備
を
設
置
し
、
接
続
口
付
近
ま
で
の
ホ
ー
ス
を
敷
設
す
る
補
完
措
置
が
完
了
し
て
い

る
こ
と
を
含
む
。
 

 

認
す
る
。
 

※
５
：
中
間
受
槽
を
水
源
と
し
た
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
系

を
い
う
。

 

※
６
：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

ま
た
、
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満

足
さ
せ
る
た
め
に
、
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置

し
、
接
続
口
付
近
ま
で

ホ
ー
ス
を

布
設
す
る
補
完
措
置
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
含

む
。
 

 

※
８
：
残
り
の

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
１
台
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
２
基
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷

却
水
系
２
系
統
を
い
い
、

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

※
９
：
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
系
を
い
う
。

 

※
1
0：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行

う
。
ま
た
、
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時

間
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設

備
を
設
置
し
、
接
続
口
付
近
ま
で
の
ホ
ー
ス
を
敷
設
す
る
補
完
措
置
が
完
了
し
て
い

る
こ
と
を
含
む
。
 

  

（
設
備
の
相
違
。）
（
以
下
、
同

様
。）

 

 

９
０
－
４
－
４

 
代
替
炉
心
注
水
 
－
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ

Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
－
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

代
替
炉
心
注
水
系
 

Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水

系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使

用
）
 

１
台
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
 

※
２
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
「
９
０
－
１
４
－
２

 
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

～
記
載
な
し
～
 

８
５
－
４
－
４

 
代
替
炉
心
注
水

 
－
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ

連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
－
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

代
替
炉
心
注
水
系

 
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
系
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ

Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
 

２
台

 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

 
※
２

 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：
「
８
５
－
１
４
－
２

 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
８
３
－
４
－
４
代

替
再

循
環
に
て
記
載
の
た
め
、

本
項
で
は
記
載
な
し
。
）
 

               

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
は

ミ
ニ
マ
ム
フ
ロ
ー
で
の
確
認
の

た
め

5
8条
の
記
載
に
合
わ
せ

る
。）

 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

Ａ
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ

ポ

ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原

子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
流
路
中

の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異

音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お

よ
び
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が
  

 
 
 
ｍ
以
上
、
容
量
が

  
 
  

m
3 /
h
以
上

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い

て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に

つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン

プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

 

 
(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻
 
度
 

担
 
当

 

Ａ
、
Ｂ
内
部

ス
プ
レ

ポ
ン

プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原

子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
流
路
中

の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異

音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い

て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た

弁
に

つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復

旧
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、

ポ
ン

プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
. 
Ａ
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
ポ

ン
プ
（
Ｒ
Ｈ

Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ

Ｓ
連
絡
ラ
イ

ン
使
用
）
に

よ
る
代
替
炉

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
１

台
の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
３
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
４
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び
 

表
６
４
－

４
 A
.
2の

初
回
確
認

完
了
後
４

時
間
 

  

 
(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
. 
Ａ
、
Ｂ
内
部

ス
プ
レ

ポ
ン

プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ

Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ

連
絡
ラ
イ
ン

使
用
）
に
よ

る
代
替
炉
心

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
１

台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
３
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
４
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

お
よ
び
 

表
５
８
－

３
 
A
.2
の

初
回
確
認

完
了
後
４

時
間

 

  

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

心
注
水
系
が

動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.2
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
と
同
等
の
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
５
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。

 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

７
２
時
間
 

   ３
０
日
 

B
. 
条
件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
. 
Ａ
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
ポ

ン
プ
（
Ｒ
Ｈ

Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ

Ｓ
連
絡
ラ
イ

ン
使
用
）
に

よ
る
代
替
炉

心
注
水
系
が

動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.4
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
と
同
等
の
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
５
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
措

置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

※
３
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
４
：
残
り
の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
１
台
、
お
よ
び
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
２
台
を
い
い
、
至
近
の
記

録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
５
：
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
系
を
い
う
。
 

※
６
：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行

う
。
 

 

注
水
系
が
動

作
不
能
で
あ

る
場
合

 

A
.2
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
と
同
等
の
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
５
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。

 

お
よ
び
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

７
２
時
間

 

    ３
０
日

 

B
. 
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。

 

お
よ
び
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。

 

１
２
時
間

 

  ５
６
時
間

 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
. 
Ａ
、
Ｂ
内
部

ス
プ
レ

ポ
ン

プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ

Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ

連
絡
ラ
イ
ン

使
用
）
に
よ

る
代
替
炉
心

注
水
系
が
動

作
不
能
で
あ

る
場
合

 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.4
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
と
同
等
の
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
５
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
措

置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

※
３
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
４
：
残
り
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
１

台
お
よ
び
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
２

台
を
い
い
、
至

近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

※
５
：
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
系
を
い
う
。

 

※
６
：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行

う
。

 

 
９
０
－
４
－
５

 
代
替
炉
心
注
水
 
－
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注

水
－
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

代
替
炉
心
注
水
系
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水

系
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
 

１
台

×
２
 

電
源
車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン

プ
用
）
 

１
台

×
２
 

送
水
車
 

１
台

×
２
 

仮
設
組
立
式
水
槽
 

１
台

×
２
 

軽
油
ド
ラ
ム
缶
 

※
１
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
２
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
２
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
２
 

※
１
：
「
９
０
－
１
２
－
４
 
軽
油
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上

8
3
－
４
－
３

 
代
替
炉
心
注
入
 

－
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
－

 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

代
替
炉
心
注
入
系
 

可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入

系
２
系
統
※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
及
び
６

 

可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
 

１
台
×
２
 

中
間
受
槽
 

※
２
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
３
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

※
３
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
１
台
を
い
う
。

 

※
２
：
「

83
－

14
－
１
 
八
田
浦
貯
水
池
又
は
３
号
炉
及
び
４
号
炉
取
水
ピ
ッ
ト
か
ら
中
間
受

槽
へ
の
供
給
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
３
：
「

83
－

15
－
７

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に

お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

８
５
－
４
－
５

 
代
替
炉
心
注
水

 
－
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注

水
－
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

代
替
炉
心
注
水
系

 
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水

系
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
 

１
台

×
２
 

電
源
車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン

プ
用
）

 
１

台
×
２
 

送
水
車

 
１

台
×
２
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
１

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
１

 

燃
料
油
移
送

ポ
ン
プ
 

※
１

 

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
 

※
２

 

※
１
：
「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
お
よ
び
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の

        【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
設
備
と
し
て
中
間

受
槽
を
設
定
し
、
美
浜
は
送
水

車
、
軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
を
設
定

て
い
る
。）
（
以
下
、
同
様
。）

 
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
備
と
し
て
燃
料

油
移

送
ポ
ン
プ
を
設
定
し
て
い
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
２
：
「
９
０
－
１
５
－
７
 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

  

 

 
制
限
を
定
め
る
。
  

※
２
：
「
８
５
－
１
２
－
４

 
軽

油
用
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転

上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

  

る
。
大
飯
は
、
仮
設
組
立
式
水

槽
を
使
用
。
）（
以
下
、
同

様
。）

 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

可
搬
式
代
替
低
圧

注
水

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、

異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、

お
よ
び
揚
程
が

 
 
 
ｍ
以
上
、
容
量

が
 
 
 
m
3
/
h以
上
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

タ
ー
ビ
ン
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ

び
６
に
お
い
て
、

ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン
 

保
修
課
長
 

電
源

車
（
可
搬
式

代
替
低
圧
注
水
ポ

ン
プ
用
）
 

発
電
機
を
起
動
し
、
運
転
状
態
（
電

圧
等
）
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

電
気
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ

び
６
に
お
い
て
、
発
電
機
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

電
気
 

保
修
課
長
 

送
水

車
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、

異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、

お
よ
び
吐
出
圧
力
が

 
 
 
 
M
Pa
以

上
、
容
量
が

 
  
 
m
3 /
h
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

タ
ー
ビ
ン
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ

び
６
に
お
い
て
、

ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン
 

保
修
課
長
 

仮
設
組
立
式
水
槽
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ

び
６
に
お
い
て
、
所
要
数
が
使
用
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン
 

保
修
課
長
 

  

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル

注
入
ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
運
転
状
態
に

異
常
が
な
い
こ
と
、
及
び
揚
程
が

  

 
 
ｍ
以
上
、
容
量
が

  
m3
/h
以
上

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

１
年
に
１

回
 

保
修
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び

６
に
お
い
て
、
２
台
以
上
の

ポ
ン

プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻
 
度
 

担
 
当

 

可
搬
式
代
替
低
圧

注
水
ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、

異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、

お
よ
び
揚
程
が

 
  

m以
上
、
容
量
が
  

 
 
m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ

び
６
に
お
い
て
、

ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回

 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長

 

電
源
車
（
可
搬
式

代
替
低
圧
注
水
ポ

ン
プ
用
）

 

発
電
機
を
起
動
し
、
運
転
状
態
（
電

圧
等
）
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

電
気
保
修

課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ

び
６
に
お
い
て
、
発
電
機
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回

 

電
気
保
修

課
長
 

送
水
車

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、

異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、

お
よ
び
吐
出
圧
力
が

 
 
 
 
M
P
a
以

上
、
容
量
が

 
  

 
m
3 /
h
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ

び
６
に
お
い
て
、

ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回

 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長

 

  

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
. 
可
搬
式
代
替

低
圧
注
水
ポ

ン
プ
に
よ
る

代
替
炉
心
注

水
系
の
う

ち
、
動
作
可

能
な
系
統
が

２
系
統
未
満

で
あ
る
場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
１

台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
３
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
４
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等

の
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
５
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
※
６
。

 

お
よ
び
 

A
.3
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

４
時
間
 

      １
０
日
 

    ３
０
日
 

B
. 
可
搬
式
代
替

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
１

台
の

余
熱
除
去

４
時
間
 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
可
搬
型
デ
ィ

ー
ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
に
よ

る
代
替
炉
心

注
入
系
の
う

ち
、
動
作
可

能
な
系
統
が

２
系
統
未
満

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

台

の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
※
４
。

 

  及
び
 

A
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大

事
故
等
対
処
設
備
※
５
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。

 

及
び
 

A
.
3
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

      10
日

 

    30
日

 

Ｂ
．
可
搬
型
デ
ィ

ー
ゼ
ル
注
入

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

台

の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、

４
時
間
 

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
.
 可
搬
式
代
替

低
圧
注
水

ポ

ン
プ
に
よ
る

代
替
炉
心
注

水
系
の
う

ち
、
動
作
可

能
な
系
統
が

２
系
統
未
満

で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
３
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
４
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等

の
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
５
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
※
６
。

 

お
よ
び
 

A
.
3 
電
気
保
修
課
長
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

      １
０
日
 

    ３
０
日
 

B
.
 可
搬
式
代
替

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
台
の

余
熱
除
去

４
時
間
 

    【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
そ
の
他
の
設
備
の

確
認
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し

た
。）

 

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

参考①-204



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

低
圧
注
水
ポ

ン
プ
に
よ
る

代
替
炉
心
注

水
系
の
う

ち
、
動
作
可

能
な
系
統
が

１
系
統
未
満

で
あ
る
場
合

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
３
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
４
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等

の
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
５
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
※
６
。

 

お
よ
び
 

B
.3
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

      ７
２
時
間

 

    ３
０
日
 

C
. 
条

件
Ａ
ま
た

は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間

 

  ５
６
時
間

 

 (
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
. 
可
搬
式
代
替

低
圧
注
水
ポ

ン
プ
に
よ
る

代
替
炉
心
注

水
系
の
う

ち
、
動
作
可

能
な
系
統
が

２
系
統
未
満

で
あ
る
場
合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１

次
冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ

ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水

位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有
水

を
回
復
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.4
 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同

等
の
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等

対
処
設
備
※
５
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
措
置
を

開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

      速
や
か
に
 

※
３
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
４
：
残
り
の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
１
台
、
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
２
台
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
２
基

お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
２
系
統
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
５
：
Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
る
充
て
ん
系
お
よ
び
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ

ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
系
を
い
う
。
 

※
６
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

 

ポ
ン
プ
に
よ

る
代
替
炉
心

注
入
系
の
う

ち
、
動
作
可

能
な
系
統
が

１
系
統
未
満

で
あ
る
場
合
 

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
※
４
。

 

  及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大

事
故
等
対
処
設
備
※
５
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。

 

及
び
 

B
.
3
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

 

     72
時
間
 

    30
日

 

Ｃ
．
条
件
Ａ
又
は

Ｂ
の
措
置
を

完
了
時
間
内

に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

C
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

C
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。
 

    

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
及
び

６
 

Ａ
．
可
搬
型
デ
ィ

ー
ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
に
よ

る
代
替
炉
心

注
入
系
の
う

ち
、
動
作
可

能
な
系
統
が

２
系
統
未
満

で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次

冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

及
び
 

A
.
3
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
又
は

モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）

の
場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

 及
び
 

A
.
4
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大

事
故
等
対
処
設
備
※
５
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

      速
や
か
に

 

 

※
４
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
残
り
の
余
熱
除
去
ポ

ン
プ
１
台
、
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
２

台
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
２
基
及
び
原
子
炉
補
機
冷

却
水

ポ
ン
プ
４

台
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

※
５
：
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
系
を
い
う
。
 

※
６
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

 

 

低
圧
注
水

ポ

ン
プ
に
よ
る

代
替
炉
心
注

水
系
の
う

ち
、
動
作
可

能
な
系
統
が

１
系
統
未
満

で
あ
る
場
合
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
３
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
４
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び
 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等

の
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
５
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
※
６
。

 

お
よ
び
 

B
.
3 
電
気
保
修
課
長
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

      ７
２
時
間

 

    ３
０
日
 

C
.
 条

件
Ａ
ま
た

は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間

 

  ５
６
時
間

 

 (
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）

 

適
用
 

モ
ー
ド

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
.
 可
搬
式
代
替

低
圧
注
水

ポ

ン
プ
に
よ
る

代
替
炉
心
注

水
系
の
う

ち
、
動
作
可

能
な
系
統
が

２
系
統
未
満

で
あ
る
場
合
 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１

次
冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ

ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水

位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有
水

を
回
復
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.4

 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同

等
の
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等

対
処
設
備
※
５
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
措
置
を

開
始
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

      速
や
か
に

 

※
３
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
４
：
残
り
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
１

台
、
充
て
ん

／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
２

台
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発

電
機
２
基
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
２
系
統
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
５
：
Ｃ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
充
て
ん
系
お
よ
び
Ａ
、
Ｂ
内
部

ス
プ
レ

ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
系

を
い
う
。

 

※
６
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

 

９
０
－
４
－
６

 
代
替
再
循
環
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

代
替
再
循
環
系
 

(
1)
 
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ

8
3
－
４
－
４

 
代
替
再
循
環

 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

代
替
再

循
環
系

 
(
1)
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（

R
H
RS
-
C
S
S
タ
イ
ラ

８
５
－
４
－
６

 
代
替
再
循
環

 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

代
替
再

循
環
系
 

(
1
) 
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ

  【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
低
圧
代
替
再

循
環

参考①-205



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
系
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(
2)
 
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
高
圧
代

替
再
循
環
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

  

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ

Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
 

１
台
 

Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
器
 

１
基
 

Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
再

循

環
サ
ン
プ
側
入
口
格
納
容
器
隔
離
弁
 

１
台
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
 

２
基
※
５
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー

ン
 

２
基
※
５
 

Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
 

１
台
 

大
容
量

ポ
ン
プ
 

※
２
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
３
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
４
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
４
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
４
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
「
９
０
－
７
－
２
 
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
お

よ
び
代
替
補
機
冷
却
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
３
：
「
９
０
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
４
：
「
９
０
－
１
５
－
７
 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
５
：
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
を
用
い

る
再
循
環
用
１
基
お
よ
び
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
を
用
い
る
再
循
環
用

１
基
。
 

 

イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
系
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
※
１
 

(
2)
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再
循

環
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

   

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
及
び
６
 

Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
RH
RS
-C
SS

タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
 

１
台
 

Ｂ
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
 

１
基
 

Ｂ
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー

ン
 

１
基
 

Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
 

１
台
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
 

※
２
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
３
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

※
３
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：
「

83
－
７
－
２

 
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷

却
及
び
代
替
補
機
冷
却
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
３
：
「

83
－

15
－
７

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に

お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
再

循
環
系
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(
2
) 
Ｂ

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
お
よ
び
Ｂ
充
て

ん
／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
高
圧

代
替
再

循
環
系
、
ま
た
は
Ｂ

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海

水
冷
却
）
に
よ
る
低
圧
代
替
再

循
環
系
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ

Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）

 
２

台
 

Ａ
内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ

 
１
基

 

Ａ
・
Ｂ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
入
口

弁

（
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
側
）

 
１

台
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
 

２
基
※
２
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー

ン
 

２
基
※
２
 

Ｂ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
 

１
台

 

Ｂ
充
て
ん
／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海
水

冷
却
）

 
１

台
 

大
容
量

ポ
ン
プ
 

※
３

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
４

 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
５

 

可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ

 
※
５

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
５

 

燃
料
油
移
送

ポ
ン
プ
 

※
５

 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は

運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
を
用
い
る

再
循
環
用
１
基
お
よ
び
Ｂ

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
を
用
い
る
再
循
環
用
１

基
。
 

※
３
：
「
８
５
－
７
－
２
 
大
容
量
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
お

よ
び
代
替
補
機
冷
却
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
４
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
５
：
「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
お
よ
び
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。

 

 

の
SA
設
備
あ
り
。
）

 

  

      【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
設
備
の
相
違
。）
（
以
下
、

同
様
。
）

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
格
納
容
器
再

循
環

サ
ン
プ
お
よ
び
格
納
容
器
再
循

環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー
ン
に
つ
い

て
、

A
お
よ
び

B
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
は

A
系
、
B
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
は

B
系
を
用
い
る
た

め
、
所
要
数
を
２
基
と
し
て
い

る
。
注
記
と
し
て
も
記
載
し
て

い
る
。
）
 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

Ａ
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ

ポ

ン
プ
、
Ａ
格
納

容
器
ス
プ
レ

イ
冷
却
器
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原

子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
流
路
中

の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異

音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お

よ
び
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が
 

 
  

ｍ
以
上
、
容
量
が

  
  
 
m
3 /
h以
上

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い

て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に

つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、

ポ
ン

１
ヶ
月
に

当
直
課
長
 

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認
 
事

 
項

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
ポ
ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な

い
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系

の
流
路
中
の

弁
が
正
し
い
位
置
に

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、

異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ

と
、
及
び
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け

る
揚
程
が

  
 
ｍ
以
上
、
容
量
が

 

 
  
 
 
m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に

つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
長

 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

Ａ
、
Ｂ
内
部
ス

プ
レ
ポ
ン
プ
、

Ａ
内
部
ス
プ

レ
ク
ー
ラ

 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原

子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
流
路
中

の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異

音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い

て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に

つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、

ポ
ン

プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

   【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
は

ミ
ニ
マ
ム
フ
ロ
ー
で
の
確
認
の

た
め

5
8
条
の
記
載
に
合
わ
せ

る
。）

 

      

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

参考①-206



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

１
回
 

Ａ
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ

ポ

ン
プ
再

循
環

サ
ン
プ
側
入

口
格
納
容
器

隔
離

弁
 

Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
再

循
環

サ
ン
プ
側
入
口
格
納
容
器
隔
離
弁
が
手

動
で
開

弁
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
、

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ

ス
ク
リ
ー
ン
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
が
異
物
等
に

よ
り
塞
が
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非

常
用
炉
心
冷
却
系
の
流
路
中
の
弁
が
正

し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異

音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ

び
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が
 

 
  

ｍ
以
上
、
容
量
が

 
  

m
3 /
h
以
上
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た

弁
に

つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

  

モ
ー
ド
５
及
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ

が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

Ｂ
格
納
容
器
再

循

環
サ
ン
プ
 

Ｂ
格
納
容
器
再

循

環
サ
ン
プ
ス
ク
リ

ー
ン
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
が
異
物

等
に
よ
り
塞
が
れ
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査

時
 

保
修
第
二

課
長

 

Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン

プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な

い
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
流
路
中

の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、

異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ

と
、
及
び
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け

る
揚
程
が

  
 
ｍ
以
上
、
容
量
が

 

 
  

m
3
/h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に

つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
４
、
５
及
び
６
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

 

Ａ
・
Ｂ
内
部
ス

プ
レ

ポ
ン
プ

入
口
弁
（
格
納

容
器
再

循
環

サ
ン
プ
側
）
 

 

Ａ
・
Ｂ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
入
口

弁
（
格

納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
側
）
が
開

弁
で

き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長

 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
、

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ

ス
ク
リ
ー
ン
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
が
異
物
等
に

よ
り
塞
が
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長

 

Ｂ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非

常
用
炉
心
冷
却
系
の
流
路
中
の

弁
が
正

し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異

音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ

び
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が
 

 
  

 
m
以
上
、
容
量
が

  
 
m
3 /
h
以
上
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た

弁
に

つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復

旧
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
６
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

 (
2)

 確
認
事
項
（
続
き
）
 

項
 
目

 
確
認
事
項

 
頻

 
度
 

担
 
当

 

Ｂ
充
て
ん

／

高
圧
注
入

ポ

ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
非

常
用
炉
心
冷
却
系
の
流
路
中
の

弁
が
正

し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
を
起
動
し
、動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
６
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ

い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復

旧
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
６
。

 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長

 

※
６
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有

の
差
異
 

（
美
浜
は
、
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ

ー
弁
。
）
 

        【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
ミ
ニ
マ
ム
フ
ロ
ー
で

の
確
認
の
た
め

52
条
の
記
載
に

合
わ
せ
る
。）

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド

 
条

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
.
 Ａ
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
ポ
ン
プ

（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－

Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ

イ
ン
使
用
）
に

よ
る
代
替
再
循

A
.1
 当
直
課
長
は
、
１
台
の
余
熱
除

去
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６

と
と
も
に
そ
の
他
の
設
備
※
７
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

表
６
４
－

４
 A

.2
の

初
回
確
認

完
了
後
４

時
間
 

 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
Ｂ
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ

ポ
ン
プ

（
RH

R
S-

C
SS

タ
イ
ラ
イ
ン
使

用
）
に
よ
る
代

替
再
循
環
系
が

A
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

１
台
の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を

起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
４
。

 

及
び
 

A
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

表
5
7
－
４

A
.
2
の
初
回

確
認
完
了
後
 

４
時
間
 

 7
2
時
間

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
. 
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス

プ
レ

ポ
ン
プ

（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－

Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ

イ
ン
使
用
）
に

よ
る
代
替
再

循

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１

台
の

余
熱
除

去
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６

と
と
も
に
そ
の
他
の
設
備
※
７
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

表
５
８
－

３
 
A
.2
の

初
回
確
認

完
了
後
４

時
間

 

 

     【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
そ
の
他
の
設
備
の

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

参考①-207



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

環
系
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

お
よ
び
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

 ７
２
時
間
 

 

B
.
 Ｂ
高
圧
注
入
ポ

ン
プ
（
海
水
冷

却
）
に
よ
る
高

圧
代
替
再
循
環

系
、
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
１
基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起
動
し
、
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
そ
の
他
の
設
備
※
８
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.2
 当
直
課
長
、
原
子
炉
保
修
課
長

お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長

は
、
当
該
系
統
と
同
等
の
機
能

を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
※

９
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
※
１
０
。
 

お
よ
び
 

B
.3
 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

表
５
２
－

３
 A

.2
の

初
回
確
認

完
了
後
４

時
間
 

  ７
２
時
間
 

      ３
０
日
 

C
.
 条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場

合
 

C
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

C
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

 

動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
。
 

 

Ｂ
．
Ｂ
高
圧
注
入
ポ

ン
プ
（
海
水
冷

却
）
に
よ
る
代

替
再
循
環
系
が

動
作
不
能
で
あ

る
場
合

 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

１
基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
※
５
。
 

  及
び
 

B
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を

持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
６
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
※
７
。
 

及
び
 

B
.
3
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
。

 

表
5
1
－
３

A
.
2
の
初
回

確
認
完
了
後
 

４
時
間
 

   7
2
時
間

 

     3
0
日

 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又
は
Ｂ

の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合

 

C
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

C
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

1
2
時
間

 

  5
6
時
間

 

  

環
系
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

お
よ
び
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

 ７
２
時
間

 

 

B
. 
Ｂ

余
熱
除
去

ポ

ン
プ
（
海
水
冷

却
）
お
よ
び
Ｂ

充
て
ん

／
高
圧

注
入

ポ
ン
プ

（
海
水
冷
却
）

に
よ
る
高
圧
代

替
再

循
環
系
、

な
ら
び
に
Ｂ

余

熱
除
去

ポ
ン
プ

（
海
水
冷
却
）

に
よ
る
低
圧
代

替
再

循
環
系
が

動
作
不
能
で
あ

る
場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起
動
し
、
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
そ
の
他
の
設
備
※
８
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.
2 
当
直
課
長
、
原
子
炉
保
修
課
長

お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長

は
、
当
該
系
統
と
同
等
の
機
能

を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
※

９
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
※
１
０
。

 

お
よ
び
 

B
.
3 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

表
５
２
－

３
 
A
.2
ま

た
は

B.
2

の
初
回
確

認
完
了
後

４
時
間
 

 ７
２
時
間

 

      ３
０
日
 

C
. 
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場

合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間

 

  ５
６
時
間

 

 

確
認
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し

た
。）

 

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）
 

適
用
 

モ
ー
ド

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
. 
Ａ
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ

ポ
ン

プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ

Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ

連
絡
ラ
イ
ン

使
用
）
に
よ

る
代
替
再
循

環
系
が
動
作

不
能
で
あ
る

場
合
 

ま
た
は
 

Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海
水

冷
却
）
に
よ
る

高
圧
代
替
再

循
環
系
が
動

作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
4 
当
直
課
長
、
原
子
炉
保
修
課
長
お

よ
び
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当

該
系
統
と
同
等
の
機
能
を
持
つ

重
大
事
故
等
対
処
設
備
※
９
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※

１
０
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

※
６
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
７
：
残
り
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
１

台
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

※
８
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
２
系
統
を
い
い
、
至

近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
９
：
Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
る
充
て
ん
系
お
よ
び
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
原

子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
系
を
い
う
。
 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）

 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

５
及
び

６
 

Ａ
．
Ｂ
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ

ポ
ン
プ

（
RH

R
S-

C
SS

タ
イ
ラ
イ
ン
使

用
）
に
よ
る
代

替
再
循
環
系
が

動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

又
は

 

Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海

水
冷
却
）
に

よ
る
代
替
再

循
環
系
が
動

作
不
能
で
あ

る
場
合
 

 

A
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

及
び
 

A
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

次
冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ

て
い
る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中

止
す
る
。
 

及
び
 

A
.
3 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満

水
）
又
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ

テ
ィ
低
水
位
）
の
場
合
、
１
次

系
保
有
水
を
回
復
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
4 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当

該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持

つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
※
６

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
７
。
 

速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

      速
や
か
に

 

※
４
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
残
り
の
余
熱
除
去
ポ

ン
プ
１

台
に
つ
い
て
は
、

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

※
５
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
４

台
に
つ
い
て

は
、

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）

 

適
用

 

モ
ー
ド

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
. 
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス

プ
レ

ポ
ン
プ

（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ

－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連

絡
ラ
イ
ン
使

用
）
に
よ
る

代
替
再

循
環

系
が
動
作
不

能
で
あ
る
場

合
 

ま
た
は
 

Ｂ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
海
水

冷
却
）
お
よ
び

Ｂ
充
て
ん

／

高
圧
注
入

ポ

ン
プ
（
海
水
冷

却
）
に
よ
る
高

圧
代
替
再

循

環
系
、
な
ら
び

に
Ｂ

余
熱
除

去
ポ
ン
プ
（
海

水
冷
却
）
に
よ

る
低
圧
代
替

再
循
環
系
が

動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
4 
当
直
課
長
、
原
子
炉
保
修
課
長
お

よ
び
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当

該
系
統
と
同
等
の
機
能
を
持
つ

重
大
事
故
等
対
処
設
備
※
９
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
※
１
０
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

     速
や
か
に
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

※
1
0：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

 

※
６
：
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
充
て
ん
注
入
系
及
び
移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ

車
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
系
を
い
う
。
 

※
７
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

 

 

※
７
：
残
り
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
１

台
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

※
８
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
２
系
統
を
い
い
、
至

近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

※
９
：
Ｃ
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
充
て
ん
系
お
よ
び
大
容
量
ポ
ン

プ
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
系
を
い
う
。

 

※
1
0：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

 
表
９
０
－
５
 １
次
冷
却
系
の
減
圧
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ９
０
－
５
－
１

 
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ
る
減
圧

 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

窒
素
ボ
ン
ベ
、
可
搬
式

空
気
圧

縮
機
お
よ
び

可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
を

使
用
し
た
加
圧
器
逃

が
し

弁
に
よ
る
１
次

冷
却
系
の
減
圧
系
 

(
1)
 窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
ま
た
は
可

搬
式
空
気
圧

縮
機
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
を
使

用
し
た
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
減
圧

系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
 可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃
が
し

弁
用
）
を
使
用
し

た
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

減
圧
系
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

適
用
モ
ー
ド

 
設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び

３
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
 
１
０
本
※
１
 

可
搬
式
空
気
圧

縮
機
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給

用
）
 

２
台
※
２
 

可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃
が
し

弁
用
）
 

１
個
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
３
 

可
搬
式
整
流
器
 

※
４
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
５
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
５
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
５
 

※
１
：
１
セ
ッ
ト
１
０
本
（
Ａ
系
統
５
本
、
Ｂ
系
統
５
本
）
。
 

※
２
：
１
セ
ッ
ト
２

台
（
Ａ
系
統
１

台
、
Ｂ
系
統
１
台
）
。
 

※
３
：
「
９
０
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
４
：
「
９
０
－
１
５
－
５
 
可
搬
式
整
流
器
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を

定
め
る
。
 

※
５
：
「
９
０
－
１
５
－
７
 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

表
83
－
５

 
１
次
冷
却
系
統
の
減
圧
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 8
3
－
５
－
１

 
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ
る
減
圧
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

窒
素
ボ
ン
ベ
及
び
可
搬
型
バ

ッ
テ
リ
を
使
用
し
た
加
圧
器

逃
が
し
弁
に
よ
る
１
次
冷
却

系
統
の
減
圧
系
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
加
圧
器
逃
が
し
弁
用
）
及
び
可
搬
型
バ
ッ
テ
リ

（
加
圧
器
逃
が
し
弁
用
）
を
使
用
し
た
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ

る
１
次
冷
却
系
統
の
減
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
加
圧
器
逃
が
し
弁
用
）
 

４
個
※
１
 

可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃
が
し
弁

用
）
 

２
個
※
２
 

※
１
：
１
セ
ッ
ト
４
個
（
Ａ
系
統
２
個
、
Ｂ
系
統
２

個
）

 

※
２
：
１
セ
ッ
ト
２
個
（
Ａ
系
統
１
個
、
Ｂ
系
統
１

個
）

 

 

表
８
５
－
５
 １
次
冷
却
系
の
減
圧
を
す
る
た
め
の
設
備

 

 ８
５
－
５
－
１
 
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
る

減
圧

 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

窒
素
ボ
ン
ベ
、
可
搬
式

空
気
圧

縮
機
お
よ
び

可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
を

使
用
し
た
加
圧
器
逃

が
し

弁
に
よ
る
１
次

冷
却
系
の

減
圧
系
 

(
1)

 窒
素
ボ
ン
ベ
（
加
圧
器
逃
が
し

弁
作
動
用
）
ま
た
は
可

搬
式
空
気
圧

縮
機
（
加
圧
器
逃
が
し
弁
作
動
用
）
を
使

用
し
た
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

減
圧

系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
2)

 可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃
が
し

弁
用
）
を
使
用
し

た
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

減
圧
系
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備

 
所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び

３
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
加
圧
器
逃
が
し
弁
作
動
用
）
 

４
本
※
１
 

可
搬
式
空
気
圧

縮
機
（
加
圧
器
逃
が
し
弁
作
動

用
）
 

２
台
※
２
 

可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃
が
し

弁
用
）
 

１
個

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 
※
３

 

可
搬
式
整
流
器

 
※
４

 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
５

 

可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
 

※
５

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
５

 

燃
料

油
移

送
ポ
ン
プ
 

※
５

 

※
１
：
１
セ
ッ
ト
４
本
（
Ａ
系
統
３
本
、
Ｂ
系
統
１
本
）
。
 

※
２
：
１
セ
ッ
ト
２

台
（
Ａ
系
統
１
台
、
Ｂ
系
統
１

台
）
。
 

※
３
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
４
：
「
８
５
－
１
５
－
４

 
可
搬
式
整
流
器
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を

定
め
る
。

 

※
５
：
「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
お
よ
び
燃
料

油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。
 

 

      【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
で
は
可
搬
式
空
気
圧
縮

機
は
な
い
。
）（
以
下
、
同

様
。）

 
 【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 
（
玄
海
で
は
可
搬
型
バ
ッ
テ
リ

の
記
載
を
と
窒
素
ボ
ン
ベ
の
記

載
に
統
合
し
て
い
る
が
、
美
浜

は
分
割
し
て
記
載
。）

 
 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替

制
御
用
空
気
供
給

用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い

て
、
ボ
ン
ベ
１
次
側
圧
力
に
よ
り

使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

３
ヶ
月
に
 

１
回
 

計
装
 

保
修
課
長
 

可
搬
式
空
気
圧

縮

機
（
代
替
制
御
用
空

気
供
給
用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い

て
、
可
搬
式
空
気
圧

縮
機
が
使
用

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
 

１
回
 

計
装
 

保
修
課
長
 

可
搬
型
バ
ッ
テ
リ

（
加
圧
器
逃
が
し

弁
用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い

て
、
バ
ッ
テ
リ
電
圧
に
よ
り
使
用

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
 

１
回
 

電
気
 

保
修
課
長
 

 

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
加
圧
器

逃
が
し
弁
用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、

ボ
ン
ベ
１
次
側
圧
力
に
よ
り
使
用

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

可
搬
型
バ
ッ
テ
リ

（
加
圧
器
逃
が
し
弁

用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、

バ
ッ
テ
リ
電
圧
に
よ
り
使
用
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

 

 
(2

)
 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
加
圧

器
逃
が
し

弁
作
動

用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い

て
、
ボ
ン
ベ
１
次
側
圧
力
に
よ
り

使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

３
ヶ
月
に

１
回

 

計
装
保
修

課
長
 

可
搬
式
空
気
圧

縮

機
（
加
圧
器
逃
が
し

弁
作
動
用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い

て
、
可
搬
式
空
気
圧

縮
機
が
使
用

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回

 

計
装
保
修

課
長
 

可
搬
型
バ
ッ
テ
リ

（
加
圧
器
逃
が
し

弁
用
）

 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い

て
、
バ
ッ
テ
リ
電
圧
に
よ
り
使
用

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回

 

電
気
保
修

課
長
 

 

 

参考①-209



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２

お
よ
び

３
 

A
. 
窒
素
ボ
ン
ベ

（
代
替
制
御
用

空
気
供
給
用
）

お
よ
び
可
搬
式

空
気
圧
縮
機

（
代
替
制
御
用

空
気
供
給
用
）

を
使
用
し
た
加

圧
器
逃
が
し
弁

に
よ
る
１
次
冷

却
系
の
減
圧
系

が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
１
基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起
動
し
、
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
そ
の
他
の
設
備
※
６

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.2
 計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置

※
７
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

４
時
間
 

      ７
２
時
間
 

    １
０
日
 

B
. 
可
搬
型
バ
ッ
テ

リ
（
加
圧
器
逃

が
し
弁
用

)を

使
用
し
た
加
圧

器
逃
が
し
弁
に

よ
る
１
次
冷
却

系
の
減
圧
系
が

動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
１
基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起
動
し
、
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
そ
の
他
の
設
備
※
６

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

お
よ
び
 

B
.2
 電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
の
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
８
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※

９
。
 

お
よ
び
 

B
.3
 電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

４
時
間
 

      ７
２
時
間
 

     ３
０
日
 

C
. 
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場

合
 

C
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

C
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  ３
６
時
間
 

※
６
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
お
よ
び
直
流
電
源
装
置
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に

よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

※
７
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

※
８
：
可
搬
式
整
流
器
に
よ
る
電
源
系
を
い
う
。

 

※
９
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２

及
び
３
 

Ａ
．
窒
素
ボ
ン
ベ
（
加

圧
器
逃
が
し

弁

用
）
又
は
可
搬

型
バ
ッ
テ
リ

（
加
圧
器
逃
が

し
弁
用
）
を
使
用

し
た
加
圧
器
逃

が
し

弁
に
よ
る

１
次
冷
却
系
統

の
減
圧
系
が
動

作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を

起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
※
３
。

 

及
び
 

A
.
2 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置

※
４
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
。
 

及
び
 

A
.
3 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
。
 

４
時
間
 

    72
時
間
 

    10
日

 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

B
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
４
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  36
時
間
 

※
３
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
及
び
非
常
用
直
流
電
源
２
系
統
に
つ
い
て
は
、
至
近

の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
４
：
代
替
品
の
補
充
等
 

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２

お
よ
び

３
 

A
. 
窒
素
ボ
ン
ベ

（
加
圧
器
逃
が

し
弁
作
動
用
）

お
よ
び
可
搬
式

空
気
圧

縮
機

（
加
圧
器
逃
が

し
弁
作
動
用
）

を
使
用
し
た
加

圧
器
逃
が
し

弁

に
よ
る
１
次
冷

却
系
の

減
圧
系

が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
１
基
の
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
を
起
動
し
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他

の
設
備
※
６
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措

置
※
７
を
検
討
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3

 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

      ７
２
時
間

 

    １
０
日
 

B
. 
可
搬
型
バ
ッ
テ

リ
（
加
圧
器
逃

が
し

弁
用

)を

使
用
し
た
加
圧

器
逃
が
し
弁
に

よ
る
１
次
冷
却

系
の

減
圧
系
が

動
作
不
能
で
あ

る
場
合

 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
１
基
の
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
を
起
動
し
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他

の
設
備
※
６
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.2

 電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
と
同
等
の
機
能
を
持
つ
重

大
事
故
等
対
処
設
備
※
８
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
※
９
。

 

お
よ
び
 

B
.3

 電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

      ７
２
時
間

 

     ３
０
日
 

C
. 
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場

合
 

C
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び
 

C
.2

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に

す
る
。
 

１
２
時
間

 

  ３
６
時
間

 

※
６
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
お
よ
び
非
常
用
直
流
電
源
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等

に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
７
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

※
８
：
可
搬
式
整
流
器
に
よ
る
電
源
系
を
い
う
。

 

※
９
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

 

    【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
そ
の
他
の
設
備
の

確
認
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し

た
。）

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
可
搬
式
空
気
圧
縮

機
(加
圧
器
逃
が
し

弁
作
動
用

)

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
Ｓ
Ａ
設

備
が
な
く
、
窒
素
ボ
ン
ベ
（
加

圧
器
逃
が
し

弁
用
）
と
可
搬
型

バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃
が
し
弁

用
）
が
動
作
不
能
な
場
合
の
要

求
さ
れ
る
措
置
は
同
じ
と
な
る

た
め
、
条
件
を
一
括
し
て
記
載

し
て
い
る
。

 

美
浜
は
、
同
等
な
機
能
を
持
つ

Ｓ
Ａ
設
備
が
あ
る
こ
と
か
ら
分

割
記
載
し
て
い
る
。）

 

          

【
大
飯
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
第

7
7、

7
8条
で
使
用
す
る
記

載
に
合
わ
せ
た
。）

 

表
９
０
－
６
 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
等
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ９
０
－
６
－
１

 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
系
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
※
１
の
１
系
統
以
上
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
 

１
台
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
 

※
３
 

表
83
－
６

 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 8
3
－
６
－
１

 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
及
び
ス
プ
レ
イ
再

循
環
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
※
１
の
１
系
統
以
上
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
及
び
６

 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
 

１
台
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

 
※
３

 

表
８
５
－
６
 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
等
を
す
る
た
め
の
設
備

 

 ８
５
－
６
－
１
 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
系
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
※
１
の
１
系
統
以
上
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備

 
所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
 

２
台
※
３
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

 
※
４
 

    

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン

プ
に
よ
る
格
納
容
器
内
の
冷
却

（
ス
プ
レ
イ
再

循
環
）
の
手
順

は
Ｓ
Ａ
設
備
と
し
て
設
定
し
て

参考①-210



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

※
１
：
よ
う
素
除
去
薬
品
タ
ン
ク
を
除
く
。
 

※
２
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
３
：
「
９
０
－
１
４
－
２
 
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

  

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
 

※
４

 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー
ン

 
※
４

 

※
１
：
よ
う
素
除
去
薬
品
タ
ン
ク
を
除
く
。

 

※
２
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
３
：「

83
－
14
－
３

 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
４
：「

8
3－
４
－
１

 
炉
心
注
入
及
び
再

循
環
運
転
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。 

 

※
１
：
よ
う
素
除
去
薬
品
タ
ン
ク
を
除
く
。
 

※
２
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
３
：
Ａ
お
よ
び
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
お
よ
び
Ｄ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
２

台
。

 

※
４
：
「
８
５
－
１
４
－
２

 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

 

い
な
い
。）

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
美
浜
は
、
１
系
統
の

ポ
ン
プ

２
台
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す

る
。）

 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

格
納
容
器

ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原

子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
流
路
中

の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
テ

ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

 
 
 
ｍ
以

上
、
容
量
が

 
 
 
 
 
m
3 /
h以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

１
台
以
上
の

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た

弁
に
つ

い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
１
台
以

上
の

ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

  

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認
 
事
 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異

音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
及

び
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け
る
揚
程
が

 

 
 
 
ｍ
以
上
、
容
量
が

 
 
 
 
 
m
3 /
h
以

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
長

 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
流

路
中
の

弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、
１

台
以
上
の
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に

つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
５
及
び
６
に
お
い
て
、１

台
以
上
の

ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

内
部
ス
プ

レ
ポ
ン
プ

 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
原

子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
流
路
中

の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ

い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復
旧
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ

が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

 

   【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
は

ミ
ニ
マ
ム
フ
ロ
ー
で
の
確
認
の

た
め

5
8
条
の
記
載
に
合
わ
せ

る
。）

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
.
 原
子
炉
格
納

容
器
ス
プ
レ

イ
系
の
全
て

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.2
 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
他
の
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
４
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
５
措
置
を

開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.3
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
.4
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

     １
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
.
 原
子
炉
格
納

容
器
ス
プ
レ

イ
系
の
全
て

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水
抜

き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水
抜
き

を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.3
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷

却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド
６

（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場
合
、

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

  

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド

 
条
 

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
原
子
炉
格
納

容
器
ス
プ
レ

イ
系
の
全
て

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
と

同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故

等
対
処
設
備
※
５
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。

 

及
び
 

A
.3

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

A
.4

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    12
時
間

 

  56
時
間

 

モ
ー
ド

５
及
び

６
 

Ａ
．
原
子
炉
格
納

容
器
ス
プ
レ

イ
系
の
全
て

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次

冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て
い

る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す

る
。
 

及
び
 

A
.3

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
.
 原
子
炉
格
納

容
器
ス
プ
レ

イ
系
の
全
て

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
保
修
課

長
は
、
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を

持
つ
他
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
※

５
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
※
６
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.4
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

     １
２
時
間
 

 ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
.
 原
子
炉
格
納

容
器
ス
プ
レ

イ
系
の
全
て

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水
抜

き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水
抜
き

を
中
止
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷

却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド
６

（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場
合
、

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

  

                             

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

参考①-211



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.4
 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等

対
処
設
備
※
４
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
５
措
置
を
開
始

す
る
。
 

   速
や
か
に

 

※
４
：
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
い
う
。
 

※
５
：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

ま
た
、
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満

足
さ
せ
る
た
め
に
、
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置

し
、
接
続
口
付
近
ま
で

ホ
ー
ス
を

布
設
す
る
補
完
措
置
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
含

む
。
 

 

ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
又

は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水

位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有
水
を

回
復
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.4

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
と

同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故

等
対
処
設
備
※
５
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。

 

     速
や
か
に

 

 

※
５
：
中
間
受
槽
を
水
源
と
し
た
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
い
う
。
 

※
６
：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

ま
た
、
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満

足
さ
せ
る
た
め
に
、
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置

し
、
接
続
口
付
近
ま
で

ホ
ー
ス
を

布
設
す
る
補
完
措
置
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
含

む
。
 

 

１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.4
 
当
直
課
長
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
保
修
課

長
は
、
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を

持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
※
５
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
６
措
置
を
開
始
す
る
。
 

   速
や
か
に
 

※
５
：
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
お
よ
び
原

子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
系

を
い
う
。

 

※
６
：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

ま
た
、
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満

足
さ
せ
る
た
め
に
、
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置

し
、
接
続
口
付
近
ま
で

ホ
ー
ス
を
敷
設
す
る
補
完
措
置
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
含

む
。
 

 

          【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 
②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ

注
水
系
に
つ
い
て
も
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 
（
美
浜
は
、
上
流
文
書
の
記
載

と
す
る
。）

 
９
０
－
６
－
２

 
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 
－
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
－
 

 

8
3
－
６
－
２

 
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

 
８
５
－
６
－
２

 
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 
－

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ

る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
－
 

 

(
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン

プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
 

１
台
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
１
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
 

※
２
 

復
水
ピ
ッ
ト
 

※
３
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
４
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
４
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
４
 

※
１
：
「
９
０
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
２
：
「
９
０
－
１
４
－
２
 
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
３
：
「
９
０
－
１
４
－
３
 
復
水
ピ
ッ
ト
（
Ｒ
Ｗ
Ｓ
Ｐ
補
給
系
を
含
む
）
」
に
お
い
て
運

転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
４
：
「
９
０
－
１
５
－
７
 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

(
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
系
 

常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
及
び
６
 

常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
 

１
台
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
 

※
２
 

復
水
タ
ン
ク
※
１
 

※
３
 

※
１
：
３
号
炉
に
つ
い
て
は
復
水
タ
ン
ク
、
４
号
炉
に
つ
い
て
は
復
水
ピ
ッ
ト
を
い
う
（
以
下
、

本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

※
２
：「

83
－
14
－
３

 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
３
：「

83
－
14
－
４

 
復
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

(
1)

 運
転
上
の
制
限

 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン

プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
 

１
台

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
１

 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

 
※
２

 

復
水
タ
ン
ク

 
※
３

 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
４

 

可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ

 
※
４

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
４

 

燃
料
油
移
送

ポ
ン
プ
 

※
４

 

送
水
車

 
※
５

 

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
 

※
６

 

※
１
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
４
－
２

 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
３
：
「
８
５
－
１
４
－
３

 
復
水
タ
ン
ク
（
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
補
給
系
を
含
む
）
」

に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
４
：
「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
お
よ
び
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。
 

※
５
：
「
８
５
－
１
４
－
１
 
海
水
を
用
い
た
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
６
：
「
８
５
－
１
２
－
４

 
軽

油
用
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転

上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
設
備
の
相
違
。）
（
以
下
、
同

様
。）

 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

恒
設
代
替

低
圧
注
水

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
揚

程
が
 
 
 
 
ｍ
以
上
、
容
量
が

 
  
 
m
3
/
h以

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異

音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
及

び
揚
程
が

  
 
ｍ
以
上
、
容
量
が
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
長

 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

恒
設
代
替

低
圧
注
水

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
揚

程
が

 
 
 
 
m以
上
、
容
量
が

 
 
 
 
m
3 /
h
以

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

     

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

参考①-212



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ

が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

  

 
  

m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、
ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回

 

発
電
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
５
及
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
が

手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

１
か
月
に

１
回

 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

 

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ

が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

 

      

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
.
 恒
設
代
替
低

圧
注
水

ポ
ン

プ
が
動
作
不

能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
５
と
と
も

に
そ
の
他
の
設
備
※
６
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
７
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
８
。
 

お
よ
び

 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

     ７
２
時
間
 

    ３
０
日
 

B
.
 条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
.
 恒
設
代
替
低

圧
注
水

ポ
ン

プ
が
動
作
不

能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
4 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
７
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
９
措
置
を

開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

※
５
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
６
：
残
り
の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
１
台
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
２
台
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発

電
機
２
基
、
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
２
系
統
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
７
：
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
い
う
。
 

※
８
：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

ま
た
、
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ

る
代
替
原
子

炉
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
系

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、１

台

の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
※
４
。
 

及
び
 

A
.
2 
保
修
第
二
課
長
は
、当
該
系
統
と

同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故

等
対
処
設
備
※
５
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。

 

及
び
 

A
.
3 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

    72
時
間
 

    30
日

 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、モ
ー

ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、モ
ー

ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
及
び

６
 

Ａ
．
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ

る
代
替
原
子

炉
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
系

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、１
次

冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て
い

る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す

る
。
 

及
び
 

A
.
3 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、モ
ー

ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
又

は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水

位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有
水
を

回
復
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
4 
保
修
第
二
課
長
は
、当
該
系
統
と

同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故

等
対
処
設
備
※
５
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

 

※
４
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
残
り
の
余
熱
除
去
ポ

ン
プ
１
台
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
２

台
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
２
基
及
び
原
子

炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
４

台
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
５
：
中
間
受
槽
を
水
源
と
し
た
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
い
う
。
 

※
６
：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
.
 恒
設
代
替
低

圧
注
水

ポ
ン

プ
が
動
作
不

能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
７
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
８
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
９
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
０
。

 

お
よ
び

 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

     ７
２
時
間

 

    ３
０
日
 

B
.
 条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間

 

  ５
６
時
間

 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
.
 恒
設
代
替
低

圧
注
水

ポ
ン

プ
が
動
作
不

能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
4 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
９
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
１
措
置

を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

※
７
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
８
：
残
り
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
１

台
、
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
４

台
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２

基
、
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
２
系
統
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
９
：
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
い
う
。
 

※
1
0：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

ま
た
、
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満

 

   【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
そ
の
他
の
設
備
の

確
認
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し

た
。）

 

                        

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

参考①-213



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

足
さ
せ
る
た
め
に
、
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置

し
、
接
続
口
付
近
ま
で

ホ
ー
ス
を

布
設
す
る
補
完
措
置
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
含

む
。
 

※
９
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

 

ま
た
、
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満

足
さ
せ
る
た
め
に
、
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置

し
、
接
続
口
付
近
ま
で

ホ
ー
ス
を

布
設
す
る
補
完
措
置
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
含

む
。
 

 

足
さ
せ
る
た
め
に
、
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置

し
、
接
続
口
付
近
ま
で

ホ
ー
ス
を
敷
設
す
る
補
完
措
置
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
含

む
。
 

※
1
1：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

 

 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

９
０
－
６
－
３

 
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 
－
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に

よ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
－

 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ

ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
 

１
台

×
２
 

電
源

車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン

プ
用
）
 

１
台

×
２
 

送
水
車
 

１
台

×
２
 

仮
設
組
立
式
水
槽
 

１
台

×
２
 

軽
油
ド
ラ
ム
缶
 

※
１
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
２
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
２
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
２
 

※
１
：
「
９
０
－
１
２
－
４
 
軽
油
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
２
：
「
９
０
－
１
５
－
７
 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 
 

 

～
記
載
な
し
～
 

８
５
－
６
－
３

 
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 
－
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
ポ

ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
原
子
炉
下
部
キ
ャ

ビ
テ
ィ
直
接
注
水
－
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ

ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

代
替
原
子
炉
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
お
よ
び
原
子

炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直

接
注
水

 

原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子

炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
お
よ
び
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ

ィ
直
接
注
水
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
 

１
台
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
１
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
 

※
２
 

復
水
タ
ン
ク
 

※
３
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
４
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
 

※
４
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
４
 

燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ

 
※
４
 

送
水

車
 

※
５
 

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶

 
※
６
 

※
１
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
４
－
２

 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
３
：
「
８
５
－
１
４
－
３

 
復
水
タ
ン
ク
（
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
補
給
系
を
含
む
）
」

に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
４
：
「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
お
よ
び
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。
 

※
５
：
「
８
５
－
１
４
－
１
 
海
水
を
用
い
た
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
６
：
「
８
５
－
１
２
－
４

 
軽

油
用
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転

上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ

ビ
テ
ィ
直
接
注
水
を
運
転
上
の

制
限
と
し
て
記
載
し
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、「
原
子
炉
下
部
キ

ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
」
に
替

わ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
の
設
定
な
し
。
）
 

 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

可
搬
式
代

替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
揚

程
が
 
 
 
 
ｍ
以
上
、
容
量
が

 
  
 
m
3
/
h以

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

タ
ー
ビ
ン
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン
 

保
修
課
長
 

電
源

車

（
可
搬
式

代
替
低
圧

注
水

ポ
ン

発
電
機
を
起
動
し
、
運
転
状
態
（
電
圧
等
）

に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

電
気
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
、
発
電
機
を
起
動
し
、
動
作
可

３
ヶ
月
に

１
回
 

電
気
 

保
修
課
長
 

 
(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

原
子
炉
下

部
キ
ャ
ビ

テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
揚

程
が

 
 
 
 
m以
上
、
容
量
が

 
 
 
 
m
3 /
h
以

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ

が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

 

 

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

参考①-214



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

プ
用
）
 

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

送
水

車
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
吐

出
圧
力
が

1.
29

M
Pa
以
上
、
容
量
が

19
8
 

m
3
/
h以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

タ
ー
ビ
ン
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン
 

保
修
課
長
 

仮
設
組
立
式

水
槽
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
、
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン
 

保
修
課
長
 

 

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
.
 可
搬
式
代
替

低
圧
注
水
ポ

ン
プ
に
よ
る

代
替
原
子
炉

格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
系
の

う
ち
、
動
作

可
能
な
系
統

が
２
系
統
未

満
で
あ
る
場

合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
４
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等

な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
５
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
６
。
 

お
よ
び

 

A
.
3 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

４
時
間
 

     １
０
日
 

    ３
０
日
 

B
.
 可
搬
式
代
替

低
圧
注
水
ポ

ン
プ
に
よ
る

代
替
原
子
炉

格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
系
の

う
ち
、
動
作

可
能
な
系
統

が
１
系
統
未

満
で
あ
る
場

合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
４
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等

な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
５
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
６
。
 

お
よ
び

 

B
.
3 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

４
時
間
 

     ７
２
時
間
 

    ３
０
日
 

C
.
 条

件
Ａ
ま
た

は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び

 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
.
 可
搬
式
代
替

低
圧
注
水
ポ

ン
プ
に
よ
る

代
替
原
子
炉

格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
系
の

A
.
1 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

 

 
(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
.
 原
子
炉
下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ

注
水
ポ
ン
プ

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
７
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
８
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

     ７
２
時
間

 

B
.
 条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間

 

  ５
６
時
間

 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
.
 原
子
炉
下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ

注
水
ポ
ン
プ

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

※
７
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
８
：
残
り
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
１

台
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
  

  

 

参考①-215



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

う
ち
、
動
作

可
能
な
系
統

が
２
系
統
未

満
で
あ
る
場

合
 

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
4 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等

な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
５
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
６
措
置
を
開
始
す

る
。
 

  速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

※
４
：
残
り
の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
１
台
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
２
台
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発

電
機
２
基
、
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
２
系
統
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
  

※
５
：
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
い
う
。
 

※
６
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

 表
９
０
－
７
 原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ９
０
－
７
－
１

 
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然

対
流
冷
却
系
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自

然
対
流
冷
却
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
 

２
基
 

Ａ
、
Ｂ
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
 

２
台
 

Ａ
原
子
炉
補
機
冷
却
水
冷
却
器
 

１
基
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
 

１
基
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ

タ
ン
ク
加
圧
用
）
 

２
本
 

海
水
ポ
ン
プ
 

１
台
 

可
搬
型
温
度
計
測
装
置
（
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度
／
出
口
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

用
）
 

※
２
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運

転
中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
「
９
０
－
１
６
－
１
 計
装
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

表
83
－
７

 
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 8
3
－
７
－
１

 
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然

対
流
冷
却
系

 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然

対
流
冷
却
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド

 
設
 

 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
及
び
６
 

Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト
 

２
基
 

Ａ
、
Ｂ
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ

 
２

台
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
 

１
基
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ

タ
ン
ク
用
）

 
６

個
 

Ａ
、
Ｂ
海
水

ポ
ン
プ

 
２

台
 

可
搬
型
温
度
計
測
装
置
（
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度

／
出
口
温
度

(S
A)
用
）
 
※
２
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
又
は
運
転

中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：「

83
－
16
－
１
 
計
装
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

表
８
５
－
７
 原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
７
－
１
 
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
内

自
然
対
流
冷
却
系

 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対

流
冷
却
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備

 
所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
、
５
お
よ
び
６

 

Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房
ユ
ニ
ッ
ト
 

１
基

 

１
次
系
冷
却
水
ポ
ン
プ

 
２

台
※
２
 

１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ

 
２
基
※
３
 

１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク

 
１
基

 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
加
圧
用
） 

１
本

 

海
水

ポ
ン
プ

 
２

台
※
４
 

可
搬
型
温
度
計
測
装
置
（
格
納
容
器

循
環
冷
暖

房
ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度

／
出
口
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

用
）
 

※
５

 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運

転
中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
２
台
。

 

※
３
：
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
２
基
。
 

※
４
：
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
海
水

ポ
ン
プ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
２
台
。

 

※
５
：
「
８
５
－
１
６
－
１
 計
装
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

          【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
設
備
の
相
違
）（
以
下
、
同

様
。）

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、「
１
次
系
冷
却
ク

ー
ラ
」
を
記
載
し
て
い
る
。
玄

海
は
、
系
と
し
て
整
理
し
て
い

な
い
の
で
記
載
し
て
い
な

い
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
 

外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

原
子
炉
補
機
冷
却

水
ポ
ン
プ
お
よ
び

原
子
炉
補
機
冷
却

水
冷
却
器
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な

い
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
流
路

中
の

弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ

び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
ま
た
は

原
子
炉
補
機
冷
却
水
冷
却
器
の
切

切
替
の
都

度
 

当
直
課
長
 

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト

 

 

外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

保
修
第
二

課
長
 

Ａ
、
Ｂ
原
子
炉
補
機

冷
却
水

ポ
ン
プ

 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な

い
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
流
路

中
の

弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び

６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
又
は
原
子
炉

切
替
の
都

度
 

発
電
第
二

課
当
直
課

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項

 
頻

 
度
 

担
 
当
 

Ａ
格
納
容
器

循
環

冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト

 

外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
保

修
課
長

 

１
次
系
冷
却
水

ポ

ン
プ
お
よ
び
１
次

系
冷
却
水
ク
ー
ラ

 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い

な
い
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の

流
路
中
の

弁
が
正
し
い
位
置
に

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長
 

 

参考①-216



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

替
を
行
っ
た
場
合
は
、
切
替
の
際

に
操
作
し
た

弁
が
正
し
い
位
置
に

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

原
子
炉
補
機
冷
却

水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ

び
６
に
お
い
て
、
外
観
点
検
に
よ

り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ
月
に

1

回
 

当
直
課
長
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
原
子

炉
補
機
冷
却
水
サ

ー
ジ
タ
ン
ク
加
圧

用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ

び
６
に
お
い
て
、
ボ
ン
ベ
１
次
側

圧
力
に
よ
り
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

1

回
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

(
2)
 確
認
事
項
（
続
き
）
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

海
水
ポ
ン
プ

 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な

い
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
の
流

路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お

よ
び
６
に
お
い
て
、

ポ
ン
プ
ま
た

は
原
子
炉
補
機
冷
却
水
冷
却
器
の

切
替
を
行
っ
た
場
合
は
、
切
替
の

際
に
操
作
し
た

弁
が
正
し
い
位
置

に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

切
替
の
都

度
 

当
直
課
長

 

  

補
機
冷
却
水
冷
却
器
の
切
替
を
行

っ
た
場
合
は
、
切
替
の
際
に
操
作

し
た

弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

長
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水

サ
ー
ジ
タ
ン
ク

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び

６
に
お
い
て
、
外
観
点
検
に
よ
り

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

１
か
月
に

１
回

 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
原
子

炉
補
機
冷
却
水
サ
ー

ジ
タ
ン
ク
用
）

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び

６
に
お
い
て
、
ボ
ン
ベ
１
次
側
圧

力
に
よ
り
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回

 

保
修
第
二

課
長
 

Ａ
、
Ｂ
海
水
ポ
ン
プ

 
施

錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な

い
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
の
流

路
中
の

弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び

６
に
お
い
て
、

ポ
ン
プ
又
は
原
子

炉
補
機
冷
却
水
冷
却
器
の
切
替
を

行
っ
た
場
合
は
、
切
替
の
際
に
操

作
し
た

弁
が
正
し
い
位
置
に
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

切
替
の
都

度
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お

よ
び
６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
ま
た

は
１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
の
切

替
を
行
っ
た
場
合
は
、
切
替
の
際

に
操
作
し
た

弁
が
正
し
い
位
置

に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

切
替
の
都

度
 

当
直
課
長
 

１
次
系
冷
却
水

 

タ
ン
ク
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お

よ
び
６
に
お
い
て
、
外
観
点
検
に

よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
１

次
系
冷
却
水
タ
ン

ク
加
圧
用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お

よ
び
６
に
お
い
て
、
ボ
ン
ベ
１
次

側
圧
力
に
よ
り
使
用
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

原
子
炉
保

修
課
長

 

(
2)

 確
認
事
項
（
続
き
）
 

項
 
目

 
確
認
事
項

 
頻

 
度
 

担
 
当
 

海
水

ポ
ン
プ
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い

な
い
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系

の
流
路
中
の
弁
が
正
し
い
位
置

に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６
に
お
い
て
、

ポ
ン
プ

ま
た
は
１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ

 

の
切
替
を
行
っ
た
場
合
は
、
切

替
の
際
に
操
作
し
た

弁
が
正
し

い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

切
替
の
都

度
 

当
直
課
長
 

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
.
 原
子
炉
格
納

容
器
内
自
然

対
流
冷
却
系

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
台
の
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
そ
の
他
の
設
備
※
３
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等

な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
４
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
５
。
 

お
よ
び

 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

      ７
２
時
間

 

    ３
０
日
 

B
.
 条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間

 

  ５
６
時
間

 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
.
 原
子
炉
格
納

容
器
内
自
然

対
流
冷
却
系

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
原
子
炉
格
納

容
器
内
自
然

対
流
冷
却
系

が
動
作
不

能
で
あ
る

場
合

 

A
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

台
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン

プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
※
３
。
 

及
び
 

A
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当

該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ

重
大
事
故
等
対
処
設
備
※
４
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
※
５
。

 

及
び
 

A
.
3 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

    72
時
間
 

     30
日

 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了

時
間
内
に

達
成
で
き

な
い
場
合
 

B
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
及
び

６
 

Ａ
．
原
子
炉
格
納

容
器
内
自
然

対
流
冷
却
系

が
動
作
不

能
で
あ
る

場
合

 

A
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

次
冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
. 
原
子
炉
格
納

容
器
内
自
然

対
流
冷
却
系

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
２
台
の
内

部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
と
と
も
に

そ
の
他
の
設
備
※
６
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重

大
事
故
等
対
処
設
備
※
７
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
８
。
 

お
よ
び
 

A
.3

 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

       ７
２
時
間
 

     ３
０
日
 

B
. 
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.2

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

    【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
詳
細
に
措
置
を
記

載
し
て
い
る
。
）
 

参考①-217



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
4 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等

な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
４
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
５
措
置
を
開
始
す

る
。
 

  速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

※
３
：
残
り
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
１

台
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
４
：
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
い
う
。
 

※
５
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

 

い
る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止

す
る
。
 

及
び
 

A
.
3 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満

水
）
又
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ

テ
ィ
低
水
位
）
の
場
合
、
１
次

系
保
有
水
を
回
復
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
4 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当

該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ

重
大
事
故
等
対
処
設
備
※
４
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
※
５
。

 

   速
や
か
に

 

      速
や
か
に

 

※
３
：
残
り
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
１
台
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
４
：
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
い
う
。

 

※
５
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

 

 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６

 

A
. 
原
子
炉
格
納

容
器
内
自
然

対
流
冷
却
系

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却

系
の
水
抜
き
を
行
っ
て
い

る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中

止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）

ま
た
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ

ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回

復
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.4

 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重

大
事
故
等
対
処
設
備
※
７
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
８
措
置
を
開
始

す
る
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

       速
や
か
に
 

※
６
：
残
り
の
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
２
台
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
７
：

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
い
う
。

 

※
８
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

 
９
０
－
７
－
２

 
大
容
量
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
お
よ
び
代
替

補
機
冷
却
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
原

子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対

流
冷
却
系
お
よ
び
代
替
補

機
冷
却
系
 

大
容
量
ポ
ン
プ
に
よ
る
海
水
供
給
系
※
１
２
系
統
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
、
５
お
よ
び
６
 

大
容
量
ポ
ン
プ
 

１
台

×
２
※
２
 

Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
 

※
３
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
４
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
４
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
４
 

可
搬
型
温
度
計
測
装
置
（
格
納
容
器

再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度
／
出
口

温
度

(Ｓ
Ａ

)用
）
 

※
５
 

Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
 

※
６
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
７
 

※
１
：
海
水
供
給
系
と
は
、
大
容
量

ポ
ン
プ
か
ら
海
水
管
接
続
口
ま
で
を
い
う
。
 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数
 

※
３
：
「
９
０
－
７
－
１
 
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流

冷
却
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
４
：
「
９
０
－
１
５
－
７
 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
５
：
「
９
０
－
１
６
－
１
 
計
装
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

8
3
－
７
－
２

 
移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
及
び

代
替
補
機
冷
却
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器

内
自
然
対
流
冷
却
系
及
び

代
替
補
機
冷
却
系
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
に
よ
る
海
水
供
給
系
※
１
２
系

統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
及
び
６
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
 

１
台

×
２
※
２
 

Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト
 
※
３
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
４
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

※
４
 

可
搬
型
温
度
計
測
装
置
（
格
納
容
器

再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度

／
出
口

温
度

(
SA

)用
）
 

※
５
 

※
１
：
海
水
供
給
系
と
は
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
か
ら
海
水
管
接
続
口
ま
で
を
い
う
。

 

※
２
：
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数

 

※
３
：
「

83
－
７
－
１
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を

定
め
る
。
 

※
４
：
「

83
－

15
－
７

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に

お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
５
：「

83
－
16
－
１
 
計
装
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

８
５
－
７
－
２

 
大
容
量
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
お
よ
び
代
替

補
機
冷
却

 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
自

然
対
流
冷
却
系
お
よ
び

代
替
補
機
冷
却
系

 

大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
海
水
供
給
系
※
１
２
系
統
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
、
５
お
よ
び
６

 

大
容
量
ポ
ン
プ

 
１

台
×
２

 

Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト

 
※
２
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
３
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
－
 

※
３
 

燃
料

油
移

送
ポ
ン
プ
 

※
３
 

可
搬
型
温
度
計
測
装
置
（
格
納
容
器

循

環
冷
暖
房
ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度

／
出
口

温
度

(Ｓ
Ａ

)用
）
 

※
４
 

Ｂ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）

 
※
５
 

Ｂ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海
水

冷
却
）
 

※
５
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 
※
６
 

可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
 

※
３
 

※
１
：
海
水
供
給
系
と
は
、
大
容
量
ポ
ン
プ
か
ら
海
水
管
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
管
接

続
口
ま
で
を
い
う
。

 

※
２
：
「
８
５
－
７
－
１
 
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流

                 【
玄
海
、
大
飯
－
美
浜
】

 

 
②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
代
替
補
機
冷
却
系

に
Ｂ

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
設
定

し
て
い
る
。
玄
海
は
代
替
再

循

環
設
備
に
つ
い
て
記
載
な
し
。）

 

 【
玄
海
、
大
飯
－
美
浜
】
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

※
６
：
「
９
０
－
４
－
６
 
代
替
再

循
環
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
７
：
「
９
０
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

冷
却
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
３
：
「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
お
よ
び
燃
料

油
移
送

ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。
 

※
４
：
「
８
５
－
１
６
－
１
 
計
装
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
５
：
「
８
５
－
４
－
６
 
代
替
再
循
環
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
６
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
大
容
量
ポ
ン
プ
の
接

続
口
は
海
水
管
と
Ｃ
Ｃ
Ｗ
管
が

あ
る
。
）
 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

大
容
量
ポ
ン
プ

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
運
転
状
態
に
異
常

が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
吐
出
圧
力
が
 

 
  
 
 
M
P
a以
上
、
容
量
が

 
 
 
m3
/
h以

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
年
に
１

回
 

タ
ー
ビ
ン
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン
 

保
修
課
長
 

  

（
２
）
確
認
事
項

 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
運
転
状
態
に
異

常
が
な
い
こ
と
、
及
び
揚
程
が

  
 
ｍ

以
上
、
容
量
が

 
  

m3
/h
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

保
修
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び
６

に
お
い
て
、
２
台
以
上
の
ポ
ン
プ
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

  

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

大
容
量

ポ
ン
プ

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
運
転
状
態
に
異

常
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
吐
出
圧
力

が
  

  
M
Pa
以
上
、
容
量
が

  
 
m
3 /
h

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ

び
６
に
お
い
て
、

ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ
月

に
１
回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
 

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
玄
海
は
確
認

台
数
を
記
載
し

て
い
る
。
美
浜
は
、
所
要

台
数

の
記
載
が
あ
り
確
認

台
数
も
明

確
な
た
め
記
載
し
て
い
な

い
。）

 

    (
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
.
 動
作
可
能
な

大
容
量

ポ
ン

プ
に
よ
る
海

水
供
給
系
が

２
系
統
未
満

で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起
動
し
、
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
そ
の
他
の
設
備
※
８
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代
替

措
置
※
９
を
検
討
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
3 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

      １
０
日
 

    ３
０
日
 

B
.
 動
作
可
能
な

大
容
量

ポ
ン

プ
に
よ
る
海

水
供
給
系
が

１
系
統
未
満

で
あ
る
場
合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起
動
し
、
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
そ
の
他
の
設
備
※
８
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.
2 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代
替

措
置
※
９
を
検
討
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.
3 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
動
作

不
能
と
な
っ
て
い
る
当
該
系
の

４
時
間
 

      ７
２
時
間
 

    １
０
日
 

    （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
動
作
可
能
な

移
動
式
大
容

量
ポ
ン
プ
車

に
よ
る
海
水

供
給
系
が
２

系
統
未
満
で

あ
る
場
合

 

 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
６
。
 

及
び

 

A
.2
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※

７
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

及
び

 

A
.3
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

４
時
間
 

    10
日

 

   30
日

 

Ｂ
．
動
作
可
能
な

移
動
式
大
容

量
ポ
ン
プ
車

に
よ
る
海
水

供
給
系
が
１

系
統
未
満
で

あ
る
場
合

 

 

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
６
。
 

及
び

 

B
.2
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※

７
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

及
び

 

B
.3
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

４
時
間
 

    72
時
間
 

   10
日

 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又
は

Ｂ
の
措
置
を

完
了
時
間
内

に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

C
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び

 

C
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

    (
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
. 
動
作
可
能
な
大

容
量
ポ
ン
プ
に

よ
る
海
水
供
給

系
が
２
系
統
未

満
で
あ
る
場
合
 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
１
基
の
デ

ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
７
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、

代
替
措
置
※
８
を
検
討
し
、

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確

認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、

当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

       １
０
日
 

    ３
０
日
 

B
. 
動
作
可
能
な
大

容
量
ポ
ン
プ
に

よ
る
海
水
供
給

系
が
１
系
統
未

満
で
あ
る
場
合
 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
１
基
の
デ

ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
７
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.2

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、

代
替
措
置
※
８
を
検
討
し
、

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確

認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

４
時
間
 

       ７
２
時
間
 

   

       【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
そ
の
他
の
設
備
の

設
備
の
確
認
に
つ
い
て
詳
細
に

記
載
し
た
。）

 

 

               

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

少
な
く
と
も
１
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

C
.
 条

件
Ａ
ま
た

は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
 

お
よ
び

６
 

A
.
 動
作
可
能
な

大
容
量

ポ
ン

プ
に
よ
る
海

水
供
給
系
が

２
系
統
未
満

で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１

次
冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ

ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水

位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有
水

を
回
復
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.
4 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代
替

措
置
※
９
を
検
討
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

      速
や
か
に
 

※
８
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
、
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
２
系
統
お
よ
び
原
子
炉

補
機
冷
却
水
系
２
系
統
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

※
９
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 

モ
ー
ド

５
及
び

６
 

Ａ
．
動
作
可
能
な

移
動
式
大
容

量
ポ
ン
プ
車

に
よ
る
海
水

供
給
系
が
２

系
統
未
満
で

あ
る
場
合

 

 

A
.1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び

 

A
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

次
冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て

い
る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止

す
る
。
 

及
び

 

A
.3
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満

水
）
又
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ

テ
ィ
低
水
位
）
の
場
合
、
１
次

系
保
有
水
を
回
復
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

及
び

 

A
.4
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※

７
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

      速
や
か
に

 

※
６
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
、
海
水
ポ
ン
プ
４
台
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン

プ
４

台
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
７
：
代
替
品
の
補
充
等
 

  

お
よ
び
 

B
.3

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、

動
作
不
能
と
な
っ
て
い
る

当
該
系
の
少
な
く
と
も
１

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
。

 

 １
０
日
 

C
. 
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場

合
 

C
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C
.2

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
 

お
よ
び

６
 

A
. 
動
作
可
能
な
大

容
量
ポ
ン
プ
に

よ
る
海
水
供
給

系
が
２
系
統
未

満
で
あ
る
場
合
 

A
.1

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、

当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却

系
の
水
抜
き
を
行
っ
て
い

る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中

止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）

ま
た
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ

ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回

復
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.4

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、

代
替
措
置
※
８
を
検
討
し
、

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確

認
を
得
て
実
施
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

       速
や
か
に
 

※
７
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
、
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
２
系
統
お
よ
び
原
子
炉

補
機
冷
却
水
系
２
系
統
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

※
８
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

  

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

 

表
９
０
－
８
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ９
０
－
８
－
１

 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

復
水
ピ
ッ
ト
を
水
源
と
し
た
補

助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸
気
発

生
器
へ
の
給
水
系
 

(
1)
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱

除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い

て
、
復
水
ピ
ッ
ト
を
水
源
と
し
た
電
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水
系
１
系
統
※
１

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

ま
た
は
 

(
2)
 
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
復
水
ピ
ッ
ト

を
水
源
と
し
た
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水
系
１
系
統
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
※
２
※
３
※
４
 

表
83
－
８

 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 8
3
－
８
－
１

 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

復
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た

補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸

気
発
生
器
へ
の
給
水
系
 

(
1)

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
及
び
５
（
１
次
冷
却
系
満

水
）
に
お
い
て
、
復
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
電
動
補

助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水
系
１

系
統
※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

(
2)

 
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、
復
水
タ
ン
ク
を

水
源
と
し
た
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水
系
１
系
統
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
※
２
※
３
※
４
 

表
８
５
－
８
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
８
－
１
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）

 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

復
水
タ
ン
ク
ま
た
は
送
水
車
を

用
い
た
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ

る
蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水
系
 

(
1)

 モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱

除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い

て
、
復
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
電
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水
系
１
系
統
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

ま
た
は
 

(
2)

 モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
復
水
タ
ン
ク

ま
た
は

送
水

車
を
用
い
た
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水
系
１
系
統

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
※
２
※
３
 

   【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
蒸
気
発
生
器
２
次

側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー

ド
（
水
冷
却
）
は

SA
設
備
を

用
い
る
た
め
、
「
モ
ー
ド
５
（

1
次
冷
却
系
満
水
）」
ま
で
適
用

モ
ー
ド
に
含
め
て
い
る
。
 

美
浜
は
、
上
記
手
順
は
、

多
様

性
拡
張
設
備
を
用
い
る
た
め
、

「
モ
ー
ド
５
（

1
次
冷
却
系
満

水
）」
は
適
用
モ
ー
ド
に
含
め

な
い
。
）（
以
下
、
同
様
。）

 
 【
玄
海
・
大
飯
－
美
浜
】

 

参考①-220



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び

４
（

蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去

の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る

場
合
）
 

電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
 

２
台

 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
 

１
台

 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
起
動

弁
（
現
場
手
動
操
作
）
 

１
台

 

蒸
気
発
生
器
 

４
基

 

復
水
ピ
ッ
ト
 

※
５

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
６

 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
７
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
７
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
７
 

※
１
：
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
２
台
で
１
系
統
と
す
る
（
本
表
に
限
る
）
。
 

※
２
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運

転
中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
３
：
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
起
動
時
の
モ
ー
ド
３
に
お
い
て

試
運
転
に
係
る
調
整
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
運
転
上
の
制
限
は
適
用
し
な
い
。
 

※
４
：
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
と
は
、
現
場
手
動
に
よ
る
起
動
を
含
む
。
 

※
５
：「
９
０
－
１
４
－
３
 
復
水
ピ
ッ
ト
（
Ｒ
Ｗ
Ｓ
Ｐ
補
給
系
を
含
む
）
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
６
：
「
９
０
－
１
５
－
１

 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。
 

※
７
：
「
９
０
－
１
５
－
７

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
及

び
５
（
１
次
冷
却
系
満
水
）
 

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
 

２
台

 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
 

１
台

 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

駆
動

蒸
気

入
口

弁
（
手
動
）
 

１
台

 

復
水
タ
ン
ク

 
※
５

 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
 

※
６

 

※
１
：
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
２

台
で
１
系
統
と
す
る
（
本
表
に
限
る
）
。
 

※
２
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
又
は
運
転

中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
３
：
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
起
動
時
の
モ
ー
ド
３
に
お
い
て

試
運
転
に
係
る
調
整
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
運
転
上
の
制
限
は
適
用
し
な
い
。

 

※
４
：
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
と
は
、
現
場
手
動
に
よ
る
起
動
を
含
む
。
 

※
５
：「

83
－
14
－
４

 
復
水
タ
ン
ク
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
６
：
「

83
－

15
－
１
 
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を

定
め
る
。
 

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び

４
（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去

の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る

場
合
）
 

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
 

１
台

 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
 

１
台

 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
起
動

弁
（
現
場
手
動
操
作
）
 

１
台

 

蒸
気
発
生
器

 
３
基

 

復
水
タ
ン
ク

 
※
４

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
５

 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
６

 

可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
 

※
６

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
６

 

燃
料

油
移
送

ポ
ン
プ

 
※
６

 

送
水

車
 

※
７

 

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶

 
※
８

 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
ポ
ン
プ
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運

転
中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
起
動
時
の
モ
ー
ド
３
に
お
い
て

試
運
転
に
係
る
調
整
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
運
転
上
の
制
限
は
適
用
し
な
い
。

 

※
３
：
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
と
は
、
現
場
手
動
に
よ
る
起
動
を
含
む
。
 

※
４
：「
８
５
－
１
４
－
３

 
復
水
タ
ン
ク
（
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
補
給
系
を
含
む
）」
に
お

い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
５
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。
 

※
６
：
「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
お
よ
び
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限

を
定
め
る
。

 

※
７
：
「
８
５
－
１
４
－
１
 
海
水
を
用
い
た
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。
 

※
８
：
「
８
５
－
１
２
－
４

 
軽

油
用
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
送
水
車
に
よ
る
タ

ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
へ

の
直
接
供
給
の
手
段
を
設
定
し

て
い
る
。）

 
 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

補
助
給
水

系
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
補

助
給
水
系
の
流
路
中
の

弁
が
正
し
い
位

置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長
 

電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異

常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な

い
こ
と
、
お
よ
び
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け

る
揚
程
が

 
 
 
m
以
上
、
容
量
が

 
 
 
m3
/h

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え

い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
テ
ス
ト
ラ
イ
ン

に
お
け
る
揚
程
が

  
 
m
以
上
、
容
量
が
 

 
 
 
m
3
/h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（

蒸
気
発

生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て

い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
２
台
の
電
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁

に
つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復

旧
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
タ

１
ヶ
月
に
当
直
課
長
 

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

補
助
給
水
系
 
施

錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
補

助
給
水
系
の
流
路
中
の

弁
が
正
し
い
位

置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異

常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な

い
こ
と
、
及
び
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
に
お
け

る
揚
程
が

  
 
ｍ
以
上
、
容
量
が
 

 
  

m
3
/h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
長

 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え

い
が
な
い
こ
と
、
及
び
テ
ス
ト
ラ
イ
ン

に
お
け
る
揚
程
が

 
 
 
ｍ
以
上
、
容
量

が
 
 
 
m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、
２
台

の
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
確
認
す
る
際

に
操
作
し
た

弁
に
つ
い
て
は
、
正
し
い

位
置
に
復

旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
４
及
び
５
（
１
次
冷
却
系
満
水
）
１
か
月
に

発
電
第
二

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

補
助
給
水

系
 

施
錠
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
補

助
給
水
系
の
流
路
中
の

弁
が
正
し
い
位

置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査

時
 

当
直
課
長

 

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
、
異

常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な

い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異
臭
、
漏
え

い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
（
蒸
気
発

生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て

い
る
場
合
）
に
お
い
て
、
電
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操

作
し
た

弁
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
位
置
に

復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
お
よ
び
３
に
お
い
て
、
タ

ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
９
。

ま
た
、
確
認
す
る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ

い
て
は
、
正
し
い
位
置
に
復

旧
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

※
９
：
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
の
確

    【
玄
海
・
大
飯
－
美
浜
】

 
②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
テ
ス
ト
ラ
イ
ン
は

ミ
ニ
マ
ム
フ
ロ
ー
で
の
確
認
の

た
め

6
6
条
の
記
載
に
合
わ
せ

る
。）

 

 

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

参考①-221



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
※
８
。
ま
た
、
確
認
す
る
際

に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
位

置
に
復
旧
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
回
 

※
８
：
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
の
確

認
は
、
起
動

弁
の
開
閉
確
認
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

に
お
い
て
、
２

台
の
電
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

１
回
 

課
当
直
課

長
 

モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
に
お
い
て
、
タ
ー

ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
７
。
ま
た
、
確
認
す

る
際
に
操
作
し
た
弁
に
つ
い
て
は
、
正

し
い
位
置
に
復

旧
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
長

 

※
７
：
モ
ー
ド
３
に
お
い
て
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
の
確

認
は
、
起
動
弁
の
開

閉
確
認
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

認
は
、
起
動

弁
の
開

閉
確
認
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

  

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
お

よ
び
３
 

A
. 
動
作
可
能
な
復

水
ピ
ッ
ト
を
水

源
と
し
た
電
動

補
助
給
水
ポ
ン

プ
に
よ
る
蒸
気

発
生
器
へ
の
給

水
系
が
１
系
統

※
１
未
満
お
よ

び
動
作
可
能
な

復
水
ピ
ッ
ト
を

水
源
と
し
た
タ

ー
ビ
ン
動
補
助

給
水
ポ
ン
プ
に

よ
る
蒸
気
発
生

器
へ
の
給
水
系

が
１
系
統
未
満

で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す

る
。
 

速
や
か
に
 

   １
２
時
間
 

  ３
６
時
間
 

モ
ー
ド

４
（
蒸
気

発
生
器

が
熱
除

去
の
た

め
に
使

用
さ
れ

て
い
る

場
合
）
 

A
. 
動
作
可
能
な
復

水
ピ
ッ
ト
を
水

源
と
し
た
電
動

補
助
給
水
ポ
ン

プ
に
よ
る
蒸
気

発
生
器
へ
の
給

水
系
が
１
系
統
※

１
未
満
で
あ
る

場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、

余
熱
除
去
系
１

系
統
以
上
に
よ
る
熱
除
去
の
た

め
の
操
作
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

  

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２

及
び
３
 

Ａ
．
復
水
タ
ン
ク
を

水
源
と
し
た
電

動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
１
系

統
及
び
タ
ー

ビ
ン
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ

１
系
統
が
動

作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

A
.3

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
４
に
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   12
時
間
 

  36
時
間
 

モ
ー
ド

４
 

Ａ
．
復
水
タ
ン
ク
を

水
源
と
し
た

電
動
補
助
給

水
ポ
ン
プ
１

系
統
が
動
作

不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
に
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   20
時
間
 

モ
ー
ド

５
(
１

次
冷
却

系
満

水
) 

Ａ
．
復
水
タ
ン
ク
を

水
源
と
し
た

電
動
補
助
給

水
ポ
ン
プ
１

系
統
が
動
作

不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

  

速
や
か
に

 

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
お

よ
び
３
 

A
. 
動
作
可
能
な
復

水
タ
ン
ク
を
水

源
と
し
た
電
動

補
助
給
水

ポ
ン

プ
に
よ
る

蒸
気

発
生
器
へ
の
給

水
系
が
１
系
統

未
満
お
よ
び
動

作
可
能
な
復
水

タ
ン
ク
ま
た
は

送
水

車
を
用
い

た
タ
ー
ビ
ン
動

補
助
給
水

ポ
ン

プ
に
よ
る

蒸
気

発
生
器
へ
の
給

水
系
が
１
系
統

未
満
で
あ
る
場

合
 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.3

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
に
す

る
。
 

速
や
か
に
 

   １
２
時
間
 

  ３
６
時
間
 

モ
ー
ド

４
（

蒸
気

発
生
器

が
熱
除

去
の
た

め
に
使

用
さ
れ

て
い
る

場
合
）
 

A
. 
動
作
可
能
な
復

水
タ
ン
ク
を
水

源
と
し
た
電
動

補
助
給
水

ポ
ン

プ
に
よ
る

蒸
気

発
生
器
へ
の
給

水
系
が
１
系
統

未
満
で
あ
る
場

合
 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 
当
直
課
長
は
、

余
熱
除
去
系
１

系
統
以
上
に
よ
る
熱
除
去
の
た

め
の
操
作
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

  

 

表
９
０
－
９
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 ９
０
－
９
－
１

 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）

 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る
蒸
気

放
出
系
 

手
動
で
の
開
弁
が
で
き
る
こ
と
（
現
場
手
動
含
む
）
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４

（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の

主
蒸
気
逃
が
し
弁
 

４
個
 

表
83
－
９

 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
を
す
る
た
め
の
設
備
 

 8
3
－
９
－
１

 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る
蒸
気

放
出
系
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
４

個
が
手
動
で
開

弁
で
き
る
こ
と
（
現

場
手
動
含
む
）
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４

（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去

主
蒸
気
逃
が
し
弁
 

４
個

 

表
８
５
－
９
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）
を
す
る
た
め
の
設
備

 

 ８
５
－
９
－
１
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る
蒸
気

放
出
系
 

手
動
で
の
開

弁
が
で
き
る
こ
と
（
現
場
手
動
含
む
）

 

適
用
モ
ー
ド

 
設
 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４

（
蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去
の

主
蒸
気
逃
が
し
弁
 

３
個
 

    【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
個
数
を
記
載
し
て

い
る
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場

合
）
 

  

の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い

る
場
合
）
 

  

た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場

合
）
 

 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

主
蒸
気
逃
が

し
弁
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
が
手
動
で
開

弁
で
き

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

計
装
 

保
修
課
長
 

  

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

主
蒸
気
逃
が

し
弁
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
が
手
動
で
開

弁
で
き

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

保
修
第
二

課
長

 

  

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

主
蒸
気
逃
が

し
弁
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
が
手
動
で
開

弁
で
き

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

計
装
 

保
修
課
長

 
 

 

 
(3
)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、
３

お
よ
び
４

（
蒸
気
発

生
器
が
熱

除
去
の
た

め
に
使
用

さ
れ
て
い

る
場
合
）
 

A
.
 主

蒸
気
逃
が

し
弁
１

個
以

上
が
手
動
で

開
弁
で
き
な

い
場
合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
１
台
の
余
熱
除

去
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と

と
も
に
そ
の
他
の
設
備
※
１
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

  

４
時
間
 

      ７
２
時
間
 

B
.
 条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

B
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
（
蒸

気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に

使
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
）
に

す
る
。
 

１
２
時
間
 

  ３
６
時
間
 

※
１
：
残
り
の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
１

台
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
２
台
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
基
、

直
流
電
源
装
置
、
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
２
系
統
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
２

系
統
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

 
(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置

 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、
３

及
び
４

（
蒸
気
発

生
器
が
熱

除
去
の
た

め
に
使
用

さ
れ
て
い

る
場
合
）
 

Ａ
.
主

蒸
気
逃
が

し
弁
１

個
以

上
が
手
動
で

開
弁
で
き
な

い
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

台
の

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
１
。

 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

    72
時
間
 

Ｂ
.
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
４
（

蒸
気
発
生
器
が
熱
除
去

の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い

場
合
）
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  36
時
間
 

※
１
：
残
り
の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
１

台
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
２
台
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
基
、

非
常
用
直
流
電
源
２
系
統
、
海
水

ポ
ン
プ
４
台
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
４
台

に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

 
(3

)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、
３

お
よ
び
４

（
蒸
気
発

生
器
が
熱

除
去
の
た

め
に
使
用

さ
れ
て
い

る
場
合
）

 

A
.
 主

蒸
気
逃
が

し
弁
１

個
以

上
が
手
動
で

開
弁
で
き
な

い
場
合

 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
１
台
の

余
熱
除

去
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
１
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.2

 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

  

４
時
間
 

      ７
２
時
間

 

B
.
 条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。

 

お
よ
び
 

B
.2

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
４
（
蒸

気
発
生
器
が
熱
除
去
の
た
め
に

使
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
）
に

す
る
。

 

１
２
時
間

 

  ３
６
時
間

 

※
１
：
残
り
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
１

台
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
２

台
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
基
、

非
常
用
直
流
電
源
、
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
２
系
統
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系

２
系
統
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

   

      

【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 
（
美
浜
は
、
そ
の
他
の
設
備
の

確
認
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し

た
。）

 

表
９
０
－
１
０

 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
 

 ９
０
－
１
０
－
１
 
水
素
濃
度
低
減
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

水
素
濃
度
低
減
 

(
1
)
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
 

(
2
)
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度
監
視
装
置
の
所
要

数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
3
)
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と

 

(
4
)
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
の
所
要
数
が
２
系
統

の
電
源
か
ら
受
電
可
能
で
あ
る
こ
と

  

(
5
)
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
温
度
監
視
装
置
の
所

要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
、
５
お
よ
び
６
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
 

５
基
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度
監
視
装

５
個
 

表
83
－

10
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
 

 8
3
－

10
－
１

 
水
素
濃
度
低

減
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

水
素
濃
度
低
減
 

(
1
)
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
 

(
2
)
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
動
作
監
視
装
置
の
所
要
数

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
3
)
電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
 

(
4
)
電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
の
所
要
数
に
供
給
す
る
電
源
系
統

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
。
 

(
5
)
電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
動
作
監
視
装
置
の
所
要
数
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
、
５
及
び
６

 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置

 
５
基
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
動
作
監
視
装

５
個
 

表
８
５
－
１
０

 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
１
０
－
１

 
水
素
濃
度
低

減
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

水
素
濃
度
低

減
 

(
1)
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
 

(
2)
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度
監
視
装
置
の
所
要

数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
3)
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
 

(
4)
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
温
度
監
視
装
置
の
所

要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備

 
所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
、
５
お
よ
び
６

 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置

 
５
基
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度
監
視
装

置
 

５
個
 

原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置

 
１
２
個

 

            【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 
②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
は
、
有
効
性
評
価
の
う

ち
、
不
確
か
さ
影
響
評
価
で
原

子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置

の
動
作
に
期
待
し
て
い
る
た

め
、
イ
グ
ナ
イ
タ
の
電
源

多
重

化
の
要
求
が
あ
る
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

置
 

原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
 

１
３

個
 

原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
温
度
監
視

装
置
 

１
３

個
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
１
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
２
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
２
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
２
 

※
１
：
「
９
０
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
２
：
「
９
０
－
１
５
－
７
 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

置
 

電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
 

13
個
 

電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
動
作
監
視
装
置

 
13

個
 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
 

※
１
 

※
１
：
「

83
－

15
－
１
 
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を

定
め
る
。
 

 

原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
温
度
監
視

装
置
 

１
２
個

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 
※
１
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
２
 

可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
 

※
２
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
２
 

燃
料

油
移

送
ポ
ン
プ
 

※
２
 

※
１
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
２
：
「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
お
よ
び
燃
料

油
移
送

ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。
 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

静
的
触
媒
式

水
素
再
結
合

装
置
 

装
置
の
外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ
り
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

静
的
触
媒
式

水
素
再
結
合

装
置
温
度
監

視
装
置
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

計
装
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
、
装
置
が
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

原
子
炉
格
納

容
器
水
素
燃

焼
装
置
 

装
置
の
外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

電
気
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
※
３
に
よ

り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

原
子
炉
格
納

容
器
水
素
燃

焼
装
置
温
度

監
視
装
置
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

計
装
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
、
装
置
が
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

※
３
：
ル
ー
プ
室
内
、
加
圧
器
室
内
お
よ
び
ド
ー
ム
部
に
つ
い
て
は
、
第
１
１
２
条
第
１
項

で
定
め
る
立
ち
入
り
制
限
等
を
考
慮
し
て
、
確
認
方
法
を
定
め
、
実
施
す
る
。
 

 

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

静
的
触
媒
式

水
素
再
結
合

装
置
 

装
置
の
外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

保
修
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び
６
に

お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ
り
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

静
的
触
媒
式

水
素
再
結
合

装
置
動
作
監

視
装
置

 

装
置
の
機
能
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

保
修
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び
６
に

お
い
て
、
装
置
が
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

電
気
式
水
素

燃
焼
装
置
 

装
置
の
外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

保
修
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び
６
に

お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
※
２
に
よ
り

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

電
気
式
水
素

燃
焼
装
置
動

作
監
視
装
置

 

装
置
の
機
能
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

保
修
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び
６
に

お
い
て
、
装
置
が
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

※
２
：
ル
ー
プ
室
内
、
加
圧
器
室
内
及
び
ド
ー
ム
部
を
除
く
。

 

 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻
 
度
 

担
 
当

 

静
的
触
媒
式

水
素
再
結
合

装
置
 

装
置
の
外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ
り
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

静
的
触
媒
式

水
素
再
結
合

装
置
温
度
監

視
装
置

 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

計
装
 

保
修
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
、
装
置
が
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

原
子
炉
格
納

容
器
水
素
燃

焼
装
置

 

装
置
の
外
観
点
検
に
よ
り
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

電
気
 

保
修
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
※
３
に
よ

り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

原
子
炉
格
納

容
器
水
素
燃

焼
装
置
温
度

監
視
装
置

 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

計
装
 

保
修
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
、
装
置
が
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

※
３
：
ル
ー
プ
室
内
、
加
圧
器
室
内
お
よ
び
ド
ー
ム
部
を
除
く
。
 

      【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 
（
美
浜
は
、
計
測
制
御
系
の
一

般
的
な
記
載
「
機
能
検
査
を
実

施
す
る
」
と
す
る
。）

 
     【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
は
、
有
効
性
評
価
の
う

ち
、
不
確
か
さ
影
響
評
価
で
原

子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置

の
動
作
に
期
待
し
て
い
る
た

め
、
ル
ー
プ
室
内
、
加
圧
器
室

内
お
よ
び
ド
ー
ム
部
の
イ
グ
ナ

イ
タ
の
外
観
点
検
を
実
施
。）

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
. 
静
的
触
媒
式
水

素
再
結
合
装

置
の
所
要
数

の
１
基
以
上

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１

台
の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
５
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

      ７
２
時
間

 

B
. 
原
子
炉
格
納
容

器
水
素
燃

焼

装
置
の
所
要

数
の
１

個
以

上
が
動
作
不

能
※
６
で
あ
る

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
１

台
の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
５
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

４
時
間
 

     

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド

 
条

 
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
静
的
触
媒
式
水

素
再
結
合
装
置

の
所
要
数
の
１

基
以
上
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
又
は
電
気
式

水
素
燃

焼
装
置

の
所
要
数
の
１

個
以
上
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
※
４
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

１
台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を

起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
３
。

 

及
び
 

A
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
設

備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

    72
時
間
 

Ｂ
．
電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
の
所
要

数
に
供
給
す
る

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

１
台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を

起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

４
時
間
 

  

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
. 
静
的
触
媒
式
水

素
再
結
合
装

置
の
所
要
数

の
１
基
以
上

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１

台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
５
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

      ７
２
時
間
 

B
. 
条
件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び

 

B
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

C
. 
原
子
炉
格
納
容

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作

速
や
か
に
 

    【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 
（
美
浜
は
、
そ
の
他
の
設
備
の

確
認
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し

た
。）

 
 【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
静
的
触
媒
式
水
素

再
結
合
装
置
と
原
子
炉
格
納
容

器
水
素
燃

焼
装
置
を
合
わ
せ
て

記
載
、
美
浜
は
、
個
別
に
記
載

し
て
い
る
。
記
載
主
旨
に
差
異

は
な
し
。）

 
 

参考①-224



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

場
合
 

お
よ
び

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

 ７
２
時
間

 

C
. 
原
子
炉
格
納
容

器
水
素
燃

焼

装
置
の
所
要

数
に
受
電
可

能
な
電
源
が

１
系
統
で
あ

る
場
合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
１

台
の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
５
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び

 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

水
素
燃

焼
装
置
の
所
要
数
を
２

系
統
の
電
源
に
よ
り
受
電
可
能

な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

      １
０
日
 

D
. 
条
件
Ａ
、
Ｂ
ま

た
は
Ｃ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

D
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び

 

D
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間

 

  ５
６
時
間

 

E
. 
静
的
触
媒
式
水

素
再
結
合
装

置
温
度
監
視

装
置
ま
た
は

原
子
炉
格
納

容
器
水
素
燃

焼
装
置
温
度

監
視
装
置
の

所
要
数
の
１

個
以
上
が
動

作
不
能
で
あ

る
場
合
 

E
.
1 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

内
が
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合

装
置
ま
た
は
原
子
炉
格
納
容
器

水
素
燃

焼
装
置
が
動
作
す
る
環

境
に
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
※

７
。

 

お
よ
び

 

E
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

４
時
間
 

そ
の
後
の

１
２
時
間

に
１
回
 

   速
や
か
に

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
. 
静
的
触
媒
式
水

素
再
結
合
装
置

の
所
要
数
の
１

基
以
上
ま
た
は

原
子
炉
格
納
容

器
水
素
燃

焼
装

置
の
所
要
数
の

１
個
以
上
が
動

作
不
能
※
６
で

あ
る
場
合
 

ま
た
は
 

原
子
炉
格
納

容
器
水
素
燃

焼
装
置
の
所

要
数
に
受
電

可
能
な
電
源

が
１
系
統
で

あ
る
場
合
 

ま
た
は
 

静
的
触
媒
式

水
素
再
結
合

装
置
温
度
監

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

電
源
系
統
１
系

統
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

こ
と
を
確
認
す
る
※
３
。

 

及
び
 

B
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

  10
日

 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又
は
Ｂ

の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

C
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

Ｄ
．
静
的
触
媒
式
水

素
再
結
合
装
置

動
作
監
視
装
置

又
は
電
気
式
水

素
燃

焼
装
置
動

作
監
視
装
置
の

所
要
数
の
１

個

以
上
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

D
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

原
子
炉
格
納
容
器
内
が
静
的

触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
又

は
電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
が

動
作
す
る
環
境
に
な
い
こ
と

を
確
認
す
る
※
５
。
 

及
び
 

D
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
設

備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

４
時
間
 

そ
の
後
の

1
2
時

間
に
１
回

 

   速
や
か
に

 

モ
ー
ド

５
及
び

６
 

Ａ
．
静
的
触
媒
式
水

素
再
結
合
装
置

の
所
要
数
の
１

基
以
上
又
は
電

気
式
水
素
燃

焼

装
置
の
所
要
数

の
１

個
以
上
が

動
作
不
能
で
あ

る
場
合
※
４
 

又
は
 

電
気
式
水
素

燃
焼
装
置
の

所
要
数
に
供

給
す
る
電
源

系
統
１
系
統

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

又
は
 

静
的
触
媒
式

水
素
再
結
合

装
置
動
作
監

視
装
置
又
は

電
気
式
水
素

燃
焼
装
置
動

作
監
視
装
置

の
所
要
数
の

１
個
以
上
が

動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.1

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
設

備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

１
次
冷
却
系
の
水
抜
き
を
行

っ
て
い
る
場
合
は
、
水
抜
き

を
中
止
す
る
。
 

及
び
 

A
.3

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非

満
水
）
又
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ

ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場
合
、
１

次
系
保
有
水
を
回
復
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

 

※
３
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
残
り
の
余
熱
除
去
ポ

ン
プ
１

台
に
つ
い
て
は
、

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

※
４
：
電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
の
所
要
数
に
供
給
す
る
電
源
系
統
全
て
が
動
作
不
能
の
場
合
を

含
む
。
 

※
５
：
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
か
ら
の
漏
え
い
率
等
を
確
認
す
る
。
 

 

器
水
素
燃

焼

装
置
の
所
要

数
の
１

個
以

上
が
動
作
不

能
で
あ
る
場

合
 

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

D
. 
静
的
触
媒
式
水

素
再
結
合
装

置
温
度
監
視

装
置
ま
た
は

原
子
炉
格
納

容
器
水
素
燃

焼
装
置
温
度

監
視
装
置
の

所
要
数
の
１

個
以
上
が
動

作
不
能
で
あ

る
場
合
 

D
.
1 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

内
が
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合

装
置
ま
た
は
原
子
炉
格
納
容
器

水
素
燃

焼
装
置
が
動
作
す
る
環

境
に
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
※

６
。

 

お
よ
び

 

D
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

４
時
間
 

そ
の
後
の

１
２
時
間

に
１
回
 

   速
や
か
に
 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）

 

適
用
 

モ
ー
ド

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
. 
静
的
触
媒
式
水

素
再
結
合
装
置

の
所
要
数
の
１

基
以
上
ま
た
は

原
子
炉
格
納
容

器
水
素
燃

焼
装

置
の
所
要
数
の

１
個
以
上
が
動

作
不
能
で
あ
る

場
合
 

ま
た
は
 

静
的
触
媒
式

水
素
再
結
合

装
置
温
度
監

視
装
置
ま
た

は
原
子
炉
格

納
容
器
水
素

燃
焼
装
置
温

度
監
視
装
置

の
所
要
数
の

１
個
以
上
が

動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

※
４
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
５
：
残
り
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
１

台
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

※
６
：
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
か
ら
の
漏
え
い
率
等
を
確
認
す
る
。
 

 

  
  【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 
②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
は
、
有
効
性
評
価
の
う

ち
、
不
確
か
さ
影
響
評
価
で
原

子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置

の
動
作
に
期
待
し
て
い
る
た

め
、
イ
グ
ナ
イ
タ
故
障
時
に
お

け
る
要
求
さ
れ
る
措
置
と
し
て

プ
ラ
ン
ト
停
止
を
行
う
。）

 

参考①-225



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

視
装
置
ま
た

は
原
子
炉
格

納
容
器
水
素

燃
焼
装
置
温

度
監
視
装
置

の
所
要
数
の

１
個
以
上
が

動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

※
４
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

※
５
：
残
り
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
１

台
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

※
６
：
い
ず
れ
の
電
源
か
ら
も
受
電
不
能
で
あ
る
場
合
を
含
む
。
 

※
７
：
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
か
ら
の
漏
え
い
率
等
を
確
認
す
る
。

 

 ９
０
－
１
０
－
２
 
水
素
濃
度
監
視
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

水
素
濃
度
監
視
 

可
搬
型
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
濃
度
計
等
に
よ
る
水
素
濃

度
監
視
系
１
系
統
※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

可
搬
型
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
濃
度
計
 

１
個
 

格
納
容
器
水
素
ガ
ス
試
料
冷
却
器
用
可

搬
型
冷
却
水
ポ
ン
プ
 

１
台
 

可
搬
型
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
試
料
圧

縮

装
置
 

１
台
 

格
納
容
器
水
素
ガ
ス
試
料
冷
却
器

 
１

個
 

格
納
容
器
水
素
ガ
ス
試
料
湿
分
分
離
器
 

１
個
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給

用
）
 

１
０
本
※
２
 

可
搬
式
空
気
圧

縮
機
（
代
替
制
御
用
空

気
供
給
用
）
 

２
台
※
３
 

大
容
量
ポ
ン
プ
 

※
４
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
５
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
６
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
６
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
６
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
可
搬
型
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
濃
度
計
１
個
、
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
試

料
冷
却
器
用
可
搬
型
冷
却
水

ポ
ン
プ
１
台
、
可
搬
型
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
試
料
圧

縮

装
置
１

台
、
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
試
料
冷
却
器
１
個
お
よ
び
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
試

料
湿
分
分
離
器
１
個
な
ら
び
に
窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
1
セ
ッ
ト

ま
た
は
可
搬
式
空
気
圧
縮
機
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
1
セ
ッ
ト
。
 

※
２
：
１
セ
ッ
ト
１
０
本
（
Ａ
系
統
５
本
、
Ｂ
系
統
５
本
）
。
 

※
３
：
１
セ
ッ
ト
２

台
（
Ａ
系
統
１

台
、
Ｂ
系
統
１
台
）
。
 

※
４
：
「
９
０
－
７
－
２
 
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
お

よ
び
代
替
補
機
冷
却
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
５
：
「
９
０
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
６
：
「
９
０
－
１
５
－
７
 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

8
3
－

10
－
２

 
水
素
濃
度
監
視
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

水
素
濃
度
監
視
 

可
搬
型
格
納
容
器
水
素
濃
度
計
測
装
置
等
に
よ
る
水
素
濃
度

監
視
系
※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
及
び
６
 

可
搬
型
格
納
容
器
水
素
濃
度
計
測
装
置
 
１
個
※
２
 

可
搬
型
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
冷
却
器
用

冷
却

ポ
ン
プ
 

１
台
※
２
 

可
搬
型
代
替
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
圧

縮

装
置
 

１
台
※
２
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
事
故
時
試
料
採
取
設
備
弁

用
）
 

２
個
（
３
号
炉
）
 

１
個
（
４
号
炉
）
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車

 
※
３
 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
 

※
４
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
５
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

※
５
 

※
１
：
可
搬
型
格
納
容
器
水
素
濃
度
計
測
装
置
等
に
よ
る
水
素
濃
度
監
視
系
と
は
、
可
搬
型
格

納
容
器
水
素
濃
度
計
測
装
置
１

個
、
可
搬
型
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
冷
却
器
用
冷
却
ポ
ン

プ
１

台
、
可
搬
型
代
替
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
圧

縮
装
置
１

台
及
び
窒
素
ボ
ン
ベ
（
事
故

時
試
料
採
取
設
備
弁
用
）
３
号
炉
２

個
、
４
号
炉
１
個
を
い
う
。

 

※
２
：
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数

 

※
３
：
「

83
－
７
－
２

 
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷

却
及
び
代
替
補
機
冷
却
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
４
：
「

83
－

15
－
１
 
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を

定
め
る
。
 

※
５
：
「

83
－

15
－
７

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に

お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

８
５
－
１
０
－
２

 
水
素
濃
度
監
視
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

水
素
濃
度
監
視
 

可
搬
型
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
計
測
装
置
等
に
よ
る
水

素
濃
度
監
視
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備

 
所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

可
搬
型
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
計
測
装

置
 

１
個
 

可
搬
型
原
子
炉
補
機
冷
却
水

循
環

ポ
ン

プ
 

１
台
 

可
搬
型
格
納
容
器
ガ
ス
試
料
圧

縮
装
置

 
１

台
 

格
納
容
器
雰
囲
気
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ

冷
却
器

 
１

個
 

格
納
容
器
雰
囲
気
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ

湿
分
分
離
器

 
１

個
 

大
容
量

ポ
ン
プ
 

※
１
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 
※
２
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
３
 

可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
 

※
３
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
３
 

燃
料

油
移
送

ポ
ン
プ
 

※
３
 

※
１
：
「
８
５
－
７
－
２
 
大
容
量
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
お

よ
び
代
替
補
機
冷
却
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
３
：
「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
お
よ
び
燃
料

油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。
 

  

             【
玄
海
・
大
飯
－
美
浜
】

 
②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
設
備
の
相
違
。）

 
（
美
浜
は
、
対
象
の
Ｓ
Ａ
設

備
、
所
要
数
を
運
転
上
の
制
限

の
表
に
て
明
記
し
て
い
る
た

め
、
系
統
構
成
を
注
釈
で
補
足

す
る
必
要
は
な
い
。
）（
以
下
、

同
様
。
）
 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

可
搬
型
格
納
容

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
  

定
期
検
査

計
装
 

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

可
搬
型
格
納
容

装
置
の
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査

保
修
第
二

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

可
搬
型
格
納
容

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
  

定
期
検
査

計
装
 

 

参考①-226



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

器
水
素
ガ
ス
濃

度
計
 

時
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ

り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

計
装
 

保
修
課
長
 

格
納
容
器
水
素

ガ
ス
試
料
冷
却

器
用
可
搬
型
冷

却
水

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
の
外
観
点
検
に

よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

可
搬
型
格
納
容

器
水
素
ガ
ス
試

料
圧

縮
装
置
 

装
置
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ

り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

格
納
容
器
水
素

ガ
ス
試
料
冷
却

器
、
格
納
容
器

水
素
ガ
ス
試
料

湿
分
分
離
器
 

装
置
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ

り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
  

当
直
課
長
 

窒
素
ボ
ン
ベ

（
代
替
制
御
用

空
気
供
給
用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
ボ
ン
ベ
１
次
側
圧
力
に

よ
り
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

計
装
 

保
修
課
長
 

可
搬
式
空
気
圧

縮
機
（
代
替
制

御
用
空
気
供
給

用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
可
搬
式
空
気
圧

縮
機
が

使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

計
装
 

保
修
課
長
 

 

器
水
素
濃
度
計

測
装
置

 

時
 

課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び
６

に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ
り

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

可
搬
型
ガ
ス
サ

ン
プ
リ
ン
グ
冷

却
器
用
冷
却

ポ

ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

保
修
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び
６

に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
の
外
観
点
検
に
よ

り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

可
搬
型
代
替
ガ

ス
サ
ン
プ
リ
ン

グ
圧
縮
装
置

 

装
置
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

保
修
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び
６

に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ
り

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

窒
素
ボ
ン
ベ

（
事
故
時
試
料

採
取
設
備

弁

用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び
６

に
お
い
て
、
ボ
ン
ベ
の
１
次
側
圧
力
に

よ
り
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

  

器
内
水
素
濃
度

計
測
装
置

 

時
 

保
修
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ

り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

３
ヶ
月
に

１
回

 

計
装
 

保
修
課
長

 

可
搬
型
原
子
炉

補
機
冷
却
水

循

環
ポ
ン
プ

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
の
外
観
点
検
に

よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

３
ヶ
月
に

１
回

 

原
子
炉
 

保
修
課
長

 

可
搬
型
格
納
容

器
ガ
ス
試
料
圧

縮
装
置

 

装
置
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ

り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

３
ヶ
月
に

１
回

 

原
子
炉
 

保
修
課
長

 

格
納
容
器
雰
囲

気
ガ
ス
サ
ン
プ

リ
ン
グ
冷
却

器
、
格
納
容
器

雰
囲
気
ガ
ス
サ

ン
プ
リ
ン
グ
湿

分
分
離
器

 

装
置
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び

６
に
お
い
て
、
装
置
の
外
観
点
検
に
よ

り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

  

当
直
課
長

 

  

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
.
 
可
搬
型
格
納
容

器
水
素
ガ
ス
濃

度
計
等
に
よ
る

水
素
濃
度
監
視

系
の
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
１

台
の
余
熱
除

去
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
７

と
と
も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
８

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
９
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
０
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 
計
装
保
修
課
長
お
よ
び
原
子
炉

保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

      ７
２
時
間
 

    ３
０
日
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

A
.
 
可
搬
型
格
納
容

A
.1
 
計
装
保
修
課
長
お
よ
び
原
子
炉

速
や
か
に
 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド

 
条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
. 
可
搬
型
格

納
容
器
水

素
濃
度
計

測
装
置
等

に
よ
る
水

素
濃
度
監

視
系
が
動

作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
台

の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
※
６
。

 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大

事
故
等
対
処
設
備
※
７
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
８
。
 

及
び
 

A
.3

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

    72
時
間
  

    30
日

 

Ｂ
. 
条

件
Ａ
の

措
置
を
完

了
時
間
内

に
達
成
で

き
な
い
場

合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
及
び

６
 

Ａ
. 
可
搬
型
格

納
容
器
水

素
濃
度
計

A
.1

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
.
 
可
搬
型
格
納
容

器
内
水
素
濃
度

計
測
装
置
等
に

よ
る
水
素
濃
度

監
視
系
の
全
て

が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
１
台
の

余
熱
除

去
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４

と
と
も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
５

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
.2

 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
６
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
７
。

 

お
よ
び

 

A
.3

 
計
装
保
修
課
長
お
よ
び
原
子
炉

保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

４
時
間

 

      ７
２
時
間
 

    ３
０
日

 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。

 

お
よ
び

 

B
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。

 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

A
.
 
可
搬
型
格
納
容

A
.1

 
計
装
保
修
課
長
お
よ
び
原
子
炉

速
や
か
に
 

      【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 
（
美
浜
は
、
そ
の
他
の
設
備
の

確
認
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し

た
。）

 

参考①-227



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

５
お
よ

び
６
 

器
水
素
ガ
ス
濃

度
計
等
に
よ
る

水
素
濃
度
監
視

系
の
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る

場
合
 

保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー

ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の

場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.4
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
９
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
１
０

措
置
を
開
始
す
る
。
 

    速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

※
７
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

※
８
：
残
り
の

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
１

台
を
い
い
、

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
９
：
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度
監
視
装
置
ま
た
は
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼

装
置
温
度
監
視
装
置
を
い
う
。
 

※
１
０
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行

う
。
 

 

測
装
置
等

に
よ
る
水

素
濃
度
監

視
系
が
動

作
不
能
で

あ
る
場
合
 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次

冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

及
び
 

A
.3

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
又

は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水

位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有
水
を

回
復
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.4

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大

事
故
等
対
処
設
備
※
７
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
８
。
 

 速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

※
６
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
残
り
の
余
熱
除
去
ポ

ン
プ
１

台
に
つ
い
て
は
、

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

※
７
：
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
動
作
監
視
装
置
又
は
電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
動
作
監
視

装
置
を
い
う
。

 

※
８
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

 

 

５
お
よ

び
６
 

器
内
水
素
濃
度

計
測
装
置
等
に

よ
る
水
素
濃
度

監
視
系
の
全
て

が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.2

 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.3

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー

ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の

場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
.4

 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
６
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
７
措

置
を
開
始
す
る
。
 

    速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

※
４
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
５
：
残
り
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
１

台
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

※
６
：
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度
監
視
装
置
ま
た
は
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装

置
温
度
監
視
装
置
を
い
う
。
 

※
７
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

 

表
９
０
－
１
１

 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
等
の
た
め
の
設
備
 

 ９
０
－
１
１
－
１
 
水
素
排
出
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
低
減
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

水
素
排
出
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
低

減
 

(
1)
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
の
１
系
統
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
※
１
 

(
2)
所
要
の
代
替
空
気
系
統
※
２
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
 

１
台
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ

ッ
ト
 

１
基
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給

用
）
 

５
本
※
３
 

可
搬
式
空
気
圧
縮
機
（
代
替
制
御
用
空
気

供
給
用
）
 

１
台
※
４
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
５
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
６
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
６
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
６
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
フ
ァ
ン
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は

運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
所
要
の
代
替
空
気
系
統
と
は
、
動
作
可
能
な
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
に
接
続
可
能

な
窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
1セ
ッ
ト
ま
た
は
可
搬
式
空
気
圧
縮
機

（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
1セ
ッ
ト
。
 

※
３
：
１
セ
ッ
ト
５
本
（
Ａ
系
統
５
本
ま
た
は
Ｂ
系
統
５
本
）
。
 

※
４
：
１
セ
ッ
ト
１

台
（
Ａ
系
統
１

台
ま
た
は
Ｂ
系
統
１
台
）
。
 

※
５
：
「
９
０
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

表
83
－

11
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
等
の
た
め
の
設
備
 

 8
3
－

11
－
１

 
水
素
排
出
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
低
減
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

水
素
排
出
、
放
射
性
物

質
の
濃
度
低
減
 

(
1
)Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(
2
)代
替
空
気
（
窒
素
）
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
、
５
及
び
６

 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
 

１
台
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ

ッ
ト
 

１
基
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ

ン
弁
用
）

 
１
個
 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
 

※
３
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
フ
ァ
ン
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
又
は
運
転

中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：
窒
素
ボ
ン
ベ
を
含
む
。
 

※
３
：
「

83
－

15
－
１
 
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を

定
め
る
。
 

  

表
８
５
－
１
１
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
等
の
た
め
の
設
備

 

 ８
５
－
１
１
－
１
 
水
素
排
出
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
低

減
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

水
素
排
出

 

放
射
性
物
質
の
濃
度
低

減
 

(
1)
Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(
2)
代
替
空
気
（
窒
素
）
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
フ
ァ
ン
 

１
台

 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ

ト
 

１
基

 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
系
ダ
ン

パ
作
動
用
）
 

１
本

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 
※
２

 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
３

 

可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
 

※
３

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
３

 

燃
料

油
移
送

ポ
ン
プ
 

※
３

 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
フ
ァ
ン
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は

運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
３
：
「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
お
よ
び
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。

 

 

       【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
は
、
代
替
空
気
系
統
が

両
系
に
接
続
可
能
な
た
め
、
常

設
SA
設
備
と
し
て
１
系
統
を

要
求
し
、「
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気

浄
化
系
の
１
系
統
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
」
を
Ｌ
Ｃ
Ｏ
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
代
替
空
気
系

統
と
し
て
は
窒
素
ボ
ン
ベ
と
同

等
の
機
能
を
有
す
る
可
搬
式
空

気
圧

縮
機
が
あ
る
の
で
「
所
要

の
」
を
追
加
し
、「
所
要
の
代

替
空
気
系
統
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
」
を
Ｌ
Ｃ
Ｏ
と
し
て
い

る
。
美
浜
は
Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循

環
系
の
み
代
替
空
気
接
続
可

能
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

参考①-228



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
６
：
「
９
０
－
１
５
－
７
 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス

空
気
浄
化
フ

ァ
ン
 

フ
ァ
ン
の
起
動
に
よ
り
、
自
動
作
動
ダ
ン

パ
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
※
７
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
フ
ァ
ン

が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス

空
気
浄
化
フ

ィ
ル
タ

ユ
ニ

ッ
ト
 

フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除

去
効
率
）
が

9
5%
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

窒
素
ボ
ン
ベ

（
代
替
制
御

用
空
気
供
給

用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
、
ボ
ン
ベ
の
１
次
側
圧
力
に
よ

り
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

計
装
 

保
修
課
長
 

可
搬
式
空
気

圧
縮
機
（
代

替
制
御
用
空

気
供
給
用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
、
可
搬
式
空
気
圧

縮
機
が
使
用

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

計
装
 

保
修
課
長
 

※
７
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

空
気
浄
化
フ
ァ

ン
 

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
４
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
５
及
び
６
に
お
い
て
、
フ
ァ

ン
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

空
気
浄
化
フ
ィ

ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト

 

フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率
（
総

合
除
去
効
率
）
が

95
％
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

保
修
第
二

課
長

 

窒
素
ボ
ン
ベ

（
ア
ニ
ュ
ラ
ス

空
気
浄
化
フ
ァ

ン
弁
用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び
６

に
お
い
て
、
ボ
ン
ベ
の
１
次
側
圧
力
に

よ
り
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

※
４
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ

ス
循
環
フ
ァ

ン
 

フ
ァ
ン
の
起
動
に
よ
り
、
自
動
作
動

ダ
ン

パ
が
正
し
い
位
置
に
作
動
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
、

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
※
４
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
フ
ァ
ン

が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ

ス
循
環
フ
ィ

ル
タ

ユ
ニ
ッ

ト
 

フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率
（
総
合
除

去
効
率
）
が

9
5%
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長

 

窒
素
ボ
ン
ベ

（
ア
ニ
ュ
ラ

ス
循
環
系

ダ

ン
パ
作
動

用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
、
ボ
ン
ベ
の
１
次
側
圧
力
に
よ

り
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回

 

原
子
炉
 

保
修
課
長

 

※
４
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 
（
美
浜
は
、
第

60
条
の
サ
ー

ベ
ラ
ン
ス
の
記
載
に
合
わ
せ

た
。）

 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
.
 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空

気
浄
化
系
の
全

て
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.
3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

速
や
か
に

 

   １
２
時
間

 

  ５
６
時
間

 

B
.
 
所
要
の
代
替
空

気
系
統
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
台
の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
８
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
９
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び
 

B
.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※

１
０
を
検
討
し
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.
3 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

４
時
間
 

      ７
２
時
間

 

   １
０
日
 

C
.
 
条

件
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な

C
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間

 

  

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
. 
Ｂ
ア
ニ
ュ

ラ
ス
空
気

浄
化
系
が

動
作
不
能

で
あ
る
場

合
 

A
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、１

台

の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
※
５
。
 

 及
び
 

A
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

表
5
8－
３

A
.2
の
初

回
確
認
完

了
後
４
時

間
 

 72
時
間
 

Ｂ
．
代
替
空
気

（
窒
素
）
系

統
が
動
作

不
能
で
あ

る
場
合
 

B
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、１

台

の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
※
５
。
 

及
び
 

B
.
2 

 保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※

６
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

及
び
 

B
.
3 
保
修
第
二
課
長
は
、当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

４
時
間
 

    72
時
間
 

   10
日

 

Ｃ
. 
条

件
Ａ
又

は
Ｂ
の
措

置
を
完
了

時
間
内
に

C
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、モ
ー

ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

C
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、モ
ー

12
時
間
 

  56
時
間
 

（
3
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
.
 
Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
１

台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
５
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び

 

表
６
０
－

３
 
A
.2
の

初
回
確
認

完
了
後
４

時
間

 

A
.2
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

７
２
時
間

 

B
.
 
代
替
空
気
（
窒

素
）
系
統
が
動

作
不
能
で
あ
る

場
合

 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
１

台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
５
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び

 

B
.2

 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置

※
６
を
検
討
し
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.3

 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

      ７
２
時
間

 

   １
０
日
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達

C
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び

 

１
２
時
間

 

  

 【
大
飯
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
大
飯
は
、
第

65
条

(ア
ニ
ュ

ラ
ス
空
気
浄
化
系
)に
て
ア
ニ

ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
が
す
べ
て

動
作
不
能
と
な
れ
ば
プ
ラ
ン
ト

停
止
す
る
こ
と
か
ら
，
そ
れ
を

準
用
し
た
記
載
と
し
て
い
る
。

美
浜
は
Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系

の
1
系
統
の
み
の
た
め
プ
ラ
ン

ト
停
止
の
記
載
な
し
。
）
 

    

【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 
（
美
浜
は
、
そ
の
他
の
設
備
の

確
認
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し

た
。）

 

参考①-229



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

い
場
合

 
C
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

５
６
時
間

 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
.
 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空

気
浄
化
系
の
全

て
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

ま
た
は
 

所
要
の
代
替

空
気
系
統
が

動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.
4 
計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※

１
０
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

※
８
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

※
９
：
残
り
の

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
１

台
を
い
い
、

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
1
0：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 

達
成
で
き

な
い
場
合
 

ド
５
に
す
る
。
 

モ
ー
ド

５
及
び

６
 

Ａ
. 
Ｂ
ア
ニ
ュ

ラ
ス
空
気

浄
化
系
が

動
作
不
能

で
あ
る
場

合
 

又
は

 

代
替
空
気

（
窒
素
）

系
統
が
動

作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、１
次

冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て
い

る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す

る
。
 

及
び
 

A
.
3 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、モ
ー

ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
又

は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水

位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有
水
を

回
復
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
4 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※

６
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

※
５
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
残
り
の
余
熱
除
去
ポ

ン
プ
１

台
に
つ
い
て
は
、

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

※
６
：
代
替
品
の
補
充
等
 

 

成
で
き
な
い
場

合
 

C
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

５
６
時
間

 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
.
 
Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
 

ま
た
は

 

代
替
空
気
（
窒

素
）
系
統
が
動

作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.2

 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.3

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.4

 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置

※
６
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

※
５
：
残
り
の

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
１
台
を
い
い
、

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
６
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 

表
９
０
－
１
２

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
 

 ９
０
－
１
２
－
１
 
海
水
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

海
水
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
へ
の
注
水
 

送
水

車
に
よ
る
海
水
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注

水
系
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃

料
体
を
 

貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

送
水

車
 

１
台
ｘ
２

 

軽
油
ド
ラ
ム
缶
 

※
１
 

※
１
：
「
９
０
－
１
２
－
４
 
軽
油
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

表
83
－

12
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
 

 8
3
－

12
－
１

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
補
給
用
水
中

ポ
ン
プ
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の

注
水
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
補
給
用

水
中
ポ
ン
プ
に
よ
る
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
系
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
補
給
用
水
中
ポ
ン
プ
に
よ
る
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
系
２
系
統
※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃

料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期

間
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
補
給
用
水
中
ポ

ン
プ
 

１
台
×
２
 

水
中

ポ
ン
プ
用
発
電
機
 

※
２

 

中
間
受
槽

 
※
２

 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
３

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

※
３

 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
補
給
用
水
中

ポ
ン
プ
１
台
を
い
う
。

 

※
２
：
「

83
－

14
－
１
 
八
田
浦
貯
水
池
又
は
３
号
炉
及
び
４
号
炉
取
水
ピ
ッ
ト
か
ら
中
間
受

槽
へ
の
供
給
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
３
：
「

83
－

15
－
７

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に

お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

表
８
５
－
１
２

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
１
２
－
１

 
海
水
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水

 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

海
水
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
へ
の
注
水

 

送
水

車
に
よ
る
海
水
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注

水
系
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃

料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期

間
 

送
水

車
 

１
台
ｘ
２

 

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
 

※
１
 

※
１
：
「
８
５
－
１
２
－
４

 
軽

油
用
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転

上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 

     
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
取
水
源
を
海
水
と

し
て

送
水

車
か
ら
供
給
す

る
。）

 
（
以
下
、
同
様
。）

 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

送
水

車
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
吐

出
圧
力
が

  
  

M
Pa
以
上
、
容
量
が
 

 
 
 
m
3
/h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

３
ヶ
月
に

タ
ー
ビ
ン

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

補
給
用
水
中

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
運
転
状
態

に
異
常
が
な
い
こ
と
、
及
び
揚

程
が

  
ｍ
以
上

 、
容
量
が
 

 
  

m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

 

保
修
第
二

課
長

 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻

 
度

 
担

 
当
 

送
水

車
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、
異

臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
吐
出
圧
力

が
 
 
 
 
M
Pa
以
上
、
容
量
が

 
 
 
m
3 /
h以
上
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に

１
回

 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
 

 

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

参考①-230



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

と
を
確
認
す
る
。
 

１
回
 

保
修
課
長
 

  

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
。
 

３
か
月
に

１
回
 

 

保
修
第
二

課
長

 

※
４
：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
基
準
と
な
る
１

台
の
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
補

給
用
水
中

ポ
ン
プ
を
起
動
し
運
転
状
態
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
全

台
数
の
保
管
状

態
（
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
）
の
確
認
を
行
う
。

 

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月

に
１
回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
 

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体

を
貯
蔵
し

て
い
る
期

間
 

A
.
 
動
作
可
能
な

海
水
か
ら

使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト

へ
の
注
水

系
が
２
系

統
未
満
と

な
っ
た
場

合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
水
位
が

EL
32
.2
m
以
上
お

よ
び
水
温
が

65
℃
以
下
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 原
子
燃
料
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 原
子
燃
料
課
長
は
、
代
替
措
置

※
２
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

B
.
 
動
作
可
能
な

海
水
か
ら

使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト

へ
の
注
水

系
が
１
系

統
未
満
と

な
っ
た
場

合
 

B
.1
 原
子
燃
料
課
長
は
、
A
.3
に
基
づ

く
代
替
措
置
を
確
保
す
る
ま

で
の
間
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

内
で
の
照
射
済
燃
料
の
移
動

を
中
止
す
る
※
３
。
 

速
や
か
に
 

※
２
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

※
３
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体

を
貯
蔵
し

て
い
る
期

間
 

Ａ
．
動
作
可
能
な

使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
補
給

用
水
中
ポ
ン

プ
に
よ
る
使

用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
へ
の
注

水
系
が
２
系

統
未
満
と
な

っ
た
場
合

 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水

位
が

EL
+
10

.7
5m
以
上
及
び

水
温
が

65
℃
以
下
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.3

 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※

５
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

 

※
５
：
代
替
品
の
補
充
等
 

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体

を
貯
蔵
し

て
い
る
期

間
 

A
. 
動
作
可
能
な

海
水
か
ら
使

用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
へ
の
注

水
系
が
２
系

統
未
満
と
な

っ
た
場
合
 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
水
位
が

EL
3
1.

0m
以

上
お
よ
び
水
温
が

65
℃
以

下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 原
子
燃
料
課
長
は
、
当
該
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。

 

お
よ
び
 

A
.3

 原
子
燃
料
課
長
は
、
代
替
措

置
※
２
を
検
討
し
、
原
子
炉

主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
実
施
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

 

速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

B
. 
動
作
可
能
な

海
水
か
ら
使

用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
へ
の
注

水
系
が
１
系

統
未
満
と
な

っ
た
場
合
 

B
.1

 
原
子
燃
料
課
長
は
、

A.
3
に

基
づ
く
代
替
措
置
を
確
保

す
る
ま
で
の
間
、
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
内
で
の
照
射
済

燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※

３
。

 

速
や
か
に
 

※
２
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

※
３
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
Ｓ

Ｆ
Ｐ
へ
の
注
水

系
が

1
系
統
未
満
と
な
っ
た
場

合
の
措
置
に
つ
い
て
も
記

載
。）

 

 

 

９
０
－
１
２
－
２
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の

ス
プ
レ
イ
系
 

(
1)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
系
の
う
ち
屋

外
に
配
備
す
る
設
備
に
つ
い
て
２
系
統
※
１
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
系
の
う
ち
屋

内
に
配
備
す
る
設
備
に
つ
い
て
１
系
統
※
２
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃

料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期

間
 

送
水

車
 

１
台
ｘ
２
 

ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
 

４
個
 

軽
油
ド
ラ
ム
缶
 

※
３
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
屋
外
に
配
備
す
る

送
水
車
１
台
 

※
２
：
１
系
統
と
は
、
屋
内
に
配
備
す
る
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
４
個
（
１
セ
ッ
ト
２
個
、
３
号

炉
お
よ
び
４
号
炉
共
用
の
予
備
機
２
個
を
含
む
。
）
。
 

※
３
：
「
９
０
－
１
２
－
４
 
軽
油
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上

8
3
－

12
－
２

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の

ス
プ
レ
イ
系
 

(
1)
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
系
の
う
ち
屋
外
に
配
備

す
る
設
備
に
つ
い
て
２
系
統
※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
 

(
2)
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
系
の
う
ち
屋
内
に
配
備

す
る
設
備
に
つ
い
て
１
系
統
※
２
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備

 
所
要
数
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に

燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い

る
期
間

 

可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ

 
１
台
×
２
 

中
間
受
槽
 

※
３
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
 

２
基
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
４
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

※
４
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
屋
外
に
配
備
す
る
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
１
台
を
い
う
。

 

※
２
：
１
系
統
と
は
、
屋
内
に
配
備
す
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
２
基
を
い
う
。 

８
５
－
１
２
－
２

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ

 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ

の
ス
プ
レ
イ
系

 

(
1
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
系
の
う
ち
屋
外

に
配
備
す
る
設
備
に
つ
い
て
２
系
統
※
１
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
 

(
2
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
系
の
う
ち
屋
内

に
配
備
す
る
設
備
に
つ
い
て
１
系
統
※
２
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備

 
所
要
数
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に

燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い

る
期
間
 

送
水

車
 

１
台
ｘ
２

 

ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
 

２
個
 

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶

 
※
３
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
屋
外
に
配
備
す
る

送
水
車
１

台
 

※
２
：
１
系
統
と
は
、
屋
内
に
配
備
す
る
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
２

個
（
１
セ
ッ
ト
１
個
、
予
備

機
１
個
を
含
む
。
）
。
 

      【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
送
水
車
を
使

用
。）

 
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 
②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
設
備
の
相
違
）（
以
下
、
同

様
。）

 

参考①-231



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

の
制
限
を
定
め
る
。
 

 
※
３
：
「

83
－

14
－
１
 
八
田
浦
貯
水
池
又
は
３
号
炉
及
び
４
号
炉
取
水
ピ
ッ
ト
か
ら
中
間
受

槽
へ
の
供
給
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
４
：
「

83
－

15
－
７

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に

お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

※
３
：
「
８
５
－
１
２
－
４

 
軽

油
用
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転

上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

送
水

車
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
吐

出
圧
力
が

  
  

M
Pa
以
上
、
容
量
が
 

 
 
 
m
3
/h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
 

ス
プ
レ
イ

ヘ
ッ

ダ
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

1
回
 

原
子
燃
料

課
長
 

  

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル

注
入
ポ
ン
プ

 

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
運
転
状
態

に
異
常
が
な
い
こ
と
、
及
び
揚

程
が

  
 
ｍ
以
上
、
容
量
が
 

 
  

m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

 

保
修
第
二

課
長

 

２
台
以
上
の

ポ
ン
プ
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

 

保
修
第
二

課
長

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 
 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項

 
頻

 
度
 

担
 
当
 

送
水

車
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、

異
音
、
異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、

お
よ
び
吐
出
圧
力
が

 
 
 
 
MP

a
以

上
、
容
量
が

 
 
 
m3
/
h以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に

１
回

 

タ
ー
ビ

ン
保
修

課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月

に
１
回
 

タ
ー
ビ

ン
保
修

課
長
 

ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
 
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月

に
１
回
 

原
子
燃

料
課
長

 

  

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

A
.
 
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
へ
の
ス
プ

レ
イ
系
の
う
ち

動
作
可
能
な

屋
外
に
配
備
す

る
設
備
が
２
系

統
未
満
と
な
っ

た
場
合
 

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
水
位
が

E
L3
2
.
2m
以

上
お
よ
び
水
温
が

65
℃
以

下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2 
原
子
燃
料
課
長
は
、
当
該
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
3 
原
子
燃
料
課
長
は
、
代
替
措

置
※
４
を
検
討
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

B
.
 
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
へ
の
ス
プ

レ
イ
系
の
う
ち

動
作
可
能
な

屋
内
に
配
備
す

る
設
備
が
１
系

統
未
満
と
な
っ

た
場
合
 

B
.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
A.
3
に
基

づ
く
代
替
措
置
を
確
保
す

る
ま
で
の
間
、
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
内
で
の
照
射
済
燃

料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。
 

速
や
か
に
 

※
４
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

※
５
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

Ａ
．
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
へ
の
ス
プ

レ
イ
系
の
う
ち

動
作
可
能
な

屋
外
に
配
備
す

る
設
備
が
２
系

統
未
満
と
な
っ

た
場
合
 

又
は
 

使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
へ
の

ス
プ
レ
イ
系

の
う
ち
屋
内

に
配
備
す
る

全
て
が
動
作

不
能
で
あ
る

場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が

EL
+

1
0.

7
5m
以
上
及
び
水
温
が

6

5℃
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.3

 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置

※
５
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

 

※
５
：
代
替
品
の
補
充
等
 

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

A
. 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

へ
の
ス
プ
レ
イ
系
の

う
ち
動
作
可
能
な

屋
外
に
配
備
す
る
設

備
が
２
系
統
未
満
と

な
っ
た
場
合

 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
水
位
が

E
L
31

.0
m
以
上
お
よ
び
水

温
が

65
℃
以
下
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
3
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
代
替

措
置
※
４
を
検
討
し
、
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を

得
て
実
施
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。

 

速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

 
B
. 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

へ
の
ス
プ
レ
イ
系
の

う
ち
動
作
可
能
な

屋
外
に
配
備
す
る
設

備
が
１
系
統
未
満
と

な
っ
た
場
合

 

B
.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
A
.3
に

基
づ
く
代
替
措
置
を
確

保
す
る
ま
で
の
間
、
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
で
の

照
射
済
燃
料
の
移
動
を

中
止
す
る
※
５
。

 

速
や
か
に

 

 
C.
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

へ
の
ス
プ
レ
イ
系
の

う
ち
動
作
可
能
な

屋
内
に
配
備
す
る
設

備
が
１
系
統
未
満
と

な
っ
た
場
合
 

C
.
1
 
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
水
位
が

E
L
31

.0
m
以
上
お
よ
び
水

温
が

65
℃
以
下
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

 
 

C
.
2
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有

の
差
異
 

 
（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

         【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
送
水
車
を
使
用
し

た
屋
外
ス
プ
レ
イ
１
系
統
が
動

作
不
能
と
な
っ
た
場
合
、
屋
内

ス
プ
レ
イ
系
に
供
給
で
き
な
い

た
め
屋
外
ス
プ
レ
イ
１
系
統
未

満
の
条
件
を
追
加
す
る
。）

 

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

参考①-232



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 
 

C
.
3
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
代
替

措
置
※
４
を
検
討
し
、
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確

認
を
得
て
実
施
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

 
 

C
.
4 
原
子
燃
料
課
長
は
、
C
.3
に

基
づ
く
代
替
措
置
を
確

保
す
る
ま
で
の
間
、
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
で
の

照
射
済
燃
料
の
移
動
を

中
止
す
る
※
５
。

 

速
や
か
に

 

※
４
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

※
５
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 

参考①-233



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

7.
5
認
可
）

 

９
０
－
１
２
－
３
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
 

機
 
能
 

設
 
備

 
所
要
数
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
1
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目

 
頻

 
度

 
担
 
当

 

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
の

監
視
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水

位
 

（
Ａ
Ｍ
用
）
※
２
 

２
個

 
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃
料
体

を
貯
蔵
し
て
い

る
期
間

 

A
. 
動
作
可
能
な
設

備
が
所
要
数
を

満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
水
位
が

E
L3
2
.2

m
以
上
お
よ
び
水

温
が

6
5
℃
以
下
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該

設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.
3 
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
で
の

照
射
済
燃
料
の
移
動
を

中
止
す
る
※
４
。
 

お
よ
び
 

A
.
4 
原
子
燃
料
課
長
は
、
代
替

措
置
※
５
を
検
討
し
、
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確

認
を
得
て
実
施
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

     

速
や
か
に
 

    

速
や
か
に
 

    

速
や
か
に
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
計

（
Ａ
Ｍ
用
）
、
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
温
度
計
（
Ａ
Ｍ
用
）
、
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
カ
メ

ラ
冷
却
装
置
、
可
搬
式
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
計
お
よ
び

可
搬
式
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

区
域
周
辺
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
計
装

 

保
修
課
長

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温

度
（
Ａ
Ｍ
用
）

 

２
個

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監

視
カ
メ
ラ
（
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
監
視
カ
メ
ラ

冷
却
装
置
※
３
を
含
む
）
 

２
個

 
可
搬
式
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

水
位
計
お
よ
び
可
搬
式
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
周
辺
エ

リ
ア
モ
ニ
タ
が
動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回

 
計
装

 

保
修
課
長

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
計

（
Ａ
Ｍ
用
）
お
よ
び
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
温
度
計
（
Ａ
Ｍ
用
）

が
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 
当
直
課
長

 

可
搬
式
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
水
位
 

２
個

 

可
搬
式
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
区
域
周
辺
エ
リ
ア

モ
ニ
タ

 

２
個

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
カ

メ
ラ
が
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
画
像
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回

 
当
直
課
長

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
カ

メ
ラ
冷
却
装
置
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 
計
装

 

保
修
課
長

 

９
０
－
１
２
－
３
（
続
き
）

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
 

機
 
能

 
設

 
備
 

所
要
数

 
適
用
モ
ー
ド
 

所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
1
 

確
認
事
項

 

条
 
件

 
措

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当
 

使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト

の
監
視

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 
「
９
０
－
１
５
－
１

 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

重
油
タ
ン
ク

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

 

「
９
０
－
１
５
－
７

 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重

油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 ※
１
：
所
要
教
ご
と
に
個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
２
：
動
作
可
能
な
当
該
設
備
が
所
要
数
を
満
足
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
可
搬
式
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
３
：
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
カ
メ
ラ
冷
却
装
置
は
１

個
。

 

※
４
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

※
５
：
代
替
品
の
補
充
等
。

 

8
3－

1
2－
３

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
 

項
 
目
 

機
 
 
 
 
能
 

所
要
数
 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
１
 

確
認
事
項
 

条
 

 
件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項
 
 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
の
監

視
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
（

SA
）
※
２
 

 

２
個

 

(３
号
炉

) 

１
個

 

(４
号
炉

) 

使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体

を
貯
蔵
し

て
い
る
期

間
 
 

 

Ａ
.
動
作
可
能
な

設
備
が
所
要

数
を
満
足
し

て
い
な
い
場

合
 

A.
1
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
水
位
が

E
L+

1
0.
7
5m
以
上
及
び
水
温

が
65
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

A.
2 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。

 
及
び

 

A.
3 
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

内
で
の
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る

※
３
。

 

速
や
か
に

 

  

 

速
や
か
に

 
   

速
や
か
に

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
計
（

SA
）

及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
計

（
SA
）
の
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 

 

保
修
第
二
課
長

 

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
（

SA
）

 
 

２
個

 
(３
号
炉

) 

１
個

 

(４
号
炉

) 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
計
（

SA
）

及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
計

（
SA
）
が
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
か
月
に
１
回

 

 

発
電
第
二
課
当

直
課
長

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
状
態
監
視
カ

メ
ラ
が
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

画
像
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
か
月
に
１
回

 
発
電
第
二
課
当

直
課
長

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
状
態
監
視
カ

メ
ラ

 
２

個
 

(３
号
炉

) 

１
個

 

(４
号
炉

) 

8
3－

1
2－
３

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
（
続
き
）
 

項
 
目
 

機
 
 
 
 
能
 

所
要
数
 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
１
 

確
認
事
項
 

条
 

 
件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項
 
 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
の
監

視
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
（
広
域
）

（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
装
置

用
空
気
供
給
シ
ス
テ
ム
※
４
含
む
）

 

４
個

 

(３
号
炉

) 
２

個
 

(４
号
炉

) 

使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体

を
貯
蔵
し

て
い
る
期

間
 
 

 

Ａ
.
動
作
可
能
な

設
備
が
所
要

数
を
満
足
し

て
い
な
い
場

合
 

A.
1
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
水
位
が

EL
+1

0
.7

5m
以
上
及
び
水
温

が
65
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

A.
2
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

及
び

 

A.
3
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内

で
の
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※

３
。

 

及
び

 

A.
4
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
５
を
検
討

し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  

 

速
や
か
に

 

  

速
や
か
に

 

   

速
や
か
に

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
計
（
広

域
）（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
装

置
用
空
気
供
給
シ
ス
テ
ム
含
む
）

の
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
保
修
第
二
課
長
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
計
（
広

域
）（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
装

置
用
空
気
供
給
シ
ス
テ
ム
含
む
）

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

３
か
月
に
１
回

 
保
修
第
二
課
長
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
周
辺
線
量
率

計
の
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
保
修
第
二
課
長
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
周
辺
線
量
率

（
低
レ
ン
ジ
）

 

１
個

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
周
辺
線
量
率

計
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

３
か
月
に
１
回

  

 

保
修
第
二
課
長
 

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
周
辺
線
量
率

（
中
間
レ
ン
ジ
）

 

１
個

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
周
辺
線
量
率

（
高
レ
ン
ジ
）

 

１
個

 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機

 
「

83
－

15
－
１

 
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
「

83
－

15
－
７

 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

 

※
１
：
所
要
数
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
２
：
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
（
広
域
）
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
装
置
用
空
気
供
給
シ
ス
テ
ム
含
む
）
が
動
作
可
能
で
あ
れ
ば
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
３
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

※
４
：
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
装
置
用
空
気
供
給
シ
ス
テ
ム
は
、
１
セ
ッ
ト
１

個
を
い
う
。

 

※
５
：
代
替
品
の
補
充
等
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
考

 

８
５
－
１
２
－
３
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
 

機
 
能

 
設
 
備

 
所
要
数

 
適
用
モ
ー

ド
 

所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※

1
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間

 
項
 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
の

監
視

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
（
広

域
）
※
２
 

１
個
 

使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体

を
貯
蔵
し

て
い
る
期

間
 

A
. 
動
作
可
能

な
設
備
が

所
要
数
を

満
足
し
て

い
な
い
場

合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水

位
が

EL
3
1
.0
m
以
上
お
よ
び
水
温
が

6
5
℃

以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 お
よ
び
 

A
.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。

 

お
よ
び
 

A
.
3 
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
内
で
の
照
射
済
燃
料
の
移
動
を
中
止
す

る
※
３
。
 

お
よ
び
 

A
.
4 
原
子
燃
料
課
長
は
、
代
替
措
置
※
４
を
検

討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
計
（
広
域
）
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
計
（
Ａ
Ｍ
用
）
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
エ
リ
ア

監
視
カ
メ
ラ
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
エ
リ
ア
監
視
カ
メ
ラ
空
冷
装
置
を
含
む
）
、
可
搬
型
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水

位
計
お
よ
び
可
搬
式
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
周
辺
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
機
能
検
査
を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課
長

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
（
Ａ

Ｍ
用
）
 

１
個
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
エ
リ
ア
監

視
カ
メ
ラ
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
エ
リ
ア
監
視
カ
メ
ラ
空
冷
装

置
を
含
む
）

 

１
個
 

可
搬
型
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
計
お
よ
び
可
搬
式
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
周
辺
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

３
ヶ
月
に
１
回
 

計
装
保
修
課
長

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
計
（
広
域
）
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
計
（
Ａ
Ｍ
用
）
が
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
値
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
課
長

 

可
搬
型
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水

位
 

１
個
 

可
搬
式
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区

域
周
辺
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
 

２
個
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
エ
リ
ア
監
視
カ
メ
ラ
が
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
画
像
に
よ
り
確
認
す
る
。

 
１
ヶ
月
に
１
回
 

当
直
課
長

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
エ
リ
ア
監
視
カ
メ
ラ
空
冷
装
置
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

計
装
保
修
課
長

 

８
５
－
１
２
－
３
（
続
き
）

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
 

機
 
能

 
設

 
備

 
所
要
数

 
適
用
モ

ー
ド

 

所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※

1
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間

 
項
 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
の

監
視

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク

 

可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

 

燃
料

油
移
送

ポ
ン
プ

 

「
８
５
－
１
５
－
６
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
１
：
所
要
数
ご
と
に
個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
２
：
動
作
可
能
な
当
該
設
備
が
所
要
数
を
満
足
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
可
搬
型
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
３
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

※
４
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

   【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
設
備
の
相
違
に
よ
り
所
要
数
等

が
異
な
る
。）

 
 

 
 

参考①-234



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

９
０
－
１
２
－
４
 
軽
油
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

軽
油
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補

給
設
備
 

2
0
,2
14
ﾘ
ｯﾄ
ﾙ
※
１
以
上
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期

間
 

軽
油
ド
ラ
ム
缶
 

2
0,
2
1
4
ﾘｯ

ﾄ
ﾙ

※
１
 

※
１
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数
 

 

～
記
載
な
し
～
 

８
５
－
１
２
－
４

 
軽

油
用
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
に
よ

る
燃
料
補
給
設
備

 
6
,
18

0ﾘ
ｯ
ﾄﾙ
以
上
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備

 
所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
お
よ
び
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体

を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間

 

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶

 
6
,1
8
0
ﾘｯ
ﾄ
ﾙ
 

 

      【
大
飯
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有

の
差
異
 

（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ
ン

ト
。）

 
(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

軽
油
ド
ラ
ム
缶
 

油
量
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
タ
ー
ビ
ン
 

保
修
課
長
 

 

 
(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項

 
頻

 
度
 

担
 
当
 

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶

 
油
量
を
確
認
す
る
。
 
１
ヶ
月
に
１
回

 
タ
ー
ビ
ン
保

修
課
長

 
 

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
.
 
軽

油
ド
ラ
ム
缶

の
油
量
が
運
転

上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い

場
合
 

A
.1
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
軽
油

ド
ラ
ム
缶
の

油
量
を
制
限
値
内

に
回
復
さ
せ
る
。
 

 

４
８
時
間
 

  

B
．
 条

件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
燃
料
補
給
を
要

す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
※
２

を
動
作
不
能
※
３
と
み
な
す
。
 

速
や
か
に
 

モ
ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

A
.
 
軽

油
ド
ラ
ム
缶

の
油
量
が
運
転

上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い

場
合
 

A
.1
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
軽
油

ド
ラ
ム
缶
の

油
量
を
制
限
値
内

に
回
復
さ
せ
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー

ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の

場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

※
２
：
燃
料
補
給
を
要
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
は
、

送
水
車
を
い
う
。
 

※
３
：
当
該
可
搬
型
設
備
の
運
転
上
の
制
限
は
個
別
に
適
用
さ
れ
る
。
 

 

 
(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４

 

A
. 
軽

油
用
ド
ラ
ム

缶
の

油
量
が

運
転
上
の
制

限
を
満
足
し

て
い
な
い
場

合
 

A
.
1 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
の

油

量
を
制
限
値
内
に
回
復

さ
せ
る
。

 

 

４
８
時
間
 

  

B．
 
条

件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
燃
料
補
給

を
要
す
る
重
大
事
故
等

対
処
設
備
※
１
を
動
作
不

能
※
２
と
み
な
す
。

 

速
や
か
に
 

モ
ー
ド

５
、
６
お

よ
び
使

用
済
燃

料
ピ
ッ

ト
に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る

期
間

 

A
. 
軽

油
用
ド
ラ
ム

缶
の

油
量
が

運
転
上
の
制

限
を
満
足
し

て
い
な
い
場

合
 

A
.
1 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
の

油

量
を
制
限
値
内
に
回
復

さ
せ
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却

系
の
水
抜
き
を
行
っ
て

い
る
場
合
は
、
水
抜
き
を

中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）

ま
た
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ

ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回

復
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

※
１
：
燃
料
補
給
を
要
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
は
、
送
水

車
を
い
う
。

 

※
２
：
当
該
可
搬
型
設
備
の
運
転
上
の
制
限
は
個
別
に
適
用
さ
れ
る
。
 

 

 

表
９
０
－
１
３

 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
 

 ９
０
－
１
３
－
１
 
大
気
へ
の
拡
散
抑
制
、
航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火
 

 

表
83
－

13
 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
 

 8
3
－

13
－
１

 
大
気
へ
の
拡

散
抑
制
、
航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火
 

 

表
８
５
－
１
３

 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡

散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
 

 ８
５
－
１
３
－
１

 
大
気
へ
の

拡
散
抑
制
、

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火

 

 

  【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
、
ア
ニ
ュ

ラ
ス
部
へ
の
放
水
 

原
子
炉
周
辺
建
屋
（
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
内
燃
料
体
等
）

へ
の
放
水
 

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡

消
火
 

大
容
量

ポ
ン
プ
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
放
水
系
１
系
統

※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
 

お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て

い
る
期
間
 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
 

３
台
※
２
※
３
 

放
水
砲
 

３
台
※
３
 

泡
混
合
器
 

１
台
※
３
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
４
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
４
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
４
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
大
容
量
ポ
ン
プ
３

台
（
予
備
機
１
台
含
む
）
、
放
水
砲
３
台
（
予
備

機
１

台
含
む
）
お
よ
び
泡
混
合
器
１
台
。

 

※
２
：
２

台
接
続
で
３
号
炉
と
４
号
炉
の
両
方
に
同
時
に
放
水
で
き
る
容
量
を
有
す
る
も
の
。
 

※
３
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数
。

 

※
４
：「
９
０
－
１
５
－
７

 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

(
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
及
び
ア
ニ
ュ
ラ

ス
部
へ
の
放
水
 

燃
料
取
扱
棟
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
内
燃
料
体
等
）
へ
の
放
水
 

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火
 

３
号
炉
及
び
４
号
炉
に
お
い
て
移
動
式
大
容
量

ポ
ン

プ
車
及
び
放
水
砲
に
よ
る
放
水
系
１
系
統
※
１
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る

期
間
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車

 
１
台
※
２
※
３
 

放
水
砲

 
２
台
※
３
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
４

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

※
４

 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
１

台
及
び
放
水
砲
２
台
を
い
う
。
 

※
２
：
１
台
で
３
号
炉
と
４
号
炉
の
両
方
に
同
時
に
放
水
で
き
る
容
量
を
有
す
る
も
の

 

※
３
：
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数

 

※
４
：
「

83
－

15
－
７

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に

お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

(
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

原
子
炉
格
納
容
器
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部

へ
の
放
水
 

原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料

体
等
）
へ
の
放
水

 

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火

 

大
容
量
ポ
ン
プ
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
放
水
系

１
系
統
※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備

 
所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６

 

お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃

料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
 

２
台

 

放
水
砲

 
２

台
 

泡
混
合
器
 

１
台

 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
２

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
２

 

燃
料
油
移
送

ポ
ン
プ
 

※
２

 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
大
容
量

ポ
ン
プ
２

台
（
予
備
機
１

台
含
む
）
、
放
水
砲
２
台
（
予
備

機
１
台
含
む
）
お
よ
び
泡
混
合
器
１

台
。

 

※
２
：「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
 

 
 

 
リ
ー
お
よ
び
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限

を
定
め
る
。
 

の
差
異
 

（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ
ン

ト
。）

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
大
容
量

ポ
ン
プ

（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲

は
、
竜
巻
事
象
を
考
慮
し
、
予

備
を
含
め
た
所
要
数
と
し
て
い

る
。）

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
泡
混
合
器
の
記
載

な
し
。
）

 
 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

大
容
量
ポ
ン
プ
 

（
放
水
砲
用
）
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
運
転
状
態
に
異
常

が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
吐
出
圧
力
が
 

 
 
  

MP
a以
上
、
容
量
が

 
 
 
 
 
m
3 /
h

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
 

放
水
砲
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
 

泡
混
合
器
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

タ
－
ビ
ン

保
修
課
長
 

  

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認
 
事
 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
運
転
状
態
に
異
常

が
な
い
こ
と
、
及
び
揚
程
が

 
 
 
ｍ
以

上
、
容
量
が

 
 
 
 
 
m3
/
h
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

保
修
第
二

課
長

 

１
台
以
上
の

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

放
水
砲

 
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

  

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度

 
担

 
当
 

大
容
量

ポ
ン
プ

 

（
放
水
砲
用
）

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
運
転
状
態
に
異

常
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
吐
出
圧
力

が
  

 
MP

a以
上
、
容
量
が
 

 
  

 
 
m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

１
年
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月

に
１
回

 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長

 

放
水
砲
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月

に
１
回

 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長

 

泡
混
合
器
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月

に
１
回

 

タ
－
ビ
ン

保
修
課
長

 
 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
玄
海
は
確
認

台
数
を
記
載
し

て
い
る
が
、
美
浜
は
所
要

台
数

の
記
載
が
あ
り
確
認

台
数
も
明

確
な
た
め
記
載
し
て
い
な
い
。

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）

の
性
能
に
関
し
て
、
美
浜
は
、

吐
出
圧
力
と
記
載
し
て
い

る
。）

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
.
 
放
水
系
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
１
台
の
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
他
の

設
備
※
５
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
、
な
ら
び
に
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
水
位
が

EL
3
2
.2
m
以
上
お
よ
び

水
温
が

65
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代
替
措

置
※
６
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
3
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

４
時
間
 

        ７
２
時
間
 

   １
０
日
 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
放
水
系
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
 

 

A
.
1 

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

台
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
※

５
で
あ
る
こ
と
、
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
水
位
が

EL
+
10

.
75
m

以
上
及
び
水
温
が

6
5
℃
以
下

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2 

 保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置

※
６
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
。
 

及
び
 

A
.
3 

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

４
時
間
 

       72
時
間
 

    10
日

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド

 
条

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４

 

A
. 
放
水
系
が
動
作

不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
Ａ
お
よ
び
Ｂ
ま

た
は
Ｃ
お
よ
び
Ｄ
の
い
ず
れ

か
２

台
の
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン

プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
、
そ
の
他
の
設
備
※
３

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
、
な

ら
び
に
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

水
位
が

EL
3
1.
0
m
以
上
お
よ
び

水
温
が

65
℃
以
下
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.2

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代
替

措
置
※
４
を
検
討
し
、
原
子
炉

主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
。
 

４
時
間
 

          ７
２
時
間
 

   

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 
（
美
浜
は
、
当
該
設
備
及
び
そ

の
他
の
設
備
の
確
認
に
つ
い
て

詳
細
に
記
載
し
た
。）

 
            

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

参考①-236



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

る
。
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。 

お
よ
び
 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。 

１
２
時
間
 

 ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

A
.
 
放
水
系
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
系

統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.
2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.
3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.
4
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代
替
措

置
※
６
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.
5
 
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
水
位
が

EL
3
2
.2
m
以
上
お
よ
び

水
温
が

65
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

※
５
：
残
り
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
１
台
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
６
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 

す
る
。
 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

B
.
1 

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.
2 

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
、６
及

び
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
燃
料

体
を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

Ａ
．
放
水
系
が
動
作

不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.
1 

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2 

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

次
冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ

て
い
る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中

止
す
る
。
 

及
び
 

A
.
3 

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満

水
）
又
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ

テ
ィ
低
水
位
）
の
場
合
、
１
次

系
保
有
水
を
回
復
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
4 

 保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置

※
６
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

      速
や
か
に

 

※
５
：
残
り
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
１
台
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
６
：
代
替
品
の
補
充
等
 

 

お
よ
び

 

A
.3

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。

 

 １
０
日
 

B
. 
条

件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び

 

B
.2

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

A
. 
放
水
系
が
動
作

不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.1

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.2

 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.3

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１

次
冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ

ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水

位
）
の
場
合
１
次
系
保
有
水
を

回
復
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.4

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代
替

措
置
※
４
を
検
討
し
、
原
子
炉

主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.5

 当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
水
位
が

EL
3
1
.0

m
以
上
お

よ
び
水
温
が

65
℃
以
下
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

※
３
：
残
り
の
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
２
台
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
４
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 

                              
【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 
（
美
浜
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
水
位
、
水
温
を
確
認
す
る
こ

と
を
追
加
。）

 

９
０
－
１
３
－
２
 
海
洋
へ
の
拡
散
抑
制

 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

海
洋
へ
の
拡
散
抑
制
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６
 

お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料

体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
  

２
組
※
１
※
２
 

※
１
：
取
水
路
側
：
 

高
さ
約

7m
／
幅
約
3
5m
（
幅
約

20
m
／
本
を
１
本
、
幅
約
1
5m
／
本
を
１
本
で

１
組
と
し
て
２
組
）
 

高
さ
約

7m
／
幅
約
1
0m
（
幅
約

10
m
／
本
を
１
本
で
１
組
と
し
て
２
組
）

 

放
水
路
側
：
 

高
さ
約

12
m
／
幅
約

5.
4
m（
幅
約
5
.4
m／
本
を
２
本
で
１
組
と
し
て
２
組
）
 

高
さ
約

12
m
／
幅
約

5.
8
m（
幅
約
5
.8
m／
本
を
２
本
で
１
組
と
し
て
２
組
）
 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数
。

 

 

8
3
－

13
－
２

 
海
洋
へ
の
拡

散
抑
制
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

海
洋
へ
の
拡
散
抑
制
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
及
び
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵

し
て
い
る
期
間

 

放
射
性
物
質
吸
着
剤
 

１
式
※
１
※
２
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
 

２
組
※
２
※
３
 

小
型
船
舶

 
１

台
※
２
 

※
１
：
総
量

19
,
0
00
㎏
 

※
２
：
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数

 

※
３
：
３
号
炉
及
び
４
号
炉
放
水
口
側
雨
水
排
水
処
理
槽
放
水
箇
所
付
近
：
１
組
５
本
と
し
て

２
組
分
10
本
 

３
号
炉
及
び
４
号
炉
取
水
口
側
雨
水
排
水
処
理
槽
放
水
箇
所
付
近
：
１
組
５
本
と
し
て

２
組
分
10
本
 

３
号
炉
及
び
４
号
炉
放
水
ピ
ッ
ト
：
１
組
２
本
と
し
て
２
組
分
４
本
 

３
号
炉
及
び
４
号
炉
取
水
ピ
ッ
ト
：
１
組
８
本
と
し
て
２
組
分
1
6本

 

吐
口
水
槽
放
水
箇
所
付
近
：
１
組
２
本
と
し
て
２
組
分
４
本
 

８
５
－
１
３
－
２

 
海
洋
へ
の

拡
散
抑
制

 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

海
洋
へ
の
拡

散
抑
制
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６

 

お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料

体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間

 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス

  
２
組
※
１
 

※
１
：
取
水
口
側
 
高
さ
約

10
m
／
幅
約

80
m（
幅
約

20
m
／
本
を
４
本
で
１
組
と
し
て
２

組
）

 

放
水
口
側
 
高
さ
約

6m
／
幅
約
2
0m
（
幅
約

10
m
／
本
を
２
本
で
１
組
と
し
て
２
組
）
 

 

  【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 
①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有

の
差
異
 

（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ
ン

ト
。）

 
 【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
設
備
の
相
違
。）
（
以
下
、
同

様
。）

 

参考①-237



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

八
田
浦
雨
水
枡
放
水
箇
所
付
近
：
１
組
２
本
と
し
て
２
組
分
４
本
 

 
(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
 
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
 

 

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認
 
事

 
項

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

放
射
性
物
質
吸
着
剤
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

1
回
 

安
全
管
理

第
二
課
長

 
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
 

小
型
船
舶
 

 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス

 
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月

に
１
回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
 

 

  

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
.
 
所
要
数
を

満
足
し
て

い
な
い
場

合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
１
台
の
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
他
の
設
備
※

３
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
、
な
ら

び
に
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が

E
L
32
.2
m
以
上
お
よ
び
水
温
が

65
℃

以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.2
 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置

※
４
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
.3
 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備

を
使
用
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
 

４
時
間
 

       ７
２
時
間
 

   １
０
日
 

B
.
 
条

件
Ａ
の

措
置
を
完

了
時
間
内

に
達
成
で

き
な
い
場

合
 

B
.1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

 ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

A
.
 
所
要
数
を

満
足
し
て

い
な
い
場

合
 

A
.1
 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備

を
使
用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水
抜

き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水
抜
き

を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.3
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次
冷

却
系
非
満
水
）
お
よ
び
は
モ
ー
ド
６

（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場
合
、

１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.4
 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置

※
４
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

※
３
：
残
り
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
１
台
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
４
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
所
要
数
を
満

足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.1
 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

台

の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ

を
起
動
し
、
動
作
可
能
※
４
で
あ

る
こ
と
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水

位
が

E
L+
1
0
.7

5
m
以
上
及
び
水

温
が

65
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

及
び

 

A
.2
 
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
代
替
措

置
※
５
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す

る
。
 

及
び

 

A
.3
 
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
当
該
設

備
を
使
用
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
。
 

４
時
間
 

       72
時
間
 

    10
日

 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1
 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。
 

及
び

 

B
.2
 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
、６
及

び
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
燃
料

体
を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

Ａ
．
所
要
数
を
満

足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.1
 
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
当
該
設

備
を
使
用
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び

 

A
.2
 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次

冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て
い

る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す

る
。
 

及
び

 

A
.3
 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
又

は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水

位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有
水
を

回
復
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び

 

A
.4
 
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
代
替
措

置
※
５
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

※
４
：
残
り
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
１
台
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
５
：
代
替
品
の
補
充
等
 

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４

 

A
. 
所
要
数
を
満
足

し
て
い
な
い

場
合

 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
Ａ
お
よ
び
Ｂ

ま
た
は
Ｃ
お
よ
び
Ｄ
の
い

ず
れ
か
２

台
の
内
部
ス
プ

レ
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
他

の
設
備
※
２
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が

E
L
31

.0
m
以
上
お
よ
び
水
温

が
6
5
℃
以
下
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代

替
措
置
※
３
を
検
討
し
、
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を

得
て
実
施
す
る
。

 

 お
よ
び
 

A
.3

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当

該
設
備
を
使
用
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る

 

４
時
間
 

           ７
２
時
間
 

     １
０
日
 

B
. 
条

件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.2

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
、
６
お

よ
び
使

用
済
燃

料
ピ
ッ

ト
に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る

期
間

 

A
. 
所
要
数
を
満
足

し
て
い
な
い

場
合

 

A
.1

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当

該
設
備
を
使
用
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系

の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.3

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
お

よ
び
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ

ィ
低
水
位
）
の
場
合
、
１
次

系
保
有
水
を
回
復
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.4

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代

替
措
置
※
３
を
検
討
し
、
原
子

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

      速
や
か
に
 

  
 【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
美
浜
は
、
当
該
設
備
お
よ
び

そ
の
他
の
設
備
の
確
認
に
つ
い

て
詳
細
に
記
載
し
た
。
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を

得
て
実
施
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

※
２
：
残
り
の
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
２
台
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
３
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 

表
９
０
－
１
４

 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備
 

 ９
０
－
１
４
－
１
 
海
水
を
用
い
た
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

海
水
を
用
い
た
復
水
ピ
ッ
ト

へ
の
補
給
 

海
水
を
用
い
た
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
系
２
系
統
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６
 

送
水

車
 

１
台

×
２
 

軽
油
ド
ラ
ム
缶
 

※
１
 

※
１
：
「
９
０
－
１
２
－
４
 
軽
油
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

表
83
－

14
 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備
 

 8
3
－

14
－
１

 
八
田
浦
貯
水
池
又
は
３
号
炉
及
び
４
号
炉
取
水
ピ
ッ
ト
か
ら
中
間
受
槽
へ
の

供
給
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

八
田
浦
貯
水
池
又
は
３
号
炉
及
び

４
号
炉
取
水
ピ
ッ
ト
か
ら
中
間
受
槽

へ
の
供
給
 

取
水
用
水
中

ポ
ン
プ
等
に
よ
る
中
間
受
槽
へ
の

供
給
系
２
系
統
※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６

及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料

体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

中
間
受
槽
 

１
個
×
２

 

取
水
用
水
中

ポ
ン
プ
 

３
台
×
２

 

水
中

ポ
ン
プ
用
発
電
機
 

２
台
×
２

 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
２

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ

 
※
２

 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
中
間
受
槽
１

個
、
取
水
用
水
中
ポ
ン
プ
３

台
及
び
水
中

ポ
ン
プ
用
発
電

機
２

台
を
い
う
。
 

※
２
：
「

83
－

15
－
７

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に

お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

表
８
５
－
１
４

 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備
 

 ８
５
－
１
４
－
１

 
海
水
を
用
い
た
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

海
水
を
用
い
た
復
水
タ
ン
ク

へ
の
補
給

 

海
水
を
用
い
た
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
系
２
系
統
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６

 

送
水

車
 

１
台

×
２
 

軽
油
用
ド
ラ
ム
缶
 

※
１

 

※
１
：
「
８
５
－
１
２
－
４

 
軽

油
用
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転

上
の
制
限
を
定
め
る
。

  

 

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
一
旦
中
間
受
槽
に

補
給
し
、
復
水
タ
ン
ク
へ
補
給

す
る
。
中
間
受
槽
か
ら
復
水
タ

ン
ク
へ
の
補
給
は

8
3-
1
4-
2
に

て
記
載
し
て
い
る
。
美
浜
は
海

水
を

送
水

車
に
て
取
水
し
、
復

水
タ
ン
ク
に
補
給
す
る
。）
（
以

下
、
同
様
。）

 
 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

送
水

車
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
吐
出

圧
力
が

 
 
 
 
M
Pa
以
上
、
容
量
が

 
 
 
 
m3
/
h

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に

お
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
 

  

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

中
間
受
槽
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

取
水
用
水
中

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
運
転
状
態
に
異
常

が
な
い
こ
と
、
及
び
揚
程
が

  
ｍ
以
上
、

容
量
が

 
 
m3
/h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

保
修
第
二

課
長

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
３
。

 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

水
中
ポ
ン
プ
用

発
電
機
 

発
電
機
を
起
動
し
、
運
転
状
態
（
電
圧

等
）
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。 

１
年
に
１

回
 

保
修
第
二

課
長

 

４
台
以
上
の
発
電
機
を
起
動
し
、
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

※
３
：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
基
準
と
な
る
１

台
の
取
水
用
水
中

ポ
ン
プ
を

起
動
し
運
転
状
態
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
全

台
数
の
保
管
状
態
（
外
観
点
検
、
絶

縁
抵
抗
測
定
）
の
確
認
を
行
う
。

 

 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻

 
度
 

担
 
当

 

送
水

車
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
異
常
な
振
動
、
異
音
、

異
臭
、
漏
え
い
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
吐
出

圧
力
が

 
 
 
 
M
Pa
以
上
、
容
量
が

 
 
 
m3
/
h

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

タ
ー
ビ
ン

 

保
修
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に

お
い
て
、
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回

 

タ
ー
ビ
ン

 

保
修
課
長

 

   

 

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
.
 
動
作
可
能
な
復

水
ピ
ッ
ト
へ
の

海
水
供
給
系
が

２
系
統
未
満
で

あ
る
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
の

水
量
が
1
,0
35
m
3 以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と

同
等
の
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
３
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
４
。

 

ま
た
は
 

A
.2
.
2 
タ
－
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代

替
措
置
※
５
を
検
討
し
、
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 
タ
－
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

４
時
間
 

   １
０
日
 

     １
０
日
 

    ３
０
日
 

B
.
 
動
作
可
能
な
復

水
ピ
ッ
ト
へ
の

海
水
供
給
系
が

１
系
統
未
満
で

あ
る
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
の

水
量
が
1
,0
35
m
3 以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.2
.
1.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
の
機
能
を
持
つ
重

大
事
故
等
対
処
設
備
※
３

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
４
。
 

お
よ
び

 

B
.2
.
1.
2
 
タ
－
ビ
ン
保
修
課
長
は
、

動
作
不
能
と
な
っ
て
い
る

当
該
系
の
少
な
く
と
も
１

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

ま
た
は
 

B
.2
.
2.
1
 
タ
－
ビ
ン
保
修
課
長
は
、

代
替
措
置
※
５
を
検
討
し
、

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確

認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.2
.
2.
2
 
タ
－
ビ
ン
保
修
課
長
は
、

動
作
不
能
と
な
っ
て
い
る

当
該
系
の
少
な
く
と
も
１

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

   ７
２
時
間
 

     ３
０
日
 

     ７
２
時
間
 

    １
０
日
 

C
.
 
条
件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場

合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
動
作
可
能

な
中
間
受

槽
へ
の
供

給
系
が
２

系
統
未
満

で
あ
る
場

合
 

A
.
1 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
復
水

タ
ン
ク
の
水
量
が
３
号
炉
は

97
0m

3

以
上
、
４
号
炉
は

1,
0
20
 m

3
以
上
、

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
量
が

1
,9
6
0
m
3
以
上
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
水
位
が

EL
+1

0.
7
5
m
以
上
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
４

を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

及
び
 

A
.
3 

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

       10
日

 

   30
日

 

Ｂ
．
動
作
可
能

な
中
間
受

槽
へ
の
供

給
系
が
１

系
統
未
満

で
あ
る
場

合
 

B
.
1 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
復
水

タ
ン
ク
の
水
量
が
３
号
炉
は

97
0m

3

以
上
、
４
号
炉
は

1,
0
20
 m

3
以
上
、

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
量
が

1
,9
6
0
m
3
以
上
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
水
位
が

EL
+1

0.
7
5
m
以
上
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

B
.
2
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
４

を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

及
び
 

B
.
3 

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

       72
時
間
 

   10
日

 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又

は
Ｂ
の
措

置
を
完
了

時
間
内
に

達
成
で
き

な
い
場
合

 

C
.
1 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

C
.
2 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
、６
及

び
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
燃
料

体
を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

Ａ
．
動
作
可
能

な
中
間
受

槽
へ
の
供

給
系
が
２

系
統
未
満

で
あ
る
場

合
 

A
.
1 

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次

冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

及
び
 

A
.
3 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
又
は

モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）

の
場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
4
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
４

を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

※
４
：
代
替
品
の
補
充
等
 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４

 

A
.
 
動
作
可
能
な
復

水
タ
ン
ク
へ
の

海
水
供
給
系
が

２
系
統
未
満
で

あ
る
場
合

 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
復
水
タ
ン
ク
の

水
量
が

5
13
m
3 以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と

同
等
の
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
２
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
３
。

 

ま
た
は

 

A
.2

.
2 
タ
－
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代

替
措
置
※
４
を
検
討
し
、
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3

 
タ
－
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間

 

   １
０
日

 

     １
０
日

 

    ３
０
日

 

B
.
 
動
作
可
能
な
復

水
タ
ン
ク
へ
の

海
水
供
給
系
が

１
系
統
未
満
で

あ
る
場
合

 

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
復
水
タ
ン
ク
の

水
量
が

5
13
m
3 以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.2

.
1.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
の
機
能
を
持
つ
重

大
事
故
等
対
処
設
備
※
２

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
３
。

 

お
よ
び
 

B
.2
.
1
.2
 
タ
－
ビ
ン
保
修
課
長
は
、

動
作
不
能
と
な
っ
て
い
る

当
該
系
の
少
な
く
と
も
１

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

ま
た
は
 

B
.2

.
2.
1
 
タ
－
ビ
ン
保
修
課
長
は
、

代
替
措
置
※
４
を
検
討
し
、

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確

認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.2

.
2.
2
 
タ
－
ビ
ン
保
修
課
長
は
、

動
作
不
能
と
な
っ
て
い
る

当
該
系
の
少
な
く
と
も
１

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間

 

   ７
２
時
間

 

     ３
０
日

 

     ７
２
時
間

 

    １
０
日

 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を

完
了
時
間
内

に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

C
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。

 

お
よ
び
 

C
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。

 

１
２
時
間

 

  ５
６
時
間

 

 

 

参考①-240



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 (
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
. 
動
作
可
能
な
復

水
ピ
ッ
ト
へ
の

海
水
供
給
系
が

２
系
統
未
満
で

あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー

ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の

場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
4 
タ
－
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代
替

措
置
※
５
を
検
討
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

※
３
：
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
る
炉
心
冷
却
系
を
い
う
。
 

※
４
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

※
５
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 

 
 (
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）

 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
.
 
動
作
可
能
な
復

水
タ
ン
ク
へ
の

海
水
供
給
系
が

２
系
統
未
満
で

あ
る
場
合

 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー

ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の

場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.4

 
タ
－
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代
替

措
置
※
４
を
検
討
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

※
２
：
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
る
炉
心
冷
却
系
を
い
う
。

 

※
３
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

※
４
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 

     

～
記
載
な
し
～
 

 

8
3
－

14
－
２

 
中
間
受
槽
か
ら
復
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

中
間
受
槽
か
ら
復
水
タ
ン
ク

へ
の
供
給
 

復
水
タ
ン
ク
（
ピ
ッ
ト
）
補
給
用
水
中

ポ
ン
プ
等
に
よ
る

復
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
系
２
系
統
※
１
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
及
び
６
 

復
水
タ
ン
ク
（
ピ
ッ
ト
）
補
給
用
水
中

ポ
ン
プ
 

２
台
×
２

 

水
中

ポ
ン
プ
用
発
電
機
 

※
２

 

中
間
受
槽

 
※
２
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
３
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ

 
※
３
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
復
水
タ
ン
ク
（
ピ
ッ
ト
）
補
給
用
水
中

ポ
ン
プ
２

台
を
い
う
。

 

※
２
：
「

83
－

14
－
１
 
八
田
浦
貯
水
池
又
は
３
号
炉
及
び
４
号
炉
取
水
ピ
ッ
ト
か
ら
中
間
受

槽
へ
の
供
給
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
３
：
「

83
－

15
－
７

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に

お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

     

～
記
載
な
し
～
 

 

 

参考①-241



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 
(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認
 
事

 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

復
水
タ
ン
ク
（
ピ
ッ
ト
）

補
給
用
水
中

ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
運
転
状

態
に
異
常
が
な
い
こ
と
、
及

び
揚
程
が

 
 
ｍ
以
上
、
容
量

が
 
 
m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

保
修
第
二

課
長

 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
４
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

※
４
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
基
準
と
な
る
１
台
の
復
水
タ
ン
ク
（
ピ
ッ
ト
）

補
給
用
水
中
ポ
ン
プ
を
起
動
し
運
転
状
態
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
全
台
数
の
保
管

状
態
（
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
）
の
確
認
を
行
う
。
 

 

 
 

 
(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
動
作
可
能

な
復
水
タ

ン
ク
へ
の

供
給
系
が

２
系
統
未

満
で
あ
る

場
合
 

A
.
1 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
復
水

タ
ン
ク
の
水
量
が
３
号
炉
は

97
0m

3

以
上
、
４
号
炉
は

1,
0
20
 
m
3
以
上

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
５

を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

及
び
 

A
.
3 

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

    10
日

 

   30
日

 

Ｂ
．
動
作
可
能

な
復
水
タ

ン
ク
へ
の

供
給
系
が

１
系
統
未

満
で
あ
る

場
合
 

B
.
1 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
復
水

タ
ン
ク
の
水
量
が
３
号
炉
は

97
0m

3

以
上
、
４
号
炉
は

1,
0
20
 
m
3
以
上

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

B
.
2
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
５

を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

及
び
 

B
.
3 

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

    72
時
間
 

   10
日

 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又

は
Ｂ
の
措

置
を
完
了

時
間
内
に

達
成
で
き

な
い
場
合

 

C
.
1 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

C
.
2 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
及
び

６
 

Ａ
．
動
作
可
能

な
復
水
タ

ン
ク
へ
の

供
給
系
が

２
系
統
未

満
で
あ
る

場
合
 

A
.
1 

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次

冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

及
び
 

A
.
3 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
又
は

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

 

 
 

枠
組
み
の
範
囲
は
機
密
に
係
る
事
項
で
す
の
で
公
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

参考①-242



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）

の
場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
4
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
５

を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

    速
や
か
に

 

※
５
：
代
替
品
の
補
充
等
 

 

９
０
－
１
４
－
２
  
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
 

(
1)
 ほ
う
素
濃
度
が

2,
8
00
 
p
pm
 以
上
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(
2)
 
ほ
う
酸
水
量
（
有
効
水
量
）
が
1
,8
6
0m

3 以
上
で
あ

る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
量
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ

低
水
位
）
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
 

1
,
86
0m

3
 

※
１
：
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
張
り
、
水
抜
き
期
間
に
お
い
て
は
、
第
９
０
条
に
定
め
る
水

源
お
よ
び
炉
心
注
入
手
段
等
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
、
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
な
お
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
張
り
期
間

と
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
張
り
作
業
開
始
か
ら
水
張
り
完
了
ま
で
の
期
間
を
、

ま
た
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
抜
き
期
間
と
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
抜
き
作
業

開
始
か
ら
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
を
回
復
す
る
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
 

 

8
3
－

14
－
３

 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
（
有

効
水
量
）
 

1
,9

6
0m

3
以
上
で
あ
る
こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
及
び
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ

低
水
位
）
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
 

1
,
96

0
m3

  

※
１
：
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
張
り
、
水
抜
き
期
間
に
お
い
て
は
、
第

83
条
に
定
め
る
水
源

及
び
炉
心
注
入
手
段

 
 
等
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
、
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
な
お
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
張
り
期
間
と
は
、

原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
張
り
作
業
開
始
か
ら
水
張
り
完
了
ま
で
の
期
間
を
、
ま
た
、
原

子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
抜
き
期
間
と
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
抜
き
作
業
開
始
か
ら
燃

料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
を
回
復
す
る
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
 

 

８
５
－
１
４
－
２

  
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

 

(
1
) 
ほ
う
素
濃
度
が

2,
6
00
 
pp
m
 
以
上
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(
2
) 
ほ
う

酸
水
量
（
有
効
水
量
）
が

1,
3
25

m
3 以
上
で
あ
る

こ
と
※
１
 

適
用
モ
ー
ド

 
設
 
備

 
所
要
量
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ

低
水
位
）

 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

 
1
,3
2
5m

3  

※
１
：
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
張
り
、
水
抜
き
期
間
に
お
い
て
は
、
第
８
５
条
に
定
め
る
水

源
お
よ
び
炉
心
注
入
手
段
等
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
、
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
な
お
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
張
り
期
間

と
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
張
り
作
業
開
始
か
ら
水
張
り
完
了
ま
で
の
期
間
を
、

ま
た
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
抜
き
期
間
と
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
抜
き
作
業

開
始
か
ら
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
を
回
復
す
る
ま
で
の
期
間
を
い
う
。

 

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
ほ
う
素
濃
度
に
つ

い
て
第

54
条
と
第

81
条
で
の

要
求
を
踏
ま
え
Ｌ
Ｃ
Ｏ
設
定
し

て
い
る
。）
（
以
下
、
同
様
。）

 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低

水
位
）
に
お
い
て
、
ほ
う
素
濃

度
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低

水
位
）
に
お
い
て
、
ほ
う
酸
水

量
（
有
効
水
量
）
を
確
認
す

る
。
 

１
週
間
に

１
回
 

当
直
課
長
 

 

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
 
水
量
を
確
認
す
る
。
 

１
週
間
に

１
回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻
 
度
 

担
 
当

 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低

水
位
）
に
お
い
て
、
ほ
う
素
濃

度
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低

水
位
）
に
お
い
て
、
ほ
う

酸
水

量
（
有
効
水
量
）
を
確
認
す

る
。
 

１
週
間
に

１
回

 

当
直
課
長

 

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
モ
ー
ド
の
記
載

な
し
。
）

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
.
 
燃
料
取
替
用
水

ピ
ッ
ト
の
ほ
う

酸
水
量
が
運
転

上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い

場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
の

水
量
が

1
,0
3
5m

3
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水

ピ
ッ
ト
水
量
の
運
転
上
の
制
限

を
満
足
さ
せ
る
。
 

１
時
間
 

   １
時
間
 

 

B
.
 
燃
料
取
替
用
水

ピ
ッ
ト
の
ほ
う

素
濃
度
が
運
転

上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い

場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
の

水
量
が

1
,0
3
5m

3
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
ほ
う
素
濃
度
を

制
限
値
内
に
回
復
さ
せ
る
。
 

１
時
間
 

   ８
時
間
 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
燃
料
取
替

用
水
タ
ン

ク
水
量
が

運
転
上
の

制
限
を
満

足
し
て
い

な
い
場
合

 

A
.
1 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
復
水

タ
ン
ク
の
水
量
が
３
号
炉
は

97
0m

3

以
上
、
４
号
炉
は

1,
0
20
 
m
3
以
上

を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

及
び
 

A
.
2 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
燃
料

取
替
用
水
タ
ン
ク
水
量
の
運
転
上

の
制
限
を
満
足
さ
せ
る
。
 

１
時
間
 

     72
時
間
 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の

措
置
を
完

了
時
間
内

に
達
成
で

B
.
1 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.
2 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

12
時
間
 

  56
時
間
 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド

 
条

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
.
 
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
の

ほ
う

酸
水
量
が
運
転

上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い

場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
復
水
タ
ン
ク
の

水
量
が

51
3
m
3 以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
水
量
の
運
転
上
の
制
限

を
満
足
さ
せ
る
。
 

１
時
間

 

   １
時
間

 

 

B
.
 
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
の

ほ
う

素
濃
度
が
運
転

上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い

場
合

 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
復
水
タ
ン
ク
の

水
量
が

51
3
m
3 以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、

ほ
う
素
濃
度
を

制
限
値
内
に
回
復
さ
せ
る
。
 

１
時
間

 

   ８
時
間

 

 

参考①-243



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 
C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場

合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６

（
キ
ャ

ビ
テ
ィ

低
水

位
）
 

A
.
 
燃
料
取
替
用
水

ピ
ッ
ト
の
ほ
う

素
濃
度
ま
た
は

ほ
う

酸
水
量
が

運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い

な
い
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
運
転
上
の
制
限

を
満
足
さ
せ
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー

ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の

場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

  

き
な
い
場

合
 

ド
５
に
す
る
。
 

モ
ー
ド

５
及
び

６
（
キ

ャ
ビ
テ

ィ
低
水

位
）

 

Ａ
．
燃
料
取
替

用
水
タ
ン

ク
水
量
が

運
転
上
の

制
限
を
満

足
し
て
い

な
い
場
合

 

A
.
1 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転

上
の
制
限
を
満
足
さ
せ
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次

冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

及
び
 

A
.
3 

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
又
は

モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）

の
場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

  

 
C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を

完
了
時
間
内

に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び

 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６

（
キ
ャ

ビ
テ
ィ

低
水

位
）
 

A
.
 
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
の

ほ
う

素
濃
度
ま
た
は

ほ
う

酸
水
量
が

運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い

な
い
場
合

 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
運
転
上
の
制
限

を
満
足
さ
せ
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー

ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の

場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

  
９
０
－
１
４
－
３
 
復
水
ピ
ッ
ト
（
Ｒ
Ｗ
Ｓ
Ｐ
補
給
系
を
含
む
）
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

復
水
ピ
ッ
ト
（
有
効
水
量
）
 

1
,0
3
5
m
3  
以
上
で
あ
る
こ
と

 

復
水
ピ
ッ
ト
か
ら
燃
料
取
替
用

水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
系
 

復
水
ピ
ッ
ト
か
ら
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補

給
系
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
量
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お

よ
び
６
 

復
水
ピ
ッ
ト
 

1
,0
3
5m

3  

  

8
3
－

14
－
４

 
復
水
タ
ン
ク

 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

復
水
タ
ン
ク
（
有
効
水
量
）
 

9
7
0m

3
以
上
で
あ
る
こ
と
（
３
号
炉
）
 

1
,0

2
0m

3
以
上
で
あ
る
こ
と
（
４
号
炉
）
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
及
び
６
 

復
水
タ
ン
ク
 

97
0m

3 （
３
号
炉
）
 

1,
02
0m

3 （
４
号
炉
）
 

  

８
５
－
１
４
－
３

 
復
水
タ
ン
ク
（
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
補
給
系
を
含
む
）
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

復
水
タ
ン
ク
（
有
効
水
量
）
 

復
水
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
取
替
用

水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
系

 

(
1)

 復
水
タ
ン
ク
（
有
効
水
量
）
が

 5
1
3
 m
3
 以
上

で
あ
る
こ
と
 

(
2)

 
復
水
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ

の
補
給
系
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
量
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お

よ
び
６
 

復
水
タ
ン
ク
 

5
1
3m

3  

  

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
Ｒ
Ｗ
Ｓ

Ｔ
補
給
系

に
つ
い
て
も
本
表
に
含
む
と
し

て
Ｌ
Ｃ
Ｏ
設
定
し
て
い
る
。）

（
以
下
、
同
様
。）

 
 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

復
水
ピ
ッ
ト
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ

び
６
に
お
い
て
、
水
量
を
確
認
す

る
。
 

１
日
に
１

回
 

当
直
課
長

 

復
水
ピ
ッ
ト
か
ら

燃
料
取
替
用
水
ピ

ッ
ト
へ
の
補
給
系
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ

び
６
に
お
い
て
、
外
観
点
検
に
て

補
給
系
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長

 

 

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

復
水
タ
ン
ク
 

水
量
を
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１

回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

  

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

復
水
タ
ン
ク
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ

び
６
に
お
い
て
、
水
量
を
確
認
す

る
。
 

１
日
に
１

回
 

当
直
課
長

 

復
水
タ
ン
ク
か
ら

燃
料
取
替
用
水
タ

ン
ク
へ
の
補
給
系

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ

び
６
に
お
い
て
、
外
観
点
検
に
て

補
給
系
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

  

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

 

A
.
 
復
水
ピ
ッ
ト
水

量
が
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合
 

  

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水

ピ
ッ
ト
の
水
量
が
1,
8
60
m
3 以
上

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
水

量
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
さ

せ
る
。

 

４
時
間
 

   ７
２
時
間
 

B
.
 
復
水
ピ
ッ
ト
か

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水

４
時
間
 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
復
水
タ
ン
ク

水
量
が
運
転

上
の
制
限
を

満
足
し
て
い

な
い
場
合

 

A
.1

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
燃

料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
量
が

1
,9

6
0m

3
以
上
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
復

水
タ
ン
ク
水
量
の
運
転
上
の
制

限
を
満
足
さ
せ
る
。

 

４
時
間
 

    72
時
間
 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
.
 
復
水
タ
ン
ク
水

量
が
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合

 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
の
水
量
が

1,
32
5
m
3 以
上

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 
当
直
課
長
は
、
復
水
タ
ン
ク
水

量
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
さ

せ
る
。
 

４
時
間
 

   ７
２
時
間

 

B
.
 
復
水
タ
ン
ク
か

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水

４
時
間
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ら
燃
料
取
替
用

水
ピ
ッ
ト
へ
の

補
給
系
が
使
用

不
能
の
場
合
 

 

ピ
ッ
ト
の
水
量
が
1,
8
60
m
3 以
上

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.2
 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該

系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重

大
事
故
等
対
処
設
備
※
２
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
３
。
 

お
よ
び
 

B
.3
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
使

用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

   ７
２
時
間
 

     ３
０
日
 

C
.
 
条
件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場

合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

 (
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
.
 
復
水
ピ
ッ
ト
水

量
が
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合
 

  

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
運
転
上
の
制
限

を
満
足
さ
せ
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー

ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の

場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

B
.
 
復
水
ピ
ッ
ト
か

ら
燃
料
取
替
用

水
ピ
ッ
ト
へ
の

補
給
系
が
使
用

不
能
の
場
合
 

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
使

用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.3
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー

ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の

場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.4
 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該

系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重

大
事
故
等
対
処
設
備
※
２
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
３
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

※
２
：
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
系
お
よ
び
可
搬
式
代
替
低
圧

注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
い
う
。
 

※
３
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
に
よ
り
行
う
。
 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.2

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
及
び

６
 

Ａ
．
復
水
タ
ン
ク

水
量
が
運
転

上
の
制
限
を

満
足
し
て
い

な
い
場
合

 

A
.1

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運

転
上
の
制
限
を
満
足
さ
せ
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

次
冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て

い
る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止

す
る
。
 

及
び
 

A
.3

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）

又
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ

低
水
位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有

水
を
回
復
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

  

ら
燃
料
取
替
用

水
タ
ン
ク
へ
の

補
給
系
が
使
用

不
能
の
場
合
 

タ
ン
ク
の
水
量
が

1,
32
5
m
3 以
上

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.2

 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該

系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重

大
事
故
等
対
処
設
備
※
１
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
２
。

 

お
よ
び
 

７
２
時
間

 

B
.3

 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
使

用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

３
０
日
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場

合
 

C
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間

 

C
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

５
６
時
間

 

 (
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）

 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

５
お
よ

び
６
 

A
.
 
復
水
タ
ン
ク
水

量
が
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合

 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
運
転
上
の
制
限

を
満
足
さ
せ
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

A
.2

 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

A
.3

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー

ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の

場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

B
.
 
復
水
タ
ン
ク
か

ら
燃
料
取
替
用

水
タ
ン
ク
へ
の

補
給
系
が
使
用

不
能
の
場
合
 

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
使

用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

B
.2

 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

B
.3

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー

ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の

場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

B
.4

 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該

系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重

大
事
故
等
対
処
設
備
※
１
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
２
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

※
１
：
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
系
お
よ
び
可
搬
式
代
替
低
圧

注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
い
う
。

 

※
２
：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
に
よ
り
行
う
。

 

表
９
０
－
１
５

 
電
源
設
備
 

表
83
－

15
 
電
源
設
備
 

表
８
５
－
１
５

 
電
源
設
備
 

 

参考①-245



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 ９
０
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の

給
電
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
る
電
源
系
１
系

統
※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６
 

お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃

料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

２
台
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
２
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
２
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
２
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
空
冷
式
非
常
用

発
電
装
置
２

台
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
に
お
い
て

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
１

台
。
 

※
２
：
「
９
０
－
１
５
－
７
 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

 8
3
－

15
－
１

 
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
の
給
電
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機

か
ら
の
給
電
 

(
1
)
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
に
よ
る
電
源
系
１
系
統
※
１
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

(
2
)大
容
量
空
冷
式
発
電
機
用
燃
料
タ
ン
ク
の

油
量
が

20
kℓ
※
２

以
上
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
、
５
、
６
及
び
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃

料
体
を
貯
蔵
し
て
い

る
期
間

 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
 

１
台
 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
用
給
油
ポ
ン
プ

 
１
台
 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
用
燃
料
タ
ン
ク

 
20
kℓ
※
２
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
３

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ

 
※
３

 

※
１
：
１
系
統
に
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
用
給
油

ポ
ン
プ
１

台
を
含
む
。
 

※
２
：
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
が
運
転
中
及
び
運
転
終
了
後
の

24
時
間
は
、
運
転
上
の
制
限

を
適
用
し
な
い
。
 

※
３
：
「

83
－

15
－
７

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に

お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

 ８
５
－
１
５
－
１

 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の

給
電

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
る
電
源
系
１

系
統
※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備
 

所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６

 

お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃

料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

２
台
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
２
 

可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ

 
※
２
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
２
 

燃
料
油
移
送

ポ
ン
プ
 

※
２
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
空
冷
式
非
常
用

発
電
装
置
２

台
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
に
お
い
て

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
１
台
。

 

※
２
：
「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
お
よ
び
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。
 

 

      
 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
設
備
の
相
違
。）
（
以
下
、
同

様
。）

 
   【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
法
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
モ
ー
ド
に
お
け
る

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
の
必

要
台
数
を
注
記
し
て
い
る
。）

 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

空
冷
式
非
常
用

発
電
装
置
 

発
電
機
を
起
動
し
、
運
転
状
態
（
電
圧

等
）
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

発
電
機
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

  

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認
 
事

 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
 

発
電
機
を
起
動
し
、
運
転
状

態
（
電
圧
等
）
に
異
常
が
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

保
修
第
二

課
長

 

発
電
機
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
用

給
油
ポ
ン
プ
 

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
用

燃
料
タ
ン
ク
 

油
量
を
確
認
す
る
。
 

 

１
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

  

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

空
冷
式
非
常
用

発
電
装
置
 

発
電
機
を
起
動
し
、
運
転
状
態
（
電
圧

等
）
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。 

定
期
検

査
時

 

発
電
室

長
 

発
電
機
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月

に
１
回

 

当
直
課

長
 

  

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
.
 
空
冷
式
非
常
用

発
電
装
置
２
台

に
よ
る
電
源
系

が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
１

台
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起
動
し
、
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
３

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.2
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
４
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
５
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

      ７
２
時
間
 

    ３
０
日
 

B
.
 
条
件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間
内

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
大
容
量
空
冷

式
発
電
機
か

ら
の
電
源
系

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

※
４
 

A
.1

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
５
。
 

及
び
 

A
.2

 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
６
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
７
。

 

及
び
 

A
.3

 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

４
時
間
 

    72
時
間
 

    30
日

 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

B
.1

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

12
時
間
 

  

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
. 
空
冷
式
非
常
用

発
電
装
置
２

台
に
よ
る
電

源
系
が
動
作

不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
１
基
の
デ
ィ
ー

ゼ

ル
発
電
機
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
３
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
と

同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故

等
対
処
設
備
※
４
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
５
。

 

お
よ
び
 

A
.3

 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

      ７
２
時
間

 

    ３
０
日
 

B
. 
条

件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

１
２
時
間

 

 

      【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 
（
美
浜
は
、
そ
の
他
の
設
備
の

確
認
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し

た
。）

 
          

参考①-246



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

お
よ
び
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

 ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

A
.
 
空
冷
式
非
常
用

発
電
装
置
２
台

※
６
に
よ
る
電

源
系
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー

ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の

場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.4
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
４
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
※
５
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

※
３
：
残
り
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１
台
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
４
：
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
号
機
間
電
力
融
通
恒
設
ケ
ー

ブ
ル
（
３
号
～
４
号
）
に
よ
る
電
源
系
ま
た
は
号
機
間
電
力
融
通
予
備
ケ
ー
ブ
ル

（
３
号
～
４
号
）
に
よ
る
電
源
系
、
な
ら
び
に
電
源
車
に
よ
る
電
源
系
を
い
う
。
ま

た
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
以
外
に
お
い
て
、
電
源
車
に
よ
る
電

源
系
を
い
う
。
 

※
５
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

ま
た
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
」
と
は
、
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
当
該
系

統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置
し
、
ケ
ー
ブ
ル
を
接
続
す

る
補
完
措
置
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
含
む
。
 

※
６
：
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
に
お
い
て
は
、
空
冷
式
非
常

用
発
電
装
置
１
台
。
 

 

で
き
な
い
場

合
 

B
.2

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
に
す
る
。
 

56
時
間
 

モ
ー
ド

５
、６
及

び
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
燃
料

体
を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

Ａ
．
大
容
量
空
冷

式
発
電
機
か

ら
の
電
源
系

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

※
４
 

A
.1

 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

次
冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て

い
る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止

す
る
。
 

及
び
 

A
.3

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）

又
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ

低
水
位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有

水
を
回
復
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

及
び
 

A
.4

 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
６
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
７
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

      速
や
か
に

 

※
４
：
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
用
燃
料
タ
ン
ク
の

油
量
が
制
限
値
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
を

含
む
。
 

※
５
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
６
：
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び
６
で
は
、
発
電
機

車
（
中
容
量
発
電
機

車
）
を
い

う
。
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び
６
以
外
で
は
、
発
電
機

車
（
高
圧
発
電
機
車

又
は
中
容
量
発
電
機

車
）
を
い
う
。

 

※
７
：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

ま
た
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び
６
で
、「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、

当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
当
該
系
統
と
同
等
な
機

能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置
し
、
ケ
ー
ブ
ル
を
接
続
す
る
補
完
措
置
が
完

了
し
て
い
る
こ
と
を
含
む
。
 

 

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

お
よ
び
 

B
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

 ５
６
時
間

 

モ
ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

A
. 
空
冷
式
非
常
用

発
電
装
置
２

台
※
６
に
よ
る

電
源
系
が
動

作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.2

 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.4

 電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
と

同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故

等
対
処
設
備
※
４
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
※
５
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

※
３
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
４
：
電
源
車
に
よ
る
電
源
系
を
い
う
。

 

※
５
：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

ま
た
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
、
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
」
と
は
、
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置
し
、
ケ
ー
ブ
ル
を
接
続
す
る
補

完
措
置
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
含
む
。
 

※
６
：
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
に
お
い
て
は
、
空
冷
式
非
常
用

発
電
装
置
１

台
。
 

     

                     【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
号
機
間
電
力
融
通

は
多
様
性
手
段
で
あ
る
た
め
、

同
等
な
Ｓ
Ａ
手
段
と
し
て
電
源

車
に
よ
り
対
応
す
る
。
）
 

 

９
０
－
１
５
－
２
 
号
機
間
電
力
融
通
恒
設
ケ
ー
ブ
ル
（
３
号
～
４
号
）
（
号
機
間
電
力
融
通

予
備
ケ
ー
ブ
ル
（
３
号
～
４
号
）
）
か
ら
の
給
電
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

号
機
間
電
力
融
通
恒
設
ケ
ー
ブ

ル
（
３
号
～
４
号
）
（
号
機
間

電
力
融
通
予
備
ケ
ー
ブ
ル
（
３

号
～
４
号
）
）
か
ら
の
給
電
 

(
1)
 号
機
間
電
力
融
通
恒
設
ケ
ー
ブ
ル
（
３
号
～
４

号
）
に
よ
る
電
源
系
１
系
統
※
１
が
使
用
可
能
で

あ
る
こ
と
 

(
2)
 号
機
間
電
力
融
通
予
備
ケ
ー
ブ
ル
（
３
号
～
４

号
）
に
よ
る
電
源
系
１
系
統
※
１
が
使
用
可
能
で

あ
る
こ
と
 

a
.他
号
炉
※
２
が
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
の
場
合
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
 

お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に

燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

号
機
間
電
力
融
通

恒
設
ケ
ー
ブ
ル

（
３
号
～
４
号
）
 

１
組
※
３
 

号
機
間
電
力
融
通
予
備
ケ
ー
ブ
ル

（
３
号
～
４
号
）
 

１
組
※
３
 

8
3
－

15
－
２

 
号
炉
間
電
力
融
通
電
路
（
予
備
ケ
ー
ブ
ル

(
号
炉
間
電
力
融
通
用
)）
か
ら
の
給

電
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

号
炉
間
電
力
融
通
電
路
（
予

備
ケ
ー
ブ
ル
（
号
炉
間
電
力

融
通
用
））
か
ら
の
給
電
 

(
1)
号
炉
間
電
力
融
通
電
路
に
よ
る
電
源
系
１
系
統
※
１
が

使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

(
2)
予
備
ケ
ー
ブ
ル
（
号
炉
間
電
力
融
通
用
）
に
よ
る
電
源

系
１
系
統
※
３
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
及
び
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵

し
て
い
る
期
間

 

号
炉
間
電
力
融
通
電
路
 

１
個
※
４
 

予
備
ケ
ー
ブ
ル
（
号
炉
間
電
力
融
通
用
）
 

12
本
※
４
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
号
炉
間
電
力
融
通
電
路
１

個
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
他
号
炉
）
１

基
及
び
燃
料

油
貯
油
そ
う
（
他
号
炉
）
１
基
を
い
う
。
ま
た
、「
他
号
炉
」
と
は
、

３
号
炉
に
つ
い
て
は
４
号
炉
を
い
い
、
４
号
炉
に
つ
い
て
は
３
号
炉
を
い
う
（
以

   

－
記
載
な
し
－

 

  

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 
③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
号
機
間
電
力
融
通

は
多
様
性
手
段
で
あ
る
た
め
規

定
し
て
い
な
い
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
（
他
号
炉
）
 

２
基
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
（
他
号
炉
）
 

3
00
m
3  

重
油
タ
ン
ク
（
他
号
炉
）
 

3
20
m
3  

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
４
 

b
.他
号
炉
が
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間

の
場
合
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
 

お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に

燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

号
機
間
電
力
融
通

恒
設
ケ
ー
ブ
ル

（
３
号
～
４
号
）
 

１
組
※
３
 

号
機
間
電
力
融
通
予
備
ケ
ー
ブ
ル

（
３
号
～
４
号
）
 

１
組
※
３
 

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
（
他
号
炉
）
 

１
基
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
（
他
号
炉
）
 

2
9
7m

3
※
５
 

重
油
タ
ン
ク
（
他
号
炉
）
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
４
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
他
号
炉
の
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て

a.
項
の
所
要

数
、
他
号
炉
の
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て

い
る
期
間
に
お
い
て
b.
項
の
所
要
数
。
 

※
２
：「
他
号
炉
」
と
は
、
３
号
炉
に
つ
い
て
は
４
号
炉
を
い
い
、
４
号
炉
に
つ
い
て
は
３
号

炉
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
３
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数
 

※
４
：
「
９
０
－
１
５
－
７
 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
５
：
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
（
他
号
炉
）
と
重
油
タ
ン
ク
（
他
号
炉
）
の
合
計
油
量
（
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
（
他
号
炉
）
の
油
量
（
保
有

油
量
）
12
8
m
3 を
含
む
。
）
 

 

下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
２
：
「
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
当
該
号
炉
の
重
大
事
故
等
対
処
に
必
要
な
負
荷
容

量
と
他
号
炉
の
プ
ラ
ン
ト
状
態
に
応
じ
た
負
荷
容
量
の
合
計
が
、
他
号
炉
の
動
作
可
能

な
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
定
格
容
量
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
３
：
１
系
統
と
は
、
予
備
ケ
ー
ブ
ル
（
号
炉
間
電
力
融
通
用
）
1
2
本
（
1
2
本
は
、
１
相
分

４
本
で
３
相
分
の
本
数
を
示
す
）
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
（
他
号
炉
）
１
基
及
び
燃
料

油
貯

油
そ
う
（
他
号
炉
）
１
基
を
い
う
。
 

※
４
：
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数

 

  

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

号
機
間
電
力
融
通

恒

設
ケ
ー
ブ
ル
（
３
号

～
４
号
）
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

電
気
 

保
修
課
長
 

号
機
間
電
力
融
通
予

備
ケ
ー
ブ
ル
（
３
号

～
４
号
）
 

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

（
他
号
炉
）
 

所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を

待
機
状
態
か
ら
起
動
し
、
無
負
荷

運
転
時
の
電
圧
が
 
6,
9
0
0±

3
45
 

V 
お
よ
び
周
波
数
が
 
60
±

3 
Hz
 

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク

（
他
号
炉
）
 

油
量
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

重
油
タ
ン
ク
（
他
号

炉
）
 

油
量
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

  

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

号
炉
間
電
力
融
通
電
路
 

 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

予
備
ケ
ー
ブ
ル
（
号
炉
間

電
力
融
通
用
）
 

  

 
 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
．
号
機
間
電
力
融

通
恒
設
ケ
ー
ブ

ル
（
３
号
～
４

号
）
に
よ
る
電

源
系
が
使
用
不

能
で
あ
る
場
合
 

ま
た
は
 

号
機
間
電
力

A
.1
 当
直
課
長
は
、
１
基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起
動
し
、
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
６

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同

４
時
間
 

      ７
２
時
間
 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
号
炉
間
電
力

融
通
電
路
か

ら
の
電
源
系

が
使
用
不
能

で
あ
る
場
合
 

又
は
 

予
備
ケ
ー

ブ
ル
（
号
炉

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
５
。
 

及
び
 

A
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
６
が
動
作
可
能

４
時
間
 

    72
時
間
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

融
通
予
備
ケ

ー
ブ
ル
（
３
号

～
４
号
）
に
よ

る
電
源
系
が

使
用
不
能
で

あ
る
場
合
 

等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等

対
処
設
備
※
７
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
※
８
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

    ３
０
日
 

B
.
 
条
件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

A
．
号
機
間
電
力
融

通
恒
設
ケ
ー

ブ
ル
（
３
号
～

４
号
）
に
よ
る

電
源
系
が
使

用
不
能
で
あ

る
場
合
 

ま
た
は
 号
機
間
電

力
融
通
予

備
ケ
ー
ブ

ル
（
３
号
～

４
号
）
に
よ

る
電
源
系

が
使
用
不

能
で
あ
る

場
合
 

A
.1
 電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１

次
冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ

ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水

位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有
水

を
回
復
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.4
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同

等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等

対
処
設
備
※
７
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
※
８
措
置
を

開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

      速
や
か
に
 

※
６
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
台
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
７
：
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
を
い
う
。
 

※
８
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

  

間
電
力
融

通
用
）
か
ら

の
電
源
系

が
使
用
不

能
で
あ
る

場
合
 

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
７
。

 

及
び
 

A
.3

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
使
用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

  30
日

 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.2

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
、６
及

び
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
燃
料

体
を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

Ａ
．
号
炉
間
電
力

融
通
電
路
か

ら
の
電
源
系

が
使
用
不
能

で
あ
る
場
合
 

又
は
 

予
備
ケ
ー

ブ
ル
（
号
炉

間
電
力
融

通
用
）
か
ら

の
電
源
系

が
使
用
不

能
で
あ
る

場
合
 

A
.1

 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
使
用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

次
冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て

い
る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止

す
る
。
 

及
び
 

A
.3

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）

又
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ

低
水
位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有

水
を
回
復
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

及
び
 

A
.4

 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
６
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
７
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

      速
や
か
に

 

※
５
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
６
：
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
を
い
う
。
 

※
７
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

 

 

９
０
－
１
５
－
３
 
電
源
車
か
ら
の
給
電

 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

電
源

車
か
ら
の
給
電
 

電
源

車
に
よ
る
電
源
系
２
系
統
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６
 

お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料

体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

電
源

車
 

１
台

×
２
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
１
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
１
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
１
 

※
１
：
「
９
０
－
１
５
－
７
 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

8
3
－

15
－
３

 
発
電
機

車
（
高
圧
発
電
機
車
又
は
中
容
量
発
電
機
車
）
か
ら
の
給
電
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

発
電
機
車
（
高
圧
発
電
機

車

又
は
中
容
量
発
電
機

車
）

か
ら
の
給
電
 

発
電
機
車
（
高
圧
発
電
機
車
又
は
中
容
量
発
電
機

車
）
に
よ

る
電
源
系
２
系
統
※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
及
び
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵

し
て
い
る
期
間

 

発
電
機
車
 

（
高
圧
発
電
機

車
又
は
中
容
量
発
電
機
車
）
 
１
台
×
２

 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
２
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

※
２
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
高
圧
発
電
機
車
又
は
中
容
量
発
電
機
車
い
ず
れ
か
１

台
を
い
う
。
 

※
２
：
「

83
－

15
－
７

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に

お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

８
５
－
１
５
－
２

 
電
源
車
か
ら
の
給
電

 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

電
源

車
か
ら
の
給
電
 

電
源

車
に
よ
る
電
源
系
２
系
統
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備
 

所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６

 

お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料

体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間

 

電
源

車
 

１
台

×
２
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
１

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
１

 

燃
料

油
移
送

ポ
ン
プ
 

※
１

 

※
１
：
「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
お
よ
び
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 
制
限
を
定
め
る
。
 

 
(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

電
源
車
 

発
電
機
を
起
動
し
、
運
転
状
態
（
電
圧
等
）

に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

電
気
 

保
修
課
長
 

発
電
機
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

電
気
 

保
修
課
長
 

  

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

発
電
機
車
（
高
圧
発
電
機

車
又
は
中
容
量
発
電
機

車
）
 

発
電
機
を
起
動
し
、
運
転
状

態
（
電
圧
等
）
に
異
常
が
な

い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

保
修
第
二

課
長

 

２
台
以
上
の
発
電
機
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

  

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度

 
担

 
当
 

電
源

車
 

発
電
機
を
起
動
し
、
運
転
状
態
（
電
圧

等
）
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。 

１
年
に

１
回

 

電
気
保
修

課
長
 

発
電
機
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月

に
１
回
 

電
気
保
修

課
長
 

  

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
. 
動
作
可
能
な

電
源

車
に
よ

る
電
源
系
が

２
系
統
未
満

で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
基
の
デ
ィ
ー

ゼ

ル
発
電
機
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
２
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等

な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
３
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
４
。
 

お
よ
び
 

A
.
3 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

     １
０
日
 

    ３
０
日
 

B
. 
動
作
可
能
な

電
源

車
に
よ

る
電
源
系
が

１
系
統
未
満

で
あ
る
場
合
 

B
.
1 
当
直
課
長
は
、
１
基
の
デ
ィ
ー

ゼ

ル
発
電
機
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
２
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等

な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
３
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
４
。
 

お
よ
び
 

B
.
3 
電
気
保
修
課
長
は
、
動
作
不
能
と

な
っ
て
い
る
当
該
系
の
少
な
く
と

も
１
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

     ７
２
時
間
 

    ３
０
日
 

C
. 
条

件
Ａ
ま
た

は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。 

お
よ
び
 

C
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。 

１
２
時
間
 

 ５
６
時
間
 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）
 

適
用
 

モ
ー
ド

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

A
. 
動
作
可
能
な

電
源

車
に
よ

る
電
源
系
が

２
系
統
未
満

で
あ
る
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
動
作
可
能
な

発
電
機

車

（
高
圧
発
電

機
車
又
は
中

容
量
発
電
機

車
）
か
ら
の

電
源
系
が
２

系
統
未
満
で

あ
る
場
合

 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
３
。
 

及
び
 

A
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
４
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
５
。

 

及
び
 

A
.3

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

４
時
間
 

    10
日

 

    30
日

 

Ｂ
．
動
作
可
能
な

発
電
機
車

（
高
圧
発
電

機
車
又
は
中

容
量
発
電
機

車
）
か
ら
の

電
源
系
が
１

系
統
未
満
で

あ
る
場
合

 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

基
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
３
。
 

及
び
 

B
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
４
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※

５
。

 

及
び
 

B
.3

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

４
時
間
 

    72
時
間
 

     30
日

 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又
は

Ｂ
の
措
置
を

完
了
時
間
内

に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

C
.1

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

C
.2

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
、６
及

び
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
燃
料

体
を
貯

蔵
し
て

い
る
期

Ａ
．
動
作
可
能
な

発
電
機

車

（
高
圧
発
電

機
車
又
は
中

容
量
発
電
機

車
）
か
ら
の

電
源
系
が
２

系
統
未
満
で

あ
る
場
合

 

A
.1

 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

次
冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て

い
る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止

す
る
。
 

及
び
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド

 
条

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４

 

A
. 
動
作
可
能

な
電
源

車
に
よ

る
電
源

系
が
２

系
統
未

満
で
あ

る
場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
１
基
の
デ
ィ
ー

ゼ

ル
発
電
機
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
２
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等

な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
３
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
４
。
 

お
よ
び

 

A
.3
 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

 

４
時
間
 

     １
０
日
 

    ３
０
日
 

B
. 
動
作
可
能

な
電
源

車
に
よ

る
電
源

系
が
１

系
統
未

満
で
あ

る
場
合

 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
１
基
の
デ
ィ
ー

ゼ

ル
発
電
機
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
設
備
※
２
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等

な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
３
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
４
。
 

お
よ
び

 

B
.3
 
電
気
保
修
課
長
は
、
動
作
不
能
と

な
っ
て
い
る
当
該
系
の
少
な
く
と

も
１
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。

 

４
時
間
 

     ７
２
時
間
 

    ３
０
日
 

C
. 
条

件
Ａ
ま

た
は
Ｂ

の
措
置

を
完
了

時
間
内

に
達
成

で
き
な

い
場
合

 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

 ５
６
時
間
 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

     【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 
（
美
浜
は
、
そ
の
他
の
設
備
の

確
認
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し

た
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
4 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等

な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
３
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
４
措
置
を
開
始
す

る
。
 

   速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

※
２
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
３
：
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
を
い
う
。
 

※
４
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

 

間
 

A
.3

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）

又
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ

低
水
位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有

水
を
回
復
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

及
び
 

A
.4

 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
４
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
５
。

 

速
や
か
に

 

      速
や
か
に

 

※
３
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
４
：
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
を
い
う
。
 

※
５
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

 

 

適
用

 

モ
ー
ド

 
条

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

A
. 
動
作
可
能

な
電
源

車
に
よ

る
電
源

系
が
２

系
統
未

満
で
あ

る
場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.4
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等

な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
３
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
４
措
置
を
開
始
す

る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

※
２
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
３
：
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
を
い
う
。
 

※
４
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

  
９
０
－
１
５
－
４
 
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
か
ら
の
給
電
 

 

8
3
－

15
－
４

 
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
及
び
蓄
電
池
（
重
大
事
故
等
対
処
用
）
か
ら
の
給
電

 

 

８
５
－
１
５
－
３

 
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
か
ら
の
給
電

 

 
 

(
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
か
ら
の

給
電
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
に
よ
る
電
源
系
１
系

統
※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６

お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃

料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
 

１
組

 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
１
組
。
 

 

(
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
及

び
蓄
電
池
（
重
大
事
故
等
対
処

用
）
か
ら
の
給
電
 

(
1
)蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
か
ら
の
電
源
系
１
系
統
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
2
)蓄
電
池
（
重
大
事
故
等
対
処
用
）
か
ら
の
電
源
系
１
系
統

※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
及
び
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し

て
い
る
期
間

 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
 

１
組

 

蓄
電
池
（
重
大
事
故
等
対
処
用
）
 

２
組
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
蓄
電
池
（
重
大
事
故
等
対
処
用
）
２
組
を
い
う
。

 

 

(
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
か
ら

の
給
電
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
に
よ
る
電
源
系
１
系

統
※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期

間
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）

 
１
組
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
１
組
。
 

 

     【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
安
全
防
護
系
の
み
）

（
以
下
、
同
様
。）

 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護

系
用
）
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
が
健

全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
の
浮

動
充
電
時
の
蓄
電
池
端
子
電
圧

が
12
7
.
1V
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

１
週
間
に

１
回
 

当
直
課
長
 

  

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認
 
事

 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）

及
び
蓄
電
池
（
重
大
事
故

等
対
処
用
）

 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
及
び

蓄
電
池
（
重
大
事
故
等
対
処
用
）

が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

定
期
検
査

時
 

保
修
第
二

課
長

 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
及
び

蓄
電
池
（
重
大
事
故
等
対
処
用
）

の
蓄
電
池
端
子
電
圧
が

1
2
6.

4V
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

１
週
間
に

１
回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項

 
頻

 
度

 
担

 
当
 

蓄
電
池
（
安
全
防

護
系
用
）
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
が
健

全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
の
浮

動
充
電
時
の
蓄
電
池
端
子
電
圧

が
1
2
6.
5
V
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

１
週
間
に

１
回
 

当
直
課
長
 

  

    【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
端
子
電
圧
を
浮
動

充
電
時
と
し
て
い
る
。
）
 

参考①-251



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 
(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
. 
蓄
電
池
（
安
全

防
護
系
用
）
に

よ
る
電
源
系
の

全
て
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と

同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
３
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
４
措
置
を
開
始
す
る
。
 

１
２
時
間

 

  ５
６
時
間

 

  速
や
か
に

 

 

モ
ー
ド

５
、
６
 

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

 

A
. 
蓄
電
池
（
安
全

防
護
系
用
）
に

よ
る
電
源
系
の

全
て
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
照
射
済

燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※

２
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す

る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.4
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系

の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。 

お
よ
び
 

A
.5
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１

次
冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は

モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低

水
位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有

水
を
回
復
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.6
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と

同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
３
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
４
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

      速
や
か
に

 

※
２
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

※
３
：
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
を
い
う
。
 

※
４
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
蓄
電
池
（
安

全
防
護
系
用
）

又
は
蓄
電
池

（
重
大
事
故

等
対
処
用
）

か
ら
の
電
源

系
が
動
作
不

能
で
あ
る
場

合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
２
。
 

及
び
 

A
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
３
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
。

 

及
び
 

A
.3

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

    72
時
間
 

    30
日

 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.2

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
、６
及

び
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
燃
料

体
を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

Ａ
．
蓄
電
池
（
安

全
防
護
系
用
）

又
は
蓄
電
池

（
重
大
事
故

等
対
処
用
）

か
ら
の
電
源

系
が
動
作
不

能
で
あ
る
場

合
 

A
.1

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

次
冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て

い
る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止

す
る
。
 

及
び
 

A
.3

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）

又
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ

低
水
位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有

水
を
回
復
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

及
び
 

A
.4

 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
３
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

      速
や
か
に

 

※
２
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
３
：
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
を
い
う
。
 

※
４
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

 

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４

 

A
. 
蓄
電
池
（
安

全
防
護
系

用
）
に
よ
る

電
源
系
の
全

て
が
動
作
不

能
で
あ
る
場

合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。

 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。

 

お
よ
び
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等

な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対

処
設
備
※
２
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
３
措
置
を
開

始
す
る
。
 

１
２
時
間

 

  ５
６
時
間

 

  速
や
か
に

 

 

モ
ー
ド

５
、
６
 

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

 

A
. 
蓄
電
池
（
安

全
防
護
系

用
）
に
よ
る

電
源
系
の
全

て
が
動
作
不

能
で
あ
る
場

合
 

A
.1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
照
射
済
燃
料

の
移
動
を
中
止
す
る
※
４
。

 

お
よ
び
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作

を
全
て
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.4
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.5
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.6
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
と
同
等

な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対

処
設
備
※
２
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
３
措
置
を
開

始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

※
２
：
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
を
い
う
。
 

※
３
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

※
４
：
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
安
全
系
の
み
の
た

め
要
求
さ
れ
る
措
置
は

77
条

7
8
条
に
準
じ
た
記
載
と
し
て

い
る
。
）

 
                  【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 
     【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 
 

９
０
－
１
５
－
５
 
可
搬
式
整
流
器
か
ら
の
給
電

 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

8
3
－

15
－
５

 
直
流
電
源
用
発
電
機
及
び
可
搬
型
直
流
変
換
器
か
ら
の
給
電

 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

８
５
－
１
５
－
４

 
可
搬
式
整
流
器
か
ら
の
給
電

 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

    

参考①-252



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

可
搬
式
整
流
器
か
ら
の
給
電
 

可
搬
式
整
流
器
に
よ
る
電
源
系
１
系
統
※
１
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６

お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃

料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

可
搬
式
整
流
器
 

１
個
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
２
 

号
機
間
電
力
融
通

恒
設
ケ
ー
ブ
ル

（
３
号
～
４
号
）
 

※
３
 

号
機
間
電
力
融
通
予
備
ケ
ー
ブ
ル

（
３
号
～
４
号
）
 

※
３
 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
他
号
炉
）
 

※
３
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
（
他
号
炉
）
 

※
３
 

重
油
タ
ン
ク
（
他
号
炉
）
 

※
３
 

電
源

車
 

※
４
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
５
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
５
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
５
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
可
搬
式
整
流
器
１

個
。
 

※
２
：
「
９
０
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
３
：
「
９
０
－
１
５
－
２
 
号
機
間
電
力
融
通

恒
設
ケ
ー
ブ
ル
（
３
号
～
４
号
）
（
号
機
間

電
力
融
通
予
備
ケ
ー
ブ
ル
（
３
号
～
４
号
）
）
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制

限
を
定
め
る
。
 

※
４
：
「
９
０
－
１
５
－
３
 
電
源

車
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
５
：
「
９
０
－
１
５
－
７
 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

直
流
電
源
用
発
電
機
及
び

可
搬
型
直
流
変
換
器
か
ら

の
給
電
 

直
流
電
源
用
発
電
機
及
び
可
搬
型
直
流
変
換
器
か
ら
の
電

源
系
２
系
統
※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
及
び
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵

し
て
い
る
期
間

 

直
流
電
源
用
発
電
機
 

１
台
×
２
 

可
搬
型
直
流
変
換
器
 

１
個
×
２
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
２

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

※
２

 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
直
流
電
源
用
発
電
機
１

台
及
び
可
搬
型
直
流
変
換
器
１
個
を
い
う
。

 

※
２
：
「

83
－

15
－
７

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に

お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

可
搬
式
整
流
器
か
ら
の
給

電
 

可
搬
式
整
流
器
に
よ
る
電
源
系
１
系
統
※
１
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
お
よ
び
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯

蔵
し
て
い
る
期
間

 

可
搬
式
整
流
器

 
２

個
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 
※
２
 

電
源

車
 

※
３
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
４
 

可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
 

※
４
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
４
 

燃
料

油
移
送

ポ
ン
プ
 

※
４
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
可
搬
式
整
流
器
２

個
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
３
：
「
８
５
－
１
５
－
２

 
電
源
車
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め

る
。
 

※
４
：
「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
お
よ
び
燃
料

油
移
送

ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。
 

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
可
搬
式
整
流
器
に

よ
る
電
源
系
１
系
統
で
可
搬
式

整
流
器
の
所
要
数
は
２

個
。）

（
以
下
、
同
様
。）

 
 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

可
搬
式
整
流
器
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

電
気
 

保
修
課
長
 

 

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

直
流
電
源
用
発
電
機

 
発
電
機
を
起
動
し
、
運
転
状
態

（
電
圧
等
）
に
異
常
が
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

保
修
第
二

課
長

 

２
台
以
上
の
発
電
機
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

可
搬
型
直
流
変
換
器

 
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 
 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度

 
担

 
当
 

可
搬
式
整
流
器

 
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回

 
電
気
保

修
課
長
 

  

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
可
搬
式
整
流
器
の

み
。）

 

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
. 
動
作
可
能
な

可
搬
式
整
流

器
に
よ
る
電

源
系
が
１
系

統
未
満
で
あ

る
場
合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
１

台
の
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
６
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※

７
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

     ７
２
時
間
 

   １
０
日
 

B
. 
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

 

Ａ
．
動
作
可
能
な

直
流
電
源
用

発
電
機
及
び

可
搬
型
直
流

変
換
器
か
ら

の
電
源
系
が

２
系
統
未
満

で
あ
る
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
３
。
 

及
び
 

A
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
４
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
５
。

 

及
び
 

A
.3

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

４
時
間
 

    10
日

 

    30
日

 

Ｂ
．
動
作
可
能
な

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

４
時
間
 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４

 

A
.
 
動
作
可
能
な

可
搬
式
整

流
器
に
よ

る
電
源
系

が
１
系
統

未
満
で
あ

る
場
合

 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
１
基
の
デ
ィ
ー

ゼ

ル
発
電
機
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
設
備
※
５
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

お
よ
び
 

A
.2

 電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※

６
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3

 電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

４
時
間

 

      ７
２
時
間

 

   １
０
日

 

     
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
電
源
系
が
２
系
統

あ
る
こ
と
、
美
浜
は
、
同
等
な

機
能
を
持
つ
Ｓ
Ａ
設
備
は
な
い

た
め
、
代
替
措
置
を
検
討
す
る

と
こ
と
で
Ａ
Ｏ

Ｔ
が
異
な

る
。）

 
（
以
下
、
同
様
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

お
よ
び
 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

 ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
、
６
お

よ
び
使

用
済
燃

料
ピ
ッ

ト
に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る

期
間
 

A
. 
動
作
可
能
な

可
搬
式
整
流

器
に
よ
る
電

源
系
が
１
系

統
未
満
で
あ

る
場
合
 

A
.1
 電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.4
 
電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※

７
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

※
６
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
台
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
７
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 

直
流
電
源
用

発
電
機
及
び

可
搬
型
直
流

変
換
器
か
ら

の
電
源
系
が

１
系
統
未
満

で
あ
る
場
合
 

基
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
起

動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
※
３
。
 

及
び
 

B
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
４
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
５
。

 

及
び
 

B
.3

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

    72
時
間
 

    30
日

 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又
は

Ｂ
の
措
置
を

完
了
時
間
内

に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

C
.1

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

C
.2

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
、６
及

び
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
燃
料

体
を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

Ａ
．
動
作
可
能
な

直
流
電
源
用

発
電
機
及
び

可
搬
型
直
流

変
換
器
か
ら

の
電
源
系
が

２
系
統
未
満

で
あ
る
場
合
 

A
.1

 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

次
冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て

い
る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止

す
る
。
 

及
び
 

A
.3

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）

又
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ

低
水
位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有

水
を
回
復
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

及
び
 

A
.4

 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
系
統

と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等
対
処
設
備
※
４
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
５
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

      速
や
か
に

 

※
３
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
４
：
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
を
い
う
。
 

※
５
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
、
対
象
設
備
の

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。

 

 

 
B
.
 
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了

時
間
内
に

達
成
で
き

な
い
場
合
 

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。

 

お
よ
び
 

B
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。

 

１
２
時
間

 

  ５
６
時
間

 

モ
ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

A
.
 
動
作
可
能
な

可
搬
式
整

流
器
に
よ

る
電
源
系

が
１
系
統

未
満
で
あ

る
場
合

 

A
.1

 電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.4

 
当
直
課
長
は
、
代
替
措
置
※
６
を

検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の

確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

※
５
：
残
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
１
基
を
い
い
、

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
６
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 

９
０
－
１
５
－
６
 
代
替
所
内
電
気
設
備
か
ら
の
給
電
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

代
替
所
内
電
気
設
備
か
ら
の
給
電
 
代
替
所
内
電
気
設
備
か
ら
の
給
電
系
が
使
用
可

能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６

お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃

料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

代
替
所
内
電
気
設
備
分
電
盤
 

１
個
 

代
替
所
内
電
気
設
備
変
圧
器
 

１
個
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
１
 

可
搬
式
整
流
器
 

※
２
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
３
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
３
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
３
 

8
3
－

15
－
６

 
代
替
所
内
電
気
設
備
か
ら
の
給
電
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

代
替
所
内
電
気
設
備
か
ら
の
給
電
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と

 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に

燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間

 

重
大
事
故
等
対
処
用
変
圧
器
受
電
盤

 
１
個
 

重
大
事
故
等
対
処
用
変
圧
器
盤
 

１
個
 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
 

※
１

 

※
１
：
「

83
－

15
－
１
 
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を

定
め
る
。
 

  

８
５
－
１
５
－
５

 
代
替
所
内
電
気
設
備
か
ら
の
給
電

 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限

 

代
替
所
内
電
気
設
備
か
ら
の
給

電
 

代
替
所
内
電
気
設
備
か
ら
の
給
電
系
が
使
用
可
能

で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期

代
替
所
内
電
気
設
備
分
電
盤

 
３

個
 

代
替
所
内
電
気
設
備
変
圧
器
 

１
個
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
１
 

       【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 
   【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
分
電
盤
３

個
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

※
１
：
「
９
０
－
１
５
－
１
 空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。

 

※
２
：
「
９
０
－
１
５
－
５
 可
搬
式
整
流
器
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定

め
る
。
 

※
３
：
「
９
０
－
１
５
－
７
 燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

間
 

可
搬
式
整
流
器

 
※
２
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
３
 

可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ

 
※
３
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
３
 

燃
料

油
移

送
ポ
ン
プ

 
※
３
 

※
１
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
５
－
４

 可
搬
式
整
流
器
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定

め
る
。
 

※
３
：
「
８
５
－
１
５
－
６

 燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
お
よ
び
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制

限
を
定
め
る
。
 

 
(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

代
替
所
内
電
気
設
備

分
電
盤
、
代
替
所
内
電

気
設
備
変
圧
器
 

代
替
所
内
電
気
設
備
か
ら
の
給

電
系
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と

を
外
観
点
検
に
よ
り
確
認
す

る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

電
気
 

保
修
課
長
 

 

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

重
大
事
故
等
対
処
用
変
圧
器
受
電
盤
 
所
要
数
が
使
用
可

能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 
重
大
事
故
等
対
処
用
変
圧
器
盤
 

  

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 
担

 
当

 

代
替
所
内
電
気
設
備
分
電

盤
 

代
替
所
内
電
気
設
備
か
ら
の

給
電
系
が
使
用
可
能
で
あ
る

こ
と
を
外
観
点
検
に
よ
り
確

認
す
る
。
 

１
ヶ
月

に
１
回

 

電
気
保

修
課
長
 

代
替
所
内
電
気
設
備
変
圧

器
 

  

   【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 
 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
. 
代
替
所
内
電

気
設
備
か
ら

の
給
電
系
が

使
用
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
所
内
電
気
設
備
の

系
統
電
圧
を
確
認
し
、
使
用
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
当
該
設
備
を
使
用

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

 

４
時
間
 

   ７
２
時
間

 

 

B
. 
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

B
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間

 

  ５
６
時
間

 

モ
ー
ド

５
、
６
お

よ
び
使

用
済
燃

料
ピ
ッ

ト
に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る

期
間
 

A
. 
所
要
数
を
満

足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
当
該
設
備
を
使
用

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
水

抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
水

抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ
ー
ド

６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場

合
、
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   

  

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
所
要
数
を
満

足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.1

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
所

内
電
気
設
備
の
系
統
電
圧
を
確

認
し
、
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
 保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※

２
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

及
び
 

A
.3

 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備

を
使
用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

４
時
間
 

    72
時
間
 

   10
日

 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

B
.2

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
、６
及

び
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
燃
料

体
を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

Ａ
．
所
要
数
を
満

足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.1

 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備

を
使
用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

次
冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て

い
る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止

す
る
。
 

及
び
 

A
.3

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）

又
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ

低
水
位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有

水
を
回
復
す
る
措
置
を
開
始
す

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

    

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド

 
条

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４

 

A
.
 
代
替
所
内
電
気

設
備
か
ら
の
給

電
系
が
使
用
不

能
で
あ
る
場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
所
内
電
気
設
備

の
系
統
電
圧
を
確
認
し
、
使
用

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び

 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
当
該
設
備
を
使

用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

    ７
２
時
間
 

B
.
 
条
件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び

 

B
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

A
.
 
所
要
数
を
満
足

し
て
い
な
い

場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
設
備
を
使

用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１

次
冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ

ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水

位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有
水

を
回
復
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

 

   【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 
  【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
代
替
品
等
は
補
充

等
の
代
替
措
置
が
な
い
た
め
、

玄
海
の

A
.
2
項
は
採
用
し
て
い

な
い
。
）

 
                        

参考①-255



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

る
。
 

及
び
 

A
.4

 
 保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※

２
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

  速
や
か
に

 

※
２
：
代
替
品
の
補
充
等
 

 

  

   【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
代
替
品
等
は
補
充

等
の
代
替
措
置
が
な
い
た
め
、

玄
海
の

A.
4
項
の
記
載
な
し
。）

 
９
０
－
１
５
－
７
 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に
よ
る

燃
料
補
給
設
備
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重

油

タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に
よ
る

燃
料
補
給
設
備
 

(
1
) 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
の
油
量
が

30
0
m
3※
１
以

上
あ
る
こ
と
 

(
2
) 
重

油
タ
ン
ク
の

油
量
が
3
20
m
3
※
２
以
上
あ
る

こ
と
 

(
3
)
 
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
所
要
数
が
使
用
可
能

で
あ
る
こ
と

 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６

お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃

料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

3
00
m
3 
※
１
 

重
油
タ
ン
ク
 

3
20
m
3※
２
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

２
台
※
３
※
４
 

※
１
：
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
２
基
分
。
 

※
２
：
重

油
タ
ン
ク
２
基
分
 

※
３
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
連
続
定
格
運
転
に
必
要
な
燃
料
を
補
給
で
き
る
容
量
を
有

す
る
も
の
。

 

※
４
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数
 

 

8
3
－

15
－
７

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
 

  (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
 

(
1
)燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
の

油
量
が

35
6
kℓ
※
１
以

上
あ
る
こ
と
 

(
2
)
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
の
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ

る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６

及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料

体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

35
6k
ℓ※
１
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

１
台
※
２
※
３
 

※
１
：
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
２
基
分
 

※
２
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
連
続
定
格
運
転
に
必
要
な
燃
料
を
補
給
で
き
る
容
量
を
有
す

る
も
の
 

※
３
：
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数

 

 

８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

 
 

 
 
 

 
 

 
お
よ
び
燃
料

油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式

オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
お
よ
び
燃
料

油
移

送
ポ
ン

プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備

 

(
1
) 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
の

油
量
が

36
0
 m

3
 ※
１
以

上
あ
る
こ
と
 

(
2
) 
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
の
所
要
数
が
使
用
可

能
で
あ
る
こ
と
 

(
3
) 
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
所
要
数
が
使
用
可
能
で

あ
る
こ
と
 

(
4
) 
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
の
所
要
数
が
使
用
可
能

で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備

 
所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い

る
期
間
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

3
60
m
3 
※
１
 

可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
 

２
台
※
２
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

３
台
※
３
 

燃
料

油
移
送

ポ
ン
プ
 

２
台
 

※
１
：
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
２
基
分
。

 

※
２
：
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
の
連
続
定
格
運
転
に
必
要
な
燃
料
を
補
給
で
き
る
容
量
を

有
す
る
も
の
。
予
備
機
１

台
含
む
。
 

※
３
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
連
続
定
格
運
転
に
必
要
な
燃
料
を
補
給
で
き
る
容
量
を
有

す
る
も
の
。
予
備
機
１

台
含
む
。
 

 

   【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
空
冷
式
非
常
用
発

電
装
置
の
燃
料
補
給
は
可
搬
式

オ
イ
ル
ポ
ン
プ
使
用
を
優
先
と

す
る
。
ま
た
、

EL
3
2.
0m
燃
料

油
取
出
口
を
使
用
し
て
の
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
ー
へ
の
重

油
補
給

は
、
燃
料
移

送
ポ
ン
プ
を
使
用

す
る
。
）（
以
下
、
同
様
。）

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
お
よ
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

は
、
竜
巻
事
象
を
考
慮
し
、
予

備
を
含
め
た
所
要
数
と
し
て
い

る
。）

 

 (
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

油
量
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

重
油
タ
ン
ク
 

油
量
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
 

  

 (
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認
 
事

 
項

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

油
量
を
確
認
す
る
。
 

 

１
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

  

 (
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻

 
度

 
担

 
当
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

油
量
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン

プ
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

電
気
保
修
課

長
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン
保

修
課
長

 

燃
料

油
移
送

ポ
ン
プ
 
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン
保

修
課
長

 
 

  

 (
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
. 
燃
料
油
貯
蔵

タ
ン
ク
ま
た

は
重

油
タ
ン

ク
の

油
量
が

運
転
上
の
制

限
を
満
足
し

て
い
な
い
場

合
 

A
.1
 当
直
課
長
は
、
燃
料

油
貯
蔵
タ

ン
ク
ま
た
は
重

油
タ
ン
ク
の
油

量
を
制
限
値
内
に
回
復
さ
せ

る
。
 

４
８
時
間
 

B
. 
タ
ン
ク
ロ
ー

B
.1
 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該

４
８
時
間
 

 (
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、
３

及
び
４
 

Ａ
．
燃
料

油
貯
蔵

タ
ン
ク
の

油

量
が
運
転
上

の
制
限
を
満

足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.1

 
 保
修
第
二
課
長
は
、
燃
料
油
貯

蔵
タ
ン
ク
の

油
量
を
制
限
値

内
に
回
復
さ
せ
る
。

 

 

48
時
間
 

Ｂ
．
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
の
所
要
数

B
.1

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備

を
使
用
可
能
な
状
態
に
復

旧

48
時
間
 

 

 (
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

A
.
 燃
料
油
貯
蔵
タ

ン
ク
の

油
量
が

運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い

な
い
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
燃
料
油
貯

蔵
タ
ン
ク
の

油
量
を
制
限

値
内
に
回
復
さ
せ
る
。

 

 

４
８
時
間
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

リ
ー
の
所
要

数
を
満
足
し

て
い
な
い
場

合
 

設
備
を
使
用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

ま
た
は
 

B
.2
 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代
替

措
置
※
５
を
検
討
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
。
 

   ４
８
時
間
 

C
. 
条
件
Ａ
ま
た

は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

C
.1
 当
直
課
長
は
、
燃
料
補
給
を
要

す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
※
６

を
動
作
不
能
※
７
と
み
な
す
。
 

速
や
か
に
 

      (
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

５
、
６
お

よ
び
使

用
済
燃

料
ピ
ッ

ト
に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る

期
間
 

A
.
 
燃
料

油
貯
蔵

タ
ン
ク
ま
た

は
重

油
タ
ン

ク
の

油
量
が

運
転
上
の
制

限
を
満
足
し

て
い
な
い
場

合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
燃
料
油
貯
蔵
タ

ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
の

油

量
を
制
限
値
内
に
回
復
さ
せ
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１

次
冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ

ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）

の
場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回

復
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

B
.
 
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
の
所
要

数
を
満
足
し

て
い
な
い
場

合
 

B
.
1 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該

設
備
を
使
用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１

次
冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ

ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）

の
場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回

復
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.
4 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代
替

措
置
※
５
を
検
討
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

※
５
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

※
６
：
燃
料
補
給
を
要
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
、
電

源
車
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
、
大
容
量
ポ
ン
プ
お
よ
び
大
容
量
ポ
ン
プ

を
満
足
し
て

い
な
い
場
合
 

す
る
。
 

又
は

 

B
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置

※
４
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
。
 

  48
時
間
 

Ｃ
．
条
件
Ａ
又
は

Ｂ
の
措
置
を

完
了
時
間
内

に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
燃

料
補
給
を
要
す
る
重
大
事
故

等
対
処
設
備
※
５
を
動
作
不
能

※
６
と
み
な
す
。
 

速
や
か
に
 

モ
ー
ド

５
、
６
及

び
使
用
済

燃
料
ピ
ッ

ト
に
燃
料

体
を
貯
蔵

し
て
い
る

期
間
 

Ａ
．
燃
料

油
貯
蔵

タ
ン
ク
の

油

量
が
運
転
上

の
制
限
を
満

足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.1

 
 保
修
第
二
課
長
は
、
燃
料
油
貯

蔵
タ
ン
ク
の

油
量
を
制
限
値

内
に
回
復
さ
せ
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

及
び

 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

次
冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ

て
い
る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中

止
す
る
。
 

及
び

 

A
.3

 
 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満

水
）
又
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ

テ
ィ
低
水
位
）
の
場
合
、
１
次

系
保
有
水
を
回
復
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

  

Ｂ
．
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
の
所
要
数

を
満
足
し
て

い
な
い
場
合
 

B
.1

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備

を
使
用
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び

 

B
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１

次
冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ

て
い
る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中

止
す
る
。
 

及
び

 

B
.3

 
 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満

水
）
又
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ

テ
ィ
低
水
位
）
の
場
合
、
１
次

系
保
有
水
を
回
復
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

及
び

 

B
.4

 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置

※
４
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

      速
や
か
に
 

※
４
：
代
替
品
の
補
充
等
 

※
５
：
燃
料
補
給
を
要
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
は
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
、
発
電
機

車
（
高
圧
発
電
機

車
及
び
中
容
量
発
電
機
車
）
、
直
流
電
源
用
発
電
機
、
移
動
式
大
容

量
ポ
ン
プ
車
、
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
、
水
中
ポ
ン
プ
用
発
電
機
、
代
替
緊

急
時
対
策
所
用
発
電
機
及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
（
広
域
）
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
監
視
装
置
用
空
気
供
給
シ
ス
テ
ム
含
む
）
を
い
う
。

 

※
６
：
当
該
可
搬
型
設
備
の
運
転
上
の
制
限
は

個
別
に
適
用
さ
れ
る
。
 

 

 
B
.
 可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
ー
ま

た
は
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
の
所

要
数
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合
 

 

B
.
1 
電
気
保
修
課
長
ま
た
は
タ

ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当

該
設
備
を
使
用
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
。
 

ま
た
は

 

B
.
2 
電
気
保
修
課
長
ま
た
は
タ

ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代

替
措
置
※
４
を
検
討
し
、
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る
。
 

 

４
８
時
間
 

    ４
８
時
間
 

 (
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）

 

適
用
 

モ
ー
ド

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場

合
 

C
.
1 
当
直
課
長
は
、
燃
料
補
給
を

要
す
る
重
大
事
故
等
対
処

設
備
※
５
を
動
作
不
能
※
６
と

み
な
す
。
 

速
や
か
に
 

モ
ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

A
.
 
燃
料

油
貯
蔵
タ

ン
ク
の

油
量
が

運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い

な
い
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
燃
料

油
貯
蔵

タ
ン
ク
の

油
量
を
制
限
値

内
に
回
復
さ
せ
る
措
置
を

開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系

の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す

る
。
 

お
よ
び

 

A
.
3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
ま

た
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ

ィ
低
水
位
）
の
場
合
、
１
次

系
保
有
水
を
回
復
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

B
.
 
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
ま
た

は
燃
料

油
移

送

ポ
ン
プ
の
所
要

数
を
満
足
し
て

い
な
い
場
合
 

B
.
1
 
電
気
保
修
課
長
ま
た
は
タ

ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該

設
備
を
使
用
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系

の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す

る
。
 

お
よ
び

 

B
.
3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
ま

た
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ

ィ
低
水
位
）
の
場
合
、
１
次

系
保
有
水
を
回
復
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

B
.
4
 
電
気
保
修
課
長
ま
た
は
タ

ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代
替

速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

      速
や
か
に
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

（
放
水
砲
用
）
を
い
う
。
 

※
７
：
当
該
可
搬
型
設
備
の
運
転
上
の
制
限
は
個
別
に
適
用
さ
れ
る
。
 

 

措
置
※
４
を
検
討
し
、
原
子
炉

主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
実
施
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

※
４
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

※
５
：
燃
料
補
給
を
要
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
、
電
源

車
、
電
源

車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
用
）
、
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
、

大
容
量

ポ
ン
プ
お
よ
び
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
を
い
う
。
 

※
６
：
当
該
可
搬
型
設
備
の
運
転
上
の
制
限
は
個
別
に
適
用
さ
れ
る
。
 

 

 
 

参考①-258



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 
表
９
０
－
１
６
 
計
装
設
備
 

 ９
０
－
１
６
－
１
 
計
装
設
備

 

分
類

 

機
 

 
能
※
１
 

所
要
チ

ャ
ン
ネ

ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の  

温 度  

１
次
冷
却
材
高
温
側

温
度
（
広
域
）

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
ル
ー
プ

 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）

 

１
 
モ
ー
ド

 

１
、

２
、

３
、

４
、

 

５
お
よ

び
６

 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
全
て

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A.
1 
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状

態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か

る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 
お
よ
び

 

A.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

機
能
検
査

を
実
施
す

る
｡ 

定
期
検
査

時
 

計
装

 

保
修
課
長
 

１
次
冷
却
材
低
温
側

温
度
（
広
域
）

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
ル
ー
プ

 
②
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）

 
１

 

動
作
不
能

で
な
い
こ

と
を
指
示

値
等
に
よ

り
確
認
す

る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 
当
直
課
長
 

〔
炉
心
出
口
温
度
〕

※
４
 

①
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）

 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）

 

１
 

原 子 炉 圧 力 容

器 内 の 圧 力  

１
次
冷
却
材
圧
力

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）

 
③
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）

 

１
 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
全
て

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

B.
1 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
お
よ
び

 

B.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状

態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か

る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

B.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 
   ３
０
日

 

〔
加
圧
器
圧
力
（
Ｃ

Ｒ
Ｔ
）
〕
※
４
 

①
１
次
冷
却
材
圧
力

 
１

 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 水 位  

加
圧
器
水
位

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
原
子
炉
水
位
 

 

 

１
 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認

す
る
全
て
の
計
器
が

動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

C.
1 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ

ラ
メ
ー
タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を

１
手
段
以
上
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。

 

７
２
時
間

 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３

お
よ
び
４
に
お
い
て

条
件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は

Ｃ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

D.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

D.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 
原
子
炉
水
位

 
①
加
圧
器
水
位
 

 
１

 

E.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
条

件
Ａ
ま

た
は
Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

E.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内

で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 

お
よ
び

 

E.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素

濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す

る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

〔
1次
冷
却
系
統
水

位
〕
※
４
 

①
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）

 
①
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）

 
１

 
モ
ー
ド

 
５
お
よ

び
６

 

※
１
：

 
プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
２
：

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
４
：

 
〔

 
〕
は

多
様
性

拡
張
設
備
を
示
す
。

多
様
性

拡
張
設
備
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
５
：

 
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

表
8
3
－

1
6
 
計
装
設
備

 

 8
3
－
1
6
－
１
 
計
装
設
備

 

分
類

 

 

機
 

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間

 
項

  
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原
子
炉

容
器
内

の
温
度

 

１
次
冷
却
材
高
温
側

温
度

(
広
域

) 

①
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度

(広
域

) 
１

 
モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、
４
、

５
及
び
６

 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
全
て

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 
 

A.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ

ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

A.
2 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状

態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分

か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

及
び

 

A.
3 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   

速
や
か
に

 

   

3
0
日

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査
時

 

 

保
修
第
二

課
長

 

１
次
冷
却
材
低
温
側

温
度

(
広
域

) 

①
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度

(広
域

) 
１

 
動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ

り
確
認
す
る
。
 １
か
月
に
１
回
 
発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

  

〔
炉
心
出
口
温
度
〕
※

４
 

①
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度

(広
域

) 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度

(広
域

) 

１
 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
全
て

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

B.
1
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

B.
2 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状

態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分

か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 
及
び

 

B.
3 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   

速
や
か
に

 
   

3
0
日

 

原
子
炉

容
器
内

の
圧
力

 

１
次
冷
却
材
圧
力

 
①
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度

(広
域

) 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度

(広
域

) 

１
 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認

す
る
全
て
の
計
器
が

動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

C.
1 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
を
１
手
段
以
上
動
作
可
能

な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

72
時
間

 

〔
加
圧
器
圧
力
〕
※
４
 
①
１
次
冷
却
材
圧
力

 
１

 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及

び
４
に
お
い
て
条

件

Ａ
、
Ｂ
又
は
Ｃ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合

 

D.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

及
び

 

D.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。

 

12
時
間

 

  

56
時
間

 

原
子
炉

容
器
内

の
水
位

 

加
圧
器
水
位

 
①
原
子
炉
容
器
水
位

 

②
１
次
冷
却
材
圧
力

 

②
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度

(広
域

) 

 

１
 

E.
モ
ー
ド
５
及
び
６
に

お
い
て
条

件
Ａ
又
は

Ｂ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

E.
1
保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内

で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 

及
び

 

E.
2
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を

全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  

速
や
か
に

 

〔
燃
料
取
替
用

R
CS

水
位
〕
※
４
 

①
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度

(広
域

) 

①
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度

(広
域

) 

１
 

モ
ー
ド

  

５
及
び
６

 

※
１
：

 プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
チ
ン
グ
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
２
：

 代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 機
能
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

※
４
：

 〔
 
〕
は
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
（

多
様
性

拡
張
設
備
）
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 
※
５
：

 移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
８
５
－
１
６
 
計
装
設
備

 

 ８
５
－
１
６
－
１
 
計
装
設
備

 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の  

温 度  

１
次
冷
却
材
高
温
側
広
域
温
度

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
ル
ー
プ

 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
広
域
温
度

 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、
２
、

３
、
４
、

 

５
お
よ
び
６

 

A
.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計

器
全
て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A.
1
 
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
お
よ
び

 

A.
2
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ

る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置

を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

A.
3
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状

態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

機
能
検
査
を
実
施
す

る
｡ 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課

長
 

１
次
冷
却
材
低
温
側
広
域
温
度

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
ル
ー
プ

 

②
１
次
冷
却
材
高
温
側
広
域
温
度

 

 

１
 

動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
値
等
に
よ

り
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１

回
 

当
直
課
長

 

〔
炉
内
温
度
〕
※
４
 

①
１
次
冷
却
材
高
温
側
広
域
温
度

 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
広
域
温
度

 

１
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内

の 圧 力  

冷
却
材
圧
力
（
広
域
）

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
１
次
冷
却
材
高
温
側
広
域
温
度

 

③
１
次
冷
却
材
低
温
側
広
域
温
度

 

１
 

B
.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計

器
全
て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B.
1
 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

B.
2
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ

る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置

を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

B.
3
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状

態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

〔
加
圧
器
圧
力
〕
※
４
 

①
冷
却
材
圧
力
（
広
域
）

 
１

 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 水 位  

加
圧
器
水
位

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
原
子
炉
水
位

 

 

１
 

C
.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全
て
の

計
器
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 
C.

1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手
段
以
上
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

７
２
時
間

 

D
.モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お

い
て
条

件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
い

場
合

 

D.
1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 
D.

2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 
原
子
炉
水
位

 
①
加
圧
器
水
位

 
 

１
 

E
.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

E.
1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃

料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 

お
よ
び

 

E.
2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が

低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

〔
Ｒ
Ｃ
Ｓ
ノ

ズ
ル
セ
ン
タ
水
位
〕
※
４
 
①
１
次
冷
却
材
高
温
側
広
域
温
度

 

①
１
次
冷
却
材
低
温
側
広
域
温
度

 

１
 

モ
ー
ド

 

５
お
よ
び
６

 

※
１
：

 プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
２
：

 代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
４
：

 〔
 〕
は

多
様
性

拡
張
設
備
を
示
す
。

多
様
性

拡
張
設
備
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
５
：

 移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
（
記
載
主
旨
に
差

異
な
し
。）

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

の
他
ル
ー
プ
等
を
代
替

パ
ラ

メ
ー
タ
と
し
て
い
な
い
。）

 

 

 
 

参考①-259



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 
 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量  

高
圧
注
入
流
量

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン

ネ
ル

 

②
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
 

③
加
圧
器
水
位

 

④
原
子
炉
水
位

 

⑤
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

)
 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、
２
、

 

３
、
４
、

 

５
お
よ
び

６
 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A.
1 
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

お
よ
び

 

A.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故

障
状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明

確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

お
よ
び

 

A.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動

作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    ３
０
日

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査

時
 

計
装

 

保
修
課
長

 

動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
等
に

よ
り
確
認
す

る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B.
1 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

お
よ
び

 
B.

2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故

障
状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明

確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

お
よ
び

 

B.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動

作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    ３
０
日

 

余
熱
除
去
流
量

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン

ネ
ル

 

②
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
 

③
加
圧
器
水
位

 

④
原
子
炉
水
位

 

⑤
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

)
 

１
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

積
算
流
量

 
①
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
 

①
復
水
ピ
ッ
ト
水
位

 

②
加
圧
器
水
位

 

③
原
子
炉
水
位

 

④
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

)
 

１
 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す

る
全
て
の
計
器
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

C.
1 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主

要
パ
ラ
メ
ー
タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ

メ
ー
タ
を
１
手
段
以
上
動
作
可
能
な

状
態
に
復

旧
す
る
。

 

７
２
時
間

 

〔
充
て
ん
水
流
量
〕
※
４
 

①
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
 

②
加
圧
器
水
位

 

③
原
子
炉
水
位

 

１
 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お

よ
び
４
に
お
い
て
条

件

Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

D.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

D.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 
〔
蓄
圧
タ
ン
ク
圧
力
〕
※
４
 

①
１
次
冷
却
材
圧
力

 

①
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広

域
）

 

１
 

〔
蓄
圧
タ
ン
ク
水
位
〕
※
４
 

①
１
次
冷
却
材
圧
力

 

①
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広

域
）

 

１
 

E.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に

お
い
て
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

E.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容

器
内
で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る

※
５
。

 

お
よ
び

 

E.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ

う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て

中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 
〔
Ａ
Ｍ
用
消
火
水

積
算
流
量
〕

※
４
 

①
余
熱
除
去
流
量
 

②
加
圧
器
水
位

 

③
原
子
炉
水
位

 

１
 

※
１
：

 
プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
２
：

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
４
：

 
〔

 
〕
は

多
様
性

拡
張
設
備
を
示
す
。

多
様
性

拡
張
設
備
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
５
：

 
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

 

分
類

 

 

機
 

 
 
能
※
１
 

所
要
チ

ャ
ン
ネ

ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間
 

項
 
 目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原
子
炉

容
器
へ

の
注
水

量
 

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
流
量

 
①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

②
加
圧
器
水
位

 

③
原
子
炉
容
器
水
位

 

④
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

)
 

１
 
モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、
４
、

５
及
び
６

 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
全
て

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.1

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ

ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び

 

A
.2

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状

態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分

か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

及
び

 
A
.3

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   

速
や
か
に

 

   
30
日

 

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査
時

 

 

保
修
第
二

課
長

 

余
熱
除
去
流
量

 
１

 
動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ

り
確
認
す

る
。

 

１
か
月
に
１
回

 
発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

AM
用
消
火
水

積
算
流
量

 
①
Ｂ

余
熱
除
去
流
量

 

②
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

②
復
水
タ
ン
ク
水
位

 

③
加
圧
器
水
位

 

④
原
子
炉
容
器
水
位

 

⑤
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

)
 

１
 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
全
て

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

B
.1

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び

 

B
.2

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状

態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分

か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

及
び

 

B
.3

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   

速
や
か
に

 
   

30
日

 

〔
充
て
ん
水
流
量
〕
※
４
 
①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

②
加
圧
器
水
位

 
③
原
子
炉
容
器
水
位

 

④
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

)
 

１
 

〔
蓄
圧
タ
ン
ク
圧
力
〕
※
４
 

〔
蓄
圧
タ
ン
ク
水
位
〕
※
４
 
①
１
次
冷
却
材
圧
力

 
①
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度

(広
域

) 

①
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度

(広
域

) 

１
 

原
子
炉

格
納
容

器
へ
の

注
水
量

 

Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流

量
積
算
流
量

 

①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

)
 

１
 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認

す
る
全
て
の
計
器
が

動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

C
.1

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ

ラ
メ
ー
タ
又
は
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
を
１
手
段
以
上
動
作
可
能

な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

72
時
間

 

AM
用
消
火
水

積
算
流
量

 
①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

①
復
水
タ
ン
ク
水
位

 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

)
 

１
 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及

び
４
に
お
い
て
条

件

Ａ
、
Ｂ
又
は
Ｃ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

D
.1

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

及
び

 

D
.2

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。

 

12
時
間

 

  

56
時
間

 
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
流
量

 
①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

)
 

１
 

余
熱
除
去
流
量

 
１

 

〔
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流

量
〕
※
４
 

【
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
場
合
】

 

①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

)
 

【
再

循
環
運
転
の
場
合
】
 

①
格
納
容
器
圧
力
 

②
格
納
容
器
内
温
度

 

②
格
納
容
器
内
温
度

(S
A)
 

１
 

E.
モ
ー
ド
５
及
び
６
に

お
い
て
条

件
Ａ
又
は

Ｂ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

E
.1

 保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内

で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 

及
び

 

E
.2

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を

全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  

速
や
か
に

 

※
１
：

 プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
チ
ン
グ
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
２
：

 代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 機
能
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

※
４
：

 〔
 
〕
は
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
（

多
様
性

拡
張
設
備
）
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
５
：

 移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ

ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量  

安
全
注
入
流
量

 
①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

②
加
圧
器
水
位

 

③
原
子
炉
水
位

 

④
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、
２
、

 

３
、
４
、

 

５
お
よ
び

６
 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
全

て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A.
1
 
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で

あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な

措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

A.
3
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な

状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

機
能
検
査
を
実
施
す

る
｡
 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修
課

長
 

補
助
安
全
注
入
流
量

 
①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

②
加
圧
器
水
位

 

③
原
子
炉
水
位

 
④
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

１
 

動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
値
等
に
よ

り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回

 
当
直
課
長

 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
全

て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 
B.

1
 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 
B.

2
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で

あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な

措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

B.
3
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な

状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 
  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
ル
ー
プ

 

②
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 
③
加
圧
器
水
位

 

④
原
子
炉
水
位

 
⑤
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

１
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
出
口
流
量

積
算

 
①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 
①
復
水
タ
ン
ク
水
位

 

②
加
圧
器
水
位

 

③
原
子
炉
水
位

 

④
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

１
 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全
て
の
計
器

が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

C.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手
段
以
上

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

７
２
時
間

 

〔
充
て
ん
流
量
〕
※
４
 

①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

②
加
圧
器
水
位

 

③
原
子
炉
水
位

 

１
 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て

条
件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

D.
1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

D.
2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 
〔
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
圧
力
〕
※
４
 

①
冷
却
材
圧
力
（
広
域
）

 

①
１
次
冷
却
材
低
温
側
広
域
温
度

 

１
 

〔
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
水
位
（
広
域
）
〕

※
４
 

①
冷
却
材
圧
力
（
広
域
）

 

①
１
次
冷
却
材
低
温
側
広
域
温
度

 

１
 

E.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
条

件
Ａ

ま
た
は
Ｂ
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

E.
1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の

燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。
 

お
よ
び

 

E.
2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度

が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 
〔
内
部
ス
プ
レ
系
連
絡
消
火
水
流
量

積
算
〕
※
４
 

①
余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量

 
②
加
圧
器
水
位

 

③
原
子
炉
水
位

 

１
 

  

 【
大
飯
、
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
系
統
構
成
の
相
違
に
よ
る

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
差
異
。
）

（
以
下
、
同
様
。）

 
 

 
 

参考①-260



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 
 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 
適
用

 
モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原 子 炉 格 納 容 器 へ の 注 水 量  

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

積
算
流
量

 
①
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位

 

①
復
水
ピ
ッ
ト
水
位
 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(
広
域

) 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、

２
、

３
、

４
、
５

お
よ
び

６
 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A.
1
 当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

お
よ
び

 

A.
2
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故

障
状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明

確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

お
よ
び

 

A.
3
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動

作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    ３
０
日

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査

時
 

計
装

 

保
修
課
長

 

動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
等
に

よ
り
確
認
す

る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

積
算
流
量

 
①
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位

 

①
復
水
ピ
ッ
ト
水
位
 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(
広
域

) 

１
 

高
圧
注
入
流
量

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン

ネ
ル

 

②
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位

 
③
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

１
 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B.
1
 当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 
お
よ
び

 

B.
2
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故

障
状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明

確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

お
よ
び

 

B.
3
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動

作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 
   速
や
か
に

 

    ３
０
日

 

余
熱
除
去
流
量

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン

ネ
ル

 

②
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位

 

③
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(
広
域

) 

１
 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す

る
全
て
の
計
器
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

C.
1
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主

要
パ
ラ
メ
ー
タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ

メ
ー
タ
を
１
手
段
以
上
動
作
可
能
な

状
態
に
復

旧
す
る
。
 

７
２
時
間

 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お

よ
び
４
に
お
い
て
条

件

Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

D.
1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

D.
2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 
〔
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
〕

※
４
 

①
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位

 

①
復
水
ピ
ッ
ト
水
位
 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(
広
域

) 

１
 

E.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に

お
い
て
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

E.
1
 原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容

器
内
で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る

※
５
。
 

お
よ
び

 

E.
2
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ

う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て

中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

〔
Ａ
Ｍ
用
消
火
水

積
算
流
量
〕

※
４
 

 ①
復
水
ピ
ッ
ト
水
位
 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(
広
域

) 

１
 

※
１
：

 
プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
２
：

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
４
：

 
〔

 
〕
は

多
様
性

拡
張
設
備
を
示
す
。

多
様
性

拡
張
設
備
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
５
：

 
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 

 

分
類

 

 

機
 

 
 
能
※
１
 

所
要
チ

ャ
ン
ネ

ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間
 

項
  
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原
子
炉

格
納
容

器
へ
の

注
水
量

 

〔
充
て
ん
水
流
量
〕
※
４
 

 

①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

（
広
域
）

 

１
  

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、
４
、

５
及
び
６
 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
全
て

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A.
1
 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ

メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

A.
2
 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障

状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確

に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

及
び

 
A.

3
 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

   
3
0
日

 

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査
時

 

 

保
修
第
二

課
長

 

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

温
度

 

格
納
容
器
内
温
度

 
①
格
納
容
器
内
温
度

(S
A)

 

②
格
納
容
器
圧
力

 

③
A
M
用
格
納
容
器
圧
力

 

１
 

格
納
容
器
内
温
度

(S
A)
 

 

①
格
納
容
器
内
温
度
 

②
格
納
容
器
圧
力

 

③
A
M
用
格
納
容
器
圧
力

 

１
 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
全
て

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

B.
1
 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ

メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
及
び

 

B.
2
 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障

状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確

に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

及
び

 

B.
3
 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

   

3
0
日

 

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

圧
力

 

格
納
容
器
圧
力

 
①

A
M
用
格
納
容
器
圧
力

 

②
格
納
容
器
内
温
度
 

②
格
納
容
器
内
温
度

(S
A)

 

１
 

動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ

り
確
認
す
る
。
 １
か
月
に
１

回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

AM
用
格
納
容
器
圧
力

 
①
格
納
容
器
圧
力

 

②
格
納
容
器
内
温
度
 

②
格
納
容
器
内
温
度

(S
A)

 

１
 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認

す
る
全
て
の
計
器
が

動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

C.
1
 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ

を
計
測
す
る
計
器
を

1
手
段
以
上
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

72
時
間

 

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

水
位

 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ

水
位

(
広
域

) 

①
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

（
狭
域
）

 

②
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
 

②
原
子
炉
格
納
容
器
水
位

 

③
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量

積
算

流
量

 
③
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
流
量

 

③
余
熱
除
去
流
量

 

③
A
M
用
消
火
水

積
算
流
量

 

④
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

④
復
水
タ
ン
ク
水
位
 

 

１
 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及

び
４
に
お
い
て
条

件

Ａ
、
Ｂ
又
は
Ｃ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

D.
1
 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。
 

及
び

 

D.
2
 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

に
す
る
。
 

12
時
間

 

  

56
時
間

 

E.
モ
ー
ド
５
及
び
６
に

お
い
て
条

件
Ａ
又
は

Ｂ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

E.
1
 保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

内
で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。
 

及
び

 

E.
2
 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却

材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操

作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ

水
位

(
狭
域

) 
①
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

（
広
域
）

 
１

 

※
１
：

 プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
チ
ン
グ
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
２
：

 代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 機
能
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

※
４
：

 〔
 
〕
は
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
（

多
様
性

拡
張
設
備
）
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
５
：

 移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 
 分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原 子 炉 格 納 容 器 へ の 注 水 量  

格
納
容
器
ス
プ
レ
流
量

積
算

 
①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

①
復
水
タ
ン
ク
水
位

 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、
２
、

３
、
４
、

５
お
よ

び
６

 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計

器
全
て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A.
1 
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態

で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る

よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

A.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能

な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   ３
０
日

 

機
能
検
査
を
実
施

す
る
｡
 

定
期
検
査
時

 
計
装

 

保
修
課

長
 

動
作
不
能
で
な
い

こ
と
を
指
示
値
等

に
よ
り
確
認
す

る
。

 

１
ヶ
月
に
１

回
 

当
直
課

長
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
出
口

流
量

積
算

 

 

①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

①
復
水
タ
ン
ク
水
位

 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

１
 

原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ

ン
プ
出
口
流
量

積
算

 

 

①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

①
復
水
タ
ン
ク
水
位

 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

１
 

安
全
注
入
流
量

 
①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

１
 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計

器
全
て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B.
1 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

B.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態

で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る

よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 
B.

3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能

な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   ３
０
日

 

補
助
安
全
注
入
流
量

 
①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

１
 

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量

 

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
ル
ー
プ

 

②
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

③
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

１
 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全
て
の

計
器
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

C.
1 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ

メ
ー
タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手

段
以
上
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

７
２
時
間
 

〔
充
て
ん
流
量
〕
※
４
 

①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

１
 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お

い
て
条

件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
い

場
合

 

D.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

D.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 ５
６
時
間
 

〔
内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ
出
口
流

量
〕
※
４
 

①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

①
復
水
タ
ン
ク
水
位

 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

１
 

E.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

E.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で

の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 

お
よ
び

 

E.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃

度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

〔
内
部
ス
プ
レ
系
連
絡
消
火
水
流

量
積
算
〕
※
４
 

①
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 
１

 

  

 

 
 

参考①-261



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 
 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 
適
用

 
モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 
原 子 炉 格 納 容 器 内 の

温 度  

格
納
容
器
内
温
度

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン

ネ
ル

 

②
格
納
容
器
圧
力

(広
域

) 

③
Ａ
Ｍ
用
格
納
容
器
圧
力

 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、

２
、

 

３
、

４
、

 

５
お
よ

び
６

 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A.
1
 当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

お
よ
び

 

A.
2
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故

障
状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明

確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

お
よ
び

 

A.
3
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動

作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    ３
０
日

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査

時
 

計
装

 

保
修
課
長

 

ま
た
は

 

電
気

 

保
修
課
長
※

５
 

動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
等
に

よ
り
確
認
す

る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

原 子 炉 格 納 容 器

内 の 圧 力  

格
納
容
器
圧
力
（
広
域
）
 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン

ネ
ル

 

②
格
納
容
器
内
温
度
 

１
 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B.
1
 当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 
お
よ
び

 

B.
2
 計
装
保
修
課
長
ま
た
は
電
気
保
修
課

長
※
５
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で

あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か

る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

B.
3
 計
装
保
修
課
長
ま
た
は
電
気
保
修
課

長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状

態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 
   速
や
か
に

 

    ３
０
日

 

Ａ
Ｍ
用
格
納
容
器
圧
力

 
①
格
納
容
器
内
温
度
 

１
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 位  

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

（
広
域
）

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン

ネ
ル

 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(
狭
域

) 

③
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
 

③
原
子
炉
格
納
容
器
水
位

 
④
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位

 

④
復
水
ピ
ッ
ト
水
位
 

④
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

積
算
流
量
 

④
恒
設
代
替
低
圧
注
水

積
算
流
量
 

１
 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す

る
全
て
の
計
器
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

C.
1
 計
装
保
修
課
長
ま
た
は
電
気
保
修
課

長
※
５
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を

１
手
段
以
上
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

７
２
時
間

 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お

よ
び
４
に
お
い
て
条

件

Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

D.
1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

D.
2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 

E.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に

お
い
て
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

E.
1
 原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容

器
内
で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る

※
４
。
 

お
よ
び

 

E.
2
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ

う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て

中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

（
狭
域
）

 
①
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(
広
域

) 
１

 

※
１
：

 
プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
２
：

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
４
：

 
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

※
５
：
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
水
位
に
つ
い
て
実
施
す
る
。

 

 

分
類

 

 

機
 

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数
 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要

パ
ラ
メ

ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
 目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

水
位

 

原
子
炉
格
納

容
器
水
位

 

①
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量

積
算
流
量

 

①
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
流
量

 

①
余
熱
除
去
流
量

 

①
AM
用
消
火
水

積
算
流
量

 

②
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

②
復
水
タ
ン
ク
水
位

 

１
 

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、
４
、

５
及
び
６

 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測

す
る
計
器
全
て
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

A.
1
 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

及
び

 

A.
2
 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る

こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を

講
じ
る
。

 
及
び

 

A.
3
.1

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状

態
に
す
る
。
 

 
又
は

 

A.
3
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
４
を
検
討
し
、

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   

速
や
か
に

 

   

30
日

 

  

30
日

 

機
能
検
査
を
実

施
す
る
｡ 

定
期
検
査
時

 

 

保
修
第
二

課
長

 

計
器
が
動
作
不

能
で
な
い
こ
と

を
指
示
値
に
よ

り
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に
１

回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

原
子
炉
下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ

水
位

 

①
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水

位
（
広
域
）

 
②
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量

積
算
流
量

 

②
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
流
量

 
②

余
熱
除
去
流
量

 

②
AM
用
消
火
水

積
算
流
量

 

③
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

③
復
水
タ
ン
ク
水
位

 

 

１
 

可
搬
型
格
納
容

器
水
素
濃
度
計

測
装
置
の
機
能

検
査
を
実
施
す

る
。

 

定
期
検
査
時

 
保
修
第
二

課
長

 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測

す
る
計
器
全
て
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

B.
1
 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

及
び

 

B.
2
 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る

こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を

講
じ
る
。

 

及
び

 

B.
3
 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態

に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   

速
や
か
に

 

   

30
日

 

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

水
素
濃

度
 

格
納
容
器
水

素
濃
度

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
予
備

 

②
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装

置
動
作
監
視
装
置

 

②
電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
動
作

監
視
装
置

 

②
格
納
容
器
圧
力

 

１
 

可
搬
型
格
納
容

器
水
素
濃
度
計

測
装
置
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す

る
。

 

３
か
月
に
１

回
 

保
修
第
二

課
長

 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る

全
て
の
計
器
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

C.
1
 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

又
は
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
を

1
手

段
以
上
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

72
時
間

 

静
的
触
媒
式
水

素
再
結
合
装
置

動
作
監
視
装
置

の
機
能
を
確
認

す
る
。

 

定
期
検
査
時

 

 

保
修
第
二

課
長

 
D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び

４
に
お
い
て
条

件
Ａ
、
Ｂ

又
は
Ｃ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

D.
1
 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

及
び

 

D.
2
 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

12
時
間

 

 

56
時
間

 

E.
モ
ー
ド
５
及
び
６
に
お
い

て
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

E.
1
 保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料

の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 
及
び

 

E.
2
 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う

素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  

速
や
か
に

 

 

電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
動
作
監

視
装
置
の
機
能

を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
保
修
第
二

課
長

 

※
１
：

 プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
チ
ン
グ
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
２
：

 代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 機
能
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

※
４
：

 代
替
品
の
補
充
等
（
格
納
容
器
水
素
濃
度
の
場
合
）

 

※
５
：

 移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ
ン

ネ
ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の

温 度  

格
納
容
器
内
温
度
 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
格
納
容
器
圧
力

 

③
格
納
容
器
圧
力
（
広
域
）

 

１
 

モ
ー
ド

 
１
、
２
、

 

３
、
４
、

 
５
お
よ
び

６
 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

全
て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 
A.

1 
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 
A.

2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で

あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う

な
措
置
を
講
じ
る
。
 

お
よ
び

 

A.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な

状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 
  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

機
能
検
査
を
実
施

す
る
｡ 

定
期
検
査
時

 
計
装

 
保
修
課
長

 

ま
た
は

 
電
気

 

保
修
課
長

※
６
 

動
作
不
能
で
な
い

こ
と
を
指
示
値
等

に
よ
り
確
認
す

る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 
当
直
課
長

 

原 子 炉 格 納 容 器

内 の 圧 力  

格
納
容
器
圧
力

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
格
納
容
器
内
温
度
 

１
 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

全
て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B.
1 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 
B.

2 
計
装
保
修
課
長
ま
た
は
電
気
保
修
課
長
※
６

は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ
と
が
運

転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

お
よ
び

 
B.

3 
計
装
保
修
課
長
ま
た
は
電
気
保
修
課
長
※
６

は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

    ３
０
日

 

格
納
容
器
圧
力
（
広
域
）

 

 

①
格
納
容
器
内
温
度
 

  

１
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 位  

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広

域
）

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(狭
域

) 

③
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
 

③
原
子
炉
格
納
容
器
水
位

 

④
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 
④
復
水
タ
ン
ク
水
位
 

④
格
納
容
器
ス
プ
レ
流
量

積
算

 

④
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
出
口
流
量

積
算

 

④
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
出

口
流
量

積
算
 

１
 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全
て
の
計

器
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

C.
1 
計
装
保
修
課
長
ま
た
は
電
気
保
修
課
長
※
６

は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
ま
た
は
、

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手
段
以
上
動
作
可
能

な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

７
２
時
間

 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い

て
条

件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

D.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

D.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 

E.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
条

件

Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

E.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の

燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 

お
よ
び

 

E.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度

が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
（
狭

域
）

 

①
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 
１

 

※
６
：

 原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
水
位
に
つ
い
て
実
施
す
る
。
 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
大
飯
と
同
様
に
、

原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水

位
と
格
納
容
器
水
位
に
つ
い

て
、
要
求
さ
れ
る
措
置
お
よ

び
確
認
事
項
の
実
施
者
を
明

確
に
し
て
い
る
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 
 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ
ン

ネ
ル
数

 
適
用

 
モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 位  

原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水

位
 

①
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(
広
域

) 

②
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位

 

②
復
水
ピ
ッ
ト
水
位

 

②
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

積
算
流
量

 

②
恒
設
代
替
低
圧
注
水

積
算
流
量

 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、

２
、

３
、

４
、
５

お
よ
び

６
 

A
.主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A.
1
 当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

お
よ
び

 

A.
2
 電
気
保
修
課
長
※
５
は
、
当
該
計
器

が
故
障
状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員

に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講

じ
る
。

 

お
よ
び

 

A.
3
 電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動

作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    ３
０
日

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査

時
 

計
装

 

保
修
課
長
 

ま
た
は

 

電
気

 

保
修
課
長
※

５
 

動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
等
に

よ
り
確
認
す

る
。

 

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長
 

 

B
.代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B.
1
 当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 
お
よ
び

 

B.
2
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故

障
状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明

確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

お
よ
び

 

B.
3
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動

作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 
   速
や
か
に

 

    ３
０
日

 

原
子
炉
格
納
容
器
水
位

 

 

①
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位

 

①
復
水
ピ
ッ
ト
水
位

 

①
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

積
算
流
量

 

①
恒
設
代
替
低
圧
注
水

積
算
流
量

 

１
  

C
.１
つ
の
機
能
を
確
認
す

る
全
て
の
計
器
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

C.
1
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主

要
パ
ラ
メ
ー
タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ

メ
ー
タ
を
１
手
段
以
上
動
作
可
能
な

状
態
に
復

旧
す
る
。

 

７
２
時
間

 

D
.モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お

よ
び
４
に
お
い
て
条

件

Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

D.
1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

D.
2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 

E
.モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に

お
い
て
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

E.
1
 原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容

器
内
で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る

※
４
。
 

お
よ
び

 

E.
2
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て

中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

※
１
：

 
プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
２
：

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
４
：

 
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

※
５
：
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
水
位
に
つ
い
て
実
施
す
る
。

 

～
ペ
ー
ジ
調
整
～

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 位  

原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位

 
①
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

②
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

②
復
水
タ
ン
ク
水
位

 

②
格
納
容
器
ス
プ
レ
流
量

積
算

 

②
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
出
口
流
量

積
算

 

②
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ

出
口
流
量

積
算

 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、
２
、

３
、
４
、

５
お
よ
び

６
 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計

器
全
て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A.
1 
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態

で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る

よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

A.
3 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能

な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   ３
０
日

 

機
能
検
査
を
実
施

す
る
｡
 

定
期
検
査
時

 
計
装

 

保
修
課

長
 

ま
た
は

 

電
気

 
保
修
課

長
※
６
 

動
作
不
能
で
な
い

こ
と
を
指
示
値
等

に
よ
り
確
認
す

る
。

 

 

１
ヶ
月
に
１

回
 

当
直
課

長
 

 
B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計

器
全
て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B.
1 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

B.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態

で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る

よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

B.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能

な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   ３
０
日

 

原
子
炉
格
納
容
器
水
位

 

 

①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

①
復
水
タ
ン
ク
水
位

 

①
格
納
容
器
ス
プ
レ
流
量

積
算

 

①
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
出
口
流
量

積
算

 

①
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ

出
口
流
量

積
算

 

１
  

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全
て
の

計
器
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 
C.

1
電
気
保
修
課
長
※
６
ま
た
は
計
装
保
修
課
長

は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
ま
た

は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手
段
以
上
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

７
２
時
間
 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お

い
て
条

件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
い

場
合

 

D.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 
D.

2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 ５
６
時
間
 

E.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

E.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で

の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 

お
よ
び

 

E.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃

度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 
 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 
適
用

 
モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 素 濃 度  

可
搬
型
格
納
容
器

水
素
ガ
ス
濃
度

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の

予
備

 
②
静
的
触
媒
式
水
素
再

結
合
装
置
温
度

 

②
原
子
炉
格
納
容
器
水

素
燃

焼
装
置
温
度

 

１
  

モ
ー
ド

 

１
、

２
、

３
、

４
、
５

お
よ
び

６
 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す

る
計
器
全
て
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
お
よ
び

 

A
.2

 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で

あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な

措
置
を
講
じ
る
。
 

お
よ
び

 
A
.3

.1
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能

な
状
態
に
す
る
。

 

ま
た
は

 
A
.3

.2
 計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
４
を
検
討

し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

  ３
０
日

 

可
搬
型
格
納
容
器
水
素

ガ
ス
濃
度
の
機
能
検
査

を
実
施
す
る
。

 

定
期
検
査

時
 

計
装

 

保
修
課
長

 

可
搬
型
格
納
容
器
水
素

ガ
ス
濃
度
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

３
ヶ
月
に

１
回

 
計
装

 
保
修
課
長

 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す

る
計
器
全
て
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.2

 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で

あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な

措
置
を
講
じ
る
。
 

お
よ
び

 

B
.3

.1
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能

な
状
態
に
す
る
。

 

ま
た
は

 

B
.3

.2
 計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
４
を
検
討

し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

  ３
０
日

 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結

合
装
置
温
度
監
視
装
置

の
機
能
検
査
を
実
施
す

る
。

 

定
期
検
査

時
 

計
装

 

保
修
課
長

 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全

て
の
計
器
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合

 

C
.1

 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手
段
以

上
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

７
２
時
間

 
原
子
炉
格
納
容
器
水
素

燃
焼
装
置
温
度
監
視
装

置
の
機
能
検
査
を
実
施

す
る
。

 

定
期
検
査

時
 

 

計
装

 
保
修
課
長

 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び

４
に
お
い
て
条

件
Ａ
、
Ｂ
ま

た
は
Ｃ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

D
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 
D
.2

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 
静
的
触
媒
式
水
素
再
結

合
装
置
温
度
監
視
装
置

お
よ
び
原
子
炉
格
納
容

器
水
素
燃

焼
装
置
温
度

監
視
装
置
が
動
作
不
能

で
な
い
こ
と
を
指
示
値

等
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

 

E.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い

て
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

E
.1

 原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の

燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 

お
よ
び

 

E
.2

 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度

が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

※
１
：

 
プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
２
：

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
４
：

 
代
替
品
の
補
充
等

(可
搬
型
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
濃
度
に
限
る

)。
 

※
５
：

 
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

～
ペ
ー
ジ
調
整
～

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 
適
用

 
モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間
 

項
 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 素 濃 度  

可
搬
型
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
計
測

装
置

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
予
備

 

②
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度
監

視
装
置

 

②
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
温
度

監
視
装
置
 

 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、
２
、
３
、

４
、
５
お
よ
び

６
 

A.
 主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る

計
器
全
て
が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A.
1 
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ

と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

お
よ
び

 
A.

3.
1
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態

に
す
る
。

 

ま
た
は

 
A.

3.
2
 計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
７
を
検
討
し
、
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

  ３
０
日

 

可
搬
型
格
納
容
器
内

水
素
濃
度
計
測
装
置

の
機
能
検
査
を
実
施

す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修

課
長

 

可
搬
型
格
納
容
器
内

水
素
濃
度
計
測
装
置

が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

３
ヶ
月
に
１
回

 
計
装
保
修

課
長

 

静
的
触
媒
式
水
素
再

結
合
装
置
温
度
監
視

装
置
の
機
能
検
査
を

実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修

課
長

 
B.

 代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る

計
器
全
て
が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

B.
1 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 
お
よ
び

 

B.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ

と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

お
よ
び

 

B.
3.

1
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態

に
す
る
。

 

ま
た
は

 

B.
3.

2
 計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
７
を
検
討
し
、
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

  ３
０
日

 

原
子
炉
格
納
容
器
水

素
燃

焼
装
置
温
度
監

視
装
置
の
機
能
検
査

を
実
施
す
る
。
 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修

課
長

 

静
的
触
媒
式
水
素
再

結
合
装
置
温
度
監
視

装
置
お
よ
び
原
子
炉

格
納
容
器
水
素
燃

焼

装
置
温
度
監
視
装
置

が
動
作
不
能
で
な
い

こ
と
を
指
示
値
等
に

よ
り
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 
当
直
課
長

 

C.
 １
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全
て

の
計
器
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

C.
1 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
ま

た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手
段
以
上
動
作
可
能
な

状
態
に
復

旧
す
る
。

 

７
２
時
間

 

D.
 モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４

に
お
い
て
条

件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は

Ｃ
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

D.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

D.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 

E.
 モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て

条
件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

E.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
の

移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 

お
よ
び

 

E.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下

す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

※
７
：

 代
替
品
の
補
充
等

(可
搬
型
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
計
測
装
置
に
限
る

)。
 

 

 

 
 

参考①-264



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 

 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

ア ニ ュ ラ ス 内 の 水 素 濃 度  

ア
ニ
ュ
ラ
ス
水
素
濃
度

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
予
備
 

  

１
 

モ
ー
ド

 

１
、

２
、

３
、

４
、
５

お
よ
び

６
 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す

る
計
器
全
て
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

A.
1 
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で

あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な

措
置
を
講
じ
る
。
 

お
よ
び

 

A.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な

状
態
に
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
。
 

定
期
検

査
時

 

計
装

 

保
修
課
長

 

動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
等
に

よ
り
確
認
す

る
。

 

 

１
ヶ
月

に
１
回

 

当
直
課
長

 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す

る
計
器
全
て
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

B.
1 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

B.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で

あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な

措
置
を
講
じ
る
。
 

お
よ
び

 

B.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な

状
態
に
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 
 

 
 

 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全

て
の
計
器
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合

 

C.
1 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手
段
以

上
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

７
２
時
間

 
 

 
 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び

４
に
お
い
て
条

件
Ａ
、
Ｂ
ま

た
は
Ｃ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

D.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

D.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 

 
 

 

E.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い

て
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

E.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の

燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
４
。

 

お
よ
び

 

E.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度

が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

 
 

 

※
１
：

 
プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
２
：

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
４
：

 
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 

～
ペ
ー
ジ
調
整
～

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 
 分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

ア ニ ュ ラ ス 内 の 水 素 濃 度  

可
搬
型
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
水

素
濃
度
計
測
装
置

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
予
備

 

 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、
２
、

３
、
４
、

５
お
よ

び
６

 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計

器
全
て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A.
1
 
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び

 

A.
2
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ
と
が

運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

A.
3
.1

 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す

る
。

 

ま
た
は

 

A.
3
.2

 
計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
８
を
検
討
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

  ３
０
日

 

  ３
０
日

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
。

 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修

課
長

 

動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

３
ヶ
月
に
１

回
 

計
装
保
修

課
長

 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計

器
全
て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B.
1
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 
お
よ
び

 

B.
2
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ
と
が

運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 
お
よ
び

 

B.
3
.1

 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す

る
。

 

ま
た
は

 

B.
3
.2

 
計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
８
を
検
討
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

速
や
か
に

 

 速
や
か
に

 

  ３
０
日

 

   ３
０
日

 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全
て
の

計
器
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

C.
1
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
ま
た
は
、

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手
段
以
上
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
。

 

７
２
時
間

 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お

い
て
条

件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
い

場
合

 

D.
1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

D.
2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 

E.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

E.
1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
の
移
動

を
中
止
す
る
※
５
。

 

お
よ
び

 
E.

2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る

操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

※
８
：

 代
替
品
の
補
充
等

(可
搬
型
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
水
素
濃
度
計
測
装
置
に
限
る

)
。
 

 
 

 

 【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
大
飯
の
「
ア
ニ
ュ
ラ
ス
水

素
濃
度
」
は
常
設
設
備
で
あ

る
が
、
美
浜
の
「
可
搬
型
ア
ニ

ュ
ラ
ス
内
水
素
濃
度
計
測
装

置
」
は
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
（
主

要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
予
備
）
も

含
め
可
搬
設
備
で
あ
る
た

め
、「
代
替
措
置
を
検
討
し
、

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る
。
」
こ
と
を

追
記
し
た
。）

 

 
 

参考①-265



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 

 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 放 射 線 量 率  

格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ

ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の

他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、

２
、

 

３
、

４
、

 

５
お
よ

び
６

 

A
.主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す

る
計
器
全
て
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
.2

 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状

態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か

る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

A
.3

 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査

時
 

計
装

 

保
修
課
長

 

動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
等
に

よ
り
確
認
す

る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

B
.代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す

る
計
器
全
て
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.2

 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状

態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か

る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

B
.3

 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ

ア
モ
ニ
タ
（
低
レ
ン
ジ
）

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の

他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
格
納
容
器
内
高
レ
ン

ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

（
高
レ
ン
ジ
）
 

１
 

C
.１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全

て
の
計
器
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合

 

C
.1

 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を

１
手
段
以
上
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。

 

７
２
時
間

 

〔
格
納
容
器
じ
ん
あ
い
モ
ニ

タ
〕

 
※
４
 

①
格
納
容
器
内
高
レ
ン

ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

（
低
レ
ン
ジ
）
 

１
 

D
.モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び

４
に
お
い
て
条

件
Ａ
、
Ｂ
ま

た
は
Ｃ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

D
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

D
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 
〔
格
納
容
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
〕

※
４
 

①
格
納
容
器
内
高
レ
ン

ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

（
低
レ
ン
ジ
）
 

１
 

〔
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
区

域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
〕
※
４
 

①
格
納
容
器
内
高
レ
ン

ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

（
低
レ
ン
ジ
）
 

１
 

E
.モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い

て
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

E
.1

 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内

で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 

お
よ
び

 
E
.2

 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素

濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す

る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 
〔
炉
内
計
装
区
域
エ
リ
ア
モ

ニ
タ
〕
※
４
 

①
格
納
容
器
内
高
レ
ン

ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

（
低
レ
ン
ジ
）
 

１
 

※
１
：

 
プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 
※
２
：

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 
※
４
：

 
〔

 
〕
は

多
様
性

拡
張
設
備
を
示
す
。

多
様
性

拡
張
設
備
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
５
：

 
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 

 

分
類

 

 

機
 

 
 
能
※
１
 

所
要
チ

ャ
ン
ネ

ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間
 

項
  
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

放
射
線

量
率

 

格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

(低
レ
ン
ジ

) 

①
格
納
容
器
内
高
レ
ン

ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

(
高

レ
ン
ジ

) 

１
 
モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、
４
、

５
及
び
６

 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.1

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ

ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び

 

A
.2

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状

態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分

か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

及
び

 
A
.3

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

   
30
日

 

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査
時

 

 

保
修
第
二

課
長

 

動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ

り
確
認
す
る
。
 １
か
月
に
１

回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

  

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B
.1

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び

 

B
.2

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状

態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分

か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

及
び

 

B
.3

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

   

30
日

 

格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

(高
レ
ン
ジ

) 
①
格
納
容
器
内
高
レ
ン

ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

(
低

レ
ン
ジ

) 

 

１
 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す

る
全
て
の
計
器
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

C
.1

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ

ラ
メ
ー
タ
又
は
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
を

1
手
段
以
上
動
作
可
能

な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

72
時
間

 

〔
格
納
容
器
入
口
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
〕
※
４
 

〔
炉
内
計
装
区
域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
〕
※
４
 

〔
格
納
容
器
じ
ん
あ
い
モ
ニ
タ
〕
※
４
 

〔
格
納
容
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
〕
※
４
 

①
格
納
容
器
内
高
レ
ン

ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

(
低

レ
ン
ジ

) 

１
 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及

び
４
に
お
い
て
条

件

Ａ
、
Ｂ
又
は
Ｃ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合

 

D
.1

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

及
び

 

D
.2

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。

 

12
時
間

 

  

56
時
間

 

E.
モ
ー
ド
５
及
び
６
に
お

い
て
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の

措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合

 

E
.1

 保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内

で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 

及
び

 

E
.2

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を

全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

※
１
：

 プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
チ
ン
グ
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
２
：

 代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 機
能
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

※
４
：

 〔
 
〕
は
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
（

多
様
性

拡
張
設
備
）
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
５
：

 移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

 分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ
ン

ネ
ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 放 射 線 量 率  

格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ

タ
（
高
レ
ン
ジ
）

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、
２
、
 

３
、
４
、
 

５
お
よ
び

６
 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
全

て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A.
1 
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で

あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な

措
置
を
講
じ
る
。
 

お
よ
び

 

A.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な

状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

機
能
検
査
を
実
施
す

る
｡ 

定
期
検
査
時

 
計
装
保
修

課
長

 

動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
値
等
に
よ

り
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 
当
直
課
長

 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
全

て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 
B.

1 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 
B.

2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で

あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な

措
置
を
講
じ
る
。
 

お
よ
び

 

B.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な

状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 
  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ

タ
（
低
レ
ン
ジ
）

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

（
高
レ
ン
ジ
）
 

 

１
 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全
て
の
計
器

が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

C.
1 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手
段
以

上
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

７
２
時
間

 

〔
格
納
容
器
じ
ん
あ
い
モ
ニ
タ
〕
※
４
 
①
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

（
低
レ
ン
ジ
）
 

１
 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て

条
件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

D.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

D.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 
〔
格
納
容
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
〕
※
４
 

①
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

（
低
レ
ン
ジ
）
 

１
 

〔
格
納
容
器
入
口
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
〕
※
４
 
①
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

（
低
レ
ン
ジ
）
 

１
 

E.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
条

件
Ａ

ま
た
は
Ｂ
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

E.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の

燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 

お
よ
び

 

E.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度

が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 
〔
炉
内
計
装
区
域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
〕
※
４
 
①
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

（
低
レ
ン
ジ
）
 

１
 

  

 

 
 

参考①-266



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 

 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

未 臨 界 の 維 持 ま た は 監 視  

出
力
領
域
中
性
子
束

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
中
間
領
域
中
性
子
束

 

③
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）

 

③
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）

 

④
ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位

 

１
 

モ
ー
ド

 

１
お
よ

び
２

 

A
.主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

を
計
測
す
る
計
器

全
て
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
.2

 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障

状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に

分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

A
.3

 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

機
能
検
査
を
実
施

す
る
｡
 

定
期
検
査

時
 

計
装

 

保
修
課
長

 

動
作
不
能
で
な
い

こ
と
を
指
示
値
等

に
よ
り
確
認
す

る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

B
.代
替

パ
ラ
メ
ー
タ

を
計
測
す
る
計
器

全
て
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

B
.1

 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.2

 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障

状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に

分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

B
.3

 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

中
間
領
域
中
性
子
束

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
出
力
領
域
中
性
子
束

 

②
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
※
４
 

③
ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位

 

１
 

中
性
子
源
領
域
中
性

子
束
※
４
 

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 
②
中
間
領
域
中
性
子
束

 

③
ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位

 

 

１
 

 
C
.１
つ
の
機
能
を
確

認
す
る
全
て
の
計

器
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

C
.1

 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー

タ
を
１
手
段
以
上
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。

 

７
２
時
間

 

D
.モ
ー
ド
１
お
よ
び

２
に
お
い
て
条

件

Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ

の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

D
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間

 

※
１
：

 
プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
２
：

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
４
：

 
Ｐ
－
６
以
上
に
お
い
て
、
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
は
電
源
切
と
な
る
が
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 

 

分
類

 

 

機
 

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ
ン

ネ
ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
 目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

未
臨
界

の
維
持

又
は
監

視
 

出
力
領
域
中
性
子
束

 
①
中
間
領
域
中
性
子
束

 

②
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度

(広
域

) 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度

(広
域

) 

③
ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位

 

１
 

モ
ー
ド
１

及
び
２

 

A
.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
全
て

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ

メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

A.
2 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障

状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確

に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

及
び

 

A.
3 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   

速
や
か
に

 

   

30
日

 

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査
時

 

 

保
修
第
二

課
長

 

動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ

り
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に
１
回

 
発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

中
間
領
域
中
性
子
束

 
①
出
力
領
域
中
性
子
束

 

①
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
※
５
 

②
ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位

 

１
 

B
.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
全
て

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

B.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ

メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

B.
2 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障

状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確

に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

及
び

 

B.
3 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   

速
や
か
に

 
   

30
日

 

C
.
１
つ
の
機
能
を
確
認

す
る
全
て
の
計
器
が

動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

C.
1 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ

を
計
測
す
る
計
器
を
１
手
段
以
上
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

72
時
間

 

〔
中
間
領
域
起
動
率
〕

※
４
 

①
中
間
領
域
中
性
子
束

 

②
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
※
５
 

１
 

D
.
モ
ー
ド
１
及
び
２
に

お
い
て
条

件
Ａ
、
Ｂ
又

は
Ｃ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

D.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。

 
12
時
間

 

※
１
：

 プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
チ
ン
グ
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
２
：

 代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 機
能
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

※
４
：

 〔
 
〕
は
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
（

多
様
性

拡
張
設
備
）
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
５
：

 Ｐ
－
６
以
上
に
お
い
て
、
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
は
電
源
切
と
な
る
が
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数
 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

未 臨 界 の 維 持 ま た は 監 視  

出
力
領
域
中
性
子
束

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
中
間
領
域
中
性
子
束
 

③
１
次
冷
却
材
高
温
側
広
域
温
度

 

③
１
次
冷
却
材
低
温
側
広
域
温
度

 

④
ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位
 

１
 

モ
ー
ド

 

１
お
よ
び

２
 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
全

て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
お
よ
び

 

A
.2

 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で

あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な

措
置
を
講
じ
る
。
 

お
よ
び

 

A
.3

 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な

状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

機
能
検
査
を
実
施
す

る
｡ 

定
期
検
査
時

 
計
装

 

保
修
課
長

 

動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
値
等
に
よ

り
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 
当
直
課
長

 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
全

て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.2

 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で

あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な

措
置
を
講
じ
る
。
 

お
よ
び

 

B
.3

 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な

状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

中
間
領
域
中
性
子
束

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
出
力
領
域
中
性
子
束
 

②
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
※
９
 

③
ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位
 

１
 

中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
※
９
 

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
中
間
領
域
中
性
子
束
 

③
ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位
 

 

１
 

 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全
て
の
計
器

が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

C
.1

 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手
段
以

上
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

７
２
時
間

 

D.
モ
ー
ド
１
お
よ
び
２
に
お
い
て
条

件

Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

D
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
１
２
時
間

 

※
９
：

 Ｐ
－
６
以
上
に
お
い
て
、
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
は
電
源
切
と
な
る
が
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

 【
玄
海
－
美
浜
】（
玄
海
は
次
項

に
記
載
）

 
③
：
運
用
の
差
異
 

（
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束

の
適
用
モ
ー
ド
に
つ
い
て
、

モ
ー
ド
２
～
６
と
し
て
い

る
。
美
浜
は
、
モ
ー
ド
３
以
下

は
第

20
条
、
第

34
条
、
第

8
1
条
で
ほ
う
素
濃
度
管
理
お

よ
び
監
視
機
能
を
持
た
せ
て

い
る
の
で
不
要
と
整
理
し
て

い
る
。
）

 
  

 
 

参考①-267



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9.
6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

7.
5
認
可
）

 
 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 
適
用

 
モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

未 臨 界 の 維 持 ま た は 監 視  

〔
中
間
領
域
起
動
率
〕
※
４
 
①
中
間
領
域
中
性
子
束
 

 

１
 

モ
ー
ド

 

２
、

３
、

４
、
５

お
よ
び

６
 

A.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測

す
る
計
器
全
て
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

A.
1 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び

 

A.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障

状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に

分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 
A.

3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

機
能
検
査
を
実

施
す
る
｡ 

定
期
検
査

時
 

計
装

 

保
修
課
長

 

動
作
不
能
で
な

い
こ
と
を
指
示

値
等
に
よ
り
確

認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

B.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る

全
て
の
計
器
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

B.
1 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー

タ
を
１
手
段
以
上
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。

 

７
２
時
間

 

〔
中
性
子
源
領
域
起
動
率
〕

※
４
 

①
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
※
５
 

 

１
 

C.
モ
ー
ド
２
、
３
お
よ
び
４

に
お
い
て
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

C.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
お
よ
び

 

C.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 
 ５
６
時
間

 

D.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お

い
て
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の

措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

D.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

内
で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
６
。
 

お
よ
び

 

D.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う

素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止

す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

※
１
：

 
プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
２
：

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
４
：

 
〔

 
〕
は

多
様
性

拡
張
設
備
を
示
す
。

多
様
性

拡
張
設
備
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
５
：

 
Ｐ
－
６
以
上
に
お
い
て
、
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
は
電
源
切
と
な
る
が
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
６
：

 
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 

 

分
類

 

 

機
 

 
 
能
※
１
 

所
要
チ

ャ
ン
ネ

ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間

 
項

  
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

未
臨
界

の
維
持

又
は
監

視
 

中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
※
５
 
①
中
間
領
域
中
性
子
束

 

②
ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位

 

１
 

モ
ー
ド

２
、
３
、

４
、
５
及

び
６

 

A
.主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.1

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ

ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び

 

A
.2

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状

態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分

か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

及
び

 
A
.3

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   

速
や
か
に

 

   
30
日

 

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査
時

 

 

保
修
第
二

課
長

 

 

動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ

り
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に
１

回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

B
.代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.1

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び

 

B
.2

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状

態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分

か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

及
び

 

B
.3

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   

速
や
か
に

 
   

30
日

 

〔
中
性
子
源
領
域
起
動
率
〕

 
※
４
 

①
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
※
５
 

②
中
間
領
域
中
性
子
束

 
１

 

C
.１
つ
の
機
能
を
確
認
す

る
全
て
の
計
器
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

C
.1

 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ

ラ
メ
ー
タ
又
は
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
を

1
手
段
以
上
動
作
可
能

な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

72
時
間

 

D
.モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及

び
４
に
お
い
て
条

件

Ａ
、
Ｂ
又
は
Ｃ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

D
.1

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に

す
る
。

 

及
び

 

D
.2

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に

す
る
。

 

12
時
間

 

  

56
時
間

 

〔
ほ
う

酸
急
速
注
入
ラ
イ
ン

流
量
〕
※
４
 

①
ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位

 
１

 
モ
ー
ド

１
、
２
、

３
、
４
、
５

及
び
６

 
E
.モ
ー
ド
５
及
び
６
に
お

い
て
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の

措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

E
.1

 保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内

で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
６
。

 

及
び

 

E
.2

 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を

全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  

速
や
か
に

 

※
１
：

 
プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
チ
ン
グ
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 
※
２
：

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 
機
能
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 
※
４
：

 
〔

 
〕
は
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
（

多
様
性

拡
張
設
備
）
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
５
：

 
Ｐ
－
６
以
上
に
お
い
て
、
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
は
電
源
切
と
な
る
が
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
６
：

 
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

未 臨 界 の 維 持 ま た は 監 視  

〔
中
間
領
域
起
動
率
〕
※
４
 

①
中
間
領
域
中
性
子
束

 

 

１
 

モ
ー
ド

 

２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６

 

A.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る

計
器
全
て
が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A.
1 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ

る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置

を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

A.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状

態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

機
能
検
査
を
実

施
す
る
｡ 

定
期
検
査
時
 

計
装

 

保
修
課
長

 

動
作
不
能
で
な

い
こ
と
を
指
示

値
等
に
よ
り
確

認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 
当
直
課
長

 

B.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全
て

の
計
器
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

B.
1 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手
段
以
上
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

７
２
時
間

 

〔
中
性
子
源
領
域
起
動
率
〕
※
４
 

①
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
※
９
 

１
 

C.
モ
ー
ド
２
、
３
お
よ
び
４
に
お

い
て
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

C.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

C.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 

D.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て

条
件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

D.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃

料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 

お
よ
び

 

D.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が

低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

  

 

 

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
美
浜
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
が
多
様
性

拡
張
設
備
で
あ

る
た
め
、
玄
海
「

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

全
て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
」
は
記
載
し
な
い
。
）
 

 
 

参考①-268



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 
 

分
類
 

機
 

 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ
ン

ネ
ル
数
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 
件
 

措
 

 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
目
 
頻

 
度
 
担
 
当
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保  

格
納
容
器
圧
力
（
広
域
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
Ａ
Ｍ
用
格
納
容
器
圧
力
 

③
格
納
容
器
内
温
度
 

１
 

モ
ー
ド
 

１
、

２
、

３
、

４
、
５

お
よ
び

６
 

A
.
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ

と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
。
 

お
よ
び
 

A
.
3
.
1 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態

に
す
る
。
 

ま
た
は
 

A
.
3
.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
４
を
検
討
し
、
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   ３
０
日
 

  ３
０
日
 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検

査
時
 

計
装
 

保
修
課
長
 

お
よ
び
 

原
子
炉
保
修

課
長
※
８
 

動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
等
に

よ
り
確
認
す

る
。
※
７
 

１
ヶ
月

に
１
回
 

当
直
課
長
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ

ン
ク
水
位
 

 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
（
格
納
容
器

再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度
／
出
口

温
度
（
Ｓ
Ａ
）
用
）
 

１
 

〔
Ａ
Ｍ
用
原
子
炉
補
機
冷
却
水

サ
ー
ジ
タ
ン
ク
圧
力
〕
※
５
 

①
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク

加
圧
ラ
イ
ン
圧
力
 

１
 

 
 

 

〔
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト

冷
却
水
流
量
〕
※
５
 

①
格
納
容
器
内
温
度
 

①
格
納
容
器
圧
力
(広
域
) 

１
 

B
.
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.
1
 
当
直
課
長
は
、
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.
2
 
計
装
保
修
課
長
お
よ
び
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
当
該
計

器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か

る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

お
よ
び
 

B
.
3
.
1 
計
装
保
修
課
長
お
よ
び
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
当
該

計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。
 

ま
た
は
 

B
.
3
.
2 
計
装
保
修
課
長
お
よ
び
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
代
替

措
置
※
４
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を

得
て
実
施
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   ３
０
日
 

  ３
０
日
 

可
搬
型
温
度
計
測
装
置
（
格
納

容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温

度
／
出
口
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
用
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
予
備
 

②
格
納
容
器
内
温
度
 

②
格
納
容
器
圧
力
（
広
域
）
 

１
 

可
搬
型
温
度

計
測
装
置

（
格
納
容
器

再
循
環
ユ
ニ

ッ
ト
入
口
温

度
／
出
口
温

度
（
Ｓ
Ａ
）

用
）
が
動
作

可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ
月

に
１
回
 

計
装
 

保
修
課
長
 

主
蒸
気
圧
力
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

ま
た
は
他
ル
ー
プ
 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
 

③
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
 

１
 

蒸
気
発
生
器
水
位
（
狭
域
）
 
①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
蒸
気
発
生
器
水
位
(広
域
) 

③
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
 

③
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
 

１
 

蒸
気
発
生
器
水
位
（
広
域
）
 
①
蒸
気
発
生
器
水
位
(狭
域
) 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
 

②
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
 

１
 

C
.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す

る
全
て
の
計
器
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

C
.
1
 
計
装
保
修
課
長
お
よ
び
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
当
該
機

能
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
ま
た
は
、
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を

１
手
段
以
上
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

７
２
時
間
 

D
.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お

よ
び
４
に
お
い
て
条
件

Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
 

D
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

D
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

 ５
６
時
間
 

蒸
気
発
生
器
補
助
給
水
流
量
 
①
復
水
ピ
ッ
ト
水
位
 

②
蒸
気
発
生
器
水
位
(広
域
) 

③
蒸
気
発
生
器
水
位
(狭
域
) 

１
 

原
子
炉
補
機

冷
却
水
サ
ー

ジ
タ
ン
ク
加

圧
ラ
イ
ン
圧

力
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す

る
。
 

３
ヶ
月

に
１
回
 

原
子
炉
保
修

課
長
 

〔
蒸
気
発
生
器
主
蒸
気
流
量
〕

※
５
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

※
５
 

②
主

蒸
気
圧
力
 

③
蒸
気
発
生
器
水
位
(狭
域
) 

③
蒸
気
発
生
器
水
位
(広
域
) 

③
蒸
気
発
生
器
補
助
給
水
流
量
 

１
 

E
.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に

お
い
て
条
件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

E
.
1
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
の

移
動
を
中
止
す
る
※
６
。
 

お
よ
び
 

E
.
2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下

す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

※
１
：

 
プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
２
：

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
４
：

 
代
替
品
の
補
充
等

(可
搬
型
温
度
計
測
装
置
（
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度

／
出
口
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
用
）
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
加
圧
ラ
イ
ン
圧
力

)。
 

※
５
：

 
〔

 
〕
は

多
様
性

拡
張
設
備
を
示
す
。

多
様
性

拡
張
設
備
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
６
：

 
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

※
７
：

 
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
（
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度

／
出
口
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
用
）
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
加
圧
ラ
イ
ン
圧
力
を
除
く
。

 

※
８
：

 
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
加
圧
ラ
イ
ン
圧
力
に
つ
い
て
実
施
す
る
。

 

 

分
類
 

 

機
 

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ
ン

ネ
ル
数
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 
件
 

措
 
置
 

完
了
時
間
 

項
 
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

最
終

ヒ
ー

ト
シ
ン
ク

の
確
保
 

蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位
 

①
蒸
気
発
生
器
広
域
水
位
 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
(
広

域
)
 

②
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
(
広

域
)
 

１
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
、
４
、

５
及
び

６
 

A
.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測

す
る
計
器
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

A
.
2
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ

と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
。
 

及
び
 

A
.
3
.
1 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態

に
す
る
。
 

 
又
は
 

A
.
3
.
2 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
５
を
検
討
し
、
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   

3
0
日
 

  

3
0
日
 

機
能
検
査
を
実
施

す
る
｡ 

定
期
検
査

時
 

 

保
修
第
二

課
長
 

計
器
が
動
作
不
能

で
な
い
こ
と
を
指

示
値
に
よ
り
確
認

す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

 

蒸
気
発
生
器
広
域
水
位
 

①
蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位
 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
(
広

域
)
 

②
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
(
広

域
)
 

１
 

原
子
炉
補
機
冷
却

水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク

圧
力

(
S
A
)
の
機
能

確
認
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

保
修
第
二

課
長
 

補
助
給
水
流
量
 

①
復
水
タ
ン
ク
水
位
 

②
蒸
気
発
生
器
広
域
水
位
 

③
蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位
 

１
 

主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
 

①
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
(
広

域
)
 

②
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
(
広

域
)
 

１
 

B
.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
全
て
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測

す
る
計
器
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

及
び
 

B
.
2
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ

と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
。
 

及
び
 

B
.
3
.
1 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態

に
す
る
。
 

 
又
は
 

B
.
3
.
2 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
５
を
検
討
し
、
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

   

3
0
日
 

  

3
0
日
 

原
子
炉
補
機
冷
却

水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク

圧
力

(
S
A
)
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長
 

〔
主

蒸
気
流
量
〕
※
４
 

①
主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
 

②
蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位
 

②
蒸
気
発
生
器
広
域
水
位
 

②
補
助
給
水
流
量
 

１
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ

タ
ン
ク
水
位
 

①
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト

入
口
温
度
／
出
口
温
度
(
S
A)
 

１
 

格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温

度
／
出
口
温
度

(S
A
)
の
機
能
確
認

を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

保
修
第
二

課
長
 

〔
AM
用
原
子
炉
補
機
冷
却
水

サ
ー
ジ
タ
ン
ク
圧
力
〕
※
４
 

①
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ

タ
ン
ク
圧
力

(
S
A
)
  

１
 

C
.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す

る
全
て
の
計
器
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

C
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
又

は
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
を

1
手
段
以
上

動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

7
2
時
間
 

〔
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再
循
環
ユ

ニ
ッ
ト
冷
却
水
流
量
〕
※
４
 

①
格
納
容
器
内
温
度
 

①
格
納
容
器
内
温
度
(
S
A)
 

①
格
納
容
器
圧
力
 

１
 

D
.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び

４
に
お
い
て
条
件
Ａ
、
Ｂ

又
は
Ｃ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

D
.
1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

D
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

1
2
時
間
 

 

5
6
時
間
 

格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温

度
／
出
口
温
度

(S
A
)
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長
 

〔
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再
循
環
ユ

ニ
ッ
ト
出
口
海
水
排
出
ラ

イ
ン
圧
力
〕
※
４
 

①
格
納
容
器
内
温
度
 

①
格
納
容
器
内
温
度
(
S
A)
 

①
格
納
容
器
圧
力
 

１
 

E
.
モ
ー
ド
５
及
び
６
に
お

い
て
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の

措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

E
.
1
 
保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
の

移
動
を
中
止
す
る
※
６
。
 

及
び
 

E
.
2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素

濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト

入
口
温
度
／
出
口
温
度

(
S
A)
 

①
格
納
容
器
内
温
度
 

①
格
納
容
器
内
温
度
(
S
A)
 

①
格
納
容
器
圧
力
 

１
 

※
１
：

 プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
チ
ン
グ
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
２
：

 代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 機
能
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

※
４
：

 〔
 
〕
は
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
（

多
様
性

拡
張
設
備
）
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
５
：

 代
替
品
の
補
充
等
（
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度

／
出
口
温
度

(S
A
)又
は
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
圧
力
(
SA

)の
場
合
）

 

※
６
：

 移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

※
１
０
：
 代
替
品
の
補
充
等

(格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度

／
出
口
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
お
よ
び
１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
加
圧
ラ
イ

ン
圧
力
の
場
合

)。
 

※
１
１
：

 
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度

／
出
口
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
お
よ
び
１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
加
圧
ラ
イ
ン
圧
力
を
除
く
。

 

※
１
２
：
 １
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
加
圧
ラ
イ
ン
圧
力
に
つ
い
て
実
施
す
る
。 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保  

格
納
容
器
圧
力

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
格
納
容
器
圧
力
（
広
域
）

 

③
格
納
容
器
内
温
度

 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、
２
、
３
、

４
、
５
お
よ
び

６
 

A
.主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

全
て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

A
.1

 当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
.2

 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ

と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

お
よ
び

 

A
.3

.1
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態

に
す
る
。
 

ま
た
は

 

A
.3

.2
 計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
１
０
を
検
討
し
、
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

  ３
０
日

 

機
能
検
査
を
実
施

す
る
｡
 

定
期
検
査
時
 

計
装

 

保
修
課
長
 

お
よ
び

 

原
子
炉
保
修
課
長

※
１
２
 

動
作
不
能
で
な
い

こ
と
を
指
示
値
等

に
よ
り
確
認
す

る
。
※
１
１
 

１
ヶ
月
に
１
回

 
当
直
課
長
 

１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
水
位

 

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度

／
出
口
温
度

（
Ｓ
Ａ
）

 

１
 

〔
１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
圧
力
〕
※
４
 
①
１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
加
圧
ラ
イ
ン
圧
力

 
１

 

〔
格
納
容
器
空
調
装
置
冷
却
水
流

量
〕
※
４
 

①
格
納
容
器
内
温
度

 

①
格
納
容
器
圧
力

 

１
 

B
.代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

全
て
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

B
.1

 当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
.2

 計
装
保
修
課
長
お
よ
び
原
子
炉
保
修
課
長
※
１
２
は
、
当

該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に

分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

B
.3

.1
 計
装
保
修
課
長
お
よ
び
原
子
炉
保
修
課
長
※
１
２
は
、

当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

ま
た
は

 

B
.3

.2
 計
装
保
修
課
長
お
よ
び
原
子
炉
保
修
課
長
※
１
２
は
、

代
替
措
置
※
１
０
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の

確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 
  ３
０
日

 

格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
入

口
温
度

／
出
口
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
予
備

 

②
格
納
容
器
内
温
度

 

②
格
納
容
器
圧
力

 

１
 

格
納
容
器

循
環
冷

暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
入

口
温
度

／
出
口
温

度
（
Ｓ
Ａ
）
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

３
ヶ
月
に
１
回

 
計
装

 

保
修
課
長
 

主
蒸
気
圧
力

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
た
は
他
ル
ー
プ

 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
広
域
温
度

  

③
１
次
冷
却
材
高
温
側
広
域
温
度

 

１
 

蒸
気
発
生
器
水
位
（
狭
域
）

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
蒸
気
発
生
器
水
位

(広
域

) 

③
１
次
冷
却
材
低
温
側
広
域
温
度

 

③
１
次
冷
却
材
高
温
側
広
域
温
度

 

１
 

蒸
気
発
生
器
水
位
（
広
域
）

 
①

蒸
気
発
生
器
水
位

(狭
域

) 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
広
域
温
度

 
②
１
次
冷
却
材
高
温
側
広
域
温
度

 

１
 

C
.１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全
て
の
計

器
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

C
.1

 計
装
保
修
課
長
お
よ
び
原
子
炉
保
修
課
長
※
１
２
は
、
当

該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー

タ
を
１
手
段
以
上
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

７
２
時
間

 

D
.モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お

い
て
条

件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

D
.1

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
お
よ
び

 

D
.2

 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 
 ５
６
時
間

 
補
助
給
水
流
量

 
①
復
水
タ
ン
ク
水
位

 

②
蒸
気
発
生
器
水
位

(広
域

) 
③

蒸
気
発
生
器
水
位

(狭
域

) 

１
 

１
次
系
冷
却
水
タ

ン
ク
加
圧
ラ
イ
ン

圧
力
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

３
ヶ
月
に
１
回

 
原
子
炉
保
修
課
長

 

〔
主

蒸
気
流
量
〕
※
４
 

①
主

蒸
気
圧
力

 
②

蒸
気
発
生
器
水
位

(狭
域

) 

②
蒸
気
発
生
器
水
位

(広
域

) 

②
補
助
給
水
流
量

 

１
 

E
.モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い
て
条

件

Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

E
.1

 原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
の

移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 
お
よ
び

 

E
.2

 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下

す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

  

 【
玄
海
－
美
浜
】

 
③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
格
納
容
器

循
環

冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度

／
出
口
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
、
１
次

系
冷
却
水
タ
ン
ク
加
圧
ラ
イ

ン
圧
力
に
つ
い
て
の

S
R（
機

能
検
査
）
の
頻
度
は
定
期
検

査
時
に
実
施
す
る
。（

S
R
の
実

施
頻
度
は
、
全
モ
ー
ド
要
求

以
外
は
、
定
期
検
査
時
に
実

施
す
る
。）
（
玄
海
は
、
１
年
に

１
回
。
）

 

 
 

参考①-269



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 
 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 
適
用

 
モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視  

蒸
気
発
生
器
水
位

（
狭
域
）

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
蒸
気
発
生
器
水
位

(広
域

) 

③
主

蒸
気
圧
力

 

③
蒸
気
発
生
器
補
助
給
水
流
量

 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、

２
、

３
、

４
、
５

お
よ
び

６
 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測

す
る
計
器
全
て
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

A.
1 
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状

態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か

る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 
A.

3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   ３
０
日

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査

時
 

計
装

 

保
修
課
長

 

動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
等
に

よ
り
確
認
す

る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

主
蒸
気
圧
力

  
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
蒸
気
発
生
器
水
位

(広
域

) 
 

②
蒸
気
発
生
器
補
助
給
水
流
量

 

１
 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測

す
る
計
器
全
て
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

B.
1 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 
B.

2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状

態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か

る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

B.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可

能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   ３
０
日

 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る

全
て
の
計
器
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

C.
1 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ

ラ
メ
ー
タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を

１
手
段
以
上
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。

 

７
２
時
間
 

1次
冷
却
材
圧
力

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
蒸
気
発
生
器
水
位

(狭
域

) 

②
主

蒸
気
圧
力

 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(
広
域

) 

③
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）

 

③
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）

 

１
 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ

び
４
に
お
い
て
条

件
Ａ
、

Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

D.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

D.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 ５
６
時
間
 

E.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お

い
て
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の

措
置
を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

E.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内

で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
４
。

 

お
よ
び

 

E.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素

濃
度
が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す

る
。

 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

※
１
：

 
プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
２
：

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 
※
３
：

 
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
４
：

 
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 

 

分
類

 

 

機
 

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数
 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
 目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

格
納
容

器
バ
イ

パ
ス
の

監
視

 

１
次
冷
却
材
圧
力

 
①

蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位

 

①
主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力

 

①
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ

水
位

(広
域

) 

②
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度

(広
域

) 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度

(広
域

) 

１
 

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、
４
、

５
及
び
６

 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
全
て

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ

メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

A
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障

状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に

分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

及
び

 

A
.3

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   

速
や
か
に

 

   

30
日

 

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査
時

 

 

保
修
第
二

課
長

 

動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ

り
確
認
す

る
。

 

１
か
月
に
１

回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位

 
①

蒸
気
発
生
器
広
域
水
位

 

②
主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力

 

②
補
助
給
水
流
量

 

１
 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
全
て

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

B
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ

メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

B
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障

状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に

分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 
及
び

 

B
.3

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   

速
や
か
に

 
   

30
日

 

蒸
気
発
生
器
広
域
水
位

 
①

蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位

 

②
主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力

 

②
補
助
給
水
流
量

 

１
 

主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力

 
①

蒸
気
発
生
器
広
域
水
位

 
①
補
助
給
水
流
量

 

①
加
圧
器
水
位

 

１
 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認

す
る
全
て
の
計
器
が

動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

C
.1

 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
を

1
手
段
以
上
動
作
可

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

72
時
間

 

〔
復
水
器
排
気
ガ
ス
モ
ニ
タ
〕
※
４
 

〔
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
水

モ
ニ
タ
〕
※
４
 

〔
高

感
度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
〕
※
４
 

①
蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位

 

①
主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力

 

１
 

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
及
び

４
 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及

び
４
に
お
い
て
条

件

Ａ
、
Ｂ
又
は
Ｃ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

D
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。

 

及
び

 

D
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

に
す
る
。

 

12
時
間

 
  

56
時
間

 

〔
排
気
筒
ガ
ス
モ
ニ
タ
〕
※
４
 

〔
安
全
補
機
室
排
気
ガ
ス
モ
ニ
タ
〕

※
４
 

〔
補
助
建
屋
サ
ン
プ
タ
ン
ク
水
位
〕

※
４
 

〔
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
出
口
圧
力
〕
※
４
 

①
１
次
冷
却
材
圧
力

 

①
加
圧
器
水
位

 

①
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ

水
位

(広
域

) 

①
蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位

 

①
主

蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力

 

１
 

E.
モ
ー
ド
５
及
び
６
に

お
い
て
条

件
Ａ
又
は

Ｂ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

E
.1

 
保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

内
で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。
 

及
び

 

E
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却

材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作

を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  

速
や
か
に

 

※
１
：

 プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
チ
ン
グ
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
２
：

 代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 機
能
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

※
４
：

 〔
 
〕
は
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
（

多
様
性

拡
張
設
備
）
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
５
：

 移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数
 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視  

蒸
気
発
生
器
水
位
（
狭
域
）

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
蒸
気
発
生
器
水
位

(広
域

) 

③
主

蒸
気
圧
力

 

③
補
助
給
水
流
量
 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、
２
、

３
、
４
、

５
お
よ
び

６
 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す

る
計
器
全
て
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

A.
1 
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る

こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講

じ
る
。

 

お
よ
び

 

A.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態

に
す
る
。

 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   ３
０
日

 

機
能
検
査
を
実
施
す

る
｡ 

定
期
検
査
時

 
計
装

 

保
修
課
長

 

動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
値
等
に
よ

り
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 
当
直
課
長

 

主
蒸
気
圧
力

  
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
蒸
気
発
生
器
水
位

(広
域

)
  

②
補
助
給
水
流
量
 

１
 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す

る
計
器
全
て
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

B.
1 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

B.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る

こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講

じ
る
。

 
お
よ
び

 

B.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態

に
す
る
。

 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

   ３
０
日

 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全

て
の
計
器
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合

 

C.
1 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

ま
た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手
段
以
上
動
作
可

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

７
２
時
間
 

冷
却
材
圧
力
（
広
域
）
 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 
②

蒸
気
発
生
器
水
位

(狭
域

) 

②
主

蒸
気
圧
力

 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

③
１
次
冷
却
材
高
温
側
広
域
温
度

 

③
１
次
冷
却
材
低
温
側
広
域
温
度

 

１
 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び

４
に
お
い
て
条

件
Ａ
、
Ｂ
ま

た
は
Ｃ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

D.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 
お
よ
び

 

D.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 ５
６
時
間
 

E.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い

て
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

E.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料

の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 

お
よ
び

 

E.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低

下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 
 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 
適
用

 
モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視  

〔
復
水
器
空
気
抽
出
器

ガ
ス
モ
ニ
タ
〕
※
４
 

①
蒸
気
発
生
器
水
位

(狭
域

) 

①
主

蒸
気
圧
力
 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、

２
、

３
、

４
、
５

お
よ
び

６
 

A.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す

る
計
器
全
て
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

A.
1 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器

が
故
障
状
態
で
あ
る
こ
と
が
運

転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な

措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

A.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器

を
動
作
可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

    ３
０
日

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査

時
 

計
装

 

保
修
課
長

 

お
よ
び

 

原
子
炉
保

修
課
長
※
６
 

動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
等
に

よ
り
確
認
す

る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

〔
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
〕
※
４
 

①
蒸
気
発
生
器
水
位

(狭
域

) 

①
主

蒸
気
圧
力
 

１
 

〔
高

感
度
型
主

蒸
気
管

モ
ニ
タ
〕
※
４
 

①
蒸
気
発
生
器
水
位

(狭
域

) 
①
主

蒸
気
圧
力
 

１
 

B.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全

て
の
計
器
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合

 

B.
1 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能

の
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
ま
た
は
、

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手
段
以

上
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。

 

７
２
時
間
 

〔
排
気
筒
ガ
ス
モ
ニ

タ
〕
※
４
 

①
１
次
冷
却
材
圧
力

 
①
加
圧
器
水
位
 

①
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 
①

蒸
気
発
生
器
水
位

(狭
域

) 

①
主

蒸
気
圧
力
 

１
 

C.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び

４
に
お
い
て
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合

 

C.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す

る
。

 

お
よ
び

 

C.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す

る
。

 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

〔
原
子
炉
周
辺
建
屋
サ

ン
プ
タ
ン
ク
水
位
〕
※
４
 

①
１
次
冷
却
材
圧
力

 

①
加
圧
器
水
位
 

①
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

①
蒸
気
発
生
器
水
位

(狭
域

) 

①
主

蒸
気
圧
力
 

１
 

D.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い

て
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

D.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格

納
容
器
内
で
の
燃
料
の
移
動
を

中
止
す
る
※
５
。

 

お
よ
び

 

D.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中

の
ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操

作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

 

〔
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
吐

出
圧
力
〕
※
４
 

①
１
次
冷
却
材
圧
力

 

①
加
圧
器
水
位
 

①
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

①
蒸
気
発
生
器
水
位

(狭
域

) 

①
主

蒸
気
圧
力
 

１
 

〔
加
圧
器
逃
が
し
タ
ン

ク
圧
力
（
広
域

)〕
※
４
 

①
１
次
冷
却
材
圧
力

 

①
加
圧
器
水
位
 

１
 

〔
加
圧
器
逃
が
し
タ
ン

ク
水
位
〕
※
４
 

①
1
次
冷
却
材
圧
力

 

①
加
圧
器
水
位
 

１
 

〔
加
圧
器
逃
が
し
タ
ン

ク
温
度
〕
※
４
 

①
1
次
冷
却
材
圧
力

 

①
加
圧
器
水
位
 

１
 

※
１
：

 
プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
２
：

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 
※
３
：

 
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
４
：

 
〔

 
〕
は

多
様
性

拡
張
設
備
を
示
す
。

多
様
性

拡
張
設
備
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。

 

※
５
：

 
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 
※
６
：

 
原
子
炉
周
辺
建
屋
サ
ン
プ
タ
ン
ク
水
位
に
つ
い
て
実
施
す
る
。

 

 

～
ペ
ー
ジ
調
整
～

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 
 分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視  

〔
復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
〕
※
４
 

①
蒸
気
発
生
器
水
位

(狭
域

) 

①
主

蒸
気
圧
力

 

１
 
モ
ー
ド

 

１
、
２
、

３
、
４
、

５
お
よ
び

６
 

A
.代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す

る
計
器
全
て
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A.
1
 当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ
と

が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

A.
3
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
す

る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 
  ３
０
日

 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
｡ 

定
期
検

査
時

 

計
装
保
修
課
長

 

お
よ
び

 

原
子
炉
保
修
課

長
※
１
３
 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
等
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月

に
１
回

 

当
直
課
長

 

〔
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー

ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
〕
※
４
 
①

蒸
気
発
生
器
水
位

(狭
域

) 

①
主

蒸
気
圧
力

 

１
 

〔
高

感
度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
〕
※
４
 

①
蒸
気
発
生
器
水
位

(狭
域

) 

①
主

蒸
気
圧
力

 

１
 

B
.１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全

て
の
計
器
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合

 

B.
1
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
ま
た

は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手
段
以
上
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

７
２
時
間

 

〔
補
助
建
屋
排
気
筒
ガ
ス
モ
ニ
タ
〕
※
４
 

①
冷
却
材
圧
力
（
広
域
）

 

①
加
圧
器
水
位

 

①
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(
広
域

) 
①

蒸
気
発
生
器
水
位

(狭
域

) 

①
主

蒸
気
圧
力

 

１
 

C
.モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び

４
に
お
い
て
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合

 

C.
1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

C.
2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 
 ５
６
時
間

 

〔
補
助
建
屋
サ
ン
プ
水
位
〕
※
４
 

①
冷
却
材
圧
力
（
広
域
）

 

①
加
圧
器
水
位

 

①
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(
広
域

) 

①
蒸
気
発
生
器
水
位

(狭
域

) 

①
主

蒸
気
圧
力

 

１
 

〔
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
出
口
圧
力
〕
※
４
 

①
冷
却
材
圧
力
（
広
域
）

 

①
加
圧
器
水
位

 

①
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(
広
域

) 

①
蒸
気
発
生
器
水
位

(狭
域

) 

①
主

蒸
気
圧
力

 

１
 

D
.モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い

て
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

D.
1
 原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
の
移

動
を
中
止
す
る
※
５
。

 

お
よ
び

 

D.
2
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す

る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

〔
加
圧
器
逃
が
し
タ
ン
ク
圧
力
〕
※
４
 

①
冷
却
材
圧
力
（
広
域
）

 

①
加
圧
器
水
位

 

１
 

〔
加
圧
器
逃
が
し
タ
ン
ク
水
位
〕
※
４
 

①
冷
却
材
圧
力
（
広
域
）

 

①
加
圧
器
水
位

 

１
 

〔
加
圧
器
逃
が
し
タ
ン
ク
温
度
〕
※
４
 

①
冷
却
材
圧
力
（
広
域
）

 

①
加
圧
器
水
位

 

１
 

※
１
３
：

 
補
助
建
屋
サ
ン
プ
水
位
に
つ
い
て
実
施
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 
 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ

ン
ネ
ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

水 源 の 確 保  

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ

ト
水
位

 

①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン

ネ
ル

 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(
広
域

) 

 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、

２
、

３
、

４
、
５

お
よ
び

６
 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
全
て

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

A.
1
 当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で

あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な

措
置
を
講
じ
る
。

 

お
よ
び

 

A.
3
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な

状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査

時
 

計
装

 

保
修
課
長

 

動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
等
に

よ
り
確
認
す

る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
全
て

が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

B.
1
 当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

B.
2
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で

あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な

措
置
を
講
じ
る
。

 
お
よ
び

 

B.
3
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な

状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 
   ３
０
日

 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認

す
る
全
て
の
計
器
が

動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

C.
1
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
ま
た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手
段
以

上
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

７
２
時
間

 

復
水
ピ
ッ
ト
水
位

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン

ネ
ル

 

②
蒸
気
発
生
器
補
助
給
水
流
量

 

③
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

積
算
流
量
 

③
恒
設
代
替
低
圧
注
水

積
算
流
量
 

１
 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３

お
よ
び
４
に
お
い
て

条
件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は

Ｃ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

D.
1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

D.
2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 
ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位
 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン

ネ
ル

 

②
出
力
領
域
中
性
子
束

 
②
中
間
領
域
中
性
子
束

 

②
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
※
４
 

１
 

E.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６

に
お
い
て
条

件
Ａ
ま

た
は
Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

E.
1
 原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の

燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 

お
よ
び

 

E.
2
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の
ほ
う
素
濃
度

が
低
下
す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

※
１
：

 
プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
２
：

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 
※
４
：

 
Ｐ
－
６
以
上
に
お
い
て
、
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
は
電
源
切
と
な
る
が
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
５
：

 
移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 

 

分
類

 

 

機
 

 
 
能
※
１
 

所
要
チ

ャ
ン
ネ

ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
 目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

水
源
の

 

確
保

 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 
①
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水

位
（
広
域
）

 

②
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量

積
算
流
量

 

②
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
流
量

 

②
余
熱
除
去
流
量

 

②
AM
用
消
火
水

積
算
流
量

 

 

１
 
モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、
４
、

５
及
び
６

 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測

す
る
計
器
全
て
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

A.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ

メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

A.
2 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障

状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に

分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

及
び

 
A.

3 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   

速
や
か
に

 

   
30
日

 

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査
時

 

 

保
修
第
二

課
長

 

動
作
不
能
で

な
い
こ
と
を

指
示
値
に
よ

り
確
認
す

る
。

 

１
か
月
に
１

回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測

す
る
計
器
全
て
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合

 

B.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ

メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
及
び

 

B.
2 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障

状
態
で
あ
る
こ
と
が
運
転
員
に
明
確
に

分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

及
び

 

B.
3 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   

速
や
か
に

 
   

30
日

 

ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位
 

①
出
力
領
域
中
性
子
束

 
①
中
間
領
域
中
性
子
束

 

①
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
※
４
 

１
 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る

全
て
の
計
器
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

C.
1 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
を

1
手
段
以
上
動
作
可

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

72
時
間

 

復
水
タ
ン
ク
水
位

 
①
補
助
給
水
流
量

 

①
AM
用
消
火
水

積
算
流
量

 

１
 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び

４
に
お
い
て
条

件
Ａ
、
Ｂ

又
は
Ｃ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

D.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

に
す
る
。

 

及
び

 

D.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

に
す
る
。

 

12
時
間

 

  

56
時
間

 

ア
ニ
ュ

ラ
ス
部

の
水
素

濃
度

 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
水
素
濃
度

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
予
備

 
 

１
 

E.
モ
ー
ド
５
及
び
６
に
お
い

て
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

E.
1 
保
修
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

内
で
の
燃
料
の
移
動
を
中
止
す
る
※
５
。
 

及
び

 

E.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却

材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下
す
る
操
作

を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  

速
や
か
に

 

※
１
：

 プ
ラ
ン
ト
起
動
に
伴
う
計
器
校
正
、
真
空
ベ
ン
チ
ン
グ
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
漏
え
い
率
検
査
時
に
計
器
保
護
の
た
め
隔
離
し
て
い
る
場
合
等
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
２
：

 代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
記
載
す
る
番
号
は
優
先
順
位
で
あ
り
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

※
３
：

 機
能
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

※
４
：

 Ｐ
－
６
以
上
に
お
い
て
、
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
は
電
源
切
と
な
る
が
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
５
：

 移
動
中
の
燃
料
を
所
定
の
位
置
に
移
動
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 
 

分
類

 
機

 
 
能
※
１
 

所
要
チ
ャ
ン

ネ
ル
数

 

適
用

 

モ
ー
ド

 

所
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
※
２
 

条
 

件
 

措
 

 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

水 源 の 確 保  

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

) 

 

１
 

モ
ー
ド

 

１
、
２
、

３
、
４
、

５
お
よ
び

６
 

A.
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す

る
計
器
全
て
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

A.
1 
当
直
課
長
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 
A.

2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ

と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

お
よ
び

 

A.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に

す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査

時
 

計
装
保
修

課
長

 

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
値
等
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

B.
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す

る
計
器
全
て
が
動
作
不
能
で

あ
る
場
合

 

B.
1 
当
直
課
長
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

B.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
が
故
障
状
態
で
あ
る
こ

と
が
運
転
員
に
明
確
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

お
よ
び

 

B.
3 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に

す
る
。

 

速
や
か
に

 
  速
や
か
に

 

   ３
０
日

 

C.
１
つ
の
機
能
を
確
認
す
る
全

て
の
計
器
が
動
作
不
能
で
あ

る
場
合

 

C.
1 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
機
能
の
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
ま

た
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
１
手
段
以
上
動
作
可
能
な

状
態
に
復

旧
す
る
。

 

７
２
時
間

 

復
水
タ
ン
ク
水
位

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 

②
補
助
給
水
流
量
 

③
格
納
容
器
ス
プ
レ

積
算
流
量
 

③
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
出
口
流
量

積

算
 

③
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
出

口
流
量

積
算

 

１
 

D.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び

４
に
お
い
て
条

件
Ａ
、
Ｂ
ま

た
は
Ｃ
の
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

D.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

D.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 

ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位

 
①
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
ル
ー
プ

 

②
出
力
領
域
中
性
子
束
 

②
中
間
領
域
中
性
子
束
 

②
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
※
９
 

１
 

E.
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
に
お
い

て
条

件
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

E.
1 
原
子
燃
料
課
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
燃
料
の

移
動
を
中
止
す
る
※
５
。

 

お
よ
び

 

E.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
中
の

ほ
う
素
濃
度
が
低
下

す
る
操
作
を
全
て
中
止
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

  

 

 
 

参考①-272



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 
９
０
－
１
６
－
２

 
可
搬
型
計
測
器

 

設
 

 
備

 
所

 
要

 
数

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 

 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

可
搬
型
計
測
器

 
温
度
計
測
用

 

１
２

個
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３

お
よ
び
４

 

A
.動
作
可
能
な
設
備
が
所
要
数
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合

 

A.
1
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

ま
た
は

 
A.

2
 計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
１

を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の

確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

３
０
日

 

  ３
０
日

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査
時

 
計
装

 

保
修
課
長

 

動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

３
ヶ
月
に
１

回
 

計
装

 
保
修
課
長

 

B
.条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合

 

B.
1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B.
2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間
 

 ５
６
時
間
 

 
圧
力
、
水
位
お
よ
び
流
量
計
測
用

 
２
８

個
 

 
 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
 
A
.動
作
可
能
な
設
備
が
所
要
数
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合

 
A.

1
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2
 計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
１

を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

 
 

 

※
１
：

 
代
替
品
の
補
充
等
。

 

 ９
０
－
１
６
－
３

 
記
録

 

設
 

 
備

 
所
要
数
・
系
統
数

 
適
用
モ
ー
ド
 

所
要
数
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置

 
確
認
事
項
 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間
 

項
 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

可
搬
型
温
度
計
測
装
置

（
格
納
容
器
再

循
環

ユ

ニ
ッ
ト
入
口
温
度

／
出

口
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
用
）

 

３
個

 
モ
ー
ド
１
、
２
、

３
、
４
、
５
お
よ
び

６
 

A.
動
作
可
能
な
設
備
が
所
要
数
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合

 

A.
1 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
２
を

検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の

確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

機
能
検
査
を

実
施
す
る
｡ 

定
期
検
査
時

 
計
装

 

保
修
課
長
 

動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

３
ヶ
月
に
１

回
 

計
装

 

保
修
課
長
 

安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
表
示

シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
 １
系
列
※
１
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
、
４
、
５
お
よ
び

６
 

A.
動
作
可
能
な
設
備
が
所
要
数
・
系

統
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
 

A.
1 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2 
計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
２

を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の

確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１

回
 

計
装

 

保
修
課
長
 

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
 

２
台
※
１
 

※
１
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数
・
系
統
数
。

 
※
２
：

 
代
替
品
の
補
充
ま
た
は
あ
ら
か
じ
め
記
録
対
象

パ
ラ
メ
ー
タ
を
定
め
、
記
録
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
等
を
い
う
。

 

 

8
3－

1
6－
２

 
可
搬
型
計
測
器
 

設
 

 
 
備

 
所
要
数

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
１
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間

 
項

  
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

可
搬
型
計
測
器

 

 

温
度
、
圧
力
、
水
位

 

及
び
流
量
計
測
用

 

９
個

 

 

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
及
び
４

 

A.
動
作
可
能
な
可
搬
型
計
測
器
が

所
要
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場

合
 

A.
1 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
。

 

又
は

 

A.
2 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
２
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

30
日

 

  

30
日

 

機
能
検
査
を
実

施
す
る
。

 

１
年
に
１
回

 

 

保
修
第
二

課
長

 

動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

３
か
月
に
１
回

 

 

保
修
第
二

課
長

 

圧
力
、
水
位
 

及
び
流
量
計
測
用

 

32
個

 

 

B.
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お

い
て
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時

間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

B.
1 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

及
び

 

B.
2 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

1
2
時
間

 

 

5
6
時
間

 

モ
ー
ド
５
及
び

６
 

A.
動
作
可
能
な
可
搬
型
計
測
器
が

所
要
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場

合
 

A.
1 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

及
び

 
A.

2 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
２
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  
速
や
か
に

 

※
１
：
所
要
数
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
２
：
代
替
品
の
補
充
等

  
 8
3－

1
6－
３

 
記
録
機
能
 

設
 

 
 
備

 
所
要
数
・
系
統
数

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
１
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間

 
項

  
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

可
搬
型
温
度
計
測
装
置

 
格
納
容
器
再

循
環

 

ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度

 

／
出
口
温
度

(
SA

)用
 

１
式
※
３
 

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、
４
、

５
及
び
６
 

A.
動
作
可
能
な
可
搬
型
温
度
計
測

装
置
が
所
要
数
を
満
足
し
て
い

な
い
場
合

 

A.
1 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

及
び

 
A.

2 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
２
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  
速
や
か
に

 

機
能
検
査
を
実

施
す
る
。

 

１
年
に
１
回

 

 

保
修
第
二

課
長

 

動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

３
か
月
に
１
回

 

 

保
修
第
二

課
長

 

SP
D
S
デ
ー
タ
表
示
装
置

 
１

台
※
４
 

A.
動
作
可
能
な

S
PD

S
デ
ー
タ
表
示

装
置
が
所
要
数
を
満
足
し
て
い

な
い
場
合

 

A.
1 
技
術
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 
及
び

 

A.
2 
技
術
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
２
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  

速
や
か
に

 

SP
D
S
デ
ー
タ
表

示
装
置
の
伝

送
確
認
を
実
施
す

る
。

 

１
か
月
に
１
回

 

 

技
術
第
二

課
長

 

緊
急
時
運
転

パ
ラ
メ
ー

タ
伝

送
シ
ス
テ
ム

(S
P
DS

) 

１
系
列
※
４
 

A.
緊
急
時
運
転

パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム

(S
P
DS

)
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

A.
1 
技
術
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

及
び

 

A.
2 
技
術
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
２
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に

 
  

速
や
か
に

 

緊
急
時
運
転

パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送

シ
ス
テ
ム

(S
P
DS

)
の
伝

送

確
認
を
実
施
す

る
。

 

１
か
月
に
１
回

 
 

技
術
第
二

課
長

 

※
１
：
所
要
数
・
系
統
数
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
２
：
代
替
品
の
補
充
又
は
所
要
の
確
認
対
象

パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
録
し
、
連
絡
す
る
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
等
を
い
う
。

 

※
３
：
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
３

台
及
び
デ
ー
タ
コ
レ
ク
タ
１

台
 

※
４
：
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数
・
系
統
数

 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 
 ８
５
－
１
６
－
２

 
可
搬
型
計
測
器

 

設
 

 
備

 
所

 
要

 
数

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置

 
確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

可
搬
型
計
測
器

 
４
０

個
 

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
お
よ

び
４

 

A.
動
作
可
能
な
設
備
が
所
要
数
を

満
足
し
て
い
な
い
場
合

 

A.
1
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。

 

ま
た
は

 

A.
2
 計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
１
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

３
０
日

 

  ３
０
日

 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
｡ 
定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長

 

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

３
ヶ
月
に
１
回

 
計
装
保
修
課
長

 

B.
条

件
Ａ
の
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合

 

B.
1
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B.
2
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。

 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 

モ
ー
ド
５
お

よ
び
６

 

A.
動
作
可
能
な
設
備
が
所
要
数
を

満
足
し
て
い
な
い
場
合

 

A.
1
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。

 
お
よ
び

 

A.
2
 計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
１
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

 
 

 

※
１
：

 代
替
品
の
補
充
等
。

 

 ８
５
－
１
６
－
３

 
記
録

 

設
 

 
備
 

所
要
数
・
系

統
数

 
適
用
モ
ー
ド

 

所
要
数
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置

 
確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度

／
出
口
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

 
３

個
 

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、

４
、
５
お
よ

び
６

 

A.
動
作
可
能
な
設
備
が
所
要
数
を

満
足
し
て
い
な
い
場
合

 

A.
1
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。

 
お
よ
び

 

A.
2
計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
１
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
｡ 
定
期
検
査
時
 

計
装
保
修
課
長

 

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

３
ヶ
月
に
１
回

 
計
装
保
修
課
長

 

安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）

 
１
系
列

 
モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、

４
、
５
お
よ

び
６

 

A.
動
作
可
能
な
設
備
が
所
要
数
・

系
統
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場

合
 

A.
1
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2
 計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
１
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 
計
装
保
修
課
長

 

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置

 
１

台
 

※
１
：

 代
替
品
の
補
充
ま
た
は
あ
ら
か
じ
め
記
録
対
象

パ
ラ
メ
ー
タ
を
定
め
、
記
録
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
等
を
い
う
。

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
可
搬
型
計
測
器

の
機
能
検
査
の
頻
度
を
１
年

に
１
回
と
し
て
い
る
。（
検
査

時
の
待
機
除
外
は
予
備
器
を

使
用
）
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
９
０
－
１
７

 
中
央
制
御
室
 

 ９
０
－
１
７
－
１
 
居
住
性
の
確
保
お
よ
び
汚
染
の
持
ち
込
み
防
止
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
 

居
住
性
確
保
設
備
 

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止
設
備
 

(
1)
中
央
制
御
室
あ
た
り
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系

１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(
2)
可
搬
型
照
明

(S
A)
、

酸
素
濃
度
計
お
よ
び
二

酸
化

炭
素
濃
度
計
の
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い

る
期
間
 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ァ
ン
 

１
台
 

中
央
制
御
室
空
調
フ
ァ
ン
 

１
台
 

中
央
制
御
室
循
環
フ
ァ
ン
 

１
台
 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ィ
ル

タ
ユ
ニ
ッ
ト
 

１
基
 

可
搬
型
照
明
(S
A
) 

８
個
※
２
 

酸
素
濃
度
計
 

１
個
※
２
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計

 
１

個
※
２
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

※
３
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
４
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
４
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
４
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
 

※
５
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
 

※
５
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供

給
用
）
 

※
５
 

可
搬
式
空
気
圧

縮
機
（
代
替
制
御
用

空
気
供
給
用
）
 

※
５
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
フ
ァ
ン
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運

転
中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数
 

※
３
：
「
９
０
－
１
５
－
１
 空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。

 

※
４
：
「
９
０
－
１
５
－
７
 燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

※
５
：
「
９
０
－
１
１
－
１
 
水
素
排
出
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
低
減
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

表
83
－

17
 
中
央
制
御
室
 

 8
3
－

17
－
１

 
居
住
性
の
確
保
及
び
汚
染
の
持
ち
込
み
防
止
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
 

居
住
性
確
保
設
備
 

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止
設
備
 

(
1)
中
央
制
御
室
当
た
り
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系

１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(
2)
可
搬
型
照
明
（

SA
）
、
酸
素
濃
度
計
及
び
二

酸
化
炭
素

濃
度
計
の
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
及
び
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し

て
い
る
期
間

 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ァ
ン
 

１
台
 

中
央
制
御
室
空
調
フ
ァ
ン

 
１
台
 

中
央
制
御
室

循
環
フ
ァ
ン

 
１
台
 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
 

１
基
 

可
搬
型
照
明
（

SA
）

 
８
個
※
２
 

酸
素
濃
度
計

 
１
個
※
２
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計

 
１
個
※
２
 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機

 
※
３
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
及
び
６
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
 

※
４
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
フ
ィ
ル

タ
ユ
ニ
ッ
ト

 
※
４
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化

フ
ァ
ン

弁
用
）
 

※
４
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
フ
ァ
ン
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
又
は
運
転

中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数

 

※
３
：
「

83
－

15
－
１
 
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を

定
め
る
。
 

※
４
：
「

83
－

11
－
１
 
水
素
排
出
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
低
減
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限

を
定
め
る
。
 

 

表
８
５
－
１
７

 
中
央
制
御
室

 

 ８
５
－
１
７
－
１

 
居
住
性
の
確
保
お
よ
び
汚
染
の
持
ち
込
み
防
止

 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系

 

居
住
性
確
保
設
備
 

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止
設
備
 

(
1)
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系
１
系
統
以
上
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(
2)
可
搬
型
照
明

(Ｓ
Ａ

)
、

酸
素
濃
度
計
お
よ
び
二

酸

化
炭
素
濃
度
計
の
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備
 

所
要
数

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い

る
期
間

 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ァ
ン

 
１

台
 

制
御
建
屋

送
気
フ
ァ
ン

 
１

台
 

制
御
建
屋

循
環
フ
ァ
ン

 
１

台
 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ィ
ル

タ
ユ
ニ
ッ
ト
 

１
基

 

可
搬
型
照
明

(Ｓ
Ａ
) 

６
個

 

酸
素
濃
度
計
 

１
個

 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計

 
１

個
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 
※
２

 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
３

 

可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ

 
※
３

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
３

 

燃
料

油
移

送
ポ
ン
プ
 

※
３

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６

 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
フ
ァ
ン
 

※
４

 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
フ
ィ
ル
タ

ユ

ニ
ッ
ト
 

※
４

 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系

ダ
ン

パ
作
動
用
）
 

※
４

 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
フ
ァ
ン
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運

転
中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
「
８
５
－
１
５
－
１
 空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。
 

※
３
：
「
８
５
－
１
５
－
６

 燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
お
よ
び
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制

限
を
定
め
る
。
 

※
４
：
「
８
５
－
１
１
－
１
 
水
素
排
出
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
低

減
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
を
定
め
る
。

 

 

    

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 
①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有

の
差
異
 

（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ
ン

ト
で
あ
る
た
め
「
中
央
制
御
室

あ
た
り
」
等
は
不
要
。
）（
以

下
、
同
様
。）

 

       

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
設
備
の
相
違
。）

 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ァ
ン
、
 

中
央
制
御
室
空
調
フ

ァ
ン
、
 

中
央
制
御
室
循
環
フ

ァ
ン
 

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

中
央
制
御
室
あ
た
り
１

台
以
上

の
フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。
 

１
ヶ
月
に

１
回
 

当
直
課
長
 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ

ッ
ト
 

フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率

（
総
合
除
去
効
率
）
が

95
%
以
上

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長
 

可
搬
型
照
明
(S
A
) 

可
搬
型
照
明

(S
A
)
が
使
用
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

電
気
保
修

課
長
 

酸
素
濃
度
計
 

酸
素
濃
度
計
が
使
用
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

放
射
線
管

理
課
長
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計
 
二

酸
化
炭
素
濃
度
計
が
使
用
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

放
射
線
管

理
課
長
 

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

中
央
制
御
室
非
常
用

循

環
フ
ァ
ン
 

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
長

 

中
央
制
御
室
当
た
り
１

台

以
上
の
フ
ァ
ン
を
起
動
し
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
※
５
。

 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
長

 

中
央
制
御
室
非
常
用

循

環
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
 

フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去

効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
が

95
％
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

保
修
第
二

課
長

 

可
搬
型
照
明
（

SA
）

 
可
搬
型
照
明
（
SA
）
が
使
用

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

３
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
長

 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項

 
頻
 
度
 

担
 
当

 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ァ
ン
 

制
御
建
屋

送
気
フ
ァ

ン
 

制
御
建
屋

循
環
フ
ァ

ン
 

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
室
長
 

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
５
 

。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

当
直
課
長

 

中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ

ッ
ト
 

フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率

（
総
合
除
去
効
率
）
が

95
%
以
上

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修
課
長

 

可
搬
型
照
明

(Ｓ
Ａ

) 

可
搬
型
照
明

(
Ｓ
Ａ

)
が
使
用
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

３
ヶ
月
に

１
回

 

電
気
保
修

課
長
 

酸
素
濃
度
計
 

酸
素
濃
度
計
が
使
用
可
能
で
あ

３
ヶ
月
に

放
射
線
管
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

※
６
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

 
す
る
。
 

及
び

 

安
全
管
理

第
二
課
長

 

酸
素
濃
度
計
 

酸
素
濃
度
計
が
使
用
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
長

 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計

 
二

酸
化
炭
素
濃
度
計
が
使

用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
長

 

※
５
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
回

 
理
課
長
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計

 
二

酸
化
炭
素
濃
度
計
が
使
用
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回

 

放
射
線
管

理
課
長
 

※
５
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、
３

お
よ
び
４
 

A
.
 
中
央
制
御
室
非

常
用

循
環
系
の

全
て
の
系
統
が

動
作
不
能
で
あ

る
場
合
  

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
１
台
の
余
熱

除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
※
７
と
と
も
に
、
そ
の
他

の
設
備
※
８
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
.
2
 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

４
時
間
 

      ７
２
時
間
 

B
.
 
使
用
可
能
な
可

搬
型
照
明

(
SA
)
､
酸
素
濃

度
計
ま
た
は
二

酸
化
炭
素
濃
度

計
が
所
要
数
を

満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

B
.
1
 
電
気
保
修
課
長
お
よ
び
放
射

線
管
理
課
長
は
、
使
用
可
能

な
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ

)
､
酸

素
濃
度
計
ま
た
は
二

酸
化
炭

素
濃
度
計
の
所
要
数
を
満
足

さ
せ
る
。
 

ま
た
は
 

B
.
2
 
電
気
保
修
課
長
お
よ
び
放
射

線
管
理
課
長
は
、
代
替
措
置

※
９
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
。
 

１
０
日
 

      １
０
日
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達

成
で
き
な
い
場

合
 
 

C
.
1
 
当
直
課
長
は
、
モ
－
ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び

 

C
.
2
 
当
直
課
長
は
、
モ
－
ド
５
に

す
る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
、
６
お

よ
び
使
用

済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃

料
体
を
貯

蔵
し
て
い

る
期
間
 

A
.
 
中
央
制
御
室
非

常
用

循
環
系
の

全
て
の
系
統
が

動
作
不
能
で
あ

る
場
合
 

A
.
1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
設
備
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
.
2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系

の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び

 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１

次
冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は

モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低

水
位
）
の
場
合
、
１
次
系
保

有
水
を
回
復
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

B
.
 
使
用
可
能
な
可

搬
型
照
明
（
Ｓ

Ａ
）
、
酸
素
濃
度

計
ま
た
は
二

酸

化
炭
素
濃
度
計

が
所
要
数
を
満

足
し
て
い
な
い

場
合
 

B
.
1
 
電
気
保
修
課
長
お
よ
び
放
射

線
管
理
課
長
は
、
使
用
可
能

な
可
搬
型
照
明

(Ｓ
Ａ

)
、

酸

素
濃
度
計
ま
た
は
二

酸
化
炭

素
濃
度
計
の
所
要
数
を
満
足

さ
せ
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

ま
た
は
 

B
.
2
 
電
気
保
修
課
長
お
よ
び
放
射

線
管
理
課
長
は
、
代
替
措
置

速
や
か
に
 

      速
や
か
に
 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
中
央
制
御
室
非
常

用
循
環
系
の
全
て

の
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

１
台
の

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を

起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
６
。

 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

４
時
間
 

    72
時
間
 

Ｂ
．
使
用
可
能
な
可
搬

型
照
明
（
SA
）、

酸

素
濃
度
計
又
は
二

酸
化
炭
素
濃
度
計

が
所
要
数
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合
 

B
.1

 
発
電
第
二
課
長
又
は
安
全
管

理
第
二
課
長
は
、
使
用
可
能

な
可
搬
型
照
明

(
SA
)
、

酸
素

濃
度
計
又
は
二

酸
化
炭
素
濃

度
計
の
所
要
数
を
満
足
さ
せ

る
。
 

又
は
 

B
.2

 
発
電
第
二
課
長
又
は
安
全
管

理
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※

７
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す

る
。
 

10
日

 

      10
日

 

Ｃ
．
条

件
Ａ
又
は
Ｂ
の

措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な

い
場
合
 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

C
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
、６
及

び
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
燃
料

体
を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

Ａ
．
中
央
制
御
室
非
常

用
循
環
系
の
全
て

の
系
統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

１
次
冷
却
系
の
水
抜
き
を
行

っ
て
い
る
場
合
は
、
水
抜
き

を
中
止
す
る
。
 

及
び
 

A
.3

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

モ
ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
非

満
水
）
又
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ

ビ
テ
ィ
低
水
位
）
の
場
合
、
１

次
系
保
有
水
を
回
復
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

Ｂ
．
使
用
可
能
な
可
搬

型
照
明
（
SA
）、

酸

B
.1

 
発
電
第
二
課
長
又
は
安
全
管

理
第
二
課
長
は
、
使
用
可
能

速
や
か
に

 

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド

 
条

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、
３

お
よ
び
４
 

A
.
 
中
央
制
御
室
非

常
用

循
環
系

の
全
て
の
系

統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場

合
  

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
１
台
の

余
熱

除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
※
６
と
と
も
に
、
そ
の
他

の
設
備
※
７
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 
当
直
課
長
は
、
当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。

 

４
時
間
 

      ７
２
時
間

 

B
.
 
使
用
可
能
な
可

搬
型
照
明

(
Ｓ

Ａ
)
､
酸
素
濃

度
計
ま
た
は

二
酸
化
炭
素

濃
度
計
が
所

要
数
を
満
足

し
て
い
な
い

場
合
 

B
.1

 
電
気
保
修
課
長
お
よ
び
放
射

線
管
理
課
長
は
、
使
用
可
能

な
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ

)
､
酸

素
濃
度
計
ま
た
は
二

酸
化
炭

素
濃
度
計
の
所
要
数
を
満
足

さ
せ
る
。
 

ま
た
は

 

B
.2

 
電
気
保
修
課
長
お
よ
び
放
射

線
管
理
課
長
は
、
代
替
措
置

※
８
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
。
 

１
０
日
 

      １
０
日
 

C
.
 
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を

完
了
時
間
内

に
達
成
で
き

な
い
場
合

  

C
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
－
ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び
 

C
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
－
ド
５
に

す
る
。
 

１
２
時
間

 

  ５
６
時
間

 

モ
ー
ド

５
、
６
お

よ
び
使
用

済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃

料
体
を
貯

蔵
し
て
い

る
期
間

 

A
.
 
中
央
制
御
室
非

常
用

循
環
系

の
全
て
の
系

統
が
動
作
不

能
で
あ
る
場

合
 

A
.1

 
当
直
課
長
は
、
当
該
設
備
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系

の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１

次
冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は

モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低

水
位
）
の
場
合
、
１
次
系
保

有
水
を
回
復
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

B
.
 
使
用
可
能
な
可

搬
型
照
明
（
Ｓ

B
.1

 
電
気
保
修
課
長
お
よ
び
放
射

線
管
理
課
長
は
、
使
用
可
能

速
や
か
に

 

 

    【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
美
浜
は
、
そ
の
他
の
設
備
の

確
認
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し

た
。）

 

参考①-275



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

※
９
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

※
７
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

※
８
：
残
り
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
１

台
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

※
９
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 

素
濃
度
計
又
は
二

酸
化
炭
素
濃
度
計

が
所
要
数
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合
 

な
可
搬
型
照
明

(
SA
)
、

酸
素

濃
度
計
又
は
二

酸
化
炭
素
濃

度
計
の
所
要
数
を
満
足
さ
せ

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

B
.2

 
発
電
第
二
課
長
又
は
安
全
管

理
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※

７
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

     速
や
か
に

 

※
６
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
残
り
の
余
熱
除
去
ポ

ン
プ
１

台
に
つ
い
て
は
、

至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

※
７
：
代
替
品
の
補
充
等
 

 

Ａ
）
、
酸
素
濃

度
計
ま
た
は

二
酸
化
炭
素

濃
度
計
が
所

要
数
を
満
足

し
て
い
な
い

場
合
 

な
可
搬
型
照
明

(Ｓ
Ａ

)、
酸

素
濃
度
計
ま
た
は
二

酸
化
炭

素
濃
度
計
の
所
要
数
を
満
足

さ
せ
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

ま
た
は

 

B
.2

 
電
気
保
修
課
長
お
よ
び
放
射

線
管
理
課
長
は
、
代
替
措
置

※
８
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

     速
や
か
に

 

※
６
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
７
：
残
り
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
１

台
を
い
い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

※
８
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 

 
 

参考①-276



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 
表
９
０
－
１
８
 
監
視
測
定
設
備

 

 ９
０
－
１
８
－
１

 
監
視
測
定
設
備
 

機
 
能

 
設
 
備

 
所
要
数
※
１
 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目
 

頻
 
度

 
担

 
当

 

放
射
性
物
質

の
濃
度
お
よ

び
放
射
線
量

の
測
定

 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

 
１
７

個
※
３
 
モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、

４
、
５
、
６

お
よ
び
使
用

済
燃
料
ピ
ッ

ト
に
燃
料
体

を
貯
蔵
し
て

い
る
期
間
 

A
.
動
作
可
能
な
設

備
が
所
要
数
を

満
足
し
て
い
な

い
場
合

 

A.
1
 放
射
線
管
理
課
長
は
、

当
該
設
備
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

A.
2
 放
射
線
管
理
課
長
は
、

代
替
措
置
※
５
を
検
討

し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
の

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に

１
回

 

放
射
線
管
理
課
長

 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

３
ヶ
月

に
１
回
 

放
射
線
管
理
課
長

 

電
離
箱
サ
－
ベ
イ
メ
－
タ

 
３
個
※
４
 

電
離
箱
サ
－
ベ
イ
メ
－
タ
の
機
能

検
査
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に

１
回

 

放
射
線
管
理
課
長

 

電
離
箱
サ
－
ベ
イ
メ
－
タ
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月

に
１
回
 

放
射
線
管
理
課
長

 

可 搬 型 放 射 線 計 測 装 置  

可
搬
式

ダ
ス
ト
サ
ン
プ
ラ

 
３
個
※
４
 

可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
の
機
能

検
査
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に

１
回

 

放
射
線
管
理
課
長

 

汚
染
サ
－
ベ
イ
メ
－
タ
 

３
個
※
４
 

Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
－
シ
ョ

ン
サ
－
ベ
イ
メ
－
タ

 
３
個
※
４
 

可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月

に
１
回
 

放
射
線
管
理
課
長

 

 

Ｚ
ｎ
Ｓ
シ
ン
チ
レ
－
シ
ョ

ン
サ
－
ベ
イ
メ
－
タ

 
２
個
※
４
 

β
線
サ
－
ベ
イ
メ
－
タ
 

２
個
※
４
 

小
型
船
舶

 
２
台
※
４
 

小
型
船
舶
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

３
ヶ
月

に
１
回
 

放
射
線
管
理
課
長

 

  

表
8
3－

18
 
監
視
測
定
設
備

 

 8
3
－

1
8
－
１
 
監
視
測
定
設
備

 

項
 
目
 

設
 
 
 
 
備
 

所
要
数
※
１
 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
４
 

確
認
事
項
 

条
 

 
件

 
措

 
 
置

 
完
了
時
間
 

項
 
 
 
目
 
 

頻
 
度
 
 

担
 
当
 

放
射
性
物

質
の
濃
度

及
び
放
射

線
量
の
測

定
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
※

２
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
 

３
台
※
３
 

 

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、

４
、
５
、
６

及
び
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体
を

貯
蔵
し
て
い

る
期
間
 

A
.
動
作
可
能
な

設
備
が
所
要

数
を
満
足
し

て
い
な
い
場

合
 

A.
1
 保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A.
2
 保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
５
を

検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確

認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。

 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス

ト
の
機
能
検
査
を
実
施
す

る
。

 

定
期
検
査
時

 

 

保
修
第
二
課
長

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス

ト
が
動
作
不
能
で
な
い
こ
と

を
点
検
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

１
か
月
に
１

回
 

保
修
第
二
課
長

 

可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト

 
３

個
 

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、

４
、
５
、
６

及
び
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体
を

貯
蔵
し
て
い

る
期
間
 

 

A
.
動
作
可
能
な

設
備
が
所
要

数
を
満
足
し

て
い
な
い
場

合
 

A.
1
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A.
2
 安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置

※
６
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

 

可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス

ト
の
機
能
確
認
を
実
施
す

る
。

 

１
年
に
１
回

 
安
全
管
理
第
二

課
長
 

可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス

ト
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に
１

回
 

安
全
管
理
第
二

課
長
 

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

 
８

個
 

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
機

能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

１
年
に
１
回

 

 

安
全
管
理
第
二

課
長
 

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

３
か
月
に
１

回
 

安
全
管
理
第
二

課
長
 

可 搬 型 放 射 線 計 測

器  

N
aI
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

 
２

個
 

可
搬
型
放
射
線
計
測
器
の
機

能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

 

１
年
に
１
回

 

 

安
全
管
理
第
二

課
長
 

 
G
M
汚
染
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

 
２

個
 

Z
nS
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

 
１

個
 

可
搬
型
放
射
線
計
測
器
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

３
か
月
に
１

回
 

安
全
管
理
第
二

課
長
 

電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

 
２

個
 

可
搬
型

ダ
ス
ト
サ
ン
プ
ラ

 
２

個
 

可
搬
型

ダ
ス
ト
サ
ン
プ
ラ
の

機
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

１
年
に
１
回

 
安
全
管
理
第
二

課
長
 

可
搬
型

ダ
ス
ト
サ
ン
プ
ラ
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

３
か
月
に
１

回
 

安
全
管
理
第
二

課
長
 

小
型
船
舶

  
「

83
－

1
3
－
２

 
海
洋
へ
の

拡
散
抑
制
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

  

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
８
５
－
１
８

 
監
視
測
定
設
備

 

 ８
５
－
１
８
－
１

 
監
視
測
定
設
備

 

機
 
能

 
設

 
備

 
所
要
数

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
１
 

確
認
事
項

 

条
 
件

 
措
 
置

 
完
了
時
間
 

項
 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

放
射
性
物
質

の
濃
度
お
よ

び
放
射
線
量

の
測
定
 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

 
１
０
個

 
モ
ー
ド
１
、
２
、

３
、
４
、
５
、
６
お

よ
び
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯

蔵
し
て
い
る
期
間

 

A.
動
作
可
能
な
設
備

が
所
要
数
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合

 

A
.1

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
当
該
設
備
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
代
替
措
置
※
２

を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確

認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。

 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ

ス
ト
の
機
能
検
査
を
実
施

す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

放
射
線
管
理
課
長

 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ

ス
ト
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

３
ヶ
月
に

１
回

 

放
射
線
管
理
課
長

 

電
離
箱
サ
－
ベ
イ
メ
－
タ

 
２
個

 
電
離
箱
サ
－
ベ
イ
メ
－
タ

の
機
能
検
査
を
実
施
す

る
。

 

１
年
に
１

回
 

放
射
線
管
理
課
長

 

電
離
箱
サ
－
ベ
イ
メ
－
タ

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回

 

放
射
線
管
理
課
長

 

可 搬 型 放 射 線 計 測 装 置  

可
搬
式

ダ
ス
ト
サ
ン
プ
ラ
 

２
個

 
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置

の
機
能
検
査
を
実
施
す

る
。

 

１
年
に
１

回
 

放
射
線
管
理
課
長

 

汚
染
サ
－
ベ
イ
メ
－
タ

 
２
個

 

Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
－
シ
ョ

ン
サ
－
ベ
イ
メ
－
タ

 

２
個

 
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

 

３
ヶ
月
に

１
回

 

 

放
射
線
管
理
課
長

 

 

Ｚ
ｎ
Ｓ
シ
ン
チ
レ
－
シ
ョ

ン
サ
－
ベ
イ
メ
－
タ

 

１
個

 

β
線
サ
－
ベ
イ
メ
－
タ

 
１
個

 

小
型
船
舶

 
１
台

 
小
型
船
舶
が
使
用
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回

 

放
射
線
管
理
課
長

 

※
１
：
設
備
毎
に
個
別
の
条
件
が
適
用
さ
れ
る
。
 

※
２
：
代
替
品
の
補
充
等
。

 
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
大
飯
は
、
可
搬
式
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
ポ
ス
ト
等
を
屋
外
保

管
し
て
い
る
た
め
竜
巻
事
象

を
考
慮
し
、
予
備
数
を
含
め

た
所
要
数
と
し
て
い
る
。）

 
 【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
設
備
の
相
違
。）

 
③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
１
年
に
１
回
機

能
検
査
を
実
施
す
る
。
）
 

 
 

参考①-277



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 
 

項
 
目

 
設

 
備
 

所
要
数
※
１
 

適
用
モ
ー
ド

 
所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項

 

条
 
件

 
措
 
置

 
完
了
時
間
 

項
 
目

 
頻
 
度

 
担

 
当
 

風
向
、風
速
そ

の
他
の
気
象

条
件
の
測
定

 

可
搬
式
気
象
観
測
装
置

 
１

個
 

モ
－
ド
１
、
２
、

３
、
４
、
５
、
６

お
よ
び
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
に
燃
料

体
を
貯
蔵
し
て
い

る
期
間
 

A
.
動
作
可
能
な
設

備
が
所
要
数
を

満
足
し
て
い
な

い
場
合

 

A1
.
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

A2
.
 計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
５

を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

可
搬
式
気
象
観
測
装
置

の
機
能
検
査
を
実
施
す

る
。

 

１
年
に
１

回
 

計
装
保
修
課
長
 

可
搬
式
気
象
観
測
装
置

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

計
装
保
修
課
長
 

電
源
確
保
 

電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
 「
９
０
－
１
９
－
１
 
代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

重
油
タ
ン
ク
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

 

※
１
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数
 

※
２
：
設
備
毎
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
３
：
予
備
６
個
を
含
む
。

 

※
４
：
予
備
１
個
を
含
む
。

 

※
５
：
代
替
品
の
補
充
等

 

 

8
3
－

1
8
－
１
 
監
視
測
定
設
備
（
続
き
）

 

項
 
目
 

設
 
 
 
 
備
 

所
要
数
※
１
 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
４
 

確
認
事
項
 

条
 

 
件

 
措

 
 
置
 

完
了
時
間

 
項
 
 
 
目
 
 

頻
 
度
 
 

担
 
当
 

風
向
、
風

速
そ
の
他

の
気
象
条

件
の
測
定

 

可
搬
型
気
象
観
測
装
置

 
１
個

 

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、
４
、

５
、
６
及
び
使

用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
に
燃
料
体
を

貯
蔵
し
て
い
る

期
間
 

A
.
動
作
可
能
な

設
備
が
所
要

数
を
満
足
し

て
い
な
い
場

合
 

A.
1
 技
術
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。

 

及
び

 

A.
2
 技
術
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
６

を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に

 

 

  

速
や
か
に

 

 

可
搬
型
気
象
観
測
装
置
の
機

能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１
回

 
保
修
第
二
課
長

 

可
搬
型
気
象
観
測
装
置
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

３
か
月
に
１

回
 

技
術
第
二
課
長

 

※
１
：
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数

 

※
２
：
放
射
性
物
質
の
濃
度
（
よ
う
素
及
び

ダ
ス
ト
）
は
除
く
。

 

※
３
：
計
画
的
な
保
守
点
検
に
よ
り
停
止
す
る
場
合
は
、
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
を
設
置
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
４
：
設
備
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
５
：
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
等
の
設
置
を
い
う
。

 

※
６
：
代
替
品
の
補
充
等

 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

項
 
目

 
設
 
備

 
所
要
数

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
１
 

確
認
事
項

 

条
 
件

 
措
 
置

 
完
了
時
間
 

項
 
目

 
頻
 
度

 
担

 
当

 

風
向
、
風
速

そ
の
他
の
気

象
条

件
の
測

定
 

可
搬
型
気
象
観
測
装
置
 

１
個
 

モ
－
ド
１
、
２
、

３
、
４
、
５
、
６

お
よ
び
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
に
燃
料

体
を
貯
蔵
し
て
い

る
期
間

 

A
.
動
作
可
能
な
設

備
が
所
要
数
を

満
足
し
て
い
な

い
場
合

 

A
.
1
 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
.
2
 
計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
２

を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

速
や
か
に

 

   

速
や
か
に

 

可
搬
型
気
象
観
測
装
置

の
機
能
検
査
を
実
施
す

る
。
 

１
年
に
１

回
 

計
装
保
修
課
長

 

可
搬
型
気
象
観
測
装
置

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

３
ヶ
月
に

１
回
 

計
装
保
修
課
長

 

電
源
確
保
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 
「
８
５
－
１
５
－
１

 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク

 

「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び
燃
料

油
移
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

 

燃
料

油
移
送
ポ
ン
プ
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
９
０
－
１
９

 
緊
急
時
対
策
所
 

  ９
０
－
１
９
－
１
 
代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
」
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
 
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
２
台
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期

間
 

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
 

１
台

×
２
※
１
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
※
２
 

※
３
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
４
 

重
油
タ
ン
ク
 

※
４
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
４
 

※
１
：
緊
急
時
対
策
所
あ
た
り
の
合
計
所
要
数
。

 

※
２
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
い
ず
れ
か
１
系
統
が
要
求
さ
れ
る
。
 

※
３
：
「
９
０
－
１
５
－
１
 空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。

 

※
４
：
「
９
０
－
１
５
－
７
 燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

表
83
－

19
 
緊
急
時
対
策
所

 

（
代
替
緊
急
時
対
策
所
）
 

 8
3
－

19
－
１

 
代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機

 
代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
２

台
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に

燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間

 

代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
 

１
台
×
２
※
１
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
２
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

※
２
 

※
１
：
代
替
緊
急
時
対
策
所
当
た
り
の
合
計
所
要
数
 

※
２
：
「

83
－

15
－
７

 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に

お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

表
８
５
－
１
９

 
緊
急
時
対
策
所

 

  ８
５
－
１
９
－
１

 
代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電

 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
 
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
２

台
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド

 
設

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い

る
期
間
 

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
 

１
台

×
２
※
１
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 
※
２

 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
３

 

可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ

 
※
３

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
 

※
３

 

燃
料

油
移

送
ポ
ン
プ
 

※
３

 

※
１
：
緊
急
時
対
策
所
あ
た
り
の
合
計
所
要
数
。

 

※
２
：「
８
５
－
１
５
－
１

 空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
を
定
め
る
。
 

※
３
：
｢８
５
－
１
５
－
６

 燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
お
よ
び
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制

限
を
定
め
る
。
 

 

        
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
設
備
の
相
違
。）

 
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

①
：
発
電
所
固
有
の
差
異

 
（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ
ン

ト
。）

 
     

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
発
電
所
固
有
の
差
異
 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

電
源

車
（
緊
急

時
対
策
所
用
）
 

発
電
機
を
起
動
し
、
運
転
状
態
（
電
圧

等
）
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

電
気
 

保
修
課
長

 

発
電
機
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

電
気
 

保
修
課
長

 

  

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認
 
事

 
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

代
替
緊
急
時
対
策
所
用

発
電
機

 

発
電
機
を
起
動
し
、
運
転
状

態
（
電
圧
等
）
に
異
常
が
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

防
災
課
長

 

２
台
以
上
の
発
電
機
を
起
動

し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

防
災
課
長

 

 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目

 
確
認
事
項
 

頻
 
度

 
担

 
当

 

電
源

車
（
緊

急
時
対
策
所

用
）

 

発
電
機
を
起
動
し
、
運
転
状
態
（
電
圧
等
）

に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
年
に

１
回

 

電
気
保

修
課
長
 

発
電
機
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月

に
１
回

 

電
気
保

修
課
長
 

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
. 
動
作
可
能
な

電
源

車
（
緊

急
時
対
策
所

用
）
が
２

台

未
満
で
あ
る

場
合
 

A
.1
 電
気
保
修
課
長
は
、
電
源

車
（
緊

急
時
対
策
所
用
）
２

台
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

ま
た
は
 

A
.2
 
電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※

５
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

３
０
日
 

   ３
０
日
 

B
. 
動
作
可
能
な

電
源

車
（
緊

急
時
対
策
所

用
）
が
１

台

未
満
で
あ
る

場
合
 

B
.1
 電
気
保
修
課
長
は
、
動
作
不
能
と

な
っ
て
い
る
電
源
車
（
緊
急
時
対

策
所
用
）
の
少
な
く
と
も
１
台
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

ま
た
は
 

B
.2
 
電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※

５
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

１
０
日
 

    １
０
日
 

C
. 
条

件
Ａ
ま
た

は
Ｂ
の
措
置

を
完
了
時
間

に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

C
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
－
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

C
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
－
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

A
. 
動
作
可
能
な

A
.1
 電
気
保
修
課
長
は
、
電
源

車
（
緊

速
や
か
に
 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
.
 
動
作
可
能
な

代
替
緊
急
時

対
策
所
用
発

電
機
が
２

台

未
満
で
あ
る

場
合
 

A
.1

 
防
災
課
長
は
、
代
替
緊
急
時
対

策
所
用
発
電
機
２

台
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

又
は
 

A
.2

 
防
災
課
長
は
、
代
替
措
置
※
３
を

検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

30
日

 

   30
日

 

Ｂ
.
 
動
作
可
能
な

代
替
緊
急
時

対
策
所
用
発

電
機
が
１

台

未
満
で
あ
る

場
合
 

B
.1

 
防
災
課
長
は
、
代
替
緊
急
時
対

策
所
用
発
電
機
１

台
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

B
.2

 
防
災
課
長
は
、
代
替
措
置
※
３
を

検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

10
日

 

   10
日

 

Ｃ
.
 
条

件
Ａ
又
は

Ｂ
の
措
置
を

完
了
時
間
内

に
達
成
で
き

な
い
場
合

 

C
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

C
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
、６
及

Ａ
.
 
動
作
可
能
な

代
替
緊
急
時

A
.1

 
防
災
課
長
は
、
代
替
緊
急
時
対

策
所
用
発
電
機
２

台
を
動
作
可

速
や
か
に

 

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド

 
条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４

 

A
. 
動
作
可
能
な

電
源

車
（
緊
急

時
対
策
所
用
）

が
２

台
未
満
で

あ
る
場
合

 

A
.1

 電
気
保
修
課
長
は
、
電
源

車
（
緊

急
時
対
策
所
用
）
２

台
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

ま
た
は

 

A
.2

 
電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※

４
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

３
０
日
 

   ３
０
日
 

B.
動
作
可
能
な
電

源
車
（
緊
急
時

対
策
所
用
）
が

１
台
未
満
で
あ

る
場
合

 

B
.1

 電
気
保
修
課
長
は
、
動
作
不
能
と

な
っ
て
い
る
電
源

車
（
緊
急
時
対

策
所
用
）
の
少
な
く
と
も
１

台
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

ま
た
は

 

B
.2

 
電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※

４
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

１
０
日
 

    １
０
日
 

C.
条

件
Ａ
ま
た
は

Ｂ
の
措
置
を
完

了
時
間
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

C
.1

 
当
直
課
長
は
、
モ
－
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

C
.2

 
当
直
課
長
は
、
モ
－
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  

５
６
時
間
 

          【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

電
源

車
（
緊

急
時
対
策
所

用
）
が
２

台

未
満
で
あ
る

場
合
 

急
時
対
策
所
用
）
２
台
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※

５
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

    速
や
か
に
 

※
５
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 

び
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
燃
料

体
を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

対
策
所
用
発

電
機
が
２

台

未
満
で
あ
る

場
合
 

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
防
災
課
長
は
、
代
替
措
置
※
３
を

検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

 

   速
や
か
に

 

 

※
３
：
代
替
品
の
補
充
等
 

 

モ
ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

A.
動
作
可
能
な
電

源
車
（
緊
急
時

対
策
所
用
）
が

２
台
未
満
で
あ

る
場
合

 

A
.1

 電
気
保
修
課
長
は
、
電
源

車
（
緊

急
時
対
策
所
用
）
２

台
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 
電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※

４
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    

速
や
か
に
 

※
４
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 
９
０
－
１
９
－
２
 
居
住
性
の
確
保
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
系
 

緊
急
時
対
策
所
空
気
供
給
装
置
 

居
住
性
確
保
設
備
 

(
1)
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
系
１
系
統
※
１
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
空
気
供
給
装
置
の
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る

こ
と

 

(
3)
酸
素
濃
度
計
お
よ
び
二

酸
化
炭
素
濃
度
計
の
所

要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

(
4)
緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
、
緊

急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
お
よ
び

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
の
所
要
数
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期

間
 

緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気

浄
化
フ
ァ
ン
 

２
台
※
２
 

緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気

浄
化
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
 

２
基
※
２
 

空
気
供
給
装
置
 

６
０
０
本
※
２
 

酸
素
濃
度
計
 

２
個
※
２
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計
 

２
個
※
２
 

緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ

リ
ア
モ
ニ
タ
 

２
個
※
２
 

緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ

リ
ア
モ
ニ
タ
 

１
個
※
２
 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス

ト
 

※
３
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
２
台
お
よ
び
緊
急
時
対

策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
２
基
。
 

※
２
：
緊
急
時
対
策
所
（
指
揮
所
お
よ
び
待
機
場
所
）
あ
た
り
の
合
計
所
要
数
。
 

※
３
：「
９
０
－
１
８
－
１

 
監
視
測
定
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

8
3
－

19
－
２

 
居
住
性
の
確
保
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
系
 

代
替
緊
急
時
対
策
所
加
圧
設
備
 

居
住
性
確
保
設
備
 

(
1)
代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
系
１
系
統
※

１
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
代
替
緊
急
時
対
策
所
加
圧
設
備
（
空
気
ボ
ン

ベ
）
の
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
3)
酸
素
濃
度
計
及
び
二

酸
化
炭
素
濃
度
計
の
所

要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
4)
代
替
緊
急
時
対
策
所
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
所
要

数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６

及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料

体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化

フ
ァ
ン
 

１
台
※
２
 

代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化

フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト

 
１
基
※
２
 

代
替
緊
急
時
対
策
所
加
圧
設
備
 

（
空
気
ボ
ン
ベ
）
 

4
0
0
本
※
２
 

酸
素
濃
度
計
 

１
個
※
２
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計

 
１

個
※
２
 

代
替
緊
急
時
対
策
所
エ
リ
ア
モ

ニ
タ

 
１

個
※
２
 

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
 

※
３
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
１
台
及
び
代
替
緊
急
時
対
策
所

空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ

 
ユ
ニ
ッ
ト
１
基
を
い
う
。

 

※
２
：
代
替
緊
急
時
対
策
所
当
た
り
の
合
計
所
要
数
 

※
３
：「

83
－
18
－
１
 
監
視
測
定
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

８
５
－
１
９
－
２

 
居
住
性
の
確
保
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目

 
運
転
上
の
制
限
 

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
系

 

緊
急
時
対
策
所
空
気
供
給
装
置

 

居
住
性
確
保
設
備

 

(
1)
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
系
１
系
統
※
１
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
空
気
供
給
装
置
の
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る

こ
と
 

(
3)

酸
素
濃
度
計
お
よ
び
二

酸
化
炭
素
濃
度
計
の
所

要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

(
4)
緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
、
緊

急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
お
よ
び

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
の
所
要
数
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期

間
 

緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気

浄
化
フ
ァ
ン

 
１

台
※
２
 

緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気

浄
化
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト

 
１
基
※
２
 

空
気
供
給
装
置
 

３
６
０
本
※
２
 

酸
素
濃
度
計

 
１

個
※
２
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計

 
１

個
※
２
 

緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ

リ
ア
モ
ニ
タ

 
１

個
※
２
 

緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ

リ
ア
モ
ニ
タ

 
１

個
※
２
 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス

ト
 

※
３
 

※
１
：
１
系
統
と
は
、
緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
１

台
お
よ
び
緊
急
時
対
策
所

非
常
用
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
１
基
。
 

※
２
：
緊
急
時
対
策
所
あ
た
り
の
合
計
所
要
数
。

 

※
３
：「
８
５
－
１
８
－
１

 
監
視
測
定
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

 

                     【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
の
緊
急
時
対
策
所
は
指
揮
所

及
び
待
機
場
所
に
分
か
れ
て
い

る
）
 

(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

緊
急
時
対
策
所
空

気
浄
化
系
 

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
系
（
フ
ァ

ン
お
よ
び
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
）
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

 

原
子
炉
保

修
課
長
 

緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化

フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
よ
う
素
除
去

効
率
（
総
合
除
去
効
率
）
が

99
.
7
5%

（
有
機
よ
う
素
）
以
上
お
よ
び

１
年
に
１

回
 

原
子
炉
保

修
課
長
 

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

代
替
緊
急
時
対

策
所
空
気
浄
化

系
 

代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
系

（
フ
ァ
ン
及
び
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ

ト
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

防
災
課
長

 

代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
フ
ィ

ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
の
よ
う
素
除
去
効
率

（
総
合
除
去
効
率
）
が

9
9.
7
5％
（
有

機
よ
う
素
）
以
上
及
び

9
9.
9
9％
（
無

１
年
に
１

回
 

保
修
第
二

課
長

 

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻

 
度
 

担
 
当
 

緊
急
時
対
策
所

空
気
浄
化
系
 

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
系
（
フ
ァ
ン

お
よ
び
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
）
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回

 

 

原
子
炉
保

修
課
長

 

緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気
浄
化
フ
ィ

ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
よ
う
素
除
去
効
率
（
総

合
除
去
効
率
）
が

99
.7

5%
（
有
機
よ
う

１
年
に
１

回
 

原
子
炉
保

修
課
長
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

9
9.
9
9%
（
無
機
よ
う
素
）
以
上
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

空
気
供
給
装
置
 

空
気
供
給
装
置
の
所
要
数
が
使
用

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

放
射
線
管

理
課
長
 

酸
素
濃
度
計
 

酸
素
濃
度
計
が
使
用
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

放
射
線
管

理
課
長
 

二
酸
化
炭
素
濃
度

計
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計
が
使
用
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

放
射
線
管

理
課
長
 

緊
急
時
対
策
所
内

可
搬
型
エ
リ
ア
モ

ニ
タ
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

放
射
線
管

理
課
長
 

緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア

モ
ニ
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

放
射
線
管

理
課
長
 

緊
急
時
対
策
所
外

可
搬
型
エ
リ
ア
モ

ニ
タ
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

放
射
線
管

理
課
長
 

緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア

モ
ニ
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

放
射
線
管

理
課
長
 

 

機
よ
う
素
）
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

代
替
緊
急
時
対

策
所
加
圧
設
備

（
空
気
ボ
ン
ベ
）
 

代
替
緊
急
時
対
策
所
加
圧
設
備
（
空

気
ボ
ン
ベ
）
の
所
要
数
が
使
用
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

防
災
課
長

 

酸
素
濃
度
計
 

酸
素
濃
度
計
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

防
災
課
長

 

二
酸
化
炭
素
濃

度
計
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計
が
使
用
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

防
災
課
長

 

代
替
緊
急
時
対

策
所
エ
リ
ア
モ

ニ
タ
 

代
替
緊
急
時
対
策
所
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

の
機
能
確
認
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

安
全
管
理

第
二
課
長

 

代
替
緊
急
時
対
策
所
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

安
全
管
理

第
二
課
長

 

 

素
）
以
上
お
よ
び

99
.9

9%
（
無
機
よ
う

素
）
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

空
気
供
給
装
置

 

空
気
供
給
装
置
の
所
要
数
が
使
用
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回

 

原
子
炉
保

修
課
長

 

酸
素
濃
度
計
 

酸
素
濃
度
計
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回

 

放
射
線
管

理
課
長

 

二
酸
化
炭
素
濃

度
計

 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計
が
使
用
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回

 

放
射
線
管

理
課
長

 

緊
急
時
対
策
所

内
可
搬
型
エ
リ

ア
モ
ニ
タ
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

放
射
線
管

理
課
長

 

緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ

タ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

３
ヶ
月
に

１
回

 

放
射
線
管

理
課
長

 

緊
急
時
対
策
所

外
可
搬
型
エ
リ

ア
モ
ニ
タ
 

機
能
検
査
を
実
施
す
る
。
 

１
年
に
１

回
 

放
射
線
管

理
課
長

 

緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ

タ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

３
ヶ
月
に

１
回

 

放
射
線
管

理
課
長

 

 

         【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
１
年
に
１
回
機
能

検
査
を
実
施
す
る
。）

 

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ
び

４
 

A
.
 
動
作
可
能
な
緊
急

時
対
策
所
内
可
搬

型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

ま
た
は
緊
急
時
対

策
所
外
可
搬
型
エ

リ
ア
モ
ニ
タ
が
所

要
数
を
満
足
し
て

い
な
い
場
合
 

A
.1
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
当

該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
代

替
措
置
※
４
を
検
討
し
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を

得
て
実
施
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

B
.
 
動
作
可
能
な
緊
急

時
対
策
所
空
気
浄

化
系
が
１
系
統
未

満
で
あ
る
場
合
 

B
.1
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
当

該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

ま
た
は
 

B
.2
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
代

替
措
置
※
４
を
検
討
し
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を

得
て
実
施
す
る
。
 

１
０
日
 

   １
０
日
 

C
．
使
用
可
能
な
空
気
供

給
装
置
が
所
要
数

を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

C
.1
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
当

該
設
備
を
使
用
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

ま
た
は
 

C
.2
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
代

替
措
置
※
４
を
検
討
し
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を

得
て
実
施
す
る
。
 

１
０
日
 

   １
０
日
 

 

D
.
 
使
用
可
能
な

酸
素

濃
度
計
ま
た
は
二

酸
化
炭
素
濃
度
計

が
所
要
数
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合
 

D
.1
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
当

該
設
備
を
使
用
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

ま
た
は
 

D
.2
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
代

替
措
置
※
４
を
検
討
し
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を

１
０
日
 

   １
０
日
 

(
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
代
替
緊
急
時
対

策
所
エ
リ
ア

モ
ニ
タ
が
所

要
数
を
満
足

し
て
い
な
い

場
合
 

A
.1

 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
当
該

設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
代
替

措
置
※
４
を
検
討
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

Ｂ
．
代
替
緊
急
時
対

策
所
空
気
浄

化
系
の
全
て

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

B
.1

 
防
災
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

又
は
 

B
.2

 
防
災
課
長
は
、
代
替
措
置
※
４
を

検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

10
日

 

  10
日

 

Ｃ
．
代
替
緊
急
時
対

策
所
加
圧
設

備
が
所
要
数

を
満
足
し
て

い
な
い
場
合
 

C
.1

 
防
災
課
長
は
、
当
該
設
備
を
使

用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

又
は
 

C
.2

 
防
災
課
長
は
、
代
替
措
置
※
４
を

検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

10
日

 

  10
日

 

Ｄ
．
使
用
可
能
な

酸

素
濃
度
計
又

は
二

酸
化
炭

素
濃
度
計
が

所
要
数
を
満

足
し
て
い
な

い
場
合
 

D
.1

 
防
災
課
長
は
、
当
該
設
備
を
使

用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

又
は
 

D
.2

 
防
災
課
長
は
、
代
替
措
置
※
４
を

検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

10
日

 

  10
日

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
お
よ

び
４

 

A
. 
動
作
可
能
な
緊
急
時

対
策
所
内
可
搬
型
エ

リ
ア
モ
ニ
タ
ま
た
は

緊
急
時
対
策
所
外
可

搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

が
所
要
数
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合

 

A
.
1 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
当
該

設
備
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
代
替

措
置
※
４
を
検
討
し
原
子
炉

主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
実
施
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

B
. 
動
作
可
能
な
緊
急
時

対
策
所
空
気
浄
化
系

が
１
系
統
未
満
で
あ

る
場
合
 

B
.
1 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
当
該

設
備
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復

旧
す
る
。
 

ま
た
は

 

B
.
2 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
代
替

措
置
※
４
を
検
討
し
原
子
炉

主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
実
施
す
る
。
 

１
０
日
 

   １
０
日
 

C
．
使
用
可
能
な
空
気
供

給
装
置
が
所
要
数
を

満
足
し
て
い
な
い
場

合
 

C
.
1 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
当
該

設
備
を
使
用
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

ま
た
は

 

C
.
2 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
代
替

措
置
※
４
を
検
討
し
原
子
炉

主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
実
施
す
る
。
 

１
０
日
 

   １
０
日
 

 

D
. 
使
用
可
能
な

酸
素
濃

度
計
ま
た
は
二

酸
化

炭
素
濃
度
計
が
所
要

数
を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

D
.
1 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
当
該

設
備
を
使
用
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

ま
た
は

 

D
.
2 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
代
替

措
置
※
４
を
検
討
し
原
子
炉

主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

１
０
日
 

   １
０
日
 

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

 

参考①-281



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

得
て
実
施
す
る
。
 

E
.
 条

件
Ｂ
、
Ｃ
ま
た
は

Ｄ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

E
.1
 
当
直
課
長
は
、
モ
－
ド
３

に
す
る
。
 

お
よ
び
 

E
.2
 
当
直
課
長
は
、
モ
－
ド
５

に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

 

Ｅ
．
条
件
Ｂ
、
Ｃ
又

は
Ｄ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

E
.1

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

E
.2

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ

ー
ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

 

て
実
施
す
る
。
 

E
. 
条

件
Ｂ
、
Ｃ
ま
た
は

Ｄ
の
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

E
.
1 
当
直
課
長
は
、
モ
－
ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び
 

E
.
2 
当
直
課
長
は
、
モ
－
ド
５
に

す
る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
－
ド

５
、
６
お

よ
び
使
用

済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃

料
体
を
貯

蔵
し
て
い

る
期
間
 

A
.
 
動
作
可
能
な
緊
急

時
対
策
所
内
可
搬

型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

ま
た
は
緊
急
時
対

策
所
外
可
搬
型
エ

リ
ア
モ
ニ
タ
が
所

要
数
を
満
足
し
て

い
な
い
場
合
 

A
.1
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
当

該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
代

替
措
置
※
４
を
検
討
し
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

B
.
 
動
作
可
能
な
緊
急

時
対
策
所
空
気
浄

化
系
が
１
系
統
未

満
で
あ
る
場
合
 

B
.1
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
当

該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.2
 
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
代

替
措
置
※
４
を
検
討
し
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

C
.
 
使
用
可
能
な
空
気

供
給
装
置
が
所
要

数
を
満
足
し
て
い

な
い
場
合
 

C
.1
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
当

該
設
備
を
使
作
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

C
.2
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
代

替
措
置
※
４
を
検
討
し
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

D
.
 
使
用
可
能
な

酸
素

濃
度
計
ま
た
は
二

酸
化
炭
素
濃
度
計

が
所
要
数
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合
 

D
.1
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
当

該
設
備
を
使
用
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

D
.2
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
代

替
措
置
※
４
を
検
討
し
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

※
４
：
代
替
品
の
補
充
等
｡ 

   

モ
ー
ド

５
、６
及

び
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
燃
料

体
を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

Ａ
．
代
替
緊
急
時
対

策
所
エ
リ
ア

モ
ニ
タ
が
所

要
数
を
満
足

し
て
い
な
い

場
合
 

A
.1

 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
当
該

設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2

 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
代
替

措
置
※
４
を
検
討
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

Ｂ
．
代
替
緊
急
時
対

策
所
空
気
浄

化
系
の
全
て

が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

B
.1

 
防
災
課
長
は
、
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。

 

及
び
 

B
.2

 
防
災
課
長
は
、
代
替
措
置
※
４
を

検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

Ｃ
．
代
替
緊
急
時
対

策
所
加
圧
設

備
が
所
要
数

を
満
足
し
て

い
な
い
場
合
 

C
.1

 
防
災
課
長
は
、
当
該
設
備
を
使

用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。

 

及
び
 

C
.2

 
防
災
課
長
は
、
代
替
措
置
※
４
を

検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

Ｄ
．
使
用
可
能
な

酸

素
濃
度
計
又

は
二

酸
化
炭

素
濃
度
計
が

所
要
数
を
満

足
し
て
い
な

い
場
合
 

D
.1

 
防
災
課
長
は
、
当
該
設
備
を
使

用
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

D
.2

 
防
災
課
長
は
、
代
替
措
置
※
４
を

検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

※
４
：
代
替
品
の
補
充
等
 

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
（
続
き
）

 

適
用

 

モ
ー
ド

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

モ
－
ド
５
、

６
お
よ
び

使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体

を
貯
蔵
し

て
い
る
期

間
 

A
. 
動
作
可
能
な
緊
急
時

対
策
所
内
可
搬
型
エ

リ
ア
モ
ニ
タ
ま
た
は

緊
急
時
対
策
所
外
可

搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

が
所
要
数
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合

 

A
.1

 放
射
線
管
理
課
長
は
、
当
該
設

備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.2

 放
射
線
管
理
課
長
は
、
代
替
措

置
※
４
を
検
討
し
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

B
. 
動
作
可
能
な
緊
急
時

対
策
所
空
気
浄
化
系

が
１
系
統
未
満
で
あ

る
場
合
 

B
.1

 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
当
該
設

備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

B
.2

 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
代
替
措

置
※
４
を
検
討
し
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

C
.
 
使
用
可
能
な
空
気
供

給
装
置
が
所
要
数
を

満
足
し
て
い
な
い
場

合
 

C
.1

 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
当
該
設

備
を
使
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

C
.2

 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
代
替
措

置
※
４
を
検
討
し
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す

る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

D
.
 
使
用
可
能
な

酸
素
濃

度
計
ま
た
は
二

酸

化
炭
素
濃
度
計
が

所
要
数
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合
 

D
.1

 放
射
線
管
理
課
長
は
、
当
該
設

備
を
使
用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

D
.2

 放
射
線
管
理
課
長
は
、
代
替
措

置
※
４
を
検
討
し
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

※
４
：
代
替
品
の
補
充
等
｡ 
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 
表
９
０
－
２
０
 
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備

 

 ９
０
－
２
０
－
１

 
通
信
連
絡

 

機
能

 
設
 
備

 
所
要
数
・
系

統
数
※
１
 

適
用
モ

ー
ド
 

所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

条
 
件

 
措

 
置
 

完
了
時
間

 
項
 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

通
信
連

絡
設
備
 

衛
星
電
話
（
固
定
）

 
６
台

 
モ
－
ド
 

１
、
２
、

３
お
よ

び
４

 

A.
 
動
作
可
能
な
衛
星
電
話
（
固
定
、

可
搬
、
携
帯
）
、
ト
ラ
ン
シ
－
バ

－
、
携
行
型
通
話
装
置
、
イ
ン
タ

ー
フ
ォ
ン
ま
た
は
緊
急
時
衛
星

通
報
シ
ス
テ
ム
が
所
要
数
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合

 

A
1
. 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

ま
た
は
 

A
2
. 
電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
７
を

検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る
。
 

１
０
日
※
６
 

  

１
０
日

 

衛
星
電
話
（
固
定
）
、
緊

急
時
衛
星
通
報
シ
ス
テ

ム
、

Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ

ム
、
Ｉ
Ｐ
電
話
お
よ
び
Ｉ

Ｐ
－

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
通
話
、
通

信
確
認
を
実
施
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

電
気
保
修

課
長

 
衛
星
電
話
（
携
帯
）

 
９
台

 

衛
星
電
話
（
可
搬
）

 
１
台

 

ト
ラ
ン
シ
－
バ
－

 
２
９
台
 

携
行
型
通
話
装
置

 
２
４

台
 

イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン

 
４
台

 

安
全

パ
ラ
メ
－
タ
表
示
シ
ス

テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）

 
１
系
列
※
２
 

安
全

パ
ラ
メ
－
タ
伝

送
シ
ス

テ
ム

 
１
系
列
※
２
 

B.
 
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
－

ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備

※
４
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B
1
. 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

ま
た
は
 

B
2
. 
電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
８
を

検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る
。
 

 

１
０
日
※
６
 

  

１
０
日

 

衛
星
電
話
（
携
帯
）
、
衛

星
電
話
（
可
搬
）
、
ト
ラ

ン
シ
－
バ
－
、
携
行
型
通

話
装
置
お
よ
び
イ
ン
タ
ー

フ
ォ
ン
の
通
話
確
認
を
実

施
す
る
 

３
ヶ
月
に

１
回

 

電
気
保
修

課
長

 

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置

 
２
台

 

緊
急
時
衛
星
通
報
シ
ス
テ
ム
 

１
台

 

統
合
原
子

力
防
災
ネ

ッ
ト
ワ
－

ク
に
接
続

す
る
通
信

連
絡
設
備

 

Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ

ム
 

 

１
系
列
※
２
 

C.
 
動
作
可
能
な
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装

置
※
５
が
所
要
数
を
満
足
し
て
い

な
い
場
合
 

C
1
.計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

ま
た
は
 

C
2
.
計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
７
を

検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る
。
 

 

１
０
日

 

  

１
０
日

 

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
、
安

全
パ
ラ
メ
－
タ
表
示
シ
ス

テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
お
よ

び
安
全
パ
ラ
メ
－
タ
伝
送

シ
ス
テ
ム
の
伝
送
確
認
を

実
施
す
る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

 

計
装
保
修

課
長

 

 
Ｉ
Ｐ
電
話

 

D.
 
安
全

パ
ラ
メ
－
タ
表
示
シ
ス
テ

ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
※
５
ま
た
は
安

全
パ
ラ
メ
－
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム

※
５
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
 

D
1
. 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

ま
た
は
 

D
2
. 
計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
８
を

検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
実
施
す
る
。
 

 

１
０
日
※
６
 

  

１
０
日

 

Ｉ
Ｐ
－
Ｆ
Ａ
Ｘ

 
 

 
 

E.
 
条
件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
ま
た
は

Ｅ
の
措
置
を
完
了
時
間
以
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合

 

E
1
. 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

E
2
. 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

 

１
２
時
間

 

 

５
６
時
間

 

 
 

 

 
 

 

  

表
8
3－

20
 
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備

 

8
3
－

2
0
－
１
 
通
信
連
絡
 

項
 
目

 
設

 
備

 
所
要
数
・

 

系
統
数
※
１
 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
数
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

条
 

 
件

 
措

 
 
置
 

完
了
時
間

 
項
 
 
目
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

通
信

 

連
絡
 

設
備
 

衛
星
携
帯
電
話
設
備
 

1
9
台

 
モ
ー
ド
１
、

２
、３
及
び
４

 A
.
動
作
可
能
な
衛
星
携
帯
電
話

設
備
、
無
線
連
絡
設
備
又
は

SP
D
S
デ
ー
タ
表
示
装
置
※
４

が
所
要
数
を
満
足
し
て
い
な

い
場
合

 

A
.1
 
技
術
第
二
課
長
又
は
安
全
管
理

第
二
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

又
は

 

A
.2
 
技
術
第
二
課
長
又
は
安
全
管
理

第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
７
を
検

討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確

認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

10
日
※
６
 

 

  

1
0
日

 

衛
星
携
帯
電
話
設
備

の
通
話
確
認
を
実
施

す
る
。
 

１
か
月
に

1
回
 

（
固
定
型
）

 

技
術
第
二
課
長

 

３
か
月
に
１
回
 

（
携
帯
型
）

 

技
術
第
二
課
長

 

及
び

 

安
全
管
理
第
二

課
長

 

無
線
連
絡
設
備

 
1
4
台

 
B
.
動
作
可
能
な
携
帯
型
通
話
設

備
が
所
要
数
を
満
足
し
て
い

な
い
場
合

 

B
.1
 
発
電
第
二
課
長
、
保
修
第
二
課
長

又
は
技
術
第
二
課
長
は
、
当
該
設

備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧

す
る
。

 

又
は

 

B
.2
 
発
電
第
二
課
長
、
保
修
第
二
課
長

又
は
技
術
第
二
課
長
は
、
代
替
措

置
※
７
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

1
0
日

 

  

  

1
0
日

 

無
線
連
絡
設
備
の
通

話
確
認
を
実
施
す

る
。
 

１
か
月
に
１
回
 

（
固
定
型
）

 

技
術
第
二
課
長

 

 

３
か
月
に
１
回
 

（
携
帯
型
）

 

携
帯
型
通
話
設
備
 

1
9
台

 
C
.
緊
急
時
運
転

パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム
（

SP
D
S）

※
４
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

又
は
 統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通
信

連
絡
設
備
※
５
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

C
.1
 
技
術
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

又
は

 

C
.2
 
技
術
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
８

を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

10
日
※
６
 

 

 

1
0
日

 

携
帯
型
通
話
設
備
の

通
話
確
認
を
実
施
す

る
。
 

３
か
月
に
１
回
 
発
電
第
二
課
長

 

及
び

 

保
修
第
二
課
長

 

及
び

 

技
術
第
二
課
長

 

SP
D
S
デ
ー
タ
表
示
装
置
 

２
台

 
S
P
DS
デ
ー
タ
表
示
装

置
の
伝

送
確
認
を
実

施
す
る
。

 

１
か
月
に
１
回
 
技
術
第
二
課
長

 

緊
急
時
運
転

パ
ラ
メ
ー
タ

伝
送
シ
ス
テ
ム
（
S
PD

S
）
 

１
系
列
※
２
 

D
.
条

件
Ａ
、
Ｂ
又
は
Ｃ
の
措
置

を
完
了
時
間
以
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

D
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。
 

及
び

 

D
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。
 

1
2
時
間

 

  

5
6
時
間

 

緊
急
時
運
転

パ
ラ
メ

ー
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム

（
S
PD
S
）
の
伝

送
確

認
を
実
施
す
る
。

 

１
か
月
に
１
回
 
技
術
第
二
課
長

 

統
合
原
子
力

防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
接

続
す
る
通
信

連
絡
設
備
 

テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
 

１
系
列
※
２
 

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
、
I
P
電
話
、
衛
星

通
信
装
置

(
電
話

)、

I
P
-F
A
X
の
通
話
通
信

確
認
を
実
施
す
る
。
 

１
か
月
に
１
回
 
技
術
第
二
課
長

 

IP
電
話
 

衛
星
通
信
装

置
(
電
話
)
 

IP
-
FA

X
 

  

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 
表
８
５
－
２
０
 
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備

 

 

８
５
－
２
０
－
１

 
通
信
連
絡

 

機
能

 
設

 
備

 
所
要
数
・
系

統
数

 
適
用
モ
ー
ド
 

所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項
 

条
 
件

 
措

 
置
 

完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度
 
担

 
当

 

通
信
連
絡
設

備
 

衛
星
電
話
（
固
定
）
 

９
台

 
モ
－
ド

 

１
、
２
、
３
お

よ
び
４

 

A
.
 動
作
可
能
な
衛
星
電
話
（
固
定
、

携
帯
）
ま
た
は
ト
ラ
ン
シ
－
バ
－

が
所
要
数
を
満
足
し
て
い
な
い

場
合

 

A
1
. 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

ま
た
は

 

A
2
. 
電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
６
を
検
討
し
、
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

１
０
日
※
５
 

  １
０
日

 

衛
星
電
話
（
固
定
）
の
通

話
、
通
信
確
認
を
実
施
す

る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

電
気
保
修

課
長

 
衛
星
電
話
（
携
帯
）
 

５
台

 

衛
星
電
話
（
可
搬
）
 

１
台

 
衛
星
電
話
（
携
帯
）
お
よ
び

ト
ラ
ン
シ
－
バ
－
の
通
話

確
認
を
実
施
す
る
。

 

３
ヶ
月
に

１
回

 

電
気
保
修

課
長

 
ト
ラ
ン
シ
－
バ
－

 
１
５

台
 

携
行
型
通
話
装
置

 
１
２

台
 

B
.
 動
作
可
能
な
衛
星
電
話
（
可
搬
）
、

携
行
型
通
話
装
置
ま
た
は
緊
急

時
衛
星
通
報
シ
ス
テ
ム
が
所
要

数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合

 

B
1
. 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

ま
た
は

 

B
2
. 
電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
６
を
検
討
し
、
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

１
０
日
※
５
 

  １
０
日

 

安
全
パ
ラ
メ
－
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）

 
１
系
列
※
１
 

緊
急
時
衛
星
通
報
シ
ス
テ

ム
、
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
、

Ｉ
Ｐ
電
話
お
よ
び
Ｉ
Ｐ
－

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
通
話
、
通
信
確

認
を
実
施
す
る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

電
気
保
修

課
長

 
安
全
パ
ラ
メ
－
タ
伝
送
シ
ス
テ
ム
 

１
系
列
※
１
 

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
 

１
台

 
C
.
 
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
－

ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
※

3
が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

C
1
. 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

ま
た
は

 

C
2
. 
電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
７
を
検
討
し
、
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

１
０
日
※
５
 

  １
０
日

 

緊
急
時
衛
星
通
報
シ
ス
テ
ム
 

１
台

 
衛
星
電
話
（
可
搬
）
お
よ
び

携
行
型
通
話
装
置
の
通
話

確
認
を
実
施
す
る
。

 

３
ヶ
月
に

１
回

 

電
気
保
修

課
長

 
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
－
ク

に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
 

Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム

 
 １
系
列
※
１
 

D
.
 
動
作
可
能
な
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装

置
※
４
が
所
要
数
を
満
足
し
て
い

な
い
場
合

 

D
1
.
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

ま
た
は

 

D
2
.計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
６
を
検
討
し
、
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

１
０
日

 

  １
０
日

 

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
、
安

全
パ
ラ
メ
－
タ
表
示
シ
ス

テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
、
お
よ

び
安
全

パ
ラ
メ
－
タ
伝

送

シ
ス
テ
ム
の
伝

送
確
認
を

実
施
す
る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

 

計
装
保
修

課
長

 

 
Ｉ
Ｐ
電
話
 

E
.
 
安
全

パ
ラ
メ
－
タ
表
示
シ
ス
テ

ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
※
４
ま
た
は
安
全

パ
ラ
メ
－
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム
※
４

が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

E
1
. 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

ま
た
は

 

E
2
. 
計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
７
を
検
討
し
、
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。

 

１
０
日
※
５
 

  １
０
日

 
Ｉ
Ｐ
－
Ｆ
Ａ
Ｘ
 

 
 

 

F
.
 条

件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
ま
た
は

Ｅ

の
措
置
を
完
了
時
間
以
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合

 

F
1
. 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

F
2
. 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間

 

 ５
６
時
間

 

 
 

 

 
 

 

   

【
大
飯
－
美
浜
】
 

①
：
発
電
所
固
有
の
差
異
 

（
大
飯
は
指
揮
所
と
待
機
場

所
間
の
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
に

よ
る
通
信
手
段
が
必
要
。）

 

大
飯
は
指
揮
所
と
待
機
場
所
間

の
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
に
よ
る

通
信
手
段
が
必
要
。【
玄
海
－

美
浜
】
 

①
：
発
電
所
固
有
の
差
異
 

（
玄
海
は
衛
星
電
話

(
可

搬
)、
緊
急
時
衛
星
通
報
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
通
信
手
段
が

な
く
、
無
線
連
絡
設
備

(固

定
型
)
、
統
原
防
衛
星
通
信

装
置
(
電
話

)に
よ
る
通
信
手

段
が
あ
る
。
玄
海
は
安
全

パ

ラ
メ
－
タ
表
示
シ
ス
テ
ム

（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
の
記
載
な

し
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20
1
9
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

7.
5
認
可
）

 
９
０
－
２
０
－
１

 
通
信
連
絡
（
続
き
）
 

項
目

 
設

 
備

 
所
要
数
・

系
統
数
※
１
 
適
用
モ

ー
ド

 

所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間
 

項
 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

通
信
連

絡
設
備

 

衛
星
電
話
（
固
定
）

 
６

台
 
モ
ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間

 

A
. 
動
作
可
能
な
衛
星
電
話
（
固

定
、
可
搬
、
携
帯
）
、
ト
ラ

ン
シ
－
バ
－
、
携
行
型
通
話

装
置
、
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
ま

た
は
緊
急
時
衛
星
通
報
シ

ス
テ
ム
が
所
要
数
を
満
足

し
て
い
な
い
場
合

 
 
 

A
1.

 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

ま
た
は

 

A
2.

 電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
７
を
検
討
し
、

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
※
６
 

  速
や
か
に

 

衛
星
電
話
（
固
定
）
、
緊
急
時

衛
星
通
報
シ
ス
テ
ム
、

Ｔ
Ｖ
会

議
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｐ
電
話
お
よ

び
Ｉ
Ｐ
－

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
通
話
、
通

信
確
認
を
実
施
す
る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

電
気
保
修

課
長

 
衛
星
電
話
（
携
帯
）

 
９

台
 

衛
星
電
話
（
可
搬
）

 
１

台
 

ト
ラ
ン
シ
－
バ
－

 
２
９

台
 

携
行
型
通
話
装
置

 
２
４

台
 

イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン

 
４

台
 

安
全

パ
ラ
メ
－
タ
表
示
シ
ス
テ

ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）

 

１
系
列
※
２
 

安
全

パ
ラ
メ
－
タ
伝

送
シ
ス
テ

ム
 

１
系
列
※
２
 

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置

 
２

台
 

B
. 
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
－
ク
に
接
続
す
る
通
信

連
絡
設
備
※
４
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

B
1.

 
電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 
B
2.

 電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
８
を
検
討
し
、

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
※
６
 

  速
や
か
に

 

衛
星
電
話
（
携
帯
）
、
衛
星
電
話

（
可
搬
）
、
ト
ラ
ン
シ
－
バ
－
、

携
行
型
通
話
装
置
お
よ
び
イ
ン

タ
ー
フ
ォ
ン
の
通
話
確
認
を
実

施
す
る

 

３
ヶ
月
に

１
回

 

電
気
保
修

課
長

 
緊
急
時
衛
星
通
報
シ
ス
テ
ム

 
１

台
 

統
合
原
子

力
防
災
ネ

ッ
ト
ワ
－

ク
に
接
続

す
る
通
信

連
絡
設
備
 

Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ

ム
 

 

１
系
列
※
２
 

Ｉ
Ｐ
電
話
 

C
. 
動
作
可
能
な
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表

示
装
置
※
５
が
所
要
数
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合

 

C
1.
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

C
2.
計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
７
を
検
討
し
、
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に

 

  速
や
か
に

 

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
、
安
全

パ

ラ
メ
－
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ

Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
お
よ
び
安
全

パ
ラ
メ

－
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム
の
伝

送
確

認
を
実
施
す
る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

計
装
保
修

課
長

 

Ｉ
Ｐ
－

Ｆ
Ａ
Ｘ

 
D
. 
安
全

パ
ラ
メ
－
タ
表
示
シ

ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
※
５
ま

た
は
安
全

パ
ラ
メ
－
タ
伝

送

シ
ス
テ
ム
※
５
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合

 

D
1.

 
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び

 

D
2.

 計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
８
を
検
討
し
、

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
※
６
 

  速
や
か
に

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 
「
９
０
－
１
５
－
１

 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
重

油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
 

「
９
０
－
１
５
－
７

 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重

油
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る

 

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）

 
「
９
０
－
１
９
－
１

 
代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

※
１
：
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数
・
系
統
数
。

 

※
２
：
安
全

パ
ラ
メ
－
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
お
よ
び
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
Ａ
系
ま
た
は
Ｂ
系
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
有
線
系
、
無
線
系
ま
た
は
衛
星
系
回
線
で
所
内
お
よ
び
所
外
へ
伝

送
可
能
で
あ
る
こ

と
を
い
う
。
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
－
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｉ
Ｐ
－

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
通
信
可
能
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
３
：
設
備
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
４
：
衛
星
携
帯
電
話
設
備
等
の
通
信
機
器
に
よ
る
通
信
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
を
条

件
に
行
う
計
画
的
保
守
お
よ
び
機
能
試
験
に
よ
る
停
止
時
（
他
の
事
業
者
等
が
所
掌
す
る
設
備
の
点
検
お
よ
び
試
験
に
伴
う
停
止
を
含
む
。
）
は
、
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
５
：
サ
－
バ
－
切
替
等
に
よ
る
一
時
的
な
デ
ー
タ
伝

送
停
止
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
ま
た
、
所
要
の
確
認
対
象

パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
録
し
、
連
絡
す
る
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
を
条

件
に
行
う
計
画
的
保

守
お
よ
び
機
能
試
験
に
よ
る
停
止
時
（
他
の
事
業
者
等
が
所
掌
す
る
設
備
の
点
検
お
よ
び
試
験
に
伴
う
デ
－
タ
伝

送
停
止
を
含
む
。
）
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
６
：
衛
星
電
話
（
固
定
、
携
帯
、
可
搬
）
、
安
全

パ
ラ
メ
－
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
、
安
全

パ
ラ
メ
－
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム
、
緊
急
時
衛
星
通
報
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
－
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
に

つ
い
て
、
原
子
炉
設
置
者
所
掌
外
の
設
備
（
通
信
衛
星
等
の
他
の
事
業
者
等
が
所
掌
す
る
設
備
）
の
故
障
等
に
よ
り
運
転
上
の
制
限
を

逸
脱
し
た
場
合
は
、
当
該
要
求
さ
れ
る
措
置
に
対
す
る
完
了
時
間
を
除
外
す
る
。

 

※
７
：
連
絡
要
員
の
追
加
や
、
同
種
の
通
信
機
器
の
追
加
ま
た
は
他
種
の
通
信
機
器
に
よ
る
通
信
手
段
の
確
保
に
よ
る
措
置
を
い
う
。

 
※
８
：
安
全

パ
ラ
メ
－
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
お
よ
び
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム
の
代
替
措
置
は
、
所
要
の
確
認
対
象

パ
ラ
メ
－
タ
を
記
録
し
、
連
絡
す
る
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
等
を
い
う
。
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
に
つ
い
て
は
、
通
信
機
器
の
補
充
等
を
い
う
。
 

83
－

2
0－
１

 
通
信
連
絡
（
続
き
）

 

項
 
目

 
設

 
備

 
所
要
数
・

 

系
統
数
※
１
 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
数
・
系
統
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
３
 

確
認
事
項
 

条
 

 
件
 

措
 

 
置

 
完
了
時
間

 
項
 
 
目
 

頻
 
 
度
 

担
 
 
当
 

通
信

 

連
絡

 

設
備

 

衛
星
携
帯
電
話
設
備

 
19

台
 
モ
ー
ド
５
、
６
及

び
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃
料
体
を

貯
蔵
し
て
い
る
期

間
 

A.
動
作
可
能
な
衛
星
携
帯
電
話
設

備
、
無
線
連
絡
設
備
又
は

SP
DS

デ
ー
タ
表
示
装
置
※
４
が
所
要

数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合

 

A.
1
 
技
術
第
二
課
長
又
は
安
全
管
理
第
二

課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。

 

及
び

 

A.
2
 
技
術
第
二
課
長
又
は
安
全
管
理
第
二

課
長
は
、
代
替
措
置
※
７
を
検
討
し
、
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実

施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
※
６
 

   

 

速
や
か
に

 

衛
星
携
帯
電
話
設
備

の
通
話
確
認
を
実
施

す
る
。

 

１
か
月
に

1
回

 

（
固
定
型
）

 

 

技
術
第
二
課
長

 

３
か
月
に
１
回
 

（
携
帯
型
）

 

技
術
第
二
課
長

 

及
び

 

安
全
管
理
第
二

課
長

 

無
線
連
絡
設
備

 
14

台
 

B.
動
作
可
能
な
携
帯
型
通
話
設
備

が
所
要
数
を
満
足
し
て
い
な
い

場
合

 

B.
1
 
発
電
第
二
課
長
、
保
修
第
二
課
長
又

は
技
術
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置

を
開
始
す
る
。
 

及
び

 

B.
2
 
発
電
第
二
課
長
、
保
修
第
二
課
長
又

は
技
術
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
７

を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の

確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始

す
る
。

 

速
や
か
に

 

    

速
や
か
に

 

無
線
連
絡
設
備
の
通

話
確
認
を
実
施
す
る
。
 １
か
月
に
１
回
 

（
固
定
型
）

 
技
術
第
二
課
長

 
 

３
か
月
に
１
回
 

（
携
帯
型
）

 

携
帯
型
通
話
設
備

 
19

台
 

携
帯
型
通
話
設
備
の

通
話
確
認
を
実
施
す

る
。

 

３
か
月
に
１
回
 
発
電
第
二
課
長

 
及
び

 

保
修
第
二
課
長

 

及
び

 
技
術
第
二
課
長

 

SP
DS
デ
ー
タ
表
示
装
置

 
２

台
 

C.
緊
急
時
運
転

パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送

シ
ス
テ
ム
（

SP
D
S）
※
４
 
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

又
は

 統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡

設
備
※
５
が
動
作
不
能
で
あ
る

場
合

 

C.
1
 
技
術
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。

 

及
び

 

C.
2
 
技
術
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※
８
を

検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確

認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始
す

る
。

 

速
や
か
に
※
６
 

   

速
や
か
に

 

SP
D
S
デ
ー
タ
表
示
装

置
の
伝

送
確
認
を
実

施
す
る
。
 

１
か
月
に
１
回
 
技
術
第
二
課
長

 

緊
急
時
運
転

パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送

シ
ス
テ
ム
（

S
PD

S）
 

 

１
系
列
※
２
 

緊
急
時
運
転

パ
ラ
メ

ー
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム

（
S
PD

S
）
の
伝

送
確
認

を
実
施
す
る
。
 

１
か
月
に
１
回
 
技
術
第
二
課
長

 

統
合
原
子
力

防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
接

続
す
る
通
信

連
絡
設
備

 

テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム

 

１
系
列
※
２
 

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
、
IP
電
話
、
衛
星
通

信
装
置

(
電
話

)、
IP

-

FA
X
の
通
話
通
信
確
認

を
実
施
す
る
。
 

１
か
月
に
１
回
 
技
術
第
二
課
長

 

I
P
電
話

 

衛
星
通
信
装

置
(電
話

) 

I
P-

FA
X 

※
１
：
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数
・
系
統
数
 

※
２
：
緊
急
時
運
転

パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム

(S
PD

S)
に
つ
い
て
は
、
Ａ
系
又
は
Ｂ
系
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
有
線
系
、
無
線
系
又
は
衛
星
系
回
線
で
所
内
及
び
所
外
へ
伝

送
可
能
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接

続
す
る
通
信
連
絡
設
備
に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
、

I
P
電
話
、
衛
星
通
信
装
置

(電
話

)
、

IP
-F

A
X
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
通
信
可
能
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
３
：
設
備
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
４
：
サ
ー
バ
切
替
等
に
よ
る
一
時
的
な
デ
ー
タ
伝

送
停
止
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
ま
た
、
所
要
の
確
認
対
象

パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
録
し
、
連
絡
す
る
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
を
条

件
に
行
う
計
画
的
保
守
及

び
機
能
試
験
に
よ
る
停
止
時
（
他
の
事
業
者
等
が
所
掌
す
る
設
備
の
点
検
及
び
試
験
に
伴
う
デ
ー
タ
伝

送
停
止
を
含
む
。
）
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
５
：
衛
星
携
帯
電
話
設
備
等
の
通
信
機
器
に
よ
る
通
信
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
を
条

件
に
行
う
計
画
的
保
守
及
び
機
能
試
験
に
よ
る
停
止
時
（
他
の
事
業
者
等
が
所
掌
す
る
設
備
の
点
検
及
び
試
験
に
伴
う
停
止
を
含
む
。
）
は
、
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
６
：
衛
星
携
帯
電
話
設
備
、
緊
急
時
運
転

パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム

(
SP

DS
)、
及
び
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
に
つ
い
て
、
原
子
炉
設
置
者
所
掌
外
の
設
備
（
通
信
衛
星
等
の
他
の
事
業
者
等
が
所
掌
す

る
設
備
）
の
故
障
等
に
よ
り
運
転
上
の
制
限
を

逸
脱
し
た
場
合
は
、
当
該
要
求
さ
れ
る
措
置
に
対
す
る
完
了
時
間
を
除
外
す
る
。

 

※
７
：
連
絡
要
員
の
追
加
や
、
同
種
の
通
信
機
器
の
追
加
又
は
他
種
の
通
信
機
器
に
よ
る
通
信
手
段
の
確
保
に
よ
る
措
置
を
い
う
。

 

※
８
：
緊
急
時
運
転

パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム

(
SP

DS
)に
つ
い
て
は
、
所
要
の
確
認
対
象

パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
録
し
、
連
絡
す
る
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
等
を
い
う
。
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
設
備
に
つ
い
て
は
、
通
信
機

器
の
補
充
等
を
い
う
。

 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

８
５
－
２
０
－
１

 
通
信
連
絡
（
続
き
）
 

項
目

 
設

 
備

 
所
要
数
・

系
統
数

 
適
用
モ
ー
ド

 
所
要
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
の
措
置
※
２
 

確
認
事
項

 

条
 

件
 

措
 
置

 
完
了
時
間

 
項

 
目

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

通
信
連
絡
設

備
 

衛
星
電
話
（
固
定
）

 
９

台
 
モ
ー
ド
５
、
６

お
よ
び
使
用

済
燃
料
ピ
ッ

ト
に
燃
料
体

を
貯
蔵
し
て

い
る
期
間

 

A
. 
動
作
可
能
な
衛
星
電
話

（
固
定
、
携
帯
）
ま
た
は

ト
ラ
ン
シ
－
バ
－
が
所
要

数
を
満
足
し
て
い
な
い
場

合
 

A1
.
 電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。 

お
よ
び

 

A2
.
 電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
６
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
※
５
 

 速
や
か
に
 

衛
星
電
話
（
固
定
）
の
通
話
、

通
信
確
認
を
実
施
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 
電
気
保
修
課
長

 

衛
星
電
話
（
携
帯
）

 
５

台
 

衛
星
電
話
（
可
搬
）

 
１

台
 

衛
星
電
話
（
携
帯
）
お
よ
び

ト
ラ
ン
シ
－
バ
－
の
通
話
確

認
を
実
施
す
る
。

 

３
ヶ
月
に
１
回

 
電
気
保
修
課
長

 

ト
ラ
ン
シ
－
バ
－

 
１
５

台
 

携
行
型
通
話
装
置

 
１
２

台
 

B
. 
動
作
可
能
な
衛
星
電
話

（
可
搬
）
、
携
行
型
通
話

装
置
ま
た
は
緊
急
時
衛
星

通
報
シ
ス
テ
ム
が
所
要
数

を
満
足
し
て
い
な
い
場
合

 

B1
.
 電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。 

お
よ
び

 

B2
.
 電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
６
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
※
５
 

 速
や
か
に
 

緊
急
時
衛
星
通
報
シ
ス
テ

ム
、

Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
、

Ｉ
Ｐ
電
話
お
よ
び
Ｉ
Ｐ
－

Ｆ

Ａ
Ｘ
の
通
話
、
通
信
確
認
を

実
施
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 
電
気
保
修
課
長

 

安
全

パ
ラ
メ
－
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ

Ｓ
）

 

１
系
列
※
１
 

安
全

パ
ラ
メ
－
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム

 
１
系
列
※
１
 

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置

 
１

台
 

C
. 
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
－
ク
に
接
続
す
る
通

信
連
絡
設
備
が
※
３
動
作

不
能
で
あ
る
場
合

 

C1
.
 電
気
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。 

お
よ
び

 

C2
.
 電
気
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
７
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
※
５
 

 速
や
か
に
 

衛
星
電
話
（
可
搬
）
お
よ
び

携
行
型
通
話
装
置
の
通
話
確

認
を
実
施
す
る
。

 

３
ヶ
月
に
１
回

 
電
気
保
修
課
長

 

緊
急
時
衛
星
通
報
シ
ス
テ
ム
 

１
台

 

統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
－
ク
に
接
続
す
る
通
信

連
絡
設
備
 

Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス

テ
ム

 

 １
系
列
※
1
 

 

Ｉ
Ｐ
電
話
 

D
. 
動
作
可
能
な
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ

表
示
装
置
※
４
が
所
要
数

を
満
足
し
て
い
な
い
場
合

 

D1
.
計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び

 

D2
.
 計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
６
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
 

 速
や
か
に
 

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
、
安
全

パ
ラ
メ
－
タ
表
示
シ
ス
テ
ム

（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
、
お
よ
び
安

全
パ
ラ
メ
－
タ
伝

送
シ
ス
テ

ム
の
伝

送
確
認
を
実
施
す

る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 
計
装
保
修
課
長

 

Ｉ
Ｐ
－

Ｆ
Ａ
Ｘ

 
E
. 
安
全

パ
ラ
メ
－
タ
表
示

シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
※

４
ま
た
は
安
全

パ
ラ
メ
－

タ
伝

送
シ
ス
テ
ム
※
４
が

動
作
不
能
で
あ
る
場
合

 

E1
.
 計
装
保
修
課
長
は
、
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。 

お
よ
び

 

E2
.
 計
装
保
修
課
長
は
、
代
替
措
置
※
７
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

速
や
か
に
※
５
 

 速
や
か
に
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

 
「
８
５
－
１
５
－
１

 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
お
よ
び
燃
料

油
移

送
ポ
ン
プ

 
「
８
５
－
１
５
－
６

 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
お
よ
び
燃
料

油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）

 
「
８
５
－
１
９
－
１

 
代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。

 
 

【
大
飯
－
美
浜
】

 

①
：
発
電
所
固
有
の
差
異
 

（
大
飯
は
指
揮
所
と
待
機
場
所
間
の
イ
ン

タ
ー
フ
ォ
ン
に
よ
る
通
信
手
段
が
必
要
。

大
飯
は
重

油
タ
ン
ク
に
よ
る
燃
料
補
給
設

備
が
あ
り
、
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
、
燃

料
油
移

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
補
給
設
備

が
な
い
。）

 

【
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
発
電
所
固
有
の
差
異
 

（
玄
海
は
衛
星
電
話

(可
搬

)、
緊
急
時
衛

星
通
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
通
信
手
段
が
な

く
、
無
線
連
絡
設
備

(固
定
型

)、
統
原
防

衛
星
通
信
装
置

(電
話

)に
よ
る
通
信
手
段

が
あ
る
。
玄
海
は
安
全
パ
ラ
メ
－
タ
表
示

シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）、
空
冷
式
非
常

用
発
電
装
置
、
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
可

搬
式
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

お
よ
び
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
、
電
源
車

（
緊
急
時
対
策
所
用
）
の
記
載
な
し
。
）

 

 
 

※
１
：
安
全

パ
ラ
メ
－
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
お
よ
び
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
Ａ
系
ま
た
は
Ｂ
系
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
有
線
系
、

無
線
系
ま
た
は
衛
星
系
回
線
で
所
内
お
よ
び
所
外
へ
伝

送
可
能
で
あ
る
こ
と

を
い
う
。
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
－
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
に
つ

い
て
は
、
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｉ
Ｐ
－

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
に

よ
り
通
信
可
能
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：
設
備
ご
と
に

個
別
の
条

件
が
適
用
さ
れ
る
。

 

※
３
：
衛
星
携
帯
電
話
設
備
等
の
通
信
機
器
に
よ
る
通
信
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
を
条

件
に
行
う
計
画
的
保
守
お
よ
び
機
能
試
験
に
よ
る
停
止
時
（
他
の
事
業
者
等
が

所
掌
す
る
設
備
の
点
検
お
よ
び
試
験
に
伴
う
停
止
を
含
む
。
）
は
、
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
４
：
サ
－
バ
－
切
替
等
に
よ
る
一
時
的
な
デ
ー
タ
伝

送
停
止
は
、
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
ま
た
、
所
要
の
確
認
対
象

パ
ラ
メ
ー
タ

を
記
録
し
、
連
絡
す
る
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
を
条

件
に
行
う
計
画
的
保
守
お

よ
び
機
能
試
験
に
よ
る
停
止
時
（
他
の
事
業
者
等
が
所
掌
す
る
設
備
の
点
検
お

よ
び
試
験
に
伴
う
デ
－
タ
伝

送
停
止
を
含
む
。
）
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 
※
５
：
衛
星
電
話
（
固
定
、
携
帯
、
可
搬
）
、
安
全

パ
ラ
メ
－
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ

Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
、
安
全

パ
ラ
メ
－
タ
伝
送
シ
ス
テ
ム
、
緊
急
時
衛
星
通
報
シ
ス
テ
ム

お
よ
び
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
－
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
に
つ

い
て
、
原
子
炉
設
置
者
所
掌
外
の
設
備
（
通
信
衛
星
等
の
他
の
事
業
者
等
が
所

掌
す
る
設
備
）
の
故
障
等
に
よ
り
運
転
上
の
制
限
を

逸
脱
し
た
場
合
は
、
当
該

要
求
さ
れ
る
措
置
に
対
す
る
完
了
時
間
を
除
外
す
る
。

 

※
６
：
連
絡
要
員
の
追
加
や
、
同
種
の
通
信
機
器
の
追
加
ま
た
は
他
種
の
通
信
機
器
に

よ
る
通
信
手
段
の
確
保
に
よ
る
措
置
を
い
う
。

 

※
７
：
安
全

パ
ラ
メ
－
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
お
よ
び
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム
の
代
替
措
置
は
、
所
要
の
確
認
対
象
パ
ラ
メ
－
タ
を
記
録
し
、
連

絡
す
る
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
等
を
い
う
。
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
に
つ
い
て
は
、
通
信
機
器
の
補
充
等
を
い
う
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
９
０
－
２
１

 
そ
の
他
の
設
備
 

 ９
０
－
２
１
－
１
 
ア
ク
セ
ス
ル
－
ト
の
確
保
 

 (
1)
 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

ア
ク
セ
ス
ル
－
ト
の
確
保
 
ブ
ル
ド
－
ザ
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
※
１
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
お
よ
び
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵

し
て
い
る
期
間
 

ブ
ル
ド
－
ザ
 

２
台
 

※
１
：
予
備
機
１
台
を
含
む
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数
 

 

表
8
3－

21
 
そ
の
他
の
設
備

 

 8
3－

21
－
１
 
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
 

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
の
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
及
び
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し

て
い
る
期
間

 

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
 

１
台
※
１
 

※
１
：
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
合
計
所
要
数
 

 

表
８
５
－
２
１

 
そ
の
他
の
設
備

 

 ８
５
－
２
１
－
１
 
ア
ク
セ
ス
ル
－
ト
の
確
保
 

 (
1)

 運
転
上
の
制
限

  

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

ア
ク
セ
ス
ル
－
ト
の
確
保

 
ブ
ル
ド
－
ザ
お
よ
び

油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の
所
要

数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６

お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料

体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間

 

ブ
ル
ド
－
ザ

 
２

台
 

油
圧
シ
ョ
ベ
ル

 
１

台
 

 

 【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
は
１

台
で
も
瓦
礫
撤
去
が
可
能
で
あ

る
こ
と
か
ら
所
要
数
に
予
備
を

含
ま
な
い
。
ま
た
、
段
差
復
旧

の
た
め
、

油
圧
シ
ョ
べ
ル
の
要

求
が
あ
る
。）

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有
の

差
異
 

（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ
ン

ト
で
あ
る
た
め
。）

 
(
2)
 確
認
事
項
 

項
 
目
 

確
認
事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

ブ
ル
ド
－
ザ
 
所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に

１
回
 

タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
 

  

(
2)

 確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認

 
事

 
項
 

頻
 
度

 
担
 
当

 

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

 

保
修
第
二

課
長

 

  

(
2)

 確
認
事
項

 

項
 
目
 

確
認
事
項

 
頻

 
度
 

担
 
当

 

ブ
ル
ド
－
ザ

 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回

 
タ
ー
ビ
ン
保

修
課
長
 

油
圧
シ
ョ
ベ
ル

 

所
要
数
が
使
用
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回

 
タ
ー
ビ
ン
保

修
課
長
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
3)
 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
.
 
所
要
数
を
満
足

し
て
い
な
い
場

合
 

A
.1
 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該

設
備
を
使
用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。

 

ま
た
は
 

A
.2
 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代
替

措
置
※
２
を
検
討
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
。
 

１
０
日
 

  １
０
日
 

B
.
 
条

件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な

い
場
合

 

B
.1
当
直
課
長
は
、
モ
－
ド
３
に
す

る
。
 

お
よ
び
 

B
.2
当
直
課
長
は
、
モ
－
ド
５
に
す

る
。
 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間
 

A
.
 
所
要
数
を
満
足

し
て
い
な
い
場

合
 

A
.1
 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当
該

設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の

水
抜
き
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.3
 当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
（
１

次
冷
却
系
非
満
水
）
ま
た
は
モ

ー
ド
６（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
）

の
場
合
、
１
次
系
保
有
水
を
回

復
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.4
 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代
替

措
置
※
２
を
検
討
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施

す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

※
２
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用

 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
及
び

４
 

Ａ
．
所
要
数
を
満

足
し
て
い
な

い
場
合
 

A
.1
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備
を

使
用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

又
は

 

A
.2

 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※

２
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

10
日

 

  10
日

 

Ｂ
．
条

件
Ａ
の
措

置
を
完
了
時

間
内
に
達
成

で
き
な
い
場

合
 

B
.1
 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。
 

及
び

 

B
.2
 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間
 

  56
時
間
 

モ
ー
ド

５
、６
及

び
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
燃
料

体
を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

Ａ
．
所
要
数
を
満

足
し
て
い
な

い
場
合
 

 

A
.1
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
当
該
設
備
を

使
用
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る

措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び

 

A
.2
 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次

冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て
い

る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す

る
。
 

及
び

 

A
.3
 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
（
１
次
系
冷
却
系
非
満
水
）

又
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低

水
位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有
水

を
回
復
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び

 

A
.4
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※

２
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

     速
や
か
に
 

※
２
：
代
替
品
の
補
充
等
 

 

(
3)

 要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間
 

モ
ー
ド

１
、
２
、

３
お
よ

び
４
 

A
. 
所
要
数
を
満
足

し
て
い
な
い

場
合

 

A
.1

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当

該
設
備
を
使
用
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。

 

ま
た
は

 

A
.2

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代

替
措
置
※
１
を
検
討
し
、
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を

得
て
実
施
す
る
。

 

１
０
日
 

   １
０
日
 

B
. 
条

件
Ａ
の
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B
.1
当
直
課
長
は
、
モ
－
ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.2
当
直
課
長
は
、
モ
－
ド
５
に

す
る
。
 

 

１
２
時
間
 

  ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間

 

A
. 
所
要
数
を
満
足

し
て
い
な
い

場
合

 

A
.1

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
当

該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.2

 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系

の
水
抜
き
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.3

 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５

（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
ま

た
は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ

ィ
低
水
位
）
の
場
合
、
１
次

系
保
有
水
を
回
復
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

A
.4

 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
代

替
措
置
※
１
を
検
討
し
、
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を

得
て
実
施
す
る
措
置
を
開

始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

      速
や
か
に
 

※
１
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

 

 

（
１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・
漏
え
い
検
査
の
実
施
）
 

第
 
９
１

 
条

 
モ
ー
ド
４
お
よ
び
５
に
お
い
て
１
次
冷
却
系
の
耐

圧
・
漏
え
い
検
査
※
１
を
実
施
す
る
場
合
、
表
９
１
－
１
で
定
め
る

事
項
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
表
９
１

－
２
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

（
１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・
漏
え
い
検
査
の
実
施
）

 

第
8
4
条

 
モ
ー
ド
４
及
び
５
に
お
い
て
１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・
漏

え
い
検
査
※
１
を
実
施
す
る
場
合
、
表

8
4
－
１
で
定
め
る
事
項
の

適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
表

8
4－
２
で
定

め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

（
１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・
漏
え
い
検
査
の
実
施
）
 

第
 ８
６

 条
 
モ
ー
ド
４
お
よ
び
５
に
お
い
て
１
次
冷
却
系
の
耐

圧
・
漏
え
い
検
査
※
１
を
実
施
す
る
場
合
、
表
８
６
－
１
で
定
め

る
事
項
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
表

８
６
－
２
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

２
．
前
項
を
適
用
す
る
場
合
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
昇
温
開
始
※
２
か
ら
適
用
を
除

外
す
る
前
ま
で
に
、
表
９
１
－
２
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
３
。
 

(
2)
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・
漏
え
い
検
査
終
了
後
、

表
９
１
－
１
で
定
め
る
事
項
の
う
ち
検
査
の
た
め
に
適
用
を

除
外
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
復

旧
措
置
が
行
わ
れ
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
。

 

２
 
前
項
を
適
用
す
る
場
合
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
昇
温
開
始
※
２

か
ら
適
用
を
除
外
す
る
前
ま
で
に
、
表

84
－
２
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
３
。
 

(
2)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・
漏
え
い

検
査
終
了
後
、
表

84
－
１
で
定
め
る
事
項
の
う
ち
検
査
の
た

め
に
適
用
を
除
外
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
復

旧
措
置
が
行
わ

れ
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
。

 

２
．
前
項
を
適
用
す
る
場
合
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
昇
温
開
始
※
２
か
ら
適
用
を

除
外
す
る
前
ま
で
に
、
表
８
６
－
２
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
３
。
 

(
2)
 当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・
漏
え
い
検
査
終
了

後
、
表
８
６
－
１
で
定
め
る
事
項
の
う
ち
検
査
の
た
め
に
適

用
を
除
外
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
復
旧
措
置
が
行
わ
れ
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
。
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
が
満
足
さ
れ

て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
９
１
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

が
満
足
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

84
－
３
の
措
置
を

講
じ
る
。

 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
が
満
足
さ

れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
６
－
３
の
措
置
を
講
じ

る
。
 

 

 

※
１
：
１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・
漏
え
い
検
査
と
は
、
１
次
冷
却
材
圧

力
を
検
査
圧
力
に
保
持
し
て
い
る
期
間
を
い
う
（
以
下
、
本

条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

※
２
：
１
次
冷
却
系
の
昇
温
開
始
と
は
、
１
次
冷
却
系
の
昇
温
の
た

め
に
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
を
起
動
し
た
時
点
を
い
う
。
 

※
３
：
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
、
施

錠
管
理
の
実
施
、
区
域
管
理
の
実
施
等
に
よ
り
確
認
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
 

※
４
：
復

旧
措
置
が
適
用
モ
ー
ド
外
へ
移
行
し
た
後
に
行
わ
れ
て
い

る
場
合
は
、
運
転
上
の
制
限
の
確
認
を
行
う
必
要
は
な
い
。
 

 

※
１
：
１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・
漏
え
い
検
査
と
は
、
１
次
冷
却
材
圧

力
を
検
査
圧
力
に
保
持
し
て
い
る
期
間
を
い
う
（
以
下
、
本

条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

※
２
：
１
次
冷
却
系
の
昇
温
開
始
と
は
、
１
次
冷
却
系
の
昇
温
の
た

め
に
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
を
起
動
し
た
時
点
を
い
う
。
 

※
３
：
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
、
施

錠
管
理
の
実
施
、
区
域
管
理
の
実
施
等
に
よ
り
確
認
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

 

※
４
：
復
旧
措
置
が
適
用
モ
ー
ド
外
へ
移
行
し
た
後
に
行
わ
れ
て
い

る
場
合
は
、
運
転
上
の
制
限
の
確
認
を
行
う
必
要
は
な
い
。
 

 

※
１
：
１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・
漏
え
い
検
査
と
は
、
１
次
冷
却
材

圧
力
を
検
査
圧
力
に
保
持
し
て
い
る
期
間
を
い
う
（
以

下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

※
２
：
１
次
冷
却
系
の
昇
温
開
始
と
は
、
１
次
冷
却
系
の
昇
温
の

た
め
に
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
を
起
動
し
た
時
点
を
い
う
。
 

※
３
：
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
弁
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
、

施
錠
管
理
の
実
施
、
区
域
管
理
の
実
施
等
に
よ
り
確
認
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
４
：
復
旧
措
置
が
適
用
モ
ー
ド
外
へ
移
行
し
た
後
に
行
わ
れ
て

い
る
場
合
は
、
運
転
上
の
制
限
の
確
認
を
行
う
必
要
は
な

い
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
９
１
－
１
 

適
用
を
除
外
す
る
運
転
上
の
制
限
 

第
３
４
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設

備
）
 

表
３
４
－
３

 
第
１
項
、
第
２
項
お
よ
び
第
３
項
 

第
３
８
条
（
１
次
冷
却
系

 
－
モ

ー
ド
４
－
）
 

余
熱
除
去
系
ま
た
は
蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去

系
の
う
ち
、
２
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
１
系
統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と

 

第
３
９
条
（
１
次
冷
却
系

 
－
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却

系
満
水
）
－
）
 

(
1
) 
余
熱
除
去
系
１
系
統
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
 

(
2
) 
他
の
余
熱
除
去
系
が
動
作
可
能
ま
た
は
運
転

中
で
あ
る
か
、
２
基
以
上
の

蒸
気
発
生
器
の

水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス
パ
ン
の

 5
 %
 
以
上

で
あ
る
こ
と
 

第
４
４
条
（
加
圧
器
安
全
弁
）
 

全
て
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

第
４
６
条
（
低
温
過
加
圧
防
護
）
 

(
1
)-
1 
２
台
の
加
圧
器
逃
が
し

弁
が
低
圧
設
定
で

動
作
可
能
で
あ
り
、
２
台
の
加
圧
器
逃
が
し

弁

元
弁
が
開
状
態
で
あ
る
こ
と
 

(
1
)-
2 
１
台
以
上
の
加
圧
器
安
全
弁
が
取
り
外
さ

れ
て
い
る
こ
と
 

第
５
３
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
 

－
モ
ー
ド
４
－
）
 

(
2
) 
低
圧
注
入
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
 

第
５
６
条
（
原
子
炉
格
納
容
器
）
 

(
3
) 
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
 

(
4
) 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
 

第
６
０
条
（
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ

ド
ア
）
 

ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
の
下
部
入
口
ド
ア
、
中
間
デ

ッ
キ
ド
ア
お
よ
び
上
部
デ
ッ
キ
ド
ア
が
動
作
可
能

で
あ
り
閉
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

第
６
１
条
（
原
子
炉
格
納
容
器
内

区
分
隔
壁
）
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
区
分
隔
壁
の
機
能
が
健
全
で

あ
る
こ
と

 

第
６
４
条
（
原
子
炉
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
系
）
 

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

第
６
５
条
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄

化
系
）
 

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

 

第
６
６
条
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
）

 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
の
機
能
が
健
全
で
あ
る
こ
と
 

  

表
8
4－
１
 

適
用
を
除
外
す
る
運
転
上
の
制
限

 

第
33
条
（
計
測
及
び
制
御
設
備
） 
表

33
－
３

 
第
１
項
、
第
２
項
及
び
第
３
項
 

第
37
条
（
１
次
冷
却
系

 
－
モ

ー
ド
４
－
）

 

余
熱
除
去
系
又
は

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系

の
う
ち
、
２
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
１
系
統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
 

第
38
条
（
１
次
冷
却
系

 
－
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
満
水
）
－
） 

(
1)
余
熱
除
去
系
１
系
統
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
他
の

余
熱
除
去
系
が
動
作
可
能
又
は
運
転
中
で

あ
る
か
、
２
基
以
上
の
蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭

域
）
が
計
器
ス

パ
ン
の
５
％
以
上
で
あ
る
こ
と
 

第
43
条
（
加
圧
器
安
全

弁
）

 
全
て
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

第
45
条
（
低
温
過
加
圧
防
護
）

 
(
1)
-
1
 
２

台
の
加
圧
器
逃
が
し

弁
が
低
圧
設
定
で

動
作
可
能
で
あ
り
、
２
台
の
加
圧
器
逃
が

し
弁
元

弁
が
開
状
態
で
あ
る
こ
と
 

(
1)
-
2
 
１

台
以
上
の
加
圧
器
安
全
弁
が
取
り
外
さ

れ
て
い
る
こ
と
 

 表
8
4－
１
（
続
き
）
 

適
用
を
除
外
す
る
運
転
上
の
制
限

 

第
52
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
 

－
モ
ー
ド
４
－
）
 

(
2)
低
圧
注
入
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
 

第
55
条
（
原
子
炉
格
納
容
器
）

 
(
3)
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
 

(
4)
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
 

第
57
条
（
原
子
炉
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
系
）

 

(
1)
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

第
58
条
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄

化
系
）

 

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

第
59
条
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
）
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
の
機
能
が
健
全
で
あ
る
こ
と
 

 

表
８
６
－
１
 

適
用
を
除
外
す
る
運
転
上
の
制
限
 

第
３
４
条
（
計
測
お
よ
び
制
御

設
備
）
 

表
３
４
－
３

 
第
１
項
、
第
２
項
お
よ
び
第
３
項

 

第
３
８
条
（
１
次
冷
却
系

 
－

モ
ー
ド
４
－
）

 

余
熱
除
去
系
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去

系
の
う
ち
、
２
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
１
系
統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
 

第
３
９
条
（
１
次
冷
却
系

 
－

モ
ー
ド
５
（
１
次

冷
却
系
満
水
）
－
）
 

(
1)
 
余
熱
除
去
系
１
系
統
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
 
他
の

余
熱
除
去
系
が
動
作
可
能
ま
た
は
運
転

中
で
あ
る
か
、
２
基
以
上
の
蒸
気
発
生
器
の
水

位
（
狭
域
）
が
計
器
ス

パ
ン
の

 
5
 %

 以
上
で

あ
る
こ
と
 

第
４
４
条
（
加
圧
器
安
全
弁
）
 
全
て
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

第
４
６
条
（
低
温
過
加
圧
防
護
）
 

(
1)
-
1
 
２

台
の
加
圧
器
逃
が
し

弁
が
低
圧
設
定
で

動
作
可
能
で
あ
り
、
２

台
の
加
圧
器
逃
が
し

弁
元

弁
が
開
状
態
で
あ
る
こ
と
 

(
1)
-
2
 
１

台
以
上
の
加
圧
器
安
全

弁
が
取
り
外
さ

れ
て
い
る
こ
と
 

第
５
３
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却

系
 
－
モ
ー
ド
４

－
）
 

(
2)
 
低
圧
注
入
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
 

第
５
６
条
（
原
子
炉
格
納
容
器
）
 

(
3)
 
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
 

(
4)
 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
 

第
５
８
条
（
原
子
炉
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
系
）

 

(
1)
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

第
６
０
条
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環

系
）
 

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

                 【
大
飯
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
ア
イ
ス
コ
ン
デ

ン
サ
ド
ア
、
原
子
炉
格
納
容

器
内
区
分
隔
壁
な
し
。
）
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
（
第
５

８
条
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
９
１
－
２

 
項

 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系
 

余
熱
除
去
系
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去

系
（
蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス
パ
ン

の
 
5 

% 
以
上
あ
る
こ
と
）
の
う
ち
２
系
統
以
上
が

動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
※
５
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
 

低
圧
注
入
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
な
状
態
で

あ
る
こ
と
 

原
子
炉
格
納
容
器

 

(
1)
 
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が

閉
止
可
能

な
状
態
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
が

閉
止
さ
れ
て
い

る
か
、

閉
止
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
 
２
系
統
が
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と

 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
 

２
系
統
が
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と

 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
ド
ア
が

閉
止
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ

と
 

※
５
：
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
と
は
、
ポ
ン
プ
、
フ
ァ
ン
が

手
動
起
動
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
い

う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

  

表
8
4－
２
 項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系

 
余
熱
除
去
系
又
は

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系

（
蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス

パ
ン
の

５
％
以
上
あ
る
こ
と
）
の
う
ち
、
２
系
統
以
上
が
動

作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
※
５
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
 

低
圧
注
入
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
な
状
態
で

あ
る
こ
と
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

(
1)
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が

閉
止
可
能
な

状
態
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
弁
が

閉
止
さ
れ
て
い
る

か
、
閉
止
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
 
２
系
統
が
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と

 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系

 
２
系
統
が
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と

 

ア
ニ
ュ
ラ
ス

 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
ド
ア
が

閉
止
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ

と
 

※
５
：
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
と
は
、
ポ
ン
プ
、
フ
ァ
ン
が

手
動
起
動
で
き
る
こ
と
、
又
は
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
い
う

（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

表
８
６
－
２
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

１
次
冷
却
系

 

余
熱
除
去
系
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去

系
（

蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス

パ
ン

の
 
5 
% 
以
上
あ
る
こ
と
）
の
う
ち
２
系
統
以
上
が

動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
※
５
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
 

低
圧
注
入
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
な
状
態
で

あ
る
こ
と
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

(
1)

 
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が

閉
止
可
能

な
状
態
で
あ
る
こ
と
 

(
2)

 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
が

閉
止
さ
れ
て
い

る
か
、

閉
止
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
 
２
系
統
が
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と

 

ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系
 

２
系
統
が
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
 

※
５
：
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
と
は
、
ポ
ン
プ
、
フ
ァ
ン

が
手
動
起
動
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る
こ
と

を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

           【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 
①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

表
９
１
－
３

 
条

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
. 
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
が

満
足
さ
れ
て
い
な

い
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
項
目
を
満
足
さ
せ

る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
の
温
度
お

よ
び
圧
力
を
上
昇
す
る
措
置
を
中
止
す

る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
２
０
時
間

 

  

表
8
4－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
第
１
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
が
満
足

さ
れ
て
い
な
い
場
合

 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
項

目
を
満
足
さ
せ
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

及
び
 

A
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷

却
材
の
温
度
及
び
圧
力
を
上
昇
す
る

措
置
を
中
止
す
る
。
 

及
び
 

A
.3
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

５
に
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   2
0
時
間
 

 

表
８
６
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
. 
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
が

満
足
さ
れ
て
い
な

い
場
合

 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
項
目
を
満
足
さ
せ

る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
の
温
度
お

よ
び
圧
力
を
上
昇
す
る
措
置
を
中
止

す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
２
０
時
間
 

 

 

（
安
全
注
入
系
逆
止

弁
漏
え
い
検
査
の
実
施
）
 

第
 
９
１

 
条
の
２

 
モ
ー
ド
４
お
よ
び
５
に
お
い
て
安
全
注
入
系

逆
止
弁
漏
え
い
検
査
※
１
を
実
施
す
る
場
合
、
表
９
１
の
２
－
１
で

定
め
る
事
項
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、

表
９
１
の
２
－
２
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

（
安
全
注
入
系
逆
止

弁
漏
え
い
検
査
の
実
施
）
 

第
8
4
条
の
２
 
モ
ー
ド
３
、
４
及
び
５
に
お
い
て
安
全
注
入
系
逆

止
弁
漏
え
い
検
査
※
１
を
実
施
す
る
場
合
、
表

8
4
の
２
－
１
で
定

め
る
事
項
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
表

84
の
２
－
２
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

（
安
全
注
入
系
逆
止
弁
漏
え
い
検
査
の
実
施
）
 

第
 ８
６

 条
の
２
 
モ
ー
ド
４
お
よ
び
５
に
お
い
て
安
全
注
入
系

逆
止
弁
漏
え
い
検
査
※
１
を
実
施
す
る
場
合
、
表
８
６
の
２
－
１

で
定
め
る
事
項
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
、
表
８
６
の
２
－
２
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。
 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
試
験
開
始
の
運
転
モ
ー

ド
。（
玄
海
は
、
モ
ー
ド
３
を
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

２
．
前
項
を
適
用
す
る
場
合
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 
原
子
炉
停
止
後
の
１
次
冷
却
系
の
降
温
過
程
に
お
い
て
検

査
を
実
施
す
る
場
合
、
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
と
な
っ
て
か

ら
適
用
を
除
外
す
る
前
ま
で
に
、
表
９
１
の
２
－
２
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
２
。

 

(
2)
 
１
次
冷
却
系
を
昇
温
さ
せ
て
検
査
を
実
施
す
る
場
合
ま
た

は
１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・
漏
え
い
検
査
に
あ
わ
せ
て
検
査
を
実

施
す
る
場
合
、
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
昇
温
開
始
※
３
か

ら
適
用
を
除
外
す
る
前
ま
で
に
、
表
９
１
の
２
－
２
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

２
 
前
項
を
適
用
す
る
場
合
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(
1)

 
原
子
炉
停
止
後
の
１
次
冷
却
系
の
降
温
過
程
に
お
い
て
検

査
を
実
施
す
る
場
合
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３

と
な
っ
て
か
ら
適
用
を
除
外
す
る
前
ま
で
に
、
表

84
の
２
－

２
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
※
２
。
 

(
2)

 
１
次
冷
却
系
を
昇
温
さ
せ
て
検
査
を
実
施
す
る
場
合
又
は

１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・
漏
え
い
検
査
に
あ
わ
せ
て
検
査
を
実

施
す
る
場
合
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
昇

温
開
始
※
３
か
ら
適
用
を
除
外
す
る
前
ま
で
に
、
表

84
の
２
－

２
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

２
．
前
項
を
適
用
す
る
場
合
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 原
子
炉
停
止
後
の
１
次
冷
却
系
の
降
温
過
程
に
お
い
て
検

査
を
実
施
す
る
場
合
、
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
３
と
な
っ
て

か
ら
適
用
を
除
外
す
る
前
ま
で
に
、
表
８
６
の
２
－
２
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
※

２
。

 

(
2)
 １
次
冷
却
系
を
昇
温
さ
せ
て
検
査
を
実
施
す
る
場
合
ま
た

は
１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・
漏
え
い
検
査
に
あ
わ
せ
て
検
査
を

実
施
す
る
場
合
、
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
系
の
昇
温
開
始
※

３
か
ら
適
用
を
除
外
す
る
前
ま
で
に
、
表
８
６
の
２
－
２
で
定

め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

含
む
）
）
 

 

(
3)
 当
直
課
長
は
、
安
全
注
入
系
逆
止

弁
漏
え
い
検
査
終
了
後
、

表
９
１
の
２
－
１
で
定
め
る
事
項
の
う
ち
検
査
の
た
め
に
適

用
を
除
外
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
復

旧
措
置
が
行
わ
れ
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
。
 

(
3)

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
安
全
注
入
系
逆
止

弁
漏
え
い

検
査
終
了
後
、
表

84
の
２
－
１
で
定
め
る
事
項
の
う
ち
検
査

の
た
め
に
適
用
を
除
外
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
復

旧
措
置
が

行
わ
れ
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
４
。

 

(
3)
 当
直
課
長
は
、
安
全
注
入
系
逆
止
弁
漏
え
い
検
査
終
了

後
、
表
８
６
の
２
－
１
で
定
め
る
事
項
の
う
ち
検
査
の
た
め

に
適
用
を
除
外
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
復

旧
措
置
が
行
わ
れ

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
※
４
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
が
満
足
さ
れ

て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
９
１
の
２
－
３
の
措
置
を
講
じ

る
。
 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限

が
満
足
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

84
の
２
－
３
の

措
置
を
講
じ
る
。

 

３
．
当
直
課
長
は
、
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
が
満
足
さ

れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
８
６
の
２
－
３
の
措
置
を

講
じ
る
。
 

 

※
１
：
安
全
注
入
系
逆
止

弁
漏
え
い
検
査
と
は
、
１
次
冷
却
材
圧
力

を
検
査
圧
力
に
保
持
し
て
い
る
期
間
を
い
う
（
以
下
、
本
条

に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
１
：
安
全
注
入
系
逆
止

弁
漏
え
い
検
査
と
は
、
１
次
冷
却
材
圧
力

を
検
査
圧
力
に
保
持
し
て
い
る
期
間
を
い
う
（
以
下
、
本
条

に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
１
：
安
全
注
入
系
逆
止
弁
漏
え
い
検
査
と
は
、
１
次
冷
却
材
圧
力

を
検
査
圧
力
に
保
持
し
て
い
る
期
間
を
い
う
（
以
下
、
本
条

に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
２
：
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
、
施

錠
管
理
の
実
施
、
区
域
管
理
の
実
施
等
に
よ
り
確
認
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

  

※
３
：
１
次
冷
却
系
の
昇
温
開
始
と
は
、
１
次
冷
却
系
の
昇
温
の
た

め
に
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
を
起
動
し
た
時
点
を
い
う
。
 

※
４
：
復

旧
措
置
が
適
用
モ
ー
ド
外
へ
移
行
し
た
後
に
行
わ
れ
て
い

る
場
合
は
、
運
転
上
の
制
限
の
確
認
を
行
う
必
要
は
な
い
。
 

 

※
２
：
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
、
施

錠
管
理
の
実
施
、
区
域
管
理
の
実
施
等
に
よ
り
確
認
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

※
３
：
１
次
冷
却
系
の
昇
温
開
始
と
は
、
１
次
冷
却
系
の
昇
温
の
た

め
に
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
を
起
動
し
た
時
点
を
い
う
。

 

※
４
：
復

旧
措
置
が
適
用
モ
ー
ド
外
へ
移
行
し
た
後
に
行
わ
れ
て
い

る
場
合
は
、
運
転
上
の
制
限
の
確
認
を
行
う
必
要
は
な
い
。
 

 

※
２
：
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
、
施

錠
管
理
の
実
施
、
区
域
管
理
の
実
施
等
に
よ
り
確
認
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

  

※
３
：
１
次
冷
却
系
の
昇
温
開
始
と
は
、
１
次
冷
却
系
の
昇
温
の
た

め
に
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
を
起
動
し
た
時
点
を
い
う
。
 

※
４
：
復

旧
措
置
が
適
用
モ
ー
ド
外
へ
移
行
し
た
後
に
行
わ
れ
て
い

る
場
合
は
、
運
転
上
の
制
限
の
確
認
を
行
う
必
要
は
な
い
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
９
１
の
２
－
１
 
適
用
を
除
外
す
る
運
転
上
の
制
限
 

第
３
４
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設

備
）
 

表
３
４
－
３
 
第
１
項
、
第
２
項
お
よ
び
第
３
項
 

第
３
８
条
（
１
次
冷
却
系
 
－
モ

ー
ド
４
－
）
 

余
熱
除
去
系
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去

系
の
う
ち
、
２
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
１
系
統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
 

第
３
９
条
（
１
次
冷
却
系
 
－
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却

系
満
水
）
－
）
 

(
1
) 
余
熱
除
去
系
１
系
統
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
 

(
2
) 
他
の

余
熱
除
去
系
が
動
作
可
能
ま
た
は
運
転

中
で
あ
る
か
、２
基
以
上
の
蒸
気
発
生
器
の
水

位
（
狭
域
）
が
計
器
ス
パ
ン
の
 5
 %
 以
上
で

あ
る
こ
と
 

第
４
４
条
（
加
圧
器
安
全
弁
）
 
全
て
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

第
４
６
条
（
低
温
過
加
圧
防
護
）
 

(
1
)-
1 
２

台
の
加
圧
器
逃
が
し

弁
が
低
圧
設
定
で

動
作
可
能
で
あ
り
、
２

台
の
加
圧
器
逃
が
し

弁
元

弁
が
開
状
態
で
あ
る
こ
と
 

(
1
)-
2 
１

台
以
上
の
加
圧
器
安
全
弁
が
取
り
外
さ

れ
て
い
る
こ
と
 

第
５
３
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
 

－
モ
ー
ド
４
－
）
 

(
2
) 
低
圧
注
入
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
 

第
５
６
条
（
原
子
炉
格
納
容
器
）
 

(
3
) 
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
 

(
4
) 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
弁
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
 

第
６
０
条
（
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ

ド
ア
）
 

ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
の
下
部
入
口
ド
ア
、
中
間
デ

ッ
キ
ド
ア
お
よ
び
上
部
デ
ッ
キ
ド
ア
が
動
作
可
能

で
あ
り
閉
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

第
６
１
条
（
原
子
炉
格
納
容
器
内

区
分
隔
壁
）
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
区
分
隔
壁
の
機
能
が
健
全
で

あ
る
こ
と
 

第
６
４
条
（
原
子
炉
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
系
）
 

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

第
６
５
条
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄

化
系
）
 

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

第
６
６
条
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
）

 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
の
機
能
が
健
全
で
あ
る
こ
と
 

  

表
8
4
の
２
－
１
 
適
用
を
除
外
す
る
運
転
上
の
制
限

 

第
33
条
（
計
測
及
び
制
御
設
備
）
 
表

33
－
３

 
第
１
項
、
第
２
項
及
び
第
３
項
 

第
3
7
条
（
１
次
冷
却
系

 
－
モ

ー
ド
４
－
）

 

余
熱
除
去
系
又
は

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系

の
う
ち
、
２
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
１
系
統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
 

第
3
8
条
（
１
次
冷
却
系

 
－
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却
系
満
水
）
－
）
 

(
1)
余
熱
除
去
系
１
系
統
が
運
転
中
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
他
の
余
熱
除
去
系
が
動
作
可
能
又
は
運
転
中
で

あ
る
か
、
２
基
以
上
の
蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭

域
）
が
計
器
ス
パ
ン
の
５
％
以
上
で
あ
る
こ
と
 

第
43
条
（
加
圧
器
安
全

弁
）

 
全
て
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

第
45
条
（
低
温
過
加
圧
防
護
）

 
(
1)
-
1
 
２

台
の
加
圧
器
逃
が
し
弁
が
低
圧
設
定
で

動
作
可
能
で
あ
り
、
２

台
の
加
圧
器
逃
が

し
弁
元

弁
が
開
状
態
で
あ
る
こ
と
 

(
1)
-
2
 
１

台
以
上
の
加
圧
器
安
全

弁
が
取
り
外
さ

れ
て
い
る
こ
と
 

 表
8
4
の
２
－
１
（
続
き
）
 

適
用
を
除
外
す
る
運
転
上
の
制
限

 

第
51
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系

 

－
モ
ー
ド
１
、
２
及
び
３
－
）
 

(
1)
高
圧
注
入
系
の
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
 

(
2)
低
圧
注
入
系
の
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
 

第
52
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系

 

－
モ
ー
ド
４
－
）
 

(
2)
低
圧
注
入
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
 

第
55
条
（
原
子
炉
格
納
容
器
）

 
(
3)
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
 

(
4)
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
 

第
5
7
条
（
原
子
炉
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
系
）

 

(
1)
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

第
5
8
条
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄

化
系
）

 

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

第
59
条
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
）
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
の
機
能
が
健
全
で
あ
る
こ
と
 

  

表
８
６
の
２
－
１
 
適
用
を
除
外
す
る
運
転
上
の
制
限

 

第
３
４
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設

備
）
 

表
３
４
－
３
 
第
１
項
、
第
２
項
お
よ
び
第
３
項
 

第
３
８
条
（
１
次
冷
却
系

 
－
モ

ー
ド
４
－
）

 

余
熱
除
去
系
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除

去
系
の
う
ち
、
２
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
１
系
統
以
上
が
運
転
中
で
あ
る
こ

と
 

第
３
９
条
（
１
次
冷
却
系

 
－
モ

ー
ド
５
（
１
次
冷
却

系
満
水
）
－
）

 

(
1)

 
余
熱
除
去
系
１
系
統
が
運
転
中
で
あ
る
こ

と
 

(
2)

 
他
の

余
熱
除
去
系
が
動
作
可
能
ま
た
は
運

転
中
で
あ
る
か
、
２
基
以
上
の

蒸
気
発
生
器

の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス

パ
ン
の
 5

 %
 
以

上
で
あ
る
こ
と
 

第
４
４
条
（
加
圧
器
安
全
弁
）
 

全
て
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

第
４
６
条
（
低
温
過
加
圧
防
護
）
 

(
1)

-
1 
２

台
の
加
圧
器
逃
が
し

弁
が
低
圧
設
定

で
動
作
可
能
で
あ
り
、
２
台
の
加
圧
器
逃

が
し
弁
元
弁
が
開
状
態
で
あ
る
こ
と
 

(
1)

-
2 
１

台
以
上
の
加
圧
器
安
全

弁
が
取
り
外

さ
れ
て
い
る
こ
と
 

第
５
３
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系

 

－
モ
ー
ド
４
－
）
 

(
2)

 
低
圧
注
入
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
 

第
５
６
条
（
原
子
炉
格
納
容
器
）
 

(
3)

 
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
 

(
4)

 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
 

第
５
８
条
（
原
子
炉
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
系
）

 

(
1)
２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

第
６
０
条
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環

系
）
 

２
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

                【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
試
験
開
始
の
運
転
モ
ー

ド
。（
玄
海
は
、
モ
ー
ド
３
を

含
む
）
）
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
ア
イ
ス
コ
ン
デ

ン
サ
、
原
子
炉
格
納
容
器
内

区
分
隔
壁
な
し
。）

 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
（
第
５

８
条
）

 

参考①-291



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
９
１
の
２
－
２
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系
 

余
熱
除
去
系
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去

系
（
蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス
パ
ン

の
 
5 

% 
以
上
あ
る
こ
と
）
の
う
ち
２
系
統
以
上
が

動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
※
５
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
 

低
圧
注
入
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
な
状
態
で

あ
る
こ
と
 

原
子
炉
格
納
容
器

 

(
1)
 
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が

閉
止
可
能

な
状
態
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
が

閉
止
さ
れ
て
い

る
か
、

閉
止
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
 
２
系
統
が
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と

 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
 

２
系
統
が
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と

 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
ド
ア
が

閉
止
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ

と
 

※
５
：
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
と
は
、
ポ
ン
プ
、
フ
ァ
ン
が

手
動
起
動
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
い

う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

  

表
8
4
の
２
－
２
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

１
次
冷
却
系

 
余
熱
除
去
系
又
は

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去
系

（
蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス

パ
ン
の

５
％
以
上
あ
る
こ
と
）
の
う
ち
、
２
系
統
以
上
が
動

作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
※
５
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
 

(
1)
高
圧
注
入
系
２
系
統
が
動
作
可
能
な
状
態
で
あ

る
こ
と
 

(
2)
低
圧
注
入
系
２
系
統
が
動
作
可
能
な
状
態
で
あ

る
こ
と
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

(
1)
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が

閉
止
可
能
な

状
態
で
あ
る
こ
と
 

(
2)
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
弁
が
閉
止
さ
れ
て
い
る

か
、

閉
止
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
 
２
系
統
が
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系

 
２
系
統
が
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と

 

ア
ニ
ュ
ラ
ス

 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
ド
ア
が

閉
止
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ

と
 

※
５
：
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
と
は
、
ポ
ン
プ
、
フ
ァ
ン
が

手
動
起
動
で
き
る
こ
と
、
又
は
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
い
う

（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

表
８
６
の
２
－
２
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

１
次
冷
却
系

 

余
熱
除
去
系
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
熱
除
去

系
（

蒸
気
発
生
器
の
水
位
（
狭
域
）
が
計
器
ス

パ
ン

の
 
5 

%
 
以
上
あ
る
こ
と
）
の
う
ち
２
系
統
以
上
が

動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
※
５
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
 

低
圧
注
入
系
１
系
統
以
上
が
動
作
可
能
な
状
態
で

あ
る
こ
と
 

原
子
炉
格
納
容
器

 

(
1)

 
原
子
炉
格
納
容
器
エ
ア
ロ
ッ
ク
が

閉
止
可
能

な
状
態
で
あ
る
こ
と
 

(
2)

 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
が

閉
止
さ
れ
て
い

る
か
、

閉
止
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
 
２
系
統
が
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と

 

ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系
 

２
系
統
が
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と

 

※
５
：
動
作
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
と
は
、
ポ
ン
プ
、
フ
ァ
ン

が
手
動
起
動
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る
こ
と

を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

    【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
試
験
開
始
の
運
転
モ
ー

ド
。（
玄
海
は
、
モ
ー
ド
３
を

含
む
）
）
 

   

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

表
９
１
の
２
－
３
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
. 
第
１
項
で
定
め
る

運
転
上
の
制
限
が

満
足
さ
れ
て
い
な

い
場
合
 

A
.
1 
当
直
課
長
は
、
当
該
項
目
を
満
足
さ

せ
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

A
.
2 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
の
温
度

お
よ
び
圧
力
を
上
昇
す
る
措
置
を

中
止
す
る
。

 

お
よ
び
 

速
や
か
に

 

A
.
3 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。
 
２
０
時
間

 

  

表
8
4
の
２
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

Ａ
．
第
１
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
が
満
足

さ
れ
て
い
な
い
場
合

 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該
項

目
を
満
足
さ
せ
る
措
置
を
開
始
す

る
。
 

及
び
 

A
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷

却
材
の
温
度
及
び
圧
力
を
上
昇
す

る
措
置
を
中
止
す
る
。
 

及
び
 

A
.3
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド

５
に
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   速
や
か
に
 

   2
0
時
間
 

  

表
８
６
の
２
－
３
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

A
. 
第
１
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
が
満
足

さ
れ
て
い
な
い
場
合
 

A
.1
 
当
直
課
長
は
、
当
該
項
目
を
満
足

さ
せ
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.2
 
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材
の
温

度
お
よ
び
圧
力
を
上
昇
す
る
措
置

を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

速
や
か
に
 

A
.3
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
５
に
す
る
。 
２
０
時
間
 

 

 

（
運
転
上
の
制
限
の
確
認
）
 

第
 ９
２

 条
 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課

長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
所
長
室
長
、
所

長
室
課
長
（
総
務
）、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
電
気
工
事
グ

ル
ー
プ
課
長
、
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建
築
工
事

グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、「
品
質
保
証
室
長
等
」
と
い
う
。
本
条
に

お
い
て
同
じ
。）
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
第
３
節
第
２
０
条
か
ら
第
９
１
条
の
２
の
第
２
項
（
以

下
、
各
条
に
お
い
て
「
こ
の
規
定
第
２
項
」
と
い
う
。
）
で
定
め
る

事
項
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

（
運
転
上
の
制
限
の
確
認
）
 

第
8
5
条

 
各
第
二
課
長
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ

と
を
第
３
節
第

19
条
か
ら
第

8
4
条
の
２
の
第
２
項
（
以
下
、
各

条
に
お
い
て
「
本
章
第
２
項
」
と
い
う
。）
で
定
め
る
事
項
に
よ
り

確
認
す
る
。

 

（
運
転
上
の
制
限
の
確
認
）

 

第
 ８
７

 条
 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室

課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
所
長
室

長
、
所
長
室
課
長
（
総
務
）、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
電

気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
、
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
土

木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、
「
品
質
保
証
室
長
等
」
と

い
う
。
本
条
に
お
い
て
同
じ
。）
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
第
３
節
第
２
０
条
か
ら
第
８
６
条

の
２
の
第
２
項
（
以
下
、
各
条
に
お
い
て
「
こ
の
規
定
第
２

項
」
と
い
う
。）
で
定
め
る
事
項
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

 

参考①-292



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

２
．
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
お
よ
び
第
３
節
第
２
０
条
か

ら
第
９
１
条
の
２
の
第
３
項
（
以
下
、
各
条
に
お
い
て
「
こ
の
規

定
第
３
項
」
と
い
う
。
）
で
定
め
る
要
求
さ
れ
る
措
置
の
頻
度
に
関

し
て
、
そ
の
確
認
の
間
隔
は
、
表
９
２
－
１
に
定
め
る
範
囲
内
で

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
※
１
※
２
。
た
だ
し
、
確
認
回
数
の
低

減
を

目
的
と
し
て
、
恒
常
的
に
延
長
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
定
め

る
頻
度
以
上
で
実
施
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
※
１
※

２
。
 

２
 
本
章
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
及
び
第
３
節
第

19
条
か
ら
第

84

条
の
２
の
第
３
項
（
以
下
、
各
条
に
お
い
て
「
本
章
第
３
項
」
と

い
う
。
）
で
定
め
る
要
求
さ
れ
る
措
置
の
頻
度
に
関
し
て
、
そ
の
確

認
の
間
隔
は
、
表

85
－
1
に
定
め
る
範
囲
内
で
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
る
※
１
※
２
。
た
だ
し
、
確
認
回
数
の
低
減
を
目
的
と
し
て
、
恒

常
的
に
延
長
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
定
め
る
頻
度
以
上
で
実

施
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
※
１
※
２
。

 

２
．
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
お
よ
び
第
３
節
第
２
０
条

か
ら
第
８
６
条
の
２
の
第
３
項
（
以
下
、
各
条
に
お
い
て
「
こ

の
規
定
第
３
項
」
と
い
う
。）
で
定
め
る
要
求
さ
れ
る
措
置
の
頻

度
に
関
し
て
、
そ
の
確
認
の
間
隔
は
、
表
８
７
－
１
に
定
め
る

範
囲
内
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
※
１
※
２
。
た
だ
し
、
確
認
回

数
の
低
減
を
目
的
と
し
て
、
恒
常
的
に
延
長
し
て
は
な
ら
な

い
。
な
お
、
定
め
る
頻
度
以
上
で
実
施
す
る
こ
と
を

妨
げ
る
も

の
で
は
な
い
※
１
※
２
。
 

 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
こ
の
規
定

第
２
項
で
定
め
る
頻
度
に
よ
る
確
認
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
す
る
。
た
だ

し
、
そ
の
発
見
時
点
か
ら
、
速
や
か
に
当
該
事
項
の
確
認
を
実
施

し
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
こ
の
規
定
第
３
項
で
定
め
る
要
求
さ
れ
る
措
置
を
開

始
す
る
必
要
は
な
い
。
 

３
 
各
第
二
課
長
は
、
本
章
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
に
よ
る
確
認
が

実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な

い
と
判
断
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
発
見
時
点
か
ら
、
速
や
か
に
当

該
事
項
の
確
認
を
実
施
し
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
章
第
３
項
で
定
め
る
要
求

さ
れ
る
措
置
を
開
始
す
る
必
要
は
な
い
。

 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
規

定
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
に
よ
る
確
認
が
実
施
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
す
る
。

た
だ
し
、
そ
の
発
見
時
点
か
ら
、
速
や
か
に
当
該
事
項
の
確
認

を
実
施
し
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
規
定
第
３
項
で
定
め
る
要
求
さ
れ

る
措
置
を
開
始
す
る
必
要
は
な
い
。
 

 

４
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
運
転
上
の

制
限
が
適
用
さ
れ
る
モ
ー
ド
に
な
っ
た
時
点
か
ら
、
こ
の
規
定
第

２
項
で
定
め
る
頻
度
（
期
間
）
以
内
に
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
事
項
を
実
施
す
る
。
た
だ
し
、

頻
度
（
期
間
）
よ
り
、
適
用
さ
れ
る
モ
ー
ド
の
期
間
が
短
い
場
合

は
、
当
該
確
認
を
実
施
す
る
必
要
は
な
い
。
 

４
 
各
第
二
課
長
は
、
運
転
上
の
制
限
が
適
用
さ
れ
る
モ
ー
ド
に
な

っ
た
時
点
か
ら
、
本
章
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
（
期
間
）
以
内
に

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
事

項
を
実
施
す
る
。
た
だ
し
、
頻
度
（
期
間
）
よ
り
、
適
用
さ
れ
る

モ
ー
ド
の
期
間
が
短
い
場
合
は
、
当
該
確
認
を
実
施
す
る
必
要
は

な
い
。

 

４
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上

の
制
限
が
適
用
さ
れ
る
モ
ー
ド
に
な
っ
た
時
点
か
ら
、
こ
の
規

定
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
（
期
間
）
以
内
に
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
事
項
を
実
施
す
る
。

た
だ
し
、
頻
度
（
期
間
）
よ
り
、
適
用
さ
れ
る
モ
ー
ド
の
期
間

が
短
い
場
合
は
、
当
該
確
認
を
実
施
す
る
必
要
は
な
い
。
 

 

５
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
こ
の
規
定

第
２
項
で
定
め
る
事
項
を
実
施
し
て
い
る
期
間
、
当
該
の
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
確

認
事
項
の
実
施
に
よ
り
関
連
す
る
条
文
の
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
な
い
場
合
も
同
様
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な

い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

５
 
各
第
二
課
長
は
、
本
章
第
２
項
で
定
め
る
事
項
を
実
施
し
て
い

る
期
間
、
当
該
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な

さ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
確
認
事
項
の
実
施
に
よ
り
関
連
す
る
条
文

の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
も
同
様
、
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

５
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
規

定
第
２
項
で
定
め
る
事
項
を
実
施
し
て
い
る
期
間
、
当
該
の
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
ま
た
、

こ
の
確
認
事
項
の
実
施
に
よ
り
関
連
す
る
条
文
の
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
も
同
様
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

 

６
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
こ
の
規
定

第
２
項
で
定
め
る
事
項
が
実
施
さ
れ
、
か
つ
そ
の
結
果
が
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で
定
め
る

事
項
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
期
間
、
運
転
上
の
制
限
が
満
足
し
て

い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
た
だ
し
、
第
９
３
条
で
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
を
除
く
。

 

６
 
各
第
二
課
長
は
、
本
章
第
２
項
で
定
め
る
事
項
が
実
施
さ
れ
、

か
つ
、
そ
の
結
果
が
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
場
合
は
、

本
章
第
２
項
で
定
め
る
事
項
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
期
間
、
運
転

上
の
制
限
が
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
た
だ
し
、
第

86
条
で
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合

を
除
く
。

 

６
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
規

定
第
２
項
で
定
め
る
事
項
が
実
施
さ
れ
、
か
つ
そ
の
結
果
が
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
規
定
第
２
項
で

定
め
る
事
項
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
期
間
、
運
転
上
の
制
限
が

満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
た
だ
し
、
第
８
８
条
で

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
を
除

く
。
 

 

７
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
お
よ
び
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
）

が
第
１
７
条
、
第
９
３
条
、
第
９
４
条
、
こ
の
規
定
第
２
項
お
よ

び
こ
の
規
定
第
３
項
に
基
づ
い
て
行
う
当
直
課
長
へ
の
通
知
は
、

そ
の
時
点
で
の
当
直
業
務
を
担
当
し
て
い
る
当
直
課
長
へ
の
通

知
を
い
う
。
 

７
 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
が
第

16
条
、

第
8
6
条
、
第

87
条
、
本
章
第
２
項
及
び
本
章
第
３
項
に
基
づ
い

て
行
う
発
電
第
二
課
当
直
課
長
へ
の
通
知
は
、
そ
の
時
点
で
の
当

直
業
務
を
担
当
し
て
い
る
発
電
第
二
課
当
直
課
長
へ
の
通
知
を

い
う
。

 

７
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
お
よ
び
当
直
課
長
を
除

く
）
が
第
１
７
条
、
第
８
８
条
、
第
８
９
条
、
こ
の
規
定
第
２

項
お
よ
び
こ
の
規
定
第
３
項
に
基
づ
い
て
行
う
当
直
課
長
へ
の

通
知
は
、
そ
の
時
点
で
の
当
直
業
務
を
担
当
し
て
い
る
当
直
課

長
へ
の
通
知
を
い
う
。
 

 

８
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
こ
の
規
定

第
２
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
の
確

認
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
、
確
認
事
項
が
複
数
の
条
文
で
同

一
で
あ
る
場
合
、
各
条
文
に
対
応
し
て
複
数
回
実
施
す
る
必
要
は

な
く
、
１
回
の
確
認
に
よ
り
各
条
文
の
確
認
を
実
施
し
た
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
。
 

８
 
各
第
二
課
長
は
、
本
章
第
２
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
、
確
認
事

項
が
複
数
の
条
文
で
同
一
で
あ
る
場
合
、
各
条
文
に
対
応
し
て
複

数
回
実
施
す
る
必
要
は
な
く
、
１
回
の
確
認
に
よ
り
各
条
文
の
確

認
を
実
施
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

８
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
規

定
第
２
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
の

確
認
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
、
確
認
事
項
が
複
数
の
条
文

で
同
一
で
あ
る
場
合
、
各
条
文
に
対
応
し
て
複
数
回
実
施
す
る

必
要
は
な
く
、
１
回
の
確
認
に
よ
り
各
条
文
の
確
認
を
実
施
し

た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

※
１
：
第
２
節
で
定
め
ら
れ
た
頻
度
に
も
適
用
さ
れ
る
。
 

※
２
：
第
９
４
条
第
３
項
で
定
め
る
点
検
時
の
措
置
の
実
施
時
期
に

も
適
用
さ
れ
る
。
 

※
１
：
第
２
節
で
定
め
ら
れ
た
頻
度
に
も
適
用
さ
れ
る
。
 

※
２
：
第

8
7
条
第
３
項
で
定
め
る
点
検
時
の
措
置
の
実
施
時
期
に

も
適
用
さ
れ
る
。
 

 

※
１
：
第
２
節
で
定
め
ら
れ
た
頻
度
に
も
適
用
さ
れ
る
。

 

※
２
：
第
８
９
条
第
３
項
で
定
め
る
点
検
時
の
措
置
の
実
施
時
期
に

も
適
用
さ
れ
る
。
 

 

 

表
９
２
―
１

 
頻

 
 
 
度
 

備
 
 
考
 

こ
の
規
定
第
２
項

ま
た
は
第
３
項
で

定
め
る
頻
度
 

延
長
で

き
る
時

間
 

１
５
分
に
１
回
 

３
分
 
分
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

１
時
間
に
１
回
 
１
５
分
 
分
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

４
時
間
に
１
回
 
１
時
間
 
時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

８
時
間
に
１
回
 
２
時
間
 
時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

１
２
時
間
に
１
回
 
３
時
間
 
時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

１
日
に
１
回
 

６
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

た
だ
し
、
直
勤
務
で
確
認
す
る
場
合
は
、
所
定
の
直
の

時
間
帯
で
確
認
す
る

 

３
日
に
１
回
 

１
日
 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

１
週
間
に
１
回
 

２
日
 
１
週
間
＝
７
日
 
 

 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

１
０
日
に
１
回
 

３
日
 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

７
日
 
１
ヶ
月
＝
３
１
日
 

 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
２
３
日
 
３
ヶ
月
＝
９
２
日
 

 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

６
ヶ
月
に
１
回
 
４
６
日
 
６
ヶ
月
＝
１
８
４
日

 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

１
年
に
１
回
 

９
２
日
 
１
年
＝
３
６
５
日
  
  
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

  

表
8
5－
１
 

頻
 

 
度
 

備
 

 
考
 

本
章
第
２
項
又

は
第
３
項
で
定

め
る
頻
度
 

延
長
で

き
る
時

間
 

15
分
に
１
回
 

３
分
 
分
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
時
間
に
１
回
 

15
分
 
分
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

４
時
間
に
１
回
 
１
時
間
 
時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

８
時
間
に
１
回
 
２
時
間
 
時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

12
時
間
に
１
回
 
３
時
間
 
時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
日
に
１
回
 
６
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

た
だ
し
、
直
勤
務
で
確
認
す
る
場
合
は
、
所
定
の
直
の
時

間
帯
で
確
認
す
る
。
 

３
日
に
１
回
 

１
日
 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
週
間
に
１
回
 
２
日
 
１
週
間
＝
７
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

10
日
に
１
回
 

３
日
 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
か
月
に
１
回
 
７
日
 
１
か
月
＝

31
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

３
か
月
に
１
回
 

23
日
 
３
か
月
＝

92
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

６
か
月
に
１
回
 

46
日
 
６
か
月
＝

18
4
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

92
日
 
１
年
＝

36
5
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

  

表
８
７
－
１
 

頻
 

 
 
度
 

備
 

 
考
 

こ
の
規
定
第
２
項

ま
た
は
第
３
項
で

定
め
る
頻
度
 

延
長
で
き

る
時
間
 

１
５
分
に
１
回
 

３
分

 
分
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
時
間
に
１
回
 
１
５
分
 
分
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

４
時
間
に
１
回
 
１
時
間
 
時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。

 

８
時
間
に
１
回
 
２
時
間
 
時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。

 

１
２
時
間
に
１

回
 

３
時
間
 
時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。

 

１
日
に
１
回
 

６
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。

 

た
だ
し
、
直
勤
務
で
確
認
す
る
場
合
は
、
所
定
の
直
の

時
間
帯
で
確
認
す
る
。
 

３
日
に
１
回
 

１
日

 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
週
間
に
１
回
 

２
日

 
１
週
間
＝
７
日

 
 

 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
０
日
に
１
回
 

３
日

 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

７
日

 
１
ヶ
月
＝
３
１
日

 
 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
２
３
日
 
３
ヶ
月
＝
９
２
日

 
 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

６
ヶ
月
に
１
回
 
４
６
日
 
６
ヶ
月
＝
１
８
４
日

 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

１
年
に
１
回
 

９
２
日
 
１
年
＝
３
６
５
日

  
 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
。
 

  

 

（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
）

 

第
 
９
３

 
条

 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
と
は
、
各
課

（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防
災

室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
所
長
室
長
、
所
長
室
課
長
（
総
務
）
、

技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
、
機
械

工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以

下
、「
品
質
保
証
室
長
等
」
と
い
う
。
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

除
く
。
）
が
第
３
節
第
２
０
条
か
ら
第
９
１
条
の
２
の
第
１
項
で

定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合

を
い
う
。
な
お
、
各
課

(室
)長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、

こ
の
判
断
を
速
や
か
に
行
う
。

 

（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
）
 

第
8
6
条

 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
と
は
、
各
第
二
課

長
が
第
３
節
第

19
条
か
ら
第

84
条
の
２
の
第
１
項
で
定
め
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
を
い
う
。
な

お
、
各
第
二
課
長
は
、
こ
の
判
断
を
速
や
か
に
行
う
。

 

（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
）
 

第
 ８
８

 条
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
と
は
、
各
課

（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課
長
、
安
全
・
防

災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
所
長
室
長
、
所
長
室
課
長

（
総
務
）
、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
電
気
工
事
グ
ル
ー
プ

課
長
、
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建
築
工
事
グ
ル

ー
プ
課
長
（
以
下
、「
品
質
保
証
室
長
等
」
と
い
う
。
本
条
に
お

い
て
同
じ
。）
を
除
く
。）
が
第
３
節
第
２
０
条
か
ら
第
８
６
条

の
２
の
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い

と
判
断
し
た
場
合
を
い
う
。
な
お
、
各
課

(室
)長
（
品
質
保
証

室
長
等
を
除
く
。）
は
、
こ
の
判
断
を
速
や
か
に
行
う
。
 

 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
こ
の
規
定

第
２
項
で
定
め
る
事
項
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
期
間
に
お
い
て

も
、
運
転
上
の
制
限
に
関
係
す
る
事
象
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
速
や
か

に
行
う
。

 

２
 
各
第
二
課
長
は
、
本
章
第
２
項
で
定
め
る
事
項
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
期
間
に
お
い
て
も
、
運
転
上
の
制
限
に
関
係
す
る
事
象
が

発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
か
ど
う

か
の
判
断
を
速
や
か
に
行
う
。

 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
規

定
第
２
項
で
定
め
る
事
項
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
期
間
に
お
い

て
も
、
運
転
上
の
制
限
に
関
係
す
る
事
象
が
発
見
さ
れ
た
場
合

は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
速

や
か
に
行
う
。
 

 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
あ
る
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
、
当
該
の
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
要
求
さ

れ
る
措
置
に
記
載
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
他
の
条
文
に
お
け
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

３
 
各
第
二
課
長
は
、
あ
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と

判
断
し
た
場
合
に
、
当
該
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い

と
判
断
し
た
場
合
に
要
求
さ
れ
る
措
置
に
記
載
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
他
の
条
文
に
お
け
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い

と
は
み
な
さ
な
い
。

 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
あ
る
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
、
当
該

の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
要

求
さ
れ
る
措
置
に
記
載
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
他
の
条
文
に
お

け
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

 

参考①-294



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

４
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
時
点
（
要
求
さ
れ
る
措
置

に
対
す
る
完
了
時
間
の
起
点
）
か
ら
、
要
求
さ
れ
る
措
置
を
開
始

す
る
。
な
お
、
要
求
さ
れ
る
措
置
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
表

９
３
－
１
の
例
に
準
拠
す
る
も
の
と
す
る
。
 

４
 
各
第
二
課
長
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断

し
た
時
点
（
要
求
さ
れ
る
措
置
に
対
す
る
完
了
時
間
の
起
点
）
か

ら
、
要
求
さ
れ
る
措
置
を
開
始
す
る
。
な
お
、
要
求
さ
れ
る
措
置

の
運
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
表

86
－
1
の
例
に
準
拠
す
る
も
の
と

す
る
。

 

４
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
時
点
（
要
求
さ
れ
る

措
置
に
対
す
る
完
了
時
間
の
起
点
）
か
ら
、
要
求
さ
れ
る
措
置

を
開
始
す
る
。
な
お
、
要
求
さ
れ
る
措
置
の
運
用
方
法
に
つ
い

て
は
、
表
８
８
－
１
の
例
に
準
拠
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 

５
．
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
で
あ
っ

て
、
当
該
条
文
の
第
３
項
で
定
め
る
い
ず
れ
の
条

件
に
も
該
当
し

な
い
場
合
は
、
当
直
課
長
は
、
１
３
時
間
以
内
に
モ
ー
ド
３
、
３

７
時
間
以
内
に
モ
ー
ド
４
、
５
７
時
間
以
内
に
モ
ー
ド
５
へ
移
行

す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
モ
ー
ド
移
行
中
に
、
運
転
上
の
制
限
が
適

用
さ
れ
る
モ
ー
ド
で
な
く
な
っ
た
場
合
ま
た
は
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
モ
ー
ド
の
移
行
を
完
了

さ
せ
る
必
要
は
な
い
。
 

５
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
で
あ

っ
て
、
当
該
条
文
の
第
３
項
で
定
め
る
い
ず
れ
の
条

件
に
も
該
当

し
な
い
場
合
は
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
1
3
時
間
以
内
に
モ

ー
ド
３
、
37
時
間
以
内
に
モ
ー
ド
４
、

5
7
時
間
以
内
に
モ
ー
ド

５
へ
移
行
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
モ
ー
ド
移
行
中
に
、
運
転
上
の

制
限
が
適
用
さ
れ
る
モ
ー
ド
で
な
く
な
っ
た
場
合
、
又
は
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
モ
ー
ド
の
移
行

を
完
了
さ
せ
る
必
要
は
な
い
。

 

５
．
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
で
あ

っ
て
、
当
該
条
文
の
第
３
項
で
定
め
る
い
ず
れ
の
条
件
に
も
該

当
し
な
い
場
合
は
、
当
直
課
長
は
、
１
３
時
間
以
内
に
モ
ー
ド

３
、
３
７
時
間
以
内
に
モ
ー
ド
４
、
５
７
時
間
以
内
に
モ
ー
ド

５
へ
移
行
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
モ
ー
ド
移
行
中
に
、
運
転
上

の
制
限
が
適
用
さ
れ
る
モ
ー
ド
で
な
く
な
っ
た
場
合
ま
た
は
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
モ
ー
ド

の
移
行
を
完
了
さ
せ
る
必
要
は
な
い
。
 

 

６
．
当
直
課
長
は
、
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
こ

の
要
求
さ
れ
る
措
置
に
記
載
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
原
子
炉
熱
出

力
の
上
昇
お
よ
び
原
子
炉
起
動
状
態
へ
近
づ
く
モ
ー
ド
へ
の
移

行
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
 

６
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
に

当
た
り
、
こ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
に
記
載
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

原
子
炉
熱
出
力
の
上
昇
及
び
原
子
炉
起
動
状
態
へ
近
づ
く
モ
ー

ド
へ
の
移
行
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

 

６
．
当
直
課
長
は
、
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

こ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
に
記
載
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
原
子
炉

熱
出
力
の
上
昇
お
よ
び
原
子
炉
起
動
状
態
へ
近
づ
く
モ
ー
ド
へ

の
移
行
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
 

 

７
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
期
間
は
、
要
求
さ
れ
る
措
置
に
記
載
が

あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
を
実
施

す
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
頻

度
で
実
施
し
な
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
後
、
速
や
か
に
実
施
す
る
も
の
と
す

る
。
 

７
 
各
第
二
課
長
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
期
間

は
、
要
求
さ
れ
る
措
置
に
記
載
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
条
文

の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
を
実
施
す
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
し
、

当
該
条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
頻
度
で
実
施
し
な
か
っ
た
事
項

に
つ
い
て
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た

後
、
速
や
か
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

 

７
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
期
間
は
、
要
求
さ
れ
る
措
置
に
記

載
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項

を
実
施
す
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
条
文
の
第
２
項
で

定
め
る
頻
度
で
実
施
し
な
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
後
、
速
や
か
に
実
施
す

る
も
の
と
す
る
。
 

 

８
．
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
当

該
条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
実
施

し
た
場
合
は
、
こ
れ
を
当
該
条
文
ま
た
は
他
の
条
文
の
第
２
項
で

定
め
る
事
項
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

８
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
す
る
に
当
た
り
、
当

該
条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
の
一
部
又
は
全
部
を
実
施
し

た
場
合
は
、
こ
れ
を
当
該
条
文
又
は
他
の
条
文
の
第
２
項
で
定
め

る
事
項
の
一
部
又
は
全
部
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

８
．
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
す
る
に
あ
た
り
、

当
該
条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
実

施
し
た
場
合
は
、
こ
れ
を
当
該
条
文
ま
た
は
他
の
条
文
の
第
２

項
で
定
め
る
事
項
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

 

９
．
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
し
た
場
合
、
そ
の
内
容
が
当
該
条
文

の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
の
一
部
ま
た
は
全
部
と
同
じ
で
あ
る

場
合
は
、
こ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
当
該
条
文
ま
た
は
他
の
条

文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

９
 
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
し
た
場
合
、
そ
の
内
容
が
、
当
該
条

文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
の
一
部
又
は
全
部
と
同
じ
で
あ
る

場
合
は
、
こ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
当
該
条
文
又
は
他
の
条
文
の

第
２
項
で
定
め
る
事
項
の
一
部
又
は
全
部
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

 

９
．
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
し
た
場
合
、
そ
の
内
容
が
当
該
条

文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
の
一
部
ま
た
は
全
部
と
同
じ
で
あ

る
場
合
は
、
こ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
当
該
条
文
ま
た
は
他
の

条
文
の
第
２
項
で
定
め
る
事
項
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
代
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

 

10
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
と
な
っ
た
後
に
お
い
て
、
要
求
さ

れ
る
措
置
の
完
了
時
間
内
に
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
ま
た
は
当
該
運
転
上
の
制
限
が
適
用

さ
れ
る
モ
ー
ド
で
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
こ
の
要
求
さ
れ
る
措

置
に
記
載
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
れ
以
後
そ
の
要
求
さ
れ
る

措
置
を
継
続
し
て
実
施
す
る
必
要
は
な
い
。
 

1
0 
各
第
二
課
長
は
、
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
と
な
っ

た
後
に
お
い
て
、
要
求
さ
れ
る
措
置
の
完
了
時
間
内
に
、
当
該
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
、
又
は
当
該
運

転
上
の
制
限
が
適
用
さ
れ
る
モ
ー
ド
で
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
こ

の
要
求
さ
れ
る
措
置
に
記
載
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
れ
以
後
そ

の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
継
続
し
て
実
施
す
る
必
要
は
な
い
。

 

10
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
と
な
っ
た
後
に
お
い
て
、
要
求
さ

れ
る
措
置
の
完
了
時
間
内
に
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
ま
た
は
当
該
運
転
上
の
制
限
が
適
用

さ
れ
る
モ
ー
ド
で
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
こ
の
要
求
さ
れ
る
措

置
に
記
載
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
れ
以
後
そ
の
要
求
さ
れ
る

措
置
を
継
続
し
て
実
施
す
る
必
要
は
な
い
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

11
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
運
転
上
の

制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
と
な
っ
た
後
に
お
い
て
、
当
該
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
に
報
告
す
る
と
と
も
に
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
当
直
課
長

は
、
原
子
炉
熱
出
力
の
上
昇
ま
た
は
原
子
炉
起
動
状
態
へ
近
づ
く

モ
ー
ド
へ
の
移
行
を
行
う
場
合
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
る
。

 

1
1 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
と
な
っ
た
後
に
お
い
て
、
当
該
運
転

上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
に
報
告
す
る
と
と
も
に
発
電
第
二
課
当
直
課
長
に
通
知

す
る
。
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
の
上
昇
又
は

原
子
炉
起
動
状
態
へ
近
づ
く
モ
ー
ド
へ
の
移
行
を
行
う
場
合
は
、

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
る
。

 

11
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
と
な
っ
た
後
に
お
い
て
、
当
該
運

転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
原
子
炉

主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
と
と
も
に
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

当
直
課
長
は
、
原
子
炉
熱
出
力
の
上
昇
ま
た
は
原
子
炉
起
動
状

態
へ
近
づ
く
モ
ー
ド
へ
の
移
行
を
行
う
場
合
は
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
る
。

 

 

12
．
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
緊
急
を
要
す
る
場

合
、
当
直
課
長
は
、
他
の
課
（
室
）
長
の
所
管
事
項
で
あ
っ
て
も
、

こ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ

の
場
合
、
そ
の
結
果
を
所
管
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
。
 

1
2 
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
緊
急
を
要
す
る
場

合
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
他
の
課
長
の
所
管
事
項
で
あ
っ

て
も
、
こ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な

お
、
こ
の
場
合
、
そ
の
結
果
を
所
管
課
長
に
連
絡
す
る
。
 

12
．
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
緊
急
を
要
す
る

場
合
、
当
直
課
長
は
、
他
の
課
（
室
）
長
の
所
管
事
項
で
あ
っ

て
も
、
こ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
こ
の
場
合
、
そ
の
結
果
を
所
管
課
（
室
）
長
に
連
絡
す

る
。
 

 

 

表
９
３
―
１

 
条
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
. 
機
能
Ｘ
が
確
認
で
き
な

い
場
合
 

A
.1

 
機
能
Ｘ
の
代
替
機
能
を

確
認
す
る
。
 

 お
よ
び

 

１
時
間
 

そ
の
後
の
８
時
間
に

１
回
 

A
.2
 機
能
Ｘ
を
確
認
す
る
。

 
３
日
 

B
. 
機
能
Ｙ
が
確
認
で
き
な

い
場
合
 

B
.1
 機
能
Ｙ
を
確
認
す
る
。

 

ま
た
は
 

８
時
間
 

B
.2
 
原
子
炉
熱
出
力
を

 
30
 
% 

以
下
に
下
げ
る
。
 

８
時
間
 

C
. 
機
能
Ｘ
が
確
認
で
き
な

い
場
合
 

お
よ
び
 

機
能
Ｙ
が
確
認
で
き

な
い
場
合
 

C
.1
 機
能
Ｘ
を
確
認
す
る
。

 

ま
た
は
 

１
時
間
 

C
.2
 機
能
Ｙ
を
確
認
す
る
。

 
１
時
間
 

D
. 
条

件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ

で
要
求
さ
れ
る
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

D
.1
 モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

１
２
時
間
 

D
.2
 モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 

  

表
8
6―
１
 

条
 

件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

Ａ
．
機
能
Ｘ
が
確
認
で
き

な
い
場
合

 

A
.1
 
機
能
Ｘ
の
代
替
機
能
を
確

認
す
る
。
 

及
び
 

 A
.2
 
機
能
Ｘ
を
確
認
す
る
。
 

１
時
間
 

そ
の
後
の
８
時
間

に
１
回
 

 ３
日
 

Ｂ
．
機
能
Ｙ
が
確
認
で
き

な
い
場
合

 

B
.1
 
機
能
Ｙ
を
確
認
す
る
。
 

又
は
 

B
.2
 
原
子
炉
熱
出
力
を

30
％
以

下
に
下
げ
る
。
 

８
時
間
 

 ８
時
間
 

Ｃ
．
機
能
Ｘ
が
確
認
で
き

な
い
場
合

 

及
び
 

機
能
Ｙ
が
確
認
で

き
な
い
場
合

 

C
.1
 
機
能
Ｘ
を
確
認
す
る
。
 

又
は
 

C
.2
 
機
能
Ｙ
を
確
認
す
る
。
 

１
時
間
 

 １
時
間
 

Ｄ
．
条

件
Ａ
、
Ｂ
又
は
Ｃ
で

要
求
さ
れ
る
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合

 

D
.1
 
モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

D
.2
 
モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

12
時
間

 

 36
時
間

 

 

表
８
８
－
１
 

条
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A
. 
機
能
Ｘ
が
確
認
で
き
な

い
場
合
 

A
.1

 
機
能
Ｘ
の
代
替
機
能
を
確

認
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
時
間

 

そ
の
後
の
８
時
間

に
１
回

 

A
.2

 機
能
Ｘ
を
確
認
す
る
。
 

３
日
 

B
. 
機
能
Ｙ
が
確
認
で
き
な

い
場
合
 

B
.1

 機
能
Ｙ
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

８
時
間

 

B
.2

 原
子
炉
熱
出
力
を

 3
0 
%
 以

下
に
下
げ
る
。
 

８
時
間

 

C
. 
機
能
Ｘ
が
確
認
で
き
な

い
場
合
 

お
よ
び
 

機
能
Ｙ
が
確
認
で
き
な
い
場

合
 

C
.1

 機
能
Ｘ
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

１
時
間

 

C
.2

 機
能
Ｙ
を
確
認
す
る
。
 

１
時
間

 

D
. 
条

件
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
で

要
求
さ
れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で
き
な
い

場
合
 

D
.1

 モ
ー
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

１
２
時
間
 

D
.2

 モ
ー
ド
４
に
す
る
。
 

３
６
時
間
 

 

 

(1
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
（
ま
た
は
要
求
さ
れ

る
措
置
Ｂ
．
１
お
よ
び
Ｂ
．
２
）
の
完
了
時
間
の
起
点
は
、
い
ず

れ
も
条

件
Ａ
（
ま
た
は
Ｂ
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
時
点
（
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
時
点
と
同
じ
）
で
あ

る
。
ま
た
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｃ
．
1
お
よ
び
Ｃ
．
２
な
ら
び
に

Ｄ
．
１
お
よ
び
Ｄ
．
２
の
完
了
時
間
の
起
点
は
、
い
ず
れ
も
条
件

Ｃ
ま
た
は
Ｄ
に
移
行
し
た
時
点
で
あ
る
。
 

(
1)
 
要
求
さ
れ
る
措
置

A.
1
及
び

A
.2
（
又
は
要
求
さ
れ
る
措
置

B.
1
及
び

B.
2
）
の
完
了
時
間
の
起
点
は
、
い
ず
れ
も
条

件
Ａ
（
又

は
Ｂ
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
時
点
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
と
判
断
し
た
時
点
と
同
じ
。）
で
あ
る
。
ま
た
、
要
求
さ

れ
る
措
置

C
.1
及
び

C.
2
並
び
に

D.
1
及
び

D.
2
の
完
了
時
間

の
起
点
は
、
い
ず
れ
も
条

件
Ｃ
又
は
Ｄ
に
移
行
し
た
時
点
で
あ

る
。
 

(1
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
（
ま
た
は
要
求
さ

れ
る
措
置
Ｂ
．
１
お
よ
び
Ｂ
．
２
）
の
完
了
時
間
の
起
点
は
、

い
ず
れ
も
条

件
Ａ
（
ま
た
は
Ｂ
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
時
点

（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
時
点
と
同

じ
）
で
あ
る
。
ま
た
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｃ
．
1
お
よ
び
Ｃ
．
２

な
ら
び
に
Ｄ
．
１
お
よ
び
Ｄ
．
２
の
完
了
時
間
の
起
点
は
、
い

ず
れ
も
条
件
Ｃ
ま
た
は
Ｄ
に
移
行
し
た
時
点
で
あ
る
。

 

 

(2
) 
条
件
Ｂ
（
機
能
Ｙ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
）
で
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｂ
．
１
ま
た
は
Ｂ
．
２
を
実
施
す
る

が
、
い
ず
れ
の
措
置
も
８
時
間
以
内
に
達
成
す
る
こ
と
が

困
難
と

判
断
し
た
場
合
は
、
８
時
間
を
待
た
ず
に
条

件
Ｄ
に
移
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｄ
．
１
お
よ
び
Ｄ
．

２
の
完
了
時
間
の
起
点
は
条
件
Ｄ
に
移
行
し
た
時
点
で
あ
る
。

 

(
2)
 
条
件
Ｂ
（
機
能
Ｙ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
）
で
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
、
要
求
さ
れ
る
措
置

B
.1
又
は

B.
2
を
実
施
す
る
が
、

い
ず
れ
の
措
置
も
８
時
間
以
内
に
達
成
す
る
こ
と
が

困
難
と
判

断
し
た
場
合
は
、
８
時
間
を
待
た
ず
に
条

件
Ｄ
に
移
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
、
要
求
さ
れ
る
措
置

D.
1
及
び

D
.2
の

完
了
時
間
の
起
点
は
条

件
Ｄ
に
移
行
し
た
時
点
で
あ
る
。

 

(2
) 
条
件
Ｂ
（
機
能
Ｙ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
）
で
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｂ
．
１
ま
た
は
Ｂ
．
２
を
実
施

す
る
が
、
い
ず
れ
の
措
置
も
８
時
間
以
内
に
達
成
す
る
こ
と
が

困
難
と
判
断
し
た
場
合
は
、
８
時
間
を
待
た
ず
に
条
件
Ｄ
に
移

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｄ
．

１
お
よ
び
Ｄ
．
２
の
完
了
時
間
の
起
点
は
条

件
Ｄ
に
移
行
し
た

時
点
で
あ
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
を
１
時
間
以
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
ま
た
は
そ
の
後
の
８
時
間
毎
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
は
、
条

件
Ｄ
へ
移
行
す
る
。
こ
の
と
き
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｄ
．
１
お
よ

び
Ｄ
．
２
の
実
施
と
並
行
し
て
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び

Ａ
．
２
を
実
施
し
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
が
要
求
さ
れ
る
措

置
Ａ
．
２
の
完
了
時
間
で
あ
る
３
日
以
内
に
達
成
で
き
た
場
合

は
、
そ
の
時
点
で
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｄ
．
１
お
よ
び
Ｄ
．
２
の
実

施
要
求
は
な
く
、
原
子
炉
熱
出
力
は
条
件
Ｄ
へ
移
行
す
る
前
の
状

態
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
は
、
引
き
続
き
要
求
さ
れ
る

措
置
Ａ
．
２
を
３
日
以
内
（
起
点
は
最
初
に
条
件
Ａ
で
あ
る
と
判

断
し
た
時
点
）
に
達
成
さ
せ
る
。
 

(
3)
 
要
求
さ
れ
る
措
置

A.
1
を
１
時
間
以
内
に
達
成
で
き
な
い
場

合
又
は
そ
の
後
の
８
時
間
ご
と
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
は
、

条
件
Ｄ
へ
移
行
す
る
。
こ
の
と
き
、
要
求
さ
れ
る
措
置

D.
1
及

び
D.
2
の
実
施
と
並
行
し
て
要
求
さ
れ
る
措
置

A
.1
及
び

A.
2

を
実
施
し
、
要
求
さ
れ
る
措
置

A.
1
が
要
求
さ
れ
る
措
置

A.
2

の
完
了
時
間
で
あ
る
３
日
以
内
に
達
成
で
き
た
場
合
は
、
そ
の

時
点
で
要
求
さ
れ
る
措
置

D.
1
及
び

D
.
2
の
実
施
要
求
は
な
く
、

原
子
炉
熱
出
力
は
条

件
Ｄ
へ
移
行
す
る
前
の
状
態
に
戻
す
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
後
は
、
引
き
続
き
要
求
さ
れ
る
措
置

A.
2
を

３
日
以
内
（
起
点
は
最
初
に
条
件
Ａ
で
あ
る
と
判
断
し
た
時
点
）

に
達
成
さ
せ
る
。

 

(3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
を
１
時
間
以
内
に
達
成
で
き
な
い

場
合
ま
た
は
そ
の
後
の
８
時
間
毎
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合

は
、
条
件
Ｄ
へ
移
行
す
る
。
こ
の
と
き
、
要
求
さ
れ
る
措
置

Ｄ
．
１
お
よ
び
Ｄ
．
２
の
実
施
と
並
行
し
て
要
求
さ
れ
る
措
置

Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
を
実
施
し
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１

が
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
２
の
完
了
時
間
で
あ
る
３
日
以
内
に

達
成
で
き
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｄ
．
１

お
よ
び
Ｄ
．
２
の
実
施
要
求
は
な
く
、
原
子
炉
熱
出
力
は
条
件

Ｄ
へ
移
行
す
る
前
の
状
態
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後

は
、
引
き
続
き
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
２
を
３
日
以
内
（
起
点

は
最
初
に
条

件
Ａ
で
あ
る
と
判
断
し
た
時
点
）
に
達
成
さ
せ

る
。
 

 

(4
) 
(
3)
に
お
い
て
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
２
を
３
日
以
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
時
点
か
ら
条
件
Ｄ
へ
移
行
す
る
。
こ
の

と
き
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｄ
．
１
お
よ
び
Ｄ
．
２
の
完
了
時
間
の
起

点
は
、
改
め
て
条

件
Ｄ
に
移
行
し
た
時
点
で
あ
り
、
最
初
に
条
件

Ｄ
へ
移
行
し
た
時
点
で
は
な
い
。
 

(
4)
 
(3
)に
お
い
て
、
要
求
さ
れ
る
措
置

A
.
2
を
３
日
以
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
時
点
か
ら
条
件
Ｄ
へ
移
行
す
る
。
こ
の

と
き
要
求
さ
れ
る
措
置

D
.1
及
び

D
.2
の
完
了
時
間
の
起
点
は
、

改
め
て
条

件
Ｄ
に
移
行
し
た
時
点
で
あ
り
、
最
初
に
条

件
Ｄ
へ

移
行
し
た
時
点
で
は
な
い
。

 

(4
) 
(3

)
に
お
い
て
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
２
を
３
日
以
内
に
達

成
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
時
点
か
ら
条

件
Ｄ
へ
移
行
す
る
。

こ
の
と
き
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｄ
．
１
お
よ
び
Ｄ
．
２
の
完
了
時

間
の
起
点
は
、
改
め
て
条

件
Ｄ
に
移
行
し
た
時
点
で
あ
り
、
最

初
に
条
件
Ｄ
へ
移
行
し
た
時
点
で
は
な
い
。
 

 

(5
) 
条
件
Ａ
（
機
能
Ｘ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
）
の
要
求
さ
れ
る
措

置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
を
実
施
中
に
条

件
Ｂ
（
機
能
Ｙ
が
確
認

で
き
な
い
場
合
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
条
件
Ｃ
に
移
行
し
、

要
求
さ
れ
る
措
置
Ｃ
．
２
（
ま
た
は
Ｃ
．
１
）
を
１
時
間
以
内
に

達
成
す
る
と
、
条
件
Ｃ
か
ら
条
件
Ａ
（
ま
た
は
Ｂ
）
に
移
行
す
る
。

こ
の
と
き
再
度
、
条
件
Ａ
（
ま
た
は
Ｂ
）
の
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．

１
お
よ
び
Ａ
．
２
（
ま
た
は
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｂ
．
１
も
し
く
は

Ｂ
．
２
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
完
了
時
間
の
起
点
は
、

最
初
に
条

件
Ａ
（
ま
た
は
Ｂ
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
時
点
で
あ
る
。 

(
5)
 
条
件
Ａ
（
機
能
Ｘ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
）
の
要
求
さ
れ
る
措

置
A.
1
及
び

A.
2
を
実
施
中
に
条

件
Ｂ
（
機
能
Ｙ
が
確
認
で
き

な
い
場
合
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
条
件
Ｃ
に
移
行
し
、
要

求
さ
れ
る
措
置

C.
2（
又
は

C.
1）
を
１
時
間
以
内
に
達
成
す
る

と
、
条

件
Ｃ
か
ら
条

件
Ａ
（
又
は
Ｂ
）
に
移
行
す
る
。
こ
の
と
き

再
度
、
条

件
Ａ
（
又
は
Ｂ
）
の
要
求
さ
れ
る
措
置

A
.1
及
び

A
.2

（
又
は
要
求
さ
れ
る
措
置

B.
1
若
し
く
は

B.
2）
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
完
了
時
間
の
起
点
は
、
最
初
に
条

件
Ａ
（
又
は
Ｂ
）

で
あ
る
と
判
断
し
た
時
点
で
あ
る
。
 

(5
) 
条
件
Ａ
（
機
能
Ｘ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
）
の
要
求
さ
れ
る

措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
を
実
施
中
に
条

件
Ｂ
（
機
能
Ｙ
が

確
認
で
き
な
い
場
合
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
条

件
Ｃ
に

移
行
し
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｃ
．
２
（
ま
た
は
Ｃ
．
１
）
を
１

時
間
以
内
に
達
成
す
る
と
、
条

件
Ｃ
か
ら
条
件
Ａ
（
ま
た
は

Ｂ
）
に
移
行
す
る
。
こ
の
と
き
再
度
、
条

件
Ａ
（
ま
た
は
Ｂ
）

の
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
（
ま
た
は
要
求
さ

れ
る
措
置
Ｂ
．
１
も
し
く
は
Ｂ
．
２
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
完
了
時
間
の
起
点
は
、
最
初
に
条

件
Ａ
（
ま
た
は
Ｂ
）

で
あ
る
と
判
断
し
た
時
点
で
あ
る
。
 

 

(6
) 
条
件
Ａ
（
機
能
Ｘ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
）
の
要
求
さ
れ
る
措

置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
を
実
施
中
に
条

件
Ｂ
（
機
能
Ｙ
が
確
認

で
き
な
い
場
合
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
条
件
Ｃ
に
移
行
す

る
が
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｃ
．
２
（
ま
た
は
Ｃ
．
１
）
の
完
了
時

間
よ
り
前
に
条
件
Ａ
の
完
了
時
間
が
く
る
と
き
は
、
条
件
Ａ
の
完

了
時
間
が
優
先
す
る
。
こ
の
と
き
、
実
質
的
な
条
件
Ｃ
の
完
了
時

間
は
条

件
Ａ
の
完
了
時
間
と
同
じ
で
あ
り
、
要
求
さ
れ
る
措
置

Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
が
条

件
Ａ
の
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
れ

ば
、
自
動
的
に
条

件
Ｃ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
は
達
成
さ
れ
、
条
件

Ｂ
の
完
了
時
間
は
条

件
Ｂ
で
あ
る
と
判
断
し
た
時
点
を
起
点
と

す
る
完
了
時
間
と
な
る
。
ま
た
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ

び
Ａ
．
２
が
条

件
Ａ
の
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
け
れ
ば
、
条

件
Ｃ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず

条
件
Ｄ
へ
移
行
す
る
。

 

(
6)
 
条
件
Ａ
（
機
能
Ｘ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
）
の
要
求
さ
れ
る
措

置
A.
1
及
び

A.
2
を
実
施
中
に
条

件
Ｂ
（
機
能

 
 
 
Ｙ
が
確

認
で
き
な
い
場
合
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
条

件
Ｃ
に
移
行

す
る
が
、
要
求
さ
れ
る
措
置

C
.2
（
又
は

C
.1
）
の
完
了
時
間
よ

り
前
に
条

件
Ａ
の
完
了
時
間
が
く
る
と
き
は
、
条

件
Ａ
の
完
了

時
間
が
優
先
す
る
。
こ
の
と
き
、
実
質
的
な
条
件
Ｃ
の
完
了
時
間

は
条

件
Ａ
の
完
了
時
間
と
同
じ
で
あ
り
、
要
求
さ
れ
る
措
置

A
.1

及
び

A.
2
が
条
件
Ａ
の
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
れ
ば
、
自
動

的
に
条

件
Ｃ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
は
達
成
さ
れ
、
条
件
Ｂ
の
完

了
時
間
は
条

件
Ｂ
で
あ
る
と
判
断
し
た
時
点
を
起
点
と
す
る
完

了
時
間
と
な
る
。
ま
た
、
要
求
さ
れ
る
措
置

A.
1
及
び

A.
2
が

条
件
Ａ
の
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
け
れ
ば
、
条
件
Ｃ
の
要

求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
条

件
Ｄ
へ

移
行
す
る
。

 

(6
) 
条
件
Ａ
（
機
能
Ｘ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
）
の
要
求
さ
れ
る

措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
を
実
施
中
に
条

件
Ｂ
（
機
能
Ｙ
が

確
認
で
き
な
い
場
合
）
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
条

件
Ｃ
に

移
行
す
る
が
、
要
求
さ
れ
る
措
置
Ｃ
．
２
（
ま
た
は
Ｃ
．
１
）

の
完
了
時
間
よ
り
前
に
条

件
Ａ
の
完
了
時
間
が
く
る
と
き
は
、

条
件
Ａ
の
完
了
時
間
が
優
先
す
る
。
こ
の
と
き
、
実
質
的
な
条

件
Ｃ
の
完
了
時
間
は
条
件
Ａ
の
完
了
時
間
と
同
じ
で
あ
り
、
要

求
さ
れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
が
条
件
Ａ
の
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
れ
ば
、
自
動
的
に
条
件
Ｃ
の
要
求
さ
れ
る
措
置

は
達
成
さ
れ
、
条
件
Ｂ
の
完
了
時
間
は
条

件
Ｂ
で
あ
る
と
判
断

し
た
時
点
を
起
点
と
す
る
完
了
時
間
と
な
る
。
ま
た
、
要
求
さ

れ
る
措
置
Ａ
．
１
お
よ
び
Ａ
．
２
が
条
件
Ａ
の
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
け
れ
ば
、
条

件
Ｃ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す

る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
条
件
Ｄ
へ
移
行
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

（
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
）
 

第
 ９
４

 条
 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課

長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
所
長
室
長
、
所
長

室
課
長
（
総
務
）、
、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
電
気
工
事
グ

ル
ー
プ
課
長
、
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建
築
工
事

グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、「
品
質
保
証
室
長
等
」
と
い
う
。
本
条
に

お
い
て
同
じ
。）
を
除
く
。）
は
、
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た
点
検
・

保
修
を
実
施
す
る
た
め
、
計
画
的
に
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す

る
場
合
は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し

た
場
合
に
要
求
さ
れ
る
措
置
を
要
求
さ
れ
る
完
了
時
間
の
範
囲

内
で
実
施
す
る
※
１
。
な
お
、
運
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
表
９
３
－

１
の
例
に
準
拠
す
る
も
の
と
す
る
。
 

（
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
）

 

第
8
7
条

 
各
第
二
課
長
は
、
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た
点
検
・
保

修
を
実
施
す
る
た
め
、
計
画
的
に
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る

場
合
は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た

場
合
に
要
求
さ
れ
る
措
置
を
要
求
さ
れ
る
完
了
時
間
の
範
囲
内

で
実
施
す
る
※
１
。
な
お
、
運
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
表

8
6－
１
の

例
に
準
拠
す
る
も
の
と
す
る
。

 

（
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
）
 

第
 ８
９
条
 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証
室
課

長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
所
長
室
長
、

所
長
室
課
長
（
総
務
）
、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
電
気
工

事
グ
ル
ー
プ
課
長
、
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建

築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、
「
品
質
保
証
室
長
等
」
と
い

う
。
本
条
に
お
い
て
同
じ
。）
を
除
く
。）
は
、
予
防
保
全
を
目

的
と
し
た
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
た
め
、
計
画
的
に
運
転
上

の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
要
求
さ
れ
る
措
置
を
要
求
さ

れ
る
完
了
時
間
の
範
囲
内
で
実
施
す
る
※
１
。
な
お
、
運
用
方
法

に
つ
い
て
は
、
表
８
８
－
１
の
例
に
準
拠
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
予
防
保
全

を
目
的
と
し
た
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
た
め
、
計
画
的
に
運
転

上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
要
求
さ
れ
る
措
置
を

要
求
さ
れ
る
完
了
時
間
の
範
囲
を
超
え
て
実
施
す
る
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
必
要
な
安
全
措
置
を
定
め
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確

認
を
得
て
実
施
す
る
※
１
。
 

２
 
各
第
二
課
長
は
、
予
防
保
全
を
目
的
と
し
た
点
検
・
保
修
を
実

施
す
る
た
め
、
計
画
的
に
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
で

あ
っ
て
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た

場
合
に
要
求
さ
れ
る
措
置
を
要
求
さ
れ
る
完
了
時
間
の
範
囲
を

超
え
て
実
施
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
安
全
措
置
を
定

め
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
※
１
。

 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
予
防
保

全
を
目
的
と
し
た
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
た
め
、
計
画
的
に

運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
要
求
さ
れ
る

措
置
を
要
求
さ
れ
る
完
了
時
間
の
範
囲
を
超
え
て
実
施
す
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
安
全
措
置
を
定
め
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
※
１
。
 

 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
表
９
４
－

１
で
定
め
る
設
備
に
つ
い
て
、
保
全
計
画
に
基
づ
き
定
期
的
に
行

う
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
は
、
同
表
に
定
め
る
点
検
時
の

措
置
を
実
施
す
る
。
 

３
 
各
第
二
課
長
（
防
災
課
長
及
び
土
木
建
築
課
長
を
除
く
。
）
は
、

表
8
7－
１
で
定
め
る
設
備
に
つ
い
て
、
保
全
計
画
に
基
づ
き
定
期

的
に
行
う
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
は
、
同
表
に
定
め
る
点

検
時
の
措
置
を
実
施
す
る
。

 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
表
８
９
－

１
で
定
め
る
設
備
に
つ
い
て
、
保
全
計
画
に
基
づ
き
定
期
的
に
行

う
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
場
合
は
、
同
表
に
定
め
る
点
検
時
の

措
置
を
実
施
す
る
。

 

 

４
．
第
１
項
、
第
２
項
お
よ
び
第
３
項
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
第
９

３
条
第
１
項
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
と
は
み
な

さ
な
い
。

 

４
 
第
１
項
、
第
２
項
及
び
第
３
項
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
第

86
条

第
１
項
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
と
は
み
な
さ
な

い
。

 

４
．
第
１
項
、
第
２
項
お
よ
び
第
３
項
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
第

８
８
条
第
１
項
の
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
と
は
み

な
さ
な
い
。

 

 

５
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
第
１
項
、

第
２
項
ま
た
は
第
３
項
に
基
づ
く
点
検
・
保
修
を
行
う
場
合
、
関

係
課
（
室
）
長
と
協
議
し
実
施
す
る
。
 

５
 
各
第
二
課
長
は
、
第
１
項
、
第
２
項
又
は
第
３
項
に
基
づ
く
点

検
・
保
修
を
行
う
場
合
、
関
係
課
長
と
協
議
し
実
施
す
る
。

 

５
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
第
１

項
、
第
２
項
ま
た
は
第
３
項
に
基
づ
く
点
検
・
保
修
を
行
う
場

合
、
関
係
課
（
室
）
長
と
協
議
し
実
施
す
る
。
 

 

６
．
第
１
項
、
第
２
項
お
よ
び
第
３
項
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
運

転
上
の
制
限
外
へ
移
行
し
た
時
点
を
点
検
・
保
修
に
対
す
る
完
了

時
間
の
起
点
と
す
る
。

 

６
 
第
１
項
、
第
２
項
及
び
第
３
項
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
運
転

上
の
制
限
外
へ
移
行
し
た
時
点
を
点
検
・
保
修
に
対
す
る
完
了
時

間
の
起
点
と
す
る
。

 

６
．
第
１
項
、
第
２
項
お
よ
び
第
３
項
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

運
転
上
の
制
限
外
へ
移
行
し
た
時
点
を
点
検
・
保
修
に
対
す
る

完
了
時
間
の
起
点
と
す
る
。
 

 

７
．
第
１
項
を
実
施
す
る
場
合
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長

等
を
除
く
。）
は
、
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
前
に
、
運
転
上

の
制
限
外
に
移
行
し
た
段
階
で
要
求
さ
れ
る
措
置
※
２
を
順
次
実

施
し
、
そ
の
全
て
が
終
了
し
た
時
点
か
ら
２
４
時
間
以
内
に
運
転

上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
。
な
お
、
移
行
前
に
実
施
し
た
措
置
に

つ
い
て
は
、
移
行
時
点
で
完
了
し
た
も
の
と
み
な
す
。
 

７
 
第
１
項
を
実
施
す
る
場
合
、
各
第
二
課
長
は
、
運
転
上
の
制
限

外
に
移
行
す
る
前
に
、
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
し
た
段
階
で
要

求
さ
れ
る
措
置
※
２
を
順
次
実
施
し
、
そ
の
全
て
が
終
了
し
た
時
点

か
ら

2
4
時
間
以
内
に
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
。
な
お
、

移
行
前
に
実
施
し
た
措
置
に
つ
い
て
は
、
移
行
時
点
で
完
了
し
た

も
の
と
み
な
す
。

 

７
．
第
１
項
を
実
施
す
る
場
合
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室

長
等
を
除
く
。）
は
、
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
前
に
、
運

転
上
の
制
限
外
に
移
行
し
た
段
階
で
要
求
さ
れ
る
措
置
※
２
を
順

次
実
施
し
、
そ
の
全
て
が
終
了
し
た
時
点
か
ら
２
４
時
間
以
内

に
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
。
な
お
、
移
行
前
に
実
施
し

た
措
置
に
つ
い
て
は
、
移
行
時
点
で
完
了
し
た
も
の
と
み
な

す
。
 

 

８
．
第
１
項
、
第
２
項
ま
た
は
第
３
項
に
基
づ
き
運
転
上
の
制
限
外

に
移
行
す
る
場
合
は
、
第
９
３
条
第
３
項
、
第
７
項
、
第
８
項
、

第
９
項
お
よ
び
第
１
０
項
に
準
拠
す
る
。
な
お
、
第
３
項
に
基
づ

き
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
は
、「
要
求
さ
れ
る
措
置
」

を
「
点
検
時
の
措
置
」
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

８
 
第
１
項
、
第
２
項
又
は
第
３
項
に
基
づ
き
運
転
上
の
制
限
外
に

移
行
す
る
場
合
は
、
第

86
条
第
３
項
、
第
７
項
、
第
８
項
、
第
９

項
及
び
第

10
項
に
準
拠
す
る
。
な
お
、
第
３
項
に
基
づ
き
運
転

上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
は
、「
要
求
さ
れ
る
措
置
」
を
「
点

検
時
の
措
置
」
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 

８
．
第
１
項
、
第
２
項
ま
た
は
第
３
項
に
基
づ
き
運
転
上
の
制
限

外
に
移
行
す
る
場
合
は
、
第
８
８
条
第
３
項
、
第
７
項
、
第
８

項
、
第
９
項
お
よ
び
第
１
０
項
に
準
拠
す
る
。
な
お
、
第
３
項

に
基
づ
き
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
は
、
「
要
求
さ
れ

る
措
置
」
を
「
点
検
時
の
措
置
」
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

９
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
第
１
項

ま
た
は
第
３
項
の
場
合
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
措
置
ま
た
は
点

検
時
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
ま
た

は
第
２
項
の
場
合
に
お
い
て
安
全
措
置
を
実
施
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
す

る
。
 

９
 
各
第
二
課
長
は
、
第
１
項
の
場
合
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
措
置

を
完
了
時
間
内
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
第
２
項
の
場
合
に

お
い
て
安
全
措
置
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
又
は
第
３
項
の

場
合
に
お
い
て
点
検
時
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
実
施
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判

断
す
る
。

 

９
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
第
１
項

ま
た
は
第
３
項
の
場
合
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
措
置
ま
た
は
点

検
時
の
措
置
を
完
了
時
間
内
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
ま
た

は
第
２
項
の
場
合
に
お
い
て
安
全
措
置
を
実
施
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
す

る
。
 

 

10
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
運
転
上
の

制
限
外
へ
移
行
し
た
場
合
お
よ
び
運
転
上
の
制
限
外
か
ら
復
帰

し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

1
0 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
運
転
上

の
制
限
外
へ
移
行
し
た
場
合
及
び
運
転
上
の
制
限
外
か
ら
復
帰

し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
に
通
知

す
る
。

 

10
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
運
転
上

の
制
限
外
へ
移
行
し
た
場
合
お
よ
び
運
転
上
の
制
限
外
か
ら
復

帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
当
直
課
長
に
通
知
す
る
。

 

 

11
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。）
は
、
第
２
項
に

基
づ
く
点
検
・
保
修
お
よ
び
第
３
項
に
お
い
て
、
完
了
時
間
を
超

え
て
点
検
・
保
修
を
実
施
後
、
運
転
上
の
制
限
外
か
ら
復
帰
し
て

い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

1
1 
各
第
二
課
長
は
、
第
２
項
に
基
づ
く
点
検
・
保
修
又
は
第
３
項

に
お
い
て
、
完
了
時
間
を
超
え
て
点
検
・
保
修
を
実
施
後
、
運
転

上
の
制
限
外
か
ら
復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
原
子
炉

主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

 

11
．
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
を
除
く
。
）
は
、
第
２
項

に
基
づ
く
点
検
・
保
修
お
よ
び
第
３
項
に
お
い
て
、
完
了
時
間

を
超
え
て
点
検
・
保
修
を
実
施
後
、
運
転
上
の
制
限
外
か
ら
復

帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報

告
す
る
。
 

 

 

※
１
：
こ
の
規
定
第
２
項
に
基
づ
く
確
認
と
し
て
同
様
の
措
置
を
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
２
：
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
当
該
設
備
等
に
係
る
措
置
お
よ
び

運
転
上
の
制
限
が
適
用
さ
れ
な
い
状
態
へ
移
行
す
る
措
置

を
除
く
。
ま
た
、
複
数
回
の
実
施
要
求
が
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
２
回
目
以
降
の
実
施
に
つ
い
て
は
除
く
。
 

 

※
１
：
本
章
第
２
項
に
基
づ
く
確
認
と
し
て
同
様
の
措
置
を
実
施
し

て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
２
：
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
当
該
設
備
等
に
係
る
措
置
及
び
運

転
上
の
制
限
が
適
用
さ
れ
な
い
状
態
へ
移
行
す
る
措
置
を

除
く
。
ま
た
、
複
数
回
の
実
施
要
求
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
２
回
目
以
降
の
実
施
に
つ
い
て
は
除
く
。

 

 

※
１
：
こ
の
規
定
第
２
項
に
基
づ
く
確
認
と
し
て
同
様
の
措
置
を

実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

※
２
：
点
検
・
保
修
を
実
施
す
る
当
該
設
備
等
に
係
る
措
置
お
よ

び
運
転
上
の
制
限
が
適
用
さ
れ
な
い
状
態
へ
移
行
す
る
措

置
を
除
く
。
ま
た
、
複
数
回
の
実
施
要
求
が
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
２
回
目
以
降
の
実
施
に
つ
い
て
は
除
く
。
 

 

 
 

参考①-299



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 

表
９
４
－
１
 

関
連
条
文
 

点
検
対
象
設
備
 

第
９
４
条
適
用
時
期

 
点
検
時
の
措
置
 

実
施
頻
度
 

第
７
６
条
 

・
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環

系
 

点
検
対
象
号
炉
の
他
号

炉
※
３
が
モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、
４
お
よ
び
照

射
済
燃
料
移
動
中
 

・
点
検
対
象
号
炉
の
他
号
炉
※
３
の
当
該
系
統
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
４
 

そ
の
後
の
１
０
日
に
１
回
 

第
７
８
条
の
３

 
・
外
部
電
源
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
お
よ
び
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体

を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

・
動
作
可
能
な
外
部
電
源
に
つ
い
て
、
電
圧
が
確

立
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
４
 

そ
の
後
の
１
日
に
１
回
 

・
所
要
の
３
、
４
号
炉
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
※
５
す
る
。
 

点
検
前
※
４
 

点
検
期
間
が
完
了
時
間
（

30

日
）
を
超
え
て
点
検
を
実
施
す

る
場
合
は
、
そ
の
後
の
１
ヶ
月

に
１
回
 

第
９
０
条
 

(
90
－

4－
2)
 

・
蓄
圧
タ
ン
ク
 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
 
・
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
４
※
７
 

・
Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
る
代
替

炉
心
注
水
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

至

近
の
記
録
等
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
４
 

第
９
０
条
 

(
90
－

12
－

3
) 

・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位

（
Ａ
Ｍ
用
）
 

・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度

（
Ａ
Ｍ
用
）
 

・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視

カ
メ
ラ
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
監
視
カ
メ
ラ
冷
却
装
置

を
含
む
）
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に

燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い

る
期
間
 

・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
が

EL
＋

3
2.
2
m
以

上
お
よ
び
水
温
が

65
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
４
 

そ
の
後
の
１
週
間
に
１
回
 

第
９
０
条
 

(
90
－

15
－

1
) 

・
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
以
外
 

・
所
要
の
３
、
４
号
炉
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
４
 

そ
の
後
の
１
週
間
に
１
回

 

第
９
０
条
 

(
90
－

15
－

3
) 

・
電
源
車
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
以
外
 

・
所
要
の
３
、
４
号
炉
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
４
 

そ
の
後
の
１
週
間
に
１
回
 

  

表
87
－
１
 

関
連
条
文

 
点
検
対
象
設
備

 
第

87
条
適
用
時
期

 
点
検
時
の
措
置
 

実
施
頻
度
 

第
6
9
条
 

・
中
央
制
御
室
非
常
用

循
環
系

 
点
検
対
象
外
号
炉
が
第

6
9
条
の

適
用
モ
ー
ド
内

 

・
点
検
対
象
外
号
炉
の
当
該
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
３
 

そ
の
後
の

1
0
日
に
１
回

 

第
7
1
条
 

・
外
部
電
源

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に

燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間

 

・
動
作
可
能
な
外
部
電
源
に
つ
い
て
、
電
圧
が
確
立
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
３
 

そ
の
後
の
１
日
に
１
回

 

・
所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
※
４
す
る
。

 

点
検
前
※
３
 

点
検
期
間
が
完
了
時
間
（

3
0
日
）
を
超
え
て

点
検
を
実
施
す
る
場
合
は
、
そ
の
後
の
１
か

月
に
１
回

 

第
8
3
条
 

(8
3
－

1
0
－
２
)
 

(8
3
－

1
6
－
１
)
 

・
水
素
濃
度
監
視
系
を
構
成
す
る

弁
 

４
号
炉
が
第

8
3
条

(8
3
－

1
0－

２
)
及
び

(
8
3
－

1
6－
１

)
の
適
用

モ
ー
ド
内
 

・
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
動
作
監
視
装
置
及
び

電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
動
作
監
視
装
置
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
３
 

そ
の
後
の

1
0
日
に
１
回

 
・
可
搬
型
格
納
容
器
水
素
濃
度
計
測
装
置
指
示
監
視
部

 

第
8
3
条
 

(8
3
－

1
2
－
１
)
 

・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
補
給
用
水
中

ポ
ン
プ
に
よ
る
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
系
を
構
成
す
る

弁
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体

を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間

 

 

・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
が

E
L＋

10
.
75
m
以
上
及

び
水
温
が

65
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
３
 

そ
の
後
の
１
週
間
に
１
回

 

・
点
検
対
象
外
の
当
該
系
統
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

点
検
前
※
３
 

・
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を

至
近
の
記
録
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

点
検
前
※
３
 

第
8
3
条
 

(8
3
－

1
2
－
３
)
 

・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
（

S
A
）
（
指
示
監
視
部
含
む
）
 

・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
状
態
監
視
カ
メ
ラ

 

・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
（
広
域
）
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
監
視
用
空
気
供
給
シ
ス
テ
ム
含
む
）
指
示
監
視
部

 

・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
周
辺
線
量
率
（
低
レ
ン
ジ
）

 

 
（
中
間
レ
ン
ジ
）
（
高
レ
ン
ジ
）
指
示
監
視
部

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体

を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間

 

・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
が

E
L＋

10
.
75
m
以
上
及

び
水
温
が

65
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
３
 

そ
の
後
の
１
週
間
に
１
回

 

第
8
3
条
 

(8
3
－

1
5
－
１
)
 

・
大
容
量
空
冷
式
発
電
機

 

・
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
用
給

油
ポ
ン
プ
（
モ
ー
タ
含
む
）
 

・
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
用
燃
料
タ
ン
ク

 

・
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
用
給

油
ポ
ン
プ
に
よ
る
大
容
量
空

冷
式
発
電
機
へ
の
給

油
系
を
構
成
す
る

弁
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及

び
６
以
外
 

・
所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
※
４
す
る
。

 

点
検
前
※
３
 

点
検
期
間
が
完
了
時
間
（

3
0
日
）
を
超
え
て

点
検
を
実
施
す
る
場
合
は
、
そ
の
後
の
１
か

月
に
１
回

 

・
中
容
量
発
電
機

車
又
は
高
圧
発
電
機

車
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
至
近
の
記
録
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
３
 

第
8
3
条
 

(8
3
－

1
5
－
４
)
 

・
蓄
電
池
（
重
大
事
故
等
対
処
用
）

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及

び
６
以
外
 

・
所
要
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を

至
近
の
記
録
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

点
検
前
※
３
 

・
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

至
近
の
記
録
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
３
 

  

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

表
８
９
－
１
 

関
連
条
文
 

点
検
対
象
設
備
 

第
８
９
条
適
用
時
期

 
点
検
時
の
措
置
 

実
施
頻
度

 

第
７
３
条
 

外
部
電
源
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い

る
期
間
 

・
動
作
可
能
な
外
部
電
源
に
つ
い
て
、
電
圧
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

点
検
前
※
３
 

そ
の
後
の
１
日
に
１
回

 

・
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
※
４
す
る
。 
点
検
前
※
３
 

点
検
期
間
が
完
了
時
間
（

30
日
）
を
超

え
て
点
検
を
実
施
す
る
場
合
は
、
そ
の

後
の
１
ヶ
月
に
１
回

 

第
８
５
条
 

(
85
－

4－
2)
 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
 

モ
ー
ド
５
お
よ
び
６
 

・
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
３
※
６
 

・
Ｃ
充
て
ん

／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
系

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
３
 

第
８
５
条
 

(
85
－

12
－

3
) 

・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
（
Ａ
Ｍ
用
）

 

・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
（
Ａ
Ｍ
用
）

 

・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
カ
メ
ラ
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

エ
リ
ア
監
視
カ
メ
ラ
冷
却
装
置
を
含
む
）

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料

体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
 

・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
が

EL
＋
3
1
.0
m
以
上
お
よ
び
水
温
が

65
℃

以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
３
 

そ
の
後
の
１
週
間
に
１
回
 

第
８
５
条
 

(
85
－

15
－

1
) 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６
以
外
 

・
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 
点
検
前
※
３
 

そ
の
後
の
１
週
間
に
１
回

 

第
８
５
条
 

(
85
－

15
－

2
) 

電
源

車
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６
以
外
 

・
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 
点
検
前
※
３
 

そ
の
後
の
１
週
間
に
１
回
 

   

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
運
転
上
の
制
限

を
規
定
し
て
い
る
設
備
の
適

用
モ
ー
ド
に
お
い
て
、
保
全

計
画
に
基
づ
き
定
期
的
に
行

う
点
検
・
保
修
が
必
要
な
設

備
を
記
載
し
て
い
る
。
）

（
以
下
、
同
様
。
）
 

 
 

参考①-300



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19

.7
.5
認
可
）

 

表
９
４
－
１
（
続
き
）
 

関
連
条
文
 

点
検
対
象
設
備
 

第
９
４
条
適
用
時
期
 

点
検
時
の
措
置
 

実
施
頻
度
 

第
９
０
条
 

(
90
－

15
－

6
) 

・
代
替
所
内
電
気
設
備
分
電

盤
 

・
代
替
所
内
電
気
設
備
変
圧

器
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
以
外
 

・
所
内
電
気
設
備
の
系
統
電
圧
を
確
認
し
、
使
用

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
４
 

そ
の
後
の
１
日
に
１
回
 

第
９
０
条
 

(
90
－

15
－

7
) 

・
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

・
重
油
タ
ン
ク
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、

５
お
よ
び
６
以
外
 

・
所
要
の
非
常
用
高
圧
母
線
に
電
力
供
給
可
能
な

外
部
電
源
３
回
線
以
上
の
電
圧
が
確
立
し
て

い
る
こ
と
、
お
よ
び
１
回
線
以
上
は
他
の
回
線

に
対
し
て
独
立
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

点
検
前
※
４
 

そ
の
後
の
１
週
間
に
１
回
 

第
９
０
条
 

(
90
－

16
－

1
) 

原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水

位
 

モ
ー
ド
５
 

・
以
下
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
装
設
備
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

<代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
①

> 

・
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域

)
 

<代
替

パ
ラ
メ
ー
タ

②
> 

・
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
 

・
復
水
ピ
ッ
ト
水
位
 

・
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

積
算
流
量

 

・
恒
設
代
替
低
圧
注
水

積
算
流
量

 

点
検
前
※
４
 

そ
の
後
の
１
日
に
１
回
 

※
３
：「
他
号
炉
」
と
は
、
３
号
炉
に
つ
い
て
は
４
号
炉
を
い
い
、
４
号
炉
に
つ
い
て
は
３
号
炉
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
４
：
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
前
に
順
次
実
施
し
、
そ
の
全
て
が
終
了
し
た
時
点
か
ら

2
4
時
間
以
内
に
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
。
な
お
、
移
行
前
に

実
施
し
た
措
置
に
つ
い
て
は
、
移
行
時
点
で
完
了
し
た
も
の
と
み
な
す
。
 

※
５
：
「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
」
と
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
基
※
６
を
起
動
し
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
第
９
４
条
適
用
時
期
が
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
で
、
か
つ
、
点
検
期
間
が

3
0
日
を
超
え
な
い
場
合
は
、
至
近
の
記
録
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

※
６
：
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
以
外
で
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
非
常
用
発
電
機
１
基
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
７
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。

 
 

表
87
－
１
（
続
き
）
 

関
連
条
文

 
点
検
対
象
設
備

 
第

87
条
適
用
時
期

 
点
検
時
の
措
置
 

実
施
頻
度
 

第
8
3
条
 

(8
3
－

1
5
－
６
)
 

・
重
大
事
故
等
対
処
用
変
圧
器
盤

 

・
重
大
事
故
等
対
処
用
変
圧
器
受
電
盤

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及

び
６
以
外
 

・
所
内
電
気
設
備
の
系
統
電
圧
を
確
認
し
、
使
用
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
３
 

そ
の
後
の
１
日
に
１
回

 

第
8
3
条
 

(8
3
－

1
5
－
７
)
 

・
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク

 
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及

び
６
以
外
 

・
中
容
量
発
電
機

車
又
は
高
圧
発
電
機

車
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
至
近
の
記
録
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
３
 

・
点
検
対
象
外
の
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
が

1
78
k
ℓ
以
上

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

点
検
前
※
３
 

そ
の
後
の
１
か
月
に
１
回

 

第
8
3
条
 

(8
3
－

1
6
－
１
)
 

・
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位

 
モ
ー
ド
５
 

・
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

点
検
前
※
３
 

そ
の
後
の
１
日
に
１
回

 

※
３
：
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
前
に
順
次
実
施
し
、
そ
の
全
て
が
終
了
し
た
時
点
か
ら

24
時
間
以
内
に
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
。
な
お
、
移
行
前
に
実

施
し
た
措
置
に
つ
い
て
は
、
移
行
時
点
で
完
了
し
た
も
の
と
み
な
す
。
 

※
４
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
」
と
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
２
基
※
５
を
起
動
し
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
第

87
条
適
用
時
期
が
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
で
、
か
つ
、
点
検
期
間
が

30
日
を
超
え
な
い
場
合
は
、
至
近
の
記
録
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

※
５
：
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
以
外
で
は
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
非
常
用
発
電
機
１
基
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明

 

表
８
９
－
１
（
続
き
）
 

関
連
条
文
 

点
検
対
象
設
備
 

第
８
９
条
適
用
時
期

 
点
検
時
の
措
置
 

実
施
頻
度

 

第
８
５
条
 

(
85
－

15
－

5
) 

・
代
替
所
内
電
気
設
備
分
電
盤
 

・
代
替
所
内
電
気
設
備
変
圧
器
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６
以
外
 

・
所
内
電
気
設
備
の
系
統
電
圧
を
確
認
し
、
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

点
検
前
※
３
 

そ
の
後
の
１
日
に
１
回

 

第
８
５
条
 

(
85
－

15
－

5
) 

・
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

・
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６
以
外
 

・
所
要
の
非
常
用
高
圧
母
線
に
電
力
供
給
可
能
な
外
部
電
源
２
回
線
以
上

の
電
圧
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
１
回
線
以
上
は
他
の
回
線
に
対

し
て
独
立
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

点
検
前
※
３
 

そ
の
後
の
１
週
間
に
１
回
 

第
８
５
条
 

(
85
－

16
－

1
) 

原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
 

モ
ー
ド
５

 
・
以
下
の
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
装
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

<代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
①

> 

・
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

(広
域
) 

<代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
②

> 

・
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

 

・
復
水
タ
ン
ク
水
位

 

・
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
積
算

 

・
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
出
口
流
量
積
算
 

・
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
出
口
流
量
積
算
 

点
検
前
※
３
 

そ
の
後
の
１
日
に
１
回

 

※
３
：
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
前
に
順
次
実
施
し
、
そ
の
全
て
が
終
了
し
た
時
点
か
ら

2
4
時
間
以
内
に
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
。
な
お
、
移
行
前
に
実
施
し
た
措
置
に
つ
い
て
は
、
移
行
時
点
で
完
了
し
た
も
の
と
 

み
な
す
。
 

※
４
：「
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
」
と
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
２
基
※
５
を
起
動
し
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
第
８
９
条
適
用
時
期
が
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
で
、
か
つ
、
 

点
検
期
間
が

30
日
を
超
え
な
い
場
合
は
、
至
近
の
記
録
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
５
：
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
以
外
で
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
非
常
用
発
電
機
１
基
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
６
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。

 
   

 

  

参考①-301



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

（
運
転
上
の
制
限
に
関
す
る
記
録
）
 

第
 ９
５

 条
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
を
変
更
し
た
場
合
は
、
引
継

日
誌
に
変
更
し
た
時
刻
お
よ
び
モ
ー
ド
を
記
録
す
る
。
 

（
運
転
上
の
制
限
に
関
す
る
記
録
）
 

第
8
8
条
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
を
変
更
し
た
場
合

は
、
当
直
課
長
引
継
簿
に
変
更
し
た
時
刻
及
び
モ
ー
ド
を
記
録
す

る
。

 

（
運
転
上
の
制
限
に
関
す
る
記
録
）
 

第
 ９
０

 条
 
当
直
課
長
は
、
モ
ー
ド
を
変
更
し
た
場
合
は
、
引

継
日
誌
に
変
更
し
た
時
刻
お
よ
び
モ
ー
ド
を
記
録
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

（
以
下
、
同
様
。）

 
２
．
当
直
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保
証

室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
所
長
室
長
、

所
長
室
課
長
（
総
務
）、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、
電
気
工
事

グ
ル
ー
プ
課
長
、
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び
土
木
建
築
工

事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、「
品
質
保
証
室
長
等
」
と
い
う
。
本
条

に
お
い
て
同
じ
。）
な
ら
び
に
当
直
課
長
を
除
く
。）
か
ら
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
に
係
る
通
知
を
受
け
た
場
合
、
ま
た

は
自
ら
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合

は
、
次
の
各
項
を
引
継
日
誌
等
に
記
録
す
る
。
 

２
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直

課
長
を
除
く
。
）
か
ら
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
に
係

る
通
知
を
受
け
た
場
合
、
又
は
自
ら
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
次
の
各
号
を
当
直
課
長
引
継
簿
等

に
記
録
す
る
。

 

２
．
当
直
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
、
品
質
保

証
室
課
長
、
安
全
・
防
災
室
長
、
安
全
・
防
災
室
課
長
、
所
長

室
長
、
所
長
室
課
長
（
総
務
）、
技
術
課
長
、
保
全
計
画
課
長
、

電
気
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
、
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
お
よ
び

土
木
建
築
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
（
以
下
、「
品
質
保
証
室
長
等
」

と
い
う
。
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
な
ら
び
に
当
直
課
長
を
除

く
。）
か
ら
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
に
係
る
通
知
を

受
け
た
場
合
、
ま
た
は
自
ら
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な

い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
次
の
各
項
を
引
継
日
誌
等
に
記
録
す

る
。
 

(
1)
 運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、

当
該
運
転
上
の
制
限
お
よ
び
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た

時
刻
 

(
2)
 要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
し
た
場
合
は
、
当
該
措
置
の
実
施

結
果
（
保
修
作
業
を
含
む
）
 

(
3)
 運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
満

足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
時
刻
 

(1
)
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合

は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
及
び
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し

た
時
刻

 

(2
)
 
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
し
た
場
合
は
、
当
該
措
置
の
実

施
結
果
（
保
修
作
業
を
含
む
。
）

 

(3
)
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、

満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
時
刻

 

(
1)
 運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合

は
、
当
該
運
転
上
の
制
限
お
よ
び
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断

し
た
時
刻
 

(
2)
 要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
し
た
場
合
は
、
当
該
措
置
の
実

施
結
果
（
保
修
作
業
を
含
む
）

 

(
3)
 運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、

満
足
し
て
い
る
と
判
断
し
た
時
刻
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
お
よ
び
当

直
課
長
を
除
く
。
）
か
ら
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
に

係
る
通
知
を
受
け
た
場
合
、
ま
た
は
自
ら
運
転
上
の
制
限
外
へ
移

行
さ
せ
た
場
合
は
、
次
の
各
項
を
引
継
日
誌
等
に
記
録
す
る
。

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直

課
長
を
除
く
。
）
か
ら
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合
に
係

る
通
知
を
受
け
た
場
合
、
又
は
自
ら
運
転
上
の
制
限
外
へ
移
行
さ

せ
た
場
合
は
、
次
の
各
号
を
当
直
課
長
引
継
簿
等
に
記
録
す
る
。
 

３
．
当
直
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
等
お
よ
び

当
直
課
長
を
除
く
。）
か
ら
運
転
上
の
制
限
外
に
移
行
す
る
場
合

に
係
る
通
知
を
受
け
た
場
合
、
ま
た
は
自
ら
運
転
上
の
制
限
外

へ
移
行
さ
せ
た
場
合
は
、
次
の
各
項
を
引
継
日
誌
等
に
記
録
す

る
。
 

 

(
1)
 運
転
上
の
制
限
外
へ
移
行
し
た
場
合
は
、
当
該
運
転
上
の
制

限
、
移
行
し
た
時
刻
お
よ
び
点
検
・
保
修
の
内
容
 

(
2)
 要
求
さ
れ
る
措
置
ま
た
は
安
全
措
置
を
実
施
し
た
場
合
は
、

当
該
措
置
の
実
施
結
果
 

(
3)
 
運
転
上
の
制
限
外
か
ら
復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合

は
、
復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
時
刻
 

 

(1
)
 
運
転
上
の
制
限
外
へ
移
行
し
た
場
合
は
、
当
該
運
転
上
の

制
限
、
移
行
し
た
時
刻
及
び
点
検
・
保
修
の
内
容
 

(2
)
 
要
求
さ
れ
る
措
置
又
は
安
全
措
置
を
実
施
し
た
場
合
は
、

当
該
措
置
の
実
施
結
果

 

(3
)
 
運
転
上
の
制
限
外
か
ら
復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合

は
、
復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
時
刻
 

 

(
1)
 運
転
上
の
制
限
外
へ
移
行
し
た
場
合
は
、
当
該
運
転
上
の

制
限
、
移
行
し
た
時
刻
お
よ
び
点
検
・
保
修
の
内
容
 

(
2)
 要
求
さ
れ
る
措
置
ま
た
は
安
全
措
置
を
実
施
し
た
場
合

は
、
当
該
措
置
の
実
施
結
果
 

(
3)
 運
転
上
の
制
限
外
か
ら
復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合

は
、
復
帰
し
て
い
る
と
判
断
し
た
時
刻
 

 

第
４
節

 
異
常
時
の
措
置
 

第
４
節
 
異
常
時
の
措
置

 
第
４
節
 
異
常
時
の
措
置
 

 

（
異
常
時
の
基
本
的
な
対
応
）

 

第
 ９
６

 条
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
異
常
が
発
生
し
た
場

合
、
発
電
室
長
に
報
告
す
る
。
な
お
、
本
節
に
お
け
る
異
常
と
は
、

次
に
定
め
る
も
の
を
い
う
。
 

（
異
常
時
の
基
本
的
な
対
応
）
 

第
8
9
条
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
次
の
各
号

に
示
す
異
常
が
発
生
し
た
場
合
、
発
電
第
二
課
長
に
報
告
す
る
。
 

（
異
常
時
の
基
本
的
な
対
応
）
 

第
 ９
１

 条
 
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
異
常
が
発
生
し
た
場

合
、
発
電
室
長
に
報
告
す
る
。
な
お
、
本
節
に
お
け
る
異
常
と
は
、

次
に
定
め
る
も
の
を
い
う
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

（
以
下
、
同
様
。
）
 

参考①-302



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
1)
 原
子
炉
の
自
動
ト
リ
ッ
プ
信
号
が
発
信
し
た
場
合
※
１
 

(
2)
 
原
子
炉
が
自
動
ト
リ
ッ
プ
す
べ
き
事
態
が
発
生
し
た
と
判

断
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
動
ト
リ
ッ
プ
信
号
が
発
信
し

な
い
場
合
 

(
3)
 原
子
炉
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
し
た
場
合
※
１
 

(1
) 
原
子
炉
の
自
動
ト
リ
ッ
プ
信
号
が
発
信
し
た
場
合
※
１
 

(2
)
 
原
子
炉
が
自
動
ト
リ
ッ
プ
す
べ
き
事
象
が
発
生
し
た
と
判

断
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
動
ト
リ
ッ
プ
信
号
が
発
信

し
な
い
場
合
 

(3
) 
原
子
炉
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
し
た
場
合
※
１
 

(
1)
 原
子
炉
の
自
動
ト
リ
ッ
プ
信
号
が
発
信
し
た
場
合
※
１
 

(
2)
 原
子
炉
が
自
動
ト
リ
ッ
プ
す
べ
き
事
態
が
発
生
し
た
と
判

断
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
動
ト
リ
ッ
プ
信
号
が
発
信

し
な
い
場
合
 

(
3)
 原
子
炉
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
し
た
場
合
※
１
 

 

 

２
．
発
電
室
長
は
、
前
項
の
報
告
を
受
け
た
場
合
、
関
係
す
る
各
課

（
室
）
長
に
、
そ
の
原
因
調
査
お
よ
び
対
応
措
置
を
依
頼
す
る
と

と
も
に
、
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

２
 
発
電
第
二
課
長
は
、
第
１
項
の
報
告
を
受
け
た
場
合
、
関
係
す

る
各
第
二
課
長
に
、
そ
の
原
因
調
査
及
び
対
応
措
置
を
依
頼
す
る

と
と
も
に
、
所
長
及
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。

 

２
．
発
電
室
長
は
、
前
項
の
報
告
を
受
け
た
場
合
、
関
係
す
る
各
課

（
室
）
長
に
、
そ
の
原
因
調
査
お
よ
び
対
応
措
置
を

依
頼
す
る
と

と
も
に
、
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。

 

 

３
．
関
係
す
る
各
課
（
室
）
長
は
、
第
２
項
の

依
頼
を
受
け
た
場
合
、

原
因
調
査
お
よ
び
対
応
措
置
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果

を
発
電
室
長
に
連
絡
す
る
。
 

３
 
関
係
す
る
各
第
二
課
長
は
、
第
２
項
の
依
頼
を
受
け
た
場
合
、

原
因
調
査
及
び
対
応
措
置
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を

発
電
第
二
課
長
に
連
絡
す
る
。

 

３
．
関
係
す
る
各
課
（
室
）
長
は
、
第
２
項
の

依
頼
を
受
け
た
場
合
、

原
因
調
査
お
よ
び
対
応
措
置
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果

を
発
電
室
長
に
連
絡
す
る
。
 

 

４
．
発
電
室
長
は
、
第
３
項
の
連
絡
を
受
け
た
場
合
、
原
因
お
よ
び

対
応
措
置
に
つ
い
て
、
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告

す
る
と
と
も
に
、
当
直
課
長
に
連
絡
※
２
す
る
。
 

４
 
発
電
第
二
課
長
は
、
第
３
項
の
連
絡
を
受
け
た
場
合
、
原
因
及

び
対
応
措
置
に
つ
い
て
、
所
長
及
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告

す
る
と
と
も
に
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
に
連
絡
※
２
す
る
。

 

４
．
発
電
室
長
は
、
第
３
項
の
連
絡
を
受
け
た
場
合
、
原
因
お
よ
び

対
応
措
置
に
つ
い
て
、
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告

す
る
と
と
も
に
、
当
直
課
長
に
連
絡
※
２
す
る
。
 

 

５
．
第
１
項
に
定
め
る
異
常
の
原
因
が
、
第
９
８
条
第
３
項
に
該
当

す
る
場
合
は
、
第
２
項
か
ら
第
４
項
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

５
 
第
１
項
の
異
常
が
発
生
し
た
原
因
が
、
第

9
1
条
第
３
項
に
該

当
す
る
場
合
は
、
第
２
項
か
ら
第
４
項
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

 

５
．
第
１
項
に
定
め
る
異
常
の
原
因
が
、
第
９
３
条
第
３
項
に
該
当

す
る
場
合
は
、
第
２
項
か
ら
第
４
項
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

 

※
１
：
予
定
さ
れ
た
検
査
ま
た
は
確
認
に
よ
る
場
合
を
除
く
。
 

※
２
：
こ
の
場
合
の
当
直
課
長
へ
の
連
絡
は
、
そ
の
時
点
で
の
当
直

業
務
を
担
当
し
て
い
る
当
直
課
長
へ
の
連
絡
を
い
う
。
 

 

※
１
：
予
定
さ
れ
た
検
査
又
は
確
認
に
よ
る
場
合
を
除
く
。

 

※
２
：
こ
の
場
合
の
発
電
第
二
課
当
直
課
長
へ
の
連
絡
は
、
そ
の
時

点
で
の
当
直
業
務
を
担
当
し
て
い
る
発
電
第
二
課
当
直
課

長
へ
の
連
絡
を
い
う
。
 

 

※
１
：
予
定
さ
れ
た
検
査
ま
た
は
確
認
に
よ
る
場
合
を
除
く
。
 

※
２
：
こ
の
場
合
の
当
直
課
長
へ
の
連
絡
は
、
そ
の
時
点
で
の
当
直

業
務
を
担
当
し
て
い
る
当
直
課
長
へ
の
連
絡
を
い
う
。
 

 

（
異
常
時
の
措
置
）
 

第
 ９
７

 条
 
当
直
課
長
は
、
異
常
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
状
況
、

機
器
の
動
作
状
況
等
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
原
因
の
除
去
、
拡

大
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

（
異
常
時
の
措
置
）

 

第
90
条
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
第

89
条
第
１
項
の
異
常
に

該
当
す
る
事
象
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
状
況
、
機
器
の
動
作
状

況
等
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
原
因
の
除
去
、
拡
大
防
止
の
た
め

に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

（
異
常
時
の
措
置
）
 

第
 ９
２

 条
 
当
直
課
長
は
、
異
常
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
状

況
、
機
器
の
動
作
状
況
等
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
原
因
の
除

去
、
拡
大
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

（
以
下
、
同
様
。
）
 

２
．
当
直
課
長
は
、
第
１
項
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
に
当
た
っ
て

は
、
添
付
１
に
示
す
「
異
常
時
の
運
転
操
作
基
準
」
に
従
っ
て
実

施
す
る
。
 

２
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
第
１
項
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

に
当
た
っ
て
は
、
添
付
１
に
示
す
「
異
常
時
の
運
転
操
作
基
準
」

に
従
っ
て
実
施
す
る
。

 

２
．
当
直
課
長
は
、
第
１
項
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
に
当
た
っ

て
は
、
添
付
１
に
示
す
「
異
常
時
の
運
転
操
作
基
準
」
に
従
っ

て
実
施
す
る
。
 

 

３
．
異
常
が
発
生
し
て
か
ら
当
直
課
長
が
そ
の
収
束
を
判
断
す
る
ま

で
の
期
間
は
、
第
３
節
運
転
上
の
制
限
は
適
用
さ
れ
な
い
。
 

３
 
第

89
条
第
１
項
の
異
常
に
該
当
す
る
事
象
が
発
生
し
て
か
ら

発
電
第
二
課
当
直
課
長
が
そ
の
収
束
を
判
断
す
る
ま
で
の
期
間

は
、
第
３
節
「
運
転
上
の
制
限
」
は
適
用
さ
れ
な
い
。

 

３
．
異
常
が
発
生
し
て
か
ら
当
直
課
長
が
そ
の
収
束
を
判
断
す
る

ま
で
の
期
間
は
、
第
３
節
運
転
上
の
制
限
は
適
用
さ
れ
な
い
。
 

 

４
．
当
直
課
長
は
、
前
項
の
判
断
を
行
う
場
合
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
る
。
 

４
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
前
項
の
判
断
を
行
う
場
合
、
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
る
。

 

４
．
当
直
課
長
は
、
前
項
の
判
断
を
行
う
場
合
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
る
。
 

 

５
．
第
９
６
条
第
１
項
の
異
常
の
原
因
が
、
第
９
８
条
第
３
項
に
該

当
す
る
場
合
は
、
第
４
項
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

５
 
第

89
条
第
１
項
の
異
常
が
発
生
し
た
原
因
が
、
第

9
1
条
第
３

項
に
該
当
す
る
場
合
は
、
第
４
項
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
．
第
９
１
条
第
１
項
の
異
常
の
原
因
が
、
第
９
３
条
第
３
項
に

該
当
す
る
場
合
は
、
第
４
項
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

参考①-303



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

（
異
常
収
束
後
の
措
置
）
 

第
 ９
８

 条
 
当
直
課
長
は
、
第
９
６
条
第
１
項
の
異
常
の
収
束
後

に
原
子
炉
を
再
起
動
す
る
場
合
、
そ
の
原
因
に
対
す
る
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
お
よ
び
各
モ
ー
ド
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

２
．
当
直
課
長
は
、
第
９
６
条
第
１
項
の
異
常
の
収
束
後
に
原
子
炉

を
再
起
動
す
る
場
合
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所

長
の
承
認
を
得
る
。
 

（
異
常
収
束
後
の
措
置
）
 

第
91
条
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
第

89
条
第
１
項
の
異
常
収

束
後
に
原
子
炉
を
再
起
動
す
る
場
合
、
そ
の
原
因
に
対
す
る
対
策

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
及
び
各
モ
ー
ド
に
お
い
て
適
用
さ
れ

る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

２
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
第

89
条
第
１
項
の
異
常
収
束
後

に
原
子
炉
を
再
起
動
す
る
場
合
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を

得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

（
異
常
収
束
後
の
措
置
）
 

第
 ９
３

 条
 
当
直
課
長
は
、
第
９
１
条
第
１
項
の
異
常
の
収
束

後
に
原
子
炉
を
再
起
動
す
る
場
合
、
そ
の
原
因
に
対
す
る
対
策

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
お
よ
び
各
モ
ー
ド
に
お
い
て
適
用
さ

れ
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

２
．
当
直
課
長
は
、
第
９
１
条
第
１
項
の
異
常
の
収
束
後
に
原
子

炉
を
再
起
動
す
る
場
合
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

（
以
下
、
同
様
。）

 

３
．
当
直
課
長
は
、
第
９
６
条
第
１
項
の
異
常
の
原
因
が
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
第
２
項
に
よ
ら
ず
原
子
炉
を
再
起

動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
1)
 発
電
所
外
で
電
気
事
故
が
発
生
し
、
そ
の
電
気
事
故
の
波
及

で
原
子
炉
が
ト
リ
ッ
プ
し
た
場
合
ま
た
は
波
及
防
止
の
措
置

と
し
て
原
子
炉
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
た
場
合
 

(
2)
 第
１
８
条
、
第
１
８
条
の
２
の
２
ま
た
は
第
１
８
条
の
３
の

措
置
と
し
て
原
子
炉
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
た
場
合

 

 

３
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
第

89
条
第
１
項
の
異
常
が
発
生

し
た
原
因
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
第
２
項
に

よ
ら
ず
原
子
炉
を
再
起
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
1
)
 
発
電
所
外
で
電
気
事
故
が
発
生
し
、
そ
の
電
気
事
故
の
波

及
で
原
子
炉
が
ト
リ
ッ
プ
し
た
場
合
又
は
波
及
防
止
の
措
置

と
し
て
原
子
炉
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
た
場
合
 

(
2
) 
第

17
条
及
び
第

17
条
の
３
の
措
置
と
し
て
原
子
炉
を
ト

リ
ッ
プ
さ
せ
た
場
合
 

 

３
．
当
直
課
長
は
、
第
９
１
条
第
１
項
の
異
常
の
原
因
が
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
第
２
項
に
よ
ら
ず
原
子
炉
を

再
起
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
1)
 発
電
所
外
で
電
気
事
故
が
発
生
し
、
そ
の
電
気
事
故
の
波

及
で
原
子
炉
が
ト
リ
ッ
プ
し
た
場
合
ま
た
は
波
及
防
止
の
措

置
と
し
て
原
子
炉
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
た
場
合
 

(
2)
 第
１
８
条
、
第
１
８
条
の
２
の
２
ま
た
は
第
１
８
条
の
３

の
措
置
と
し
て
原
子
炉
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
た
場
合
 

 

 

 

参考①-304



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

第
５
章
 
燃
料
管
理
 

第
５
章

 
燃
料
管
理

 
第
５
章

 
燃
料
管
理
 

 

（
新
燃
料
の
運
搬
）
 

第
 ９
９

 条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
新
燃
料
輸
送
容
器
か
ら
新
燃
料

を
取
り
出
す
場
合
は
、
補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー

タ
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
の
う
ち
か
ら
必
要
な
燃
料
取

扱
設
備
を
使
用
す
る
。

 

（
新
燃
料
の
運
搬
）

 

第
92
条
 
保
修
第
二
課
長
は
、
新
燃
料

輸
送
容
器
か
ら
新
燃
料
を

取
り
出
す
場
合
は
、
燃
料
取
扱
棟
ク
レ
ー
ン
、
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
混
合

酸
化
物
新
燃
料
取
扱
装
置
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー
タ
、

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
の
う
ち
か
ら
必
要
な
燃
料
取
扱

設
備
を
使
用
す
る
。
 

（
新
燃
料
の
運
搬
）
 

第
 
９
４

 条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
新
燃
料

輸
送
容
器
か
ら
新
燃

料
を
取
り
出
す
場
合
は
、
補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ

ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
と
し
て
使
用
中
を
除
く
）
の
う
ち
か
ら
必

要
な
燃
料
取
扱
設
備
を
使
用
す
る
。

 

【
大
飯
･
玄
海
―
美
浜
】
 

③
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
使
用
済
変
量
ピ

ッ
ト
ク
レ
ー
ン
改
造
に
伴
う

追
加
。
）
（
以
下
、
同
様
。）

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
取
扱
装

置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。）

（
以
下
、
同
様
。
）
 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
新
燃
料
を
運
搬
す

る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
し
、
新
燃
料
輸
送
容
器
に
収
納
す

る
。
 

２
 
技
術
第
二
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い

て
、
新
燃
料
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
し
、
新
燃

料
輸
送
容
器
に
収
納
す
る
。
 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
新
燃
料
を
運
搬

す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
し
、
新
燃
料
輸
送
容
器
に
収

納
す
る
。

 

 

(1
) 
法
令
に
適
合
す
る
容
器
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
1)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
法
令
に
適
合
す
る
容
器
を
使
用
す
る

こ
と
。

 

(1
) 
法
令
に
適
合
す
る
容
器
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

 

(
2)
 補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
の
う
ち
か
ら
必
要
な
燃
料
取
扱
設
備
を
使

用
す
る
こ
と
。
 

(
2)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
燃
料
取
扱
棟
ク
レ
ー
ン
、
ウ
ラ
ン
・
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
新
燃
料
取
扱
装
置
、
新
燃
料
エ
レ
ベ

ー
タ
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
の
う
ち
か
ら
必
要
な
燃

料
取
扱
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
。

 

(2
) 
補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
と

し
て
使
用
中
を
除
く
）
の
う
ち
か
ら
必
要
な
燃
料
取
扱
設
備
を

使
用
す
る
こ
と
。

 

 

(
3)
 新
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
3)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
新
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
を

講
じ
る
こ
と
。
 

(3
) 
新
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

 
 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
新
燃
料
を
収
納
し

た
新
燃
料

輸
送
容
器
を
管
理
区
域
外
に
運
搬
す
る
場
合
ま
た
は

船
舶
輸

送
に
伴
い
車
両
に
よ
っ
て
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項

を
遵
守
す
る
。
 

３
 
技
術
第
二
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い

て
、
新
燃
料
を
収
納
し
た
新
燃
料

輸
送
容
器
を
管
理
区
域
外
に
運

搬
す
る
場
合
又
は
船
舶

輸
送
に
伴
い

車
両
に
よ
っ
て
運
搬
す
る

場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
新
燃
料
を
収
納

し
た
新
燃
料

輸
送
容
器
を
管
理
区
域
外
に
運
搬
す
る
場
合
ま
た

は
船
舶
輸
送
に
伴
い
車
両
に
よ
っ
て
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の

事
項
を
遵
守
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

（
以
下
、
同
様
。
）
 

(
1)
 容
器
の
車
両
へ
の

積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転
倒

ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
1)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
容
器
の

車
両
へ
の
積
付
け
に
際
し
、
運

搬
中
に
移
動
、
転
倒
又
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。
 

(1
) 
容
器
の
車
両
へ
の

積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転
倒

ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

 

(
2)
 法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。

 
(
2)

 
保
修
第
二
課
長
は
、
法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な

い
こ
と
。
 

(2
) 
法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。
 

 

(
3)
 
容
器
お
よ
び

車
両
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識

を
付
け
る
こ
と
。

 

(
3)

 
技
術
第
二
課
長
は
、
容
器
及
び

車
両
の
適
当
な
箇
所
に
法

令
に
定
め
る
標
識
を
付
け
る
こ
と
。
 

(3
) 
容
器
お
よ
び

車
両
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識

を
付
け
る
こ
と
。

 

 

 
(4
) 
保
修
第
二
課
長
は
、
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物

新
燃
料
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
に
関

し
、
相
当
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
を
同
行
さ
せ
、
保
安

の
た
め
に
必
要
な
監
督
を
行
わ
せ
る
こ
と
。
 

 
 

４
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
１
項
ま
た
は
第
２
項
の
運
搬
を
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
実
施
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守

す
る
。
 

(
1
) 
燃
料
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
（
３
号
炉
お

よ
び
４
号
炉
の
み
）。

 

(
2
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お

４
 
保
修
第
二
課
長
は
、
第
１
項
又
は
第
２
項
の
運
搬
を
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
実
施
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す

る
。

 

(1
) 
新
燃
料
の

落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

 

 (
2)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
及

４
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
１
項
ま
た
は
第
２
項
の
運
搬
を
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
実
施
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す

る
。
 

(
1)
 燃
料
の

落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

 

 (2
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お

 

参考①-305



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ
と
（
３
号
炉
お
よ
び
４

号
炉
の
み
）。

 

び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ
と
。

 
よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ
と
。

 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
３
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等
の

線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
お
よ

び
容
器
等
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
（
以
下
、「
表
面
汚
染
密

度
」
と
い
う
。
）
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１

を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
１
１
条
第

１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面
汚
染

密
度
に
つ
い
て
確
認
を
省
略
で
き
る
。

 

５
 
技
術
第
二
課
長
は
、
第
３
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等
の
線

量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
及
び
容

器
等
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
（
以
下
「
表
面
汚
染
密
度
」

と
い
う
。
）
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の

10
分
の
１
を
超

え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
第

10
4
条
第
１
項

(
1)

に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い

て
確
認
を
省
略
で
き
る
。

 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
３
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等
の

線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
お
よ

び
容
器
等
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
（
以
下
、「
表
面
汚
染
密

度
」
と
い
う
。
）
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１

を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
０
６
条
第

１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面
汚
染

密
度
に
つ
い
て
確
認
を
省
略
で
き
る
。

 

 

６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
燃
料
課
長
が
管
理
区
域
内
で
第
１

１
１
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
に
新
燃
料
を
収
納
し
た
新

燃
料
輸

送
容
器
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度

が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

６
 
技
術
第
二
課
長
は
、
管
理
区
域
内
で
第

1
0
4
条
第
１
項
(
1)
に

定
め
る
区
域
に
新
燃
料
を
収
納
し
た
新
燃
料

輸
送
容
器
を
移
動

す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面

密
度
限
度
の

10
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
燃
料
課
長
が
管
理
区
域
内
で
第
１

０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
に
新
燃
料
を
収
納
し
た
新

燃
料
輸
送
容
器
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度

が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

７
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
新
燃
料
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、

所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

７
 
技
術
第
二
課
長
は
、
新
燃
料
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る
場
合

は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

７
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
新
燃
料
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る
場
合

は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

 

（
新
燃
料
の
貯
蔵
）
 

第
１
０
０
条

 
原
子
燃
料
課
長
は
、
新
燃
料
を
貯
蔵
す
る
場
合
は
、

次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

(
1)
 
新
燃
料
は
、
新
燃
料
貯
蔵
庫
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

（
以
下
、「
貯
蔵
施
設
」
と
い
う
。）
に
貯
蔵
す
る
こ
と
。

 

（
新
燃
料
の
貯
蔵
）

 

第
93
条
 
技
術
第
二
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
新
燃
料
を
貯

蔵
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

(
1)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
新
燃
料
貯
蔵
庫
又
は
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
（
以
下
「
貯
蔵
施
設
」
と
い
う
。）
に
貯
蔵
し
、
１
か
月

に
１
回
以
上
※
１
、
巡
視
点
検
に
よ
り
、
貯
蔵
状
況
等
に
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。
 

（
新
燃
料
の
貯
蔵
）
 

第
 
９
５

 条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
新
燃
料
を
貯
蔵
す
る
場
合
は
、

次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

(
1)
 
新
燃
料
は
、
新
燃
料
貯
蔵
庫
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

（
以
下
、「
貯
蔵
施
設
」
と
い
う
。）
に
貯
蔵
す
る
こ
と
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な

し
。
）（
以
下
、
同
様
。）

 

 

ま
た
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
以

上
※
１
、
巡
視
点
検
に
よ
り
、
貯
蔵
状
況
等
に
異
常
の
な
い
こ
と

を
確
認
す
る
と
と
も
に
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
水

面
の
清
浄
度
お
よ
び
異
物
の
混
入
が
な
い
こ
と
等
を
確
認
す

る
こ
と
。
 

ま
た
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、
水
面
の
清
浄
度
及
び

異
物
の
混
入
が
な
い
こ
と
等
を
確
認
す
る
こ
と
。
 

た
だ
し
、
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合

酸
化
物
新
燃
料

は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
す
る
こ
と
。

 

ま
た
、
１
ヶ
月
に
１
回
以
上
※
１
、
巡
視
点
検
に
よ
り
、
貯
蔵
状

況
等
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
水
面
の
清
浄
度
お
よ
び
異
物
の
混
入

が
な
い
こ
と
等
を
確
認
す
る
こ
と
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
新
規
制
基
準
の

要
求
事
項
を
追
加
。）

 

（
以
下
、
同
様
。）

 

(
2)
 
貯
蔵
施
設
の
目
に
つ
き
や
す
い
箇
所
に
燃
料
貯
蔵
施
設
で

あ
る
旨
お
よ
び
貯
蔵
上
の
注
意
事
項
を
掲
示
す
る
こ
と
。
ま

た
、
施

錠
等
に
よ
り
取
扱
者
以
外
の
者
が
み
だ
り
に
立
ち
入
り

で
き
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
2)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
貯
蔵
施
設
の
目
に
つ
き
や
す
い
箇
所

に
燃
料
貯
蔵
施
設
で
あ
る
旨
及
び
貯
蔵
上
の
注
意
事
項
を
掲

示
す
る
こ
と
。
ま
た
、
施

錠
等
に
よ
り
取
扱
者
以
外
の
者
が
み

だ
り
に
立
ち
入
り
で
き
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
2)
 
貯
蔵
施
設
の
目
に
つ
き
や
す
い
箇
所
に
燃
料
貯
蔵
施
設
で

あ
る
旨
お
よ
び
貯
蔵
上
の
注
意
事
項
を
掲
示
す
る
こ
と
。
ま

た
、
施
錠
等
に
よ
り
取
扱
者
以
外
の
者
が
み
だ
り
に
立
ち
入
り

で
き
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

 

(
3)
 補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
の
う
ち
か
ら
必
要
な
燃
料
取
扱
設
備
を
使

用
す
る
こ
と
。
 

(
3)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
燃
料
取
扱
棟
ク
レ
ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ

ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
の
う
ち
か
ら
必
要

な
燃
料
取
扱
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
3)
 補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
と

し
て
使
用
中
を
除
く
）
の
う
ち
か
ら
必
要
な
燃
料
取
扱
設
備
を

使
用
す
る
こ
と
。

 

【
大
飯
・
玄
海
‐
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
使
用
済
変
量
ピ

ッ
ト
ク
レ
ー
ン
改
造
に
伴
う

追
加
。
）
（
以
下
、
同
様
。）

 

(
4)
 
貯
蔵
施
設
に
お
い
て
新
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。
 

(
4)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
貯
蔵
施
設
に
お
い
て
新
燃
料
が
臨
界

に
達
し
な
い
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
。
 

(
4)
 
貯
蔵
施
設
に
お
い
て
新
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

 

 

(
5)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
す
る
場
合
は
、
原
子
炉
に
全
て

の
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る
状
態
で
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に

１
炉
心
以
上
の
使
用
済
燃
料
ラ
ッ
ク
の
空
き
容
量
を
確
保
す

る
こ
と
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
み
）。

 

(
5)
 
 
技
術
第
二
課
長
は
、
新
燃
料
を
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯

蔵
す
る
場
合
は
、
原
子
炉
に
全
て
の
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い

る
状
態
で
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
１
炉
心
以
上
の
使
用
済

燃
料
ラ
ッ
ク
の
空
き
容
量
を
確
保
す
る
こ
と
。

 

(
5)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
す
る
場
合
は
、
原
子
炉
に
全
て

の
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る
状
態
で
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に

１
炉
心
以
上
の
使
用
済
燃
料
ラ
ッ
ク
の
空
き
容
量
を
確
保
す

る
こ
と
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

 
 

 
 

(
6)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
て
取
り
扱
う
場
合
は
、
燃
料
の
落
下

を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

み
）。

 

(
7)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お

よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ
と
（
３
号
炉
お
よ
び
４

号
炉
の
み
）。

 

(
6)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
新
燃
料
の
貯
蔵
に
際
し
、
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
に
て
取
り
扱
う
場
合
は
、
新
燃
料
の

落
下
を
防
止
す

る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
7)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用

時
の
吊
荷
の
重
量
及
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ

と
。
 

(
6)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
て
取
り
扱
う
場
合
は
、
燃
料
の
落
下

を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

 (
7)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お

よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ
と
。

 

 

(
8)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
す
る
場
合
は
、
図
１
０
０
に
示

す
未
臨
界
が
維
持
で
き
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
い

る
条

件
（
初
期
濃

縮
度
、
燃
焼
度
お
よ
び
配
置
）
に
基
づ
き
移

動
す
る
こ
と
で
、
実
効

増
倍
率
が
不
確
定
性
を
含
め
て
０
．
９

８
以
下
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
、
管
理
す
る
こ
と
（
３
号
炉
お

よ
び
４
号
炉
の
み
）。

 

(
8)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
新
燃
料
を
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯

蔵
す
る
場
合
は
、
図

9
3‐
１
に
示
す
臨
界
が
防
止
で
き
る
こ

と
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
い
る
条

件
（
燃
料
タ
イ
プ
、
ウ
ラ

ン
燃
料
の
燃

焼
度
、
ウ
ラ
ン
燃
料
の
初
期
濃
縮
度
及
び
配
置
）

に
基
づ
き
収
納
す
る
こ
と
で
、
実
効
増
倍
率
が
不
確
定
性
を

含
め
て

0
.9
8
以
下
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
、
管
理
す
る
こ
と

（
３
号
炉
の
み
）
。
 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
大
飯
、
玄
海
は
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
で
の
貯
蔵
燃
料
の

配
置
に
よ
る
臨
界
管
理
を
行

う
。
）（
以
下
、
同
様
。）

 

(
9)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
新
燃
料
の
移
動
に
当
た
っ
て
は
、

誤
配
置
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
（
３
号
炉
お
よ
び
４

号
炉
の
み
）。

 

(
9)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
新
燃
料
の

移
動
に
当
た
っ
て
は
、
誤
配
置
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る

こ
と
（
３
号
炉
の
み
）。

 

 
 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
１
項

(8
)に
お
け
る
燃
料
移
動
の
実
施
計

画
を
作
成
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承

認
を
得
る
。
 

 

２
 
技
術
第
二
課
長
は
、
第
１
項

(
8)
の
燃
料
移
動
に
関
す
る
実
施

計
画
を
作
成
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の

承
認
を
得
る
。
 

 

２
．
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
ラ
ッ
ク
の
管
理

と
し
て
次
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

(
1)
 
地
震
に
よ
る

想
定
滑
り
量
を
考
慮
し
て
も
通
常
時
制
限
ラ

イ
ン
※
２
を

逸
脱
し
な
い
よ
う
に
、
滑
り
後
の
位
置
か
ら
再
設
置

の
要
否
を
判
断
す
る
再
設
置
判
定
ラ
イ
ン
※
２
を
定
め
る
こ
と
。
 

(
2)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
ラ
ッ
ク
を
再
設
置
す
る
場
合
に
は
、

ラ
ッ
ク
の
連
結
が
外
さ
れ
た
状
態
に
あ
っ
て
も
、
遮
蔽
性
、
熱

に
よ
る
壁
の
健
全
性
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
壁
と
の

離
隔
を
確
保
す
る
た
め
の
再
設
置
時
制
限
ラ
イ
ン
※
２
を
定
め

る
こ
と
。
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
ラ
ッ
ク
改
造
に
伴
う
追

加
。
）（
以
下
、
同
様
。）

 

 
 

３
．
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

(
1)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
ラ
ッ
ク
が
移
動
し
、
再
設
置
判
定
ラ

イ
ン
※
２
を

逸
脱
し
て
い
る
場
合
は
、
ラ
ッ
ク
を
初
期
位
置
※
２
に

再
設
置
す
る
こ
と
。
ま
た
、
通
常
時
制
限
ラ
イ
ン
※
２
を
逸
脱
し

て
い
る
場
合
は
、
速
や
か
に
ラ
ッ
ク
を
初
期
位
置
※
２
に
再
設
置

す
る
こ
と
。

 

(
2)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
ラ
ッ
ク
の
再
設
置
時
に
は
、
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
を
使
用
し
、
再
設
置
時
制
限
ラ

イ
ン
※
２
を

逸
脱
し
な
い
よ
う
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
の
ラ
ッ
ク
の
再
設
置
時
に
、
再
設
置
時
制
限
ラ
イ

ン
※
２
を
逸
脱
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
ラ
ッ
ク
を
再
設
置
時

制
限
ラ
イ
ン
※
２
内
に
再
設
置
す
る
こ
と
。

 

 

※
１
：
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
ヶ
月
間
に
１
回
実
施
（
以
下
、

本
章
に
お
い
て
同
じ
）。

 

※
１
：
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
か
月
間
に
１
回
実
施
（
以
下
、

本
章
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

※
１
：
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
ヶ
月
間
に
１
回
実
施
（
以
下
、

本
章
に
お
い
て
同
じ
）。

 

※
２
：
通
常
時
制
限
ラ
イ
ン
、
再
設
置
判
定
ラ
イ
ン
、
再
設
置
時
制

限
ラ
イ
ン
お
よ
び
初
期
位
置
に
つ
い
て
は
、
図
９
５
に
示

す
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19

.0
7.

31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19

.1
2.

09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

図
１
０
０
 
燃
料
貯
蔵
領
域
図
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
Ａ
エ
リ
ア
）
 

 

図
9
3
‐
１
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
燃
料
貯
蔵
領
域
図
 

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
Ｂ

 

           

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
Ａ

 
 

貯
蔵
可
能
な
燃
料
 

：
領
域
１

 

全
て
の
燃
料
 

・
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合

酸
化
物
燃
料
 

・
ウ
ラ
ン
燃
料
（
初
期
濃
縮
度
約

4.
1
wt

%）
※
１
 

・
初
装
荷
ウ
ラ
ン
燃
料
（
初
期
濃

縮
度
約

3
.5

wt
%、
約

2.
0
wt
%
）

 

：
領
域
２

 

・
燃
焼
度

2
0G
W
d
/t
以
上
の
ウ
ラ
ン
燃
料
（
初
期
濃
縮
度
約

4
.1
w
t
%）

※
１
 

・
初
装
荷
ウ
ラ
ン
燃
料
（
初
期
濃

縮
度
約

3
.5

wt
%、
約

2.
0
wt
%
）

 

 
 

図
９
５
 
通
常
時
制
限
ラ
イ
ン
、
再
設
置
判
定
ラ
イ
ン
、
再
設
置
時

制
限
ラ
イ
ン
お
よ
び
初
期
位
置
 

 

 
 

 
 

（
燃
料
の
検
査
）
 

第
１
０
１
条

 
原
子
燃
料
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
装
荷
予
定
の

照
射
さ
れ
た
燃
料
の
う
ち
か
ら
燃
料
集
合
体
外
観
検
査
を
行
う

燃
料
を
選
定
し
、
健
全
性
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

（
燃
料
の
検
査
）
 

第
94
条
 
技
術
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
装
荷
予
定
の
照

射
さ
れ
た
燃
料
の
う
ち
か
ら
燃
料
集
合
体
外
観
検
査
を
行
う
燃

料
を
選
定
し
、
健
全
性
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

（
燃
料
の
検
査
）
 

第
 
９
６

 条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
、
装
荷
予
定

の
照
射
さ
れ
た
燃
料
の
う
ち
か
ら
燃
料
集
合
体
外
観
検
査
を
行

う
燃
料
を
選
定
し
、
健
全
性
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
お
け
る
１
次
冷
却
材
中
の

よ
う
素
１
３
１
の
増
加
量
の
測
定
結
果
等
に
基
づ
き
、
シ
ッ
ピ
ン

グ
検
査
を
行
い
、
燃
料
の
使
用
の
可
否
を
判
断
す
る
。
な
お
、
漏

え
い
と
判
断
し
た
燃
料
に
つ
い
て
は
、
あ
わ
せ
て
燃
料
集
合
体
外

観
検
査
を
行
う
。
 

２
 
技
術
第
二
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
お
け
る
１
次
冷
却
材
中
の

よ
う
素

1
31
の
増
加
量
の
測
定
結
果
等
に
基
づ
き
、
燃
料
取
替
の

措
置
を
講
じ
る
場
合
は
、
シ
ッ
ピ
ン
グ
検
査
を
行
い
、
燃
料
の
使

用
の
可
否
を
判
断
す
る
。
な
お
、
漏
え
い
と
判
断
し
た
燃
料
に
つ

い
て
は
、
あ
わ
せ
て
燃
料
集
合
体
外
観
検
査
を
行
う
。

 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
定
期
検
査
時
に
お
け
る
１
次
冷
却
材
中

の
よ
う
素
１
３
１
の
増
加
量
の
測
定
結
果
等
に
基
づ
き
、
シ
ッ

ピ
ン
グ
検
査
を
行
い
、
燃
料
の
使
用
の
可
否
を
判
断
す
る
。
な

お
、
漏
え
い
と
判
断
し
た
燃
料
に
つ
い
て
は
、
あ
わ
せ
て
燃
料

集
合
体
外
観
検
査
を
行
う
。
 

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
１
項
ま
た
は
第
２
項
の
検
査
の
結
果
、

使
用
し
な
い
と
判
断
し
た
燃
料
の
う
ち
、
使
用
済
燃
料
ラ
ッ
ク
に

収
納
す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
と
判
断
し
た
燃
料
に
つ
い
て
は
、

破
損
燃
料
容
器
に
収
納
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

３
 
技
術
第
二
課
長
は
、
第
１
項
又
は
第
２
項
の
検
査
の
結
果
、
使

用
し
な
い
と
判
断
し
た
燃
料
の
う
ち
、
使
用
済
燃
料
ラ
ッ
ク
に
収

納
す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
と
判
断
し
た
燃
料
に
つ
い
て
は
、
破

損
燃
料
容
器
に
収
納
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
１
項
ま
た
は
第
２
項
の
検
査
の
結

果
、
使
用
し
な
い
と
判
断
し
た
燃
料
の
う
ち
、
使
用
済
燃
料
ラ

ッ
ク
に
収
納
す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
と
判
断
し
た
燃
料
に
つ

い
て
は
、

破
損
燃
料
容
器
に
収
納
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

（
以
下
、
同
様
。
）
 

４
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
１
項
ま
た
は
第
２
項
の
検
査
を
実
施
す

る
た
め
に
燃
料
を
移
動
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

４
 
保
修
第
二
課
長
は
、
第
１
項
又
は
第
２
項
の
検
査
を
実
施
す
る

た
め
に
燃
料
を
移
動
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

４
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
１
項
ま
た
は
第
２
項
の
検
査
を
実
施

す
る
た
め
に
燃
料
を
移
動
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す

る
。
 

 

(
1)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
2)
 燃
料
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
（
３
号
炉
お

よ
び
４
号
炉
の
み
）。

 

(
1)
  
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
を
使
用
す
る
こ
と
。

 

(
2)
 
 
燃
料
の
移
動
に
際
し
、
燃
料
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を

講
じ
る
こ
と
。

 

(
1)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ

ク
ク
レ
ー
ン
と
し
て
使
用
中
を
除
く
）
を
使
用
す
る
こ
と
。

 

(
2)
 燃
料
の

落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

 

【
大
飯
・
玄
海
‐
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
使
用
済
変
量
ピ

 

 
 

参考①-308



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

(
3)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お

よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ
と
（
３
号
炉
お
よ
び
４

号
炉
の
み
）。

 

 

(
3)
 
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
及

び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ
と
。
 

 

(
3)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お

よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ
と
。

 

 

ッ
ト
ク
レ
ー
ン
改
造
に
伴
う

追
加
。
）
（
以
下
、
同
様
。）

 

（
燃
料
の
取
替
等
）
 

第
１
０
２
条

 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉

へ
装
荷
す
る
場
合
は
、
取
替
炉
心
の
配
置
、
燃
料
装
荷
の
た
め
の

安
全
措
置
、
方
法
、
体
制
を
燃
料
装
荷
実
施
計
画
に
定
め
、
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

（
燃
料
の
取
替
等
）

 

第
95
条
 
技
術
第
二
課
長
は
、
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ

装
荷
す
る
場
合
は
、
取
替
炉
心
の
配
置
、
燃
料
装
荷
の
た
め
の
安

全
措
置
、
方
法
、
体
制
を
燃
料
取
替
実
施
計
画
（
燃
料
装
荷
）
に

定
め
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得

る
。
 

（
燃
料
の
取
替
等
）
 

第
 
９
７

 条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉

へ
装
荷
す
る
場
合
は
、
取
替
炉
心
の
配
置
、
燃
料
装
荷
の
た
め
の

安
全
措
置
、
方
法
、
体
制
を
燃
料
装
荷
実
施
計
画
に
定
め
、
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
１
項
の
燃
料
装
荷
実
施
計
画
を
定
め
る

前
に
、
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷
し
た
後
の
原
子
炉

起
動
か
ら
次
回
定
期
検
査
を
開
始
す
る
た
め
に
原
子
炉
を
停
止

す
る
ま
で
の
期
間
に
わ
た
り
原
子
炉
を
運
転
で
き
る
取
替
炉
心

の
燃
焼
度
を
用
い
て
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
取
替
炉
心
の
安
全

性
評
価
を
行
い
、
そ
の
評
価
結
果
が
制
限
値
を
満
足
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

２
 
原
子
力
技
術
部
長
は
、
第
１
項
の
燃
料
取
替
実
施
計
画
（
燃
料

装
荷
）
を
定
め
る
前
に
、
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷

し
た
後
の
原
子
炉
起
動
か
ら
次
回
定
期
検
査
を
開
始
す
る
た
め

に
原
子
炉
を
停
止
す
る
ま
で
の
期
間
に
わ
た
り
原
子
炉
を
運
転

で
き
る
取
替
炉
心
の
燃

焼
度
を
用
い
て
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て

取
替
炉
心
の
安
全
性
評
価
を
行
い
、
そ
の
評
価
結
果
を
技
術
第
二

課
長
へ
通
知
す
る
。
技
術
第
二
課
長
は
、
そ
の
評
価
結
果
が
、
制

限
値
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
１
項
の
燃
料
装
荷
実
施
計
画
を
定
め

る
前
に
、
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷
し
た
後
の
原

子
炉
起
動
か
ら
次
回
定
期
検
査
を
開
始
す
る
た
め
に
原
子
炉
を

停
止
す
る
ま
で
の
期
間
に
わ
た
り
原
子
炉
を
運
転
で
き
る
取
替

炉
心
の
燃

焼
度
を
用
い
て
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
取
替
炉
心

の
安
全
性
評
価
を
行
い
、
そ
の
評
価
結
果
が
制
限
値
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

(
1)
 反
応
度
停
止
余

裕
 

(
2)
 最
大
線
出
力
密
度

 

(
3)
 燃
料
集
合
体
最
高
燃
焼
度

 

(
4)
 Ｆ

Ｎ
Ｘ
Ｙ
 

(
5)
 減
速
材
温
度
係
数

 

(
6)
 最
大
反
応
度
添
加
率
 

(
7)
 制
御
棒
ク
ラ
ス
タ

落
下
時
の
ワ
ー
ス
お
よ
び

Ｆ
Ｎ
Δ
Ｈ

 

(
8)
 制
御
棒
ク
ラ
ス
タ
飛
出
し
時
の
ワ
ー
ス
お
よ
び

Ｆ
Ｑ
 

(
1)
 
反
応
度
停
止
余
裕

 

(
2)
 
最
大
線
出
力
密
度

 

(
3)
 
燃
料
集
合
体
最
高
燃
焼
度
 

(
4)
 

Ｆ
Ｎ
Ｘ
Ｙ
 

(
5)
 

減
速
材
温
度
係
数

 

(
6)
 
最
大
反
応
度
添
加
率
 

(
7)
 
制
御
棒
ク
ラ
ス
タ

落
下
時
の
ワ
ー
ス
及
び
Ｆ

Ｎ
Δ

Ｈ
 

(
8)
 
制
御
棒
ク
ラ
ス
タ
飛
出
し
時
の
ワ
ー
ス
及
び

Ｆ
Ｑ
 

(1
)
 反
応
度
停
止
余
裕
 

(2
)
 最
大
線
出
力
密
度
 

(3
)
 燃
料
集
合
体
最
高
燃

焼
度
 

(4
)
 Ｆ

Ｎ
Ｘ
Ｙ
 

(5
)
 減
速
材
温
度
係
数
 

(6
)
 最
大
反
応
度
添
加
率

 

(7
)
 制
御
棒
ク
ラ
ス
タ
落
下
時
の
ワ
ー
ス
お
よ
び
Ｆ

Ｎ
Δ

Ｈ
 

(8
)
 制
御
棒
ク
ラ
ス
タ
飛
出
し
時
の
ワ
ー
ス
お
よ
び
Ｆ

Ｑ
 

   【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な

し
。
）（
以
下
、
同
様
。）

 

３
．
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷
し
た
後
に
、
第
２
項
の

期
間
を
延
長
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
原
子
燃
料
課
長
は
、

そ
の
延
長
す
る
期
間
も
含
め
第
２
項
に
定
め
る
評
価
お
よ
び
確

認
を
行
い
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認

を
得
る
。
た
だ
し
、
延
長
後
の
期
間
に
わ
た
り
原
子
炉
を
運
転
で

き
る
取
替
炉
心
の
燃

焼
度
が
、
第
２
項
の
評
価
に
用
い
た
取
替
炉

心
の
燃
焼
度
を
超
え
て
い
な
い
場
合
は
除
く
。
 

３
 
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷
し
た
後
に
、
第
２
項
の

期
間
を
延
長
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
原
子
力
技
術
部
長

は
、
そ
の
延
長
す
る
期
間
も
含
め
第
２
項
に
定
め
る
評
価
を
行

い
、
そ
の
評
価
結
果
を
技
術
第
二
課
長
へ
通
知
す
る
。
技
術
第
二

課
長
は
、
そ
の
評
価
結
果
が
、
制
限
値
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
の

確
認
を
行
い
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
に
報

告
す
る
。
た
だ
し
、
延
長
後
の
期
間
に
わ
た
り
原
子
炉
を
運
転
で

き
る
取
替
炉
心
の
燃

焼
度
が
、
第
２
項
の
評
価
に
用
い
た
取
替
炉

心
の
燃
焼
度
を
超
え
て
い
な
い
場
合
は
除
く
。
 

３
．
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷
し
た
後
に
、
第
２
項

の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
原
子
燃
料
課
長

は
、
そ
の
延
長
す
る
期
間
も
含
め
第
２
項
に
定
め
る
評
価
お
よ

び
確
認
を
行
い
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長

の
承
認
を
得
る
。
た
だ
し
、
延
長
後
の
期
間
に
わ
た
り
原
子
炉

を
運
転
で
き
る
取
替
炉
心
の
燃
焼
度
が
、
第
２
項
の
評
価
に
用

い
た
取
替
炉
心
の
燃
焼
度
を
超
え
て
い
な
い
場
合
は
除
く
。
 

 

４
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷
す

る
場
合
、
ま
た
は
原
子
炉
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
取
り
出
す

場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

４
 
保
修
第
二
課
長
及
び
技
術
第
二
課
長
は
、
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か

ら
原
子
炉
へ
装
荷
す
る
場
合
、
又
は
原
子
炉
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
へ
取
り
出
す
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

４
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷

す
る
場
合
、
ま
た
は
原
子
炉
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
取
り

出
す
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

 

(
1)
 燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷
す
る
場
合
は
、
第
１

項
の
燃
料
装
荷
実
施
計
画
に
従
う
こ
と
。
 

(
1)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装

荷
す
る
場
合
は
、
第
１
項
の
燃
料
取
替
実
施
計
画
（
燃
料
装

荷
）
に
従
う
こ
と
。
 

(1
)
 燃
料
を
貯
蔵
施
設
か
ら
原
子
炉
へ
装
荷
す
る
場
合
は
、
第
１

項
の
燃
料
装
荷
実
施
計
画
に
従
う
こ
と
。
 

 

(
2)
 補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
、
燃
料
移
送
装
置
、
燃
料
取
替
ク
レ
ー
ン
の

う
ち
か
ら
必
要
な
燃
料
取
扱
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
2)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
燃
料
取
扱
棟
ク
レ
ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ

ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
、
燃
料
移
送
装
置
、

燃
料
取
替
ク
レ
ー
ン
の
う
ち
か
ら
必
要
な
燃
料
取
扱
設
備
を

使
用
す
る
こ
と
。

 

(2
)
 補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
、
新
燃
料
エ
レ
ベ
ー
タ
、
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
と
し
て

使
用
中
を
除
く
）、
燃
料
移
送
装
置
、
燃
料
取
替
ク
レ
ー
ン
の
う
ち

か
ら
必
要
な
燃
料
取
扱
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

【
大
飯
・
玄
海
‐
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
使
用
済
変
量
ピ

ッ
ト
ク
レ
ー
ン
改
造
に
伴
う
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

 
追
加
。
）
（
以
下
、
同
様
。）

 

(
3)
 燃
料
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
（
３
号
炉
お

よ
び
４
号
炉
の
み
）。

 

(
4)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お

よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ
と
（
３
号
炉
お
よ
び
４

号
炉
の
み
）。

 

(
3)
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
燃
料
の
取
替
に
際
し
、
燃
料
の

落
下

を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
4)
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用

時
の
吊
荷
の
重
量
及
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ

と
。
 

(3
)
 燃
料
の

落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

 

 (4
)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お
よ

び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ
と
。
 

 

(
5)
 原
子
炉
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
取
り
出
す
場
合
は
、
図

１
０
０
に
示
す
未
臨
界
が
維
持
で
き
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め

確
認
し
て
い
る
条

件
（
初
期
濃
縮
度
、
燃

焼
度
お
よ
び
配
置
）

に
基
づ
き
移
動
す
る
こ
と
で
、
実
効

増
倍
率
が
不
確
定
性
を
含

め
て
０
．
９
８
以
下
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
、
管
理
す
る
こ
と

（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
み
）。

 

(
5)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
燃
料
を
原
子
炉
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
へ
取
り
出
す
場
合
は
、
図

9
3‐
１
に
示
す
臨
界
が
防
止

で
き
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
い
る
条

件
（
燃
料
タ

イ
プ
、
ウ
ラ
ン
燃
料
の
燃

焼
度
、
ウ
ラ
ン
燃
料
の
初
期
濃
縮
度

及
び
配
置
）
に
基
づ
き
収
納
す
る
こ
と
で
、
実
効
増
倍
率
が
不

確
定
性
を
含
め
て

0.
98
以
下
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
、
管
理

す
る
こ
と
（
３
号
炉
の
み
）。

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
大
飯
、
玄
海
は
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
で
の
貯
蔵
燃
料
の

配
置
に
よ
る
臨
界
管
理
を
行

う
。
）（
以
下
、
同
様
。）

 

(
6)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
の
移
動
に
当
た
っ
て
は
、
誤

配
置
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号

炉
の
み
）。

 

(6
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
の
移

動
に
当
た
っ
て
は
、
誤
配
置
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ

と
（
３
号
炉
の
み
）。

 

 
 

５
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
４
項

(5
)に
お
け
る
燃
料
移
動
の
実
施
計

画
を
作
成
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承

認
を
得
る
。
 

 

５
 
技
術
第
二
課
長
は
、
第
４
項

(
5)
の
燃
料
移
動
に
関
す
る
実
施

計
画
を
作
成
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の

承
認
を
得
る
。
 

 

 
 

（
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
）
 

第
１
０
３
条

 
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
を
貯
蔵
す
る
場
合

は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

 

（
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
）
 

第
96
条
 
技
術
第
二
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料

を
貯
蔵
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

（
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
）

 

第
９
８
条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
を
貯
蔵
す
る
場
合

は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

 

(
1)
 
各
号
炉
の
使
用
済
燃
料
を
表
１
０
３
－
１
に
定
め
る
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
す
る
こ
と
。
 

(
1)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
各
号
炉
の
使
用
済
燃
料
を
表

9
6－
１

に
定
め
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
し
、
１
か
月
に
１
回

以
上
、
巡
視
点
検
に
よ
り
、
貯
蔵
状
況
等
に
異
常
の
な
い
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
。
 

(1
)
使
用
済
燃
料
を
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
す
る
こ
と
。

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
（
以
下
、
同

様
。
）
 

ま
た
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
以

上
、
巡
視
点
検
に
よ
り
、
貯
蔵
状
況
等
に
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
と
と
も
に
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
水
面

の
清
浄
度
お
よ
び
異
物
の
混
入
が
な
い
こ
と
等
を
確
認
す
る

こ
と
。
 

 

ま
た
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、
水
面
の
清
浄
度
及
び

異
物
の
混
入
が
な
い
こ
と
等
を
確
認
す
る
こ
と
。

 

ま
た
、
１
ヶ
月
に
１
回
以
上
、
巡
視
点
検
に
よ
り
、
貯
蔵
状

況
等
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
水
面
の
清
浄
度
お
よ
び
異
物
の
混
入
が

な
い
こ
と
等
を
確
認
す
る
こ
と
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
新
規
制
基
準
の

要
求
事
項
を
追
加
。）
（
以

下
、
同
様
。）

 

(
2)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
目
に
つ
き
や
す
い
箇
所
に
燃
料
貯

蔵
施
設
で
あ
る
旨
お
よ
び
貯
蔵
上
の
注
意
事
項
を
掲
示
す
る

こ
と
。
ま
た
、
施
錠
等
に
よ
り
取
扱
者
以
外
の
者
が
み
だ
り
に

立
ち
入
り
で
き
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

 

(
2)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
目
に
つ
き
や

す
い
箇
所
に
燃
料
貯
蔵
施
設
で
あ
る
旨
及
び
貯
蔵
上
の
注
意

事
項
を
掲
示
す
る
こ
と
。
ま
た
、
施
錠
等
に
よ
り
取
扱
者
以
外

の
者
が
み
だ
り
に
立
ち
入
り
で
き
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。
 

(2
)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
目
に
つ
き
や
す
い
箇
所
に
燃
料
貯
蔵

施
設
で
あ
る
旨
お
よ
び
貯
蔵
上
の
注
意
事
項
を
掲
示
す
る
こ

と
。
ま
た
、
施
錠
等
に
よ
り
取
扱
者
以
外
の
者
が
み
だ
り
に
立

ち
入
り
で
き
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

 

(
3)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
3)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
を
使

用
す
る
こ
と
。

 

(3
)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ

ク
ク
レ
ー
ン
と
し
て
使
用
中
を
除
く
）
を
使
用
す
る
こ
と
。

 

【
大
飯
・
玄
海
‐
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
使
用
済
変
量
ピ

ッ
ト
ク
レ
ー
ン
改
造
に
伴
う

追
加
。
）
（
以
下
、
同
様
。）

 

(
4)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い

(
4)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
燃
料

(4
)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。
 

が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
。
 

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

 

(
5)
 使
用
済
燃
料
の

落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
（
３

号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
み
）。

 

(
5)
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
に
際
し
、
使
用

済
燃
料
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(5
)
 使
用
済
燃
料
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

 

(
6)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
周
辺
に
設
置
す
る
設
備
に
つ
い
て
は
、

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
影
響
を
及
ぼ
す

落
下
物
と
な
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る

こ
と
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
み
）。

 

(
6)
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
周
辺
に
設
置
す

る
設
備
に
つ
い
て
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
影
響
を
及
ぼ

す
落
下
物
と
な
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、

落
下
を

防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(6
)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
周
辺
に
設
置
す
る
設
備
に
つ
い
て
は
、

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
影
響
を
及
ぼ
す
落
下
物
と
な
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、

落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。
 

 

(
7)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お

よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ
と
（
３
号
炉
お
よ
び
４

号
炉
の
み
）。

 

(
7)
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用

時
の
吊
荷
の
重
量
及
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ

と
。
 

(7
)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お
よ

び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ
と
。
 

 

(
8)
 原
子
炉
に
全
て
の
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る
状
態
で
、
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
１
炉
心
以
上
の
使
用
済
燃
料
ラ
ッ
ク
の
空

き
容
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

(1
)
に
定
め
る
巡
視
点

検
時
に
確
認
す
る
こ
と
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
み
）。

 

(
8)
 
 
技
術
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
に
全
て
の
燃
料
が
装
荷
さ
れ

て
い
る
状
態
で
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
１
炉
心
以
上
の
使

用
済
燃
料
ラ
ッ
ク
の
空
き
容
量
を
確
保
す
る
こ
と
を
、
(1
)
に

定
め
る
巡
視
点
検
時
に
確
認
す
る
こ
と
。
 

(8
)
 原
子
炉
に
全
て
の
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る
状
態
で
、
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
１
炉
心
以
上
の
使
用
済
燃
料
ラ
ッ
ク
の
空
き

容
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

(
1)
に
定
め
る
巡
視
点
検
時

に
確
認
す
る
こ
と
。
 

 

 

(
9)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
の
配
置
変
更
を
行
う
場
合

は
、
図
１
０
０
に
示
す
未
臨
界
が
維
持
で
き
る
こ
と
を
あ
ら
か

じ
め
確
認
し
て
い
る
条
件
（
初
期
濃

縮
度
、
燃

焼
度
お
よ
び
配

置
）
に
基
づ
き
移
動
す
る
こ
と
で
、
実
効

増
倍
率
が
不
確
定
性

を
含
め
て
０
．
９
８
以
下
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
、
管
理
す
る

こ
と
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
み
）。

 

(
9)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
の
配

置
変
更
を
行
う
場
合
は
、
図

93
‐
１
に
示
す
臨
界
が
防
止
で

き
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
い
る
条

件
（
燃
料
タ
イ

プ
、
ウ
ラ
ン
燃
料
の
燃

焼
度
、
ウ
ラ
ン
燃
料
の
初
期
濃
縮
度
及

び
配
置
）
に
基
づ
き
収
納
す
る
こ
と
で
、
実
効
増
倍
率
が
不
確

定
性
を
含
め
て

0.
98
以
下
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
、
管
理
す

る
こ
と
（
３
号
炉
の
み
）。

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
大
飯
、
玄
海
は
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
で
の
貯
蔵
燃
料
の

配
置
に
よ
る
臨
界
管
理
を
行

う
。
）（
以
下
、
同
様
。）

 

(
10
) 
使
用
済
燃
料
の
移
動
に
当
た
っ
て
は
、
誤
配
置
を
防
止
す

る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
み
）。

 

(
10
) 
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
の
移

動
に
当
た
っ
て
は
、
誤
配
置
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ

と
（
３
号
炉
の
み
）。

 

 
 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
第
１
項

(9
)に
お
け
る
燃
料
移
動
の
実
施
計

画
を
作
成
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承

認
を
得
る
。
 

 

２
 
技
術
第
二
課
長
は
、
第
１
項

(
9)
の
燃
料
移
動
に
関
す
る
実
施

計
画
を
作
成
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の

承
認
を
得
る
。
 

 

２
．
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
ラ
ッ
ク
の
管
理

と
し
て
次
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

(
1)
 
地
震
に
よ
る

想
定
滑
り
量
を
考
慮
し
て
も
通
常
時
制
限
ラ

イ
ン
※
１
を

逸
脱
し
な
い
よ
う
に
、
滑
り
後
の
位
置
か
ら
再
設
置

の
要
否
を
判
断
す
る
再
設
置
判
定
ラ
イ
ン
※
１
を
定
め
る
こ
と
。
 

(
2)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
ラ
ッ
ク
を
再
設
置
す
る
場
合
に
は
、

ラ
ッ
ク
の
連
結
が
外
さ
れ
た
状
態
に
あ
っ
て
も
、
遮
蔽
性
、
熱

に
よ
る
壁
の
健
全
性
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
壁
と
の

離
隔
を
確
保
す
る
た
め
の
再
設
置
時
制
限
ラ
イ
ン
※
１
を
定
め

る
こ
と
。
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
ラ
ッ
ク
改
造
に
伴
う
追

加
。
）（
以
下
、
同
様
。）

 

 
 

３
．
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

(
1)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
ラ
ッ
ク
が
移
動
し
、
再
設
置
判
定
ラ

イ
ン
※
１
を

逸
脱
し
て
い
る
場
合
は
、
ラ
ッ
ク
を
初
期
位
置
※
１
に

再
設
置
す
る
こ
と
。
ま
た
、
通
常
時
制
限
ラ
イ
ン
※
１
を
逸
脱
し

て
い
る
場
合
は
、
速
や
か
に
ラ
ッ
ク
を
初
期
位
置
※
１
に
再
設
置

す
る
こ
と
。

 

(
2)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
ラ
ッ
ク
の
再
設
置
時
に
は
、
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
を
使
用
し
、
再
設
置
時
制
限
ラ

イ
ン
※
１
を

逸
脱
し
な
い
よ
う
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
使
用
済
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

燃
料
ピ
ッ
ト
の
ラ
ッ
ク
の
再
設
置
時
に
、
再
設
置
時
制
限
ラ
イ

ン
※
１
を
逸
脱
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
ラ
ッ
ク
を
再
設
置
時

制
限
ラ
イ
ン
※
１
内
に
再
設
置
す
る
こ
と
。

 

 

 
 

※
１
：
通
常
時
制
限
ラ
イ
ン
、
再
設
置
判
定
ラ
イ
ン
、
再
設
置
時
制

限
ラ
イ
ン
お
よ
び
初
期
位
置
に
つ
い
て
は
、
図
９
５
に
示
す
。
 

 

表
１
０
３
－
１
 

各
号
炉
の
使
用
済
燃
料
 

貯
蔵
可
能
な
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
 

１
号
炉
 

１
号
お
よ
び
２
号
炉
、
３
号
炉
、
４
号
炉
 

２
号
炉
 

１
号
お
よ
び
２
号
炉
、
３
号
炉
、
４
号
炉
 

３
号
炉
 

３
号
炉

 

４
号
炉
 

４
号
炉

 
 

表
96
－
１
 

各
号
炉
の
使
用
済
燃
料
 

貯
蔵
可
能
な
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
 

１
号
炉
 

１
号
炉
※
１
、
４
号
炉
 

２
号
炉
 

２
号
炉
※
２
、
４
号
炉
 

３
号
炉
 

３
号
炉
 

４
号
炉
 

４
号
炉
 

 

 
 

 
※
１
：
１
号
炉
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
貯
蔵
に
つ
い
て
は
、
第
３

編
第

2
7
条
に
て
実
施
 

※
２
：
２
号
炉
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
貯
蔵
に
つ
い
て
は
、
第
２

編
第

9
6
条
に
て
実
施
 

 

 
 

（
使
用
済
燃
料
の
運
搬
）
 

第
１
０
４
条

 
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
輸

送
容
器
か
ら
使

用
済
燃
料
を
取
り
出
す
場
合
は
、
キ
ャ
ス
ク
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
を
使
用
す
る
。
 

（
使
用
済
燃
料
の
運
搬
）
 

第
97
条
 
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料

輸
送
容
器
か
ら
使
用

済
燃
料
を
取
り
出
す
場
合
は
、
キ
ャ
ス
ク
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
、
燃
料
取
扱
棟
ク
レ
ー
ン
を
使
用
す

る
。
 

（
使
用
済
燃
料
の
運
搬
）

 

第
 
９
９

 条
 
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
か
ら
使

用
済
燃
料
を
取
り
出
す
場
合
は
、
キ
ャ
ス
ク
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
ク

レ
ー
ン
と
し
て
使
用
中
を
除
く
）
を
使
用
す
る
。
 

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
使
用
済
変
量
ピ

ッ
ト
ク
レ
ー
ン
改
造
に
伴
う

追
加
。
）
（
以
下
、
同
様
。）

 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
を
運

搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
し
、
キ
ャ
ス
ク
ピ
ッ
ト
に
お

い
て
、
使
用
済
燃
料

輸
送
容
器
に
収
納
す
る
。
 

２
 
技
術
第
二
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い

て
、
使
用
済
燃
料
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
し
、

キ
ャ
ス
ク
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料

輸
送
容
器
に
収
納
す

る
。
 

２
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
を

運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
し
、
キ
ャ
ス
ク
ピ
ッ
ト

に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料

輸
送
容
器
に
収
納
す
る
。

 

 

(
1)
 法
令
に
適
合
す
る
容
器
を
使
用
す
る
こ
と
。

 
(
1)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
法
令
に
適
合
す
る
容
器
を
使
用
す
る

こ
と
。
 

(
1)
 法
令
に
適
合
す
る
容
器
を
使
用
す
る
こ
と
。

 
 

(
2)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
2)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
、
燃
料

取
扱
棟
ク
レ
ー
ン
を
使
用
す
る
こ
と
。
 

(
2)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ラ
ッ

ク
ク
レ
ー
ン
と
し
て
使
用
中
を
除
く
）
を
使
用
す
る
こ
と
。

 

 

(
3)
 使
用
済
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
3)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
3)
 使
用
済
燃
料
が
臨
界
に
達
し
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

 
 

(
4)
 収
納
す
る
使
用
済
燃
料
の
タ
イ
プ
お
よ
び
冷
却
期
間
が
、
容

器
の
収
納
条
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。
 

(
4)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
収
納
す
る
使
用
済
燃
料
の
タ
イ
プ
及

び
冷
却
期
間
が
、
容
器
の
収
納
条

件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
。
 

(
4)
 収
納
す
る
使
用
済
燃
料
の
タ
イ
プ
お
よ
び
冷
却
期
間
が
、
容

器
の
収
納
条
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

 

 

(
5)
 
使
用
済
燃
料
等
の

落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と

（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
み
）。

 

(
6)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お

よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ
と
（
３
号
炉
お
よ
び
４

号
炉
の
み
）。

 

(
5)
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
の
運
搬
に
際
し
、
使
用

済
燃
料
等
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
6)
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用

時
の
吊
荷
の
重
量
及
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ

と
。
 

(
5)
 使
用
済
燃
料
等
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
6)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
使
用
時
の
吊
荷
の
重
量
お

よ
び
吊
上
げ
上
限
高
さ
を
管
理
す
る
こ
と
。

 

 

(
7)
 
補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
に
よ
り
使
用
済
燃
料

輸
送
容
器
を
キ

ャ
ス
ク
ピ
ッ
ト
上
で
取
り
扱
う
場
合
は
、
燃
料
ピ
ッ
ト
ゲ
ー
ト

を
閉
止
す
る
こ
と
お
よ
び
使
用
済
燃
料

輸
送
容
器
の
移
動
範

囲
や
移
動
速
度
を
制
限
す
る
こ
と
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

み
）。

 

 
(
7)
 
補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
に
よ
り
使
用
済
燃
料

輸
送
容
器
を
キ

ャ
ス
ク
ピ
ッ
ト
上
で
取
り
扱
う
場
合
は
、
燃
料
ピ
ッ
ト
ゲ
ー
ト

を
閉
止
す
る
こ
と
お
よ
び
使
用
済
燃
料

輸
送
容
器
の
移
動
範

囲
や
移
動
速
度
を
制
限
す
る
こ
と
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
ピ
ッ
ト
ゲ
ー
ト

の
閉
止
及
び
移
動
範
囲
・
速

度
制
限
を
上
流
文
書
で
記
載
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

し
て
い
る
。
玄
海
は
記
載
し

て
い
な
い
。）

 

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
を
収

納
し
た
使
用
済
燃
料

輸
送
容
器
を
管
理
区
域
外
に
運
搬
す
る
場

合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

(
1)
 容
器
の
車
両
へ
の

積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転
倒

ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

 

３
 
技
術
第
二
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い

て
、
使
用
済
燃
料
を
収
納
し
た
使
用
済
燃
料

輸
送
容
器
を
管
理
区

域
外
に
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

(
1)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
容
器
の
車
両
へ
の
積
付
け
に
際
し
、
運

搬
中
に
移
動
、
転
倒
又
は
転

落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る

こ
と
。
 

３
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
発
電
所
内
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
を

収
納
し
た
使
用
済
燃
料

輸
送
容
器
を
管
理
区
域
外
に
運
搬
す
る

場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

(
1)
 容
器
の

車
両
へ
の
積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転
倒

ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

 

(
2)
 法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。

 

 

(
2)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な

い
こ
と
。
 

(
2)
 法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。
 

 

(
3)
 運
搬
経
路
に
標
識
を
設
け
る
こ
と
等
の
方
法
に
よ
り
、
関
係

者
以
外
の
者
お
よ
び
他
の

車
両
の
立
入
り
を
制
限
す
る
と
と

も
に
、
必
要
な
箇
所
に
見
張
人
を
配
置
す
る
こ
と
。
 

 

(
3)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
運
搬
経
路
に
標
識
を
設
け
る
こ
と
等

の
方
法
に
よ
り
、
関
係
者
以
外
の
者
及
び
他
の

車
両
の
立
入

り
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
箇
所
に
見
張
人
を
配
置

す
る
こ
と
。
 

(
3)
 運
搬
経
路
に
標
識
を
設
け
る
こ
と
等
の
方
法
に
よ
り
、
関
係

者
以
外
の
者
お
よ
び
他
の

車
両
の
立
入
り
を
制
限
す
る
と
と

も
に
、
必
要
な
箇
所
に
見
張
人
を
配
置
す
る
こ
と
。
 

 

(
4)
 車
両
を
徐
行
さ
せ
る
こ
と
。
 

(
5)
 核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
に
関
し
、
相
当
の
知
識
お
よ
び
経
験

を
有
す
る
者
を
同
行
さ
せ
、
保
安
の
た
め
に
必
要
な
監
督
を
行

わ
せ
る
こ
と
。
 

(
6)
 
容
器
お
よ
び

車
両
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識

を
付
け
る
こ
と
。

 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
３
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等
の

線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
お
よ

び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度

の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、

第
１
１
１
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合

は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
確
認
を
省
略
で
き
る
。
 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
燃
料
課
長
が
管
理
区
域
内
で
第
１

１
１
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
に
使
用
済
燃
料
を
収
納
し

た
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面

汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を

超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

６
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る
場

合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

 

(
4)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
車
両
を
徐
行
さ
せ
る
こ
と
。
 

(
5)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
に
関
し
、
相
当

の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
を
同
行
さ
せ
、
保
安
の
た
め

に
必
要
な
監
督
を
行
わ
せ
る
こ
と
。
 

(
6)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
容
器
及
び

車
両
の
適
当
な
箇
所
に
法

令
に
定
め
る
標
識
を
付
け
る
こ
と
。
 

４
 
技
術
第
二
課
長
は
、
第
３
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等
の
線

量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
及
び
容

器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の

10

分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
第

10
4

条
第
１
項

(1
)
に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面
汚

染
密
度
に
つ
い
て
確
認
を
省
略
で
き
る
。
 

５
 
技
術
第
二
課
長
は
、
管
理
区
域
内
で
第

1
0
4
条
第
１
項
(
1)
に

定
め
る
区
域
に
使
用
済
燃
料
を
収
納
し
た
使
用
済
燃
料

輸
送
容

器
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定

め
る
表
面
密
度
限
度
の

1
0
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

６
 
技
術
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る
場

合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

(
4)
 車
両
を
徐
行
さ
せ
る
こ
と
。

 

(
5)
 核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
に
関
し
、
相
当
の
知
識
お
よ
び
経
験

を
有
す
る
者
を
同
行
さ
せ
、
保
安
の
た
め
に
必
要
な
監
督
を
行

わ
せ
る
こ
と
。

 

(
6)
 
容
器
お
よ
び

車
両
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識

を
付
け
る
こ
と
。

 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
３
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等
の

線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
お
よ

び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度

の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、

第
１
０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合

は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
確
認
を
省
略
で
き
る
。

 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
燃
料
課
長
が
管
理
区
域
内
で
第
１

０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
に
使
用
済
燃
料
を
収
納
し

た
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面

汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を

超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

６
．
原
子
燃
料
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る

場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

第
６
章

 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
 

第
６
章

 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
 

第
６
章
 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
 

 

（
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
１
０
５
条

 
各
課
（
室
）
長
は
、
次
に
定
め
る
放
射
性
固
体
廃
棄

物
等
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
処
理
を
施
し
た

上
で
、
当
該
の
廃
棄
施
設
等
に
貯
蔵
※
１
ま
た
は
保
管
す
る
。
 

（
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
管
理
）

 

第
9
8
条

 
各
課
長
は
、
次
に
定
め
る
放
射
性
固
体
廃
棄
物
等
の
種

類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
処
理
を
施
し
た
上
で
、
当

該
の
廃
棄
施
設
等
に
貯
蔵
※
１
又
は
保
管
す
る
。
 

（
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
１
０
０
条

 
各
課
（
室
）
長
は
、
次
に
定
め
る
放
射
性
固
体
廃

棄
物
等
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
処
理
を
施

し
た
上
で
、
当
該
の
廃
棄
施
設
等
に
貯
蔵
※
１
ま
た
は
保
管
す

る
。
 

 

(
1)
 濃

縮
廃
液
は
、
発
電
室
長
が
固
化
装
置
で
ド
ラ
ム
缶
に
固
型

化
し
、
放
射
線
管
理
課
長
が
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
（
以
下
、「
廃

棄
物
庫
」
と
い
う
。）
に
保
管
す
る
。
 

(1
)
 
濃

縮
廃
液
（
洗
浄
排
水
処
理
装
置
か
ら
発
生
し
た
濃
縮
廃

液
は
除
く
。）
及
び
薬
品
ド
レ
ン
は
、
発
電
第
二
課
長
が
固
化
装

置
で
ド
ラ
ム
缶
に
固
型
化
し
、
安
全
管
理
課
長
が
固
体
廃
棄
物

貯
蔵
庫
（
以
下
「
貯
蔵
庫
」
と
い
う
。）
に
保
管
す
る
。

 

洗
浄
排
水
処
理
装
置
か
ら
発
生
し
た
濃
縮
廃
液
は
、
発
電
第

一
課
長
が
雑
固
体
焼
却
設
備
で

焼
却
処
理
し
、
安
全
管
理
課
長

が
貯
蔵
庫
に
保
管
す
る
。
 

(
1
) 
濃
縮
廃
液
は
、
発
電
室
長
が
固
化
装
置
で
ド
ラ
ム
缶
に
固
型

化
し
、
放
射
線
管
理
課
長
が
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
（
以
下
、「
廃

棄
物
庫
」
と
い
う
。）
に
保
管
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

（
以
下
、
同
様
。
）
 

(
2)
 
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
で
発
生
し
た
イ
オ
ン
交
換
器
廃
樹

脂
は
、
発
電
室
長
が
廃
樹
脂
タ
ン
ク
ま
た
は
廃
樹
脂
貯
蔵
タ
ン

ク
に
貯
蔵
す
る
。
ま
た
、
イ
オ
ン
交
換
器
廃
樹
脂
の
う
ち
、
低

線
量
の
も
の
に
つ
い
て
雑
固
体
廃
棄
物
と
し
て
取
扱
い
、
(
６
)

イ
に
基
づ
き
処
理
し
た
後
、
放
射
線
管
理
課
長
が
廃
棄
物
庫
に

保
管
す
る
。
貯
蔵
し
た
イ
オ
ン
交
換
器
廃
樹
脂
を
廃
樹
脂
処
理

装
置
で
処
理
す
る
場
合
は
、
発
電
室
長
が
処
理
し
、
処
理
済
樹

脂
は

(６
)イ
に
基
づ
き
処
理
し
た
後
、
放
射
線
管
理
課
長
が
廃

棄
物
庫
に
保
管
す
る
。
廃
樹
脂
処
理
装
置
で
の
処
理
に
伴
い
発

生
し
た
廃
液
は
発
電
室
長
が
液
体
廃
棄
物
処
理
設
備
で
処
理
、

ま
た
は
廃
樹
脂
処
理
装
置
の
濃
縮
廃
液
タ
ン
ク
に
保
管
す
る
。

な
お
、
固
型
化
処
理
す
る
場
合
は
、
(１

)に
基
づ
き
処
理
す
る
。 

 
(
2
) 
イ
オ
ン
交
換
器
廃
樹
脂
は
、
発
電
室
長
が
廃
樹
脂
タ
ン
ク
ま

た
は
廃
樹
脂
貯
蔵
タ
ン
ク
に
貯
蔵
す
る
。
廃
樹
脂
処
理
装
置
で

処
理
す
る
場
合
は
、
発
電
室
長
が
処
理
し
、
処
理
済
樹
脂
は

(５
)
イ
に
基
づ
き
処
理
し
た
後
、
放
射
線
管
理
課
長
が
廃
棄
物

庫
に
保
管
す
る
。
廃
樹
脂
処
理
装
置
で
の
処
理
に
伴
い
発
生
し

た
廃
液
は
発
電
室
長
が
液
体
廃
棄
物
処
理
設
備
で
処
理
、
ま
た

は
廃
樹
脂
処
理
装
置
の
濃
縮
廃
液
タ
ン
ク
に
保
管
す
る
。

 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
３
号
炉
の
み
の

記
載
。）
（
以
下
、
同
様
。
）
 

(
3)
 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
で
発
生
し
た

脱
塩
塔
使
用
済
樹
脂

は
、
発
電
室
長
が
使
用
済
樹
脂
貯
蔵
タ
ン
ク
に
保
管
す
る
。
ま

た
、
脱

塩
塔
使
用
済
樹
脂
の
う
ち
、
低
線
量
の
も
の
に
つ
い
て

雑
固
体
廃
棄
物
と
し
て
取
扱
い
、
(６

)
イ
に
基
づ
き
処
理
し
た

後
、
放
射
線
管
理
課
長
が
廃
棄
物
庫
に
保
管
す
る
。
 

(2
) 

 
脱

塩
塔
使
用
済
樹
脂
は
、
発
電
第
二
課
長
が
使
用
済
樹
脂

貯
蔵
タ
ン
ク
に
貯
蔵
す
る
。
ド
ラ
ム
缶
に
固
型
化
さ
れ
た
脱
塩

塔
使
用
済
樹
脂
は
、
安
全
管
理
課
長
が
貯
蔵
庫
に
保
管
す
る
。
 

 
 

(
4)

 蒸
気
発
生
器
取
替
え
に
伴
い
取
り
外
し
た
蒸
気
発
生
器
等

お
よ
び
原
子
炉
容
器
上
部
ふ
た
取
替
え
に
伴
い
取
り
外
し
た
原

子
炉
容
器
上
部
ふ
た
等
は
、
原
子
炉
保
修
課
長
が
汚
染
の
広
が

り
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
放
射
線
管
理
課
長
が
蒸

気
発
生
器
保
管
庫
に
保
管
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
３
号
炉

お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
容
器
上
部
ふ
た
取
替
え
に
伴
い
取
り

外
し
た
原
子
炉
容
器
上
部
ふ
た
等
に
つ
い
て
は
、
機
械
工
事
グ

ル
ー
プ
課
長
が
、
ま
た
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
で
取
り
外
し

た
原
子
炉
容
器
上
部
ふ
た
の
搬
出
に
伴
い
除
去
し
た
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
雑
固
体
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
土
木
建
築
課
長

が
、
そ
れ
ぞ
れ
汚
染
の
広
が
り
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
た
上

で
、
放
射
線
管
理
課
長
が
蒸
気
発
生
器
保
管
庫
に
保
管
す
る
。

 

 
(
3
) 

蒸
気
発
生
器
取
替
え
に
伴
い
取
り
外
し
た
蒸
気
発
生
器
等
お

よ
び
原
子
炉
容
器
上
部
ふ
た
取
替
え
に
伴
い
取
り
外
し
た
原
子

炉
容
器
上
部
ふ
た
等
に
つ
い
て
は
原
子
炉
保
修
課
長
が
、
ま

た
、
炉
内
構
造
物
取
替
え
に
伴
い
取
り
外
し
た
炉
内
構
造
物
等

に
つ
い
て
は
機
械
工
事
グ
ル
ー
プ
課
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
汚
染
の

広
が
り
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
放
射
線
管
理
課
長

が
蒸
気
発
生
器
保
管
庫
に
保
管
す
る
。
 

 

(
5)
 原
子
炉
内
で
照
射
さ
れ
た
使
用
済
制
御
棒
等
は
、
原
子
燃
料

課
長
、
計
装
保
修
課
長
お
よ
び
原
子
炉
保
修
課
長
が
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
す
る
。
 

(
3)

 
原
子
炉
内
で
照
射
さ
れ
た
使
用
済
制
御
棒
等
は
、
技
術
第

二
課
長
が
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
す
る
。

 

(
4
) 
原
子
炉
内
で
照
射
さ
れ
た
使
用
済
制
御
棒
等
は
、
原
子
燃
料

課
長
、
計
装
保
修
課
長
お
よ
び
原
子
炉
保
修
課
長
が
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
6)
 そ
の
他
の
雑
固
体
廃
棄
物
は
、
ド
ラ
ム
缶
等
の
容
器
に
封
入

す
る
こ
と
等
に
よ
り
汚
染
の
広
が
り
を
防
止
す
る
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
放
射
線
管
理
課
長
が
確
認
し
た
上
で
、

廃
棄
物
庫
に
保
管
す
る
。
 

な
お
、
ド
ラ
ム
缶
等
の
容
器
に
封
入
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

以
下
の
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

イ
．
焼
却
す
る
場
合
は
、
発
電
室
長
が
雑
固
体
焼
却
設
備

※
２
で

焼
却
す
る
。

 

(4
)
 
そ
の
他
の
雑
固
体
廃
棄
物
は
、
各
課
長
が
ド
ラ
ム
缶
等
の

容
器
に
封
入
す
る
こ
と
等
に
よ
り
汚
染
の
広
が
り
を
防
止
す

る
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
安
全
管
理
課
長
が
貯
蔵
庫
に
保
管
す

る
。

 

な
お
、
ド
ラ
ム
缶
等
の
容
器
に
封
入
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

以
下
の
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

ア
 

焼
却
処
理
す
る
場
合
は
、
発
電
第
一
課
長
が
雑
固
体
焼
却

設
備
で

焼
却
処
理
す
る
。

 

(
5
) 
そ
の
他
の
雑
固
体
廃
棄
物
は
、
ド
ラ
ム
缶
等
の
容
器
に
封
入

す
る
こ
と
等
に
よ
り
汚
染
の
広
が
り
を
防
止
す
る
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
放
射
線
管
理
課
長
が
確
認
し
た
上
で
、
廃

棄
物
庫
に
保
管
す
る
。
 

 
な
お
、
ド
ラ
ム
缶
等
の
容
器
に
封
入
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

以
下
の
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

イ
．
焼
却
す
る
場
合
は
、
発
電
室
長
が
雑
固
体
焼
却
設
備
で

焼
却

す
る
。
 

 

 
イ
 
燃

焼
処
理
す
る
場
合
は
、
発
電
第
二
課
長
が
燃
焼
式
雑
固

体
廃
棄
物
減
容
処
理
設
備
で
燃
焼
処
理
す
る
。
 

 
 

ロ
．
焼
却
灰
を
固
型
化
す
る
場
合
は
、
発
電
室
長
が
固
化

装
置
で
固
型
化
す
る
。

 

ウ
 
固
型
化
す
る
場
合
は
、
発
電
第
二
課
長
が
固
化
装
置
で
固

型
化
す
る
。
 

 
 

ハ
．
圧
縮

減
容
す
る
場
合
は
、
放
射
線
管
理
課
長
が
ベ
イ

ラ
で
圧
縮
減
容
す
る
。

 

エ
 
圧

縮
減
容
す
る
場
合
は
、
安
全
管
理
第
二
課
長
が
ベ
イ
ラ

で
圧

縮
減
容
す
る
。

 

ロ
．
圧
縮
減
容
す
る
場
合
は
、
放
射
線
管
理
課
長
が
ベ
イ
ラ
で
圧

縮
減
容
す
る
。

 

 

 
オ

 
溶
融
処
理
す
る
場
合
は
、
発
電
第
二
課
長
が
雑
固
体
溶
融

処
理
設
備
で
溶
融
処
理
す
る
。

 

ハ
．
溶
融
す
る
場
合
は
、
発
電
室
長
が
雑
固
体
処
理
設
備
で
溶
融

す
る
。
 

 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
１
項
に
お
い
て
封
入
ま
た
は
固
型
化

し
た
ド
ラ
ム
缶
等
の
容
器
に
は
、
放
射
性
廃
棄
物
を
示
す
標
識
を

付
け
、
か
つ
、
表
１
３
８
－
１
の
放
射
性
固
体
廃
棄
物
に
係
る
記

録
と
照
合
で
き
る
整
理
番
号
を
つ
け
る
。
 

２
 
安
全
管
理
課
長
は
、
第
１
項
に
お
い
て
封
入
又
は
固
型
化
し

た
ド
ラ
ム
缶
等
の
容
器
に
は
、
放
射
性
廃
棄
物
を
示
す
標
識
を

付
け
、
か
つ
、
表

1
31
－
１
の
放
射
性
固
体
廃
棄
物
に
係
る
記
録

と
照
合
で
き
る
整
理
番
号
を
付
け
る
。
 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
１
項
に
お
い
て
封
入
ま
た
は
固
型

化
し
た
ド
ラ
ム
缶
等
の
容
器
に
は
、
放
射
性
廃
棄
物
を
示
す
標

識
を
付
け
、
か
つ
、
表
１
３
３
－
１
の
放
射
性
固
体
廃
棄
物
に

係
る
記
録
と
照
合
で
き
る
整
理
番
号
を
つ
け
る
。
 

 

３
．
原
子
燃
料
課
長
、
放
射
線
管
理
課
長
、
当
直
課
長
、
計
装
保
修

課
長
お
よ
び
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
次
の
事
項
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
結
果
、
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
。
 

３
 
技
術
第
二
課
長
、
安
全
管
理
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直

課
長
は
、
次
の
事
項
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
、
異
常

が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

３
．
原
子
燃
料
課
長
、
放
射
線
管
理
課
長
、
当
直
課
長
、
計
装
保

修
課
長
お
よ
び
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
次
の
事
項
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
結
果
、
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

(1
) 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
廃
棄
物
庫
に
お
け
る
放
射
性
固
体
廃

棄
物
な
ら
び
に

蒸
気
発
生
器
保
管
庫
に
お
け
る

蒸
気
発
生
器

等
お
よ
び
原
子
炉
容
器
上
部
ふ
た
等
の
保
管
状
況
を
確
認
す

る
た
め
に
、
１
週
間
に
１
回
、
廃
棄
物
庫
お
よ
び
蒸
気
発
生
器

保
管
庫
を
巡
視
す
る
と
と
も
に
、
３
ヶ
月
に
１
回
、
保
管
量
を

確
認
す
る
。

 

(1
)
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
貯
蔵
庫
に
お
け
る
放
射
性
固
体

廃
棄
物
の
保
管
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
１
週
間
に
１
回
、
貯

蔵
庫
を
巡
視
す
る
と
と
も
に
、
３
か
月
に
１
回
、
保
管
量
を
確
認

す
る
。
 

(
1
) 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
廃
棄
物
庫
に
お
け
る
放
射
性
固
体
廃

棄
物
な
ら
び
に
蒸
気
発
生
器
保
管
庫
に
お
け
る
蒸
気
発
生
器

等
、
原
子
炉
容
器
上
部
ふ
た
等
お
よ
び
炉
内
構
造
物
等
の
保
管

状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
１
週
間
に
１
回
、
廃
棄
物
庫
お
よ

び
蒸
気
発
生
器
保
管
庫
を
巡
視
す
る
と
と
も
に
、
３
ヶ
月
に
１

回
、
保
管
量
を
確
認
す
る
。

 

 

(
2)
 当
直
課
長
は
、
廃
樹
脂
タ
ン
ク
等
に
お
け
る
使
用
済
の
樹
脂

の
貯
蔵
お
よ
び
保
管
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
１
日
に
１

回
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
あ
っ
て
は
廃
樹
脂
タ
ン
ク
の
水

位
お
よ
び
廃
樹
脂
貯
蔵
タ
ン
ク
の
圧
力
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号

炉
に
あ
っ
て
は
使
用
済
樹
脂
貯
蔵
タ
ン
ク
の
水
位
を
確
認
す

る
。
 

ま
た
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
廃
樹
脂
タ
ン
ク
等
に
お
け
る

使
用
済
の
樹
脂
の
貯
蔵
お
よ
び
保
管
量
を
３
ヶ
月
に
１
回
、
確

認
す
る
。
 

(
2)

 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
使
用
済
樹
脂
貯
蔵
タ
ン
ク
に

お
け
る
使
用
済
の
樹
脂
の
貯
蔵
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
１

日
に
１
回
、
使
用
済
樹
脂
貯
蔵
タ
ン
ク
の
水
位
を
確
認
す
る
。
 

   

ま
た
、
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
使
用
済
樹
脂
貯
蔵
タ
ン
ク

に
お
け
る
使
用
済
の
樹
脂
の
貯
蔵
量
を
３
か
月
に
１
回
、
確
認

す
る
。
 

(
2
) 
当
直
課
長
は
、
廃
樹
脂
タ
ン
ク
等
に
お
け
る
使
用
済
の
樹
脂

の
貯
蔵
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
１
日
に
１
回
、
廃
樹
脂
タ

ン
ク
お
よ
び
廃
樹
脂
貯
蔵
タ
ン
ク
の
水
位
を
確
認
す
る
。

 

 

  ま
た
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
廃
樹
脂
タ
ン
ク
等
に
お
け
る

使
用
済
の
樹
脂
の
貯
蔵
量
を
３
ヶ
月
に
１
回
、
確
認
す
る
。

 

 

(
3)
 当
直
課
長
は
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
あ
っ
て
は
、
廃
樹

脂
処
理
装
置
の
濃

縮
廃
液
タ
ン
ク
に
お
け
る
廃
液
の
保
管
状

況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
１
日
に
１
回
、
濃

縮
廃
液
タ
ン
ク
の

水
位
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
当
該
濃

縮
廃
液
タ
ン
ク
に
お

け
る
廃
液
の
保
管
量
を
３
ヶ
月
に
１
回
、
確
認
す
る
。
 

 
(
3
) 
当
直
課
長
は
、
廃
樹
脂
処
理
装
置
の
濃
縮
廃
液
タ
ン
ク
に
お

け
る
廃
液
の
保
管
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
１
日
に
１
回
、

濃
縮
廃
液
タ
ン
ク
の
水
位
を
確
認
す
る
。

 

ま
た
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
当
該
濃

縮
廃
液
タ
ン
ク
に
お

け
る
廃
液
の
保
管
量
を
３
ヶ
月
に
１
回
、
確
認
す
る
。
 

 

参考①-315



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
4)
 原
子
燃
料
課
長
、
計
装
保
修
課
長
お
よ
び
原
子
炉
保
修
課
長

は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
け
る
原
子
炉
内
で
照
射
さ
れ
た

使
用
済
制
御
棒
等
の
貯
蔵
量
を
３
ヶ
月
に
１
回
、
確
認
す
る
。
 

(
3)

 
技
術
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
け
る
原
子

炉
内
で
照
射
さ
れ
た
使
用
済
制
御
棒
等
の
貯
蔵
量
を
３
か
月

に
１
回
、
確
認
す
る
。
 

(
4
) 
原
子
燃
料
課
長
、
計
装
保
修
課
長
お
よ
び
原
子
炉
保
修
課
長

は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
け
る
原
子
炉
内
で
照
射
さ
れ
た

使
用
済
制
御
棒
等
の
貯
蔵
量
を
３
ヶ
月
に
１
回
、
確
認
す
る
。
 

 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
廃
棄
物
庫
お
よ
び
蒸
気
発
生
器
保
管
庫

の
目
に
付
き
や
す
い
場
所
に
管
理
上
の
注
意
事
項
を
掲
示
す
る
。
 

４
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
貯
蔵
庫
の
目
に
つ
き
や
す
い
場
所
に

管
理
上
の
注
意
事
項
を
掲
示
す
る
。

 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
廃
棄
物
庫
お
よ
び

蒸
気
発
生
器
保
管

庫
の
目
に
付
き
や
す
い
場
所
に
管
理
上
の
注
意
事
項
を
掲
示
す

る
。
 

 

５
．
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
外
に
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
運

搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

(
1)
 法
令
に
適
合
す
る
容
器
に
封
入
し
て
運
搬
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
放
射
能
濃
度
が
法
令
に
定
め
る
限

度
を
超
え
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
法
令
に
定
め
る
障
害
防
止
の

措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

(
2)
 容
器
等
の
車
両
へ
の
積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転

倒
ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
3)
 法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。

 

(
4)
 
容
器
等
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識
を
付
け
る

こ
と
。
 

６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
５
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等
の

線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ

び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度

の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、

第
１
１
１
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合

は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
の
確
認
を
省
略
で
き
る
。
 

５
 
保
修
第
二
課
長
は
、
管
理
区
域
外
に
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を

運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

(
1
)
 
法
令
に
適
合
す
る
容
器
に
封
入
し
て
運
搬
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
放
射
能
濃
度
が
法
令
に
定
め
る

限
度
を
超
え
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
法
令
に
定
め
る
障
害
防
止

の
措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

(
2
)
 
容
器
等
の

車
両
へ
の

積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、

転
倒
又
は
転

落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。

 

(
4
)
 
容
器
等
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識
を
付
け

る
こ
と
。

 

６
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
第
５
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等

の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
、
及

び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度

の
10
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
第

1
04
条
第
１
項
(1
)に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面

汚
染
密
度
に
つ
い
て
の
確
認
を
省
略
で
き
る
。
 

５
．
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
外
に
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を

運
搬
す
る
場
合
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

(
1
) 
法
令
に
適
合
す
る
容
器
に
封
入
し
て
運
搬
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
放
射
性
固
体
廃
棄
物
の
放
射
能
濃
度
が
法
令
に
定
め
る
限

度
を
超
え
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
法
令
に
定
め
る
障
害
防
止
の

措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(
2
) 
容
器
等
の
車
両
へ
の
積
付
け
に
際
し
、
運
搬
中
に
移
動
、
転

倒
ま
た
は
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
 

(
3
) 
法
令
に
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。
 

(
4
) 
容
器
等
の
適
当
な
箇
所
に
法
令
に
定
め
る
標
識
を
付
け
る
こ

と
。
 

６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
５
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等

の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
、

お
よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度

限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た

だ
し
、
第
１
０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
か
ら
運
搬

す
る
場
合
は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
の
確
認
を
省
略
で
き

る
。
 

 

７
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区
域
内
で
第
１

１
１
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
に
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を

移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る

表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

８
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
発
電
所
外
に
廃

棄
す
る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

７
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
技
術
第
二
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及

び
発
電
第
二
課
長
が
管
理
区
域
内
で
第

1
0
4
条
第
１
項

(1
)
に
定

め
る
区
域
に
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器

等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の

1
0
分

の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

８
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
発
電
所
外
に

廃
棄
す
る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

 

７
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区
域
内
で
第

１
０
６
条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
に
放
射
性
固
体
廃
棄

物
を
移
動
す
る
場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に

定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

８
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
放
射
性
固
体
廃
棄
物
を
発
電
所
外
に

廃
棄
す
る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

 

※
１
：
貯
蔵
と
は
、
保
管
の
前
段
階
の
も
の
で
、
廃
棄
と
は
異
な
る

も
の
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

※
２
：
１
、
２
号
炉
廃
棄
物
処
理
建
屋
内
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
、

３
、
４
号
炉
原
子
炉
補
助
建
屋
内
（
１
号
炉
、
２
号
炉
、
３

号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
。
 

 

※
１
：
貯
蔵
と
は
、
保
管
の
前
段
階
の
も
の
で
、
廃
棄
と
は
異
な
る

も
の
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

※
１
：
貯
蔵
と
は
、
保
管
の
前
段
階
の
も
の
で
、
廃
棄
と
は
異
な
る

も
の
を
い
う
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

（
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
１
０
５
条
の
２
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
内
に
お
い
て

設
置
さ
れ
た
資
材
等
ま
た
は
使
用
し
た
物
品
を
、
「
放
射
性
廃
棄

物
で
な
い
廃
棄
物
」
と
し
て
廃
棄
ま
た
は
資
源
と
し
て
有
効
利
用

す
る
場
合
に
必
要
な
以
下
の
事
項
を
定
め
る
。
 

(1
) 
「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」
の
判
断
を
し
よ
う
と
す

る
対
象
物
の
範
囲
 

   

～
規
定
な
し
～
 

（
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
１
０
０
条
の
２
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
内
に
お
い
て

設
置
さ
れ
た
資
材
等
ま
た
は
使
用
し
た
物
品
を
、
「
放
射
性
廃
棄

物
で
な
い
廃
棄
物
」
と
し
て
廃
棄
ま
た
は
資
源
と
し
て
有
効
利
用

す
る
場
合
に
必
要
な
以
下
の
事
項
を
定
め
る
。
 

(
1
) 
「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」
の
判
断
を
し
よ
う
と
す
る

対
象
物
の
範
囲
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
（
以
下
、
同
様
。）

 

参考①-316



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(2
) 
「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」
の
判
断
方
法
等
 

イ
．
使
用
履
歴
、
設
置
状
況
の
記
録
等
に
よ
る
判
断
方
法
 

ロ
．
汚
染
さ
れ
た
資
材
等
に
つ
い
て
、
汚
染
部
位
の
特
定
・
分

離
を
行
う
場
合
の
判
断
方
法

 

ハ
．
使
用
履
歴
の
記
録
等
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
物
品

に
つ
い
て
の
判
断
方
法
 

ニ
．
念
の
た
め
の
放
射
線
測
定
に
係
る
事
項
 

(3
) 
「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」
と
判
断
し
た
も
の
と
、

核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
も
の
と
の
混
在
防
止
措
置

 

(
2
) 
「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」
の
判
断
方
法
等

 

イ
．
使
用
履
歴
、
設
置
状
況
の
記
録
等
に
よ
る
判
断
方
法

 

ロ
．
汚
染
さ
れ
た
資
材
等
に
つ
い
て
、
汚
染
部
位
の
特
定
・
分
離

を
行
う
場
合
の
判
断
方
法

 

ハ
．
使
用
履
歴
の
記
録
等
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
物
品
に

つ
い
て
の
判
断
方
法
 

ニ
．
念
の
た
め
の
放
射
線
測
定
に
係
る
事
項
 

(
3
)「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」
と
判
断
し
た
も
の
と
、
核
燃

料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
も
の
と
の
混
在
防
止
措
置

 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
内
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
資
材

等
ま
た
は
使
用
し
た
物
品
を
、
「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄
物
」

と
し
て
廃
棄
ま
た
は
資
源
と
し
て
有
効
利
用
す
る
場
合
は
、
第
１

項
で
定
め
た
事
項
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

 

 
２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
内
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
資

材
等
ま
た
は
使
用
し
た
物
品
を
、「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄

物
」
と
し
て
廃
棄
ま
た
は
資
源
と
し
て
有
効
利
用
す
る
場
合

は
、
第
１
項
で
定
め
た
事
項
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

 

（
事
故
由
来
放
射
性
物
質
の
降
下
物
の
影
響
確
認
）
 

第
１
０
５
条
の
３
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
お
よ

び
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
工
事
計
画
（
変
更
）
認
可
申
請
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
設
備
・
機
器
等
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
設
備
・

機
器
等
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故

由
来
の
放
射
性
物
質
の
降
下
物
（
以
下
、
本

条
に
お
い
て
「
降
下
物
」
と
い
う
。）
の
影
響
の
有
無
を
確
認
す
る

場
合
は
、
適
切
な
測
定
方
法
に
よ
り
、
降
下
物
の
分

布
調
査
を
行

う
。

 

（
事
故
由
来
放
射
性
物
質
の
降
下
物
の
影
響
確
認
）
 

第
9
8
条
の
２

 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
及
び

電
気
事
業
法
に
基
づ
く
工
事
計
画
（
変
更
）
認
可
申
請
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
設
備
・
機
器
等
（
以
下
「
設
備
・
機
器
等
」
と
い
う
。
）

に
つ
い
て
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

由
来
の
放
射
性
物
質
の
降
下
物
（
以
下
「
降
下
物
」
と
い
う
。）
の

影
響
の
有
無
を
確
認
す
る
場
合
は
、
適
切
な
測
定
方
法
に
よ
り
、

降
下
物
の
分
布
調
査
を
行
う
。

 

（
事
故
由
来
放
射
性
物
質
の
降
下
物
の
影
響
確
認
）
 

第
１
０
０
条
の
３
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
お

よ
び
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
工
事
計
画
（
変
更
）
認
可
申
請
書

に
記
載
さ
れ
て
い
る
設
備
・
機
器
等
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て

「
設
備
・
機
器
等
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
、
東
京
電
力
株
式
会

社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
由
来
の
放
射
性
物
質
の
降
下

物
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
降
下
物
」
と
い
う
。）
の
影
響
の

有
無
を
確
認
す
る
場
合
は
、
適
切
な
測
定
方
法
に
よ
り
、
降
下

物
の
分
布
調
査
を
行
う
。
 

 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
確
認
の
結
果
、
理
論
検
出
限
界

曲
線
の
検
出
限
界
値
未
満
で
な
か
っ
た
場
合
、
設
備
・
機
器
等
を

廃
棄
ま
た
は
資
源
と
し
て
有
効
利
用
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
降

下
物
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
も
の
と
し
て
発
電
所
内
で
適
切
に
管

理
す
る
。
 

 

２
 
各
第
二
課
長
は
、
第
１
項
の
確
認
の
結
果
、
理
論
検
出
限
界
曲

線
の
検
出
限
界
値
未
満
で
な
か
っ
た
場
合
、
設
備
・
機
器
等
を
廃

棄
又
は
資
源
と
し
て
有
効
利
用
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
降
下
物

に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
も
の
と
し
て
発
電
所
内
で
適
切
に
管
理
す

る
。

 

 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
確
認
の
結
果
、
理
論
検
出
限

界
曲
線
の
検
出
限
界
値
未
満
で
な
か
っ
た
場
合
、
設
備
・
機
器

等
を
廃
棄
ま
た
は
資
源
と
し
て
有
効
利
用
し
よ
う
と
す
る
際
に

は
、
降
下
物
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
も
の
と
し
て
発
電
所
内
で
適

切
に
管
理
す
る
。
 

 

 

（
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
１
０
６
条

 
発
電
室
長
は
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
を
放
出
す
る
場

合
は
、
放
射
線
管
理
課
長
の
管
理
の
も
と
、
復
水
器
冷
却
水
放
水

路
よ
り
放
出
す
る
。
 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
次
の
事
項
を
管
理
す
る
。

 

(
1)
 
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
放
出
に
よ
る
復
水
器
冷
却
水
放
水

路
排
水
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
の
３
ヶ
月
平
均
値
が
、
法
令
に

定
め
る
周
辺
監
視
区
域
外
に
お
け
る
水
中
の
濃
度
限
度
を
超

え
な
い
こ
と
。
 

(
2)
 復
水
器
冷
却
水
放
水
路
排
水
中
の
放
射
性
物
質
（
ト
リ
チ
ウ

ム
を
除
く
。）
の
放
出
量
が
、
表
１
０
６
－
１
に
定
め
る
放
出
管

理
目
標
値
を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
復
水
器
冷
却
水
放
水
路
排
水
中
の
ト
リ

チ
ウ
ム
の
放
出
量
が
、
表
１
０
６
－
２
に
定
め
る
放
出
管
理
の
基

準
値
を
超
え
な
い
よ
う
に

努
め
る
。
 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
表
１
０
６
－
３
に
定
め
る
項
目
に
つ
い

（
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
管
理
）

 

第
99
条

 
発
電
第
二
課
長
は
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
を
放
出
す
る

場
合
は
、
安
全
管
理
第
二
課
長
の
管
理
の
下
、
復
水
器
冷
却
水
放

水
路
よ
り
放
出
す
る
。

 

２
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
次
の
事
項
を
管
理
す
る
。
 

(
1)

 
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
放
出
に
よ
る
復
水
器
冷
却
水
放
水

路
排
水
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
の
３
か
月
平
均
値
が
、
法
令
に

定
め
る
周
辺
監
視
区
域
外
に
お
け
る
水
中
の
濃
度
限
度
を
超

え
な
い
こ
と
。

 

(
2)
 
復
水
器
冷
却
水
放
水
路
排
水
中
の
放
射
性
物
質
（
ト
リ
チ
ウ

ム
を
除
く
。）
の
放
出
量
が
表

9
9
－
１
に
定
め
る
放
出
管
理
目

標
値
を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

 

３
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
復
水
器
冷
却
水
放
水
路
排
水
中
の
ト

リ
チ
ウ
ム
の
放
出
量
が
表

9
9
－
２
に
定
め
る
放
出
管
理
の
基
準

値
を
超
え
な
い
よ
う
に

努
め
る
。

 

４
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
表

9
9
－
３
に
定
め
る
項
目
に
つ
い

（
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
１
０
１
条

 
発
電
室
長
は
、
放
射
性
液
体
廃
棄
物
を
放
出
す
る

場
合
は
、
放
射
線
管
理
課
長
の
管
理
の
も
と
、
復
水
器
冷
却
水

放
水
路
よ
り
放
出
す
る
。
 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
次
の
事
項
を
管
理
す
る
。
 

(
1
) 
放
射
性
液
体
廃
棄
物
の
放
出
に
よ
る
復
水
器
冷
却
水
放
水
路

排
水
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
の
３
ヶ
月
平
均
値
が
、
法
令
に
定

め
る
周
辺
監
視
区
域
外
に
お
け
る
水
中
の
濃
度
限
度
を
超
え
な

い
こ
と
。
 

(
2
) 
復
水
器
冷
却
水
放
水
路
排
水
中
の
放
射
性
物
質
（
ト
リ
チ
ウ

ム
を
除
く
。）
の
放
出
量
が
、
表
１
０
１
－
１
に
定
め
る
放
出
管

理
目
標
値
を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
復
水
器
冷
却
水
放
水
路
排
水
中
の
ト

リ
チ
ウ
ム
の
放
出
量
が
、
表
１
０
１
－
２
に
定
め
る
放
出
管
理

の
基
準
値
を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
表
１
０
１
－
３
に
定
め
る
項
目
に
つ

  【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
（
以
下
、
同
様
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

て
、
同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
す
る
。
 

 

て
、
同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
す
る
。
 

 

い
て
、
同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
す
る
。

 

 

表
１
０
６
－
１
 

項
 
 

 
目
 

放
出
管
理
目
標
値
 

放
射
性
液
体
廃
棄
物
 

（
ト
リ
チ
ウ
ム
を
除
く
。
）
 

1
.4
×
10

1
1  
Bq
/
年
 

 
 

表
9
9
－
１

 項
 

 
目

 
放
出
管
理
目
標
値

 

放
射
性
液
体
廃
棄
物

 

（
ト
リ
チ
ウ
ム
を
除
く
。
）
 

1
.
1
×

1
0
1
1
 

B
q
／
年
※
１
 

 
 

表
１
０
１
－
１

 

項
 

 
 
目

 
放
出
管
理
目
標
値

 

（
1,

2
,3
号
炉
合
算
）

 

放
射
性
液
体
廃
棄
物

 

（
ト
リ
チ
ウ
ム
を
除
く
。
）
 

7
.1
×

10
1
0  
B
q/
年

 

 
 

 

表
１
０
６
－
２
 

項
 

 
 
目

 
放
出
管
理
の
基
準
値

 

ト
リ
チ
ウ
ム

 
2
.
9
×

1
0
1
4
 
B
q/
年

 
 

表
9
9
－
２

 項
 

 
目

 
放
出
管
理
の
基
準
値

 

ト
リ
チ
ウ
ム
 

1
.
8
×

1
0
1
4
 

B
q
／
年
※
１
 

 

表
１
０
１
－
２
 

項
 

 
 
目

 
放
出
管
理
の
基
準
値

 

（
1
,
2
,
3
号
炉
合
算
）

 

ト
リ
チ
ウ
ム

 
1
.
1
×

1
0
1
4
 
B
q
/
年

 
 

 

 
※
１
：
１
号
炉
、
２
号
炉
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
合
計
 

 

 
 

表
１
０
６
－
３
 

分
 

 

類
 

測
定
項
目
 

計
測
器
 

種
類
 

測
定
 

頻
度
 

試
料
採
取
箇
所
 

放
射
性

液
体
廃

棄
物
 

放
射
性
物
質
濃
度
 

（
主
要
ガ
ン
マ
線

放
出
核
種
）
 

試
料
放
射

能
測
定
装

置
 

放
出
の

都
度
 

廃
液
モ
ニ
タ
タ
ン
ク
 

廃
液
蒸

留
水
タ
ン
ク
 

洗
た
く
排
水
モ
ニ
タ
タ
ン

ク
 

洗
浄
排
水
タ
ン
ク
 

保
修
点
検
建
屋
廃
液
モ
ニ

タ
タ
ン
ク
 

ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
 

試
料
放
射

能
測
定
装

置
 

１
ヶ
月

に
１
回
 

 
 

表
9
9
－
３

 
分

 
 
類

 
測
定
項
目
 

計
測
器
種
類
 
測
定
頻

度
 

試
料
採
取
箇
所
 

放
射
性
液
体
 

廃
棄
物
 

放
射
性
物
質
濃
度

 

（
主
要
ガ
ン
マ
線

放
出
核
種
）

 

試
料
放
射
能

測
定
装
置
 

放
出
の

都
度
 

 

・
廃
液

蒸
留
水
タ

ン
ク

 

・
洗
浄
排
水
モ
ニ

タ
タ
ン
ク
 

・
１
次
系
純
水
タ

ン
ク

 

ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度

 
試
料
放
射
能

測
定
装
置
 

１
か
月

に
１
回

 

 
 

表
１
０
１
－
３
 

分
 

 
類
 

測
定
項
目
 

計
測
器
 

種
類
 

測
定

 

頻
度

 
試
料
採
取
箇
所
 

放
射
性

液
体
廃

棄
物
 

放
射
性
物
質
濃
度

 

（
主
要
ガ
ン
マ
線

放
出
核
種
）

 

試
料
放
射
能

測
定
装
置

 

放
出
の

都
度

 

モ
ニ
タ
タ
ン
ク

 

廃
液

蒸
留
水
タ
ン

ク
 

洗
浄
排
水
モ
ニ
タ

タ
ン
ク

 
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度

 
試
料
放
射
能

測
定
装
置

 

１
ヶ
月

に
１
回

 
 

 

（
放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
１
０
７
条

 
発
電
室
長
お
よ
び
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
放
射
性
気

体
廃
棄
物
を
放
出
す
る
場
合
は
、
放
射
線
管
理
課
長
の
管
理
の
も

と
、
表
１
０
７
－
２
に
示
す
排
気
筒
等
よ
り
放
出
す
る
。
 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
次
の
事
項
を
管
理
す
る
。

 

(
1)
 
排
気
筒
か
ら
の
放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
放
出
に
よ
る
周
辺

監
視
区
域
外
の
空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
の
３
ヶ
月
平
均

値
が
、
法
令
に
定
め
る
周
辺
監
視
区
域
外
に
お
け
る
空
気
中
の

濃
度
限
度
を
超
え
な
い
こ
と
。

 

(
2)
 
排
気
筒
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
放
出
量
が
表
１
０
７
－
１

に
定
め
る
放
出
管
理
目
標
値
を
超
え
な
い
よ
う
に

努
め
る
こ

と
。
 

（
放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
管
理
）

 

第
1
0
0
条

 
発
電
第
二
課
長
又
は
保
修
第
二
課
長
は
、
放
射
性
気
体

廃
棄
物
を
放
出
す
る
場
合
は
、
安
全
管
理
第
二
課
長
の
管
理
の

下
、
表

10
0
－
２
に
示
す
排
気
筒
等
よ
り
放
出
す
る
。

 

２
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
次
の
事
項
を
管
理
す
る
。
 

(
1
)
 
排
気
筒
か
ら
の
放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
放
出
に
よ
る
周
辺

監
視
区
域
外
の
空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
の
３
か
月
平
均

値
が
、
法
令
に
定
め
る
周
辺
監
視
区
域
外
に
お
け
る
空
気
中

の
濃
度
限
度
を
超
え
な
い
こ
と
。

 

(
2
)
 
排
気
筒
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
放
出
量
が
表

1
00
－
１
に

定
め
る
放
出
管
理
目
標
値
を
超
え
な
い
よ
う
に

努
め
る
こ

と
。

 

（
放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
管
理
）
 

第
１
０
２
条

 
発
電
室
長
お
よ
び
原
子
炉
保
修
課
長
は
、
放
射
性

気
体
廃
棄
物
を
放
出
す
る
場
合
は
、
放
射
線
管
理
課
長
の
管
理

の
も
と
、
表
１
０
２
－
２
に
示
す
排
気
筒
等
よ
り
放
出
す
る
。
 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
次
の
事
項
を
管
理
す
る
。
 

(1
) 
排
気
筒
か
ら
の
放
射
性
気
体
廃
棄
物
の
放
出
に
よ
る
周
辺

監
視
区
域
外
の
空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
の
３
ヶ
月
平
均

値
が
、
法
令
に
定
め
る
周
辺
監
視
区
域
外
に
お
け
る
空
気
中

の
濃
度
限
度
を
超
え
な
い
こ
と
。
 

(2
) 
排
気
筒
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
放
出
量
が
表
１
０
２
－
１

に
定
め
る
放
出
管
理
目
標
値
を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ

と
。
 

 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
表
１
０
７
－
２
に
定
め
る
項
目
に
つ
い

て
、
同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
す
る
。
 

４
．
表
１
０
７
－
２
に
示
す
排
気
筒
等
以
外
の
場
所
に
お
い
て
換
気

を
行
う
場
合
は
、
次
の
事
項
を
行
う
。
た
だ
し
、
第
１
１
１
条
第

１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
等
に
お
け
る
換
気
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。
 

３
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
表

1
0
0－
２
に
定
め
る
項
目
に
つ
い

て
、
同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
す
る
。

 

４
 
表

1
00
－
２
に
示
す
排
気
筒
等
以
外
の
場
所
に
お
い
て
換
気
を

行
う
場
合
は
、
次
の
事
項
を
行
う
。
た
だ
し
、
第

10
4
条
第
１

項
(1
)
に
定
め
る
区
域
に
お
け
る
換
気
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
表
１
０
２
－
２
に
定
め
る
項
目
に
つ

い
て
、
同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
す
る
。

 

４
．
表
１
０
２
－
２
に
示
す
排
気
筒
等
以
外
の
場
所
に
お
い
て
換

気
を
行
う
場
合
は
、
次
の
事
項
を
行
う
。
た
だ
し
、
第
１
０
６

条
第
１
項
（
１
）
に
定
め
る
区
域
等
に
お
け
る
換
気
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。
 

 

(
1)
 作
業
の
所
管
課
（
室
）
長
は
、
フ
ィ
ル
タ
付

局
所
排
気
装
置

等
に
よ
り
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
な
い

よ
う

拡
散
防
止
措
置
を
行
う
。
 

(
1
)
 
 
作
業
の
所
管
課
長
は
、
フ
ィ
ル
タ
付

局
所
排
気
装
置
等
に

よ
り
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
な
い
よ
う

拡
散
防
止
措
置
を
行
う
。

 

(1
) 
作
業
の
所
管
課
（
室
）
長
は
、
フ
ィ
ル
タ
付
局
所
排
気
装

置
等
に
よ
り
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
な

い
よ
う
拡
散
防
止
措
置
を
行
う
。
 

 

参考①-318



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
2)
 放
射
線
管
理
課
長
は
、
表
１
０
７
－
３
に
定
め
る
項
目
に
つ

い
て
、
同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
し
、
法
令
に
定
め
る
管
理

区
域
に
係
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ

し
、
換
気
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度

が
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
る
お
そ
れ
が

な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

 

(
2
)
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
表

1
0
0
－
３
に
定
め
る
項
目
に

つ
い
て
、
同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
し
、
法
令
に
定
め
る
管

理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た

だ
し
、
換
気
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質

濃
度
が
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
る
お
そ

れ
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 

(2
) 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
表
１
０
２
－
３
に
定
め
る
項
目
に

つ
い
て
、
同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
し
、
法
令
に
定
め
る

管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

た
だ
し
、
換
気
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
る
空
気
中
の
放
射
性
物

質
濃
度
が
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
る
お

そ
れ
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

 

表
１
０
７
－
１
 

項
 

 
 
目
 

放
出
管
理
目
標
値
 

放
射
性
気
体
廃
棄
物
 

希
ガ
ス
 

よ
う
素
１
３
１
 

 4
.0
×
10

1
5  
B
q/
年

 

1
.0
×
10

1
1  
B
q/
年

 
 

表
1
0
0
－
１
 
項

 
 
目

 
放
出
管
理
目
標
値

 

放
射
性
気
体
廃
棄
物

 

 
希
ガ
ス

 

 
よ
う
素

1
3
1
 

 

1
.
6
×

1
0
1
5
 

B
q
／
年
※
１
 

4
.
4
×

1
0
1
0
 

B
q
／
年
※
１
 

 

表
１
０
２
－
１

 
項

 
 

 
目

 
放
出
管
理
目
標
値

 

（
１

，
２

，
３
号
炉
合
算
）
 

放
射
性
気
体
廃
棄
物

 

希
ガ
ス
 

よ
う
素
１
３
１
 

 1
.0

×
10

1
5  
B
q/
年

 

2
.5

×
10

1
0  
B
q/
年

 
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異

 

 
※
１
：
１
号
炉
、
２
号
炉
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
合
計
 

 

 
 

表
１
０
７
－
２
 

分 類
 
排
気
筒
等
 

測
定
項
目
 

計
測
器
種

類
 

測
定
頻

度
 

放
出
操
作
担

当
 

課
（
室
）
長
 

放 射 性 気 体 廃 棄 物
 

排
気
筒
 

希
ガ
ス
濃
度
 

排
気
筒
 

モ
ニ
タ
 

常
時
 

発
電
室
長
 

よ
う
素
１
３
１
濃
度
 

粒
子
状
物
質
濃
度
 

（
主
要
ガ
ン
マ
線
放

出
核
種
）
 

試
料
放
射

能
 

測
定
装
置
 

１
週
間

に
１
回
 

廃
棄
物
処
理

建
屋
排
気
筒
 

（
雑
固
体

焼

却
炉
排
気
筒

を
含
む
。
）

 

粒
子
状
物
質
濃
度
 

（
主
要
ガ
ン
マ
線
放

出
核
種
）
 

試
料
放
射

能
 

測
定
装
置
 

１
週
間

に
１
回
 

発
電
室
長
 

雑
固
体

焼
却

設
備

焼
却
炉

排
気
口
 

粒
子
状
物
質
濃
度
 

（
主
要
ガ
ン
マ
線
放

出
核
種
）
 

試
料
放
射

能
 

測
定
装
置
 

１
週
間

に
１
回
 

発
電
室
長
 

保
修
点
検
建

屋
排
気
筒
 

粒
子
状
物
質
濃
度
 

（
主
要
ガ
ン
マ
線
放

出
核
種
）
 

試
料
放
射

能
 

測
定
装
置
 

１
週
間

に
１
回
 

発
電
室
長
 

原
子
炉
格
納

容
器
漏
え
い

率
検
査
（
Ａ

種
）
排
気
 

粒
子
状
物
質
濃
度
 

（
主
要
ガ
ン
マ
線
放

出
核
種
）
 

試
料
放
射

能
 

測
定
装
置
 

検
査
の

都
度
 

原
子
炉
保
修

課
長
 

 

表
1
00
－
２
 

分 類
 

排
気
筒
等
 

測
定
項
目
 

計
測
器
種
類
 
測
定
頻

度
 

放
出
操
作
 

担
当
課
長
 

放 射 性 気 体 廃 棄
 

物
 

排
気
筒
 

希
ガ
ス
濃
度
 

排
気
筒
モ
ニ

タ
 

常
時
 
発
電
第
二

課
長
 

 
 

よ
う
素

13
1
濃
度
 

粒
子
状
物
質
濃
度
 

（
主
要
ガ
ン
マ
線

放
出
核
種
）
 

試
料
放
射
能

測
定
装
置

 

１
週
間

に
１
回
 

 

廃
棄
物
処
理
建

屋
排
気
口
（
燃
焼

式
雑
固
体
廃
棄

物
減
容
処
理
設

備
排
気
口
を
含

む
。
）
 

粒
子
状
物
質
濃
度
 

（
主
要
ガ
ン
マ
線

放
出
核
種
）
 

試
料
放
射
能

測
定
装
置

 

１
週
間

に
１
回

※
２
 

発
電
第
二

課
長
 

雑
固
体
溶
融
処

理
建
屋
排
気
口

 

粒
子
状
物
質
濃
度
 

（
主
要
ガ
ン
マ
線

放
出
核
種
）
 

試
料
放
射
能

測
定
装
置

 

１
週
間

に
１
回
 

発
電
第
二

課
長
 

原
子
炉
格
納
容

器
漏
え
い
率
検

査
（
Ａ
種
）
排
気

 

粒
子
状
物
質
濃
度
 

（
主
要
ガ
ン
マ
線

放
出
核
種
）
 

試
料
放
射
能

測
定
装
置

 

検
査
の

都
度

 

保
修
第
二

課
長
 

 

表
１
０
２
－
２
 

分
類

 
排
気
筒
等

 
測
定
項
目
 

計
測
器
種
類
 測
定
頻
度
 
放
出
操
作
担
当
 

課
（
室
）
長

 

放 射 性 気 体 廃 棄 物
 

排
気
筒

 
希
ガ
ス
濃
度
 

排
気
筒
モ
ニ

タ
 

常
時

 
発
電
室
長

 

よ
う
素
１
３
１
濃
度

 

粒
子
状
物
質
濃
度

 

（
主
要
ガ
ン
マ
線
放

出
核
種
）

 

試
料
放
射
能
 

測
定
装
置
 

１
週
間

に
１
回
 

固
体
廃
棄
物

処
理
建
屋
排

気
筒
 

（
雑
固
体

焼

却
炉
排
気
筒

を
含
む
。
）
 

粒
子
状
物
質
濃
度

 

（
主
要
ガ
ン
マ
線
放

出
核
種
）

 

試
料
放
射
能
 

測
定
装
置
 

１
週
間

に
１
回
 

発
電
室
長

 

第
２
固
体
廃

棄
物
処
理
建

屋
排
気
筒

 

粒
子
状
物
質
濃
度

 

（
主
要
ガ
ン
マ
線
放

出
核
種
）

 

試
料
放
射
能
 

測
定
装
置
 

１
週
間

に
１
回
 

発
電
室
長

 

原
子
炉
格
納

容
器
漏
え
い

率
検
査
（
Ａ

種
）
排
気

 

粒
子
状
物
質
濃
度

 

（
主
要
ガ
ン
マ
線
放

出
核
種
）

 

試
料
放
射
能
 

測
定
装
置
 

検
査
の

都
度

 

原
子
炉
保
修

課
長
 

 

 

 
※
２
：
燃
焼
式
雑
固
体
廃
棄
物

減
容
処
理
設
備
排
気
口
は
設
備
稼
動

中
の
み
 

 
 

表
１
０
７
－
３
 

分
類
 

測
定
項
目
 

計
測
器
種
類
 
測
定
頻
度
 
放
出
操
作
担
当
 

課
（
室
）
長
 

そ
の
他
作
業
等

に
伴
う
換
気
 

粒
子
状
物
質
濃
度
 

（
主
要
ガ
ン
マ
線

放
出
核
種
）
 

試
料
放
射
能
 

測
定
装
置
 

作
業
の
都

度
※
１
 

作
業
の
所
管
 

課
（
室
）
長
 

 

表
1
00
－
３
 

分
 
類
 

測
定
項
目

 
計
測
器
種
類
 
測
定
頻
度

 
放
出
操
作
 

担
当
課
長
 

そ
の
他
作
業

等
に
伴
う
換

気
 

粒
子
状
物
質
濃
度
 

（
主
要
ガ
ン
マ
線

放
出
核
種
）
 

試
料
放
射
能

測
定
装
置
 

作
業
の
都
度

※
３
 

作
業
の
所
管
 

課
長
 

 

表
１
０
２
－
３
 

分
類
 

測
定
項
目

 
計
測
器
種
類
 
測
定
頻
度
 
放
出
操
作
担
当
 

課
（
室
）
長
 

そ
の
他
作
業
等

に
伴
う
換
気

 

粒
子
状
物
質
濃
度
 

（
主
要
ガ
ン
マ
線

放
出
核
種
）
 

試
料
放
射
能
 

測
定
装
置
 

作
業
の
都

度
※
１
 

作
業
の
所
管
 

課
（
室
）
長
 

 

 

※
１
：
作
業
が
１
週
間
を
超
え
る
場
合
は
１
週
間
に
１
回
測
定
す

る
。
 

 

※
３
：
作
業
が
１
週
間
を
超
え
る
場
合
は
１
週
間
に
１
回
測
定
す

る
。
 

 

※
１
：
作
業
が
１
週
間
を
超
え
る
場
合
は
１
週
間
に
１
回
測
定
す

る
。
 

 

 

（
放
出
管
理
用
計
測
器
の
管
理
）
 

第
１
０
８
条

 
放
射
線
管
理
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
表
１

０
８
に
定
め
る
放
出
管
理
用
計
測
器
に
つ
い
て
、
同
表
に
定
め
る

（
放
出
管
理
用
計
測
器
の
管
理
）

 

第
10
1
条
 
安
全
管
理
第
二
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
表

10
1

－
１
に
定
め
る
放
出
管
理
用
計
測
器
に
つ
い
て
、
同
表
に
定
め
る

（
放
出
管
理
用
計
測
器
の
管
理
）
 

第
１
０
３
条

 
放
射
線
管
理
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
表

１
０
３
に
定
め
る
放
出
管
理
用
計
測
器
に
つ
い
て
、
同
表
に
定

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
（
以
下
、
同
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

数
量
を
確
保
す
る
。
た
だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ

た
場
合
は
、
修
理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。
 

 

数
量
を
確
保
す
る
。
た
だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ

た
場
合
は
、
修
理
又
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。
 

 

め
る
数
量
を
確
保
す
る
。
た
だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能

と
な
っ
た
場
合
は
、
修
理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。

 

 

様
。
）
 

表
１
０
８
 

分
類
 

計
測
器
種
類
 

担
当
課
長
 

数
量
 

放
射
性
液
体
廃
棄
物

放
出
管
理
用
計
測
器
 

廃
棄
物
処
理
設
備
排
水

モ
ニ
タ
 

計
装
保
修
課
長
 

２
台
 

試
料
放
射
能
測
定
装
置
 
放
射
線
管
理
課
長
 

２
台
 

放
射
性
気
体
廃
棄
物

放
出
管
理
用
計
測
器
 
排
気
筒
モ
ニ
タ
 

計
装
保
修
課
長
 

６
台
 

 

表
1
01
－
１

 
分

 
 

 
類
 

計
測
器
種
類
 

担
当
課
長
 

数
 
 量

 

放
射
性
液
体
廃
棄
物
 

放
出
管
理
用
計
測
器
 

廃
棄
物
処
理
設
備
排
水

モ
ニ
タ

 
保
修
第
二
課
長

 
１

台
 

試
料
放
射
能
測
定
装
置

 
安
全
管
理
第
二
課
長
 

２
台
 

放
射
性
気
体
廃
棄
物
 

放
出
管
理
用
計
測
器
 

排
気
筒
モ
ニ
タ
 

保
修
第
二
課
長

 
２

台
 

試
料
放
射
能
測
定
装
置

 
安
全
管
理
第
二
課
長
 
１
台
※
１
 

 

表
１
０
３
 

分
類

 
計
測
器
種
類
 

担
当
課
長
 

数
量

 

放
射
性
液
体
廃
棄
物

放
出
管
理
用
計
測
器
 

廃
棄
物
処
理
設
備
排
水

モ
ニ
タ

 
計
装
保
修
課
長

 
１

台
 

試
料
放
射
能
測
定
装
置
 
放
射
線
管
理
課
長
 

２
台
※
１
 

放
射
性
気
体
廃
棄
物

放
出
管
理
用
計
測
器
 

排
気
筒
モ
ニ
タ

 
計
装
保
修
課
長

 
２

台
 

試
料
放
射
能
測
定
装
置
 
放
射
線
管
理
課
長
 

１
台
※
１
※

２
 

 

※
１
：
放
射
性
液
体
廃
棄
物
放
出
管
理
用
計
測
器
と
共
用
 

 

※
１
：
放
射
性
液
体
廃
棄
物
放
出
管
理
用
計
測
器
及
び
表

1
1
3－
１

の
試
料
放
射
能
測
定
装
置
と
共
用
 

 

※
１
：
１
号
、
２
号
お
よ
び
３
号
炉
共
用
 

※
２
：
放
射
性
液
体
廃
棄
物
放
出
管
理
用
計
測
器
と
共
用

 

 

 

（
頻
度
の
定
義
）
 

第
１
０
９
条

 
本
章
で
い
う
測
定
頻
度
等
に
関
す
る
考
え
方
は
、
表

１
０
９
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 

（
頻
度
の
定
義
）
 

第
10
2
条

 
本
章
で
い
う
測
定
頻
度
等
に
関
す
る
考
え
方
は
、
表

1
02
―
１
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 

（
頻
度
の
定
義
）
 

第
１
０
４
条

 
本
章
で
い
う
測
定
頻
度
等
に
関
す
る
考
え
方
は
、

表
１
０
４
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 

 

表
１
０
９
 

頻
度
 

考
え
方
 

１
日
に
１
回
 

午
前
０
時
を
始
期
と
す
る
１
日
の
間
に
１
回
実
施
 

１
週
間
に
１
回
 
月
曜
日
を
始
期
と
す
る
１
週
間
に
１
回
実
施
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
ヶ
月
間
に
１
回
実
施
 

３
ヶ
月
に
１
回
 
４
月
１
日
、
７
月
１
日
、
１
０
月
１
日
お
よ
び
１
月
１
日
を
始
期

と
す
る
各
３
ヶ
月
間
に
１
回
実
施
 

常
 
 
時
 

測
定
可
能
な
状
態
に
お
い
て
常
に
測
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
て

お
り
、
点
検
時
等
の
測
定
不
能
な
期
間
を
除
く
。
 

 
 

表
1
02
―
１
 

頻
度
 

考
え
方

 

１
日
に
１
回
 
午
前
０
時
を
始
期
と
す
る
１
日
の
間
に
１
回
実
施
 

１
週
間
に
１
回
 
月
曜
日
を
始
期
と
す
る
１
週
間
に
１
回
実
施

 

１
か
月
に
１
回
 
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
か
月
間
に
１
回
実
施
 

３
か
月
に
１
回
 
４
月
１
日
、
７
月
１
日
、
10
月
１
日
及
び
１
月
１
日
を
始
期
と
す
る

各
３
か
月
間
に
１
回
実
施
 

常
時
 

測
定
可
能
な
状
態
に
お
い
て
常
に
測
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お

り
、
点
検
時
等
の
測
定
不
能
な
期
間
を
除
く
。
 

 
 

表
１
０
４
 

頻
度

 
考
え
方
 

１
日
に
１
回
 

午
前
０
時
を
始
期
と
す
る
１
日
の
間
に
１
回
実
施

 

１
週
間
に
１
回

 
月
曜
日
を
始
期
と
す
る
１
週
間
に
１
回
実
施
 

１
ヶ
月
に
１
回

 
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
ヶ
月
間
に
１
回
実
施

 

３
ヶ
月
に
１
回

 
４
月
１
日
、
７
月
１
日
、
１
０
月
１
日
お
よ
び
１
月
１
日
を
始
期

と
す
る
各
３
ヶ
月
間
に
１
回
実
施
 

常
 

 
時
 

測
定
可
能
な
状
態
に
お
い
て
常
に
測
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
て

お
り
、
点
検
時
等
の
測
定
不
能
な
期
間
を
除
く
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

第
７
章

 
放
射
線
管
理
 

第
７
章
 
放
射
線
管
理

 
第
７
章
 
放
射
線
管
理
 

 

第
１
節
 
区
域
管
理
 

第
１
節

 
区
域
管
理
 

第
１
節
 
区
域
管
理
 

 

（
管
理
区
域
の
設
定
・
解
除
）

 

第
１
１
０
条

 
管
理
区
域
は
、
添
付
４
に
示
す
区
域
と
す
る
。
 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
を
壁
、
柵
等
の
区
画
物
に
よ

っ
て
区
画
す
る
他
、
標
識
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
他

の
場
所
と
区
別
す
る
。

 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
を
解
除
す
る
場
合
は
、
法
令

に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

（
管
理
区
域
の
設
定
・
解
除
）
 

第
1
03
条
 
管
理
区
域
は
、
添
付
４
に
示
す
区
域
と
す
る
。

 

２
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
管
理
区
域
を
壁
、
柵
等
の
区
画
物
に

よ
っ
て
区
画
す
る
他
、
標
識
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

他
の
場
所
と
区
別
す
る
。

 

３
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
管
理
区
域
を
解
除
す
る
場
合
は
、
法

令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

（
管
理
区
域
の
設
定
・
解
除
）
 

第
１
０
５
条

 
管
理
区
域
は
、
添
付
４
に
示
す
区
域
と
す
る
。
 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
を
壁
、
柵
等
の
区
画
物
に
よ

っ
て
区
画
す
る
他
、
標
識
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

他
の
場
所
と
区
別
す
る
。
 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
を
解
除
す
る
場
合
は
、
法
令

に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
添
付
４
に
お
け
る
管
理
区
域
境
界
付
近

ま
た
は
管
理
区
域
設
定
・
解
除
予
定
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
表
１
１

０
に
示
す
作
業
を
行
う
場
合
は
、
３
ヶ
月
以
内
に
限
り
管
理
区
域

を
設
定
ま
た
は
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
設
定
ま
た
は
解
除
に

当
た
っ
て
は
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
目
的
、
期
間
お
よ
び
場
所

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理

区
域
に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
当

該
エ
リ
ア
を
元
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射
線
管
理
課
長

は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条
件
を
満
足

で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

４
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
添
付
４
に
お
け
る
管
理
区
域
境
界
付

近
又
は
管
理
区
域
設
定
・
解
除
予
定
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
表

10
3

－
１
に
示
す
作
業
を
行
う
場
合
は
、
３
か
月
以
内
に
限
り
管
理
区

域
を
設
定
又
は
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
設
定
又
は
解
除
に
当

た
っ
て
、
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
目
的
、
期
間
及
び
場
所
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域

に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
当
該
エ

リ
ア
を
元
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、

あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条

件
を
満
足
で

き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
添
付
４
に
お
け
る
管
理
区
域
境
界
付
近

ま
た
は
管
理
区
域
設
定
・
解
除
予
定
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
表
１
０

５
に
示
す
作
業
を
行
う
場
合
は
、
３
ヶ
月
以
内
に
限
り
管
理
区

域
を
設
定
ま
た
は
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
設
定
ま
た
は
解

除
に
当
た
っ
て
は
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
目
的
、
期
間
お
よ
び

場
所
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め

る
管
理
区
域
に
係
る
条

件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射
線
管

理
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条

件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
４
項
以
外
で
、
一
時
的
に
管
理
区
域

を
設
定
ま
た
は
解
除
す
る
場
合
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
設
定
ま
た

は
解
除
に
当
た
っ
て
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
目
的
、
期
間
お
よ

び
場
所
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め

る
管
理
区
域
に
係
る
条

件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な

お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射
線
管
理

課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条

件
を

満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

５
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
第
４
項
以
外
で
、
一
時
的
に
管
理
区

域
を
設
定
又
は
解
除
す
る
場
合
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
設
定
又
は

解
除
に
当
た
っ
て
、
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
目
的
、
期
間
及
び

場
所
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る

管
理
区
域
に
係
る
条

件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な

お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、
安
全
管
理
第

二
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条

件

を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を

得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
４
項
以
外
で
、
一
時
的
に
管
理
区
域

を
設
定
ま
た
は
解
除
す
る
場
合
は
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確

認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
設
定
ま

た
は
解
除
に
当
た
っ
て
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
目
的
、
期
間
お

よ
び
場
所
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に

定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
条

件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射

線
管
理
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係

る
条

件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

 

６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
５
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
緊
急
を
要
す

る
場
合
は
、
管
理
区
域
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
設
定
に
当

た
っ
て
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係

る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

６
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
第
５
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
緊
急
を
要

す
る
場
合
は
、
管
理
区
域
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
設
定
に

当
た
っ
て
、
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域

に
係
る
条

件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
５
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
緊
急
を
要
す

る
場
合
は
、
管
理
区
域
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
設
定
に
当

た
っ
て
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係

る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

７
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
６
項
に
お
け
る
管
理
区
域
を
設
定
し

た
場
合
は
、
設
定
後
に
お
い
て
、
目
的
、
期
間
お
よ
び
場
所
を
明

ら
か
に
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認

を
得
る
。
な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、

放
射
線
管
理
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域
に

係
る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者

の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

７
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
第
６
項
に
お
け
る
管
理
区
域
を
設
定

し
た
場
合
は
、
設
定
後
に
お
い
て
、
目
的
、
期
間
及
び
場
所
を
明

ら
か
に
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認

を
得
る
。
な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、

安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域

に
係
る
条

件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

７
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
６
項
に
お
け
る
管
理
区
域
を
設
定
し

た
場
合
は
、
設
定
後
に
お
い
て
、
目
的
、
期
間
お
よ
び
場
所
を
明

ら
か
に
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認

を
得
る
。
な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、

放
射
線
管
理
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
令
に
定
め
る
管
理
区
域

に
係
る
条

件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

 

表
１
１
０
 タ
ン
ク
点
検
等
 

監
視
カ
メ
ラ
点
検
等

 

ポ
ン
プ
点
検
等
 

扉
・
シ
ャ
ッ
タ
ー
修
理
他
作
業
 

バ
ル
ブ
点
検
等
 

清
掃
作
業
 

表
1
03
-
１
 タ
ン
ク
点
検
等
 

監
視
カ
メ
ラ
点
検
等
 

ポ
ン
プ
点
検
等
 

扉
・
シ
ャ
ッ
タ
ー
修
理
他
作
業
 

バ
ル
ブ
点
検
等
 

清
掃
作
業
 

表
１
０
５
 

タ
ン
ク
点
検
等
 

監
視
カ
メ
ラ
点
検
等

 

ポ
ン
プ
点
検
等
 

扉
・
シ
ャ
ッ
タ
ー
修
理
他
作
業
 

   

参考①-321



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

配
管
点
検
等
 

建
物
補
修
 

ケ
ー
ブ
ル
点
検
等
 

搬
出
入
作
業
 

空
調
点
検
等
 

物
品
の
仮
置
 

計
測
器
類
点
検
等
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
お
よ
び
 

１
次
系
用
水
タ
ン
ク
水
の
回
収
作
業
 

 
 

配
管
点
検
等

 
建
物
補
修
 

ケ
ー
ブ
ル
点
検
等
 

搬
出
入
作
業

 

空
調
点
検
等

 
物
品
の
仮
置

 

計
測
器
類
点
検
等
 

 
 

バ
ル
ブ
点
検
等
 

清
掃
作
業

 

配
管
点
検
等
 

建
物
補
修

 

ケ
ー
ブ
ル
点
検
等
 

搬
出
入
作
業

 

空
調
点
検
等
 

物
品
の
仮
置

 

計
測
器
類
点
検
等
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
の
回
収
作
業

 

 
 

  【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異

 

（
管
理
区
域
内
に
お
け
る
区
域
区
分
）
 

第
１
１
１
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
を
次
の
と
お
り
区

分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
1)
 
表
面
汚
染
密
度
お
よ
び
空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
が
法

令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
る
お
そ
れ
の
な
い

区
域
（
以
下
、「
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
」
と
い
う
。
） 

(
2)
 
表
面
汚
染
密
度
ま
た
は
空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
が
法

令
に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
る
区
域
ま
た
は
超

え
る
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
 

２
．
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
は
、
添
付
４
に
示
す
区
域
と

す
る
。
 

（
管
理
区
域
内
に
お
け
る
区
域
区
分
）
 

第
1
04
条
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
管
理
区
域
を
次
の
と
お
り
区

分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(1
)
 
表
面
汚
染
密
度
及
び
空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
が
法
令

に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
る
お
そ
れ
の
な
い
区

域
（
以
下
「
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
」
と
い
う
。
）
 

(2
)
 
表
面
汚
染
密
度
又
は
空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
が
法
令

に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
る
区
域
又
は
超
え
る

お
そ
れ
の
あ
る
区
域
 

２
 
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
は
、
添
付
４
に
示
す
区
域
と

す
る
。

 

（
管
理
区
域
内
に
お
け
る
区
域
区
分
）
 

第
１
０
６
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
を
次
の
と
お
り

区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
1
) 
表
面
汚
染
密
度
お
よ
び
空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
が
法
令

に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
る
お
そ
れ
の
な
い
区
域

（
以
下
、「
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
」
と
い
う
。）

 

(
2
) 
表
面
汚
染
密
度
ま
た
は
空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
が
法
令

に
定
め
る
管
理
区
域
に
係
る
値
を
超
え
る
区
域
ま
た
は
超
え
る

お
そ
れ
の
あ
る
区
域
 

２
．
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
は
、
添
付
４
に
示
す
区
域

と
す
る
。
 

 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
一
時
的
に
第
１
項
に
係
る
区
域
区
分
を

変
更
す
る
場
合
は
、
目
的
、
期
間
お
よ
び
場
所
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
区
域
区
分
に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
の
区
域
区
分
に
戻

す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
区
域

区
分
に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
一
時
的
に
第
１
項
に
係
る
区
域
区
分

を
変
更
す
る
場
合
は
、
目
的
、
期
間
及
び
場
所
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
区
域
区
分
に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
の
区
域
区
分
に
戻

す
場
合
に
つ
い
て
も
、
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
区

域
区
分
に
係
る
条
件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
一
時
的
に
第
１
項
に
係
る
区
域
区
分

を
変
更
す
る
場
合
は
、
目
的
、
期
間
お
よ
び
場
所
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
区
域
区
分
に
係
る
条

件
を
満
足

で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
当
該
エ
リ
ア
を
元
の
区
域

区
分
に
戻
す
場
合
に
つ
い
て
も
、
放
射
線
管
理
課
長
は
、
あ
ら

か
じ
め
区
域
区
分
に
係
る
条

件
を
満
足
で
き
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
と
第

１
項
（
２
）
に
定
め
る
区
域
が
隣
接
す
る
場
合
は
、
第
１
項
（
２
）

に
定
め
る
区
域
へ
の
入
口
付
近
に
標
識
を
設
け
る
。

 

 

４
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
と

第
１
項
(
2)
に
定
め
る
区
域
が
隣
接
す
る
場
合
は
、
第
１
項
(
2)
に

定
め
る
区
域
へ
の
入
口
付
近
に
標
識
を
設
け
る
。
 

 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
と

第
１
項
（
２
）
に
定
め
る
区
域
が
隣
接
す
る
場
合
は
、
第
１
項

（
２
）
に
定
め
る
区
域
へ
の
入
口
付
近
に
標
識
を
設
け
る
。
 

 

 

（
管
理
区
域
内
に
お
け
る
特
別
措
置
）
 

第
１
１
２
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
の
う
ち
次
の
基
準

を
超
え
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
ま
た
は
超
え
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
は
、
標
識
を
設
け
て
他
の
場
所
と
区
別
す
る
他
、
区
画
、

施
錠
等
の
措
置
を
講
じ
る
。
な
お
、
作
業
に
よ
る
場
合
は
所
管
課

（
室
）
長
に
指
示
す
る
。

 

た
だ
し
、
放
射
線
等
の
危
険
性
が
低
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

 

（
管
理
区
域
内
に
お
け
る
特
別
措
置
）
 

第
1
05
条
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
管
理
区
域
の
う
ち
次
の
基
準

を
超
え
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
又
は
超
え
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
は
、
標
識
を
設
け
て
他
の
場
所
と
区
別
す
る
他
、
区
画
、
施

錠
等
の
措
置
を
講
じ
る
。
な
お
、
作
業
に
よ
る
場
合
は
所
管
課
長

に
指
示
す
る
。
た
だ
し
、
放
射
線
等
の
危
険
性
が
低
い
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。
 

（
管
理
区
域
内
に
お
け
る
特
別
措
置
）
 

第
１
０
７
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
の
う
ち
次
の
基

準
を
超
え
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
ま
た
は
超
え
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
は
、
標
識
を
設
け
て
他
の
場
所
と
区
別
す
る
他
、
区

画
、
施
錠
等
の
措
置
を
講
じ
る
。
な
お
、
作
業
に
よ
る
場
合
は
所

管
課
（
室
）
長
に
指
示
す
る
。

 

た
だ
し
、
放
射
線
等
の
危
険
性
が
低
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。
 

 

(
1)
 
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
が
１
時
間
に
つ
き
１
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト

 

(
2)
 空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
ま
た
は
床
、
壁
、
そ
の
他
人
の

触
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
物
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め

る
管
理
区
域
に
係
る
値
の
１
０
倍
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
区
域
内
で
作
業
を
行
う
場
合
は
、

作
業
に
よ
る
線
量
お
よ
び
作
業
環
境
に
応
じ
た
放
射
線
防
護
上

の
措
置
を
立
案
し
、
放
射
線
管
理
課
長
の
承
認
を
得
る
。
 

(1
)
 
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
が
１
時
間
に
つ
き
１
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
 

(2
) 
空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
又
は
床
、
壁
、
そ
の
他
人
の
触

れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
物
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る

管
理
区
域
に
係
る
値
の

10
倍

 

２
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
第
１
項
の
区
域
内
で
作
業
を

行
う
場
合
は
、
作
業
に
よ
る
線
量
及
び
作
業
環
境
に
応
じ
た
放
射

線
防
護
上
の
措
置
を
立
案
し
、
安
全
管
理
第
二
課
長
の
承
認
を
得

る
。

 

(
1
) 
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
が
１
時
間
に
つ
き
１
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
 

(
2
) 
空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
ま
た
は
床
、
壁
、
そ
の
他
人
の

触
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
物
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る

管
理
区
域
に
係
る
値
の
１
０
倍
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
区
域
内
で
作
業
を
行
う
場
合
は
、

作
業
に
よ
る
線
量
お
よ
び
作
業
環
境
に
応
じ
た
放
射
線
防
護
上

の
措
置
を
立
案
し
、
放
射
線
管
理
課
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

参考①-322



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
汚
染
の
広
が
り
を
防
止
す
る
た
め
、
第
１

項
（
２
）
の
区
域
か
ら

退
出
す
る
場
合
お
よ
び
物
品
等
を
持
ち
出

す
場
合
は
、
更
衣
や
持
ち
出
す
物
の
養
生
等
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
汚
染
の
広
が
り
を
防
止
す
る

た
め
、
第
１
項

(
2)
の
区
域
か
ら

退
出
す
る
場
合
及
び
物
品
等
を

持
ち
出
す
場
合
は
、
更
衣
や
持
ち
出
す
物
の
養
生
等
の
措
置
を
講

じ
る
。

 

 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
汚
染
の
広
が
り
を
防
止
す
る
た
め
、
第
１

項
（
２
）
の
区
域
か
ら

退
出
す
る
場
合
お
よ
び
物
品
等
を
持
ち
出

す
場
合
は
、
更
衣
や
持
ち
出
す
物
の
養
生
等
の
措
置
を
講
じ
る
。 

 

 

（
管
理
区
域
へ
の
出
入
管
理
）

 

第
１
１
３
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
次
に
示
す
立
入
者
の
区
分
に

よ
り
、
管
理
区
域
へ
の
立
入
許
可
に
係
る
事
項
を
定
め
、
所
長
の

承
認
を
得
る
。
 

(
1)
 放
射
線
業
務
従
事
者
：
業
務
上
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
者
 

(
2)
 一
時
立
入
者
：
放
射
線
業
務
従
事
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、

放
射
線
業
務
従
事
者
の
随
行
に
よ
り
管
理
区
域
に
一
時
的
に

立
ち
入
る
者
 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
１
項
に
基
づ
き
管
理
区
域
に
立
ち
入

る
者
に
対
し
て
許
可
を
与
え
る
。
 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
２
項
に
て
許
可
し
て
い
な
い
者
を
管

理
区
域
に
立
ち
入
ら
せ
な
い
措
置
を
講
じ
る
。
 

４
．
安
全
・
防
災
室
長
は
、
管
理
区
域
の
出
入
管
理
室
に
お
い
て
、

人
の
出
入
り
等
を
監
視
す
る
。

 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
４
項
以
外
の
出
入
口
に
は
、
施

錠
等

の
人
が
み
だ
り
に
立
入
り
で
き
な
い
措
置
を
講
じ
る
。
 

６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
か
ら

退
出
す
る
者
ま
た
は
管

理
区
域
内
で
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
移
動
す
る
者

の
身
体
お
よ
び
身
体
に
着
用
し
て
い
る
物
の
表
面
汚
染
密
度
が

法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
な
い
よ

う
な
措
置
を
講
じ
る
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区

域
か
ら
退
出
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 

（
管
理
区
域
へ
の
出
入
管
理
）
 

第
1
06
条
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
次
に
示
す
立
入
者
の
区
分
に

よ
り
、
管
理
区
域
へ
の
立
入
許
可
に
係
る
事
項
を
定
め
、
所
長
の

承
認
を
得
る
。
 

(1
) 
放
射
線
業
務
従
事
者
：
業
務
上
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
者
 

(2
) 
一
時
立
入
者
：
放
射
線
業
務
従
事
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、

放
射
線
業
務
従
事
者
の
随
行
に
よ
り
管
理
区
域
に
一
時
的
に

立
ち
入
る
者
 

２
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
第
１
項
に
基
づ
き
管
理
区
域
に
立
ち

入
る
者
に
対
し
て
許
可
を
与
え
る
。

 

３
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
第
２
項
に
て
許
可
し
て
い
な
い
者
を

管
理
区
域
に
立
ち
入
ら
せ
な
い
措
置
を
講
じ
る
。

 

４
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
管
理
区
域
の
出
入
管
理
室
に
お
い

て
、
人
の
出
入
り
等
を
監
視
す
る
。

 

５
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
第
４
項
以
外
の
出
入
口
に
は
、
施

錠

等
の
人
が
み
だ
り
に
立
ち
入
り
で
き
な
い
措
置
を
講
じ
る
。

 

６
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
管
理
区
域
か
ら

退
出
す
る
者
又
は
管

理
区
域
内
で
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
移
動
す
る
者

の
身
体
及
び
身
体
に
着
用
し
て
い
る
物
の
表
面
汚
染
密
度
が
、
法

令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の

1
0
分
の
１
を
超
え
な
い
よ
う
な

措
置
を
講
じ
る
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
か

ら
退
出
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

 

（
管
理
区
域
へ
の
出
入
管
理
）
 

第
１
０
８
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
次
に
示
す
立
入
者
の
区
分

に
よ
り
、
管
理
区
域
へ
の
立
入
許
可
に
係
る
事
項
を
定
め
、
所

長
の
承
認
を
得
る
。
 

(1
) 
放
射
線
業
務
従
事
者
：
業
務
上
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
者
 

(2
) 
一
時
立
入
者
：
放
射
線
業
務
従
事
者
以
外
の
者
で
あ
っ

て
、
放
射
線
業
務
従
事
者
の
随
行
に
よ
り
管
理
区
域
に
一
時

的
に
立
ち
入
る
者
 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
１
項
に
基
づ
き
管
理
区
域
に
立
ち

入
る
者
に
対
し
て
許
可
を
与
え
る
。
 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
２
項
に
て
許
可
し
て
い
な
い
者
を

管
理
区
域
に
立
ち
入
ら
せ
な
い
措
置
を
講
じ
る
。
 

４
．
安
全
・
防
災
室
長
は
、
管
理
区
域
の
出
入
管
理
室
に
お
い

て
、
人
の
出
入
り
等
を
監
視
す
る
。
 

５
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
４
項
以
外
の
出
入
口
に
は
、
施

錠

等
の
人
が
み
だ
り
に
立
入
り
で
き
な
い
措
置
を
講
じ
る
。
 

６
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
か
ら

退
出
す
る
者
ま
た
は

管
理
区
域
内
で
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
移
動
す
る

者
の
身
体
お
よ
び
身
体
に
着
用
し
て
い
る
物
の
表
面
汚
染
密
度

が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
な
い

よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管

理
区
域
か
ら

退
出
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

 

（
管
理
区
域
出
入
者
の
遵
守
事
項
）
 

第
１
１
４
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
に
出
入
り
す
る
所

員
に
、
次
の
事
項
を
遵
守
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
る
。

 

(
1)
 出
入
管
理
室
を
経

由
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
放
射
線
管
理
課

長
の
承
認
を
得
て
、
そ
の
指
示
に
従
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。
 

(
2)
 管
理
区
域
に
立
ち
入
る
場
合
は
、
個
人
線
量
計
を
着
用
す
る

こ
と
。
た
だ
し
、
一
時
立
入
者
で
あ
っ
て
放
射
線
管
理
課
長
の

指
示
に
従
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

(
3)
 
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
場
合
は
、
保
護
衣
を
着
用
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
立
ち
入
る

場
合
ま
た
は
放
射
線
管
理
課
長
の
承
認
を
得
て
、
そ
の
指
示
に

従
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(
4)
 第
１
１
２
条
第
１
項
（
２
）
に
係
る
区
域
か
ら

退
出
す
る
場

合
お
よ
び
物
品
等
を
持
ち
出
す
場
合
は
、
更
衣
や
持
ち
出
す
物

の
養
生
等
を
行
う
こ
と
。
 

(
5)
 
管
理
区
域
か
ら

退
出
す
る
場
合
ま
た
は
管
理
区
域
内
で
汚

（
管
理
区
域
出
入
者
の
遵
守
事
項
）
 

第
1
07
条
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
管
理
区
域
に
出
入
り
す
る
所

員
に
、
次
の
事
項
を
遵
守
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
る
。

 

(1
) 
出
入
管
理
室
を
経

由
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
安
全
管
理
第
二

課
長
の
承
認
を
得
て
、
そ
の
指
示
に
従
う
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

 

(2
)
 
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
場
合
は
、

個
人
線
量
計
を
着
用
す

る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
時
立
入
者
で
あ
っ
て
安
全
管
理
第
二
課

長
の
指
示
に
従
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(3
)
 
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
場
合
は
、
所
定
の
被
服
を
着
用
す

る
こ
と
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
立
ち

入
る
場
合
又
は
安
全
管
理
第
二
課
長
の
承
認
を
得
て
、
そ
の

指
示
に
従
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(4
) 
第

10
5
条
第
１
項
(2
)に
係
る
区
域
か
ら
退
出
す
る
場
合
及

び
物
品
等
を
持
ち
出
す
場
合
は
、
更
衣
や
持
ち
出
す
物
の
養

生
等
を
行
う
こ
と
。

 

(5
)
 
管
理
区
域
か
ら
退
出
す
る
場
合
又
は
管
理
区
域
内
で
汚
染

（
管
理
区
域
出
入
者
の
遵
守
事
項
）
 

第
１
０
９
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
に
出
入
り
す
る

所
員
に
、
次
の
事
項
を
遵
守
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
る
。
 

(1
) 
出
入
管
理
室
を
経
由
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
放
射
線
管
理

課
長
の
承
認
を
得
て
、
そ
の
指
示
に
従
う
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。
 

(2
) 
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
場
合
は
、
個
人
線
量
計
を
着
用
す

る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
時
立
入
者
で
あ
っ
て
放
射
線
管
理
課

長
の
指
示
に
従
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(3
) 
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
場
合
は
、
保
護
衣
を
着
用
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
立
ち
入

る
場
合
ま
た
は
放
射
線
管
理
課
長
の
承
認
を
得
て
、
そ
の
指

示
に
従
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(4
) 
第
１
０
７
条
第
１
項
（
２
）
に
係
る
区
域
か
ら
退
出
す
る

場
合
お
よ
び
物
品
等
を
持
ち
出
す
場
合
は
、
更
衣
や
持
ち
出

す
物
の
養
生
等
を
行
う
こ
と
。

 

(5
) 
管
理
区
域
か
ら
退
出
す
る
場
合
ま
た
は
管
理
区
域
内
で
汚
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
移
動
す
る
場
合
は
、
身
体
お

よ
び
身
体
に
着
用
し
て
い
る
物
の
表
面
汚
染
密
度
を
確
認
す

る
こ
と
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
か
ら
退

出
す
る
場
合
ま
た
は
第
１
１
３
条
第
６
項
に
基
づ
く
放
射
線

管
理
課
長
の
指
示
に
従
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

(
6)
 
放
射
性
物
質
を
経
口
摂
取
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
で
の

飲
食
お
よ
び
喫
煙
を
し
な
い
こ
と
。
 

 

の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
移
動
す
る
場
合
は
、
身
体
及

び
身
体
に
着
用
し
て
い
る
物
の
表
面
汚
染
密
度
を
確
認
す
る

こ
と
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
か
ら
退
出

す
る
場
合
又
は
第

1
06
条
第
６
項
に
基
づ
く
安
全
管
理
第
二

課
長
の
指
示
に
従
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

(6
)
 
放
射
性
物
質
を
経
口
摂
取
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
で
の

飲
食
及
び
喫
煙
を
し
な
い
こ
と
。

 

 

染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
移
動
す
る
場
合
は
、
身
体

お
よ
び
身
体
に
着
用
し
て
い
る
物
の
表
面
汚
染
密
度
を
確
認

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
か

ら
退
出
す
る
場
合
ま
た
は
第
１
０
８
条
第
６
項
に
基
づ
く
放

射
線
管
理
課
長
の
指
示
に
従
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。
 

(6
) 
放
射
性
物
質
を
経
口
摂
取
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
で
の

飲
食
お
よ
び
喫
煙
を
し
な
い
こ
と
。
 

 

（
保
全
区
域
）

 

第
１
１
５
条

 
保
全
区
域
は
、
添
付
５
に
示
す
区
域
と
す
る
。
 

２
．
安
全
・
防
災
室
長
は
、
保
全
区
域
を
標
識
等
に
よ
り
区
別
す
る
。 

（
保
全
区
域
）
 

第
1
08
条
 
保
全
区
域
は
、
添
付
５
に
示
す
区
域
と
す
る
。

 

２
 
防
護
管
理
課
長
は
、
保
全
区
域
を
標
識
等
に
よ
り
区
別
す
る
。
 

（
保
全
区
域
）
 

第
１
１
０
条

 
保
全
区
域
は
、
添
付
５
に
示
す
区
域
と
す
る
。
 

２
．
安
全
・
防
災
室
長
は
、
保
全
区
域
を
標
識
等
に
よ
り
区
別
す

る
。
 

 

３
．
安
全
・
防
災
室
長
は
、
必
要
に
応
じ
て
保
全
区
域
へ
の
立
入
制

限
等
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

３
 
防
護
管
理
課
長
は
、
必
要
に
応
じ
て
保
全
区
域
へ
の
立
入
制
限

等
の
措
置
を
講
じ
る
。

 

 

３
．
安
全
・
防
災
室
長
は
、
必
要
に
応
じ
て
保
全
区
域
へ
の
立
入

制
限
等
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 

（
周
辺
監
視
区
域
）
 

第
１
１
６
条

 
周
辺
監
視
区
域
は
、
図
１
１
６
に
示
す
区
域
と
す

る
。
 

（
周
辺
監
視
区
域
）

 

第
1
09
条
 
周
辺
監
視
区
域
は
、
図

1
09
－
１
に
示
す
区
域
と
す
る
。 

 

（
周
辺
監
視
区
域
）
 

第
１
１
１
条

 
周
辺
監
視
区
域
は
、
図
１
１
１
に
示
す
区
域
と
す

る
。
 

 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
１
項
の
周
辺
監
視
区
域
境
界
に
、
柵

を
設
け
る
か
ま
た
は
標
識
を
掲
げ
る
。
た
だ
し
、
当
該
区
域
に
立

ち
入
る
お
そ
れ
の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。
 

２
 
防
護
管
理
課
長
は
、
第
１
項
の
周
辺
監
視
区
域
境
界
に
、
柵
を

設
け
る
か
又
は
標
識
を
掲
げ
る
。
た
だ
し
、
当
該
区
域
に
立
ち
入

る
お
そ
れ
の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。
 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
１
項
の
周
辺
監
視
区
域
境
界
に
、
柵

を
設
け
る
か
ま
た
は
標
識
を
掲
げ
る
。
た
だ
し
、
当
該
区
域
に
立

ち
入
る
お
そ
れ
の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。
 

３
．
安
全
・
防
災
室
長
は
、
業
務
上
立
ち
入
る
者
以
外
の
者
の
立
入

り
を
制
限
す
る
。
 

 

３
 
防
護
管
理
課
長
は
、
業
務
上
立
ち
入
る
者
以
外
の
者
の
立
ち
入

り
を
制
限
す
る
。
 

 

３
．
安
全
・
防
災
室
長
は
、
業
務
上
立
ち
入
る
者
以
外
の
者
の
立
入

り
を
制
限
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19

.0
7.

31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19

.1
2.

09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

図
１
１
６
 
周
辺
監
視
区
域
図

 

 

図
1
09
－
１
 
周
辺
監
視
区
域

 

 

 

 

          

第
２
節

 
被
ば
く
管
理
 

第
２
節
 
被
ば
く
管
理

 
第
２
節
 
被
ば
く
管
理
 

 

（
線
量
の
評
価
）
 

第
１
１
７
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
所
員
の
放
射
線
業
務
従
事
者

の
実
効
線
量
お
よ
び
等
価
線
量
を
表
１
１
７
に
定
め
る
項
目
お

よ
び
頻
度
に
基
づ
き
評
価
し
、
法
令
に
定
め
る
線
量
限
度
を
超
え

て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

（
線
量
の
評
価
）
 

第
1
10
条
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
所
員
の
放
射
線
業
務
従
事
者

の
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
を
表

11
0－
１
に
定
め
る
項
目
及
び

頻
度
に
基
づ
き
評
価
し
、
法
令
に
定
め
る
線
量
限
度
を
超
え
て
い

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

（
線
量
の
評
価
）
 

第
１
１
２
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
所
員
の
放
射
線
業
務
従
事

者
の
実
効
線
量
お
よ
び
等
価
線
量
を
表
１
１
２
に
定
め
る
項
目

お
よ
び
頻
度
に
基
づ
き
評
価
し
、
法
令
に
定
め
る
線
量
限
度
を

超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

 

表
１
１
７
 
項

 
 
 
目
 

頻
 

 
 
度
 

外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
 

３
ヶ
月
に
１
回
※
１
 

内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
 

３
ヶ
月
に
１
回
※
１
 

 

表
1
10
－
１

 項
 

 
目
 

頻
 

 
度

 

外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量

 
３
か
月
に
１
回
※
１
 

内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量

 
３
か
月
に
１
回
※
１
 

 

表
１
１
２
 項
 
 

 
目
 

頻
 
 
 
度
 

外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
 

３
ヶ
月
に
１
回
※
１
 

内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
 

３
ヶ
月
に
１
回
※
１
 

 

※
１
：
女
子
（
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
お
よ
び
妊
娠
の
意
思
の

な
い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除
く
。）
に
あ
っ
て
は
、
１

ヶ
月
に
１
回
と
す
る
。
 

 

※
１
：
女
子
（
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
及
び
妊
娠
の
意
思
の
な

い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除
く
。）
に
あ
っ
て
は
、
１
か

月
に
１
回
と
す
る
。
 

 

※
１
：
女
子
（
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
お
よ
び
妊
娠
の
意
思
の

な
い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除
く
。）
に
あ
っ
て
は
、
１

ヶ
月
に
１
回
と
す
る
。

 

 

 

図
１
１
１
 
周
辺
監
視
区
域
図
 

\
 

\
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

（
床
・
壁
等
の
除
染
）
 

第
１
１
８
条

 
各
課
（
室
）
長
は
、
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度

を
超
え
る
よ
う
な
予
期
し
な
い
汚
染
を
床
、
壁
等
に
発
生
さ
せ
た

場
合
ま
た
は
発
見
し
た
場
合
は
、
放
射
線
管
理
課
長
に
連
絡
す
る

と
と
も
に
、
汚
染
拡
大
防
止
の
た
め
区
画
等
の
応
急
措
置
を
講
じ

る
。
 

２
．
第
１
項
の
汚
染
に
係
る
作
業
の
所
管
課
（
室
）
長
は
、
汚
染
状

況
等
に
つ
い
て
放
射
線
管
理
課
長
の
確
認
を
受
け
た
上
で
、
そ
の

協
力
を
得
な
が
ら
汚
染
の
除
去
等
、
放
射
線
防
護
上
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
。
 

３
．
第
２
項
の
所
管
課
（
室
）
長
は
、
そ
の
措
置
結
果
に
つ
い
て
、

放
射
線
管
理
課
長
の
確
認
を
得
る
。
 

 

（
床
・
壁
等
の
除
染
）
 

第
1
11
条
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
法
令
に
定
め
る
表
面

密
度
限
度
を
超
え
る
よ
う
な
予
期
し
な
い
汚
染
を
床
、
壁
等
に
発

生
さ
せ
た
場
合
又
は
発
見
し
た
場
合
は
、
安
全
管
理
第
二
課
長
に

連
絡
す
る
と
と
も
に
、
汚
染
拡
大
防
止
の
た
め
区
画
等
の
応
急
措

置
を
講
じ
る
。
 

２
 
第
１
項
の
汚
染
に
係
る
作
業
の
所
管
課
長
は
、
汚
染
状
況
等
に

つ
い
て
安
全
管
理
第
二
課
長
の
確
認
を
受
け
た
上
で
、
そ
の
協
力

を
得
な
が
ら
汚
染
の
除
去
等
、
放
射
線
防
護
上
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
。

 

３
 
第
２
項
の
所
管
課
長
は
、
そ
の
措
置
結
果
に
つ
い
て
、
安
全
管

理
第
二
課
長
の
確
認
を
得
る
。

 

 

（
床
・
壁
等
の
除
染
）
 

第
１
１
３
条

 
各
課
（
室
）
長
は
、
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限

度
を
超
え
る
よ
う
な
予
期
し
な
い
汚
染
を
床
、
壁
等
に
発
生
さ

せ
た
場
合
ま
た
は
発
見
し
た
場
合
は
、
放
射
線
管
理
課
長
に
連

絡
す
る
と
と
も
に
、
汚
染
拡
大
防
止
の
た
め
区
画
等
の
応
急
措

置
を
講
じ
る
。
 

２
．
第
１
項
の
汚
染
に
係
る
作
業
の
所
管
課
（
室
）
長
は
、
汚
染

状
況
等
に
つ
い
て
放
射
線
管
理
課
長
の
確
認
を
受
け
た
上
で
、

そ
の
協
力
を
得
な
が
ら
汚
染
の
除
去
等
、
放
射
線
防
護
上
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
。
 

３
．
第
２
項
の
所
管
課
（
室
）
長
は
、
そ
の
措
置
結
果
に
つ
い

て
、
放
射
線
管
理
課
長
の
確
認
を
得
る
。

 

 

第
３
節

 
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
測
定
 

第
３
節
 
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
測
定

 
第
３
節
 
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
測
定
 

 

（
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
測
定
）
 

第
１
１
９
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
内
、
周
辺
監
視
区

域
境
界
付
近
（
測
定
場
所
は
図
１
１
９
に
定
め
る
。
）
に
お
い
て
、

表
１
１
９
－
１
お
よ
び
表
１
１
９
－
３
（
第
１
１
１
条
第
１
項

（
２
）
の
区
域
内
に
設
定
し
た
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域

内
に
限
る
）
に
定
め
る
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
項

目
に
つ
い
て
、
同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
す
る
。
た
だ
し
、
人

の
立
ち
入
れ
な
い
措
置
を
講
じ
た
管
理
区
域
に
つ
い
て
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。
 

（
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
測
定
）

 

第
1
12
条
 
安
全
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
内
、
周
辺
監
視
区
域
境

界
付
近
（
測
定
場
所
は
図

1
12
－
１
に
定
め
る
。）
に
お
い
て
、
表

1
12
－
１
及
び
表

1
12
－
２
（
第

10
4
条
第
１
項

(2
)
の
区
域
内
に

設
定
し
た
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
内
に
限
る
。
）
に
定

め
る
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
項
目
に
つ
い
て
、
同

表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
す
る
。
た
だ
し
、
人
の
立
ち
入
れ
な
い

措
置
を
講
じ
た
管
理
区
域
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

（
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
測
定
）
 

第
１
１
４
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
内
、
周
辺
監
視

区
域
境
界
付
近
（
測
定
場
所
は
図
１
１
４
に
定
め
る
。）
に
お
い

て
、
表
１
１
４
－
１
お
よ
び
表
１
１
４
－
３
（
第
１
０
６
条
第

１
項
（
２
）
の
区
域
内
に
設
定
し
た
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管

理
区
域
内
に
限
る
）
に
定
め
る
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量

率
等
の
項
目
に
つ
い
て
、
同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
す
る
。

た
だ
し
、
人
の
立
ち
入
れ
な
い
措
置
を
講
じ
た
管
理
区
域
に
つ

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
１
項
の
測
定
に
よ
り
異
常
が
認
め
ら

れ
た
場
合
は
、
直
ち
に
そ
の
原
因
を
調
査
し
、
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
。
 

２
 
安
全
管
理
課
長
は
、
第
１
項
の
測
定
に
よ
り
異
常
が
認
め
ら
れ

た
場
合
は
、
直
ち
に
そ
の
原
因
を
調
査
し
、
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
１
項
の
測
定
に
よ
り
異
常
が
認
め

ら
れ
た
場
合
は
、
直
ち
に
そ
の
原
因
を
調
査
し
、
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
。

 

 

３
．
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
周
辺
監
視
区
域
境
界

付
近
（
測
定
場
所
は
図
１
１
９
に
定
め
る
。
）
に
お
い
て
、
表
１
１

９
－
２
に
定
め
る
空
気
吸
収
線
量
等
の
項
目
に
つ
い
て
、
同
表
に

定
め
る
頻
度
で
測
定
す
る
。
 

 
３
．
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
周
辺
監
視
区
域
境

界
付
近
（
測
定
場
所
は
図
１
１
４
に
定
め
る
。
）
に
お
い
て
、
表

１
１
４
－
２
に
定
め
る
空
気
吸
収
線
量
等
の
項
目
に
つ
い
て
、

同
表
に
定
め
る
頻
度
で
測
定
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所

固
有
の
差
異
（
以
下
、
同

様
。）

 

４
．
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
第
３
項
の
測
定
結
果

に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
直
ち
に
所
長
に
連
絡
す
る
。

 

 
４
．
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
第
３
項
の
測
定
結

果
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
直
ち
に
所
長
に
連
絡
す

る
。
 

 

５
．
所
長
は
、
第
４
項
の
連
絡
を
受
け
た
場
合
は
、
直
ち
に
そ
の
原

因
を
調
査
し
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

 
５
．
所
長
は
、
第
４
項
の
連
絡
を
受
け
た
場
合
は
、
直
ち
に
そ
の

原
因
を
調
査
し
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 

表
１
１
９
－
１
 

場
 
 
 
所

 
測
 
定

 
項
 
目
 

測
定
頻
度

 

管
理
区
域
内
※
１
 

外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
※
２
 

外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
 

空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
※
３
 

表
面
汚
染
密
度
※
３
 

毎
日
運
転
中
に
１
回
 

１
週
間
に
１
回
 

１
週
間
に
１
回
 

１
週
間
に
１
回
 

周
辺
監
視
区
域
境
界

付
近
 

空
気
吸
収
線
量
率
※
４
 

常
時
 

 

表
1
12
－
１

 
場

 
 
所
 

測
 

 定
 

 項
 

 目
 

測
 定

 頻
 
度

 

管
理
区
域
内
※
１
 

外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
※
２
 

外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量

 

空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
※
３
 

表
面
汚
染
密
度
※
３
 

毎
日
運
転
中
に
１
回
 

１
週
間
に
１
回
 

１
週
間
に
１
回
 

１
週
間
に
１
回
 

周
辺
監
視
区
域
境
界

付
近

 

空
気
吸
収
線
量

 

空
気
吸
収
線
量
率
※
４
 

空
気
中
の
粒
子
状
放
射
性
物
質
濃
度

 

３
か
月
に
１
回
 

常
時
 

３
か
月
に
１
回
 

 

表
１
１
４
－
１

 
場

 
 

 
所
 

測
 
定

 
項
 
目
 

測
定
頻
度

 

管
理
区
域
内
※
１
 

外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
※
２
 

外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
 

空
気
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
※
３
 

表
面
汚
染
密
度
※
３
 

毎
日
運
転
中
に
１
回
 

１
週
間
に
１
回
 

１
週
間
に
１
回
 

１
週
間
に
１
回
 

周
辺
監
視
区
域
境
界

付
近

 
空
気
吸
収
線
量
率
※
４
 

常
時
 

 

 

※
１
：
人
の
立
入
頻
度
等
を
考
慮
し
て
、
被
ば
く
管
理
上
重
要
な
項

目
に
つ
い
て
測
定
 

※
１
：
人
の
立
入
頻
度
等
を
考
慮
し
て
、
被
ば
く
管
理
上
重
要
な
項

目
に
つ
い
て
測
定

 

※
１
：
人
の
立
入
頻
度
等
を
考
慮
し
て
、
被
ば
く
管
理
上
重
要
な
項

目
に
つ
い
て
測
定
 

 

参考①-326



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19

.0
7.

31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19

.1
2.

09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

※
２
：
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
に
お
い
て
測
定
す
る
項
目
 

※
３
：
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
は
、
測
定
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

※
４
：
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
測
定
す
る
項
目
 

 

※
２
：
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
に
お
い
て
測
定
す
る
項
目
 

※
３
：
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
は
、
測
定
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

※
４
：
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に
お
い
て
測
定
す
る
項
目
 

 

※
２
：
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
に
お
い
て
測
定
す
る
項
目
 

※
３
：
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
は
、
測
定
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

※
４
：
モ
ニ
タ
ポ
ス
ト
お
よ
び
モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
測

定
す
る
項
目
 

 

表
１
１
９
－
２
 

場
 

 
 
 
所
 

測
 
定
 
項
 
目
 

測
定
頻
度
 

周
辺
監
視
区
域
境
界
付

近
 

空
気
吸
収
線
量
 

空
気
中
の
粒
子
状
放
射
性
物
質
濃

度
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

 
 

 
表
１
１
４
－
２
 

場
 

 
 

 
所
 

測
 
定

 
項
 
目
 

測
定
頻
度

 

周
辺
監
視
区
域
境
界
付
近

 

空
気
吸
収
線
量
 

空
気
中
の
粒
子
状
放
射
性
物
質
濃

度
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

 
 

 

表
１
１
９
－
３
 

場
 
 

 
 
所
 

測
 
定
 
項
 
目
 

測
定
頻
度
 

汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い

管
理
区
域
内
 

表
面
汚
染
密
度
 

１
週
間
に
１
回
 

（
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区

域
が
設
定
さ
れ
て
い
る
期
間
）
 

 
 

表
1
12
－
２
 

場
 

 
所
 

測
 
定

 
項

 
目
 

測
 定

 
頻

 度
 

汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い

管
理
区
域
内
 

表
面
汚
染
密
度
 

１
週
間
に
１
回
 

（
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域

が
設
定
さ
れ
て
い
る
期
間
）

 

 
 

表
１
１
４
－
３
 

場
 

 
 

 
所

 
測

 
定

 
項

 
目

 
測
定
頻
度

 

汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管

理
区
域
内

 
表
面
汚
染
密
度
 

１
週
間
に
１
回

 

（
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区

域
が
設
定
さ
れ
て
い
る
期
間
）

 

 

 

図
１
１
９
 
空
気
吸
収
線
量
等
の
測
定
場
所
 

 

図
1
12
－
１

 
空
気
吸
収
線
量
率
等
の
測
定
場
所
 

 
 

 
図
１
１
４
 
空
気
吸
収
線
量
等
の
測
定
場
所
 

\
 

\
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

（
放
射
線
計
測
器
類
の
管
理
）

 

第
 １
２
０
 
条
 
放
射
線
管
理
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、
表

１
２
０
に
定
め
る
放
射
線
計
測
器
類
に
つ
い
て
、
同
表
に
定
め
る

数
量
を
確
保
す
る
。
た
だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ

た
場
合
は
、
修
理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。
 

（
放
射
線
計
測
器
類
の
管
理
）
 

第
11
3
条
 
安
全
管
理
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
表

1
13
－
１

に
定
め
る
放
射
線
計
測
器
類
に
つ
い
て
、
同
表
に
定
め
る
数
量
を

確
保
す
る
。
た
だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合

は
、
修
理
又
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。

 

（
放
射
線
計
測
器
類
の
管
理
）
 

第
 １
１
５
 条

 
放
射
線
管
理
課
長
お
よ
び
計
装
保
修
課
長
は
、

表
１
１
５
に
定
め
る
放
射
線
計
測
器
類
に
つ
い
て
、
同
表
に
定

め
る
数
量
を
確
保
す
る
。
た
だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能

と
な
っ
た
場
合
は
、
修
理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。

 

 

２
．
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
表
１
２
０
に
定
め
る

放
射
線
計
測
器
類
に
つ
い
て
、
同
表
に
定
め
る
数
量
を
確
保
す

る
。
た
だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
修

理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。
 

 

 
２
．
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
表
１
１
５
に
定
め

る
放
射
線
計
測
器
類
に
つ
い
て
、
同
表
に
定
め
る
数
量
を
確
保

す
る
。
た
だ
し
、
故
障
等
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合

は
、
修
理
ま
た
は
代
替
品
を
補
充
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
１

，
２
号
炉
廃

止
措
置
に
よ
り
保
安
規
定
が

分
編
化
さ
れ
た
た
め
共
用
設

備
を
明
確
化
し
て
い
る
。
）

（
以
下
、
同
様
。）

 

表
１
２
０
 

分
 

 
類
 

計
測
器
種
類
 

担
 
 
当
 

数
量
 

被
ば
く
管
理

用
計
測
器
 

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
 

放
射
線
管
理
課
長
 

１
台
 

放
射
線
管
理

用
計
測
器
※
１
 

線
量
当
量
率
測
定
用
 

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

放
射
線
管
理
課
長
 

５
台
 

汚
染
密
度
測
定
用
 

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

４
台
 

退
出
モ
ニ
タ
 

４
台
 

試
料
放
射
能
 

測
定
装
置
 

３
台
※
２
 

積
算
線
量
計
 

１
式
 

放
射
線
監
視

用
計
測
器
※
１
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
 

放
射
線
管
理
課
長
 

５
台
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
－
シ
ョ
ン
 

１
台
 

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
 

計
装
保
修
課
長
 

３
４

台
※

３
 

環
境
放
射
能

用
計
測
器
 

試
料
放
射
能
測
定
装
置
 

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
所
長
 

１
台
※
４
 

積
算
線
量
計
測
定
装
置
 

１
台
※
４
 

 

表
1
13
－
１

 
分
 

 
類

 
計
測
器
種
類

 
担
当
課
長
 

数
  
量

 

被
ば
く
管
理
用

計
測
器
 

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ

 
安
全
管
理
第
二
課
長
 
１

台
※
１
 

放
射
線
管
理
用

計
測
器
 

線
量
当
量
率
測
定
用
ｻｰ
ﾍ
ﾞｲ
ﾒ
ｰ
ﾀ 

汚
染
密
度
測
定
用
ｻｰ
ﾍﾞ
ｲ
ﾒｰ
ﾀ
 

退
出
モ
ニ
タ
 

試
料
放
射
能
測
定
装
置
 

安
全
管
理
第
二
課
長
 

３
台
 

３
台
 

２
台
※
２
 

３
台
※
３
 

積
算
線
量
計
測
定
装
置
 

安
全
管
理
第
一
課
長
 
１

台
※
１
 

放
射
線
監
視
用

計
測
器
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
※
４
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

※
４
 

保
修
第
二
課
長

 

２
台
※
１
 

１
台
※
１
 

エ
リ
ア
モ
ニ
タ

 
保
修
第
二
課
長

 
2
2
台
※
５
 

環
境
放
射
能
用

計
測
器
 

試
料
放
射
能
測
定
装
置
 

積
算
線
量
計
測
定
装
置
 

安
全
管
理
第
一
課
長
 
１

台
※
１
 

１
台
※
１
 

 

表
１
１
５
 

分
 

 
類
 

計
測
器
種
類
 

担
 

 
当
 

数
量
 

被
ば
く
管
理
用

計
測
器

 

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ
 

放
射
線
管
理
課
長
 

１
台
※
２
 

放
射
線
管
理
用

計
測
器
※
１
 

線
量
当
量
率
測
定
用

 

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

放
射
線
管
理
課
長
 

４
台
※
２
 

汚
染
密
度
測
定
用

 

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

３
台
※
２
 

退
出
モ
ニ
タ

 
２

台
※
３
 

試
料
放
射
能

 

測
定
装
置
 

２
台
※
２
※
４
 

積
算
線
量
計

 
１
式
※
２
 

放
射
線
監
視
用

計
測
器
※
１
 

モ
ニ
タ

ポ
ス
ト
 

放
射
線
管
理
課
長
 

５
台
※
２
 

モ
ニ
タ
ス
テ
－
シ
ョ
ン

 
１

台
※
２
 

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
 

計
装
保
修
課
長
 

１
６

台
※
５
※
６
 

環
境
放
射
能
用

計
測
器

 

試
料
放
射
能
測
定
装
置

 
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
所
長
 

１
台
※
７
 

積
算
線
量
計
測
定
装
置

 
１

台
※
７
 

 

 

※
１
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
「
９
０
－
１
８
－
１

 
監
視
測
定

設
備
」
に
お
い
て
管
理
す
る
。

 

※
２
：
１
台
は
表
１
０
８
の
試
料
放
射
能
測
定
装
置
と
共
用
 

※
３
：
管
理
区
域
外
測
定
用
の
４

台
を
含
む
。
 

※
４
：
環
境
放
射
能
用
計
測
器
は
、
美
浜
発
電
所
、
高
浜
発
電
所
と

共
用
 

※
１
：
第
２
編
表

1
13
-
１
及
び
第
３
編
表

4
5-
１
の
計
測
器
と
共
用

 

※
２
：
１
台
は
第
３
編
表

45
-
１
の
計
測
器
と
共
用
 

※
３
：
１
台
は
表

1
0
1－
１
の
試
料
放
射
能
測
定
装
置
と
共
用
 

※
４
：
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
又
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

故
障
時
は
、
第

83
条
（
表

83
-
18
）
の
運
転
上
の
制
限
を
確

認
す
る
。
 

※
５
：
管
理
区
域
外
測
定
用
の
１

台
を
含
む
。
 

※
１
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
「
８
５
－
１
８
－
１
 
監
視
測

定
設
備
」
に
お
い
て
管
理
す
る
。

 

※
２
：
１
号
、
２
号
お
よ
び
３
号
炉
共
用

 

※
３
：
第
２
固
体
廃
棄
物
処
理
建
屋
に
設
置
さ
れ
て
い
る

退
出
モ

ニ
タ
１
台
を
含
む
。

 

※
４
：
１
台
は
表
１
０
３
の
試
料
放
射
能
測
定
装
置
と
共
用

 

※
５
：
管
理
区
域
外
測
定
用
の
３
台
を
含
む
。

 

※
６
：
固
体
廃
棄
物
処
理
建
屋
、
第
２
固
体
廃
棄
物
処
理
建
屋
お

よ
び
使
用
済
燃
料
輸
送
容
器
保
管
建
屋
に
設
置
さ
れ
て
い

る
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
７

台
を
含
む
。

 

※
７
：
環
境
放
射
能
用
計
測
器
は
、
高
浜
発
電
所
、
大
飯
発
電
所

と
共
用

 

 

 
 

 
 

第
４
節
 
物
品
移
動
の
管
理

 
第
４
節
 
物
品
移
動
の
管
理
 

第
４
節

 
物
品
移
動
の
管
理
 

 

（
管
理
区
域
外
等
へ
の
搬
出
お
よ
び
運
搬
）
 

第
１
２
１
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区
域

外
に
搬
出
す
る
物
品
ま
た
は
管
理
区
域
内
で
汚
染
の
お
そ
れ
の

（
管
理
区
域
外
等
へ
の
搬
出
及
び
運
搬
）
 

第
1
14
条
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長

が
管
理
区
域
外
に
搬
出
す
る
物
品
又
は
管
理
区
域
内
で
汚
染
の

（
管
理
区
域
外
等
へ
の
搬
出
お
よ
び
運
搬
）
 

第
１
１
６
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区

域
外
に
搬
出
す
る
物
品
ま
た
は
管
理
区
域
内
で
汚
染
の
お
そ
れ
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

な
い
管
理
区
域
に
移
動
す
る
物
品
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に

定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と

を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
か
ら

搬
出
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
外
に
核
燃
料
物
質
等
（
第
９
９

条
、
第
１
０
４
条
お
よ
び
第
１
０
５
条
に
定
め
る
物
を
除
く
。
以

下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
運
搬
す
る
場
合
ま
た
は
船
舶

輸
送

に
伴
い

車
両
に
よ
っ
て
運
搬
す
る
場
合
は
、
第
１
０
５
条
第
５
項

を
準
用
す
る
。
 

お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
移
動
す
る
物
品
の
表
面
汚
染
密
度

が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の

1
0
分
の
１
を
超
え
て
い
な

い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区

域
か
ら
搬
出
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

２
 
各
課
長
は
、
管
理
区
域
外
に
核
燃
料
物
質
等
（
第

92
条
、
第

9
7
条
及
び
第

98
条
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
、
本
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
を
運
搬
す
る
場
合
又
は
船
舶

輸
送
に
伴
い

車
両
に

よ
っ
て
運
搬
す
る
場
合
は
、
第

9
8
条
第
５
項
を
準
用
す
る
。

 

の
な
い
管
理
区
域
に
移
動
す
る
物
品
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令

に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域

か
ら
搬
出
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
、
管
理
区
域
外
に
核
燃
料
物
質
等
（
第
９

４
条
、
第
９
９
条
お
よ
び
第
１
０
０
条
に
定
め
る
も
の
を
除

く
。
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
。）
を
運
搬
す
る
場
合
ま
た
は

船
舶
輸
送
に
伴
い
車
両
に
よ
っ
て
運
搬
す
る
場
合
は
、
第
１
０

０
条
第
５
項
を
準
用
す
る
。

 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
２
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等
の

線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
お
よ

び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度

の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、

汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面

汚
染
密
度
に
つ
い
て
の
確
認
を
省
略
で
き
る
。
 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区
域
内
で
汚
染

の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
核
燃
料
物
質
等
を
移
動
す
る
場

合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限

度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

３
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
第
２
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等

の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
及

び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度

の
10
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、

汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合
は
、
表
面

汚
染
密
度
に
つ
い
て
の
確
認
を
省
略
で
き
る
。
 

４
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
各
課
長
が
管
理
区
域
内
で
汚
染
の
お

そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
核
燃
料
物
質
等
を
移
動
す
る
場
合
は
、

容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限
度
の

1
0
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

３
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
第
２
項
の
運
搬
に
お
い
て
、
容
器
等

の
線
量
当
量
率
が
法
令
に
定
め
る
値
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
お

よ
び
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密
度
限

度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ

し
、
汚
染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
か
ら
運
搬
す
る
場
合

は
、
表
面
汚
染
密
度
に
つ
い
て
の
確
認
を
省
略
で
き
る
。
 

４
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
が
管
理
区
域
内
で
汚

染
の
お
そ
れ
の
な
い
管
理
区
域
に
核
燃
料
物
質
等
を
移
動
す
る

場
合
は
、
容
器
等
の
表
面
汚
染
密
度
が
法
令
に
定
め
る
表
面
密

度
限
度
の
１
０
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

 

（
発
電
所
外
へ
の
運
搬
）
 

第
１
２
２
条

 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
お
よ
び
当
直
課
長

を
除
く
。
）
は
、
核
燃
料
物
質
等
（
第
９
９
条
、
第
１
０
４
条
お
よ

び
第
１
０
５
条
に
定
め
る
物
を
除
く
。
）
を
発
電
所
外
に
運
搬
す

る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

（
発
電
所
外
へ
の
運
搬
）

 

第
1
15
条
 
各
課
長
は
、
核
燃
料
物
質
等
（
第

92
条
、
第

97
条
及

び
第

98
条
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。）
を
発
電
所
外
に
運
搬
す
る

場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

 

（
発
電
所
外
へ
の
運
搬
）
 

第
１
１
７
条

 
各
課
（
室
）
長
（
品
質
保
証
室
長
お
よ
び
当
直
課

長
を
除
く
。）
は
、
核
燃
料
物
質
等
（
第
９
４
条
、
第
９
９
条
お

よ
び
第
１
０
０
条
に
定
め
る
物
を
除
く
。）
を
発
電
所
外
に
運
搬

す
る
場
合
は
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

 

第
５
節

 
請
負
会
社
の
放
射
線
防
護

 
第
５
節
 
請
負
会
社
の
放
射
線
防
護

 
第
５
節
 
請
負
会
社
の
放
射
線
防
護
 

 

（
請
負
会
社
の
放
射
線
防
護
）

 

第
１
２
３
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
内
で
作
業
を
行
う

請
負
会
社
に
対
し
て
、
以
下
に
示
す
放
射
線
防
護
上
の
必
要
な
事

項
を
定
め
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

(
1)
 管
理
区
域
出
入
者
の
遵
守
事
項

 

イ
．
出
入
方
法
に
関
す
る
こ
と
。
 

ロ
．
個
人
線
量
計
の
着
用
に
関
す
る
こ
と
。
 

ハ
．
保
護
衣
の
着
用
に
関
す
る
こ
と
。
 

ニ
．
汚
染
拡
大
防
止
措
置
に
関
す
る
こ
と
。
 

ホ
．
管
理
区
域
内
で
の
飲
食
お
よ
び
喫
煙
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
2)
 線
量
評
価
の
項
目
お
よ
び
頻
度
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
3)
 床
、
壁
等
の
汚
染
発
見
時
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。
 

（
請
負
会
社
の
放
射
線
防
護
）
 

第
1
16
条
 
安
全
管
理
第
二
課
長
は
、
管
理
区
域
内
で
作
業
を
行
う

請
負
会
社
に
対
し
て
、
以
下
に
示
す
放
射
線
防
護
上
の
必
要
な
事

項
を
定
め
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

(
1)
  
管
理
区
域
出
入
者
の
遵
守
事
項
 

ア
 
 出
入
方
法
に
関
す
る
こ
と

 

イ
 
 個
人
線
量
計
の
着
用
に
関
す
る
こ
と
 

ウ
 
 所
定
の
被
服
の
着
用
に
関
す
る
こ
と
 

エ
 
 汚
染
拡
大
防
止
措
置
に
関
す
る
こ
と
 

オ
 
 管
理
区
域
内
で
の
飲
食
及
び
喫
煙
に
関
す
る
こ
と
 

(
2)
  
線
量
評
価
の
項
目
及
び
頻
度
に
関
す
る
こ
と
 

(
3)
  
床
、
壁
等
の
汚
染
発
見
時
の
措
置
に
関
す
る
こ
と

 

（
請
負
会
社
の
放
射
線
防
護
）
 

第
１
１
８
条

 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
管
理
区
域
内
で
作
業
を
行

う
請
負
会
社
に
対
し
て
、
以
下
に
示
す
放
射
線
防
護
上
の
必
要

な
事
項
を
定
め
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

(
1
) 
管
理
区
域
出
入
者
の
遵
守
事
項
 

イ
．
出
入
方
法
に
関
す
る
こ
と
。
 

ロ
．

個
人
線
量
計
の
着
用
に
関
す
る
こ
と
。

 

ハ
．
保
護
衣
の
着
用
に
関
す
る
こ
と
。
 

ニ
．
汚
染
拡
大
防
止
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

 

ホ
．
管
理
区
域
内
で
の
飲
食
お
よ
び
喫
煙
に
関
す
る
こ
と
。

 

(
2
) 
線
量
評
価
の
項
目
お
よ
び
頻
度
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
3
) 
床
、
壁
等
の
汚
染
発
見
時
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

 

 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
管
理
区
域
内
で
作

業
を
行
う
請
負
会
社
に
対
し
て
、
第
１
項
で
定
め
た
必
要
事
項
を

遵
守
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
る
。

 

２
 
各
課
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）、
防
護
管
理
課
長
及
び
原
子
力

訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
管
理
区
域
内
で
作
業
を
行
う
請
負
会
社

に
対
し
て
、
第
１
項
で
定
め
た
必
要
事
項
を
遵
守
さ
せ
る
措
置
を

講
じ
る
。

 

 

２
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
管
理
区
域
内
で

作
業
を
行
う
請
負
会
社
に
対
し
て
、
第
１
項
で
定
め
た
必
要
事

項
を
遵
守
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

第
６
節

 
そ
の
他
 

第
６
節

 
そ
の
他
 

第
６
節
 
そ
の
他
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

（
頻
度
の
定
義
）
 

第
１
２
４
条

 
本
章
で
い
う
測
定
頻
度
等
に
関
す
る
考
え
方
は
、
表

１
２
４
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 

（
頻
度
の
定
義
）
 

第
11
7
条

 
本
章
で
い
う
測
定
頻
度
等
に
関
す
る
考
え
方
は
、
表

1
17
―
１
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 

（
頻
度
の
定
義
）
 

第
１
１
９
条

 
本
章
で
い
う
測
定
頻
度
等
に
関
す
る
考
え
方
は
、

表
１
１
９
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 

 

表
１
２
４
 

頻
度
 

考
 
え
 
方
 

毎
日
運
転
中
に

１
回
 

午
前
０
時
を
始
期
と
す
る
１
日
の
間
に
１
回
実
施
し
、
連
続
し
て
実

施
（
測
定
等
）
し
て
い
る
場
合
も
含
む
。
 

１
週
間
に
１
回

 
月
曜
日
を
始
期
と
す
る
１
週
間
に
１
回
実
施
 

１
ヶ
月
に
１
回

 
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
ヶ
月
間
に
１
回
実
施
 

３
ヶ
月
に
１
回

 
４
月
１
日
、
７
月
１
日
、
１
０
月
１
日
お
よ
び
１
月
１
日
を
始
期
と

す
る
各
３
ヶ
月
間
に
１
回
実
施
 

常
 
 
時
 

測
定
可
能
な
状
態
に
お
い
て
常
に
測
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お

り
、
点
検
時
等
の
測
定
不
能
な
期
間
を
除
く
。
 

 
 

表
1
17
－
１

 
頻
度
 

考
え
方
 

毎
日
運
転
中
に

１
回
 

午
前
０
時
を
始
期
と
す
る
１
日
の
間
に
１
回
実
施
し
、
連
続
し
て

実
施
（
測
定
等
）
し
て
い
る
場
合
も
含
む
。
 

１
週
間
に
１
回
 
月
曜
日
を
始
期
と
す
る
１
週
間
に
１
回
実
施
 

１
か
月
に
１
回
 
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
か
月
間
に
１
回
実
施

 

３
か
月
に
１
回
 
４
月
１
日
、
７
月
１
日
、

1
0
月
１
日
及
び
１
月
１
日
を
始
期
と
す

る
各
３
か
月
間
に
１
回
実
施
 

常
時
 

測
定
可
能
な
状
態
に
お
い
て
常
に
測
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お

り
、
点
検
時
等
の
測
定
不
能
な
期
間
を
除
く
。
 

 
 

表
１
１
９
 

頻
度
 

考
 
え

 
方

 

毎
日
運
転
中
に

１
回
 

午
前
０
時
を
始
期
と
す
る
１
日
の
間
に
１
回
実
施
し
、
連
続
し

て
実
施
（
測
定
等
）
し
て
い
る
場
合
も
含
む
。
 

１
週
間
に
１
回
 
月
曜
日
を
始
期
と
す
る
１
週
間
に
１
回
実
施

 

１
ヶ
月
に
１
回
 
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
ヶ
月
間
に
１
回
実
施

 

３
ヶ
月
に
１
回
 
４
月
１
日
、
７
月
１
日
、
１
０
月
１
日
お
よ
び
１
月
１
日
を
始
期

と
す
る
各
３
ヶ
月
間
に
１
回
実
施

 

常
 

 
時

 
測
定
可
能
な
状
態
に
お
い
て
常
に
測
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
て

お
り
、
点
検
時
等
の
測
定
不
能
な
期
間
を
除
く
。

 

 
 

     【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有

の
差
異
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

第
８
章
 
保
守
管
理
 

第
８
章

 
保
守
管
理
 

第
８
章
 
保
守
管
理
 

 

（
保
守
管
理
計
画
）
 

第
１
２
５
条

 
保
守
管
理
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
保
守
管

理
計
画
を
定
め
る
。
 

 

（
保
守
管
理
計
画
）

 

第
1
18
条
 
保
守
管
理
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
以
下
の
保
守
管
理
計

画
を
定
め
る
。

 

 

（
保
守
管
理
計
画
）
 

第
１
２
０
条

 
保
守
管
理
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
保
守

管
理
計
画
を
定
め
る
。
 

 

 

 
【
保
守
管
理
計
画
】
 

 
 

１
．
定
義
 

本
保
守
管
理
計
画
に
お
け
る
用
語
の
定
義
は
、「
原
子
力
発
電
所

の
保
守
管
理
規
程
（

J
EA

C4
20

9-
20

07
）」
に
従
う
も
の
と
す
る
。

 

１
 
定
義
 

本
「
保
守
管
理
計
画
」
に
お
け
る
用
語
の
定
義
は
、
以
下
を
除
き

「
原
子
力
発
電
所
の
保
守
管
理
規
程
（

JE
AC
42
0
9-
20
07
）」
に
従
う

も
の
と
す
る
。
 

１
．
定
義
 

本
保
守
管
理
計
画
に
お
け
る
用
語
の
定
義
は
、
「
原
子
力
発
電
所

の
保
守
管
理
規
程
（
JE

AC
42
09

-2
00

7）
」
に
従
う
も
の
と
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固
有

の
差
異
（
以
下
、
同
様
。）

 

 
(
1)

 
発
電
所
組
織

 
 
 
：
第
４
条
に
定
め
る
組
織
の
う
ち
発

電
所
の
組
織
を
い
う
。
 

(
2)

 
原
子
力
部
門

 
 
 
：
第
４
条
に
定
め
る
組
織
の
う
ち
原

子
力
発
電
本
部
長
、
原
子
力
総
括
部

長
及
び
そ
の
所
掌
す
る
組
織
、
安

全
・
品
質
保
証
部
長
及
び
そ
の
所
掌

す
る
組
織
、
原
子
力
管
理
部
長
及
び

そ
の
所
掌
す
る
組
織
、
原
子
力
建
設

部
長
及
び
そ
の
所
掌
す
る
組
織
、
原

子
力
技
術
部
長
及
び
そ
の
所
掌
す

る
組
織
、
廃
止
措
置
統
括
室
長
及
び

そ
の
所
掌
す
る
組
織
、
原
子
力
土
木

建
築
部
長
及
び
そ
の
所
掌
す
る
組

織
、
及
び
発
電
所
組
織
を
い
う
。

 

(
3)
 
P
WR
事
業
者
連
絡
会
：
国
内

P
WR
プ
ラ
ン
ト
の
安
全
安
定
運

転
の
た
め
に
、
P
WR
プ
ラ
ン
ト
を
所

有
す
る
国
内
電
力
会
社
と
国
内

P
WR
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
の
間
で
必

要
な
技
術
検
討
の
実
施
並
び
に
技

術
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
連
絡

会
の
こ
と
を
い
う
。
 

 

 
 

２
．
保
守
管
理
の
実
施
方
針
お
よ
び
保
守
管
理
目
標
 

(1
)社
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
て
、
保
守

管
理
の
継
続
的
な
改
善
を
図
る
た
め
、
保
守
管
理
の
現
状
等
を

踏
ま
え
、
保
守
管
理
の
実
施
方
針
を
定
め
る
。
ま
た
、
１
２
．
の

保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び
保
守
管
理
を
行
う

観
点
か
ら
特
別
な
状
態
（
７
．
３
参
照
）
を
踏
ま
え
保
守
管
理
の

実
施
方
針
の
見
直
し
を
行
う
。

 

(2
)さ
ら
に
、
第
１
２
５
条
の
２
に
定
め
る
長
期
保
守
管
理
方
針
を

策
定
ま
た
は
変
更
し
た
場
合
に
は
、
長
期
保
守
管
理
方
針
に
従

い
保
全
を
実
施
す
る
こ
と
を
保
守
管
理
の
実
施
方
針
に
反
映
す

る
。
 

(3
)原
子
力
部
門
は
、
保
守
管
理
の
実
施
方
針
に
基
づ
き
、
保
守
管

理
の
改
善
を
図
る
た
め
の
保
守
管
理
目
標
を
設
定
す
る
。
ま
た
、

２
 
保
守
管
理
の
実
施
方
針
及
び
保
守
管
理
目
標
 

(
1)
 
社
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
て
、
保

守
管
理
の
継
続
的
な
改
善
を
図
る
た
め
、
保
守
管
理
の
現
状

等
を
踏
ま
え
、
保
守
管
理
の
実
施
方
針
を
定
め
る
。
ま
た
、
1
2

の
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
及
び
保
守
管
理
を
行

う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
（
7.
3
参
照
）
を
踏
ま
え
保
守
管
理

の
実
施
方
針
の
見
直
し
を
行
う
。
 

(
2)
 
さ
ら
に
、
第

1
18
条
の
２
に
定
め
る
長
期
保
守
管
理
方
針

を
策
定
又
は
変
更
し
た
場
合
に
は
、
長
期
保
守
管
理
方
針
に

従
い
保
全
を
実
施
す
る
こ
と
を
保
守
管
理
の
実
施
方
針
に
反

映
す
る
。

 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
保
守
管
理
の
実
施
方
針
に
基
づ
き
、
保
守

管
理
の
改
善
を
図
る
た
め
の
保
守
管
理
目
標
を
設
定
す
る
。

２
．
保
守
管
理
の
実
施
方
針
お
よ
び
保
守
管
理
目
標
 

(
1
)社
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
て
、
保
守

管
理
の
継
続
的
な
改
善
を
図
る
た
め
、
保
守
管
理
の
現
状
等
を

踏
ま
え
、
保
守
管
理
の
実
施
方
針
を
定
め
る
。
ま
た
、
１
２
．

の
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び
保
守
管
理
を
行

う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
（
７
．
３
参
照
）
を
踏
ま
え
保
守
管

理
の
実
施
方
針
の
見
直
し
を
行
う
。
 

(
2
)さ
ら
に
、
第
１
２
０
条
の
２
に
定
め
る
長
期
保
守
管
理
方
針
を

策
定
ま
た
は
変
更
し
た
場
合
に
は
、
長
期
保
守
管
理
方
針
に
従

い
保
全
を
実
施
す
る
こ
と
を
保
守
管
理
の
実
施
方
針
に
反
映
す

る
。
 

(
3
)原
子
力
部
門
は
、
保
守
管
理
の
実
施
方
針
に
基
づ
き
、
保
守
管

理
の
改
善
を
図
る
た
め
の
保
守
管
理
目
標
を
設
定
す
る
。
ま
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

１
２
．
の
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び
保
守
管

理
を
行
う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
（
７
．
３
参
照
）
を
踏
ま
え
保

守
管
理
目
標
の
見
直
し
を
行
う
。
 

ま
た
、
1
2
の
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
及
び
保
守

管
理
を
行
う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
（
7
.
3
参
照
）
を
踏
ま
え

保
守
管
理
目
標
の
見
直
し
を
行
う
。

 

た
、
１
２
．
の
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び
保

守
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
（
７
．
３
参
照
）
を
踏

ま
え
保
守
管
理
目
標
の
見
直
し
を
行
う
。
 

３
．
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

 

原
子
力
部
門
は
、
２
．
の
保
守
管
理
目
標
を
達
成
す
る
た
め
４
．

よ
り
１
１
．
か
ら
な
る
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。
 

ま
た
、
１
２
．
の
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び

保
守
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
（
７
．
３
参
照
）
を
踏

ま
え
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行
う
。
 

３
 
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
 

発
電
所
組
織
は
、
２
の
保
守
管
理
目
標
を
達
成
す
る
た
め
４
よ
り

1
1
か
ら
な
る
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。
 

ま
た
、
12
の
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
及
び
保
守
管
理
を

行
う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
（
7
.3
参
照
）
を
踏
ま
え
保
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
見
直
し
を
行
う
。

 

３
．
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
 

原
子
力
部
門
は
、
２
．
の
保
守
管
理
目
標
を
達
成
す
る
た
め
４
．

よ
り
１
１
．
か
ら
な
る
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。

 

ま
た
、
１
２
．
の
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
、
お
よ
び
保

守
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
（
７
．
３
参
照
）
を
踏
ま
え

保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

４
．
保
全
対
象
範
囲
の
策
定
 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
発
電
施
設
の
中
か
ら
、
各
号
炉
毎
に

保
全
を
行
う
べ
き
対
象
範
囲
と
し
て
次
の
各
項
の
設
備
を
選
定
す

る
。
 

４
 
保
全
対
象
範
囲
の
策
定
 

発
電
所
組
織
は
、
原
子
力
発
電
施
設
の
中
か
ら
、
各
号
炉
ご
と
に

保
全
を
行
う
べ
き
対
象
範
囲
と
し
て
次
の
各
項
の
設
備
を
選
定
す

る
。
 

４
．
保
全
対
象
範
囲
の
策
定

 

原
子
力
部
門
は
、
原
子
力
発
電
施
設
の
中
か
ら
、
保
全
を
行
う
べ

き
対
象
範
囲
と
し
て
次
の
各
項
の
設
備
を
選
定
す
る
。
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
３
号
炉
の
み
の

記
載
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

(1
) 
重
要
度
分
類
指
針
に
お
い
て
、
一
般
の
産
業
施
設
よ
り
も
さ

ら
に
高
度
な
信
頼
性
の
確
保
お
よ
び
維
持
が
要
求
さ
れ
る
機

能
を
有
す
る
設
備
 

(2
) 
重
要
度
分
類
指
針
に
お
い
て
、
一
般
の
産
業
施
設
と
同
等
以

上
の
信
頼
性
の
確
保
お
よ
び
維
持
が
要
求
さ
れ
る
機
能
を
有

す
る
設
備
 

(
1)

 
重
要
度
分
類
指
針
に
お
い
て
、
一
般
の

産
業
施
設
よ
り
も

更
に
高
度
な
信
頼
性
の
確
保
及
び
維
持
が
要
求
さ
れ
る
機
能

を
有
す
る
設
備
 

(
2)

 
重
要
度
分
類
指
針
に
お
い
て
、
一
般
の

産
業
施
設
と
同
等

以
上
の
信
頼
性
の
確
保
及
び
維
持
が
要
求
さ
れ
る
機
能
を
有

す
る
設
備

 

(
1
) 
重
要
度
分
類
指
針
に
お
い
て
、
一
般
の
産
業
施
設
よ
り
も
さ

ら
に
高
度
な
信
頼
性
の
確
保
お
よ
び
維
持
が
要
求
さ
れ
る
機
能

を
有
す
る
設
備

 

(
2
) 
重
要
度
分
類
指
針
に
お
い
て
、
一
般
の
産
業
施
設
と
同
等
以

上
の
信
頼
性
の
確
保
お
よ
び
維
持
が
要
求
さ
れ
る
機
能
を
有
す

る
設
備
 

 

(3
) 
設
置
変
更
許
可
申
請
書
お
よ
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
で
保

管
お
よ
び
設
置
要
求
が
あ
り
、
許
可
ま
た
は
認
可
を
得
た
設
備

 

(4
) 
多
様
性

拡
張
設
備
※
１
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）

 

(5
) 
炉
心
損
傷
ま
た
は
格
納
容
器
機
能

喪
失
を
防
止
す
る
た
め
に

必
要
な
機
能
を
有
す
る
設
備
 

(6
) 
そ
の
他
自
ら
定
め
る
設
備

 

(
3)

 
設
置
変
更
許
可
申
請
書
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
で
保

管
及
び
設
置
要
求
が
あ
り
許
可
又
は
認
可
を
受
け
た
設
備
 

(
4)
 

多
様
性

拡
張
設
備
※
１
 

(
5)

 
炉
心
損
傷
又
は
格
納
容
器
機
能

喪
失
を
防
止
す
る
た
め
に

必
要
な
機
能
を
有
す
る
設
備

 

(
6)
 
そ
の
他
自
ら
定
め
る
設
備
 

(
3
) 
設
置
変
更
許
可
申
請
書
お
よ
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
で
保

管
お
よ
び
設
置
要
求
が
あ
り
、
許
可
ま
た
は
認
可
を
得
た
設
備
 

(
4
) 

多
様
性

拡
張
設
備
※
１
 

(
5
) 
炉
心
損
傷
ま
た
は
格
納
容
器
機
能
喪
失
を
防
止
す
る
た
め
に

必
要
な
機
能
を
有
す
る
設
備

 

(
6
) 
そ
の
他
自
ら
定
め
る
設
備

 

 

※
１
：
多
様
性

拡
張
設
備
と
は
、
技
術
基
準
上
の
全
て
の
要
求
事
項

を
満
た
す
こ
と
や
全
て
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
に
お
い
て
使
用

す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ン
ト
状
況
に
よ
っ
て

は
、
事
故
対
応
に
有
効
な
設
備
 

※
１
：
多
様
性

拡
張
設
備
と
は
、
技
術
基
準
上
の
全
て
の
要
求
事

項
を
満
た
す
こ
と
や
全
て
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
に
お
い
て

使
用
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ン
ト
状
況
に

よ
っ
て
は
、
事
故
対
応
に
有
効
な
設
備
 

※
１
：
多
様
性
拡
張
設
備
と
は
、
技
術
基
準
上
の
全
て
の
要
求
事
項

を
満
た
す
こ
と
や
全
て
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
に
お
い
て
使
用

す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ン
ト
状
況
に
よ
っ
て

は
、
事
故
対
応
に
有
効
な
設
備
 

 

５
．
保
全
重
要
度
の
設
定
 

原
子
力
部
門
は
、
４
．
の
保
全
対
象
範
囲
に
つ
い
て
系
統
毎
の

範
囲
と
機
能
を
明
確
に
し
た
上
で
、
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器

の
保
全
重
要
度
を
設
定
す
る
。
 

(
1)

 
系
統
の
保
全
重
要
度
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）

に
該
当
す
る
こ
と
、
お
よ
び
重
要
度
分
類
指
針
の
重
要
度
に
基

づ
き
、
確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
か
ら
得
ら
れ
る
リ
ス
ク
情
報
を

考
慮
し
て
設
定
す
る
。
 

５
 
保
全
重
要
度
の
設
定

 

発
電
所
組
織
は
、
４
の
保
全
対
象
範
囲
に
つ
い
て
系
統
ご
と
の
範

囲
と
機
能
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
の
保

全
重
要
度
を
設
定
す
る
。

 

(
1)
 系
統
の
保
全
重
要
度
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
該
当
す
る
こ
と
若
し
く
は
、

重
要
度
分
類
指
針
の
重
要
度
に
基
づ
き
、
確
率
論
的
リ
ス
ク
評

価
か
ら
得
ら
れ
る
リ
ス
ク
情
報
を
考
慮
し
て
設
定
す
る
。

 

５
．
保
全
重
要
度
の
設
定
 

原
子
力
部
門
は
、
４
．
の
保
全
対
象
範
囲
に
つ
い
て
系
統
毎

の
範
囲
と
機
能
を
明
確
に
し
た
上
で
、
構
築
物
、
系
統
お
よ
び

機
器
の
保
全
重
要
度
を
設
定
す
る
。
 

(
1
) 
系
統
の
保
全
重
要
度
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
該
当
す
る
こ
と
、
お
よ
び

重
要
度
分
類
指
針
の
重
要
度
に
基
づ
き
、
確
率
論
的
リ
ス
ク
評

価
か
ら
得
ら
れ
る
リ
ス
ク
情
報
を
考
慮
し
て
設
定
す
る
。

 

 

(
2)

 
機
器
の
保
全
重
要
度
は
、
当
該
機
器
が
属
す
る
系
統
の
保
全

重
要
度
と
整
合
す
る
よ
う
設
定
す
る
。
な
お
、
こ
の
際
、
機
器

が
故
障
し
た
場
合
の
系
統
機
能
へ
の
影
響
、
確
率
論
的
リ
ス
ク

評
価
か
ら
得
ら
れ
る
リ
ス
ク
情
報
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

(
3)
構
築
物
の
保
全
重
要
度
は
、
(1

)ま
た
は

(
2)
に
基
づ
き
設
定
す

(
2)
 機
器
の
保
全
重
要
度
は
、
当
該
機
器
が
属
す
る
系
統
の
保
全

重
要
度
と
整
合
す
る
よ
う
設
定
す
る
。
 

な
お
、
こ
の
際
、
機
器
が
故
障
し
た
場
合
の
系
統
機
能
へ
の
影

響
、
確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
か
ら
得
ら
れ
る
リ
ス
ク
情
報
を
考

慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
3)

 
構
築
物
の
保
全
重
要
度
は
、

(1
)
又
は

(2
)
に
基
づ
き
設
定

(
2
) 
機
器
の
保
全
重
要
度
は
、
当
該
機
器
が
属
す
る
系
統
の
保
全

重
要
度
と
整
合
す
る
よ
う
設
定
す
る
。
な
お
、
こ
の
際
、
機
器

が
故
障
し
た
場
合
の
系
統
機
能
へ
の
影
響
、
確
率
論
的
リ
ス
ク

評
価
か
ら
得
ら
れ
る
リ
ス
ク
情
報
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

(
3
)構
築
物
の
保
全
重
要
度
は
、
(1

)ま
た
は
(
2)
に
基
づ
き
設
定
す
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

る
。
 

す
る
。
 

る
。
 

６
．
保
全
活
動
管
理
指
標
の
設
定
、
監
視
計
画
の
策
定
お
よ
び
監
視
 

 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
を
監
視
、
評
価
す
る
た
め

に
５
．
の
保
全
重
要
度
を
踏
ま
え
、
プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
お
よ
び

系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
を
設
定
す
る
。
 

ａ
．
プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
と
し
て
、
以
下
の

も
の
を
設
定
す
る
。
 

①
 
７
０
０
０
臨
界
時
間
あ
た
り
の
計
画
外
自
動
ス
ク
ラ
ム
回

数
 

②
 
７
０
０
０
臨
界
時
間
あ
た
り
の
計
画
外
出
力
変
動
回
数

 

③
 
工
学
的
安
全
施
設
の
計
画
外
作
動
回
数
 

６
 
保
全
活
動
管
理
指
標
の
設
定
、
監
視
計
画
の
策
定
及
び
監
視
 

 

(
1)
 
発
電
所
組
織
は
、
保
全
の
有
効
性
を
監
視
、
評
価
す
る
た
め

に
５
の
保
全
重
要
度
を
踏
ま
え
、
プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
及
び
系

統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
を
設
定
す
る
。

 

ａ
 
プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
と
し
て
、
以
下

の
も
の
を
設
定
す
る
。

 

①
 

7
00
0
臨
界
時
間
当
た
り
の
計
画
外
自
動
ト
リ
ッ
プ
回

数
 

②
 
7
00
0
臨
界
時
間
当
た
り
の
計
画
外
出
力
変
動
回
数
 

③
 
工
学
的
安
全
施
設
の
計
画
外
作
動
回
数
 

６
．
保
全
活
動
管
理
指
標
の
設
定
、
監
視
計
画
の
策
定
お
よ
び
監

視
 

(
1
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
を
監
視
、
評
価
す
る
た
め

に
５
．
の
保
全
重
要
度
を
踏
ま
え
、
プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
お
よ
び

系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
を
設
定
す
る
。
 

ａ
．
プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
と
し
て
、
以
下
の
も

の
を
設
定
す
る
。

 

①
 ７
０
０
０
臨
界
時
間
あ
た
り
の
計
画
外
自
動
ス
ク
ラ
ム
回
数
 

 ②
 ７
０
０
０
臨
界
時
間
あ
た
り
の
計
画
外
出
力
変
動
回
数
 

③
 工
学
的
安
全
施
設
の
計
画
外
作
動
回
数
 

 

ｂ
．
系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
と
し
て
、
５
．（
１
）
の

保
全
重
要
度
の
高
い
系
統
の
う
ち
、
重
要
度
分
類
指
針
ク
ラ
ス

１
、
ク
ラ
ス
２
お
よ
び
リ
ス
ク
重
要
度
の
高
い
系
統
機
能
な
ら

び
に
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
に
対

し
て
以
下
の
も
の
を
設
定
す
る
。

 

①
 
予
防
可
能
故
障
（
Ｍ
Ｐ
Ｆ

Ｆ
）
回
数
 

②
 
非
待
機
（
Ｕ
Ａ
）
時
間
※
２
 

ｂ
 
系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
と
し
て
、
５

(
1)
の
保

全
重
要
度
の
高
い
系
統
の
う
ち
、
重
要
度
分
類
指
針
ク
ラ
ス

１
、
ク
ラ
ス
２
及
び
リ
ス
ク
重
要
度
の
高
い
系
統
機
能
並
び
に

重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
以
下
の
も
の
を
設
定
す
る
。
 

 ①
 
予
防
可
能
故
障
（
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
）
回
数
 

②
 
非
待
機
（
Ｕ
Ａ
）
時
間
※
２
 

ｂ
．
系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
と
し
て
、
５
．
（
１
）
の

保
全
重
要
度
の
高
い
系
統
の
う
ち
、
重
要
度
分
類
指
針
ク
ラ
ス

１
、
ク
ラ
ス
２
お
よ
び
リ
ス
ク
重
要
度
の
高
い
系
統
機
能
な
ら

び
に
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
以
下
の
も
の
を
設
定
す

る
。
 

①
 予
防
可
能
故
障
（
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
）
回
数
 

②
 非
待
機
（
Ｕ
Ａ
）
時
間
※
２
 

 

※
２
：
非
待
機
（
Ｕ
Ａ
）
時
間
に
つ
い
て
は
、
待
機
状
態
に
あ

る
機
能
お
よ
び
待
機
状
態
に
あ
る
系
統
の
動
作
に
必

須
の
機
能
に
対
し
て
の
み
設
定
す
る
（
以
下
、
本
条
に

お
い
て
同
じ
）
。
 

※
２
：
非
待
機
（
Ｕ
Ａ
）
時
間
に
つ
い
て
は
、
待
機
状
態
に

あ
る
機
能
及
び
待
機
状
態
に
あ
る
系
統
の
動
作
に

必
須
の
機
能
に
対
し
て
の
み
設
定
す
る
。

 

※
２
：
非
待
機
（
Ｕ
Ａ
）
時
間
に
つ
い
て
は
、
待
機
状
態
に
あ
る

機
能
お
よ
び
待
機
状
態
に
あ
る
系
統
の
動
作
に
必
須
の
機

能
に
対
し
て
の
み
設
定
す
る
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同

じ
）
。
 

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
以
下
に
基
づ
き
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目

標
値
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
１
１
．
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結

果
を
踏
ま
え
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目
標
値
の
見
直
し
を
行

う
。
 

ａ
．
プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目
標
値
は
、運
転

実
績
を
踏
ま
え
て
設
定
す
る
。

 

ｂ
．
系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

①
予
防
可
能
故
障
（
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
）
回
数
の
目
標
値
は
、
運
転
実

績
、
重
要
度
分
類
指
針
の
重
要
度
、
リ
ス
ク
重
要
度
を
考
慮

し
て
設
定
す
る
。
 

②
非
待
機
（
Ｕ
Ａ
）
時
間
の
目
標
値
は
、
点
検
実
績
お
よ
び
第

４
章
第
３
節
（
運
転
上
の
制
限
）
第
２
０
条
か
ら
第
９
１
条

の
２
の
第
３
項
で
定
め
る
要
求
さ
れ
る
措
置
の
完
了
時
間

を
参
照
し
て
設
定
す
る
。
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
プ
ラ
ン
ト
ま
た
は
系
統
の
供
用
開
始
ま
で

に
、
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
項
目
、
監
視
方
法
お
よ
び
算

出
周
期
を
具
体
的
に
定
め
た
監
視
計
画
を
策
定
す
る
。
な
お
、

監
視
計
画
に
は
、
計
画
の
始
期
お
よ
び
期
間
に
関
す
る
こ
と
を

含
め
る
。
 

(
2)

 
発
電
所
組
織
は
、
以
下
に
基
づ
き
保
全
活
動
管
理
指
標
の

目
標
値
を
設
定
す
る
。
ま
た
、

1
1
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の

結
果
を
踏
ま
え
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目
標
値
の
見
直
し
を

行
う
。
 

ａ
 
プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目
標
値
は
、
運

転
実
績
を
踏
ま
え
て
設
定
す
る
。
 

ｂ
 
系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

①
 
予
防
可
能
故
障
（
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
）
回
数
の
目
標
値
は
、
運

転
実
績
、
重
要
度
分
類
指
針
の
重
要
度
、
リ
ス
ク
重
要
度

を
考
慮
し
て
設
定
す
る
。

 

②
 
非
待
機
（
Ｕ
Ａ
）
時
間
の
目
標
値
は
、
点
検
実
績
及
び

第
４
章
第
３
節
第

19
条
か
ら
第

84
条
の
２
の
第
３
項

で
定
め
る
要
求
さ
れ
る
措
置
の
完
了
時
間
を
参
照
し
て

設
定
す
る
。
 

(
3)

 
発
電
所
組
織
は
、
プ
ラ
ン
ト
又
は
系
統
の
供
用
開
始
ま
で

に
、
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
項
目
、
監
視
方
法
及
び
算
出

周
期
を
具
体
的
に
定
め
た
監
視
計
画
を
策
定
す
る
。
な
お
、
監

視
計
画
に
は
、
計
画
の
始
期
及
び
期
間
に
関
す
る
こ
と
を
含

め
る
。
 

(
2
) 
原
子
力
部
門
は
、
以
下
に
基
づ
き
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目

標
値
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
１
１
．
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の

結
果
を
踏
ま
え
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目
標
値
の
見
直
し
を
行

う
。
 

ａ
．
プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

プ
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目
標
値
は
、
運
転

実
績
を
踏
ま
え
て
設
定
す
る
。

 

ｂ
．
系
統
レ
ベ
ル
の
保
全
活
動
管
理
指
標
 

①
予
防
可
能
故
障
（
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
）
回
数
の
目
標
値
は
、
運
転
実

績
、
重
要
度
分
類
指
針
の
重
要
度
、
リ
ス
ク
重
要
度
を
考
慮
し

て
設
定
す
る
。

 

②
非
待
機
（
Ｕ
Ａ
）
時
間
の
目
標
値
は
、
点
検
実
績
お
よ
び
第
４

章
第
３
節
（
運
転
上
の
制
限
）
第
２
０
条
か
ら
第
８
６
条
の
２

の
第
３
項
で
定
め
る
要
求
さ
れ
る
措
置
の
完
了
時
間
を
参
照
し

て
設
定
す
る
。

 

(
3
) 
原
子
力
部
門
は
、
プ
ラ
ン
ト
ま
た
は
系
統
の
供
用
開
始
ま
で

に
、
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
項
目
、
監
視
方
法
お
よ
び
算

出
周
期
を
具
体
的
に
定
め
た
監
視
計
画
を
策
定
す
る
。
な
お
、

監
視
計
画
に
は
、
計
画
の
始
期
お
よ
び
期
間
に
関
す
る
こ
と
を

含
め
る
。
 

 

参考①-333



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(4
) 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
計
画
に
従
い
保
全
活
動
管
理
指
標
に

関
す
る
情
報
の
採
取
お
よ
び
監
視
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
記

録
す
る
。
 

(
4)

 
発
電
所
組
織
は
、
監
視
計
画
に
従
い
保
全
活
動
管
理
指
標

に
関
す
る
情
報
の
採
取
及
び
監
視
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

記
録
す
る
。
 

(
4
) 
原
子
力
部
門
は
、
監
視
計
画
に
従
い
保
全
活
動
管
理
指
標
に

関
す
る
情
報
の
採
取
お
よ
び
監
視
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
記

録
す
る
。
 

７
．
保
全
計
画
の
策
定
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
４
．
の
保
全
対
象
範
囲
に
対
し
、
以
下
の

保
全
計
画
を
策
定
す
る
。
な
お
、
保
全
計
画
に
は
、
計
画
の
始
期

お
よ
び
期
間
に
関
す
る
こ
と
を
含
め
る
。
 

ａ
．
点
検
計
画
（
７
．
１
参
照
）
 

ｂ
．
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
計
画
（
７
．
２
参
照
）
 

ｃ
．
特
別
な
保
全
計
画
（
７
．
３
参
照
）
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
５
．
の

保
全
重
要
度
を
勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
て
次
の
事
項
を
考
慮
す

る
。
ま
た
、
１
１
．
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
保

全
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

ａ
．
運
転
実
績
、
事
故
お
よ
び
故
障
事
例
な
ど
の
運
転
経
験

 

ｂ
．
使
用
環
境
お
よ
び
設
置
環
境
 

ｃ
．
劣
化
、
故
障
モ
ー
ド
 

ｄ
．
機
器
の
構
造
等
の
設
計
的
知
見
 

ｅ
．
科
学
的
知
見

 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
実
施
段
階
で
の
原
子
炉
の
安
全
性

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
安
全
機
能

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
行
為
を
把
握
し
、
保
全
計
画

を
策
定
す
る
。
 

７
 
保
全
計
画
の
策
定
 

(
1)
 
発
電
所
組
織
は
、
４
の
保
全
対
象
範
囲
に
対
し
、
以
下
の
保

全
計
画
を
策
定
す
る
。
な
お
、
保
全
計
画
に
は
、
計
画
の
始
期

及
び
期
間
に
関
す
る
こ
と
を
含
め
る
。

 

ａ
 
点
検
計
画
（
7.
1
参
照
）
 

ｂ
 
補
修
、
取
替
え
及
び
改
造
計
画
（
7.
2
参
照
）
 

ｃ
 
特
別
な
保
全
計
画
（
7.
3
参
照
）

 

(
2)
 
発
電
所
組
織
は
、
保
全
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
５
の
保

全
重
要
度
を
勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
て
次
の
事
項
を
考
慮
す

る
。
ま
た
、
11
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
保

全
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

ａ
 
運
転
実
績
、
事
故
及
び
故
障
事
例
な
ど
の
運
転
経
験

 

ｂ
 
使
用
環
境
及
び
設
置
環
境

 

ｃ
 
劣
化
、
故
障
モ
ー
ド
 

ｄ
 
機
器
の
構
造
等
の
設
計
的
知
見
 

ｅ
 
科
学
的
知
見
 

(
3)

 
発
電
所
組
織
は
、
保
全
の
実
施
段
階
で
の
原
子
炉
の
安
全

性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
安
全

機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
行
為
を
把
握
し
、
保

全
計
画
を
策
定
す
る
。

 

７
．
保
全
計
画
の
策
定
 

(
1
) 
原
子
力
部
門
は
、
４
．
の
保
全
対
象
範
囲
に
対
し
、
以
下
の

保
全
計
画
を
策
定
す
る
。
な
お
、
保
全
計
画
に
は
、
計
画
の
始

期
お
よ
び
期
間
に
関
す
る
こ
と
を
含
め
る
。
 

ａ
．
点
検
計
画
（
７
．
１
参
照
）
 

ｂ
．
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
計
画
（
７
．
２
参
照
）

 

ｃ
．
特
別
な
保
全
計
画
（
７
．
３
参
照
）
 

(
2
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
５
．
の

保
全
重
要
度
を
勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
て
次
の
事
項
を
考
慮
す

る
。
ま
た
、
１
１
．
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え

保
全
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

ａ
．
運
転
実
績
、
事
故
お
よ
び
故
障
事
例
な
ど
の
運
転
経
験

 

ｂ
．
使
用
環
境
お
よ
び
設
置
環
境
 

ｃ
．
劣
化
、
故
障
モ
ー
ド
 

ｄ
．
機
器
の
構
造
等
の
設
計
的
知
見
 

ｅ
．
科
学
的
知
見
 

(
3
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
実
施
段
階
で
の
原
子
炉
の
安
全
性

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
安
全
機
能

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
行
為
を
把
握
し
、
保
全
計
画

を
策
定
す
る
。

 

 

７
．
１
 
点
検
計
画
の
策
定
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
停
止
中
ま
た
は
運
転
中
に
点
検
を

実
施
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
全
方
式
を
選
定
し
、
点
検

の
方
法
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
実
施
頻
度
お
よ
び
実
施
時
期
を
定

め
た
点
検
計
画
を
策
定
す
る
。

 

7
.1
 
点
検
計
画
の
策
定
 

(
1)

 
発
電
所
組
織
は
、
原
子
炉
停
止
中
又
は
運
転
中
に
点
検
を

実
施
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
全
方
式
を
選
定
し
、
点
検

の
方
法
並
び
に
そ
れ
ら
の
実
施
頻
度
及
び
実
施
時
期
を
定
め

た
点
検
計
画
を
策
定
す
る
。
 

７
．
１
 
点
検
計
画
の
策
定

 

(
1
) 
原
子
力
部
門
は
、
原
子
炉
停
止
中
ま
た
は
運
転
中
に
点
検
を

実
施
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
全
方
式
を
選
定
し
、
点
検

の
方
法
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
実
施
頻
度
お
よ
び
実
施
時
期
を
定

め
た
点
検
計
画
を
策
定
す
る
。

 

 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
適
切
な
単

位
ご
と
に
、
予
防
保
全
を
基
本
と
し
て
、
以
下
に
示
す
保
全
方

式
か
ら
適
切
な
方
式
を
選
定
す
る
。
 

ａ
．
予
防
保
全

 

 
①
時
間
基
準
保
全
 

 
②
状
態
基
準
保
全
 

ｂ
．
事
後
保
全

 

(
2)
 
発
電
所
組
織
は
、
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
の
適
切
な
単
位

ご
と
に
、
予
防
保
全
を
基
本
と
し
て
、
以
下
に
示
す
保
全
方
式

か
ら
適
切
な
方
式
を
選
定
す
る
。

 

ａ
 
予
防
保
全

 

 
ⅰ
）
時
間
基
準
保
全
 

 
ⅱ
）
状
態
基
準
保
全
 

ｂ
 
事
後
保
全

 

(
2
) 
原
子
力
部
門
は
、
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
適
切
な
単

位
ご
と
に
、
予
防
保
全
を
基
本
と
し
て
、
以
下
に
示
す
保
全
方

式
か
ら
適
切
な
方
式
を
選
定
す
る
。
 

ａ
．
予
防
保
全
 

 
①
時
間
基
準
保
全
 

 
②
状
態
基
準
保
全
 

ｂ
．
事
後
保
全
 

 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
選
定
し
た
保
全
方
式
の
種
類
に
応
じ
て
、

次
の
事
項
を
定
め
る
。

 

ａ
．
時
間
基
準
保
全
 

点
検
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

①
点
検
の
具
体
的
方
法

 

②
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う

る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な

デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準

 

③
実
施
頻
度
 

④
実
施
時
期
 

(
3)
 
発
電
所
組
織
は
、
選
定
し
た
保
全
方
式
の
種
類
に
応
じ
て
、

次
の
事
項
を
定
め
る
。

 

ａ
 
時
間
基
準
保
全
 

点
検
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ｉ
）
点
検
の
具
体
的
方
法
 

ⅱ
）
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う

る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要

な
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
及
び
管
理
基
準

 

ⅲ
）
実
施
頻
度
 

ⅳ
）
実
施
時
期
 

(
3
) 
原
子
力
部
門
は
、
選
定
し
た
保
全
方
式
の
種
類
に
応
じ
て
、

次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ａ
．
時
間
基
準
保
全
 

点
検
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

 

①
点
検
の
具
体
的
方
法
 

②
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状

態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
項

目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

③
実
施
頻
度
 

④
実
施
時
期
 

 

参考①-334



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

な
お
、
時
間
基
準
保
全
を
選
定
し
た
機
器
に
対
し
て
、
運
転

中
に
設
備
診
断
技
術
を
使
っ
た
状
態
監
視
デ
ー
タ
採
取
、
巡

視
点
検
ま
た
は
定
例
試
験
の
状
態
監
視
を
実
施
す
る
場
合

は
、
状
態
監
視
の
内
容
に
応
じ
て
、
状
態
基
準
保
全
を
選
定

し
た
場
合
に
準
じ
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

 

な
お
、
時
間
基
準
保
全
を
選
定
し
た
機
器
に
対
し
て
、
運
転

中
に
設
備
診
断
技
術
を
使
っ
た
状
態
監
視
デ
ー
タ
採
取
、
巡
視

点
検
又
は
定
例
試
験
の
状
態
監
視
を
実
施
す
る
場
合
は
、
状
態

監
視
の
内
容
に
応
じ
て
、
状
態
基
準
保
全
を
選
定
し
た
場
合
に

準
じ
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。
 

な
お
、
時
間
基
準
保
全
を
選
定
し
た
機
器
に
対
し
て
、
運
転

中
に
設
備
診
断
技
術
を
使
っ
た
状
態
監
視
デ
ー
タ
採
取
、
巡
視

点
検
ま
た
は
定
例
試
験
の
状
態
監
視
を
実
施
す
る
場
合
は
、
状

態
監
視
の
内
容
に
応
じ
て
、
状
態
基
準
保
全
を
選
定
し
た
場
合

に
準
じ
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。
 

ｂ
．
状
態
基
準
保
全

 

①
設
備
診
断
技
術
を
使
い
状
態
監
視
デ
ー
タ
を
採
取
す
る

時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ｉ
）
状
態
監
視
デ
ー
タ
の
具
体
的
採
取
方
法
 

ⅱ
）
機
器
の
故
障
の
兆
候
を
検
知
す
る
た
め
に
必
要
な
状

態
監
視
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
必
要
な
対

応
を
適
切
に
判
断
す
る
た
め
の
管
理
基
準

 

ⅲ
）
状
態
監
視
デ
ー
タ
採
取
頻
度

 

ⅳ
）
実
施
時
期
 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
し
た
場
合
の
対
応
方

法
 

ｂ
 
状
態
基
準
保
全
 

①
 
設
備
診
断
技
術
を
使
い
状
態
監
視
デ
ー
タ
を
採
取
す
る

時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

 

ｉ
）
状
態
監
視
デ
ー
タ
の
具
体
的
採
取
方
法
 

ⅱ
）
機
器
の
故
障
の
兆
候
を
検
知
す
る
た
め
に
必
要
な
状
態

監
視
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
及
び
必
要
な
対
応
を
適
切

に
判
断
す
る
た
め
の
管
理
基
準

 

ⅲ
）
状
態
監
視
デ
ー
タ
採
取
頻
度
 

ⅳ
）
実
施
時
期
 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
し
た
場
合
の
対
応
方
法

 

ｂ
．
状
態
基
準
保
全
 

①
設
備
診
断
技
術
を
使
い
状
態
監
視
デ
ー
タ
を
採
取
す
る
時
期
ま

で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ｉ
）
状
態
監
視
デ
ー
タ
の
具
体
的
採
取
方
法

 

ⅱ
）
機
器
の
故
障
の
兆
候
を
検
知
す
る
た
め
に
必
要
な
状
態
監
視

デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
必
要
な
対
応
を
適
切
に
判
断

す
る
た
め
の
管
理
基
準
 

ⅲ
）
状
態
監
視
デ
ー
タ
採
取
頻
度
 

ⅳ
）
実
施
時
期
 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
し
た
場
合
の
対
応
方
法

 

 

②
巡
視
点
検
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め

る
。

 

ⅰ
）
巡
視
点
検
の
具
体
的
方
法
 

ⅱ
）
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
状
態
を
監
視
す
る
た

め
に
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理

基
準
 

ⅲ
）
実
施
頻
度
 

ⅳ
）
実
施
時
期
 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
す
る
か
ま
た
は
故
障

の
兆
候
を
発
見
し
た
場
合
の
対
応
方
法
 

②
 
巡
視
点
検
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め

る
。
 

ⅰ
）
巡
視
点
検
の
具
体
的
方
法

 

ⅱ
）
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
の
状
態
を
監
視
す
る
た
め
に

必
要
な
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
及
び
管
理
基
準
 

ⅲ
）
実
施
頻
度
 

ⅳ
）
実
施
時
期
 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
す
る
か
又
は
故
障
の
兆

候
を
発
見
し
た
場
合
の
対
応
方
法
 

②
巡
視
点
検
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

 ⅰ
）
巡
視
点
検
の
具
体
的
方
法

 

ⅱ
）
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
状
態
を
監
視
す
る
た
め
に
必

要
な
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

ⅲ
）
実
施
頻
度
 

ⅳ
）
実
施
時
期
 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
す
る
か
ま
た
は
故
障
の
兆
候

を
発
見
し
た
場
合
の
対
応
方
法
 

 

③
定
例
試
験
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め

る
。

 

ⅰ
）
定
例
試
験
の
具
体
的
方
法
 

ⅱ
）
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮

し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す
る
た
め

に
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基

準
 

ⅲ
）
実
施
頻
度
 

ⅳ
）
実
施
時
期
 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
し
た
場
合
の
対
応
方

法
 

③
 
定
例
試
験
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め

る
。
 

ⅰ
）
定
例
試
験
の
具
体
的
方
法

 

ⅱ
）
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う

る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要

な
デ
ー
タ
項
目
、
評
価
方
法
及
び
管
理
基
準
 

ⅲ
）
実
施
頻
度
 

ⅳ
）
実
施
時
期
 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
し
た
場
合
の
対
応
方
法

 

③
定
例
試
験
を
実
施
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

 ⅰ
）
定
例
試
験
の
具
体
的
方
法

 

ⅱ
）
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る

状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ

項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理
基
準
 

ⅲ
）
実
施
頻
度
 

ⅳ
）
実
施
時
期
 

ⅴ
）
機
器
の
状
態
が
管
理
基
準
に
達
し
た
場
合
の
対
応
方
法

 

 

ｃ
．
事
後
保
全
 

事
後
保
全
を
選
定
し
た
場
合
は
、
機
能
喪

失
の
発
見
後
、

修
復
を
実
施
す
る
前
に
、
修
復
方
法
、
修
復
後
に
所
定
の
機

能
を
発
揮
す
る
こ
と
の
確
認
方
法
お
よ
び
修
復
時
期
を
定

め
る
。
 

ｃ
 
事
後
保
全

 

事
後
保
全
を
選
定
し
た
場
合
は
、
機
能
喪
失
の
発
見
後
、
修

復
を
実
施
す
る
前
に
、
修
復
方
法
、
修
復
後
に
所
定
の
機
能
を

発
揮
す
る
こ
と
の
確
認
方
法
及
び
修
復
時
期
を
定
め
る
。
 

 

ｃ
．
事
後
保
全
 

事
後
保
全
を
選
定
し
た
場
合
は
、
機
能
喪
失
の
発
見
後
、
修
復
を

実
施
す
る
前
に
、
修
復
方
法
、
修
復
後
に
所
定
の
機
能
を
発
揮
す
る

こ
と
の
確
認
方
法
お
よ
び
修
復
時
期
を
定
め
る
。
 

 

７
．
２
 
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
計
画
の
策
定
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
を
実
施
す
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
方
法
お
よ
び
実
施
時
期
を
定
め
た

7
.2
 
補
修
、
取
替
え
及
び
改
造
計
画
の
策
定
 

(
1)
 
発
電
所
組
織
は
、
補
修
、
取
替
え
及
び
改
造
を
実
施
す
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
方
法
及
び
実
施
時
期
を
定
め
た
計

７
．
２
 
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
計
画
の
策
定
 

(
1
) 
原
子
力
部
門
は
、
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
を
実
施
す
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
方
法
お
よ
び
実
施
時
期
を
定
め
た

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所

固
有
の
差
異
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
安
全
上
重
要
な
機
器
等
※
３
の
補

修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
を
実
施
す
る
場
合
は
、
そ
の
計
画
段

階
に
お
い
て
、
法
令
に
基
づ
く
必
要
な
手
続
き
※
４
の
要
否
に
つ

い
て
確
認
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
。
 

画
を
策
定
す
る
。
 

計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
安
全
上
重
要
な
機
器
等
※
３
の
補

修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
を
実
施
す
る
場
合
は
、
そ
の
計
画
段

階
に
お
い
て
、
法
令
に
基
づ
く
必
要
な
手
続
き
※
４
の
要
否
に
つ

い
て
確
認
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
。
 

（
美
浜
は
、
安
全
上
重
要

な
機
器
等
の
補
修
、
取
替

え
等
を
実
施
す
る
場
合
の

対
応
に
つ
い
て
詳
細
に
記

載
求
し
て
い
る
。
）
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
を
実
施
す
る

構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
、
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る

状
態
に
あ
る
こ
と
を
検
査
お
よ
び
試
験
に
よ
り
確
認
・
評
価
す

る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ａ
．
検
査
お
よ
び
試
験
の
具
体
的
方
法

 

ｂ
．
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評

価
す
る
た
め
に
必
要
な
検
査
お
よ
び
試
験
の
項
目
、
評
価
方
法

お
よ
び
管
理
基
準

 

ｃ
．
検
査
お
よ
び
試
験
の
実
施
時
期
 

(
2)
 
発
電
所
組
織
は
、
補
修
、
取
替
え
及
び
改
造
を
実
施
す
る
構

築
物
、
系
統
及
び
機
器
が
、
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態

に
あ
る
こ
と
を
検
査
及
び
試
験
に
よ
り
確
認
・
評
価
す
る
時

期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

 

ａ
 
検
査
及
び
試
験
の
具
体
的
方
法
 

ｂ
 
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・

評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
検
査
及
び
試
験
の
項
目
、
評
価

方
法
及
び
管
理
基
準
 

ｃ
 
検
査
及
び
試
験
の
実
施
時
期
 

(
2
) 
原
子
力
部
門
は
、
補
修
、
取
替
え
お
よ
び
改
造
を
実
施
す
る

構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
、
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る

状
態
に
あ
る
こ
と
を
検
査
お
よ
び
試
験
に
よ
り
確
認
・
評
価
す

る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

 

ａ
．
検
査
お
よ
び
試
験
の
具
体
的
方
法
 

ｂ
．
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評

価
す
る
た
め
に
必
要
な
検
査
お
よ
び
試
験
の
項
目
、
評
価
方
法

お
よ
び
管
理
基
準
 

ｃ
．
検
査
お
よ
び
試
験
の
実
施
時
期
 

 

※
３
：
安
全
上
重
要
な
機
器
等
と
は
、
「
安
全
上
重
要
な
機
器
等

を
定
め
る
告
示
」
に
定
め
る
機
器
お
よ
び
構
造
物
を
い
う
 

(以
下
、
本
条
お
よ
び
第
１
３
８
条
に
お
い
て
同
じ

)
 。

 

※
４
：
法
令
に
基
づ
く
手
続
き
と
は
、
原
子
炉
等
規
制
法

 
第
４

３
条
の
３
の
８
（
変
更
の
許
可
及
び
届
出
等
）
、
第
４
３

条
の
３
の
９
（
工
事
の
計
画
の
認
可
）、
第
４
３
条
の
３

の
１
０
（
工
事
の
計
画
の
届
出
）、
第
４
３
条
の
３
の
１

１
（
使
用
前
検
査
）、
第
４
３
条
の
３
の
１
２
（
燃
料
体

検
査
）
お
よ
び
第
４
３
条
の
３
の
１
３
（
溶
接
安
全
管
理

検
査
）、
な
ら
び
に
電
気
事
業
法
 第
４
７
条
・
第
４
８
条

（
工
事
計
画
）
お
よ
び
第
４
９
条
・
第
５
０
条
（
使
用
前

検
査
）
に
係
る
手
続
き
を
い
う

(以
下
、
本
条
お
よ
び
第

１
３
８
条
に
お
い
て
同
じ

)。
 

 
※
３
：
安
全
上
重
要
な
機
器
等
と
は
、「
安
全
上
重
要
な
機
器
等
を

定
め
る
告
示
」
に
定
め
る
機
器
お
よ
び
構
造
物
を
い
う
 

(
以
下
、
本
条
お
よ
び
第
１
３
３
条
に
お
い
て
同
じ

) 
。
 

※
４
：
法
令
に
基
づ
く
手
続
き
と
は
、
原
子
炉
等
規
制
法

 
第
４

３
条
の
３
の
８
（
変
更
の
許
可
及
び
届
出
等
）、
第
４
３
条

の
３
の
９
（
工
事
の
計
画
の
認
可
）
、
第
４
３
条
の
３
の
１

０
（
工
事
の
計
画
の
届
出
）、
第
４
３
条
の
３
の
１
１
（
使

用
前
検
査
）、
第
４
３
条
の
３
の
１
２
（
燃
料
体
検
査
）
お

よ
び
第
４
３
条
の
３
の
１
３
（
溶
接
安
全
管
理
検
査
）
、
な

ら
び
に
電
気
事
業
法

 
第
４
７
条
・
第
４
８
条
（
工
事
計

画
）
お
よ
び
第
４
９
条
・
第
５
０
条
（
使
用
前
検
査
）
に

係
る
手
続
き
を
い
う

(
以
下
、
本
条
お
よ
び
第
１
３
３
条
に

お
い
て
同
じ
)。

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所

固
有
の
差
異
 

７
．
３
 
特
別
な
保
全
計
画
の
策
定
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
地
震
、
事
故
等
に
よ
り
長
期
停
止
を
伴
っ

た
保
全
を
実
施
す
る
場
合
な
ど
は
、
特
別
な
措
置
と
し
て
、
あ

ら
か
じ
め
当
該
原
子
炉
施
設
の
状
態
に
応
じ
た
保
全
方
法
お
よ

び
実
施
時
期
を
定
め
た
計
画
を
策
定
す
る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
特
別
な
保
全
計
画
に
基
づ
き
保
全
を
実
施

す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
、
所
定
の
機
能
を
発
揮
し

う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
点
検
に
よ
り
確
認
・
評
価
す
る
時
期

ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ａ
．
点
検
の
具
体
的
方
法
 

ｂ
．
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評

価
す
る
た
め
に
必
要
な
点
検
の
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管

理
基
準
 

ｃ
．
点
検
の
実
施
時
期
 

7
.3
 
特
別
な
保
全
計
画
の
策
定

 

(
1)
 
発
電
所
組
織
は
、
地
震
、
事
故
等
に
よ
り
長
期
停
止
を
伴
っ

た
保
全
を
実
施
す
る
場
合
な
ど
は
、
特
別
な
措
置
と
し
て
、
あ

ら
か
じ
め
当
該
原
子
炉
施
設
の
状
態
に
応
じ
た
保
全
方
法
及

び
実
施
時
期
を
定
め
た
計
画
を
策
定
す
る
。
 

(
2)

 
発
電
所
組
織
は
、
特
別
な
保
全
計
画
に
基
づ
き
保
全
を
実

施
す
る
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
が
、
所
定
の
機
能
を
発
揮
し

う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
点
検
に
よ
り
確
認
・
評
価
す
る
時

期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

 

ａ
 
点
検
の
具
体
的
方
法
 

ｂ
 
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・

評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
点
検
の
項
目
、
評
価
方
法
及
び

管
理
基
準
 

ｃ
 
点
検
の
実
施
時
期
 

７
．
３
 
特
別
な
保
全
計
画
の
策
定
 

(
1
) 
原
子
力
部
門
は
、
地
震
、
事
故
等
に
よ
り
長
期
停
止
を
伴
っ

た
保
全
を
実
施
す
る
場
合
な
ど
は
、
特
別
な
措
置
と
し
て
、
あ

ら
か
じ
め
当
該
原
子
炉
施
設
の
状
態
に
応
じ
た
保
全
方
法
お
よ

び
実
施
時
期
を
定
め
た
計
画
を
策
定
す
る
。

 

(
2
) 
原
子
力
部
門
は
、
特
別
な
保
全
計
画
に
基
づ
き
保
全
を
実
施

す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が
、
所
定
の
機
能
を
発
揮
し

う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
点
検
に
よ
り
確
認
・
評
価
す
る
時
期

ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。
 

ａ
．
点
検
の
具
体
的
方
法
 

ｂ
．
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
・
評

価
す
る
た
め
に
必
要
な
点
検
の
項
目
、
評
価
方
法
お
よ
び
管
理

基
準
 

ｃ
．
点
検
の
実
施
時
期
 

 

８
．
保
全
の
実
施
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
７
．
で
定
め
た
保
全
計
画
に
し
た
が
っ
て

点
検
・
補
修
等
の
保
全
を
実
施
す
る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
以
下
の
必
要

８
 
保
全
の
実
施
 

(
1)
 
発
電
所
組
織
は
、
７
で
定
め
た
保
全
計
画
に
従
っ
て
点
検
・

補
修
等
の
保
全
を
実
施
す
る
。

 

(
2)
 
発
電
所
組
織
は
、
保
全
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
以
下
の
必
要

８
．
保
全
の
実
施
 

(
1
) 
原
子
力
部
門
は
、
７
．
で
定
め
た
保
全
計
画
に
し
た
が
っ
て

点
検
・
補
修
等
の
保
全
を
実
施
す
る
。
 

(
2
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
必
要
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

な
プ
ロ
セ
ス
を
実
施
す
る
。
 

ａ
．
工
事
計
画
 

ｂ
．
設
計
管
理
 

ｃ
．
調
達
管
理
 

ｄ
．
工
事
管
理
 

(3
) 
原
子
力
部
門
は
、
点
検
・
補
修
等
の
結
果
に
つ
い
て
記
録
す

る
。
 

な
プ
ロ
セ
ス
を
実
施
す
る
。
 

ａ
 
工
事
計
画

 

ｂ
 
設
計
管
理

 

ｃ
 
調
達
管
理

 

ｄ
 
工
事
管
理

 

(
3)
 
発
電
所
組
織
は
、
点
検
・
補
修
等
の
結
果
に
つ
い
て
記
録
す

る
。

 

な
プ
ロ
セ
ス
を
実
施
す
る
。

 

ａ
．
工
事
計
画

 

ｂ
．
設
計
管
理
 

ｃ
．
調
達
管
理
 

ｄ
．
工
事
管
理
 

(
3
) 
原
子
力
部
門
は
、
点
検
・
補
修
等
の
結
果
に
つ
い
て
記
録
す

る
。
 

９
．
点
検
・
補
修
等
の
結
果
の
確
認
・
評
価
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
方
法
で
、
保
全
の
実

施
段
階
で
採
取
し
た
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
点
検

･補
修

等
の
結
果
か
ら
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と

を
、
所
定
の
時
期
※
５
ま
で
に
確
認

･
評
価
し
、
記
録
す
る
。
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
最
終
的
な
機
能
確
認
で
は
十
分
な
確
認
・

評
価
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
定
め
た
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
き
、

点
検
・
補
修
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
所
定
の
時
期
※
５

ま
で
に
確
認
・
評
価
し
、
記
録
す
る
。

 

９
 
点
検
・
補
修
等
の
結
果
の
確
認
・
評
価
 

(
1)
 
発
電
所
組
織
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
方
法
で
、
保
全
の
実

施
段
階
で
採
取
し
た
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
の
点
検

･補
修

等
の
結
果
か
ら
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ

と
を
、
所
定
の
時
期
※
３
ま
で
に
確
認
･評
価
し
、
記
録
す
る
。
 

(
2)
 
発
電
所
組
織
は
、
最
終
的
な
機
能
確
認
で
は
十
分
な
確
認
・

評
価
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
定
め
た
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
き
、

点
検
・
補
修
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
所
定
の
時
期
※

３
ま
で
に
確
認
・
評
価
し
、
記
録
す
る
。
 

９
．
点
検
・
補
修
等
の
結
果
の
確
認
・
評
価

 

(
1
) 
原
子
力
部
門
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
方
法
で
、
保
全
の
実

施
段
階
で
採
取
し
た
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
点
検
･補
修

等
の
結
果
か
ら
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と

を
、
所
定
の
時
期
※
５
ま
で
に
確
認
･評
価
し
、
記
録
す
る
。
 

(
2
) 
原
子
力
部
門
は
、
最
終
的
な
機
能
確
認
で
は
十
分
な
確
認
・

評
価
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
定
め
た
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
き
、

点
検
・
補
修
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
所
定
の
時
期
※
５

ま
で
に
確
認
・
評
価
し
、
記
録
す
る
。
 

 

※
５
：
所
定
の
時
期
と
は
、
所
定
の
機
能
が
要
求
さ
れ
る
時
ま
た

は
あ
ら
か
じ
め
計
画
さ
れ
た
保
全
の
完
了
時
を
い
う
。

 

※
３
：
所
定
の
時
期
と
は
、
所
定
の
機
能
が
要
求
さ
れ
る
時
又
は

あ
ら
か
じ
め
計
画
さ
れ
た
保
全
の
完
了
時
を
い
う
。
 

※
５
：
所
定
の
時
期
と
は
、
所
定
の
機
能
が
要
求
さ
れ
る
時
ま
た
は

あ
ら
か
じ
め
計
画
さ
れ
た
保
全
の
完
了
時
を
い
う
。
 

 

１
０
．
点
検
・
補
修
等
の
不
適
合
管
理
、
是
正
処
置
お
よ
び
予
防
処

置
 

(
1)
 原
子
力
部
門
は
、
以
下
の

a.
お
よ
び

b.
の
場
合
に
は
、
不
適

合
管
理
を
行
っ
た
う
え
で
、
９
．
の
確
認
・
評
価
の
結
果
を
踏
ま

え
て
実
施
す
べ
き
原
子
炉
施
設
の
点
検
等
の
方
法
、
実
施
頻
度

お
よ
び
時
期
の
是
正
処
置
な
ら
び
に
予
防
処
置
を
講
じ
る
。

 

ａ
．
点
検
・
補
修
等
を
実
施
し
た
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が

所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
で
き
な
い

場
合
 

ｂ
．
最
終
的
な
機
能
確
認
で
は
十
分
な
確
認
・
評
価
が
で
き
な
い

場
合
に
あ
っ
て
、
定
め
た
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
き
、
点
検
・
補
修

等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
・
評
価
で
き
な
い
場
合

 

 (2
) 
原
子
力
部
門
は
、
(
1)
a
.お
よ
び

b.
の
場
合
の
不
適
合
管
理
、

是
正
処
置
お
よ
び
予
防
処
置
に
つ
い
て
記
録
す
る
。

 

1
0 
点
検
・
補
修
等
の
不
適
合
管
理
、
是
正
処
置
及
び
予
防
処
置
 

 

(
1)
 
発
電
所
組
織
は
、
以
下
の
ａ
及
び
ｂ
の
場
合
に
は
、
不
適
合

管
理
を
行
っ
た
う
え
で
、
９
の
確
認
・
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え

て
実
施
す
べ
き
原
子
炉
施
設
の
点
検
等
の
方
法
、
実
施
頻
度

及
び
時
期
の
是
正
処
置
並
び
に
予
防
処
置
を
講
じ
る
。

 

ａ
 
点
検
・
補
修
等
を
実
施
し
た
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
が

所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
で
き
な

い
場
合
 

ｂ
 
最
終
的
な
機
能
確
認
で
は
十
分
な
確
認
・
評
価
が
で
き
な

い
場
合
に
あ
っ
て
、
定
め
た
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
き
、
点
検
・

補
修
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
・
評
価
で
き
な

い
場
合
 

(
2)
 
発
電
所
組
織
は
、
(
1)
ａ
及
び
ｂ
の
場
合
の
不
適
合
管
理
、

是
正
処
置
及
び
予
防
処
置
に
つ
い
て
記
録
す
る
。

 

 

１
０
．
点
検
・
補
修
等
の
不
適
合
管
理
、
是
正
処
置
お
よ
び
予
防

処
置
 

(
1
) 
原
子
力
部
門
は
、
以
下
の

a.
お
よ
び

b.
の
場
合
に
は
、
不
適

合
管
理
を
行
っ
た
う
え
で
、
９
．
の
確
認
・
評
価
の
結
果
を
踏

ま
え
て
実
施
す
べ
き
原
子
炉
施
設
の
点
検
等
の
方
法
、
実
施
頻

度
お
よ
び
時
期
の
是
正
処
置
な
ら
び
に
予
防
処
置
を
講
じ
る
。
 

ａ
．
点
検
・
補
修
等
を
実
施
し
た
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
が

所
定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
こ
と
を
確
認
・
評
価
で
き
な
い
場

合
 

ｂ
．
最
終
的
な
機
能
確
認
で
は
十
分
な
確
認
・
評
価
が
で
き
な
い

場
合
に
あ
っ
て
、
定
め
た
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
き
、
点
検
・
補
修

等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
・
評
価
で
き
な
い
場
合
 

 (
2
) 
原
子
力
部
門
は
、
(1

)a
.お
よ
び

b.
の
場
合
の
不
適
合
管
理
、

是
正
処
置
お
よ
び
予
防
処
置
に
つ
い
て
記
録
す
る
。
 

 

１
１
．
保
全
の
有
効
性
評
価
 

原
子
力
部
門
は
、
保
全
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
等
か
ら
、
保

全
の
有
効
性
を
評
価
し
、
保
全
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
改
善
に
つ
な
げ
る
。

 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
時
期
お
よ
び
内
容
に

基
づ
き
、
保
全
の
有
効
性
を
評
価
す
る
。
な
お
、
保
全
の
有
効
性

評
価
は
、
以
下
の
情
報
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
行
う
。
 

 

ａ
．
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
結
果
 

ｂ
．
保
全
デ
ー
タ
の
推
移
お
よ
び
経
年
劣
化
の
長
期
的
な
傾
向

監
視
の
実
績
 

1
1 
保
全
の
有
効
性
評
価

 

発
電
所
組
織
は
、
保
全
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
等
か
ら
、
保
全

の
有
効
性
を
評
価
し
、
保
全
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
改
善
に
つ
な
げ
る
。

 

(
1)

 
発
電
所
組
織
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
時
期
及
び
内
容
に

基
づ
き
、
保
全
の
有
効
性
を
評
価
す
る
。
 

な
お
、
保
全
の
有
効
性
評
価
は
、
以
下
の
情
報
を
適
切
に
組
み

合
わ
せ
て
行
う
。
 

ａ
 
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
結
果
 

ｂ
 
保
全
デ
ー
タ
の
推
移
及
び
経
年
劣
化
の
長
期
的
な
傾
向

監
視
の
実
績
 

１
１
．
保
全
の
有
効
性
評
価

 

原
子
力
部
門
は
、
保
全
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
等
か
ら
、
保
全

の
有
効
性
を
評
価
し
、
保
全
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
改
善
に
つ
な
げ
る
。
 

(
1
) 
原
子
力
部
門
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
時
期
お
よ
び
内
容
に

基
づ
き
、
保
全
の
有
効
性
を
評
価
す
る
。
な
お
、
保
全
の
有
効

性
評
価
は
、
以
下
の
情
報
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
行
う
。
 

 ａ
．
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
結
果
 

ｂ
．
保
全
デ
ー
タ
の
推
移
お
よ
び
経
年
劣
化
の
長
期
的
な
傾
向
監

視
の
実
績
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ｃ
．
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
運
転
経
験

 

ｄ
．
高
経
年
化
技
術
評
価
お
よ
び
定
期
安
全
レ
ビ
ュ
ー
結
果
 

ｅ
．
他
プ
ラ
ン
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
お
よ
び
経
年
劣
化
傾
向
に
係
る

デ
ー
タ
 

ｆ
．
リ
ス
ク
情
報
、
科
学
的
知
見
 

(2
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、

構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
保
全
方
式
を
変
更
す
る
場
合
に

は
、
７
．
１
に
基
づ
き
保
全
方
式
を
選
定
す
る
。
ま
た
、
構
築

物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
点
検
間
隔
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、

保
全
重
要
度
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
の
評
価
方
法
を
活
用
し

て
評
価
す
る
。
 

ａ
．
点
検
お
よ
び
取
替
結
果
の
評
価
 

ｂ
．
劣
化
ト
レ
ン
ド
に
よ
る
評
価
 

ｃ
．
類
似
機
器
等
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
よ
る
評
価
 

ｄ
．
研
究
成
果
等
に
よ
る
評
価

 

(
3)
 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
と
そ
の
根
拠

お
よ
び
必
要
と
な
る
改
善
内
容
に
つ
い
て
記
録
す
る
。
 

ｃ
 
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
運
転
経
験

 

ｄ
 
高
経
年
化
技
術
評
価
及
び
定
期
安
全
レ
ビ
ュ
ー
結
果

 

ｅ
 
他
プ
ラ
ン
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
及
び
経
年
劣
化
傾
向
に
係
る

デ
ー
タ
 

ｆ
 
リ
ス
ク
情
報
、
科
学
的
知
見
 

(
2)
 
発
電
所
組
織
は
、
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、

構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
の
保
全
方
式
を
変
更
す
る
場
合
に

は
、
7.
1
に
基
づ
き
保
全
方
式
を
選
定
す
る
。
ま
た
、
構
築
物
、

系
統
及
び
機
器
の
点
検
間
隔
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
保
全

重
要
度
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
以
下
の
評
価
方
法
を
活
用
し

て
評
価
す
る
。
 

ａ
 
点
検
及
び
取
替
結
果
の
評
価
 

ｂ
 
劣
化
ト
レ
ン
ド
に
よ
る
評
価
 

ｃ
 
類
似
機
器
等
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
よ
る
評
価
 

ｄ
 
研
究
成
果
等
に
よ
る
評
価

 

(
3)

 
発
電
所
組
織
は
、
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
と
そ
の
根

拠
及
び
必
要
と
な
る
改
善
内
容
に
つ
い
て
記
録
す
る
。

 

ｃ
．
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
運
転
経
験

 

ｄ
．
高
経
年
化
技
術
評
価
お
よ
び
定
期
安
全
レ
ビ
ュ
ー
結
果

 

ｅ
．
他
プ
ラ
ン
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
お
よ
び
経
年
劣
化
傾
向
に
係
る
デ

ー
タ
 

ｆ
．
リ
ス
ク
情
報
、
科
学
的
知
見
 

(
2
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、

構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
保
全
方
式
を
変
更
す
る
場
合
に

は
、
７
．
１
に
基
づ
き
保
全
方
式
を
選
定
す
る
。
ま
た
、
構
築

物
、
系
統
お
よ
び
機
器
の
点
検
間
隔
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、

保
全
重
要
度
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
の
評
価
方
法
を
活
用
し

て
評
価
す
る
。

 

ａ
．
点
検
お
よ
び
取
替
結
果
の
評
価
 

ｂ
．
劣
化
ト
レ
ン
ド
に
よ
る
評
価
 

ｃ
．
類
似
機
器
等
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
よ
る
評
価
 

ｄ
．
研
究
成
果
等
に
よ
る
評
価

 

(
3
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
と
そ
の
根
拠

お
よ
び
必
要
と
な
る
改
善
内
容
に
つ
い
て
記
録
す
る
。
 

１
２
．
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
 

(1
) 
原
子
力
部
門
は
、
１
１
．
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
お

よ
び
２
．
の
保
守
管
理
目
標
の
達
成
度
か
ら
、
定
期
的
に
保
守

管
理
の
有
効
性
を
評
価
し
、
保
守
管
理
が
有
効
に
機
能
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
改
善
に
つ
な
げ
る
。 

 (2
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
と
そ
の

根
拠
お
よ
び
改
善
内
容
に
つ
い
て
記
録
す
る
。

 

1
2 
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
は
、
1
1
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
及
び

２
の
保
守
管
理
目
標
の
達
成
度
か
ら
、
定
期
的
に
保
守
管
理

の
有
効
性
を
評
価
し
、
保
守
管
理
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
改
善
に
つ
な
げ
る
。
 

 (
2)

 
原
子
力
部
門
は
、
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
と
そ

の
根
拠
及
び
改
善
内
容
に
つ
い
て
記
録
す
る
。
 

 

１
２
．
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
 

(
1
) 
原
子
力
部
門
は
、
１
１
．
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
お

よ
び
２
．
の
保
守
管
理
目
標
の
達
成
度
か
ら
、
定
期
的
に
保
守

管
理
の
有
効
性
を
評
価
し
、
保
守
管
理
が
有
効
に
機
能
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
改
善
に
つ
な
げ

る
。
 

(
2
) 
原
子
力
部
門
は
、
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
と
そ
の

根
拠
お
よ
び
改
善
内
容
に
つ
い
て
記
録
す
る
。
 

 

 

１
３
．
情
報
共
有
 

原
子
力
部
門
は
、
保
守
点
検
を
行
っ
た
事
業
者
か
ら
得
ら
れ
た

保
安
の
向
上
に
資
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
情
報
を
、
Ｐ
Ｗ
Ｒ
事

業
者
連
絡
会
を
通
じ
て
他
の
原
子
炉
設
置
者
と
情
報
共
有
を
行

う
。
 

 

1
3 
情
報
の
共
有
及
び
活
用
 

原
子
力
部
門
は
、
保
守
点
検
を
行
っ
た
事
業
者
か
ら
得
ら
れ
た
保

安
の
向
上
に
資
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
情
報
を
、
P
WR
事
業
者
連

絡
会
を
通
じ
て
他
の
原
子
炉
設
置
者
と
共
有
す
る
。

 

ま
た
、
保
安
の
向
上
に
資
す
る
た
め
の
技
術
情
報
に
つ
い
て
、
自

ら
の
原
子
炉
施
設
の
保
安
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
第
３
条

8
.5
.3
で

活
用
す
る
。
 

１
３
．
情
報
共
有
 

原
子
力
部
門
は
、
保
守
点
検
を
行
っ
た
事
業
者
か
ら
得
ら
れ
た
保

安
の
向
上
に
資
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
情
報
を
、
Ｐ
Ｗ
Ｒ
事
業
者

連
絡
会
を
通
じ
て
他
の
原
子
炉
設
置
者
と
情
報
共
有
を
行
う
。
 

 

（
原
子
炉
施
設
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
お
よ
び
長

期
保
守
管
理
方
針
）
 

第
１
２
５
条
の
２
 
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、

重
要
度
分
類
指
針
に
お
け
る
ク
ラ
ス
１
、
２
、
３
の
機
能
を
有
す

る
機
器
お
よ
び
構
造
物
※
１
な
ら
び
に
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設

備
に
属
す
る
機
器
お
よ
び
構
造
物
※
１
※
２
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て

「
機
器
お
よ
び
構
造
物
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
各
号
炉
毎
、
営

業
運
転
を
開
始
し
た
日
以
後
３
０
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
実

施
手
順
お
よ
び
実
施
体
制
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
以
下
の
事

項
を
実
施
す
る
。

 

（
原
子
炉
施
設
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
及
び
長
期

保
守
管
理
方
針
）
 

第
1
18
条
の
２
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
重
要
度
分
類
指
針
に
お
け

る
ク
ラ
ス
１
、
２
、
３
の
機
能
を
有
す
る
機
器
及
び
構
造
物
※
１
並

び
に
重
大
事
故
等
対
処
設
備
※
１
※
２
（
以
下
、
本
条
に
お
い
て
「
機

器
及
び
構
造
物
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
、
各
号
炉
ご
と
、
営
業
運

転
を
開
始
し
た
日
以
後

3
0
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
実
施
手

順
及
び
実
施
体
制
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
以
下
の
事
項
を
実

施
す
る
。

 

（
原
子
炉
施
設
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
お
よ
び
長

期
保
守
管
理
方
針
）
 

第
１
２
０
条
の
２
 
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）

は
、
重
要
度
分
類
指
針
に
お
け
る
ク
ラ
ス
１
、
２
、
３
の
機
能

を
有
す
る
機
器
お
よ
び
構
造
物
※
１
な
ら
び
に
常
設
重
大
事
故
等

対
処
設
備
に
属
す
る
機
器
お
よ
び
構
造
物
※
１
※
２
（
以
下
、
本
条

に
お
い
て
「
機
器
お
よ
び
構
造
物
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
営

業
運
転
を
開
始
し
た
日
以
後
４
０
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
実

施
し
た
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
、
第
１
２
条
の
２
に
定
め
る
原

子
炉
の
運
転
期
間
を
変
更
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
そ
の
他
経
年

劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
を
行
う
た
め
に
設
定
し
た
条

件
、
評
価
方
法
を
変
更
す
る
場
合
は
、
当
該
評
価
の
見
直
し
を

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
（
美
浜
は
、
３
号

炉
の
み
の
４
０
年
超
え
に
つ

い
て
記
載
。）
（
以
下
、
同

様
。
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
策
定
し
た
長
期
保
守
管
理
方
針

を
変
更
す
る
。

 

(1
)
 経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
 

(2
)
 前
号
に
基
づ
く
長
期
保
守
管
理
方
針
の
策
定
※
３
 

(
1)
 
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価

 

(
2)
 
前
号
に
基
づ
く
長
期
保
守
管
理
方
針
の
策
定
※
３
 

(
1
) 
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
 

(
2
) 
前
号
に
基
づ
く
長
期
保
守
管
理
方
針
の
策
定
※
３
 

 

２
．
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
機
器
お
よ
び
構

造
物
に
つ
い
て
、
各
号
炉
毎
、
運
転
期
間
延
長
申
請
※
４
を
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、
営
業
運
転
を
開
始
し
た
日
以
後
４
０
年
を
経
過

す
る
日
ま
で
に
、
実
施
手
順
お
よ
び
実
施
体
制
を
定
め
、
こ
れ
に

基
づ
き
、
前
項
(1

)、
(2

)の
事
項
を
実
施
す
る
。

 

 
 

 

３
．
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
機
器
お
よ
び
構

造
物
に
つ
い
て
、
各
号
炉
毎
、
認
可
※
５
を
受
け
た
延
長
期
間
が
１

０
年
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
営
業
運
転
を
開
始
し
た
日
以

後
５
０
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
実
施
手
順
お
よ
び
実
施
体
制

を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
第
１
項

(1
)
、
(
2)
の
事
項
を
実
施
す

る
。

 

 
２
．
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
機
器
お
よ
び

構
造
物
に
つ
い
て
、
営
業
運
転
を
開
始
し
た
日
以
後
５
０
年
を

経
過
す
る
日
ま
で
に
、
実
施
手
順
お
よ
び
実
施
体
制
を
定
め
、

こ
れ
に
基
づ
き
、
前
項

(1
)、

(2
)の
事
項
を
実
施
す
る
。

 

 

４
．
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
第
１
２
条
の
２

に
定
め
る
原
子
炉
の
運
転
期
間
を
変
更
す
る
場
合
、
ま
た
は
そ
の

他
第
１
項
、
第
２
項
も
し
く
は
第
３
項
に
規
定
す
る
経
年
劣
化
に

関
す
る
技
術
的
な
評
価
を
行
う
た
め
に
設
定
し
た
条

件
、
評
価
方

法
を
変
更
す
る
場
合
は
、
当
該
評
価
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
結

果
に
基
づ
き
、
第
１
項
、
第
２
項
ま
た
は
第
３
項
に
お
い
て
策
定

し
た
長
期
保
守
管
理
方
針
を
変
更
す
る
。
 

４
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
第

11
条
の
２
に
定
め
る
原
子
炉
の
運

転
期
間
を
変
更
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
そ
の
他
第
１
項
、
第
２
項

又
は
第
３
項
に
規
定
す
る
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価

を
行
う
た
め
に
設
定
し
た
条

件
、
評
価
方
法
を
変
更
す
る
場
合

は
、
当
該
評
価
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
第
１

項
、
第
２
項
又
は
第
３
項
に
お
い
て
策
定
し
た
長
期
保
守
管
理
方

針
を
変
更
す
る
。
 

 
 

５
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の
長
期
保
守
管
理
方
針
は
添
付
６
に
示

す
も
の
と
す
る
。
 

 

 
３
．
長
期
保
守
管
理
方
針
は
添
付
６
に
示
す
も
の
と
す
る
。

 
 

※
１
：
動
作
す
る
機
能
を
有
す
る
機
器
お
よ
び
構
造
物
に
関
し
、
原

子
炉
施
設
の
供
用
に
伴
う
劣
化
の
状
況
が
的
確
に
把
握
さ

れ
る
箇
所
を
除
く
。
 

※
２
：「
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
」
と
は
、
実
用
発
電
用
原
子
炉

及
び
そ
の
附
属
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関

す
る
規
則
第
４
３
条
第
２
項
の
設
備
を
い
う
（
３
号
炉
お
よ

び
４
号
炉
に
限
る
）。

 

※
１
：
動
作
す
る
機
能
を
有
す
る
機
器
及
び
構
造
物
に
関
し
、
原
子

炉
施
設
の
供
用
に
伴
う
劣
化
の
状
況
が
的
確
に
把
握
さ
れ

る
箇
所
を
除
く
。

 

※
２
：「
重
大
事
故
等
対
処
設
備
」
と
は
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び

そ
の
附
属
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る

規
則
第

4
3
条
第
２
項
に
規
定
さ
れ
る
常
設
重
大
事
故
等
対

処
設
備
に
属
す
る
機
器
・
構
造
物
の
す
べ
て
を
い
う
。
 

※
１
：
動
作
す
る
機
能
を
有
す
る
機
器
お
よ
び
構
造
物
に
関
し
、

原
子
炉
施
設
の
供
用
に
伴
う
劣
化
の
状
況
が
的
確
に
把
握

さ
れ
る
箇
所
を
除
く
。
 

※
２
：「
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
」
と
は
、
実
用
発
電
用
原
子

炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準

に
関
す
る
規
則
第
４
３
条
第
２
項
の
設
備
を
い
う
。
 

 

 

※
３
：
３
０
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
策
定
す
る
場
合
は
１
０
年
間

の
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
延
長
す
る
期
間
の
満
了
日
ま
で
の

方
針
を
策
定
す
る
。
 

※
４
：
原
子
炉
等
規
制
法
第
４
３
条
の
３
の
３
２
第
４
項
に
規
定
さ

れ
る
申
請
を
い
う
。
 

 ※
５
：
原
子
炉
等
規
制
法
第
４
３
条
の
３
の
３
２
第
２
項
に
規
定
さ

れ
る
認
可
を
い
う
。

 

※
３
：
3
0
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
策
定
す
る
場
合
は

10
年
間
の
、

そ
れ
以
外
の
場
合
は
延
長
す
る
期
間
の
満
了
日
ま
で
の
方

針
を
策
定
す
る
。

 

※
４
：
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る

法
律
第

4
3
条
の
３
の

3
2
第
４
項
に
規
定
さ
れ
る
申
請
を
い

う
。
 

※
５
：
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る

法
律
第

4
3
条
の
３
の

3
2
第
２
項
に
規
定
さ
れ
る
認
可
を
い

う
。
 

 

※
３
：
延
長
す
る
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
の
方
針
。
 

 

（
溶
接
事
業
者
検
査
の
実
施
）

 

第
１
２
５
条
の
３
 
所
長
は
、
溶
接
事
業
者
検
査
(以
下
、
本
条
に
お

い
て
「
検
査
」
と
い
う
。
)に
係
る
責
任
を
有
し
、
検
査
に
必
要
な

（
溶
接
事
業
者
検
査
の
実
施
）
 

第
1
18
条
の
３
 
所
長
は
、
溶
接
事
業
者
検
査
（
以
下
、
本
条
に
お

い
て
「
検
査
」
と
い
う
。
）
に
係
る
責
任
を
有
し
、
検
査
に
必
要
な

（
溶
接
事
業
者
検
査
の
実
施
）

 

第
１
２
０
条
の
３
 
所
長
は
、
溶
接
事
業
者
検
査
(以
下
、
本
条
に

お
い
て
「
検
査
」
と
い
う
。
)に
係
る
責
任
を
有
し
、
検
査
に
必
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

実
施
手
順
お
よ
び
実
施
体
制
を
定
め
る
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
前
項
に
基
づ
き
次
の
各
号
の
実
施

体
制
を
確
立
し
、
適
切
に
検
査
を
実
施
す
る
。
 

(
1)
 検
査
の
実
施
に
係
る
組
織
を
構
築
す
る
。
 

(
2)
 検
査
の
手
順
を
適
用
法
規
に
従
い
定
め
る
。

 

(
3)
 
検
査
の
手
順
に
係
る
工
程
が
管
理
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

(
4)
 検
査
に
協
力
す
る
事
業
者
に
対
し
て
管
理
を
行
う
。
 

(
5)
 検
査
に
係
る
記
録
を
管
理
す
る
。
 

(
6)
 検
査
に
係
る
要
員
の
教
育
訓
練
を
行
う
。
 

 

実
施
手
順
及
び
実
施
体
制
を
定
め
る
。

 

２
 
保
修
第
二
課
長
は
、
前
項
に
基
づ
き
次
の
各
号
の
実
施
体
制
を

確
立
し
、
適
切
に
検
査
を
実
施
す
る
。

 

(
1)
 検
査
の
実
施
に
係
る
組
織
を
構
築
す
る
。
 

(
2)
 検
査
の
手
順
を
適
用
法
規
に
従
い
定
め
る
。

 

(
3)
 
検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
が
管
理
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

(
4)
 検
査
に
協
力
す
る
事
業
者
に
対
し
て
管
理
を
行
う
。
 

(
5)
 検
査
に
係
る
記
録
を
管
理
す
る
。
 

(
6)
 検
査
に
係
る
要
員
の
教
育
訓
練
を
行
う
。
 

 

要
な
実
施
手
順
お
よ
び
実
施
体
制
を
定
め
る
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
前
項
に
基
づ
き
次
の
各
号
の
実
施
体
制
を

確
立
し
、
適
切
に
検
査
を
実
施
す
る
。
 

(
1
) 
検
査
の
実
施
に
係
る
組
織
を
構
築
す
る
。

 

(
2
) 
検
査
の
手
順
を
適
用
法
規
に
従
い
定
め
る
。
 

(
3
) 
検
査
の
手
順
に
係
る
工
程
が
管
理
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

(
4
) 
検
査
に
協
力
す
る
事
業
者
に
対
し
て
管
理
を
行
う
。

 

(
5
) 
検
査
に
係
る
記
録
を
管
理
す
る
。
 

(
6
) 
検
査
に
係
る
要
員
の
教
育
訓
練
を
行
う
。
 

 

（
定
期
事
業
者
検
査
の
実
施
）

 

第
１
２
５
条
の
４
 
所
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
(以
下
、
本
条
に
お

い
て
「
検
査
」
と
い
う
。
)に
係
る
責
任
を
有
し
、
検
査
に
必
要
な

実
施
手
順
お
よ
び
実
施
体
制
を
定
め
る
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
前
項
に
基
づ
き
次
の
各
号
の
実
施
体
制
を
確

立
し
、
適
切
に
検
査
を
実
施
す
る
。
 

 

(
1)
 検
査
の
実
施
体
制
を
構
築
す
る
。
 

(
2)
 検
査
の
手
順
を
適
用
法
規
に
従
い
定
め
る
。

 

(
3)
 検
査
の
手
順
に
従
い
実
施
す
る
。
 

(
4)
 検
査
に
協
力
す
る
事
業
者
に
対
し
て
管
理
を
行
う
。
 

(
5)
 検
査
に
係
る
記
録
を
管
理
す
る
。
 

(
6)
 検
査
に
係
る
要
員
の
教
育
訓
練
を
行
う
。
 

 

（
定
期
事
業
者
検
査
の
実
施
）
 

第
1
18
条
の
４
 
所
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
（
以
下
、
本
条
に
お

い
て
「
検
査
」
と
い
う
。
）
に
係
る
責
任
を
有
し
、
検
査
に
必
要
な

実
施
手
順
及
び
実
施
体
制
を
定
め
る
。

 

２
 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
前
項
に

基
づ
き
次
の
各
号
の
実
施
体
制
を
確
立
し
、
適
切
に
検
査
を
実
施

す
る
。

 

(
1)
 検
査
の
実
施
体
制
を
構
築
す
る
。
 

(
2)
 検
査
の
手
順
を
適
用
法
規
に
従
い
定
め
る
。

 

(
3)
 検
査
を
手
順
に
従
い
実
施
す
る
。
 

(
4)
 検
査
に
協
力
す
る
事
業
者
に
対
し
て
管
理
を
行
う
。
 

(
5)
 検
査
に
係
る
記
録
を
管
理
す
る
。
 

(
6)
 検
査
に
係
る
要
員
の
教
育
訓
練
を
行
う
。
 

 

（
定
期
事
業
者
検
査
の
実
施
）

 

第
１
２
０
条
の
４
 
所
長
は
、
定
期
事
業
者
検
査
(以
下
、
本
条
に

お
い
て
「
検
査
」
と
い
う
。
)に
係
る
責
任
を
有
し
、
検
査
に
必

要
な
実
施
手
順
お
よ
び
実
施
体
制
を
定
め
る
。
 

２
．
各
課
（
室
）
長
は
前
項
に
基
づ
き
次
の
各
号
の
実
施
体
制
を

確
立
し
、
適
切
に
検
査
を
実
施
す
る
。
 

 (
1
) 
検
査
の
実
施
体
制
を
構
築
す
る
。
 

(
2
) 
検
査
の
手
順
を
適
用
法
規
に
従
い
定
め
る
。
 

(
3
) 
検
査
の
手
順
に
従
い
実
施
す
る
。
 

(
4
) 
検
査
に
協
力
す
る
事
業
者
に
対
し
て
管
理
を
行
う
。

 

(
5
) 
検
査
に
係
る
記
録
を
管
理
す
る
。
 

(
6
) 
検
査
に
係
る
要
員
の
教
育
訓
練
を
行
う
。
 

 

 

  
 

参考①-340



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

第
９
章

 
非
常
時
の
措
置
 

第
９
章
 
非
常
時
の
措
置
 

第
９
章
 
非
常
時
の
措
置

 
 

（
原
子
力
防
災
組
織
）
 

第
１
２
６
条

 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
力
災
害
の
発
生
ま
た
は

拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
図
１
２
６
に
示
す
原
子
力
防
災
組
織
を

定
め
る
に
あ
た
り
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

２
．
発
電
所
原
子
力
緊
急
時
対
策
本
部
の
本
部
長
は
、
所
長
と
す
る
。

た
だ
し
、
安
全
・
防
災
室
長
は
、
所
長
が
不
在
の
場
合
に
備
え
て

代
行
者
を
定
め
る
に
あ
た
り
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

３
．
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
措
置
が
必
要
な
場
合

は
、
本
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
当
該
措
置
を
優
先
す
る
（
以
下
、
本

章
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

（
原
子
力
防
災
組
織
）
 

第
1
19
条
 
防
災
課
長
は
、
原
子
力
災
害
の
発
生
又
は
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
、
図

11
9－
１
に
示
す
原
子
力
防
災
組
織
を
定
め
る
に

当
た
り
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

２
 
発
電
所
の
緊
急
時
対
策
本
部
の
本
部
長
は
、
所
長
と
す

る
。
た
だ
し
、
防
災
課
長
は
、
所
長
が
不
在
の
場
合
に
備
え

て
代
行
者
を
定
め
る
に
当
た
り
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

３
 
 
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
措
置
が
必
要

な
場
合
は
、
本
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
当
該
措
置
を
優
先
す
る

（
以
下
、
本
章
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

（
原
子
力
防
災
組
織
）
 

第
１
２
１
条

 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
力
災
害
の
発
生
ま
た

は
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
図
１
２
１
に
示
す
原
子
力
防
災
組

織
を
定
め
る
に
あ
た
り
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

２
．
発
電
所
原
子
力
緊
急
時
対
策
本
部
（
以
下
、
発
電
所
対
策
本

部
と
い
う
。）
の
本
部
長
は
、
所
長
と
す
る
。
た
だ
し
、
安
全
・

防
災
室
長
は
、
所
長
が
不
在
の
場
合
に
備
え
て
代
行
者
を
定
め

る
に
あ
た
り
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

３
．
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
措
置
が
必
要
な
場

合
は
、
本
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
当
該
措
置
を
優
先
す
る
（
以

下
、
本
章
に
お
い
て
同
じ
）。

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
発
電
所
原
子
力

緊
急
時
対
策
本
部
を
発
電
所

対
策
本
部
と
略
称
し
、
以
降

記
載
し
て
い
る
。）
（
以
下
、

同
様
。
）
 

第
１
２
６
図

 
原
子
力
防
災
組
織
図
 

 

図
11
9－
１

 
原
子
力
防
災
組
織
 

           

図
１
２
１

 
原
子
力
防
災
組
織
図
 

           

 

（
原
子
力
防
災
要
員
）
 

第
１
２
７
条

 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置

法
第
８
条
第
３
項
に
規
定
す
る
原
子
力
防
災
要
員
を
定
め
る
に

あ
た
り
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

（
原
子
力
防
災
要
員
）
 

第
1
20
条
 
防
災
課
長
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
８
条

第
３
項
に
規
定
す
る
原
子
力
防
災
要
員
を
定
め
る
に
当
た
り
、
所

長
の
承
認
を
得
る
。

 

 

（
原
子
力
防
災
要
員
）
 

第
１
２
２
条

 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措

置
法
第
８
条
第
３
項
に
規
定
す
る
原
子
力
防
災
要
員
を
定
め
る

に
あ
た
り
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

 

（
緊
急
作
業
従
事
者
の
選
定
）

 

第
１
２
７
条
の
２
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
次
の
各
号
全
て
の
要
件

に
該
当
す
る
所
員
お
よ
び
請
負
会
社
従
業
員
等
の
放
射
線
業
務

従
事
者
（
女
子
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
お
よ

び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
に
限
る
。
）
か

ら
、
緊
急
作
業
に
従
事
さ
せ
る
た
め
の
要
員
（
以
下
、「
緊
急
作

業
従
事
者
」
と
い
う
。）
を
選
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

（
緊
急
作
業
従
事
者
の
選
定
）
 

第
1
20
条
の
２
 
防
災
課
長
は
、
次
の
各
号
全
て
の
要

件
に
該
当
す

る
所
員
及
び
請
負
会
社
従
業
員
等
の
放
射
線
業
務
従
事
者
（
女
子

に
つ
い
て
は
、
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
及
び
妊
娠
の
意
思
の

な
い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
に
限
る
。）
か
ら
、
緊
急
作
業
に
従

事
さ
せ
る
た
め
の
要
員
（
以
下
「
緊
急
作
業
従
事
者
」
と
い
う
。
）

を
選
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

（
緊
急
作
業
従
事
者
の
選
定
）

 

第
１
２
２
条
の
２
 
放
射
線
管
理
課
長
は
、
次
の
各
号
全
て
の
要

件
に
該
当
す
る
所
員
お
よ
び
請
負
会
社
従
業
員
等
の
放
射
線
業

務
従
事
者
（
女
子
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者

お
よ
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
書
面
で
申
し
出
た
者
に
限

る
。）
か
ら
、
緊
急
作
業
に
従
事
さ
せ
る
た
め
の
要
員
（
以
下
、

「
緊
急
作
業
従
事
者
」
と
い
う
。）
を
選
定
し
、
所
長
の
承
認
を

得
る
。
 

 

(
1)
 
表
１
２
７
の
２
の
緊
急
作
業
に
つ
い
て
の
教
育
を
受
け
た

上
で
、
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
意
思
が
あ
る
旨
を
、
社
長
に
書

面
で
申
し
出
た
者

 

(2
)
 
表
１
２
７
の
２
の
緊
急
作
業
に
つ
い
て
の
訓
練
を
受
け
た

者
 

(
1)
 表

1
20
の
２
－
１
の
緊
急
作
業
に
つ
い
て
の
教
育
を
受
け
た

上
で
、
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
意
思
が
あ
る
旨
を
、
社
長
に
書

面
で
申
し
出
た
者

 

(
2)
 表

1
20
の
２
－
１
の
緊
急
作
業
に
つ
い
て
の
訓
練
を
受
け
た

者
 

(
1
) 
表
１
２
２
の
２
の
緊
急
作
業
に
つ
い
て
の
教
育
を
受
け
た
上

で
、
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
意
思
が
あ
る
旨
を
、
社
長
に
書
面

で
申
し
出
た
者
 

(
2
) 
表
１
２
２
の
２
の
緊
急
作
業
に
つ
い
て
の
訓
練
を
受
け
た
者
 

 

(
3)
 
実
効
線
量
に
つ
い
て
２
５
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
線
量
限

(
3)
 実
効
線
量
に
つ
い
て

25
0
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
線
量
限
度
と

(
3
) 
実
効
線
量
に
つ
い
て
２
５
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
線
量
限
度

 

警
戒
体
制

原
子
力
防
災
体
制

班
班
長

副
班
長

１
．
警
戒
本
部
の
設
営
、
運
営
、
指
令
の
伝
達

１
．
対
策
本
部
の
設
営
、
運
営
、
指
令
の
伝
達

２
．
連
絡
・
通
信
手
段
の
確
保

２
．
連
絡
・
通
信
手
段
の
確
保

３
．
要
員
の
動
員
、

輸
送
手
段
確
保

３
．
要
員
の
動
員
、

輸
送
手
段
確
保

４
．
原
子
力
災
害
医
療
措
置

４
．
原
子
力
災
害
医
療
措
置

５
．
緊
急
時
活
動
用
資
機
材
の
調
達
・

輸
送

５
．
緊
急
時
活
動
用
資
機
材
の
調
達
・

輸
送

６
．
見
学
者
、
協
力
会
社
員
等
の

退
避
・

避
難
措
置

６
．
見
学
者
、
協
力
会
社
員
等
の

退
避
・

避
難
措
置

７
．
消
火
活
動

７
．
消
火
活
動

８
．
他
の
班
に
属
さ
な
い
事
務
事
項

８
．
他
の
班
に
属
さ
な
い
事
務
事
項

１
．
報
道
関
係
対
応

１
．
報
道
関
係
対
応

２
．
見
学
者
の

退
避
誘
導

２
．
見
学
者
の

退
避
誘
導

３
．
広
報
活
動

３
．
広
報
活
動
（
緊
急
時
プ
レ
ス
を
含
む
）

４
．
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
活
動
の
支
援

１
．
社
内
警
戒
本
部
と
の
情
報
受
理
・
伝
達

１
．
社
内
対
策
本
部
と
の
情
報
受
理
・
伝
達

２
．
発
電
所
警
戒
本
部
内
情
報
の
整
理
・
収
集
・
記
録
・

 
 
 
 
状
況
把
握

２
．
発
電
所
対
策
本
部
内
情
報
の
整
理
・
収
集
・
記
録
・

  
 
 
状
況
把
握

３
．
国
・
自
治
体
等
関
係
者
と
の
連
絡
調
整

３
．
国
・
自
治
体
等
関
係
者
と
の
連
絡
調
整

４
．
社
外
関
係
機
関
へ
の
通
報
連
絡
お
よ
び
受
信

４
．
社
外
関
係
機
関
へ
の
通
報
連
絡
お
よ
び
受
信

５
．
広
報
用
資
料
の
集
約

５
．
広
報
用
資
料
の
集
約

６
．
他
の
班
に
属
さ
な
い
技
術
事
項

６
．
他
の
班
に
属
さ
な
い
技
術
事
項

１
．
事
故
状
況
の
把
握
、
評
価

１
．
原
子
力
災
害
合
同
対
策
協
議
会
と
の
情
報
交
換

２
．
発
電
所
構
内
の
警
備
、
立
入
制
限

２
．
事
故
状
況
の
把
握
、
評
価

３
．
防
護
施
設
の
運
用

３
．
事
故
時
影
響
緩

和
操
作
の
検
討

４
．
発
電
所
構
内
の
警
備
、
立
入
制
限

５
．
防
護
施
設
の
運
用

６
．
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
活
動
の
支
援

１
．
発
電
所
内
外
の
放
射
線
・
放
射
能
の
測
定
、
状
況

 
 
 
 
把
握

１
．
発
電
所
内
外
の
放
射
線
・
放
射
能
の
測
定
、
状
況

  
 
 
把
握

２
．
被
ば
く
管
理
、
汚
染
除
去
・

拡
大
防
止
措
置

２
．
被
ば
く
管
理
、
汚
染
除
去
・

拡
大
防
止
措
置

３
．
放
射
線
管
理
資
機
材
の
整
備
・
点
検

３
．
放
射
線
管
理
資
機
材
の
整
備
・
点
検

４
．
災
害
対
策
活
動
に
伴
う
放
射
線
防
護
措
置

４
．
災
害
対
策
活
動
に
伴
う
放
射
線
防
護
措
置

５
．
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
活
動
の
支
援

１
．
事
故
状
況
の
把
握
・
整
理

１
．
事
故
状
況
の
把
握
・
整
理

２
．
事
故

拡
大
防
止
の
た
め
の
措
置

２
．
事
故

拡
大
防
止
の
た
め
の
措
置

３
．
発
電
所
設
備
の
保
安
維
持

３
．
発
電
所
設
備
の
保
安
維
持

４
．
消
火
活
動

４
．
原
子
力
災
害
合
同
対
策
協
議
会
に
お
け
る
情
報
収
集

５
．
消
火
活
動

１
．
事
故
原
因
の
究
明
、
応
急
対
策
の
立
案
・
実
施

１
．
事
故
原
因
の
究
明
、
応
急
対
策
の
立
案
・
実
施

２
．
発
電
所
諸
設
備
の
整
備
・
点
検

２
．
発
電
所
諸
設
備
の
整
備
・
点
検

３
．
見
学
者
、
協
力
会
社
員
等
の

退
避
・

避
難
措
置

３
．
見
学
者
、
協
力
会
社
員
等
の

退
避
・

避
難
措
置

４
．
負
傷
者
救
助

４
．
負
傷
者
救
助

５
．
消
火
活
動

５
．
消
火
活
動

６
．
遠
隔
操
作
が
可
能
な
装
置
等
の
操
作

１
．
不
測
の
事
態
へ
の
対
応

１
．
不
測
の
事
態
へ
の
対
応

＊
２
：
原
子
炉
主
任
技
術
者
を
兼
任
す
る
職
位
が
各
班
の
班
長
と
な
る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
課
（
室
）
長
以
上
か
ら
当
該
の
班
長
を
任
命
し
て
お
く
。

＊
１
：
原
子
力
防
災
管
理
者
は
、
複
数
号
炉
で
同
時
に
特
定
事
象
が
発
生
し
た
場
合
ま
た
は
特
定
事
象
に

至
る
と
判
断
し
た
場
合
、
以
下
の
対
応
を
行
う
。

 
 

 
 
・
副
本
部
長
ま
た
は
本
部
附
か
ら
号
炉
ご
と
の
指
揮
者
を
指
名
し
て
必
要
な
対
応
に
あ
た
ら
せ
る
。

 
  

 
 
 
 
 
・
号
炉
ご
と
の
対
応
者
を
明
確
に
す
る
よ
う
発
電
所
対
策
本
部
の
各
班
長
に
指
示
す
る
。

副
本
部
長
ま
た
は

本
部
附

発
電
所
対
策
本
部
長
が
指
名
し
た
者

放
射
線
管
理
班
放
射
線
管
理
課
長

放
射
線
管
理
課
の
係
長

特
命
班

保
修
班

保
全
計
画
課
長

電
気
保
修
課
長

計
装
保
修
課
長

原
子
炉
保
修
課
長

タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長

土
木
建
築
課
長

保
全
計
画
課
、
電
気
保
修
課
、
計
装
保
修

課
、
原
子
炉
保
修
課
、
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
、

土
木
建
築
課
の
係
長

発
電
班

３
号
炉

発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
＊
２

技
術
課
の
係
長

安
全
・
防
災
室
課
長

原
子
燃
料
課
長

広
報
班

安
全
・
防
災
室
の
係
長

原
子
燃
料
課
の
係
長

安
全
管
理
班

所
長
室
の
係
長
（
地
域
担
当
を
除
く
）

安
全
・
防
災
室
の
係
長

 
副
本
部
長
お
よ
び
班
長
を
除

く
、
各
課
（
室
）
長
以
上

副
 
本

 
部

 
長

（
統
括
管
理
補
佐
）

 
原
子
力
安
全
統
括
、

 
技
術
系
の
副
所
長
、

 
安
全
・
防
災
室
長
、

 
運
営
統
括
長
、

 
品
質
保
証
室
長

発
電
室
長

発
電
室
の
係
長
、
定
検
課
長
、
当
直
課
長
、

当
直
主
任

原
 
子

 
力

防
災
管
理
者
＊
１

本
 
部

 
長

(
発
電
所
長

)

所
長
室
課
長
（
総
務
）

安
全
・
防
災
室
課
長

情
報
班

技
術
課
長

総
務
班

本
部
附

４
号
炉

発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
＊
２

所
長
室
課
長
（
地
域
）

所
長
室
の
係
長
（
地
域
担
当
）

主
 
な

 
職

 
務

警
戒
体
制

原
子
力
防
災
体
制

班
班
長

副
班
長

１
．
警
戒
本
部
の
設
営
、
運
営
、
指
令
の
伝
達

１
．
対
策
本
部
の
設
営
、
運
営
、
指
令
の
伝
達

２
．
連
絡
・
通
信
手
段
の
確
保

２
．
連
絡
・
通
信
手
段
の
確
保

３
．
要
員
の
動
員
、

輸
送
手
段
確
保

３
．
要
員
の
動
員
、

輸
送
手
段
確
保

４
．
原
子
力
災
害
医
療
措
置

４
．
原
子
力
災
害
医
療
措
置

５
．
緊
急
時
活
動
用
資
機
材
の
調
達
・

輸
送

５
．
緊
急
時
活
動
用
資
機
材
の
調
達
・

輸
送

６
．
見
学
者
、
協
力
会
社
員
等
の

退
避
・

避
難
措
置

６
．
見
学
者
、
協
力
会
社
員
等
の

退
避
・

避
難
措
置

７
．
消
火
活
動

７
．
消
火
活
動

８
．
他
の
班
に
属
さ
な
い
事
務
事
項

８
．
他
の
班
に
属
さ
な
い
事
務
事
項

１
．
報
道
関
係
対
応

１
．
報
道
関
係
対
応

２
．
見
学
者
の

退
避
誘
導

２
．
見
学
者
の

退
避
誘
導

３
．
広
報
活
動

３
．
広
報
活
動
（
緊
急
時
プ
レ
ス
を
含
む
）

４
．
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
活
動
の
支
援

１
．
社
内
警
戒
本
部
と
の
情
報
受
理
・
伝
達

１
．
社
内
対
策
本
部
と
の
情
報
受
理
・
伝
達

２
．
発
電
所
警
戒
本
部
内
情
報
の
整
理
・
収
集
・
記
録
・

 
 
 
 
状
況
把
握

２
．
発
電
所
対
策
本
部
内
情
報
の
整
理
・
収
集
・
記
録
・

 
 
 
 
状
況
把
握

３
．
国
・
自
治
体
等
関
係
者
と
の
連
絡
調
整

３
．
国
・
自
治
体
等
関
係
者
と
の
連
絡
調
整

４
．
社
外
関
係
機
関
へ
の
通
報
連
絡
お
よ
び
受
信

４
．
社
外
関
係
機
関
へ
の
通
報
連
絡
お
よ
び
受
信

５
．
広
報
用
資
料
の
集
約

５
．
広
報
用
資
料
の
集
約

６
．
他
の
班
に
属
さ
な
い
技
術
事
項

６
．
他
の
班
に
属
さ
な
い
技
術
事
項

１
．
事
故
状
況
の
把
握
、
評
価

１
．
原
子
力
災
害
合
同
対
策
協
議
会
と
の
情
報
交
換

２
．
発
電
所
構
内
の
警
備
、
立
入
制
限

２
．
事
故
状
況
の
把
握
、
評
価

３
．
防
護
施
設
の
運
用

３
．
事
故
時
影
響
緩

和
操
作
の
検
討

４
．
発
電
所
構
内
の
警
備
、
立
入
制
限

５
．
防
護
施
設
の
運
用

６
．
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
活
動
の
支
援

１
．
発
電
所
内
外
の
放
射
線
・
放
射
能
の
測
定
、
状
況

 
 
 
 
把
握

１
．
発
電
所
内
外
の
放
射
線
・
放
射
能
の
測
定
、
状
況

 
 
 
 
把
握

２
．
被
ば
く
管
理
、
汚
染
除
去
・

拡
大
防
止
措
置

２
．
被
ば
く
管
理
、
汚
染
除
去
・

拡
大
防
止
措
置

３
．
放
射
線
管
理
資
機
材
の
整
備
・
点
検

３
．
放
射
線
管
理
資
機
材
の
整
備
・
点
検

４
．
災
害
対
策
活
動
に
伴
う
放
射
線
防
護
措
置

４
．
災
害
対
策
活
動
に
伴
う
放
射
線
防
護
措
置

５
．
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
活
動
の
支
援

１
．
事
故
状
況
の
把
握
・
整
理

１
．
事
故
状
況
の
把
握
・
整
理

２
．
事
故

拡
大
防
止
の
た
め
の
措
置

２
．
事
故

拡
大
防
止
の
た
め
の
措
置

３
．
発
電
所
設
備
の
保
安
維
持

３
．
発
電
所
設
備
の
保
安
維
持

４
．
消
火
活
動

４
．
原
子
力
災
害
合
同
対
策
協
議
会
に
お
け
る
情
報
収
集

５
．
消
火
活
動

１
．
事
故
原
因
の
究
明
、
応
急
対
策
の
立
案
・
実
施

１
．
事
故
原
因
の
究
明
、
応
急
対
策
の
立
案
・
実
施

２
．
発
電
所
諸
設
備
の
整
備
・
点
検

２
．
発
電
所
諸
設
備
の
整
備
・
点
検

３
．
見
学
者
、
協
力
会
社
員
等
の

退
避
・

避
難
措
置

３
．
見
学
者
、
協
力
会
社
員
等
の

退
避
・

避
難
措
置

４
．
負
傷
者
救
助

４
．
負
傷
者
救
助

５
．
消
火
活
動

５
．
消
火
活
動

６
．
遠
隔
操
作
が
可
能
な
装
置
等
の
操
作

１
．
不
測
の
事
態
へ
の
対
応

１
．
不
測
の
事
態
へ
の
対
応

所
長
室
課
長
（
地
域
）
所
長
室
の
係
長
（
地
域
担
当
）

主
 
な

 
職

 
務

原
 
子

 力

防
災
管
理
者
＊
１

本
 
部

 
長

(
発
電
所
長

)

所
長
室
課
長
（
総
務
）

情
報
班

技
術
課
長

総
務
班

本
部
附

発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
＊
２

発
電
室
長

発
電
室
の
係
長
、
定
検
課
長
、
当
直
課
長
、

当
直
主
任

技
術
課
の
係
長

安
全
・
防
災
室
課
長

原
子
燃
料
課
長

広
報
班

安
全
・
防
災
室
の
係
長

原
子
燃
料
課
の
係
長

安
全
管
理
班

所
長
室
の
係
長
（
地
域
担
当
を
除
く
）

 
副
本
部
長
お
よ
び
班
長
を
除

く
、
各
課
（
室
）
長
以
上

副
 本

 
部

 
長

（
統
括
管
理
補
佐
）

 
原
子
力
安
全
統
括
、

 
技
術
系
の
副
所
長
、

 
安
全
・
防
災
室
長
、

 
運
営
統
括
長
、

 
品
質
保
証
室
長

＊
２
：
原
子
炉
主
任
技
術
者
を
兼
任
す
る
職
位
が
各
班
の
班
長
と
な
る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
課
（
室
）
長
以
上
か
ら
当
該
の
班
長
を
任
命
し
て
お
く
。

＊
１
：
原
子
力
防
災
管
理
者
は
、
複
数
号
炉
で
同
時
に
特
定
事
象
が
発
生
し
た
場
合
ま
た
は
特
定
事
象
に

至
る
と
判
断
し
た
場
合
、
以
下
の
対
応
を
行
う
。

 
 

 
 
・
副
本
部
長
ま
た
は
本
部
附
か
ら
号
炉
ご
と
の
指
揮
者
を
指
名
し
て
必
要
な
対
応
に
あ
た
ら
せ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
・
号
炉
ご
と
の
対
応
者
を
明
確
に
す
る
よ
う
発
電
所
対
策
本
部
の
各
班
長
に
指
示
す
る
。

副
本
部
長
ま
た
は

本
部
附

発
電
所
対
策
本
部
長
が
指
名
し
た
者

放
射
線
管
理
班
放
射
線
管
理
課
長

放
射
線
管
理
課
の
係
長

特
命
班

保
修
班

保
全
計
画
課
長

電
気
保
修
課
長

計
装
保
修
課
長

原
子
炉
保
修
課
長

タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長

土
木
建
築
課
長

保
全
計
画
課
、
電
気
保
修
課
、
計
装
保
修

課
、
原
子
炉
保
修
課
、
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
、

土
木
建
築
課
の
係
長

発
電
班

参考①-341



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

度
と
す
る
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
第
１
２

７
条
に
定
め
る
原
子
力
防
災
要
員
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別

措
置
法
第
９
条
第
１
項
に
規
定
す
る
原
子
力
防
災
管
理
者
ま

た
は
同
法
同
条
第
３
項
に
規
定
す
る
副
原
子
力
防
災
管
理
者

で
あ
る
こ
と
。
 

す
る
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
第

12
0
条
に
定

め
る
原
子
力
防
災
要
員
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
９

条
第
１
項
に
規
定
す
る
原
子
力
防
災
管
理
者
又
は
同
法
同
条

第
３
項
に
規
定
す
る
副
原
子
力
防
災
管
理
者
で
あ
る
こ
と
。

 

 

と
す
る
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
第
１
２
２
条

に
定
め
る
原
子
力
防
災
要
員
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法

第
９
条
第
１
項
に
規
定
す
る
原
子
力
防
災
管
理
者
ま
た
は
同
法

同
条
第
３
項
に
規
定
す
る
副
原
子
力
防
災
管
理
者
で
あ
る
こ

と
。
 

表
１
２
７
の
２
 

分
 
 
類
 

項
 

 
目
 

時
間
 

教
育
 

緊
急
作
業
の
方
法
に
関
す
る
知
識
（
放
射
線
測
定

の
方
法
、
身
体
等
の
汚
染
の
状
態
の
検
査
、
保
護

具
の
性
能
お
よ
び
使
用
方
法
等
）
 

３
時
間
以
上

 

電
離
放
射
線
の
生
体
に
与
え
る
影
響
、
健
康
管
理

の
方
法
お
よ
び
被
ば
く
線
量
の
管
理
の
方
法
に

関
す
る
知
識
 

１
時
間
以
上

 

訓
練
 

緊
急
作
業
の
方
法
※
１
 

３
時
間
以
上

 

緊
急
作
業
で
使
用
す
る
施
設
お
よ
び
設
備
の
取

扱
い
※
２
 

３
時
間
以
上

 

 

表
1
20
の
２
－
１
 

分
 
類
 

項
 
目
 

時
間
 

教
育
 

緊
急
作
業
の
方
法
に
関
す
る
知
識
（
放
射
線
測
定
の
方

法
、
身
体
等
の
汚
染
の
状
態
の
検
査
、
保
護
具
の
性
能
及

び
使
用
方
法
等
）
 

３
時
間
以
上

 

電
離
放
射
線
の
生
体
に
与
え
る
影
響
、
健
康
管
理
の
方
法

及
び
被
ば
く
線
量
の
管
理
の
方
法
に
関
す
る
知
識

 
１
時
間
以
上

 

訓
練
 

緊
急
作
業
の
方
法
※
１
 

３
時
間
以
上

 

緊
急
作
業
で
使
用
す
る
施
設
及
び
設
備
の
取
扱
い
※
２
 

３
時
間
以
上

 
 

表
１
２
２
の
２
 

分
 

 
類

 
項
 

 
目

 
時
間

 

教
育
 

緊
急
作
業
の
方
法
に
関
す
る
知
識
（
放
射
線
測

定
の
方
法
、
身
体
等
の
汚
染
の
状
態
の
検
査
、

保
護
具
の
性
能
お
よ
び
使
用
方
法
等
）
 

３
時
間
以
上

 

電
離
放
射
線
の
生
体
に
与
え
る
影
響
、
健
康
管

理
の
方
法
お
よ
び
被
ば
く
線
量
の
管
理
の
方

法
に
関
す
る
知
識
 

１
時
間
以
上

 

訓
練
 

緊
急
作
業
の
方
法
※
１
 

３
時
間
以
上

 

緊
急
作
業
で
使
用
す
る
施
設
お
よ
び
設
備
の

取
扱
い
※
２
 

３
時
間
以
上

 

 

 

※
１
：
兼
用
で
き
る
訓
練
 

・
第
１
８
条
の
５
第
４
項
、
第
１
３
６
条
の
う
ち
、
緊
急

作
業
の
方
法
に
関
す
る
訓
練
 

※
２
：
兼
用
で
き
る
訓
練
 

・
第
１
８
条
の
５
第
４
項
、
第
１
８
条
の
６
第
１
項
、
第

１
８
条
の
７
第
１
項
、
第
１
３
０
条
お
よ
び
第
１
３
６

条
の
う
ち
、
緊
急
作
業
で
使
用
す
る
施
設
お
よ
び
設
備

の
取
扱
い
に
関
す
る
訓
練
 

 

※
１
：
兼
用
で
き
る
訓
練

 

・
第

17
条
の
６
第
４
項
及
び
第

1
29
条
の
う
ち
、
緊
急
作
業

の
方
法
に
関
す
る
訓
練

 

※
２
：
兼
用
で
き
る
訓
練

 

・
第

17
条
の
６
第
４
項
、
第

1
7
条
の
７
第
１
項
、
第

12
3

条
及
び
第

12
9
条
の
う
ち
、
緊
急
作
業
で
使
用
す
る
施
設

及
び
設
備
の
取
扱
い
に
関
す
る
訓
練

 

 

※
１
：
兼
用
で
き
る
訓
練
 

・
第
１
８
条
の
５
第
４
項
、
第
１
３
１
条
の
う
ち
、
緊
急
作
業
の

方
法
に
関
す
る
訓
練
 

※
２
：
兼
用
で
き
る
訓
練
 

・
第
１
８
条
の
５
第
４
項
、
第
１
８
条
の
６
第
１
項
、
第
１
２
５

条
お
よ
び
第
１
３
１
条
の
う
ち
、
緊
急
作
業
で
使
用
す
る
施
設

お
よ
び
設
備
の
取
扱
い
に
関
す
る
訓
練
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異

 

（
原
子
力
防
災
資
機
材
等
の
整
備
）
 

第
１
２
８
条

 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
力
防
災
組
織
の
活
動
に

必
要
な
放
射
線
障
害
防
護
用
器
具
、
非
常
用
通
信
機
器
等
を
定
め

る
に
あ
た
り
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

  ２
．
発
電
室
長
は
、
非
常
事
態
に
お
け
る
運
転
操
作
に
関
す
る
社
内

標
準
を
作
成
し
、
制
定
・
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
第
８
条
第
２
項

に
基
づ
き
運
営
委
員
会
の
確
認
を
得
る
。
 

 

（
原
子
力
防
災
資
機
材
等
の
整
備
）

 

第
1
21
条
 
各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直

課
長
を
除
く
。
）、
総
務
課
長
、
技
術
第
一
課
長
及
び
安
全
管
理
第

一
課
長
は
、
原
子
力
防
災
組
織
の
活
動
に
必
要
な
放
射
線
障
害
防

護
用
器
具
、
非
常
用
通
信
機
器
等
を
定
め
る
に
当
た
り
、
所
長
の

承
認
を
得
る
。
 

２
 
発
電
第
二
課
長
は
、
緊
急
事
態
に
お
け
る
運
転
操
作
に
関
す
る

社
内
基
準
を
作
成
し
、
制
定
及
び
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
第
７
条

第
２
項
に
基
づ
き
運
営
委
員
会
の
確
認
を
得
る
。

 

 

（
原
子
力
防
災
資
機
材
等
の
整
備
）
 

第
１
２
３
条

 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
力
防
災
組
織
の
活
動

に
必
要
な
放
射
線
障
害
防
護
用
器
具
、
非
常
用
通
信
機
器
等
を

定
め
る
に
あ
た
り
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

  ２
．
発
電
室
長
は
、
非
常
事
態
に
お
け
る
運
転
操
作
に
関
す
る
社

内
標
準
を
作
成
し
、
制
定
・
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
第
８
条
第

２
項
に
基
づ
き
運
営
委
員
会
の
確
認
を
得
る
。
 

      【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異

 

（
通
報
経
路
）
 

第
１
２
９
条

 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
警
戒
事
象
が
発
生
し
た
場
合
、

ま
た
は
特
定
事
象
等
が
発
生
し
た
場
合
の
社
内
お
よ
び
国
、
県
、

町
等
の
社
外
関
係
機
関
と
の
連
絡
経
路
ま
た
は
通
報
経
路
を
定

め
る
に
あ
た
り
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

 

（
通
報
経
路
）
 

第
1
22
条
 
防
災
課
長
は
、
警
戒
事
象
が
発
生
し
た
場
合
、
又
は
特

定
事
象
等
が
発
生
し
た
場
合
の
社
内
及
び
国
、
県
、
町
等
の
社
外

関
係
機
関
と
の
連
絡
経
路
又
は
通
報
経
路
を
定
め
る
に
当
た
り
、

所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

（
通
報
経
路
）
 

第
１
２
４
条

 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
警
戒
事
象
が
発
生
し
た
場

合
、
ま
た
は
特
定
事
象
等
が
発
生
し
た
場
合
の
社
内
お
よ
び

国
、
県
、
町
等
の
社
外
関
係
機
関
と
の
連
絡
経
路
ま
た
は
通
報

経
路
を
定
め
る
に
あ
た
り
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

 

（
原
子
力
防
災
訓
練
）
 

第
１
３
０
条

 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
力
防
災
組
織
の
構
成
員

等
に
対
し
て
非
常
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
総
合
的
な
訓
練
を

１
年
に
１
回
以
上
実
施
し
、
所
長
に
報
告
す
る
。
 

 

（
原
子
力
防
災
訓
練
）
 

第
1
23
条
 
防
災
課
長
は
、
原
子
力
防
災
組
織
の
構
成
員
に
対
し
て

緊
急
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
総
合
的
な
訓
練
を
毎
年
度
１
回

以
上
実
施
し
、
所
長
に
報
告
す
る
。

 

 

（
原
子
力
防
災
訓
練
）
 

第
１
２
５
条

 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
力
防
災
組
織
の
構
成

員
等
に
対
し
て
非
常
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
総
合
的
な
訓
練

を
１
年
に
１
回
以
上
実
施
し
、
所
長
に
報
告
す
る
。
 

  

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異

 

参考①-342



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

（
通

 
報
）

 

第
１
３
１
条

 
各
課
（
室
）
長
は
、
警
戒
事
象
が
発
生
し
た
場
合
、

ま
た
は
特
定
事
象
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
第
１
２
９
条
に
定
め

る
経
路
に
従
っ
て
所
長
に
報
告
す
る
。
 

２
．
所
長
は
、
警
戒
事
象
の
発
生
、
ま
た
は
特
定
事
象
等
の
発
生
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
、
も
し
く
は
自
ら
発
見
し
た
場
合
は
、
第
１

２
９
条
に
定
め
る
経
路
に
従
っ
て
社
内
お
よ
び
社
外
関
係
機
関

に
連
絡
ま
た
は
通
報
す
る
。
 

 

（
通

 
 
報
）
 

第
1
24
条
 
各
第
二
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
警
戒
事
象
が
発

生
し
た
場
合
、
又
は
特
定
事
象
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
第

12
2

条
に
定
め
る
経
路
に
従
っ
て
所
長
に
報
告
す
る
。

 

２
 
所
長
は
、
警
戒
事
象
の
発
生
、
又
は
特
定
事
象
等
の
発
生
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
、
若
し
く
は
自
ら
発
見
し
た
場
合
は
、
第

12
2

条
に
定
め
る
経
路
に
従
っ
て
社
内
及
び
社
外
関
係
機
関
に
連
絡

又
は
通
報
す
る
。
 

 

（
通
 
報
）
 

第
１
２
６
条

 
各
課
（
室
）
長
は
、
警
戒
事
象
が
発
生
し
た
場

合
、
ま
た
は
特
定
事
象
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
第
１
２
４
条

に
定
め
る
経
路
に
従
っ
て
所
長
に
報
告
す
る
。
 

２
．
所
長
は
、
警
戒
事
象
の
発
生
、
ま
た
は
特
定
事
象
等
の
発
生

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
も
し
く
は
自
ら
発
見
し
た
場
合
は
、

第
１
２
４
条
に
定
め
る
経
路
に
従
っ
て
社
内
お
よ
び
社
外
関
係

機
関
に
連
絡
ま
た
は
通
報
す
る
。
 

 

 

（
原
子
力
防
災
体
制
等
の
発
令
）
 

第
１
３
２
条

 
所
長
は
、
警
戒
事
象
の
発
生
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、
ま
た
は
自
ら
発
見
し
た
場
合
は
、
警
戒
体
制
を
発
令
し
て
、

発
電
所
警
戒
本
部
の
要
員
を
召
集
し
、
発
電
所
警
戒
本
部
を
設
置

す
る
。
 

所
長
は
、
警
戒
体
制
、
ま
た
は
原
子
力
防
災
体
制
を
発
令
し
た

場
合
は
、
直
ち
に
原
子
力
発
電
部
門
統
括
に
報
告
す
る
。
 

２
．
所
長
は
、
特
定
事
象
等
の
発
生
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
ま
た

は
自
ら
発
見
し
た
場
合
は
、
原
子
力
防
災
体
制
を
発
令
し
て
、
発

電
所
原
子
力
緊
急
時
対
策
本
部
の
要
員
を
召
集
し
、
発
電
所
原
子

力
緊
急
時
対
策
本
部
を
設
置
す
る
。
 

所
長
は
、
原
子
力
防
災
体
制
を
発
令
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
原

子
力
発
電
部
門
統
括
に
報
告
す
る
。
 

 

（
緊
急
時
体
制
の
発
令
）

 

第
1
25
条
 
所
長
は
、
警
戒
事
象
の
発
生
、
又
は
特
定
事
象
等
の
発

生
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
若
し
く
は
自
ら
発
見
し
た
場
合
は
、

緊
急
時
体
制
を
発
令
し
て
、
原
子
力
防
災
要
員
を
召
集
し
、
発
電

所
に
緊
急
時
対
策
本
部
を
設
置
す
る
。
所
長
は
、
緊
急
時
体
制
を

発
令
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
原
子
力
管
理
部
長
に
報
告
す
る
。

 

 

（
原
子
力
防
災
体
制
等
の
発
令
）
 

第
１
２
７
条

 
所
長
は
、
警
戒
事
象
の
発
生
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、
ま
た
は
自
ら
発
見
し
た
場
合
は
、
警
戒
体
制
を
発
令
し

て
、
発
電
所
警
戒
本
部
の
要
員
を
召
集
し
、
発
電
所
警
戒
本
部

を
設
置
す
る
。

 

所
長
は
、
警
戒
体
制
、
ま
た
は
原
子
力
防
災
体
制
を
発
令
し

た
場
合
は
、
直
ち
に
原
子
力
発
電
部
門
統
括
に
報
告
す
る
。

 

２
．
所
長
は
、
特
定
事
象
等
の
発
生
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
ま

た
は
自
ら
発
見
し
た
場
合
は
、
原
子
力
防
災
体
制
を
発
令
し

て
、
発
電
所
対
策
本
部
の
要
員
を
召
集
し
、
発
電
所
対
策
本
部

を
設
置
す
る
。

 

所
長
は
、
原
子
力
防
災
体
制
を
発
令
し
た
場
合
は
、
直
ち
に

原
子
力
発
電
部
門
統
括
に
報
告
す
る
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
事
象
進
展
に
応

じ
て
「
警
戒
体
制
」
か
ら

「
原
子
力
防
災
体
制
」
へ
移

行
し
対
応
す
る
た
め
分
け
て

記
載
し
て
い
る
。
玄
海
は
、

「
緊
急
時
体
制
」
の
み
の
た

め
ま
と
め
て
記
載
し
て
い

る
。
）
 

（
応
急
措
置
）
 

第
１
３
３
条

 
本
部
長
は
、
原
子
力
防
災
組
織
を
統
括
し
、
原
子
力

防
災
体
制
等
を
発
令
し
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
応
急
措
置
を
実

施
す
る
。
 

(
1)
 退

避
誘
導
お
よ
び
構
内
入
域
制
限

 

(
2)
 消
火
活
動
 

(
3)
 原
子
力
災
害
医
療

 

(
4)
 汚
染

拡
大
の
防
止

 

(
5)
 線
量
評
価
 

(
6)
 応
急
復
旧
 

(
7)
 原
子
力
災
害
の

拡
大
防
止
を
図
る
た
め
の
措
置

 

 

（
応
急
措
置
）
 

第
1
26
条
 
本
部
長
は
、
原
子
力
防
災
組
織
を
統
括
し
、
緊
急
時
体

制
を
発
令
し
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
応
急
措
置
を
実
施
す
る
。
 

 

(
1)
 
警
備
及
び
避
難
誘
導
 

(
2)
 
放
射
能
影
響
範
囲
の
推
定
 

(
3)
 
原
子
力
災
害
医
療
 

(
4)
 
消
火
活
動
 

(
5)
 
汚
染
拡
大
の
防
止
 

(
6)
 
線
量
評
価
 

(
7)
 
応
急
復

旧
 

(8
)
 
原
子
力
災
害
の
発
生
又
は

拡
大
の
防
止
を
図
る
た
め
の
措

置
 

 

（
応
急
措
置
）
 

第
１
２
８
条

 
本
部
長
は
、
原
子
力
防
災
組
織
を
統
括
し
、
原
子
力

防
災
体
制
等
を
発
令
し
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
応
急
措
置
を
実

施
す
る
。
 

 

(1
) 

退
避
誘
導
お
よ
び
構
内
入
域
制
限
 

(2
) 
消
火
活
動

 

(3
) 
原
子
力
災
害
医
療
 

(4
) 
汚
染
拡
大
の
防
止
 

(5
) 
線
量
評
価

 

(6
) 
応
急
復
旧

 

(7
) 
原
子
力
災
害
の
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
の
措
置
 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異

 

（
緊
急
時
に
お
け
る
活
動
）
 

第
１
３
４
条

 
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
発
出
後
、
本
部
長
は
、
第
１

３
３
条
で
定
め
る
応
急
措
置
を
継
続
実
施
す
る
。
 

 

（
緊
急
時
に
お
け
る
活
動
）
 

第
1
27
条
  
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
発
出
後
、
本
部
長
は
第

1
26
条

で
定
め
る
応
急
措
置
を
継
続
実
施
す
る
。
 

 

（
緊
急
時
に
お
け
る
活
動
）

 

第
１
２
９
条

 
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
発
出
後
、
本
部
長
は
、
第

１
２
８
条
で
定
め
る
応
急
措
置
を
継
続
実
施
す
る
。
 

 

 

（
緊
急
作
業
従
事
者
の
線
量
管
理
等
）
 

第
１
３
４
条
の
２
 
本
部
長
は
、
緊
急
作
業
従
事
者
が
緊
急
作
業
期

間
中
に
受
け
る
線
量
を
可
能
な
限
り
低
減
す
る
た
め
、
次
の
事
項

を
実
施
す
る
。
 

（
緊
急
作
業
従
事
者
の
線
量
管
理
等
）
 

第
1
27
条
の
２
 
本
部
長
は
、
緊
急
作
業
従
事
者
が
緊
急
作
業
期
間

中
に
受
け
る
線
量
を
可
能
な
限
り
低

減
す
る
た
め
、
次
の
事
項
を

実
施
す
る
。
 

（
緊
急
作
業
従
事
者
の
線
量
管
理
等
）
 

第
１
２
９
条
の
２
 
本
部
長
は
、
緊
急
作
業
従
事
者
が
緊
急
作
業

期
間
中
に
受
け
る
線
量
を
可
能
な
限
り
低

減
す
る
た
め
、
次
の

事
項
を
実
施
す
る
。
 

    

参考①-343



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(1
) 
緊
急
作
業
従
事
者
が
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
期
間
中
の
実

効
線
量
お
よ
び
等
価
線
量
を
表
１
３
４
の
２
に
定
め
る
項
目

お
よ
び
頻
度
に
基
づ
き
評
価
す
る
と
と
も
に
、
法
令
に
定
め

る
線
量
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
被
ば
く
線
量
の
管
理
を
実

施
す
る
。

 

(
1)
 
緊
急
作
業
従
事
者
が
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
期
間
中
の
実

効
線
量
及
び
等
価
線
量
を
表

1
27
の
２
－
１
に
定
め
る
項
目
及

び
頻
度
に
基
づ
き
評
価
す
る
と
と
も
に
、
法
令
に
定
め
る
線
量

限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
被
ば
く
線
量
の
管
理
を
実
施
す
る
。
 

(
1
) 
緊
急
作
業
従
事
者
が
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
期
間
中
の
実
効

線
量
お
よ
び
等
価
線
量
を
表
１
２
９
の
２
に
定
め
る
項
目
お
よ

び
頻
度
に
基
づ
き
評
価
す
る
と
と
も
に
、
法
令
に
定
め
る
線
量

限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
被
ば
く
線
量
の
管
理
を
実
施
す
る
。
 

 

(2
) 
原
子
炉
施
設
の
状
況
お
よ
び
作
業
内
容
を
考
慮
し
、
放
射
線

防
護
マ
ス
ク
の
着
用
等
の
放
射
線
防
護
措
置
を
講
じ
る
。
 

２
 
本
部
長
は
、
緊
急
作
業
従
事
者
に
対
し
、
緊
急
作
業
期
間
中
お

よ
び
緊
急
作
業
に
係
る
業
務
か
ら
離
れ
る
際
、
医
師
に
よ
る
健
康

診
断
を
実
施
す
る
。
 

(
2)
 原
子
炉
施
設
の
状
況
及
び
作
業
内
容
を
考
慮
し
、
放
射
線
防

護
マ
ス
ク
の
着
用
等
の
放
射
線
防
護
措
置
を
講
じ
る
。
 

２
 
本
部
長
は
、
緊
急
作
業
従
事
者
に
対
し
、
緊
急
作
業
期
間
中
及

び
緊
急
作
業
に
係
る
業
務
か
ら
離
れ
る
際
、
医
師
に
よ
る
健
康
診

断
を
実
施
す
る
。
 

(
2
) 
原
子
炉
施
設
の
状
況
お
よ
び
作
業
内
容
を
考
慮
し
、
放
射
線

防
護
マ
ス
ク
の
着
用
等
の
放
射
線
防
護
措
置
を
講
じ
る
。
 

２
 
本
部
長
は
、
緊
急
作
業
従
事
者
に
対
し
、
緊
急
作
業
期
間
中

お
よ
び
緊
急
作
業
に
係
る
業
務
か
ら
離
れ
る
際
、
医
師
に
よ
る

健
康
診
断
を
実
施
す
る
。
 

 

表
１
３
４
の
２
 

項
 
 
目
 

頻
 

 
度
 

外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
 

１
ヶ
月
※
１
に
１
回
 

内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
 

１
ヶ
月
※
１
に
１
回
 

 

表
1
27
の
２
－
１
 

項
 

 
目
 

頻
 

 
度

 

外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量

 
1
か
月
※
１
に
１
回

 

内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量

 
1
か
月
※
１
に
１
回

 
 

表
１
２
９
の
２
 

項
 

 
目

 
頻

 
 
度

 

外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
 

１
ヶ
月
※
１
に
１
回
 

内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
 

１
ヶ
月
※
１
に
１
回
 

 

 

※
１
：
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
。
 

 

※
１
：
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
。

 

 

※
１
：
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
。
 

 

 

（
原
子
力
防
災
体
制
等
の
解
除
）
 

第
１
３
５
条

 
本
部
長
は
、
事
象
が
収
束
し
、
警
戒
体
制
ま
た
は
原

子
力
防
災
体
制
を
継
続
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
警
戒

体
制
ま
た
は
原
子
力
防
災
体
制
を
解
除
し
、
そ
の
旨
を
社
内
お
よ

び
社
外
関
係
機
関
に
連
絡
す
る
。
 

 

（
緊
急
時
体
制
の
解
除
）

 

第
1
28
条
 
本
部
長
は
、
事
象
が
収
束
し
、
緊
急
時
体
制
を
継
続
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
緊
急
時
体
制
を
解
除
し
、
そ
の

旨
を
社
内
及
び
社
外
関
係
機
関
に
連
絡
す
る
。
 

 

（
原
子
力
防
災
体
制
等
の
解
除
）
 

第
１
３
０
条

 
本
部
長
は
、
事
象
が
収
束
し
、
警
戒
体
制
ま
た
は

原
子
力
防
災
体
制
を
継
続
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

警
戒
体
制
ま
た
は
原
子
力
防
災
体
制
を
解
除
し
、
そ
の
旨
を
社

内
お
よ
び
社
外
関
係
機
関
に
連
絡
す
る
。

 

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
運
用
の
差
異
 

（
第

12
7条
と
同
様
。
）
 

  
 

参考①-344



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

第
１
０
章

 
保
安
教
育
 

第
10
章
 
保
安
教
育
 

第
１
０
章
 
保
安
教
育
 

 

（
所
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

第
１
３
６
条

 
所
長
室
長
は
、
毎
年
度
、
原
子
炉
施
設
の
運
転
お
よ

び
管
理
を
行
う
所
員
へ
の
保
安
教
育
実
施
計
画
を
表
１
３
６
－

１
、
表
１
３
６
－
２
お
よ
び
表
１
３
６
－
３
の
実
施
方
針
に
基
づ

い
て
作
成
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承

認
を
得
る
。
 

（
所
員
へ
の
保
安
教
育
）

 

第
1
29
条
 
各
第
二
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、「
教
育
訓
練
基
準
」

に
基
づ
き
、
次
に
定
め
る
事
項
を
実
施
す
る
。
 

(1
) 
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
毎
年
度
、
原
子
炉
施
設

の
運
転
及
び
管
理
を
行
う
所
員
へ
の
保
安
教
育
の
実
施
計
画

を
表

1
29
－
１
、
表

1
29
－
２
及
び
表

1
2
9－
３
の
実
施
方
針

に
基
づ
い
て
作
成
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、

所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

（
所
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

第
１
３
１
条

 
所
長
室
長
は
、
毎
年
度
、
原
子
炉
施
設
の
運
転
お

よ
び
管
理
を
行
う
所
員
へ
の
保
安
教
育
実
施
計
画
を
表
１
３
１

－
１
、
表
１
３
１
－
２
お
よ
び
表
１
３
１
－
３
の
実
施
方
針
に

基
づ
い
て
作
成
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所

長
の
承
認
を
得
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
（
以
下
、
同
様
。）

 

２
．
所
長
室
長
は
、
第
１
項
の
保
安
教
育
実
施
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
第
８
条
第
２
項
に
基
づ
き
運
営
委
員
会
の
確
認
を
得
る
。

 

 ３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
保
安
教
育
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

保
安
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
年
度
毎
に
実
施
結
果
を
所
長

に
報
告
す
る
。
 

た
だ
し
、
各
課
（
室
）
長
が
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た

基
準
に
従
い
、
各
項
目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知

識
お
よ
び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当

す
る
教
育
に
つ
い
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

４
．
所
長
室
長
は
、
具
体
的
な
保
安
教
育
内
容
の
見
直
し
頻
度
を
定

め
る
。
 

５
．
各
課
（
室
）
長
は
、
具
体
的
な
保
安
教
育
の
内
容
を
定
め
る
と

と
も
に
所
長
室
長
が
定
め
る
見
直
し
頻
度
に
従
い
、
必
要
な
見
直

し
を
行
う
。
 

 

(
2)
 
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
(
1)
の
保
安
教
育
の
実
施

計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
第
７
条
第
２
項
に
基
づ
き
運
営
委
員

会
の
確
認
を
得
る
。
 

(
3)
 
各
第
二
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
具
体
的
な
保
安
教

育
の
内
容
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
(
1)
の
保
安
教
育
の
実

施
計
画
に
従
い
、
保
安
教
育
を
実
施
す
る
。
 

た
だ
し
、
各
第
二
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
が
、「
教
育
訓
練

基
準
」
に
従
い
、
各
項
目
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な

知
識
及
び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該

当
す
る
教
育
に
つ
い
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
4)
 
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
年
度
ご
と
に
(
3)
の
実
施

結
果
を
取
り
ま
と
め
所
長
に
報
告
す
る
。
 

(
5)
 
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
具
体
的
な
保
安
教
育
の

内
容
の
見
直
し
頻
度
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
各
第
二
課

（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、

(
3)
の
具
体
的
な
保
安
教
育
の
内

容
の
見
直
し
を
行
う
。

 

 

２
．
所
長
室
長
は
、
第
１
項
の
保
安
教
育
実
施
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、
第
８
条
第
２
項
に
基
づ
き
運
営
委
員
会
の
確
認
を
得

る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
は
、
第
１
項
の
保
安
教
育
実
施
計
画
に
基
づ

き
、
保
安
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
年
度
毎
に
実
施
結
果
を

所
長
に
報
告
す
る
。
 

た
だ
し
、
各
課
（
室
）
長
が
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た

基
準
に
従
い
、
各
項
目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知

識
お
よ
び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当

す
る
教
育
に
つ
い
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
．
所
長
室
長
は
、
具
体
的
な
保
安
教
育
内
容
の
見
直
し
頻
度
を

定
め
る
。
 

５
．
各
課
（
室
）
長
は
、
具
体
的
な
保
安
教
育
の
内
容
を
定
め
る

と
と
も
に
所
長
室
長
が
定
め
る
見
直
し
頻
度
に
従
い
、
必
要
な

見
直
し
を
行
う
。
 

 

 

 

参考①-345



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
6.
2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

7.
5
認
可
）

 
表
１
３
６
－
１
 
保
安
教
育
実
施
方
針
（
総
括
表
）
 

保
安
教
育
の
内
容
 

対
象
者
と
教
育
時
間

 
※
３
 

運
転
員
 

燃
料
取
替
の

業
務
に
関
わ

る
者
 

左
記
以
外
の

技
術
系
所
員
 

事
務
系
所

員
 

大
分
類
 

中
分
類
 

（
実
用
炉
規
則
第

９
２
条
の
内
容
）
 

小
分
類
（
項
目
）
 

内
 

 
 
 
容
 

実
施
時
期
 
当
直
課
長
 

当
直
主
任
 

当
直
班
長
 

原
子
炉
制

御
員
 

主
機
運
転
員
 
補
機
運
転
員
 

放
射
性
廃
棄
物
処

理
設
備
の
業
務
に

関
わ
る
者
 

入
所
時
に
 

実
施
す
る
 

教
育
 

※
１
 

関
係
法
令
お
よ
び

保
安
規
定
の
遵
守

に
関
す
る
こ
と
 

原
子
炉
等
規
制
法
お

よ
び
法
令
等
の
遵
守

※
２
 

原
子
炉
等
規
制
法
に
関
連
す
る
法
令
の
概
要
お
よ
び
法
令

等
の
遵
守
※
２
 

入
所
時

（
原
子
力

発
電
所
新

規
配
属

時
）
 

◎
 

（
１
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
時
間

以
上
）
 

原
子
炉
施
設
の
構

造
、
性
能
に
関
す

る
こ
と
 

設
備
概
要
、
主
要
系

統
の
機
能
 

原
子
炉
の
し
く
み
 

◎
 

（
0
.
5時
間

以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5時
間

以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5時
間

以
上
）
 

◎
 

（
0
.5
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0
.5
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
0
.5
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5
時
間

以
上
）
 

原
子
炉
容
器
等
主
要
機
器
の
構
造
に
関
す
る
こ
と
 

原
子
炉
冷
却
系
統
等
主
要
系
統
の
機
能
・
性
能
に
関
す
る
こ

と
 

◎
 

（
0
.
5時
間

以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5時
間

以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5時
間

以
上
）
 

◎
 

（
0
.5
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0
.5
時
間

以
上
）
 

○
 

（
0
.5
時
間

以
上
）
 

×
 

非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
に
関
す
る

こ
と
 

非
常
時
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
の
概
要
 

◎
 

（
0
.
5時
間

以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5時
間

以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5時
間

以
上
）
 

◎
 

（
0
.5
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0
.5
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
0
.5
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5
時
間

以
上
）
 

放
射
線
 

業
務
 

従
事
者
 

教
育
 

※
１
 

関
係
法
令
お
よ
び
保
安
規
定
の
遵
守
に
関

す
る
こ
と
 

法
、
令
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
お
よ
び
電
離
放
射
線
障
害
防

止
規
則
の
関
係
条
項
 

管
理
区
域

内
に
お
い

て
核
燃
料

物
質
、
使

用
済
燃
料

ま
た
は
こ

れ
ら
に
よ

っ
て
汚
染

さ
れ
た
物

を
取
り
扱

う
業
務
に

就
か
せ
る

と
き
 

対
象
者
と
教
育
時
間
は
、
表
１
３
６
－
２
参
照
 

原
子
炉
施
設
の
構
造
、
性
能
に
関
す
る
こ
と
 
原
子
炉
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
お
よ
び
そ
の
他
の
設

備
の
構
造
に
関
す
る
こ
と
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

原
子
炉
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
お
よ
び
そ
の
他
の
設

備
の
取
扱
い
の
方
法
 

管
理
区
域
へ
の
立
入
り
お
よ
び
退
去
の
手
順
 

外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
お
よ
び
空
気
中
の
放
射

性
物
質
の
濃
度
の
監
視
の
方
法
 

電
離
放
射
線
が
生
体
の
細
胞
、
組
織
、
器
官
お
よ
び
全
身
に

与
え
る
影
響
 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ

て
汚
染
さ
れ
た
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ

と
 

核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ま
た
は
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
汚
染
さ
れ
た
物
の
種
類
お
よ
び
性
状
な
ら
び
に
運
搬
、
貯

蔵
、
廃
棄
の
作
業
の
方
法
・
順
序
 

非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
に
関
す
る

こ
と
 

異
常
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
応
急
措
置
の
方

法
 

そ
の
他
 

反
復
教
育
 

関
係
法
令
お
よ
び
保

安
規
定
の
遵
守
に
関

す
る
こ
と
 

原
子
炉
施
設
保
安
規

定
お
よ
び
法
令
等
の

遵
守
※
２
 

総
則
、
品
質
保
証
、
保
安
管
理
体
制
お
よ
び
評
価
、
保
安
教

育
、
記
録
お
よ
び
報
告
に
関
す
る
こ
と
お
よ
び
法
令
等
の
遵

守
※
２
 

１
回

／
１

０
年
毎
以

上
 

対
象
者
と
実
施
時
期
、
教
育
時
間
に
 

つ
い
て
は
、
表
１
３
６
－
３
参
照
 

○
 

（
１
時
間
以

上
) 

○
 

（
１
時
間
以

上
)
 

原
子
炉
施
設
の
運
転

に
関
す
る
こ
と
 

運
転
管
理
 

臨
界
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

○
 

（
１
時
間
以

上
）
 

×
 

運
転
上
の
留
意
事
項
に
関
す
る
こ
と
、
通
則
に
関
す
る
こ
と
 

運
転
上
の
制
限
に
関
す
る
こ
と
 

異
常
時
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
 

原
子
炉
物
理
・
理
論
に
関
す
る
こ
と
 

×
 

巡
視
点
検
に
関
す
る
こ
と
 

定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
の
操
作
に
関
す
る
こ

と
 

 
 

 
 

 

表
1
29
－
１

 
保
安
教
育
の
実
施
方
針
（
総
括
表
）
 

 
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

 
 

 

 

表
１
３
１
－
１
 

保
安
教
育
実
施
方
針
（
総
括
表
）
 

保
安
教
育
の
内
容
 

対
象
者
と
教
育
時
間

 
※
３
 

運
転
員
（
１
，
２
号
炉
担
当
お
よ
び
３
号
炉
担
当
）
 

燃
料
取
替
の
業
務
に

関
わ
る
者

 
左
記
以
外
の
技
術
系

所
員

 
事
務
系
所
員
 

大
分
類

 
中
分
類

 
（
実
用
炉
規
則
第
９
２
条

の
内
容
）
 

小
分
類
 

(
項
目
）
 

内
 

 
 

 
容
 

実
施
時
期
 

当
直
課
長
 

（
１
，
２
号
炉
担
当
を

含
む
）

 
当
直
主
任
 

（
３
号
炉
担
当
）
 

当
直
班
長
 

（
３
号
炉
担
当
）
 

原
子
炉
制
御
員
 

（
３
号
炉
担
当
）
 

主
機
運
転
員
 

（
３
号
炉
担
当
）
 

そ
の
他
運
転
員

 
（
１
，
２
号
炉
担

当
）
 

補
機
運
転
員
 

（
３
号
炉
担
当
）

 

放
射
性
廃
棄
物
処
理

設
備
の
業
務
に
関
わ

る
者
 

入
所
時
に
 

実
施
す
る
 

教
育

 
※
１
 

関
係
法
令
お
よ
び
保
安
規

定
の
遵
守
に
関
す
る
こ
と
 
原
子
炉
等
規
制
法
お
よ
び
法
令
等
の
遵

守
※
２
 

原
子
炉
等
規
制
法
に
関
連
す
る
法
令
の
概
要
お
よ
び
法
令
等
の

遵
守
※
２

 

入
所
時
（
原
子

力
発
電
所
新
規

配
属
時
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）

 
◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）

 
◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

原
子
炉
施
設
の
構
造
、
性

能
に
関
す
る
こ
と

 
設
備
概
要
、
主
要
系
統
の
機
能
 

原
子
炉
の
し
く
み
 

◎
 

（
0
.5
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0.
5
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0.
5
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0.

5時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5時
間
以
上
）

 
◎
 

（
0
.
5時
間
以
上
）

 

原
子
炉
容
器
等
主
要
機
器
の
構
造
に
関
す
る
こ
と
 

原
子
炉
冷
却
系
統
等
主
要
系
統
の
機
能
・
性
能
に
関
す
る
こ
と
 

◎
 

（
0
.5
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0.
5
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0.
5
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0.

5時
間
以
上
）
 

○
 

（
0
.
5時
間
以
上
）

 
×
 

非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
に
関
す
る
こ
と
 

非
常
時
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
の
概
要
 

◎
 

（
0
.5
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0.
5
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0.
5
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0.

5時
間
以
上
）
 

◎
 

（
0
.
5時
間
以
上
）

 
◎
 

（
0
.
5時
間
以
上
）

 

放
射
線
業
 

務
従
事
者
 

教
育

 
※
１
 

関
係
法
令
お
よ
び
保
安
規
定
の
遵
守
に
関
す
る
こ
と
 

法
、
令
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
お
よ
び
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規

則
の
関
係
条
項
 

管
理
区
域
内
に

お
い
て
核
燃
料

物
質
、
使
用
済

燃
料
ま
た
は
こ

れ
ら
に
よ
っ
て

汚
染
さ
れ
た
物

を
取
り
扱
う
業

務
に
就
か
せ
る

と
き

 

対
象
者
と
教
育
時
間
は
、
表
１
３
１
－
２
参
照
 

原
子
炉
施
設
の
構
造
、
性
能
に
関
す
る
こ
と
 

原
子
炉
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
お
よ
び
そ
の
他
の
設
備
の

構
造
に
関
す
る
こ
と
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

原
子
炉
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
お
よ
び
そ
の
他
の
設
備
の

取
扱
い
の
方
法
 

管
理
区
域
へ
の
立
入
り
お
よ
び
退
去
の
手
順
 

外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
お
よ
び
空
気
中
の
放
射
性
物

質
の
濃
度
の
監
視
の
方
法
 

電
離
放
射
線
が
生
体
の
細
胞
、
組
織
、
器
官
お
よ
び
全
身
に
与
え

る
影
響
 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
取

扱
い
に
関
す
る
こ
と
 

核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ま
た
は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
汚

染
さ
れ
た
物
の
種
類
お
よ
び
性
状
な
ら
び
に
運
搬
、
貯
蔵
、
廃
棄

の
作
業
の
方
法
・
順
序
 

非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
に
関
す
る
こ
と
 

異
常
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
応
急
措
置
の
方
法

 

そ
の
他

 
反
復
教
育
 

関
係
法
令
お
よ
び
保
安
規

定
の
遵
守
に
関
す
る
こ
と
 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
お
よ
び
法
令
等

の
遵
守
※
２
 

総
則
、
品
質
保
証
、
保
安
管
理
体
制
お
よ
び
評
価
、
保
安
教
育
、

記
録
お
よ
び
報
告
に
関
す
る
こ
と
お
よ
び
法
令
等
の
遵
守
※
２
 

１
回

／
１
０
年

毎
以
上
 

対
象
者
と
実
施
時
期
、
教
育
時
間
に
 

つ
い
て
は
、
表
１
３
１
－
３
参
照
 

○
 

（
１
時
間
以
上

) 
○
 

（
１
時
間
以
上
)
 

原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関

す
る
こ
と
 

運
転
管
理
 

臨
界
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

○
 

（
１
時
間
以
上
）

 

×
 

運
転
上
の

留
意
事
項
に
関
す
る
こ
と
、
通
則
に
関
す
る
こ
と
 

運
転
上
の
制
限
に
関
す
る
こ
と
 

異
常
時
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
 

原
子
炉
物
理
・
理
論
に
関
す
る
こ
と
 

×
 

巡
視
点
検
に
関
す
る
こ
と
 

定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
の
操
作
に
関
す
る
こ
と
 

異
常
時
対
応
（
現
場
機
器
対
応
）
※
４

 

異
常
時
対
応
（
中
央
制
御
室
内
対
応
）
※
４
 

異
常
時
対
応
（
指
揮
、
状
況
判
断
）
※
４
 

運
転
訓
練
 

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
訓
練
Ⅰ
（
直
員
連
携
訓
練
）
 

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
訓
練
Ⅱ
（
起
動
停
止
・
異
常
時
・
警
報
発
生
時
対

応
訓
練
）

 

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
訓
練
Ⅲ
（
起
動
停
止
・
異
常
時
・
警
報
発
生
時
の

対
応
・
判
断
・
指
揮
命
令
訓
練
）
 

保
守
管
理
 

保
守
管
理
計
画
に
関
す
る
こ
と
 

○
 

（
１
時
間
以
上
）

 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ

と
 

放
射
線
管
理
 

放
射
線
測
定
器
の
取
扱
い
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）

 
◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

○
 

（
１
時
間
以
上
）

 
×
 

管
理
区
域
へ
の
出
入
り
管
理
等
、
区
域
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

線
量
限
度
等
、
被
ば
く
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
測
定
に
関
す
る
こ
と
 

管
理
区
域
外
へ
の
移
動
等
物
品
移
動
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

請
負
会
社
等
の
放
射
線
防
護
に
関
す
る
こ
と
 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
 

核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
 

汚
染
さ
れ
た
物
の
取
 

扱
い
に
関
す
る
こ
と
 

放
射
性
廃
棄
物
管
理
 

放
射
性
固
体
・
液
体
・
気
体
廃
棄
物
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

対
象
者
と
実
施
時
期
、
教
育
時
間
に
 

つ
い
て
は
、
表
１
３
１
－
３
参
照
 

○
 

（
０
．
５
時
間
以
上

) 
×
 

燃
料
管
理
 

燃
料
管
理
に
お
け
る
臨
界
管
理
 

○
 

（
０
．
５
時
間
以

上
）

 
燃
料
の
検
査
、
取
替
、
運
搬
お
よ
び
貯
蔵
に
関
す
る
こ
と
 

非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
に
関
す
る
こ
と
 

緊
急
事
態
応
急
対
策
等
、
原
子
力
防
災
対
策
活
動
に
関
す
る
こ
と
 

１
回
／
年
以
上

 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）

 
◎
 

（
１
時
間
以
上
）

 
◎

 
（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）

 
◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施

設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
 

火
災
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）

 
◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）

 
◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

内
部
溢
水
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
 

火
山
影
響
等
お
よ
び
そ
の
他
自
然
災
害
（
地
震
、
津
波
お
よ
び

竜
巻
等
）
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
 

※
１
：
各
課
（
室
）
長
が
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各
項
目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識

お
よ
び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
教
育
に
つ
い
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
２
：
法
令
等
の
遵
守
と
は
、
関
係
法
令
お
よ
び
保
安
規
定
の
遵
守
に
関
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
３
：
各
対
象
者
に
要
求
さ
れ
て
い
る
教
育
項
目
は
、
対
象
者
と
な
っ
た
時
点
か
ら
課
せ
ら
れ
る
。
 

※
４
：
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
、
火
災
、
内
部

溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
を
含
み
、
そ
の
実
施
時
期
は
、
１
回
／
年

以
上
と
す
る
。
 

 

◎
：
全
員
が
教
育
の
対
象
者
（
関
連
す
る
業
務
内
容
に
応
じ
て
教
育
内
容
に
濃
淡
あ
り
）
 

○
：
業
務
に
関
連
す
る
者
が
教
育
の
対
象
（
関
連
す
る
業
務
内
容
に
応
じ
教
育
内
容
に
濃
淡
あ
り
）
 

×
：
教
育
の
対
象
外
 

（
 
）
：
合
計
の
教
育
時
間
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

7
.5
認
可
）
 

 １
３
６
－
１
 
保
安
教
育
実
施
方
針
（
総
括
表
）
（
続
き
）
 
保
安
教
育
の
内
容
 

対
象
者
と
教
育
時
間
 
※
３
 

運
転
員
 

燃
料
取
替

の
業
務
に

関
わ
る
者
 

左
記
以
外
の

技
術
系
所
員
 
事
務
系
所
員
 

大
分
類
 

中
分
類
 

（
実
用
炉
規
則
第

９
２
条
の
内
容
）
 

小
分
類
（
項
目
）
 

内
 

 
 
 
容
 

実
施
時
期
 
当
直
課
長
 

当
直
主
任
 

当
直
班
長
 

原
子
炉
制

御
員
 

主
機
運
転
員
 
補
機
運
転
員
 

放
射
性
廃
棄
物
処

理
設
備
の
業
務
に

関
わ
る
者
 

そ
の
他
 

反
復
教
育
 

原
子
炉
施
設
の
運

転
に
関
す
る
こ
と
 

運
転
管
理
 

異
常
時
対
応
（
現
場
機
器
対
応
）
※
４
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

異
常
時
対
応
（
中
央
制
御
室
内
対
応
）
※
４
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

異
常
時
対
応
（
指
揮
、
状
況
判
断
）
※
４
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

運
転
訓
練
 

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
訓
練
Ⅰ
（
直
員
連
携
訓
練
）
 

１
回

／
１

０
年
毎
以

上
 

対
象
者
と
実
施
時
期
、
教
育
時
間
に
 

つ
い
て
は
、
表
１
３
６
－
３
参
照
 

×
 

×
 

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
訓
練
Ⅱ
（
起
動
停
止
・
異
常
時
・
警
報
発
生

時
対
応
訓
練
）
 

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
訓
練
Ⅲ
（
起
動
停
止
・
異
常
時
・
警
報
発
生

時
の
対
応
・
判
断
・
指
揮
命
令
訓
練
）
 

保
守
管
理
 

保
守
管
理
計
画
に
関
す
る
こ
と
 

○
 

（
１
時
間
以

上
）
 

放
射
線
管
理
に
関

す
る
こ
と
 

放
射
線
管
理
 

放
射
線
測
定
器
の
取
扱
い
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
）
 

○
 

（
１
時
間
以

上
）
 

×
 

管
理
区
域
へ
の
出
入
り
管
理
等
、
区
域
管
理
に
 

関
す
る
こ
と
 

線
量
限
度
等
、
被
ば
く
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
の
測
定
に
関
す
る
こ

と
 

管
理
区
域
外
へ
の
移
動
等
物
品
移
動
の
管
理
に
関
す
る
こ

と
 

請
負
会
社
等
の
放
射
線
防
護
に
関
す
る
こ
と
 

核
燃
料
物
質
お
よ

び
核
燃
料
物
質
に

よ
っ
て
汚
染
さ
れ

た
物
の
取
扱
い
に

関
す
る
こ
と
 

放
射
性
廃
棄
物
管
理
 
放
射
性
固
体
・
液
体
・
気
体
廃
棄
物
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

対
象
者
と
実
施
時
期
、
教
育
時
間
に
 

つ
い
て
は
、
表
１
３
６
－
３
参
照
 

○
 

（
０
．
５
時

間
以
上

) 
×

 

燃
料
管
理
 

燃
料
管
理
に
お
け
る
臨
界
管
理
 

○
 

（
０
．
５
時

間
以
上
）
 

燃
料
の
検
査
、
取
替
、
運
搬
お
よ
び
貯
蔵
に
関
す
る
こ
と
 

非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
に
関
す
る

こ
と
 

緊
急
事
態
応
急
対
策
等
、
原
子
力
防
災
対
策
活
動
に
関
す
る

こ
と
 

１
回

／
年

以
上
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
)
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
)
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
)
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
)
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
)
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
)
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
)
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
)
 

重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
 

火
災
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
)
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
)
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
)
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
)
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
)
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
)
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
)
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
)
 

内
部
溢
水
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
 

火
山
影
響
等
お
よ
び
そ
の
他
自
然
災
害
（
地
震
、
津
波
お
よ

び
竜
巻
お
よ
び
火
山
(
降
灰
)
等
）
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る

こ
と
 

※
１
：
各
課
（
室
）
長
が
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各
項
目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
お
よ
び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当

す
る
教
育
に
つ
い
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
２
：
法
令
等
の
遵
守
と
は
、
関
係
法
令
お
よ
び
保
安
規
定
の
遵
守
に
関
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
３
：
各
対
象
者
に
要
求
さ
れ
て
い
る
教
育
項
目
は
、
対
象
者
と
な
っ
た
時
点
か
ら
課
せ
ら
れ
る
。
 

※
４
：
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
、
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
の
措

置
に
関
す
る
こ
と
を
含
み
、
そ
の
実
施
時
期
は
、
1回

／
年
以
上
と
す
る
。
 

 

◎
：
全
員
が
教
育
の
対
象
者
（
関
連
す
る
業
務
内
容
に
応

じ
て
教
育
内
容
に
濃
淡
あ
り
）
 

○
：
業
務
に
関
連
す
る
者
が
教
育
の
対
象
（
関
連
す
る
業

務
内
容
に
応
じ
教
育
内
容
に
濃
淡
あ
り
）
 

×
：
教
育
の
対
象
外
 

（
 ）
：
合
計
の
教
育
時
間
 

 

   

～
ペ
ー
ジ
調
整
～
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明

 

   

～
ペ
ー
ジ
調
整
～
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

7
.5
認
可
）
 

表
１
３
６
－
２
 
保
安
教
育
実
施
方
針
（
放
射
線
業
務
従
事
者
教
育
）
 

総
括
表
中
分
類
と
の
対
応
 

内
 

 
 
 
容
 

対
象
者
と
教
育
時
間

 
※
２
 

電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則

の
分
類
 

運
転
員
 

燃
料
取
替
の
業

務
に
関
わ
る
者
 

左
記
以
外
の
 

技
術
系
所
員
 
事
務
系
所
員
 

当
直
課
長
 

当
直
主
任
 

当
直
班
長
 

原
子
炉
制
御
員
 
主
機
運
転
員
 
補
機
運
転
員
 

放
射
性
廃
棄
物
 

処
理
設
備
の
業

務
 

に
関
わ
る
者
 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質

に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
取
扱

い
に
関
す
る
こ
と
 
※
１
 

①
核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
の

種
類
お
よ
び
性
状
 

②
核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
に

よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
種
類
お
よ
び

性
状
 

◎
 

（
０
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間

以
上
）
 

○
 

（
０
．
５
時
間

以
上
）
 

○
 

（
０
．
５
時
間

以
上
）
 

核
燃
料
物
質
も
し
く
は
使
用

済
燃
料
ま
た
は
こ
れ
ら
に
よ

っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
に
関
す

る
知
識
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※

１
 

①
管
理
区
域
に
関
す
る
こ
と
 

◎
 

（
１
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間

以
上
）
 

○
 

（
１
．
５
時
間

以
上
）
 

○
 

（
１
．
５
時
間

以
上
）
 

原
子
炉
施
設
に
お
け
る
作
業

の
方
法
に
関
す
る
知
識
 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質

に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
取
扱

い
に
関
す
る
こ
と
 
※
１
 

②
核
燃
料
物
質
も
し
く
は
使
用
済
燃
料

ま
た
は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た

物
の
運
搬
、
貯
蔵
お
よ
び
廃
棄
の
作
業
の

方
法
お
よ
び
順
序
 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質

に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
取
扱

い
に
関
す
る
こ
と
 ※
１
 

③
核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
に

よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
設
備
の
保
守
お
よ

び
点
検
の
作
業
の
方
法
お
よ
び
順
序
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※

１
 

④
外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
お

よ
び
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の

監
視
の
方
法
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※

１
 

⑤
天
井
、
床
、
壁
、
設
備
等
の
表
面
の
汚

染
の
状
態
の
確
認
お
よ
び
汚
染
の
除
去

の
方
法
 

非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
に

関
す
る
こ
と
 
※
１
 

⑥
異
常
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
お

け
る
応
急
の
措
置
の
方
法
 

・
原
子
炉
施
設
の
構
造
、
性
能
に
関

す
る
こ
と
 

・
放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

※
１
 

原
子
炉
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
お

よ
び
そ
の
他
の
設
備
の
構
造
お
よ
び
取

扱
い
の
方
法
 

◎
 

（
１
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間

以
上
）
 

○
 

（
１
．
５
時
間

以
上
）
 

○
 

（
１
．
５
時
間

以
上
）
 

原
子
炉
施
設
に
係
る
設
備
の

構
造
お
よ
び
取
扱
い
の
方
法

に
関
す
る
知
識
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※

１
 

①
電
離
放
射
線
の
種
類
お
よ
び
性
質
 

②
電
離
放
射
線
が
生
体
の
細
胞
、
組
織
、

器
官
お
よ
び
全
身
に
与
え
る
影
響
 

◎
 

（
０
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間

以
上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間

以
上
）
 

○
 

（
０
．
５
時
間

以
上
）
 

○
 

（
０
．
５
時
間

以
上
）
 

電
離
放
射
線
の
生
体
に
与
え

る
影
響
 

関
係
法
令
お
よ
び
保
安
規
定
の
遵

守
に
関
す
る
こ
と
 
※
１
 

法
、
令
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
お
よ
び
電

離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
関
係
条
項
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以

上
）
 

○
 

（
１
時
間
以

上
）
 

○
 

（
１
時
間
以

上
）
 

関
係
法
令
 

 

表
1
29
－
２
 
保
安
教
育
の
実
施
方
針
（
放
射
線
業
務
従
事
者
教
育
）
 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明

 

 
 

 

 

表
１
３
１
－
２

 
保
安
教
育
実
施
方
針
（
放
射
線
業
務
従
事
者
教
育
）

 
 

総
括
表
中
分
類
と
の
対
応

 
内

 
 

 
 
容

 

対
象
者
と
教
育
時
間

 
※
２

 

電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
分
類

 

運
転
員
（
１
，
２
号
炉
担
当
お
よ
び
３
号
炉
担
当
）
 

燃
料
取
替
の
業
務

に
関
わ
る
者

 
左
記
以
外
の
 

技
術
系
所
員
 

事
務
系
所
員
 

当
直
課
長
 

（
１

，
２
号
炉
担

当
を
含
む
）

 
当
直
主
任
 

（
３
号
炉
担
当
）
 

当
直
班
長
 

（
３
号
炉
担
当
）
 

原
子
炉
制
御
員

 
（
３
号
炉
担
当
）
 

主
機
運
転
員

 
（
３
号
炉
担
当
）
 

そ
の
他
運
転
員

（
１

，
２
号
炉
担

当
）

 

補
機
運
転
員

 
（
３
号
炉
担
当
）
 

放
射
性
廃
棄
物

 
処
理
設
備
の
業
務
 

に
関
わ
る
者

 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染

さ
れ
た
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 

①
核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
の
種
類
お
よ
び
性
状

 
②
核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ

た
物
の
種
類
お
よ
び
性
状

 

◎
 

（
０
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間
以

上
）
 

○
 

（
０
．
５
時
間
以

上
）
 

○
 

（
０
．
５
時
間
以

上
）
 

核
燃
料
物
質
も
し
く
は
使
用
済
燃
料
ま
た

は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
に
関

す
る
知
識
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
①
管
理
区
域
に
関
す
る
こ
と

 

◎
 

（
１
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間
以

上
）
 

○
 

（
１
．
５
時
間
以

上
）
 

○
 

（
１
．
５
時
間
以

上
）
 

原
子
炉
施
設
に
お
け
る
作
業
の
方
法
に
関

す
る
知
識
 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染

さ
れ
た
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 

②
核
燃
料
物
質
も
し
く
は
使
用
済
燃
料
ま
た
は
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
運
搬
、
貯
蔵
お
よ
び
廃
棄
の

作
業
の
方
法
お
よ
び
順
序

 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染

さ
れ
た
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 

③
核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ

た
設
備
の
保
守
お
よ
び
点
検
の
作
業
の
方
法
お
よ
び
順

序
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
④
外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
お
よ
び
空
気
中
の
放

射
性
物
質
の
濃
度
の
監
視
の
方
法

 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
⑤
天
井
、
床
、
壁
、
設
備
等
の
表
面
の
汚
染
の
状
態
の
確

認
お
よ
び
汚
染
の
除
去
の
方
法

 

非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
⑥
異
常
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
応
急
の
措
置

の
方
法
 

・
原
子
炉
施
設
の
構
造
、
性
能
に
関
す
る
こ
と

 
・
放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

 
 

 
 

 
 
※
１

 

原
子
炉
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
お
よ
び
そ
の
他
の

設
備
の
構
造
お
よ
び
取
扱
い
の
方
法

 

◎
 

（
１
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
１
．
５
時
間
以

上
）
 

○
 

（
１
．
５
時
間
以

上
）
 

○
 

（
１
．
５
時
間
以

上
）
 

原
子
炉
施
設
に
係
る
設
備
の
構
造
お
よ
び

取
扱
い
の
方
法
に
関
す
る
知
識

 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
①
電
離
放
射
線
の
種
類
お
よ
び
性
質

 
②
電
離
放
射
線
が
生
体
の
細
胞
、
組
織
、
器
官
お
よ
び
全

身
に
与
え
る
影
響

 

◎
 

（
０
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
０
．
５
時
間
以

上
）
 

○
 

（
０
．
５
時
間
以

上
）
 

○
 

（
０
．
５
時
間
以

上
）
 

電
離
放
射
線
の
生
体
に
与
え
る
影
響
 

関
係
法
令
お
よ
び
保
安
規
定
の
遵
守
に
関
す
る
こ

と
 
※
１

 
法
、
令
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
お
よ
び
電
離
放
射
線
障
害

防
止
規
則
の
関
係
条
項

 
◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

○
 

（
１
時
間
以
上
）
 

○
 

（
１
時
間
以
上
）
 
関
係
法
令
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
①
管
理
区
域
へ
の
立
入
り
お
よ
び

退
去
の
手
順

 

◎
 

（
２
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
２
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
２
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
２
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
２
時
間
以
上
）
 

◎
 

（
２
時
間
以
上
）
 

○
 

（
２
時
間
以
上
）
 

○
 

（
２
時
間
以
上
）
 

原
子
炉
施
設
に
お
け
る
作
業
の
方
法
お
よ

び
同
施
設
に
係
る
設
備
の
取
扱
い

 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染

さ
れ
た
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 

②
核
燃
料
物
質
も
し
く
は
使
用
済
燃
料
ま
た
は
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
運
搬
、
貯
蔵
お
よ
び
廃
棄
の

作
業

 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染

さ
れ
た
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
③
核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ

た
設
備
の
保
守
お
よ
び
点
検
の
作
業

 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
④
外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
お
よ
び
空
気
中
の
放

射
性
物
質
の
濃
度
の
監
視

 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
⑤
天
井
、
床
、
壁
、
設
備
等
の
表
面
の
汚
染
の
状
態
の
確

認
お
よ
び
汚
染
の
除
去

 

・
原
子
炉
施
設
の
構
造
、
性
能
に
関
す
る
こ
と

 
・
放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

 
 

 
 

 
 
※
１

 

⑥
原
子
炉
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
お
よ
び
そ
の
他

の
設
備
の
取
扱
い

 

非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
に
関
す
る
こ
と

 
 
※
１
 

⑦
異
常
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
応
急
の
措
置

 

※
１
：
各
課
（
室
）
長
が
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各
項
目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知

識
お
よ
び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
教
育
に
つ
い
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
※
２
：
各
対
象
者
に
要
求
さ
れ
て
い
る
教
育
項
目
は
、
対
象
者
と
な
っ
た
時
点
か
ら
課
せ
ら
れ
る
。

 
 

◎
：
全
員
が
教
育
の
対
象
者

 
○
：
業
務
に
関
連
す
る
者
が
教
育
の
対
象

 
（

 ）
：
合
計
の
教
育
時
間
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

7
.5
認
可
）
 

表
１
３
６
－
２
 
保
安
教
育
実
施
方
針
（
放
射
線
業
務
従
事
者
教
育
）
（
続
き
）
 

総
括
表
中
分
類
と
の
対
応
 

内
 

 
 
 
容
 

対
象
者
と
教
育
時
間

 
※
２
 

電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則

の
分
類
 

運
転
員
 

燃
料
取
替
の
業

務
に
関
わ
る
者
 

左
記
以
外
の
 

技
術
系
所
員
 
事
務
系
所
員
 

当
直
課
長
 

当
直
主
任
 

当
直
班
長
 

原
子
炉
制
御
員
 
主
機
運
転
員
 
補
機
運
転
員
 

放
射
性
廃
棄
物
 

処
理
設
備
の
業

務
 

に
関
わ
る
者
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※

１
 

①
管
理
区
域
へ
の
立
入
り
お
よ
び

退
去

の
手
順
 

◎
 

（
２
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
２
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
２
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
２
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
２
時
間
以

上
）
 

◎
 

（
２
時
間
以

上
）
 

○
 

（
２
時
間
以

上
）
 

○
 

（
２
時
間
以

上
）
 

原
子
炉
施
設
に
お
け
る
作
業

の
方
法
お
よ
び
同
施
設
に
係

る
設
備
の
取
扱
い
 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質

に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
取
扱

い
に
関
す
る
こ
と
 
※
１
 

②
核
燃
料
物
質
も
し
く
は
使
用
済
燃
料

ま
た
は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た

物
の
運
搬
、
貯
蔵
お
よ
び
廃
棄
の
作
業
 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質

に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
取
扱

い
に
関
す
る
こ
と
 
※
１
 

③
核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
に

よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
設
備
の
保
守
お
よ

び
点
検
の
作
業
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※

１
 

④
外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
お

よ
び
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の

監
視
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※

１
 

⑤
天
井
、
床
、
壁
、
設
備
等
の
表
面
の
汚

染
の
状
態
の
確
認
お
よ
び
汚
染
の
除
去
 

・
原
子
炉
施
設
の
構
造
、
性
能
に
関

す
る
こ
と
 

・
放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

※
１
 

⑥
原
子
炉
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備

お
よ
び
そ
の
他
の
設
備
の
取
扱
い
 

非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
に

関
す
る
こ
と
 
※
１
 

⑦
異
常
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
お

け
る
応
急
の
措
置
 

※
１
：
各
課
（
室
）
長
が
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各
項
目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
お
よ
び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、

該
当
す
る
教
育
に
つ
い
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
２
：
各
対
象
者
に
要
求
さ
れ
て
い
る
教
育
項
目
は
、
対
象
者
と
な
っ
た
時
点
か
ら
課
せ
ら
れ
る
。
 

 

◎
：
全
員
が
教
育
の
対
象
者
 

○
：
業
務
に
関
連
す
る
者
が
教
育
の
対
象
 

（
 
）
：
合
計
の
教
育
時
間
 

 

   

～
ペ
ー
ジ
調
整
～
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明

 

   

～
ペ
ー
ジ
調
整
～
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19

.0
7.

31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19

.1
2.

09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

7
.5
認
可
）
 

 表
１
３
６
－
３
 
保
安
教
育
実
施
方
針
（
運
転
員
等
）
 

保
安
教
育
の
内
容
 

具
体
的
教
育
内
容
 

対
象
者
 
※
１
 

実
施
時
期
お
よ
び
教
育
時
間
 

運
転
員
 

燃
料
取
替
の

業
務
に
関
わ

る
者
 

中
分
類
 

小
分
類
 

（
項
目
）
 

細
目
 

当
直
課
長
 

当
直
主
任
 

当
直
班
長
 

原
子
炉
制
御
員
 

主
機
運
転
員
 

補
機
運
転
員
 

放
射
性
廃
棄
物
処
理
 

設
備
の
業
務
に
 

関
わ
る
者
 

関
係
法
令
お

よ
び
保
安
規

定
の
遵
守
に

関
す
る
こ
と
 

原
子
炉
施
設
保
安
規
定
お
よ
び

法
令
等
の
遵
守
※
２
 

総
則
、
品
質
保
証
、
保
安
管
理
体
制
お
よ
び
評
価
、
保

安
教
育
、
記
録
お
よ
び
報
告
に
関
す
る
規
則
の
概
要

お
よ
び
法
令
等
の
遵
守
※
２
 

◎
 

◎
 

◎
 

◎
 

◎
 

◎
 

＜
運
転
員
＞
 

３
年
間
で
３
０
時
間
以
上
※

３
 

※
４
(
下
記
※
４
と
同
枠
内
）
 

 ＜
放
射
性
廃
棄
物
処
理
設
備

の
業
務
に
関
わ
る
者
＞
 

３
年
間
で
２
４
時
間
以
上
※

３
 

※
４
(
下
記
※
４
と
同
枠
内
）
 

 ＜
燃
料
取
替
業
務
に
関
わ
る

者
＞
 

３
年
間
で
３
時
間
以
上
※
３
 

※
４
(
下
記
※
４
と
同
枠
内
）
 

保
安
に
関
す
る
各
組
織
お
よ
び
各
職
務
の
具
体
的
役

割
と
確
認
す
べ
き
記
録
 

◎
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

原
子
炉
施
設

の
運
転
に
関

す
る
こ
と
 

運
転
管
理
 

原
子
炉
物
理
・
臨

界
管
理
 

原
子
炉
物
理
・
臨
界
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

◎
 

◎
 

◎
 

◎
 

×
 

×
 

運
転
管
理
Ⅰ
 

運
転
上
の
通
則
に
つ
い
て
の
概
要
 

◎
 

◎
 

◎
 

◎
 

◎
 

（
放
射
性
廃
棄
物
 

処
理
設
備
に
関
 

す
る
こ
と
の
み
）
 

×
 

運
転
上
の
留
意
事
項
の
概
要
 

運
転
上
の
制
限
の
概
要
 

異
常
時
の
措
置
の
概
要
 

巡
視
点
検
・
定
期

的
 

検
査
Ⅰ
 

巡
視
点
検
の
範
囲
と
確
認
項
目
 

◎
 

◎
 

◎
 

◎
 

◎
 

（
放
射
性
廃
棄
物
 

処
理
設
備
に
関
 

す
る
こ
と
の
み
）
 

×
 

定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
の
内
容
と
頻
度
 

異
常
時
対
応
※
５
 

（
現
場
機
器
対

応
）
 

原
子
炉
の
起
動
停
止
の
概
要
 

◎
 

◎
 

◎
 

◎
 

×
 

×
 

各
設
備
の
運
転
操
作
の
概
要
（
現
場
操
作
）
 

◎
 

（
放
射
性
廃
棄
物
 

処
理
設
備
に
関
 

す
る
こ
と
の
み
）
 

警
報
発
生
時
の
対
応
操
作
（
現
場
操
作
）
 

異
常
時
操
作
の
対
応
（
現
場
操
作
）
 

×
 

運
転
管
理
Ⅱ
 

運
転
上
の
通
則
の
適
用
と
根
拠
 

◎
 

◎
 

◎
 

×
 

×
 

×
 

運
転
上
の
留
意
事
項
の
基
準
値
と
管
理
方
法
 

運
転
上
の
制
限
の
具
体
的
値
と
制
限
を
超
え
た
場
合

の
措
置
 

異
常
時
の
措
置
を
実
施
す
る
際
の
運
転
操
作
基
準
 

巡
視
点
検
・
定
期

的
 

検
査
Ⅱ
 

巡
視
点
検
時
の
確
認
項
目
の
根
拠
 

◎
 

◎
 

◎
 

×
 

×
 

×
 

定
期
的
に
実
施
す
る
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
の
操
作
と
基
準

値
 

異
常
時
対
応
※
５
 

（
中
央
制
御
室
内

対
応
）
 

原
子
炉
の
起
動
停
止
に
関
す
る
操
作
と
監
視
項
目
 

◎
 

◎
 

◎
 

×
 

×
 

×
 

各
設
備
の
運
転
操
作
と
監
視
項
目
 

警
報
発
生
時
の
対
応
操
作
（
中
央
制
御
室
）
 

異
常
時
操
作
の
対
応
（
中
央
制
御
室
）
 

 

表
12

9－
３
 
保
安
教
育
の
実
施
方
針
（
運
転
員
等
）
 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

7
.5
認
可
）
 

 表
１
３
６
－
３
 
保
安
教
育
実
施
方
針
（
運
転
員
等
）
（
続
き
）

 

保
安
教
育
の
内
容
 

具
体
的
教
育
内
容
 

対
象
者
 
※
１
 

実
施
時
期
お
よ
び
教
育
時
間
 

運
転
員
 

燃
料
取
替
の

業
務
に
関
わ

る
者
 

中
分
類
 

小
分
類
 

（
項
目
）
 

細
目
 

当
直
課
長
 

当
直
主
任
 

当
直
班
長
 

原
子
炉
制
御
員
 

主
機
運
転
員
 

補
機
運
転
員
 

放
射
性
廃
棄
物
処
理
 

設
備
の
業
務
に
 

関
わ
る
者
 

 

 

運
転
管
理
Ⅲ
 

運
転
上
の
通
則
に
関
す
る

留
意
事
項
の
根
拠
と
制
限

を
超
え
る
場
合
の
措
置
 

◎
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

 

制
限
お
よ
び
制
限
を
超
え
た
場
合
の
措
置
の
根
拠
と
 

運
用
 

異
常
時
の
措
置
を
実
施
す
る
際
の
運
転
操
作
基
準
の

根
拠
 

異
常
時
対
応
※
５
 

（
指
揮
、
状
況
判

断
）
 

異
常
時
操
作
の
対
応
（
判
断
・
指
揮
命
令
）
 

◎
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

警
報
発
生
時
の
監
視
項
目
 

運
転
訓
練
 

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
訓

練
Ⅰ
 

運
転
操
作
の
際
の
連
携
訓
練
 

◎
 

◎
 

◎
 

◎
 

×
 

×
 

３
年
間
で
１
５
時
間
以
上
 

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
訓

練
Ⅱ
 

起
動
停
止
・
異
常
時
・
警
報
発
生
時
対
応
訓
練
 

×
 

◎
 

×
 

×
 

×
 

×
 

３
年
間
で
９
時
間
以
上
 

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
訓

練
Ⅲ
 

起
動
停
止
・
異
常
時
・
警
報
発
生
時
の
対
応
・
判
断
・
 

指
揮
命
令
訓
練

 
◎
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

３
年
間
で
９
時
間
以
上
 

保
守
管
理
 

保
守
管
理
計
画
に

関
す
る
こ
と
Ⅰ
 
定
期
検
査
時
の
検
査
項
目
概
要
 

◎
 

◎
 

◎
 

◎
 

×
 

×
 

＜
運
転
員
＞
 

３
年
間
で
３
０
時
間
以
上
※

３
 

※
４
（
上
記
※
４
と
同
枠
内
） 

＜
放
射
性
廃
棄
物
処
理
設
備

の
業
務
に
関
わ
る
者
＞
 

３
年
間
で
２
４
時
間
以
上
※

３
 

※
４
（
上
記
※
４
と
同
枠
内
） 

＜
燃
料
取
替
業
務
に
関
わ
る

者
＞
 

３
年
間
で
３
時
間
以
上
※
３
 

※
４
(
上
記
※
４
と
同
枠
内
）
 

保
守
管
理
計
画
に

関
す
る
こ
と
Ⅱ
 
定
期
検
査
時
の
検
査
項
目
の
根
拠
 

◎
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

核
燃
料
物
質

お
よ
び
核
燃

料
物
質
に
よ

っ
て
汚
染
さ

れ
た
物
の
取

扱
い
に
関
す

る
こ
と
 

放
射
性
廃
棄

物
管
理
 
放
射
性
固
体
・
液
体
・
気
体
廃
棄
物
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

◎
 

◎
 

◎
 

◎
 

◎
 

（
放
射
性
廃
棄
物
 

処
理
設
備
に
関
 

す
る
こ
と
の
み
）
 

×
 

燃
料
管
理
 

燃
料
の
臨
界
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

◎
 

◎
 

◎
 

◎
 

×
 

◎
 

燃
料
の
検
査
・
取
替
・
運
搬
お
よ
び
貯
蔵
に
関
す
る
こ
と
 

※
１
：
各
対
象
者
に
要
求
さ
れ
て
い
る
教
育
項
目
は
、
対
象
者
と
な
っ
た
時
点
か
ら
課
せ
ら
れ
る
。
 

※
２
：
法
令
等
の
遵
守
と
は
、
関
係
法
令
お
よ
び
保
安
規
定
の
遵
守
に
関
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
３
：
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
の
考
え
は
、
以
下
の
と
お
り
。
 

・
本
教
育
は
、
同
一
細
目
で
あ
っ
て
も
対
象
者
の
職
位
に
応
じ
て
理
解
の
範
囲
、
深
さ
に
差
が
あ
る
（
あ
る
教
育
で
、
複
数
の
細
目
を
カ
バ
ー
す
る
場
合
も
あ
る
）
。
 

・
こ
の
○
年
間
で
○
○
時
間
以
上
と
は
、
運
転
員
が
行
う
一
連
の
教
育
の
時
間
で
あ
り
、
上
表
は
こ
の
教
育
時
間
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
（
上
述
の
表
の
細
目
の
時
間
を

累
積
し
た
時

間
で
は
な
い
）
。
 

・
各
細
目
の
内
容
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
細
目
毎
の
時
間
の
区
別
は
行
わ
な
い
 

※
５
：
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
、
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
そ
の
他
自
然
災
害
発
生

時
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
を
含
む
。
 

 
◎
：
全
員
が
教
育
の
対
象
者
（
関
連
す
る
業
務
内
容
に
応
じ
て
教
育
内
容

に
濃
淡
あ
り
）

 

×
：
教
育
の
対
象
外
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美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
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ペ
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

 

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

（
請
負
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

   第
１
３
７
条

 
所
長
室
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
作
業
を
請
負

会
社
が
行
う
場
合
は
、
当
該
請
負
会
社
従
業
員
の
発
電
所
入
所
時

に
安
全
上
必
要
な
教
育
が
表
１
３
７
の
実
施
方
針
に
基
づ
い
て

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
教
育
の
実
施
状
況

を
確
認
す
る
た
め
、
教
育
現
場
に
適
宜
立
ち
会
う
。

 

  

た
だ
し
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各
項

目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
お
よ
び
技
能
を

有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
教
育
に
つ
い

て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
請
負
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

第
1
30
条
 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
、
原

子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
、
防
護
管
理
課
長
及
び
総
務
課
長
は
、

「
教
育
訓
練
基
準
」
に
基
づ
き
、
次
に
定
め
る
事
項
を
実
施
す
る
。 

(
1)
 

 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
、
原
子

力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
、
防
護
管
理
課
長
及
び
総
務
課
長
は
、

原
子
炉
施
設
に
関
す
る
作
業
を
請
負
会
社
が
行
う
場
合
は
、
当

該
請
負
会
社
従
業
員
の
発
電
所
入
所
時
に
安
全
上
必
要
な
教

育
が
表

1
30
－
１
の
実
施
方
針
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
教
育
の
実
施
状
況
を
確
認
す
る
た

め
、
教
育
現
場
に
適
宜
立
ち
会
う
。
 

た
だ
し
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各

項
目
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
及
び
技
能
を

有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
教
育
に
つ

い
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
請
負
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

   第
１
３
２
条

 
所
長
室
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
作
業
を
請

負
会
社
が
行
う
場
合
は
、
当
該
請
負
会
社
従
業
員
の
発
電
所
入

所
時
に
安
全
上
必
要
な
教
育
が
表
１
３
２
の
実
施
方
針
に
基
づ

い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
教
育
の
実

施
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
教
育
現
場
に
適
宜
立
ち
会
う
。
 

  た
だ
し
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各
項

目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
お
よ
び
技
能
を

有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
教
育
に
つ
い

て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
（
以
下
、
同
様
）
 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
作
業
の
う
ち
、

管
理
区
域
内
に
お
け
る
業
務
を
請
負
会
社
が
行
う
場
合
は
、
当
該

業
務
に
従
事
す
る
請
負
会
社
従
業
員
に
対
し
、
安
全
上
必
要
な
教

育
が
表
１
３
７
の
実
施
方
針
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
教
育
の
実
施
状
況
を
確
認
す
る
た
め
教

育
現
場
に
適
宜
立
ち
会
う
。
 

た
だ
し
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各
項

目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
お
よ
び
技
能
を

有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
教
育
に
つ
い

て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(
2)
 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
、
防
護
管

理
課
長
及
び
安
全
管
理
第
一
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
関
す
る

作
業
の
う
ち
、
管
理
区
域
内
に
お
け
る
業
務
を
請
負
会
社
が
行

う
場
合
は
、
当
該
業
務
に
従
事
す
る
請
負
会
社
従
業
員
に
対

し
、
安
全
上
必
要
な
教
育
が
表

1
30
－
１
の
実
施
方
針
に
基
づ

い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
教
育
の
実

施
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
教
育
現
場
に
適
宜
立
ち
会
う
。

 

た
だ
し
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各

項
目
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
及
び
技
能
を

有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
教
育
に
つ

い
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
．
放
射
線
管
理
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
作
業
の
う

ち
、
管
理
区
域
内
に
お
け
る
業
務
を
請
負
会
社
が
行
う
場
合

は
、
当
該
業
務
に
従
事
す
る
請
負
会
社
従
業
員
に
対
し
、
安
全

上
必
要
な
教
育
が
表
１
３
２
の
実
施
方
針
に
基
づ
い
て
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
教
育
の
実
施
状
況
を
確

認
す
る
た
め
教
育
現
場
に
適
宜
立
ち
会
う
。
 

た
だ
し
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各
項

目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
お
よ
び
技
能
を

有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
教
育
に
つ
い

て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
放
射
性
廃
棄
物
処

理
設
備
に
関
す
る
業
務
の
補
助
ま
た
は
燃
料
取
替
に
関
す
る
業

務
の
補
助
を
請
負
会
社
に
行
わ
せ
る
場
合
は
、
当
該
業
務
に
従
事

す
る
請
負
会
社
従
業
員
に
対
し
、
表
１
３
６
－
１
、
表
１
３
６
－

２
お
よ
び
表
１
３
６
－
３
の
実
施
方
針
の
う
ち
「
放
射
性
廃
棄
物

処
理
設
備
の
業
務
に
関
わ
る
者
」
、「
燃
料
取
替
の
業
務
に
関
わ
る

者
」
に
準
じ
る
保
安
教
育
実
施
計
画
を
定
め
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。 

(
3)

 
各
第
二
課
長
（
安
全
管
理
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当

直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
放
射
性
廃
棄
物
処
理
設
備
に
関
す
る
業

務
の
補
助
又
は
燃
料
取
替
に
関
す
る
業
務
の
補
助
を
請
負
会

社
に
行
わ
せ
る
場
合
は
、
当
該
業
務
に
従
事
す
る
請
負
会
社
従

業
員
に
対
し
、
表

12
9－
１
、
表

1
29
－
２
及
び
表

12
9－
３
の

実
施
方
針
の
う
ち
「
放
射
性
廃
棄
物
処
理
設
備
の
業
務
に
関
わ

る
者
」、
「
燃
料
取
替
の
業
務
に
関
わ
る
者
」
に
準
じ
る
保
安
教

育
の
実
施
計
画
を
定
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

３
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
放
射
性
廃
棄
物

処
理
設
備
に
関
す
る
業
務
の
補
助
ま
た
は
燃
料
取
替
に
関
す
る

業
務
の
補
助
を
請
負
会
社
に
行
わ
せ
る
場
合
は
、
当
該
業
務
に

従
事
す
る
請
負
会
社
従
業
員
に
対
し
、
表
１
３
１
－
１
、
表
１

３
１
－
２
お
よ
び
表
１
３
１
－
３
の
実
施
方
針
の
う
ち
「
放
射

性
廃
棄
物
処
理
設
備
の
業
務
に
関
わ
る
者
」
、「
燃
料
取
替
の
業

務
に
関
わ
る
者
」
に
準
じ
る
保
安
教
育
実
施
計
画
を
定
め
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所

長
の
承
認
を
得
る
。
 

 

４
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
重
大
事
故
等
発
生

時
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
に
関
す
る
業
務
の
補
助
を
請
負
会
社
に
行
わ
せ

る
場
合
は
、
当
該
業
務
に
従
事
す
る
請
負
会
社
従
業
員
に
対
し
、

安
全
上
必
要
な
教
育
が
表
１
３
６
－
１
の
実
施
方
針
の
う
ち
「
左

記
以
外
の
技
術
系
所
員
」
に
準
じ
る
保
安
教
育

(
緊
急
事
態
応
急

対
策
等
、
原
子
力
防
災
対
策
活
動
に
関
す
る
こ
と

(
重
大
事
故
等

発
生
時
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
含
む

))
の
実
施
計
画
を
定
め
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承

認
を
得
る
。
 

(
4)
 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
重

大
事
故
等
及
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
に
関
す
る
業
務
の
補
助
を
請
負
会
社

に
行
わ
せ
る
場
合
は
、
当
該
業
務
に
従
事
す
る
請
負
会
社
従
業

員
に
対
し
、
安
全
上
必
要
な
教
育
が
表

1
29
－
１
の
実
施
方
針

の
う
ち
「
左
記
以
外
の
技
術
系
所
員
」
に
準
じ
る
保
安
教
育
「
重

大
事
故
等
及
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
」
の
実
施
計
画
を
定
め

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

４
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
重
大
事
故
等
発

生
時
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
に
関
す
る
業
務
の
補
助
を
請
負
会
社
に
行
わ

せ
る
場
合
は
、
当
該
業
務
に
従
事
す
る
請
負
会
社
従
業
員
に
対

し
、
安
全
上
必
要
な
教
育
が
表
１
３
１
－
１
の
実
施
方
針
の
う

ち
「
左
記
以
外
の
技
術
系
所
員
」
に
準
じ
る
保
安
教
育

(緊
急
事

態
応
急
対
策
等
、
原
子
力
防
災
対
策
活
動
に
関
す
る
こ
と

(重
大

事
故
等
発
生
時
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
含
む
))
の
実
施
計
画
を
定
め
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、

所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

    【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異

 

（
記
載
主
旨
は
同
様
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

 

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

５
．
各
課

(室
)
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
原
子
炉
施
設
に
関
す

る
業
務
の
う
ち
、
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
そ
の

他
自
然
災
害
(地
震
、
津
波
お
よ
び
竜
巻
等

)
発
生
時
の
措
置
に
お

け
る
業
務
の
補
助
を
請
負
会
社
に
行
わ
せ
る
場
合
は
、
当
該
業
務

に
従
事
す
る
請
負
会
社
従
業
員
に
対
し
、
安
全
上
必
要
な
教
育
が

表
１
３
６
－
１
の
実
施
方
針
の
う
ち
「
左
記
以
外
の
技
術
系
所

員
」
に
準
じ
る
保
安
教
育

(火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ

び
そ
の
他
自
然
災
害

(
地
震
、
津
波
お
よ
び
竜
巻
等

)発
生
時
の
措

置
に
関
す
る
こ
と

)
の
実
施
計
画
を
定
め
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。 

(
5)

 
各
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
及
び
発
電
第
一
課
当
直

課
長
を
除
く
。）
は
、
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
作
業
の
う
ち
、
火

災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
及
び
そ
の
他
自
然
災
害
（
地
震
、

津
波
及
び
竜
巻
等
）
発
生
時
の
措
置
に
お
け
る
業
務
の
補
助
を

請
負
会
社
に
行
わ
せ
る
場
合
は
、
当
該
業
務
に
従
事
す
る
請
負

会
社
従
業
員
に
対
し
、
安
全
上
必
要
な
教
育
が
表

1
29
－
１
の

実
施
方
針
の
う
ち
「
左
記
以
外
の
技
術
系
所
員
」
に
準
じ
る
保

安
教
育
「
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
及
び
そ
の
他
自
然

災
害
（
地
震
、
津
波
及
び
竜
巻
等
）
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る

こ
と
」
の
実
施
計
画
を
定
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
原
子
炉

主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

５
．
各
課
(室

)長
（
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
原
子
炉
施
設
に
関

す
る
業
務
の
う
ち
、
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び

そ
の
他
自
然
災
害
(地
震
、
津
波
お
よ
び
竜
巻
等
)
発
生
時
の
措

置
に
お
け
る
業
務
の
補
助
を
請
負
会
社
に
行
わ
せ
る
場
合
は
、

当
該
業
務
に
従
事
す
る
請
負
会
社
従
業
員
に
対
し
、
安
全
上
必

要
な
教
育
が
表
１
３
１
－
１
の
実
施
方
針
の
う
ち
「
左
記
以
外

の
技
術
系
所
員
」
に
準
じ
る
保
安
教
育

(火
災
、
内
部
溢
水
、
火

山
影
響
等
お
よ
び
そ
の
他
自
然
災
害
(地
震
、
津
波
お
よ
び
竜
巻

等
)発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
こ
と

)
の
実
施
計
画
を
定
め
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所

長
の
承
認
を
得
る
。
 

  

６
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
第
３
、
４
お
よ
び

５
項
の
保
安
教
育
実
施
計
画
に
基
づ
い
た
保
安
教
育
が
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
実
施
結
果
を
所
長
に
報
告
す

る
。
な
お
、
教
育
の
実
施
状
況
を
確
認
す
る
た
め
教
育
現
場
に
適

宜
立
ち
会
う
。
 

 

た
だ
し
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各
項

目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
お
よ
び
技
能
を

有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
教
育
に
つ
い

て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

(
6)

 
各
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
及
び
発
電
第
一
課
当
直

課
長
を
除
く
。
）
は
、
(
3)
、
(
4)
及
び

(
5)
の
保
安
教
育
の
実
施

計
画
に
基
づ
い
た
保
安
教
育
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
、
年
度
ご
と
に
そ
の
実
施
結
果
を
所
長
に
報
告
す
る
。
な

お
、
教
育
の
実
施
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
教
育
現
場
に
適
宜

立
ち
会
う
。
 

た
だ
し
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各

項
目
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
及
び
技
能
を

有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
教
育
に
つ

い
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
．
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
第
３
項
、
４
項

お
よ
び
５
項
の
保
安
教
育
実
施
計
画
に
基
づ
い
た
保
安
教
育
が

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
実
施
結
果
を
所
長
に

報
告
す
る
。
な
お
、
教
育
の
実
施
状
況
を
確
認
す
る
た
め
教
育

現
場
に
適
宜
立
ち
会
う
。
 

 

た
だ
し
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各

項
目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
お
よ
び
技
能

を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
教
育
に

つ
い
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.6
.2
5
認
可
）

 
玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

7
.5
認
可
）
 

表
１
３
７
 
保
安
教
育
実
施
方
針
（
請
負
会
社
）
 

（
１
）
発
電
所
入
所
時
に
安
全
上
必
要
な
教
育
 

保
安
教
育
の
内
容
 

対
象
者
 
※
２
 

大
分
類
 

中
分
類
 

（
実
用
炉
規
則
第
９
２
条
の
 

内
容
）
 

小
分
類
（
項
目
）
 

内
 

 
 
 

 
容
 

実
施
時
期
 

放
射
線
業
務
従
事
者
 

放
射
線
業
務
従
事
者
以
外
 

入
所
時
に
実
施
す

る
教
育
※
１
 

原
子
炉
施
設
の
構
造
・
性
能
に
関
す
る
こ
と
 

作
業
上
の
留
意
事
項
 

入
所
時
 

◎
 

○
 

非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
に
関
す
る
こ
と
 

非
常
時
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
の
概
要
 

◎
 

◎
 

関
係
法
令
お
よ
び
保
安
規
定
の
遵
守
に
関
す
る
こ
と
 

関
係
法
令
お
よ
び
保
安
規
定
の
遵
守
に
関
す
る
こ
と
 

◎
 

◎
 

（
２
）
放
射
線
業
務
従
事
者
に
対
す
る
教
育
 

保
安
教
育
の
内
容
 

対
象
者
と
教
育
時
間
 
※
２
 

電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
分
類
 

総
括
表
中
分
類
と
の
対
応
 

内
 

 
 
 

 
 
容
 

実
施
時
期
 

放
射
線
業
務
従
事
者
 
放
射
線
業
務
従
事
者
以
外
 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚

染
さ
れ
た
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と
 
※
１
 

①
核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
の
種
類
お
よ
び
性
状
 

②
核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
種
類
お
よ
び
性
状
 

管
理
区
域
内
に

お
い
て
核
燃
料

物
質
、
使
用
済

燃
料
ま
た
は
こ

れ
ら
に
よ
っ
て

汚
染
さ
れ
た
物

を
取
り
扱
う
業

務
に
就
か
せ
る

と
き
 

◎
 

（
０
．
５
時
間
以
上
）
 

×
 

核
燃
料
物
質
も
し
く
は
使
用
済
燃
料

ま
た
は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ

た
物
に
関
す
る
知
識
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と
 
※
１
 

①
管
理
区
域
に
関
す
る
こ
と
 

◎
 

（
１
．
５
時
間
以
上
）
 

×
 

原
子
炉
施
設
に
お
け
る
作
業
の
方
法

に
関
す
る
知
識
 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚

染
さ
れ
た
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と
 
※
１
 

②
核
燃
料
物
質
も
し
く
は
使
用
済
燃
料
ま
た
は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
運
搬
、
貯

蔵
お
よ
び
廃
棄
の
作
業
の
方
法
お
よ
び
順
序
 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚

染
さ
れ
た
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と
 
※
１
 

③
核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
設
備
の
保
守
お
よ
び
点
検
の
作
業

の
方
法
お
よ
び
順
序
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と
 
※
１
 

④
外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
お
よ
び
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
監
視
の
方
法
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と
 
※
１
 

⑤
天
井
、
床
、
壁
、
設
備
等
の
表
面
の
汚
染
の
状
態
の
確
認
お
よ
び
汚
染
の
除
去
の
方
法
 

非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
に
関
す
る
こ
と
 

※
１
 

⑥
異
常
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
応
急
の
措
置
の
方
法

 

・
原
子
炉
施
設
の
構
造
、
性
能
に
関
す
る
こ
と
 

・
放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

 
 
 
 
※
１
 

原
子
炉
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
お
よ
び
そ
の
他
の
設
備
の
構
造
お
よ
び
取
扱
い
の
方
法
 

◎
 

（
１
．
５
時
間
以
上
）
 

×
 

原
子
炉
施
設
に
係
る
設
備
の
構
造
お

よ
び
取
扱
い
の
方
法
に
関
す
る
知
識
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と
 
※
１
 

①
電
離
放
射
線
の
種
類
お
よ
び
性
質
 

②
電
離
放
射
線
が
生
体
の
細
胞
、
組
織
、
器
官
お
よ
び
全
身
に
与
え
る
影
響
 

◎
 

（
０
．
５
時
間
以
上
）
 

×
 

電
離
放
射
線
の
生
体
に
与
え
る
影
響
 

関
係
法
令
お
よ
び
保
安
規
定
の
遵
守
に
関
す
る

こ
と
 
※
１
 

法
、
令
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
お
よ
び
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
関
係
条
項
 

◎
 

（
１
時
間
以
上
）
 

×
 

関
係
法
令
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と
 
※
１
 

①
管
理
区
域
へ
の
立
入
り
お
よ
び
退
去
の
手
順
 

◎
 

（
２
時
間
以
上
）
 

×
 

原
子
炉
施
設
に
お
け
る
作
業
の
方
法

お
よ
び
同
施
設
に
係
る
設
備
の
取
扱

い
 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚

染
さ
れ
た
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と
 
※
１
 

②
核
燃
料
物
質
も
し
く
は
使
用
済
燃
料
ま
た
は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
運
搬
、
貯

蔵
お
よ
び
廃
棄
の
作
業
 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚

染
さ
れ
た
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と
 
※
１
 
③
核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
設
備
の
保
守
お
よ
び
点
検
の
作
業
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と
 
※
１
 

④
外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
お
よ
び
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
監
視
 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と
 
※
１
 

⑤
天
井
、
床
、
壁
、
設
備
等
の
表
面
の
汚
染
の
状
態
の
確
認
お
よ
び
汚
染
の
除
去
 

・
原
子
炉
施
設
の
構
造
、
性
能
に
関
す
る
こ
と
 

・
放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

 
 
 
 
※
１
 

⑥
原
子
炉
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
お
よ
び
そ
の
他
の
設
備
の
取
扱
い
 

非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
に
関
す
る
こ
と
 

※
１
 

⑦
異
常
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
応
急
の
措
置
 

※
１
：
各
課
（
室
）
長
が
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各
項
目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
お
よ
び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
教
育
に
つ
い

て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
２
：
各
対
象
者
に
要
求
さ
れ
て
い
る
教
育
項
目
は
、
対
象
者
と
な
っ
た
時
点
か
ら
課
せ
ら
れ
る
。
 

 

◎
：
全
員
が
教
育
の
対
象
者
 

○
：
業
務
に
関
連
す
る
者
が
教
育
の
対
象
 

×
：
教
育
の
対
象
外
 

（
 
）
：
合
計
の
教
育
時
間
 

 

表
13

0－
１
 
保
安
教
育
の
実
施
方
針
（
請
負
会
社
）
 

 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
備

 
 
考

 

 
 

表
１
３
２

 
保
安
教
育
実
施
方
針
（
請
負
会
社
）

 
 

（
１
）
発
電
所
入
所
時
に
安
全
上
必
要
な
教
育

 
保
安
教
育
の
内
容

 
対
象
者

 
※
２

 

大
分
類

 
中
分
類

 
（
実
用
炉
規
則
第
９
２
条
の
内

容
）

 

小
分
類

 
(
項
目
）

 
内

 
 

 
 

 
容

 
実
施
時
期

 
放
射
線
業
務
従
事
者

 
放
射
線
業
務
従
事
者
以
外

 

入
所
時
に
実
施
す

る
教
育
※
１

 

原
子
炉
施
設
の
構
造
・
性
能
に
関
す
る
こ
と

 
作
業
上
の

留
意
事
項

 

入
所
時

 

◎
 

○
 

非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
に
関
す
る
こ
と

 
非
常
時
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
の
概
要

 
◎

 
◎

 

関
係
法
令
お
よ
び
保
安
規
定
の
遵
守
に
関
す
る
こ
と

 
関
係
法
令
お
よ
び
保
安
規
定
の
遵
守
に
関
す
る
こ
と

 
◎

 
◎

 

 （
２
）
放
射
線
業
務
従
事
者
に
対
す
る
教
育

 

保
安
教
育
の
内
容

 
対
象
者
と
教
育
時
間

 
※
２

 
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
分
類

 
総
括
表
中
分
類
と
の
対
応

 
内

 
 

 
 

 
 
容

 
実
施
時
期

 
放
射
線
業
務
従
事
者

 
放
射
線
業
務
従
事
者
以
外

 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ

と
 
※
１

 

①
核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
の
種
類
お
よ
び
性
状

 
②
核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
種
類
お
よ
び

性
状

 

管
理
区
域
内
に
お
い
て
核

燃
料
物
質
、
使
用
済
燃
料

ま
た
は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て

汚
染
さ
れ
た
物
を
取
り
扱

う
業
務
に
就
か
せ
る
と
き

 

◎
 

（
０
．
５
時
間
以
上
）

 
×

 
核
燃
料
物
質
も
し
く
は
使
用
済
燃
料
ま
た
は
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
汚
染
さ
れ
た
物
に
関
す
る
知
識

 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
①
管
理
区
域
に
関
す
る
こ
と

 

◎
 

（
１
．
５
時
間
以
上
）

 
×

 
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
作
業
の
方
法
に
関
す
る
知
識

 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ

と
 
※
１

 
②
核
燃
料
物
質
も
し
く
は
使
用
済
燃
料
ま
た
は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た

物
の
運
搬
、
貯
蔵
お
よ
び
廃
棄
の
作
業
の
方
法
お
よ
び
順
序

 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ

と
 
※
１

 
③
核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
設
備
の
保
守
お
よ

び
点
検
の
作
業
の
方
法
お
よ
び
順
序

 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
④
外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
お
よ
び
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の

監
視
の
方
法

 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
⑤
天
井
、
床
、
壁
、
設
備
等
の
表
面
の
汚
染
の
状
態
の
確
認
お
よ
び
汚
染
の
除
去

の
方
法

 

非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
⑥
異
常
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
応
急
の
措
置
の
方
法

 

・
原
子
炉
施
設
の
構
造
、
性
能
に
関
す
る
こ
と

 
・
放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
 

 
 

 
※
１

 

原
子
炉
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
お
よ
び
そ
の
他
の
設
備
の
構
造
お
よ
び

取
扱
い
の
方
法

 
◎

 
（
１
．
５
時
間
以
上
）

 
×

 
原
子
炉
施
設
に
係
る
設
備
の
構
造
お
よ
び
取
扱
い
の
方
法
に

関
す
る
知
識

 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
①
電
離
放
射
線
の
種
類
お
よ
び
性
質

 
②
電
離
放
射
線
が
生
体
の
細
胞
、
組
織
、
器
官
お
よ
び
全
身
に
与
え
る
影
響

 
◎

 
（
０
．
５
時
間
以
上
）

 
×

 
電
離
放
射
線
の
生
体
に
与
え
る
影
響

 

関
係
法
令
お
よ
び
保
安
規
定
の
遵
守
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
法
、
令
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
お
よ
び
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
関
係
条
項

 
◎

 
（
１
時
間
以
上
）

 
×

 
関
係
法
令

 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
①
管
理
区
域
へ
の
立
入
り
お
よ
び

退
去
の
手
順

 

◎
 

（
２
時
間
以
上
）

 
×

 
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
作
業
の
方
法
お
よ
び
同
施
設
に
係
る

設
備
の
取
扱
い

 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ

と
 
※
１

 
②
核
燃
料
物
質
も
し
く
は
使
用
済
燃
料
ま
た
は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た

物
の
運
搬
、
貯
蔵
お
よ
び
廃
棄
の
作
業

 

核
燃
料
物
質
お
よ
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ

と
 
※
１

 
③
核
燃
料
物
質
ま
た
は
使
用
済
燃
料
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
設
備
の
保
守
お
よ

び
点
検
の
作
業

 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
④
外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
お
よ
び
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の

監
視

 

放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
⑤
天
井
、
床
、
壁
、
設
備
等
の
表
面
の
汚
染
の
状
態
の
確
認
お
よ
び
汚
染
の
除
去

 

・
原
子
炉
施
設
の
構
造
、
性
能
に
関
す
る
こ
と

 
・
放
射
線
管
理
に
関
す
る
こ
と

 
 

 
 

 
※
１

 
⑥
原
子
炉
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
お
よ
び
そ
の
他
の
設
備
の
取
扱
い

 

非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置
に
関
す
る
こ
と

 
※
１

 
⑦
異
常
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
応
急
の
措
置

 

※
１
：
各
課
（
室
）
長
が
、
所
長
に
よ
り
別
途
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、
各
項
目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
十

分
な
知
識
お
よ
び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
教
育
に
つ
い
て
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 
※
２
：
各
対
象
者
に
要
求
さ
れ
て
い
る
教
育
項
目
は
、
対
象
者
と
な
っ
た
時
点
か
ら
課
せ
ら
れ
る
。

 

 

◎
：
全
員
が
教
育
の
対
象
者

 
○
：
業
務
に
関
連
す
る
者
が
教
育
の
対
象

 
×
：
教
育
の
対
象
外

 
（

 ）
：
合
計
の
教
育
時
間

 
 

参考①-354



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

第
１
１
章

 
記
録
お
よ
び
報
告
 

第
11
章

 
記
録
及
び
報
告
 

第
１
１
章
 
記
録
お
よ
び
報
告

 
 

（
記

 
録
）

 

第
１
３
８
条

 
各
課
（
室
）
長
は
、
表
１
３
８
－
１
お
よ
び
表
１
３

８
－
２
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記
録
を
適
正
※
１
に
作
成

(表
１

３
８
－
１
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
を
除
く

)
し
、
保
存
す
る
。
な

お
、
記
録
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す

る
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

（
記

 
 
録
）
 

第
13
1
条
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
表

13
1－
１
及
び
表

13
1
－
２
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記
録
を
適
正
に
※
１
作
成
（
表

13
1－
１
(
1)
及
び

(2
)を
除
く
。）
し
、
保
存
す
る
。
た
だ
し
、
表

13
1－
１
(
5)
イ
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
部
門
（
原
子
力
発

電
本
部
長
、
原
子
力
総
括
部
門
、
安
全
・
品
質
保
証
部
門
、
原
子

力
管
理
部
門
、
原
子
力
建
設
部
門
、
原
子
力
技
術
部
門
、
廃
止
措

置
統
括
部
門
、
原
子
力
土
木
建
築
部
門
及
び
発
電
所
組
織
）
が
作

成
し
、
保
存
す
る
。
な
お
、
記
録
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
法
令

に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。

 

（
記
録
）
 

第
１
３
３
条

 
各
課
（
室
）
長
は
、
表
１
３
３
－
１
お
よ
び
表
１

３
３
－
２
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記
録
を
適
正
※
１
に
作
成
(表

１
３
３
－
１
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
を
除
く
。
)し
、
保
存
す

る
。
な
お
、
記
録
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
定
め
る
記

録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
（
以
下
、
同

様
。
）
 

２
．
原
子
力
部
門
は
、
表
１
３
８
－
３
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記

録
を
適
正
※
１
に
作
成
し
、
保
存
す
る
。
な
お
、
記
録
の
作
成
に
当

た
っ
て
は
、
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
。
 

２
 
保
安
に
関
す
る
組
織
は
、
表

13
1－
３
に
定
め
る
保
安
に
関
す

る
記
録
を
適
正
に
作
成
し
、
保
存
す
る
。
な
お
、
記
録
の
作
成
に

当
た
っ
て
は
、
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す

る
。

 

２
．
原
子
力
部
門
は
、
表
１
３
３
－
３
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る

記
録
を
適
正
※
１
に
作
成
し
、
保
存
す
る
。
な
お
、
記
録
の
作
成

に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守

す
る
。
 

 

※
１
：
適
正
と
は
、
不
正
行
為
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
い
う

(
以

下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ

)。
 

 

※
１
：
適
正
と
は
、
不
正
行
為
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
（
以

下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
）。

 

 

※
１
：
適
正
と
は
、
不
正
行
為
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
(
以

下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
)。

 

 

 

表
１
３
８
－
１
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く

記
録
）
 

記
録
す
べ
き
場
合
※

２
 

保
存
期
間
 

１
．
使
用
前
検
査
の
結
果
 

検
査
の
都
度
 

同
一
事
項
に
関
す

る
次
の
検
査
の
時

ま
で
の
期
間

 
２
．
定
期
検
査
の
結
果
 

３
．
原
子
炉
施
設
の
巡
視
ま
た
は
点
検
の

状
況
な
ら
び
に
そ
の
担
当
者
の
氏

名
 

毎
日
１
回
 

巡
視
ま
た
は
点
検

を
実
施
し
た
施
設

ま
た
は
設
備
を
廃

棄
し
た
後
５
年
が

経
過
す
る
ま
で
の

期
間
 

４
．
保
守
管
理
の
実
施
状
況
お
よ
び
そ
の

担
当
者
の
氏
名
 

(
1)
 
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
結
果

お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

(
2)
 点
検

･補
修
等
の
結
果
（
安
全
上
重

要
な
機
器
等
の
補
修
、
取
替
え
お

よ
び
改
造
に
つ
い
て
は
、
法
令
に

基
づ
く
必
要
な
手
続
き
の
要
否
の

確
認
結
果
を
含
む
。
）
お
よ
び
そ
の

担
当
者
の
氏
名
 

(
3)
 点
検

･補
修
等
の
結
果
の
確
認
・
評

価
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

(
4)
点
検
・
補
修
等
の
不
適
合
管
理
、
是

正
処
置
、
予
防
処
置
お
よ
び
そ
の

担
当
者
の
氏
名
 

保
守
管
理
の
実
施

の
都
度
 

保
守
管
理
を
実
施

し
た
原
子
炉
施
設

を
解
体
ま
た
は
廃

棄
し
た
後
５
年
が

経
過
す
る
ま
で
の

期
間
 

５
．
保
守
管
理
に
関
す
る
方
針
、
保
守
管

理
の
目
標
お
よ
び
保
守
管
理
の
実

施
に
関
す
る
計
画
の
評
価
の
結
果

お
よ
び
そ
の
評
価
の
担
当
者
の
氏

名
 

(
1)
 
保
全
の
有
効
性
評
価
お
よ
び
そ
の

評
価
の
都
度
 

評
価
を
実
施
し
た

原
子
炉
施
設
の
保

守
管
理
に
関
す
る

方
針
、
保
守
管
理

の
目
標
ま
た
は
保

守
管
理
の
実
施
に

表
1
31
－
１

 
記
録
（
実
用
炉
規
則
第

67
条
に
基
づ
く

記
録
）

 

記
録
す
べ
き
場
合
※

２
 

保
存
期
間

 

(
1)
使
用
前
検
査
の
結
果
 

検
査
の
都
度

 

同
一
事
項
に
関
す

る
次
の
検
査
の
時

ま
で
の
期
間
 

(
2)
定
期
検
査
の
結
果
 

(
3)
原
子
炉
施
設
の
巡
視
又
は
点
検
の
状

況
並
び
に
そ
の
担
当
者
の
氏
名

 

毎
日
１
回
 

巡
視
又
は
点
検
を

実
施
し
た
施
設
又

は
設
備
を
廃
棄
し

た
後
５
年
が
経
過

す
る
ま
で
の
期
間

 

(
4)
保
守
管
理
の
実
施
状
況
及
び
そ
の
担

当
者
の
氏
名
 

ア
 
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
結
果

及
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

イ
 
点
検
・
補
修
等
の
結
果
及
び
そ
の
担

当
者
の
氏
名
 

ウ
 
点
検
・
補
修
等
の
結
果
の
確
認
・
評

価
及
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

エ
 
点
検
・
補
修
等
の
不
適
合
管
理
、
是

正
処
置
、
予
防
処
置
及
び
そ
の
担
当

者
の
氏
名
 

保
守
管
理
の
実
施
の

都
度
 

保
守
管
理
を
実
施

し
た
原
子
炉
施
設

を
解
体
又
は
廃
棄

し
た
後
５
年
が
経

過
す
る
ま
で
の
期

間
 

(
5)
保
守
管
理
に
関
す
る
方
針
、
保
守
管

理
の
目
標
及
び
保
守
管
理
の
実
施

に
関
す
る
計
画
の
評
価
の
結
果
及

び
そ
の
評
価
の
担
当
者
の
氏
名

 

ア
 
保
全
の
有
効
性
評
価
及
び
そ
の
担

当
者
の
氏
名
 

イ
 
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
及
び
そ

の
担
当
者
の
氏
名
 

評
価
の
都
度

 

評
価
を
実
施
し
た

原
子
炉
施
設
の
保

守
管
理
に
関
す
る

方
針
、
保
守
管
理

の
目
標
又
は
保
守

管
理
の
実
施
に
関

す
る
計
画
の
改
正

ま
で
の
期
間
 

(
6)
熱
出
力
 

原
子
炉
に
燃
料
が
装

荷
さ
れ
て
い
る
場
合

連
続
し
て
 

10
年
間

 

(
7)
炉
心
の
中
性
子
束
密
度
 

10
年
間

 

(
8)
炉
心
の
温
度
 

10
年
間

 

表
１
３
３
－
１

 
記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く

記
録
）
 

記
録
す
べ
き
場
合
※

２
 

保
存
期
間
 

１
．
使
用
前
検
査
の
結
果
 

検
査
の
都
度
 

同
一
事
項
に
関
す

る
次
の
検
査
の
時

ま
で
の
期
間

 
２
．
定
期
検
査
の
結
果
 

３
．
原
子
炉
施
設
の
巡
視
ま
た
は
点
検
の

状
況
な
ら
び
に
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

毎
日
１
回
 

巡
視
ま
た
は
点
検

を
実
施
し
た
施
設

ま
た
は
設
備
を
廃

棄
し
た
後
５
年
が

経
過
す
る
ま
で
の

期
間
 

４
．
保
守
管
理
の
実
施
状
況
お
よ
び
そ
の

担
当
者
の
氏
名

 

(
1)

 
保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
結
果

お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名

 

(
2)

 
点
検

･補
修
等
の
結
果
（
安
全
上
重

要
な
機
器
等
の
補
修
、
取
替
え
お
よ
び

改
造
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
基
づ
く
必

要
な
手
続
き
の
要
否
の
確
認
結
果
を

含
む
。）
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

(
3)

 
点
検

･補
修
等
の
結
果
の
確
認
・
評

価
お
よ
び
そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

(
4)
点
検
・
補
修
等
の
不
適
合
管
理
、
是
正

処
置
、
予
防
処
置
お
よ
び
そ
の
担
当
者

の
氏
名

 

保
守
管
理
の
実
施

の
都
度

 

保
守
管
理
を
実
施

し
た
原
子
炉
施
設

を
解
体
ま
た
は
廃

棄
し
た
後
５
年
が

経
過
す
る
ま
で
の

期
間
 

５
．
保
守
管
理
に
関
す
る
方
針
、
保
守
管

理
の
目
標
お
よ
び
保
守
管
理
の
実
施

に
関
す
る
計
画
の
評
価
の
結
果
お
よ

び
そ
の
評
価
の
担
当
者
の
氏
名
 

評
価
の
都
度
 

評
価
を
実
施
し
た

原
子
炉
施
設
の
保

守
管
理
に
関
す
る

方
針
、
保
守
管
理

                           

参考①-355



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

担
当
者
の
氏
名
 

(
2)
 
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
お
よ
び

そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

関
す
る
計
画
の
改

定
ま
で
の
期
間
 

６
．
熱
出
力
 

原
子
炉
に
燃
料
が

装
荷
さ
れ
て
い
る

場
合
連
続
し
て
 

１
０
年
間
 

７
．
炉
心
の
中
性
子
束
密
度
 

１
０
年
間
 

８
．
炉
心
の
温
度
 

１
０
年
間
 

※
２
：
記
録
可
能
な
状
態
に
お
い
て
常
に
記
録
す
る
こ
と
を
意
味
し

て
お
り
、
点
検
・
故
障
ま
た
は
消
耗
品
の
取
替
え
に
よ
り
記

録
不
能
な
期
間
を
除
く
。
 

表
１
３
８
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 
記
録
す
べ
き
場
合

※
２
 

保
存
期
間
 

９
．
冷
却
材
入
口
温
度
 

モ
ー
ド
１
お
よ
び

２
に
お
い
て
１
時

間
毎
 

１
０
年
間
 

1
0．
冷
却
材
出
口
温
度
 

１
０
年
間
 

1
1．
冷
却
材
圧
力
 

１
０
年
間
 

1
2．
冷
却
材
流
量
 

１
０
年
間
 

1
3．
制
御
棒
位
置
 

１
年
間
 

1
4．
再
結
合
装
置
内
の
温
度
 

(
1)
 
格
納
容
器
水
素
再
結
合
装
置
温
度
（
１

号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

(
2)
 
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度

（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

(
3)
 
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
温
度

（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

運
転
中
※
３
１
時
間

毎
 

１
年
間
 

1
5．
原
子
炉
に
使
用
し
て
い
る
冷
却
材
の
純
度

お
よ
び
毎
日
の
補
給
量
 

モ
ー
ド
１
お
よ
び

２
に
お
い
て
毎
日

１
回
 

１
年
間
 

1
6．
原
子
炉
内
に
お
け
る
燃
料
体
の
配
置

 
配
置
ま
た
は
配
置

替
え
の
都
度
 

取
出
後
１
０

年
間
 

1
7．
運
転
開
始
前
の
点
検
結
果
 

開
始
の
都
度
 

１
年
間
 

1
8．
運
転
停
止
後
の
点
検
結
果
 

停
止
の
都
度
 

１
年
間
 

1
9．
運
転
開
始
日
時
 

そ
の
都
度
 

１
年
間
 

2
0．
臨
界
到
達
日
時
 

同
上
 

１
年
間
 

2
1．
運
転
切
替
日
時
 

同
上
 

１
年
間
 

2
2．
緊
急
し
ゃ
断
日
時
 

同
上
 

１
年
間
 

2
3．
運
転
停
止
日
時
 

同
上
 

１
年
間
 

2
4．
警
報
装
置
か
ら
発
せ
ら
れ
た
警
報
の
内
容

※
４
 

同
上
 

１
年
間
 

2
5．
運
転
責
任
者
の
氏
名
お
よ
び
運
転
員
の
氏

名
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
者
の
交
代
の
日
時

お
よ
び
交
代
時
の
引
継
事
項
 

交
代
の
都
度
 

１
年
間
 

2
6．
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
内
に
お
け
る
燃

料
体
の
配
置
 

配
置
ま
た
は
配
置

替
え
の
都
度
 

５
年
間
 

2
7．
使
用
済
燃
料
の
払
出
し
時
に
お
け
る
放
射

能
の
量
 

払
出
し
の
都
度
 

１
０
年
間
 

2
8．
燃
料
体
の
形
状
ま
た
は
性
状
に
関
す
る
検

査
の
結
果
 

挿
入
前
お
よ
び
取

出
後
（
装
荷
予
定

の
な
い
場
合
を
除

く
）
 

取
出
後
１
０

年
間
 

※
３
：
 ３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
は
、
添
付
３
「
重
大
事
故

等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
か
か
る
実
施
基
準
」
に
定
め

る
判
断
基
準
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
を

起
動
し
て
い
る
期
間
。
 

(
9)
冷
却
材
入
口
温
度
 

モ
ー
ド
１
及
び
２
に

お
い
て
１
時
間
ご
と

 

10
年
間

 

(
10
)
冷
却
材
出
口
温
度
 

10
年
間

 

(
11
)
冷
却
材
圧
力
 

10
年
間

 

(
12
)
冷
却
材
流
量
 

10
年
間

 

(
13
)
制
御
棒
位
置
 

１
年
間

 

(
14
)
再
結
合
装
置
内
の
温
度
 

ア
 
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置

温
度

 

イ
 
電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
温
度
 

運
転
中
※
３
１
時
間

ご
と
 

１
年
間

 

 表
1
31
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第

67
条
に
基
づ
く

記
録
）

 

記
録
す
べ
き
場
合
※

２
 

保
存
期
間

 

(
15

)
原
子
炉
に
使
用
し
て
い
る
冷
却
材

の
純
度
及
び
毎
日
の
補
給
量
 

モ
ー
ド
１
及
び
２
に

お
い
て
毎
日
１
回
 

１
年
間

 

(
16

)
原
子
炉
内
に
お
け
る
燃
料
体
の
配

置
 

配
置
又
は
配
置
替
え

の
都
度
 

取
出
後

10
年
間
 

(
17
)
運
転
開
始
前
の
点
検
結
果
 

開
始
の
都
度

 
１
年
間

 

(
18
)
運
転
停
止
後
の
点
検
結
果
 

停
止
の
都
度

 
１
年
間

 

(
19
)
運
転
開
始
日
時

 
そ
の
都
度
 

１
年
間

 

(
20
)
臨
界
到
達
日
時

 
そ
の
都
度
 

１
年
間

 

(
21
)
運
転
切
替
日
時

 
そ
の
都
度
 

１
年
間

 

(
22
)
緊
急
し
ゃ
断
日
時
 

そ
の
都
度
 

１
年
間

 

(
23
)
運
転
停
止
日
時

 
そ
の
都
度
 

１
年
間

 

(
24
)
警
報
装
置
か
ら
発
せ
ら
れ
た
警
報
※

４
の
内
容

 
そ
の
都
度
 

１
年
間

 

(
25
)
運
転
責
任
者
の
氏
名
及
び
運
転
員

の
氏
名
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
の
交

代
の
日
時
及
び
交
代
時
の
引
継
事

項
 

交
代
の
都
度

 
１
年
間

 

(
26
)
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
内
に

お
け
る
燃
料
体
の
配
置

 

配
置
又
は
配
置
替
え

の
都
度
 

５
年
間

 

(
27

)
使
用
済
燃
料
の
払
出
し
時
に
お
け

る
放
射
能
の
量

 
払
出
し
の
都
度
 

10
年
間

 

(
28

)
燃
料
体
の
形
状
又
は
性
状
に
関
す

る
検
査
の
結
果
 

挿
入
前
及
び
取
出
後

（
装
荷
予
定
の
な
い

場
合
を
除
く
。
）
 

取
出
後

10
年
間
 

(
29
)
原
子
炉
本
体
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵

施
設
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

等
の
放
射
線
遮
蔽
物
の
側
壁
に
お

け
る
線
量
当
量
率
 

毎
日
運
転
中
１
回
 

10
年
間

 

(
30
)
放
射
性
廃
棄
物
の
排
気
口
又
は
排

気
監
視
設
備
及
び
排
水
口
又
は
排

水
監
視
設
備
に
お
け
る
放
射
性
物

質
の
１
日
間
及
び
３
月
間
に
つ
い

て
の
平
均
濃
度
 

１
日
間
の
平
均
濃
度

に
あ
っ
て
は
毎
日
１

回
、
３
月
間
の
平
均

濃
度
に
あ
っ
て
は
３

月
ご
と
に
１
回
 

10
年
間

 

(
31

)
管
理
区
域
に
お
け
る
外
部
放
射
線

に
係
る
１
週
間
の
線
量
当
量
、
空
気

中
の
放
射
性
物
質
の
１
週
間
に
つ

い
て
の
平
均
濃
度
及
び
放
射
性
物

質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
表

面
の
放
射
性
物
質
の
密
度

 

毎
週
１
回
 

10
年
間

 

(
32

)
放
射
線
業
務
従
事
者
の
４
月
１
日

を
始
期
と
す
る
１
年
間
の
線
量
、
女

１
年
間
の
線
量
に
あ

っ
て
は
毎
年
度
１

※
６
 

(
1)

 
保
全
の
有
効
性
評
価
お
よ
び
そ
の

担
当
者
の
氏
名

 

(
2)

 
保
守
管
理
の
有
効
性
評
価
お
よ
び

そ
の
担
当
者
の
氏
名
 

の
目
標
ま
た
は
保

守
管
理
の
実
施
に

関
す
る
計
画
の
改

定
ま
で
の
期
間
 

６
．
熱
出
力
 

原
子
炉
に
燃
料
が

装
荷
さ
れ
て
い
る

場
合
連
続
し
て
 

１
０
年
間
 

７
．
炉
心
の
中
性
子
束
密
度
 

１
０
年
間
 

８
．
炉
心
の
温
度
 

１
０
年
間
 

※
２
：
記
録
可
能
な
状
態
に
お
い
て
常
に
記
録
す
る
こ
と
を
意
味
し

て
お
り
、
点
検
・
故
障
ま
た
は
消
耗
品
の
取
替
え
に
よ
り
記

録
不
能
な
期
間
を
除
く
。
 

表
１
３
３
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く

記
録
）

 

記
録
す
べ
き
場
合
※

２
 

保
存
期
間

 

９
．
冷
却
材
入
口
温
度

 

モ
ー
ド
１
お
よ
び

２
に
お
い
て
１
時

間
毎
 

１
０
年
間

 

1
0
．
冷
却
材
出
口
温
度

 
１
０
年
間

 

1
1
．
冷
却
材
圧
力
 

１
０
年
間

 

1
2
．
冷
却
材
流
量
 

１
０
年
間

 

1
3
．
制
御
棒
位
置
 

１
年
間

 

1
4
．
再
結
合
装
置
内
の
温
度
 

(
1
) 
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度
 

(
2
) 
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
温

度
 

運
転
中
※
３
１
時
間

毎
 

１
年
間

 

1
5
．
原
子
炉
に
使
用
し
て
い
る
冷
却
材
の

純
度
お
よ
び
毎
日
の
補
給
量

 

モ
ー
ド
１
お
よ
び

２
に
お
い
て
毎
日

１
回

 

１
年
間

 

1
6
．
原
子
炉
内
に
お
け
る
燃
料
体
の
配
置
 
配
置
ま
た
は
配
置

替
え
の
都
度
 

取
出
後
１
０
年
間

 

1
7
．
運
転
開
始
前
の
点
検
結
果
 

開
始
の
都
度
 

１
年
間

 

1
8
．
運
転
停
止
後
の
点
検
結
果
 

停
止
の
都
度
 

１
年
間

 

1
9
．
運
転
開
始
日
時
 

そ
の
都
度
 

１
年
間

 

2
0
．
臨
界
到
達
日
時
 

同
上

 
１
年
間

 

2
1
．
運
転
切
替
日
時
 

同
上

 
１
年
間

 

2
2
．
緊
急
し
ゃ
断
日
時

 
同
上

 
１
年
間

 

2
3
．
運
転
停
止
日
時
 

同
上

 
１
年
間

 

2
4
．
警
報
装
置
か
ら
発
せ
ら
れ
た
警
報
の

内
容
※
４
 

そ
の
都
度
 

１
年
間

 

2
5
．
運
転
責
任
者
の
氏
名
お
よ
び
運
転
員

の
氏
名
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
者
の
交

代
の
日
時
お
よ
び
交
代
時
の
引
継
事

項
 

交
代
の
都
度
 

１
年
間

 

2
6
．
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施
設
内
に
お
け

る
燃
料
体
の
配
置

 

配
置
ま
た
は
配
置

替
え
の
都
度
 

５
年
間

 

2
7
．
使
用
済
燃
料
の
払
出
し
時
に
お
け
る

放
射
能
の
量
 

払
出
し
の
都
度
 

１
０
年
間

 

2
8
．
燃
料
体
の
形
状
ま
た
は
性
状
に
関
す

る
検
査
の
結
果
 

挿
入
前
お
よ
び
取

出
後
（
装
荷
予
定

の
な
い
場
合
を
除

く
）

 

取
出
後
１
０
年
間

 

※
３
：
添
付
３
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
か
か
る

実
施
基
準
」
に
定
め
る
判
断
基
準
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容

器
水
素
燃
焼
装
置
を
起
動
し
て
い
る
期
間
。
 

※
４
：「
警
報
装
置
か
ら
発
せ
ら
れ
た
警
報
」
と
は
、
実
用
発
電
用
原

子
炉
及
び
そ
の
付
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
第

               【
大
飯
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
（
美
浜
は
、
３
号

炉
の
み
を
記
載
。）

 

参考①-356



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

※
４
：
「
警
報
装
置
か
ら
発
せ
ら
れ
た
警
報
」
と
は
、
実
用
発
電
用

原
子
炉
及
び
そ
の
付
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則

第
４
７
条
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
に
規
定
す
る
範
囲
の
警

報
を
い
う
。
 

表
１
３
８
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記

録
）
 

記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間
 

2
9．
原
子
炉
本
体
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施

設
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
等
の

放
射
線
し
ゃ
へ
い
物
の
側
壁
に
お
け

る
線
量
当
量
率
 

毎
日
運
転
中
１
回
 

１
０
年
間
 

3
0．
放
射
性
廃
棄
物
の
排
気
口
ま
た
は
排
気

監
視
設
備
お
よ
び
排
水
口
ま
た
は
排

水
監
視
設
備
に
お
け
る
放
射
性
物
質

の
１
日
間
お
よ
び
３
月
間
に
つ
い
て

の
平
均
濃
度
 

１
日
間
の
平
均
濃
度

に
あ
っ
て
は
毎
日
１

回
、
３
月
間
の
平
均

濃
度
に
あ
っ
て
は
３

月
毎
に
１
回
 

１
０
年
間
 

3
1．
管
理
区
域
に
お
け
る
外
部
放
射
線
に
係

る
１
週
間
の
線
量
当
量
、
空
気
中
の
放

射
性
物
質
の
１
週
間
に
つ
い
て
の
平

均
濃
度
お
よ
び
放
射
性
物
質
に
よ
っ

て
汚
染
さ
れ
た
物
の
表
面
の
放
射
性

物
質
の
密
度
 

毎
週
１
回
 

１
０
年
間
 

3
2．
放
射
線
業
務
従
事
者
の
４
月
１
日
を
始

期
と
す
る
１
年
間
の
線
量
、
女
子
※
５
の

放
射
線
業
務
従
事
者
の
４
月
１
日
、
７

月
１
日
、
１
０
月
１
日
お
よ
び
１
月
１

日
を
始
期
と
す
る
各
３
月
間
の
線
量

な
ら
び
に
本
人
の
申
出
等
に
よ
り
妊

娠
の
事
実
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
女

子
の
放
射
線
業
務
従
事
者
に
あ
っ
て

は
出

産
ま
で
の
間
毎
月
１
日
を
始
期

と
す
る
１
月
間
の
線
量
 

１
年
間
の
線
量
に
あ

っ
て
は
毎
年
度
１

回
、
３
月
間
の
線
量

に
あ
っ
て
は
３
月
毎

に
１
回
、
１
月
間
の

線
量
に
あ
っ
て
は
１

月
毎
に
１
回
 

※
６
 

3
3．
４
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
年
間
の
線

量
が
２
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え

た
放
射
線
業
務
従
事
者
の
当
該
１
年

間
を
含
む
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定

め
る
５
年
間
の
線
量
 

原
子
力
規
制
委
員
会

が
定
め
る
５
年
間
に

お
い
て
毎
年
度
１
回

（
左
欄
に
掲
げ
る
当

該
１
年
間
以
降
に
限

る
）
 

※
６
 

3
4．
放
射
線
業
務
従
事
者
が
緊
急
作
業
に
従

事
し
た
期
間
の
始
期
お
よ
び
終
期
な

ら
び
に
放
射
線
業
務
従
事
者
の
当
該

期
間
の
線
量
 

そ
の
都
度
 

※
６
 

3
5．
放
射
線
業
務
従
事
者
が
当
該
業
務
に
就

く
日
の
属
す
る
年
度
に
お
け
る
当
該

日
以
前
の
放
射
線
被
ば
く
の
経
歴
お

よ
び
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る

５
年
間
に
お
け
る
当
該
年
度
の
前
年

度
ま
で
の
放
射
線
被
ば
く
の
経
歴
 

そ
の
者
が
当
該
業
務

に
就
く
時
 

※
６
 

※
５
：
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
お
よ
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨

を
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除
く
。
 

※
６
：
そ
の
記
録
に
係
る
者
が
放
射
線
業
務
従
事
者
で
な
く
な
っ
た

場
合
、
ま
た
は
そ
の
記
録
を
保
存
し
て
い
る
期
間
が
５
年
を

超
え
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
記
録
を
原
子
力
規
制
委
員
会

子
※
５
の
放
射
線
業
務
従
事
者
の
４

月
１
日
、
７
月
１
日
、
10
月
１
日
及

び
１
月
１
日
を
始
期
と
す
る
各
３

月
間
の
線
量
並
び
に
本
人
の
申
出

等
に
よ
り
妊
娠
の
事
実
を
知
る
こ

と
と
な
っ
た
女
子
の
放
射
線
業
務

従
事
者
に
あ
っ
て
は
出

産
ま
で
の

間
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
月

間
の
線
量

 

回
、
３
月
間
の
線
量

に
あ
っ
て
は
３
月
ご

と
に
１
回
、
１
月
間

の
線
量
に
あ
っ
て
は

１
月
ご
と
に
１
回
 

(
33
)
４
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
年
間

の
線
量
が

2
0
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を

超
え
た
放
射
線
業
務
従
事
者
の
当

該
１
年
間
を
含
む
原
子
力
規
制
委

員
会
が
定
め
る
５
年
間
の
線
量

 

原
子
力
規
制
委
員
会

が
定
め
る
５
年
間
に

お
い
て
毎
年
度
１
回

（
左
欄
に
掲
げ
る
当

該
１
年
間
以
降
に
限

る
）
 

※
６
 

(
34

)
放
射
線
業
務
従
事
者
が
緊
急
作
業

に
従
事
し
た
期
間
の
始
期
及
び
終

期
並
び
に
放
射
線
業
務
従
事
者
の

当
該
期
間
の
線
量
 

そ
の
都
度
 

※
６
 

(
35

)
放
射
線
業
務
従
事
者
が
当
該
業
務
に

就
く
日
の
属
す
る
年
度
に
お
け
る
当

該
日
以
前
の
放
射
線
被
ば
く
の
経
歴

及
び
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る

５
年
間
に
お
け
る
当
該
年
度
の
前
年

度
ま
で
の
放
射
線
被
ば
く
の
経
歴
 

そ
の
者
が
当
該
業
務

に
就
く
時
 

※
６
 

表
1
31
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第

67
条
に
基
づ
く

記
録
）
 

記
録
す
べ
き
場
合
※

２
 

保
存
期
間

 

(
36
)
発
電
所
の
外
に
お
い
て
運
搬
し
た

核
燃
料
物
質
等
の
種
類
別
の
数
量
、

そ
の
運
搬
に
使
用
し
た
容
器
の
種

類
並
び
に
そ
の
運
搬
の
日
時
及
び

経
路
 

運
搬
の
都
度

 
１
年
間

 

(
37
)
廃
棄
施
設
に
廃
棄
し
た
放
射
性
廃

棄
物
の
種
類
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物

に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
数
量
、

当
該
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封

入
し
、
又
は
容
器
と
一
体
的
に
固
型

化
し
た
場
合
に
は
当
該
容
器
の
数

量
及
び
比
重
並
び
に
そ
の
廃
棄
の

日
、
場
所
及
び
方
法
 

そ
の
廃
棄
の
都
度
 

※
７
 

(
38
)
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
、

又
は
容
器
に
固
型
化
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
方
法
 

封
入
又
は
固
型
化

の
都
度
 

※
７
 

(
39

)
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
広
が

り
の
防
止
及
び
除
去
を
行
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
状
況
及
び
担
当
者

の
氏
名

 

広
が
り
の
防
止
及

び
除
去
の
都
度
 

１
年
間

 

(
40
)
事
故
の
発
生
及
び
復
旧
の
日
時

 
そ
の
都
度
 

※
７
 

(
41
)
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て

採
っ
た
処
置
 

そ
の
都
度
 

※
７
 

(
42
)
事
故
の
原
因
 

そ
の
都
度
 

※
７
 

(
43
)
事
故
後
の
処
置

 
そ
の
都
度
 

※
７
 

(
44
)
風
向
及
び
風
速

 
連
続
し
て
 

10
年
間

 

(
45
)
降
雨
量

 
連
続
し
て
 

10
年
間

 

４
７
条
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
に
規
定
す
る
範
囲
の
警
報

を
い
う
。
 

 表
１
３
３
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く

記
録
）

 
記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間

 

2
9
．
原
子
炉
本
体
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
施

設
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
等
の

放
射
線
し
ゃ
へ
い
物
の
側
壁
に
お
け
る

線
量
当
量
率

 

毎
日
運
転
中
１
回

 
１
０
年
間

 

3
0
．
放
射
性
廃
棄
物
の
排
気
口
ま
た
は
排

気
監
視
設
備
お
よ
び
排
水
口
ま
た
は
排

水
監
視
設
備
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の

１
日
間
お
よ
び
３
月
間
に
つ
い
て
の
平

均
濃
度
 

１
日
間
の
平
均
濃
度
に
あ

っ
て
は
毎
日
１
回
、
３
月

間
の
平
均
濃
度
に
あ
っ
て

は
３
月
毎
に
１
回

 

１
０
年
間

 

3
1
．
管
理
区
域
に
お
け
る
外
部
放
射
線
に

係
る
１
週
間
の
線
量
当
量
、
空
気
中
の

放
射
性
物
質
の
１
週
間
に
つ
い
て
の
平

均
濃
度
お
よ
び
放
射
性
物
質
に
よ
っ
て

汚
染
さ
れ
た
物
の
表
面
の
放
射
性
物
質

の
密
度
 

毎
週
１
回
 

１
０
年
間
 

3
2
．
放
射
線
業
務
従
事
者
の
４
月
１
日
を

始
期
と
す
る
１
年
間
の
線
量
、
女
子
※
５

の
放
射
線
業
務
従
事
者
の
４
月
１
日
、

７
月
１
日
、
１
０
月
１
日
お
よ
び
１
月

１
日
を
始
期
と
す
る
各
３
月
間
の
線
量

な
ら
び
に
本
人
の
申
出
等
に
よ
り
妊
娠

の
事
実
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
女
子
の

放
射
線
業
務
従
事
者
に
あ
っ
て
は
出

産

ま
で
の
間
毎
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１

月
間
の
線
量

 

１
年
間
の
線
量
に
あ
っ
て

は
毎
年
度
１
回
、
３
月
間

の
線
量
に
あ
っ
て
は
３
月

毎
に
１
回
、
１
月
間
の
線

量
に
あ
っ
て
は
１
月
毎
に

１
回

 

※
６

 

3
3
．
４
月
１
日
を
始
期
と
す
る
１
年
間
の

線
量
が
２
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え

た
放
射
線
業
務
従
事
者
の
当
該
１
年
間

を
含
む
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る

５
年
間
の
線
量

 

原
子
力
規
制
委
員
会
が
定

め
る
５
年
間
に
お
い
て
毎

年
度
１
回
（
左
欄
に
掲
げ

る
当
該
１
年
間
以
降
に
限

る
）
 

※
６

 

3
4
．
放
射
線
業
務
従
事
者
が
緊
急
作
業
に

従
事
し
た
期
間
の
始
期
お
よ
び
終
期
な

ら
び
に
放
射
線
業
務
従
事
者
の
当
該
期

間
の
線
量

 

そ
の
都
度
 

※
６

 

3
5
．
放
射
線
業
務
従
事
者
が
当
該
業
務
に

就
く
日
の
属
す
る
年
度
に
お
け
る
当
該

日
以
前
の
放
射
線
被
ば
く
の
経
歴
お
よ

び
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
５
年

間
に
お
け
る
当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で

の
放
射
線
被
ば
く
の
経
歴

 

そ
の
者
が
当
該
業
務
に
就

く
時

 
※
６

 

※
５
：
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
お
よ
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨

を
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除
く
。

 

※
６
：
そ
の
記
録
に
係
る
者
が
放
射
線
業
務
従
事
者
で
な
く
な
っ
た

場
合
、
ま
た
は
そ
の
記
録
を
保
存
し
て
い
る
期
間
が
５
年
を

超
え
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
記
録
を
原
子
力
規
制
委
員
会

の
指
定
す
る
機
関
に
引
き
渡
す
ま
で
の
期
間
。
 

 

参考①-357



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

の
指
定
す
る
機
関
に
引
き
渡
す
ま
で
の
期
間
。

 

表
１
３
８
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記

録
）
 

記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間
 

3
6．
発
電
所
の
外
に
お
い
て
運
搬
し
た
核
燃

料
物
質
等
の
種
類
別
の
数
量
、
そ
の
運

搬
に
使
用
し
た
容
器
の
種
類
な
ら
び

に
そ
の
運
搬
の
日
時
お
よ
び
経
路
 

運
搬
の
都
度
 

１
年
間
 

3
7．
廃
棄
施
設
に
廃
棄
し
た
放
射
性
廃
棄
物

の
種
類
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
に
含
ま

れ
る
放
射
性
物
質
の
数
量
、
当
該
放
射

性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
、
ま
た
は

容
器
と
一
体
的
に
固
型
化
し
た
場
合

に
は
当
該
容
器
の
数
量
お
よ
び
比
重

な
ら
び
に
そ
の
廃
棄
の
日
、
場
所
お
よ

び
方
法
 

そ
の
廃
棄
の
都
度
 

※
７
 

3
8．
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
、
ま

た
は
容
器
に
固
型
化
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
方
法
 

封
入
ま
た
は
固
型
化

の
都
度
 

※
７
 

3
9．
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
広
が
り
の

防
止
お
よ
び
除
去
を
行
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
状
況
お
よ
び
担
当
者
の
氏
名
 

広
が
り
の
防
止
お
よ

び
除
去
の
都
度
 

１
年
間
 

4
0．
事
故
の
発
生
お
よ
び
復
旧
の
日
時
 

そ
の
都
度
 

※
７
 

4
1．
事
故
の
状
況
お
よ
び
事
故
に
際
し
て
採

っ
た
処
置
 

同
上
 

※
７
 

4
2．
事
故
の
原
因
 

同
上
 

※
７
 

4
3．
事
故
後
の
処
置
 

同
上
 

※
７
 

4
4．
風
向
お
よ
び
風
速
 

連
続
し
て

 
１
０
年
間
 

4
5．
降
雨
量
 

同
上
 

１
０
年
間
 

4
6．
大
気
温
度
 

同
上
 

１
０
年
間
 

4
7．
保
安
教
育
の
実
施
計
画
 

策
定
の
都
度
 

３
年
間
 

4
8．
保
安
教
育
の
実
施
日
時
、
項
目
お
よ
び

受
け
た
者
の
氏
名
 

実
施
の
都
度
 

３
年
間
 

4
9．
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
保
安
活
動
の
実

施
の
状
況
の
評
価
の
結
果
※
８
 

評
価
の
都
度
 

 
※
７
 

5
0．
原
子
炉
施
設
に
対
し
て
実
施
し
た
保
安

活
動
へ
の
最
新
の
技
術
的
知
見
の
反

映
状
況
の
評
価
の
結
果
※
８
 

※
７
：
廃
止
措
置
が
終
了
し
、
そ
の
結
果
が
原
子
力
規
制
委
員
会
規

則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
原
子

力
規
制
委
員
会
の
確
認
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
。
 

※
８
：
本
記
録
は
、
原
子
力
発
電
部
門
統
括
が
所
属
員
に
記
録
を
適

正
に
作
成
さ
せ
る
。
な
お
、
所
属
員
は
記
録
の
作
成
に
当
た

っ
て
は
、
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す

る
。
 

 

(
46
)
大
気
温
度

 
連
続
し
て
 

10
年
間

 

(
47
)
保
安
教
育
の
実
施
計
画

 
策
定
の
都
度

 
３
年
間

 

(
48
)
保
安
教
育
の
実
施
日
時
、
項
目
及

び
受
け
た
者
の
氏
名

 
実
施
の
都
度

 
３
年
間

 

(
49
)
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
保
安
活
動

の
実
施
の
状
況
の
評
価
の
結
果
 

評
価
の
都
度

 
※
７
 

(
50
)
原
子
炉
施
設
に
対
し
て
実
施
し
た

保
安
活
動
へ
の
最
新
の
技
術
的
知

見
の
反
映
状
況
の
評
価
の
結
果
 

※
２
：
記
録
可
能
な
状
態
に
お
い
て
常
に
記
録
す
る
こ
と
を
意
味
し

て
お
り
、
点
検
、
故
障
、
機
器
の
調
整
又
は
消
耗
品
の
取
替

え
に
よ
り
記
録
不
能
な
期
間
を
除
く
。
 

※
３
：
添
付
３
「
重
大
事
故
等
及
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施

基
準
」
に
定
め
る
判
断
基
準
に
よ
り
、
電
気
式
水
素
燃
焼
装

置
を
起
動
し
て
い
る
期
間
 

※
４
：「
警
報
装
置
か
ら
発
せ
ら
れ
た
警
報
」
と
は
、
実
用
発
電
用
原

子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
第

47
条
第
１
項
及
び
第
２
項
に
規
定
す
る
範
囲
の
警
報
を
い

う
。
 

※
５
：
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
及
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を

書
面
で
申
し
出
た
者
を
除
く
。
 

※
６
：
そ
の
記
録
に
係
る
者
が
放
射
線
業
務
従
事
者
で
な
く
な
っ
た

場
合
又
は
そ
の
記
録
を
保
存
し
て
い
る
期
間
が
５
年
を
超

え
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
記
録
を
原
子
力
規
制
委
員
会
の

指
定
す
る
機
関
に
引
き
渡
す
ま
で
の
期
間
 

※
７
：
廃
止
措
置
が
終
了
し
、
そ
の
結
果
が
原
子
力
規
制
委
員
会
規

則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
原
子

力
規
制
委
員
会
の
確
認
を
受
け
る
ま
で
の
期
間

 

 

表
１
３
３
－
１
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記

録
）
 

記
録
す
べ
き
場
合
※
２
 

保
存
期
間
 

36
．
発
電
所
の
外
に
お
い
て
運
搬
し
た
核
燃

料
物
質
等
の
種
類
別
の
数
量
、
そ
の
運
搬

に
使
用
し
た
容
器
の
種
類
な
ら
び
に
そ
の

運
搬
の
日
時
お
よ
び
経
路

 

運
搬
の
都
度
 

１
年
間
 

37
．
廃
棄
施
設
に
廃
棄
し
た
放
射
性
廃
棄
物

の
種
類
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
に
含
ま
れ

る
放
射
性
物
質
の
数
量
、
当
該
放
射
性
廃

棄
物
を
容
器
に
封
入
し
、
ま
た
は
容
器
と

一
体
的
に
固
型
化
し
た
場
合
に
は
当
該
容

器
の
数
量
お
よ
び
比
重
な
ら
び
に
そ
の
廃

棄
の
日
、
場
所
お
よ
び
方
法
 

そ
の
廃
棄
の
都
度

 
※
７
 

38
．
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
、
ま

た
は
容
器
に
固
型
化
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
方
法
 

封
入
ま
た
は
固
型
化

の
都
度
 

※
７
 

39
．
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
広
が
り
の

防
止
お
よ
び
除
去
を
行
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
状
況
お
よ
び
担
当
者
の
氏
名
 

広
が
り
の
防
止
お
よ

び
除
去
の
都
度

 
１
年
間
 

4
0．
事
故
の
発
生
お
よ
び
復

旧
の
日
時

 
そ
の
都
度
 

※
７
 

41
．
事
故
の
状
況
お
よ
び
事
故
に
際
し
て
採

っ
た
処
置

 
同
上
 

※
７
 

4
2．
事
故
の
原
因

 
同
上
 

※
７
 

4
3．
事
故
後
の
処
置
 

同
上
 

※
７
 

4
4．
風
向
お
よ
び
風
速

 
連
続
し
て
 

１
０
年
間
 

4
5．
降
雨
量
 

同
上
 

１
０
年
間
 

4
6．
大
気
温
度

 
同
上
 

１
０
年
間
 

4
7．
保
安
教
育
の
実
施
計
画
 

策
定
の
都
度
 

３
年
間
 

48
．
保
安
教
育
の
実
施
日
時
、
項
目
お
よ
び

受
け
た
者
の
氏
名
 

実
施
の
都
度
 

３
年
間
 

49
．
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
保
安
活
動
の
実

施
の
状
況
の
評
価
の
結
果
※
８
 

評
価
の
都
度
 

※
７
 

50
．
原
子
炉
施
設
に
対
し
て
実
施
し
た
保
安

活
動
へ
の
最
新
の
技
術
的
知
見
の
反
映
状

況
の
評
価
の
結
果
※
８
 

※
７
：
廃
止
措
置
が
終
了
し
、
そ
の
結
果
が
原
子
力
規
制
委
員
会
規

則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
原
子

力
規
制
委
員
会
の
確
認
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
。

 

※
８
：
本
記
録
は
、
原
子
力
発
電
部
門
統
括
が
所
属
員
に
記
録
を
適

正
に
作
成
さ
せ
る
。
な
お
、
所
属
員
は
記
録
の
作
成
に
当
た

っ
て
は
、
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す

る
。
 

表
１
３
８
－
２
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
３
７
条
 

お
よ
び
第
５
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 

記
録
す
べ
き

場
合
 

保
存
期
間
 

１
．
溶
接
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
 

(
1
) 
検
査
年
月
日
 

(
2
) 
検
査
の
対
象

 

(
3
) 
検
査
の
方
法
 

検
査
の
都
度
 

当
該
溶
接
事
業
者

検
査
に
係
る
原
子

炉
容
器
等
の
存
続

す
る
期
間
 

表
1
31
－
２
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第

3
7
条
及
び
第

5
7
条

に
基
づ
く
記
録
）
 

記
録
す
べ
き

場
合
 

保
存
期
間

 

(
1)
 
溶
接
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
 

ア
 
検
査
の
年
月
日

 

イ
 
検
査
の
対
象
 

ウ
 
検
査
の
方
法
 

検
査
の
都
度
 

当
該
溶
接
事
業
者

検
査
に
係
る
原
子

炉
容
器
等
の
存
続

す
る
期
間

 

表
１
３
３
－
２
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
３
７
条

 

お
よ
び
第
５
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
 

記
録
す
べ
き

場
合
 

保
存
期
間

 

１
．
溶
接
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録

 

(
1
) 
検
査
年
月
日
 

(
2
) 
検
査
の
対
象
 

(
3
) 
検
査
の
方
法
 

検
査
の
都
度

 

当
該
溶
接
事
業
者

検
査
に
係
る
原
子

炉
容
器
等
の
存
続

す
る
期
間
 

 

参考①-358



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
4
) 
検
査
の
結
果
 

(
5
) 
検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名
 

(
6
)
 
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の

措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
 

(
7
) 
検
査
の
実
施
に
係
る
組
織
 

(
8
) 
検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理
 

(
9
)
 
検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が

あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
の
管
理

に
関
す
る
事
項
 

(
1
0)
 検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項

 

(
1
1)
 
検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事

項
 

    当
該
溶
接
事
業
者

検
査
を
行
っ
た
後

最
初
の
原
子
炉
等

規
制
法
第

43
条

の
３
の

13
第

6

項
の
通
知
を
受
け

る
ま
で
の
期
間

 

２
．
定
期
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
 

(
1
) 
検
査
年
月
日
 

(
2
) 
検
査
の
対
象

 

(
3
) 
検
査
の
方
法
 

(
4
) 
検
査
の
結
果
 

(
5
) 
検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名
 

(
6
)
 
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の

措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
 

(
7
) 
検
査
の
実
施
に
係
る
組
織
 

(
8
) 
検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理
 

(
9
)
 
検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が

あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
の
管
理

に
関
す
る
事
項
 

(
1
0)
 検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項

 

(
1
1)
 
検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事

項
 

検
査
の
都
度
 

そ
の
特
定
発
電
用

原
子
炉
施
設
が
廃

棄
さ
れ
た
後
５
年

が
経
過
す
る
ま
で

の
期
間
 

 
 

エ
 
検
査
の
結
果
 

オ
 
検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名

 

カ
 
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の

措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

 

キ
 
検
査
の
実
施
に
係
る
組
織
 

ク
 
検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理

 

ケ
 
検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が

あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
の
管
理

に
関
す
る
事
項

 

コ
 
検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項
 

サ
 
検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事

項
 

当
該
溶
接
事
業
者

検
査
を
行
っ
た
後

最
初
の
原
子
炉
等

規
制
法
第

43
条
の

３
の

13
第
６
項
の

通
知
を
受
け
る
ま

で
の
期
間

 

(
2)
 
定
期
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録

 

ア
 
検
査
の
年
月
日

 

イ
 
検
査
の
対
象
 

ウ
 
検
査
の
方
法
 

エ
 
検
査
の
結
果
 

オ
 
検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名

 

カ
 
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の

措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

 

キ
 
検
査
の
実
施
に
係
る
組
織
 

ク
 
検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理

 

ケ
 
検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が

あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
の
管
理

に
関
す
る
事
項

 

コ
 
検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項
 

サ
 
検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事

項
 

検
査
の
都
度
 

そ
の
特
定
発
電
用

原
子
炉
施
設
が
廃

棄
さ
れ
た
後
５
年

が
経
過
す
る
ま
で

の
間

 

 
 

(
4
) 
検
査
の
結
果
 

(
5
) 
検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名

 

(
6
) 
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置

を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

 

(
7
) 
検
査
の
実
施
に
係
る
組
織
 

(
8
) 
検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理

 

(
9
) 
検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が
あ
る

場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
の
管
理
に
関
す
る

事
項

 

(
1
0)

 検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項

 

(
1
1)

 検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項

 

    当
該
溶
接
事
業
者

検
査
を
行
っ
た
後

最
初
の
原
子
炉
等

規
制
法
第

4
3
条

の
３
の

13
第

6

項
の
通
知
を
受
け

る
ま
で
の
期
間
 

２
．
定
期
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録

 

(
1
) 
検
査
年
月
日
 

(
2
) 
検
査
の
対
象
 

(
3
) 
検
査
の
方
法
 

(
4
) 
検
査
の
結
果
 

(
5
) 
検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名

 

(
6
) 
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置

を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

 

(
7
) 
検
査
の
実
施
に
係
る
組
織
 

(
8
) 
検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理

 

(
9
) 
検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が
あ
る

場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
の
管
理
に
関
す
る

事
項

 

(
1
0)

 検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項

 

(
1
1)

 検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項

 

検
査
の
都
度

 

そ
の
特
定
発
電
用

原
子
炉
施
設
が
廃

棄
さ
れ
た
後
５
年

が
経
過
す
る
ま
で

の
期
間

 

 

表
１
３
８
－
３
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
※
９
 
記
録
す
べ
き

場
合
 

保
存
期
間

 

１
．
文
書
化
し
た
、
品
質
方
針
お
よ
び
品
質
目
標
 

変
更
の
都
度
 

変
更
後
５

年
が
経
過

す
る
ま
で

の
期
間
 

２
．
第
３
条
に
定
め
る
品
質
保
証
計
画
お
よ
び
原
子
力

発
電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程
 

変
更
の
都
度
 

変
更
後
５

年
が
経
過

す
る
ま
で

の
期
間
 

３
．
JE
A
C4
1
11
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
次
の

社
内
標
準
 

(
1)
 
原
子
力
部
門
に
お
け
る
文
書
・
記
録
管
理
通

達
 

(
2)
 
原
子
力
部
門
に
お
け
る
内
部
監
査
通
達
 

(
3)
 
不
適
合
管
理
お
よ
び
是
正
処
置
通
達
 

(
4)
 
予
防
処
置
通
達
 

変
更
の
都
度
 

変
更
後
５

年
が
経
過

す
る
ま
で

の
期
間
 

４
．
組
織
内
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
的
な
計
画
、
運
用
お

よ
び
管
理
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
、
組
織
が

必
要
と
判
断
し
た
次
の
文
書
 

(
1)
 
グ
レ
ー
ド
分
け
通
達
 

(
2)
 
安
全
文
化
通
達
 

(
3)
 
品
質
目
標
通
達
 

(
4)
 
内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
通
達
 

(
5)
 
要
員
・
組
織
計
画
通
達
 

変
更
の
都
度
 

変
更
後
５

年
が
経
過

す
る
ま
で

の
期
間
 

表
1
31
－
３
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第

67
条
に
基
づ
く
記
録
）
※
８
 

記
録
す
べ
き

場
合
 

保
存
期
間

 

(
1)
 
文
書
化
し
た
、
品
質
方
針
及
び
品
質
目
標
の
表
明
 

変
更
の
都
度

 

変
更
後
５

年
が
経
過

す
る
ま
で

の
期
間
 

(
2)
 
第
３
条
に
定
め
る
品
質
保
証
計
画
及
び
以
下
の
品

質
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

ア
 
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
要
則
）
 

イ
 
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
基
準
）
 

変
更
の
都
度

 

変
更
後
５

年
が
経
過

す
る
ま
で

の
期
間
 

(
3)
 J
E
A
C
4
1
1
1
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
“
文

書
化
さ
れ
た
手
順
”
で
あ
る
次
の
文
書

 

ア
 
保
安
活
動
に
関
す
る
文
書
及
び
記
録
の
管
理
基

準
 

イ
 
原
子
力
内
部
監
査
要
則
 

ウ
 
不
適
合
管
理
基
準
 

エ
 
予
防
処
置
基
準

 

オ
 
根
本
原
因
分
析
実
施
基
準
 

変
更
の
都
度

 

変
更
後
５

年
が
経
過

す
る
ま
で

の
期
間
 

(
4)
 
組
織
内
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
的
な
計
画
、
運
用
及
び

管
理
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
、
組
織
が
必
要
と

決
定
し
た
次
の
文
書

 

ア
 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
管
理
基
準

 

イ
 
発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
保
安
監
督
に
関

す
る
基
準
 

ウ
 
保
安
活
動
に
関
す
る
関
係
法
令
等
遵
守
活
動
基

変
更
の
都
度

 

変
更
後
５

年
が
経
過

す
る
ま
で

の
期
間
 

表
１
３
３
－
３
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
※
９
 

記
録
す
べ
き

場
合

 
保
存
期
間
 

１
．
文
書
化
し
た
、
品
質
方
針
お
よ
び
品
質
目
標
 

変
更
の
都
度

 

変
更
後
５

年
が
経
過

す
る
ま
で

の
期
間

 

２
．
第
３
条
に
定
め
る
品
質
保
証
計
画
お
よ
び
原
子
力
発

電
の
安
全
に
係
る
品
質
保
証
規
程

 
変
更
の
都
度

 

変
更
後
５

年
が
経
過

す
る
ま
で

の
期
間

 

３
．
JE
A
C
41
1
1
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
次
の
社

内
標
準
 

(
1
) 
原
子
力
部
門
に
お
け
る
文
書
・
記
録
管
理
通
達
 

 (
2
) 
原
子
力
部
門
に
お
け
る
内
部
監
査
通
達

 

(
3
) 
不
適
合
管
理
お
よ
び
是
正
処
置
通
達
 

(
4
) 
予
防
処
置
通
達
 

 

変
更
の
都
度

 

変
更
後
５

年
が
経
過

す
る
ま
で

の
期
間

 

４
．
組
織
内
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
果
的
な
計
画
、
運
用
お
よ

び
管
理
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
、
組
織
が
必
要
と

判
断
し
た
次
の
文
書

 

(
1
) 
グ
レ
ー
ド
分
け
通
達

 

(
2
) 
安
全
文
化
通
達
 

(
3
) 
品
質
目
標
通
達
 

(
4
) 
内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
通
達

 

変
更
の
都
度

 

変
更
後
５

年
が
経
過

す
る
ま
で

の
期
間

 

                  【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、「

J
EA

C4
1
11
の

参考①-359



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
6)
 
教
育
・
訓
練
通
達

 

(
7)
 
運
転
管
理
通
達
 

(
8)
 
原
子
燃
料
管
理
通
達
 

(
9)
 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
通
達
 

(
10
)
 
放
射
線
管
理
通
達
 

(
11
)
 
保
守
管
理
通
達
 

(
12
)
 
非
常
時
の
措
置
通
達
 

(
13
)
 
安
全
管
理
通
達
 

(
14
)
 
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
通
達
 

(
15
)
 
原
子
力
技
術
業
務
要
綱
 

(
16
)
 
外
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
通
達
 

(
17
)
 
設
計
・
開
発
通
達
 

(
18
)
 
原
子
力
部
門
に
お
け
る
調
達
管
理
通
達
 

(
19
)
 
監
視
機
器
・
測
定
機
器
管
理
通
達
 

(
20
)
 
検
査
・
試
験
通
達
 

(
21
)
 
デ
ー
タ
分
析
通
達
 

(
22
)
 
火
災
防
護
通
達
 

 ※
９
：
表
１
３
８
－
１
お
よ
び
表
１
３
８
－
２
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。

 

表
１
３
８
－
３
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
※
９
 
記
録
す
べ
き

場
合

 
保
存
期
間

 

５
．
J
E
AC
4
11
1
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
次
の

記
録
 

(
1
) 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録

 

(
2
) 
教
育
・
訓
練
、
技
能
お
よ
び
経
験
に
つ
い
て

該
当
す
る
記
録
 

(
3
) 
業
務
の
計
画
で
必
要
と
定
め
た
記
録
（
本
項

の
他
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
 

(
4
) 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の

レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
そ
の
レ
ビ

ュ
ー
を
受
け
て
と
ら
れ
た
処
置
の
記
録
 

(
5
) 
原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
に
関
連
す
る
設

計
・
開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
記
録
 

(
6
) 
設
計
・
開
発
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
お

よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
 

(
7
) 
設
計
・
開
発
の
検
証
の
結
果
の
記
録
お
よ
び

必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
 

(
8
) 
設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記
録

お
よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録

 

(
9
) 
設
計
・
開
発
の
変
更
の
記
録
 

(
1
0)
 設
計
・
開
発
の
変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の

記
録
お
よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記

録
 

(
1
1)
 
供
給
者
の
評
価
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
評

価
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
た
処
置
が
あ
れ
ば

そ
の
記
録
 

(
1
2)
 
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
で
組
織
が
記
録

を
必
要
と
し
た
活
動
の
記
録
 

(
1
3)
 業
務
・
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
の
記
録
 

(
1
4)
 組
織
外
の
所
有
物
に
関
し
て
、
組
織
が
必
要

と
判
断
し
た
場
合
の
記
録
 

(
1
5)
 校
正
ま
た
は
検
証
に
用
い
た
基
準
の
記
録
 

作
成
の
都
度
 

５
年
 

準
 

エ
 
原
子
力
安
全
文
化
醸
成
活
動
管
理
基
準
 

オ
 
教
育
訓
練
基
準

 

カ
 
設
計
・
調
達
管
理
基
準
 

キ
 
試
験
・
検
査
基
準
 

ク
 
異
常
時
通
報
連
絡
処
置
基
準
 

ケ
 
非
常
事
態
対
策
基
準
 

コ
 
安
全
委
員
会
運
営
基
準
 

サ
 
安
全
運
営
委
員
会
運
営
基
準
 

シ
 
評
価
改
善
活
動
管
理
基
準
 

ス
 
品
質
保
証
委
員
会
運
営
基
準
 

セ
 
技
術
基
準
 

ソ
 
運
転
基
準
 

タ
 
燃
料
管
理
基
準

 

チ
 
放
射
線
管
理
基
準
 

ツ
 
化
学
管
理
基
準

 

テ
 
保
修
基
準
 

ト
 
土
木
建
築
基
準

 

ナ
 
停
止
時
保
安
管
理
基
準
 

ニ
 
防
護
基
準
 

ヌ
 
原
子
炉
施
設
の
定
期
的
な
評
価
実
施
基
準
 

ネ
 
火
災
防
護
計
画
（
基
準
）
 

ノ
 
保
守
管
理
基
準

 

ハ
 
原
子
炉
施
設
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な

評
価
実
施
基
準
 

ヒ
 
燃
料
技
術
基
準

 

フ
 
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
及
び
電
気
主
任
技
術
者

の
保
安
監
督
に
関
す
る
基
準
 

ヘ
 
溶
接
事
業
者
検
査
実
施
基
準
 

ホ
 
定
期
事
業
者
検
査
実
施
基
準
 

マ
 
カ
ル
デ
ラ
火
山
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対
応
基
準
 

ミ
 
カ
ル
デ
ラ
火
山
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
伴
う
原
子
炉

停
止
対
応
基
準

 

ム
 
カ
ル
デ
ラ
火
山
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
伴
う
燃
料
体

等
の
搬
出
等
対
応
基
準
 

メ
 
原
子
力
発
電
所
土
木
建
築
設
備
保
守
基
準
 

 表
1
31
－
３
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第

67
条
に
基
づ
く
記
録
）
※
８
 

記
録
す
べ
き

場
合
 

保
存
期
間

 

(
5)
 
J
EA
C
4
11

1
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
次

の
記
録

 

ア
 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
 

イ
 
教
育
・
訓
練
、
技
能
及
び
経
験
に
つ
い
て
該
当

す
る
記
録
 

ウ
 
業
務
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
そ
の
結
果
が
、
要
求
事

項
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
に

必
要
な
記
録

 

エ
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の
レ

ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
、
及
び
そ
の
レ
ビ
ュ
ー

を
受
け
て
と
ら
れ
た
処
置
の
記
録
 

オ
 
原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
に
関
連
す
る
設
計
・

開
発
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
記
録

 

カ
 
設
計
・
開
発
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
、
及

び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録

 

作
成
の
都
度

 
５
年
 

(
5
) 
要
員
・
組
織
計
画
通
達
 

(
6
) 
教
育
・
訓
練
通
達

 

(
7
) 
運
転
管
理
通
達
 

(
8
) 
原
子
燃
料
管
理
通
達

 

(
9
) 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
通
達

 

(
1
0)
 放
射
線
管
理
通
達

 

(
1
1)
 保
守
管
理
通
達
 

(
1
2)
 非
常
時
の
措
置
通
達
 

(
1
3)
 安
全
管
理
通
達
 

(
1
4)
 原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
通
達
 

(
1
5)

 火
災
防
護
通
達
 

(
1
6)
 原
子
力
技
術
業
務
要
綱
 

(
1
7)
 外
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
通
達

 

(
1
8)
 設
計
・
開
発
通
達

 

(
1
9)
 原
子
力
部
門
に
お
け
る
調
達
管
理
通
達

 

(
2
0)
 監
視
機
器
・
測
定
機
器
管
理
通
達

 

(
2
1)
 検
査
・
試
験
通
達

 

(
2
2)
 デ
ー
タ
分
析
通
達

 

 ※
９
：
表
１
３
３
－
１
お
よ
び
表
１
３
３
－
２
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
 

 表
１
３
３
－
３
（
続
き
）
 

記
録
（
実
用
炉
規
則
第
６
７
条
に
基
づ
く
記
録
）
※
９
 

記
録
す
べ
き

場
合

 
保
存
期
間
 

５
．
JE
A
C
41
1
1
の
要
求
事
項
に
基
づ
き
作
成
す
る
次
の
記

録
 

(
1
) 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録

 

(
2
) 
教
育
・
訓
練
、
技
能
お
よ
び
経
験
に
つ
い
て
該
当
す

る
記
録
 

(
3
) 
業
務
の
計
画
で
必
要
と
定
め
た
記
録
（
本
項
の
他
で

定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
 

(
4
) 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項
の
レ
ビ
ュ

ー
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
そ
の
レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て

と
ら
れ
た
処
置
の
記
録

 

(
5
) 
原
子
炉
施
設
の
要
求
事
項
に
関
連
す
る
設
計
・
開
発

へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
記
録
 

(
6
) 
設
計
・
開
発
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
必

要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録

 

(
7
) 
設
計
・
開
発
の
検
証
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
必
要
な

処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
 

(
8
) 
設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記
録
お
よ
び

必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録

 

(
9
) 
設
計
・
開
発
の
変
更
の
記
録
 

(
1
0)

 
設
計
・
開
発
の
変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記
録

お
よ
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録

 

(
1
1)

 
供
給
者
の
評
価
の
結
果
の
記
録
お
よ
び
評
価
に
よ

っ
て
必
要
と
さ
れ
た
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
 

(
1
2)

 
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
で
組
織
が
記
録
を
必
要

と
し
た
活
動
の
記
録

 

(
1
3)

 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ
の
記
録
 

(
1
4)

 
組
織
外
の
所
有
物
に
関
し
て
、
組
織
が
必
要
と
判

断
し
た
場
合
の
記
録

 

(
1
5)

 校
正
ま
た
は
検
証
に
用
い
た
基
準
の
記
録

 

作
成
の
都
度

 
５
年

 

要
求
に
基
づ
き
作
成
す
る
社

内
標
準
」
等
の
社
内
標
準
名

を
明
確
に
記
載
し
て
い

る
。
）

 

参考①-360



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
1
6)
 
測
定
機
器
が
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
な

い
と
判
明
し
た
場
合
の
、
過
去
の
測
定
結
果

の
妥
当
性
評
価
の
記
録
 

(
1
7)
 校
正
お
よ
び
検
証
の
結
果
の
記
録

 

(
1
8)
 内
部
監
査
の
結
果
の
記
録
 

(
1
9)
 
検
査
お
よ
び
試
験
の
合
否
判
定
基
準
へ
の

適
合
の
記
録

 

(
2
0)
 リ
リ
ー
ス
（
次
工
程
へ
の
引
渡
し
）
を
正
式

に
許
可
し
た
人
の
記
録
 

(
2
1)
 不
適
合
の
性
質
、
不
適
合
に
対
し
て
と
ら
れ

た
特
別
採
用
を
含
む
処
置
の
記
録
 

(
2
2)
 是
正
処
置
の
結
果
の
記
録
 

(
2
3)
 予
防
処
置
の
結
果
の
記
録
 

 
 

キ
 
設
計
・
開
発
の
検
証
の
結
果
の
記
録
、
及
び
必

要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録

 

ク
 
設
計
・
開
発
の
妥
当
性
確
認
の
結
果
の
記
録
、

及
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
 

ケ
 
設
計
・
開
発
の
変
更
の
記
録
 

コ
 
設
計
・
開
発
の
変
更
の
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
記

録
、
及
び
必
要
な
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記
録
 

サ
 
供
給
者
の
評
価
の
結
果
の
記
録
、
及
び
評
価
に

よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
た
処
置
が
あ
れ
ば
そ
の
記

録
 

シ
 
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
確
認
で
組
織
が
記
録
を
必

要
と
し
た
活
動
の
記
録
 

ス
 
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
の
記
録

 

セ
 
組
織
外
の
所
有
物
に
関
し
て
、
組
織
が
必
要
と

判
断
し
た
場
合
の
記
録
 

ソ
 
校
正
又
は
検
証
に
用
い
た
基
準
の
記
録
 

タ
 
測
定
機
器
が
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
な
い
と

判
明
し
た
場
合
の
、
過
去
の
測
定
結
果
の
妥
当

性
評
価
の
記
録

 

チ
 
校
正
及
び
検
証
の
結
果
の
記
録

 

ツ
 
内
部
監
査
の
結
果
の
記
録

 

テ
 
検
査
及
び
試
験
の
合
否
判
定
基
準
へ
の
適
合
の

記
録
 

ト
 
リ
リ
ー
ス
（
次
工
程
へ
の
引
渡
し
）
を
正
式
に

許
可
し
た
人
の
記
録

 

ナ
 
不
適
合
の
性
質
及
び
不
適
合
に
対
し
て
と
ら
れ

た
特
別
採
用
を
含
む
処
置
の
記
録
 

ニ
 
是
正
処
置
の
結
果
の
記
録

 

ヌ
 
予
防
処
置
の
結
果
の
記
録

 

※
８
：
表

13
1
－
１
及
び
表

1
31
－
２
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
 

(
1
6)

 
測
定
機
器
が
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
な
い
と
判

明
し
た
場
合
の
、
過
去
の
測
定
結
果
の
妥
当
性
評
価
の

記
録

 

(
1
7)

 校
正
お
よ
び
検
証
の
結
果
の
記
録

 

(
1
8)

 内
部
監
査
の
結
果
の
記
録
 

(
1
9)

 
検
査
お
よ
び
試
験
の
合
否
判
定
基
準
へ
の
適
合
の

記
録

 

(
2
0)

 
リ
リ
ー
ス
（
次
工
程
へ
の
引
渡
し
）
を
正
式
に
許

可
し
た
人
の
記
録

 

(
2
1)

 
不
適
合
の
性
質
、
不
適
合
に
対
し
て
と
ら
れ
た
特

別
採
用
を
含
む
処
置
の
記
録

 

(
2
2)

 是
正
処
置
の
結
果
の
記
録
 

(
2
3)

 予
防
処
置
の
結
果
の
記
録
 

 

（
報

 
告
）

 

第
１
３
９
条

 
各
課
（
室
）
長
は
、
次
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、

直
ち
に
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

(
1)
 運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
（
実

用
炉
規
則
第
８
７
条
第
９
号
に
定
め
る
事
象
が
生
じ
た
場
合
）

（
第
９
３
条
関
連
）
 

(
2)
 第
９
６
条
に
定
め
る
異
常
が
発
生
し
た
場
合

 

 (
3)
 
放
射
性
液
体
廃
棄
物
ま
た
は
放
射
性
気
体
廃
棄
物
に
つ
い

て
放
出
管
理
目
標
値
を
超
え
て
放
出
し
た
場
合
（
第
１
０
６
条

ま
た
は
第
１
０
７
条
関
連
）

 

(
4)
 
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
に
異
常
が
認
め
ら
れ

た
場
合
（
第
１
１
９
条
関
連
）
 

(
5)
 
実
用
炉
規
則
第
１
３
４
条
第
２
号
か
ら
第
１
４
号
に
定
め

る
報
告
事
象
が
生
じ
た
場
合

 

２
．
前
項
に
定
め
る
事
項
が
発
生
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
社
長
に

報
告
す
る
。
 

３
．
第

1
項

(
1)
に
定
め
る
事
項
が
発
生
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を

直
ち
に
原
子
力
規
制
委
員
会
へ
報
告
す
る
。

 

（
報

 
 
告
）
 

第
1
32
条
 
各
第
二
課
長
は
、
次
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
直
ち

に
所
長
及
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

(1
)
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合

（
実
用
炉
規
則
第

87
条
第
９
号
に
定
め
る
事
象
が
生
じ
た
場

合
）
（
第

86
条
関
連
）

 

(2
) 
第

89
条
第
１
項
に
定
め
る
異
常
が
発
生
し
た
場
合
（
第

8
9

条
関
連
）

 

(3
)
 
放
射
性
液
体
廃
棄
物
又
は
放
射
性
気
体
廃
棄
物
に
つ
い
て

放
出
管
理
目
標
値
を
超
え
て
放
出
し
た
場
合
（
第

9
9
条
又
は

第
10
0
条
関
連
）
 

(4
)
 
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
に
異
常
が
認
め
ら
れ

た
場
合
（
第

1
12
条
関
連
）
 

(5
) 
実
用
炉
規
則
第

13
4
条
第
２
号
か
ら
第

14
号
に
定
め
る
報

告
事
象
が
生
じ
た
場
合

 

２
 
前
項
に
定
め
る
事
項
が
発
生
し
た
場
合
は
、
「
異
常
時
通
報
連

絡
処
置
基
準
」
に
定
め
た
報
告
体
制
に
従
い
、
社
長
に
報
告
す
る
。 

３
 
第
１
項

(1
)又
は
(5
)に
定
め
る
事
項
が
発
生
し
た
場
合
は
、
直

ち
に
原
子
力
規
制
委
員
会
に
報
告
す
る
。

 

（
報
告
）
 

第
１
３
４
条

 
各
課
（
室
）
長
は
、
次
に
定
め
る
事
項
に
つ
い

て
、
直
ち
に
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

(
1
) 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
（
実

用
炉
規
則
第
８
７
条
第
９
号
に
定
め
る
事
象
が
生
じ
た
場
合
）

（
第
８
８
条
関
連
）
 

(
2
) 
第
９
１
条
に
定
め
る
異
常
が
発
生
し
た
場
合
 

 (
3
) 
放
射
性
液
体
廃
棄
物
ま
た
は
放
射
性
気
体
廃
棄
物
に
つ
い
て

放
出
管
理
目
標
値
を
超
え
て
放
出
し
た
場
合
（
第
１
０
１
条
ま

た
は
第
１
０
２
条
関
連
）
 

(
4
) 
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
等
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た

場
合
（
第
１
１
４
条
関
連
）
 

(
5
) 
実
用
炉
規
則
第
１
３
４
条
第
２
号
か
ら
第
１
４
号
に
定
め
る

報
告
事
象
が
生
じ
た
場
合
 

２
．
前
項
に
定
め
る
事
項
が
発
生
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
社
長

に
報
告
す
る
。

 

３
．
第

1
項

(
1)
に
定
め
る
事
項
が
発
生
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を

直
ち
に
原
子
力
規
制
委
員
会
へ
報
告
す
る
。

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
（
以
下
、
同

様
。
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
.6

.2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

附
 
則
（
平
成
２
３
年
５
月
１
１
日

 
１
７
原
安
防
通
達
第
３

号
－
２
２
）

 

（
施
行
期
日
）
 

第
 
１

 
条

 
こ
の
通
達
は
、
平
成
２
３
年
５
月
１
２
日
か
ら

施
行
す
る
。
 

     ２
．
第
８
０
条
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３

お
よ
び
４
以
外
－
）
の
表
８
０
－
１
に
つ
い
て
、
非
常
用
発

電
機
の
運
用
を
開
始
す
る
ま
で
は
、
所
要
の
電
力
供
給
が
可

能
な
場
合
、
他
の
号
炉
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
ま
た
は
移
動

式
発
電
装
置
を
非
常
用
発
電
機
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

附
 
 
 
 
 
則

 

 （
施
行
期
日
）
 

１
 
こ
の
規
定
第
１
編
は
、
2
01
9
年
７
月

12
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

      ２
 
第

73
条
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び

４
以
外
－
）
の
表

73
－
１
に
つ
い
て
、
非
常
用
発
電
機
の
運
用
を

開
始
す
る
ま
で
は
、
所
要
の
電
力
供
給
が
可
能
な
場
合
、
他
の
号
炉

の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
又
は
移
動
式
発
電
装
置
を
非
常
用
発
電
機

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

 ３
 
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び

設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
変
更
に
係
る

規
定
は
、
平
成
３
１
年
１
月
１
日
以
後
最
初
の
施
設
定
期
検
査
を

終
了
し
た
日
以
降
に
適
用
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
以
前
は
従
前
の

例
に
よ
る
。
 

附
 
則
（
平
成
３
０
年
１
月
１
０
日
 
平
成
２
６
原
安
管
通
達
第
２

号
－
９
）
 

（
施
行
期
日
）
 

第
 
１
 
条
 
こ
の
通
達
は
、
平
成
３
０
年
１
月
１
９
日
か
ら
施
行

す
る
。
 

２
．
第
７
５
条
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 
－
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お

よ
び
４
以
外
－
）
の
表
７
５
－
１
に
つ
い
て
、
非
常
用
発
電
機
の

運
用
を
開
始
す
る
ま
で
は
、
所
要
の
電
力
供
給
が
可
能
な
場
合
、

他
の
号
炉
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
ま
た
は
移
動
式
発
電
装
置
を

非
常
用
発
電
機
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

な
お
、
他
の
号
炉
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
非
常
用
発
電
機
と
み
な

す
期
間
は
、
当
該
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
つ
い
て
、
当
直
課
長

（
１
，
２
号
炉
担
当
）
は
、
第
７
５
条
第
２
項
お
よ
び
第
７
６
条

第
２
項
に
準
じ
て
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
次
の
各
号
の
事
項
に
よ
り
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(1
) 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
待
機
状
態
か
ら
起
動
し
た
と
き
の
無

負
荷
運
転
時
の
電
圧
が
 
6,
90
0
±
34

5 
V
 
お
よ
び
周
波
数
が
 
60

±
3 

H
z 
で
あ
る
こ
と
。
 

(2
) 
燃
料
油
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
貯
油
量
が

0.
5
5 

m
3
 
以
上
あ
る
こ

と
。
 

(3
) 
所
要
の
電
力
供
給
が
可
能
な
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
の
油
量
、
潤

滑
油
タ
ン
ク
の

油
量
お
よ
び
始
動
用
空
気
だ
め
圧
力
が
あ
る
こ

と
。
 

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異

 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
）
 

（
以
下
、
同
様
。）

 

          

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
再
稼
動
プ
ラ
ン

ト
で
あ
る
た
め
、
バ
ッ
ク
フ

ィ
ッ
ト
（
Ｋ
Ｋ
６
７
）
適
用

時
期
を
規
定
し
て
い
る
。
）

（
以
下
、
同
様
。）

 

  

 
附
 
則
（
平
成
３
０
年
１
１
月
１
６
日
 
平
成
２
６
原
安
管
通
達
第

２
号
－
１
１
）
 

（
施
行
期
日
）
 

第
 
１
 
条
 
こ
の
通
達
は
、
平
成
３
０
年
１
１
月
２
２
日
か
ら
施

行
す
る
。
 

２
．
本
規
定
施
行
の
際
、
使
用
前
検
査
の
対
象
と
な
る
規
定
に
つ
い

て
は
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
第

１
７
条
第
３
号
の
規
定
に
基
づ
く
使
用
の
承
認
を
受
け
た
日
以

降
に
適
用
す
る
。
 

３
．
第
９
８
条
第
１
項
（
６
）
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
に
燃
料
体

を
挿
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
時
の
工
事
の
工
程

に
お
け
る
補
助
建
屋
ク
レ
ー
ン
に
係
る
使
用
前
検
査
終
了
日
以

降
に
適
用
す
る
。
 

 

 

附
 
則
（
平
成
２
９
年
９
月
１
日
 
平
成
２
６
原
安
管
通
達
第

４
号
－
７
）

 

（
施
行
期
日
）
 

第
 
１

 
条

 
こ
の
通
達
は
、
平
成
２
９
年
９
月
８
日
か
ら
施

行
す
る
。
 

２
．
本
規
定
施
行
の
際
、
使
用
前
検
査
の
対
象
と
な
る
規
定
に

つ
い
て
は
、
原
子
炉
に
燃
料
体
を
挿
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

  （
施
行
期
日
）
 

１
 
こ
の
規
定
第
１
編
は
、
平
成
２
９
年
９
月
２
３
日
か
ら
施
行
す

る
。

 

３
 
本
規
定
施
行
の
際
、
使
用
前
検
査
の
対
象
と
な
る
規
定
に
つ
い

て
は
、
原
子
炉
に
燃
料
体
を
挿
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
な

附
 
則
（
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
平
成
２
６
原
安
管
通
達
第

２
号
－

 
 
）
 

（
施
行
期
日
）
 

第
 
１
 
条
 
こ
の
通
達
は
、
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
か
ら
施

行
す
る
。
 

２
．
本
規
定
施
行
の
際
、
使
用
前
検
査
の
対
象
と
な
る
規
定
（
第
３

項
を
除
く
。）

 
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
に
燃
料
体
を
挿
入
す
る
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
.6

.2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

状
態
に
な
っ
た
時
の
工
事
の
工
程
に
お
け
る
各
原
子
炉
施
設

に
係
る
使
用
前
検
査
終
了
日
以
降
に
適
用
す
る
。
た
だ
し
、

上
記
検
査
が
な
い
設
備
に
つ
い
て
は
構
造
、
強
度
ま
た
は
漏

え
い
に
係
る
検
査
終
了
日
以
降
に
適
用
す
る
。
 

っ
た
時
の
工
事
の
工
程
に
お
け
る
各
原
子
炉
施
設
に
係
る
使
用
前

検
査
終
了
日
以
降
に
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
上
記
検
査
が
な
い
設
備

に
つ
い
て
は
構
造
、
強
度
又
は
漏
え
い
に
係
る
検
査
終
了
日
以
降

に
適
用
す
る
。
 

こ
と
が
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
時
の
工
事
の
工
程
に
お
け
る
各

原
子
炉
施
設
に
係
る
使
用
前
検
査
終
了
日
以
降
に
適
用
す
る
こ

と
と
し
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
な
お
、
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、

上
記
検
査
が
な
い
設
備
に
つ
い
て
は
構
造
、
 
強
度
ま
た
は
漏
え

い
に
係
る
検
査
終
了
日
以
降
に
適
用
す
る
。
 

な
お
、
第
１
３
条
（
運
転
員
等
の
確
保
）
に
つ
い
て
は
、
３
号

炉
の
原
子
炉
に
燃
料
体
を
挿
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
な

っ
た
時
の
工
事
の
工
程
に
お
け
る
各
原
子
炉
施
設
に
係
る
使
用

前
検
査
終
了
日
以
降
に
適
用
す
る
。
 

    【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ａ
体
制
の
運

用
開
始
は
、
Ｓ
Ａ
設
備
が
整

う
第

2
項
と
同
時
期
と
す

る
。
）
 

 
 

３
．
第
８
５
条
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
う
ち
、
原
子
炉
下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
計
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
の
運
転

モ
ー
ド
５
の
期
間
に
お
け
る
使
用
前
検
査
終
了
日
以
降
に
適
用

す
る
。
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
作
業
環
境
（
被

ば
く
低

減
）
の
確
保
に
よ
り
、

Ｒ
Ｖ
に
水
が
あ
り
遮
蔽
効
果

が
あ
る
モ
ー
ド
５
に
使
用
前

検
査
を
実
施
す
る
た
め
。
）
 

３
．
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
一
部
の
施
行
に
よ
り
実
用

炉
規
則
等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
変
更
に
係
る
本
規
定

施
行
後
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
初
回
の
原
子
炉
起
動
前

ま
で
に
、
各
々
に
つ
い
て
第
１
８
条
の
５
（
重
大
事
故
等
発

生
時
の
体
制
の
整
備
）
第
４
項

(
2)
に
定
め
る
成
立
性
の
確
認

訓
練
を
実
施
す
る
。
 

４
 
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
一
部
の
施
行
に
よ
り
実
用
炉
規

則
等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
変
更
に
係
る
本
規
定
施
行
後
、

３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
初
回
の
原
子
炉
起
動
前
ま
で
に
、
各
々
に

つ
い
て
第

1
7
条
の
６
（
重
大
事
故
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
第

４
項

(2
)に
定
め
る
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
実
施
す
る
。

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化

 

（
教
育
訓
練
に
つ
い
て
、
第

1
3
条
他
記
載
の
充
実
に
伴

う
削
除
）
 

４
．
第
１
０
０
条
第

1
項

(
8)
、
第
１
０
２
条
第
４
項

(5
)、
第
１
０

３
条
第
１
項

(9
)に
つ
い
て
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
各
々
に

つ
い
て
第
２
項
に
規
定
す
る
全
て
の
使
用
前
検
査
終
了
日
よ
り

起
算
し
、
２
０
日
を
超
え
な
い
範
囲
で
、
図
１
０
０
に
示
す
未
臨

界
が
維
持
で
き
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
い
る
条
件
（
初

期
濃
縮
度
、
燃
焼
度
お
よ
び
配
置
）（
以
下
、「
領
域
管
理
」
と
い

う
。
）
が
確
立
さ
れ
た
時
点
か
ら
適
用
す
る
。
 

ま
た
、
本
規
定
施
行
日
か
ら
領
域
管
理
が
確
立
す
る
ま
で
の
期

間
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
（
Ａ
エ
リ
ア
）
内
で
の
燃
料
移

動
の
際
に
は
、
そ
の
都
度
、
燃
料
移
動
の
実
施
計
画
を
作
成
し
、

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
お
よ
び
所
長
の
承
認
を
得
て
実
施

す
る
。
 

 
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
特
有
（
４
．
お
よ
び

５
．
）
の
新
規
要
求
事
項
の
適

用
時
期
に
つ
い
て
附
則
に
て

明
確
化
し
て
い
る
。
美
浜
は
、

不
要
。
）
 

５
．
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員

会
設
置
法
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す

る
規
則
の
施
行
に
伴
う
原
子
炉
設
置
変
更
の
許
可
お
よ
び
原

子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
の
施
行
ま
で
の
間
、
原
子
炉
へ
の

燃
料
の
装
荷
は
行
わ
な
い
。
 

 

 
 

 

附
 
則
（
２
０
１
９
年
６
月
２
５
日

 
平
成
２
６
原
安
管
通
達

第
４
号
－
１
１
）
 

（
施
行
期
日
）
 

第
 
１

 
条

 
こ
の
通
達
は
、
平
成
３
１
年
１
月
１
日
以
後
最
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
.6

.2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

初
の
施
設
定
期
検
査
を
終
了
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 
 

 
 

 
＜
従
前
の
例
＞
 

 （
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
 

第
83
条

 
次
の
各
号
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
、
表

8
3－
１
で

定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

(1
)
 
緊
急
停
止

失
敗
時
に
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設

備
 

(2
)
 
１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
す
る
た
め
の
設

備
 

(3
) 
炉
心
注
入
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(4
) 
１
次
冷
却
系
統
の
減
圧
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(5
) 
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
す
る
た
め
の
設
備

 

(6
) 
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
す
る
た
め
の
設
備
 

(7
) 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
を
す
る
た

め
の
設
備
 

(8
) 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
を
す

る
た
め
の
設
備

 

(9
)
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る

た
め
の
設
備

 

(1
0)
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す

る
た
め
の
設
備

 

(1
1)
 使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
 

(1
2)
 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の

設
備
 

(1
3)
 重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備

 

(1
4)
 電
源
設
備
 

(1
5)
 計
装
設
備
 

(1
6)
 中
央
制
御
室
 

(1
7)
 監
視
測
定
設
備

 

(1
8)
 緊
急
時
対
策
所
 

(1
9)
 通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
 

(2
0)
 そ
の
他
の
設
備

 

 

２
 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。

 

(1
) 
各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
を
除
く
。
）
は
、
表

83
－
２

か
ら
表

8
3－

2
1
に
定
め
る
確
認
事
項
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
防

災
課
長
、
技
術
第
二
課
長
、
安
全
管
理
第
二
課
長
及
び
保
修
第

二
課
長
は
、
そ
の
結
果
を
発
電
第
二
課
長
又
は
発
電
第
二
課
当

直
課
長
に
通
知
す
る
。
 

 

３
 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
長
及
び
土
木
建
築
課
長
を
除
く
。
）

は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
.6

.2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

83
－
２
か
ら
表

83
－

2
1
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
関
係
各
第
二
課
長
へ

通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
関
係
各
第
二
課
長
は
、
同
表
に
定
め
る

措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 
＜
従
前
の
例
＞
 

 表
83
－

11
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
 

 8
3
－

11
－
１

 
水
素
排
出
 

 (
1
) 
運
転
上
の
制
限
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

水
素
排
出
 

(
1)
Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
１
 

(
2)
代
替
空
気
（
窒
素
）
系
統
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
※
２
 

適
用
モ
ー
ド
 

設
 

 
備
 

所
要
数
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、

４
、
５
及
び
６
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン

 
１
台
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ

ッ
ト
 

１
基
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ

ン
弁
用
）
 

１
個
 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
 

※
３
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
、
フ
ァ
ン
が
手
動
起
動
（
系
統
構
成
含
む
）
で
き
る
こ
と
、
又
は
運
転

中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

※
２
：
窒
素
ボ
ン
ベ
を
含
む
。
 

※
３
：「

83
－
15
－
１

 
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
の
給
電
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定

め
る
。
 

(
2
) 
確
認
事
項
 

項
 

 
 
目
 

確
 
認
 
事

 
項

 
頻

 
度
 

担
 
当
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

空
気
浄
化
フ
ァ

ン
 

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

発
電
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
及
び
４
に
お
い
て
、

フ
ァ
ン
を
起
動
し
、
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
※
４
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
長

 

モ
ー
ド
５
及
び
６
に
お
い
て
、
フ
ァ

ン
が
手
動
起
動
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

１
か
月
に

１
回
 

発
電
第
二

課
当
直
課

長
 

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

空
気
浄
化
フ
ィ

ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
 

フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
除
去
効
率
（
総

合
除
去
効
率
）
が

95
％
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査

時
 

保
修
第
二

課
長

 

窒
素
ボ
ン
ベ

（
ア
ニ
ュ
ラ
ス

空
気
浄
化
フ
ァ

ン
弁
用
）
 

モ
ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
及
び
６

に
お
い
て
、
ボ
ン
ベ
の
１
次
側
圧
力
に

よ
り
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
か
月
に

１
回
 

保
修
第
二

課
長

 

※
４
：
運
転
中
の
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

 
 

 
＜
従
前
の
例
＞

 

 (
3
) 
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 

 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間

 

モ
ー
ド

１
、
２
、

Ａ
. 
Ｂ
ア
ニ
ュ

ラ
ス
空
気

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
台

の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、

表
5
8－
３

A
.2
の
初
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
.6

.2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

３
及
び

４
 

浄
化
系
が

動
作
不
能

で
あ
る
場

合
 

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
※
５
。
 

 及
び
 

A
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

回
確
認
完

了
後
４
時

間
 

 72
時
間

 

Ｂ
．
代
替
空
気

（
窒
素
）
系

統
が
動
作

不
能
で
あ

る
場
合
 

B
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
台

の
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
※
５
。
 

及
び
 

B
.2
 
 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※

６
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

及
び
 

B
.3
 
保
修
第
二
課
長
は
、当
該
系
統
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す

る
。
 

４
時
間
 

    72
時
間

 

   10
日
 

Ｃ
. 
条

件
Ａ
又

は
Ｂ
の
措

置
を
完
了

時
間
内
に

達
成
で
き

な
い
場
合
 

C
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
３
に
す
る
。
 

及
び
 

C
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
に
す
る
。
 

12
時
間

 

  56
時
間

 

モ
ー
ド

５
及
び

６
 

Ａ
. 
Ｂ
ア
ニ
ュ

ラ
ス
空
気

浄
化
系
が

動
作
不
能

で
あ
る
場

合
 

又
は
 

代
替
空
気

（
窒
素
）

系
統
が
動

作
不
能
で

あ
る
場
合
 

A
.1
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
当
該

系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.2
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次

冷
却
系
の
水
抜
き
を
行
っ
て
い

る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す

る
。
 

及
び
 

A
.3
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
モ
ー

ド
５
（
１
次
冷
却
系
非
満
水
）
又

は
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水

位
）
の
場
合
、
１
次
系
保
有
水
を

回
復
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

A
.4
 
保
修
第
二
課
長
は
、
代
替
措
置
※

６
を
検
討
し
、
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措

置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に

 

   速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

※
５
：
運
転
中
の

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
残
り
の

余
熱
除
去

ポ

ン
プ
１
台
に
つ
い
て
は
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

※
６
：
代
替
品
の
補
充
等
 

 

 
＜
従
前
の
例
＞

 

 添
付
３
 
重
大
事
故
等
及
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準

 

 

表
－
1
6 
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
.6

.2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

操
作
手
順
 

1
6
．
中
央
制
御
室
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
 

①
 
方
針
目
的
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
運
転
員
が
中
央
制
御
室
に
と
ど
ま
る

た
め
に
必
要
な
対
処
設
備
及
び
資
機
材
を
活
用
し
た
居
住
性
の
確
保
、
汚
染
の
持
ち

込
み
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

②
 
対
応
手
段
等
 

居
住
性
の
確
保

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
中
央
制
御

室
に
と
ど
ま
る
運
転
員
の
被
ば
く
線
量
を
７
日
間
で

10
0
m
Sv
を
超
え
な
い
よ
う
、
中

央
制
御
室
遮
へ
い
及
び
中
央
制
御
室
空
調
装
置
の
外
気
を
遮
断
し
た

閉
回
路

循
環
運

転
（
以
下
「
事
故
時
外
気
隔
離
モ
ー
ド
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
環
境
に
放
出
さ
れ
た

放
射
性
物
質
等
に
よ
る
放
射
線
被
ば
く
か
ら
運
転
員
を
防
護
す
る
と
と
も
に
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
（
全
面
マ
ス
ク
等
）
に
よ
る
放
射
線
防
護
措
置
等
に
て
被
ば
く
を
低

減
し
、

以
下
の
手
順
等
で
中
央
制
御
室
の
居
住
性
を
確
保
す
る
。
 

１
  
中
央
制
御
室
空
調
装
置
の
運
転
手
順
等

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
環
境
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
等
に
よ
る
放
射

線
被
ば
く
か
ら
運
転
員
を
防
護
す
る
た
め
、
事
故
時
外
気
隔
離
モ
ー
ド
で
の
運
転

を
行
い
、
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
に
内
蔵
さ
れ
た
よ
う
素

フ
ィ
ル
タ
及
び
微
粒
子
フ
ィ
ル
タ
に
よ
り
放
射
性
物
質
等
を
除
去
す
る
。
 

全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
は
、
手
動
に
よ
る

ダ
ン

パ
操
作
に
よ
り
事

故
時
外
気
隔
離
モ
ー
ド
の
系
統
構
成
を
行
い
、
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
受
電

し
中
央
制
御
室
空
調
装
置
を
運
転
す
る
。
 

(
1)

 
 交
流
動
力
電
源
が
正
常
な
場
合

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
放
射
性
物
質
等
が
環
境
に
放
出
さ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
る
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
か
ら
の
１
次
冷
却
材
の
漏
え
い

等
に
起
因
す
る
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
の
発
信
又
は
中
央
制
御
室

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
線
量
率
高
信
号
に
よ
る
中
央
制
御
室
換
気
系
隔
離
信
号
が
発

信
し
た
場
合
、
中
央
制
御
室
空
調
装
置
の
事
故
時
外
気
隔
離
モ
ー
ド
で
の
運

転
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
内
の

酸
素
濃
度
及
び
二
酸

化
炭
素
濃
度
の
測
定
を
行
い
、

酸
素
濃
度
の
低
下
又
は
二

酸
化
炭
素
濃
度
の

上
昇
に
よ
り
、
規
定
値
を
超
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
外
気
を
取
り
入

れ
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
の
発
信
に
よ
る
中
央
制
御
室
換
気
系

隔
離
信
号
又
は
中
央
制
御
室
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
線
量
率
高
信
号
に
よ
る
中
央

制
御
室
換
気
系
隔
離
信
号
の
発
信
を
確
認
し
た
場
合

 

 

(
2)
 
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
に
よ
り
、
中
央
制
御
室

空
調
装
置
を
事
故
時
外
気
隔
離
モ
ー
ド
に
で
き
な
い
場
合
、
手
動
に
よ
る

ダ
ン

パ
開
処
置
に
よ
り
事
故
時
外
気
隔
離
モ
ー
ド
の
系
統
構
成
を
行
い
、
大
容
量
空

冷
式
発
電
機
に
よ
り
非
常
用
高
圧
母
線
に
受
電
し
、
中
央
制
御
室
空
調
装
置
を

運
転
す
る
。
 

ま
た
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
内
の
酸
素
濃
度
及
び
二
酸

化
炭
素
濃
度
の
測
定
を
行
い
、
酸
素
濃
度
の
低
下
又
は
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
上

昇
に
よ
り
、
規
定
値
を
超
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
外
気
を
取
り
入
れ
る
。 

 

 
＜
従
前
の
例
＞

 

 添
付
３
 
重
大
事
故
等
及
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準

 

表
－
16
（
続
き
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
.6

.2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
に
よ
り
、
中
央
制
御
室
空
調
装
置
が
事
故
時
外

気
隔
離
モ
ー
ド
に
で
き
な
い
場
合
 

 

２
 
中
央
制
御
室
の
照
明
を
確
保
す
る
手
順
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
、
中
央
制
御
室
の
照

明
が
使
用
で
き
な
い
場
合
、
可
搬
型
照
明

(
S
A)
の
蓄
電
池
に
よ
る
照
明
を
確
保
し
、

代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
後
、
可
搬
型
照
明

(
SA
)
を
代
替
交
流
電
源
か
ら

給
電
し
中
央
制
御
室
の
照
明
を
引
き
続
き
確
保
す
る
。
 

(
1)
 
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
に
、
中
央
制
御
室
の
照
明
が
使
用
で
き
な
い
場

合
 

 

３
 
中
央
制
御
室
内
の
酸
素
濃
度
及
び
二

酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
手
順
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
空
調
装
置
が
事
故
時
外
気
隔
離
モ
ー

ド
と
な
っ
た
場
合
、
中
央
制
御
室
内
の
酸
素
濃
度
及
び
二

酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定

を
行
い
、
酸
素
濃
度
の
低
下
又
は
二

酸
化
炭
素
濃
度
の
上
昇
に
よ
り
、
規
定
値
を

超
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
外
気
を
取
り
入
れ
る
。
 

(
1)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
に
よ
り
中
央
制
御
室
空
調
装
置
が
運
転
で
き
な
い

場
合
又
は
中
央
制
御
室
空
調
装
置
が
事
故
時
外
気
隔
離
モ
ー
ド
と
な
っ
た
場

合
 

 

４
 
そ
の
他
の
放
射
線
防
護
措
置
等
に
関
す
る
手
順
等
 

(
1)

 
重
大
事
故
等
時
の
全
面
マ
ス
ク
の
着
用
手
順
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
炉
心
損
傷
が
予
想
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
場

合
又
は
炉
心
損
傷
に

至
っ
た
場
合
は
、
運
転
員
（
当
直
員
）
等
の
内
部
被
ば

く
を
低

減
す
る
た
め
、
全
面
マ
ス
ク
の
着
用
を
指
示
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
、
1
0
分
以
内
に
１
次
冷
却
材
圧
力
が
蓄
圧

タ
ン
ク
作
動
圧
力
ま
で
低
下
し
た
場
合
又
は
炉
心
の
損
傷
が
発
生
し
た
こ

と
を
炉
心
出
口
温
度

35
0
℃
以
上
及
び
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
１
×

1
0５

m
Sv

/h
以
上
に
よ
り
確
認
し
た
場
合
 

 

(
2
)
 
重
大
事
故
等
時
の
運
転
員
（
当
直
員
）
等
の
被
ば
く
低
減
及
び
被
ば
く
線
量

の
平
準
化

 

発
電
第
二
課
長
は
、
運
転
員
（
当
直
員
）
等
の
被
ば
く
低
減
及
び
被
ば
く

線
量
の
平
準
化
の
た
め
、
所
長
等
と
協
議
の
上
、
長
期
的
な
保
安
の
観
点
か

ら
運
転
員
（
当
直
員
）
等
の
交
代
要
員
体
制
を
確
立
す
る
。
 

ま
た
、
交
代
要
員
は
運
転
員
（
当
直
員
）
等
の
交
代
に
伴
う
移
動
時
の
放

射
線
防
護
措
置
や
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
等
の
各
境
界
に
お
け
る
汚
染
管
理

を
行
う
こ
と
で
運
転
員
（
当
直
員
）
等
の
被
ば
く
の
低

減
を
図
る
。
 

 （
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位

 

照
明
確
保
の
優
先
順
位
は
、
多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
中
央
非
常
用
照
明
を
優

先
し
て
使
用
し
、
中
央
非
常
用
照
明
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
照
明

(S
A
)

を
使
用
す
る
。
 

 
 

 
＜
従
前
の
例
＞

 

 添
付
３
 
重
大
事
故
等
及
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準

 

表
－
16
（
続
き
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
.6

.2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止

 

１
 
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
設
置
手
順

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

10
条
特
定
事
象
が
発

生
し
た
場
合
に
、
中
央
制
御
室
へ
の
汚
染
の
持
ち
込
み
を
防
止
す
る
た
め
、
身
体

サ
ー
ベ
イ
及
び
防
護
具
の
着
替
え
等
を
行
う
た
め
の
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
を
設

置
す
る
。
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
設

置
場
所
の
照
明
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
可
搬
型
照
明

(
SA
)
の
蓄
電

池
に
よ
る
照
明
を
確
保
し
、
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
給
電
後
、
可
搬
型
照
明

(
SA
)
を
代
替
電
源
か
ら
給
電
し
、
引
き
続
き
照
明
を
確
保
す
る
。
 

(
1)

 
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

10
条
特
定
事
象
が
発
生
し
た
場
合
 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位

 

照
明
確
保
の
優
先
順
位
は
、
多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
中
央
制
御
室
の
出
入
口

付
近
に
設
置
さ
れ
た
蓄
電
池
内
蔵
型
照
明
を
優
先
し
て
使
用
し
、
蓄
電
池
内
蔵
型

照
明
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
照
明

(S
A
)
を
使
用
す
る
。
 

 

２
 
放
射
線
管
理
 

チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
内
で
は
、
運
転
員
（
当
直
員
）
等
の
身
体
サ
ー
ベ
イ
を

行
い
、
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
サ
ー
ベ
イ
エ
リ
ア
に
内
に
設
け
る
除
染
エ
リ

ア
に
て
除
染
を
行
う
。
除
染
に
よ
る
廃
水
は
、
ウ
エ
ス
に
染
み
込
ま
せ
る
こ
と
で

放
射
性
廃
棄
物
と
し
て
廃
棄
す
る
。
 

 

３
 
電
源
確
保

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
は
、
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
中
央
制
御
室
空
調

装
置
及
び
可
搬
型
照
明

(S
A
)へ
給
電
す
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表
－

14
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
 

 
 

 
＜
従
前
の
例
＞

 

 添
付
３
 
重
大
事
故
等
及
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準

 

 

表
－
2
0 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
５

／
５
）
 

操
作

手
順

N
o.
 

対
応
手
段
 

要
員
 

要
員
数
 

想
定
時

間
 

1
5 

可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測
※
１
 

保
修
対
応
要
員
 

１
 

2
0
分

 
運
転
員
（
当
直

員
）
等

 

（
現
場
）
 

１
 

1
6 

中
央
制
御
室
換
気
空
調
設
備
の
運

転
※
１
 

（
全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
た

場
合
）
 

保
修
対
応
要
員
 

２
 

１
時
間

3
5
分

 

運
転
員
（
当
直

員
）
等

 

（
中
央
制
御

室
）
 

１
 

1
7 

可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に

よ
る
放
射
線
量
の
代
替
測
定
 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
安
全
管
理

班
）
 

２
 

１
時
間

5
0
分

 

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
に
よ
る
放

射
線
量
の
測
定
 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
安
全
管
理

班
）
 

２
 

３
時
間

 

 
 

参考①-369



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
.6

.2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
19
.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）

 
差
異
の
説
明
 

可
搬
型
放
射
線
計
測
器
等
に
よ
る

空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の

代
替
測
定
 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
安
全
管
理

班
）
 

２
 

２
時
間

 

可
搬
型
放
射
線
計
測
器
等
に
よ
る

空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の

測
定
 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
安
全
管
理

班
）
 

２
 

２
時
間

 

可
搬
型
放
射
線
計
測
器
に
よ
る
水

中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定

 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
安
全
管
理

班
）
 

３
 

６
時
間

2
0
分

 

可
搬
型
放
射
線
計
測
器
に
よ
る
土

壌
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測

定
 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
安
全
管
理

班
）
 

２
 

１
時
間

4
0
分

 

海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定

 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
安
全
管
理

班
）
 

３
 

２
時
間

4
0
分

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及

び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
安
全
管
理

班
）
 

２
 

１
時
間

45
分

 

可
搬
型
気
象
観
測
装
置
に
よ
る
気

象
観
測
項
目
の
代
替
測
定

 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
総
括
班
）

 

４
 

３
時
間

 

1
8 

代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装

置
運
転

 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
総
括
班
他
※

２
）
 

４
 

3
0
分

 

代
替
緊
急
時
対
策
所
加
圧
設
備
に

よ
る
空
気
供
給
準
備

 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
総
括
班
他
）
 

２
 

3
0
分

 

代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
準

備
 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
総
括
班
他
）
 

２
 

2
0
分

 

代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
起

動
 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
総
括
班
他
）
 

２
 

1
0
分

 

代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
燃

料
補
給
 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
総
括
班
他
）
 

２
 

１
時
間

55
分

 

1
9 

（
成
立
性
が
要
求
さ
れ
る
対
応
手

段
な
し
）
 

―
 

―
 

―
 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
 

※
２
：
緊
急
時
対
策
本
部
の
総
括
班
及
び
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
を
い
う
。（
以
下
、
添
付
３
に

お
い
て
同
じ
）
 

 

 

参考①-370



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

添
付
１
 

異
常
時
の
運
転
操
作
基
準
 

（
第
９
７
条
関
連
）
 

添
付
１
 
異
常
時
の
運
転
操
作
基
準
 

（
第

90
条
関
連
）
 

添
付
１
 
異
常
時
の
運
転
操
作
基
準
 

（
第
９
２
条
関
連
）
 

 

異
常
時
の
運
転
操
作
基
準
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

 

炉
心
は
発
電
所
に
お
い
て
最
大
の
放
射
能
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
を
有

す
る
部
分
で
あ
る
の
で
、
著
し
い
放
射
能
の
放
出
と
な
る
炉
心
の
損

傷
を
防
止
す
る
た
め
に
、
原
子
炉
内
の
核
分
裂
反
応
を
停
止
し
炉
心

の
冷
却
を
維
持
す
る
こ
と
、
お
よ
び
発
電
所
外
へ
の
放
射
能
の
放
出

を
防
止
す
る
た
め
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
原
子
炉
の
未
臨
界
の
維
持
、
原
子
炉
冷
却
の
維

持
、
格
納
容
器
健
全
性
の
確
保
に
関
す
る
以
下
の
事
象
ベ
ー
ス
運
転

操
作
基
準
お
よ
び
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
を
定
め
、
異
常

発
生
時
の
運
転
操
作
を
実
施
す
る
場
合
の
指
針
と
し
て
使
用
す
る
。
 

 異
常
発
生
時
に
は
、
事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
の
導
入
条

件
お

よ
び
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
の
導
入
条

件
で
あ
る
安
全

機
能

パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
し
、
事
象
に
適
し
た
運
転
操
作
基
準
を
使

用
す
る
。
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
が
適
用
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
事

象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
に
よ
る
操
作
中
に
お
い
て
、
安
全
機
能
パ

ラ
メ
ー
タ
が
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
の
導
入
条

件
と
な

れ
ば
、
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
に
移
行
し
安
全
機
能
の
回

復
を
図
る
。

 

  な
お
、
当
直
課
長
は
、
安
全
上
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
本
運

転
操
作
基
準
に
か
か
わ
ら
ず
、
安
全
側
の
処
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

 

 

～
記
載
な
し
～
 

 

～
記
載
な
し
～
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
第

1
編
が
運
転
段

階
（
3
号
炉
）、
第

2
編
が

廃
止
措
置
段
階
（
1,
2
号

炉
）
に
分
編
化
さ
れ
て
い

る
。
玄
海
も
同
様
に
分
編
化

さ
れ
て
い
る
。）

 

（
以
下
、
同
様
。）

 

 
             

 
 

参考①-371



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
－
１
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

１
．
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
 

①
 目

 
的

 

・
原
子
炉
を
停
止
し
、
未
臨
界
を
維
持
す
る
。
 

・
原
子
炉
停
止
後
の
炉
心
崩
壊
熱
を
除
去
し
、
モ
－
ド
３
（
高
温
停
止
状
態
）
を
確
立
す

る
。
 

②
 導
入
条

件
 

・
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
に
達
し
た
場
合
 

・
原
子
炉
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
し
た
場
合
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
警
報
発
信
を
確
認
す
る
。
 

２
．
制
御
棒
が
全
挿
入
し
原
子
炉
が
ト
リ
ッ
プ
し
た
こ
と
を
、
以
下
に
よ
り
確
認
す
る
。

な
お
、
原
子
炉
が
自
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
設
定
値
に
な
っ
て
も
、
自
動
ト
リ
ッ
プ
し

な
い
場
合
に
は
、
手
動
に
よ
り
ト
リ
ッ
プ
を
行
う
。
 

・
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
の
開
放
表
示
灯
の
点
灯
 

・
制
御
棒
炉
底
位
置
表
示
灯
の
点
灯
 

・
中
性
子
束
出
力
指
示
値
の
低
下
 

３
．
手
動
に
よ
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
に
成
功
し
な
け
れ
ば
、
『
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転

操
作
基
準
「
未
臨
界
の
維
持
」
』
へ
移
行
す
る
。

 

 

タ
ー
ビ
ン
・
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

１
．
タ
ー
ビ
ン
が
ト
リ
ッ
プ
し
、
引
き
続
き
発
電
機
が
ト
リ
ッ
プ
し
た
こ
と
を
確
認
す

る
。
な
お
、
自
動
ト
リ
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
、
手
動
に
よ
り
ト
リ
ッ
プ
を
行
う
。
 

 

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
除
熱
確
認

 

１
．
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス

弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し

弁
の
制
御
状
態
を
確
認
し
、
モ
－

ド
３
（
高
温
停
止
状
態
）
と
な
る
こ
と
を
、
１
次
冷
却
材
温
度
に
よ
り
確
認
す
る
。 

２
．

蒸
気
発
生
器
水
位
異
常
低
信
号
の
発
信
に
よ
り
、
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
起
動
し
、

蒸
気
発
生
器
へ
給
水
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
．
補
助
給
水
系
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
水
位
の
調
整
を
行
う
。
 

 

加
圧
器
圧
力
・
水
位
の
整
定

 

１
．
加
圧
器
逃
が
し
弁
が

閉
止
し
て
お
り
、
加
圧
器
圧
力
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

２
．
加
圧
器
水
位
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 
 

 

～
記
載
な
し
～
 

 

～
記
載
な
し
～

 

 

表
－
２
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

①
 目

 
的

 

・
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
、
２
次
冷
却
材

喪
失
事
象
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
事
象
等

の
事
故
時
に
、
炉
心
の
冷
却
お
よ
び
負
の
反
応
度
添
加
を
行
う
。
 

②
 導
入
条

件
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
設
定
値
に
達
し
た
場
合
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
警
報
の
確
認

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
の
警
報
発
信
を
確
認
す
る
。
 

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
の
確
認

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
が
発
信
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
非

常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
が
発
信
す
る
設
定
値
に
な
っ
て
も
発
信
し
な
い
場

合
に
は
、
手
動
に
て
信
号
を
発
信
さ
せ
る
。
 

 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

 
 

 

参考①-372



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
に
よ
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
を
確
認
す
る
。
 

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
の
確
認

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
、
格
納
容
器
隔
離
信
号
に
よ
り
、
自
動
作
動
す
る

弁
、
ダ
ン

パ
お
よ
び
機
器
が
正
規
の
状
態
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
正

規
の
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
回
復
を
試
み
る
。
 

２
．
デ
ィ
－
ゼ
ル
発
電
機
が
自
動
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
自
動
起
動
し

て
い
な
け
れ
ば
手
動
に
て
起
動
を
試
み
る
。
 

３
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
シ
ー
ケ
ン
ス
に
よ
り
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器

が
、
自
動
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
自
動
作
動
し
て
い
な
い
機
器
が

あ
れ
ば
手
動
に
て
起
動
を
試
み
る
。
 

 

主
給
水
系
隔
離
状
態
の
確
認

 

１
．
主
給
水
系
の
隔
離
状
態
を
確
認
す
る
。
な
お
、
隔
離
で
き
て
い
な
け
れ
ば
手
動
に

て
隔
離
を
試
み
る
。
 

 

中
央
制
御
室
換
気
系
隔
離
状
態
の
確
認

 

１
．
中
央
制
御
室
換
気
系
隔
離
状
態
を
確
認
す
る
。
な
お
、
隔
離
で
き
て
い
な
け
れ
ば

手
動
に
て
隔
離
を
試
み
る
。
 

  
主
蒸
気
系
隔
離
状
態
の
確
認

 

１
．
主

蒸
気
系
隔
離
作
動
信
号
が
発
信
さ
れ
れ
ば
、
当
該
信
号
に
よ
り
自
動
作
動
す
る

弁
が
正
規
の
状
態
と
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
正
規
の
状
態
に
な
ら
な
け

れ
ば
回
復
を
試
み
る
。
 

 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
の
確
認

 

１
．
格
納
容
器
圧
力
が
上
昇
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
が
発
信
す

れ
ば
、『
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
』
も
確
認
す
る
。
 

  原
子
炉
冷
却
系
の
状
況
確
認

 

１
．
各
パ
ラ
メ
ー
タ
の
確
認
を
行
う
。
 

・
加
圧
器
圧
力
お
よ
び
水
位
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
お
よ
び
温
度
 

・
蒸
気
発
生
器
圧
力
お
よ
び
水
位
 

・
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
サ
ン
プ
水
位
 

・
各
非
常
用
炉
心
冷
却
系
流
量
 

・
放
射
線
モ
ニ
タ
 

 

事
象
判
別

 

１
．
以
下
の
徴
候
が
あ
る
場
合
は
、
格
納
容
器
内
で
の
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
と
判
断

し
、
『
１
次
冷
却
材
喪
失
事
象
収
束
操
作
』
へ
移
行
す
る
。
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
の
上
昇
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
内
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
上
昇
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
の
上
昇
 

 

２
．
以
下
の
徴
候
が
あ
る
場
合
は
、
格
納
容
器
外
で
の

余
熱
除
去
系
か
ら
の
１
次
冷
却

材
喪

失
事
象
と
判
断
し
、
『
１
次
冷
却
材
喪
失
事
象
収
束
操
作
「
格
納
容
器
外
で

余
熱
除
去
系
か
ら
の
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
」
』
へ
移
行
す
る
。
 

・
加
圧
器
水
位
の
低
下
 

・
加
圧
器
圧
力
の
低
下
 

・
格
納
容
器
外
で
の
漏
え
い
確
認
、
ま
た
は
補
助
建
屋
内
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
上

昇
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
に
変
化
が
な
い
。
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
内
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
に
有
意
な
変
化
が
な
い
。
 

・
復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
の
指
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黒
下
線
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大
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・
玄
海
と
美
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あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
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補
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説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

示
に
有
意
な
変
化
が
な
い
。
 

 

 

３
．
以
下
の
徴
候
が
あ
る
場
合
は
、
２
次
冷
却
材
喪

失
事
象
と
判
断
し
、
『
２
次
冷
却

材
喪

失
事
象
収
束
操
作
』
へ
移
行
す
る
。

 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
連
続
し
て
低
下
 

・
１
基
ま
た
は
全
て
の

蒸
気
発
生
器
の
２
次
側
圧
力
お
よ
び
水
位
が
異
常
に
低
下

 

・
１
基
ま
た
は
全
て
の

蒸
気
発
生
器
の
蒸
気
流
量
が
異
常
に

増
加
 

 

４
．
以
下
の
徴
候
が
あ
る
場
合
は
、

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
事
象
と
判
断
し
、
『

蒸

気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
事
象
収
束
操
作
』
へ
移
行
す
る
。

 

・
復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
、
高

感
度
型
主
蒸
気
管
モ
ニ
タ
の
指
示
が
上
昇
 

・
破
損

蒸
気
発
生
器
水
位
の
上
昇
 

 

５
．
以
下
の
場
合
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
の
誤
作
動
で
あ
る
と
判
断
し
、

『
非
常
用
炉
心
冷
却
系
誤
作
動
収
束
操
作
』
へ
移
行
す
る
。
 

・
格
納
容
器
内
で
の
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
、
格
納
容
器
外
で
の

余
熱
除
去
系
か
ら

の
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
、
２
次
冷
却
材
喪

失
事
象
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損

事
象
に
該
当
す
る
徴
候
が
み
ら
れ
な
い
。
 

 
  表
－
３
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

（
１
）
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
収
束
操
作
 

①
 目

 
的

 

・
１
次
冷
却
材
喪
失
事
象
発
生
時
に
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
し
冷
却
す
る
。
 

②
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

『
格
納
容
器
内
で
の
１
次
冷
却
材
喪
失
事
象
』
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
の
確
認

 

１
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
１

台
分
の
給
水
、
ま
た
は
１
基
の
蒸
気
発
生
器
水
位
が

蒸

気
発
生
器
伝
熱
管
上
端
以
上
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
を
満
足
せ
ず
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
が
、

再
循
環
切
替
水
位
と
な
れ
ば
、
「
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
切
替
」
へ
移
行
す

る
。
 

 

モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
へ
の
移
行

 

１
．
ほ
う

酸
に
よ
る
負
の
反
応
度
を
添
加
し
、
停
止
余

裕
を
確
保
し
た
後
、
モ
－
ド
５

（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。

 

 「
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
」
 

１
．
低
圧
注
入
系
お
よ
び
高
圧
注
入
系
の
水
源
を
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら
再
循

環
サ
ン
プ
に
切
替
え
る
。
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
再

循
環
サ
ン
プ
切
替
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
「
非
常

用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
不
能
」
へ
移
行
す
る
。
 

２
．
再
循
環
サ
ン
プ
を
水
源
と
し
て
長
期
的
な
冷
却
を
継
続
す
る
。
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
再

循
環
サ
ン
プ
切
替
後
に
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
お
よ

び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
が
設
計
ど
お
り
作
動
し
て
い
な
け
れ
ば
、
「
非
常
用

炉
心
冷
却
系
再

循
環
切
替
後
の
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪
失
」
へ
移
行
す
る
。
 

 「
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
不
能
」
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黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
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差
の
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箇
所

 

（
備
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の
（
）
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青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
再
循
環
サ
ン
プ
へ
の
切
替
を
試
み
る
。
 

２
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
の
消
費
を
減
ら
す
た
め
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
を
水

源
と
す
る
ポ
ン
プ
は
、
高
圧
注
入
系
１
系
統
の
み
と
す
る
。
 

 

 

３
．
主
蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

促
進
さ
せ
、
破
断
流
を
減
少
さ
せ
る
。
 

４
．
１
次
冷
却
系
へ
の
注
入
を
長
期
間
続
け
る
た
め
に
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
に
水

を
補
給
す
る
。
 

５
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
と
低
圧
注
入
系
と
の
接
続
に
よ
る
非
常
用
炉
心
冷

却
系
の
代
替
再

循
環
を
開
始
す
る
。
 

   ６
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
が
、
水
位
異
常
低
以
下
と
な
れ
ば
、
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
を
水
源
と
し
て
い
る
全
て
の

ポ
ン
プ
を
停
止
し
、
水
位
が
回
復
し
て
く
れ

ば
、
運
転
を
再
開
す
る
。
 

７
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
再
循
環
切
替
が
成
功
す
れ
ば
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
代

替
再

循
環
を
停
止
す
る
。
 

   「
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
後
の
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪
失
」
 

１
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
が
供
給
さ
れ
て
い
る
機
器
を
停
止
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
海
水
ポ
ン
プ
運
転

台
数
に
合
わ
せ
た
系
統
構

成
に
組
み
合
わ
せ
「
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
」
に
戻
る
。
 

３
．
放
射
性
機
器
冷
却
水

ポ
ン
プ
全
台
停
止
中
の
場
合
は
、
低
圧
注
入
系
の
冷
却
の
た

め
非
放
射
性
機
器
冷
却
水
系
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
を
開
始
す
る
。
 

・
代
替
補
機
冷
却
が
開
始
で
き
る
ま
で
の
間
、
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
系
最
高

使
用
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
上
に
達
し
た
場
合
に
は
、
高
圧
注
入
系
ま
た

は
、
代
替
補
機
冷
却
を
実
施
し
て
い
な
い
低
圧
注
入
系
を
間
欠
運
転
す
る
。
 

   

４
．
１
次
冷
却
材
温
度
が
飽
和
温
度
以
上
に
達
す
れ
ば
、
代
替
補
機
冷
却
を
開
始
し
た

低
圧
注
入
系
を
起
動
す
る
。
 

 『
格
納
容
器
外
で
余
熱
除
去
系
か
ら
の
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
』
 

１
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
が
、
破
断
点
か
ら
流
出
す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
、
余

熱
除
去
系
を
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
よ
り
隔
離
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
材
圧
力
が
低
下
傾
向
で
、
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
系
最
高
使
用
圧

力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
上
に
達
す
れ
ば
、
主
蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン

バ
イ

パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促
進
さ
せ
る
。
 

３
．

余
熱
除
去
系
を
１
次
冷
却
系
よ
り
隔
離
す
る
。
 

・
隔
離
で
き
て
い
な
け
れ
ば
「

破
断
点
が
隔
離
で
き
な
い
場
合
」
へ
移
行
す
る
。

 

４
．

余
熱
除
去
系
の
系
統
分
離
を
行
い
、

破
断
系
統
を
確
認
す
る
。
 

５
．
モ
－
ﾄ
ﾞ５

(低
温
停
止

)に
移
行
す
る
。
 

 

 

「
破
断
点
が
隔
離
で
き
な
い
場
合
」
 

１
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
の
消
費
を
減
ら
す
た
め
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
を
水

源
と
す
る
ポ
ン
プ
は
、
高
圧
注
入
系
１
系
統
の
み
と
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
系
へ
の
注
入
を
長
期
間
続
け
る
た
め
に
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
に
水

を
補
給
す
る
。
 

３
．
主
蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

促
進
さ
せ
る
。
 

４
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
満
足
し
て
い
る
場
合
は
、
高
圧
注
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青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

入
系
を
充
て
ん
系
に
切
替
え
る
。
 

・
満
足
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
充
て
ん
系
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
が
可
能
と
な
っ
た

時
点
で
、
高
圧
注
入
系
を
充
て
ん
系
に
切
替
え
る
。
 

５
．
余
熱
除
去
系
の
系
統
分
離
を
行
い
、
健
全
側

余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

冷
却
を
行
う
。
 

・
余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
が
で
き
な
け
れ
ば
、
加
圧
器
逃
が
し

弁

を
強
制
開
と
し
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
運
転
に
必
要
な
水
量
を
確
保
す

る
。
 

６
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
運
転
を
行
う
。
 

 
  表
－
４
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

（
２
）
２
次
冷
却
材
喪

失
事
象
収
束
操
作
 

①
 目

 
的

 

・
２
次
冷
却
材
喪
失
事
象
発
生
時
に
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
し
未
臨
界
を
維
持
す
る
。

 

②
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

蒸
気
発
生
器
の
隔
離

 

１
．

破
損
蒸
気
発
生
器
を
隔
離
す
る
。
 

・
破
損
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
が
で
き
ず
、
全
蒸
気
発
生
器
の
２
次
側
圧
力
が
低
下
傾

向
に
あ
る
場
合
は
、
「
全

蒸
気
発
生
器
の
異
常
な
減
圧
」
へ
移
行
す
る
。
 

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
の
確
認

 

１
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
が
安
定
ま
た
は
上
昇
 

・
補
助
給
水

ポ
ン
プ
２
台
以
上
運
転
で
健
全

蒸
気
発
生
器
水
位
が
上
昇
、
ま
た
は
１

基
の
健
全
蒸
気
発
生
器
水
位
が

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
上
端
以
上
 

 

モ
－
ド
５
（
低
温
停
止
）
へ
の
移
行

 

１
．
ほ
う

酸
に
よ
る
負
の
反
応
度
を
添
加
し
、
停
止
余

裕
を
確
保
し
た
後
、
モ
－
ド
５

（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。

 

 「
全

蒸
気
発
生
器
の
異
常
な

減
圧
」
 

１
．

破
損
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
を
試
み
る
。
 

・
隔
離
に
成
功
す
れ
ば
「
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
の
確
認
」
に
戻
る
。

 

２
．
１
次
冷
却
系
の
希
釈
の
停
止
を
確
認
す
る
。
 

３
．
１
次
冷
却
系
の
過
冷
却
を
防
止
し
つ
つ
、
蒸
気
発
生
器
の
除
熱
機
能
を
維
持
す
る

た
め
に
、
補
助
給
水
流
量
の
調
整
を
行
う
。
 

４
．
１
次
冷
却
材
温
度
を
確
認
し
、
安
定
ま
た
は
低
下
し
て
い
な
い
場
合
は
、
主

蒸
気

逃
が
し
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
う
。
 

５
．
補
助
復
水
タ
ン
ク
水
位
が
、
補
助
給
水
系
代
替
水
源
切
替
水
位
と
な
れ
ば
、
補
助

給
水
系
の
水
源
を
代
替
水
源
に
切
替
え
る
。
 

  ６
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
が
安
定
ま
た
は
上
昇
 

７
．
モ
－
ド
５
（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

参考①-376



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
－
５
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

（
３
）
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
事
象
収
束
操
作
 

①
 目

 
的

 

・
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
事
象
発
生
時
に
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
し
冷
却
す
る
。
 

②
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

破
損

蒸
気
発
生
器
の
隔
離

 

１
．

破
損
蒸
気
発
生
器
を
隔
離
す
る
。
 

・
当
該

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
の
低
下
が
継
続
す
る
場
合
は
、
「
蒸
気
発
生
器
伝

熱
管
破
損
時
破
損
蒸
気
発
生
器

減
圧
継
続
」
へ
移
行
す
る
。
 

 

２
次
系
か
ら
の
汚
染
拡
大
防
止
措
置

 

１
．
復
水
器
の
排
気
が
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

２
．
２
次
冷
却
材
の
系
外
へ
の
排
水
を
停
止
す
る
。
 

 

１
次
冷
却
系
の
減
圧

 

１
．
破
損

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
の
飽
和
温
度
を
目
標
に
、
健
全
側

蒸
気
発
生
器
の

主
蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却

を
行
う
。
 

２
．
健
全
側
の
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
が

破
損
蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
の
飽

和
温

度
未
満
に
な
れ
ば
、
１
次
冷
却
材
圧
力
を
破
損
蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
ま
で
減

圧
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
系
の
減
圧
が
で
き
な
け
れ
ば
、
「
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
時

減
圧
操

作
不
能
」
へ
移
行
す
る
。
 

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
の
確
認

 

１
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
が

減
圧
操
作
停
止
後
に
安
定
ま
た
は
上
昇
 

 

モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
へ
の
移
行

 

１
．
ほ
う

酸
に
よ
る
負
の
反
応
度
を
添
加
し
、
停
止
余

裕
を
確
保
し
た
後
、
モ
－
ド
５

（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。

 

  「
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
時
破
損
蒸
気
発
生
器
減
圧
継
続
」
 

１
．

破
損
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
を
確
認
す
る
。
 

・
隔
離
に
成
功
し
、
破
損
蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
の
低
下
が
停
止
す
れ
ば
「
１
次

冷
却
系
の
減
圧
」
に
戻
る
。
 

２
．
健
全
側

蒸
気
発
生
器
の
主
蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り

１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促
進
さ
せ
る
。
 

３
．
１
次
冷
却
系
へ
の
注
入
を
長
期
間
続
け
る
た
め
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
水
を

補
給
す
る
。
 

４
．
破
損

蒸
気
発
生
器
２
次
側
へ
の
漏
え
い
を
低

減
す
る
た
め
、
サ
ブ
ク
ー
ル
を
確
保

で
き
る
範
囲
で
１
次
冷
却
系
を

減
圧
す
る
。
 

５
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
１

台
分
の
給
水
、
ま
た
は
１
基
の
蒸
気
発
生
器
水
位
が

蒸

気
発
生
器
伝
熱
管
上
端
以
上
 

  

参考①-377



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

６
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
い
、
モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
に

移
行
す
る
。
余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
が
で
き
な
け
れ
ば
、
加
圧

器
逃
が
し
弁
を
強
制
開
と
し
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
運
転
に
必
要
な
水
量

を
満
足
す
る
水
量
を
確
保
す
る
。
 

７
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
運
転
を
行
う
。
 

 「
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
時
減
圧
操
作
不
能
」
 

１
．
１
次
冷
却
系
の

減
圧
機
能
の
回
復
を
試
み
る
。
 

・
１
次
冷
却
系
の
減
圧
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、「
１
次
冷
却
系
の
減
圧
」
に
戻
る
。
 

２
．
破
損

蒸
気
発
生
器
水
位
が
、
水
位
異
常
高
以
上
の
場
合
、
ま
た
は
加
圧
器
水
位
が

下
端
以
上
に
回
復
し
た
場
合
は
、
高
圧
注
入
系
を
充
て
ん
系
に
切
替
え
る
。
 

３
．
健
全
側
の
１
次
冷
却
系
ル
ー
プ
の
サ
ブ
ク
ー
ル
を
確
保
す
る
た
め
、
健
全
側
の
主

蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

行
う
。
 

・
１
次
冷
却
系
の

減
圧
機
能
が
回
復
さ
れ
る
ま
で
、
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
継
続

し
、
減
圧
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
「
１
次
冷
却
系
の

減
圧
」
に
戻
る
。
 

 
  表
－
６
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

（
４
）
非
常
用
炉
心
冷
却
系
誤
作
動
収
束
操
作
 

①
 目

 
的

 

・
誤
作
動
時
に
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
す
る
。
 

②
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
の
確
認

 

１
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
加
圧
器
圧
力
が
原
子
炉
圧
力
異
常
低
に
よ
る
非
常
炉
心
冷
却
系
作
動
設
定
値
以

上
で
安
定
ま
た
は
上
昇
 

・
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
１

台
分
の
給
水
、
ま
た
は
１
基
の
蒸
気
発
生
器
水
位
が

蒸

気
発
生
器
伝
熱
管
上
端
以
上
 

 

モ
ー
ド
３
（
高
温
停
止
状
態
）
の
確
立

 

１
．

ほ
う
酸
濃

縮
を
実
施
し
、
モ
－
ド
３
（
高
温
停
止
状
態
）
を
確
立
す
る
。
 

 
 

 
 

 

 表
－
７
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

３
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動

 

①
 目

 
的

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
を
確
保
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
設
定
値
に
達
し
た
場
合
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
警
報
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
、
格
納
容
器
隔
離
作
動
の
警
報
発
信
を
確
認

す
る
。
 

 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
、
格
納
容
器
隔
離
信
号
が
発
信
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
、
格
納

容
器
隔
離
信
号
が
発
信
す
る
設
定
値
に
な
っ
て
も
発
信
し
な
い
場
合
に
は
、
手
動

に
て
発
信
さ
せ
る
。
 

 
 

 

参考①-378



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
機
器
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
、
格
納
容
器
隔
離
信
号
に
よ
り
、
自
動

作
動
す
る
弁
、

ダ
ン

パ
お
よ
び
機
器
が
正
規
の
状
態
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

な
お
、
正
規
の
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
回
復
を
試
み
る
。
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
不
作
動
の
場
合
は
、
『
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操

作
基
準
「
格
納
容
器
健
全
性
の
確
保
」』
へ
移
行
す
る
。

 

２
．
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
ド
ア
の
開
作
動
状
況
を
確
認
す
る
。

 

３
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
通
常
圧
力
に
低
下
す
れ
ば
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
系
を
停
止
す
る
。
 

４
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
が
、
再
循
環
切
替
水
位
と
な
れ
ば
、
原
子
炉
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
系
の
水
源
を
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら
再

循
環
サ
ン
プ
に
切
替

え
る
。
 

・
再
循
環
切
替
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、
格
納
容
器
圧
力
が
急
上
昇
す
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
余
熱
除
去
系
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

 ・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
再

循
環
サ
ン
プ
切
替
が
不
能
と
な
っ
た
場
合

は
、
「
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
再

循
環
切
替
不
能
」
へ
移
行
す
る
。
 

 

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
再
循
環
切
替
不
能
」
 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
再

循
環
サ
ン
プ
へ
の
切
替
を
試
み
る
。
 

 ２
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
停
止
す
る
。
 

３
．
原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
上
昇
緩
和
の
た
め
、
主
蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ

ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促
進
さ
せ
る
。
 

４
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
に
水
を
補
給
す
る
。
 

５
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
れ
ば
、
下
部
コ
ン
パ
ー
ト
メ

ン
ト
再

循
環
冷
却

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行

う
。
 

６
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
り
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

水
位
が
、
水
位
異
常
低
以
上
と
な
れ
ば
、
１
系
統
の
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
の
運
転
を
再
開
す
る
。
な
お
、
水
位
異
常
低
以
下
と
な
れ
ば
、
原
子
炉
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
系
の
運
転
を
停
止
す
る
。
 

７
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
再
循
環
切
替
が
成
功
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧

力
が
通
常
圧
力
に
低
下
す
れ
ば
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
停
止
す
る
。
 

 
  表
－
８
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

４
．
サ
ポ
ー
ト
系
の
確
保
 

（
１
）
全
交
流
電
源
喪

失
 

①
 目

 
的

 

・
全
て
の
交
流
電
源
が
喪

失
し
た
状
態
で
プ
ラ
ン
ト
を
安
定
さ
せ
、

早
期
に
電
源
を
回

復
さ
せ
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

・
全
て
の
非
常
用
母
線
お
よ
び
常
用
母
線
の
電
圧
が
零
ボ
ル
ト
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

１
．
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
を
確
認
す
る
。
 

２
．
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
を
確
認
す
る
。

 

３
．
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
り

蒸
気
発
生
器
に
給
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

４
．
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
手
動
起
動
に
よ
り
非
常
用
母
線
の
電
源
回
復
操
作
を
行
う
。
 

・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
よ
る
電
源
回
復
が
で
き
な
い
場
合
は
、
外
部
電
源
に
よ
る

電
源
回
復
操
作
を
行
う
。
 

・
電
源
が
回
復
さ
れ
れ
ば
、
モ
ー
ド
３
（
高
温
停
止
状
態
）
に
移
行
す
る
。
 

 
 

 

参考①-379



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

５
．
主
要
機
器
の
自
動
起
動
ブ
ロ
ッ
ク
を
行
う
。
 

６
．
不
要
な
直
流
負
荷
を
切
り
離
す
。
 

７
．
隣
接

ユ
ニ
ッ
ト
の
非
常
用
母
線
か
ら
号
機
間
電
源
融
通
を
行
い
、
崩
壊
熱
除
去
に

必
要
な
機
器
を
起
動
す
る
。
な
お
、
電
源
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
間
「
順
序
８
～

１
１
」
の
操
作
を
並
行
し
て
行
う
。
 

８
．

蒸
気
発
生
器
の
給
水
お
よ
び

蒸
気
ラ
イ
ン
の
隔
離
を
確
認
す
る
。
 

９
．
補
助
復
水
タ
ン
ク
水
位
が
、
補
助
給
水
系
代
替
水
源
切
替
水
位
と
な
れ
ば
、
補
助

給
水
系
の
水
源
を
代
替
水
源
に
切
替
え
る
。
 

１
０
．
主
蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
う
。
 

１
１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
が

発
信
さ
れ
た
場
合
は
、
格
納
容
器
隔
離
の
作
動
状
況
を
確
認
後
、
作
動
信
号
を
リ

セ
ッ
ト
し
、
必
要
な
機
器
の
作
動
は
非
常
用
母
線
の
電
源
回
復
後
に
手
動
に
て
行

う
。
 

１
２
．
非
常
用
母
線
電
源
も
し
く
は
号
機
間
電
源
融
通
に
よ
り
電
源
が
確
立
さ
れ
た
場

合
は
、
モ
ー
ド
３
（
高
温
停
止
状
態
）
に
移
行
す
る
。
 

１
３
．
号
機
間
電
源
融
通
中
に
非
常
用
母
線
の
電
源
が
回
復
し
た
場
合
は
、
号
機
間
電

源
融
通
を
解
除
す
る
。
 

 
  表
－
９
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

４
．
サ
ポ
ー
ト
系
の
確
保
 

（
２
）
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪
失
 

①
 目

 
的

 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
お
い
て
配
管
等
に
破
損
が
生
じ
た
場
合
に
、
原
子
炉
補
機

冷
却
水
系
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
適
切
な
運
転
操
作
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

 
②
 導
入
条

件
 

・
放
射
性
機
器
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
水
位
が
維
持
で
き
な
い
場
合
 

 ③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

１
．
手
動
に
よ
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
を
行
う
。
 

２
．
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
を
全
台
停
止
す
る
。
 

３
．
放
射
性
機
器
冷
却
水
ポ
ン
プ
を
全
台
停
止
す
る
。
 

４
．
健
全
ヘ
ッ

ダ
か
ら
の
流
出
を
防
止
す
る
た
め
系
統
分
離
を
行
う
。
 

５
．
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
を
停
止
す
る
。
 

６
．
放
射
性
機
器
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
に
補
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

７
．

破
断
箇
所
が
判
明
し
た
ら
、
「
破
断
ヘ
ッ
ダ
に
対
応
し
た
措
置
」
に
移
行
す
る
。
 

・
破
断
箇
所
が
不
明
の
場
合
に
は
、
「
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
停
止
の
措
置
」
へ
移
行
す

る
。
 

 

「
破
断
ヘ
ッ
ダ
に
対
応
し
た
措
置
」

 

１
．
１

台
の
充
て
ん
系
ポ
ン
プ
の
冷
却
を
、
健
全
ヘ
ッ
ダ
側
放
射
性
機
器
冷
却
水
系
ド

レ
ン
に
よ
り
確
保
し
、
当
該
充
て
ん
系
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
１
次
冷
却
系
に
ほ
う

酸
水
を
注
入
す
る
。
 

２
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
が
で
き
る
ま
で
、
主
蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン

バ
イ

パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
う
。
 

３
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
が
で
き
る
ま
で
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
り
１
次
冷
却

系
の

減
圧
を
行
う
。
 

４
．
健
全
ヘ
ッ

ダ
の
隔
離
を
解
除
す
る
。

 

５
．

破
断
ヘ
ッ

ダ
側
の
放
射
性
機
器
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
へ
の
補
給
を
停
止
す
る
。
 

６
．
放
射
性
機
器
冷
却
水
冷
却
器
へ
の
海
水
の
通
水
を
確
認
す
る
。
 

 

 

７
．
充
て
ん
系
ポ
ン
プ
の
冷
却
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
「
充
て
ん
系
ポ
ン
プ

停
止
の
措
置
」
に
移
行
す
る
。

 

 
 

 

参考①-380



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

８
．
健
全
ヘ
ッ

ダ
側
の
放
射
性
機
器
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
に
水
位
が
確
保
さ
れ
れ

ば
、
健
全
ヘ
ッ

ダ
の
放
射
性
機
器
冷
却
水

ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。
 

９
．
充
て
ん
系
ポ
ン
プ
の
冷
却
を
行
っ
て
い
た
放
射
性
機
器
冷
却
水
系
ド
レ
ン
を
停
止

す
る
。
 

１
０
．
モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

 「
充
て
ん
系
ポ
ン
プ
停
止
の
措
置
」
 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号

発
信
時
に
作
動
す
る
機
器
の
自
動
起
動
ブ
ロ
ッ
ク
を
行
う
。
 

２
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
が
で
き
る
ま
で
、
主
蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン

バ
イ

パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
う
。
 

３
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
が
で
き
る
ま
で
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
り
１
次
冷
却

系
の

減
圧
を
行
う
。
 

４
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
が
発
信
さ
れ
た
場
合
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作

動
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
必
要
な
機
器
の
起
動
は
、
放
射
性
機
器
冷
却
水
ポ
ン
プ

起
動
後
に
手
動
に
て
行
う
。
 

 ５
．
低
圧
注
入
系
の
冷
却
の
た
め
非
放
射
性
機
器
冷
却
水
系
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
を

開
始
す
る
。
 

６
．
１
次
冷
却
材
温
度
が
飽
和
温
度
以
上
に
な
れ
ば
、
代
替
補
機
冷
却
を
実
施
し
た
低

圧
注
入
系
を
起
動
す
る
。
 

７
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
が
発
信
さ
れ
た
場
合
に
は
、
原
子
炉
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
。
 

８
．
健
全
ヘ
ッ

ダ
側
の
放
射
性
機
器
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
に
水
位
が
確
保
さ
れ
れ

ば
、
健
全
ヘ
ッ

ダ
の
放
射
性
機
器
冷
却
水

ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。
 

・
代
替
補
機
冷
却
を
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
よ
る
冷
却
に
戻
す
。
 

９
．
「
破
断
ヘ
ッ

ダ
に
対
応
し
た
措
置
 
順
序
１
０
」
に
移
行
す
る
。
 

 
  表
－
１
０
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

１
．
未
臨
界
の
維
持

 

①
 目

 
的

 

・
原
子
炉
を
停
止
し
、
未
臨
界
を
維
持
す
る
。
 

・
原
子
炉
停
止
後
の
未
臨
界
性
を
確
保
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

④
 脱
出
条

件
 

(
1)
 
原
子
炉
出
力
が
 
5 

% 
以
上
、
ま
た

は
中
間
領
域
起
動
率
が
正
 

(
1)
 
原
子
炉
出
力
が

 
5
 
%
 
未
満
、
お
よ

び
中
間
領
域
起
動
率
が
零
ま
た
は
負

 

(
2)
 
中
性
子
源
領
域
起
動
率
が
正
、
ま
た

は
P-
6
以
上
で
中
間
領
域
起
動
率
が
 

-
0.
2
 D
P
M
 よ
り
大
 

(
2)
 
中
性
子
源
領
域
起
動
率
が
零
ま
た
は

負
、
お
よ
び

P-
6
以
上
で
中
間
領
域

起
動
率
が
 
-0
.
2
 D
P
M 
以
下
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

「
原
子
炉
出
力
が

 5
 
% 
以
上
、
ま
た
は
中
間
領
域
起
動
率
の
正
が
確
認
さ
れ
た
場
合
」
 

１
．
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
を
確
認
し
、
で
き
て
い
な
け
れ
ば
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
原
子

炉
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
る
。
 

・
手
動
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
 

・
Ｍ
Ｇ
セ
ッ
ト
の
電
源
を
断
 

・
制
御
棒
手
動
挿
入
 

・
現
地
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
の
開
放
 

 ２
．
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
を
確
認
し
、
で
き
て
い
な
け
れ
ば
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
タ

ー
ビ
ン
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
る
。

 

・
手
動
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
、
お
よ
び
主

蒸
気
隔
離
弁
バ
イ
パ
ス

弁
の

閉
止
 

・
蒸
気
加
減

弁
の
閉
止
 

・
現
地
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
 

 
 

 

参考①-381



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

３
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
給
水
量
を
確
認
し
、
給
水
量
を
調
整
す
る
。
 

４
．

ほ
う
酸
注
入
を
実
施
す
る
。

 

５
．

ほ
う
酸
希
釈
ラ
イ
ン
の
隔
離
を
確
認
す
る
。
 

６
．
１
次
冷
却
材
温
度
を
確
認
し
、
低
下
し
て
い
れ
ば
、
主
蒸
気
隔
離

弁
お
よ
び
主

蒸

気
隔
離
弁
バ
イ

パ
ス

弁
の
閉
止
を
確
認
す
る
。
 

７
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
を
確
認
し
、
低
下
し
て
い
る
蒸
気
発
生
器
が
あ
れ
ば
、

当
該

蒸
気
発
生
器
を
隔
離
す
る
。
 

８
．
原
子
炉
出
力
が

 
5
 
%
 
未
満
、
お
よ
び
中
間
領
域
起
動
率
の

零
ま
た
は
負
の
確
認

が
で
き
な
け
れ
ば
「
順
序
４
」
へ
戻
る
。

 

 

 

「
中
性
子
源
領
域
起
動
率
が
正
、
ま
た
は

P-
6
以
上
で
中
間
領
域
起
動
率
が
 
-0
.2
 D
P
M 

よ
り
大
が
確
認
さ
れ
た
場
合
」
 

１
．

ほ
う
酸
注
入
を
実
施
す
る
。

 

２
．

ほ
う
酸
希
釈
ラ
イ
ン
の
隔
離
を
確
認
す
る
。
 

３
．
１
次
冷
却
材
温
度
を
確
認
し
、
低
下
し
て
い
れ
ば
、
主
蒸
気
隔
離

弁
お
よ
び
主

蒸

気
隔
離
弁
バ
イ

パ
ス

弁
の
閉
止
を
確
認
す
る
。
 

４
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
を
確
認
し
、
低
下
し
て
い
る
蒸
気
発
生
器
が
あ
れ
ば
、

当
該

蒸
気
発
生
器
を
隔
離
す
る
。
 

５
．
中
性
子
源
領
域
起
動
率
が

零
、
ま
た
は
負
、
お
よ
び

P-
6
以
上
で
中
間
領
域
起
動

率
が

 -
0
.
2 
D
PM

 以
下
を
確
認
で
き
な
け
れ
ば
「
順
序
１
」
に
戻
る
。
 

 
  表
－
１
１
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
炉
心
冷
却
の
維
持
 

①
 目

 
的

 

・
炉
心
の
冷
却
が
不
適
切
な
場
合
、
炉
心
冷
却
機
能
の
回
復
を
図
る
た
め
の
適
切
な
運

転
操
作
を
行
い
、
炉
心
冷
却
を
維
持
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

④
 脱
出
条

件
 

(
1)
 
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
系
最
高

使
用
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
上
 

(
1)
 
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力

に
対
す
る
飽
和
温
度
以
下
で
少
な
く

と
も
１
系
統
の
高
圧
注
入
系
ま
た
は

低
圧
注
入
系
に
よ
る
注
入
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
 

(
2)
 
１
次
冷
却
系
が
飽

和
状
態
ま
た
は
過

熱
状
態
 

(
2)
 
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力

に
対
す
る
飽
和
温
度
未
満
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

「
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
系
最
高
使
用
圧
力
に
対
す
る
飽
和
温
度
以
上
の
場
合
」

 

１
．
少
な
く
と
も
１
系
統
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
る
注
入
を
確
認
す
る
。
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
り
注
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系

の
回
復
を
図
る
。
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
る
注
入
が
で
き
な
け
れ
ば
、
「
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の

確
立
が
で
き
な
い
場
合
」
へ
移
行
す
る
。
 

２
．

蒸
気
発
生
器
へ
給
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
蒸
気
発
生
器
へ
給
水
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
給
水
の
回
復
を
図
る
。
 

３
．
主
蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

促
進
さ
せ
る
。
 

４
．
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
な
け
れ
ば
、
「
順
序
２
」
に
戻
る
。
 

 「
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
確
立
が
で
き
な
い
場
合
」
 

１
．
充
て
ん
系
に
よ
る
注
入
を
試
み
る
。

 

２
．

蒸
気
発
生
器
へ
給
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
給
水
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
給
水
の
回
復
を
図
る
。
 

・
給
水
の
回
復
が
で
き
ず
、
蓄
圧
注
入
系
、
低
圧
注
入
系
に
よ
る
注
入
が
可
能
で
あ

 
 

 

参考①-382



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

れ
ば
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
強
制
開
に
よ
り
１
次
冷
却
系
を

減
圧
し
、
蓄
圧
注
入

系
、
低
圧
注
入
系
に
よ
る
注
入
を
行
う
。
 

３
．
主
蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

促
進
さ
せ
る
。
 

４
．
炉
心
出
口
温
度
が
飽

和
温
度
以
下
、
お
よ
び
少
な
く
と
も
１
系
統
の
高
圧
注
入
系

ま
た
は
低
圧
注
入
系
に
よ
る
注
入
が
確
認
で
き
な
け
れ
ば
「
順
序
２
」
に
戻
る
。
 

 

 

「
１
次
冷
却
系
が
飽
和
状
態
ま
た
は
過
熱
状
態
と
な
っ
た
場
合
」
 

１
．
少
な
く
と
も
１
系
統
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
る
注
入
を
確
認
す
る
。
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
り
注
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系

の
回
復
を
図
る
。
 

２
．
加
圧
器
逃
が
し
弁
の
閉
止
を
確
認
す
る
。
な
お
、
閉
止
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
手

動
に
よ
る
閉
止
ま
た
は
元
弁
を

閉
止
す
る
。
 

３
．

蒸
気
発
生
器
へ
給
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
蒸
気
発
生
器
へ
給
水
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
給
水
の
回
復
を
図
る
。
 

４
．
主
蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

促
進
さ
せ
る
。
 

５
．
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
未
満
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
な
け
れ
ば
「
順
序
３
」
に
戻
る
。

 

 
  表
－
１
２
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

３
．

蒸
気
発
生
器
除
熱
機
能
の
維
持

 

①
 目

 
的

 

・
蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
保
有
水
を
回
復
し
、
蒸
気
放
出
経
路
を
確
保
す
る
た
め
の
適

切
な
運
転
操
作
を
行
い
蒸
気
発
生
器
除
熱
機
能
を
維
持
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

④
 脱
出
条

件
 

・
全

蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位
が
下
端
以
下

お
よ
び
補
助
給
水
流
量
が
電
動
補
助
給

水
ポ
ン
プ
１
台
分
の
給
水
流
量
未
満
 

 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
が
健
全
蒸
気
発
生
器

圧
力
よ
り
低
い
場
合
 

ま
た
は
 

・
余
熱
除
去
系
に
よ
る
除
熱
が
で
き
る
場

合
 

ま
た
は
 

・
補
助
給
水
流
量
が
電
動
補
助
給
水
ポ
ン

プ
１

台
分
の
給
水
流
量
以
上
、
ま
た
は

い
ず
れ
か
の

蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位
が

下
端
以
上
 

・
い
ず
れ
か
の

蒸
気
発
生
器
圧
力
が
主

蒸

気
安
全
弁
作
動
設
定
値
圧
力
以
上
で
上

昇
継
続
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

蒸
気
発
生
器
蒸
気
放
出
経
路
の
確
保

 

１
．
主
蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
る
蒸
気
放
出
経
路
の
回
復

を
図
る
。
 

 

蒸
気
発
生
器
給
水
の
確
保

 

１
．
補
助
給
水
系
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
の
給
水
回
復
を
図
る
。
 

・
回
復
で
き
な
け
れ
ば
主
給
水
系
ま
た
は
蒸
気
発
生
器
水
張
り
系
に
よ
り
、
蒸
気
発

生
器
へ
の
給
水
を
回
復
さ
せ
る
。

 

・
蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水
が
回
復
せ
ず
、
全
蒸
気
発
生
器
広
域
水
位
が
可
視
範
囲
以

下
と
な
れ
ば
、
「
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運
転
」
へ
移
行
す
る
。
 

 

フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運
転

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
を
手
動
に
て
発
信
さ
せ
る
。
 

２
．
加
圧
器
逃
が
し

弁
を
強
制
開
と
し
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運
転
を
開
始
す

る
。
 

・
い
ず
れ
か
の
蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位
が
下
端
以
上
と
な
れ
ば
、
加
圧
器
逃
が
し

弁

 
 

 

参考①-383



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

を
閉
止
し
『
事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
「
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
収
束
操
作
」
』

に
戻
る
。
 

 
  表
－
１
３
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

４
．
格
納
容
器
健
全
性
の
確
保
 

①
 目

 
的

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
上
昇
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
が
脅
か
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
上
昇
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
適
切
な

運
転
操
作
を
行
い
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
を
確
保
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

④
 脱
出
条

件
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
、
原
子
炉
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
設
定
値
以
上

お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系

不
作
動
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
作
動

し
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
原
子
炉

格
納
容
器
最
高
使
用
圧
力
以
下
と
な
っ

た
場
合
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

１
．
格
納
容
器
隔
離
信
号
に
よ
り
、
自
動
作
動
す
る
弁
お
よ
び
ダ
ン
パ
が
正
規
の
状
態

に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
正
規
の
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
回
復
を
試
み

る
。
 

２
．
１
系
統
以
上
の
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
起
動
を
試
み
る
。
 

・
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
に
つ
い
て
は
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
が
起
動
で
き

な
い
場
合
、
余
熱
除
去
系
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
試
み
る
。
 

３
．
２
次
冷
却
材
喪

失
事
象
の
場
合
は
、

破
損
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
を
行
う
。
 

４
．
原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
上
昇
緩
和
の
た
め
、
主
蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ

ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促
進
さ
せ
る
。
 

５
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
れ
ば
、
下
部
コ
ン
パ
ー
ト
メ

ン
ト
再

循
環
冷
却

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行

う
。
 

６
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
１
系
統
以
上
作
動
し
、
格
納
容
器
圧
力
が
最
高

使
用
圧
力
以
下
へ
低
下
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
け
れ
ば
「
順
序
２
」
に
戻
る
。
 

 
 

 
 

 

 表
－
１
４
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

５
．
放
射
能
放
出
防
止
 

①
 目

 
的

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
環
境
に
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、

原
子
炉
格
納
容
器
内
放
射
能
レ
ベ
ル
低

減
の
た
め
の
適
切
な
運
転
操
作
を
行
い
、
放

射
性
物
質
放
出
を
防
止
す
る
。

 

②
 導
入
条

件
 

④
 脱
出
条

件
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア

モ
ニ
タ
指
示
値
が
 
1×

1
03
 
mS
v
/h
 
以

上
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
不
作
動
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

１
．
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
手
動
で
発
信
す
る
。
 

２
．
格
納
容
器
隔
離
信
号
に
よ
り
自
動
作
動
す
る
弁
お
よ
び

ダ
ン

パ
が
正
規
の
状
態
に

な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
正
規
の
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
回
復
を
試
み
る
。 

３
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
放
射
線
レ
ベ
ル
が
、
 1
×
10

4
 m
S
v/
h
 
に
達
す
れ
ば
非
常
用

炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
を
手
動
で
発

信
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
す
る
。
 

   

 
 

 

参考①-384



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
－
１
５
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

６
．
１
次
系
保
有
水
の
維
持
 

①
 目

 
的

 

・
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る
た
め
の
適
切
な
運
転
操
作
を
行
い
、
１
次
系
保
有
水
を

維
持
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

④
 脱
出
条

件
 

・
加
圧
器
水
位
が
、
水
位
低
抽
出
水
隔
離

弁
閉
設
定
値
以
下
と
な
っ
た
場
合
（
た

だ
し
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
作
動
し

て
い
る
場
合
を
除
く
。）

 

・
加
圧
器
水
位
が
、
水
位
低
抽
出
水
隔
離

弁
閉
設
定
値
以
上
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

１
．
抽
出
水
ラ
イ
ン
の
隔
離
を
確
認
す
る
。
な
お
、
隔
離
で
き
て
い
な
け
れ
ば
手
動
に

よ
り
隔
離
を
試
み
る
。
 

２
．
充
て
ん
流
量
を
確
保
し
、
加
圧
器
水
位
低
抽
出
水
隔
離

弁
閉
設
定
値
以
上
と
な
る

よ
う
加
圧
器
水
位
の
調
整
を
行
う
。
 

  
 

 
 

 

参
考
 

 
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

再
循
環
切
替
水
位
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
計
 

計
器
ス
パ
ン
の

 1
5
.
8 
%
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
異
常
低
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
計
 

計
器
ス
パ
ン
の

 2
.
9
 %
 

補
助
給
水
系
代
替
水
源
切
替
水
位
 

補
助
復
水
タ
ン
ク
水
位
計
 

0
.4
 
m 

加
圧
器
水
位
低
抽
出
水
隔
離

弁
閉
設
定
値
 

加
圧
器
水
位
計
 

計
器
ス
パ
ン
の

 1
7
 
% 

 

 

 
 

 

 
 

参考①-385



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
R1
.6
.
25
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9R
1.
7
.5
認
可
）
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

異
常
時
の
運
転
操
作
基
準
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

 

炉
心
は
発
電
所
に
お
い
て
最
大
の
放
射
能
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
を
有

す
る
部
分
で
あ
る
の
で
、
著
し
い
放
射
能
の
放
出
と
な
る
炉
心
の
損

傷
を
防
止
す
る
た
め
に
、
原
子
炉
内
の
核
分
裂
反
応
を
停
止
し
炉
心

の
冷
却
を
維
持
す
る
こ
と
、
お
よ
び
発
電
所
外
へ
の
放
射
能
の
放
出

を
防
止
す
る
た
め
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
原
子
炉
の
未
臨
界
の
維
持
、
原
子
炉
冷
却
の
維

持
、
原
子
炉
格
納
容
器
健
全
性
の
確
保
に
関
す
る
以
下
の
事
象
ベ
ー

ス
運
転
操
作
基
準
お
よ
び
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
を
定

め
、
異
常
発
生
時
の
運
転
操
作
を
実
施
す
る
場
合
の
指
針
と
し
て
使

用
す
る
。
 

異
常
発
生
時
に
は
、
事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
の
導
入
条

件
お

よ
び
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
の
導
入
条

件
で
あ
る
安
全

機
能

パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
し
、
事
象
に
適
し
た
運
転
操
作
基
準
を
使

用
す
る
。
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
が
適
用
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
事

象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
に
よ
る
操
作
中
に
お
い
て
、
安
全
機
能
パ

ラ
メ
ー
タ
が
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
の
導
入
条

件
と
な

れ
ば
、
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
に
移
行
し
安
全
機
能
の
回

復
を
図
る
。

 

こ
れ
ら
の
運
転
操
作
基
準
に
よ
る
対
応
で
事
故
収
束
せ
ず
、
炉
心

損
傷
に
至
っ
た
場
合
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に

対
処
す
る
手
順
に
移
行
し
、
対
応
処
置
を
実
施
す
る
。

 

な
お
、
当
直
課
長
は
、
安
全
上
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
本
運

転
操
作
基
準
に
か
か
わ
ら
ず
、
安
全
側
の
処
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

異
常
時
の
運
転
操
作
基
準
 

 炉
心
は
発
電
所
に
お
い
て
最
大
の
放
射
能
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
を
有

す
る
部
分
で
あ
る
の
で
、
著
し
い
放
射
能
の
放
出
と
な
る
炉
心
の
損

傷
を
防
止
す
る
た
め
に
、
原
子
炉
内
の
核
分
裂
反
応
を
停
止
し
炉
心

の
冷
却
を
維
持
す
る
こ
と
、
及
び
発
電
所
外
へ
の
放
射
能
の
放
出
を

防
止
す
る
た
め
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
原
子
炉
の
未
臨
界
の
維
持
、
原
子
炉
冷
却
の
維
持
、

原
子
炉
格
納
容
器
健
全
性
の
確
保
に
関
す
る
以
下
の
事
象
ベ
ー
ス

運
転
操
作
基
準
及
び
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
を
定
め
、
異

常
発
生
時
の
運
転
操
作
を
実
施
す
る
場
合
の
指
針
と
し
て
使
用
す

る
。
 

異
常
発
生
時
に
は
、
事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
の
導
入
条
件
及

び
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
の
導
入
条

件
で
あ
る
安
全
機

能
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
し
、
事
象
に
適
し
た
運
転
操
作
基
準
を
使
用

す
る
。
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
が
適
用
で
き
な
い
場
合
又
は
事
象

ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
に
よ
る
操
作
中
に
お
い
て
、
安
全
機
能
パ
ラ

メ
ー
タ
が
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
の
導
入
条

件
と
な
れ

ば
、
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
に
移
行
し
安
全
機
能
の
回
復

を
図
る
。
 

こ
れ
ら
の
運
転
操
作
基
準
に
よ
る
対
応
で
事
故
収
束
せ
ず
、
炉
心

損
傷
に
至
っ
た
場
合
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に

対
処
す
る
手
順
に
移
行
し
、
対
応
処
置
を
実
施
す
る
。
 

な
お
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
安
全
上
必
要
と
判
断
し
た
場

合
は
、
本
運
転
操
作
基
準
に
か
か
わ
ら
ず
、
安
全
側
の
処
置
を
講

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

異
常
時
の
運
転
操
作
基
準
 

 

炉
心
は
発
電
所
に
お
い
て
最
大
の
放
射
能
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
を
有

す
る
部
分
で
あ
る
の
で
、
著
し
い
放
射
能
の
放
出
と
な
る
炉
心
の
損

傷
を
防
止
す
る
た
め
に
、
原
子
炉
内
の
核
分
裂
反
応
を
停
止
し
炉
心

の
冷
却
を
維
持
す
る
こ
と
、
お
よ
び
発
電
所
外
へ
の
放
射
能
の
放
出

を
防
止
す
る
た
め
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
原
子
炉
の
未
臨
界
の
維
持
、
原
子
炉
冷
却
の
維

持
、
原
子
炉
格
納
容
器
健
全
性
の
確
保
に
関
す
る
以
下
の
事
象
ベ
ー

ス
運
転
操
作
基
準
お
よ
び
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
を
定

め
、
異
常
発
生
時
の
運
転
操
作
を
実
施
す
る
場
合
の
指
針
と
し
て
使

用
す
る
。
 

異
常
発
生
時
に
は
、
事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
の
導
入
条
件
お

よ
び
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
の
導
入
条

件
で
あ
る
安
全

機
能

パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
し
、
事
象
に
適
し
た
運
転
操
作
基
準
を
使

用
す
る
。
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
が
適
用
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
事

象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
に
よ
る
操
作
中
に
お
い
て
、
安
全
機
能
パ

ラ
メ
ー
タ
が
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
の
導
入
条

件
と
な

れ
ば
、
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
に
移
行
し
安
全
機
能
の
回

復
を
図
る
。
 

こ
れ
ら
の
運
転
操
作
基
準
に
よ
る
対
応
で
事
故
収
束
せ
ず
、
炉
心

損
傷
に
至
っ
た
場
合
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に

対
処
す
る
手
順
に
移
行
し
、
対
応
処
置
を
実
施
す
る
。
 

な
お
、
当
直
課
長
は
、
安
全
上
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
本
運

転
操
作
基
準
に
か
か
わ
ら
ず
、
安
全
側
の
処
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
第

1
編
が
運
転
段

階
（
3
号
炉
）、
第

2
編
が

廃
止
措
置
段
階
（
1,
2
号

炉
）
に
分
編
化
さ
れ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

 

 
 

  
 

表
－
１
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

１
．
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
 

①
 目

 
的

 

表
－
１
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

１
．
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ

 

①
 目

 
的
 

表
－
１
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

１
．
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ

 

①
 
目
 
的
 

   

 

第
1
4
条
で
定
め
る
社
内
基
準
に
基
づ
く
対
応

 

異
常
の
発
生

 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準

 

１
．
未
臨
界
の
維
持

 
 

 
 

 
 

 
 
表

-
10

 

２
．
炉
心
冷
却
の
維
持

 
 

 
 

 
 

 
表

-
11

 

３
．

蒸
気
発
生
器
除
熱
機
能
の
維
持

 
 
表

-
12

 

４
．
原
子
炉
格
納
容
器
健
全
性
の
確
保

 
表

-
13

 

５
．
放
射
能
放
出
防
止

 
 

 
 

 
 

 
表

-
14

 

６
．
１
次
系
保
有
水
の
維
持

 
 

 
 

 
表

-
15

 

 
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準

 

１
．
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
表

-
1 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動

 
 

 
 

 
 

 
 

 
表

-
2 

（
１
）
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
収
束
操
作

 
 

 
 

 
表

-
3 

（
２
）
２
次
冷
却
材

喪
失
事
象
収
束
操
作

 
 

 
 

 
表

-
4 

（
３
）

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
事
象
収
束
操
作

 
 
表

-
5 

（
４
）
非
常
用
炉
心
冷
却
系
誤
作
動
収
束
操
作

 
 

 
表

-
6 

３
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動

 
 

 
 

 
表

-
7 

４
．
サ

ポ
ー
ト
系
の
確
保

 

（
１
）
全
交
流
動
力
電
源

喪
失

 
 

 
 

 
 

 
 

 
表

-
8 

（
２
）
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失

 
 

 
 

 
 

 
表

-
9 

異
常
の
収
束
 

炉
心
損
傷

 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合

に
対
処
す
る
手
順
へ
移
行

 

参考①-386



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
R1
.6
.
25
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9R
1.
7
.5
認
可
）
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

・
原
子
炉
を
停
止
し
、
未
臨
界
を
維
持
す
る
。
 

・
原
子
炉
停
止
後
の
炉
心
崩
壊
熱
を
除
去
し
、
モ
－
ド
３
（
高
温
停
止
）
を
確
立
す
る
。 

②
 導
入
条

件
 

・
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
に
達
し
た
場
合
 

・
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
に
達
す
る
前
に
原
子
炉
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
し
た
場
合

 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
警
報
発
信
を
確
認
す
る
。
 

２
．
制
御
棒
が
全
挿
入
し
原
子
炉
が
ト
リ
ッ
プ
し
た
こ
と
を
、
以
下
に
よ
り
確
認
す
る
。

な
お
、
原
子
炉
が
自
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
設
定
値
に
な
っ
て
も
、
自
動
ト
リ
ッ
プ
し

な
い
場
合
に
は
、
手
動
に
よ
り
ト
リ
ッ
プ
を
行
う
。
 

・
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
の
開
放
表
示
灯
の
点
灯
 

・
制
御
棒
炉
底
位
置
表
示
灯
の
点
灯
 

・
中
性
子
束
出
力
指
示
値
の
低
下
 

３
．
自
動
ま
た
は
手
動
に
よ
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
に
成
功
し
な
け
れ
ば
、
『
安
全
機
能

ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
「
未
臨
界
の
維
持
」
』
へ
移
行
す
る
。
 

 

タ
ー
ビ
ン
・
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

１
．
タ
ー
ビ
ン
が
ト
リ
ッ
プ
し
、
引
き
続
き
発
電
機
が
ト
リ
ッ
プ
し
た
こ
と
を
確
認
す

る
。
な
お
、
自
動
ト
リ
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
、
手
動
に
よ
り
ト
リ
ッ
プ
を
行
う
。
 

 

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
除
熱
確
認

 

１
．
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス

弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し

弁
の
制
御
状
態
を
確
認
し
、
モ
－

ド
３
（
高
温
停
止
）
と
な
る
こ
と
を
、
１
次
冷
却
材
温
度
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

２
．
蒸
気
発
生
器
水
位
低
信
号
の
発
信
に
よ
り
、
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
起
動
し
、
蒸
気

発
生
器
へ
注
水
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
．
補
助
給
水
系
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
水
位
の
調
整
を
行
う
。
 

 

加
圧
器
圧
力
・
水
位
の
整
定

 

１
．
加
圧
器
逃
が
し
弁
が

閉
止
し
て
お
り
、
加
圧
器
圧
力
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

２
．
加
圧
器
水
位
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 
 

・
原
子
炉
を
停
止
し
、
未
臨
界
を
維
持
す
る
。
 

・
原
子
炉
停
止
後
の
炉
心
崩
壊
熱
を
除
去
し
、
モ
ー
ド
３

(高
温
停
止

)を
確
立
す
る
。
 

②
 導
入
条
件

 

・
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
に
達
し
た
場
合
 

・
原
子
炉
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
し
た
場
合
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容

 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
警
報
発
信
を
確
認
す
る
。
 

２
．
制
御
棒
が
全
挿
入
し
原
子
炉
が
ト
リ
ッ
プ
し
た
こ
と
を
、
以
下
に
よ
り
確
認
す
る
。

な
お
、
原
子
炉
が
自
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
設
定
値
に
な
っ
て
も
、
自
動
ト
リ
ッ
プ
し

な
い
場
合
に
は
、
手
動
に
よ
り
ト
リ
ッ
プ
を
行
う
。
 

・
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
の
開
放
表
示
灯
の
点
灯
 

・
制
御
棒
炉
底
位
置
表
示
灯
の
点
灯
 

・
中
性
子
束
出
力
指
示
値
の
低
下
 

３
．
手
動
に
よ
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
に
成
功
し
な
け
れ
ば
、
『
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転

操
作
基
準
「
未
臨
界
の
維
持
」
』
へ
移
行
す
る
。
 

 

タ
ー
ビ
ン
・
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

１
．
タ
ー
ビ
ン
が
ト
リ
ッ
プ
し
、
引
き
続
き
発
電
機
が
ト
リ
ッ
プ
し
た
こ
と
を
確
認
す

る
。
な
お
、
自
動
ト
リ
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
、
手
動
に
よ
り
ト
リ
ッ
プ
を
行
う
。
 

 

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
除
熱
確
認

 

１
．
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
又
は
主
蒸
気
逃
が
し
弁
の
制
御
状
態
を
確
認
し
、
モ
ー
ド

３
(高
温
停
止

)と
な
る
こ
と
を
、
１
次
冷
却
材
温
度
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

２
．
蒸
気
発
生
器
水
位
低
信
号
の
発
信
に
よ
り
、
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
起
動
し
、
蒸
気

発
生
器
へ
給
水
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
．
補
助
給
水
系
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
水
位
の
調
整
を
行
う
。
 

 

加
圧
器
圧
力
・
水
位
の
整
定

 

１
．
加
圧
器
逃
が
し
弁
が
閉
止
し
て
お
り
、
加
圧
器
圧
力
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

２
．
加
圧
器
水
位
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 
 

・
原
子
炉
を
停
止
し
、
未
臨
界
を
維
持
す
る
。

 

・
原
子
炉
停
止
後
の
炉
心
崩
壊
熱
を
除
去
し
、
モ
－
ド
３
（
高
温
停
止
）
を
確
立
す
る
。
 

②
 
導
入
条

件
 

・
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
に
達
し
た
場
合

 

・
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
に
達
す
る
前
に
原
子
炉
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
し
た
場
合

 

③
 
主
な
監
視
操
作
内
容

 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
警
報
発
信
を
確
認
す
る
。
 

２
．
制
御
棒
が
全
挿
入
し
原
子
炉
が
ト
リ
ッ
プ
し
た
こ
と
を
、
以
下
に
よ
り
確
認
す
る
。

な
お
、
原
子
炉
が
自
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
設
定
値
に
な
っ
て
も
、
自
動
ト
リ
ッ
プ
し
な

い
場
合
に
は
、
手
動
に
よ
り
ト
リ
ッ
プ
を
行
う
。
 

・
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
の
開
放
表
示
 

・
制
御
棒
炉
底
位
置
表
示
の
点
灯

 

・
中
性
子
束
出
力
指
示
値
の
低
下

 

３
．
自
動
ま
た
は
手
動
に
よ
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
に
成
功
し
な
け
れ
ば
、『
安
全
機
能
ベ

ー
ス
運
転
操
作
基
準
「
未
臨
界
の
維
持
」
』
へ
移
行
す
る
。
 

 タ
ー
ビ
ン
・
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

１
．
タ
ー
ビ
ン
が
ト
リ
ッ
プ
し
、
引
き
続
き
発
電
機
が
ト
リ
ッ
プ
し
た
こ
と
を
確
認
す

る
。
な
お
、
自
動
ト
リ
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
、
手
動
に
よ
り
ト
リ
ッ
プ
を
行
う
。
 

 蒸
気
発
生
器
に
よ
る
除
熱
確
認

 

１
．
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス
弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
弁
の
制
御
状
態
を
確
認
し
、
モ
－

ド
３
（
高
温
停
止
）
と
な
る
こ
と
を
、
１
次
冷
却
材
温
度
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

２
．
蒸
気
発
生
器
水
位
異
常
低
信
号
の
発
信
に
よ
り
、
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
起
動
し
、

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
．
補
助
給
水
系
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
水
位
の
調
整
を
行
う
。
 

 加
圧
器
圧
力
・
水
位
の
整
定

 

１
．
加
圧
器
逃
が
し

弁
が
閉
止
し
て
お
り
、
加
圧
器
圧
力
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

２
．
加
圧
器
水
位
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
美
浜
は
、
ト
リ
ッ
プ
設
定

値
に
達
し
た
場
合
に
加
え
、

設
定
値
に
達
す
る
前
に
「
原

子
炉
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
し
た

場
合
」
に
も
本
手
順
を
適
用

で
き
る
よ
う
導
入
条
件
と
し

て
追
加
し
て
い
る
。）

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
美
浜
は
、
中
央
制
御
盤
取

替
に
よ
り
表
示
灯
→
表
示
に

変
更
。
）
 

     【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
玄
海
：
給
水
、
美
浜
：
注

水
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

 表
－
２
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

①
 目

 
的

 

・
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
、
２
次
冷
却
材

喪
失
事
象
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
事
象
等

の
事
故
時
に
、
炉
心
の
冷
却
お
よ
び
負
の
反
応
度
添
加
を
行
う
。
 

②
 導
入
条

件
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
設
定
値
に
達
し
た
場
合
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
警
報
の
確
認

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
の
警
報
発
信
を
確
認
す
る
。
 

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
の
確
認

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
が
発
信
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
非

常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
が
発
信
す
る
設
定
値
に
な
っ
て
も
発
信
し
な
い
場

合
に
は
、
手
動
に
て
信
号
を
発
信
さ
せ
る
。
 

 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
に
よ
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
を
確
認
す
る
。
 

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
の
確
認

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
、
格
納
容
器
隔
離
信
号
に
よ
り
、
自
動
作
動
す
る

 表
－
２
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

①
 目

 
的
 

・
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
、
２
次
冷
却
材

喪
失
事
象
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
事
象
等

の
事
故
時
に
、
炉
心
の
冷
却
及
び
負
の
反
応
度
添
加
を
行
う
。
 

②
 導
入
条
件

 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
設
定
値
に
達
し
た
場
合

 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
警
報
の
確
認

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
の
警
報
発
信
を
確
認
す
る
。
 

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
の
確
認

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
が
発
信
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
非

常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
が
発
信
す
る
設
定
値
に
な
っ
て
も
発
信
し
な
い
場

合
に
は
、
手
動
に
て
信
号
を
発
信
さ
せ
る
。
 

 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
に
よ
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
を
確
認
す
る
。
 

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
の
確
認

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
、
格
納
容
器
隔
離
信
号
に
よ
り
、
自
動
作
動
す
る

 表
－
２
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

①
 目

 
的

 

・
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
、
２
次
冷
却
材
喪

失
事
象
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
事
象
等

の
事
故
時
に
、
炉
心
の
冷
却
お
よ
び
負
の
反
応
度
添
加
を
行
う
。
 

②
 導
入
条

件
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
設
定
値
に
達
し
た
場
合

 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
警
報
の
確
認

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
の
警
報
発
信
を
確
認
す
る
。
 

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
の
確
認

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
が
発
信
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
非

常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
が
発
信
す
る
設
定
値
に
な
っ
て
も
発
信
し
な
い
場

合
に
は
、
手
動
に
て
信
号
を
発
信
さ
せ
る
。
 

 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
に
よ
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
を
確
認
す
る
。
 

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
の
確
認

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
、
格
納
容
器
隔
離
信
号
に
よ
り
、
自
動
作
動
す
る
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
R1
.6
.
25
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9R
1.
7
.5
認
可
）
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

弁
、
ダ
ン

パ
お
よ
び
機
器
が
正
規
の
状
態
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
正

規
の
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
回
復
を
試
み
る
。
 

２
．
デ
ィ
－
ゼ
ル
発
電
機
が
自
動
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
自
動
起
動
し

て
い
な
け
れ
ば
手
動
に
て
起
動
を
試
み
る
。
 

３
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
シ
ー
ケ
ン
ス
に
よ
り
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器

が
、
自
動
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
自
動
作
動
し
て
い
な
い
機
器
が

あ
れ
ば
手
動
に
て
起
動
を
試
み
る
。
 

 

主
給
水
系
隔
離
状
態
の
確
認

 

１
．
主
給
水
系
の
隔
離
状
態
を
確
認
す
る
。
な
お
、
隔
離
で
き
て
い
な
け
れ
ば
手
動
に

て
隔
離
を
試
み
る
。
 

 

中
央
制
御
室
換
気
系
隔
離
状
態
の
確
認

 

１
．
中
央
制
御
室
換
気
系
隔
離
状
態
を
確
認
す
る
。
な
お
、
隔
離
で
き
て
い
な
け
れ
ば

手
動
に
て
隔
離
を
試
み
る
。
 

 

 

主
蒸
気
系
隔
離
状
態
の
確
認

 

１
．
主

蒸
気
系
隔
離
作
動
信
号
が
発
信
さ
れ
れ
ば
、
当
該
信
号
に
よ
り
自
動
作
動
す
る

弁
が
正
規
の
状
態
と
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
正
規
の
状
態
に
な
ら
な
け

れ
ば
回
復
を
試
み
る
。
 

 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
上
昇
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
が

発
信
す
れ
ば
、
『
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
』
も
確
認
す
る
。
 

 

原
子
炉
冷
却
系
の
状
況
確
認

 

１
．
各
パ
ラ
メ
ー
タ
の
確
認
を
行
う
。
 

・
加
圧
器
圧
力
お
よ
び
水
位
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
お
よ
び
温
度
 

・
蒸
気
発
生
器
圧
力
お
よ
び
水
位
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
サ
ン
プ
水
位
 

・
各
非
常
用
炉
心
冷
却
系
流
量
 

・
放
射
線
モ
ニ
タ
 

 

事
象
判
別

 

１
．
以
下
の
徴
候
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象

と
判
断
し
、
『
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
収
束
操
作
』
へ
移
行
す
る
。
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
の
上
昇
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
内
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
上
昇
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
の
上
昇
 

 

２
．
以
下
の
徴
候
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
外
で
の
余
熱
除
去
系
か
ら
の
１

次
冷
却
材

喪
失
事
象
と
判
断
し
、
『
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
収
束
操
作
【
原
子
炉

格
納
容
器
外
で

余
熱
除
去
系
か
ら
の
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
】
』
へ
移
行
す
る
。 

・
加
圧
器
水
位
の
低
下
 

・
加
圧
器
圧
力
の
低
下
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
外
で
の
漏
え
い
確
認
、
ま
た
は
原
子
炉
周
辺
建
屋
内
放
射
線
モ

ニ
タ
の
指
示
上
昇
 

・
復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
お
よ

び
高
感
度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
の
指
示
に
有
意
な
変
化
が
な
い
。
 

・
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
出
口
圧
力
上
昇
 

 

 

３
．
以
下
の
徴
候
が
あ
る
場
合
は
、
２
次
冷
却
材
喪

失
事
象
と
判
断
し
、
『
２
次
冷
却

材
喪

失
事
象
収
束
操
作
』
へ
移
行
す
る
。

 

弁
、
ダ
ン
パ
及
び
機
器
が
正
規
の
状
態
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
正
規

の
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
回
復
を
試
み
る
。
 

２
．
デ
ィ
－

ゼ
ル
発
電
機
が
自
動
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
自
動
起
動
し

て
い
な
け
れ
ば
手
動
に
て
起
動
を
試
み
る
。
 

３
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
シ
ー
ケ
ン
ス
に
よ
り
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器

が
、
自
動
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
自
動
作
動
し
て
い
な
い
機
器
が

あ
れ
ば
手
動
に
て
起
動
を
試
み
る
。
 

 

主
給
水
系
隔
離
状
態
の
確
認

 

１
．
主
給
水
系
の
隔
離
状
態
を
確
認
す
る
。
な
お
、
隔
離
で
き
て
い
な
け
れ
ば
手
動
に

て
隔
離
を
試
み
る
。
 

 

中
央
制
御
室
換
気
系
隔
離
状
態
の
確
認

 

１
．
中
央
制
御
室
換
気
系
隔
離
状
態
を
確
認
す
る
。
な
お
、
隔
離
で
き
て
い
な
け
れ
ば

手
動
に
て
隔
離
を
試
み
る
。

 

 

主
蒸
気
系
隔
離
状
態
の
確
認

 

１
．
主
蒸
気
系
隔
離
作
動
信
号
が
発
信
さ
れ
れ
ば
、
当
該
信
号
に
よ
り
自
動
作
動
す
る

弁
が
正
規
の
状
態
と
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
正
規
の
状
態
に
な
ら
な
け

れ
ば
回
復
を
試
み
る
。
 

 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
上
昇
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
が

発
信
す
れ
ば
、
『
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
』
も
確
認
す
る
。
 

 

 

原
子
炉
冷
却
系
の
状
況
確
認

 

１
．
各

パ
ラ
メ
ー
タ
の
確
認
を
行
う
。
 

・
加
圧
器
圧
力
及
び
水
位

 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
及
び
温
度

 

・
蒸
気
発
生
器
圧
力
及
び
水
位

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
及
び
サ
ン
プ
水
位
 

・
各
非
常
用
炉
心
冷
却
系
流
量

 

・
放
射
線
モ
ニ
タ
 

 

事
象
判
別

 

１
．
以
下
の
徴
候
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象

と
判
断
し
、
『
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
収
束
操
作
』
へ
移
行
す
る
。
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
の
上
昇
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
内
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
上
昇
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
の
上
昇

 

 

２
．
以
下
の
徴
候
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
外
で
の

余
熱
除
去
系
か
ら
の
１

次
冷
却
材
喪

失
事
象
と
判
断
し
、
『
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
収
束
操
作
【
原
子
炉

格
納
容
器
外
で
余
熱
除
去
系
か
ら
の
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
】
』
へ
移
行
す
る
。
 

・
加
圧
器
水
位
の
低
下
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
の
低
下
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
外
で
の
漏
え
い
確
認
、
又
は
補
助
建
屋
内
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指

示
上
昇
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
に
変
化
が
な
い
。
 

・
復
水
器
排
気
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
及
び
高
感
度

型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
の
指
示
に
有
意
な
変
化
が
な
い
。
 

・
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
上
昇
 

 

３
．
以
下
の
徴
候
が
あ
る
場
合
は
、
２
次
冷
却
材
喪

失
事
象
と
判
断
し
、
『
２
次
冷
却

材
喪

失
事
象
収
束
操
作
』
へ
移
行
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
連
続
し
て
低
下
 

弁
、
ダ
ン

パ
お
よ
び
機
器
が
正
規
の
状
態
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
正

規
の
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
回
復
を
試
み
る
。

 

２
．
デ
ィ
－
ゼ
ル
発
電
機
が
自
動
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
自
動
起
動
し

て
い
な
け
れ
ば
手
動
に
て
起
動
を
試
み
る
。
 

３
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
シ
ー
ケ
ン
ス
に
よ
り
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器

が
、
自
動
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
自
動
作
動
し
て
い
な
い
機
器
が

あ
れ
ば
手
動
に
て
起
動
を
試
み
る
。
 

 

主
給
水
系
隔
離
状
態
の
確
認

 

１
．
主
給
水
系
の
隔
離
状
態
を
確
認
す
る
。
な
お
、
隔
離
で
き
て
い
な
け
れ
ば
手
動
に

て
隔
離
を
試
み
る
。

 

 

中
央
制
御
室
換
気
系
隔
離
状
態
の
確
認

 

１
．
中
央
制
御
室
換
気
系
隔
離
状
態
を
確
認
す
る
。
な
お
、
隔
離
で
き
て
い
な
け
れ
ば

手
動
に
て
隔
離
を
試
み
る
。
 

  

主
蒸
気
系
隔
離
状
態
の
確
認

 

１
．
主
蒸
気
系
隔
離
作
動
信
号
が
発
信
さ
れ
れ
ば
、
当
該
信
号
に
よ
り
自
動
作
動
す
る

弁
が
正
規
の
状
態
と
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
正
規
の
状
態
に
な
ら
な
け

れ
ば
回
復
を
試
み
る
。
 

 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
上
昇
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
が

発
信
す
れ
ば
、『
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
』
も
確
認
す
る
。
 

 

原
子
炉
冷
却
系
の
状
況
確
認

 

１
．
各

パ
ラ
メ
ー
タ
の
確
認
を
行
う
。

 

・
加
圧
器
圧
力
お
よ
び
水
位
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
お
よ
び
温
度

 

・
蒸
気
発
生
器
圧
力
お
よ
び
水
位

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
サ
ン
プ
水
位
 

・
各
非
常
用
炉
心
冷
却
系
流
量
 

・
放
射
線
モ
ニ
タ
 

 

事
象
判
別

 

１
．
以
下
の
徴
候
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象

と
判
断
し
、
『
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
収
束
操
作
』
へ
移
行
す
る
。
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
の
上
昇

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
内
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
上
昇
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
の
上
昇

 

 ２
．
以
下
の
徴
候
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
外
で
の
余
熱
除
去
系
か
ら
の
１

次
冷
却
材

喪
失
事
象
と
判
断
し
、
『
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
収
束
操
作
【
原
子
炉

格
納
容
器
外
で

余
熱
除
去
系
か
ら
の
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
】
』
へ
移
行
す
る
。
 

・
加
圧
器
水
位
の
低
下

 

・
加
圧
器
圧
力
の
低
下

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
外
で
の
漏
え
い
確
認
、
ま
た
は
補
助
建
屋
内
放
射
線
モ
ニ
タ
の

指
示
上
昇

 

・
復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
お
よ

び
高

感
度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
の
指
示
に
有
意
な
変
化
が
な
い
。
 

・
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
出
口
圧
力
上
昇
 

  

３
．
以
下
の
徴
候
が
あ
る
場
合
は
、
２
次
冷
却
材

喪
失
事
象
と
判
断
し
、
『
２
次
冷
却

材
喪

失
事
象
収
束
操
作
』
へ
移
行
す
る
。

 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
連
続
し
て
低
下
 

                                    【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

（
以
下
、
同
様
。）

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
美
浜
は
、

IS
-L

OC
A
時

に
、
R
HR

P
入
口
逃
が
し

弁

参考①-388



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
R1
.6
.
25
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9R
1.
7
.5
認
可
）
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
連
続
し
て
低
下
 

・
１
基
ま
た
は
全
て
の

蒸
気
発
生
器
の
２
次
側
圧
力
お
よ
び
水
位
が
異
常
に
低
下

 

・
１
基
ま
た
は
全
て
の

蒸
気
発
生
器
の
蒸
気
流
量
が
異
常
に

増
加
 

 

４
．
以
下
の
徴
候
が
あ
る
場
合
は
、

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
事
象
と
判
断
し
、
『

蒸

気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
事
象
収
束
操
作
』
へ
移
行
す
る
。

 

・
復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
お
よ

び
高
感
度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
の
指
示
が
上
昇
 

・
破
損

蒸
気
発
生
器
水
位
お
よ
び
圧
力
の
上
昇
 

 

５
．
以
下
の
場
合
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
の
誤
作
動
で
あ
る
と
判
断
し
、

『
非
常
用
炉
心
冷
却
系
誤
作
動
収
束
操
作
』
へ
移
行
す
る
。
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
、
原
子
炉
格
納
容
器
外
で
の

余

熱
除
去
系
か
ら
の
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
、
２
次
冷
却
材
喪

失
事
象
、
蒸
気
発
生

器
伝
熱
管
破
損
事
象
に
該
当
す
る
徴
候
が
み
ら
れ
な
い
。
 

 
 

・
１
基
又
は
全
て
の

蒸
気
発
生
器
の
２
次
側
圧
力
及
び
水
位
が
異
常
に
低
下
 

・
１
基
又
は
全
て
の

蒸
気
発
生
器
の

蒸
気
流
量
が
異
常
に

増
加

 

 

４
．
以
下
の
徴
候
が
あ
る
場
合
は
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
事
象
と
判
断
し
、
『

蒸

気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
事
象
収
束
操
作
』
へ
移
行
す
る
。
 

・
復
水
器
排
気
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
及
び
高
感
度

型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
の
指
示
が
上
昇

 

・
破
損
蒸
気
発
生
器
水
位
及
び
圧
力
の
上
昇
 

 

５
．
以
下
の
場
合
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
の
誤
作
動
で
あ
る
と
判
断
し
、

『
非
常
用
炉
心
冷
却
系
誤
作
動
収
束
操
作
』
へ
移
行
す
る
。
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
、
原
子
炉
格
納
容
器
外
で
の

余

熱
除
去
系
か
ら
の
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
、
２
次
冷
却
材

喪
失
事
象
、
蒸
気
発
生

器
伝
熱
管
破
損
事
象
に
該
当
す
る
徴
候
が
み
ら
れ
な
い
。
 

 
 

・
１
基
ま
た
は
全
て
の

蒸
気
発
生
器
の
２
次
側
圧
力
お
よ
び
水
位
が
異
常
に
低
下

 

・
１
基
ま
た
は
全
て
の

蒸
気
発
生
器
の
蒸
気
流
量
が
異
常
に

増
加

 

 

４
．
以
下
の
徴
候
が
あ
る
場
合
は
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
事
象
と
判
断
し
、
『

蒸

気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
事
象
収
束
操
作
』
へ
移
行
す
る
。
 

・
復
水
器
空
気
抽
出
器
ガ
ス
モ
ニ
タ
、
蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
水
モ
ニ
タ
お
よ

び
高

感
度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
の
指
示
が
上
昇

 

・
破
損

蒸
気
発
生
器
水
位
お
よ
び
圧
力
の
上
昇
 

 

５
．
以
下
の
場
合
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
の
誤
作
動
で
あ
る
と
判
断
し
、

『
非
常
用
炉
心
冷
却
系
誤
作
動
収
束
操
作
』
へ
移
行
す
る
。
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
、
原
子
炉
格
納
容
器
外
で
の

余

熱
除
去
系
か
ら
の
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
、
２
次
冷
却
材
喪

失
事
象
お
よ
び

蒸
気

発
生
器
伝
熱
管

破
損
事
象
に
該
当
す
る
徴
候
が
み
ら
れ
な
い
。

 

 
 

動
作
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し

タ
ン
ク
か
ら
の
１
次
冷
却
材

流
出
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
圧
力
お
よ
び
原
子
炉
格
納

容
器
内
放
射
線
モ
ニ
タ
指
示

の
上
昇
を
考
慮
し
て
い

る
。
）
 

 表
－
３
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

（
１
）
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
収
束
操
作
 

①
 目

 
的

 

・
１
次
冷
却
材
喪
失
事
象
発
生
時
に
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
し
冷
却
す
る
。
 

②
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

【
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
】
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
の
確
認

 

１
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
１

台
分
の
注
水
、
ま
た
は
１
基
の
蒸
気
発
生
器
水
位
が

蒸

気
発
生
器
伝
熱
管
上
端
以
上
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
を
満
足
せ
ず
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
が
、

再
循
環
切
替
水
位
と
な
れ
ば
、
〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
切
替
〕
へ
移
行
す

る
。
 

 

モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
へ
の
移
行

 

１
．
ほ
う

酸
に
よ
る
負
の
反
応
度
を
添
加
し
、
停
止
余

裕
を
確
保
し
た
後
、
モ
－
ド
５

（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。

 

 〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
〕
 

１
．
低
圧
注
入
系
お
よ
び
高
圧
注
入
系
の
水
源
を
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
か
ら
格
納

容
器
再
循
環
サ
ン
プ
に
切
替
え
る
。
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
切
替
が
不
能
と
な
っ
た
場
合

は
、
〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
切
替
不
能
〕
へ
移
行
す
る
。
 

２
．
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
を
水
源
と
し
て
長
期
的
な
冷
却
を
継
続
す
る
。
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
切
替
後
に
、
原
子
炉
補
機
冷
却

水
系
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
が
設
計
ど
お
り
作
動
し
て
い
な
け
れ
ば
、

〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
後
の
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪

失
〕
へ
移
行

す
る
。
 

 

 

〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
不
能
〕
 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
へ
の
切
替
を
試
み
る
。
 

２
．
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
の
消
費
を
減
ら
す
た
め
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
を
水

源
と
す
る
ポ
ン
プ
は
、
高
圧
注
入
系
１
系
統
の
み
と
す
る
。
 

 表
－
３
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

（
1）
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
収
束
操
作

 

①
 目

 
的
 

・
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
発
生
時
に
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
し
冷
却
す
る
。
 

②
 主
な
監
視
操
作
内
容

 

【
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
】

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
の
確
認

 

１
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下

 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
１
台
分
の
給
水
、
又
は
１
基
の
蒸
気
発
生
器
水
位
が
蒸
気

発
生
器
伝
熱
管
上
端
以
上
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
満
足
せ
ず
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
※
１
が
、

再
循
環
切
替
水
位
と
な
れ
ば
、
〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
〕
へ
移
行
す

る
。
 

 

モ
ー
ド
５

(低
温
停
止

)へ
の
移
行

 

１
．
ほ
う
酸
に
よ
る
負
の
反
応
度
を
添
加
し
、
停
止
余

裕
を
確
保
し
た
後
、
モ
ー
ド
５

(
低
温
停
止
)
に
移
行
す
る
。
 

 〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
〕
 

１
．
低
圧
注
入
系
及
び
高
圧
注
入
系
の
水
源
を
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら
格
納
容

器
再
循
環
サ
ン
プ
に
切
替
え
る
。
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
切
替
が
不
能
と
な
っ
た
場
合

は
、
〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
切
替
不
能
〕
へ
移
行
す
る
。
 

２
．
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
を
水
源
と
し
て
長
期
的
な
冷
却
を
継
続
す
る
。
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
切
替
後
に
、
原
子
炉
補
機
冷
却

水
系
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
が
設
計
ど
お
り
作
動
し
て
い
な
け
れ
ば
、

〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
後
の
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
〕
へ
移
行

す
る
。
 

  〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
不
能
〕
 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
へ
の
切
替
を
試
み
る
。
 

２
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
の
消
費
を

減
ら
す
た
め
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
を
水

源
と
す
る
ポ
ン
プ
は
、
高
圧
注
入
系
１
系
統
の
み
と
す
る
。
 

 表
－
３
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

（
１
）
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
収
束
操
作

 

①
 目

 
的

 

・
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
発
生
時
に
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
し
冷
却
す
る
。
 

②
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

【
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
】

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
の
確
認

 

１
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。

 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
１

台
分
の
注
水
、
ま
た
は
１
基
の
蒸
気
発
生
器
水
位
が

蒸

気
発
生
器
伝
熱
管
上
端
以
上

 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
満
足
せ
ず
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
が
、

再
循
環
切
替
水
位
と
な
れ
ば
、〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
切
替
〕
へ
移
行
す
る
。
 

 

モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
へ
の
移
行

 

１
．
ほ
う

酸
に
よ
る
負
の
反
応
度
を
添
加
し
、
停
止

余
裕
を
確
保
し
た
後
、
モ
－
ド
５

（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

 

〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
〕

 

１
．
低
圧
注
入
系
お
よ
び
高
圧
注
入
系
の
水
源
を
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら
格
納

容
器
再

循
環
サ
ン
プ
に
切
替
え
る
。
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
切
替
が
不
能
と
な
っ
た
場
合

は
、
〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
切
替
不
能
〕
へ
移
行
す
る
。
 

２
．
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
を
水
源
と
し
て
長
期
的
な
冷
却
を
継
続
す
る
。
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
切
替
後
に
、
原
子
炉
補
機
冷
却

水
系
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
が
設
計
ど
お
り
作
動
し
て
い
な
け
れ
ば
、

〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
後
の
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪

失
〕
へ
移
行

す
る
。

 

  

〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
不
能
〕

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
へ
の
切
替
を
試
み
る
。
 

２
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
の
消
費
を

減
ら
す
た
め
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
を
水

源
と
す
る

ポ
ン
プ
は
、
高
圧
注
入
系
１
系
統
の
み
と
す
る
。
 

３
．
主

蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

             【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
美
浜
は
、
シ
ン
グ
ル
プ
ラ

ン
ト
の
た
め
、
本
文
中
の
注

釈
不
要
。
）（
以
下
、
同

様
。
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
R1
.6
.
25
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9R
1.
7
.5
認
可
）
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

３
．
主
蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

促
進
さ
せ
、
破
断
流
を
減
少
さ
せ
る
。
 

４
．
１
次
冷
却
系
へ
の
注
水
を
長
期
間
続
け
る
た
め
に
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
に
水

を
補
給
す
る
。
 

５
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
と
低
圧
注
入
系
と
の
接
続
に
よ
る
非
常
用
炉
心
冷

却
系
の
代
替
再

循
環
を
開
始
す
る
。
 

   ６
．
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
が
、
水
位
異
常
低
以
下
と
な
れ
ば
、
燃
料
取
替
用
水

ピ
ッ
ト
を
水
源
と
し
て
い
る
全
て
の

ポ
ン
プ
を
停
止
し
、
水
位
が
回
復
す
れ
ば
、

運
転
を
再
開
す
る
。
 

７
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
低
圧
再
循
環
切
替
が
成
功
す
れ
ば
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系

の
代
替
再
循
環
を
停
止
す
る
。

 

    〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
後
の
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪
失
〕
 

１
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
が
供
給
さ
れ
て
い
る
機
器
を
停
止
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
海
水
ポ
ン
プ
運
転

台
数
に
合
わ
せ
た
系
統
構

成
に
組
み
合
わ
せ
、
〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
〕
に
戻
る
。
 

３
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
全
台
停
止
中
の
場
合
は
、
低
圧
注
入
系
の
冷
却
の
た

め
空
調
用
冷
水
系
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
を
開
始
す
る
。

 

   

・
空
調
用
冷
水
系
に
よ
る
代
替
補
機
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
は
、
大
容
量
ポ
ン
プ
を

用
い
た
海
水
通
水
に
よ
る
代
替
補
機
冷
却
を
行
い
、
高
圧
再

循
環
運
転
を
実
施
す

る
。
 

４
．
代
替
補
機
冷
却
を
開
始
し
た
低
圧
注
入
系
を
起
動
す
る
。

 

 

 

【
原
子
炉
格
納
容
器
外
で
余
熱
除
去
系
か
ら
の
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
】
 

１
．
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
が
、
破
断
点
か
ら
流
出
す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
、
余

熱
除
去
系
を
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
よ
り
隔
離
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
材
圧
力
が
低
下
傾
向
で
、
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
系
最
高
使
用
圧

力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
上
に
達
す
れ
ば
、
主
蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン

バ
イ

パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促
進
さ
せ
る
。
 

３
．

余
熱
除
去
系
を
１
次
冷
却
系
よ
り
隔
離
す
る
。
 

・
隔
離
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
〔
破
断
点
が
隔
離
で
き
な
い
場
合
〕
へ
移
行
す
る
。
 

４
．

余
熱
除
去
系
の
系
統
分
離
を
行
い
、

破
断
系
統
を
確
認
す
る
。
 

５
．
モ
－
ド
５
（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

 〔
破
断
点
が
隔
離
で
き
な
い
場
合
〕
 

１
．
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
の
消
費
を
減
ら
す
た
め
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
を
水

源
と
す
る
ポ
ン
プ
は
、
高
圧
注
入
系
１
系
統
の
み
と
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
系
へ
の
注
水
を
長
期
間
続
け
る
た
め
に
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
に
水

を
補
給
す
る
。
 

３
．
主
蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

促
進
さ
せ
る
。
 

４
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
満
足
し
て
い
る
場
合
は
、
高
圧
注

入
系
を
充
て
ん
系
に
切
替
え
る
。
 

・
満
足
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
充
て
ん
系
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
が
可
能
と
な
っ
た

時
点
で
、
高
圧
注
入
系
を
充
て
ん
系
に
切
替
え
る
。
 

５
．
余
熱
除
去
系
の
系
統
分
離
を
行
い
、
健
全
側

余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

冷
却
を
行
う
。
 

３
．
主
蒸
気
逃
が
し

弁
又
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促

進
さ
せ
、
破
断
流
を
減
少
さ
せ
る
。
 

４
．
１
次
冷
却
系
へ
の
注
入
を
長
期
間
続
け
る
た
め
に
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
に
水

を
補
給
す
る
。
 

５
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
と
低
圧
注
入
系
と
の
接
続
に
よ
る
非
常
用
炉
心
冷

却
系
の
代
替
再
循
環
運
転
を
開
始
す
る
。
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
と
低
圧
注
入
系
と
の
接
続
に
よ
る
非
常
用
炉
心
冷

却
系
の
代
替
再

循
環
運
転
が
で
き
な
い
場
合
は
、
代
替
再

循
環

ポ
ン
プ
に
よ
る
非

常
用
炉
心
冷
却
系
の
代
替
再

循
環
を
開
始
す
る
。
 

６
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
が
、
水
位
異
常
低
以
下
と
な
れ
ば
、
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
を
水
源
と
し
て
い
る
全
て
の

ポ
ン
プ
を
停
止
し
、
水
位
が
回
復
し
て
く
れ

ば
、
運
転
を
再
開
す
る
。
 

７
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
再
循
環
切
替
が
成
功
す
れ
ば
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
代

替
再
循
環
運
転
を
停
止
す
る
。
 

 

※
１
：
３
号
炉
に
つ
い
て
は
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
、
４
号
炉
に
つ
い
て
は
燃
料
取
替
用
水
ピ

ッ
ト
を
い
う
（
以
下
、
添
付
１
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
後
の
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪

失
〕
 

１
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
が
供
給
さ
れ
て
い
る
機
器
を
停
止
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
及
び
海
水

ポ
ン
プ
運
転
台
数
に
合
わ
せ
た
系
統
構
成

に
組
み
合
わ
せ
、
〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
切
替
〕
に
戻
る
。
 

３
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
全
台
停
止
中
の
場
合
は
、
低
圧
注
入
系
の
冷
却
の
た

め
空
調
用
冷
水
系
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
を
開
始
す
る
。
 

・
代
替
補
機
冷
却
が
開
始
で
き
る
ま
で
の
間
、
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
系
最
高

使
用
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
上
に
達
し
た
場
合
に
は
、
高
圧
注
入
系
又
は
、

代
替
補
機
冷
却
を
実
施
し
て
い
な
い
低
圧
注
入
系
を
間
欠
運
転
す
る
。
 

・
空
調
用
冷
水
系
に
よ
る
代
替
補
機
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
は
、
移
動
式
大
容
量

ポ

ン
プ

車
を
用
い
た
海
水
通
水
に
よ
る
代
替
補
機
冷
却
を
行
い
、
代
替
再
循
環
運
転

を
実
施
す
る
。
 

４
．
１
次
冷
却
材
温
度
が
飽

和
温
度
以
上
に
達
す
れ
ば
、
代
替
補
機
冷
却
を
開
始
し
た

低
圧
注
入
系
を
起
動
す
る
。

 

 【
原
子
炉
格
納
容
器
外
で
余
熱
除
去
系
か
ら
の
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
】

 

１
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
が
、
破
断
点
か
ら
流
出
す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
、
余

熱
除
去
系
を
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
よ
り
隔
離
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
材
圧
力
が
低
下
傾
向
で
、
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
系
最
高
使
用
圧

力
に
対
す
る
飽
和
温
度
以
上
に
達
す
れ
ば
、
主

蒸
気
逃
が
し
弁
又
は
タ
ー
ビ
ン
バ

イ
パ
ス

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促
進
さ
せ
る
。
 

３
．
余
熱
除
去
系
を
１
次
冷
却
系
よ
り
隔
離
す
る
。
 

・
隔
離
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
〔
破
断
点
が
隔
離
で
き
な
い
場
合
〕
へ
移
行
す
る
。
 

４
．
余
熱
除
去
系
の
系
統
分
離
を
行
い
、

破
断
系
統
を
確
認
す
る
。
 

５
．
モ
ー
ド
５
(低
温
停
止
)
に
移
行
す
る
。
 

 〔
破
断
点
が
隔
離
で
き
な
い
場
合
〕
 

１
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
の
消
費
を
減
ら
す
た
め
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
を
水

源
と
す
る
ポ
ン
プ
は
、
高
圧
注
入
系
１
系
統
の
み
と
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
系
へ
の
注
入
を
長
期
間
続
け
る
た
め
に
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
に
水

を
補
給
す
る
。
 

３
．
主
蒸
気
逃
が
し

弁
又
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促

進
さ
せ
る
。

 

４
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
満
足
し
て
い
る
場
合
は
、
高
圧
注

入
系
を
充
て
ん
系
に
切
替
え
る
。
 

・
満
足
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
充
て
ん
系
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
が
可
能
と
な
っ
た

時
点
で
、
高
圧
注
入
系
を
充
て
ん
系
に
切
替
え
る
。
 

５
．
余
熱
除
去
系
の
系
統
分
離
を
行
い
、
健
全
側

余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

冷
却
を
行
う
。
 

促
進
さ
せ
、

破
断
流
を

減
少
さ
せ
る
。
 

４
．
１
次
冷
却
系
へ
の
注
水
を
長
期
間
続
け
る
た
め
に
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
に
水

を
補
給
す
る
。
 

５
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
と
低
圧
注
入
系
と
の
接
続
に
よ
る
非
常
用
炉
心
冷

却
系
の
代
替
再

循
環
を
開
始
す
る
。
 

   ６
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
が
、
水
位
異
常
低
以
下
と
な
れ
ば
、
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
を
水
源
と
し
て
い
る
全
て
の

ポ
ン
プ
を
停
止
し
、
水
位
が
回
復
す
れ
ば
、

運
転
を
再
開
す
る
。
 

７
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
再

循
環
切
替
が
成
功
す
れ
ば
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
代

替
再

循
環
を
停
止
す
る
。
 

    

〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
切
替
後
の
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
〕
 

１
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
が
供
給
さ
れ
て
い
る
機
器
を
停
止
す
る
。
 

２
．
１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
お
よ
び
海
水

ポ
ン
プ
の
運
転
台
数
に
合
わ
せ
た
系
統
構
成

に
組
み
合
わ
せ
、
〔
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
切
替
〕
に
戻
る
。
 

３
．
１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
全

台
停
止
中
の
場
合
は
、
低
圧
注
入
系
の
冷
却
の
た
め
空

調
用
冷
水
系
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
を
開
始
す
る
。
 

   ・
空
調
用
冷
水
系
に
よ
る
代
替
補
機
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
は
、
大
容
量
ポ
ン
プ
を

用
い
た
海
水
通
水
に
よ
る
代
替
補
機
冷
却
を
行
い
、
低
圧
ま
た
は
高
圧
再
循
環
運

転
を
実
施
す
る
。
 

４
．
代
替
補
機
冷
却
を
開
始
し
た
低
圧
注
入
系
を
起
動
す
る
。

 

  

【
原
子
炉
格
納
容
器
外
で
余
熱
除
去
系
か
ら
の
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
】

 

１
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
が
、
破
断
点
か
ら
流
出
す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
、
余

熱
除
去
系
を
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
よ
り
隔
離
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
材
圧
力
が
低
下
傾
向
で
、
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
系
最
高
使
用
圧

力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
上
に
達
す
れ
ば
、
主
蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン

バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促
進
さ
せ
る
。
 

３
．

余
熱
除
去
系
を
１
次
冷
却
系
よ
り
隔
離
す
る
。

 

・
隔
離
で
き
て
い
な
け
れ
ば
〔

破
断
点
が
隔
離
で
き
な
い
場
合
〕
へ
移
行
す
る
。

 
４
．

余
熱
除
去
系
の
系
統
分
離
を
行
い
、

破
断
系
統
を
確
認
す
る
。
 

５
．
モ
－
ド
５
（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

 

〔
破
断
点
が
隔
離
で
き
な
い
場
合
〕
 

１
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
の
消
費
を

減
ら
す
た
め
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
を
水

源
と
す
る

ポ
ン
プ
は
、
高
圧
注
入
系
１
系
統
の
み
と
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
系
へ
の
注
水
を
長
期
間
続
け
る
た
め
に
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
に
水

を
補
給
す
る
。
 

３
．
主

蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

促
進
さ
せ
る
。
 

４
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
を
確
認
し
、
満
足
し
て
い
る
場
合
は
、
高
圧
注

入
系
を
充
て
ん
系
に
切
替
え
る
。

 

・
満
足
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
充
て
ん
系
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
が
可
能
と
な
っ
た

時
点
で
、
高
圧
注
入
系
を
充
て
ん
系
に
切
替
え
る
。
 

５
．
余
熱
除
去
系
の
系
統
分
離
を
行
い
、
健
全
側

余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

冷
却
を
行
う
。
 

・
余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
が
で
き
な
け
れ
ば
、
加
圧
器
逃
が
し

弁

      【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
玄
海
は
代
替
再
循
環
ポ
ン

プ
を
整
備
。）

 

 【
大
飯
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
大
飯
は
、
低
圧
再
循
環
と

高
圧
再
循
環
を
書
き
分
け
て

い
る
。
）
 

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
機
器
冷
却
水
無

し
で
の
間
欠
運
転
は
、
機
器

の
健
全
性
を
損
な
う
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
実
施
し
な

い
こ
と
と
し
て
い
る
。
）
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
海
水
に
よ
る
代

替
冷
却
時
、
低
圧
再
循
環
も

記
載
。
）
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
飽
和
温
度
の
制

限
な
し
。
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
R1
.6
.
25
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9R
1.
7
.5
認
可
）
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

・
余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
が
で
き
な
け
れ
ば
、
加
圧
器
逃
が
し

弁

を
強
制
開
と
し
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
運
転
に
必
要
な
水
量
を
確
保
す

る
。
 

６
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
運
転
を
行
う
。
 

７
．
健
全
側
余
熱
除
去
系
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
１

次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
う
。
 

 
 

・
余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
が
で
き
な
け
れ
ば
、
加
圧
器
逃
が
し

弁

を
強
制
開
と
し
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
運
転
に
必
要
な
水
量
を
確
保
す

る
。
 

６
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
運
転
を
行
う
。
 

７
．
健
全
側

余
熱
除
去
系
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
１

次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
う
。

 

 
 

を
強
制
開
と
し
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
運
転
に
必
要
な
水
量
を
確
保
す

る
。
 

６
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
運
転
を
行
う
。

 

７
．
健
全
側
余
熱
除
去
系
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
１

次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
う
。
 

 
 

 表
－
４
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

（
２
）
２
次
冷
却
材
喪

失
事
象
収
束
操
作
 

①
 目

 
的

 

・
２
次
冷
却
材
喪
失
事
象
発
生
時
に
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
し
未
臨
界
を
維
持
す
る
。

 

②
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

蒸
気
発
生
器
の
隔
離

 

１
．

破
損
蒸
気
発
生
器
を
隔
離
す
る
。
 

・
破
損
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
が
で
き
ず
、
全
蒸
気
発
生
器
の
２
次
側
圧
力
が
低
下
傾

向
に
あ
る
場
合
は
、
〔
全
蒸
気
発
生
器
の
異
常
な
減
圧
〕
へ
移
行
す
る
。
 

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
の
確
認

 

１
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
が
安
定
ま
た
は
上
昇
 

・
補
助
給
水

ポ
ン
プ
２
台
以
上
運
転
で
健
全

蒸
気
発
生
器
水
位
が
上
昇
、
ま
た
は
１

基
の
健
全
蒸
気
発
生
器
水
位
が

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
上
端
以
上
 

 

モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
へ
の
移
行

 

１
．
ほ
う

酸
に
よ
る
負
の
反
応
度
を
添
加
し
、
停
止
余

裕
を
確
保
し
た
後
、
モ
－
ド
５

（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。

 

 〔
全

蒸
気
発
生
器
の
異
常
な

減
圧
〕
 

１
．

破
損
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
を
試
み
る
。
 

・
隔
離
に
成
功
す
れ
ば
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
の
確
認
に
戻
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
系
の
希
釈
の
停
止
を
確
認
す
る
。
 

３
．
１
次
冷
却
系
の
過
冷
却
を
防
止
し
つ
つ
、
蒸
気
発
生
器
の
除
熱
機
能
を
維
持
す
る

た
め
に
、
補
助
給
水
流
量
の
調
整
を
行
う
。
 

４
．
１
次
冷
却
材
温
度
を
確
認
し
、
安
定
ま
た
は
低
下
し
て
い
な
い
場
合
は
、
主

蒸
気

逃
が
し
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
う
。
 

５
．
復
水
ピ
ッ
ト
水
位
が
、
補
助
給
水
系
代
替
水
源
切
替
水
位
と
な
れ
ば
、
補
助
給
水

系
の
水
源
を
代
替
水
源
に
切
替
え
る
。
 

 

 

６
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
が
安
定
ま
た
は
上
昇
 

７
．
モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

 

 
 

 表
－
４
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

（
2）
２
次
冷
却
材

喪
失
事
象
収
束
操
作

 

①
 目

 
的
 

・
２
次
冷
却
材

喪
失
事
象
発
生
時
に
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
し
未
臨
界
を
維
持
す
る
。
 

②
 主
な
監
視
操
作
内
容

 

蒸
気
発
生
器
の
隔
離

 

１
．
破
損
蒸
気
発
生
器
を
隔
離
す
る
。
 

・
破
損
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
が
で
き
ず
、
全

蒸
気
発
生
器
の
２
次
側
圧
力
が
低
下
傾

向
に
あ
る
場
合
は
、
〔
全
蒸
気
発
生
器
の
異
常
な
減
圧
〕
へ
移
行
す
る
。
 

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
の
確
認

 

１
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下

 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
が
安
定
又
は
上
昇
 

・
補
助
給
水
ポ
ン
プ
２

台
以
上
運
転
で
健
全

蒸
気
発
生
器
水
位
が
上
昇
、
又
は
１
基

の
健
全

蒸
気
発
生
器
水
位
が

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
上
端
以
上
 

 モ
ー
ド
５

(低
温
停
止

)へ
の
移
行

 

１
．
ほ
う
酸
に
よ
る
負
の
反
応
度
を
添
加
し
、
停
止
余

裕
を
確
保
し
た
後
、
モ
ー
ド
５

(
低
温
停
止
)
に
移
行
す
る
。
 

 〔
全
蒸
気
発
生
器
の
異
常
な

減
圧
〕
 

１
．
破
損
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
を
試
み
る
。
 

・
隔
離
に
成
功
す
れ
ば
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
の
確
認
に
戻
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
系
の
希
釈
の
停
止
を
確
認
す
る
。
 

３
．
１
次
冷
却
系
の
過
冷
却
を
防
止
し
つ
つ
、
蒸
気
発
生
器
の
除
熱
機
能
を
維
持
す
る

た
め
に
、
補
助
給
水
流
量
の
調
整
を
行
う
。
 

４
．
１
次
冷
却
材
温
度
を
確
認
し
、
安
定
又
は
低
下
し
て
い
な
い
場
合
は
、
主

蒸
気
逃

が
し
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
う
。
 

５
．
復
水
タ
ン
ク
※
１
水
位
が
、
補
助
給
水
系
代
替
水
源
切
替
水
位
と
な
れ
ば
、
補
助
給

水
系
の
水
源
を
代
替
水
源
に
切
替
え
る
。
 

  ６
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下

 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
が
安
定
又
は
上
昇
 

７
．
モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

 

※
１
：
３
号
炉
に
つ
い
て
は
復
水
タ
ン
ク
、
４
号
炉
に
つ
い
て
は
復
水
ピ
ッ
ト
を
い
う
（
以
下
、

添
付
１
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

 

 表
－
４
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

（
２
）
２
次
冷
却
材

喪
失
事
象
収
束
操
作

 

①
 
目
 
的
 

・
２
次
冷
却
材
喪

失
事
象
発
生
時
に
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
し
未
臨
界
を
維
持
す
る
。
 

②
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

蒸
気
発
生
器
の
隔
離

 

１
．

破
損
蒸
気
発
生
器
を
隔
離
す
る
。

 

・
破
損

蒸
気
発
生
器
の
隔
離
が
で
き
ず
、
全

蒸
気
発
生
器
の
２
次
側
圧
力
が
低
下
傾

向
に
あ
る
場
合
は
、
〔
全
蒸
気
発
生
器
の
異
常
な
減
圧
〕
へ
移
行
す
る
。
 

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
の
確
認

 

１
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。

 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
が
安
定
ま
た
は
上
昇

 

・
補
助
給
水

ポ
ン
プ
２
台
以
上
運
転
で
健
全

蒸
気
発
生
器
水
位
が
上
昇
、
ま
た
は
１

基
の
健
全

蒸
気
発
生
器
水
位
が

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
上
端
以
上

 

 

モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
へ
の
移
行

 

１
．
ほ
う

酸
に
よ
る
負
の
反
応
度
を
添
加
し
、
停
止

余
裕
を
確
保
し
た
後
、
モ
－
ド
５

（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

 

〔
全
蒸
気
発
生
器
の
異
常
な

減
圧
〕
 

１
．

破
損
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
を
試
み
る
。
 

・
隔
離
に
成
功
す
れ
ば
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
の
確
認
に
戻
る
。

 

２
．
１
次
冷
却
系
の
希
釈
の
停
止
を
確
認
す
る
。
 

３
．
１
次
冷
却
系
の
過
冷
却
を
防
止
し
つ
つ
、
蒸
気
発
生
器
の
除
熱
機
能
を
維
持
す
る

た
め
に
、
補
助
給
水
流
量
の
調
整
を
行
う
。
 

４
．
１
次
冷
却
材
温
度
を
確
認
し
、
安
定
ま
た
は
低
下
し
て
い
な
い
場
合
は
、
主

蒸
気

逃
が
し

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
う
。
 

５
．
復
水
タ
ン
ク
水
位
が
、
補
助
給
水
系
代
替
水
源
切
替
水
位
と
な
れ
ば
、
補
助
給
水

系
の
水
源
を
代
替
水
源
に
切
替
え
る
。
 

  

６
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。

 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
が
安
定
ま
た
は
上
昇

 

７
．
モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
R1
.6
.
25
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9R
1.
7
.5
認
可
）
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

表
－
５
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

（
３
）
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
事
象
収
束
操
作
 

①
 目

 
的

 

・
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
事
象
発
生
時
に
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
し
冷
却
す
る
。
 

②
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

破
損

蒸
気
発
生
器
の
隔
離

 

１
．

破
損
蒸
気
発
生
器
を
隔
離
す
る
。
 

・
当
該
蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
の
低
下
が
継
続
す
る
場
合
は
、
〔

蒸
気
発
生
器
伝

熱
管
破
損
時
破
損
蒸
気
発
生
器

減
圧
継
続
〕
へ
移
行
す
る
。
 

 

２
次
冷
却
系
か
ら
の
汚
染
拡
大
防
止
措
置

 

１
．
復
水
器
の
排
気
が
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

２
．
２
次
冷
却
材
の
系
外
へ
の
排
水
を
停
止
す
る
。
 

 

１
次
冷
却
系
の
減
圧

 

１
．
破
損

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
の
飽
和
温
度
を
目
標
に
、
健
全
側

蒸
気
発
生
器
の

主
蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却

を
行
う
。
 

２
．
健
全
側
の
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
が

破
損
蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
の
飽

和
温

度
未
満
に
な
れ
ば
、
１
次
冷
却
材
圧
力
を
破
損
蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
ま
で
減

圧
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
系
の
減
圧
が
で
き
な
け
れ
ば
、
〔

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
時
減
圧
操

作
不
能
〕
へ
移
行
す
る
。
 

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
の
確
認

 

１
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
が

減
圧
操
作
停
止
後
に
安
定
ま
た
は
上
昇
 

 

モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
へ
の
移
行

 

１
．
ほ
う

酸
に
よ
る
負
の
反
応
度
を
添
加
し
、
停
止
余

裕
を
確
保
し
た
後
、
モ
－

ﾄﾞ
５

（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。

 

 

 

〔
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
時
破
損
蒸
気
発
生
器
減
圧
継
続
〕
 

１
．

破
損
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
を
確
認
す
る
。
 

・
隔
離
に
成
功
し
、

破
損

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
の
低
下
が
停
止
す
れ
ば
、
１
次
冷

却
系
の

減
圧
に
戻
る
。
 

２
．
健
全
側

蒸
気
発
生
器
の
主
蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り

１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促
進
さ
せ
る
。
 

 

３
．
１
次
冷
却
系
へ
の
注
水
を
長
期
間
続
け
る
た
め
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
水
を

補
給
す
る
。
 

４
．
破
損

蒸
気
発
生
器
２
次
側
へ
の
漏
え
い
を
低

減
す
る
た
め
、
サ
ブ
ク
ー
ル
を
確
保

で
き
る
範
囲
で
１
次
冷
却
系
を

減
圧
す
る
。
 

５
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
１

台
分
の
注
水
、
ま
た
は
１
基
の
蒸
気
発
生
器
水
位
が

蒸

気
発
生
器
伝
熱
管
上
端
以
上
 

 

表
－
５
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

（
3）

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
事
象
収
束
操
作

 

①
 目

 
的
 

・
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
事
象
発
生
時
に
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
し
冷
却
す
る
。
 

②
 主
な
監
視
操
作
内
容

 

破
損

蒸
気
発
生
器
の
隔
離

 

１
．
破
損
蒸
気
発
生
器
を
隔
離
す
る
。
 

・
当
該

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
の
低
下
が
継
続
す
る
場
合
は
、
〔
蒸
気
発
生
器
伝

熱
管

破
損
時

破
損

蒸
気
発
生
器

減
圧
継
続
〕
へ
移
行
す
る
。
 

 

２
次
系
か
ら
の
汚
染
拡
大
防
止
措
置

 

１
．
復
水
器
の
排
気
が
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

２
．
２
次
冷
却
材
の
系
外
へ
の
排
水
を
停
止
す
る
。
 

 

１
次
冷
却
系
の

減
圧

 

１
．
破
損

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
の
飽

和
温
度
を
目
標
に
、
健
全
側
蒸
気
発
生
器
の

主
蒸
気
逃
が
し

弁
又
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

行
う
。

 

２
．
健
全
側
の
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
が

破
損
蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
の
飽
和
温

度
未
満
に
な
れ
ば
、
１
次
冷
却
材
圧
力
を
破
損

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
ま
で

減

圧
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
系
の

減
圧
が
で
き
な
け
れ
ば
、
〔

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
時

減
圧
操

作
不
能
〕
へ
移
行
す
る
。
 

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
の
確
認

 

１
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下

 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
が
減
圧
操
作
停
止
後
に
安
定
又
は
上
昇
 

 

モ
ー
ド
５

(低
温
停
止

)へ
の
移
行

 

１
．
ほ
う
酸
に
よ
る
負
の
反
応
度
を
添
加
し
、
停
止
余

裕
を
確
保
し
た
後
、
モ
ー
ド
５

(
低
温
停
止
)
に
移
行
す
る
。
 

  〔
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
時

破
損

蒸
気
発
生
器
減
圧
継
続
〕
 

１
．
破
損
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
を
確
認
す
る
。
 

・
隔
離
に
成
功
し
、

破
損

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
の
低
下
が
停
止
す
れ
ば
、
１
次

冷
却
系
の
減
圧
に
戻
る
。
 

２
．
健
全
側
蒸
気
発
生
器
の
主

蒸
気
逃
が
し

弁
又
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り
１

次
冷
却
系
の
冷
却
を
促
進
さ
せ
る
。
 

３
．
１
次
冷
却
系
へ
の
注
入
を
長
期
間
続
け
る
た
め
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
水
を

補
給
す
る
。

 

４
．
破
損

蒸
気
発
生
器
２
次
側
へ
の
漏
え
い
を
低

減
す
る
た
め
、
サ
ブ
ク
ー
ル
を
確
保

で
き
る
範
囲
で
１
次
冷
却
系
を

減
圧
す
る
。
 

５
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下

 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
１
台
分
の
給
水
、
又
は
１
基
の
蒸
気
発
生
器
水
位
が
蒸
気

発
生
器
伝
熱
管
上
端
以
上
 

 

表
－
５
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

（
３
）

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
事
象
収
束
操
作
 

①
 目

 
的

 

・
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
事
象
発
生
時
に
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
し
冷
却
す
る
。
 

②
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

破
損

蒸
気
発
生
器
の
隔
離

 

１
．

破
損
蒸
気
発
生
器
を
隔
離
す
る
。

 

・
当
該

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
の
低
下
が
継
続
す
る
場
合
は
、
〔

蒸
気
発
生
器
伝

熱
管

破
損
時
破
損

蒸
気
発
生
器

減
圧
継
続
〕
へ
移
行
す
る
。
 

 

２
次
冷
却
系
か
ら
の
汚
染
拡
大
防
止
措
置

 

１
．
復
水
器
の
排
気
が
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

２
．
２
次
冷
却
材
の
系
外
へ
の
排
水
を
停
止
す
る
。

 

 

１
次
冷
却
系
の

減
圧

 

１
．
破
損

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
の
飽

和
温
度
を
目
標
に
、
健
全
側

蒸
気
発
生
器
の

主
蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却

を
行
う
。

 

２
．
健
全
側
の
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
が

破
損

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
の
飽

和
温

度
未
満
に
な
れ
ば
、
１
次
冷
却
材
圧
力
を

破
損
蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
ま
で
減

圧
す
る
。

 

・
１
次
冷
却
系
の

減
圧
が
で
き
な
け
れ
ば
、
〔

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
時

減
圧
操

作
不
能
〕
へ
移
行
す
る
。
 

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
の
確
認

 

１
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。

 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
が

減
圧
操
作
停
止
後
に
安
定
ま
た
は
上
昇
 

 

モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
へ
の
移
行

 

１
．
ほ
う

酸
に
よ
る
負
の
反
応
度
を
添
加
し
、
停
止

余
裕
を
確
保
し
た
後
、
モ
－
ド
５

（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

  

〔
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
時

破
損
蒸
気
発
生
器
減
圧
継
続
〕
 

１
．

破
損
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
を
確
認
す
る
。
 

・
隔
離
に
成
功
し
、
破
損

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
の
低
下
が
停
止
す
れ
ば
、
１
次

冷
却
系
の

減
圧
に
戻
る
。

 

２
．
健
全
側

蒸
気
発
生
器
の
主

蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り

１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促
進
さ
せ
る
。
 

 

３
．
１
次
冷
却
系
へ
の
注
水
を
長
期
間
続
け
る
た
め
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
水
を

補
給
す
る
。
 

４
．
破
損

蒸
気
発
生
器
２
次
側
へ
の
漏
え
い
を
低
減
す
る
た
め
、
サ
ブ
ク
ー
ル
を
確
保

で
き
る
範
囲
で
１
次
冷
却
系
を

減
圧
す
る
。
 

５
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。

 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
１

台
分
の
注
水
、
ま
た
は
１
基
の
蒸
気
発
生
器
水
位
が

蒸

気
発
生
器
伝
熱
管
上
端
以
上

 

 

                                        【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
玄
海
は
代
替
再
循
環
ポ
ン

プ
を
整
備
。）

 

参考①-392



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
R1
.6
.
25
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9R
1.
7
.5
認
可
）
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 ６
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
い
、
モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
に

移
行
す
る
。
余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
が
で
き
な
け
れ
ば
、
加
圧

器
逃
が
し
弁
を
強
制
開
と
し
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
運
転
に
必
要
な
水
量

を
満
足
す
る
水
量
を
確
保
す
る
。
 

７
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再
循
環
運
転
を
行
う
。
 

 〔
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
時
減
圧
操
作
不
能
〕
 

１
．
１
次
冷
却
系
の

減
圧
機
能
の
回
復
を
試
み
る
。
 

・
１
次
冷
却
系
の
減
圧
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
１
次
冷
却
系
の

減
圧
に
戻
る
。
 

２
．
破
損

蒸
気
発
生
器
水
位
が
、
水
位
異
常
高
以
上
の
場
合
、
ま
た
は
加
圧
器
水
位
が

下
端
以
上
に
回
復
し
た
場
合
は
、
高
圧
注
入
系
を
充
て
ん
系
に
切
替
え
る
。
 

３
．
健
全
側
の
１
次
冷
却
系
ル
ー
プ
の
サ
ブ
ク
ー
ル
を
確
保
す
る
た
め
、
健
全
側
の
主

蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

行
う
。
 

・
１
次
冷
却
系
の

減
圧
機
能
が
回
復
さ
れ
る
ま
で
、
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
継
続

し
、
減
圧
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
１
次
冷
却
系
の
減
圧
に
戻
る
。
 

 
 

 

６
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
い
、
モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
に

移
行
す
る
。
余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
が
で
き
な
け
れ
ば
、
加
圧

器
逃
が
し
弁
を
強
制
開
と
し
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
運
転
に
必
要
な
水
量

を
満
足
す
る
水
量
を
確
保
す
る
。
 

７
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
代
替
再
循
環
運
転
を
行
う
。
 

 〔
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
時

減
圧
操
作
不
能
〕
 

１
．
１
次
冷
却
系
の
減
圧
機
能
の
回
復
を
試
み
る
。
 

・
１
次
冷
却
系
の
減
圧
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
１
次
冷
却
系
の
減
圧
に
戻
る
。
 

２
．
破
損
蒸
気
発
生
器
水
位
が
、
水
位
異
常
高
以
上
の
場
合
、
又
は
加
圧
器
水
位
が
下

端
以
上
に
回
復
し
た
場
合
は
、
高
圧
注
入
系
を
充
て
ん
系
に
切
替
え
る
。
 

３
．
健
全
側
の
１
次
冷
却
系
ル
ー
プ
の
サ
ブ
ク
ー
ル
を
確
保
す
る
た
め
、
健
全
側
の
主

蒸
気
逃
が
し

弁
又
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行

う
。
 

・
１
次
冷
却
系
の

減
圧
機
能
が
回
復
さ
れ
る
ま
で
、
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
継
続

し
、

減
圧
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
 
１
次
冷
却
系
の
減
圧
に
戻
る
。
 

 
 

 ６
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
い
、
モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
に

移
行
す
る
。
余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
が
で
き
な
け
れ
ば
、
加
圧

器
逃
が
し

弁
を
強
制
開
と
し
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
運
転
に
必
要
な
水
量

を
満
足
す
る
水
量
を
確
保
す
る
。
 

７
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
再

循
環
運
転
を
行
う
。

 

 

〔
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
時

減
圧
操
作
不
能
〕
 

１
．
１
次
冷
却
系
の

減
圧
機
能
の
回
復
を
試
み
る
。

 

・
１
次
冷
却
系
の
減
圧
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
１
次
冷
却
系
の

減
圧
に
戻
る
。

 

２
．
破
損

蒸
気
発
生
器
水
位
が
、
水
位
異
常
高
以
上
の
場
合
、
ま
た
は
加
圧
器
水
位
が

下
端
以
上
に
回
復
し
た
場
合
は
、
高
圧
注
入
系
を
充
て
ん
系
に
切
替
え
る
。
 

３
．
健
全
側
の
１
次
冷
却
系
ル
ー
プ
の
サ
ブ
ク
ー
ル
を
確
保
す
る
た
め
、
健
全
側
の
主

蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

行
う
。
 

・
１
次
冷
却
系
の

減
圧
機
能
が
回
復
さ
れ
る
ま
で
、
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
継
続

し
、

減
圧
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
１
次
冷
却
系
の
減
圧
に
戻
る
。
 

 
 

 表
－
６
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

（
４
）
非
常
用
炉
心
冷
却
系
誤
作
動
収
束
操
作
 

①
 目

 
的

 

・
誤
作
動
時
に
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
す
る
。
 

②
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
の
確
認

 

１
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
加
圧
器
圧
力
が
原
子
炉
圧
力
低
に
よ
る
非
常
炉
心
冷
却
系
作
動
設
定
値
以
上
で

安
定
ま
た
は
上
昇
 

・
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
１

台
分
の
注
水
、
ま
た
は
１
基
の
蒸
気
発
生
器
水
位
が

蒸

気
発
生
器
伝
熱
管
上
端
以
上
 

 

モ
ー
ド
３
（
高
温
停
止
）
の
確
立

 

１
．

ほ
う
酸
濃

縮
を
実
施
し
、
モ
－
ド
３
（
高
温
停
止
）
を
確
立
す
る
。
 

 
 

 表
－
６
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

（
4）
非
常
用
炉
心
冷
却
系
誤
作
動
収
束
操
作
 

①
 目

 
的
 

・
誤
作
動
時
に
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
す
る
。
 

②
 主
な
監
視
操
作
内
容

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
の
確
認

 

１
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下

 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
加
圧
器
圧
力
が
原
子
炉
圧
力
低
に
よ
る
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
設
定
値
以
上

で
安
定
又
は
上
昇

 

・
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
１
台
分
の
給
水
、
又
は
１
基
の
蒸
気
発
生
器
水
位
が
蒸
気

発
生
器
伝
熱
管
上
端
以
上
 

 モ
ー
ド
３

(高
温
停
止

)の
確
立

 

１
．
ほ
う
酸
濃
縮
を
実
施
し
、
モ
ー
ド
３

(高
温
停
止

)を
確
立
す
る
。
 

 
 

 表
－
６
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
 

（
４
）
非
常
用
炉
心
冷
却
系
誤
作
動
収
束
操
作

 

①
 目

 
的

 

・
誤
作
動
時
に
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
す
る
。

 

②
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条

件
の
確
認

 

１
．
以
下
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
停
止
条
件
を
確
認
し
、
全
て
満
足
し
て
い
れ
ば
、

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
機
器
を
停
止
す
る
。

 

・
１
次
冷
却
材
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
 

・
加
圧
器
水
位
が
下
端
以
上
 

・
加
圧
器
圧
力
が
原
子
炉
圧
力
異
常
低
に
よ
る
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
設
定
値

以
上
で
安
定
ま
た
は
上
昇
 

・
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
１

台
分
の
注
水
、
ま
た
は
１
基
の
蒸
気
発
生
器
水
位
が

蒸

気
発
生
器
伝
熱
管
上
端
以
上

 

 

モ
ー
ド
３
（
高
温
停
止
）
の
確
立

 

１
．

ほ
う
酸
濃

縮
を
実
施
し
、
モ
ー
ド
３
（
高
温
停
止
）
を
確
立
す
る
。
 

 
 

         【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
（
設
備
の
相

違
。
）
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

 表
－
７
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

３
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動

 

①
 目

 
的

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
を
確
保
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
設
定
値
に
達
し
た
場
合
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
警
報
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
、
格
納
容
器
隔
離
作
動
の
警
報
発
信
を
確
認

す
る
。
 

 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
、
格
納
容
器
隔
離
信
号
が
発
信
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
、
格
納

容
器
隔
離
信
号
が
発
信
す
る
設
定
値
に
な
っ
て
も
発
信
し
な
い
場
合
に
は
、
手
動

 表
－
７
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

３
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動

 

①
 目

 
的
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
を
確
保
す
る
。
 

②
 導
入
条
件

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
設
定
値
に
達
し
た
場
合
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容

 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
警
報
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
、
格
納
容
器
隔
離
作
動
の
警
報
発
信
を
確
認

す
る
。
 

 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
、
格
納
容
器
隔
離
信
号
が
発
信
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
、
格
納

容
器
隔
離
信
号
が
発
信
す
る
設
定
値
に
な
っ
て
も
発
信
し
な
い
場
合
に
は
、
手
動

 表
－
７
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

３
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動

 

①
 目

 
的

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
を
確
保
す
る
。

 

②
 導
入
条

件
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
設
定
値
に
達
し
た
場
合
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
警
報
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
、
格
納
容
器
隔
離
作
動
の
警
報
発
信
を
確
認

す
る
。
 

 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
、
格
納
容
器
隔
離
信
号
が
発
信
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
、
格
納
容

器
隔
離
信
号
が
発
信
す
る
設
定
値
に
な
っ
て
も
発
信
し
な
い
場
合
に
は
、
手
動
に

              

参考①-393



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
R1
.6
.
25
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9R
1.
7
.5
認
可
）
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

に
て
発
信
さ
せ
る
。
 

 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
機
器
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
、
格
納
容
器
隔
離
信
号
に
よ
り
、
自
動

作
動
す
る
弁
、

ダ
ン

パ
お
よ
び
機
器
が
正
規
の
状
態
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

な
お
、
正
規
の
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
回
復
を
試
み
る
。
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
不
作
動
の
場
合
は
、
『
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操

作
基
準
「
原
子
炉
格
納
容
器
健
全
性
の
確
保
」
』
へ
移
行
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
通
常
圧
力
に
低
下
す
れ
ば
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
系
を
停
止
す
る
。
 

３
．
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
が
、
再
循
環
切
替
水
位
と
な
れ
ば
、
原
子
炉
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
系
の
水
源
を
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
か
ら
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン

プ
に
切
替
え
る
。
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
切
替
が
不
能
と
な

っ
た
場
合
は
、
〔
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
再
循
環
切
替
不
能
〕
へ
移
行
す

る
。
 

 

 
 〔
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
再
循
環
切
替
不
能
〕
 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
へ
の
切
替
を
試
み

る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
停
止
す
る
。
 

３
．
原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
上
昇
緩
和
の
た
め
、
主
蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ

ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促
進
さ
せ
る
。
 

４
．
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
に
水
を
補
給
す
る
。
 

５
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
設
定
値
以
上
と
な

れ
ば
、
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

を
行
う
。
 

６
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
り
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト

水
位
が
、
水
位
異
常
低
以
上
と
な
れ
ば
、
１
系
統
の
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
の
運
転
を
再
開
す
る
。
な
お
、
水
位
異
常
低
以
下
と
な
れ
ば
、
原
子
炉
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
系
の
運
転
を
停
止
す
る
。
 

７
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
再
循
環
切
替
が
成
功
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧

力
が
通
常
圧
力
に
低
下
す
れ
ば
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
停
止
す
る
。
 

 
 

に
て
発
信
さ
せ
る
。
 

 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
機
器
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
、
格
納
容
器
隔
離
信
号
に
よ
り
、
自
動

作
動
す
る
弁
、
ダ
ン
パ
及
び
機
器
が
正
規
の
状
態
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な

お
、
正
規
の
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
回
復
を
試
み
る
。

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
不
作
動
の
場
合
は
、
『
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操

作
基
準
「
原
子
炉
格
納
容
器
健
全
性
の
確
保
」
』
へ
移
行
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
通
常
圧
力
に
低
下
す
れ
ば
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
系
を
停
止
す
る
。
 

３
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
が
、
再

循
環
切
替
水
位
と
な
れ
ば
、
原
子
炉
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
系
の
水
源
を
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン

プ
に
切
替
え
る
。
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
切
替
が
不
能
と
な

っ
た
場
合
は
、
〔
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
再

循
環
切
替
不
能
〕
へ
移
行
す

る
。
 

  〔
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
再

循
環
切
替
不
能
〕

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
へ
の
切
替
を
試
み

る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
停
止
す
る
。
 

３
．
原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
上
昇
緩
和
の
た
め
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
又
は
タ
ー
ビ
ン

バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促
進
さ
せ
る
。
 

４
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
に
水
を
補
給
す
る
。
 

５
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
れ
ば
、
格
納
容
器
再

循
環

ユ

ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
 

 ６
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
り
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

水
位
が
、
水
位
異
常
低
以
上
と
な
れ
ば
、
１
系
統
の
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
の
運
転
を
再
開
す
る
。
な
お
、
水
位
異
常
低
以
下
と
な
れ
ば
、
原
子
炉
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
系
の
運
転
を
停
止
す
る
。
 

７
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
再

循
環
切
替
が
成
功
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧

力
が
通
常
圧
力
に
低
下
す
れ
ば
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
停
止
す
る
。
 

 
 

て
発
信
さ
せ
る
。
 

 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
機
器
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
、
格
納
容
器
隔
離
信
号
に
よ
り
、
自
動

作
動
す
る

弁
、

ダ
ン

パ
お
よ
び
機
器
が
正
規
の
状
態
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

な
お
、
正
規
の
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
回
復
を
試
み
る
。

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
不
作
動
の
場
合
は
、
『
安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操

作
基
準
「
原
子
炉
格
納
容
器
健
全
性
の
確
保
」
』
へ
移
行
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
通
常
圧
力
に
低
下
す
れ
ば
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
系
を
停
止
す
る
。
 

３
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
が
、
再

循
環
切
替
水
位
と
な
れ
ば
、
原
子
炉
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
系
の
水
源
を
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン

プ
に
切
替
え
る
。
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
切
替
が
不
能
と
な

っ
た
場
合
は
、
〔
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
再

循
環
切
替
不
能
〕
へ
移
行
す

る
。
 

  

〔
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
再
循
環
切
替
不
能
〕

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
へ
の
切
替
を
試
み

る
。

 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
停
止
す
る
。

 

３
．
原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
上
昇
緩
和
の
た
め
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ

ン
バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促
進
さ
せ
る
。
 

４
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
に
水
を
補
給
す
る
。
 

５
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
設
定
値
以
上
と
な

れ
ば
、
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流

冷
却
を
行
う
。
 

６
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
り
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

水
位
が
、
水
位
異
常
低
以
上
と
な
れ
ば
、
１
系
統
の
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
の
運
転
を
再
開
す
る
。
な
お
、
水
位
異
常
低
以
下
と
な
れ
ば
、
原
子
炉
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
系
の
運
転
を
停
止
す
る
。
 

７
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
再

循
環
切
替
が
成
功
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧

力
が
通
常
圧
力
に
低
下
す
れ
ば
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
停
止
す
る
。
 

 
 

                    【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、

1/
2P
d
に
て
自

然
対
流
冷
却
を
開
始
す

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
 

）
 

 表
－
８
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

４
．
サ
ポ
ー
ト
系
の
確
保
 

（
１
）
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

 

①
 目

 
的

 

・
全
て
の
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
状
態
で
プ
ラ
ン
ト
を
安
定
さ
せ
、
早
期
に
電
源

を
回
復
さ
せ
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

・
全
て
の
非
常
用
母
線
お
よ
び
常
用
母
線
の
電
圧
が
零
ボ
ル
ト
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
確
認
を
行
う
。

 

 

タ
ー
ビ
ン
・
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

１
．
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
、
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
の
確
認
を
行
う
。
 

 

補
助
給
水
流
量
の
確
認

 

１
．
補
助
給
水
流
量
に
よ
り
補
助
給
水
機
能
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
判
断

 

 表
－
８
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

４
．
サ

ポ
ー
ト
系
の
確
保
 

（
1）
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
 

①
 目

 
的
 

・
全
て
の
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
状
態
で
プ
ラ
ン
ト
を
安
定
さ
せ
、

早
期
に
電
源

を
回
復
さ
せ
る
。
 

②
 導
入
条
件

 

・
全
て
の
非
常
用
母
線
及
び
常
用
母
線
の
電
圧
が
零
ボ
ル
ト

 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容

 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
確
認
を
行
う
。

 

 

タ
ー
ビ
ン
・
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

１
．
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
、
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
の
確
認
を
行
う
。

 

 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
判
断

 

１
．
外
部
電
源

喪
失
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
起
動
不
能
等
に
よ
り
所
内
電
源
が

喪
失
し

た
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

２
．
交
流
動
力
電
源
の

早
期
回
復
不
能
を
判
断
し
、
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
の
処
置

 表
－
８
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

４
．
サ

ポ
ー
ト
系
の
確
保

 

（
１
）
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
 

①
 目

 
的

 

・
全
て
の
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
状
態
で
プ
ラ
ン
ト
を
安
定
さ
せ
、

早
期
に
電
源

を
回
復
さ
せ
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

・
全
て
の
非
常
用
母
線
お
よ
び
常
用
母
線
の
電
圧
が

零
ボ
ル
ト
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

１
．
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
の
確
認
を
行
う
。

 

 

タ
ー
ビ
ン
・
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
の
確
認

 

１
．
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
、
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
の
確
認
を
行
う
。
 

 

補
助
給
水
流
量
の
確
認

 

１
．
補
助
給
水
流
量
に
よ
り
補
助
給
水
機
能
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
判
断

 

                 

参考①-394



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
R1
.6
.
25
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9R
1.
7
.5
認
可
）
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

１
．
外
部
電
源
喪
失
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
起
動
不
能
等
に
よ
り
所
内
電
源
が
喪

失
し

た
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

２
．
交
流
動
力
電
源
の
早
期
回
復
不
能
を
判
断
し
、
全
交
流
電
源

喪
失
時
の
措
置
を
開

始
す
る
。
 

 

代
替
電
源
か
ら
の
受
電

 

１
．
代
替
電
源
（
非
常
用
発
電
機
等
）
か
ら
受
電
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

代
替
炉
心
注
水
他
準
備

 

１
．
代
替
炉
心
注
水
の
準
備
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
、
中
央
制
御
室
空
調
系
の
準

備
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
準
備
お
よ
び
蒸
気
発
生
器
、
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
準
備
を
行
う
。
 

 

１
次
冷
却
系
か
ら
の
漏
え
い
の
有
無
の
確
認

 

１
．
１
次
冷
却
材
漏
え
い
の
有
無
を
確
認
す
る
。
 

 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
強
制
冷
却

 

１
．
補
助
給
水
機
能
が
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
、
主

蒸
気
逃
が
し
弁
を
現
場
手
動
に
て
全

開
と
し
、
１
次
冷
却
系
の
強
制
冷
却
を
行
う
。
 

２
．
１
次
冷
却
系
の

減
圧
に
よ
り
、
蓄
圧
注
入
系
が
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

 

 

 

所
内
直
流
電
源
の
確
保

 

１
．
代
替
電
源
か
ら
の
給
電
が
長
期
に
わ
た
り
行
え
な
い
場
合
は
、
蓄
電
池
か
ら
の
受

電
や
不
要
な
直
流
負
荷
を
切
り
離
す
。
 

 

１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
の
封
水
系
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
隔
離

 

１
．
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
の
封
水
系
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
隔
離
を
行
う
。
 

 

蓄
圧
タ
ン
ク
隔
離

 

１
．
１
次
冷
却
材
圧
力
が
蓄
圧
タ
ン
ク
か
ら
の
窒
素
ガ
ス
の
混
入
を
防
止
す
る
た
め
の

圧
力
と
な
り
、
代
替
電
源
か
ら
の
給
電
が
可
能
と
な
れ
ば
蓄
圧
タ
ン
ク
の
出
口
弁

を
閉
止
す
る
。
 

  

代
替
炉
心
注
水

 

１
．
１
次
冷
却
材
圧
力
が
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
封
水
戻
り
ラ
イ
ン
逃
が
し
弁
吹
き
止
ま

り
圧
力
未
満
と
な
り
、
代
替
炉
心
注
水
系
の
準
備
が
整
え
ば
代
替
炉
心
注
水
を
開

始
す
る
。
 

 

再
循
環
運
転

 

１
．
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
が
、
再

循
環
可
能
水
位
と
な
り
、
大
容
量
ポ
ン
プ

か
ら
の
海
水
供
給
が
可
能
と
な
れ
ば
、
代
替
炉
心
注
水
か
ら
再
循
環
運
転
に
切
替

え
、
炉
心
冷
却
を
継
続
す
る
。

 

 

原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
開
始

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
設
定
値
以
上
と
な

り
、
大
容
量
ポ
ン
プ
か
ら
の
海
水
供
給
が
可
能
と
な
れ
ば
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ

ッ
ト
へ
の
海
水
通
水
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
開
始
す

る
。
 

 

 
 

を
開
始
す
る
。
 

 

１
次
系
か
ら
の
漏
え
い
の
有
無
及
び
漏
え
い
規
模
の
確
認

 

１
．
１
次
冷
却
材
漏
え
い
の
有
無
及
び
漏
え
い
規
模
を
判
断
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
材
漏
え
い
の
規
模
が
小
さ
い
場
合
は
、
代
替
電
源
の
確
保
、
代
替
炉
心

注
入
の
準
備
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
及
び
中
央
制
御
室
空
調
系
の
準
備
並
び

に
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
準
備
を
行
う
。
 

 

補
助
給
水
流
量
の
確
認

 

１
．
補
助
給
水
流
量
に
よ
り
補
助
給
水
機
能
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

２
次
系
に
よ
る
強
制
冷
却

 

１
．
補
助
給
水
機
能
が
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
現
場
手
動
に
て
全

開
と
し
、
強
制
冷
却
を
行
う
。
 

２
．
１
次
系
の
減
圧
に
よ
り
、
蓄
圧
注
入
系
が
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
冷
却
状
態
確
認
及
び
保
有
水
確
保

 

１
．
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
状
態
を
確
認
し
、
水
位
低
下
が
見
ら
れ
れ
ば
必
要
に

応
じ
て
水
補
給
を
行
う
。
 

 

代
替
電
源
か
ら
の
受
電

 

１
．
代
替
電
源
（
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
等
）
か
ら
受
電
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

所
内
直
流
電
源
の
確
保

 

１
．
代
替
電
源
か
ら
の
給
電
が
長
期
に
わ
た
り
行
え
な
い
場
合
は
、
蓄
電
池
（
重
大
事

故
等
対
処
用
）
か
ら
の
受
電
や
不
要
な
直
流
負
荷
を
切
り
離
す
。
 

 

１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
封
水
系
統
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
の
隔
離

 

１
．
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
封
水
系
統
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
の
隔
離
を
行
う
。
 

 

蓄
圧
タ
ン
ク
隔
離

 

１
．
１
次
冷
却
材
圧
力
が
蓄
圧
タ
ン
ク
か
ら
の
窒
素
ガ
ス
の
混
入
を
防
止
す
る
た
め
の

圧
力
と
な
り
、
代
替
電
源
か
ら
の
受
電
が
可
能
と
な
れ
ば
蓄
圧
タ
ン
ク
の
出
口

弁

を
閉
止
す
る
。
 

 

 

代
替
炉
心
注
入

 

１
．
１
次
冷
却
材
圧
力
が
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
封
水
戻
り
ラ
イ
ン
逃
が
し
弁
吹
き
止
ま

り
圧
力
未
満
と
な
り
、
代
替
炉
心
注
入
系
の
準
備
が
整
え
ば
代
替
炉
心
注
入
を
開

始
す
る
。
 

 

再
循
環
運
転

 

１
．
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
が
、
再

循
環
可
能
水
位
と
な
れ
ば
代
替
炉
心
注
入

か
ら
代
替
再

循
環
運
転
に
切
替
え
、
炉
心
冷
却
を
継
続
す
る
。
 

 

 

原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
開
始

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
り
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
か
ら
の
海
水
供
給
が
可
能
と
な
れ
ば
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
へ
の
海
水

通
水
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
開
始
す
る
。
 

 
 

１
．
外
部
電
源

喪
失
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
起
動
不
能
等
に
よ
り
所
内
電
源
が
喪

失
し

た
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

２
．
交
流
動
力
電
源
の
早
期
回
復
不
能
を
判
断
し
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
の
措
置

を
開
始
す
る
。
 

 

代
替
電
源
か
ら
の
受
電

 

１
．
代
替
電
源
（
非
常
用
発
電
機
等
）
か
ら
受
電
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

代
替
炉
心
注
水
他
準
備

 

１
．
代
替
炉
心
注
水
の
準
備
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
系
、
中
央
制
御
室
空
調
系
の
準
備
、

原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
準
備
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
保
有
水

確
保
準
備
お
よ
び
蒸
気
発
生
器
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
準
備
を
行
う
。
 

 

１
次
冷
却
系
か
ら
の
漏
え
い
の
有
無
の
確
認

 

１
．
１
次
冷
却
材
漏
え
い
の
有
無
を
確
認
す
る
。
 

 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
強
制
冷
却

 

１
．
補
助
給
水
機
能
が
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
、
主

蒸
気
逃
が
し
弁
を
現
場
手
動
に
て
全

開
と
し
、
１
次
冷
却
系
の
強
制
冷
却
を
行
う
。

 

２
．
１
次
冷
却
系
の

減
圧
に
よ
り
、
蓄
圧
注
入
系
が
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

   

所
内
直
流
電
源
の
確
保

 

１
．
代
替
電
源
か
ら
の
給
電
が
長
期
に
わ
た
り
行
え
な
い
場
合
は
、
蓄
電
池
か
ら
の
受

電
や
不
要
な
直
流
負
荷
を
切
り
離
す
。
 

 

１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
の
封
水
系
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
隔
離

 

１
．
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
の
封
水
系
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
隔
離
を
行
う
。
 

 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
隔
離

 

１
．
１
次
冷
却
材
圧
力
が
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
か
ら
の
窒
素
ガ
ス
の
混
入
を
防
止
す
る
た

め
の
圧
力
と
な
り
、
代
替
電
源
か
ら
の
給
電
が
可
能
と
な
れ
ば
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

の
出
口

弁
を

閉
止
す
る
。
 

  

代
替
炉
心
注
水

 

１
．
１
次
冷
却
材
圧
力
が
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
封
水
戻
り
ラ
イ
ン
安
全

弁
吹
き
止
ま
り

圧
力
未
満
と
な
り
、
代
替
炉
心
注
水
系
の
準
備
が
整
え
ば
代
替
炉
心
注
水
を
開
始

す
る
。
 

 

再
循
環
運
転

 

１
．
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
が
、
再

循
環
可
能
水
位
と
な
り
、
大
容
量
ポ
ン
プ

か
ら
の
海
水
供
給
が
可
能
と
な
れ
ば
、
代
替
炉
心
注
水
か
ら
再

循
環
運
転
に
切
替

え
、
炉
心
冷
却
を
継
続
す
る
。
 

 

原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
開
始

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
設
定
値
以
上
と
な

り
、
大
容
量

ポ
ン
プ
か
ら
の
海
水
供
給
が
可
能
と
な
れ
ば
格
納
容
器
循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
へ
の
海
水
通
水
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
開
始

す
る
。
 

 
 

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
漏
え
い
規
模
の

判
断
は
し
な
い
。）

 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
有
効
性
評
価
上

R
WS

T
保
有
水
の
枯
渇
ま
で

に
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
準
備
が
間
に
合
わ

な
い
こ
と
か
ら
、
SB
O
を
判

断
に
、
R
WS
T
保
有
水
確
保

準
備
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
）
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
玄
海
は
、

SF
P
の
冷
却
状

態
確
認
お
よ
び
保
有
水
確
保

の
項
目
を
設
け
て
い
る
。
）
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
玄
海
は
、
重
大
事
故
等
対

処
用
と
安
全
防
護
系
用
の
蓄

電
池
が
あ
る
。）

 

   【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
美
浜
は
、
大
容
量
ポ
ン
プ

か
ら
の
海
水
供
給
条
件
を
記

載
し
て
い
る
。）

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
玄
海
は
、
代
替
再
循
環

ポ

ン
プ
を
整
備
。）

 

表
－
９
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

４
．
サ
ポ
ー
ト
系
の
確
保
 

表
－
９
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

４
．
サ

ポ
ー
ト
系
の
確
保
 

表
－
９
 

事
象
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

４
．
サ

ポ
ー
ト
系
の
確
保
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
R1
.6
.
25
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9R
1.
7
.5
認
可
）
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

（
２
）
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪
失
 

①
 目

 
的

 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
お
い
て
配
管
等
に
破
損
が
生
じ
た
場
合
、
ま
た
は
原
子
炉

補
機
冷
却
水
系
の
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
に
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
機
能
を
維

持
す
る
た
め
、
適
切
な
運
転
操
作
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
水
位
が
維
持
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
、
原
子
炉

補
機
冷
却
水
系
の
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
機
能
回
復
操
作

 

１
．
現
場
の
状
況
を
確
認
し
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
機
能
回
復
に
努
め
る
。
 

 

原
子
炉
手
動
停
止

 

１
．
手
動
に
よ
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
を
行
う
。
 

 

１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
手
動
停
止

 

１
．
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
を
全
台
停
止
す
る
。
 

 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
状
態
確
認

 

１
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
状
態
を
確
認
す
る
。
 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
漏
え
い
が
あ
り
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク

水
位
が
維
持
で
き
な
い
場
合
は
、
【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
漏
え
い
の
場
合
】

へ
移
行
す
る
。
 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
漏
え
い
が
な
く
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
が
全

台

停
止
し
て
い
る
場
合
は
、
充
て
ん
系
ポ
ン
プ
を
全
台
停
止
し
、
制
御
用
空
気
系
の

空
気
供
給
を
所
内
用
空
気
系
へ
切
替
え
、
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
の
封
水
系
、
原
子

炉
補
機
冷
却
水
系
の
隔
離
を
行
い
、【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能
喪

失
の
場
合
】

へ
移
行
す
る
。
 

 

 【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
漏
え
い
の
場
合
】
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ヘ
ッ
ダ
隔
離
（

破
断
ヘ
ッ
ダ
の
確
認
）

 

１
．
運
転
中
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
を
停
止
す
る
。
 

２
．
健
全
ヘ
ッ

ダ
か
ら
の
流
出
を
防
止
す
る
た
め
系
統
分
離
を
行
う
。
 

 

 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
隔
離
後
の
措
置

 

１
．
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
を
全
台
停
止
す
る
。
 

２
．
制
御
用
空
気
系
の
空
気
供
給
を
所
内
用
空
気
系
よ
り
行
う
。
 

３
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
に
補
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
の
封
水
系
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
隔
離

 

１
．
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
の
封
水
系
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
隔
離
を
行
う
。
 

 

 破
断
箇
所
の
特
定

 

１
．

破
断
箇
所
が
判
明
す
れ
ば
、

破
断
ヘ
ッ

ダ
に
対
応
し
た
措
置
に
移
行
す
る
。

 

２
．
破
断
箇
所
が
不
明
の
場
合
に
は
、
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
停
止
後
の
措
置
へ
移
行
す
る
。 

 

 破
断
ヘ
ッ
ダ
に
対
応
し
た
措
置

 

１
．
１

台
の
充
て
ん
系
ポ
ン
プ
の
冷
却
を
、
健
全
ヘ
ッ
ダ
側
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
ド

レ
ン
に
よ
り
確
保
し
、
当
該
充
て
ん
系
ポ
ン
プ
を
起
動
し
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
封

（
2）
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
 

①
 目

 
的
 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
お
い
て
配
管
等
に

破
損
が
生
じ
た
場
合
又
は
、
原
子
炉
補

機
冷
却
水
系
統
の
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
に
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
機
能
を
維

持
す
る
た
め
、
適
切
な
運
転
操
作
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

②
 導
入
条
件

 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
水
位
が
維
持
で
き
な
い
場
合
又
は
、
原
子
炉
補

機
冷
却
水
系
統
の
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容

 

補
機
冷
却
水
系
統
の
機
能
回
復
操
作

 

１
．
現
場
の
状
況
を
確
認
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
の
機
能
回
復
に
努
め
る
。
 

 

原
子
炉
手
動
停
止

 

１
．
手
動
に
よ
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
を
行
う
。
 

 

１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
手
動
停
止

 

１
．
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
を
全

台
停
止
す
る
。
 

 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
の
状
態
確
認

 

１
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
の
状
態
を
確
認
す
る
。
 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
の
漏
え
い
が
あ
り
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン

ク
水
位
が
維
持
で
き
な
い
場
合
は
、
【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
の
漏
え
い
の
場

合
】
へ
移
行
す
る
。
 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
の
漏
え
い
が
な
く
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
が
全

台
停
止
し
て
い
る
場
合
は
、
充
て
ん
系
ポ
ン
プ
を
全

台
停
止
し
、
制
御
用
空
気
系

の
空
気
供
給
を
所
内
用
空
気
系
へ
切
替
え
、
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
封
水
系
統
、
原

子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
の
隔
離
及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
冷
却
状
態
確
認
及
び

保
有
水
確
保
を
行
い
、
【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能
喪

失
の
場
合
】
へ
移
行
す

る
。
 

 【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
の
漏
え
い
の
場
合
】
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ヘ
ッ

ダ
隔
離
（

破
断
ヘ
ッ

ダ
の
確
認
）

 

１
．
運
転
中
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
を
停
止
す
る
。
 

２
．
健
全
ヘ
ッ
ダ
か
ら
の
流
出
を
防
止
す
る
た
め
系
統
分
離
を
行
う
。

 

  

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
隔
離
後
の
処
置

 

１
．
充
て
ん
系
ポ
ン
プ
を
全

台
停
止
す
る
。
 

２
．
制
御
用
空
気
系
の
空
気
供
給
を
所
内
用
空
気
系
よ
り
行
う
。

 

３
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
に
補
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
封
水
系
統
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
の
隔
離

 

１
．
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
封
水
系
統
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
の
隔
離
を
行
う
。
 

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
冷
却
状
態
確
認
及
び
保
有
水
確
保

 

１
．
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
状
態
を
確
認
し
、
水
位
低
下
が
見
ら
れ
れ
ば
、
必
要

に
応
じ
て
水
補
給
を
行
う
。

 

 

破
断
箇
所
の
特
定

 

１
．
破
断
箇
所
が
判
明
し
た
ら
、

破
断
ヘ
ッ

ダ
に
対
応
し
た
措
置
に
移
行
す
る
。
 

２
．
破
断
箇
所
が
不
明
の
場
合
に
は
、
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
停
止
後
の
措
置
へ
移
行
す
る
。 

  
 破
断
ヘ
ッ

ダ
に
対
応
し
た
措
置

 

１
．
１
台
の
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
の
冷
却
を
、
健
全
ヘ
ッ

ダ
側
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
ド

レ
ン
に
よ
り
確
保
し
、
当
該
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
を
起
動
し
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
封

（
２
）
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
 

①
 目

 
的

 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
お
い
て
配
管
等
に

破
損
が
生
じ
た
場
合
に
、
ま
た
は
原
子

炉
補
機
冷
却
水
系
の
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
に
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
機
能
を

維
持
す
る
た
め
、
適
切
な
運
転
操
作
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

・
１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
水
位
が
維
持
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水

系
の
機
能
が
喪

失
し
た
場
合

 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
機
能
回
復
操
作

 

１
．
現
場
の
状
況
を
確
認
し
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
機
能
回
復
に

努
め
る
。
 

 

原
子
炉
手
動
停
止

 

１
．
手
動
に
よ
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
を
行
う
。

 

 

１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
手
動
停
止

 

１
．
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
を
全
台
停
止
す
る
。
 

 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
状
態
確
認

 

１
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
状
態
を
確
認
す
る
。
 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
漏
え
い
が
あ
り
、
１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
水
位
が
維
持

で
き
な
い
場
合
は
、【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
漏
え
い
の
場
合
】
へ
移
行
す
る
。
 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
漏
え
い
が
な
く
、
１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
が
全
台
停
止

し
て
い
る
場
合
は
、
充
て
ん
系
ポ
ン
プ
を
全

台
停
止
し
、
制
御
用
空
気
系
の
空
気

供
給
を
雑
用
空
気
系
へ
切
替
え
、
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
の
封
水
系
、
原
子
炉
補
機

冷
却
水
系
の
隔
離
を
行
い
、
【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能

喪
失
の
場
合
】
へ
移

行
す
る
。

 

 

  

【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
漏
え
い
の
場
合
】

 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ヘ
ッ
ダ
隔
離
（

破
断
ヘ
ッ
ダ
の
確
認
）

 

１
．
運
転
中
の
１
次
系
冷
却
水
ポ
ン
プ
を
停
止
す
る
。
 

２
．
健
全
ヘ
ッ

ダ
か
ら
の
流
出
を
防
止
す
る
た
め
系
統
分
離
を
行
う
。

 

  

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
隔
離
後
の
措
置

 

１
．
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
を
全

台
停
止
す
る
。
 

２
．
制
御
用
空
気
系
の
空
気
供
給
を
雑
用
空
気
系
よ
り
行
う
。

 

３
．
１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
に
補
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
の
封
水
系
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
隔
離

 

１
．
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
の
封
水
系
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
隔
離
を
行
う
。
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号

発
信
時
に
作
動
す
る
機
器
の
自
動
起
動
ブ
ロ
ッ
ク
を
行
う
。
 

   

破
断
箇
所
の
特
定

 

１
．

破
断
箇
所
が
判
明
す
れ
ば
、

破
断
ヘ
ッ

ダ
に
対
応
し
た
措
置
に
移
行
す
る
。

 

２
．
破
断
箇
所
が
不
明
の
場
合
に
は
、
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
停
止
後
の
措
置
へ
移
行
す
る
。
 

 

破
断
ヘ
ッ
ダ
に
対
応
し
た
措
置

 

１
．
１
台
の
充
て
ん
系
ポ
ン
プ
の
冷
却
を
、
健
全
ヘ
ッ

ダ
側
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
ド

レ
ン
お
よ
び
空
調
用
冷
水
系
の
通
水
に
よ
り
確
保
し
、
当
該
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
を

起
動
し
、
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
封
水
注
入
を
再
開
す
る
と
と
も
に
、
１
次
冷
却
系

に
ほ
う

酸
水
を
注
入
す
る
。
 

                【
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
玄
海
は
、

SF
P
の
冷
却
状

態
確
認
お
よ
び
保
有
水
確
保

の
項
目
を
設
け
て
い
る
。
）
 

       【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
機
器
の
自
動
起

動
ブ
ロ
ッ
ク
は
早
期
に
実
施

す
る
方
針
と
し
て
い
る
。
ま

た
SF

P
冷
却
状
態
の
確
認

は
、
C
CW

喪
失
の
場
合
の
代

替
炉
心
注
水
準
備
の
欄
に
記

載
し
て
い
る
。）
（
以
下
、
同

様
。
）
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
充
て
ん
/
高
圧

注
入
ポ
ン
プ
の
再
起
動
に

は
、
C
CW
の

F&
B
お
よ
び
空

調
用
冷
水
の
通
水
に
よ
る
代

替
冷
却
が
必
要
。）

 

参考①-396



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
R1
.6
.
25
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9R
1.
7
.5
認
可
）
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

水
注
入
を
再
開
す
る
と
と
も
に
、
１
次
冷
却
系
に
ほ
う
酸
水
を
注
入
す
る
。
 

２
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
が
で
き
る
ま
で
、
主
蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン

バ
イ

パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
う
。
 

３
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
が
で
き
る
ま
で
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
り
１
次
冷
却

系
の

減
圧
を
行
う
。
 

４
．
健
全
ヘ
ッ

ダ
の
隔
離
を
解
除
す
る
。

 

５
．

破
断
ヘ
ッ

ダ
側
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
へ
の
補
給
を
停
止
す
る
。
 

６
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
冷
却
器
へ
の
海
水
の
通
水
を
確
認
す
る
。
 

７
．
充
て
ん
系
ポ
ン
プ
の
冷
却
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
健
全
ヘ
ッ

ダ
側
の
原
子
炉
補
機

冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
に
水
位
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機

能
回
復
の
場
合
】
に
移
行
す
る
。
 

・
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
の
冷
却
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
停

止
後
の
措
置
に
移
行
す
る
。
 

 【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能
喪
失
の
場
合
】
 

代
替
炉
心
注
水
他
準
備

 

１
．
代
替
炉
心
注
水
の
準
備
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
準
備
お
よ
び

蒸

気
発
生
器
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
準
備
を
行
う
。
 

 

１
次
冷
却
系
か
ら
の
漏
え
い
の
有
無
の
確
認

 

１
．
１
次
冷
却
材
漏
え
い
の
有
無
を
確
認
す
る
。
 

 

 

充
て
ん
系
ポ
ン
プ
停
止
後
の
措
置

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号

発
信
時
に
作
動
す
る
機
器
の
自
動
起
動
ブ
ロ
ッ
ク
を
行
う
。
 

２
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
が
で
き
る
ま
で
、
主
蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン

バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
強
制
冷
却
を

行
う
。
 

３
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
が
で
き
る
ま
で
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
り
１
次
冷
却

系
の

減
圧
を
行
う
。
 

４
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
が
発
信
さ
れ
た
場
合
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作

動
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
必
要
な
機
器
の
起
動
は
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ

起
動
後
に
手
動
に
て
行
う
。
 

 

蓄
圧
タ
ン
ク
隔
離

 

１
．
１
次
冷
却
材
圧
力
が
蓄
圧
タ
ン
ク
か
ら
の
窒
素
ガ
ス
の
混
入
を
防
止
す
る
た
め
の

圧
力
未
満
と
な
れ
ば
蓄
圧
タ
ン
ク
の
出
口

弁
を

閉
止
す
る
。
 

 

代
替
炉
心
注
水

 

１
．
１
次
冷
却
材
圧
力
が
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
封
水
戻
り
ラ
イ
ン
逃
が
し
弁
吹
き
止
ま

り
圧
力
未
満
と
な
り
、
代
替
炉
心
注
水
系
の
準
備
が
整
え
ば
代
替
炉
心
注
水
を
開

始
す
る
。
 

 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能
回
復
の
確
認

 

１
．
健
全
ヘ
ッ

ダ
側
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
に
水
位
が
確
認
さ
れ
れ

ば
、
【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能
回
復
の
場
合
】
へ
移
行
す
る
。
 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能
が
回
復
し
て
い
な
け
れ
ば
大
容
量

ポ
ン
プ
か
ら
の

海
水
供
給
に
よ
る
再

循
環
運
転
へ
移
行
す
る
。
 

２
．
【
海
水
冷
却
機
能

喪
失
の
場
合
】
は
海
水
冷
却
機
能
回
復
の
確
認
へ
移
行
す
る
。
 

 

再
循
環
運
転

 

１
．
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
が
、
再
循
環
可
能
水
位
と
な
れ
ば
代
替
炉
心
注
水

か
ら
再
循
環
運
転
に
切
替
え
、
炉
心
冷
却
を
継
続
す
る
。

 

 

 

原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
開
始

 

水
注
入
を
再
開
す
る
と
と
も
に
、
１
次
冷
却
系
に
ほ
う

酸
水
を
注
入
す
る
。
 

２
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
が
で
き
る
ま
で
、
主
蒸
気
逃
が
し
弁
又
は
タ
ー
ビ
ン
バ

イ
パ
ス

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
う
。
 

３
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
が
で
き
る
ま
で
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ
り
１
次
冷
却

系
の
減
圧
を
行
う
。
 

４
．
健
全
ヘ
ッ
ダ
の
隔
離
を
解
除
す
る
。
 

５
．
破
断
ヘ
ッ
ダ
側
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
へ
の
補
給
を
停
止
す
る
。
 

６
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
冷
却
器
へ
の
海
水
の
通
水
を
確
認
す
る
。
 

７
．
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
の
冷
却
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
健
全
ヘ
ッ

ダ
側
の
原
子
炉
補
機

冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
に
水
位
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機

能
回
復
の
場
合
】
に
移
行
す
る
。
 

・
充
て
ん
系
ポ
ン
プ
の
冷
却
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
停

止
後
の
措
置
に
移
行
す
る
。
 

 【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能

喪
失
の
場
合
】

 

１
次
系
か
ら
の
漏
え
い
の
有
無
及
び
漏
え
い
規
模
の
確
認

 

１
．
１
次
冷
却
材
漏
え
い
の
有
無
及
び
漏
え
い
規
模
を
判
断
す
る
。
 

２
．
１
次
冷
却
材
漏
え
い
の
規
模
が
小
さ
い
場
合
は
、
代
替
炉
心
注
入
の
準
備
、
ア
ニ

ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
及
び
中
央
制
御
室
空
調
系
の
準
備
並
び
に
原
子
炉
格
納
容

器
内
自
然
対
流
冷
却
の
準
備
を
行
う
。
 

   

充
て
ん
系

ポ
ン
プ
停
止
後
の
措
置

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
発

信
時
に
作
動
す
る
機
器
の
自
動
起
動
ブ
ロ
ッ
ク
を
行
う
。
 

２
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
が
で
き
る
ま
で
、
主
蒸
気
逃
が
し
弁
又
は
タ
ー
ビ
ン
バ

イ
パ
ス

弁
に
よ
り
２
次
系
強
制
冷
却
を
行
う
。
 

３
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
が
で
き
る
ま
で
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ
り
１
次
冷
却

系
の
減
圧
を
行
う
。
 

４
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
が
発
信
さ
れ
た
場
合
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作

動
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
必
要
な
機
器
の
起
動
は
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ

起
動
後
に
手
動
に
て
行
う
。

 

  

蓄
圧
タ
ン
ク
隔
離

 

１
．
１
次
冷
却
材
圧
力
が
蓄
圧
タ
ン
ク
か
ら
の
窒
素
ガ
ス
の
混
入
を
防
止
す
る
た
め
の

圧
力
未
満
と
な
れ
ば
蓄
圧
タ
ン
ク
の
出
口

弁
を

閉
止
す
る
。
 

 

代
替
炉
心
注
入

 

１
．
１
次
冷
却
材
圧
力
が
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
封
水
戻
り
ラ
イ
ン
逃
が
し
弁
吹
き
止
ま

り
圧
力
未
満
と
な
り
、
代
替
炉
心
注
入
系
の
準
備
が
整
え
ば
代
替
炉
心
注
入
を
開

始
す
る
。
 

 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能
回
復
の
確
認

 

１
．
健
全
ヘ
ッ

ダ
側
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
に
水
位
が
確
認
さ
れ
れ

ば
、
【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能
回
復
の
場
合
】
へ
移
行
す
る
。
 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能
が
回
復
し
て
い
な
け
れ
ば
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
か
ら
の
海
水
供
給
に
よ
る

 
 
再
循
環
運
転
へ
移
行
す
る
。
 

２
．【
海
水
冷
却
機
能

喪
失
の
場
合
】
は
、
海
水
冷
却
機
能
回
復
の
確
認
へ
移
行
す
る
。 

 

再
循
環
運
転

 

１
．
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
が
、
再

循
環
可
能
水
位
と
な
れ
ば
代
替
炉
心
注
入

か
ら
代
替
再

循
環
運
転
に
切
替
え
、
炉
心
冷
却
を
継
続
す
る
。
 

 

 

原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
開
始

 

２
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
が
で
き
る
ま
で
、
主

蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン

バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
う
。

 

３
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
が
で
き
る
ま
で
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ
り
１
次
冷
却

系
の

減
圧
を
行
う
。

 

４
．
健
全
ヘ
ッ

ダ
の
隔
離
を
解
除
す
る
。

 

５
．

破
断
ヘ
ッ

ダ
側
の
１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
を
停
止
す
る
。
 

６
．
１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
へ
の
海
水
の
通
水
を
確
認
す
る
。
 

７
．
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
の
冷
却
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
健
全
ヘ
ッ

ダ
側
の
１
次
系
冷
却

水
タ
ン
ク
に
水
位
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能
回
復
の
場

合
】
に
移
行
す
る
。
 

・
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
の
冷
却
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
停

止
後
の
措
置
に
移
行
す
る
。
 

 

【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能

喪
失
の
場
合
】

 

代
替
炉
心
注
水
他
準
備

 

１
．
代
替
炉
心
注
水
の
準
備
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
準
備
お
よ
び

蒸

気
発
生
器
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
準
備
を
行
う
。
 

 

１
次
冷
却
系
か
ら
の
漏
え
い
の
有
無
の
確
認

 

１
．
１
次
冷
却
材
漏
え
い
の
有
無
を
確
認
す
る
。
 

  

充
て
ん
系
ポ
ン
プ
停
止
後
の
措
置

 

１
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
が
で
き
る
ま
で
、
主

蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン

バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
強
制
冷
却
を

行
う
。
 

２
．
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
が
で
き
る
ま
で
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ
り
１
次
冷
却

系
の

減
圧
を
行
う
。

 

３
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
が
発
信
さ
れ
た
場
合
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作

動
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
必
要
な
機
器
の
起
動
は
、
１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
起
動

後
に
手
動
に
て
行
う
。
 

 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
隔
離

 

１
．
１
次
冷
却
材
圧
力
が
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
か
ら
の
窒
素
ガ
ス
の
混
入
を
防
止
す
る
た

め
の
圧
力
未
満
と
な
れ
ば
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
の
出
口

弁
を

閉
止
す
る
。

 

 

代
替
炉
心
注
水

 

１
．
１
次
冷
却
材
圧
力
が
冷
却
材

ポ
ン
プ
封
水
戻
り
ラ
イ
ン
安
全

弁
吹
き
止
ま
り
圧
力

未
満
と
な
り
、
代
替
炉
心
注
水
系
の
準
備
が
整
え
ば
代
替
炉
心
注
水
を
開
始
す

る
。

 

 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能
回
復
の
確
認

 

１
．
健
全
ヘ
ッ

ダ
側
の
１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
に
水
位
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
【
原
子
炉

補
機
冷
却
水
系
機
能
回
復
の
場
合
】
へ
移
行
す
る
。
 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能
が
回
復
し
て
い
な
け
れ
ば
大
容
量

ポ
ン
プ
か
ら
の

海
水
供
給
に
よ
る
再

循
環
運
転
へ
移
行
す
る
。
 

２
．
【
海
水
冷
却
機
能

喪
失
の
場
合
】
は
海
水
冷
却
機
能
回
復
の
確
認
へ
移
行
す
る
。
 

 

再
循
環
運
転

 

１
．
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
が
、
再

循
環
可
能
水
位
と
な
れ
ば
代
替
炉
心
注
水

か
ら
再

循
環
運
転
に
切
替
え
、
炉
心
冷
却
を
継
続
す
る
。

 

 

原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
開
始

 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
設
定
値
以
上
と
な

り
、
大
容
量

ポ
ン
プ
か
ら
の
海
水
供
給
が
可
能
と
な
れ
ば
格
納
容
器
循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
へ
の
海
水
通
水
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
開
始

す
る
。
 

        【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
漏
え
い
規
模
の

判
断
は
し
な
い
。
ま
た
、
代

替
炉
心
注
水
準
備
と

RC
S
か

ら
の
漏
え
い
有
無
確
認
を
別

項
目
と
し
て
記
載
。
ま
た
、

空
調
系
の
準
備
は
雑
用
空
気

に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

想

定
し
て
い
る
た
め
記
載
な

し
。
）
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
R1
.6
.
25
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9R
1.
7
.5
認
可
）
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
設
定
値
以
上
と
な

り
、
大
容
量
ポ
ン
プ
か
ら
の
海
水
供
給
が
可
能
と
な
れ
ば
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ

ッ
ト
へ
の
海
水
通
水
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
開
始
す

る
。
 

 

 

【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能
回
復
の
場
合
】
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
運
転
可
能
の
場
合

 

１
．
健
全
ヘ
ッ

ダ
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。
 

２
．
充
て
ん
系
ポ
ン
プ
の
冷
却
を
行
っ
て
い
た
場
合
は
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
ド
レ

ン
を
停
止
す
る
。
 

３
．
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
に
よ
る
充
て
ん
、
封
水
注
入
を
再
開
す
る
。
 

４
．
制
御
用
空
気
系
を
起
動
し
、
所
内
用
空
気
系
か
ら
の
空
気
供
給
を
停
止
す
る
。
 

５
．
モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

 【
海
水
冷
却
機
能
喪
失
の
場
合
】
 

１
．
手
動
に
よ
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
を
行
い
、
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
を
全
台
停
止
、
代

替
炉
心
注
水
他
準
備
、
お
よ
び
制
御
用
空
気
系
の
空
気
供
給
を
所
内
用
空
気
系
に

切
替
え
、
１
次
冷
却
材
漏
え
い
の
有
無
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
温
度
を
確
認

し
、
以
下
の
措
置
を
実
施
す
る
。
 

 〔
安
全
系
補
機
の
冷
却
水
制
限
温
度
未
満
の
場
合
〕
 

１
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
減
温
、
減
圧
を
実
施
し
、
海
水
冷
却

機
能
が
回
復
す
れ
ば
モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

 〔
安
全
系
補
機
の
冷
却
水
制
限
温
度
以
上
の
場
合
〕
 

１
．
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
を
全
台
停
止
し
、
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
の
封
水
系
隔
離
、
原
子

炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
を
全
台
停
止
後
、
【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能

喪
失
の

場
合
】
へ
移
行
す
る
。
 

 

海
水
冷
却
機
能
回
復
の
確
認

 

１
．
海
水
冷
却
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
海
水
系
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
を
復
旧
後
、

必
要
な
補
機
を
起
動
し
モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

・
海
水
冷
却
機
能
が
回
復
し
て
い
な
け
れ
ば
、
大
容
量
ポ
ン
プ
を
用
い
て
モ
ー
ド
５

（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

 
 

１
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
り
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
か
ら
の
海
水
供
給
が
可
能
と
な
れ
ば
、
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
へ
の
海
水

通
水
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
開
始
す
る
。
 

   【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能
回
復
の
場
合
】

 

原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
運
転
可
能
の
場
合

 

１
．
健
全
ヘ
ッ
ダ
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。
 

２
．
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
の
冷
却
を
行
っ
て
い
た
場
合
は
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
ド
レ

ン
を
停
止
す
る
。
 

３
．
充
て
ん
系
ポ
ン
プ
に
よ
る
充
て
ん
、
封
水
注
入
を
再
開
す
る
。
 

４
．
制
御
用
空
気
系
を
起
動
し
所
内
用
空
気
系
か
ら
の
空
気
供
給
を
停
止
す
る
。

 

５
．
モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

 

【
海
水
冷
却
機
能

喪
失
の
場
合
】
 

１
．
原
子
炉
の
手
動
停
止
を
行
い
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
を
全
台
停
止
、
制
御
用
空
気
系

の
空
気
供
給
を
所
内
用
空
気
系
と
し
た
後
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
温
度
を
確
認

し
、
以
下
の
措
置
を
実
施
す
る
。
 

 〔
安
全
系
補
機
の
冷
却
水
制
限
温
度
未
満
の
場
合
〕

 

１
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
減
温
、
減
圧
を
実
施
し
、
海
水
冷
却

機
能
が
回
復
す
れ
ば
モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

 〔
安
全
系
補
機
の
冷
却
水
制
限
温
度
以
上
の
場
合
〕

 

１
．
充
て
ん
系
ポ
ン
プ
を
全
台
停
止
し
、
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
封
水
系
統
隔
離
、
原
子

炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
を
全

台
停
止
後
、
【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能

喪
失
の

場
合
】
へ
移
行
す
る
。
 

 海
水
冷
却
機
能
回
復
の
確
認

 

１
．
海
水
冷
却
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
海
水
系
統
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
を
復

旧

後
、
必
要
補
機
を
起
動
し
モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

・
回
復
し
て
い
な
け
れ
ば
、
移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ

車
か
ら
の
海
水
供
給
に
よ
る
再

循
環
運
転
へ
移
行
す
る
。
 

 
 

  

【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能
回
復
の
場
合
】

 

１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
運
転
可
能
の
場
合

 

１
．
健
全
ヘ
ッ

ダ
の
１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。
 

２
．
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
の
冷
却
を
行
っ
て
い
た
場
合
は
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
ド
レ

ン
お
よ
び
空
調
用
冷
水
の
通
水
を
停
止
す
る
。

 

３
．
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
に
よ
る
充
て
ん
、
封
水
注
入
を
再
開
す
る
。
 

４
．
制
御
用
空
気
系
を
起
動
し
、
雑
用
空
気
系
か
ら
の
空
気
供
給
を
停
止
す
る
。
 

５
．
モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

 

【
海
水
冷
却
機
能

喪
失
の
場
合
】

 

１
．
手
動
に
よ
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
を
行
い
、
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
を
全

台
停
止
、
代

替
炉
心
注
水
他
準
備
、
お
よ
び
制
御
用
空
気
系
の
空
気
供
給
を
雑
用
空
気
系
に
切

替
え
、
１
次
冷
却
材
漏
え
い
の
有
無
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
温
度
を
確
認

し
、
以
下
の
措
置
を
実
施
す
る
。
 

 

〔
安
全
系
補
機
の
冷
却
水
制
限
温
度
未
満
の
場
合
〕

 

１
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
減
温
、
減
圧
を
実
施
し
、
海
水
冷
却

機
能
が
回
復
す
れ
ば
モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

 

〔
安
全
系
補
機
の
冷
却
水
制
限
温
度
以
上
の
場
合
〕

 

１
．
充
て
ん
系

ポ
ン
プ
を
全
台
停
止
し
、
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
の
封
水
系
隔
離
、
１
次

系
冷
却
水

ポ
ン
プ
を
全

台
停
止
後
、【
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
機
能

喪
失
の
場
合
】

へ
移
行
す
る
。
 

 

海
水
冷
却
機
能
回
復
の
確
認

 

１
．
海
水
冷
却
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
海
水
系
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
を
復
旧
後
、

必
要
な
補
機
を
起
動
し
モ
ー
ド
５
（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

・
海
水
冷
却
機
能
が
回
復
し
て
い
な
け
れ
ば
、
大
容
量

ポ
ン
プ
を
用
い
て
モ
ー
ド
５

（
低
温
停
止
）
に
移
行
す
る
。
 

 
 

         【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
代
替
炉
心
注
水

お
よ
び

LO
C
A
有
無
確
認
を

記
載
し
て
い
る
。）

 

         【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

 表
－
１
０
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

１
．
未
臨
界
の
維
持

 

①
 目

 
的

 

・
原
子
炉
を
停
止
し
、
未
臨
界
を
維
持
す
る
。
 

・
原
子
炉
停
止
後
の
未
臨
界
性
を
確
保
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

④
 脱
出
条

件
 

・
原
子
炉
出
力
が

 5
 %
 
以
上
、
ま
た
は
中

間
領
域
起
動
率
が
正
 

・
原
子
炉
出
力
が

 5
 %
 
未
満
、
お
よ
び
中

間
領
域
起
動
率
が
零
ま
た
は
負
 

・
中
性
子
源
領
域
起
動
率
が
正
、
ま
た
は

P
-
6
以
上
で
中
間
領
域
起
動
率
が

 
-

0
.
2 
DP
M
 よ
り
大
 

・
中
性
子
源
領
域
起
動
率
が

零
ま
た
は

負
、
お
よ
び

P
-6
以
上
で
中
間
領
域
起

動
率
が
 
-0
.
2
 D
PM
 以
下
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

【
原
子
炉
出
力
が

 5
 
% 
以
上
、
ま
た
は
中
間
領
域
起
動
率
の
正
が
確
認
さ
れ
た
場
合
】
 

１
．
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
を
確
認
し
、
で
き
て
い
な
け
れ
ば
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
原
子

炉
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
る
。
 

・
手
動
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
 

・
Ｍ
Ｇ
セ
ッ
ト
の
電
源
を
断
 

・
制
御
棒
手
動
挿
入
 

 表
－
10

 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

１
．
未
臨
界
の
維
持
 

①
 目

 
的
 

・
原
子
炉
を
停
止
し
、
未
臨
界
を
維
持
す
る
。
 

・
原
子
炉
停
止
後
の
未
臨
界
性
を
確
保
す
る
。
 

②
 導
入
条
件

 
④

 脱
出
条

件
 

・
原
子
炉
出
力
が
５
％
以
上
、
又
は
中
間

領
域
起
動
率
が
正
 

・
原
子
炉
出
力
が
５
％
未
満
、
及
び
中
間
領

域
起
動
率
が

零
又
は
負
 

・
中
性
子
源
領
域
起
動
率
が
正
、
又
は
Ｐ

－
６
以
上
で
中
間
領
域
起
動
率
が
－

0
.2

D
PM
よ
り
大

 

・
中
性
子
源
領
域
起
動
率
が
零
又
は
負
、
及

び
Ｐ
－
６
以
上
で
中
間
領
域
起
動
率
が

－
0.

2D
PM
以
下
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容

 

【
原
子
炉
出
力
が
５
％
以
上
、
又
は
中
間
領
域
起
動
率
の
正
が
確
認
さ
れ
た
場
合
】
 

１
．
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
を
確
認
し
、
で
き
て
い
な
け
れ
ば
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
原
子

炉
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
る
。
 

・
手
動
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ

 

・
M
G
セ
ッ
ト
の
電
源
を
断

 

・
制
御
棒
手
動
挿
入

 

 表
－
１
０

 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準

 

１
．
未
臨
界
の
維
持
 

①
 目

 
的

 

・
原
子
炉
を
停
止
し
、
未
臨
界
を
維
持
す
る
。

 

・
原
子
炉
停
止
後
の
未
臨
界
性
を
確
保
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

④
 脱
出
条

件
 

・
原
子
炉
出
力
が

 5
 %
 
以
上
、
ま
た
は
中

間
領
域
起
動
率
が
正

 

・
原
子
炉
出
力
が

 5
 %
 未
満
、
お
よ
び
中

間
領
域
起
動
率
が

零
ま
た
は
負

 

・
中
性
子
源
領
域
起
動
率
が
正
、
ま
た
は

P
-
6
以
上
で
中
間
領
域
起
動
率
が

 -
0
.
2 

D
P
M 
よ
り
大

 

・
中
性
子
源
領
域
起
動
率
が

零
ま
た
は

負
、
お
よ
び

P-
6
以
上
で
中
間
領
域
起

動
率
が

 -
0.

2 
D
PM
 
以
下

 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

【
原
子
炉
出
力
が

 5
 
% 
以
上
、
ま
た
は
中
間
領
域
起
動
率
の
正
が
確
認
さ
れ
た
場
合
】
 

１
．
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
を
確
認
し
、
で
き
て
い
な
け
れ
ば
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
原
子

炉
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
る
。
 

・
手
動
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
 

・
Ｍ
Ｇ
セ
ッ
ト
の
電
源
を
断
 

・
制
御
棒
手
動
挿
入

 

                

参考①-398



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
R1
.6
.
25
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9R
1.
7
.5
認
可
）
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

・
Ｍ
Ｇ
セ
ッ
ト
出
力
し
ゃ
断
器
の
開
放
 

・
現
地
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
の
開
放
 

２
．
多
様
化
自
動
作
動
設
備
（
A
TW
S
緩
和
設
備
）
作
動
警
報
が
発
信
し
た
場
合
、
多
様

化
自
動
作
動
設
備
（

AT
W
S
緩
和
設
備
）
に
よ
る
以
下
の
作
動
状
態
を
確
認
す
る
。 

・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
の
閉
止
 

・
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
起
動
 

３
．
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
を
確
認
し
、
で
き
て
い
な
け
れ
ば
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
タ

ー
ビ
ン
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
る
。

 

・
手
動
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
お
よ
び
主

蒸
気
隔
離
弁
バ
イ
パ
ス
弁
の
閉
止
 

・
蒸
気
加
減

弁
の
閉
止
 

・
現
地
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
 

４
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
注
水
量
を
確
認
し
、
注
水
量
を
調
整
す
る
。
 

 

 

５
．

ほ
う
酸
水
注
入
を
実
施
す
る
。

 

６
．

ほ
う
酸
希
釈
ラ
イ
ン
の
隔
離
を
確
認
す
る
。
 

７
．
１
次
冷
却
材
温
度
を
確
認
し
、
低
下
し
て
い
れ
ば
、
主
蒸
気
隔
離

弁
お
よ
び
主

蒸

気
隔
離
弁
バ
イ

パ
ス

弁
の
閉
止
を
確
認
す
る
。
 

８
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
を
確
認
し
、
低
下
し
て
い
る
蒸
気
発
生
器
が
あ
れ
ば
、

当
該

蒸
気
発
生
器
を
隔
離
す
る
。
 

９
．
原
子
炉
出
力
が

 
5
 
%
 
未
満
、
お
よ
び
中
間
領
域
起
動
率
の

零
ま
た
は
負
の
確
認

が
で
き
な
け
れ
ば
、
「
順
序
５
」
へ
戻
る
。
 

 【
中
性
子
源
領
域
起
動
率
が
正
、
ま
た
は

P-
6
以
上
で
中
間
領
域
起
動
率
が
 
-0
.2
 D
P
M 

よ
り
大
が
確
認
さ
れ
た
場
合
】
 

１
．

ほ
う
酸
水
注
入
を
実
施
す
る
。

 

２
．

ほ
う
酸
希
釈
ラ
イ
ン
の
隔
離
を
確
認
す
る
。
 

３
．
１
次
冷
却
材
温
度
を
確
認
し
、
低
下
し
て
い
れ
ば
、
主
蒸
気
隔
離
弁
お
よ
び
主

蒸

気
隔
離
弁
バ
イ

パ
ス

弁
の
閉
止
を
確
認
す
る
。
 

４
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
を
確
認
し
、
低
下
し
て
い
る
蒸
気
発
生
器
が
あ
れ
ば
、

当
該

蒸
気
発
生
器
を
隔
離
す
る
。
 

５
．
中
性
子
源
領
域
起
動
率
が
零
、
ま
た
は
負
、
お
よ
び

P-
6
以
上
で
中
間
領
域
起
動

率
が

 -
0
.
2 
D
PM

 以
下
を
確
認
で
き
な
け
れ
ば
、
「
順
序
１
」
に
戻
る
。
 

 
 

 ・
現
地
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
の
開
放
 

２
．
多
様
化
自
動
作
動
設
備
作
動
警
報
が
発
信
し
た
場
合
、
多
様
化
自
動
作
動
設
備
に

よ
る
以
下
の
作
動
状
態
を
確
認
す
る
。
 

・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
 

・
主

蒸
気
隔
離

弁
の

閉
止

 

・
補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
起
動
 

３
．
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
を
確
認
し
、
で
き
て
い
な
け
れ
ば
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
タ

ー
ビ
ン
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
る
。
 

・
手
動
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
 

・
主

蒸
気
隔
離

弁
、
及
び
主
蒸
気
隔
離
弁
バ
イ

パ
ス

弁
の

閉
止

 

・
蒸
気
加

減
弁
の
閉
止
 

・
現
地
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
 

４
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
給
水
量
を
確
認
し
、
給
水
量
を
調
整
す
る
。
 

  ５
．
ほ
う
酸
水
注
入
を
実
施
す
る
。
 

６
．
ほ
う
酸
希
釈
ラ
イ
ン
の
隔
離
を
確
認
す
る
。
 

７
．
１
次
冷
却
材
温
度
を
確
認
し
、
低
下
し
て
い
れ
ば
、
主
蒸
気
隔
離
弁
及
び
主
蒸
気

隔
離
弁
バ
イ

パ
ス

弁
の

閉
止
を
確
認
す
る
。
 

８
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
を
確
認
し
、
低
下
し
て
い
る

蒸
気
発
生
器
が
あ
れ
ば
、

当
該
蒸
気
発
生
器
を
隔
離
す
る
。
 

９
．
原
子
炉
出
力
が
５
％
未
満
、
及
び
中
間
領
域
起
動
率
の

零
又
は
負
の
確
認
が
で
き

な
け
れ
ば
、
「
順
序
５
」
へ
戻
る
。
 

 【
中
性
子
源
領
域
起
動
率
が
正
、
又
は
Ｐ
－
６
以
上
で
中
間
領
域
起
動
率
が
－

0
.
2D

PM

よ
り
大
が
確
認
さ
れ
た
場
合
】
 

１
．
ほ
う
酸
水
注
入
を
実
施
す
る
。
 

２
．
ほ
う
酸
希
釈
ラ
イ
ン
の
隔
離
を
確
認
す
る
。
 

３
．
１
次
冷
却
材
温
度
を
確
認
し
、
低
下
し
て
い
れ
ば
、
主
蒸
気
隔
離
弁
及
び
主
蒸
気

隔
離
弁
バ
イ

パ
ス

弁
の

閉
止
を
確
認
す
る
。
 

４
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
を
確
認
し
、
低
下
し
て
い
る

蒸
気
発
生
器
が
あ
れ
ば
、

当
該
蒸
気
発
生
器
を
隔
離
す
る
。
 

５
．
中
性
子
源
領
域
起
動
率
が

零
、
又
は
負
、
及
び
Ｐ
－
６
以
上
で
中
間
領
域
起
動
率

が
－
0
.2

DP
M
以
下
を
確
認
で
き
な
け
れ
ば
、
「
順
序
１
」
に
戻
る
。
 

 
 

・
Ｍ
Ｇ
セ
ッ
ト
出
力
し
ゃ
断
器
の
開
放
 

・
現
地
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
の
開
放

 

２
．
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩

和
設
備
作
動
警
報
が
発
信
し
た
場
合
、
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩

和
設
備
に
よ
る

以
下
の
作
動
状
態
を
確
認
す
る
。
 

・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ

 

・
主
蒸
気
止

弁
の
閉
止

 

・
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
起
動
 

３
．
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
を
確
認
し
、
で
き
て
い
な
け
れ
ば
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
タ

ー
ビ
ン
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
る
。

 

・
手
動
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
 

・
主
蒸
気
止

弁
お
よ
び
主
蒸
気
隔
離

弁
バ
イ

パ
ス

弁
の

閉
止

 

・
蒸
気
加
減

弁
の
閉
止

 

・
現
地
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
 

４
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
注
水
量
を
確
認
し
、
注
水
量
を
調
整
す
る
。
 

  

５
．

ほ
う
酸
水
注
入
を
実
施
す
る
。
 

６
．

ほ
う
酸
希
釈
ラ
イ
ン
の
隔
離
を
確
認
す
る
。
 

７
．
１
次
冷
却
材
温
度
を
確
認
し
、
低
下
し
て
い
れ
ば
、
主

蒸
気
止

弁
お
よ
び
主

蒸
気

隔
離

弁
バ
イ

パ
ス
弁
の

閉
止
を
確
認
す
る
。
 

８
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
を
確
認
し
、
低
下
し
て
い
る

蒸
気
発
生
器
が
あ
れ
ば
、

当
該

蒸
気
発
生
器
を
隔
離
す
る
。

 

９
．
原
子
炉
出
力
が

 
5 

%
 
未
満
、
お
よ
び
中
間
領
域
起
動
率
の

零
ま
た
は
負
の
確
認

が
で
き
な
け
れ
ば
、
「
順
序
５
」
へ
戻
る
。

 

 

【
中
性
子
源
領
域
起
動
率
が
正
、
ま
た
は

P-
6
以
上
で
中
間
領
域
起
動
率
が

 -
0
.2
 D
PM

 

よ
り
大
が
確
認
さ
れ
た
場
合
】

 

１
．

ほ
う
酸
水
注
入
を
実
施
す
る
。
 

２
．

ほ
う
酸
希
釈
ラ
イ
ン
の
隔
離
を
確
認
す
る
。
 

３
．
１
次
冷
却
材
温
度
を
確
認
し
、
低
下
し
て
い
れ
ば
、
主

蒸
気
止

弁
お
よ
び
主

蒸
気

隔
離

弁
バ
イ

パ
ス
弁
の

閉
止
を
確
認
す
る
。
 

４
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
圧
力
を
確
認
し
、
低
下
し
て
い
る

蒸
気
発
生
器
が
あ
れ
ば
、

当
該

蒸
気
発
生
器
を
隔
離
す
る
。

 

５
．
中
性
子
源
領
域
起
動
率
が

零
、
ま
た
は
負
、
お
よ
び

P-
6
以
上
で
中
間
領
域
起
動

率
が

 -
0
.
2 

DP
M
 以
下
を
確
認
で
き
な
け
れ
ば
、
「
順
序
１
」
に
戻
る
。
 

 
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
Ｍ
Ｇ
セ
ッ
ト
出

力
し
ゃ
断
器
の
手
順
を
記

載
。
）
 

 表
－
１
１
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
炉
心
冷
却
の
維
持
 

①
 目

 
的

 

・
炉
心
の
冷
却
が
不
適
切
な
場
合
、
炉
心
冷
却
機
能
の
回
復
を
図
る
た
め
の
適
切
な
運

転
操
作
を
行
い
、
炉
心
冷
却
を
維
持
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

④
 脱
出
条
件
 

・
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
系
最
高
使

用
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
上
ま
た

は
安
全
注
入
を
伴
う
１
次
冷
却
材

喪
失

事
象
時
に
高
圧
お
よ
び
低
圧
注
入
流
量

が
確
認
で
き
な
い
場
合
 

・
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に

対
す
る
飽

和
温
度
以
下
で
少
な
く
と

も
１
系
統
の
高
圧
注
入
系
ま
た
は
低

圧
注
入
系
に
よ
る
注
水
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
 

・
１
次
冷
却
系
が
飽

和
状
態
ま
た
は
過
熱

状
態
 

・
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に

対
す
る
飽
和
温
度
未
満
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

【
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
系
最
高
使
用
圧
力
に
対
す
る
飽
和
温
度
以
上
の
場
合
】

 

１
．
少
な
く
と
も
１
系
統
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
る
注
水
を
確
認
す
る
。
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
り
注
水
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系

の
回
復
を
図
る
。
 

 表
－
11

 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

２
．
炉
心
冷
却
の
維
持
 

①
 目

 
的
 

・
炉
心
の
冷
却
が
不
適
切
な
場
合
、
炉
心
冷
却
機
能
の
回
復
を
図
る
た
め
の
適
切
な
運

転
操
作
を
行
い
、
炉
心
冷
却
を
維
持
す
る
。
 

②
 導
入
条
件

 
④

 脱
出
条
件

 

・
 
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
系
最
高

使
用
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
上

又
は
、
安
全
注
入
動
作
を
伴
う
１
次
冷

却
材

喪
失
事
象
時
に
全
て
の
高
圧
注

入
流
量
が
確
認
で
き
な
い
場
合
 

・
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に

対
す
る
飽

和
温
度
以
下
で
少
な
く
と
も

１
系
統
の
高
圧
注
入
系
又
は
低
圧
注
入

系
に
よ
る
注
入
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

・
１
次
冷
却
系
が
飽

和
状
態
又
は
過
熱

状
態

 

・
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に

対
す
る
飽
和
温
度
未
満

 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容

 

【
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
系
最
高
使
用
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
上
の
場
合
】
 

１
．
少
な
く
と
も
１
系
統
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
る
注
入
を
確
認
す
る
。
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
り
注
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系

の
回
復
を
図
る
。
 

 表
－
１
１
 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準

 

２
．
炉
心
冷
却
の
維
持
 

①
 目

 
的

 

・
炉
心
の
冷
却
が
不
適
切
な
場
合
、
炉
心
冷
却
機
能
の
回
復
を
図
る
た
め
の
適
切
な
運

転
操
作
を
行
い
、
炉
心
冷
却
を
維
持
す
る
。

 

②
 導
入
条

件
 

④
 
脱
出
条

件
 

・
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
系
最
高
使

用
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
上
ま
た

は
安
全
注
入
を
伴
う
１
次
冷
却
材

喪
失

事
象
時
に
高
圧
お
よ
び
低
圧
注
入
流
量

が
確
認
で
き
な
い
場
合
 

・
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に

対
す
る
飽

和
温
度
以
下
で
少
な
く
と

も
１
系
統
の
高
圧
注
入
系
ま
た
は
低

圧
注
入
系
に
よ
る
注
水
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
 

・
１
次
冷
却
系
が
飽

和
状
態
ま
た
は
過
熱

状
態

 

・
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に

対
す
る
飽
和
温
度
未
満

 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

【
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
系
最
高
使
用
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
上
の
場
合
】

 

１
．
少
な
く
と
も
１
系
統
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
る
注
水
を
確
認
す
る
。
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
り
注
水
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系

の
回
復
を
図
る
。
 

       【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
低
圧
注
入
流
量

の
条
件
を
記
載
。）

 

参考①-399



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
R1
.6
.
25
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9R
1.
7
.5
認
可
）
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
る
注
水
が
で
き
な
け
れ
ば
、
【
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の

確
立
が
で
き
な
い
場
合
】
へ
移
行
す
る
。
 

２
．

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
注
水
の
回
復
を
図
る
。
 

３
．
主
蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

促
進
さ
せ
る
。
 

４
．
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
な
け
れ
ば
、
「
順
序
２
」
に
戻
る
。
 

 【
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
確
立
が
で
き
な
い
場
合
】
 

１
．
充
て
ん
系
に
よ
る
注
水
を
試
み
る
。

 

２
．

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
注
水
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
注
水
の
回
復
を
図
る
。
 

・
注
水
の
回
復
が
で
き
ず
、
蓄
圧
注
入
系
、
低
圧
注
入
系
に
よ
る
注
水
が
可
能
で
あ

れ
ば
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
強
制
開
に
よ
り
１
次
冷
却
系
を

減
圧
し
、
蓄
圧
注
入

系
、
低
圧
注
入
系
に
よ
る
注
水
を
行
う
。
 

 

 

３
．
主
蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

促
進
さ
せ
る
。
 

４
．
炉
心
出
口
温
度
が
飽

和
温
度
以
下
、
お
よ
び
少
な
く
と
も
１
系
統
の
高
圧
注
入
系

ま
た
は
低
圧
注
入
系
に
よ
る
注
水
が
確
認
で
き
な
け
れ
ば
、「
順
序
２
」
に
戻
る
。 

 【
１
次
冷
却
系
が
飽
和
状
態
ま
た
は
過
熱
状
態
と
な
っ
た
場
合
】
 

１
．
少
な
く
と
も
１
系
統
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
る
注
水
を
確
認
す
る
。
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
り
注
水
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系

の
回
復
を
図
る
。
 

２
．
加
圧
器
逃
が
し
弁
の
閉
止
を
確
認
す
る
。
な
お
、
閉
止
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
手

動
に
よ
る
閉
止
ま
た
は
元
弁
を

閉
止
す
る
。
 

３
．

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
注
水
の
回
復
を
図
る
。
 

４
．
主
蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

促
進
さ
せ
る
。
 

５
．
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
未
満
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
な
け
れ
ば
、
「
順
序
３
」
に
戻
る
。
 

 
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
る
注
入
が
で
き
な
け
れ
ば
、
【
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の

確
立
が
で
き
な
い
場
合
】
へ
移
行
す
る
。
 

２
．
蒸
気
発
生
器
へ
給
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
蒸
気
発
生
器
へ
給
水
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
給
水
の
回
復
を
図
る
。
 

３
．
主
蒸
気
逃
が
し

弁
又
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促

進
さ
せ
る
。

 

４
．
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
な
け
れ
ば
、
「
順
序
２
」
に
戻
る
。
 

 【
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
確
立
が
で
き
な
い
場
合
】
 

１
．
充
て
ん
系
に
よ
る
注
入
を
試
み
る
。
 

２
．
蒸
気
発
生
器
へ
給
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
給
水
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
給
水
の
回
復
を
図
る
。

 

・
給
水
の
回
復
が
で
き
ず
、
蓄
圧
注
入
系
、
低
圧
注
入
系
に
よ
る
注
入
が
可
能
で
あ

れ
ば
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
の
強
制
開
に
よ
り
１
次
冷
却
系
を
減
圧
し
、
蓄
圧
注
入

系
、
低
圧
注
入
系
に
よ
る
注
入
を
行
う
。

 

  

３
．
主
蒸
気
逃
が
し

弁
又
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促

進
さ
せ
る
。

 

４
．
炉
心
出
口
温
度
が
飽
和
温
度
以
下
、
及
び
少
な
く
と
も
１
系
統
の
高
圧
注
入
系
又

は
低
圧
注
入
系
に
よ
る
注
入
が
確
認
で
き
な
け
れ
ば
、
「
順
序
２
」
に
戻
る
。
 

 

【
１
次
冷
却
系
が
飽
和
状
態
又
は
過
熱
状
態
と
な
っ
た
場
合
】
 

１
．
少
な
く
と
も
１
系
統
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
る
注
入
を
確
認
す
る
。
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
り
注
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系

の
回
復
を
図
る
。
 

２
．
加
圧
器
逃
が
し
弁
の

閉
止
を
確
認
す
る
。
な
お
、
閉
止
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
手

動
に
よ
る
閉
止
又
は
元

弁
を

閉
止
す
る
。
 

３
．
蒸
気
発
生
器
へ
給
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
蒸
気
発
生
器
へ
給
水
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
給
水
の
回
復
を
図
る
。
 

４
．
主
蒸
気
逃
が
し

弁
又
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促

進
さ
せ
る
。

 

５
．
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
未
満
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
な
け
れ
ば
、
「
順
序
３
」
に
戻
る
。
 

 
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
る
注
水
が
で
き
な
け
れ
ば
、
【
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の

確
立
が
で
き
な
い
場
合
】
へ
移
行
す
る
。
 

２
．

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
注
水
の
回
復
を
図
る
。

 

３
．
主

蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

促
進
さ
せ
る
。

 

４
．
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
以
下
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
な
け
れ
ば
、
「
順
序
２
」
に
戻
る
。
 

 

【
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
確
立
が
で
き
な
い
場
合
】

 

１
．
充
て
ん
系
に
よ
る
注
水
を
試
み
る
。

 

２
．

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
注
水
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
注
水
の
回
復
を
図
る
。
 

・
注
水
の
回
復
が
で
き
ず
、
蓄
圧
注
入
系
、
低
圧
注
入
系
に
よ
る
注
水
が
可
能
で
あ

れ
ば
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
強
制
開
に
よ
り
１
次
冷
却
系
を

減
圧
し
、
蓄
圧
注
入

系
、
低
圧
注
入
系
に
よ
る
注
水
を
行
う
。

 

  

３
．
主

蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

促
進
さ
せ
る
。
 

４
．
炉
心
出
口
温
度
が
飽

和
温
度
以
下
、
お
よ
び
少
な
く
と
も
１
系
統
の
高
圧
注
入
系

ま
た
は
低
圧
注
入
系
に
よ
る
注
水
が
確
認
で
き
な
け
れ
ば
、「
順
序
２
」
に
戻
る
。
 

 

【
１
次
冷
却
系
が
飽

和
状
態
ま
た
は
過
熱
状
態
と
な
っ
た
場
合
】

 

１
．
少
な
く
と
も
１
系
統
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
る
注
水
を
確
認
す
る
。
 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
り
注
水
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系

の
回
復
を
図
る
。
 

２
．
加
圧
器
逃
が
し
弁
の

閉
止
を
確
認
す
る
。
な
お
、
閉
止
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
手

動
に
よ
る

閉
止
ま
た
は
元
弁
を

閉
止
す
る
。
 

３
．

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
注
水
の
回
復
を
図
る
。

 

４
．
主

蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を

促
進
さ
せ
る
。
 

５
．
炉
心
出
口
温
度
が
１
次
冷
却
材
圧
力
に
対
す
る
飽

和
温
度
未
満
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
な
け
れ
ば
、
「
順
序
３
」
に
戻
る
。

 

 
 

 表
－
１
２
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

３
．

蒸
気
発
生
器
除
熱
機
能
の
維
持

 

①
 目

 
的

 

・
蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
保
有
水
を
回
復
し
、
蒸
気
放
出
経
路
を
確
保
す
る
た
め
の
適

切
な
運
転
操
作
を
行
い
、

蒸
気
発
生
器
除
熱
機
能
を
維
持
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

④
 脱
出
条

件
 

・
全

蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位
が
下
端
以
下

お
よ
び
補
助
給
水
流
量
が
電
動
補
助
給

水
ポ
ン
プ
１
台
分
の
注
水
流
量
未
満
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
が
健
全
蒸
気
発
生
器

圧
力
よ
り
低
い
場
合
 

ま
た
は
 

・
余
熱
除
去
系
に
よ
る
除
熱
が
で
き
る
場

合
 

ま
た
は
 

・
補
助
給
水
流
量
が
電
動
補
助
給
水
ポ
ン

プ
１

台
分
の
注
水
流
量
以
上
、
ま
た
は

い
ず
れ
か
の

蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位
が

下
端
以
上
 

・
い
ず
れ
か
の

蒸
気
発
生
器
圧
力
が
主

蒸

気
安
全
弁
作
動
設
定
値
圧
力
以
上
で
上

昇
継
続
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

蒸
気
発
生
器
蒸
気
放
出
経
路
の
確
保

 

 表
－
12

 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

３
．
蒸
気
発
生
器
除
熱
機
能
の
維
持
 

①
 目

 
的
 

・
蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
保
有
水
を
回
復
し
、

蒸
気
放
出
経
路
を
確
保
す
る
た
め
の
適

切
な
運
転
操
作
を
行
い

蒸
気
発
生
器
除
熱
機
能
を
維
持
す
る
。
 

②
 導
入
条
件

 
④

 脱
出
条
件

 

・
全

蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位
が
下
端
以

下
及
び
補
助
給
水
流
量
が
電
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
１

台
分
の
給
水
流
量
未

満
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
が
健
全

蒸
気
発
生
器

圧
力
よ
り
低
い
場
合
 

又
は
 

・
余
熱
除
去
系
に
よ
る
除
熱
が
で
き
る
場

合
 

又
は
 

・
補
助
給
水
流
量
が
電
動
補
助
給
水

ポ
ン

プ
１

台
分
の
給
水
流
量
以
上
、
又
は
い
ず

れ
か
の

蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位
が
下
端

以
上
 

・
い
ず
れ
か
の

蒸
気
発
生
器
圧
力
が
主

蒸
気
安
全

弁
作
動

 
設
定
値
圧
力
以

上
で
上
昇
継
続
 

 ③
 主
な
監
視
操
作
内
容

 

蒸
気
発
生
器
蒸
気
放
出
経
路
の
確
保

 

 表
－
１
２

 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準

 

３
．

蒸
気
発
生
器
除
熱
機
能
の
維
持

 

①
 目

 
的

 

・
蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
保
有
水
を
回
復
し
、

蒸
気
放
出
経
路
を
確
保
す
る
た
め
の
適

切
な
運
転
操
作
を
行
い
蒸
気
発
生
器
除
熱
機
能
を
維
持
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

④
 脱
出
条

件
 

・
全

蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位
が
下
端
以
下

お
よ
び
補
助
給
水
流
量
が
電
動
補
助
給

水
ポ
ン
プ
１
台
分
の
注
水
流
量
未
満

 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
が
健
全

蒸
気
発
生
器

圧
力
よ
り
低
い
場
合
 

ま
た
は

 

・
余
熱
除
去
系
に
よ
る
除
熱
が
で
き
る
場

合
 

ま
た
は

 

・
補
助
給
水
流
量
が
電
動
補
助
給
水

ポ
ン

プ
１

台
分
の
注
水
流
量
以
上
、
ま
た
は

い
ず
れ
か
の

蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位
が

下
端
以
上
 

・
い
ず
れ
か
の

蒸
気
発
生
器
圧
力
が
主

蒸

気
安
全

弁
作
動
設
定
値
圧
力
以
上
で
上

昇
継
続

 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

蒸
気
発
生
器

蒸
気
放
出
経
路
の
確
保

 

                

参考①-400



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
R1
.6
.
25
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9R
1.
7
.5
認
可
）
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

１
．
主
蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
る
蒸
気
放
出
経
路
の
回
復

を
図
る
。
 

 

蒸
気
発
生
器
注
水
の
確
保

 

１
．
補
助
給
水
系
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
の
注
水
回
復
を
図
る
。
 

・
回
復
で
き
な
け
れ
ば
主
給
水
系
ま
た
は
蒸
気
発
生
器
水
張
り
系
に
よ
り
、
蒸
気
発

生
器
へ
の
注
水
を
回
復
さ
せ
る
。

 

・
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
回
復
せ
ず
、
全
蒸
気
発
生
器
広
域
水
位
が
可
視
範
囲
以

下
と
な
れ
ば
、
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運
転
へ
移
行
す
る
。
 

 

１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運
転

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
を
手
動
に
て
発
信
さ
せ
る
。
 

２
．
加
圧
器
逃
が
し
弁
を
強
制
開
と
し
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運

転
を
開
始
す
る
。
 

 

１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
停
止

 

１
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
除
熱
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に

よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
い
、
１
次
冷
却
系
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運

転
を
停
止
す
る
。
 

・
回
復
で
き
な
け
れ
ば
、
余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
い
、
１
次

冷
却
系
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運
転
を
停
止
す
る
。
 

２
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
後
、
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却

を
行
う
。
 

 
 

１
．
主
蒸
気
逃
が
し

弁
又
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス
弁
に
よ
る

蒸
気
放
出
経
路
の
回
復
を

図
る
。
 

 

蒸
気
発
生
器
給
水
の
確
保

 

１
．
補
助
給
水
系
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
の
給
水
回
復
を
図
る
。
 

・
回
復
で
き
な
け
れ
ば
主
給
水
系
、
蒸
気
発
生
器
水
張
り
系
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器

へ
の
給
水
を
回
復
さ
せ
る
。
 

・
蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水
が
回
復
せ
ず
、
全

蒸
気
発
生
器
広
域
水
位
が
可
視
範
囲
以

下
と
な
れ
ば
、
１
次
系
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運
転
へ
移
行
す
る
。
 

 １
次
系
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運
転

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
を
手
動
に
て
発
信
さ
せ
る
。
 

２
．
加
圧
器
逃
が
し

弁
を
強
制
開
と
し
１
次
系
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運
転
を
開

始
す
る
。
 

 

１
次
系
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
停
止

 

１
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
除
熱
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に

よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
い
、
１
次
系
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運
転
を

停
止
す
る
。

 

・
回
復
で
き
な
け
れ
ば
、
余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
い
、
１
次

系
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運
転
を
停
止
す
る
。
 

２
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
後
、
余
熱
除
去
系
統
に
よ
る
冷

却
を
行
う
。

 

・
余
熱
除
去
系
統
が
使
用
出
来
な
い
場
合
は
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
１
次
冷

却
系
の
冷
却
を
行
う
。

 

 
 

１
．
主

蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ

パ
ス
弁
に
よ
る
蒸
気
放
出
経
路
の
回
復

を
図
る
。

 

 

蒸
気
発
生
器
注
水
の
確
保

 

１
．
補
助
給
水
系
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
の
注
水
回
復
を
図
る
。

 

・
回
復
で
き
な
け
れ
ば
主
給
水
系
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
水
張
り
系
に
よ
り
、
蒸
気
発

生
器
へ
の
注
水
を
回
復
さ
せ
る
。
 

・
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
回
復
せ
ず
、
全

蒸
気
発
生
器
広
域
水
位
が
可
視
範
囲
以

下
と
な
れ
ば
、
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運
転
へ
移
行
す
る
。
 

 

１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運
転

 

１
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
を
手
動
に
て
発
信
さ
せ
る
。
 

２
．
加
圧
器
逃
が
し
弁
を
強
制
開
と
し
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運

転
を
開
始
す
る
。
 

 

１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
停
止

 

１
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
除
熱
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に

よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
い
、
１
次
冷
却
系
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運

転
を
停
止
す
る
。
 

・
回
復
で
き
な
け
れ
ば
、
余
熱
除
去
系
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
い
、
１
次

冷
却
系
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
運
転
を
停
止
す
る
。

 

２
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
後
、
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却

を
行
う
。

 

 
 

      【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

（
以
下
、
同
様
。）

 

     【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異

 

（
表
－
１
２
の
脱
出
条
件
以

降
の
手
順
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
表
で
は
な
く
添
付
３

に
記
載
す
る
。）

 
 表
－
１
３
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

４
．
原
子
炉
格
納
容
器
健
全
性
の
確
保
 

①
 目

 
的

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
上
昇
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
が
脅
か
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
上
昇
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
適
切
な

運
転
操
作
を
行
い
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
を
確
保
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

④
 脱
出
条

件
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
、
原
子
炉
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
設
定
値
以
上

お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系

不
作
動
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
作
動

し
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
原
子
炉

格
納
容
器
最
高
使
用
圧
力
以
下
と
な
っ

た
場
合
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

１
．
格
納
容
器
隔
離
信
号
に
よ
り
、
自
動
作
動
す
る
弁
お
よ
び
ダ
ン
パ
が
正
規
の
状
態

に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
正
規
の
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
回
復
を
試
み

る
。
 

２
．
１
系
統
以
上
の
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
起
動
を
試
み
る
。
 

３
．
２
次
冷
却
材
喪

失
事
象
の
場
合
は
、

破
損
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
を
行
う
。
 

４
．
原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
上
昇
緩
和
の
た
め
、
主
蒸
気
逃
が
し
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ

ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促
進
さ
せ
る
。
 

５
．
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
開
始

す
る
。
 

６
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
１
系
統
以
上
作
動
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力

が
最
高
使
用
圧
力
以
下
へ
低
下
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
け
れ
ば
、
「
順
序
２
」

に
戻
る
。
 

 
 

 表
－
13

 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

４
．
原
子
炉
格
納
容
器
健
全
性
の
確
保
 

①
 目

 
的
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
上
昇
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
が
脅
か
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
上
昇
を

減
少
さ
せ
る
た
め
の
適
切
な

運
転
操
作
を
行
い
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
を
確
保
す
る
。
 

②
 導
入
条
件

 
④

 脱
出
条
件

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
、
原
子
炉
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
設
定
値
以

上
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
不
作
動
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
作
動

し
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
原
子
炉
格

納
容
器
最
高
使
用
圧
力
以
下
と
な
っ
た

場
合
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容

 

１
．
格
納
容
器
隔
離
信
号
に
よ
り
、
自
動
作
動
す
る

弁
及
び

ダ
ン
パ
が
正
規
の
状
態
に

な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
正
規
の
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
回
復
を
試
み
る
。
 

 ２
．
１
系
統
以
上
の
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
起
動
を
試
み
る
。
 

３
．
２
次
冷
却
材

喪
失
事
象
の
場
合
は
、
破
損

蒸
気
発
生
器
の
隔
離
を
行
う
。
 

４
．
原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
上
昇
緩
和
の
た
め
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
又
は
タ
ー
ビ
ン

バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促
進
さ
せ
る
。
 

５
．
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
れ
ば
、
格
納
容
器
再

循
環

ユ

ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
 

６
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
１
系
統
以
上
作
動
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力

が
最
高
使
用
圧
力
以
下
へ
低
下
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
け
れ
ば
、
「
順
序
２
」

に
戻
る
。
 

 
 

 表
－
１
３

 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準

 

４
．
原
子
炉
格
納
容
器
健
全
性
の
確
保
 

①
 目

 
的

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
上
昇
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
が
脅
か
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
上
昇
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
適
切
な

運
転
操
作
を
行
い
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
を
確
保
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

④
 脱
出
条

件
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
、
原
子
炉
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
設
定
値
以
上

お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系

不
作
動

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
作
動

し
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
原
子
炉

格
納
容
器
最
高
使
用
圧
力
以
下
と
な
っ

た
場
合
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

１
．
格
納
容
器
隔
離
信
号
に
よ
り
、
自
動
作
動
す
る
弁
お
よ
び
ダ
ン

パ
が
正
規
の
状
態

に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
正
規
の
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
回
復
を
試
み

る
。

 

２
．
１
系
統
以
上
の
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
起
動
を
試
み
る
。
 

３
．
２
次
冷
却
材

喪
失
事
象
の
場
合
は
、

破
損

蒸
気
発
生
器
の
隔
離
を
行
う
。
 

４
．
原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
上
昇
緩
和
の
た
め
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
ま
た
は
タ
ー
ビ

ン
バ
イ

パ
ス

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
促
進
さ
せ
る
。
 

５
．
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を

開
始
す
る
。
 

６
．
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
が
１
系
統
以
上
作
動
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力

が
最
高
使
用
圧
力
以
下
へ
低
下
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
け
れ
ば
、
「
順
序
２
」

に
戻
る
。

 

 
 

                【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
相
違

 

（
導
入
条
件
と
し
て
既
に
記

載
済
み
で
あ
る
た
め
、
本
項

に
は
記
載
し
な
い
。）

 

表
－
１
４
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

５
．
放
射
能
放
出
防
止
 

表
－
14

 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

５
．
放
射
能
放
出
防
止
 

表
－
１
４

 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

５
．
放
射
能
放
出
防
止
 

 

参考①-401



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
20

19
R1
.6
.
25
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9R
1.
7
.5
認
可
）
 

美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

①
 目

 
的

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
環
境
に
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、

原
子
炉
格
納
容
器
内
放
射
能
レ
ベ
ル
低

減
の
た
め
の
適
切
な
運
転
操
作
を
行
い
、
放

射
性
物
質
放
出
を
防
止
す
る
。

 

②
 導
入
条

件
 

④
 脱
出
条

件
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア

モ
ニ
タ
指
示
値
が
 
1×

1
03
 
mS
v
/h
 
以

上
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
不
作
動
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

１
．
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
手
動
で
発
信
す
る
。
 

２
．
格
納
容
器
隔
離
信
号
に
よ
り
自
動
作
動
す
る
弁
お
よ
び

ダ
ン

パ
が
正
規
の
状
態
に

な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
正
規
の
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
回
復
を
試
み
る
。 

３
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
放
射
線
レ
ベ
ル
が
、
 1
×
10

4
 m
S
v/
h
 
に
達
す
れ
ば
非
常
用

炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
を
手
動
で
発

信
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
す
る
。
 

 

 
 

①
 目

 
的
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
環
境
に
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、

原
子
炉
格
納
容
器
内
放
射
能
レ
ベ
ル
低

減
の
た
め
の
適
切
な
運
転
操
作
を
行
い
、
放

射
性
物
質
放
出
を
防
止
す
る
。
 

②
 導
入
条
件

 
④

 脱
出
条
件

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ

ア
モ
ニ
タ
指
示
値
が
１

×
1
03
ｍ
Ｓ
ｖ

／
ｈ
以
上
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
系
不
作
動
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動

 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容

 

１
．
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
手
動
で
発
信
す
る
。
 

２
．
格
納
容
器
隔
離
信
号
に
よ
り
自
動
作
動
す
る
弁
及
び
ダ
ン

パ
が
正
規
の
状
態
に
な

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
正
規
の
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
回
復
を
試
み
る
。
 

３
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
放
射
線
レ
ベ
ル
が
、
１
×

10
4 ｍ
Ｓ
ｖ
／
ｈ
に
達
す
れ
ば
非
常

用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
を
手
動
で

発
信
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
す
る
。
 

  
 

①
 
目
 
的
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
環
境
に
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、

原
子
炉
格
納
容
器
内
放
射
能
レ
ベ
ル
低

減
の
た
め
の
適
切
な
運
転
操
作
を
行
い
、
放

射
性
物
質
放
出
を
防
止
す
る
。

 

②
 導
入
条

件
 

④
 脱
出
条

件
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア

モ
ニ
タ
指
示
値
が

 
1
×

10
3
 
mS

v
/h

 
以

上
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
不
作
動

 

・
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動

 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

１
．
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
手
動
で
発
信
す
る
。
 

２
．
格
納
容
器
隔
離
信
号
に
よ
り
自
動
作
動
す
る

弁
お
よ
び

ダ
ン

パ
が
正
規
の
状
態
に

な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
正
規
の
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
回
復
を
試
み
る
。
 

３
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
放
射
線
レ
ベ
ル
が
、

 1
×

10
4
 m
S
v/

h 
に
達
す
れ
ば
非
常
用

炉
心
冷
却
系
作
動
信
号
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
作
動
信
号
を
手
動
で
発

信
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
す
る
。
 

 
 

表
－
１
５
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

６
．
１
次
系
保
有
水
の
維
持
 

①
 目

 
的

 

・
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る
た
め
の
適
切
な
運
転
操
作
を
行
い
、
１
次
系
保
有
水
を

維
持
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

④
 脱
出
条

件
 

・
加
圧
器
水
位
が
、
水
位
低
抽
出
水
隔
離

弁
閉
設
定
値
以
下
と
な
っ
た
場
合
（
た

だ
し
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
作
動
し

て
い
る
場
合
を
除
く
。
）

 

・
加
圧
器
水
位
が
、
水
位
低
抽
出
水
隔
離

弁
閉
設
定
値
以
上
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

１
．
抽
出
水
ラ
イ
ン
の
隔
離
を
確
認
す
る
。
な
お
、
隔
離
で
き
て
い
な
け
れ
ば
手
動
に

よ
り
隔
離
を
試
み
る
。
 

２
．
充
て
ん
流
量
を
確
保
し
、
加
圧
器
水
位
が
水
位
低
抽
出
水
隔
離
弁

閉
設
定
値
以
上

と
な
る
よ
う
加
圧
器
水
位
の
調
整
を
行
う
。
 

 

 
 

表
－
15

 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準
 

６
．
１
次
系
保
有
水
の
維
持
 

①
 目

 
的
 

・
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る
た
め
の
適
切
な
運
転
操
作
を
行
い
、
１
次
系
保
有
水
を

維
持
す
る
。
 

②
 導
入
条
件

 
④

 脱
出
条
件

 

・
加
圧
器
水
位
が
、
水
位
低
抽
出
水
隔
離

弁
閉
設
定
値
以
下
と
な
っ
た
場
合
（
た

だ
し
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
作
動
し

て
い
る
場
合
を
除
く
。
）
 

・
加
圧
器
水
位
が
、
水
位
低
抽
出
水
隔
離

弁

閉
設
定
値
以
上
 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容

 

１
．
抽
出
水
ラ
イ
ン
の
隔
離
を
確
認
す
る
。
な
お
、
隔
離
で
き
て
い
な
け
れ
ば
手
動
に

よ
り
隔
離
を
試
み
る
。
 

２
．
充
て
ん
流
量
を
確
保
し
、
加
圧
器
水
位
が
水
位
低
抽
出
水
隔
離

弁
閉
設
定
値
以
上

と
な
る
よ
う
加
圧
器
水
位
の
調
整
を
行
う
。
 

 

 
 

表
－
１
５

 

安
全
機
能
ベ
ー
ス
運
転
操
作
基
準

 

６
．
１
次
系
保
有
水
の
維
持
 

①
 目

 
的

 

・
１
次
系
保
有
水
を
回
復
す
る
た
め
の
適
切
な
運
転
操
作
を
行
い
、
１
次
系
保
有
水
を

維
持
す
る
。
 

②
 導
入
条

件
 

④
 脱
出
条

件
 

・
加
圧
器
水
位
が
、
水
位
低
抽
出
水
隔
離

弁
閉
設
定
値
以
下
と
な
っ
た
場
合
（
た

だ
し
、
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
作
動
し

て
い
る
場
合
を
除
く
。
）
 

・
加
圧
器
水
位
が
、
水
位
低
抽
出
水
隔
離

弁
閉
設
定
値
以
上

 

③
 主
な
監
視
操
作
内
容
 

１
．
抽
出
水
ラ
イ
ン
の
隔
離
を
確
認
す
る
。
な
お
、
隔
離
で
き
て
い
な
け
れ
ば
手
動
に

よ
り
隔
離
を
試
み
る
。
 

２
．
充
て
ん
流
量
を
確
保
し
、
加
圧
器
水
位
低
抽
出
水
隔
離

弁
閉
設
定
値
以
上
と
な
る

よ
う
加
圧
器
水
位
の
調
整
を
行
う
。
 

 

  

 

参
考
 

 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
 

再
循
環
切
替
水
位
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
計
 

３
号
炉
：
計
器
ス
パ
ン
の

 
12
.
5
 %
 

４
号
炉
：
計
器
ス
パ
ン
の

 
16
.
0
 %
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
異

常
低
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
計
 

計
器
ス

パ
ン
の
 
3 
%
 

補
助
給
水
系
代
替
水
源
切
替
水

位
 

復
水
ピ
ッ
ト
水
位
計
 

計
器
ス

パ
ン
の
 
10
 
%
 

加
圧
器
水
位
低
抽
出
水
隔
離

弁

閉
設
定
値
 

加
圧
器
水
位
計
 

計
器
ス

パ
ン
の
 
15
 
%
 

 

参
考
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
異
常
低

 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
計
 

計
器
ス

パ
ン
の
３
％
 

再
循
環
切
替
水
位
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
計
 

計
器
ス

パ
ン
の

1
6％

 

補
助
給
水
系
代
替
水
源
切
替
水
位
 

復
水
タ
ン
ク
水
位
計
 

計
器
ス

パ
ン
の
３
％
 

加
圧
器
水
位
低
抽
出
水
隔
離
弁

閉
設
定
値

 
加
圧
器
水
位
計

 

計
器
ス

パ
ン
の

1
5％

 
 

参
考
 

再
循
環
切
替
水
位

 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
計

 

計
器
ス

パ
ン
の

 3
2.

2 
% 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
異
常
低
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
計

 

計
器
ス

パ
ン
の

 6
.6

 %
 

補
助
給
水
系
代
替
水
源
切
替
水
位

 
復
水
タ
ン
ク
水
位
計

 

1
m
 

加
圧
器
水
位
低
抽
出
水
隔
離

弁
閉
設
定
値

 
加
圧
器
水
位
計

 

計
器
ス

パ
ン
の

 1
4 

% 

  

 

 

参考①-402



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

添
付
２
 

火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
自
然
災
害

対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

（
第
１
８
条
、
第
１
８
条
の
２
、
第
１
８
条
の
２
の
２
お
よ
び
第

１
８
条
の
３
関
連
）
 

添
付
２
 
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
現
象
、
自
然
災
害
対
応
及
び
 

火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
係
る
実
施
基
準

 

 

添
付
２
 

火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
自
然
災
害

発
生
時
の
対
応
に
係
る
実
施
基
準

 

（
第
１
８
条
、
第
１
８
条
の
２
、
第
１
８
条
の
２
の
２
お
よ
び
第

１
８
条
の
３
関
連
）
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な

し
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
実
施
基
準
の
目

的
は

1
8
条
、
1
8
条
の
２
、

18
条
２
の
２
、
18
条
の
３

に
て
説
明
し
て
い
る
た
め
冒

頭
に
は
記
載
し
な
い
。
）
 

 
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
現
象
、
自
然
災
害
対
応
及
び
火
山
活
動

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
係
る
実
施
基
準
 

  
本
「
実
施
基
準
」
は
、
火
災
、
内
部
溢
水
、
火
山
影
響
等
発
生
時

及
び
そ
の
他
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
対
処
し
う
る
体
制
を

維
持
管
理
し
て
い
く
た
め
の
実
施
内
容
、
並
び
に
火
山
活
動
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
等
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
を
維
持
管
理
し

て
い
く
た
め
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
定
め
る
。
 

 

１
 火

 
災

 

１
．
１
火
 

災
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

消
火
活
動
の
た
め
の
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
措
置
を
講
じ

る
。
 

～
記
載
な
し
～
 

～
記
載
な
し
～
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異

 

（
美
浜
は
第

1
編
が
運
転
段

階
（
3
号
炉
）
、
第

2
編
が

廃
止
措
置
段
階
（
1,
2
号

炉
）
に
分
編
化
さ
れ
て
い

る
。
玄
海
も
同
様
に
分
編
化

さ
れ
て
い
る
。）

 

（
以
下
、
同
様
。
）
 

１
．
１
．
１

 専
用
回
線
を
使
用
し
た
通
報
設
備
の
設
置
（
１
号
炉

お
よ
び
２
号
炉
）
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
中
央
制
御
室
か
ら
消
防
機
関
へ
通
報

す
る
た
め
の
専
用
回
線
を
使
用
し
た
通
報
設
備
を
設
置
す
る
。

 

 
 

１
．
１
．
２

 要
員
の
配
置
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
消
火
活
動
を
行
う
要
員
と
し
て
、
１

０
名
以
上
（
発
電
所
合
計
数
）
を
常

駐
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ

の
要
員
に
対
す
る
火
災
発
生
時
の
通
報
連
絡
体
制
を
定
め
る
。
 

 
 

 

１
．
１
．
３

 教
育
訓
練
の
実
施
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
自
衛
消
防

隊
に
対
し
て
、
消
火
活
動
等

を
確
認
す
る
総
合
的
な
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。

 

 
 

 

１
．
１
．
４

 資
機
材
の
配
備
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）

 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
化
学
消
防
自
動
車
、
泡
消
火
薬
剤
等

の
消
火
活
動
の
た
め
に
必
要
な
資
機
材
※
１
を
配
備
す
る
。

 

 
 

 

１
．
１
．
５

 手
順
書
の
整
備
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）

 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
火
災
が
発
生
し
た
場

合
は
、

早
期
消
火
お
よ
び
延

焼
の
防
止
に

努
め
る
と
と
も

に
、
火
災
鎮
火
後
、
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術

者
に
報
告
す
る
。

 

 
 

 

 
 

 
 

(
2)
 各
課
（
室
）
長
は
、
最
寄
り
の
気
象
庁
震
度
観
測
点
に
お

い
て
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た
場
合
、
地
震
終

了
後
、
原
子
炉
施
設
の
火
災
発
生
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報

告
す
る
。
 

 
 

 

参考①-403



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
3)
 当
直
課
長
は
、
第
１
４
条
（
巡
視
点
検
）
に
定
め
る
巡
視

に
よ
り
、
火
災
の
発
生
の
有
無
を
確
認
す
る
。

 

 
 

 

１
．
１
．
６

 定
期
的
な
評
価
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）

 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
１
．
１
．
１
項
か
ら
１
．
１
．
５
項

に
定
め
る
消
火
活
動
の
た
め
の
体
制
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
訓

練
お
よ
び
消
火
活
動
の
結
果
を
１
年
に

1
 回
以
上
評
価
す
る
と

と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
体
制
と
な
る
よ

う
必
要
な
見
直
し
を
行
う
。
 

 
 

 

１
．
１
．
７

 原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措

置
 
（
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
）
 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の

保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
連
課
長
に
連
絡

す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ

い
て
協
議
す
る
。
 

 
 

 

※
１
：
 

設
備
 

数
量
 

化
学
消
防
自
動
車
※
２
 

１
台
※
３
 

泡
消
火
薬
剤
(化
学
消
防
自
動
車
保
有
分
を
含
む

) 
1
5
00
ﾘ
ｯﾄ
ﾙ
以
上
 

※
２
：
4
00
ﾘｯ

ﾄﾙ
毎
分
の
泡
放
射
を
同
時
に
２
口
行
う
こ
と
が
可
能

な
能
力
を
有
す
る
こ
と
。
 

※
３
：
化
学
消
防
自
動

車
が
、
点
検
ま
た
は
故
障
の
場
合
に
は
、
※

２
に
示
す
能
力
を
有
す
る

ポ
ン
プ

車
を
も
っ
て
代
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

 

 
 

 

１
．
２
 
火
 

災
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
１
．
２
．
１

項
か
ら
１
．
２
．
５
項
を
含
む
火
災
防
護
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の

承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
防
護
計
画
に
基
づ

き
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を

行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

１
 
火

災
 

防
災
課
長
は
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の

1
.1
項
か
ら

1
.5
項

を
含
む
火
災
防
護
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、

各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
、
保
修
第
一
課
長

及
び
発
電
第
一
課
長
は
、
火
災
防
護
計
画
に
基
づ
き
、
火
災
発
生
時

に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必

要
な
体
制
及
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 

 

１
 火

 
災

 

保
全
計
画
課
長
は
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
１
．

１
項
か
ら
１
．
５
項
を
含
む
火
災
防
護
計
画
を
策
定
し
、
所
長

の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
防
護
計
画

に
基
づ
き
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を

実
施
す
る
。
 

 

 

１
．
２
．
１

 専
用
回
線
を
使
用
し
た
通
報
設
備
の
設
置
（
３
号
炉

お
よ
び
４
号
炉
）
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
中
央
制
御
室
か
ら
消
防
機
関
へ
通
報
す

る
た
め
の
専
用
回
線
を
使
用
し
た
通
報
設
備
を
設
置
す
る
。
 

1.
1 
専
用
回
線
を
使
用
し
た
通
報
設
備
の
設
置

 

 

防
災
課
長
は
、
中
央
制
御
室
か
ら
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
た

め
の
専
用
回
線
を
使
用
し
た
通
報
設
備
を
設
置
す
る
。
 

 

１
．
１
 専
用
回
線
を
使
用
し
た
通
報
設
備
の
設
置
 

 所
長
室
長
は
、
中
央
制
御
室
か
ら
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
た

め
の
専
用
回
線
を
使
用
し
た
通
報
設
備
を
設
置
す
る
。
 

 

 

１
．
２
．
２

 要
員
の
配
置
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

(
1)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。
）

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に

備
え
、
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

1.
2 
要
員
の
配
置
 

(
1)
 防
災
課
長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
必
要
な
要

員
を
配
置
す
る
。

 

(
2)
 防
災
課
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
又
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第

1
19
条
に
定
め
る
必
要
な

１
．
２
 要
員
の
配
置

 

(
1)

 所
長
室
長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。）
が
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備

え
、
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

(
2)

 安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第
１
２

    【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
2)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第
１
２
６
条

に
定
め
る
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

要
員
を
配
置
す
る
。
 

１
条
に
定
め
る
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

（
保
安
規
定
の
条
文
の
違

い
。
）
 

(
3)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
上
記
体
制
以
外
の
通
常
時
お
よ
び

火
災
発
生
時
に
お
け
る
火
災
防
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の

要
員
を
以
下
の
と
お
り
配
置
す
る
。
 

(
3)
 防
災
課
長
は
、
上
記
体
制
以
外
の
通
常
時
及
び
火
災
発
生
時

に
お
け
る
火
災
防
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
要
員
を
以
下

の
と
お
り
配
置
す
る
。
 

(
3)

 所
長
室
長
は
、
上
記
体
制
以
外
の
通
常
時
お
よ
び
火
災

発
生
時
に
お
け
る
火
災
防
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
要

員
を
以
下
の
と
お
り
配
置
す
る
。
 

 

ａ
．
火
災
予
防
活
動
に
関
す
る
要
員
 

各
建
屋
、
階
お
よ
び
部
屋
等
の
火
災
予
防
活
動
を
実
施

す
る
た
め
、
防
火
・
防
災
管
理
者
を
置
く
。
 

ｂ
．
消
火
要
員
 

通
報
連
絡
者
、
運
転
員
、
専
属
消
防

隊
に
よ
る
消
火
要

員
と
し
て
、
１
０
名
以
上
（
発
電
所
合
計
数
）
を
発
電
所

に
駐
在
さ
せ
る
。
 

ア
 
火
災
予
防
活
動
に
関
す
る
要
員
 

防
火
管
理
者
を
中
心
に
、
各
建
屋
、
階
及
び
部
屋
等
を
単

位
と
し
て
、
火
元
責
任
者
を
置
く
。

 

イ
 
初
期
消
火
活
動
要
員
 

通
報
連
絡
者
、
運
転
員
、
専
属
自
衛
消
防

隊
に
よ
る
初
期

消
火
活
動
要
員
と
し
て
、
10
名
以
上
を
発
電
所
に
常
駐
さ
せ

る
。
 

ａ
．
火
災
予
防
活
動
に
関
す
る
要
員
 

各
建
屋
、
階
お
よ
び
部
屋
等
の
火
災
予
防
活
動
を
実
施
す
る

た
め
、
防
火
・
防
災
管
理
者
を
置
く
。
 

ｂ
．
消
火
要
員
 

通
報
連
絡
者
、
運
転
員
、
専
属
消
防
隊
に
よ
る
消
火
要
員
と

し
て
、
１
０
名
以
上
（
発
電
所
合
計
数
）
を
発
電
所
に

駐
在

さ
せ
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異

 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

（
以
下
、
同
様
。）

 

ｃ
．
自
衛
消
防

隊
 

(a
)
 火
災
に
よ
る
人
的
ま
た
は
物
的
な
被
害
を
最

小
限
に

と
ど
め
る
た
め
、
所
長
が
指
名
し
た
統
括
管
理
者
を
自

衛
消
防

隊
に
設
置
す
る
。
 

ウ
 
自
衛
消
防

隊
 

(
ｱ)
 
火
災
に
よ
る
人
的
又
は
物
的
な
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
た
め
、
所
長
を
本
部
長
と
す
る
自
衛
消
防

隊
を
設
置

す
る
。
 

ｃ
．
自
衛
消
防

隊
 

(a
) 
火
災
に
よ
る
人
的
ま
た
は
物
的
な
被
害
を
最

小
限
に

と
ど
め
る
た
め
、
所
長
が
指
名
し
た
統
括
管
理
者
を
自
衛

消
防
隊
に
設
置
す
る
。
 

 

(b
)
 自
衛
消
防

隊
は
、
７
つ
の
班
で
構
成
さ
れ
、
各
班
に

は
、
責
任
者
で
あ
る
班
長
（
管
理
職
）
を
配
置
す
る
と

と
も
に
、
自
衛
消
防

隊
を
統
括
す
る
統
括
管
理
者
を
置

く
。

 

(
ｲ)
 
自
衛
消
防
隊
は
、
９
つ
の
班
で
構
成
さ
れ
、
各
班
に
は
、

責
任
者
で
あ
る
班
長
（
管
理
職
）
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、

自
衛
消
防
隊
を
統
括
す
る
統
括
管
理
者
を
置
く
。
 

(b
) 
自
衛
消
防

隊
は
、
７
つ
の
班
で
構
成
さ
れ
、
各
班
に
は
、

責
任
者
で
あ
る
班
長
（
管
理
職
）
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、

自
衛
消
防
隊
を
統
括
す
る
統
括
管
理
者
を
置
く
。
 

 

(c
)
 統
括
管
理
者
は
、
自
衛
消
防

隊
が
行
う
活
動
に
対

し
、
指
揮
、
指
令
を
行
う
と
と
も
に
、
公
設
消
防

隊
と

の
連
携
を
密
に
し
、
円
滑
な
自
衛
消
防
活
動
が
で
き
る

よ
う
に

努
め
る
。
 

(
ｳ)
 
本
部
長
は
、
自
衛
消
防
隊
の
統
括
管
理
者
が
行
う
活
動

に
対
し
、
指
揮
、
指
令
を
行
う
と
と
も
に
、
公
設
消
防
隊

と
の
連
携
を
密
に
し
、
円
滑
な
自
衛
消
防
活
動
が
で
き
る

よ
う
に

努
め
る
。
 

(c
) 
統
括
管
理
者
は
、
自
衛
消
防
隊
が
行
う
活
動
に
対
し
、

指
揮
、
指
令
を
行
う
と
と
も
に
、
公
設
消
防
隊
と
の
連
携

を
密
に
し
、
円
滑
な
自
衛
消
防
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
る
。
 

 

 
 

 
 

１
．
２
．
３

 教
育
訓
練
の
実
施
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）
 

安
全
・
防
災
室
長
、
放
射
線
管
理
課
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、

火
災
防
護
の
対
応
に
関
す
る
以
下
の
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実

施
す
る
。
 

(
1)
 火
災
防
護
教
育

 

1.
3 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)
 防
災
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、
火
災
防
護
の
対
応
に
関

す
る
以
下
の
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

ア
 
火
災
防
護
教
育
 

１
．
３
 教
育
訓
練
の
実
施
 

所
長
室
長
、
放
射
線
管
理
課
長
、
発
電
室
長
お
よ
び
保
全
計

画
課
長
は
、
火
災
防
護
の
対
応
に
関
す
る
以
下
の
教
育
訓
練
を

定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
1)

 火
災
防
護
教
育
 

 

ａ
．
安
全
・
防
災
室
長
、
放
射
線
管
理
課
長
お
よ
び
発
電
室

長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
以
下
の
教
育
訓
練
を
実
施
す

る
。
ま
た
、
専
属
消
防

隊
に
対
し
て
、
以
下
の
教
育
訓
練

が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
ｱ)
 
防
災
課
長
は
、
関
係
所
員
に
対
し
て
、
以
下
の
教
育
訓
練
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
専
属
自
衛
消
防

隊
に
対
し
て
、
以
下
の
教

育
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ａ
．
所
長
室
長
、
放
射
線
管
理
課
長
、
発
電
室
長
お
よ
び
保
全

計
画
課
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
以
下
の
教
育
訓
練
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
専
属
消
防
隊
に
対
し
て
、
以
下
の
教
育
訓

練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

(a
)
 原
子
炉
施
設
内
の
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
設

置
さ
れ
る
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び

機
器
な
ら
び
に
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
機
能
を
火
災

か
ら
防
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
火
災
か
ら
防
護

す
べ
き
機
器
等
の
火
災
の
発
生
防
止
、
火
災
の
感
知
お

よ
び
消
火
な
ら
び
に
火
災
の
影
響
軽

減
の
そ
れ
ぞ
れ
を

考
慮
し
た
教
育
訓
練

 

ａ
 
 
原
子
炉
施
設
内
の
火
災
区
域
又
は
火
災
区
画
に
設
置

さ
れ
る
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器

並
び
に
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
機
能
を
火
災
か
ら
防

護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
火
災
か
ら
防
護
す
べ
き

機
器
等
の
火
災
の
発
生
防
止
、
火
災
の
感
知
及
び
消
火

並
び
に
火
災
の
影
響
軽

減
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
し
た
教

育
訓
練
 

(a
) 
原
子
炉
施
設
内
の
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
設

置
さ
れ
る
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機

器
な
ら
び
に
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
機
能
を
火
災
か

ら
防
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
火
災
か
ら
防
護
す
べ

き
機
器
等
の
火
災
の
発
生
防
止
、
火
災
の

感
知
お
よ
び
消

火
な
ら
び
に
火
災
の
影
響
軽

減
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
し

た
教
育
訓
練
 

 

(b
)
 安
全
施
設
を
外
部
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
に
必
要

な
以
下
の
教
育
訓
練

 

ｂ
 
安
全
施
設
を
外
部
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
に
必
要

な
以
下
の
教
育
訓
練
 

(
a)
 
 
外
部
火
災
発
生
時
の
初
期
消
火
活
動
に
関
す
る
教

(b
) 
安
全
施
設
を
外
部
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
に
必
要

な
以
下
の
教
育
訓
練
 

ア
．
外
部
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
に
関
す
る
教
育
訓
練

 

 

参考①-405



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ア
．
外
部
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
に
関
す
る
教
育
訓

練
 

イ
．
外
部
火
災
に
よ
る
ば
い
煙
発
生
時
お
よ
び
有
毒
ガ

ス
発
生
時
に
お
け
る
外
気
取
入

ダ
ン

パ
の

閉
止
、
換

気
空
調
系
の
停
止
ま
た
は

閉
回
路

循
環
運
転
に
よ

り
、
建
屋
内
へ
の
ば
い
煙
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
の
侵
入

を
防
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
教
育
訓
練
 

ウ
．
森
林
火
災
か
ら
外
部
火
災
防
護
施
設
を
防
護
す
る

た
め
の
防
火
帯
の
設
定
に
係
る
教
育
訓
練
 

エ
．
近
隣
の
産
業
施
設
の
火
災
・
爆
発
か
ら
外
部
火
災

防
護
施
設
を
防
護
す
る
た
め
に
、
離
隔
距
離
を
確
保

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
教
育
訓
練

 

育
訓
練
 

(
b)
 
 
外
部
火
災
に
よ
る
ば
い
煙
発
生
時
及
び
有
毒
ガ
ス

発
生
時
に
お
け
る
外
気
取
入
ダ
ン

パ
の

閉
止
、
換
気

空
調
系
の
停
止
又
は

閉
回
路
循
環
運
転
に
よ
り
、
建

屋
内
へ
の
ば
い
煙
及
び
有
毒
ガ
ス
の
侵
入
を
防
止
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
教
育
訓
練
 

(
c)
 
 
森
林
火
災
か
ら
外
部
火
災
防
護
施
設
を
防
護
す
る

た
め
の
防
火
帯
の
設
定
に
係
る
教
育
訓
練
 

(
d)
 
 
近
隣
の

産
業
施
設
の
火
災
・
爆
発
か
ら
外
部
火
災

防
護
施
設
を
防
護
す
る
た
め
に
、
離
隔
距
離
を
確
保

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
教
育
訓
練
 

 イ
．
外
部
火
災
に
よ
る
ば
い
煙
発
生
時
お
よ
び
有
毒
ガ
ス

発
生
時
に
お
け
る
外
気
取
入

ダ
ン

パ
の

閉
止
、
換
気
空

調
系
の
停
止
ま
た
は

閉
回
路

循
環
運
転
に
よ
り
、
建
屋

内
へ
の
ば
い
煙
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
の
侵
入
を
防
止
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
教
育
訓
練
 

ウ
．
森
林
火
災
か
ら
外
部
火
災
防
護
施
設
を
防
護
す
る
た

め
の
防
火
帯
の
設
定
に
係
る
教
育
訓
練
 

エ
．
近
隣
の
産
業
施
設
の
火
災
・
爆
発
か
ら
外
部
火
災
防

護
施
設
を
防
護
す
る
た
め
に
、
離
隔
距
離
を
確
保
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
教
育
訓
練
 

オ
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が
外
部
火
災
の
影
響
を
受

け
た
場
合
の
代
替
設
備
を
防
火
帯
の
内
側
に
設
置
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
教
育
訓
練
 

 
オ
．
モ
ニ
タ
ポ
ス
ト
が
外
部
火
災
の
影
響
を
受
け
た
場
合

の
代
替
設
備
を
防
火
帯
の
内
側
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
教
育
訓
練
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
設
置
変
更
許
可

申
請
書
に
、
当
該
事
項
を
記

載
し
て
い
な
い
た
め
、
保
安

規
定
に
も
記
載
し
て
い
な

い
。
）
 

(
c
) 
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
消
火
活
動
お
よ
び
内
部
溢

水
を
考
慮
し
た
消
火
活
動
に
関
す
る
教
育
訓
練
 

ｃ
 
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
初
期
消
火
活
動
及
び
内
部

溢
水
を
考
慮
し
た
消
火
活
動
に
関
す
る
教
育
訓
練
 

(c
) 
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
消
火
活
動
お
よ
び
内
部
溢

水
を
考
慮
し
た
消
火
活
動
に
関
す
る
教
育
訓
練
 

 

(
2)
 自
衛
消
防
隊
に
よ
る
総
合
訓
練
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
自
衛
消
防

隊
に
対
し
て
、
消
火
活

動
等
を
確
認
す
る
総
合
的
な
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
専
属
消
防

隊
に
対
し
て
、
同
内
容
の
教
育
訓
練
が
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

イ
 
初
期
消
火
活
動
要
員
に
よ
る
総
合
訓
練

 

防
災
課
長
は
、
通
報
連
絡
者
及
び
運
転
員
に
対
し
て
、
初

期
消
火
活
動
等
を
確
認
す
る
総
合
的
な
教
育
訓
練
を
実
施

す
る
。
ま
た
、
専
属
自
衛
消
防
隊
に
対
し
て
、
同
内
容
の
教

育
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(2
) 
自
衛
消
防
隊
に
よ
る
総
合
訓
練
 

所
長
室
長
は
、
自
衛
消
防
隊
に
対
し
て
、
消
火
活
動
等
を
確

認
す
る
総
合
的
な
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
専
属
消
防

隊
に
対
し
て
、
同
内
容
の
教
育
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

 

(
3)
 運
転
員
に
対
す
る
訓
練
 

発
電
室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
火
災
発
生
時
の
運
転

操
作
等
の
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

エ
 
運
転
員
に
対
す
る
訓
練

 

発
電
第
二
課
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
火
災
発
生
時
の

運
転
操
作
等
の
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

(3
) 
運
転
員
に
対
す
る
訓
練
 

発
電
室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
火
災
発
生
時
の
運
転
操

作
等
の
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。

 

 

(
4)
 消
防
訓
練
（
防
火
対
応
）

 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
消
火
要
員
に
対
し
て
、
火
災
が
発
生

し
た
場
合
に
お
け
る
自
衛
消
防
活
動
を
確
認
す
る
教
育
訓
練

を
実
施
す
る
。
ま
た
、
専
属
消
防

隊
に
対
し
て
、
同
内
容
の
教

育
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

ウ
 
消
防
訓
練
（
防
火
対
応
）
 

防
災
課
長
は
、
関
係
所
員
に
対
し
て
、
火
災
が
発
生
し
た

場
合
に
お
け
る
一
連
の
自
衛
消
防
活
動
を
確
認
す
る
教
育

訓
練
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
専
属
自
衛
消
防
隊
に
対
し
て
、

同
内
容
の
教
育
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
  

(4
) 
消
防
訓
練
（
防
火
対
応
）
 

所
長
室
長
は
、
消
火
要
員
に
対
し
て
、
火
災
が
発
生
し
た
場

合
に
お
け
る
自
衛
消
防
活
動
を
確
認
す
る
教
育
訓
練
を
実
施

す
る
。
ま
た
、
専
属
消
防
隊
に
対
し
て
、
同
内
容
の
教
育
訓
練

が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

１
．
２
．
４

 資
機
材
の
配
備
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）

 

(
1)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
化
学
消
防
自
動

車
、
泡
消
火
薬
剤

等
の
消
火
活
動
の
た
め
に
必
要
な
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

(
2)
 各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
防
護
対
策
の
た
め
に
必
要
な
資

機
材
を
配
備
す
る
。
 

1.
4 
資
機
材
の
配
備
 

(
1)
 防
災
課
長
は
、
化
学
消
防
自
動

車
、
泡
消
火
薬
剤
等
の
消
火

活
動
の
た
め
に
必
要
な
資
機
材
を
配
備
す
る
。

 

(
2)
 防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、
火
災

防
護
対
策
の
た
め
に
必
要
な
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

 

１
．
４
 資
機
材
の
配
備
 

(
1)

 所
長
室
長
は
、
化
学
消
防
自
動

車
、
泡
消
火
薬
剤
等
の

消
火
活
動
の
た
め
に
必
要
な
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

(
2)

 各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
防
護
対
策
の
た
め
に
必
要
な

資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

 

１
．
２
．
５

 手
順
書
の
整
備
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）

 

(
1)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
炉
施
設
全
体
を
対
象
と
し
た
火

災
防
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
定
め
る
火
災
防
護
計
画
に

1.
5 
手
順
書
の
整
備
 

(
1)
 防
災
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
全
体
を
対
象
と
し
た
火
災
防
護

対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
以
下
の
項
目
を
含
む
火
災
防
護
計
画

１
．
５
 手
順
書
の
整
備
 

(1
) 
保
全
計
画
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
全
体
を
対
象
と
し
た
火
災

防
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
定
め
る
火
災
防
護
計
画
に
以
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

以
下
の
項
目
を
含
め
る
。
 

ａ
．
火
災
防
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
、
責
任
の
所

在
、
責
任
者
の
権
限
、
体
制
の
運
営
管
理
、
必
要
な
要
員

の
確
保
お
よ
び
教
育
訓
練
、
火
災
発
生
防
止
の
た
め
の
活

動
、
火
災
防
護
設
備
の
保
守
管
理
、
点
検
お
よ
び
火
災
情

報
の
共
有
化
等

 

を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

ア
 
火
災
防
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
、
責
任
の
所

在
、
責
任
者
の
権
限
、
体
制
の
運
営
管
理
、
必
要
な
要
員
の

確
保
及
び
教
育
訓
練
、
火
災
発
生
防
止
の
た
め
の
活
動
、
火

災
防
護
設
備
の
保
守
管
理
、
点
検
及
び
火
災
情
報
の
共
有
化

等
 

下
の
項
目
を
含
め
る
。
 

ａ
．
火
災
防
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
、
責
任
の
所
在
、

責
任
者
の
権
限
、
体
制
の
運
営
管
理
、
必
要
な
要
員
の
確
保

お
よ
び
教
育
訓
練
、
火
災
発
生
防
止
の
た
め
の
活
動
、
火
災

防
護
設
備
の
保
守
管
理
、
点
検
お
よ
び
火
災
情
報
の
共
有
化

等
 

ｂ
．
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統
お

よ
び
機
器
な
ら
び
に
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
設
置
す
る

火
災
区
域
お
よ
び
火
災
区
画
を
考
慮
し
た
火
災
の
発
生
防

止
、
火
災
の

早
期

感
知
お
よ
び
消
火
な
ら
び
に
火
災
の
影

響
軽

減
の
３
つ
の
深
層
防
護
の
概
念
に
基
づ
く
火
災
防
護

対
策
 

イ
 
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統
及
び

機
器
並
び
に
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
設
置
す
る
火
災
区

域
及
び
火
災
区
画
を
考
慮
し
た
火
災
の
発
生
防
止
、
火
災
の

早
期

感
知
及
び
消
火
並
び
に
火
災
の
影
響
軽

減
の
３
つ
の

深
層
防
護
の
概
念
に
基
づ
く
火
災
防
護
対
策
 

ｂ
．
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ

び
機
器
な
ら
び
に
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
設
置
す
る
火

災
区
域
お
よ
び
火
災
区
画
を
考
慮
し
た
火
災
の
発
生
防
止
、

火
災
の

早
期

感
知
お
よ
び
消
火
な
ら
び
に
火
災
の
影
響
軽

減
の
３
つ
の
深
層
防
護
の
概
念
に
基
づ
く
火
災
防
護
対
策
 

 

ｃ
．
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
、
重
大
事
故
等
に
柔
軟

に
対
応
す
る
た
め
の
多
様
性
拡
張
設
備
等
の
そ
の
他
の
原

子
炉
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
該
設
備
等
に
応
じ
た
火
災
防

護
対
策
 

ウ
 
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
、
重
大
事
故
等
に
柔
軟
に

対
応
す
る
た
め
の

多
様
性

拡
張
設
備
等
の
そ
の
他
の
原
子

炉
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
該
設
備
等
に
応
じ
た
火
災
防
護
対

策
 

ｃ
．
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
、
重
大
事
故
等
に
柔
軟
に

対
応
す
る
た
め
の

多
様
性

拡
張
設
備
等
の
そ
の
他
の
原
子

炉
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
該
設
備
等
に
応
じ
た
火
災
防
護
対

策
 

 

ｄ
．
安
全
施
設
を
外
部
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
の
運
用
等

 
エ
 
安
全
施
設
を
外
部
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
の
運
用
等

 
ｄ
．
安
全
施
設
を
外
部
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
の
運
用
等

 
 

 (
2)
 各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
火
災
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 (
2)
 各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
、
保
修
第

一
課
長
及
び
発
電
第
一
課
長
は
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制

の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
規
定
文
書

に
定
め
る
。

 

 (2
) 
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
火
災
発
生
時
に

お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に

必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と

を
社
内
標
準
に
定
め
る
。

 

 

ａ
．
消
火
活
動
 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
発
生
現
場
の
確
認
お
よ
び
中

央
制
御
室
へ
の
連
絡
な
ら
び
に
消
火
器
、
消
火
栓
等
を
用

い
た
消
火
活
動
を
実
施
す
る
。

 

ｂ
．
消
火
設
備
故
障
時
の
対
応
 

当
直
課
長
は
、
消
火
設
備
の
故
障
警
報
が
発
信
し
た
場

合
、
中
央
制
御
室
お
よ
び
必
要
な
現
場
の
制
御
盤
の
警
報

の
確
認
を
実
施
す
る
。
 

ｃ
．
消
火
設
備
の
う
ち
、
自
動
消
火
設
備
を
設
置
す
る
火
災

区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
お
け
る
火
災
発
生
時
の
対
応
 

ア
  
初
期
消
火
活
動
 

 
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
火
災
発
生
現
場
の
確
認

及
び
中
央
制
御
室
へ
の
連
絡
並
び
に
消
火
器
、
消
火
栓
等
を

用
い
た
初
期
消
火
活
動
を
実
施
す
る
。

 

イ
 
消
火
設
備
故
障
時
の
対
応

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
消
火
設
備
の
故
障
警
報
が
発

信
し
た
場
合
、
中
央
制
御
室
及
び
必
要
な
現
場
の
制
御
盤
の

警
報
の
確
認
を
実
施
す
る
。
 

 

ウ
 
消
火
設
備
の
う
ち
、
自
動
消
火
設
備
を
設
置
す
る
火
災
区

域
又
は
火
災
区
画
に
お
け
る
火
災
発
生
時
の
対
応
 

ａ
．
消
火
活
動
 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
発
生
現
場
の
確
認
お
よ
び
中
央

制
御
室
へ
の
連
絡
な
ら
び
に
消
火
器
、
消
火
栓
等
を
用
い
た

消
火
活
動
を
実
施
す
る
。
 

ｂ
．
消
火
設
備
故
障
時
の
対
応

 

当
直
課
長
は
、
消
火
設
備
の
故
障
警
報
が
発
信
し
た
場

合
、
中
央
制
御
室
お
よ
び
必
要
な
現
場
の
制
御
盤
の
警
報
の

確
認
を
実
施
す
る
。

 

 

ｃ
．
消
火
設
備
の
う
ち
、
自
動
消
火
設
備
を
設
置
す
る
火
災
区

域
ま
た
は
火
災
区
画
に
お
け
る
火
災
発
生
時
の
対
応
 

 

(a
)
 当
直
課
長
は
、
火
災

感
知
器
が
作
動
し
た
場
合
、
火

災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
か
ら
の

退
避
警
報
、
自
動
消

火
設
備
の
動
作
状
況
の
確
認
を
実
施
す
る
。
 

(b
)
 当
直
課
長
は
、
自
動
消
火
設
備
の
動
作
後
の
消
火
状

況
の
確
認
、
消
火
状
況
を
踏
ま
え
た
消
火
活
動
の
実

施
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
等
を
実
施
す
る
。
 

(
ｱ)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
火
災
感
知
器
が
作
動
し
た

場
合
、
火
災
区
域
又
は
火
災
区
画
か
ら
の

退
避
警
報
及
び

自
動
消
火
設
備
の
作
動
状
況
の
確
認
を
実
施
す
る
。

 

(
ｲ)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
自
動
消
火
設
備
の
作
動
後

の
消
火
状
況
の
確
認
及
び
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
等

を
実
施
す
る
。
 

(a
) 
当
直
課
長
は
、
火
災
感
知
器
が
作
動
し
た
場
合
、
火
災

区
域
ま
た
は
火
災
区
画
か
ら
の
退
避
警
報
、
自
動
消
火
設

備
の
動
作
状
況
の
確
認
を
実
施
す
る
。
 

(b
) 
当
直
課
長
は
、
自
動
消
火
設
備
の
動
作
後
の
消
火
状
況

の
確
認
、
消
火
状
況
を
踏
ま
え
た
消
火
活
動
の
実
施
、
プ

ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
等
を
実
施
す
る
。
 

 

ｄ
．
消
火
設
備
の
う
ち
、
手
動
操
作
に
よ
る
固
定
式
消
火
設

備
を
設
置
す
る
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
お
け
る
火

災
発
生
時
の
対
応

 

(a
)
 消
火
要
員
は
、
火
災

感
知
器
が
作
動
し
、
火
災
を
確

認
し
た
場
合
、
消
火
活
動
を
実
施
す
る
。
 

エ
 
消
火
設
備
の
う
ち
、
手
動
操
作
に
よ
る
固
定
式
消
火
設
備

を
設
置
す
る
火
災
区
域
又
は
火
災
区
画
に
お
け
る
火
災
発

生
時
の
対
応
 

(
ｱ)
 
初
期
消
火
活
動
要
員
は
、
火
災

感
知
器
が
作
動
し
、
火

災
を
確
認
し
た
場
合
、
初
期
消
火
活
動
を
実
施
す
る
。

 

ｄ
．
消
火
設
備
の
う
ち
、
手
動
操
作
に
よ
る
固
定
式
消
火
設
備

を
設
置
す
る
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
お
け
る
火
災

発
生
時
の
対
応
 

(a
) 
消
火
要
員
は
、
火
災
感
知
器
が
作
動
し
、
火
災
を
確
認

し
た
場
合
、
消
火
活
動
を
実
施
す
る
。
 

 

参考①-407



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(b
)
 当
直
課
長
は
、
消
火
が
困
難
な
場
合
、
職
員
の
退

避

確
認
後
に
固
定
式
消
火
設
備
を
手
動
操
作
に
よ
り
動
作

さ
せ
、
そ
の
動
作
状
況
、
消
火
状
況
、
プ
ラ
ン
ト
運
転

状
況
の
確
認
等
を
実
施
す
る
。

 

(
ｲ)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
消
火
が
困
難
な
場
合
、
職

員
の
退
避
確
認
後
に
固
定
式
消
火
設
備
を
手
動
操
作
に
よ

り
作
動
さ
せ
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
等
を
実
施
す

る
。
ま
た
、
固
定
式
消
火
設
備
の
作
動
状
況
及
び
消
火
状

況
を
確
認
す
る
。
 

(b
) 
当
直
課
長
は
、
消
火
が

困
難
な
場
合
、
職
員
の
退
避
確

認
後
に
固
定
式
消
火
設
備
を
手
動
操
作
に
よ
り
動
作
さ

せ
、
そ
の
動
作
状
況
、
消
火
状
況
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況

の
確
認
等
を
実
施
す
る
。

 

ｅ
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
火
災
発
生
時
の
対
応
 

(a
)
 当
直
課
長
は
、
局
所
火
災
と
判
断
し
、
か
つ
、
原
子

炉
格
納
容
器
内
へ
の
進
入
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
、
消
火
器
、
消
火
栓
に
よ
る
消
火
活
動
、
消
火
状

況
の
確
認
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
お
よ
び
必
要

な
運
転
操
作
を
実
施
す
る
。
 

(b
)
 当
直
課
長
は
、
広
範
囲
な
火
災
ま
た
は
原
子
炉
格
納

容
器
内
へ
進
入
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
プ
ラ
ン

ト
を
停
止
す
る
と
と
も
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
設
備
を
使
用
し
た
消
火
活
動
、
消
火
状
況
の
確
認
、

プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
お
よ
び
必
要
な
運
転
操
作

を
実
施
す
る
。
 

オ
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
火
災
発
生
時
の
対
応
 

(
ｱ)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

局
所
火
災
と
判
断
し
、
か

つ
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
進
入
が
可
能
で
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
、
消
火
器
又
は
水
に
よ
る
消
火
活
動
、
消
火

状
況
の
確
認
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
及
び
必
要
な

運
転
操
作
を
実
施
す
る
。

 

(
ｲ)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
広
範
囲
な
火
災
又
は
原
子

炉
格
納
容
器
内
へ
進
入
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
プ

ラ
ン
ト
を
停
止
す
る
と
と
も
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
設
備
を
使
用
し
た
消
火
活
動
、
消
火
状
況
の
確
認
、

プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
及
び
必
要
な
運
転
操
作
を
実

施
す
る
。

 

ｅ
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
火
災
発
生
時
の
対
応
 

(a
) 
当
直
課
長
は
、
局
所
火
災
と
判
断
し
、
か
つ
、
原
子
炉

格
納
容
器
内
へ
の
進
入
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
、
消
火
器
、
消
火
栓
に
よ
る
消
火
活
動
、
消
火
状
況
の

確
認
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
お
よ
び
必
要
な
運
転

操
作
を
実
施
す
る
。
 

(b
) 
当
直
課
長
は
、
広
範
囲
な
火
災
ま
た
は
原
子
炉
格
納
容

器
内
へ
進
入
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
プ
ラ
ン
ト
を

停
止
す
る
と
と
も
に
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
設
備
を
使
用
し

た
消
火
活
動
、
消
火
状
況
の
確
認
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況

の
確
認
お
よ
び
必
要
な
運
転
操
作
を
実
施
す
る
。
 

        【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
設
備
名
称
等
の
違
い
。
）
 

（
以
下
、
同
様
。
）
 

ｆ
．
単
一
故
障
も

想
定
し
た
中
央
制
御
盤
内
に
お
け
る
火
災

発
生
時
の
対
応
（
中
央
制
御
室
の
１
つ
の
区
画
の
安
全
機

能
が
全
て
喪

失
し
た
場
合
に
お
け
る
原
子
炉
の
安
全
停
止

に
係
る
対
応
を
含
む
。
）
 

(a
)
 当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
盤
内
の
高
感
度
煙

感
知
器

が
作
動
し
、
火
災
の
発
生
場
所
が
特
定
で
き
る
場
合

は
、
常

駐
す
る
運
転
員
に
よ
る
消
火
器
を
用
い
た
消
火

活
動
を
行
い
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
等
を
実
施

す
る
。
火
災
の
発
生
場
所
が
特
定
で
き
な
い
場
合
は
、

エ
ア
ロ
ゾ
ル
消
火
設
備
に
よ
る
消
火
活
動
を
行
い
、
プ

ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
等
を
実
施
す
る
。
 

カ
 
単
一
故
障
も

想
定
し
た
中
央
制
御
盤
内
に
お
け
る
火
災

発
生
時
の
対
応
（
中
央
制
御
盤
の
１
つ
の
区
画
の
安
全
機
能

が
全
て

喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る
原
子
炉
の
安
全
停
止
に

係
る
対
応
を
含
む
。）

 

(
ｱ)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
高

感
度
煙

感
知
器
に
よ
り

火
災
を
検
知
し
、
火
災
を
確
認
し
た
場
合
、
常

駐
す
る
運

転
員
に
よ
る
二

酸
化
炭
素
消
火
器
を
用
い
た
初
期
消
火
活

動
及
び
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
態
の
確
認
等
を
実
施
す
る
。

 

ｆ
．
単
一
故
障
も

想
定
し
た
中
央
制
御
盤
内
に
お
け
る
火
災
発

生
時
の
対
応
（
中
央
制
御
盤
の
１
つ
の
区
画
の
安
全
機
能
が

全
て

喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る
原
子
炉
の
安
全
停
止
に
係

る
対
応
を
含
む
。
）
 

(a
) 
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
盤
内
の
煙

感
知
器
に
よ
り
感

知
し
た
火
災
に
対
し
、
常
駐
す
る
運
転
員
に
よ
る
消
火
器

を
用
い
た
消
火
活
動
を
行
い
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確

認
等
を
行
う
。
 

   【
玄
海
・
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
高
感
度
煙
感
知

器
お
よ
び
エ
ア
ロ
ゾ
ル
消
火

設
備
を
設
置
し
な
い
。
玄
海

は
、
発
生
箇
所
を
特
定
し
、

消
火
活
動
を
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
）
 

(b
)
 当
直
課
長
は
、
煙
の
充
満
に
よ
り
運
転
操
作
に
支
障

が
あ
る
場
合
、
火
災
発
生
時
の
煙
を
排
気
す
る
た
め
、

換
気
空
調
設
備
の
換
気
モ
ー
ド
の
切
替
え
を
行
う
。
 

(
ｲ)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
煙
の

充
満
に
よ
り
運
転
操
作
に
支
障
が
あ
る
場
合
、
火
災
発
生

時
の
煙
を
排
気
す
る
た
め
の
排
煙
設
備
を
起
動
す
る
。

 

(b
) 
当
直
課
長
は
、
煙
の
充
満
に
よ
り
運
転
操
作
に
支
障
が

あ
る
場
合
、
火
災
発
生
時
の
煙
を
排
気
す
る
た
め
、
換
気

空
調
設
備
の
換
気
モ
ー
ド
の
切
替
え
を
行
う
。
 

 

ｇ
．
水
素
濃
度
検
知
器
が
設
置
さ
れ
る
火
災
区
域
ま
た
は
火

災
区
画
に
お
け
る
水
素
濃
度
上
昇
時
の
対
応

 

当
直
課
長
は
、
換
気
空
調
設
備
の
運
転
状
態
の
確
認
お

よ
び
換
気
空
調
設
備
の
切
替
え
を
実
施
す
る
。
 

キ
 
水
素
ガ
ス
検
知
器
が
設
置
さ
れ
る
火
災
区
域
又
は
火
災

区
画
に
お
け
る
水
素
濃
度
上
昇
時
の
対
応
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
換
気
設
備
の
運
転
状
態
の
確

認
及
び
換
気
設
備
の
追
加
起
動
等
を
実
施
す
る
。

 

ｇ
．
水
素
濃
度
検
知
器
が
設
置
さ
れ
る
火
災
区
域
ま
た
は
火
災

区
画
に
お
け
る
水
素
濃
度
上
昇
時
の
対
応
 

当
直
課
長
は
、
換
気
空
調
設
備
の
運
転
状
態
の
確
認
お

よ
び
換
気
空
調
設
備
の
切
替
え
を
実
施
す
る
。

 

 

ｈ
．
火
災
発
生
時
の
煙
の
充
満
に
よ
り
消
火
活
動
に
支
障
を

生
じ
た
際
の

ポ
ン
プ
室
の
消
火
活
動
 

消
火
要
員
は
、
火
災
発
生
時
の
煙
の
充
満
に
よ
り

ポ
ン

プ
室
の
消
火
活
動
に
支
障
が
あ
る
場
合
は
、
煙
を
排
気
で

き
る
可
搬
式
の
排
風
機
を
準
備
し
、
起
動
す
る
。
 

ク
 
火
災
発
生
時
の
煙
の
充
満
に
よ
り
消
火
活
動
に
支
障
を

生
じ
た
際
の
ポ
ン
プ
室
の
消
火
活
動
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
火
災
発

生
時
の
煙
の
充
満
に
よ
り

ポ
ン
プ
室
の
消
火
活
動
に
支
障

が
あ
る
場
合
は
、
煙
を
排
気
で
き
る
可
搬
式
の
排
風
機
を
準

備
し
、
起
動
す
る
。

 

ｈ
．
火
災
発
生
時
の
煙
の
充
満
に
よ
り
消
火
活
動
に
支
障
を
生

じ
た
際
の
ポ
ン
プ
室
の
消
火
活
動
 

消
火
要
員
は
、
火
災
発
生
時
の
煙
の
充
満
に
よ
り
ポ
ン

プ
室
の
消
火
活
動
に
支
障
が
あ
る
場
合
は
、
煙
を
排
気
で

き
る
可
搬
式
の
排
風
機
を
準
備
し
、
起
動
す
る
。
 

 

ｉ
．
屋
外
消
火
配
管
の
凍
結
防
止
対
策
の
対
応

 

当
直
課
長
は
、
外
気
温
度
が
約
０
℃
ま
で
低
下
し
た
場

合
、
屋
外
消
火
栓
を
微
開
し
通
水
す
る
。
 

ケ
 
屋
外
消
火
配
管
の
凍
結
防
止
対
策
の
対
応
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
外
気
温
度
が
０
℃
ま
で
低
下

し
た
場
合
、
屋
外
の
消
火
設
備
の
凍
結
を
防
止
す
る
た
め
に

消
火
栓
及
び
消
火
配
管
の
ブ
ロ
ー

弁
を
微
開
す
る
。

 

ｉ
．
屋
外
消
火
配
管
の
凍
結
防
止
対
策
の
対
応
 

当
直
課
長
は
、
外
気
温
度
が
約
０
℃
ま
で
低
下
し
た
場

合
、
屋
外
消
火
栓
を
微
開
し
通
水
す
る
。
 

 

参考①-408



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ｊ
．
消
火
用
水
の
供
給
優
先
の
対
応
 

当
直
課
長
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
消
火
用
水

供
給
系
に
お
い
て
、
火
災
発
生
時
に
所
内
用
水
系
と
共
用

し
な
い
運
用
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
火
用
水
を
確
保

す
る
。
具
体
的
に
は
、
水
源
で
あ
る
淡
水
タ
ン
ク
お
よ
び

消
火
水
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
タ
ン
ク
に
は
、
最
大
放
水
量

（
2
60

m3
）
に
対
し
て
十
分
な
容
量
（

2,
0
00

m3
以
上
）
を
確

保
し
、
必
要
に
応
じ
て
所
内
用
水
系
を
隔
離
等
の
運
用
に

よ
り
、
消
火
を
優
先
す
る
。
 

 
ｊ
．
消
火
用
水
の
供
給
優
先
の
対
応
 

当
直
課
長
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
消
火
用
水
供

給
系
に
お
い
て
、
火
災
発
生
時
に
所
内
用
水
系
と
共
用
し
な

い
運
用
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
火
用
水
を
確
保
す
る
。

具
体
的
に
は
、
消
火
栓
、
水
噴
霧
消
火
設
備
お
よ
び
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
（
原
子
炉
補
助
建
屋
を
除
く
）
の
水
源
で
あ
る
淡

水
タ
ン
ク
に
は
、
最
大
放
水
量
（
1
30
m3
）
に
対
し
て
十
分
な

容
量
（
2,

60
0
m3
以
上
）
を
確
保
し
、
必
要
に
応
じ
て
所
内
用

水
系
を
隔
離
等
の
運
用
に
よ
り
、
消
火
を
優
先
す
る
。
 

ま
た
、
原
子
炉
補
助
建
屋
の
消
火
栓
（
地
震
等
に
よ
り
淡

水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
）
お
よ
び
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
の
水
源
で
あ
る
消
火
水
タ
ン
ク
は
、
所
内
用
水
系
と
共
用

し
な
い
設
計
と
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
設
置
変
更
許
可

申
請
に
消
火
用
水
の
供
給
優

先
の
対
応
に
つ
い
て
記
載
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
保
安

規
定
に
も
記
載
し
て
い
な

い
。
）
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
消
火
用
水
供
給

先
に
よ
り
、
所
内
用
水
系
と

供
用
し
な
い
こ
と
を
明
記
し

て
い
る
。
）
 

ｋ
．
防
火
帯
の
維
持
・
管
理

 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
防
火
帯
の
維
持
・
管
理
を
実
施

す
る
。
 

コ
 
防
火
帯
の
維
持
・
管
理
 

防
災
課
長
及
び
土
木
建
築
課
長
は
、
防
火
帯
の
維
持
・
管

理
を
実
施
す
る
。
 

ｋ
．
防
火
帯
の
維
持
・
管
理
 

所
長
室
長
は
、
防
火
帯
の
維
持
・
管
理
を
実
施
す
る
。

 

 

ｌ
．
外
部
火
災
に
よ
る
ば
い
煙
発
生
時
の
対
応

 

当
直
課
長
は
、
ば
い
煙
発
生
時
、
ば
い
煙
侵
入
防
止
の

た
め
、
外
気
取
入
口
に
設
置
し
て
い
る
平
型
フ
ィ
ル
タ
、

外
気
取
入

ダ
ン

パ
の
閉
止
お
よ
び
換
気
空
調
系
の
停
止
ま

た
は
中
央
制
御
室
の
閉
回
路
循
環
運
転
に
よ
る
建
屋
内
へ

の
ば
い
煙
の
侵
入
の
防
止
を
実
施
す
る
。
 

サ
 
外
部
火
災
に
よ
る
ば
い
煙
発
生
時
の
対
応
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
ば
い
煙
発
生
時
、
外
気
取
入

ダ
ン
パ
の
閉
止
、
換
気
空
調
系
の
停
止
又
は
中
央
制
御
室
、

安
全
補
機
開

閉
器
室
及
び
中
間
補
機
棟
の

閉
回
路

循
環
運

転
に
よ
る
建
屋
内
へ
の
ば
い
煙
の
侵
入
の
防
止
を
実
施
す

る
。
 

ｌ
．
外
部
火
災
に
よ
る
ば
い
煙
発
生
時
の
対
応
 

当
直
課
長
は
、
ば
い
煙
発
生
時
、
ば
い
煙
侵
入
防
止
の
た

め
、
外
気
取
入
口
に
設
置
し
て
い
る
平
型
フ
ィ
ル
タ
、
外
気

取
入
ダ
ン
パ
の

閉
止
お
よ
び
換
気
空
調
系
の
停
止
ま
た
は
中

央
制
御
室
の
閉
回
路

循
環
運
転
に
よ
る
建
屋
内
へ
の
ば
い
煙

の
侵
入
の
防
止
を
実
施
す
る
。

 

 

ｍ
．
外
部
火
災
に
よ
る
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応
 

当
直
課
長
は
、
有
毒
ガ
ス
発
生
時
、
有
毒
ガ
ス
侵
入
防

止
の
た
め
、
外
気
取
入

ダ
ン
パ
の

閉
止
、
換
気
空
調
系
の

停
止
ま
た
は
中
央
制
御
室
の
閉
回
路

循
環
運
転
に
よ
る
建

屋
内
へ
の
有
毒
ガ
ス
の
侵
入
の
防
止
を
実
施
す
る
。
 

シ
 
外
部
火
災
に
よ
る
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
有
毒
ガ
ス
発
生
時
、
外
気
取

入
ダ
ン

パ
の

閉
止
、
換
気
空
調
系
の
停
止
又
は
中
央
制
御

室
、
安
全
補
機
開

閉
器
室
及
び
中
間
補
機
棟
の
閉
回
路
循
環

運
転
に
よ
る
建
屋
内
へ
の
有
毒
ガ
ス
の
侵
入
の
防
止
を
実

施
す
る
。

 

ｍ
．
外
部
火
災
に
よ
る
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応
 

当
直
課
長
は
、
有
毒
ガ
ス
発
生
時
、
有
毒
ガ
ス
侵
入
防
止

の
た
め
、
外
気
取
入

ダ
ン
パ
の

閉
止
、
換
気
空
調
系
の
停
止

ま
た
は
中
央
制
御
室
の
閉
回
路

循
環
運
転
に
よ
る
建
屋
内
へ

の
有
毒
ガ
ス
の
侵
入
の
防
止
を
実
施
す
る
。
 

 

ｎ
．
外
部
火
災
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が
影
響
を
受

け
た
場
合
 

放
射
線
管
理
課
長
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が
外
部

火
災
の
影
響
を
受
け
た
場
合
は
、
代
替
設
備
を
防
火
帯
の

内
側
に
設
置
す
る
。
 

 
ｎ
．
外
部
火
災
に
よ
る
モ
ニ
タ
ポ
ス
ト
が
影
響
を
受
け
た
場
合

 

放
射
線
管
理
課
長
は
、
モ
ニ
タ
ポ
ス
ト
が
外
部
火
災
の
影

響
を
受
け
た
場
合
は
、
代
替
設
備
を
防
火
帯
の
内
側
に
設
置

す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
ｎ
，
ｐ
に
つ
い

て
設
置
許
可
申
請
書
に
記
載

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
保

安
規
定
に
記
載
し
て
い
な

い
。
）
 

 
 

ｏ
．
燃
料
保
有
量
制
限
 

当
直
課
長
は
、
補
助
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
タ
ン
ク
の
燃
料
保
有
量

を
11

0k
L
に
制
限
す
る
。
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
外
部
火
災
の
要
求

で
燃
料
保
有
量
制
限
は
の
記

載
あ
り
。）

 

ｏ
．
油
計
量
タ
ン
ク
の
運
用

 

タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
油
計
量
タ
ン
ク
の

油
量
制
限

を
実
施
す
る
。
 

 
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
設
備
の
相
違
。
）
 

ｐ
．
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
火
災
に
対
す
る
消
火
活
動
 

 
ｐ
．
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
火
災
に
対
す
る
消
火
活
動
 

消
火
要
員
は
、
燃
料
補
充
用
の
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
火
災
が
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

消
火
要
員
は
、
燃
料
補
充
用
の
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
火
災

が
発
生
し
た
場
合
は
、
消
火
活
動
を
実
施
す
る
。
 

発
生
し
た
場
合
は
、
消
火
活
動
を
実
施
す
る
。
 

ｑ
．
火
災
予
防
活
動
（
巡
視
点
検
）
 

各
課
（
室
）
長
は
、
巡
視
点
検
に
よ
り
、
火
災
発
生
の

有
無
の
確
認
を
実
施
す
る
。
 

ス
 
火
災
予
防
活
動
（
巡
視
点
検
）
 

各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
長
を
除
く
。
）
は
、
巡
視
点
検

に
よ
り
、
火
災
発
生
の
有
無
の
確
認
を
実
施
す
る
。

 

ｑ
．
火
災
予
防
活
動
（
巡
視
点
検
）
 

各
課
（
室
）
長
は
、
巡
視
点
検
に
よ
り
、
火
災
発
生
の
有

無
の
確
認
を
実
施
す
る
。
 

 

ｒ
．
火
災
予
防
活
動
（
可
燃
物
管
理
）
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
を
有

す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
を
設
置
す
る
火
災
区
域

ま
た
は
火
災
区
画
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
を
火
災
か
ら

防
護
す
る
た
め
、
恒
設
機
器
お
よ
び
点
検
等
に
使
用
す
る

可
燃
物
（
資
機
材
）
の
総
発
熱
量
が
、
制
限
発
熱
量
を
超

え
な
い
管
理
（
持
込
み
と
保
管
）
お
よ
び
重
大
事
故
等
対

処
施
設
を
設
置
す
る
屋
外
の
火
災
区
域
に
つ
い
て
は
、
当

該
施
設
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
、
可
燃
物
を
置
か
な

い
管
理
を
実
施
す
る
。
 

セ
 
火
災
予
防
活
動
（
可
燃
物
管
理
）
 

防
災
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築

物
、
系
統
及
び
機
器
を
設
置
す
る
火
災
区
域
又
は
火
災
区
画

に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
、
恒

設
機
器
及
び
点
検
等
に
使
用
す
る
可
燃
物
（
資
機
材
）
の
総

発
熱
量
が
、
制
限
発
熱
量
を
超
え
な
い
管
理
（
持
込
み
と
保

管
）
及
び
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
設
置
す
る
屋
外
の
火
災

区
域
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
た

め
、
可
燃
物
を
置
か
な
い
管
理
を
実
施
す
る
。
 

ｒ
．
火
災
予
防
活
動
（
可
燃
物
管
理
）
 

保
全
計
画
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
を
有
す
る

構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
を
設
置
す
る
火
災
区
域
ま
た
は

火
災
区
画
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
を
火
災
か
ら
防
護
す
る

た
め
、

恒
設
機
器
お
よ
び
点
検
等
に
使
用
す
る
可
燃
物
（
資

機
材
）
の
総
発
熱
量
が
、
制
限
発
熱
量
を
超
え
な
い
管
理

（
持
込
み
と
保
管
）
お
よ
び
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
設
置

す
る
屋
外
の
火
災
区
域
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
を
火
災
か

ら
防
護
す
る
た
め
、
可
燃
物
を
置
か
な
い
管
理
を
実
施
す

る
。
 

 

ｓ
．
火
災
予
防
活
動
（
火
気
作
業
等
の
管
理
）

 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
お

い
て
、
溶
接
等
の
火
気
作
業
を
実
施
す
る
場
合
、
火
気
作

業
前
に
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
火
気
作
業
時
の
養

生
、
消
火
器
等
の
配
備
、
監
視
人
の
配
置
等
を
実
施
す

る
。
 

ソ
 
火
災
予
防
活
動
（
火
気
作
業
等
の
管
理
）
 

各
課
長
は
、
火
災
区
域
又
は
火
災
区
画
に
お
い
て
、
溶
接

等
の
火
気
作
業
を
実
施
す
る
場
合
、
火
気
作
業
前
に
計
画
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
火
気
作
業
時
の
養
生
、
消
火
器
等
の

配
備
、
監
視
人
の
配
置
等
を
実
施
す
る
。
 

ｓ
．
火
災
予
防
活
動
（
火
気
作
業
等
の
管
理
）
 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
お
い

て
、
溶
接
等
の
火
気
作
業
を
実
施
す
る
場
合
、
火
気
作
業
前

に
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
火
気
作
業
時
の
養
生
、
消

火
器
等
の
配
備
、
監
視
人
の
配
置
等
を
実
施
す
る
。
 

 

ｔ
．
延

焼
防
止
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
設
置

す
る
屋
外
の
火
災
区
域
で
は
、
周
辺
施
設
お
よ
び
植
生
と

の
離
隔
を
確
保
し
、
火
災
区
域
内
の
周
辺
の
植
生
区
域
に

つ
い
て
は
、
除
草
等
の
管
理
を
実
施
し
、
延

焼
防
止
を
図

る
。
 

タ
 
延

焼
防
止
 

防
災
課
長
は
、
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
設
置
す
る
屋
外

の
火
災
区
域
で
は
、
周
辺
施
設
及
び
植
生
と
の
離
隔
を
確
保

し
、
火
災
区
域
内
及
び
火
災
区
域
の
周
辺
の
植
生
区
域
に
つ

い
て
は
除
草
等
の
管
理
を
実
施
し
、
延
焼
防
止
を
図
る
。
 

ｔ
．
延

焼
防
止
 

所
長
室
長
は
、
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
設
置
す
る
屋
外

の
火
災
区
域
で
は
、
周
辺
施
設
お
よ
び
植
生
と
の
離
隔
を
確

保
し
、
火
災
区
域
内
の
周
辺
の
植
生
区
域
に
つ
い
て
は
、
除

草
等
の
管
理
を
実
施
し
、
延
焼
防
止
を
図
る
。
 

 

 
チ
 
危
険
物
タ
ン
ク
の
燃
料
低
減
対
策
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
外
部
火
災
影
響
評
価
に
お
い

て
、
燃
料
貯
蔵
量
低

減
対
策
が
必
要
と
さ
れ
る
敷
地
内
の
危

険
物
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
保
有
量
の
管
理
を
行
う
。
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
ｏ
で
油
内
包
タ

ン
ク
の
記
載
あ
り
。）

 

ｕ
．
火
災
鎮
火
後
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
 

各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
火
災
が
発
生
し
た

場
合
は
、
火
災
鎮
火
後
、
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉

主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

ツ
 
火
災
鎮
火
後
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
 

各
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
火
災
が
発
生
し
た
場
合

は
、
火
災
鎮
火
後
、
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
及
び
原
子
炉
主
任
技
術
者

に
報
告
す
る
。
 

ｕ
．
火
災
鎮
火
後
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
 

各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
火
災
が
発
生
し
た
場

合
は
、
火
災
鎮
火
後
、
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技

術
者
に
報
告
す
る
。

 

 

ｖ
．
地
震
発
生
時
に
お
け
る
火
災
発
生
の
有
無
の
確
認
 

各
課
（
室
）
長
は
、
最
寄
り
の
気
象
庁
震
度
観
測
点
に

お
い
て
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た
場
合
、
地

震
終
了
後
、
原
子
炉
施
設
の
火
災
発
生
の
有
無
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技

術
者
に
報
告
す
る
。
 

ｗ
．
保
守
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
防
護
に
必
要
な
設
備
の
要
求

機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切

テ
 
地
震
発
生
時
に
お
け
る
火
災
発
生
の
有
無
の
確
認

 

各
第
二
課
長
は
、
最
寄
り
の
気
象
庁
震
度
観
測
点
に
お
い

て
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た
場
合
、
地
震
終
了

後
、
原
子
炉
施
設
の
火
災
発
生
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
を
所
長
及
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す

る
。
 

ト
 
保
守
管
理
、
点
検
 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
、
発
電
第
二
課
長
及
び
土
木

建
築
課
長
は
、
火
災
防
護
に
必
要
な
設
備
の
要
求
機
能
を
維

ｖ
．
地
震
発
生
時
に
お
け
る
火
災
発
生
の
有
無
の
確
認
 

各
課
（
室
）
長
は
、
最
寄
り
の
気
象
庁
震
度
観
測
点
に
お

い
て
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た
場
合
、
地
震
終

了
後
、
原
子
炉
施
設
の
火
災
発
生
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報

告
す
る
。
 

ｗ
．
保
守
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
防
護
に
必
要
な
設
備
の
要
求
機

能
を
維
持
す
る
た
め
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保

 

参考①-410



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
補
修
を
行
う
。
 

ｘ
．
火
災
影
響
評
価
条
件
の
変
更
の
要
否
確
認

 

(a
)
 内
部
火
災
影
響
評
価

 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
設
備
改
造
等
を
行
う
場
合
、
都

度
、
内
部
火
災
影
響
評
価
へ
の
影
響
確
認
を
行
い
、
評
価

結
果
に
影
響
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
炉
施
設
内
の
火
災
に

よ
っ
て
も
、
安
全
保
護
系
お
よ
び
原
子
炉
停
止
系
の
作
動

が
要
求
さ
れ
る
場
合
に
は
、
火
災
に
よ
る
影
響
を
考
慮
し

て
も
、
多
重
化
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
が
同
時
に
機
能

を
失
う
こ
と
な
く
、
原
子
炉
を
安
全
停
止
で
き
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
に
、
内
部
火
災
影
響
評
価
の
再
評
価
を
実

施
す
る
。
 

(b
)
 外
部
火
災
影
響
評
価

 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
評
価
条

件
を
定
期
的
に
確
認

し
、
評
価
結
果
に
影
響
が
あ
る
場
合
は
、
発
電
所
敷
地
内

外
で
発
生
す
る
火
災
が
防
護
対
象
施
設
へ
影
響
を
与
え
な

い
こ
と
お
よ
び
火
災
の
二
次
的
影
響
に
対
す
る
適
切
な
防

護
対
策
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
外

部
火
災
影
響
評
価
の
再
評
価
を
実
施
す
る
。
 

持
す
る
た
め
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管

理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行

う
。
 

ナ
 
火
災
影
響
評
価
条
件
の
変
更
の
要
否
確
認
 

(
ｱ)
 
防
災
課
長
は
、
設
備
改
造
等
を
行
う
場
合
、
都
度
、
内

部
火
災
影
響
評
価
へ
の
影
響
確
認
を
行
い
、
評
価
結
果
に

影
響
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
炉
施
設
内
の
火
災
に
よ
っ
て

も
、
安
全
保
護
系
及
び
原
子
炉
停
止
系
の
作
動
が
要
求
さ

れ
る
場
合
に
は
、
火
災
に
よ
る
影
響
を
考
慮
し
て
も
、
多

重
化
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
が
同
時
に
機
能
を

失
う

こ
と
な
く
、
原
子
炉
を
安
全
停
止
で
き
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
、
内
部
火
災
影
響
評
価
の
再
評
価
を
実
施
す

る
。
 

(
ｲ)
 
防
災
課
長
は
、
評
価
条

件
を
定
期
的
に
確
認
し
、
評
価

結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
発
電
所

敷
地
内
外
で
発
生
す
る
火
災
が
安
全
施
設
へ
影
響
を
与

え
な
い
こ
と
及
び
火
災
の
二
次
的
影
響
に
対
す
る
適
切

な
防
護
対
策
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

に
、
外
部
火
災
影
響
評
価
の
再
評
価
を
実
施
す
る
。
 

守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修

を
行
う
。
 

ｘ
．
火
災
影
響
評
価
条
件
の
変
更
の
要
否
確
認
 

(
a)

 内
部
火
災
影
響
評
価
 

保
全
計
画
課
長
は
、
設
備
改
造
等
を
行
う
場
合
、
都
度
、

内
部
火
災
影
響
評
価
へ
の
影
響
確
認
を
行
い
、
評
価
結
果

に
影
響
が
あ
る
場
合
は
、
原
子
炉
施
設
内
の
火
災
に
よ
っ

て
も
、
安
全
保
護
系
お
よ
び
原
子
炉
停
止
系
の
作
動
が
要

求
さ
れ
る
場
合
に
は
、
火
災
に
よ
る
影
響
を
考
慮
し
て
も
、

多
重
化
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
が
同
時
に
機
能
を
失
う

こ
と
な
く
、
原
子
炉
を
安
全
停
止
で
き
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
、
内
部
火
災
影
響
評
価
の
再
評
価
を
実
施
す
る
。
 

(
b)

 外
部
火
災
影
響
評
価
 

所
長
室
長
は
、
評
価
条
件
を
定
期
的
に
確
認
し
、
評
価

結
果
に
影
響
が
あ
る
場
合
は
、
発
電
所
敷
地
内
外
で
発
生

す
る
火
災
が
防
護
対
象
施
設
へ
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
お

よ
び
火
災
の
二
次
的
影
響
に
対
す
る
適
切
な
防
護
対
策
が

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
外
部
火
災
影

響
評
価
の
再
評
価
を
実
施
す
る
。

 

１
．
２
．
６

 定
期
的
な
評
価
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）

 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
は
、
１
．
２
．
１
項
か
ら
１
．
２
．
５
項

の
活
動
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
安
全
・
防
災
室
長
に
報
告

す
る
。
 

(
2)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
１
．
２
．
１
項
か
ら
１
．
２
．
５
項

の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期

的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適

切
な
活
動
と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
、
火
災
防
護
計
画
の

見
直
し
を
行
う
。

 

 

1.
6 
定
期
的
な
評
価

 

(
1)
 各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
、
保
修
第

一
課
長
及
び
発
電
第
一
課
長
は
、

1.
1
項
か
ら

1
.5
項
の
活
動

の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
防
災
課
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2)
 
防
災
課
長
は
、
1.
1
項
か
ら

1
.5
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を

取
り
ま
と
め
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う

必
要
に
応
じ
て
、
火
災
防
護
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

１
．
６
 定
期
的
な
評
価

 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
１
．
１
項
か
ら
１
．
５
項
の
活
動
の
実

施
結
果
に
つ
い
て
、
保
全
計
画
課
長
に
報
告
す
る
。
 

 (2
) 
保
全
計
画
課
長
は
、
１
．
１
項
か
ら
１
．
５
項
の
活
動
の
実

施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を

行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と

な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
、
火
災
防
護
計
画
の
見
直
し
を
行

う
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
各
課
（
室
）
長

が
行
う
体
制
お
よ
び
手
順
の

整
備
に
つ
い
て
保
全
計
画
課

長
が
取
り
ま
と
め
る
。
玄
海

は
、
各
課
長
が
、
防
災
課
長

に
報
告
す
る
運
用
と
し
て
い

る
。
）
 

１
．
２
．
７

 原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措

置
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
）

 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の

保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長

に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措

置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

1.
7 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

 

各
第
二
課
長
は
、
火
災
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保

安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
及
び
関
係
課
長
に
連
絡
す

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い

て
協
議
す
る
。
 

 

１
．
７
 原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

 各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の

保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長

に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措

置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

 

２
 内
部
溢
水
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
２
．
１
項
か

ら
２
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、

各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ

び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

２
 
内
部
溢
水
 

防
災
課
長
は
、
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の

2.
1
項
か
ら

2
.4
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各

第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
計
画
に
基
づ
き
、

内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
及
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

２
 内
部
溢
水
 

技
術
課
長
は
、
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
２
．
１
項

か
ら
２
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得

る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
溢
水
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め

に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 ２
．
１
 
要
員
の
配
置
 

所
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は

発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第
１
２
６
条
に
定
め
る
必
要
な
要
員
を
配

置
す
る
。
 

 

 2
.1
 
要
員
の
配
置
 

(
1)
 防
災
課
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
又
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第

1
19
条
に
定
め
る
必
要
な

要
員
を
配
置
す
る
。
 

 

 ２
．
１
 要
員
の
配
置

 

所
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま

た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第
１
２
１
条
に
定
め
る
必
要
な

要
員
を
配
置
す
る
。
 

２
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
溢
水
全
般

（
評
価
内
容
な
ら
び
に
溢
水
経
路
、
防
護
す
べ
き
設
備
、
水

密
扉
お
よ
び
堰
等
の
設
置
の
考
え
方
等
）
の
運
用
管
理
に
関

す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

2
.2
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)
 防
災
課
長
は
、
関
係
所
員
に
対
し
て
、
内
部
溢
水
全
般
（
評

価
内
容
、
溢
水
経
路
、
防
護
す
べ
き
設
備
、
水
密
扉
、
堰
等
の

設
置
の
考
え
方
等
）
の
運
用
管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期

的
に
実
施
す
る
。

 

 

２
．
２
 教
育
訓
練
の
実
施
 

(1
) 
技
術
課
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
溢
水
全
般
（
評
価
内
容

な
ら
び
に
溢
水
経
路
、
防
護
す
べ
き
設
備
、
水
密
扉
お
よ
び
堰

等
の
設
置
の
考
え
方
等
）
の
運
用
管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を

定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異

 

（
玄
海
は
、（
１
）
の
教
育

訓
練
を
関
係
者
に
限
定
し
て

い
る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

(
2)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
火
災
が
発
生

し
た
場
合
の
初
期
消
火
活
動
お
よ
び
自
衛
消
防

隊
に
よ
る
消

火
活
動
時
の
放
水
時
の
注
意
事
項
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定

期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

(
2)
 防
災
課
長
は
、
関
係
所
員
に
対
し
て
、
火
災
が
発
生
し
た
場

合
の
初
期
消
火
及
び
放
水
時
の
注
意
事
項
に
関
す
る
教
育
訓

練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
ま
た
、
専
属
自
衛
消
防

隊
に
対
し

て
、
同
内
容
の
教
育
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
定
期
的

に
確
認
す
る
。

 

(2
) 
技
術
課
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合

の
初
期
消
火
活
動
お
よ
び
自
衛
消
防

隊
に
よ
る
消
火
活
動
時

の
放
水
時
の
注
意
事
項
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実

施
す
る
。
 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

(
3)
 発
電
室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
溢
水
発
生
時
の
運
転
操

作
等
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

(
3)
 発
電
第
二
課
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
内
部
溢
水
発
生
時

の
運
転
操
作
等
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

(3
) 
発
電
室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
溢
水
発
生
時
の
運
転
操

作
等
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

  

２
．
３
 
資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）
長
は
、
溢
水
発
生
時
に
使
用
す
る
資
機
材
を
配
備
す

る
。
 

 ２
．
４
 
手
順
書
の
整
備
 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
溢
水
発
生
時
に

お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に

必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と

を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

2
.3
 
資
機
材
の
配
備
 

(
1)
 防
災
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
内
部
溢
水
発
生
時
に
使

用
す
る
資
機
材
を
配
備
す
る
。

 

 2
.4
 
手
順
書
の
整
備
 

(
1)
 各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
内
部

溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。

 

 

２
．
３
 資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）
長
は
、
溢
水
発
生
時
に
使
用
す
る
資
機
材
を
配

備
す
る
。
 

 ２
．
４
 手
順
書
の
整
備
 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
溢
水
発
生
時
に

お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に

必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と

を
社
内
標
準
に
定
め
る
。

 

 

ａ
．
溢
水
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
手
順
 

当
直
課
長
は
、
配
管
の

想
定
破
損
に
よ
る
溢
水
、
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
か
ら
の
放
水
に
よ
る
溢
水
、
地
震
に
よ
る
溢

水
お
よ
び
そ
の
他
の
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
の
措
置
を
行

う
。
 

 

ア
 
内
部
溢
水
発
生
時
の
措
置

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
配
管
の
想
定

破
損
に
よ
る
溢

水
が
発
生
し
た
場
合
、
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
に
よ
り

耐
震
Ｂ
、
Ｃ
ク
ラ
ス
の
機
器
が

破
損
し
溢
水
が
発
生
し
た
場

合
及
び
そ
の
他
の
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
の
措
置
を
行
う
。
 

ａ
．
溢
水
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
手
順
 

当
直
課
長
は
、
配
管
の
想
定
破
損
に
よ
る
溢
水
、
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
か
ら
の
放
水
に
よ
る
溢
水
、
地
震
に
よ
る
溢
水
お

よ
び
そ
の
他
の
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
の
措
置
を
行
う
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
配
管

の
想
定
破
損
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
か
ら
の
放
水
お
よ
び
地

震
に
よ
る
溢
水
が
発
生
し
た

場
合
の
措
置
に
つ
い
て
、
記

載
し
て
い
る
。）

 

ｂ
．
消
火
水
放
水
時
に
お
け
る
注
意
喚
起
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
機
能
喪

失
高
さ
が
低
い
防
護
す

べ
き
設
備
が
消
火
水
の
放
水
に
よ
る
溢
水
に
よ
り
機
能

喪

失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
消
火
水
放
水
時
の
注
意
事
項

を
現
場
に
表
示
す
る
。
 

 
ｂ
．
消
火
水
放
水
時
に
お
け
る
注
意
喚
起
 

技
術
課
長
は
、
機
能
喪
失
高
さ
が
低
い
防
護
す
べ
き
設
備

が
消
火
水
の
放
水
に
よ
る
溢
水
に
よ
り
機
能

喪
失
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
消
火
水
放
水
時
の
注
意
事
項
を
現
場
に
表

示
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
消
火

水
放
水
時
の
注
意
事
項
の
現

場
表
示
に
つ
い
て
記
載
し
て

い
る
。
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 
イ

 
水
密
化
区
画
壁
の
ひ
び
割
れ
に
伴
う
少
量
の
漏
水
発
生

時
の
措
置

 

土
木
建
築
課
長
は
、
水
密
区
画
壁
の
ひ
び
割
れ
に
伴
う
少

量
の
漏
水
が
発
生
し
た
場
合
の
措
置
を
行
う
。
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
水
密
化
区
画
の

ひ
び
割
れ
に
伴
う
少
量
の
漏

水
発
生
時
の
措
置
が
な
い
た

め
記
載
は
不
要
と
し
て
い

る
。）

 

ｃ
．
運
転
時
間
実
績
管
理
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
運
転
実
績
（
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
配

管
と
し
て
運
転
し
て
い
る
割
合
が
当
該
系
統
の
運
転
し
て

い
る
時
間
の
２
％
ま
た
は
プ
ラ
ン
ト
運
転
期
間
の
１
％
よ

り
小
さ
い
）
に
よ
り
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
配
管
と
し
て
い
る

系
統
に
つ
い
て
の
運
転
時
間
実
績
管
理
を
行
う
。
 

ウ
 
運
転
時
間
実
績
管
理
 

技
術
第
二
課
長
は
、
運
転
実
績
（
高
エ
ネ
ル
ギ
配
管
と
し

て
運
転
し
て
い
る
割
合
が
当
該
系
統
の
運
転
し
て
い
る
時

間
の
２
％
又
は
プ
ラ
ン
ト
運
転
期
間
の
１
％
よ
り

小
さ
い
）

に
よ
り
低
エ
ネ
ル
ギ
配
管
と
し
て
い
る
系
統
に
つ
い
て
の

運
転
時
間
実
績
管
理
を
行
う
。
 

ｃ
．
運
転
時
間
実
績
管
理
 

技
術
課
長
は
、
運
転
実
績
（
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
配
管
と
し
て

運
転
し
て
い
る
割
合
が
当
該
系
統
の
運
転
し
て
い
る
時
間

の
２
％
ま
た
は
プ
ラ
ン
ト
運
転
期
間
の
１
％
よ
り
小
さ
い
）

に
よ
り
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
配
管
と
し
て
い
る
系
統
に
つ
い
て

の
運
転
時
間
実
績
管
理
を
行
う
。
 

 

ｄ
．
水
密
扉
の

閉
止
状
態
の
管
理
 

当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
に
お
い
て
水
密
扉
監
視
設

備
の
警
報
監
視
に
よ
り
、
水
密
扉
の

閉
止
状
態
の
確
認
お

よ
び
閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
閉

止
操
作
を
行
う
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
水
密
扉
開

放
後
の
確
実
な

閉
止
操
作
お
よ
び

閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状

態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の

閉
止
操
作
を
行
う
。
 

エ
 
水
密
扉
の
閉
止
状
態
の
管
理
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
に
お
い
て
水
密

扉
監
視
設
備
の
警
報
監
視
に
よ
り
、
水
密
扉
の

閉
止
状
態
の

確
認
を
行
う
。
ま
た
、
各
第
二
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、

水
密
扉
開
放
後
の
確
実
な

閉
止
操
作
及
び

閉
止
さ
れ
て
い

な
い
状
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
を
行
う
。
 

ｄ
．
水
密
扉
の
閉
止
状
態
の
管
理
 

当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
に
お
い
て
水
密
扉
監
視
設
備

の
警
報
監
視
に
よ
り
、
水
密
扉
の
閉
止
状
態
の
確
認
お
よ
び

閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の

閉
止
操

作
を
行
う
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
水
密
扉
開
放
後
の

確
実
な

閉
止
操
作
お
よ
び

閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確

認
さ
れ
た
場
合
の

閉
止
操
作
を
行
う
。
 

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

ｅ
．
タ
ン
ク
の
水
位
管
理
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が
設
置
さ
れ

る
建
屋
へ
溢
水
が
流
入
し
伝
播
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

必
要
な
タ
ン
ク
の
水
位
制
限
を
行
う
。

 

 
ｅ
．
タ
ン
ク
の
水
位
管
理
 

技
術
課
長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が
設
置
さ
れ
る
建
屋
へ

溢
水
が
流
入
し
伝
播
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
必
要
な
タ
ン

ク
の
水
位
制
限
を
行
う
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
タ
ン

ク
の
水
位
制
限
に
つ
い
て
記

載
し
て
い
る
。）

 

 
 

ｆ
．
運
用
停
止
設
備
の
管
理
 

技
術
課
長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が
設
置
さ
れ
る
建
屋
内

で
の
溢
水
量
の
低
減
を
図
る
た
め
、
原
子
炉
停
止
、
高
温
停

止
お
よ
び
低
温
停
止
（
停
止
状
態
の
維
持
を
含
む
）
に
必
要

の
な
い
設
備
の
う
ち
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
に
影
響
の
な
い
設
備

に
つ
い
て
運
用
の
停
止
を
行
う
。
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
運
用

停
止
設
備
の
管
理
に
つ
い
て

記
載
し
て
い
る
。）

 

ｆ
．
溢
水
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
に
関
す
る

手
順
 

各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
溢
水
が
発
生
し
た

場
合
は
、
事
象
収
束
後
、
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉

主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

オ
 
内
部
溢
水
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認

 

 

各
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
内
部
溢
水
が
発
生
し
た

場
合
は
、
事
象
収
束
後
、
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
及
び
原
子
炉
主
任
技

術
者
に
報
告
す
る
。

 

ｇ
．
溢
水
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
に
関
す
る
手

順
 

各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
溢
水
が
発
生
し
た
場

合
は
、
事
象
収
束
後
、
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技

術
者
に
報
告
す
る
。
 

 

ｇ
．
保
守
管
理
、
点
検
 

(
a)
 
各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
時
に
消
火
水
を
放
水
し
た
場

合
、
消
火
水
に
よ
り
防
護
す
べ
き
設
備
の
要
求
さ
れ
る
機

能
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
保

守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。

 

カ
 
保
守
管
理
、
点
検
 

(
ｱ)
 
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、
火
災
時
に
消

火
水
を
放
水
し
た
場
合
、
消
火
水
に
よ
る
防
護
す
べ
き
設

備
の
安
全
機
能
へ
の
影
響
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
に
、

放
水
後
に
適
切
な
点
検
を
行
う
。
 

 (
ｵ)
 
保
修
第
二
課
長
及
び
土
木
建
築
課
長
は
、
浸
水
防
護
施

ｈ
．
保
守
管
理
、
点
検
 

(a
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
火
災
時
に
消
火
水
を
放
水
し
た
場

合
、
消
火
水
に
よ
り
防
護
す
べ
き
設
備
の
要
求
さ
れ
る
機

能
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
保

守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

(b
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が
没
水
ま
た
は

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

 

    

参考①-413



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(b
)
 各
課
（
室
）
長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が
没
水
ま
た

は
被
水
し
た
場
合
、
防
護
す
べ
き
設
備
の
要
求
さ
れ
る

機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

に
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点

検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行

う
。

 

(c
)
 各
課
（
室
）
長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が
蒸
気
環
境

に
曝
さ
れ
た
場
合
、
防
護
す
べ
き
設
備
の
要
求
さ
れ
る

機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

に
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点

検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行

う
。

 

(d
)
 電
気
保
修
課
長
、
計
装
保
修
課
長
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン

保
修
課
長
は
、
海
水

ポ
ン
プ
エ
リ
ア
内
お
よ
び
エ
リ
ア

外
の
溢
水
を
受
け
て
、
海
水
ポ
ン
プ
エ
リ
ア
内
の
防
護

す
べ
き
設
備
が
機
能

喪
失
し
な
い
よ
う
に
海
水
ポ
ン
プ

エ
リ
ア
浸
水
防
止
蓋
に
つ
い
て
、
保
守
管
理
計
画
に
基

づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。

 

 (e
)
 タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
配
管
の

想
定

破
損
評
価
に

お
い
て
、
応
力
評
価
の
結
果
に
よ
り

破
損
形
状
の

想
定

を
行
う
配
管
は
、
評
価
結
果
に
影
響
す
る
よ
う
な

減
肉

が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
継
続
的
な
肉
厚
管

理
を
行
う
。
 

(f
)
 土
木
建
築
課
長
は
、
立
坑
・
排
水
ト
ン
ネ
ル
の
排
水

機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適

切
に
保
守
管
理
・
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

(g
)
 各
課
（
室
）
長
は
、
浸
水
防
護
設
備
お
よ
び
防
護
す

べ
き
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
保
守
管
理

計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

設
及
び
防
護
す
べ
き
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た

め
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

  

(
ｲ)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が

蒸
気
環
境
に

曝
さ
れ
た
場
合
、
防
護
す
べ
き
設
備
の
要
求
さ
れ
る
安
全

機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
適
切
な
点
検
を
行
う
。
 

   

(
ｳ)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
海
水

ポ
ン
プ
エ
リ
ア
内
で
溢
水
が

発
生
し
た
場
合
に
、
排
水
を
期
待
す
る
床
ド
レ
ン
が
閉
塞

し
な
い
よ
う
に
、
日
常
点
検
又
は
定
期
点
検
を
行
う
。
 

     

(
ｴ
)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
配
管
の

想
定

破
損
評
価
に
お
い

て
、
応
力
評
価
の
結
果
に
よ
り

破
損
形
状
の

想
定
を
行
う

配
管
は
、
評
価
結
果
に
影
響
す
る
よ
う
な

減
肉
が
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
継
続
的
な
肉
厚
管
理
を
行
う
。
 

被
水
し
た
場
合
、
防
護
す
べ
き
設
備
の
要
求
さ
れ
る
機
能

が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
保
守

管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

 (c
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
防
護
す
べ
き
設
備
が
蒸
気
環
境
に

曝
さ
れ
た
場
合
、
防
護
す
べ
き
設
備
の
要
求
さ
れ
る
機
能

が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
保
守

管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

 (d
) 
電
気
保
修
課
長
、
計
装
保
修
課
長
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
保

修
課
長
は
、
海
水
ポ
ン
プ
エ
リ
ア
内
お
よ
び
エ
リ
ア
外
の

溢
水
を
受
け
て
、
海
水
ポ
ン
プ
エ
リ
ア
内
の
防
護
す
べ
き

設
備
が
機
能

喪
失
し
な
い
よ
う
に
海
水

ポ
ン
プ
室
浸
水

防
止
蓋
、
海
水
ポ
ン
プ
エ
リ
ア
止
水
壁
お
よ
び
泥
水
対
策

壁
に
つ
い
て
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管

理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を

行
う
。
 

(e
) 
タ
ー
ビ
ン
保
修
課
長
は
、
配
管
の
想
定
破
損
評
価
に
お

い
て
、
応
力
評
価
の
結
果
に
よ
り
破
損
形
状
の
想
定
を
行

う
配
管
は
、
評
価
結
果
に
影
響
す
る
よ
う
な

減
肉
が
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
継
続
的
な
肉
厚
管
理
を
行

う
。
 

    (f
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
浸
水
防
護
設
備
お
よ
び
防
護
す
べ

き
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
保
守
管
理
計
画

に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

 

    【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

 

   【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
海
水

ポ

ン
プ
エ
リ
ア
外
の
溢
水
を
受

け
て
、
海
水
ポ
ン
プ
エ
リ
ア

内
の
防
護
す
べ
き
設
備
の
機

能
を
維
持
す
る
た
め
、
適
切

に
保
守
管
理
、
点
検
す
る
こ

と
を
記
載
し
て
い
る
。
）
 

  【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
固
有
の
設
備
の
た
め

記
載
は
不
要
と
し
て
い

る
。
）
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
浸
水

防
護
設
備
お
よ
び
防
護
す
べ

き
設
備
の
機
能
維
持
に
必
要

な
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持

す
る
た
め
、
適
切
に
保
守
管

理
、
点
検
す
る
こ
と
を
記
載

し
て
い
る
。）

 

ｈ
．
溢
水
評
価
条

件
の
変
更
の
要
否
を
確
認
す
る
手
順
 

(a
)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
各
種
対
策
設
備
の
追
加
お
よ

び
資
機
材
の
持
込
み
等
に
よ
り
評
価
条
件
に
見
直
し
が

あ
る
場
合
、
都
度
、
溢
水
評
価
へ
の
影
響
確
認
を
行

う
。

 

キ
 
溢
水
評
価
条
件
の
変
更
の
要
否
確
認

 

防
災
課
長
は
、
設
備
改
造
や
資
機
材
の
持
込
み
に
よ
り
評

価
条
件
に
見
直
し
が
あ
る
場
合
、
都
度
、
溢
水
評
価
へ
の
影

響
確
認
を
行
う
。
 

 

ｉ
．
溢
水
評
価
条
件
の
変
更
の
要
否
を
確
認
す
る
手
順
 

(a
) 
技
術
課
長
は
、
各
種
対
策
設
備
の
追
加
お
よ
び
資
機
材

の
持
込
み
等
に
よ
り
評
価
条
件
に
見
直
し
が
あ
る
場
合
、

都
度
、
溢
水
評
価
へ
の
影
響
確
認
を
行
う
。
 

(b
) 
技
術
課
長
は
、
消
火
活
動
の
結
果
を
踏
ま
え
、
放
水
後

の
放
水
量
の
溢
水
評
価
に
係
る
妥
当
性
に
つ
い
て
検
証

を
行
う
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
放
水

後
の
放
水
量
の
溢
水
評
価
に

参考①-414



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(b
)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
消
火
活
動
の
結
果
を
踏
ま

え
、
放
水
後
の
放
水
量
の
溢
水
評
価
に
係
る
妥
当
性
に

つ
い
て
検
証
を
行
う
。
 

つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
）
 

２
．
５
 
定
期
的
な
評
価
 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
は
、
２
．
１
項
か
ら
２
．
４
項
の
活
動
の

実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を

行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動

と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受

け
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

2
.5
 
定
期
的
な
評
価
 

(
1)
 各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
2.
1

項
か
ら

2
.4
項
の
活
動
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
防
災
課
長
に

報
告
す
る
。

 

  (
2)
 
防
災
課
長
は
、
2.
1
項
か
ら

2
.4
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を

取
り
ま
と
め
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う

必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

２
．
５
 定
期
的
な
評
価

 

(
1)

 各
課
（
室
）
長
は
、
２
．
１
項
か
ら
２
．
４
項
の
活
動

の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評

価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切

な
活
動
と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、
技
術
課
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2)

 技
術
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受
け
、

必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

 

２
．
６
 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置

 

各
課
（
室
）
長
は
、
溢
水
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安

に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、

所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議

す
る
。
 

 

2
.6
 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置

 

各
第
二
課
長
は
、
内
部
溢
水
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設

の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
及
び
関
係
課
長
に
連

絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に

つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

２
．
６
 原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課
（
室
）
長
は
、
溢
水
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の

保
安
に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）

長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の

措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

 

 

 

３
 火
山
影
響
等
、
降
雪
、
地
滑
り
発
生
時
 

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
安
全
・
防
災
室
長
は
、
火

山
影
響
等
、
降
雪
お
よ
び
地
滑
り
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
３
．

１
項
か
ら
３
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得

る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
火
山
影
響
等
、

降
雪
お
よ
び
地
滑
り
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の

た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備

を
実
施
す
る
。
 

 

３
 
火
山
影
響
等
発
生
時
、
降
雪
 

防
災
課
長
は
、
火
山
影
響
等
及
び
降
雪
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の

3
.1
項
か
ら

3
.4
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得

る
。
ま
た
、
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、

計
画
に
基
づ
き
、
火
山
影
響
等
及
び
降
雪
発
生
時
に
お
け
る
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
及
び

手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

３
 火
山
影
響
等
、
降
雪
発
生
時
 

技
術
課
長
は
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
降
雪
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、

次
の
３
．
１
項
か
ら
３
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の

承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
火

山
影
響
等
お
よ
び
降
雪
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整

備
を
実
施
す
る
。

 

 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
地
滑
り
発
生
時

の
影
響
は
な
い
た
め
対
応
な

し
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

３
．
１

 
要
員
の
配
置
 

(1
) 
所
長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
必

要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

 

3
.1
 
要
員
の
配
置
 

(1
) 
防
災
課
長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

３
．
１
 要
員
の
配
置
 

(
1)

 所
長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
必

要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

 

 

(2
) 
所
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第
１
２
６
条
に
定
め
る

必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

ま
た
、
所
長
は
、
降
灰
予
報
等
に
よ
り
お
お
い
町
へ
の
多

量
の
降
灰
が
予

想
さ
れ
る
場
合
、
社
内
標
準
に
定
め
る
組

織
の
要
員
を
召
集
し
て
活
動
す
る
。

 

    

(2
) 
防
災
課
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
又
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第

11
9
条
に
定
め
る

必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

ま
た
、
休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
に
発
生
し
た
場
合
に
備

え
、
第

1
2
条
に
定
め
る
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

ア
 
要
員
の
非
常
召
集
 

所
長
（
原
子
力
防
災
管
理
者
）
は
、
降
灰
予
報
等
に
よ

り
発
電
所
へ
の

多
量
の
降
灰
が
予

想
さ
れ
、
原
子
力
災
害

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
緊
急
時
体
制
を
発
令

し
、
第

11
9
条
に
定
め
る
要
員
を
非
常
召
集
す
る
と
と
も

(
2)

 所
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第
１
２
１
条
に
定
め
る

必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

ま
た
、
所
長
は
、
降
灰
予
報
等
に
よ
り
美
浜
町
へ
の
多

量
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
社
内
標
準
に
定
め
る
組

織
の
要
員
を
召
集
し
て
活
動
す
る
。
 

    

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
要
員
の
配
置
に

お
け
る
規
定
を
記
載
し
て
い

る
た
め
、
対
策
本
部
を
設
置

す
る
こ
と
の
記
載
は
な

し
。
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

   
な
お
、
休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
に
お
い
て
は
、
第
１

３
条
に
定
め
る
重
大
事
故
等
の
対
応
を
行
う
要
員
を
活
用

す
る
。
 

 

に
、
自
ら
を
本
部
長
と
す
る
緊
急
時
対
策
本
部
を
設
置
す

る
。
 

な
お
、
休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
に
お
い
て
は
、
緊
急

時
対
策
本
部
要
員
（
指
揮
者
等
）
は
、
第

1
2
条
に
定
め
る

緊
急
時
対
策
本
部
要
員
（
４
名
）
及
び
重
大
事
故
等
対
策

要
員
（
3
6
名
）
を
非
常
召
集
し
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員

の
全
体
指
揮
者
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
を
発
電
所
へ

非
常
召
集
す
る
。
 

 

  な
お
、
休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
に
お
い
て
は
、
第
１

３
条
に
定
め
る
重
大
事
故
等
の
対
応
を
行
う
要
員
を
活
用

す
る
。
 

３
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(1
) 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
火
山
影
響
等
、

積
雪
お
よ
び
地
滑
り
発
生
時
に
対
す
る
運
用
管
理
に
関
す

る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

3
.2
 教
育
訓
練
の
実
施

 

(1
) 
防
災
課
長
は
、
関
係
所
員
に
対
し
て
、
火
山
影
響
等
発
生

時
及
び

積
雪
に
対
す
る
運
用
管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を

定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

３
．
２
 教
育
訓
練
の
実
施
 

(1
) 
所
長
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
火
山
影
響
等
お
よ
び

降
雪
発
生
時
に
対
す
る
運
用
管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を

定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

 

(2
) 
発
電
室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
火
山
影
響
等
お
よ
び

地
滑
り
発
生
時
の
運
転
操
作
等
に
係
る
手
順
に
関
す
る
教

育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

(2
) 
発
電
第
二
課
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
火
山
影
響
等
発

生
時
の
運
転
操
作
等
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実

施
す
る
。
 

(2
) 
発
電
室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
火
山
影
響
等
発
生
時

の
運
転
操
作
等
に
係
る
手
順
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期

的
に
実
施
す
る
。

 

 

 

(3
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
火
山
影
響
等
、

積
雪
お
よ
び
地
滑
り
発
生
時
に
対
す
る
運
用
管
理
に
関
す

る
教
育
訓
練
な
ら
び
に
火
山
事
象
、

積
雪
お
よ
び
地
滑
り

よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
の
保
守
管
理
、
点
検
に
関
す
る
教

育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(3
) 
保
修
第
二
課
長
及
び
土
木
建
築
課
長
は
、
各
課
員
に
対
し

て
、
火
山
影
響
等
発
生
時
及
び

積
雪
に
対
す
る
運
用
管
理

に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。

 

(3
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
火
山
事
象
お
よ

び
積
雪
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
の
保
守
管
理
、
点
検
に
関

す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

 

 
(4
) 
保
修
第
二
課
長
及
び
土
木
建
築
課
長
は
、
各
課
員
に
対
し

て
、
火
山
影
響
等
発
生
時
及
び

積
雪
よ
り
防
護
す
べ
き
施

設
の
保
守
管
理
、
点
検
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に

実
施
す
る
。
 

 
 

(4
) 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
緊
急
安
全
対
策
要
員
に
対
し
て
、

そ
の
役
割
に
応
じ
て
、
火
山
影
響
等
発
生
時
の
デ
ィ
ー

ゼ

ル
発
電
機
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
お
よ
び
炉
心

の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
等
に
関
す
る
教

育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(5
) 
防
災
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、
第

1
2
条
に
定
め
る

緊
急
時
対
策
本
部
要
員
、
重
大
事
故
等
対
策
要
員
及
び
運

転
員
（
当
直
員
）
に
対
し
て
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け

る
対
応
要
員
の
役
割
に
応
じ
た
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実

施
す
る
。
 

 

(4
) 
技
術
課
長
は
、
緊
急
安
全
対
策
要
員
に
対
し
て
、
そ
の
役

割
に
応
じ
て
、
火
山
影
響
等
発
生
時
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電

機
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
お
よ
び
炉
心
の
著
し

い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
等
に
関
す
る
教
育
訓
練

を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

 

３
．
３
 
資
機
材
の
配
備
 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
降
下
火
砕
物
の
除
去
等
の
屋
外
作
業

時
に
使
用
す
る
道
具
や
防
護
具
等
を
配
備
す
る
。
 

 

3
.3
 資
機
材
の
配
備
 

(1
) 
防
災
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、
降
下
火
砕
物
の
除
去

等
の
屋
外
作
業
時
に
使
用
す
る
道
具
や
防
護
具
等
を
配
備

す
る
。
 

 

３
．
３
 資
機
材
の
配
備
 

(
1)

 各
課
（
室
）
長
は
、
降
下
火
砕
物
の
除
去
等
の
屋
外
作
業

時
に
使
用
す
る
道
具
や
防
護
具
等
を
配
備
す
る
。

 

 

 

(2
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
用
の
着
脱
可
能
な
フ
ィ
ル
タ
（
3
00
メ
ッ

シ
ュ
）
そ
の
他
の
必
要
な
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

 

(2
) 
保
修
第
二
課
長
は
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
デ

ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
、
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
用

の
着

脱
可
能
な
フ
ィ
ル
タ
（
5
0
0
メ
ッ
シ
ュ
）
並
び
に
そ
の

他
の
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

 

(
2)

 各
課
（
室
）
長
は
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
用
の
着
脱
可
能
な
フ
ィ
ル
タ
（
3
00
メ
ッ

シ
ュ
）
そ
の
他
の
必
要
な
資
機
材
を
配
備
す
る
。

 

 

 

 
(3
) 
防
災
課
長
は
、
通
信
連
絡
設
備
用
発
電
機
用
の
着
脱
可
能

な
フ
ィ
ル
タ
（

5
00
メ
ッ
シ
ュ
）
及
び
緊
急
時
対
策
所
の
居

住
性
確
保
に
必
要
な
資
機
材
を
配
備
す
る
。

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
設
備
の
相
違
。）

 

参考①-416



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

３
．
４
 
手
順
書
の
整
備
 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
火
山
影
響

等
、
降
雪
お
よ
び
地
滑
り
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整

備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準

に
定
め
る
。
 

 

3
.4
 手
順
書
の
整
備
 

(1
) 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、

火
山
影
響
等
及
び
降
雪
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備

と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
規
定
文
書
に

定
め
る
。
 

 

３
．
４
 手
順
書
の
整
備
 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
火
山
影

響
等
お
よ
び
降
雪
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し

て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め

る
。
 

 

 

 
ア

 
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
確
保
 

保
修
第
二
課
長
は
、
降
灰
状
況
を
踏
ま
え
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
に
よ
る
燃
料
供
給
に
必
要
な
発
電
所
内
の
ア
ク
セ
ス

ル
ー
ト
の
降
下
火
砕
物
の
除
去
を
実
施
す
る
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
添
付
３
（
Ｓ

Ａ
）
で
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

の
確
保
に
準
拠
す
る
。
）
 

ａ
．
降
下
火
砕
物
の
侵
入
防
止

 

当
直
課
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
お
い
て
は
、

外
気
取
入
口
に
設
置
し
て
い
る
平
型
フ
ィ
ル
タ
の
差
圧
確

認
、
外
気
取
入

ダ
ン

パ
の

閉
止
、
換
気
空
調
設
備
の
停
止
、

中
央
制
御
室
お
よ
び
安
全
補
機
開

閉
器
室
の
閉
回
路

循
環

運
転
に
よ
る
建
屋
内
へ
の
降
下
火
砕
物
の
侵
入
防
止
を
実

施
す
る
。

 

イ
 
降
下
火
砕
物
の
侵
入
防
止

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
外
気
取
入
口
に
設
置
し
て

い
る
平
型
フ
ィ
ル
タ
等
の
差
圧
監
視
、
外
気
取
入
ダ
ン
パ

の
閉
止
、
換
気
空
調
系
の
停
止
又
は
中
央
制
御
室
、
安
全

補
機
開

閉
器
室
及
び
中
間
補
機
棟
の
閉
回
路
循
環
運
転
に

よ
る
建
屋
内
へ
の
降
下
火
砕
物
の
侵
入
防
止
を
実
施
す

る
。
 

ａ
．
降
下
火
砕
物
の
侵
入
防
止

 

当
直
課
長
は
、
外
気
取
入
口
に
設
置
し
て
い
る
平
型
フ

ィ
ル
タ
の
差
圧
確
認
、
外
気
取
入

ダ
ン
パ
の

閉
止
、
換
気

空
調
設
備
の
停
止
、
中
央
制
御
室
の
閉
回
路

循
環
運
転
に

よ
る
建
屋
内
へ
の
降
下
火
砕
物
の
侵
入
防
止
を
実
施
す

る
。

 

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異

 

（
設
備
の
相
違
。
）
 

（
以
下
、
同
様
。
）
 

ｂ
．
降
下
火
砕
物
お
よ
び
積
雪
の
除
去
作
業
 

(a
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
降
灰
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、

施
設
の
機
能
に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
、
換
気
空
調

設
備
の
フ
ィ
ル
タ
お
よ
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
消
音

器
の
フ
ィ
ル
タ
の
清
掃
や
取
替
え
、
水

循
環
系
の
ス

ト
レ
ー
ナ
洗
浄
作
業
、
開

閉
所
設
備
の
碍
子
洗
浄
作

業
を
実
施
す
る
。
 

(b
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
降
下
火
砕
物
の
堆

積
が
確
認
さ

れ
た
場
合
は
、
降
下
火
砕
物
よ
り
防
護
す
べ
き
屋
外

の
施
設
、
な
ら
び
に
降
下
火
砕
物
よ
り
防
護
す
べ
き

施
設
を
内
包
す
る
建
屋
に
つ
い
て
、
長
期
的
な
堆
積

に
よ
り
施
設
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
降
下
火

砕
物
を
除
去
す
る
。
 

ま
た
、
上
記
以
外
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
す
る
降
下
火

砕
物
お
よ
び

積
雪
の
除
去
作
業
に
つ
い
て
は
、
降
灰
お
よ

び
降
雪
の
状
況
を
踏
ま
え
、
設
備
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
実
施
す
る
。

 

ウ
 
降
下
火
砕
物
及
び
積
雪
の
除
去
作
業
 

(ｱ
) 
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

降
灰
時
又
は
降
灰
後
、
施
設
の
機
能
に
影
響
が
及
ば

な
い
よ
う
、
換
気
空
調
設
備
の
フ
ィ
ル
タ
の
取
替
・

清
掃
作
業
、
水
循
環
系
の
ス
ト
レ
ー
ナ
清
掃
作
業
、

碍
子
及
び
ガ
ス
絶
縁
開

閉
装
置
の
絶
縁
部
の
洗
浄
作

業
を
実
施
す
る
。

 

(ｲ
) 
保
修
第
二
課
長
及
び
土
木
建
築
課
長
は
、
２
次
系

純
水
タ
ン
ク
、
海
水
ポ
ン
プ
、
海
水
ス
ト
レ
ー
ナ
及

び
降
下
火
砕
物
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
を
内
包
す
る

建
屋
に
お
け
る
降
下
火
砕
物
の
除
去
作
業
に
つ
い

て
、
降
灰
時
に
お
い
て
は
、
降
下
火
砕
物
の
堆
積
量

が
1
0c
m
に
な
ら
な
い
よ
う
除
去
す
る
。
ま
た
、
降
灰

後
に
お
い
て
は
、
降
灰
開
始
か
ら

30
日
以
内
を
目
途

に
、
長
期
的
な
堆

積
に
よ
り
施
設
に
悪
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
除
去
す
る
。
な
お
、
降
灰
予
報
等
に
よ

り
発
電
所
へ
の
多
量
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
、
緊
急
時

体
制
を
発
令
し
、
緊
急
時
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た

場
合
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
に
て
実
施
す
る
。

 

上
記
以
外
の
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
重
大
事
故
等
対
処
設

備
に
対
す
る
降
下
火
砕
物
及
び

積
雪
の
除
去
作
業
に
つ
い

て
は
、
降
灰
及
び
降
雪
状
況
を
踏
ま
え
、
設
備
に
悪
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
適
宜
実
施
す
る
。
 

ｂ
．
降
下
火
砕
物
お
よ
び
積
雪
の
除
去
作
業
 

(
a)

 各
課
（
室
）
長
は
、
降
灰
が
確
認
さ
れ
た
場
合

は
、
施
設
の
機
能
に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
、
換
気

空
調
設
備
の
フ
ィ
ル
タ
の
清
掃
や
取
替
え
、
水
循
環

系
の
ス
ト
レ
ー
ナ
洗
浄
作
業
、
開
閉
所
設
備
の
碍
子

洗
浄
作
業
を
実
施
す
る
。

 

 (
b)

 各
課
（
室
）
長
は
、
降
下
火
砕
物
の
堆
積
が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
、
降
下
火
砕
物
よ
り
防
護
す
べ
き
屋

外
の
施
設
、
な
ら
び
に
降
下
火
砕
物
よ
り
防
護
す
べ

き
施
設
を
内
包
す
る
建
屋
に
つ
い
て
、
長
期
的
な
堆

積
に
よ
り
施
設
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
降
下

火
砕
物
を
除
去
す
る
。
 

ま
た
、
上
記
以
外
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対

す
る
降
下
火
砕
物
お
よ
び

積
雪
の
除
去
作
業
に
つ
い

て
は
、
降
灰
お
よ
び
降
雪
の
状
況
を
踏
ま
え
、
設
備

に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
実
施
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

 

ｃ
．
地
滑
り
防
護
対
策
の
堰
堤
の
健
全
性
確
保
 

土
木
建
築
課
長
は
、
地
滑
り
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、

施
設
の
機
能
に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
、
堰
堤
の
堆

積
制

限
位
以
下
に
な
る
よ
う
土
砂
撤
去
作
業
を
実
施
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ｄ
．
地
滑
り
発
生
後
の
撤
去
作
業
が

困
難
と
判
断
さ
れ
た
場

合
の
対
応
 

土
木
建
築
課
長
は
、
地
滑
り
発
生
後
の
土
砂
撤
去
作
業

に
お
い
て
、
７
日
以
内
に
堆
積
制
限
位
以
下
に
で
き
な
い

と
判
断
し
た
場
合
は
当
直
課
長
に
連
絡
す
る
。
連
絡
を
受

け
た
当
直
課
長
は
、
地
滑
り
が
確
認
さ
れ
た
後
、
７
日
以

内
に
原
子
炉
を
停
止
（
モ
ー
ド
５
ま
で
）
す
る
。
 

 
 

 

ｅ
．
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策

 

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
へ
の
フ

ィ
ル
タ
の
取
付
お
よ
び
フ
ィ
ル
タ
の
取
替
・
清
掃
を
実
施

す
る
。
 

  (
a)
 デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
へ
の
改
良
型
フ
ィ
ル
タ
取
付
 

 

各
課
（
室
）
長
は
、
フ
ィ
ル
タ
の
取
替
・
清
掃
が
容

易
な
改
良
型
フ
ィ
ル
タ
を
取
り
付
け
る
。
 

   

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「
速
報
」
ま
た

は
「
詳
細
」）
に
よ
り
お
お
い
町
へ
の
「

多
量
」
の

降
灰
が
予

想
さ
れ
た
場
合
、
気
象
庁
が
発
表
す
る

噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
、
地
理
的

領
域
（
発
電
所
敷
地
か
ら
半
径

16
0k

m）
内
の
活
火

山
に

20
km
以
上
の
噴
煙
が
観
測
さ
れ
た
が

噴
火
後

1
0
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
ま

た
は
降
下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影

響
が
予
想
さ
れ
た
場
合

 

               

エ
 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対

策
 緊
急
時
対
策
本
部
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
機
能
を

維
持
す
る
た
め
、
火
山
影
響
等
発
生
時
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
吸
気
フ
ィ
ル
タ
の
閉
塞
防
止
措
置
を
講
じ
、
火
山
影

響
等
発
生
時
に
お
い
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
運
転
す
る

場
合
は
、
適
宜
、
吸
気
フ
ィ
ル
タ
の
交
換
、
清
掃
を
実
施

す
る
。
 

(ｱ
) 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
へ
の
フ
ィ
ル
タ
コ
ン
テ
ナ
接

続
 緊
急
時
対
策
本
部
は
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お

い
て
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
吸
気
フ
ィ
ル
タ
の

閉
塞
を

防
止
す
る
た
め
、
フ
ィ
ル
タ
の
取
替
・
清
掃
が
容
易
な

フ
ィ
ル
タ
コ
ン
テ
ナ
を
吸
気
フ
ィ
ル
タ
へ
接
続
す

る
。
 

ａ
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「
速
報
」
又
は

「
詳
細
」
）
に
よ
り
発
電
所
へ
の
「

多
量
」
の
降
灰

が
予

想
さ
れ
た
場
合
、
気
象
庁
が
発
表
す
る

噴
火

に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
地
理
的
領
域

（
発
電
所
敷
地
か
ら
半
径

1
6
0k
m
）
内
の
火
山
に

2
0k
m
以
上
の
噴
煙
が
観
測
さ
れ
た
が

噴
火
後

10
分

以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
又
は
降

下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影
響
が
予

想
さ
れ
る
場
合
。
 

な
お
、
そ
の
後
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
、
発
電
所

へ
の
降
灰
が
「

多
量
」
未
満
と
な
っ
た
場
合
は
、
体

制
を
解
除
す
る
。
 

(
ｲ)
 
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
よ
る
給
電

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
火
山
影
響
等
発
生
時

に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失
が
発
生
し
、
原
子
炉
を
停

止
し
た
場
合
は
、
炉
心
崩
壊
熱
の
除
去
を
維
持
継
続

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
か
ら

給
電
を
行
う
。
 

ａ
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失

が
発
生
し
た
場
合
。

 

(ｳ
) 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
及
び

余
熱
除
去
系
を
用
い
た

炉
心
冷
却
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
火
山
影
響
等
発
生
時

ｃ
．
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対

策
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
へ
の
改

良
型
フ
ィ
ル
タ
の
取
付
お
よ
び
フ
ィ
ル
タ
の
取
替
・
清
掃

を
実
施
す
る
。
 

  (a
) 
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
へ
の
改
良
型
フ
ィ
ル
タ
取
付

他
 各
課
（
室
）
長
は
、
フ
ィ
ル
タ
の
取
替
・
清
掃
が

容
易
な
改
良
型
フ
ィ
ル
タ
を
取
り
付
け
る
。
ま
た
、

海
水
ポ
ン
プ
除
塵
フ
ィ
ル
タ
を
取
り
外
す
。

 

  

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（
「
速
報
」
ま

た
は
「
詳
細
」
）
に
よ
り
美
浜
町
へ
の
「

多
量
」

の
降
灰
が
予

想
さ
れ
た
場
合
、
気
象
庁
が
発
表
す

る
噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
、
地
理

的
領
域
（
発
電
所
敷
地
か
ら
半
径

1
60

km
）
内
の

活
火
山
に

2
0
km
以
上
の
噴
煙
が
観
測
さ
れ
た
が

噴
火
後

1
0
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な

い
場
合
ま
た
は
降
下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の

重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
た
場
合
 

               

   【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

 

（
以
下
、
同
様
。
）
 

  

【
大
飯
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
海
水
ポ
ン
プ
除

塵
フ
ィ
ル
タ
取
替
え
の
対
応

を
記
載
し
て
い
る
。）

 

          

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
体
制
の
解
除

は
、
手
順
着
手
の
判
断
基
準

で
は
な
い
た
め
記
載
し
て
い

な
い
。
）
 

（
以
下
、
同
様
。
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

         

(
b)
 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
改
良
型
フ
ィ
ル
タ
の
フ
ィ
ル

タ
取
替
・
清
掃
 

各
課
（
室
）
長
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
起
動
し

た
場
合
に
お
い
て
、
フ
ィ
ル
タ
の

閉
塞
を
防
止
す
る

た
め
、
フ
ィ
ル
タ
の
取
替
・
清
掃
を
実
施
す
る
。
 

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失

が
発
生
し
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
起
動
し
た
場

合
 

に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失
が
発
生
し
、
原
子
炉
を
停

止
し
た
場
合
は
、
炉
心
崩
壊
熱
の
除
去
を
維
持
継
続

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
か
ら

の
給
電
に
よ
り

蒸
気
発
生
器
２
次
側
及
び

余
熱
除
去

系
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
う
。
 

ａ
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失

が
発
生
し
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
よ
る
給
電
を

開
始
し
た
場
合
。
 

(ｴ
) 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
フ
ィ
ル
タ
コ
ン
テ
ナ
の
フ
ィ

ル
タ
取
替
・
清
掃

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お

い
て
外
部
電
源

喪
失
が
発
生
し
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電

機
が
起
動
し
た
場
合
に
お
い
て
、
吸
気
フ
ィ
ル
タ
の

閉
塞
を
防
止
す
る
た
め
、
フ
ィ
ル
タ
の
取
替
・
清
掃
を

行
う
。

 

ａ
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失

が
発
生
し
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
起
動
し
た
場

合
 

         

(b
) 
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
改
良
型
フ
ィ
ル
タ
の
フ
ィ
ル

タ
取
替
・
清
掃
 

各
課
（
室
）
長
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
起
動

し
た
場
合
に
お
い
て
、
フ
ィ
ル
タ
の
閉
塞
を
防
止
す

る
た
め
、
フ
ィ
ル
タ
の
取
替
・
清
掃
を
実
施
す
る
。
 

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失

が
発
生
し
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
起
動
し
た
場

合
 

ｆ
．
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
用
い
た
炉
心
を
冷
却

す
る
た
め
の
対
策

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪

失
お
よ
び

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
機
能
喪

失
し
た
場
合
は
、
タ
ー
ビ

ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
使
用
し
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側

に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
う
。
 

(
a)
 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
用
い
た
炉
心
冷

却
 当
直
課
長
は
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を

用
い
た

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行

う
。
 

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失

が
発
生
し
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

2
台
が
と
も
に

機
能

喪
失
し
た
場
合

 

オ
 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
用
い
た
炉
心
を
冷

却
す
る
た
め
の
対
策
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お

い
て
外
部
電
源

喪
失
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
機
能
喪

失
し
た
場
合
は
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
使
用

し
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
う
。

 

(ｱ
) 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
用
い
た
炉
心
冷

却
 発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
火
山
影
響
等
発
生
時

に
お
い
て
、
外
部
電
源

喪
失
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電

機
が
機
能

喪
失
し
た
場
合
は
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給

水
ポ
ン
プ
を
用
い
た

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉

心
冷
却
を
行
う
。
 

ａ
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失

が
発
生
し
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
２

台
が
と
も
に

機
能

喪
失
し
た
場
合
。
 

ｄ
．
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
用
い
た
炉
心
を
冷

却
す
る
た
め
の
対
策
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
、
外
部
電
源

喪
失
お
よ

び
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
は
、
タ
ー

ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
使
用
し
、
蒸
気
発
生
器
２
次

側
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
う
。
 

(a
) 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
用
い
た
炉
心
冷

却
 当
直
課
長
は
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を

用
い
た
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行

う
。
 

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失

が
発
生
し
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
２

台
が
と
も
に

機
能
喪
失
し
た
場
合
 

 

ｇ
．
蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中
圧

ポ
ン
プ
（
電
動
）
を
用

い
た
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
、
外
部
電
源

喪
失
お
よ

び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
機
能

喪
失
し
、
か
つ
タ
ー
ビ
ン

動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
機
能
喪

失
し
た
場
合
は
、
蒸
気
発

生
器
補
給
用
仮
設
中
圧

ポ
ン
プ
（
電
動
）
を
使
用
し
、
蒸

気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
う
。
 

   

カ
 
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
を
用
い
た
炉
心
の

著
し
い
損
傷
防
止
及
び
同

ポ
ン
プ
の
機
能
を
維
持
す
る

た
め
の
対
策

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
及
び
緊
急
時
対
策
本
部
は
、
火

山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
及
び
タ

ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
は
、

炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ

ル
注
入

ポ
ン
プ
を
使
用
し
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉

心
冷
却
を
行
う
。
 

ま
た
、
緊
急
時
対
策
本
部
は
、
可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注

ｅ
．
蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中
圧
ポ
ン
プ
（
電
動
）
を
用

い
た
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
、
外
部
電
源

喪
失
お
よ

び
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
機
能
喪
失
し
、
か
つ
タ
ー
ビ
ン

動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
は
、

蒸
気
発

生
器
補
給
用
仮
設
中
圧
ポ
ン
プ
（
電
動
）
を
使
用
し
、
蒸

気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
冷
却
を
行
う
。
 

   

         【
玄
海
－
美
浜
】
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

  (
a)
 蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中
圧

ポ
ン
プ
（
電
動
）
の

準
備
作
業
 

各
課
（
室
）
長
は
、
電
源

車
を
降
下
火
砕
物
の
影
響

を
受
け
る
こ
と
の
な
い
３
号
お
よ
び
４
号
炉
タ
ー
ビ

ン
建
屋
内
へ
移
動
し
、
準
備
作
業
を
行
う
。
 

   

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「
速
報
」
ま
た

は
「
詳
細
」）
に
よ
り
お
お
い
町
へ
の
「

多
量
」
の

降
灰
が
予

想
さ
れ
た
場
合
、
気
象
庁
が
発
表
す
る

噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
、
地
理
的

領
域
（
発
電
所
敷
地
か
ら
半
径

16
0k

m）
内
の
活
火

山
に

20
km
以
上
の
噴
煙
が
観
測
さ
れ
た
が

噴
火
後

1
0
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
ま

た
は
降
下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影

響
が
予
想
さ
れ
た
場
合

 

   

(
b)
 蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中
圧

ポ
ン
プ
（
電
動
）
を

用
い
た
炉
心
冷
却

 

緊
急
時
対
策
本
部
お
よ
び
当
直
課
長
は
、
タ
ー
ビ

ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
給
水
が
で
き
な
い
場

合
は
、
電
源

車
を
起
動
し
、
蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設

中
圧

ポ
ン
プ
（
電
動
）
を
用
い
た
蒸
気
発
生
器
２
次
側

に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
う
。
 

 

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失

が
発
生
し
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

2
台
が
と
も
に

機
能

喪
失
し
、
か
つ
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン

プ
に
よ
る
給
水
が
で
き
な
い
場
合

 

入
ポ
ン
プ
吸
気
フ
ィ
ル
タ
の
閉
塞
防
止
措
置
を
講
じ
、
可

搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
運
転
時
は
、
適
宜
、
吸
気

フ
ィ
ル
タ
の
取
替
・
清
掃
を
実
施
す
る
。
 

(ｱ
) 
可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
の
移
動
及
び
フ

ィ
ル
タ
コ
ン
テ
ナ
接
続
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お

い
て
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
の
機
能
を
維

持
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル

注
入

ポ
ン
プ
の
移
動
及
び
フ
ィ
ル
タ
の
取
替
・
清
掃

が
容
易
な
フ
ィ
ル
タ
コ
ン
テ
ナ
を
吸
気
口
へ
接
続
す

る
。
 

ａ
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「
速
報
」
又
は

「
詳
細
」
）
に
よ
り
発
電
所
へ
の
「

多
量
」
の
降
灰

が
予

想
さ
れ
た
場
合
、
気
象
庁
が
発
表
す
る

噴
火

に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
地
理
的
領
域

（
発
電
所
敷
地
か
ら
半
径

1
6
0k
m
）
内
の
火
山
に

2
0k
m
以
上
の
噴
煙
が
観
測
さ
れ
た
が

噴
火
後

10
分

以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
又
は
降

下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影
響
が
予

想
さ
れ
る
場
合
。
 

な
お
、
そ
の
後
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
、
発
電
所

へ
の
降
灰
が
「

多
量
」
未
満
と
な
っ
た
場
合
は
、
体

制
を
解
除
す
る
。
 

(ｲ
) 
可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
を
用
い
た
炉
心

冷
却
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
火
山
影
響
等
発
生
時

に
お
い
て
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
と
な
り

蒸
気
発

生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
う
際
に
、
タ
ー

ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
給
水
が
で
き
な
い

場
合
は
、
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
を
用
い

た
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
う
。
 

ａ
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失

が
発
生
し
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
２

台
が
と
も
に

機
能

喪
失
し
、
か
つ
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン

プ
に
よ
る
給
水
が
で
き
な
い
場
合
。

 

(ｳ
) 
可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
フ
ィ
ル
タ
コ
ン

テ
ナ
の
フ
ィ
ル
タ
取
替
・
清
掃
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お

い
て
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
と
な
り
タ
ー
ビ
ン
動
補

助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
給
水
が
で
き
ず
可
搬
型
デ
ィ

ー
ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、

可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
の
吸
気
フ
ィ
ル
タ

の
閉
塞
を
防
止
す
る
た
め
、
フ
ィ
ル
タ
の
取
替
・
清
掃

を
行
う
。
 

ａ
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

  (a
) 
蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中
圧
ポ
ン
プ
（
電
動
）
の

準
備
作
業
 

各
課
（
室
）
長
は
、
電
源
車
（
可
搬
式
代
替
低
圧

注
水
ポ
ン
プ
用
）
※
１
を
降
下
火
砕
物
の
影
響
を
受
け

る
こ
と
の
な
い
燃
料
取
扱
建
屋
内
へ
移
動
し
、
準
備

作
業
を
行
う
。
 

  

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（
「
速
報
」
ま

た
は
「
詳
細
」
）
に
よ
り
美
浜
町
へ
の
「
多
量
」

の
降
灰
が
予
想
さ
れ
た
場
合
、
気
象
庁
が
発
表
す

る
噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
、
地
理

的
領
域
（
発
電
所
敷
地
か
ら
半
径

16
0k
m
）
内
の

活
火
山
に

2
0k

m
以
上
の
噴
煙
が
観
測
さ
れ
た
が

噴
火
後

10
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な

い
場
合
ま
た
は
降
下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の

重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
た
場
合
 

   

(b
) 
蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中
圧
ポ
ン
プ
（
電
動
）
を

用
い
た
炉
心
冷
却
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ

ン
プ
に
よ
る
給
水
が
で
き
な
い
場
合
は
、
電
源
車

（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
用
）
※
１
を
起
動

し
、
蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中
圧

ポ
ン
プ
（
電

動
）
を
用
い
た
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷

却
を
行
う
。
 

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失

が
発
生
し
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
２

台
が
と
も
に

機
能

喪
失
し
、
か
つ
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン

プ
に
よ
る
給
水
が
で
き
な
い
場
合
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
降
灰
影
響
を
受

け
な
い
燃
料
取
扱
建
屋
内
に

蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中

圧
ポ
ン
プ
お
よ
び
駆
動
用
電

源
車
を
移
動
し
て
対
応
す

る
。
）
 

（
以
下
、
同
様
。
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失

が
発
生
し
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
２

台
が
と
も
に

機
能

喪
失
し
、
か
つ
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン

プ
に
よ
る
給
水
が
で
き
ず
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注

入
ポ
ン
プ
を
起
動
し
た
場
合
。
 

ｈ
．
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
に
関
す
る
対
策

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
、
緊
急
時
対
策
所
指
揮

所
扉
を
開
放
す
る
こ
と
に
よ
り
緊
急
時
対
策
所
指
揮
所
の

居
住
性
を
確
保
す
る
。
 

    (
a)
 緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保

 

各
課
（
室
）
長
は
、
緊
急
時
対
策
所
指
揮
所
扉
を
開

放
す
る
。
 

  

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「
速
報
」
ま
た

は
「
詳
細
」）
に
よ
り
お
お
い
町
へ
の
「

多
量
」
の

降
灰
が
予

想
さ
れ
た
場
合
、
気
象
庁
が
発
表
す
る

噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
、
地
理
的

領
域
（
発
電
所
敷
地
か
ら
半
径

16
0k

m）
内
の
活
火

山
に

20
km
以
上
の
噴
煙
が
観
測
さ
れ
た
が

噴
火
後

1
0
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
ま

た
は
降
下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影

響
が
予
想
さ
れ
た
場
合

 

キ
 
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
に
関
す
る
対
策
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
、

必
要
な
数
の
要
員
を
収
容
す
る
等
の
緊
急
時
対
策
本
部
と

し
て
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
の

居
住
性
を
確
保
す
る
。
 

代
替
緊
急
時
対
策
所
入
口
扉
の
開
放
に
よ
り
居
住
性
を

確
保
し
、
降
下
火
砕
物
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
、
入
口

扉
（
２
か
所
）
に
仮
設
フ
ィ
ル
タ
を
設
置
す
る
。
 

     (ｱ
) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「
速
報
」
又
は
「
詳

細
」
）
に
よ
り
発
電
所
へ
の
「

多
量
」
の
降
灰
が
予

想

さ
れ
た
場
合
、
気
象
庁
が
発
表
す
る

噴
火
に
関
す
る

火
山
観
測
報
に
お
い
て
地
理
的
領
域
（
発
電
所
敷
地

か
ら
半
径

16
0k
m
）
内
の
火
山
に

20
km
以
上
の
噴
煙

が
観
測
さ
れ
た
が
噴
火
後

10
分
以
内
に
降
灰
予
報
が

発
表
さ
れ
な
い
場
合
又
は
降
下
火
砕
物
に
よ
る
発
電

所
へ
の
重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
場
合
。
 

な
お
、
そ
の
後
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
、
発
電
所
へ

の
降
灰
が
「
多
量
」
未
満
と
な
っ
た
場
合
は
、
体
制
を

解
除
す
る
。
 

ｆ
．
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
に
関
す
る
対
策
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
、
緊
急
時
対
策
所
入

口
扉
を
開
放
す
る
こ
と
に
よ
り
緊
急
時
対
策
所
の
居
住

性
を
確
保
す
る
。

 

    

(a
) 
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
 

各
課
（
室
）
長
は
、
緊
急
時
対
策
所
入
口
扉
の
開

放
に
よ
り
居
住
性
を
確
保
し
、
降
下
火
砕
物
の
侵

入
を
防
止
す
る
た
め
、
入
口
扉
（
２
箇
所
）
に
仮

設
フ
ィ
ル
タ
を
取
り
付
け
る
。
 

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（
「
速
報
」

ま
た
は
「
詳
細
」
）
に
よ
り
美
浜
町
へ
の
「
多

量
」
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
た
場
合
、
気
象
庁
が
発

表
す
る
噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
、

地
理
的
領
域
（
発
電
所
敷
地
か
ら
半
径

16
0k

m）

内
の
活
火
山
に

20
k
m
以
上
の

噴
煙
が
観
測
さ
れ

た
が
噴
火
後

10
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ

れ
な
い
場
合
ま
た
は
降
下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所

へ
の
重
大
な
影
響
が
予

想
さ
れ
た
場
合
 

        【
大
飯
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
大
飯
の
緊
急
時
対
策
所
指

揮
所
は
建
屋
内
に
あ
る
た
め

仮
設
フ
ィ
ル
タ
の
設
置
は
不

要
。
）
 

（
以
下
、
同
様
。
）
 

ｉ
．
通
信
連
絡
設
備
に
関
す
る
対
策

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
通
信
連
絡
に
つ
い
て
、

降
下
火
砕
物
の
影
響
を
受
け
な
い
有
線
系
の
設
備
を
複
数

手
段
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
機
能
を
確
保
す
る
。
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
３

号
お
よ
び
４
号
炉
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
配
置
し
た
電
源
車

お
よ
び
１
号
お
よ
び
２
号
炉
燃
料
取
扱
建
屋
内
に
配
置
し

た
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）（
Ｄ
Ｂ
）
か
ら
給
電
す
る
。 

(
a)
 電
源

車
お
よ
び
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）（
Ｄ

Ｂ
）
の
準
備
作
業

 

各
課
（
室
）
長
は
、
電
源

車
を
降
下
火
砕
物
の
影
響

を
受
け
る
こ
と
の
な
い
３
号
お
よ
び
４
号
炉
タ
ー
ビ

ン
建
屋
内
へ
、
お
よ
び
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）

（
Ｄ
Ｂ
）
を
降
下
火
砕
物
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
の

な
い
１
号
お
よ
び
２
号
炉
燃
料
取
扱
建
屋
内
へ
そ
れ

ぞ
れ
移
動
し
準
備
作
業
を
行
う
。
 

 

ク
 
通
信
連
絡
設
備
に
関
す
る
対
策
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
、

通
信
連
絡
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
通
信
連
絡
設
備
の
う

ち
、
降
下
火
砕
物
の
影
響
を
受
け
な
い
有
線
系
の
設
備
を

複
数
手
段
確
保
す
る
。
 

通
信
連
絡
設
備
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
可
搬
型
発
電
機
（
以
下
「
通
信
連
絡
設
備

用
発
電
機
」
と
い
う
。
）
よ
り
給
電
す
る
。
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
通
信
連
絡
設
備
用
発
電

機
吸
気
フ
ィ
ル
タ
の

閉
塞
を
防
止
す
る
た
め
、
フ
ィ
ル
タ

の
取
替
・
清
掃
が
容
易
な
フ
ィ
ル
タ
コ
ン
テ
ナ
を
吸
気
口

へ
接
続
す
る
。
 

通
信
連
絡
設
備
用
発
電
機
の
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に

は
、
火
山
影
響
等
発
生
時
の
手
順
に
お
い
て
最
低
限
必
要

と
な
る
発
電
所
内
の
通
信
連
絡
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、

乾
電
池
で
使
用
可
能
な
携
帯
型
有
線
通
話
装
置
を
使
用
す

る
。
 

ｇ
．
通
信
連
絡
設
備
に
関
す
る
対
策
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
通
信
連
絡
に
つ
い

て
、
降
下
火
砕
物
の
影
響
を
受
け
な
い
有
線
系
の
設
備

を
複
数
手
段
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
機
能
を
確
保
す

る
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
に

お
い
て
は
、
燃
料
取
扱
建
屋
内
に
配
置
し
た
電
源
車
※
２

か
ら
給
電
す
る
。
 

 

(a
) 
電
源
車
※
２
の
準
備
作
業

 

各
課
（
室
）
長
は
、
電
源
車
※
２
を
降
下
火
砕
物

の
影
響
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
燃
料
取
扱
建
屋
内

へ
移
動
し
、
準
備
作
業
を
行
う
。
 

     

【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
降
灰
影
響
を
受

け
な
い
燃
料
取
扱
建
屋
内
に

通
信
連
絡
設
備
に
供
給
す
る

電
源
車
を
移
動
し
て
対
応
す

る
。
）
 

（
以
下
、
同
様
。
）
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
通
信
連
絡
設
備

に
供
給
す
る
電
源
車
の
準
備

作
業
と
給
電
開
始
に
つ
い
て

記
載
し
て
い
る
。）

 

参考①-421



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 
 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「
速
報
」
ま
た

は
「
詳
細
」）
に
よ
り
お
お
い
町
へ
の
「

多
量
」
の

降
灰
が
予

想
さ
れ
た
場
合
、
気
象
庁
が
発
表
す
る

噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
、
地
理
的

領
域
（
発
電
所
敷
地
か
ら
半
径

16
0k

m）
内
の
活
火

山
に

20
km
以
上
の
噴
煙
が
観
測
さ
れ
た
が

噴
火
後

1
0
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
ま

た
は
降
下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影

響
が
予
想
さ
れ
た
場
合

 

 

(
b)
 電
源

車
お
よ
び
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）（
Ｄ

Ｂ
）
か
ら
の
給
電
開
始
 

緊
急
時
対
策
本
部
お
よ
び
当
直
課
長
は
、
電
源

車

お
よ
び
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）（
Ｄ
Ｂ
）
か
ら

の
給
電
準
備
を
行
っ
た
の
ち
給
電
を
開
始
す
る
。
 

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

電
源

車
に
よ
る
給
電
開
始
は
、
火
山
影
響
等
発

生
時
に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失
が
発
生
し
、
３
号

炉
ま
た
は
４
号
炉
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
全

台
が

機
能

喪
失
し
た
場
合
 

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）（
Ｄ
Ｂ
）
に
よ
る

給
電
開
始
は
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外

部
電
源

喪
失
が
発
生
し
、
１
号
炉
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電
機
全

台
が
機
能

喪
失
し
た
場
合

 

 

(ｱ
) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

ａ
 
通
信
連
絡
設
備
用
発
電
機
に
よ
る
給
電
準
備
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失

が
発
生
し
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電
機
全
台
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
。

 

ｂ
 
通
信
連
絡
設
備
用
発
電
機
に
よ
る
給
電
開
始
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失

が
発
生
し
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電
機
全
台
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
。

 

ｃ
 
通
信
連
絡
設
備
用
発
電
機
フ
ィ
ル
タ
コ
ン
テ
ナ

の
フ
ィ
ル
タ
取
替
・
清
掃

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源

喪
失

が
発
生
し
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電
機
全
台
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
。

 

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
  

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（
「
速
報
」

ま
た
は
「
詳
細
」
）
に
よ
り
美
浜
町
へ
の
「
多

量
」
の
降
灰
が
予

想
さ
れ
た
場
合
、
気
象
庁
が

発
表
す
る
噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い

て
、
地
理
的
領
域
（
発
電
所
敷
地
か
ら
半
径

1
60

k
m）
内
の
活
火
山
に

20
k
m
以
上
の
噴
煙
が

観
測
さ
れ
た
が
噴
火
後

1
0
分
以
内
に
降
灰
予
報

が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
ま
た
は
降
下
火
砕
物
に

よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
た

場
合

 

(b
) 
電
源
車
※
２
か
ら
の
給
電
開
始
 

 

発
電
所
対
策
本
部
お
よ
び
当
直
課
長
は
、
電
源

車
※
２
か
ら
の
給
電
準
備
を
行
っ
た
の
ち
給
電
を
開

始
す
る
。
 

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

電
源
車
※
２
に
よ
る
給
電
開
始
は
、
火
山
影
響

等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
が
発
生

し
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
が
と
も
に
機
能

喪
失
し
た
場
合
 

 

ｊ
．
電
源
車
の
燃
料
確
保
に
関
す
る
対
策
 

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
、
電
源

車
の
燃
料
を
軽

油
ド
ラ
ム
缶
に
よ
り
確
保
す
る
。
 

  (
a)
 軽

油
ド
ラ
ム
缶
の
建
屋
近
傍
へ
の
移
動
 

  

各
課
（
室
）
長
は
、
軽

油
ド
ラ
ム
缶
を
３
号
お
よ
び

４
号
炉
タ
ー
ビ
ン
建
屋
近
傍
へ
移
動
す
る
。
 

  

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「
速
報
」
ま
た

は
「
詳
細
」）
に
よ
り
お
お
い
町
へ
の
「

多
量
」
の

降
灰
が
予

想
さ
れ
た
場
合
、
気
象
庁
が
発
表
す
る

噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
、
地
理
的

領
域
（
発
電
所
敷
地
か
ら
半
径

16
0k

m）
内
の
活
火

山
に

20
km
以
上
の
噴
煙
が
観
測
さ
れ
た
が

噴
火
後

1
0
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
ま

 
ｈ
．
電
源
車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
用
）
※
１
お

よ
び
電
源
車
※
２
の
燃
料
確
保
に
関
す
る
対
策

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
電
源
車
（
可
搬
式
代

替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
用
）
※
１
お
よ
び
電
源
車
※
２
の
燃
料

を
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
お
よ
び
燃
料

油
移
送
ポ
ン
プ
に

よ
り
確
保
す
る
。
 

(a
) 
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
か
ら
電
源
車
（
可
搬
式
代

替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
用
）
※
１
お
よ
び
電
源

車
※
２

へ
の
補
給
準
備

 

各
課
（
室
）
長
は
、
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
か
ら

電
源

車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
用
）
※
１

お
よ
び
電
源
車
※
２
へ
の
燃
料
補
給
の
準
備
を
行

う
。
 

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（
「
速
報
」
ま

た
は
「
詳
細
」
）
に
よ
り
美
浜
町
へ
の
「
多
量
」

の
降
灰
が
予
想
さ
れ
た
場
合
、
気
象
庁
が
発
表
す

る
噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
、
地
理

的
領
域
（
発
電
所
敷
地
か
ら
半
径

1
60

km
）
内
の

活
火
山
に

20
km
以
上
の
噴
煙
が
観
測
さ
れ
た
が

噴
火
後

1
0
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
各
電
源
車
の
燃

料
確
保
に
つ
い
て
記
載
し
て

い
る
。
）
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
各
電
源

車
の
燃
料
は
、
大

飯
は
軽
油
、
美
浜
は
重

油
。
）
 

参考①-422



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

た
は
降
下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影

響
が
予
想
さ
れ
た
場
合

 

(
b)
 軽

油
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
燃
料
補
給

 

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
軽

油
ド
ラ
ム
缶
か
ら
電
源

車
へ
燃
料
補
給
を
行
う
。

 

  

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

電
源

車
の
運
転
継
続
の
た
め
に
燃
料
補
給
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合

 

い
場
合
ま
た
は
降
下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の

重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
た
場
合
 

(b
) 
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
お
よ
び
燃
料
油
移
送

ポ
ン
プ

に
よ
る
燃
料
補
給
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
お
よ

び
燃
料

油
移
送
ポ
ン
プ
を
用
い
電
源

車
（
可
搬
式
代

替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
用
）
※
１
お
よ
び
電
源
車
※
２
へ
そ

れ
ぞ
れ
燃
料
補
給
を
行
う
。
 

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

電
源
車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
用
）
※

１
お
よ
び
電
源

車
※
２
の
運
転
継
続
の
た
め
に
燃
料

補
給
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
 

ｋ
．
消
火
水
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
タ
ン
ク
か
ら
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の

補
給
に
関
す
る
対
策
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
、
消
火
水
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
タ
ン
ク
か
ら
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
を
行
う
。
 

(
a)
 
消
火
水
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
タ
ン
ク
か
ら
復
水
ピ
ッ
ト

へ
の
補
給
準
備
 

各
課
（
室
）
長
は
、
消
火
水
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
タ
ン
ク

か
ら
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
の
た
め
の
系
統
構
成
を

行
う
。
 

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（「
速
報
」
ま
た

は
「
詳
細
」）
に
よ
り
お
お
い
町
へ
の
「

多
量
」
の

降
灰
が
予

想
さ
れ
た
場
合
、
気
象
庁
が
発
表
す
る

噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
、
地
理
的

領
域
（
発
電
所
敷
地
か
ら
半
径

16
0k

m）
内
の
活
火

山
に

20
km
以
上
の
噴
煙
が
観
測
さ
れ
た
が

噴
火
後

1
0
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
ま

た
は
降
下
火
砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影

響
が
予
想
さ
れ
た
場
合

 

(
b)
 
消
火
水
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
タ
ン
ク
か
ら
復
水
ピ
ッ
ト

へ
の
補
給
 

緊
急
時
対
策
本
部
お
よ
び
当
直
課
長
は
、
消
火
水

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
タ
ン
ク
か
ら
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給

を
行
う
。
 

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
が
必
要
と
判
断
し
た

場
合
 

 

 
ｉ
．
消
火
水
タ
ン
ク
か
ら
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
に
関
す

る
対
策
 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
、
消
火
水
タ
ン
ク
か

ら
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
を
行
う
。
 

               (a
) 
消
火
水
タ
ン
ク
か
ら
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
 

 

発
電
所
対
策
本
部
お
よ
び
当
直
課
長
は
、
消
火

水
タ
ン
ク
か
ら
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
を
行
う
。
 

 

ア
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
が
必
要
と
判
断
し
た

場
合

 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
消
火
水
タ
ン
ク

か
ら
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給

に
つ
い
て
記
載
し
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
大
飯
は
、
消
火
水
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
タ
ン
ク
か
ら
復
水
ピ

ッ
ト
へ
の
補
給
準
備
と
し
て

屋
外
作
業
を

早
め
に
実
施
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
）
 

火
山
影
響
等
発
生
時
の
対
策
に
お
け
る
主
な
作
業
 

作
業

手
順 N
o 

対
応
手
段

 
要
員

 
要
員
数

 
想
定
時

間
 

ｅ
(
a)

 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
へ
の
改
良
型
フ
ィ
ル

タ
取
付

 

緊
急
安
全
対

策
要
員

 
6
 

50
分

 

ｅ
(
b)

 

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
改
良
型
フ
ィ
ル
タ
の

フ
ィ
ル
タ
取
替

 

緊
急
安
全
対

策
要
員

 
8
 

20
分

 

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
改
良
型
フ
ィ
ル
タ
の

フ
ィ
ル
タ
清
掃
※
１
 

緊
急
安
全
対

策
要
員

 
4
 

80
分

 

火
山
影
響
等
発
生
時
の
対
策
に
お
け
る
主
な
作
業
 

作
業

手
順 No
 

対
応
手
段

 
要
員

 
要
員
数

 
想
定
時

間
 

1 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
へ
の
フ
ィ
ル
タ
コ
ン

テ
ナ
接
続

 

保
修
対
応
要

員
 

6 
1
時
間

50
分

 

2 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
フ
ィ
ル
タ
コ
ン
テ
ナ

の
フ
ィ
ル
タ
取
替
・
清
掃

 

保
修
対
応
要

員
 

6 
2
時
間

 

火
山
影
響
等
発
生
時
の
対
策
に
お
け
る
主
な
作
業
 

作
業

手
順 N
o 

対
応
手
段

 
要
員

 
要
員 数
 

想
定
時

間
 

ｃ
(
a)

 

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
へ
の
改
良
型
フ
ィ
ル

タ
取
付

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

8
 

5
0
分

 

海
水

ポ
ン
プ
除
塵
フ
ィ
ル
タ
の
取
り
外
し

 
緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

5
0
分

 

ｃ
(
b)

 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
改
良
型
フ
ィ
ル
タ
の

フ
ィ
ル
タ
取
替

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

5
 

2
0
分

 

 

参考①-423



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ｇ
(
a)

 

ｉ
(
a)

 

蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中
圧

ポ
ン
プ
（
電

動
）
の
準
備
作
業

 

電
源

車
の
準
備
作
業

 

（
電
源

車
の
移
動
）

 

緊
急
安
全
対

策
要
員

 
2
 

25
分

 

蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中
圧

ポ
ン
プ
（
電

動
）
の
準
備
作
業

 

電
源

車
の
準
備
作
業
※
２
 

（
給
電
用
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
）

 

緊
急
安
全
対

策
要
員

 
2
 

35
分

 

ｇ
(
a)

 

蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中
圧

ポ
ン
プ
（
電

動
）
の
準
備
作
業

 

（
ホ
ー
ス
接
続
・
系
統
構
成
）

 

緊
急
安
全
対

策
要
員

 
5
 

11
0
分

 

ｇ
(
b)

 

ｉ
(
b)

 

蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中
圧

ポ
ン
プ
（
電

動
）
を
用
い
た
炉
心
冷
却

 

電
源

車
か
ら
の
給
電
開
始

 

（
給
電
用
ケ
ー
ブ
ル
接
続
）

 

緊
急
安
全
対

策
要
員

 
2
 

20
分

 

蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中
圧

ポ
ン
プ
（
電

動
）
を
用
い
た
炉
心
冷
却

 

電
源

車
か
ら
の
給
電
開
始

 

（
不
要
負
荷
切
り
離
し
・
受
電
操
作
）

 

運
転
員
等

 

(
中
央
制
御

室
、
現
場

)
 

3
 

35
分

 

ｉ
(
a)

 
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
（
Ｄ
Ｂ
）
の

準
備
作
業
※
２
 

緊
急
安
全
対

策
要
員

 

3
 

(
３
号
炉

お
よ
び
４

号
炉
合

計
)
 

50
分

 

ｉ
(
b)

 
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
（
Ｄ
Ｂ
）
か

ら
の
給
電
開
始

 

緊
急
安
全
対

策
要
員

 

2
 

(
３
号
炉

お
よ
び
４

号
炉
合

計
)
 

40
分

 

緊
急
時
対
策

本
部
要
員

 

1
 

(
３
号
炉

お
よ
び
４

号
炉
合

計
)
 

ｊ
(
a)

 
軽

油
ド
ラ
ム
缶
の
建
屋
近
傍
へ
の
移
動

 
緊
急
安
全
対

策
要
員

 

6
 

(
３
号
炉

お
よ
び
４

号
炉
合

計
)
 

50
分

 

ｋ
(
a)

 
消
火
水
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
タ
ン
ク
か
ら
復
水

ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
準
備

 

緊
急
安
全
対

策
要
員

 

1
 

(
３
号
炉

お
よ
び
４

号
炉
合

計
)
 

30
分

 

ｋ
(
b)

 
消
火
水
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
タ
ン
ク
か
ら
復
水

ピ
ッ
ト
へ
の
補
給

 

緊
急
安
全
対

策
要
員

 

3
 

(
３
号
炉

お
よ
び
４

号
炉
合

計
)
 

75
分

 

運
転
員
等

 

(
中
央
制
御

室
)
 

1
 

(
３
号
炉

お
よ
び
４

号
炉
合

計
)
 

※
１
：
１
班
４
名
で
２
班
が
交
代
し
て
実
施
す
る
。
 

※
２
：
可
搬
式
排
気
フ
ァ
ン
お
よ
び
仮
設

ダ
ク
ト
等
設
置
作

業
は
、
1
箇
所
あ
た
り
上
表
と
は
別
に
緊
急
安
全
対

策
要
員

4
名
が

6
0
分
以
内
で
実
施
す
る
。
 

運
転
員
（
当

直
員
）
等

（
現
場
）

 

4 

（
１
交
換

サ
イ
ク
ル

当
た
り
）

 

3 
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
の
移
動

及
び
フ
ィ
ル
タ
コ
ン
テ
ナ
接
続

 

保
修
対
応
要

員
 

7 
2
時
間

49
分

 

4 

可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ

ル
注
入

ポ
ン
プ
を

用
い
た
炉
心
冷
却

に
お
け
る
水
源
切

り
替
え

 

系
統
構
成
（
逆
止

弁
の

弁
体
取
り
外

し
前
）

 

運
転
員
（
当

直
員
）
等

（
現
場
）

 

2 
1
時
間

 

逆
止

弁
の

弁
体
取

り
外
し

 

保
修
対
応
要

員
 

2 
2
時
間

30
分

 

系
統
構
成
（
逆
止

弁
の

弁
体
取
り
外

し
後
）

 

運
転
員
（
当

直
員
）
等

（
現
場
）

 

2 
30
分

 

5 
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
フ
ィ
ル

タ
コ
ン
テ
ナ
の
フ
ィ
ル
タ
取
替
・
清
掃

 

保
修
対
応
要

員
 

2 

1
時
間

 

（
１
交
換

サ
イ
ク
ル

当
た
り
）
 

6 
通
信
連
絡
設
備
用
発
電
機
に
よ
る
給
電
準

備
 

保
修
対
応
要

員
 

4 

50
分

 
運
転
員
（
当

直
員
）
等

（
現
場
）

 

4 

7 
通
信
連
絡
設
備
用
発
電
機
に
よ
る
給
電
開

始
 

保
修
対
応
要

員
 

2 
10
分

 

8 
通
信
連
絡
設
備
用
発
電
機
フ
ィ
ル
タ
コ
ン

テ
ナ
の
フ
ィ
ル
タ
取
替
・
清
掃

 

保
修
対
応
要

員
 

2 

1
時
間

 

（
１
交
換

サ
イ
ク
ル

当
た
り
）
 

9 
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
の
移
動
及
び
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
へ
の
燃
料
く
み
上
げ

 

保
修
対
応
要

員
 

2 
1
時
間

50
分

 

10
 

可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
の
燃
料

補
給
作
業

 

保
修
対
応
要

員
 

3 
2
時
間

 

11
 

通
信
連
絡
設
備
用
発
電
機
の
燃
料

油
補
給

作
業

 

保
修
対
応
要

員
 

2 
4
時
間

 

 

 

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
改
良
型
フ
ィ
ル
タ
の

フ
ィ
ル
タ
清
掃
※
３
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

6
0
分

 

ｅ
(
a)

 

ｇ
(
a)

 

電
源

車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ

用
）
※
１
、
電
源

車
※
２
の
移
動

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

4
 

3
0
分

 

ｅ
(
a)

 

蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中
圧

ポ
ン
プ

（
電
動
）
の
準
備
作
業
※

4
 

（
給
電
用
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
・
接
続
）

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

4※
5
 

2
0
分

 

蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中
圧

ポ
ン
プ

（
電
動
）
の
準
備
作
業

 

（
ホ
ー
ス
接
続
・
系
統
構
成
）

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

8
 

9
0
分

 

ｅ
(
b)

 

蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中
圧

ポ
ン
プ

（
電
動
）
を
用
い
た
炉
心
冷
却
（
電
源

車

（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
用
）
※
１

起
動
）

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

2
0
分

 

ｆ
(
a)

 
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
（
仮
設
フ

ィ
ル
タ
取
付
）

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

5
0
分

 

ｇ
(
a)

 
電
源

車
※
２
の
準
備
作
業
※
４
 

(給
電
用
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
・
接
続

)
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

4※
5
 

2
0
分

 

ｇ
(
b)

 

電
源

車
※
２
か
ら
の
給
電
開
始

 

(電
源

車
※
２
起
動

)
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

2
0
分

 

電
源

車
※
２
か
ら
の
給
電
開
始

 

(不
要
負
荷
切
り
離
し
・
受
電
操
作

)
 

運
転
員
等

 

（
中
央
制
御
室
、

現
場
）

 

2
 

6
4
分

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

1
 

ｈ
(
a)

 

燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
か
ら
電
源

車
（
可
搬

式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
用
）
※
１
お
よ
び

電
源

車
※
２
へ
の
補
給
準
備

 

運
転
員
等

 

（
現
場
）

 
1
 

※
６

 
緊
急
安
全
対
策
要

員
 

6
 

ｉ
(
a)

 
消
火
水
タ
ン
ク
か
ら
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補

給
 

運
転
員
等

 

（
中
央
制
御
室
、

現
場
）

 

2
 

5
5
分

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

4
 

※
１
：
蒸
気
発
生
器
補
給
用
仮
設
中
圧
ポ
ン
プ
（
電
動
）
へ

の
給
電
用
 

※
２
：
通
信
連
絡
設
備
へ
の
給
電
用
 

※
３
：
１
班
２
名
で
２
班
が
交
代
し
て
実
施
す
る
。
 

※
４
：
可
搬
式
排
気
フ
ァ
ン
お
よ
び
仮
設

ダ
ク
ト
等
設
置
作

業
は
、
１
箇
所
あ
た
り
上
表
と
は
別
に
緊
急
安
全
対

策
要
員
４
名
が

60
分
以
内
で
実
施
す
る
。
 

※
５
：
４
名
で
２
作
業
を

20
分
以
内
で
順
に
実
施
す
る
。
 

※
６
：
燃
料
枯
渇
ま
で
に
実
施
す
る
。
 

 

ｌ
．
降
灰
お
よ
び
地
滑
り
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認

 

 

各
課
（
室
）
長
は
、
降
灰
お
よ
び
地
滑
り
が
確
認
さ
れ

た
場
合
は
、
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
を
確
認
す
る
た
め
、

降
下
火
砕
物
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
ま
た
は
重
要
安
全

施
設
を
内
包
す
る
原
子
炉
補
助
建
屋
に
つ
い
て
点
検
を

行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任

技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

ケ
 

噴
火
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
 

 

各
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
５
cm
を
超
え
る
降
下

火
砕
物
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
事
象
収
束
後
、
原
子
炉

施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果

を
所
長
及
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

ｊ
．
降
灰
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
 

各
課
（
室
）
長
は
、
降
灰
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
原

子
炉
施
設
へ
の
影
響
を
確
認
す
る
た
め
、
降
下
火
砕
物
よ

り
防
護
す
べ
き
施
設
に
つ
い
て
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、

そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す

る
。

 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

 

（
以
下
、
同
様
。）

 

参考①-424



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ｍ
．
保
守
管
理
、
点
検

 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
山
事
象
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設

の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
降
灰
後
に
お
け
る
降
下

火
砕
物
に
よ
る
静
的
荷
重
、
腐
食
、
磨
耗
等
の
影
響
に
つ

い
て
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点

検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

 

コ
 
保
守
管
理
、
点
検
 

保
修
第
二
課
長
及
び
土
木
建
築
課
長
は
、
火
山
事
象
よ

り
防
護
す
べ
き
施
設
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
降

灰
後
に
お
け
る
降
下
火
砕
物
に
よ
る
静
的
荷
重
、
腐
食
、

磨
耗
等
の
影
響
に
つ
い
て
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適

切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
補
修
を
行
う
。
 

 

ｋ
．
保
守
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
山
事
象
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設

の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
降
灰
後
に
お
け
る
降
下

火
砕
物
に
よ
る
静
的
荷
重
、
腐
食
、
磨
耗
等
の
影
響
に
つ

い
て
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点

検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

 

 

３
．
５
 
定
期
的
な
評
価
 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
３
．
１
項
か
ら
３
．
４
項
の
活
動
の

実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を

行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動

と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
 

(2
) 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受

け
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

3
.5
 
定
期
的
な
評
価
 

(1
) 
各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、

3
.1
項
か
ら

3.
4
項
の
活
動
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
防

災
課
長
に
報
告
す
る
。
 

  

(2
) 
防
災
課
長
は
、
3.
1
項
か
ら

3.
4
項
の
活
動
の
実
施
結
果

を
取
り
ま
と
め
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を
行

う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動

と
な
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

３
．
５
 定
期
的
な
評
価

 

(
1)

 各
課
（
室
）
長
は
、
３
．
１
項
か
ら
３
．
４
項
の
活
動

の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評

価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切

な
活
動
と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、
技
術
課
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2)

 技
術
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受
け
、

必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

 

３
．
６

 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
山
影
響
等
、
降
雪
お
よ
び
地
滑
り
発

生
時
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉

主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

(1
) 
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
停
止
の
判
断
基

準
 

ａ
．
お
お
い
町
に
降
灰
予
報
「

多
量
」
が
発
表
さ
れ
た
場
合

 

ｂ
．
お
お
い
町
に
降
灰
予
報
「

多
量
」
が
発
表
さ
れ
て
い
な

い
場
合
に
お
い
て
、
火
山
影
響
等
発
生
時
の
対
応
に
着
手

し
、
か
つ
、
第
７
８
条
の
３
に
定
め
る
外
部
電
源
に
お
い

て
、
全
５
回
線
中
、
３
回
線
以
上
が
動
作
不
能
に
な
り
、

動
作
可
能
な
外
部
電
源
が
２
回
線
以
下
と
な
っ
た
場
合

（
送
電
線
の
点
検
時
を
含
む
。
）
ま
た
は
す
べ
て
の
外
部

電
源
が
他
の
回
線
に
対
し
独
立
性
を
有
し
て
い
な
い
場

合
 

 

3
.6
 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置

 

各
第
二
課
長
は
、
火
山
影
響
等
発
生
時
及
び
降
雪
の
影
響
に

よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
及

び
関
係
課
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉

停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

(1
)
 
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
停
止
の
判
断
基

準
 

ア
 
外
部
電
源
が
第

71
条
の
運
転
上
の
制
限
を

逸
脱
し
、

完
了
時
間
内
に
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
 

イ
 
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
り
、
プ
ラ
ン
ト
の
運
転
を
継
続
で
き
な
い
と
判
断

し
た
場
合
 

(ｱ
) 
降
灰
予
報
等
を
用
い
た
手
順
着
手
の
判
断
基
準
に

基
づ
き
対
応
に
着
手
し
、
か
つ
、
第

7
1
条
に
定
め
る

外
部
電
源
３
回
線
の
う
ち
、
１
回
線
が
動
作
不
能
と

な
り
、
動
作
可
能
な
外
部
電
源
が
２
回
線
と
な
っ
た

場
合
（
送
電
線
の
点
検
時
を
含
む
。）
又
は
全
て
の
外

部
電
源
が
他
の
回
線
に
対
し
独
立
性
を
有
し
て
い
な

い
場
合
 

 

３
．
６
 原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置

 

各
課
（
室
）
長
は
、
火
山
影
響
等
お
よ
び
降
雪
発
生
時
の

影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議

す
る
。
 

(1
) 
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
停
止
の
判
断
基

準
 

ａ
．
美
浜
町
に
降
灰
予
報
「
多
量
」
が
発
表
さ
れ
た
場
合
 

ｂ
．
美
浜
町
に
降
灰
予
報
「
多
量
」
が
発
表
さ
れ
て
い
な

い
場
合
に
お
い
て
、
火
山
影
響
等
発
生
時
の
対
応
に
着

手
し
、
か
つ
、
第
７
３
条
に
定
め
る
外
部
電
源
に
お
い

て
、
全
５
回
線
中
、
４
回
線
以
上
が
動
作
不
能
に
な

り
、
動
作
可
能
な
外
部
電
源
が
１
回
線
以
下
と
な
っ
た

場
合
（
送
電
線
の
点
検
時
を
含
む
。
）
ま
た
は
す
べ
て

の
外
部
電
源
が
他
の
回
線
に
対
し
独
立
性
を
有
し
て
い

な
い
場
合
 

 

         【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
降
灰
予
報
に
よ

り
原
子
炉
停
止
の
判
断
基
準

を
定
め
る
。）

 

３
．
７
 そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

(
1)

 原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
以
下
の
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

ａ
．
新
た
な
知
見
の
収
集
、
反
映

 

原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
定
期
的

に
新
た
な
知
見
の
確
認
を
行
い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ

た
場
合
の
火
山
事
象
の
評
価
を
行
い
、
必
要
な
事
項
を
適

3
.7
 
そ
の
他
関
連
す
る
活
動

 

(1
)
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と

を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

ア
 
新
た
な
知
見
の
収
集
、
反
映
 

原
子
力
管
理
部
長
は
、
定
期
的
に
新
た
な
知
見
の
確
認

を
行
い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合
の
火
山
事
象
の

評
価
を
行
い
、
必
要
な
事
項
を
適
切
に
反
映
す
る
。

 

３
．
７
 そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

(1
) 
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
以
下
の

活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

ａ
．
新
た
な
知
見
の
収
集
、
反
映
 

原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
定
期
的

に
新
た
な
知
見
の
確
認
を
行
い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ

た
場
合
の
火
山
事
象
の
評
価
を
行
い
、
必
要
な
事
項
を
適
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

切
に
反
映
す
る
。
 

 
切
に
反
映
す
る
。
 

４
 地

 
震

 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
地
震
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
４
．
１
項
か

ら
４
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、

各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
地
震
発
生
時
に
お
け
る
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ

び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 

４
 
地

震
 

防
災
課
長
は
、
地
震
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の

4
.1
項
か
ら

4
.4
項

を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
第
二
課

長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
地
震

発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
体
制
及
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

 

４
 地

 
震

 

技
術
課
長
は
、
地
震
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
４
．
１
項

か
ら
４
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得

る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
地
震
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め

に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 

４
．
１
 
要
員
の
配
置
 

(
1)
 所
長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
必
要

な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

(
2)
 所
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第
１
２
６
条
に
定
め
る
必

要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

 

4
.1
 
要
員
の
配
置
 

(
1)
 防
災
課
長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
必
要
な
要

員
を
配
置
す
る
。

 

(2
) 
防
災
課
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
又
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第

1
19
条
に
定
め
る
必
要
な

要
員
を
配
置
す
る
。
 

 

４
．
１
 要
員
の
配
置

 

(
1)

 所
長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
必

要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

(
2)

 所
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第
１
２
１
条
に
定
め

る
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。

 

 

４
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
地
震
発
生
時

の
運
用
管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
2)
 発
電
室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
地
震
発
生
時
の
運
転

操
作
等
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

4
.2
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)
 防
災
課
長
は
、
関
係
所
員
に
対
し
て
、
地
震
発
生
時
の
運
用

管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
2)
 発
電
第
二
課
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
地
震
発
生
時
の
運

転
操
作
等
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。

 

 

４
．
２
 教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)

 所
長
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
地
震
発
生
時
の
運

用
管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
2)

 発
電
室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
地
震
発
生
時
の
運

転
操
作
等
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
玄
海
は
、（
１
）
の
教
育

訓
練
を
関
係
者
に
限
定
し
て

い
る
。
）
 

４
．
３
 
資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）
長
は
、
地
震
発
生
時
に
使
用
す
る
資
機
材
を
配
備
す

る
。
 

 

4
.3
 
資
機
材
の
配
備
 

(
1)
 発
電
第
二
課
長
は
、
地
震
発
生
時
に
使
用
す
る
資
機
材
を
配

備
す
る
。
 

 

４
．
３
 資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）
長
は
、
地
震
発
生
時
に
使
用
す
る
資
機
材
を
配

備
す
る
。
 

 

 

４
．
４
 
手
順
書
の
整
備
 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
地
震
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

4
.4
 
手
順
書
の
整
備
 

(
1)
 各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
地
震

発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行

う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施

す
る
こ
と
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

４
．
４
 手
順
書
の
整
備
 

(
1)

 各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
地
震
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う

た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実

施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

ａ
．
波
及
的
影
響
防
止
に
関
す
る
手
順
 

(a
)
 各
課
（
室
）
長
は
、
波
及
的
影
響
を
防
止
す
る
よ
う

現
場
を
維
持
す
る
た
め
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
機

器
設
置
時
の
配
慮
事
項
等
を
定
め
て
管
理
す
る
。

 

ア
 
波
及
的
影
響
防
止
 

 
(ｱ
) 
防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
土
木
建
築
課
長
は
、

波
及
的
影
響
を
防
止
す
る
よ
う
現
場
を
維
持
す
る
た
め
、

機
器
設
置
時
の
配
慮
事
項
等
を
定
め
て
管
理
す
る
。
 

ａ
．
波
及
的
影
響
防
止
に
関
す
る
手
順
 

(a
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
波
及
的
影
響
を
防
止
す
る
よ
う
現

場
を
維
持
す
る
た
め
、
機
器
設
置
時
の
配
慮
事
項
等
を
定

め
て
管
理
す
る
。
 

 

(b
)
 各
課
（
室
）
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
機

器
・
配
管
等
の
設
置
お
よ
び
点
検
資
材
等
の
仮
設
・
仮

置
時
に
お
け
る
、
耐
震
重
要
施
設
（
耐
震
Ｓ
ク
ラ
ス
施

設
）
お
よ
び
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
ま
た

は
常
設
重
大
事
故
緩

和
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故

等
対
処
施
設
（
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
、

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
を
含
む
。
以
下
、
「
耐
震
重

要
施
設
等
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
※

(
ｲ)
 
防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
土
木
建
築
課
長
は
、

機
器
・
配
管
等
の
設
置
及
び
点
検
資
材
等
の
仮
設
・
仮
置

時
に
お
け
る
、
耐
震
重
要
施
設
（
耐
震
Ｓ
ク
ラ
ス
施
設
）

及
び
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
常
設
重

大
事
故
緩

和
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施

設
（
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
、
常
設
重
大
事

故
緩
和
設
備
を
含
む
。
）（
以
下
「
耐
震
重
要
施
設
等
」
と

い
う
。
）
に
対
す
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
※
１
の
波
及
的
影
響

(b
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
機
器
・
配
管
等
の
設
置
お
よ
び
点

検
資
材
等
の
仮
設
・
仮
置
時
に
お
け
る
、
耐
震
重
要
施
設

（
耐
震
Ｓ
ク
ラ
ス
施
設
）
お
よ
び
常
設
耐
震
重
要
重
大
事

故
防
止
設
備
ま
た
は
常
設
重
大
事
故
緩

和
設
備
が
設
置

さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
（
常
設
耐
震
重
要
重
大
事

故
防
止
設
備
、
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
を
含
む
。
以
下
、

「
耐
震
重
要
施
設
等
」
と
い
う
。）
に
対
す
る
下
位
ク
ラ
ス

施
設
※
１
の
波
及
的
影
響
（
４
つ
の
観
点
※
２
お
よ
び
溢
水
・
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

１
の
波
及
的
影
響
（
４
つ
の
観
点
※
２
お
よ
び
溢
水
・
火

災
の
観
点
）
を
防
止
す
る
。
 

（
４
つ
の
観
点
※
２
及
び
溢
水
・
火
災
の
観
点
）
を
防
止
す

る
。
 

火
災
の
観
点
）
を
防
止
す
る
。

 

※
１
：
耐
震
Ｂ
ク
ラ
ス
お
よ
び
Ｃ
ク
ラ
ス
施
設
に
加
え
、
常

設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
以
外
の
常
設
重

大
事
故
防
止
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対

処
施
設
（
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
以
外

の
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
を
含
む
。）
、
可
搬
型
重

大
事
故
等
対
処
設
備
、
な
ら
び
に
常
設
重
大
事
故
防

止
設
備
お
よ
び
常
設
重
大
事
故
緩

和
設
備
の
い
ず

れ
に
も
属
さ
な
い
常
設
の
重
大
事
故
等
対
処
施
設

を
考
慮
す
る
。
 

※
１
：
耐
震
Ｂ
ク
ラ
ス
及
び
Ｃ
ク
ラ
ス
施
設
に
加
え
、
常
設

耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
以
外
の
常
設
重
大

事
故
防
止
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処

施
設
（
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
以
外
の

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
を
含
む
。）
、
可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処
設
備
、
並
び
に
常
設
重
大
事
故
防
止
設

備
及
び
常
設
重
大
事
故
緩

和
設
備
の
い
ず
れ
に
も

属
さ
な
い
常
設
の
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
考
慮

す
る
。
 

※
１
：
耐
震
Ｂ
ク
ラ
ス
お
よ
び
Ｃ
ク
ラ
ス
施
設
に
加
え
、
常
設

耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
以
外
の
常
設
重
大
事

故
防
止
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設

（
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
以
外
の
常
設

重
大
事
故
防
止
設
備
を
含
む
。）
、
可
搬
型
重
大
事
故
等

対
処
設
備
、
な
ら
び
に
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
お
よ

び
常
設
重
大
事
故
緩

和
設
備
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な

い
常
設
の
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
考
慮
す
る
。
 

 

※
２
：
４
つ
の
観
点
と
は
、
以
下
を
い
う
。
 

ア
．
 
設
置
地
盤
お
よ
び
地
震
応
答
性
状
の
相
違
等
に

起
因
す
る
相
対
変
位
ま
た
は
不
等
沈
下
に
よ
る
影
響

 

イ
．
 
耐
震
重
要
施
設
等
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の
接

続
部
に
お
け
る
相
互
影
響

 

ウ
．

 
建
屋
内
に
お
け
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
損
傷
、

転
倒
お
よ
び
落
下
等
に
よ
る
耐
震
重
要
施
設
等
へ
の

影
響

 

エ
．

 
建
屋
外
に
お
け
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
損
傷
、

転
倒
お
よ
び
落
下
等
に
よ
る
耐
震
重
要
施
設
等
へ
の

影
響

 

 

※
２
：
４
つ
の
観
点
と
は
、
以
下
を
い
う
。
 

ａ
 
 
設
置
地
盤
及
び
地
震
応
答
性
状
の
相
違
等
に
起
因
す

る
相
対
変
位
又
は
不
等
沈
下
に
よ
る
影
響

 

ｂ
 
耐
震
重
要
施
設
等
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の
接
続
部

に
お
け
る
相
互
影
響
 

ｃ
 
建
屋
内
に
お
け
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
損
傷
、
転
倒

及
び

落
下
等
に
よ
る
耐
震
重
要
施
設
等
へ
の
影
響
 

 ｄ
 
建
屋
外
に
お
け
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
損
傷
、
転
倒

及
び

落
下
等
に
よ
る
耐
震
重
要
施
設
等
へ
の
影
響
 

※
２
：
４
つ
の
観
点
と
は
、
以
下
を
い
う
。
 

ア
．
 設
置
地
盤
お
よ
び
地
震
応
答
性
状
の
相
違
等
に
起
因

す
る
相
対
変
位
ま
た
は
不
等
沈
下
に
よ
る
影
響
 

イ
．
 耐
震
重
要
施
設
等
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の
接
続
部

に
お
け
る
相
互
影
響
 

ウ
．
 建
屋
内
に
お
け
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
損
傷
、
転
倒

お
よ
び
落
下
等
に
よ
る
耐
震
重
要
施
設
等
へ
の
影
響
 

 エ
．
 建
屋
外
に
お
け
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
損
傷
、
転
倒

お
よ
び
落
下
等
に
よ
る
耐
震
重
要
施
設
等
へ
の
影
響
 

 

ｂ
．
設
備
の
保
管
に
関
す
る
手
順
 

(a
)
 各
課
（
室
）
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
可
搬

型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
つ
い
て
、
地
震
に
よ
る
周

辺
斜
面
の
崩
壊
・
火
災
等
の
影
響
に
よ
り
重
大
事
故
等

に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を

喪
失
し
な
い
よ

う
、
固
縛
措
置
、
分

散
配
置
、
転
倒
防
止
対
策
等
に
よ

る
適
切
な
保
管
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 (b
)
 各
課
（
室
）
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
可
搬

型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
う
ち
、
屋
外
の

車
両
型
設

備
に
つ
い
て
、
離
隔
距
離
を
基
に
必
要
な
設
備
間
隔
を

定
め
適
切
な
保
管
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

イ
 
設
備
の
保
管
 

(
ｱ)
 
各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直

課
長
を
除
く
。）
は
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
つ

い
て
、
地
震
に
よ
る
周
辺
斜
面
の
崩
壊
、
溢
水
・
火
災
等

の
影
響
に
よ
り
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要

な
機
能
を
喪

失
し
な
い
よ
う
、
固
縛
措
置
、
分
散
配
置
、

転
倒
防
止
対
策
等
に
よ
る
適
切
な
保
管
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
ｲ)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
等

の
う
ち
、
屋
外
の

車
両
型
設
備
に
つ
い
て
、
離
隔
距
離
を

基
に
必
要
な
設
備
間
隔
を
定
め
適
切
な
保
管
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ｂ
．
設
備
の
保
管
に
関
す
る
手
順
 

(a
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に

つ
い
て
、
地
震
に
よ
る
周
辺
斜
面
の
崩
壊
・
火
災
等
の
影

響
に
よ
り
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
機

能
を
喪
失
し
な
い
よ
う
、
固
縛
措
置
、
分

散
配
置
、
転
倒

防
止
対
策
等
に
よ
る
適
切
な
保
管
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

 (b
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の

う
ち
、
屋
外
の
車
両
型
設
備
に
つ
い
て
、
離
隔
距
離
を
基

に
必
要
な
設
備
間
隔
を
定
め
適
切
な
保
管
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

   【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
溢
水

に
つ
い
て
も
記
載
し
て
い

る
。
）
 

ｃ
．
地
震
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
に
関
す
る

手
順
 

各
課
（
室
）
長
は
、
最
寄
り
の
気
象
庁
震
度
観
測
点
に

お
い
て
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た
場
合
、
以

下
の
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び

原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

ウ
 
地
震
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
 

各
第
二
課
長
は
、
最
寄
り
の
気
象
庁
震
度
観
測
点
に
お
い

て
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た
場
合
、
地
震
終
了

後
、
以
下
の
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
及

び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。

 

ｃ
．
地
震
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
に
関
す
る

手
順
 

各
課
（
室
）
長
は
、
最
寄
り
の
気
象
庁
震
度
観
測
点
に
お

い
て
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た
場
合
、
以
下
の

対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉

主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。

 

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

(a
)
 各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を

確
認
す
る
。
 

(
ｱ)
 
各
第
二
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認

す
る
。
 

(
ｲ)
 
技
術
第
二
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、

(a
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確

認
す
る
。
 

(b
) 
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、
水
面

 

参考①-427



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(b
)
 当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、
水

面
の
清
浄
度
お
よ
び
異
物
の
混
入
が
な
い
こ
と
等
を
確

認
す
る
。
 

水
面
の
清
浄
度
及
び
異
物
の
混
入
が
な
い
こ
と
等
を
確

認
す
る
。
 

の
清
浄
度
お
よ
び
異
物
の
混
入
が
な
い
こ
と
等
を
確
認

す
る
。
 

４
．
５
 
定
期
的
な
評
価
 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
は
、
４
．
１
項
か
ら
４
．
４
項
の
活
動
の

実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を

行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動

と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受

け
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

4
.5
 
定
期
的
な
評
価
 

(
1)
 各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
4.
1

項
か
ら

4
.4
項
の
活
動
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
防
災
課
長
に

報
告
す
る
。

 

  (
2)
 
防
災
課
長
は
、
4.
1
項
か
ら

4
.4
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を

取
り
ま
と
め
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う

必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

４
．
５
 定
期
的
な
評
価

 

(
1)

 各
課
（
室
）
長
は
、
４
．
１
項
か
ら
４
．
４
項
の
活
動

の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評

価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切

な
活
動
と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、
技
術
課
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2)

 技
術
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受
け
、

必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

      【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

 

 

４
．
６
 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置

 

各
課
（
室
）
長
は
、
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安

に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、

所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議

す
る
。
 

4
.6
 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置

 

各
第
二
課
長
は
、
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保

安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
及
び
関
係
課
長
に
連
絡
す

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い

て
協
議
す
る
。
 

 

４
．
６
 原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課
（
室
）
長
は
、
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の

保
安
に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）

長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の

措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

 

 

４
．
７
 
そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

(
1)
 ３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
原
子
力
技
術
部
門
統

括
（
原
子
力
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
土
木

建
築
）
は
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に

定
め
る
。
 

4
.7
 
そ
の
他
関
連
す
る
活
動

 

(
1)
 原
子
力
管
理
部
長
、
原
子
力
建
設
部
長
及
び
原
子
力
土
木
建

築
部
長
は
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
規
定
文
書
に
定

め
る
。
 

４
．
７
 そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

(1
) 
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
技

術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

ａ
．
新
た
な
知
見
等
の
収
集
、
反
映
 

原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
お
よ
び
原
子

力
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、
定
期
的
に
新
た
な

知
見
の
確
認
を
行
い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合
、

耐
震
安
全
性
に
関
す
る
評
価
を
行
い
、
必
要
な
事
項
を
適

切
に
反
映
す
る
。
 

ア
  
新
た
な
知
見
の
収
集
、
反
映
 

原
子
力
管
理
部
長
は
、
定
期
的
に
新
た
な
知
見
の
確
認
を

行
い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合
の
基
準
地
震
動
の
評

価
を
行
い
、
必
要
な
事
項
を
適
切
に
反
映
す
る
。
 

ａ
．
新
た
な
知
見
等
の
収
集
、
反
映
 

原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
技

術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、
定
期
的
に
新
た
な
知
見
の
確

認
を
行
い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合
、
耐
震
安
全
性
に

関
す
る
評
価
を
行
い
、
必
要
な
事
項
を
適
切
に
反
映
す
る
。

 

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

 

ｂ
．
波
及
的
影
響
防
止
 

原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
４
つ
の

観
点
以
外
の
新
た
な
波
及
的
影
響
の
観
点
の
抽
出
を
実
施

す
る
。
 

イ
  
波
及
的
影
響
防
止
 

原
子
力
建
設
部
長
は
、
４
つ
の
観
点
以
外
の
新
た
な
波
及

的
影
響
の
観
点
の
抽
出
を
実
施
す
る
。
 

ｂ
．
波
及
的
影
響
防
止
 

原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
４
つ
の
観
点

以
外
の
新
た
な
波
及
的
影
響
の
観
点
の
抽
出
を
実
施
す
る
。

 

 

ｃ
．
地
震
観
測
お
よ
び
影
響
確
認
 

(a
)
 原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、
３
号
炉

お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
施
設
の
う
ち
安
全
上
特
に
重

要
な
も
の
に
対
し
て
、
地
震
観
測
等
に
よ
り
振
動
性
状

の
把
握
お
よ
び
土
木
設
備
・
建
築
物
の
機
能
に
支
障
の

な
い
こ
と
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
観
測
を

継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
、
地
震
観

測
網
の

拡
充
を
計
画
す
る
。
 

ウ
  
地
震
観
測
及
び
影
響
確
認
 

(
ｱ)
 
原
子
力
土
木
建
築
部
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
う
ち
安
全

上
特
に
重
要
な
も
の
に
対
し
て
、
地
震
観
測
等
に
よ
り
振

動
性
状
の
把
握
及
び
施
設
の
機
能
に
支
障
の
な
い
こ
と

の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
観
測
を
継
続
的
に
実

施
す
る
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
、
地
震
観
測
網
の
拡
充
を

計
画
す
る
。

 

ｃ
．
地
震
観
測
お
よ
び
影
響
確
認
 

(a
) 
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、
原
子
炉
施

設
の
う
ち
安
全
上
特
に
重
要
な
も
の
に
対
し
て
、
地
震
観

測
等
に
よ
り
振
動
性
状
の
把
握
お
よ
び
土
木
設
備
・
建
築

物
の
機
能
に
支
障
の
な
い
こ
と
の
確
認
を
行
う
と
と
も

に
、
適
切
な
観
測
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、
必
要

に
応
じ
、
地
震
観
測
網
の

拡
充
を
計
画
す
る
。
 

   【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

 

 

参考①-428



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(b
)
 原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
３
号

炉
お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
施
設
の
う
ち
安
全
上
特
に

重
要
な
も
の
に
対
す
る
振
動
性
状
の
確
認
結
果
を
受
け

て
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
施
設
の
機
能
に
支
障
の
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
ｲ)
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
う
ち
安
全
上
特

に
重
要
な
も
の
に
対
す
る
振
動
性
状
の
確
認
結
果
を
受

け
て
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
施
設
の
機
能
に
支
障
の
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

(b
) 
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
原
子
炉

施
設
の
う
ち
安
全
上
特
に
重
要
な
も
の
に
対
す
る
振
動

性
状
の
確
認
結
果
を
受
け
て
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
施
設

の
機
能
に
支
障
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

 

５
 津

 
波

 

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
安
全
・
防
災
室
長
は
、
津
波

発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体

制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
５
．
１
項
か
ら
５
．
４
項
を
含
む
計
画
を

策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画

に
基
づ
き
、
津
波
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す

る
。
 

 

５
 
津

波
 

防
災
課
長
は
、
津
波
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の

5
.1
項
か
ら

5
.4
項

を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
第
二
課

長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。
）
、
技
術
第
一
課
長
、
安
全
管

理
第
一
課
長
及
び
保
修
第
一
課
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
津
波
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に

必
要
な
体
制
及
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 

５
 津

 
波

 

技
術
課
長
は
、
津
波
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
５
．
１
項

か
ら
５
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得

る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
津
波
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め

に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 

５
．
１
 
要
員
の
配
置
 

(
1)
 所
長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
必
要

な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

(
2)
 所
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第
１
２
６
条
に
定
め
る
必

要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

 

5.
1 
要
員
の
配
置
 

(
1)
 防
災
課
長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
必
要
な
要

員
を
配
置
す
る
。

 

(2
) 
防
災
課
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
又
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第

1
19
条
に
定
め
る
必
要
な

要
員
を
配
置
す
る
。
 

 

５
．
１
 要
員
の
配
置

 

(
1)

 所
長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
必

要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

(
2)

 所
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第
１
２
１
条
に
定
め

る
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。

 

 

５
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
津
波
防
護
の

運
用
管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
2)
 発
電
室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
津
波
発
生
時
の
運
転

操
作
等
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
3)
 各
課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
津
波
防
護
施

設
、
浸
水
防
止
設
備
お
よ
び
津
波
監
視
設
備
の
保
守
管
理
、

点
検
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

5.
2 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)
 防
災
課
長
は
、
関
係
所
員
に
対
し
て
、
津
波
防
護
の
運
用
管

理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 (
2)
 発
電
第
二
課
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
津
波
発
生
時
の
運

転
操
作
等
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。

 

(
3)
 
保
修
第
二
課
長
及
び
土
木
建
築
課
長
は
、
各
課
員
に
対
し

て
、
浸
水
防
止
設
備
及
び
津
波
監
視
設
備
の
保
守
管
理
、
点
検

に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。

 

 

５
．
２
 教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)

 所
長
室
長
お
よ
び
保
全
計
画
課
長
は
、
全
所
員
に
対
し

て
、
津
波
防
護
の
運
用
管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期

的
に
実
施
す
る
。
 

(
2)

 発
電
室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
津
波
発
生
時
の
運

転
操
作
等
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
3)

 各
課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
津
波
防
護
施

設
、
浸
水
防
止
設
備
お
よ
び
津
波
監
視
設
備
の
保
守
管

理
、
点
検
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
玄
海
は
、（
１
）
の
教
育

訓
練
を
関
係
者
に
限
定
し
て

い
る
。
）
 

５
．
３
 
資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）
長
は
、
津
波
発
生
時
に
使
用
す
る
資
機
材
を
配
備
す

る
。
 

 

5.
3 
資
機
材
の
配
備
 

(
1)
 発
電
第
二
課
長
は
、
津
波
発
生
時
に
使
用
す
る
資
機
材
を
配

備
す
る
。
 

 

５
．
３
 資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）
長
は
、
津
波
発
生
時
に
使
用
す
る
資
機
材
を
配

備
す
る
。
 

 

５
．
４
 
手
順
書
の
整
備
 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
津
波
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

5.
4 
手
順
書
の
整
備
 

(
1)
 各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
、
技
術
第

一
課
長
、
安
全
管
理
第
一
課
長
及
び
保
修
第
一
課
長
は
、
津
波

発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行

う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施

す
る
こ
と
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

５
．
４
 手
順
書
の
整
備
 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
津
波
発
生
時
に

お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に

必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と

を
社
内
標
準
に
定
め
る
。

 

 

 
 

ａ
．
水
密
扉
の

閉
止
状
態
の
管
理
 

当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
に
お
い
て
水
密
扉
監
視
設

備
の
警
報
監
視
に
よ
り
、
水
密
扉
の
閉
止
状
態
の
確
認
お

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

よ
び

閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
閉

止
操
作
を
行
う
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
水
密
扉
開

放
後
の
確
実
な

閉
止
操
作
お
よ
び

閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状

態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
を
行
う
。
 

請
書
の
記
載
に
基
づ
き
、

水
密
扉
の

閉
止
状
態
の
管

理
に
関
す
る
運
用
を
記
載

し
て
い
る
。）

 

ａ
．
発
電
所
を
含
む
地
域
に
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場

合
の
対
応
 

 
ｂ
．
発
電
所
を
含
む
地
域
に
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

の
対
応
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
原
子

炉
補
機
冷
却
水
冷
却
器
へ
の

海
水
通
水
を
停
止
し
、
原
子

炉
補
機
冷
却
水
冷
却
器
出
口

弁
の
電
源
開
放
は
不
要
。
）
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
実
施

事
項
を
記
載
し
て
い
る
。
）
 

(a
)
 当
直
課
長
は
、
原
則
と
し
て
１
号
炉
、
２
号
炉
、
３

号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の

循
環
水

ポ
ン
プ
を
停
止
す
る
。

ま
た
、
原
子
炉
を
停
止
さ
せ
原
子
炉
の
冷
却
操
作
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
１
系
統
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水
冷

却
器
へ
の
海
水
通
水
を
停
止
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水

冷
却
器
出
口

弁
の
電
源
を
開
放
す
る
。
 

 
(a

)
当
直
課
長
は
、
原
則
と
し
て

循
環
水

ポ
ン
プ
を
停
止
す

る
。
ま
た
、
原
子
炉
を
停
止
さ
せ
原
子
炉
の
冷
却
操
作
を

実
施
す
る
。
 

た
だ
し
、
以
下
の
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

ア
 
大
津
波
警
報
が
誤
報
で
あ
っ
た
場
合
 

イ
 
遠
方
で
発
生
し
た
地
震
に
伴
う
津
波
で
あ
っ
て
、

発
電
所
を
含
む
地
域
に
、
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
経

過
で
、
大
津
波
警
報
が
見
直
さ
れ
た
場
合
 

 
た
だ
し
、
以
下
の
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

ア
 
大
津
波
警
報
が
誤
報
で
あ
っ
た
場
合
 

イ
 
遠
方
で
発
生
し
た
地
震
に
伴
う
津
波
で
あ
っ
て
、
発

電
所
を
含
む
地
域
に
、
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
経
過
で
、

大
津
波
警
報
が
見
直
さ
れ
た
場
合
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
除
外

す
る
場
合
を
記
載
し
て
い

る
。
）
 

(b
)
 原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
放
射
線
管
理
課
長
は
、
燃
料

等
輸

送
船
に
関
し
、
津
波
警
報
等
が
発
令
さ
れ
た
場

合
、
荷
役
作
業
を
中
断
し
、
陸
側
作
業
員
お
よ
び

輸
送

物
の
退

避
に
関
す
る
措
置
を
実
施
す
る
。
 

 
(b

) 
原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
放
射
線
管
理
課
長
は
、
燃
料
等

輸
送
船
に
関
し
、
津
波
警
報
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
荷

役
作
業
を
中
断
し
、
陸
側
作
業
員
お
よ
び

輸
送
物
の

退
避

に
関
す
る
措
置
を
実
施
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
津
波

警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の

実
施
事
項
を
大
津
波
警
報
が

発
令
さ
れ
た
場
合
に
も
記
載

し
て
い
る
。）

 

(c
)
 原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
放
射
線
管
理
課
長
は
、
緊
急

離
岸
す
る
船
側
と
退

避
状
況
に
関
す
る
情
報
連
絡
を
行

う
。

 

 
(c

) 
原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
放
射
線
管
理
課
長
は
、
緊
急
離

岸
す
る
船
側
と
退
避
状
況
に
関
す
る
情
報
連
絡
を
行
う
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
同
上
）
 

(d
)
 当
直
課
長
は
、
津
波
監
視
カ
メ
ラ
お
よ
び
潮
位
計
に

よ
る
津
波
の

襲
来
状
況
の
監
視
な
ら
び
に
漂
流
物
影
響

を
考
慮
し
た
運
用
を
実
施
す
る
。

 

 
(d

) 
当
直
課
長
は
、
津
波
監
視
カ
メ
ラ
お
よ
び
潮
位
計
に
よ

る
津
波
の

襲
来
状
況
の
監
視
な
ら
び
に
漂
流
物
影
響
を

考
慮
し
た
運
用
を
実
施
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
同
上
）
 

ｂ
．
発
電
所
を
含
む
地
域
に
津
波
警
報
等
が
発
令
さ
れ
た
場

合
の
対
応
 

(a
)
 原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
放
射
線
管
理
課
長
は
、
燃
料

等
輸

送
船
に
関
し
、
津
波
警
報
等
が
発
令
さ
れ
た
場

合
、
荷
役
作
業
を
中
断
し
、
陸
側
作
業
員
お
よ
び

輸
送

物
の
退

避
に
関
す
る
措
置
を
実
施
す
る
。

  

(b
)
 原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
放
射
線
管
理
課
長
は
、
緊
急

離
岸
す
る
船
側
と
退

避
状
況
に
関
す
る
情
報
連
絡
を
行

う
。

 

ア
 
津
波
の

襲
来
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の
対
応
 

 (
ｱ)
 
保
修
課
長
は
、
燃
料
等

輸
送
船
に
関
し
、
津
波
警
報
等

が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
荷
役
作
業
を
中
断
し
、
陸
側
作
業

員
及
び
輸
送
物
の
退
避
に
関
す
る
措
置
を
実
施
す
る
。

 

   
(ｲ
) 
技
術
課
長
、
安
全
管
理
課
長
及
び
保
修
課
長
は
、
緊
急

離
岸
す
る
船
側
と

退
避
状
況
に
関
す
る
情
報
連
絡
を
行

ｃ
．
発
電
所
を
含
む
地
域
に
津
波
警
報
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合

の
対
応
 

(a
) 
原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
放
射
線
管
理
課
長
は
、
燃
料
等

輸
送
船
に
関
し
、
津
波
警
報
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
荷

役
作
業
を
中
断
し
、
陸
側
作
業
員
お
よ
び

輸
送
物
の

退
避

に
関
す
る
措
置
を
実
施
す
る
。

 

  (
b)

 
原
子
燃
料
課
長
お
よ
び
放
射
線
管
理
課
長
は
、
緊
急

離
岸
す
る
船
側
と

退
避
状
況
に
関
す
る
情
報
連
絡
を
行

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(c
)
 当
直
課
長
は
、
津
波
監
視
カ
メ
ラ
お
よ
び
潮
位
計
に

よ
る
津
波
の

襲
来
状
況
の
監
視
な
ら
び
に
漂
流
物
影
響

を
考
慮
し
た
運
用
を
実
施
す
る
。

 

う
。
 

(
ｳ)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
津
波
監
視
カ
メ
ラ
及
び
取

水
ピ
ッ
ト
水
位
計
に
よ
る
津
波
の

襲
来
状
況
の
監
視
を

実
施
す
る
。

 

う
。
 

(c
) 
当
直
課
長
は
、
津
波
監
視
カ
メ
ラ
お
よ
び
潮
位
計
に
よ

る
津
波
の

襲
来
状
況
の
監
視
な
ら
び
に
漂
流
物
影
響
を

考
慮
し
た
運
用
を
実
施
す
る
。

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
漂
流

物
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
を

記
載
し
て
い
る
。）

 

 
イ
 
水
密
扉
の
閉
止
状
態
の
管
理
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
に
お
い
て
水
密

扉
監
視
設
備
の
警
報
監
視
に
よ
り
、
水
密
扉
の

閉
止
状
態
の

確
認
を
行
う
。
ま
た
、
各
第
二
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、

水
密
扉
開
放
後
の
確
実
な

閉
止
操
作
及
び

閉
止
さ
れ
て
い

な
い
状
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の

閉
止
操
作
を
行
う
。
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、

a.
水
密
扉
の

閉

止
状
態
の
管
理
の
項
に
記
載

し
て
い
る
。）

 

ｃ
．
津
波
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
 

各
課
（
室
）
長
は
、
発
電
所
を
含
む
地
域
に
大
津
波
警
報

が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
事
象
収
束
後
、
原
子
炉
施
設
の
損

傷
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ

び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。

 

ウ
 
津
波
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
 

各
第
二
課
長
は
、
発
電
所
を
含
む
地
域
に
大
津
波
警
報
が

発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
事
象
収
束
後
、
原
子
炉
施
設
の
損
傷

の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
及
び
原

子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。

 

ｄ
．
津
波
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
 

各
課
（
室
）
長
は
、
発
電
所
を
含
む
地
域
に
大
津
波
警
報

が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
事
象
収
束
後
、
原
子
炉
施
設
の
損

傷
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ

び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

 

ｄ
．
保
守
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
津
波
防
護
施
設
、
浸
水
防
止
設
備
、

津
波
監
視
設
備
お
よ
び
津
波
影
響
軽

減
施
設
の
要
求
機
能

を
維
持
す
る
た
め
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守

管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を

行
う
。
 

エ
 
保
守
管
理
、
点
検
 

保
修
第
二
課
長
及
び
土
木
建
築
課
長
は
、
浸
水
防
止
設
備

及
び
津
波
監
視
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
保
守

管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

ｅ
．
保
守
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
津
波
防
護
施
設
、
浸
水
防
止
設
備
お

よ
び
津
波
監
視
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
保
守

管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
津
波
影
響
軽

減

施
設
は
な
い
た
め
記
載
は
不

要
と
し
て
い
る
。）

 

ｅ
．
津
波
評
価
条

件
の
変
更
の
要
否
確
認
 

(a
)
 各
課
（
室
）
長
は
、
設
備
改
造
等
を
行
う
場
合
、
都

度
、
津
波
評
価
へ
の
影
響
確
認
を
行
う
。
 

(b
)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
津
波
評
価
に
係
る
評
価
条

件

を
定
期
的
に
確
認
す
る
。
 

オ
 
津
波
評
価
条
件
の
変
更
の
要
否
確
認
 

(
ｱ)
 
防
災
課
長
は
、
設
備
改
造
等
を
行
う
場
合
、
都
度
、
津

波
評
価
へ
の
影
響
確
認
を
行
う
。
 

(
ｲ)
 
防
災
課
長
は
、
津
波
評
価
に
係
る
評
価
条

件
を
定
期
的

に
確
認
す
る
。
 

ｆ
．
津
波
評
価
条
件
の
変
更
の
要
否
確
認
 

(a
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
設
備
改
造
等
を
行
う
場
合
、
都
度
、

津
波
評
価
へ
の
影
響
確
認
を
行
う
。
 

(b
) 
保
全
計
画
課
長
は
、
津
波
評
価
に
係
る
評
価
条
件
を
定

期
的
に
確
認
す
る
。
 

 

５
．
５
 
定
期
的
な
評
価
 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
は
、
４
．
１
項
か
ら
４
．
４
項
の
活
動
の

実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を

行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動

と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受

け
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

5.
5 
定
期
的
な
評
価

 

(
1)
 各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
、
技
術
第

一
課
長
、
安
全
管
理
第
一
課
長
及
び
保
修
第
一
課
長
は
、
5.
1
項

か
ら

5
.4
項
の
活
動
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
防
災
課
長
に
報

告
す
る
。
 

 (
2)
 
防
災
課
長
は
、
5.
1
項
か
ら

5
.4
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を

取
り
ま
と
め
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う

必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

５
．
５
 定
期
的
な
評
価

 

(
1)

 各
課
（
室
）
長
は
、
５
．
１
項
か
ら
５
．
４
項
の
活
動

の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評

価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切

な
活
動
と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、
技
術
課
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2)

 技
術
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受
け
、

必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

      【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

 

５
．
６
 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置

 

各
課
（
室
）
長
は
、
津
波
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安

に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、

所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長
に
連
絡
す
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議

5.
6 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
第
二
課
長
は
、
津
波
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保

安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
及
び
関
係
課
長
に
連
絡
す

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い

５
．
６
 原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課
（
室
）
長
は
、
津
波
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の

保
安
に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）

長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の

 

参考①-431



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

す
る
。
 

 

て
協
議
す
る
。
 

 

措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

 

 

５
．
７
 
そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

(
1)
 原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
お
よ
び
原
子
力

技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

5.
7 
そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

(
1)
 原
子
力
管
理
部
長
は
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
規

定
文
書
に
定
め
る
。
 

５
．
７
 そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

(1
) 
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
技

術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

ａ
．
新
た
な
知
見
の
収
集
、
反
映
 

原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
お
よ
び
原
子
力

技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、
定
期
的
に
新
た
な
知
見

の
確
認
を
行
い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合
、
耐
津
波

安
全
性
に
関
す
る
評
価
を
行
い
、
必
要
な
事
項
を
適
切
に
反

映
す
る
。
 

 

ア
  
新
た
な
知
見
の
収
集
、
反
映
 

原
子
力
管
理
部
長
は
、
定
期
的
に
新
た
な
知
見
の
確
認
を

行
い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合
の
基
準
津
波
の
評
価

を
行
い
、
必
要
な
事
項
を
適
切
に
反
映
す
る
。
 

ａ
．
新
た
な
知
見
の
収
集
、
反
映
 

原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
お
よ
び
原
子
力
技

術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、
定
期
的
に
新
た
な
知
見
の
確

認
を
行
い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合
、
耐
津
波
安
全
性

に
関
す
る
評
価
を
行
い
、
必
要
な
事
項
を
適
切
に
反
映
す
る
。
 

 

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

 

６
 竜

 
巻

 

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
つ
い
て
、
安
全
・
防
災
室
長
は
、
竜
巻

発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体

制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
６
．
１
項
か
ら
６
．
４
項
を
含
む
計
画
を

策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画

に
基
づ
き
、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す

る
。
 

 

６
 
竜

巻
 

防
災
課
長
は
、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の

6
.1
項
か
ら

6
.4
項

を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
、
各
第
二
課

長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
及
び
保
修
第
一
課
長
は
、
計

画
に
基
づ
き
、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
及
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す

る
。
 

 

６
 竜

 
巻

 

技
術
課
長
は
、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
６
．
１
項

か
ら
６
．
４
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得

る
。
ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
竜
巻
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め

に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 

６
．
１
 
要
員
の
配
置
 

(
1)
 所
長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
必
要

な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

(
2)
 所
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第
１
２
６
条
に
定
め
る
必

要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

 

6.
1 
要
員
の
配
置
 

(
1)
 防
災
課
長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
必
要
な
要

員
を
配
置
す
る
。

 

(2
) 
防
災
課
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
又
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第

1
19
条
に
定
め
る
必
要
な

要
員
を
配
置
す
る
。
 

 

６
．
１
 要
員
の
配
置

 

(
1)

 所
長
は
、
災
害
（
原
子
力
災
害
を
除
く
。
）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
必

要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

(
2)

 所
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
第
１
２
１
条
に
定
め

る
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。

 

 

６
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
竜
巻
防
護
の

運
用
管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
ま

た
、
安
全
・
防
災
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し
て
、
竜
巻
発
生

時
に
お
け
る
車
両

退
避
等
の
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

(
2)
 発
電
室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
竜
巻
発
生
時
の
運
転

操
作
等
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 (
3)
 各
課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
竜
巻
対
策
設
備

の
保
守
管
理
、
点
検
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施

す
る
。
 

 

6.
2 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)
 防
災
課
長
は
、
関
係
所
員
に
対
し
て
、
竜
巻
防
護
の
運
用
管

理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

ま
た
、
関
係
所
員
に
対
し
て
、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
車
両

退

避
等
の
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

(
2)
 発
電
第
二
課
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
竜
巻
発
生
時
の
運

転
操
作
等
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。

 

  
(3
) 
保
修
第
二
課
長
及
び
土
木
建
築
課
長
は
、
各
課
員
に
対
し

て
、
防
護
対
策
施
設
の
保
守
管
理
、
点
検
に
関
す
る
教
育
訓
練

を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

 

６
．
２
 教
育
訓
練
の
実
施
 

(
1)

 所
長
室
長
お
よ
び
保
全
計
画
課
長
は
、
全
所
員
に
対
し

て
、
竜
巻
防
護
の
運
用
管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期

的
に
実
施
す
る
。
ま
た
、
所
長
室
長
は
、
全
所
員
に
対
し

て
、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
車
両

退
避
等
の
訓
練
を
実
施

す
る
。
 

(
2)

 発
電
室
長
は
、
運
転
員
に
対
し
て
、
竜
巻
発
生
時
の
運

転
操
作
等
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
3)

 各
課
（
室
）
長
は
、
各
課
員
に
対
し
て
、
竜
巻
対
策
設

備
の
保
守
管
理
、
点
検
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に

実
施
す
る
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
玄
海
は
、（
１
）
の
教
育

訓
練
を
関
係
者
に
限
定
し
て

い
る
。
）
 

   【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

 

６
．
３
 
資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
対
策
と
し
て
固
縛
に
使
用
す
る
資
機
材

を
配
備
す
る
。
 

6.
3 
資
機
材
の
配
備
 

(
1)
 保
修
課
長
は
、
竜
巻
対
策
と
し
て
固
縛
及
び
固
定
に
使
用
す

る
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

６
．
３
 資
機
材
の
配
備
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
対
策
と
し
て
固
縛
に
使
用
す
る
資

機
材
を
配
備
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
設
置
許
可
申
請
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 
 

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
固
定

に
つ
い
て
も
記
載
し
て
い

る
。
）
 

６
．
４
 
手
順
書
の
整
備
 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
竜
巻
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

6.
4 
手
順
書
の
整
備
 

(
1)
 各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
及
び
保
修

第
一
課
長
は
、
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の

た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以

下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

６
．
４
 手
順
書
の
整
備
 

(
1)

 各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
竜
巻
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う

た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実

施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

ａ
．
飛
来
物
管
理
の
手
順
 

(a
)
 各
課
（
室
）
長
は
、
飛
来
時
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

貫
通
力
が
設
計
飛
来
物
で
あ
る
鋼
製
材
※
１
よ
り
も
大
き

な
も
の
に
つ
い
て
、
設
置
場
所
等
に
応
じ
て
固
縛
、
建

屋
内
収
納
ま
た
は
撤
去
に
よ
り
飛
来
物
と
な
ら
な
い
管

理
を
実
施
す
る
。
 

 

ア
 
飛
来
物
管
理
 

(
ｱ)
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
飛
来
時
の
運
動
エ
ネ

ル
ギ
、
貫
通
力
が
設
計
飛
来
物
で
あ
る
鋼
製
材
※
１
よ
り
も

大
き
く
竜
巻
防
護
施
設
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
に
つ
い

て
、
設
置
場
所
等
に
応
じ
て
固
縛
、
固
定
、
竜
巻
防
護
施

設
等
か
ら
の
離
隔
、
建
屋
内
収
納
又
は
撤
去
に
よ
り
飛
来

物
と
な
ら
な
い
管
理
を
実
施
す
る
。
 

ａ
．
飛
来
物
管
理
の
手
順
 

(a
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
飛
来
時
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
貫

通
力
が
設
計
飛
来
物
で
あ
る
鋼
製
材
※
１
よ
り
も
大
き
な

も
の
に
つ
い
て
、
設
置
場
所
等
に
応
じ
て
固
縛
、
建
屋
内

収
納
ま
た
は
撤
去
に
よ
り
飛
来
物
と
な
ら
な
い
管
理
を

実
施
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
飛
来

時
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
貫

通
力
が
設
計
飛
来
物
で
あ
る

鋼
製
材
よ
り
も
大
き
な
も
の

が
飛
来
物
と
な
ら
な
い
管
理

を
実
施
す
る
こ
と
を
記
載
し

て
い
る
。
）
 

(b
)
 各
課
（
室
）
長
は
、
屋
外
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備

に
つ
い
て
、
位
置
的
分

散
を
図
る
こ
と
で
、
重
大
事
故

等
対
処
設
備
の
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う
管
理
す
る
。

ま
た
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
管
理
を
実
施
す
る
。
 

 

(
ｲ)
 
各
第
二
課
長
は
、
屋
外
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
つ

い
て
、
位
置
的
分
散
、
固
縛
、
固
定
又
は
建
屋
内
収
納
を

図
る
こ
と
で
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
損
な
わ

な
い
よ
う
管
理
す
る
。
ま
た
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に

つ
い
て
、
固
縛
、
固
定
、
竜
巻
防
護
施
設
等
か
ら
の
離
隔

又
は
建
屋
内
収
納
を
図
る
こ
と
で
、
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
管
理
を
実
施
す
る
。

 

(b
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
屋
外
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に

つ
い
て
、
位
置
的
分
散
を
図
る
こ
と
で
、
重
大
事
故
等
対

処
設
備
の
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う
管
理
す
る
。
ま
た
、

重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に

悪
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
管
理
を
実
施
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
固

縛
、
固
定
、
竜
巻
防
護
施
設

等
か
ら
の
離
隔
、
建
屋
内
収

納
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
記

載
し
て
い
る
。）

 

(c
)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
車
両
に
関
す
る
入
構
管
理
を

行
う
。
 

 

(
ｳ)
 
防
災
課
長
は
、

車
両
に
関
す
る
入
構
管
理
を
行
う
。
 

(c
) 
所
長
室
長
は
、
車
両
に
関
す
る
入
構
管
理
を
行
う
。

 
 

 
(ｴ

)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
屋
外
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の

う
ち
地
震
時
の
横
滑
り
等
を
考
慮
し
て
地
震
後
の
機
能

を
保
持
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
通
常
時
は
拘
束
せ
ず
固
縛

す
る
よ
う
管
理
す
る
。
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
地
震
時
の
横
滑

り
に
よ
る
対
応
は
不
要
で
あ

る
た
め
記
載
は
不
要
と
し
て

い
る
。
）
 

※
１
：
設
計
飛
来
物
で
あ
る
鋼
製
材
の
寸
法
等
は
、
以
下
の

と
お
り
。
 

※
１
：
設
計
飛
来
物
で
あ
る
鋼
製
材
の
寸
法
等
は
、
以
下
の

と
お
り
。
 

※
１
：
設
計
飛
来
物
で
あ
る
鋼
製
材
の
寸
法
等
は
、
以
下
の

と
お
り
。
 

 

飛
来
物
の
種
類
 

鋼
製
材
 

寸
法
（
m
）
 

長
さ

×幅
×
奥
行
き
 

4
.2

×0
.3

×0
.
2 

質
量
（
kg
）
 

1
35
 

 

飛
来
物
の
種
類
 

鋼
製
材
 

寸
法
（

m）
 

長
さ

×
幅
×
奥
行
き
 

4
.2

×
0.

3
×
0
.2
 

質
量
（

kg
）
 

1
3
5 

 

飛
来
物
の
種
類
 

鋼
製
材
 

寸
法

 (
m
)
  

長
さ

×
幅

×
奥
行
き

 

4
.
2×

0
.
3×

0
.2

 

質
量

 (
k
g
) 
 

1
35
 

 

 

 
 

 
 

ｂ
．
竜
巻
の
襲
来
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の
対
応

 

(a
)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
車
両
に
関
し
て
停
車
し
て
い

る
場
所
に
応
じ
て
退

避
ま
た
は
固
縛
す
る
こ
と
に
よ
り

飛
来
物
と
な
ら
な
い
管
理
を
実
施
す
る
。
 

イ
 
竜
巻
の
襲
来
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の
対
応
 

(
ｱ)
 
防
災
課
長
は
、
車
両
に
関
し
て
停
車
し
て
い
る
場
所
に

応
じ
て
固
縛
、
竜
巻
防
護
施
設
等
か
ら
の
離
隔
、
建
屋
内

収
納
に
よ
り
飛
来
物
と
な
ら
な
い
管
理
を
実
施
す
る
。

 

ｂ
．
竜
巻
の
襲
来
が
予

想
さ
れ
る
場
合
の
対
応
 

(a
) 
所
長
室
長
は
、
車
両
に
関
し
て
停
車
し
て
い
る
場
所
に

応
じ
て

退
避
ま
た
は
固
縛
す
る
こ
と
に
よ
り
飛
来
物
と

な
ら
な
い
管
理
を
実
施
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
竜
巻
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(b
)
 各
課
（
室
）
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
室
の
水
密
扉
の

閉
止
状
態
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
換
気
空
調
系
統

の
ダ
ン

パ
等
の

閉
止
を
実
施
す
る
。

 

(
ｲ)
 
防
災
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
竜
巻
防
護

扉
の
閉
止
状
態
の
確
認
を
実
施
す
る
。
 

  

(b
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
室
の
水
密
扉

の
閉
止
状
態
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
換
気
空
調
系
統
の

ダ
ン
パ
等
の

閉
止
を
実
施
す
る
。
 

襲
来
が
予

想
さ
れ
る
場
合

は
、
停
車
場
所
に
応
じ
て

退

避
す
る
こ
と
を
記
載
し
て
い

る
。
）
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
換
気

空
調
系
統
の
ダ
ン
パ
等
の

閉

止
に
つ
い
て
記
載
し
て
い

る
。
）
 

(c
)
 原
子
燃
料
課
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
燃
料

取
扱
作
業
を
中
止
す
る
。
 

(
ｳ)
 
保
修
第
二
課
長
及
び
土
木
建
築
課
長
は
、
燃
料
取
扱
作

業
及
び
ク
レ
ー
ン
の
作
業
を
中
止
し
、
橋
型
ク
レ
ー
ン
に

つ
い
て
は
、
停

留
位
置
に
固
定
す
る
。
 

(c
) 
原
子
燃
料
課
長
は
、
燃
料
取
扱
作
業
を
中
止
す
る
。

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
竜
巻

襲
来
が
予

想
さ
れ
る
場
合
の

燃
料
取
扱
作
業
中
止
に
つ
い

て
記
載
し
て
い
る
。）

 

(d
)
 所
長
室
長
は
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
４
台
を
鯨

谷
ト
ン

ネ
ル
に

退
避
す
る
。

 

 
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
十
分
な
燃
料
保

有
量
を
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
管
理

の
記
載
は
不
要
と
し
て
い

る
。
）
 

 
(ｴ
)
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
屋
外
の
重
大
事
故
等
対
処

設
備
の
う
ち
地
震
時
の
横
滑
り
等
を
考
慮
し
て
地
震
後

の
機
能
を
保
持
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
た
る
み
巻
取
装
置

に
よ
り
固
縛
の
た
る
み
を
巻
き
取
る
こ
と
で
拘
束
す
る
。
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
地
震
時
の
横
滑

り
に
よ
る
対
応
は
不
要
で
あ

る
た
め
記
載
は
不
要
と
し
て

い
る
。
）
 

ｃ
．
竜
巻
飛
来
物
防
護
対
策
設
備
の
取
付
け
お
よ
び
取
外
操

作
等
 

各
課
（
室
）
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
竜
巻
飛

来
物
防
護
対
策
設
備
の
取
付
お
よ
び
取
外
操
作
、
飛
来
物

発
生
防
止
の
た
め
に
設
置
し
た
設
備
の
操
作
を
実
施
す

る
。
 

ウ
 
竜
巻
防
護
ネ
ッ
ト
の
取
付
け
及
び
取
外
操
作

 

 

保
修
第
二
課
長
は
、
竜
巻
防
護
ネ
ッ
ト
の
取
付
け
及
び
取

外
操
作
を
実
施
す
る
。
 

ｃ
．
竜
巻
飛
来
物
防
護
対
策
設
備
の
取
付
け
お
よ
び
取
外
操

作
等
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
飛
来
物
防
護
対
策
設
備
の
取
付

お
よ
び
取
外
操
作
、
飛
来
物
発
生
防
止
の
た
め
に
設
置
し
た

設
備
の
操
作
を
実
施
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
竜
巻

飛
来
物
防
護
対
策
設
備
の
取

付
け
お
よ
び
飛
来
物
発
生
防

止
の
た
め
に
設
置
し
た
設
備

の
操
作
に
つ
い
て
記
載
し
て

い
る
。
）
 

 
エ

 
固
縛
装
置
の
取
付
け
及
び
取
外
操
作
 

各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
固
縛
装
置
の
取
付
け
及

び
取
外
操
作
を
実
施
す
る
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
ｃ
. 
竜
巻
飛
来

物
防
護
対
策
設
備
の
取
付
け

お
よ
び
取
外
操
作
等
の
項
に

記
載
し
て
い
る
。）

 

ｄ
．
代
替
設
備
ま
た
は
予
備
品
確
保
 

オ
 
代
替
設
備
又
は
予
備
品
確
保
 

ｄ
．
代
替
設
備
ま
た
は
予
備
品
確
保
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

参考①-434



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
の
襲
来
に
よ
り
、
安
全
施
設

の
構
造
健
全
性
が
維
持
で
き
な
い
場
合
を
考
慮
し
て
、
代

替
設
備
ま
た
は
予
備
品
を
確
保
す
る
。

 

保
修
第
二
課
長
は
、
竜
巻
の

襲
来
に
よ
り
、
安
全
施
設
の

構
造
健
全
性
が
維
持
で
き
な
い
場
合
に
は
、
代
替
設
備
又
は

予
備
品
の
確
保
や
速
や
か
な
補
修
を
実
施
す
る
。
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
の
襲
来
に
よ
り
、
安
全
施
設
の

構
造
健
全
性
が
維
持
で
き
な
い
場
合
を
考
慮
し
て
、
代
替
設

備
ま
た
は
予
備
品
を
確
保
す
る
。
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

（
以
下
、
同
様
。）

 

ｅ
．
竜
巻
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
 

各
課
（
室
）
長
は
、
発
電
所
敷
地
内
に
竜
巻
が
発
生
し
た

場
合
は
、
事
象
収
束
後
、
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原

子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。

 

カ
 
竜
巻
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認

 

各
第
二
課
長
は
、
発
電
所
敷
地
内
に
竜
巻
が
発
生
し
た
場

合
は
、
事
象
収
束
後
、
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
及
び
原
子
炉
主
任
技
術

者
に
報
告
す
る
。
 

ｅ
．
竜
巻
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
 

各
課
（
室
）
長
は
、
発
電
所
敷
地
内
に
竜
巻
が
発
生
し
た

場
合
は
、
事
象
収
束
後
、
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任

技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

 

ｆ
．
竜
巻
に
よ
り
原
子
炉
施
設
等
が
損
傷
し
た
場
合
の
処
置

 

(a
)
 当
直
課
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
排
気
筒
に

損
傷
を
発
見
し
た
場
合
、
気
体
廃
棄
物
が
放
出
中
で
あ

れ
ば
す
み
や
か
に
放
出
を
停
止
す
る
。
 

 
ｆ
．
竜
巻
に
よ
り
原
子
炉
施
設
等
が
損
傷
し
た
場
合
の
処
置
 

 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
排
気
筒
が
建
屋

に
格
納
さ
れ
て
い
る
た
め
記

載
は
不
要
と
し
て
い
る
。
）
 

(b
)
 原
子
炉
保
修
課
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
排

気
筒
に
損
傷
を
発
見
し
た
場
合
、
応
急
補
修
を
行
う
。
 

 
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
排
気
筒
が
建
屋

に
格
納
さ
れ
て
お
り
、
竜
巻

に
よ
る
損
傷
は
な
い
た
め
記

載
は
不
要
と
し
て
い
る
。
）
 

(c
)
 土
木
建
築
課
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
ア
ニ

ュ
ラ
ス
区
画
構
造
物
に
損
傷
を
発
見
し
た
場
合
、
応
急

補
修
を
行
う
。
 

 
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
固
有
の
設
備
の
た
め

記
載
は
不
要
と
し
て
い

る
。
）
 

(d
)
 当
直
課
長
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
排
気
筒
ま

た
は
ア
ニ
ュ
ラ
ス
区
画
構
造
物
の
補
修
が

困
難
な
場

合
、
プ
ラ
ン
ト
停
止
操
作
を
行
う
。
 

 
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
同
上
）
 

(e
)
 各
課
（
室
）
長
は
、
建
屋
外
に
お
い
て
竜
巻
に
よ
る

火
災
の
発
生
を
確
認
し
た
場
合
、
消
火
用
水
等
に
よ
る

消
火
活
動
を
行
う
。

 

 
各
課
（
室
）
長
は
、
建
屋
外
に
お
い
て
竜
巻
に
よ
る
火
災

の
発
生
を
確
認
し
た
場
合
、
消
火
用
水
等
に
よ
る
消
火
活
動

を
行
う
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
設
置
許
可
申
請

書
の
記
載
に
基
づ
き
、
竜
巻

の
影
響
に
よ
り
火
災
が
発
生

し
た
場
合
の
消
火
活
動
に
つ

い
て
記
載
し
て
い
る
。）

 

ｇ
．
保
守
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
飛
来
物
防
護
対
策
設
備
の
要
求

機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切

に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

補
修
を
行
う
。
 

 

キ
 
保
守
管
理
、
点
検
 

(
ｱ)
 
保
修
第
二
課
長
及
び
土
木
建
築
課
長
は
、
防
護
対
策
施

設
の
要
求
機
能
を
保
持
す
る
た
め
、
保
守
管
理
計
画
に
基

づ
き
適
切
に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
  

(
ｲ)
 
保
修
第
二
課
長
は
、
た
る
み
巻
取
装
置
の
機
能
が
喪
失

し
た
場
合
、
速
や
か
に
機
能
を
復
帰
す
る
た
め
の
補
修
を

行
う
。
 

ｇ
．
保
守
管
理
、
点
検
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
飛
来
物
防
護
対
策
設
備
の
要
求

機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
保
守
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切

に
保
守
管
理
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

補
修
を
行
う
。

 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
た
る
み
巻
取
装

置
が
な
い
た
め
記
載
は
不
要

と
し
て
い
る
。）

 

 
 

 
 

６
．
５
 
定
期
的
な
評
価
 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
は
、
６
．
１
項
か
ら
６
．
４
項
の
活
動
の

実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を

6.
5 
定
期
的
な
評
価

 

(
1)
 各
第
二
課
長
（
発
電
第
二
課
当
直
課
長
を
除
く
。）
及
び
保
修

第
一
課
長
は
、
6
.
1
項
か
ら

6
.4
項
の
活
動
の
実
施
結
果
に
つ

６
．
５
 定
期
的
な
評
価

 

(
1)

 各
課
（
室
）
長
は
、
６
．
１
項
か
ら
６
．
４
項
の
活
動

の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評

  

 

参考①-435



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動

と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2)

 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受

け
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

い
て
、
防
災
課
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2)
 
防
災
課
長
は
、
6.
1
項
か
ら

6
.4
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を

取
り
ま
と
め
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う

必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切

な
活
動
と
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、
技
術
課
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2)
技
術
課
長
は
、
各
課
（
室
）
長
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
必

要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

  

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
記
載
内
容
に
差
異
な
し
。）

 

 

６
．
６
 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置

 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所

長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
長
に
連
絡
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

6.
6 
原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
第
二
課
長
は
、
竜
巻
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保

安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
及
び
関
係
課
長
に
連
絡
す

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い

て
協
議
す
る
。
 

 

６
．
６
 原
子
炉
施
設
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
 

各
課
（
室
）
長
は
、
竜
巻
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の

保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
）
長

に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措

置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

 

 

６
．
７
 
そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

(
1)
 原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
以
下
の
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。

 

ａ
．
新
た
な
知
見
の
収
集
、
反
映
 

原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
定
期
的

に
新
た
な
知
見
の
確
認
を
行
い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ

た
場
合
の
竜
巻
の
評
価
を
行
い
、
必
要
な
事
項
を
適
切
に

反
映
す
る
。
 

 

6.
7 
そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

(
1)

 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を

規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

ア
 
 新
た
な
知
見
の
収
集
、
反
映
 

原
子
力
管
理
部
長
は
、
定
期
的
に
新
た
な
知
見
の
確
認
を

行
い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合
の
竜
巻
の
評
価
を
行

い
、
必
要
な
事
項
を
適
切
に
反
映
す
る
。
 

 

６
．
７
 そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

(
1)

 原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
以
下
の

活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

ａ
．
新
た
な
知
見
の
収
集
、
反
映
 

原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）
は
、
定
期
的
に

新
た
な
知
見
の
確
認
を
行
い
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場

合
の
竜
巻
の
評
価
を
行
い
、
必
要
な
事
項
を
適
切
に
反
映
す

る
。
 

 

 
７
 
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
 

(1
) 
原
子
力
土
木
建
築
部
長
は
、
破
局
的

噴
火
の
可
能
性
が
十
分

小
さ
い
こ
と
を
継
続
的
に
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
に
火
山
活

動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の

7.
1

項
か
ら

7
.3
項
を
含
む
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
計
画
に

基
づ
き
、
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
の
活
動
を
行
う

た
め
に
必
要
な
体
制
及
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

(2
) 
原
子
力
管
理
部
長
及
び
原
子
力
技
術
部
長
は
、
破
局
的
噴
火

へ
の
発
展
の
可
能
性
に
つ
な
が
る
結
果
が
観
測
さ
れ
た
場
合

に
お
け
る
必
要
な
判
断
・
対
応
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、

次
の

7
.3
項
を
含
む
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
計
画
に
基

づ
き
、
破
局
的
噴
火
へ
の
発
展
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
お
け

る
原
子
炉
停
止
、
燃
料
体
等
の
搬
出
等
の
た
め
の
活
動
を
行
う

た
め
に
必
要
な
体
制
及
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

 7.
1 
要
員
の
配
置
 

(1
) 
原
子
力
土
木
建
築
部
長
は
、
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
。
 

 7.
2 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(1
) 
原
子
力
土
木
建
築
部
長
は
、
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
し
て
、
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
た
め
の
活
動
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
火
山
活
動
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
関
し
て
は

規
定
し
な
い
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

す
る
。
 

 7.
3 
手
順
書
の
整
備
 

(1
) 
原
子
力
管
理
部
長
、
原
子
力
技
術
部
長
及
び
原
子
力
土
木
建

築
部
長
は
、
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
の
活
動
及
び

破
局
的

噴
火
へ
の
発
展
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
原

子
炉
停
止
、
燃
料
体
等
の
搬
出
等
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め

に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

ア
 
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
の
活
動

 

(
ｱ)
 
原
子
力
土
木
建
築
部
長
は
、
対
象
火
山
に
対
し
て
火
山

活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
第
三
者
の
助
言
を
得

た
上
で
、
１
年
に
１
回
、
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
社

長
へ
報
告
す
る
。
 

(
ｲ)
 
原
子
力
土
木
建
築
部
長
は
、
対
象
火
山
に
顕
著
な
変
化

が
生
じ
た
場
合
、
第
三
者
の
助
言
を
得
た
上
で
、
破
局
的

噴
火
へ
の
発
展
性
の
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
社
長
へ

報
告
す
る
。

 

(
ｳ)
 
原
子
力
土
木
建
築
部
長
は
、
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
。
火
山
活
動
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
た
め
の
活
動
の
手
順
に
は
、
以
下
を
含
め
る
。

 

ａ
 
対
象
火
山
の
選
定
 

ｂ
 
対
象
火
山
の
状
態
（

噴
火
状
況
や
観
測
状
況
）
に
応

じ
た
監
視
レ
ベ
ル
の
設
定
 

ｃ
 
監
視
レ
ベ
ル
の
移
行
判
断
基
準
（
マ
グ
マ
供
給
率
及

び
地
殻
変
動
）
の
設
定
 

ｄ
 
評
価
方
法
（
手
法
の
選
択
、
観
測
・
調
査
デ
ー
タ
の

充
実
、
信
頼
性
の
確
保
）
 

ｅ
 
定
期
的
な
評
価
及
び
対
応
（
平
常
時
～
注
意
時
）
 

ｆ
 
臨
時
の
評
価
及
び
対
応
（
警
戒
時
～
緊
急
時
）
 

ｇ
 
公
的
機
関
へ
の
評
価
結
果
の
報
告
 

ｈ
 
新
た
な
知
見
を
反
映
し
た
観
測
手
法
、
判
断
基
準
等

の
見
直
し
 

イ
 
原
子
炉
停
止
、
燃
料
体
等
の
搬
出
等
の
実
施
指
示
 

社
長
は
、
破
局
的
噴
火
へ
の
発
展
の
可
能
性
が
あ
る
と
報

告
を
受
け
た
場
合
、
原
子
力
管
理
部
長
に
原
子
炉
停
止
、
原

子
力
技
術
部
長
に
燃
料
体
等
の
搬
出
等
の
実
施
を
指
示
す

る
。

 

ウ
 
原
子
炉
停
止
の
計
画
策
定
 

(
ｱ)
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
破
局
的

噴
火
へ
の
発
展
の
可
能

性
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
社
長
か
ら
の

指
示
を
受
け
、
原
子
炉
停
止
の
計
画
を
策
定
し
、
社
長
の

承
認
を
得
た
上
で
、
原
子
炉
停
止
に
係
る
対
応
を
所
長
へ

指
示
す
る
。
原
子
炉
停
止
の
計
画
に
は
以
下
を
含
め
る
。
 

ａ
 
発
電
機
解
列
日
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ｂ
 
原
子
炉
停
止
日

 

ｃ
 
原
子
炉
容
器
か
ら
の
燃
料
取
り
出
し
完
了
期
限
 

(
ｲ)
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
破
局
的

噴
火
へ
の
発
展
の
可
能

性
が
あ
る
場
合
に
備
え
、
原
子
炉
停
止
計
画
策
定
手
順
を

定
め
る
。
 

エ
 
燃
料
体
等
の
搬
出
等
の
計
画
策
定
 

(
ｱ)
 
原
子
力
技
術
部
長
は
、
破
局
的

噴
火
へ
の
発
展
の
可
能

性
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
社
長
か
ら
の

指
示
を
受
け
、
燃
料
体
等
の
搬
出
等
の
計
画
を
策
定
し
、

社
長
の
承
認
を
得
た
上
で
、
燃
料
体
等
の
搬
出
等
に
係
る

対
応
を
所
長
へ
指
示
す
る
。
燃
料
体
等
の
搬
出
等
の
計
画

に
は
以
下
を
含
め
る
。
 

ａ
 
燃
料
体
等
の
搬
出
優
先
順
位

 

ｂ
 
貯
蔵
方
法
の
選
定
・
調
達
 

ｃ
 

輸
送
方
法
の
選
定
・
調
達
 

ｄ
 
体
制
の
確
立
 

(
ｲ)
 
原
子
力
技
術
部
長
は
、
破
局
的

噴
火
へ
の
発
展
の
可
能

性
が
あ
る
場
合
に
備
え
、
燃
料
体
等
の
搬
出
等
に
係
る
以

下
の
項
目
に
つ
い
て
事
前
に
検
討
を
行
う
。
 

ａ
 
貯
蔵
方
法
に
関
す
る
こ
と

 

ｂ
 

輸
送
方
法
に
関
す
る
こ
と

 

ｃ
 
体
制
に
関
す
る
こ
と
 

(
ｳ)
 
原
子
力
技
術
部
長
は
、
破
局
的

噴
火
へ
の
発
展
の
可
能

性
が
あ
る
場
合
に
備
え
、
燃
料
体
等
の
搬
出
等
の
た
め
の

計
画
策
定
手
順
を
定
め
る
。
 

 7.
4 
定
期
的
な
評
価

 

(1
) 
原
子
力
管
理
部
長
、
原
子
力
技
術
部
長
及
び
原
子
力
土
木
建

築
部
長
は
、

7.
1
項
か
ら

7.
3
項
に
基
づ
き
、
火
山
活
動
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
の
活
動
及
び

破
局
的

噴
火
へ
の
発
展
の

可
能
性
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
原
子
炉
停
止
、
燃
料
体
等
の
搬

出
等
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
状

況
に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
す
る
と
と
も

に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
必

要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

7.
5 
そ
の
他
関
連
す
る
活
動
 

(1
) 
技
術
第
二
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

ア
 
 原
子
炉
停
止
及
び
燃
料
体
等
の
搬
出
等
の
対
応

 

(
ｱ)
 
所
長
は
、
原
子
力
管
理
部
長
及
び
原
子
力
技
術
部
長
の

指
示
を
受
け
、
原
子
炉
停
止
及
び
燃
料
体
等
の
搬
出
等
の

対
応
を
技
術
第
二
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二

課
長
へ
指
示
す
る
。
 

(
ｲ)
  
技
術
第
二
課
長
、
保
修
第
二
課
長
、
発
電
第
二
課
長
及
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

び
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
所
長
の
指
示
を
受
け
、
原

子
炉
停
止
及
び
燃
料
体
等
の
搬
出
等
を
実
施
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 
 

 
 

添
付
３
 重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

（
第
１
８
条
の
５
お
よ
び
第
１
８
条
の
６
関
連
）

 

添
付
３

 
重
大
事
故
等
及
び
大
規
模
損
壊
対
応
 

に
係
る
実
施
基
準
 

添
付
３
 
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

（
第
１
８
条
の
５
お
よ
び
第
１
８
条
の
６
関
連
）
 

 

重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

 

本
「
実
施
基
準
」
は
、
重
大
事
故
に

至
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
も

し
く
は
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
ま
た
は
大
規
模
な
自
然
災
害

も
し
く
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ

ム
に
よ
る
原
子
炉
施
設
の
大
規
模
な
損
壊
が
発
生
し
た
場
合
に
対

処
し
う
る
体
制
を
維
持
管
理
し
て
い
く
た
め
の
実
施
内
容
に
つ
い

て
定
め
る
。

 

ま
た
、
重
大
事
故
等
の
発
生
お
よ
び
拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置

の
運
用
手
順
等
に
つ
い
て
は
、
表
－
１
か
ら
表
－
１
９
に
定
め
る
。

な
お
、
多
様
性

拡
張
設
備
を
使
用
し
た
運
用
手
順
お
よ
び
運
用
手
順

の
詳
細
な
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

重
大
事
故
等
及
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

 

本
「
実
施
基
準
」
は
、
重
大
事
故
に

至
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
若

し
く
は
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
又
は
大
規
模
な
自
然
災
害
若

し
く
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム

に
よ
る
原
子
炉
施
設
の
大
規
模
な
損
壊
が
発
生
し
た
場
合
に
対
処

し
う
る
体
制
を
維
持
管
理
し
て
い
く
た
め
の
実
施
内
容
に
つ
い
て

定
め
る
。
 

ま
た
、
重
大
事
故
等
の
発
生
及
び
拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
の

運
用
手
順
等
に
つ
い
て
は
、
表
－
１
か
ら
表
－

19
に
定
め
る
。
な
お
、

多
様
性

拡
張
設
備
を
使
用
し
た
運
用
手
順
及
び
運
用
手
順
の
詳
細

な
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

 

重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

 

本
「
実
施
基
準
」
は
、
重
大
事
故
に

至
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
も

し
く
は
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
ま
た
は
大
規
模
な
自
然
災
害

も
し
く
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ

ム
に
よ
る
原
子
炉
施
設
の
大
規
模
な
損
壊
が
発
生
し
た
場
合
に
対

処
し
う
る
体
制
を
維
持
管
理
し
て
い
く
た
め
の
実
施
内
容
に
つ
い

て
定
め
る
。
 

ま
た
、
重
大
事
故
等
の
発
生
お
よ
び

拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置

の
運
用
手
順
等
に
つ
い
て
は
、
表
－
１
か
ら
表
－
１
９
に
定
め
る
。

な
お
、
多
様
性
拡
張
設
備
を
使
用
し
た
運
用
手
順
お
よ
び
運
用
手
順

の
詳
細
な
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
社
内
標
準
に
定
め
る
。

 

 

１
 
重
大
事
故
等
対
策
 

(1
) 
社
長
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
当
た
っ
て
、

財
産

（
設
備
等
）
保
護
よ
り
も
安
全
を
優
先
す
る
こ
と
を
方
針
と
し

て
定
め
る
。

 

１
 
重
大
事
故
等
対
策
 

(
1)
 社
長
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
当
た
っ
て
、

財
産

（
設
備
等
）
保
護
よ
り
も
安
全
を
優
先
す
る
こ
と
を
方
針
と
し

て
定
め
る
。
 

１
 
重
大
事
故
等
対
策
 

(1
) 
社
長
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
あ
た
っ
て
、

財
産

（
設
備
等
）
保
護
よ
り
も
安
全
を
優
先
す
る
こ
と
を
方
針
と
し

て
定
め
る
。

 

 

(2
) 
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
以
下
に
示
す
重
大
事
故
等
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
等
に
つ
い
て
、「
安

全
管
理
通
達
」
に
定
め
、
原
子
力
事
業
本
部
長
の
承
認
を
得
る
。 

(
2)
 原
子
力
管
理
部
長
は
、
以
下
に
示
す
重
大
事
故
等
発
生
時
に

お
け
る
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
等
に
つ
い
て
、
「
発
電
用

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
保
安
監
督
に
関
す
る
基
準
」
に
定
め
、

社
長
の
承
認
を
得
る
。

 

(
2)
 原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
以
下
に
示
す
重
大
事
故
等
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
等
に
つ
い
て
、
「
安

全
管
理
通
達
」
に
定
め
、
原
子
力
事
業
本
部
長
の
承
認
を
得
る
。 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

（
以
下
、
同
様
。）

 

ア
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
原
子
力
防
災
組
織
に
お
い
て
、

独
立
性
が
確
保
で
き
る
組
織
に
配
置
し
、
重
大
事
故
等
対
策

に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
し
保
安
監
督
を
誠
実
、

か
つ
最
優
先
に
行
う
こ
と
を
任
務
と
す
る
。
 

ア
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
原
子
力
防
災
組
織
に
お
い
て
、

独
立
性
が
確
保
で
き
る
組
織
に
配
置
（
本
部
付
）
し
、
重
大

事
故
等
対
策
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
し
保
安

監
督
を
誠
実
、
か
つ
、
最
優
先
に
行
う
こ
と
を
任
務
と
す
る
。 

ア
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
原
子
力
防
災
組
織
に
お
い
て
、

独
立
性
が
確
保
で
き
る
組
織
に
配
置
し
、
重
大
事
故
等
対
策

に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
し
保
安
監
督
を
誠
実
、

か
つ
最
優
先
に
行
う
こ
と
を
任
務
と
す
る
。

 

 

イ
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
保
安
上
必
要
な
場
合
は
、
運
転

に
従
事
す
る
者
（
所
長
を
含
む
。
）
へ
指
示
を
行
い
、
発
電
所

対
策
本
部
の
本
部
長
は
、
そ
の
指
示
を
踏
ま
え
方
針
を
決
定

す
る
。
 

イ
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
保
安
上
必
要
な
場
合
は
、
運
転

に
従
事
す
る
者
（
所
長
を
含
む
。）
へ
指
示
を
行
い
、
緊
急
時

対
策
本
部
の
本
部
長
は
、
そ
の
指
示
を
踏
ま
え
方
針
を
決
定

す
る
。
 

イ
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
保
安
上
必
要
な
場
合
は
、
運
転

に
従
事
す
る
者
（
所
長
を
含
む
。）
へ
指
示
を
行
い
、
発
電
所

対
策
本
部
の
本
部
長
は
、
そ
の
指
示
を
踏
ま
え
方
針
を
決
定

す
る
。
 

 

ウ
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
に
重

大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
か
ら

の
情
報
連
絡
（
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
、
対
策
の
状
況
）
を
受
け
、

保
安
上
必
要
な
場
合
は
指
示
を
行
う
。
 

エ
 
非
常
召
集
可
能
圏
内
に
原
子
炉
主
任
技
術
者
を
原
子
炉

毎
に
各
１
名
（
計
２
名
）
配
置
す
る
。
 

ウ
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
に
重

大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
（
指

揮
者
等
）
か
ら
の
情
報
連
絡
（
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
、
対
策
の

状
況
）
を
受
け
、
保
安
上
必
要
な
場
合
は
指
示
を
行
う
。
 

エ
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
非
常
召
集
ル
ー
ト
圏
内
に
３
号

炉
及
び
４
号
炉
の
原
子
炉
主
任
技
術
者
を
各
１
名
（
計
２

名
）
配
置
す
る
。

 

 

ウ
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
に
重

大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
か
ら

の
情
報
連
絡
（
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
、
対
策
の
状
況
）
を
受
け
、

保
安
上
必
要
な
場
合
は
指
示
を
行
う
。
 

エ
 
非
常
召
集
可
能
圏
内
に
原
子
炉
主
任
技
術
者
を
１
名
配

置
す
る
。
 

 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
原
子
炉
主
任
技

術
者
の
配
置
は
３
号
炉
の
み

の
た
め
１
名
配
置
と
し
て
い

る
。
）
 

オ
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
係
る
手
順

書
の
整
備
に
当
た
っ
て
、
保
安
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
確

認
を
行
う
。
 

オ
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
係
る
手
順

書
の
整
備
に
当
た
っ
て
、
保
安
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
確

認
を
行
う
。
 

オ
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
係
る
手
順

書
の
整
備
に
あ
た
っ
て
、
保
安
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
確

認
を
行
う
。

 

 

 

参考①-440



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(
3)

 安
全
・
防
災
室
長
は
、
(1
)
の
方
針
に
基
づ
き
、
重
大
事
故

等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
１
．
１
項
お
よ
び
１
．

２
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
重
大
事
故

等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を

行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

(
3)
 防
災
課
長
は
、
(
1)
の
方
針
に
基
づ
き
、
重
大
事
故
等
発
生
時

に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制

の
整
備
と
し
て
、
次
の

1
.1
項
及
び

1
.2
項
を
含
む
計
画
を
策

定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

ま
た
、
各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当

直
課
長
を
除
く
。
）
及
び
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
計
画

に
基
づ
き
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
実

施
す
る
。
 

(
3)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
(1
)
の
方
針
に
基
づ
き
、
重
大
事
故
等

発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行

う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
１
．
１
項
お
よ
び
１
．
２
項
を

含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
重
大
事
故
等

発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行

う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

(4
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
(
1)
の
方
針
に
基
づ
き
、
重
大
事
故
等
発

生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う

体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
１
．
３
項
お
よ
び
表
－
１
か
ら
表

－
１
９
に
示
す
「
重
大
事
故
等
の
発
生
お
よ
び
拡
大
の
防
止
に

必
要
な
措
置
の
運
用
手
順
等
」
を
含
む
手
順
を
整
備
し
、
１
．

１
(1
)ア
の
要
員
に
こ
の
手
順
を
遵
守
さ
せ
る
。

 

(
4)
 各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長

を
除
く
。
）
は
、
(
1)
の
方
針
に
基
づ
き
、
重
大
事
故
等
発
生
時

に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制

の
整
備
と
し
て
、
次
の

1.
3
項
及
び
表
－
１
か
ら
表
－
19
に
示

す
「
重
大
事
故
等
の
発
生
及
び
拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
の

運
用
手
順
等
」
を
含
む
手
順
を
整
備
し
、
1
.1
(1
)
ア
の
要
員
に

こ
の
手
順
を
遵
守
さ
せ
る
。
 

(
4)
 各
課
（
室
）
長
は
、
(1
)の
方
針
に
基
づ
き
、
重
大
事
故
等
発

生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う

体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
１
．
３
項
お
よ
び
表
－
１
か
ら
表

－
１
９
に
示
す
「
重
大
事
故
等
の
発
生
お
よ
び
拡
大
の
防
止
に

必
要
な
措
置
の
運
用
手
順
等
」
を
含
む
手
順
を
整
備
し
、
１
．

１
(
1
)ア
の
要
員
に
こ
の
手
順
を
遵
守
さ
せ
る
。
 

 

(5
) 
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
(1

)の
方
針
に
基
づ
き
、
重
大
事

故
等
発
生
時
に
お
け
る
本
店
が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を

行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
１
．
１
項
お
よ
び
１
．
２
項

を
含
む
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
計
画
に
基
づ
き
、
本
店

が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の

整
備
を
実
施
す
る
。
 

(
5)
 原
子
力
管
理
部
長
は
、
(
1)
の
方
針
に
基
づ
き
、
重
大
事
故
等

発
生
時
に
お
け
る
本
店
が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う

体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の

1.
1
項
及
び

1.
2
項
を
含
む
計
画

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
計
画
に
基
づ
き
、
本
店
が
行
う
支
援

に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
実
施

す
る
。

 

(
5)
 原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
(
1
)の
方
針
に
基
づ
き
、
重
大
事

故
等
発
生
時
に
お
け
る
本
店
が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を

行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
１
．
１
項
お
よ
び
１
．
２
項

を
含
む
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
計
画
に
基
づ
き
、
本
店

が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の

整
備
を
実
施
す
る
。
 

 

 １
．
１
 
 体
制
の
整
備
、
教
育
訓
練
の
実
施
お
よ
び
資
機
材
の
配
備

 

 

 1
.
1 
 体
制
の
整
備
、
教
育
訓
練
の
実
施
及
び
資
機
材
の
配
備
 

 １
．
１

 
 体
制
の
整
備
、
教
育
訓
練
の
実
施
お
よ
び
資
機
材
の
配
備

 

 

(1
) 
体
制
の
整
備

 
(
1)
 体
制
の
整
備
 

(1
) 
体
制
の
整
備
 

 

ア
 
所
長
は
、
以
下
に
示
す
重
大
事
故
等
対
策
を
実
施
す
る
実

施
組
織
お
よ
び
そ
の
支
援
組
織
の
役
割
分
担
お
よ
び
責
任

者
な
ど
を
社
内
標
準
に
定
め
、
効
果
的
な
重
大
事
故
等
対
策

を
実
施
し
得
る
体
制
を
確
立
す
る
。

 

ア
 
防
災
課
長
は
、
以
下
に
示
す
重
大
事
故
等
対
策
を
実
施
す

る
実
施
組
織
及
び
そ
の
支
援
組
織
の
役
割
分
担
及
び
責
任

者
な
ど
を
規
定
文
書
に
定
め
、
効
果
的
な
重
大
事
故
等
対
策

を
実
施
し
得
る
体
制
を
確
立
す
る
。
 

ア
 
所
長
は
、
以
下
に
示
す
重
大
事
故
等
対
策
を
実
施
す
る
実

施
組
織
お
よ
び
そ
の
支
援
組
織
の
役
割
分
担
お
よ
び
責
任

者
な
ど
を
社
内
標
準
に
定
め
、
効
果
的
な
重
大
事
故
等
対
策

を
実
施
し
得
る
体
制
を
確
立
す
る
。
 

 

(ｱ
) 

 所
長
は
、
重
大
事
故
等
の
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
、
事
故
原
因

の
除
去
、
原
子
力
災
害
の

拡
大
防
止
お
よ
び
そ
の
他
の
必

要
な
活
動
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
、
原
子
力
防
災

体
制
等
を
発
令
し
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
の
非
常
召
集
、

通
報
連
絡
を
行
い
、
第
１
２
６
条
に
定
め
る
原
子
力
防
災

組
織
を
設
置
し
、
発
電
所
に
自
ら
を
本
部
長
と
す
る
発
電

所
対
策
本
部
の
体
制
を
整
え
対
処
す
る
。
 

(
ｱ)
 
所
長
は
、
重
大
事
故
等
の
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
発
生
し
た
場
合
に
、
事
故
原
因
の

除
去
、
原
子
力
災
害
の

拡
大
防
止
及
び
そ
の
他
の
必
要
な

活
動
を
迅
速
、
か
つ
、
円
滑
に
行
う
た
め
、
緊
急
時
体
制

を
発
令
し
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
の
非
常
召
集
、
通
報

連
絡
を
行
い
、
発
電
所
に
、
第

1
19
条
に
定
め
る
自
ら
を

本
部
長
と
す
る
緊
急
時
対
策
本
部
の
体
制
を
整
え
対
処
す

る
。

 

(ｱ
) 

 
所
長
は
、
重
大
事
故
等
の
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
、
事
故
原

因
の
除
去
、
原
子
力
災
害
の
拡
大
防
止
お
よ
び
そ
の
他
の

必
要
な
活
動
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
、
原
子
力
防

災
体
制
等
を
発
令
し
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
の
非
常
召

集
、
通
報
連
絡
を
行
い
、
第
１
２
１
条
に
定
め
る
原
子
力

防
災
組
織
を
設
置
し
、
発
電
所
に
自
ら
を
本
部
長
と
す
る

発
電
所
対
策
本
部
の
体
制
を
整
え
対
処
す
る
。
 

   【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
章
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
あ

る
い
は
従
前
か
ら
の
組
織
構

成
の
相
違
に
よ
り
班
構
成
、

役
割
分
担
・
業
務
内
容
等
が

異
な
っ
て
い
る
。）
（
以
下
、

同
様
。
）
 

(ｲ
) 
所
長
は
、
発
電
所
対
策
本
部
の
本
部
長
と
し
て
、
原
子

力
防
災
組
織
の
統
括
管
理
を
行
い
、
責
任
を
持
っ
て
原
子

力
防
災
の
活
動
方
針
の
決
定
を
す
る
。
 

(
ｲ)
 
所
長
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
の
本
部
長
と
し
て
、
原
子

力
防
災
組
織
の
統
括
管
理
を
行
い
、
責
任
を
持
っ
て
原
子

力
防
災
の
活
動
方
針
の
決
定
を
す
る
。

 

(ｲ
) 
所
長
は
、
発
電
所
対
策
本
部
の
本
部
長
と
し
て
、
原
子

力
防
災
組
織
の
統
括
管
理
を
行
い
、
責
任
を
持
っ
て
原
子

力
防
災
の
活
動
方
針
の
決
定
を
す
る
。
 

   

参考①-441



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ま
た
、
本
部
長
の
下
に
副
本
部
長
を
設
置
し
、
副
本
部

長
は
本
部
長
を
補
佐
し
、
本
部
長
が
不
在
の
場
合
は
、
副

本
部
長
あ
る
い
は
本
部
附
な
ど
の
職
位
が
技
術
系
の
課
長

以
上
の
代
行
者
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。
 

ま
た
、
本
部
長
の
下
に
副
本
部
長
を
設
置
し
、
副
本
部

長
は
本
部
長
を
補
佐
し
、
本
部
長
が
不
在
の
場
合
は
、
副

本
部
長
あ
る
い
は
、
本
部
付
の
代
行
者
が
そ
の
職
務
を
代

行
す
る
。

 

ま
た
、
本
部
長
の
下
に
副
本
部
長
を
設
置
し
、
副
本
部

長
は
本
部
長
を
補
佐
し
、
本
部
長
が
不
在
の
場
合
は
、
副

本
部
長
あ
る
い
は
本
部
附
な
ど
の
職
位
が
技
術
系
の
課
長

以
上
の
代
行
者
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
本
部
長
の
代
行
に

つ
い
て
具
体
的
な
役
職
を
記

載
し
て
い
る
。）

 

(ｳ
) 
所
長
は
、
発
電
所
対
策
本
部
に
、
重
大
事
故
等
対
策
を

実
施
す
る
実
施
組
織
、
実
施
組
織
に
対
し
て
技
術
的
助
言

を
行
う
技
術
支
援
組
織
お
よ
び
実
施
組
織
が
事
故
対
策
に

専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
る
運
営
支
援
組
織
を
編
成
し
、

専
門
性
お
よ
び
経
験
を
考
慮
し
た
班
を
構
成
す
る
。
 

(
ｳ)
 
所
長
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
に
重
大
事
故
等
対
策
を
実

施
す
る
実
施
組
織
と
し
て
、
運
転
班
（
運
転
員
（
当
直
員
）

を
含
む
。
）
、
保
修
班
、
安
全
管
理
班
及
び
土
木
建
築
班
、

実
施
組
織
に
対
し
て
技
術
的
助
言
を
行
う
技
術
支
援
組
織

と
し
て
運
転
支
援
班
、
実
施
組
織
が
事
故
対
策
に
専
念
で

き
る
環
境
を
整
え
る
運
営
支
援
組
織
と
し
て
総
括
班
、
広

報
班
、
総
務
班
及
び
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
班
を
編
成
し
、

専
門
性
及
び
経
験
を
考
慮
し
た
作
業
班
を
構
成
す
る
。
 

(ｳ
) 
所
長
は
、
発
電
所
対
策
本
部
に
、
重
大
事
故
等
対
策
を

実
施
す
る
実
施
組
織
、
実
施
組
織
に
対
し
て
技
術
的
助
言

を
行
う
技
術
支
援
組
織
お
よ
び
実
施
組
織
が
事
故
対
策

に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
る
運
営
支
援
組
織
を
編
成

し
、
専
門
性
お
よ
び
経
験
を
考
慮
し
た
班
を
構
成
す
る
。
 

 

ま
た
、
各
班
の
役
割
分
担
お
よ
び
責
任
者
で
あ
る
班
長

を
定
め
、
指
揮
命
令
系
統
を
明
確
に
し
、
効
果
的
な
重
大

事
故
等
対
策
を
実
施
し
得
る
体
制
を
確
立
す
る
。
 

ま
た
、
各
班
の
役
割
分
担
及
び
責
任
者
で
あ
る
班
長
を

定
め
、
指
揮
命
令
系
統
を
明
確
に
し
、
効
果
的
な
重
大
事

故
等
対
策
を
実
施
し
得
る
体
制
を
確
立
す
る
。
 

ま
た
、
各
班
の
役
割
分
担
お
よ
び
責
任
者
で
あ
る
班
長

を
定
め
、
指
揮
命
令
系
統
を
明
確
に
し
、
効
果
的
な
重
大

事
故
等
対
策
を
実
施
し
得
る
体
制
を
確
立
す
る
。
 

 

(ｴ
) 
重
大
事
故
等
対
策
の
実
施
組
織
お
よ
び
支
援
組
織
の
各

班
の
機
能
、
各
班
の
責
任
者
で
あ
る
班
長
お
よ
び
副
班
長

を
配
置
す
る
。

 

(
ｴ)
 
所
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
の
実
施
組
織
及
び
支
援
組

織
の
各
班
の
機
能
、
各
班
の
責
任
者
で
あ
る
班
長
及
び
副

班
長
を
配
置
す
る
。

 

(
ｴ
)
 
重
大
事
故
等
対
策
の
実
施
組
織
お
よ
び
支
援
組
織
の

各
班
の
機
能
、
各
班
の
責
任
者
で
あ
る
班
長
お
よ
び
副
班

長
を
配
置
す
る
。
 

 

(ｵ
) 
所
長
は
、
発
電
所
対
策
本
部
に
お
け
る
全
体
指
揮
者
と

な
り
原
子
力
防
災
組
織
を
統
括
管
理
し
、
３
号
炉
お
よ
び

４
号
炉
の
同
時
被
災
時
は
原
子
炉
毎
の
指
揮
者
を
指
名
す

る
。
 

(
ｵ)
 
所
長
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
に
お
け
る
全
体
指
揮
者
と

な
り
原
子
力
防
災
組
織
を
統
括
管
理
し
、
複
数
号
炉
の
同

時
被
災
時
は
３
号
炉
及
び
４
号
炉
ご
と
の
指
揮
者
を
指
名

す
る
。

 

(
ｵ
)
 
所
長
は
、
発
電
所
対
策
本
部
に
お
け
る
全
体
指
揮
者

と
な
り
原
子
力
防
災
組
織
を
統
括
管
理
し
、
被
災
時
は
ユ

ニ
ッ
ト
指
揮
者
を
指
名
す
る
。

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
１

ユ
ニ
ッ
ト
（
３

号
炉
）
の
み
の
記
載
と
し
て

い
る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

(ｶ
) 
所
長
は
、
指
揮
者
で
あ
る
本
部
長
の
所
長
が
欠
け
た
場

合
に
備
え
、
本
部
長
の
代
行
者
と
代
行
順
位
を
あ
ら
か
じ

め
定
め
明
確
に
す
る
。
 

ま
た
、
実
施
組
織
お
よ
び
支
援
組
織
の
各
班
に
責
任
者

で
あ
る
班
長
（
室
長
ま
た
は
課
長
）
を
配
置
し
、
班
長
が

欠
け
た
場
合
に
備
え
、
あ
ら
か
じ
め
代
行
順
位
を
定
め
た

副
班
長
（
課
長
ま
た
は
係
長
）
を
配
置
す
る
。

 

(
ｶ)
 
所
長
は
、
指
揮
者
で
あ
る
本
部
長
が
欠
け
た
場
合
に
備

え
、
本
部
長
の
代
行
者
と
代
行
順
位
を
あ
ら
か
じ
め
定
め

明
確
に
す
る
｡ 

ま
た
、
実
施
組
織
及
び
支
援
組
織
の
各
班
に
は
責
任
者

で
あ
る
班
長
（
課
長
）
を
配
置
し
、
班
長
が
欠
け
た
場
合

に
備
え
、
あ
ら
か
じ
め
代
行
順
位
を
定
め
た
副
班
長
（
課

長
又
は
副
長
）
を
配
置
す
る
。

 

(
ｶ
)
 
所
長
は
、
指
揮
者
で
あ
る
本
部
長
の
所
長
が
欠
け
た

場
合
に
備
え
、
本
部
長
の
代
行
者
と
代
行
順
位
を
あ
ら
か

じ
め
定
め
明
確
に
す
る
。
 

ま
た
、
実
施
組
織
お
よ
び
支
援
組
織
の
各
班
に
責
任
者

で
あ
る
班
長
（
室
長
ま
た
は
課
長
）
を
配
置
し
、
班
長
が

欠
け
た
場
合
に
備
え
、
あ
ら
か
じ
め
代
行
順
位
を
定
め
た

副
班
長
（
課
長
ま
た
は
係
長
）
を
配
置
す
る
。

 

 

(ｷ
) 
所
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
、
直
ち
に
原
子
力
防
災
体
制
等

を
発
令
す
る
と
と
も
に
原
子
力
発
電
部
門
統
括
へ
報
告
す

る
。
 

(
ｷ)
 
所
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
又
は
発
生
し
た
場
合
、
直
ち
に
緊
急
時
体
制
を
発
令
す

る
と
と
も
に
原
子
力
管
理
部
長
へ
報
告
す
る
。
 

(
ｷ
)
 
所
長
は
、
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
、
直
ち
に
原
子
力
防
災
体
制

等
を
発
令
す
る
と
と
も
に
原
子
力
発
電
部
門
統
括
へ
報

告
す
る
。
 

 

(ｸ
) 
実
施
組
織
で
あ
る
緊
急
安
全
対
策
要
員
お
よ
び
緊
急
時

対
策
本
部
要
員
を
発
電
所
構
内
お
よ
び
近
傍
に
常
時
確
保

し
、
確
保
し
た
緊
急
安
全
対
策
要
員
に
よ
り
、
重
大
事
故

等
対
策
に
対
応
す
る
。
 

(
ｸ)
 
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
（
指
揮
者
等
）、
運
転
員
（
当
直

員
）
及
び
重
大
事
故
等
対
策
要
員
を
発
電
所
構
内
及
び
近

傍
に
常
時
確
保
し
、
確
保
し
た
要
員
に
よ
り
、
重
大
事
故

等
対
策
に
対
応
す
る
。

 

(
ｸ
)
 
実
施
組
織
で
あ
る
緊
急
安
全
対
策
要
員
お
よ
び
緊
急

時
対
策
本
部
要
員
を
発
電
所
構
内
お
よ
び
近
傍
に
常
時

確
保
し
、
確
保
し
た
緊
急
安
全
対
策
要
員
に
よ
り
、
重
大

事
故
等
対
策
に
対
応
す
る
。
 

 

(ｹ
) 
実
施
組
織
の
班
構
成
お
よ
び
必
要
な
役
割
分
担
は
、
以

下
の
と
お
り
と
し
、
重
大
事
故
等
対
策
を
円
滑
に
実
施
す

る
。
 

ａ
 
発
電
班
は
、
事
故
状
況
の
把
握
お
よ
び
整
理
お
よ
び

事
故

拡
大
防
止
の
た
め
の
措
置
、
原
子
炉
施
設
の
保
安

(
ｹ)
 
実
施
組
織
の
班
構
成
及
び
必
要
な
役
割
分
担
は
、
以
下

の
と
お
り
と
し
、
重
大
事
故
等
対
策
を
円
滑
に
実
施
す
る
。 

 

ａ
 
運
転
班
は
、
運
転
員
（
当
直
員
）
の
任
務
、
事
故

拡

大
防
止
に
必
要
な
運
転
上
の
措
置
、
原
子
炉
施
設
の
保

(
ｹ
)
 
実
施
組
織
の
班
構
成
お
よ
び
必
要
な
役
割
分
担
は
、

以
下
の
と
お
り
と
し
、
重
大
事
故
等
対
策
を
円
滑
に
実
施

す
る
。
 

ａ
 
発
電
班
は
、
事
故
状
況
の
把
握
お
よ
び
整
理
、
事
故
拡

大
防
止
の
た
め
の
措
置
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
維
持
等
を
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

維
持
等
を
行
う
。
 

ｂ
 
保
修
班
は
、
事
故
原
因
の
究
明
、
応
急
対
策
の
立
案
、

実
施
お
よ
び
原
子
炉
施
設
の
消
火
活
動
等
を
行
う
。

 

安
維
持
を
行
う
。
 

ｂ
 
保
修
班
は
、
原
子
炉
施
設
（
土
木
建
築
設
備
を
除
く
。）

の
応
急
復
旧
計
画
の
策
定
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
措
置
並

び
に
原
子
炉
施
設
の
消
火
活
動
を
行
う
。

 

行
う
。
 

ｂ
 
保
修
班
は
、
事
故
原
因
の
究
明
、
応
急
対
策
の
立
案
、

実
施
お
よ
び
原
子
炉
施
設
の
消
火
活
動
等
を
行
う
。
 

 
ｃ

 
安
全
管
理
班
は
、
発
電
所
及
び
そ
の
周
辺
（
周
辺
海

域
）
に
お
け
る
放
射
線
量
並
び
に
放
射
性
物
質
の
濃
度

の
状
況
把
握
、
災
害
対
策
活
動
に
従
事
す
る
緊
急
時
対

策
本
部
要
員
の
被
ば
く
管
理
、
放
射
線
管
理
上
の
立
入

制
限
区
域
の
設
定
管
理
、
中
央
制
御
室
及
び
代
替
緊
急

時
対
策
所
に
お
け
る
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
設
置
を
行

う
。
 

ｄ
 
土
木
建
築
班
は
、
原
子
炉
施
設
の
う
ち
、
土
木
建
築

設
備
の
応
急
復
旧
計
画
の
策
定
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
措

置
を
行
う
。

 

 
 

(ｺ
) 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
に
お
い
て
同
時
に
重
大
事
故
等

が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
実
施
組
織
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(
ｺ)
 
複
数
号
炉
で
同
時
に
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
実
施
組
織
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り

と
す
る
。

 

(
ｺ
)
 
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
実
施
組
織

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 

ａ
 
発
電
所
対
策
本
部
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
同

時
被
災
の
場
合
に
お
い
て
、
本
部
長
の
指
示
に
よ
り
原

子
炉
毎
に
指
名
し
た
指
揮
者
の
指
示
の
も
と
、
原
子
炉

毎
の
情
報
収
集
や
事
故
対
策
の
検
討
を
行
い
、
重
大
事

故
等
対
策
を
実
施
す
る
。
 

ａ
 
緊
急
時
対
策
本
部
は
、
複
数
号
炉
の
同
時
被
災
が
発

生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
本
部
長
の
指
示
に
よ
り
３
号

炉
及
び
４
号
炉
ご
と
に
指
名
し
た
指
揮
者
の
指
示
の
も

と
、
原
子
炉
ご
と
の
情
報
収
集
や
事
故
対
策
の
検
討
を

行
い
、
重
大
事
故
等
対
策
を
実
施
す
る
。

 

ａ
 
発
電
所
対
策
本
部
は
、
被
災
の
場
合
に
お
い
て
、
本

部
長
の
指
示
に
よ
り
指
名
し
た
指
揮
者
の
指
示
の
も

と
、
情
報
収
集
や
事
故
対
策
の
検
討
を
行
い
、
重
大
事

故
等
対
策
を
実
施
す
る
。
 

 

ｂ
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
担
当
号
炉
の
プ
ラ
ン
ト
状

況
把
握
お
よ
び
事
故
対
策
に
専
念
す
る
こ
と
に
よ
り
、

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
同
時
被
災
を

想
定
し
た
場
合

に
お
い
て
も
指
示
を
的
確
に
実
施
す
る
。
 

ｂ
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
担
当
号
炉
の
プ
ラ
ン
ト
状

況
把
握
及
び
事
故
対
策
に
専
念
す
る
こ
と
に
よ
り
、
複

数
号
炉
の
同
時
被
災
を

想
定
し
た
場
合
に
お
い
て
も
指

示
を
的
確
に
実
施
す
る
。
 

ｂ
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
プ
ラ
ン
ト
状
況
把
握
お
よ

び
事
故
対
策
に
専
念
す
る
こ
と
に
よ
り
、
指
示
を
的
確

に
実
施
す
る
。
 

 

ｃ
 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、

原
子
炉
毎
の
保
安
監
督
を
誠
実
、
か
つ
最
優
先
に
行
う
。 

ｃ
 
３
号
炉
及
び
４
号
炉
の
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
原

子
炉
ご
と
の
保
安
監
督
を
誠
実
、
か
つ
、
最
優
先
に
行

う
。
 

ｃ
 
原
子
炉
主
任
技
術
者
は
、
保
安
監
督
を
誠
実
、
か
つ

最
優
先
に
行
う
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
３
号
機
の
み
の

申
請
で
あ
る
た
め
、
他
号
炉

の
炉
主
任
の
職
務
に
つ
い
て

は
記
載
し
て
い
な
い
。
）
 

ｄ
 
実
施
組
織
は
、
情
報
の
混
乱
や
指
揮
命
令
が
遅
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
通
報
連
絡
者
を
配
置
し
、
通
報
連
絡

後
の
情
報
連
絡
は
通
報
連
絡
者
が
管
理
を
一
括
し
て
実

施
す
る
こ
と
で
円
滑
に
対
応
す
る
。
 

ｄ
 
実
施
組
織
は
、
情
報
の
混
乱
や
指
揮
命
令
が
遅
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
通
報
連
絡
者
を
配
置
し
、
通
報
連
絡

後
の
情
報
連
絡
は
通
報
連
絡
者
が
管
理
を
一
括
し
て
実

施
す
る
こ
と
で
円
滑
に
対
応
す
る
。
 

ｄ
 
実
施
組
織
は
、
情
報
の
混
乱
や
指
揮
命
令
が
遅
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
通
報
連
絡
者
を
配
置
し
、
通
報
連
絡

後
の
情
報
連
絡
は
通
報
連
絡
者
が
管
理
を
一
括
し
て
実

施
す
る
こ
と
で
円
滑
に
対
応
す
る
。
 

 

 

(ｻ
) 
技
術
支
援
組
織
と
運
営
支
援
組
織
の
班
構
成
お
よ
び
必

要
な
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
と
し
、
重

大
事
故
等
対
策
を
円
滑
に
実
施
す
る
。
 

(
ｻ)
 
技
術
支
援
組
織
と
運
営
支
援
組
織
の
班
構
成
及
び
必
要

な
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
と
し
、
重
大

事
故
等
対
策
を
円
滑
に
実
施
す
る
。

 

(
ｻ
)
 
技
術
支
援
組
織
と
運
営
支
援
組
織
の
班
構
成
お
よ
び

必
要
な
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
と
し
、

重
大
事
故
等
対
策
を
円
滑
に
実
施
す
る
。
 

 

ａ
 
技
術
支
援
組
織
は
、
安
全
管
理
班
お
よ
び
放
射
線
管

理
班
で
構
成
し
、
必
要
な
役
割
の
分
担
を
行
い
実
施
組

織
に
対
し
て
技
術
的
助
言
を
行
う
。

 

(a
) 
安
全
管
理
班
は
、
事
故
状
況
の
把
握
お
よ
び
評
価
、

事
故
時
影
響
緩

和
操
作
の
検
討
等
を
行
う
。
 

ａ
 
技
術
支
援
組
織
は
、
事
故
拡
大
防
止
の
た
め
の
運
転

措
置
の
支
援
及
び
保
安
上
の
技
術
的
助
言
を
行
う
運
転

支
援
班
で
構
成
す
る
。
 

ｂ
 
運
転
支
援
班
は
、
炉
心
損
傷
へ
至
っ
た
場
合
に
お
い

て
、
プ
ラ
ン
ト
状
態
の
把
握
及
び
事
故
進
展
の
予
測
、

ａ
 
技
術
支
援
組
織
は
、
安
全
管
理
班
お
よ
び
放
射
線
管

理
班
で
構
成
し
、
必
要
な
役
割
の
分
担
を
行
い
実
施
組

織
に
対
し
て
技
術
的
助
言
を
行
う
。
 

(a
) 
安
全
管
理
班
は
、
事
故
状
況
の
把
握
お
よ
び
評
価
、

事
故
時
影
響
緩

和
操
作
の
検
討
等
を
行
う
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(b
) 
放
射
線
管
理
班
は
、
放
射
線
お
よ
び
放
射
能
の
測

定
、
状
況
把
握
、
被
ば
く
管
理
、
汚
染
除
去
お
よ
び

拡
大
防
止
措
置
、
災
害
対
策
活
動
に
伴
う
放
射
線
防

護
措
置
等
を
行
う
。

 

 

パ
ラ
メ
ー
タ
の
監
視
、

パ
ラ
メ
ー
タ
が
あ
ら
か
じ
め
定

め
ら
れ
た
し
き
い
値
を
超
え
た
場
合
に
操
作
を
実
施
し

た
場
合
の
実
効
性
及
び
悪
影
響
の
評
価
並
び
に
操
作
の

優
先
順
位
を
踏
ま
え
た
操
作
の
選
定
を
行
い
実
施
組
織

へ
実
施
す
べ
き
操
作
の
指
示
を
行
う
。
 

(b
) 
放
射
線
管
理
班
は
、
放
射
線
お
よ
び
放
射
能
の
測

定
、
状
況
把
握
、
被
ば
く
管
理
、
汚
染
除
去
お
よ
び

拡
大
防
止
措
置
、
災
害
対
策
活
動
に
伴
う
放
射
線
防

護
措
置
等
を
行
う
。
 

ｂ
 
運
営
支
援
組
織
は
、
総
務
班
、
広
報
班
お
よ
び
情
報

班
で
構
成
し
、
必
要
な
役
割
の
分
担
を
行
い
実
施
組
織

が
重
大
事
故
等
対
策
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
る
。

 

ｃ
 
運
営
支
援
組
織
は
、
総
括
班
、
広
報
班
、
総
務
班
及

び
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
班
で
構
成
し
、
必
要
な
役
割

の
分
担
を
行
い
実
施
組
織
が
重
大
事
故
等
対
策
に
専
念

で
き
る
環
境
を
整
え
る
。
 

ｂ
 
運
営
支
援
組
織
は
、
総
務
班
、
広
報
班
お
よ
び
情
報

班
で
構
成
し
、
必
要
な
役
割
の
分
担
を
行
い
実
施
組
織

が
重
大
事
故
等
対
策
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
る
。
 

 

(a
) 
総
務
班
は
、
発
電
所
対
策
本
部
の
設
営
・
運
営
、

連
絡
・
通
信
手
段
の
確
保
、
要
員
の
動
員
、
輸

送
手

段
の
確
保
、
原
子
力
災
害
医
療
措
置
、
資
機
材
調
達
・

輸
送
お
よ
び
退

避
・

避
難
措
置
を
行
う
。
 

(b
) 
広
報
班
は
、
報
道
機
関
の
対
応
、
見
学
者
の

退
避

誘
導
お
よ
び
広
報
活
動
を
行
う
。

 

(c
) 
情
報
班
は
、
社
内
対
策
本
部
と
の
情
報
受
理
・
伝

達
、
国
・
自
治
体
等
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
お
よ
び

社
外
関
係
機
関
へ
の
情
報
連
絡
を
行
う
。
 

ｄ
 
総
括
班
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
の
運
営
、
情
報
の
収

集
、
災
害
状
況
の
把
握
、
関
係
官
庁
及
び
関
係
地
方
公

共
団
体
へ
の
通
報
連
絡
、
燃
料
貯
蔵
状
況
の
管
理
並
び

に
各
班
へ
本
部
指
令
事
項
の
連
絡
を
行
う
。
 

ｅ
 
広
報
班
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
対
応
、
報
道
機

関
の
対
応
及
び
避
難
者
の
誘
導
（
展
示
館
来
館
者
）
を

行
う
。
 

ｆ
 
総
務
班
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
構
成
員
の
動
員
状
況

の
把
握
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
と
資
機
材
の

輸
送
車

手
配
及
び
運
搬
、
防
災
資
機
材
の
整
備
、

輸
送
及
び
調

達
、
原
子
力
災
害
医
療
対
応
、
正
門
の
出
入
管
理
並
び

に
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
に
対
す
る
食
料
の
調
達
配
給

を
行
う
。
 

ｇ
 
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
班
は
、
避
難
者
の
誘
導
（
原

子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
見
学
者
）
を
行
う
。

 

(a
) 
総
務
班
は
、
発
電
所
対
策
本
部
の
設
営
・
運
営
、

連
絡
・
通
信
手
段
の
確
保
、
要
員
の
動
員
、
輸
送
手

段
の
確
保
、
原
子
力
災
害
医
療
措
置
、
資
機
材
調
達
・

輸
送
お
よ
び
退
避
・
避
難
措
置
を
行
う
。
 

(b
) 
広
報
班
は
、
報
道
機
関
の
対
応
、
見
学
者
の
退
避

誘
導
お
よ
び
広
報
活
動
を
行
う
。
 

(c
) 
情
報
班
は
、
社
内
対
策
本
部
と
の
情
報
受
理
・
伝

達
、
国
・
自
治
体
等
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
お
よ
び

社
外
関
係
機
関
へ
の
情
報
連
絡
を
行
う
。
 

 

ｃ
 
各
班
は
、
各
班
の
役
割
を
実
施
し
、
実
施
組
織
が
重

大
事
故
等
対
策
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
る
。
 

ｈ
 
各
班
は
、
各
班
の
役
割
を
実
施
し
、
実
施
組
織
が
重

大
事
故
等
対
策
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
る
。
 

ｃ
 
各
班
は
、
各
班
の
役
割
を
実
施
し
、
実
施
組
織
が
重

大
事
故
等
対
策
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
る
。
 

 

 
 

 
 

(ｼ
) 
地
震
に
よ
り
緊
急
時
呼
出
シ
ス
テ
ム
が
正
常
に
機
能
し

な
い
等
の
通
信
障
害
に
よ
っ
て
非
常
召
集
連
絡
が
で
き
な

い
場
合
で
も
地
震
（
最
寄
り
の
気
象
庁
震
度
観
測
点
に
お

い
て
、
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
）
の
発
生
に
よ
り
緊
急
時

対
策
本
部
要
員
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員
が
発
電
所
に

自
動
参
集
す
る
。
 

(
ｼ)
 
地
震
に
よ
り
緊
急
呼
出
シ
ス
テ
ム
が
正
常
に
機
能
し
な

い
等
の
通
信
障
害
に
よ
っ
て
非
常
召
集
連
絡
が
で
き
な
い

場
合
で
も
地
震
（
最
寄
り
の
気
象
庁
震
度
観
測
点
に
お
い

て
、
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
）
の
発
生
に
よ
り
原
子
力
防

災
要
員
が
発
電
所
に
自
動
参
集
す
る
。

 

(
ｼ
)
 
地
震
に
よ
り
緊
急
時
呼
出
シ
ス
テ
ム
が
正
常
に
機
能

し
な
い
等
の
通
信
障
害
に
よ
っ
て
非
常
召
集
連
絡
が
で

き
な
い
場
合
で
も
地
震
（
最
寄
り
の
気
象
庁
震
度
観
測
点

に
お
い
て
、
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
）
の
発
生
に
よ
り
緊

急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員
が
発

電
所
に
自
動
参
集
す
る
。
 

 

 
 

 
 

(ｽ
) 
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
速
や
か
に
対
応
す
る

た
め
に
必
要
な
要
員
と
し
て
、
第

13
条
に
規
定
す
る
運
転

員
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員

に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
役
割
お
よ
び
人
数
を
割
り
当

て
確
保
す
る
。
 

(
ｽ)
 
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
速
や
か
に
対
応
す
る

た
め
に
実
施
組
織
に
必
要
な
要
員
と
し
て
、
第

12
条
（
運

転
員
等
の
確
保
）
に
規
定
す
る
要
員
に
つ
い
て
、
以
下
の

と
お
り
役
割
及
び
人
数
を
割
り
当
て
確
保
す
る
。

 

(
ｽ
)
 
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
速
や
か
に
対
応
す

る
た
め
に
必
要
な
要
員
と
し
て
、
第

1
3
条
に
規
定
す
る

運
転
員
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策

要
員
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
役
割
お
よ
び
人
数
を
割

り
当
て
確
保
す
る
。

 

 

ａ
 
原
子
力
防
災
組
織
の
統
括
管
理
お
よ
び
全
体
指
揮
を

行
う
全
体
指
揮
者
、
原
子
炉
毎
の
指
揮
を
行
う

ユ
ニ
ッ

ト
指
揮
者
、
原
子
炉
毎
の
通
報
連
絡
を
行
う
通
報
連
絡

者
な
ら
び
に
各
重
大
事
故
等
対
策
に
係
る
現
場
で
の
調

整
を
行
う
現
場
調
整
者
の
緊
急
時
対
策
本
部
要
員

6

名
、
運
転
操
作
指
揮
を
行
う
当
直
課
長
、
当
直
主
任
お

ａ
 
原
子
力
防
災
組
織
の
統
括
管
理
及
び
全
体
指
揮
を
行

う
全
体
指
揮
者
、
原
子
炉
ご
と
の
統
括
管
理
及
び
原
子

炉
ご
と
の
指
揮
を
行
う
号
炉
ご
と
指
揮
者
並
び
に
通
報

連
絡
を
行
う
通
報
連
絡
者
の
緊
急
時
対
策
本
部
要
員

（
指
揮
者
等
）
４
名
、
運
転
操
作
指
揮
、
号
炉
間
連
絡
、

運
転
操
作
助
勢
及
び
運
転
操
作
対
応
を
行
う
運
転
員

ａ
 
原
子
力
防
災
組
織
の
統
括
管
理
お
よ
び
全
体
指
揮
を

行
う
全
体
指
揮
者
、
ユ
ニ
ッ
ト
指
揮
者
、
通
報
連
絡
を

行
う
通
報
連
絡
者
な
ら
び
に
各
重
大
事
故
等
対
策
に
係

る
現
場
で
の
調
整
を
行
う
現
場
調
整
者
の
緊
急
時
対
策

本
部
要
員
４
名
、
運
転
操
作
指
揮
を
行
う
当
直
課
長
お

よ
び
運
転
操
作
対
応
を
行
う
運
転
員
８
名
、（
３
号
炉
の

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
３
号
炉
の
原
子
炉

容
器
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て

い
る
場
合
ま
た
は
３
号
炉
の

原
子
炉
容
器
に
燃
料
が
装
荷

参考①-444



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

よ
び
運
転
操
作
対
応
を
行
う
運
転
員

12
名
（
３
号
炉
お

よ
び
４
号
炉
の
う
ち

1
つ
の
原
子
炉
容
器
に
燃
料
が
装

荷
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

10
名
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号

炉
の
原
子
炉
容
器
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
8
名
）、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の
運
転
員

1
0
名
（
３

号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
う
ち

1
つ
の
原
子
炉
容
器
に
燃

料
が
装
荷
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

8
名
、
３
号
炉
お
よ

び
４
号
炉
の
原
子
炉
容
器
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は

6
名
）、
運
転
支
援
活
動
、
電
源
確
保
活
動
、

給
水
活
動
、
設
備
対
応
、
消
防
活
動
お
よ
び
ガ
レ
キ
除

去
活
動
を
行
う
緊
急
安
全
対
策
要
員

36
名
（
３
号
炉
お

よ
び
４
号
炉
の
う
ち

1
つ
の
原
子
炉
容
器
に
燃
料
が
装

荷
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

33
名
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号

炉
の
原
子
炉
容
器
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
30
名
）
の
計

6
4
名
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
う

ち
1
つ
の
原
子
炉
容
器
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は

57
名
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
容
器

に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

5
0
名
）
な
ら
び

に
被
災
後

6
時
間
以
内
を
目
途
と
し
て
参
集
し
、
発
電

所
対
策
本
部
の
各
班
の
活
動
を
行
う
緊
急
時
対
策
本
部

要
員

10
名
（
以
下
「
召
集
要
員
」
と
い
う
。）
の
合
計

7
4
名
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
う
ち

1
つ
の
原
子
炉

容
器
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

6
7
名
、
３

号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
容
器
に
燃
料
が
装
荷
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は

60
名
）
を
確
保
す
る
。
 

 
な
お
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の
運
転
員

1
0
名
の
う

ち
、

4
名
（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
う
ち

1
つ
の
原

子
炉
容
器
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

2

名
）
が
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
現
場
作
業
応
援
を
行
う
。 

（
当
直
員
）
1
2
名
、
初
動
の
運
転
対
応
及
び
保
修
対
応

を
行
う
重
大
事
故
等
対
策
要
員
（
以
下
「
初
動
対
応
要

員
」
と
い
う
。）

2
0
名
、
並
び
に
初
動
後
の
保
修
対
応
を

行
う
重
大
事
故
等
対
策
要
員
（
以
下
「
初
動
後
対
応
要

員
」
と
い
う
。
）
16
名
の
合
計

52
名
を
確
保
す
る
。
 

原
子
炉
容
器
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
６

名
）
、
１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
の
運
転
員
４
名
、
運
転
支

援
活
動
、
電
源
復

旧
活
動
、
注
水
活
動
、
設
備
対
応
、

消
防
活
動
お
よ
び
ガ
レ
キ
除
去
活
動
を
行
う
緊
急
安
全

対
策
要
員
３
３
名
（
３
号
炉
の
原
子
炉
容
器
に
燃
料
が

装
荷
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
２
７
名
）
の
計
４
９
名
（
３

号
炉
の
原
子
炉
容
器
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
４
１
名
）
な
ら
び
に
被
災
後
６
時
間
以
内
を
目
途

と
し
て
参
集
し
、
発
電
所
対
策
本
部
の
各
班
の
活
動
を

行
う
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
５
名
（
以
下
「
召
集
要
員
」

と
い
う
。）
の
合
計
５
４
名
（
３
号
炉
の
原
子
炉
容
器
に

燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
４
６
名
）
を
確
保

す
る
。

 

さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
役
割

お
よ
び
人
数
の
詳
細
を
記
載

し
て
い
る
。）

 

ｂ
 
緊
急
安
全
対
策
要
員
（
運
転
支
援
活
動
を
行
う
も
の

を
除
く
）
お
よ
び
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
は
、
緊
急
時

対
策
所
に
参
集
し
、
通
報
連
絡
、
給
水
活
動
お
よ
び
電

源
確
保
等
の
各
要
員
の
任
務
に
応
じ
た
対
応
を
行
う
と

と
も
に
、
緊
急
安
全
対
策
要
員
（
運
転
支
援
活
動
を
行

う
者
）
は
、
運
転
員
か
ら
の
連
絡
を
受
け
、
各
現
場
で

の
対
応
を
行
う
。
 

ｂ
 
重
大
事
故
等
対
策
要
員
の
う
ち
初
動
対
応
要
員
は
、

中
央
制
御
室
に
参
集
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
対
策
本

部
要
員
（
指
揮
者
等
）
と
初
動
後
対
応
要
員
は
、
代
替

緊
急
時
対
策
所
に
参
集
し
、
各
要
員
の
任
務
に
応
じ
た

対
応
を
行
う
。
 

ｂ
 
緊
急
安
全
対
策
要
員
（
運
転
支
援
活
動
を
行
う
者
を

除
く
）
お
よ
び
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
は
、
緊
急
時
対

策
所
に
参
集
し
、
通
報
連
絡
、
注
水
確
保
お
よ
び
電
源

確
保
等
の
各
要
員
の
任
務
に
応
じ
た
対
応
を
行
う
と
と

も
に
、
緊
急
安
全
対
策
要
員
（
運
転
支
援
活
動
を
行
う

者
）
は
、
運
転
員
か
ら
の
連
絡
を
受
け
、
各
現
場
で
の

対
応
を
行
う
。
 

 

ｃ
 
高
線
量
下
の
対
応
に
お
い
て
も
、
当
社
社
員
お
よ
び

協
力
会
社
社
員
を
含
め
要
員
を
確
保
す
る
。
 

ｃ
 
高
線
量
下
の
対
応
に
お
い
て
も
、
社
員
及
び
協
力
会

社
社
員
を
含
め
要
員
を
確
保
す
る
。
 

ｃ
 
高
線
量
下
の
対
応
に
お
い
て
も
、
当
社
社
員
お
よ
び

協
力
会
社
社
員
を
含
め
要
員
を
確
保
す
る
。

 

 

 

ｄ
 
病
原
性
の
高
い
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
同
様
に
危

険
性
の
あ
る
新

感
染
症
等
が
発
生
し
、
第

13
条
に
規
定

す
る
所
定
の
重
大
事
故
等
対
策
要
員
（
運
転
員
、
緊
急

安
全
対
策
要
員
お
よ
び
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
に
て
構

成
さ
れ
る
。
以
下
同
じ
。
）
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
は
、

休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
を
含
め
重
大
事
故
等
対
策
要

ｄ
 
病
原
性
の
高
い
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
同
様
に
危

険
性
の
あ
る
新

感
染
症
等
が
発
生
し
、
第

12
条
（
運
転

員
等
の
確
保
）
に
規
定
す
る
要
員
に
欠
員
が
生
じ
た
場

合
、
休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
を
含
め
要
員
の
補
充
を

行
う
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
備
え
た
体
制
に

係
る
管
理
を
行
う
。
 

ｄ
 
病
原
性
の
高
い
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
同
様
に
危

険
性
の
あ
る
新

感
染
症
等
が
発
生
し
、
第
１
３
条
に
規

定
す
る
所
定
の
重
大
事
故
等
対
策
要
員
（
運
転
員
、
緊

急
安
全
対
策
要
員
お
よ
び
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
に
て

構
成
さ
れ
る
。
以
下
同
じ
。）
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
は
、

休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
を
含
め
重
大
事
故
等
対
策
要
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

員
の
補
充
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
備

え
た
重
大
事
故
等
対
策
要
員
の
体
制
に
係
る
管
理
を
行

う
。

 

員
の
補
充
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
備

え
た
重
大
事
故
等
対
策
要
員
の
体
制
に
係
る
管
理
を
行

う
。
 

ま
た
、
重
大
事
故
等
対
策
要
員
の
補
充
の
見
込
み
が

立
た
な
い
場
合
は
、
所
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
原

子
炉
停
止
等
の
措
置
を
実
施
し
、
確
保
で
き
る
重
大
事

故
等
対
策
要
員
で
、
安
全
が
確
保
で
き
る
原
子
炉
の
運

転
状
態
に
移
行
す
る
。
 

ま
た
、
要
員
の
補
充
の
見
込
み
が
立
た
な
い
場
合
は
、

所
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
原
子
炉
停
止
等
の
措
置

を
実
施
し
、
確
保
で
き
る
重
大
事
故
等
対
策
要
員
で
、

安
全
が
確
保
で
き
る
原
子
炉
の
運
転
状
態
に
移
行
す

る
。
 

ま
た
、
重
大
事
故
等
対
策
要
員
の
補
充
の
見
込
み
が

立
た
な
い
場
合
は
、
所
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
原

子
炉
停
止
等
の
措
置
を
実
施
し
、
確
保
で
き
る
重
大
事

故
等
対
策
要
員
で
、
安
全
が
確
保
で
き
る
原
子
炉
の
運

転
状
態
に
移
行
す
る
。
 

 

(ｾ
) 
休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
を
含
め
て
必
要
な
緊
急
時
対

策
本
部
要
員
を
非
常
召
集
で
き
る
よ
う
、
定
期
的
に
通
報

連
絡
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

(
ｾ)
 
休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
を
含
め
て
必
要
な
要
員
を
非

常
召
集
で
き
る
よ
う
、
定
期
的
に
召
集
連
絡
訓
練
を
実
施

す
る
。

 

(ｾ
) 
休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
を
含
め
て
必
要
な
緊
急
時
対

策
本
部
要
員
を
非
常
召
集
で
き
る
よ
う
、
定
期
的
に
通
報

連
絡
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

 

(ｿ
) 
実
施
組
織
お
よ
び
支
援
組
織
が
実
効
的
に
活
動
す
る
た

め
の
以
下
の
施
設
お
よ
び
設
備
等
に
つ
い
て
管
理
す
る
。

 

ａ
 
支
援
組
織
が
、
必
要
な
プ
ラ
ン
ト
の

パ
ラ
メ
ー
タ
を

確
認
す
る
た
め
の
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム

（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
お
よ
び
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
、
発
電
所

内
外
に
通
信
連
絡
を
行
い
関
係
箇
所
と
連
携
を
図
る
た

め
の
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通

信
連
絡
設
備
等
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
含
む
。
）
を

備
え
た
緊
急
時
対
策
所

 

(
ｿ)
 
実
施
組
織
及
び
支
援
組
織
が
実
効
的
に
活
動
す
る
た
め

の
以
下
の
施
設
及
び
設
備
等
に
つ
い
て
管
理
す
る
。

 

ａ
 
支
援
組
織
が
、
必
要
な
プ
ラ
ン
ト
の

パ
ラ
メ
ー
タ
を

確
認
す
る
た
め
の

S
PD
S
デ
ー
タ
表
示
装
置
、
発
電
所
内

外
に
通
信
連
絡
を
行
い
関
係
箇
所
と
連
携
を
図
る
た
め

の
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通
信

連
絡
設
備
等
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
含
む
。）
を
備

え
た
代
替
緊
急
時
対
策
所
 

(
ｿ
)
 
実
施
組
織
お
よ
び
支
援
組
織
が
実
効
的
に
活
動
す
る

た
め
の
以
下
の
施
設
お
よ
び
設
備
等
に
つ
い
て
管
理
す

る
。
 

ａ
 
支
援
組
織
が
、
必
要
な
プ
ラ
ン
ト
の

パ
ラ
メ
ー
タ
を

確
認
す
る
た
め
の
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム

（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
お
よ
び
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
、
発
電
所

内
外
に
通
信
連
絡
を
行
い
関
係
箇
所
と
連
携
を
図
る
た

め
の
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通

信
連
絡
設
備
等
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
含
む
。）
を

備
え
た
緊
急
時
対
策
所
 

 

ｂ
 
実
施
組
織
が
中
央
制
御
室
、
緊
急
時
対
策
所
お
よ
び

現
場
と
の
連
携
を
図
り
作
業
内
容
お
よ
び
現
場
状
況
の

情
報
共
有
を
実
施
す
る
た
め
の
携
行
型
通
話
装
置
等

 

ｂ
 
実
施
組
織
が
中
央
制
御
室
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
及

び
現
場
と
の
連
携
を
図
り
作
業
内
容
及
び
現
場
状
況
の

情
報
共
有
を
実
施
す
る
た
め
の
携
帯
型
通
話
設
備
等
 

ｂ
 
実
施
組
織
が
中
央
制
御
室
、
緊
急
時
対
策
所
お
よ
び

現
場
と
の
連
携
を
図
り
作
業
内
容
お
よ
び
現
場
状
況
の

情
報
共
有
を
実
施
す
る
た
め
の
携
行
型
通
話
装
置
等
 

 

ｃ
 
電
源
が

喪
失
し
照
明
が
消
灯
し
た
場
合
で
も
、
迅
速

な
現
場
へ
の
移
動
、
操
作
お
よ
び
作
業
を
実
施
で
き
る

よ
う
可
搬
型
の
照
明
装
置
 

ｃ
 
照
明
の
電
源
が

喪
失
し
照
明
が
消
灯
し
た
場
合
で

も
、
迅
速
な
現
場
へ
の
移
動
、
操
作
及
び
作
業
を
実
施

で
き
る
よ
う
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
及
び
懐
中
電
灯
等
の
照
明
 

ｃ
 
電
源
が
喪
失
し
照
明
が
消
灯
し
た
場
合
で
も
、
迅
速

な
現
場
へ
の
移
動
、
操
作
お
よ
び
作
業
を
実
施
で
き
る

よ
う
可
搬
型
の
照
明
装
置
 

 

 

(ﾀ
) 
支
援
組
織
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
と
し
、

重
大
事
故
等
対
策
を
円
滑
に
実
施
す
る
。
 

ａ
 
発
電
所
内
外
の
組
織
へ
の
通
報
お
よ
び
連
絡
を
実
施

で
き
る
よ
う
に
衛
星
電
話
（
携
帯
）
、
統
合
原
子
力
防
災

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
等
を
配
備

し
、
広
く
情
報
提
供
を
行
う
。

 

(
ﾀ)
 
支
援
組
織
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
と
し
、

重
大
事
故
等
対
策
を
円
滑
に
実
施
す
る
。
 

ａ
 
発
電
所
内
外
の
組
織
へ
の
通
報
及
び
連
絡
を
実
施
で

き
る
よ
う
に
衛
星
携
帯
電
話
設
備
及
び
統
合
原
子
力
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
を
用
い

て
、
広
く
情
報
提
供
を
行
う
。
 

(ﾀ
) 
支
援
組
織
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
と
し
、

重
大
事
故
等
対
策
を
円
滑
に
実
施
す
る
。
 

ａ
 
発
電
所
内
外
の
組
織
へ
の
通
報
お
よ
び
連
絡
を
実
施

で
き
る
よ
う
に
衛
星
電
話
（
携
帯
）、
統
合
原
子
力
防
災

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
等
を
配
備

し
、
広
く
情
報
提
供
を
行
う
。

 

 

ｂ
 
原
子
炉
施
設
の
状
態
お
よ
び
重
大
事
故
等
対
策
の
実

施
状
況
に
係
る
情
報
は
、
発
電
所
対
策
本
部
の
情
報
班

に
て
一
元
的
に
集
約
管
理
し
、
発
電
所
内
で
共
有
す
る

と
と
も
に
、
本
店
対
策
本
部
と
発
電
所
対
策
本
部
間
に

お
い
て
、
衛
星
電
話
（
携
帯
）、
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
お
よ
び
緊
急
時

対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
（

Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
）
等
へ
必
要
な
デ
ー

タ
を
伝
送
で
き
る
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発

電
所
の
状
況
お
よ
び
重
大
事
故
等
対
策
の
実
施
状
況
の

情
報
共
有
を
行
う
。

 

ｂ
 
原
子
炉
施
設
の
状
態
及
び
重
大
事
故
等
対
策
の
実
施

状
況
に
係
る
情
報
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
の
総
括
班
に

て
一
元
的
に
集
約
管
理
し
、
発
電
所
内
で
共
有
す
る
と

と
も
に
、
本
店
対
策
本
部
と
緊
急
時
対
策
本
部
間
に
お

い
て
、
衛
星
携
帯
電
話
設
備
、
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
及
び
緊
急
時
運

転
パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム

(
SP
DS
)
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
発
電
所
の
状
況
及
び
重
大
事
故
等
対
策
の

実
施
状
況
の
情
報
共
有
を
行
う
。
 

ｂ
 
原
子
炉
施
設
の
状
態
お
よ
び
重
大
事
故
等
対
策
の
実

施
状
況
に
係
る
情
報
は
、
発
電
所
対
策
本
部
の
情
報
班

に
て
一
元
的
に
集
約
管
理
し
、
発
電
所
内
で
共
有
す
る

と
と
も
に
、
本
店
対
策
本
部
と
発
電
所
対
策
本
部
間
に

お
い
て
、
衛
星
電
話
（
携
帯
）、
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
お
よ
び
緊
急
時

対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
）
等
へ
必
要
な
デ
ー

タ
を
伝
送
で
き
る
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発

電
所
の
状
況
お
よ
び
重
大
事
故
等
対
策
の
実
施
状
況
の

情
報
共
有
を
行
う
。
 

 

ｃ
 
本
店
対
策
本
部
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
で
報
道

ｃ
 
本
店
対
策
本
部
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
で
報
道

ｃ
 
本
店
対
策
本
部
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
で
報
道
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

発
表
お
よ
び
外
部
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
対
応
お
よ
び
関

係
機
関
へ
の
連
絡
を
本
店
原
子
力
防
災
組
織
で
構
成
す

る
本
店
対
策
本
部
の
広
報
活
動
を
行
う
班
で
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
発
電
所
対
策
本
部
が
事
故
対
応
に
専
念

で
き
、
ま
た
、
発
電
所
内
外
へ
広
く
情
報
提
供
を
行
う
。 

発
表
、
外
部
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
対
応
及
び
関
係
機
関

へ
の
連
絡
を
本
店
原
子
力
防
災
組
織
で
構
成
す
る
本
店

対
策
本
部
で
実
施
し
、
緊
急
時
対
策
本
部
が
事
故
対
応

に
専
念
で
き
、
か
つ
、
発
電
所
内
外
へ
広
く
情
報
提
供

を
行
う
。
 

発
表
お
よ
び
外
部
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
対
応
お
よ
び
関

係
機
関
へ
の
連
絡
を
本
店
原
子
力
防
災
組
織
で
構
成
す

る
本
店
対
策
本
部
の
広
報
活
動
を
行
う
班
で
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
発
電
所
対
策
本
部
が
事
故
対
応
に
専
念

で
き
、
ま
た
、
発
電
所
内
外
へ
広
く
情
報
提
供
を
行
う
。 

イ
 
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
以
下
に
示
す
本
店
対
策
本
部

の
役
割
分
担
お
よ
び
責
任
者
な
ど
を
社
内
標
準
に
定
め
、
体

制
を
確
立
す
る
。
 

(ｱ
) 
原
子
力
発
電
部
門
統
括
は
、
発
電
所
に
お
け
る
原
子
力

防
災
体
制
の
発
令
報
告
を
受
け
た
場
合
、
直
ち
に
社
長
に

報
告
し
、
社
長
は
本
店
に
お
け
る
原
子
力
防
災
体
制
を
発

令
す
る
。
 

イ
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
以
下
に
示
す
本
店
対
策
本
部
の
役

割
分
担
及
び
責
任
者
な
ど
を
規
定
文
書
に
定
め
、
体
制
を
確

立
す
る
。
 

(
ｱ)
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
発
電
所
に
お
け
る
緊
急
時
体
制

発
令
の
報
告
を
受
け
た
場
合
、
直
ち
に
社
長
に
報
告
し
、

社
長
は
本
店
に
お
け
る
緊
急
時
体
制
を
発
令
す
る
。

 

イ
 
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
以
下
に
示
す
本
店
対
策
本
部

の
役
割
分
担
お
よ
び
責
任
者
な
ど
を
社
内
標
準
に
定
め
、
体

制
を
確
立
す
る
。

 

(
ｱ
)
 
原
子
力
発
電
部
門
統
括
は
、
発
電
所
に
お
け
る
原
子

力
防
災
体
制
の
発
令
報
告
を
受
け
た
場
合
、
直
ち
に
社
長

に
報
告
し
、
社
長
は
本
店
に
お
け
る
原
子
力
防
災
体
制
を

発
令
す
る
。
 

 

(ｲ
) 
社
長
は
、
原
子
力
防
災
体
制
を
発
令
し
た
場
合
、
速
や

か
に
本
店
対
策
本
部
（
原
子
力
施
設
事
態
即
応
セ
ン
タ
ー

含
む
。）
を
中
之
島
お
よ
び
若
狭
に
設
置
す
る
。
ま
た
、
社

長
は
、
原
子
力
災
害
対
策
活
動
を
実
施
す
る
た
め
本
店
対

策
本
部
長
と
し
て
そ
の
職
務
を
行
い
、
社
長
が
不
在
の
場

合
は
副
社
長
等
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。
 

ま
た
、
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
場
合
ま

た
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
本
店
対
策
本
部
長
で

あ
る
社
長
は
原
則
と
し
て
、
中
之
島
か
ら
若
狭
へ
移
動
し
、

災
害
対
策
活
動
の
指
揮
を
執
る
。
社
長
が
移
動
す
る
場
合

は
、
定
め
ら
れ
た
代
行
者
が
本
店
対
策
本
部
の
指
揮
を
執

る
。
な
お
、
移
動
中
の
社
長
へ
の
連
絡
に
つ
い
て
は
、
携

帯
電
話
等
を
使
用
す
る
。
 

本
店
対
策
本
部
（
中
之
島
）
に
お
い
て
は
、
原
子
力
部

門
の
み
で
な
く
他
部
門
も
含
め
た
全
社
大
で
の
体
制
に
よ

り
発
電
所
対
策
本
部
の
支
援
を
行
い
、
本
店
対
策
本
部
（
若

狭
）
は
、
原
子
力
部
門
に
よ
る
発
電
所
対
策
本
部
へ
の
技

術
的
支
援
を
行
う
。
 

本
店
対
策
本
部
（
若
狭
）
に
は
、
社
内
外
情
報
の
収
集
、

連
絡
、
記
録
、
事
故
状
況
の
把
握
、
評
価
の
支
援
、
ア
ク

シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
支
援
、
事
故

拡
大
防
止
策
に

関
す
る
支
援
、
事
故
原
因
の
究
明
、
除
去
に
関
す
る
支
援

お
よ
び
復

旧
対
策
に
関
す
る
支
援
等
を
行
う
原
子
力
設
備

班
を
設
置
し
、
本
店
対
策
本
部
（
中
之
島
）
は
、
設
備
の

被
害
状
況
の
把
握
、
復

旧
対
策
の
樹
立
等
を
行
う
設
備
班
、

本
店
対
策
本
部
の
設
営
、
運
営
、
本
部
要
員
の
召
集
な
ら

び
に
資
機
材
お
よ
び
食
料
の
調
達
運
搬
等
を
行
う
総
務

班
、
自
治
体
お
よ
び
報
道
対
応
を
行
う
広
報
班
を
設
置
し
、

発
電
所
対
策
本
部
の
災
害
対
策
活
動
の
支
援
を
行
う
。
 

(
ｲ)
 
社
長
は
、
緊
急
時
体
制
を
発
令
し
た
場
合
、
速
や
か
に

原
子
力
施
設
事
態
即
応
セ
ン
タ
ー
に
本
店
対
策
本
部
を
設

置
し
、
原
子
力
災
害
対
策
活
動
を
実
施
す
る
た
め
本
店
対

策
本
部
長
と
し
て
そ
の
職
務
を
行
う
。
な
お
、
社
長
が
不

在
の
場
合
は
副
社
長
又
は
執
行
役
員
が
そ
の
職
務
を
代
行

す
る
。

 

本
店
対
策
本
部
は
、
情
報
の
収
集
及
び
災
害
状
況
把
握

を
行
う
総
括
班
、
事
故

拡
大
防
止
措
置
の
支
援
を
行
う
原

子
力
技
術
班
、
外
部
電
源
や
通
信
連
絡
設
備
に
関
す
る
支

援
を
行
う
復
旧
支
援
班
、
自
治
体
及
び
プ
レ
ス
対
応
を
行

う
広
報
班
並
び
に
資
機
材
及
び
食
料
の
調
達
運
搬
を
行
う

支
援
班
か
ら
構
成
す
る
。
 

(
ｲ)

 
社
長
は
、
原
子
力
防
災
体
制
を
発
令
し
た
場
合
、
速

や
か
に
本
店
対
策
本
部
（
原
子
力
施
設
事
態
即
応
セ
ン
タ

ー
含
む
。
）
を
中
之
島
お
よ
び
若
狭
に
設
置
す
る
。
ま
た
、

社
長
は
、
原
子
力
災
害
対
策
活
動
を
実
施
す
る
た
め
本
店

対
策
本
部
長
と
し
て
そ
の
職
務
を
行
い
、
社
長
が
不
在
の

場
合
は
副
社
長
等
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。
 

ま
た
、
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
場
合
ま

た
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
本
店
対
策
本
部
長
で

あ
る
社
長
は
原
則
と
し
て
、
中
之
島
か
ら
若
狭
へ
移
動
し
、

災
害
対
策
活
動
の
指
揮
を
執
る
。
社
長
が
移
動
す
る
場
合

は
、
定
め
ら
れ
た
代
行
者
が
本
店
対
策
本
部
の
指
揮
を
執

る
。
な
お
、
移
動
中
の
社
長
へ
の
連
絡
に
つ
い
て
は
、
携

帯
電
話
等
を
使
用
す
る
。
 

本
店
対
策
本
部
（
中
之
島
）
に
お
い
て
は
、
原
子
力
部

門
の
み
で
な
く
他
部
門
も
含
め
た
全
社
大
で
の
体
制
に
よ

り
発
電
所
対
策
本
部
の
支
援
を
行
い
、
本
店
対
策
本
部
（
若

狭
）
は
、
原
子
力
部
門
に
よ
る
発
電
所
対
策
本
部
へ
の
技

術
的
支
援
を
行
う
。
 

本
店
対
策
本
部
（
若
狭
）
に
は
、
社
内
外
情
報
の
収
集
、

連
絡
、
記
録
、
事
故
状
況
の
把
握
、
評
価
の
支
援
、
ア
ク

シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
支
援
、
事
故
拡
大
防
止
策
に

関
す
る
支
援
、
事
故
原
因
の
究
明
、
除
去
に
関
す
る
支
援

お
よ
び
復
旧
対
策
に
関
す
る
支
援
等
を
行
う
原
子
力
設
備

班
を
設
置
し
、
本
店
対
策
本
部
（
中
之
島
）
は
、
設
備
の

被
害
状
況
の
把
握
、
復

旧
対
策
の
樹
立
等
を
行
う
設
備
班
、

本
店
対
策
本
部
の
設
営
、
運
営
、
本
部
要
員
の
召
集
な
ら

び
に
資
機
材
お
よ
び
食
料
の
調
達
運
搬
等
を
行
う
総
務

班
、
自
治
体
お
よ
び
報
道
対
応
を
行
う
広
報
班
を
設
置
し
、

発
電
所
対
策
本
部
の
災
害
対
策
活
動
の
支
援
を
行
う
。
 

 

(ｳ
) 
本
店
対
策
本
部
総
務
班
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
選
定
し
て

い
る
支
援
拠
点
の
候
補
の
中
か
ら
放
射
性
物
質
が
放
出
さ

れ
た
場
合
の
影
響
等
を
勘
案
し
た
上
で
原
子
力
事
業
所
災

害
対
策
支
援
拠
点
を
指
定
し
、
必
要
な
本
店
緊
急
時
対
策

(
ｳ)
 
本
店
対
策
本
部
長
は
、
原
子
力
事
業
所
災
害
対
策
支
援

拠
点
の
設
置
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
選

定
し
て
い
る
支
援
拠
点
の
候
補
の
中
か
ら
放
射
性
物
質
が

放
出
さ
れ
た
場
合
の
影
響
等
を
勘
案
し
た
上
で
原
子
力
事

(
ｳ
)
 
本
店
対
策
本
部
総
務
班
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
選
定
し

て
い
る
支
援
拠
点
の
候
補
の
中
か
ら
放
射
性
物
質
が
放

出
さ
れ
た
場
合
の
影
響
等
を
勘
案
し
た
上
で
原
子
力
事

業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点
を
指
定
し
、
必
要
な
本
店
緊
急
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

要
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
災
害
対
策
支
援
に
必
要
な

資
機
材
等
の
運
搬
を
実
施
す
る
。
 

業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点
を
指
定
し
、
必
要
な
本
店
緊
急

時
対
策
要
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
災
害
対
策
支
援
に

必
要
な
資
機
材
等
の
運
搬
を
実
施
す
る
。
 

時
対
策
要
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
災
害
対
策
支
援
に

必
要
な
資
機
材
等
の
運
搬
を
実
施
す
る
。
 

(ｴ
) 
本
店
対
策
本
部
原
子
力
設
備
班
長
は
、
他
の
原
子
力
事

業
者
お
よ
び
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
組
織
へ
必
要
に
応
じ

て
応
援
を
要
請
し
、
技
術
的
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
体
制

を
整
備
す
る
。
 

ま
た
、
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
原
子
力
設
備
班
を

統
括
す
る
。
 

 

(
ｴ)
 
本
店
対
策
本
部
長
は
、
他
の
原
子
力
事
業
者
及
び
原
子

力
緊
急
事
態
支
援
組
織
か
ら
技
術
的
な
支
援
が
受
け
ら
れ

る
体
制
を
整
備
す
る
。

 

(ｴ
) 
本
店
対
策
本
部
原
子
力
設
備
班
長
は
、
他
の
原
子
力
事

業
者
お
よ
び
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
組
織
へ
必
要
に
応
じ

て
応
援
を
要
請
し
、
技
術
的
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
体
制

を
整
備
す
る
。
 

ま
た
、
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
原
子
力
設
備
班
を

統
括
す
る
。
 

 

ウ
 
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に
原
子

炉
格
納
容
器
の
設
計
圧
力
お
よ
び
温
度
に
近
い
状
態
が
継

続
す
る
場
合
等
、
重
大
事
故
等
発
生
後
の
中
長
期
的
な
対
応

が
必
要
と
な
る
場
合
に
備
え
て
、
社
内
外
の
関
係
各
所
と
連

携
し
、
適
切
か
つ
効
果
的
な
対
応
を
検
討
で
き
る
体
制
を
確

立
す
る
。
 

ま
た
、
機
能
喪

失
し
た
設
備
の
保
守
を
実
施
す
る
た
め
の

放
射
線
量
低

減
お
よ
び
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
汚
染
水
が

発
生
し
た
際
の
汚
染
水
の
処
理
等
の
事
態
収
束
活
動
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
、
平
時
か
ら
必
要
な
協
力
活
動
体
制
を

継
続
し
て
構
築
す
る
。
 

 

ウ
 
防
災
課
長
及
び
原
子
力
管
理
部
長
は
、
重
大
事
故
等
発
生

後
の
中
長
期
的
な
対
応
が
必
要
と
な
る
場
合
に
備
え
て
、
社

内
外
の
関
係
各
所
と
連
係
し
、
適
切
、
か
つ
、
効
果
的
な
対

応
を
検
討
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る
。
 

ま
た
、
機
能
喪
失
し
た
設
備
の
保
守
を
実
施
す
る
た
め
の

放
射
線
量
低

減
及
び
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
汚
染
水
が
発

生
し
た
際
の
汚
染
水
の
処
理
等
の
事
態
収
束
活
動
を
円
滑

に
実
施
す
る
た
め
、
平
時
か
ら
必
要
な
対
応
を
検
討
で
き
る

協
力
活
動
体
制
を
継
続
し
て
構
築
す
る
。

 

ウ
 
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に
原
子

炉
格
納
容
器
の
設
計
圧
力
お
よ
び
温
度
に
近
い
状
態
が
継

続
す
る
場
合
等
、
重
大
事
故
等
発
生
後
の
中
長
期
的
な
対
応

が
必
要
と
な
る
場
合
に
備
え
て
、
社
内
外
の
関
係
各
所
と
連

携
し
、
適
切
か
つ
効
果
的
な
対
応
を
検
討
で
き
る
体
制
を
確

立
す
る
。
 

ま
た
、
機
能
喪

失
し
た
設
備
の
保
守
を
実
施
す
る
た
め
の

放
射
線
量
低

減
お
よ
び
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
汚
染
水
が

発
生
し
た
際
の
汚
染
水
の
処
理
等
の
事
態
収
束
活
動
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
、
平
時
か
ら
必
要
な
協
力
活
動
体
制
を

継
続
し
て
構
築
す
る
。
 

 

 

(2
) 
教
育
訓
練
の
実
施
 

(
2)
 教
育
訓
練
の
実
施

 
(2
) 
教
育
訓
練
の
実
施
 

 

 
 

ア
 
力
量
の
付
与
の
た
め
の
教
育
訓
練

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
教
育
訓
練
に
つ
い
て
記
載

の
充
実
）
 

 
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置
も
し

く
は
改
造
す
る
場
合
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
係
る
運
転

上
の
制
限
が
適
用
開
始
さ
れ
る
日
（
使
用
前
検
査
終
了
日

等
）
ま
で
に
、
ま
た
は
運
転
員
（
当
直
員
）、
緊
急
時
対
策
本

部
要
員
も
し
く
は
緊
急
安
全
対
策
要
員
を
新
た
に
認
定
す

る
場
合
は
、
第
１
３
条
第
２
項
お
よ
び
第
４
項
の
体
制
に
入

る
ま
で
に
以
下
の
教
育
訓
練
に
つ
い
て
、
社
内
標
準
に
基
づ

き
実
施
す
る
。
 

 
 

(ｱ
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
表
－
１
か
ら
表
－
１
９
に
記
載
し

た
対
応
手
段
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
手
順
に

つ
い
て
、「
ウ
 
成
立
性
の
確
認
訓
練
」
の
要
素
を
考
慮
し

た
教
育
訓
練
項
目
を
定
め
、
運
転
員
（
当
直
員
）
、
緊
急
時

対
策
本
部
要
員
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員
の
役
割
に

応
じ
た
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。

 

 

 
 

(ｲ
) 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
重
大
事
故
等

対
処
設
備
を
設
置
ま
た
は
改
造
す
る
場
合
、
重
大
事
故
等

対
処
設
備
に
係
る
運
転
上
の
制
限
が
適
用
開
始
さ
れ
る

日
（
使
用
前
検
査
終
了
日
等
）
ま
で
に
、
成
立
性
確
認
訓

練
（
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
）
お

よ
び
成
立
性
確
認
訓
練
の
要
素
等
を
考
慮
し
た
確
認
方

法
に
よ
り
、
力
量
の
付
与
方
法
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
。
 

 

参考①-448



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ア
 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
 

ア
 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練

 
イ
 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
 

 

所
長
室
長
は
、
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
の

実
施
計
画
を
作
成
す
る
。
 

各
課
（
室
）
長
は
、
運
転
員
（
当
直
員
）
、
緊
急
時
対
策
本

部
要
員
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員
に
対
し
て
、
事
象
の
種

類
お
よ
び
事
象
の
進
展
に
応
じ
て
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
処

す
る
た
め
に
必
要
な
力
量
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
以
下

の
教
育
訓
練
に
つ
い
て
、
社
内
標
準
に
基
づ
き
実
施
す
る
。

 

原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
力
量
の
維
持
向
上
の
た

め
の
教
育
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
す
る
。

 

各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課

長
を
除
く
。）
及
び
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
緊
急
時

対
策
本
部
要
員
に
対
し
て
、
事
象
の
種
類
及
び
事
象
の
進
展

に
応
じ
て
的
確
、
か
つ
、
柔
軟
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な

力
量
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
以
下
の
教
育
訓
練
に
つ
い

て
、
規
定
文
書
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

所
長
室
長
は
、
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
の

実
施
計
画
を
作
成
す
る
。
 

各
課
（
室
）
長
は
、
運
転
員
（
当
直
員
）、
緊
急
時
対
策
本

部
要
員
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員
に
対
し
て
、
事
象
の
種

類
お
よ
び
事
象
の
進
展
に
応
じ
て
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
処

す
る
た
め
に
必
要
な
力
量
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
以
下

の
教
育
訓
練
に
つ
い
て
、
社
内
標
準
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

(ｱ
) 
表
－
１
か
ら
表
－
１
９
に
記
載
し
た
対
応
手
段
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
手
順
を
教
育
訓
練
項
目
と
し
て

定
め
、
運
転
員
（
当
直
員
）、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ

び
緊
急
安
全
対
策
要
員
の
役
割
に
応
じ
た
教
育
訓
練
を
計

画
的
に
実
施
す
る
。
 

(
ｱ
)
 
表
－
１
か
ら
表
－

19
に
記
載
し
た
対
応
手
段
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
手
順
を
教
育
訓
練
項
目
と
し
て

定
め
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
の
役
割
に
応
じ
た
教
育
訓

練
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。
 

(
ｱ
)
 
表
－
１
か
ら
表
－
１
９
に
記
載
し
た
対
応
手
段
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
手
順
を
教
育
訓
練
項
目
と

し
て
定
め
、
運
転
員
（
当
直
員
）
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員

お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員
の
役
割
に
応
じ
た
教
育
訓

練
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。
 

 

ａ
 
 運
転
員
（
当
直
員
）、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び

緊
急
安
全
対
策
要
員
に
対
し
、
役
割
に
応
じ
た
教
育
訓

練
項
目
を
年

1
回
以
上
実
施
す
る
。

 

な
お
、
作
業
・
操
作
の
類
似
が
な
い
教
育
訓
練
項
目

に
つ
い
て
は
、
教
育
訓
練
を
年
２
回
実
施
し
、
う
ち
１

回
は
机
上
に
よ
る
教
育
訓
練
と
す
る
。
 

ａ
 
 
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
に
対
し
、
役
割
に
応
じ
た
教

育
訓
練
項
目
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。

 

な
お
、
作
業
・
操
作
の
類
似
が
な
い
教
育
訓
練
項
目

に
つ
い
て
は
、
教
育
訓
練
を
年
２
回
実
施
し
、
う
ち
１

回
は
机
上
に
よ
る
教
育
訓
練
と
す
る
。
 

ａ
 
運
転
員
（
当
直
員
）、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び

緊
急
安
全
対
策
要
員
に
対
し
、
役
割
に
応
じ
た
教
育
訓

練
項
目
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。

 

な
お
、
作
業
・
操
作
の
類
似
が
な
い
教
育
訓
練
項
目

に
つ
い
て
は
、
教
育
訓
練
を
年
２
回
実
施
し
、
う
ち
１

回
は
机
上
に
よ
る
教
育
訓
練
と
す
る
。
 

 

ｂ
 
運
転
員
（
当
直
員
）、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び

緊
急
安
全
対
策
要
員
に
対
し
、
役
割
に
応
じ
実
施
す
る

ａ
項
の
教
育
訓
練
結
果
を
評
価
し
、
力
量
が
維
持
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ｂ
 
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
に
対
し
、
役
割
に
応
じ
実
施

す
る
ａ
項
の
教
育
訓
練
結
果
を
評
価
し
、
力
量
が
維
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ｂ
 
運
転
員
（
当
直
員
）
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び

緊
急
安
全
対
策
要
員
に
対
し
、
役
割
に
応
じ
実
施
す
る

ａ
項
の
教
育
訓
練
結
果
を
評
価
し
、
力
量
が
維
持
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

(ｲ
) 
重
大
事
故
等
対
策
を
行
う
運
転
員
（
当
直
員
）、
緊
急
時

対
策
本
部
要
員
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員
に
対
し
、
以

下
の
教
育
訓
練
等
を
実
施
す
る
。
 

ａ
 
 運
転
員
（
当
直
員
）、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び

緊
急
安
全
対
策
要
員
に
対
し
、
役
割
に
応
じ
た
重
大
事

故
等
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
の
挙
動
に
関
す
る
知
識
な

ら
び
に
的
確
な
状
況
把
握
、
確
実
か
つ
迅
速
な
対
応
を

実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
の

で
き
る
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

(
ｲ)
 
重
大
事
故
等
対
策
を
行
う
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
に
対

し
、
以
下
の
教
育
訓
練
等
を
実
施
す
る
。
 

ａ
 
 
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
に
対
し
、
役
割
に
応
じ
た
重

大
事
故
等
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
の
挙
動
及
び
物
理
現

象
に
関
す
る
知
識
並
び
に
的
確
な
状
況
把
握
、
確
実
及

び
迅
速
な
対
応
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
の
向

上
を
図
る
知
識
ベ
ー
ス
の
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実

施
す
る
。
 

(ｲ
) 
重
大
事
故
等
対
策
を
行
う
運
転
員
（
当
直
員
）、
緊
急

時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員
に
対
し
、

以
下
の
教
育
訓
練
等
を
実
施
す
る
。

 

ａ
 
 
運
転
員
（
当
直
員
）
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び

緊
急
安
全
対
策
要
員
に
対
し
、
役
割
に
応
じ
た
重
大
事

故
等
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
の
挙
動
に
関
す
る
知
識
な

ら
び
に
的
確
な
状
況
把
握
、
確
実
か
つ
迅
速
な
対
応
を

実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
の

で
き
る
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。

 

 

ｂ
 
運
転
員
（
当
直
員
）、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び

緊
急
安
全
対
策
要
員
に
対
し
、
役
割
に
応
じ
た
過
酷
事

故
の
内
容
、
基
本
的
な
対
処
方
法
等
、
知
識
ベ
ー
ス
の

理
解
向
上
に
資
す
る
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施
す

る
。
ま
た
、
重
大
事
故
等
発
生
時
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
の

把
握
、
的
確
な
対
応
操
作
の
選
択
等
、
実
施
組
織
お
よ

び
支
援
組
織
の
実
効
性
等
を
確
認
す
る
た
め
の
総
合
的

な
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

ｂ
 
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
に
対
し
、
役
割
に
応
じ
た
重

大
事
故
等
の
内
容
、
基
本
的
な
対
処
方
法
等
、
知
識
ベ

ー
ス
の
理
解
向
上
に
資
す
る
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上

実
施
す
る
。
重
大
事
故
等
発
生
時
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
の

把
握
、
的
確
な
対
応
操
作
の
選
択
等
、
実
施
組
織
及
び

支
援
組
織
の
実
効
性
等
を
確
認
す
る
た
め
の
総
合
的
な

教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

ｂ
 
運
転
員
（
当
直
員
）
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び

緊
急
安
全
対
策
要
員
に
対
し
、
役
割
に
応
じ
た
過
酷
事

故
の
内
容
、
基
本
的
な
対
処
方
法
等
、
知
識
ベ
ー
ス
の

理
解
向
上
に
資
す
る
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施
す

る
。
ま
た
、
重
大
事
故
等
発
生
時
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
の

把
握
、
的
確
な
対
応
操
作
の
選
択
等
、
実
施
組
織
お
よ

び
支
援
組
織
の
実
効
性
等
を
確
認
す
る
た
め
の
総
合
的

な
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

 

ｃ
 
各
課
員
等
に
対
し
、
重
大
事
故
等
の
事
故
状
況
下
に

お
い
て
復

旧
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
に
、
普
段
か
ら

定
期
点
検
な
ら
び
に
運
転
に
必
要
な
操
作
、
保
守
点
検

活
動
お
よ
び
重
大
事
故
等
対
策
の
資
機
材
を
用
い
た
教

ｃ
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
員
等
に
対
し
、
重
大
事
故

等
の
事
故
状
況
下
に
お
い
て
復
旧
を
迅
速
に
実
施
す
る

た
め
に
、
普
段
か
ら
定
期
点
検
並
び
に
運
転
に
必
要
な

操
作
、
保
守
点
検
活
動
及
び
重
大
事
故
等
対
策
の
資
機

ｃ
 
各
課
員
等
に
対
し
、
重
大
事
故
等
の
事
故
状
況
下
に

お
い
て
復
旧
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
に
、
普
段
か
ら

定
期
点
検
な
ら
び
に
運
転
に
必
要
な
操
作
、
保
守
点
検

活
動
お
よ
び
重
大
事
故
等
対
策
の
資
機
材
を
用
い
た
教
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

育
訓
練
を
自
ら
行
う
よ
う
指
導
し
、
原
子
炉
施
設
お
よ

び
予
備
品
等
に
つ
い
て
熟
知
さ
せ
実
務
経
験
を

積
ま
せ

る
。

 

材
を
用
い
た
教
育
訓
練
を
自
ら
行
う
よ
う
指
導
し
、
原

子
炉
施
設
及
び
予
備
品
等
に
つ
い
て
熟
知
さ
せ
実
務
経

験
を

積
ま
せ
る
。
 

育
訓
練
を
自
ら
行
う
よ
う
指
導
し
、
原
子
炉
施
設
お
よ

び
予
備
品
等
に
つ
い
て
熟
知
さ
せ
実
務
経
験
を
積
ま
せ

る
。

 

ｄ
 

(
ｱ)
ａ
項
の
教
育
訓
練
に
お
い
て
、
事
故
時
の
対
応
や

事
故
後
の
復

旧
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
に
、
重
大
事

故
等
発
生
時
の
事
象
進
展
に
よ
り
高
線
量
下
に
な
る
場

所
を

想
定
し
放
射
線
防
護
具
を
使
用
し
た
事
故
時
対
応

訓
練
、
夜
間
お
よ
び
降
雨
な
ら
び
に
強
風
等
の
悪
天
候

下
等
を
想
定
し
た
事
故
時
対
応
訓
練
を
計
画
的
に
実
施

す
る
。
 

ｄ
 
(ｱ

)ａ
項
の
教
育
訓
練
に
お
い
て
、
重
大
事
故
発
生
時

の
対
応
や
事
故
後
の
復

旧
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め

に
、
重
大
事
故
等
発
生
時
の
事
象
進
展
に
よ
り
高
線
量

下
に
な
る
場
所
を

想
定
し
放
射
線
防
護
具
を
使
用
し
た

教
育
訓
練
、
夜
間
及
び
降
雨
並
び
に
強
風
等
の
悪
天
候

下
等
を
想
定
し
た
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。

 

ｄ
 

(ｱ
)ａ
項
の
教
育
訓
練
に
お
い
て
、
事
故
時
の
対
応
や

事
故
後
の
復

旧
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
に
、
重
大
事

故
等
発
生
時
の
事
象
進
展
に
よ
り
高
線
量
下
に
な
る
場

所
を

想
定
し
放
射
線
防
護
具
を
使
用
し
た
事
故
時
対
応

訓
練
、
夜
間
お
よ
び
降
雨
な
ら
び
に
強
風
等
の
悪
天
候

下
等
を
想
定
し
た
事
故
時
対
応
訓
練
を
計
画
的
に
実
施

す
る
。
 

 

ｅ
 
設
備
お
よ
び
事
故
時
用
の
資
機
材
等
に
関
す
る
情
報

な
ら
び
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
即
時
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

普
段
か
ら
保
守
点
検
活
動
等
を
通
じ
て
準
備
し
、
そ
れ

ら
の
情
報
お
よ
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
い
た
事
故
時
対
応

訓
練
を
行
う
。
 

 

ｅ
 
設
備
及
び
事
故
時
用
の
資
機
材
等
に
関
す
る
情
報
並

び
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
即
時
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
普
段

か
ら
保
守
点
検
活
動
等
を
通
じ
て
準
備
し
、
そ
れ
ら
の

情
報
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
い
た
教
育
訓
練
を
行
う
。
 

ｅ
 
設
備
お
よ
び
事
故
時
用
の
資
機
材
等
に
関
す
る
情
報

な
ら
び
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
即
時
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

普
段
か
ら
保
守
点
検
活
動
等
を
通
じ
て
準
備
し
、
そ
れ

ら
の
情
報
お
よ
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
い
た
事
故
時
対
応

訓
練
を
行
う
。
 

 

イ
 
成
立
性
の
確
認
訓
練

 
イ

 
成
立
性
の
確
認
訓
練
 

ウ
 
成
立
性
の
確
認
訓
練
 

 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
実
施
計
画

を
作
成
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の

承
認
を
得
る
。
 

原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
成
立
性
の
確
認
訓
練
の

実
施
計
画
を
作
成
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
実
施
計
画

を
作
成
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の

承
認
を
得
る
。
 

 

安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
運
転
員
（
当
直

員
）
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員

に
対
し
、
以
下
の
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
社
内
標
準
に
基
づ

き
実
施
す
る
。
 

発
電
第
二
課
長
及
び
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
緊

急
時
対
策
本
部
要
員
に
対
し
、
以
下
の
成
立
性
の
確
認
訓
練

を
規
定
文
書
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
運
転
員
（
当
直

員
）
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員

に
対
し
、
以
下
の
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
社
内
標
準
に
基
づ

き
実
施
す
る
。

 

 

 

(ｱ
) 
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
以
下
の
ａ
項
、
ｂ
項
に
定
め
る

頻
度
、
内
容
で
計
画
的
に
実
施
す
る
。
 

ａ
 
中
央
制
御
室
主
体
の
操
作
に
係
る
成
立
性
確
認
 

(a
)
 
中
央
制
御
室
主
体
の
操
作
に
係
る
成
立
性
確
認

（
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
よ
る
成
立
性
確
認
）

 

中
央
操
作
主
体
、
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
の
類
似

性
お
よ
び
操
作
の
類
似
性
の
観
点
か
ら
整
理
し
た
Ⅰ

か
ら
Ⅶ
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
つ
い
て
、
運
転

員
（
当
直
員
）
を
対
象
に
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

  Ⅰ
 
２
次
系
か
ら
の
除
熱
機
能

喪
失
 

Ⅱ
 
原
子
炉
格
納
容
器
の
除
熱
機
能

喪
失
 

Ⅲ
 
原
子
炉
停
止
機
能

喪
失
 

Ⅳ
 

Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
注
水
機
能

喪
失
 

(
ｱ)
 
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
以
下
の
ａ
項
、
ｂ
項
に
定
め
る

頻
度
、
内
容
で
計
画
的
に
実
施
す
る
。

 

ａ
 
中
央
制
御
室
主
体
の
操
作
に
係
る
成
立
性
確
認
 

(
a)

 
中
央
制
御
室
主
体
の
操
作
に
係
る
成
立
性
確
認

（
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
よ
る
成
立
性
確
認
）
 

中
央
操
作
主
体
、
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
の
類
似

性
及
び
操
作
の
類
似
性
の
観
点
か
ら
整
理
し
た
Ⅰ
か

ら
Ⅶ
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
つ
い
て
、
運
転
員

（
当
直
員
）
及
び
重
大
事
故
等
対
策
要
員
の
う
ち
運

転
対
応
要
員
（
以
下
「
運
転
員
（
当
直
員
）
等
」
と
い

う
。
）
を
対
象
に
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。

 

Ⅰ
 
２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
機
能
喪
失

 

Ⅱ
 
原
子
炉
格
納
容
器
の
除
熱
機
能
喪
失

 

Ⅲ
 
原
子
炉
停
止
機
能

喪
失
 

Ⅳ
 
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
（

E
C
CS
）
注
水
機
能

喪

失
（
中

破
断

LO
CA
）
 

 

(ｱ
) 
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
以
下
の
ａ
項
、
ｂ
項
に
定
め
る

頻
度
、
内
容
で
計
画
的
に
実
施
す
る
。
 

ａ
 
中
央
制
御
室
主
体
の
操
作
に
係
る
成
立
性
確
認

 

(a
)
 
中
央
制
御
室
主
体
の
操
作
に
係
る
成
立
性
確
認

（
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
よ
る
成
立
性
確
認
）
 

中
央
操
作
主
体
、
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
の
類
似
性

お
よ
び
操
作
の
類
似
性
の
観
点
か
ら
整
理
し
た
Ⅰ
か
ら

Ⅶ
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
つ
い
て
、
運
転
員
（
当

直
員
）
を
対
象
に
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

 

 Ⅰ
 
２
次
系
か
ら
の
除
熱
機
能
喪
失

 

Ⅱ
 
原
子
炉
格
納
容
器
の
除
熱
機
能
喪
失
 

Ⅲ
 
原
子
炉
停
止
機
能
喪
失
 

Ⅳ
 

Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
注
水
機
能
喪
失
 

 

Ⅴ
 

Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
再
循
環
機
能
喪

失
 

Ⅴ
 
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
（

E
C
CS
）
再
循
環
機
能

喪
失
（
大
破
断

LO
C
A）

 

Ⅴ
 

Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
再
循
環
機
能
喪
失

 
 

Ⅵ
 
格
納
容
器
バ
イ

パ
ス
（

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
Ⅵ

 
格
納
容
器
バ
イ

パ
ス
（
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
Ⅵ
 
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
（

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
【
玄
海
－
美
浜
】
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

損
時
に

破
損
側

蒸
気
発
生
器
の
隔
離
に

失
敗
す

る
事
故
）
 

Ⅶ
 
崩
壊
熱
除
去
機
能

喪
失
 

損
）
 

Ⅶ
 
原
子
炉
冷
却
材
の
流
出
（
運
転
停
止
中
）
 

損
時
に
破
損
側
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
に
失
敗
す
る

事
故
）
 

Ⅶ
 
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
崩
壊
熱
除
去
機

能
喪
失
も
イ
項
(中
央
制
御
室

主
体
の
操
作
に
係
る
成
立
性

確
認
も
含
め
る
)に
含
め
て
い

る
。
）
 

(b
) 
成
立
性
の
確
認
の
評
価
方
法

 

重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
の
有
効
性
評
価
上
の
解
析

条
件
の
う
ち
操
作
条

件
等
を
評
価
の

ポ
イ
ン
ト
と
し

て
社
内
標
準
に
定
め
、
当
直
課
長
の
指
示
の
下
、
適

切
な
対
応
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
以
下
の
と
お
り
評

価
す
る
。
 

(
b)
 
成
立
性
の
確
認
の
評
価
方
法
 

重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
の
有
効
性
評
価
上
の
解
析

条
件
の
う
ち
操
作
条

件
等
を
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
規
定
文
書
に
定
め
、
当
直
課
長
の
指
示
の
下
、
適

切
な
対
応
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
以
下
の
と
お
り
評

価
す
る
。

 

(b
) 
成
立
性
の
確
認
の
評
価
方
法

 

重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
の
有
効
性
評
価
上
の
解
析
条

件
の
う
ち
操
作
条
件
等
を
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
社

内
標
準
に
定
め
、
当
直
課
長
の
指
示
の
下
、
適
切
な
対

応
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
以
下
の
と
お
り
評
価
す
る
。
 

 

Ⅰ
 
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
応
じ
た
対
応
に
お
い

て
、
当
直
課
長
か
ら
の
指
示
に
対
し
て
、
運
転
員

等
が
適
切
に
対
応
し
、
報
告
す
る
こ
と
に
よ
り
連

携
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
 

Ⅱ
 
解
析
上
の
操
作
条
件
が
満
足
さ
れ
る
よ
う
に
対

応
で
き
る
こ
と
 

Ⅲ
 
手
順
書
に
従
い
確
実
な
対
応
が
で
き
る
こ
と
 

Ⅰ
 
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
応
じ
た
対
応
に
お
い

て
、
当
直
課
長
か
ら
の
指
示
に
対
し
て
、
運
転
員

（
当
直
員
）
等
が
適
切
に
対
応
し
、
報
告
す
る
こ

と
に
よ
り
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
 

Ⅱ
 
解
析
上
の
操
作
条
件
が
満
足
さ
れ
る
よ
う
に
対

応
で
き
る
こ
と

 

Ⅲ
 
手
順
書
に
従
い
確
実
な
対
応
が
で
き
る
こ
と
 

Ⅰ
 
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
応
じ
た
対
応
に
お
い

て
、
当
直
課
長
か
ら
の
指
示
に
対
し
て
、
運
転
員

等
が
適
切
に
対
応
し
、
報
告
す
る
こ
と
に
よ
り
連

携
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
 

Ⅱ
 
解
析
上
の
操
作
条
件
が
満
足
さ
れ
る
よ
う
に
対

応
で
き
る
こ
と
 

Ⅲ
 
手
順
書
に
従
い
確
実
な
対
応
が
で
き
る
こ
と

 

 

ｂ
 
現
場
主
体
の
操
作
に
係
る
成
立
性
確
認
 

(
a)
 
技
術
的
能
力
の
成
立
性
確
認
 

現
場
主
体
で
実
施
す
る
表
－
２
０
の
対
応
手
段
の

う
ち
、
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係

る
対
応
手
段
に
つ
い
て
、
運
転
員
（
当
直
員
）
お
よ

び
緊
急
安
全
対
策
要
員
を
対
象
に
年
１
回
以
上
実
施

す
る
。
 

(b
) 
机
上
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認

 

現
場
主
体
、
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
の
類
似
性
お

よ
び
現
場
作
業
の
類
似
性
の
観
点
か
ら
整
理
し
た
Ⅰ

か
ら
Ⅴ
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
つ
い
て
、
緊
急

安
全
対
策
要
員
を
対
象
に
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

ｂ
 
現
場
主
体
の
操
作
に
係
る
成
立
性
確
認

 

(
a)
 
技
術
的
能
力
の
成
立
性
確
認
 

現
場
主
体
で
実
施
す
る
表
－
2
0
の
対
応
手
段
の
う

ち
、
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る

対
応
手
段
に
つ
い
て
、
運
転
員
（
当
直
員
）
及
び
重

大
事
故
等
対
策
要
員
を
対
象
に
年
１
回
以
上
実
施
す

る
。
 

(
b)
 
机
上
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
 

現
場
主
体
、
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
の
類
似
性
及

び
現
場
作
業
の
類
似
性
の
観
点
か
ら
整
理
し
た
Ⅰ
か

ら
Ⅴ
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
つ
い
て
、
重
大
事

故
等
対
策
要
員
の
う
ち
保
修
対
応
要
員
を
対
象
に
年

１
回
以
上
実
施
す
る
。

 

ｂ
 
現
場
主
体
の
操
作
に
係
る
成
立
性
確
認
 

(
a)

 
技
術
的
能
力
の
成
立
性
確
認
 

現
場
主
体
で
実
施
す
る
表
－
２
０
の
対
応
手
段
の
う

ち
、
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対

応
手
段
に
つ
い
て
、
運
転
員
（
当
直
員
）
お
よ
び
緊
急

安
全
対
策
要
員
を
対
象
に
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

 

(
b)

 
机
上
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
 

現
場
主
体
、
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
の
類
似
性
お
よ

び
現
場
作
業
の
類
似
性
の
観
点
か
ら
整
理
し
た
Ⅰ
か
ら

Ⅴ
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
つ
い
て
、
緊
急
安
全
対

策
要
員
を
対
象
に
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

 

Ⅰ
 
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
（
Ｒ
Ｃ
Ｐ
シ
ー
ル
Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ
が
発
生
す
る
場
合
）

 

Ⅱ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納

容
器
過
圧

破
損
）
 

Ⅲ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納

容
器
過
温

破
損
）
 

Ⅳ
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
け
る
重
大
事
故
に

至

る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
（

想
定
事
故
２
）
 

Ⅰ
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
（
R
CP
シ
ー
ル

L
OC
A
が

発
生
す
る
場
合
）
 

Ⅱ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納

容
器
過
圧
破
損
）
 

Ⅲ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納

容
器
過
温
破
損
）
 

Ⅳ
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
の

小
規
模
な
喪

失
 

Ⅰ
 
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
（
Ｒ
Ｃ
Ｐ
シ
ー
ル
Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ
が
発
生
し
な
い
場
合
）
 

Ⅱ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納

容
器
過
圧
破
損
）
 

Ⅲ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納

容
器
過
温
破
損
）
 

Ⅳ
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
け
る
重
大
事
故
に

至

る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
（
想
定
事
故
２
）
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
美
浜
は
、
運
転
コ
ン
ソ
ー

ル
復

旧
の
個
別
手
順
が
あ
る

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
（
Ｒ

Ｃ
Ｐ
シ
ー
ル
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
が
発

生
し
な
い
場
合
）
の
事
故
シ

ー
ケ
ン
ス
を
記
載
し
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

Ⅴ
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
（
運
転
停
止
中
）
 

Ⅴ
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
（
運
転
停
止
中
）

 
Ⅴ
 
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
運
転
停
止
中
）
 

(c
) 
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認

 

現
場
主
体
、
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
の
類
似
性
お

よ
び
現
場
作
業
の
類
似
性
の
観
点
か
ら
整
理
し
た

I

お
よ
び
Ⅱ
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
を
統
合
し
た
シ

(
c)
 
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
 

現
場
主
体
、
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
の
類
似
性
及

び
現
場
作
業
の
類
似
性
の
観
点
か
ら
整
理
し
た

I
及

び
Ⅱ
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
つ
い
て
、
緊
急
時

(c
) 
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
 

現
場
主
体
、
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
の
類
似
性
お

よ
び
現
場
作
業
の
類
似
性
の
観
点
か
ら
整
理
し
た

I

お
よ
び
Ⅱ
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
を
統
合
し
た
シ

【
玄
海
－
美
浜
】
 

③
：
運
用
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
代
表
と
す
る
重

要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
を
選
定

参考①-451



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ー
ケ
ン
ス
に
、
Ⅲ
、
Ⅳ
、
お
よ
び
Ⅴ
の
重
要
事
故
シ

ー
ケ
ン
ス
の
う
ち
現
場
で
実
施
す
る

個
別
手
順
を
加

え
、
運
転
員
（
当
直
員
）、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お

よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員
で
構
成
す
る
班
の
中
か
ら

任
意
の
班
※
を
対
象
に
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

対
策
本
部
要
員
で
構
成
す
る
班
の
中
か
ら
任
意
の
班

※
を
対
象
に
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

ー
ケ
ン
ス
に
、
Ⅲ
、
Ⅳ
、
お
よ
び
Ⅴ
の
重
要
事
故
シ

ー
ケ
ン
ス
の
う
ち
現
場
で
実
施
す
る
個
別
手
順
を
加

え
、
運
転
員
（
当
直
員
）
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お

よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員
で
構
成
す
る
班
の
中
か
ら

任
意
の
班
※
を
対
象
に
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。

 

し
一
連
の
対
応
を
検
証
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
 

美
浜
は
、
重
要
事
故
シ
ー
ケ

ン
ス
を
統
合
し
た
シ
ー
ケ
ン

ス
＋

個
別
手
順
を
加
え
成
立

性
確
認
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。）

 

Ⅰ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納

容
器
過
圧
破
損
）
 

Ⅱ
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
け
る
重
大
事
故
に

至

る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
（
想
定
事
故
２
）
 

Ⅲ
 
格
納
容
器
除
熱
機
能

喪
失
 

Ⅳ
 
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
再
循
環
機
能
喪

失
 

Ⅴ
 
崩
壊
熱
除
去
機
能

喪
失
 

Ⅰ
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
（
R
CP
シ
ー
ル

L
OC
A
が

発
生
す
る
場
合
）
 

Ⅱ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納

容
器
過
圧
破
損
）
 

Ⅰ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納

容
器
過
圧
破
損
）
 

Ⅱ
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
け
る
重
大
事
故
に

至

る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
（
想
定
事
故
２
）
 

Ⅲ
 
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
（
Ｒ
Ｃ
Ｐ
シ
ー
ル
Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ
が
発
生
し
な
い
場
合
）
 

Ⅳ
 
原
子
炉
格
納
容
器
の
除
熱
機
能
喪
失
 

Ⅴ
 
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
 

 

※
 
成
立
性
の
確
認
を
行
う
班
を
構
成
す
る
要
員
に

つ
い
て
は
、
毎
年
特
定
の
役
割
に
偏
ら
な
い
よ

う
に
配
慮
す
る
。
 

※
 
成
立
性
の
確
認
を
行
う
班
に
つ
い
て
は
、
毎
年

特
定
の
班
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
。
ま
た
、

重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
ご
と
に
異
な
る
班
を
指
定

す
る
。
 

※
 
成
立
性
の
確
認
を
行
う
班
を
構
成
す
る
要
員
に

つ
い
て
は
、
毎
年
特
定
の
役
割
に
偏
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
す
る
。
 

 

 (
d)

 
成
立
性
の
確
認
の
評
価
方
法
 

Ⅰ
 
技
術
的
能
力
の
成
立
性
確
認
は
、
有
効
性
評
価

の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
に
つ

い
て
、
役
割
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
な
要
員
数
で

想
定
時
間
内
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
手

順
に
沿
っ
た
訓
練
結
果
を
も
と
に
、
算
出
さ
れ
た

訓
練
時
間
と
表
－
２
０
に
記
載
し
た
対
応
手
段
ご

と
の

想
定
時
間
を
比
較
し
評
価
す
る
。
 

Ⅱ
 
机
上
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認

は
、
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
つ

い
て
、
必
要
な
役
割
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
る
現
場

作
業
等
が
で
き
る
こ
と
の
確
認
事
項
を
社
内
標
準

に
定
め
、
満
足
す
る
こ
と
を
評
価
す
る
。
 

Ⅲ
 
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認

は
、
有
効
性
評
価
の
成
立
性
担
保
の
た
め
に
必
要

な
操
作
が
完
了
す
べ
き
時
間
で
あ
る

ホ
ー
ル
ド

ポ

イ
ン
ト
を
社
内
標
準
に
定
め
、
満
足
す
る
こ
と
を

評
価
す
る
。
 

(
d)
 
成
立
性
の
確
認
の
評
価
方
法
 

Ⅰ
 
技
術
的
能
力
の
成
立
性
確
認
は
、
有
効
性
評
価

の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
に
つ

い
て
、
役
割
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
な
要
員
数
で

想
定
時
間
内
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
手

順
に
沿
っ
た
訓
練
結
果
を
も
と
に
、
算
出
さ
れ
た

訓
練
時
間
と
表
－

2
0
に
記
載
し
た
対
応
手
段
ご

と
の
想
定
時
間
を
比
較
し
評
価
す
る
。
 

Ⅱ
 
机
上
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認

は
、
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
つ

い
て
、
必
要
な
役
割
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
る
現
場

作
業
等
が
で
き
る
こ
と
の
確
認
事
項
を
規
定
文
書

に
定
め
、
満
足
す
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

 

Ⅲ
 
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認

は
、
有
効
性
評
価
の
成
立
性
担
保
の
た
め
に
必
要

な
操
作
が
完
了
す
べ
き
時
間
で
あ
る

ホ
ー
ル
ド

ポ

イ
ン
ト
を
規
定
文
書
に
定
め
、
満
足
す
る
こ
と
を

評
価
す
る
。

 

(
d)

 
成
立
性
の
確
認
の
評
価
方
法
 

Ⅰ
 
技
術
的
能
力
の
成
立
性
確
認
は
、
有
効
性
評
価

の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
に
つ

い
て
、
役
割
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
な
要
員
数
で

想
定
時
間
内
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
手

順
に
沿
っ
た
訓
練
結
果
を
も
と
に
、
算
出
さ
れ
た

訓
練
時
間
と
表
－
２
０
に
記
載
し
た
対
応
手
段
ご

と
の

想
定
時
間
を
比
較
し
評
価
す
る
。
 

Ⅱ
 
机
上
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認

は
、
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
つ

い
て
、
必
要
な
役
割
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
る
現
場

作
業
等
が
で
き
る
こ
と
の
確
認
事
項
を
社
内
標
準

に
定
め
、
満
足
す
る
こ
と
を
評
価
す
る
。
 

Ⅲ
 
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認

は
、
有
効
性
評
価
の
成
立
性
担
保
の
た
め
に
必
要

な
操
作
が
完
了
す
べ
き
時
間
で
あ
る

ホ
ー
ル
ド

ポ

イ
ン
ト
を
社
内
標
準
に
定
め
、
満
足
す
る
こ
と
を

評
価
す
る
。
 

 

Ⅳ
 
(
a)
お
よ
び

(c
)の
成
立
性
の
確
認
は
、
多
く
の

訓
練
項
目
に
対
し
て
効
果
的
に
行
う
た
め
、
以
下

の
条

件
に
よ
り
実
施
す
る
。
 

な
お
、

(c
)の
成
立
性
確
認
は

 
(
Ⅳ

)項
、
(Ⅴ

)

項
は
適
用
し
な
い
。
 

(
Ⅰ

) 
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
原
則
、
一
連
で
実
施

す
る
こ
と
と
す
る
が
、
長
時
間
を
要
す
る
成

立
性
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
分
割
し
て
実
施

Ⅳ
 
(a
)項
及
び

(
c)
項
の
成
立
性
の
確
認
は
、
多
く

の
訓
練
項
目
に
対
し
て
効
果
的
に
行
う
た
め
、
以

下
の
条

件
に
よ
り
実
施
す
る
。

 

な
お
、
(c
)
項
の
成
立
性
確
認
は

 
(Ⅳ

)
項
、
(Ⅴ

)

項
は
適
用
し
な
い
。
 

(
Ⅰ

)
 
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
原
則
、
一
連
で
実
施

す
る
こ
と
と
す
る
が
、
長
時
間
を
要
す
る
成

立
性
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
分
割
し
て
実
施

Ⅳ
 
(
a)
お
よ
び

(c
)の
成
立
性
の
確
認
は
、

多
く
の

訓
練
項
目
に
対
し
て
効
果
的
に
行
う
た
め
、
以
下

の
条

件
に
よ
り
実
施
す
る
。
 

な
お
、

(
c
)の
成
立
性
確
認
は

 
(
Ⅳ
)項
、
(Ⅴ

)

項
は
適
用
し
な
い
。
 

(
Ⅰ
) 
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
、
一
連
で
実
施

す
る
こ
と
と
す
る
が
、
長
時
間
を
要
す
る
成
立
性

の
確
認
に
つ
い
て
は
、
分
割
し
て
実
施
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

す
る
。
 

す
る
。

 

(
Ⅱ

) 
弁
の
開

閉
操
作
、
水
中

ポ
ン
プ
の
海
水
へ
の

投
入
、
機
器
の
起
動
操
作
等
に
よ
り
、
原
子

炉
施
設
の
系
統
や
設
備
に
悪
影
響
を
与
え
る

も
の
、
訓
練
に
よ
り
設
備
が
損
傷
ま
た
は
劣

化
を
促
進
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
等
に
つ

い
て
は
、
模
擬
操
作
を
実
施
す
る
。
 

(
Ⅱ

)
 

弁
の
開

閉
操
作
、
水
中
ポ
ン
プ
の
海
水
へ
の

投
入
、
機
器
の
起
動
操
作
等
に
よ
り
、
原
子

炉
施
設
の
系
統
や
設
備
に
悪
影
響
を
与
え
る

も
の
、
訓
練
に
よ
り
設
備
が
損
傷
又
は
劣
化

を
促
進
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
等
に
つ
い

て
は
、
模
擬
操
作
を
実
施
す
る
。

 

(
Ⅱ
) 

弁
の
開
閉
操
作
、
水
中

ポ
ン
プ
の
海
水
へ
の

投
入
、
機
器
の
起
動
操
作
等
に
よ
り
、
原
子
炉
施

設
の
系
統
や
設
備
に
悪
影
響
を
与
え
る
も
の
、
訓

練
に
よ
り
設
備
が
損
傷
ま
た
は
劣
化
を
促
進
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
も
の
等
に
つ
い
て
は
、
模
擬
操
作

を
実
施
す
る
。
 

 

(
Ⅲ

) 
訓
練
用
の
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
る
場
合
は
、

（
Ⅱ
）
項
の
模
擬
操
作
で
は
な
く
、
モ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
使
用
し
た
訓
練
を
実
施
す
る
。
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
移
動
時
間
を
考
慮
す
る
。 

(
Ⅲ

)
 
訓
練
用
の
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
る
場
合
は
、

（
Ⅱ
）
項
の
模
擬
操
作
で
は
な
く
、
モ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
使
用
し
た
訓
練
を
実
施
す
る
。
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
移
動
時
間
を
考
慮
す
る
。 

(
Ⅲ
) 
訓
練
用
の
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
る
場
合
は
、

（
Ⅱ
）
項
の
模
擬
操
作
で
は
な
く
、
モ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
使
用
し
た
訓
練
を
実
施
す
る
。
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
移
動
時
間
を
考
慮
す
る
。

 

 

(
Ⅳ

) 
他
の
訓
練
の
作
業
・
操
作
待
ち
が
あ
る
場
合

は
、
連
携
の
訓
練
を
確
実
に
行
っ
た
の
ち
、

次
工
程
の
作
業
・
操
作
を
実
施
す
る
。

  

(
Ⅴ

) 
同
じ
作
業
の
繰
り
返
し
を
行
う
訓
練
に
つ
い

て
は
、
一
部
の
時
間
を
測
定
し
、
そ
の
時
間

を
も
と
に
訓
練
時
間
を
算
出
す
る
。
 

 

(Ⅳ
）
 
他
の
訓
練
の
作
業
・
操
作
待
ち
が
あ
る
場
合

は
、
連
携
の
訓
練
を
確
実
に
行
っ
た
の
ち
、

次
工
程
の
作
業
・
操
作
を
実
施
す
る
。

 

(
Ⅴ

)
 
同
じ
作
業
の
繰
り
返
し
を
行
う
訓
練
に
つ
い

て
は
、
一
部
の
時
間
を
測
定
し
、
そ
の
時
間

を
も
と
に
訓
練
時
間
を
算
出
す
る
。

 

 

(
Ⅳ
) 
他
の
訓
練
の
作
業
・
操
作
待
ち
が
あ
る
場
合

は
、
連
携
の
訓
練
を
確
実
に
行
っ
た
の
ち
、
次
工

程
の
作
業
・
操
作
を
実
施
す
る
。

 

(
Ⅴ
) 
同
じ
作
業
の
繰
り
返
し
を
行
う
訓
練
に
つ
い

て
は
、
一
部
の
時
間
を
測
定
し
、
そ
の
時
間
を
も

と
に
訓
練
時
間
を
算
出
す
る
。

 

 

(ｲ
) 
成
立
性
の
確
認
結
果
を
踏
ま
え
た
措
置
 

ａ
 
中
央
制
御
室
主
体
の
操
作
に
係
る
成
立
性
確
認
、
技

術
的
能
力
の
成
立
性
確
認
お
よ
び
机
上
訓
練
に
よ
る
有

効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
の
場
合
 

(
ｲ)
 
成
立
性
の
確
認
結
果
を
踏
ま
え
た
措
置

 

ａ
 
中
央
制
御
室
主
体
の
操
作
に
係
る
成
立
性
確
認
、
技

術
的
能
力
の
成
立
性
確
認
及
び
机
上
訓
練
に
よ
る
有
効

性
評
価
の
成
立
性
確
認
の
場
合
 

(ｲ
) 
成
立
性
の
確
認
結
果
を
踏
ま
え
た
措
置
 

ａ
 
中
央
制
御
室
主
体
の
操
作
に
係
る
成
立
性
確
認
、
技
術

的
能
力
の
成
立
性
確
認
お
よ
び
机
上
訓
練
に
よ
る
有
効

性
評
価
の
成
立
性
確
認
の
場
合
 

 

成
立
性
の
確
認
に
よ
り
、
役
割
に
応
じ
た
必
要
な
力

量
（
以
下

(ｲ
)に
お
い
て
「
力
量
」
と
い
う
。
）
を
確
保
で

き
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
以
下
の

措
置
を
講
じ
る
。
 

成
立
性
の
確
認
に
よ
り
、
役
割
に
応
じ
た
必
要
な
力

量
（
以
下
(ｲ
)
に
お
い
て
「
力
量
」
と
い
う
。）
を
確
保
で

き
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
以
下
の

措
置
を
講
じ
る
。
 

成
立
性
の
確
認
に
よ
り
、
役
割
に
応
じ
た
必
要
な
力
量

（
以
下
(ｲ
)に
お
い
て
「
力
量
」
と
い
う
。）
を
確
保
で
き

て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
以
下
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

(a
) 
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
原
因
を
分
析
、
評
価
し
、
改
善
等
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

(b
) 
力
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
者
に

対
し
て
、
必
要
な
措
置
の
結
果
を
踏
ま
え
、
力
量
が

確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
個
別
の
操
作
お

よ
び
作
業
を
対
象
に
、
力
量
の
維
持
向
上
訓
練
を
実

施
し
た
後
、
役
割
に
応
じ
た
要
員
に
よ
り
成
立
性
の

確
認
訓
練
を
実
施
し
、
力
量
が
確
保
で
き
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
、
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に

報
告
す
る
。
 

 

(
a)
 
所
長
及
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
原
因
を
分
析
、
評
価
し
、
改
善
等
、
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

(
b)
 
力
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
者
に

対
し
て
、
必
要
な
措
置
の
結
果
を
踏
ま
え
、
力
量
が

確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た

個
別
の
操
作
及

び
作
業
を
対
象
に
、
力
量
の
維
持
向
上
訓
練
を
実
施

し
た
後
、
役
割
に
応
じ
た
要
員
に
よ
り
成
立
性
の
確

認
訓
練
を
実
施
し
、
力
量
が
確
保
で
き
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
、
所
長
及
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告

す
る
。

 

(
a)

 
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
原
因
を
分
析
、
評
価
し
、
改
善
等
、
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

(
b)

 
力
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
者
に

対
し
て
、
必
要
な
措
置
の
結
果
を
踏
ま
え
、
力
量
が
確

保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た

個
別
の
操
作
お
よ
び

作
業
を
対
象
に
、
力
量
の
維
持
向
上
訓
練
を
実
施
し
た

後
、
役
割
に
応
じ
た
要
員
に
よ
り
成
立
性
の
確
認
訓
練

を
実
施
し
、
力
量
が
確
保
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

 

ｂ
 
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
の
場

合
 成
立
性
の
確
認
に
よ
り
、
力
量
を
確
保
で
き
て
い
な

い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
以
下
の
措
置
を
講

じ
る
。
 

(a
) 
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
原
因
を
分
析
、
評
価
し
、
改
善
等
、

ｂ
 
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
の
場

合
 成
立
性
の
確
認
に
よ
り
、
力
量
を
確
保
で
き
て
い
な

い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
以
下
の
措
置
を
講

じ
る
。
 

(
a)
 
所
長
及
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
原
因
を
分
析
、
評
価
し
、
改
善
等
、
必

ｂ
 
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
の
場

合
 成
立
性
の
確
認
に
よ
り
、
力
量
を
確
保
で
き
て
い
な

い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
以
下
の
措
置
を
講

じ
る
。
 

(a
) 
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
原
因
を
分
析
、
評
価
し
、
改
善
等
、
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

(b
) 
成
立
性
の
確
認
を
任
意
の
班
が
代
表
し
て
実
施
す

る
場
合
、
力
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ

た
者
と
同
じ
役
割
の
者
に
対
し
て
、
必
要
な
措
置
の

結
果
を
踏
ま
え
、
力
量
が
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判

断
さ
れ
た

個
別
の
操
作
お
よ
び
作
業
を
対
象
に
、
役

割
に
応
じ
た
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
実
施
し
、
力
量

が
確
保
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
所
長
お
よ
び

原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

(c
) 

(b
)項
の
措
置
に
よ
り
、
力
量
が
確
保
で
き
る
見
込

み
が
立
た
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
お
よ
び

原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

(d
) 
力
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
者
に

つ
い
て
は
、
必
要
に
よ
り
、
改
め
て
原
因
を
分
析
、

評
価
し
、
改
善
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
力
量
の

維
持
向
上
訓
練
を
実
施
し
た
後
、
力
量
を
確
保
で
き

て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
実

施
し
、
力
量
が
確
保
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

(e
) 

(d
)項
の
措
置
に
よ
り
、
力
量
が
確
保
で
き
て
い
る

と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技

術
者
に
報
告
す
る
。
 

要
な
措
置
を
講
じ
る
。

 

(
b)
 
力
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
者
と

同
じ
役
割
の
者
に
対
し
て
、
必
要
な
措
置
の
結
果
を

踏
ま
え
、
力
量
が
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ

た
個
別
の
操
作
及
び
作
業
を
対
象
に
、
役
割
に
応
じ

た
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
実
施
し
、
力
量
が
確
保
で

き
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
所
長
及
び
原
子
炉
主
任

技
術
者
に
報
告
す
る
。

 

(
c)
 
(
b)
項
の
措
置
に
よ
り
、
力
量
が
確
保
で
き
る
見
込

み
が
立
た
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
及
び
原

子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。

 

(
d)
 
力
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
者
に

つ
い
て
は
、
必
要
に
よ
り
、
改
め
て
原
因
を
分
析
、

評
価
し
、
改
善
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
力
量
の

維
持
向
上
訓
練
を
実
施
し
た
後
、
力
量
を
確
保
で
き

て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
実

施
し
、
力
量
が
確
保
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

(
e)
 
(
d)
項
の
措
置
に
よ
り
、
力
量
が
確
保
で
き
て
い
る

と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
及
び
原
子
炉
主
任
技
術

者
に
報
告
す
る
。
 

 

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

(b
) 
成
立
性
の
確
認
を
任
意
の
班
が
代
表
し
て
実
施
す

る
場
合
、
力
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ

た
者
と
同
じ
役
割
の
者
に
対
し
て
、
必
要
な
措
置
の

結
果
を
踏
ま
え
、
力
量
が
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判

断
さ
れ
た
個
別
の
操
作
お
よ
び
作
業
を
対
象
に
、
役

割
に
応
じ
た
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
実
施
し
、
力
量

が
確
保
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
所
長
お
よ
び

原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

(c
) 

(
b
)項
の
措
置
に
よ
り
、
力
量
が
確
保
で
き
る
見
込

み
が
立
た
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
お
よ
び

原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

(d
) 
力
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
者
に

つ
い
て
は
、
必
要
に
よ
り
、
改
め
て
原
因
を
分
析
、

評
価
し
、
改
善
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
力
量
の

維
持
向
上
訓
練
を
実
施
し
た
後
、
力
量
を
確
保
で
き

て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
実

施
し
、
力
量
が
確
保
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

(
e)

 
(
d)
項
の
措
置
に
よ
り
、
力
量
が
確
保
で
き
て
い
る

と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術

者
に
報
告
す
る
。

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
現
場
訓
練
に
よ

る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確

認
は
、
任
意
の
班
が
代
表
し

て
実
施
す
る
場
合
と
し
て
い

る
。
玄
海
に
は
記
載
が
な
い

が
、
任
意
の
班
が
代
表
し
て

実
施
す
る
運
用
は
同
じ
で
あ

る
。
）
 

(3
) 
資
機
材
の
配
備
 

ア
 
各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
の
発
生
お
よ
び
拡
大
の
防

止
に
必
要
な
措
置
、
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
、
復

旧
作
業

お
よ
び
支
援
等
の
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
に
必
要
な

資
機
材
を
所
定
の
保
管
場
所
に
配
備
す
る
。
 

 イ
 
原
子
力
企
画
部
門
統
括
、
原
子
力
安
全
部
門
統
括
、
原
子

力
発
電
部
門
統
括
、
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）

お
よ
び
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、
支
援
等

の
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
に
必
要
な
資
機
材
を
配
備

す
る
。
 

(
3)
 資
機
材
の
配
備
 

ア
 
各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課

長
を
除
く
。）
は
、
重
大
事
故
の
発
生
及
び
拡
大
の
防
止
に
必

要
な
措
置
、
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
、
復

旧
作
業
及
び
支

援
等
の
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
に
必
要
な
資
機
材
を

配
備
す
る
。
 

イ
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
支
援
等
の
原
子
炉
施
設
の
保
全
の

た
め
に
必
要
な
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

 

(3
) 
資
機
材
の
配
備
 

ア
 
各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
の
発
生
お
よ
び

拡
大
の
防

止
に
必
要
な
措
置
、
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
、
復
旧
作
業

お
よ
び
支
援
等
の
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
に
必
要
な

資
機
材
を
所
定
の
保
管
場
所
に
配
備
す
る
。

 

 イ
 
原
子
力
企
画
部
門
統
括
、
原
子
力
安
全
部
門
統
括
、
原
子

力
発
電
部
門
統
括
、
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
原
子
力
技
術
）

お
よ
び
原
子
力
技
術
部
門
統
括
（
土
木
建
築
）
は
、
支
援
等

の
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
に
必
要
な
資
機
材
を
配
備

す
る
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
上
流
規
則
（
工

認
）
の
要
求
事
項
を
明
確
化

し
て
い
る
。）

 

１
．
２
 
 ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
、
復

旧
作
業
お
よ
び
支
援
に
係

る
事
項
 

1
.2
 
 
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
、
復
旧
作
業
及
び
支
援
に
係
る
事

項
 

１
．
２

 
 ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
、
復
旧
作
業
お
よ
び
支
援
に
係

る
事
項
 

 

(1
) 
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保

 

ア
 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
発
電
所
内
の
道
路
お
よ
び
通
路
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
以
下
の
実
効
性
の
あ
る
運
用
管
理
を
実

施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(
1)
 ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保

 

ア
 
防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
、
発
電
第
二
課
長
及
び
技
術

第
二
課
長
は
、
発
電
所
内
の
道
路
及
び
通
路
が
確
保
で
き
る

よ
う
、
以
下
の
実
効
性
の
あ
る
運
用
管
理
を
実
施
す
る
こ
と

を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

(1
) 
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保

 

ア
 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
発
電
所
内
の
道
路
お
よ
び
通
路
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
以
下
の
実
効
性
の
あ
る
運
用
管
理
を
実

施
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

(ｱ
) 
屋
外
お
よ
び
屋
内
に
お
い
て
、

想
定
さ
れ
る
重
大
事
故

等
の
対
処
に
必
要
な
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
保

管
場
所
か
ら
設
置
場
所
お
よ
び
接
続
場
所
ま
で
運
搬
す
る

た
め
の
経
路
、
ま
た
は
他
の
設
備
の
被
害
状
況
を
把
握
す

る
た
め
の
経
路
（
以
下
、「
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
」
と
い
う
。）

(
ｱ)
 
屋
外
及
び
屋
内
に
お
い
て
、
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等

の
対
処
に
必
要
な
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
保
管

場
所
か
ら
設
置
場
所
及
び
接
続
場
所
ま
で
運
搬
す
る
た
め

の
経
路
、
又
は
他
の
設
備
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め

の
経
路
（
以
下
「
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
」
と
い
う
。）
は
、
迂

(
ｱ
)
 
屋
外
お
よ
び
屋
内
に
お
い
て
、

想
定
さ
れ
る
重
大
事

故
等
の
対
処
に
必
要
な
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

の
保
管
場
所
か
ら
設
置
場
所
お
よ
び
接
続
場
所
ま
で
運

搬
す
る
た
め
の
経
路
、
ま
た
は
他
の
設
備
の
被
害
状
況
を

把
握
す
る
た
め
の
経
路
（
以
下
、「
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
」
と

     

参考①-454



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

は
、
自
然
現
象
、
外
部
人
為
事
象
、
溢
水
お
よ
び
火
災
を

想
定
し
て
も
、
運
搬
ま
た
は
移
動
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

の
な
い
よ
う
、
迂
回
路
も
考
慮
し
て
複
数
の
ア
ク
セ
ス
ル

ー
ト
を
確
保
す
る
。
 

回
路
も
考
慮
し
て
複
数
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
す

る
。

 

複
数
ル
ー
ト
の
う
ち
少
な
く
と
も
１
ル
ー
ト
は
、
想
定

さ
れ
る
自
然
現
象
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
損
な
わ
せ

る
原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
象
で
あ
っ
て
人
為
に
よ

る
も
の
（
故
意
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）、
溢
水
及
び
火
災

を
想
定
し
て
も
、
速
や
か
に
運
搬
、
移
動
が
可
能
な
ル
ー

ト
と
す
る
と
と
も
に
、
他
の
復

旧
可
能
な
ル
ー
ト
も
確
保

す
る
。
 

い
う
。
）
は
、
自
然
現
象
、
外
部
人
為
事
象
、
溢
水
お
よ
び

火
災
を
想
定
し
て
も
、
運
搬
ま
た
は
移
動
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
迂
回
路
も
考
慮
し
て
複
数
の
ア
ク

セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
複
数
ア
ク
セ
ス

ル
ー
ト
確
保
、
玄
海
は
複
数

ル
ー
ト
の
う
ち
少
な
く
と
も

１
ル
ー
ト
確
保
の
運
用
を
記

載
。
）
 

(ｲ
) 
屋
外
お
よ
び
屋
内
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
は
、
自
然
現
象
に

対
し
て
地
震
、
津
波
、
洪
水
、
風
（

台
風
）
、
竜
巻
、
凍
結
、

降
水
、
積
雪
、

落
雷
、
地
滑
り
、
火
山
の
影
響
、
生
物
学

的
事
象
、
高
潮
お
よ
び
森
林
火
災
を
考
慮
し
、
外
部
人
為

事
象
に
対
し
て
、
飛
来
物
（

航
空
機

落
下
）、

ダ
ム
の
崩
壊
、

爆
発
、
近
隣
工
場
等
の
火
災
（
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
の

施
設
の
火
災
、
発
電
所
敷
地
内
に
存
在
す
る
危
険
物
タ
ン

ク
の
火
災
、

航
空
機
墜

落
に
よ
る
火
災
、
発
電
所
港
湾
内

に
入
港
す
る
船
舶
の
火
災
お
よ
び
ば
い
煙
等
の
二
次
的
影

響
）、
有
毒
ガ
ス
、
船
舶
の
衝

突
、
電
磁
的
障
害
お
よ
び
重

大
事
故
等
時
の
高
線
量
下
を
考
慮
し
確
保
す
る
。
 

(
ｲ)
 
屋
内
及
び
屋
外
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
は
、
想
定
さ
れ
る
自

然
現
象
に
対
し
て
地
震
、
津
波
、
洪
水
、
風
（

台
風
）
、
竜

巻
、
凍
結
、
降
水
、
積
雪
、
落
雷
、
地
滑
り
、
火
山
の
影
響
、

生
物
学
的
事
象
、
森
林
火
災
及
び
高
潮
を
、
原
子
炉
施
設
の

安
全
性
を
損
な
わ
せ
る
原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
象

で
あ
っ
て
人
為
に
よ
る
も
の
（
故
意
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

に
対
し
て
飛
来
物
（
航
空
機

落
下
等
）
、

ダ
ム
の
崩
壊
、
爆

発
、
近
隣
工
場
等
の
火
災
、
有
毒
ガ
ス
、
船
舶
の
衝
突
及
び

電
磁
的
障
害
を
考
慮
す
る
。
ま
た
、
重
大
事
故
等
時
の
高
線

量
下
環
境
を
考
慮
す
る
。
 

(
ｲ
)
 
屋
外
お
よ
び
屋
内
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
は
、
自
然
現
象

に
対
し
て
地
震
、
津
波
、
洪
水
、
風
（

台
風
）
、
竜
巻
、
凍

結
、
降
水
、
積
雪
、
落
雷
、
地
滑
り
、
火
山
の
影
響
、
生

物
学
的
事
象
、
高
潮
お
よ
び
森
林
火
災
を
考
慮
し
、
外
部

人
為
事
象
に
対
し
て
、
飛
来
物
（
航
空
機
落
下
）
、
ダ
ム
の

崩
壊
、
爆
発
、
近
隣
工
場
等
の
火
災
（
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
等
の
施
設
の
火
災
、
発
電
所
敷
地
内
に
存
在
す
る
危
険

物
タ
ン
ク
の
火
災
、
航
空
機
墜
落
に
よ
る
火
災
、
発
電
所

港
湾
内
に
入
港
す
る
船
舶
の
火
災
お
よ
び
ば
い
煙
等
の

二
次
的
影
響
）、
有
毒
ガ
ス
、
船
舶
の
衝
突
、
電
磁
的
障
害

お
よ
び
重
大
事
故
等
時
の
高
線
量
下
を
考
慮
し
確
保
す

る
。
 

    【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
美
浜
の
特
徴
を
記
載
。
）
 

ａ
 
発
電
所
敷
地
で

想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
の
う
ち
、
洪

水
に
対
し
て
は
敷
地
付
近
に
河
川
が
な
い
こ
と
、
高
潮

に
対
し
て
は
津
波
に
包
絡
さ
れ
る
こ
と
か
ら
影
響
を
受

け
な
い
た
め
考
慮
し
な
い
。
 

ま
た
、
外
部
人
為
事
象
の
う
ち
、
飛
来
物
（
航
空
機

落
下
）
に
つ
い
て
は
、
防
護
設
計
の
要
否
判
断
の
基
準

を
超
え
な
い
と
の
理
由
に
よ
り
、

ダ
ム
の
崩
壊
、
爆
発

お
よ
び
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
の
施
設
の
火
災
に
つ
い

て
は
、
立
地
的
要
因
に
よ
り
、
船
舶
の
衝

突
に
つ
い
て

は
敷
地
配
置
よ
り
設
計
上
考
慮
し
な
い
。

 

ａ
 
想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
又
は
原
子
炉
施
設
の
安
全
性

を
損
な
わ
せ
る
原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
象
で
あ

っ
て
人
為
に
よ
る
も
の
（
故
意
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

の
う
ち
、
洪
水
、
地
滑
り
及
び
ダ
ム
の
崩
壊
に
つ
い
て

は
、
立
地
的
要
因
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。 

ａ
 
発
電
所
敷
地
で

想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
の
う
ち
、
洪

水
に
対
し
て
は
敷
地
付
近
に
河
川
が
な
い
こ
と
、
高
潮

に
対
し
て
は
津
波
に
包
絡
さ
れ
る
こ
と
か
ら
影
響
を
受

け
な
い
た
め
考
慮
し
な
い
。
 

ま
た
、
外
部
人
為
事
象
の
う
ち
、
飛
来
物
（
航
空
機

落
下
）
に
つ
い
て
は
、
防
護
設
計
の
要
否
判
断
の
基
準

を
超
え
な
い
と
の
理
由
に
よ
り
、
ダ
ム
の
崩
壊
、
爆
発

お
よ
び
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
の
施
設
の
火
災
に
つ
い

て
は
、
立
地
的
要
因
に
よ
り
、
船
舶
の
衝
突
に
つ
い
て

は
敷
地
配
置
よ
り
設
計
上
考
慮
し
な
い
。
 

 

ｂ
 
電
磁
的
障
害
に
対
し
て
は
道
路
・
通
路
面
が
直
接
影

響
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
こ
と
か
ら
、
屋
外
お
よ
び
屋

内
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
へ
の
影
響
は
な
い
た
め
考
慮
し
な

い
。
 

ｂ
 
生
物
学
的
事
象
、
落
雷
及
び
電
磁
的
障
害
に
つ
い
て

は
、
直
接
の
影
響
は
な
い
。

 

ｂ
 
電
磁
的
障
害
に
対
し
て
は
道
路
・
通
路
面
が
直
接
影

響
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
こ
と
か
ら
、
屋
外
お
よ
び
屋

内
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
へ
の
影
響
は
な
い
た
め
考
慮
し
な

い
。
 

 

ｃ
 
生
物
学
的
事
象
に
対
し
て
は
容
易
に
排
除
可
能
な
こ

と
か
ら
影
響
を
受
け
な
い
た
め
考
慮
し
な
い
。
 

ｄ
 
万
一
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
な
い
と
し
て
い
る
現

象
に
つ
い
て
、
対
応
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て

も
、
洪
水
、
高
潮
お
よ
び

ダ
ム
の
崩
壊
に
対
し
て
は
、

津
波
と
同
様
に
対
応
が
可
能
で
あ
り
、
近
隣
の

産
業
施

設
の
火
災
お
よ
び
爆
発
（
飛
来
物
含
む
。）
に
対
し
て
は
、

森
林
火
災
と
同
様
に
対
応
が
可
能
で
あ
る
。

 

 
ｃ
 
生
物
学
的
事
象
に
対
し
て
は
容
易
に
排
除
可
能
な
こ

と
か
ら
影
響
を
受
け
な
い
た
め
考
慮
し
な
い
。
 

ｄ
 
万
一
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
な
い
と
し
て
い
る
現

象
に
つ
い
て
、
対
応
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て

も
、
洪
水
、
高
潮
お
よ
び
ダ
ム
の
崩
壊
に
対
し
て
は
、

津
波
と
同
様
に
対
応
が
可
能
で
あ
り
、
近
隣
の
産
業
施

設
の
火
災
お
よ
び
爆
発
（
飛
来
物
含
む
。）
に
対
し
て
は
、

森
林
火
災
と
同
様
に
対
応
が
可
能
で
あ
る
。

 

 

(ｳ
) 
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
保
管
場
所
に
つ
い
て

は
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
配
置
も
含
め
て
常
設
重

(
ｳ)
 
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
保
管
場
所
に
つ
い
て

は
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
配
置
も
含
め
て
常
設
重

(
ｳ
)
 
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
保
管
場
所
に
つ
い

て
は
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
配
置
も
含
め
て
常
設

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

参考①-455



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

大
事
故
等
対
処
設
備
と
位
置
的
分

散
を
図
り
、
保
管
し
、

屋
外
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
複
数
箇
所
に
分

散
し
て
保
管
す
る
。
な
お
、
同
じ
機
能
を
有
す
る
重
大
事

故
等
対
処
設
備
が
他
に
な
い
設
備
に
つ
い
て
は
、
予
備
も

含
め
て
分
散
さ
せ
る
。
 

大
事
故
等
対
処
設
備
と
位
置
的
分
散
を
図
り
保
管
し
、
屋

外
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
複
数
箇
所
に
分

散

し
て
保
管
す
る
。
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
位
置
的
分

散
を
図
り
、
保
管

し
、
屋
外
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
複
数
箇
所

に
分
散
し
て
保
管
す
る
。
な
お
、
同
じ
機
能
を
有
す
る
重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
他
に
な
い
設
備
に
つ
い
て
は
、
予

備
も
含
め
て
分

散
さ
せ
る
。
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
必
要
に
応
じ
予

備
を
含
め
て
分
散
配
置
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。）

 

(
ｴ
)
 
障
害
物
を
除
去
可
能
な
ブ
ル
ド
ー
ザ
を
保
管
、
使
用

し
、
そ
れ
を
運
転
で
き
る
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
ま
た
は

緊
急
安
全
対
策
要
員
を
確
保
す
る
。
 

(
ｴ)
 
障
害
物
を
除
去
可
能
な
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
及
び
そ
の
他

の
重
機
を
保
管
、
使
用
し
、
そ
れ
ら
を
運
転
で
き
る
要
員

を
確
保
す
る
。
 

(
ｴ
)
 
障
害
物
を
除
去
可
能
な
ブ
ル
ド
ー
ザ
お
よ
び

油
圧
シ

ョ
ベ
ル
を
保
管
、
使
用
し
、
そ
れ
ら
を
運
転
で
き
る
要
員

を
確
保
す
る
。
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
と

油
圧
シ
ョ
ベ
ル
で
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。）

 

(ｵ
) 
被
ば
く
を
考
慮
し
た
放
射
線
防
護
具
の
配
備
お
よ
び
ア

ク
セ
ス
ル
ー
ト
近
傍
の
化
学
物
質
を
貯
蔵
し
て
い
る
タ
ン

ク
か
ら
の
漏
え
い
を
考
慮
し
た
薬
品
保
護
具
の
配
備
な
ら

び
に
停
電
時
お
よ
び
夜
間
時
に
確
実
に
運
搬
、
移
動
が
出

来
る
よ
う
に
、
可
搬
型
照
明
を
配
備
す
る
。
 

(
ｵ)
 
被
ば
く
を
考
慮
し
た
放
射
線
防
護
具
の
配
備
及
び
ア
ク

セ
ス
ル
ー
ト
近
傍
の
化
学
物
質
を
貯
蔵
し
て
い
る
タ
ン
ク

か
ら
の
漏
え
い
を
考
慮
し
た
薬
品
保
護
具
の
配
備
並
び
に

停
電
時
及
び
夜
間
時
に
確
実
に
運
搬
、
移
動
が
出
来
る
よ

う
に
、
可
搬
型
照
明
を
配
備
す
る
。

 

ま
た
、
騒
音
場
所
に
お
い
て
は
、
確
実
に
耳
栓
を
着
用
す

る
。
そ
の
他
、
現
場
と
の
連
絡
手
段
の
確
保
、
室
温
等
の
作

業
環
境
の
考
慮
、
資
機
材
の
現
場
配
備
等
を
実
施
す
る
。

 

(
ｵ
)
 
被
ば
く
を
考
慮
し
た
放
射
線
防
護
具
の
配
備
お
よ
び

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
近
傍
の
化
学
物
質
を
貯
蔵
し
て
い
る

タ
ン
ク
か
ら
の
漏
え
い
を
考
慮
し
た
薬
品
保
護
具
の
配

備
な
ら
び
に
停
電
時
お
よ
び
夜
間
時
に
確
実
に
運
搬
、
移

動
が
で
き
る
よ
う
に
、
可
搬
型
照
明
を
配
備
す
る
。
 

     【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
作
業
環
境
を
考

慮
し
た
資
機
材
の
配
備
に
つ

い
て
記
載
し
て
い
る
。
 

美
浜
は
、
詳
細
事
項
は
社
内

標
準
に
て
記
載
す
る
。
）
 

 
(
ｶ)
 
屋
外
及
び
屋
内
の
機
器
か
ら
の
溢
水
が
発
生
し
た
場
合

に
つ
い
て
は
、
適
切
な
放
射
線
防
護
具
を
着
用
す
る
こ
と

に
よ
り
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
通
行
す
る
。
 

 
 

イ
 
屋
外
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保

 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
屋
外
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保

に
当
た
っ
て
、
以
下
の
運
用
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内

標
準
に
定
め
る
。
 

イ
 
屋
外
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
 

防
災
課
長
及
び
技
術
第
二
課
長
は
、
屋
外
の
ア
ク
セ
ス
ル

ー
ト
の
確
保
に
当
た
っ
て
、
以
下
の
運
用
管
理
を
実
施
す
る

こ
と
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。

 

イ
 
屋
外
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
屋
外
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保

に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
運
用
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内

標
準
に
定
め
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
屋
外
ア
ク
セ
ス
ル

ー
ト
の
運
用
管
理
の
実
施
に

必
要
な
事
項
を
社
内
標
準
に

定
め
て
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
）
 

(ｱ
) 
屋
外
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
保
管
場
所
か

ら
使
用
場
所
ま
で
運
搬
す
る
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
状
況
確

認
、
海
水
等
の
取
水

ポ
イ
ン
ト
の
状
況
確
認
、
ホ
ー
ス
敷

設
ル
ー
ト
の
状
態
確
認
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
燃
料
油
貯
蔵

タ
ン
ク
お
よ
び
重

油
タ
ン
ク
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
、

そ
の
他
の
屋
外
設
備
の
被
害
状
況
の
把
握
を
行
う
。
 

(
ｱ)
 
屋
外
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
保
管
場
所
か

ら
使
用
場
所
ま
で
運
搬
す
る
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
状
況
確

認
、
八
田
浦
貯
水
池
及
び
取
水
ピ
ッ
ト
の
取
水
箇
所
の
状

況
確
認
、

ホ
ー
ス
布
設
ル
ー
ト
の
状
態
確
認
を
行
い
、
あ

わ
せ
て
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
、

そ
の
他
屋
外
設
備
の
被
害
状
況
の
把
握
を
行
う
。
 

(
ｱ
)
 
屋
外
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
保
管
場
所

か
ら
使
用
場
所
ま
で
運
搬
す
る
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
状

況
確
認
、
海
水
等
の
取
水
ポ
イ
ン
ト
の
状
況
確
認
、
ホ
ー

ス
敷
設
ル
ー
ト
の
状
態
確
認
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
燃
料
油

貯
蔵
タ
ン
ク
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
、
そ
の
他
の
屋

外
設
備
の
被
害
状
況
の
把
握
を
行
う
。
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
の
特
徴
を
記
載
。
）
 

（
以
下
、
同
様
。）

 

(ｲ
) 
屋
外
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
に
対
す
る
地
震
に
よ
る
影
響
、

そ
の
他
の
自
然
現
象
に
よ
る
影
響
を

想
定
し
、
複
数
の
ア

ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
中
か
ら

早
期
に
復

旧
可
能
な
ア
ク
セ
ス

ル
ー
ト
を
確
保
す
る
た
め
、
障
害
物
を
除
去
可
能
な
ブ
ル

ド
ー
ザ
１
台
（
予
備
１

台
）
を
保
管
お
よ
び
使
用
す
る
。

 

(
ｲ)
 
屋
外
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
に
対
す
る
地
震
に
よ
る
影
響
、

そ
の
他
自
然
現
象
に
よ
る
影
響
を
想
定
し
、
複
数
の
ア
ク

セ
ス
ル
ー
ト
の
中
か
ら

早
期
に
復
旧
可
能
な
ア
ク
セ
ス
ル

ー
ト
を
確
保
す
る
た
め
、
障
害
物
を
除
去
可
能
な

ホ
イ
ー

ル
ロ
ー
ダ
及
び
そ
の
他
の
重
機
を
保
管
、
使
用
し
、
そ
れ

ら
を
運
転
で
き
る
要
員
を
確
保
す
る
。

 

(
ｲ
)
 
屋
外
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
に
対
す
る
地
震
に
よ
る
影

響
、
そ
の
他
自
然
現
象
に
よ
る
影
響
を
想
定
し
、
複
数
の

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
中
か
ら

早
期
に
復

旧
可
能
な
ア
ク

セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
た
め
、
障
害
物
を
除
去
可
能
な

ブ
ル
ド
ー
ザ
２
台
（
予
備
１
台
）
お
よ
び
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

１
台
（
予
備
１

台
）
を
保
管
お
よ
び
使
用
す
る
。
 

 

(ｳ
) 
地
震
に
よ
る
屋
外
タ
ン
ク
か
ら
の
溢
水
お
よ
び
降
水
に

(
ｳ)
 
地
震
に
よ
る
屋
外
タ
ン
ク
か
ら
の
溢
水
及
び
降
水
に
対

(
ｳ
)
 
地
震
に
よ
る
屋
外
タ
ン
ク
か
ら
の
溢
水
お
よ
び
降
水
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

対
し
て
、
道
路
上
の
自
然
流
下
も
考
慮
し
た
上
で
、
通
行

へ
の
影
響
を
受
け
な
い
箇
所
に
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保

す
る
。
 

し
て
、
道
路
上
へ
の
自
然
流
下
も
考
慮
し
た
上
で
、
溢
水

に
よ
る
通
行
へ
の
影
響
を
受
け
な
い
箇
所
に
ア
ク
セ
ス
ル

ー
ト
を
確
保
す
る
。

 

に
対
し
て
、
道
路
上
の
自
然
流
下
も
考
慮
し
た
上
で
、
通

行
へ
の
影
響
を
受
け
な
い
箇
所
に
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を

確
保
す
る
。
 

(ｴ
) 
津
波
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
津
波
遡
上
の
な
い
エ
リ
ア

に
早
期
に
復

旧
可
能
な
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
。

想
定
を
上
回
る
万
一
の
ガ
レ
キ
発
生
に
対
し
て
は
ブ
ル
ド

ー
ザ
に
よ
り
速
や
か
に
撤
去
す
る
こ
と
に
よ
り
対
処
す

る
。
 

(
ｴ)
 
津
波
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
基
準
津
波
に
対
し
て
、
十

分
余
裕
を
見
た
高
さ
に
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
。
 

ま
た
、
高
潮
に
対
し
て
、
通
行
へ
の
影
響
を
受
け
な
い

敷
地
高
さ
に
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
。
 

(
ｴ
)
 
津
波
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
防
潮
堤
の
中
に

早
期
に

復
旧
可
能
な
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
。
想
定
を
上

回
る
万
一
の
ガ
レ
キ
発
生
に
対
し
て
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
お

よ
び

油
圧
シ
ョ
ベ
ル
に
よ
り
速
や
か
に
撤
去
す
る
こ
と

に
よ
り
対
処
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
基
準
津
波
に
対

し
て
十
分
に

余
裕
を
見
た
高

さ
に
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
確

保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。）

 

(ｵ
) 
考
慮
す
べ
き
自
然
現
象
の
う
ち

落
雷
、
凍
結
お
よ
び
森

林
火
災
、
外
部
人
為
事
象
の
う
ち
、
近
隣
工
場
等
の
火
災

（
発
電
所
敷
地
内
に
存
在
す
る
危
険
物
タ
ン
ク
の
火
災
、

航
空
機
墜

落
に
よ
る
火
災
、
発
電
所
港
湾
内
に
入
港
す
る

船
舶
の
火
災
お
よ
び
ば
い
煙
等
の
二
次
的
影
響
）
お
よ
び

有
毒
ガ
ス
に
対
し
て
、
迂
回
路
も
考
慮
し
た
複
数
の
ア
ク

セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
。
 

(
ｵ)
 
屋
外
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
は
、

想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
の

う
ち
凍
結
及
び
森
林
火
災
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
損

な
わ
せ
る
原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
象
で
あ
っ
て
人

為
に
よ
る
も
の
（
故
意
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）
の
う
ち
飛

来
物
（
航
空
機

落
下
等
）、
爆
発
、
近
隣
工
場
等
の
火
災
、

有
毒
ガ
ス
及
び
船
舶
の

衝
突
に
対
し
て
、
迂
回
路
も
考
慮

し
た
複
数
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
。
 

(
ｵ
)
 
考
慮
す
べ
き
自
然
現
象
の
う
ち

落
雷
、
凍
結
お
よ
び

森
林
火
災
、
外
部
人
為
事
象
の
う
ち
、
近
隣
工
場
等
の
火

災
（
発
電
所
敷
地
内
に
存
在
す
る
危
険
物
タ
ン
ク
の
火

災
、
航
空
機
墜

落
に
よ
る
火
災
、
発
電
所
港
湾
内
に
入
港

す
る
船
舶
の
火
災
お
よ
び
ば
い
煙
等
の
二
次
的
影
響
）
お

よ
び
有
毒
ガ
ス
に
対
し
て
、
迂
回
路
も
考
慮
し
た
複
数
の

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
。

 

 

(ｶ
) 
周
辺
構
造
物
、
周
辺
機
器
の
倒
壊
に
よ
る
障
害
物
に
つ

い
て
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
る
撤
去
あ
る
い
は
転
倒
に
よ

る
閉
塞
が
な
い
ル
ー
ト
を
通
行
す
る
。
 

(
ｶ)
 
周
辺
構
造
物
の
倒
壊
に
よ
る
障
害
物
に
つ
い
て
は
、

ホ

イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
及
び
そ
の
他
の
重
機
に
よ
る
撤
去
あ
る
い

は
複
数
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
に
よ
る
迂
回
を
行
う
。

 

(
ｶ
)
 
周
辺
構
造
物
、
周
辺
機
器
の
倒
壊
に
よ
る
障
害
物
に

つ
い
て
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
る
撤
去
あ
る
い
は
転
倒
に

よ
る
閉
塞
が
な
い
ル
ー
ト
を
通
行
す
る
。
 

 

(ｷ
) 
基
準
地
震
動
に
対
し
て
耐
震
裕
度
の
低
い
周
辺
斜
面
の

崩
壊
に
対
し
て
は
、
崩
壊
土
砂
が
広
範
囲
に
到
達
す
る
こ

と
を
想
定
し
た
上
で
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
る
崩
壊
箇
所
の

復
旧
を
行
う
。
 

(
ｷ)
 
基
準
地
震
動
に
よ
る
周
辺
斜
面
の
崩
壊
や
敷
地
下
斜
面

の
す
べ
り
で
崩
壊
土
砂
が
広
範
囲
に
到
達
す
る
こ
と
を

想

定
し
た
上
で
、

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
及
び
そ
の
他
の
重
機
に

よ
る
崩
壊
箇
所
の
仮
復

旧
を
行
い
、
通
行
性
を
確
保
す
る
。 

(
ｷ
)
 
基
準
地
震
動
に
対
し
て
耐
震

裕
度
の
低
い
周
辺
斜
面

の
崩
壊
に
対
し
て
は
、
崩
壊
土
砂
が
広
範
囲
に
到
達
す
る

こ
と
を
想
定
し
た
上
で
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
る
崩
壊
箇
所

の
復
旧
を
行
う
。
 

 

(ｸ
) 
耐
震
裕
度
の
低
い
地
盤
に
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
設
定
す

る
場
合
は
、
道
路
面
の
す
べ
り
に
よ
る
崩
壊
土
砂
が
広
範

囲
に
到
達
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
上
で
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
に

よ
る
崩
壊
箇
所
の
復

旧
を
行
い
、
通
行
性
を
確
保
す
る
。

 

 
(
ｸ
)
 
耐
震

裕
度
の
低
い
地
盤
に
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
設
定

す
る
場
合
は
、
道
路
面
の
す
べ
り
に
よ
る
崩
壊
土
砂
が
広

範
囲
に
到
達
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
上
で
、
ブ
ル
ド
ー
ザ

に
よ
る
崩
壊
箇
所
の
復

旧
を
行
い
、
通
行
性
を
確
保
す

る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
耐
震
裕
度
の
低
い
地

盤
に
お
け
る
ア
ク
セ
ス
ル
ー

ト
の
確
保
を
を
明
記
し
て
い

る
。
）
 

(ｹ
) 
不
等
沈
下
等
に
よ
る
段
差
の
発
生
が

想
定
さ
れ
る
箇
所

に
お
い
て
は
、
段
差
緩

和
対
策
を
講
じ
る
設
計
と
す
る
と

と
も
に
、
段
差
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
に

よ
る
段
差
発
生
箇
所
の
復

旧
を
行
う
。
さ
ら
に
地
下
構
造

物
の
損
壊
が

想
定
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
陥
没
対
策

を
講
じ
る
。

想
定
を
上
回
る
段
差
が
発
生
し
た
場
合
は
、

複
数
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
に
よ
る
迂
回
や
ブ
ル
ド
ー
ザ
に

よ
る
段
差
解
消
対
策
に
よ
り
対
処
す
る
。
 

(
ｸ)
 
不
等
沈
下
や
地
下
構
造
物
の
損
壊
に
伴
う
段
差
の
発
生

が
想
定
さ
れ
る
箇
所
に
お
い
て
は
、
段
差
緩
和
対
策
を
講

じ
る
が
、

想
定
を
上
回
る
段
差
が
発
生
し
た
場
合
は
、

ホ

イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
及
び
そ
の
他
の
重
機
に
よ
る
段
差
箇
所
の

仮
復
旧
を
行
い
、
通
行
性
を
確
保
す
る
。
 

(
ｹ
)
 
不
等
沈
下
等
に
よ
る
段
差
の
発
生
が

想
定
さ
れ
る
箇

所
に
お
い
て
は
、
段
差
緩
和
対
策
を
講
じ
る
設
計
と
す
る

と
と
も
に
、
段
差
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ

に
よ
る
段
差
発
生
箇
所
の
復
旧
を
行
う
。
さ
ら
に
地
下
構

造
物
の
損
壊
が
想
定
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
陥
没
対

策
を
講
じ
る
。

想
定
を
上
回
る
段
差
が
発
生
し
た
場
合

は
、
複
数
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
に
よ
る
迂
回
ま
た
は
油
圧

シ
ョ
ベ
ル
に
よ
る
段
差
解
消
対
策
に
よ
り
対
処
す
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
陥
没
対
策
を
行
う
こ

と
を
明
記
し
て
い
る
。
）
 

(ｺ
) 
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
上
の

台
風
お
よ
び
竜
巻
に
よ
る
飛
来

物
、
積
雪
、
降
灰
に
つ
い
て
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
る
撤

去
を
行
う
。

想
定
を
上
回
る
積
雪
、
降
灰
が
発
生
し
た
場

合
は
、
除
雪
、
除
灰
の
頻
度
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り

対
処
す
る
。
ま
た
、
凍
結
、
積
雪
を
考
慮
し
、

車
両
に
つ

い
て
は
、
オ
ー
ル
シ
ー

ズ
ン
タ
イ
ヤ
ま
た
は
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
を
配
備
す
る
。
 

(
ｹ)
 
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
上
の
風
（
台
風
）
及
び
竜
巻
に
よ
る

飛
来
物
、

積
雪
、
火
山
の
影
響
（
降
灰
）
に
つ
い
て
は
、

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
及
び
そ
の
他
の
重
機
に
よ
る
撤
去
を
行

う
。
な
お
、
想
定
を
上
回
る
積
雪
、
火
山
の
影
響
（
降
灰
）

が
発
生
し
た
場
合
は
、
除
雪
、
除
灰
の
頻
度
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
対
処
す
る
。
ま
た
、
凍
結
、
降
雪
を
考
慮

し
、
車
両
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
等
を
配
備
す

る
。

 

(
ｺ
)
 
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
上
の

台
風
お
よ
び
竜
巻
に
よ
る
飛

来
物
、
積
雪
、
降
灰
に
つ
い
て
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
る

撤
去
を
行
う
。
想
定
を
上
回
る
積
雪
、
降
灰
が
発
生
し
た

場
合
は
、
除
雪
、
除
灰
の
頻
度
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
対
処
す
る
。
ま
た
、
凍
結
、
積
雪
を
考
慮
し
、
車
両
に

つ
い
て
は
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ
を
配
備
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 

ウ
 
屋
内
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保

 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
屋
内
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保

に
当
た
っ
て
、
以
下
の
運
用
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内

標
準
に
定
め
る
。
 

(ｱ
) 
屋
内
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
保
管
場
所
へ

運
転
員
（
当
直
員
）
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
緊
急

安
全
対
策
要
員
が
移
動
す
る
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
状
況
確

認
を
行
い
、
あ
わ
せ
て

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
、
そ

の
他
の
屋
内
設
備
の
被
害
状
況
の
把
握
を
行
う
。
 

(ｲ
) 
地
震
、
津
波
、
そ
の
他
自
然
現
象
に
よ
る
影
響
お
よ
び

外
部
人
為
事
象
に
対
し
て
、
外
部
か
ら
の

衝
撃
に
よ
る
損

傷
の
防
止
が
図
ら
れ
た
建
屋
内
に
確
保
す
る
。
 

ウ
 
屋
内
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、
屋

内
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
に
当
た
っ
て
、
以
下
の
運
用

管
理
を
実
施
す
る
こ
と
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

(
ｱ)
 
屋
内
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
へ
の
緊
急
時
対

策
本
部
要
員
が
移
動
す
る
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
状
況
確
認

を
行
い
、
あ
わ
せ
て
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
、
そ
の
他
屋

内
設
備
の
被
害
状
況
の
把
握
を
行
う
。

 

(
ｲ)
 
津
波
、
そ
の
他
自
然
現
象
に
よ
る
影
響
並
び
に
原
子
炉

施
設
の
安
全
性
を
損
な
わ
せ
る
原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
事
象
で
あ
っ
て
人
為
に
よ
る
も
の
（
故
意
に
よ
る
も
の

を
除
く
。）
に
対
し
て
、
外
部
か
ら
の
衝
撃
に
よ
る
損
傷
の

防
止
が
図
ら
れ
た
施
設
内
に
確
保
す
る
。
 

ウ
 
屋
内
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
屋
内
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保

に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
運
用
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
を
社
内

標
準
に
定
め
る
。
 

(ｱ
) 
屋
内
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
保
管
場
所
へ

運
転
員
（
当
直
員
）、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
緊
急

安
全
対
策
要
員
が
移
動
す
る
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
状
況
確

認
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
、
そ

の
他
の
屋
内
設
備
の
被
害
状
況
の
把
握
を
行
う
。
 

(ｲ
) 
地
震
、
津
波
、
そ
の
他
自
然
現
象
に
よ
る
影
響
お
よ
び

外
部
人
為
事
象
に
対
し
て
、
外
部
か
ら
の

衝
撃
に
よ
る
損

傷
の
防
止
が
図
ら
れ
た
建
屋
内
に
確
保
す
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
屋
内
ア
ク
セ
ス

ル
ー
ト
の
運
用
管
理
の
実
施

に
必
要
な
事
項
を
社
内
標
準

に
定
め
て
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
）
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）
 

(ｳ
) 
転
倒
し
た
場
合
に
撤
去
で
き
な
い
資
機
材
は
設
置
し
な

い
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
撤
去
可
能
な
資
機
材
に
つ
い

て
も
必
要
に
応
じ
て
固
縛
、
転
倒
防
止
措
置
に
よ
り
支
障

を
き
た
さ
な
い
措
置
を
講
じ
る
。
 

(
ｳ)
 
屋
内
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
は
、
重
大
事
故
時
に
必
要
と
な

る
現
場
操
作
を
実
施
す
る
活
動
場
所
ま
で
外
部
事
象
に
よ

る
影
響
を
考
慮
し
て
も
移
動
可
能
な
ル
ー
ト
を
選
定
す

る
。
ま
た
、
屋
内
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
上
に
は
、
転
倒
し

た
場
合
に
撤
去
で
き
な
い
資
機
材
は
設
置
し
な
い
こ
と
と

す
る
と
と
も
に
、
撤
去
可
能
な
資
機
材
に
つ
い
て
も
必
要

に
応
じ
て
固
縛
、
転
倒
防
止
措
置
に
よ
り
通
行
に
支
障
を

き
た
さ
な
い
措
置
を
講
じ
る
。

 

(ｳ
) 
転
倒
し
た
場
合
に
撤
去
で
き
な
い
資
機
材
は
設
置
し
な

い
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
撤
去
可
能
な
資
機
材
に
つ
い

て
も
必
要
に
応
じ
て
固
縛
、
転
倒
防
止
措
置
に
よ
り
支
障

を
き
た
さ
な
い
措
置
を
講
じ
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
移
動
可
能
な
屋

内
ル
ー
ト
の
選
定
を
記
載
い

る
。
）
 

(ｴ
) 
機
器
か
ら
の
溢
水
に
対
し
て
は
、
適
切
な
放
射
線
防
護

具
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
通
行
す

る
。
 

 
(ｴ

) 
機
器
か
ら
の
溢
水
に
対
し
て
は
、
適
切
な
放
射
線
防
護

具
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
通
行
す

る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
溢
水
時
は
適
切

な
放
射
線
防
護
具
を
着
用
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
）
 

 (
ｵ)

 
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
状
況
を
確
認
し
、
複
数
の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト
の
中
か
ら
早
期
に
復

旧
可
能
な
ア
ク
セ
ス
ル
ー

ト
を
選
定
し
、
ル
ー
ト
近
傍
の
資
機
材
を
管
理
し
、
固
縛

等
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
お
よ
び
万
一
の
際
に
は
迂
回

す
る
こ
と
に
よ
り
通
行
性
を
確
保
す
る
。
 

(
ｴ)
 
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
状
況
を
確
認
し
、
複
数
の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト
の
中
か
ら
早
期
に
復
旧
可
能
な
ア
ク
セ
ス
ル
ー

ト
を
選
定
し
確
保
す
る
。
 

(ｵ
) 
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
状
況
を
確
認
し
、
複
数
の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト
の
中
か
ら

早
期
に
復

旧
可
能
な
ア
ク
セ
ス
ル
ー

ト
を
選
定
し
、
ル
ー
ト
近
傍
の
資
機
材
を
管
理
し
、
固
縛

等
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
お
よ
び
万
一
の
際
に
は
迂
回

す
る
こ
と
に
よ
り
通
行
性
を
確
保
す
る
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
資
機
材
の
管
理
、

固
縛
等
の
対
策
、
迂
回
に
よ

り
通
行
性
を
確
保
す
る
こ
と

を
明
記
し
て
い
る
。）

 

(2
) 
復
旧
作
業
に
係
る
事
項
 

ア
 
予
備
品
等
の
確
保

 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
要
安
全
施
設
の
取
替
え
可
能
な
機

器
、
部
品
等
の
復

旧
作
業
を
優
先
的
に
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
予
備
品
を
以
下
の
方
針
に
基
づ
き

確
保
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(ｱ
) 
事
故
収
束
対
応
の
信
頼
性
向
上
の
た
め
長
期
的
に
使
用

す
る
設
備
を
復
旧
す
る
。
 

(ｲ
) 
単
一
の
重
要
安
全
施
設
の
機
能
を
回
復
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
重
要
安
全
施
設
の

多
数
の
設
備
の
機
能
を
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
、
事
故
収
束
を
実
施
す
る
上
で
最
も
効
果

が
大
き
い
サ

ポ
ー
ト
系
設
備
を
復

旧
す
る
。

 

(
2)
 復

旧
作
業
に
係
る
事
項
 

ア
 
予
備
品
等
の
確
保
 

防
災
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
重
要
安
全
施
設
の
取

替
え
可
能
な
機
器
、
部
品
等
の
復
旧
作
業
を
優
先
的
に
実
施

す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
予
備
品
を
以
下
の
方

針
に
基
づ
き
確
保
す
る
こ
と
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

(
ｱ)
 
事
故
収
束
対
応
の
信
頼
性
向
上
の
た
め
長
期
的
に
使
用

す
る
設
備
を
復

旧
す
る
。
 

(
ｲ)
 
単
一
の
重
要
安
全
施
設
の
機
能
を
回
復
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
重
要
安
全
施
設
の

多
数
の
設
備
の
機
能
を
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
、
事
故
収
束
を
実
施
す
る
上
で
最
も
効
果

が
大
き
い
サ
ポ
ー
ト
系
設
備
を
復
旧
す
る
。
 

(2
) 
復
旧
作
業
に
係
る
事
項
 

ア
 
予
備
品
等
の
確
保
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
要
安
全
施
設
の
取
替
え
可
能
な
機

器
、
部
品
等
の
復

旧
作
業
を
優
先
的
に
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
予
備
品
を
以
下
の
方
針
に
基
づ
き

確
保
す
る
こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(ｱ
) 
事
故
収
束
対
応
の
信
頼
性
向
上
の
た
め
長
期
的
に
使
用

す
る
設
備
を
復
旧
す
る
。
 

(ｲ
) 
単
一
の
重
要
安
全
施
設
の
機
能
を
回
復
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
重
要
安
全
施
設
の
多
数
の
設
備
の
機
能
を
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
、
事
故
収
束
を
実
施
す
る
上
で
最
も
効
果

が
大
き
い
サ
ポ
ー
ト
系
設
備
を
復
旧
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(ｳ
) 
復

旧
が
困
難
な
設
備
に
つ
い
て
も
、
復

旧
す
る
た
め
の

対
策
を
検
討
し
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
放
射
線
の
影

響
、
そ
の
他
の
作
業
環
境
条
件
の
観
点
を
踏
ま
え
、
復
旧

作
業
の
成
立
性
が
高
い
設
備
を
復

旧
す
る
。

 

な
お
、
多
様
な
復
旧
手
段
の
確
保
、
復

旧
を

想
定
す
る

機
器
の
拡
大
、
そ
の
他
の
有
効
な
復

旧
対
策
に
つ
い
て
継

続
的
な
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
予

備
品
の
確
保
に

努
め
る
。
 

ま
た
、
予
備
品
の
取
替
え
作
業
に
必
要
な
資
機
材
等
と

し
て
、
ガ
レ
キ
撤
去
等
の
た
め
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
、
夜
間
の

対
応
を
想
定
し
た
照
明
機
器
等
お
よ
び
そ
の
他
作
業
環
境

を
想
定
し
た
資
機
材
を
確
保
す
る
。
 

(
ｳ)
 
復
旧
が
困
難
な
設
備
に
つ
い
て
も
、
復

旧
す
る
た
め
の

対
策
を
検
討
し
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
放
射
線
の
影

響
、
そ
の
他
の
作
業
環
境
条

件
の
観
点
を
踏
ま
え
、
復

旧

作
業
の
成
立
性
が
高
い
設
備
を
復
旧
す
る
。

 

な
お
、
多
様
な
復

旧
手
段
の
確
保
、
復

旧
を

想
定
す
る

機
器
の

拡
大
、
そ
の
他
の
有
効
な
復
旧
対
策
に
つ
い
て
継

続
的
な
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
予

備
品
の
確
保
に

努
め
る
。

 

ま
た
、
予
備
品
の
取
替
え
作
業
に
必
要
な
資
機
材
等
と

し
て
、
が
れ
き
撤
去
等
の
た
め
の

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
、
そ

の
他
の
重
機
、
夜
間
の
対
応
を
想
定
し
た
照
明
機
器
等
及

び
そ
の
他
作
業
環
境
を

想
定
し
た
資
機
材
を
確
保
す
る
。
 

(ｳ
) 
復

旧
が
困
難
な
設
備
に
つ
い
て
も
、
復
旧
す
る
た
め
の

対
策
を
検
討
し
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
放
射
線
の
影

響
、
そ
の
他
の
作
業
環
境
条
件
の
観
点
を
踏
ま
え
、
復
旧

作
業
の
成
立
性
が
高
い
設
備
を
復
旧
す
る
。
 

な
お
、
多
様
な
復
旧
手
段
の
確
保
、
復
旧
を
想
定
す
る

機
器
の
拡
大
、
そ
の
他
の
有
効
な
復
旧
対
策
に
つ
い
て
継

続
的
な
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
予

備
品
の
確
保
に
努
め
る
。
 

ま
た
、
予
備
品
の
取
替
え
作
業
に
必
要
な
資
機
材
等
と

し
て
、
ガ
レ
キ
撤
去
等
の
た
め
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
、
油
圧
シ

ョ
ベ
ル
、
夜
間
の
対
応
を
想
定
し
た
照
明
機
器
等
お
よ
び

そ
の
他
作
業
環
境
を

想
定
し
た
資
機
材
を
確
保
す
る
。
 

イ
 
保
管
場
所
 

各
課
（
室
）
長
は
、
予
備
品
等
に
つ
い
て
、
地
震
に
よ
る

周
辺
斜
面
の
崩
壊
、
敷
地
下
斜
面
の
す
べ
り
、
津
波
に
よ
る

浸
水
な
ど
の
外
部
事
象
の
影
響
を
受
け
に
く
い
場
所
に
当
該

重
要
安
全
施
設
と
の
位
置
的
分

散
を
考
慮
し
、
保
管
す
る
こ

と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

イ
 
保
管
場
所
 

防
災
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
予
備
品
等
に
つ
い
て
、

地
震
に
よ
る
周
辺
斜
面
の
崩
落
、
敷
地
下
斜
面
の
す
べ
り
、

津
波
に
よ
る
浸
水
な
ど
の
外
部
事
象
の
影
響
を
受
け
に
く

い
場
所
に
当
該
重
要
安
全
施
設
と
の
位
置
的
分

散
を
考
慮

し
、
保
管
す
る
こ
と
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。

 

イ
 
保
管
場
所
 

各
課
（
室
）
長
は
、
予
備
品
等
に
つ
い
て
、
地
震
に
よ
る

周
辺
斜
面
の
崩
壊
、
敷
地
下
斜
面
の
す
べ
り
、
津
波
に
よ
る

浸
水
な
ど
の
外
部
事
象
の
影
響
を
受
け
に
く
い
場
所
に
当

該
重
要
安
全
施
設
と
の
位
置
的
分
散
を
考
慮
し
、
保
管
す
る

こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。

 

 

 

ウ
 
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保

 

(
1)
「
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
」
と
同
じ
。

 

ウ
 
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保

 

(1
)「
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
」
と
同
じ
。
 

ウ
 
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
 

(
1)
「
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
」
と
同
じ
。
 

 

 

(3
) 
支
援
に
係
る
事
項
 

安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
支
援

に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
以
下
の
方
針
に
基
づ
き
実
施
す
る
こ

と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。

 

(
3)
 支
援
に
係
る
事
項

 

防
災
課
長
及
び
原
子
力
管
理
部
長
は
、
支
援
に
係
る
事
項
に

つ
い
て
、
以
下
の
方
針
に
基
づ
き
実
施
す
る
こ
と
を
規
定
文
書

に
定
め
る
。
 

(3
) 
支
援
に
係
る
事
項
 

安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
支
援

に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
以
下
の
方
針
に
基
づ
き
実
施
す
る

こ
と
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。

 

 

 

ア
 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
事

故
発
生
後
７
日
間
は
継
続
し
て
事
故
収
束
対
応
を
維
持
で

き
る
よ
う
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
、
予
備
品
お
よ
び
燃
料

等
の
手
段
を
確
保
す
る
。

 

ア
 
防
災
課
長
は
、
事
故
発
生
後
７
日
間
は
継
続
し
て
事
故
収

束
対
応
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
、
予

備
品
及
び
燃
料
等
の
手
段
を
確
保
す
る
。
 

ア
 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
事

故
発
生
後
７
日
間
は
継
続
し
て
事
故
収
束
対
応
を
維
持
で

き
る
よ
う
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
、
予
備
品
お
よ
び
燃
料

等
の
手
段
を
確
保
す
る
。
 

 

ま
た
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
、
建
設
会
社
、
協
力
会
社
お

よ
び
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
は
平
時
か
ら
必
要
な
連
絡
体

制
を
整
備
す
る
な
ど
協
力
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
あ

ら
か
じ
め
重
大
事
故
等
発
生
に
備
え
協
議
お
よ
び
合
意
の

上
、
外
部
か
ら
の
支
援
計
画
を
策
定
す
る
。
事
故
発
生
後
、

当
社
原
子
力
防
災
組
織
が
発
足
し
協
力
体
制
が
整
い
次
第
、

プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
お
よ
び
建
設
会
社
か
ら
は
設
備
の
設

計
根
拠
お
よ
び
機
器
の
詳
細
な
情
報
、
事
故
収
束
手
段
お
よ

び
復

旧
対
策
等
の
提
供
、
協
力
会
社
か
ら
は
、
事
象
進
展
予

測
お
よ
び
放
射
線
影
響
予
測
等
の
評
価
結
果
の
情
報
提
供
、

事
故
収
束
お
よ
び
復

旧
対
策
活
動
に
必
要
な
支
援
に
係
る

要
員
の
派
遣
な
ら
び
に
燃
料
供
給
会
社
か
ら
は
燃
料
の
供

給
お
よ
び
迅
速
な
物
資

輸
送
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
、
中

長
期
的
な
物
資

輸
送
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
支
援
計
画

ま
た
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
、
協
力
会
社
、
建
設
会
社
及
び

そ
の
他
の
関
係
機
関
と
は
平
時
か
ら
必
要
な
連
絡
体
制
を

整
備
す
る
な
ど
協
力
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か

じ
め
重
大
事
故
等
発
生
に
備
え
協
議
及
び
合
意
の
上
、
外
部

か
ら
の
支
援
計
画
を
策
定
す
る
。
事
故
発
生
後
、
原
子
力
防

災
組
織
が
発
足
し
協
力
体
制
が
整
い
次
第
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー

カ
か
ら
は
設
備
の
設
計
根
拠
、
機
器
の
詳
細
な
情
報
、
事
故

収
束
手
段
及
び
復
旧
対
策
の
提
供
、
協
力
会
社
及
び
建
設
会

社
か
ら
は
事
故
収
束
及
び
復

旧
対
策
活
動
に
必
要
な
支
援

に
係
る
要
員
の
派
遣
並
び
に
燃
料
供
給
会
社
等
か
ら
は
燃

料
の
供
給
及
び
迅
速
な
物
資

輸
送
を
可
能
と
す
る
と
と
も

に
、
中
長
期
的
な
物
資

輸
送
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
支
援

計
画
を
策
定
す
る
。

 

ま
た
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
、
建
設
会
社
、
協
力
会
社
お

よ
び
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
は
平
時
か
ら
必
要
な
連
絡
体

制
を
整
備
す
る
な
ど
協
力
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
あ

ら
か
じ
め
重
大
事
故
等
発
生
に
備
え
協
議
お
よ
び
合
意
の

上
、
外
部
か
ら
の
支
援
計
画
を
策
定
す
る
。
事
故
発
生
後
、

当
社
原
子
力
防
災
組
織
が
発
足
し
協
力
体
制
が
整
い
次
第
、

プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
お
よ
び
建
設
会
社
か
ら
は
設
備
の
設

計
根
拠
お
よ
び
機
器
の
詳
細
な
情
報
、
事
故
収
束
手
段
お
よ

び
復
旧
対
策
等
の
提
供
、
協
力
会
社
か
ら
は
、
事
象
進
展
予

測
お
よ
び
放
射
線
影
響
予
測
等
の
評
価
結
果
の
情
報
提
供
、

事
故
収
束
お
よ
び
復

旧
対
策
活
動
に
必
要
な
支
援
に
係
る

要
員
の
派
遣
な
ら
び
に
燃
料
供
給
会
社
か
ら
は
燃
料
の
供

給
お
よ
び
迅
速
な
物
資
輸
送
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
、
中

長
期
的
な
物
資

輸
送
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
支
援
計
画

     【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

参考①-459



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

を
策
定
す
る
。
 

を
策
定
す
る
。

 

イ
 
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
他
の
原
子
力
事
業
者
よ
り
、

支
援
に
係
る
要
員
の
派
遣
、
資
機
材
の
貸
与
お
よ
び
環
境
放

射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
他
、
原
子
力
緊

急
事
態
支
援
組
織
か
ら
は
、
被
ば
く
低
減
の
た
め
に
遠
隔
操

作
可
能
な
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
資
機
材
、
資
機
材
操
作
の
支
援
お

よ
び
提
供
資
機
材
を
活
用
し
た
事
故
収
束
活
動
に
係
る
助

言
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
計
画
を
策

定
す
る
。
  

さ
ら
に
、
発
電
所
外
に
保
有
し
て
い
る
重
大
事
故
等
対
処

設
備
と
同
種
の
設
備
、
予
備
品
お
よ
び
燃
料
等
に
つ
い
て
支

援
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
電
所
内
に
配
備
し
て
い
る

重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
不
具
合
が
あ
っ
た
場
合
の
代
替

手
段
お
よ
び
燃
料
の
確
保
を
行
い
、
継
続
的
な
重
大
事
故
等

対
策
を
実
施
で
き
る
よ
う
事
象
発
生
後
６
日
間
ま
で
に
支

援
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
確
立
す
る
。

 

ま
た
、
原
子
力
事
業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点
か
ら
、
災
害

対
策
支
援
に
必
要
な
資
機
材
と
し
て
、
食
料
、
そ
の
他
の
消

耗
品
、
汚
染
防
護
服
お
よ
び
そ
の
他
の
放
射
線
管
理
に
使
用

す
る
資
機
材
が
継
続
的
に
発
電
所
へ
供
給
で
き
る
体
制
を

確
立
す
る
。
 

 

イ
 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
他
の
原
子
力
事
業
者
か
ら
、
支
援

に
係
る
要
員
の
派
遣
、
資
機
材
の
貸
与
及
び
環
境
放
射
線
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
他
、
原
子
力
緊
急
事
態

支
援
組
織
か
ら
は
、
被
ば
く
低

減
の
た
め
に
遠
隔
操
作
可
能

な
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
資
機
材
、
資
機
材
操
作
の
支
援
及
び
提
供

資
機
材
を
活
用
し
た
事
故
収
束
活
動
に
係
る
助
言
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
支
援
計
画
を
策
定
す
る
。
 

さ
ら
に
、
発
電
所
外
に
保
有
し
て
い
る
重
大
事
故
等
対
処

設
備
と
同
種
の
設
備
、
予
備
品
及
び
燃
料
等
に
つ
い
て
支
援

を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
電
所
内
に
配
備
し
て
い
る
重

大
事
故
等
対
処
設
備
に
不
具
合
が
あ
っ
た
場
合
の
代
替
手

段
及
び
燃
料
の
確
保
を
行
い
、
継
続
的
な
重
大
事
故
等
対
策

を
実
施
で
き
る
よ
う
事
象
発
生
後
６
日
間
ま
で
に
支
援
を

受
け
ら
れ
る
体
制
を
確
立
す
る
。

 

ま
た
、
原
子
力
災
害
対
策
支
援
拠
点
か
ら
、
災
害
対
策
支

援
に
必
要
な
資
機
材
と
し
て
、
食
料
、
そ
の
他
の
消
耗
品
、

汚
染
防
護
服
及
び
そ
の
他
の
放
射
線
管
理
に
使
用
す
る
資

機
材
を
継
続
的
に
発
電
所
へ
供
給
で
き
る
体
制
を
確
立
す

る
。

 

 

イ
 
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
他
の
原
子
力
事
業
者
よ
り
、

支
援
に
係
る
要
員
の
派
遣
、
資
機
材
の
貸
与
お
よ
び
環
境
放

射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
他
、
原
子
力
緊

急
事
態
支
援
組
織
か
ら
は
、
被
ば
く
低

減
の
た
め
に
遠
隔
操

作
可
能
な
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
資
機
材
、
資
機
材
操
作
の
支
援
お

よ
び
提
供
資
機
材
を
活
用
し
た
事
故
収
束
活
動
に
係
る
助

言
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
計
画
を
策

定
す
る
。
 

さ
ら
に
、
発
電
所
外
に
保
有
し
て
い
る
重
大
事
故
等
対
処

設
備
と
同
種
の
設
備
、
予
備
品
お
よ
び
燃
料
等
に
つ
い
て
支

援
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
電
所
内
に
配
備
し
て
い
る

重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
不
具
合
が
あ
っ
た
場
合
の
代
替

手
段
お
よ
び
燃
料
の
確
保
を
行
い
、
継
続
的
な
重
大
事
故
等

対
策
を
実
施
で
き
る
よ
う
事
象
発
生
後
６
日
間
ま
で
に
支

援
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
確
立
す
る
。
 

ま
た
、
原
子
力
事
業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点
か
ら
、
災
害

対
策
支
援
に
必
要
な
資
機
材
と
し
て
、
食
料
、
そ
の
他
の
消

耗
品
、
汚
染
防
護
服
お
よ
び
そ
の
他
の
放
射
線
管
理
に
使
用

す
る
資
機
材
が
継
続
的
に
発
電
所
へ
供
給
で
き
る
体
制
を

確
立
す
る
。
 

 

１
．
３

 
 手
順
書
の
整
備

 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。）
は
、
重
大
事
故
等
発

生
時
に
お
い
て
、
事
象
の
種
類
お
よ
び
事
象
の
進
展
に
応
じ

て
、
重
大
事
故
等
に
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
処
す
る
た
め
の
内
容

を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

ま
た
、
重
大
事
故
等
の
対
処
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
使

用
主
体
に
応
じ
た
内
容
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

1
.
3 
 手
順
書
の
整
備
 

(
1)
 各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長

を
除
く
。）
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
い
て
、
事
象
の
種
類

及
び
事
象
の
進
展
に
応
じ
て
、
重
大
事
故
等
に
的
確
、
か
つ
、

柔
軟
に
対
処
す
る
た
め
の
内
容
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

ま
た
、
重
大
事
故
等
の
対
処
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
使

用
主
体
に
応
じ
た
内
容
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。

 

１
．
３
 
 手
順
書
の
整
備
 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
重
大
事
故
等
発

生
時
に
お
い
て
、
事
象
の
種
類
お
よ
び
事
象
の
進
展
に
応
じ

て
、
重
大
事
故
等
に
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
処
す
る
た
め
の
内
容

を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

ま
た
、
重
大
事
故
等
の
対
処
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
使

用
主
体
に
応
じ
た
内
容
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
重
大
事
故
等
を

対
処
す
る
た
め
の
内
容
を
社

内
標
準
に
定
め
て
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。）

 

 
 

 
 

ア
 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
全
て
の
交
流
動

力
電
源
お
よ
び
常
設
直
流
電
源
系
統
の
喪

失
、
安
全
系
の
機

器
も
し
く
は
計
測
器
類
の

多
重
故
障
ま
た
は
３
号
炉
お
よ

び
４
号
炉
の
同
時
被
災
等
の
過
酷
な
状
態
に
お
い
て
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
原
子
炉
施
設
の
状
態
の
把
握
お
よ
び
実

施
す
べ
き
重
大
事
故
等
対
策
の
適
切
な
判
断
に
必
要
な
情

報
の
種
類
、
そ
の
入
手
の
方
法
お
よ
び
判
断
基
準
を
社
内
標

準
に
定
め
る
。
 

ア
 
発
電
第
二
課
長
は
、
全
て
の
交
流
動
力
電
源
及
び
常
設
直

流
電
源
系
統
の
喪
失
、
安
全
系
の
機
器
若
し
く
は
計
測
器
類

の
多
重
故
障
又
は
複
数
号
炉
の
同
時
被
災
等
の
過
酷
な
状

態
に
お
い
て
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
３
号
炉
及
び
４
号
炉

の
原
子
炉
施
設
の
状
態
の
把
握
及
び
実
施
す
べ
き
重
大
事

故
等
対
策
の
適
切
な
判
断
に
必
要
な
情
報
の
種
類
、
そ
の
入

手
の
方
法
及
び
判
断
基
準
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

ア
 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
全
て
の
交
流
動

力
電
源
お
よ
び
常
設
直
流
電
源
系
統
の
喪
失
、
安
全
系
の
機

器
も
し
く
は
計
測
器
類
の

多
重
故
障
等
の
過
酷
な
状
態
に

お
い
て
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
原
子
炉
施
設
の
状
態
の
把

握
お
よ
び
実
施
す
べ
き
重
大
事
故
等
対
策
の
適
切
な
判
断

に
必
要
な
情
報
の
種
類
、
そ
の
入
手
の
方
法
お
よ
び
判
断
基

準
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
複
数
号
炉
の
同

時
被
災
の
内
容
は
記
載
不

要
。
）
 

イ
 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
故
障
時
に
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す

る
た
め
の
手
順
、
パ
ラ
メ
ー
タ
の
把
握
能
力
を
超
え
た
場
合

に
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
の
手
順
お
よ
び

計
測
に
必
要
な
計
器
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
の
手
順
を
社

内
標
準
に
定
め
る
。

 

具
体
的
に
は
、
表
－
１
５
「
事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手

イ
 
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、
パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
故
障
又
は
計
器
故
障
が
疑
わ
れ
る
場
合
に

原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
の
手
順
、
パ
ラ
メ
ー

タ
の
把
握
能
力
を
超
え
た
場
合
に
原
子
炉
施
設
の
状
態
を

把
握
す
る
た
め
の
手
順
及
び
計
測
に
必
要
な
計
器
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
の
手
順
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

具
体
的
に
は
、
表
－

1
5「
事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手
順

イ
 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
パ
ラ
メ
ー
タ
を

計
測
す
る
計
器
故
障
時
に
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す

る
た
め
の
手
順
、
パ
ラ
メ
ー
タ
の
把
握
能
力
を
超
え
た
場
合

に
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
の
手
順
お
よ
び

計
測
に
必
要
な
計
器
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
の
手
順
を
社

内
標
準
に
定
め
る
。
 

具
体
的
に
は
、
表
－
１
５
「
事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

参考①-460



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

順
等
」
の
内
容
を
含
む
も
の
と
す
る
。
 

等
」
の
内
容
を
含
む
も
の
と
す
る
。
 

順
等
」
の
内
容
を
含
む
も
の
と
す
る
。
 

ウ
 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
炉
心
の
著
し
い

損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め

に
、
最
優
先
す
べ
き
操
作
等
を
迷
う
こ
と
な
く
判
断
し
実
施

す
る
た
め
、
以
下
の
判
断
基
準
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(ｱ
) 
炉
心
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納

容
器
の
破
損
防
止
の
対
処
に
迷
う
こ
と
な
く
移
行
で
き
る

よ
う
、
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
を
最
優
先
す
る
判
断

基
準
 

ウ
 
発
電
第
二
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格

納
容
器
の
破
損
防
止
の
た
め
に
、
最
優
先
す
べ
き
操
作
等
を

迷
う
こ
と
な
く
判
断
し
実
施
す
る
た
め
、
以
下
の
判
断
基
準

を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

(
ｱ)
 
炉
心
損
傷
が

避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
炉
心

へ
注
入
す
る
べ
き
か
又
は
原
子
炉
格
納
容
器
へ
注
水
す
る

べ
き
か
判
断
に
迷
い
、
対
応
が
遅
れ
る
こ
と
で
、
原
子
炉

格
納
容
器
の
破
損
に
至
ら
な
い
よ
う
、
原
子
炉
格
納
容
器

へ
の
注
水
を
最
優
先
す
る
判
断
基
準
 

ウ
 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
炉
心
の
著
し
い

損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め

に
、
最
優
先
す
べ
き
操
作
等
を
迷
う
こ
と
な
く
判
断
し
実
施

す
る
た
め
、
以
下
の
判
断
基
準
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。

 

(
ｱ
)
 
炉
心
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
原
子
炉
格

納
容
器
の

破
損
防
止
の
対
処
に
迷
う
こ
と
な
く
移
行
で

き
る
よ
う
、
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
を
最
優
先
す
る

判
断
基
準
 

 

(ｲ
) 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
ま
た
は
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損

を
防
止
す
る
た
め
に
注
水
す
る
淡
水
源
が
枯
渇
ま
た
は
使

用
で
き
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
迷
わ
ず
海
水
注
水
を
行

え
る
よ
う
に
す
る
判
断
基
準
 

(
ｲ)
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
又
は
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
防

止
の
た
め
に
、
注
水
す
る
淡
水
源
が
枯
渇
又
は
使
用
で
き

な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
設
備
へ
の
悪
影
響
を
懸
念
す
る

こ
と
な
く
、
迷
わ
ず
海
水
注
入
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
判

断
基
準
 

(
ｲ
)
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
ま
た
は
原
子
炉
格
納
容
器
の

破

損
を
防
止
す
る
た
め
に
注
水
す
る
淡
水
源
が
枯
渇
ま
た

は
使
用
で
き
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
迷
わ
ず
海
水
注
水

を
行
え
る
よ
う
に
す
る
判
断
基
準
 

 

(ｳ
) 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
等
に
お
い
て
、
準
備
に
長
時

間
を
要
す
る
可
搬
型
設
備
を
必
要
な
時
期
に
使
用
可
能
と

す
る
た
め
、
準
備
に
掛
か
る
時
間
を
考
慮
し
た
手
順
着
手

の
判
断
基
準

 

(
ｴ
)
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
時
に
お
い
て
水
素
爆
発
を
懸
念

し
、
水
素
濃
度
制
御
設
備
の
必
要
な
起
動
時
期
を
見

失
う

こ
と
が
な
い
よ
う
、
水
素
濃
度
制
御
設
備
を
速
や
か
に
起

動
す
る
判
断
基
準
 

(ｵ
) 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損

を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
各
操
作
に
つ
い
て
は
、
重
大

事
故
等
対
処
設
備
を
必
要
な
時
期
に
使
用
可
能
と
す
る
た

め
の
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

(ｶ
) 
重
大
事
故
等
対
策
時
に
お
い
て
、
設
計
基
準
事
故
時
に

用
い
る
操
作
の
制
限
事
項
が
継
続
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と

で
事
故
対
応
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
手
順
を
区
別

す
る
と
と
も
に
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に
は
速
や
か
に
移

行
で
き
る
判
断
基
準
 

(
ｳ)
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
等
に
お
い
て
、
準
備
に
長
時

間
を
要
す
る
可
搬
型
設
備
を
必
要
な
時
期
に
使
用
可
能
と

す
る
た
め
、
準
備
に
要
す
る
時
間
を
考
慮
し
た
手
順
着
手

の
判
断
基
準
 

(
ｴ
)
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
時
に
お
い
て
水
素
爆
発
を
懸
念

し
、
水
素
制
御
装
置
の
必
要
な
起
動
時
期
を
見
失
う
こ
と

が
な
い
よ
う
、
水
素
制
御
装
置
を
速
や
か
に
起
動
す
る
判

断
基
準
 

(
ｵ)
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
防

止
に
必
要
な
各
操
作
に
つ
い
て
は
、
重
大
事
故
等
対
処
設

備
を
必
要
な
時
期
に
使
用
可
能
と
す
る
た
め
の
手
順
着
手

の
判
断
基
準
 

(
ｶ)
 
重
大
事
故
等
対
策
時
に
お
い
て
は
、
設
計
基
準
事
故
時

に
用
い
る
操
作
の
制
限
事
項
は
適
用
し
な
い
よ
う
に
す
る

判
断
基
準

 

(
ｳ
)
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
等
に
お
い
て
、
準
備
に
長

時
間
を
要
す
る
可
搬
型
設
備
を
必
要
な
時
期
に
使
用
可

能
と
す
る
た
め
、
準
備
に
掛
か
る
時
間
を
考
慮
し
た
手
順

着
手
の
判
断
基
準
 

(
ｴ
)
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
時
に
お
い
て
水
素
爆
発
を
懸
念

し
、
水
素
濃
度
制
御
設
備
の
必
要
な
起
動
時
期
を
見
失
う

こ
と
が
な
い
よ
う
、
水
素
濃
度
制
御
設
備
を
速
や
か
に
起

動
す
る
判
断
基
準
 

(
ｵ
)
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の

破

損
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
各
操
作
に
つ
い
て
は
、
重

大
事
故
等
対
処
設
備
を
必
要
な
時
期
に
使
用
可
能
と
す

る
た
め
の
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

(
ｶ
)
 
重
大
事
故
等
対
策
時
に
お
い
て
、
設
計
基
準
事
故
時

に
用
い
る
操
作
の
制
限
事
項
が
継
続
し
て
適
用
さ
れ
る

こ
と
で
事
故
対
応
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
手
順

を
区
別
す
る
と
と
も
に
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に
は
速
や

か
に
移
行
で
き
る
判
断
基
準
 

 

エ
 
 安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
財

産
（
設
備
等
）

保
護
よ
り
も
安
全
を
優
先
す
る
と
い
う
社
長
の
方
針
に
基

づ
き
、
以
下
の
判
断
基
準
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。

 

(ｱ
) 
発
電
室
長
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
の
運
転
操
作
に
お

い
て
、
当
直
課
長
が
躊
躇
せ
ず
指
示
で
き
る
判
断
基
準
を

社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(ｲ
) 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
の
発
電
所

の
緊
急
時
対
策
本
部
活
動
に
お
い
て
、
発
電
所
の
緊
急
時

対
策
本
部
長
が
方
針
に
し
た
が
っ
た
判
断
を
実
施
す
る
た

め
の
判
断
基
準
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。

 

エ
 
 
防
災
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、
財
産
（
設
備
等
）
保

護
よ
り
も
安
全
を
優
先
す
る
と
い
う
社
長
の
方
針
に
基
づ

き
、
以
下
の
判
断
基
準
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

(
ｱ)
 
発
電
第
二
課
長
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
の
運
転
操
作

に
お
い
て
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
が
躊
躇
せ
ず
指
示
で

き
る
判
断
基
準
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

(
ｲ)
 
防
災
課
長
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
の
発
電
所
の
緊
急

時
対
策
本
部
活
動
に
お
い
て
、
発
電
所
の
緊
急
時
対
策
本

部
長
が
方
針
に
従
っ
た
判
断
を
実
施
す
る
た
め
の
判
断
基

準
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

エ
  
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
財
産
（
設
備
等
）

保
護
よ
り
も
安
全
を
優
先
す
る
と
い
う
社
長
の
方
針
に
基

づ
き
、
以
下
の
判
断
基
準
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(
ｱ
)
 
発
電
室
長
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
の
運
転
操
作
に

お
い
て
、
当
直
課
長
が
躊
躇
せ
ず
指
示
で
き
る
判
断
基
準

を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(ｲ
) 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
の
発
電
所

の
発
電
所
対
策
本
部
活
動
に
お
い
て
、
発
電
所
対
策
本
部

長
が
方
針
に
し
た
が
っ
た
判
断
を
実
施
す
る
た
め
の
判

断
基
準
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

オ
 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
発
電
所
内
の
実

施
組
織
と
支
援
組
織
が
連
携
し
事
故
の
進
展
状
況
に
応
じ

て
、
実
効
的
な
重
大
事
故
等
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
運
転

オ
 
防
災
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、
発
電
所
内
の
実
施
組

織
と
支
援
組
織
が
連
携
し
事
故
の
進
展
状
況
に
応
じ
て
、
具

体
的
な
重
大
事
故
等
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
運
転
員
用
及

オ
 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
発
電
所
内
の
実

施
組
織
と
支
援
組
織
が
連
携
し
事
故
の
進
展
状
況
に
応
じ

て
、
実
効
的
な
重
大
事
故
等
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
運
転
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

員
用
お
よ
び
支
援
組
織
用
の
社
内
標
準
を
定
め
る
。

 

(ｱ
) 

 
運
転
員
用
の
社
内
標
準
は
、
事
故
の
進
展
状
況
に
応
じ

て
以
下
の
よ
う
に
構
成
し
定
め
る
。
 

ａ
 
警
報
に
対
処
す
る
事
項
 

機
器
の
異
常
を
検
知
す
る
警
報
発
信
時
の
対
応
措
置

に
使
用
 

び
支
援
組
織
用
の
規
定
文
書
を
定
め
る
。
 

(
ｱ)
 
 
運
転
員
用
の
規
定
文
書
は
、
事
故
の
進
展
状
況
に
応
じ

て
以
下
の
よ
う
に
構
成
し
定
め
る
。
 

ａ
 
警
報
に
対
処
す
る
事
項

 

機
器
の
異
常
を
検
知
す
る
警
報
発
信
時
の
対
応
措
置

に
使
用

 

員
用
お
よ
び
支
援
組
織
用
の
社
内
標
準
を
定
め
る
。
 

(ｱ
) 

 
運
転
員
用
の
社
内
標
準
は
、
事
故
の
進
展
状
況
に
応

じ
て
以
下
の
よ
う
に
構
成
し
定
め
る
。
 

ａ
 
警
報
に
対
処
す
る
事
項
 

機
器
の
異
常
を
検
知
す
る
警
報
発
信
時
の
対
応
措
置

に
使
用
 

ｂ
 
事
象
の
判
別
を
行
う
事
項

 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作

動
直
後
に
、
実
施
す
べ
き
事
象
の
判
別
お
よ
び
対
応
措

置
に
使
用
 

ｂ
 
事
象
の
判
別
を
行
う
事
項
 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
及
び
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動

直
後
に
、
実
施
す
べ
き
事
象
の
判
別
及
び
対
応
措
置
に

使
用
 

ｂ
 
事
象
の
判
別
を
行
う
事
項
 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作

動
直
後
に
、
実
施
す
べ
き
事
象
の
判
別
お
よ
び
対
応

措
置
に
使
用
 

 

ｃ
 
故
障
お
よ
び
設
計
基
準
事
象
に
対
処
す
る
事
項

 

運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
お
よ
び
設
計
基
準
事
故

の
対
応
措
置
に
使
用
 

ｄ
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
を
防
止
す
る
事
項
 

安
全
機
器
の

多
重
故
障
等
が
発
生
し
、
設
計
基
準
事

故
を
超
え
た
場
合
の
対
応
措
置
に
使
用
 

ｅ
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
対
処
す
る

事
項
 

炉
心
損
傷
時
に
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
の
緩
和
お
よ

び
原
子
炉
格
納
容
器
破
損
を
防
止
す
る
た
め
に
実
施
す

る
対
応
措
置
に
使
用
 

ｃ
 
故
障
及
び
設
計
基
準
事
象
に
対
処
す
る
事
項
 

運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
及
び
設
計
基
準
事
故
の

対
応
措
置
に
使
用
 

ｄ
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器

破
損
を

防
止
す
る
事
項
 

安
全
機
器
の
多
重
故
障
等
が
発
生
し
、
設
計
基
準
事

故
を
超
え
た
場
合
の
対
応
措
置
に
使
用
 

ｅ
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
対
処
す
る

事
項
 

炉
心
損
傷
時
に
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
の
緩

和
及
び

原
子
炉
格
納
容
器

破
損
を
防
止
す
る
た
め
に
実
施
す
る

対
応
措
置
に
使
用
 

ｃ
 
故
障
お
よ
び
設
計
基
準
事
象
に
対
処
す
る
事
項
 

運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
お
よ
び
設
計
基
準
事
故

の
対
応
措
置
に
使
用
 

ｄ
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
を
防
止
す
る
事
項
 

安
全
機
器
の
多
重
故
障
等
が
発
生
し
、
設
計
基
準
事

故
を
超
え
た
場
合
の
対
応
措
置
に
使
用
 

ｅ
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
対
処
す
る

事
項
 

炉
心
損
傷
時
に
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
の
緩
和
お
よ

び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
に
実
施

す
る
対
応
措
置
に
使
用
 

 

(ｲ
) 
支
援
組
織
用
の
社
内
標
準
に
緊
急
時
対
策
本
部
が
重
大

事
故
等
対
策
を
的
確
に
実
施
す
る
た
め
の
必
要
事
項
を
明

確
に
定
め
る
。
 

(ｳ
) 
運
転
員
用
の
社
内
標
準
は
、
事
故
の
進
展
状
況
に
応
じ

て
、
構
成
を
明
確
化
し
、
各
項
目
間
を
的
確
に
移
行
で
き

る
よ
う
、
移
行
基
準
を
明
確
に
定
め
る
。

 

ａ
 
故
障
お
よ
び
設
計
基
準
事
故
に
対
処
す
る
事
項
に
よ

り
事
故
判
別
な
ら
び
に
初
期
対
応
を
行
う
。

 

(
ｲ)
 
支
援
組
織
用
の
規
定
文
書
に
緊
急
時
対
策
本
部
が
重
大

事
故
等
対
策
を
的
確
に
実
施
す
る
た
め
の
必
要
事
項
を
明

確
に
定
め
る
。
 

(
ｳ)
 
運
転
員
用
の
規
定
文
書
は
、
事
故
の
進
展
状
況
に
応
じ

て
、
構
成
を
明
確
化
し
、
各
項
目
間
を
的
確
に
移
行
で
き

る
よ
う
、
移
行
基
準
を
明
確
に
定
め
る
。
 

ａ
 
事
象
の
判
別
を
行
う
事
項
に
よ
り
事
象
判
別
を
行

い
、
故
障
及
び
設
計
基
準
事
象
に
対
処
す
る
事
項
に
移

行
す
る
。

 

(
ｲ
)
 
支
援
組
織
用
の
社
内
標
準
に
発
電
所
対
策
本
部
が
重

大
事
故
等
対
策
を
的
確
に
実
施
す
る
た
め
の
必
要
事
項

を
明
確
に
定
め
る
。
 

(
ｳ
)
 
運
転
員
用
の
社
内
標
準
は
、
事
故
の
進
展
状
況
に
応

じ
て
、
構
成
を
明
確
化
し
、
各
項
目
間
を
的
確
に
移
行
で

き
る
よ
う
、
移
行
基
準
を
明
確
に
定
め
る
。
 

ａ
 
故
障
お
よ
び
設
計
基
準
事
故
に
対
処
す
る
事
項
に
よ

り
事
故
判
別
な
ら
び
に
初
期
対
応
を
行
う
。
 

 

ｂ
 
多
重
故
障
等
に
よ
り
設
計
基
準
事
故
を
超
え
た
場
合

は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
破

損
を
防
止
す
る
事
項
（
事
象
ベ
ー
ス
）
に
移
行
す
る
。
 

ｂ
 

多
重
故
障
等
に
よ
り
安
全
機
能
が

喪
失
し
た
場
合

は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器

破
損

を
防
止
す
る
事
項
（
事
象
ベ
ー
ス
）
に
移
行
す
る
。

 

ｂ
 

多
重
故
障
等
に
よ
り
設
計
基
準
事
故
を
超
え
た
場
合

は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
破

損
を
防
止
す
る
事
項
（
事
象
ベ
ー
ス
）
に
移
行
す
る
。
 

 

ｃ
 
事
象
の
判
別
な
ら
び
に
初
期
対
応
を
行
っ
て
い
る
場

合
ま
た
は
事
象
ベ
ー
ス
の
事
項
に
て
事
故
対
応
操
作
中

は
、
安
全
機
能

パ
ラ
メ
ー
タ
を
常
に
監
視
し
、
あ
ら
か

じ
め
定
め
た
適
用
条

件
が
成
立
す
れ
ば
、
炉
心
の
著
し

い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る

事
項
の
、
安
全
機
能
ベ
ー
ス
の
事
項
に
移
行
す
る
。
 

ｃ
 
事
象
の
判
別
を
行
う
事
項
に
よ
り
事
象
判
別
を
行
っ

て
い
る
場
合
又
は
事
象
ベ
ー
ス
の
事
項
に
て
事
故
対
応

操
作
中
は
、
安
全
機
能

パ
ラ
メ
ー
タ
を
常
に
監
視
し
、

あ
ら
か
じ
め
定
め
た
適
用
条

件
が
成
立
す
れ
ば
、
炉
心

の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
破
損
を
防
止
す

る
事
項
の
、
安
全
機
能
ベ
ー
ス
の
事
項
に
移
行
す
る
。

 

ｃ
 
事
象
の
判
別
な
ら
び
に
初
期
対
応
を
行
っ
て
い
る
場

合
ま
た
は
事
象
ベ
ー
ス
の
事
項
に
て
事
故
対
応
操
作
中

は
、
安
全
機
能
パ
ラ
メ
ー
タ
を
常
に
監
視
し
、
あ
ら
か

じ
め
定
め
た
適
用
条
件
が
成
立
す
れ
ば
、
炉
心
の
著
し

い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る

事
項
の
、
安
全
機
能
ベ
ー
ス
の
事
項
に
移
行
す
る
。
 

 

ｄ
 
原
因
が
明
確
で
、
か
つ
そ
の
原
因
除
去
あ
る
い
は
対

策
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
場
合
は
、
安
全
機
能
ベ
ー
ス
の

事
項
に
は
移
行
せ
ず
、
そ
の
原
因
に
対
す
る
事
象
ベ
ー

ス
の
事
項
を
優
先
す
る
。
 

ｅ
 
多
重
故
障
が
解
消
さ
れ
安
全
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、

ｄ
 
原
因
が
明
確
で
、
か
つ
、
そ
の
原
因
除
去
あ
る
い
は

対
策
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
場
合
は
、
安
全
機
能
ベ
ー
ス

の
事
項
に
は
移
行
せ
ず
、
そ
の
原
因
に
対
す
る
事
象
ベ

ー
ス
の
事
項
を
優
先
す
る
。
 

ｅ
 
多
重
故
障
が
解
消
さ
れ
安
全
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、

ｄ
 
原
因
が
明
確
で
、
か
つ
そ
の
原
因
除
去
あ
る
い
は
対

策
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
場
合
は
、
安
全
機
能
ベ
ー
ス
の

事
項
に
は
移
行
せ
ず
、
そ
の
原
因
に
対
す
る
事
象
ベ
ー

ス
の
事
項
を
優
先
す
る
。
 

ｅ
 

多
重
故
障
が
解
消
さ
れ
安
全
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

故
障
お
よ
び
設
計
基
準
事
故
に
対
処
す
る
事
項
に
戻
り

処
置
を
行
う
。

 

ｆ
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
を
防
止
す
る
事
項
に
よ
る
対
応
で
、
事
故
収
束
せ
ず

炉
心
損
傷
に
至
っ
た
場
合
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が

発
生
し
た
場
合
に
対
処
す
る
事
項
に
移
行
し
対
応
処
置

を
実
施
す
る
。

 

故
障
及
び
設
計
基
準
事
象
に
対
処
す
る
事
項
に
戻
り
処

置
を
行
う
。
 

ｆ
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器

破
損
を

防
止
す
る
事
項
に
よ
る
対
応
で
、
事
故
収
束
せ
ず
炉
心

損
傷
に
至
っ
た
場
合
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生

し
た
場
合
に
対
処
す
る
事
項
に
移
行
し
対
応
処
置
を
実

施
す
る
。

 

故
障
お
よ
び
設
計
基
準
事
故
に
対
処
す
る
事
項
に
戻
り

処
置
を
行
う
。
 

ｆ
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
を
防
止
す
る
事
項
に
よ
る
対
応
で
、
事
故
収
束
せ
ず

炉
心
損
傷
に

至
っ
た
場
合
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が

発
生
し
た
場
合
に
対
処
す
る
事
項
に
移
行
し
対
応
処
置

を
実
施
す
る
。
 

カ
 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
重
大
事
故
等
対

策
実
施
の
判
断
基
準
と
し
て
確
認
さ
れ
る
水
位
、
圧
力
お
よ

び
温
度
等
の
計
測
可
能
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
整
理
し
、
社
内
標

準
に
定
め
る
と
と
も
に
、
以
下
の
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る

た
め
の
事
項
に
つ
い
て
も
定
め
る
。

 

具
体
的
な
手
順
に
つ
い
て
は
、
表
－
１
５
「
事
故
時
の
計

装
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。

 

(ｱ
) 
監
視
す
る
こ
と
が
必
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
あ
ら
か
じ
め

選
定
し
、
重
要
な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
と
有
効
な
監
視

パ
ラ

メ
ー
タ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
。
 

(ｲ
) 
通
常
使
用
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
が
故
障
等
に
よ
り
計
測
不

能
な
場
合
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
て
当
該
パ
ラ
メ
ー
タ

を
推
定
す
る
方
法
に
関
す
る
こ
と
。
 

(ｳ
) 
記
録
が
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
直
流
電
源
が
喪
失

し
て
も
可
搬
型
計
測
器
に
よ
り
計
測
可
能
な
パ
ラ
メ
ー
タ

を
あ
ら
か
じ
め
選
定
す
る
こ
と
。
 

(ｴ
) 

パ
ラ
メ
ー
タ
挙
動
予
測
、
影
響
評
価
す
べ
き
項
目
お
よ

び
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
等
に
関
す
る
こ
と
。
 

ま
た
、
有
効
性
評
価
等
に
て
整
理
し
た
有
効
な
情
報
に

つ
い
て
、
運
転
員
が
監
視
す
べ
き

パ
ラ
メ
ー
タ
の
選
定
、

状
況
の
把
握
お
よ
び
進
展
予
測
な
ら
び
に
対
応
処
置
の

参
考
情
報
と
し
、
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

カ
 
発
電
第
二
課
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
実
施
の
判
断
基
準

と
し
て
確
認
す
る
水
位
、
圧
力
及
び
温
度
等
の
計
測
可
能
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
整
理
し
、
規
定
文
書
に
定
め
る
と
と
も
に
、

以
下
の
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
事
項
に
つ
い
て

も
定
め
る
。
 

具
体
的
な
手
順
に
つ
い
て
は
、
表
－

15
「
事
故
時
の
計
装

に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
 

(
ｱ)
 
監
視
す
る
こ
と
が
必
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
あ
ら
か
じ
め

選
定
し
、
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
と
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー

タ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
。
 

(
ｲ)
 
通
常
使
用
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
が
故
障
等
に
よ
り
計
測
不

能
又
は
計
器
故
障
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
代
替
パ
ラ
メ
ー

タ
に
て
当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
を
推
定
す
る
方
法
に
関
す
る
こ

と
。

 

(
ｳ)
 
記
録
が
必
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
直
流
電
源
が

喪
失
し

て
も
可
搬
型
計
測
器
に
よ
り
計
測
可
能
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を

あ
ら
か
じ
め
選
定
す
る
こ
と
。

 

(
ｴ)
 

パ
ラ
メ
ー
タ
挙
動
予
測
、
影
響
評
価
す
べ
き
項
目
及
び

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
等
に
関
す
る
こ
と
。

 

ま
た
、
有
効
性
評
価
等
に
て
整
理
し
た
有
効
な
情
報
に

つ
い
て
、
運
転
員
が
監
視
す
べ
き

パ
ラ
メ
ー
タ
の
選
定
、

状
況
の
把
握
及
び
進
展
予
測
並
び
に
対
応
処
置
の
参
考
情

報
と
し
、
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

カ
 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
重
大
事
故
等
対

策
実
施
の
判
断
基
準
と
し
て
確
認
さ
れ
る
水
位
、
圧
力
お
よ

び
温
度
等
の
計
測
可
能
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
整
理
し
、
社
内
標

準
に
定
め
る
と
と
も
に
、
以
下
の
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る

た
め
の
事
項
に
つ
い
て
も
定
め
る
。
 

具
体
的
な
手
順
に
つ
い
て
は
、
表
－
１
５
「
事
故
時
の
計

装
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。

 

(
ｱ
)
 
監
視
す
る
こ
と
が
必
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
あ
ら
か
じ

め
選
定
し
、
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
と
有
効
な
監
視
パ

ラ
メ
ー
タ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
。

 

(
ｲ
)
 
通
常
使
用
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
が
故
障
等
に
よ
り
計
測

不
能
な
場
合
は
、
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
て
当
該
パ
ラ
メ
ー

タ
を
推
定
す
る
方
法
に
関
す
る
こ
と
。

 

(
ｳ
)
 
記
録
が
必
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
直
流
電
源
が

喪

失
し
て
も
可
搬
型
計
測
器
に
よ
り
計
測
可
能
な

パ
ラ
メ

ー
タ
を
あ
ら
か
じ
め
選
定
す
る
こ
と
。

 

(ｴ
) 

パ
ラ
メ
ー
タ
挙
動
予
測
、
影
響
評
価
す
べ
き
項
目
お
よ

び
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
等
に
関
す
る
こ
と
。

 

ま
た
、
有
効
性
評
価
等
に
て
整
理
し
た
有
効
な
情
報
に

つ
い
て
、
運
転
員
が
監
視
す
べ
き
パ
ラ
メ
ー
タ
の
選
定
、

状
況
の
把
握
お
よ
び
進
展
予
測
な
ら
び
に
対
応
処
置
の
参

考
情
報
と
し
、
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

キ
 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
が
運
転
操

作
を
支
援
す
る
た
め
の

パ
ラ
メ
ー
タ
挙
動
予
測
や
影
響
評

価
の
た
め
の
判
断
情
報
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。

 

ク
 
各
課
（
室
）
長
は
、
前
兆
事
象
と
し
て
把
握
が
で
き
る
か
、

重
大
事
故
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
か
を
考
慮
し
て
、

設
備
の
安
全
機
能
の
維
持
お
よ
び
事
故
の
未
然
防
止
対
策

を
あ
ら
か
じ
め
検
討
し
て
お
き
、
前
兆
事
象
を
確
認
し
た
時

点
で
事
前
の
対
応
が
で
き
る
体
制
お
よ
び
手
順
を
社
内
標

準
に
定
め
る
。
 

キ
 
防
災
課
長
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
が
運
転
操
作
を
支

援
す
る
た
め
の

パ
ラ
メ
ー
タ
挙
動
予
測
や
影
響
評
価
の
た

め
の
判
断
情
報
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

ク
 
防
災
課
長
、
技
術
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、
前

兆
事
象
と
し
て
把
握
が
で
き
る
か
、
重
大
事
故
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
が
あ
る
か
を
考
慮
し
て
、
設
備
の
安
全
機
能
の
維

持
並
び
に
事
故
の
未
然
防
止
対
策
を
あ
ら
か
じ
め
検
討
し

て
お
き
、
前
兆
事
象
を
確
認
し
た
時
点
で
事
前
の
対
応
が
で

き
る
体
制
及
び
手
順
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。

 

キ
 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
が
運
転
操

作
を
支
援
す
る
た
め
の

パ
ラ
メ
ー
タ
挙
動
予
測
や
影
響
評

価
の
た
め
の
判
断
情
報
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

ク
 
各
課
（
室
）
長
は
、
前
兆
事
象
と
し
て
把
握
が
で
き
る
か
、

重
大
事
故
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
か
を
考
慮
し
て
、

設
備
の
安
全
機
能
の
維
持
お
よ
び
事
故
の
未
然
防
止
対
策

を
あ
ら
か
じ
め
検
討
し
て
お
き
、
前
兆
事
象
を
確
認
し
た
時

点
で
事
前
の
対
応
が
で
き
る
体
制
お
よ
び
手
順
を
社
内
標

準
に
定
め
る
。

 

 

(ｱ
)
 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
大
津
波
警
報

が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
原
子
炉
の
停
止
お
よ

び
冷
却
操
作
を
行
う
手
順
、
ま
た
、
所
員
の
高

台
へ
の
避

難
お
よ
び
水
密
扉
の

閉
止
を
行
い
、
津
波
監
視
カ
メ
ラ
お

よ
び
潮
位
計
に
よ
る
津
波
の
継
続
監
視
を
行
う
手
順
を

社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(
ｱ)
 
防
災
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、
大
津
波
警
報
が
発

令
さ
れ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
原
子
炉
を
停
止
し
、
冷
却

操
作
を
開
始
す
る
手
順
、
ま
た
、
所
員
の
高
台
等
へ
の

避

難
及
び
扉
の
閉
止
を
行
い
、
津
波
監
視
カ
メ
ラ
及
び
取
水

ピ
ッ
ト
水
位
計
に
よ
る
津
波
の
継
続
監
視
を
行
う
手
順
を

規
定
文
書
に
定
め
る
。

 

(ｱ
) 
安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
発
電
室
長
は
、
大
津
波
警
報

が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
原
子
炉
の
停
止
お
よ

び
冷
却
操
作
を
行
う
手
順
、
ま
た
、
所
員
の
高
台
へ
の
避

難
お
よ
び
水
密
扉
の
閉
止
を
行
い
、
津
波
監
視
カ
メ
ラ
お

よ
び
潮
位
計
に
よ
る
津
波
の
継
続
監
視
を
行
う
手
順
を

社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

参考①-463



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

た
だ
し
、
以
下
の
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

ａ
 
大
津
波
警
報
が
誤
報
で
あ
っ
た
場
合
 

ｂ
 
遠
方
で
発
生
し
た
地
震
に
伴
う
津
波
で
あ
っ
て
、
大

飯
発
電
所
を
含
む
地
域
に
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
経
過

で
、
大
津
波
警
報
が
見
直
さ
れ
た
場
合
 

た
だ
し
、
以
下
の
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

ａ
 
大
津
波
警
報
が
誤
報
で
あ
っ
た
場
合

 

ｂ
 
遠
方
で
発
生
し
た
地
震
に
伴
う
津
波
で
あ
っ
て
、
発

電
所
を
含
む
地
域
に
、
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
経
過
で
、

大
津
波
警
報
が
見
直
さ
れ
た
場
合

 

た
だ
し
、
以
下
の
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

ａ
 
大
津
波
警
報
が
誤
報
で
あ
っ
た
場
合
 

ｂ
 
遠
方
で
発
生
し
た
地
震
に
伴
う
津
波
で
あ
っ
て
、
美

浜
発
電
所
を
含
む
地
域
に
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
経
過

で
、
大
津
波
警
報
が
見
直
さ
れ
た
場
合
 

 

(ｲ
) 
各
課
（
室
）
長
は
、

台
風
進
路
に

想
定
さ
れ
た
場
合
、

屋
外
設
備
の
暴
風
雨
対
策
の
強
化
お
よ
び
巡
視
点
検
の
強

化
を
実
施
し
災
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
手
順
を

社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(ｳ
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
前
兆
事
象
を
伴
う
事
象
に
対
し
て
、

気
象
情
報
の
収
集
、
巡
視
点
検
の
強
化
お
よ
び
事
故
の
未

然
防
止
の
対
応
を
行
う
手
順
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

(
ｲ)
 
防
災
課
長
、
技
術
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

台
風
進
路
に
想
定
さ
れ
た
場
合
、
屋
外
設
備
の
暴
風
雨
対

策
の
強
化
及
び
巡
視
点
検
の
強
化
を
実
施
し
災
害
発
生
時

に
迅
速
な
対
応
を
行
う
手
順
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

(
ｳ)
 
防
災
課
長
、
技
術
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

前
兆
事
象
を
伴
う
事
象
に
対
し
て
、
気
象
情
報
の
収
集
、

巡
視
点
検
の
強
化
及
び
事
故
の
未
然
防
止
の
対
応
を
行
う

手
順
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。

 

(ｲ
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
台
風
進
路
に
想
定
さ
れ
た
場
合
、

屋
外
設
備
の
暴
風
雨
対
策
の
強
化
お
よ
び
巡
視
点
検
の

強
化
を
実
施
し
災
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
手

順
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(ｳ
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
前
兆
事
象
を
伴
う
事
象
に
対
し
て
、

気
象
情
報
の
収
集
、
巡
視
点
検
の
強
化
お
よ
び
事
故
の
未

然
防
止
の
対
応
を
行
う
手
順
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

 
ケ

 
保
修
第
二
課
長
は
重
大
事
故
等
発
生
時
に
原
子
炉
格
納

容
器
の
設
計
圧
力
及
び
温
度
に
近
い
状
態
が
継
続
す
る
場

合
等
に
備
え
て
、
機
能

喪
失
し
た
設
備
の
部
品
取
替
に
よ
る

復
旧
手
段
を
整
備
す
る
。
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
主
要
な
設

備
の
取
替
部
品
を
あ
ら
か
じ
め
確
保
す
る
と
と
も
に
、
同
種

の
設
備
に
使
用
さ
れ
て
い
る
部
品
を
用
い
た
復

旧
を
考
慮

す
る
。
 

 
 

(2
) 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
係
る
事
項

 

ア
 
切
替
え
の
容
易
性

 

(
2)
 重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
係
る
事
項
 

ア
 
切
替
え
の
容
易
性
 

(2
) 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
係
る
事
項
 

ア
 
切
替
え
の
容
易
性

 

 

各
課
（
室
）
長
は
、
本
来
の
用
途
以
外
の
用
途
と
し
て
重

大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
使
用
す
る
設
備
を
含
め
て
、

通
常
時
の
系
統
状
態
か
ら

弁
操
作
ま
た
は
工
具
等
の
使
用

に
よ
り
切
り
替
え
ら
れ
る
よ
う
当
該
操
作
等
に
つ
い
て
明

確
に
し
、
通
常
時
の
系
統
状
態
か
ら
速
や
か
に
切
り
替
え
る

た
め
に
必
要
な
手
順
等
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

発
電
第
二
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
本
来
の
用
途
以

外
の
用
途
と
し
て
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
使
用

す
る
設
備
を
含
め
て
、
通
常
時
に
使
用
す
る
系
統
か
ら
弁
操

作
又
は
工
具
等
の
使
用
に
よ
り
速
や
か
に
切
替
え
ら
れ
る

よ
う
当
該
操
作
等
に
つ
い
て
明
確
に
し
、
通
常
時
に
使
用
す

る
系
統
か
ら
速
や
か
に
切
替
え
る
た
め
に
必
要
な
手
順
等

を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

各
課
（
室
）
長
は
、
本
来
の
用
途
以
外
の
用
途
と
し
て
重

大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
使
用
す
る
設
備
を
含
め
て
、

通
常
時
の
系
統
状
態
か
ら

弁
操
作
ま
た
は
工
具
等
の
使
用

に
よ
り
切
り
替
え
ら
れ
る
よ
う
当
該
操
作
等
に
つ
い
て
明

確
に
し
、
通
常
時
の
系
統
状
態
か
ら
速
や
か
に
切
り
替
え
る

た
め
に
必
要
な
手
順
等
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
本
来
の
用
途
以

外
の
用
途
と
し
て
重
大
事
故

等
の
対
処
す
る
た
め
切
り
替

え
ら
れ
る
こ
と
を
社
内
標
準

に
定
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
）
 

イ
 
重
大
事
故
等
発
生
後
の
中
長
期
的
な
対
応
手
順

 
 

イ
 
重
大
事
故
等
発
生
後
の
中
長
期
的
な
対
応
手
順

 
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に
原
子
炉
格

納
容
器
の
設
計
圧
力
お
よ
び
温
度
に
近
い
状
態
が
継
続
す

る
場
合
等
に
備
え
て
、
故
障
が

想
定
さ
れ
る
機
器
に
対
し
て

あ
ら
か
じ
め
確
保
し
た
取
替
部
材
を
用
い
た
既
設
系
統
の

復
旧
手
段
、
お
よ
び
、
あ
ら
か
じ
め
確
保
し
た
部
材
を
用
い

た
仮
設
系
統
の
構
築
手
段
に
つ
い
て
、
手
順
を
整
備
す
る
。
 

 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に
原
子
炉
格

納
容
器
の
設
計
圧
力
お
よ
び
温
度
に
近
い
状
態
が
継
続
す

る
場
合
等
に
備
え
て
、
故
障
が

想
定
さ
れ
る
機
器
に
対
し
て

あ
ら
か
じ
め
確
保
し
た
取
替
部
材
を
用
い
た
既
設
系
統
の

復
旧
手
段
、
お
よ
び
、
あ
ら
か
じ
め
確
保
し
た
部
材
を
用
い

た
仮
設
系
統
の
構
築
手
段
に
つ
い
て
、
手
順
を
整
備
す
る
。
 

 

１
．
４

 
 定
期
的
な
評
価

 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
１
．
１
項
か
ら
１
．
３
項
の
活
動
の
実

施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を

行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、

安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
 

(2
) 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
(1

)の
活
動
の
評
価
結
果
を
取
り
ま
と

め
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
計
画
の
評
価
を
行
う
と
と
も

に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
必

1
.
4 
 定
期
的
な
評
価

 

(
1)
 技
術
第
二
課
長
、
安
全
管
理
第
二
課
長
、
保
修
第
二
課
長
、

発
電
第
二
課
長
及
び
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
1.
1
項

か
ら

1.
3
項
の
活
動
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
防
災
課
長
に
報

告
す
る
。

 

(
2)
 防
災
課
長
は
、
(
1)
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
１

年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果

に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
、

 １
．
４
 
 定
期
的
な
評
価

 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
１
．
１
項
か
ら
１
．
３
項
の
活
動
の
実

施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を

行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、

安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
 

(
2)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
(1

)の
活
動
の
評
価
結
果
を
取
り
ま
と

め
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
計
画
の
評
価
を
行
う
と
と
も

  【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
発
電
所
で
実
施

す
る
活
動
に
対
す
る
定
期
的

な
評
価
を
記
載
し
て
い
る
。）

 

参考①-464



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

 
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
必

要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

(3
) 
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
１
．
１
項
お
よ
び
１
．
２
項
の

実
施
内
容
を
踏
ま
え
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を
行

う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な

る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

(3
) 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
1.
1
項
及
び

1.
2
項
の
実
施
内
容
を

踏
ま
え
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も

に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
必

要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

(
3)
 原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
１
．
１
項
お
よ
び
１
．
２
項
の

実
施
内
容
を
踏
ま
え
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を
行

う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な

る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

 

 
 

参考①-465



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

重
大
事
故
等
の
発
生
お
よ
び
拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
の
運
用

手
順
等
 

  

表
－
１
 
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る

た
め
の
手
順
等
 

表
－
２
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原

子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

 

表
－
３
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を

減
圧
す
る
た
め
の

手
順
等

 

表
－
４
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原

子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

 

表
－
５
 
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸

送
す
る
た
め
の
手
順
等
 

表
－
６
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
 

表
－
７
 
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手

順
等
 

表
－
８
 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め

の
手
順
等
 

表
－
９
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す

る
た
め
の
手
順
等
 

表
－
１
０
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
補
助
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止

す
る
た
め
の
手
順
等
 

表
－
１
１
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
 

表
－
１
２
 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
た
め

の
手
順
等
 

表
－
１
３
 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
 

表
－
１
４
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等

 

表
－
１
５
 
事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手
順
等
 

表
－
１
６
 
中
央
制
御
室
の
居
住
性
に
関
す
る
手
順
等
 

表
－
１
７
 
監
視
測
定
等
に
関
す
る
手
順
等

 

表
－
１
８
 
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
 

表
－
１
９
 
通
信
連
絡
に
関
す
る
手
順
等
 

表
－
２
０
 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性

 

 

重
大
事
故
等
の
発
生
及
び
拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
の
運
用

手
順
等
 

 

表
－
１

 
緊
急
停
止

失
敗
時
に
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の

手
順
等
 

表
－
２

 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
に
原
子
炉
を

冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
 

表
－
３

 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
を

減
圧
す
る
た
め
の

手
順
等
 

表
－
４

 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
原
子
炉
を

冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
 

表
－
５
 
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
 

表
－
６
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
 

表
－
７

 
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手

順
等
 

表
－
８

 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め

の
手
順
等
 

表
－
９

 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す

る
た
め
の
手
順
等
 

表
－

1
0
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止

す
る
た
め
の
手
順
等
 

表
－

1
1 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
 

表
－

1
2
 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
た
め

の
手
順
等
 

表
－

1
3 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
 

表
－

1
4 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
 

表
－

1
5 
事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手
順
等
 

表
－

1
6 
中
央
制
御
室
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等

 

表
－

1
7 
監
視
測
定
等
に
関
す
る
手
順
等
 

表
－

1
8 
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
（
代
替
緊

急
時
対
策
所
）

 

表
－

1
9 
通
信
連
絡
に
関
す
る
手
順
等
 

表
－

2
0 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性

 

 

重
大
事
故
等
の
発
生
お
よ
び

拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
の
運
用

手
順
等
 

 表
－
１
 
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る

た
め
の
手
順
等
 

表
－
２
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原

子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
 

表
－
３
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の

手
順
等
 

表
－
４
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原

子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
 

表
－
５
 
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
 

表
－
６
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
 

表
－
７
 
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手

順
等
 

表
－
８
 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め

の
手
順
等
 

表
－
９
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す

る
た
め
の
手
順
等
 

表
－
１
０
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る

た
め
の
手
順
等
 

表
－
１
１
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
 

表
－
１
２
 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
た
め

の
手
順
等
 

表
－
１
３
 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
 

表
－
１
４
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
 

表
－
１
５
 
事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手
順
等
 

表
－
１
６
 
中
央
制
御
室
の
居
住
性
に
関
す
る
手
順
等
 

表
－
１
７
 
監
視
測
定
等
に
関
す
る
手
順
等
 

表
－
１
８
 
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
 

 表
－
１
９
 
通
信
連
絡
に
関
す
る
手
順
等
 

表
－
２
０
 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
 

   【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）
 

  
 

参考①-466



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
１
 

 
 

表
－
１
 
 
 
表
－
１
 

 
 

 
操
作
手
順
 

１
．
緊
急
停
止

失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

１
．
緊
急
停
止
失
敗
時
に
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

１
．
緊
急
停
止

失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
手
順
等

 

 
 

 
①
 
方
針
目
的
 

運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
発
電
用
原
子
炉
（
以
下
、「
原
子
炉
」
と
い
う
。）

を
停
止
さ
せ
る
た
め
の
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉

心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
、
手
動
に
よ
る
原
子
炉
緊
急
停
止
、
原
子
炉
出
力
抑

制
（
自
動
）、
原
子
炉
出
力
抑
制
（
手
動
）
に
よ
り
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
お
よ

び
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、
「
格
納
容
器
」
と
い
う
。
）
の
健
全
性
を
維
持
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
ま
た
、
原
子
炉
の
出
力
抑
制
を
図
っ
た
後
に
ほ
う
酸
水
注
入
に
よ
り
原
子

炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 

①
 
方
針
目
的
 

運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
原
子
炉
を
停
止
さ
せ
る
た
め
の
設
計
基
準

事
故
対
処
設
備
が
機
能

喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る

た
め
、
手
動
に
よ
る
原
子
炉
緊
急
停
止
、
原
子
炉
出
力
抑
制
（
自
動
）
、
原
子
炉
出
力
抑

制
（
手
動
）
に
よ
り
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性

を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
自
動
で
の
原
子
炉
緊
急
停
止
及
び
手
動
に
よ

る
原
子
炉
緊
急
停
止
が
で
き
な
い
場
合
、
原
子
炉
の
出
力
抑
制
を
図
っ
た
後
に

ほ
う

酸

水
注
入
に
よ
り
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
発
電
用
原
子
炉
（
以
下
、「
原
子
炉
」
と
い
う
。
）

を
停
止
さ
せ
る
た
め
の
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
機
能

喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉

心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
、
手
動
に
よ
る
原
子
炉
緊
急
停
止
、
原
子
炉
出
力
抑

制
（
自
動
）
、
原
子
炉
出
力
抑
制
（
手
動
）
に
よ
り
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
お
よ

び
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、
「
格
納
容
器
」
と
い
う
。
）
の
健
全
性
を
維
持
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
ま
た
、
原
子
炉
の
出
力
抑
制
を
図
っ
た
後
に
ほ
う

酸
水
注
入
に
よ
り
原
子

炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
②
 
対
応
手
段
等
 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時

 

１
．
手
動
に
よ
る
原
子
炉
緊
急
停
止
 

当
直
課
長
は
、運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
原
子
炉
の
運
転
を
緊
急

停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
象
（
以
下
、「
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
」
と
い
う
。
）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
、
中
央
制
御
室
か
ら
手
動

に
て
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
（
中
央
盤
手
動
操
作
）
操
作
に
よ
り
原
子
炉
の
緊

急
停
止
を
行
う
。
 

(
1
) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
に
到
達
し
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
の
状
態

や
制
御
棒
炉
底
位
置
表
示
灯
等
に
よ
る
原
子
炉
自
動
ト
リ
ッ
プ

失
敗
を
確
認
し

た
場
合
に
、
原
子
炉
出
力
が

5%
以
上
ま
た
は
中
間
領
域
起
動
率
が
正
と
な
っ
た

場
合
 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等
 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

 

１
 
手
動
に
よ
る
原
子
炉
緊
急
停
止

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
原
子
炉

緊
急
停
止
が
で
き
な
い
事
象
（
以
下
「

A
TW
S
」
と
い
う
。
）
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
又
は
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
、
中
央
制
御
室
か
ら
手
動
に
て
原

子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
に
よ
り
原
子
炉
の
緊
急
停
止
を
行
う
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

原
子
炉
緊
急
停
止
が
必
要
な
状
況
に
お
い
て
、
自
動
で
の
原
子
炉
緊
急
停

止
に
失
敗
し
、
出
力
領
域
中
性
子
束
計
の
指
示
値
が
５
％
以
上
又
は
中
間
領

域
起
動
率
計
の
指
示
値
が
正
で
あ
る
場
合

 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能
喪

失
時

 

１
．
手
動
に
よ
る
原
子
炉
緊
急
停
止
 

当
直
課
長
は
、
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
原
子
炉
の
運
転
を
緊
急

停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
象
（
以
下
、「
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
」
と
い
う
。）
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
、
中
央
制
御
室
か
ら
手
動

に
て
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
（
中
央
制
御
盤
手
動
操
作
）
操
作
に
よ
り
原
子
炉

の
緊
急
停
止
を
行
う
。

 

(
1)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
に
到
達
し
、
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
の
状
態

や
制
御
棒
炉
底
位
置
表
示
等
に
よ
る
原
子
炉
自
動
ト
リ
ッ
プ
失
敗
を
確
認
し
た

場
合
に
、
原
子
炉
出
力
が

5%
以
上
ま
た
は
中
間
領
域
起
動
率
が
正
と
な
っ
た
場

合
 

 

 
 

 
２
．
原
子
炉
出
力
抑
制
（
自
動
）
 

当
直
課
長
は
、Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
当
該
事
象
が

発
生
し
た
場
合
、
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
の
自
動
作
動
に
よ
り
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
止

す
る
こ
と
で
、
１
次
冷
却
材
温
度
が
上
昇
し

減
速
材
温
度
係
数
の
負
の
反
応
度
帰
還

効
果
に
よ
り
、
原
子
炉
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
加
圧
器

逃
が
し

弁
お
よ
び
加
圧
器
安
全

弁
の
動
作
に
よ
り
１
次
冷
却
材
圧
力
が
所
定
の
圧

力
以
上
に
上
昇
し
て
い
な
い
こ
と
、
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
の
上
昇
が
な

い
こ
と
、
ま
た
は
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
の
上
昇
が
わ
ず
か
で
あ
る
こ

と
、
な
ら
び
に
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
（
以

下
、
「
補
助
給
水
ポ
ン
プ
」
と
い
う
。
）、
主

蒸
気
逃
が
し
弁
お
よ
び
主

蒸
気
安
全

弁

の
動
作
に
よ
り
１
次
冷
却
材
温
度
が
所
定
の
温
度
以
上
に
上
昇
し
て
い
な
い
こ
と

に
よ
り
、
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
お
よ
び
格
納
容
器
の
健
全
性
が
維
持
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
1
) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
に
到
達
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
子
炉
ト
リ
ッ

プ
し
ゃ
断
器
等
の
機
能
喪
失
に
よ
る
原
子
炉
自
動
ト
リ
ッ
プ
に
失
敗
し
た
こ
と

を
検
知
し
た
場
合
に
作
動
す
る
「
安
全
保
護
ア
ナ
ロ
グ
盤
作
動
」
警
報
が
発
信

し
た
場
合
 

 

 
 

２
 
原
子
炉
出
力
抑
制
（
自
動
）
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

A
T
W
S
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
当

該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
、
多
様
化
自
動
作
動
設
備
の
作
動
に
よ
り
主

蒸
気
隔
離

弁
が

閉
止
す
る
こ
と
で
、
１
次
冷
却
材
温
度
が
上
昇
し

減
速
材
温
度
係
数
の
負
の

反
応
度
帰
還
効
果
に
よ
り
原
子
炉
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
及
び
加
圧
器
安
全

弁
の
作
動
に
よ
り
１
次
冷
却
材
圧

力
が
安
定
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度
の
異
常
な
上
昇
が
な
い
こ

と
並
び
に
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
及
び
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
（
以
下

「
補
助
給
水

ポ
ン
プ
」
と
い
う
。
）
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
及
び
主

蒸
気
安
全

弁
の

作
動
に
よ
り
１
次
冷
却
材
温
度
が
安
定
す
る
こ
と
で
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ

ン
ダ
リ
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

原
子
炉
緊
急
停
止
が
必
要
な
状
況
に
お
い
て
、
自
動
で
の
原
子
炉
緊
急
停

止
に

失
敗
し
、
多
様
化
自
動
作
動
設
備
の
作
動
に
よ
り
「

多
様
化
自
動
作
動
設

備
作
動
」
警
報
が
発
信
し
た
場
合
 

 

 
 

２
．
原
子
炉
出
力
抑
制
（
自
動
）
 

当
直
課
長
は
、
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
当
該
事
象
が

発
生
し
た
場
合
、
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩

和
設
備
の
自
動
作
動
に
よ
り
主

蒸
気
止

弁
が

閉
止
す

る
こ
と
で
、
１
次
冷
却
材
温
度
が
上
昇
し

減
速
材
温
度
係
数
の
負
の
反
応
度
帰
還
効

果
に
よ
り
、
原
子
炉
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
加
圧
器
逃

が
し

弁
お
よ
び
加
圧
器
安
全
弁
の
動
作
に
よ
り
１
次
冷
却
材
圧
力
が
所
定
の
圧
力

以
上
に
上
昇
し
て
い
な
い
こ
と
、
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
の
上
昇
が
な
い

こ
と
、
ま
た
は
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
の
上
昇
が
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
、

な
ら
び
に
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
（
以
下
、

「
補
助
給
水

ポ
ン
プ
」
と
い
う
。）
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
お
よ
び
主
蒸
気
安
全

弁
の
動

作
に
よ
り
１
次
冷
却
材
温
度
が
所
定
の
温
度
以
上
に
上
昇
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ

り
、
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
お
よ
び
格
納
容
器
の
健
全
性
が
維
持
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
1)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
に
到
達
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
子
炉
ト
リ
ッ

プ
し
ゃ
断
器
等
の
機
能

喪
失
に
よ
る
原
子
炉
自
動
ト
リ
ッ
プ
に

失
敗
し
た
こ
と

を
検
知
し
た
場
合
に
作
動
す
る
「
安
全
保
護
ア
ナ
ロ
グ
盤
作
動
」
警
報
が
発
信

し
た
場
合
 

 

 
 

 
３
．
原
子
炉
出
力
抑
制
（
手
動
）
 

当
直
課
長
は
、
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
が
自
動
作
動
し
な
い
場
合
で
、
か
つ
中
央
制

御
室
か
ら
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
（
中
央
盤
手
動
操
作
）
に
よ
る
原
子
炉
緊
急

停
止
が
で
き
な
い
場
合
、
中
央
制
御
室
か
ら
の
手
動
操
作
に
よ
り
タ
ー
ビ
ン
手
動
ト

リ
ッ
プ
操
作
、
主
蒸
気
隔
離
弁
の

閉
操
作
お
よ
び
補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
起
動
を
行
う

こ
と
で
、
１
次
冷
却
材
温
度
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に

減
速
材

温
度
係
数
の
負
の
反
応
度
帰
還
効
果
に
よ
り
、
原
子
炉
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、加
圧
器
逃
が
し
弁
お
よ
び
加
圧
器
安
全

弁
の
動
作
に
よ
り
１
次
冷
却
材
圧

力
が
所
定
の
圧
力
以
上
に
上
昇
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
格
納
容

器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
の
上
昇
が
な
い
こ
と
、
ま
た
は
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ

 
 

３
 
原
子
炉
出
力
抑
制
（
手
動
）
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
自
動
及
び
手
動
に
よ
る
原
子
炉
緊
急
停
止
が
で
き

な
い
場
合
で
、
か
つ
、
多
様
化
自
動
作
動
設
備
に
よ
る
原
子
炉
出
力
抑
制
（
自
動
）

が
作
動
し
な
か
っ
た
場
合
、
中
央
制
御
室
か
ら
の
手
動
操
作
に
よ
り
、
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
起
動
及
び
主

蒸
気
隔
離

弁
の

閉
止
を
行
う
。
手
動
に
よ
る
主

蒸
気
隔
離

弁
の

閉
止
に
よ
り
、
１
次
冷
却
材
温
度
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
で
減
速
材
温
度
係
数

の
負
の
反
応
度
帰
還
効
果
に
よ
り
原
子
炉
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

ま
た
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
及
び
加
圧
器
安
全
弁
の
作
動
に
よ
り
、
１
次
冷
却
材

圧
力
が
安
定
し
、
格
納
容
器
圧
力
及
び
温
度
の
異
常
な
上
昇
が
な
い
こ
と
並
び
に

補
助
給
水
ポ
ン
プ
、
主
蒸
気
逃
が
し

弁
及
び
主
蒸
気
安
全
弁
の
作
動
に
よ
り
、
１

 
 

３
．
原
子
炉
出
力
抑
制
（
手
動
）
 

当
直
課
長
は
、
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩

和
設
備
が
自
動
作
動
し
な
い
場
合
で
、
か
つ
中
央
制

御
室
か
ら
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
（
中
央
制
御
盤
手
動
操
作
）
に
よ
る
原
子
炉

緊
急
停
止
が
で
き
な
い
場
合
、
中
央
制
御
室
か
ら
の
手
動
操
作
に
よ
り
タ
ー
ビ
ン
手

動
ト
リ
ッ
プ
操
作
、
主

蒸
気
止

弁
の

閉
操
作
お
よ
び
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
起
動
を
行

う
こ
と
で
、
１
次
冷
却
材
温
度
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に

減
速

材
温
度
係
数
の
負
の
反
応
度
帰
還
効
果
に
よ
り
、
原
子
炉
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
お
よ
び
加
圧
器
安
全

弁
の
動
作
に
よ
り
１
次
冷
却
材
圧

力
が
所
定
の
圧
力
以
上
に
上
昇
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
格
納
容

器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
の
上
昇
が
な
い
こ
と
、
ま
た
は
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

び
温
度
の
上
昇
が
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
補
助
給
水
ポ
ン
プ
、
主

蒸
気
逃

が
し

弁
お
よ
び
主

蒸
気
安
全

弁
の
動
作
に
よ
り
１
次
冷
却
材
温
度
が
所
定
の
温
度

以
上
に
上
昇
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
お
よ
び

格
納
容
器
の
健
全
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(
1
) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩

和
設
備
が
自
動
作
動
し
な
い
場
合
で
、
か
つ
中
央
制
御
室
か
ら

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
（
中
央
制
御
盤
手
動
操
作
）
に
よ
る
原
子
炉
緊
急

停
止
が
で
き
な
い
場
合
 

 

次
冷
却
材
温
度
が
安
定
す
る
こ
と
で
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
及
び
原

子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

  

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

自
動
及
び
手
動
に
よ
る
原
子
炉
緊
急
停
止
が
で
き
な
い
場
合
で
、
か
つ
、

多
様
化
自
動
作
動
設
備
に
よ
る
原
子
炉
出
力
抑
制
（
自
動
）
が
作
動
し
な
か

っ
た
場
合
に
お
い
て
、
出
力
領
域
中
性
子
束
計
の
指
示
値
が
５
％
以
上
又
は

中
間
領
域
起
動
率
計
の
指
示
値
が
正
で
あ
る
場
合

 

 

び
温
度
の
上
昇
が
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
補
助
給
水

ポ
ン
プ
、
主
蒸
気
逃

が
し

弁
お
よ
び
主

蒸
気
安
全
弁
の
動
作
に
よ
り
１
次
冷
却
材
温
度
が
所
定
の
温
度
以

上
に
上
昇
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
お
よ
び
格

納
容
器
の
健
全
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

(
1)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩

和
設
備
が
自
動
作
動
し
な
い
場
合
で
、
か
つ
中
央
制
御
室
か
ら
原
子
炉

ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
（
中
央
制
御
盤
手
動
操
作
）
に
よ
る
原
子
炉
緊
急
停
止
が
で
き
な

い
場
合
 

 

 
４
．
ほ
う
酸
水
注
入
 

当
直
課
長
は
、Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
当
該
事
象
が

発
生
し
た
場
合
、
原
子
炉
の
出
力
抑
制
を
図
っ
た
後
、
原
子
炉
を
未
臨
界
状
態
と
す

る
た
め
に
化
学
体
積
制
御
設
備
の
ほ
う
酸

ポ
ン
プ
、
緊
急

ほ
う
酸
注
入
ラ
イ
ン
補
給

弁
お
よ
び
充
て
ん

ポ
ン
プ
に
よ
り

ほ
う
酸
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
入
す
る
と
と

も
に
、希
釈
に
よ
る
反
応
度
添
加
の
可
能
性
を
除
去
す
る
た
め
に
ほ
う

酸
希
釈
ラ
イ

ン
を
隔
離
す
る
。
 

ほ
う

酸
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
緊
急

ほ
う

酸
注
入
ラ
イ
ン
が
使
用
で
き
な
い

場
合
は
、
代
替
手
段
と
し
て
充
て
ん
ポ
ン
プ
の
入
口
ラ
イ
ン
を
体
積
制
御
タ
ン
ク
か

ら
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
に
切
り
替
え
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
ほ
う
酸
水
を
原

子
炉
へ
注
入
し
原
子
炉
を
未
臨
界
状
態
へ
移
行
さ
せ
る
。
充
て
ん

ポ
ン
プ
の
故
障
等

に
よ
り
充
て
ん
ラ
イ
ン
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
１
次
冷
却
材
圧
力
が
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
注
入
圧
力
未
満
で
あ
れ
ば
、
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
を
使
用
し
て
燃
料
取
替
用
水

ピ
ッ
ト
の
ほ
う

酸
水
を
原
子
炉
へ
注
入
す
る
。

 

ほ
う
酸
水
注
入
は
第
８
６
条
に
定
め
る
ほ
う
素
濃
度
に
な
る
ま
で
継
続
す
る
。
な

お
、

ほ
う
酸
水
注
入
を
行
っ
て
い
る
間
に
制
御
棒
の
全
挿
入
に
成
功
し
た
場
合
は
、

プ
ラ
ン
ト
状
態
に
応
じ
て
高
温
停
止
ま
た
は
低
温
停
止
の

ほ
う
素
濃
度
を
目
標
に

ほ
う

酸
水
注
入
を
継
続
す
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

手
動
に
よ
る
原
子
炉
緊
急
停
止
の
失
敗
を
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
の
状
態
、

制
御
棒
炉
底
位
置
表
示
灯
等
に
よ
り
確
認
し
、
原
子
炉
出
力
が

5%
以
上
ま
た
は
中

間
領
域
起
動
率
が
正
で
あ
り
、ほ
う
酸
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

４
 
ほ
う
酸
水
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
自
動
で
の
原
子
炉
緊
急
停
止
及
び
手
動
で
の
原
子

炉
緊
急
停
止
が
で
き
な
い
場
合
、
原
子
炉
出
力
抑
制
を
図
っ
た
後
に
、
化
学
体
積

制
御
設
備
に
よ
り
ほ
う

酸
水
注
入
を
行
う
。
ま
た
、
希
釈
に
よ
る
反
応
度
添
加
の

可
能
性
を
除
去
す
る
た
め
に

ほ
う

酸
希
釈
ラ
イ
ン
を
隔
離
す
る
。
 

  ほ
う

酸
タ
ン
ク
の
ほ
う
酸
水
を
炉
心
へ
注
入
で
き
な
い
場
合
は
、
充
て
ん

ポ
ン

プ
の
入
口
ラ
イ
ン
を
体

積
制
御
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
※
１
に
切
替

え
、
充
て
ん
ポ
ン
プ
を
使
用
し
て
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
ほ
う
酸
水
を
炉
心
へ

注
入
す
る
。
 

   ほ
う

酸
水
注
入
は
第

79
条
に
定
め
る

ほ
う
素
濃
度
に
な
る
ま
で
継
続
す
る
。

な
お
、
ほ
う
酸
水
注
入
を
行
っ
て
い
る
間
に
制
御
棒
の
全
挿
入
に
成
功
し
た
場
合

は
、
プ
ラ
ン
ト
状
態
に
応
じ
て
高
温
停
止
又
は
低
温
停
止
の
ほ
う
素
濃
度
を
目
標

に
ほ
う

酸
水
注
入
を
継
続
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

自
動
で
の
原
子
炉
緊
急
停
止
及
び
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
に
よ
る

手
動
で
の
原
子
炉
緊
急
停
止
で
制
御
棒
が
原
子
炉
へ
挿
入
さ
れ
ず
、
出
力
領

域
中
性
子
束
計
の
指
示
値
が
５
％
以
上
又
は
中
間
領
域
起
動
率
計
の
指
示

値
が
正
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
原
子
炉
出
力
抑
制
を
図
り
、
ほ
う
酸
タ
ン

ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 
 

４
．

ほ
う

酸
水
注
入
 

当
直
課
長
は
、
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
当
該
事
象
が

発
生
し
た
場
合
、
原
子
炉
の
出
力
抑
制
を
図
っ
た
後
、
原
子
炉
を
未
臨
界
状
態
と
す

る
た
め
に
化
学
体

積
制
御
設
備
の
ほ
う

酸
ポ
ン
プ
、
緊
急
ほ
う

酸
注
入
弁
お
よ
び
充

て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
り

ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
入
す
る
と
と

も
に
、
希
釈
に
よ
る
反
応
度
添
加
の
可
能
性
を
除
去
す
る
た
め
に
ほ
う

酸
希
釈
ラ
イ

ン
を
隔
離
す
る
。

 

ほ
う

酸
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
緊
急
ほ
う

酸
濃

縮
ラ
イ
ン
が
使
用
で
き
な
い

場
合
は
、
代
替
手
段
と
し
て
充
て
ん

／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
り
ほ
う

酸
注
入
タ
ン

ク
を
経

由
し
て
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の

ほ
う

酸
水
を
原
子
炉
へ
注
入
し
原
子
炉

を
未
臨
界
状
態
へ
移
行
さ
せ
る
。
安
全
注
入
ラ
イ
ン
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
充

て
ん
ラ
イ
ン
よ
り
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
を
使
用
し
て
燃
料
取
替
用
水
タ
ン

ク
の

ほ
う
酸
水
を
原
子
炉
へ
注
入
す
る
。
 

 ほ
う

酸
水
注
入
は
第
８
１
条
に
定
め
る
ほ
う
素
濃
度
に
な
る
ま
で
継
続
す
る
。な

お
、

ほ
う
酸
水
注
入
を
行
っ
て
い
る
間
に
制
御
棒
の
全
挿
入
に
成
功
し
た
場
合
は
、

プ
ラ
ン
ト
を
高
温
停
止
に
維
持
し
、
引
き
続
い
て
低
温
停
止
に
移
行
さ
せ
る
た
め
に

必
要
と
な
る

ほ
う
素
濃
度
を
目
標
に

ほ
う
酸
水
注
入
を
継
続
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

手
動
に
よ
る
原
子
炉
緊
急
停
止
の

失
敗
を
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
の
状

態
、
制
御
棒
炉
底
位
置
表
示
灯
等
に
よ
り
確
認
し
、
原
子
炉
出
力
が

5%
以
上
ま

た
は
中
間
領
域
起
動
率
が
正
で
あ
り
、

ほ
う

酸
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ

て
い
る
場
合
 

 

 
【
大
飯
－
美
浜
】
 

①
：
従
前
か
ら
の
発
電
所
固

有
の
差
異
 

（
美
浜
は
、

ほ
う

酸
注
入
タ

ン
ク
が
あ
る
た
め
、
同
タ
ン

ク
経

由
し
て
原
子
炉
へ
注
入

と
記
載
し
て
い
る
。）

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 優
先
順
位
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場

合
（
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
の
作
動
状
況
確
認
を
含
む
。）
は
、
中
央
制
御
室
か
ら
速

や
か
な
操
作
が
可
能
で
あ
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
に
よ
り
手
動
に
て
原
子

炉
の
緊
急
停
止
操
作
を
行
う
。蒸
気
発
生
器
水
位
低
信
号
に
よ
る
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設

備
が
作
動
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
中
央
制
御
室
か
ら
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ

に
よ
り
手
動
に
て
原
子
炉
の
緊
急
停
止
を
行
い
、
そ
の
後
、
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
の

作
動
状
況
の
確
認
を
行
う
。
 

中
央
制
御
室
か
ら
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
（
中
央
制
御
盤
手
動
操
作
）
に
よ

り
原
子
炉
緊
急
停
止
が
で
き
な
い
場
合
で
、
か
つ
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
が
作
動
し
な

い
場
合
は
、
手
動
に
よ
る
原
子
炉
出
力
抑
制
を
行
う
。
 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
に
失
敗
し
、
原
子
炉
の
出
力
抑
制
を
図
っ
た
後
は
、
原
子
炉
を

未
臨
界
状
態
と
す
る
た
め
に
化
学
体

積
制
御
設
備
ま
た
は
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備

に
よ
り
ほ
う
酸
水
注
入
を
行
う
。
 

 

 
 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

自
動
で
の
原
子
炉
緊
急
停
止

失
敗
と
判
断
す
れ
ば
速
や
か
に
中
央
制
御
室
か

ら
の
手
動
で
の
原
子
炉
緊
急
停
止
を
行
い
、
多
様
化
自
動
作
動
設
備
に
よ
る
原
子

炉
出
力
抑
制
の
た
め
の
設
備
の
作
動
状
況
を
確
認
す
る
。
 

自
動
及
び
手
動
で
の
原
子
炉
緊
急
停
止
操
作
及
び

多
様
化
自
動
作
動
設
備
か

ら
の
自
動
信
号
に
よ
る
原
子
炉
出
力
抑
制
に

失
敗
し
た
場
合
は
、
手
動
で
の
原
子

炉
出
力
抑
制
を
行
う
。
原
子
炉
出
力
抑
制
を
図
っ
た
後
は
、
原
子
炉
を
未
臨
界
状

態
と
す
る
た
め
に
化
学
体
積
制
御
設
備
に
よ
る

ほ
う

酸
水
注
入
を
行
う
。

 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 
優
先
順
位

 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場

合
（
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩

和
設
備
の
作
動
状
況
確
認
を
含
む
。
）
は
、
中
央
制
御
室
か
ら
速

や
か
な
操
作
が
可
能
で
あ
る
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
に
よ
り
手
動
に
て
原
子

炉
の
緊
急
停
止
操
作
を
行
う
。蒸
気
発
生
器
水
位
異
常
低
信
号
に
よ
る
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩

和
設
備
が
作
動
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
中
央
制
御
室
か
ら
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ

ッ
チ
に
よ
り
手
動
に
て
原
子
炉
の
緊
急
停
止
を
行
い
、
そ
の
後
、
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設

備
の
作
動
状
況
の
確
認
を
行
う
。

 

中
央
制
御
室
か
ら
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
（
中
央
制
御
盤
手
動
操
作
）
に
よ

り
原
子
炉
緊
急
停
止
が
で
き
な
い
場
合
で
、
か
つ
Ａ

Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩

和
設
備
が
作
動
し
な

い
場
合
は
、
手
動
に
よ
る
原
子
炉
出
力
抑
制
を
行
う
。
 

原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
に

失
敗
し
、
原
子
炉
の
出
力
抑
制
を
図
っ
た
後
は
、
原
子
炉
を

未
臨
界
状
態
と
す
る
た
め
に
化
学
体

積
制
御
設
備
ま
た
は
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備

に
よ
り

ほ
う

酸
水
注
入
を
行
う
。

 

 

 
 

 
 

 
 
※
１
：
３
号
炉
に
つ
い
て
は
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
、
４
号
炉
に
つ
い
て
は
燃
料
取
替
用

水
ピ
ッ
ト
を
い
う
（
以
下
、
添
付
３
に
お
い
て
同
じ
）。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
２
 

 
 

表
－
２

 
 
 
表
－
２
 

 
 

 
操
作
手
順
 

２
．
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手

順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

２
．
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

２
．
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手

順
等

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
①
 
方
針
目
的
 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
に
お
い
て
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
が
有
す
る
発
電
用
原
子
炉
（
以
下
、「
原
子
炉
」
と
い
う
。
）
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た

場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
、
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア

ン
ド
ブ
リ
ー
ド
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
、
蒸
気
放
出
）
に

よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
１

次
冷
却
系
お
よ
び
２
次
冷
却
系
の
保
有
水
を
監
視
お
よ
び
制
御
す
る
こ
と
を
目
的
す
る
。
 

 

 
 
①

 
方
針
目
的

 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
に
お
い
て
、
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し

い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
、
１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
又
は

蒸
気
発
生

器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
、

蒸
気
放
出
）
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
１
次
冷
却
材
及
び
２
次
冷

却
材
の
保
有
水
量
を
監
視
及
び
制
御
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
に
お
い
て
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備

が
有
す
る
発
電
用
原
子
炉
（
以
下
、「
原
子
炉
」
と
い
う
。
）
の
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場

合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
、
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン

ド
ブ
リ
ー
ド
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
、

蒸
気
放
出
）
に
よ

り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
１
次

冷
却
系
お
よ
び
２
次
冷
却
系
の
保
有
水
を
監
視
お
よ
び
制
御
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 

 
②
 
対
応
手
段
等
 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時

 

１
．
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
 

当
直
課
長
は
、補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
機
能

の
喪

失
に
よ
っ
て
蒸
気
発
生
器
水
位
が
低
下
し
、
全
て
の

蒸
気
発
生
器
が
除
熱
を
期

待
で
き
な
い
水
位
に
な
っ
た
場
合
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
高
圧
注
入

ポ
ン
プ

に
よ
り
原
子
炉
へ
注
水
す
る
操
作
と
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
開
操
作
に
よ
り
原
子
炉

格
納
容
器
（
以
下
、「
格
納
容
器
」
と
い
う
。
）
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
操

作
を
組
み
合
わ
せ
た
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
り
原
子
炉

を
冷
却
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
お
よ
び
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位

を
確
認
し
、
再
循
環
切
替
水
位
と
な
れ
ば
中
央
制
御
室
で
再

循
環
運
転
に
な
っ
た
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
回
復
し
た
場
合
、蒸
気
発
生

器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
開
始
し
、
蓄
圧
タ
ン
ク
出
口
弁
を

閉
止
後
、
１
次
冷

却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
停
止
す
る
。
そ
の
後
、
余
熱
除
去
系
が
健
全

で
あ
る
場
合
、
余
熱
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
操
作
に
よ
り
低
温
停
止
状
態
と

す
る
。
余
熱
除
去
系
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性
拡
張

設
備
で
あ
る
ポ
ン
プ

車
に
よ
り
海
水
を
注
水
し
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド

ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
り
低
温
停
止
状
態
と
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
回
復
し
な
い
場
合
は
、
余
熱

除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
を
開
始
し
、
蓄
圧
タ
ン
ク
出
口
弁
を
閉
止
後
、
１
次

冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
停
止
す
る
。
そ
の
後
、
余
熱
除
去
系
に
よ

る
原
子
炉
の
冷
却
に
よ
り
低
温
停
止
状
態
と
す
る
。
余
熱
除
去
系
が
使
用
で
き
な
い

場
合
は
、
余
熱
除
去
系
ま
た
は
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が

使
用
可
能
と
な
る
ま
で
再

循
環
運
転
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ

リ
ー
ド
を
継
続
す
る
。
 

(
1
) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

  

補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
機
能
の
喪

失
に

よ
っ
て
蒸
気
発
生
器
水
位
が
低
下
し
、
全
て
の

蒸
気
発
生
器
が
除
熱
を
期
待
で

き
な
い
水
位
に
な
っ
た
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取

替
用
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

 

１
 
１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
て
の

蒸
気
発
生
器
が
除
熱
を
期
待
で
き
な
い

水
位
に
な
っ
た
場
合
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
り

炉
心
へ
注
入
す
る
操
作
と
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
開
操
作
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容

器
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
こ
と
で
原
子
炉
の
冷
却
を
行
う
。
格
納
容

器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
が
、
再

循
環
切
替
可
能
水
位
に
到
達
す
れ
ば
中
央
制
御

室
で
高
圧
再

循
環
運
転
に
切
り
替
え
る
。

 

２
次
冷
却
系
の
除
熱
機
能
が
回
復
し
た
場
合
、
１
次
冷
却
材
の
冷
却
を
開
始

し
、
１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
停
止
後
、
蓄
圧
タ
ン
ク
出
口

弁
を

閉
止
す
る
。
そ
の
後
、
余
熱
除
去
系
統
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
に
よ
り
低
温
停
止

状
態
と
す
る
。
余
熱
除
去
系
統
が
使
用
不
能
な
場
合
は

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ

ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
る
炉
心
冷
却
に
よ
り
低
温
停
止
状
態
と
す
る
。
 

２
次
冷
却
系
の
除
熱
機
能
が
回
復
し
な
い
場
合
、
余
熱
除
去
系
統
に
よ
る
１
次

冷
却
材
の
冷
却
を
開
始
し
、
１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
停
止
後
、

蓄
圧
タ
ン
ク
出
口

弁
を

閉
止
す
る
。
そ
の
後
、
余
熱
除
去
系
統
に
よ
る
原
子
炉
の

冷
却
に
よ
り
低
温
停
止
状
態
と
す
る
。
余
熱
除
去
系
統
が
使
用
で
き
な
い
場
合
、

余
熱
除
去
系
統
又
は
２
次
冷
却
系
の
除
熱
機
能
が
使
用
可
能
と
な
る
ま
で
高
圧

再
循
環
運
転
を
継
続
す
る
。

 

      

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
て
の
蒸
気
発
生
器
が
除
熱
を
期
待
で
き
な
い
水
位
（
蒸
気
発
生
器
広
域

水
位
計
指
示
値
が

1
0％
未
満
）
に
な
っ
た
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
入
す
る
た

め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能
喪

失
時

 

１
．
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
 

当
直
課
長
は
、
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
機
能

の
喪

失
に
よ
っ
て

蒸
気
発
生
器
水
位
が
低
下
し
、
全
て
の
蒸
気
発
生
器
が
除
熱
を
期

待
で
き
な
い
水
位
に
な
っ
た
場
合
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
充
て
ん

／
高
圧
注

入
ポ
ン
プ
に
よ
り
原
子
炉
へ
注
水
す
る
操
作
と
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
開
操
作
に
よ

り
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、「
格
納
容
器
」
と
い
う
。
）
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を
放

出
す
る
操
作
を
組
み
合
わ
せ
た
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ

り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
お
よ
び
格
納
容
器
再

循
環
サ

ン
プ
水
位
を
確
認
し
、
再

循
環
切
替
可
能
水
位
と
な
れ
ば
中
央
制
御
室
で
再

循
環
運

転
に
切
り
替
え
る
。
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
回
復
し
た
場
合
、蒸
気
発
生

器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
開
始
し
、
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
出
口
電
動

弁
を

閉
止

後
、
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
停
止
す
る
。
そ
の
後
、
余
熱
除

去
系
が
健
全
で
あ
る
場
合
、
余
熱
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
操
作
に
よ
り
低
温

停
止
状
態
と
す
る
。
余
熱
除
去
系
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
り
海
水
を
注
水
し
、
蒸
気
発
生
器
２
次

側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
り
低
温
停
止
状
態
と
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
回
復
し
な
い
場
合
は
、
余
熱

除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
を
開
始
し
、
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
出
口
電
動

弁
を
閉
止

後
、
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
停
止
す
る
。
そ
の
後
、
余
熱
除

去
系
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
に
よ
り
低
温
停
止
状
態
と
す
る
。余
熱
除
去
系
が
使
用

で
き
な
い
場
合
は
、
余
熱
除
去
系
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
原
子
炉
の
冷

却
機
能
が
使
用
可
能
と
な
る
ま
で
再

循
環
運
転
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド

ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
継
続
す
る
。
 

(
1)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
機
能
の

喪
失
に

よ
っ
て
蒸
気
発
生
器
水
位
が
低
下
し
、
全
て
の
蒸
気
発
生
器
が
除
熱
を
期
待
で

き
な
い
水
位
に
な
っ
た
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 
       【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
か
ら
再
循
環
サ
ン
プ

へ
の
切
替
は
手
動
対
応
を
記

載
し
て
い
る
。）

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

出
口
電
動
弁
を

閉
止
後
、
１

次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン

ド
ブ
リ
ー
ド
を
停
止
す
る
と

記
載
し
て
い
る
。）

 

 

 
 

 
 

 
 
 

２
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

(
1)
 
送
水

車
を
用
い
た
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

 へ
の
直
接
供
給
に
よ
る

蒸

気
発
生
器
へ
の
注
水

 

当
直
課
長
は
、
復
水
タ
ン
ク
お
よ
び

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
２
次
系
純
水

タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
で
か
つ
、
海
水
ポ
ン
プ
を
用
い
た
補
助
給
水

ポ

ン
プ
へ
の
直
接
供
給
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
で
き
な
い
場
合
に
蒸
気

発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
う
た
め
、

送
水

車
を
用
い
て
タ
ー
ビ
ン

動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
へ
海
水
を
直
接
供
給
し
、

蒸
気
発
生
器
に
注
水
す
る
。
 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、

送
水
車
を
用
い
た

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン

プ
へ
の
海
水
供
給
を
記
載
し

て
い
る
。
）
 

 
   （
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

 
 

   （
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

 
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
が
必
要
な
場
合
に
お
い

て
、
復
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

 
 

参考①-469



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

○
 優
先
順
位
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
を
優
先
し
、
蒸
気

発
生
器
の
除
熱
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
は
、
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ

ー
ド
を
行
う
。
 

 

１
 
優
先
順
位
 

補
助
給
水
系
の
故
障
に
よ
り
２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
機
能
が

喪
失
し
て
い

る
場
合
、
１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
行
う
。
た
だ
し
、
炉
心
の
過

熱
が
促
進
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る

蒸
気
発
生
器
の
保
有
水
量
が
な
く
な
る

段
階
ま
で
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
部
へ
の
１
次
冷
却
材
の
放
出
を
伴
う
１
次
系

の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
で
は
な
く
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷

却
（
注
水
）
機
能
の
回
復
を
行
う
。
 

 

○
 
優
先
順
位

 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
を
優
先
し
、
蒸
気

発
生
器
の
除
熱
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ

ー
ド
を
行
う
。
 

 

 
○

 １
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
の
判
断
基
準
に
つ
い
て

 

蒸
気
発
生
器
広
域
水
位
計
は
、
常
温
、
常
圧
の
状
態
に
お
け
る
水
位
を
指
示
す
る

よ
う
に
校
正
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
高
温
状
態
に
お
い
て
は
、
実
水
位
と
異
な

る
指
示
値
を
示
す
。
 

１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
開
始
す
る
全
て
の
蒸
気
発
生
器

の
除
熱
を
期
待
で
き
な
い
水
位
と
は
、
上
記
の
校
正
誤
差
に
余
裕
を
持
た
せ
た
水

位
と
す
る
。
 

 

 
 

２
 
１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
 

蒸
気
発
生
器
広
域
水
位
計
は
常
温
、
常
圧
の
状
態
に
お
け
る
水
位
を
指
示
す
る

よ
う
に
校
正
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
高
温
状
態
に
お
い
て
は
、
実
水
位
と
異

な
る
指
示
値
を
示
す
。
 

１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
開
始
す
る
全
て
の

蒸
気
発
生
器
が

除
熱
を
期
待
で
き
な
い
水
位
（
蒸
気
発
生
器
広
域
水
位
計
指
示
値
が

10
％
未
満
）

と
は
、
上
記
校
正
誤
差
に
余

裕
を
持
た
せ
た
水
位
 

 

 
 

○
 
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
 

蒸
気
発
生
器
水
位
計
（
広
域
）
は
、
常
温
、
常
圧
の
状
態
に
お
け
る
水
位
を
指
示

す
る
よ
う
に
校
正
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
高
温
状
態
に
お
い
て
は
、
実
水
位
と

異
な
る
指
示
値
を
示
す
。
 

１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
開
始
す
る
全
て
の

蒸
気
発
生
器

の
除
熱
を
期
待
で
き
な
い
水
位
と
は
、
上
記
の
校
正
誤
差
に

余
裕
を
持
た
せ
た
水

位
と
す
る
。
 

 

 
 

 
サ
ポ
ー
ト
系
機
能
喪

失
時

 

１
．
補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
機
能
回
復
（
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
））
 

(
1)
 タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
（
現
場
手
動
操
作
）
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
起
動
弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン

プ
の
機
能
回
復
 

当
直
課
長
は
、
常
設
直
流
電
源
系
統
喪
失
時
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ

の
起
動
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
必
要
な
場
合
、
現
場
で
専
用
工
具
（
油
供
給
用
）
を
用

い
て
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
軸
受
へ
給

油
し
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
起
動

弁
を
開
操
作
お
よ
び
専
用
工
具
（

蒸
気
加
減

弁
操
作
用
）
を
用
い

て
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ

蒸
気
加

減
弁
を
押
し
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
復
水
ピ
ッ
ト
水
を
蒸
気
発
生
器
へ

注
水
す
る
。
 

な
お
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
か
ら
Ｎ
ｏ
．
３
淡

水
タ
ン
ク
へ
の
切
替
え
ま
た
は
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
に
よ
り
水
源
を
確
保

し
、
再

循
環
運
転
、

余
熱
除
去
系
ま
た
は
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
多
様
性

拡
張
設

備
で
あ
る
ポ
ン
プ
車
を
用
い
た

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ

ー
ド
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
が
可
能
と
な
る
ま
で
の
期
間
、
運
転
を
継
続
す
る
。 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

常
設
直
流
電
源

喪
失
時
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
起
動
が
で
き

な
い
場
合
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
補
助
給
水
流
量
等
に
て
確

認
で
き
な
い
場
合
に
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発
生
器

へ
の
注
水
が
必
要
で
復
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
。
 

 

 
 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

 

１
 
ポ
ン
プ
の
機
能
回
復
（

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
）
 

(
1)
 
手
動
に
よ
る
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
機
能
回
復
 

  

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
及
び
直
流
電
源
が
喪

失
し
た

場
合
に
は
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を

駆
動
す
る
た
め
に
必
要
な
タ
ー

ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
補
助
（
非
常
用
）
油

ポ
ン
プ
（
以
下
「
補
助

油
ポ
ン

プ
」
と
い
う
。
）
及
び

駆
動
蒸
気
入
口

弁
の

駆
動
源
が

喪
失
す
る
た
め
、
現
場

で
手
動
に
よ
る
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
機
能
回
復
を
行
う
。
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
注
油
器
に
よ
り
軸
受
へ
潤
滑

油
を
供
給
し
、

現
場
で
の
手
動
に
よ
る
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の

駆
動

蒸
気
入
口

弁

及
び

蒸
気
加

減
弁
を
開
操
作
し
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
起
動
し
て

復
水
タ
ン
ク
水
※
１
を
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
り

蒸
気
発
生
器
へ

注
水
す
る
。
 

   

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

直
流
母
線
の
給
電
を
非
常
用
直
流
母
線
の
電
圧
に
よ
り
確
認
で
き
な
い

場
合
に
、

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
を
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き

ず
、
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

サ
ポ
ー
ト
系
機
能

喪
失
時

 

１
．
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
機
能
回
復
（
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
） 

(
1)
 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
（
現
場
手
動
操
作
）
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
起
動

弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン

プ
の
機
能
回
復
 

当
直
課
長
は
、
常
設
直
流
電
源
系
統

喪
失
時
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

の
起
動
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
必
要
な
場
合
、
現
場
で
専
用
工
具
を
用
い
て
、
タ
ー

ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

蒸
気
加

減
弁
を
押
し
上
げ
る
こ
と
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン

動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
起
動

弁
を
開
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助

給
水
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
復
水
タ
ン
ク
水
を

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

な
お
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
は
、
復
水
タ
ン
ク
か
ら
２
次
系
純
水

タ
ン
ク
へ
の
切
替
え
ま
た
は
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
に
よ
り
水
源
を
確
保
し
、

再
循
環
運
転
、

余
熱
除
去
系
ま
た
は
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
多
様
性

拡
張
設
備
で

あ
る
消
防

ポ
ン
プ
を
用
い
た

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー

ド
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
が
可
能
と
な
る
ま
で
の
期
間
、
運
転
を
継
続
す
る
。
 

  

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

常
設
直
流
電
源

喪
失
時
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
起
動
が
で
き

な
い
場
合
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
補
助
給
水
流
量
等
に
て
確

認
で
き
な
い
場
合
に
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発
生
器

へ
の
注
水
が
必
要
で
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
   【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
、
玄
海
は
、
軸
受
へ

給
油
後
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る

手
順
と
し
て
い
る
。）

 

 
 

 
 

 
 
 

(
2)
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
る
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
機
能
回

復
（
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
補
助

油
ポ
ン
プ
へ
の
給
電
）

 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
お
い
て
、
常
設
直
流
電
源
系
統
が

健
全
な
場
合
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
非
常
用
母
線
を
回
復
さ
せ
、

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
補
助

油
ポ
ン
プ
の
起
動
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
動
補

助
給
水

ポ
ン
プ
起
動

弁
の
開
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給

水
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
復
水
タ
ン
ク
水
を

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。

 

な
お
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
は
、
復
水
タ
ン
ク
か
ら
２
次
系
純
水

タ
ン
ク
へ
の
切
り
替
え
ま
た
は
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
に
よ
り
水
源
を
確
保

し
、
再

循
環
運
転
、

余
熱
除
去
系
ま
た
は
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設

備
で
あ
る
消
防

ポ
ン
プ
を
用
い
た
蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ

リ
ー
ド
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
が
可
能
と
な
る
ま
で
の
期
間
、
運
転
を
継
続
す

る
。
 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
タ
ー
ビ
ン
動
補

助
給
水

ポ
ン
プ
補
助

油
ポ
ン

プ
の
電
源
は
、
交
流
電
源
を

使
用
し
て
い
る
た
め
手
順
を

記
載
し
て
い
る
。）

 

 
 

 
 

 
 
 

a
. 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
お
い
て
、

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
補
助
給
水
流

量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸

 
 

参考①-470



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

気
発
生
器
へ
の
注
水
が
必
要
で
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
(
2)
 空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
る
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
機
能
回
復
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
、
空
冷
式
非
常
用
発
電

装
置
に
よ
り
非
常
用
母
線
を
回
復
さ
せ
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、

復
水
ピ
ッ
ト
水
を
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

な
お
、
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
か
ら

Ｎ
ｏ
．
３
淡
水
タ
ン

ク
へ
の
切
り
替
え
ま
た
は
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
に
よ
り
水
源
を
確
保
し
、
再

循
環
運
転
、

余
熱
除
去
系
ま
た
は
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ

る
ポ
ン
プ
車
を
用
い
た

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に

よ
る
原
子
炉
の
冷
却
が
可
能
と
な
る
ま
で
の
期
間
、
運
転
を
継
続
す
る
。
 

a
.
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
非
常
用
母
線
が
回
復
し
、
タ
ー
ビ
ン
動

補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
起
動
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
へ
の

注
水
が
補
助
給
水
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
電
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
必
要
で
復
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
確

保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

(
2)
 
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
に
よ
る
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
機
能
回
復
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
、
大
容
量

空
冷
式
発
電
機
に
よ
り
非
常
用
高
圧
母
線
へ
給
電
し
、
復
水
タ
ン
ク
水
を
電
動

補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
は
、
復
水
タ
ン
ク
か
ら
２
次
系
純
水
タ
ン
ク
へ
の
切

替
え
及
び
中
間
受
槽
か
ら
復
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
に
よ
り
水
源
を
確
保
し
、
余

熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
又
は

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ

ー
ド
に
よ
る
１
次
冷
却
材
の
冷
却
が
可
能
と
な
る
ま
で
の
期
間
は
運
転
を
継

続
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
て
の
非
常
用
高
圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧

母
線
電
圧
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン

プ
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
を
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き

ず
、
復
水
タ
ン
ク
の
水
源
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

(
3)
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
る
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
機
能
回
復

 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
、
空
冷
式
非
常
用
発
電

装
置
に
よ
り
非
常
用
母
線
が
回
復
し
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
起
動

が
で
き
な
い
場
合
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
復
水
タ
ン
ク
水
を

蒸

気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

な
お
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
は
、
復
水
タ
ン
ク
か
ら
２
次
系
純
水
タ
ン
ク

へ
の
切
り
替
え
ま
た
は
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
に
よ
り
水
源
を
確
保
し
、
再

循

環
運
転
、

余
熱
除
去
系
ま
た
は
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る

消
防
ポ
ン
プ
を
用
い
た
蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に

よ
る
原
子
炉
の
冷
却
が
可
能
と
な
る
ま
で
の
期
間
、
運
転
を
継
続
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
非
常
用
母
線
が
回
復
し
、
タ
ー
ビ
ン
動
補

助
給
水

ポ
ン
プ
の
起
動
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水

が
補
助
給
水
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に

よ
る
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
必
要
で
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い

る
場
合

 

 

 
 

 
２
．
主

蒸
気
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復
（
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気

放
出
）
）
 

(
1)
 主

蒸
気
逃
が
し

弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復
 

当
直
課
長
は
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
の
駆
動
源
が
喪

失
し
た
場
合
は
、

蒸
気
発

生
器
へ
の
注
水
を
確
認
し
現
場
で
手
動
に
よ
り
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
操
作

し
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
の

駆
動
源
が

喪
失
し
、
中
央
制
御
室
か
ら
の
開
操
作
が

で
き
な
い
こ
と
を
主
蒸
気
圧
力
等
に
て
確
認
し
た
場
合
に
、
補
助
給
水
流
量

等
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

２
 
弁
の
機
能
回
復
（
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
）
 

(
1)
 
現
場
手
動
操
作
に
よ
る
主

蒸
気
逃
が
し

弁
の
機
能
回
復
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
制
御
用
空
気

喪
失
時
又
は
常
設
直
流
電
源
系

統
が

喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
、
現
場
で
手
動
ハ
ン
ド
ル
に
よ
り
主

蒸
気
逃

が
し

弁
を
開
と
し
、

蒸
気
発
生
器
か
ら
蒸
気
放
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
２
次

冷
却
系
か
ら
の
除
熱
を
行
う
。

 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

制
御
用
空
気
喪

失
時
又
は
直
流
母
線
の
給
電
を
非
常
用
直
流
母
線
の
電

圧
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
中
央
制
御
室
か
ら
の
主
蒸
気

逃
が
し

弁
の
開
操
作
が
で
き
ず
、

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
た
場
合

 

 

 
 

２
．
主
蒸
気
逃
が
し

弁
の
機
能
回
復
（
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気

放
出
））

 

(
1)
 
主
蒸
気
逃
が
し
弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る
主

蒸
気
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復

 

当
直
課
長
は
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
の

駆
動
源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、

蒸
気
発

生
器
へ
の
注
水
を
確
認
し
現
場
で
手
動
に
よ
り
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
操
作

し
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
う
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
の

駆
動
源
が

喪
失
し
、
中
央
制
御
室
か
ら
の
開
操
作
が

で
き
な
い
こ
と
を
蒸
気
発
生
器
圧
力
等
に
て
確
認
し
た
場
合
に
、
補
助
給
水

流
量
等
に
よ
り

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 優
先
順
位
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
の
燃
料
消
費
量
削
減
の
観
点
か
ら
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
を
使
用
で
き
る
間
は
、
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
は
起
動
せ
ず
後
備
の
設

備
と
し
て
待
機
さ
せ
る
。
 

    補
助
給
水
の
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
を
確
認
し
主
蒸
気
逃

が
し

弁
を
現
場
に
て
手
動
に
よ
り
開
操
作
す
る
。
補
助
給
水
の
機
能
が
回
復
し
て
い

な
い
場
合
に
、
主
蒸
気
逃
が
し
弁
の
開
操
作
に
よ
り
蒸
気
放
出
を
実
施
す
る
と
蒸
気

発
生
器
の
保
有
水
の

減
少
が
早
ま
る
た
め
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
起
動

操
作
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
を
優
先
し
て
実
施
す
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

外
部
電
源
が
無
い
場
合
は
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
電
源
は
燃
料
補
給
を
必

要
と
す
る
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
と
な
る
た
め
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ

が
使
用
で
き
る
間
は
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
は
主
と
せ
ず
後
備
の
設
備
と
し
て

待
機
さ
せ
る
。
な
お
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
運
転
継
続
が
不
能
と
な

っ
た
場
合
又
は
外
部
電
源
が
復
旧
し
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
対
す
る
電
源
の

信
頼
性
が
高
ま
っ
た
場
合
は
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
か
ら
電
動
補
助
給

水
ポ
ン
プ
へ
の
切
り
替
え
を
行
う
。
 

補
助
給
水
の
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
主
蒸
気
逃
が
し

弁
の
開
操
作
に
よ
り
２
次

冷
却
系
か
ら
の
除
熱
を
行
う
。
補
助
給
水
の
機
能
が
回
復
し
て
い
な
い
場
合
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
の
開
操
作
に
よ
る

蒸
気
放
出
を
実
施
す
る
と

蒸
気
発
生
器
の
保

有
水
の

減
少
が
早
ま
る
た
め
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
又
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給

水
ポ
ン
プ
の
起
動
操
作
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
を
優
先
し
て
実
施
す
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
順
位

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
の
燃
料
消
費
量
削

減
の
観
点
か
ら
、タ
ー
ビ
ン
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
を
使
用
で
き
る
間
は
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
は
起
動
せ
ず
後
備
の
設

備
と
し
て
待
機
さ
せ
る
。
 

    補
助
給
水
の
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
を
確
認
し
主
蒸
気
逃

が
し

弁
を
現
場
に
て
手
動
に
よ
り
開
操
作
す
る
。
補
助
給
水
の
機
能
が
回
復
し
て
い

な
い
場
合
に
、主

蒸
気
逃
が
し

弁
の
開
操
作
に
よ
り

蒸
気
放
出
を
実
施
す
る
と
蒸
気

発
生
器
の
保
有
水
の
減
少
が

早
ま
る
た
め
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
起
動

操
作
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
を
優
先
し
て
実
施
す
る
。
 

 

 
    【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
記
載
内
容

は
同
等
で
あ
る
が
、
記
載
順

序
が
異
な
っ
て
い
る
。
）（
以

下
、
同
様
。）

 

 

 
「
後
述
」
 

 
 

２
 
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
及
び
補
助
給
水
失
敗
時
の

留
意
事
項
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
及
び
補
助
給
水
失
敗
時
の

留
意
事
項
は
、
表
－
３
「
原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を

減
圧
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

「
後
述
」

 
 

 

 
○

 主
蒸
気
逃
が
し
弁
操
作
時
の
留
意
事
項
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る
蒸
気
放
出
を
行
う
場
合
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
の
破
損

が
な
い
こ
と
を
確
認
後
実
施
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
は
放
射
線
モ
ニ
タ
等
で
確
認
す
る
が
、
全
交
流
動
力
電

源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
放
射
線
モ
ニ
タ
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
蒸
気
発
生
器
水

位
お
よ
び
圧
力
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
の
破
損
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

○
主

蒸
気
逃
が
し
弁
操
作
時
の

留
意
事
項

 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
に
よ
る

蒸
気
放
出
を
行
う
場
合
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
の

破
損

が
な
い
こ
と
を
確
認
後
実
施
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
は
放
射
線
モ
ニ
タ
等
で
確
認
す
る
が
、
全
交
流
動
力
電

源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
放
射
線
モ
ニ
タ
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
蒸
気
発
生
器
水

位
お
よ
び
圧
力
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
の

破
損
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。 

 
 

参考①-471



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

蒸
気
発

生
器
に
接
続
さ
れ
た
主
蒸
気
逃
が
し

弁
の
操
作
は
行
わ
な
い
。
 

 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

蒸
気
発

生
器
に
接
続
さ
れ
た
主

蒸
気
逃
が
し

弁
の
操
作
は
行
わ
な
い
。
 

 

 
○

 主
蒸
気
逃
が
し
弁
操
作
時
の
環
境
条
件
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
ま
た
は
主
蒸
気
、
主
給
水
配
管

破
断
等
に
よ
り
現
場
の

環
境
が
悪
化
し
た
場
合
に
お
い
て
、
現
場
で
の
主
蒸
気
逃
が
し
弁
操
作
を
行
う
必
要

が
あ
る
場
合
、
初
動
対
応
と
し
て
は
現
場
に
て
確
実
に
主
蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
操
作

し
、
以
降
は
運
転
員
等
の
負
担
軽

減
を
図
る
と
と
も
に
現
場
の
環
境
が
悪
化
し
た
場

合
で
も
対
応
が
可
能
と
な
る
た
め
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る

窒
素
ボ
ン
ベ
（
主
蒸
気
逃
が
し
弁
作
動
用
）
に
よ
り
駆
動
源
を
確
保
し
中
央
制
御
室

か
ら
の
遠
隔
操
作
を
行
う
。
な
お
、
状
況
に
応
じ
て
放
射
線
防
護
具
を
着
用
し
、
線

量
計
を
携
帯
す
る
。
 

 
 

３
 
主

蒸
気
逃
が
し
弁
現
場
操
作
時
の
環
境
条

件
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
が
あ
っ
た
場
合
は
、
当
該
ル
ー
プ
の
主

蒸
気
逃
が

し
弁
の
操
作
は
行
わ
な
い
。
ま
た
、
当
該
ル
ー
プ
付
近
の
線
量
が
上
昇
す
る
が
、

初
期
対
応
と
し
て
は
現
場
に
て
確
実
に
健
全
ル
ー
プ
の
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
開

操
作
し
、
以
降
は
被
ば
く
低

減
等
の
観
点
か
ら

多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
窒
素

ボ
ン
ベ
（
主

蒸
気
逃
が
し

弁
用
）
に
よ
り
駆
動
源
を
確
保
し
、
中
央
制
御
室
か
ら

の
遠
隔
操
作
を
行
う
。
現
場
で
手
動
に
よ
り
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
操
作
す
る
に

あ
た
り
、
運
転
員
（
当
直
員
）
等
は
ポ
ケ
ッ
ト
線
量
計
を
携
帯
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
放
射
線
防
護
具
を
着
用
す
る
。
 

主
蒸
気
管
室
が
高
温
で
あ
る
場
合
は
、
初
期
対
応
よ
り
窒
素
ボ
ン
ベ
（
主

蒸
気

逃
が
し

弁
用
）
を
使
用
し
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
操
作
を
行
う
。

 

 

 
 

○
 
主
蒸
気
逃
が
し
弁
操
作
時
の
環
境
条

件
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
ま
た
は
主

蒸
気
、
主
給
水
配
管

破
断
等
に
よ
り
現
場
の

環
境
が
悪
化
し
た
場
合
に
お
い
て
、
現
場
で
の
主
蒸
気
逃
が
し

弁
操
作
を
行
う
必
要

が
あ
る
場
合
、初
動
対
応
と
し
て
は
現
場
に
て
確
実
に
主
蒸
気
逃
が
し
弁
を
開
操
作

し
、
以
降
は
運
転
員
等
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
現
場
の
環
境
が
悪
化
し
た
場

合
で
も
対
応
が
可
能
と
な
る
た
め
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る

窒
素
ボ
ン
ベ
（
主

蒸
気
逃
が
し
弁
作
動
用
）
に
よ
り

駆
動
源
を
確
保
し
中
央
制
御
室

か
ら
の
遠
隔
操
作
を
行
う
。
な
お
、
状
況
に
応
じ
て
放
射
線
防
護
具
を
着
用
し
、
線

量
計
を
携
帯
す
る
。
 

 
 

 
「
前
述
」
 

 
 

４
 
主

蒸
気
逃
が
し
弁
操
作
時
の
留
意
事
項
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
を
使
用
し
て

蒸
気
放
出
を
行
う
場
合
は
、

蒸
気
発
生
器
伝

熱
管

破
損
が
な
い
こ
と
を
確
認
後
実
施
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
は
放
射
線
モ
ニ
タ
等
で
確
認
す
る
が
、
全
交
流
動

力
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
は
、
放
射
線
モ
ニ
タ
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
蒸
気
発

生
器
水
位
及
び
圧
力
に
よ
り
、

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
の
徴
候
が
見
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
蒸

気
発
生
器
に
接
続
さ
れ
た
主

蒸
気
逃
が
し

弁
の
操
作
は
行
わ
な
い
。

 

 

 
 

「
前
述
」

 
 

 

 
○

 全
交
流
動
力
電
源
喪
失
お
よ
び
補
助
給
水

失
敗
時
の
留
意
事
項
 

全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
、補
助
給
水
系
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
機
能

が
回
復
し
な
い
場
合
は
、
高
圧
溶
融
物
放
出
お
よ
び
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
に

よ
る
格
納
容
器

破
損
を
防
止
す
る
た
め
加
圧
器
逃
が
し
弁
の
開
操
作
準
備
を
行
う
。

加
圧
器
逃
が
し

弁
の
開
操
作
準
備
の
手
順
は
、
表
－
３
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ

ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 

 
 
「
前
述
」
 

 
 

○
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
お
よ
び
補
助
給
水

失
敗
時
の
留
意
事
項

 

全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
、補
助
給
水
系
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
機
能

が
回
復
し
な
い
場
合
は
、
高
圧
溶
融
物
放
出
お
よ
び
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
に

よ
る
格
納
容
器

破
損
を
防
止
す
る
た
め
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
開
操
作
準
備
を
行
う
。

加
圧
器
逃
が
し

弁
の
開
操
作
準
備
の
手
順
は
、
表
－
３
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ

ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 
 

 
○

 タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ

駆
動
蒸
気
の
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
に
お
い
て
１
次
冷
却
系
の
減
温
、
減
圧
を
行
う
場
合
、

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

駆
動

蒸
気
確
保
の
た
め
主

蒸
気
逃
が
し

弁
お
よ
び

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
流
量
調
節
弁
前
弁
の
開
度
を
調
整
し
、１
次
冷
却
材
圧
力
が

１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
封
水
戻
り
ラ
イ
ン
逃
が
し

弁
吹
き
止
ま
り
圧
力
ま
で
低
下
す

れ
ば
、
そ
の
状
態
を
保
持
す
る
。
 

 

 
 

５
 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
駆
動

蒸
気
の
確
保

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
お
い
て
１
次
冷
却
系
の
減
温
、

減
圧
を
行
う
場

合
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
駆
動

蒸
気
確
保
の
た
め
主

蒸
気
逃
が
し

弁

及
び
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
出
口
流
量
設
定

弁
を
調
整
し
、
封
水
戻
り

ラ
イ
ン
逃
が
し

弁
吹
き
止
ま
り
を
考
慮
し
た
圧
力
に
て
保
持
す
る
。
 

 

 
 

○
 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

駆
動

蒸
気
の
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
に
お
い
て
１
次
冷
却
系
の

減
温
、

減
圧
を
行
う
場
合
、

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

駆
動

蒸
気
確
保
の
た
め
主

蒸
気
逃
が
し

弁
お
よ
び

補
助
給
水
流
量
制
御
弁
出
口

弁
の
開
度
を
調
整
し
、
１
次
冷
却
材
圧
力
が
冷
却
材

ポ

ン
プ
封
水
戻
り
ラ
イ
ン
安
全

弁
吹
き
止
ま
り
圧
力
ま
で
低
下
す
れ
ば
、そ
の
状
態
を

保
持
す
る
。
 

 

 
 

 
○

 作
業
性
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
軸
受
へ
の
給

油
は
、
現
場
に
お
い
て
専
用
工
具

（
油
供
給
用
）
を
用
い
て
単
純
な
操
作
で
給
油
で
き
る
。
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
起
動
弁
に
つ
い
て
も
手
動
ハ
ン
ド
ル
に
よ
り
容
易
に
操
作
で
き
る
。
タ
ー
ビ
ン

動
補
助
給
水
ポ
ン
プ

蒸
気
加
減

弁
は
、
現
場
に
お
い
て
専
用
工
具
（
蒸
気
加
減
弁
開

操
作
用
）
を
用
い
て

弁
を
押
し
上
げ
る
単
純
な
操
作
で
あ
り
容
易
に
操
作
で
き
る
。

専
用
工
具
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
操
作
が
で
き
る
よ
う
操
作
場
所
近
傍
に
配
備
す

る
。
 

 

 
 

６
 
作
業
性

 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

駆
動

蒸
気
入
口

弁
は
、
現
場
に
お
い
て
手
動

ハ
ン
ド
ル
に
よ
り
容
易
に
操
作
で
き
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
蒸
気

加
減

弁
は
、
専
用
の
工
具
を
用
い
て
弁
を
持
ち
上
げ
る
容
易
な
操
作
で
あ
る
。
使

用
す
る
工
具
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
作
業
場
所
近
傍
に

使
用
工
具
を
配
備
す
る
。
 

 

 
 

○
 
作
業
性
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

蒸
気
加
減

弁
は
、
現
場
に
お
い
て
専
用
工
具
を
用

い
て

弁
を
押
し
上
げ
る
単
純
な
操
作
で
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
起
動
弁
に

つ
い
て
も
手
動
ハ
ン
ド
ル
に
よ
り
容
易
に
操
作
で
き
る
。
専
用
工
具
に
つ
い
て
は
速

や
か
に
操
作
が
で
き
る
よ
う
操
作
場
所
近
傍
に
配
備
す
る
。
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
は
、
現
場
に
お
い
て
専
用
工
具
を
用
い
て
容
易
に
操
作
で
き

る
。
専
用
工
具
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
操
作
で
き
る
よ
う
操
作
場
所
近
傍
に
配
備
す

る
。

 

 

 
【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
は
、
軸
受
へ
の
給

油

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
作
業

性
に
つ
い
て
記
載
し
て
い

る
。
）
 

 

 
③
 
復
旧
に
係
る
手
順
等

 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
は
、
十
分
な
期
間
の
運
転
を
継
続

す
る
た
め
に
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
健
全
で
あ
れ
ば
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
等
に

よ
る
非
常
用
母
線
へ
の
給
電
を
確
認
し
起
動
す
る
。
 

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
起
動
後
は
、
長
期
的
な
冷
却
に
際
し
、
十
分
な
水
源
を
確
保
す

る
。
給
電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 
③

 
復

旧
に
係
る
手
順
等

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
、
大
容
量
空
冷

式
発
電
機
か
ら
非
常
用
高
圧
母
線
へ
給
電
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン

プ
を
起
動
さ
せ
、
十
分
な
期
間
、
運
転
を
継
続
さ
せ
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表
－
1
4「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照

 

 

 
 
③

 復
旧
に
係
る
手
順
等
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
は
、
十
分
な
期
間
の
運
転
を
継
続

す
る
た
め
に
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
健
全
で
あ
れ
ば
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
等
に

よ
る
非
常
用
母
線
へ
の
給
電
を
確
認
し
起
動
す
る
。
 

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
起
動
後
は
、
長
期
的
な
冷
却
に
際
し
、
十
分
な
水
源
を
確
保
す

る
。
給
電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。

 

 

 
 

参考①-472



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
④
 
監
視
お
よ
び
制
御
 

１
．
加
圧
器
水
位
お
よ
び
蒸
気
発
生
器
水
位
の
監
視
ま
た
は
推
定
 

当
直
課
長
は
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
１
次
冷
却
系
お
よ
び
２
次
冷
却
系
の

保
有
水
を
加
圧
器
水
位
計
お
よ
び

蒸
気
発
生
器
水
位
計
に
よ
り
監
視
す
る
。
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
計
測
機
器
が
機
能
喪
失
ま
た
は
計
測
範
囲
（
把
握
能
力
）
を
超

え
た
場
合
、
当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
の
値
を
推
定
す
る
。
 

加
圧
器
水
位
お
よ
び

蒸
気
発
生
器
水
位
の
監
視
ま
た
は
推
定
の
手
順
は
、
表
－
１

５
「
事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 
④

 
監
視
及
び
制
御

 

１
 
加
圧
器
水
位
及
び
蒸
気
発
生
器
水
位
の
監
視
又
は
推
定

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
１
次
冷
却
材
及
び

２
次
冷
却
材
の
保
有
水
量
を
加
圧
器
水
位
計
、

蒸
気
発
生
器
広
域
水
位
計
及
び

蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位
計
に
よ
り
監
視
す
る
。
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
計
測
機
器
が
故
障
又
は
計
測
範
囲
（
把
握
能
力
）
を
超
え
た

場
合
、
当
該

パ
ラ
メ
ー
タ
の
値
を
推
定
す
る
。
 

加
圧
器
水
位
計
及
び

蒸
気
発
生
器
広
域
水
位
計
又
は
蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位

計
の
監
視
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
の
手
順
は
、
表
－

15
「
事
故
時
の
計
装
に
関
す

る
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 
④

 監
視
お
よ
び
制
御
 

１
．
加
圧
器
水
位
お
よ
び
蒸
気
発
生
器
水
位
の
監
視
ま
た
は
推
定

 

当
直
課
長
は
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
１
次
冷
却
系
お
よ
び
２
次
冷
却
系
の

保
有
水
を
加
圧
器
水
位
計
お
よ
び
蒸
気
発
生
器
水
位
計
に
よ
り
監
視
す
る
。
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
計
測
機
器
が
機
能

喪
失
ま
た
は
計
測
範
囲
（
把
握
能
力
）
を
超

え
た
場
合
、
当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
の
値
を
推
定
す
る
。
 

加
圧
器
水
位
お
よ
び
蒸
気
発
生
器
水
位
の
監
視
ま
た
は
推
定
の
手
順
は
、
表
－
１

５
「
事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

 
２
．
補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
動
作
状
況
確
認
 

当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
の
た
め
に
起
動
し
た
補
助

給
水
ポ
ン
プ
の
動
作
状
況
を
補
助
給
水
流
量
計
、
復
水
ピ
ッ
ト
水
位
計
お
よ
び
蒸
気

発
生
器
水
位
計
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

  (
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

蒸
気
発
生
器
水
位
が
低
下
し
た
場
合
に
お
い
て
、
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
自
動

起
動
ま
た
は
手
動
に
よ
り
起
動
し
た
場
合
 

 

 
 

２
 
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
作
動
状
況
確
認

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
水
位
が
低
下
し
た
場
合
に
お
い
て
、

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
又
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
自
動
起
動
又
は

手
動
に
よ
り
起
動
し
た
場
合
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
又
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
の
作
動
状
況
を
補
助
給
水
流
量
計
、
復
水
タ
ン
ク
水
位
計
、
蒸
気
発

生
器
広
域
水
位
計
及
び

蒸
気
発
生
器
狭
域
水
位
計
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
又
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
自
動
起

動
又
は
手
動
に
よ
り
起
動
し
た
場
合
 

 

 
 

２
．
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
動
作
状
況
確
認

 

当
直
課
長
は
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
の
た
め
に
起
動
し
た
補
助

給
水

ポ
ン
プ
の
動
作
状
況
を
補
助
給
水
流
量
計
、
復
水
タ
ン
ク
水
位
計
お
よ
び
蒸
気

発
生
器
水
位
計
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

  (
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

蒸
気
発
生
器
水
位
が
低
下
し
た
場
合
に
お
い
て
、
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
自
動

起
動
ま
た
は
手
動
に
よ
り
起
動
し
た
場
合

 

 

 
 

 
３
．
加
圧
器
水
位
（
原
子
炉
水
位
）
の
制
御
 

当
直
課
長
は
、燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
等
を

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
等
に

よ
り
原
子
炉
へ
注
水
す
る
場
合
、
流
量
を
調
整
し
加
圧
器
水
位
を
制
御
す
る
。
 

 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
等
を

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
等
に
よ
り
原
子

炉
へ
注
水
し
、
加
圧
器
水
位
の
調
整
が
必
要
な
場
合
 

 

 
 

３
 
加
圧
器
水
位
（
原
子
炉
水
位
）
の
制
御
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
等
を
常
設
電
動
注
入
ポ

ン
プ
等
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
場
合
に
お
い
て
、
流
量
を
調
整
し
加
圧
器
水
位

を
制
御
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

加
圧
器
水
位
の
調
整
が
必
要
な
場
合
 

 

 
 

３
．
加
圧
器
水
位
（
原
子
炉
水
位
）
の
制
御

 

当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
等
を

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
等
に

よ
り
原
子
炉
へ
注
水
す
る
場
合
、
流
量
を
調
整
し
加
圧
器
水
位
を
制
御
す
る
。
 

 (
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
等
を

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
等
に
よ
り
原
子

炉
へ
注
水
し
、
加
圧
器
水
位
の
調
整
が
必
要
な
場
合
 

 

 
 

 
４
．
蒸
気
発
生
器
水
位
の
制
御
 

当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
う
場
合
、
補
助
給
水

流
量
を
調
整
し
、
蒸
気
発
生
器
水
位
を
制
御
す
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
水
位
の
調

整
が
必
要
な
場
合
 

 

 
 

４
 
蒸
気
発
生
器
水
位
の
制
御
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
を
行
う
場
合
に
お
い

て
、
補
助
給
水
流
量
を
調
整
し
、

蒸
気
発
生
器
水
位
を
制
御
す
る
。
 

 
(1
)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

蒸
気
発
生
器
水
位
の
調
整
が
必
要
な
場
合
 

 

 
 

４
．

蒸
気
発
生
器
水
位
の
制
御
 

当
直
課
長
は
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
う
場
合
、
補
助
給
水

流
量
を
調
整
し
、
蒸
気
発
生
器
水
位
を
制
御
す
る
。
 

 
(1
)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に
お
い
て
、

蒸
気
発
生
器
水
位
の
調

整
が
必
要
な
場
合

 

 

 
 

 
 

 
 
※
１
：
３
号
炉
に
つ
い
て
は
復
水
タ
ン
ク
、
４
号
炉
に
つ
い
て
は
復
水
ピ
ッ
ト
を
い
う
（
以

下
、
添
付
３
に
お
い
て
同
じ
）
。
 

 

 
 

 
 

 

  
 

参考①-473



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
３
 

 
 

表
－
３

 
 
 
表
－
３
 

 
 

 
操
作
手
順
 

３
．
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を

減
圧
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

３
．
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を

減
圧
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

３
．
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を

減
圧
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 

 
①
 
方
針
目
的
 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
に
お
い
て
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
が
有
す
る
発
電
用
原
子
炉
（
以
下
、「
原
子
炉
」
と
い
う
。
）
の
減
圧
機
能
が

喪
失
し
た

場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、
「
格
納
容
器
」

と
い
う
。
）
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
、
蒸

気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
、
蒸
気
放
出
）
に
よ
り
原
子
炉
を
減
圧
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

ま
た
、
炉
心
損
傷
時
に
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
が
高
圧
状
態
で
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
高
圧
溶
融
物
放
出
お
よ
び
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
に
よ
る
格
納
容
器
破
損

を
防
止
す
る
た
め
、
１
次
冷
却
系
を

減
圧
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

さ
ら
に
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ

発
生
時
に
お
い
て
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
、
１
次
冷
却
系
を
減
圧
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①

 
方
針
目
的

 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
に
お
い
て
、
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の

減
圧
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し

い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア

ン
ド
ブ
リ
ー
ド
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
、

蒸
気
放
出
）
に

よ
り
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を

減
圧
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

ま
た
、
炉
心
損
傷
時
に
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
が
高
圧
状
態
で
あ
る
場

合
に
お
い
て
、
高
圧
溶
融
物
放
出
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器

破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を

減

圧
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

さ
ら
に
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
又
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム

LO
CA
発

生
時
に
お
い
て
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
、
１
次
冷
却
系
統
を
減
圧

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
に
お
い
て
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
が
有
す
る
発
電
用
原
子
炉
（
以
下
、「
原
子
炉
」
と
い
う
。
）
の

減
圧
機
能
が

喪
失
し
た

場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、
「
格
納
容
器
」

と
い
う
。
）
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
、
蒸

気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
、
蒸
気
放
出
）
に
よ
り
原
子
炉
を
減
圧
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

ま
た
、
炉
心
損
傷
時
に
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
が
高
圧
状
態
で
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
高
圧
溶
融
物
放
出
お
よ
び
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
に
よ
る
格
納
容
器
破
損

を
防
止
す
る
た
め
、
１
次
冷
却
系
を

減
圧
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

さ
ら
に
、

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ

発
生
時
に
お
い
て
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
、
１
次
冷
却
系
を

減
圧
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
②
 
対
応
手
段
等
 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能
喪
失
時

 

１
．
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
 

当
直
課
長
は
、補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
機
能

の
喪

失
に
よ
っ
て
蒸
気
発
生
器
水
位
が
低
下
し
、
全
て
の

蒸
気
発
生
器
が
除
熱
を
期

待
で
き
な
い
水
位
に
な
り
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
用
い
た
１
次

冷
却
系
の
減
圧
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
を
用
い
た
１
次
冷
却
系

の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
り
１
次
冷
却
系
を
減
圧
す
る
。
燃
料
取
替
用
水

ピ
ッ
ト
水
を
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
り
原
子
炉
へ
注
水
し
、
原
子
炉
の
冷
却
を
確
保

し
て
か
ら
加
圧
器
逃
が
し
弁
を
開
操
作
す
る
。燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
お
よ
び

格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
を
確
認
し
、
再
循
環
切
替
水
位
に
な
れ
ば
中
央
制
御

室
で
再
循
環
運
転
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
回
復
し
た
場
合
は
、
蒸
気
発

生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
開
始
し
、
蓄
圧
タ
ン
ク
出
口
弁
を
閉
止
後
、
１
次

冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
停
止
す
る
。
そ
の
後
、
余
熱
除
去
系
が
健

全
で
あ
る
場
合
、
余
熱
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
操
作
に
よ
り
低
温
停
止
状
態

と
す
る
。
余
熱
除
去
系
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
多
様
性

拡

張
設
備
で
あ
る

ポ
ン
プ

車
に
よ
り
海
水
を
注
水
し

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー

ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
行
い
、
低
温
停
止
状
態
と
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
回
復
し
な
い
場
合
は
、
余
熱

除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
を
開
始
し
、
蓄
圧
タ
ン
ク
出
口
弁
を
閉
止
後
、
１
次

冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
停
止
す
る
。
そ
の
後
、
余
熱
除
去
系
に
よ

る
原
子
炉
の
冷
却
に
よ
り
低
温
停
止
状
態
と
す
る
。
余
熱
除
去
系
が
使
用
で
き
な
い

場
合
は
、
余
熱
除
去
系
ま
た
は
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が

使
用
可
能
と
な
る
ま
で
再

循
環
運
転
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ

リ
ー
ド
を
継
続
す
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
機
能
の
喪

失
に

よ
っ
て

蒸
気
発
生
器
水
位
が
低
下
し
、
全
て
の

蒸
気
発
生
器
が
除
熱
を
期
待
で

き
な
い
水
位
に
な
っ
た
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取

替
用
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

②
 
対
応
手
段
等
 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

 

１
 
１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
 

１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
の
手
順
は
、
表
－
２
「
原
子
炉
冷
却
材

圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時

 

１
．
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
 

当
直
課
長
は
、
補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
機
能

の
喪

失
に
よ
っ
て

蒸
気
発
生
器
水
位
が
低
下
し
、
全
て
の

蒸
気
発
生
器
が
除
熱
を
期

待
で
き
な
い
水
位
に
な
り
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
用
い
た
１
次

冷
却
系
の

減
圧
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
を
用
い
た
１
次
冷
却
系

の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
り
１
次
冷
却
系
を

減
圧
す
る
。
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
水
を
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
り
原
子
炉
へ
注
水
し
、
原
子
炉
の
冷

却
を
確
保
し
て
か
ら
加
圧
器
逃
が
し

弁
を
開
操
作
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水

位
お
よ
び
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
を
確
認
し
、
再

循
環
切
替
可
能
水
位
と
な

れ
ば
中
央
制
御
室
で
再

循
環
運
転
に
切
り
替
え
る
。
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
回
復
し
た
場
合
は
、

蒸
気
発

生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
開
始
し
、
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
出
口
電
動

弁
を

閉
止

後
、
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
停
止
す
る
。
そ
の
後
、
余
熱
除

去
系
が
健
全
で
あ
る
場
合
、
余
熱
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
操
作
に
よ
り
低
温

停
止
状
態
と
す
る
。
余
熱
除
去
系
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
消
防

ポ
ン
プ
に
よ
り
海
水
を
注
水
し

蒸
気
発
生
器
２
次
側

の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
行
い
、
低
温
停
止
状
態
と
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
回
復
し
な
い
場
合
は
、
余
熱

除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
を
開
始
し
、
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
出
口
電
動

弁
を

閉
止

後
、
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
停
止
す
る
。
そ
の
後
、
余
熱
除

去
系
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
に
よ
り
低
温
停
止
状
態
と
す
る
。

余
熱
除
去
系
が
使
用

で
き
な
い
場
合
は
、
余
熱
除
去
系
ま
た
は
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
原
子
炉
の
冷

却
機
能
が
使
用
可
能
と
な
る
ま
で
再

循
環
運
転
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア

ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
継
続
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
機
能
の

喪
失
に

よ
っ
て
蒸
気
発
生
器
水
位
が
低
下
し
、
全
て
の
蒸
気
発
生
器
が
除
熱
を
期
待
で

き
な
い
水
位
に
な
っ
た
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
記
載
事
項
に
つ

い
て
、
表
－
２
「
原
子
炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧

時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た

め
の
手
順
等
」
と
同
様
で
あ

る
た
め
、
詳
細
は
記
載
し
て

い
な
い
。
）
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
か
ら
再
循
環
サ
ン
プ

へ
の
切
替
は
手
動
対
応
を
記

載
し
て
い
る
。）

 

 
２
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）

 

(
1)
 
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水
 

当
直
課
長
は
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

減
圧
機
能
が

喪
失

し
た
場
合
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に
よ
り

1
次
冷
却
系
の

減

圧
を
行
う
た
め
、
補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
自
動
起
動
を
確
認
し
、
復
水
ピ
ッ
ト
水

が
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
の
時
、
補
助
給
水

 
 

２
 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）

 

(
1
)
 
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
又
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発

生
器
へ
の
注
水
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
る
原
子
炉
冷
却
材
圧
力

バ
ウ
ン
ダ
リ
の

減
圧
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
に
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る

炉
心
冷
却
に
よ
り
、
１
次
冷
却
系
統
の
減
圧
を
行
う
た
め
、
補
助
給
水

ポ
ン
プ

の
自
動
起
動
を
確
認
し
、
復
水
タ
ン
ク
水
が
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い
る

 
 

２
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

(
1)
 
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水

 

当
直
課
長
は
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

減
圧
機
能
が

喪
失

し
た
場
合
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に
よ
り

1
次
冷
却
系
の

減

圧
を
行
う
た
め
、
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
自
動
起
動
を
確
認
し
、
復
水
タ
ン
ク
水

が
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
の
時
、
補
助
給
水

 
 

参考①-474



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

ポ
ン
プ
が
運
転
し
て
い
な
け
れ
ば
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に

よ
る
１
次
冷
却
系
の

減
圧
の
た
め
、
中
央
制
御
室
か
ら
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起

動
し

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

減
圧
機
能
の

喪
失
を
１
次
冷

却
材
圧
力
等
に
よ
り
確
認
し
た
場
合
に
、
全
て
の
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
運
転

で
き
ず
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
場
合
。
ま
た
、
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
復
水
ピ
ッ

ト
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
の
時
、
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
運
転
し
て
い
な
け
れ
ば
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
用
い
た
１
次
冷
却
材
の

減
圧
の
た

め
、
中
央
制
御
室
か
ら
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
又
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
を
起
動
し

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

ア
 手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
の

減
圧
機
能

喪
失
を
１
次
冷
却
材
圧

力
に
よ
り
確
認
し
た
場
合
に
お
い
て
、
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発
生

器
へ
の
注
水
を
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
で
、
蒸
気
発

生
器
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い

る
場
合

 

ポ
ン
プ
が
運
転
し
て
い
な
け
れ
ば
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に

よ
る
１
次
冷
却
系
の

減
圧
の
た
め
、
中
央
制
御
室
か
ら
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起

動
し
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

減
圧
機
能
の

喪
失
を
１
次
冷

却
材
圧
力
等
に
よ
り
確
認
し
た
場
合
に
、
全
て
の
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
運
転

で
き
ず
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
場
合
。
ま
た
、
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
復
水
タ
ン

ク
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 
 

 
 

 
 
 

(
2)
 
送
水

車
を
用
い
た
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

 へ
の
直
接
供
給
に
よ
る

蒸

気
発
生
器
へ
の
注
水

 

当
直
課
長
は
、
復
水
タ
ン
ク
お
よ
び

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
２
次
系
純
水

タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
で
か
つ
、
海
水
ポ
ン
プ
を
用
い
た
補
助
給
水

ポ

ン
プ
へ
の
直
接
供
給
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
で
き
な
い
場
合
に
蒸
気

発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
う
た
め
、

送
水

車
を
用
い
て
タ
ー
ビ
ン

動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
へ
海
水
を
直
接
供
給
し
、

蒸
気
発
生
器
に
注
水
す
る
。
 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、

送
水

車
を
用
い

た
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
へ
の
海
水
供
給
を
記
載

し
て
い
る
。）

 

 
 

 
 

 
 
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
が
必
要
な
場
合
に
お
い

て
、
復
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

 
３
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
 

(
1)
 主

蒸
気
逃
が
し

弁
に
よ
る

蒸
気
放
出

 

当
直
課
長
は
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

減
圧
機
能
が

喪
失

し
た
場
合
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
お
よ
び
主

蒸
気
逃
が
し
弁
の
開
を
確
認
し
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
減
圧
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
主

蒸
気
逃
が
し
弁
が
開
い
て
い
な
け
れ
ば
中
央
制

御
室
に
て
開
操
作
す
る
。

 

  ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

減
圧
機
能
の

喪
失
を
１
次
冷

却
材
圧
力
等
に
よ
り
確
認
し
た
場
合
に
、
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り
、
蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

３
 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）

 

(
1)
 
主

蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る

蒸
気
放
出
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ
る
原
子
炉
冷
却
材
圧
力

バ
ウ
ン
ダ
リ
の

減
圧
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
及
び
主

蒸
気
逃
が
し
弁
の
開
を
確
認
し
、
２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
に
よ
る
１
次
冷
却

材
の
冷
却
を
用
い
た
１
次
冷
却
系
の

減
圧
が
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
が
開
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
中
央
制
御
室
に
て
開
操
作

す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
の

減
圧
機
能

喪
失
を
１
次
冷
却
材
圧

力
に
よ
り
確
認
し
、
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
の
減
圧
が
必
要
な

場
合
に
お
い
て
、

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
補
助
給
水
流

量
等
に
よ
り
確
認
で
き
た
場
合
 

 

 
 

３
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）

 

(
1)
 
主
蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る
蒸
気
放
出
 

当
直
課
長
は
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

減
圧
機
能
が

喪
失

し
た
場
合
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
お
よ
び
主

蒸
気
逃
が
し

弁
の
開
を
確
認
し
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の

減
圧
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
主

蒸
気
逃
が
し

弁
が
開
い
て
い
な
け
れ
ば
中
央
制

御
室
に
て
開
操
作
す
る
。
 

  ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

減
圧
機
能
の

喪
失
を
１
次
冷

却
材
圧
力
等
に
よ
り
確
認
し
た
場
合
に
、
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り
、
蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 優
先
順
位
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
用
い
た
１
次
冷
却
系
の

減
圧
を
優
先

し
、
蒸
気
発
生
器
の
除
熱
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
原

子
炉
へ
の
注
水
と
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
開
操
作
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド

ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
行
う
。
 

補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
優
先
順
位
は
、
外
部
電
源
ま
た
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
健

全
で
あ
れ
ば
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
優
先
し
、
代
替
電
源
か
ら
の
給
電
時
は
燃
料

消
費
量
削
減
の
観
点
か
ら
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
優
先
し
て
使
用
す
る
。 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
優
先
順
位
は
、
外
部
電
源
又
は
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
健

全
で
あ
れ
ば
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
優
先
し
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
の

給
電
時
は
燃
料
消
費
量
及
び
燃
料
補
給
の
観
点
か
ら
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
を
優
先
し
て
使
用
す
る
。
 

２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
機
能
に
よ
る
１
次
冷
却
材
の
冷
却
を
用
い
た
１
次

冷
却
系
統
の

減
圧
を
優
先
し
て
実
施
し
、
２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
機
能
が
回
復

し
な
い
場
合
は
、
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
へ
の
注
入
と
加
圧
器
逃
が
し
弁

の
開
操
作
に
よ
る
１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
行
う
。
 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 
優
先
順
位

 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
用
い
た
１
次
冷
却
系
の

減
圧
を
優
先

し
、
蒸
気
発
生
器
の
除
熱
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ

に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
と
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
開
操
作
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
行
う
。

 

補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
優
先
順
位
は
、
外
部
電
源
ま
た
は
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
健

全
で
あ
れ
ば
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
優
先
し
、
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電

時
は
燃
料
消
費
量
削

減
の
観
点
か
ら
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
優
先
し
て

使
用
す
る
。
 

 
 

 
○

 主
蒸
気
逃
が
し
弁
操
作
時
の
留
意
事
項
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る
蒸
気
放
出
を
行
う
場
合
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
の
破
損

が
な
い
こ
と
を
確
認
後
実
施
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
は
放
射
線
モ
ニ
タ
等
で
確
認
す
る
が
、
全
交
流
動
力
電

源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
放
射
線
モ
ニ
タ
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
蒸
気
発
生
器
水

位
お
よ
び
圧
力
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
の
破
損
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該
蒸
気
発
生
器
に
接

続
さ
れ
た
主
蒸
気
逃
が
し
弁
の
操
作
は
行
わ
な
い
。
 

 

 
 

２
 
主

蒸
気
逃
が
し
弁
操
作
時
の
留
意
事
項
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
操
作
時
の
留
意
事
項
は
、
表
－
２
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ

ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

○
 
主
蒸
気
逃
が
し
弁
操
作
時
の

留
意
事
項
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
に
よ
る

蒸
気
放
出
を
行
う
場
合
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
の

破
損

が
な
い
こ
と
を
確
認
後
実
施
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
は
放
射
線
モ
ニ
タ
等
で
確
認
す
る
が
、
全
交
流
動
力
電

源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
放
射
線
モ
ニ
タ
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
蒸
気
発
生
器
水

位
お
よ
び
圧
力
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
の

破
損
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該
蒸
気
発
生
器
に
接

続
さ
れ
た
主

蒸
気
逃
が
し
弁
の
操
作
は
行
わ
な
い
。
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表

-2
「
原
子
炉

冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高

圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る

た
め
の
手
順
等
」
と
同
様
で

あ
る
た
め
詳
細
は
記
載
し
て

い
な
い
。
）

 

参考①-475



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
○

 １
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
の
判
断
基
準
に
つ
い
て

 

蒸
気
発
生
器
広
域
水
位
計
は
常
温
、
常
圧
の
状
態
に
お
け
る
水
位
を
指
示
す
る
よ

う
に
校
正
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
高
温
状
態
に
お
い
て
は
、
実
水
位
と
異
な
る

指
示
値
を
示
す
。
 

１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
開
始
す
る
、
全
て
の

蒸
気
発
生
器

の
除
熱
を
期
待
で
き
な
い
水
位
と
は
、上
記
校
正
誤
差
に
余

裕
を
持
た
せ
た
水
位
と

す
る
。
 

 

 
 

３
 
１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
 

１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
の
判
断
基
準
は
、
表
－
２
「
原
子
炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

○
 
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
 

蒸
気
発
生
器
広
域
水
位
計
は
、
常
温
、
常
圧
の
状
態
に
お
け
る
水
位
を
指
示
す
る

よ
う
に
校
正
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
高
温
状
態
に
お
い
て
は
、
実
水
位
と
異
な

る
指
示
値
を
示
す
。
 

１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
開
始
す
る
、
全
て
の

蒸
気
発
生
器

の
除
熱
を
期
待
で
き
な
い
水
位
と
は
、
上
記
の
校
正
誤
差
に
余

裕
を
持
た
せ
た
水
位

と
す
る
。
 

 

 
 

 
サ
ポ
ー
ト
系
機
能
喪

失
時

 

１
．
補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
機
能
回
復
（
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
））
 

(
1)
 タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
（
現
場
手
動
操
作
）
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
起
動
弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン

プ
の
機
能
回
復
 

当
直
課
長
は
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
非
常
用

油
ポ
ン
プ
の
機
能
が

喪
失
し
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
必

要
な
場
合
、
現
場
で
専
用
工
具
（

油
供
給
用
）
を
用
い
て
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
軸
受
へ
給
油
し
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
起
動
弁
の
開
操
作
お

よ
び
専
用
工
具
（
蒸
気
加
減
弁
操
作
用
）
を
用
い
て
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
蒸
気
加

減
弁
を
押
し
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン

プ
を
起
動
し
、
復
水
ピ
ッ
ト
水
を
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
か
ら

Ｎ
ｏ
．
３
淡
水
タ
ン

ク
へ
の
切
り
替
え
ま
た
は
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
に
よ
り
水
源
を
確
保
し
、
再

循
環
運
転
、

余
熱
除
去
系
ま
た
は
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ

る
ポ
ン
プ
車
を
用
い
た

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に

よ
る
原
子
炉
の
冷
却
が
可
能
と
な
る
ま
で
の
期
間
、
運
転
を
継
続
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

常
設
直
流
電
源

喪
失
時
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
起
動
が
で
き

な
い
場
合
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
補
助
給
水
流
量
等
に
て
確

認
で
き
な
い
場
合
に
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発
生
器

へ
の
注
水
が
必
要
で
復
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 
 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

 

１
 
ポ
ン
プ
の
機
能
回
復

 

手
動
に
よ
る
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
機
能
回
復
の
手
順
は
、
表
－
２

「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手

順
等
」
参
照

 

 

 
 
サ
ポ
ー
ト
系
機
能

喪
失
時

 

１
．
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
機
能
回
復
（
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
） 

(
1)
 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
（
現
場
手
動
操
作
）
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
起
動

弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン

プ
の
機
能
回
復
 

当
直
課
長
は
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
非
常
用

油
ポ
ン
プ
の
機
能
が

喪
失
し
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
必

要
な
場
合
、
現
場
で
専
用
工
具
を
使
用
し
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

蒸

気
加
減

弁
を
押
し
上
げ
る
こ
と
お
よ
び
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
起
動

弁

を
開
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
復

水
タ
ン
ク
水
を
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

な
お
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
は
、
復
水
タ
ン
ク
か
ら
２
次
系
純
水

タ
ン
ク
へ
の
切
替
え
ま
た
は
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
に
よ
り
水
源
を
確
保
し
、

再
循
環
運
転
、

余
熱
除
去
系
ま
た
は
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
多
様
性

拡
張
設
備
で

あ
る
消
防

ポ
ン
プ
を
用
い
た

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー

ド
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
が
可
能
と
な
る
ま
で
の
期
間
、
運
転
を
継
続
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

常
設
直
流
電
源
系
統

喪
失
時
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
起
動
が

で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
補
助
給
水
流
量
等
に

て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発

生
器
へ
の
注
水
が
必
要
で
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
     【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
は
、
軸
受
へ
給
油
後

ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
手
順
と

し
て
い
る
。）

 

 
 

 
 

 
 
 

(
2)
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
る
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
機
能
回

復
（
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
補
助

油
ポ
ン
プ
へ
の
給
電
）

 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
常
設
直
流
電
源
系

統
が
健
全
で
あ
れ
ば
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
に
よ
り
タ
ー
ビ

ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
補
助

油
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
を
起
動
す
る
。
 

な
お
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
は
、
復
水
タ
ン
ク
か
ら
２
次
系
純
水

タ
ン
ク
へ
の
切
り
替
え
ま
た
は
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
に
よ
り
水
源
を
確
保

し
、
再

循
環
運
転
、

余
熱
除
去
系
ま
た
は
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設

備
で
あ
る
消
防

ポ
ン
プ
を
用
い
た
蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ

リ
ー
ド
に
よ
る
炉
心
冷
却
が
可
能
と
な
る
ま
で
の
期
間
、
運
転
を
継
続
す
る
。
 

ａ
．

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
補
助
給
水

流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ

る
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
必
要
で
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て

い
る
場
合

 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
。
タ
ー
ビ
ン
動
補

助
給
水

ポ
ン
プ
補
助

油
ポ
ン

プ
の
電
源
は
、
交
流
電
源
を

使
用
し
て
い
る
た
め
手
順
を

記
載
し
て
い
る
。）

 

 
(
2)
 空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
る
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
機
能
回
復
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
、
空
冷
式
非
常
用
発
電

装
置
に
よ
り
非
常
用
母
線
を
回
復
さ
せ
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
起
動
し
、

復
水
ピ
ッ
ト
水
を
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

な
お
、
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
か
ら

Ｎ
ｏ
．
３
淡
水
タ
ン

ク
へ
の
切
り
替
え
ま
た
は
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
に
よ
り
水
源
を
確
保
し
、
再

循
環
運
転
、

余
熱
除
去
系
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ

リ
ー
ド
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
が
可
能
と
な
る
ま
で
の
期
間
、
運
転
を
継
続
す

る
。
 

 
 

 
 
 

(
3)
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
る
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
機
能
回
復

 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
、
空
冷
式
非
常
用
発
電

装
置
に
よ
り
非
常
用
母
線
を
回
復
さ
せ
、
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
起
動
し
、

復
水
タ
ン
ク
水
を

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

な
お
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
は
、
復
水
タ
ン
ク
か
ら
２
次
系
純
水
タ
ン
ク

へ
の
切
替
え
ま
た
は
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
に
よ
り
水
源
を
確
保
し
、
再
循
環

運
転
、

余
熱
除
去
系
ま
た
は

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー

ド
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
が
可
能
と
な
る
ま
で
の
期
間
、
運
転
を
継
続
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

 
 

参考①-476



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
非
常
用
母
線
が
回
復
し
、
タ
ー
ビ
ン
動

補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
起
動
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
へ
の

注
水
が
補
助
給
水
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
電
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
必
要
で
復
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
確

保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
非
常
用
母
線
が
回
復
し
、
タ
ー
ビ
ン
動

補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
起
動
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
へ
の

注
水
が
補
助
給
水
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
電
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
必
要
で
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確

保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
２
．
主

蒸
気
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復
（
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気

放
出
）
）
 

(
1)
 主

蒸
気
逃
が
し

弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復
 

当
直
課
長
は
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
の
駆
動
源
が
喪

失
し
た
場
合
、

蒸
気
発
生

器
へ
の
注
水
を
確
認
し
現
場
で
手
動
に
よ
り
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
操
作
す
る

こ
と
で
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の

減
圧

を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
の

駆
動
源
が

喪
失
し
、
中
央
制
御
室
か
ら
の
開
操
作
が

で
き
な
い
こ
と
を
主
蒸
気
圧
力
等
に
て
確
認
し
た
場
合
に
、
補
助
給
水
流
量

等
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

２
 
弁
の
機
能
回
復
 

(
1)
 
現
場
手
動
操
作
に
よ
る
主

蒸
気
逃
が
し

弁
の
機
能
回
復
 

手
動
に
よ
る
主

蒸
気
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復
の
手
順
は
、
表
－
２
「
原
子
炉

冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参

照
 

 

 
 

２
．
主
蒸
気
逃
が
し

弁
の
機
能
回
復
（
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気

放
出
）
）
 

(
1)
 
主
蒸
気
逃
が
し
弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る
主

蒸
気
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復

 

当
直
課
長
は
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
の

駆
動
源
が

喪
失
し
た
場
合
、

蒸
気
発
生

器
へ
の
注
水
を
確
認
し
現
場
で
手
動
に
よ
り
主
蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
操
作
す
る

こ
と
で
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の
減
圧

を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
の

駆
動
源
が

喪
失
し
、
中
央
制
御
室
か
ら
の
開
操
作
が

で
き
な
い
こ
と
を
蒸
気
発
生
器
圧
力
等
に
て
確
認
し
た
場
合
に
、
補
助
給
水

流
量
等
に
よ
り

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 
  【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表

-2
「
原
子
炉

冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高

圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る

た
め
の
手
順
等
」
と
同
様
で

あ
る
た
め
詳
細
は
記
載
し
て

い
な
い
。
）

 

 
３
．
加
圧
器
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復
 

(
1)
 窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し
弁
の
機
能

回
復
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の

機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
か
ら
空

気
配
管
に
窒
素
を
供
給
し
、
中
央
制
御
室
か
ら
加
圧
器
逃
が
し

弁
を
開
操
作
し
、

１
次
冷
却
系
の

減
圧
を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
材
圧
力
等
に
よ
り
加
圧

器
逃
が
し
弁
を
中
央
制
御
室
か
ら
遠
隔
で
操
作
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
 

 

 
 

(
2)
 
窒
素
ボ
ン
ベ
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
制
御
用
空
気

喪
失
時
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が

し
弁
の
開
操
作
が
必
要
で
あ
る
場
合
、
窒
素
ボ
ン
ベ
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し
弁

の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
窒
素
ボ
ン
ベ
（
加
圧
器
逃
が
し

弁
用
）
を
空
気

配
管
に
接
続
し
、
中
央
制
御
室
か
ら
の
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
開
操
作
に
よ
る
１

次
冷
却
系
統
の

減
圧
を
行
う
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

制
御
用
空
気

喪
失
時
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
材
圧
力
に
よ
り
加
圧
器
逃
が

し
弁
の
開
操
作
が
必
要
で
あ
る
場
合
 

 

 
 

３
．
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
機
能
回
復

 

(
1)
 
窒
素
ボ
ン
ベ
（
加
圧
器
逃
が
し
弁
作
動
用
）
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
機
能

回
復
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の

機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
窒
素
ボ
ン
ベ
（
加
圧
器
逃
が
し

弁
作
動
用
）
か
ら
空

気
配
管
に
窒
素
を
供
給
し
、
中
央
制
御
室
か
ら
加
圧
器
逃
が
し
弁
を
開
操
作
し
、

１
次
冷
却
系
の
減
圧
を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
材
圧
力
等
に
よ
り
加
圧

器
逃
が
し
弁
を
中
央
制
御
室
か
ら
遠
隔
で
操
作
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

 

 

 
 

 
(
2)
 可
搬
式
空
気
圧

縮
機
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し

弁

の
機
能
回
復
 

当
直
課
長
は
、
窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
に
よ
る
加
圧
器

逃
が
し

弁
の
機
能
回
復
が
不
能
時
は
、
可
搬
式
空
気
圧
縮
機
（
代
替
制
御
用
空

気
供
給
用
）
を
空
気
配
管
に
接
続
し
、
中
央
制
御
室
か
ら
の
操
作
に
よ
る
１
次

冷
却
系
の
減
圧
を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し
弁
の

機
能
回
復
が
で
き
な
い
場
合
に
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
を
中
央
か
ら
遠
隔
で
操

作
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
 

 

 
 

 
 
 

(
2)
 
可
搬
式
空
気
圧
縮
機
（
加
圧
器
逃
が
し

弁
作
動
用
）
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し

弁

の
機
能
回
復

 

当
直
課
長
は
、
窒
素
ボ
ン
ベ
（
加
圧
器
逃
が
し
弁
作
動
用
）
に
よ
る
加
圧
器

逃
が
し
弁
の
機
能
回
復
が
不
能
時
は
、
可
搬
式
空
気
圧

縮
機
（
加
圧
器
逃
が
し

弁
作
動
用
）
を
空
気
配
管
に
接
続
し
、
中
央
制
御
室
か
ら
の
操
作
に
よ
る
１
次

冷
却
系
の
減
圧
を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
加
圧
器
逃
が
し

弁
作
動
用
）
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し

弁
の

機
能
回
復
が
で
き
な
い
場
合
に
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
を
中
央
制
御
室
か
ら
遠

隔
で
操
作
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
設
備
の
違
い
に
よ

り
、
手
順
の
設
定
な
し
。
）
 

 
(
3)
 可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃
が
し

弁
用
）
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し
弁
の
機
能

回
復
 

当
直
課
長
は
、
常
設
直
流
電
源

喪
失
時
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
開

操
作
が
必
要
で
あ
る
場
合
は
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、

可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃
が
し
弁
用
）
に
よ
り
直
流
電
源
を
供
給
し
、
中
央

制
御
室
か
ら
の
操
作
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の
減
圧
を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

常
設
直
流
電
源

喪
失
時
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
材
圧
力
等
に
よ
り
加
圧
器

逃
が
し
弁
を
中
央
制
御
室
か
ら
開
操
作
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
 

 

 
 

(
3)
 
可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
常
設
直
流
電
源
系
統
が

喪
失
し
た
場
合
に
お
い

て
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
の
開
操
作
が
必
要
で
あ
る
場
合
、
可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
に

よ
る
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
機
能
回
復
を
行
う
。
可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃

が
し

弁
用
）
に
よ
り
直
流
電
源
を
給
電
す
る
こ
と
で
加
圧
器
逃
が
し

弁
を
開
操

作
し
、
１
次
冷
却
系
統
を

減
圧
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

直
流
母
線
の
給
電
を
非
常
用
直
流
母
線
の
電
圧
に
よ
り
確
認
で
き
な
い

場
合
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
材
圧
力
に
よ
り
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
開
操
作

が
必
要
で
あ
る
場
合

 

 
 

(
3)
 
可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃
が
し

弁
用
）
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
機
能

回
復

 

当
直
課
長
は
、
常
設
直
流
電
源

喪
失
時
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
開

操
作
が
必
要
で
あ
る
場
合
は
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、

可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃
が
し

弁
用
）
に
よ
り
直
流
電
源
を
供
給
し
、
中
央

制
御
室
か
ら
の
操
作
に
よ
る
１
次
冷
却
系
の

減
圧
を
行
う
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

常
設
直
流
電
源
喪

失
時
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
材
圧
力
等
に
よ
り
加
圧
器

逃
が
し
弁
を
中
央
制
御
室
か
ら
開
操
作
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

 

 

 

 
 

 
(
4)
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
お
よ
び
可
搬
式
整
流
器
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し

弁

の
機
能
回
復

 

当
直
課
長
は
、
常
設
蓄
電
池
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
ま
た
は

24
時
間
以
内
に

交
流
動
力
電
源
が
復

旧
す
る
見
込
み
が
な
い
場
合
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装

 
 

 
 
 

(
4)
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
お
よ
び
可
搬
式
整
流
器
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し

弁

の
機
能
回
復
 

当
直
課
長
は
、
常
設
蓄
電
池
が
機
能

喪
失
し
た
場
合
ま
た
は
２
４
時
間
以
内

に
交
流
動
力
電
源
が
復

旧
す
る
見
込
み
が
な
い
場
合
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
設
備
の
違
い
に
よ
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

置
お
よ
び
可
搬
式
整
流
器
に
よ
り
直
流
電
源
を
供
給
し
、
中
央
制
御
室
か
ら
開

操
作
し
、
１
次
冷
却
系
の
減
圧
を
行
う
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
に
、
常
設
蓄
電
池
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
ま
た

は
2
4
時
間
以
内
に
交
流
動
力
電
源
が
復

旧
す
る
見
込
み
が
な
い
場
合
で
、

か
つ
加
圧
器
逃
が
し

弁
を
中
央
制
御
室
か
ら
開
操
作
す
る
必
要
が
あ
る
場

合
 

 

装
置
お
よ
び
可
搬
式
整
流
器
に
よ
り
直
流
電
源
を
供
給
し
、
中
央
制
御
室
か
ら

開
操
作
し
、
１
次
冷
却
系
の

減
圧
を
行
う
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
、
常
設
蓄
電
池
が
機
能

喪
失
し
た
場
合
ま
た

は
２
４
時
間
以
内
に
交
流
動
力
電
源
が
復
旧
す
る
見
込
み
が
な
い
場
合
で
、

か
つ
加
圧
器
逃
が
し

弁
を
中
央
制
御
室
か
ら
開
操
作
す
る
必
要
が
あ
る
場

合
 

 

り
、
手
順
の
設
定
な
し
。
）
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 優
先
順
位
 

補
助
給
水
の
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
主
蒸
気
逃
が
し

弁
を
現
場
に
て
手
動
に
よ
り

開
操
作
す
る
。
補
助
給
水
の
機
能
が
回
復
し
て
い
な
い
場
合
に
、
主
蒸
気
逃
が
し

弁

の
開
操
作
に
よ
る

蒸
気
放
出
を
実
施
す
る
と

蒸
気
発
生
器
の
保
有
水
の

減
少
が

早

ま
る
た
め
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
起
動
操
作
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
へ
の

注
水
を
優
先
し
て
実
施
す
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
又
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
機
能
が
回
復

す
れ
ば
、
主

蒸
気
逃
が
し
弁
を
現
場
で
の
手
動
に
よ
る
開
操
作
を
行
う
。
補
助
給

水
ポ
ン
プ
の
機
能
が
回
復
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
主
蒸
気
逃
が
し
弁
の
開

操
作
に
よ
る

蒸
気
放
出
を
実
施
す
る
と

蒸
気
発
生
器
の
保
有
水
量
の

減
少
が

早

ま
る
た
め
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
又
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
起
動

操
作
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
を
優
先
し
て
実
施
す
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 
優
先
順
位

 

補
助
給
水
の
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
現
場
に
て
手
動
に
よ
り

開
操
作
す
る
。
補
助
給
水
の
機
能
が
回
復
し
て
い
な
い
場
合
に
、
主
蒸
気
逃
が
し

弁

の
開
操
作
に
よ
る

蒸
気
放
出
を
実
施
す
る
と

蒸
気
発
生
器
の
保
有
水
の

減
少
が

早

ま
る
た
め
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
起
動
操
作
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
へ
の

注
水
を
優
先
し
て
実
施
す
る
。
 

 

 
 

 
○

 全
交
流
動
力
電
源
喪
失
お
よ
び
補
助
給
水

失
敗
時
の
留
意
事
項
 

全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
、補
助
給
水
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
機
能
が

回
復
し
な
い
場
合
、
高
圧
溶
融
物
放
出
お
よ
び
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
に
よ
る

格
納
容
器
破
損
を
防
止
す
る
た
め
加
圧
器
逃
が
し
弁
の
開
操
作
準
備
を
行
う
。

 

 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

○
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
お
よ
び
補
助
給
水

失
敗
時
の
留
意
事
項

 

全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
、補
助
給
水
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
機
能
が

回
復
し
な
い
場
合
、
高
圧
溶
融
物
放
出
お
よ
び
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
に
よ
る

格
納
容
器
破
損
を
防
止
す
る
た
め
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
開
操
作
準
備
を
行
う
。
 

 

 
 

 
○

 主
蒸
気
逃
が
し
弁
操
作
時
の
留
意
事
項
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る
蒸
気
放
出
を
行
う
場
合
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
の
破
損

が
な
い
こ
と
を
確
認
後
実
施
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
は
放
射
線
モ
ニ
タ
等
で
確
認
す
る
が
、
全
交
流
動
力
電

源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
放
射
線
モ
ニ
タ
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
蒸
気
発
生
器
水

位
お
よ
び
圧
力
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
の
破
損
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該
蒸
気
発
生
器
に
接

続
さ
れ
た
主
蒸
気
逃
が
し
弁
の
操
作
は
行
わ
な
い
。
 

 

 
 

２
 
主

蒸
気
逃
が
し
弁
現
場
操
作
時
の
環
境
条

件
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
現
場
操
作
時
の
環
境
条

件
は
、
表
－
２
「
原
子
炉
冷
却
材
圧

力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

○
 
主
蒸
気
逃
が
し
弁
操
作
時
の

留
意
事
項
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
に
よ
る

蒸
気
放
出
を
行
う
場
合
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
の

破
損

が
な
い
こ
と
を
確
認
後
実
施
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
は
放
射
線
モ
ニ
タ
等
で
確
認
す
る
が
、
全
交
流
動
力
電

源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
放
射
線
モ
ニ
タ
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
蒸
気
発
生
器
水

位
お
よ
び
圧
力
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
の

破
損
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該
蒸
気
発
生
器
に
接

続
さ
れ
た
主

蒸
気
逃
が
し
弁
の
操
作
は
行
わ
な
い
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表

-2
「
原
子
炉

冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高

圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る

た
め
の
手
順
等
」
と
同
様
で

あ
る
た
め
詳
細
は
記
載
し
て

い
な
い
。
）
 

 
「
前
述
」
 

 
 

３
 
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
及
び
補
助
給
水
失
敗
時
の

留
意
事
項
 

全
交
流
動
力
電
源
の

喪
失
が
継
続
し
、
補
助
給
水
系
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の

注
水
機
能
が
回
復
し
な
い
場
合
は
、
高
圧
溶
融
物
放
出
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
雰

囲
気
直
接
加
熱
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器

破
損
を
防
止
す
る
た
め
加
圧
器
逃
が

し
弁
の
開
操
作
準
備
を
行
う
。
 

 

 
 

「
前
述
」

 
 
 

 
○

 環
境
条
件
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
ま
た
は
主
蒸
気
、
主
給
水
配
管

破
断
等
に
よ
り
現
場
の

環
境
が
悪
化
し
た
場
合
に
お
い
て
、
現
場
で
の
主
蒸
気
逃
が
し
弁
操
作
を
行
う
必
要

が
あ
る
場
合
、
初
動
対
応
と
し
て
は
現
場
に
て
確
実
に
主
蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
操
作

し
、
以
降
は
運
転
員
等
の
負
担
軽

減
を
図
る
と
と
も
に
現
場
の
環
境
が
悪
化
し
た
場

合
で
も
対
応
が
可
能
と
な
る
た
め
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る

窒
素
ボ
ン
ベ
（
主
蒸
気
逃
が
し
弁
作
動
用
）
に
よ
り
駆
動
源
を
確
保
し
中
央
制
御
室

か
ら
遠
隔
操
作
を
行
う
。
な
お
、
状
況
に
応
じ
て
放
射
線
防
護
具
を
着
用
し
、
線
量

計
を
携
帯
す
る
。
 

加
圧
器
逃
が
し
弁
を
確
実
に
動
作
さ
せ
る
た
め
に
、
窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用

空
気
供
給
用
）
の
設
定
圧
力
は
、
有
効
性
評
価
に
お
け
る
原
子
炉
容
器

破
損
前
の
格

納
容
器
圧
力
を
考
慮
し
た
上
で

余
裕
を
持
た
せ
た
値
に
設
定
す
る
。
 

 

 
 

４
 
加
圧
器
逃
が
し
弁
現
場
操
作
時
の
環
境
条

件
 

加
圧
器
逃
が
し
弁
を
確
実
に
動
作
さ
せ
る
た
め
に
、
窒
素
ボ
ン
ベ
の
設
定
圧
力

は
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
全
開
時
の
設
定
圧
力
及
び
有
効
性
評
価
に
お
け
る
原
子
炉

容
器

破
損
前
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
最
高
圧
力
を
考
慮
し
、
余

裕
を
見
た
値
に
設

定
す
る
。
 

 

 
 

○
 
環
境
条

件
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
ま
た
は
主

蒸
気
、
主
給
水
配
管

破
断
等
に
よ
り
現
場
の

環
境
が
悪
化
し
た
場
合
に
お
い
て
、
現
場
で
の
主
蒸
気
逃
が
し

弁
操
作
を
行
う
必
要

が
あ
る
場
合
、初
動
対
応
と
し
て
は
現
場
に
て
確
実
に
主
蒸
気
逃
が
し
弁
を
開
操
作

し
、
以
降
は
運
転
員
等
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
現
場
の
環
境
が
悪
化
し
た
場

合
で
も
対
応
が
可
能
と
な
る
た
め
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る

窒
素
ボ
ン
ベ
（
主

蒸
気
逃
が
し
弁
作
動
用
）
ま
た
は
可
搬
式
空
気
圧

縮
機
（

 主
蒸

気
逃
が
し
弁
作
動
用
）
に
よ
り

駆
動
源
を
確
保
し
中
央
制
御
室
か
ら
遠
隔
操
作
を
行

う
。
な
お
、
状
況
に
応
じ
て
放
射
線
防
護
具
を
着
用
し
、
線
量
計
を
携
帯
す
る
。

 

加
圧
器
逃
が
し

弁
を
確
実
に
動
作
さ
せ
る
た
め
に
、
窒
素
ボ
ン
ベ
（
加
圧
器
逃
が

し
弁
作
動
用
）
の
設
定
圧
力
は
、
有
効
性
評
価
に
お
け
る
原
子
炉
容
器

破
損
前
の
格

納
容
器
圧
力
を
考
慮
し
た
上
で
余

裕
を
持
た
せ
た
値
に
設
定
す
る
。
 

 

 
 

 
○

 タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ

駆
動
蒸
気
の
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
に
お
い
て
１
次
冷
却
系
の
減
温
、
減
圧
を
行
う
場
合
、

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

駆
動

蒸
気
確
保
の
た
め
主

蒸
気
逃
が
し

弁
お
よ
び

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
流
量
調
節
弁
前
弁
の
開
度
を
調
整
し
、１
次
冷
却
材
圧
力
が

１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
封
水
戻
り
ラ
イ
ン
逃
が
し

弁
吹
き
止
ま
り
圧
力
ま
で
低
下
す

 
 

５
 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
駆
動

蒸
気
の
確
保

 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
駆
動

蒸
気
の
確
保
の
手
順
は
、
表
－
２
「
原
子

炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参

照
 

 

 
 

○
 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

駆
動

蒸
気
の
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
に
お
い
て
１
次
冷
却
系
の

減
温
、

減
圧
を
行
う
場
合
、

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

駆
動

蒸
気
確
保
の
た
め
主

蒸
気
逃
が
し

弁
お
よ
び

補
助
給
水
流
量
制
御
弁
出
口

弁
の
開
度
を
調
整
し
、
１
次
冷
却
材
圧
力
が
冷
却
材

ポ

ン
プ
封
水
戻
り
ラ
イ
ン
安
全

弁
吹
き
止
ま
り
圧
力
ま
で
低
下
す
れ
ば
、そ
の
状
態
を

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表

-2
「
原
子
炉

冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高

参考①-478



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

れ
ば
、
そ
の
状
態
を
保
持
す
る
。
 

 

保
持
す
る
。
 

 
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る

た
め
の
手
順
等
」
と
同
様
で

あ
る
た
め
詳
細
は
記
載
し
て

い
な
い
。
）
 

 
○

 作
業
性
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
軸
受
へ
の
給

油
は
、
現
場
に
お
い
て
専
用
工
具

（
油
供
給
用
）
を
用
い
て
単
純
な
操
作
で
給
油
で
き
る
。
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
起
動
弁
に
つ
い
て
も
手
動
ハ
ン
ド
ル
に
よ
り
容
易
に
操
作
で
き
る
。
タ
ー
ビ
ン

動
補
助
給
水
ポ
ン
プ

蒸
気
加
減

弁
は
、
現
場
に
お
い
て
専
用
工
具
（
蒸
気
加
減
弁
開

操
作
用
）
を
用
い
て
弁
を
押
し
上
げ
る
単
純
な
操
作
で
、
専
用
工
具
に
つ
い
て
は
速

や
か
に
操
作
が
で
き
る
よ
う
操
作
場
所
近
傍
に
配
備
す
る
。
 

 

 
 

６
 
作
業
性

 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
の
機
能
回
復
時
の
作
業
性
は
、
表
－
２
「
原
子

炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参

照
 

 

 
 

○
 
作
業
性
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

蒸
気
加
減

弁
は
、
現
場
に
お
い
て
専
用
工
具
を
用

い
て

弁
を
押
し
上
げ
る
単
純
な
操
作
で
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
起
動
弁
に

つ
い
て
も
手
動
ハ
ン
ド
ル
に
よ
り
容
易
に
操
作
で
き
る
。
専
用
工
具
に
つ
い
て
は
速

や
か
に
操
作
が
で
き
る
よ
う
操
作
場
所
近
傍
に
配
備
す
る
。
 

 
【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
は
、
軸
受
へ
の
給

油

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
作
業

性
に
つ
い
て
記
載
し
て
い

る
。
）

 

 
③
 
復
旧
に
係
る
手
順
等

 

当
直
課
長
は
、
常
設
直
流
電
源

喪
失
時
、
可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃
が
し
弁
用
）

に
よ
り
加
圧
器
逃
が
し
弁
へ
給
電
す
る
こ
と
で
、
中
央
制
御
室
か
ら
遠
隔
操
作
を
行
う
。 

常
設
直
流
電
源

喪
失
時
の
代
替
電
源
確
保
等
に
関
す
る
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確

保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 
 
③

 
復

旧
に
係
る
手
順
等

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
常
設
直
流
電
源

喪
失
時
、
可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧

器
逃
が
し
弁
用
）
に
よ
り
加
圧
器
逃
が
し
弁
へ
給
電
す
る
こ
と
で
中
央
制
御
室
か
ら

遠
隔
操
作
を
行
う
。
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
又
は
常
設
直
流
電
源

喪
失
時
の
代
替

電
源
確
保
等
に
関
す
る
手
順
は
、
表
－
1
4「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 
③

 復
旧
に
係
る
手
順
等
 

当
直
課
長
は
、
常
設
直
流
電
源

喪
失
時
、
可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃
が
し

弁
用
）

に
よ
り
加
圧
器
逃
が
し

弁
へ
給
電
す
る
こ
と
で
、
中
央
制
御
室
か
ら
遠
隔
操
作
を
行
う
。 

常
設
直
流
電
源

喪
失
時
の
代
替
電
源
確
保
等
に
関
す
る
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の

確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。

 

 

 
 

 
④

 
炉
心
損
傷
時
に
お
け
る
高
圧
溶
融
物
放
出
お
よ
び
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
を
防

止
す
る
対
応
手
段
 

高
圧
溶
融
物
放
出
お
よ
び
格
納
容
器
内
雰
囲
気
直
接
加
熱
防
止

 

１
．
当
直
課
長
は
、
炉
心
損
傷
時
、
１
次
冷
却
材
圧
力
が

2.
0
MP
a〔

ga
g
e
〕
以
上
で
あ

る
場
合
、
高
圧
溶
融
物
放
出
お
よ
び
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
に
よ
る
格
納
容
器

破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
を

減
圧
す
る
。
 

 

(
1)
 手
順
の
判
断
基
準
 

炉
心
損
傷
時
、
１
次
冷
却
材
圧
力
が

2.
0
MP
a〔

g
a
ge
〕
以
上
の
場
合
 

 

 
 

  

高
圧
溶
融
物
放
出
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
防
止

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
炉
心
損
傷
時
、
１
次
冷
却
材
圧
力
計
の
指
示
値
が

2
.
0M

P
a[

ga
g
e]
以
上
の
場
合
、
高
圧
溶
融
物
放
出
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
雰
囲
気

直
接
加
熱
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
加
圧
器
逃
が
し
弁

に
よ
り
１
次
冷
却
系
統
を
減
圧
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
損
傷
が
発
生
し
た
こ
と
を
炉
心
出
口
温
度

3
50
℃
以
上
、
か
つ
、
格
納

容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
１
×
1
0
５
mS
v
/
h
に
よ
り
確

認
し
た
場
合
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
材
圧
力
計
の
指
示
値
が

2
.0
M
P
a[
g
ag
e
]

以
上
の
場
合
 

 

 
 
④

 
炉
心
損
傷
時
に
お
け
る
高
圧
溶
融
物
放
出
お
よ
び
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
を
防

止
す
る
対
応
手
段
 

高
圧
溶
融
物
放
出
お
よ
び
格
納
容
器
内
雰
囲
気
直
接
加
熱
防
止

 

１
．
当
直
課
長
は
、
炉
心
損
傷
時
、
１
次
冷
却
材
圧
力
が

2.
0
M
Pa
〔

g
ag

e〕
以
上
で
あ

る
場
合
、
高
圧
溶
融
物
放
出
お
よ
び
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
に
よ
る
格
納
容
器

破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
を

減
圧
す
る
。

 

 (
1)
 
手
順
の
判
断
基
準
 

炉
心
損
傷
時
、
１
次
冷
却
材
圧
力
が

2.
0
M
Pa
〔

g
ag

e〕
以
上
の
場
合

 

 
 

 
⑤
 
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
発
生
時
減
圧
継
続
の
手
順
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損

 

１
．
当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
が
発
生
し
た
場
合
、
原
子
炉
の
自
動
停

止
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
に
よ
る
高
圧
注
入
系
、
低
圧
注
入
系
、

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
等
の
動
作
を
確
認
す
る
。
 

破
損
側
蒸
気
発
生
器
を
１
次
冷
却
材
圧
力
、
主

蒸
気
圧
力
、
蒸
気
発
生
器
水
位
お

よ
び
高
感
度
型
主
蒸
気
管
モ
ニ
タ
等
の
指
示
値
か
ら
判
断
し
、破
損
側
蒸
気
発
生
器

を
隔
離
す
る
。
破
損
側
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
完
了
後
に

破
損
側
蒸
気
発
生
器
の
圧
力

の
低
下
が
継
続
し
破
損
側
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
失
敗
と
判
断
し
た
場
合
、
健
全
側

蒸

気
発
生
器
の
主

蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る
冷
却
、減
圧
操
作
と
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ

る
減
圧
操
作
で
１
次
冷
却
系
を

減
圧
す
る
こ
と
に
よ
り
１
次
冷
却
材
の

蒸
気
発
生

器
２
次
側
へ
の
漏
え
い
を
抑
制
す
る
。
 

１
次
冷
却
系
を
減
圧
後
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
安
全
注
入
か
ら
充
て
ん
ポ
ン

プ
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
に
切
り
替
え
、
余
熱
除
去
系
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す

る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

１
次
冷
却
材
圧
力
の
低
下
、

破
損
側
蒸
気
発
生
器
水
位
、
主
蒸
気
圧
力
の
上

昇
等
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
発
生
と
判
断
し
た
場
合
 

ま
た
、
破
損
側
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
完
了
後
に
破
損
側

蒸
気
発
生
器
の
主

蒸

気
圧
力
の
低
下
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り

破
損
側
蒸
気
発
生
器
の
隔
離

失

敗
と
判
断
し
た
場
合
 

 

 
 

 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
が
発
生
し
た
場
合
、
原

子
炉
の
自
動
停
止
を
確
認
す
る
と
と
も
に
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
の

発
信
及
び
高
圧
注
入
系
、
低
圧
注
入
系
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
等
の
自
動
作
動

を
確
認
す
る
。
 

１
次
冷
却
材
圧
力
、
加
圧
器
水
位
の
低
下
及
び

破
損

蒸
気
発
生
器
水
位
、
圧
力

の
上
昇
並
び
に
高

感
度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
等
の
指
示
値
に
よ
り

蒸
気
発
生
器

伝
熱
管

破
損
の
発
生
と
判
断
し
、
破
損
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
を
行
う
。
破
損
蒸
気

発
生
器
の
隔
離
完
了
後
に
破
損

蒸
気
発
生
器
の
圧
力
の
低
下
が
継
続
し
、
破
損
蒸

気
発
生
器
の
隔
離

失
敗
と
判
断
し
た
場
合
、
健
全

蒸
気
発
生
器
の
主
蒸
気
逃
が
し

弁
に
よ
る
冷
却
、
減
圧
操
作
と
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ
る
減
圧
操
作
で
１
次
冷
却

系
統
を

減
圧
す
る
こ
と
に
よ
り
１
次
冷
却
材
の

蒸
気
発
生
器
２
次
側
へ
の
漏
え

い
を
抑
制
す
る
。
 

１
次
冷
却
系
統

減
圧
後
、
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
か
ら
充
て
ん
ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心

へ
の
注
入
に
切
り
替
え
、
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
を
停
止
す
る
。
そ
の
後
、
余
熱
除
去

系
に
よ
る
冷
却
を
行
う
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

１
次
冷
却
材
圧
力
の
低
下
及
び
加
圧
器
水
位
の
低
下
並
び
に

破
損

蒸
気
発

生
器
水
位
及
び
圧
力
の
上
昇
等
に
よ
り

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
の
発
生
と

判
断
し
た
場
合
 

ま
た
、
破
損

蒸
気
発
生
器
の
隔
離
操
作
後
に

破
損
蒸
気
発
生
器
の
主

蒸
気
ラ

イ
ン
圧
力
の
低
下
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り

破
損

蒸
気
発
生
器
の
隔
離

不
能
と
判
断
し
た
場
合
 

 
 
⑤

 蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
発
生
時

減
圧
継
続
の
手
順
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損

 

１
．
当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
が
発
生
し
た
場
合
、
原
子
炉
の
自
動
停

止
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
に
よ
る
高
圧
注
入
系
、
低
圧
注
入
系
、

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
等
の
動
作
を
確
認
す
る
。
 

破
損
側
蒸
気
発
生
器
を
１
次
冷
却
材
圧
力
、
蒸
気
発
生
器
の
圧
力
、
水
位
お
よ
び

高
感
度
型
主

蒸
気
管
モ
ニ
タ
等
の
指
示
値
か
ら
判
断
し
、
破
損
側

蒸
気
発
生
器
を
隔

離
す
る
。
破
損
側

蒸
気
発
生
器
の
隔
離
完
了
後
に
破
損
側
蒸
気
発
生
器
の
圧
力
の
低

下
が
継
続
し

破
損
側
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
失
敗
と
判
断
し
た
場
合
、
健
全
側

蒸
気
発

生
器
の
主
蒸
気
逃
が
し

弁
に
よ
る
冷
却
、
減
圧
操
作
と
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ
る

減

圧
操
作
で
１
次
冷
却
系
を

減
圧
す
る
こ
と
に
よ
り
１
次
冷
却
材
の

蒸
気
発
生
器
２

次
側
へ
の
漏
え
い
を
抑
制
す
る
。
 

  １
次
冷
却
系
を

減
圧
後
、
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水

を
安
全
注
入
か
ら
充
て
ん
に
切
り
替
え
、
余
熱
除
去
系
に
よ
り
炉
心
を
冷
却
す
る
。 

 (
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

１
次
冷
却
材
圧
力
の
低
下
、

破
損
側

蒸
気
発
生
器
水
位
、
圧
力
の
上
昇
等
に

よ
り
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
発
生
と
判
断
し
た
場
合

 

ま
た
、

破
損
側

蒸
気
発
生
器
の
隔
離
完
了
後
に

破
損
側

蒸
気
発
生
器
の
主

蒸

気
圧
力
の
低
下
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
破
損
側

蒸
気
発
生
器
の
隔
離

失

敗
と
判
断
し
た
場
合

 

 
 

参考①-479



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 

 
⑥
 
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
発
生
時
の
手
順
 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ

 

１
．
当
直
課
長
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
が
発
生
し
た
場
合
、
原

子
炉
の
自
動
停
止
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
に
よ
る
高
圧
注
入
系
、

低
圧
注
入
系
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
等
の
動
作
を
確
認
す
る
。
 

１
次
冷
却
材
圧
力
、
加
圧
器
水
位
の
低
下
、
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
出
口
圧
力
上
昇
等

に
よ
り
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
発
生
を
判
断
し
、格
納
容
器
外

へ
の
１
次
冷
却
材
の
漏
え
い
を
停
止
す
る
た
め

破
損
箇
所
を

早
期
に
発
見
し
隔
離

す
る
。
 

破
損
箇
所
を
隔
離
で
き
な
い
場
合
、
主
蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る
冷
却
、
減
圧
操
作

と
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
を

減
圧
す
る
こ
と
に
よ
り
１
次
冷
却
材

の
格
納
容
器
外
へ
の
漏
え
い
を
抑
制
す
る
。
低
温
停
止
状
態
に
移
行
す
る
に
あ
た

り
、
余
熱
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
が
困
難
な
場
合
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多

様
性

拡
張
設
備
で
あ
る

ポ
ン
プ

車
に
よ
り
海
水
を
注
水
し

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の

フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

１
次
冷
却
材
圧
力
、
加
圧
器
水
位
の
低
下
、

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
出
口
圧
力
上

昇
等
に
よ
り

余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
発
生
を
判
断
し
た
場
合
 

 

 
 

 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム

LO
C
A
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム

L
OC

A
が
発
生
し

た
場
合
、
原
子
炉
の
自
動
停
止
を
確
認
す
る
と
と
も
に
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作

動
信
号
の
発
信
及
び
高
圧
注
入
系
、
低
圧
注
入
系
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
等
の

自
動
作
動
を
確
認
す
る
。
 

１
次
冷
却
材
圧
力
及
び
加
圧
器
水
位
の
低
下
、
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
出
口
圧
力
上

昇
等
に
よ
り

余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム

L
O
CA
の
発
生
を
判
断
し
た
場
合
、
原
子
炉
格
納
容
器
外
へ
の
１
次
冷
却
材
の
漏
え

い
を
停
止
す
る
た
め
破
損
箇
所
を
早
期
に
発
見
し
隔
離
す
る
。
 

早
期
に

破
損
箇
所
を
隔
離
で
き
な
い
場
合
、
主
蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る

減
温
、

減
圧
操
作
と
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
る

減
圧
操
作
で
１
次
冷
却
系
統
を

減
圧
す

る
こ
と
に
よ
り
１
次
冷
却
材
の
漏
え
い
量
を
抑
制
す
る
。
 

 
(1
)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

１
次
冷
却
材
圧
力
及
び
加
圧
器
水
位
の
低
下
、
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
出
口
圧
力

上
昇
等
に
よ
り

余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス

テ
ム

LO
C
A
の
発
生
を
判
断
し
た
場
合

 

 

 
 
⑥

 イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
発
生
時
の
手
順
 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ

 

１
．
当
直
課
長
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
が
発
生
し
た
場
合
、
原

子
炉
の
自
動
停
止
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
に
よ
る
高
圧
注
入
系
、

低
圧
注
入
系
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
等
の
動
作
を
確
認
す
る
。
 

１
次
冷
却
材
圧
力
、
加
圧
器
水
位
の
低
下
、
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
上
昇
等

に
よ
り
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
発
生
を
判
断
し
、格
納
容
器
外

へ
の
１
次
冷
却
材
の
漏
え
い
を
停
止
す
る
た
め

破
損
箇
所
を

早
期
に
発
見
し
隔
離

す
る
。
 

破
損
箇
所
を
隔
離
で
き
な
い
場
合
、
主
蒸
気
逃
が
し

弁
に
よ
る
冷
却
、
減
圧
操
作

と
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
り
１
次
冷
却
系
を

減
圧
す
る
こ
と
に
よ
り
１
次
冷
却
材

の
格
納
容
器
外
へ
の
漏
え
い
を
抑
制
す
る
。
低
温
停
止
状
態
に
移
行
す
る
に
あ
た

り
、
余
熱
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
が

困
難
な
場
合
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多

様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
り
海
水
を
注
水
し

蒸
気
発
生
器
２
次
側

の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

１
次
冷
却
材
圧
力
、
加
圧
器
水
位
の
低
下
、

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
出
口
圧
力
上

昇
等
に
よ
り

余
熱
除
去
系
へ
の
漏
え
い
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
発
生
を
判
断
し
た
場
合

 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 作
業
性
 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
発
生
時
、
現
場
で
の
隔
離
操
作
は
ア
ク

セ
ス
ル
ー
ト
お
よ
び
操
作
場
所
の
環
境
性
等
を
考
慮
し
て
遠
隔

駆
動
機
構
に
よ
り

行
う
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
作
業
性

 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム

LO
C
A
発
生
時
、
現
場
で
の
隔
離
操
作
は
円
滑

に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
操
作
場
所
の

環
境
性
等
を
考
慮
し
て
専
用
工
具
を
用
い
て
遠
隔
操
作
に
よ
り
行
う
。
専
用
工
具

は
速
や
か
に
操
作
が
で
き
る
よ
う
操
作
場
所
近
傍
に
配
備
す
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
に

お
い
て
作
業
性
の
記
載
な

し
。
）

 

 
○

 イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
時
の
漏
え
い
箇
所
に
つ
い
て
 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
漏
え
い
箇
所
の
特
定
は
、原
子
炉
周

辺
建
屋
内
の
各
部
屋
が
分
離
さ
れ
て
い
る
た
め
、
漏
水
検
知
器
、
監
視
カ
メ
ラ
お
よ

び
火
災
報
知
器
等
に
よ
り
行
う
。
 

 

 
 

２
 
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム

LO
CA
時
の
漏
え
い
監
視
に
つ
い
て
 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム

L
OC
A
の
漏
え
い
場
所
特
定
は
、
原
子
炉
補
助

建
屋
内
の
各
部
屋
が
分
離
さ
れ
て
い
る
た
め
、
漏
水
検
知
器
、
監
視
カ
メ
ラ
及
び

火
災
報
知
器
に
よ
り
行
う
。

 

 

 
 

 

○
 
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
時
の
漏
え
い
箇
所
に
つ
い
て

 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
漏
え
い
箇
所
の
特
定
は
、原
子
炉
補

助
建
屋
内
の
各
部
屋
が
分
離
さ
れ
て
い
る
た
め
、
漏
水
検
知
器
、
監
視
カ
メ
ラ
お
よ

び
火
災
報
知
器
等
に
よ
り
行
う
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

  
 

参考①-480



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
４
 

 
 

表
－
４

 
 
 
表
－
４
 

 
 

 
操
作
手
順
 

４
．
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手

順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

４
．
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

４
．
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手

順
等

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
①
 
方
針
目
的
 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
が
低
圧
の
状
態
に
お
い
て
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
が
有
す
る
発
電
用
原
子
炉
（
以
下
、「
原
子
炉
」
と
い
う
。
）
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た

場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、
「
格
納
容
器
」

と
い
う
。
）
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合
は

炉
心
注
水
、
代
替
炉
心
注
水
、
再
循
環
運
転
、
代
替
再

循
環
運
転
に
よ
り
、
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合
は
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に
よ
り
、

運
転
停
止
中
の
場
合
は
炉
心
注
水
、
代
替
炉
心
注
水
、
再

循
環
運
転
、
代
替
再
循
環
運
転
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
ま
た
、
１
次
冷
却
材
喪
失
事
象
後
、
炉
心
が
溶
融
し
、
溶
融
デ
ブ
リ
が
原
子
炉
容
器

内
に
残
存
し
た
場
合
に
お
い
て
、
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
格
納
容
器
水
張

り
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
が
低
圧
の
状
態
に
お
い
て
、
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い

損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発

生
し
て
い
る
場
合
は
炉
心
注
入
、
代
替
炉
心
注
入
、
代
替
再
循
環
及
び
再
循
環
に
よ
り
、

１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合
は

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉

心
冷
却
に
よ
り
、
運
転
停
止
中
の
場
合
は
炉
心
注
入
、
代
替
炉
心
注
入
、
代
替
再
循
環
、

再
循
環
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に
よ
り
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
 

ま
た
、
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
後
、
炉
心
が
溶
融
し
、
溶
融
デ
ブ
リ
が
原
子
炉
容
器

内
に
残
存
し
た
場
合
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
に
水
張
り
す
る
こ
と
で
原
子
炉
を
冷
却
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
が
低
圧
の
状
態
に
お
い
て
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
が
有
す
る
発
電
用
原
子
炉
（
以
下
、「
原
子
炉
」
と
い
う
。
）
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た

場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、
「
格
納
容
器
」

と
い
う
。
）
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合
は

代
替
炉
心
注
水
、
代
替
再

循
環
運
転
に
よ
り
、
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
が
発
生
し
て
い
な

い
場
合
は
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に
よ
り
、
運
転
停
止
中
の
場
合
は
炉
心

注
水
、
代
替
炉
心
注
水
、
代
替
再

循
環
運
転
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に

よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
後
、
炉

心
が
溶
融
し
、
溶
融
デ
ブ
リ
が
原
子
炉
容
器
内
に
残
存
し
た
場
合
に
お
い
て
、
格
納
容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
格
納
容
器
水
張
り
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
、
玄
海
は
、
高
圧
注

入
ポ
ン
プ
と
充
て
ん

ポ
ン
プ

は
別
置
き
で
あ
り
、
充
て
ん

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
水
が

可
能
な
た
め
記
載
し
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
②
 
対
応
手
段
等
 

１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能
喪

失
時

 

１
．
炉
心
注
水
／
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
で
あ
る
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
お
よ
び

余
熱
除

去
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
機
能

が
喪
失
し
た
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
等
を
原
子
炉
へ

注
水
す
る
。

 

(
1)
 Ａ
、
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
Ａ
、
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を

原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復

水
ピ
ッ
ト
水
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
が
発
生
後
、
１
系
列
以
上
の
非
常
用
炉
心
冷
却
設

備
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
を
高
圧
注
入
流
量
お
よ
び

余
熱
除
去
流
量
等

に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
炉
心
出
口
温
度
が

3
50
℃
以
上
と
な
っ

た
場
合
、
か
つ
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト

等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合

 

１
 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

 

(
1)
 
炉
心
注
入

 

ア
 
充
て
ん

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
で
あ
る
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
及
び

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
機
能

が
喪

失
し
た
場
合
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
充
て
ん
ポ
ン
プ
に
よ
り

炉
心
へ
注
入
す
る
。
 

(
ｱ)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
及
び

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
を
高

圧
注
入

ポ
ン
プ
流
量
及
び

余
熱
除
去
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い

場
合
に
、
炉
心
へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の

水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時

 

 

 
 

 
 

 
 

(
2)
 
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
で
あ
る
高
圧
注
入
ポ

ン
プ
及
び

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を

炉
心
へ
注
入
す
る
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替

用
水
タ
ン
ク
水
等
を
炉
心
へ
注
入
す
る
。

 

 
 

１
．
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
で
あ
る
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
お
よ

び
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
水

す
る
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
等
を

原
子
炉
へ
注
水
す
る
。

 

 
 

 
(
2)
 Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に

よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡

ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

充
て
ん

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
原
子
炉
へ
の
注
水
を
充
て
ん
水
流
量

等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料

取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
。
 

 

 
 

ア
 
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（

RH
RS
‐

CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ

る
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
Ｂ
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（

RH
RS

-C
SS
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
り
炉
心
へ
注
入

す
る
。
 

(
ｱ)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
及
び

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
を
高

圧
注
入

ポ
ン
プ
流
量
及
び

余
熱
除
去
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い

場
合
に
、
炉
心
へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の

水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 
 

(
1)
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ

る
代
替
炉
心
注
水

 

当
直
課
長
は
、
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ

イ
ン
使
用
）
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

 ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
後
、
１
系
列
以
上
の
非
常
用
炉
心
冷

却
設
備
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
を
安
全
注
入
流
量
お
よ
び

余
熱
除

去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
、
炉
心
出

口
温
度
が

35
0
℃
以
上
と
な
っ
た
場
合
、
か
つ
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た

 
 

参考①-481



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 
(
3)
 恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト

水
を
原
子
炉
に
注
水
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、

復
水
ピ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使

用
）
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余
熱
除
去
流
量
等
に
て
確
認

で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ

ッ
ト
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

イ
  
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
常
設
電
動
注

入
ポ
ン
プ
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
。
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
の
水
源
と

し
て
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を

使
用
す
る
。
 

(
ｱ)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（
R
HR

S‐
CS

S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に

よ
る
代
替
炉
心
注
入
を
Ｂ

余
熱
除
去
流
量
等
で
確
認
で
き
な
い
場
合

に
、
炉
心
へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水

位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

(
2)
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

水
を
原
子
炉
に
注
水
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、

復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）

の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を
Ａ

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等

に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

 
(
4)
 可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
海
水
を
原
子
炉
へ
注

水
す
る
。
 

 ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が

余

熱
除
去
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

ウ
 
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
淡
水
又
は
海
水
を
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注

入
ポ
ン
プ
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
。
水
源
は
中
間
受
槽
を
使
用
し
、
中

間
受
槽
へ
の
供
給
は
、
淡
水
で
あ
る
八
田
浦
貯
水
池
か
ら
行
い
、
使
用
可

能
な
淡
水
が
な
い
場
合
は
海
水
を
使
用
す
る
。
 

(
ｱ)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
R
HR
S
-
CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に

よ
る
代
替
炉
心
注
入
を
Ｂ

余
熱
除
去
流
量
等
で
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

(
3)
 
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水

 

当
直
課
長
は
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
海
水
を
原
子
炉
へ
注

水
す
る
。
 

  ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が
Ａ

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合

 

 

 
 

 
２
．
再

循
環
運
転
／
代
替
再

循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
で
あ
る
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
ま
た
は
余
熱
除

去
冷
却
器
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
機

能
が
喪

失
し
た
場
合
に
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
を
原
子

炉
へ
注
水
す
る
。
 

 

 
 

 
 
 

２
．
代
替
再
循
環
運
転
 

 

 
 

 
(
1)
 高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
再
循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
り
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
を
原

子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
再
循
環
運
転
に
よ
る
原
子
炉
へ
の

注
水
が

余
熱
除
去
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
再

循
環
運
転
を
す

る
た
め
に
必
要
な
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る

場
合
 

 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

 
 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
、
玄
海
は
、
高
圧
注

入
ポ
ン
プ
の
み
で
再
循
環
運

転
が
可
能
な
た
め
記
載
。
）
 

（
以
下
、
同
様
。）

 

 
 (
2)
 Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に

よ
る
代
替
再

循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡

ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
り
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

   

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
再
循
環
運
転
に
よ
る
原
子
炉
へ
の

注
水
が
余
熱
除
去
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
再
循
環
運
転
を
す

る
た
め
に
必
要
な
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る

場
合
 

 

 
 

(
3)
 
代
替
再
循
環
 

ア
 
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（

RH
RS
‐

CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ

る
代
替
再
循
環

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
で
あ
る

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
又
は

余
熱
除
去
冷
却
器
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
再

循
環
サ

ン
プ
水
を
炉
心
へ
注
入
す
る
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
ポ
ン
プ
（

RH
R
S-

CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
及
び
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
冷
却
器
に
よ
り
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
を
炉
心
へ
注
入
す
る
。
 

 
(
ｱ)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
を
用
い
た
再

循
環
運
転
に
よ
る
炉
心
へ
の
注
入

を
余
熱
除
去
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
再

循
環
運
転
を
行

う
た
め
に
必
要
な
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て

い
る
場
合
 

 

 
 

(
1)
 
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ

る
代
替
再
循
環
運
転

 

当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
で
あ
る
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
ま
た
は

余

熱
除
去
ク
ー
ラ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
を
原
子
炉
へ
注

水
す
る
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
に
、
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－

Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
お
よ
び
Ａ
内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ
に
よ
り
格
納
容
器

再
循
環
サ
ン
プ
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

   

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
再

循
環
運
転
に
よ
る
原
子
炉
へ
の

注
水
が
余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
再

循

環
運
転
を
す
る
た
め
に
必
要
な
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
の
水
位
が
確
保

さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

 
「
前
述
」
 

 
 

(
4)
 
再
循
環
 

ア
 
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
再
循
環
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
で
あ
る

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
又
は

余
熱
除
去
冷
却
器
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
再

循
環
サ

 
 

 
 
 

参考①-482



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

ン
プ
水
を
炉
心
へ
注
入
す
る
機
能
が
喪

失
し
、
さ
ら
に
、
Ｂ
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（
R
HR

S-
C
SS
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
及
び
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
冷
却
器
に
よ
る
炉
心
へ
の
注
入
が
実
施
で
き
な
い
場
合
、
格
納
容
器

再
循
環
サ
ン
プ
水
を
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
再

循
環
に
よ
り
炉

心
へ
注
入
す
る
と
と
も
に
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
及
び
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
冷
却
器
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。
 

ま
た
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
及
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
器

に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
操
作
が
で
き
な
い
場
合
、
格
納
容
器

再
循
環
サ
ン
プ
水
を
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
再

循
環
に
よ
り
炉

心
へ
注
入
す
る
と
と
も
に
、
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
り
原
子
炉

格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。
 

(
ｱ)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（
R
HR

S‐
CS

S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に

よ
る
炉
心
へ
の
注
入
を
Ｂ

余
熱
除
去
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場

合
に
、
再

循
環
運
転
を
行
う
た
め
に
必
要
な
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ

の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
(
3)
 
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー
ン

閉
塞
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
場
合
の
手

順
 

当
直
課
長
は
、
再

循
環
運
転
中
に
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー
ン

閉

塞
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に

余

熱
除
去
ポ
ン
プ

1
台
運
転
と
し
流
量
を
低
下
さ
せ
再

循
環
運
転
を
継
続
す
る
。

再
循
環
運
転
で
き
な
い
場
合
は
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
を
水
源
と
し
高
圧
注

入
ポ
ン
プ

1
台
に
よ
り
原
子
炉
へ
の
注
水
を
行
う
。
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ

の
補
給
に
成
功
し
て
い
る
場
合
は
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
も
し
く
は
充
て
ん

ポ
ン

プ
に
よ
る
炉
心
注
水
ま
た
は
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
等
に
よ
る
代
替
炉
心

注
水
に
よ
り
原
子
炉
へ
の
注
水
を
行
う
。

 

ま
た
、
格
納
容
器
の
圧
力
上
昇
緩

和
の
た
め
、
主

蒸
気
逃
が
し
弁
を
開
操
作

し
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
を
使
用

し
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
よ
り
原

子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
を
行
う
。
 

原
子
炉
へ
の
注
水
は
、
格
納
容
器
内
水
位
が
格
納
容
器
内
の
重
要
機
器
お
よ

び
重
要
計
器
が
水
没
し
な
い
高
さ
と
な
れ
ば
停
止
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
、
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
お
よ
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン

プ
に
よ
る
再
循
環
運
転
で
原
子
炉
へ
注
水
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
、
格
納
容

器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
の
低
下
、
ポ
ン
プ
の
流
量
低
下
、
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

の
変
動
ま
た
は
低
下
な
ど
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー
ン

閉
塞
の

兆
候
を
確
認
し
た
場
合
 

 

 
 

イ
 
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー
ン

閉
塞
の
徴
候
が
見
ら
れ
た
場
合

の
手
順
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
再

循
環
運
転
に
よ
り
炉
心
へ
の
注
入
を
行

っ
て
い
る
際
に
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー
ン

閉
塞
の
徴
候
が
見

ら
れ
た
場
合
、

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
１
台
に
よ
る
再

循
環
運
転
と
し
、

余
熱

除
去

ポ
ン
プ
の
流
量
を
低
下
さ
せ
る
。

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
１
台
で
の
再

循

環
運
転
が
実
施
で
き
な
い
場
合
は
、
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
１
台
に
よ
る
高
圧

再
循
環
運
転
で
の
炉
心
注
水
を
行
う
。
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
１
台
で
の
再

循

環
運
転
が
で
き
な
い
場
合
は
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
、
燃

料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
を
行
い
な
が
ら
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
１

台
に

て
炉
心
へ
注
入
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
が
不
能
で
あ
れ

ば
、
充
て
ん

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
へ
の
注
入
を
行
う
。
充
て
ん
ポ
ン
プ
に

よ
る
炉
心
へ
の
注
入
が
で
き
な
い
場
合
は
、
代
替
炉
心
注
入
を
行
う
。

 

ま
た
、
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器

内
自
然
対
流
冷
却
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
を
行
う
。
 

炉
心
へ
の
注
入
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
重
要
機
器
及
び
重
要
計
器

を
水
没
さ
せ
な
い
上
限
の
高
さ
(約

4,
0
0
0m

3 )
と
な
れ
ば
停
止
す
る
。
 

(
ｱ)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
、
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
及
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ

ン
プ
に
よ
る
再

循
環
運
転
又
は
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ

（
RH

RS
‐

CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
運
転
で
炉
心

へ
の
注
入
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ

水
位
低
下
、
各

ポ
ン
プ
の
流
量
低
下
、
各
ポ
ン
プ
出
入
口
圧
力
及
び
電

動
機
電
流
の
変
動
又
は
低
下
に
よ
り
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
ス
ク

リ
ー
ン
閉
塞
の
徴
候
を
確
認
し
た
場
合

 

 

 
 

(
2)
 
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー
ン

閉
塞
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
場
合
の
手

順
 

当
直
課
長
は
、
再

循
環
運
転
中
に
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー
ン

閉

塞
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に

余

熱
除
去

ポ
ン
プ

1
台
運
転
と
し
流
量
を
低
下
さ
せ
再
循
環
運
転
を
継
続
す
る
。

再
循
環
運
転
で
き
な
い
場
合
は
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ

1
台
に
よ
り
原
子
炉
へ
の
注
水
を
行
う
。
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
へ
の
補
給
に
成
功
し
て
い
る
場
合
は
、
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に

よ
る
炉
心
注
水
ま
た
は

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
等
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水

に
よ
り
原
子
炉
へ
の
注
水
を
行
う
。

 

ま
た
、
格
納
容
器
の
圧
力
上
昇
緩
和
の
た
め
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
操
作

し
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
水
を
使
用

し
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
よ

り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
を
行
う
。

 

原
子
炉
へ
の
注
水
は
、
格
納
容
器
内
水
位
が
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ

ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
影
響
し
な
い
上
限
の
高
さ
と
な
れ
ば

停
止
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
、
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
お
よ
び
内
部
ス
プ
レ
ポ

ン
プ
に
よ
る
再

循
環
運
転
で
原
子
炉
へ
注
水
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
、
格
納

容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
の
低
下
、
ポ
ン
プ
の
流
量
低
下
、
ポ
ン
プ
出
口
圧

力
の
変
動
ま
た
は
低
下
等
に
よ
り
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー
ン

閉
塞
の
兆
候
を
確
認
し
た
場
合
 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 優
先
順
位
 

         

炉
心
注
水
、
代
替
炉
心
注
水
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、
早
期
に
運
転
が

可
能
な
充
て
ん

ポ
ン
プ
、
そ
の
次
に
使
用
準
備
時
間
の
短
い
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
で
あ
る
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
及
び

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の

故
障
等
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
炉
心
へ
注
入
す
る
機
能
が

喪
失
し

た
場
合
、
炉
心
注
入
又
は
代
替
炉
心
注
入
を
行
い
、
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水

が
確
保
さ
れ
た
場
合
、
再
循
環
運
転
が
不
能
で
あ
れ
ば
、
代
替
再

循
環
を
実
施
し
、

炉
心
を
冷
却
す
る
。
 

(
1)

 
炉
心
へ
の
注
入
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、
中
央
制
御
室
で
の
操
作
に

よ
り
速
や
か
に
起
動
で
き
る
充
て
ん
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
。
充
て
ん

ポ
ン
プ
に
よ

る
炉
心
へ
の
注
入
と
並
行
し
て
、
代
替
炉
心
注
入
に
よ
る
炉
心
へ
の
注
入
を
実
施

す
る
。
 

代
替
炉
心
注
入
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、
準
備
時
間
が
短
い
Ｂ
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（

RH
R
S
-C
S
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
を
優
先
し
、
次
に
常
設

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 
優
先
順
位

 

         代
替
炉
心
注
水
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、
準
備
時
間
の
短
い
Ａ
、
Ｂ
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
を
優
先
し
、
次
に

恒

 
 

参考①-483



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
を
優
先
し
、
次
に

恒
設
代
替
低

圧
注
水
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
。可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
は
使
用
準
備
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、あ
ら
か
じ
め
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
等
の
準
備
を
開

始
す
る
と
と
も
に
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
電
動
消
火
ポ
ン

プ
等
に
よ
る
代
替
注
水
手
段
を
使
用
す
る
。
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
等
の
使

用
準
備
が
完
了
し

多
様
性

拡
張
設
備
を
含
む
他
の
注
水
手
段
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を

使
用
す
る
。
 

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
で
あ
る
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
お
よ
び

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の

故
障
等
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
機
能
が

喪
失
し

た
場
合
、
炉
心
注
水
、
代
替
炉
心
注
水
に
よ
り
原
子
炉
へ
注
水
し
、
格
納
容
器
再

循

環
サ
ン
プ
が
再

循
環
可
能
水
位
と
な
れ
ば
、
再
循
環
運
転
、
代
替
再
循
環
運
転
を
実

施
し
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
 

「
後
述
」
 

電
動
注
入
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
。
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
は
使
用
準
備

に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
等

の
運
搬
、
設
置
及
び
接
続
の
準
備
を
行
い
、

多
様
性

拡
張
設
備
を
含
む
他
の
注
入

手
段
が
な
け
れ
ば
炉
心
へ
の
注
入
を
行
う
。

 

(
2
)
 
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
余
熱
除
去
設
備
の
再

循
環
運
転
が
不
能
で

あ
れ
ば
、
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
R
HR
S
‐

CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
及
び

Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
器
を
用
い
た
代
替
再
循
環
を
実
施
す
る
。
 

Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
R
HR
S
‐
CS

S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代

替
再
循
環
が
で
き
な
い
場
合
は
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
再

循
環
に
よ
り

炉
心
へ
注
入
す
る
と
と
も
に
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
及
び
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
冷
却
器
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。
 

ま
た
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
及
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
器
に
よ
り

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
は
、
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト

を
用
い
た
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
を
冷
却
す

る
。
 

 

設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
。
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
は
使
用
準

備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
等
の

準
備
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
電
動

消
火

ポ
ン
プ
等
に
よ
る
代
替
注
水
手
段
を
使
用
す
る
。
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン

プ
等
の
使
用
準
備
が
完
了
し
多
様
性

拡
張
設
備
を
含
む
他
の
注
水
手
段
が
な
け
れ

ば
こ
れ
を
使
用
す
る
。
 

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
で
あ
る
充
て
ん
／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
お
よ
び

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
機
能

が
喪

失
し
た
場
合
、
代
替
炉
心
注
水
に
よ
り
原
子
炉
へ
注
水
し
、
格
納
容
器
再
循
環

サ
ン
プ
が
再

循
環
可
能
水
位
と
な
れ
ば
、
代
替
再

循
環
運
転
を
実
施
し
、
原
子
炉
を

冷
却
す
る
。
 

「
後
述
」
 

 
○
高
圧
再
循
環
時
の
原
子
炉
冷
却
に
つ
い
て
 

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
再
循
環
運
転
だ
け
で
も
十
分
な
冷
却
効
果
が
あ

る
が
、
低
圧
再

循
環
運
転
に
よ
る
冷
却
効
果
を
補
う
た
め
、
あ
わ
せ
て
Ａ
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
再
循
環

運
転
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
 

ま
た
、高
圧
注
入
ポ
ン
プ
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
側
入
口
格
納
容
器
隔
離
弁
の

故
障
に
よ
り
高
圧
お
よ
び
低
圧
再
循
環
運
転
が
不
能
で
あ
れ
ば
、
Ａ
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ

ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
運
転

に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
 

 

 
 

 
 
 

 
 
【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
大
飯
は
、
高
圧
再

循
環
時

の
原
子
炉
冷
却
に
つ
い
て
記

載
し
て
い
る
。）

 

 
○

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て
 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能
喪

失
時
に
、燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ
注

水
す
る
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用

水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

注
水
先
の
切
替
え
が
必
要
な
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
注
水
先
を
原
子
炉
へ
切

り
替
え
、
代
替
炉
心
注
水
を
行
う
。
 

炉
心
損
傷
前
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
炉
心
注
水
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低

圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
へ
切
り
替
え
、
代
替
炉
心
注
水

を
行
う
。
な
お
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
を
実
施
し
て

い
る
場
合
に
、
炉
心
損
傷
と
判
断
す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先

を
原
子
炉
か
ら
格
納
容
器
へ
切
り
替
え
る
。
 

 

 
 

 
 
 

○
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て
 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時
に
、燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注

水
す
る
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用

水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。

 

注
水
先
の
切
替
え
が
必
要
な
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
注
水
先
を
原
子
炉
へ
切

り
替
え
、
代
替
炉
心
注
水
を
行
う
。

 

炉
心
損
傷
前
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
炉
心
注
水
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低

圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
へ
切
り
替
え
、
代
替
炉
心
注
水

を
行
う
。
な
お
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
を
実
施
し
て

い
る
場
合
に
、
炉
心
損
傷
と
判
断
す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先

を
原
子
炉
か
ら
格
納
容
器
へ
切
り
替
え
る
。
 

 
 

 
○

 作
業
性
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
に
か
か
る
可
搬
型

ホ

ー
ス
等
の
接
続
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
可
搬
式
代
替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
の
保
管
場
所
に
使
用
工
具
お
よ
び
可
搬
型

ホ
ー
ス
を
配
備
す
る
。
 

 
 

２
 
作
業
性
 

(
1
) 
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
の
水
源
確
保
に
係
る
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え

に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
、
使
用
す
る
工
具
は
作
業
場
所
近

傍
に
配
備
す
る
。
 

(
2
) 
可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
の
可
搬
型

ホ
ー
ス

布
設
、
接
続
作
業
に
つ

い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ

の
保
管
場
所
に
使
用
工
具
及
び
可
搬
型

ホ
ー
ス
を
配
備
す
る
。
 

 
 

○
 
作
業
性
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
に
係
る
可
搬
型

ホ
ー

ス
等
の
接
続
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
作
業
場
所
近
傍
に
使
用

工
具
を
配
備
す
る
。
 

電
源

車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
用
）
へ
の
燃
料
補
給
に
つ
い
て
は
、
速

や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
作
業
場
所
近
傍
に
使
用
工
具
を
配
備
す
る
。
 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
作
業
場
所
近
傍

に
使
用
工
具
を
配
備
す
る
と

し
て
い
る
。）
（
以
下
、
同
様
。）
 

 
○

 再
循
環
不
能
時
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
 

代
替
再

循
環
運
転
に
よ
り
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
を
原
子
炉
へ
注
水
で
き

な
い
場
合
、
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
側
入
口
格
納
容
器
隔
離

弁

の
開
操
作
不
能
に
よ
り
再

循
環
運
転
に
移
行
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー
ン
が
閉
塞
し
た
場
合
は
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
等
に
よ
り
燃
料

取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
に
注
水
す
る
と
と
も
に
、
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ

ト
を
用
い
た
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
よ
り
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。格
納

容
器
内
自
然
対
流
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
は
、代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す

る
。
 

 

 
 
「
前
述
」
 

 
 

○
 
再
循
環
不
能
時
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却

 

代
替
再

循
環
運
転
に
よ
り
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
を
原
子
炉
へ
注
水
で
き

な
い
場
合
、

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
入
口

弁
（
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
連
絡
第
１
弁
）

ま
た
は

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
入
口
弁
（
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
連
絡
第
２
弁
）
の
開

操
作
不
能
に
よ
り
再

循
環
運
転
に
移
行
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
格
納
容
器
再

循
環

サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー
ン
が

閉
塞
し
た
場
合
は
、
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
等
に
よ
り

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
に
注
水
す
る
と
と
も
に
、格
納
容
器

循
環
冷
暖

房
ユ
ニ
ッ
ト
を
用
い
た
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
よ
り
格
納
容
器
内
を
冷
却

す
る
。
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
は
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
を
実
施
す
る
。
 

 
 

参考①-484



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 

 
○

 送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
閉
塞
時
の
対
応
 

送
水
車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に
閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 
送
水

車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ

閉
塞
時
の
対
応

 

送
水

車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に

閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。

 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
ス
ト
レ
ー
ナ

閉

塞
時
の
対
応
を
定
め
る
と
し

て
い
る
。
）（
以
下
、
同
様
。）

 

 
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合

 

サ
ポ
ー
ト
系
機
能

喪
失
時

 

１
．
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪
失
時
に

原
子
炉
へ
の
注
水
機
能
が
喪
失
し
、
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
同
時
に
発
生
し
た
場

合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
等
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。

 

 
 

２
 
サ

ポ
ー
ト
系
故
障
時

 

(
1)
 
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却

機
能

喪
失
に
よ
り
炉
心
へ
の
注
入
機
能
が
喪

失
し
、
RC
P
シ
ー
ル

LO
CA
が
発
生

し
た
場
合
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
、
も
し
く
は
漏
え
い
規
模
が
大

き
い

LO
C
A
が
発
生
し
た
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

水
等
を
炉
心
へ
注
入
す
る
。
 

 
 

１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合

 

サ
ポ
ー
ト
系
機
能
喪

失
時

 

１
．
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に

原
子
炉
へ
の
注
水
機
能
が

喪
失
し
、
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
同
時
に
発
生
し
た
場

合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
等
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。

 

 
 

 
(
1)
 恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
よ
り
受
電
し
た

恒
設
代
替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
燃
料
取

替
用
水
ピ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。
 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
お
い

て
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
等
の
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

ア
 
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
受
電
し
た
常

設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
炉
心
へ
注
入

す
る
。
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
の
水
源
と
し
て
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が

使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。

 

(
ｱ)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

ａ
 
外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
全
て
の

非
常
用
高
圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母

線
電
圧
に
よ
り
確
認
で
き
ず
、

1
0
分
以
内
に
１
次
冷
却
材
圧
力
が

蓄
圧
タ
ン
ク
作
動
圧
力
ま
で
低
下
し
な
い
場
合
に
、
炉
心
へ
注
入
す

る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ

て
い
る
場
合

 

ｂ
 
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
を
原
子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量

等
に
よ
り
確
認
で
き
ず
、

1
0
分
以
内
に
１
次
冷
却
材
圧
力
が
蓄
圧

タ
ン
ク
作
動
圧
力
ま
で
低
下
し
な
い
場
合
に
、
炉
心
へ
注
入
す
る
た

め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い

る
場
合

 

 

 
 

(
1)
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
よ
り
受
電
し
た

恒
設
代
替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

 ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
お
い

て
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
     【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
玄
海
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｏ
と
Ｃ
Ｃ

Ｗ
喪

失
時
を
分
け
て
記
載
し

て
い
る
。
）

 

 
(
2)
 Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
よ
り
受
電
し
た
Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ

（
自
己
冷
却
）
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
燃

料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
に
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
機
能
喪

失

に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が
余
熱
除
去
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合

に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
等
の
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪
失
時
の
対
応
で
あ
る
Ａ
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
空

調
用
冷
水
）
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が
余
熱
除
去
流
量
等
に

て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替

用
水
ピ
ッ
ト
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

イ
 
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心

注
入
が
で
き
な
い
場
合
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
受
電
し
た
Ｂ
充
て

ん
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
炉
心
へ
注

入
す
る
。
 

(
ｱ)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

ａ
 
外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
全
て
の

非
常
用
高
圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母

線
電
圧
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
炉
心
へ
注
入
す
る
た
め
に

必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
、
以
下
の
状
態

と
な
っ
た
場
合
 

(
a)

 
 
10
分
以
内
に
１
次
冷
却
材
圧
力
が
蓄
圧
タ
ン
ク
作
動
圧
力
ま

で
低
下
し
な
い
場
合
に
、
常
設
電
動
 
注
入

ポ
ン
プ
の
準
備
作
業

が
完
了
し
た
場
合

 

(
b)

 
 
10
分
以
内
に
１
次
冷
却
材
圧
力
が
蓄
圧
タ
ン
ク
作
動
圧
力
ま

で
低
下
し
た
場
合

 

ｂ
 
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
を
原
子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量

等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
炉
心
へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要

な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
、
以
下
の
状
態
と
な

っ
た
場
合

 

(
a
) 

 
1
0
分
以
内
に
１
次
冷
却
材
圧
力
が
蓄
圧
タ
ン
ク
作
動
圧
力
ま

で
低
下
し
な
い
場
合
に
、
常
設
電
動
 注
入

ポ
ン
プ
の
準
備
作
業

が
完
了
し
た
場
合

 

(
b)

 
 
10
分
以
内
に
１
次
冷
却
材
圧
力
が
蓄
圧
タ
ン
ク
作
動
圧
力
ま

 
 

(
2)
 
Ｃ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水

 

当
直
課
長
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
よ
り
受
電
し
た
Ｃ
充
て
ん

／
高
圧

注
入
ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注

水
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を

使
用
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に

よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が
Ａ

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で

き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン

ク
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
の
対
応
で
あ
る
Ａ

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
空

調
用
冷
水
）
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が
Ａ
余
熱
除
去
ク
ー
ラ

出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必

要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 

 
  【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｓ
圧
力
に

関
係
な
く
注
水
す
る
判
断
基

準
と
し
て
い
る
。）

 

参考①-485



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

で
低
下
し
た
場
合

 

 

 
(
3)
 可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
海
水
を
原
子
炉
へ
注

水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡

ラ
イ
ン
使
用
）
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が
余
熱
除
去
流
量
等

に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

ウ
 
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
常
設
設
備
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
が
で
き

な
い
場
合
、
可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
り
淡
水
又
は
海
水
を

炉
心
へ
注
入
す
る
。
水
源
は
中
間
受
槽
を
使
用
し
、
中
間
受
槽
へ
の
供
給

は
、
淡
水
で
あ
る
八
田
浦
貯
水
池
か
ら
行
い
、
使
用
可
能
な
淡
水
が
な
い

場
合
は
海
水
を
使
用
す
る
。
 

(
ｱ)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

ａ
 
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象

(R
CP
シ
ー
ル

LO
C
A)
が
発
生
し
た
場
合

に
、
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
を

AM
用
消
火
水

積
算
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
 

ｂ
 

1
次
冷
却
材

喪
失
事
象
（
漏
え
い
規
模
が
大
き
い

LO
C
A）
が
発
生

し
た
場
合
に
、
Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注

入
を
充
て
ん
水
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

(
3)
 
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水

 

当
直
課
長
は
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
海
水
を
原
子
炉
へ
注

水
す
る
。
 

   

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ

イ
ン
使
用
）
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が
Ａ
余
熱
除
去
ク
ー
ラ

出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合

 

 

 
      【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
対
応
設
備
の
優

先
順
位
に
よ
り
判
断
基
準
が

異
な
る
。
）

 

 
２
．
代
替
再

循
環
運
転
 

(
1)
 全
交
流
動
力
電
源
喪
失
と
１
次
冷
却
材
喪
失
事
象
が
同
時
に
発
生
し
た
場
合
 

 

 
 

(
2)
 
代
替
再
循
環

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
事
象
と
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
同
時
に
発
生
し
た
場

合
 

 

 
 

２
．
代
替
再
循
環
運
転
 

(
1)
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
と
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
同
時
に
発
生
し
た
場
合

 

 ａ
．
Ｂ

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
低
圧
代
替
再

循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
と
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
同
時

に
発
生
し
、
原
子
炉
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
Ｂ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
海

水
冷
却
）
を
用
い
た
低
圧
代
替
再

循
環
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
大
容
量

ポ
ン
プ

を
用
い
た
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対

流
冷
却
に
よ
り
格
納
容
器
を
冷
却
す
る
。
 

(
a)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
と
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
同
時
に
発
生
し

た
場
合
に
、
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
に
よ
る
冷
却
水
が
確

保
さ
れ
、
低
圧
代
替
再
循
環
運
転
を
す
る
た
め
に
必
要
な
格
納
容
器
再
循

環
サ
ン
プ
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
  【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
美
浜
は
低
圧
代
替
再
循
環

に
て
対
応
す
る
こ
と
を
記

載
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
ａ
．
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
高
圧
代
替
再
循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
と
１
次
冷
却
材
喪
失
事
象
が
同
時

に
発
生
し
、
原
子
炉
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海

水
冷
却
）
を
用
い
た
高
圧
代
替
再
循
環
運
転
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
大
容
量

ポ

ン
プ
を
用
い
た
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対

流
冷
却
に
よ
り
格
納
容
器
を
冷
却
す
る
。
 

  (
a)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
と
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
同
時
に
発
生
し

た
場
合
に
、
大
容
量
ポ
ン
プ
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
に
よ
る
冷
却
水
が
確

保
さ
れ
、
高
圧
代
替
再

循
環
運
転
を
す
る
た
め
に
必
要
な
格
納
容
器
再

循

環
サ
ン
プ
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

ア
 
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
（

RC
P
シ
ー
ル

L
OC

A

又
は
漏
え
い
規
模
が
大
き
い

L
OC
A
）
と
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
が
同
時
に

発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ

車
に
よ
り
補
機
冷
却

水
が
確
保
さ
れ
た
場
合
、
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代

替
再
循
環
を
行
う
と
と
も
に
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
を
用
い
た
Ａ
、

Ｂ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流

冷
却
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。
 

(
ｱ)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
に
よ
る
補
機
冷
却
水
が
確
保
さ
れ
、
再

循

環
運
転
を
す
る
た
め
に
必
要
な
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
が
確
保

さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

ｂ
．
Ｂ
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
お
よ
び
Ｂ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ

（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
高
圧
代
替
再

循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
と

1
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
同
時

に
発
生
し
、
原
子
炉
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
Ｂ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
海

水
冷
却
）
お
よ
び
Ｂ
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
を
用
い
た

高
圧
代
替
再

循
環
運
転
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
大
容
量

ポ
ン
プ
を
用
い
た
格
納

容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
よ
り

格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。

 

(
a)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

Ｂ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
低
圧
代
替
再
循
環
運
転
に

よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
が
、
Ｂ

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認

で
き
な
い
場
合
に
、
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
補
機
冷
却
に
よ
り
冷
却

水
が
確
保
さ
れ
、
高
圧
代
替
再

循
環
運
転
を
す
る
た
め
に
必
要
な
格
納
容

器
再

循
環
サ
ン
プ
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

 
(
2)
 
１
次
冷
却
材

喪
失
時
に
お
け
る
再

循
環
運
転
時
に
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
 

 

 
 

１
次
冷
却
材
喪

失
時
に
お
け
る
再

循
環
運
転
時
に
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が

喪

失
し
た
場
合

 

 

 
 

(
2)
 
１
次
冷
却
材

喪
失
時
に
お
け
る
再

循
環
運
転
時
に
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
 

ａ
．
Ｂ

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
低
圧
代
替
再

循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

喪
失
時
に
お
け
る
再
循
環
運
転
時
に
原
子
炉

補
機
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
Ｂ

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
を
用
い
た
低
圧
代

替
再

循
環
運
転
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
大
容
量
ポ
ン

プ
を
用
い
た
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然

対
流
冷
却
に
よ
り
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。
 

(
a)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
、
Ａ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
空
調
用
冷
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
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あ
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考
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補
足
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青
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申
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差
異
の
説
明
 

水
）
の
機
能

喪
失
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を
Ａ

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出

口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
大
容
量
ポ
ン
プ
に
よ
り
代
替
補

機
冷
却
に
よ
る
冷
却
水
が
確
保
さ
れ
、
低
圧
代
替
再

循
環
運
転
を
す
る
た

め
に
必
要
な
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場

合
 

 

 
ａ
．
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
高
圧
代
替
再
循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

喪
失
時
に
お
け
る
再
循
環
運
転
時
に
原
子
炉

補
機
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
、
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
を

用
い
た
高
圧
代
替
再
循
環
運
転
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
を
行
い
、
あ
わ
せ

て
、
大
容
量
ポ
ン
プ
を
用
い
た
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容

器
内
自
然
対
流
冷
却
に
よ
り
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。
 

(
a)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪
失
時
は
、
Ａ
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
空
調
用
冷

水
）
の
機
能

喪
失
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を
余
熱
除
去
流
量
等
に
て

確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
に
よ
る

冷
却
水
が
確
保
さ
れ
、
高
圧
代
替
再
循
環
運
転
を
す
る
た
め
に
必
要
な
格

納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

イ
 
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
（

R
CP
シ
ー
ル

LO
C
A

又
は
漏
え
い
規
模
が
大
き
い

LO
C
A）
と
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
が
同

時
に
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ
車
に
よ
り
補
機

冷
却
水
が
確
保
さ
れ
た
場
合
、
Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ

る
代
替
再
循
環
を
行
う
と
と
も
に
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
を
用
い
た

Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対

流
冷
却
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。
 

(
ｱ)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

Ａ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
空
調
用
冷
水
）
に
よ
る
代
替
再

循
環
を

余
熱

除
去
流
量
等
で
確
認
で
き
ず
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
に
よ
る
補
機

冷
却
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
再

循
環
運
転
を
す
る
た
め
に
必

要
な
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

ｂ
．
Ｂ
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
お
よ
び
Ｂ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ

（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
高
圧
代
替
再

循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
１
次
冷
却
材

喪
失
時
に
お
け
る
再
循
環
運
転
時
に
原
子
炉

補
機
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
Ｂ
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
お

よ
び
Ｂ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
を
用
い
た
高
圧
代
替
再

循
環
運
転
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
、
大
容
量

ポ
ン
プ

を
用
い
た
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対

流
冷
却
に
よ
り
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。
 

 (
a
) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

Ｂ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
低
圧
代
替
再
循
環
運
転
に

よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
が
Ｂ

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認

で
き
な
い
場
合
に
、
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
に
よ
る
冷
却

水
が
確
保
さ
れ
、
高
圧
代
替
再

循
環
運
転
を
す
る
た
め
に
必
要
な
格
納
容

器
再

循
環
サ
ン
プ
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

 
３
．
格
納
容
器
隔
離
弁
の
閉
止
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
、
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
シ
ー
ル
部
へ
の

シ
ー
ル
水
注
水
機
能
お
よ
び
サ
ー
マ
ル
バ
リ
ア
冷
却
機
能
が

喪
失
す
る
こ
と
に
よ

り
、
１
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
シ
ー
ル
部
か
ら
１
次
冷
却
材
が
漏
え
い
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
、
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
シ
ー
ル
戻
り
隔
離
弁
等
を
閉
止
す
る
。
 

隔
離
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
よ
り
電
源
を
確
保
す
れ
ば
、
中
央
制
御
室
に

て
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
シ
ー
ル
戻
り
隔
離

弁
を
閉
止
し
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作

動
信
号
が
発
信
し
た
場
合
は
、
動
作
す
る
格
納
容
器
隔
離

弁
の

閉
止
を
確
認
す
る
。

な
お
、
隔
離

弁
等
の
電
源
が
回
復
し
て
い
な
い
場
合
は
、
現
場
に
て
閉
止
す
る
。

 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
 

 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

３
．
格
納
容
器
隔
離

弁
の

閉
止
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
、
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
シ
ー
ル
部
へ
の

シ
ー
ル
水
注
水
機
能
お
よ
び
サ
ー
マ
ル
バ
リ
ア
の
冷
却
機
能
が

喪
失
す
る
こ
と
に
よ

り
、
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
シ
ー
ル
部
か
ら
１
次
冷
却
材
が
漏
え
い
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
、
封
水
戻
り
第
２
隔
離

弁
等
を
閉
止
す
る
。
 

隔
離
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
よ
り
電
源
を
確
保
す
れ
ば
、
中
央
制
御
室
に

て
封
水
戻
り
第
２
隔
離

弁
を
閉
止
し
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し

た
場
合
は
、
動
作
す
る
格
納
容
器
隔
離

弁
の

閉
止
を
確
認
す
る
。
な
お
、
隔
離

弁
等

の
電
源
が
回
復
し
て
い
な
い
場
合
は
、
現
場
に
て
閉
止
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合

 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
運
転
停
止
中
の

後
に
記
載
し
て
い
る
。
）
 

 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 優
先
順
位
 

(
1)
 代
替
炉
心
注
水
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、
注
水
流
量
が
大
き
く
、
使

用
準
備
の
早
い
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
を
優
先
す
る
。
次
に
Ｂ
充
て
ん

ポ

ン
プ
（
自
己
冷
却
）
を
使
用
す
る
。
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
は
使
用
準

備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ

等
の
準
備
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
多
様
性
拡
張
設
備
で

あ
る
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡

ラ
イ
ン
使
用
）
等
を
使
用
す
る
。
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
等
の
使
用
準

備
が
完
了
し
多
様
性
拡
張
設
備
を
含
む
他
の
注
水
手
段
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
使

用
す
る
。
 

    (
2)
 
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
代
替
再
循
環
運
転
に
使
用
す
る
機
器
の
優

先
順
位
は
、
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
が
使
用
準
備
時
間
が
短
い
Ａ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
空
調
用
冷
水
）
を
優
先
し
、
次
に
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）

を
使
用
す
る
。
 

   

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ
り
炉
心
へ
の

注
入
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
代
替
炉
心
注
入
を
行
い
、
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン

プ
水
が
確
保
さ
れ
た
場
合
、
代
替
再
循
環
を
実
施
し
、
炉
心
を
冷
却
す
る
。

 

(
1
) 

 
RC

P
シ
ー
ル

LO
CA
が
発
生
し
た
場
合
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合

の
代
替
炉
心
注
入
の
優
先
順
位
は
、
注
入
流
量
が
大
き
く
、
使
用
準
備
時
間

が
早
い
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
を
優
先
す
る
。
次
に
高
揚
程
で
あ
る
Ｂ
充
て

ん
ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
を
使
用
す
る
。
常
設
設
備
に
よ
る
炉
心
へ
の
注
入

が
で
き
な
い
場
合
は
、
可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
を
活
用
す
る
。
 

可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
は
使
用
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
、
あ
ら
か
じ
め
可

搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
等
の
運
搬
、
設
置
及
び
接
続
の
準
備
を
行

い
、
多
様
性

拡
張
設
備
を
含
む
他
の
注
入
手
段
が
な
け
れ
ば
炉
心
へ
の
注
入

を
行
う
。
 

(
2)
 
 
漏
え
い
規
模
が
大
き
い

LO
C
A
が
発
生
し
た
場
合
の
代
替
炉
心
注
入
の
優

先
順
位
は
、
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
を
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
に

使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
を
使
用
す
る
。
常
設

設
備
に
よ
る
炉
心
へ
の
注
入
が
で
き
な
い
場
合
は
、
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注

入
ポ
ン
プ
を
活
用
す
る
。
 

可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
は
使
用
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
、
あ
ら

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 
優
先
順
位

 

(
1)
 
代
替
炉
心
注
水
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、
注
水
流
量
が
大
き
く
、
準

備
時
間
の
短
い
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
を
優
先
す
る
。
次
に
Ｃ
充
て
ん

／

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
を
使
用
す
る
。
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン

プ
は
使
用
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
可
搬
式
代
替
低
圧

注
水
ポ
ン
プ
等
の
準
備
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ

Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
等
を
使
用
す
る
。
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
等

の
使
用
準
備
が
完
了
し

多
様
性

拡
張
設
備
を
含
む
他
の
注
水
手
段
が
な
け
れ
ば

こ
れ
を
使
用
す
る
。
 

    (
2)
 
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
代
替
再

循
環
運
転
に
使
用
す
る
機
器
の
優

先
順
位
は
、

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
が
準
備
時
間
が
短
い
Ａ

余
熱
除
去
ポ
ン

プ
（
空
調
用
冷
水
）
を
優
先
し
、
次
に
Ｂ

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
ま

た
は
Ｂ

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
お
よ
び
Ｂ
充
て
ん

／
高
圧
注
入
ポ
ン

プ
（
海
水
冷
却
）
を
使
用
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

   (
3)
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ
り
原
子
炉

へ
の
注
水
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
、
代
替
炉
心
注
水
に
よ
り
原
子
炉
へ
注
水
し
、

格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
が
再
循
環
可
能
水
位
と
な
れ
ば
、
代
替
再
循
環
運
転

を
実
施
し
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
 

 

か
じ
め
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
等
の
運
搬
、
設
置
及
び
接
続
の
準

備
を
行
い
、

多
様
性
拡
張
設
備
を
含
む
他
の
注
入
手
段
が
な
け
れ
ば
炉
心
へ

の
注
入
を
行
う
。

 

(
3)

 
 
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
に
お
い
て
再

循
環
運
転
を
行
う
場
合
、
移
動
式

大
容
量

ポ
ン
プ

車
か
ら
海
水
供
給
に
よ
る
Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
の
補
機
冷
却

水
を
確
保
し
、
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
を
Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海
水
冷

却
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
と
と
も
に
、
移
動
式
大
容

量
ポ
ン
プ

車
を
用
い
て
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自

然
対
流
冷
却
を
行
う
。
 

原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
お
い
て
再

循
環
運
転
を
行
う
場
合
、
使

用
準
備
時
間
が

早
い
多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
Ａ
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
空
調

用
冷
水
）
を
用
い
た
代
替
再
循
環
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
と
と
も
に
、
移

動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
を
用
い
て
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格

納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
Ａ
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
空
調
用
冷
水
）

に
よ
る
代
替
再

循
環
が
で
き
な
い
場
合
は
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
か
ら

海
水
供
給
に
よ
る
Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
の
補
機
冷
却
水
を
確
保
し
、
格
納
容

器
再

循
環
サ
ン
プ
水
を
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再

循
環
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
と
と
も
に
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
を
用

い
て
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を

行
う
。

 

 

   (
3)
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ
り
原
子
炉

へ
の
注
水
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
代
替
炉
心
注
水
に
よ
り
原
子
炉
へ
注
水
し
、

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
が
再

循
環
可
能
水
位
と
な
れ
ば
、
代
替
再

循
環
運
転

を
実
施
し
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
 

 

 
○

 恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て
 

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪
失
時
に
、燃
料
取
替

用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
、
恒
設
代
替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

注
水
先
の
切
替
え
が
必
要
な
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
注
水
先
を
原
子
炉
へ
切

り
替
え
、
代
替
炉
心
注
水
を
行
う
。
 

炉
心
損
傷
前
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
炉
心
注
水
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低

圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
へ
切
り
替
え
、
代
替
炉
心
注
水

を
行
う
。
な
お
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
を
実
施
し
て

い
る
場
合
に
、
炉
心
損
傷
と
判
断
す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先

を
原
子
炉
か
ら
格
納
容
器
へ
切
り
替
え
る
。
ま
た
、
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
と
１
次

冷
却
材
喪
失
事
象
が
重
畳
し
た
場
合
は
、
そ
の
後
、
Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）

に
よ
り
代
替
炉
心
注
水
を
行
う
。
 

 

 
 

２
 
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
の
注
入
先
に
つ
い
て
 

１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
（
RC

P
シ
ー
ル

LO
C
A）
と
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
又
は

原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
事
象
が
重
畳
し
た
場
合
の
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ

の
注
入
先
を
炉
心
注
入
と
す
る
。
ま
た
、
対
応
途
中
で
事
象
が
進
展
し
、
炉
心
損

傷
と
判
断
す
れ
ば
、
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
の
注
入
先
を
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
へ

変
更
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
後
、
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
代

替
炉
心
注
入
を
行
う
。

 

 

 
 

○
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
、燃
料
取
替

用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
恒
設
代
替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

注
水
先
の
切
替
え
が
必
要
な
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
注
水
先
を
原
子
炉
へ
切

り
替
え
、
代
替
炉
心
注
水
を
行
う
。

 

炉
心
損
傷
前
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
炉
心
注
水
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低

圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
へ
切
り
替
え
、
代
替
炉
心
注
水

を
行
う
。
な
お
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
を
実
施
し
て

い
る
場
合
に
、
炉
心
損
傷
と
判
断
す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先

を
原
子
炉
か
ら
格
納
容
器
へ
切
り
替
え
る
。
ま
た
、
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
と
１
次

冷
却
材

喪
失
事
象
が
重
畳
し
た
場
合
は
、
そ
の
後
、
Ｃ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ

（
自

己
冷
却
）
に
よ
り
代
替
炉
心
注
水
を
行
う
。

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

 
○

 作
業
性
 

Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
の
補
機
冷
却
水
確
保
に
係
る
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ

ー
ス
取
替
え
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
作
業
場
所
近
傍
に
使
用

工
具
を
配
備
す
る
。
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
に
か
か
る
可
搬
型

ホ

ー
ス
等
の
接
続
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
可
搬
式
代
替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
の
保
管
場
所
に
使
用
工
具
お
よ
び
可
搬
型

ホ
ー
ス
を
配
備
す
る
。
 

 

 
 

３
 
作
業
性

 

(
1
) 
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
の
水
源
確
保
及
び
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）

の
補
機
冷
却
水
に
係
る
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え
に
つ
い
て
は
、
速
や
か

に
作
業
が
で
き
る
よ
う
、
使
用
す
る
工
具
は
作
業
場
所
近
傍
に
配
備
す
る
。
 

(
2
) 
可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
の
可
搬
型
ホ
ー
ス

布
設
、
接
続
作
業
に
つ

い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ

の
保
管
場
所
に
使
用
工
具
及
び
可
搬
型
ホ
ー
ス
を
配
備
す
る
。
 

 

 
 

○
 
作
業
性
 

Ｃ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
の
補
機
冷
却
水
確
保
に
係
る
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
作
業
場
所

近
傍
に
使
用
工
具
を
配
備
す
る
。
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
に
係
る
可
搬
型

ホ
ー

ス
等
の
接
続
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
作
業
場
所
近
傍
に
使
用

工
具
を
配
備
す
る
。
 

電
源

車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
用
）
へ
の
燃
料
補
給
に
つ
い
て
は
、
速

や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
作
業
場
所
近
傍
に
使
用
工
具
を
配
備
す
る
。
 

 
 

 
○

 送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
閉
塞
時
の
対
応
 

送
水
車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に
閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 
送
水

車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ

閉
塞
時
の
対
応

 

送
水

車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に

閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト

レ
ー
ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。

 

 

 
 

 
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合

 

溶
融
デ
ブ
リ
が
原
子
炉
容
器
内
に
残
存
す
る
場
合

 

１
．
格
納
容
器
水
張
り
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
溶
融
が
発
生
し
た
場
合
、
格
納
容
器
圧
力

と
温
度
ま
た
は
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
出
入
口
の
温
度
差
の
変
化
に
よ
り
格
納

容
器
内
が
過
熱
状
態
で
あ
り
原
子
炉
容
器
内
に
溶
融
デ
ブ
リ
が
残
存
し
て
い
る
と
判

断
し
た
場
合
、
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を

 
 

溶
融
デ
ブ
リ
が
原
子
炉
容
器
内
に
残
存
す
る
場
合

 

１
 
原
子
炉
格
納
容
器
水
張
り
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
溶
融
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度
の
上
昇
又
は
可
搬
型
温
度
計
測

装
置
（
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度

/出
口
温
度

(
SA
)
用
）
の
温
度
差
の

変
化
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
が
過
熱
状
態
で
あ
り
原
子
炉
容
器
内
に
溶
融

デ
ブ
リ
が
残
存
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止

 
 

１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合

 

溶
融
デ
ブ
リ
が
原
子
炉
容
器
内
に
残
存
す
る
場
合

 

１
．
格
納
容
器
水
張
り
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
溶
融
が
発
生
し
た
場
合
、
格
納
容
器
圧
力

と
温
度
ま
た
は
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
出
入
口
の
温
度
差
の
変
化
に
よ
り

格
納
容
器
内
が
過
熱
状
態
で
あ
り
原
子
炉
容
器
内
に
溶
融
デ
ブ
リ
が
残
存
し
て
い
る

と
判
断
し
た
場
合
、
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷

 
 

参考①-488



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

確
認
す
る
と
と
も
に
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト

水
を
格
納
容
器
内
へ
注
水
す
る
。

 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ

ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
格
納
容
器
内
へ
注
水
す
る
。燃
料
取
替
用

水
ピ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
を
使
用
し
、
次
に
可
搬
式
代
替

注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
海
水
を
格
納
容
器
へ
注
水
す
る
。
 

     な
お
、
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
は
、
残
存
デ
ブ
リ
を
冷
却
し
て
格
納
容
器
内
の
重

要
機
器
お
よ
び
重
要
計
器
が
水
没
し
な
い
上
限
の
高
さ
ま
で
と
す
る
。
 

 
(1
)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
溶
融
が
発
生
し
た
場
合
に
、
格
納
容
器
圧
力
と
温
度

の
上
昇
ま
た
は
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
（
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温

度
／
出
口
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
用
）
等
の
温
度
差
の
変
化
に
よ
り
格
納
容
器
内
が
過
熱

状
態
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
 

 

す
る
た
め
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
又
は
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
残
存
溶
融
デ
ブ
リ
を
冷
却

し
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
重
要
機
器
及
び
重
要
計
器
が
水
没
し
な
い
上
限
の
高

さ
(約

4
,0
0
0
m
3
)ま
で
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
等
を
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
注

入
す
る
。
 

         

(
1)
 
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
圧
力
及
び
温
度
の
上
昇
又
は
可
搬
型
温
度
計
測
装
置

（
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度

／
出
口
温
度

(S
A
)用
）
の
温
度
差

の
変
化
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
が
過
熱
状
態
で
あ
る
場
合
 

 

却
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納

容
器
内
へ
注
水
す
る
。

 

内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
内
へ
注
水
す

る
。
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
へ
注

水
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用

す
る
。

 

原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
の
必
要
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
原
子
炉
下

部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
内
へ
注

水
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用

す
る
。

 

な
お
、
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
は
、
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格

納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
影
響
し
な
い
上
限
の
高
さ
ま
で
と
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
溶
融
が
発
生
し
た
場
合
に
、
格
納
容
器
圧
力
と
温
度

の
上
昇
ま
た
は
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
（
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
入

口
温
度

／
出
口
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
用
）
等
の
温
度
差
の
変
化
に
よ
り
格
納
容
器
内
が

過
熱
状
態
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

 

た
だ
し
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
代
替
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
を
行
う
場
合
は
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
ポ
ン
プ
を
原
子
炉
下

部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
に
使
用
し
て
い
な
い
場
合
 

 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
溶
融
が
発
生
し
た
場
合
に
、
溶
融
炉
心
は
原
子
炉
容
器
を

破
損
し
格
納
容
器
下
部
に
落
下
す
る
が
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ま
た
は
代
替
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
に
注
水
す
る
こ
と
で
溶
融
炉
心
を

冷
却
す
る
。
 

注
水
先
の
切
替
え
が
必
要
な
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
注
水
先
を
格
納
容
器
へ

切
り
替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
溶
融
が
発
生
時
に
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る

代
替
炉
心
注
水
（

落
下
遅
延
・
防
止
）
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
原
子

炉
か
ら
格
納
容
器
へ
切
り
替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 
優
先
順
位

 

格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、内
部
ス
プ

レ
ポ
ン
プ
を
優
先
し
、
次
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ

ィ
注
水

ポ
ン
プ
の
順
と
す
る
。
 

 

○
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
溶
融
が
発
生
し
た
場
合
に
、
溶
融
炉
心
は
原
子
炉
容
器
を

破
損
し
格
納
容
器
下
部
に
落
下
す
る
が
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
原
子
炉

下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
に
注
水
す
る
こ
と
で
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
。
 

注
水
先
の
切
替
え
が
必
要
な
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
注
水
先
を
格
納
容
器
へ

切
り
替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。

 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
溶
融
が
発
生
時
に
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

代
替
炉
心
注
水
（

落
下
遅
延
・
防
止
）
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
原
子

炉
か
ら
格
納
容
器
へ
切
り
替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。

 

 

○
 
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
溶
融
が
発
生
し
た
場
合
に
、
溶
融
炉
心
は
原
子
炉
容
器
を

破
損
し
格
納
容
器
下
部
に
落
下
す
る
が
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
原
子
炉

下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
に
注
水
す
る
こ
と
で
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
。
な
お
、
炉
心
の
著

し
い
損
傷
、
溶
融
が
発
生
時
に
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注

水
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
格

納
容
器
か
ら
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
へ
切
り
替
え
る
。
 

 
 

 
○

 残
存
デ
ブ
リ
冷
却
時
の
１
次
冷
却
材
圧
力
監
視
に
つ
い
て
 

原
子
炉
容
器
内
に
溶
融
デ
ブ
リ
が
残
存
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
、格
納
容
器

水
張
り
操
作
を
実
施
す
る
際
は
１
次
冷
却
材
圧
力
を
監
視
す
る
。
１
次
冷
却
材
圧
力

が
格
納
容
器
圧
力
よ
り
高
い
場
合
は
、溶
融
デ
ブ
リ
の
冷
却
が
阻
害
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
た
め
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
を
開
操
作
し
原
子
炉
容
器
内
と
格
納
容
器
内
を
均
圧

さ
せ
る
。
 

 

 
 

１
 
残
存
デ
ブ
リ
冷
却
時
の
１
次
冷
却
材
圧
力
監
視
に
つ
い
て
 

原
子
炉
容
器
内
に
溶
融
デ
ブ
リ
が
残
存
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
、
炉
心
冠

水
操
作
を
実
施
す
る
際
は
１
次
冷
却
材
圧
力
を
監
視
す
る
。
１
次
冷
却
材
系
統
の

圧
力
が
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
よ
り
高
い
場
合
は
溶
融
デ
ブ
リ
の
冷
却
が
阻

害
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
を
開
操
作
し
原
子
炉
容
器
内
と

原
子
炉
格
納
容
器
を
均
圧
さ
せ
る
。
 

 

 
 

○
 
残
存
デ
ブ
リ
冷
却
時
の
１
次
冷
却
材
圧
力
監
視
に
つ
い
て

 

原
子
炉
容
器
内
に
溶
融
デ
ブ
リ
が
残
存
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
、格
納
容
器

水
張
り
操
作
を
実
施
す
る
際
は
１
次
冷
却
材
圧
力
を
監
視
す
る
。
１
次
冷
却
材
圧
力

が
格
納
容
器
圧
力
よ
り
高
い
場
合
は
、
溶
融
デ
ブ
リ
の
冷
却
が
阻
害
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
た
め
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
を
開
操
作
し
原
子
炉
容
器
内
と
格
納
容
器
内
を
均
圧

さ
せ
る
。
 

 

 
 

 
○

 残
存
デ
ブ
リ
冷
却
時
の
注
水
量
に
つ
い
て
 

格
納
容
器
へ
の
注
水
量
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
水
位
計
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流

 
 

２
 
残
存
デ
ブ
リ
冷
却
時
の
注
入
量
に
つ
い
て
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
注
入
量
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
水
位
監
視
装
置
、

AM

 
 

○
 
残
存
デ
ブ
リ
冷
却
時
の
注
水
量
に
つ
い
て
 

格
納
容
器
へ
の
注
水
量
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
水
位
計
、
内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ
出

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

量
計
、
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

積
算
流
量
計
、
Ａ
Ｍ
用
消
火
水

積
算
流
量
計
、
恒
設

代
替
低
圧
注
水

積
算
流
量
計
、燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
計
の
収
支
に
よ
り
注
水

量
を
把
握
す
る
。
 

残
存
デ
ブ
リ
の
影
響
を
防
止
す
る
た
め
の
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
は
、残
存
デ
ブ

リ
を
冷
却
し
て
格
納
容
器
内
の
重
要
機
器
お
よ
び
重
要
計
器
が
水
没
し
な
い
高
さ

ま
で
と
す
る
。
 

 

用
消
火
水

積
算
流
量
計
、
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量

積
算
流
量
計
、
燃
料
取
替

用
水
タ
ン
ク
水
位
の
収
支
に
よ
り
把
握
す
る
。
 

残
存
デ
ブ
リ
の
影
響
を
防
止
す
る
た
め
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
注
入
量

は
、
残
存
デ
ブ
リ
を
冷
却
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
重
要
機
器
及
び
重
要
計
器

が
水
没
し
な
い
上
限
の
高
さ

(約
4
,0
0
0
m
3
)ま
で
と
す
る
。
 

 

口
流
量
計
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
流
量
積
算
計
、
内
部
ス
プ
レ
系
連
絡
消
火
水
流
量

積

算
計
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
出
口
流
量

積
算
計
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ

注
水

ポ
ン
プ
出
口
流
量

積
算
計
お
よ
び
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
計
の
収
支
に

よ
り
注
水
量
を
把
握
す
る
。

 

残
存
デ
ブ
リ
の
影
響
を
防
止
す
る
た
め
の
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
は
、残
存
デ
ブ

リ
を
冷
却
し
、格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷

却
に
影
響
し
な
い
上
限
の
高
さ
ま
で
と
す
る
。
 

 

（
設
備
配
置
の
違
い
。
）

 

 
○

 炉
心
損
傷
後
の
再
循
環
運
転
に
つ
い
て
 

炉
心
が
損
傷
し
た
場
合
に
お
い
て
、
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容

器
内
自
然
対
流
冷
却
に
加
え
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
に
よ
る
再
循
環
運
転
を

行
う
場
合
は
、
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
等
に

よ
り
、
格
納
容
器
圧
力
の
推
移
お
よ
び
炉
心
損
傷
度
合
い
を
監
視
し
、
再
循
環
運
転

を
実
施
し
た
場
合
の
格
納
容
器
圧
力
低
減
効
果
、
ポ
ン
プ
お
よ
び
配
管
の
周
辺
線
量

上
昇
に
よ
る
被
ば
く
等
の
影
響
を
評
価
し
、
実
施
可
否
を
検
討
す
る
。
 

 

 
 

３
 
炉
心
損
傷
後
の
再
循
環
運
転
に
つ
い
て
 

炉
心
が
損
傷
し
た
場
合
、
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
内
自
然
対
流
冷
却
に
加
え
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
に
よ
る
再

循
環
運
転

を
行
う
場
合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ

リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
等
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
の
推
移
及

び
炉
心
損
傷
度
合
い
を
監
視
し
、
再
循
環
運
転
を
実
施
し
た
場
合
の
原
子
炉
格
納

容
器
内
の
圧
力
低
減
効
果
、
ポ
ン
プ
及
び
配
管
の
周
辺
線
量
上
昇
に
よ
る
被
ば
く

等
の
影
響
を
評
価
し
、
実
施
の
可
否
を
検
討
す
る
。
 

 

 
 

○
 
炉
心
損
傷
後
の
再

循
環
運
転
に
つ
い
て
 

炉
心
が
損
傷
し
た
場
合
に
お
い
て
、
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格

納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
加
え
、
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
に
よ
る
再

循
環
運
転
を
行

う
場
合
は
、
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
等
に
よ

り
、
格
納
容
器
圧
力
の
推
移
お
よ
び
炉
心
損
傷
度
合
い
を
監
視
し
、
再

循
環
運
転
を

実
施
し
た
場
合
の
格
納
容
器
圧
力
低

減
効
果
、ポ
ン
プ
お
よ
び
配
管
の
周
辺
線
量
上

昇
に
よ
る
被
ば
く
等
の
影
響
を
評
価
し
、
実
施
可
否
を
検
討
す
る
。
 

 

 
 

 
○

 送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
閉
塞
時
の
対
応
 

送
水
車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に
閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 
送
水

車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ

閉
塞
時
の
対
応

 

送
水

車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に

閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。

 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
吸
込
ス
ト
レ
ー

ナ
閉
塞
時
の
対
応
を
記
載
し

て
い
る
。
）（
以
下
、
同
様
。）

 
 

１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能
喪
失
時

 

１
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

(
1)
 
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水
 

当
直
課
長
は
、
余
熱
除
去
設
備
で
あ
る
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り

崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
ま
た
は
タ
ー
ビ

ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
復
水
ピ
ッ
ト
水
を
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
余
熱
除
去
設
備
に
よ
る
崩
壊
熱
除

去
機
能
が
喪
失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が

余
熱
除
去
流
量
等
に
て
確
認
で
き

な
い
場
合
に
、
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
復
水
ピ
ッ
ト
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合

 

１
 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

 

(
1)
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

ア
 
 
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
又
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸

気
発
生
器
へ
の
注
水

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
余
熱
除
去
設
備
で
あ
る
余
熱
除
去

ポ
ン
プ

の
故
障
等
に
よ
り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
、
か
つ
、
２
次
冷
却
系
か

ら
の
除
熱
が
可
能
な
場
合
、
復
水
タ
ン
ク
水
を
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
又

は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

(
ｱ)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
を

余
熱
除
去
流
量
等
に

よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
に
必
要
な
復
水

タ
ン
ク
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時

 

１
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

(
1)
 
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水

 

当
直
課
長
は
、

余
熱
除
去
設
備
で
あ
る
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り

崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
タ
ー
ビ

ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
復
水
タ
ン
ク
水
を
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

 ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
余
熱
除
去
設
備
に
よ
る
崩
壊
熱
除

去
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に

て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
復
水

タ
ン
ク
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

 
２
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
 

(
1)
 主

蒸
気
逃
が
し

弁
に
よ
る

蒸
気
放
出

 

当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
中
央

制
御
室
に
て
主

蒸
気
逃
が
し
弁
を
開
操
作
し
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉

心
冷
却
を
行
う
。
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
等
に
よ
り
、
中
央
制
御
室
か
ら
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を

操
作
で
き
な
い
場
合
は
、
現
場
に
て
手
動
に
よ
り
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
操
作

し
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
う
。
 

 ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
余
熱
除
去
設
備
に
よ
る
崩
壊
熱
除

去
機
能
が
喪
失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余
熱
除
去
流
量
等
に
て
確
認
で
き

な
い
場
合
に
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
を
補
助
給
水
流

量
等
に
よ
り
確
認
で
き
た
場
合
 

 

 
 

(
2)
 
 蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）
 

ア
  
主

蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る
蒸
気
放
出
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
中
央
制
御
室
に
て
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
と
し
、
蒸
気
発
生
器
か

ら
の
蒸
気
放
出
を
行
う
こ
と
で
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を

行
う
。

 

  

 (
ｱ)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
を

余
熱
除
去
流
量
等
に

よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
た
場
合
 

 

 
 

２
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）
 

(
1)
 
主
蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る
蒸
気
放
出
 

当
直
課
長
は
、

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
中
央

制
御
室
に
て
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
操
作
し
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉

心
冷
却
を
行
う
。

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
等
に
よ
り
、
中
央
制
御
室
か
ら
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を

操
作
で
き
な
い
場
合
は
、
現
場
で
手
動
に
よ
り
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
操
作
す

る
こ
と
で
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の

減

圧
を
行
う
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
余
熱
除
去
設
備
に
よ
る
崩
壊
熱
除

去
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に

て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
を

補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
た
場
合

 

 

 
    【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｏ
時
の
対

応
を
記
載
し
て
い
る
。
）

 

 
 

 
 

(
3
) 

 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
余
熱
除
去
設
備
で
あ
る

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の

故
障
等
に
よ
り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
、
主

蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る
２

 
 

 
 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

参考①-490



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
効
果
も
な
く
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
低
温
停
止
へ

の
移
行
が
必
要
と
な
れ
ば
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ

ー
ド
を
行
う
。
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
は
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
復

水
タ
ン
ク
水
を
注
水
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
を

余
熱
除
去
流
量
等
に

よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
低
温
停
止
に
移
行
す
る
場
合

 

 

（
美
浜
は
、
２
次
系
で
の

Ｆ

＆
Ｂ
は

多
様
性
拡
張
の
手
順

で
あ
り
記
載
し
て
い
な
い
。）

 

 
１
次
冷
却
材
喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合

 

サ
ポ
ー
ト
系
機
能

喪
失
時

 

１
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

(
1)
 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水
 

当
直
課
長
は
、
余
熱
除
去
設
備
で
あ
る
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り

崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
ま
た
は

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
復
水
ピ
ッ
ト
水
を
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

     

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪
失
時
、
余
熱
除

去
設
備
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪
失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が

余
熱
除

去
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
た
め
に

必
要
な
復
水
ピ
ッ
ト
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

 ２
 
サ

ポ
ー
ト
系
故
障
時

 

(
1)
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

ア
 
 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
又
は
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸

気
発
生
器
へ
の
注
水

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
又
は
原
子
炉
補
機

冷
却
機
能
喪

失
に
よ
り
余
熱
除
去
設
備
で
あ
る
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
に
よ
る

崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
、
か
つ
、
２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
が
可
能

な
場
合
、
復
水
タ
ン
ク
水
を
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
又
は
タ
ー
ビ
ン
動
補

助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
の
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
機
能
回
復
に

関
す
る
手
順
は
、
表
－
２
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に

原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

(
ｱ)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

ａ
 
外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
全
て
の
非

常
用
高
圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か

 
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母
線

電
圧
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
に
必

要
な
復
水
タ
ン
ク
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

ｂ
 
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
を
原
子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等

に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
に
必
要
な

復
水
タ
ン
ク
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合

 

サ
ポ
ー
ト
系
機
能
喪

失
時

 

１
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

(
1)
 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水

 

当
直
課
長
は
、

余
熱
除
去
設
備
で
あ
る
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り

崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は

電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
復
水
タ
ン
ク
水
を
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

     ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
、
余
熱
除

去
設
備
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が

余
熱
除

去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
蒸
気
発
生
器
へ
注
水

す
る
た
め
に
必
要
な
復
水
タ
ン
ク
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 
    【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｏ
と
Ｃ
Ｃ

Ｗ
喪

失
時
を
分
け
て
記
載
し

て
い
る
。
）

 

 
２
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
 

(
1)
 主

蒸
気
逃
が
し

弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る

蒸
気
放
出
 

当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
中
央

制
御
室
に
て
主

蒸
気
逃
が
し
弁
を
開
操
作
し
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉

心
冷
却
を
行
う
。
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
等
に
よ
り
、
中
央
制
御
室
か
ら
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を

操
作
で
き
な
い
場
合
は
、
現
場
に
て
手
動
で
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
操
作
し
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪
失
時
、
余
熱
除

去
設
備
の
崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪
失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を
余
熱
除
去
流

量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
た

こ
と
を
確
認
で
き
る
場
合
 

 

 
 

(
2)
 
 蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）
 

ア
 
現
場
手
動
操
作
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
又
は
原
子
炉
補
機

冷
却
機
能

喪
失
に
よ
り

余
熱
除
去
設
備
で
あ
る

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ

る
崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
、
補
助
給
水
流
量
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
へ

の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
現
場
で
手
動
ハ
ン
ド
ル
に

よ
り
主

蒸
気
逃
が
し
弁
を
開
操
作
し
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心

冷
却
を
行
う
。

 

現
場
手
動
操
作
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復
の
手
順
は
、
表

－
２
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る

た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

２
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）
 

(
1)
 
主
蒸
気
逃
が
し
弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る

蒸
気
放
出
 

当
直
課
長
は
、

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
中
央

制
御
室
に
て
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
操
作
し
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉

心
冷
却
を
行
う
。

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
等
に
よ
り
、
中
央
制
御
室
か
ら
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を

操
作
で
き
な
い
場
合
は
、
現
場
で
手
動
に
よ
り
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
操
作
す

る
こ
と
で
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
に
よ
り
１
次
冷
却
系
の

減

圧
を
行
う
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
、
余
熱
除

去
設
備
の
崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を
余
熱
除
去
ク

ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が

確
保
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
場
合

 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
中
央
制
御
室
で

の
操
作
可
能
時
お
よ
び
手
順

着
手
の
判
断
基
準
も
記
載

し
、
玄
海
は
、
表
－
２
を
参

照
と
し
て
い
る
。）

 

 
 

 
 

(
3)
 
 蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
又
は
原
子
炉
補
機
冷

却
機
能

喪
失
に
よ
り

余
熱
除
去
設
備
で
あ
る

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ
る
崩
壊

熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
に
よ
る
２
次
冷
却
系
か
ら
の
除

熱
効
果
も
な
く
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
低
温
停
止
へ
の
移
行
が
必
要
と
な

れ
ば
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
行
う
。
蒸
気
発

生
器
へ
の
注
水
は
復
水
タ
ン
ク
水
を
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
注
水
す

る
。
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
の
手
順
は
、
「
１
次

冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合

 １
 フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障

 

(
3)

 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
」
参
照
 

 
 

 
 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
２
次
系
で
の

Ｆ

＆
Ｂ
は
多
様
性
拡
張
の
手
順

で
あ
り
記
載
し
て
い
な

い
。
）。

 

 

参考①-491



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 

 
運
転
停
止
中
の
場
合

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能
喪
失
時

 

１
．
炉
心
注
水
／
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
設
備
で
あ
る

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
の
故
障

等
に
よ
り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用

水
ピ
ッ
ト
水
等
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

(
1)
 Ａ
、
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
充
て
ん
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉

に
注
水
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
ピ
ッ

ト
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
余
熱
除
去
設
備
の

崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余
熱
除
去
流
量
等
に
て

確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用

水
ピ
ッ
ト
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

運
転
停
止
中
の
場
合

 

１
 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時
 

(
1)
 

 炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
余
熱
除
去
設
備
で
あ
る

余
熱
除

去
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
以
下
の
手

順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
炉
心
へ
注
入
す
る
。
 

ア
 
充
て
ん

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
充
て
ん

ポ
ン
プ

に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
。
 

 (
ｱ)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
を

余
熱
除
去
流
量
等
に

よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
炉
心
へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料

取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

運
転
停
止
中
の
場
合

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時

 

１
．
炉
心
注
水

／
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
設
備
で
あ
る
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障

等
に
よ
り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用

水
タ
ン
ク
水
等
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。

 

(
1)
 
充
て
ん

／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

水
を
原
子
炉
に
注
水
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、

復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

運
転
停
止
中
に
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
余
熱
除
去
設
備
の

崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口

流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
炉
心
注
水
と
代
替

炉
心
注
水
を
ま
と
め
て
記
載

し
て
い
る
。）

 

 
(
2)
 高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
水

 

当
直
課
長
は
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子

炉
へ
注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

運
転
停
止
中
に
充
て
ん
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

充
て
ん
水
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
原
子
炉
へ
注
水
す

る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

イ
  
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
充
て
ん

ポ
ン
プ
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
が
で
き

な
い
場
合
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
り
炉
心
へ

注
入
す
る
。
 

(
ｱ)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

充
て
ん

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
へ
の
注
入
を
充
て
ん
水
流
量
等
で
確
認

で
き
な
い
場
合
に
、
炉
心
へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

 
 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
、
玄
海
は
、
高
圧
注

入
ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
水

が
可
能
な
た
め
記
載
し
て
い

る
。
）
 

 
(
3)
 蓄
圧
タ
ン
ク
に
よ
る
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
蓄
圧
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
に
注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
重
力
注
水
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を
余
熱

除
去
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必

要
な
蓄
圧
タ
ン
ク
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 
 

 
 
 

(
2)
 
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
に
よ
る
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
水
を
原
子
炉
に
注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
重
力
注
水
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余
熱

除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す

る
た
め
に
必
要
な
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
蓄
圧
タ
ン
ク
の

記
載
な
し
。）

 

 
 

 
 
 

(
2)
 
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
設
備
で
あ
る

余
熱

除
去
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
以
下

の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
等
を
炉
心
へ
注
入
す
る
。
 

 
 

 
 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
代
替
炉
心
注
水

を
個
別
で
記
載
。）

 
 

(
4)
 Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に

よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡

ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

蓄
圧
タ
ン
ク
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
を
蓄
圧
タ
ン
ク
圧
力
等
に
て
確

認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水

ピ
ッ
ト
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

ア
 
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（

RH
RS
‐

CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ

る
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
が

で
き
な
い
場
合
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（

RH
R
S-

C
SS
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
。
 

 
(ｱ
)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
を
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
流
量
等
に

よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
炉
心
へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料

取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

(
3)
 
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ

る
代
替
炉
心
注
水

 

当
直
課
長
は
、
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ

イ
ン
使
用
）
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

 ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
を
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
圧
力

等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料

取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

 
(
5)
 恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ

ト
水
を
原
子
炉
に
注
水
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
場

合
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使

用
）
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余
熱
除
去
流
量
等
で
確
認
で

き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ

ト
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 
 

イ
 
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（

R
HR

S‐

C
S
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
が
で
き
な
い
場
合
、
燃

料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
り
炉
心
へ
注
入

す
る
。
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
の
水
源
と
し
て
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が

使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。

 

常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
の
手
順
は
、
「
１
次
冷

却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合

 
１

 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障

 

(
2
) 
イ

 
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
」
参
照
 

 
 

(
4)
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン

ク
水
を
原
子
炉
に
注
水
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場

合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）

の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を
Ａ

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等

で
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替

用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
手
順
着
手
の
判

断
基
準
と
し
て
記
載
な
し
。

記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。
）

（
以
下
、
同
様
。）

 

参考①-492



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
 

 

 
(
6)
 可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
海
水
を
原
子
炉
へ
注

水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余

熱
除
去
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

ウ
  
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
常
設
設
備
に
よ
る
炉
心
へ
の
注
入
が
で
き

な
い
場
合
、
淡
水
又
は
海
水
を
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
り

炉
心
へ
注
入
す
る
。
水
源
は
中
間
受
槽
を
使
用
し
、
中
間
受
槽
へ
の
供
給

は
、
淡
水
で
あ
る
八
田
浦
貯
水
池
か
ら
行
い
、
使
用
可
能
な
淡
水
が
な
い

場
合
は
海
水
を
使
用
す
る
。
 

可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
の
手
順
は
、

「
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合

 
１

 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ

ン
系
故
障

 
(2
)
 
ウ

 
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替

炉
心
注
入
」
参
照
 

 

 
 

(
5)
 
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水

 

当
直
課
長
は
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
海
水
を
原
子
炉
へ
注

水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
原
子
炉
へ
の
注
水
を
Ａ

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合

 

 

 
 

 
２
．
再

循
環
運
転
／
代
替
再

循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
設
備
で
あ
る

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
の
故
障

等
に
よ
り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
炉
心
注
水
ま
た
は
代
替
炉
心
注
水

に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
等
を
原
子
炉
へ
注
水
後
、
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン

プ
に
水
源
を
切
り
替
え
て
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
を
原

子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

 

 
 

 
 
 

２
．
代
替
再
循
環
運
転
 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
代
替
再

循
環
と

再
循
環
を
個
別
で
記
載
、
美

浜
は
、
再
循
環
運
転
は
記
載

な
し
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

 
(
1)
 高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
再
循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
り
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
を
原

子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水

を
余
熱
除
去
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
高
圧
再
循
環
運
転
を
す

る
た
め
に
必
要
な
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る

場
合
 

 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

 
 

 

 
(
2)
 Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に

よ
る
代
替
再

循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡

ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
り
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

     

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水

を
余
熱
除
去
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
代
替
再
循
環
運
転
を
す

る
た
め
に
必
要
な
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る

場
合
 

 

 
 

(
3)
 
代
替
再
循
環
 

ア
 
 Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（

RH
RS
‐

CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ

る
代
替
再
循
環

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
設
備
で
あ
る
余

熱
除
去

ポ
ン
プ
又
は

余
熱
除
去
冷
却
器
の
故
障
等
に
よ
り
崩
壊
熱
除
去

機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
炉
心
注
入
又
は
代
替
炉
心
注
入
に
よ
り
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
水
等
を
炉
心
へ
注
入
し
、
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位

が
確
保
さ
れ
た
後
、
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（

R
HR

S-
C
SS
タ
イ
ラ

イ
ン
使
用
）
及
び
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
器
に
よ
り
格
納
容
器
再

循

環
サ
ン
プ
水
を
炉
心
へ
注
入
す
る
。
 

Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（
R
HR

S‐
CS

S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に

よ
る
代
替
再

循
環
の
手
順
は
、
「
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い

る
場
合

 
１

 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障

 
(3

)
 
ア

 
Ｂ
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
R
HR
S
‐

C
SS
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
」

参
照
 

 

 
 

(
1)
 
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ

る
代
替
再
循
環
運
転

 

当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
設
備
で
あ
る
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の

故
障
等
に
よ
り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
炉
心
注
水
ま
た
は
代
替

炉
心
注
水
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
等
を
原
子
炉
へ
注
水
後
、
格
納
容

器
再
循
環
サ
ン
プ
に
水
源
を
切
り
替
え
て
、
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ

Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
お
よ
び
Ａ
内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ
を
用
い
た

代
替
再

循
環
運
転
に
よ
り
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す

る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

運
転
停
止
中
に
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水

を
余
熱
除
去
流
ク
ー
ラ
出
口
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
代
替
再
循

環
運
転
を
す
る
た
め
に
必
要
な
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
の
水
位
が
確
保

さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

 
「
前
述
」
 

 
 

(
4)
 
再
循
環
 

ア
  
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
再
循
環
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
設
備
で
あ
る

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
又
は
余
熱
除
去
冷
却
器
の
故
障
等
に
よ
り
崩
壊
熱
除

去
機
能
が

喪
失
し
、
さ
ら
に
、
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（

R
HR
S
-

C
SS
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
炉
心
へ
の
注
入
が
で
き
な
い
場
合
、
格

納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
を
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
再

循
環
に

よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
と
と
も
に
、
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ

り
原
子
炉
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。
 

ま
た
、
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の

冷
却
が
で
き
な
い
場
合
、
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
を
高
圧
注
入
ポ

ン
プ
に
よ
る
高
圧
再

循
環
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
と
と
も
に
、
格
納

 
 

 
 

 

参考①-493



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
及
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
器
に
よ
り
原
子

炉
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。
 

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
再
循
環
の
手
順
は
、「
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合

 
１

 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障

 
(4

) 

ア
 
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
再
循
環
」
参
照

 

 

 
３
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

(
1)
 
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水
 

当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
設
備
で
あ
る

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の

故
障
等
に
よ
り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
で
、
か
つ
１
次
冷
却
系
に

開
口
部
が
な
い
場
合
は
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給

水
ポ
ン
プ
に
よ
り
復
水
ピ
ッ
ト
水
を

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
余
熱
除
去
設
備
の

崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余
熱
除
去
流
量
等
に
て

確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
１
次
冷
却
系
に
開
口
部
が
な
く
、
蒸
気
発
生
器
へ

注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
復
水
ピ
ッ
ト
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

(
5)
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

ア
 
 
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
又
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸

気
発
生
器
へ
の
注
水

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
設
備
で
あ
る
余

熱
除
去
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
、
か
つ
、

２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
が
可
能
な
場
合
、
復
水
タ
ン
ク
水
を
電
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
又
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
り

蒸
気
発
生
器

へ
注
水
す
る
。
 

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
又
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸

気
発
生
器
へ
の
注
水
の
手
順
は
、
「
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
が
発
生
し
て

い
な
い
場
合

 
１

 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障

 
(1

)
 
電
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
又
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注

水
」
参
照
 

 

 
 

３
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

(
1)
 
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水

 

当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
設
備
で
あ
る
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の

故
障
等
に
よ
り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
で
、
か
つ
１
次
冷
却
系
に

開
口
部
が
な
い
場
合
は
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給

水
ポ
ン
プ
に
よ
り
復
水
タ
ン
ク
水
を

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

運
転
停
止
中
に
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
余
熱
除
去
設
備
の

崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口

流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
１
次
冷
却
系
に
開
口
部
が
な
く
、
蒸

気
発
生
器
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
復
水
タ
ン
ク
水
位
が
確
保
さ
れ
て

い
る
場
合

 

 

 
 

 
４
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
 

(
1)
 主

蒸
気
逃
が
し

弁
に
よ
る

蒸
気
放
出

 

当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
中
央

制
御
室
に
て
主

蒸
気
逃
が
し
弁
を
開
操
作
し
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉

心
冷
却
を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
余
熱
除
去
設
備
に

よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を
余
熱
除
去
流
量
等

に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
た
こ
と

を
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
た
場
合
 

 

 
 

(
6)
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）
 

ア
  
主

蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る

蒸
気
放
出
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
設
備
で
あ
る
余

熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
、
２
次
冷

却
系
か
ら
の
除
熱
が
可
能
な
場
合
、
補
助
給
水
流
量
に
よ
り
蒸
気
発
生
器

へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
中
央
制
御
室
に
て
主

蒸
気
逃

が
し
弁
を
開
と
し
、
蒸
気
発
生
器
か
ら
の

蒸
気
放
出
を
行
う
こ
と
で
、
蒸

気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
う
。
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
に
よ
る

蒸
気
放
出
の
手
順
は
、
「
１
次
冷
却
材

喪
失

事
象
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合

 
１

 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障

 
(2

)
 

ア
 
主

蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る

蒸
気
放
出
」
参
照
 

 

 
 

４
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）
 

(
1)
 
主
蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る
蒸
気
放
出
 

当
直
課
長
は
、

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
中
央

制
御
室
に
て
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
操
作
し
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉

心
冷
却
を
行
う
。

 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

運
転
停
止
中
に
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
余
熱
除
去
設
備
に

よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を
余
熱
除
去
ク
ー
ラ

出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保

さ
れ
た
こ
と
を
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
た
場
合

 

 
 

 
 

 
 

(
7)
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
設
備
で
あ
る
余
熱

除
去
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
、
主

蒸
気
逃
が

し
弁
に
よ
る
２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
効
果
も
な
く
な
っ
た
場
合
に
お
い

て
、
低
温
停
止
へ
の
移
行
が
必
要
な
場
合
は
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ

ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
行
う
。
復
水
タ
ン
ク
水
を
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

に
よ
り

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
の
手
順
は
、
「
１
次

冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合

 
１

 フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障

 

(
3)
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
」
参
照

 

 

 
 

 
 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
２
次
系
で
の

Ｆ

＆
Ｂ
は

多
様
性
拡
張
の
手
順

で
あ
り
記
載
し
て
い
な
い
。）

 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 優
先
順
位
 

運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失

し
た
場
合
で
、
か
つ
１
次
冷
却
材
系
統
に
開
口
部
が
な
い
場
合
は
、
蒸
気
発
生
器
２

次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
優
先
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
は
、
炉
心
注
水
ま
た
は

代
替
炉
心
注
水
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
い
、
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
が
再

循
環
可

能
水
位
と
な
れ
ば
、
代
替
再
循
環
運
転
を
実
施
し
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
 

炉
心
注
水
、
代
替
炉
心
注
水
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、
中
央
制
御
室
で

操
作
可
能
で
あ
る
充
て
ん
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
を
優
先
す
る
。
次
に
高

圧
注
入
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
。充
て
ん
ポ
ン
プ
お
よ
び
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
が
使
用
で

き
な
い
場
合
は
、
蓄
圧
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
上
記
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
不
能

の
場
合
は
、
準
備
時
間
の
短
い
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

(
1)
 
運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪

失
し
た
場
合
、
蒸
気
発
生
器
に
よ
る
冷
却
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
蒸
気
発
生
器
２
次

側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
優
先
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
は
、
炉
心
注
入
又
は
代
替
炉
心

注
入
を
行
い
、
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
が
確
保
さ
れ
た
場
合
、
再

循
環
運
転

が
不
能
で
あ
れ
ば
、
代
替
再

循
環
を
実
施
し
、
炉
心
を
冷
却
す
る
。
 

(
2)
 
常
設
設
備
の
炉
心
注
入
と
し
て
、
中
央
制
御
室
で
操
作
可
能
で
あ
る
充
て
ん

ポ

ン
プ
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
操
作
を
行
う
。
優
先
順
位
は
、
系
統

構
成
の
容
易
な
充
て
ん
ポ
ン
プ
を
優
先
し
、
充
て
ん

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
が

実
施
で
き
な
い
場
合
、
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
を
実
施
す
る
。
さ
ら

に
、
中
央
制
御
室
で
操
作
可
能
な
手
段
が
な
く
な
れ
ば
、
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 
優
先
順
位

 

運
転
停
止
中
に

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失

し
た
場
合
で
、
か
つ
１
次
冷
却
系
に
開
口
部
が
な
い
場
合
は
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側

に
よ
る
炉
心
冷
却
を
優
先
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
は
、炉
心
注
水
ま
た
は

代
替
炉
心
注
水
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
い
、
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
が
再

循
環
可

能
水
位
と
な
れ
ば
、
代
替
再

循
環
運
転
を
実
施
し
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。

 

炉
心
注
水
、
代
替
炉
心
注
水
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、
中
央
制
御
室
で

操
作
可
能
で
あ
る
充
て
ん
／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
を
行
う
。

充
て
ん

／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
を
使
用

す
る
。
上
記
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
不
能
の
場
合
は
、
準
備
時
間
の
短
い
Ａ
、
Ｂ

内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
を
使
用
し
、
次
に

 
         【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

参考①-494



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）を
使
用
し
、次
に
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
。

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
は
使
用
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か

じ
め
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
等
の
準
備
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
使
用
可
能

で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
電
動
消
火

ポ
ン
プ
等
に
よ
る
代
替
注
水
手
段

を
使
用
す
る
。
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
等
の
使
用
準
備
が
完
了
し
多
様
性

拡

張
設
備
を
含
む
他
の
注
水
手
段
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
使
用
す
る
。
 

再
循
環
運
転

／
代
替
再
循
環
運
転
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、中
央
制
御

室
で
操
作
可
能
で
あ
る
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
。
 

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
再
循
環
運
転
だ
け
で
も
十
分
な
冷
却
効
果
は
あ

る
が
、
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
に
よ
る
冷
却
効
果
を
補
う
た
め
、
あ
わ
せ
て
Ａ
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
再
循
環

運
転
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
 

 

ポ
ン
プ
（

RH
RS
‐

CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
を
実
施
す
る
。

Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（

RH
R
S
‐

CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替

炉
心
注
入
が
実
施
で
き
な
い
場
合
は
、
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心

注
入
を
実
施
す
る
。
 

ま
た
、
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
は
、
使
用
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
RH

R
S‐

C
SS
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
が

使
用
で
き
な
い
場
合
に
、
あ
ら
か
じ
め
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
等
の

運
搬
、
設
置
及
び
接
続
の
準
備
を
行
い
、

多
様
性

拡
張
設
備
を
含
む
他
の
注
入

手
段
が
な
け
れ
ば
炉
心
へ
の
注
入
を
行
う
。
 

(
3
) 
炉
心
注
入
又
は
代
替
炉
心
注
入
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
等
を
炉
心

へ
注
入
し
、
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
が
確
保
さ
れ
た
後
、
格
納
容
器
再
循

環
サ
ン
プ
に
水
源
を
切
替
え
て
再

循
環
運
転
を
実
施
す
る
。
優
先
順
位
は
、
余
熱

除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り

余
熱
除
去
設
備
の
再

循
環
運
転
が
不
能
で
あ
れ

ば
、
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（
RH

RS
‐

CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
及
び
Ｂ

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
器
を
用
い
た
代
替
再
循
環
を
行
う
。代
替
再
循
環
が
で

き
な
い
場
合
は
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
再

循
環
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す

る
と
と
も
に
、格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
を
用
い
た
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷

却
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。
 

ま
た
、
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
を
用
い
た
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
は
、
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
ポ
ン
プ
及
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
器
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
を
冷

却
す
る
。
 

 

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
。
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
は
使
用

準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
等

の
準
備
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
電

動
消
火

ポ
ン
プ
等
に
よ
る
代
替
注
水
手
段
を
使
用
す
る
。
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ

ン
プ
等
の
使
用
準
備
が
完
了
し

多
様
性

拡
張
設
備
を
含
む
他
の
注
水
手
段
が
な
け

れ
ば
こ
れ
を
使
用
す
る
。
 

 

（
大
飯
、
玄
海
は
、
再
循
環
・

代
替
再

循
環
の
優
先
順
位
を

記
載
し
て
い
る
。
美
浜
は
記

載
な
し
。
）
 

 
○

 格
納
容
器
内
か
ら
の
退
避
 

当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
お
い
て
、
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
ま
た
は
原
子
炉

補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ
り

余
熱
除
去
系
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
た

場
合
ま
た
は
１
次
冷
却
材
が
流
出
し
た
場
合
に
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
保
有
水

を
充
て
ん
ポ
ン
プ
等
に
て
原
子
炉
へ
注
水
し
、開
放
中
の
加
圧
器
安
全
弁
か
ら
格
納

容
器
内
へ
蒸
散
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
こ
の
場
合
は
、
格
納
容

器
内
の
雰
囲
気
悪
化
か
ら
格
納
容
器
内
の
作
業
員
を
守
る
た
め
に
作
業
員
を

退
避

さ
せ
る
。
 

ま
た
、
運
転
停
止
中
に
１
次
冷
却
材
の
希
釈
事
象
が
発
生
し
、
中
性
子
源
領
域
中

性
子
束
が
上
昇
し
た
場
合
は
、臨
界
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
格
納
容
器
内
の
作

業
員
を
守
る
た
め
に
作
業
員
を

退
避
さ
せ
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失

時
、
余
熱
除
去
系
設
備
の
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余
熱
除
去
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
格
納
容
器
サ
ン
プ
の
水
位

等
に
て
１
次
冷
却
材
の
流
出
を
確
認
し
た
場
合
 

運
転
停
止
中
に
１
次
冷
却
系
の
希
釈
事
象
が
発
生
し
、
中
性
子
源
領
域
中
性

子
束
の
上
昇
に
よ
り
停
止
時
Ｓ
Ｒ
中
性
子
束
高

退
避
警
報
作
動
警
報
が
発
信
し

た
場
合
ま
た
は
停
止
時
Ｓ
Ｒ
中
性
子
束
高

退
避
警
報
作
動
警
報
が
発
信
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
 

 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

○
 
格
納
容
器
内
か
ら
の

退
避
 

当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
お
い
て
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉

補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ
り
余
熱
除
去
系
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
た

場
合
ま
た
は
１
次
冷
却
材
が
流
出
し
た
場
合
に
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
保
有
水

を
充
て
ん
／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
等
に
て
原
子
炉
へ
注
水
し
、
開
放
中
の
加
圧
器
安
全

弁
か
ら
格
納
容
器
内
へ

蒸
散
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
こ
の
場
合

は
、
格
納
容
器
内
の
雰
囲
気
悪
化
か
ら
格
納
容
器
内
の
作
業
員
を
守
る
た
め
に
作
業

員
を

退
避
さ
せ
る
。
 

ま
た
、
運
転
停
止
中
に
１
次
冷
却
系
の
希
釈
事
象
が
発
生
し
、
中
性
子
源
領
域
中

性
子
束
が
上
昇
し
た
場
合
は
、臨
界
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
格
納
容
器
内
の
作

業
員
を
守
る
た
め
に
作
業
員
を
退

避
さ
せ
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失

時
、
余
熱
除
去
系
設
備
の
崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
格
納
容
器
サ

ン
プ
の
水
位
等
に
て
１
次
冷
却
材
の
流
出
を
確
認
し
た
場
合

 

運
転
停
止
中
に
１
次
冷
却
系
の
希
釈
事
象
が
発
生
し
、
中
性
子
源
領
域
中
性

子
束
の
上
昇
に
よ
り
炉
停
止
時
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
高
警
報
が
発
信
し
た

場
合
ま
た
は
炉
停
止
時
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
高
警
報
が
発
信
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合

 

 

 
【
玄
海
－
大
飯
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
サ
ポ
ー
ト
系
故

障
の
後
に
記
載
し
て
い
る
。）

 

 
○

 作
業
性
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
に
か
か
る
可
搬
型

ホ

ー
ス
等
の
接
続
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
可
搬
式
代
替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
の
保
管
場
所
に
使
用
工
具
お
よ
び
可
搬
型

ホ
ー
ス
を
配
備
す
る
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 
作
業
性
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
に
係
る
可
搬
型

ホ
ー

ス
等
の
接
続
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
作
業
場
所
近
傍
に
使
用

工
具
を
配
備
す
る
。
 

電
源

車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
用
）
へ
の
燃
料
補
給
に
つ
い
て
は
、
速

や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
作
業
場
所
近
傍
に
使
用
工
具
を
配
備
す
る
。
 

 
 

 
○

 送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
閉
塞
時
の
対
応
 

送
水
車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に
閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 
送
水

車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ

閉
塞
時
の
対
応

 

送
水

車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に

閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。

 

 

 
 

 
運
転
停
止
中
の
場
合

 

サ
ポ
ー
ト
系
機
能
喪
失
時

 

 
 

２
 
サ

ポ
ー
ト
系
故
障
時

 

(
1)

 代
替
炉
心
注
入

 

 
 

運
転
停
止
中
の
場
合

 

サ
ポ
ー
ト
系
機
能

喪
失
時

 

 
 

参考①-495



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

１
．
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪
失
に
よ

り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ

ト
水
等
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
お
い
て
全
交
流
動
力
電
源

喪

失
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ
り

余
熱
除
去
設
備
に
よ
る
崩
壊
熱

除
去
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

水
等
を
炉
心
へ
注
入
す
る
。
 

１
．
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ

り
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン

ク
水
等
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

 
(
1)
 蓄
圧
タ
ン
ク
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水

 

当
直
課
長
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
よ
り
受
電
し
た
後
、
蓄
圧
タ
ン
ク

水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
重
力
注
水
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を
余
熱

除
去
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必

要
な
蓄
圧
タ
ン
ク
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

 
 
 

(
1)
 
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
よ
り
受
電
し
た
後
、
ア
キ
ュ
ム
レ

ー
タ
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
重
力
注
水
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余
熱

除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す

る
た
め
に
必
要
な
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
蓄
圧
タ
ン
ク
の

記
載
な
し
。）

 

 
(
2)
 恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
よ
り
受
電
し
た

恒
設
代
替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
燃
料
取

替
用
水
ピ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
、
余
熱
除
去
設
備
の
崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
へ
の
注

水
を

余
熱
除
去
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る

た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場

合
 

 

 
 

ア
 
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
常
設
電
動
注

入
ポ
ン
プ
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
。
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
の
水
源
と

し
て
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を

使
用
す
る
。
 

(
ｱ)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

ａ
 
外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
全
て
の

非
常
用
高
圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母

線
電
圧
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等

の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

ｂ
 
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
を
原
子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量

等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ

る
炉
心
注
入
を

余
熱
除
去
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

(
2)
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
よ
り
受
電
し
た

恒
設
代
替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

 ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
、
余
熱
除
去
設
備
の
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
へ
の
注

水
を

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉

へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確
保
さ

れ
て
い
る
場
合
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
記
載
主
旨
に
差
異
な
し
。）

 

（
以
下
、
同
様
。）

 

 
(
3)
 Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
よ
り
受
電
し
た
Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ

（
自
己
冷
却
）
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
燃

料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。
 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン

プ
の
機
能
喪
失
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余
熱
除
去
流
量
等
に
て
確
認

で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ

ッ
ト
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

運
転
停
止
中
に
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が

喪
失
し
、
Ａ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ

（
空
調
用
冷
水
）
の
機
能
喪
失
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余
熱
除
去
流

量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃

料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

イ
 
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心

注
入
が
で
き
な
い
場
合
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ

（
自

己
冷
却
）
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
。
 

 

 
(ｱ
) 

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

ａ
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
、
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代

替
炉
心
注
入
を

A
M
用
消
火
水

積
算
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い

場
合
に
、
炉
心
へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

ｂ
 
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
、
Ａ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
空
調

用
冷
水
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
を

余
熱
除
去
流
量
等
に
よ
り
確
認

で
き
な
い
場
合
に
、
炉
心
へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用

水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

(
3)
 
Ｃ
充
て
ん

／
 高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
よ
り
受
電
し
た
Ｃ
充
て
ん

／
 高
圧

注
入
ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注

水
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を

使
用
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン

プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を
Ａ

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量

等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料

取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

運
転
停
止
中
に
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が
喪

失
し
、
Ａ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ

（
空
調
用
冷
水
）
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余
熱
除
去
ク
ー

ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に

必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

 
(
4)
 可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
海
水
を
原
子
炉
へ
注

水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡

ラ
イ
ン
使
用
）
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を
余
熱
除
去
流
量
等

に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 
 

ウ
 
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
お
い
て
、
全
交
流
動
力
電

源
喪

失
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ
り

余
熱
除
去
設
備
に
よ

る
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
、
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉

心
注
入
が
で
き
な
い
場
合
、
淡
水
又
は
海
水
を
可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
。
水
源
は
中
間
受
槽
を
使
用
し
、
中
間

受
槽
へ
の
供
給
は
、
淡
水
で
あ
る
八
田
浦
貯
水
池
か
ら
行
い
、
使
用
可
能

な
淡
水
が
な
い
場
合
は
海
水
を
使
用
す
る
。
 

可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
の
手
順
は
、

「
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合

 
１

 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ

ン
系
故
障
 

(2
) 
ウ

 
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替

炉
心
注
入
」
参
照
 

 

 
 

(
4)
 
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水

 

当
直
課
長
は
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
海
水
を
原
子
炉
へ
注

水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

Ａ
 、
Ｂ

 
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡

ラ
イ
ン
使
用
）
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を
Ａ

余
熱
除
去
ク
ー

ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 
 

参考①-496



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
２
．
 代
替
再
循
環
運
転
 

(
1)
 運
転
停
止
中
に
お
い
て
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
が
発
生
し
た
場
合
 

 
 

(
2)
 
代
替
再
循
環

 

運
転
停
止
中
に
お
い
て
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
事
象
が
発
生
し
た
場
合

 

 
 

２
．

 代
替
再

循
環
運
転
 

(
1)
 
運
転
停
止
中
に
お
い
て
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
が
発
生
し
た
場
合

 

ａ
．
Ｂ

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
低
圧
代
替
再

循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
は
、
大
容
量
ポ

ン
プ
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
水
が
確
保
さ
れ
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
よ

り
受
電
し
た
Ｂ

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
を
用
い
た
低
圧
代
替
再
循

環
運
転
に
よ
る
代
替
再

循
環
運
転
を
行
う
と
と
も
に
、
大
容
量
ポ
ン
プ
を
用

い
た
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷

却
に
よ
り
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。

 

 
(a
)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
、
大

容
量

ポ
ン
プ
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
に
よ
る
冷
却
水
が
確
保
さ
れ
、
低
圧

代
替
再

循
環
運
転
を
す
る
た
め
に
必
要
な
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
の

水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
低
圧
代
替
再

循

環
運
転
に
よ
る
対
応
を
記
載

し
て
い
る
。）
（
以
下
、
同
様
。）

 

 
ａ
．
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
高
圧
代
替
再
循
環
運
転
 

 

当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
は
、
大
容
量

ポ

ン
プ
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
水
が
確
保
さ
れ
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
よ

り
受
電
し
た
Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
を
用
い
た
高
圧
代
替
再

循

環
運
転
に
よ
る
代
替
再

循
環
運
転
を
行
う
と
と
も
に
、
大
容
量
ポ
ン
プ
を
用

い
た
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に

よ
り
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。
 

(
a)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
、
大

容
量

ポ
ン
プ
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
に
よ
る
冷
却
水
が
確
保
さ
れ
、
高
圧

代
替
再

循
環
運
転
を
す
る
た
め
に
必
要
な
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
の

水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

ア
 
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
 

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
お
い
て
、
全
交
流
動
力
電

源
喪

失
に
よ
り

余
熱
除
去
設
備
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
た

場
合
、
移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ

車
か
ら
の
海
水
供
給
に
よ
る
Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
の
補
機
冷
却
水
を
確
保
し
、
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
を
Ｂ
高

圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再

循
環
に
よ
り
炉
心
へ
注
入

す
る
と
と
も
に
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
を
用
い
て
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器

再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
よ
り

原
子
炉
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。
 

Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
の
手
順
は
、

「
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合

 
２

 
サ

ポ
ー
ト
ラ
イ

ン
系
故
障
 

(2
)
 
ア

 
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替

再
循
環
」
参
照
 

 

 
 

ｂ
．
Ｂ
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
お
よ
び
Ｂ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ

（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
高
圧
代
替
再

循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
は
、
大
容
量
ポ

ン
プ
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
水
が
確
保
さ
れ
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
よ

り
受
電
し
た
Ｂ

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
お
よ
び
Ｂ
充
て
ん

／
高
圧

注
入

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
を
用
い
た
高
圧
代
替
再
循
環
運
転
に
よ
る
代
替

再
循
環
運
転
を
行
う
と
と
も
に
、
大
容
量

ポ
ン
プ
を
用
い
た
格
納
容
器

循
環

冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
よ
り
格
納
容
器

内
を
冷
却
す
る
。
 

 
(a
)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

Ｂ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
低
圧
代
替
再

循
環
運
転
に
よ
る
原

子
炉
へ
の
注
水
を
Ｂ

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な

い
場
合
に
、
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
に
よ
る
冷
却
水
が
確

保
さ
れ
、
高
圧
代
替
再
循
環
運
転
を
す
る
た
め
に
必
要
な
格
納
容
器
再
循

環
サ
ン
プ
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

 
(
2)
 運
転
停
止
中
に
お
い
て
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
事
象
が
発
生
し
た
場
合
 

 

 
 

運
転
停
止
中
に
お
い
て
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
事
象
が
発
生
し
た
場
合

 

 

 
 

(
2)
 
運
転
停
止
中
に
お
い
て
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
事
象
が
発
生
し
た
場
合

 

ａ
．
Ｂ

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
低
圧
代
替
再

循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
は
、
大
容

量
ポ
ン
プ
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
水
が
確
保
さ
れ
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装

置
よ
り
受
電
し
た
Ｂ

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
を
用
い
た
低
圧
代
替

再
循
環
運
転
に
よ
る
代
替
再

循
環
運
転
を
行
う
と
と
も
に
、
大
容
量

ポ
ン
プ

を
用
い
た
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対

流
冷
却
に
よ
り
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。
 

 
(a
)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

運
転
停
止
中
に
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
の
対
応
で
あ
る
Ａ

余

熱
除
去

ポ
ン
プ
（
空
調
用
冷
水
）
低
圧
代
替
再

循
環
運
転
に
よ
る
原
子
炉

へ
の
注
水
を
Ａ

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場

合
に
、
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
に
よ
る
冷
却
水
が
確
保
さ

れ
、
低
圧
代
替
再
循
環
運
転
を
す
る
た
め
に
必
要
な
格
納
容
器
再
循
環
サ

ン
プ
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

 
ａ
．
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
高
圧
代
替
再
循
環
運
転
 

 

当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪
失
時
は
、
大
容

量
ポ
ン
プ
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
水
が
確
保
さ
れ
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装

置
よ
り
受
電
し
た
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
を
用
い
た
高
圧
代
替

再
循
環
運
転
に
よ
る
代
替
再
循
環
運
転
を
行
う
と
と
も
に
、
大
容
量

ポ
ン
プ

を
用
い
た
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷

却
に
よ
り
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。
 

(
a)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

 
 

イ
 
Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再
循
環

 

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
お
い
て
、
原
子
炉
補
機
冷

却
機
能

喪
失
に
よ
り

余
熱
除
去
設
備
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失

し
た
場
合
、
移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ

車
か
ら
の
海
水
供
給
に
よ
る
Ｂ
高
圧

注
入

ポ
ン
プ
の
補
機
冷
却
水
を
確
保
し
、
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
を

Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再

循
環
に
よ
り
炉
心
へ

注
入
す
る
と
と
も
に
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
を
用
い
て
Ａ
、
Ｂ
格
納

容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に

 
 

ｂ
．
Ｂ
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
お
よ
び
Ｂ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ

（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
高
圧
代
替
再

循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
は
、
大
容

量
ポ
ン
プ
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
水
が
確
保
さ
れ
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装

置
よ
り
受
電
し
た
Ｂ

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
お
よ
び
Ｂ
充
て
ん

／

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
を
用
い
た
高
圧
代
替
再
循
環
運
転
に
よ
る

代
替
再
循
環
運
転
を
行
う
と
と
も
に
、
大
容
量

ポ
ン
プ
を
用
い
た
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
よ
り
格
納

容
器
内
を
冷
却
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

運
転
停
止
中
に
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
の
対
応
で
あ
る
Ａ

余

熱
除
去

ポ
ン
プ
（
空
調
用
冷
水
）
低
圧
代
替
再
循
環
運
転
に
よ
る
炉
心

へ
の
注
水
を
余
熱
除
去
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
大
容

量
ポ
ン
プ
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
に
よ
る
冷
却
水
が
確
保
さ
れ
、
高
圧

代
替
再

循
環
運
転
を
す
る
た
め
に
必
要
な
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
の

水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。
 

Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
の
手
順
は
、

「
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合

 
２

 
サ

ポ
ー
ト
系
故

障
 

(
2
)
 
イ

 
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再

循

環
」
参
照
 

 

 
(a
)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

Ｂ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
低
圧
代
替
再

循
環
運
転
に
よ
る
原

子
炉
へ
の
注
水
を
Ｂ

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な

い
場
合
に
、
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
り
代
替
補
機
冷
却
に
よ
る
冷
却
水
が
確

保
さ
れ
、
高
圧
代
替
再
循
環
運
転
を
す
る
た
め
に
必
要
な
格
納
容
器
再
循

環
サ
ン
プ
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
３
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

(
1)
 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪

失
時
に
１
次
冷
却
系
統
に
開
口
部
が
な
い
場
合
は
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
ま
た
は
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
復
水
ピ
ッ
ト
水
を
蒸
気
発
生
器
へ

注
水
す
る
。
 

    

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
、
余
熱
除
去
設
備
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
へ

の
注
水
を
余
熱
除
去
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
１
次
冷
却
材
系

統
に
開
口
部
が
な
く
、
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
復
水
ピ
ッ

ト
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

(
3)
 
 蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

ア
 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
又
は
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸

気
発
生
器
へ
の
注
水

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
お
い
て
、
全
交
流
動
力
電

源
喪

失
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ
り

余
熱
除
去
設
備
に
よ

る
崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
、
か
つ
、
２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
が
可

能
な
場
合
、
復
水
タ
ン
ク
水
を
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
又
は
タ
ー
ビ
ン
動

補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
の
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
機
能
回
復
に
関

す
る
手
順
は
、
表
－
２
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
に
原

子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 
(ｱ
)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

ａ
 
外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
全
て
の
非

常
用
高
圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母
線
電

圧
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
で
、
復
水
タ
ン
ク
水
位
が
確
保
さ
れ

て
い
る
場
合

 

ｂ
 
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
を
原
子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等

に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ
る

炉
心
注
入
を
余
熱
除
去
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
で
、
復

水
タ
ン
ク
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

３
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

(
1)
 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水

 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪

失
時
に
１
次
冷
却
系
に
開
口
部
が
な
い
場
合
は
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン

プ
ま
た
は
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
復
水
タ
ン
ク
水
を

蒸
気
発
生
器
へ
注

水
す
る
。
 

    

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
、
余
熱
除
去
設
備
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
へ

の
注
水
を

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
１

次
冷
却
系
に
開
口
部
が
な
く
、
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
復

水
タ
ン
ク
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

 
４
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
 

(
1)
 主

蒸
気
逃
が
し

弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る

蒸
気
放
出
 

当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
た
場
合
は
、
現
場
に
て

主
蒸
気
逃
が
し

弁
を
手
動
に
よ
り
開
と
し
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心

冷
却
を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
、
余
熱
除
去
設
備
の
崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
へ
の
注

水
を

余
熱
除
去
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注

水
が
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り
確
保
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
場
合
 

 

 
 

(
4)
 
 蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）
 

ア
 
 現
場
手
動
操
作
に
よ
る
主

蒸
気
逃
が
し

弁
の
機
能
回
復
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
お
い
て
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ
り
、
余
熱
除
去
設
備
に
よ
る

崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
、
２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
が
可
能
な
場

合
、
現
場
手
動
操
作
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し

弁
の
機
能
回
復
を
行
う
。
補

助
給
水
流
量
に
よ
り

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

に
お
い
て
、
現
場
で
手
動
ハ
ン
ド
ル
に
よ
り
主

蒸
気
逃
が
し
弁
を
開
操
作

し
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
う
。
 

現
場
手
動
操
作
に
よ
る
主

蒸
気
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復
の
手
順
は
、
表

－
２
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る

た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

４
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）
 

(
1)
 
主
蒸
気
逃
が
し
弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る

蒸
気
放
出
 

当
直
課
長
は
、

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
た
場
合
は
、
現
場
に
て

主
蒸
気
逃
が
し

弁
を
手
動
に
よ
り
開
と
し
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心

冷
却
を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
、
余
熱
除
去
設
備
の
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
へ
の
注

水
を

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
蒸
気
発

生
器
へ
の
注
水
が
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り
確
保
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で

き
た
場
合

 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表
－
２
「
原
子

炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ

高
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す

る
た
め
の
手
順
等
」
と
同
様

で
あ
る
た
め
、
詳
細
は
記
載

し
て
い
な
い
。）

 

 

 
 

 
 

(
5)
 
 蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
お
い
て
、
全
交
流
動
力
電
源

喪

失
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ
り
、
余
熱
除
去
設
備
に
よ
る
崩
壊
熱

除
去
機
能
が
喪

失
し
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
に
よ
る
２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
効

果
も
な
く
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
低
温
停
止
へ
の
移
行
が
必
要
と
な
れ
ば
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
行
う
。
蒸
気
発
生
器
へ

の
注
水
は
復
水
タ
ン
ク
水
を
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
注
水
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
手
順
は
、「

1
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合

 
１

 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障

 
(3
) 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
」
参
照

 

 

 
 

 
 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
２
次
系
で
の

Ｆ

＆
Ｂ
は

多
様
性
拡
張
の
手
順

で
あ
り
記
載
し
て
い
な
い
。）

 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
順
位
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ
り
崩
壊
熱
除

去
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
で
、か
つ
、
１
次
冷
却
材
系
統
に
開
口
部
が
な
い
場
合
は
、

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

(
1)
 
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ
り
崩
壊
熱
除

去
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
蒸
気
発
生
器
に
よ
る
冷
却
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
蒸
気

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 優
先
順
位
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ
り
崩
壊
熱
除

去
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
で
、
か
つ
、
１
次
冷
却
系
に
開
口
部
が
な
い
場
合
は
、
蒸

 
   

参考①-498



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
実
施
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
は
、
代
替
炉
心
注
水
に

よ
る
炉
心
冷
却
を
行
い
、
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
が
再

循
環
可
能
水
位
と
な
れ

ば
、
代
替
再
循
環
運
転
を
実
施
し
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
 

代
替
炉
心
注
水
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
が
、電
源
回
復
し
な
い
場
合
で
も
注
水
が
可
能
な
燃
料
取
替
用
水

ピ
ッ
ト
か
ら
の
重
力
注
入
を
優
先
す
る
。
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
受
電
後

は
、
準
備
時
間
が
短
い
蓄
圧
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
並
行
し
て
継
続
的
に
原
子
炉
に

注
水
す
る
た
め
に
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
を
準
備
し
、
準
備
が
整
え
ば
使
用
す

る
。
次
に
Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
を
使
用
す
る
。
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
は
、
使
用
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
可
搬
式
代
替
低

圧
注
水
ポ
ン
プ
等
の
準
備
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
多
様
性

拡

張
設
備
で
あ
る
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ

Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
等
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
手
段
を
使
用
す
る
。
可
搬
式
代
替

低
圧
注
水
ポ
ン
プ
等
の
使
用
準
備
が
完
了
し
、多
様
性
拡
張
設
備
を
含
む
他
の
注
水

手
段
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
使
用
す
る
。
 

原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
代
替
再

循
環
運
転
に
使
用
す
る
機
器
の
優
先

順
位
は
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
が
使
用
準
備
時
間
が
短
い

Ａ
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
空
調
用
冷
水
）
を
優
先
し
、
次
に
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海

水
冷
却
）
を
使
用
す
る
。
 

 

発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
優
先
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
に
よ
る
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
は
、
代
替
炉
心
注
入
を
行
い
、
格

納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
が
確
保
さ
れ
た
場
合
、
代
替
再
循
環
を
実
施
し
、
炉
心

を
冷
却
す
る
。
 

(
2)

 蒸
気
発
生
器
に
よ
る
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
は
、
炉
心
へ
の
注
入
操
作
を
実
施

す
る
。
優
先
順
位
は
、
電
源
回
復
し
な
い
場
合
で
も
注
入
が
可
能
で
あ
る
多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
に
よ
る
重
力
注
入
を
優
先
し
て
使
用

す
る
。
 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
受
電
後
は
、
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
、
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
を
行
う
。
各
操
作
の
優
先
順
位

は
、
現
場
で
の
系
統
構
成
が
容
易
な
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心

注
入
を
優
先
す
る
。
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
が
で
き
な

い
場
合
は
、
Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
を
行
う
。
 

可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
は
使
用
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
、
あ
ら
か
じ
め
可
搬
型
デ

ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
等
の
運
搬
、
設
置
及
び
接
続
の
準
備
を
行
い
、
多
様
性

拡

張
設
備
を
含
む
他
の
注
入
手
段
が
な
け
れ
ば
炉
心
へ
の
注
入
を
行
う
。
 

(
3)

 代
替
炉
心
注
入
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
等
を
炉
心
へ
注
入
し
、
格
納

容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
が
確
保
さ
れ
た
後
、
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
に
水
源

を
切
り
替
え
て
再
循
環
運
転
を
実
施
す
る
。
優
先
順
位
は
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン

プ
車
か
ら
海
水
供
給
に
よ
る
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
の
補
機
冷
却
水
を
確
保
し
、
格

納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
を
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再

循
環
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
と
と
も
に
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
か
ら
の
海

水
供
給
に
よ
り
、
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷

却
を
行
う
。
 

ま
た
、
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪

失
時
は
、
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
Ａ

余
熱

除
去

ポ
ン
プ
（
空
調
用
冷
水
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
と

と
も
に
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
か
ら
の
海
水
供
給
に
よ
り
、
格
納
容
器
再

循

環
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
を
行
う
。
Ａ

余
熱
除
去

ポ
ン

プ
（
空
調
用
冷
水
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
が
で
き
な
い
場
合
、
Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン

プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
。

 

 

気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
実
施
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
は
、代
替
炉
心
注
水
に

よ
る
炉
心
冷
却
を
行
い
、
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
が
再

循
環
可
能
水
位
と
な
れ

ば
、
代
替
再

循
環
運
転
を
実
施
し
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
 

代
替
炉
心
注
水
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
が
、
電
源
回
復
し
な
い
場
合
で
も
注
水
が
可
能
な
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
か
ら
の
重
力
注
水
を
優
先
す
る
。
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
受
電
後

は
、
準
備
時
間
が
短
い
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
を
使
用
す
る
。
並
行
し
て
継
続
的
に
原
子

炉
に
注
水
す
る
た
め
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
を
準
備
し
、
準
備
が
整
え
ば
使

用
す
る
。
次
に
Ｃ
充
て
ん

／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
を
使
用
す
る
。
可
搬

式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
は
、
使
用
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ

め
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
等
の
準
備
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、使
用
可
能
で

あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
等
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
手
段
を
使
用
す

る
。
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
等
の
使
用
準
備
が
完
了
し
、
多
様
性

拡
張
設
備

を
含
む
他
の
注
水
手
段
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
使
用
す
る
。
 

原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
代
替
再

循
環
運
転
に
使
用
す
る
機
器
の
優
先

順
位
は
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
が
準
備
時
間
が
短
い
Ａ

余

熱
除
去

ポ
ン
プ
（
空
調
用
冷
水
）
を
優
先
し
、
次
に
Ｂ

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
海
水
冷

却
）
ま
た
は
Ｂ

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
お
よ
び
Ｂ
充
て
ん

／
高
圧
注
入
ポ

ン
プ
（
海
水
冷
却
）
を
使
用
す
る
。
 

 

      【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
ア
キ
ュ
ム
レ
ー

タ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
を

記
載
し
て
い
る
。）

 

 
○

 作
業
性
 

Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
の
補
機
冷
却
水
確
保
に
係
る
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ

ー
ス
取
替
え
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
作
業
場
所
近
傍
に
使

用
工
具
を
配
備
す
る
。
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
に
係
る
可
搬
型

ホ
ー

ス
等
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
可
搬
式
代
替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
の
保
管
場
所
に
使
用
工
具
お
よ
び
可
搬
型

ホ
ー
ス
を
配
備
す
る
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 作
業
性

 

Ｃ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
の
補
機
冷
却
水
確
保
に
係
る
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
作
業
場

所
近
傍
に
使
用
工
具
を
配
備
す
る
。
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
に
係
る
可
搬
型

ホ
ー

ス
等
の
接
続
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
作
業
場
所
近
傍
に
使
用

工
具
を
配
備
す
る
。
 

電
源

車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
用
）
へ
の
燃
料
補
給
に
つ
い
て
は
、
速

や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
作
業
場
所
近
傍
に
使
用
工
具
を
配
備
す
る
。
 

 
 

 
○

 格
納
容
器
内
か
ら
の
退
避
 

当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
お
い
て
、
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
ま
た
は
原
子
炉

補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ
り

余
熱
除
去
系
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
た

場
合
ま
た
は
１
次
冷
却
材
が
流
出
し
た
場
合
に
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
保
有
水

を
充
て
ん
ポ
ン
プ
等
に
て
原
子
炉
へ
注
水
し
、開
放
中
の
加
圧
器
安
全
弁
か
ら
格
納

容
器
内
へ
蒸
散
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
こ
の
場
合
は
、
格
納
容

器
内
の
雰
囲
気
悪
化
か
ら
格
納
容
器
内
の
作
業
員
を
守
る
た
め
に
作
業
員
を

退
避

さ
せ
る
。
 

ま
た
、
運
転
停
止
中
に
１
次
冷
却
材
の
希
釈
事
象
が
発
生
し
、
中
性
子
源
領
域
中

性
子
束
が
上
昇
し
た
場
合
は
、臨
界
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
格
納
容
器
内
の
作

業
員
を
守
る
た
め
に
作
業
員
を

退
避
さ
せ
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失

時
、
余
熱
除
去
系
設
備
の
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余
熱
除
去
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
格
納
容
器
サ
ン
プ
の
水
位

 
 

３
 

 原
子
炉
格
納
容
器
内
か
ら
の

退
避

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
お
い
て
、
全
交
流
動
力
電
源
喪

失

等
に
よ
り

余
熱
除
去
設
備
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
又
は
１

次
冷
却
材
が
流
出
し
た
場
合
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
充
て
ん

ポ
ン
プ
等

に
て
炉
心
へ
注
入
し
開
放
中
の
加
圧
器
安
全

弁
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ

蒸

散
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
炉
心
を
冷
却
す
る
。
こ
の
場
合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内

の
雰
囲
気
悪
化
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
作
業
員
を
守
る
た
め
に
作
業
員
を

退
避
さ
せ
る
。
 

ま
た
、
運
転
停
止
中
に
１
次
冷
却
材
の
希
釈
事
象
が
発
生
し
、
中
性
子
源
領
域

中
性
子
束
が
上
昇
し
た
場
合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
作
業
員
を
守
る
た
め

に
作
業
員
を
退

避
さ
せ
る
。
 

(
1)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

ア
 

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
を

余
熱
除
去
流
量
等
に
よ
り
確
認

で
き
な
い
場
合
又
は
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
等
に
よ
り
１
次
冷
却

材
の
流
出
を
確
認
し
た
場
合

 

 
 

○
 格
納
容
器
内
か
ら
の

退
避
 

当
直
課
長
は
、
運
転
停
止
中
に
お
い
て
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉

補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ
り
余
熱
除
去
系
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
が

喪
失
し
た

場
合
ま
た
は
１
次
冷
却
材
が
流
出
し
た
場
合
に
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
保
有
水

を
充
て
ん
／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
等
に
て
原
子
炉
へ
注
水
し
、
開
放
中
の
加
圧
器
安
全

弁
か
ら
格
納
容
器
内
へ

蒸
散
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
こ
の
場
合

は
、
格
納
容
器
内
の
雰
囲
気
悪
化
か
ら
格
納
容
器
内
の
作
業
員
を
守
る
た
め
に
作
業

員
を

退
避
さ
せ
る
。
 

ま
た
、
運
転
停
止
中
に
１
次
冷
却
系
の
希
釈
事
象
が
発
生
し
、
中
性
子
源
領
域
中

性
子
束
が
上
昇
し
た
場
合
は
、臨
界
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
格
納
容
器
内
の
作

業
員
を
守
る
た
め
に
作
業
員
を
退

避
さ
せ
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失

時
、
余
熱
除
去
系
設
備
の
崩
壊
熱
除
去
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
へ
の
注
水
を

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
格
納
容
器
サ

 
 

参考①-499



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

等
に
て
１
次
冷
却
材
の
流
出
を
確
認
し
た
場
合
 

運
転
停
止
中
に
１
次
冷
却
系
の
希
釈
事
象
が
発
生
し
、
中
性
子
源
領
域
中
性

子
束
の
上
昇
に
よ
り
停
止
時
Ｓ
Ｒ
中
性
子
束
高

退
避
警
報
作
動
警
報
が
発
信
し

た
場
合
ま
た
は
停
止
時
Ｓ
Ｒ
中
性
子
束
高

退
避
警
報
作
動
警
報
が
発
信
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
 

 

イ
 
運
転
停
止
中
に
１
次
冷
却
材
の
希
釈
事
象
が
発
生
し
、
中
性
子
源
領
域

中
性
子
束
の
上
昇
に
よ
り
中
性
子
源
領
域
炉
停
止
時
中
性
子
束
高
警
報
が

発
信
し
た
場
合
 

ン
プ
の
水
位
等
に
て
１
次
冷
却
材
の
流
出
を
確
認
し
た
場
合

 

運
転
停
止
中
に
１
次
冷
却
系
の
希
釈
事
象
が
発
生
し
、
中
性
子
源
領
域
中
性

子
束
の
上
昇
に
よ
り
炉
停
止
時
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
高
警
報
が
発
信
し
た

場
合
ま
た
は
炉
停
止
時
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
高
警
報
が
発
信
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合

 

 

 
○

 送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
閉
塞
時
の
対
応
 

送
水
車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に
閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 送
水

車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ

閉
塞
時
の
対
応
 

送
水

車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に

閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。

 

 

 
 

 
「
前
述
」
 

 
 

原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
の

閉
止

 

１
 
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
の

閉
止

 

喪
失
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
シ
ー
ル
部
へ
の
封
水

注
水
機
能
及
び
サ
ー
マ
ル
バ
リ
ア
の
冷
却
機
能
が
喪

失
す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
次

冷
却
材

ポ
ン
プ
シ
ー
ル
部
か
ら
１
次
冷
却
材
が
漏
え
い
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
外

へ
の
１
次
冷
却
材
の
漏
え
い
を
防
止
す
る
た
め
、
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
封
水
戻
り

隔
離
弁
等
の
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離

弁
を

閉
止
す
る
。
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
お
い
て
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
に
よ
り
電
源
が
確

保
さ
れ
れ
ば
、
中
央
制
御
室
に
て
１
次
冷
却
材

ポ
ン
プ
封
水
戻
り
隔
離

弁
等
を

閉

止
し
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
す
る
場
合
は
、
作
動
す
る
原
子

炉
格
納
容
器
隔
離

弁
の

閉
止
を
確
認
す
る
。
 

な
お
、
隔
離

弁
等
の
電
源
が
回
復
し
て
い
な
い
場
合
は
、
現
場
に
て

閉
止
す
る
。 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

ア
 
外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
全
て
の
非
常
用

高
圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母
線
電
圧
に
よ
り

確
認
で
き
な
い
場
合

 

イ
 
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
を
原
子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等
に
よ

り
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 
「
前
述
」
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、

1
次
冷
却
材

喪

失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場

合
の
後
に
記
載
し
て
い
る
。）

 

 
「
後
述
」
 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

１
 
電
源
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
は
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
に
よ
り
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
、
Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
へ
給
電
す
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表
－

14
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
 

 

２
 
燃
料
補
給
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
又
は
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
を
運
転
し
た
場
合
、
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
又
は
移
動
式
大

容
量
ポ
ン
プ
車
へ
の
燃
料
補
給
は
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
を
用
い

て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
燃
料
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給

間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
ま
た
、
重
大
事
故
等
時
７
日
間
運
転
継
続
す
る
た
め

に
必
要
な
燃
料
の
備
蓄
量
と
し
て
、
表
－
1
1「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の

た
め
の
手
順
等
」
、
表
－
13
「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手

順
等
」
、
表
－

14
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
及
び
表
－

18
「
緊
急
時
対

策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
書
等
」
に
示
す
燃
料
も
含
め
、
燃
料

油
貯
蔵
タ

ン
ク
の

油
量
を

35
6k
ℓ
以
上
に
管
理
す
る
。
 

 
(1
)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
又
は
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
の
燃
料

が
規
定
油
量
以
上
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
運
転
を
開
始
し
た
後
、
定
格
負
荷
運

転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
※
に
達
し
た
場
合

 

※
 
 
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
及
び
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給

間
隔
は
以
下
の
と
お
り
。
 

 ア
 
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
：
運
転
開
始
後
直
ち
に
（
そ
の
後
約
２

時
間

40
分
ご
と
に
補
給
）

 

イ
 
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
：
運
転
開
始
後
約
１
時
間

30
分
以
内
（
そ
の
後

約
４
時
間

3
0
分
ご
と
に
補
給
）

 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

参考①-500



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 

 
③
 
復
旧
に
係
る
手
順
等

 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
を
代

替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
起
動
し
十
分
な
期
間
の
運
転
を
継
続
さ
せ
る
。
 

１
．
電
源
確
保
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
へ
給
電
す
る
。
全

交
流
動
力
電
源

喪
失
時
は
、
代
替
電
源
（
交
流
）
に
よ
り
Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自

己

冷
却
）
お
よ
び
蓄
圧
タ
ン
ク
出
口
電
動
弁
へ
給
電
す
る
。
給
電
の
手
順
は
、
表
－
１

４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

２
．
燃
料
補
給
 

電
源
車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
用
）
へ
の
重
油
の
補
給
は
、
定
格
負
荷

運
転
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
重
油
タ

ン
ク
お
よ
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定
格
負

荷
運
転
時
に
お
け
る
補
給
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

電
源
車（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
用
）へ
の
燃
料
補
給
に
関
す
る
手
順
は
、

表
－
６
「
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 
③

 
復

旧
に
係
る
手
順
等

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
、
代
替

電
源
か
ら
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に
給
電
し
、
起
動
及
び
十
分
な
期
間
の
運
転
を

継
続
さ
せ
る
。
 

 

 
 
③

 復
旧
に
係
る
手
順
等
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
を
代

替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電
に
よ
り
起
動
し
十
分
な
期
間
の
運
転
を
継
続
さ
せ
る
。

 

１
．
電
源
確
保

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
へ
給
電
す
る
。
全

交
流
動
力
電
源
喪

失
時
は
、
代
替
電
源
（
交
流
）
に
よ
り
Ｃ
充
て
ん
／
高
圧
注
入

ポ

ン
プ
（
自

己
冷
却
）
お
よ
び
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
出
口
電
動

弁
へ
給
電
す
る
。
給
電
の

手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

２
．
燃
料
補
給

 

電
源

車
（

 可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
用
）
、
大
容
量

ポ
ン
プ
へ
の
重
油
の
補

給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
※
１
と
な
れ
ば
燃
料
油

貯
蔵
タ
ン
ク
お
よ
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
（
燃
料

油
移

送
ポ
ン
プ
使
用
時
含
む
。
）
を

用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
補
給
間
隔
を

目
安
※
１
に
実
施
す
る
。
重
大
事
故
等
時
７
日
間
運
転
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料

（
重

油
）
と
し
て
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
示
す
燃
料
油
貯

蔵
タ
ン
ク
の
備
蓄
量
（

1
80
k
l
以
上
（
１
基
当
た
り
）
、
２
基
）
を
管
理
す
る
。

 

送
水

車
へ
の
軽

油
の
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手

時
間
※
２
と
な
れ
ば
軽

油
用
ド
ラ
ム
缶
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定

格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
補
給
間
隔
を
目
安
※
２
に
実
施
す
る
。
重
大
事
故
等
時
７

 

日
間
運
転
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
（
軽

油
）
の
備
蓄
量
と
し
て

6
,2
0
0
ﾘ
ｯﾄ
ﾙ

以
上
を
管
理
す
る
。
 

※
１
：
各
設
備
の
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
お
よ
び
給

油
間
隔
の
目
安
は
以
下
の

と
お
り
。
 

・
電
源

車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
用
）：
運
転
開
始
後
約
２
．
５
時

間
後
（
そ
の
後
約
４
時
間
ご
と
に
補
給
）

 

・
大
容
量

ポ
ン
プ
：
運
転
開
始
後
約
３
．
５

 時
間
後
（
そ
の
後
約
３
．
５
時

間
ご
と
に
補
給
）
 

※
２
：
送
水

車
の
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
お
よ
び
給

油
間
隔
の
目
安
時
間
は
以

下
の
と
お
り
。
 

・
送
水

車
本
体
：
運
転
開
始
後
約
５
．
５
時
間
後
（
そ
の
後
約
５
．
５
時
間

ご
と
に
補
給
）

 

・
水
中

ポ
ン
プ
用
発
電
機
：
運
転
開
始
後
約
２
０
時
間
後
（
そ
の
後
約
２
０

時
間
ご
と
に
補
給
）

 

 

 
 【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
は
、
燃
料
補
給
に
つ

い
て
、
表
－
６
「
原
子
炉
格

納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め

の
手
順
等
」
記
載
し
て
い
る
。

美
浜
は
、

送
水
車
の
燃
料
補

給
も
記
載
し
て
い
る
。
）

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

参考①-501



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
５
 

 
 

表
－
５

 
 
 
表
－
５
 

 
 

 
操
作
手
順
 

５
．
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸

送
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

５
．
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸

送
す
る
た
め
の
手
順
等

 

 
 
操
作
手
順
 

５
．
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸

送
す
る
た
め
の
手
順
等

 

 
 

 
①
 
方
針
目
的
 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が

喪

失
し
た
場
合
に
お
い
て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、「
格
納
容

器
」
と
い
う
。
）
の

破
損
（
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
す
る
前
に
生
ず
る
も
の
に
限
る
。
）

を
防
止
す
る
た
め
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
、
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷

却
、
代
替
補
機
冷
却
、
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
補
機
冷
却
に
よ
り
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン

ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

 
 
①

 
方
針
目
的

 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
機
能

が
喪

失
し
た
場
合
に
お
い
て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損

（
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
す
る
前
に
生
ず
る
も
の
に
限
る
。
）
を
防
止
す
る
た

め
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

及
び
代
替
補
機
冷
却
に
よ
り
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
に
お
い
て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、「
格
納
容

器
」
と
い
う
。
）
の

破
損
（
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
す
る
前
に
生
ず
る
も
の
に
限
る
。
）

を
防
止
す
る
た
め
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
、
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷

却
、
代
替
補
機
冷
却
、
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
補
機
冷
却
に
よ
り
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン

ク
へ
熱
を
輸

送
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）

 

 
②
 
対
応
手
段
等
 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能
喪
失
時

 

１
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

(
1)
 
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水
 

当
直
課
長
は
、
海
水
ポ
ン
プ
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等

に
よ
り
、
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
電

動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
復
水
ピ
ッ

ト
水
を
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

海
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
最

終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を
輸
送
す
る
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水

の
通
水
を
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場

合
に
、
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
復
水
ピ
ッ
ト
水
位
が
確
保

さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

②
 
対
応
手
段
等
 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

 

１
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

(
1
) 

 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
又
は
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
海
水

ポ
ン
プ
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン

プ
の
故
障
等
に
よ
り
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸

送
す
る
機
能
が

喪
失
し

た
場
合
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
又
は
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ

り
復
水
タ
ン
ク
水
を

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
設
備
に
よ
る
冷
却
機
能
を
原
子
炉
補
機
冷
却
水

冷
却
器
海
水
出
口
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
又
は
原
子
炉
補
機

冷
却
水
設
備
に
よ
る
冷
却
機
能
を
原
子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等

に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な

復
水
タ
ン
ク
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時

 

１
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

(
1)
 
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水

 

当
直
課
長
は
、
海
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ

り
、
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
電
動
補

助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
復
水
タ
ン
ク
水

を
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

海
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
最
終
ヒ

ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
の
通

水
を
、
１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
出
口
ヘ
ッ

ダ
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場

合
に
、
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
復
水
タ
ン
ク
水
位
が
確
保

さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

 
２
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
 

(
1)
 主

蒸
気
逃
が
し

弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復
 

当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
主
蒸
気
逃
が
し

弁
を
現
場
に
て
手
動
に
よ
り
開
操
作
す
る
こ
と
で
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ

る
原
子
炉
の
冷
却
を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

海
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
最

終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を
輸
送
す
る
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水

の
通
水
を
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場

合
に
、
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い

る
場
合
 

 

 
 

２
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）
 

(
1
) 

 現
場
手
動
操
作
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し

弁
の
機
能
回
復
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る

場
合
に
お
い
て
、
現
場
で
手
動
ハ
ン
ド
ル
に
よ
り
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
操

作
し
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
う
。
 

現
場
手
動
操
作
に
よ
る
主

蒸
気
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復
の
手
順
は
、
表
－

２
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め

の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

２
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）
 

(
1)
 
主
蒸
気
逃
が
し
弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る
主

蒸
気
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復

 

当
直
課
長
は
、

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
現
場
に
て
手
動
に
よ
り
開
操
作
す
る
こ
と
で
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ

る
原
子
炉
の
冷
却
を
行
う
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

海
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
最
終
ヒ

ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
の
通

水
を
、
１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
出
口
ヘ
ッ

ダ
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場

合
に
、
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い

る
場
合
 

 

 
 【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表

-2
「
原
子
炉

冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高

圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る

た
め
の
手
順
等
」
と
同
様
で

あ
る
た
め
詳
細
は
記
載
し
て

い
な
い
。
）
 

 
３
．
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

 

(
1)
 
大
容
量
ポ
ン
プ
を
用
い
た
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納

容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

当
直
課
長
は
、
海
水
ポ
ン
プ
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等

に
よ
り
、
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が

喪
失
し
た
状
態
に
お

い
て
、
１
次
冷
却
材
喪
失
事
象
が
発
生
し
た
場
合
、
大
容
量
ポ
ン
プ
を
配
置
、
接

続
し
、
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
状
態
監
視
の
た
め
の
可
搬
型

温
度
計
測
装
置
を
取
付
け
後
、
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
海
水
を

通
水
す
る
こ
と
に
よ
り
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
海
水
通
水
後
、

可
搬
型
温
度
計
測
装
置
等
に
よ
り
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
水

出
入
口
温
度
差
、
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
温
度
指
示
の
低
下
等
に
よ
り
、
格
納

容
器
が
冷
却
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

海
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
最

終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却

水
、
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
の
通
水
を
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流

量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 
 

３
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

 

(
1
) 

 
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
を
用
い
た
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
海
水

ポ
ン
プ
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン

プ
の
故
障
等
に
よ
り
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が

喪
失

し
、
１
次
冷
却
材
喪

失
事
象
が
発
生
し
た
場
合
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車

を
用
い
た
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内

自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
 

移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ

車
を
用
い
た
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
手
順
は
、
表
－
７
「
原
子
炉

格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

３
．
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

(
1)
 
大
容
量

ポ
ン
プ
を
用
い
た
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納

容
器
内
自
然
対
流
冷
却

 

当
直
課
長
は
、
海
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ

り
、
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が

喪
失
し
た
状
態
に
お
い
て
、

１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
た
場
合
、
大
容
量

ポ
ン
プ
を
配
置
、
接
続
し
、

Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
状
態
監
視
の
た
め
の
可
搬
型
温
度
計

測
装
置
を
取
付
け
後
、
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
海
水
を
通
水
す

る
こ
と
に
よ
り
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
海
水
通
水
後
、
可
搬
型

温
度
計
測
装
置
等
に
よ
り
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
水
出
入
口

温
度
差
、
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
温
度
指
示
の
低
下
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
が

冷
却
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

海
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
最
終
ヒ

ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
、
原

子
炉
補
機
冷
却
海
水
の
通
水
を
、
１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
出
口
ヘ
ッ

ダ
流
量

等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合

 

 
    【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表

-7
「
原
子
炉

格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防

止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
と

同
様
で
あ
る
た
め
詳
細
は
記

載
し
て
い
な
い
。）

 

参考①-502



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
４
．
代
替
補
機
冷
却
 

(
1)
 大
容
量
ポ
ン
プ
に
よ
る
補
機
冷
却
水
（
海
水
）
通
水
 

当
直
課
長
は
、
海
水
ポ
ン
プ
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等

に
よ
り
、
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
大

容
量

ポ
ン
プ
に
よ
り
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
に
補
機
冷
却
水
（
海
水
）
を
通
水
し
、

機
能
回
復
を
図
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

海
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
原

子
炉
補
機
冷
却
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
、
原
子
炉
補
機
冷
却

海
水
の
通
水
を
原
子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な

い
場
合
に
、
大
容
量
ポ
ン
プ
の
系
統
構
成
が
完
了
し
て
い
る
場
合
 

 

 
 

４
 
代
替
補
機
冷
却

 

(
1
) 
移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ

車
に
よ
る
補
機
冷
却
海
水
通
水
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
海
水

ポ
ン
プ
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
水

ポ
ン
プ

の
故
障
等
に
よ
り
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が

喪
失
し
た

場
合
、
移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ

車
に
よ
り
Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
の
補
機
冷
却
水

と
し
て
海
水
を
通
水
す
る
。

 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
設
備
に
よ
る
冷
却
機
能
を
原
子
炉
補
機
冷
却

水
冷
却
器
海
水
出
口
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
又
は
原
子
炉

補
機
冷
却
水
設
備
に
よ
る
冷
却
機
能
を
原
子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管

流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

４
．
代
替
補
機
冷
却
 

(
1)
 
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
補
機
冷
却
水
（
海
水
）
通
水
 

当
直
課
長
は
、
海
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ

り
、
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
り
Ｂ
充
て
ん

／
 
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
お
よ
び
Ｂ

余
熱
除
去

ポ
ン
プ

に
補
機
冷
却
水
（
海
水
）
を
通
水
し
、
各
補
機
の
機
能
回
復
を
図
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

海
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
１
次
系
冷
却
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉

補
機
冷
却
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却

海
水
の
通
水
を
１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
出
口
ヘ
ッ

ダ
流
量
等
に
て
確
認
で

き
な
い
場
合
に
、
大
容
量

ポ
ン
プ
の
系
統
構
成
が
完
了
し
て
い
る
場
合

 

 

 
 

 
サ

ポ
ー
ト
系
機
能
喪
失
時

 

１
．
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

(
1)
 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
、
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
空

冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
受
電
し
た
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
復
水
ピ

ッ
ト
水
を
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
蒸
気
発
生
器
へ

注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
復
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時
の
手
順
等

 

１
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

(
1
) 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
又
は
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸
気
発

生
器
へ
の
注
水
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
、
最
終

ヒ
ー
ト
シ

ン
ク
へ
熱
を
輸

送
す
る
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
復
水
タ
ン
ク
水
を
タ
ー
ビ
ン

動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
又
は
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
り

蒸
気
発
生
器
へ
注

水
す
る
。
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
又
は
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水
の
手
順
は
、
表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低

圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

サ
ポ
ー
ト
系
機
能

喪
失
時

 

１
．

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
 

(
1)
 
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸
気

発
生
器
へ
の
注
水

 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
、
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
ま
た
は
空

冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
受
電
し
た
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
復
水
タ

ン
ク
水
を
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
へ
注
水
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
蒸
気
発
生
器
へ

注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
   【
玄
海
－
大
飯
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表

-4
「
原
子
炉

冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低

圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る

た
め
の
手
順
等
」
と
同
様
で

あ
る
た
め
詳
細
は
記
載
し
て

い
な
い
。
）

 

 
２
．
 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）
 

(
1)
 主

蒸
気
逃
が
し

弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復
 

当
直
課
長
は
、
蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
主
蒸
気
逃
が
し

弁
を
現
場
に
て
手
動
に
よ
り
開
操
作
す
る
こ
と
で
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ

る
原
子
炉
の
冷
却
を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
の
駆
動
源
が
喪
失
し
た

場
合
に
お
い
て
、
中
央
制
御
室
か
ら
主
蒸
気
逃
が
し

弁
を
操
作
で
き
な
い
こ

と
を
主
蒸
気
圧
力
等
に
て
確
認
し
た
場
合
に
、
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り

蒸

気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
場
合
 

 

 
 

２
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）
 

(
1
) 

 現
場
手
動
操
作
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し

弁
の
機
能
回
復
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る

場
合
に
お
い
て
、
現
場
で
手
動
ハ
ン
ド
ル
に
よ
り
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
操

作
し
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
行
う
。
 

現
場
手
動
操
作
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復
の
手
順
は
、
表
－

２
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め

の
手
順
等
」
参
照
 

   

 
 

２
．

 蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（

蒸
気
放
出
）

 

(
1)
 
主
蒸
気
逃
が
し
弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る
主

蒸
気
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復

 

当
直
課
長
は
、

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
主

蒸
気
逃
が
し

弁
を
現
場
に
て
手
動
に
よ
り
開
操
作
す
る
こ
と
で
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ

る
原
子
炉
の
冷
却
を
行
う
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
、
主
蒸
気
逃
が
し

弁
の

駆
動
源
が

喪
失
し
た

場
合
に
お
い
て
、
中
央
制
御
室
か
ら
主

蒸
気
逃
が
し
弁
を
操
作
で
き
な
い
こ

と
を
主
蒸
気
圧
力
等
に
て
確
認
し
た
場
合
に
、
補
助
給
水
流
量
等
に
よ
り
蒸

気
発
生
器
へ
の
注
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 【
玄
海
－
大
飯
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表

-2
「
原
子
炉

冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高

圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る

た
め
の
手
順
等
」
と
同
様
で

あ
る
た
め
詳
細
は
記
載
し
て

い
な
い
。
）

 

 
３
．
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

 

(
1)
 
大
容
量
ポ
ン
プ
を
用
い
た
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納

容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
、
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
大
容
量

ポ
ン
プ
を
配
置
、
接
続
し
、
Ａ
、
Ｄ

格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
状
態
監
視
の
た
め
の
可
搬
型
温
度
計
測
装
置

を
取
付
け
後
、
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
海
水
を
通
水
す
る
こ
と

に
よ
り
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
海
水
通
水
後
、
可
搬
型
温
度
計

測
装
置
等
に
よ
り
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
水
出
入
口
温
度
差
、

格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
温
度
指
示
の
低
下
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
が
冷
却
状
態

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
が
発
生
し
た
場
合

 

 

 
 

３
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

 

(
1
) 

 
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
を
用
い
た
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
、
最
終

ヒ
ー
ト

シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
に
お
い
て
、
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
た
場
合
、
移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ
車
を
用
い
た
Ａ
、
Ｂ

格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を

行
う
。
 

移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ

車
を
用
い
た
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
手
順
は
、
表
－
７
「
原
子
炉

格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

３
．
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

(
1)
 
大
容
量

ポ
ン
プ
を
用
い
た
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納

容
器
内
自
然
対
流
冷
却

 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
、
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
大
容
量

ポ
ン
プ
を
配
置
、
接
続
し
、
Ａ
格
納

容
器
循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
状
態
監
視
の
た
め
の
可
搬
型
温
度
計
測
装
置

を
取
付
け
後
、
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
海
水
を
通
水
す
る
こ
と

に
よ
り
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
海
水
通
水
後
、
可
搬
型
温
度
計

測
装
置
等
に
よ
り
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
水
出
入
口
温
度

差
、
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
温
度
指
示
の
低
下
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
が
冷
却

状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
が
発
生
し
た
場
合

 

 

 
   【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表

-7
「
原
子
炉

格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防

止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
と

同
様
で
あ
る
た
め
詳
細
は
記

載
し
て
い
な
い
。）

 

 
４
．
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
補
機
冷
却
 

(
1)
 大
容
量
ポ
ン
プ
に
よ
る
補
機
冷
却
水
（
海
水
）
通
水
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
、
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
大
容
量
ポ
ン
プ
に
よ
り
Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン

プ
に
補
機
冷
却
水
（
海
水
）
を
通
水
し
、
各
補
機
の
機
能
回
復
を
図
る
。
 

 
 

４
 
代
替
補
機
冷
却

 

(
1
) 

 移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
補
機
冷
却
海
水
通
水
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
、
最
終

ヒ
ー
ト

シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
に
よ
り
Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
に
補
機
冷
却
水
（
海
水
）
を
通
水
す
る
。
 

 
 

４
．
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
補
機
冷
却
 

(
1)
 
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
補
機
冷
却
水
（
海
水
）
通
水
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
、
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
ヘ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
り
Ｂ
 
充
て
ん

／
高
圧

注
入
ポ
ン
プ
お
よ
び
Ｂ

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
補
機
冷
却
水
（
海
水
）
を
通
水
し
、

 
 

参考①-503



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
が
発
生
し
た
場
合

 

 

ア
  
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
全
て
の
非
常

用
高
圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母
線
電
圧
に

よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

各
補
機
の
機
能
回
復
を
図
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
が
発
生
し
た
場
合

 

 

 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能
喪
失
時
・
サ
ポ
ー
ト
系
機
能

喪
失
時

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 優
先
順
位
 

補
助
給
水
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
優
先
し
て
使
用
し
、

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
使
用
で
き
な
け
れ
ば
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を

使
用
す
る
。
 

全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
の
燃
料
消
費

量
削

減
の
観
点
か
ら
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
使
用
で
き
る
間
は
、
電
動

補
助
給
水
ポ
ン
プ
は
起
動
せ
ず
後
備
の
設
備
と
し
て
待
機
さ
せ
る
。
 

 

 
 

 （
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸

送
す
る
機
能
が
喪

失
し
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側

に
よ
る
炉
心
冷
却
の
た
め
、

蒸
気
発
生
器
へ
注
水
す
る
優
先
順
位
は
、
タ
ー
ビ
ン

動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
順
で
あ
る
。
 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
の
受
電
前
は
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に

よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
を
行
う
。
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
の
給
電
に
よ

り
、
非
常
用
高
圧
母
線
が
復

旧
す
れ
ば
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
運
転
が
可
能
と

な
る
が
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
の
燃
料
消
費
量
削

減
の
観
点
か
ら
、
タ
ー
ビ
ン

動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
使
用
で
き
る
間
は
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
を
優

先
し
て
使
用
し
、
そ
の
後
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注

水
を
行
う
。
 

 

 
 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時
・
サ
ポ
ー
ト
系
機
能

喪
失
時

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 
優
先
順
位

 

補
助
給
水

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
優
先
し
て
使
用
し
、

電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
が
使
用
で
き
な
け
れ
ば
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を

使
用
す
る
。
 

全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
の
燃
料
消
費

量
削

減
の
観
点
か
ら
、
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
を
使
用
で
き
る
間
は
、
電
動

補
助
給
水
ポ
ン
プ
は
起
動
せ
ず
後
備
の
設
備
と
し
て
待
機
さ
せ
る
。
 

 

 
 

 
○

 作
業
性
 

大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
か
か
る
可
搬
型

ホ
ー
ス

等
の
接
続
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
大
容
量

ポ
ン
プ
の
保
管

場
所
に
使
用
工
具
お
よ
び
可
搬
型
ホ
ー
ス
を
配
備
す
る
。
ま
た
、
原
子
炉
補
機
冷
却

水
系
と
海
水
系
を
接
続
す
る
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え
に
つ
い
て
も
速
や
か

に
作
業
が
で
き
る
よ
う
、
作
業
場
所
近
傍
に
使
用
工
具
を
配
備
す
る
。
 

 

 
 

２
 
作
業
性
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
係

る
可
搬
型
ホ
ー
ス

布
設
、
接
続
作
業
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ

う
に
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
の
保
管
場
所
に
使
用
工
具
及
び
可
搬
型

ホ
ー
ス

を
配
備
す
る
。
ま
た
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
と
海
水
系
統
を
接
続
す
る
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
、
使
用

す
る
工
具
は
作
業
場
所
近
傍
に
配
備
す
る
。
 

 

 
 

○
 
作
業
性
 

大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
係
る
可
搬
型

ホ
ー
ス
等

の
接
続
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
大
容
量

ポ
ン
プ
の
保
管
場

所
に
使
用
工
具
お
よ
び
可
搬
型
ホ
ー
ス
を
配
備
す
る
。
ま
た
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水

系
と
海
水
系
を
接
続
す
る
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え
に
つ
い
て
も
速
や
か
に

作
業
が
で
き
る
よ
う
、
作
業
場
所
近
傍
に
使
用
工
具
を
配
備
す
る
。
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
は
、
現
場
に
お
い
て
専
用
工
具
を
用
い
て
容
易
に
操
作
で
き

る
。
専
用
工
具
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
操
作
が
で
き
る
よ
う
操
作
場
所
近
傍
に
配
備

す
る
。
 

 

 
 

 
○

 主
蒸
気
逃
が
し
弁
現
場
操
作
時
の
環
境
条

件
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
ま
た
は
主
蒸
気
、
主
給
水
配
管

破
断
等
に
よ
り
現
場
の

環
境
が
悪
化
し
た
場
合
に
お
い
て
、
現
場
で
の
主
蒸
気
逃
が
し
弁
操
作
を
行
う
必
要

が
あ
る
場
合
、
初
期
対
応
と
し
て
は
現
場
に
て
確
実
に
主
蒸
気
逃
が
し

弁
を
開
操
作

し
、
以
降
は
運
転
員
等
の
負
担
軽

減
を
図
る
と
と
も
に
現
場
の
環
境
が
悪
化
し
た
場

合
で
も
対
応
が
可
能
と
な
る
た
め
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る

窒
素
ボ
ン
ベ
（
主
蒸
気
逃
が
し

弁
作
動
用
）
に
よ
り
駆
動
源
を
確
保
し
、
中
央
制
御

室
か
ら
の
遠
隔
操
作
を
行
う
。
な
お
、
状
況
に
応
じ
て
放
射
線
防
護
具
を
着
用
し
、

線
量
計
を
携
帯
す
る
。
 

 

 
 

３
 
主

蒸
気
逃
が
し

弁
現
場
操
作
時
の
留
意
事
項
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
を
使
用
し
て

蒸
気
放
出
を
行
う
場
合
は
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱

管
破
損
が
な
い
こ
と
を
確
認
後
、
実
施
す
る
。

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
は
、
放

射
線
モ
ニ
タ
等
で
確
認
す
る
が
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
放
射

線
モ
ニ
タ
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
蒸
気
発
生
器
水
位
及
び
圧
力
に
よ
り
、
蒸
気

発
生
器
伝
熱
管

破
損
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
の
徴

候
が
見
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
蒸
気
発
生
器
に
接
続
さ
れ
た
主

蒸
気
逃

が
し
弁
の
操
作
は
行
わ
な
い
。

 

 
 

○
 
主
蒸
気
逃
が
し
弁
現
場
操
作
時
の
環
境
条

件
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
ま
た
は
主

蒸
気
、
主
給
水
配
管

破
断
等
に
よ
り
現
場
の

環
境
が
悪
化
し
た
場
合
に
お
い
て
、
現
場
で
の
主
蒸
気
逃
が
し

弁
操
作
を
行
う
必
要

が
あ
る
場
合
、初
動
対
応
と
し
て
は
現
場
に
て
確
実
に
主
蒸
気
逃
が
し
弁
を
開
操
作

し
、
以
降
は
運
転
員
等
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
現
場
の
環
境
が
悪
化
し
た
場

合
で
も
対
応
が
可
能
と
な
る
た
め
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る

窒
素
ボ
ン
ベ
（
主

蒸
気
逃
が
し

弁
作
動
用
）
ま
た
は
可
搬
式
空
気
圧

縮
機
（
主
蒸
気

逃
が
し

弁
作
動
用
）
に
よ
り

駆
動
源
を
確
保
し
、
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
操
作
を

行
う
。
な
お
、
状
況
に
応
じ
て
放
射
線
防
護
具
を
着
用
し
、
線
量
計
を
携
帯
す
る
。 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は

留
意
事
項
、
美
浜

は
環
境
条
件
を
記
載
し
て
い

る
。
）

 

 
○

 電
源
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
電
動
補
助

給
水

ポ
ン
プ
へ
給
電
す
る
。
給
電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す

る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

４
 
電
源
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
は
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
に
よ
り
電
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
へ
給
電
す
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表
－
14
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

○
 
電
源
確
保

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
電
動
補
助

給
水
ポ
ン
プ
へ
給
電
す
る
。
給
電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す

る
手
順
等
」
参
照
。

 

 

 
 

 
○

 燃
料
補
給
 

大
容
量
ポ
ン
プ
へ
の
重
油
の
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料
補
給

作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
重

油
タ
ン
ク
お
よ
び
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お

け
る
補
給
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
燃
料
補
給
の
手
順
は
、
表
－
６
「
原
子
炉

格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

５
 
燃
料
補
給
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
へ
の
燃
料
給

油
は
、
定
格
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃

料
補
給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
及
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
を

用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
燃
料
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料

給
油
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

燃
料
を
補
給
す
る
手
順
は
、
表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧

時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 
 

○
 
燃
料
補
給

 

大
容
量

ポ
ン
プ
へ
の
重

油
の
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料
補
給

作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
お
よ
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
（
燃

料
油
移

送
ポ
ン
プ
使
用
時
含
む
。
）
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、

定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
補
給
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
燃
料
補
給
の
手

順
は
、
表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
重
油
の
補
給
は
表

-
4「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ

ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用

原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の

手
順
等
」
に
記
載
し
て
い

る
。
）

 

 
 

参考①-504



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
６
 

 
 

表
－
６

 
 
 
表
－
６
 

 
 

 
操
作
手
順
 

６
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

６
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等

 

 
 
操
作
手
順
 

６
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
 

 
 

 
①
 
方
針
目
的
 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、「
格
納
容
器
」
と
い
う
。）

内
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
、
格

納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
温

度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合

に
お
い
て
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
、
代
替
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
温
度
な
ら
び
に
放
射
性
物
質
の
濃
度
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①

 
方
針
目
的

 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が
喪

失
し

た
場
合
に
お
い
て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自

然
対
流
冷
却
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び

温
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し

た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
原
子
炉
格
納
容
器

内
自
然
対
流
冷
却
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力

及
び
温
度
並
び
に
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、「
格
納
容
器
」
と
い
う
。
）

内
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
、
格

納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
温

度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合

に
お
い
て
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
、
代
替
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
温
度
な
ら
び
に
放
射
性
物
質
の
濃
度
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
②
 
対
応
手
段
等
 

炉
心
損
傷
前

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能
喪
失
時

 

１
．
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

 

(
1)
 Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

当
直
課
長
は
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
内

の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
、
格
納
容
器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値

以
上
か
つ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
で

き
な
い
場
合
、
ま
た
は
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
再

循
環
運
転
時
に
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場
合
、
原
子
炉
補

機
冷
却
水
系
の
沸
騰
を
防
止
す
る
た
め
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク

を
窒
素
ボ
ン
ベ
（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
加
圧
用
）
に
よ
り
加
圧

し
、
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
状
態
監
視
の
た
め
可
搬
型
温
度

計
測
装
置
を
取
付
け
後
、
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
原
子
炉
補
機

冷
却
水
を
通
水
す
る
こ
と
に
よ
り
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
原
子

炉
補
機
冷
却
水
通
水
後
、
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
等
に
よ
り
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器

再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
水
出
入
口
温
度
差
、
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
温
度
指
示

の
低
下
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
が
冷
却
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値
（
1
96
k
P
a〔

ga
g
e
〕）

以
上
か
つ
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
へ
の

ス
プ
レ
イ
を
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
で
確
認
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
再

循
環
運
転
時
に
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
の
故
障

等
に
よ
り
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
を
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
で
確
認

で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

炉
心
損
傷
前

 

１
 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時
 

(
1)
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

ア
 
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然

対
流
冷
却
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に

よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
Ａ
、
Ｂ
格
納

容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
原
子
炉
補
機
冷
却
水
を
通
水
し
、
原
子
炉
格
納

容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
 

Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然

対
流
冷
却
の
手
順
は
、
表
－
７
「

 原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防
止

す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

炉
心
損
傷
前

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時

 

１
．
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

(
1)
 
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

 

当
直
課
長
は
、
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
内
の
冷
却

機
能
が
喪

失
し
、
格
納
容
器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値
以
上
か

つ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場
合
、

ま
た
は
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
再

循
環
運
転
時
に
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
に
よ
る
格

納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場
合
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
沸
騰
を

防
止
す
る
た
め
、
１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
を
窒
素
ボ
ン
ベ
（
１
次
系
冷
却
水
タ

ン
ク
加
圧
用
）
に
よ
り
加
圧
し
、
Ａ
格
納
容
器
循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
状

態
監
視
の
た
め
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
を
取
付
け
後
、
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖

房
ユ
ニ
ッ
ト
に
原
子
炉
補
機
冷
却
水
を
通
水
す
る
こ
と
に
よ
り
格
納
容
器
内
自

然
対
流
冷
却
を
行
う
。
原
子
炉
補
機
冷
却
水
通
水
後
、
可
搬
型
温
度
計
測
装
置

等
に
よ
り
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
水
出
入
口
温
度
差
、
格
納

容
器
圧
力
お
よ
び
温
度
指
示
の
低
下
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
が
冷
却
状
態
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

格
納
容
器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値
（

13
1k

Pa
〔

g
ag

e〕
）

以
上
か
つ
、
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ

イ
を
内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
で
確
認
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
再

循
環
運
転
時
に
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ

り
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
を
内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
で
確
認

で
き
な
い
場
合
 

 

 
       【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表

-7
「
原
子
炉

格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防

止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
と

同
様
で
あ
る
た
め
詳
細
は
記

載
し
て
い
な
い
。）

 

 
２
．
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

   (
1)
 恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
内

の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
、
格
納
容
器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値

以
上
か
つ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
で

き
な
い
場
合
、
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
か
つ
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場
合
、
お
よ
び
格
納

容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
よ
り
格
納
容
器
圧
力
が
低
下
し
な
い
場
合
、
代
替
炉

心
注
水
に
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に

よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
燃
料
取
替
用

水
ピ
ッ
ト
が
使
用
出
来
な
い
場
合
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値
（
1
96
k
P
a〔

ga
g
e
〕）

以
上
か
つ
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
へ

 
 

(
2)
 
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

   ア
 
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に

よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧

力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
れ
ば
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
常
設

電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
燃
料

取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。 

    (
ｱ)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
等
に
よ
り
確
認
で

き
な
い
場
合
に
、
格
納
容
器
圧
力
計
の
指
示
値
が
最
高
使
用
圧
力

 
 

２
．
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た

場
合
に
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ

す
る
。
 

(
1)
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
内
の
冷
却

機
能
が
喪

失
し
、
格
納
容
器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値
以
上
か

つ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場
合
、

格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
か
つ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納

容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場
合
、
お
よ
び
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

に
よ
り
格
納
容
器
圧
力
が
低
下
し
な
い
場
合
、
代
替
炉
心
注
水
に
使
用
し
て
い

な
い
こ
と
を
確
認
し
て

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ

ン
ク
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き

な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

格
納
容
器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値
（

13
1k

Pa
〔

g
ag

e〕
）

以
上
か
つ
、
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
へ
の
ス
プ

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
Ｃ
Ｖ
ス
プ
レ
イ

作
動
設
定
値
以
上
時
お
い
て

も
対
応
す
る
こ
と
を
記
載
し

て
い
る
。
）
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を
配
置
、

接
続
し
、
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
状
態
監
視
の
た
め
可
搬
型

温
度
計
測
装
置
を
取
付
け
後
、
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
海
水
を

通
水
す
る
こ
と
に
よ
り
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
海
水
通
水
後
、

可
搬
型
温
度
計
測
装
置
等
に
よ
り
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
水

出
入
口
温
度
差
、
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
温
度
指
示
の
低
下
等
に
よ
り
、
格
納

容
器
が
冷
却
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が

喪
失
し
て
い
る
場

合
 

 

 
 

(
1)
 
 原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

ア
 
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
を
用
い
た
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ

ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
又
は
原
子
炉
補
機

冷
却
機
能
喪

失
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場

合
、
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
に

よ
り
海
水
を
通
水
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。

 

移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ
車
を
用
い
た
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ

ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
手
順
は
、
表
―
７
「

 原

子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

２
．
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

(
1)
 
大
容
量

ポ
ン
プ
を
用
い
た
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納

容
器
内
自
然
対
流
冷
却

 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失

時
に
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
大
容
量

ポ
ン
プ
を
配
置
、

接
続
し
、
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
状
態
監
視
の
た
め
可
搬
型

温
度
計
測
装
置
を
取
付
け
後
、
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房
ユ
ニ
ッ
ト
に
海
水
を

通
水
す
る
こ
と
に
よ
り
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
海
水
通
水
後
、

可
搬
型
温
度
計
測
装
置
等
に
よ
り
Ａ
格
納
容
器
循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
水

出
入
口
温
度
差
、
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
温
度
指
示
の
低
下
等
に
よ
り
、
格
納

容
器
が
冷
却
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が

喪
失
し
て
い
る
場

合
 

 
   【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表

-7
「
原
子
炉

格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防

止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
と

同
様
で
あ
る
た
め
詳
細
は
記

載
し
て
い
な
い
。）

 

 
「
前
述
」
 

 
 

(
2)
 
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

ア
 
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
又
は
原
子
炉
補
機

冷
却
機
能
喪

失
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場

合
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
れ
ば
、

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
り
原
子
炉
格
納

容
器
内
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場

合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

 
(ｱ
)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
全
て
の
非
常

用
高
圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母
線
電
圧
に

よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
を
原
子
炉
補
機

冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き

ず
、
格
納
容
器
圧
力
計
の
指
示
値
が
最
高
使
用
圧
力
（

39
2
k
Pa

[g
a
ge
]
）

以
上
で
あ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料

取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

  

 
 
「
前
述
」
 

 
 

 
炉
心
損
傷
後

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能
喪
失
時

 

１
．
 格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

(
1)
 Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
、
格
納
容
器

圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値
以
上
か
つ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン

 
 

炉
心
損
傷
後

 

１
 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時
 

(
1)
 
 原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

ア
 
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然

対
流
冷
却
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の

冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト
に
原

 
 

炉
心
損
傷
後

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時

 

１
．

 格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

(
1)
 
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン

プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
、
格
納
容
器
圧
力
が

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値
以
上
か
つ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納

 
     【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

参考①-507



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

プ
に
よ
る
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場
合
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水

系
の
沸
騰
を
防
止
す
る
た
め
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
を
窒
素
ボ

ン
ベ
（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
加
圧
用
）
に
よ
り
加
圧
し
、
Ａ
、
Ｄ

格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
状
態
監
視
の
た
め
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
を

取
付
け
後
、
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
原
子
炉
補
機
冷
却
水
を
通

水
す
る
こ
と
に
よ
り
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
原
子
炉
補
機
冷
却

水
通
水
後
、
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
等
に
よ
り
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ

ッ
ト
冷
却
水
出
入
口
温
度
差
、
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
温
度
指
示
の
低
下
等
に

よ
り
、
格
納
容
器
が
冷
却
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値
（
1
96
k
P
a〔

ga
g
e
〕）

以
上
の
場
合
に
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器

へ
の
ス
プ
レ
イ
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
で
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

子
炉
補
機
冷
却
水
を
通
水
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行

う
。
 

Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然

対
流
冷
却
の
手
順
は
、
表
－
７
「
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防
止

す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場
合
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
沸
騰
を
防

止
す
る
た
め
、
１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
を
窒
素
ボ
ン
ベ
（

1
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク

加
圧
用
）
に
よ
り
加
圧
し
、
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
状
態
監

視
の
た
め
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
を
取
付
け
後
、
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ

ニ
ッ
ト
に
原
子
炉
補
機
冷
却
水
を
通
水
す
る
こ
と
に
よ
り
格
納
容
器
内
自
然
対

流
冷
却
を
行
う
。
原
子
炉
補
機
冷
却
水
通
水
後
、
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
等
に

よ
り
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
水
出
入
口
温
度
差
、
格
納
容
器

圧
力
お
よ
び
温
度
指
示
の
低
下
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
が
冷
却
状
態
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

格
納
容
器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値
（

13
1k

Pa
〔

g
ag

e〕
）

以
上
の
場
合
に
、
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
へ
の
ス

プ
レ
イ
が
内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
で
確
認
で
き
な
い
場
合

 

 

（
玄
海
は
、
表

-7
「
原
子
炉

格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防

止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
と

同
様
で
あ
る
た
め
詳
細
は
記

載
し
て
い
な
い
。）

 

 
２
．
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
、
以
下
の
手

順
に
よ
り
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。

 

(
1)
 恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
か
つ
格
納
容
器
へ
の

ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場
合
お
よ
び
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
よ
り
格
納

容
器
圧
力
が
低
下
し
な
い
場
合
、

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取

替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
が

使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
（
3
92
k
Pa
〔

g
ag
e〕
）
以
上
の
場
合
に
、

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ

が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
で
確
認
で
き
な
い
場
合
お
よ
び
格
納
容
器
内

自
然
対
流
冷
却
に
よ
り
格
納
容
器
圧
力
が
低
下
し
な
い
場
合
に
、
格
納
容
器

へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
等
の
水
位
が
確

保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

(
2)
 
 代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

ア
 
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷

却
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な

れ
ば
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
り
原
子

炉
格
納
容
器
内
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き

な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

  

(
ｱ)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
手
順
は
、

「
炉
心
損
傷
前

 
１

 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

 
(2

)
 
ア

 
常

設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
参
照
 

 

 
 

２
．
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
、
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ

の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ

り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

(
1)
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
か
つ
格
納
容
器
へ
の

ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場
合
お
よ
び
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
よ
り
格
納

容
器
圧
力
が
低
下
し
な
い
場
合
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が

使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
（

26
1
kP

a〔
ga

g
e〕
）
以
上
の
場
合
に
、

内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
内
部

ス
プ
レ
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
で
確
認
で
き
な
い
場
合
お
よ
び
格
納
容
器
内

自
然
対
流
冷
却
に
よ
り
格
納
容
器
圧
力
が
低
下
し
な
い
場
合
に
、
格
納
容
器

へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確

保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

 
(
2)
 可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
そ
の
他
の
多
様
性

拡
張

設
備
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
実
施
で
き
な
い
場
合
、
あ
ら
か
じ
め

準
備
し
て
い
る
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
海
水
を
格
納
容
器
に
ス

プ
レ
イ
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
 

 

 
 

 
 
 

(
2)
 
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
に
使
用
し
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
ヘ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で

き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ

イ
を
Ａ
内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
で
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
格
納

容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位

が
確
保
さ
れ
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
を
原
子
炉
下
部
キ
ャ

ビ
テ
ィ
直
接
注
水
に
使
用
し
て
い
な
い
場
合
。

 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
代
替
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
と
し
て
原
子
炉
下

部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
ポ
ン
プ

に
よ
る
対
応
を
記
載
し
て
い

る
。
）
 

 

 
炉
心
損
傷
後

 

サ
ポ
ー
ト
系
機
能
喪
失
時

 

１
．
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
全
交
流
動
力
電
源
ま
た

は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が

喪
失
し
、
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場

合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

(
1)
 恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
っ
た
場
合
、
空

冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
受
電
し
た

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
ピ

ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

 
 

２
 
サ

ポ
ー
ト
系
故
障
時
の
手
順
等

 

「
後
述
」
 

 
 

炉
心
損
傷
後

 

サ
ポ
ー
ト
系
機
能

喪
失
時

 

１
．
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
全
交
流
動
力
電
源
ま
た

は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が
喪

失
に
よ
る
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た

場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す

る
。

 

 
(1
)
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
っ
た
場
合
、
空

冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
受
電
し
た

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ

ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

 
 

参考①-508



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪
失
時
に
、
原
子

炉
補
機
冷
却
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
の
通
水
を
原
子
炉
補
機

冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
格
納
容
器
圧
力
が

最
高
使
用
圧
力
（
39
2
kP
a〔

ga
g
e〕
）
以
上
で
、
格
納
容
器
に
ス
プ
レ
イ
す
る

た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
、
原
子

炉
補
機
冷
却
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
の
通
水
を
１
次
系
冷
却

水
ク
ー
ラ
出
口
ヘ
ッ

ダ
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
格
納
容
器
圧

力
が
最
高
使
用
圧
力
（
2
61
k
P
a〔

g
ag
e
〕
）
以
上
で
、
格
納
容
器
に
ス
プ
レ
イ

す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る

場
合
 

 

 
（
2
)
 可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
そ
の
他
の
多
様
性

拡
張

設
備
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
実
施
で
き
な
い
場
合
、
あ
ら
か
じ
め

準
備
し
て
い
る
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
海
水
を
格
納
容
器
に
ス

プ
レ
イ
す
る
。
 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
 

 

 
 

 
 
 

(
2)
 
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
に
使
用
し
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
受
電
し
た
原
子
炉
下
部
キ
ャ

ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
ヘ
ス
プ
レ

イ
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を

使
用
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ

イ
を
Ａ
内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
で
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
格
納

容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位

が
確
保
さ
れ
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
を
原
子
炉
下
部
キ
ャ

ビ
テ
ィ
直
接
注
水
に
使
用
し
て
い
な
い
場
合

 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
代
替
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
と
し
て
原
子
炉
下

部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ

に
よ
る
対
応
を
記
載
し
て
い

る
。
）

 

 
２
．
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

 

(
1)
 
大
容
量
ポ
ン
プ
を
用
い
た
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納

容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪

失
が
発
生
し
、
格
納
容
器
内
の
冷
却
機

能
が

喪
失
し
た
場
合
、
大
容
量
ポ
ン
プ
を
配
置
、
接
続
し
、
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
状
態
監
視
の
た
め
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
を
取
付
け
後
、

Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト
に
海
水
を
通
水
す
る
こ
と
に
よ
り
格
納
容

器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
海
水
通
水
後
、
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
等
に
よ

り
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
水
出
入
口
温
度
差
、
格
納
容
器
圧

力
お
よ
び
温
度
指
示
の
低
下
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
が
冷
却
状
態
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
が
発
生
し

た
場
合
に
、
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
の
通

水
を
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

(
1)
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

ア
 
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
を
用
い
た
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ

ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ
車
を
用
い
た
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ

ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
手
順
は
、
表
―
７
「
原

子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

２
．
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

(
1)
 
大
容
量

ポ
ン
プ
を
用
い
た
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納

容
器
内
自
然
対
流
冷
却

 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
が
発
生
し
、
格
納
容
器
内
の
冷
却
機

能
が
喪

失
し
た
場
合
、
大
容
量

ポ
ン
プ
を
配
置
、
接
続
し
、
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷

暖
房
ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
状
態
監
視
の
た
め
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
を
取
付
け
後
、

Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
海
水
を
通
水
す
る
こ
と
に
よ
り
格
納
容

器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
海
水
通
水
後
、
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
等
に
よ

り
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
水
出
入
口
温
度
差
、
格
納
容
器
圧

力
お
よ
び
温
度
指
示
の
低
下
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
が
冷
却
状
態
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
が
発
生
し

た
場
合
に
、
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
の
通

水
を
、
１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
出
口
ヘ
ッ

ダ
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場

合
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表

-7
「
原
子
炉

格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防

止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
と

同
様
で
あ
る
た
め
詳
細
は
記

載
し
て
い
な
い
。）

 

 
「
前
述
」
 

 
 

(
2)
 
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

ア
 
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
、
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ

り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
に
お
い
て
、
原
子

炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
れ
ば
、
燃
料
取
替
用
水
タ

ン
ク
水
を
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
ス
プ

レ
イ
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ

ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

(
ｱ)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
手
順

は
、「
炉
心
損
傷
前
 
２
 
サ

ポ
ー
ト
系
故
障
時

 
(2

)
 
ア

 
常
設
電

動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
参
照
 

 

 
 
「
前
述
」
 

 
 

 
炉
心
損
傷
前

 フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能
喪
失
時
・
炉
心
損
傷
前
 
サ
ポ
ー
ト
系
機
能

喪

失
時
・
 

炉
心
損
傷
後

 フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能
喪
失
時
・
炉
心
損
傷
後
 
サ
ポ
ー
ト
系
機
能

喪

 
 

   

 
 

炉
心
損
傷
前

 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時
・
炉
心
損
傷
前

 サ
ポ
ー
ト
系
機
能

喪

失
時
・
 

炉
心
損
傷
後

 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時
・
炉
心
損
傷
後

 サ
ポ
ー
ト
系
機
能

喪

 
 

参考①-509



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

失
時

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

炉
心
損
傷
前
お
よ
び
炉
心
損
傷
後
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時
は
、
継
続

的
な
冷
却
実
施
の
観
点
お
よ
び
格
納
容
器
内
の
重
要
機
器
の
水
没
を
未
然
に
防
止

す
る
観
点
か
ら
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
よ
り
も
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を

優
先
す
る
。
た
だ
し
、
サ
ポ
ー
ト
系
機
能
喪

失
時
の
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
で

は
大
容
量
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
た
め
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
使
用
を
開

始
す
る
ま
で
の
間
に
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
に
達
し
た
場
合
は
代
替
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
使
用
す
る
。
 

 

 （
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

炉
心
損
傷
前
及
び
炉
心
損
傷
後
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時
は
、
継
続
的
な

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
並
び
に
重
要
機
器
及
び
重
要
計
器
の
水
没
防
止
を

図
る
た
め
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
優
先
す
る
。
た
だ
し
、
サ
ポ

ー
ト
系
故
障
時
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
手
段
で
は
移
動
式
大

容
量

ポ
ン
プ

車
を
使
用
す
る
た
め
準
備
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間

に
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
れ
ば
、
代
替
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

 

失
時

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
順
位
 

炉
心
損
傷
前
お
よ
び
炉
心
損
傷
後
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能
喪

失
時
は
、
継
続

的
な
冷
却
実
施
の
観
点
お
よ
び
格
納
容
器
内
の
重
要
機
器
の
水
没
を
未
然
に
防
止

す
る
観
点
か
ら
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
よ
り
も
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を

優
先
す
る
。
た
だ
し
、
サ

ポ
ー
ト
系
機
能

喪
失
時
の
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
で

は
大
容
量
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
た
め
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
使
用
を
開

始
す
る
ま
で
の
間
に
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
る
場
合
は
代
替

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
使
用
す
る
。
 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、恒
設
代
替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
を
優
先
し
、
次
に
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
。 

 

 
○
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て
 

(
1)
 炉
心
損
傷
前
 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能
喪

失
時
ま
た
は
サ
ポ
ー
ト
系
機
能
喪
失
時
に
、
格

納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ

り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
格
納
容
器
ヘ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

炉
心
損
傷
前
に
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
炉
心
注
水
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
恒
設

代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
へ
切
り
替
え
る
。
 

 
(2
)
 炉
心
損
傷
後
 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能
喪

失
時
ま
た
は
サ
ポ
ー
ト
系
機
能
喪
失
時
に
、
格

納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ

り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
格
納
容
器
ヘ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

注
水
先
の
切
替
え
が
必
要
な
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
注
水
先
を
格
納
容

器
へ
切
り
替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

炉
心
損
傷
後
に
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
（

落
下

遅
延
・
防
止
）
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
必
要

と
判
断
す
れ
ば
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
原
子
炉
か
ら
格
納
容

器
へ
切
り
替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

 
 

 
 
 

○
 恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て

 

(
1)
 
炉
心
損
傷
前

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時
ま
た
は
サ

ポ
ー
ト
系
機
能

喪
失
時
に
、
格

納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ

り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
ヘ
ス
プ
レ
イ
す
る
。

 

炉
心
損
傷
前
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
炉
心
注
水
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
恒
設

代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
へ
切
り
替
え
る
。
 

(
2)
 
炉
心
損
傷
後

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時
ま
た
は
サ

ポ
ー
ト
系
機
能

喪
失
時
に
、
格

納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ

り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
ヘ
ス
プ
レ
イ
す
る
。

 

炉
心
損
傷
後
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
（

落
下

遅
延
・
防
止
）
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
必
要

と
判
断
す
れ
ば

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
原
子
炉
か
ら
格
納
容

器
へ
切
り
替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、

恒
設
代
替
低
圧

注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
明

確
に
す
る
た
め
に
注
水
先
を

切
り
替
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

記
載
し
て
い
る
。）

 

 

 
 

 
 

 
 
 

○
 原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て

 

(
1)
 
炉
心
損
傷
前

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時
ま
た
は
サ

ポ
ー
ト
系
機
能

喪
失
時
に
、
格

納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ

ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
ヘ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

炉
心
損
傷
前
に
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
炉
心
損
傷
を
判
断
す
れ
ば
原
子
炉
下

部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ

テ
ィ
へ
切
り
替
え
る
。
 

(
2)
 
炉
心
損
傷
後

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
機
能

喪
失
時
ま
た
は
サ

ポ
ー
ト
系
機
能

喪
失
時
に
、
格

納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ

ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
ヘ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

炉
心
損
傷
後
に
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水

が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
を

格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
へ
切
り
替
え
る
。
 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、

恒
設
代
替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
明
確

に
す
る
た
め
に
注
水
先
を
切

り
替
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
記

載
し
て
い
る
。）

 

 
○
 
格
納
容
器
内
冷
却
 

(
1)
 水
素
濃
度
 

炉
心
損
傷
後
の
格
納
容
器
減
圧
操
作
に
つ
い
て
は
、
格
納
容
器
圧
力
が
最
高

使
用
圧
力
か
ら

50
kP
a
低
下
す
れ
ば
停
止
す
る
手
順
と
す
る
こ
と
で
、
大
規
模

な
水
素
燃

焼
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
水
素
濃
度
は
、
可
搬

型
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
濃
度
計
で
計
測
さ
れ
る
水
素
濃
度
（
ド
ラ
イ
）
に
よ
り

継
続
的
に
監
視
を
行
う
運
用
と
し
、
測
定
に
よ
る
水
素
濃
度
が

8v
o
l%
（
ド
ラ

 
 

２
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
冷
却
 

(
1)
 
 水
素
濃
度

 

炉
心
損
傷
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
減
圧
操
作
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
格
納

容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
か
ら

5
0k

Pa
低
下
す
れ
ば
停
止
し
、
大
規
模
な

水
素
燃

焼
の
発
生
を
防
止
す
る
。
ま
た
、
水
素
濃
度
は
、
可
搬
型
格
納
容
器

水
素
濃
度
計
測
装
置
で
計
測
さ
れ
る
水
素
濃
度
（
ド
ラ
イ
）
に
よ
り
継
続
的

に
監
視
を
行
い
、
測
定
に
よ
る
水
素
濃
度
が
８

vo
l％
（
ド
ラ
イ
）
未
満
で
あ

 
 

○
 格
納
容
器
内
冷
却
 

(
1)
 
水
素
濃
度
 

炉
心
損
傷
後
の
格
納
容
器

減
圧
操
作
に
つ
い
て
は
、
格
納
容
器
圧
力
が
最
高

使
用
圧
力
か
ら

50
k
P
a
低
下
し
た
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
停
止
す
る
手
順
と
す
る

こ
と
で
、
大
規
模
な
水
素
燃

焼
の
発
生
を
防
止
す
る
。
ま
た
、
水
素
濃
度
は
、
可

搬
型
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
計
測
装
置
で
計
測
さ
れ
る
水
素
濃
度
（
ド
ラ
イ
）

に
よ
り
継
続
的
に
監
視
を
行
う
運
用
と
し
、
測
定
に
よ
る
水
素
濃
度
が

8v
ol

%

 
 

参考①-510



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

イ
）
未
満
で
あ
れ
ば
減
圧
を
継
続
す
る
。
 

 
(2
)
 注
水
量
の
管
理
 

格
納
容
器
内
の
冷
却
お
よ
び
溶
融
デ
ブ
リ
が
原
子
炉
容
器
に
残
存
す
る
場
合

の
冷
却
を
目
的
と
し
た
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
を
行
う
場
合
は
、
格
納
容
器

内
へ
の
注
水
量
の
制
限
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
を
行
っ
て

い
る
際
に
、
格
納
容
器
内
の
重
要
機
器
お
よ
び
重
要
計
器
が
水
没
し
な
い
高
さ

に
な
れ
ば
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
停
止
し
、
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

の
み
の
冷
却
と
す
る
。

 

 

れ
ば

減
圧
を
継
続
す
る
。
 

 
(2
)
  
注
入
量
の
管
理

 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
を
目
的
と
し
た
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行

う
場
合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
注
入
量
の
制
限
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
重
要
機
器
及
び
重
要
計
器
を
水
没
さ
せ
な
い
上
限

の
高
さ

(約
4,

00
0
m
3
)に
達
す
れ
ば
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
停
止
し
、
原
子

炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
み
の
冷
却
と
す
る
。
 

 

（
ド
ラ
イ
）
未
満
で
あ
れ
ば

減
圧
を
継
続
す
る
。
 

(
2)
 
注
水
量
の
管
理
 

格
納
容
器
内
の
冷
却
お
よ
び
溶
融
デ
ブ
リ
が
原
子
炉
容
器
に
残
存
す
る
場
合

の
冷
却
を
目
的
と
し
た
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
を
行
う
場
合
は
、
格
納
容
器

内
へ
の
注
水
量
の
制
限
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
を
行
っ
て

い
る
際
に
、
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
影
響
し
な
い
上
限
の
高
さ
ま
で
達

す
れ
ば
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
停
止
し
、
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の

み
の
冷
却
と
す
る
。
 

 

 
○

 放
射
性
物
質
濃
度
低
減
 

炉
心
損
傷
後
に
お
い
て
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
手
段
を
用
い
て
格
納
容
器
へ

ス
プ
レ
イ
す
る
こ
と
に
よ
り
、格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
と

と
も
に
粒
子
状
の
放
射
性
物
質
の
除
去
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低
減
す
る
。

格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
冷
却
で
対
応
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、格
納

容
器
圧
力
が
十
分
低
下
し
な
い
等
に
よ
り
放
射
性
物
質
濃
度
低

減
が
必
要
な
場
合

は
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
格
納
容
器
内
冷

却
と
放
射
性
物
質
濃
度
の
低
下
を
図
る
。

 

 

 
 

３
 
放
射
性
物
質
濃
度
低
減
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

手
段
を
用
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
子
炉
格

納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
と
と
も
に
粒
子
状
の
放
射
性
物
質

の
除
去
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低
減
す
る
。
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
る
冷
却
で
対
応
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
十
分

低
下
し
な
い
等
に
よ
り
放
射
性
物
質
濃
度
低

減
が
必
要
な
場
合
は
、
代
替
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
を
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
冷
却
と
放

射
性
物
質
濃
度
の
低
下
を
図
る
。
 

 

 
 

○
 
放
射
性
物
質
濃
度
低

減
 

炉
心
損
傷
後
に
お
い
て
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
手
段
を
用
い
て
格
納
容
器
へ

ス
プ
レ
イ
す
る
こ
と
に
よ
り
、格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
と

と
も
に
粒
子
状
の
放
射
性
物
質
の
除
去
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低
減
す
る
。

格
納
容
器
循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
冷
却
で
対
応
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、

格
納
容
器
圧
力
が
十
分
低
下
し
な
い
等
に
よ
り
放
射
性
物
質
濃
度
低

減
が
必
要
な

場
合
は
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
格
納
容
器

内
冷
却
と
放
射
性
物
質
濃
度
の
低
下
を
図
る
。
 

 

 
 

 
○

 作
業
性
 

大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
係
る
可
搬
型

ホ
ー
ス
等

の
接
続
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
大
容
量

ポ
ン
プ
の
保
管
場

所
に
使
用
工
具
お
よ
び
可
搬
型

ホ
ー
ス
を
配
備
す
る
。
ま
た
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水

系
と
海
水
系
を
接
続
す
る
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え
に
つ
い
て
も
速
や
か
に

作
業
が
で
き
る
よ
う
、
作
業
場
所
近
傍
に
使
用
工
具
を
配
備
す
る
。
 

 

 
 

４
 
作
業
性
 

常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
の
水
源
確
保
に
係
る
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え

に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
、
使
用
す
る
工
具
は
作
業
場
所
近

傍
に
配
備
す
る
。

 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
に
関
す
る
配
慮
す
べ
き
事
項
は
、
表
－
７
「

 原
子
炉

格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

○
 
作
業
性
 

大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
係
る
可
搬
型

ホ
ー
ス
等

の
接
続
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
大
容
量

ポ
ン
プ
の
保
管
場

所
に
使
用
工
具
お
よ
び
可
搬
型
ホ
ー
ス
を
配
備
す
る
。
ま
た
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水

系
と
海
水
系
を
接
続
す
る
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え
に
つ
い
て
も
速
や
か
に

作
業
が
で
き
る
よ
う
、
作
業
場
所
近
傍
に
使
用
工
具
を
配
備
す
る
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表

-7
「
原
子
炉

格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防

止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
と

同
様
で
あ
る
た
め
詳
細
は
記

載
し
て
い
な
い
。）

 

 
○
 
電
源
確
保
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
給
電
す
る
。
給

電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

５
 
電
源
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
は
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
に
よ
り
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
へ
給
電
す
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表
－

14
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
 

 

 

 
 

○
 電
源
確
保
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
お
よ
び
原
子
炉

下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
給
電
す
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。

 

 

 
 

 
○

 燃
料
補
給
 

大
容
量
ポ
ン
プ
、
電
源

車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
用
）
へ
の
重
油
の
補

給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
※
１
と
な
れ
ば
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
重
油
タ
ン
ク
お
よ
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ

の
後
の
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
補
給
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
重

大
事
故
等
時

7
日
間
運
転
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
（
重

油
）
と
し
て
、
表
－

１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
示
す
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
の
備
蓄
量

（
1
5
0k
ﾘ
ｯ
ﾄﾙ
以
上
（
1
基
あ
た
り
）
、
4
基
）
お
よ
び
重
油
タ
ン
ク
の
備
蓄
量
（
16

0k

ﾘ
ｯﾄ
ﾙ以
上
（
1
基
当
た
り
）
、
4
基
）
を
管
理
す
る
。

  

送
水
車
へ
の
軽
油
の
補
給
は
、定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手

時
間
※
２
と
な
れ
ば
軽
油
ド
ラ
ム
缶
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定

格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
給
油
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
重
大
事
故
等
時

7
日

間
運
転
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
（
軽
油
）
の
備
蓄
量
と
し
て

21
,
0
00
ﾘ
ｯ
ﾄﾙ

以
上
を
管
理
す
る
。
 

※
１
：
各
設
備
の
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
お
よ
び
給

油
間
隔
の
目
安
は
以
下

の
と
お
り
。
 

・
電
源

車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
用
）：
運
転
開
始
後
約

7.
5
時
間

後
（
そ
の
後
約

2.
0
時
間
ご
と
に
補
給
。
）。

 

・
大
容
量

ポ
ン
プ
：
運
転
開
始
後
に
燃
料
補
給
準
備
を
開
始
す
る
（
そ
の
後

約
2.
0
時
間
ご
と
に
補
給
。）
。
 

※
２
：
送
水

車
の
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
お
よ
び
給

油
間
隔
の
目
安
時
間
は

以
下
の
と
お
り
。
 

・
送
水
車
本
体
：
送
水
車
起
動
を
判
断
す
れ
ば
燃
料
補
給
準
備
を
開
始
す
る

 
 

６
 
燃
料
補
給
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
へ
の
燃
料
給
油
は
、
定
格
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料

補
給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
及
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
を
用

い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
燃
料
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
給

油
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

燃
料
を
補
給
す
る
手
順
は
、
表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に

原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

○
 
燃
料
補
給

 

大
容
量
ポ
ン
プ
へ
の
重

油
の
補
給
は
、定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作

業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
お
よ
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
（

 燃
料
油

移
送

ポ
ン
プ
使
用
時
含
む
。
）
 を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定
格
負

荷
運
転
時
に
お
け
る
補
給
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
燃
料
補
給
の
手
順
は
、
表
－

４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め

の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。
 

 送
水

車
へ
の
軽

油
の
補
給
は
、定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手

時
間
と
な
れ
ば
軽

油
用
ド
ラ
ム
缶
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定
格

負
荷
運
転
時
に
お
け
る
補
給
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
燃
料
補
給
の
手
順
は
、
表

－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た

め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。
 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
大
容
量
ポ
ン

プ
、
送
水
車
の
燃
料
補
給
は

表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧

力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
原

子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手

順
等
」
と
同
様
で
あ
る
た
め

詳
細
は
記
載
し
て
い
な
い
。）

 

 

参考①-511



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

（
そ
の
後
約

3
時
間
ご
と
に
補
給
。）
。
 

・
水
中
ポ
ン
プ
用
発
電
機
：
送
水
車
起
動
を
判
断
す
れ
ば
燃
料
補
給
準
備
を

開
始
す
る
（
そ
の
後
約

3
時
間
ご
と
に
補
給
。
）
。
 

 

 
○

 送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
閉
塞
時
の
対
応
 

送
水
車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に
閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 
送
水

車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ

閉
塞
時
の
対
応

 

送
水

車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に

閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

  
 

参考①-512



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
７
 

 
 

表
－
７

 
 
 
表
－
７
 

 
 

 
操
作
手
順
 

７
．
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

７
．
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

 

 
 
操
作
手
順
 

７
．
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

 

 
 

 
①
 
方
針
目
的
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、「
格
納
容

器
」
と
い
う
。
）
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
、
格
納
容
器
内
自
然
対

流
冷
却
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①

 
方
針
目
的

 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防

止
す
る
た
め
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
、
代
替

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、「
格
納
容

器
」
と
い
う
。
）
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
、
格
納
容
器
内
自
然
対

流
冷
却
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
②
 
対
応
手
段
等
 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
健
全

 

１
．
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

(
1)
 格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
格
納
容

器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値
以
上
、
か
つ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
が
起
動
し
て
い
な
い
場
合
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料

取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
格
納
容
器
内
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値

(1
9
6
kP
a〔

ga
g
e〕

)

以
上
、
か
つ
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
が
起
動
し
て
い
な
い
場
合
に
、

格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
水

位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

②
 
対
応
手
段
等
 

交
流
動
力
電
源
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
健
全

 

１
 
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

(
1)
 
 格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お

い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
で
あ
り
、
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場
合
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
ポ
ン
プ
手
動
起
動
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
圧
力
計
の
指
示
値
が
最
高
使
用
圧
力
（
39
2k
Pa
[g
ag
e]
）
以
上
で

あ
り
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
に
よ
り
確
認
で
き
な

い
場
合
に
お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
 
健
全

 

１
．
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

(
1)
 
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
格
納
容

器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値
以
上
、
か
つ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ

が
起
動
し
て
い
な
い
場
合
、
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン

ク
水
を
格
納
容
器
内
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

格
納
容
器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値
(
13

1k
P
a〔

ga
g
e
〕
)

以
上
、
か
つ
、
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
が
起
動
し
て
い
な
い
場
合
に
、
格
納
容

器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確

保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

 
２
．
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

(
1)
 Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
格
納
容

器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値
以
上
、
か
つ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
原
子

炉
補
機
冷
却
水
系
の
沸
騰
を
防
止
す
る
た
め
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ

ン
ク
を
窒
素
ボ
ン
ベ
（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
加
圧
用
）
に
よ
り

加
圧
し
、
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
状
態
監
視
の
た
め
可
搬
型

温
度
計
測
装
置
を
取
り
付
け
後
、
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
原
子

炉
補
機
冷
却
水
を
通
水
す
る
こ
と
に
よ
り
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行

う
。
原
子
炉
補
機
冷
却
水
通
水
後
、
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
等
に
よ
り
Ａ
、
Ｄ
格

納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
水
出
入
口
温
度
差
、
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
温

度
指
示
の
低
下
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
が
冷
却
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値

(1
9
6
kP
a〔

ga
g
e〕

)

以
上
の
場
合
に
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器

へ
の
ス
プ
レ
イ
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

２
  
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

(
1)

 
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対

流
冷
却
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
圧

力
以
上
で
あ
り
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場
合
、
原
子
炉
補
機
冷

却
水
の
沸
騰
を
防
止
す
る
た
め
原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
を
窒

素
に
よ
り
加
圧
し
、
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
の
取
付
け
後
に
Ａ
、
Ｂ
格
納
容

器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
原
子
炉
補
機
冷
却
水
を
通
水
し
、
原
子
炉
格
納
容

器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
冷
却
水
の
通
水
後
に
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循

環
ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
水
出
入
口
温
度
差
を
確
認
し
、
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ

ッ
ト
に
よ
る
冷
却
状
態
を
監
視
す
る
。
 

  

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

格
納
容
器
圧
力
計
の
指
示
値
が
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
圧

力
（

19
6k

Pa
[
ga
g
e
]）
以
上
で
あ
り
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合

 

 

 
 

２
．
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

(
1)
 
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
格
納
容

器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値
以
上
、
か
つ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ

の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
原
子
炉
補
機

冷
却
水
系
の
沸
騰
を
防
止
す
る
た
め
、
１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
を
窒
素
ボ
ン
ベ

（
１
次
系
冷
却
水
タ
ン
ク
加
圧
用
）
に
よ
り
加
圧
し
、
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖

房
ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
状
態
監
視
の
た
め
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
を
取
付
け
後
、
Ａ

格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
原
子
炉
補
機
冷
却
水
を
通
水
す
る
こ
と
に

よ
り
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
原
子
炉
補
機
冷
却
水
通
水
後
、
可

搬
型
温
度
計
測
装
置
等
に
よ
り
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房
ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
水
出

入
口
温
度
差
、
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
温
度
指
示
の
低
下
等
に
よ
り
、
格
納
容

器
が
冷
却
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

格
納
容
器
圧
力
が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
設
定
値
(
13

1k
P
a〔

ga
g
e
〕
)

以
上
の
場
合
に
、
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
へ
の
ス

プ
レ
イ
が
内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合

 

 

 
 

 
３
．
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
格

納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
 

。
 

(
1)
 恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
、
か
つ
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場
合

お
よ
び
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
よ
り
格
納
容
器
圧
力
が
低
下
し
な
い
場

合
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
格
納
容

器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復

水
ピ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
(3
92
k
Pa
〔

ga
ge
〕
)以
上
の
場
合
に
、

 
 

３
 
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

   

(
1)

 
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
圧

力
以
上
で
あ
り
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対

流
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以

上
と
な
れ
ば
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ

り
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使

用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
手
順
は
、

 
 

３
．
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
格
納
容
器
内

の
圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
、以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

(
1)
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
、
か
つ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場
合
お
よ
び

格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
よ
り
格
納
容
器
圧
力
が
低
下
し
な
い
場
合
、

恒

設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
へ
ス

プ
レ
イ
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン

ク
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力

(2
6
1k

Pa
〔

g
a
ge
〕
)
以
上
か
つ
、
内
部

 
  【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表
－
６
「
原
子

炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の

た
め
の
手
順
等
」
と
同
様
で

あ
る
た
め
詳
細
は
記
載
し
て

い
な
い
。
）
 

 

参考①-513



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ

が
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
お
よ
び
格
納
容

器
内
自
然
対
流
冷
却
に
よ
り
格
納
容
器
圧
力
が
低
下
し
な
い
場
合
に
、
格
納

容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
等
の
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

表
－
６
「
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
参
照

 

 

ス
プ
レ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
内
部
ス
プ

レ
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
お
よ
び
格
納
容
器
内
自

然
対
流
冷
却
に
よ
り
格
納
容
器
圧
力
が
低
下
し
な
い
場
合
に
、
格
納
容
器
へ

ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確
保

さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
(
2)
 可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
そ
の
他
の
代
替
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
が
実
施
で
き
な
い
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
い
る
可
搬
式
代

替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
海
水
を
格
納
容
器
に
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
 

 

 
 

 
 
 

(
2)
 
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
に
使
用
し
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で

き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ

イ
を
Ａ
内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
で
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
格
納

容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位

が
確
保
さ
れ
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
を
原
子
炉
下
部
キ
ャ

ビ
テ
ィ
直
接
注
水
に
使
用
し
て
い
な
い
場
合

 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
代
替
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
と
し
て
原
子
炉
下

部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ

に
よ
る
対
応
を
記
載
し
て
い

る
。
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
は
多
様
性
拡
張

設
備
の
手
順
で
あ
る
た
め
記

載
し
て
い
な
い
。
）（
以
下
、

同
様
。
）
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が
健
全
な
場
合
、
格
納
容
器
の
圧

力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
効
果
が
最
も
大
き
い
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
優
先

す
る
。
次
に
、
継
続
的
な
冷
却
お
よ
び
格
納
容
器
内
の
重
要
機
器
の
水
没
を
未
然
に

防
止
す
る
観
点
か
ら
、
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
優
先
す
る
。
た
だ
し
、
格
納

容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
に
達
し
た
場
合
は
、代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を

行
う
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

交
流
動
力
電
源
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が
健
全
な
場
合
は
、
原
子
炉
格
納

容
器
内
圧
力
及
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
効
果
が
最
も
大
き
い
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

を
優
先
す
る
。
次
に
、
継
続
的
な
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
並
び
に
重
要
機
器

及
び
重
要
計
器
の
水
没
防
止
を
図
る
た
め
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

を
優
先
す
る
。
た
だ
し
、
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
準
備
の
間
に
原
子
炉
格

納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
れ
ば
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行

う
。
 

 

 
 
「
後
述
」
 

 

 
 

 
○
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て
 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が
健
全
時
に
、
格
納
容
器
内
の
冷

却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ

ッ
ト
水
を
格
納
容
器
ヘ
ス
プ
レ
イ
す
る
。

 

注
水
先
の
切
替
え
が
必
要
な
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
注
水
先
を
格
納
容
器
へ

切
り
替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

炉
心
損
傷
後
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
（

落
下
遅

延
・
防
止
）
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
必
要
と
判
断

す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
原
子
炉
か
ら
格
納
容
器
へ
切
り

替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

 
 

 
 
 
「
後
述
」
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
○
 
水
素
濃
度
 

炉
心
損
傷
後
の
格
納
容
器
減
圧
操
作
に
つ
い
て
は
、
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用

圧
力
か
ら

50
kP
a
低
下
す
れ
ば
停
止
す
る
手
順
と
す
る
こ
と
で
、
大
規
模
な
水
素

燃
焼
の
発
生
を
防
止
す
る
。
ま
た
、
水
素
濃
度
は
、
可
搬
型
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
濃

度
計
で
計
測
さ
れ
る
水
素
濃
度
（
ド
ラ
イ
）
に
よ
り
継
続
的
に
監
視
を
行
う
運
用
と

し
、
測
定
に
よ
る
水
素
濃
度
が

8
vo
l%
（
ド
ラ
イ
）
未
満
で
あ
れ
ば
減
圧
を
継
続
す

る
。
 

 

 
 

 
 
 
「
後
述
」
 

 
 

 
○
 
注
水
量
の
管
理
 

格
納
容
器
内
の
冷
却
を
目
的
と
し
た
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
場
合
、
格
納
容

器
内
へ
の
注
水
量
の
制
限
が
あ
る
こ
と
か
ら
、格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
を
行
っ
て
い

る
際
に
、
格
納
容
器
の
重
要
機
器
お
よ
び
重
要
計
器
が
水
没
し
な
い
高
さ
に
な
れ
ば

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
停
止
し
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
み
の
冷
却
と
す
る
。 

 

 
 

 
 
 
「
後
述
」
 

 
 

参考①-514



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
○
 
電
源
確
保
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
へ
給
電
す
る
。
給

電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

 
 
 
「
後
述
」
 

 
 

 
○

 送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
閉
塞
時
の
対
応
 

送
水
車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に
閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。
 

 

 
 

 
 
 
「
後
述
」
 

 
 

 
全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
 

喪
失

 

１
．
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

 

(
1)
 
大
容
量
ポ
ン
プ
を
用
い
た
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納

容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
全
交
流

動
力
電
源
喪

失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
、
格
納
容
器
内
の
圧

力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
、
大
容
量
ポ
ン
プ
を
配
置
、
接
続
し
、

Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
状
態
監
視
の
た
め
可
搬
型
温
度
計
測

装
置
を
取
付
け
後
、
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
海
水
を
通
水
す
る

こ
と
に
よ
り
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
海
水
通
水
後
、
可
搬
型
温

度
計
測
装
置
等
に
よ
り
Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
水
出
入
口
温

度
差
、
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
温
度
指
示
の
低
下
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
が
冷

却
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が

喪
失
し
て
い
る
場

合
に
、
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
の
通
水
を
、

原
子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

全
交
流
動
力
電
源
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
喪

失
 

１
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

(
1
)
 
 
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
を
用
い
た
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
又
は
原
子
炉
補
機
冷

却
機
能

喪
失
時
に
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
、
移
動
式
大
容

量
ポ
ン
プ

車
に
よ
る
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
へ
の
海
水
通
水
準
備
を
行
い
、

可
搬
型
温
度
計
測
装
置
の
取
付
け
後
に
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト

に
海
水
を
通
水
し
、
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
海
水
の
通
水
後

に
Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
水
出
入
口
温
度
差
を
確
認
し
、

格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
冷
却
状
態
を
監
視
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
全
て
の
非
常

用
高
圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母
線
電
圧
に

よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
を
原
子
炉
補
機

冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
喪

失
 

１
．
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

(
1)
 
大
容
量

ポ
ン
プ
を
用
い
た
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格
納

容
器
内
自
然
対
流
冷
却

 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
全
交
流

動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪

失
時
に
、
格
納
容
器
内
の
圧

力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
、
大
容
量

ポ
ン
プ
を
配
置
、
接
続
し
、
Ａ

格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
状
態
監
視
の
た
め
可
搬
型
温
度
計
測
装

置
を
取
付
け
後
、
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
海
水
を
通
水
す
る
こ

と
に
よ
り
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
行
う
。
海
水
通
水
後
、
可
搬
型
温
度

計
測
装
置
等
に
よ
り
Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房
ユ
ニ
ッ
ト
冷
却
水
出
入
口
温
度

差
、
格
納
容
器
圧
力
お
よ
び
温
度
指
示
の
低
下
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
が
冷
却

状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が

喪
失
し
て
い
る
場

合
に
、
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
の
通
水
を
、

１
次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
出
口
ヘ
ッ

ダ
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合

 

 

 
 

 
２
．
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
ま
た

は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪
失
時
に
、格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ

せ
る
た
め
に
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

 

(
1)
 恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
の
場
合
、
空
冷
式
非

常
用
発
電
装
置
に
よ
り
受
電
し
た

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取

替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
が

使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が
喪
失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
の
通
水
を
、
原

子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
格
納
容

器
最
高
使
用
圧
力

(3
9
2k
P
a〔

g
a
ge
〕
)
以
上
で
、
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す

る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る

場
合
 

 

 
 

２
  
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

    

(
1)
 
 常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
手
順
は
、
表

－
６
「
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

２
．
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た

は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪

失
時
に
、
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ

せ
る
た
め
に
、以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ

レ
イ
す
る
。
 

(
1)
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
の
場
合
、
空
冷
式
非

常
用
発
電
装
置
に
よ
り
受
電
し
た
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が

使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が

喪
失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
の
通
水
を
、
１

次
系
冷
却
水
ク
ー
ラ
出
口
ヘ
ッ
ダ
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
格

納
容
器
最
高
使
用
圧
力

(
26
1
kP
a〔

ga
g
e〕

)以
上
か
つ
、
格
納
容
器
へ
ス
プ

レ
イ
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ

て
い
る
場
合

 

 

 
    【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表
－
６
「
原
子

炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の

た
め
の
手
順
等
」
と
同
様
で

あ
る
た
め
詳
細
は
記
載
し
て

い
な
い
。
）
 

 

 
(
2)
 可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
そ
の
他
の
代
替
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
が
実
施
で
き
な
い
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
い
る
可
搬
式
代

替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
海
水
を
格
納
容
器
に
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
 

 

 
 

 
 
 

(
2)
 
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
の
場
合
、
原
子
炉
下

部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
に
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
空
冷
式
非
常

用
発
電
装
置
に
よ
り
受
電
し
た
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ

ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ

イ
が
Ａ
内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
で
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
格
納

容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位

が
確
保
さ
れ
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
を
原
子
炉
下
部
キ
ャ

ビ
テ
ィ
直
接
注
水
に
使
用
し
て
い
な
い
場
合
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 

 
    （
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

          

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
、
継
続
的
な
冷
却
お
よ

び
格
納
容
器
内
の
重
要
機
器
の
水
没
を
未
然
に
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
大
容
量
ポ
ン
プ
を

用
い
た
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
優
先
す
る
。
た
だ
し
、
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷

却
は
大
容
量
ポ
ン
プ
の
使
用
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
格
納
容
器
圧

力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
に
達
し
た
場
合
は
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

 
 

    （
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

          

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪

失
の
場
合
は
、
継
続
的
な
原
子
炉

格
納
容
器
内
の
冷
却
並
び
に
重
要
機
器
及
び
重
要
計
器
の
水
没
防
止
を
図
る
た
め
、
原
子

炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
優
先
す
る
。
た
だ
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流

冷
却
は
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
を
使
用
す
る
た
め
の
準
備
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
間
に
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
れ
ば
、
代
替
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。

 

 
 
交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
 
健
全
・
全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原
子

炉
補
機
冷
却
機
能

 
喪

失
 

 （
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
順
位
 

(
1)

 交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
健
全
 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が
健
全
な
場
合
、
格
納
容
器
の
圧

力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
効
果
が
最
も
大
き
い
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
優
先

す
る
。
次
に
、
継
続
的
な
冷
却
お
よ
び
格
納
容
器
内
の
重
要
機
器
の
水
没
を
未
然
に

防
止
す
る
観
点
か
ら
、
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
優
先
す
る
。
た
だ
し
、
格
納

容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
る
場
合
は
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行

う
。
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、
恒
設
代
替
低
圧

注
水

ポ
ン
プ
を
優
先
し
、
次
に
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
を
使
用
す

る
。

 

(
2)

 全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
喪

失
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
、
継
続
的
な
冷

却
お
よ
び
格
納
容
器
内
の
重
要
機
器
の
水
没
を
未
然
に
防
止
す
る
観
点
か
ら
、大
容

量
ポ
ン
プ
を
用
い
た
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
を
優
先
す
る
。
た
だ
し
、
格
納
容

器
内
自
然
対
流
冷
却
は
大
容
量
ポ
ン
プ
の
使
用
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
間
に
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上
と
な
る
場
合
は
、
代
替
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
を
優
先
し
、
次
に
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
ポ
ン

プ
を
使
用
す
る
。

 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
交
流
動
力
電
源

お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機

能
、
健
全
・
全
交
流
動
力
電

源
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却

機
能
 
喪
失
を
ま
と
め
て
記

載
し
て
い
る
。）

 

 
○
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て
 

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪
失
時
に
、
格
納
容
器
内

の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用

水
ピ
ッ
ト
水
を
格
納
容
器
ヘ
ス
プ
レ
イ
す
る
。

 

注
水
先
の
切
替
え
が
必
要
な
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
注
水
先
を
格
納
容
器
へ

切
り
替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

炉
心
損
傷
後
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
（

落
下
遅

延
・
防
止
）
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
必
要
と
判
断

す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
原
子
炉
か
ら
格
納
容
器
へ
切
り

替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

 
 

 
 
 

○
 恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て

 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が
健
全
ま
た
は
全
交
流
動
力
電

源
喪

失
も
し
く
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪

失
時
に
、
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を

格
納
容
器
ヘ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

炉
心
損
傷
後
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
（

落
下
遅

延
・
防
止
）
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
必
要
と
判
断

す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
原
子
炉
か
ら
格
納
容
器
へ
切
り

替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

○
 原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て

 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が
健
全
ま
た
は
全
交
流
動
力
電

源
喪

失
も
し
く
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪

失
時
に
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注

水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
ヘ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
な

お
、
炉
心
損
傷
後
に
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
が
必
要

と
判
断
す
れ
ば
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
格
納
容
器
か

ら
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
へ
切
り
替
え
る
。
 

 

 
 

 
○
 
水
素
濃
度
 

炉
心
損
傷
後
の
格
納
容
器
減
圧
操
作
に
つ
い
て
は
、
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用

圧
力
か
ら

50
kP
a
低
下
す
れ
ば
停
止
す
る
手
順
と
す
る
こ
と
で
、
大
規
模
な
水
素

燃
焼
の
発
生
を
防
止
す
る
。
ま
た
、
水
素
濃
度
は
、
可
搬
型
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
濃

度
計
で
計
測
さ
れ
る
水
素
濃
度
（
ド
ラ
イ
）
に
よ
り
継
続
的
に
監
視
を
行
う
運
用
と

し
、
測
定
に
よ
る
水
素
濃
度
が

8
vo
l%
（
ド
ラ
イ
）
未
満
で
あ
れ
ば
減
圧
を
継
続
す

る
。
 

 

 
 

２
 
水
素
濃
度
 

炉
心
損
傷
後
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
又
は
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器

減
圧
操
作
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用

圧
力
か
ら

5
0
kP

a
低
下
す
れ
ば
停
止
す
る
手
順
と
す
る
こ
と
で
大
規
模
な
水
素

燃
焼
の
発
生
を
防
止
す
る
。
ま
た
、
水
素
濃
度
は
、
可
搬
型
格
納
容
器
水
素
濃
度

計
測
装
置
で
計
測
さ
れ
る
水
素
濃
度
（
ド
ラ
イ
）
に
よ
り
継
続
的
に
監
視
を
行
い
、

測
定
に
よ
る
水
素
濃
度
が
８

vo
l％
（
ド
ラ
イ
）
未
満
で
あ
れ
ば
減
圧
を
継
続
す

る
。
 

 

 
 

○
 格
納
容
器
内
冷
却
 

(
1)
 
水
素
濃
度

 

炉
心
損
傷
後
の
格
納
容
器

減
圧
操
作
に
つ
い
て
は
、
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用

圧
力
か
ら

5
0k

P
a
低
下
し
た
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
停
止
す
る
手
順
と
す
る
こ
と
で
、

大
規
模
な
水
素
燃

焼
の
発
生
を
防
止
す
る
。
ま
た
、
水
素
濃
度
は
、
可
搬
型
格
納
容

器
内
水
素
濃
度
計
測
装
置
で
計
測
さ
れ
る
水
素
濃
度
（
ド
ラ
イ
）
に
よ
り
継
続
的
に

監
視
を
行
う
運
用
と
し
、
測
定
に
よ
る
水
素
濃
度
が

8v
o
l
%（
ド
ラ
イ
）
未
満
で
あ

れ
ば

減
圧
を
継
続
す
る
。
 

 

 
 

 
○
 
注
水
量
の
管
理
 

格
納
容
器
内
の
冷
却
を
目
的
と
し
た
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
場
合
、
格
納
容

器
内
へ
の
注
水
量
の
制
限
が
あ
る
こ
と
か
ら
、格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
を
行
っ
て
い

 
 

３
 
注
入
量
の
管
理
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
を
目
的
と
し
た
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
場

合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
注
入
量
の
制
限
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
子
炉
格

 
 

 
(2
)
 
注
水
量
の
管
理
 

格
納
容
器
内
の
冷
却
を
目
的
と
し
た
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
場
合
、
格
納
容

器
内
へ
の
注
水
量
の
制
限
が
あ
る
こ
と
か
ら
、格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
を
行
っ
て
い

 
 

参考①-516



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

る
際
に
、
格
納
容
器
の
重
要
機
器
お
よ
び
重
要
計
器
が
水
没
し
な
い
高
さ
に
な
れ
ば

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
停
止
し
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
み
の
冷
却
と
す
る
。 

 

納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
を
行
っ
て
い
る
際
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
重
要
機
器
及

び
重
要
計
器
を
水
没
さ
せ
な
い
上
限
の
高
さ

(約
4
,
00
0
m
3
)に
達
す
れ
ば
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
を
停
止
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
み
の
冷
却
と
す

る
。
 

 

る
際
に
、
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
影
響
し
な
い
上
限
の
高
さ
に
な
れ
ば
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
を
停
止
し
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
の
み
の
冷
却
と
す
る
。
 

 

 
○
 
作
業
性
 

大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
係
る
可
搬
型

ホ
ー
ス
等

の
接
続
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
大
容
量

ポ
ン
プ
の
保
管
場

所
に
使
用
工
具
お
よ
び
可
搬
型

ホ
ー
ス
を
配
備
す
る
。
ま
た
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水

系
と
海
水
系
を
接
続
す
る
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え
に
つ
い
て
も
速
や
か
に

作
業
が
で
き
る
よ
う
、
作
業
場
所
近
傍
に
使
用
工
具
を
配
備
す
る
。
 

格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
お
よ
び
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
お
け
る
現
場

へ
の
移
動
経
路
お
よ
び
操
作
場
所
に
高
線
量
の
区
域
は
な
い
。
 

 

 
 

４
 
作
業
性

 

移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
へ
の
海
水
通
水
準
備

に
係
る
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る

よ
う
、
使
用
す
る
工
具
は
作
業
場
所
近
傍
に
配
備
す
る
。
ま
た
、
可
搬
型

ホ
ー
ス

布
設
、
接
続
作
業
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
移
動
式
大
容

量
ポ
ン
プ
車
の
保
管
場
所
に
使
用
工
具
及
び
可
搬
型

ホ
ー
ス
を
配
備
す
る
。
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
及
び
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
お
け

る
操
作
に
係
る
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
、
操
作
場
所
に
高
線
量
の
区
域
は
な
い
。
 

 

 
 

○
 作
業
性

 

大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
係
る
可
搬
型

ホ
ー
ス
等

の
接
続
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
大
容
量

ポ
ン
プ
の
保
管
場

所
に
使
用
工
具
お
よ
び
可
搬
型
ホ
ー
ス
を
配
備
す
る
。
ま
た
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水

系
と
海
水
系
を
接
続
す
る
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え
に
つ
い
て
も
速
や
か
に

作
業
が
で
き
る
よ
う
、
作
業
場
所
近
傍
に
使
用
工
具
を
配
備
す
る
。
 

格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
お
よ
び
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
お
け
る
現
場

へ
の
移
動
経
路
お
よ
び
操
作
場
所
に
高
線
量
の
区
域
は
な
い
。
 

 

 
 【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
設
備
の
相
違
。）

 

 
○
 
電
源
確
保
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
へ
給
電
す
る
。
給

電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

５
 
電
源
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
は
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
に
よ
り
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
へ
給
電
す
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表
－

14
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

○
 電
源
確
保
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
へ
給
電
す
る
。給

電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。

 

 
 

 
○
 
燃
料
補
給
 

大
容
量
ポ
ン
プ
へ
の
重
油
の
補
給
は
、定
格
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業

着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
重
油
タ
ン
ク
お
よ
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
補
給
間
隔

を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

燃
料
補
給
の
手
順
は
、
表
－
６
「
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順

等
」
参
照
。
 

 

 
 

６
 
燃
料
補
給
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
へ
の
燃
料
給
油
は
、
定
格
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料

補
給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
及
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
を
用

い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
燃
料
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
給

油
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

燃
料
を
補
給
す
る
手
順
は
、
表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧

時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

○
 燃
料
補
給
 

大
容
量
ポ
ン
プ
へ
の
重

油
の
補
給
は
、定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作

業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
お
よ
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー（
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
使
用
時
含
む
。
）
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定
格
負
荷

運
転
時
に
お
け
る
補
給
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

送
水

車
へ
の
軽

油
の
補
給
は
、定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手

時
間
と
な
れ
ば
軽

油
用
ド
ラ
ム
缶
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定
格

負
荷
運
転
時
に
お
け
る
補
給
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
燃
料
補
給
の
手
順
は
、
表

－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た

め
の
手
順
等
」
参
照
。

 

 

 
【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
復
水
タ
ン
ク
補

給
に
送
水
車
を
使
用
す
る
た

め
、
送
水
車
へ
の
燃
料
補
給

を
記
載
し
て
い
る
。）

 

 

 
○

 送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
閉
塞
時
の
対
応
 

送
水
車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に
閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ

閉
塞
時
の
対
応
 

送
水

車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に

閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
８
 

 
 

表
－
８

 
 
 
表
－
８
 

 
 

 
操
作
手
順
 

８
．
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

８
．
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

８
．
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
（
以
下
、
同
様
。）

 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
ま
た
は
原
子
炉
下
部
キ

ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
及
び
代

替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
と
記

載
し
て
い
る
。）

 

（
以
下
、
同
様
。）

 

 
①
 
方
針
目
的
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、「
格
納
容

器
」
と
い
う
。
）
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
代
替
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
に
よ
り
、
溶
融
し
格
納
容
器
の
下
部
に

落
下
し
た
炉
心
を
冷
却
す
る
こ
と
に
よ

り
、
溶
融
炉
心
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
相
互
作
用
（
Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
の
抑
制
お
よ
び
溶
融
炉
心
が

拡
が
り
格
納
容
器
バ
ウ
ン
ダ
リ
へ
の
接
触
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

ま
た
、
溶
融
炉
心
の
格
納
容
器
下
部
へ
の

落
下
を
遅
延
ま
た
は
防
止
す
る
た
め
、
炉
心
注

水
お
よ
び
代
替
炉
心
注
水
に
よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
（
以
下
、
「
原
子
炉
」
と
い
う
。
）
を

冷
却
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①
 
方
針
目
的
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
防

止
す
る
た
め
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
及
び
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
、
溶
融

し
原
子
炉
格
納
容
器
の
下
部
に

落
下
し
た
炉
心
を
冷
却
す
る
こ
と
に
よ
り
、
溶
融
炉

心
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
相
互
作
用
（

MC
C
I）
の
抑
制
及
び
溶
融
炉
心
が

拡
が
り
原
子
炉

格
納
容
器
バ
ウ
ン
ダ
リ
へ
の
接
触
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

ま
た
、
溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
を
遅
延
又
は
防
止
す
る
た

め
、
原
子
炉
容
器
へ
の
注
入
に
よ
り
、
炉
心
を
冷
却
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、「
格
納
容

器
」
と
い
う
。
）
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ

テ
ィ
注
水
（
 
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
お
よ
び
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
）
に

よ
り
、
溶
融
し
格
納
容
器
の
下
部
に
落
下
し
た
炉
心
を
冷
却
す
る
こ
と
に
よ
り
、
溶
融
炉

心
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
相
互
作
用
（
Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
の
抑
制
お
よ
び
溶
融
炉
心
が

拡
が
り
格
納

容
器
バ
ウ
ン

ダ
リ
へ
の
接
触
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

ま
た
、
溶
融
炉
心
の
格
納
容
器
下
部
へ
の

落
下
を
遅
延
ま
た
は
防
止
す
る
た
め
、
炉
心
注

水
お
よ
び
代
替
炉
心
注
水
に
よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
（
以
下
、
「
原
子
炉
」
と
い
う
。
）
を

冷
却
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
②
 
対
応
手
段
等

 

格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
の
冷
却

 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
 
健
全

 

１
．
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

(
1)
 格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
溶
融
炉

心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
が
な
い
場
合
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン

プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
溶
融
炉

心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
を
確
保
し
、
維
持
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
が
損
傷
し
、
溶
融
炉
心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
が
な
い
場

合
に
（
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
広
域
水
位

6
1%
未
満
）
、
格
納
容
器
へ
ス
プ

レ
イ
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て

い
る
場
合
 

 

 
 

②
 
対
応
手
段
等
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
の
冷
却

 

１
 
交
流
動
力
電
源
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
健
全
 

(
1)
 
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

ア
 
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
水
量
を
十
分
に
上
回
る
水

位
未
満
で
あ
る
場
合
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
注
入
す
る
。
溶
融
炉
心
を
冷
却
す

る
た
め
に
必
要
な
水
量
を
十
分
に
上
回
る
水
位
が
確
保
さ
れ
た
場
合
は
、

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
を
停
止
し
、
そ
の
後
は
水
位
を
維
持
す
る
。
 

(
ｱ)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
損
傷
を
判
断
し
た
場
合
（
炉
心
出
口
温
度

35
0
℃
以
上
、
か
つ
、

格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
１

×
10
５
m
Sv

/h

以
上
）
に
お
い
て
、
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
水
量
を
十

分
に
上
回
る
水
位
未
満
（
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
75
％

未
満
）
で
あ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要
な
燃

料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

格
納
容
器
下
部
に

落
下
し
た
溶
融
炉
心
の
冷
却

 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
健
全

 

１
．
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

(
1)
 
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
溶
融
炉

心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
が
な
い
場
合
、
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
に
よ

り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
溶
融
炉
心
を
冠

水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
を
確
保
し
、
維
持
す
る
。
 

  

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
が
損
傷
し
、
溶
融
炉
心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
が
な
い
場

合
に
（
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
65
%
未
満
）
に
、
格
納
容
器

へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保

さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

２
．
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
 

(
1)
 
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
格
納
容
器
下
部
に

落
下

し
た
溶
融
炉
心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
が
な
い
場
合
、
以
下
の
手
順

に
よ
り
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
へ
直
接
注
水
す
る
。
 

ａ
．
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ

直
接
注
水
 

当
直
課
長
は
、
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ

3
台
以
上
の
故
障
等
に
よ
り
、
必
要

な
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
流
量
が
確
認
で
き
ず
、
格
納
容
器
内
へ
の
注
水

機
能
が

喪
失
し
、
溶
融
炉
心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
が
な
い
場

合
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

水
を
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
へ
直
接
注
水
す
る
。
溶
融
炉
心
を
冠
水
す
る

た
め
に
十
分
な
水
位
が
確
保
さ
れ
た
場
合
は
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注

水
ポ
ン
プ
を
停
止
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合

は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

注
水
完
了
後
に
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
の
水
位
が
確
認
で
き
な
い
場

合
は
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
へ
の
直
接
注
水
を
再
開
す
る
。
 

(
a
) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
が

65
%未
満
も
し
く
は
原
子

炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
計
に
よ
り
水
位
が
確
認
で
き
な
い
、
か
つ
、
内

 
 

参考①-518



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ

3
台
以
上
の
故
障
等
に
よ
り
、
必
要
な
格
納
容
器
へ
の

ス
プ
レ
イ
流
量
が
内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な

い
場
合
、
ま
た
は
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
完
了
後
に
原
子
炉
下

部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
計
に
よ
り
水
位
が
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉

下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
へ
直
接
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ

ン
ク
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
２
．
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

(
1)
 恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
内
へ
の
注
水
機
能
が

喪
失

し
、
溶
融
炉
心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
が
な
い
場
合
、

恒
設
代
替
低

圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す

る
。
溶
融
炉
心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
が
確
保
さ
れ
た
場
合
は
、

恒

設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
を
停
止
し
、
そ
の
後
は
水
位
を
維
持
す
る
。
燃
料
取

替
用
水
ピ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
広
域
水
位
が

6
1
%未
満
で
、
か
つ
、
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ

す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い

る
場
合
 

 

 
 

(
2)
 
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

ア
 
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
で

き
な
い
場
合
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ

り
原
子
炉
格
納
容
器
へ
注
入
す
る
。
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要

な
水
量
を
十
分
に
上
回
る
水
位
が
確
保
さ
れ
た
場
合
は
、
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
を
停
止
し
、
そ
の
後
は
水
位
を
維
持
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン

ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

(
ｱ)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
原
子

炉
格
納
容
器
内
へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

(
2)
 
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

ａ
．

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
内
部

ス
プ
レ

ポ
ン
プ
全

台
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
内
へ
の
注
水
機
能
が

喪

失
し
、
溶
融
炉
心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
が
な
い
場
合
、
恒
設
代

替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
へ
ス

プ
レ
イ
す
る
。
溶
融
炉
心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
が
確
保
さ
れ
た

場
合
は
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
を
停
止
し
、
そ
の
後
は
水
位
を
維
持

す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を

使
用
す
る
。
 

(
a
) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
が

6
5%
未
満
で
、
か
つ
、
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
全

台
の
故
障
等
に
よ
り
、
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が

内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
格
納
容

器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が
健
全
な
場
合
、
格
納
容
器
下
部

に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
手
段
の
優
先
順
位
は
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ

ン
プ
を
使
用
す
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
優
先
し
、
次
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン

プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
使
用
す
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

交
流
動
力
電
源
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が
健
全
な
場
合
、
原
子
炉
格
納
容

器
下
部
に

落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
手
段
の
優
先
順
位
は
、
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ

ポ
ン
プ
の
使
用
を
優
先
し
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場
合
は
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

 
○
 
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
の
水
位
監
視
 

溶
融
炉
心
冷
却
の
た
め
の
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
を
監
視
す
る
た
め
、
格

納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
時
は
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
計
の
作
動
に
よ
り
確

認
す
る
。
 

 
 

２
 
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
の
水
位
監
視

 

溶
融
炉
心
冷
却
の
た
め
、
原
子
炉
格
納
容
器
へ
注
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
原
子

炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
監
視
装
置
の
作
動
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

 
 

 
 

３
 
作
業
性
 

常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
の
水
源
確
保
に
係
る
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え

に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
、
使
用
す
る
工
具
は
作
業
場
所
近

傍
に
配
備
す
る
。
 

 
 

 
 
 

 
○

 恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て
 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
健
全
時
に
炉
心
の
著
し
い
損
傷

が
発
生
し
た
場
合
、
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
、

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
格
納
容
器
へ
ス

プ
レ
イ
す
る
。
 

注
水
先
の
切
替
え
が
必
要
な
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
注
水
先
を
格
納
容
器
へ

切
り
替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

炉
心
損
傷
前
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
を
実
施
し

て
い
た
場
合
に
、
炉
心
損
傷
を
判
断
す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水

先
を
原
子
炉
か
ら
格
納
容
器
へ
切
り
替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

炉
心
損
傷
後
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
（

落
下
遅

延
・
防
止
）
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
必
要
と
判
断

す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
原
子
炉
か
ら
格
納
容
器
へ
切
り

替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

 

 
 

 
 
 
「
後
述
」
 

 
 

 
○
 
電
源
確
保
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
給
電
す
る
。
給

 
 

 
 
 
「
後
述
」
 

 
 

参考①-519



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
喪

失
 

 

 
 

２
 
全
交
流
動
力
電
源
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
 

喪
失
 

 

 
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
 

喪
失

 

１
．
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
 

(
1)
 
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失

ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
、
格
納
容
器
下
部
に

落
下
し
た
溶
融

炉
心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
が
な
い
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
原

子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
へ
直
接
注
水
す
る
。
 

ａ
．
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ

直
接
注
水
 

当
直
課
長
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
受
電
し
た
原
子
炉
下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
下

部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
へ
直
接
注
水
す
る
。
溶
融
炉
心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な

水
位
が
確
保
さ
れ
た
場
合
は
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
を
停

止
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク

を
使
用
す
る
。
 

注
水
完
了
後
に
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
の
水
位
が
確
認
で
き
な
い
場

合
は
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
へ
の
直
接
注
水
を
再
開
す
る
。
 

(
a
) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

炉
心
が
損
傷
し
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機

能
喪

失
時
に
、
溶
融
炉
心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
が
な
い
場
合

（
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
65

%未
満
も
し
く
は
原
子
炉

下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
計
に
よ
り
水
位
が
確
認
で
き
な
い
）
ま
た
は
、
原

子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
完
了
後
に
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位

計
に
よ
り
水
位
が
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
へ

直
接
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確

保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

 
１
．

 代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

(
1)
 恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
全
交
流

動
力
電
源
喪

失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
、
格
納
容
器
下
部
に

落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
が
な
い
場
合
、
空
冷
式

非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
受
電
し
た

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料

取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
溶
融
炉
心
を
冠
水
す
る

た
め
に
十
分
な
水
位
が
確
保
さ
れ
た
場
合
は
、

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
を

停
止
し
、
そ
の
後
は
水
位
を
維
持
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
が
使
用
で
き

な
い
場
合
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
が
損
傷
し
、
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
、
溶
融
炉
心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
が
な
い
場
合
に

（
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
広
域
水
位

6
1
%未
満
）、
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ

す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い

る
場
合
 

 

 
 

(
1
) 

 代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

ア
 
 常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
又
は
原
子
炉
補
機

冷
却
機
能
喪

失
時
に
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、

溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
水
量
を
十
分
に
上
回
る
水
位
未
満

で
あ
る
場
合
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ

り
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
注
入
す
る
。
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必

要
な
水
量
を
十
分
に
上
回
る
水
位
が
確
保
さ
れ
た
場
合
は
、
常
設
電
動
注

入
ポ
ン
プ
を
停
止
し
、
そ
の
後
は
水
位
を
維
持
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ

ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

(
ｱ)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
全
て
の
非

常
用
高
圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母
線
電

圧
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
を
原
子

炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お

い
て
、
炉
心
損
傷
を
判
断
し
た
場
合
（
炉
心
出
口
温
度

35
0℃
以
上
、

か
つ
、
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
１

×
1
0

５
mS

v/
h
以
上
）
に
、
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
水
量
を
十

分
に
上
回
る
水
位
未
満
（
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
75
％

未
満
）
で
あ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料

取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

(
2
) 
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

ａ
．

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
全
交

流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
、
格
納
容
器
下

部
に

落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
が
な
い
場
合
、

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
受
電
し
た

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ

に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
溶
融
炉

心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
が
確
保
さ
れ
た
場
合
は
、
恒
設
代
替
低

圧
注
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
、
そ
の
後
は
水
位
を
維
持
す
る
。
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

(
a
) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

炉
心
が
損
傷
し
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機

能
喪

失
時
に
、
溶
融
炉
心
を
冠
水
す
る
た
め
に
十
分
な
水
位
が
な
い
場
合

（
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
65

%未
満
）
に
、
格
納
容
器

へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位
が

確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
   （
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

 
 

   （
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

 
 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
の
冷
却

 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
 
健
全
・
全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原

子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
喪
失

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位

 

(
1)

 交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
健
全
 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が
健
全
な
場
合
、
格
納
容
器
下
部

に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
手
段
の
優
先
順
位
は
、
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
を

使
用
す
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
優
先
し
、
次
に
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ

ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
お
よ
び

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ

ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
使
用
す
る
。
 

(
2)

 全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
喪

失
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
、
格
納
容
器
下

部
に

落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水

お
よ
び
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。

 

 ○
 
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
の
水
位
監
視
 

溶
融
炉
心
冷
却
の
た
め
の
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
を
監
視
す
る
た
め
、格

納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
時
は
原
子
炉

下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
計
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 ○
 
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て
 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
健
全
ま
た
は
全
交
流
動
力
電
源

も
し
く
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場

合
、
格
納
容
器
下
部
に

落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
原
子
炉
下
部
キ
ャ

ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ

ィ
へ
直
接
注
水
す
る
。
 

注
水
先
の
切
替
え
が
必
要
な
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
注
水
先
を
原
子
炉
下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ
へ
切
り
替
え
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
を
行
う
。

 

炉
心
損
傷
前
に
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
炉
心
損
傷
を
判
断
す
れ
ば
、
原
子
炉
下
部
キ

ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
へ

切
り
替
え
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
を
行
う
。

 

炉
心
損
傷
後
に
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
が
必
要

と
判
断
す
れ
ば
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
格
納
容
器
か

ら
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
へ
切
り
替
え
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直
接
注
水
を

行
う
。
 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
交
流
動
力
電
源

お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機

能
健
全
、
全
交
流
動
力
電
源

ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機

能
喪

失
を
ま
と
め
て
記
載
し

て
い
る
。
）

 

 
○
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
炉
心
の
著
し
い
損

傷
が
発
生
し
た
場
合
、
格
納
容
器
下
部
に

落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め

に
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
格
納
容
器
へ

ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

注
水
先
の
切
替
え
が
必
要
な
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
注
水
先
を
格
納
容
器
へ

切
り
替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

炉
心
損
傷
前
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
を
実
施
し

て
い
た
場
合
に
、
炉
心
損
傷
を
判
断
す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水

先
を
原
子
炉
か
ら
格
納
容
器
へ
切
り
替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

炉
心
損
傷
後
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
（

落
下
遅

延
・
防
止
）
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
必
要
と
判
断

す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
原
子
炉
か
ら
格
納
容
器
へ
切
り

替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

 

 
 

１
 
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
の
注
入
先
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
と
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
（
漏
え
い
規
模
が
大
き
い

L
O
CA
）
が
同
時
に
発
生
し
た
場
合
は
、
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
の
注
入
先
を
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
と
し
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
に
注
入
す
る
。
そ
の
後
、
Ｂ
充

て
ん

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
を
行
う
。
 

ま
た
、
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
を
実
施
し
て
い
る
際
に
炉

心
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
は
、
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
の
注
入
先
を
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
へ
切
替
え
、
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
に
注
入
す
る
。
そ
の
後
、
Ｂ
充
て

ん
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
を
行
う
。
 

 
 

○
 恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て
 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
健
全
ま
た
は
全
交
流
動
力
電
源

も
し
く
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場

合
、
格
納
容
器
下
部
に

落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
、
恒
設
代
替
低
圧

注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。

 

注
水
先
の
切
替
え
が
必
要
な
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
注
水
先
を
格
納
容
器
へ

切
り
替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。

 

炉
心
損
傷
前
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
を
実
施
し

て
い
た
場
合
に
、
炉
心
損
傷
を
判
断
す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水

先
を
原
子
炉
か
ら
格
納
容
器
へ
切
り
替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。

 

炉
心
損
傷
後
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
（

落
下
遅

延
・
防
止
）
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
必
要
と
判
断

す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
原
子
炉
か
ら
格
納
容
器
へ
切
り

替
え
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
○
 
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
の
水
位
監
視
 

溶
融
炉
心
冷
却
の
た
め
の
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
を
監
視
す
る
た
め
、
格

納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
時
は
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
計
の
作
動
に
よ
り
確

認
す
る
。
 

 
 

２
 
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
の
水
位
監
視

 

溶
融
炉
心
冷
却
の
た
め
、
原
子
炉
格
納
容
器
へ
注
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
原
子

炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
監
視
装
置
の
作
動
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

 

 
 
「
前
述
」
 

 
 

 
 

 
 

３
 
作
業
性
 

常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
の
水
源
確
保
に
係
る
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え

に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
、
使
用
す
る
工
具
は
作
業
場
所
近

傍
に
配
備
す
る
。

 

 
 

 
 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
美
浜
は
、
作
業
性
の
記
載

な
し
。
）

 

 
○
 
電
源
確
保
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
給
電
す
る
。
給

電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 電
源
確
保

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
お
よ
び
原
子
炉

下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
に
給
電
す
る
。
給
電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源

の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。

 

 

 
 

 
溶
融
炉
心
の
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
遅
延
・
防
止

 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
健
全

 

１
．
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
、
溶
融
炉
心
の
格
納
容
器

下
部
へ
の
落
下
を
遅
延
ま
た
は
防
止
す
る
た
め
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用

水
ピ
ッ
ト
水
等
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。

 

(
1)
 高
圧
注
入

ポ
ン
プ
ま
た
は

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
水
 

 

当
直
課
長
は
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
ま
た
は

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
に
よ
り
高
圧
ま

た
は
低
圧
注
入
ラ
イ
ン
を
使
用
し
て
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ

注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
が
損
傷
し
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
水
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場

合
  

 
 

溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の

落
下
遅
延
・
防
止

 

１
 
交
流
動
力
電
源
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
健
全
 

(
1)
 
 炉
心
注
入

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
、
溶

融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
を
遅
延
又
は
防
止
す
る
た
め
、

以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
炉
心
へ
注
入
す
る
。
 

ア
 
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
又
は

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
 

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
高
圧
注
入
ポ

ン
プ
又
は
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
。
 

 

(
ｱ)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
の
損
傷
が
発
生
し
た
こ
と
を
炉
心
出
口
温
度

35
0
℃
以
上
、
か

つ
、
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
１

×
1
0
５

m
Sv
/
h
以
上
に
よ
り
確
認
し
た
場
合
に
お
い
て
、
炉
心
へ
注
入
す
る
た

め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場

合
 

 

 
 

溶
融
炉
心
の
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
遅
延
・
防
止

 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
 
健
全

 

１
．
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
、
溶
融
炉
心
の
格
納
容
器

下
部
へ
の
落
下
を
遅
延
ま
た
は
防
止
す
る
た
め
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用

水
タ
ン
ク
水
等
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

(
1)
 
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
ま
た
は

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
ま
た
は

低
圧
注
入
ラ
イ
ン
を
使
用
し
た
炉
心
注
水

 

当
直
課
長
は
、
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
ま
た
は

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ

り
高
圧
ま
た
は
低
圧
注
入
ラ
イ
ン
を
使
用
し
て
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を

原
子
炉
へ
注
水
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

炉
心
が
損
傷
し
、
炉
心
注
水
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が

確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

 
(
2)
 充
て
ん
ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡

ラ
イ
ン
使
用
）
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が
で
き
な
い
場
合
、
充
て

ん
ポ
ン
プ
に
よ
り
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
燃
料

取
替
用
水
ピ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。
 

  

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使

用
）
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が
Ａ
余
熱
除
去
流
量
等
に
て
確

認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水

ピ
ッ
ト
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

イ
 
充
て
ん

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
又
は

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に

よ
る
炉
心
注
入
が
で
き
な
い
場
合
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
充
て
ん

ポ
ン
プ
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
。
 

   

 
(ｱ
) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

高
圧
注
入

ポ
ン
プ
又
は

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
を
高

圧
注
入

ポ
ン
プ
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
炉
心

へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保

さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

(
2)
 
充
て
ん

／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
充
て
ん
ラ
イ
ン
を
使
用
し
た
炉
心
注
水

 

当
直
課
長
は
、
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ

イ
ン
使
用
）
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が
で
き
な
い
場
合
、
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
り
充
て
ん
ラ
イ
ン
を
使
用
し
て
、
燃
料
取
替
用
水
タ

ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場

合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。

 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が
Ａ

余
熱
除
去
ク
ー
ラ
出
口
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注

水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て

い
る
場
合

 

 

 
 

 
２
．
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
、
溶
融
炉
心
の
格
納
容
器

下
部
へ
の
落
下
を
遅
延
ま
た
は
防
止
す
る
た
め
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用

水
ピ
ッ
ト
水
等
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。

 

(
1)
 Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に

よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
お
よ
び

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ

り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が
で
き
な
い
場
合
に
、
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ

（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水

を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

 
 

(
2)
 
代
替
炉
心
注
入
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
、
溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器

下
部
へ
の
落
下
を
遅
延
又
は
防
止
す
る
た
め
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
水
等
を
炉
心
へ
注
入
す
る
。
 

ア
 
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（
R
HR
S
－

C
S
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ

る
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
充
て
ん

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
が
で
き

な
い
場
合
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ

（
RH

R
S-

CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
。
 

 

(
ｱ)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
  

 
 

２
．
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
、
溶
融
炉
心
の
格
納
容
器

下
部
へ
の
落
下
を
遅
延
ま
た
は
防
止
す
る
た
め
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用

水
タ
ン
ク
水
等
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

(
1)
 
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ

る
代
替
炉
心
注
水

 

当
直
課
長
は
、
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
お
よ
び

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故

障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が
で
き
な
い
場
合
に
、
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ

ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン

ク
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

 
 

参考①-522



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
お
よ
び

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉

へ
の
注
水
が
高
圧
注
入
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注

水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い

る
場
合
 

 

充
て
ん

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
を
充
て
ん
水
流
量
等
に
よ
り
確

認
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
炉
心
へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料

取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
、
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン

プ
を
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
使
用
し
て
い
な
い
場
合
 

 

充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
お
よ
び

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ

り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が
安
全
注
入
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、

原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確

保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
(
2)
 恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
充
て
ん
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が
で

き
な
い
場
合
に
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト

水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、

復
水
ピ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。
 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

充
て
ん
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
が
充
て
ん
水
流
量

等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料

取
替
用
水
ピ
ッ
ト
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に

よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
使
用
し
て
い
な
い
場
合
 

 

 
 

イ
 
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（

RH
R
S
-C

S
S

タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
が
で
き
な
い
場
合
、
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
水
を
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
。

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用

す
る
。
 

 
(ｱ
) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
  

Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（

RH
R
S－

C
SS
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）

に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
を
Ｂ

余
熱
除
去
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な

い
場
合
に
お
い
て
、
炉
心
へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確
保
さ
れ
、
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
を
代
替
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
に
使
用
し
て
い
な
い
場
合
 

 

 
 

(
2)
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
充
て
ん

／
 
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
充
て
ん
ラ

イ
ン
を
使
用
し
た
原
子
炉
へ
の
注
水
が
で
き
な
い
場
合
に
、
代
替
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
に
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に

よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す

る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
充
て
ん
ラ
イ
ン
を
使
用

し
た
原
子
炉
へ
の
注
水
が
充
て
ん
流
量
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
、
原

子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位
が
確

保
さ
れ
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に

使
用
し
て
い
な
い
場
合

 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が
健
全
な
場
合
、
溶
融
炉
心
の
格

納
容
器
下
部
へ
の
落
下
を
遅
延
ま
た
は
防
止
す
る
手
段
の
優
先
順
位
は
、
中
央
制
御

室
操
作
に
よ
り

早
期
に
運
転
可
能
な
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
ま
た
は

余
熱
除
去

ポ
ン
プ

に
よ
る
高
圧
ま
た
は
低
圧
注
入
ラ
イ
ン
を
用
い
た
原
子
炉
へ
の
注
水
を
優
先
す
る
。

次
に
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に

よ
る
代
替
炉
心
注
水
、
充
て
ん
ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
水
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ

ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
と
す
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

交
流
動
力
電
源
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が
健
全
な
場
合
に
、
炉
心
の
著
し

い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
、
溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の

落
下
を
遅

延
又
は
防
止
す
る
手
段
の
優
先
順
位
は
、
流
量
の
大
き
い
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
又
は

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
を
優
先
す
る
。
次
に
充
て
ん
ポ
ン
プ
に
よ
る

炉
心
注
入
を
実
施
す
る
。
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
、

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
及
び
充
て
ん

ポ

ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
入
が
で
き
な
い
場
合
は
代
替
炉
心
注
入
を
実
施
す
る
。
 

代
替
炉
心
注
入
手
段
の
優
先
順
位
は
、
準
備
作
業
時
間
の
短
い
Ｂ
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（
R
HR
S
-
CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
を
優
先
す
る
。
次
に
常
設
電
動

注
入
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
。
 

 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

 
○
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て
 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
健
全
時
に
炉
心
の
著
し
い
損
傷

が
発
生
し
た
場
合
、
溶
融
炉
心
の
格
納
容
器
下
部
へ
の

落
下
を
遅
延
ま
た
は
防
止
す

る
た
め
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉

へ
注
水
す
る
。
な
お
、
炉
心
損
傷
後
に
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉

心
注
水
（
落
下
遅
延
・
防
止
）
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
原
子
炉
か
ら

格
納
容
器
へ
切
り
替
え
る
。
 

 

 
 

 
 
 
「
後
述
」
 

 
 

 
○
 
電
源
確
保
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
給
電
す
る
。
給

電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

 
 
 
「
後
述
」
 

 
 

 
全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
喪

失
 

１
．
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
全
交
流
動
力

電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
、溶
融
炉
心
の
格
納
容
器
下
部

へ
の

落
下
を
遅
延
ま
た
は
防
止
す
る
た
め
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ

ッ
ト
水
等
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

(
1)
 恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
受
電
し
た
恒
設
代
替
低
圧

注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
燃
料

取
替
用
水
ピ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
が
損
傷
し
、
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
 

２
 
全
交
流
動
力
電
源
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
 

喪
失
 

(
1)
 
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却

機
能

喪
失
時
に
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
、
溶
融
炉
心
の
原
子

炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
を
遅
延
又
は
防
止
す
る
た
め
、
以
下
の
手
順
に
よ

り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
等
を
炉
心
へ
注
入
す
る
。
 

ア
 
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
Ｂ
充
て
ん

ポ

ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
。
 

(
ｱ)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
  

外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
全
て
の
非

常
用
高
圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母
線
電

 
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
 

喪
失

 

１
．
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
全
交
流
動
力

電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪

失
時
に
、
溶
融
炉
心
の
格
納
容
器
下
部

へ
の

落
下
を
遅
延
ま
た
は
防
止
す
る
た
め
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ

ン
ク
水
等
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

(
1)
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
受
電
し
た

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ

に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ

ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

 
 

参考①-523



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

喪
失
時
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
等

の
水
位
が
確
保
さ
れ
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
を
代
替
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
に
使
用
し
て
い
な
い
場
合
 

 

 

圧
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
を
原
子

炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お

い
て
、
炉
心
の
損
傷
が
発
生
し
た
こ
と
を
炉
心
出
口
温
度

3
50
℃
以
上
、

か
つ
、
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
１

×
1
0

５
m
S
v/

h
以
上
に
よ
り
確
認
し
、
炉
心
へ
注
入
す
る
た
め
に
必
要
な
燃

料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

炉
心
が
損
傷
し
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等

の
水
位
が
確
保
さ
れ
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
を
代
替
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
に
使
用
し
て
い
な
い
場
合
 

 

 
(
2)
 Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

当
直
課
長
は
、
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ

ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
場

合
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。
 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
お
い

て
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
等
の
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 

イ
 
常
設
電
動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
代

替
炉
心
注
入
が
で
き
な
い
場
合
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
常
設
電
動

注
入
ポ
ン
プ
に
よ
り
炉
心
へ
注
入
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用

で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

(
ｱ)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
  

Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
を
充
て
ん

水
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
炉
心
へ
注
入
す
る

た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
、
常
設
電

動
注
入

ポ
ン
プ
を
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
使
用
し
て
い
な
い
場

合
 

 

 
 

(
2)
 
Ｃ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水

 

当
直
課
長
は
、
Ｃ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
り
燃
料

取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
使
用

で
き
な
い
場
合
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
お
い

て
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

 

 

 
 

 
    （
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

          代
替
炉
心
注
水
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ

に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
っ
て
い
な
け
れ
ば

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ

ン
プ
を
優
先
す
る
。
次
に
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
を
使
用
す
る
。
 

 

 
 

    （
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

          全
交
流
動
力
電
源
喪

失
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
喪

失
時
に
、
炉
心
の
著
し

い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
、
溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の

落
下
を
遅

延
又
は
防
止
す
る
手
段
の
優
先
順
位
は
、
高
揚
程
で
あ
る
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
を
優
先
す
る
。
次
に
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
。

 

 

 
 
溶
融
炉
心
の
格
納
容
器
下
部
へ
の

落
下
遅
延
・
防
止

 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
 
健
全
・
全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原
子

炉
補
機
冷
却
機
能

 
喪

失
 

 （
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
順
位

 

(
1)

 交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
健
全
 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が
健
全
な
場
合
、
溶
融
炉
心
の
格

納
容
器
下
部
へ
の

落
下
を
遅
延
ま
た
は
防
止
す
る
手
段
の
優
先
順
位
は
、
中
央
制
御

室
操
作
に
よ
り

早
期
に
運
転
可
能
な
充
て
ん

／
 高
圧
注
入
ポ
ン
プ
ま
た
は

余
熱
除

去
ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
ま
た
は
低
圧
注
入
ラ
イ
ン
を
用
い
た
原
子
炉
へ
の
注
水
を

優
先
す
る
。
次
に
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン

使
用
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
、
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
充
て
ん
ラ
イ

ン
を
用
い
た
炉
心
注
水
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
と
す

る
。

 

(
2)

 全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

 
喪

失
 

代
替
炉
心
注
水
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ

に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
っ
て
い
な
け
れ
ば

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ

ン
プ
を
優
先
す
る
。
次
に
Ｃ
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
を
使
用
す

る
。

 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

⑤
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
交
流
動
力
電
源

お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機

能
健
全
、
全
交
流
動
力
電
源

ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機

能
喪
失
を
ま
と
め
て
記
載
し

て
い
る
。
）
 

 
○
 
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
炉
心
の
著
し
い
損

傷
が
発
生
し
た
場
合
、溶
融
炉
心
の
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
を
遅
延
ま
た
は
防
止

す
る
た
め
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子

炉
へ
注
水
す
る
。
な
お
、
炉
心
損
傷
後
に
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替

炉
心
注
水
（

落
下
遅
延
・
防
止
）
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
原
子
炉
か

ら
格
納
容
器
へ
切
り
替
え
る
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
注
水
先
に
つ
い
て
 

交
流
動
力
電
源
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
健
全
ま
た
は
全
交
流
動
力
電
源

も
し
く
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場

合
、
溶
融
炉
心
の
格
納
容
器
下
部
へ
の

落
下
を
遅
延
ま
た
は
防
止
す
る
た
め
、
恒
設

代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。

な
お
、
炉
心
損
傷
後
に

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
（
落
下

遅
延
・
防
止
）
を
実
施
し
て
い
た
場
合
に
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
必
要
と
判

断
す
れ
ば
、
恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
の
注
水
先
を
原
子
炉
か
ら
格
納
容
器
へ
切

り
替
え
る
。
 

 

 
 

 
○
 
電
源
確
保
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
給
電
す
る
。
全

交
流
動
力
電
源

喪
失
時
は
、
代
替
電
源
設
備
に
よ
り
Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）

へ
給
電
す
る
。
給
電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参

照
。
 

 

 
 

２
 
電
源
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
は
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
に
よ
り
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
、
Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
へ
給
電
す
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表
－
14
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

○
 電
源
確
保

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
給
電
す
る
。全

交
流
動
力
電
源

喪
失
時
は
、
代
替
電
源
（
交
流
）
に
よ
り
Ｃ
充
て
ん

／
高
圧
注
入
ポ

ン
プ
（
自

己
冷
却
）
へ
給
電
す
る
。
給
電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に

関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

参考①-524



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
○
 
作
業
性
 

Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
の
補
機
冷
却
水
確
保
に
係
る
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ

ー
ス
取
替
え
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
作
業
場
所
近
傍
に
使

用
工
具
を
配
備
す
る
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 作
業
性
 

Ｃ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
の
補
機
冷
却
水
確
保
に
係
る
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
作
業
場

所
近
傍
に
使
用
工
具
を
配
備
す
る
。
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

参考①-525



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

  
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
９
 

 
 

表
－
９

 
 
 
表
－
９
 

 
 

 
操
作
手
順
 

９
．
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

９
．
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

９
．
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 

 
①
 
方
針
目
的
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
、
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
－
水
反
応
お
よ
び
水
の
放

射
線
分
解
に
よ
る
水
素
が
、
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、
「
格
納
容
器
」
と
い
う
。
）
内
に

放
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
水
素
爆
発
に
よ
る
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
に

必
要
な
水
素
濃
度
低

減
お
よ
び
水
素
濃
度
監
視
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

 

 
 
①
 
方
針
目
的
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
－
水
反
応
及

び
水
の
放
射
線
分
解
に
よ
り
水
素
が
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
放
出
さ
れ
た
場
合
に

お
い
て
も
、
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要

な
水
素
濃
度
低
減
、
水
素
濃
度
監
視
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
、
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
－
水
反
応
お
よ
び
水
の
放

射
線
分
解
に
よ
る
水
素
が
、
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、
「
格
納
容
器
」
と
い
う
。
）
内
に

放
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
水
素
爆
発
に
よ
る
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
に

必
要
な
水
素
濃
度
低
減
お
よ
び
水
素
濃
度
監
視
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
②
 
対
応
手
段
等
 

水
素
濃
度
低
減

 

１
．
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
、
格
納
容
器
内
の
水
素
濃

度
を
低

減
さ
せ
る
た
め
に
設
置
し
て
い
る
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
の
作
動

状
況
を
、
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度
監
視
装
置
の
温
度
指
示
上
昇
に
よ
り

確
認
す
る
。
常
設
直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
は
、
代
替
電
源
設
備
か
ら
給
電
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
後
、
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度
監
視
装
置
の
指
示
値

を
確
認
す
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
出
口
温
度

3
5
0℃
以
上
お
よ
び
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

（
高
レ
ン
ジ
）
の
指
示
が

1×
10

5 m
S
v/
h
以
上
に
到
達
し
た
場
合
 

 

 
 

②
 
対
応
手
段
等
 

水
素
濃
度
低
減

 

１
 
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
、
原
子
炉

格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
を
低

減
さ
せ
る
た
め
に
設
置
し
て
い
る
静
的
触
媒
式

水
素
再
結
合
装
置
の
作
動
状
況
を
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
動
作
監
視
装

置
の
温
度
指
示
上
昇
に
よ
り
確
認
す
る
。
直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
は
、
代
替

電
源
設
備
か
ら
給
電
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
後
、
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装

置
の
作
動
状
況
を
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
動
作
監
視
装
置
に
て
水
素
再

結
合
反
応
時
の
温
度
上
昇
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

(
1)
 
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
の
損
傷
が
発
生
し
た
こ
と
を
炉
心
出
口
温
度

3
50
℃
以
上
及
び
格
納

容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
１
×

10
５
m
S
v／

h
以
上
に
よ

り
確
認
し
た
場
合
 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

水
素
濃
度
低
減

 

１
．
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置

 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
、
格
納
容
器
内
の
水
素
濃

度
を
低

減
さ
せ
る
た
め
に
設
置
し
て
い
る
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
の
動
作

状
況
を
、
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度
監
視
装
置
の
温
度
指
示
上
昇
に
よ
り

確
認
す
る
。
 

常
設
直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
は
、代
替
電
源
設
備
か
ら
給
電
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
後
、静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度
監
視
装
置
の
指
示
値
を
確
認
す

る
。

 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

炉
心
出
口
温
度

35
0
℃
以
上
お
よ
び
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

（
高
レ
ン
ジ
）
の
指
示
が

1×
1
0
5 m
Sv

/h
以
上
に
到
達
し
た
場
合

 

 

 
 

 
２
．
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
 

当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し
た
場
合
、
原
子
炉
格

納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
の
自
動
起
動
を
確
認
す
る
。
全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
た

場
合
は
、
代
替
電
源
設
備
で
あ
る
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
後
、
速
や

か
に
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
を
起
動
す
る
。
ま
た
、
原
子
炉
格
納
容
器
水

素
燃

焼
装
置
の
作
動
状
況
を
、原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
温
度
監
視
装
置
の

温
度
指
示
の
上
昇
に
よ
り
確
認
す
る
。
常
設
直
流
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
は
、
代
替

電
源
設
備
か
ら
給
電
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
後
、
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装

置
温
度
監
視
装
置
の
指
示
値
を
確
認
す
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し
た
場
合
 

原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
の
自
動
起
動
確
認
は
、
事
故
時
に
お
け
る

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
発
信
後
に
実
施
す
る
。
 

 

 
 

２
 
電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
炉
心
出
口
温
度
計
指
示
が

3
50
℃
に
到
達
し
た
場

合
、
又
は
安
全
注
入
作
動
を
伴
う
１
次
冷
却
材
喪

失
が
発
生
し
高
圧
注
入
ポ
ン
プ

に
よ
る
炉
心
へ
の
注
入
が
で
き
な
い
場
合
、
速
や
か
に
電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
を

起
動
す
る
。
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給

電
後
、
速
や
か
に
電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
を
起
動
す
る
。
電
気
式
水
素
燃

焼
装
置

の
作
動
状
況
を
電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
動
作
監
視
装
置
の
温
度
指
示
上
昇
に
よ

り
確
認
す
る
。
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
代
替
電
源
設
備
か
ら
給
電
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
後
、
電
気
式
水
素
燃
焼
装
置
の
作
動
状
況
を
電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
動
作
監
視
装
置
の
温
度
指
示
上
昇
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
出
口
温
度
計
指
示
が

3
50
℃
に
到
達
し
た
場
合
又
は
安
全
注
入
作
動

を
伴
う
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
に
よ

る
炉
心
へ
の
注
入
を
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
流
量
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合

 

 

 
 

２
．
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
 

当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し
た
場
合
、
原
子
炉
格

納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
の
自
動
起
動
を
確
認
す
る
。
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た

場
合
は
、
代
替
電
源
設
備
で
あ
る
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
後
、
速
や

か
に
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
を
起
動
す
る
。
ま
た
、
原
子
炉
格
納
容
器
水

素
燃

焼
装
置
の
動
作
状
況
を
、原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
温
度
監
視
装
置
の

温
度
指
示
の
上
昇
に
よ
り
確
認
す
る
。
常
設
直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
は
、
代
替

電
源
設
備
か
ら
給
電
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
後
、
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装

置
温
度
監
視
装
置
の
指
示
値
を
確
認
す
る
。
 

 (
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し
た
場
合

 

原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
の
自
動
起
動
確
認
は
、
事
故
時
に
お
け
る

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
発
信
後
に
実
施
す
る
。
 

 

 
 

 
水
素
濃
度
監
視

 

１
．
可
搬
型
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
濃
度
計
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
出
口
温
度
が

35
0
℃
以
上
ま
た
は
格
納
容
器
内
高
レ
ン

ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
の
指
示
が

1×
1
0
5 m
S
v
/h
以
上
に
到
達
し
た
場

合
、
可
搬
型
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
濃
度
計
の
系
統
構
成
を
行
い
、
可
搬
型
格
納

容
器
水
素
ガ
ス
試
料
圧

縮
装
置
を
起
動
し
、
可
搬
型
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
濃
度

計
を
起
動
後
、
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
を
確
認
す
る
。

 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失

時
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
操
作
お
よ
び
可
搬
型
格
納
容
器

水
素
ガ
ス
濃
度
計
の
系
統
構
成
を
行
い
、
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
試
料
冷
却
器
用

可
搬
型
冷
却
水

ポ
ン
プ
お
よ
び
可
搬
型
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
試
料
圧
縮
装
置
を

起
動
し
、
可
搬
型
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
濃
度
計
を
起
動
後
、
格
納
容
器
内
の
水

素
濃
度
を
確
認
す
る
。
 

常
設
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
代
替
電
源
設
備
か
ら
給
電
さ
れ
て
い

 
 

水
素
濃
度
監
視

 

１
 
可
搬
型
格
納
容
器
水
素
濃
度
計
測
装
置
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
炉
心
出
口
温
度
計
指
示
が

3
50
℃
に
到
達
し
た
場

合
又
は
安
全
注
入
作
動
を
伴
う
１
次
冷
却
材

喪
失
が
発
生
し
高
圧
注
入

ポ
ン
プ

に
よ
る
炉
心
へ
の
注
入
が
で
き
な
い
場
合
、
可
搬
型
格
納
容
器
水
素
濃
度
計
測
装

置
の
系
統
構
成
を
行
い
、
可
搬
型
代
替
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
圧

縮
装
置
を
起
動

し
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
を
計
測
し
監
視
す
る
。
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
後
、
可
搬
型
格
納
容
器
水
素
濃

度
計
測
装
置
の
系
統
構
成
及
び
窒
素
ボ
ン
ベ
（
事
故
時
試
料
採
取
設
備
弁
用
）
に

よ
る
代
替
空
気
供
給
を
行
い
、
可
搬
型
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
冷
却
器
用
冷
却

ポ
ン

プ
及
び
可
搬
型
代
替
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
圧

縮
装
置
を
起
動
し
、
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
水
素
濃
度
を
測
定
し
監
視
す
る
。
直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
は
、
代
替

電
源
設
備
か
ら
給
電
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
後
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素

 
 

水
素
濃
度
監
視

 

１
．
可
搬
型
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
計
測
装
置

 

当
直
課
長
は
、
炉
心
出
口
温
度
が

3
50
℃
以
上
ま
た
は
格
納
容
器
内
高
レ
ン

ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
の
指
示
が

1
×

10
5
mS

v/
h
以
上
に
到
達
し
た
場

合
、
可
搬
型
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
計
測
装
置
の
系
統
構
成
を
行
い
、
可
搬
型

格
納
容
器
ガ
ス
試
料
圧

縮
装
置
を
起
動
し
、
可
搬
型
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
計

測
装
置
を
起
動
後
、
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
を
確
認
す
る
。
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失

時
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
給
電
操
作
お
よ
び
可
搬
型
格
納
容
器

内
水
素
濃
度
計
測
装
置
の
系
統
構
成
を
行
い
、
可
搬
型
原
子
炉
補
機
冷
却
水

循

環
ポ
ン
プ
お
よ
び
可
搬
型
格
納
容
器
ガ
ス
試
料
圧

縮
装
置
を
起
動
し
、
可
搬
型

格
納
容
器
内
水
素
濃
度
計
測
装
置
を
起
動
後
、
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
を
確

認
す
る
。
 

常
設
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
代
替
電
源
設
備
か
ら
給
電
さ
れ
て
い

 
 

参考①-526



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

る
こ
と
を
確
認
後
、
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
確
認
す
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
出
口
温
度

35
0
℃
以
上
ま
た
は
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

（
高
レ
ン
ジ
）
の
指
示
が

1×
1
0
5 m
Sv
/h
以
上
に
到
達
し
た
場
合
 

 

濃
度
を
測
定
し
監
視
す
る
。

 

(
1)
 
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
出
口
温
度
計
指
示
が

3
50
℃
に
到
達
し
た
場
合
又
は
安
全
注
入
作
動

を
伴
う
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
に
よ

る
炉
心
へ
の
注
入
を
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
流
量
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合

 

 

る
こ
と
を
確
認
後
、
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
確
認
す
る
。

 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

炉
心
出
口
温
度

3
50
℃
以
上
ま
た
は
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

（
高
レ
ン
ジ
）
の
指
示
が

1
×

10
5 m
Sv
/
h
以
上
に
到
達
し
た
場
合
 

 

 
水
素
濃
度
低
減
・
水
素
濃
度
監
視

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
電
源
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
、
代
替
電
源
設
備
に

よ
り
水
素
濃
度
低

減
に
使
用
す
る
設
備
お
よ
び
水
素
濃
度
監
視
に
使
用
す
る
設
備

に
給
電
す
る
。
代
替
電
源
設
備
に
よ
り
給
電
す
る
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確

保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
可
搬
型
格
納
容
器
水
素
濃
度
計
測
装
置
 

可
搬
型
格
納
容
器
水
素
濃
度
計
測
装
置
は
共
用
設
備
で
あ
る
た
め
、
３
号
炉
及

び
４
号
炉
が
同
時
被
災
し
た
場
合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
計
測
を

約
５
分
ご
と
に
交
互
に
実
施
す
る
。
切
替
え
に
当
た
っ
て
は
、
都
度

パ
ー
ジ
操
作

を
行
う
。
 

他
号
炉
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
汚
染
度
の
大
き
い
原
子
炉
格
納
容
器

の
サ
ン
プ
ル
ガ
ス
を
汚
染
度
の

小
さ
い
原
子
炉
格
納
容
器
に
流
入
さ
せ
な
い
よ

う
に
、
放
射
性
物
質
と
水
素
を
含
む
サ
ン
プ
ル
ガ
ス
の

パ
ー
ジ
先
と
な
る
原
子
炉

格
納
容
器
を
選
択
す
る
。
な
お
、
号
炉
間
を
ま
た
ぐ

パ
ー
ジ
の
際
に
、
原
子
炉
格

納
容
器
の
自

由
体

積
に
対
し
て
サ
ン
プ
ル
ガ
ス
の
流
量
は
十
分

小
さ
い
た
め
悪

影
響
は
及
ぼ
さ
な
い
。

 

 

 
 

水
素
濃
度
低
減
・
水
素
濃
度
監
視

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
共
用
設
備
は
な

い
た
め
記
載
な
し
。）

 

 
 

 
 

２
 
電
源
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源
又
は
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
代
替
電
源
設
備
に
よ

り
水
素
濃
度
低

減
に
使
用
す
る
設
備
及
び
水
素
濃
度
監
視
に
使
用
す
る
設
備
に

給
電
す
る
。
 

給
電
す
る
手
順
は
、
表
－
1
4「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

○
 電
源
確
保

 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
、代
替
電
源
設
備
に

よ
り
水
素
濃
度
低

減
に
使
用
す
る
設
備
お
よ
び
水
素
濃
度
監
視
に
使
用
す
る
設
備

に
給
電
す
る
。
代
替
電
源
設
備
に
よ
り
給
電
す
る
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確

保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 
 

 
○
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
の
起
動
条

件
 

炉
心
損
傷
の
判
断
後
、電
源
の
切
替
等
に
よ
り
電
源
の
回
復
が
事
故
発
生
後
６
０

分
を
経
過
し
た
場
合
お
よ
び
炉
心
損
傷
の
判
断
に
係
る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
確
認
が
で

き
な
い
状
況
で
は
、
発
電
所
対
策
本
部
に
お
い
て
プ
ラ
ン
ト
情
報
等
に
よ
り
、
水
素

爆
轟
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器

破
損
の
可
能
性
を
判
断
す
る
と
と
も
に
、
原
子
炉
格

納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
起
動
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
へ
の
影
響
を
判

断
し
て
起
動
可
否
を
決
定
す
る
。
 

 

 
 

３
 
電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
の
起
動
条
件

 

電
気
式
水
素
燃

焼
装
置
の
起
動
は
、
手
順
着
手
の
判
断
基
準
に
該
当
す
る
事
象

の
発
生
か
ら
１
時
間
を
経
過
し
た
場
合
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
注
入
の
成
否
、
原

子
炉
格
納
容
器
圧
力
等
の
プ
ラ
ン
ト
デ
ー
タ
、
安
全
系
機
器
の
作
動
状
況
、
原
子

炉
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
測
定
結
果
、
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
の
作
動
状

況
及
び
事
象
進
展
解
析
等
の
項
目
に
つ
い
て
実
効
性
と
悪
影
響
を
評
価
し
、
緊
急

時
対
策
本
部
に
て
電
気
式
水
素
燃
焼
装
置
起
動
の
可
否
を
判
断
す
る
。
 

 

 
 

○
 原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
の
起
動
条
件

 

炉
心
損
傷
の
判
断
後
に
、
電
源
の
回
復
が
炉
心
出
口
温
度

35
0℃
到
達
後

60
分

を
経
過
し
た
場
合
お
よ
び
炉
心
損
傷
の
判
断
に
係
る

パ
ラ
メ
ー
タ
の
確
認
が
で
き

な
い
状
況
で
は
、
発
電
所
対
策
本
部
に
お
い
て
プ
ラ
ン
ト
情
報
等
に
よ
り
、
水
素
爆

轟
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器

破
損
の
可
能
性
を
判
断
す
る
と
と
も
に
、原
子
炉
格
納

容
器
水
素
燃

焼
装
置
起
動
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全
性
へ
の
影
響
を
判
断

し
て
起
動
可
否
を
決
定
す
る
。
 

 

 
【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
は
、
有
効
性
評
価
の

う
ち
、
不
確
か
さ
影
響
評
価

で
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃

焼
装
置
の
動
作
に
期
待
し
て

い
る
た
め
、
水
素
燃

焼
装
置

電
源
を
代
替
所
内
電
気
設
備

側
に
切
り
替
え
た
場
合
の
注

意
事
項
と
し
て
記
載
し
て
い

る
。
）

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

  
 

参考①-527



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

  
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
１
０
 

 
 

表
－
1
0 

 
 
表
－
１
０
 

 
 

 
操
作
手
順
 

１
０
．
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

1
0．
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

 

 
 
操
作
手
順
 

１
０
．
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 

 
①
 
方
針
目
的
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
水
素
が
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、

「
格
納
容
器
」
と
い
う
。）
内
に
放
出
さ
れ
、
格
納
容
器
か
ら
格
納
容
器
周
囲
の
ア
ニ
ュ
ラ

ス
部
に
漏
え
い
し
た
場
合
に
も
、
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る

た
め
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
の
水
素
排
出
お
よ
び
水
素
濃
度
監
視
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

 
 
①
 
方
針
目
的
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
水
素
が
原
子
炉
格
納
容
器
内

に
放
出
さ
れ
、
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
周
囲
の
ア
ニ
ュ
ラ
ス
に
漏

え
い
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
等
の
損
傷
を
防

止
す
る
た
め
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
の
水
素
排
出
及
び
水
素
濃
度
監
視
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
水
素
が
原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、

「
格
納
容
器
」
と
い
う
。
）
内
に
放
出
さ
れ
、
格
納
容
器
か
ら
格
納
容
器
周
囲
の
ア
ニ
ュ
ラ

ス
に
漏
え
い
し
た
場
合
に
も
、
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た

め
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
の
水
素
排
出
お
よ
び
水
素
濃
度
監
視
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
②
 
対
応
手
段
等
 

水
素
排
出

 

１
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
起
動
に
よ
る
水
素
排
出
 

当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し
た
場
合
に
、
ア
ニ
ュ

ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
が
起
動
し
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
の
水
素
を
含
む
ガ
ス
が
ア
ニ
ュ

ラ
ス
部
か
ら
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
を
通
し
て
屋
外
へ
排
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
の
圧
力
の
低
下
に
て
確
認
す
る
。

 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
は
、

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
の
弁
に
窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
か
ら

代
替
制
御
用
空
気
を
供
給
す
る
た
め
の
系
統
構
成
を
行
い
、
代
替
電
源
設
備
か
ら
給

電
し
た
後
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
を
運
転
す
る
。
ま
た
、
窒
素
ボ
ン
ベ
（
代

替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
か
ら
代
替
制
御
用
空
気
の
供
給
が
不
能
の
場
合
は
、
可
搬

式
空
気
圧
縮
機
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
か
ら
代
替
制
御
用
空
気
を
供
給
す
る

た
め
の
系
統
構
成
を
行
い
、
代
替
電
源
設
備
か
ら
給
電
し
た
後
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気

浄
化
フ
ァ
ン
を
運
転
す
る
。
 

(
1)
 交
流
動
力
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
が
健
全
で
あ
る
場
合
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し
た
場
合
 

 

(
2)
 全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
直
流
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
 

 

 
 

②
 
対
応
手
段
等
 

水
素
排
出

 

１
 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
設
備
に
よ
る
水
素
排
出

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し
た
場

合
に
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
を
運
転
し
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
か
ら
放
射
性

物
質
低

減
機
能
を
有
す
る
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
を
通
し
て

屋
外
へ
排
気
さ
れ
る
こ
と
を
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
圧
力
の
低
下
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
又
は
直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場

合
に
も
、
Ｂ
系
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
設
備
の

弁
の
制
御
用
空
気
配
管
に
窒
素
ボ

ン
ベ
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
弁
用
）
を
接
続
し
て
代
替
空
気
（
窒
素
）

を
供
給
し
、
代
替
電
源
設
備
か
ら
給
電
し
た
後
、
Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ

ン
を
運
転
す
る
。
 

   

(
1
) 

 交
流
動
力
電
源
及
び
直
流
電
源
が
健
全
で
あ
る
場
合
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し
た
場
合
 

(
2
) 

 
全
交
流
動
力
電
源
又
は
直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合

 

ア
  
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
全
て
の
非
常
用

高
圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母
線
電
圧
に
よ
り

確
認
で
き
な
い
場
合
又
は
直
流
母
線
の
給
電
を
非
常
用
直
流
母
線
の
電
圧

に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合

 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

水
素
排
出

 

１
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
再
循
環
設
備
に
よ
る
水
素
排
出

 

当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し
た
場
合
に
、
ア
ニ
ュ

ラ
ス

循
環
フ
ァ
ン
が
起
動
し
、ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
の
水
素
を
含
む
ガ
ス
が
ア
ニ
ュ
ラ
ス

か
ら
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
を
通
し
て
屋
外
へ
排
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
圧
力
の
低
下
に
て
確
認
す
る
。
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系
の
ダ
ン
パ
に
窒
素
ボ
ン
ベ（
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系

ダ
ン
パ
作

動
用
）
か
ら
代
替
制
御
用
空
気
を
供
給
す
る
た
め
の
系
統
構
成
を
行
い
、
代
替
電
源

設
備
か
ら
給
電
し
た
後
、
Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
フ
ァ
ン
を
運
転
す
る
。
 

    

(
1)
 
交
流
動
力
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
が
健
全
で
あ
る
場
合

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し
た
場
合

 

(
2)
 
全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
 

 
       【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
可
搬
式
空
気
圧

縮
機
で
の
対
応
手
段
は
な

い
。
）
 

 

 
水
素
濃
度
監
視

 

１
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
水
素
濃
度
計
に
よ
る
水
素
濃
度
測
定
 

当
直
課
長
は
、炉
心
の
損
傷
を
判
断
し
た
場
合
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
の
水
素
濃
度
を
、

ア
ニ
ュ
ラ
ス
水
素
濃
度
計
に
よ
り
測
定
し
監
視
す
る
。
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
給

電
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
後
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
の
水
素
濃
度
を
確
認
す
る
。ま
た
、

常
設
直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
は
、代
替
電
源
設
備
か
ら
給
電
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
後
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
の
水
素
濃
度
を
確
認
す
る
。
 

  

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
出
口
温
度
が

35
0
℃
以
上
お
よ
び
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ

タ
（
高
レ
ン
ジ
）
の
指
示
値
が

1×
1
05
m
Sv
/h
以
上
の
場
合
 

 

 
 

水
素
濃
度
監
視

 

１
 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
水
素
濃
度
計
測
装
置
に
よ
る
水
素
濃
度
測
定
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
炉
心
の
損
傷
が
発
生
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
場
合

に
お
い
て
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
が
自
動
起
動
又
は
手
動
で
起
動
し
た

場
合
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
水
素
濃
度
計
測
装
置
に
よ
り
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
の
水
素
濃
度
を

測
定
し
監
視
す
る
。
 

    

 
(1
)
  
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

炉
心
の
損
傷
が
発
生
し
た
こ
と
を
炉
心
出
口
温
度

3
50
℃
以
上
、
か
つ
、
格

納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
１
×

10
５
mS

v
/h
以
上
に

よ
り
確
認
し
た
場
合
に
お
い
て
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
が
自
動
起

動
又
は
手
動
で
起
動
し
た
場
合
 

 

 
 

水
素
濃
度
監
視

 

１
．
可
搬
型
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
水
素
濃
度
計
測
装
置
に
よ
る
水
素
濃
度
測
定

 

当
直
課
長
は
、
炉
心
の
損
傷
を
判
断
し
た
場
合
、
可
搬
型
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
水
素
濃

度
計
測
装
置
の
系
統
構
成
を
行
い
、
可
搬
型
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
水
素
濃
度
計
測
装
置
を

起
動
後
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
の
水
素
濃
度
を
確
認
す
る
。
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の

給
電
操
作
お
よ
び
可
搬
型
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
水
素
濃
度
計
測
装
置
の
系
統
構
成
を
行

い
、
可
搬
型
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
水
素
濃
度
計
測
装
置
を
起
動
後
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
の
水

素
濃
度
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
常
設
直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
は
、
代
替
電
源
設

備
か
ら
給
電
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
後
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
の
水
素
濃
度
を
確
認
す

る
。

 

 
(1
)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

炉
心
出
口
温
度
が

 
3
50
 
℃
以
上
お
よ
び
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
の
指
示
値
が

 1
×
1
0
5 
mS

v
/h
以
上
の
場
合

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内

の
水
素
濃
度
測
定
に
つ
い

て
、
Ｓ
Ｂ
Ｏ
時
の
対
応
を
記

載
し
て
い
る
。）

 

 

 
水
素
排
出
・
水
素
濃
度
監
視

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
電
源
確
保
 

 
 

 （
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
電
源
確
保
 

 
 

水
素
排
出
・
水
素
濃
度
監
視

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 電
源
確
保

 

 
 

参考①-528



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
、
代
替
電
源
設
備
に

よ
り
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
設
備
お
よ
び
水
素
濃
度
監
視
に
使
用
す
る
設
備
に
給

電
す
る
。
給
電
す
る
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。 

 

全
交
流
動
力
電
源
又
は
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
代
替
電
源
設
備
に

よ
り
水
素
排
出
に
使
用
す
る
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
設
備
及
び
水
素
濃
度
監
視

に
使
用
す
る
ア
ニ
ュ
ラ
ス
水
素
濃
度
計
測
装
置
へ
給
電
す
る
。
 

給
電
に
関
す
る
手
順
は
、
表
－
1
4「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照

 

 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
、代
替
電
源
設
備
に

よ
り
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
再

循
環
設
備
お
よ
び
水
素
濃
度
監
視
に
使
用
す
る
設
備
に

給
電
す
る
。
給
電
す
る
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参

照
。

 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

  
 

参考①-529



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

   
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
１
１
 

 
 

表
－
1
1 

 
 
表
－
１
１
 

 
 

 
操
作
手
順
 

１
１
．
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等

 

 
 
操
作
手
順
 

1
1．
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

１
１
．
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
 

 
 

 
①
 
方
針
目
的
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
も
し
く
は
注
水
機
能
が

喪
失
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
か
ら
の
水
の
漏
え
い
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
当
該
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
低

下
し
た
場
合
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
体
ま
た
は
使
用
済
燃
料
（
以
下
、「
貯
蔵
槽

内
燃
料
体
等
」
と
い
う
。
）
を
冷
却
し
、
放
射
線
の
遮
へ
い
、
お
よ
び
臨
界
を
防
止
す
る
た

め
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
当
該
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
異
常
に
低
下
し
た
場
合
、
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
の

進
行
を
緩

和
し
、
臨
界
を
防
止
し
、
放
射
性
物
質
の
放
出
を
低

減
す
る
た
め
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
、
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
放
水
、
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①
 
方
針
目
的
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
若
し
く
は
注
水
機
能
が
喪

失
又
は
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
か
ら
の
水
の
漏
え
い
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
当
該
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水

位
が
低
下
し
た
場
合
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
体
又
は
使
用
済
燃
料
（
以
下

「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
燃
料
体
等
」
と
い
う
。
）
を
冷
却
し
、
放
射
線
を
遮
へ
い
し
、

及
び
臨
界
を
防
止
す
る
た
め
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

の
監
視
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
当
該
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
異
常
に
低
下
し
た
場
合
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
燃
料

体
等
の
著
し
い
損
傷
の
進
行
を
緩

和
し
、
臨
界
を
防
止
し
、
放
射
性
物
質
の
放
出
を
低

減
す
る
た
め
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
、
燃
料
取
扱
棟
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
内
燃
料
体
等
）
へ
の
放
水
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
も
し
く
は
注
水
機
能
が

喪
失
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
か
ら
の
水
の
漏
え
い
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
当
該
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
低

下
し
た
場
合
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
体
ま
た
は
使
用
済
燃
料
（
以
下
、「
貯
蔵
槽

内
燃
料
体
等
」
と
い
う
。
）
を
冷
却
し
、
放
射
線
の
遮
へ
い
、
お
よ
び
臨
界
を
防
止
す
る
た

め
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
当
該
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
異
常
に
低
下
し
た
場
合
、
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
の

進
行
を
緩
和
し
、
臨
界
を
防
止
し
、
放
射
性
物
質
の
放
出
を
低

減
す
る
た
め
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
、
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
放
水
、
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
②
 
対
応
手
段
等
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
も
し
く
は
注
水
機
能
の

喪
失
ま
た
は
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
水
の
小
規
模
な
漏
え
い
発
生
時

 

１
．
海
水
か
ら
の
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
も
し
く
は
注
水
機
能
が

喪
失
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
の
小
規
模
な
漏
え
い
が
発
生
し
、
計
画
外
に
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ポ
ン
プ
の
全
台
停
止
等
に
よ
り
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
も
し

く
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
が

50
℃
を
超
え
る
場
合
、
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
水
位
が
計
画
外
に

E
L 
+3
3.
0
6m
以
下
ま
で
低
下
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
お
よ
び
Ｎ
ｏ
．
３
淡
水
タ
ン
ク
の
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
ま

た
は
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
お
よ
び
Ｎ
ｏ
．
３
淡
水
タ
ン
ク
か
ら
の
注
水
を
実
施
し

て
も
水
位
低
下
が
継
続
す
る
場
合
、
送
水

車
に
よ
り
海
水
を
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ

注
水
す
る
。

 

   (
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

計
画
外
に
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

ポ
ン
プ
の
全

台
停
止
等
に
よ
り
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
も
し
く
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
が

50
℃
を
超
え
る
場
合
、

ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
計
画
外
に

EL
 +
3
3
.0
6
m
以
下
ま
で
低
下
し

て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
お
よ
び

Ｎ
ｏ
．
３
淡
水

タ
ン
ク
の
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
ま
た
は
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
お
よ
び

Ｎ

ｏ
．
３
淡
水
タ
ン
ク
か
ら
の
注
水
を
実
施
し
て
も
水
位
低
下
が
継
続
す
る
場
合
 

 

 
 

②
 
対
応
手
段
等
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
若
し
く
は
注
水
機
能
の

喪
失
時
又
は
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
水
の

小
規
模
な
漏
え
い
発
生
時

 

１
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
補
給
用
水
中

ポ
ン
プ
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注

水
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
若
し
く
は
注
水

機
能
が

喪
失
又
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
接
続
す
る
配
管
が

破
損
し
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
水
の
小
規
模
な
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
に
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ポ

ン
プ
が
全
台
停
止
し
た
場
合
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
が
回
復
せ
ず
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
が

6
5℃
を
超
え
る
場
合
、
又
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水

位
回
復
操
作
を
実
施
し
た
場
合
に
お
い
て
も
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が

E
L.
＋

1
0
.7

5
m
未
満
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
補
給
用
水
中

ポ
ン
プ

に
よ
り
淡
水
又
は
海
水
を
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
注
水
す
る
。
 

使
用
す
る
水
源
は
中
間
受
槽
を
使
用
す
る
。
中
間
受
槽
へ
の
供
給
は
、
淡
水
で

あ
る
八
田
浦
貯
水
池
か
ら
行
い
、
使
用
可
能
な
淡
水
が
な
い
場
合
は
海
水
を
使
用

す
る
。
 

(
1)
 
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

以
下
の
い
ず
れ
か
の
事
象
又
は
状
態
と
な
っ
た
場
合

 

ア
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

ポ
ン
プ
又
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
冷
却
器
の

故
障
等
が
発
生
し
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ポ
ン
プ
が
全

台
停
止
し
た
場

合
、
又
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
が
回
復
せ
ず
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
温
度
が

65
℃
を
超
え
る
場
合

 

イ
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
の

小
規
模
な
漏
え
い
が
発
生
し
、
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
の
水
位
回
復
操
作
を
実
施
し
た
場
合
に
お
い
て
も
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が

EL
.
＋

10
.
75

m
未
満
ま
で
低
下
し
た
場
合

 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
も
し
く
は
注
水
機
能
の

喪
失
ま
た
は
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
水
の
小
規
模
な
漏
え
い
発
生
時

 

１
．
海
水
か
ら
の
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
 

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
も
し
く
は
注
水
機
能
が

喪
失
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
の

小
規
模
な
漏
え
い
が
発
生
し
、
計
画
外
に
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

ポ
ン
プ
の
全

台
停
止
等
に
よ
り
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
も
し

く
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
が

5
0℃
を
超
え
る
場
合
、
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
水
位
が
計
画
外
に

EL
 3
1
.7
9
 m
以
下
ま
で
低
下
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
お
よ
び
２
次
系
純
水
タ
ン
ク
の
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
ま
た

は
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
お
よ
び
２
次
系
純
水
タ
ン
ク
か
ら
の
注
水
を
実
施
し
て
も

水
位
低
下
が
継
続
す
る
場
合
、
送
水

車
に
よ
り
海
水
を
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
注
水

す
る
。

 

  (
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

計
画
外
に
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

ポ
ン
プ
の
全

台
停
止
等
に
よ
り
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
も
し
く
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
が

5
0℃
を
超
え
る
場
合
、

ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
計
画
外
に

EL
 3
1.
7
9
 m
以
下
ま
で
低
下
し

て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
お
よ
び
２
次
系
純
水
タ

ン
ク
の
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
ま
た
は
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
お
よ
び
２
次
系

純
水
タ
ン
ク
か
ら
の
注
水
を
実
施
し
て
も
水
位
低
下
が
継
続
す
る
場
合

 

 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 優
先
順
位

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、
注
水
ま
で

の
所
要
時
間
が
短
い

多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
等
を
優
先

す
る
。
送
水

車
は
、
使
用
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
送
水

車
等
の
運
搬
、
設
置
お
よ
び
接
続
の
準
備
を
行
い
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
等
の

注
水
手
段
が
な
け
れ
ば
使
用
す
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
は
、
注
水
ま
で
の
所
要
時
間
が
短
い

多
様
性
拡

張
設
備
で
あ
る
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
、
燃
料
取
替
用
水
補
助
タ
ン
ク
又
は
２
次

系
純
水
タ
ン
ク
に
よ
る
注
水
を
優
先
す
る
。
そ
の
中
で
、
ほ
う

酸
水
で
あ
り
、
さ

ら
に
タ
ン
ク
容
量
の
大
き
い
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
を
優
先
と
す
る
。
次
に

ほ
う

酸
水
で
あ
る
燃
料
取
替
用
水
補
助
タ
ン
ク
を
使
用
し
、
最
後
に
純
水
で
あ
る
２
次

系
純
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
補
給
用
水
中
ポ
ン
プ
は
、
使
用
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
補
給
用
水
中

ポ
ン
プ
等
の
運
搬
、
設

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 
優
先
順
位

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
に
使
用
す
る
補
機
の
優
先
順
位
は
、
注
水
ま
で
の

所
要
時
間
が
短
い

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
を
優
先
す

る
。
送
水

車
は
、
使
用
準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め

送
水
車
等

の
運
搬
、
設
置
お
よ
び
接
続
の
準
備
を
行
い
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
の
注
水
手

段
が
な
け
れ
ば
使
用
す
る
。

 

 
 

参考①-530



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

置
及
び
接
続
の
準
備
を
行
い
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
等
に
よ
る
注
水
手
段
が
な

け
れ
ば
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
注
水
す
る
。
 

 

 
○

 送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
閉
塞
時
の
対
応
 

送
水
車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に
閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 
送
水

車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ

閉
塞
時
の
対
応

 

送
水

車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に

閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。

 

 

 
 

 
「
後
述
」
 

 
 

２
 
作
業
性

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
補
給
用
水
中
ポ
ン
プ
の
可
搬
型

ホ
ー
ス
の
取
付
け
に
つ
い

て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
補
給
用
水
中

ポ
ン
プ

の
保
管
場
所
に
使
用
工
具
及
び
可
搬
型
ホ
ー
ス
を
配
備
す
る
。
 

 

 
 
「
後
述
」
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
表

-1
1
の
対
応

手
段
す
べ
て
に
対
応
す
る
形

で
後
述
に
て
整
理
し
て
い

る
。
玄
海
は
、
対
応
手
段
毎

に
優
先
順
位
以
外
の
配
慮
す

べ
き
事
項
を
整
理
し
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
「
後
述
」
 

 
 

３
 
燃
料
補
給
 

水
中

ポ
ン
プ
用
発
電
機
の
燃
料
給
油
は
、
定
格
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料
補
給

作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
及
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
を
用
い
て
実

施
す
る
。
そ
の
後
の
燃
料
給

油
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
の
燃
料
給
油
間
隔
を
目
安

に
実
施
す
る
。
燃
料
を
補
給
す
る
手
順
は
、
表
－

1
3「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必

要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
参
照

 

 

 
 
「
後
述
」
 

 

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
発
生
時

 

１
．
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
放
水
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
大
量
の
水
の
漏
え
い
が
発
生
し

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
出
口
配
管
下
端
（
EL
 
+3
1
.7
9
m）

以
下
ま
で
低
下
し
、
か
つ
水
位
低
下
が
継
続
す
る
場
合
、
以
下
の
手
段
に
よ
り
、
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
ス
プ
レ
イ
ま
た
は
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）

へ
放
水
す
る
。
 

(
1)
 送
水

車
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
 

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
送
水
車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
に
よ
り
海
水
を
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

     

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
出
口
配
管
下
端
（

EL
 

+
31
.
79
m
）
以
下
ま
で
低
下
し
、
か
つ
水
位
低
下
が
継
続
す
る
場
合
 

 

 
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
発
生
時

 

１
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
及
び
放
水
 

     

(
1
)
 
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ス
プ
レ
イ
ヘ

ッ
ダ
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い

が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
及
び
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ

イ
を
行
う
。

 

使
用
す
る
水
源
は
中
間
受
槽
を
使
用
し
、
中
間
受
槽
へ
の
供
給
は
、
淡
水
で

あ
る
八
田
浦
貯
水
池
か
ら
行
い
、
使
用
可
能
な
淡
水
が
な
い
場
合
は
海
水
を

使
用
す
る
。

 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
が
発
生
し
、
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
回
復
操
作
を
実
施
し
た
場
合
に
お
い
て
も
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
水
位
が

E
L.
＋

10
.
7
5m
未
満
ま
で
低
下
し
、
か
つ
、
水
位
低
下

が
継
続
す
る
場
合
に
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
出
口
配
管
下
端
水
位
を
維
持

で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
 

 

 
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
発
生
時

 

１
．
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
放
水
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
大
量
の
水
の
漏
え
い
が
発
生
し

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
出
口
配
管
下
端
（
E
L 
30

.3
7
m）
以

下
ま
で
低
下
し
、
か
つ
水
位
低
下
が
継
続
す
る
場
合
、
以
下
の
手
段
に
よ
り
、
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
ス
プ
レ
イ
ま
た
は
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ

放
水
す
る
。

 

(
1)
 
送
水

車
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
 

 発
電
所
対
策
本
部
は
、

送
水

車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
に
よ
り
海
水
を
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

     ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
出
口
配
管
下
端
（

EL
 

3
0
.3

7m
）
以
下
ま
で
低
下
し
、
か
つ
水
位
低
下
が
継
続
す
る
場
合
 

 

 
 

 
(
2)
 大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯

蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
放
水
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
損
壊

ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
上
昇
に
よ
り
原
子
炉

周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
近
づ
け
な
い
場
合
、
大
容
量
ポ
ン
プ
（
放

水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
り
海
水
を
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料

体
等
）
へ
放
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
出
口
配
管
下
端
（

EL
 

+
31
.
79
m）
以
下
ま
で
低
下
し
、
か
つ
水
位
低
下
が
継
続
す
る
場
合
に
お
い

て
、
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
損
壊
ま
た
は
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
区
域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
上
昇
に
よ
り
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯

蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
近
づ
け
な
い
場
合
 

 

 
 

(
2
) 

 
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
及
び
放
水
砲
に
よ
る
燃
料
取
扱
棟
（
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
体
等
）
へ
の
放
水
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い

が
発
生
し
た
場
合
、
海
を
水
源
と
し
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
及
び
放
水
砲

に
よ
り
燃
料
取
扱
棟
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
体
等
）
へ
放
水
す
る
。 

  

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
が
発
生
し
、
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
回
復
操
作
を
実
施
し
た
場
合
に
お
い
て
も
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
水
位
が

E
L.
＋

10
.
7
5m
未
満
ま
で
低
下
し
、
か
つ
、
水
位
低
下

が
継
続
す
る
場
合
に
、
燃
料
取
扱
棟
の
損
壊
又
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
エ

リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
上
昇
に
よ
り
燃
料
取
扱
棟
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
場

合
 

 
 

(
2)
 
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯

蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
放
水

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
損
壊

ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
上
昇
に
よ
り
原
子
炉

補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
近
づ
け
な
い
場
合
、
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放

水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
り
海
水
を
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料

体
等
）
へ
放
水
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
出
口
配
管
下
端
（

EL
 

3
0
.3

7m
）
以
下
ま
で
低
下
し
、
か
つ
水
位
低
下
が
継
続
す
る
場
合
に
お
い
て
、

原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
損
壊
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
区
域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
上
昇
に
よ
り
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽

内
燃
料
体
等
）
に
近
づ
け
な
い
場
合
 

 

 
 

参考①-531



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

送
水
車
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
を
優
先
す
る
。
原
子
炉
周

辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
損
壊
が
あ
る
場
合
ま
た
は
原
子
炉
周
辺
建
屋

（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
近
づ
け
な
い
場
合
は
、
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
よ
り
も
射

程
距
離
が
長
い
大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
原
子
炉
周

辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
放
水
を
優
先
す
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
の
手
段
の

優
先
順
位
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が

EL
.
＋
10

.
75

m
未
満
ま
で
低
下
し
、

か
つ
、
水
位
低
下
が
継
続
す
る
場
合
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
出
口
配
管

下
端
水
位
を
維
持
で
き
な
い
場
合
は
、
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
及
び
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ

を
実
施
す
る
。
 

ま
た
、
燃
料
取
扱
棟
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
場
合
は
、
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
を
用
い
た
放
水
砲
に
よ
る
燃
料
取
扱
棟
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
体
等
）

へ
の
放
水
を
実
施
す
る
。
 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
順
位
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
異
常
に
低
下
し
た
場
合
は
、
送
水

車
に
よ
る
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
を
優
先
す
る
。
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）

に
損
壊
が
あ
る
場
合
ま
た
は
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
近
づ
け

な
い
場
合
は
、
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
よ
り
も
射
程
距
離
が
長
い
大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水

砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
放

水
を
優
先
す
る
。
 

 
 

 
○

 送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
閉
塞
時
の
対
応
 

送
水
車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に
閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ

ー
ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。
 

 
 

 
 
 

○
 
送
水

車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ

閉
塞
時
の
対
応

 

送
水

車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に

閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。

 

 
 

 
「
後
述
」
 

 
 

２
 
作
業
性
 

可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
の
可
搬
型
ホ
ー
ス

布
設
、
接
続
作
業
に
つ
い

て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
、
可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
の
保

管
場
所
に
使
用
工
具
及
び
可
搬
型

ホ
ー
ス
を
配
備
す
る
。
 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

 
「
後
述
」
 

 
 

３
 
燃
料
補
給
 

可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
又
は
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
の
燃
料
給

油

は
、
定
格
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料
油
貯
蔵

タ
ン
ク
及
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
燃
料
給

油
は
、
定

格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
給

油
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
燃
料
を
補
給
す

る
手
順
は
、
表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
原
子
炉
を
冷

却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照

 

 

 
 
「
後
述
」
 

 

 
重
大
事
故
等
時
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
時

 

１
．
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
 

当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
も
し
く
は
注
水
機
能
が
喪

失
ま

た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
の
小
規
模
な
漏
え
い
発
生
時
、
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
発
生
時
、
常
設
設
備
で
あ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

水
位
（
Ａ
Ｍ
用
）
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
（
Ａ
Ｍ
用
）
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
り
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
を
行
う
。
ま
た
、
計
画
外
に

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

ポ
ン
プ
の
全

台
停
止
等
に
よ
り
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
も

し
く
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度

50
℃
を
超
え
る
場
合
、
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
水
位
が
計
画
外
に

E
L 
+3
3.
0
6m
以
下
ま
で
低
下
し
て
い
る
場
合
、
可
搬
型
設
備
で

あ
る
可
搬
式
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
、
可
搬
式
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
周
辺
エ

リ
ア
モ
ニ
タ
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
カ
メ
ラ
冷
却
装
置
の
運
搬
、
設
置
お

よ
び
接
続
を
行
い
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
を
行
う
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
は
、
常
設
設
備
に
よ
り
行
う
が
、
計
器
の
計
測
範
囲

を
超
え
た
場
合
は
、
可
搬
型
設
備
の
計
器
を
用
い
る
こ
と
で
変
動
す
る
可
能
性
の
あ

る
範
囲
を
各
計
器
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
監
視
す
る
。
全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は

直
流
電
源
が
喪

失
し
て
い
る
場
合
は
、
代
替
電
源
設
備
か
ら
給
電
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
後
、
可
搬
型
設
備
の
指
示
を
確
認
す
る
。
 

 

 
 

重
大
事
故
等
時
の
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
時

 

１
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
若
し
く
は
注
水

機
能

喪
失
又
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
の

小
規
模
な
漏
え
い
発
生
時
、
又
は
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
、
常
設
設
備
の
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
計
（
S
A）
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
計
（

SA
）
及
び
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
状
態
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
り
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
、
水
温
及

び
状
態
の
監
視
を
行
う
。
ま
た
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

ポ
ン
プ
が
全
台
停
止
し
た

場
合
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
が
回
復
せ
ず
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度

が
6
5
℃
を
超
え
る
場
合
又
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
回
復
操
作
を
実
施
し

た
場
合
に
お
い
て
も
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が

EL
＋
1
0.

75
m
未
満
ま
で
低
下

し
た
場
合
、
可
搬
型
設
備
で
あ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
計
（
広
域
）
、
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
周
辺
線
量
率
計
に
よ
り
中
央
制
御
室
に
て
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

の
状
態
監
視
を
実
施
す
る
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
は
、
常
設
設
備
に
よ
り
行
う
が
、
計
器
の
計
測
範

囲
を
超
え
た
場
合
は
、
可
搬
型
の
計
器
を
用
い
る
こ
と
で
変
動
す
る
可
能
性
の
あ

る
範
囲
を
各
計
器
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
監
視
す
る
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
を
測
定
す
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
計
（
広
域
）
、

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
周
辺
線
量
率
計
（
低

レ
ン
ジ
）
及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
状
態
監
視
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、
耐
環
境
性

向
上
の
た
め
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
装
置
用
空
気
供
給
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
空

気
を
供
給
す
る
こ
と
で
冷
却
す
る
。

 

 

 
 

重
大
事
故
等
時
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
時

 

１
．
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
 

当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
も
し
く
は
注
水
機
能
が

喪
失
ま

た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
の

小
規
模
な
漏
え
い
発
生
時
、
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
発
生
時
、
常
設
設
備
で
あ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

水
位
（
広
域
）
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
（
Ａ
Ｍ
用
）
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
エ
リ
ア
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
り
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
を
行
う
。
ま
た
、
計
画

外
に
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

ポ
ン
プ
の
全

台
停
止
等
に
よ
り
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場

合
も
し
く
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
が

50
℃
を
超
え
る
場
合
、
ま
た
は
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
水
位
が
計
画
外
に

E
L 
31

.7
9 
m
以
下
ま
で
低
下
し
て
い
る
場
合
、
可
搬
型

設
備
で
あ
る
可
搬
型
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
、
可
搬
式
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域

周
辺
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
エ
リ
ア
監
視
カ
メ
ラ
空
冷
装
置
の

運
搬
、
設
置
お
よ
び
接
続
を
行
い
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
を
行
う
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
は
、
常
設
設
備
に
よ
り
行
う
が
、
計
器
の
計
測
範
囲

を
超
え
た
場
合
は
、
可
搬
型
設
備
の
計
器
を
用
い
る
こ
と
で
変
動
す
る
可
能
性
の
あ

る
範
囲
を
各
計
器
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
監
視
す
る
。
直
流
電
源
が

喪
失
し
て
い

る
場
合
は
、
代
替
電
源
設
備
か
ら
給
電
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
後
、
可
搬
型
設
備

の
指
示
を
確
認
す
る
。
 

 

 
 

 
(
1)
 常
設
設
備
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
状
態
監
視
 

当
直
課
長
は
、
常
設
設
備
で
あ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
（
Ａ
Ｍ
用
）
、
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
（
Ａ
Ｍ
用
）
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
カ
メ
ラ

に
よ
り
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
を
行
う
。
 

 

 
 

(
1)
 
 常
設
設
備
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
状
態
監
視

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
い
て
は
、
重
大
事

故
等
対
処
設
備
で
あ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
計
（

S
A
）
、
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
温
度
計
（

S
A）
及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
状
態
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
り

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
、
水
温
及
び
状
態
監
視
を
行
う
。

 

 

 
 

(
1)
 
常
設
設
備
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
状
態
監
視
 

当
直
課
長
は
、
常
設
設
備
で
あ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
（
広
域
）
、
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
（
Ａ
Ｍ
用
）
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
カ
メ
ラ
に

よ
り
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
を
行
う
。

 

 

 
 

 
 
(2
)
 可
搬
型
設
備
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
状
態
監
視
 

 
 

(
2)
 
 可
搬
型
設
備
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
状
態
監
視
 

 
 

(
2)
 
可
搬
型
設
備
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
状
態
監
視

 
 

 

参考①-532



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
低
下
し
た
場
合
に
、
可
搬
型

設
備
で
あ
る
可
搬
式
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
お
よ
び
可
搬
式
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
区
域
周
辺
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
に
よ
り
中
央
制
御
室
に
て
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

の
監
視
を
行
う
。
 

可
搬
式
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
周
辺
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
は
、
複
数
の
設
置
場

所
で
の
線
量
率
の
相
関
（
減
衰
率
）
関
係
を
評
価
し
、
各
設
置
場
所
間
で
の
関
係

性
を
把
握
し
、
指
示
値
の
傾
向
を
確
認
す
る
こ
と
で
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域

の
空
間
線
量
率
を
推
定
す
る
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
カ
メ
ラ
冷
却
装
置
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水

位
が
低
下
し
た
場
合
に
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
カ
メ
ラ
の
耐
環
境
性
向
上

の
た
め
、
空
気
を
供
給
し
冷
却
を
行
う
。

 

     

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

計
画
外
に
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

ポ
ン
プ
の
全

台
停
止
等
に
よ
り
冷
却
機

能
が

喪
失
し
た
場
合
も
し
く
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
が

50
℃
を
超
え

る
場
合
、
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
計
画
外
に

E
L 

+3
3
.
06

m
以

下
ま
で
低
下
し
て
い
る
場
合
 

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能

喪
失
又
は

配
管
か
ら
の
漏
え
い
に
よ
り
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
低
下
し
た
場
合

に
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
周
辺
線
量
率
計
（
低
レ
ン
ジ
）
、
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
周
辺
線
量
率
計
（
中
間
レ
ン
ジ
）
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
周
辺
線
量
率

計
（
高
レ
ン
ジ
）（
以
下
「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
周
辺
線
量
率
計
」
と
い
う
。
）
、

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
計
（
広
域
）
に
よ
り
中
央
制
御
室
に
て
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
の
状
態
監
視
を
実
施
す
る
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
周
辺
線
量
率
計
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
の
定

点
３
箇
所
に
設
置
し
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
け
る
通
常
水
位
か
ら
燃
料

体
等
が
露
出
に
い
た
る
ま
で
の
水
位
変
動
に
対
し
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の

空
間
線
量
率
の
計
測
す
る
。
ま
た
、
定
点
設
置
が
不
可
能
な
場
合
、
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
外
側
に
取
り
付
け
を
想
定
し
、
あ
ら
か
じ
め
評
価
し
把
握
し
た

相
関
関
係
に
よ
り
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
空
間
線
量
率
を
指
示
値
の
傾
向
で
確

認
し
て
推
定
す
る
。
 

直
流
電
源
が

喪
失
し
て
い
る
場
合
は
、
代
替
電
源
設
備
か
ら
給
電
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
後
、
可
搬
型
設
備
の
指
示
値
を
確
認
す
る
。
 

ア
  
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

以
下
の
い
ず
れ
か
の
事
象
又
は
状
態
と
な
っ
た
場
合
 

(
ｱ
)
 

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

ポ
ン
プ
又
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
冷
却
器

の
故
障
等
が
発
生
し
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

ポ
ン
プ
が
全
台
停
止
し

た
場
合
、
又
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
が
回
復
せ
ず
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
が

65
℃
を
超
え
る
場
合
 

(
ｲ)

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
の
小
規
模
な
漏
え
い
が
発
生
し
、
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
回
復
操
作
を
実
施
し
た
場
合
に
お
い
て
も
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が

EL
.
＋

1
0.

75
m
未
満
ま
で
低
下
し
た
場

合
 

 

当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
低
下
し
た
場
合
に
、
可
搬
型

設
備
で
あ
る
可
搬
型
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
、
可
搬
式
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

区
域
周
辺
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
エ
リ
ア
監
視
カ
メ
ラ
空

冷
装
置
を
配
置
し
中
央
制
御
室
に
て
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
を
行
う
。

 

可
搬
式
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
周
辺
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
は
、
複
数
の
設
置
場

所
で
の
線
量
率
の
相
関
（

減
衰
率
）
関
係
を
評
価
し
、
各
設
置
場
所
間
で
の
関
係

性
を
把
握
し
、
指
示
値
の
傾
向
を
確
認
す
る
こ
と
で
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域

の
空
間
線
量
率
を
推
定
す
る
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
カ
メ
ラ
空
冷
装
置
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水

位
が
低
下
し
た
場
合
に
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
カ
メ
ラ
の
耐
環
境
性
向
上

の
た
め
、
空
気
を
供
給
し
冷
却
を
行
う
。

 

     ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

計
画
外
に
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

ポ
ン
プ
の
全

台
停
止
等
に
よ
り
冷
却
機

能
が

喪
失
し
た
場
合
も
し
く
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
温
度
が

50
℃
を
超
え

る
場
合
、
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
計
画
外
に

EL
 
3
1
.7

9 
m
以

下
ま
で
低
下
し
て
い
る
場
合

 

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
も
し
く
は
注
水
機
能
の

喪
失
ま
た
は
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
水
の
小
規
模
な
漏
え
い
発
生
時
・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏

え
い
発
生
時
・
重
大
事
故
等
時
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
時

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
作
業
性
 

海
水
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
に
か
か
る
可
搬
型

ホ
ー
ス
等
の
取
付

け
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に

送
水
車
の
保
管
場
所
に
可
搬
型

ホ
ー
ス
等
を
配
備
す
る
。
 

送
水
車
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
に
か
か
る
可
搬
型
ホ
ー
ス

等
の
取
付
け
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
送
水

車
の
保
管
場
所

に
可
搬
型
ホ
ー
ス
等
を
配
備
す
る
。
 

 

 
 

   （
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

「
前
述
」
 

 

 
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
も
し
く
は
注
水
機
能
の

喪
失
ま
た
は
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
水
の
小
規
模
な
漏
え
い
発
生
時
・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏

え
い
発
生
時
・
重
大
事
故
等
時
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視
時

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 作
業
性

 

海
水
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
に
係
る
可
搬
型

ホ
ー
ス
等
の
取
付
け

に
つ
い
て
は
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に

送
水

車
の
保
管
場
所
に
可
搬
型

ホ

ー
ス
等
を
配
備
す
る
。
 

送
水

車
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
に
係
る
可
搬
型

ホ
ー
ス
等

の
取
付
け
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に

送
水

車
の
保
管
場
所
に

可
搬
型

ホ
ー
ス
等
を
配
備
す
る
。
 

 

 
 

 
○
 
電
源
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
直
流
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

の
状
態
を
監
視
す
る
た
め
、
代
替
電
源
設
備
に
よ
り
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
計
器

へ
給
電
す
る
。
給
電
の
手
順
は
、
表
―
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参

照
。
 

 

 
 

１
 
電
源
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源
又
は
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
に
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

の
状
態
を
監
視
す
る
た
め
、
代
替
電
源
設
備
に
よ
り
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
計

器
へ
給
電
す
る
。

 

給
電
の
手
順
は
、
表
－
14
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

○
 電
源
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
に
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

の
状
態
を
監
視
す
る
た
め
、
代
替
電
源
設
備
に
よ
り
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
計
器

へ
給
電
す
る
。
給
電
の
手
順
は
、
表
―
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参

照
。

 

 

 
 

 
○
 
燃
料
確
保
 

送
水
車
の
給

油
は
、
定
格
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料
供
給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ

ば
軽

油
ド
ラ
ム
缶
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
給
油
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
の

給
油
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

燃
料
を
供
給
す
る
手
順
は
、
表
－
６
「
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の

手
順
等
」
参
照
。
 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
の
給

油
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料

供
給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
重

油
タ
ン
ク
お
よ
び
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
ー
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
給
油
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
の
給

油

間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
表
－
６
「
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手

順
等
」
参
照
。
 

 
 

２
 
燃
料
補
給
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
装
置
用
空
気
供
給
シ
ス
テ
ム
（
発
電
機
）
の
燃
料
補

給
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
装
置
用
空
気
供
給
シ
ス
テ
ム
（
発
電
機
）
を
運

転
し
た
場
合
、
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ

の
後
の
燃
料
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
間
隔
を
目
安
に
実

施
す
る
。
ま
た
、
重
大
事
故
等
時
７
日
間
運
転
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
の

備
蓄
量
と
し
て
、
表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
原
子
炉

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
、
表
－
13
「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る

水
の
供
給
手
順
等
」
、
表
－
14
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
及
び
表
－
1
8

「
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
書
等
」
に
示
す
燃
料
も
含
め
、
燃

料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
の

3
56
k
ℓ
以
上
に
管
理
す
る
。
 

 
 

○
 燃
料
確
保
 

送
水

車
へ
の
軽

油
の
補
給
は
、定
格
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時

間
と
な
れ
ば
軽

油
ド
ラ
ム
缶
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定
格
負
荷

運
転
時
の
お
け
る
補
給
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
へ
の
重

油
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け

る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
お
よ
び
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
（
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
使
用
時
含
む
。
）
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補

給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
補
給
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

送
水

車
お
よ
び
大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
へ
の
燃
料
補
給
に
関
す
る
手
順

は
表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却

す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、

送
水
車
、
大
容

量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
の

燃
料
確
保
を
記
載
し
て
お

り
、
表
－
４
「
原
子
炉
冷
却

材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時

に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め

の
手
順
等
」
と
同
様
で
あ
る
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
装
置
用
空
気
供
給
シ
ス
テ
ム
（
発
電
機
）
の
燃

料
が
規
定
油
量
以
上
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
運
転
を
開
始
し
た
後
、
定
格
負

荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
※
に
達
し
た
場
合
 

※
 
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
及
び
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補

給
間
隔
は
以
下
の
と
お
り
。
 

ア
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
装
置
用
空
気
供
給
シ
ス
テ
ム
（
発
電
機
）：
運

転
開
始
後
約
５
時
間

30
分
以
内
（
そ
の
後
約
８
時
間

20
分
ご
と
に
補
給
）
 

 

 
た
め
詳
細
は
記
載
し
て
い
な

い
。
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
１
２
 

 
 

表
－
1
2 

 
 
表
－
１
２
 

 
 

 
操
作
手
順
 

１
２
．
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡

散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

1
2．
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

１
２
．
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡

散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 

 
①
 
方
針
目
的
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
の
損
傷
ま
た
は
貯
蔵

槽
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
に
至
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
大
気
へ
の
拡
散
抑
制
、
海
洋

へ
の

拡
散
抑
制
に
よ
り
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
 

ま
た
、
原
子
炉
格
納
容
器
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
衝

突
に
よ
る
航
空
機
燃
料
火
災
が
発

生
し
た
場
合
に
、

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火
に
よ
り
、
火
災
に
対
応
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
 

 

 
 
①
 
方
針
目
的
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
又
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内

燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
に

至
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
大
気
へ
の
拡

散
抑
制
、
海
洋
へ

の
拡

散
抑
制
に
よ
り
、
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
 

ま
た
、
原
子
炉
補
助
建
屋
等
周
辺
に
お
け
る
航
空
機

衝
突
に
よ
る

航
空
機
燃
料
火

災
が
発
生
し
た
場
合
、
航
空
機
燃
料
火
災
の
泡
消
火
に
よ
り
火
災
に
対
応
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
 

 
 
①

 方
針
目
的
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
の
損
傷
ま
た
は
貯
蔵

槽
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
に

至
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
大
気
へ
の

拡
散
抑
制
、
海
洋

へ
の

拡
散
抑
制
に
よ
り
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡

散
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
 

ま
た
、
原
子
炉
格
納
容
器
周
辺
に
お
け
る

航
空
機

衝
突
に
よ
る

航
空
機
燃
料
火
災
が
発

生
し
た
場
合
に
、

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火
に
よ
り
、
火
災
に
対
応
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
②
 
対
応
手
段
等
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
の

破
損

 

１
．
大
気
へ
の
拡
散
抑
制
 

(
1)
 大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
拡
散
抑
制
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
炉
心
出
口
温
度
が

3
5
0
℃
以
上
か
つ
格
納
容
器
内
高

レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
が

1×
1
0
5 m
Sv
/h
以
上
と
な
り
、
原
子
炉

格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲

用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
海
水

を
放
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
、
炉
心
出
口
温
度
が

35
0
℃
以
上
か
つ
格
納
容
器

内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
が

1×
10

5 m
S
v/
h
以
上
と
な
り
、

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
。
 

 

 
 

②
 
対
応
手
段
等
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損

 

１
 
大
気
へ
の

拡
散
抑
制

 

(
1)
 
 移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ
車
及
び
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の

拡
散
抑
制

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い

て
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場
合
、
海
を
水
源
と
し
、
移
動
式
大

容
量

ポ
ン
プ
車
及
び
放
水
砲
に
よ
る
放
水
準
備
を
開
始
す
る
。
そ
の
後
、
原

子
炉
格
納
容
器
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
の

破
損
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は

破
損
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部

へ
放
水
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

炉
心
の
損
傷
が
発
生
し
た
こ
と
を
炉
心
出
口
温
度
が

35
0
℃
以
上
、
か

つ
、
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
が
１
×

1
0５

ｍ

Ｓ
ｖ

／
ｈ
以
上
に
よ
り
確
認
し
た
場
合
に
お
い
て
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

を
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
の

破
損

 

１
．
大
気
へ
の

拡
散
抑
制

 

(
1)
 
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の

拡
散
抑
制

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
炉
心
出
口
温
度
が

3
50

 
℃
以
上
か
つ
格
納
容
器
内
高

レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
が

1
×

10
5
 
mS
v
/
h
以
上
と
な
り
、
原
子

炉
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水

砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
り
海
水
を
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス

部
へ
放
水
す
る
。
 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
、
炉
心
出
口
温
度
が

3
50
 
℃
以
上
か
つ
格
納
容
器

内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
が

1×
10

5 
mS
v
/
h
以
上
と
な
り
、

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
確
認
で
き
な
い
場
合

 

 

 
 

 
２
．
海
洋
へ
の
拡
散
抑
制
 

(
1)
 シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る
海
洋
へ
の

拡
散
抑
制
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
の
放
水

等
に
よ
り
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
が
発
生
す
る
場
合
、
発
電
所
か
ら
海
洋

に
流
出
す
る

4
箇
所
（
取
水
路
側

2
箇
所
、
放
水
路
側

2
箇
所
）
に
シ
ル
ト
フ

ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
。
 

       

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
、
炉
心
出
口
温
度
が

35
0
℃
以
上
か
つ
格
納
容
器

内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
が

1×
10

5 m
S
v/
h
以
上
と
な
り
、

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
。
 

 

 
 

２
 
海
洋
へ
の

拡
散
抑
制

 

(
1)
 
 シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
及
び
放
射
性
物
質
吸
着
剤
に
よ
る
海
洋
へ
の

拡
散
抑
制

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ

車
及
び
放
水
砲
に
よ
り
原

子
炉
格
納
容
器
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
放
水
す
る
こ
と
に
よ
り
放
射
性
物
質

を
含
む
汚
染
水
が
発
生
す
る
た
め
、
以
下
の
手
段
に
よ
り
、
海
洋
へ
の
放
射
性

物
質
の
拡

散
を
抑
制
す
る
。
 

放
水
に
よ
る
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
が
発
生
す
る
場
合
、
３
号
炉
及

び
４
号
炉
放
水
口
側
雨
水
排
水
処
理
槽
等
に
放
射
性
物
質
吸
着
剤
を
設
置

し
、
雨
水
排
水
の
経
路
か
ら
流
れ
て
き
た
汚
染
水
が
通
過
す
る
こ
と
に
よ
り

放
射
性
物
質
を
吸
着
さ
せ
る
と
と
も
に
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
放
水
口
側
雨

水
排
水
処
理
槽
放
水
箇
所
付
近
等
に
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
こ
と
で

放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
。
 

な
お
、
要
員
に

余
裕
が
あ
れ
ば
、
放
射
性
物
質
吸
着
剤
を
追
加
設
置
す
る
。 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
及
び
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の

拡
散
抑
制

を
行
う
判
断
を
し
た
場
合

 

 

 
 

２
．
海
洋
へ
の

拡
散
抑
制

 

 
(1
)
 
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る
海
洋
へ
の
拡

散
抑
制

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
の
放
水

等
に
よ
り
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
が
発
生
す
る
場
合
、
発
電
所
か
ら
海
洋

に
流
出
す
る

2
箇
所
（
取
水
口
側

1
箇
所
、
放
水
口
側

1
箇
所
）
に
シ
ル
ト
フ

ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
。

 

       

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
、
炉
心
出
口
温
度
が

35
0 
℃
以
上
か
つ
格
納
容
器

内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
が

1×
10

5 
mS
v
/
h
以
上
と
な
り
、

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
確
認
で
き
な
い
場
合

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
で
は
、
放
射
性
物
質

吸
着
剤
は
多
様
性
拡
張
設
備

で
あ
る
た
め
記
載
し
て
い
な

い
。
）
 

 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ

び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
の
放
水
等
に
よ
り
、
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
の
発
生
を

想
定
し
て
、
排
水
路
に
多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
放
射
性
物
質
吸
着
剤
を
設
置
す

る
。
放
射
性
物
質
吸
着
剤
は
、
放
水
路
ピ
ッ
ト
側
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
の
内
側
に
優

先
的
に
設
置
す
る
。
次
に
取
水
路
側
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
内
側
、
側
溝
の
順
に
設
置

す
る
。
側
溝
に
つ
い
て
は
、
放
水
路
ピ
ッ
ト
付
近
か
ら
設
置
す
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

放
射
性
物
質
吸
着
剤
の
設
置
は
、
発
電
所
内
の
排
水
路
の
流
路
特
性
を
考
慮
し

３
号
炉
及
び
４
号
炉
放
水
口
側
雨
水
排
水
処
理
槽
を
優
先
す
る
。
そ
の
後
、
３
号

炉
及
び
４
号
炉
取
水
口
側
雨
水
排
水
処
理
槽
に
設
置
す
る
。
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
は
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
放
水
口
側
雨
水
排
水
処
理

槽
放
水
箇
所
付
近
を
優
先
す
る
。
そ
の
後
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
取
水
口
側
雨
水

排
水
処
理
槽
放
水
箇
所
付
近
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
放
水
ピ
ッ
ト
、
３
号
炉
及
び

４
号
炉
取
水
ピ
ッ
ト
の
順
番
に
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
。
 

ま
た
、
１
号
炉
及
び
２
号
炉
側
に
お
い
て
は
、
吐
口
水
槽
、
八
田
浦
雨
水
枡
の

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
順
位
 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び

ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
の
放
水
等
に
よ
り
、
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
の
発
生
を
想
定

し
て
、
、
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
は
雨
水
等
の
排
水
流
路
を
通
っ
て
海
へ
流
れ

る
た
め
、
排
水
路
に
多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
放
射
性
物
質
吸
着
剤
を
設
置
す
る
。

放
射
性
物
質
吸
着
剤
は
、
取
水
口
側
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
の
内
側
に
優
先
的
に
設
置
す

る
。
次
に
放
水
口
側
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
内
側
、
側
溝
の
順
に
設
置
す
る
。
側
溝
に
つ

い
て
は
、
取
水
口
付
近
か
ら
設
置
す
る
。
な
お
、
放
水
の
状
況
に
応
じ
て
そ
の
設
置

量
を
決
定
す
る
。
 

 
 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
放
射
性
物
質
吸

着
剤
の
設
置
手
順
が
異
な
る

（
取
水
口
側
→
放
水
口

側
）
。）

 

参考①-535



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

順
番
に
放
射
性
物
質
吸
着
剤
を
設
置
し
、
そ
の
後
、
吐
口
水
槽
放
水
箇
所
付
近
、

八
田
浦
雨
水
枡
放
水
箇
所
付
近
の
順
番
に
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
。
 

 

 

 
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷

 

１
．
大
気
へ
の
拡
散
抑
制
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
出
口
配

管
下
端
（
E.
L.
+
3
1.

79
m）
以
下
ま
で
低
下
し
、
か
つ
水
位
低
下
が
継
続
す
る
場
合
に
、

以
下
の
手
順
に
よ
り
、
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
放
水
す
る
。
 

(
1)
 送
水

車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
に
よ
る
大
気
へ
の
拡
散
抑
制
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
建
屋
内
部
の
損
壊
等
に
よ
り
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯

蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
値
の
著
し
い
上
昇
お
よ
び
原
子
炉
周

辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
著
し
い
損
壊
が
な
く
、
原
子
炉
周
辺
建
屋

（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
近
傍
に
近
づ
け
る
場
合
、

送
水

車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ

ヘ
ッ
ダ
に
よ
り
海
水
を
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
放
水
す

る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
出
口
配
管
下
端

（
E
.
L.
+3
1
.7
9
m
）
以
下
ま
で
低
下
し
、
か
つ
水
位
低
下
が
継
続
し
、
建
屋

内
部
の
損
壊
等
に
よ
り
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
立
ち

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
エ
リ
ア

モ
ニ
タ
の
指
示
値
の
著
し
い
上
昇
お
よ
び
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃

料
体
等
）
の
著
し
い
損
壊
が
な
く
、
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体

等
）
近
傍
に
近
づ
け
る
場
合
。
 

 

 
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷

 

１
 
大
気
へ
の

拡
散
抑
制

 

   

(
1
) 
可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
を
用
い
た
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ス
プ
レ

イ
ヘ
ッ

ダ
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い

が
発
生
し
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
回
復
操
作
を
実
施
し
た
場
合
に
お

い
て
も
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が

EL
.
＋

1
0.

75
m
未
満
ま
で
低
下
し
、
か

つ
、
水
位
低
下
が
継
続
す
る
場
合
に
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
出
口
配
管
下
端
水

位
を
維
持
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン

プ
及
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

へ
の
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
を
用
い
た
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ス
プ
レ

イ
ヘ
ッ

ダ
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
の
手
順
は
、
表
－

11

「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
参
照

 

 

 
 

貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷

 

１
．
大
気
へ
の

拡
散
抑
制

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
出
口
配

管
下
端
（

EL
 
30

.3
7
m）
以
下
ま
で
低
下
し
、
か
つ
水
位
低
下
が
継
続
す
る
場
合
に
、

以
下
の
手
順
に
よ
り
、
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
放
水
す
る
。
 

(
1)
 
送
水

車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
に
よ
る
大
気
へ
の
拡

散
抑
制
 

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
建
屋
内
部
の
損
壊
等
に
よ
り
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯

蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
値
の
著
し
い
上
昇
お
よ
び
原
子
炉

補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
著
し
い
損
壊
が
な
く
、
原
子
炉
補
助
建
屋

（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
近
傍
に
近
づ
け
る
場
合
、

送
水
車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ

ヘ
ッ
ダ
に
よ
り
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
海
水
を
放
水
す

る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
出
口
配
管
下
端
（

EL
 

3
0
.3

7 
m）
以
下
ま
で
低
下
し
、
か
つ
水
位
低
下
が
継
続
し
、
建
屋
内
部
の
損

壊
等
に
よ
り
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
内
に
立
ち
入
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

の
指
示
値
の
著
し
い
上
昇
お
よ
び
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体

等
）
の
著
し
い
損
壊
が
な
く
、
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）

近
傍
に
近
づ
け
る
場
合

 

 

 
          【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表
－

11
「
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の

た
め
の
手
順
等
」
と
同
様
で

あ
る
た
め
詳
細
は
記
載
し
て

い
な
い
。
）
 

 

 
(
2)
 大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
拡
散
抑
制
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
値

上
昇
、
ま
た
は
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
著
し
い
損
壊
に
よ

り
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
近
傍
に
近
づ
け
な
い
場
合
、
送
水

車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
よ
り
も
射
程
距
離
が
長
い
大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水

砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
り
海
水
を
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体

等
）
へ
放
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
出
口
配
管
下
端

（
E
.
L.
+3
1
.7
9
m
）
以
下
ま
で
低
下
し
、
か
つ
水
位
低
下
が
継
続
し
、
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
値
上
昇
、
ま
た
は
原
子
炉
周
辺

建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
著
し
い
損
壊
に
よ
り
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯

蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
近
傍
に
近
づ
け
な
い
場
合
。
 

 

 
 

(
2
) 
移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ
車
及
び
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
拡

散
抑
制
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い

が
発
生
し
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
回
復
操
作
を
実
施
し
た
場
合
に
お

い
て
も
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が

EL
.
＋

1
0.

75
m
未
満
ま
で
低
下
し
、
か

つ
、
水
位
低
下
が
継
続
す
る
場
合
に
、
燃
料
取
扱
棟
の
損
壊
又
は
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
上
昇
に
よ
り
燃
料
取
扱
棟
に
ア
ク
セ
ス
で
き

な
い
場
合
、
海
を
水
源
と
し
、
移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ

車
及
び
放
水
砲
に
よ
る

燃
料
取
扱
棟
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
体
等
）
へ
の
放
水
を
行
う
。

 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
が
発
生
し
、
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
回
復
操
作
を
実
施
し
た
場
合
に
お
い
て
も
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が

EL
.
＋
10

.
75
m
未
満
ま
で
低
下
し
、
か
つ
、
水
位
低

下
が
継
続
す
る
場
合
に
、
燃
料
取
扱
棟
の
損
壊
又
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
上
昇
に
よ
り
燃
料
取
扱
棟
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
場
合
 

 
 

(
2)
 
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の

拡
散
抑
制

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
値

上
昇
、
ま
た
は
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
著
し
い
損
壊
に
よ

り
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
近
傍
に
近
づ
け
な
い
場
合
、
送
水

車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
よ
り
も
射
程
距
離
が
長
い
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水

砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
り
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
海

水
を
放
水
す
る
。
 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
出
口
配
管
下
端
（

EL
 

3
0
.3

7 
m）
以
下
ま
で
低
下
し
、
か
つ
水
位
低
下
が
継
続
し
、
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
区
域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
値
上
昇
、
ま
た
は
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯

蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
著
し
い
損
壊
に
よ
り
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内

燃
料
体
等
）
近
傍
に
近
づ
け
な
い
場
合

 

 
 

 
２
．
海
洋
へ
の
拡
散
抑
制
 

(
1)
 シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る
海
洋
へ
の

拡
散
抑
制
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
放

水
等
に
よ
り
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
が
発
生
す
る
場
合
、
発
電
所
か
ら
海

洋
に
流
出
す
る

4
箇
所
（
取
水
路
側

2
箇
所
、
放
水
路
側

2
箇
所
）
に
シ
ル
ト

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
。

 

       

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

送
水

車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
ま
た
は
大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）

 
 

２
 
海
洋
へ
の

拡
散
抑
制

 

(
1
) 

 シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
及
び
放
射
性
物
質
吸
着
剤
に
よ
る
海
洋
へ
の

拡
散
抑
制

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ

車
及
び
放
水
砲
に
よ
り
燃

料
取
扱
棟
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
燃
料
体
等
）
へ
放
水
す
る
こ
と
に
よ
り
放

射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
が
発
生
す
る
た
め
、
以
下
の
手
段
に
よ
り
、
海
洋
へ

の
放
射
性
物
質
の
拡

散
を
抑
制
す
る
。
 

放
水
に
よ
る
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
が
発
生
す
る
場
合
、
３
号
炉
及

び
４
号
炉
放
水
口
側
雨
水
排
水
処
理
槽
等
に
放
射
性
物
質
吸
着
剤
を
設
置

し
、
雨
水
排
水
の
経
路
か
ら
流
れ
て
き
た
汚
染
水
が
通
過
す
る
こ
と
に
よ
り

放
射
性
物
質
を
吸
着
さ
せ
る
と
と
も
に
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
放
水
口
側
雨

水
排
水
処
理
槽
放
水
箇
所
付
近
等
に
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
こ
と
で

放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
。
 

な
お
、
要
員
に

余
裕
が
あ
れ
ば
、
放
射
性
物
質
吸
着
剤
を
追
加
設
置
す
る
。 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
及
び
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の

拡
散
抑
制

 
 

２
．
海
洋
へ
の

拡
散
抑
制

 

(
1)
 
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る
海
洋
へ
の
拡

散
抑
制
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
放

水
等
に
よ
り
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
が
発
生
す
る
場
合
、
発
電
所
か
ら
海

洋
に
流
出
す
る

2
箇
所
（
取
水
口
側

1
箇
所
、
放
水
口
側

1
箇
所
）
に
シ
ル
ト

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
。
 

       

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

送
水

車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
ま
た
は
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
美
浜
で
は
、
放

射
性
物
質
吸
着
剤
は

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
た
め
記
載

し
て
い
な
い
。）

 

参考①-536



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の

拡
散
抑
制
の
手
順
着
手
の
判
断
基
準
に

同
じ
。
 

 

を
行
う
判
断
を
し
た
場
合

 

 

お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の

拡
散
抑
制
の
手
順
着
手
の
判
断
基
準
に

同
じ
。
 

 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

送
水
車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
ま
た
は
大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ

び
放
水
砲
に
よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
放
水
等
に
よ

り
、
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
の
発
生
を
想
定
し
て
、
排
水
路
に
多
様
性
拡
張

設
備
で
あ
る
放
射
性
物
質
吸
着
剤
を
設
置
す
る
。
放
射
性
物
質
吸
着
剤
は
、
放
水

路
側
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
の
内
側
に
優
先
的
に
設
置
す
る
。
次
に
取
水
路
側
シ
ル
ト

フ
ェ
ン
ス
内
側
、
側
溝
の
順
に
設
置
す
る
。
側
溝
に
つ
い
て
は
、
放
水
路
ピ
ッ
ト

付
近
か
ら
設
置
す
る
。
な
お
、
放
水
の
状
況
に
応
じ
て
そ
の
設
置
量
を
決
定
す
る
。 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

(
1
) 

 
放
射
性
物
質
吸
着
剤
の
設
置
は
、
発
電
所
内
の
排
水
路
の
流
路
特
性
を
考

慮
し
３
号
炉
及
び
４
号
炉
放
水
口
側
雨
水
排
水
処
理
槽
を
優
先
す
る
。
そ
の

後
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
取
水
口
側
雨
水
排
水
処
理
槽
に
設
置
す
る
。
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
は
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
放
水
口
側
雨
水
排
水

処
理
槽
放
水
箇
所
付
近
を
優
先
す
る
。
そ
の
後
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
取
水
口

側
雨
水
排
水
処
理
槽
放
水
箇
所
付
近
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
放
水
ピ
ッ
ト
、
３

号
炉
及
び
４
号
炉
取
水
ピ
ッ
ト
の
順
番
に
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
。
 

ま
た
、
１
号
炉
及
び
２
号
炉
側
に
お
い
て
は
、
吐
口
水
槽
、
八
田
浦
雨
水
枡

の
順
番
に
放
射
性
物
質
吸
着
剤
を
設
置
し
、
そ
の
後
、
吐
口
水
槽
放
水
箇
所
付

近
、
八
田
浦
雨
水
枡
放
水
箇
所
付
近
の
順
番
に
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す

る
。
 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
順
位
 

送
水

車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
ま
た
は
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び

放
水
砲
に
よ
る
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
放
水
等
に
よ
り
、

放
射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
の
発
生
を

想
定
し
て
、
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
は

雨
水
等
の
排
水
流
路
を
通
っ
て
海
へ
流
れ
る
た
め
、
排
水
路
に

多
様
性
拡
張
設
備
で

あ
る
放
射
性
物
質
吸
着
剤
を
設
置
す
る
。
放
射
性
物
質
吸
着
剤
は
、
取
水
口
側
シ
ル

ト
フ
ェ
ン
ス
の
内
側
に
優
先
的
に
設
置
す
る
。次
に
放
水
口
側
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
内

側
、
側
溝
の
順
に
設
置
す
る
。
側
溝
に
つ
い
て
は
、
取
水
口
付
近
か
ら
設
置
す
る
。

な
お
、
放
水
の
状
況
に
応
じ
て
そ
の
設
置
量
を
決
定
す
る
。
 

 
 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
放
射
性
物
質
吸

着
剤
の
設
置
手
順
が
異
な
る

（
取
水
口
側
→
放
水
口

側
）
。）

 

 

 
○
 
送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ

閉
塞
時
の
対
応
 

送
水
車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に
閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ

閉
塞
時
の
対
応
 

送
水

車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に

閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。

 

 

 
 

 
原
子
炉
格
納
容
器
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
衝
突
に
よ
る
航
空
機
燃
料
火
災

 

１
．
航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火
 

(
1)
 大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
、
放
水
砲
お
よ
び
泡
混
合
器
に
よ
る
航
空
機
燃

料
火
災
へ
の
泡
消
火
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
周
辺
に
お
け
る

航
空
機

衝
突
に
よ

る
航
空
機
燃
料
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び

放
水
砲
を
用
い
て
、
海
水
を
泡
混
合
器
で
泡
消
火
剤
と
混
合
し
な
が
ら
放
水
す

る
こ
と
で
航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火
を
実
施
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

航
空
機
燃
料
火
災
が
発
生
し
た
場
合
。
 

 

 
 

原
子
炉
補
助
建
屋
等
周
辺
に
お
け
る

航
空
機

衝
突
に
よ
る
航
空
機
燃
料
火
災

 

１
  
航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火
 

(
1)

 
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
及
び
放
水
砲
に
よ
る
泡
消
火
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
原
子
炉
補
助
建
屋
等
周
辺
に
お
け
る

航
空
機

衝
突

に
よ
る

航
空
機
燃
料
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
海
を
水
源
と
し
、
可

搬
型
設
備
で
あ
る
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
及
び
放
水
砲
に
よ
る
放
水
に
泡

消
火
薬
剤
を
注
入
し
て
泡
消
火
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

航
空
機
燃
料
火
災
が
発
生
し
た
場
合
 

 

 
 

原
子
炉
格
納
容
器
周
辺
に
お
け
る
航
空
機

衝
突
に
よ
る

航
空
機
燃
料
火
災

 

１
．

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火

 

(
1)
 
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
、
放
水
砲
お
よ
び
泡
混
合
器
に
よ
る

航
空
機
燃

料
火
災
へ
の
泡
消
火

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
周
辺
に
お
け
る

航
空
機

衝
突
に
よ

る
航
空
機
燃
料
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び

放
水
砲
を
用
い
て
、
海
水
を
泡
混
合
器
で
泡
消
火
剤
と
混
合
し
な
が
ら
放
水
す

る
こ
と
で
航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火
を
実
施
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

航
空
機
燃
料
火
災
が
発
生
し
た
場
合

 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
の
準
備
が
完
了
す
る
ま
で
、
多
様

性
拡
張
設
備
で
あ
る
化
学
消
防
自
動

車
お
よ
び

小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
水
槽

車
ま
た

は
化
学
消
防
自
動
車
、小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
水
槽
車
お
よ
び
中
型
放
水
銃
あ
る
い
は

送
水

車
（
消
火
用
）
お
よ
び
中
型
放
水
銃
に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
、
緊

急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員
の
安
全
確
保
、
航
空
機
燃
料
の
飛

散
に
よ
る
延
焼

拡
大
防
止
の
た
め
に
泡
消
火
を
実
施
す
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

原
子
炉
補
助
建
屋
等
周
辺
に
お
け
る

航
空
機

衝
突
に
よ
る

航
空
機
燃
料
火
災

が
発
生
し
た
場
合
、
多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
化
学
消
防
自
動

車
、

小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
水
槽

車
、
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
及
び
小
型
放
水
砲
に
よ
る
泡

消
火
は
、
移
動
式
大
容
量
ポ
ン
プ

車
及
び
放
水
砲
に
よ
る
泡
消
火
を
開
始
す
る
ま

で
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
た
め
の
泡
消
火
、
要
員
の
安
全
確
保
の
た
め

の
泡
消
火
、
航
空
機
燃
料
の
飛
散
に
よ
る
延

焼
拡
大
防
止
の
た
め
の
広
範
囲
の
泡

消
火
を
行
う
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
順
位
 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
の
準
備
が
完
了
す
る
ま
で
、
多
様

性
拡
張
設
備
で
あ
る
化
学
消
防
自
動

車
お
よ
び

小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
水
槽

車
ま
た

は
化
学
消
防
自
動

車
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
お
よ
び
中
型
放
水
銃
あ
る
い
は

送
水

車
（
消
火
用
）
お
よ
び
中
型
放
水
銃
に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
、
緊

急
時
対
策
本
部
要
員
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員
の
安
全
確
保
、
航
空
機
燃
料
の
飛

散
に
よ
る
延

焼
拡
大
防
止
の
た
め
に
泡
消
火
を
実
施
す
る
。
 

 
 

 
「
後
述
」
 

 
 

２
 
操
作
性
 

放
水
砲
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

破
損
箇
所
又
は
燃
料
取
扱
棟
（
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
内
の
燃
料
体
等
）
の
状
況
に
応
じ
て
放
水
砲
の
設
置
位
置
を
設
定
し
、
原
子

炉
格
納
容
器
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
又
は
燃
料
取
扱
棟
（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の

燃
料
体
等
）
に
向
け
て
放
水
す
る
。
 

放
水
砲
に
よ
る
放
水
に
つ
い
て
は
噴
射
ノ

ズ
ル
を
調
整
す
る
こ
と
で
、
放
水
形

状
を
直
線
状
又
は

噴
霧
状
に
調
整
で
き
、
放
水
形
状
は
、
直
線
状
と
す
る
と
よ
り

遠
く
ま
で
放
水
で
き
る
が
、

噴
霧
状
と
す
る
と
、
直
線
状
よ
り
も
放
射
性
物
質
の

拡
散
抑
制
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
な
る
べ
く
噴
霧
状
を
使
用
す
る
。
 

ま
た
、
放
水
砲
は
、
複
数
の
方
向
か
ら
の
放
水
を
可
能
と
す
る
。
 

 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

 
「
後
述
」
 

 
 

３
 
作
業
性
 

可
搬
型

ホ
ー
ス

布
設
、
接
続
作
業
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ

う
に
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
の
保
管
場
所
に
使
用
工
具
及
び
可
搬
型

ホ
ー
ス

を
配
備
す
る
。
 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

参考①-537



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
「
後
述
」
 

 
 

４
 
燃
料
補
給
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
又
は
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
の
燃
料
給

油
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
、
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
及
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
燃
料
給
油

は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
給
油
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

燃
料
を
補
給
す
る
手
順
は
、
表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧

時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

 
○
 
泡
消
火
剤
の
配
備
 

泡
消
火
剤
を

4,
00
0
ﾘ
ｯﾄ
ﾙ
（
1,
0
00
ﾘ
ｯ
ﾄﾙ
×
４
）
配
備
す
る
。
 

 

 
 

５
 
泡
消
火
薬
剤
の
配
備

 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ
車
及
び
放
水
砲
に
よ
り
約

20
分
の
泡
消
火
を
行
う
た

め
に
、
分
散
配
置
さ
れ
た
保
管
場
所
に
泡
消
火
薬
剤
を

4
,0

00
ℓ（

1,
0
0
0 
ℓ
×
４

個
）
配
備
す
る
。

 

 

 
 

○
 泡
消
火
剤
の
配
備
 

泡
消
火
剤
を

4,
0
00
ﾘｯ

ﾄ
ﾙ（

1,
0
0
0
ﾘｯ

ﾄ
ﾙ×
４
）
配
備
す
る
。
 

 
 

 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
の
破
損
・
貯
蔵
槽
内

燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
・
原
子
炉
格
納
容
器
周
辺
に
お
け
る

航
空
機
衝
突
に
よ
る

航

空
機
燃
料
火
災

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
操
作
性
 

放
水
砲
に
よ
る
放
水
に
つ
い
て
は

噴
射
ノ
ズ
ル
を
調
整
す
る
こ
と
で
、
放
水
形

状
を
直
線
状
ま
た
は

噴
霧
状
に
調
整
で
き
、
放
水
形
状
は
、
直
線
状
に
す
る
と
よ

り
遠
く
ま
で
放
水
で
き
る
が
、
な
る
べ
く

噴
霧
状
を
使
用
す
る
。
 

原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
の
損
壊
箇
所
が
確
認
で
き
る
場
合
は
、

放
水
砲
の

噴
射
位
置
を
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
の
損
壊
箇
所
に

調
整
す
る
が
、
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
格
納
容
器
頂
部
へ
調
整
す
る
。
 

原
子
炉
周
辺
建
屋（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
損
壊
箇
所
が
確
認
で
き
る
場
合
は
、

噴
射
位
置
を
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
損
壊
部
に
調
整
す
る
。 

放
水
砲
は
、
最
も
効
果
的
な
方
角
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部

ま
た
は
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
向
け
て
放
水
す
る
。
 

ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
に
よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
放
水

に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
損
壊
箇
所
が
確
認
で

き
る
場
合
は
、
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
の
噴
射
位
置
を
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃

料
体
等
）
の
損
壊
部
に
調
整
す
る
。
 

大
容
量
ポ
ン
プ（
放
水
砲
用
）
お
よ
び

送
水
車
へ
の
燃
料
補
給
に
関
す
る
手
順
は
、

表
－
６
「
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 
「
前
述
」
 

 
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
の

破
損
・
貯
蔵
槽
内

燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
・
原
子
炉
格
納
容
器
周
辺
に
お
け
る

航
空
機

衝
突
に
よ
る

航

空
機
燃
料
火
災

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 操
作
性

 

放
水
砲
に
よ
る
放
水
に
つ
い
て
は
噴
射
ノ

ズ
ル
を
調
整
す
る
こ
と
で
、放
水
形
状

を
直
線
状
ま
た
は

噴
霧
状
に
調
整
で
き
、
放
水
形
状
は
、
直
線
状
に
す
る
と
よ
り
遠

く
ま
で
放
水
で
き
る
が
、
噴
霧
状
と
す
る
と
直
線
状
よ
り
も
放
射
性
物
質
の
抑
制
効

果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
な
る
べ
く

噴
霧
状
を
使
用
す
る
。
 

原
子
炉
格
納
容
器
の
損
壊
箇
所
が
確
認
で
き
る
場
合
は
、
放
水
砲
の

噴
射
位
置
を

原
子
炉
格
納
容
器
の
損
壊
箇
所
に
調
整
す
る
が
、
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
格

納
容
器
頂
部
へ
調
整
す
る
。

 

放
水
砲
は
、
最
も
効
果
的
な
方
角
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部

ま
た
は
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
向
け
て
放
水
す
る
。

 

ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
に
よ
る
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
放
水

に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
損
壊
箇
所
が
確
認
で

き
る
場
合
は
、
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
の
噴
射
位
置
を
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃

料
体
等
）
の
損
壊
部
に
調
整
す
る
。
 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び

送
水

車
へ
の
燃
料
補
給
に
関
す
る
手
順
は
、

表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る

た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
  【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
対
応
手
段
毎
の

配
慮
す
べ
き
事
項
に
整
理
し

て
い
る
。
）
 

 

 
○
 
作
業
性
 

大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
拡

散
抑
制
ま

た
は

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火
に
係
る
可
搬
型
ホ
ー
ス
取
付
け
等
に
つ
い
て

は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
の
保
管
場

所
に
使
用
工
具
お
よ
び
可
搬
型

ホ
ー
ス
を
配
備
す
る
。
 

送
水
車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
に
よ
る
大
気
へ
の
拡

散
抑
制
に
係
る
可
搬
型

ホ
ー
ス
取
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
送
水

車
の
保

管
場
所
に
可
搬
型
ホ
ー
ス
等
を
配
備
す
る
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 作
業
性

 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
拡

散
抑
制
ま
た

は
航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火
に
係
る
可
搬
型

ホ
ー
ス
取
付
け
等
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
の
保
管
場
所
に
使

用
工
具
お
よ
び
可
搬
型

ホ
ー
ス
を
配
備
す
る
。
 

送
水

車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
に
よ
る
大
気
へ
の

拡
散
抑
制
に
係
る
可
搬
型

ホ
ー
ス
取
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に

送
水

車
の
保
管

場
所
に
使
用
工
具
及
び
可
搬
型
ホ
ー
ス
等
を
配
備
す
る
。
 

 

 
 

 
○
 
燃
料
補
給
 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
へ
の
重

油
の
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け

る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
、重

油
タ
ン
ク
お
よ
び

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
を
用
い
て
実
施
す
る
。
ま
た
、
送
水
車
へ
の
軽

油
の
補
給
は
、
定

格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
軽

油
ド
ラ
ム
缶
を

用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
補
給
間
隔
を

目
安
に
実
施
す
る
。
 

大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び

送
水
車
へ
の
燃
料
補
給
に
関
す
る
手
順

は
、
表
―
６
「
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 燃
料
補
給
 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
へ
の
重
油
の
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け

る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
お
よ
び
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
（
燃
料

油
移

送
ポ
ン
プ
使
用
時
含
む
。
）
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補

給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
補
給
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

送
水

車
へ
の
軽

油
の
補
給
は
、燃
料
の
補
給
が
必
要
に
な
れ
ば
軽
油
用
ド
ラ
ム
缶

を
用
い
て
適
宜
実
施
す
る
。
 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
送
水

車
へ
の
燃
料
補
給
の
手
順
は
、
表
―

４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め

の
手
順
等
」
参
照
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
１
３
 

 
 

表
－
1
3 

 
 
表
－
１
３
 

 
 

 
操
作
手
順
 

１
３
．
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

1
3．
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

１
３
．
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等

 

 
 

 
①
 
方
針
目
的
 

設
計
基
準
事
故
の
収
束
に
必
要
な
水
源
で
あ
る
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
、
復
水
ピ
ッ
ト

等
と
は
別
に
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
有
す
る
水
源
と
し

て
、
淡
水
源
お
よ
び
海
水
等
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
お
よ
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大
事
故
等
の
収

束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心

冷
却
（
注
水
）
の
た
め
の
代
替
手
段
お
よ
び
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
供
給
、
炉
心
注
水
お
よ
び

原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、
「
格
納
容
器
」
と
い
う
。
）
ス
プ
レ
イ
の
た
め
の
代
替
手
段
お

よ
び
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の
供
給
、
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
を
水
源
と
し
た
再

循

環
運
転
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
（
以
下
、
「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
」
と
い
う
。
）
へ
の
水
の

供
給
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
漏
え
い
発
生
時
の
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ま
た

は
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
放
水
な
ら
び
に
炉

心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
格
納
容
器

破
損
時
の
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
の
放

水
の
た
め
の
水
の
供
給
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①
 
方
針
目
的
 

設
計
基
準
事
故
の
収
束
に
必
要
な
水
源
で
あ
る
復
水
タ
ン
ク
、
燃
料
取
替
用
水
タ

ン
ク
と
は
別
に
、
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
有
す
る
八

田
浦
貯
水
池
、
海
を
水
源
と
し
て
、
淡
水
又
は
海
水
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
及
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大
事
故
等
の

収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
、
代
替
水
源
か
ら
中
間
受
槽

へ
の
供
給
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
の
代
替
手
段
及
び
復

水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
、
炉
心
注
入
及
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
代
替
手
段
、
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
、
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
を
水
源
と
す
る
再

循
環
及
び

代
替
再

循
環
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量

の
水
の
漏
え
い
発
生
時
の
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
及
び
燃
料
取
扱
棟

（
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
体
等
）
へ
の
放
水
並
び
に
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及

び
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
時
の
原
子
炉
格
納
容
器
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
の
放
水

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

設
計
基
準
事
故
の
収
束
に
必
要
な
水
源
で
あ
る
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
、
復
水
タ
ン
ク

等
と
は
別
に
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
有
す
る
水
源
と
し

て
、
淡
水
源
お
よ
び
海
水
等
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
お
よ
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大
事
故
等
の
収

束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心

冷
却
（
注
水
）
の
た
め
の
代
替
手
段
お
よ
び
復
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
、
炉
心
注
水
お
よ
び

原
子
炉
格
納
容
器
（
以
下
、
「
格
納
容
器
」
と
い
う
。
）
ス
プ
レ
イ
の
た
め
の
代
替
手
段
お

よ
び
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
、
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
を
水
源
と
し
た
再

循

環
運
転
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
（
以
下
、
「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
」
と
い
う
。
）
へ
の
水
の

供
給
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
漏
え
い
発
生
時
の
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ま
た

は
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
放
水
な
ら
び
に
炉

心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
格
納
容
器
破
損
時
の
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
の
放

水
の
た
め
の
水
の
供
給
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
②
 
対
応
手
段
等
 

 
 

②
 
対
応
手
段
等
 

代
替
水
源
か
ら
中
間
受
槽
へ
の
供
給

 

１
 
八
田
浦
貯
水
池
か
ら
中
間
受
槽
へ
の
供
給
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
２

次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
の
た
め
の
必
要
な
水
源
で
あ
る
復
水
タ
ン
ク
へ

の
供
給
、
炉
心
注
入
及
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
た
め
の
必
要
な
水
源
で
あ
る
燃

料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
又
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
体
等
の
冷

却
の
た
め
の
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
に
な
っ
た
場
合
、

八
田
浦
貯
水
池
を
水
源
と
し
取
水
用
水
中

ポ
ン
プ
に
よ
り
淡
水
を
中
間
受
槽
へ

供
給
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

以
下
の
い
ず
れ
か
の
事
象
又
は
状
態
と
な
り
、
２
次
系
純
水
タ
ン
ク
又
は

原
水
タ
ン
ク
か
ら
中
間
受
槽
へ
の
供
給
が
不
可
で
、
八
田
浦
貯
水
池
の
水
位
が

確
保
さ
れ
使
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
 

ア
 
外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
全
て
の
非
常
用

高
圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母
線
電
圧
に
よ
り

確
認
で
き
な
い
場
合

 

イ
 
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
を
原
子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等
で
確

認
で
き
な
い
場
合

 

ウ
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ポ
ン
プ
が
全
台
停
止
し
た
場
合
、
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
温
度
が

65
℃
を
超
え
る
場
合
又
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が

EL
.

＋
1
0
.7
5
m
未
満
ま
で
低
下
し
た
場
合

 

エ
 
復
水
タ
ン
ク
又
は
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
枯
渇
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
を
水
位
に
よ
り
確
認
し
た
場
合

 

 

２
 
３
号
炉
及
び
４
号
炉
取
水
ピ
ッ
ト
か
ら
中
間
受
槽
へ
の
供
給
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
２

次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
の
た
め
の
必
要
な
水
源
で
あ
る
復
水
タ
ン
ク
へ

の
供
給
、
炉
心
注
入
及
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
た
め
の
必
要
な
水
源
で
あ
る
燃

料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
又
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
体
等
の
冷

却
の
た
め
の
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
に
な
っ
た
場
合
、

３
号
炉
及
び
４
号
炉
取
水
ピ
ッ
ト
を
水
源
と
し
て
取
水
用
水
中

ポ
ン
プ
に
よ
り

海
水
を
中
間
受
槽
へ
供
給
す
る
。
 

    

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

 

 
 【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
貯
水
池
、
中
間

受
槽
は
な
い
た
め
記
載
な

し
。
）

 

参考①-539



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
 

 
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

以
下
の
い
ず
れ
か
の
事
象
又
は
状
態
と
な
り
、
八
田
浦
貯
水
池
か
ら
中
間

受
槽
へ
の
供
給
が
不
可
で
、
海
水
か
ら
の
供
給
が
使
用
で
き
る
こ
と
を
確
認

し
た
場
合

 

ア
 
外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
全
て
の
非
常
用

高
圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母
線
電
圧
に
よ
り

確
認
で
き
な
い
場
合

 

イ
 
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
を
原
子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等
で
確

認
で
き
な
い
場
合

 

ウ
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ポ
ン
プ
が
全
台
停
止
し
た
場
合
、
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
温
度
が

65
℃
を
超
え
る
場
合
又
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が

EL
.

＋
1
0
.7
5
m
未
満
ま
で
低
下
し
た
場
合

 

エ
 
復
水
タ
ン
ク
又
は
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
枯
渇
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
を
水
位
に
よ
り
確
認
し
た
場
合

 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

中
間
受
槽
へ
の
供
給
に
は
水
質
の
よ
い
淡
水
を
優
先
し
て
使
用
す
る
。

早
期
に

水
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、

多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
２
次
系
純
水
タ
ン
ク
を
優

先
し
て
使
用
し
、
２
次
系
純
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
け
れ
ば
、
多
様
性

拡
張
設

備
で
あ
る
原
水
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
。
さ
ら
に
２
次
系
純
水
タ
ン
ク
、
原
水
タ
ン

ク
が
使
用
で
き
な
け
れ
ば
八
田
浦
貯
水
池
を
使
用
し
、
八
田
浦
貯
水
池
か
ら
の
取

水
よ
り
も
海
水
取
水
が
適
切
と
判
断
す
れ
ば
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
取
水
ピ
ッ
ト

を
使
用
す
る
。
 

 

 
 

 
 

 

 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
の
た
め
の
代
替
手
段
お
よ
び
復
水
ピ

ッ
ト
へ
の
供
給

 

１
．
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
供
給
が
で
き
な
い
場
合
の
代
替
手
段
 

 
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
の
代
替
手
段
及
び
復
水
タ
ン
ク
へ

の
供
給

 

 
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
の
た
め
の
代
替
手
段
お
よ
び
復
水
タ

ン
ク
へ
の
供
給

 

１
．
復
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
が
で
き
な
い
場
合
の
代
替
手
段
 

当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
時
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ

る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
中
に
復
水
タ
ン
ク
が
枯
渇
、
破
損
等
に
よ
り
機
能

喪
失
し
、

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
出
来
な
い
場
合
、
以
下
の
手
段
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却

す
る
。
 

(
1
) 
復
水
タ
ン
ク
か
ら
海
水
へ
の
水
源
切
替
（

送
水

車
を
用
い
た
タ
ー
ビ
ン
動
補

助
給
水

ポ
ン
プ
直
接
供
給
）

 

当
直
課
長
は
、
送
水

車
を
用
い
た
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
直
接
供
給

に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
中
に
復
水
タ
ン
ク
の
枯
渇

ま
た
は

破
損
を
水
位
低
警
報
等
に
よ
り
判
断
し
た
場
合

 

 

 
 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、

送
水
車
を
用
い

た
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ

ン
プ
へ
の
直
接
海
水
を
供
給

す
る
手
段
を
記
載
し
て
い

る
。
）

 

 
(
1)
 
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
－
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
－
ド
 

当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
に
よ
り
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る

炉
心
冷
却
（
注
水
）
手
段
の
水
源
と
な
る
復
水
ピ
ッ
ト
の
枯
渇
、
破
損
等
が
発

生
し
水
源
と
し
て
使
用
不
可
能
な
場
合
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
高
圧
注

入
ポ
ン
プ
に
よ
り
炉
心
に
注
水
す
る
操
作
と
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
の
開
操
作
に

よ
り
格
納
容
器
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
操
作
を
組
み
合
わ
せ
た
１
次

冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
 

復
水
ピ
ッ
ト
が
水
源
と
し
て
使
用
で
き
ず
、
そ
の
他
の
水
源
へ
の
切
替
え
に

よ
る
蒸
気
発
生
器
２
次
側
へ
の
注
水
機
能
が

喪
失
し
、
蒸
気
発
生
器
水
位
低
下

に
よ
り
す
べ
て
の

蒸
気
発
生
器
の
除
熱
が
期
待
で
き
な
い
水
位
に
達
し
た
際

に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
確

保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

  

 
 

１
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
の
代
替
手
段
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
に
よ
り
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ

る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
が
必
要
な
場
合
に
お
い
て
、
全
て
の

蒸
気
発
生
器
か
ら
の

除
熱
を
期
待
で
き
な
い
水
位
に
な
っ
た
場
合
は
、
１
次
系
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ

ー
ド
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。

 

(
1)
 
１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
 

１
次
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
の
手
順
は
、
表
－
２
「
原
子
炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参

照
 

 

 
 

(
2
) 
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
－
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
－
ド

 

当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に

よ
り
原
子
炉
に
注
水
す
る
操
作
と
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
開
操
作
に
よ
り
格
納
容

器
内
部
へ
の
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
操
作
を
組
み
合
わ
せ
た
１
次
冷
却
系
の

フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

復
水
タ
ン
ク
が
水
源
と
し
て
使
用
で
き
ず
、
そ
の
他
の
水
源
へ
の
切
替
え
に

よ
る

蒸
気
発
生
器
２
次
側
へ
の
注
水
機
能
が

喪
失
し
、

蒸
気
発
生
器
水
位
低
下

に
よ
り
す
べ
て
の

蒸
気
発
生
器
の
除
熱
が
期
待
で
き
な
い
水
位
に
達
し
た
際

に
、
原
子
炉
へ
注
水
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確

保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
表
－
２
「
原
子
炉

冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高

圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る

た
め
の
手
順
等
」
と
同
様
で

あ
る
た
め
詳
細
は
記
載
し
て

い
な
い
。
）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
２
．
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
 

(
1)
 
海
水
を
用
い
た
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
 

当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
時
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に

よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
中
に
復
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
低
下
し
補
給
が
必
要
な

場
合
、

送
水

車
に
よ
り
海
水
を
水
源
と
し
て
復
水
ピ
ッ
ト
へ
補
給
す
る
。
 

 ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
中
に
復
水
ピ
ッ
ト
の
通

常
水
位
低
警
報
が
発
信
し
、
さ
ら
に

Ｎ
ｏ
．
３
淡
水
タ
ン
ク
の
水
位
低
警
報

等
に
よ
り
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
が
で
き
な
い
場
合
。

 

ま
た
、
Ｎ
ｏ
．
３
淡
水
タ
ン
ク
か
ら
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
を
開
始
し
た
場
合
 

 

 
 

２
 
中
間
受
槽
を
水
源
と
す
る
復
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
に
お
い
て
、

蒸
気
発
生
器
２

次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
に
よ
る
１
次
冷
却
材
を
冷
却
中
に
お
い
て
、
復

水
タ
ン
ク
が
枯
渇
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
、
中
間
受
槽
を
水
源
と
し
て
復
水
タ

ン
ク
（
ピ
ッ
ト
）
補
給
用
水
中

ポ
ン
プ
に
よ
る
復
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
を
行
う
。

 

 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

以
下
の
い
ず
れ
か
の
事
象
又
は
状
態
と
な
り
、
復
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き

る
場
合
 

ア
 
外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
全
て
の
非
常
用

高
圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母
線
電
圧
に
よ
り

確
認
で
き
な
い
場
合

 

イ
 
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
を
原
子
炉
補
機
冷
却
水
供
給
母
管
流
量
等
に
よ

り
確
認
で
き
な
い
場
合
 

ウ
 
復
水
タ
ン
ク
が
枯
渇
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
水
位
に
よ
り
確
認
し

た
場
合

 

 

 
 

２
．
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
 

(
1
) 
海
水
を
用
い
た
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
 

当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
時
に
お
い
て
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に

よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
中
に
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
低
下
し
補
給
が
必
要
な

場
合
、

送
水
車
に
よ
り
海
水
を
水
源
と
し
て
復
水
タ
ン
ク
へ
補
給
す
る
。
 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
中
に
復
水
タ
ン
ク
の
水
位

低
警
報
が
発
信
し
、
さ
ら
に
２
次
系
純
水
タ
ン
ク
の
水
位
低
警
報
等
に
よ
り
復

水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
が
で
き
な
い
場
合
、
も
し
く
は
、
２
次
系
純
水
タ
ン
ク
か

ら
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
を
開
始
し
た
場
合

 

ま
た
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
淡
水
タ
ン
ク
に

つ
い
て
は
多
様
性
で
あ
り
記

載
し
て
い
な
い
。）

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
発
生
事
象
を
手

順
着
手
の
判
断
基
準
と
し
て

い
る
。
）
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
事
項
 

復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
の
優
先
順
位
は
、
あ
ら
か
じ
め
送
水
車
の
使
用
準
備
を
開

始
し
、使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
が
短
時
間
で
使
用
可
能
な

Ｎ

ｏ
．
３
淡
水
タ
ン
ク
等
を
優
先
し
て
使
用
す
る
。
他
の
多
様
性
拡
張
設
備
に
よ
る
淡

水
の
補
給
手
段
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
送
水

車
の
準
備
が
整
え
ば
海
水
を
使
用

す
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

復
水
タ
ン
ク
が
枯
渇
又
は

破
損
に
よ
り
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
水
源
と
し
て
使

用
で
き
な
い
場
合
で
、
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
２
次
系
純
水
タ
ン
ク
が
健
全
な

場
合
は
、
短
時
間
で
復
水
タ
ン
ク
の
代
替
水
源
と
し
て
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
、

復
水
タ
ン
ク
か
ら
２
次
系
純
水
タ
ン
ク
へ
の
水
源
切
替
え
を
優
先
す
る
。
な
お
、

復
水
タ
ン
ク
か
ら
２
次
系
純
水
タ
ン
ク
へ
の
切
替
え
操
作
は
、
補
助
給
水

ポ
ン
プ

を
停
止
す
る
こ
と
な
く
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
事
項
 

復
水
タ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
送
水
車
を
用
い
た
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給

水
ポ
ン
プ
へ
の
直
接
供
給
の
準
備
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
多
様
性

拡
張
設
備
で
あ

る
が
短
時
間
で
使
用
可
能
な
２
次
系
純
水
タ
ン
ク
を
優
先
し
て
使
用
す
る
。
他
の

多

様
性

拡
張
設
備
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
が
で
き
な
い
場
合
は
、送
水

車
を
用

い
た
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
直
接
供
給
に
よ
り

蒸
気
発
生
器
へ
の
注
水
を

行
う
。
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
中
に
、
す
べ
て
の
水
源
が

使
用
不
可
能
で

蒸
気
発
生
器
水
位
が
低
下
し
た
場
合
に
は
、
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー

ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を
行
う
。
 

復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
の
優
先
順
位
は
、
あ
ら
か
じ
め
送
水

車
の
使
用
準
備
を
開

始
し
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
が
短
時
間
で
使
用
可
能
な
２

次
系
純
水
タ
ン
ク
等
を
優
先
し
て
使
用
す
る
。他
の

多
様
性

拡
張
設
備
に
よ
る
淡
水

の
補
給
手
段
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
送
水

車
の
準
備
が
整
え
ば
海
水
を
使
用
す

る
。

 

 

 
 【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
復
水
タ
ン
ク
が

使
用
で
き
な
い
場
合
お
よ
び

復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
に
つ

い
て
優
先
順
位
を
記
載
し
て

い
る
。
）
 

 

 
○

 送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
閉
塞
時
の
対
応
 

送
水
車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に
閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 
送
水

車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ

閉
塞
時
の
対
応

 

送
水

車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に

閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。

 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
ス
ト
レ
ー
ナ

閉

塞
時
の
対
応
を
記
載
し
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
炉
心
注
水
の
た
め
の
代
替
手
段
お
よ
び
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の
供
給

 

１
．
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の
供
給
が
で
き
な
い
場
合
の
代
替
手
段
 

当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
に
よ
り
、
炉
心
注
水
の
水
源
と
な
る
燃
料
取

替
用
水
ピ
ッ
ト
の
枯
渇
、
破
損
等
が
発
生
し
水
源
と
し
て
使
用
不
可
能
な
場
合
、
以

下
の
手
段
に
よ
り
、
原
子
炉
に
注
水
す
る
。
 

 

 
 

炉
心
注
入
及
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
代
替
手
段
及
び
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の

供
給

 

１
 
炉
心
注
入
及
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
代
替
手
段

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
に
よ
り
、
炉
心
注
入
又
は
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
が
必
要
な
際
に
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
、
以
下

の
手
段
に
よ
り
、
代
替
炉
心
注
入
又
は
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

 

 
 

炉
心
注
水
の
た
め
の
代
替
手
段
お
よ
び
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給

 

 １
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
が
で
き
な
い
場
合
の
代
替
手
段
 

当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
に
よ
り
、
炉
心
注
水
の
水
源
と
な
る
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
の
枯
渇
、
破
損
等
が
発
生
し
水
源
と
し
て
使
用
不
可
能
な
場
合
、
以

下
の
手
段
に
よ
り
、
原
子
炉
に
注
水
す
る
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
炉
心
注
水
と
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
分
け
て

記
載
し
て
い
る
。）

 

 
(
1)
 
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
か
ら
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
水
源
切
替
 

当
直
課
長
は
復
水
ピ
ッ
ト
を
水
源
と
し
充
て
ん

ポ
ン
プ
ま
た
は

恒
設
代
替

低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
注
水
に
よ
り
原
子
炉
に
注
水
す
る
。
 

    

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
注
水
中
に
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
枯
渇
ま
た
は

破
損
を
水
位
異
常
低

 
 

(
1)
 
代
替
炉
心
注
入
 

ア
 
復
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
す
る
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心

注
入
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
の
水
源
を
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
か
ら
復
水
タ
ン
ク
に
切
替
え
て
、
復
水
タ
ン
ク
を
水
源
と

す
る
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
に
よ
り
炉
心
を
冷

却
す
る
。
 

(
ｱ)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
注
入
が
必
要
な
際
に
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の

破
損
に

 
 

(
1
) 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら
復
水
タ
ン
ク
へ
の
水
源
切
替

 

 

当
直
課
長
は
、
復
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ

る
炉
心
注
水
に
よ
り
原
子
炉
に
注
水
す
る
。

 

   

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
注
水
中
に
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
枯
渇
ま
た
は

破
損
を
水
位
異
常
低

 
 

参考①-541



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

警
報
等
に
よ
り
判
断
し
た
際
に
、
復
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
確
保
さ
れ
、
使
用
で

き
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
場
合
 

 

よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
が
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お
い

て
、
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

警
報
等
に
よ
り
判
断
し
た
際
に
、
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
、
使
用
で

き
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
場
合
 

 

 
 

 
 

イ
 
中
間
受
槽
を
水
源
と
す
る
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代

替
炉
心
注
入
 

中
間
受
槽
を
水
源
と
す
る
可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る

代
替
炉
心
注
入
の
手
順
は
、
表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ

低
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照

 

 

 
 

 
 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
中
間
受
槽
は
な

い
。
）

 

 
「
後
述
」
 

 
 

(
2)
 
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

ア
 
復
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
す
る
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
の
水
源
を
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
か
ら
復
水
タ
ン
ク
に
切
替
え
て
、
復
水
タ
ン
ク
を
水
源
と

す
る
常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り

原
子
炉
格
納
容
器
を
冷
却
す
る
。
 

 
(ｱ
) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
必
要
な
際
に
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

の
破
損
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
が
確
認
で
き
な
い
場

合
に
お
い
て
、
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
 

 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

 
(
2)
 
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
か
ら
海
水
へ
の
水
源
切
替
 

当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
か
ら
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
水
源
切
替
え

が
で
き
な
い
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
等
の
準
備
を

開
始
し
、
他
の
多
様
性
拡
張
設
備
に
よ
る
淡
水
の
供
給
手
段
が
使
用
で
き
な
い

場
合
は
、
海
水
を
水
源
と
し
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
原
子
炉
に

注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
注
水
中
に
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
枯
渇
ま
た
は

破
損
を
水
位
異
常
低

警
報
等
に
よ
り
、
さ
ら
に
復
水
ピ
ッ
ト
の
枯
渇
ま
た
は
破
損
を
水
位
異
常
低
警

報
等
に
よ
り
判
断
し
た
際
に
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
か
ら
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の

水
源
切
替
お
よ
び
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
が
で
き
な
い
場
合

 

ま
た
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
か
ら
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
水
源
切
替
を
実
施
し

た
場
合
ま
た
は
復
水
ピ
ッ
ト
か
ら
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
を
実
施
し

た
場
合
 

 

 
 

 
 
 

(
2
) 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら
海
水
へ
の
水
源
切
替

 

当
直
課
長
は
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら
復
水
タ
ン
ク
へ
の
水
源
切
替
え

が
で
き
な
い
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
等
の
準
備
を

開
始
し
、
他
の
多
様
性

拡
張
設
備
に
よ
る
淡
水
の
供
給
手
段
が
使
用
で
き
な
い

場
合
は
、
海
水
を
水
源
と
し
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
原
子
炉
に

注
水
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

炉
心
注
水
中
に
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
枯
渇
ま
た
は

破
損
を
水
位
異
常
低

警
報
等
に
よ
り
、
さ
ら
に
復
水
タ
ン
ク
の
枯
渇
ま
た
は

破
損
を
水
位
低
警
報
等

に
よ
り
判
断
し
た
際
に
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら
復
水
タ
ン
ク
へ
の
水
源

切
替
お
よ
び
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
が
で
き
な
い
場
合
 

ま
た
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら
復
水
タ
ン
ク
へ
の
水
源
切
替
を
実
施
し

た
場
合
ま
た
は
復
水
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
を
実
施
し

た
場
合

 

 

 
 

 
２
．
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
 

(
1)
 
復
水
ピ
ッ
ト
か
ら
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
 

当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
時
に
お
い
て
、
炉
心
注
水
中
に
燃
料
取

替
用
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
低
下
し
補
給
が
必
要
な
場
合
、
復
水
ピ
ッ
ト
か
ら
燃

料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
補
給
す
る
。
 

  

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
発
生

時
減
圧
継
続
お
よ
び
再
循
環
運
転
に
よ
る
炉
心
注
水
不
能
時
に
お
い
て
、
１
次

系
純
水
タ
ン
ク
ま
た
は
ほ
う
酸
タ
ン
ク
水
位
異
常
低
警
報
等
に
よ
り
燃
料
取
替

用
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
機
能
喪
失
を
判
断
し
た
際
に
、
復
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が

確
保
さ
れ
、
使
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
場
合
 

ま
た
、
１
次
系
純
水
タ
ン
ク
お
よ
び

ほ
う

酸
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
取
替
用
水
ピ

ッ
ト
へ
の
補
給
を
開
始
後
、
復
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
確
保
さ
れ
、
使
用
で
き
る

こ
と
を
確
認
で
き
た
場
合
 

 

 
 

２
 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
 

 
(
1)
 
復
水
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
、
炉
心
注
入
及
び
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
の
水
源
と
な
る
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
が
必
要
な

場
合
に
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
が

1
6
％
以
下
と
な
り
、

多
様
性

拡
張

設
備
で
あ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
等
に
よ
る
供
給
手
段
が
な
け
れ
ば
、
復
水

タ
ン
ク
か
ら
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
水
を
供
給
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
を
水
源
と

し
た
注
入
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
、
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ

れ
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
に
使
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た

場
合

 

 

 
 

２
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
 

(
1
) 
復
水
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
 

当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
時
に
お
い
て
、
炉
心
注
水
中
に
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
低
下
し
補
給
が
必
要
な
場
合
、
復
水
タ
ン
ク
か
ら
燃

料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
補
給
す
る
。
 

  

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
、

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

破
損
発
生

時
減
圧
継
続
お
よ
び
再

循
環
運
転
に
よ
る
炉
心
注
水
不
能
時
に
お
い
て
、
１
次

系
純
水
タ
ン
ク
ま
た
は

ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位
異
常
低
警
報
等
に
よ
り
燃
料
取
替

用
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
機
能

喪
失
を
判
断
し
た
際
に
、
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が

確
保
さ
れ
、
使
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
場
合
、
も
し
く
は
、
１
次
系
純

水
タ
ン
ク
お
よ
び
ほ
う

酸
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
を
開

始
後
、
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
、
使
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
で
き
た

場
合
 

ま
た
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
順
位
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
の
優
先
順
位
は
、
あ
ら
か
じ
め
復
水
ピ
ッ
ト
か

ら
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
準
備
を
開
始
し
、使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
が

ほ
う

酸
水
で
あ
り
早
期
に
使
用
可
能
な
１
次
系
純
水
タ
ン
ク

お
よ
び
ほ
う
酸
タ
ン
ク
等
を
優
先
し
て
使
用
し
、
準
備
が
整
え
ば
復
水
ピ
ッ
ト
を
使

用
す
る
。
 

 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
は
、
多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
常
設
設
備
を

用
い
た

ほ
う

酸
水
補
給
を
優
先
す
る
。
優
先
順
位
と
し
て
、
供
給
流
量
が

多
い
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
供
給
を
優
先
し
、
供
給
が
で
き
な
け
れ
ば
１
次
系
純
水

タ
ン
ク
水
及
び
ほ
う
酸
タ
ン
ク
水
の
混
合
に
よ
る
ほ
う
酸
水
の
供
給
、
燃
料
取
替

用
水
補
助
タ
ン
ク
に
よ
る
供
給
の
順
で
使
用
す
る
。
 

ほ
う

酸
水
の
供
給
が
で
き
な
け
れ
ば
、
純
水
で
あ
る
復
水
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
取

替
用
水
タ
ン
ク
へ
供
給
す
る
。
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
の
優
先
順
位
は
、
あ
ら
か
じ
め
復
水
タ
ン
ク
か

ら
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
準
備
を
開
始
し
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
が

ほ
う

酸
水
で
あ
り

早
期
に
使
用
可
能
な
１
次
系
純
水
タ
ン
ク

お
よ
び

ほ
う

酸
タ
ン
ク
等
を
優
先
し
て
使
用
し
、
準
備
が
整
え
ば
復
水
タ
ン
ク
を
使

用
す
る
。
 

 

 
○

 送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
閉
塞
時
の
対
応
 

送
水
車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に
閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 
送
水

車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ

閉
塞
時
の
対
応

 

送
水

車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に

閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。

 

 

 
 

 
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
た
め
の
代
替
手
段
お
よ
び
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の
供
給

 

１
．
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の
供
給
が
で
き
な
い
場
合
の
代
替
手
段
 

当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
に
よ
り
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
水
源
と
な

る
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
枯
渇
、

破
損
等
が
発
生
し
水
源
と
し
て
使
用
不
可
能

な
場
合
、
以
下
の
手
段
に
よ
り
、
格
納
容
器
に
ス
プ
レ
イ
す
る
。

 

(
1)
 
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
か
ら
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
水
源
切
替
 

当
直
課
長
は
、
復
水
ピ
ッ
ト
を
水
源
と
し
代
替
炉
心
注
水
に
使
用
し
て
い
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
に
よ
り
格
納
容
器
に
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

   

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
中
に
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
枯
渇
ま
た
は
破
損
を
水

位
異
常
低
警
報
等
に
よ
り
判
断
し
た
際
に
、
復
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
確
保
さ
れ
、

使
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
場
合
 

 

 
 
「
前
述
」
 

 
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
た
め
の
代
替
手
段
お
よ
び
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給

 

１
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
が
で
き
な
い
場
合
の
代
替
手
段
 

   (
1
) 
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら
復
水
タ
ン
ク
へ
の
水
源
切
替

 

当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
に
よ
り
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
水
源

と
な
る
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
枯
渇
、

破
損
等
が
発
生
し
水
源
と
し
て
使
用

不
可
能
な
場
合
、
復
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
て

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
ま

た
は
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水

ポ
ン
プ
を
用
い
た
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
に
よ
り
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

ま
た
、

送
水

車
に
よ
り
復
水
タ
ン
ク
に
海
水
を
補
給
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
中
に
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
枯
渇
ま
た
は

破
損
を
水

位
異
常
低
警
報
等
に
よ
り
判
断
し
た
際
に
、
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
、

使
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
場
合

 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
炉
心
注
水
と
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
分
け
て

記
載
し
て
い
る
。）

 

 

 
(
2)
 
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
か
ら
海
水
へ
の
水
源
切
替
 

当
直
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
た
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
の
準

備
が
整
い
、

恒
設
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が

実
施
で
き
な
い
場
合
は
、
海
水
を
水
源
と
し
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に

よ
り
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
中
に
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
枯
渇
ま
た
は
破
損
を
水

位
異
常
低
警
報
等
に
よ
り
判
断
し
た
場
合
 

 

 
 

 
 
 

 
 
【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
可
搬
式
代
替
低

圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
り
格
納

容
器
へ
ス
プ
レ
イ
は

多
様
性

拡
張
設
備
の
手
順
で
あ
る
た

め
記
載
し
て
い
な
い
。
）

 

 
２
．
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
 

(
1)
 
復
水
ピ
ッ
ト
か
ら
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
 

当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
時
に
お
い
て
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
中

に
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
低
下
し
補
給
が
必
要
な
場
合
、
復
水
ピ
ッ

ト
か
ら
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
補
給
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
中
の
再
循
環
運
転
不
能
時
に
お
い
て
、
１
次
系
純
水
タ

ン
ク
ま
た
は

ほ
う
酸
タ
ン
ク
水
位
異
常
低
警
報
等
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ

ト
へ
の
補
給
機
能
喪
失
を
判
断
し
た
際
に
、
復
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
確
保
さ
れ
、

使
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
場
合
 

ま
た
、
１
次
系
純
水
タ
ン
ク
お
よ
び

ほ
う

酸
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
取
替
用
水
ピ

ッ
ト
へ
の
補
給
を
開
始
後
、
復
水
ピ
ッ
ト
の
水
位
が
確
保
さ
れ
、
使
用
で
き
る

こ
と
を
確
認
で
き
た
場
合
 

 

 
 

 
 
 

２
．
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
 

(
1
) 
復
水
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
 

当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
時
に
お
い
て
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
中

に
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
低
下
し
補
給
が
必
要
な
場
合
、
復
水
タ
ン

ク
か
ら
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
補
給
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
中
の
再

循
環
運
転
不
能
時
に
お
い
て
、
１
次
系
純
水
タ

ン
ク
ま
た
は
ほ
う

酸
タ
ン
ク
水
位
異
常
低
警
報
等
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水
タ
ン

ク
へ
の
補
給
機
能

喪
失
を
判
断
し
た
際
に
、
復
水
タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
、

使
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
場
合
、
も
し
く
は
、
１
次
系
純
水
タ
ン
ク
お

よ
び

ほ
う

酸
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
を
開
始
後
、
復
水

タ
ン
ク
の
水
位
が
確
保
さ
れ
、
使
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
場
合
 

ま
た
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
の
優
先
順
位
は
、
あ
ら
か
じ
め
復
水
ピ
ッ
ト
か

ら
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
準
備
を
開
始
し
、使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
が

ほ
う

酸
水
で
あ
り
早
期
に
使
用
可
能
な
１
次
系
純
水
タ
ン
ク

 
 

 
 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
順
位
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
の
優
先
順
位
は
、
あ
ら
か
じ
め
復
水
タ
ン
ク
か

ら
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
準
備
を
開
始
し
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
が

ほ
う

酸
水
で
あ
り

早
期
に
使
用
可
能
な
１
次
系
純
水
タ
ン
ク
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新
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制
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合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

お
よ
び
ほ
う
酸
タ
ン
ク
等
を
優
先
し
て
使
用
し
、
準
備
が
整
え
ば
復
水
ピ
ッ
ト
を
使

用
す
る
。
 

 

○
 送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
閉
塞
時
の
対
応
 

送
水
車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に
閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。
 

お
よ
び

ほ
う

酸
タ
ン
ク
等
を
優
先
し
て
使
用
し
、
準
備
が
整
え
ば
復
水
タ
ン
ク
を
使

用
す
る
。
 

 

○
 
送
水

車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ

閉
塞
時
の
対
応

 

送
水

車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に

閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。

 

 

 
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
を
水
源
と
し
た
再

循
環
運
転

 

１
．
再

循
環
運
転
／
代
替
再

循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、重
大
事
故
等
の
発
生
に
よ
る
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
を
水
源
と

し
た
再
循
環
運
転
に
お
い
て
、
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
再
循
環
運
転

に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
格
納
容
器

再
循
環
サ
ン
プ
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

 
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
を
水
源
と
す
る
再
循
環

 

１
 
再

循
環
 

 
 

格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
を
水
源
と
し
た
再

循
環
運
転

 

１
．
代
替
再

循
環
運
転

 

当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
に
よ
る
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
を
水
源
と

し
た
再

循
環
運
転
に
お
い
て
、
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
、
再

循
環
運
転

に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
格
納
容
器

再
循
環
サ
ン
プ
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

 
 

 
(
1)
 高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
再
循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
再

循
環
運
転
に
よ
り
原
子
炉
へ
注

水
す
る
。

 

原
子
炉
へ
注
水
す
る
手
順
は
、
表
―
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ

低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

(
1
) 
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
再

循
環
、
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ
る
低
圧
再

循
環
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
、
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
に
よ
り

炉
心
へ
注
入
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
が

確
保
さ
れ
た
場
合
、
水
源
を
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら
格
納
容
器
再

循
環

サ
ン
プ
側
に
切
り
替
え
て
、
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
再
循
環
、
余
熱
除

去
ポ
ン
プ
に
よ
る
低
圧
再
循
環
を
行
う
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

炉
心
注
入
中
に
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
計
の
指
示
値
が

16
％
以

下
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
水
位
計
（
広
域
）

の
指
示
値
が

65
％
以
上
※
に
な
っ
た
場
合

 

※
 

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
発
生
時
に
お
け
る

破
損
側

蒸
気
発
生
器

の
隔
離
不
能
時
及
び
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム

LO
CA
時
は
、
格

納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
計
（
広
域
）
の
指
示
値
が

7
0％
以
上
 

 

 
 

 
 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
、
玄
海
は
、
高
圧
注

入
ポ
ン
プ
の
み
で
再
循
環
運

転
が
可
能
な
た
め
記
載
。

 

美
浜
は
、
低
圧
再
循
環
運
転

が
不
可
能
な
場
合
と
し
て
い

る
。
）
 

 

 
 (
2
) 
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に

よ
る
代
替
再

循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡

ラ
イ
ン
使
用
）
お
よ
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
器
に
よ
る
代
替
再
循
環
運
転

に
よ
り
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。
 

原
子
炉
へ
注
水
す
る
手
順
は
、
表
―
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ

低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

２
 
代
替
再

循
環
 

(
1
) 

 
Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（
RH

RS
－

CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る

代
替
再
循
環

 

Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
（
R
HR
S
－

C
SS
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る

代
替
再

循
環
の
手
順
は
、
表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時

に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

 (
1)

 Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ

ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ

る
代
替
再

循
環
運
転

 

当
直
課
長
は
、
Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ

イ
ン
使
用
）
お
よ
び
Ａ
内
部
ス
プ
レ
ク
ー
ラ
に
よ
る
代
替
再

循
環
運
転
に
よ
り

原
子
炉
へ
注
水
す
る
。

 

原
子
炉
へ
注
水
す
る
手
順
は
、
表
―
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ

低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

 
(
3)
 
Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
、
大
容
量
ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
代
替
再

循

環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
、
原
子
炉
冷
却
機
能
が
喪
失
し

た
場
合
は
、
大
容
量
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
補
機
冷
却
に
よ
り
冷
却
水
を
確
保
し
、

Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再

循
環
運
転
に
よ
り
原
子
炉

へ
注
水
す
る
。
 

原
子
炉
へ
注
水
す
る
手
順
は
、
表
―
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ

低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

(
2)

 
 Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再

循
環
 

Ｂ
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
の
手
順
は
、
表
－

４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め

の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

(
2
) 
Ｂ

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
お
よ
び
Ｂ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ

（
海
水
冷
却
）、
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
高
圧
代
替
再
循
環
運
転
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
、
原
子
炉
冷
却
機
能
が

喪
失
し

た
場
合
は
、
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
補
機
冷
却
に
よ
り
冷
却
水
を
確
保
し
、

Ｂ
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
お
よ
び
Ｂ
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海

水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
運
転
に
よ
り
原
子
炉
へ
注
水
す
る
。

 

原
子
炉
へ
注
水
す
る
手
順
は
、
表
―
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ

低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

(
3
) 
Ｂ

余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
低
圧
代
替
再

循
環
運
転

 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
、
原
子
炉
冷
却
機
能
が

喪
失
し

た
場
合
は
、
大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
補
機
冷
却
に
よ
り
冷
却
水
を
確
保
し
、

Ｂ
余
熱
除
去

ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）
に
よ
る
代
替
再
循
環
運
転
に
よ
り
原
子
炉

へ
注
水
す
る
。
 

原
子
炉
へ
注
水
す
る
手
順
は
、
表
―
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ

低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
大
容
量
ポ
ン
プ

に
よ
る
代
替
補
機
冷
却
を
用

い
た
高
圧
／
低
圧
代
替
再

循

環
を
記
載
し
て
い
る
。
）
 

 

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
水
の
供
給

 

１
．
海
水
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
 

 
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水

 

１
 
中
間
受
槽
を
水
源
と
す
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
補
給
用
水
中

ポ
ン
プ
に
よ
る
使

 
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
水
の
供
給

 

１
．
海
水
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水

 

 
【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

参考①-544



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
ま
た
は
注
水
機
能
が

喪
失
し
、

ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
接
続
す
る
配
管
が

破
損
し
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

水
の

小
規
模
な
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
、
海
水
を
水
源
と
し
て

送
水

車
に
よ
り

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
注
水
す
る
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
の
手
順
は
、
表
―
１
１
「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の

冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
の
手
順
は
、
表
－
11
「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の

冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 

当
直
課
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
ま
た
は
注
水
機
能
が

喪
失
し
、

ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
接
続
す
る
配
管
が

破
損
し
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

水
の

小
規
模
な
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
、
海
水
を
水
源
と
し
て

送
水

車
に
よ
り

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
注
水
す
る
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
の
手
順
は
、
表
―
１
１
「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の

冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。

 

 

（
美
浜
は
送
水
車
で
の
対
応

を
記
載
し
て
い
る
。）

 

 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
の
優
先
順
位
は
、
あ
ら
か
じ
め
送
水

車
の
使
用
準

備
を
開
始
し
、
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
が
短
時
間
で
実
施
可

能
な

Ｎ
ｏ
．
３
淡
水
タ
ン
ク
等
を
優
先
し
て
使
用
す
る
。
他
の
多
様
性

拡
張
設
備
に

よ
る
淡
水
の
補
給
手
段
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
送
水

車
の
準
備
が
整
え
ば
海
水

を
使
用
す
る
。
 

 

 
 

 
 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
順
位
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
の
優
先
順
位
は
、
あ
ら
か
じ
め
送
水

車
の
使
用
準

備
を
開
始
し
、使
用
可
能
で
あ
れ
ば

多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
が
短
時
間
で
実
施
可

能
な
２
次
系
純
水
タ
ン
ク
等
を
優
先
し
て
使
用
す
る
。
他
の

多
様
性

拡
張
設
備
に
よ

る
淡
水
の
補
給
手
段
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
送
水

車
の
準
備
が
整
え
ば
海
水
を

使
用
す
る
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
対
応
手
段
毎
に

優
先
順
位
の
配
慮
す
べ
き
事

項
を
分
離
し
て
記
載
し
て
い

る
。
）

 

 
○

 送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
閉
塞
時
の
対
応
 

送
水
車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に
閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。
 

 

 
 

 
 
 

○
 
送
水

車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ

閉
塞
時
の
対
応

 

送
水

車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に

閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。

 

 

 
 

 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
漏
え
い
発
生
時
の
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ま
た
は

原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
放
水

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
に
よ
り
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大

量
の
水
の
漏
え
い
等
が
発
生
し
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
に
、
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
出
口
配
管
下
端
以
下
で
水
位
低
下
が
継
続

す
る
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ま
た
は
原
子
炉
周
辺
建
屋
へ
ス
プ

レ
イ
お
よ
び
放
水
す
る
。
 

 
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
発
生
時
の
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ

の
ス
プ
レ
イ
及
び
燃
料
取
扱
棟
へ
の
放
水

 

 

 
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
発
生
時
の
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ま

た
は
原
子
炉
補
助
建
屋
(貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等

)へ
の
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
放
水

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
の
発
生
に
よ
り
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大

量
の
水
の
漏
え
い
等
が
発
生
し
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
に
、
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
位
が
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
出
口
配
管
下
端
以
下
で
水
位
低
下
が
継
続

す
る
場
合
、
以
下
の
手
順
に
よ
り
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ま
た
は
原
子
炉
補
助
建
屋

(
貯
蔵
槽

内
燃
料
体
等

)へ
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
放
水
す
る
。
 

 

 
 

 
１
．
送
水
車
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ま
た
は
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料

体
等
）
へ
の
ス
プ
レ
イ
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、

送
水

車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
に
よ
り
海
水
を
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
ス
プ
レ
イ
ま
た
は
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ

放
水
す
る
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
ス
プ
レ
イ
を
行
う
手
順
は
、
表
―
１
１
「
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
放
水
す
る
手
順
は
表
―
１
２
「
発

電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

１
 
中
間
受
槽
を
水
源
と
す
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
 

中
間
受
槽
を
水
源
と
す
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
の
手
順
は
、
表

－
11
「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 
 

１
．
送
水

車
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ま
た
は
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料

体
等
）
へ
の
ス
プ
レ

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、

送
水
車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
に
よ
り
海
水
を
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
ス
プ
レ
イ
ま
た
は
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ

放
水
す
る
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
ス
プ
レ
イ
を
行
う
手
順
は
、
表
―
１
１
「
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
放
水
す
る
手
順
は
表
―
１
２
「
発

電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡

散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。

 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、

送
水
車
で
の
対

応
を
記
載
し
て
い
る
。
）
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
表

-1
2「
発
電
所

外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散

を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順

等
」
に
記
載
し
て
い
る
。
）
 

 
２
．
大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵

槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
放
水
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
損
壊
ま
た

は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
値
上
昇
に
よ
り
原
子
炉
周
辺

建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
近
づ
け
な
い
場
合
は
、
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲

用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
り
、
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
海
水

を
放
水
す
る
。
な
お
、
海
水
を
使
用
す
る
際
、
取
水
箇
所
は
取
水
路
お
よ
び
放
水
路

ピ
ッ
ト
か
ら
取
水
箇
所
を
選
定
し
使
用
す
る
。
 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
等
を
使
用
し
て
原
子
炉
周
辺
建
屋

（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
放
水
を
行
う
手
順
は
、
表
―
１
１
「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
等
を
使
用
し
て
原
子
炉
周
辺
建
屋

（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
放
水
を
行
う
手
順
は
、
表
―
１
２
「
発
電
所
外
へ
の
放

射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

２
 
海
を
水
源
と
す
る
燃
料
取
扱
棟
へ
の
放
水
 

海
を
水
源
と
す
る
燃
料
取
扱
棟
へ
の
放
水
の
手
順
は
、
表
－
12
「
発
電
所
外
へ

の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

２
．
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵

槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
放
水
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
損
壊
ま
た

は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
区
域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
値
上
昇
に
よ
り
原
子
炉
補
助

建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
近
づ
け
な
い
場
合
は
、
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲

用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
り
、
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
海
水

を
放
水
す
る
。
な
お
、
海
水
を
使
用
す
る
際
、
取
水
箇
所
は
３
号
炉
取
水
口
、
海
水

ポ
ン
プ
室
お
よ
び
３
号
炉
放
水
口
付
近
か
ら
取
水
箇
所
を
選
定
し
使
用
す
る
。

 

大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
り
海
水
を
原
子
炉
補
助
建
屋

（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
放
水
を
行
う
手
順
は
、
表
―
１
１
「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。

 

大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
り
海
水
を
原
子
炉
補
助
建
屋

（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
放
水
を
行
う
手
順
は
、
表
―
１
２
「
発
電
所
外
へ
の
放

射
性
物
質
の
拡

散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

  

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
表
－

11
「
使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の

た
め
の
手
順
等
」
に
記
載
し

て
い
る
。
）
 

 

参考①-545



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 送
水
車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
閉
塞
時
の
対
応
 

送
水
車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に
閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。
 

 

 
 

 
 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 
送
水

車
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ

閉
塞
時
の
対
応

 

送
水

車
の
運
転
時
、
吸
込
口
ス
ト
レ
ー
ナ
に

閉
塞
が
見
ら
れ
た
場
合
は
ス
ト
レ
ー

ナ
の
清
掃
等
を
行
う
。

 

 
 

 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
格
納
容
器

破
損
時
の
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部

へ
の
放
水

 

１
．
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ

ラ
ス
部
へ
の
放
水
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
、
炉
心
出
口
温
度
が

3
50
℃
以
上

か
つ
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
が

1×
10

5 m
S
v/
h
以
上

と
な
り
、
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
大
容
量
ポ
ン
プ
（
放

水
砲
用
）
、
放
水
砲
に
よ
り
海
水
を
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
放
水
す

る
。
 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
を
使
用
し
て
、
海
水
を
格
納
容
器

お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
放
水
を
行
う
手
順
は
、
表
―
１
２
「
発
電
所
外
へ
の
放
射

性
物
質
の
拡

散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
時
の
原
子
炉
格
納
容
器
及
び
ア

ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
の
放
水

 

１
 
海
を
水
源
と
す
る
原
子
炉
格
納
容
器
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
の
放
水
 

 

海
を
水
源
と
す
る
原
子
炉
格
納
容
器
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
の
放
水
の
手
順

は
、
表
－

12
「
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡

散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
」

参
照
 

 

 
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
格
納
容
器

破
損
時
の
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部

へ
の
放
水

 

１
．
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ

ラ
ス
部
へ
の
放
水
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
、
炉
心
出
口
温
度
が

35
0℃
以
上

か
つ
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
が

1
×

1
0
5 m
Sv

/h
以
上

と
な
り
、
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放

水
砲
用
）
、
放
水
砲
に
よ
り
海
水
を
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
放
水
す

る
。

 

大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水
砲
を
使
用
し
て
、
海
水
を
格
納
容
器

お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
放
水
を
行
う
手
順
は
、
表
―
１
２
「
発
電
所
外
へ
の
放
射

性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
の
た
め
の
代
替
手
段
お
よ
び
復
水
ピ

ッ
ト
へ
の
供
給
・
炉
心
注
水
の
た
め
の
代
替
手
段
お
よ
び
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の

供
給
・
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
た
め
の
代
替
手
段
お
よ
び
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
の

供
給
・
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
を
水
源
と
し
た
再
循
環
運
転
・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

へ
の
水
の
供
給
・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
漏
え
い
発
生
時
の
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
ま
た
は
原
子
炉
周
辺
建
屋
へ
の
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
放
水
・
炉
心
の
著
し
い
損
傷

お
よ
び
格
納
容
器
破
損
時
の
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
の
放
水

 

 
 

 
 
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
の
た
め
の
代
替
手
段
お
よ
び
復
水
タ

ン
ク
へ
の
供
給
・
炉
心
注
水
の
た
め
の
代
替
手
段
お
よ
び
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の

供
給
・
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
た
め
の
代
替
手
段
お
よ
び
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の

供
給
・
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
を
水
源
と
し
た
再

循
環
運
転
・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

へ
の
水
の
供
給
・
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
発
生
時
の
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
ま
た
は
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
ス
プ
レ
イ
お
よ

び
放
水
・
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
格
納
容
器
破
損
時
の
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ

ラ
ス
部
へ
の
放
水

 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
作
業
ル
－
ト
確
保
 

構
内
の
ア
ク
セ
ス
状
況
を
考
慮
し
て
可
搬
型
ホ
ー
ス
を
敷
設
し
、
移

送
ル
ー
ト
を

確
保
す
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
燃
料
補
給
 

(
1)
 
 水
中

ポ
ン
プ
用
発
電
機
へ
の
燃
料
補
給
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
水
中
ポ
ン
プ
用
発
電
機
を
運
転
し
た
場
合
、
燃
料
油

貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
を
用
い
て
燃
料
補
給
を
実
施
す
る
。
そ
の
後
の

燃
料
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
間
隔
を
目
安
に
実
施

す
る
。
ま
た
、
重
大
事
故
等
時
７
日
間
運
転
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
の

備
蓄
量
と
し
て
、
表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
原
子

炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
、
表
－
11
「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等

の
た
め
の
手
順
等
」
、
表
－

14
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
及
び
表
－

1
8
「
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
書
等
」
に
示
す
燃
料
も
含

め
、
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
の

油
量
を

3
56

kℓ
以
上
に
管
理
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

水
中

ポ
ン
プ
用
発
電
機
の
燃
料
が
規
定

油
量
以
上
あ
る
こ
と
を
確
認

し
、
運
転
を
開
始
し
た
後
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業

着
手
時
間
※
に
達
し
た
場
合
 

※
 
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
及
び
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補

給
間
隔
は
以
下
の
と
お
り
。

 

(
ｱ)

 
水
中

ポ
ン
プ
用
発
電
機
：
運
転
開
始
後
約
５
時
間

30
分
以
内
（
そ

の
後
約
８
時
間

4
0
分
ご
と
に
補
給
）

 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 作
業
ル
－
ト
確
保
 

構
内
の
ア
ク
セ
ス
状
況
を
考
慮
し
て
可
搬
型

ホ
ー
ス
を
敷
設
し
、
移

送
ル
ー
ト
を

確
保
す
る
。
 

 

 
【
玄
海
－
目
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
水
中

ポ
ン
プ
用

発
電
機
の
配
備
な
し
。
）

 

 
○
 
切
替
性
 

当
初
選
択
し
た
水
源
か
ら
の

送
水
準
備
が
完
了
後
、
引
き
続
き
次
の
水
源
か
ら
の

送
水
準
備
を
開
始
す
る
こ
と
で
、
水
源
が
枯
渇
し
な
い
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
海
水

か
ら
取
水
す
る
こ
と
で
水
の
供
給
が
中
断
す
る
こ
と
な
く
、
重
大
事
故
等
の
収
束
に

必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
確
保
す
る
。
 

淡
水
ま
た
は
海
水
を
復
水
ピ
ッ
ト
へ
補
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
継
続
的
な

蒸
気
発

生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
を
成
立
さ
せ
る
た
め
、
復
水
ピ
ッ
ト
の
保

有
水
量
を
約

1
,0
3
5
m
3
以
上
に
管
理
す
る
。
 

 
 

２
 
移

送
ル
ー
ト
確
保
 

構
内
の
ア
ク
セ
ス
状
況
を
考
慮
し
て
取
水
源
か
ら

送
水
先
へ
可
搬
型

ホ
ー
ス
を

布
設
し
、
移

送
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
。
 

 

 
 

○
 切
替
性

 

当
初
選
択
し
た
水
源
か
ら
の
送
水
準
備
が
完
了
後
、
引
き
続
き
次
の
水
源
か
ら
の

送
水
準
備
を
開
始
す
る
こ
と
で
、
水
源
が
枯
渇
し
な
い
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
海
水

か
ら
取
水
す
る
こ
と
で
水
の
供
給
が
中
断
す
る
こ
と
な
く
、
重
大
事
故
等
の
収
束
に

必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
確
保
す
る
。
 

淡
水
ま
た
は
海
水
を
復
水
タ
ン
ク
へ
補
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、継
続
的
な

蒸
気
発

生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
を
成
立
さ
せ
る
た
め
、
復
水
タ
ン
ク
の
保

有
水
量
を

5
13

m
3
以
上
に
管
理
す
る
。
 

 
 

参考①-546



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

淡
水
を
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
へ
補
給
す
る
こ
と
、
お
よ
び
可
搬
式
代
替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
に
よ
る
海
水
注
水
に
よ
り
、継
続
的
な
炉
心
注
水
、格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
、

代
替
炉
心
注
水
お
よ
び
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
成
立
さ
れ
る
た
め
、
燃
料
取
替

用
水
ピ
ッ
ト
の
保
有
水
量
を
約

1,
8
60
 m

3
以
上
に
管
理
す
る
。
 

 

淡
水
を
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
補
給
す
る
こ
と
、
お
よ
び
可
搬
式
代
替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
に
よ
る
海
水
注
水
に
よ
り
、
継
続
的
な
炉
心
注
水
お
よ
び
代
替
炉
心
注
水

を
成
立
さ
せ
る
た
め
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
保
有
水
量
を

1
,3
2
5
m
3
以
上
に
管

理
す
る
。
 

淡
水
を
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
補
給
す
る
こ
と
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら

復
水
タ
ン
ク
へ
水
源
切
替
と
復
水
タ
ン
ク
へ
の
海
水
補
給
に
よ
り
、
継
続
的
な
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
成
立
さ
せ
る
た
め
、
燃
料
取
替

用
水
タ
ン
ク
の
保
有
水
量
を

1,
3
2
5m

3
以
上
に
管
理
す
る
。
 

 

 
○
 
成
立
性
 

海
水
取
水
時
に
は
、
可
搬
型
ホ
ー
ス
先
端
に
ス
ト
レ
ー
ナ
を
付
け
、
水
面
よ
り
低

く
着
底
し
な
い
位
置
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
漂
流
物
を
吸
い
込
む
こ
と
な
く
水
を
供

給
す
る
。
 

 

 
 

３
 
切
替
性
 

当
初
選
択
し
た
水
源
か
ら
供
給
準
備
完
了
後
、
引
き
続
き
他
の
水
源
か
ら
の
供

給
準
備
を
行
い
、
最
終
的
に
八
田
浦
貯
水
池
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
取
水
ピ
ッ
ト

を
水
源
と
す
る
こ
と
で
水
の
供
給
が
中
断
す
る
こ
と
が
な
く
、
重
大
事
故
等
の
収

束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
確
保
す
る
。
 

復
水
タ
ン
ク
の
保
有
水
量
を
約

9
70
㎥
※
１
以
上
に
管
理
す
る
こ
と
で
、
復
水
タ

ン
ク
が
枯
渇
す
る
ま
で
に
復
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

継
続
的
な
２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
保
有
水
量
を
約

1
,9

6
0 
㎥
以
上
に
管
理
す
る
こ
と

で
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
が
枯
渇
す
る
ま
で
に
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
供

給
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
継
続
的
な
炉
心
注
入
、
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
、

代
替
炉
心
注
入
及
び
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

 
 

○
 成
立
性

 

海
水
取
水
時
に
は
、
可
搬
型
ホ
ー
ス
先
端
に
ス
ト
レ
ー
ナ
を
付
け
、
水
面
よ
り
低

く
着
底
し
な
い
位
置
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
漂
流
物
を
吸
い
込
む
こ
と
な
く
水
を
供

給
す
る
。
 

 

 
 

 
○
 
作
業
性
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
出
口
ラ
イ
ン
の
通
水
用
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え

に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
作
業
場
所
近
傍
に
使
用
工
具
を
配
備

す
る
。
 

 

 
 

４
 
成
立
性
 

淡
水
及
び
海
水
取
水
時
は
、
取
水
用
水
中

ポ
ン
プ
の
吸
い
込
み
部
（
ス
ト
レ
ー

ナ
を
設
置
）
を
水
面
よ
り
低
く
着
底
し
な
い
位
置
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
漂
流
物

を
吸
い
込
む
こ
と
な
く
水
を
供
給
す
る
。
 

 

 
 

○
 作
業
性

 

復
水
タ
ン
ク
出
口
ラ
イ
ン
の
通
水
用
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ
ー
ス
取
替
え
に
つ
い
て

は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
作
業
場
所
近
傍
に
使
用
工
具
を
配
備
す
る
。

 

 

 
 

 
○
 
燃
料
補
給
 

電
源
車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
用
）
、
大
容
量

ポ
ン
プ
へ
の
重

油
の
補

給
は
、定
格
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料

油
貯
蔵

タ
ン
ク
、
重
油
タ
ン
ク
お
よ
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の

補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
給

油
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。

 

電
源
車（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
用
）へ
の
燃
料
補
給
に
関
す
る
手
順
は
、

表
―
６
「
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

送
水
車
へ
の
軽
油
の
補
給
は
、定
格
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時

間
と
な
れ
ば
軽

油
ド
ラ
ム
缶
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定
格
負
荷

運
転
時
に
お
け
る
給

油
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

送
水
車
へ
の
燃
料
補
給
に
関
す
る
手
順
は
、
表
―
６
「
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷

却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

５
 
作
業
性
 

復
水
タ
ン
ク
と
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
の
接
続
に
係
る
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ピ
ー

ス
取
替
え
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
使
用
す
る
工
具
は
作

業
場
所
近
傍
に
配
備
す
る
。
 

 
 

○
 燃
料
補
給
 

電
源

車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
用
）
お
よ
び
大
容
量

ポ
ン
プ
へ
の
重

油

の
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料
油

貯
蔵
タ
ン
ク
お
よ
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
（
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
使
用
時
含
む
。）
を

用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
給

油
間
隔
を

目
安
に
実
施
す
る
。
 

燃
料
補
給
に
関
す
る
手
順
は
、
表
―
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧

時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。

 

送
水

車
へ
の
軽

油
の
補
給
は
、定
格
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時

間
と
な
れ
ば
軽

油
ド
ラ
ム
缶
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定
格
負
荷

運
転
時
に
お
け
る
給
油
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

燃
料
補
給
に
関
す
る
手
順
は
、
表
―
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧

時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
参
照
。

 

 

 
【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
電
源

車
（
可
搬

式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ

用
）
、
大
容
量
ポ
ン
プ
お
よ
び

送
水

車
へ
の
燃
料
補
給
手
順

は
表

-
4
に
記
載
し
て
い

る
。
）

 

 
 

 
 
※
１
：
４
号
炉
に
お
い
て
は
約

1
,
0
2
0
㎥
以
上
 

 

 
 

 
 

 

  
 

参考①-547



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
１
４
 

 
 

表
－
1
4 

 
 
表
－
１
４
 

 
 

 
操
作
手
順
 

１
４
．
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

1
4．
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

１
４
．
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等

 

 
 

 
①
 
方
針
目
的
 

電
源
が

喪
失
し
た
こ
と
に
よ
り
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
、

原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
運

転
停
止
中
に
お
け
る
原
子
炉
内
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
代
替
電
源
（
交

流
）
、
代
替
電
源
（
直
流
）、
代
替
所
内
電
気
設
備
か
ら
給
電
を
行
う
こ
と
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①
 
方
針
目
的
 

電
源
が

喪
失
し
た
こ
と
に
よ
り
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
炉
心
の
著
し
い

損
傷
、
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損

傷
及
び
運
転
停
止
中
に
お
け
る
原
子
炉
内
の
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た

め
代
替
電
源
（
交
流
）
、
非
常
用
電
源
（
直
流
）
、
代
替
電
源
（
直
流
）
、
代
替
所
内

電
気
設
備
か
ら
給
電
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

電
源
が

喪
失
し
た
こ
と
に
よ
り
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
、

原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
運

転
停
止
中
に
お
け
る
原
子
炉
内
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
代
替
電
源
（
交

流
）、
代
替
電
源
（
直
流
）
、
代
替
所
内
電
気
設
備
か
ら
給
電
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
②
 
対
応
手
段
等
 

代
替
電
源
（
交
流
）
の
給
電

 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
以
下
の
手
段
に
よ
り
非
常
用

高
圧
母
線
へ
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
給
電
し
、
電
圧
計
に
よ
り
受
電
し
た
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
．
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
る
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電
 

当
直
課
長
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
受
電
準
備
を
行
っ
た
後
、
空
冷
式

非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
給
電
す
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
、
外
部
電
源
受
電
操
作
お
よ
び
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
の
起
動
操
作
を
実
施
し
て
も
、
非
常
用
高
圧
母
線
の
電
圧
等
が
確
立
し
な

い
場
合
 

 

 
 

②
 
対
応
手
段
等
 

代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
以
下
の
手

順
に
よ
り
非
常
用
高
圧
母
線
へ
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
給
電
し
、
母
線
電
圧
に
よ

り
受
電
確
認
す
る
。
 

１
  
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
に
よ
る
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
の
受
電
準
備
を
行
っ

た
の
ち
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
を
起
動
し
非
常
用
高
圧
母
線
へ
給
電
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
全
て
の
非
常
用
高

圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母
線
電
圧
等
に
よ
り
確

認
で
き
な
い
場
合

 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

代
替
電
源
（
交
流
）
の
給
電

 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
以
下
の
手
段
に
よ
り
非
常
用

高
圧
母
線
へ
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
給
電
し
、
電
圧
計
に
よ
り
受
電
し
た
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

１
．
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
る
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電

 

当
直
課
長
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
受
電
準
備
を
行
っ
た
後
、
空
冷
式

非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
給
電
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
、
外
部
電
源
受
電
操
作
お
よ
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発

電
機
の
起
動
操
作
を
実
施
し
て
も
、
非
常
用
高
圧
母
線
の
電
圧
等
が
確
立
し
な

い
場
合

 

 

 
 

 
２
．
号
機
間
電
力
融
通

恒
設
ケ
ー
ブ
ル
（
３
号
～
４
号
）
を
使
用
し
た
号
機
間
融
通
に

よ
る
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
他
号
炉
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
非
常
用
高
圧
母
線
の
電

圧
に
て
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
、
号
機
間
電
力
融
通
恒
設
ケ
ー
ブ
ル
を

使
用
し
給
電
す
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

Ｎ
ｏ
．
１
予
備
変
圧
器
の
故
障
等
に
よ
り

Ｎ
ｏ
．
１
予
備
変
圧
器
２
次
側

恒

設
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
号
機
間
融
通
に
よ
る
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給

電
が
非
常
用
高
圧
母
線
の
電
圧
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
他
号
炉

の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
等
の
必
要
台
数
（
他
号
炉
の
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び

４
に
お
い
て
は
２
台
、
他
号
炉
の
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
に
お
い
て
は
１

台
）
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
電
圧
等
に
て
確
認
で
き
た
場
合
 

 

 
 

２
 
号
炉
間
電
力
融
通
電
路
を
使
用
し
た
号
炉
間
融
通
に
よ
る
代
替
電
源
（
交
流
）
か

ら
の
給
電
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
他
号
炉
の
交
流
電
源
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
（
他

号
炉
）
）
が
健
全
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
場
合
、
号
炉
間
電
力
融
通
電
路
を
用

い
て
他
号
炉
か
ら
非
常
用
高
圧
母
線
へ
給
電
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

予
備
変
圧
器
２
次
側
電
路
を
使
用
し
た
号
炉
間
融
通
に
よ
る
代
替
電
源

（
交
流
）
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母
線
電
圧
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い

場
合
に
お
い
て
、
他
号
炉
の
交
流
電
源
が
健
全
で
あ
る
場
合
 

 

 
 

 
 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
号
機
間
融
通
は

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
た

め
、
記
載
し
て
い
な
い
。
）

 

 
３
．
電
源
車
に
よ
る
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
受
電
 

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
電
源
車
か
ら
受
電
準
備
を
行
っ
た
後
、
電
源

車
を
起
動
し

給
電
す
る
。

 

 (
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

号
機
間
電
力
融
通
恒
設
ケ
ー
ブ
ル
（
１
，
２
号
～
３

，
４
号
）
を
使
用
し
た
号

機
間
融
通
に
よ
る
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電
が
非
常
用
高
圧
母
線
の
電

圧
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

３
 
発
電
機

車
（
高
圧
発
電
機

車
又
は
中
容
量
発
電
機

車
）
に
よ
る
代
替
電
源
（
交
流
）

か
ら
の
給
電
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
発
電
機

車
（
高
圧
発
電
機

車
又
は
中
容
量
発
電
機

車
）
か
ら
の
受
電
準
備
を
行
っ
た
の
ち
発
電
機

車
（
高
圧
発
電
機

車
又
は
中
容
量

発
電
機

車
）
を
起
動
し
非
常
用
高
圧
母
線
へ
給
電
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

後
備

送
電
線
連
絡
高
圧
電
路
に
よ
る
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電
を

非
常
用
高
圧
母
線
電
圧
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

２
．
電
源
車
に
よ
る
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
受
電
 

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
電
源

車
か
ら
受
電
準
備
を
行
っ
た
後
、
電
源

車
を
起
動
し

給
電
す
る
。

 

 (
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

号
機
間
電
力
融
通

恒
設
ケ
ー
ブ
ル
（
１

，
２
号
～
３
号
）
を
使
用
し
た
号
機

間
融
通
に
よ
る
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電
が
非
常
用
高
圧
母
線
の
電
圧

等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合

 

 

 
 

 
４
．
号
機
間
電
力
融
通
予
備
ケ
ー
ブ
ル
（
３
号
～
４
号
）
を
使
用
し
た
号
機
間
融
通
に

よ
る
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
あ
ら
か
じ
め
敷
設
し
た
号
機
間
電
力
融
通
恒
設
ケ
ー
ブ
ル

が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
配
備
し
て
い
る
号
機
間
電
力
融
通
予
備
ケ
ー
ブ
ル
を
使

用
し
給
電
す
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

電
源

車
の
故
障
等
に
よ
り
代
替
電
源
か
ら
の
給
電
が
非
常
用
高
圧
母
線
の
電

圧
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
他
号
炉
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
等
の

必
要

台
数
（
他
号
炉
の
モ
ー
ド
１
、
２
、
３
お
よ
び
４
に
お
い
て
は
２
台
、
他
号

 
 

４
 
予
備
ケ
ー
ブ
ル
（
号
炉
間
電
力
融
通
用
）
を
使
用
し
た
号
炉
間
融
通
に
よ
る
代
替

電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
他
号
炉
の
交
流
電
源
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
（
他

号
炉
）
）
が
健
全
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
場
合
、
予
備
ケ
ー
ブ
ル
（
号
炉
間
電

力
融
通
用
）
を
用
い
て
他
号
炉
か
ら
非
常
用
高
圧
母
線
へ
給
電
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

発
電
機

車
（
高
圧
発
電
機
車
又
は
中
容
量
発
電
機
車
）
に
よ
る
代
替
電
源

（
交
流
）
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母
線
電
圧
等
に
よ
り
確
認
で
き
な
い

場
合
に
お
い
て
、
他
号
炉
の
交
流
電
源
が
健
全
で
あ
る
場
合
 

 
 

 
 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
号
機
間
融
通
い
は

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
た

め
、
記
載
し
て
い
な
い
。
）

 

参考①-548



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

炉
の
モ
ー
ド
５
、
６
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る

期
間
に
お
い
て
は
１

台
）
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
電
圧
等

に
て
確
認
で
き
た
場
合
 

 

 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

代
替
電
源
（
交
流
）
に
よ
る
給
電
手
順
の
優
先
順
位
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装

置
、
号
機
間
電
力
融
通
恒
設
ケ
ー
ブ
ル
、
電
源
車
、
号
機
間
電
力
融
通
予
備
ケ
ー
ブ

ル
の
順
で
使
用
す
る
。
 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

代
替
電
源
（
交
流
）
の
給
電
手
段
の
優
先
順
位
は
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
、

号
炉
間
電
力
融
通
電
路
、
発
電
機

車
（
高
圧
発
電
機

車
又
は
中
容
量
発
電
機

車
）
、

予
備
ケ
ー
ブ
ル
（
号
炉
間
電
力
融
通
用
）
の
順
で
使
用
す
る
。
 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
順
位
 

代
替
電
源
（
交
流
）
に
よ
る
給
電
手
順
の
優
先
順
位
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装

置
、
電
源
車
の
順
で
使
用
す
る
。
 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
号
機
間
融
通
は

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
た

め
、
記
載
し
て
い
な
い
。
）

 

 
代
替
電
源
（
直
流
）
に
よ
る
給
電

 

１
．
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
に
よ
る
代
替
電
源
（
直
流
）
か
ら
の
給
電
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
は
、
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系

用
）
に
よ
り
非
常
用
直
流
母
線
へ
自
動
で
給
電
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
あ

わ
せ
て
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
発
生
後

1
時
間
を
目
安
に
中
央
制
御
室
で
不
要
直

流
負
荷
の
切
り
離
し
を
行
い
、
8
時
間
以
降
に
現
場
に
て
さ
ら
に
不
要
直
流
負
荷
の

切
り
離
し
を
行
う
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
発
生
後
、
交
流
電
源
か
ら
非
常
用
直
流
母
線
へ
の
給

電
が
母
線
電
圧
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

非
常
用
電
源
（
直
流
）
に
よ
る
給
電

 

１
 
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
に
よ
る
非
常
用
電
源
（
直
流
）
か
ら
の
給
電
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
は
、
非
常
用

直
流
母
線
へ
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
に
よ
り
給
電
し
、
給
電
状
態
を
母
線
電

圧
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

  

(
1)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

交
流
電
源
か
ら
非
常
用
直
流
母
線
へ
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母
線
電
圧
等
に

よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

代
替
電
源
（
直
流
）
に
よ
る
給
電

 

１
．
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
に
よ
る
代
替
電
源
（
直
流
）
か
ら
の
給
電
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系

用
）
に
よ
り
非
常
用
直
流
母
線
へ
給
電
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失

発
生
後
１
時
間
を
目
安
に
中
央
制
御
室
で
不
要
直
流
負
荷
の
切
り
離
し
を
行
う
。

 

ま
た
、
非
常
用
高
圧
母
線
の
電
圧
が
確
認
で
き
た
場
合
、
計
器
用
電
源
（
無
停
電

電
源
装
置
）
の
負
荷
で
あ
る
運
転
コ
ン
ソ
ー
ル
を
復

旧
す
る
。
 

 (
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
発
生
後
、
交
流
電
源
か
ら
非
常
用
直
流
母
線
へ
の
給

電
が
母
線
電
圧
等
に
て
確
認
で
き
な
い
場
合

 

ま
た
、
非
常
用
高
圧
母
線
の
電
圧
が
確
認
で
き
た
場
合
 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
不
要
直
流
負
荷

の
切
り
離
し
は
中
央
制
御
室

に
て
可
能
。
ま
た
、
非
常
用

高
圧
母
線
の
電
圧
が
確
認
で

き
れ
ば
運
転
コ
ン
ソ
ー
ル
を

復
旧
す
る
こ
と
を
記
載
し
て

い
る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
 

 
 

代
替
電
源
（
直
流
）
に
よ
る
給
電

 

１
 
蓄
電
池
（
重
大
事
故
等
対
処
用
）
に
よ
る
代
替
電
源
（
直
流
）
か
ら
の
給
電

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
交
流
動
力
電
源
が
復

旧
す
る
見
込
み
が
な
い
場

合
、
24
時
間
以
上
に
わ
た
り
必
要
な
負
荷
へ
給
電
す
る
た
め
、
蓄
電
池
（
重
大
事

故
等
対
処
用
）
に
よ
り
非
常
用
直
流
母
線
へ
給
電
す
る
。
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
発
生
後
、
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
に
よ
り
非
常
用

直
流
母
線
電
圧
が
許
容
最
低
電
圧
を
維
持
で
き
な
い
場
合
、
蓄
電
池
（
重
大
事
故

等
対
処
用
）
に
よ
り
給
電
し
、
８
時
間
以
内
に
現
場
で
不
要
な
直
流
負
荷
の
切
離

し
を
行
う
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
交
流
動
力
電
源
が
復
旧
す
る
見
込
み
が
な
い

場
合
で
、
直
流
母
線
電
圧
が
許
容
最
低
電
圧
を
維
持
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

 
 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
の
蓄
電
池
は
Ｄ
Ｂ

／

Ｓ
Ａ
兼
用
設
備
の
１
種
類
の

み
で
あ
る
。）

 

 
２
．
可
搬
式
整
流
器
に
よ
る
代
替
電
源
（
直
流
）
か
ら
の
給
電
 

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
の
電
圧
が
低
下
す
る
前
ま
で

に
、
代
替
電
源
（
交
流
）
お
よ
び
可
搬
式
整
流
器
に
よ
り
非
常
用
直
流
母
線
へ
給
電

す
る
。
 

  (
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
に
、
代
替
電
源
（
交
流
）
設
備
に
よ
る
、
代
替
電
源

（
交
流
）
か
ら
の
給
電
が
母
線
電
圧
等
に
て
確
認
で
き
、
非
常
用
直
流
母
線
へ

の
給
電
が
確
認
で
き
な
い
場
合
。
 

 

 
 

２
 
直
流
電
源
用
発
電
機
及
び
可
搬
型
直
流
変
換
器
に
よ
る
代
替
電
源
（
直
流
）
か
ら

の
給
電
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
蓄
電
池
（
重
大
事
故
等
対
処
用
）
か
ら
の
給
電
に

て
母
線
電
圧
が
低
下
す
る
前
に
、
直
流
電
源
用
発
電
機
及
び
可
搬
型
直
流
変
換
器

に
よ
り
非
常
用
直
流
母
線
へ
給
電
す
る
。

 

  (
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
交
流
動
力
電
源
が
復

旧
す
る
見
込
み
が
な
い
場

合
 

 

 
 

２
．
可
搬
式
整
流
器
に
よ
る
代
替
電
源
（
直
流
）
か
ら
の
給
電

 

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
の
電
圧
が
低
下
す
る
前
ま
で

に
、
代
替
電
源
（
交
流
）
お
よ
び
可
搬
式
整
流
器
に
よ
り
非
常
用
直
流
母
線
へ
給
電

す
る
。

 

ま
た
、
非
常
用
高
圧
母
線
の
電
圧
が
確
認
で
き
た
場
合
、
計
器
用
電
源
（
無
停
電

電
源
装
置
）
の
負
荷
で
あ
る
運
転
コ
ン
ソ
ー
ル
を
復

旧
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
に
、
代
替
電
源
（
交
流
）
設
備
に
よ
る
、
代
替
電
源

（
交
流
）
か
ら
の
給
電
が
母
線
電
圧
等
に
て
確
認
で
き
、
非
常
用
直
流
母
線
へ

の
給
電
が
確
認
で
き
な
い
場
合
 

ま
た
、
非
常
用
高
圧
母
線
の
電
圧
が
確
認
で
き
た
場
合
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
の
蓄
電
池
は
Ｄ
Ｂ

／

Ｓ
Ａ
兼
用
設
備
の
１
種
類
の

み
で
あ
る
た
め
、
代
替
電
源

（
交
流
）
お
よ
び
可
搬
式
整

流
器
に
よ
る
給
電
手
段
を
記

載
し
て
い
る
。）

 

 
代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給
電

 

１
．
代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
交
流
お
よ
び
直
流
の
給
電
（
空
冷
式
非
常
用
発
電
装

置
）
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
所
内
電
気
設
備
が
共
通
要
因
で
機
能
を
失
っ
た
場
合
、
少

な
く
と
も

1
系
統
は
機
能
の
維
持
お
よ
び
人
の
接
近
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
空
冷

式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
代
替
所
内
電
気
設
備
変
圧
器
、
代
替
所
内
電
気
設
備
分
電

盤
お
よ
び
可
搬
式
整
流
器
に
よ
り
、
原
子
炉
を
安
定
状
態
に
収
束
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
機
器
へ
給
電
す
る
。
 

 
 

代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給
電

 

１
 
代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給
電
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
２
系
統
の
非
常
用
母
線
等
の
機
能
が
喪

失
し
た
場

合
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
、
重
大
事
故
等
対
処
用
変
圧
器
受
電
盤
及
び
重
大
事

故
等
対
処
用
変
圧
器
盤
に
よ
り
原
子
炉
を
安
定
状
態
に
収
束
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
機
器
へ
給
電
す
る
。
 

 
(1

) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

所
内
電
気
設
備
の
２
系
統
が
同
時
に
機
能

喪
失
し
た
こ
と
を
、
非
常
用
高

 
 

代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給
電

 

１
．
代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
交
流
お
よ
び
直
流
の
給
電
（
空
冷
式
非
常
用
発
電
装

置
）
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
所
内
電
気
設
備
が
共
通
要
因
で
機
能
を
失
っ
た
場
合
、
少

な
く
と
も
１
系
統
は
機
能
の
維
持
お
よ
び
人
の
接
近
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
空
冷

式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
代
替
所
内
電
気
設
備
変
圧
器
、
代
替
所
内
電
気
設
備
分
電

盤
お
よ
び
可
搬
式
整
流
器
に
よ
り
、
原
子
炉
を
安
定
状
態
に
収
束
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
機
器
へ
給
電
す
る
。
 

 
 

参考①-549



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

所
内
電
気
設
備
の

2
系
統
が
同
時
に
機
能

喪
失
し
た
こ
と
を
、
非
常
用
高
圧

母
線
の
電
圧
お
よ
び
非
常
用
直
流
母
線
の
電
圧
等
に
よ
り
確
認
し
た
場
合
 

 

圧
母
線
電
圧
等
に
よ
り
確
認
し
た
場
合
 

 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

所
内
電
気
設
備
の
２
系
統
が
同
時
に
機
能

喪
失
し
た
こ
と
を
、
非
常
用
高
圧

母
線
の
電
圧
お
よ
び
非
常
用
直
流
母
線
の
電
圧
等
に
よ
り
確
認
し
た
場
合
 

 

 
代
替
電
源
（
交
流
）
の
給
電
・
代
替
電
源
（
直
流
）
に
よ
る
給
電
・
 

代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給
電

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
燃
料
補
給
 

(
1)
 空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
等
へ
の
燃
料
（
重
油
）
補
給
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
お
よ
び
電
源
車
ま
た
は
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
へ
の
給
油
は
、
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時

間
と
な
れ
ば
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重
油
タ
ン
ク
お
よ
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
給

油
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
の
給

油
間
隔

を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

 

 
 

  （
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
燃
料
補
給
 

(
1)

 
 燃
料

油
貯
油
そ
う
（
他
号
炉
）
へ
の
燃
料
補
給
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
（
他
号
炉
）
を
運
転
し
、
号

炉
間
電
力
融
通
を
実
施
し
た
場
合
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
（
他
号
炉
）
へ
の
燃

料
補
給
を
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
及
び
燃
料
油
貯

油
そ
う
（
他

号
炉
）
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
燃
料
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に

お
け
る
燃
料
補
給
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

 

 
 

代
替
電
源
（
交
流
）
の
給
電
・
代
替
電
源
（
直
流
）
に
よ
る
給
電
・
代
替
所
内
電
気
設

備
に
よ
る
給
電

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 燃
料
補
給
 

(
1)
 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
等
へ
の
燃
料
（
重

油
）
補
給

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
ま
た
は
電
源

車
へ
の
補
給

は
、
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
空
冷
式
非
常
用

発
電
装
置
に
つ
い
て
は
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
お
よ
び
可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
ま

た
は
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
（
燃
料

油
移

送
ポ
ン
プ
使
用
時
含
む
。）
を
用
い
、
電
源

車
に
つ
い
て
は
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
お
よ
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
（
燃
料

油
移

送

ポ
ン
プ
使
用
時
含
む
。
）
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
負
荷
運
転

時
の
補
給
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
空
冷
式
非
常
用

発
電
装
置
、
電
源
車
つ
い
て

記
載
し
て
い
る
。
玄
海
は
、

対
応
手
段
毎
に
燃
料
補
給
事

項
を
整
理
し
て
い
る
。
）
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
号
機
間
融
通
は

多
様
性
手
段
で
あ
る
た
め
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
へ
の
燃

料
補
給
は
記
載
し
て
い
な

い
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
「
後
述
」
 

 
 

ア
 
燃
料
の
管
理
 

重
大
事
故
等
時
７
日
間
運
転
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
の
備
蓄
量

と
し
て
、
表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
原
子
炉

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
、
表
－
1
1
「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却

等
の
た
め
の
手
順
等
」
、
表
－
1
3「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る

水
の
供
給
手
順
等
」
及
び
表
－
1
8「
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す

る
手
順
等
」
に
示
す
燃
料
も
含
め
、
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
の
油
量
を

3
56

k
ℓ

以
上
、
燃
料

油
貯

油
そ
う
（
他
号
炉
）
の
油
量
を

13
2
kℓ
以
上
に
管
理
す

る
。
 

 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

 
ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
お
よ
び
電
源

車
ま
た
は
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機

を
運
転
し
た
場
合
に
お
い
て
、
各
発
電
機
の
燃
料
が
規
定
油
量
以
上
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
上
で
運
転
開
始
後
、
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
※
1
に
達
し

た
場
合
 

※
1
：
各
発
電
機
の
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
お
よ
び
給

油
間
隔
は
以
下
の

と
お
り
。
 

(
a
) 
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
：
運
転
開
始
約

2
.5
時
間
後
（
そ
の

後
約

4
時
間
毎
に
補
給
）
 

(
b
) 
電
源
車
：
運
転
開
始
後
約

2.
5
時
間
後
（
そ
の
後
約

4
時
間
毎

に
補
給
）
 

(
c)
 デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
）
：
運
転
開
始
後

約
7
0
時
間
後
（
そ
の
後
約

1.
6
時
間
毎
に
補
給
）
 

 

 
 

イ
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

燃
料

油
貯

油
そ
う
（
他
号
炉
）
の
燃
料
が
規
定

油
量
以
上
あ
る
こ
と
を

確
認
し
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
（
他
号
炉
）
の
運
転
を
開
始
し
た
後
、
定

格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
※
に
達
し
た
場
合

 

※
 
 
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
及
び
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補

給
間
隔
は
以
下
の
と
お
り
。
 

(
ｱ)

 
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
（
他
号
炉
）：
運
転
開
始
後
約

48
時
間
以
内

（
そ
の
後
約
８
時
間
ご
と
に
補
給
）
 

 

 
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
ま
た
は
電
源
車
を
運
転
し
た
場
合
に
お
い
て
、

各
発
電
機
の
燃
料
が
規
定

油
量
以
上
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
運
転
開

始
後
、
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
※
に
達
し
た
場
合

 

※
：
各
発
電
機
の
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
お
よ
び
補
給
間
隔
は
以
下
の
と

お
り
。
 (
a)

 空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
：
運
転
開
始
約
２
．
５
時
間
後
（
そ

の
後
約
４
時
間
ご
と
に
補
給
）
 

(
b)

 電
源

車
：
運
転
開
始
後
約
２
．
５
時
間
後
（
そ
の
後
約
２
時
間

ご
と
に
補
給
）

 

 
 【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
空
冷
式
非
常
用

発
電
装
置
、
電
源

車
つ
い
て

記
載
し
て
い
る
。）

 

 
○
 
燃
料
の
管
理
 

重
大
事
故
等
時

7
日
間
運
転
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
（
重
油
）
と
し
て
、

表
―
６「
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」お
よ
び
表
－
１
８
「
緊

急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
」
に
示
す
燃
料
（
重

油
）
も
含
め
、
重

油
タ
ン
ク
（
16
0k
ﾘｯ
ﾄ
ﾙ（
１
基
当
た
り
）、
４
基
）
お
よ
び
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
（
15

0k

ﾘ
ｯﾄ
ﾙ（
１
基
当
た
り
）、
４
基
）
を
管
理
す
る
。
 

 

 
 
「
前
述
」
 

 
 

○
 燃
料
の
管
理

 

重
大
事
故
等
時
７
日
間
運
転
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
（
重

油
）
と
し
て
、

表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る

た
め
の
手
順
等
」
お
よ
び
表
－
１
８
「
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順

等
」
に
示
す
燃
料
（
重

油
）
も
含
め
、
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
の
備
蓄
量
（

18
0k
ﾘ
ｯ
ﾄ

ﾙ以
上
（
１
基
当
た
り
）
、
２
基
）
を
管
理
す
る
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
  

（
美
浜
は
、
重
油
の
備
蓄
量

の
管
理
に
つ
い
て
記
載
し
て

い
る
。
）
 

 
「
前
述
」
 

 
 

(
2)

 
 大
容
量
空
冷
式
発
電
機
用
燃
料
タ
ン
ク
へ
の
燃
料
補
給
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
を
運
転
し
た
場
合
、
大
容

量
空
冷
式
発
電
機
へ
の
燃
料
補
給
を
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
、

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
用
燃
料
タ
ン
ク
及
び
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
用
燃
料

 
 

 
 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
対
応
手
段
毎
に

参考①-550



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

ポ
ン
プ
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
燃
料
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時

に
お
け
る
燃
料
補
給
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

 

燃
料
補
給
事
項
を
整
理
し
て

い
る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

 
 

 
 

ア
 
燃
料
の
管
理
 

重
大
事
故
等
時
７
日
間
運
転
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
の
備
蓄
量

と
し
て
、
表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
原
子
炉

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
、
表
－
1
1
「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却

等
の
た
め
の
手
順
等
」
、
表
－
1
3「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る

水
の
供
給
手
順
等
」
及
び
表
－
1
8「
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す

る
手
順
等
」
に
示
す
燃
料
も
含
め
、
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
の
油
量
を

3
56

k
ℓ

以
上
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
用
燃
料
タ
ン
ク
の

油
量
を

20
k
ℓ
以
上
に
管

理
す
る
。
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

イ
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
用
燃
料
タ
ン
ク
の
燃
料
が
規
定

油
量
以
上
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
の
運
転
を
開
始
し
た
後
、
定
格

負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
※
に
達
し
た
場
合
 

※
 
 
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
及
び
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補

給
間
隔
は
以
下
の
と
お
り
。

 

(
ｱ)

 
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
：
運
転
開
始
後
約

12
時
間
以
内
（
そ
の

後
約

10
時
間
ご
と
に
補
給
）
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

(
3）

 発
電
機

車
（
高
圧
発
電
機
車
又
は
中
容
量
発
電
機

車
）
又
は
直
流
電
源
用
発

電
機
へ
の
燃
料
補
給

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
発
電
機

車
（
高
圧
発
電
機

車
又
は
中
容
量
発
電
機

車
）
又
は
直
流
電
源
用
発
電
機
を
運
転
し
た
場
合
、
発
電
機

車
（
高
圧
発
電
機

車
又
は
中
容
量
発
電
機

車
）
又
は
直
流
電
源
用
発
電
機
へ
の
燃
料
補
給
を
、

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
及
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の

燃
料
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
間
隔
を
目
安
に
実
施

す
る
。
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

ア
 
燃
料
の
管
理
 

重
大
事
故
等
時
７
日
間
運
転
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
の
備
蓄

量
と
し
て
、
表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
原
子

炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
、
表
－
1
1「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷

却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
、
表
－

13
「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な

る
水
の
供
給
手
順
等
」
及
び
表
－
18
「
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関

す
る
手
順
等
」
に
示
す
燃
料
も
含
め
、
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
の

油
量
を

3
5
6k
ℓ
以
上
に
管
理
す
る
。
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

イ
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

発
電
機

車
（
高
圧
発
電
機

車
又
は
中
容
量
発
電
機

車
）
又
は
直
流
電

源
用
発
電
機
の
燃
料
が
規
定
油
量
以
上
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
運
転
を

開
始
し
た
後
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間

※
に
達
し
た
場
合

 

※
 
 
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
及
び
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料

補
給
間
隔
は
以
下
の
と
お
り
。
 

(
ｱ
)
 
発
電
機

車
（
高
圧
発
電
機

車
）：
運
転
開
始
後
直
ち
に
（
そ
の
後

約
２
時
間

10
分
ご
と
に
補
給
）

 

(
ｲ
)
 
発
電
機

車
(
中
容
量
発
電
機

車
）
：
運
転
開
始
後
約
１
時
間
以
内

(そ
の
後
約
４
時
間
ご
と
に
補
給

) 

(
ｳ)

 
直
流
電
源
用
発
電
機
：
運
転
開
始
後
約
４
時
間

30
分
以
内
（
そ

の
後
約
７
時
間

3
0
分
ご
と
に
補
給
）

 

 

 
 

 
 
 

 
○
 
負
荷
容
量
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
の
必
要
最
大
負
荷
は
、
想
定
さ
れ
る
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス

の
う
ち
最
大
負
荷
と
な
る
、
「
外
部
電
源
が

喪
失
時
に
非
常
用
所
内
交
流
電
源
が

喪

 
 

２
 
負
荷
容
量
 

(
1
)
 
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
の
必
要
最
大
負
荷
は
、
重
大
事
故
等
対
策
の
有
効

性
を
確
認
す
る
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
等
の
う
ち
必
要
な
負
荷
が
最
大
と
な
る

 
 

○
 負
荷
容
量
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
の
必
要
最
大
負
荷
は
、
想
定
さ
れ
る
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス

の
う
ち
最
大
負
荷
と
な
る
、
「
外
部
電
源

喪
失
時
に
非
常
用
所
内
交
流
電
源
が
喪

失

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
号
機
間
融
通
は
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

失
し
、原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
の

喪
失
お
よ
び
Ｒ
Ｃ
Ｐ
シ
ー
ル
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
が
発
生
す

る
事
故
」
お
よ
び
「
燃
料
取
出
前
の
ミ
ッ
ド
ル
ー
プ
運
転
中
に
外
部
電
源
が

喪
失
す

る
と
と
も
に
非
常
用
所
内
交
流
電
源
が
喪

失
し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
が

喪
失
す

る
事
故
」
の
場
合
で
あ
る
。
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
は
必
要
最
大
負
荷
以
上
の
電

力
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
原
子
炉
を
安
定
状
態
に
収
束
す
る
た
め
の
電
力
を
供
給
す

る
。
さ
ら
に
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
の
電
源
裕
度
お
よ
び
プ
ラ
ン
ト
設
備
状
況

（
被
災
状
況
、
定
期
検
査
中
等
）
に
応
じ
た
そ
の
他
使
用
可
能
な
設
備
に
供
給
す
る
。 

号
機
間
電
力
融
通
は
、ケ
ー
ブ
ル
の

送
電
容
量
を
考
慮
し
た
負
荷
の
範
囲
内
で
給

電
す
る
。
 

電
源
車
は
、
プ
ラ
ン
ト
監
視
機
能
等
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
度
の
負

荷
に
給
電
す
る
。
 

 

「
全
交
流
動
力
電
源

喪
失

＋
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失

＋
R
CP
シ
ー
ル

L
O
CA
」
で
あ
る
。
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
は
必
要
最
大
負
荷
以
上
の
電
力
を
確

保
す
る
こ
と
で
、
原
子
炉
を
安
定
状
態
に
収
束
す
る
電
力
を
給
電
す
る
。
上
記

の
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
て
使
用
す
る
設
備
が
機
能

喪
失
し
た
場
合
に
お
い

て
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
よ
る
代
替
手
段
を
用
い
る
場
合
、
大
容
量
空
冷

式
発
電
機
の
負
荷
容
量
を
確
認
し
て
給
電
す
る
。
ま
た
、
大
容
量
空
冷
式
発
電

機
の
電
源
裕
度
及
び
プ
ラ
ン
ト
設
備
状
況
（
被
災
状
況
、
定
期
検
査
中
等
）
に

応
じ
た
そ
の
他
使
用
可
能
な
設
備
に
給
電
す
る
。
 

(
2
)
 
 
号
炉
間
電
力
融
通
電
路
を
使
用
し
た
号
炉
間
融
通
に
つ
い
て
は
、
電
路
の

送
電
容
量
を
考
慮
し
た
負
荷
の
範
囲
内
で
供
給
す
る
。
 

(
3
) 

 
発
電
機
車
（
高
圧
発
電
機

車
又
は
中
容
量
発
電
機

車
）
は
、
プ
ラ
ン
ト
監
視

機
能
等
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
負
荷
へ
給
電
す
る
。
 

(
4
)
 
 
予
備
ケ
ー
ブ
ル
（
号
炉
間
電
力
融
通
用
）
を
使
用
し
た
号
炉
間
融
通
に
つ

い
て
は
、
ケ
ー
ブ
ル
の

送
電
容
量
を
考
慮
し
た
負
荷
の
範
囲
内
で
供
給
す
る
。 

し
、
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能
の

喪
失
お
よ
び
Ｒ
Ｃ
Ｐ
シ
ー
ル
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
が
発
生
す
る

事
故
」
の
場
合
で
あ
る
。
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
は
必
要
最
大
負
荷
以
上
の
電
力

を
確
保
す
る
こ
と
で
、
原
子
炉
を
安
定
状
態
に
収
束
す
る
た
め
の
電
力
を
供
給
す

る
。
さ
ら
に
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
の
電
源
裕
度
お
よ
び
プ
ラ
ン
ト
設
備
状
況

（
被
災
状
況
、定
期
検
査
中
等
）
に
応
じ
た
そ
の
他
使
用
可
能
な
設
備
に
供
給
す
る
。 

電
源

車
は
、
プ
ラ
ン
ト
監
視
機
能
等
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
度
の
負

荷
に
給
電
す
る
。
 

 

多
様
性
手
段
で
あ
る
た
め
、

記
載
し
て
い
な
い
。）
（
以

下
、
同
様
。）

 

 

 
○
 
悪
影
響
防
止
 

号
機
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
は
、
通
常
運
転
中
は
、
遮
断
器
お
よ
び
ケ
ー
ブ
ル
に

よ
り
系
統
か
ら
分
離
し
、
重
大
事
故
等
時
の
み
接
続
す
る
。
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
、
電
源
車
な
ら
び
に
号
機
間
電
力
融
通
恒
設
ケ
ー
ブ
ル

ま
た
は
号
機
間
電
力
融
通
予
備
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
号
機
間
融
通
に
よ
り
電
力

を
供
給
す
る
際
、
中
央
制
御
室
で
受
電
後
の
補
機
の
自
動
起
動
を
防
止
す
る
た
め
、

補
機
の
操
作
ス
イ
ッ
チ
を
「
切
断
」
ま
た
は
「
切
」
に
す
る
。
 

受
電
後
の
蓄
電
池
の
充
電
に
よ
る
水
素
発
生
防
止
の
た
め
、
蓄
電
池
室
排
気
フ

ァ
ン
の
起
動
に
よ
り
、
蓄
電
池
室
の
換
気
を
行
う
。
 

 

 
 

３
 
悪
影
響
防
止
 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
、
号
炉
間
電
力
融
通
電
路
、
発
電
機

車
（
高
圧
発
電
機

車
又
は
中
容
量
発
電
機

車
）
、
予
備
ケ
ー
ブ
ル
（
号
炉
間
電
力
融
通
用
）
に
よ
る

給
電
を
行
う
際
は
、
受
電
後
の
非
常
用
高
圧
母
線
補
機
及
び
非
常
用
低
圧
母
線
補

機
の
自
動
起
動
を
防
止
す
る
た
め
に
、
中
央
制
御
室
で
各
補
機
の
操
作
ス
イ
ッ
チ

を
「
停
止
引
ロ
ッ
ク
」
又
は
「
切
」
と
す
る
。
 

 

 
 

○
 悪
影
響
防
止

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
や
電
源
車
に
よ
り
電
力
を
供
給
す
る
際
、
中
央
制
御
室

お
よ
び
現
場
で
受
電
後
の
補
機
の
自
動
起
動
を
防
止
す
る
た
め
、
補
機
の
操
作
器
を

「
引
断
」
ま
た
は
「
切
」
に
す
る
。
 

受
電
後
の
蓄
電
池
の
充
電
に
よ
る
水
素
発
生
防
止
の
た
め
、
バ
ッ
テ
リ
室
換
気
フ

ァ
ン
用

ダ
ン

パ
お
よ
び
バ
ッ
テ
リ
室
給
気
フ
ァ
ン
用

ダ
ン
パ
を
「
開
」
と
し
、
バ
ッ

テ
リ
室
換
気
フ
ァ
ン
の
起
動
に
よ
り
、
バ
ッ
テ
リ
室
の
換
気
を
行
う
。

 

 

 
 

 
○
 
成
立
性
 

所
内
直
流
電
源
設
備
か
ら
給
電
さ
れ
て
い
る

2
4
時
間
以
内
に
、
常
設
代
替
電
源

（
交
流
）
で
あ
る
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
、
十
分
な
余

裕
を
持
っ
て
非
常

用
直
流
母
線
に
繋
ぎ
込
み
給
電
す
る
。
ま
た
、
可
搬
型
代
替
電
源
設
備
（
交
流
）
で

あ
る
電
源
車
に
つ
い
て
も

24
時
間
以
内
に
十
分
な
余

裕
を
持
っ
て
給
電
す
る
。

 

 

 
 

４
 
成
立
性
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
又
は
蓄
電
池
（
重
大
事
故
等
対
処
用
）
か
ら
給
電

さ
れ
て
い
る

24
時
間
以
内
に
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
、
号
炉
間
電
力
融
通
電

路
、
発
電
機

車
、
予
備
ケ
ー
ブ
ル
（
号
炉
間
電
力
融
通
用
）
に
よ
り
、
十
分
な
余

裕
を
持
っ
て
非
常
用
母
線
へ
繋
ぎ
込
み
、
給
電
を
開
始
す
る
。
 

 

 
 

○
 成
立
性

 

所
内
直
流
電
源
設
備
か
ら
給
電
さ
れ
て
い
る
２
４
時
間
以
内
に
、
常
設
代
替
電
源

（
交
流
）
で
あ
る
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
、
十
分
な

余
裕
を
持
っ
て
非
常

用
直
流
母
線
に
繋

ぎ
込
み
給
電
す
る
。
ま
た
、
可
搬
型
代
替
電
源
設
備
（
交
流
）
で

あ
る
電
源
車
に
つ
い
て
も
２
４
時
間
以
内
に
十
分
な

余
裕
を
持
っ
て
給
電
す
る
。

 

 

 
 

 
○
 
作
業
性
 

暗
闇
で
も
視
認
性
が
あ
る
操
作
対
象
遮
断
器
の
識
別
表
示
を
行
う
。
 

 

 
 

５
 
作
業
性
 

暗
闇
で
も
視
認
性
が
あ
る
識
別
表
示
を
操
作
対
象
遮
断
器
に
行
う
。
 

 

 
 

○
 作
業
性

 

暗
闇
で
も
視
認
性
が
あ
る
操
作
対
象
遮
断
器
の
識
別
表
示
を
行
う
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
１
５
 

 
 

表
－
1
5 

 
 
表
－
１
５
 

 
 

 
操
作
手
順
 

１
５
．
事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手
順
等

 

 
 
操
作
手
順
 

1
5．
事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

１
５
．
事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手
順
等

 

 
 

 
①
 
方
針
目
的
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
、
計
測
機
器
の
故
障
等
に
よ
り
、
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る

た
め
に
監
視
す
る
こ
と
が
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
場
合

に
、
当
該

パ
ラ
メ
ー
タ
を
推
定
す
る
た
め
に
有
効
な
情
報
を
把
握
す
る
た
め
、
計
器
の
故

障
時
の
対
応
、
計
器
の
計
測
範
囲
を
超
え
た
場
合
へ
の
対
応
、
計
器
電
源
の

喪
失
時
の
対

応
、
計
測
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

 

 
 
①
 
方
針
目
的
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
、
計
測
機
器
の
故
障
等
に
よ
り
、
当
該
重
大
事
故
等
に
対

処
す
る
た
め
に
監
視
す
る
こ
と
が
必
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
こ
と
が

困
難
と

な
っ
た
場
合
に
、
当
該

パ
ラ
メ
ー
タ
を
推
定
す
る
た
め
に
有
効
な
情
報
を
把
握
す
る

た
め
、
計
器
の
故
障
時
の
対
応
、
計
器
の
計
測
範
囲
を
超
え
た
場
合
の
対
応
、
計
器

電
源
の

喪
失
時
の
対
応
、
パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
録
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
、
計
測
機
器
の
故
障
等
に
よ
り
、
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る

た
め
に
監
視
す
る
こ
と
が
必
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
場
合

に
、
当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
を
推
定
す
る
た
め
に
有
効
な
情
報
を
把
握
す
る
た
め
、
計
器
の
故

障
時
の
対
応
、
計
器
の
計
測
範
囲
を
超
え
た
場
合
へ
の
対
応
、
計
器
電
源
の

喪
失
時
の
対

応
、
計
測
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
「
後
述
」
 

 
 

②
 

パ
ラ
メ
ー
タ
の
選
定
及
び
分
類
 

重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
場
合
に
使
用
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
は
、
事
故
対
処
を
行
う

運
転
手
順
書
の
う
ち
「
事
象
の
判
別
を
行
う
運
転
手
順
書
の
判
断
基
準
」
、
「
炉
心
の

著
し
い
損
傷
及
び
格
納
容
器
破
損
を
防
止
す
る
運
転
手
順
書
の
適
用
条

件
」
及
び
「
炉

心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
対
処
す
る
運
転
手
順
書
の
適
用
条

件
」
、
並

び
に
技
術
的
能
力

1.
1
～

1
.
10
、

1
.1
3
、

1.
14
の
手
順
着
手
の
判
断
基
準
及
び
操
作

手
順
に
用
い
る

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
有
効
性
評
価
の
判
断
及
び
確
認
に
用
い
る

パ
ラ
メ

ー
タ
よ
り
抽
出
し
、
こ
れ
を
抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
と
す
る
。
 

抽
出

パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
、
炉
心
損
傷
防
止
対
策
及
び
格
納
容
器

破
損
防
止
対
策

を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
な
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
直
接
監
視

す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
を
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
と
す
る
。
 

ま
た
、
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
推
定
す
る
た
め
に
必
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
と

す
る
。
 

 
 
「
後
述
」
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は

パ
ラ
メ
ー
タ
の
選

定
を
「
配
慮
す
べ
き
事
項
」

に
整
理
し
て
い
る
が
、
玄
海

は
「

パ
ラ
メ
ー
タ
の
選
定
お

よ
び
分
類
」
項
目
と
し
て
整

理
し
て
い
る
。）

 

 
 

 
 

１
 
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
は
、
以
下
の
と
お
り
分
類
す
る
。
 

(
1)

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
、
耐
震
性
、
耐
環
境
性
を
有
し
、
重
大
事
故
等

対
処
設
備
と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た
し
た
計
器
を
少
な
く
と
も
１
つ
以
上

有
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
を
い
う
。
 

(
2)
 
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
、
多
様
性
拡
張
設
備
の
計
器
の
み
で
計
測
さ
れ
、

計
測
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
に
そ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
が
重
大
事

故
等
対
処
設
備
と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た
し
た
計
器
で
計
測
さ
れ
る
パ
ラ

メ
ー
タ
を
い
う
。
 

 
 

 
 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
と
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
分

け
て
記
載
し
て
い
る
。
）

 

 
 

 
 

２
  
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
は
、
以
下
の
と
お
り
分
類
す
る
。
 

(
1)
 
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
重
大
事
故
等

対
処
設
備
と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た
し
た
計
器
を
少
な
く
と
も
１
つ
以
上

有
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
を
い
う
。
 

(
2)
 
常
用
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
が

多
様
性

拡
張
設
備
の
計
器
の
み

に
よ
り
計
測
さ
れ
る

パ
ラ
メ
ー
タ
を
い
う
。

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

抽
出

パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
、
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
直
接
監
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
電
源
設
備
の
受
電
状
態
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
運
転
状
態
及
び
そ
の

他
の
設
備
の
運
転
状
態
等
に
よ
り
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
補
助
的
に
監
視
す
る

パ
ラ

メ
ー
タ
を
補
助

パ
ラ
メ
ー
タ
と
す
る
。
 

 

 
 

 
 

 

 
②
 
対
応
手
段
等
 

監
視
機
能
の

喪
失

 

１
．
計
器
故
障
時
の

パ
ラ
メ
－
タ
推
定
 

当
直
課
長
は
、
パ
ラ
メ
ー
タ
選
定
で
選
定
し
た
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
原
子

炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
、
圧
力
お
よ
び
水
位
、
な
ら
び
に
原
子
炉
圧
力
容
器
お
よ
び

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
等
）
ま
た
は
有
効
な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る

計
器
が
故
障
に
よ
り
、
計
測
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
、
以
下
の
手
段
に
よ

り
当
該

パ
ラ
メ
ー
タ
を
推
定
す
る
。
 

 
 
③

 
対
応
手
段
等
 

監
視
機
能

喪
失
時

 

１
 
計
器
故
障
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
対
処
時
に
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
計
器
が
故
障
又
は
計
器
の
故
障
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
原
子
炉
施
設
の
状
態

を
把
握
す
る
た
め
、
多
重
化
さ
れ
た
計
器
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
又
は
他
ル
ー
プ
の
計

器
に
よ
る
計
測
及
び
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
当
該

パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
を
行

う
。
 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

監
視
機
能
の

喪
失

 

１
．
計
器
故
障
時
の
パ
ラ
メ
－
タ
推
定

 

当
直
課
長
は
、

パ
ラ
メ
ー
タ
選
定
で
選
定
し
た
重
要
な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
（
原
子

炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
、
圧
力
お
よ
び
水
位
、
な
ら
び
に
原
子
炉
圧
力
容
器
お
よ
び

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
等
）
ま
た
は
有
効
な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る

計
器
が
故
障
に
よ
り
、
計
測
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
以
下
の
手
段
に
よ

り
当
該

パ
ラ
メ
ー
タ
を
推
定
す
る
。

 

 
 

参考①-553



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

主
要

パ
ラ
メ
－
タ
の
う
ち
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
－
タ
お
よ
び
有
効
な
監
視

パ

ラ
メ
－
タ
を
計
測
す
る
計
器
の
故
障
が
疑
わ
れ
た
場
合
 

 

 
 

 
 
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

主
要

パ
ラ
メ
－
タ
の
う
ち
重
要
な
監
視

パ
ラ
メ
－
タ
お
よ
び
有
効
な
監
視

パ

ラ
メ
－
タ
を
計
測
す
る
計
器
の
故
障
が
疑
わ
れ
た
場
合

 

 

 
 

 
(
2)
 パ
ラ
メ
－
タ
監
視
の
手
順
 

ａ
．
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
重
要
な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
に
つ
い
て
、
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
た
は
他
ル
ー
プ
の
計
器
が
あ

る
場
合
は
、
当
該
計
器
に
よ
り
当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
。
 

ｂ
．
パ
ラ
メ
ー
タ
選
定
に
て
選
定
し
た
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

お
よ
び
他
ル
ー
プ
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た

し
た
計
器
を
除
く
。
）
の
値
を
用
い
て
以
下
の
方
法
で
推
定
す
る
。
 

(
a)
 
同
一
物
理
量
で
推
定
（
温
度
、
圧
力
、
水
位
、
流
量
、
放
射
線
量
）

 

(
b)
 
水
位
を
注
水
源
も
し
く
は
注
入
先
の
水
位
変
化
ま
た
は
注
水
量
か
ら

推
定
 

(
c)
 
流
量
を
注
水
先
ま
た
は
注
水
源
の
水
位
変
化
を
監
視
す
る
こ
と
に
よ

り
推
定
 

(
d)
 
除
熱
状
態
を
温
度
、
圧
力
等
の
傾
向
監
視
に
よ
り
推
定
 

(
e)
 
１
次
系
か
ら
の
漏
え
い
を
水
位
、
圧
力
等
の
傾
向
監
視
す
る
こ
と
に
よ

り
推
定
 

(
f)
 
圧
力
と
温
度
を
水
の
飽

和
状
態
の
関
係
か
ら
推
定
 

(
g)
 
ほ
う
素
濃
度
と
炉
心
の
未
臨
界
性
か
ら
推
定
 

(
h)
 
装
置
の
動
作
特
性
に
よ
り
推
定
 

(
i)
 
あ
ら
か
じ
め
評
価
し
た

パ
ラ
メ
ー
タ
の
相
関
関
係
に
よ
り
推
定
 

 

 
 

(
1)
 
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
又
は
他
ル
ー
プ
に
よ
る
計
測
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る

多
重
化
さ
れ
た
重
要
計
器
が
、
チ
ャ
ン
ネ

ル
故
障
に
よ
り
計
測
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

又
は
他
ル
ー
プ
の
重
要
計
器
に
よ
り
計
測
を
行
う
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る

多
重
化
さ
れ
た
重
要
計
器
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
故
障
が
発
生
し
た
場
合
 

「
後
述
」
 

 
 

(
2)
 
パ
ラ
メ
－
タ
監
視
の
手
順
 

ａ
．
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
重
要
な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
に
つ
い
て
、
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
た
は
他
ル
ー
プ
の
計
器
が
あ

る
場
合
は
、
当
該
計
器
に
よ
り
当
該

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
。
 

ｂ
．

パ
ラ
メ
ー
タ
選
定
に
て
選
定
し
た
重
要
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

お
よ
び
他
ル
ー
プ
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た

し
た
計
器
を
除
く
。
）
の
値
を
用
い
て
以
下
の
方
法
で
推
定
す
る
。
 

(
a)

 同
一
物
理
量
で
推
定
（
温
度
、
圧
力
、
水
位
、
流
量
、
放
射
線
量
）
 

(
b)

 
水
位
を
注
水
源
も
し
く
は
注
入
先
の
水
位
変
化
ま
た
は
注
水
量
か
ら

推
定

 

(
c)

 
流
量
を
注
水
先
ま
た
は
注
水
源
の
水
位
変
化
を
監
視
す
る
こ
と
に
よ

り
推
定

 

(
d)

 除
熱
状
態
を
温
度
、
圧
力
等
の
傾
向
監
視
に
よ
り
推
定
 

(
e)

 １
次
冷
却
系
か
ら
の
漏
え
い
を
水
位
、
圧
力
等
の
傾
向
監
視
す
る
こ
と

に
よ
り
推
定

 

(
f)

 圧
力
と
温
度
を
水
の
飽

和
状
態
の
関
係
か
ら
推
定
 

(
g)

 ほ
う
素
濃
度
と
炉
心
の
未
臨
界
性
か
ら
推
定
 

(
h)

 装
置
の
動
作
特
性
に
よ
り
推
定
 

(
i)

 あ
ら
か
じ
め
評
価
し
た
パ
ラ
メ
ー
タ
の
相
関
関
係
に
よ
り
推
定

 

 

 
 

 
(
3)
 代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

計
器
故
障
時
、
当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
た
は
他
ル
ー
プ
の
計

器
が
あ
る
場
合
、
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
器
に
よ
る
計
測
を
優
先
し
、
次
に
他
ル

ー
プ
の
計
器
に
よ
り
計
測
す
る
。
 

重
要
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
お
よ
び
他
ル
ー
プ
の
重
大
事
故
等

対
処
設
備
と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た
し
た
計
器
除
く
。
）
の
値
に
よ
り
推
定
を

行
う
際
に
、
推
定
に
使
用
す
る
計
器
が
複
数
あ
る
場
合
、
よ
り
直
接
的
な

パ
ラ

メ
ー
タ
、
検
出
器
の
種
類
お
よ
び
使
用
環
境
条

件
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
計

測
さ
れ
る
値
の
確
か
ら
し
さ
を
判
断
の
上
で
使
用
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
優
先
順

位
を
定
め
る
。
 

「
前
述
」
 

 
 

(
2)
 
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
推
定

 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
故
障
又
は
計
器
の
故
障
が
疑
わ
れ

る
場
合
に
、
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
り
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
推
定
す
る
。
 

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
り
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
を
行
う
際
に
、
推
定

に
使
用
す
る
計
器
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
と
主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
の
関
連
性
、
検
出
器
の
種
類
、
使
用
環
境
条

件
及
び
計
測
さ
れ
る
値
の

確
か
ら
し
さ
を
考
慮
し
、
使
用
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
優
先
順
位
を
あ
ら
か
じ

め
定
め
る
。
 

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
は
、
以
下
の
方
法
で

行
う
。
 

ア
 
同
一
物
理
量
（
温
度
、
圧
力
、
水
位
、
流
量
及
び
放
射
線
量
率
）
か
ら
推

定
 

イ
 
水
位
を
水
源
若
し
く
は
注
入
先
の
水
位
変
化
又
は
注
入
量
か
ら
推
定

 

ウ
 
流
量
を
注
入
先
又
は
水
源
の
水
位
変
化
か
ら
推
定

 

エ
 
除
熱
状
態
を
温
度
、
圧
力
等
の
傾
向
監
視
に
よ
り
推
定

 

オ
 
１
次
冷
却
系
統
か
ら
の
漏
え
い
を
水
位
、
圧
力
等
の
傾
向
監
視
に
よ
り
推

定
 

カ
 
圧
力
又
は
温
度
を
水
の
飽

和
状
態
の
関
係
か
ら
推
定
 

キ
 
原
子
炉
へ
の
ほ
う
酸
水
注
入
量
に
よ
り
未
臨
界
状
態
で
あ
る
か
否
か
を
推

定
 

ク
 
装
置
の
作
動
状
況
に
よ
り
水
素
濃
度
を
推
定

 

ケ
 
あ
ら
か
じ
め
評
価
し
た

パ
ラ
メ
ー
タ
の
相
関
関
係
に
よ
り
水
素
濃
度
を
推

定
 

(
ｱ)

 
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
の
故
障
に
よ
り
主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
の
監
視
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
又
は
計
器
の
故
障
が
疑
わ
れ
る

場
合

 

 
 

(
3)
 
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法

 

計
器
故
障
時
、
当
該

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
た
は
他
ル
ー
プ
の
計

器
が
あ
る
場
合
、
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
器
に
よ
る
計
測
を
優
先
し
、
次
に
他
ル

ー
プ
の
計
器
に
よ
り
計
測
す
る
。

 

重
要
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
お
よ
び
他
ル
ー
プ
の
重
大
事
故
等

対
処
設
備
と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た
し
た
計
器
除
く
。
）
の
値
に
よ
り
推
定
を

行
う
際
に
、
推
定
に
使
用
す
る
計
器
が
複
数
あ
る
場
合
、
よ
り
直
接
的
な
パ
ラ

メ
ー
タ
、
検
出
器
の
種
類
お
よ
び
使
用
環
境
条
件
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
計

測
さ
れ
る
値
の
確
か
ら
し
さ
を
判
断
の
上
で
使
用
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
の
優
先
順

位
を
定
め
る
。
 

「
前
述
」
 

 
 

 
２
．
計
器
の
計
測
範
囲
を
超
え
た
場
合
の
パ
ラ
メ
－
タ
の
推
定
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
、
圧
力
お
よ
び
水
位
、
な
ら
び
に
原
子
炉
圧
力
容
器

お
よ
び
原
子
炉
格
容
器
へ
の
注
水
量
を
監
視
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
、
パ
ラ
メ
ー

タ
の
値
が
計
器
の
計
測
範
囲
を
超
え
る
も
の
は
、
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
と
水

位
で
あ
る
。

 

 
 

２
 
計
器
の
計
測
範
囲
（
把
握
能
力
）
を
超
え
た
場
合

 

    

 
 

２
．
計
器
の
計
測
範
囲
を
超
え
た
場
合
の

パ
ラ
メ
－
タ
の
推
定

 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
、
圧
力
お
よ
び
水
位
、
な
ら
び
に
原
子
炉
圧
力
容
器

お
よ
び
原
子
炉
格
容
器
へ
の
注
水
量
を
監
視
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
、

パ
ラ
メ
ー

タ
の
値
が
計
器
の
計
測
範
囲
を
超
え
る
も
の
は
、
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
と
水

位
で
あ
る
。

 

 
 

参考①-554



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

当
直
課
長
は
、
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
お
よ
び
水
位
の
値
が
計
器
の
計
測
範

囲
を
超
え
た
場
合
、
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
推
定
す
る
。
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
重
大
事
故
等
の
対
処
時
に
、
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ

る
原
子
炉
容
器
内
の
温
度
、
圧
力
及
び
水
位
並
び
に
原
子
炉
容
器
及
び
原
子
炉
格
納

容
器
へ
の
注
入
量
を
監
視
す
る
計
器
の
計
測
範
囲
（
把
握
能
力
）
を
超
え
た
場
合
、

原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
推
定
及
び
可
搬

型
計
測
器
に
よ
る
計
測
を
行
う
。
 

 

当
直
課
長
は
、
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
お
よ
び
水
位
の
値
が
計
器
の
計
測
範

囲
を
超
え
た
場
合
、
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
推
定
す
る
た
め
の
手
段
は
、
以
下
の
と

お
り
。

 

 
(
1)
 原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
 

当
直
課
長
は
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
の

パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る

1
次
冷
却

材
温
度
が
計
測
範
囲
を
超
え
た
場
合
、
可
搬
型
計
測
器
を
接
続
し
、
検
出
器
の

抵
抗
を
計
測
し
、
換
算
表
を
用
い
て
温
度
へ
変
換
す
る
。

多
様
性

拡
張
設
備
で

あ
る
炉
心
出
口
温
度
が
健
全
で
あ
る
場
合
は
、
炉
心
出
口
温
度
に
よ
る
計
測
を

優
先
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
時
に
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
ま
た
は
１
次
冷
却

材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
の
値
が
、
計
器
の
測
定
範
囲
を
超
え
て
確
認
で
き

な
い
場
合
 

         

(
2)
 原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
 

当
直
課
長
は
、
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
の
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る
加
圧
器

水
位
が
低
下
し
て
計
測
範
囲
以
下
と
な
っ
た
場
合
は
、
原
子
炉
水
位
で
計
測
す

る
。
 

     

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
時
に
加
圧
器
水
位
が
低
下
し
、
計
器
の
計
測
範
囲
を
外
れ
確

認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
 

(
1)
 
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
推
定

 

原
子
炉
容
器
内
の
温
度
、
圧
力
及
び
水
位
、
並
び
に
原
子
炉
容
器
及
び
原

子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
入
量
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
、
パ
ラ
メ
ー

タ
の
値
が
計
器
の
計
測
範
囲
を
超
え
る
の
は
原
子
炉
容
器
内
の
温
度
及
び
水

位
で
あ
る
。
 

原
子
炉
容
器
内
の
温
度
及
び
水
位
の
値
が
計
器
の
計
測
範
囲
を
超
え
た
場

合
に
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
推
定
す
る
た
め
の
手
順
を
以
下
に
示
す
。
 

ア
 
原
子
炉
容
器
内
の
温
度
を
監
視
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る
１
次
冷
却
材

高
温
側
温
度
（
広
域
）
及
び
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
が
計
器
の

計
測
範
囲
を
超
え
た
場
合
は
、
常
用
代
替
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る
炉
心

出
口
温
度
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

イ
 
原
子
炉
容
器
内
の
水
位
を
監
視
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る
加
圧
器
水
位

が
計
器
の
計
測
範
囲
の
下
限
以
下
と
な
っ
た
場
合
は
、
原
子
炉
容
器
水
位

に
よ
り
原
子
炉
容
器
内
の
保
有
水
量
を
推
定
す
る
。
 

(
ｱ)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
時
に
、
原
子
炉
容
器
内
の
温
度
又
は
水
位
が
計
器
の
計

測
範
囲
を
超
え
て
、
確
認
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
 

  

(
2)
 
 
可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測
 

原
子
炉
容
器
内
の
温
度
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る
１
次
冷
却
材
高

温
側
温
度
（
広
域
）
及
び
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
が
計
器
の
計

測
範
囲
を
超
え
た
場
合
で
、
か
つ
、
常
用
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る
炉

心
出
口
温
度
の
監
視
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
は
、
可
搬
型
計
測
器
に
よ
り
１

次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
又
は
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）

を
計
測
す
る
。
 

ま
た
、
可
搬
型
計
測
器
に
表
示
さ
れ
る
計
測
値
を
読
み
取
り
、
換
算
表
等

を
用
い
て
工
学
値
に
換
算
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

原
子
炉
容
器
内
の
温
度
を
監
視
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
の
値
が
計
器
の
計

測
範
囲
を
超
え
た
場
合
に
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
推
定
が
困
難
と
な

っ
た
場
合
 

 
 

(
1)
 
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度

 

当
直
課
長
は
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
の

パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る

1
次
冷
却

材
温
度
が
計
測
範
囲
を
超
え
た
場
合
、
可
搬
型
計
測
器
を
接
続
し
、
検
出
器
の

抵
抗
を
計
測
し
、
換
算
表
を
用
い
て
温
度
へ
変
換
す
る
。
多
様
性

拡
張
設
備
で

あ
る
炉
内
温
度
が
健
全
で
あ
る
場
合
は
、
炉
内
温
度
に
よ
る
計
測
を
優
先
す
る
。 

         ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
時
に
１
次
冷
却
材
高
温
側
広
域
温
度
ま
た
は
１
次
冷
却
材

低
温
側
広
域
温
度
の
値
が
、
計
器
の
測
定
範
囲
を
超
え
て
確
認
で
き
な
い
場

合
 

 (
2)
 
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位

 

当
直
課
長
は
、
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
の

パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る
加
圧

器
水
位
が
低
下
し
て
計
測
範
囲
以
下
と
な
っ
た
場
合
は
、
原
子
炉
水
位
で
計

測
す
る
。
 

     ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
時
に
加
圧
器
水
位
が
低
下
し
、
計
器
の
計
測
範
囲
を
外
れ
確

認
で
き
な
い
場
合
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は

パ
ラ
メ
ー
タ
毎
に

整
理
し
て
い
る
が
、
玄
海
は

対
応
方
法
毎
に
整
理
し
て
い

る
。
）
 

 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
パ
ラ
メ
ー
タ
の
選
定
 

炉
心
損
傷
防
止
対
策
お
よ
び
格
納
容
器

破
損
防
止
対
策
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

把
握
す
る
こ
と
が
必
要
な
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
監
視
す
る
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ

は
、
事
象
の
判
別
を
行
う
運
転
手
順
書
の
判
断
基
準
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ

び
格
納
容
器

破
損
を
防
止
す
る
運
転
手
順
書
の
適
用
条
件
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷

が
発
生
し
た
場
合
に
対
処
す
る
運
転
手
順
書
の
適
用
条
件
お
よ
び
技
術
的
能
力
に

係
る
審
査
基
準

1.
1
～
1.
1
0、

1
.1
3
、
1.
1
4
の
パ
ラ
メ
ー
タ
よ
り
選
定
す
る
。
 

選
定
し
た
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
（

パ
ラ
メ
ー
タ
の
分
類
：
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温

度
、
圧
力
お
よ
び
水
位
、
原
子
炉
圧
力
容
器
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
、

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
、
圧
力
、
水
位
、
水
素
濃
度
、
放
射
線
量
率
、
未
臨
界

の
維
持
ま
た
は
監
視
、最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
、
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視
、

水
源
の
確
保
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
の
水
素
濃
度
）
は
、
以
下
の
と
お
り
分
類
す
る
。 

 

 
 
「
前
述
」
 

 
 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 パ
ラ
メ
ー
タ
の
選
定
 

炉
心
損
傷
防
止
対
策
お
よ
び
格
納
容
器
破
損
防
止
対
策
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

把
握
す
る
こ
と
が
必
要
な
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
監
視
す
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
は
、

事
象
の
判
別
を
行
う
運
転
手
順
書
の
判
断
基
準
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
格
納

容
器

破
損
を
防
止
す
る
運
転
手
順
書
の
適
用
条

件
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し

た
場
合
に
対
処
す
る
運
転
手
順
書
の
適
用
条

件
お
よ
び
技
術
的
能
力
に
係
る
審
査

基
準

1
.1
～

1.
1
0、

1
.
13
、

1.
14
の

パ
ラ
メ
ー
タ
よ
り
選
定
す
る
。
 

選
定
し
た
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
（

パ
ラ
メ
ー
タ
の
分
類
：
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温

度
、
圧
力
お
よ
び
水
位
、
原
子
炉
圧
力
容
器
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
、

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
、
圧
力
、
水
位
、
水
素
濃
度
、
放
射
線
量
率
、
未
臨
界

の
維
持
ま
た
は
監
視
、
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
、格
納
容
器
バ
イ

パ
ス
の
監
視
、

水
源
の
確
保
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
の
水
素
濃
度
）
は
、
以
下
の
と
お
り
分
類
す
る
。 

 

 
 【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は

パ
ラ
メ
ー
タ
の
選

定
を
「
配
慮
す
べ
き
事
項
」

に
整
理
し
て
い
る
が
、
玄
海

は
「

パ
ラ
メ
ー
タ
の
選
定
お

よ
び
分
類
」
項
目
と
し
て
整

理
し
て
い
る
。）

 

 

 
(
1)
 重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 
：
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
、
耐
震
性
、
耐
環
境

性
を
有
し
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た
し
た
計
器
で

計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
い
う
。
 

(
2)
 有
効
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
：
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
、
多
様
性

拡
張
設
備
の

 
 

 
 
 

(
1)
 
重
要
な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
：
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
、
耐
震
性
、
耐
環
境
性

を
有
し
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た
し
た
計
器
で
計

測
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
を
い
う
。

 

(
2)
 
有
効
な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
：
主
要

パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
、
多
様
性

拡
張
設
備
の

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
主
要
パ
ラ
メ
ー

参考①-555



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

計
器
で
計
測
さ
れ
る
が
、
計
測
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
で
も
重
大
事

故
等
対
処
設
備
の
計
器
で
計
測
さ
れ
る
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
有
す
る
も
の
を

い
う
。
 

(
3)
 
補
助
的
な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
：
原
子
炉
施
設
の
状
況
や
重
大
事
故
等
対
処
設

備
の
運
転
状
態
等
を
補
助
的
に
監
視
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
を
い
う
。
 

さ
ら
に
、
次
の
と
お
り
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
選
定
す
る
。
 

(
4)
 
重
要
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
：
重
要
な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の

う
ち
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た
し
た
計
器
（
当
該

重
要
な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
お
よ
び
他
ル
ー
プ
の
重
大
事
故

等
対
処
設
備
と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た
し
た
計
器
含
む
。
）
な
ら
び
に
有
効

な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設

備
と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た
し
た
計
器
に
よ
り
計
測
さ
れ
る

パ
ラ
メ
ー
タ

を
い
う
。
 

 

計
器
で
計
測
さ
れ
る
が
、
計
測
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
で
も
重
大
事

故
等
対
処
設
備
の
計
器
で
計
測
さ
れ
る
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
有
す
る
も
の
を

い
う
。

 

(
3)
 
補
助
的
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
：
原
子
炉
施
設
の
状
況
や
重
大
事
故
等
対
処
設

備
の
運
転
状
態
等
を
補
助
的
に
監
視
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
を
い
う
。

 

さ
ら
に
、
次
の
と
お
り
重
要
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
選
定
す
る
。
 

(
4)
 
重
要
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
：
重
要
な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
の

う
ち
、
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た
し
た
計
器
（
当
該

重
要
な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
お
よ
び
他
ル
ー
プ
の
重
大
事
故

等
対
処
設
備
と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た
し
た
計
器
含
む
。
）
な
ら
び
に
有
効

な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設

備
と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た
し
た
計
器
に
よ
り
計
測
さ
れ
る

パ
ラ
メ
ー
タ

を
い
う
。
 

 

タ
と
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
分

け
て
記
載
し
て
い
る
。
）
 

 

 
○
 
原
子
炉
施
設
の
状
態
把
握
 

設
計
基
準
を
超
え
る
状
態
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
能
力
と

し
て
、
重
要
な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計

器
の
計
測
範
囲
な
ら
び
に
計
器
の
個
数
を
社
内
標
準
に
明
確
に
定
め
る
。
 

 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

○
 原
子
炉
施
設
の
状
態
把
握
 

設
計
基
準
を
超
え
る
状
態
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
能
力
と

し
て
、
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
重
要
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

の
計
測
範
囲
な
ら
び
に
計
器
の
個
数
を
社
内
標
準
に
明
確
に
定
め
る
。

 

 
 

 
○
 
確
か
ら
し
さ
の
考
慮
 

圧
力
の

パ
ラ
メ
ー
タ
と
温
度
の

パ
ラ
メ
ー
タ
を
水
の
飽

和
状
態
の
関
係
か
ら
推

定
す
る
場
合
は
、
水
が
飽
和
状
態
に
な
い
と

パ
ラ
メ
ー
タ
に
不
確
か
さ
が
生
じ
る
た

め
、
計
器
が
故
障
す
る
ま
で
の
原
子
炉
施
設
の
状
況
お
よ
び
事
象
進
展
状
況
を
踏
ま

え
、
複
数
の
関
連
パ
ラ
メ
ー
タ
を
確
認
し
、
有
効
な
情
報
を
得
た
上
で
推
定
す
る
。 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
を
装
置
の
動
作
特
性
を
用
い
て
推
定
す
る
場

合
は
、
間
接
的
な
情
報
に
よ
り
推
定
す
る
た
め
、
不
確
か
さ
が
生
じ
る
こ
と
を
考
慮

す
る
。
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
の
水
素
濃
度
を
推
定
す
る
場
合
は
、
パ
ラ
メ
ー
タ
の
相
関
関
係
を

用
い
て
、
間
接
的
な
情
報
に
よ
り
推
定
す
る
た
め
、
不
確
か
さ
が
生
じ
る
こ
と
を
考

慮
す
る
。
 

な
お
、
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
推
定
に
当
た
っ
て
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
の
誤

差
に
よ
る
影
響
を
考
慮
す
る
。
 

 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

○
 確
か
ら
し
さ
の
考
慮
 

圧
力
の

パ
ラ
メ
ー
タ
と
温
度
の

パ
ラ
メ
ー
タ
を
水
の
飽

和
状
態
の
関
係
か
ら
推

定
す
る
場
合
は
、
水
が
飽

和
状
態
に
な
い
と
パ
ラ
メ
ー
タ
に
不
確
か
さ
が
生
じ
る
た

め
、
計
器
が
故
障
す
る
ま
で
の
原
子
炉
施
設
の
状
況
お
よ
び
事
象
進
展
状
況
を
踏
ま

え
、
複
数
の
関
連

パ
ラ
メ
ー
タ
を
確
認
し
、
有
効
な
情
報
を
得
た
上
で
推
定
す
る
。 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
を
装
置
の
動
作
特
性
を
用
い
て
推
定
す
る
場

合
は
、
間
接
的
な
情
報
に
よ
り
推
定
す
る
た
め
、
不
確
か
さ
が
生
じ
る
こ
と
を
考
慮

す
る
。
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
の
水
素
濃
度
を
推
定
す
る
場
合
は
、
パ
ラ
メ
ー
タ
の
相
関
関
係
を

用
い
て
、
間
接
的
な
情
報
に
よ
り
推
定
す
る
た
め
、
不
確
か
さ
が
生
じ
る
こ
と
を
考

慮
す
る
。
 

な
お
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
推
定
に
あ
た
っ
て
は
、
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
の
誤

差
に
よ
る
影
響
を
考
慮
す
る
。
 

 

 
 

 
計
器
電
源
の

喪
失

 

１
．
計
器
電
源
の
喪
失
時
の
対
応
 

当
直
課
長
は
、
直
流
電
源
が
喪
失
し
計
測
に
必
要
な
計
器
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
、

特
に
重
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
ま
た
は
監
視
す
る
。
 

 
 

計
器
電
源

喪
失
時

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
計
器
電
源
が

喪
失
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
代

替
電
源
（
交
流
）
及
び
代
替
電
源
（
直
流
）
か
ら
給
電
し
、
当
該

パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
器

に
よ
り
計
測
又
は
監
視
す
る
。
 

ま
た
、
計
器
電
源
が

喪
失
し
、
中
央
制
御
室
で
の
パ
ラ
メ
ー
タ
監
視
が

困
難
と
な

っ
た
場
合
に
、
電
源
（
乾
電
池
）
を
内
蔵
し
た
可
搬
型
計
測
器
を
用
い
て
計
測
又
は

監
視
す
る
。
 

 
 

計
器
電
源
の

喪
失

 

１
．
計
器
電
源
の
喪

失
時
の
対
応
 

当
直
課
長
は
、
直
流
電
源
が

喪
失
し
計
測
に
必
要
な
計
器
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
、

特
に
重
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
ま
た
は
監
視
す
る
。
 

 
 

 
(
1)
 全
交
流
動
力
電
源
喪
失
お
よ
び
直
流
電
源
喪
失
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
に
よ
り
計
測
に
必
要
な
計
器
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
、
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
、
電

源
車
お
よ
び
可
搬
式
整
流
器
等
の
運
転
に
よ
り
、
計
器
へ
給
電
す
る
。
 

代
替
電
源
の
供
給
が
で
き
な
い
場
合
は
、
特
に
重
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
、

パ
ラ
メ
ー
タ
選
定
で
選
定
し
た
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
重
要
代
替

パ

ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
に
つ
い
て
は
、
温
度
、
圧
力
、
水
位
お
よ
び
流
量
に

係
る
も
の
に
つ
い
て
、
可
搬
型
計
測
器
を
接
続
し
計
測
す
る
。
た
だ
し
、
可
搬
型

計
測
器
を
用
い
ず
に
直
接
確
認
で
き
る
も
の
は
現
場
で
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
可
搬
型
計
測
器
の
計
測
値
を
工
学
値
に
換
算
す
る
換
算
表
を
準
備
す

る
。
 

可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測
に
お
い
て
は
、
計
測
の
選
定
を
行
う
際
の
考
え

方
と
し
て
、
同
一
パ
ラ
メ
ー
タ
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
い
ず
れ

か
１
つ
の
適
切
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
選
定
し
計
測
ま
た
は
監
視
す
る
。
同
一
の
物

理
量
に
つ
い
て
、
複
数
の
パ
ラ
メ
ー
タ
が
あ
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か
１
つ
の
適

切
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
選
定
し
、
計
測
ま
た
は
監
視
す
る
。

 

 
 

１
 
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
が
発
生
し
た
場
合
に
、
代

替
電
源
（
交
流
）
の
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
計
器
に
給
電
し
、
特
に
重
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る
重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ

を
計
測
又
は
監
視
す
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表

-1
4
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
 

 

２
 
代
替
電
源
（
直
流
）
か
ら
の
給
電

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
が
発
生
し
直
流
電
源
が
枯

渇
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
代
替
電
源
（
直
流
）
の
蓄
電
池
（
重
大
事
故
等
対

処
用
）
又
は
直
流
電
源
用
発
電
機
及
び
可
搬
型
直
流
変
換
器
か
ら
計
器
に
給
電
し
、

特
に
重
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る
重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視

パ

ラ
メ
ー
タ
を
計
測
又
は
監
視
す
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表

-1
4
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
 

 ３
 
可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測
又
は
監
視

 

 
 

(
1)
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
お
よ
び
直
流
電
源

喪
失
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
に
よ
り
計
測
に
必
要
な
計
器
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
、
蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
、
電

源
車
お
よ
び
可
搬
式
整
流
器
等
の
運
転
に
よ
り
、
計
器
へ
給
電
す
る
。
 

代
替
電
源
の
供
給
が
で
き
な
い
場
合
は
、
特
に
重
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
、

パ
ラ
メ
ー
タ
選
定
で
選
定
し
た
重
要
な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
重
要
代
替

パ

ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
に
つ
い
て
は
、
温
度
、
圧
力
、
水
位
お
よ
び
流
量
に

係
る
も
の
に
つ
い
て
、
可
搬
型
計
測
器
を
接
続
し
計
測
す
る
。
た
だ
し
、
可
搬
型

計
測
器
を
用
い
ず
に
直
接
確
認
で
き
る
も
の
は
現
場
で
確
認
す
る
。
 

ま
た
、
可
搬
型
計
測
器
の
計
測
値
を
工
学
値
に
換
算
す
る
換
算
表
を
準
備
す

る
。
 

可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測
に
お
い
て
は
、
計
測
の
選
定
を
行
う
際
の
考
え

方
と
し
て
、
同
一

パ
ラ
メ
ー
タ
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
い
ず
れ

か
１
つ
の
適
切
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
選
定
し
計
測
ま
た
は
監
視
す
る
。
同
一
の
物

理
量
に
つ
い
て
、
複
数
の

パ
ラ
メ
ー
タ
が
あ
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か
１
つ
の
適

切
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
選
定
し
、
計
測
ま
た
は
監
視
す
る
。
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
の
給
電
手
順
、
直
流

電
源
喪
失
時
の
給
電
手
順
及

び
可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計

測
ま
た
は
監
視
を
分
け
て
記

載
し
て
い
る
。）

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
可
搬
型
計
測
器

に
よ
る
計
測
ま
た
は
監
視
の
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
代
替
電
源
（
交
流
）
及
び
代
替
電
源
（
直
流
）
か

ら
の
給
電
が

困
難
と
な
り
、
中
央
制
御
室
で
の
パ
ラ
メ
ー
タ
監
視
が
不
能
と
な
っ

た
場
合
に
、
特
に
重
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要

代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
可
搬
型
計
測
器
に
よ
り
計
測
又
は
監
視
す
る
。
 

留
意
事
項
を
配
慮
す
べ
き
事

項
に
記
載
し
て
い
る
が
、
美

浜
は
、
対
応
に
記
載
し
て
い

る
。
）

 

 
ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
に
お
い
て
、
中
央
制
御
室
で
の

パ
ラ
メ
ー
タ

が
監
視
で
き
な
い
場
合
。

 

 

 
 

（
1)

 
 手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

計
器
電
源
が
喪

失
し
、
中
央
制
御
室
で
の
パ
ラ
メ
ー
タ
監
視
が

困
難
と
な
っ

た
場
合
 

 

 
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
、
中
央
制
御
室
で
の
パ
ラ
メ
ー
タ

が
監
視
で
き
な
い
場
合

 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
電
源
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
喪

失
時
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
、

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
、
電
源
車
お
よ
び
可
搬
式
整
流
器
等
の
運
転
に
よ
り
、

計
器
へ
給
電
す
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表
―
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

 
 
 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 電
源
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源
お
よ
び
直
流
電
源

喪
失
時
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
、
蓄

電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
、
電
源
車
お
よ
び
可
搬
式
整
流
器
等
の
運
転
に
よ
り
、
計

器
へ
給
電
す
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表
―
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。

 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
に
記
載
無
し
。
）

 

 
重
大
事
故
等
時
の
パ
ラ
メ
－
タ
を
記
録
す
る
手
順

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
パ
ラ
メ
ー
タ
選
定
で
選
定
し
た
重
要
な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ

び
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
（
格
納
容
器
内
の
温
度
、
圧
力
、
水
位
、
水
素
濃
度
お
よ
び
放

射
線
量
率
等
）
は
、
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装

置
ま
た
は
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
に
よ
り
計
測
結
果
を
記
録
す
る
。
た
だ
し
、
複
数
の
計

測
結
果
を
使
用
し
計
算
に
よ
り
推
定
す
る
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
（
計
測
結
果
を
含
む
。
）
の
値

や
現
場
操
作
時
の
み
監
視
す
る
現
場
の
指
示
値
は
記
録
用
紙
に
記
録
す
る
。
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
お
よ
び
可
搬
型

温
度
計
測
装
置
に
記
録
さ
れ
た
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
結
果
は
、
記
録
容
量
を
超
え
る

前
に
定
期
的
に
メ
デ
ィ
ア
（
記
録
媒
体
）
に
保
存
す
る
。

 

 

 
 

パ
ラ
メ
ー
タ
記
録
の
手
順
等

 

１
 
 
緊
急
時
対
策
本
部
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
、
圧
力
、
水
位
、
水
素
濃

度
及
び
放
射
線
量
率
な
ど

想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
の
対
応
に
必
要
と
な
る
重
要

監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
結
果
に
つ
い
て
、
以

下
の
方
法
に
よ
り
計
測
結
果
を
記
録
す
る
。
 

(
1
) 
緊
急
時
運
転

パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム
（

SP
D
S
）
、

SP
D
S
デ
ー
タ
表
示

装
置
及
び
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
（
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度

／
出
口
温
度
（
S
A）
用
）
に
よ
り
計
測
結
果
を
記
録
す
る
。
記
録
さ
れ
た

パ
ラ

メ
ー
タ
の
計
測
結
果
を
、
記
録
容
量
を
超
え
る
前
に
定
期
的
に
メ
デ
ィ
ア
（
記

録
媒
体
）
に
保
存
す
る
。
 

(
2
)
 
 
可
搬
型
計
測
器
で
計
測
さ
れ
る

パ
ラ
メ
ー
タ
の
値
及
び
現
場
操
作
時
の
み

監
視
す
る
現
場
計
器
の
指
示
値
を
記
録
用
紙
に
記
録
す
る
。
 

 
 

重
大
事
故
等
時
の
パ
ラ
メ
－
タ
を
記
録
す
る
手
順

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、

パ
ラ
メ
ー
タ
選
定
で
選
定
し
た
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ

び
重
要
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
（
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
、
圧
力
、
水
位
、
水
素
濃
度
お

よ
び
放
射
線
量
率
等
）
は
、
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ

表
示
装
置
ま
た
は
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
に
よ
り
計
測
結
果
を
記
録
す
る
。
た
だ
し
、
複

数
の
計
測
結
果
を
使
用
し
計
算
に
よ
り
推
定
す
る
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
（
計
測
結
果
を
含

む
。
）
の
値
や
現
場
操
作
時
の
み
監
視
す
る
現
場
の
指
示
値
は
記
録
用
紙
に
記
録
す
る
。

 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
お
よ
び
可
搬
型

温
度
計
測
装
置
に
記
録
さ
れ
た
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
結
果
は
、
記
録
容
量
を
超
え
る

前
に
定
期
的
に
メ
デ
ィ
ア
（
記
録
媒
体
）
に
保
存
す
る
。
 

 
 

 
(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
 

 

 
 

ア
  
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合

 

 

 
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合

 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
原
子
炉
施
設
の
状
態
把
握
 

設
計
基
準
を
超
え
る
状
態
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
能
力
と

し
て
、
重
要
な
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計

器
の
計
測
範
囲
な
ら
び
に
計
器
の
個
数
を
社
内
標
準
に
明
確
に
定
め
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
原
子
炉
施
設
の
状
態
把
握
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
重
要
計
器
及
び
重
要
代
替
監
視

パ
ラ
メ

ー
タ
を
計
測
す
る
重
要
代
替
計
器
の
計
測
範
囲
及
び

個
数
を
示
し
た
規
定
文
書

を
定
め
、
設
計
基
準
を
超
え
る
状
態
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る

能
力
を
明
確
化
す
る
。
 

 
 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 原
子
炉
施
設
の
状
態
把
握
 

設
計
基
準
を
超
え
る
状
態
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
能
力
と

し
て
、
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
重
要
代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

の
計
測
範
囲
な
ら
び
に
計
器
の
個
数
を
社
内
標
準
に
明
確
に
定
め
る
。

 

 

 
 

 
「
前
述
」
 

 
 

２
 
確
か
ら
し
さ
の
考
慮

 

圧
力
の

パ
ラ
メ
ー
タ
と
温
度
の

パ
ラ
メ
ー
タ
を
水
の
飽

和
状
態
の
関
係
か
ら

推
定
す
る
場
合
は
、
水
が
飽

和
状
態
に
な
い
と
パ
ラ
メ
ー
タ
に
不
確
か
さ
が
生
じ

る
た
め
、
計
器
が
故
障
す
る
ま
で
の
原
子
炉
施
設
の
状
況
及
び
事
象
進
展
状
況
を

踏
ま
え
、
複
数
の
関
連

パ
ラ
メ
ー
タ
を
確
認
し
、
有
効
な
情
報
を
得
た
上
で
推
定

す
る
。
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
を
装
置
の
作
動
状
況
及
び
あ
ら
か
じ
め
評

価
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
と
圧
力
の
相
関
関
係
を
用
い
て
推
定
す

る
場
合
は
、
間
接
的
な
情
報
に
よ
り
推
定
す
る
た
め
不
確
か
さ
が
生
じ
る
こ
と
を

考
慮
す
る
。
 

推
定
に
当
た
っ
て
は
、
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
誤
差
に
よ
る
影
響
を
考
慮
す
る
。
 

 
 
「
前
述
」
 

 
 

 
 

 
 

３
  
可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測
又
は
監
視
の

留
意
事
項
 

可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測
対
象
の
選
定
を
行
う
際
、
同
一
パ
ラ
メ
ー
タ
に
チ

ャ
ン
ネ
ル
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か
１
つ
の
適
切
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
定

し
計
測
又
は
監
視
す
る
。
同
一
の
物
理
量
に
つ
い
て
複
数
の

パ
ラ
メ
ー
タ
が
あ
る

場
合
は
、
い
ず
れ
か
１
つ
の
適
切
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
選
定
し
計
測
又
は
監
視
す

る
。
 

 
 

 
 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
可
搬
型
計
測
器

に
よ
る
計
測
ま
た
は
監
視
の

留
意
事
項
を
配
慮
す
べ
き
事

項
に
記
載
し
て
い
る
。
）
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大
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）
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既
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下
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：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
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所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
１
６
 

 
 

表
－
1
6 

 
 
表
－
１
６
 

 
 

 
操
作
手
順
 

１
６
．
中
央
制
御
室
の
居
住
性
に
関
す
る
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

1
6．
中
央
制
御
室
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
 

 

 
 
操
作
手
順
 

１
６
．
中
央
制
御
室
の
居
住
性
に
関
す
る
手
順
等

 

 
 

 
①
 
方
針
目
的
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
運
転
員
が
中
央
制
御
室
に
と
ど
ま
る
た
め

に
必
要
な
対
処
設
備
お
よ
び
資
機
材
を
活
用
し
た
居
住
性
の
確
保
、
汚
染
の
持
ち
込
み
防

止
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
低
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

 

 
 
①
 
方
針
目
的
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
運
転
員
が
中
央
制
御
室
に
と
ど
ま
る

た
め
に
必
要
な
対
処
設
備
及
び
資
機
材
を
活
用
し
た
居
住
性
の
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、
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持
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込
み
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、
放
射
性
物
質
の
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度
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を
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
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図
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②
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。
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さ
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よ
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当
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お
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濃

度
の
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、
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は
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合
は
、
外
気
の
取
入
れ
を
実
施
す
る
。
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、
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度
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に
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、
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超
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が
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。
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よ
る
中
央
制
御
室
換
気
隔
離
信
号
の
発
信
を

確
認
し
た
場
合
、
中
央
制
御
室
換
気
設
備
が
中
央
制
御
室
換
気
隔
離
モ
ー
ド
で

運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

ま
た
、
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
内
の

酸
素
濃
度
お
よ
び
二

酸
化
炭
素
濃

度
の
測
定
を
行
い
、

酸
素
濃
度
ま
た
は
二

酸
化
炭
素
濃
度
が
制
限
値
を
満
足
で

き
な
い
場
合
は
、
外
気
の
取
入
れ
を
実
施
す
る
。
 

   ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
発
信
に
よ
る
中
央
制
御
室
換
気
隔
離

信
号
ま
た
は
中
央
制
御
室
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
指
示
値
上
昇
に
よ
り
中
央
制
御

室
換
気
隔
離
信
号
の
発
信
を
確
認
し
た
場
合

 

 

 
 

 
(
2)
 全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
に
よ
り
、
中
央
制
御
室
空
調
装
置
が

中
央
制
御
室
換
気
系
隔
離
モ
ー
ド
に
で
き
な
い
場
合
は
、
手
動
に
よ
る

ダ
ン

パ

の
開
操
作
に
よ
り
中
央
制
御
室
換
気
系
隔
離
モ
ー
ド
の
系
統
構
成
を
行
い
、
代

替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
後
、
中
央
制
御
室
空
調
装
置
を
運
転
す
る
。
 

 ま
た
、
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
内
の

酸
素
濃
度
お
よ
び
二
酸
化
炭
素
濃

度
の
測
定
を
行
い
、

酸
素
濃
度
ま
た
は
二

酸
化
炭
素
濃
度
が
制
限
値
を
満
足
で

き
な
い
場
合
は
、
外
気
の
取
入
れ
を
実
施
す
る
。
 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

 
 

(
2)
 
全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
た
場
合

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
に
よ
り
、
中
央
制
御
室

空
調
装
置
を
事
故
時
外
気
隔
離
モ
ー
ド
に
で
き
な
い
場
合
、
手
動
に
よ
る

ダ

ン
パ
開
処
置
に
よ
り
事
故
時
外
気
隔
離
モ
ー
ド
の
系
統
構
成
を
行
い
、
大
容

量
空
冷
式
発
電
機
に
よ
り
非
常
用
高
圧
母
線
に
受
電
し
、
中
央
制
御
室
空
調

装
置
を
運
転
す
る
。
 

ま
た
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
内
の

酸
素
濃
度
及
び
二
酸

化
炭
素
濃
度
の
測
定
を
行
い
、

酸
素
濃
度
の
低
下
又
は
二

酸
化
炭
素
濃
度
の

上
昇
に
よ
り
、
規
定
値
を
超
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
外
気
を
取
り
入
れ

る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

 
 

(
2)
 
全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
に
よ
り
、
中
央
制
御
室
換
気
設
備
が

中
央
制
御
室
換
気
隔
離
モ
ー
ド
に
で
き
な
い
場
合
は
、
手
動
に
よ
る

ダ
ン
パ
の

開
操
作
に
よ
り
中
央
制
御
室
換
気
隔
離
モ
ー
ド
の
系
統
構
成
を
行
い
、
代
替
交

流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
後
、
中
央
制
御
室
換
気
設
備
を
運
転
す
る
。

 

 ま
た
、
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
内
の

酸
素
濃
度
お
よ
び
二

酸
化
炭
素
濃

度
の
測
定
を
行
い
、

酸
素
濃
度
ま
た
は
二

酸
化
炭
素
濃
度
が
制
限
値
を
満
足
で

き
な
い
場
合
は
、
外
気
の
取
入
れ
を
実
施
す
る
。
 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

 
 

参考①-558



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
に
よ
り
、
中
央
制
御
室
空
調
装
置
が
中
央
制
御
室

換
気
系
隔
離
モ
ー
ド
に
で
き
な
い
場
合
 

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
に
よ
り
、
中
央
制
御
室
空
調
装
置
が
事
故
時
外

気
隔
離
モ
ー
ド
に
で
き
な
い
場
合

 

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
に
よ
り
、
中
央
制
御
室
換
気
設
備
を
中
央
制
御
室

換
気
系
隔
離
モ
ー
ド
に
で
き
な
い
場
合

 

 

 
２
．
中
央
制
御
室
の
照
明
を
確
保
す
る
手
順
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
に
、
中
央
制
御
室
の
照
明
が
使
用
で
き

な
い
場
合
、
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）
の
内
蔵
蓄
電
池
に
よ
る
照
明
を
確
保
し
、
代
替

交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
後
、
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）
を
可
搬
型
照
明
用
電
源
に

接
続
し
中
央
制
御
室
の
照
明
を
引
き
続
き
確
保
す
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
、
中
央
制
御
室
非
常
用
照
明
が
使
用
で
き
な
い

場
合
 

 

 
 

２
 
中
央
制
御
室
の
照
明
を
確
保
す
る
手
順
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
に
、
中
央
制
御
室
の
照

明
が
使
用
で
き
な
い
場
合
、
可
搬
型
照
明

(S
A)
の
蓄
電
池
に
よ
る
照
明
を
確
保

し
、
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
後
、
可
搬
型
照
明

(
SA
)
を
代
替
交
流
電
源

か
ら
給
電
し
中
央
制
御
室
の
照
明
を
引
き
続
き
確
保
す
る
。
 

(
1)
 
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
に
、
中
央
制
御
室
の
照
明
が
使
用
で
き
な
い
場

合
 

 

 
 

２
．
中
央
制
御
室
の
照
明
を
確
保
す
る
手
順
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
、
中
央
制
御
室
の
照
明
が
使
用
で
き

な
い
場
合
、
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）
の
内
蔵
蓄
電
池
に
よ
る
照
明
を
確
保
し
、
代
替

交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
後
、
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）
を
可
搬
型
照
明
用
電
源
に

接
続
し
中
央
制
御
室
の
照
明
を
引
き
続
き
確
保
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
、
中
央
制
御
室
非
常
用
照
明
が
使
用
で
き
な
い

場
合
 

 

 
 

 
３
．
中
央
制
御
室
内
の
酸
素
濃
度
お
よ
び
二

酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
手
順
 

当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
空
調
装
置
が
中
央
制
御
室
換
気
系
隔
離
モ
ー
ド
と
な

っ
た
場
合
、
中
央
制
御
室
内
の
酸
素
濃
度
お
よ
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
を
行
う
。 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

中
央
制
御
室
空
調
装
置
が
中
央
制
御
室
換
気
系
隔
離
モ
ー
ド
と
な
っ
た
場
合

 

 

 
 

３
 
中
央
制
御
室
内
の
酸
素
濃
度
及
び
二

酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
手
順
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
空
調
装
置
が
事
故
時
外
気
隔
離
モ
ー

ド
と
な
っ
た
場
合
、
中
央
制
御
室
内
の

酸
素
濃
度
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定

を
行
い
、

酸
素
濃
度
の
低
下
又
は
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
上
昇
に
よ
り
、
規
定
値
を

超
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
外
気
を
取
り
入
れ
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
に
よ
り
中
央
制
御
室
空
調
装
置
が
運
転
で
き
な
い

場
合
又
は
中
央
制
御
室
空
調
装
置
が
事
故
時
外
気
隔
離
モ
ー
ド
と
な
っ
た
場

合
 

 

 
 

３
．
中
央
制
御
室
内
の

酸
素
濃
度
お
よ
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
手
順

 

当
直
課
長
は
、
中
央
制
御
室
換
気
設
備
が
中
央
制
御
室
換
気
系
隔
離
モ
ー
ド
と
な

っ
た
場
合
、
中
央
制
御
室
内
の

酸
素
濃
度
お
よ
び
二

酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
を
行
う
。 

  (
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

中
央
制
御
室
換
気
設
備
が
中
央
制
御
室
換
気
系
隔
離
モ
ー
ド
と
な
っ
た
場
合
 

 

 
 

 
４
．
そ
の
他
の
放
射
線
防
護
措
置
等
に
関
す
る
手
順
等
 

(
1)
 重
大
事
故
等
時
の
全
面
マ
ス
ク
の
着
用
手
順
 

当
直
課
長
は
、
炉
心
出
口
温
度
等
に
よ
り
炉
心
損
傷
が
予

想
さ
れ
る
事
態
と

な
っ
た
場
合
、
炉
心
損
傷
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
場
合
ま
た
は
発
電
所
対
策
本
部

長
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
運
転
員
等
の
内
部
被
ば
く
を
低
減
す
る
た
め
、

全
面
マ
ス
ク
の
着
用
を
指
示
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
、
炉
心
出
口
温
度
等
に
よ
り
炉
心
損
傷
が
予

想
さ

れ
る
事
態
と
な
っ
た
場
合
ま
た
は
炉
心
損
傷
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
場
合
 

ま
た
は
、
発
電
所
対
策
本
部
長
が
運
転
員
等
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員

の
マ
ス
ク
着
用
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
 

 

 
 

４
 
そ
の
他
の
放
射
線
防
護
措
置
等
に
関
す
る
手
順
等
 

(
1)
 
重
大
事
故
等
時
の
全
面
マ
ス
ク
の
着
用
手
順
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
炉
心
損
傷
が
予
想
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
場

合
又
は
炉
心
損
傷
に

至
っ
た
場
合
は
、
運
転
員
（
当
直
員
）
等
の
内
部
被
ば

く
を
低

減
す
る
た
め
、
全
面
マ
ス
ク
の
着
用
を
指
示
す
る
。
 

 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
、
1
0
分
以
内
に
１
次
冷
却
材
圧
力
が
蓄
圧

タ
ン
ク
作
動
圧
力
ま
で
低
下
し
た
場
合
又
は
炉
心
の
損
傷
が
発
生
し
た

こ
と
を
炉
心
出
口
温
度

3
50
℃
以
上
及
び
格
納
容
器
内
高
レ
ン
ジ
エ
リ
ア

モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
１
×

10
５
m
S
v/
h
以
上
に
よ
り
確
認
し
た
場
合
 

 

 
 

４
．
そ
の
他
の
放
射
線
防
護
措
置
等
に
関
す
る
手
順
等
 

(
1)
 
重
大
事
故
等
時
の
全
面
マ
ス
ク
の
着
用
手
順

 

当
直
課
長
は
、
炉
内
温
度
等
に
よ
り
炉
心
損
傷
が
予

想
さ
れ
る
事
態
と
な
っ

た
場
合
、
炉
心
損
傷
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
場
合
ま
た
は
発
電
所
対
策
本
部
長
が

必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
運
転
員
等
の
内
部
被
ば
く
を
低

減
す
る
た
め
、
全

面
マ
ス
ク
の
着
用
を
指
示
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
、
炉
内
温
度
等
に
よ
り
炉
心
損
傷
が
予

想
さ
れ
る

事
態
と
な
っ
た
場
合
ま
た
は
炉
心
損
傷
の
兆
候
が
見
ら
れ
た
場
合
 

ま
た
は
、
発
電
所
対
策
本
部
長
が
運
転
員
等
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員

の
マ
ス
ク
着
用
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
 

 

 
 

 
(
2)
 重
大
事
故
等
時
の
運
転
員
等
の
被
ば
く
低
減
お
よ
び
被
ば
く
線
量
の
平
準
化
 

当
直
課
長
は
、
運
転
員
等
の
被
ば
く
低
減
お
よ
び
被
ば
く
線
量
の
平
準
化
の

た
め
、
発
電
所
対
策
本
部
長
等
と
協
議
の
上
、
長
期
的
な
保
安
の
観
点
か
ら
運

転
員
の
交
代
要
員
体
制
を
確
立
す
る
。
 

ま
た
、
交
代
要
員
は
運
転
員
の
交
代
に
伴
う
移
動
時
の
放
射
線
防
護
措
置
や

チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
等
の
各
境
界
に
お
け
る
汚
染
管
理
を
行
う
こ
と
で
被
ば

く
の
低
減
を
図
る
。
 

 

 
 

(
2)

 
重
大
事
故
等
時
の
運
転
員
（
当
直
員
）
等
の
被
ば
く
低
減
及
び
被
ば
く
線
量

の
平
準
化

 

発
電
第
二
課
長
は
、
運
転
員
（
当
直
員
）
等
の
被
ば
く
低
減
及
び
被
ば
く

線
量
の
平
準
化
の
た
め
、
所
長
等
と
協
議
の
上
、
長
期
的
な
保
安
の
観
点
か

ら
運
転
員
（
当
直
員
）
等
の
交
代
要
員
体
制
を
確
立
す
る
。
 

ま
た
、
交
代
要
員
は
運
転
員
（
当
直
員
）
等
の
交
代
に
伴
う
移
動
時
の
放

射
線
防
護
措
置
や
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
等
の
各
境
界
に
お
け
る
汚
染
管
理

を
行
う
こ
と
で
運
転
員
（
当
直
員
）
等
の
被
ば
く
の
低

減
を
図
る
。
 

 

 
 

(
2)
 
重
大
事
故
等
時
の
運
転
員
等
の
被
ば
く
低
減
お
よ
び
被
ば
く
線
量
の
平
準
化

 

 

当
直
課
長
は
、
運
転
員
等
の
被
ば
く
低
減
お
よ
び
被
ば
く
線
量
の
平
準
化
の

た
め
、
発
電
所
対
策
本
部
長
等
と
協
議
の
上
、
長
期
的
な
保
安
の
観
点
か
ら
運

転
員
等
の
交
代
要
員
体
制
を
確
立
す
る
。
 

ま
た
、
交
代
要
員
は
運
転
員
等
の
交
代
に
伴
う
移
動
時
の
放
射
線
防
護
措
置

や
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
等
の
各
境
界
に
お
け
る
汚
染
管
理
を
行
う
こ
と
で
被

ば
く
の
低
減
を
図
る
。

 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

照
明
確
保
の
優
先
順
位
は
、

多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
中
央
制
御
室
非
常
用
照

明
を
優
先
し
て
使
用
し
、
中
央
制
御
室
非
常
用
照
明
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可

搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）
を
使
用
す
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

照
明
確
保
の
優
先
順
位
は
、
多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
中
央
非
常
用
照
明
を
優

先
し
て
使
用
し
、
中
央
非
常
用
照
明
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
照
明

(S
A
)

を
使
用
す
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
順
位
 

照
明
確
保
の
優
先
順
位
は
、
多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
中
央
制
御
室
非
常
用
照
明

を
優
先
し
て
使
用
し
、
中
央
制
御
室
非
常
用
照
明
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型

照
明
（
Ｓ
Ａ
）
を
使
用
す
る
。
 

 

 
 

 
汚
染
の
持
ち
込
み
防
止

 

１
．
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
設
置
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

1
0
条
特
定
事
象
が
発
生

し
た
場
合
に
、
中
央
制
御
室
へ
の
汚
染
の
持
ち
込
み
を
防
止
す
る
た
め
、
身
体
サ
ー

ベ
イ
お
よ
び
防
護
具
の
着
替
え
等
を
行
う
た
め
の
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
を
設
置
す

る
。
な
お
、
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
区
画
を
恒
設
化
し
、
速
や
か
に
使
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
 

 
 

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止

 

１
 
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
設
置
手
順

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

10
条
特
定
事
象
が

発
生
し
た
場
合
に
、
中
央
制
御
室
へ
の
汚
染
の
持
ち
込
み
を
防
止
す
る
た
め
、
身

体
サ
ー
ベ
イ
及
び
防
護
具
の
着
替
え
等
を
行
う
た
め
の
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア

を
設
置
す
る
。
 

 

 
 

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止

 

１
．
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
設
置
手
順

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
１
０
条
特
定
事
象
が
発

生
し
た
場
合
に
、
中
央
制
御
室
へ
の
汚
染
の
持
ち
込
み
を
防
止
す
る
た
め
、
身
体
サ

ー
ベ
イ
お
よ
び
防
護
具
の
着
替
え
等
を
行
う
た
め
の
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
を
設
置

す
る
。
な
お
、
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
区
画
を

恒
設
化
し
、
速
や
か
に
使
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
 

 
 

参考①-559



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
に
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
設
置

場
所
の
照
明
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）
の
内
蔵
蓄
電
池
に
よ

る
照
明
を
確
保
し
、
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
給
電
後
、
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）

を
電
源
に
接
続
し
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
照
明
を
引
き
続
き
確
保
す
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

10
条
特
定
事
象
が
発
生
し
た
場
合
 

 

 緊
急
時
対
策
本
部
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
設

置
場
所
の
照
明
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
可
搬
型
照
明

(S
A)
の
蓄
電

池
に
よ
る
照
明
を
確
保
し
、
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
給
電
後
、
可
搬
型
照
明

(
S
A)
を
代
替
電
源
か
ら
給
電
し
、
引
き
続
き
照
明
を
確
保
す
る
。
 

(
1)

 
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

10
条
特
定
事
象
が
発
生
し
た
場
合
 

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
設
置

場
所
の
照
明
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）
の
内
蔵
蓄
電
池
に
よ

る
照
明
を
確
保
し
、
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
給
電
後
、
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）

を
電
源
に
接
続
し
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
照
明
を
引
き
続
き
確
保
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
１
０
条
特
定
事
象
が
発
生
し
た
場
合
 

 

 
汚
染
の
持
ち
込
み
防
止

 

１
．
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
設
置
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

1
0
条
特
定
事
象
が
発
生

し
た
場
合
に
、
中
央
制
御
室
へ
の
汚
染
の
持
ち
込
み
を
防
止
す
る
た
め
、
身
体
サ
ー

ベ
イ
お
よ
び
防
護
具
の
着
替
え
等
を
行
う
た
め
の
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
を
設
置
す

る
。
な
お
、
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
区
画
を
恒
設
化
し
、
速
や
か
に
使
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
に
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
設
置

場
所
の
照
明
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）
の
内
蔵
蓄
電
池
に
よ

る
照
明
を
確
保
し
、
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
給
電
後
、
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）

を
電
源
に
接
続
し
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
照
明
を
引
き
続
き
確
保
す
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

10
条
特
定
事
象
が
発
生
し
た
場
合
 

 

 
 

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止

 

１
 
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
設
置
手
順

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

10
条
特
定
事
象
が

発
生
し
た
場
合
に
、
中
央
制
御
室
へ
の
汚
染
の
持
ち
込
み
を
防
止
す
る
た
め
、
身

体
サ
ー
ベ
イ
及
び
防
護
具
の
着
替
え
等
を
行
う
た
め
の
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア

を
設
置
す
る
。
 

  緊
急
時
対
策
本
部
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
設

置
場
所
の
照
明
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
可
搬
型
照
明

(S
A)
の
蓄
電

池
に
よ
る
照
明
を
確
保
し
、
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
給
電
後
、
可
搬
型
照
明

(
S
A)
を
代
替
電
源
か
ら
給
電
し
、
引
き
続
き
照
明
を
確
保
す
る
。
 

(
1)

 
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

10
条
特
定
事
象
が
発
生
し
た
場
合
 

 

 
 

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止

 

１
．
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
設
置
手
順

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
１
０
条
特
定
事
象
が
発

生
し
た
場
合
に
、
中
央
制
御
室
へ
の
汚
染
の
持
ち
込
み
を
防
止
す
る
た
め
、
身
体
サ

ー
ベ
イ
お
よ
び
防
護
具
の
着
替
え
等
を
行
う
た
め
の
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
を
設
置

す
る
。
な
お
、
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
区
画
を

恒
設
化
し
、
速
や
か
に
使
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
設
置

場
所
の
照
明
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）
の
内
蔵
蓄
電
池
に
よ

る
照
明
を
確
保
し
、
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
給
電
後
、
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）

を
電
源
に
接
続
し
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
照
明
を
引
き
続
き
確
保
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
１
０
条
特
定
事
象
が
発
生
し
た
場
合
 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

照
明
確
保
の
優
先
順
位
は
、
常
設
の

多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ

リ
ア
非
常
用
照
明
を
優
先
し
て
使
用
し
、
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
非
常
用
照
明
が
使

用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）
を
使
用
す
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

照
明
確
保
の
優
先
順
位
は
、
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
中
央
制
御
室
の
出
入
口

付
近
に
設
置
さ
れ
た
蓄
電
池
内
蔵
型
照
明
を
優
先
し
て
使
用
し
、
蓄
電
池
内
蔵
型

照
明
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
照
明

(S
A
)
を
使
用
す
る
。
 

 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
順
位
 

照
明
確
保
の
優
先
順
位
は
、
常
設
の

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ

リ
ア
非
常
用
照
明
を
優
先
し
て
使
用
し
、
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
非
常
用
照
明
が
使

用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）
を
使
用
す
る
。
 

 

 
 

 
放
射
性
物
質
の
濃
度
低

減
 

１
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
設
備
の
運
転
手
順
等
 

当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し
た
場
合
に
、
ア
ニ
ュ

ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
を
運
転
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
漏
え
い
し
た
空
気
が
ア

ニ
ュ
ラ
ス
部
か
ら
放
射
性
物
質
低

減
機
能
を
有
す
る
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ィ
ル

タ
ユ
ニ
ッ
ト
を
通
し
て
屋
外
へ
排
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
圧
力
の
低

下
に
て
確
認
す
る
。
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
は
、

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
系
の
弁
に
窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
か
ら

代
替
制
御
用
空
気
を
供
給
す
る
た
め
の
系
統
構
成
を
行
い
、
代
替
電
源
設
備
か
ら
給

電
し
た
後
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
を
運
転
す
る
。
 

ま
た
、
窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
か
ら
代
替
制
御
用
空
気
の
供

給
が
不
能
の
場
合
は
、
可
搬
式
空
気
圧
縮
機
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
か
ら
代

替
制
御
用
空
気
を
供
給
す
る
た
め
の
系
統
構
成
を
行
い
、
代
替
電
源
設
備
か
ら
給
電

し
た
後
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
を
運
転
す
る
。
 

 
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
低
減

 

１
 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
設
備
の
運
転
手
順
等
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
を
運
転
し
、
原
子
炉

格
納
容
器
内
か
ら
漏
え
い
し
た
空
気
を
放
射
性
物
質
低

減
機
能
を
有
す
る
ア
ニ
ュ
ラ

ス
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
を
通
し
て
排
出
し
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低

減

す
る
。
 

ま
た
、
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
に
お
い

て
も
、
Ｂ
系
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
設
備
の

弁
の
制
御
用
空
気
配
管
に
窒
素
ボ
ン
ベ

（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
弁
用
）
を
接
続
し
て
代
替
空
気
（
窒
素
）
を
供
給

し
、
代
替
電
源
設
備
で
あ
る
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
給
電
し
た
後
、
Ｂ
ア
ニ
ュ

ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
を
運
転
す
る
。
 

 
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
低

減
 

１
．

 ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
再

循
環
設
備
の
運
転
手
順
等

 

当
直
課
長
は
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し
た
場
合
に
、
ア
ニ
ュ

ラ
ス

循
環
フ
ァ
ン
を
運
転
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
漏
え
い
し
た
空
気
が
ア
ニ
ュ

ラ
ス
か
ら
放
射
性
物
質
低

減
機
能
を
有
す
る
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト

を
通
し
て
屋
外
へ
排
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
圧
力
の
低
下
に
て
確

認
す
る
。

 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、

Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
系
の

ダ
ン

パ
に
窒
素
ボ
ン
ベ
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系

ダ
ン

パ
作

動
用
）
か
ら
代
替
制
御
用
空
気
を
供
給
す
る
た
め
の
系
統
構
成
を
行
い
、
代
替
電
源

設
備
か
ら
給
電
し
た
後
、
Ｂ
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
フ
ァ
ン
を
運
転
す
る
。
 

 
      【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異

 

（
大
飯
は
、
可
搬
式
空
気
圧

縮
機
（
代
替
制
御
用
空
気
供

給
用
）
の
Ｓ
Ａ
代
替
設
備
あ

り
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
(
1)
 交
流
動
力
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
が
健
全
で
あ
る
場
合
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し
た
場
合

 

 
 

(
1
) 
交
流
動
力
電
源
及
び
直
流
電
源
が
健
全
で
あ
る
場
合
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し
た
場
合
。
 

 
 

(
1)
交
流
動
力
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
が
健
全
で
あ
る
場
合

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し
た
場
合
 

 
 

 
(
2)
 全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
直
流
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
 

ａ
．
窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
に
よ
る
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化

設
備
の
運
転
 

(
a)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
 

ｂ
．
可
搬
式
空
気
圧

縮
機
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
に
よ
る
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空

気
浄
化
設
備
の
運
転
 

(
a)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
に
よ
る
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄

 
 

(
2
) 
全
交
流
動
力
電
源
又
は
直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
す
べ
て
の
非
常

用
高
圧
母
線
へ
の
交
流
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母
線
電
圧
に
よ

り
確
認
で
き
な
い
場
合
又
は
直
流
母
線
の
給
電
を
非
常
用
直
流
母
線
の
電

圧
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
。
 

 
 

 
(2
)
全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合

 

 

 
 

参考①-560



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

化
設
備
の
運
転
が
で
き
な
い
場
合
 

 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

事
故
時
に
お
い
て
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し
た
場
合
は
、
ア

ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
の
自
動
起
動
を
確
認
す
る
。
自
動
起
動
し
て
い
な
い
場

合
は
、
手
動
に
よ
り
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
を
起
動
す
る
。
ま
た
、
全
交
流

動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
、空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か

ら
の
受
電
お
よ
び
窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
を
用
い
た
ア
ニ
ュ
ラ

ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
の
起
動
操
作
を
実
施
す
る
。
乾
燥
空
気
に
条

件
が
近
い
窒
素
ボ

ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
に
よ
る
窒
素
供
給
操
作
が
で
き
な
い
場
合
は
、

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
受
電
お
よ
び
可
搬
式
空
気
圧
縮
機
（
代
替
制
御
用

空
気
供
給
用
）
を
用
い
た
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
の
起
動
操
作
を
実
施
す

る
。
 

 
 

 
 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
順
位
 

事
故
時
に
お
い
て
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
信
号
が
発
信
し
た
場
合
は
、
ア

ニ
ュ
ラ
ス

循
環
フ
ァ
ン
の
自
動
起
動
を
確
認
す
る
。
自
動
起
動
し
て
い
な
い
場
合

は
、
手
動
に
よ
り
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
フ
ァ
ン
を
起
動
す
る
。
ま
た
、
全
交
流
動
力
電

源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
、空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
の
受

電
お
よ
び
窒
素
ボ
ン
ベ
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス

循
環
系

ダ
ン

パ
作
動
用
）
を
用
い
た
Ｂ
ア
ニ

ュ
ラ
ス

循
環
フ
ァ
ン
の
起
動
操
作
を
実
施
す
る
。
 

 

 
 

 
居
住
性
の
確
保
・
汚
染
の
持
ち
込
み
防
止
・
放
射
性
物
質
の
濃
度
低

減
 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

 
 

 
 
 

居
住
性
の
確
保
・
汚
染
の
持
ち
込
み
防
止
・
放
射
性
物
質
の
濃
度
低
減

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

 
 

 
○
 
放
射
線
管
理
 

チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
で
は
、現
場
作
業
を
行
う
運
転
員
等
の
身
体
サ
ー
ベ
イ
を

行
い
、
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
サ
ー
ベ
イ
エ
リ
ア
に
隣
接
し
た
除
染
エ
リ
ア
に

て
除
染
を
行
う
。
除
染
に
よ
り
廃
水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
ウ
エ
ス
に
染
み
込
ま
せ

る
こ
と
で
放
射
性
廃
棄
物
と
し
て
廃
棄
す
る
。

 

 

 
 

２
 
放
射
線
管
理
 

チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
内
で
は
、
運
転
員
（
当
直
員
）
等
の
身
体
サ
ー
ベ
イ
を

行
い
、
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
サ
ー
ベ
イ
エ
リ
ア
に
内
に
設
け
る
除
染
エ
リ

ア
に
て
除
染
を
行
う
。
除
染
に
よ
る
廃
水
は
、
ウ
エ
ス
に
染
み
込
ま
せ
る
こ
と
で

放
射
性
廃
棄
物
と
し
て
廃
棄
す
る
。
 

 

 
 

○
 放
射
線
管
理

 

チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
で
は
、現
場
作
業
を
行
う
運
転
員
等
の
身
体
サ
ー
ベ
イ
を

行
い
、
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
サ
ー
ベ
イ
エ
リ
ア
に
隣
接
し
た
除
染
エ
リ
ア
に

て
除
染
を
行
う
。
除
染
に
よ
り
廃
水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
ウ
エ
ス
に
染
み
込
ま
せ

る
こ
と
で
放
射
性
廃
棄
物
と
し
て
廃
棄
す
る
。
 

 

 
 

 
○
 
電
源
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
は
、代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
中
央
制
御
室
空
調
装

置
お
よ
び
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）
へ
給
電
す
る
。
給
電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電

源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
、
代
替
電
源
設
備
に

よ
り
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
設
備
に
給
電
す
る
。
給
電
す
る
手
順
は
、
表
－
１
４「
電

源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

３
 
電
源
確
保
 

(
1)
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
は
、
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
中
央
制
御
室
空

調
装
置
及
び
可
搬
型
照
明

(S
A)
へ
給
電
す
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表
－
14
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
 

 

(
2)
 
全
交
流
動
力
電
源
又
は
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
は
、
代
替
交
流
電
源
設

備
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
濃
度
低

減
に
使
用
す
る
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
設

備
へ
給
電
す
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表
－
14
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
 

 
 

○
 電
源
確
保
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
は
、代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
中
央
制
御
室
換
気
設

備
お
よ
び
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）
へ
給
電
す
る
。
給
電
の
手
順
は
、
表
―
１
４
「
電

源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。

 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
、代
替
電
源
設
備
に

よ
り
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気

循
環
設
備
に
給
電
す
る
。
給
電
の
手
順
は
、
表
―
１
４
「
電

源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
  

（
美
浜
は
、
居
住
性
の
確
保
・

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止
の
配

慮
す
べ
き
事
項
と
し
て
記
載

し
て
い
る
。）

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

参考①-561



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
１
７
 

 
 

表
－
1
7 

 
 
表
－
１
７
 

 
 

 
操
作
手
順
 

１
７
．
監
視
測
定
等
に
関
す
る
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

1
7．
監
視
測
定
等
に
関
す
る
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

１
７
．
監
視
測
定
等
に
関
す
る
手
順
等

 

 
 

 
①
 
方
針
目
的
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
発
電
所
お
よ
び
そ
の
周
辺
（
発
電
所
の
周
辺
海
域
を

含
む
。）
に
お
い
て
原
子
炉
施
設
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
お
よ
び
放
射
線
量

を
監
視
し
、
お
よ
び
測
定
し
、
な
ら
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
た
め
、
放
射
性
物

質
の
濃
度
お
よ
び
放
射
線
量
を
測
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
発
電
所
に
お
い

て
風
向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
条
件
を
測
定
し
、
お
よ
び
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
た

め
風
向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
条
件
を
測
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

 

 
 
①
 
方
針
目
的
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
発
電
所
及
び
そ
の
周
辺
（
発
電
所
の
周
辺
海
域

を
含
む
。
）
に
お
い
て
原
子
炉
施
設
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
放
射

線
量
を
監
視
し
、
及
び
測
定
し
、
並
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
た
め
、
放
射
性

物
質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
を
測
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
発
電
所
に
お

い
て
風
向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
条
件
を
測
定
し
、
及
び
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
た

め
、
風
向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
条
件
を
測
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
発
電
所
お
よ
び
そ
の
周
辺
（
発
電
所
の
周
辺
海
域
を

含
む
。）
に
お
い
て
原
子
炉
施
設
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
お
よ
び
放
射
線
量

を
監
視
し
、
お
よ
び
測
定
し
、
な
ら
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
た
め
、
放
射
性
物

質
の
濃
度
お
よ
び
放
射
線
量
を
測
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
発
電
所
に
お
い

て
風
向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
条

件
を
測
定
し
、
お
よ
び
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
た

め
風
向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
条
件
を
測
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
②
 
対
応
手
段
等
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
お
よ
び
放
射
線
量
の
測
定

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
、
発
電
所
お
よ
び
そ
の
周
辺

（
発
電
所
の
周
辺
海
域
を
含
む
。
）
に
お
い
て
原
子
炉
施
設
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質

の
濃
度
お
よ
び
放
射
線
量
を
監
視
し
、
お
よ
び
測
定
し
、
な
ら
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記

録
す
る
。
 

重
大
事
故
等
時
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
お
よ
び
放
射
線
量
の
測
定
頻
度
に
つ
い
て
は
、

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
が
使
用
で
き
る
場
合
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ

ス
ト
を
使
用
）
を
用
い
た
放
射
線
量
の
連
続
測
定
を
行
う
。
ま
た
、
放
射
性
物
質
の
濃
度

の
測
定
（
空
気
中
、
水
中
、
土
壌
中
）
お
よ
び
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
1
回
／
日
以
上
を

目
安
と
す
る
が
、
測
定
頻
度
は
原
子
炉
施
設
の
状
態
お
よ
び
放
射
性
物
質
の
放
出
状
況
を

考
慮
し
変
更
す
る
。
 

 
 

②
 
対
応
手
段
等
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
の
測
定

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
、
発
電
所
及
び
そ
の
周

辺
（
周
辺
海
域
を
含
む
。
）
に
お
い
て
原
子
炉
施
設
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質

の
濃
度
及
び
放
射
線
量
を
監
視
し
、
及
び
測
定
し
、
並
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記
録

す
る
。
 

重
大
事
故
等
時
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
の
測
定
頻
度
に
つ
い
て

は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
、
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ポ
ス
ト
及
び
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
を
用
い
た
放
射
線
量
の
連
続
測
定
を
行
う
。

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
（
空
気
中
、
水
中
、
土
壌
中
）
及
び
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

は
、
１
回

／
日
以
上
を
目
安
と
す
る
が
、
測
定
頻
度
は
原
子
炉
施
設
の
状
態
及
び
放

射
性
物
質
の
放
出
状
況
を
考
慮
し
変
更
す
る
。
 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

放
射
性
物
質
の
濃
度
お
よ
び
放
射
線
量
の
測
定

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
、
発
電
所
お
よ
び
そ
の
周
辺

（
発
電
所
の
周
辺
海
域
を
含
む
。
）
に
お
い
て
原
子
炉
施
設
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質

の
濃
度
お
よ
び
放
射
線
量
を
監
視
し
、
お
よ
び
測
定
し
、
な
ら
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記

録
す
る
。
 

重
大
事
故
等
時
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
お
よ
び
放
射
線
量
の
測
定
頻
度
に
つ
い
て
は
、

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
（
モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
ポ
ス
ト
が
使
用

で
き
る
場
合
は
モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ

ポ
ス
ト
を
使
用
）
を
用
い
た
放
射

線
量
の
連
続
測
定
を
行
う
。
ま
た
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
（
空
気
中
、
水
中
、
土

壌
中
）
お
よ
び
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
1
回

／
日
以
上
を
目
安
と
す
る
が
、
測
定
頻
度
は

原
子
炉
施
設
の
状
態
お
よ
び
放
射
性
物
質
の
放
出
状
況
を
考
慮
し
変
更
す
る
。
 

 
   【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、

多
様
性
拡
張
設

備
で
あ
る
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
使
用

で
き
れ
ば
、
使
用
す
る
旨
を

記
載
し
て
い
る
。）

 

 
１
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に
よ
る
放
射
線
量

の
測
定

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
の
発
電
所
敷
地
境
界
付
近
の
放
射
線
量
は
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に
よ
り
監
視
し
、
お

よ
び
測
定
し
、
な
ら
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
。
 

 

 
 

１
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
に
よ
る
放
射
線
量

の
測
定
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
の
発
電
所
敷
地
境
界
付
近
の
放
射
線
量

に
つ
い
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に
よ
り

監
視
し
、
及
び
測
定
し
、
並
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
。
 

 

 
 

１
．
モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
ポ
ス
ト
に
よ
る
放
射
線
量
の
測
定
 

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
の
発
電
所
敷
地
境
界
付
近
の
放
射
線
量
は
、

モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ

ポ
ス
ト
に
よ
り
監
視
し
、
お
よ
び
測
定
し
、

な
ら
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
。

 

 

 
 

 
２
．
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
に
よ
る
放
射
線
量
の
代
替
測
定
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
た
は

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
が
機
能
喪

失
し
た
場
合
、
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に

よ
り
放
射
線
量
を
監
視
し
、
お
よ
び
測
定
し
、
な
ら
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す

る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
た
は
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ポ
ス
ト
の
故
障
等
に
よ
り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
い
ず
れ
か
の
放
射
線
量
の
測
定
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
 

 

 
 

２
 
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に
よ
る
放
射
線
量
の
代
替
測
定
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
又
は

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が
機
能
喪

失
し
た
場
合
、
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト

に
よ
り
放
射
線
量
を
監
視
し
、
及
び
測
定
し
、
並
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す

る
。
 

 
(1
)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
又
は
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ポ
ス
ト
の
故
障
等
に
よ
り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
又
は
モ
ニ
タ

リ
ン
グ

ポ
ス
ト
の
放
射
線
量
の
測
定
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
 

 

 
 

２
．
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
に
よ
る
放
射
線
量
の
代
替
測
定
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
に
モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
た
は
モ
ニ
タ

ポ
ス
ト
が
機
能
喪

失
し
た
場
合
、
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
に
よ
り
放
射
線
量

を
監
視
し
、
お
よ
び
測
定
し
、
な
ら
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
。
 

 (
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
た
は
モ
ニ
タ

ポ
ス
ト
の
故

障
等
に
よ
り
、
モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ

ポ
ス
ト
の
い
ず
れ
か
の

放
射
線
量
の
測
定
機
能
が
喪

失
し
た
場
合

 

 

 
 

 
３
．
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
施
設
を
囲
む

8
方
位
の
放
射

線
量
の
測
定
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

1
0
条
特
定
事
象
が
発
生

し
た
場
合
、
発
電
所
海
側
敷
地
境
界
方
向
を
含
む
原
子
炉
格
納
施
設
を
囲
む

8
方
位

の
放
射
線
量
は
、
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に
よ
り
監
視
し
、
お
よ
び
測
定
し
、

な
ら
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
。
た
だ
し
、
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
が
使
用
で
き
る
場
合
の
当

該
4
方
位
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
設
置

場
所
が

2
方
位
に
つ
い
て
重
な
る
た
め

4
方
位
と
な
る
。
）
の
測
定
に
つ
い
て
は
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
を
優
先
し
て
使
用
す

る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

10
条
特
定
事
象
が
発
生
し
た
場
合
 

 

 
 

３
 
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
に
よ
る
放
射
線
量
の
測
定
 

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

10
条
特
定
事
象
が

発
生
し
た
場
合
、
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
に
よ
る
放
射
線
量
の
測
定
を
行
う
。
海

側
敷
地
境
界
付
近
を
含
み
原
子
炉
格
納
容
器
を
囲
む
８
方
位
に
可
搬
型
エ
リ
ア

モ
ニ
タ
を
配
置
し
、
放
射
線
量
を
監
視
し
、
及
び
測
定
し
、
並
び
に
そ
の
測
定
結

果
を
記
録
す
る
。
 

    

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

10
条
特
定
事
象
が
発
生
し
た
場
合
 

 

 
 

３
．
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
施
設
を
囲
む
８
方
位
の
放
射

線
量
の
測
定

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
１
０
条
特
定
事
象
が
発

生
し
た
場
合
、
発
電
所
海
側
敷
地
境
界
方
向
を
含
む
原
子
炉
格
納
施
設
を
囲
む
８
方

位
の
放
射
線
量
は
、
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
に
よ
り
監
視
し
、
お
よ
び
測
定

し
、
な
ら
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
。

 

た
だ
し
、

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
ポ
ス

ト
が
使
用
で
き
る
場
合
の
当
該
４
方
位
（
モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ

ポ

ス
ト
の
設
置
場
所
が
２
方
位
に
つ
い
て
重
な
る
た
め
４
方
位
と
な
る
。
）
の
測
定
に

つ
い
て
は
、
モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ

ポ
ス
ト
を
優
先
し
て
使
用
す
る
。 

 (
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
１
０
条
特
定
事
象
が
発
生
し
た
場
合
 

 

 
 

 
４
．
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定
 

 
 

４
 
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定
 

 
 

４
．
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定
 

 
 

参考①-562



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

(
1)
 可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
等
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
）

に
つ
い
て
、
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
（
可
搬
式

ダ
ス
ト
サ
ン
プ
ラ
、
汚
染
サ
ー

ベ
イ
メ
ー
タ
、
Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
）
 に
よ
り
監
視

し
、
お
よ
び
測
定
し
、
な
ら
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
。
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
）
を
測
定
す
る
優
先
順
位
は
、
多
様
性

拡
張

設
備
で
あ
る
移
動
式
放
射
能
測
定
装
置
（
モ
ニ
タ

車
）
を
優
先
す
る
。
多
様
性

拡

張
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合
、
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
（
可
搬
式

ダ
ス
ト

サ
ン
プ
ラ
、
汚
染
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
、

Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ

メ
ー
タ
）
を
使
用
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
移
動
式
放
射
能
測
定
装
置
（
モ
ニ
タ
車
）
に
搭
載

し
て
い
る
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ
、
汚
染
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ま
た
は
よ

う
素
モ
ニ
タ
の
故
障
等
に
よ
り
、
移
動
式
放
射
能
測
定
装
置
（
モ
ニ
タ

車
）

に
よ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
 

 

(
1)

 
可
搬
型
放
射
線
計
測
器
等
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測

定
 緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気

中
）
に
つ
い
て
、
可
搬
型
放
射
線
計
測
器
（

GM
汚
染
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
、

N
aI
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
）
及
び
可
搬
型

ダ
ス
ト
サ
ン
プ

ラ
に
よ
り
監
視
し
、
及
び
測
定
し
、
並
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
。
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
）
を
測
定
す
る
優
先
順
位
は
、

多
様
性

拡

張
設
備
で
あ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
カ
ー
を
優
先
す
る
。

多
様
性

拡
張
設
備
が
使

用
で
き
な
い
場
合
、
可
搬
型
放
射
線
計
測
器
（
G
M汚
染
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
、

N
aI
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
）
及
び
可
搬
型

ダ
ス
ト
サ
ン
プ

ラ
を
使
用
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
カ
ー
に
搭
載
し
て
い
る

ダ
ス

ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ
又
は
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
測
定
装
置
の
故
障
等
に
よ

り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
カ
ー
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
機
能
が

喪

失
し
た
場
合
 

 

(
1)
 
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
等
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定

 

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
）

に
つ
い
て
、
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
（
可
搬
式

ダ
ス
ト
サ
ン
プ
ラ
、
汚
染
サ
ー

ベ
イ
メ
ー
タ
、
Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
）
 に
よ
り
監
視

し
、
お
よ
び
測
定
し
、
な
ら
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
。
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
）
を
測
定
す
る
優
先
順
位
は
、

多
様
性

拡
張

設
備
で
あ
る
移
動
式
放
射
能
測
定
装
置
（
モ
ニ
タ

車
）
を
優
先
す
る
。
多
様
性

拡

張
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合
、
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
（
可
搬
式

ダ
ス
ト

サ
ン
プ
ラ
、
汚
染
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
、

Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ

メ
ー
タ
）
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
移
動
式
放
射
能
測
定
装
置
（
モ
ニ
タ
車
）
に
搭
載

し
て
い
る

ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ
、
汚
染
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ま
た
は
よ

う
素
モ
ニ
タ
の
故
障
等
に
よ
り
、
移
動
式
放
射
能
測
定
装
置
（
モ
ニ
タ

車
）

に
よ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
機
能
が
喪

失
し
た
場
合

 

 

 
５
．
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
等
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
お
よ
び
放
射
線
量
の
測

定
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
の
発
電
所
お
よ
び
そ
の
周
辺
（
発
電
所
の

周
辺
海
域
を
含
む
。
）
に
お
け
る
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
、
水
中
、
土
壌

中
）
お
よ
び
放
射
線
量
に
つ
い
て
、
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
（
可
搬
式
ダ
ス
ト
サ

ン
プ
ラ
、
汚
染
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
、
Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
、

Ｚ
ｎ
Ｓ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
お
よ
び
β
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
）
お

よ
び
電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
に
よ
り
監
視
し
、
お
よ
び
測
定
し
、
な
ら
び
に
そ
の

測
定
結
果
を
記
録
す
る
。
 

発
電
所
の
周
辺
海
域
に
つ
い
て
は
、
小
型
船
舶
を
用
い
た
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
う
。
 

 
 

５
 
可
搬
型
放
射
線
計
測
器
等
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
の
測
定
 

 緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
の
発
電
所
及
び
そ
の
周
辺
（
発
電
所
の

周
辺
海
域
を
含
む
。
）
に
お
け
る
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
、
水
中
、
土

壌
中
）
及
び
放
射
線
量
に
つ
い
て
、
可
搬
型
放
射
線
計
測
器
（

G
M汚
染
サ
ー
ベ
イ

メ
ー
タ
、

N
aI
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
、

Zn
Sシ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
、
電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
）
及
び
可
搬
型

ダ
ス
ト
サ
ン
プ
ラ

に
よ
り
監
視
し
、
及
び
測
定
し
、
並
び
に
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
。
 

周
辺
海
域
に
つ
い
て
は
、
小
型
船
舶
を
用
い
た
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
。

 

 

 
 

５
．
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
等
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
お
よ
び
放
射
線
量
の
測

定
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
の
発
電
所
お
よ
び
そ
の
周
辺
（
発
電
所
の

周
辺
海
域
を
含
む
。
）
に
お
け
る
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
、
水
中
、
土
壌

中
）
お
よ
び
放
射
線
量
に
つ
い
て
、
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
（
可
搬
式

ダ
ス
ト
サ

ン
プ
ラ
、
汚
染
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
、
Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
、

Ｚ
ｎ
Ｓ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
お
よ
び
β
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
）
お

よ
び
電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
に
よ
り
監
視
し
、
お
よ
び
測
定
し
、
な
ら
び
に
そ
の

測
定
結
果
を
記
録
す
る
。
 

発
電
所
の
周
辺
海
域
に
つ
い
て
は
、

小
型
船
舶
を
用
い
た
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
う
。

 

 
 

 
(
1)
 可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
に
原
子
炉
施
設
か
ら
放
射
性
物
質
が

放
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
発
電
所
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
空
気
中
の
放
射
性
物

質
の
濃
度
の
測
定
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
測
定

す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
の
発
生
に
よ
り
、
排
気
筒
ガ
ス
モ
ニ
タ
等
の
指
示
値
を
確
認

し
、
原
子
炉
施
設
か
ら
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
発
電
所

お
よ
び
そ
の
周
辺
の
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
が
必
要
と
判

断
し
た
場
合
。
 

 

 
 

(
1)
 
 可
搬
型
放
射
線
計
測
器
等
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
に
原
子
炉
施
設
か
ら
放
射
性
物
質

が
放
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
発
電
所
及
び
そ
の
周
辺
の
空
気
中
の
放
射
性

物
質
の
濃
度
の
測
定
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
を

測
定
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
排
気
筒
ガ
ス
モ
ニ
タ
等
の
指
示
値
等
を
確
認
し
、

原
子
炉
施
設
か
ら
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
発
電
所
及

び
そ
の
周
辺
の
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
が
必
要
と
判
断
し

た
場
合
 

 

 
 

(
1)
 
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
に
原
子
炉
施
設
か
ら
放
射
性
物
質
が

放
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
発
電
所
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
空
気
中
の
放
射
性
物

質
の
濃
度
の
測
定
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
測
定

す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
の
発
生
に
よ
り
、
格
納
容
器
排
気
筒
ガ
ス
モ
ニ
タ
等
の
指
示

値
を
確
認
し
、
原
子
炉
施
設
か
ら
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い

て
発
電
所
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
が

必
要
と
判
断
し
た
場
合

 

 
 

 
(
2)
 可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
に
よ
る
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
に
原
子
炉
施
設
か
ら
放
射
性
物
質
が

放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
、
ま
た
は
放
出
さ
れ
た
場
合
に
、
可
搬
型
放
射
線
計
測

装
置
に
よ
り
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
測
定
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
廃
棄
物
処
理
設
備
排
水
モ
ニ
タ
の
指
示
値
等
を
確

認
し
、
原
子
炉
施
設
か
ら
発
電
所
の
周
辺
海
域
へ
の
放
水
に
放
射
性
物
質
が

含
ま
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
 

 

 
 

(
2)

 
可
搬
型
放
射
線
計
測
器
に
よ
る
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
に
原
子
炉
施
設
か
ら
放
射
性
物
質

が
放
出
さ
れ
た
場
合
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
可
搬
型
放
射
線
計

測
器
に
よ
り
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
測
定
を
行
う
。

 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
廃
棄
物
処
理
設
備
排
水
モ
ニ
タ
の
指
示
値
等
を

確
認
し
、
原
子
炉
施
設
か
ら
周
辺
海
域
へ
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
る
水
が

放
出
さ
れ
た
場
合
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
水
中
の
放
射
性

物
質
の
濃
度
の
測
定
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
 

 

 
 

(
2)
 
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
に
よ
る
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
に
原
子
炉
施
設
か
ら
放
射
性
物
質
が

放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
、
ま
た
は
放
出
さ
れ
た
場
合
に
、
可
搬
型
放
射
線
計
測

装
置
に
よ
り
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
測
定
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
廃
棄
物
処
理
設
備
排
水
モ
ニ
タ
の
指
示
値
等
を
確

認
し
、
原
子
炉
施
設
か
ら
周
辺
海
域
へ
の
放
水
に
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
 

 
 

 
(
3)
 可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
に
よ
る
土
壌
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
に
原
子
炉
施
設
か
ら
放
射
性
物
質
が

放
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
発
電
所
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
土
壌
中
の
放
射
性
物

質
の
濃
度
の
測
定
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
測
定

す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
排
気
筒
ガ
ス
モ
ニ
タ
等
の
指
示
値
を
確
認
し
、
原

 
 

(
3)

 
可
搬
型
放
射
線
計
測
器
に
よ
る
土
壌
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
に
原
子
炉
施
設
か
ら
放
射
性
物
質

が
放
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
発
電
所
及
び
そ
の
周
辺
の
土
壌
中
の
放
射
性

物
質
の
濃
度
の
測
定
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
を

測
定
す
る
。
 

ア
  
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
排
気
筒
ガ
ス
モ
ニ
タ
等
の
指
示
値
等
を
確
認
し
、

 
 

(
3)
 
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
に
よ
る
土
壌
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
に
原
子
炉
施
設
か
ら
放
射
性
物
質
が

放
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
発
電
所
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
土
壌
中
の
放
射
性
物

質
の
濃
度
の
測
定
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
測
定

す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
格
納
容
器
排
気
筒
ガ
ス
モ
ニ
タ
等
の
指
示
値
を
確

 
 

参考①-563



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

子
炉
施
設
か
ら
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
、
土
壌
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

の
測
定
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
（
プ
ル
ー
ム
通
過
後
）

 

 

原
子
炉
施
設
か
ら
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
、
土
壌
中
の
放
射
性
物
質
の

濃
度
の
測
定
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
（
プ
ル
ー
ム
通
過
後
）

 

 

認
し
、
原
子
炉
施
設
か
ら
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
、
土
壌
中
の
放
射
性
物

質
の
濃
度
の
測
定
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
（
プ
ル
ー
ム
通
過
後
）
 

 
(
4)
 海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
発
電
所
の
周
辺
海
域
で
の
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
に
、

小
型
船
舶
で
電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
お
よ
び
可
搬

型
放
射
線
計
測
装
置
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
濃
度
お
よ
び
放
射
線
量
を
測
定
す

る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
排
気
筒
ガ
ス
モ
ニ
タ
等
の
指
示
値
等
を
確
認
し
、

原
子
炉
施
設
か
ら
発
電
所
の
周
辺
海
域
へ
の
放
射
性
物
質
漏
え
い
が
確
認

さ
れ
る
等
に
よ
り

小
型
船
舶
に
よ
る
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
 

 

 
 

(
4)

 
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
発
電
所
の
周
辺
海
域
で
の
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が

必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
、

小
型
船
舶
で
周
辺
海
域
を
移
動
し
可
搬
型
放
射

線
計
測
器
等
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
測
定
を
行
う
。

 

 

ア
  
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
排
気
筒
ガ
ス
モ
ニ
タ
等
の
指
示
値
等
を
確
認
し
、

原
子
炉
施
設
か
ら
周
辺
海
域
へ
の
放
射
性
物
質
放
出
が
確
認
さ
れ
る
等
に

よ
り
小
型
船
舶
に
よ
る
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合

 

 

 
 

(
4)
 
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
発
電
所
の
周
辺
海
域
で
の
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
に
、

小
型
船
舶
で
電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
お
よ
び
可
搬

型
放
射
線
計
測
装
置
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
濃
度
お
よ
び
放
射
線
量
を
測
定
す

る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
格
納
容
器
排
気
筒
ガ
ス
モ
ニ
タ
等
の
指
示
値
等
を

確
認
し
、
原
子
炉
施
設
か
ら
発
電
所
の
周
辺
海
域
へ
の
放
射
性
物
質
漏
え
い

が
確
認
さ
れ
る
等
に
よ
り

小
型
船
舶
に
よ
る
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
 

 

 
 

 
６
．
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低

減
対
策
等
 

(
1)
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
お
よ
び
可
搬
式
モ

ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低

減
対
策
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
事
故
後
の
周
辺
汚
染
に
よ
り
測
定
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
を
避
け
る
た
め
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
を
行
う
。
 

ａ
．
重
大
事
故
等
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
お
よ
び
可
搬
式
モ
ニ
タ

リ
ン
グ

ポ
ス
ト
の
検
出
器
の
養
生
を
行
う
。
 

ｂ
．
放
射
性
物
質
の
放
出
に
よ
り
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ポ
ス
ト
ま
た
は
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
配
置
場
所
周
辺
の
汚
染

を
確
認
し
た
場
合
、
周
辺
の
汚
染
レ
ベ
ル
を
確
認
し
、
測
定
設
備
の
除
染
、

周
辺
の
土
壌
撤
去
、
樹
木
の
伐
採
等
を
行
い
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ

ル
を
低

減
す
る
。

 

(
a)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
場
合
 

 

 
 

６
 
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
等
 

(
1)

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
の
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
低

減
対
策
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
事
故
後
の
周
辺
汚
染
に
よ
り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
に
よ
る
測
定
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
を

避
け
る
た
め
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
を
行
う
。

 

重
大
事
故
等
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
の
検
出
器
等
の
養
生

を
行
う
。
放
射
性
物
質
の
放
出
に
よ
り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
又
は

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
の
周
辺
の
汚
染
を
確
認
し
た
場
合
、
周
辺
の
汚
染
レ

ベ
ル
を
確
認
し
、
測
定
設
備
の
除
染
、
周
辺
の
土
壌
撤
去
、
樹
木
の
伐
採
等
を

行
い
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル
を
低

減
す
る
。
 

 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
 

 

 
 

６
．
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低

減
対
策
等
 

(
1)
 
モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
モ
ニ
タ

ポ
ス
ト
お
よ
び
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ

ス
ト
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低

減
対
策
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
事
故
後
の
周
辺
汚
染
に
よ
り
測
定
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
を

避
け
る
た
め
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低

減
対
策
を
行
う
。

 

 

ａ
．
重
大
事
故
等
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
モ
ニ
タ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
モ
ニ
タ

ポ
ス
ト
お
よ
び
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト

の
検
出
器
の
養
生
を
行
う
。

 

ｂ
．
放
射
性
物
質
の
放
出
に
よ
り
モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
モ
ニ
タ

ポ
ス
ト
ま
た

は
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
配
置
場
所
周
辺
の
汚
染
を
確
認
し
た
場

合
、
周
辺
の
汚
染
レ
ベ
ル
を
確
認
し
、
測
定
設
備
の
除
染
、
周
辺
の
土
壌
撤

去
、
樹
木
の
伐
採
等
を
行
い
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル
を
低

減
す
る
。 

(
a)

 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
場
合
 

 
 

 
(
2)
 放
射
性
物
質
の
濃
度
測
定
時
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
発
生
後
の
周
辺
汚
染
に
よ
り
放
射
性
物

質
の
濃
度
測
定
時
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
上
昇
し
、
可
搬
型
放
射
線
計
測
装

置
が
測
定
不
能
に
な
っ
た
場
合
、
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
の
検
出
器
周
囲
を

遮
蔽
材
で
囲
む
こ
と
等
の
対
策
に
よ
り
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル
を
低

減
さ

せ
て
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
測
定
す
る
。
 

 

 
 

(
2)
 
 放
射
性
物
質
の
濃
度
測
定
時
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
発
生
後
の
周
辺
汚
染
に
よ
り
放
射
性

物
質
の
濃
度
測
定
時
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
上
昇
し
、
可
搬
型
放
射
線
計

測
器
で
の
測
定
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
、
可
搬
型
放
射
線
計
測
器
の
検
出
器

周
囲
を
遮
へ
い
材
で
囲
む
こ
と
等
の
対
策
に
よ
り
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ

ベ
ル
を
低
減
さ
せ
て
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
測
定
す
る
。
 

 

 
 

(
2)
 
放
射
性
物
質
の
濃
度
測
定
時
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低

減
対
策
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
発
生
後
の
周
辺
汚
染
に
よ
り
放
射
性
物

質
の
濃
度
測
定
時
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
上
昇
し
、
可
搬
型
放
射
線
計
測
装

置
が
測
定
不
能
に
な
っ
た
場
合
、
可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
の
検
出
器
周
囲
を

遮
蔽
材
で
囲
む
こ
と
等
の
対
策
に
よ
り
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル
を
低
減
さ

せ
て
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
測
定
す
る
。
 

 
 

 
(
3)
 敷
地
外
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
お
け
る
他
の
機
関
と
の
連
携
体
制
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
の
敷
地
外
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ

い
て
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
て
策
定
さ
れ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画

に
し
た
が
い
、
資
機
材
お
よ
び
要
員
の
動
員
、
放
出
源
情
報
を
提
供
す
る
と
と

も
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
協
力
す
る
。
 

 

 
 

(
3)
 
 敷
地
外
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
お
け
る
他
の
機
関
と
の
連
携
体
制
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
敷
地
外
で
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
国
が
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
て
、
策
定
す
る
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
計
画
に
従
い
、
資
機
材
、
要
員
及
び
放
出
源
情
報
を
提
供
す
る
と
と

も
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
協
力
す
る
。

 

 

 
 

(
3)
 
敷
地
外
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
お
け
る
他
の
機
関
と
の
連
携
体
制

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
の
敷
地
外
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ

い
て
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
て
策
定
さ
れ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画

に
し
た
が
い
、
資
機
材
お
よ
び
要
員
の
動
員
、
放
出
源
情
報
を
提
供
す
る
と
と

も
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
協
力
す
る
。

 

 
 

 
風
向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
条

件
の
測
定

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
、
発
電
所
に
お
い
て
風
向
、

風
速
そ
の
他
の
気
象
条
件
を
測
定
し
、
お
よ
び
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
。
 

気
象
観
測
設
備
お
よ
び
可
搬
式
気
象
観
測
装
置
に
よ
る
風
向
、
風
速
そ
の
他
気
象
条

件

の
測
定
は
、
連
続
測
定
を
行
う
。
 

１
．
可
搬
式
気
象
観
測
装
置
に
よ
る
気
象
観
測
項
目
の
代
替
測
定
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
の
風
向
、
風
速
そ
の
他
気
象
条
件
を
可
搬

式
気
象
観
測
装
置
に
よ
り
測
定
し
、
お
よ
び
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
。
 

ま
た
、
風
向
、
風
速
そ
の
他
気
象
条
件
を
測
定
す
る
優
先
順
位
は
、

多
様
性

拡
張

設
備
で
あ
る
気
象
観
測
設
備
を
優
先
す
る
。

多
様
性
拡
張
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場

合
、
可
搬
式
気
象
観
測
装
置
を
使
用
す
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

 
 

風
向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
条
件
の
測
定

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
、
発
電
所
に
お
い
て
風

向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
条
件
を
測
定
し
、
及
び
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
。

 

気
象
観
測
設
備
及
び
可
搬
型
気
象
観
測
装
置
に
よ
る
風
向
、
風
速
そ
の
他
気
象
条

件
の
測
定
は
、
連
続
測
定
を
行
う
。

 

１
 
可
搬
型
気
象
観
測
装
置
に
よ
る
気
象
観
測
項
目
の
代
替
測
定
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
に
気
象
観
測
設
備
が
機
能
喪

失
し
た
場

合
、
可
搬
型
気
象
観
測
装
置
に
よ
り
、
風
向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
観
測
項
目
を

測
定
し
、
及
び
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
。
ま
た
、
風
向
、
風
速
そ
の
他
気
象

条
件
を
測
定
す
る
優
先
順
位
は
、
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
気
象
観
測
設
備
を
優

先
す
る
。
多
様
性

拡
張
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合
、
可
搬
型
気
象
観
測
装
置
を

使
用
す
る
。
 

 
 

風
向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
条

件
の
測
定

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
、
発
電
所
に
お
い
て
風
向
、

風
速
そ
の
他
の
気
象
条

件
を
測
定
し
、
お
よ
び
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
。
 

気
象
観
測
設
備
お
よ
び
可
搬
型
気
象
観
測
装
置
に
よ
る
風
向
、
風
速
そ
の
他
気
象
条

件

の
測
定
は
、
連
続
測
定
を
行
う
。
 

１
．
可
搬
型
気
象
観
測
装
置
に
よ
る
気
象
観
測
項
目
の
代
替
測
定

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
時
の
風
向
、
風
速
そ
の
他
気
象
条

件
を
可
搬

型
気
象
観
測
装
置
に
よ
り
測
定
し
、
お
よ
び
そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
。
 

ま
た
、
風
向
、
風
速
そ
の
他
気
象
条

件
を
測
定
す
る
優
先
順
位
は
、

多
様
性
拡
張

設
備
で
あ
る
気
象
観
測
設
備
を
優
先
す
る
。
多
様
性

拡
張
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場

合
、
可
搬
型
気
象
観
測
装
置
を
使
用
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
気
象
観
測
設
備
の
故
障
等
に
よ
り
、
気
象
観
測
設
備

に
よ
る
風
向
、
風
速
、
日
射
量
、
放
射
収
支
量
お
よ
び
雨
量
の
測
定
機
能
が
喪

失

し
た
場
合
。
 

気
象
観
測
設
備
の
測
定
機
能
喪

失
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
中
央
制
御
室
の
共

通
盤
の
指
示
値
お
よ
び
警
報
表
示
に
て
確
認
す
る
。
 

 

２
．
気
象
観
測
設
備
に
よ
る
気
象
観
測
項
目
の
測
定
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
、
気
象
観
測
設
備
に
よ

り
発
電
所
に
お
い
て
風
向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
条
件
を
測
定
し
、
お
よ
び
そ
の
測

定
結
果
を
記
録
す
る
。
 

 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
気
象
観
測
設
備
の
故
障
等
に
よ
り
、
気
象
観
測
設

備
に
よ
る
風
向
・
風
速
・
日
射
量
・
放
射
収
支
量
・
雨
量
の
測
定
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
 

気
象
観
測
設
備
の
測
定
機
能

喪
失
の
確
認
は
、
中
央
制
御
室
の
指
示
値
及

び
警
報
表
示
に
て
行
う
。
 

 

２
 
気
象
観
測
設
備
に
よ
る
気
象
観
測
項
目
の
測
定

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
、
気
象
観
測
設
備
に

よ
り
発
電
所
に
お
い
て
風
向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
条
件
を
連
続
測
定
し
、
及
び

そ
の
測
定
結
果
を
記
録
す
る
。
 

 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
発
生
後
、
気
象
観
測
設
備
の
故
障
等
に
よ
り
、
気
象
観
測
設
備

に
よ
る
風
向
、
風
速
、
日
射
量
、
放
射
収
支
量
お
よ
び
雨
量
の
測
定
機
能
が
喪

失

し
た
場
合
 

気
象
観
測
設
備
の
測
定
機
能

喪
失
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
中
央
制
御
室
の
共

通
盤
の
指
示
値
お
よ
び
警
報
表
示
に
て
確
認
す
る
。
 

 

２
．
気
象
観
測
設
備
に
よ
る
気
象
観
測
項
目
の
測
定

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
、
気
象
観
測
設
備
に
よ

り
発
電
所
に
お
い
て
風
向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
条

件
を
測
定
し
、
お
よ
び
そ
の
測

定
結
果
を
記
録
す
る
。

 

 

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
へ
の
代
替
交
流
電
源
設

備
か
ら
の
給
電

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
は
、
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
へ
給
電
す
る
。
 

 給
電
の
優
先
順
位
は
、
多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ

び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
専
用
の
無
停
電
電
源
装
置
か
ら
の
給
電
を
優
先
し
、
代
替
交
流

電
源
設
備
に
よ
る
給
電
が
開
始
さ
れ
れ
ば
給
電
元
を
切
り
替
え
る
。
 

 そ
の
後
、
代
替
交
流
電
源
設
備
（
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
））
に
よ
り
緊
急
時
対
策

所
を
経
由
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
へ
給
電
す

る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表
―
１
８
「
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
は
、
電
源
が

喪
失
し
た

状
態
か
ら
給
電
し
た
場
合
は
、
自
動
的
に
放
射
線
量
の
連
続
測
定
を
開
始
す
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
 

 

 
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
の
電
源
を
代
替
電
源

（
交
流
）
か
ら
の
給
電

 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
は
、
代
替
電
源

（
交
流
）
に
よ
り
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
へ
給

電
す
る
。
 

給
電
の
優
先
順
位
は
、
多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
専
用
の
無
停
電
電
源
装
置
及
び
非
常
用
発
電
機
か
ら
の

給
電
を
優
先
し
、
代
替
電
源
（
交
流
）
で
あ
る
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
に
よ
る
給
電

が
開
始
さ
れ
れ
ば
給
電
元
が
自
動
で
切
り
替
わ
る
。
 

そ
の
後
、
代
替
交
流
電
源
設
備
（
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
）
に
よ
り
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
へ
給
電
す
る
。
 

 給
電
の
手
順
は
、
表
－
1
4「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
は
、
電
源
が

喪
失
し

た
状
態
か
ら
給
電
し
た
場
合
、
自
動
的
に
放
射
線
量
の
連
続
測
定
を
開
始
す
る
。

 

 
(1
)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
 

 

 
 

モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ
ポ
ス
ト
へ
の
代
替
交
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
は
、
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
モ

ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ

ポ
ス
ト
へ
給
電
す
る
。
 

 給
電
の
優
先
順
位
は
、

多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ

タ
ポ
ス
ト
専
用
の
無
停
電
電
源
装
置
か
ら
の
給
電
を
優
先
し
、
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ

る
給
電
が
開
始
さ
れ
れ
ば
給
電
元
が
自
動
で
切
り
替
わ
る
。
 

 そ
の
後
、
代
替
交
流
電
源
設
備
（
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
）
に
よ
り
モ
ニ
タ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ

ポ
ス
ト
へ
給
電
す
る
。
 

 給
電
の
手
順
は
、
表
―
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
モ
ニ
タ

ポ
ス
ト
は
、
電
源
が

喪
失
し
た
状
態
か
ら
給
電

し
た
場
合
は
、
自
動
的
に
放
射
線
量
の
連
続
測
定
を
開
始
す
る
。

 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た
場
合

 

 

 
 【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時

の
給
電
は
、
大
飯
は
、
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
で

給
電
元
の
切
り
替
え
が
必

要
。
美
浜
は
、
空
冷
式
非
常

用
発
電
装
置
で
給
電
元
は
自

動
で
切
り
替
わ
る
。）

 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

  
 

参考①-565



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

  
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
１
８
 

 
 

表
－
1
8 

 
 
表
－
１
８
 

 
 

 
操
作
手
順
 

１
８
．
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

1
8．
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
（
代
替
緊
急
時
対
策
所
）
 

 
 
操
作
手
順
 

１
８
．
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
 

 
 

 
①
 
方
針
目
的
 

緊
急
時
対
策
所
に
関
し
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
重
大
事
故
等

に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
が
緊
急
時
対
策
所
に
と

ど
ま
り
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
と
と
も
に
、
発
電
所
の

内
外
の
通
信
連
絡
を
行
う
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
し
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る

た
め
に
必
要
な
数
の
要
員
を
収
容
す
る
等
の
発
電
所
対
策
本
部
と
し
て
の
機
能
を
維
持
す

る
た
め
に
必
要
な
、
居
住
性
の
確
保
、
必
要
な
指
示
お
よ
び
通
信
連
絡
、
必
要
な
数
の
要

員
の
収
容
、
代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

 

 
 
①
 
方
針
目
的
 

代
替
緊
急
時
対
策
所
に
関
し
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
重

大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
が
代
替

緊
急
時
対
策
所
に
と
ど
ま
り
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行

う
と
と
も
に
、
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
し
、

重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
数
の
要
員
を
収
容
す
る
等
の
緊
急
時
対
策

本
部
と
し
て
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
居
住
性
の
確
保
、
必
要
な
指
示
及

び
通
信
連
絡
、
必
要
な
数
の
要
員
の
収
容
、
代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

緊
急
時
対
策
所
に
関
し
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
重
大
事
故
等

に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
が
緊
急
時
対
策
所
に
と

ど
ま
り
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
と
と
も
に
、
発
電
所
の

内
外
の
通
信
連
絡
を
行
う
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
し
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る

た
め
に
必
要
な
数
の
要
員
を
収
容
す
る
等
の
発
電
所
対
策
本
部
と
し
て
の
機
能
を
維
持
す

る
た
め
に
必
要
な
、
居
住
性
の
確
保
、
必
要
な
指
示
お
よ
び
通
信
連
絡
、
必
要
な
数
の
要

員
の
収
容
、
代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
②
 
対
応
手
段
 

居
住
性
の
確
保

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気

浄
化
フ
ァ
ン
お
よ
び
緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
（
以
下
「
緊

急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
装
置
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
侵
入
低
減
、
空

気
供
給
装
置
に
よ
る
希
ガ
ス
等
の
放
射
性
物
質
の
侵
入
防
止
等
の
放
射
線
防
護
措
置
に
よ

り
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
等
の

被
ば
く
線
量
を

7
日
間
で

10
0
mS
v
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
以
下
の
手
順
等
に
よ

り
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
を
確
保
す
る
。
 

 

 
 

②
 
対
応
手
段
等
 

居
住
性
の
確
保

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
空

気
浄
化
装
置
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
侵
入
低

減
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
加
圧
設

備
に
よ
る
希
ガ
ス
等
の
放
射
性
物
質
の
侵
入
防
止
等
の
放
射
線
防
護
措
置
等
に
よ

り
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
緊
急
時
対
策
本
部
要
員

等
の
被
ば
く
線
量
を

7
日
間
で

1
00
m
Sv
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
以
下
の
手

順
等
に
よ
り
代
替
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
を
確
保
す
る
。
 

 

 
 

②
 対
応
手
段
 

居
住
性
の
確
保

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気

浄
化
フ
ァ
ン
、
緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
（
以
下
「
緊
急
時

対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
装
置
」
と
い
う
。）
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
侵
入
低

減
、
空
気
供

給
装
置
に
よ
る
希
ガ
ス
等
の
放
射
性
物
質
の
侵
入
防
止
等
の
放
射
線
防
護
措
置
等
に
よ

り
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
等
の
被
ば
く
線
量
を
７

日
間
で

10
0 

mS
v
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
以
下
の
手
順
等
に
よ
り
緊
急
時
対
策

所
の
居
住
性
を
確
保
す
る
。
 

 
 

 
１
．
緊
急
時
対
策
所
の
立
上
げ
の
手
順
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
、
運
転
員
お
よ
び
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
は
、
緊
急
時
対
策

所
を
使
用
し
、
発
電
所
対
策
本
部
を
設
置
す
る
た
め
の
準
備
と
し
て
、
緊
急
時
対
策

所
を
立
ち
上
げ
る
。
 

 
 

１
 
代
替
緊
急
時
対
策
所
立
上
げ
の
手
順
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
を
使
用
し
、
緊
急
時
対
策
本
部
を

設
置
す
る
た
め
の
準
備
と
し
て
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
を
立
上
げ
る
。
 

 
 

１
．
緊
急
時
対
策
所
の
立
上
げ
の
手
順
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
、
運
転
員
お
よ
び
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
は
、
緊
急
時
対
策

所
を
使
用
し
、
発
電
所
対
策
本
部
を
設
置
す
る
た
め
の
準
備
と
し
て
、
緊
急
時
対
策

所
を
立
ち
上
げ
る
。

 

 

 
 

 
(
1)
 緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
装
置
運
転
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
を
接
続
、

起
動
し
、
必
要
な
換
気
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気

浄
化
フ
ィ
ル
タ
を
通
気
す
る
こ
と
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
侵
入
を
低

減
す
る
。
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
は
、
代
替
交
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
、

緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
を
起
動
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

緊
急
時
対
策
所
の
立
上
げ
時
 

 

 
 

(
1)
 
代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
運
転
手
順

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
を
接
続
、

起
動
し
、
必
要
な
換
気
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄

化
フ
ィ
ル
タ
を
通
気
す
る
こ
と
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
侵
入
を
低

減
す
る
。
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
は
、
代
替
交
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
、

代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
を
起
動
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

緊
急
時
体
制
が
発
令
さ
れ
た
場
合
 

 

 
 

(
1)
 
緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
装
置
運
転
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
を
接
続
、

起
動
し
、
必
要
な
換
気
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気

浄
化
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
を
通
気
す
る
こ
と
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
侵
入
を
低

減
す
る
。
 

全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
は
、
代
替
交
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
、

緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気
浄
化
フ
ァ
ン
を
起
動
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

緊
急
時
対
策
所
の
立
上
げ
時
 

 

 
 

  

 

 
(
2)
 空
気
供
給
装
置
に
よ
る
空
気
供
給
準
備
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
空
気
供
給
装
置
の
系
統
構
成
を
行
い
、
漏
え
い
等
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
、
切
替
え
の
準
備
を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

緊
急
時
対
策
所
の
立
上
げ
時
 

 

 
 

(
2)

 
代
替
緊
急
時
対
策
所
加
圧
設
備
に
よ
る
空
気
供
給
準
備
手
順
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
加
圧
設
備
の
系
統
構
成
を
行

い
、
漏
え
い
等
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
切
替
え
の
準
備
を
行
う
。

 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

緊
急
時
体
制
が
発
令
さ
れ
た
場
合
 

 

 
 

(
2)
 
空
気
供
給
装
置
に
よ
る
空
気
供
給
準
備
手
順

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
空
気
供
給
装
置
の
系
統
構
成
を
行
い
、
漏
え
い
等
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
、
切
替
え
の
準
備
を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

緊
急
時
対
策
所
の
立
上
げ
時
 

 
 

 
(
3)
 緊
急
時
対
策
所
内
の
酸
素
濃
度
お
よ
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
緊
急

時
対
策
所
指
揮
所
お
よ
び
緊
急
時
対
策
所
待
機
場
所
内
の

酸
素
濃
度
お
よ
び
二

酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

緊
急
時
対
策
所
換
気
設
備
を
運
転
し
て
い
る
場
合
 

 

 
 

(
3)

 
代
替
緊
急
時
対
策
所
内
の

酸
素
濃
度
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
手
順

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
の
観
点
か

ら
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
内
の
酸
素
濃
度
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
を

行
う
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

緊
急
時
体
制
が
発
令
さ
れ
た
場
合
 

 

 
 

(
3)
 
緊
急
時
対
策
所
内
の
酸
素
濃
度
お
よ
び
二

酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
手
順

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
緊
急

時
対
策
所
内
の
酸
素
濃
度
お
よ
び
二

酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
を
行
う
。

 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

緊
急
時
対
策
所
換
気
設
備
を
運
転
し
て
い
る
場
合

 

 

 
【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
大
飯
は
、
１

，
２
号
炉
側

に
緊
急
時
対
策
所
を
設
け
て

い
る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

 
２
．
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

10
条
事
象
発
生
時
の
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

1
0
条
事
象
が
発
生
し
た

場
合
に
、
緊
急
時
対
策
所
内
に
緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
を
、
１
号

炉
お
よ
び
２
号
炉
の
原
子
炉
補
助
建
屋
内
で
か
つ
、
緊
急
時
対
策
所
の
外
に
緊
急
時

 
 

２
 
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

1
0
条
特
定
事
象
発
生
時
の
手
順
 

   

 
 

２
．
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

1
0
条
事
象
発
生
時
の
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

10
条
事
象
が
発
生
し
た

場
合
に
、
緊
急
時
対
策
所
内
に
緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
を
、
原
子

炉
格
納
容
器
と
緊
急
時
対
策
所
の
間
に
緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
を
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
を
設
置
し
、
放
射
線
量
の
測
定
を
開
始
す
る
。
可

搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
の
う
ち
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器

と
緊
急
時
対
策
所
の
間
に
設
置
す
る
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
を
、
緊
急
時
対

策
所
内
を
加
圧
す
る
た
め
の
判
断
に
用
い
る
。
 

(
1)
 
緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
お
よ
び
緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
設
置
手
順
 

緊
急
時
対
策
所
内
に
緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
を
、
１
号
炉

お
よ
び
２
号
炉
の
原
子
炉
補
助
建
屋
内
で
か
つ
、
緊
急
時
対
策
所
の
外
に
緊
急

時
対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
を
設
置
す
る
。
 

   

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

1
0
条
事
象
が
発
生
し
た
場
合
 

 

    

(
1)
 
代
替
緊
急
時
対
策
所
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
設
置
手
順

 

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

10
条
特
定
事
象

が
発
生
し
た
場
合
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
内
へ
代
替
緊
急
時
対
策
所
エ
リ
ア

モ
ニ
タ
を
設
置
し
、
放
射
線
量
の
測
定
を
開
始
す
る
。
 

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
う
ち
、
３
号
炉
及
び
４
号
炉
原
子
炉
格
納
容
器

と
代
替
緊
急
時
対
策
所
の
中
間
位
置
に
設
置
す
る
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
は

代
替
緊
急
時
対
策
所
内
を
加
圧
す
る
た
め
の
判
断
に
用
い
る
。
 

ア
  
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
10
条
特
定
事
象
が
発
生
し
た
場
合
 

 

設
置
し
、
放
射
線
量
の
測
定
を
開
始
す
る
。
原
子
炉
格
納
容
器
と
緊
急
時
対
策
所
の

間
に
設
置
す
る
緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
お
よ
び
緊
急
時
対
策
所
内

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
を
、
緊
急
時
対
策
所
内
を
加
圧
す
る
た
め
の
判
断
に
用
い
る
。 

 (
1)
 
緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
お
よ
び
緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
設
置
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
緊
急
時
対
策
所
内
に
緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ

ア
モ
ニ
タ
を
、
原
子
炉
格
納
容
器
と
緊
急
時
対
策
所
の
間
に
緊
急
時
対
策
所
外

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
を
設
置
す
る
。
 

   ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

10
条
事
象
が
発
生
し
た
場
合
 

 

   【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
前
段
と
重
複
す

る
事
項
を
記
載
し
て
い
る

が
、
玄
海
は
、
重
複
事
項
は

記
載
し
な
い
。）

 

 

 
(
2)
 そ
の
他
の
手
順
項
目
に
て
考
慮
す
る
手
順
 

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
と
緊
急
時
対
策
所
の
間
に
設
置

す
る
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
を
設
置
す
る
手
順
は
、
表
－
１
７
「
監
視

測
定
等
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

(
2)
 
そ
の
他
の
手
順
項
目
に
て
考
慮
す
る
手
順

 

３
号
炉
及
び
４
号
炉
原
子
炉
格
納
容
器
と
代
替
緊
急
時
対
策
所
の
中
間
位

置
に
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
を
設
置
す
る
手
順
は
、
表
－
17
「
監
視
測
定
等
に

関
す
る
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

(
2)
 
そ
の
他
の
手
順
項
目
に
て
考
慮
す
る
手
順
 

緊
急
時
対
策
所
付
近
に
設
置
す
る
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
を
設
置
す

る
手
順
は
、
表
－
１
７
「
監
視
測
定
等
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

 
３
．
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
の
放
射
線
防
護
等
に
関
す
る
手
順
等
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す

る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
等
を
防
護
し
、
居
住
性
を
確

保
す
る
措
置
を
行
う
。
 

 
 

３
 
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
放
射
線
防
護
等
に
関
す
る
手
順
等
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す

る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
等
を
防
護
し
、
居
住
性
を

確
保
す
る
措
置
を
行
う
。
 

 
 

３
．
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
の
放
射
線
防
護
等
に
関
す
る
手
順
等

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す

る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
等
を
防
護
し
、
居
住
性
を
確
保
す
る
措
置
を
行

う
。
 

 
 

 
 
(1
)
 緊
急
時
対
策
所
に
と
ど
ま
る
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
に
つ
い
て
 

プ
ル
ー
ム
通
過
中
に
お
い
て
も
、
緊
急
時
対
策
所
へ
と
ど
ま
る
要
員
は
、
重

大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
、
緊
急
時
対
応
と
し

て
設
置
し
た
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
等
の
給

油
や
監
視
等
、
プ
ル
ー
ム

通
過
後
も
継
続
す
る
活
動
に
必
要
な
要
員
、
3
号
炉
お
よ
び

4
号
炉
の
運
転
員

さ
ら
に
、
1
号
炉
お
よ
び

2
号
炉
の
運
転
員
と
す
る
。
 

な
お
、
こ
の
要
員
数
を
目
安
と
し
て
、
発
電
所
対
策
本
部
長
が
緊
急
時
対
策
所
に

と
ど
ま
る
要
員
を
判
断
す
る
。
 

 

 
 

 
(1
)
 
代
替
緊
急
時
対
策
所
に
と
ど
ま
る
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
に
つ
い
て

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
上
昇
や
炉
心
損
傷

が
生
じ
る
等
、
プ
ル
ー
ム
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
以
下
の
要
員
を
目

安
と
し
、
最
大
収
容
可
能
人
数
の
範
囲
で
代
替
緊
急
時
対
策
所
に
と
ど
ま
る

要
員
を
判
断
す
る
。
 

プ
ル
ー
ム
通
過
中
に
お
い
て
も
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
に
と
ど
ま
る
要
員

は
、
休
憩
、
仮
眠
を
と
る
た
め
の
交
代
要
員
を
考
慮
し
て
、
重
大
事
故
等
に

対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
と
、
原
子
炉

格
納
容
器
の

破
損
等
に
よ
る
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡

散
を
抑
制
す

る
た
め
に
必
要
な
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
と
す
る
。
 

 

 
 

(
1)
 
緊
急
時
対
策
所
に
と
ど
ま
る
要
員
に
つ
い
て

 

プ
ル
ー
ム
通
過
中
に
お
い
て
も
、
緊
急
時
対
策
所
へ
と
ど
ま
る
要
員
は
、
重

大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
、
緊
急
時
対
応
と
し

て
配
備
し
た
大
容
量

ポ
ン
プ
等
の
給

油
や
監
視
等
、
プ
ル
ー
ム
通
過
後
も
継
続

す
る
活
動
に
必
要
な
要
員
、
3
号
炉
の
運
転
員
さ
ら
に
、
1
号
炉
お
よ
び

2
号
炉

の
運
転
員
と
す
る
。
 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
プ
ル
ー
ム
通
過

中
は
本
部
要
員
以
外
の
要
員

も
緊
急
時
対
策
所
に
と
ど
ま

る
こ
と
か
ら
要
員
と
記
載
し

て
い
る
。
）
 

 

 
(
2)
 空
気
供
給
装
置
へ
の
切
替
準
備
手
順

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
指
示
上
昇
や
炉
心

損
傷
が
生
じ
る
等
、
プ
ル
ー
ム
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、

パ

ラ
メ
ー
タ
の
監
視
強
化
お
よ
び
緊
急
時
対
策
所
換
気
設
備
切
替
え
の
た
め
の
要

員
配
置
を
行
う
。
 

 ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

プ
ル
ー
ム
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
 

具
体
的
に
は
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場
合
 

(
a)
 
プ
ル
ー
ム
放
出
前
の
段
階
に
お
い
て
、
直
接
線
、
ス
カ
イ
シ
ャ
イ

ン
線
に
よ
り
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
と
緊

急
時
対
策
所
の
間
に
設
置
す
る
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
の

指
示
が
上
昇
傾
向
と
な
っ
た
場
合
 

(
b)
 
中
央
制
御
室
か
ら
炉
心
損
傷
が
生
じ
た
旨
の
連
絡
、
情
報
が
あ
っ

た
場
合
。
ま
た
は
、
緊
急
時
対
策
所
で
の
プ
ラ
ン
ト
状
態
監
視
の

結
果
、
発
電
所
対
策
本
部
長
が
炉
心
損
傷
の
可
能
性
を
踏
ま
え
、

プ
ル
ー
ム
放
出
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
 

(
c)
 
炉
心
損
傷
前
で
あ
っ
て
中
央
制
御
室
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
破
損

が
生
じ
た
旨
の
連
絡
、
情
報
が
あ
っ
た
場
合
。
ま
た
は
、
緊
急
時
対

策
所
で
の
プ
ラ
ン
ト
状
態
監
視
の
結
果
、
発
電
所
対
策
本
部
長
が

原
子
炉
格
納
容
器
破
損
の
可
能
性
を
踏
ま
え
、
プ
ル
ー
ム
放
出
に

 
 

(
2)

 
代
替
緊
急
時
対
策
所
加
圧
設
備
へ
の
切
替
準
備
手
順
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
等
の
指
示
上
昇
や
炉
心
損

傷
が
生
じ
る
等
、
プ
ル
ー
ム
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
パ
ラ

メ
ー
タ
の
監
視
強
化
及
び
代
替
緊
急
時
対
策
所
換
気
設
備
切
替
え
の
た
め
の

要
員
配
置
を
行
う
。

 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

プ
ル
ー
ム
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

 

具
体
的
に
は
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場
合
 

(
ｱ)

 
プ
ル
ー
ム
放
出
前
の
段
階
に
お
い
て
、
直
接
線
、
ス
カ
イ
シ
ャ
イ
ン

線
に
よ
り
、
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
が

0
.1

m
Sv
／

h
以
上
と
な

っ
た
場
合

 

(
ｲ)

 
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
か
ら
炉
心
損
傷
が
生
じ
た
旨
の
連
絡
、
情
報

が
あ
っ
た
場
合
又
は
代
替
緊
急
時
対
策
所
内
で
の
プ
ラ
ン
ト
状
態
監
視

の
結
果
、
本
部
長
が
炉
心
損
傷
の
可
能
性
を
踏
ま
え
、
プ
ル
ー
ム
放
出

に
備
え
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

 

(
ｳ)

 
 
炉
心
損
傷
前
で
あ
っ
て
発
電
第
二
課
当
直
課
長
か
ら
原
子
炉
格
納
容

器
破
損
が
生
じ
た
旨
の
連
絡
、
情
報
が
あ
っ
た
場
合
又
は
代
替
緊
急
時

対
策
所
内
で
の
プ
ラ
ン
ト
状
態
監
視
の
結
果
、
本
部
長
が
原
子
炉
格
納

容
器

破
損
の
可
能
性
を
踏
ま
え
、
プ
ル
ー
ム
放
出
に
備
え
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
た
場
合

 

 

 
 

(
2)
 
空
気
供
給
装
置
へ
の
切
替
準
備
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
等
の
指
示

上
昇
や
炉
心
損
傷
が
生
じ
る
等
、
プ
ル
ー
ム
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
、

パ
ラ
メ
ー
タ
の
監
視
強
化
お
よ
び
緊
急
時
対
策
所
換
気
設
備
切
替
え

の
た
め
の
要
員
配
置
を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

プ
ル
ー
ム
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
 

具
体
的
に
は
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場
合

 

(
a)
 
プ
ル
ー
ム
放
出
前
の
段
階
に
お
い
て
、
直
接
ガ
ン
マ
線
、
ス
カ
イ

シ
ャ
イ
ン
ガ
ン
マ
線
に
よ
り
、
緊
急
時
対
策
所
付
近
に
設
置
す
る

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
ま
た
は
原
子
炉
格
納
容
器
と
緊
急

時
対
策
所
の
間
に
設
置
す
る
緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ

ニ
タ
の
指
示
が
上
昇
傾
向
と
な
っ
た
場
合

 

(
b)
 
中
央
制
御
室
か
ら
炉
心
損
傷
が
生
じ
た
旨
の
連
絡
、
情
報
が
あ
っ

た
場
合
。
ま
た
は
、
緊
急
時
対
策
所
で
の
プ
ラ
ン
ト
状
態
監
視
の

結
果
、
発
電
所
対
策
本
部
長
が
炉
心
損
傷
の
可
能
性
を
踏
ま
え
、

プ
ル
ー
ム
放
出
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

 

(
c)
 
炉
心
損
傷
前
で
あ
っ
て
中
央
制
御
室
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
破
損

が
生
じ
た
旨
の
連
絡
、
情
報
が
あ
っ
た
場
合
。
ま
た
は
、
緊
急
時
対

策
所
で
の
プ
ラ
ン
ト
状
態
監
視
の
結
果
、
発
電
所
対
策
本
部
長
が

原
子
炉
格
納
容
器

破
損
の
可
能
性
を
踏
ま
え
、
プ
ル
ー
ム
放
出
に

 
       【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
手
順
着
手
を
判

断
す
る
モ
ニ
タ
の
設
置
場
所

が
異
な
る
。）
（
以
下
、
同
様
。）

 

参考①-567



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

備
え
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
 

 

備
え
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

 

 

 
(
3)
 空
気
供
給
装
置
へ
の
切
替
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
プ
ル
ー
ム
が
放
出
さ
れ
、
３

号
炉
お
よ
び
４
号
炉
原
子
炉
格
納
容
器
と
緊
急
時
対
策
所
の
間
に
設
置
し
た
可

搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
お
よ
び
緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

の
指
示
値
が
上
昇
し
た
場
合
、
速
や
か
に
緊
急
時
対
策
所
指
揮
所
お
よ
び
緊
急

時
対
策
所
待
機
場
所
に
お
け
る
緊
急
時
対
策
所
換
気
設
備
を
緊
急
時
対
策
所
可

搬
型
空
気
浄
化
装
置
か
ら
空
気
供
給
装
置
へ
切
り
替
え
る
と
と
も
に
、
緊
急
時

対
策
所
内
の

酸
素
濃
度
お
よ
び
二

酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
結
果
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
空
気
流
入
量
を
調
整
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場
合
 

(
a)
 
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
と
緊
急
時
対
策
所
の

間
に
設
置
し
た
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
指
示
が
上
昇
傾

向
に
あ
る
場
合
 

(
b)
 
緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
が

0.
1m
S
v
/h

以
上
と
な
っ
た
場
合
 

 

 
 

(
3)

 
代
替
緊
急
時
対
策
所
加
圧
設
備
へ
の
切
替
手
順

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
プ
ル
ー
ム
が
放
出
さ
れ
、
可

搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
等
の
指
示
値
が
上
昇
し
た
場
合
、
速
や
か
に
代
替
緊
急

時
対
策
所
換
気
設
備
を
代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
か
ら
代
替
緊
急

時
対
策
所
加
圧
設
備
側
へ
切
り
替
え
る
と
と
も
に
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
内

の
酸
素
濃
度
及
び
二

酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
結
果
に
応
じ
、
空
気
流
入
量
を

調
整
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場
合
 

(
ｱ)

 
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
が

10
m
S
v／

h
以
上
と
な
っ
た
場
合

 

(
ｲ)

 
代
替
緊
急
時
対
策
所
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
が

0.
5
mS
v
／

h
以
上
と

な
っ
た
場
合
 

 

 
 

(
3)
 
空
気
供
給
装
置
へ
の
切
替
手
順

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
プ
ル
ー
ム
が
放
出
さ
れ
、
原

子
炉
格
納
容
器
と
緊
急
時
対
策
所
の
間
に
設
置
し
た
緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
、
緊
急
時
対
策
所
付
近
に
設
置
し
た
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ

ス
ト
ま
た
は
緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
が
上
昇
し
た
場

合
、
速
や
か
に
緊
急
時
対
策
所
に
お
け
る
緊
急
時
対
策
所
換
気
設
備
を
緊
急
時

対
策
所
空
気
浄
化
装
置
か
ら
空
気
供
給
装
置
へ
切
り
替
え
る
と
と
も
に
、
緊
急

時
対
策
所
内
の

酸
素
濃
度
お
よ
び
二

酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
結
果
に
応
じ
、
空

気
流
入
量
を
調
整
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場
合

 

(
a)
 
緊
急
時
対
策
所
付
近
に
設
置
す
る
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト

の
指
示
が

20
m
S
v/
h
以
上
と
な
っ
た
場
合

 

(
b)
 
原
子
炉
格
納
容
器
と
緊
急
時
対
策
所
の
間
に
設
置
す
る
緊
急
時
対

策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
が

2
0
mS
v
/
h
以
上
と
な
っ

た
場
合

 

(
c)

 緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
が

0.
5
mS

v/
h

以
上
と
な
っ
た
場
合

 

 

 
        【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
緊
急
時
対
策
所

内
外
の
３
つ
の
モ
ニ
タ
の
指

示
上
昇
を
手
順
着
手
の
判
断

基
準
と
し
て
い
る
。）
（
以
下
、

同
様
。
）

 

 
(
4)
 緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
装
置
へ
の
切
替
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
と
緊
急

時
対
策
所
の
間
に
設
置
し
た
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
お
よ
び
緊
急
時
対

策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
が
低
下
し
、
緊
急
時
対
策
所
周
辺
か
ら

希
ガ
ス
の
影
響
が
減
少
し
た
と
判
断
し
た
場
合
、
緊
急
時
対
策
所
換
気
設
備
を

空
気
供
給
装
置
か
ら
緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
装
置
へ
切
り
替
え
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
格
納
容
器
と
緊
急
時
対
策
所
の
間
に

設
置
し
た
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
お
よ
び
緊
急
時
対
策
所
外
可
搬

型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
に
て
空
気
吸
収
線
量
率
等
を
継
続
的
に
監
視
し
、
そ
の
指

示
値
が
プ
ル
ー
ム
接
近
時
の
指
示
値
に
比
べ
急
激
に
低
下
し
た
場
合
 

 

 
 

(
4)
 
代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
へ
の
切
替
手
順

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
等
の
指
示
が
低
下
し
、
代
替

緊
急
時
対
策
所
周
辺
か
ら
希
ガ
ス
の
影
響
が

減
少
し
た
と
判
断
し
た
場
合
、

代
替
緊
急
時
対
策
所
換
気
設
備
を
代
替
緊
急
時
対
策
所
加
圧
設
備
か
ら
代
替

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
側
へ
切
替
え
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
及
び
代
替
緊
急
時
対
策
所
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
に

て
放
射
線
量
を
継
続
的
に
監
視
し
、
そ
の
指
示
値
が
プ
ル
ー
ム
接
近
時
の

指
示
値
に
比
べ
急
激
に
低
下
し
た
場
合

 

 

 
 

(
4)
 
緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
装
置
へ
の
切
替
手
順

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
と
緊
急
時
対
策
所
の
間
に
設
置
し

た
緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
お
よ
び
緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
指
示
が
低
下
し
、
緊
急
時
対
策
所
周
辺
か
ら
希
ガ
ス
の
影
響

が
減
少
し
た
と
判
断
し
た
場
合
、
緊
急
時
対
策
所
換
気
設
備
を
空
気
供
給
装
置

か
ら
緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
装
置
へ
切
り
替
え
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

原
子
炉
格
納
容
器
と
緊
急
時
対
策
所
の
間
に
設
置
す
る
緊
急
時
対
策
所

外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
お
よ
び
緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ

タ
に
て
放
射
線
量
を
継
続
的
に
監
視
し
、
そ
の
指
示
値
が
プ
ル
ー
ム
接
近
時

の
指
示
値
に
比
べ
急
激
に
低
下
し
た
場
合
 

 

 
 

 
必
要
な
指
示
お
よ
び
通
信
連
絡

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た

め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
等
が
、
緊
急
時
対
策
所
の
情
報
収
集
設
備
お
よ
び
通
信
連

絡
設
備
に
よ
り
、
必
要
な
プ
ラ
ン
ト

パ
ラ
メ
ー
タ
等
を
監
視
ま
た
は
収
集
し
、
重
大
事
故

等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る

た
め
の
対
策
の
検
討
を
行
う
。

  

重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対
策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
を
、
緊
急
時
対
策
所
指

揮
所
に
整
備
す
る
。
当
該
資
料
は
常
に
最
新
と
な
る
よ
う
通
常
時
か
ら
維
持
、
管
理
す
る
。 
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
緊
急
時
対
策
所
の
通
信
連
絡
設
備
に
よ
り
、
発
電
所

内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
。
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
は
、
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
緊
急
時
対
策
所
の
情
報
収

集
設
備
お
よ
び
通
信
連
絡
設
備
へ
給
電
す
る
。
 

 

 
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡

 

重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
に
関
わ
る
以
下
の

事
項
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
。
 

１
 
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
把
握
す
る
た
め
、
代
替
緊
急

時
対
策
所
の
情
報
収
集
設
備
及
び
通
信
連
絡
設
備
に
よ
り
、
必
要
な
プ
ラ
ン
ト
パ

ラ
メ
ー
タ
等
を
監
視
又
は
収
集
す
る
。
 

２
 
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対
策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
を
、
代
替
緊
急

時
対
策
所
に
配
備
し
、
常
に
最
新
と
な
る
よ
う
通
常
時
か
ら
維
持
、
管
理
す
る
。
 

３
 
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
の
通
信
連
絡
設
備
に
よ

り
、
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
。
 

４
 
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
は
、
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
緊
急
時
対
策

所
の
情
報
収
集
設
備
及
び
通
信
連
絡
設
備
へ
給
電
す
る
。
 

 
 

必
要
な
指
示
お
よ
び
通
信
連
絡

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た

め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
等
が
、
緊
急
時
対
策
所
の
情
報
収
集
設
備
お
よ
び
通
信
連

絡
設
備
に
よ
り
、
必
要
な
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
を
監
視
ま
た
は
収
集
し
、
重
大
事
故

等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る

た
め
の
対
策
の
検
討
を
行
う
。

 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
は
、
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
緊
急
時
対
策
所
の
情
報
収

集
設
備
お
よ
び
通
信
連
絡
設
備
へ
給
電
す
る
。
 

 
 

 
１
．
緊
急
時
対
策
所
情
報
収
集
設
備
に
よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
緊
急
時
対
策
所
情
報
収

集
設
備
で
あ
る
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
(
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ

) 
、
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ

伝
送
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
に
よ
り
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め

に
必
要
な
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
を
監
視
す
る
手
順
を
整
備
す
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

緊
急
時
対
策
所
の
立
ち
上
げ
時
。
 

 

 
 

(
1)

 
代
替
緊
急
時
対
策
所
の
情
報
収
集
設
備
に
よ
る
プ
ラ
ン
ト

パ
ラ
メ
ー
タ
等

の
監
視
手
順
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
代
替
緊
急
時
対
策

所
の
情
報
収
集
設
備
で
あ
る
緊
急
時
運
転

パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム

（
S
P
DS
）
及
び

SP
DS
デ
ー
タ
表
示
装
置
に
よ
り
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た

め
に
必
要
な
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
を
監
視
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

緊
急
時
体
制
が
発
令
さ
れ
た
場
合
 

 

 
 

１
．
緊
急
時
対
策
所
情
報
収
集
設
備
に
よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
手
順

 

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
緊
急
時
対
策
所
情
報
収

集
設
備
で
あ
る
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
(Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
)
 、
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ

伝
送
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
に
よ
り
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め

に
必
要
な
プ
ラ
ン
ト

パ
ラ
メ
ー
タ
等
を
監
視
す
る
手
順
を
整
備
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

緊
急
時
対
策
所
の
立
上
げ
時

 

 

 
 

 
２
．
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対
策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
に
つ
い
て
 
 
 

(
2)

 
 
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対
策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
に

 
 

２
．
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対
策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
に
つ
い
て
 
 

 

参考①-568



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

各
課
室
長
は
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対
策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
を
、

緊
急
時
対
策
所
指
揮
所
に
整
備
す
る
。
当
該
資
料
は
常
に
最
新
と
な
る
よ
う
通
常
時

か
ら
維
持
、
管
理
す
る
。
 

 

つ
い
て
 

防
災
課
長
は
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対
策
の
検
討
に
必
要
な

資
料
を
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
に
配
備
す
る
。
ま
た
、
当
該
資
料
は
常
に
最
新

と
な
る
よ
う
通
常
時
か
ら
維
持
、
管
理
す
る
。
 

 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対
策
の
検
討
に
必
要
な
資

料
を
、
緊
急
時
対
策
所
に
整
備
す
る
。
当
該
資
料
は
常
に
最
新
と
な
る
よ
う
通
常
時

か
ら
維
持
、
管
理
す
る
。
 

 

 
３
．
通
信
連
絡
に
関
す
る
手
順
等
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
緊
急
時
対
策
所
の
通
信

連
絡
設
備
に
よ
り
、
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連

絡
を
行
う
。
 

発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
の

通
信
連
絡
設
備
の
使
用
方
法
等
、
必
要
な
手
順
は
、
表
－
１
９
「
通
信
連
絡
に
関
す

る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

(
3)

 
 通
信
連
絡
に
関
わ
る
手
順
等
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
代
替
緊
急
時
対
策

所
の
通
信
連
絡
設
備
に
よ
り
、
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ

る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
。

 

発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う

た
め
の
通
信
連
絡
設
備
の
使
用
方
法
等
、
必
要
な
手
順
は
、
表
－

19
「
通
信
連

絡
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
 

 

 
 

３
．
通
信
連
絡
に
関
す
る
手
順
等
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
緊
急
時
対
策
所
の
通
信

連
絡
設
備
に
よ
り
、
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連

絡
を
行
う
。

 

発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
の

通
信
連
絡
設
備
の
使
用
方
法
等
、
必
要
な
手
順
は
、
表
－
１
９
「
通
信
連
絡
に
関
す

る
手
順
等
」
参
照
。

 

 

 
 

 
必
要
な
数
の
要
員
の
収
容

  

緊
急
時
対
策
所
に
は
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
緊
急
時

対
策
本
部
要
員
に
加
え
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
等
に
よ
る
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物

質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
対
策
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
数
の
緊
急
時
対
策
本
部

要
員
を
含
め
た
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
数
の
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
を

収
容
す
る
。
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
こ
れ
ら
の
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
を
収
容
す
る
た
め
、
以
下
の

手
順
等
に
よ
り
必
要
な
資
機
材
、
飲
料
水
、
食
料
等
を
配
備
す
る
と
と
も
に
、
維
持
、
管

理
し
、
放
射
線
管
理
等
の
運
用
を
行
う
。

 

 

 
 

必
要
な
数
の
要
員
の
収
容

 

代
替
緊
急
時
対
策
所
に
は
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行

う
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
に
加
え
、
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
等
に
よ
る
発
電
所
外

へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
対
策
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
数

の
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
を
含
め
た
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
数
の

緊
急
時
対
策
本
部
要
員
を
収
容
す
る
。
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
こ
れ
ら
の
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
を
収
容
す
る
た
め
、
以

下
の
手
順
等
に
よ
り
必
要
な
資
機
材
、
飲
料
水
、
食
料
等
を
配
備
す
る
と
と
も
に
、

維
持
、
管
理
し
、
放
射
線
管
理
等
の
運
用
を
行
う
。
 

 
 

必
要
な
数
の
要
員
の
収
容

  

緊
急
時
対
策
所
に
は
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
に

加
え
、
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
等
に
よ
る
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡

散
を
抑
制

す
る
た
め
の
対
策
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
数
の
要
員
を
含
め
た
重
大
事
故
等
に
対
処

す
る
た
め
に
必
要
な
数
の
要
員
を
収
容
す
る
。
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
こ
れ
ら
の
要
員
を
収
容
す
る
た
め
、
以
下
の
手
順
等
に
よ
り
必

要
な
資
機
材
、
飲
料
水
、
食
料
等
を
配
備
す
る
と
と
も
に
、
維
持
、
管
理
し
、
放
射
線
管

理
等
の
運
用
を
行
う
。

 

 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
プ
ル
ー
ム
通
過

中
は
本
部
要
員
以
外
の
要
員

も
緊
急
時
対
策
所
に
と
ど
ま

る
こ
と
か
ら
要
員
と
記
載
し

て
い
る
。
）（
以
下
、
同
様
。）

 

 
１
．
放
射
線
管
理
資
機
材
、
飲
料
水
、
食
料
等
の
維
持
管
理
等
に
つ
い
て
 

(
1)
 放
射
線
管
理
用
資
機
材
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
 

重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
や
現
場
作
業
を

行
う
要
員
等
の
対
策
要
員
の
装
備

(線
量
計
、
マ
ス
ク
等
)を
配
備
し
、
維
持
、

管
理
し
、
重
大
事
故
等
時
に
は
こ
れ
ら
を
用
い
て
十
分
な
放
射
線
管
理
を
行
う
。 

少
な
く
と
も
外
部
か
ら
の
支
援
な
し
に

1
週
間
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
飲
料

水
、
食
料
等
を
備
蓄
し
、
維
持
、
管
理
し
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、

緊
急
時
対
策
所
内
の
環
境
を
確
認
し
た
上
で
、
飲
食
の
管
理
を
行
う
。
 

 

 
 

１
 
放
射
線
管
理
に
つ
い
て
 

(
1)

 
放
射
線
管
理
用
資
機
材
の
維
持
管
理
等
に
つ
い
て
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を

行
う
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
や
現
場
作
業
を
行
う
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
の

装
備
（
線
量
計
、
マ
ス
ク
等
）
及
び
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
を
設
置
す
る
た
め

の
資
機
材
を
配
備
し
、
維
持
、
管
理
し
、
重
大
事
故
等
時
に
は
こ
れ
ら
を
用
い

て
十
分
な
放
射
線
管
理
を
行
う
。
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ

ト
近
傍
に
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
を
設
置
し
、
放
射
線
量
を
監
視
す
る
。
放
射

線
量
が
上
昇
し
た
場
合
は
、
周
辺
に
立
入
り
を
制
限
す
る
等
の
対
応
を
行
う
。
 

 

 
 

１
．
放
射
線
管
理
資
機
材
、
飲
料
水
、
食
料
等
の
維
持
管
理
等
に
つ
い
て
 

 

重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
や
現
場
作
業
を
行
う

要
員
等
の
対
策
要
員
の
装
備
(
線
量
計
、
マ
ス
ク
等

)
を
配
備
し
、
維
持
、
管
理
し
、

重
大
事
故
等
時
に
は
こ
れ
ら
を
用
い
て
十
分
な
放
射
線
管
理
を
行
う
。
 

外
部
か
ら
の
支
援
な
し
に

1
週
間
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
飲
料
水
、
食
料
等
を

備
蓄
し
、
維
持
、
管
理
し
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
緊
急
時
対
策
所
内

の
環
境
を
確
認
し
た
上
で
、
飲
食
の
管
理
を
行
う
。

 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
飲
料
水
、
食
料

等
の
維
持
管
理
も
合
わ
せ
て

記
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ

ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
の
線
量
監

視
を
行
う
必
要
は
な
い
た
め

記
載
し
て
い
な
い
。）

 

 
２
．
放
射
線
管
理
に
つ
い
て
 

１
 チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
運
用
手
順
 

緊
急
時
対
策
所
は
、
緊
急
時
対
策
所
へ
の
汚
染
の
持
ち
込
み
を
防
止
す
る
た

め
、
身
体
サ
ー
ベ
イ
お
よ
び
防
護
具
の
着
替
え
等
を
行
う
た
め
の
チ
ェ
ン
ジ
ン

グ
エ
リ
ア
を
通
常
時
か
ら
設
置
し
、
緊
急
時
対
策
所
の
外
側
が
放
射
性
物
質
に

よ
り
汚
染
し
た
よ
う
な
状
況
下
に
な
っ
た
場
合
に
運
用
す
る
。
 

手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
等
に
て
放
射
線
量
等
を
監
視
し
、
プ
ル
ー

ム
の
通
過
お
よ
び
屋
外
作
業
可
能
な
レ
ベ
ル
ま
で
の
低
下
が
確
認
さ
れ
た

場
合
 

 

 
 

 (
2)

 
 チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
設
置
及
び
運
用
手
順
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
へ
の
汚
染
の
持
ち
込
み
を
防

止
す
る
た
め
、
身
体
サ
ー
ベ
イ
及
び
防
護
具
の
着
替
え
等
を
行
う
た
め
の
チ

ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
を
設
置
す
る
た
め
の
資
機
材
を
整
備
し
、
代
替
緊
急
時

対
策
所
の
外
側
が
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
し
た
よ
う
な
状
況
下
に
な
っ
た

場
合
に
運
用
す
る
。

 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第

1
0
条
特
定
事
象
が
発
生
し
た
場
合
 

 

 
 

２
．
放
射
線
管
理
に
つ
い
て
 

(
1)
 
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
運
用
手
順
 

緊
急
時
対
策
所
は
、
緊
急
時
対
策
所
へ
の
汚
染
の
持
ち
込
み
を
防
止
す
る
た

め
、
身
体
サ
ー
ベ
イ
お
よ
び
防
護
具
の
着
替
え
等
を
行
う
た
め
の
チ
ェ
ン
ジ
ン

グ
エ
リ
ア
を
通
常
時
か
ら
設
置
し
、
緊
急
時
対
策
所
の
外
側
が
放
射
性
物
質
に

よ
り
汚
染
し
た
よ
う
な
状
況
下
に
な
っ
た
場
合
に
運
用
す
る
。

 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

緊
急
時
対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
等
に
て
放
射
線
量
等
を
監
視

し
、
プ
ル
ー
ム
の
通
過
お
よ
び
屋
外
作
業
可
能
な
レ
ベ
ル
ま
で
の
低
下
が
確

認
さ
れ
た
場
合
 

 

 
 【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ

エ
リ
ア
を
通
常
時
か
ら
設
置

し
て
い
る
た
め
、
手
順
着
手

の
判
断
基
準
が
異
な
る
。
）

 

 
2
 
緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
装
置
の
切
替
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ

ト
の
性
能
の
低
下
等
、
緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト

の
切
替
え
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
待
機
側
へ
切
り
替
え
、
線
量
に
応
じ
、
交

換
、
保
管
す
る
。
 

手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
の
性
能
の
低
下
等
に
よ
り
運
転
中
の
緊
急
時
対
策

所
可
搬
型
空
気
浄
化
装
置
の
切
替
え
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
 

 

 
 

(
3)
 
代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
の
切
替
手
順

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ

ト
の
線
量
が
上
昇
す
る
等
、
切
替
え
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
代
替
緊
急
時
対

策
所
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
を
待
機
側
へ
切
替
え
、
線
量
に
応
じ
、
交

換
、
保
管
す
る
。
 

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
の
線
量
上
昇
等
に
よ
り
運
転
中
の
代
替
緊
急
時

対
策
所
空
気
浄
化
装
置
の
切
替
え
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
 

 

 
 

(
2)

 緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
装
置
の
切
替
手
順

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
緊
急
時
対
策
所
非
常
用
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ

ト
の
性
能
の
低
下
等
、
緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト

の
切
替
え
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
、
待
機
側
へ
切
り
替
え
、
線
量
に
応
じ
、
交

換
、
保
管
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
の
性
能
の
低
下
等
に
よ
り
運
転
中
の
緊
急
時
対
策

所
可
搬
型
空
気
浄
化
装
置
の
切
替
え
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

 

 

 
 

 
「
前
述
」
 

 
 

２
 
飲
料
水
、
食
料
等
に
つ
い
て
 

 
 
「
前
述
」
 

 
 

参考①-569



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
少
な
く
と
も
外
部
か
ら
の
支
援
な
し
に
１
週
間
、
活
動

す
る
た
め
に
必
要
な
飲
料
水
及
び
食
料
等
を
備
蓄
し
、
維
持
、
管
理
し
、
重
大
事

故
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
内
の
環
境
を
確
認
し
た
上
で
、

飲
食
の
管
理
を
行
う
。

 

 

 
代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
緊
急
時
対
策
所
立
上
げ
時
に
お
け
る
代
替
電
源
と
し
て
、
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
か
ら
緊
急
時
対
策
所
へ
給
電
す
る
。

 

な
お
、
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム

(Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ

)
、
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
シ
ス

テ
ム
お
よ
び
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
の
う
ち
、
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
補
助
建
屋

に
設
置
し
た
機
器
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
お
い
て
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

か
ら
給
電
す
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
、
代
替
電
源
と
し
て
代
替
緊
急

時
対
策
所
用
発
電
機
に
よ
り
代
替
緊
急
時
対
策
所
へ
給
電
す
る
。
 

な
お
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
の
情
報
収
集
設
備
及
び
通
信
連
絡
設
備
の
う
ち
原
子

炉
補
助
建
屋
に
設
置
さ
れ
て
い
る
機
器
へ
の
給
電
に
つ
い
て
は
、
大
容
量
空
冷
式
発

電
機
に
よ
り
実
施
す
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表
－
14
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
及
び
表
－

19
「
通
信

連
絡
に
関
す
る
手
順
等
」
を
参
照
 

 

 
 

代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
非
常
用
母
線
か
ら
の
給
電

喪
失
時
は
、
代
替
電
源
と
し
て
、
電

源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
か
ら
緊
急
時
対
策
所
へ
給
電
す
る
。
 

な
お
、
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム

(
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ

)、
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送
シ
ス

テ
ム
お
よ
び
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
の
う
ち
、
原
子
炉
補
助
建
屋
に
設
置
し
た
機
器
は
、
全

交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
お
い
て
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
給
電
す
る
。

 

給
電
の
手
順
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

 
１
．
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
に
よ
る
給
電
 

緊
急
時
対
策
所
立
上
げ
時
は
、
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
か
ら
緊
急
時
対
策

所
へ
給
電
す
る
。
 

代
替
交
流
電
源
で
あ
る
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
は
、
緊
急
時
対
策
所
の
立

上
げ
時
に
ケ
ー
ブ
ル
接
続
等
の
準
備
を
行
う
と
と
も
に
、
起
動
し
緊
急
時
対
策
所
へ

給
電
を
開
始
す
る
。
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
緊
急
時
対
策
所
立
上
げ
時
に
は
、
待
機
側
の
電
源
車
（
緊

急
時
対
策
所
用
）
も
起
動
し
て
無
負
荷
運
転
で
待
機
す
る
。
故
障
等
に
よ
り
発
電
機

の
切
替
え
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
待
機
側
の
電
源
車
（
緊
急
時
対

策
所
用
）
か
ら
の
給
電
に
切
り
替
え
る
。
た
だ
し
、
１
号
炉
側
非
常
用
電
源
か
ら
受

電
が
継
続
さ
れ
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
Ｄ
Ｂ
事
象
等
に
応
じ
て
電
源
車
（
緊
急
時
対

策
所
用
）
（
Ｄ
Ｂ
）
か
ら
受
電
が
継
続
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
状
態
を
継
続

し
て
も
よ
い
が
、
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
の
準
備
お
よ
び
起
動
を
行
い
、
無

負
荷
運
転
で
待
機
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。
 

 

 
 

１
  
代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
に
よ
る
給
電

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
、
代
替
電
源
（
交
流
）
で
あ
る

代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
か
ら
給
電
す
る
。
 

 

 
 

１
．
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
に
よ
る
給
電
 

非
常
用
母
線
か
ら
の
給
電
喪

失
時
ま
た
は
そ
の
発
生
に
備
え
、
緊
急
時
対
策
所
の

電
源
を
確
保
す
る
た
め
、
代
替
電
源
設
備
で
あ
る
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
を

準
備
す
る
。
非
常
用
母
線
か
ら
の
給
電

喪
失
時
は
、
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）

１
台
を
起
動
し
、
緊
急
時
対
策
所
へ
給
電
す
る
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
電
源
車
か
ら
の
給
電
は
、

玄
海
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｏ
時
だ
が
、

美
浜
は
、
非
常
用
母
線
か
ら

の
給
電
喪
失
時
と
し
て
い

る
。
）
 

【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
電
源

車
１
台
起

動
だ
が
、
大
飯
は
、
待
機
側

の
電
源

車
も
起
動
し
無
負
荷

運
転
で
待
機
す
る
と
し
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
(
1)
 電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
準
備
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
緊
急
時
対
策
所
立
上
げ
時
に
ケ
ー
ブ
ル
接
続
を
行
う
。 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

緊
急
時
対
策
所
の
立
上
げ
時
 

 

 
 

(
1)
 
代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
は
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
の
立
上
げ
時
に
ケ

ー
ブ
ル
接
続
等
の
準
備
を
行
い
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
に
起
動
し
代
替
緊

急
時
対
策
所
へ
給
電
を
開
始
す
る
。
 

「
後
述
」
 

 
 

(
1)
 
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
準
備
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
緊
急
時
対
策
所
立
上
げ
時
に
ケ
ー
ブ
ル
接
続
を
行
う
。 

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

緊
急
時
対
策
所
の
立
上
げ
時
 

 

 
 

 
(
2)
 電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
起
動
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
緊
急
時
対
策
所
立
上
げ
時
に
電
源

車
（
緊
急
時
対
策

所
用
）
の
起
動
を
行
う
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

緊
急
時
対
策
所
の
立
上
げ
時
 

 

 
 

 
 
 

(
2)
 
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
起
動
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
非
常
用
母
線
か
ら
の
給
電

喪
失
時
に
電
源

車
（
緊
急

時
対
策
所
用
）
の
起
動
を
行
う
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

非
常
用
母
線
か
ら
の
給
電

喪
失
時

 

 

 
【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
電
源

車
か
ら
の
給
電
は
、

大
飯
は
、
緊
急
時
対
策
所
の

立
上
げ
時
だ
が
、
美
浜
は
、

非
常
用
母
線
か
ら
の
給
電

喪

失
時
と
し
て
い
る
。）

 

 
(
3)
 電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
の
切
替
え
お
よ
び
燃
料
給
油
手
順
 

ａ
．
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
の
切
替
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
使
用
中
の
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
に
故
障

等
が
発
生
し
た
場
合
、
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
の
切
替
え
を
行
う
。
 

(
a)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

使
用
中
の
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
に
故
障
等
が
発
生
し
た
場
合

な
ど
、
運
転
中
の
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
の
停
止
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
 

 

 

 
 

(
2)
 
代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
は
、
給

油
等
が
必
要
な
場
合
、
切
替
え
を
行

う
。
 

(
3)

 
代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
に
は
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
よ
り
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
を
用
い
て
給
油
す
る
。
 

    

  

 
 

(
3)
 
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
の
切
替
え
お
よ
び
燃
料
給

油
手
順

 

ａ
．
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
の
切
替
手
順

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
使
用
中
の
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
に
故
障

等
が
発
生
し
た
場
合
、
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
の
切
替
え
を
行
う
。
 

(
a
) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

使
用
中
の
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
に
故
障
等
が
発
生
し
た
場
合

な
ど
、
運
転
中
の
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
の
停
止
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
 

 

 
 

参考①-570



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
ｂ
．
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
燃
料
タ
ン
ク
へ
の
燃
料
給
油
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
を
運
転
し
燃
料
補

給
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重

油
タ
ン
ク
か
ら

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
へ
給

油
し
、
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
燃
料
タ
ン
ク

へ
補
給
を
行
う
。
 

(
a)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
を
運
転
し
た
場
合
に
お
い
て
、
各
発
電

機
の
燃
料
の
管
理
油
量
を
確
認
後
、
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補

給
作
業
着
手
時
間
に
達
し
た
場
合
、
ま
た
は
待
機
側
の
電
源
車
（
緊
急
時

対
策
所
用
）
に
あ
っ
て
は
、
無
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着

手
時
間
に
達
し
た
場
合
 

「
前
述
」
 

 
 

ア
 
代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
準
備
手
順
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
立
上
げ
時
の
ケ
ー
ブ
ル
接

続
を
行
う
。
 

(
ｱ)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

緊
急
時
体
制
が
発
令
さ
れ
た
場
合

 

 

    イ
 
代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
起
動
手
順
  

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
に
お
け
る
代
替
緊
急

時
対
策
所
用
発
電
機
の
起
動
を
行
う
。

 

(
ｱ)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

外
部
電
源
及
び
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
の
故
障
等
に
よ
り
全
て
の
非

常
用
高
圧
母
線
へ
の
交
流
動
力
電
源
か
ら
の
給
電
を
非
常
用
高
圧
母

線
電
圧
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
場
合
 

 

ウ
  
代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
の
切
替
及
び
燃
料
給
油
手
順

 

(
ｱ)

 
代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
の
切
替
手
順
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
燃
料
給
油
等
が
必
要
な
場
合
、
代
替
緊
急
時

対
策
所
用
発
電
機
の
切
替
え
を
行
う
。

 

ａ
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

燃
料
補
給
等
の
た
め
運
転
中
の
代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
の
停
止
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
 

 

 
 

ｂ
．
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
燃
料
タ
ン
ク
へ
の
燃
料
給

油
手
順

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
を
運
転
し
燃
料
補

給
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

（
燃
料
油
移

送
ポ
ン
プ
使
用
時
含
む
。
）
へ
給

油
し
、
電
源
車
（
緊
急
時
対
策

所
用
）
燃
料
タ
ン
ク
へ
補
給
を
行
う
。

 

(
a
) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
を
運
転
し
た
場
合
に
お
い
て
、
電
源
車

（
緊
急
時
対
策
所
用
）
の
燃
料
の
管
理
油
量
を
確
認
後
、
定
格
負
荷
運
転

時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
に
達
し
た
場
合

 

 「
前
述
」
 

 
 

 
(
4)
 電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
の
待
機
運
転
手
順
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
プ
ル
ー
ム
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
待
機
側
の

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
の
無
負
荷
運
転
を
継
続
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

プ
ル
ー
ム
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
 

 

 
 

(
4)
 
代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
の
待
機
運
転
手
順
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
プ
ル
ー
ム
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
待
機
側
の

代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
を
起
動
し
て
無
負
荷
運
転
で
待
機
さ
せ
る
。

プ
ル
ー
ム
通
過
中
に
発
電
機
の
切
替
え
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
速
や

か
に
待
機
側
の
代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
か
ら
の
給
電
に
切
り
替
え

る
。

  

ア
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

プ
ル
ー
ム
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
 

 

 
 

 
 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
遠
隔
切
り
替
え

が
可
能
で
あ
る
た
め
電
源

車

の
待
機
運
転
が
行
わ
な
い
。）

 

 
必
要
な
数
の
要
員
の
収
容
・
代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

 
 

 （
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

 
 

必
要
な
数
の
要
員
の
収
容
・
代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

 
 

 
○
 
放
射
線
管
理
 

(
1)
 
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
内
で
は
現
場
作
業
を
行
う
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
等

の
身
体
サ
ー
ベ
イ
を
行
い
、
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
サ
ー
ベ
イ
エ
リ

ア
に
隣
接
し
た
除
染
エ
リ
ア
に
て
除
染
を
行
う
。
除
染
に
よ
る
廃
水
が
発
生
し

た
場
合
、
ウ
エ
ス
に
染
み
込
ま
せ
る
こ
と
で
放
射
性
廃
棄
物
と
し
て
廃
棄
す

る
。
 

 

 
 

１
 
放
射
線
管
理

 

(
1)

 
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
内
で
は
現
場
作
業
を
行
う
緊
急
時
対
策
本
部
要
員

の
身
体
サ
ー
ベ
イ
を
行
い
、
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
サ
ー
ベ
イ
エ
リ
ア
に

隣
接
し
た
除
染
エ
リ
ア
に
て
除
染
を
行
う
。
除
染
に
よ
る
廃
水
が
発
生
し
た
場

合
、
ウ
エ
ス
に
染
み
込
ま
せ
る
こ
と
で
放
射
性
廃
棄
物
と
し
て
廃
棄
す
る
。
 

 

 
 

○
 放
射
線
管
理

 

(
1)
 
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
内
で
は
現
場
作
業
を
行
う
要
員
等
の
身
体
サ
ー
ベ
イ

を
行
い
、
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
サ
ー
ベ
イ
エ
リ
ア
に
隣
接
し
た
除

染
エ
リ
ア
に
て
除
染
を
行
う
。
除
染
に
よ
る
廃
水
が
発
生
し
た
場
合
、
ウ
エ
ス

に
染
み
込
ま
せ
る
こ
と
で
放
射
性
廃
棄
物
と
し
て
廃
棄
す
る
。
 

 

 
 

 
(
2)
 
現
場
作
業
を
行
う
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
等
が
緊
急
時
対
策
所
の
外
で
身
体

サ
ー
ベ
イ
を
待
つ
場
合
、
周
辺
か
ら
の
放
射
線
影
響
を
低
減
す
る
た
め
、
遮
蔽

効
果
の
あ
る
原
子
炉
補
助
建
屋
内
で
待
機
す
る
。
 

 

 
 

(
2)

 
現
場
作
業
を
行
う
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
が
屋
外
で
身
体
サ
ー
ベ
イ
を
待

つ
場
合
、
周
辺
か
ら
の
放
射
線
影
響
を
低
減
す
る
た
め
、
遮
へ
い
効
果
の
あ
る

待
機
所
内
で
待
機
す
る
。
 

 

 
 

(
2)
 
現
場
作
業
を
行
う
要
員
等
が
身
体
サ
ー
ベ
イ
を
待
つ
場
合
、
周
辺
か
ら
の
放

射
線
影
響
を
低
減
す
る
た
め
、遮
蔽
効
果
の
あ
る
緊
急
時
対
策
所
内
で
待
機
す

る
。
 

 
【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】

 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
遮
蔽
効
果
が
あ

る
緊
急
時
対
策
所
で
待
機
す

る
。
）

 

 
○
 
燃
料
補
給
 

電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
へ
の
給

油
は
、
定
格
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料
補

給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
ま
た
は
重

油
タ
ン
ク
お
よ
び
タ

ン
ク
ロ
ー
リ
ー
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
の
給

油
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

重
大
事
故
等
時
７
日
間
連
続
運
転
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
（
重

油
）
の

 
 

２
 
燃
料
補
給
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
を
運
転
し
燃
料
補
給
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
、
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
へ
吸
入
し
、
代

替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
燃
料
タ
ン
ク
へ
補
給
を
行
う
。
 

代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
へ
の
給
油
は
、
定
格
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料

補
給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料

油
貯
蔵
タ
ン
ク
及
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
を
用

 
 

○
 燃
料
補
給
 

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
へ
の
給
油
は
、
定
格
負
荷
運
転
に
お
け
る
燃
料
補

給
作
業
着
手
時
間
と
な
れ
ば
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
お
よ
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
（
燃
料

油
移

送
ポ
ン
プ
使
用
時
含
む
。）
を
用
い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定
格

負
荷
運
転
時
の
給

油
間
隔
を
目
安
に
実
施
す
る
。
 

重
大
事
故
等
時
７
日
間
連
続
運
転
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料
（
重

油
）
の
備

 
 【
大
飯
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
電
源

車
（
緊
急

時
対
策
所
用
）
の
燃
料
補
給

参考①-571



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

備
蓄
量
に
つ
い
て
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。

 

 

い
て
実
施
す
る
。
そ
の
後
の
補
給
は
、
定
格
負
荷
運
転
時
の
給

油
間
隔
を
目
安
に

実
施
す
る
。
ま
た
、
重
大
事
故
等
時
７
日
間
運
転
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
燃
料

の
備
蓄
量
と
し
て
、
表
－
４
「
 原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
原
子

炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
、
表
－
1
1「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の

た
め
の
手
順
等
」
、
表
－
1
3「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手

順
等
」
及
び
表
－
1
4「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
示
す
燃
料
も
含
め
、

燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
の

油
量
を

35
6 
k
ℓ
以
上
に
管
理
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
を
運
転
し
た
場
合
に
お
い
て
、
各
発
電
機

の
燃
料
が
規
定
油
量
以
上
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
運
転
開
始
後
、
定
格

負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
※
に
達
し
た
場
合

 

※
 
燃
料
補
給
作
業
着
手
時
間
及
び
定
格
負
荷
運
転
時
に
お
け
る
燃
料
補

給
間
隔
の
目
安
は
以
下
の
と
お
り
。

 

ア
 
代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
：
運
転
開
始
後
約
５
時
間

3
0
分
以
内

（
そ
の
後
プ
ル
ー
ム
通
過
ま
で
約
８
時
間

40
分
ご
と
に
補
給
）

 

 

蓄
量
に
つ
い
て
は
、
表
－
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。

 
作
業
着
手
時
間
、
給

油
間
隔

を
記
載
し
て
い
る
。）
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

  
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

 
表
－
１
９
 

 
 

表
－
1
9 

 
 
表
－
１
９
 

 
 

 
操
作
手
順
 

１
．
通
信
連
絡
に
関
す
る
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

1
9．
通
信
連
絡
に
関
す
る
手
順
等
 

 
 
操
作
手
順
 

１
．
通
信
連
絡
に
関
す
る
手
順
等
 

 
 

 
①
 
方
針
目
的
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
発
電
所
内
の
通
信
連
絡
設
備
、
発
電
所
外

（
社
内
外
）
と
の
通
信
連
絡
設
備
に
よ
り
発
電
所
の
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ

る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

 

 
 
①
 
方
針
目
的
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
発
電
所
の
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る

必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
、
発
電
所
内
の
通
信
連
絡
設
備
、
発
電

所
外
（
社
内
外
）
と
の
通
信
連
絡
設
備
に
よ
り
通
信
連
絡
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
 

 

 
 
①

 方
針
目
的
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
発
電
所
内
の
通
信
連
絡
設
備
、
発
電
所
外

（
社
内
外
）
と
の
通
信
連
絡
設
備
に
よ
り
発
電
所
の
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ

る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）

 

 
②
 
対
応
手
段
等
 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡

 

１
．
発
電
所
内
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
の
手

順
等
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
通
信
設
備
（
発
電
所
内
）

に
よ
り
、
運
転
員
等
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員
が
、
中
央
制
御
室
、
屋
内
外
の
作

業
場
所
、
移
動
式
放
射
能
測
定
装
置
（
モ
ニ
タ
車
）
、
緊
急
時
対
策
所
と
の
間
で
相

互
に
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
、
衛
星
電
話
（
固
定
）
、
衛
星
電
話
（
携
帯
）
、
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、
携
行
型
通
話
装
置
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
は
、
代
替
電
源
設
備
（
電
池
を
含
む
。）
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
設
備
へ
給
電
す
る
。
 

ｂ
．
デ
ー
タ
伝
送
設
備
（
発
電
所
内
）
に
よ
り
緊
急
時
対
策
所
へ
、
重
大
事
故
等

に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
伝
送
し
、

パ
ラ
メ
ー
タ
を
共
有
す

る
た
め
に
、
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
お
よ
び
Ｓ

Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
を
使
用
す
る
。
 

(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
通
信
設
備
（
発
電
所
内
）
お
よ

び
デ
ー
タ
伝
送
設
備
（
発
電
所
内
）
に
よ
り
、
発
電
所
内
の
通
信
連
絡
を
す
る
必

要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
ま
た
は
通
話
通
信
確
認
を
行
う
場
合
 

 

 
 

②
 
対
応
手
段
等
 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡

 

１
 
発
電
所
内
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
の

手
順
等

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
通
信
設
備
（
発
電
所

内
）
に
よ
り
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
が
、
中
央
制
御
室
、
屋
内
外
の
作
業
場
所
、

代
替
緊
急
時
対
策
所
と
の
間
で
相
互
に
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
、
衛
星
携
帯
電

話
設
備
、
無
線
連
絡
設
備
及
び
携
帯
型
通
話
設
備
を
使
用
す
る
。
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
は
、
代
替
電
源
設
備
（
電
池
を
含
む
。
）
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
設
備
へ
給
電
す
る
。
 

デ
ー
タ
伝

送
設
備
（
発
電
所
内
）
に
よ
り
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
へ
重
大
事
故

等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
伝

送
し
、
パ
ラ
メ
ー
タ
を
共
有
す
る
た

め
に
、
緊
急
時
運
転
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
シ
ス
テ
ム
（

S
PD

S）
及
び

SP
D
S
デ
ー
タ

表
示
装
置
を
使
用
す
る
。
 

 

(
1)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
通
信
設
備
（
発
電
所
内
）
及

び
デ
ー
タ
伝
送
設
備
（
発
電
所
内
）
に
よ
り
、
発
電
所
内
の
通
信
連
絡
を
す

る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
又
は
通
話
通
信
確
認
を
行
う
場
合
 

 

 
 

②
 対
応
手
段
等

 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡

 

１
．
発
電
所
内
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
の
手

順
等
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
通
信
設
備
（
発
電
所
内
）

に
よ
り
、
運
転
員
等
お
よ
び
緊
急
安
全
対
策
要
員
が
、
中
央
制
御
室
、
屋
内
外
の
作

業
場
所
、
移
動
式
放
射
能
測
定
装
置
（
モ
ニ
タ

車
）
、
緊
急
時
対
策
所
と
の
間
で
相

互
に
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
、
衛
星
電
話
（
固
定
）
、
衛
星
電
話
（
携
帯
）
、
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
お
よ
び
携
行
型
通
話
装
置
を
使
用
す
る
。

 

ａ
．
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
は
、
代
替
電
源
設
備
（
電
池
を
含
む
。
）
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
設
備
へ
給
電
す
る
。
 

ｂ
．
デ
ー
タ
伝

送
設
備
（
発
電
所
内
）
に
よ
り
緊
急
時
対
策
所
へ
、
重
大
事
故
等

に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
伝

送
し
、

パ
ラ
メ
ー
タ
を
共
有
す

る
た
め
に
、
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
お
よ
び
Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
を
使
用
す
る
。
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
通
信
設
備
（
発
電
所
内
）
お
よ

び
デ
ー
タ
伝

送
設
備
（
発
電
所
内
）
に
よ
り
、
発
電
所
内
の
通
信
連
絡
を
す
る
必

要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
ま
た
は
通
話
通
信
確
認
を
行
う
場
合

 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

通
信
連
絡
を
行
う
場
合
は
、
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
運
転
指
令
設
備
（
１

号
お
よ
び
２
号
炉
送
受
話
器
）
、
運
転
指
令
設
備
（
３
号
お
よ
び
４
号
炉
送
受

話
器
）、
電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
（
保
安
電
話
（
固
定
）、
保
安
電
話
（
携

帯
）
）
お
よ
び
無
線
通
話
装
置
の
使
用
を
優
先
す
る
。
多
様
性
拡
張
設
備
が
使

用
で
き
な
い
場
合
は
、
衛
星
電
話
（
固
定
）
、
衛
星
電
話
（
携
帯
）、
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
、
携
行
型
通
話
装
置
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
を
使
用
す
る
。
 

 

 
 
「
後
述
」
 

 
 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

○
 優
先
順
位

 

通
信
連
絡
を
行
う
場
合
は
、
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
運
転
指
令
設
備
、
電

力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
（
保
安
電
話
（
固
定
）、
保
安
電
話
（
携
帯
）
）
お
よ

び
無
線
通
話
装
置
の
使
用
を
優
先
す
る
。

多
様
性

拡
張
設
備
が
使
用
で
き
な

い
場
合
は
、
衛
星
電
話
（
固
定
）、
衛
星
電
話
（
携
帯
）
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
お

よ
び
携
行
型
通
話
装
置
を
使
用
す
る
。
 

 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
、「
発
電
所
内
の
通

信
連
絡
」
と
し
て
ま
と
め
て

「
配
慮
す
べ
き
事
項
」
を
整

理
し
記
載
し
て
い
る
。
）

 

 

 
２
．
計
測
等
を
行
っ
た
特
に
重
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
発
電
所
内
の
必
要
な
場
所
で
共
有

す
る
手
順
等
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
直
流
電
源
喪
失
時
等
、
可
搬
型
の
計
測
器
に
て
、
炉
心
損

傷
防
止
お
よ
び
格
納
容
器
破
損
防
止
に
必
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
特
に
重
要
な
パ
ラ

メ
ー
タ
を
計
測
し
、
そ
の
結
果
を
通
信
設
備
（
発
電
所
内
）
に
よ
り
発
電
所
内
の
必

要
な
場
所
で
共
有
す
る
場
合
、
現
場
と
中
央
制
御
室
と
の
連
絡
に
は
携
行
型
通
話
装

置
を
使
用
し
、
現
場
ま
た
は
中
央
制
御
室
と
緊
急
時
対
策
所
と
の
連
絡
に
は
衛
星
電

話
（
固
定
）
お
よ
び
衛
星
電
話
（
携
帯
）
を
使
用
す
る
。
 

   「
後
述
」
 

 (
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

特
に
重
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
可
搬
型
の
計
測
器
に
て
計
測
し
、
そ
の
結
果
を

 
 

２
 
計
測
等
行
っ
た
特
に
重
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
発
電
所
内
の
必
要
な
場
所
で
共
有

す
る
手
順
等

 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
直
流
電
源
喪

失
時
等
、
可
搬
型
の
計
測
器
に
て
、
炉
心

損
傷
防
止
及
び
原
子
炉
格
納
容
器

破
損
防
止
に
必
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
特
に

重
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
し
、
そ
の
結
果
を
通
信
設
備
（
発
電
所
内
）
に
よ
り

発
電
所
内
の
必
要
な
場
所
で
共
有
す
る
場
合
、
屋
内
の
現
場
と
中
央
制
御
室
と
の

連
絡
に
は
携
帯
型
通
話
設
備
を
使
用
し
、
屋
外
の
現
場
と
中
央
制
御
室
と
の
連
絡

に
は
衛
星
携
帯
電
話
設
備
又
は
無
線
連
絡
設
備
の
う
ち
無
線
通
話
装
置
（
固
定

型
、
携
帯
型
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
カ
ー
）
を
使
用
す
る
。
ま
た
、
屋
内
外
の
現
場
若

し
く
は
中
央
制
御
室
と
代
替
緊
急
時
対
策
所
と
の
連
絡
に
は
衛
星
携
帯
電
話
設

備
、
無
線
連
絡
設
備
又
は
携
帯
型
通
話
設
備
を
使
用
す
る
。
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
は
、
代
替
電
源
設
備
（
電
池
を
含
む
。
）
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
設
備
へ
給
電
す
る
。
 

(
1)

 
 手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

特
に
重
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
可
搬
型
の
計
測
器
に
て
計
測
し
、
そ
の
結

 
 

２
．
計
測
等
を
行
っ
た
特
に
重
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
発
電
所
内
の
必
要
な
場
所
で
共
有

す
る
手
順
等
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
直
流
電
源

喪
失
時
等
、
可
搬
型
の
計
測
器
に
て
、
炉
心
損

傷
防
止
お
よ
び
格
納
容
器

破
損
防
止
に
必
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
特
に
重
要
な
パ
ラ

メ
ー
タ
を
計
測
し
、
そ
の
結
果
を
通
信
設
備
（
発
電
所
内
）
に
よ
り
発
電
所
内
の
必

要
な
場
所
で
共
有
す
る
場
合
、
現
場
と
中
央
制
御
室
と
の
連
絡
に
は
携
行
型
通
話
装

置
を
使
用
し
、
現
場
ま
た
は
中
央
制
御
室
と
緊
急
時
対
策
所
と
の
連
絡
に
は
衛
星
電

話
（
固
定
）
お
よ
び
衛
星
電
話
（
携
帯
）
を
使
用
す
る
。

 

   「
後
述
」
 

 (
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

特
に
重
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
可
搬
型
の
計
測
器
に
て
計
測
し
、
そ
の
結
果
を

 
 

参考①-573



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

通
信
設
備
（
発
電
所
内
）
に
よ
り
、
発
電
所
内
の
必
要
な
場
所
で
共
有
す
る
場
合
 

 

果
を
通
信
設
備
（
発
電
所
内
）
に
よ
り
、
発
電
所
内
の
必
要
な
場
所
で
共
有

す
る
場
合

 

 

通
信
設
備
（
発
電
所
内
）
に
よ
り
、
発
電
所
内
の
必
要
な
場
所
で
共
有
す
る
場
合

 

 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位
 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

 
 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 優
先
順
位
 

 
 

 
「
前
述
」
 

 
 

 
(1

)
 
発
電
所
内
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
た

め
の
手
順
等
 

屋
内
外
で
の
使
用
が
可
能
で
あ
り
、
通
常
時
か
ら
使
用
す
る

多
様
性

拡

張
設
備
の
運
転
指
令
設
備
及
び
電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
を
使
用
す
る
。

発
電
所
内
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
は
、
屋
外
の
広
域
で
通
信
連
絡
が
可
能
な

無
線
連
絡
設
備
の
う
ち
多
様
性

拡
張
設
備
の
無
線
通
話
装
置
（
固
定
型
、
携

帯
型
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
カ
ー
）
の
使
用
を
優
先
す
る
。
多
様
性

拡
張
設
備
が

使
用
で
き
な
い
場
合
、
屋
外
の
操
作
、
作
業
等
の
通
信
連
絡
に
は
、
屋
外
使

用
箇
所
の
制
限
が
少
な
い
衛
星
携
帯
電
話
設
備
及
び
無
線
連
絡
設
備
の
う

ち
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
無
線
通
話
装
置
（
固
定
型
、
携
帯
型
）
を
優
先

し
て
使
用
す
る
。
携
帯
型
通
話
設
備
は
、
中
継
コ
ー
ド
の
布
設
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
衛
星
携
帯
電
話
設
備
及
び
無
線
連
絡
設
備
の
う
ち
無
線
通
話

装
置
（
携
帯
型
）
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
使
用
す
る
。
 

ま
た
、
多
様
性

拡
張
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合
の
屋
内
の
操
作
、
作
業

等
の
通
信
連
絡
に
は
、
携
帯
型
通
話
設
備
を
使
用
す
る
。
 

 

 
 
「
前
述
」
 

 
 

 
通
信
連
絡
を
行
う
場
合
は
、
多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
運
転
指
令
設
備
（
1

号
お
よ
び

2
号
炉
送
受
話
器
）、
運
転
指
令
設
備
（

3
号
お
よ
び

4
号
炉
送
受

話
器
）
、
電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
（
保
安
電
話
（
固
定
）
、
保
安
電
話
（
携

帯
）
）
お
よ
び
無
線
通
話
装
置
の
使
用
を
優
先
す
る
。

多
様
性
拡
張
設
備
が
使

用
で
き
な
い
場
合
は
、
衛
星
電
話
（
固
定
）、
衛
星
電
話
（
携
帯
）
お
よ
び
携
行

型
通
話
装
置
を
使
用
す
る
。
 

 

 
 

(
2)

 
計
測
等
行
っ
た
特
に
重
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
発
電
所
内
の
必
要
な
場
所
で

共
有
す
る
手
順
等
 

屋
内
外
で
の
使
用
が
可
能
で
あ
り
、
通
常
時
か
ら
使
用
す
る

多
様
性

拡

張
設
備
の
運
転
指
令
設
備
、
電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
及
び
屋
外
の
広
域

で
通
信
連
絡
が
可
能
な
無
線
連
絡
設
備
の
う
ち
無
線
通
話
装
置
（
固
定
型
、

携
帯
型
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
カ
ー
）
の
使
用
を
優
先
す
る
。
多
様
性
拡
張
設
備

が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
衛
星
携
帯
電
話
設
備
、
無
線
連
絡
設
備
の
う
ち

無
線
通
話
装
置
（
固
定
型
、
携
帯
型
）
及
び
携
帯
型
通
話
設
備
を
使
用
す
る
。
 

 

 
 

通
信
連
絡
を
行
う
場
合
は
、
多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
運
転
指
令
設
備
、
電

力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
（
保
安
電
話
（
固
定
）
、
保
安
電
話
（
携
帯
）
）
お
よ

び
無
線
通
話
装
置
の
使
用
を
優
先
す
る
。
多
様
性
拡
張
設
備
が
使
用
で
き
な
い

場
合
は
、
衛
星
電
話
（
固
定
）
、
衛
星
電
話
（
携
帯
）
お
よ
び
携
行
型
通
話
装
置

を
使
用
す
る
。
 

 

 
 

 
発
電
所
外
（
社
内
外
）
と
の
通
信
連
絡

 

１
．
発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行

う
た
め
の
手
順
等
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
通
信
設
備
（
発

電
所
外
）
に
よ
り
、
緊
急
時
対
策
所
の
緊
急
安
全
対
策
要
員
が
、
緊
急
時
対
策
所
と

原
子
力
事
業
本
部
、
本
店
、
移
動
式
放
射
能
測
定
装
置
（
モ
ニ
タ
車
）
、
国
、
地
方

公
共
団
体
、
そ
の
他
関
係
機
関
等
と
の
間
で
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
、
衛
星
電
話

（
固
定
）
、
衛
星
電
話
（
携
帯
）
、
衛
星
電
話
（
可
搬
）
、
緊
急
時
衛
星
通
報
シ
ス

テ
ム
お
よ
び
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
（
Ｔ
Ｖ

会
議
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｉ
Ｐ
－
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
を
使
用
す
る
。

 

ａ
．
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
は
、
代
替
電
源
設
備
（
電
池
を
含
む
。）
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
設
備
へ
給
電
す
る
。
 

ｂ
．
デ
ー
タ
伝
送
設
備
（
発
電
所
外
）
に
よ
り
、
国
の
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ

ム
（
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
）
等
へ
、
必
要
な
デ
ー
タ
を
伝
送
し
、

パ
ラ
メ
ー
タ
を
共

有
す
る
た
め
に
、
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
お
よ

び
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
。
 

 

 
 

発
電
所
外
（
社
内
外
）
と
の
通
信
連
絡

 

１
 
発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を

行
う
た
め
の
手
順
等
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
通
信
設
備
（
発
電
所

外
）
に
よ
り
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
の
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
が
、
本
店
、
国
、

地
方
公
共
団
体
、
そ
の
他
関
係
機
関
等
と
の
間
で
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
、
衛

星
携
帯
電
話
設
備
及
び
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連

絡
設
備
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
、
IP
電
話
、
衛
星
通
信
装
置
（
電
話
）
、
IP
-
FA
X
）

を
使
用
す
る
。
 

全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
は
、
代
替
電
源
設
備
（
電
池
を
含
む
。
）
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
設
備
へ
給
電
す
る
。
 

デ
ー
タ
伝
送
設
備
（
発
電
所
外
）
に
よ
り
、
国
の
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム

(
ER
S
S)
等
へ
、
必
要
な
デ
ー
タ
を
伝
送
し
、

パ
ラ
メ
ー
タ
を
共
有
す
る
た
め
に
、

緊
急
時
運
転
パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム
（

SP
D
S）
を
使
用
す
る
。
 

 

 
 

発
電
所
外
（
社
内
外
）
と
の
通
信
連
絡

 

１
．
発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行

う
た
め
の
手
順
等

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
通
信
設
備
（
発

電
所
外
）
に
よ
り
、
緊
急
時
対
策
所
の
緊
急
安
全
対
策
要
員
が
、
緊
急
時
対
策
所
と

原
子
力
事
業
本
部
、
本
店
、
移
動
式
放
射
能
測
定
装
置
（
モ
ニ
タ

車
）
、
国
、
地
方

公
共
団
体
、
そ
の
他
関
係
機
関
等
と
の
間
で
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
、
衛
星
電
話

（
固
定
）
、
衛
星
電
話
（
携
帯
）
、
衛
星
電
話
（
可
搬
）
、
緊
急
時
衛
星
通
報
シ
ス

テ
ム
お
よ
び
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
（
Ｔ
Ｖ

会
議
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｐ
電
話
お
よ
び
Ｉ
Ｐ
－

Ｆ
Ａ
Ｘ
）
を
使
用
す
る
。
 

ａ
．
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
は
、
代
替
電
源
設
備
（
電
池
を
含
む
。
）
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
設
備
へ
給
電
す
る
。
 

ｂ
．
デ
ー
タ
伝

送
設
備
（
発
電
所
外
）
に
よ
り
、
国
の
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ

ム
（

Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
）
等
へ
、
必
要
な
デ
ー
タ
を
伝

送
し
、
パ
ラ
メ
ー
タ
を
共
有

す
る
た
め
に
、
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
お
よ
び
安

全
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
。

 

 
 

 
(
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
通
信
設
備
（
発
電
所
外
）
お
よ

び
デ
ー
タ
伝
送
設
備
（
発
電
所
外
）
に
よ
り
、
発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通
信
連

絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
ま
た
は
通
話
通
信
確
認
を
行
う
場
合
 

 

 

 
 

(
1)

 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
通
信
設
備
（
発
電
所
外
）
及

び
デ
ー
タ
伝
送
設
備
（
発
電
所
外
）
に
よ
り
、
発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通

信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
又
は
通
話
通
信
確
認
を
行

う
場
合
 

 

 
 

(
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
通
信
設
備
（
発
電
所
外
）
お
よ

び
デ
ー
タ
伝

送
設
備
（
発
電
所
外
）
に
よ
り
、
発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通
信
連

絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
ま
た
は
通
話
通
信
確
認
を
行
う
場
合
 

 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 優
先
順
位
 

通
信
連
絡
を
行
う
場
合
は
、
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す

 
 
「
後
述
」
 

 
 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 優
先
順
位
 

通
信
連
絡
を
行
う
場
合
は
、
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
は
「
発
電
所
外
（
社

参考①-574



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

る
通
信
連
絡
設
備
（
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｉ
Ｐ
－
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

お
よ
び
緊
急
時
衛
星
通
報
シ
ス
テ
ム
な
ら
び
に
多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
、

加
入
電
話
、
加
入
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
携
帯
電
話
、
電
力
保
安
通
信
用
電
話
設

備
（
保
安
電
話
（
固
定
）
、
保
安
電
話
（
携
帯
）、
衛
星
保
安
電
話
）、
社
内

Ｔ

Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
無
線
通
話
装
置
の
使
用
を
優
先
す
る
。
多
様
性

拡

張
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
衛
星
電
話
（
固
定
）
、
衛
星
電
話
（
携
帯
）、

衛
星
電
話
（
可
搬
）
を
使
用
す
る
。
 

 

る
通
信
連
絡
設
備
（
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｐ
電
話
お
よ
び
Ｉ
Ｐ
－

Ｆ
Ａ

Ｘ
）
お
よ
び
緊
急
時
衛
星
通
報
シ
ス
テ
ム
な
ら
び
に

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ

る
、
加
入
電
話
、
加
入
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
携
帯
電
話
、
電
力
保
安
通
信
用
電

話
設
備
（
保
安
電
話
（
固
定
）
、
保
安
電
話
（
携
帯
）
お
よ
び
衛
星
保
安
電
話
）
、

社
内

Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
無
線
通
話
装
置
の
使
用
を
優
先
す
る
。
多

様
性

拡
張
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
衛
星
電
話
（
固
定
）、
衛
星
電
話

（
携
帯
）
お
よ
び
衛
星
電
話
（
可
搬
）
を
使
用
す
る
。
 

 

内
外
）
と
の
通
信
連
絡
」
と

し
て
ま
と
め
て
「
配
慮
す
べ

き
事
項
」
を
整
理
し
記
載
す

る
。
）
 

 

 
２
．
計
測
等
を
行
っ
た
特
に
重
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
必
要
な

場
所
で
共
有
す
る
手
順
等
 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
直
流
電
源
喪
失
時
等
、
可
搬
型
の
計
測
器
に
て
、
炉
心
損

傷
防
止
お
よ
び
格
納
容
器
破
損
防
止
に
必
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
特
に
重
要
な
パ
ラ

メ
ー
タ
を
計
測
し
、
そ
の
結
果
を
通
信
設
備
（
発
電
所
外
）
に
よ
り
発
電
所
外
（
社

内
外
）
の
必
要
な
場
所
で
共
有
す
る
場
合
、
緊
急
時
対
策
所
と
原
子
力
事
業
本
部
、

本
店
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
絡
に
は
衛
星
電
話
（
固
定
）
、
衛
星
電
話
（
携

帯
）
、
衛
星
電
話
（
可
搬
）
お
よ
び
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る

通
信
連
絡
設
備
（
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｉ
Ｐ
－

Ｆ
Ａ
Ｘ
）
を
使
用
す

る
。
 

「
後
述
」
 

 (
1)
 手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

特
に
重
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
可
搬
型
の
計
測
器
に
て
計
測
し
、
そ
の
結
果
を

通
信
設
備
（
発
電
所
外
）
に
よ
り
、
発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
必
要
な
場
所
で
共

有
す
る
場
合
 

 

 
 

２
 
計
測
等
行
っ
た
特
に
重
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
必
要
な

場
所
で
共
有
す
る
手
順
等
 

緊
急
時
対
策
本
部
は
、
直
流
電
源
喪

失
時
等
、
可
搬
型
の
計
測
器
に
て
、
炉
心

損
傷
防
止
及
び
原
子
炉
格
納
容
器

破
損
防
止
に
必
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
特
に

重
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
し
、
そ
の
結
果
を
通
信
設
備
（
発
電
所
外
）
に
よ
り

発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
必
要
な
場
所
で
共
有
す
る
場
合
、
代
替
緊
急
時
対
策
所

と
本
店
、
国
、
地
方
公
共
団
体
と
の
連
絡
に
は
衛
星
携
帯
電
話
設
備
及
び
統
合
原

子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
、

I
P
電
話
、
衛
星
通
信
装
置
（
電
話
）
、
I
P-
F
A
X）
を
使
用
す
る
。
 

 全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
は
、
代
替
電
源
設
備
（
電
池
を
含
む
。
）
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
設
備
へ
給
電
す
る
。
 

 
(1

) 
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

特
に
重
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
可
搬
型
の
計
測
器
に
て
計
測
し
、
そ
の
結

果
を
通
信
設
備
（
発
電
所
外
）
に
よ
り
、
発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
必
要
な

場
所
で
共
有
す
る
場
合
 

 

 
 

２
．
計
測
等
を
行
っ
た
特
に
重
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
必
要
な

場
所
で
共
有
す
る
手
順
等

 

発
電
所
対
策
本
部
は
、
直
流
電
源

喪
失
時
等
、
可
搬
型
の
計
測
器
に
て
、
炉
心
損

傷
防
止
お
よ
び
格
納
容
器

破
損
防
止
に
必
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
特
に
重
要
な
パ
ラ

メ
ー
タ
を
計
測
し
、
そ
の
結
果
を
通
信
設
備
（
発
電
所
外
）
に
よ
り
発
電
所
外
（
社

内
外
）
の
必
要
な
場
所
で
共
有
す
る
場
合
、
緊
急
時
対
策
所
と
原
子
力
事
業
本
部
、

本
店
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
絡
に
は
衛
星
電
話
（
固
定
）
、
衛
星
電
話
（
携

帯
）
、
衛
星
電
話
（
可
搬
）
お
よ
び
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る

通
信
連
絡
設
備
（

Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｐ
電
話
お
よ
び
Ｉ
Ｐ
－
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
を
使

用
す
る
。

 

「
後
述
」

 

 (
1)
 
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

特
に
重
要
な

パ
ラ
メ
ー
タ
を
可
搬
型
の
計
測
器
に
て
計
測
し
、
そ
の
結
果
を

通
信
設
備
（
発
電
所
外
）
に
よ
り
、
発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
必
要
な
場
所
で
共

有
す
る
場
合

 

 

 
 

 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 優
先
順
位
 

「
前
述
」
 

 
 
（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

１
 
優
先
順
位
 

(
1)

 
発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡

を
行
う
た
め
の
手
順
等

 

国
と
の
間
で
通
信
連
絡
を
行
う
場
合
、
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
、

IP
電
話
、
衛

星
通
信
装
置
（
電
話
）
、
I
P-
F
A
X）
及
び

多
様
性

拡
張
設
備
の
加
入
電
話
設

備
の
使
用
を
優
先
し
、
多
様
性
拡
張
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
衛
星

携
帯
電
話
設
備
を
使
用
す
る
。
 

本
店
と
の
間
で
通
信
連
絡
を
行
う
場
合
、
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
、

I
P
電
話
、

衛
星
通
信
装
置
（
電
話
）
、
IP

-F
A
X）
、
多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
加
入
電
話

設
備
、
電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
及
び
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
社
内
）

の
使
用
を
優
先
し
、
多
様
性

拡
張
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
衛
星
携

帯
電
話
設
備
を
使
用
す
る
。
 

 

 
 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

○
 
優
先
順
位

 

「
前
述
」

 

 
 

 
通
信
連
絡
を
行
う
場
合
は
、
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す

る
通
信
連
絡
設
備
（
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｉ
Ｐ
－
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
な

ら
び
に

多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
、
加
入
電
話
、
加
入
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
携
帯

電
話
、
電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
（
保
安
電
話
（
固
定
）
、
保
安
電
話
（
携

帯
）
、
衛
星
保
安
電
話
）
、
社
内

Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
無
線
通
話
装
置
の

使
用
を
優
先
す
る
。
多
様
性
拡
張
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
衛
星
電
話

（
固
定
）
、
衛
星
電
話
（
携
帯
）
、
衛
星
電
話
（
可
搬
）
を
使
用
す
る
。

 

 

 
 

(
2)

 
計
測
等
行
っ
た
特
に
重
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
必
要

な
場
所
で
共
有
す
る
手
順
等

 

本
店
と
の
通
信
連
絡
に
は
、
社
内
関
係
箇
所
と
通
常
時
に
通
信
連
絡
で

使
用
す
る

多
様
性

拡
張
設
備
の
電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
及
び
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
（
社
内
）
の
使
用
を
優
先
し
、
多
様
性

拡
張
設
備
が
使
用
で

き
な
い
場
合
は
、
衛
星
携
帯
電
話
設
備
又
は
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
、

IP
電
話
、
衛

星
通
信
装
置
（
電
話
）
、
I
P-
F
A
X）
を
使
用
す
る
。
国
と
の
間
で
通
信
連
絡

を
行
う
場
合
、
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設

備
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
、
I
P
電
話
、
衛
星
通
信
装
置
（
電
話
）
、

IP
-

F
AX
）
及
び

多
様
性

拡
張
設
備
で
あ
る
加
入
電
話
設
備
の
使
用
を
優
先
す
る
。

多
様
性
拡
張
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
衛
星
携
帯
電
話
設
備
を
使
用

す
る
。
 

 

 
 

通
信
連
絡
を
行
う
場
合
は
、
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す

る
通
信
連
絡
設
備
（

Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｐ
電
話
お
よ
び
Ｉ
Ｐ
－

Ｆ
Ａ

Ｘ
）
な
ら
び
に

多
様
性
拡
張
設
備
で
あ
る
、
加
入
電
話
、
加
入
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

携
帯
電
話
、
電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
（
保
安
電
話
（
固
定
）
、
保
安
電
話

（
携
帯
）
お
よ
び
衛
星
保
安
電
話
）
、
社
内

Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
無
線

通
話
装
置
の
使
用
を
優
先
す
る
。

多
様
性

拡
張
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合

は
、
衛
星
電
話
（
固
定
）
、
衛
星
電
話
（
携
帯
）
お
よ
び
衛
星
電
話
（
可
搬
）

を
使
用
す
る
。
 

 

 
 

 
発
電
所
内
の
通
信
連
絡
・
発
電
所
外
（
社
内
外
）
と
の
通
信
連
絡

 
 
 

 
 
 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡
・
発
電
所
外
（
社
内
外
）
と
の
通
信
連
絡

 
 

参考①-575



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

 
大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

 
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.
7.
5
認
可
）

 
 
 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

 
差
異
の
説
明
 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
代
替
電
源
設
備

か
ら
の
給
電
を
「
発
電
所
内

の
通
信
連
絡
」
「
発
電
所
外

（
社
内
外
）
と
の
通
信
連
絡
」

と
ま
と
め
て
記
載
し
て
い

る
。
）

 

 
○

 代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
は
、
代
替
電
源
設
備
に
よ
り
、
衛
星
電

話
（
固
定
）、
衛
星
電
話
（
可
搬
）
、
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る

通
信
連
絡
設
備
（
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｉ
Ｐ
－
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
、
緊
急
時

衛
星
通
報
シ
ス
テ
ム
、
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
、
安
全

パ

ラ
メ
ー
タ
伝
送
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
へ
給
電
す
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表
―
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
お
よ
び
表
―
１

８
「
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 
 

２
 
代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
 

発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
時
、
代
替
電
源
設
備
に
よ

り
、
衛
星
携
帯
電
話
設
備
の
う
ち
衛
星
携
帯
電
話
（
固
定
型
）
、
無
線
連
絡
設
備

の
う
ち
無
線
通
話
装
置
（
固
定
型
）
、
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す

る
通
信
連
絡
設
備
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
、
IP
電
話
、
衛
星
通
信
装
置
（
電
話
）
、

I
P
-F

AX
）
、
緊
急
時
運
転
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
シ
ス
テ
ム
（

SP
D
S）
及
び

S
PD
S
デ
ー

タ
表
示
装
置
へ
給
電
す
る
。
 

給
電
の
手
順
は
、
表
－

14
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
及
び
表
－

18
「
緊

急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
（
代
替
緊
急
時
対
策
所
）
」
参
照
 

 

 
 

○
 代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
 

当
直
課
長
は
、
全
交
流
動
力
電
源
喪

失
時
は
、
代
替
電
源
設
備
に
よ
り
、
衛
星
電

話
（
固
定
）、
衛
星
電
話
（
可
搬
）、
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る

通
信
連
絡
設
備
（

Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｐ
電
話
お
よ
び
Ｉ
Ｐ
－

Ｆ
Ａ
Ｘ
）、
緊

急
時
衛
星
通
報
シ
ス
テ
ム
、
安
全

パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）、
安

全
パ
ラ
メ
ー
タ
伝

送
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
表
示
装
置
へ
給
電
す
る
。

 

給
電
の
手
順
は
、
表
―
１
４
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
お
よ
び
表
―
１

８
「
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
」
参
照
。
 

 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

  
 

参考①-576



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 
 

 
 

表
－
２
０
 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
１
／
９
）
 

操
作

手
順

N
o.
 

対
応
手
段
 

要
員
 

要
員
数
 

想
定

 

時
間

 

１
 

（
成
立
性
が
要
求
さ
れ
る
対
応

手
段
な
し
）
 

―
 

―
 

―
 

２
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

（
現
場
手
動
操
作
）
お
よ
び
タ
ー

ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
起
動

弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る
タ

ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の

機
能
回
復
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

5 
45
分
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
（
現
場
手
動
操

作
）
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
弁
の

機
能
回
復
 

N
o
.３
に
て
整
備
す
る
。
 

３
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

（
現
場
手
動
操
作
）
お
よ
び
タ
ー

ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
起
動

弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る
タ

ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の

機
能
回
復
 

N
o
.２
に
て
整
備
す
る
。
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
（
現
場
手
動
操

作
）
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
弁
の

機
能
回
復
※
１
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

5 
30
分
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気

供
給
用
）
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
機
能
回
復
※
１
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2 
45
分
 

可
搬
式
空
気
圧
縮
機
（
代
替
制
御

用
空
気
供
給
用
）
に
よ
る
加
圧
器

逃
が
し

弁
の
機
能
回
復
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2 
55
分
 

可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃
が

し
弁
用
）
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
機
能
回
復
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2 
65
分
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

2 

４
 

Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ

（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ

イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注

水
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2 
20
分
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に

よ
る
代
替
炉
心
注
水
※
１
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

4 
30
分
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ

に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
）
 

1 

4
時
間
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

1
2 

Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ

（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ

イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
再
循
環

運
転
※
１
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2 
15
分
 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
 

  

表
－

20
 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
１
／
５
）

 

操
作

手
順

N
o.
 

対
応
手
段
 

要
員
 

要
員
数

 
想
定
時

間
 

１
 
（
成
立
性
が
要
求
さ
れ
る
対
応
手
段

な
し
）

 
―
 

―
 

―
 

２
 

手
動
に
よ
る
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
機
能
回
復

 

保
修
対
応
要

員
 

２
 

30
分

 
運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

３
 

現
場
手
動
操
作
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が

し
弁
の
機
能
回
復
※
１
 

運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
現
場
）
 

４
 

20
分

 

３
 

手
動
に
よ
る
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の
機
能
回
復

 
N
o.
２
に
て
整
備
す
る
。
 

現
場
手
動
操
作
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が

し
弁
の
機
能
回
復
 

N
o.
２
に
て
整
備
す
る
。
 

窒
素
ボ
ン
ベ
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
機
能
回
復
※
１
 

運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

３
 

25
分

 

可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
に
よ
る
加
圧
器
逃

が
し

弁
の
機
能
回
復

 

保
修
対
応
要

員
 

２
 

40
分

 
運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
現
場
）
 

１
 

４
 

Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ

（
R
H
RS

-
CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）

に
よ
る
代
替
炉
心
注
入
 

運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

３
 

20
分

 

常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替

炉
心
注
入
 

（
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時
）
 

保
修
対
応
要

員
 

２
 

１
時
間

1
5
分

 

運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

４
 

常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替

炉
心
注
入
※
１
 

（
サ

ポ
ー
ト
系
故
障
時
）
 

保
修
対
応
要

員
 

２
 

１
時
間

1
5
分

 

運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

３
 

常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替

炉
心
注
入
※
１
 

（
運
転
停
止
中
に
全
交
流
動
力
電
源

が
喪

失
し
た
場
合
）

 

保
修
対
応
要

員
 

２
 

40
分

 
運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

５
 

可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
に

よ
る
代
替
炉
心
注
入

 

保
修
対
応
要

員
 

1
3 

５
時
間

20
分

 
運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

３
 

表
－
２
０
 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
１
／
８
）
 

操
作

手
順

N
o.

 

対
応
手
段

 
要
員
 

要
員

数
 

想
定

 

時
間

 

１
 
（
成
立
性
が
要
求
さ
れ
る
対
応

手
段
な
し
）

 
―

 
―

 
―

 

２
 

送
水
車
を
用
い
た
タ
ー
ビ
ン
動

補
助
給
水

ポ
ン
プ
へ
の
直
接
供

給
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注

水
 

N
o.
１
３
に
て
整
備
す
る
。
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

（
現
場
手
動
操
作
）
お
よ
び
タ
ー

ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
起
動

弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る
タ

ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の

機
能
回
復

 

運
転
員
等

 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）

 

3
 

2
8
分

 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
（
現
場
手
動
操

作
）
に
よ
る
主

蒸
気
逃
が
し

弁
の

機
能
回
復

 

N
o.
３
に
て
整
備
す
る
。
 

３
 

送
水

車
を
用
い
た
タ
ー
ビ
ン
動

補
助
給
水

ポ
ン
プ
へ
の
直
接
供

給
に
よ
る

蒸
気
発
生
器
へ
の
注

水
 

N
o.
１
３
に
て
整
備
す
る
。
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ

（
現
場
手
動
操
作
）
お
よ
び
タ
ー

ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
起
動

弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ
る
タ

ー
ビ
ン
動
補
助
給
水

ポ
ン
プ
の

機
能
回
復

 

N
o.
２
に
て
整
備
す
る
。
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
（
現
場
手
動
操

作
）
に
よ
る
主

蒸
気
逃
が
し

弁
の

機
能
回
復
※
１
 

運
転
員
等

 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）

 

4
 

2
6
分

 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
加
圧
器
逃
が
し

弁

作
動
用
）
に
よ
る
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
機
能
回
復
※
１
 

運
転
員
等

 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）

 

3
 

3
6
分

 

可
搬
式
空
気
圧

縮
機
（
加
圧
器
逃

が
し
弁
作
動
用
）
に
よ
る
加
圧
器

逃
が
し
弁
の
機
能
回
復

 

運
転
員
等

 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）

 

3
 

3
6
分

 

４
 

Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン

使
用
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水

 

運
転
員
等

 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）

 

2
 

1
9
分

 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に

よ
る
代
替
炉
心
注
水
※
１
 

運
転
員
等

 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）

 

2
 

3
0
分

 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段

 

          

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
以
下
、
同
様
。
）
 

参考①-577



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

表
－
２
０
 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
２
／
９
）
 

操
作

手
順

N
o
. 

対
応
手
段
 

要
員
 

要
員

数
 

想
定
 

時
間
 

４
 

Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）

に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
※
１
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

3
 

84
分

 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

3
 

蓄
圧
タ
ン
ク
に
よ
る
代
替
炉
心

注
水
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2
 

15
分

 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
（
現
場
手
動
操

作
）
に
よ
る
蒸
気
放
出
 

N
o
.３
に
て
整
備
す
る
。
 

(
主
蒸
気
逃
が
し
弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に

よ
る
主

蒸
気
逃
が
し

弁
の
機
能
回
復
と
同

様
）
 

５
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
（
現
場
手
動
操

作
）
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し

弁
の

機
能
回
復
 

N
o
.３
に
て
整
備
す
る
。
 

大
容
量
ポ
ン
プ
を
用
い
た
Ａ
、
Ｄ

格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に

よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷

却
 

N
o
.７
に
て
整
備
す
る
。
 

大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
補
機
冷

却
水
（
海
水
）
通
水
※
１
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2
0
 

9
時 間
 

６
 

Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再
循
環

ユ
ニ
ッ

ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対

流
冷
却
 

N
o
.７
に
て
整
備
す
る
。
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に

よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
※

１
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

3
 

30
分

 

大
容
量
ポ
ン
プ
を
用
い
た
Ａ
、
Ｄ

格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に

よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷

却
 

N
o
.７
に
て
整
備
す
る
。
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ

に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
※
１
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

1
2
 

4
時 間
 

電
源

車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
用
）
、
大
容
量
ポ
ン
プ
へ

の
燃
料
補
給
※
１
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

2
 

1
0
6

分
 

送
水

車
へ
の
燃
料
補
給
※
１
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

2
 

1
0
0

分
 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
 

 

表
－
２
０
 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
３
／
９
）
 

操
作

手
順

N
o
. 

対
応
手
段
 

要
員

 
要
員

数
 

想
定
 

時
間
 

７
 

Ａ
、
Ｄ
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ

ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対

流
冷
却
※
１
 

運
転
員
等

 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2
 

60
分

 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

1
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に

よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

N
o
.６
に
て
整
備
す
る
。
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ

N
o
.６
に
て
整
備
す
る
。
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ

（
R
H
RS

-
CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）

に
よ
る
代
替
再

循
環
※
１
 

運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

３
 

15
分

 

Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に

よ
る
代
替
炉
心
注
入
※
１
 

保
修
対
応
要

員
 

２
 

40
分

 
運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

３
 

Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）

に
よ
る
代
替
再

循
環

 
N
o.
５
に
て
整
備
す
る
。
 

現
場
手
動
操
作
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が

し
弁
の
機
能
回
復
 

N
o.
２
に
て
整
備
す
る
。
 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の
フ
ィ
ー
ド
ア

ン
ド
ブ
リ
ー
ド

 

運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

３
 

１
時
間

10
分

 

可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
へ

の
燃
料
補
給
 

保
修
対
応
要

員
 

２
 

１
時
間

5
5
分

 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
へ
の
燃
料

補
給
※
１
 

保
修
対
応
要

員
 

２
 

２
時
間

５
分

 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
 

 

表
－

20
 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
２
／
５
）

 

操
作

手
順

N
o.
 

対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時

間
 

５
 

現
場
手
動
操
作
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が

し
弁
の
機
能
回
復
 

N
o.
２
に
て
整
備
す
る
。
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
を
用
い
た

Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

N
o.
７
に
て
整
備
す
る
。
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
に
よ
る
補

機
冷
却
海
水
通
水
※
１
 

保
修
対
応
要

員
 

1
3 

1
2
時
間

40
分

 

運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）

 

４
 

６
 

Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

N
o.
７
に
て
整
備
す
る
。
 

常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

（
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時
）
 

保
修
対
応
要

員
 

２
 

40
分

 
運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）

 

６
 

常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
※
１
 

（
サ

ポ
ー
ト
系
故
障
時
）
 

保
修
対
応
要

員
 

２
 

40
分

 
運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）

 

５
 

表
－
２
０

 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
２

／
８
）
 

操
作

手
順

N
o.

 

対
応
手
段
 

要
員
 

要
員
数
 

想
定
 

時
間
 

４
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に

よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2
 

8
.5
時

間
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

1
8
 

Ｃ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ

（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心

注
水
※
１
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

4
 

90
分

 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

3
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
（
現
場
手
動
操

作
）
に
よ
る

蒸
気
放
出
 

N
o
.３
に
て
整
備
す
る
。
 

(
主

蒸
気
逃
が
し
弁
（
現
場
手
動
操
作
）
に
よ

る
主
蒸
気
逃
が
し
弁
の
機
能
回
復
と
同
様
）
 

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
に
よ
る
炉
心
注

水
※
１
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2
 

30
分

 

電
源

車
（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
用
）
へ
の
燃
料
補
給
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

2
 

2
.3
時

間
 

大
容
量

ポ
ン
プ

へ
の
燃
料
補
給

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
（

E
L 
5.

5
m
燃

料
油
取
出
口
を

使
用
）
※
１
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

2
 

2
.3
時

間
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
お
よ
び
燃
料

油
移

送
ポ
ン
プ

使
用
時
（

EL
 

3
2.

0m
燃
料

油

取
出
口
を
使

用
）

 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

4
 

3
.1
時

間
 

送
水

車
へ
の
燃
料
補
給
※
１
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

2
 

75
分

 

５
 

主
蒸
気
逃
が
し

弁
（
現
場
手
動
操

作
）
に
よ
る
主

蒸
気
逃
が
し

弁
の

機
能
回
復
 

N
o
.３
に
て
整
備
す
る
。
 

大
容
量

ポ
ン
プ
を
用
い
た
Ａ
格
納

容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ

る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

 

N
o
.７
に
て
整
備
す
る
。
 

大
容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
補
機
冷
却

水
（
海
水
）
通
水
※
１
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

3
 

6
時
間

 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

1
0
 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段

 

 

 

表
－
２
０

 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
３

／
８
）
 

操
作

手
順

N
o.
 

対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数
 

想
定
 

時
間
 

６
 

Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ

ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然

対
流
冷
却

 

N
o.
７
に
て
整
備
す
る
。
 

大
容
量

ポ
ン
プ
を
用
い
た
Ａ
格

納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流

冷
却
 

N
o.
７
に
て
整
備
す
る
。
 

参考①-578



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
 

大
容
量
ポ
ン
プ
を
用
い
た
Ａ
、
Ｄ

格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
に

よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷

却
※
１
 

運
転
員
等

 

（
中
央
制
御
室
）
 

1
 

8
時 間
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2
0
 

８
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に

よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
 

運
転
員
等

 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

3
 

30
分

 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ

に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
 

運
転
員
等

 

（
中
央
制
御
室
）
 

1
 

4
時 間
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

1
2
 

Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ

（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ

イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注

水
 

N
o
.４
に
て
整
備
す
る
。
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に

よ
る
代
替
炉
心
注
水
※
１
 

N
o
.４
に
て
整
備
す
る
。
 

可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ

に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

N
o
.４
に
て
整
備
す
る
。
 

B
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）

に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

N
o
.４
に
て
整
備
す
る
。
 

９
 

可
搬
型
格
納
容
器
水
素
ガ
ス
濃

度
計
※
１
 

運
転
員
等

 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2
 

50
分

 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
 

                

表
－
２
０
 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
４
／
９
）
 

操
作

手
順

N
o.
 

対
応
手
段
 

要
員

 
要
員
数
 

想
定
 

時
間
 

１
０
 

水
素
排
出
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気

浄
化
設
備
）
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設

直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
の

操
作
手
順
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空

気
供
給
用
）
に
よ
る
ア
ニ
ュ
ラ

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2
 

45
分

 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
を
用
い
た

Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

N
o.
７
に
て
整
備
す
る
。
 

７
 

Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

※
１
 

保
修
対
応
要

員
 

２
 

１
時
間

10
分

 

運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）

 

３
 

常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 
N
o.
６
に
て
整
備
す
る
。
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
を
用
い
た

Ａ
、
Ｂ
格
納
容
器
再

循
環
ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

※
１
 

保
修
対
応
要

員
 

1
3 

1
2
時
間

40
分

 

運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）

 

４
 

８
 

常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

 

（
交
流
動
力
電
源
及
び
原
子
炉
補
機

冷
却
機
能
健
全
時
）

 

保
修
対
応
要

員
 

２
 

40
分

 
運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）

 

６
 

常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
※
１
 

（
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
又
は
原
子

炉
補
機
冷
却
機
能
喪

失
時
）

 

保
修
対
応
要

員
 

２
 

40
分

 
運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）

 

５
 

Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ

（
R
H
RS

-
CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に

よ
る
代
替
炉
心
注
入

 

N
o.
４
に
て
整
備
す
る
。
 

常
設
電
動
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替

炉
心
注
入
 

N
o.
４
に
て
整
備
す
る
。
 

Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に

よ
る
代
替
炉
心
注
入

 
N
o.
４
に
て
整
備
す
る
。
 

９
 

可
搬
型
格
納
容
器
水
素
濃
度
計
測
装

置
に
よ
る
水
素
濃
度
監
視
※
１
 

（
交
流
動
力
電
源
及
び
原
子
炉
補
機

冷
却
機
能
健
全
時
）

 

保
修
対
応
要

員
 

２
 

35
分

 
運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）

 

３
 

可
搬
型
格
納
容
器
水
素
濃
度
計
測
装

置
に
よ
る
水
素
濃
度
監
視
※
１
 

（
全
交
流
動
力
電
源
及
び
原
子
炉
補

機
冷
却
機
能
喪

失
時
）
 

保
修
対
応
要

員
 

４
 

35
分

 
運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）

 

５
 

1
0 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
設
備
に
よ
る

水
素
排
出
※
１
 

保
修
対
応
要

員
 

１
 

50
分

 
運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
）
 

１
 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
 

７
 

Ａ
格
納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ

ッ
ト
に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然

対
流
冷
却
※
１
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2
 

90
分

 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

2
 

大
容
量

ポ
ン
プ
を
用
い
た
Ａ
格

納
容
器

循
環
冷
暖
房

ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
る
格
納
容
器
内
自
然
対
流

冷
却
※
１
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

3
 

6
時
間
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

1
0
 

８
 

Ａ
、
Ｂ
内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ
イ
ン

使
用
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水

 

N
o.
４
に
て
整
備
す
る
。
 

恒
設
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に

よ
る
代
替
炉
心
注
水
 

N
o.
４
に
て
整
備
す
る
。
 

Ｃ
充
て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ

（
自

己
冷
却
）
に
よ
る
代
替
炉
心

注
水
 

N
o.
４
に
て
整
備
す
る
。
 

９
 

可
搬
型
格
納
容
器
内
水
素
濃
度

計
測
装
置
に
よ
る
水
素
濃
度
監

視
※
１
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

4
 

50
分

 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段

 

                         

表
－
２
０

 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
４

／
８
）
 

操
作

手
順

N
o.
 

対
応
手
段
 

要
員

 
要
員

数
 

想
定

 

時
間

 

１
０

 

水
素
排
出
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気

再
循
環
設
備
）
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設

直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
の

操
作
手
順
※
１
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、

現
場
）

 

2 
30
分

 

可
搬
型
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
水
素
濃

度
計
測
装
置
に
よ
る
水
素
濃
度

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
）
 

1 
50
分

 

参考①-579



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ス
空
気
浄
化
設
備
の
運
転
※
１
 

水
素
排
出
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気

浄
化
設
備
）
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設

直
流
電
源
が
喪

失
し
た
場
合
の

操
作
手
順
 

可
搬
式
空
気
圧

縮
機
（
代
替
制

御
用
空
気
供
給
用
）
に
よ
る
ア

ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
設
備
の
運

転
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2
 

55
分

 

１
１
 

海
水
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

へ
の
注
水
※
１
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

5
 

2
.7
時

間
 

送
水

車
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

7
 

2
時
間

 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）

お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
原
子
炉

周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体

等
）
へ
の
放
水

 

N
o.
１
２
に
て
整
備
す
る
。
 

（
大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び

放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
拡

散
抑
制
と
同

様
）
 

可
搬
型
設
備
に
よ
る
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
の
状
態
監
視
※
１
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

4
 

2
時
間

 

１
２
 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）

お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ

の
拡

散
抑
制
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

1
2
 

3
.5
時

間
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る
海
洋

へ
の

拡
散
抑
制

 
緊
急
安
全
対
策
要
員
 

1
2
 

4
時
間

 

送
水

車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
に
よ
る
大
気
へ
の

拡
散
抑
制
 
緊
急
安
全
対
策
要
員
 

7
 

2
時
間

 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲

用
）
、
放
水
砲
お
よ
び
泡
混
合

器
に
よ
る
航
空
機
燃
料
火
災
へ

の
泡
消
火
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

1
2
 

3
.5
時

間
 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
 

   

表
－
２
０
 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
５
／
９
）
 

操
作

手
順

N
o
. 

対
応
手
段
 

要
員
 

要
員

数
 

想
定
 

時
間
 

１
３
 

海
水
を
用
い
た
復
水
ピ
ッ
ト
へ

の
補
給
※
１
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

5 
3
.4
時
間
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
か
ら
復

水
ピ
ッ
ト
へ
の
水
源
切
替
（
炉

心
注
水
時
）
 

運
転
員
等

 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

3 

1
10
分

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

3 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
か
ら
海

水
へ
の
水
源
切
替
（
炉
心
注
水

時
）
 

N
o.
４
に
て
整
備
す
る
。
 

（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る

代
替
炉
心
注
水
と
同
様
）
 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
か
ら
復

水
ピ
ッ
ト
へ
の
水
源
切
替
（
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
時
）
 

運
転
員
等

 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2 

1
10
分

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

3 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
か
ら
海

水
へ
の
水
源
切
替
（
格
納
容
器

N
o.
６
に
て
整
備
す
る
。
 

（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る

表
－

20
 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
３
／
５
）

 

操
作

手
順

N
o.
 

対
応
手
段
 

要
員
 

要
員
数

 
想
定
時

間
 

1
1 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
補
給
用
水
中
ポ

ン
プ
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ

の
注
水
※
１
 

保
修
対
応
要

員
 

1
2 

5
時
間

20
分

 

可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
及

び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ス
プ
レ
イ
ヘ

ッ
ダ
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ

の
ス
プ
レ
イ
 

保
修
対
応
要

員
 

2
5 

２
時
間

 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
及
び
放
水

砲
に
よ
る
燃
料
取
扱
棟
（
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
体
等
）
へ
の
放

水
 

N
o.
1
2
に
て
整
備
す
る
。
 

可
搬
型
設
備
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
の
状
態
監
視
※
１
 

保
修
対
応
要

員
 

３
 

２
時
間

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
監
視
装
置
用
空

気
供
給
シ
ス
テ
ム
（
発
電
機
）
へ
の

燃
料
補
給
※
１
 

保
修
対
応
要

員
 

２
 

１
時
間

55
分

 

1
2 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
及
び
放
水

砲
に
よ
る
大
気
へ
の

拡
散
抑
制
 

保
修
対
応
要

員
 

1
3 

４
時
間

 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
及
び
放
射
性
物
質

吸
着
剤
に
よ
る
海
洋
へ
の
拡

散
抑
制

（
放
射
性
物
質
吸
着
剤
の
設
置
）
 

保
修
対
応
要

員
 

1
2 

５
時
間

 
緊
急
時
対
策

本
部
要
員
 

（
保
修
班
）
 

３
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
及
び
放
射
性
物
質

吸
着
剤
に
よ
る
海
洋
へ
の
拡

散
抑
制

（
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
）
 

保
修
対
応
要

員
 

2
5 

3
6
時
間

 
緊
急
時
対
策

本
部
要
員
 

（
保
修
班
）
 

５
 

可
搬
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入
ポ
ン
プ
及

び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ス
プ
レ
イ
ヘ

ッ
ダ
に
よ
る
大
気
へ
の

拡
散
抑
制
 

N
o.
1
1
に
て
整
備
す
る
。
 

移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
及
び
放
水

砲
に
よ
る

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡

消
火

 

保
修
対
応
要

員
 

1
3 

４
時
間

 

1
3 

八
田
浦
貯
水
池
か
ら
中
間
受
槽
へ
の

供
給
※
１
 

保
修
対
応
要

員
 

1
2 

５
時
間

20
分

 

３
号
炉
及
び
４
号
炉
取
水
ピ
ッ
ト
他

か
ら
中
間
受
槽
へ
の
供
給
※
１
 

保
修
対
応
要

員
 

1
2 

５
時
間

20
分

 

中
間
受
槽
を
水
源
と
す
る
復
水
タ
ン

ク
へ
の
供
給
※
１
 

保
修
対
応
要

員
 

６
 

３
時
間

 

復
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
す
る
常
設
電

動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注

入
 

運
転
員
（
当
直

員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

２
 

20
分

 

中
間
受
槽
を
水
源
と
す
る
可
搬
型
デ

ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替

炉
心
注
入
 

N
o.
４
に
て
整
備
す
る
。
 

復
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
す
る
常
設
電

動
注
入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
 

運
転
員
（
当
直

員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

２
 

20
分

 

測
定
※
１
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

1 

１
１

 

海
水
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

へ
の
注
水
※
１
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

5 
2
時
間

 

送
水

車
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

5 
2
時
間

 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お

よ
び
放
水
砲
に
よ
る
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
へ
の
放
水
 

N
o.
１
２
に
て
整
備
す
る
。
 

（
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放

水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の

拡
散
抑
制
と
同
様
）
 

可
搬
型
設
備
に
よ
る
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
の
状
態
監
視
※
１
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

4 
2
時
間

 

１
２

 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お

よ
び
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の

拡
散
抑
制

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

1
2 

3
.5
時

間
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る
海
洋

へ
の

拡
散
抑
制
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

6 
4
時
間

 

送
水

車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
に
よ
る
大
気
へ
の
拡

散
抑
制
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

5 
2
時
間

 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
、

放
水
砲
お
よ
び
泡
混
合
器
に
よ

る
航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消

火
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

1
2 

3
.5
時

間
 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段

 

           

表
－
２
０

 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
５

／
８
）
 

操
作

手
順

N
o
. 

対
応
手
段
 

要
員

 
要
員
数
 

想
定
 

時
間
 

１
３
 

復
水
タ
ン
ク
か
ら
海
水
へ
の

水
源
切
替
（

送
水

車
を
用
い

た
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ

ン
プ
直
接
供
給
）

 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2
 

2
.
1
時
間
 

緊
急
安
全
対
策
要
員

 
5
 

海
水
を
用
い
た
復
水
タ
ン
ク

へ
の
補
給
※
１
 

緊
急
安
全
対
策
要
員

 
5
 

2
時
間
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら

復
水
タ
ン
ク
へ
の
水
源
切
替

（
炉
心
注
水
時
）

 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

3
 

2
.
5
時
間
 

緊
急
安
全
対
策
要
員

 
3
 

海
水
を
用
い
た
復
水
タ
ン
ク

へ
の
補
給
（
水
源
切
替
後
）
 

海
水
を
用
い
た
復
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
と
同

様
。
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら

海
水
へ
の
水
源
切
替
（
炉
心

注
水
時
）
 

N
o.
４
に
て
整
備
す
る
。
 

（
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替

炉
心
注
水
と
同
様
）

 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
か
ら

復
水
タ
ン
ク
へ
の
水
源
切
替

（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
時
）

※
１
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

3
 

2
.
5
時
間
 

緊
急
安
全
対
策
要
員

 
3
 

参考①-580



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ス
プ
レ
イ
時
）

 
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
と
同
様
）
 

復
水
ピ
ッ
ト
か
ら
燃
料
取
替
用

水
ピ
ッ
ト
へ
の
補
給
 

運
転
員
等

 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2 

1
00
分

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

3 

Ａ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ

（
Ｒ

Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
連
絡
ラ

イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
再

循

環
運
転
 

N
o.
４
に
て
整
備
す
る
。
 

海
水
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

へ
の
注
水
 

N
o.
１
１
に
て
整
備
す
る
。
 

送
水

車
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
ま
た
は
原
子
炉
周
辺
建
屋

（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の

ス
プ
レ
イ
 

N
o.
１
１
、
１
２
に
て
整
備
す
る
。
 

（
送
水
車
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ

の
ス
プ
レ
イ
、
送
水
車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ

ヘ
ッ

ダ
に
よ
る
大
気
へ
の
拡
散
抑
制
と
同

様
）
 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お

よ
び
放
水
砲
に
よ
る
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト
ま
た
は
原
子
炉
周
辺

建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ

の
放
水
 

N
o.
１
１
、
１
２
に
て
整
備
す
る
。
 

（
大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び

放
水
砲
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の

放
水
、
大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お

よ
び
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
拡
散
抑
制

と
同
様
）
 

大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お

よ
び
放
水
砲
に
よ
る
格
納
容
器

お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
の
放

水
 

N
o.
１
２
に
て
整
備
す
る
。
 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
 

 

表
－
２
０
 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
６
／
９
）
 

操
作

手
順

N
o
. 

対
応
手
段
 

要
員
 

要
員
数
 

想
定

 

時
間

 

１
４
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ

る
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給

電
※
１
 

運
転
員
等
 

(
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

4
 

2
0
分
 

号
機
間
電
力
融
通

恒
設
ケ
ー
ブ

ル
（
３
号
～
４
号
）
を
使
用
し
た

号
機
間
融
通
に
よ
る
代
替
電
源

（
交
流
）
か
ら
の
給
電
 

運
転
員
等
 

(
中
央
制
御
室
、
現

場
) 

2
 

7
5
分
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

電
源

車
に
よ
る
代
替
電
源
（
交

流
）
か
ら
の
給
電
 

運
転
員
等
 

(
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

3
 

6
0
分
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

4
 

号
機
間
電
力
融
通
予
備
ケ
ー
ブ

ル
（
３
号
～
４
号
）
を
使
用
し
た

号
機
間
融
通
に
よ
る
代
替
電
源

（
交
流
）
か
ら
の
給
電
 

運
転
員
等
 

(
中
央
制
御
室
、
現

場
) 

2
 

2
.4
時

間
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

6
 

蓄
電
池
（
安
全
防
護
系
用
）
に
よ

る
代
替
電
源
（
直
流
）
か
ら
の
給

電
 

運
転
員
等
 

(
中
央
制
御
室
、
現

場
) 

2
 

2
0
分
 

可
搬
式
整
流
器
に
よ
る
代
替
電

源
（
直
流
）
か
ら
の
給
電
 

運
転
員
等
（
現
場
）
 

1
 

1
10
分
 

緊
急
安
全
対
策
要

2
 

復
水
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
取
替
用
水
タ

ン
ク
へ
の
供
給
※
１
 

保
修
対
応
要

員
 

２
 

40
分

 
運
転
員
（
当

直
員
）
等
 

（
現
場
）
 

１
 

Ｂ
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ

（
R
H
RS

-
CS
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）

に
よ
る
代
替
再

循
環

 

N
o.
４
に
て
整
備
す
る
。
 

Ｂ
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
海
水
冷
却
）

に
よ
る
代
替
再

循
環

 
N
o.
４
に
て
整
備
す
る
。
 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
 

 

表
－

20
 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
４
／
５
）

 

操
作

手
順

N
o.
 

対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時

間
 

1
3 

中
間
受
槽
を
水
源
と
す
る
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
補
給
用
水
中

ポ
ン
プ

に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の

注
水

 

N
o.

11
に
て
整
備
す
る
。
 

中
間
受
槽
を
水
源
と
す
る
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ

 
N
o.

11
に
て
整
備
す
る
。
 

海
を
水
源
と
す
る
燃
料
取
扱
棟
へ

の
放
水
 

N
o.

12
に
て
整
備
す
る
。
 

海
を
水
源
と
す
る
原
子
炉
格
納
容

器
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
の
放
水
 

N
o.

12
に
て
整
備
す
る
。
 

水
中

ポ
ン
プ
用
発
電
機
へ
の
燃
料

補
給
※
１
 

保
修
対
応
要
員
 

２
 

１
時
間

5
5
分

 

1
4 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
に
よ
る
代

替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電
※
１
 

保
修
対
応
要
員
 

１
 

15
分

 

運
転
員
（
当
直

員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

２
 

号
炉
間
電
力
融
通
電
路
を
使
用
し

た
号
炉
間
融
通
に
よ
る
代
替
電
源

（
交
流
）
か
ら
の
給
電
 

保
修
対
応
要
員
 

２
 

30
分

 

運
転
員
（
当
直

員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

４
 

発
電
機
車
（
高
圧
発
電
機
車
又
は

中
容
量
発
電
機

車
）
に
よ
る
代
替

電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電

 

保
修
対
応
要
員
 

４
 

２
時
間

 

運
転
員
（
当
直

員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

２
 

予
備
ケ
ー
ブ
ル
（
号
炉
間
電
力
融

通
用
）
を
使
用
し
た
号
炉
間
融
通

に
よ
る
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら

の
給
電
 

保
修
対
応
要
員
 

1
0 

４
時
間

 

運
転
員
（
当
直

員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

４
 

蓄
電
池
（
重
大
事
故
等
対
処
用
）

に
よ
る
代
替
電
源
（
直
流
）
か
ら

の
給
電
※
１
 

運
転
員
（
当
直

員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

２
 

10
分

 

直
流
電
源
用
発
電
機
及
び
可
搬
型

直
流
変
換
器
に
よ
る
代
替
電
源

（
直
流
）
か
ら
の
給
電
 

保
修
対
応
要
員
 

４
 

２
時
間

 
運
転
員
（
当
直

員
）
等
 

２
 

復
水
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
取
替

用
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給

 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

3
 

2
.
2
時
間
 

緊
急
安
全
対
策
要
員

 
3
 

海
水
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
へ
の
注
水

 
N
o.
１
１
に
て
整
備
す
る
。
 

送
水
車
に
よ
る
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
ま
た
は
原
子
炉
補
助

建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）

へ
の
ス
プ
レ
イ
 

N
o.
１
１
、
１
２
に
て
整
備
す
る
。
 

（
送
水

車
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス

プ
レ
イ
、
送
水
車
お
よ
び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
に

よ
る
大
気
へ
の
拡

散
抑
制
と
同
様
）

 

大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）

お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
原
子

炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃

料
体
等
）
へ
の
放
水

 

N
o.
１
１
、
１
２
に
て
整
備
す
る
。
 

（
大
容
量
ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）
お
よ
び
放
水

砲
に
よ
る
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料

体
等
）
へ
の
放
水
、
大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲

用
）
お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
拡

散
抑

制
と
同
様
）

 

大
容
量

ポ
ン
プ
（
放
水
砲
用
）

お
よ
び
放
水
砲
に
よ
る
格
納

容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部

へ
の
放
水
 

N
o.
１
２
に
て
整
備
す
る
。
 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段

 

         

表
－
２
０

 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
６

／
８
）
 

操
作

手
順

N
o
. 

対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数
 

想
定
 

時
間
 

１
４

 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に

よ
る
代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら

の
給
電
※
１
 

運
転
員
等
 

(
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

4
 

19
分

 

電
源

車
に
よ
る
代
替
電
源

（
交
流
）
か
ら
の
給
電

 

運
転
員
等
 

(
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

3
 

2
.8
時

間
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

蓄
電
池
（
安

全
防
護
系

用
）
に
よ
る

代
替
電
源

（
直
流
）
か

ら
の
給
電
※
１
 

不
要
直
流

負
荷
切
離

し
 

運
転
員
等
 

(中
央
制
御
室

) 
1
 

10
分

 

運
転
コ
ン

ソ
ー
ル
復

旧
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

40
分

 

可
搬
式
整
流

器
に
よ
る
代

替
電
源
（
直

流
）
か
ら
の

給
電
 

可
搬
式
整

流
器
接
続

 
運
転
員
等
（
現
場
）
 

1
 

2
.2
時

間
 

運
転
コ
ン

ソ
ー
ル
復

旧
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

40
分

 

代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る

交
流
お
よ
び
直
流
の
給
電

（
空
冷
式
非
常
用
発
電
装

置
）
 

運
転
員
等
 

(
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2
 

3
.8
時

間
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

可
搬
式
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
に
よ

る
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

4
 

2
時
間

 

参考①-581



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

員
 

代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
交

流
お
よ
び
直
流
の
給
電
（
空
冷

式
非
常
用
発
電
装
置
）
 

運
転
員
等
 

(
中
央
制
御
室
、
現

場
）
 

2
 

3
.8
時

間
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
へ
の

燃
料
（
重
油
）
補
給
※
１
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

2
.1
時

間
 

電
源
車
へ
の
燃
料
（
重

油
）
補
給
 
緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

2
.1
時

間
 

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
へ
の
燃
料

（
重
油
）
補
給
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

9
0
分
 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
 

 

 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給
電
 

保
修
対
応
要
員
 

５
 

１
時
間

 

運
転
員
（
当
直

員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
、
現
場
）
 

２
 

燃
料
貯
油
そ
う
（
他
号
炉
）
へ
の

燃
料
補
給

 
保
修
対
応
要
員
 

２
 

２
時
間

30
分

 

大
容
量
空
冷
式
発
電
機
用
燃
料
タ

ン
ク
へ
の
燃
料
補
給
※
１
 

保
修
対
応
要
員
 

２
 

２
時
間

30
分

 

発
電
機
車
（
高
圧
発
電
機
車
）
へ

の
燃
料
補
給
 

保
修
対
応
要
員
 

２
 

１
時
間

55
分

 

発
電
機
車
（
中
容
量
発
電
機

車
）

へ
の
燃
料
補
給

 
保
修
対
応
要
員
 

２
 

２
時
間

５
分
 

直
流
電
源
用
発
電
機
へ
の
燃
料
補

給
 

保
修
対
応
要
員
 

２
 

１
時
間

55
分

 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
 

へ
の
燃
料
（
重

油
）
補
給
※
１
 

タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
に
よ
る

電
源

車
等
へ

の
燃
料
（
重

油
）
補
給
 

E
L 
5.

5m
燃

料
油
取
出

口
を
使
用

時
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

2
.3
時

間
 

E
L 

32
.
0
m

燃
料

油
取

出
口
を
使

用
時

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

4
 

3
.1
時

間
 

１
５

 
可
搬
型
計
測
器
に
よ
る

パ
ラ

メ
ー
タ
計
測
ま
た
は
監
視
※
１
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

30
分

 

１
６

 

中
央
制
御
室
換
気
設
備
の
運

転
手
順
等
（
全
交
流
動
力
電

源
が

喪
失
し
た
場
合
）
※
１
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
）

 
1
 

70
分

 
緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
再

循
環
設

備
の
運
転
手
順
等
（
全
交
流

動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流

電
源
が

喪
失
し
た
場
合
）
※
１
 

N
o.
１
０
に
て
整
備
す
る
。
 

（
水
素
排
出
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
再

循
環
設

備
）
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源
が

喪

失
し
た
場
合
の
操
作
手
順
と
同
様
）

 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段

 

 

表
－
２
０
 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
７
／
９
）
 

操
作

手
順

N
o.
 

対
応
手
段
 

要
員
 

要
員

数
 

想
定

 

時
間

 

１
５
 
可
搬
型
計
測
器
に
よ
る

パ
ラ
メ

ー
タ
計
測
ま
た
は
監
視
※
１
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2 
35
分
 

１
６
 

中
央
制
御
室
空
調
装
置
の
運
転

手
順
（
全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失

し
た
場
合
）
※
１
 

運
転
員
等
 

（
中
央
制
御
室
）
 

1 

60
分
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
設
備
の

運
転
手
順
等
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設

直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
の

操
作
手
順
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気

供
給
用
）
に
よ
る
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空

気
浄
化
設
備
の
運
転
※
１
 

N
o.
１
０
に
て
整
備
す
る
。
 

（
水
素
排
出
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
設

備
）
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源

が
喪

失
し
た
場
合
の
操
作
手
順
 

窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制
御
用
空
気
供
給
用
）

に
よ
る
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
設
備
の
運

転
と
同
様
）
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
設
備
の

運
転
手
順
等
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設

直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場
合
の

操
作
手
順
 

可
搬
式
空
気
圧
縮
機
（
代
替
制
御

用
空
気
供
給
用
）
に
よ
る
ア
ニ
ュ

ラ
ス
空
気
浄
化
設
備
の
運
転
 

N
o.
１
０
に
て
整
備
す
る
。
 

（
水
素
排
出
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
設

備
）
 

全
交
流
動
力
電
源
ま
た
は
常
設
直
流
電
源

が
喪

失
し
た
場
合
の
操
作
手
順
 

可
搬
式
空
気
圧

縮
機
（
代
替
制
御
用
空
気

供
給
用
）
に
よ
る
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化

設
備
の
運
転
と
同
様
）
 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
 

 

表
－
２
０
 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
８
／
９
）
 

操
作

手
順

N
o.
 

対
応
手
段
 

要
員
 

要
員

数
 

想
定

 

時
間

 

１
７
 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト

に
よ
る
放
射
線
量
の
代
替
測
定
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

4 
3
.
5
時
間

 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト

に
よ
る
原
子
炉
格
納
施
設
を
囲

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

4 
2
.3
 

時
間
※
１
 

 

表
－

20
 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
５
／
５
）

 

操
作

手
順

N
o.
 

対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時

間
 

1
5 

可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測
※
１
 

保
修
対
応
要
員
 

１
 

2
0
分

 
運
転
員
（
当
直

員
）
等
 

（
現
場
）

 

１
 

1
6 

中
央
制
御
室
換
気
空
調
設
備
の
運

転
※
１
 

（
全
交
流
動
力
電
源
が

喪
失
し
た

場
合
）
 

保
修
対
応
要
員
 

２
 

１
時
間

3
5
分

 

運
転
員
（
当
直

員
）
等
 

（
中
央
制
御

室
）
 

１
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄
化
設
備
に
よ

る
放
射
性
物
質
の
濃
度
低
減
※
１
 

（
全
交
流
動
力
電
源
又
は
直
流
電

源
が

喪
失
し
た
場
合
）
 

N
o.

10
に
て
整
備
す
る
。
 

1
7 

可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
に

よ
る
放
射
線
量
の
代
替
測
定

 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
安
全
管
理

班
）
 

２
 

１
時
間

5
0
分

 

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
に
よ
る
放

射
線
量
の
測
定

 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
安
全
管
理

班
）
 

２
 

３
時
間

 

可
搬
型
放
射
線
計
測
器
等
に
よ
る

空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の

代
替
測
定

 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
安
全
管
理

班
）
 

２
 

２
時
間

 

可
搬
型
放
射
線
計
測
器
等
に
よ
る

空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の

測
定

 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
安
全
管
理

班
）
 

２
 

２
時
間

 

可
搬
型
放
射
線
計
測
器
に
よ
る
水

中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

３
 

６
時
間

2
0
分

 

       

表
－
２
０

 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
７

／
８
）
 

操
作

手
順

N
o
. 

対
応
手
段
 

要
員
 

要
員
数

 
想
定
 

時
間
 

１
７

 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス

ト
に
よ
る
放
射
線
量
の
代
替

測
定
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

4
 

3
.3
時

間
 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス

ト
に
よ
る
原
子
炉
格
納
施
設

を
囲
む

8
方
位
の
放
射
線
量

の
測
定

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

4
 

60
分
※
１
 

可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
に

よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質

の
濃
度
の
測
定
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

70
分

 

可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
に

よ
る
水
中
の
放
射
性
物
質
の

濃
度
の
測
定

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

1
00
分

 

可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
に

よ
る
土
壌
中
の
放
射
性
物
質

の
濃
度
の
測
定
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

60
分

 

海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

3
 

2
時
間
※

２
 

モ
ニ
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
モ

ニ
タ

ポ
ス
ト
お
よ
び
可
搬
式

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
の
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

3
 

3
時
間

 

可
搬
型
気
象
観
測
装
置
に
よ

る
気
象
観
測
項
目
の
代
替
測

定
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

6
 

2
.2
時

間
 

※
１
：
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
に
よ
る
代
替
測
定
で
カ
バ
ー
で
き
な
い

4
方
位
に
設

置
し
た
場
合
に

想
定
さ
れ
る
作
業
時
間

 

※
２
：
小
型
船
舶
が
海
面
に
着
水
す
る
ま
で
の
時
間
を
記
載
し
た
。
そ
の
後
の
一
連
の
作
業
（

1

箇
所
あ
た
り
）
の
所
要
時
間
は
、
約

1
00
分

 

 

 

参考①-582



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

む
8
方
位
の
放
射
線
量
の
測
定
 

可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
に
よ

る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃

度
の
測
定
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2 
75
分
 

移
動
式
放
射
能
測
定
装
置
（
モ
ニ

タ
車
）
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性

物
質
の
濃
度
の
測
定
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2 
75
分
 

可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
に
よ

る
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

の
測
定
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2 
95
分
 

可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
に
よ

る
土
壌
中
の
放
射
性
物
質
の
濃

度
の
測
定
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2 
60
分
 

海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

4 
1
2
0
分
※

２
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
お
よ
び

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト

の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低

減
対

策
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2 
3
時
間
 

可
搬
式
気
象
観
測
装
置
に
よ
る

気
象
観
測
項
目
の
代
替
測
定

 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

6 
1
20
分
 

※
１
：
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に
よ
る
代
替
測
定
で
カ
バ
ー
で
き
な
い

4
方
位
お
よ

び
緊
急
時
対
策
所
付
近
に
設
置
し
た
場
合
に

想
定
さ
れ
る
作
業
時
間
。
 

※
２
：
小
型
船
舶
が
海
面
に
着
水
す
る
ま
で
の
時
間
を
記
載
し
た
。
そ
の
後
の
一
連
の
作
業
（

1

箇
所
あ
た
り
）
の
所
要
時
間
は
、
約

10
0
分

 

 

表
－
２
０
 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
９
／
９
）
 

操
作

手
順

N
o.
 

対
応
手
段
 

要
員
 

要
員

数
 

想
定
 

時
間
 

１
８
 

緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化

装
置
運
転
手
順

 

運
転
員
等
 

2
 

60
分

 
緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

空
気
供
給
装
置
に
よ
る
空
気
供
給

準
備
手
順
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

4
 

70
分

 

緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ
リ
ア

モ
ニ
タ
お
よ
び
緊
急
時
対
策
所
外

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
設
置
手
順
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

45
分

 

空
気
供
給
装
置
へ
の
切
替
準
備
手

順
 

緊
急
時
対
策
本
部

要
員

 
4
 

4
分

 

空
気
供
給
装
置
へ
の
切
替
手
順
 

緊
急
時
対
策
本
部

要
員

 
4
 

2
分

 

緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化

装
置
へ
の
切
替
手
順
 

緊
急
時
対
策
本
部

要
員

 
4
 

2
分

 

緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気
浄
化

装
置
の
切
替
手
順
 

緊
急
時
対
策
本
部

要
員

 
1
 

2
分

 

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
準
備

手
順
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

20
分

 

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
起
動

手
順
 

緊
急
時
対
策
本
部

要
員

 
1
 

30
分

 
緊
急
安
全
対
策
要

員
 

2
 

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
の
切

替
手
順
 

緊
急
時
対
策
本
部

要
員

 
1
 

10
分

 

（
安
全
管
理

班
）
 

可
搬
型
放
射
線
計
測
器
に
よ
る
土

壌
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測

定
 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
安
全
管
理

班
）
 

２
 

１
時
間

4
0
分

 

海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
安
全
管
理

班
）
 

３
 

２
時
間

4
0
分

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及

び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
安
全
管
理

班
）
 

２
 

１
時
間

45
分

 

可
搬
型
気
象
観
測
装
置
に
よ
る
気

象
観
測
項
目
の
代
替
測
定
 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員
 

（
総
括
班
）
 

４
 

３
時
間

 

1
8 

代
替
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装

置
運
転

 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員

 

（
総
括
班
他
※

２
）

 

４
 

3
0
分

 

代
替
緊
急
時
対
策
所
加
圧
設
備
に

よ
る
空
気
供
給
準
備

 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員

 

（
総
括
班
他
）

 

２
 

3
0
分

 

代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
準

備
 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員

 

（
総
括
班
他
）

 

２
 

2
0
分

 

代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
起

動
 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員

 

（
総
括
班
他
）

 

２
 

1
0
分

 

代
替
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
燃

料
補
給
 

緊
急
時
対
策
本

部
要
員

 

（
総
括
班
他
）

 

２
 

１
時
間

55
分

 

1
9 

（
成
立
性
が
要
求
さ
れ
る
対
応
手

段
な
し
）

 
―

 
―
 

―
 

※
１
：
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
 

※
２
：
緊
急
時
対
策
本
部
の
総
括
班
及
び
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
を
い
う
。
（
以
下
、
添
付
３

に
お
い
て
同
じ
）
 

 

表
－
２
０

 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
（
８

／
８
）
 

操
作

手
順

N
o
. 

対
応
手
段

 
要
員

 
要
員
数

 
想
定
 

時
間
 

１
８

 

緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気

浄
化
装
置
運
転
手
順
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

1 
19
分

 

空
気
供
給
装
置
に
よ
る
空
気

供
給
準
備
手
順
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

1 
43
分

 

緊
急
時
対
策
所
内
可
搬
型
エ

リ
ア
モ
ニ
タ
お
よ
び
緊
急
時

対
策
所
外
可
搬
型
エ
リ
ア
モ

ニ
タ
設
置
手
順
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

2 
47
分

 

空
気
供
給
装
置
へ
の
切
替
準

備
手
順

 

緊
急
時
対
策
本
部
要

員
 

3 
4
分

 

空
気
供
給
装
置
へ
の
切
替
手

順
 

緊
急
時
対
策
本
部
要

員
 

3 
2
分

 

緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気

浄
化
装
置
へ
の
切
替
手
順
 

緊
急
時
対
策
本
部
要

員
 

2 
2
分

 

緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
空
気

浄
化
装
置
の
切
替
手
順

 

緊
急
時
対
策
本
部
要

員
 

1 
4
分

 

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）

準
備
手
順
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

2 
14
分

 

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）

起
動
手
順
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

2 
5
分

 

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）

の
切
替
手
順

 

緊
急
時
対
策
本
部
要

員
 

1 
6
分

 

電
源

車
（
緊

急
時
対
策
所

用
）
燃
料
タ

ン
ク
へ
の
燃

料
補
給
手
順

 

タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
に

よ
る
電
源

車
（
緊
急

時
対
策
所

用
）
へ
の

補
給
（

EL
 

5
.5
m
燃
料

油
取
出
口

を
使
用
）
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

2 
2
.3
時

間
 

タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
に

よ
る
電
源

車
（
緊
急

時
対
策
所

用
）
へ
の

補
給
（

EL
 

3
2.
0
m
燃

料
油
取
出

口
を
使

用
）
 

緊
急
安
全
対
策
要
員
 

4 
3
.1
時

間
 

１
９

 
（
成
立
性
が
要
求
さ
れ
る
対

応
手
段
な
し
）
 

―
 

―
 

―
 

 

参考①-583



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

1
 

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
燃
料

タ
ン
ク
へ
の
燃
料
給

油
手
順
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

3
 

2
.1
時

間
 

電
源

車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
の
待

機
運
転
手
順
 

緊
急
安
全
対
策
要

員
 

1
 

10
分

 

１
９
 
（
成
立
性
が
要
求
さ
れ
る
対
応
手

段
な
し
）
 

―
 

―
 

―
 

   

  
 

参考①-584



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

 
 

 
 

２
．
大
規
模
な
自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の
衝

突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
へ
の
対
応
に
お
け
る
事
項
 

(1
) 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
大
規
模
な
自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に

よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
に
よ
る
原

子
炉
施
設
の
大
規
模
な
損
壊
（
以
下
、
「
大
規
模
損
壊
」
と
い

う
。
）
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
２
．
１
項
を
含

む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
大
規
模
損
壊

発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行

う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

２
 
大
規
模
な
自
然
災
害
又
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突

そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
に
お
け
る
事
項
 

(1
) 
防
災
課
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の

2.
1
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

ま
た
、
各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当

直
課
長
を
除
く
。
）
及
び
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
計
画

に
基
づ
き
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
実

施
す
る
。
 

２
．
大
規
模
な
自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突

そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
に
お
け
る
事
項
 

(
1)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
大
規
模
な
自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に

よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
に
よ
る
原

子
炉
施
設
の
大
規
模
な
損
壊
（
以
下
、
「
大
規
模
損
壊
」
と
い

う
。
）
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
２
．
１
項
を
含

む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。

 

ま
た
、
各
課
（
室
）
長
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
大
規
模
損
壊

発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行

う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
玄
海
と
美
浜
で
は
、
設
置

変
更
許
可
申
請
書
の
相
違
に

よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
い

る
。
）（
以
下
、
同
様
。
）
 

(2
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次

の
２
．
２
項
に
示
す
手
順
を
整
備
し
、
２
．
１
(
1)
の
要
員
に
こ

の
手
順
を
遵
守
さ
せ
る
。
 

(3
) 
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
本
店
が
行
う
支
援
に
関
す
る
活

動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
２
．
１
項
を
含
む
計
画

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
計
画
に
基
づ
き
、
本
店
が
行
う
支
援

に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
実
施

す
る
。
 

 

(2
) 
各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長

を
除
く
。
）
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の

2.
2

項
に
示
す
手
順
を
整
備
し
、
2
.1
(1
)
の
要
員
に
こ
の
手
順
を
遵

守
さ
せ
る
。
 

(3
) 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
本
店
が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を

行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の

2.
1
項
を
含
む
計
画
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
計
画
に
基
づ
き
、
本
店
が
行
う
支
援
に
関
す

る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

 

(
2)
 各
課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次

の
２
．
２
項
に
示
す
手
順
を
整
備
し
、
２
．
１
(
1)
の
要
員
に
こ

の
手
順
を
遵
守
さ
せ
る
。
 

 (
3)
 原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
本
店
が
行
う
支
援
に
関
す
る
活

動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
２
．
１
項
を
含
む
計
画

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
計
画
に
基
づ
き
、
本
店
が
行
う
支
援

に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
実
施

す
る
。
 

 

 

２
．
１
 
体
制
の
整
備
、
教
育
訓
練
の
実
施
お
よ
び
資
機
材
の
配
備
 

安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
大
規

模
損
壊
発
生
時
の
体
制
に
つ
い
て
、
以
下
に
示
す
と
お
り
、
組

織
が
最
も
有
効
に
機
能
す
る
と
考
え
ら
れ
る
通
常
の
緊
急
時
対

策
本
部
の
体
制
を
基
本
と
し
つ
つ
、
通
常
と
は
異
な
る
対
応
が

必
要
と
な
る
状
況
に
お
い
て
も
流
動
性
を
持
っ
て
対
応
で
き
る

こ
と
な
ど
を
社
内
標
準
に
定
め
、
体
制
を
確
立
す
る
。
 

2
.1
 
体
制
の
整
備
、
教
育
訓
練
の
実
施
及
び
資
機
材
の
配
備
 

防
災
課
長
及
び
原
子
力
管
理
部
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時

の
体
制
に
つ
い
て
、
以
下
に
示
す
と
お
り
、
組
織
が
最
も
有
効

に
機
能
す
る
と
考
え
ら
れ
る
通
常
の
緊
急
時
対
策
本
部
の
体

制
を
基
本
と
し
つ
つ
、
通
常
と
は
異
な
る
対
応
が
必
要
と
な
る

状
況
に
お
い
て
も
流
動
性
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
こ
と
な
ど

を
規
定
文
書
に
定
め
、
体
制
を
確
立
す
る
。

 

２
．
１

 
体
制
の
整
備
、
教
育
訓
練
の
実
施
お
よ
び
資
機
材
の
配
備
 

安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
大
規

模
損
壊
発
生
時
の
体
制
に
つ
い
て
、
以
下
に
示
す
と
お
り
、
組

織
が
最
も
有
効
に
機
能
す
る
と
考
え
ら
れ
る
通
常
の
発
電
所
対

策
本
部
の
体
制
を
基
本
と
し
つ
つ
、
通
常
と
は
異
な
る
対
応
が

必
要
と
な
る
状
況
に
お
い
て
も
流
動
性
を
持
っ
て
対
応
で
き
る

こ
と
な
ど
を
社
内
標
準
に
定
め
、
体
制
を
確
立
す
る
。
 

 

ま
た
、
重
大
事
故
等
を
超
え
る
よ
う
な
状
況
を

想
定
し
た
大

規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
手
順
に
し
た
が
っ
て
活
動
を
行
う
こ

と
を
前
提
と
し
、
中
央
制
御
室
が
機
能

喪
失
す
る
よ
う
な
通
常

と
は
異
な
る
体
制
で
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
教
育
訓
練
を
実
施
し
、
体
制
を
確
立
す
る
。
 

 

ま
た
、
重
大
事
故
等
を
超
え
る
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
た
大

規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
手
順
に
従
っ
て
活
動
を
行
う
こ
と

を
前
提
と
し
、
中
央
制
御
室
が
機
能

喪
失
す
る
よ
う
な
通
常
と

は
異
な
る
体
制
で
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
教
育
訓
練
を
実
施
し
、
体
制
を
確
立
す
る
。

 

ま
た
、
重
大
事
故
等
を
超
え
る
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
た
大

規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
手
順
に
し
た
が
っ
て
活
動
を
行
う
こ

と
を
前
提
と
し
、
中
央
制
御
室
が
機
能
喪
失
す
る
よ
う
な
通
常

と
は
異
な
る
体
制
で
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
教
育
訓
練
を
実
施
し
、
体
制
を
確
立
す
る
。

 

 

 

(1
) 
体
制
の
整
備

 

原
子
力
防
災
管
理
者
は
、
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
重
大
事
故

等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
よ
う
な
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
、
事
故
原
因
の

除
去
な
ら
び
に
原
子
力
災
害
の

拡
大
防
止
お
よ
び
緩

和
そ
の

他
の
必
要
な
活
動
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
第
１

２
６
条
に
定
め
る
通
常
の
原
子
力
防
災
組
織
の
体
制
を
基
本

と
す
る
原
子
力
防
災
組
織
を
設
置
し
、
発
電
所
に
緊
急
時
対
策

(1
）
体
制
の
整
備
 

所
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
重
大
事
故
等
及
び
大
規
模

損
壊
の
よ
う
な
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
又
は
発
生
し
た
場
合
に
、
事
故
原
因
の
除
去
並
び
に
原
子
力

災
害
の

拡
大
防
止
及
び
緩
和
そ
の
他
必
要
な
活
動
を
迅
速
、
か

つ
、
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
発
電
所
に
第

1
19
条
に
定
め
る

通
常
の
原
子
力
防
災
組
織
の
体
制
を
基
本
と
す
る
緊
急
時
対

策
本
部
の
体
制
を
整
え
る
。
 

(
1)
 体
制
の
整
備
 

原
子
力
防
災
管
理
者
は
、
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
重
大
事
故

等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
よ
う
な
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
、
事
故
原
因
の

除
去
な
ら
び
に
原
子
力
災
害
の

拡
大
防
止
お
よ
び
緩

和
そ
の

他
の
必
要
な
活
動
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
第
１

２
１
条
に
定
め
る
通
常
の
原
子
力
防
災
組
織
の
体
制
を
基
本

と
す
る
原
子
力
防
災
組
織
を
設
置
し
、
発
電
所
に
発
電
所
対
策

 

参考①-585



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

本
部
の
体
制
を
整
え
る
。
 

本
部
の
体
制
を
整
え
る
。
 

ま
た
、
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
よ
う
な
原
子
力

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
も
、
速
や
か
に
対
応
を
行
う
た
め
、

３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
原
子
炉
容
器
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ

て
い
る
場
合
に
お
け
る
時
間
外
、
休
日
（
夜
間
）
に
お
い
て
も

発
電
所
内
に
「
添
付
３

 
１
．
１

(1
)体
制
の
整
備
」
で
確
保
す

る
消
火
活
動
要
員

7
名
を
含
む
重
大
事
故
等
対
策
要
員

64
名

（
３
号
炉
お
よ
び
４
号
炉
の
う
ち
１
つ
の
原
子
炉
容
器
に
燃

料
が
装
荷
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

5
7
名
、
３
号
炉
お
よ
び
４

号
炉
の
原
子
炉
容
器
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

50
名
）
を
確
保
し
、
大
規
模
損
壊
の
発
生
に
よ
り
中
央
制
御
室

（
運
転
員
（
当
直
員
）
を
含
む
。）
が
機
能
し
な
い
場
合
に
お
い

て
も
、
対
応
で
き
る
よ
う
体
制
を
確
立
す
る
。
 

ま
た
、
休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
に
お
い
て
も
発
電
所
構
内

又
は
近
傍
に
「
添
付
３

 
1
. 
1
(
1)
体
制
の
整
備
」
で
確
保
す
る

要
員

5
2
名
及
び
「
添
付
２
 
1
.2
(3
) 
イ
項
」
で
配
置
す
る
初

期
消
火
活
動
要
員
の
う
ち
専
属
自
衛
消
防

隊
８
名
を
確
保
し
、

大
規
模
損
壊
の
発
生
に
よ
り
中
央
制
御
室
（
運
転
員
（
当
直
員
）

を
含
む
。
）
が
機
能
し
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
対
応
で
き
る
よ

う
体
制
を
確
立
す
る
。
 

ま
た
、
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
よ
う
な
原
子
力

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
も
、
速
や
か
に
対
応
を
行
う
た
め
、

３
号
炉
の
原
子
炉
容
器
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る
場
合
に

お
け
る
時
間
外
、
休
日
（
夜
間
）
に
お
い
て
も
発
電
所
内
に
「
添

付
３
 
１
．
１
(1

)体
制
の
整
備
」
で
確
保
す
る
消
火
活
動
要
員

7
名
を
含
む
重
大
事
故
等
対
策
要
員

49
名
（
３
号
炉
の
原
子
炉

容
器
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

41
名
）
を
確
保

し
、
大
規
模
損
壊
の
発
生
に
よ
り
中
央
制
御
室
（
運
転
員
（
当

直
員
）
を
含
む
。）
が
機
能
し
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
対
応
で

き
る
よ
う
体
制
を
確
立
す
る
。

 

 

さ
ら
に
、
発
電
所
構
内
に
常
時
確
保
す
る
対
応
要
員
に
よ
り

当
面
の
間
は
事
故
対
応
を
行
え
る
よ
う
体
制
を
整
え
る
。
 

 

さ
ら
に
、
発
電
所
構
内
及
び
近
傍
の
最
低
要
員
に
よ
り
当
面

の
間
は
事
故
対
応
を
行
え
る
よ
う
体
制
を
整
え
る
。
 

さ
ら
に
、
発
電
所
構
内
に
常
時
確
保
す
る
対
応
要
員
に
よ
り

当
面
の
間
は
事
故
対
応
を
行
え
る
よ
う
体
制
を
整
え
る
。
 

 

ア
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
要
員
確
保
お
よ
び
通
常
と
は
異

な
る
指
揮
命
令
系
統
の
確
立
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え

方
 

ア
 
対
応
要
員
確
保
及
び
通
常
と
は
異
な
る
指
揮
命
令
系
統

の
確
立
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方

 

ア
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
要
員
確
保
お
よ
び
通
常
と
は
異

な
る
指
揮
命
令
系
統
の
確
立
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え

方
 

 

以
下
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
通
常
の
原
子
力
防

災
体
制
で
の
指
揮
命
令
系
統
が
機
能
し
な
い
状
況
に
お
い

て
も
、
対
応
要
員
を
確
保
す
る
と
と
も
に
指
揮
命
令
系
統
を

確
立
す
る
。
 

以
下
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
通
常
の
原
子
力
防

災
体
制
で
の
指
揮
命
令
系
統
が
機
能
し
な
い
状
況
に
お
い

て
も
、
対
応
要
員
を
確
保
す
る
と
と
も
に
指
揮
命
令
系
統
を

確
立
す
る
。
 

以
下
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
通
常
の
原
子
力
防

災
体
制
で
の
指
揮
命
令
系
統
が
機
能
し
な
い
状
況
に
お
い

て
も
、
対
応
要
員
を
確
保
す
る
と
と
も
に
指
揮
命
令
系
統
を

確
立
す
る
。
 

 

(
ｱ)
時
間
外
、
休
日
（
夜
間
）
に
お
け
る
緊
急
時
対
策
本
部
の

副
原
子
力
防
災
管
理
者
を
含
む
常

駐
者
は
、
地
震
、
津
波

等
の
大
規
模
な
自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型

航

空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
が
発
生
し
た
場
合

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
分

散
し
て
待
機
す
る
。
ま
た
、

建
物
の
損
壊
等
に
よ
り
対
応
要
員
が
被
災
す
る
よ
う
な

状
況
に
お
い
て
も
、
構
内
に
勤
務
し
て
い
る
他
の
要
員
を

発
電
所
対
策
本
部
で
の
役
務
に
割
り
当
て
る
等
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

(
ｱ)
 
 休
日
、
時
間
外
（
夜
間
）
に
お
け
る
緊
急
時
対
策
本
部

（
指
揮
者
等
）
を
含
む
対
応
要
員
は
、
地
震
、
津
波
等
の

大
規
模
な
自
然
災
害
又
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
が
発
生
し
た
場
合
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
分

散
し
て
待
機
す
る
。
ま
た
、
建
物
の

損
壊
等
に
よ
り
対
応
要
員
が
被
災
す
る
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
も
、
発
電
所
構
内
に
勤
務
し
て
い
る
他
の
対
応
要

員
を
緊
急
時
対
策
本
部
で
の
役
務
に
割
り
当
て
る
等
の

措
置
を
講
じ
る
。
 

(ｱ
) 
時
間
外
、
休
日
（
夜
間
）
に
お
け
る
発
電
所
対
策
本
部

の
副
原
子
力
防
災
管
理
者
を
含
む
常
駐
者
は
、
地
震
、
津

波
等
の
大
規
模
な
自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
が
発
生
し
た
場

合
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
分
散
し
て
待
機
す
る
。
ま
た
、

建
物
の
損
壊
等
に
よ
り
対
応
要
員
が
被
災
す
る
よ
う
な

状
況
に
お
い
て
も
、
構
内
に
勤
務
し
て
い
る
他
の
要
員
を

発
電
所
対
策
本
部
で
の
役
務
に
割
り
当
て
る
等
の
措
置

を
講
じ
る
。
 

 

(
ｲ)

 プ
ル
ー
ム
放
出
時
、
最
低
限
必
要
な
要
員
は
緊
急
時
対

策
所
に
と
ど
ま
り
、
プ
ル
ー
ム
通
過
後
、
活
動
を
再
開
す

る
。
そ
の
他
の
要
員
は
発
電
所
外
へ
一
時

避
難
し
、
そ
の

後
、
交
替
要
員
と
し
て
発
電
所
へ
再
度
非
常
召
集
す
る
。

 

(
ｲ)
 
 
プ
ル
ー
ム
放
出
時
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
に
残
る
要

員
（
以
下
「
最
低
限
必
要
な
要
員
」
と
い
う
。
）
は
代
替

緊
急
時
対
策
所
に
と
ど
ま
り
、
プ
ル
ー
ム
通
過
後
、
活
動

を
再
開
す
る
。
プ
ル
ー
ム
通
過
時
、
最
低
限
必
要
な
要
員

以
外
は
発
電
所
外
へ
一
時
避
難
し
、
そ
の
後
、
交
替
要
員

と
し
て
発
電
所
へ
再
度
非
常
召
集
す
る
。

 

(ｲ
) 
プ
ル
ー
ム
放
出
時
、
最
低
限
必
要
な
要
員
は
緊
急
時
対

策
所
に
と
ど
ま
り
、
プ
ル
ー
ム
通
過
後
、
活
動
を
再
開
す

る
。
そ
の
他
の
要
員
は
発
電
所
外
へ
一
時

避
難
し
、
そ
の

後
、
交
替
要
員
と
し
て
発
電
所
へ
再
度
非
常
召
集
す
る
。

 

 

(
ｳ
) 
大
規
模
損
壊
と
同
時
に
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
て

い
る
場
合
、
発
電
所
対
策
本
部
の
火
災
対
応
の
指
揮
命
令

系
統
の
下
、
消
火
活
動
要
員
は
消
火
活
動
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
発
電
所
対
策
本
部
長
が
、
事
故
対
応
を
実
施
お
よ

び
継
続
す
る
た
め
に
、
放
水
砲
等
に
よ
る
泡
消
火
の
実
施

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
重
大
事
故
等
対
策
要
員
を

火
災
対
応
の
指
揮
命
令
系
統
の
下
で
消
火
活
動
に
従
事

(
ｳ)
 
 
大
規
模
損
壊
と
同
時
に
大
規
模
火
災
が
発
生
し
て
い

る
場
合
、
緊
急
時
対
策
本
部
の
火
災
対
応
の
指
揮
命
令
系

統
の
下
、
消
防
要
員
（
専
属
自
衛
消
防
隊
）
は
消
火
活
動
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
本
部
長
が
、
事
故
対
応
を
実
施
及
び
継

続
す
る
た
め
に
、
放
水
砲
等
に
よ
る
泡
消
火
の
実
施
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
対
応
要
員
を
火
災
対
応
の
指
揮

命
令
系
統
の
下
で
消
火
活
動
に
従
事
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
大

 (
ｳ
)
 
大
規
模
損
壊
と
同
時
に
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
て

い
る
場
合
、
発
電
所
対
策
本
部
の
火
災
対
応
の
指
揮
命
令

系
統
の
下
、
消
火
活
動
要
員
は
消
火
活
動
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
発
電
所
対
策
本
部
長
が
、
事
故
対
応
を
実
施
お
よ

び
継
続
す
る
た
め
に
、
放
水
砲
等
に
よ
る
泡
消
火
の
実
施

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
重
大
事
故
等
対
策
要
員
を

 

参考①-586



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

さ
せ
る
。
 

 

規
模
損
壊
発
生
時
の
火
災
対
応
に
つ
い
て
は
、
休
日
、
時

間
外
（
夜
間
）
時
に
は
副
本
部
長
あ
る
い
は
、
本
部
付
け
の

代
行
者
の
指
揮
命
令
系
統
の
下
で
消
火
活
動
を
行
う
。
 

 

火
災
対
応
の
指
揮
命
令
系
統
の
下
で
消
火
活
動
に
従
事

さ
せ
る
。
 

イ
 
対
応
拠
点
 

本
部
長
を
含
む
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
等
が
対
応
を
行
う

に
当
た
っ
て
の
拠
点
は
、
緊
急
時
対
策
所
を
基
本
と
す
る
。
 

イ
 
対
応
拠
点
 

本
部
長
を
含
む
対
応
要
員
等
が
対
応
を
行
う
に
当
た
っ
て

の
拠
点
は
、
代
替
緊
急
時
対
策
所
を
基
本
と
す
る
。

 

イ
 
対
応
拠
点

 

本
部
長
を
含
む
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
等
が
対
応
を
行
う

に
あ
た
っ
て
の
拠
点
は
、
緊
急
時
対
策
所
を
基
本
と
す
る
。
 

 

緊
急
時
対
策
所
以
外
の
代
替
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
も
状
況
に

応
じ
て
活
用
す
る
。
 

 

代
替
緊
急
時
対
策
所
以
外
の
代
替
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
も

状
況
に
応
じ
て
活
用
す
る
。
 

 

緊
急
時
対
策
所
以
外
の
代
替
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
も
状
況
に

応
じ
て
活
用
す
る
。
 

 

ウ
 
支
援
体
制
の
確
立

 

(
ｱ)

 本
店
対
策
本
部
体
制
の
確
立

 

社
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
大
規
模
損
壊
が
発
生

し
た
場
合
の
支
援
を
実
施
す
る
た
め
、
本
店
対
策
本
部
を

設
置
す
る
。
 

ま
た
、
原
子
力
災
害
と
非
常
災
害
（
一
般
災
害
）
の
複

合
災
害
発
生
時
に
お
い
て
は
、
状
況
に
応
じ
て
両
者
を
統

合
し
た
原
子
力
緊
急
時
対
策
・
非
常
災
害
対
策
統
合
本
部

（
以
下
、「
統
合
本
部
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
。

 

統
合
本
部
の
本
部
長
は
原
子
力
緊
急
時
対
策
本
部
長
と

し
、
必
要
に
応
じ
て
、
原
子
力
災
害
を
除
く
災
害
対
策
の

指
揮
を
本
部
長
が
指
名
す
る
も
の
に
代
行
さ
せ
る
。
 

ウ
 
支
援
体
制
の
確
立
 

(
ｱ)
 
本
店
対
策
本
部
体
制
の
確
立
 

社
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
大
規
模
損
壊
が
発
生

し
た
場
合
の
支
援
を
実
施
す
る
た
め
、
本
店
緊
急
時
対
策

本
部
を
設
置
す
る
。
 

ま
た
、
原
子
力
災
害
と
非
常
災
害
（
一
般
災
害
）
の
複

合
災
害
発
生
時
に
お
い
て
は
、
原
子
力
災
害
対
策
組
織
と

非
常
災
害
（
一
般
災
害
）
対
策
組
織
を
統
合
し
、
対
策
総

本
部
（
統
合
本
部
）
を
設
置
す
る
。
 

社
長
は
、
総
本
部
長
と
し
て
全
社
対
策
組
織
を
指
揮
し
、

原
子
力
災
害
対
策
組
織
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
発
電
本
部

長
が
副
総
本
部
長
、
非
常
災
害
（
一
般
災
害
）
対
策
組
織

に
つ
い
て
は
、
副
社
長
が
副
総
本
部
長
と
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
対
策
組
織
の
責
任
者
と
し
て
指
揮
す
る
。

 

ウ
 
支
援
体
制
の
確
立
 

(ｱ
) 
本
店
対
策
本
部
体
制
の
確
立
 

社
長
は
、
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
大
規
模
損
壊
が
発
生

し
た
場
合
の
支
援
を
実
施
す
る
た
め
、
本
店
対
策
本
部
を

設
置
す
る
。
 

ま
た
、
原
子
力
災
害
と
非
常
災
害
（
一
般
災
害
）
の
複

合
災
害
発
生
時
に
お
い
て
は
、
状
況
に
応
じ
て
両
者
を
統

合
し
た
原
子
力
緊
急
時
対
策
・
非
常
災
害
対
策
統
合
本
部

（
以
下
、
「
統
合
本
部
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。
 

統
合
本
部
の
本
部
長
は
原
子
力
緊
急
時
対
策
本
部
長
と

し
、
必
要
に
応
じ
て
、
原
子
力
災
害
を
除
く
災
害
対
策
の

指
揮
を
本
部
長
が
指
名
す
る
も
の
に
代
行
さ
せ
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
社
長
が
本
店
対

策
本
部
体
制
の
本
部
長
と
し

て
原
子
力
災
害
の
指
揮
を
執

る
。）

 

(
ｲ)

 外
部
支
援
体
制
の
確
立
 

原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
他
の
原
子
力
事
業
者
お
よ

び
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
組
織
へ
応
援
要
請
し
、
技
術
的

な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
確
立
す
る
。
 

ま
た
、
協
力
会
社
よ
り
現
場
作
業
や
資
機
材
輸

送
等
に

係
る
支
援
要
員
の
派
遣
を
要
請
で
き
る
体
制
、
プ
ラ
ン
ト

メ
ー
カ
お
よ
び
建
設
会
社
に
よ
る
技
術
的
支
援
を
受
け
ら

れ
る
体
制
を
確
立
す
る
。
 

 

(
ｲ)
 
外
部
支
援
体
制
の
確
立
 

防
災
課
長
及
び
原
子
力
管
理
部
長
は
、
他
の
原
子
力
事

業
者
及
び
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
組
織
へ
応
援
要
請
し
、

技
術
的
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
確
立
す
る
。
 

ま
た
、
協
力
会
社
よ
り
現
場
作
業
や
資
機
材

輸
送
等
に

係
る
支
援
要
員
の
派
遣
を
要
請
で
き
る
体
制
、
プ
ラ
ン
ト

メ
ー
カ
及
び
建
設
会
社
に
よ
る
技
術
的
支
援
を
受
け
ら
れ

る
体
制
を
確
立
す
る
。
 

 

(ｲ
) 
外
部
支
援
体
制
の
確
立
 

原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
他
の
原
子
力
事
業
者
お
よ

び
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
組
織
へ
応
援
要
請
し
、
技
術
的

な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
確
立
す
る
。
 

ま
た
、
協
力
会
社
よ
り
現
場
作
業
や
資
機
材

輸
送
等
に

係
る
支
援
要
員
の
派
遣
を
要
請
で
き
る
体
制
、
プ
ラ
ン
ト

メ
ー
カ
お
よ
び
建
設
会
社
に
よ
る
技
術
的
支
援
を
受
け
ら

れ
る
体
制
を
確
立
す
る
。
 

 

(2
)要
員
へ
の
教
育
訓
練
の
実
施
 

各
課
（
室
）
長
は
、「
添
付
３

 
1.

1
(2
)教
育
訓
練
の
実
施
」

に
規
定
す
る
重
大
事
故
等
対
策
に
て
実
施
す
る
教
育
訓
練
を

基
に
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
各
要
員
の
役
割
に
応
じ

た
任
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
必
要
と
な
る
力
量
を
維
持
向

上
す
る
た
め
の
教
育
訓
練
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。
 

(2
) 
対
応
要
員
へ
の
教
育
訓
練
の
実
施
 

各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長

を
除
く
。）
及
び
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
緊
急
時
対
策

本
部
要
員
へ
の
教
育
訓
練
に
つ
い
て
は
「
添
付
３
 
1.
1
(2
)教

育
訓
練
の
実
施
」
に
規
定
す
る
重
大
事
故
等
対
策
に
て
実
施
す

る
教
育
訓
練
を
基
に
、
専
属
自
衛
消
防
隊
員
へ
の
教
育
訓
練
に

つ
い
て
は
、
火
災
防
護
の
対
応
に
関
す
る
教
育
及
び
訓
練
を
基

に
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
対
応
要
員
の
役
割
に
応
じ

た
任
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
必
要
と
な
る
力
量
を
維
持
向

上
す
る
た
め
の
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

(
2)
要
員
へ
の
教
育
訓
練
の
実
施
 

各
課
（
室
）
長
は
、「
添
付
３
 
1
.
1(

2)
教
育
訓
練
の
実
施
」

に
規
定
す
る
重
大
事
故
等
対
策
に
て
実
施
す
る
教
育
訓
練
を

基
に
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
各
要
員
の
役
割
に
応
じ

た
任
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
必
要
と
な
る
力
量
を
維
持
向

上
す
る
た
め
の
教
育
訓
練
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。
 

 

ま
た
、
通
常
の
指
揮
命
令
系
統
が
機
能
し
な
い
場
合
を
想
定

し
た
指
揮
者
等
の
個
別
の
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

 
ま
た
、
通
常
の
指
揮
命
令
系
統
が
機
能
し
な
い
場
合
を
想
定

し
た
指
揮
者
等
の
個
別
の
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

さ
ら
に
、
要
員
の
役
割
に
応
じ
て
付
与
さ
れ
る
力
量
に
加

え
、
流
動
性
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
な
力
量
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
期
待
す
る
要
員
以
外
の
要
員
で
も
対
応
で

き
る
よ
う
教
育
訓
練
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
教
育
内
容
に

つ
い
て
も
充
実
を
図
る
。
 

さ
ら
に
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
の
役
割
に
応
じ
て
付
与
さ

れ
る
力
量
に
加
え
、
流
動
性
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
な
力

量
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
期
待
す
る
対
応
要
員
以
外

の
対
応
要
員
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
教
育
訓
練
の
充
実
を
図

る
。

 

さ
ら
に
、
要
員
の
役
割
に
応
じ
て
付
与
さ
れ
る
力
量
に
加

え
、
流
動
性
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
な
力
量
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
期
待
す
る
要
員
以
外
の
要
員
で
も
対
応
で

き
る
よ
う
教
育
訓
練
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
教
育
内
容
に

つ
い
て
も
充
実
を
図
る
。
 

 

 

 
 

ア
 
力
量
の
付
与
の
た
め
の
教
育
訓
練
 

【
大
飯
・
玄
海
－
美
浜
】
 

④
：
記
載
の
適
正
化
 

（
教
育
訓
練
に
つ
い
て
記
載

の
充
実
）
（
以
下
、
同
様
。）

 

 
 

(ｱ
) 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
用
い
た
大
規
模
損
壊
対
応
 

「
添
付
３

 
1
.1

(
2)
教
育
訓
練
の
実
施

 
ア

 
力
量
の
付

与
の
た
め
の
教
育
訓
練
」
と
同
じ
。
 

 
 

(ｲ
) 
そ
の
他
の
大
規
模
損
壊
対
応
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
の
う
ち

全
体
指
揮
を
行
う
全
体
指
揮
者
お
よ
び
原
子
炉
毎
の
指
揮

を
行
う
指
揮
者
な
ら
び
に
通
報
連
絡
を
行
う
通
報
連
絡
者

（
以
下
(2

)に
お
い
て
「
指
揮
者
等
」
と
い
う
。）
ま
た
は

消
火
活
動
要
員
を
新
た
に
認
定
す
る
場
合
は
、
第
１
３
条

第
４
項
の
体
制
に
入
る
ま
で
に
、
以
下
の
教
育
訓
練
に
つ

い
て
、
社
内
標
準
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

ａ
 
消
火
活
動
要
員

 

(a
) 
化
学
消
防
自
動
車
か
ら
原
子
炉
へ
注
水
ま
た
は
原

子
炉
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
の
接
続
訓

練
 

(b
) 
化
学
消
防
自
動
車
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
ス

プ
レ
イ
す
る
た
め
の
接
続
訓
練
 

ｂ
 
指
揮
者
等
 

(a
) 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
通
常
の
指
揮
命
令
系
統
が

機
能
し
な
い
場
合
等
の
事
象
を

想
定
し
た
教
育
訓

練
 

 

ア
 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
 

所
長
室
長
は
、
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
の

実
施
計
画
を
作
成
す
る
。
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
の
う
ち
全

体
指
揮
を
行
う
全
体
指
揮
者
お
よ
び
原
子
炉
毎
の
指
揮
を

行
う
指
揮
者
な
ら
び
に
通
報
連
絡
を
行
う
通
報
連
絡
者
（
以

下
(
2)
に
お
い
て
「
指
揮
者
等
」
と
い
う
。
）
お
よ
び
消
火
活

動
要
員
に
対
し
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
対
処
す
る
た
め
に

必
要
な
力
量
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
以
下
の
教
育
訓
練

に
つ
い
て
、
社
内
標
準
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

な
お
、
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
に
有
効
と
判
断
さ
れ
る

新
た
な
知
見
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
以
下
の
内
容
に
限

定
せ
ず
、
教
育
訓
練
を
行
う
。

 

ア
 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
 

原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
力
量
の
維
持
向
上
の
た

め
の
教
育
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
す
る
。
 

防
災
課
長
及
び
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
緊
急
時

対
策
本
部
要
員
（
指
揮
者
等
）
及
び
専
属
自
衛
消
防
隊
に
対

し
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
力
量

の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
以
下
の
教
育
訓
練
に
つ
い
て
、

規
定
文
書
に
基
づ
き
実
施
す
る
。

 

な
お
、
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
に
有
効
と
判
断
さ
れ
る

新
た
な
知
見
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
以
下
の
内
容
に
限

定
せ
ず
、
教
育
訓
練
を
行
う
。

 

イ
 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練

 

所
長
室
長
は
、
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
の

実
施
計
画
を
作
成
す
る
。
 

安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
所
長
室
長
は
、
指
揮
者
等
お
よ

び
消
火
活
動
要
員
に
対
し
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
対
処
す

る
た
め
に
必
要
な
力
量
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
以
下
の

教
育
訓
練
に
つ
い
て
、
社
内
標
準
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

な
お
、
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
に
有
効
と
判
断
さ
れ
る

新
た
な
知
見
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
以
下
の
内
容
に
限

定
せ
ず
、
教
育
訓
練
を
行
う
。

 

 

(
ｱ)

 安
全
・
防
災
室
長
は
、
消
火
活
動
要
員
に
対
す
る
以
下

の
操
作
の
教
育
訓
練
が
、
年
１
回
以
上
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ａ
 
化
学
消
防
自
動

車
か
ら
原
子
炉
へ
注
水
ま
た
は
原
子

(
ｱ)
 
防
災
課
長
は
、
専
属
自
衛
消
防

隊
に
対
す
る
以
下
の
教

育
訓
練
が
、
年
１
回
以
上
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

ａ
 
消
防
自
動
車
か
ら
原
子
炉
へ
注
入
又
は
原
子
炉
格
納

(ｱ
) 
所
長
室
長
は
、
消
火
活
動
要
員
に
対
す
る
以
下
の
操
作

の
教
育
訓
練
が
、
年
１
回
以
上
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

ａ
 
化
学
消
防
自
動

車
か
ら
原
子
炉
へ
注
水
ま
た
は
原
子
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1
9
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認
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差
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の
説
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炉
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
の
接
続
訓
練
 

ｂ
 
化
学
消
防
自
動

車
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
ス
プ

レ
イ
す
る
た
め
の
接
続
訓
練

 

容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
の
教
育
訓
練

 

ｂ
 
消
防
自
動

車
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
ス
プ
レ
イ

す
る
た
め
の
教
育
訓
練

 

炉
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
た
め
の
接
続
訓
練

 

ｂ
 
化
学
消
防
自
動

車
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
ス
プ

レ
イ
す
る
た
め
の
接
続
訓
練
 

 

(
ｲ)

 安
全
・
防
災
室
長
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
の
指
揮
者
等

を
対
象
に
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
通
常
の
指
揮
命
令
系

統
が
機
能
し
な
い
場
合
等
の
事
象
を

想
定
し
た
教
育
訓

練
を
、
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

 

(
ｲ)
 
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
要

員
（
指
揮
者
等
）
を
対
象
に
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
通

常
の
指
揮
命
令
系
統
が
機
能
し
な
い
場
合
等
の
事
象
を

想
定
し
た
教
育
訓
練
を
、
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

 

(ｲ
) 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
発
電
所
対
策
本
部
の
指
揮
者
等

を
対
象
に
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
通
常
の
指
揮
命
令
系

統
が
機
能
し
な
い
場
合
等
の
事
象
を

想
定
し
た
教
育
訓

練
を
、
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。

 

 

イ
 
技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練

 
イ

 
技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練

 
ウ

 
技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練

 
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
技
術
的
能
力
を
満
足
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
の
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
し
、
原
子
炉
主

任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
技
術
的
能
力
を
満
足
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
し
、

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得

る
。
 

安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
所
長
室
長
は
、
技
術
的
能
力
を

満
足
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
訓
練
の
実
施
計
画
を

作
成
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承

認
を
得
る
。
 

 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
指
揮
者
等
お
よ
び
消
火
活
動
要
員

に
対
し
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
必
要
な
措
置
を
実
施
す
る

た
め
に
必
要
な
技
術
的
能
力
を
満
足
す
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
の
以
下
の
訓
練
に
つ
い
て
、
社
内
標
準
に
基
づ
き
実

施
す
る
。
 

防
災
課
長
は
、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
（
指
揮
者
等
）
及

び
専
属
自
衛
消
防
隊
に
対
し
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
必
要

な
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能
力
を
満
足

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
以
下
の
訓
練
に
つ
い
て
、
規

定
文
書
に
基
づ
き
実
施
す
る
。

 

安
全
・
防
災
室
長
お
よ
び
所
長
室
長
は
、
指
揮
者
等
お
よ

び
消
火
活
動
要
員
に
対
し
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
必
要
な

措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能
力
を
満
足
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
以
下
の
訓
練
に
つ
い
て
、
社
内

標
準
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

 

(
ｱ)

 大
規
模
損
壊
発
生
時
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
把
握
、
情
報

収
集
、
的
確
な
対
応
操
作
の
選
択
お
よ
び
指
揮
者
等
と
消

火
活
動
要
員
と
の
連
携
を
含
め
た
実
効
性
等
を
確
認
す

る
た
め
、
ア
項

(
ｱ
)
ａ
ま
た
は
ｂ
の
い
ず
れ
か
の
操
作
を

踏
ま
え
た
総
合
的
な
訓
練
に
つ
い
て
、
任
意
の
指
揮
者
等

お
よ
び
消
火
活
動
要
員
を
対
象
※
に
年
１
回
以
上
実
施
す

る
。
 

(
ｱ)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
把
握
、
情
報

収
集
、
的
確
な
対
応
操
作
の
選
択
及
び
緊
急
時
対
策
本
部

要
員
（
指
揮
者
等
）
と
専
属
自
衛
消
防
隊
と
の
連
携
を
含

め
た
実
効
性
等
を
確
認
す
る
た
め
、
ア
項

(
ｱ
)
ａ
又
は
ｂ

の
い
ず
れ
か
の
操
作
を
踏
ま
え
た
総
合
的
な
訓
練
に
つ

い
て
、
任
意
の
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
（
指
揮
者
等
）
及

び
専
属
自
衛
消
防

隊
を
対
象
※
に
年
１
回
以
上
実
施
す

る
。
 

(ｱ
) 
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
把
握
、
情
報

収
集
、
的
確
な
対
応
操
作
の
選
択
お
よ
び
指
揮
者
等
と
消

火
活
動
要
員
と
の
連
携
を
含
め
た
実
効
性
等
を
確
認
す

る
た
め
、
イ
項

(
ｱ
)
ａ
ま
た
は
ｂ
の
い
ず
れ
か
の
操
作
を

踏
ま
え
た
総
合
的
な
訓
練
に
つ
い
て
、
任
意
の
指
揮
者
等

お
よ
び
消
火
活
動
要
員
を
対
象
※
に
年
１
回
以
上
実
施
す

る
。
 

 

※
 
毎
年
特
定
の
者
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
。
 

※
 
毎
年
特
定
の
者
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
。

 
※

 
毎
年
特
定
の
者
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
。
 

 

(3
) 
設
備
お
よ
び
資
機
材
の
配
備
 

ア
 
大
規
模
な
自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機

の
衝

突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
へ
の
対
応
に
必
要
な
設
備

の
配
備
お
よ
び
当
該
設
備
の
防
護
の
基
本
的
な
考
え
方
 

各
課
（
室
）
長
は
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
つ

い
て
、
重
大
事
故
等
対
策
で
配
備
す
る
設
備
の
基
本
的
な
考

え
方
を
基
に
、
同
等
の
機
能
を
有
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
お
よ
び
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
時
に
機
能

喪
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
外
部
事
象
の
影
響
を
受
け
に

く
い
場
所
に
保
管
す
る
。
 

 ま
た
、
大
規
模
損
壊
の
共
通
要
因
で
、
同
時
に
複
数
の
可

搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
機
能

喪
失
し
な
い
よ
う
に

配
慮
す
る
。
 

(3
) 
 
設
備
及
び
資
機
材
の
配
備
 

ア
 
大
規
模
な
自
然
災
害
又
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
へ
の
対
応
に
必
要
な
設
備
の

配
備
及
び
当
該
設
備
の
防
護
の
基
本
的
な
考
え
方
 

各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課

長
を
除
く
。
）
は
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
つ
い

て
、
重
大
事
故
等
対
策
で
配
備
す
る
設
備
の
基
本
的
な
考
え

方
を
基
に
、
同
等
の
機
能
を
有
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
及
び
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
時
に
機
能

喪
失

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
外
部
事
象
の
影
響
を
受
け
に
く
い

場
所
に
保
管
す
る
。

 

ま
た
、
大
規
模
な
自
然
災
害
又
は
故
意
に
よ
る
大
型
航
空

機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
共
通
要
因
で
、
同
時
に

複
数
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
機
能

喪
失
し
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
。

 

(
3)
 設
備
お
よ
び
資
機
材
の
配
備
 

ア
 
大
規
模
な
自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機

の
衝

突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
へ
の
対
応
に
必
要
な
設
備

の
配
備
お
よ
び
当
該
設
備
の
防
護
の
基
本
的
な
考
え
方
 

各
課
（
室
）
長
は
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
つ

い
て
、
重
大
事
故
等
対
策
で
配
備
す
る
設
備
の
基
本
的
な
考

え
方
を
基
に
、
同
等
の
機
能
を
有
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
お
よ
び
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
時
に
機
能

喪
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
外
部
事
象
の
影
響
を
受
け
に

く
い
場
所
に
保
管
す
る
。
 

 ま
た
、
大
規
模
損
壊
の
共
通
要
因
で
、
同
時
に
複
数
の
可

搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
機
能

喪
失
し
な
い
よ
う
に

配
慮
す
る
。
 

 

(
ｱ)

 可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
、
基
準
地
震
動
を
一

定
程
度
超
え
る
地
震
動
に
対
し
て
、
地
震
に
よ
り
生
ず
る

(
ｱ)
 
屋
外
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
、
地
震
に
よ

り
生
じ
る
敷
地
下
斜
面
の
す
べ
り
、
液
状
化
及
び
揺
す
り

(ｱ
) 
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
、
基
準
地
震
動
を
一

定
程
度
超
え
る
地
震
動
に
対
し
て
、
地
震
に
よ
り
生
ず
る
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

敷
地
下
斜
面
の
す
べ
り
、
液
状
化
お
よ
び
揺
す
り
込
み
に

よ
る
不
等
沈
下
、
地
盤
支
持
力
の
不
足
お
よ
び
地
下
構
造

物
の
損
壊
等
の
影
響
を
受
け
な
い
位
置
に
保
管
す
る
。
ま

た
、
基
準
津
波
を
一
定
程
度
超
え
る
津
波
に
対
し
て
、
裕

度
を
有
す
る
高

台
に
保
管
す
る
と
と
も
に
、
竜
巻
に
よ
り

同
時
に
機
能
喪

失
さ
せ
な
い
よ
う
、
位
置
的
分

散
を
図
り

複
数
箇
所
に
保
管
す
る
。
 

込
み
に
よ
る
不
等
沈
下
、
地
盤
支
持
力
の
不
足
及
び
地
下

構
造
物
の
損
壊
等
の
影
響
に
よ
り
必
要
な
機
能
を

喪
失

し
な
い
位
置
に
保
管
す
る
。
ま
た
、
基
準
津
波
を
一
定
程

度
超
え
る
津
波
に
対
し
て
、

裕
度
を
有
す
る
高
台
に
保
管

す
る
と
と
も
に
、
竜
巻
に
よ
り
同
時
に
機
能

喪
失
さ
せ
な

い
よ
う
、
位
置
的
分

散
を
図
り
複
数
箇
所
に
保
管
す
る
。

 

敷
地
下
斜
面
の
す
べ
り
、
液
状
化
お
よ
び
揺
す
り
込
み
に

よ
る
不
等
沈
下
、
地
盤
支
持
力
の
不
足
お
よ
び
地
下
構
造

物
の
損
壊
等
の
影
響
を
受
け
な
い
位
置
に
保
管
す
る
。
ま

た
、
基
準
津
波
を
一
定
程
度
超
え
る
津
波
に
対
し
て
、
裕

度
を
有
す
る
高
台
に
保
管
す
る
と
と
も
に
、
竜
巻
に
よ
り

同
時
に
機
能

喪
失
さ
せ
な
い
よ
う
、
位
置
的
分
散
を
図
り

複
数
箇
所
に
保
管
す
る
。
 

 

(
ｲ)

 屋
外
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
、
故
意
に
よ

る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
に
よ
り

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
お
よ
び
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
と
同
時
に
機
能

喪
失
さ
せ
な
い
よ
う
、
原
子
炉
周

辺
建
屋
お
よ
び
制
御
建
屋
か
ら

10
0ｍ
以
上
離
隔
を
と
っ

て
当
該
建
屋
と
同
時
に
影
響
を
受
け
な
い
場
所
に
分

散

し
て
配
備
す
る
。
 

(
ｲ)
 
屋
外
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
、
設
計
基
準

事
故
対
処
設
備
等
及
び
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が

設
置
さ
れ
て
い
る
建
屋
並
び
に
屋
外
の
設
計
基
準
事
故

対
処
設
備
等
又
は
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
そ
れ

ぞ
れ
か
ら

10
0m
の
離
隔
距
離
を
確
保
し
た
上
で
、
複
数

箇
所
に
分
散
し
て
保
管
す
る
。

 

(ｲ
) 
屋
外
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
、
故
意
に
よ

る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
に
よ
り

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
お
よ
び
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
と
同
時
に
機
能
喪
失
さ
せ
な
い
よ
う
、
原
子
炉
建

屋
か
ら

1
00
ｍ
以
上
離
隔
を
と
っ
て
当
該
建
屋
と
同
時
に

影
響
を
受
け
な
い
場
所
に
分
散
し
て
配
備
す
る
。

 

 

(
ｳ
) 
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
同
士
の
距
離
を
十
分

に
離
し
て
複
数
箇
所
に
分
散
し
て
保
管
す
る
と
と
も
に
、

常
設
設
備
へ
の
接
続
口
、
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
複
数
設
け

る
。
ま
た
、
速
や
か
に
消
火
お
よ
び
ガ
レ
キ
撤
去
で
き
る

資
機
材
を
当
該
事
象
に
よ
る
影
響
を
受
け
に
く
い
場
所

に
保
管
す
る
。
 

 

(
ｳ
) 
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
同
士
の
距
離
を
十
分

に
離
し
て
複
数
箇
所
に
分
散
し
て
保
管
す
る
と
と
も
に
、

常
設
設
備
へ
の
接
続
口
、
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
複
数
設
け

る
。
ま
た
、
速
や
か
に
消
火
及
び
が
れ
き
撤
去
で
き
る
資

機
材
を
当
該
事
象
に
よ
る
影
響
を
受
け
に
く
い
場
所
に

保
管
す
る
。

 

 

(
ｳ
)
 
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
同
士
の
距
離
を
十
分

に
離
し
て
複
数
箇
所
に
分
散
し
て
保
管
す
る
と
と
も
に
、

常
設
設
備
へ
の
接
続
口
、
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
複
数
設
け

る
。
ま
た
、
速
や
か
に
消
火
お
よ
び
ガ
レ
キ
撤
去
で
き
る

資
機
材
を
当
該
事
象
に
よ
る
影
響
を
受
け
に
く
い
場
所

に
保
管
す
る
。
 

 

 

イ
 
大
規
模
損
壊
に
備
え
た
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
 

各
課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
に
必
要

な
資
機
材
に
つ
い
て
、
重
大
事
故
等
対
策
で
配
備
す
る
資
機

材
の
基
本
的
な
考
え
方
を
基
に
、
高
線
量
の
環
境
、
大
規
模

な
火
災
の
発
生
お
よ
び
外
部
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
状
況

を
想
定
し
配
備
す
る
。
 

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
使
用
を
期
待
で
き

る
よ
う
、
原
子
炉
周
辺
建
屋
お
よ
び
制
御
建
屋
か
ら

1
00
m
以

上
離
隔
を
と
っ
た
場
所
に
分
散
し
て
配
備
す
る
。
 

 

イ
 
大
規
模
損
壊
に
備
え
た
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
 

防
災
課
長
、
安
全
管
理
第
二
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、

大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
に
必
要
な
資
機
材
に
つ
い
て
、

重
大
事
故
等
対
策
で
配
備
す
る
資
機
材
の
基
本
的
な
考
え

方
を
基
に
、
高
線
量
の
環
境
、
大
規
模
な
火
災
の
発
生
及
び

外
部
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
状
況
を

想
定
し
配
備
す
る
。
 

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
使
用
を
期
待
で
き

る
よ
う
、
原
子
炉
補
助
建
屋
等
か
ら

1
0
0ｍ
以
上
離
隔
を
と

っ
た
場
所
に
分
散
し
て
配
備
す
る
。

 

イ
 
大
規
模
損
壊
に
備
え
た
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方

 

各
課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
に
必
要

な
資
機
材
に
つ
い
て
、
重
大
事
故
等
対
策
で
配
備
す
る
資
機

材
の
基
本
的
な
考
え
方
を
基
に
、
高
線
量
の
環
境
、
大
規
模

な
火
災
の
発
生
お
よ
び
外
部
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
状
況

を
想
定
し
配
備
す
る
。
 

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
使
用
を
期
待
で
き

る
よ
う
、
原
子
炉
建
屋
か
ら

1
00

m
以
上
離
隔
を
と
っ
た
場

所
に
分
散
し
て
配
備
す
る
。

 

 

(
ｱ
) 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
が
発
生
す
る
環
境
で
対
応
す

る
た
め
に
必
要
な
照
明
機
能
を
有
す
る
資
機
材
を
配
備

す
る
。
 

(
ｱ
) 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
が
発
生
す
る
環
境
で
対
応
す

る
た
め
に
必
要
な
照
明
機
能
を
有
す
る
資
機
材
を
配
備

す
る
。
 

(
ｱ
)
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
が
発
生
す
る
環
境
で
対
応
す

る
た
め
に
必
要
な
照
明
機
能
を
有
す
る
資
機
材
を
配
備

す
る
。
 

 

「
後
述
」
 

(
ｲ
) 
炉
心
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器

破
損
に
よ
る
高
線

量
の
環
境
下
に
お
い
て
事
故
対
応
す
る
た
め
に
着
用
す

る
マ
ス
ク
、
高
線
量
対
応
防
護
服
及
び
線
量
計
等
の
必
要

な
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

「
後
述
」
 

 

(
ｲ
) 
地
震
お
よ
び
津
波
の
大
規
模
な
自
然
災
害
に
よ
る
変

圧
器
火
災
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
に

よ
る
大
規
模
な

航
空
機
燃
料
火
災
の
発
生
時
に
お
い
て
、

必
要
な
消
火
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
着
用
す
る
防
護

具
、
消
火
剤
等
の
資
機
材
お
よ
び
消
火
設
備
を
配
備
す

(
ｳ
) 
地
震
及
び
津
波
の
大
規
模
な
自
然
災
害
に
よ
る

油
タ

ン
ク
火
災
又
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
に
よ

る
大
規
模
な
燃
料
火
災
の
発
生
時
に
お
い
て
、
必
要
な
消

火
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
着
用
す
る
防
護
具
、
消
火
薬

剤
等
の
資
機
材
、
小
型
放
水
砲
等
を
配
備
す
る
。
 

(
ｲ
)
 
地
震
お
よ
び
津
波
の
大
規
模
な
自
然
災
害
に
よ
る

油

タ
ン
ク
火
災
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突

に
よ
る
大
規
模
な

航
空
機
燃
料
火
災
の
発
生
時
に
お
い

て
、
必
要
な
消
火
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
着
用
す
る
防

護
具
、
消
火
剤
等
の
資
機
材
お
よ
び
消
火
設
備
を
配
備
す
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

る
。
 

 
る
。
 

 
 

 
 

(
ｳ
) 
炉
心
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器

破
損
に
よ
る
高

線
量
の
環
境
下
に
お
い
て
事
故
対
応
す
る
た
め
に
着
用

す
る
マ
ス
ク
、
高
線
量
対
応
防
護
服
お
よ
び
個
人
線
量
計

等
の
必
要
な
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

「
前
述
」
 

(
ｳ
)
 
炉
心
損
傷
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器

破
損
に
よ
る
高

線
量
の
環
境
下
に
お
い
て
事
故
対
応
す
る
た
め
に
着
用

す
る
マ
ス
ク
、
高
線
量
対
応
防
護
服
お
よ
び

個
人
線
量
計

等
の
必
要
な
資
機
材
を
配
備
す
る
。

 

 

(
ｴ
) 
化
学
薬
品
等
が
流
出
し
た
場
合
に
事
故
対
応
す
る
た

め
に
着
用
す
る
マ
ス
ク
、
長
靴
等
の
資
機
材
を
配
備
す

る
。
 

(
ｴ
) 
化
学
薬
品
等
が
流
出
し
た
場
合
に
事
故
対
応
す
る
た

め
に
着
用
す
る
マ
ス
ク
、
長
靴
等
の
資
機
材
を
配
備
す

る
。
 

(
ｴ
)
 
化
学
薬
品
等
が
流
出
し
た
場
合
に
事
故
対
応
す
る
た

め
に
着
用
す
る
マ
ス
ク
、
長
靴
等
の
資
機
材
を
配
備
す

る
。
 

 

 
(
ｵ
) 
移
動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
に
よ
る
Ａ
系
格
納
容
器
再

循
環

ユ
ニ
ッ
ト
へ
の
海
水
通
水
を
実
施
す
る
際
、
原
子
炉

補
機
冷
却
水
冷
却
器
室
が
浸
水
し
た
場
合
に
排
水
す
る

た
め
の
可
搬
型
ポ
ン
プ
等
の
資
機
材
を
配
備
す
る
。
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
に
は
無
い
資
機
材
の

た
め
記
載
な
し
。）

 

(
ｵ
) 
大
規
模
な
自
然
災
害
に
よ
り
外
部
支
援
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
も
事
故
対
応
を
行
う
た
め
の
防
護
具
、
線
量

計
、
食
料
等
の
資
機
材
を
確
保
す
る
。
 

(
ｶ
) 
大
規
模
な
自
然
災
害
に
よ
り
外
部
支
援
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
を

想
定
し
て
防
護
具
、
線
量
計
、
食
料
等
の
資

機
材
を
確
保
す
る
。
 

(
ｵ
)
 
大
規
模
な
自
然
災
害
に
よ
り
外
部
支
援
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
も
事
故
対
応
を
行
う
た
め
の
防
護
具
、
線
量

計
、
食
料
等
の
資
機
材
を
確
保
す
る
。
 

 

(
ｶ
) 
大
規
模
損
壊
の
発
生
時
に
お
い
て
、
指
揮
者
と
現
場

間
、
発
電
所
外
等
と
の
連
絡
に
必
要
な
通
信
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、

多
様
な
通
信
手
段
を
複
数
整
備
す
る
。

 
ま

た
、
通
常
の
通
信
手
段
が
使
用
不
能
な
場
合
を
想
定
し
た

通
信
連
絡
手
段
と
し
て
、
携
行
型
通
話
装
置
、
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
、
衛
星
電
話
（
携
帯
）
お
よ
び
統
合
原
子
力
防
災

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
等
を
配
備

す
る
と
と
も
に
、
消
火
活
動
専
用
の
通
信
設
備
と
し
て
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、
衛
星
電
話
（
携
帯
）
を
配
備
す
る
。
 

 

(
ｷ
) 
大
規
模
損
壊
の
発
生
時
に
お
い
て
、
指
揮
者
と
現
場

間
、
発
電
所
の
内
外
と
の
連
絡
に
必
要
な
通
信
手
段
を
確

保
す
る
た
め
、
多
様
な
複
数
の
通
信
手
段
を
整
備
す
る
。

 

ま
た
、
通
常
の
通
信
手
段
が
使
用
不
能
な
場
合
を
想
定

し
た
通
信
連
絡
手
段
と
し
て
、
携
帯
型
通
話
設
備
、
無
線

連
絡
設
備
、
衛
星
携
帯
電
話
設
備
及
び
統
合
原
子
力
防
災

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
を
配
備
す
る

と
と
も
に
、
消
火
活
動
専
用
の
通
信
連
絡
が
可
能
な
無
線

連
絡
設
備
を
配
備
す
る
。

 

 

(
ｶ
)
 
大
規
模
損
壊
の
発
生
時
に
お
い
て
、
指
揮
者
と
現
場

間
、
発
電
所
外
等
と
の
連
絡
に
必
要
な
通
信
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、

多
様
な
通
信
手
段
を
複
数
整
備
す
る
。
  

ま
た
、
通
常
の
通
信
手
段
が
使
用
不
能
な
場
合
を
想
定
し

た
通
信
連
絡
手
段
と
し
て
、
携
行
型
通
話
装
置
、
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
、
衛
星
電
話
（
携
帯
）
お
よ
び
統
合
原
子
力
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
等
を
配
備

す
る
と
と
も
に
、
消
火
活
動
専
用
の
通
信
設
備
と
し
て
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、
衛
星
電
話
（
携
帯
）
を
配
備
す
る
。
 

 

２
．
２

 
手
順
書
の
整
備

 
2
.2
 
手
順
書
の
整
備
 

２
．
２
 
手
順
書
の
整
備
 

 

各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
大
規
模
損
壊

発
生
時
の
手
順
書
を
整
備
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
大
規
模
損
壊

を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
外
部
事
象
と
し
て
、
大
規
模
な

自
然
災
害
お
よ
び
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他

の
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
想
定
す
る
。

 

各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長

を
除
く
。）
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
手
順
書
を
整
備
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
大
規
模
損
壊
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
外

部
事
象
と
し
て
、
大
規
模
な
自
然
災
害
及
び
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
想
定
す
る
。
 

各
課
（
室
）
長
（
当
直
課
長
を
除
く
。
）
は
、
大
規
模
損
壊

発
生
時
の
手
順
書
を
整
備
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
大
規
模
損
壊

を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
外
部
事
象
と
し
て
、
大
規
模
な

自
然
災
害
お
よ
び
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他

の
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
想
定
す
る
。

 

 

(1
) 
大
規
模
な
自
然
災
害
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
考
慮
す
る
。
 

ア
 
重
大
事
故
ま
た
は
大
規
模
損
壊
等
が
発
生
す
る
可
能
性

 

イ
 
確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
の
結
果
に
基
づ
く
事
故
シ
ー
ケ

ン
ス
グ
ル
ー
プ
の
選
定
に
て
抽
出
し
な
か
っ
た
地
震
お
よ

び
津
波
特
有
の
事
象
と
し
て
発
生
す
る
事
故
シ
－
ケ
ン
ス

へ
の
対
応
 

ウ
 
発
生
確
率
や
地
理
的
な
理

由
に
よ
り
発
生
す
る
可
能
性

が
極
め
て
低
い
た
め
抽
出
し
て
い
な
い
外
部
事
象
に
対
す

る
緩
和
措
置
 

(1
) 
大
規
模
な
自
然
災
害
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
考
慮
す
る
。
 

ア
 
重
大
事
故
又
は
大
規
模
損
壊
等
が
発
生
す
る
可
能
性
 

イ
 
確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
の
結
果
に
基
づ
く
事
故
シ
ー
ケ

ン
ス
グ
ル
ー
プ
の
選
定
に
て
抽
出
し
な
か
っ
た
地
震
及
び

津
波
特
有
の
事
象
と
し
て
発
生
す
る
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
へ

の
対
応

 

ウ
 
発
生
確
率
や
地
理
的
な
理

由
に
よ
り
発
生
す
る
可
能
性

が
極
め
て
低
い
た
め
抽
出
し
て
い
な
い
外
部
事
象
に
対
す

る
緩

和
措
置
 

(
1)
 大
規
模
な
自
然
災
害
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
考
慮
す
る
。

 

ア
 
重
大
事
故
ま
た
は
大
規
模
損
壊
等
が
発
生
す
る
可
能
性
 

イ
 
確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
の
結
果
に
基
づ
く
事
故
シ
ー
ケ

ン
ス
グ
ル
ー
プ
の
選
定
に
て
抽
出
し
な
か
っ
た
地
震
お
よ

び
津
波
特
有
の
事
象
と
し
て
発
生
す
る
事
故
シ
－
ケ
ン
ス

へ
の
対
応
 

ウ
 
発
生
確
率
や
地
理
的
な
理

由
に
よ
り
発
生
す
る
可
能
性

が
極
め
て
低
い
た
め
抽
出
し
て
い
な
い
外
部
事
象
に
対
す

る
緩
和
措
置

 

 

(2
) 
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム

に
つ
い
て
は
、
大
規
模
損
壊
お
よ
び
大
規
模
な
火
災
が
発
生
す

る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
 

(3
) 
大
規
模
損
壊
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
自
然
災
害
へ

(2
) 
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム

に
つ
い
て
は
、
大
規
模
損
壊
及
び
大
規
模
な
火
災
が
発
生
す
る

こ
と
を
前
提
と
す
る
。
 

(3
) 
大
規
模
損
壊
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
自
然
災
害
へ

(
2)
 
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム

に
つ
い
て
は
、
大
規
模
損
壊
お
よ
び
大
規
模
な
火
災
が
発
生
す

る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
 

(
3)
 
大
規
模
損
壊
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
自
然
災
害
へ
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

の
対
応
に
お
け
る
考
慮
 

各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
に
影
響
を
与
え

る
可
能
性
の
あ
る
自
然
災
害
の
う
ち
、
事
前
予
測
が
可
能
な
豪

雪
（
降
雪
）
、
暴
風
（

台
風
）
、
竜
巻
、
火
山
(
降
灰
）
、
凍
結

お
よ
び
森
林
火
災
に
つ
い
て
は
、
影
響
を
低
減
す
る
た
め
の
必

要
な
安
全
措
置
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

の
対
応
に
お
け
る
考
慮
 

防
災
課
長
、
技
術
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、
原
子

炉
施
設
の
安
全
性
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
自
然
災

害
の
う
ち
、
事
前
予
測
が
可
能
な
積
雪
、
風
（
台
風
）
、
竜
巻
、

火
山
の
影
響
、
凍
結
及
び
森
林
火
災
に
つ
い
て
は
、
影
響
を
低

減
す
る
た
め
の
必
要
な
安
全
措
置
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

の
対
応
に
お
け
る
考
慮
 

各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
に
影
響
を
与
え

る
可
能
性
の
あ
る
自
然
災
害
の
う
ち
、
事
前
予
測
が
可
能
な
豪

雪
（
降
雪
）
、
暴
風
（
台
風
）
、
竜
巻
、
火
山
(降
灰
）
、
凍
結

お
よ
び
森
林
火
災
に
つ
い
て
は
、
影
響
を
低
減
す
る
た
め
の
必

要
な
安
全
措
置
を
社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(4
) 
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム

へ
の
対
応
に
お
け
る
考
慮

  

各
課
（
室
）
長
は
、
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の

衝
突
そ
の

他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
へ
の
対
応
手
順
書
を
整
備
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
施
設
の
広
範
囲
に
わ
た
る
損
壊
、
不
特
定
多
数
の
機
器

の
機
能

喪
失
お
よ
び
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
て
原
子
炉
施

設
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を

想
定
し
、
そ
の
上
で
流
用

性
を
持
た
せ
た
柔
軟
で

多
様
性
の
あ
る
対
応
が
で
き
る
よ
う

社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

(4
) 
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム

へ
の
対
応
に
お
け
る
考
慮

 

各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長

を
除
く
。
）
は
、
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ

ロ
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
手
順
書
を
整
備
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
施

設
の
広
範
囲
に
わ
た
る
損
壊
、
不
特
定

多
数
の
機
器
の
機
能

喪

失
及
び
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
て
原
子
炉
施
設
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
を

想
定
し
、
そ
の
上
で
流
用
性
を
持
た
せ

た
柔
軟
で

多
様
性
の
あ
る
対
応
が
で
き
る
よ
う
規
定
文
書
に

定
め
る
。
 

(
4)
 
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム

へ
の
対
応
に
お
け
る
考
慮
 

各
課
（
室
）
長
は
、
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の

他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
へ
の
対
応
手
順
書
を
整
備
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
施
設
の
広
範
囲
に
わ
た
る
損
壊
、
不
特
定
多
数
の
機
器

の
機
能

喪
失
お
よ
び
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
て
原
子
炉
施

設
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
想
定
し
、
そ
の
上
で
流
用

性
を
持
た
せ
た
柔
軟
で

多
様
性
の
あ
る
対
応
が
で
き
る
よ
う

社
内
標
準
に
定
め
る
。
 

 

各
課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
時
に
対
応
す
る
手
順
の
整

備
に
当
た
っ
て
は
、
大
規
模
損
壊
の
発
生
に
よ
っ
て
、
多
量
の

放
射
性
物
質
が
環
境
中
に
放
出
さ
れ
る
よ
う
な
万
一
の
事
態

に
至
る
場
合
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
原
子
炉
施
設
に
お
い
て

使
え
る
可
能
性
の
あ
る
設
備
、
資
機
材
お
よ
び
要
員
を
最
大
限

に
活
用
し
た
柔
軟
で

多
様
性
の
あ
る
手
段
を
社
内
標
準
に
定

め
る
。
 

(5
) 
各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長

を
除
く
。
）
は
、
大
規
模
損
壊
時
に
対
応
す
る
手
順
の
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
大
規
模
損
壊
の
発
生
に
よ
っ
て
、
多
量
の
放
射
性

物
質
が
環
境
中
に
放
出
さ
れ
る
よ
う
な
万
一
の
事
態
に

至
る

場
合
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
使
え
る

可
能
性
の
あ
る
設
備
、
資
機
材
及
び
対
応
要
員
を
最
大
限
に
活

用
し
た
柔
軟
で
多
様
性
の
あ
る
手
段
を
規
定
文
書
に
定
め
る
。
 

各
課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
時
に
対
応
す
る
手
順
の
整

備
に
あ
た
っ
て
は
、
大
規
模
損
壊
の
発
生
に
よ
っ
て
、
多
量
の

放
射
性
物
質
が
環
境
中
に
放
出
さ
れ
る
よ
う
な
万
一
の
事
態

に
至
る
場
合
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
原
子
炉
施
設
に
お
い
て

使
え
る
可
能
性
の
あ
る
設
備
、
資
機
材
お
よ
び
要
員
を
最
大
限

に
活
用
し
た
柔
軟
で

多
様
性
の
あ
る
手
段
を
社
内
標
準
に
定

め
る
。
 

 

(5
) 
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
手
順
書
の
整
備
お
よ
び
そ
の

対
応
操
作
 

各
課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
手
順
書
を

整
備
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に

よ
る
対
応
を
中
心
と
し
た

多
様
性
お
よ
び
柔
軟
性
を
有
す
る

も
の
と
し
て
、
重
大
事
故
等
対
策
に
お
い
て
整
備
す
る
手
順
等

に
対
し
て
更
な
る

多
様
性
を
持
た
せ
た
も
の
と
す
る
。
 

ま
た
、
原
子
炉
施
設
の
損
壊
状
況
等
の
把
握
を
迅
速
に
試
み

る
と
と
も
に
断
片
的
に
得
ら
れ
る
情
報
、
確
保
で
き
る
要
員
お

よ
び
使
用
可
能
な
設
備
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
緩

和
ま
た
は
放
射
性
物
質
の
放
出
低

減
等
の
た
め
に
効
果
的
な

対
応
操
作
を
速
や
か
に
、
か
つ
、
臨
機
応
変
に
選
択
お
よ
び
実

行
す
る
た
め
、
施
設
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
手
段
お

よ
び
各
対
応
操
作
の
実
行
判
断
を
行
う
た
め
の
手
段
を
定
め

る
。
 

(6
) 
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
手
順
書
の
整
備
及
び
そ
の
対

応
操
作
 

各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長

を
除
く
。
）
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
手
順
書
を
整
備
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
よ
る
対

応
を
中
心
と
し
た

多
様
性
及
び
柔
軟
性
を
有
す
る
も
の
と
し

て
、
重
大
事
故
等
対
策
に
お
い
て
整
備
す
る
手
順
等
に
対
し
て

更
な
る

多
様
性
を
持
た
せ
た
も
の
と
す
る
。
 

ま
た
、
原
子
炉
施
設
の
被
害
状
況
等
の
把
握
を
迅
速
に
試
み

る
と
と
も
に
断
片
的
に
得
ら
れ
る
情
報
、
確
保
で
き
る
対
応
要

員
及
び
使
用
可
能
な
設
備
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損

緩
和
又
は
放
射
性
物
質
の
放
出
低

減
等
の
た
め
に
効
果
的
な

対
応
操
作
を
速
や
か
に
、
か
つ
、
臨
機
応
変
に
選
択
及
び
実
行

す
る
た
め
、
施
設
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
手
段
及
び

各
対
応
操
作
の
実
行
判
断
を
行
う
た
め
の
手
段
を
定
め
る
。
 

(
5)
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
手
順
書
の
整
備
お
よ
び
そ
の

対
応
操
作
 

各
課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
手
順
書
を

整
備
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に

よ
る
対
応
を
中
心
と
し
た

多
様
性
お
よ
び
柔
軟
性
を
有
す
る

も
の
と
し
て
、
重
大
事
故
等
対
策
に
お
い
て
整
備
す
る
手
順
等

に
対
し
て
更
な
る
多
様
性
を
持
た
せ
た
も
の
と
す
る
。
 

ま
た
、
原
子
炉
施
設
の
損
壊
状
況
等
の
把
握
を
迅
速
に
試
み

る
と
と
も
に
断
片
的
に
得
ら
れ
る
情
報
、
確
保
で
き
る
対
応
要

員
お
よ
び
使
用
可
能
な
設
備
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
緩

和
ま
た
は
放
射
性
物
質
の
放
出
低

減
等
の
た
め
に
効
果

的
な
対
応
操
作
を
速
や
か
に
、
か
つ
、
臨
機
応
変
に
選
択
お
よ

び
実
行
す
る
た
め
、
施
設
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
手

段
お
よ
び
各
対
応
操
作
の
実
行
判
断
を
行
う
た
め
の
手
段
を

定
め
る
。
 

 

ア
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
手
順
書
の
適
用
条

件
と
判

断
フ
ロ
ー
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
状
況
把
握
が

困
難

な
場
合
お
よ
び
状
況
把
握
が
あ
る
程
度
可
能
な
場
合
を

想

定
し
、
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
判
断
フ
ロ

ー
を
定
め
る
。
 

ま
た
、
手
順
書
を
有
効
、
か
つ
、
効
果
的
に
活
用
す
る
た

ア
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
手
順
書
の
適
用
条

件
と
判

断
フ
ロ
ー
 

所
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
状
況
把
握
が
困
難
で
事
故
対
応

の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
、
プ
ラ
ン
ト
状
態
が
悪
化
し
た
等

の
安
全
側
に
判
断
し
た
措
置
を
と
る
よ
う
判
断
フ
ロ
ー
を

定
め
る
。
ま
た
、
手
順
書
を
有
効
、
か
つ
、
効
果
的
に
活
用

す
る
た
め
、
適
用
開
始
条
件
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
緩

ア
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
手
順
書
の
適
用
条

件
と
判

断
フ
ロ
ー
 

安
全
・
防
災
室
長
は
、
原
子
炉
施
設
の
状
況
把
握
が
困
難

な
場
合
お
よ
び
状
況
把
握
が
あ
る
程
度
可
能
な
場
合
を

想

定
し
、
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
判
断
フ
ロ

ー
を
定
め
る
。
 

ま
た
、
手
順
書
を
有
効
、
か
つ
、
効
果
的
に
活
用
す
る
た
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

め
、
適
用
開
始
条

件
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
緩

和
操
作

を
選
択
す
る
た
め
の
判
断
フ
ロ
ー
を
明
記
す
る
こ
と
に
よ

り
必
要
な
個
別
対
応
手
段
へ
の
移
行
基
準
を
定
め
る
。
 

和
操
作
を
選
択
す
る
た
め
の
判
断
フ
ロ
ー
を
明
記
す
る
こ

と
に
よ
り
必
要
な

個
別
対
応
手
段
へ
の
移
行
基
準
を
定
め

る
。
 

め
、
適
用
開
始
条
件
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
緩
和
操
作

を
選
択
す
る
た
め
の
判
断
フ
ロ
ー
を
明
記
す
る
こ
と
に
よ

り
必
要
な
個
別
対
応
手
段
へ
の
移
行
基
準
を
定
め
る
。
 

(
ｱ
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
の
判
断
お
よ
び
対
応
要
否
の
判
断
基

準
 当
直
課
長
ま
た
は
原
子
力
防
災
管
理
者
は
、
大
規
模
な

自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の

衝
突
に
つ

い
て
、
緊
急
地
震
速
報
、
大
津
波
警
報
等
ま
た
は
衝
撃
音
、

衝
突
音
等
に
よ
り
検
知
し
た
場
合
、
中
央
制
御
室
の
状
況
、

プ
ラ
ン
ト
状
態
の
大
ま
か
な
確
認
お
よ
び
把
握
を
行
う
と

と
も
に
、
大
規
模
損
壊
発
生
（
ま
た
は
発
生
が
疑
わ
れ
る

場
合
）
の
判
断
を
行
う
。
ま
た
、
以
下
の
適
用
開
始
条
件

に
該
当
す
る
と
判
断
す
れ
ば
、
大
規
模
損
壊
時
に
対
応
す

る
手
順
に
基
づ
き
事
故
の
進
展
防
止
お
よ
び
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
の
活
動
を
開
始
す
る
。
 

(
ｱ)
  
大
規
模
損
壊
発
生
の
判
断
及
び
対
応
要
否
の
判
断
基
準

 

所
長
又
は
発
電
第
二
課
当
直
課
長
は
、
大
規
模
な
自
然

災
害
又
は
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ

ロ
リ

ズ
ム
の
発
生
に
つ
い
て
、
緊
急
地
震
速
報
、
大
津
波

警
報
、
外
部
か
ら
の
情
報
連
絡
等
又
は
衝
撃
音
、
衝
突
音

等
に
よ
り
検
知
し
た
場
合
、
中
央
制
御
室
の
状
況
、
プ
ラ

ン
ト
状
態
の
大
ま
か
な
確
認
及
び
把
握
を
行
う
と
と
も

に
、
大
規
模
損
壊
発
生
（
又
は
発
生
が
疑
わ
れ
る
場
合
）

の
判
断
を
行
う
。
ま
た
、
以
下
の
適
用
開
始
条

件
に
該
当

す
る
と
判
断
す
れ
ば
、
大
規
模
損
壊
時
に
対
応
す
る
手
順

に
基
づ
き
事
故
の
進
展
防
止
及
び
影
響
を
緩

和
す
る
た
め

の
活
動
を
開
始
す
る
。
 

(
ｱ
)
 
大
規
模
損
壊
発
生
の
判
断
お
よ
び
対
応
要
否
の
判
断
基

準
 当
直
課
長
ま
た
は
原
子
力
防
災
管
理
者
は
、
大
規
模
な

自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
に
つ

い
て
、
緊
急
地
震
速
報
、
大
津
波
警
報
等
ま
た
は

衝
撃
音
、

衝
突
音
等
に
よ
り
検
知
し
た
場
合
、
中
央
制
御
室
の
状
況
、

プ
ラ
ン
ト
状
態
の
大
ま
か
な
確
認
お
よ
び
把
握
を
行
う
と

と
も
に
、
大
規
模
損
壊
発
生
（
ま
た
は
発
生
が
疑
わ
れ
る

場
合
）
の
判
断
を
行
う
。
ま
た
、
以
下
の
適
用
開
始
条

件

に
該
当
す
る
と
判
断
す
れ
ば
、
大
規
模
損
壊
時
に
対
応
す

る
手
順
に
基
づ
き
事
故
の
進
展
防
止
お
よ
び
影
響
を
緩

和

す
る
た
め
の
活
動
を
開
始
す
る
。

 

 

【
適
用
開
始
条
件
】
 

ａ
 
大
規
模
な
自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空

機
の

衝
突
等
に
よ
り
原
子
炉
施
設
が
以
下
の
い
ず
れ
か

の
状
態
と
な
っ
た
場
合
 

【
適
用
開
始
条

件
】
 

ａ
 
大
規
模
な
自
然
災
害
又
は
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機

の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
に
よ
り
原
子
炉
施
設
が

以
下
の
い
ず
れ
か
の
状
態
と
な
っ
た
場
合
又
は
疑
わ
れ

る
場
合
 

【
適
用
開
始
条

件
】
 

ａ
 
大
規
模
な
自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型
航
空

機
の

衝
突
等
に
よ
り
原
子
炉
施
設
が
以
下
の
い
ず
れ
か

の
状
態
と
な
っ
た
場
合
 

 

(a
)
 
プ
ラ
ン
ト
監
視
機
能
ま
た
は
制
御
機
能
が

喪
失

（
中
央
制
御
室
の
喪

失
を
含
む
。

)
 

(
a)
 
プ
ラ
ン
ト
監
視
機
能
又
は
制
御
機
能
が
喪
失
し
た

場
合
（
中
央
制
御
室
の
喪
失
を
含
む
。

) 

(
a
)
 
プ
ラ
ン
ト
監
視
機
能
ま
た
は
制
御
機
能
が

喪
失

（
中
央
制
御
室
の
喪
失
を
含
む
。

)
 

 

(b
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
が
損
傷
し
漏
え
い
が
発
生

 
(
b)
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
が
損
傷
し
、
漏
え
い
が
発
生

し
た
場
合
 

(
b
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
が
損
傷
し
漏
え
い
が
発
生
 

 

(c
) 
炉
心
冷
却
機
能
お
よ
び
放
射
性
物
質
閉
じ
込
め
機

能
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
な
大
規
模

な
損
壊
が
発
生

 

(
c)
 
炉
心
冷
却
機
能
及
び
放
射
性
物
質

閉
じ
込
め
機
能

に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
な
大
規
模
な

損
壊
が
発
生
し
た
場
合
 

(
c
) 
炉
心
冷
却
機
能
お
よ
び
放
射
性
物
質

閉
じ
込
め
機

能
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
な
大
規
模

な
損
壊
が
発
生
 

 

(d
) 
大
型

航
空
機
の

衝
突
に
よ
る
大
規
模
な
火
災
が
発

生
 

(
d)
 
大
型
航
空
機
の

衝
突
に
よ
る
大
規
模
な
火
災
が
発

生
し
た
場
合
 

(
d
) 
大
型
航
空
機
の
衝
突
に
よ
る
大
規
模
な
火
災
が
発

生
 

 

ｂ
 
当
直
課
長
が
重
大
事
故
等
発
生
時
に
期
待
す
る
安
全

機
能
が

喪
失
し
、
事
故
の
進
展
防
止
お
よ
び
影
響
緩
和

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
 

ｂ
 
発
電
第
二
課
当
直
課
長
が
重
大
事
故
等
発
生
時
に
期

待
す
る
安
全
機
能
が

喪
失
し
、
事
故
の
進
展
防
止
及
び

影
響
緩
和
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
 

ｂ
 
当
直
課
長
が
重
大
事
故
等
発
生
時
に
期
待
す
る
安
全

機
能
が
喪
失
し
、
事
故
の
進
展
防
止
お
よ
び
影
響
緩
和

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
 

 

ｃ
 
原
子
力
防
災
管
理
者
が
大
規
模
損
壊
時
に
対
応
す
る

手
順
を
活
用
し
た
支
援
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
 

ｃ
 
本
部
長
が
大
規
模
損
壊
時
に
対
応
す
る
手
順
を
活
用

し
た
支
援
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
 

ｃ
 
原
子
力
防
災
管
理
者
が
大
規
模
損
壊
時
に
対
応
す
る

手
順
を
活
用
し
た
支
援
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
 

 

 

(ｲ
) 
緩
和
操
作
を
選
択
す
る
た
め
の
判
断
フ
ロ
ー
 

原
子
力
防
災
管
理
者
は
、
大
規
模
損
壊
時
に
対
応
す
る

手
順
に
よ
る
対
応
を
判
断
後
、
原
子
炉
施
設
の
被
害
状
況

を
把
握
す
る
た
め
の
手
段
を
用
い
て
施
設
の
損
壊
状
況
お

よ
び
プ
ラ
ン
ト
の
状
態
等
を
把
握
し
、
各
対
応
操
作
の
実

行
判
断
を
行
う
た
め
の
手
段
に
基
づ
い
て
、
事
象
進
展
に

応
じ
た
対
応
操
作
を
選
定
す
る
。
 緩

和
操
作
を
選
択
す
る

た
め
の
判
断
フ
ロ
ー
は
、
中
央
制
御
室
の
プ
ラ
ン
ト
監
視

機
能
ま
た
は
制
御
機
能
の
喪
失
に
よ
り
状
況
把
握
が

困
難

な
場
合
に
は
、
外
か
ら
の
目
視
に
よ
る
確
認
ま
た
は
可
搬

(
ｲ)
  
緩
和
操
作
を
選
択
す
る
た
め
の
判
断
フ
ロ
ー

 

本
部
長
は
、
大
規
模
損
壊
時
に
対
応
す
る
手
順
に
よ
る

対
応
を
判
断
後
、
原
子
炉
施
設
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る

た
め
の
手
段
を
用
い
て
施
設
の
損
壊
状
況
及
び
プ
ラ
ン
ト

の
状
態
等
を
把
握
し
、
各
対
応
操
作
の
実
行
判
断
を
行
う

た
め
の
手
段
に
基
づ
い
て
、
事
象
進
展
に
応
じ
た
対
応
操

作
を
選
定
す
る
。

 

緩
和
操
作
を
選
択
す
る
た
め
の
判
断
フ
ロ
ー
は
、
中
央

制
御
室
の
監
視
及
び
制
御
機
能
の

喪
失
に
よ
り
原
子
炉
停

止
状
況
な
ど
の
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
把
握
が

困
難
な
場
合
に

(
ｲ
) 
緩
和
操
作
を
選
択
す
る
た
め
の
判
断
フ
ロ
ー
 

原
子
力
防
災
管
理
者
は
、
大
規
模
損
壊
時
に
対
応
す
る

手
順
に
よ
る
対
応
を
判
断
後
、
原
子
炉
施
設
の
被
害
状
況

を
把
握
す
る
た
め
の
手
段
を
用
い
て
施
設
の
損
壊
状
況
お

よ
び
プ
ラ
ン
ト
の
状
態
等
を
把
握
し
、
各
対
応
操
作
の
実

行
判
断
を
行
う
た
め
の
手
段
に
基
づ
い
て
、
事
象
進
展
に

応
じ
た
対
応
操
作
を
選
定
す
る
。
緩
和
操
作
を
選
択
す
る

た
め
の
判
断
フ
ロ
ー
は
、
中
央
制
御
室
の
プ
ラ
ン
ト
監
視

機
能
お
よ
び
制
御
機
能
の

喪
失
に
よ
り
状
況
把
握
が
困
難

な
場
合
に
は
、
外
か
ら
の
目
視
に
よ
る
確
認
ま
た
は
可
搬
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

型
計
測
器
に
よ
る
優
先
順
位
に
し
た
が
っ
た
建
屋
内
部
の

状
況
確
認
を
順
次
行
い
、
必
要
の
都
度
緩
和
措
置
を
行
う
。 

は
、
外
か
ら
の
目
視
に
よ
る
確
認
及
び
可
搬
型
計
測
器
に

よ
る
優
先
順
位
に
従
っ
た
内
部
の
状
況
確
認
を
順
次
行

い
、
必
要
の
都
度
緩

和
措
置
を
行
う
。
 

型
計
測
器
に
よ
る
優
先
順
位
に
し
た
が
っ
た
建
屋
内
部
の

状
況
確
認
を
順
次
行
い
、
必
要
の
都
度
緩
和
措
置
を
行
う
。
 

中
央
制
御
室
ま
た
は
緊
急
時
対
策
所
で
の
監
視
機
能
の

一
部
が
健
全
で
あ
り
、
速
や
か
な
安
全
機
能
等
の
状
況
把

握
が
可
能
な
場
合
に
は
、
建
屋
内
部
の
状
況
か
ら
全
体
を

速
や
か
に
把
握
し
、
優
先
順
位
を
付
け
て

喪
失
し
た
機
能

を
回
復
ま
た
は
代
替
さ
せ
る
等
に
よ
り
緩

和
措
置
を
行

う
。
ま
た
、
適
切
な
個
別
操
作
を
速
や
か
に
選
択
で
き
る

よ
う
に
、
当
該
フ
ロ
ー
に

個
別
操
作
へ
の
移
行
基
準
を
定

め
る
。
 

中
央
制
御
室
又
は
代
替
緊
急
時
対
策
所
で
の
監
視
機
能

の
一
部
が
健
全
で
あ
り
、
速
や
か
な
安
全
機
能
等
の
状
況

把
握
が
可
能
な
場
合
に
は
、
外
か
ら
の
目
視
に
加
え
て
内

部
の
状
況
か
ら
全
体
を
速
や
か
に
把
握
し
、
優
先
順
位
を

付
け
て

喪
失
し
た
機
能
を
回
復
又
は
代
替
さ
せ
る
等
に
よ

り
緩
和
措
置
を
行
う
。
ま
た
、
適
切
な
個
別
操
作
を
速
や

か
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
、
緩
和
操
作
を
選
択
す
る
た
め

の
判
断
フ
ロ
ー
に
個
別
操
作
へ
の
移
行
基
準
を
定
め
る
。

 

中
央
制
御
室
ま
た
は
緊
急
時
対
策
所
で
の
監
視
機
能
の

一
部
が
健
全
で
あ
り
、
速
や
か
な
安
全
機
能
等
の
状
況
把

握
が
可
能
な
場
合
に
は
、
建
屋
内
部
の
状
況
か
ら
全
体
を

速
や
か
に
把
握
し
、
優
先
順
位
を
付
け
て

喪
失
し
た
機
能

を
回
復
ま
た
は
代
替
さ
せ
る
等
に
よ
り
緩

和
措
置
を
行

う
。
ま
た
、
適
切
な
個
別
操
作
を
速
や
か
に
選
択
で
き
る

よ
う
に
、
当
該
フ
ロ
ー
に
個
別
操
作
へ
の
移
行
基
準
を
定

め
る
。
 

 

な
お
、
個
別
操
作
を
実
行
す
る
た
め
に
必
要
な
重
大
事

故
等
対
処
設
備
ま
た
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
使
用

可
否
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
損
壊
時
に
対
応
す
る
手
順
に

基
づ
く
当
該
設
備
の
状
況
確
認
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

判
断
す
る
。
 

 

な
お
、
個
別
操
作
を
実
行
す
る
た
め
に
必
要
な
重
大
事

故
等
対
処
設
備
又
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
使
用
可

否
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
損
壊
時
に
対
応
す
る
手
順
に
基

づ
く
当
該
設
備
の
状
況
確
認
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
判

断
す
る
。
 

な
お
、
個
別
操
作
を
実
行
す
る
た
め
に
必
要
な
重
大
事

故
等
対
処
設
備
ま
た
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
使
用

可
否
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
損
壊
時
に
対
応
す
る
手
順
に

基
づ
く
当
該
設
備
の
状
況
確
認
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

判
断
す
る
。
 

 

 

イ
 
優
先
順
位
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
  

原
子
力
防
災
管
理
者
は
、
環
境
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出

低
減
を
最
優
先
に
考
え
、
炉
心
損
傷
の
潜
在
的
可
能
性
を
最

小
限
に
す
る
こ
と
、
炉
心
損
傷
を
少
し
で
も
遅
ら
せ
る
こ
と

に
寄
与
で
き
る
初
期
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
事
故
対
応
へ

の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
、
火
災
の
状
況
を
確
認
す
る
。
ま

た
、
対
応
要
員
お
よ
び
残
存
す
る
資
源
等
を
基
に
有
効
、
か

つ
、
効
果
的
な
対
応
を
選
定
し
、
事
故
を
収
束
さ
せ
る
対
応

を
行
う
。

 

ま
た
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
安
全
機
能
の

喪
失
、

大
規
模
な
火
災
の
発
生
お
よ
び
運
転
員
（
当
直
員
）
を
含
む

重
大
事
故
等
対
策
要
員
等
が
被
災
し
た
場
合
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し

た
場
合
に
お
け
る
消
火
活
動
」
、
「
炉
心
の
著
し
い
損
傷
緩

和
」
、「
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
緩

和
」、
「
使
用
済
燃
料
貯

蔵
槽
の
水
位
確
保
お
よ
び
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
緩
和
」
お

よ
び
「
放
射
性
物
質
の
放
出
低

減
」
の
緩
和
等
の
措
置
に
つ

い
て
、
人
命
救
助
を
行
う
と
と
も
に
要
員
の
安
全
を
確
保
し

つ
つ
並
行
し
て
行
う
。
 

イ
 
 優
先
順
位
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
 

本
部
長
は
、
環
境
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出
低
減
を
最
優

先
に
考
え
、
炉
心
損
傷
の
潜
在
的
可
能
性
を
最
小
限
に
す
る

こ
と
、
炉
心
損
傷
を
少
し
で
も
遅
ら
せ
る
こ
と
に
寄
与
で
き

る
初
期
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
事
故
対
応
へ
の
影
響
を
把

握
す
る
た
め
、
火
災
の
状
況
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
確
保
で

き
る
対
応
要
員
及
び
残
存
す
る
資
源
等
を
基
に
有
効
、
か

つ
、
効
果
的
な
対
応
を
選
定
し
、
事
故
を
収
束
さ
せ
る
対
応

を
行
う
。
 

ま
た
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
安
全
機
能
の
喪
失
、

大
規
模
な
火
災
の
発
生
及
び
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
（
指
揮

者
等
）
、
運
転
員
（
当
直
員
）、
重
大
事
故
等
対
策
要
員
、
専

属
自
衛
消
防

隊
員
の
一
部
が
被
災
し
た
場
合
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し

た
場
合
に
お
け
る
消
火
活
動
」
、
「
炉
心
の
著
し
い
損
傷
緩

和
」
、「
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
緩

和
」、
「
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
水
位
確
保
及
び
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
緩

和
」
及
び

「
放
射
性
物
質
の
放
出
低

減
」
の
対
応
を
行
う
。
人
命
救
助

が
必
要
な
場
合
は
原
子
力
災
害
へ
対
応
し
つ
つ
、
人
命
の
救

助
を
対
応
要
員
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
行
う
。

 

イ
 
優
先
順
位
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
  

原
子
力
防
災
管
理
者
は
、
環
境
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出

低
減
を
最
優
先
に
考
え
、
炉
心
損
傷
の
潜
在
的
可
能
性
を
最

小
限
に
す
る
こ
と
、
炉
心
損
傷
を
少
し
で
も
遅
ら
せ
る
こ
と

に
寄
与
で
き
る
初
期
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
事
故
対
応
へ

の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
、
火
災
の
状
況
を
確
認
す
る
。
ま

た
、
対
応
要
員
お
よ
び
残
存
す
る
資
源
等
を
基
に
有
効
、
か

つ
、
効
果
的
な
対
応
を
選
定
し
、
事
故
を
収
束
さ
せ
る
対
応

を
行
う
。
 

ま
た
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
安
全
機
能
の
喪
失
、

大
規
模
な
火
災
の
発
生
お
よ
び
運
転
員
（
当
直
員
）
を
含
む

重
大
事
故
等
対
策
要
員
等
が
被
災
し
た
場
合
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備

等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し

た
場
合
に
お
け
る
消
火
活
動
」
、
「
炉
心
の
著
し
い
損
傷
緩

和
」、
「
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
緩
和
」、
「
使
用
済
燃
料
貯

蔵
槽
の
水
位
確
保
お
よ
び
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
緩
和
」
お

よ
び
「
放
射
性
物
質
の
放
出
低

減
」
の
緩
和
等
の
措
置
に
つ

い
て
、
人
命
救
助
を
行
う
と
と
も
に
対
応
要
員
の
安
全
を
確

保
し
つ
つ
並
行
し
て
行
う
。

 

 

さ
ら
に
、
環
境
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出
低
減
を
最
優
先

と
す
る
観
点
か
ら
、
事
故
対
応
を
行
う
た
め
の
ア
ク
セ
ス
ル

ー
ト
の
確
保
、
操
作
場
所
に
支
障
と
な
る
火
災
お
よ
び
延
焼

す
る
こ
と
に
よ
り
被
害
の

拡
大
に
繋
が
る
可
能
性
の
あ
る

火
災
の
消
火
活
動
を
優
先
的
に
実
施
す
る
。
 

さ
ら
に
、
環
境
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出
低

減
を
最
優
先

と
す
る
観
点
か
ら
、
事
故
対
応
を
行
う
た
め
の
ア
ク
セ
ス
ル

ー
ト
及
び
操
作
場
所
に
支
障
と
な
る
火
災
並
び
に
延

焼
す

る
こ
と
に
よ
り
被
害
の

拡
大
に
繋
が
る
可
能
性
の
あ
る
火

災
の
消
火
活
動
を
優
先
的
に
実
施
す
る
。
 

さ
ら
に
、
環
境
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出
低

減
を
最
優
先

と
す
る
観
点
か
ら
、
事
故
対
応
を
行
う
た
め
の
ア
ク
セ
ス
ル

ー
ト
の
確
保
、
操
作
場
所
に
支
障
と
な
る
火
災
お
よ
び
延
焼

す
る
こ
と
に
よ
り
被
害
の

拡
大
に
繋
が
る
可
能
性
の
あ
る

火
災
の
消
火
活
動
を
優
先
的
に
実
施
す
る
。

 

 

 

原
子
力
防
災
管
理
者
は
、
非
常
召
集
し
た
各
要
員
か
ら
原

本
部
長
は
、
非
常
召
集
し
た
対
応
要
員
か
ら
原
子
炉
施
設

原
子
力
防
災
管
理
者
は
、
非
常
召
集
し
た
対
応
要
員
か
ら
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

子
炉
施
設
の
被
災
状
況
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
大
ま
か

な
状
況
の
確
認
お
よ
び
把
握
（
火
災
の
発
生
有
無
、
建
屋
の

損
壊
状
況
等
）
を
行
う
。
当
直
課
長
ま
た
は
原
子
力
防
災
管

理
者
が
原
子
炉
施
設
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
手

段
を
用
い
た
状
況
把
握
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
大
規
模
損

壊
時
に
対
応
す
る
手
順
に
基
づ
く
対
応
を
開
始
す
る
。
 

の
被
災
状
況
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
大
ま
か
な
状
況
の

確
認
及
び
把
握
（
火
災
の
発
生
有
無
、
建
屋
の
損
壊
状
況
等
）

を
行
う
。
本
部
長
又
は
発
電
第
二
課
当
直
課
長
が
原
子
炉
施

設
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
手
段
を
用
い
た
状
況

把
握
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
大
規
模
損
壊
時
に
対
応
す
る

手
順
に
基
づ
く
対
応
を
開
始
す
る
。

 

原
子
炉
施
設
の
被
災
状
況
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
大
ま

か
な
状
況
の
確
認
お
よ
び
把
握
（
火
災
の
発
生
有
無
、
建
屋

の
損
壊
状
況
等
）
を
行
う
。
当
直
課
長
ま
た
は
原
子
力
防
災

管
理
者
が
原
子
炉
施
設
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の

手
段
を
用
い
た
状
況
把
握
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
大
規
模

損
壊
時
に
対
応
す
る
手
順
に
基
づ
く
対
応
を
開
始
す
る
。

 

対
応
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
た
対
応
可
能
要

員
数
、
使
用
可
能
設
備
お
よ
び
施
設
の
状
態
に
応
じ
て
選
定

す
る
。
 

対
応
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
た
対
応
可
能
要

員
数
、
使
用
可
能
設
備
及
び
施
設
の
状
態
に
応
じ
て
選
定
す

る
。
 

対
応
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
た
対
応
可
能
要

員
数
、
使
用
可
能
設
備
お
よ
び
施
設
の
状
態
に
応
じ
て
選
定

す
る
。
 

 

(ｱ
) 
原
子
炉
施
設
の
状
況
把
握
が

困
難
な
場
合
 

プ
ラ
ン
ト
監
視
機
能
が
喪

失
し
、
原
子
炉
施
設
の
状
況

把
握
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
は
、
外
観
よ
り
施
設
の
状

況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
対
応
が
可
能
な
要
員
の
状
況

を
可
能
な
範
囲
で
把
握
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア

ニ
ュ
ラ
ス
部
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
環
境
へ
の

放
射
性
物
質
の
放
出
低

減
を
最
優
先
に
考
え
、
大
規
模
な

火
災
の
発
生
に
対
し
て
も
迅
速
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
監

視
機
能
を
復
旧
さ
せ
る
た
め
、
代
替
電
源
に
よ
る
給
電
に

よ
り
、
監
視
機
能
の
復

旧
措
置
を
試
み
る
と
と
も
に
、
可

搬
型
計
測
器
等
を
用
い
て
可
能
な
限
り
継
続
的
に
状
態
把

握
に

努
め
る
。
 

(
ｱ)
  
原
子
炉
施
設
の
状
況
把
握
が
困
難
な
場
合

 

プ
ラ
ン
ト
監
視
機
能
が
喪
失
し
、
原
子
炉
施
設
の
状
況

把
握
が

困
難
な
場
合
に
お
い
て
は
、
外
観
よ
り
施
設
の
状

況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
対
応
が
可
能
な
対
応
要
員
の

状
況
を
可
能
な
範
囲
で
把
握
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
又
は

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
環
境
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出

低
減
を
最
優
先
に
考
え
、
大
規
模
火
災
の
発
生
に
対
し
て

も
迅
速
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
監
視
機
能
を
復

旧
さ
せ
る

た
め
、
代
替
電
源
に
よ
る
供
給
に
よ
り
、
監
視
機
能
の
復

旧
措
置
を
試
み
る
と
と
も
に
、
可
搬
型
計
測
器
等
を
用
い

て
可
能
な
限
り
継
続
的
に
状
態
把
握
に
努
め
る
。
 

(
ｱ
) 
原
子
炉
施
設
の
状
況
把
握
が
困
難
な
場
合
 

プ
ラ
ン
ト
監
視
機
能
が
喪
失
し
、
原
子
炉
施
設
の
状
況

把
握
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
は
、
外
観
よ
り
施
設
の
状

況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
対
応
が
可
能
な
要
員
の
状
況

を
可
能
な
範
囲
で
把
握
し
、
原
子
炉
格
納
容
器
ま
た
は
使

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
環
境
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出
低

減
を
最
優
先
に
考
え
、
大
規
模
な
火
災
の
発
生
に
対
し
て

も
迅
速
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
監
視
機
能
を
復
旧
さ
せ
る

た
め
、
代
替
電
源
に
よ
る
給
電
に
よ
り
、
監
視
機
能
の
復

旧
措
置
を
試
み
る
と
と
も
に
、
可
搬
型
計
測
器
等
を
用
い

て
可
能
な
限
り
継
続
的
に
状
態
把
握
に
努
め
る
。
 

 

外
観
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
ま

た
は
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
破
損

が
確
認
さ
れ
周
辺
の
線
量
率
が
上
昇
し
て
い
る
場
合
は
放

射
性
物
質
の
放
出
低

減
処
置
を
行
う
。
 

外
観
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
又
は
燃
料
取
扱
棟
の
損
傷

が
確
認
さ
れ
原
子
炉
施
設
周
辺
の
線
量
率
が
上
昇
し
て
い

る
場
合
は
放
射
性
物
質
の
放
出
低

減
処
置
を
行
う
。
 

外
観
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
ま
た
は
原
子
炉
補
助
建
屋

（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
破
損
が
確
認
さ
れ
周
辺
の
線

量
率
が
上
昇
し
て
い
る
場
合
は
放
射
性
物
質
の
放
出
低

減

処
置
を
行
う
。
 

 

外
観
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
が

健
全
で
あ
る
こ
と
や
周
辺
の
線
量
率
が
正
常
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
場
合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器

破
損
の
緩
和

処
置
を
優
先
し
て
実
施
し
、
炉
心
が
損
傷
し
て
い
な
い
こ

と
等
を
確
認
で
き
た
場
合
に
は
、
炉
心
損
傷
緩

和
の
処
置

を
実
施
す
る
。
 

外
観
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
や
原

子
炉
施
設
周
辺
の
線
量
率
が
正
常
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
場
合
は
原
子
炉
格
納
容
器
破
損
の
緩

和
措
置
を
優
先

し
て
実
施
し
、
炉
心
が
損
傷
し
て
い
な
い
こ
と
等
を
確
認

で
き
た
場
合
に
は
、
炉
心
損
傷
緩
和
の
措
置
を
実
施
す
る
。
 

外
観
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
や
周

辺
の
線
量
率
が
正
常
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
場
合

は
、
原
子
炉
格
納
容
器
破
損
の
緩
和
処
置
を
優
先
し
て
実

施
し
、
炉
心
が
損
傷
し
て
い
な
い
こ
と
等
を
確
認
で
き
た

場
合
に
は
、
炉
心
損
傷
緩
和
の
処
置
を
実
施
す
る
。
 

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
外
観
よ

り
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
が
健
全
で

あ
る
こ
と
や
周
辺
の
線
量
率
が
正
常
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
場
合
は
、
建
屋
内
部
に
て
可
能
な
限
り
代
替
水
位

計
の
設
置
等
の
措
置
を
行
う
と
と
も
に
、
常
設
設
備
ま
た

は
可
搬
型
設
備
に
よ
る
注
水
を
行
う
。
ま
た
、
水
位
の
維

持
が
不
可
能
ま
た
は
不
明
と
判
断
し
た
場
合
は
建
屋
内
部

ま
た
は
外
部
か
ら
の
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
外
観
よ

り
燃
料
取
扱
棟
が
健
全
で
あ
る
こ
と
や
使
用
済
燃
料
ピ
ッ

ト
周
辺
の
線
量
率
が
正
常
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
場

合
は
、
建
屋
内
部
に
て
可
能
な
限
り
代
替
水
位
計
の
設
置

等
の
措
置
を
行
う
と
と
も
に
、
常
設
設
備
又
は
可
搬
型
設

備
に
よ
る
注
水
を
行
う
。
ま
た
、
水
位
の
維
持
が
不
可
能

又
は
不
明
と
判
断
し
た
場
合
は
、
建
屋
内
部
又
は
外
部
か

ら
の
ス
プ
レ
イ
を
行
う
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
外
観
よ

り
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
が
健
全
で

あ
る
こ
と
や
周
辺
の
線
量
率
が
正
常
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
場
合
は
、
建
屋
内
部
に
て
可
能
な
限
り
代
替
水
位

計
の
設
置
お
よ
び
漏
え
い
抑
制
等
の
措
置
を
行
う
と
と
も

に
、
常
設
設
備
ま
た
は
可
搬
型
設
備
に
よ
る
注
水
を
行
う
。

ま
た
、
水
位
の
維
持
が
不
可
能
ま
た
は
不
明
と
判
断
し
た

場
合
は
建
屋
内
部
ま
た
は
外
部
か
ら
の
ス
プ
レ
イ
を
行

う
。
 

 

(ｲ
)
 原
子
炉
施
設
の
状
況
把
握
が
あ
る
程
度
可
能
な
場
合
 

プ
ラ
ン
ト
監
視
機
能
が
健
全
で
あ
る
場
合
に
は
、
運
転

員
（
当
直
員
）
等
に
よ
り
原
子
炉
施
設
の
状
況
を
速
や
か

に
把
握
し
、
判
断
フ
ロ
ー
に
基
づ
い
て
「
止
め
る
」、
「
冷

や
す
」
、「

閉
じ
込
め
る
」
機
能
の
確
保
を
基
本
と
し
、
状

(
ｲ)
  
原
子
炉
施
設
の
状
況
把
握
が
あ
る
程
度
可
能
な
場
合
 

プ
ラ
ン
ト
監
視
機
能
が
健
全
で
あ
る
場
合
に
は
、
運
転

員
（
当
直
員
）、
緊
急
時
対
策
本
部
要
員
（
指
揮
者
等
）
及

び
重
大
事
故
等
対
策
要
員
に
よ
り
原
子
炉
施
設
の
状
況
を

速
や
か
に
把
握
し
、
判
断
フ
ロ
ー
に
基
づ
い
て
「
止
め
る
」、

(ｲ
) 
原
子
炉
施
設
の
状
況
把
握
が
あ
る
程
度
可
能
な
場
合

 

プ
ラ
ン
ト
監
視
機
能
が
健
全
で
あ
る
場
合
に
は
、
運
転

員
（
当
直
員
）
等
に
よ
り
原
子
炉
施
設
の
状
況
を
速
や
か

に
把
握
し
、
判
断
フ
ロ
ー
に
基
づ
い
て
「
止
め
る
」
、「
冷

や
す
」、
「
閉
じ
込
め
る
」
機
能
の
確
保
を
基
本
と
し
、
状
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

況
把
握
が
困
難
な
場
合
と
同
様
に
、
環
境
へ
の
放
射
性
物

質
の
放
出
低

減
を
目
的
に
、
優
先
的
に
実
施
す
べ
き
対
応

操
作
と
そ
の
実
効
性
を
総
合
的
に
判
断
し
、
必
要
な
緩
和

処
置
を
実
施
す
る
。
 

「
冷
や
す
」、
「
閉
じ
込
め
る
」
機
能
の
確
保
を
基
本
と
し
、

状
況
把
握
が
困
難
な
場
合
と
同
様
に
、
環
境
へ
の
放
射
性

物
質
の
放
出
低

減
を
目
的
に
、
優
先
的
に
実
施
す
べ
き
対

応
操
作
と
そ
の
実
行
性
を
総
合
的
に
判
断
し
、
必
要
な
緩

和
処
置
を
実
施
す
る
。
 

況
把
握
が
困
難
な
場
合
と
同
様
に
、
環
境
へ
の
放
射
性
物

質
の
放
出
低

減
を
目
的
に
、
優
先
的
に
実
施
す
べ
き
対
応

操
作
と
そ
の
実
効
性
を
総
合
的
に
判
断
し
、
必
要
な
緩
和

処
置
を
実
施
す
る
。
 

な
お
、
部
分
的
に
し
か
パ
ラ
メ
ー
タ
等
を
確
認
で
き
な

い
場
合
は
、
可
搬
型
計
測
器
等
に
よ
り
確
認
を
試
み
る
。
 

各
対
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に

お
け
る
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
確
保
の
考
え
方
を
基
本
に
、
被

害
状
況
を
確
認
し
、
早
急
に
復

旧
可
能
な
ル
ー
ト
を
選
定

し
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
を
用
い
て
法
面
崩
壊
に
よ
る
土
砂
、
建

屋
の
損
壊
に
よ
る
ガ
レ
キ
等
の
撤
去
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
で
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
を
行
う
。
ま
た
、
事
故

対
応
の
支
障
と
な
る
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
お
よ
び
操
作
の

支
障
と
な
る
火
災
な
ら
び
に
延

焼
す
る
こ
と
に
よ
り
被

害
の

拡
大
に
繋
が
る
可
能
性
の
あ
る
火
災
の
消
火
活
動

を
優
先
的
に
実
施
す
る
。

 

 

な
お
、
部
分
的
に

パ
ラ
メ
ー
タ
等
を
確
認
で
き
な
い
場

合
は
、
可
搬
型
計
測
器
等
に
よ
り
確
認
を
試
み
る
。
 

各
対
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に

お
け
る
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
確
保
の
考
え
方
を
基
本
に
、
被

害
状
況
を
確
認
し
、

早
急
に
復
旧
可
能
な
ル
ー
ト
を
選
定

し
、
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
、
そ
の
他
重
機
を
用
い
て
斜
面
崩

壊
に
よ
る
土
砂
、
建
屋
の
損
壊
に
よ
る
が
れ
き
等
の
撤
去

活
動
を
実
施
す
る
こ
と
で
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
を
行

う
。
ま
た
、
事
故
対
応
を
行
う
た
め
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

及
び
各
影
響
緩

和
対
策
の
操
作
に
支
障
と
な
る
火
災
及
び

延
焼
す
る
こ
と
に
よ
り
被
害
の
拡
大
に
繋
が
る
可
能
性
の

あ
る
火
災
の
消
火
活
動
を
優
先
的
に
実
施
す
る
。
 

な
お
、
部
分
的
に
し
か
パ
ラ
メ
ー
タ
等
を
確
認
で
き
な

い
場
合
は
、
可
搬
型
計
測
器
等
に
よ
り
確
認
を
試
み
る
。
 

各
対
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に

お
け
る
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
確
保
の
考
え
方
を
基
本
に
、
被

害
状
況
を
確
認
し
、
早
急
に
復
旧
可
能
な
ル
ー
ト
を
選
定

し
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
お
よ
び
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
を
用
い
て
法
面

崩
壊
に
よ
る
土
砂
、
建
屋
の
損
壊
に
よ
る
ガ
レ
キ
等
の
撤

去
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
で
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保

を
行
う
。
ま
た
、
事
故
対
応
の
支
障
と
な
る
ア
ク
セ
ス
ル

ー
ト
お
よ
び
操
作
の
支
障
と
な
る
火
災
な
ら
び
に
延

焼

す
る
こ
と
に
よ
り
被
害
の

拡
大
に
繋
が
る
可
能
性
の
あ

る
火
災
の
消
火
活
動
を
優
先
的
に
実
施
す
る
。

 

 

 

ウ
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
手

順
書
 

各
課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
手
順

書
を
整
備
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
重
大
事
故
等
対
策
で
整

備
す
る
設
備
を
活
用
し
た
手
順
等
に
加
え
て
、
事
象
進
展

の
抑
制
お
よ
び
緩
和
に
資
す
る
た
め
の

多
様
性
を
持
た
せ

た
手
順
等
、
共
通
要
因
で
同
時
に
機
能

喪
失
す
る
こ
と
の

な
い
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
用
い
た
手
順
、
中

央
制
御
室
で
の
プ
ラ
ン
ト
監
視
機
能
ま
た
は
制
御
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
も
対
応
で
き
る
よ
う
現
場
に
て
プ
ラ
ン
ト

パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
す
る
た
め
の
手
順
、
重
大
事
故
等
対

策
と
異
な
る
判
断
基
準
に
よ
り
事
故
対
応
を
行
う
た
め
の

手
順
お
よ
び
現
場
に
て
直
接
機
器
を
動
作
さ
せ
る
た
め
の

手
順
等
を
定
め
る
。
 

ウ
 
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
手

順
書

 

 

各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課

長
を
除
く
。
）
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
手
順
書
を
整

備
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
重
大
事
故
等
対
策
で
整
備
す
る
設

備
を
活
用
し
た
手
順
等
に
加
え
て
、
重
大
事
故
等
時
で
は
有

効
に
機
能
し
な
い
設
備
等
が
大
規
模
損
壊
の
よ
う
な
状
況

下
で
は
有
効
に
機
能
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
事
象

進
展
の
抑
制
及
び
緩

和
に
資
す
る
た
め
の

多
様
性
を
持
た

せ
た
設
備
等
を
活
用
し
た
手
段
を
可
搬
型
設
備
等
に
よ
る

対
応
手
順
等
、
共
通
要
因
で
同
時
に
機
能
喪
失
す
る
こ
と
の

な
い
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
等
を
用
い
た
手
順
、
中

央
制
御
室
で
の
監
視
及
び
制
御
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
も

対
応
で
き
る
よ
う
現
場
に
て
プ
ラ
ン
ト

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計

測
す
る
た
め
の
手
順
、
重
大
事
故
等
対
策
と
異
な
る
判
断
基

準
に
よ
り
事
故
対
応
を
行
う
た
め
の
手
順
及
び
現
場
に
て

直
接
機
器
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
手
順
等
を
定
め
る
。
 

 

ウ
 
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
手

順
書
  

各
課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
手
順

書
を
整
備
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
重
大
事
故
等
対
策
で
整

備
す
る
設
備
を
活
用
し
た
手
順
等
に
加
え
て
、
事
象
進
展

の
抑
制
お
よ
び
緩
和
に
資
す
る
た
め
の
多
様
性
を
持
た
せ

た
手
順
等
、
共
通
要
因
で
同
時
に
機
能
喪
失
す
る
こ
と
の

な
い
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
用
い
た
手
順
、
中

央
制
御
室
で
の
プ
ラ
ン
ト
監
視
機
能
ま
た
は
制
御
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
も
対
応
で
き
る
よ
う
現
場
に
て
プ
ラ
ン
ト

パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
す
る
た
め
の
手
順
、
重
大
事
故
等
対

策
と
異
な
る
判
断
基
準
に
よ
り
事
故
対
応
を
行
う
た
め
の

手
順
お
よ
び
現
場
に
て
直
接
機
器
を
動
作
さ
せ
る
た
め
の

手
順
等
を
定
め
る
。
 

 

(ｱ
) 
５
つ
の
活
動
ま
た
は
緩
和
対
策
を
行
う
た
め
の
手
順
書
 

(
ｱ)
  
５
つ
の
活
動
又
は
緩
和
対
策
を
行
う
た
め
の
手
順
書
 

(
ｱ
) 
５
つ
の
活
動
ま
た
は
緩

和
対
策
を
行
う
た
め
の
手
順
書
 

 

ａ
 
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
消
火
活

動
に
関
す
る
手
順
等
 

各
課
（
室
）
長
は
、
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝

突
に
よ
る
大
規
模
な

航
空
機
燃
料
火
災
を
想
定
し
、
放

水
砲
等
を
用
い
た
泡
消
火
に
つ
い
て
の
手
順
書
を
定

め
る
。
 

ま
た
、
地
震
お
よ
び
津
波
の
よ
う
な
大
規
模
な
自
然

ａ
 
 
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
消
火
活

動
に
関
す
る
手
順
等
 

防
災
課
長
及
び
保
修
第
二
課
長
は
、
故
意
に
よ
る
大

型
航
空
機
の
衝
突
に
よ
る
大
規
模
な
航
空
機
燃
料
火
災

を
想
定
し
、
放
水
砲
等
を
用
い
た
泡
消
火
に
つ
い
て
の

手
順
書
を
定
め
る
。
 

ま
た
、
地
震
及
び
津
波
の
よ
う
な
大
規
模
な
自
然
災

ａ
 
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
消
火
活

動
に
関
す
る
手
順
等

 

各
課
（
室
）
長
は
、
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の

衝

突
に
よ
る
大
規
模
な

航
空
機
燃
料
火
災
を
想
定
し
、
放

水
砲
等
を
用
い
た
泡
消
火
に
つ
い
て
の
手
順
書
を
定

め
る
。
 

ま
た
、
地
震
お
よ
び
津
波
の
よ
う
な
大
規
模
な
自
然
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

災
害
に
よ
っ
て
施
設
内
の
変
圧
器
火
災
の
大
規
模
な
火

災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
同
様
な
対
応
が
可

能
な
よ
う
に

多
様
な
消
火
手
段
を
定
め
る
。

 

害
に
よ
っ
て
発
電
所
内
の

油
タ
ン
ク
火
災
等
の
大
規
模

な
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
同
様
な
対
応

が
可
能
な
よ
う
に
多
様
な
消
火
手
段
を
定
め
る
。
 

災
害
に
よ
っ
て
施
設
内
の
油
タ
ン
ク
火
災
等
の
大
規
模

な
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
同
様
な
対
応

が
可
能
な
よ
う
に
多
様
な
消
火
手
段
を
定
め
る
。
 

手
順
書
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

(
ｼ)
項
に
該
当
す
る
手

順
等
を
含
む
も
の
と
す
る
。
 

大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
対
応
手

段
の
優
先
順
位
は
、
放
水
砲
等
を
用
い
た
泡
消
火
に
つ

い
て
速
や
か
に
準
備
す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
準
備
が

可
能
な
化
学
消
防
自
動

車
お
よ
び

小
型
動
力

ポ
ン
プ
付

水
槽
車
、
ま
た
は
化
学
消
防
自
動

車
、
小
型
動
力

ポ
ン

プ
付
水
槽

車
お
よ
び
中
型
放
水
銃
、
あ
る
い
は

送
水
車

（
消
火
用
）
お
よ
び
中
型
放
水
銃
に
よ
る
、
泡
消
火
な

ら
び
に
延
焼
防
止
の
た
め
の
消
火
を
実
施
す
る
。
 

重
大
事
故
等
対
策
要
員
に
よ
る
消
火
活
動
を
行
う
場

合
は
、
事
故
対
応
と
は
独
立
し
た
通
信
手
段
を
用
い
る

た
め
に
、
別
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
回
線
を
使
用
す
る

こ
と
と
し
、
発
電
所
対
策
本
部
と
の
連
絡
に
つ
い
て
は
、

衛
星
電
話
（
携
帯
）
を
使
用
し
て
、
発
電
所
対
策
本
部

長
の
指
揮
に
よ
り
対
応
を
行
う
。
 

手
順
書
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

(
ｼ
)項
に
該
当
す
る
手

順
等
を
含
む
も
の
と
す
る
。
 

大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
対
応
手

段
の
優
先
順
位
は
、
放
水
砲
等
を
用
い
た
泡
消
火
に
つ

い
て
速
や
か
に
準
備
す
る
と
と
も
に
、
火
災
の
状
況
に

応
じ
て

小
型
放
水
砲
等
に
よ
る
泡
消
火
を
準
備
す
る
。

ま
た
、

早
期
に
準
備
が
可
能
な
消
防
自
動
車
に
よ
る
延

焼
防
止
の
た
め
の
消
火
を
実
施
す
る
。
 

重
大
事
故
等
対
策
要
員
に
よ
る
消
火
活
動
を
行
う
場

合
は
、
事
故
対
応
と
は
独
立
し
た
通
信
手
段
を
用
い
る

た
め
に
、
消
火
活
動
専
用
の
無
線
連
絡
装
置
の
回
線
を

使
用
す
る
こ
と
と
し
、
全
体
指
揮
者
の
指
揮
の
下
対
応

を
行
う
。
 

手
順
書
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

(ｼ
)
項
に
該
当
す
る
手

順
等
を
含
む
も
の
と
す
る
。
 

大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
対
応
手

段
の
優
先
順
位
は
、
放
水
砲
等
を
用
い
た
泡
消
火
に
つ

い
て
速
や
か
に
準
備
す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
準
備
が

可
能
な
化
学
消
防
自
動
車
お
よ
び

小
型
動
力

ポ
ン
プ
付

水
槽
車
、
ま
た
は
化
学
消
防
自
動
車
、
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
水
槽
車
お
よ
び
中
型
放
水
銃
、
あ
る
い
は
送
水
車

（
消
火
用
）
お
よ
び
中
型
放
水
銃
に
よ
る
、
泡
消
火
な

ら
び
に
延
焼
防
止
の
た
め
の
消
火
を
実
施
す
る
。

 

重
大
事
故
等
対
策
要
員
に
よ
る
消
火
活
動
を
行
う
場

合
は
、
事
故
対
応
と
は
独
立
し
た
通
信
手
段
を
用
い
る

た
め
に
、
別
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
回
線
を
使
用
す
る

こ
と
と
し
、
発
電
所
対
策
本
部
と
の
連
絡
に
つ
い
て
は
、

衛
星
電
話
（
携
帯
）
を
使
用
し
て
、
発
電
所
対
策
本
部

長
の
指
揮
に
よ
り
対
応
を
行
う
。
 

   【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
放
水
砲
と
同
時

に
準
備
す
る
設
備
に
つ
い
て

具
体
的
に
記
載
し
て
い
る
。）

 

 【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
消
火
活
動
の
通

信
は
重
大
事
故
と
別
の
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
回
線
等
を
使
用

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
）
 

ｂ
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策
に
関

す
る
手
順
等

 

各
課
（
室
）
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
緩

和
す

る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
手
順
書
に
つ
い
て
、
以
下
の

(ｲ
)項
か
ら

(ｶ
)項
、
(
ｽ)
項
お
よ
び
(
ｾ)
項
に
該
当
す
る

手
順
等
を
含
む
も
の
と
し
て
定
め
る
。
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策
が
必

要
な
場
合
に
お
け
る
対
応
手
段
の
優
先
順
位
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

 

ｂ
 
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策
に
関

す
る
手
順
等
 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す

る
手
順
書
に
つ
い
て
、
以
下
の

(ｲ
)項
か
ら

(ｶ
)項
、
(ｽ
)

項
及
び

(
ｾ
)
項
に
該
当
す
る
手
順
等
を
含
む
も
の
と
し

て
定
め
る
。
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策
が
必

要
な
場
合
に
お
け
る
対
応
手
段
の
優
先
順
位
 

ｂ
 
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策
に
関

す
る
手
順
等
 

各
課
（
室
）
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
緩
和
す

る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
手
順
書
に
つ
い
て
、
以
下
の

(
ｲ)
項
か
ら

(
ｶ)
項
、
(ｽ
)
項
お
よ
び

(ｾ
)項
に
該
当
す
る

手
順
等
を
含
む
も
の
と
し
て
定
め
る
。
 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策
が
必

要
な
場
合
に
お
け
る
対
応
手
段
の
優
先
順
位
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。
 

 

(a
) 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
は
、
蒸

気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
お
よ
び

減
圧
を

優
先
し
、

蒸
気
発
生
器
の
除
熱
機
能
が
喪

失
し
た
場

合
は
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を

行
う
。
 

(
a)
 
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
は
、
２

次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
に
よ
る
原
子
炉
冷
却
及
び

減

圧
を
優
先
し
、
２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
機
能
が

喪

失
し
て
い
る
場
合
は
、
１
次
冷
却
系
統
の
減
圧
及
び

原
子
炉
へ
の
注
水
を
行
う
。
 

(
a
) 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
は
、
蒸

気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
お
よ
び

減
圧
を

優
先
し
、
蒸
気
発
生
器
の
除
熱
機
能
が

喪
失
し
た
場

合
は
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を

行
う
。
 

 

(b
) 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
お
い

て
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合

は
、
多
様
な
炉
心
注
水
手
段
か
ら

早
期
に
準
備
可
能

な
常
設
設
備
を
優
先
し
て
使
用
し
、
常
設
設
備
が
使

用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
設
備
に
よ
り
炉
心
を
冷

却
す
る
。
ま
た
、
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し

て
い
な
い
場
合
は
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心

冷
却
を
行
う
。

 

(
b)
 
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
お
い

て
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合

は
、

多
様
な
炉
心
注
入
手
段
よ
り

早
期
に
準
備
可
能

な
常
設
設
備
を
優
先
し
て
使
用
し
、
常
設
設
備
が
使

用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
設
備
に
よ
る
炉
心
注
水

に
よ
り
原
子
炉
冷
却
を
行
う
。
ま
た
、
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合
は
２
次
冷
却
系

か
ら
の
除
熱
に
よ
る
原
子
炉
冷
却
を
行
う
。
 

(
b
) 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
お
い

て
１
次
冷
却
材

喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合

は
、

多
様
な
炉
心
注
水
手
段
か
ら
早
期
に
準
備
可
能

な
常
設
設
備
を
優
先
し
て
使
用
し
、
常
設
設
備
が
使

用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
設
備
に
よ
り
炉
心
を
冷

却
す
る
。
ま
た
、
１
次
冷
却
材
喪
失
事
象
が
発
生
し

て
い
な
い
場
合
は
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心

冷
却
を
行
う
。
 

 

(c
) 
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
は
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心

冷
却
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に

よ
り
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
。
 

(
c)
 
 
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
は
、
２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
に
よ
る

原
子
炉
冷
却
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷

却
に
よ
り
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
。

 

(
c
) 
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
は
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心

冷
却
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に

よ
り
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
。

 

 

参考①-597



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

(d
) 
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が
喪

失
し
た
場

合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
は
大

容
量
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
た
め
準
備
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
か
ら
、

多
様
な
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
手
段
か

ら
早
期
に
準
備
可
能
な
常
設
設
備
を
優
先
し
て
使
用

し
、
常
設
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
設

備
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度

を
低
下
さ
せ
る
。
 

(
d)
 
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場

合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
は
移

動
式
大
容
量

ポ
ン
プ

車
を
使
用
す
る
た
め
の
準
備
に

時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
使
用
開
始
す
る
ま
で
の

間
に
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
が
最
高
使
用
圧
力
以
上

に
達
し
た
場
合
は
、

多
様
な
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
手

段
よ
り

早
期
に
準
備
可
能
な
常
設
設
備
を
優
先
し
て

使
用
し
、
常
設
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬

型
設
備
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温

度
を
低
下
さ
せ
る
。
 

(
d
) 
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
機
能
が

喪
失
し
た
場

合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に
は
大

容
量

ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
た
め
準
備
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
か
ら
、
多
様
な
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
手
段
か

ら
早
期
に
準
備
可
能
な
常
設
設
備
を
優
先
し
て
使
用

し
、
常
設
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
設

備
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度

を
低
下
さ
せ
る
。
 

 

ｃ
 
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策

に
関
す
る
手
順
等

 

各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
手
順
書
に
つ
い
て
、
以

下
の
(ｳ
)項
か
ら
(ｺ

)項
、

(ｽ
)項
お
よ
び

(
ｾ
)項
に
該
当

す
る
手
順
等
を
含
む
も
の
と
し
て
定
め
る
。
原
子
炉
格

納
容
器
の

破
損
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
が
必
要
な
場

合
に
お
け
る
対
応
手
段
の
優
先
順
位
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。
 

ｃ
 
 
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策

に
関
す
る
手
順
等

 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
に

関
す
る
手
順
書
に
つ
い
て
、
以
下
の
(
ｳ)
項
か
ら

(ｺ
)項
、

(ｽ
)項
及
び
(ｾ

)項
に
該
当
す
る
手
順
等
を
含
む
も
の
と

し
て
定
め
る
。
 

原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策

が
必
要
な
場
合
に
お
け
る
対
応
手
段
の
優
先
順
位
 

ｃ
 
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策

に
関
す
る
手
順
等
 

各
課
（
室
）
長
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
手
順
書
に
つ
い
て
、
以

下
の

(
ｳ
)項
か
ら
(
ｺ)
項
、
(
ｽ)
項
お
よ
び

(
ｾ)
項
に
該
当

す
る
手
順
等
を
含
む
も
の
と
し
て
定
め
る
。
原
子
炉
格

納
容
器
の
破
損
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
が
必
要
な
場

合
に
お
け
る
対
応
手
段
の
優
先
順
位
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。
 

 

(a
) 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
は
、
蒸

気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
お
よ
び

減
圧
を

優
先
し
、

蒸
気
発
生
器
の
除
熱
機
能
が
喪

失
し
た
場

合
は
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を

行
う
。
ま
た
、
１
次
冷
却
系
を

減
圧
す
る
手
段
に
よ

り
、
高
圧
溶
融
物
放
出
お
よ
び
納
容
器
内
雰
囲
気
直

接
加
熱
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器

破
損
を
防
止
す

る
。
 

(
a)
 
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
は
、
２

次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
に
よ
る
原
子
炉
冷
却
及
び

減

圧
を
優
先
し
、
２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
機
能
が

喪

失
し
た
場
合
は
、
１
次
冷
却
系
統
の

減
圧
及
び
原
子

炉
へ
の
注
水
を
行
う
。
ま
た
、
原
子
炉
冷
却
材
圧
力

バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
手
段
に
よ
り
、
高
圧
溶
融

物
放
出
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
に

よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
破
損
を
防
止
す
る
。
 

(
a
) 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
は
、
蒸

気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
お
よ
び

減
圧
を

優
先
し
、
蒸
気
発
生
器
の
除
熱
機
能
が

喪
失
し
た
場

合
は
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
を

行
う
。
ま
た
、
１
次
冷
却
系
を
減
圧
す
る
手
段
に
よ

り
、
高
圧
溶
融
物
放
出
お
よ
び
格
納
容
器
内
雰
囲
気

直
接
加
熱
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器

破
損
を
防
止
す

る
。
 

 

(b
) 
炉
心
が
溶
融
し
溶
融
デ
ブ
リ
が
原
子
炉
容
器
内
に

残
存
し
た
場
合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
緩

和
す
る
た
め
、

多
様
な
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
手
段
か

ら
早
期
に
準
備
可
能
な
常
設
設
備
を
優
先
し
て
使
用

し
、
常
設
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
設

備
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
に
注
水
し
、
原
子
炉
容

器
内
の
残
存
デ
ブ
リ
を
冷
却
す
る
。
 

(
b)
 
 
炉
心
が
溶
融
し
、
溶
融
デ
ブ
リ
が
原
子
炉
容
器
内

に
残
存
す
る
場
合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を

緩
和
す
る
た
め
、

多
様
な
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
手
段

よ
り

早
期
に
準
備
可
能
な
常
設
設
備
を
優
先
し
て
使

用
し
、
常
設
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型

設
備
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
注
水
し
、
原
子

炉
容
器
内
の
残
存
溶
融
デ
ブ
リ
を
冷
却
す
る
。
 

(
b
) 
炉
心
が
溶
融
し
溶
融
デ
ブ
リ
が
原
子
炉
容
器
内
に

残
存
し
た
場
合
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
緩

和
す
る
た
め
、
多
様
な
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
手
段
か

ら
早
期
に
準
備
可
能
な
常
設
設
備
を
優
先
し
て
使
用

し
、
常
設
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
設

備
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
に
注
水
し
、
原
子
炉
容

器
内
の
残
存
溶
融
デ
ブ
リ
を
冷
却
す
る
。
 

 

(c
) 
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
は
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心

冷
却
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に

よ
り
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
。
 

(
c)
 
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が

喪

失
し
た
場
合
は
、
２
次
冷
却
系
か
ら
の
除
熱
に
よ
る

原
子
炉
冷
却
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷

却
に
よ
り
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
。

 

(
c
) 
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
は
、

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心

冷
却
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
に

よ
り
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
。

 

 

(d
) 
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
ま
た
は

破
損
を
緩
和

す
る
た
め
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
、

多
様
な
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
手
段
か
ら
早
期
に
準
備

可
能
な
常
設
設
備
を
優
先
し
て
使
用
し
、
常
設
設
備

が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
設
備
に
よ
り
原
子

炉
格
納
容
器
の
圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
。
 

(
d)
 
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
又
は

破
損
を
緩
和
す

る
た
め
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
又
は

多
様
な
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
手
段
よ
り

早
期
に
準
備

可
能
な
常
設
設
備
を
優
先
し
て
使
用
し
、
常
設
設
備

が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
設
備
に
よ
り
原
子

炉
格
納
容
器
の
圧
力
及
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
。
 

(
d
) 
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
ま
た
は

破
損
を
緩
和

す
る
た
め
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
、

多
様
な
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
手
段
か
ら

早
期
に
準
備

可
能
な
常
設
設
備
を
優
先
し
て
使
用
し
、
常
設
設
備

が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
設
備
に
よ
り
原
子

炉
格
納
容
器
の
圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
。
 

 

(e
) 
溶
融
炉
心
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
相
互
作
用
（
Ｍ
Ｃ
Ｃ

(
e)
 
 
溶
融
炉
心
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
相
互
作
用
（
M
CC
I）

(
e
) 
溶
融
炉
心
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
相
互
作
用
（
Ｍ
Ｃ
Ｃ
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

Ｉ
）
の
抑
制
お
よ
び
溶
融
炉
心
が

拡
が
り
原
子
炉
格

納
容
器
バ
ウ
ン

ダ
リ
へ
の
接
触
を
防
止
す
る
た
め
、

多
様
な
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
手
段
か
ら
早
期
に
準
備

可
能
な
常
設
設
備
を
優
先
し
て
使
用
し
、
常
設
設
備

が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
設
備
に
よ
り
、
溶

融
し
原
子
炉
格
納
容
器
の
下
部
に

落
下
し
た
炉
心
を

冷
却
す
る
。
 

ま
た
、
溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
の
下
部
へ

の
落
下
を
遅
延
ま
た
は
防
止
す
る
た
め
、

多
様
な
炉

心
注
水
手
段
か
ら
早
期
に
準
備
可
能
な
常
設
設
備
を

優
先
し
て
使
用
し
、
常
設
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場

合
は
可
搬
型
設
備
に
よ
り
炉
心
を
冷
却
す
る
。
 

の
抑
制
及
び
溶
融
炉
心
が
拡
が
り
原
子
炉
格
納
容
器

バ
ウ
ン
ダ
リ
へ
の
接
触
を
防
止
す
る
た
め
、

多
様
な

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
手
段
よ
り

早
期
に
準
備
可
能
な

常
設
設
備
を
優
先
し
て
使
用
し
、
常
設
設
備
が
使
用

で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
設
備
に
よ
り
、
原
子
炉
格

納
容
器
の
下
部
に

落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す

る
。
ま
た
、
溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ

の
落
下
を
遅
延
又
は
防
止
す
る
た
め
、
多
様
な
炉
心

注
入
手
段
よ
り

早
期
に
準
備
可
能
な
常
設
設
備
を
優

先
し
て
使
用
し
、
常
設
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合

は
可
搬
型
設
備
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
 

Ｉ
）
の
抑
制
お
よ
び
溶
融
炉
心
が
拡
が
り
原
子
炉
格

納
容
器
バ
ウ
ン
ダ
リ
へ
の
接
触
を
防
止
す
る
た
め
、

多
様
な
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
手
段
お
よ
び
原
子
炉
下

部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注
水
手
段
か
ら

早
期
に
準
備
可
能
な

常
設
設
備
を
優
先
し
て
使
用
し
、
常
設
設
備
が
使
用

で
き
な
い
場
合
は
可
搬
型
設
備
に
よ
り
、
溶
融
し
原

子
炉
格
納
容
器
の
下
部
に

落
下
し
た
炉
心
を
冷
却
す

る
。
 

ま
た
、
溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の

落
下
を
遅
延
ま
た
は
防
止
す
る
た
め
、

多
様
な
炉
心

注
水
手
段
か
ら

早
期
に
準
備
可
能
な
常
設
設
備
を
優

先
し
て
使
用
し
、
常
設
設
備
が
使
用
で
き
な
い
場
合

は
可
搬
型
設
備
に
よ
り
炉
心
を
冷
却
す
る
。

 

(f
) 
さ
ら
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
水
素
が
放
出
さ

れ
た
場
合
に
お
い
て
も
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格

納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
水
素
濃

度
低
減
お
よ
び
水
素
濃
度
監
視
を
実
施
し
、
水
素
が

原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
周
囲
の
ア

ニ
ュ
ラ
ス
に
漏
え
い
し
た
場
合
に
も
、
水
素
爆
発
に

よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た

め
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
の
水
素
排
出
お
よ
び
水
素
濃
度

監
視
を
実
施
す
る
。
 

(
f)
 
 
さ
ら
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
水
素
が
放
出
さ

れ
た
場
合
に
お
い
て
も
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格

納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
水
素
濃

度
低

減
及
び
水
素
濃
度
監
視
を
実
施
し
、
水
素
が
原

子
炉
格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
周
囲
の
ア
ニ

ュ
ラ
ス
部
に
漏
え
い
し
た
場
合
に
も
、
水
素
爆
発
に

よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た

め
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
の
水
素
排
出
及
び
水
素
濃
度
監

視
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
電
気
式
水
素
燃
焼
装
置
の

起
動
に
関
し
て
は
緊
急
時
対
策
本
部
で
実
効
性
と
悪

影
響
を
考
慮
し
判
断
す
る
。
 

(
f
) 
さ
ら
に
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
水
素
が
放
出
さ

れ
た
場
合
に
お
い
て
も
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格

納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
水
素
濃

度
低

減
お
よ
び
水
素
濃
度
監
視
を
実
施
し
、
水
素
が

原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
周
囲
の
ア

ニ
ュ
ラ
ス
に
漏
え
い
し
た
場
合
に
も
、
水
素
爆
発
に

よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
、
ア

ニ
ュ
ラ
ス
内
の
水
素
排
出
お
よ
び
水
素
濃
度
監
視
を

実
施
す
る
。
 

 

ｄ
 
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
お
よ

び
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策
に

関
す
る
手
順
等

 

各
課
（
室
）
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
を

確
保
す
る
た
め
の
対
策
お
よ
び
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷

を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
手
順
書
に
つ
い

て
、
以
下
の

(
ｻ)
項
お
よ
び

(
ｽ)
項
に
該
当
す
る
手
順
等

を
含
む
も
の
と
し
て
定
め
る
。

 

ｄ
 
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
を
確
保
す
る
た
め
の
対

策
及
び
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
緩

和
す
る
た
め
の
対

策
に
関
す
る
手
順
等
 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策

及
び
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
を
緩
和
す
る
た
め
の
対

策
に
関
す
る
手
順
書
に
つ
い
て
、
以
下
の

(
ｻ)
項
、
(ｽ

)

項
及
び

(
ｾ
)
項
に
該
当
す
る
手
順
等
を
含
む
も
の
と
し

て
定
め
る
。
 

ｄ
 
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
水
位
を
確
保
す
る
た
め
の
対

策
お
よ
び
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
緩
和
す
る
た
め
の

対
策
に
関
す
る
手
順
等
 

各
課
（
室
）
長
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
を

確
保
す
る
た
め
の
対
策
お
よ
び
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷

を
緩

和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
手
順
書
に
つ
い

て
、
以
下
の
(ｻ

)項
お
よ
び

(ｽ
)項
に
該
当
す
る
手
順
等

を
含
む
も
の
と
し
て
定
め
る
。

 

 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
を
確
保
す
る
た
め
の
対

策
お
よ
び
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
緩
和
す
る
た
め
の

対
策
が
必
要
な
場
合
に
お
け
る
対
応
手
段
の
優
先
順
位

は
、
外
観
よ
り
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体

等
）
が
健
全
で
あ
る
こ
と
や
周
辺
の
線
量
率
が
正
常
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
場
合
、
建
屋
内
部
に
て
可
能

な
限
り
代
替
の
水
位
計
の
設
置
等
の
措
置
を
行
う
と
と

も
に
、
早
期
に
準
備
が
可
能
な
常
設
設
備
に
よ
る
注
水

を
優
先
し
て
実
施
し
、
常
設
設
備
に
よ
る
注
水
が
で
き

な
い
場
合
は
、
可
搬
型
設
備
に
よ
る
注
水
を
行
う
。
水

位
維
持
が
不
可
能
ま
た
は
不
明
と
判
断
し
た
場
合
は
、

建
屋
内
部
か
ら
の
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
使

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
を
確
保
す
る
た
め
の
対

策
及
び
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
を
緩

和
す
る
た
め
の

対
策
が
必
要
な
場
合
に
お
け
る
対
応
手
段
の
優
先
順
位

は
、
外
観
よ
り
燃
料
取
扱
棟
が
健
全
で
あ
る
こ
と
、
周

辺
の
線
量
率
が
正
常
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
場

合
、
建
屋
内
部
に
て
可
能
な
限
り
代
替
水
位
計
の
設
置

等
の
措
置
を
行
う
と
と
も
に
、
早
期
に
準
備
が
可
能
な

常
設
設
備
に
よ
る
注
水
を
優
先
し
て
実
施
し
、
常
設
設

備
に
よ
る
注
水
が
で
き
な
い
場
合
は
、
可
搬
型
設
備
に

よ
る
注
水
、
建
屋
内
部
か
ら
の
ス
プ
レ
イ
等
を
実
施
す

る
。
ま
た
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
近
傍
に
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
外
部
か
ら
の
ス
プ
レ
イ
を

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
を
確
保
す
る
た
め
の
対

策
お
よ
び
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
緩
和
す
る
た
め
の

対
策
が
必
要
な
場
合
に
お
け
る
対
応
手
段
の
優
先
順
位

は
、
外
観
よ
り
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体

等
）
が
健
全
で
あ
る
こ
と
や
周
辺
の
線
量
率
が
正
常
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
場
合
、
建
屋
内
部
に
て
可
能

な
限
り
代
替
の
水
位
計
の
設
置
等
の
措
置
を
行
う
と
と

も
に
、

早
期
に
準
備
が
可
能
な
常
設
設
備
に
よ
る
注
水

を
優
先
し
て
実
施
し
、
常
設
設
備
に
よ
る
注
水
が
で
き

な
い
場
合
は
、
可
搬
型
設
備
に
よ
る
注
水
を
行
う
。
水

位
維
持
が
不
可
能
ま
た
は
不
明
と
判
断
し
た
場
合
は
、

建
屋
内
部
か
ら
の
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
使
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
近
傍
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
、
建
屋
外
部
か
ら
の
ス
プ
レ
イ
を
実
施
し
、

原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
損
壊
ま

た
は
現
場
線
量
率
の
上
昇
に
よ
り
原
子
炉
周
辺
建
屋

（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
近
づ
け
な
い
場
合
は
、
放

水
砲
に
よ
り
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
の
進
行
を
緩

和
す

る
対
策
を
実
施
す
る
。
 

実
施
し
、
注
水
操
作
を
行
っ
て
も
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

の
水
位
維
持
が
で
き
な
い
大
量
の
漏
え
い
が
発
生
し
た

場
合
、
燃
料
取
扱
棟
の
損
壊
又
は
現
場
線
量
率
の
上
昇

に
よ
り
燃
料
取
扱
棟
に
近
づ
け
な
い
場
合
は
、
放
水
砲

に
よ
り
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
の
進
行
を
緩

和
す
る

対
策
を
実
施
す
る
。
 

用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
近
傍
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
、
建
屋
外
部
か
ら
の
ス
プ
レ
イ
を
実
施
し
、

原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
損
壊
ま

た
は
現
場
線
量
率
の
上
昇
に
よ
り
原
子
炉
補
助
建
屋

（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
近
づ
け
な
い
場
合
は
、
放

水
砲
に
よ
り
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
の
進
行
を
緩
和
す

る
対
策
を
実
施
す
る
。
 

ｅ
 
放
射
性
物
質
の
放
出
を
低

減
す
る
た
め
の
対
策
に
関

す
る
手
順
等

  

各
課
（
室
）
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原

子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
の
破
損
ま
た
は

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
著
し
い
損
傷
に

至
っ
た
場
合
に

お
い
て
、
放
射
性
物
質
の
放
出
を
低

減
す
る
た
め
の
対

策
に
関
す
る
手
順
書
に
つ
い
て
、
以
下
の
(ｻ

)項
お
よ
び

(
ｼ
)
項
に
該
当
す
る
手
順
等
を
含
む
も
の
と
し
て
定
め

る
。
 

ｅ
 
 
放
射
性
物
質
の
放
出
を
低

減
す
る
た
め
の
対
策
に
関

す
る
手
順
等
 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
又

は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷

に
至
っ
た
場
合
に
お
い
て
放
射
性
物
質
の
放
出
を
低

減

す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
手
順
書
に
つ
い
て
、
以
下

の
(ｶ
)
項
、
(ｻ
)
項
及
び

(ｾ
)項
に
該
当
す
る
手
順
等
を
含

む
も
の
と
し
て
定
め
る
。

 

ｅ
 
放
射
性
物
質
の
放
出
を
低

減
す
る
た
め
の
対
策
に
関

す
る
手
順
等
  

各
課
（
室
）
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
お
よ
び
原

子
炉
格
納
容
器
の
破
損
ま
た
は
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
の

著
し
い
損
傷
に

至
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
放
射
性
物
質

の
放
出
を
低
減
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
手
順
書
に

つ
い
て
、
以
下
の

(
ｻ)
項
お
よ
び

(ｼ
)項
に
該
当
す
る
手

順
等
を
含
む
も
の
と
し
て
定
め
る
。
 

 

放
射
性
物
質
の
放
出
を
低

減
す
る
た
め
の
対
策
が
必

要
な
場
合
に
お
け
る
対
応
手
順
の
優
先
順
位
は
、
原
子

炉
格
納
容
器
の
閉
じ
込
め
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
実
施
可
能
で
あ
れ
ば
、

早
期
に
準

備
が
可
能
な
常
設
設
備
に
よ
る
ス
プ
レ
イ
を
優
先
し
て

実
施
し
、
常
設
設
備
に
よ
る
ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場

合
は
可
搬
型
設
備
に
よ
る
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す
る
。
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
使
用
不
能
な
場
合
ま
た
は
放
水
砲

に
よ
る
放
水
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
放
水
砲
に

よ
る
放
射
性
物
質
の
放
出
低
減
を
実
施
す
る
。
 

放
射
性
物
質
の
放
出
を
低

減
す
る
た
め
の
対
策
が
必

要
な
場
合
に
お
け
る
対
応
手
順
の
優
先
順
位
は
、
原
子

炉
格
納
容
器
の

閉
じ
込
め
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
実
施
可
能
で
あ
れ
ば
、
早
期
に
準

備
が
可
能
な
常
設
設
備
に
よ
る
ス
プ
レ
イ
を
優
先
し
て

実
施
し
、
常
設
設
備
に
よ
る
ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場

合
は
可
搬
型
設
備
に
よ
る
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
を

実
施
す
る
。
全
て
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
使
用
不
能

な
場
合
又
は
放
水
砲
に
よ
る
放
水
が
必
要
と
判
断
し
た

場
合
は
、
放
水
砲
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
放
出
低

減
を

実
施
す
る
。

 

放
射
性
物
質
の
放
出
を
低
減
す
る
た
め
の
対
策
が
必

要
な
場
合
に
お
け
る
対
応
手
順
の
優
先
順
位
は
、
原
子

炉
格
納
容
器
の
閉
じ
込
め
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
、
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
実
施
可
能
で
あ
れ
ば
、
早
期
に
準

備
が
可
能
な
常
設
設
備
に
よ
る
ス
プ
レ
イ
を
優
先
し
て

実
施
し
、
常
設
設
備
に
よ
る
ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場

合
は
可
搬
型
設
備
に
よ
る
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す
る
。
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
が
使
用
不
能
な
場
合
ま
た
は
放
水
砲

に
よ
る
放
水
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
放
水
砲
に

よ
る
放
射
性
物
質
の
放
出
低
減
を
実
施
す
る
。
 

 

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
著
し
い
損
傷
に

至
っ
た
場
合

は
、
建
屋
外
部
か
ら
の
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
放
射
性
物
質

の
放
出
低
減
を
実
施
し
、
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽

内
燃
料
体
等
）
の
損
壊
ま
た
は
現
場
線
量
率
の
上
昇
に

よ
り
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
近

づ
け
な
い
場
合
は
、
放
水
砲
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
放

出
低
減
を
実
施
す
る
。
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
内
の
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷

に
至
っ
た
場
合
は
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
外
部
か

ら
の
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
放
出
低

減
を
優

先
し
て
実
施
し
、
燃
料
取
扱
棟
の
損
壊
又
は
現
場
線
量

率
の
上
昇
に
よ
り
燃
料
取
扱
棟
に
近
づ
け
な
い
場
合

は
、
放
水
砲
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
放
出
低

減
を
実
施

す
る
。
 

貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
に

至
っ
た
場
合

は
、
建
屋
外
部
か
ら
の
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
放
射
性
物
質

の
放
出
低
減
を
実
施
し
、
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽

内
燃
料
体
等
）
の
損
壊
ま
た
は
現
場
線
量
率
の
上
昇
に

よ
り
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
に
近

づ
け
な
い
場
合
は
、
放
水
砲
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
放

出
低

減
を
実
施
す
る
。
 

 

(ｲ
) 
「

2
. 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電

用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」

 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－
２
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
に
発

電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
に
加

え
て
、
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
が
高
圧
の
状
態

に
お
い
て
、
す
べ
て
の

蒸
気
発
生
器
が
除
熱
を
期
待
で
き

な
い
場
合
に
、
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
の
機
能
喪

失
に
加
え

て
サ

ポ
ー
ト
系
の
機
能

喪
失
を
想
定
し
、
燃
料
取
替
用
水

ピ
ッ
ト
水
を
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
り
原

子
炉
へ
注
水
す
る
操
作
と
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
り
原
子

(
ｲ)
 
 
「
2
. 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
原

子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る
表
－
２
「
原
子
炉
冷
却

材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め

の
手
順
等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ

ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
に
お
い
て
、
全
て
の

蒸
気
発
生

器
の
除
熱
が
期
待
で
き
な
い
場
合
に
、
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン

系
の
機
能
喪
失
に
加
え
て
サ
ポ
ー
ト
系
の
機
能

喪
失
を

想

定
し
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
Ｂ
充
て
ん
ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
り
原
子
炉
へ
注
入
す
る
操
作
と
加
圧
器
逃

(
ｲ
) 
「
2
. 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電

用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－
２
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発

電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
に
加

え
て
、
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態

に
お
い
て
、
す
べ
て
の
蒸
気
発
生
器
が
除
熱
を
期
待
で
き

な
い
場
合
に
、
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
の
機
能
喪
失
に
加
え

て
サ
ポ
ー
ト
系
の
機
能
喪
失
を

想
定
し
、
燃
料
取
替
用
水

タ
ン
ク
水
を
Ｃ
充
て
ん
／
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）

に
よ
り
原
子
炉
へ
注
水
す
る
操
作
と
加
圧
器
逃
が
し
弁
に
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

炉
格
納
容
器
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
操
作
を
組

み
合
わ
せ
た
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド

に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
手
順
を
定
め
る
。

 

が
し

弁
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を

放
出
す
る
操
作
を
組
み
合
わ
せ
て
原
子
炉
を
冷
却
す
る
以

下
の
手
順
を
定
め
る
。
 

よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る

操
作
を
組
み
合
わ
せ
た
１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド

ブ
リ
ー
ド
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
手
順
を
定
め
る
。
 

ａ
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機

能
喪

失
に
よ
り
原
子
炉
へ
の
注
水
機
能
が

喪
失
し
た
場

合
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
受
電
し
た
Ｂ
充

て
ん

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
り
充
て
ん
ラ
イ
ン
を

使
用
し
て
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ
注
水

す
る
操
作
 

ｂ
 
制
御
用
空
気
喪

失
時
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し
弁

の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制

御
用
空
気
供
給
用
）
お
よ
び
可
搬
式
空
気
圧

縮
機
（
代

替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
を
空
気
配
管
に
接
続
し
、
原

子
炉
格
納
容
器
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
操
作

 

ｃ
 
直
流
電
源

喪
失
時
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の

開
弁
が
必
要
で
あ
る
場
合
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
機
能

を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃

が
し
弁
用
）
に
よ
り
直
流
電
源
を
供
給
し
、
原
子
炉
格

納
容
器
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
操
作
 

ａ
 
 
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
に
よ
り
原
子
炉
へ
の
注
水
機
能
が

喪
失
し
た
場

合
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
に
よ
り
受
電
し
た
Ｂ
充
て

ん
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
り
充
て
ん
ラ
イ
ン
を
使

用
し
て
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
入
す

る
操
作
 

ｂ
 
制
御
用
空
気

喪
失
時
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し

弁

の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
窒
素
ボ
ン
ベ
（
加
圧
器

逃
が
し

弁
用
）
を
空
気
配
管
に
接
続
し
、
原
子
炉
格
納

容
器
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
操
作
 

ｃ
 
直
流
電
源
喪
失
時
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
の

開
弁
が
必
要
で
あ
る
場
合
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
機
能

を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃

が
し

弁
用
）
に
よ
り
直
流
電
源
を
供
給
し
、
原
子
炉
格

納
容
器
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
操
作
 

ａ
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機

能
喪
失
に
よ
り
原
子
炉
へ
の
注
水
機
能
が

喪
失
し
た
場

合
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
受
電
し
た
Ｃ
充

て
ん

／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
り
充
て

ん
ラ
イ
ン
を
使
用
し
て
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原

子
炉
へ
注
水
す
る
操
作
 

ｂ
 
制
御
用
空
気
喪
失
時
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し
弁

の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
窒
素
ボ
ン
ベ
（
加
圧
器

逃
が
し

弁
作
動
用
）
ま
た
は
可
搬
式
空
気
圧
縮
機
（
加

圧
器
逃
が
し
弁
作
動
用
）
を
空
気
配
管
に
接
続
し
、
原

子
炉
格
納
容
器
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
操
作
 

ｃ
 
直
流
電
源
喪
失
時
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
の

開
弁
が
必
要
で
あ
る
場
合
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
機
能

を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃

が
し

弁
用
）
に
よ
り
直
流
電
源
を
供
給
し
、
原
子
炉
格

納
容
器
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
操
作
 

 

 (
ｳ
) 
「
3
. 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
を

減
圧
す
る

た
め
の
手
順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－
３
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
を

減
圧
す
る

た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
原
子
炉
冷
却
材
圧

力
バ
ウ
ン

ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
蒸

気
発
生
器
が
除
熱
を
期
待
で
き
な
い
場
合
、
フ
ロ
ン
ト
ラ

イ
ン
系
の
機
能
喪

失
に
加
え
て
サ

ポ
ー
ト
系
の
機
能

喪
失

も
想
定
し
、
燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
水
を
Ｂ
充
て
ん

ポ
ン

プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
り
原
子
炉
へ
注
水
す
る
操
作
と
加

圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
部
へ
１
次
冷

却
材
を
放
出
す
る
操
作
を
組
み
合
わ
せ
た
１
次
冷
却
系
の

フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
り
原
子
炉
を

減
圧
す
る

手
順
を
定
め
る
。

 

 
(ｳ
) 
 
「

3.
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を

減
圧
す
る

た
め
の
手
順
等
」
 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る
表
－
３
「
原
子
炉
冷
却

材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
手
順
等
」
の
手

順
に
加
え
て
、
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
が
高
圧

の
状
態
に
お
い
て
、
全
て
の
蒸
気
発
生
器
の
除
熱
が
期
待

で
き
ず
、
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
を
用
い

た
１
次
冷
却
系
の
減
圧
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
、
フ
ロ
ン

ト
ラ
イ
ン
系
の
機
能

喪
失
に
加
え
て
サ
ポ
ー
ト
系
の
機
能

喪
失
も

想
定
し
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
を
用
い
て
１
次
冷
却

系
を
減
圧
す
る
手
順
を
定
め
る
。
ま
た
、
サ

ポ
ー
ト
系
の

機
能
喪
失
を
想
定
し
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
Ｂ
充

て
ん
ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
り
充
て
ん
ラ
イ
ン
を
使

用
し
て
原
子
炉
へ
注
入
し
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
を
開
と
す

る
以
下
の
手
順
を
定
め
る
。

 

 (
ｳ)
 「

3.
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
を
減
圧
す
る

た
め
の
手
順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－
３
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る

た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
原
子
炉
冷
却
材
圧

力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
蒸

気
発
生
器
が
除
熱
を
期
待
で
き
な
い
場
合
、
フ
ロ
ン
ト
ラ

イ
ン
系
の
機
能

喪
失
に
加
え
て
サ

ポ
ー
ト
系
の
機
能

喪
失

も
想
定
し
、
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
Ｃ
充
て
ん

／
高

圧
注
入

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
り
原
子
炉
へ
注
水
す

る
操
作
と
加
圧
器
逃
が
し

弁
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内

部
へ
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
操
作
を
組
み
合
わ
せ
た
１

次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
に
よ
り
原
子
炉

を
減
圧
す
る
手
順
を
定
め
る
。
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ａ
 
制
御
用
空
気
喪

失
時
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し
弁

の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
窒
素
ボ
ン
ベ
（
代
替
制

御
用
空
気
供
給
用
）
お
よ
び
可
搬
式
空
気
圧

縮
機
（
代

替
制
御
用
空
気
供
給
用
）
を
空
気
配
管
に
接
続
し
、
原

子
炉
格
納
容
器
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
操
作
 

ｂ
 
直
流
電
源

喪
失
時
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の

開
弁
が
必
要
で
あ
る
場
合
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
機
能

を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃

が
し
弁
用
）
に
よ
り
直
流
電
源
を
供
給
し
、
原
子
炉
格

納
容
器
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
操
作

 

ｃ
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機

能
喪

失
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
機
能
が

喪
失
し
た

場
合
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
受
電
し
た
Ｂ

充
て
ん

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
り
燃
料
取
替
用
水

ピ
ッ
ト
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
操
作
 

ａ
 
 
制
御
用
空
気

喪
失
時
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し
弁

の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
窒
素
ボ
ン
ベ
（
加
圧
器

逃
が
し

弁
用
）
を
空
気
配
管
に
接
続
し
、
原
子
炉
格
納

容
器
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
操
作
 

ｂ
 
直
流
電
源
喪
失
時
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
の

開
弁
が
必
要
で
あ
る
場
合
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
機
能

を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃

が
し

弁
用
）
に
よ
り
直
流
電
源
を
供
給
し
、
原
子
炉
格

納
容
器
内
部
へ

1
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
操
作
 

ｃ
 
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能

喪
失
時
に
お
い
て
、
原
子
炉
へ
の
注
水
機
能
が

喪
失
し

た
場
合
、
大
容
量
空
冷
式
発
電
機
か
ら
受
電
し
た
Ｂ
充

て
ん

ポ
ン
プ
（
自

己
冷
却
）
に
よ
り
充
て
ん
ラ
イ
ン
を

使
用
し
て
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
入

す
る
操
作
 

ａ
 
制
御
用
空
気
喪
失
時
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し
弁

の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
窒
素
ボ
ン
ベ
（
加
圧
器

逃
が
し

弁
作
動
用
）
ま
た
は
可
搬
式
空
気
圧
縮
機
（
加

圧
器
逃
が
し
弁
作
動
用
）
を
空
気
配
管
に
接
続
し
、
原

子
炉
格
納
容
器
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
操
作
 

ｂ
 
直
流
電
源
喪
失
時
に
お
い
て
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
の

開
弁
が
必
要
で
あ
る
場
合
、
加
圧
器
逃
が
し

弁
の
機
能

を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
（
加
圧
器
逃

が
し

弁
用
）
に
よ
り
直
流
電
源
を
供
給
し
、
原
子
炉
格

納
容
器
内
部
へ
１
次
冷
却
材
を
放
出
す
る
操
作
 

ｃ
 
全
交
流
動
力
電
源

喪
失
ま
た
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機

能
喪
失
に
よ
り
、
原
子
炉
へ
の
注
水
機
能
が

喪
失
し
た

場
合
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
に
よ
り
受
電
し
た
Ｃ

充
て
ん
／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
（
自
己
冷
却
）
に
よ
り
燃

料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
を
原
子
炉
へ
注
水
す
る
操
作
 

 

(ｴ
) 
｢
4.
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
発
電

用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」

 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
発

電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
に
加

え
て
、
以
下
の
手
順
を
定
め
る
。
 

ａ
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
が
低
圧
の
状
態
に

お
い
て
、
す
べ
て
の
炉
心
注
水
の
手
順
が
使
用
で
き
な

い
場
合
に
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
と
同
じ
接

続
口
等
を
使
用
し
、
化
学
消
防
自
動

車
か
ら
原
子
炉
に

注
水
す
る
操
作

 

(
ｴ)
 
 
 
｢4
. 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
原

子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る
表
－
４
「
原
子
炉
冷
却

材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め

の
手
順
等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を
定
め
る
。
 

ａ
 
 
消
火
用
水
系
統
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
可
搬
型

デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
と
同
様
の
接
続
口
を
使
用

し
、
消
防
自
動
車
か
ら
原
子
炉
に
注
水
す
る
操
作
 

 
(
ｴ)
 
｢4
. 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電

用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－
４
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発

電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
に
加

え
て
、
以
下
の
手
順
を
定
め
る
。

 

ａ
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
低
圧
の
状
態
に

お
い
て
、
す
べ
て
の
炉
心
注
水
の
手
順
が
使
用
で
き
な

い
場
合
に
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
と
同
じ
接

続
口
等
を
使
用
し
、
化
学
消
防
自
動
車
か
ら
原
子
炉
に

注
水
す
る
操
作
 

 

(ｵ
) 
「

5
. 
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸

送
す
る
た
め
の
手

順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－
５
｢最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
た
め
の

手
順
等
」
の
手
順
を
用
い
た
手
順
等
を
定
め
る
。
 

(
ｵ)
 
 
 
｢5
. 
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の

手
順
等
」

 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る
表
－
５
｢
最
終

ヒ
ー
ト

シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
に
加

え
て
、
以
下
の
手
順
を
定
め
る
。
 

ａ
．
原
子
炉
補
機
冷
却
水
冷
却
器
室
が
浸
水
し
た
場
合

に
排
水
す
る
操
作
 

(
ｵ
) 
「
5
. 
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸

送
す
る
た
め
の
手

順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－
５
｢
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の

手
順
等
」
の
手
順
を
用
い
た
手
順
等
を
定
め
る
。
 

 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
重
大
事
故
等
対
策

以
外
、
追
加
手
順
な
し
。）
（
以

下
、
同
様
。）

 

(ｶ
) 
「
6
. 
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－
６
「
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順

等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を
定
め
る
。
 

(
ｶ)
 
 
 
｢6
. 
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順

等
」
 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る
表
－
６
「
原
子
炉
格
納

容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
に
加
え
て
、

以
下
の
手
順
を
定
め
る
。
 

(
ｶ
) 
「
6
. 
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－
６
「
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順

等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を
定
め
る
。
 

 

ａ
 
 
す
べ
て
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
手
順
が
使
用
で
き

な
い
場
合
に
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
と
同
じ

接
続
口
等
を
使
用
し
、
化
学
消
防
自
動

車
か
ら
原
子
炉

格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
操
作
 

ａ
 
 
消
火
用
水
系
統
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
可
搬
型

デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
と
同
様
の
接
続
口
を
使
用

し
、
消
防
自
動
車
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
へ
注
水
す
る

操
作
 

ｂ
 
原
子
炉
補
機
冷
却
水
冷
却
器
室
が
浸
水
し
た
場
合
に

ａ
 
 
す
べ
て
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
手
順
が
使
用
で
き

な
い
場
合
に
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
と
同
じ

接
続
口
等
を
使
用
し
、
化
学
消
防
自
動
車
か
ら
原
子
炉

格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
操
作
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新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

排
水
す
る
操
作
 

(ｷ
) 
「

7
. 
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防
止
す
る
た
め

の
手
順
等
」

 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－
７
「
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧

破
損
を
防
止
す
る
た

め
の
手
順
等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を
定
め

る
。
 

(
ｷ)
 
 
 
｢7
. 
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た

め
の
手
順
等
」
 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る
表
－
７
「
原
子
炉
格
納

容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
の
手
順

に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を
定
め
る
。
 

(
ｷ
) 
「
7
. 
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め

の
手
順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－
７
「
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た

め
の
手
順
等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を
定
め

る
。
 

 

ａ
 
 
す
べ
て
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
手
順
が
使
用
で
き

な
い
場
合
に
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
と
同
じ

接
続
口
等
を
使
用
し
、
化
学
消
防
自
動

車
か
ら
原
子
炉

格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
操
作
 

ａ
 
 
消
火
用
水
系
統
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
可
搬
型

デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
と
同
様
の
接
続
口
を
使
用

し
、
消
防
自
動
車
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
へ
注
水
す
る

操
作
 

ｂ
 
原
子
炉
補
機
冷
却
水
冷
却
器
室
が
浸
水
し
た
場
合
に

排
水
す
る
操
作
 

ａ
 
 
す
べ
て
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
手
順
が
使
用
で
き

な
い
場
合
に
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
と
同
じ

接
続
口
等
を
使
用
し
、
化
学
消
防
自
動
車
か
ら
原
子
炉

格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
操
作

 

 

(ｸ
) 
「

8
. 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る

た
め
の
手
順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－
８
「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す

る
た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を

定
め
る
。
 

ａ
 
 
す
べ
て
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
炉
心
注
水
の

手
順
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
と
同
じ
接
続
口
等
を
使
用
し
、
化
学
消
防
自

動
車
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
操
作
お

よ
び
原
子
炉
に
注
水
す
る
操
作
 

(
ｸ)
 
 
 
｢8
. 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す

る
た
め
の
手
順
等
」
 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る
表
－
８
「
原
子
炉
格
納

容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
の

手
順
に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を
定
め
る
。

 

ａ
 
 
消
火
用
水
系
統
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
可
搬
型

デ
ィ
ー

ゼ
ル
注
入

ポ
ン
プ
と
同
様
の
接
続
口
を
使
用

し
、
消
防
自
動
車
か
ら
原
子
炉
に
注
水
す
る
手
順
及
び

原
子
炉
格
納
容
器
へ
注
水
す
る
操
作
 

(
ｸ
) 
「
8
. 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る

た
め
の
手
順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－
８
「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す

る
た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を

定
め
る
。
 

ａ
 
 
す
べ
て
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
炉
心
注
水
の

手
順
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
と
同
じ
接
続
口
等
を
使
用
し
、
化
学
消
防
自

動
車
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
操
作
お

よ
び
原
子
炉
に
注
水
す
る
操
作
 

 

(ｹ
) 
「

9
. 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を
防

止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－
９
「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の

破
損
を

防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
を
用
い
た
手
順
等
を

定
め
る
。
 

(
ｹ)
 
 
「
9
. 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を

防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る
表
－
９
「
水
素
爆
発
に

よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順

等
」
の
手
順
を
用
い
た
手
順
等
を
定
め
る
。

 

(
ｹ
) 
「
9
. 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防

止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－
９
「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を

防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
を
用
い
た
手
順
等
を

定
め
る
。
 

 

(ｺ
) 
「

1
0.

 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
等
の
損
傷

を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」

 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－

10
「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
等
の
損
傷

を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
を
用
い
た
手
順
等

を
定
め
る
。
 

(
ｺ)
 
 
「
1
0.
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
等
の
損
傷

を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」

 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る
表
－

1
0「
水
素
爆
発
に

よ
る
原
子
炉
周
辺
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
手

順
等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を
定
め
る
。
 

ａ
 
全
交
流
動
力
電
源
及
び
直
流
電
源
が

喪
失
し
た
場

合
、
可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
に
よ
り
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
水
素
濃

度
計
測
装
置
に
電
源
を
供
給
す
る
操
作
 

(
ｺ
) 
「
1
0.

 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防

止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－

1
0「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防

止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
を
用
い
た
手
順
等
を
定

め
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
重
大
事
故
等
対

策
以
外
、
追
加
手
順
な
し
。）

 

(ｻ
) 
「
1
1.
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－

11
「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順

等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を
定
め
る
。
 

(
ｻ)
 
 
「
1
1.
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順

等
」
 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る
表
－

1
1「
使
用
済
燃
料

ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
に
加
え
て
、

以
下
の
手
順
を
定
め
る
。
 

(
ｻ
) 
「
1
1.
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
」
 

 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－

1
1「
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順

等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を
定
め
る
。
 

 

参考①-603



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

ａ
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
大
量
の
水
の
漏
え
い
が
発

生
し
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
に
よ
る
水
位
維

持
が
不
可
能
ま
た
は
不
明
と
判
断
し
た
場
合
で
原
子
炉

周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
損
壊
ま
た
は
現

場
線
量
率
の
上
昇
に
よ
り
原
子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽

内
燃
料
体
等
）
に
近
づ
け
な
い
場
合
は
、

送
水
車
よ
び

ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
の
運
搬
、
設
置
お
よ
び
接
続
を
行
い
、

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
建
屋
外
部
か
ら
ス
プ
レ
イ
を

行
う
手
順
 

ａ
 
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
若
し
く
は
注
水
機

能
喪
失
又
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
の
小
規
模
な
漏
え

い
が
発
生
し
た
場
合
、
可
搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
注
入

ポ
ン

プ
に
よ
り
淡
水
又
は
海
水
を
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
注

水
す
る
操
作
 

ａ
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
大
量
の
水
の
漏
え
い
が
発

生
し
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
に
よ
る
水
位
維

持
が
不
可
能
ま
た
は
不
明
と
判
断
し
た
場
合
で
原
子
炉

補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
の
損
壊
ま
た
は
現

場
線
量
率
の
上
昇
に
よ
り
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽

内
燃
料
体
等
）
に
近
づ
け
な
い
場
合
は
、

送
水
車
お
よ

び
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
の
運
搬
、
設
置
お
よ
び
接
続
を
行

い
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
建
屋
外
部
か
ら
ス
プ
レ

イ
を
行
う
手
順
 

 

ｂ
 
送
水

車
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ

手
順
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
、
化
学
消
防
自
動

車
を

ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
に
接
続
し
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ

建
屋
内
部
ま
た
は
外
部
か
ら
ス
プ
レ
イ
を
行
う
手
順
 

ｂ
 
 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
大
量
の
水
の
漏
え
い
が
発

生
し
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水
に
よ
る
水
位
維

持
が
不
可
能
又
は
不
明
と
判
断
し
た
場
合
で
燃
料
取
扱

棟
の
損
壊
又
は
現
場
線
量
率
の
上
昇
に
よ
り
燃
料
取
扱

棟
に
近
づ
け
な
い
場
合
は
、
消
防
自
動
車
及
び
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ

ダ
の
運
搬
、
設
置
及
び
接

続
を
行
い
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
外
部
か
ら
の
ス

プ
レ
イ
を
行
う
操
作
 

ｂ
 
送
水
車
に
よ
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ

手
順
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
、
化
学
消
防
自
動
車
を

ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
に
接
続
し
、
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ

建
屋
内
部
ま
た
は
外
部
か
ら
ス
プ
レ
イ
を
行
う
手
順
 

 

(ｼ
) 
「

1
2.

 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す

る
た
め
の
手
順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－

12
「
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す

る
た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を

定
め
る
。
 

ａ
 
原
子
炉
格
納
容
器
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
ま
た
は
原

子
炉
周
辺
建
屋
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
が

破
損
し
て

い
る
場
合
ま
た
は

破
損
が
不
明
な
場
合
に
、
周
辺
の
線

量
率
が
上
昇
し
て
い
る
場
合
は
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
操
作
 

ｂ
 
す
べ
て
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
手
順
が
使
用
で
き

な
い
場
合
に
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水

ポ
ン
プ
と
同
じ

接
続
口
等
を
使
用
し
、
化
学
消
防
自
動

車
か
ら
原
子
炉

格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
手
順
 

(
ｼ)
 
 
「
1
2.
 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡

散
を
抑
制
す

る
た
め
の
手
順
等
」
 

防
災
課
長
、
安
全
管
理
第
二
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及

び
発
電
第
二
課
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－

12
「
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す

る
た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を

定
め
る
。
 

ａ
 
 
原
子
炉
格
納
容
器
、
原
子
炉
周
辺
建
屋
等
が

破
損
し

て
い
る
場
合
又
は

破
損
が
不
明
な
状
況
に
お
い
て
、
建

屋
周
辺
の
線
量
率
が
上
昇
し
て
い
る
場
合
は
、
代
替
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
原
子
炉
格
納
容
器
へ
注
水
す

る
操
作
 

(
ｼ
) 
「
1
2.

 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す

る
た
め
の
手
順
等
」

 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－

1
2「
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の

拡
散
を
抑
制
す

る
た
め
の
手
順
等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を

定
め
る
。
 

ａ
 
原
子
炉
格
納
容
器
、
原
子
炉
補
助
建
屋
（
貯
蔵
槽
内

燃
料
体
等
）
等
が

破
損
し
て
い
る
場
合
ま
た
は
破
損
が

不
明
な
場
合
に
お
い
て
、
建
屋
周
辺
の
線
量
率
が
上
昇

し
て
い
る
場
合
は
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に
よ
り

原
子
炉
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
操
作
 

ｂ
 
す
べ
て
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
手
順
が
使
用
で
き

な
い
場
合
に
、
可
搬
式
代
替
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
と
同
じ

接
続
口
等
を
使
用
し
、
化
学
消
防
自
動
車
か
ら
原
子
炉

格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
す
る
手
順

 

           【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
重
大
事
故
等
対

策
以
外
に
、
化
学
消
防
自
動

車
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
へ

ス
プ
レ
イ
す
る
手
順
を
定
め

る
。
）
 

(ｽ
) 
「

1
3.

 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給

手
順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－

13
「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給

手
順
等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を
定
め
る
。
 

(
ｽ)
 
 
 
｢
13
.
 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給

手
順
等
」

 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る
表
－

1
3「
重
大
事
故
等

の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
の
手
順
に
加

え
て
、
以
下
の
手
順
を
定
め
る
。
 

(
ｽ
) 
「
1
3.

 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給

手
順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－

1
3「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給

手
順
等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を
定
め
る
。
 

 

ａ
 
大
規
模
な
火
災
や
長
期
間
に
わ
た
り
大
津
波
警
報
が

発
令
さ
れ
て
い
る
状
況
等
を
考
慮
し
、
被
災
状
況
、
場

所
に
よ
り
適
切
な
ル
ー
ト
で
淡
水
（
消
火
水
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
タ
ン
ク
等
）
ま
た
は
海
水
の
水
源
を
確
保
す
る
操

ａ
 
 
長
期
間
に
わ
た
る
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る

状
況
等
を
考
慮
し
、
被
災
状
況
、
場
所
に
よ
り
適
切
な

ル
ー
ト
で
淡
水
の
水
源
を
確
保
す
る
操
作
 

ａ
 
大
規
模
な
火
災
や
長
期
間
に
わ
た
り
大
津
波
警
報
が

発
令
さ
れ
て
い
る
状
況
等
を
考
慮
し
、
被
災
状
況
、
場

所
に
よ
り
適
切
な
ル
ー
ト
で
淡
水
（
消
火
水
タ
ン
ク
等
）

ま
た
は
海
水
の
水
源
を
確
保
す
る
操
作
 

 

参考①-604



 

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
係
る
先
行
審
査
プ
ラ
ン
ト
と
の
保
安
規
定
比
較
表
（
大
飯
（
既
認
可
）
－
玄
海
（
既
認
可
）
－
美
浜
比
較
）

 

  

 

黒
下
線
：
大
飯
・
玄
海
と
美
浜
で
差
の
あ
る
箇
所

 

（
備
考
欄
の
（
）
は
補
足
説
明
を
示
す
。）

 

青
字
：

20
19
.0
7.
31
変
更
認
可
申
請
（
補
正
）
箇
所

 

 
 
（

20
19
.1
2.
09
補
正
含
む
）

 

大
飯
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9.

6.
2
5
認
可
）
 

玄
海
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（

20
1
9
.7
.5
認
可
）

 
美
浜
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
認
可
申
請
書
（
案
）
 

差
異
の
説
明
 

作
 

(ｾ
) 
「
1
4.
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－

14
「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
の
手
順
を
用

い
た
手
順
等
を
定
め
る
。
 

(
ｾ)
  
「
14
.
 電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」

 

防
災
課
長
、
保
修
第
二
課
長
及
び
発
電
第
二
課
長
は
、

重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る
表
－

1
4「
電
源
の
確
保

に
関
す
る
手
順
等
」
の
手
順
に
加
え
て
、
以
下
の
手
順
を

定
め
る
。
 

ａ
 
非
常
用
母
線
２
系
統
が
損
傷
し
た
場
合
に
、
発
電
機

車
（
高
圧
発
電
機
車
又
は
中
容
量
発
電
機

車
）、
変
圧
器

車
及
び
可
搬
型
分
電
盤
に
よ
り
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
浄

化
フ
ァ
ン
、
電
気
式
水
素
燃
焼
装
置
、
可
搬
型
格
納
容

器
水
素
濃
度
計
電
源
盤
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ

弁
に
電
源

を
供
給
す
る
操
作

 

(
ｾ
) 
「
14

. 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
 

各
課
（
室
）
長
は
、
重
大
事
故
等
対
策
に
て
整
備
す
る

表
－

1
4「
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
の
手
順
を
用

い
た
手
順
等
を
定
め
る
。
 

【
玄
海
－
美
浜
】
 

②
：
上
流
文
書
の
差
異
 

（
美
浜
は
、
重
大
事
故
等
対

策
以
外
、
追
加
手
順
な

し
。
）
 

 
(ｿ

)「
可
搬
型
設
備
等
に
よ
る
対
応
手
順
等
」
 

(
ｲ)
か
ら
(
ｾ)
の
手
順
に
加
え
、
以
下
の
手
順
を
定
め
る
。
 

ａ
 
可
搬
型
計
測
器
を
現
場
盤
に
接
続
し
計
測
す
る
操
作
 

 
【
玄
海
－
美
浜
】
 

⑤
：
記
載
方
針
の
差
異
 

（
玄
海
は
、
可
搬
型
設
備
等

に
よ
る
対
応
手
順
と
し
て
、

(
ｿ
)
項
に
ま
と
め
て
記
載
し

て
い
る
。
）
 

(6
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
手
順
書
を
整
備

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
中
央
制
御
室
で
の
プ
ラ
ン
ト
監
視
機
能

ま
た
は
制
御
機
能
に
期
待
で
き
る
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
運
転
員
が
使
用
す
る
手
順
書
も
並
行
し
て
活

用
し
た
事
故
対
応
も
考
慮
し
た
構
成
と
す
る
。
 

(7
) 
各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長

を
除
く
。
）
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
手
順
書
を
整
備
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
中
央
制
御
室
で
の
監
視
及
び
制
御
機
能
に
期
待

で
き
る
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
運
転
員

（
当
直
員
）
が
使
用
す
る
運
転
手
順
書
も
並
行
し
て
活
用
し
た

事
故
対
応
も
考
慮
し
た
構
成
と
す
る
。

 

(
6)
 各
課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
手
順
書
を
整
備

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
中
央
制
御
室
で
の
プ
ラ
ン
ト
監
視
機
能

ま
た
は
制
御
機
能
に
期
待
で
き
る
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
運
転
員
が
使
用
す
る
手
順
書
も
並
行
し
て
活

用
し
た
事
故
対
応
も
考
慮
し
た
構
成
と
す
る
。

 

 

(7
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
手
順
書
を
整
備

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
同
時
に
機
能

喪
失
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
配
備
し
て
い
る
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
、
常
設
重
大

事
故
等
対
処
設
備
お
よ
び
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
い
ず

れ
か
に
よ
っ
て
、
炉
心
注
水
、
電
源
確
保
、
放
射
性
物
質
拡
散

抑
制
等
の
各
対
策
を
実
施
で
き
る
よ
う
構
成
す
る
。
 

(8
) 
各
第
二
課
長
（
土
木
建
築
課
長
及
び
発
電
第
二
課
当
直
課
長

を
除
く
。
）
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
手
順
書
を
整
備
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
同
時
に
機
能
喪
失
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
備

し
て
い
る
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
、
常
設
重
大
事
故
等

対
処
設
備
及
び
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
い
ず
れ
か
に
よ

っ
て
、
炉
心
注
水
、
電
源
確
保
、
放
射
性
物
質
放
出
低

減
等
の

各
対
策
を
実
施
で
き
る
よ
う
構
成
す
る
。
 

(
7)
 各
課
（
室
）
長
は
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
手
順
書
を
整
備

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
同
時
に
機
能
喪
失
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
配
備
し
て
い
る
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
、
常
設
重
大

事
故
等
対
処
設
備
お
よ
び
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
い
ず

れ
か
に
よ
っ
て
、
炉
心
注
水
、
電
源
確
保
、
放
射
性
物
質
拡
散

抑
制
等
の
各
対
策
を
実
施
で
き
る
よ
う
構
成
す
る
。
 

 

 
 

 
 

２
．
３

 
 定
期
的
な
評
価

 

(1
) 
各
課
（
室
）
長
は
、
２
．
１
項
お
よ
び
２
．
２
項
の
活
動
の

実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価

を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講

じ
、
安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
 

2
.3
  
定
期
的
な
評
価
 

(1
) 
技
術
第
二
課
長
、
安
全
管
理
第
二
課
長
、
保
修
第
二
課
長
､
発

電
第
二
課
長
及
び
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
2
.1
項
及

び
2
.2
項
の
活
動
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
防
災
課
長
に
報
告

す
る
。
 

２
．
３
  
定
期
的
な
評
価
 

(
1)
 各
課
（
室
）
長
は
、
２
．
１
項
お
よ
び
２
．
２
項
の
活
動
の

実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価

を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講

じ
、
安
全
・
防
災
室
長
に
報
告
す
る
。
 

 

(2
) 
安
全
・
防
災
室
長
は
、
(1
)
の
評
価
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
１

年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
計
画
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評

価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
必
要
に
応

じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

(2
) 
防
災
課
長
は
、
(
1)
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
１

年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果

に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
、

計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

 

(
2)
 安
全
・
防
災
室
長
は
、
(1
)の
評
価
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
１

年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
計
画
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評

価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
必
要
に
応

じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 

(3
) 
原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
２
．
１
項
の
実
施
内
容
を
踏
ま

え
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評

価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
必
要
に
応

じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
 

(3
) 
原
子
力
管
理
部
長
は
、
2
.
1
項
の
実
施
内
容
を
踏
ま
え
、
１

年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
結
果

に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
、

計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

 

(
3)
 原
子
力
安
全
部
門
統
括
は
、
２
．
１
項
の
実
施
内
容
を
踏
ま

え
、
１
年
に
１
回
以
上
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評

価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
活
動
と
な
る
よ
う
必
要
に
応

じ
て
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
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